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フェ イズ シフ ト ( 


実体 弾 兵 器 を 無効 化す る 
相 転 移 装甲 


相 転 移 装 甲 と も 呼ば れる フ フト 装甲 ( 以 
ド 、PS 装 甲 。 PS は Phase Shift の 崎 ) は 、 実 体 鋳 兵 
帆 に 対し て ほぼ 完全 な 防 伯 力 を 発 押す る 装 四 シス 


ィ ズ 


、 兵 器 に 対し て は 限定 的 な 防御 力 し か 持た 
MS 用 の 重 突 撃 機 鉄 や 無 反 動作 は 当然 の 
圧倒 的 な 初 つ レ ー ル 砲 で すら PS 装甲 を 
\ が 、 大 質量 と MS の 
MIS 用 の 巨大 剣 ・ 
た 


日 標 を 叩き 
重 新 用 も PS 装 時 の 前 に は 無力 だ 

特定 条件 下 で は 無敵 の 防御 力 を 発揮 する PS 装 
甲 の 原理 は 「 相 転移 ] の 名 が る 。 相 転 移 
と は 、 温 度 や 圧 力 と いっ た 外 了 的 要因 に よっ て 位相 
一 物質 の 状態 一 一 が 変わ る 際 、 物 性 が 変化 する 
温度 の 上 昇 に よ 
まし た 物質 が 超 
が 相 転 移 の 代表 例 


伝導 物質 


PS 装甲 


MS Technology in C. 
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ワ ・ イ ラ の MS の 技術 


る (電圧 を 
前 述 の 防御 力 を 発 押す 
対 実体 将 ( 列 ) 装甲 は 最高 の 防 卿 
カ を 雛 香 し た PS 装 上 賠 点 も あっ : 
電力 の 供給 7 


、 交 時 に は 消費 が 大 する らし く 、 内 
S 装 時 の 有効 時 間 は 短く な る 。 この 
PS 装甲 に は 制限 時 間 が 付き まとう の で ある ,。 

第 二 の 憧 点 と し て 、 起 動 中 と 停止 中 で 機体 
3 上 が 指摘 され る 。 起動 中 の PS 装甲 は 設 
従っ て 変色 する か 止 中 = ディア クティ プ モ 
は 必ず モノ トー な お 、 起 動 し 


ンカ ラテ 


て いた PS 装 早 が バッ テリ ー 切 れ な ど で 解 除 さ れる こ 
と を 「 フ フト ダウ ン 」 と 呼ぶ 。 つま り な 
た し まう の だ ) 他 


に も 低い ジュ コロ イド と の 俳 用 が 不 
可能 られ る 
これ ら の 問題 を 克服 する た め 、 各 勢力 が 採っ た 


ミナ テリ ー 


策 は に 大 別 で きる . 
容 馬 や 発電 撤 給 電 能 カ 


は MS の パ 


この 結 果 


装甲 の 内 個 に 
革 人 する TP 中 フェ イズ 装甲 ) と 、MS の 状 
前 費 電 の 力 を 最適 化す る VPS 


的 価 信 が 低 FU た に が 
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ルフ ェ 
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6 PS 庄 甲 が / 


ステ ム と し て 使わ れ 続 ける 
カイ ム ・ ア ッ パ 


関連 ファ イル 


3AT.X108 


シフ ト 装 甲 ) が 開発 さき 


こと は 間 層 v 


れ た 


PS 装甲 の 実用 化 と | >、PS 装 甲 の 起動 か ら 停止 まで _ 


= PS 装甲 を 搭載 し た MS で あぁ っ て も 、 稀 内 な ど で 待 機 す る 
し ぎ まう 2 

テク ノロ ジー の 液 際 に は ディ アク ティ ブ モ ー ド 、 つま り フェ イズ シフ ト ダ ウン し た 

状態 に な リ 、 通常 は 出撃 直後 に PS 装甲 を 起動 させ 


a る (この 際 、 装甲 が する )。 超 | の PS 装甲 は 常に 
PS 半 の 理論 を 確立 し た の は 、 オー プ 巡 合間 長く ノニ リー を 濾し 、 特 に 笠 バ ッ テ リー も 人 泊 に 滑 衝 


国 の スペ ー リス 」 の 工科 カレ ッ する 。 PS 半 甲 を 起動 する だ け の 電圧 を 確保 で き な く な 
ジ で 教授 を 務め た モー リス ・ ゲ ー ル 博士 で ある ( 同 。 強制 的 に フェ イズ シフ ト ダ ウン し 、 防御 われ る 
校 の カト ウ 教 授 は 開発 に 関与 )。 開発 は 大 西 # en 
施 へ プン アイ ラン ド 技 術 研究 所 で マリ ュー 
大 尉 を 中 心 に 行わ れ て お り 、 当 初 は 地球 連合 S 生 の 
中 で も 大 西洋 連邦 し か PS 装甲 の 技術 を 保有 し て 
いな か だ が 、 ザ フト に よる PS 装甲 搭載 式 試作 
MS 群 GAT-X シ リー ズ の 強奪 、 技 術 を 得 た オー プ の 
技術 者 の 移住 、PS 装 甲 搭載 兵器 の 民間 流出 な ど 
に より 関連 技術 は 拡散 し て いっ た 。 これ が 、 ザフト に 
お ける PS 装甲 哲 載 兵器 お よび VPS 装甲 の 開発 、 地 
球 連 合 軍 へ の VPS 装甲 の 流出 、 従 来 の PS 装甲 機 
を VPS 装 甲 搭載 型 と し て リフ ァ イ ン する 「 ア クタ イオ 
ン ・ ブ ロジ ェクト 」 な ど へ と 上 第 が っ て いく 


「 [PS 装 四 拉 載 機 、 直 動 | 


PS 肖 邊 の 
六合 軍 の 
及 (所 属 と 骨組 は 導 時 ) 。 時 
CE ET TT 


貢献 し た 地 


地 二 下 全 一 の 背 1 贅 GAT-X 
ー ズ 時 の PS 


障 ゲ ザフト に 線 夫 き 
PS 閉 四 は 大 西洋 施 の 欠 
上 株 袖 で は な くる 


by TOKIKO YUZAWA (T 
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靖 N、 PS 装甲 の 特徴 

対 ビー ム 用 の 特殊 装甲 [へ 

PS 装甲 の 特徴 し て げ る 4 点 が 注目 され る 。 特 
に 実体 弾 兵 器 に よる 攻撃 を ほぼ 完全 に 無効 化す る 点 は 
大 の 特徴 で ある 。 ま た 、 後 に 実用 化 さ れる 陽 電 - 
な ど と 異な り 、 基 本 構造 は PS 装甲 材 と 給電 シ 
完結 し て お り 、 堅 率 で あり な が ら も 軽重 か つ 和 前夫 と いう メリ ルオ 
も 見 逃 せ な い 。 起動 時 に 変色 する 点 も 舌 向 な 再 塗装 を 不 
要 と する た め 、 メンテナ ンス 面 に お ける 利点 と な っ て いる , 


は 、 実 休 列 に よる 攻撃 を ほぼ 完全 に 無効 化す る 
ルギー 発 や 成形 導 樺 
ルギー 発 、 重 町 妃 に 代表 され る MS 用 刀 偽 な 
式 兵器 に 防御 力 を 発 価 す る 。 邦 撃 や 釣 


る 通夫 の 装 四 と 上 
電電 中 の み 防 竹 力 が 高 起動 中 は 党 に バ 
続け て いる うえ 、 裕理 
リー が 切れ る と PS 装 


1.29 


| へ \、 PS 装甲 最初 期 型 の 相 転 移 装 申 ーーーー フ ェ イ ズ シ フト 美 時 ー 


CE 71.01.20 に ロー ルアウ ト し た 第 1 期 GAT-X シ リー 
ズ で 実装 され た PS 装甲 は 、 最強 の 対 実体 端 装甲 だ っ た . 
寒 体 殖 攻撃 を ほとん ど 無 効 に する PS 装甲 は 、 無 貢 と 言 
て いい は どの 耐 列 性 を 誇っ た の で ある 。 だ が 能 大 な 消費 
電力 や 高い コス ト な ど が 問題 提 さ れ た 結果 、 主力 MS で の 
標 用 は 見 送ら れ 、 改良 型 PS 装甲 の 開発 が 進め られ る こと 
と な っ た 。 な お PS 装甲 技術 は ザフト に 流出 し た た め 、 地 百 


連合 軍 以 外 で も 研究 や 改良 は 行わ れ て いる , 


CE71.01.25、 へ リオ ボリ ス 
で 発生 し た 鞭 后 に あい て 、 ザ フ 
ト ま MS、ZGMF.1017 ジン 
の 生 四 用 に 震え る スト ライ 2. 
衝 に 配備 され た 協 球 寺 合 事 

MS、GAT-0! スト ライ ク 

の 肌 体 を 両面 する 感 カ 
を 持っ て いた 午 新 妃 だ が 、PS 
緒 四 は 破壊 で き な か っ た 


代表 的 な 


地理 較 含 軍 の 弟 ] 期 GAT-X シ リー ズ 一 一 降 近 の スト ライ ク . 
GAT.X102 デュ エル 、GAT-X103 パス ター、GAT-X207 ブ 
リッ ツ . GAT-X303 イー ジス ーー で 挿 用 され た PS 病 庫 は 、 ザ フ 
ト に 演出 竹 、YFX-600R 火 朋 運用 試験 誤 ゲ イツ ヤ プ ロ ヴィ デン 
ス 、 ZGMF-X11A リジェ ネ レイ ト な ど に 装備 され た 


ー 和 株 用 の ZGMF-X10A フ 
リー ダム や YIMFXO00A ドレ ッ ドー ト な ども 褒 載 。 ZGMF-X999A ザ 
は 不 採用 と な っ た 


基 1 MGATX シ リー ズ の スト ラ 
イク 。 栓 パッ テリ ー 痕 用 の ス 
トライ カー パ UPS 革 四 
の 有 二 叶 間 を 年 長 で きる 


ザフト の ZGMFXO9A 
ティ ス 。 株 電力 の 要 用 に よ 

ズ シ フト ダウ ン す る こと な 
く PS 村 下 使用 で きた 


地球 達 合 軍 に お いて PS 装甲 の 問題 点 を 改良 し た の 
が 、TP 装 甲 で ある 。 PS 装甲 材 を 通常 装甲 の 内 側 に 配置 
する こと で フェ イズ シフ ト ダ ウン を 悟ら せな いよ うに し た ほか . 
被弾 し た 計 間 の み 自動 的 に 起動 する こと で 電力 消 費 を 抑 
えて いる 。 さら に 、 パ バイ タル パー ト に の み 装 備 す る こと で PS 
装甲 材 の 使用 量 を 減ら し 、 低 コス ト 化 に も 成功 し た 。 た だ し 
低 コ スト 化 は 旧来 の PS 装甲 と 比較 し た 場合 の こと で 、 大 量 
生産 に は 適さ ず 、 主力 MS に 採用 され る に は 至っ て いな い 、 


Ft NL で Ya 本 
検体 名 は 変わ 


入 電 する よう に な 


1 い ヽ VPS 装甲 機体 に 最適 化す る PS 装甲 一 ヴァ リア ブル フェ イズ シス ト 装 甲 本 


TP 義忠 は 第 1 期 GAT-X シ リー ズ の 従 を 受け て 開発 され た 新 
動 MS 税 、 第 2 期 GAT-X シ リー ズ お よび その 派生 野 や 一 部 の 量 
症 仕 欄 棚 に 揉 用 され た 。 代表 的 な 機体 と し て は 、 GAT-X131 カ 
ラミ ティ 、 GAT-X252 フォ ビ ド ゥ ン や その 水中 仁 欄 標 GAT-X255 
フォ ビ ド ゥ ン ・ ブ ルー、 GAT-X370 レイ ダー な ど が 知ら れる 。 


作 青 を 便宜 し た カラ ミ ティ の 湯 生 技 GAT-X133 ソー ドカ ラミ テ 
ピ ド ゥ ンプ ルー の 強化 便 半 可 模 GAT.707E フォ ビ ドッ ゥ ン ヴ ォ ー 
レイ ダー の 前 身 楊 GAT-333 レイ ダー 制式 杜 極 も TP 款 皿 機 だ 


レイ ター 制式 仕様 を 放 居 、 畠 
式 半 人 した 可 馬 弱 レイ ダー 


MS - MA の モー ド 


に 敵 休 な く 


TP 閉 串 は 友和 可能 で ある 


お いて 開発 され た 改良 型 の PS 装甲 が 、VPS 
村 皿 で ある 。 機能 面 は 旧来 の PS 装甲 と 同じ で ある が 、 機 
圧 を 調整 、 最 適 化す る 。 つま り 
ヴァ リア ブル 一 可 変 式 の PS 装甲 と 言え る 。 これ に より VPS 
装甲 の 米 働 時 間 が 延長 され る ほか 、 凍 図 的 に 電圧 を 調 束 
する こと で 機体 色 の 変更 も 可能 で ある 。 当初 は ザフト の 独 
占 技術 だ っ た が 、 地 球 連 合 車 や 民間 組織 、 秘密 結社 に よ 
る 搭載 機 また は デー タ の 奪取 に より 、 技術 は 拡 艇 し た 


通常 の 機 休 で は 単に 率 的 な 
PS 午 申 と し て 使わ れる 情 向 に 
EH. ZGMF-X56S イン 

7 ク 栓 桂林 
Es 
半 忠 多 が 齋 わ る の は VPS 圭 中 
が 二 邊 人 し され た 皇 紅 で ある 


処 性 や 務 性 、 逢 角 性 


Pa ib は 前 性 だ け で は な 


外 に も 利用 され て いる 。 代表 的 な 
の ルス トラ イカ ー、ZGMF-X20A 
ZGMF-X19A イ ト ジ ャ ステ 


PS (VPS) 装 時 村 
に PS 侍 皿 技術 の 民間 転用 も 任 震 され て 


の 呈 下 大 ガン マ 給 レー ザー 商 
ネ キシ ス 」 は PS 装甲 抽 の 外 績 を 
あぁ まり に 巨大 な た め 、 理 体 光 


府 は 当所 の こと 、 星 電子 栓 も がく 


代表 的 な 機体 


VPS 装 甲 は な 、 イ ン パ ルス や ZGMF-X23S セイ パー を は じ め と 
する ザフト の 新型 MS 辞 「 セカ ンド ステ ー ジ シリ ー ズ ] で 採用 され . 
以後 も ZGMF-X42S デス ティ ニー な どの ハイ ブリ ッ ド デュ ー ト リ 
ォ ン 性 に 手 載 。 地球 連 合 軍 で は 「 ア クタ イオ ン ・ プ ロジ ェクト ] 系 
の MS や GAT-FJ108 ライ ゴウ が 採用 し て いる 。 


アク タイ オン プロ ジェ クト 』 で は GAT.X1022 ブル デュ エル 


全 四 を 間 発 。 GAT-X105E スト ライ クノ ワー ル ( ス トラ イク E) 
る スト ライ カー バック ご と に 装甲 氏 が 変更 れる 


TP 装 申 や VPS 装甲 が 間 


し て いた 。 代 家 的 な も の と し 
PS 装 中 が ある 。 ス トラ イク 
スト ラテ 
ステ ンダ ー」 を 指 載 し 
直接 的 な 前 身 に な 


と 言わ 
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所 型 PS 装甲 


も 、 こ れ ら の 新 才 | 


異な り 赤 素 だ が 


ZGMF-X56S7a フォ ー メ イン 
バルス 。 VPS 妹 叶 の 急 は 。 シ 
ル エ ッ ト 素 装 筐 叶 と 同じ 理系 
に な っ て いる 


| 


発 さ れる 以前 
PS 装甲 に 
て は MBF-02 スト ライ クル ー ジ ュ 
ウル ー ジ ュ の 装甲 色 は オリ ジ ナ ル 
型 パ バッ テリ ー「 パ ワー 


これ が VPS 緒川 の 


また は 技術 が 公 


た めで ある 
れる 


クト 」 系 の MS も 
ダー と VPS 義 四 


ZGMF-X56S/8 ソー ドイ ン パ 
ルズ 、 シル エッ ト 靖 偽 時 に 綾 
が 素 素 に 補色 近 幸 用 に 区 
人 カ が 向上 し て いる と まれ る 


md G アス レイ 
3。 PS を 
ra 


TP 千 下 


Mstration by TOMOTAKE KINOSHTA 


PS 装甲 材 を 用 いた 
MS の 強化 ・ 改 修 


プア スト レイ ブル ー フ レー ム セ カ ンド G が TP 装甲 の 同 
等 品 を 追加 きれ た よう に 、 一 般 的 な 装 早 し か 持た な い 
MS に PS 装 四 が 組み 込ま れる 例 も あっ た 。 他 に も 、PS 
装甲 製 の 増加 八 備 の 外装 や 、PS 装 甲 閣 載 機 と し て 
新規 に 製造 され る ケー ス も 知ら れ て いる し た 改 
修 が 可能 だ っ た の は 、PS 装 中 の シス テム が 簡素 一 一 
装甲 板 と 給電 機構 の み で ほぼ 完結 し て いる な 
た め 、 改 修 の 帳 易 度 が 低かっ 央 っ て いる だ ろ 
う 。 「 ア クタ イオ ン ・ プ ロジ ェクト 」 も 同様 の 計画 だ っ た . 


MBF-P03 forth 
アス トレ イブ ルー フレ ー ム フォ ー ス 
フル アー マー・ フ ェ イ ズ シ フト 


ZGMF-1001 
イラ イジ ャ 専用 ザク ファ ント ム 
ホテ ー ル に 配 借 き れ て 


MBF-POSLM 

アス トレ イミ ラー ジュ フレ ー ム 
ライ ブラ リア ン が アス トレ イ 5 
た MS で .VPS 紳 を 持つ 。 性 
オン ハバ キリ | は VPS 閉 車 で で きま てい 


MORE INFO! 
PS 装甲 以外 の MS 用 装甲 


MS 用 装甲 の 具体 的 な 構造 は 機 志 に 属す る も の で 
一 般 的 な MS の 諸 申 に 関し て も 情 

に 知ら れ て いる MS 用 装 早 と し 
採用 きれ た 発泡 全 付 皿 
る ) が 存在 する 


X 
キー プ 電 全長 還 の ま カ MS 3 1 
っ ce て ルコ A 突出 し た 防御 力 と 引き 換え に 様々 な 玉 点 を 抱え る PS 鞍 甲 。 TP 装甲 や VPS 装甲 の 実用 化 に より 到 点 は 解決 され つ 
J が 、 生産 性 や コス ト の 壁 は 大 きく 、 普 及 に は 至っ て いな い 。 今後 PS 装甲 に 夢 命 が 起こ る と すれ ば 、 ま っ た く 異 な る 形態 へ 
の 相 転移 や 徹底 し た 低 コス ト 化 に よる も の と 考え られ る 
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" * 白 ゃ | 
サイ ド 7 適 如 戦 
THE ENCOUNTER OF SIDE7 
U.C.0079 


ガン ダム VS ザク I 
溢 疾 し た 両生 の MS 


UC0079.09.18、 サイ ド 7 で 発生 し た 地球 連邦 軍 と 
ジオ ン 公 国軍 の 戦闘 が 「 サ イド 7 道 遇 戦 ] で ある 。 こ 
の 内 開 の 特色 と し て 、 史上 初め て 地球 連邦 剖 と ジオ 
軍 の MS が 実 民 を 行っ : げ ら れる , 

\ ま で も U.C.007904ー 
を 装備 し た 地球 連邦 姜 の 「 モ モ ペ ン テ 隊 」 が 、 ジ オン 
剛 軍 の 物資 集積 所 を 奇 肛 し 、MS を 届 破 し た 例 は 


発し た 試作 MS、RX-7) 
> 主力 MS、MS_OGF ザク 1 
て で いる 。 両 軍 の MS 同士 が 、 実戦 に お いて 激 
この 戦い が 、 史 上 初 の MS 対 MS 戦 と 呼 
ば れる の は 、 こ の た めで ある , 


仙 発 的 な 戦闘 に 過ぎ な い サ イド 7 遭遇 昔 が 注目 き 
れる の に は 、「 史 上 初 の MS 対 MS 戦 」 と いう MS 史 
に お ける だ けが eS い 年 戦争 最 


事態 一 一 ジ ォ ン 地 地 方面 司 
佐 の 戦死 、 一 年 戦争 の ター ニン グ ボ 
イン ト と な る [オデッサ 作戦 」 の 開始 な どー の 起点 
に な っ た と 言っ て も 過言 で は な い 点 で ある 。 一 年 戦 
初 の 1 ビー ス が 、 サ イド 7 適 過 了 埋 だ 
ガルマ ・ ザ ビ 大 佐 の 戦 
ある ザビ 家 の 内 部 対立 
お ける オン 公国 軍 の 指揮 


指導 
、 地球 上 * 
系 続 を 混乱 きせ た と 
地球 方 面 軍 の 小 乱 が オデ ッ サ 作戦 の 維 上 げ 実 
施 を 促し た 可能 性 も 指摘 され て いる の だ 


この よう に MS 史 や 一 年 戦 ひい て は 宇宙 世 ・ ト 
引 昌 に お いて も 少な か ら ぬ 意味 を 持つ サイ トド 7 剖 過 計 放 4 
戦 だ が 、 そ の 内 実は お 粗末 な も の だ っ た 。 こと の 始ま y\ 

り は 試作 MS 詳 RX シ リー ズ を 受領 する た め サ イド 7 に ル 


向かっ て いた 地球 運 邦 軍 の 強襲 掲 鹿 盤 ホ ワイ トペ 
ー ス が 、 シャ ア ・ ア ズ ナ ブル 少佐 指揮 の ム CN 
皿 フ ァ ル メル に 発見 され だ っ た で 、 両 軍 と 
も に 以降 の 事態 を ま YS た . 
ホワ イト ペー ス が 地球 連邦 軍 の 総合 的 MS 開発 
計画 「V 作 戦 」 に 関与 し て いる と 考え 少佐 
は 、3 機 の ザク か ら 成 る 偵察 隊 を 派遣 し て いる 。 し 
か し サイ 


5 U.C.0079.09.18、 地球 連邦 の 管轄 下 に あっ た スペ ー ス ・ コ ロニ ー「 サ イト 7」 で 、 地球 連邦 定 と ジオ ン 公 国軍 の MS が 激突 
人 し 、RX シ リー ズ を 発見 し た 新兵 し た 。 史上 初 と され る MS 同士 の 載 騰 は 地球 連邦 軍 の 勝利 に 終わ り 、 兵 問 に おち ける ジオ ン 公国 軍 の アド バン テー ジ が 必ず し 
攻撃 を 開始 し て し まう 。 これ に 地 も 絶対 的 で な いこ と を 示し た 。 そし て 用 矯 状 購 に あっ た 圭 争 は 、 徐々 に 地球 連邦 軍 優 位 へ と 移行 し て いく こと に な っ た 
杏 が 重なっ た 結 
ト 、 披露 が 拡大 、 事 態 は 小 乱 し て し まっ た 関連 ファ イル 
それ で も RX シ リー ズ の 1 機 、 ガ ンダ ム が 起動 し 、 ザ 
ク IM と の 了 戦闘 を 開始 する 。 ジオ ン 公国 軍 が 最 走 し 、 
地球 連邦 軍 が 組織 的 な 対応 能力 を 実 失 する 中 で 


FG-01.03 生 
FG-01.08 


乗り 込ん だ 者 こそ 、 忌 間 の 一 少年 に 過ぎ 』 で あり 、 介 の RX 
ロ ・ レ イ で あっ た ーー sa 
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コロ ニー 内 戦闘 = サイ ド 7 道 財 戦 
と 容 間 戦 = サ イド 7 脱出 戦 


ホワ イト ペー ス は コロ ニー が @ 放 洪 
アツ が MS を 天才 

い 登 星 」 アオ 
LR する が 、 アロ 


ES 


0079.09.15、 最終 + タ 


取り 付き 
地球 較 邦 軍 は 


FT] 


上 詳 | シャ ア 少 佐 、 サ イド 7 に 消 入 


12 織 の 机 破 され た こと を 確認 し た 

攻撃 を 如 え る と 同時 に 。 コ ロニ ー 外 
し し し 円 

送信 裕 . 洪 入隊 を 組織 

者 を 調査 し た が 、 南 に 発見 

あれ た 。 ホワ イト 

官 選 生 と 民間 人 を 


UC.007909 発生 し た 戦 戦 上 サイ 
た それ が 「 サ イ 少佐 自ら が 累 
ド 7 適 過 昔 」 と 「 サ イド 7 脱出 戦 」 と 呼ば れる 。 サイ ド ら 、 ホ ワイ トペ 、 
7 疾 財 戦は 、 偵 府 隊 の サイ トド 7 潜入 か ら ガ ンダ ム に よ 戦 まで を 示し < 
る ザク ll の 撃破 に 至る 事件 だ と 思 い 。 この 後 、 3 機 の ザク を 失っ 


に サイ トド 7 宙 域 で 


ける 


時 沈静 化 する 


庫 ガン ダム 起動 < ザク I を 撃破 
t 1 


内 に 便 天 し た ザク は 地球 


| 用 | ガン ダム 、 ザク 12 機 を 昌 破 


偵 訟 の み を 命じ られ て いた に も ヵ 
生理 が 基 走 し 、 攻撃 を 開始 し た 


MORE INFO! 
絶大 な ザク I の 威力 


7 と 
ムロ ・ レ イザ 本 人 杖 租 に あ 
を 本 


Te 


講和 部 隊 の サイ ト 
ス の 出港 と コロ ニ 


連 の 戦闘 で > 
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地球 連邦 店 


[歪み 」 を 内 包 し た 
地 雪 続 一 政体 


地球 連 施 は 国 訂 連 合 か ら 玩 展 し た 地球 の 統一 
政体 で ある 。 再 礎 2312 年 時 の 参加 国 は 328 ヶ 国 に 上 
る 。 国連 か ら 地 球 連 邦 へ の 改名 は 、 ソ レス タル ビー イ 
ング (CB) 崩壊 か ら 3 年 後 の 西暦 2311 年 。 参加 国 の 
偽 隊 を 解体 統合 し た 地球 連邦 平和 槍 持 軍 (連邦 
軍 ) の 誕生 は 西 | 2 

地球 連邦 は 事実 上 、 
球 と 周辺 宙 域 全体 を 統治 する 政体 で ある 。 た だ し 、 
回 連 か ら の 改名 時 に 強大 な 権力 を 香 た の で は な い 。 

CB 填 減 直後 の 国連 で は 、 三 大 勢力 の ユニ オン 、 
AEU、 人 類 革新 連 田 が 協力 関係 を 強化 し 、 各 地 
で 回 連 軍 が 活動 し て いた 。 それ まで 世界 の ほぼ す 
べ で を 鞍 痛 し て いた 諸 勢 力 が 、 統 合 に 向かっ て い 
た の が 西 麻 2308 年 か ら 2311 年 頃 の 国連 で あり 、 ご こ 
の 時 点 で 世界 規模 の 権限 と 実力 を 有する 超々 大 国 
= 地球 連 孝 は 形成 され つつ あっ た の だ 。 こう し て 見 
る と 、 対 CB 戦 を 通し て 押 力 関係 を 築い 


が 、 国連 の 名 の 下 に 発展 的 に 統合 、 再編 され た 地 
球 続 一 政体 が 、 地球 連邦 だ と わか る 。 

し か し 、 こ こ で 括 間 が 浮か ん で くる 。 な ぜ 三 大 勢 
力 は 、CB 勝 壊 後 も 協力 関係 を 継続 し 、 地球 連邦 話 
生 へ と 動い た の だ ろう か ? 第 二 次 世界 大 戦後 
合同 が 対立 し 東西 冷戦 へ と 移 
勢力 が CB 出現 以前 の よう な 
| を 再開 し な か っ た 理由 は ? 事 
実 、 三 大 勢力 に 疾 似 太陽 炉 搭載 MS を 供与 し CB の 
「 イ オリ ア 計画 と 計画 の 中 柱 で ある 量子 弄 演 條 処 
理 シ ステ ム 「 ヴ ェ ー ダ ] を 鶴 取 、 新 世 界 の に な ろう 
と し た アレ ハン ドロ ・ コ ー ナ ー 国 連 大 便 は CB 娠 洲 作 
戦 「FALLEN ANGELS」 で 埋 死 し て お り 、 地 球 連 
邦 の リー ダー シッ プ を 執る 人 間 は いな か っ た の だ 。 

確か に 地球 連 部 の 編制 を 主導 する 「 人 間 ]」 は い 
な か っ た 。 だ が 、 ア レ ハ ン ドロ を 拘っ て ヴェ ー ダ を 掌 拠 
し 、 自 ら が 望む 形 で イオ リア 計画 を 進め よう と し た 者 
は いた 。 それ が イノ ベイ ター を 自称 し た イノ ベイ ド た 
ち で ある 。 

ヴェ ー ダ の 生体 端末 と し て 生み 出 きれ た イノ ベイ 
ド 数 名 が 歴史 の 舞 友 青 か ら 連 と 地球 連邦 を 操 
作 し 、 人 類 の 統一 を 図っ た 。 も っ と も 世界 続 一 政体 


| 09 sm4MM 


の 護 生 と 人 類 の 統一 は イオ リア 計画 に 含ま れ て お 
り 、 そ れ 自 体 に 問題 が ある と は 言え な い 。 し か し 彼 
らち に 操 ら れ た 地球 連邦 は 、 政 府 直 轄 の 独立 治安 
維持 部 隊 ア ロウ ズ と 連邦 保安 局 を 用 いて 、 非 連邦 
参加 国 や 反対 勢力 を 卵 圧 し て いく 。 少数 勢力 の 排 
除 、 車 清 に よる 人 顔 の 統一 で ある 。 こう し た 莉 圧 行 
る は 正当 な 対 テロ 作戦 と し て 障 伝 きれ 、 市 井 の 人 々 
が 実態 を 知る の は アロ ウズ 解体 後 の こ と に な っ た 

(9 ョ ー コ ・ ウ エダ AD2364) 
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イオ リア 計画 と 
地球 連邦 


地球 統一 政体 = 地球 連 孝 の 誕生 は イオ リア 計画 
に 含ま れ て いた 。 これ は CB の 武力 介入 、 護 界 の 続 
人 類 の 意思 統一 と いう 計画 の 流れ の 中 で 想定 
きれ て お り 、 開発 の 促進 、 人 吾 の イノ ベイ ター 
化 、 地 球 外 生 命 体 と の 接触 「 来 る べき 対話 」 へ と 緊 
が っ て いる 。 実際 、 地 球 連 邦 の 成立 削 後 か 宇宙 
開 免 は 加速 し 、3 基 の 軌道 エレ ペー ター の 完成 、 大 
腸 光 発電 装置 の 設置 、 ス ペー スコ ロニ ー の 外 設 も 
進ん だ 。 その 一 方 で 、 地球 連邦 政府 は 中 東 請 固 や 
反 連 邦 組織 へ の 弾圧 を 行い 、 暴 走 の 来 に 「 プ レイ ク 
ピラ ー」 事件 を 引き 起こ し た 7 限 を 集約 き 
せ て で いく 。 一 般 市 民 が 知ら ぬ 間 に 、 地 球 連 孝 は 治 
安 持 を 名 目 と し た 独裁 体制 っ て いた 
うし た 地球 連 孝 政府 の 方 針 は 、 リ ボン ズ の 敗北 と ア 
ロウ ズ の 実態 筋 見 まで 続い て いく 
内 生 中 に 人 
各国 を 弓 合 し た 国 遅 と 地 
PT で LLTET2 


と 共 公夫 基 り 
ETTTTTT 
ET 


初代 増 放 経 和夫 
時 多 一 の た の 補い リー ター 


MORE INFO! 
連邦 軍 の 前 身 、 


IT 」 


事実 上 の 前 身 と 言え る の カ 
ま 上 最大 規模 


GNX-603T 
ジン クス 


地球 連邦 の 成立 と 発足 直後 の 体制 


西暦 231 1 年 、 国 軍 か ら 移行 、 改 名 する 形 で 地球 
連邦 は 誕生 し た 。 普 長 は 連邦 大 統領 で 、 連 邦 詩 会 は 
連邦 参加 国 か ら 選 ば れ た 講 員 で 構成 さ ふ て いる 。 西 礎 
2312 年 の 連邦 軍 雇 生 の 時 点 で 328 ヶ 国 が 参加 し 
り 、 史上 最大 の 版 図 を 持っ て いた が 、 ほとん ど は 旧 三 大 
勢力 の 加 留 国 、 ま た は その 強い 影響 下 に ある 国 (AEU 
と の 関係 が 深い アフ リカ 護国 な ど ) だ っ た と 考え られ る 


人 間欠 品 誠 の 
四半 位 を 便 用 !。 な か 


地球 連邦 と 内 部 周辺 組織 の 関係 


地球 連邦 は ほとん どの 国 を 統治 し て お り 、 非 参加 国 は 中 
東 語 国 な ど 昌三 大 勢力 に 加 久 し て いな か っ た 中 小国 ( 軌 
道 エ レ ペ ベー ター 開発 に 参 っ 
た よう で ある 。 地球 連邦 政府 は 非 参加 国 や 反 達 邦 勢力 へ 


の 強 理 妻 勢 を 示し て お り 、 アロ ウズ に よる 弾圧 や 書 秀 、 杉 
似 太 陽 炉 を 用 いた 通信 吉 断 を 容 康 し た 。 こ うし た 地球 連邦 
政府 の 方 針 は 、 リ ポン ズ ら イノ ベイ ド の 携 作 に 因 る と : 


大 きく 、 事実 の 昭 項 や 情報 統制 は ヴェ ー ダ が 担っ て いた 


地球 連邦 平和 維持 軍 


西 磨 2312 年 、 連邦 参加 国 の 軍隊 を 解体 、 一 元 化 
する こと で 放 生 し た 還 事 組織 が 地球 吉 邦 平和 座 持 軍 
で ある (事実 上 の 前 身 は CB 媒 減 の た め に 組織 され た 
国連 軍 )。 人 員 は 4,000 万 人 規模 に 達し 、 雑 似 太陽 炉 
搭載 MS を 多数 配備 する 。 地球 連邦 の 国軍 に 位置 付 
けら れる が 、 アロ ウズ の 結成 笑 、 存 在 が 薄れ 、「 ブ レイ 
クビ ラー] 事件 後に は 指揮 権 を アロ ウズ に 集約 され た 


GNX-609T ジン クス 征 


B 村 一 の た め ア ロウ ズ の 非 人 道行 為 を 着 過 
し 、 ヴェー ダ に よる 情報 操作 で それ を 太 葉 し て いた 地球 連 
邦 政 府 だ っ た が 、 命 通 が 尽き る 時 が 来 た 。 外 宇 宙 航 行 秀 
ソレ スタ ルピー イン グ 号 の 載 い で 、 後 ろ 盾 に し て 昧 墓 で あ 


罰 アロ ウズ スキ ャ ンダ ル 


重力 の 重 茜 に 多 吉 し て 


た 天 給 者 ちい x 
表す の 下 導 IO た う X、 健 先 な 人 侍 も 引き 太 か れ て | 


セル ゲイ ・ ス ミル ノ フ 
DP DEM FN 
者 で 元 は 人 宣 下 の 軍人 電 
頃 な 行い を 線 っ て かり - ア ロウ ズ 
の せり 方 前 机 し て いた 


る リボ ンズ を 失っ た うえ 
の で ある 。 結果 、 政権 は アロ ウズ と 共に 倒れ た の だ っ た 
その 後 、 新 大 統 額 が 選出 され 、 か つて の 反 吉 邦 勢 力も 参 
加 す る 新た な 地球 連邦 が 活動 を 開始 し た 


アロ ウズ に よる 列 圧 や 慮 埋 行 旋 が 公 に な ら な か っ た の は 、 リ ボ 
ンズ ゲ 地 球 遅 邦 政 府 に 協力 ( 実 頭 に は 「 失 作 ) し 、 ヴ ェ ー ダ を 
で ある 。 し か し 、CB が ヴェ ー 


EE fmam と アロ ウズ 

の テロ 作 電 の 王 は 押 

区 委 だっ た 。 中 東 再 

爾 に 反対 し た スイ ー ル 

王国 や アザ ディ メタ ン 三国 

ーー は 、 画 を 科 まわ て いる 


地理 運 孝 の 新政 権 は 
施 参 加 国 へ の 揚 且 と 連邦 ^ 
真 向け て 畠 力 する と 
権 時 代 に 与え られ た 裕 書 の 回 衝 、 対話 店 
間 作 改善 、 富 と いっ た 方 針 が 探 られ た 


Wa マン ライ 


機動 戦士 ガン ダム 


誕生 


LR | mg09 se id 
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ミノ フス キー 粒子 
散布 民 境 下 対 応 兵 器 の 開発 


サイ ド 3 を 拠点 と する ジオ ン 公国 が 初め 
弄 機 動 丘 時 が 「 モ ビル ス 
で ある 。 MS と は 「Mobile SULT (Mobil 
Space Utility Instruments Tactical= 戦 術 汎用 
機器 ) 」 を 意味 する 
メー ッ 」 の 名 か ら 、 人 間 が 着用 す 
も の が 想像 され る が 、 実 際 の MSL 回 
で パイ ロッ ト は 肌 体 な 
推 護 する 。 移 
行 、 宇宙 空間 で 
武装 は 人 間 用 の 
、 刀 本 指 マ 


の 関節 と 刀 本 指 マ 、 空 間 移 動 用 の 推 


進 器 は 生産 性 と 整備 性 を 悪 る 。 こ か 


トレ フフ ・Y・ 
存在 


も 知ら れる 
事 力 る 地球 連邦 の 打 
公国 で ある 。 務 球 連 寺 
分 の 1 の 国力 し か 持た 
カ で も 劣勢 だ 


奉 曲 境 下 で は 柏 過 に 性 能 が 低下 す 


国軍 も 同様 で の まま て 


TE 


Fue nvew 


同 軍 は 
な 性 能 を 発振 する 新 )| 
有 捉 界 戦 闘 が 強要 


と 開発 の 中 


子 散 布 届 
開発 に 着 


了 チ 散 
で 人 弄 機 


C0099 


ム 」 で の 
RT 


実証 され た 
人 環 丘 器 の 化 位 性 


MS が 人 間 兵 器 と きれ た 背景 に は 有 視 界 戦闘 を 
強い る ミノ フス キー 粒子 散布 贅 境 の 特性 が ある 。 機 
体 同士 が 秋 し か ね な い 太 近 碑 藤 で の 香 義 で は 、 
芯 大 な 鉱 火器 や 刀剣 を 使用 可能 な 人 規 兵 咽 が 健 
れる の だ 。 また 、 和 多種 多様 な 兵 装 を 使い こなす 腕 部 
= 五 本 指 マニ ビュ レー ター は 高度 な 作 葉 性 能 を 薬 ね 
備え て お り 、 ス ペー スゴ の ハッ チ 開 時 に 代表 さき 
れる 各種 作業 に 川 いる こと も で きた 。 アッ ドウ ェ イ ト に 
過ぎ な いと 思わ れる 脚 部 も 、 宇 軍 プ 地 ト (スペ ー ス 
内 ) 両用 兵器 で ある MS に と っ て 、 重 力 下 用 
移動 尼 醒 に な っ て いる 。 また 腕 部 と 酸 部 は 、 橋 科 消 
費 な し に 機体 の 姿勢 を 制御 する AMBAC (Active 
Mass Balance Auto Control= 能 動 的 質量 移動 に 
よる 自動 攻勢 制 克 ) シス テム と し て も 機能 し て お り 、 高 
度 な MS の 戦闘 能力 を 支え で いた の で ある 。 


XA3 (MS.01) に 庁 雷 きた て 


重 の と 補 富 性 の 低 き は 丘 和 性 の 
庁 よ に 用 きれ 、MS に 主 理 
計上 の 機動 性 を ちえ た 


MORE INFO! 
制式 MS を 巡る コン ペティ ショ ン 


『 ま か 用 本 兵 7 


公 的 飛行 試 中 
は 見 送ら れ た 


EMS-04 ツタ 


フス キー 科 子 散布 環境 下 対応 兵器 の 開発 


IS 開発 へ の 道 


U.C.0069.08.15、 サ イド 3 に 見 っ た ジオ ン 公 | 好 
理 連 都 か ら の 疲 立 戦争 を 志向 し て いた 。 し か し 、 圧倒 的 国 
力 を 誠 る 地球 連邦 を 重 事 カ で 破る に は 、 重 備 が 不足 し て い 
た 。 そこ で ジオ ン 公 国軍 は 、 特 殊 電 國 波 効果 で 既存 の 兵 


レン 


大 巨商 主義 の 申し 子 で あり 空間 内 の 弄 だ っ た 生 軍 本 は 高 放電 
子 化 7 淡い し 、 ミ ノ フ メキ ー 電 子 三 寺下 で は 性 能 を 科 押 で き な か っ に 


画 次 期 主力 汎用 戦術 兵器 の 選定 


次 甚 主力 汎用 戦 閑 兵器 と 仮称 され た ミノ プス キー 粒子 
敢 布 環 境 下 対応 兵器 の 開発 は 、 ジ オン 公国 系 の 重工 業 
メー カー で ある ZEONIC (ジオ ニッ ク ) 社 、ZIMMAD( ツ ィ マ ッ 
ト ) 社 、MIP (エム イー ペー) 社 の 3 社 が 見 合 する 形 で 行わ 
れ た 。 この 時 喜 で は 実 的 な 性 態 は 求め られ て お ら ず 、 最 
適 解 が わか っ て いな い ミ ノ フ スキ ー 答 子 艇 布 環境 下 対応 
兵器 の 搬形 を 決定 する こと が 主 な 目的 だ っ た 。 


社内 プロ ジェ クト 5.UiT 計 画 」 で 開発 し た ZLXA3 を 提 
出 。 間 欧 時 は [汎用 宇宙 機 妖 ] と 称す る 作業 宇 軍服 に 仙 連 


凌 体 系 と 貫 術 を 無効 化す る ミノ フス キー 粒子 に 療 目 する 
U.C.0070.03 に 特 狐 電 欄 波 効 果 の 公開 確証 実験 が 成 
功 す る と 、 翌 年 の U.C,0071 に は ミノ フス キー 幸子 般 布 理 
填 下 に 対応 する 兵器 の 開発 に 着手 し た の だ 


ミノフスキー 粒子 散布 環 填 下 対応 兵器 へ の 
要求 仕様 ( 推 穫 含 お ) 


@ ミ ノ フ スキ ー 独 子 の 前 布 礎 壇 で 十 全 な 性 能 を 発 居 する. 
古家 科白 皇 ) 前 探 と する 

の 宇宙 全 妥 標 を 上 回る 栖 動 性 と 放 刺 力 を 持つ 

@ 宇 軍 地上 (スペース ・ コ ロニ ー 内 ) の 反 方 に 対 店 する , 


UC.0073 の 中 財 民 者 に 持っ た の は ZEONIC せ の ZHXA3 と MP ね の 
MIP-X} で ある 。 ZXAJ は MS の , MIP-X1 は そ ビ ルアー マー の 舞 束 と な 
リキ れ で れ に 争 誠 し て いっ た 


MP は が 提案 し た も の ゲ 、 空間 秋 機 と 手 軍 埋 鋼 給 の 特性 
任せ 妊 つ MIP-X1 で ちる 。 宇宙 補 間 で | 


され て いた 。 XA3 は 人 間 に 近 い フ ォ ル ム を 持つ 性 体 で を 、 ス ペー ズ スズ ・ コ ロニ ー 内 で は ネバ パーク ラフ ト ま 移動 に 用い る 
当初 こそ 実用 性 に 縁 間 が 持た れ た が . ミノ フス キー 幸子 重 布 欠 緒 的 な 設計 だ っ た 。 | 動 性 や 生産 性 こそ 倍 れ て 
苦境 下 へ の 対応 座 力 と 侍 れ た 激 用 性 が 生 価 きれ 豚 章 。 MS いた が 、 そ れ 以 久 の 項目 で 孝 っ て お ちり 、ZLXA3 に 迷 北 。 新 主 
の 呼 団 と MS-01 の 措 式 番 全 を 与え られ た カ 兵 夫 の 本 妥 に は な ら な か っ た 


XS に 本 か た MP.XI だ っ だ 

ザ 。 そ の 箇 名 性 を < 評価 し て 

いた ジ ォ ン 公国 間 は MIP.X1 を 

きき に 新た 人 動 氏 半 の 佐 人 

ーー 、 機 示す る 。 それ こそ が - 裕 の モビ 
ルアー マー で あっ た 


HXA3W 一 理 見 た き レ ン ・ マビ 
記 八 美 を 生か め べ た た 伝え られ る 
だ が 、 人 抽 の フォ ルム は ミノ フス 
キー 牧子 雷 載 下 で の 件 兵 寿人 
a 導電 ンプ 
制 全 も 知生 だ っ た の 


実験 機 MS-0 1 から 実戦 用 MS ザク I へ の 発展 


「 ク ラブ マン 」 と 通称 され た MS-01 (ZI-XA3) は 、 あ くま で も MS の 無形 
で あり 実戦 に 耐え らち れ な か っ た 。 その 後 、 開発 は 加速 度 的 に 進み 、 推定 
で 1 年 以内 に ミノ フス キー・ イ ヨネ スコ 弄 条 本 反 応 括 載 の MS.04 プロ 
ト タ イ プ ・ ザ ク が 完成 、U.C.0074.02 に は 史上 初 の 実戦 用 MS、MS- 
05 ザク 1 の 試作 1 号機 が ロー ルアウ ト し た 。 


ザク 1 情報 洪 め と 地 
等 箇 郊 宣 の ヘ 


180 放 和民 の 所 相 時 間 ヨ 本 


MS-01 の お 他 要 。 
関 委 ス タッ プ 撤 計 。 
同人 区 介 工 起 に 硬 


PT CE 
3 


不明 ( 欄 分 措 。 間 凶 閑 ?) 


生 導 基 4 ( 放 寺 別に 仕 杜 が 異な る ) 
護 生 洗 化 に より MS-02 と 比べ 4 前 の 
性 作 下 


Fm (KMRL r 
(所 5 理学 暗 人 NT MORALEGET RN 


重 G 必 基 の 向上 


展 出 コク ピッ ト の 左目 
モノ コッ ク 化 ュ スト 


EC TU3I.) 


I (RR 電 2 


100mm OEO DE TN TE 
性 は MS 03 の 2 
生 宮 中 な どの 合 還 か ら 押 天 伯 を 此 衣 り 


兵 半 交換 栖 能 に よる 多用 村 化 
雷 夫 性向 よ 


スキ ー・ イ ヨネ スコ 製 和 反応 
(TAS OZASXTH) 


生産 性 の 向上 
ニ ビ ピュ レー ター の 傘 評 交 上 
長 精 の 充 守 


ソフ スキ ー - イ ヨ ネ スコ 本 相応 史上 初 の 次 埋 用 MMS。 
間 に ZAS な の ZAS MIBB 


WM& YS ECNC が OUTfGM2E 


MS 開発 に 伴い 実用 化 さ れ た 技術 


MS を 実用 化す る た め 、 ジオ ン 公国 の 民間 企業 や 公社 は 
極々 な テク ノロ ジー を 開発 し た 。 中 で も 下図 で 解説 し て いる 
技術 は プロ ト タ イ プ ・ ザ ク ま で に ほ ば 完成 され て いた も の で 
ジオ ォ ン 公国 系 MS の 基礎 技術 に な っ て いる 。 その 技術 は 
動力 系 や 推進 ・ 入 動 シ ステ ム 、 外部 旋 譜 装置 、 基本 動作 


罰 実用 化 さ れ た 各種 町 技術 


単 概 式 の 外見 を 持つ MS 用 外部 語 
馬 終 置 。 光学 ・ 赤 外線 カメ ラ 
ザー セン サー 通信 終 置 な ど を 備え る 
禁 合 セン サー・ シ ステ ム で ある , 


流体 内 バル ス ・ シ ステ ム 


大 出力 、 高 レス ポン ス の 所 動機 
反応 錠 で 発生 し た エネ ルギー を パル ス 
状 の 圧力 に 変 摘 し . 関 箇 動 用 ロー タ 
リー シリ ンダ ー に 伝 属す る 


い 5 れ る スチ ー ル 系 合金 。 生産 性 に 
使 れ る ほか 、 出 現 当時 は MS 用 と し て 
TT 


アク ティ プ ・ ミ ッ シ ョ ン ・ コ ント ロー ル 
の 中 。 MS の 基本 零 作 を 担 ラ シス テム 
で 、 バ パイ ロホ の 作 杖 況 に 合わ せ 
た 黄 動 MS に 行わ せる , 


史上 初 の 実戦 用 MS、 ザ フ 1 の 量産 と 発展 


絶対 的 な 性 態 に 劣り な が ら も コス ト パ フォ ー マ ン ス や 安 
定性 が 評価 され て か 、EMS-04 ヴ ダ と の 喜多 試作 に 膨 利 
し た ザク I は 、 U.C.0075.07 に 量産 が 決定 、 笠 月 に は 実戦 
接 が ロー ルアウ ト し て いる 。 当初 、 生 産 さ れ た ザク 1 は 初期 
先行 試作 量産 型 と 呼ば れる MS.05A ザク IA 型 で 、27 機 
が 製造 され た ( ツ ダ と の 本 争 試作 に 参加 し た YMS.05 が ザ 
ク IA 各 仕様 に 改 状 さ れ た の が か 、27 機 に 含ま れる の か は 不 
明 )。 これ で ジオ ン 公 国軍 の MS 開発 は 一 段落 し た が . 改 修 
と 発展 は 続い て いっ た 


用 コン ピュ ー タ ー プロ グラ ム . 装甲 材質 、 機体 構造 な ど あ 
らち ゆる 分 球 に 及ぶ も の で 、MS 全 体 が 新 技術 で 構成 され て 
いた と 言っ て も 過言 で は な い 。 た だ し 、 すべ て が ミノ フス キー 
物理 学 を 導入 し た 完全 新規 の 技術 で は な く 、 旧来 の テク ノ 
ロジ ー を 発展 させ た も の も 少な く な か 


還 教導 機動 大 隊 で の 運用 


すべ て の ザク 1A 型 は U.C.0075.1 1 に 調 制 され た 教 尋 
根 動 大 隊 に 配備 され た 。 教導 機動 大 鐘 で は パイ ロッ ト の 
練 成 、 未だ 不明 だ っ た MS の 戦術 や 運用 方 法 の 研究 な ど 
が 行わ れ た 。 U.C.0076.05 に 開始 され た 教導 機動 大 隊 
の 濱 時 で は 、 ザク IA 型 の 間 題 点 が 浮上 し て いる 。 


アズ ナブ ル ら が あ 10 
琶 に よる 清 箇 を 素手 し た 


UG 0077.07、 サ イド 6 へ の 宣 
事 介 入 に あい て 埋 基 模 抽 大 
が 秘 の 天宮 


狼 柄 天 、 外 供 格 式 と も 呼ば れ 、 機器 は 
敵 平 外角 の 内 部 に 橋田 され る 。 軽量 
性 と 生 尾 性 に 優れ る 


ミノ フス キー 物理 学 に よっ て 茂り 立 
反応 炉 。 炉 内 は | 
て が )、 直接 電気 を 発 


触 枝 ロ グッ ト ・ エ ンジ ン 


反応 炉心 の 然 を 用 いて 挫 拭 剤 を 吐 
畔 する スラ スタ ー で . MS の 主 槍 信 療 
一 般 釣 な ロケ ッ ト ・ エ ンジ ン と 比べ て が 
折 、 高座 力 で ある 


(AMBAC シ ステ ム | 


MS の 四 喜 を 征 か し た 反動 で 機体 

誠二 を 制作 する シス テム 。 筐 料 を 消 
費 す る こと な く 衣 勢 制 和 を 可能 と する 
喜び 特徴 で も る 


‘Mustration by TOMOTAKE KINOSHITA 


画 ザ フ IB 型 へ の 発展 


ザク IA 型 の 運用 デー タ は 、 コ クビ ピット や 装甲 材質 に 癌 
夏 が ある こと を 示し て いた 。 これ を 改善 し た タイ プ が MS 
05B ザク 1B 型 で 、793 機 が 生産 され た 。 ザク I 日 型 は 広く 
配備 され た も の の 、 ジ オン 公国 軍 上 麻 部 は 性 能 に 不満 を 
持っ て お り 、 一 年 戦争 開戦 以前 に 第 一 線 を 退 い た . 

ザク 1 の 決定 大 と 言え る ザク 1B 


ザク TB 製 の 中 に は 、 交 間 ・ 朱 
TTYTRTTOST' 
仕様 も 奉 在 する 。 局 地 埋 用 MS 


1I の 


ザク I の 問題 と MORE INFO! 
[想定 され うる あら 境 に 対応 する 、M きつ べ 
ザク I の 開発 の CS 電 夫人 MS 用 支 握 丘 器 の 開発 


は 、 84 機 生産 され た A 筐 の 後 も 発振 を 続け 、 欄 兵 問 運 用 
仕様 の MS-06C ザク IIC 型 が 開発 され た 。 先行 量産 が 
償 林 性 を 潜 た し て いた が 21 だ が ジオ ッ UC.0077.09、 量産 開始 は U.C.0078.01 の こと で 、 生 
産 数 は 236 機 に 遅し た 。 その 後 、 栓 兵 毅 運 用 能力 を 排除 
は 根 働 時 間 、 汎 用 性 や 出力 な ど に イ た ザク の 決定 版 、MS-06F ザク IF 列 が 生産 され る こ 
=ZEONIC 社 は 、 ザ タ 1 の 基本 ス と に な っ た 
を 受け 継ぎ な が 
新 主力 MS の 開 飲 
公国 軍 の ワー ク ホ ー 
た 名 機 、MS-06 ザク 1 
U.C.0077.08 に は 試作 機 


展 が ロー ルアウ ト し た 


ノ フ スキ ー 炒 子 散布 環境 下 対応 兵器 と し て の 


TT 


ゎ る 。 開発 は 是 調 に 進み 、 
同 弄 の MS-06A ザク IA 


MS-06F ザク HF 要 
ULC.0O78.12 に 生産 が 開 周 を れ 
HIC 虹 か ら 栓 兵 導 了 
に 補導 を 用 し た 
46 
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私 設 武装 組織 ソレ スタ ルピー イン グ 


人 類 の イノ ベイ ター 化 や 「 来 る べき 対話 」 を 目的 と 
する 「 イ オリ ア 計 画 」 に お いて 、 紛 争 行為 の 根絶 を 担 
部 隊 が 私 設 武装 組織 |「 ソレ スタ ルビ ー イ ン 
グ 」 (以下 CB) で ある 

西暦 2307 年 、 突如 と し て 歴史 の 表 掴 台 に 現れ た 
CB は 、 維 争 行 訪 へ の 武力 介入 を 開始 し 紛争 を 激 
『、 国連 軍 の 攻撃 で 壊 減 し た 。 し か し 、 西 
活動 を 開始 、 非 地球 連邦 参加 国 

し た 腹 立 治安 維持 部 隊 ア ロウ ズ と 、 イ ノ ベ イ 
ター を 自称 する リボ ンズ ・ ア ル マ ー 壊 浅 に 導い 
し で 知ら れる 。 その 後 も 西 礎 2314 年 の 地球 外 
変異 性 金属 体 ELS 出 現 、 親 イノ ベイ ター 派 と 反 イ ノ 
ベイ ター 派 に よる 軍事 街 突 を ど に 介入 し て お り 、 そ 
の 活動 は 長期 に 旧 る も の と な っ た 

CB の 創始 者 は イオ リ ヘン ベル グ 障 士 。 意 
思 を 伝達 する 新 初 粒子 GN 粒 子 の 発見 、GN 
科 子 告 する 半 水 久 機 関 GN ド ライ ヅ の 基礎 理 


論 構築 、 量子 型 演算 処理 シス テム の 発明 、 軌道 エ 
レベ ー タ ー 建 造 に 伴う 太陽 光 発電 シス テム の 提唱 、 
帆 道 エレ ベー ター の 建設 プ メ ン テ ナ ンス 用 人 型 マ シ 
ン の 構想 と いっ た 業績 を 遺し た 工学 ・ 物 理 博士 で 
ある 。 彼 が 生き た 時 代 は 21 世紀 後期 か ら 22 世 紀 初 
期 、 つ まり 武力 介入 の 200 年 前 に は CB の 編制 が 始 


ル ダ 博 士 は 、 知性 を 誤用 し 、 無 理解 か 
て いた 。 また 、 そ の よ 
生生 命 体 と 接触 す 
を 設 れ て いた 。 そこ で 博士 は 人 類 の イノ ベイ 
ター 化 を 試み た の で ある 。 イノ ベイ ター と は 、 脳 量子 
流 に よる 相 五 理解 能力 や GN 炒 子 散布 環境 下 で の 
意識 共有 能力 を 持つ 人 間 の こと で 、GN 粒 子 は 人 類 
の イノ ベイ ター 化 を 促進 する 効果 が あっ た 

人 類 の イノ ベイ ター 化 を 含む 「 イ オリ ア 計 画 」 が 秘 
立案 され る 中 で 、CB も 誕生 し た 。 直接 的 な 
任務 は 紛争 根絶 で ある が 、GN ド ライ ツ お よび GN ド ラ 
イヴ 搭載 型 機動 兵器 ガン ダム の 開発 、 ガ ンダ ム の 運 
用 に よる イノ ベイ ター 化 の 促進 武力 介 入 に よる 人 
類 の 意思 統一 、 計 画 の 障害 排除 な ども 任務 に 含ま 
れ て いた 。 つま り 、 イ ノ ベ イ ター 社会 を 構築 する 土台 


mE09 wm39h 


0rganization of AD 


作り を 任 さ れ た の が CB だ っ た の で ある 
シュ ヘン ベル グ 博 士 の 下 、E・A・ レ イ を は じ め と 
する 同志 に よっ て 設立 きれ た CB は 活動 を 流 底 的 に 
秘 隊 し つつ 賛同 者 を 集め 、 量 子 理 演 算 処 理 シ ステ ム 
「 ヴ ツェー ダ 」 を 中 楼 と する 組織 と ネッ トワ ー ク 、 ガ ンダ 
ム ろ に 代表 きれ る 超 兵 器 を お よそ 200 年 か け て 作り 
げた 。 そし て 、 西 麻 時 の 大 国 す ら 婆 食す る 
戦闘 力 を 獲 音 し た 
(“ネー ムレ ス ~ ジョ ン ・ ス ミス AD2364) 


関連 ファ イル _ 


曽 2307 年 に 活動 を 狗 給 し た CB 
は 各地 の 納 争 に 介入 し た 。 この 行 
動 は 広く 条 遂 され 。 紛争 に 関す る 
国々 に 画 本 を 生 え た 。 そし て 、 攻 国 
は CB に 装 穫 す る た め 共 前 する な ど 
の 行 天 見 せる よう に な っ た 


Miustration by TAKUYA IO 


当初 想定 され て いた CB と 、 
開始 し た CB に は 違い が ある 


当初 の 計画 で は 、 タン 


ダム の パイ ロッ ト は イノ ベイ 
イオ リア 計画 ] を 
あり 、 見 た 上 日 は 一 般 


ベイ ト 


世代 の ガン ダァ 
ク は 、CB の 載 減 が 計画 
イオ リア 計画 」 の 改 候 と 


en NG 


は 他 の イノ ペイ ド を 幸 
て 人 人類 の 管理 を 相生 TNI 

記 本 され た CB に ツ 
ダ W 宮 居れ た うえ 、 導 ー ュ ーー 

の 一 征討 ち に 大 れ た ーー 


MORE INFO! 
CR ム の 存在 


GNW-001 
ガン ダム スロ ー ネ ア イン t 
用 し た ガン タ 
CSATOU 人 CTYT 
MY UE 


西暦 2307 年 の CB 


CB が 対外 的 に 存在 を 明か し 、 紛 争 行 為 へ 


け で は な く 、 戦術 予報 士 . 
進言 し た 作田 プラ ン が 探 用 され 


准 奨 プラ ン の 
提示 


西暦 2312 年 の CB 


ヴェ ー ダ を 者 われ た CB は 
イノ ベイ ド ) や アロ ウズ の 撃破 
的 と ゲト レ し 
た 。 反 較 者 組織 カタ ロン と 較 換 
CB の 特徴 で ある 。 だ が 、 エ ー 
て いた ほか 、 イ ノ ベ イ ド の スパ イ で 
リタ ー ナ ー が 潜入 な ど し た た め 苦 戦 を 強い 


リン ク を 切断 


実 作 分 虹 


ガン ダム マイ スタ ー 


判 必 ・『 
ロッ クオ 
アレ ル ヤ ・ ハ プティ ズ / 


戦 条 予報 士 


監視 ・ 評 価 


CB エー ジェ ント 


留美 
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CB の メン バー は 、 ヴ ェ ー ダ や CB の 要員 に よっ 
て 推薦 、 ス カウ ト さ れる 。 当 畠 、MS の 操縦 や メ 
カニ ッ ク 、 戦 術 な どの スペ シャ リス ト だ が 、 そ れ 以 
上 に 重視 され る の が 紛争 根絶 に 対す る 適性 で あ 
り 、 単なる コン バッ ト ジ ャ ン キ ー や マッ ドサ イエ ン 
ティ スト が 選出 され る 可能 性 は 低い 。 な お 、 メ ン 
パー は コー ド ネ ー ム で 呼ば れる 者 が 多い 


罰 ガン ダム マイ スタ ー 


ガン ダム の パイ ロッ ト は 、「 ガ ンダ ム マ イス ター] と 
呼ば れる 。 CB 加入 以前 に 正規 軍 の MS パイ ロッ ト 
だ っ た 者 は 少な いよ うだ が 、 組 織 の 詩 練 で MS の 
提 療 に 暫 熟 し て いる 。 西暦 2307 年 以降 の 武力 
介入 に 参加 し た の は 第 三世 代 の マイ スタ ー で 、 第 
二 世 代 以前 は 基本 的 に テス トバ パイ ロッ ト だ っ た 。 


MEF セイ エイ 
機 に ELS の 本 性 に 旅 立 


フェ ルト グレ イス は CB の メン パー の 間 に 生ま れ 
た 子 で . 栓 織 で 教育 を 受け た 後 、 プ トレ マイ オス 
の 戦 淡 オペ レー ター に な っ た 


4 = こさ 


プトレマイオス お よび プトレマイオス 2 の 奏 笛 二 
と 打 士 を 担当 し た ラッ セ . ア イオ ン は 、 予 入 の 
カン ダム マイ スター で も あっ た 


アレ ル ヤ ・ ハ プティ ズム 
人 半 培 の 語 人 醒 間 で 育成 き 
れ た 二 験 性 E0057。 ハレ ル 
に いう 四 還 な 多 人 履 を 挫 
で いる 


ロッ クオ ン ・ ス トラ トス ティ エリ ア ・ ア ー 
還 本 配列 パ ター ン O988 タ イ 
プ の イフ ベイ ド 。 本 人 は 自分 が 


イン ペイ ド だ に 若 ら な か っ た 


芋 の 名手 。 ニー ル 四 竹下 
FOE TE 


スメラギ ・ 
地 ・ ノ リエ ガ 


試 力 介入 に 際 し 、 ミ ッ シ ョ ンプ ラン を 立案 - 提示 する 作 埋 本 名 リー サウ ジョ , 
参 諾 的 存在 。 CB だ け の 役 還 で は を く .AEU な どの 車 衣 で も 見 元 AEU の 埋 術 予科 
られ る 。 CB の 戦術 隆 埋 士 は プ ヴェ ー ダ と の 連携 や 調整 を 図る 。 士 。 CB で も 明 病 了 
ほか 、 プトレマイオス の 藤前 線 和 記 と し て の 役 制 も 想う i 


| 昌男 | 


束 天 上 の CB 実働 部 層 の 
大 。 ヴェ ー ダ の 賜 失 に よ 
て 作手 プラ ン ザ 提示 され な 
く な っ た た め め 、 圭 称 予 士 
の 看 業 性 は より 高く な っ た 


情報 収集 や CB 実 人 部 隊 へ の 情報 提供 、 活 動 間 点 の 確 
保 な ど を 行う 。 ヴェ ー ダ を 介し て 入手 で き な い 情報 の 収集 で は 
特に 本 要 で 、 主 に ヒュ ー ミ ント を 担う よう だ 。 ヴェ ー ダ を 失っ て 
いた 西 歴 2312 年 の 活動 で は 買 恒 な 情報 肖 と な っ た 


王 久美 
王家 の 当主 。 世界 の 
度 馬 を 急 み CB に 情 
報 や 次 全 を 提供 する 


数 に 著 る CB に と っ て 、 介 
来 的 な 莉 用 を 可能 と する 
情報 の カ は 大 きい 、 エー 
ジェ ント が 実働 部隊 に 才 
醒 可 す る こと も あっ た 


CB を 系 摘 する 者 会 合 を 開い て CB の 活動 の 可 理 
を 憎 護 する 。 CB に 対す る 拒否 権 を 持つ も の の 、 こ れ は 全会 
一 致 で の み 発動 で きる 。 苗 和 の 客 合 上 、CB の 兵器 や メン 
パー、 計画 に 関す る 情報 を 限定 的 な が ら 間 覧 可能 だ 


」 


ダァ レ ハ ン ドロ ・ 
コー ナー 

代々 臣 林 才 を 季 め る 
コー ナー 京 の ひと り 
で . ユニ オン の 陣 連 
大 計画 の 失 を 
23 


7 8 


セカ ンド チー ム が 出現 し た 
間 裕 に は 監視 者 た ちの 抽 
全会 合同 か れ た 


紛争 根絶 の 手 和 と し て 武力 介入 を 選択 し 
CB は 、 独 自 の 軍事 力 を 保有 し て いる 。 その 中 心 と 
な っ た の が 、 GN ドラ イヴ を 搭載 し た MS ガン ダム で 
ある 。 組織 の 秘匿 ヤ や リノ ー ス の 集約 、 GN ドラ イヴ 
の 総 対数 の 問題 な どか ら か ガン ダム の 経 数 は 少 
な い 。 た だ し 、 その 人 性能 は 圧倒 的 で 、 出現 当初 は 
た っ た 4 機 で 各国 を 相手 に 戦う こと が で きた 。 


ユニ オン AEU / 人 人 共 連 の MS を 温 可 し た ガン 
ダム だ が 、 野 似 大 性 析 振 載 境 が 出現 する と 性 
能 肖 は 結 ま り . 著 夫 を 仁 い られ る よう に な っ で 


CB 実 億 部 克 は 専用 に 開発 され た 宇 軍 国 紙 ( プ 
トレ マイ オス や プトレマイオス 2) を 中 心 と し て ガン ダ 
ム を 運用 し た 。 得 統 は ガン ダム の GN ド ライ ヴ か ら 
供給 、 著 積 され た GN 科 子 で 積 供する も の で 、GN 
簡 子 に よる ジャ ミン グ ステ ルス 効果 を 発 捕 する は 


に 1 ! 7 の 1 プトレマイオス は 
2207 オレ マイ 1 


凍 可 能 だ 


レ テ ナ か ら 行 われ て いた 。 


CBS-70 プトレマイオス 

西 電 2307 年 の 式 力 介入 で 医用 され た MS 輸送 無 
で . 傘 トレ ミー」。 ガン ダム の 押 用 に 電化. 押 単 
体 で の 理 抽 析 カ を 持 た な か っ た ザ 、 守 に 大 電 火 導 
華 用 の 書 半 用 コ ン テ ナ を 装備 し た 


CBS-74 プトレマイオス 2 


吾 本 2312 年 か 52314 年 順に 夫 用 され た 宇 寅 
に Whe。 天気 較 


CB 実働 部 隊 は 、 各 時 代 華 高 クラ ス の 性 能 を 請 
る オリ ジ ナ ル GN ド ライ ヴ 搭 載 MS ガ ンダ ム を 装備, 
芝 は 4 機 の ガン ダム が ガン ダム マイ スタ ー に 
て 皇 用 され る が 、 支援 カ の GN ア ー ム ズ や GN ド ラ 
イヴ の 代わ り に GN 秒 子 野 華 タ ンク を 装備 し た MS 
も 理 力 化し た 。 別 チ ー ム で は 異な る 仕様 の ガン ダム 
も 運用 され て いる 


に 
介入 テ スト を ほじ め と する 香 竹 誠 験 に 思い られ た 陳 
一 世代 の ガン ダム 、 0 ガン ダム 。 後に GN 電 子 困 
タン ク き 装備 し 、 実 症 に 


西 疾 2307 年 の 軍用 MS 


新 三 世代 に 分 類 さ れる GN.001 ガン ダム エク シア 
GN-002 ガン ダム デュ ナメ ス 、 GN-003 ガン ダム キュ リオ 
ス 、GN-005 ガン ダム ヴァ ー チ ェ を 投入 。 それ ぞ れ が 特定 
任務 を 強く 重 識 し た 仕様 だ っ た 


GN-001 
ガン ダム エク シア 
に に 
* ガン ダム 。 「 セ ブン ソー ド 」 
の 岡 甘 コー ド が 示す 作り 
7 つの 才 闘 兵 給 持つ 。 


西暦 2312 年 の 運用 MS 


トラ ン ザム の 使用 を 前 揚 と し た GN.0000 ダブ ルオ ー ガ 
ンダ ム 、GN.006 ケル ディ ム ガ ン ダム 、GN.007 アリ オ 
スガ ンダ ム 、GN-008 セラ ヴィ ー ガ ンダ ム を 軍用 。 GN 科 
子 貯蔵 タン グ 搭 載 MS も 2 機 使用 し た 。 


GN-0000+GNR.010 
ダブ ルオ ー ラ イザ ー 

フイ ンド ライ ヴ 捧 載 の ダブ 
ルオ ー ガ ンダ ム に 。 ネ オー ライ 
ザー が 合体 し た 引 体 、 シス 
チム の 補 定 化 に 成功 し た 。 


西 剛 2314 年 の 運用 MS 


西暦 2312 年 の ガン ダム を さら に 発展 さ せ た GNT 
0000 ダ プ ブル オー クア ンタ 、GN-010 ガン ダム サバ ー 
ニャ 、GN 01 1 ガン ダム ハル ー ト を 装備 。 擬 個 大 時 括 
所 の CB-002 ラフ ァ エ ル ガ ン ダム も 参加 し た 。 


es ナー cnroooo 


ダブルオー クア ンタ 
RW イノ ベイ ター 
人 用 ガン ダム 。 ウイ ンド ラ 
や 
— 


イヴ 専用 の GN ドラ イヴ 
2 基 捕 幸 し て いる 


CE 7 / 
23 世 紀 末 か ら 24 世 紀 初 頭 に か け て 、 太 陽光 発電 
粉 争 や 中 東 の 再編 を 色 る 粉 争 な ど で 武力 介入 の 


テス ト を 行っ た CB は 、 西 磨 2307 年 、 つ い に 歴 喝 の 
表 舞台 に 姿 を 現し た 。 武力 に よる 戦争 行為 の 根絶 
を 掲げ る CB 世界 各地 の 紛争 地域 や テロ 組織 
の 根拠 地 な ど に ガン ダム を 送り 込み 、 武 力 介 入 を 実 
施 。 攻撃 対象 は 、 紛 争 当 事 国 だ け で な 者 助 
組織 に も 及 ん だ 。 結果 、 紛争 の 削減 に 成功 し た CB 
結成 きれ た 国連 軍 の 攻撃 を 受け て 壊 減 
2 年 に 衝動 を 再開 し た CB は 、 先 の 笑 動 の 
、 生み出し て し まっ た 「 世界 の 奄 み 」 を 是正 す 
イノ ベイ ド や 地球 連邦 の 独立 治安 継 持 部 隊 ア 
交戦 、 こ れ を 排除 し て いる 。 


Wa by TAKUYA MC 
ーー。 宮 


武力 介入 の 開始 き 


AEU 新 型 MS の 撃破 、 軌道 エレ ベ ペー ター へ の テロ 
陣 止 に 始ま っ た CB の 武力 介入 は 着実 に 効果 を 挙げ 
三 大 勢力 に よる ガン ダム 上 画 獲 作戦 「 プ ロジ ェクト G」 直 
前 世界 の 紛争 が 389% 減 少 、 還 和博 産業 に 関与 
の 63%% が 関連 事業 か ら の 撤退 を 表明 し て い 
し か し 、 監 視 者 アレ ハン ドロ と リボ ンズ の 策動 に よ 
り 疑 伺 太 陽 炉 失 載 MS を 褐 た 三 大 勢力 が 国連 軍 を 編 
制 、 CB を 壊滅 に 追い や っ た 


再 始動 と 「 牌 み 」 の 是正 


CB 圭 減 後 、 世 界 ば 地球 連邦 の 下 に 再編 され 、 紛 
争 は 激減 し た 。 だ が 、 地 球 連邦 政府 は リポ 
トロ ー ル 下 に あり 
勢力 を 弾圧 し て いた 
み 」 と 捉え た CB は 


KITI PTCOETT 
半 を 訂 失 。 CB の 只 江 自体 は [イオ リア 計 


て いた CB は 苦 
リポ ンズ と アロ ウ 


信夫 を 変え る 機体 」 ダブ 
硬 載 MS で 層 孝 弄 府 の 情報 拉 人 


アロ ウズ 解体 後 の 反 連 邦 勢 力 を 加え た 新 
体制 で スタ ー ト し た 地球 連邦 政府 は 、 軍縮 と 対話 路線 
に 方 針 を 転換 。 CB は 連邦 政府 の 方 針 を 尊重 し て 表 
立っ た 活動 を 控え 、 陰ながら 小 規模 な 紛争 や テロ 活動 
に 武力 介入 を \ た 。 ELS 柚 来 時 に は 、 地 球 連 
邦 軍 と 共に ELS の 地球 接近 を 阻止 ダブ ルオ - 
クア ンタ の クア ンタ ム バ パー スト で ELS と の 対話] に 成 
功 、 人 類 を 教 っ た の だ っ た 


イク ー# 志 る 組 人 


a. + We 3.28 


(イフ ダス トリ アル 7〉 


Combat by Industrial7 


U.C.0096 


連 放 政府 を 播き ぶる | 箱 」 と 
字 夫 に 衣 た れ た 「 鍵 


シャ ア の 反乱 か ら 3 年 後 の U.C.0096、 地 球 則 は 
尾 ね 平和 を 取り 戻 補 付 き ] と 呼ば れる ネ 
オジ オン 残党 軍 は "シャ ア の 笠 来 "フル ・ フ ロン タル 大 
佐 を 笠 て 活動 を 続 *、 が か カカ は な く 、 
地球 圏 の 安全 を 益 か す 存 在 で は な く な っ て いた 
UC.0100 の ジ ォ ン 共 和 国 の 自演 権 放棄 
を も っ て ジ ォ ン の 名 が 消え 、 そ れ と 共に 100 年 に 及 
ぶ 地 球 連 攻 の 「 歴 史 的 負債 も 清算 され る か に 思 
われ た 時 代 に あっ て も 、 水 面 で 事態 は 動 v 
た 。 地球 連邦 政府 や アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 視 
AE) に 代表 きれ る 政財界 に 強い 影 血 力 を 持ち 、 
絶大 な 権勢 を 誇っ た ビス ト 財 団 が 、 自身 の 
保 す る 「 ラ プラ ス の 箱 を 手 放 そ うと し た の 
開放 きれ れ ば 連邦 政府 を 
る 「 征 』 だ が 、 そ の 中 身 を 知る 者 
た ド 『「 和 内 を 保有 する ビ 


ト 由 団 か 


本 来 を 変え る カ が ある 。 い 
k を 取り 戻す カ と 言う 
解 な くわ か り 義 し 、 ジ オォ ンタ 
国 に お いて 選民 思想 の 一 助 と な っ た 概念 で ある 、 
地球 連邦 
オォ ・ ジ オン 残 
し て いた の だ 。 否 、 こ れ は 正確 で は 
う た の は 『 箱 
ー (イン ダス トリ アル 7) に お いて 主流 計 む [ [ 1 
和 4 ee ビス ト 財 団 と ネオ ・ ジ オン 斑 党 軍 補 付き ]} に よる 「 六 の 斉 渡 計画 を 、 地球 較 邦 政府 と AE に 察知 され で の 結果 、L1 
中 、 そ れ を 陸 止 し よう と する 者 が 現れ 定 時 に 投入 され た エド ・ べ ん 時 と 『 窒 付き 1 の ガラ Pe アル 7) は 3 
域 に レ ド ・ と 『 補 人 が ラン シェ ー ル 隊 が 交 寺 。 (イン ダス トリ アル 7) は 火 に 包ま れ 
その 人 物 こ そ ザ ビ 家 の 門 児 、 
し か し 、 事 態 は 混乱 する 。 カー ディ アス の 動き 
b 球 連邦 軍 や AE も 動き 出し で 関連 ファ イル = = 
イン ダス トリ アル 7) が 戦場 と な る UGot1 ue new 
U6 13 
Uc 在 層 る 争 在 締 り 広げ られ た 
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べ ル 謙 と 「 補 付き 】 の 戦闘 が 始ま る 直前 、 


ミネ バ 、 ガ 生長 ジ 


- ビ メガ ラニ か 
補 付 き | の 偽装 貨物 船 が ラ 
の 反対 備 の 護 に 入っ て 


の 


フロ シタ ル の 参戦 と 、 
RGM-89D 


ガラ ン シ ェ に 


A 


画 (イン ダス トリ アル 7) 画 域 で の 戦闘 
と 、 ガ ラン シェ ー ル の 入港 

イン ダス ト ! ェ ー ル は 、 培 

けた た め . NZ-666 
リャ 杏林 を 拉 


ガラ ン フシ ェ ー ル 、 イ ンダ スト リア ル 7)〉 へ 


コロ ニー 内 で の 戦闘 
裕 付 き ] の 偽装 買物 般 ガ ラテ ディ アス 
め ( イ ンダ スト 向かっ て - 
外郭 新 異 部 時 ロン ト 


r は コロ ニー 内 
の MS を 迎撃 し た 


か も 、 コ ロ 


た た め 、 ミネ ノ 


付き } の MS は 


トリ アル 7) 


磁 所 属 の MS 分 憶 と 
1 


MORE INFO! 
L1 軍 域 の 歴史 


3.30 


攻 更 


ワオ ニカ ス 


423 
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BE3 


4 設 武 凌 組織 ソレ スタ ルビ ー イ 

和 維 持 軍 の 志 の 話 躍 に よ | 

ド で あり な か 策 っ 取り を 画策 し た り リ 
地球 連 邦 勢力 を 


連 孝 政府 も 改編 され 、 
な 首 
た 世界 の 


CB が 再び 
車 み 」 は 、 基 正 きれ た の で 


み 始 め た 


後 の 西 歴 2314 年 、 世 界 の 状況 は 改 
た 。 新 大 紙 視 の 骨 和 路線 、 量 子 型 


カ の 大 直 な 向上 、 
え 参加 し た 地球 連 孝 議 


、 た 。 ま た 


に よる 情報 収集 分 
> て の 反 地 球 連 邦 勢力 さ 
存在 は 、 世界 の 安定 化 
\ 宙 開発 が 加 補 度 的 に 進展 
シュ ヘン ベル ダグ が 出現 を 
因子 を 持つ 人 間 も 実 際 に 確認 


THE ELS RAID 


きれ 始め て お り 


し か し 、 平 和 と 飛 中 て 


世界 の 変革 は 進み つつ あ 
) 時 代 を 模 え た 人 類 に 新た 
な 試 線 が 吊 い 掛か ELS (Extraterrestrial 
Living-metal Shapeshifter= 地 球 外 変異 性 金 

体 。 「 エ ルス と 、 地 球 連 施政 府 が 呼称 する 
名 前 が が す 通 り 、 地 球 以 外 の 


3 の 


を 必 生 こ 
前 の 木 時 有人 探査 般 


し て 、 波 を 放つ 人 間 、 つ ま 
) 央 子 を 持つ 者 を 興 撃 し 、 歳 合 を 図 


の で ある , 


融合 し 
條 する こと 、 単 独 航 宇 能 
せら れる と いっ た 
ELS の 特徴 は 判明 し た 目的 は 不明 で あり 、 
地球 連邦 政府 は 対応 に 苦 直 し た 。 し か も 木星 か ら 
新た な ELS の 大 群 が 出 現し 、 地 球 岡 に 向け て 移動 
間 始 [ 

この 事 馴 に 際 し 、CB も 者 自 の 対応 に 届 た 。 地球 
連邦 新政 府 の 旧 和 路線 を 尊重 し 、 表 立っ た 話 動 を 
接 え で いた CB だ が 、 ELS に よる イノ ベイ ター 刷 子 保 


[m) ne03 sr1Bn 


有 者 箇 軸 を 看過 で きず 、 新型 ガン ダム を 投入 し て 介 
入行 動 を 開始 いた 。 CB の 純粋 種 イノ ベイ ター 
利 務 F・ モ イエ イ も ELS の 真意 を | 
で も 迎撃 以外 の 選択 肢 が な か っ 7 
L 和 維 持 軍 と CB に よる ELS 
イノ ベイ ター 専用 MA や 
CB の 新 二 ガン ダム を 投入 し て も 阻止 は 困難 だ 
ライ ザー シス テム を 用 いた ELS と の 「 対話 」 も 失敗 に 
孝 わ り 、 人 類 は 新た な 英 と 
(レイ モン ド ・ 


CB 


お ら ず 、 


関連 ファ イル 


GNT-0000 ダブ ルオ ー 
ロ - 屯 


叶 外 本 性 馬 放 全 ELS 


Fut Preew 


ND ーー ーー ーーーーーーーーーーーーーーー 一 一 ーー ーー 一 


西 磨 2314 年 、ELS は 計 4 岡 、 地 球 圏 を 目指 し て 移 所 的 重力 場 に よる 「 ワ ー ム ホー ル 」 か ら 膨 大 な 数 の 
動 し た (今回 は 3 回 目 の 移動 を 解説 ) ELS の 第 FLS が 出現 し て お り 、 第 一 波 、 第 二流 と は 基 ら か に 
流 は 木星 有人 探査 船 エ ウ ロ バ と 合 し た 比較 的 小 傾向 が 異な る 。 これ は 、 胞 量 子 波 に 引き 寄せ られ る 
規模 な も の だ ELS の 本 能 的 な 行動 だ と 思わ れ 2 対応 する 術 
の な い 人 類 に と っ て は 償 感 で し か な か っ た 


同 を 重ね る ご と 


大 規 検 化し た ELS 知 


| ① エ ウ ロ バ の 移動 と 、 平和 維持 軍 の 出動 ③ ELS 第 三波 、 出現 
性 有人 控 査 穏 エ ウロ パ が .、 地 百 還 に 向け 生 
が 判明 。 これ を 受け た 平和 雑 持 軍 
を 麗 確 し た 。 し か し 、ELS 
1 の 破 語 は 、 地上 へ と 落下 し た 定 h , 
ナ CB も 戦 
箸 施 が 計 み た 「 対 
失敗 、 自 身 も 胃 和 不能 と な 
まう 。 し か し 、 ソ ルプ レイ ヴ ス 隊 | 
の 教 援 や ティ エリ ア の 自 糧 で 李 く 
も 耳 地 を 騰 す る こと に 成功 し た | 


る 地球 で の 異変 
地上 へ と 到達 し た ELS ば 、 イ ノ ベ 
イタ ー 因 子 を 持つ 者 と の 融合 を 


ダム を 出撃 させ る 
ウロ バ パ か ら 多 数 の ELS が 出現 、 交野 状 湯 と 
不測 の 事態 に より 秒 民 が 戦線 を 離脱 する が 
エル ガン ダム に より 、 ELS と エ ウ ロ パ を 本 破 し ー 


MORE INFO! 
「 垂 み 」 の 残 津 


権 中 東 政 押 


大 肘 が 皿 る 
ロバ を 研 壊 し た 。 地 
カ 加 然 で 多 え 選 き る 
成功 。 この 時 宣 


3) CB、ELS 第 二 波 と 交戦 


の 前 撃 が 許 島 に 向かう 中 、 地 球 較 孝 政 府 や CB は ELS me 
目的 や 念 思 の 有無 は わか ら な か っ た 。 CB は 
た は ず の 木星 有人 探査 角 ロバ パ が 地理 園 に 接 に し 


いる こと を 窟 知 し 、3 機 の ガン ダム 
バ が 短 数 の ELS を 展開 し た 


る 。 直 柱 

PT TIT E 
て 戦線 を 均 4 
8002 
を 替 沈 し た 


宇宙 条 隊 を 派遣 
を 油性 勢力 と 見 
れる 。 遅れ て 至 較 
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ら 35 年 し か 経 骨 し て いな い の だ か ら 当然 と 言え る 

れ で も 、 ジ オン 公国 が 突然 誰 生 し た わけ で は な 
* 国 官 言 の 10 年 前 の U.C,.0058、 サ イド 3 は 独立 
言 し て いる 。 こ : ・ ダ イク ン を 首相 
オン 共和 国 で ある ( ジ ォ ン 共 和 国 の 名 は 公 
付け られ た 歴史 的 区 分 。 単に 「 共和国 
と も 呼ば れる 。 その 成立 に 多大 な 貢献 を し た 11 人 は 
オリ ジ ナ ル 11」 と 呼ば れる と 言う )。 サイ ド 国家 主義 
コン トリ ズム 」 の 実践 に より 、 サイ ド が 国家 と し て 機能 
央 し た ダイ タン は 、 地球 連邦 政府 と の 外 
=。 その た め の 手段 が 
一 自治 整備 法案 


、U.COOG90&IS に サイ ド 3 が ジ ォ ン 公 
国 を 「 覚 言 」 し 、 地 球 連 邦 数 府 か ら の 政治 的 干渉 を 
U.C.007901.03 の 一 年 戦争 (ジオ ン 公 国 備 呼 
ジオ ン 独 立 戦争 」) の 開戦 と 共に 地 款 連邦 政府 だ っ た が 、 球 連 邦 政 府 に よ 
対し て 独 交 を 宣言 。 .C,007901.31 の 南極 条約 畔 年 の UC.0068、 ダイ クン は 突如 世 を 去っ < 
締結 を も っ て 地球 連邦 政府 は 事 3 ダイ クン の 後 を 受け て サイ ド 3 の 背 相 と 
者 立国 と し て 承認 。 し か し 、 9 デア ギン ・ ソ ド ・ ザ ビ だ っ た 。 サイ ド 3 の 軍事 を 
家 」 の 壊 式 と ジオ ン デ ギ ン は 、 ダイ タン の 外交 中 線 を 破棄 し 、 
中 則 紀 の プロ イキ を 目指 し た 共和 制 か ら 公 王制 へ の 移 
歴史 を 持つ よう 行 、 つ まり UL.C.0069 の 公国 間 言 と 繋が る 
化 運 動 の これ が 意味 する 事 独 数 政権 の 確立 で 
と も 、 公 国定 言 の 時点 で あり 、 デ ギン 公 王 以下 ザビ 家 と その 派 内 に 所 属す る 
0 年 、 U.C0035 の サイ ド 3 建 設 開始 か 『 た ち が 、 政 府 お よび 人 入 の 要職 を 占 し た 


デ ギ ン の 長男 ギ レン ・ ザ ビ 意 師 に 
思想 統制 、 基 利 制 時 代 を 違う 

に より 、 対地 球 連 者 戦争 へ と 半 進 し 
回 の 無 差 別 使用 や 
、 新 兵器 MS の 投入 な ど を 行っ た 
国 は 対地 球 連 邦 戦 争 に 敗れ た 。 そ 
国 の 名 は 、 地 球 圏 の 総 人 口 の 半数 を 死 
に 至ら し め た 虚 条 
独裁 国家 と 


テ ジ テ ーション 


事 力 の 束 


関連 ファ イル 


記事 企 生 


立 を 前 。 科 の 丈 、UC-0069. 
ザビ 宮 に よっ て ジオン 公国 ザ 富 


aration by PABLO UCHIDA 


国 守 思想 「 ジ オォ ニズム 」 と 


ジ ォ ン 公 園 の 国家 思想 ジオ ニズム 
を 基礎 と し つつ 、 地 球 を 神 理 捉 する エレ ズ 
革新 「 ニ ュー タイ プ ブ a Ths 打 思 捉 だ - > 
た 。 こ れ を 利用 (曲解 ) し た ザビ 家 は 、 ジ オォ ンタ 
こそ が ニュ ー タ イプ に 進化 3 の や 
地球 園 の 支配 者 た る 資格 を 持つ と する 選民 思想 的 
プロ パガン ダ を 箕 開 し た 。 その 一 環 と し て U.C.0071 に 
ギレ ン ・ ザ ビ の 「 優 性 人 類 生 存 説 」 が 発表 され 

し か し 、 ザビ 家 で に 関す る 捉え 方 を 共 
有 し て いた わけ で は な い 。 ギレ ン は ニュ ー タ イプ を 思 
想 統 制 の た め の 方 便 と 考え て いた が 、 キシ リア ・ ザ ビ 
少将 は ニュ ー タ イプ の 戦力 化 に | 
ン と キシ リア の 対立 は 、 
は な く 下 治 方 針 に も 及 ん で お | 
し て 一 年 虐 争 末期 に 表面 化 


MORE INFO! 
サイ ド 3 の コロ ニー 配置 


社 訟 立 主 備 林 購 に よる サイ 
配 軒 予定 因 で ある (サイド 配置 は 異 


画 サイ ドコ ロニ ー 配 置 図 


較 サイ ド 3 バ ンチ 一 覧 


ロ Wo 
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テ PT 


サイ ド 3 の 地勢 


オン 公園 の 本 換地 サイ ド 3「 ム ン ゾ 」 は 、L2 宙 域 に 護 設 
され た 。 建設 開始 は U.C.0035 の こと だ っ た 。 当初 コロ ニー 
の 物資 輸送 や 交通 通信 は 地球 へ の 依存 度 が 高く 、 地球 
か ら 最も 遺 い サ イド 3 は 独立 に 適さ な いと 思わ れ て いた 。 だ 
が 、 矯 えて 醒 条 件 下 で の コン トリ ズム 実践 を 目指 し た ジ 

ダイ クン の 方 針 、 共和 制 時 代 か ら の 重工 業 推進 政策 、 多 
数 の 太刀 発 電 麻 性 を 用 いた 電気 事業 . 月 面 都市 と 
妖 化 、 積極 的 な 移民 受け 入れ な ど に より 成長 を 層 げ た . 


歴史 


国 の 歴史 は 、 対 地球 達 邦 戦争 
の 準備 と 一 年 戦争 (ジオ ン 独 立 戦 争 ) に 費やさ れ た と 言 
で いい 。 交渉 に よる 独立 を 目指 し た 共和制 時 代 と は 異な り . 


公 王 (実質 的 に は 総 飲 ) を 所 京 と し 
共和 制 時 代 の 国軍 は 
以降 、B 月 15 日 は ジオ 


た 末 基 政権 が 茜 生 
と 再編 され た 。 これ 


CIP 1 
EM と イド 1 
EDT 
き V た 。 接 月 に は 地 
天性 電 作 埋 す 開村 


ジオ ォ ン 公国 宣 の 等 劉 に より 
夫 発 。 地球 連邦 定本 部 ジャ プロ 
革 連邦 政 許 を 陸 伏 に 追い 込め を か っ た も 
作戦 で は 舞 期 間 の うち に 地 導 の 約 半分 を 


地球 人 攻 作戦 後 、 補 論 線 の 随 界 に より 双 誠 が 妥 着 。 11 月 
に 入る と 「 オ デ ッ サ 作 戦 」 を は じ め と する 地球 較 邦 事 の 反撃 が 開 
始 さ れ 、 12 ロモ > と が 際 落 。 この 除 サ ビ 
家 の 主要 人 物 は 全 灘 し 、 サイ ド 3 共和 国 へ と 移行 し た 


地域 を 衣 失 。 ザ に 
に より 二 


ジオ ン 公国 は 地球 連邦 と の 戦争 を 前 提 と し た 国家 で あ 
リ 、 政 治 軍事 経済 の すべ て も それ に 準じ て いる 。 ジオ 
ン 公 国 は 、 護 生 し た 負 間 か ら 準 電 時 体制 に あっ た と 言 - 


ギレ ン ・ ず ザビ 老 帥 を 行政 府 と 宣 の ジオ ン 公 園 宣 は 共和 制 時 代 の 国 主要 産業 は 重工 業 と 大 提 発 
トッ プ と する 東 事 多 坊 体制 が 布 か 軍 を 再 宇宙 攻撃 これ は 共和 割 時 代 か ら 進め られ た 重 
れ た ( デ ギン 公 王 は 代 竹 的 存在 ) と 突撃 機動 重 ら 成る ( 他 に も 絆 を 工業 推 夏 策 や 太 栓 発電 大 星 の 
名 政府 機 聞 は 、 ギ レン 経 伺 か ら の 隊 や 技術 本 部 な ど が 存在 )。 大 将 を 拡充 、 月 画 都 市 と の 関係 強化 に よる 
直接 指示 で 動い て いた 。 内 関 や 講 灯 任 する ギレ ン 紐 配 が トッ プ を 務め も の 重工 業 品 は 他 の サイ ド 
会 も 存する が . ギレ ン る は か . 宇宙 攻 軸 軍 司令 ドズル ・ ザ に 、 電力 は 月 面 和 市 に 売却 され 、 サ 
を 追 朗 する だ け だ っ た 。 ジオ ン 公園 ピ 中 寿 と 突撃 機動 軍司 令 キ シリ ア ・ イド 3 の 経済 を 支え た 。 MS や 生 軍 骨 
の 生 吾 決定 と 実行 が 起 達 で あっ た ザビ 少将 の 権 國 が 非常 に 強く 、 す べ 盤 を どの 兵 問 貞 発 に お いて も 、 重工 
の は 、 これ に 周 る と ころ が 大 きい て サビ 豪 に よっ て 酸 提 され て いた 業 や 大 坦 発 電 は 大 き な 意 味 を 持つ 、 


て いい 。 た だ し 、 国軍 の 整備 、 重工 業 の 誘致 や 枝 励 、 月 
面 都市 と の 関係 強化 な ど は 公国 宣言 以前 か ら 進 め られ て 
お り 、 共和 制 時 代 の 通産 も 幼 承 し て いた 


* 


本 民 は . 六 策 林 力 が リ スマ 性 に 
ギレ ン 雪 時 を 維持 的 に 雇 桂 し た 


届 力 規 蛋 は 地球 連 元 事 に 名 る が . MS す イ ド 3 に と 
で 導 用 邊 高度 和 拓 を 隊 し て いた で ある と 共に 


TTP の 
春 示 道具 で も あっ た 


SEIENCE 


破 す る た め 衣 布 環境 下 に あっ て も 充分 な 性 能 を 発 挿す る 新兵 器 モ ビ Key Ward す 
で 開発 され た し IMS) で ある 。 MS を 中 心 と する 兵器 体系 を 短期 間 軍事 関連 企業 
フス キー 粒子 で 情 圭 し た ジオ ン 公 国軍 は 、 対 地球 連邦 戦争 を 開始 


ッ ス キー 粒子 
で の 有 複 界 埋 闘 に 対応 す 


大 人 柚 兵 問 。 全高 維 18m 
軸 。 地上 を 問わ な い 運 用 訂 
オン 公国 軍 が 初め て 有 重機 く ZEONIC 
主力 兵 器 と し た 業 - [次 期 主 力 沢 R 
二 約 な 提 進 に 大 二ノ 大 一 = 3 
和子 軍 を か し た 一 F で ZI.XA3(A を 避 形 を 
オン 公 回 宣 の 主力 MS で 、 サク 1 9 CE こそ ある M 
略し スタ ンダ ー ド な タ ER EUAIMA. EM や A 
寺下 に お いて 地球 較 孝 事 の 竹 軸 柳 衝 に お ある が 、 火 と 横 t 1 
島々 と 生 沈 し その 研 を 古人 


布 能 艇 。 メ 
MS の 格納 や 整備 を 可能 と する 


有 現 弁 笠 員 を 重 入 し た 抽 し 
TETNTTT 


を 戦車 。 旭 は 凍 直 区 重隆 発 で る 重工 評 企業 


者 する お り . 穫 AFV の 上 面 を 生態 1 
オン 公国 軍 MS 部 隊 の 編制 

MS を 初め て 実用 化し た ジオ ン 公 国軍 は 、 運用 方 ” り 、MS の 戦 技研 究 や パイ ロッ ト の 育成 

法 や 部 隊 編 制 も 禁 案 し な けれ ば な ら な か っ た 。 そ こ で 機動 大 隊 が 編制 され た 。 教導 林 動 大 隊 の 研究 3 

U.C.0075.11、 キ シリ ア ・ ザ E 当時 よ 機 の MS を 1 個 小 了 と する 基本 誤 割 が 


CO00o78.10 0079.01 に お ける 
MS 大 了 」 は 、 導 聞 杉 動 大 枯 の 編制 に 
宇宙 攻撃 軍 は MS 大 際 を 1 個 と し 。 宇宙 加 凍 を 
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ア 盛 横 絵 馬 x1 
IS-06 ザ クロ ( 試 還 かり 


プア 引替 区 1 


各行 政 機関 


EE 427 a 


ギ 軍 攻撃 軍 と 
可 機 動車 - は ' 人 6 直前 
艦 龍 の 補 x 


| seees | 
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HI フォ ー カ ス : グリ ー ン ・ オ アシ ス 事 変 ガン ダム Mk-U 基 寺 [ 09 sn 


で 
ピン か の 
介 s (At 
ぁ 
ーー っ 人 5 ぃ \ 
\ EF N H 


SEIZURE of GUNDAM Mk-I 


ー ン ・ ア シス 事変 - ガ ンダ ヲ ム Mk-I 強 故 ー の 


戦争 の 幕開け を 告げ 7 SN 
!| と 呼ば れる 地球 則夫 横 
Mk 和 収 戦 の 打 人 地球 


年 戦争 
F ド 7 「 タ リー 
ゴ の NIS 部 隊 > 
) 軍 事 拠点 と し て 完成 ン ン ・ オ 信久 上 の 
組織 の 背後 関係 を 悟ら れ か ね な 
化 を 促す 可能 性 が 


孝 軍司 令 + 4 軸 必 ファ イル 


AT 


同社 が 開発 < は 戦術 的 に は 成功 に 終 
世代 MS、 RMS.099 リ 3 ク 1 、 戦略 的 
MS 部 隊 は 、 ク M 


以外 の 要 で 
と する 宇宙 資本 の 者 ある 。 エ 1 
で ある と 共に 事実 上 の 意思 決定 機関 だ っ 
資本 は 、 ティ ター の 戦力 
そこ で 宇宙 資本 は 、 エッ ー ゴ の 指導 者 プ 


Specral eWec1 by HIROFUM HU PRODUCTION) ABack ground by ATELIER MUSA 


U.C.0087 時 の グリ ー 
た つ 以 上 の コ 
f ド 7 適 過 了 昔 の 舞 
1」 と 、 U.C.O085.09.08t 
て 建設 され 


バン チ 


コロ ニー 


MkH 昔 


一 内 で テス ト 中 の ガン 
ダム MkH と 接触 。 追加 
を 受け る が 、 コ ロニ ー か ら 
の 脱出 に 成功 、 そ の 和 “ 
ロベルト 貫 と 合流 し た 


と 全 察 を 実 7 ゃ 壮 
テス ト 飛 行 中 の ガン ダム Mk- 1 号機 と 3 


a 5.26 


機動 戦士 ガン ダム 


ビー ム ・ ラ イフ ル 


全長 は 一 般 的 
、 MS 用 携行 火器 と し て 
U.C008O 年 代 中 期 

般 化 し た 
メガ 粒子 砲 
せ て メガ 粒子 


、 ミノフスキー 粒子 の 圧縮 か 
る 全 プ ロモ ス を 単独 


MS Technology in UC 


ルキ 
、 強力 
柱 反 応 坊 を 持つ 宇宙 械 経 や 要 

宇宙 戦闘 尼 や 地上 車輌 は 当 


最強 の 機動 兵器 で 
メガ 迷 子 砲 の 組み 合わ せ は 魅力 的 
メガ 粒子 砲 の 開発 が 進め られ 


ーCAP と は 、 
著 積 する デバ イフ 
れ た 縮退 状態 の 
ー 供 
ルギーCAP の 充 
>、 MS に 負担 を 掛け る 


切り タ 


し た 技術 が エネ ルギーCAP な の 


も 表 


fuEPmeew 


ライ フル の 実用 
兵 舌 を 上 回 る 火力 と コ 
イフ ル は 短期 間 で 普及 


ショ ン 展開 も 進 


ま 


地 款 連邦 軍 に よる 
ビー ム ・ ラ イフ ル 実 用 化 


ビー ム ・ ラ イフ ル の 開発 が 本 格 化し た の は 、 一 年 

戦争 中 の こと だ っ た 。 MS 用 火器 と し て 楼 パ ズー カ を 
保有 し て いた ジオ ン 公 園 軍 だ 南極 条約 に より 模 
兵器 の 使用 が 喜 止 きま れ た た め 、MS 携 行 用 メガ 粒子 
秦 の 開発 に 踏み 切っ た 。 し か し 、 ビ ピー ム ・ ラ イフ ル の 
実用 化 に 先 較 を 着け た の は 地球 連邦 軍 だ 
地球 連邦 軍 の MS 開発 プロ ジェ クト 「RX 計 画 」 お 

が 「V 作 戦 ] が 進展 する 中 で 、 計 画 に 参加 し て い 
た BLASH 社 が U.C.007907、 エネ ルギーCAP 技 術 
を 確立 し 、 ビー ム 捧 器 の 小型 化 に 成功 。 この 後 、 短 
期間 で RX-78-2 ガン ダム 用 の ビ ライ フル XBR- 
ML-79 し た 。 これ は 、 史 上 初め て 実用 化 
きれ た MS 用 ビー ム 兵 器 と 言わ れる 。 その 感 力 は 「 戦 
暫 並 み の ビ ー ム 砲 」 と 形容 きれ 、MS は 当 鈴 の こと 
MA や 軽 間 洋 義 まで を も 一 堅 泡 し た の だ - 


エネ ルギーCAP の 宣 用 化 に より 


ワ ォ ン 公園 宣 も MS-14 ゲル グ 
用 ビー ム ・ ラ イフ ル の 径 用 人 


に 度 功 し た が 、 生 産 ライ ン の 購 
雷 ば U.C.0079.11 下 名 前 株 
へ の 安定 借 給 は 轄 埋 の 2 通則 


前 だ っ た と 言わ れる 、 


MORE INFO! 
エネ ルギー CAP を 使用 し た 兵 


ファ ン ネ ル 
利 衝 式 の 癌 馬 衣 Mt 
反 載 


身 欠 本 反 


時 ビー ム ・ ラ イフ ル の 構造 


ビー ム ・ ラ イフ ル は 、 発生 区 画 ・ 番 積 区 画 ・ 成 長 区 画 ・ 
射出 区 画 の 4 つの ブロ ッ ク か ら 5 成る 。 この 基本 構造 は 通 
常 の メガ 粒子 砲 と 同じ だ が 、 エネ ルギーCAP に より エネ ル 
ギー・ コ ン デ ン サ ー が 不要 に な っ た た め ビ ー ム ・ ラ イブ ル の 
発生 区 画 は 極め て 小さ く 、 全体 的 な コン パク ト 化 に 役立っ 
て いる 。 成長 区 画 は 砲身 、 射出 区 画 は 栃 口 で ある . 


ot 


幸子 ビー ム を 組 く 灯る 
東リ ング と 、 刀 度 を 向上 きせ 
る 人 回り ング 。 お 子 が 天 
の 一 内 で 


の 吉 は 秩 身 の 捧 さ に よ 

る 方 電子 へ と 夫 含 させ る 半 
填 。 MS か ら の エネ ルギー 
供 答 に よっ て 価 作 する 。 


砲 口 か ら ビー ム ・ サ ー ベ ル を 
展開 する 、 一 寿 の 放 


机 子 僅 生 装填 。 従来 の 10 信 の 
発 拓 で きる と され る 。 通 党 の メガ 
三森 坦 に は 庄 大 な エネ ルギー ゲ 
必要 で ある 


人 の 押 サ チャ ー ジ 時 全 の 
尋 が 主 な 目的 で ある 。 


供給 する 角地 刀 | 
ター。 あく まで も 本 重用 で ある 


Msstration by TOKIKO YUZAWA (Twin Bel) AKIO UNUMA 
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ガン ダム 用 の XBR-M-79-07G を 暗 矢 と する ビー ム ・ ラ フル も 発 属し た 。 た だ し 、「 メ ガ 粒 子 ビー ム を 発射 する MS 用 
イフ ル は 、 70 年 以上 に 頁 っ て MS の 主 兵 装 で あり 続け て い 携行 火器 ] と いう 方 向 性 は 変化 し て お ら ず 、 各 時 代 の 要求 
る 。 その 間 、MS の 進化 と 戦術 の 変化 に 侍 い ビー ム ・ ラ イ に 合わ せ た 多 機能 化 や コン パク ト 化 な ど が 図ら れ て し 


WXBR-M-79-07G WXBR-M-792 


ェ ネ ルギーCAP 技 術 の 確立 ( 


5 WNS-14JGN 
ww し ーー ビー ム ・ ラ イフ ル 


面 XBR-M-79S 


yy | 


四 ロ ング レン ジ ・ 
WBRM79L-3 ピー ム ・ ラ イフ ル 


還 RMS-179 用 
ピー ム ・ ラ イフ ル 


壁 メ ガ ・ ラ ンチ ャ ー | 


恒 メ ガ ・ パ ズー カ ・ 
ラン チャ ー 


央 化 ・ 多 拓 仙 化 
形態 を 軽 使 する 可変 
衣 VS に よって. 位 因 
、 計 用 ピー ム ・ テ 
に A rac 
Wx-119NZ.01 
マ 
還 ダ ブル ・ ピ ー ム ・ y 
ライ フル 殺人 ERA 


。 | 
MEA マク ナム ー キ ーー 
ーー . WBSA-N4 BX-120NZ-.04 


WF91 有 A : | 
ピー ム ・ ラ イフ ル 
ズ 
Ucoioo 和 1 MS ーー た | : 1 ET 
の 普及 に 伴い 、 ビー 小 受 化 - 多 表 人 
か 型 化 は デバ イス の 結 小 だ け で な く 7 EWES IA 
に WZMT.S$33SN 
= 還 V シ リー ズ 用 四 V シ リー ズ 用 | 
ー ム ・ ラ イフ ル ビー ム ・ ヒ スト ル メガ ・ ピ ー ム ・ キ ャ ノン 


た が 、V.S.B.R や メガ ー ビ ピー ム 
て 現実 的 で は な く nt 


5.29 


MS と 接続 され た 
大 出力 ビー ム ・ ラ イフ ル 


ライ フル の 威力 は 、 エ ネル ギーCAP や メ が ・ 
コン デン サー の 人 性能 だ ! な く 、MS か ら の エネ ル 
ギー 供給 量 に も た だ 右 され る 。 MS の ジェ ネ レ ー タ ー 出 
カ が 小さき けれ ば ビー ムラ イフ ル は 充分 な 火力 を 発揮 
で きず 、 最 悪 の 場合 、 稼働 すら し な い 。 MS の 出力 が 
系 が 連 章 な ら 同じ で ある 。 
中 か ー バ プル ・ フ レー 
MS と 接続 され る の は 


大 き 


く て も 、 エ ネル ギー 
部 の 大 出力 
や 大 口 符 の 動 カ バイ プ で 
し た 理由 に 因 っ て いる 。 2 
カチ 
ンズ ) の メガ ・ 本 の ムー バブル ・ 
で 連結 きれ る MSA-0011 S ガ ンダ ム の ビー 
ト ガ ン な ど が 、 具体 例 と し て 挙げ られ る . 


ト の エネ ルギー 供給 川 動 
1 る 地球 連邦 軍 (ティ ター 
フレ ー ム 


バッ ク バ ッ ク - 休 = | 


より 密接 に MS と ビー ム ・ ラ イフ ル を 接続 する 装備 と ! 
バッ ク バッ クー 体型 の ビー ム 兵 問 が ある 。 パッ ク パ ッ ク 
に は ジェ ネ レー ター 内 華 タ イプ も 多く 、 メガ ・ ラ 近 
い シ ステ ム に な っ て いる 。 ガン ダム F9OII ロ ング レン ジ タ イ 
プ な ど が 、 これ に 相当 する 仕様 だ っ た 


チャ 


長 離 云 援用 の ビー ム 確 を 備え た ギラ ・ ズ ー ル 用 パッ ク バ 
ク 。 ビー ム 砲 へ の エネ ルギー 供給 は 、 ペ ルト マガジン 下 の コネ ク 
ター を 介し て 行わ れる 。 ビーム ・ シ ョ ッ ト ラ イブ ル 仕 欄 も 存在 する 


者 用 ジェ ネ レ ー タ ー や 推進 震 を 反 
乾 、 使 用 時 に の み 克 身 を 属 剛 する 


by TOMOT 


AKE KINOSHITA 


530 
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機動 戦士 ガン ダム 
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スペ ニス 人 が の の 往 活 基 盤 | 
人 工 の 3 IS) 
宇宙 移民 ・ (スペ ー ス ノイ ド ) の 居住 地 と 


し て 建設 され た スペ ー ス ・ コ ロニ ー 
(以下 コロ ニー) で ある 。 コロ ニー の ほとん ど は 、 全 
長 32 一 42km、 直 径 64km の 円 筒 形 構造 物 を 持つ 
占め られ で いる 。 

ド ・K・ オ ニー ル 博 十 


西暦 期 の 物理 
が 提唱 し た モデ ル を 列 コ ロニ ー 
地球 に : 近い 環境 を 内 部 に 再現 し て お り 、1 基 あたり 
2000 万 か ら 3.000 万 人 の 居住 を 可能 と し て いる 。 こ 
の 居住 村 能 人 中 は 一 般 的 な 鳥 3 号 型 (開放 型 ) の も 
の で 、 最少 で 1.000 万 人 、 コロ ニー 公社 設立 準備 委 
貞 会 の 発表 で は 6.000 万 人 が 居住 で きる と いう 。 な 
お 、 同 じ 島 3 師 型 で も 後述 する 密閉 型 コ ロニ ー の 場 
合 、 居住 可能 人 口 は 倍 に な . 

、 地球 と 同等 の 環境 を 持ち 、 1 甘 で 地球 の 小 
国 以上 の 人 貴 を 収容 する 島 3 号 型 コロ ニ は 、 と の 
よう な メカ ニズム で 成り 立っ て いる の が: 


宇宙 世紀 ガイ ド : ス ペー ス 


Technology that supports U.C. 
、 宇 還 選 紀 世界 を 支え る 技術 。 


前 述 の 通り 、 烏 3 号 直 コ ロロ ニー は 巨大 な 円 仙 形 枢 
造物 で ある 。 円 筒 内 は 地球 の も の に 近い 空気 で 満 
た され て お り 、 内 翌 が 居住 区 る 画 に な っ て いる 。 

重力 は 自転 に よる 遠心 力 で 再現 きれ た 。 自転 軸 
は 終 輌 の 中 心 線 、 自 転 速度 は 約 2 分 毎 に 1 回 転 で 、 
これ に より 内 壁 で は 約 1G の 擬似 重力 が 発生 する 。 

光源 は 太陽 を 用 いる 。 具体 的 に は 、 巨大 な ミラ ー 
で 反射 し た 秦 陽 光 を 採光 倫 か ら 取 り 入 れ て いる 。 量 
4 ー を 調整 し 、 入 光量 を 変化 させ る こと で 再現 
画 を 拡大 し 


は 、 月 の 周辺 と 月 軌道 上 に 存 存する 重力 安定 
宙 域 ラグ ラン ジュ ポイ ント (L1 一 L5) に 建設 ミ きれ た 。 こ 
の 際 、 同じ 邊 域 ( 
『 合 も ある ) の コ 


ー が 設置 


設 き れ た も の も 存在 する と 言わ れる 。 
そもそも コロ ニー は 地球 連邦 下 府 の 人 類 宇 宙 移 
民 計画 の 中 で 建設 きれ た 。 人 口 増加 に 伴う 地球 環 
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境 の 悪化 を 解決 する た め 、 人 類 を 手 宙 に 住ま わせ 
る 必要 が あっ た の だ 。 コロ ニー 公社 に よる コロ ニー 
建設 は AD.2045 に 始ま り 、 U.C.0001 に は L5 に サイ ド 
1 が 、L4 に サイ ド 2 が 建設 さき れつ つ あっ た 。 午 設 用 の 
資源 は 月 で 採掘 精製 し た も の を 打ち 上 げた り 、 小 
品 星 常 で 確 保 し た 資源 小惑星 を 地球 圏 に 運び 込 
ん だ り し た 例 が 多い 。 
な お 、 ほ と ん どす べ て で の コロ ニー は 公共 物 だ が 、 
巨大 企業 や 個人 の 私 有 コ ロニ ー も 存在 する 。 
(シリ ヌ ・ ス ッ フ ト U.C.0139) 


関連 ファ イル 

地球 連邦 の 成立 と 宇宙 世紀 の 始ま り FG.03.0! 革 

宇宙 移民 者 の 独立 運動 と ジオ ン 公国 蘭 生 FG-O3-02 

EE 落と し FG-O3-68 革 
事件 と ビス ト 財 団 の 組 生 UC:03.01 還 

ンタ スト リア ル ) と (メガ ラニ カ ) UC:03-15 講 


FILE PaEVIEW 


た そう し た 中 、 U.C.0069、 サイ ド 
28 ジン 人 を 宮地 
の 対立 究 勢 を 打ち 出し た 


llustrated by JUN WADA 


は ほとん ど が 開放 で あり 、 建造 時 期 や 建 
り 僅か な 進 い は 存 
ッ ト は 変わ ら な い , 


設計 な 
前 項 で 紹介 し た 基本 フォ ー マ 


北側 の 宇 軍港 
は 、 条 立 し た 巨大 
自転 し て お ら ず OG 環境 (自転 タイ プ で も 直径 が 小さ く 低 重力) に left 
いる た め 、 大 型 宇宙 艦船 で も 入港 可能 。 北側 の も の は 特 
に 大 型 な うえ 複数 の 区 画 に 分 割 され て お り 、 多数 の 宇宙 船 も 入 
港 可能 と な っ て いる 。 南側 の 港湾 部 は 無 ・ 低 重力 環境 を 利用 し 
工場 区 画 で 、 一 般 の 宇宙 船 の 入出 用 いら れ な い 。 


いる こと が 多い 
南側 の 港 は 、 ほ 
ぽ 工 場 区画 へ の 
搬出 入 に の み 合 
用 され る 。 


、 採光 窓 や 地面 が 存在 する ほか 自転 も し て い 
、 様 々 な 作物 を 同時 に 0 


の 場合 ) の 

計 6 枚 、 交 互 に 配置 さ 

造 体 で 封鎖 され て いる 。 内 璧 の 
が 再現 され て いる が 、 高度 の 上 
地上 1km に は 雲 が 発生 


3 つの 二 が 大 と 呼ば れる 。1 枚 の 7 

える 「 河 ] だ が 、 強 度 と 耐 宇宙 線 能力 に 優れ る 特 3 

ス の 立方 体 を 敷き 詰め た も の で 、 広 帯域 ガン マ 線 ミラ ー 

や 破 ド と の 併用 に より 有害 な 宇宙 株 を 傍 断 で き 
陽 面 フ プレ アパ ー ス ト で 発生 する 強烈 な 宇宙 線 も 防 

で が 、 大 陽光 は 地球 上 と 同じ レベ ル で 透過 させ る 


地表 は 擬似 的 な 1 
昇 に 伴い 擬似 重 
し て お り 、 計画 的 


に 3 


「 陵 地 」 は 住宅 街 や 商用 区 画 が 広がり 、 車 道 や モノ レー ル な どの 
交 之 機関 整備 され て いる 。 外壁 に は [地下 鉄 」 が 表 設 され 


保夫 用 通 族 な ど を 備え る トラ ス を 算 格 と し 、 特 殊 ガラ ス を 多 
属 に 到 き 詰め て いる 。 [陸地 間 を 瑞 ぐ 橋 も 架け られ た 


Mustration by AKIO UNUMA 


南北 」 の 区 別 が 存在 し て 
\ で いる 方 が 南 、 0 北 
と され る 。 日 照 人 条件 が いい 南側 は 「 山 の 手 」 と 『 
幸 住 宅 街 、 環 境 が 加 い 北側 は 低 所 得 層 の 住 
宅 街 や ジャ ンク ヤー ド と し て 用 いら れる こと が 多い 


北側 を 基部 と し 、 シ リン ダー に 対し て 約 45 度 


内 に 量 
が 入る 都合 上 、 影 は 明確 な も の に は な ら な い 、 


の 鏡 を 6X6 個 並べ 
も の 。 これ が 無 
前 に 組み 合わ され 、 


MORE INFO! 
観光 コロ ニー 


a サンライズ 


: い 光 を 放つ 。 点灯 と 消 
、 制 御 は 開放 型 の ミラ - 


巨大 な 発光 体 を シャ フト 杖 に 連結 
け で な (夜間 に も 、 波 か に 発光 し て いる 。 


太陽 光 を 受け て 発電 する 、 いわ ば 「 コ | の 発電 衛 
星 ]。 単に 「 大 陽 電 池 ] と も 呼ば れる 。 地球 上 の 太陽 光 
発電 施設 と 異な り 、 常 に 日 光 を 受け られ る た め 、 発 電 量 
が 極め て 大 きい 。 コ 内 で 消費 され る 電力 の 大 半 を 
賭 っ て お り 、 人 工 太陽 も 大 陽 発電 パネ ル の 電力 で 稼 側 
する 。 太陽 発電 / 5 
電力 は マイ クロ ウェ ー 


トリ アル 7) は 4 基 
電力 を 時 1: 


内 葉 全 体 を 陸地 と し 


で も 、「 河 」 と ミラ テー を ず 、 
ー は 「 和 密閉 型 ]、 あ る い 


同じ 鳥 3 号 型 コロ 


は 「 ジ オン ・ タ イプ ば れる 。 開放 型 の 2 悦 の 居住 
可能 人 口 を 持つ 点 が 特徴 で ある 。 宇宙 移民 の 受け 
入れ に 積極 前 だ っ た サイ ド 3 は 、U.C.0050 一 0060 年 


「 河 ] と ミラ ー の 廃止 、 内 藤 全 体 の 「 陸 地 ] 化 に より 、 
開放 型 の 2 倍 の 居住 可能 人 口 を 実現 し た 。 構造 上 、 外 
部 か ら 内 部 の 様子 を 社 う こと が で き な いた め 、 機 寄 保 持 
が 求め られ る 軍事 コロ ニー に も 適し て いる 。 外壁 に は 、 太 
陽光 発電 パネ ル か ら の 送電 に 対応 し た マイ クロ ウェ ー ブ 
受信 装置 が 設け られ た 。 自転 に より 、1G 相 当 の 擬似 重 
を 内 壁 に 発生 させ る 点 は 、 開放 型 と 同じ で ある 。 


リン ダー の 両 郊 に 宇宙 港 が 
設け られ で いる 。 ミラ ー と [ 河 」 を 持た な いう え 位 置 に 向き 
重要 な 太陽 発電 パネ ル が コロ ニー か ら 独立 し て いる た め 、 
婁 閉 型 コロ ニー は | 南側] を 太陽 に 向け る 必要 は な い 。 し か 
し 慣習 的 に 、「 北側] (サイ ド 3 で は カウ ンタ ー ウ ェ イト が 設置 
され た 側 ) に 大 規模 宇宙 港 が 設置 され て いる よう で ある 。 


開放 型 と 同じ く 、 コ ! 


a 


さそ 


サイ ド 3 の 港湾 は 自転 式 
他 は 提 自 転 式 を 掃 用 
うだ 。 (イン ダス トリ アル 7) 
は 資 物 船 と 原料 穫 入 口 の 
専用 港 を 持つ 。 


ほとん ど 見 られ な い 。 基本 的 に は 開放 型 
、L1 側 域 の (イン ダス トリ アル 7) の 
閉 型 と し て 建設 され た も の も ある 。 


よう に 、 最 初 か ら 


開放 型 の 農業 ・ 水 産 ブ ラン ト の 位置 に 設け られ た 構造 
体 。 自転 を 安定 させ る 「 お も り 」 
密閉 型 コ は 改装 時 
まで は 自転 速度 速く な る (中 
転 の 安定 性 が 損なわ れる 可能 性 も ある 。 これ を 解決 する? 
た が 増設 され た と 考え られ る 。 設置 


「。 


サイ F ド 3 の コロ ニー に の み 見 5 れる 。 2 基 の 密 半 型 を 連結 し た グリ 
プス や 、 密 間 型 と し て 設計 され 】 スト リア ル 7 は 持た な い 。 


Miustration by AKIO UNUMA 


鳥 3 号 型 の 名 称 か ら わ か る よう に 、 鳥 1 号 列 (アイ ラ 
ンド 1) や 鳥 2 号 型 (アイ ラン ド 2) も 存在 する 。 これ ら の 
コロ ニー は 伺 3 号 型 の 建設 拠点 と し て 用 いら れ 
イプ 、 ま た は 過渡 期 的 な モデ ル で 、 島 3 号 型 コロ ニー 
の 普及 * い 歴史 的 笠 割 を 終 

その 
MSA うに ご 2 


」 な ど に 設け 
る 市 街 地 、 自 
に よる 擬似 重力 、 人 工 太 陽 を 持っ て いる 。 その 機 
ー と 呼ん で も 差し 支え を な いも の だ が 、 規 模 
は 鳥 1 号 型 クタ ラス 、 大 きく と も 島 
い 。 ま た 、 木星 輸送 船 ジェ ビ トリ ス な どの 大 型 艦船 も 
限定 的 な が ら コ ロニ ー 機 能 を 付与 きれ て お り 、 小 弄 
コロ ニー は 形 を 変 き 残 っ て いる と も 言え る 


立地 や 技術 的 な 制約 か 5 本 格 


数 年 単位 の 長期 航海 を 強 
れる 大 性 般 団 の 宇宙 般 は 。 自 
式 の 舞 他 重力 区 画 を 持つ . 
サイ ズ も km クラ ス で あり 、 そ の 性 
能 は 自 走 式 の 小 和 と 
言っ て も いい も の だ 


MORE INFO! 
連結 型 の コ ロニ ー 


年 争 後 、 コ ロー 


グリ プス 
U.C.0085.09.08、 サイ ド 7・ ら 2 


スウ ィ ー ト ・ ウ ォ ー タ ー 
U.C.009002、 召 民 収 容 


人 類 宇宙 移民 計画 の 初期 に 建造 され より 大 型 の コロ 
た タイ プ ブ の コロ ニー で ある 。 恒久 的 な 居住 地 と し て 建造 さ た 。 これ ら の コロ ニー、 特に 島 1 号 型 の 中 に は ブ 
れ た も の で は な く 、 地 球 と 宇宙 を 撃 ぐ 中 継 地点 、 あ る い は ー や ブル ー3 の よう に 長期 間 使用 され た も の も ある , 


」 と 呼ば れる 島 1 号 型 コロ ニー で ある 。 自 
て 居住 区 画 に 擬似 全力 を 発生 させ 、 ミ 


1,50Dm、 球 形 の 居住 区 画 | 
れ で も 南北 に ドッ キン グ ・ ペ イ を 持 
り 、 コロ ニー と し て 必要 な 機構 は ひと 通り 備え て いた 


llustration by AKIO UNUMA 


> トー ラス 型 に 分 類 さ れる 小型 コロ ニー 宇宙 ス 
ショ ン 。 長大 な シャ フト に 沿っ て 、 大 腸 電 池 付き の リン グ 型 ミ 
ブロ ッ ク 、 リン グ 型 の 居住 区 画 、 前 述 の も の と | 放 
熱 板 、 デ ブリ ガー ド 付 き 宇宙 港 が 並 いる 。 地球 連邦 政府 の 首 
相 官邸 と し て 高度 200km の 低 周 回 軌道 上 に 設置 され て いた が 
U.C.0001 の 「 ラ ブラ ス 事 件 」 で 破壊 、 残 付 は 放置 され た 


大 陽 発電 パネル を 将 ね る リン グ 状 


た 。 し か し 、 地球 
居住 区 画 は 、 直 径 500m の リン ケ り カ ルド 
型 を 採用 (内側 の 小 リン グ は 司 人 
区 画 用 反 射 ミ ラー)。 75 秒 周期 
自 地球 の 6 分 の 1 の 


擬似 重力 を 発生 させ て いる 。 低 財 回 道 を 


SEIENCE 
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開放 型 コ ロニ ー の 


各 


tm トーーーーー eeskm - 


® 


ーー ee.4kmーーー-| 


コロ ニー・ シ リン ダー 放 工 業 プラ ント 
OME 6.4km 35km アー ム 全 挟 … 28km 
@ 全 長 …32rm Km 人 ⑩ プ ラン ト 邊 往 …0.2km 
@ 司 仁 区 画 全 泉 

@ 錠 地 間 分 全 直 その 他 


Tkm @ 地 天 か 5 二 ま で の 聞 1km 
下地 丈 問 の 区 …4.5om 
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U.C.0087 の グリ プ : 夫 発 と 前 後 し て 、「 第 二 
世代 MS」 と 呼ば れる MS 群 が 実用 化 き れ た 。 アナ ハ 
イム ・ エ レク トロ ニクス 社 (AE) が 開発 し 、 反 地 球 連 
邦 組 織 エ ッ ー ゴ が 装備 し た RMS.099 リッ ク ・ デ ィ イア ス 
が 最初 期 の 第 二 世 代 MS と し て 知ら れる 。 

一 世代 MS の 性 能 は 、 それ 以前 の 機体 を 第 一 
卓 分 類 に 追い や る も の で 、 火 力 ・ 防 
運動 性 ・ パ ワー・ 更生 性 能 ・ 反 応 層 


御 力 ・ 機 動 
度 ・ 拡 張 性 、 整 備 性 な ど 、 ど れ を と っ て も 大 き な 進 歩 


を 遂げ て いた 。 当然 、MS の 動力 源 で ある 熱 核 反 応 
炉 の 出力 アッ プ や スラ スタ ー の 推力 強化 と いっ た カ 
タロ グ ス ペ ッ ク も 向 ^ る (た だ し 性能 庄 元 が 示 
準 や 算出 方 法 が 異な る う 
れ な い 特 性 も ある た め 、 
カラ ログ X ペ ッ ク の 単純 比較 は 意味 を 持た な い ) 

べ 、 各 段 に 「 強 く 」 な っ た 第 二 
- 世 代 MS と の 外見 上 の 違い は わ 


MG 運用 理論 : 第 二 世代 MS 


ii EN ul 


History of MS ーー inU.C. 
宇宙 世紀 の MS 開発 史 


か ら な い 。 変形 機構 を 持つ 第 三世 代 MS、 大 火力 と 


も 「 強 く ] な っ た こと が わか る が 、 第 二 
う で は な い 。 この 理由 と し て 、 第 二 世 代 MSI 
れ て いる 技術 が 、 MS の 内 部 に 集約 され て いる 点 が 
られ る 。 
代 MS の 条件 と され る 技術 
ー (360 度 スク リー ン ) お よび リ ニ 
ウム 》 (ガン マ )、 ム ー バ ブル フレ ー ム の 3 要素 が ある 。 
全 天 周 時 モニ ター は コク ピッ ト の 内 璧 すべ て を 
ディ スプ レイ と し た も の 、 リ ー ト は 面 G シ ー ト の 
- 種 で ある 。 つま り 理 論 上 死角 が な く 、 パ バイ ロッ ト が 
高 G に 時 えら れる コタ ビッ ト な の だ 。 これ は 、 有 視界 
環境 で の 格闘 戦 を 強い られ る MIS に 適し た コク ピッ ト 
シス テム で あり 、 視界 の 拡大 に 伴い パイ ロッ ト の 反応 
速度 を 向上 させ る 効果 も 期待 で きる 。 
ガン ダリ ウム y は 、 か つて RX-78 ガン ダム に 使用 さ 
に ルナ ・ チ タニ ウム 合金 (ガン ダリ ウム ag) を ベー ス 
生産 性 や 朝 性 な 
来 の 装甲 材 や 構造 材 より 軽量 か つ 言 
あり 、 MS の 軽量 化 や ベイ ロー ド の 拡大 に 頁 献 し た 。 
ムー パプ ブル ・ フ レー ム は 駆動 内 骨格 と 呼ば れる 


mu FE 03 sue TDA 


それ 以前 の MS の フレ ー ム 
、 関 節 部 や 動力 系 は 別 
荷重 を 装甲 外 殻 で 支え る 
採用 し て いた 。 これ に 対し 
て 、 ム ー バ ブル ・ フ レー ム は 動力 系 と 骨組 み を 一 体 
化し た 人 型 フ レー ム で 、 駆動 系 と 外装 を 分 見 し て 拡 
、 フレ ー ム 単独 で 機体 区 
骨 格 か ら 内 仙 骨格 に 進化 し た ほ 


S・ ウ ォ ル ツ UiC.0099) 
関連 ファ イル 
RMS.099 リッ クー ディ アス Zz0105 
FMS-108 マラ タイ EE 
第 三世 代 MS_ Z03-16 正 
5 三 の VS 時 03.19 時 
ティ ター ンズ の MS 開発 Z03-20 鹿 
プチ ハイム - エ レタ トロ ニタ ズ 和 65.36 言 


FLE PREVIEW 


地球 園 最 大 の コン グロ マリ ッ ト 
ー 年 戦 当 中 か 5 ら MS 開発 拉 条 を 
急速 に 発展 させ 、 グ リプ ス 戦 役 期 
エッ ー コ ティ ター ンズ の 反 
方 に MS を 供与 し て いた 。 複数 の 
ガン ダム ・ タ イブ MS を 開発 し た 


liustated by HIDETAKA TENJIN 


第 二 世 代 MS の 歴史 5 wars 


リッ ク ・ デ ィ アス で 第 二 世 代 MS の 開発 に 先 
縮 を 着け た AE は 、RMS-108 マラ サイ や MSA- 
003 ネモ な ど を 実用 化 。 これ 以降 、 地 球 連 
邦 軍 の RMS-154 バー ザム 、 ネ オ ・ ジ オン の 
AMX-011 ザク 皿 と いっ た 第 二 世代 MS が 誕生 
し た が 、 第 三 ・ 第 四 世代 MS の 出現 で 一 旦 : 
退 。 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 後 、「 機 動 歩兵 上 
と し て の MS が 見 直さ れる と 第 二 世 代 MS が 復 
権 し 、 地球 連邦 軍 の RGM-89 ジェ ガン や ネオ ・ 


ジオ ォ ン の AMS-119 ギラ ・ ド ー カ が 配備 され た 。 


第 二 世 代 MS の 技術 Es 


第 二 世代 MS は 、 全 天 周 モニ ター 式 コク ビ 
ト を 組み 込ん だ ムー パブ ル ・ フ レー ム を 中 心 ( 
ガン ダリ ウム Y 製 の 装甲 や 構造 材 を 採用 し て い 
る 。 3 つの 基本 技術 の うち 、 ひと つが 近似 の 機 


代 MS と し て 完成 
し た MSN.00100 

机 。 リッ ク ・ デ ィ 
アス 同様 、 パイン 


UC.0090 年 代 、 
第 二 世 人 (と 同等 
の 基礎 技術 で 設 


填 さ れ 
主機 に 復帰 
は 勢 カ に 関係 
な い 柄 向 だ 


が (スール) の 
装甲 材質 は チタ 
ン 合金 セラ ミッ ク 
複合 材 だ 

帝 に 第 三世 代 M 


世代 MS を 成立 させ た 技術 は 、 短 期間 
で 完成 し た も の で は な く 、 一 年 戦争 以前 か ら 5MS 
開発 の 中 で 徐々 に 培 われ て きた 。 名 技術 の 発 
想 は 昔 か ら 存在 し た が 、 そ れ が 第 二 世 代 MS と し 
て 結実 し た の は グリ プス 戦役 期 の こと だ っ た 


ムー バブ ル , フ レー ム 


主 天 周囲 モニ ター 


S と し て 認知 され 
1 で も 第 二 世 代 と 見 な され る 傾向 に ある 。 a 


ダリ ウム 
アク シズ で 開発 され た 新生 
材 。 アナ チタ ニウム 合 全 の 
特 役 も 攻 す と 同時 に 、 生産 
性 な ど を 向上 させ て いる 。 


馬 重 内 部 人 格 。 

ム と 動 カ 系 を 一 体 化 き 

、 そ の 外部 に 装甲 や 

下村 を 外 凌 する 。 これ 
拡張 性 と 整備 
れる 。 


Mustration by TOKIKO YUZAWA (Twin Bel) 


装 四 頑 の 内 部 に 
を 詰め 込 
来 の (t: 

モノ コッ ク 構 造 

と 異な り 、 取 動 フ 

レー ム の 外側 に 

火 名 や 装 四 を 取 

り 付け て いる 


フレ ー ム と 動力 系 を 一 体 化し た 駆動 内 骨格 。 熟 核 
反応 炉 や コク ピッ ト な どの 基本 機構 は フレ ー ム 内 に 
固定 し 、 武 半 や 装甲 は 外敵 する た め 抜 張 性 と 整 供 


性 に 優れ る 。 ムー バブル ・ フ レー ム 単 体 で の 駆動 性 
重視 の 設計 が 可能 と な り 、 柔軟 性 も 大 きく 向上 し た 。 


369 度 スク リー 
コン ピュ ー 
タ で 補正 され た 
シー ムレ ス の 外 
部 喘 像 だ け で な 
く 福助 情報 や 
細い 


スプ レイ に し た も の で 理論 上 死角 が 存在 し な い 。 リ 

シー ト は 電 礎 式 の 耐 G シ ー ト で 、1 本 の アー ム 
で コク ビッ ト の 中 央 に 接続 され る 。 この コク ピッ ト ・ ブ 
ロッ ク は イジ ェクション ・ ボ ポッ ド と し て 機能 する 。 


ニア 


目 ガッ ダリ ウム y 


RX-78 ガン ダム で 採用 お れ た ルナ ・ チ タニ ウム 合 
本 を ガン ダリ ウム と し 、 ガ ンダ リウ ム を 経て 開発 され 
た 新 マ テリ アル 。 ル ナ ・ チ タニ ウム 合金 の 高度 な 較 
性 と 軽量 性 を 維持 し つつ 、 生 産 性 や 競 性 を 高め て い 

MS の 耐 弾性 向上 と 軽量 化 に 貢献 し た 。 


きい 。 ガン ダリ ウ 
ム Y の 採用 
の 主因 だ っ た 。 


年 
戦 
逢 | ジ ォ ン 公 国軍 の MS 開発 に | RX-78NT-1 アレ ックス が 
期 ちい て 、 後 の ムー バブ ル : フ | 最初 期 モデ ル を 採用 
レー ム に 近い 相 造 が 考案 さき | 周囲 モニ ター 
れ た と いう 。 だ が 、 技 術 的 限 背部 を 中 
界 か ら 実現 補助 ディ スプ レイ は フレ ー 
ク 構 造 が 採用 され た 。 固定 きれ た 
ポ 
ラ 
I 
ズ 7 こ 
紛 有 | AE 開発 に る HX78GPO1 RX-78GPO3 ガン ダム 試作 
雪 カン ダム 紅 作 1 号機 が 3 号機 が 、 ア レッ クス 用 の 
期 肢 ユ ニッ ト に 殺 立 し た 動 カ きま らし # で デル を 洛 
系 を 搭載 。 部 分 的 な が ら 、 。 ム ド ペ ー ス [オー キ 
後 の ム ー バ ブル ・ フ レー ム に 旨 に 対応 する た めか コン 
楽 が る 扶 条 で あっ た ソー ル 類 が 充 
| | 
ケ (5 
り 
8 
yt 
戦 a 5 
答 ティ ター ンズ が RX-178 ガ | 地球 較 孝 宣 / テ ィ タ ー ン ズ 
以 肛 で 季 軟 な ムー の 新 主 力 MS、RMS-106 
前 フレ ー ム を 実 月 化 。 ハイ ザッ ク が 初 
リッ クタ ・ デ ィ アス は 、 近似 技 様 の 全 天 周 囲 モ - 
術 の ブロ ッ ク ビ ルド アッ プ を | ニア ・ シ ー ト を 搭載 。 AE も 
採用 し た , 普 長 型 を 開発 し た 
グ 
リ 
ス 
戦 NE が 開発 し た 
役 ズ が 実用 的 | と いう JTS-17F が 勢力 を 問 
期 な ムー バブ ルフ レー ム を 量 | わ ず 普及 。 一 部 の 可変 


産 レベ ル で 実現 。 この 技術 
を 基 に 可変 MS の 戦力 化 も 


MORE INFO! 


1.5 世 代 に 分 類 さ れる MS 


第 二 世 代 へ の 過渡 期 的 機 6 


半 術 的 に 見 て 1.5 世 代 と 呼べ る MS が 存在 し 
て いる 。 その 代表 が 、 ム ー パ ブル ・ フ レー ム 
と 全 天 周囲 モニ ター を 搭載 し な が ら も 、 ガ ンダ 


リウ ム 合金 を 採用 し な か - 
ある 。 RX-78GP03S ガ 
ティ メン も 1.5 世 代 に 近い 機体 ど 


た ガン ダム Mk-T で 
ダム 試作 3 号機 ス 


や 特殊 機 を 除き 、 筑 一 次 ネ 
オ ・ ジ オン 戦 逢 期 まで 広く 使 
われ 続け た 。 


ディ 8 や RM 


0080 年 代 未 


電動 MS。 MS-14 
の 必修 機 だ が 


関連 技術 の 発展 9 1 


画 ] で 振れ た 技 
術 は 、 デラ ー ズ 紛 
争 後 に 封印 され 
た が 、 秘 密 斉 に ー ン 


鐘 MS 有史 
れ た と 考え られ る 。 


ダリ ウム y 


地球 軍 邦 軍 が 、RX シ リー ズ 
の 装甲 材 と し て 開 性 と 軽量 
性 に 優れ る ルナ ・ チ タニ 


「 ガ ンダ ム 開 発 計画 」 の 試 
作 森 が ルナ ・ チ タニ ワム 合 
全 を 採用 する が 、 


アタ シズ は 、 改良 型 ル 
タニ ウム 合金 の ガン 
ム y を 完成 。 斉 取 引 て 
を 入手 し た AE は 「Y ガ ンダ 
ム ] こ ヒ リッ ク ・ デ ィ アス の 間 
発 に 着手 し た 


ター ンズ は 、AE か ら の マ 
ラサ イ 提 供 に 伴い ガン ダリ 
ウム Y を 入手 。 以 和 第 一 
次 ネオ ・ ジ オン 戦争 期 まで 
の 新型 MS の 装甲 材 は 、 ガ 
ンタ リウ ム Y が 多用 され た 。 


導通 ・ サ ン ライ ズ 
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ME MS 運用 理 欠 : 資源 画 星 パラオ の 戦い (W]e sD8n 


i 
MS に ーーー The History of Warfare in U.C 
運用 理論 資源 衛星 / (ラオ の 戦い 字画 世紀 の 埋 史 前 


湯 盤 で の 小惑星 攻 暗 戦 ’ ' 部 隊 エ コー ズ ド 6。 こ れ 
: 舞 耗 し た MS 部 隊 が 再編 き 中 、 パ ラ 


ダ 
だ 。 居住 区 に 囚われ た パナ ー ジ に は 内 通 者 が 接触 
し 、 作戦 開始 日 時 と 回収 地点 の 情報 が 
補 付 き ] の 宇宙 胃 隊 が こう し て 汰 紡 で の パラ オォ 攻略 が 聞 始 
付き 】 の フル ・ フ ロン タル 大 

ザウ ・ サ ワー ド ULCO154) 


パラ オ の 構造 を 利用 し た De あっ 7 ーー の 


U.C.0096、 地 球 連 邦 字 宙 軍 外部 新興 部 隊 ロ ント 最小 限 の 補給 が 行わ れ た 
ル 所 属 の 強 柚 揚陸 牙 ネ “ * 
宙 付 き の # 
繋 し た (作戦 名 は F 
が で の 目的 は 『 補 付 
ンダ ム の 崩 回 、 そ コー ン 
} ー ジ ・ リ > 1 ネェ ル 


i 域 ラオ は 、 関連 ファ イル 


戦闘 の 特 散 は 、 旧 工 で 小惑星 基 地 の 攻 略 戦 造 戦 力 配 
ご ある 。 も 


Ro の 


FErTI 
ue nenew 


を 制限 され 
の 策 に 過ぎ ず 

ル 隊 が 

ら ず 、 ネ ェ 


ation by OKONOMIYAK 


砂 の 大 半 @ 失 
MS 部隊 と エコ 
合流 し た 

オォ の 経 戦力 と 


パナ ー ジ が 自力 で コー ン を 回 収 と を 除 も 1 
エコ ー ズ が 別個 に 確保 する 予定 だ っ た 


作戦 は ほぼ ば ” の 損傷 は 限 
この 作戦 に より 『 拉 付き} は パラ オ を 1 


オ 駐 留 部 隊 は 大 き を 被害 を 屋 け た が 、 居 住 区 
た 


先 する 


タル 大 佐 に ネ 


圏 ユ ニコ ー ン ガン ダム 散 脱 
設 出 中 だ っ た パナ ー 
ダム を 発見 括 業 し て 埋 拓 
か ら 区 度 。 ユエ ル ・ ア ー カ 
確 対し た 


が ュ 


固 「 補 付き の 手 思 1 SNoe ぎ 園 MS 理 の 剛 始 
NT-D を 発動 コー ン ガ ンダ 
| iro tt i 


MS 再 が 属 凍 され る 。 作戦 が 雪 
付き は パラ オ か ら 閥 選 et 
粘 し た 
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中 詩 対 ピ ー ム 防御 機構 


7.25 
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長所 と 短所 を 持つ 
ビー ム 和 兵器 防 御 技術 


UC.0O70.05 に ジオ ォ ン 公 


きせ た メガ 粒 
子 人 は 、 レー ザー を 上 回 る 感 力 


NR 効率 を 持 


9 や 


年 和信 中 に は エネ ルギーC AP 技術 の 確 せ 
MS 携行 用 メガ 粒子 念 「 ビ ー ム ライ フル 」 と 
属 闘 兵 装 「 ビ ピー ム ・ サ ー ベ ル 」 が 実 

メガ 粒子 砲 そ 
は MS や MA、 宇 宙 交 経 の 攻撃 力 を 劇 的 に 向上 きせ 
た が 、 仮想 和英 も ビーム 兵器 を 装備 する 以上 、 その 対 
策 も 模 案 され た 。 それ まで も 圭 り 返さ れ て きた 攻撃 力 
と 防御 力 の シー ソー ゲー ム が 、 改 め て 始ま っ た の だ 
な お 、 本 稿 で は メ が 純子 砲 か 発射 され る メ が 粒子 
ゼー ム ' サ ー ベ ル が ビー ム 刃 と し て 発振 する 
縮退 直前 の ミノ フス キー 栓 子 ム 」 と 総称 する 

メガ 粒 予 砲 誕 生 の 時 点 で 決定 的 な 対 ビ ー ム 防 秩 
機構 の 前 芽 は 存在 し た 。 そ れ が フィ ー ル ド で ある . 


MS 運用 理論 : 対 ビ ー ム 防御 機構 


MS Technology in U.C. 


字 軍 世紀 の MS の 技 条 
1 フィ ー ル ド と は 、 正 と 負 の 電 俗 を 芝 び た ん 奈 ビ コー ティ ング は 、 レ ー ザ ー を 無効 化す 
子 対 が 立方 格子 状 る 店 界 半 透 体 技術 RS コー ティ ン 


磁 的 に 圧縮 する と ミノ フス キー 粒子 7 

く 訂 カーーT (タウ ) フォ ー ス が 強く な り 、 他 の ミ せる 。 大 出力 ビ 

キー 粒子 や メガ 粒子 と 反発 する な い が 、 装 車 表面 
これ を 利用 し て ミノ フス キー 粒子 の 縮退 や メガ 粒 年 戦争 中 か ら 敬 及 し 


で 成 力 を 低下 き 


了 す の 収 束 偽 向 を 行う の が メガ 粒子 砲 で ある 。 メ 防 斬 技術 に は 一 長 一 短 が ある う 
が 粒子 砲 の 砲 口 以外 か ら ビ ー ム が 温 れ 出 き な い の み 防御 力 を 発揮 する 点 に も 注意 が 
は 、 内 部 に 展開 し た エフ ィ ー ル ド に 依っ て いる . 

あれ ば 、 度 の 1 フィ ー ル ド を 機体 外 ! ォ ッ トー・ カ ル テ ン パッ ハ U.C.0155) 


開 す れ ば 、 打 力 に よっ て ビー ム を 岬 上 上 で きる は ず で 
ら 、 対 ビー ム ・ パ リア 発生 装置 1 
ネ レ ー タ ー (発生 器 )」 が 衣 生 し た 

レー ター の 効果 は 総 大 で 、 ほ 
訪 御 で きた 。 し か し 、 メ ガ 簿 子 礁 
フィ ー ル ド を 展開 する の は 容 身 
フィ ー ル ド を 張り 返ら せる た め ( 


Mustration by HIROSHI AYARAGI 


M5 運 用 理 講 対 ! 


多層 コー ティ ング に よる ビー ム 防 御 技術 。 装甲 表面 に 
土 障 と し て 施さ れる 。 ビー ム が 着弾 し た 朋 、 そ の 熱 に よ 
て コー ティ ング が 気化 し 、 茂 力 を 減衰 させ る 。 大 出力 ビー 
ム や 至近 多 に は 防御 を 期 待 で き な い は か 、 被弾 後 は 再 
コー ティ ング が 必要 と いっ た 融点 が ある (性 能 は モデ ルト 
よっ て 異な る ) が 、 比較 的 低 コス ト な た め 広 く 普及 し た 


MS で は 、MS-14 ゲル ググ 財 シ ー 
ルド の も の が 、 量 姜 枯 の 割 ビ ー 


ティ ング と され る が 、 メガ 電 


面 楓 ピー ム ・ コ ー テ ィング を 施さ れ た だ 天 位 


届 備 性 や コス ト な どの 問題 か ら 、 耐 ピ ー ム コー ティ ング は 機体 
の 一 部 に の み 人 施さ れる 場合 が 多い 。 代表 的 な コー ティ ング 部 位 
と し て 知ら れる の が シー ルド で 、 機 体 に よっ て は 調 体 や コク ピュ ト 
バイ タル エリ ア に も 施さ れ た 。 策 に 。 ほぼ 全身 に 智 ビー ム ・ 


コー ティ ング を 行っ た 機体 も ある 
Nb 


… 軸 ピー ム ・ コ ー テ ィング 
採用 葵 所 


環 代表 的 な 刑 ビ ピー ム ・ コー ディ ング 装備 慢 


ジオ ン 公国 軍 で は ゲル ググ 、 地球 連 邦 車 で は RX-78NT.1 ア 
レッ クス の 前 後 か ら 採用 され た と 見 られ る 硬 ビ ー ム ・ コ ー テ ィング 
は 、 短期 間 で 普 長 し た 。 こ 


ング は ー 
に 示す MSN-00100 百 式 
の よう 6 6 コー テバ グ * 和 っ 6 て いる 


A 


FA-010S 


フル アー マーZZ ガ ンダ ム MSN-00100 百 式 

軍 加 義 申 に フッ 押 構 灰 の 多重 全 色 の 部 位 は 、 責 寿 民 で 性 交 

- て お り 、 ビ ー 握ら れ た 特区 材料 を 用 いた 硬 
えら れ る 言わ れる 。 


機体 外 に 展開 し た T フ ィ ー ル ド と の 圧力 に より 、 飛来 し 
た ビーム を 阻止 ( 価 向 . 拡 履 ] する 装置 。 ビー ム に 対し て 
ほぼ 完全 な 防御 力 を 発 探す る が 、 ゼ ロレ ンジ か ら の 攻撃 は 
防げ な い 。 また 、 種 働 に は 大 出力 ジェ ネ レ ー タ ー を 必要 と 
する た め 、 一 部 の 大 型 MA や ハイ エン ド MS の み が 搭 載 す 
る 。 特定 部 位 の み を 守る ビン ポイ ント タイ プ も 存在 し た 


に 証 い 対 ピー ム ・ パ リア を 成 
可能 だ っ た 


ー ル ド * ジ ェ ネ レー ター の 義人 位置 に 特定 の 傾向 は な い 
単 基 で 充分 な 防 押 力 を 発 挫 で きる 場合 は 人 代位 置 を 問わ な 
が AMA.X2 ノイ エ ・ ジ ー ル の よう に 林 数 基 で の 全 周 囲 防 
属 同 する 機体 は 、 各 部 に 分 艇 配置 する 。 ピン ポイ - ト 防 全 用 は 
重要 簡 所 や 胸 秀 な ど に 設置 され る . 


HX.78GPO3 ガン ダム 試作 3 号機 は 、1 基 
で 人 末 炉 押 が 可能 な 大 出 カ モ デル を を 
仙 面 に 拓 電 


全 方 和 『 仙 由 
全 更 可 能 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
1 フィー ルド ・ ジ ェ ネ レー ダー の 挫 載 機 


ジオ ン 公国 軍 の MA-08 ビグ ・ ザ ム で 初め て 措 載 され た と 言わ 
れる 1』 フ ィ ー ル ド ・ ジ ェ ネ レー ター だ が 、 往 働 に 必要 な 出力 や コス 
ト の 間 題 か ら 搭載 例 は 少な い 。 MS に 搭載 され る 場合 、XM.X3 
クロ スポ ボー ン ・ ガ ンダ ム X3 の よう に . 防 竹 面積 や 有効 時 間 に 制 
明 が ある 場合 が 多かっ た 


MSA.0011 (Ext) 


ピグ ・ ザ ム Ex-S ガ ンダ ム V2 ア サル ト ガ ンダ ム 
14 万 KW も の 出力 に 有 導 増加 パー ツ に 内 扇 導 増加 バー ツ に 計 
より 、 雄 力 な I 想 必要 に 多 じ て 、 コ 2 基き を 謝 生 。 メガ ビー 
A を 民間 。 低 秦 未 クビ ピュ ト 周 辺 に の み 1 や 鐘 ビ ー ム 
再 す ら 防 全 し た フィ ー を 攻 呈す る 。 終 昌 の 億 必 が 可 能 


ミノ フス キー 寺子 と ピー ム 揚 乱用 の ガス (ビー ム 挫 乱 粒 
子 ) を 高 選 度 で 散布 し 、 ピ ビー ム を 大 幅 に 拡散 する 技術 . 
ピー ム の 射程 は 半分 程度 に な る と 言わ れる 。 一 年 戦争 末 
期 の 宇宙 要 審 攻略 戦 で 多用 され 、 長 距離 ビー ム 砲 すら 無 
効 化 し た 。 自重 の ピー ム も 無効 化す る と いう 欠点 や メガ 粒 

子 奏 の 性 能 向 上 な ど に より 、 次 第 に 使用 され な く な っ た 


所 下 「M 列 針 」 近 埋 の ミッ イィ 
軍用 され る ケ 

ビー ム 覆 和民 人 宙 尋 

rT 

少 イ る 。 主 に 宇宙 本案 重用 


MA-05Ad ビグ ・ 
ABSM ( 対 ピ ー ム 肪 依 ミ サイ ル と 呼ば れる ピー ム 揚 
乱 区 発射 位 が 格 載 され た 。 機動 前線 村 催 いう 役 神 上 
動 に 制約 が ある ビ グ に と っ て 重要 を 諸 備 だ っ た 


ア ・ バ オア ・ ク ー 難 で は 4 草 の ビー ム 馬 
発条 が 放置 され た 。 綱 理 拓 は 1 薬 に つき 30 
信 で . 経 間 は 120 沈 に も を っ た 。 軍 和 遥 の メ 
ガ 納 を 殺 欠 化す る は どの 評 を 見 


下 字画 突撃 軽 の ピー ム 蛋 乱 主 


ー 年 昔 争 末期 の 宇宙 要塞 載 で は 、 地球 運 導 、 ジオ ン 公園 の 
山東 が 、 ピ ビー ム 洛 乱 用 役 布 共 備 を 持つ 突撃 細 を 投入 し た 。 効 
乗 は 給 大 だ っ た が 実 撃 四 の 損 寿 率 が 高く 、 一 年 寺 争 の 終戦 と 
共に 多用 され な く な っ た 


パプ リク 突 壁 細 


寺下 連 施 還 の 補 和 人 人 の 
大 陳 ミ サイ ル 


還 サイ コミ ュ に よる 対 ピ ビー ム ・ バ リア 


詳 計 自 崎 か ら 忠 り 込 まれ た 機能 で は な い が 、【( 替 ) サイ 
コミ ュ 拓 載 MS が 対 ピ ー ム ・ パ リア を 履 開 し た 例 が 導 告 さ 
れ て いる 。 これ は サイ コミ ュ の オー バー ロー ド に よる も の と 
を えら れる 。 サイ コ ・ フ レー ム に 至っ て は 、 パ イロ ッ ト が 買 
材 を 身 に 着け る だ け で ピー ム を 無効 化し た こと が ある 。 


IMSZ.006 Z ガ ンダ ム お よ 
ぜ で の 系 列 麻 、 キ オー ジ ォ ン 
の AMXO11S ザク 基き や 
AMX.O15 ゲー マル ク 。 月 
XO ユニ コー ン レガ ンダ ム な ど 
で 二 訂 れ た 。 サイ コミ ュ の 
商 的 評 と 考え られ る 。 


ノ プ アプ 
画 ピー ム ・ シ ー ル ド 


U.C.0110 か 50120 年 代 に 実用 化 され た ピー ム ・ シ ー 
ルド は 、 ピー ム ・ サ ー ベ ル を 面 と し て 属 間 する も の で 、 ピー 
ム と 宇 価 弾 の 双方 に 高い 大 衝 力も 示し た 。 ビー ム ・ シ ー 
ルド は MS 。 福 宙 募 有 用 防 牧 装 備 の 決定 版 と し て 善生 
し 、 款 ビーム 防 艇 機構 は 一 旦 の 完成 を 見 た 。 
ピー ム を 面 で 居 開 し 、 メガ 
子 軸 や ピー ム ・ サ ー ベ ル 。 実 
休 箇 を 妨 で 。 ビー ム ・ サ ー ベ 
ル 同 士 に た カ ぜ 寺 き 、 切り 引 
の と 催 栓 の 理論 で ビーム 
人 いて いる 。 


大 出力 ビー ム 箇 は 防げ な いこ 
と も ある 。 


機動 戦士 ガン ダム OO 


* 


六 暫 GN ファ ング と GN ビ ピット 


CB が 生み 出し た 
吉 階 操作 兵 咽 


GN ファ ング と GN ビッ ト は 、MS や MA る 
きれ る 無線 式 の 攻撃 次 末 

サイ ズ は 標 准 的 な も 

スラ スタ ー プ バー 


) 
リ 


付加 機能 は モデ ル に よ 
用 弄 や 格闘 攻撃 専用 型 、 攻 防 一 体 
ショ ン が 確認 され て いる 。 
く の 同時 攻撃 や 
包囲 攻撃 を 行う 空 ミ サイ ル 以 上 の 運 
動 性 を 活か し 、 梓 雑 な 貝 道 を 描い て 胃 い 掛か る GN 
ファ ング 回 避 は 遇 難 て 
対処 に 手間 取っ た 
低 


MS 運用 理 議 - GN フ 


ーー 


MS Technology in AD 
西 層 の MS の 技術 


ょ な ら な を 解 
よる 制御 や GN ファ ング 
ト 自 体 の 単純 化 、 AI の サポ ー ト が 採用 き 
肛 量 子 流 に よる 制御 は イノ ベイ ター や 超 兵 を 想定 
も の で 、 空間 把 操 能 力も あ 
多数 の GN ブ 
複雑 な 多 機能 タイ プ を 扱い や す v 
ド や イノ ベイ ター 用 機動 兵 
に よる 制 斬 を 採 


AI の サポ ー ト は 一 般 的 な パ 
パイ ロッ ト が 簡単 な 指 


機能 モア デル を 同時 操作 する こと も 可能 で ある 
こう し た 性能 を 持つ GN ファ ング イ ビ ッ ト は 、 ソレ スタ 
ダム 開発 の 過 用 化し 
無力 化す る GN 粒 子 と 様 

M 坊 は 、 既存 の レー ダ 


グ と GN ビ ピット 


[W ] mM9 siT27A 


赤外線 追尾 式 ミ サイ ル を 無力 化し 、Al 技 親 
サイ ル の 誕生 を 促し た 
サイ ル を 発展 
ビ ピッ を 生み 出し た 
援 機 GNR.000 GN モ 
、GNW_002 ガン ダム スロ ー ネ ツ 
- そ の 存在 を 知ら れ 
の ち に 関連 技術 を 入手 し た イノ ベイ ド 
や 地球 連邦 平和 改良 と 開発 が 進め ら 
れ た が 、 3 まっ て いる 


A.D2364) 


N フ ァ ン グ 
) 初 期 モ デル 
の GN プロ トピ ビッ ト 
ヴァ イ の ( 


関連 ファ イル 


人 ほ 介 大 陽 が の 且 呈 さか ^ 


Mstration by TAKUYA IO 


異な る GN ファ ング ノノ ビット 
を 俳 用 する 機動 兵器 


中 初 の GN フ ァ ン グー ビッ ト 載 機動 兵 療 は 、 同 じ 
モデ ル を 複数 基 折 載 し た 。 し か し 、 西 2 年 頃 
か ら 異 な る 仕様 の モデ ル を 俳 川 する 機体 が 出現 し 
始め た 。 大 型 と 小型 の GN フ ィ ン フ ァ ン グ を 搭載 する 
CB.0000G/C リポ ー ン ズ ガ ンダ ム や 、GN シ ー ル ド ピ ッ 
ト と GN ライ フル ビッ ト を 備え る GN-006GNHW/R ケ 
ルディ ム ガ ン ダム GNHW/R が 代表 的 な 機体 で 、 興 
な る 特性 を 持つ GN フ ァ ン グ ビ ピッ ト の 代用 に より 高 
度 な 運用 性 を 獲得 し た 。 また 、GNMA-YO002V が 
デラ ー ザ で も 、 疑 似 太 則 炉 を 搭載 する 大 型 GN フ ァ 
ング と 小型 GN フ ィ ン フ ァ ン ダ が 採用 きれ て お り 、 異 尼 
種 併用 の 有効 性 は 証明 され つつ ある 。 GNT-0000 
タダ ブル オー クア ンタ で は 、 異な る 形状 の GN ソー ド ビ ッ 
ト を 億 用 する だ け で な く 、GN ソ ー ド V と の 組み 合わ 
せ に よっ て 様々 な 形態 を 取る こと が で きた , 

り ま ギー ン ズ ガ ンダ 

カ の 大 制 GN フィ ン グ 


と 蛋 度 ・ 面 動 性 に 伊 れ る 
小 拉 GN フィ ン ファ ン 


MORE INFO! 
分 離 ・ 遠 隔 操作 機能 を 持つ MS 


GN-008 セラ ヴィ ー ガ ンダ ム 


oo9 


CB-002 ラフ ァ エ ル ガ ン ダム 


ME し, GN.008 
RE ガン ダム II に 変 


GN ファ ング ノビ ピッ ト の 仕様 と 系 列 


前 述 の 通り 、GN フ ァ ン グン ビッ ト は 内 蔵 ピ ー ム 砲 を 用 いた 射撃 、 内 蔵 
ビーム サー ベル に よる 格 抽 、GN フ ィ ー ル ポ ド を 併用 し た 防御 に 用 いら れる 
た だ し 、 三 要素 を すべ て 兼ね 備え る モデ ル は な いよ う で (敢えて 言え ば 
デラ テー ザ の 大 型 GN フ ァ ン グ が 全 機 能 型 に 近い )、 単 一 機能 型 や ふた 
つの 機能 を 持つ タイ プ が 多い 。 下 は 仕様 こと の 系 列 を 示し て いる が 、 こ で が 桂子 に よっ て 株 答 す る こと 時 和室 5 衝 
れ は 本 績 で 独自 に カテ ゴ ラ イ ズ し た も の で あり 、 便宜 的 な 分 類 で ある , デル も 存在 する 


還 敵 撃 ライ ブ 


者 陰 作 式 の 飛行 航 宙 ビ 
ム 砲 と し て の み 使 用 で きる タイ プ 
で 、 最 も 基本 的 な 仕様 と 言え る 
最初 期 に 開発 され た も の や 推 思 
者 へ の 負担 を 小 ら し た タイ プ . 骨 中 
次 克 特 化 型 、 大 火力 仕様 みな ど が 
射撃 タイ プ 」 に あたる 


ンー 


だ 


ま 補 欄 GN セ ファ ー の GN プ ロ 
GN ファ ング ピッ ト と し て は 基 林 的 な トピ ビット 。 最初 次 型 の GN ビッ > ト 
も の で . 誰 作 は 容 史 。 初期 に は 村 震 。 で ある 、 護 裕明 操 的 か ら 大 要 
的 的 か ら 、 竹 期 に は 射 吾 や 炎 人 全備 むく きれ た 

追求 に よっ て 大 遇 化 


GNMAXCVW アル ヴァ ト 
し の GN フ ァ ンク 。 不 情 れ な パ 
b 還 いや すい よう 、 還 


格闘 ダイ ブ 


ビー ム サ ー ベ ル や GN フ ィ ー ル ド 
履 開 式 実体 刃 を 用 いて 、 突撃 * 格 
還 攻 撃 を 行う タイ プ 。 優れ た 速度 
と 機動 性 を 統合 し て 二 機 の 懐 に 
飛び 3 込み 、 致命 的 な ダメ ー ジ を な 
える 。 汎用 性 が 低く 扱 
か 、 採用 例 は 少な い . 


ー ラ 
GLO11 ガン ダム ハル ー ト の 
GN シ ザー ビオ 。 GN フィ イール ポ 
馬 同 区 の ハサミ を 持つ 経 
の 服 便 子 和 で 失 作 され る 


GNZ-007 ガッ デス の GNE 
サイ ル 凡 上 の 夢 動 性 で 部 伴 に 交 サー ベル ファ ング 。 先刻 の ス 
利 突 や 町 華 で 攻 華 。 衝 且 芝 撃 の jk は ビーム サー ペル. 探り は 


GN 


性 質 上 - 目 蛋 に 硬 容 する 可能 性 が 閣 
い が 。 損 和 は だ 


本 時 清 ・ 格 放 ラ イブ 1 u 


ピー ム 克 と ビー ム サ ー ベ ル に よる Ne 
笠 - 格 人 能 を 億 せ 持つ タイ プ 
GN プ ロト ピッ ト に 次 いで 開発 され ー 


た 、GNY-0042-874 ガン ダム ア ガン ダム アル テ ミ ー 用 の GN スロー ネツ ヴァ イ の GN 
グ 。 GNW.20000 アル ケ 


科 人 に 百 寺 が 必要 な 


テ 3 点 で ト 。 町 撃 ・ 属 抽 両 用 仕 欄 
ル テ ミ ー 用 の GN ビッ ト の 時 点 で 既 で に 
格 全 両用 タイ プ で 沢 用 る スラ スタ ー この て 

に 実用 化 。 機能 は スロ ー ネ ツ ヴァ スロ ー ネ キツ ヴァ イ の GN ファ ます ek 
イ の GN フ ァ ン グ に 継承 され た り 、 その 存在 が 世 加 に 知ら れ た = 

ピー ム 析 を 用 いた 射 夫 林 leNoto カタ 
GN フ ィ ー ル ド と 装甲 を 供用 し た 防 he の 
御 機 能 を 持つ タイ プ 。 自 機 の 周囲 GN まま ルス ター 
に 諾 開 し て 戴 天 を 妨 ぐ だ け で な く . ピオ 。GN シ ー ル 
味方 機 の 近く に 送り 込ん で の 畠 店 百 に GM フィー ルド を 属 机 1 に の 人 
生 防 宙 も 可能 で ある 。 射 肖 用 と し め 伯 カケ 且 よ する 。GN ト の 和信 

て も 充分 な 性 能 を 発 探す る , 上 . 生 全 の 自由 度 が 幅 め て し 

格闘 攻撃 機 能 と 防 人 機能 を 便 * NO ーー に 
せ 持 つ 系 続 。 この タイ プ と し て 唯 ダブ ルネ オーク 

一 知ら れる ダブ ルオ ー ク アン タ の ‘ の GN ソー ド ビ ピッ ト 
GN ソ ー ド ピッ ト は 、 GN ソ ー ド 上 し 回 om 手 特 ち 起 器 と し て も 
系 列 の を 持ち 、 複 数 で 拓 O い の ンーFV と の 鐘 
用 の GN フ ィ ー ル ド を 履 開 する 。 量 トピ ント が 久 成 し た GN フ ィ ー ル ド に よ 能 を 持っ て いる 

子 ジャ ンプ に も 使用 あれ た crs 

GN ファ ング ノビ ピッ ト の 運用 距離 a 

GN ファ ング ノビ ピッ ト は 仕様 や 制 倒 方 法 の 違い に より 、 運用 され る 忠 ti 4 
部 が 興 な る 。 一 般 に 防御 タイ ブ は 近 距 離 で 、 攻 撃 タイ プ は 中 政 離 で は 

運用 され る 。 運用 エリ ア は コン トロ ー ル 基 の 機動 兵器 の 正面 方 向 に 広 こ 人 
く 、 後 方 が 狭い 。 た だ し 、 イ ノ ベ イタ ー の 据 量 子 流 や Al ハロ の 支援 で 制 ein 
特 さ れる モデ ル は 遠 中 離 で 夢 用 で きる うえ 、 後方 の 運用 エリ ア も 広 し の 性 拓 に よる 


ーッ ン ラ イー Z28 


機動 武闘 伝 G ガ ンダ ム 


CE 03 mm17 
NE 


Ww 


する (ガン ダム ファ イト 国際 委員 会 の 監視 に も か か わ と し て 無視 され て いた 。 し か し 発表 か ら | 


を) ず 、 進 反 行為 が 鹿 々 行わ れ 間 題 提 き れ て いる ) 論文 は 連合 議会 の 最 優先 課題 
4 リー ガン ダム ファ イト は ガン ダム に よる 異種 格闘技 日 可決 きれ た 。 F.C.06 年 の こと で ある 
9 どう 2 し て の 側面 を 強く し た 。 ガン ダム ファ イト が 「 大 ル 同 罰 の 工作 活動 が あっ た と きれ で いる 


、 戦 勝 国 が 人 と 呼ば れる の に は 、 こう し C.08 年 、 ガ ンダ ム フ ァ イト 第 1 回 大 会 が 開 
人 ト 在 し て いた 催さ れ た 。 地球 を 戦場 と する ガン ダム ファ 人 問題 
動 兵 器 モ ビル ファ イタ ー (MF) 「 ガ ンダ ム 」 に ー ツ 的 な 代理 戦争 と いう 発想 に 立つ ガン ダム 、 職 争 抑止 策 と し て の 効果 は 大 きく 、 度 々 佐 
われ る 代理 戦 地球 條 尋 を 戦 期 と する : 條 は 、 未 来世 紀 (F.C.) 初期 の 世界 的 危機 の ょ が ら も F.C.60 513 回 大 会 が 開催 
ダム ファ イト は 、 1 度 、1 年 間 に 芋 っ て 開催 8 中 で 生ま れ た 。 地球 環境 の 悪化 を 受け た 新天地 ス 次 回 大 会 は FC64 に 予定 きれ て いる 
間 、 コ ロニ ー 連 合 の 主導 権 を 導 "ベー スコ ロニ ー へ の 移住 を も っ て 、 新 時 代 F.C. へ と シェ ン ・ フ ー FC61) 
イト の 彰 者 こそ が 、 期 間 限定 な が 改 暦 し た 人 頼 だ っ た が 、 間 題 は 山積 し て いた 。 コロ 
2 ー 移住 し ド 湖 以 上 と 地球 に 残っ た 低 所 関連 ファ イル 
て も 、 ガン ダム フ ァ イ ト は 軍隊 揚 層 お よび 自 2 支配 層 を 失っ た 地上 の 
を 規模 員 す る よう な 正規 工 で は な い 。 ガン ダム 混乱 は 、 コ ロニ ー 連 合 に よる 地球 制圧 戦争 [第 一 次 
各国 が 許さ れる 直接 戦力 は 、 ガ ンダ カオ ス 由 争 いて いっ た の だ 。 第 一 次 カオ ス 
パイ ロッ ト 「 ガ ンダ ム ひと り で 戦争 は 事実 上 連合 の 勝利 で 停戦 し 、 地 
』 す る ルー ル は ガン ダ pe 上 は 支配 下 に 置か れ た が 、 直 後に コロ ニー 連合 話 
各種 レギ ュ レ ー ショ ン て い 国 が 対立 、 独自 行動 を 開始 し て し まう 
戦闘 に 関す る ルー ル は 漁 格 で 、 コク ピット へ こう し て 第 二 次 カ オス 戦争 の 危機 が 迫る 中 、 ガ ン 
の 攻撃 禁止 形式 、 両者 の 同意 に よ ダム ファ イト が 制定 され た 。 コロ ニー 連合 軍事 順 問 
る 破 闘 開始 、 が の 大 出力 ビー ム 砲 お よび 強 デュー サー 教授 の 論文 「 機 動 兵 \ 
カカ な エネ ルキ ー ル ド の 規制 と い 定 が 存在 効果 」 は 当初 、 非 現実 的 な も 
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ガン ダム ファ イト と は 、 各 コロ ニー 国家 が 開発 し た 機 


ィ タ ー 


析 動 武 司 伝 G ガ ンダ ム 


近接 格闘 戦 主体 と な っ た 
ガン ダム ファ イト 


ガン ダム ファ イト の 戦い は 、 フ ァ イ タ ー の 呼び か け 「 が か 
ンダ ム フ ァ イト 」 に 対し て 、 も う 一 方 が 「 レ ディ ー ゴ ー」 
と 応え る 始ま る 。 先 の 呼び か けが 戦闘 (ファ イ テ 
ィング ) シグ ナル の 発信 、 応 答 備 が 交感 受信 を 示し 、 
この 通信 に より ファ イト が 成立 する (ファ イト 宣言 )。 こ 
うし た 開始 方 法 と 一 対 一 の 昔 闘 形式 は 、 互い に 目視 
し た 状態 で の ファ イト 開始 を 強要 する た め 、 ガ ンダ ム フ 
イト は 自ずと 近接 格闘 戦 が 主体 と な る 。 バル カン 柔 
術 の 達人 ヘ ロ ー ダ ・ デ ィ オ ニ ソ ス に よる 第 1 回 大 会 修 
勝 以 降 、 各国 は この 認識 を 強く し 、 ガン ダム に は 格 開 
陣 タ イプ が 、 ガ ンダ ム フ ァ イタ ー に は 格闘 家 や 接近 香 
の 達人 が 選ば れる こと が 多く な っ た 。 大 会 3 連 芋 を 連 
成 し た プリ テン ガン ダム は 射撃 戦 に 特 化し て いた が 、 
第 12 回 大 会 で は 格 疫 仕 様 の ク ケー ロン ガン ダム が 優勝 
し 、 再び 格 関 幸 優 位 の 認識 が 広まっ て いる , 


人 穫 紅 動 兵 療 モ ピル スー ツ を 
飯 艇 と する MF ニ ガン ダム は 、 モ 
ビル トレ ー ス シス テム の 格 載 に よ 
り 、 パイロ ッ ト の 動作 を その まま 


が 組み 合う 場合 が で あぁ 

る 。 計 没 主体 の ジョ ンプ ブル ガ ン 
イト 凍結 直後 は 近 
きれ た 


MORE INFO! 
第 13 回 大 会 決勝 の 特別 ルー ル 


ネオ ホシ コン 主催 の 第 13 回 大 会 決勝 で は 、 普 相 痕 大 
会 責 任 者 の ウォ ン ・ コ ユンファ が 、「 決 騰 大 会 3 ヶ条 な る 
新 ルー ル を 導入 し た 。 これ は ガン ダム ファ イト 国際 条約 7 ヶ 
条 に 優先 する も の で ある 。 第 1 打 と 第 2 条 は 、 支 配下 の 


いて は 、 機体 の 交換 お よび 修 


に は コク ピッ ト を 急 う 手段 


Lr 


< 下 に 最終 バト ルロイ ヤル を 勝ち 
生計 い た 最後 の 一 体 に 、[ ガ ンタ 


コン の 普 相 字 軍 の 生 弘 を 揚 

の デビ ル ガ ン ダム を 入手 
不正 を 行っ た 。 穏 後 は 自身 ら DG 引 有 
に 也 り 込ま れ た 


未来 世紀 ガイ ド : ガ 
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ガン ダム ファ イト の 進行 


地球 全域 を 「 リ ング ] と し て 、1 年間 に 計っ て 行わ れる ガン ダム ファ イ 
ト は 、 予選 大 会 と 決勝 大 会 に 分 けら れる 。 その 大 半 は 予選 期間 に 費 
や きれ 、 地 球 全 城 で ガン ダム 同士 の ファ イト が 展開 され る 。 次 いで 行 
われ る 決勝 大 会 は 、 前 大 会 優勝 国 の 地上 領土 舞台 に 、 リー グ 戦 と 
最終 パト ルロイ ヤル が 実施 され る の が 通例 で ある 。 参加 資格 を 持つ 
国家 は 「 ガ ンダ ム を 開発 で きる 国 ] だ と 考え て いい 


Ps 4 


11 ヶ 月 間 に 百 る 予 油 間 中 は ファ イタ ー 同 二 が 了 角 
地球 上 の いか な る 場所 で も 、 理 絆 が 許 ミ 
は 重大 会 信 蔽 因 の 特 衝 リング な 


開会 宣言 の 1 ヶ月 前 か ら 、 ガ ンダ ム の 地球 降下 が 認め られ る 。 所 属す る コロ 

ニー 画家 の 地上 額 土 に 降下 する ガン ダム が 多い が 、 ル ー ル 上 、 陸 下 ポイ ント の 制 
約 は な いた め 、 フ ァ イ ト を 望む 相手 国 に 間接 降り 立つ こと も 可能 で ある 。 な お 、 開 
会 宣言 の 時 点 で 降下 を 完了 し て いな い 国 は 失格 と な る 。 


回 サバ イ バ ル イレ ブフ 


開会 富 言 後 、 サ バイ パル イレ ブン と 呼ば れる 11 ヶ 月 間 の 予選 大 会 が 始ま る 。 通 
党 、 参加 者 は 対戦 租 手 を 求め て 地理 上 を 移動 、 また は 待ち 構え る が 、 ファ イト を 避 
け て の 埋 力 温存 も 授 め られ る 。 開会 宣言 と 大 会 の 開始 は 、 最 初 の ファ イ テ ィ ング 
シグ ナル 発信 、 つま り 1 番目 の ファ イト 成立 を も っ て 代用 され る よう で ある 、 


玲 球 各 堆 で 莉 戦 が 
ME る. 


画 決勝 大 会 ① リー グ 戦 


開会 宣言 か ら 12 ヶ 月 目 に 入る と 、 サバ パイ バル イレ ブン を 生き 下 っ た ガン ダム が 前 
大 会 個 国 の 地上 嶺 土 に 入 続 し 決勝 大 会 が 行わ れる (予選 を 勝ち 抜い た ガン 
ダム で も 、 制 昭 時 間 内 に 到 氏 し な いと 失格 ) 。 最初 に リー グ 戦 が 行わ れ 、 そ の 後 
上 位 10 析 と 前 大 安 便 騰 国 の ガン ダム 1 機 が 、 最終 パト ルロイ ヤル に 進出 する 。 


ンー ド 幅 を 持つ 前 加代 
ダム を 際 い 


層 決 勝 大 会 最終 バト ルロイ ヤル 


11 機 の ガン ダム が 1 勘所 に 集 寺 し 、 最 終 パ トル ロイ ヤル が 行わ れる 。 戦い は 最 
後 の 1 機 に な る まで 続け られ 、 勝 ち 壮 っ た ガン ダム の 所 属国 が その 大 会 の 優生 国 
と な る 。 優 用 国 は 以後 4 年 間 、 コロ ニー 連合 の 主導 権 を 獲得 する 。 その 権 照 は 格 
め て 大 きい が 、 次 回 大 会 で 優勝 を 逃す と 失わ れる た め 極 六 な 政策 は 探 られ な に くい 


ガン ダム ファ イト 国際 条約 ヶ条 


| 細 条 | 905 を 確 寺 さ れ た 者 は 失格 と な る 。 

[ 敵 2 畠 | 相手 の コク ピッ ト を 攻撃 し て は な ら な い 。 

詳細 確 来 され た の が 頭 部 以外 で あれ ば 、 何 度 で 
も 修復 し 、 決勝 リー を 目 本 すこ と が で きる 

4 畠 ガン ダム ファ イタ ー は 己 の 「 ガ ンダ ム ] を 守 
り 抜 か な く で は な ら な い 

l 革 5 困 一 対 一 の 回 い が 原則 で ある 。 

上 6 上 名表 の 代表 で ある ガン ダム ファ イタ ー は 、 
その 威信 と 名 膨 を 汚し て は な ら な い 。 

| 押 7 抹 | 地球 が リン グ だ ! 

画 畑 | 区 合 中 の 過失 に よる ガン ダム ファ イタ ー の 

ME 役 作 は 59 め られ る 

議 7 間 |「 ガ ンダ ム フ ァ イト 」 に よっ て 地球 上 の 和 

精 夫 | 入 を 壊 し て も 罪 に 問わ れる こと は な い , 


基本 ルー ル と し て 知ら れる ガン ダム ファ イト 国際 条約 7 ヶ条 は 、 フ ァ 
イト を 殺し 合い と せ ず 、 国 家 と ファ イタ ー の 品位 を 保つ こと で 、 ガン ダ 
ム フ ァ イト の 正当 性 を 保つ 狙い が ある と 言わ れる 。 た だ し 7 ヶ条 は 予 
選 大 会 に だ け 呈 用 され る も の で 、 決 勝 大 会 は 主催 国 が 独自 ルー ル を 
制定 で きる 。 他 に も 、 大 出力 ビー ム 兵 器 や エネ ルギー シー ルド の 規制 
な ど を 定め た 、 ガン ダム に 関す る レギ ュ レ ーション も 存在 する 


の 情 圭 に よる 失格 と コク ピッ ト へ の 器 間 中 。 地球 は コー ナー ボス ト 形 条 
牙 再 款 止 な 、 ファ イト の スポ ー ツ 性 を 依 竹 、 性 の ピー ムロ ー プ で 到 り 囲 まれ る 。 地球 
する 条項 と 言え る 全域 の リン グ 化 を 体現 する も の と 言え る . 


ガン ダム ファ イト 歴代 優勝 者 


F C.08 か ら F.C.60 ま で 13 回 が 開催 され た ガン ダム ファ イト の 優勝 
国 、 優 勝 ガン ダム 優勝 ファ イタ ー の 一 覧 が 以下 の も の で ある 。 射撃 
戦 の 達人 ジェ ント ル ・ チ ャ ッ プ マン の 3 連 頼 が 印象 的 他 の 多く は 
格闘 技 の 使い 手 が 優勝 し て お り 、 近接 格闘 戦 が 有利 と な る 怖 向 を 示 
し て いる 。 な お 、 第 11 固 か ら 第 12 回 の 間 が 8 年 開い て いる の は 、 軍 
抵 に よる 国家 間 の 相互 不信 に より 大 会 が 延期 され た 


大 会 CE 


プリ テン ガン ダム 
プリ テン ガン ダム 


ク 


ン ガン ダム 


ゴッド ガン タダ ドキ ンカ ッシュ 
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機動 戦士 ガン ダム SEED 


プラ ント が 生み 出し た 
最強 の 人 玲 兵 器 


20m 前 後 の 全高 を 持つ 人 型 機 動 兵器 が 、 モ ビル 
スー ツ (以下 MS) で ある 。 その 感 力 は 圧 尼 
MS と 従来 の 非 人 型 機動 兵器 モビ ピル アー マー (以下 
MA) と の 戦力 比 は 、5 対 1 以上 に 達し た 。 計算 上 、 
MA が 5 機 以上 な いと MS1 機 を 倒せ な い . 
実際 、 各国 は MS の 能力 を 権 め て 高く 評価 し て お 
り 、CE7203.10 に 調印 され 条約 で は 各 
国 の MS (や MS 運用 プラ ッ 
の ) 保有 数 に 制限 が 課せ られ る まで に 玉 っ た 
去 、 了 戦略 兵器 や 大 量 破 填 兵 器 、 過 剰 な 披 
える 兵器 や 無 差 別 兵器 な ど が 軍縮 条約 の 対象 に 
な っ た こと は ある が 、 有 旧来 の 戦闘 機 や 装甲 載 闘 車輌 
と 同様 の 位置 付け に ある 兵器 =MS の 保有 数 が 国 
隊 条 約 で 制限 きれ た の は 異例 の こと だ っ た 。 逆説 
的 に 言え ば 、MS は 大 量 破壊 兵器 に 人 辿 る 危 際 性 を 
秘め た 兵器 と 判断 され た の だ 

MS の 高 性 能 に は いく つか 理由 が ある 。 強力 な 武 


ッ ク ・ イ ラ の MS 開発 史 


装 に よる 攻撃 カノ 高度 な 貞 弾 性 億 れ た 機動 力 
の 三 要 素 を 兼ね 備え る 点 は MA と 同じ だ が 、MS 特 
有 有 の 人 型 シ ル エ ッ ト 、 特 に 四 枝 の 存在 は さら な る 高 
性 能 化 に 貢献 し た 
まず 人 間 の 腕 に 近い マニ ピュ レー ター は 、 稀 撃 多 
や 無 反 動 砲 、 ビ ピー ム 砲 や 巨大 力 鍋 に 代表 きれ る 多種 
多様 な 兵 壮 を 使い 分 ける こと か 部 は 重力 
トド に お ける 歩行 能力 を 担保 し て お り 、 こ れ に 強力 な 
推進 問 が 加わ 、MS は 大 気 隠 内 外 で の 両用 
性 を 持つ に 至 そし て 、 腕 部 や 脚 部 の 慣性 モー メ 
ント を 利用 し た 非 ロ ケッ トモ ー タ ー 式 の 姿勢 制御 機能 
は 、 MA 以上 の 複雑 な 幸 間 機動 を 可能 と し た 
こう し た 特性 を 持つ MS は 、 電 液 陣 省 
開戦 を 強い られ る ニュ ー ト ロン ジャ 
いて 、 特 に 優れ た 性 能 を 発揮 し た . 
ンジ ャ マー の 開発 は MS の 配備 より 翌 く 
ジャ マー を 想定 し て MS が 開発 きれ た わ !『 
新兵 器 MS の 開発 は 、 コ ー デ ィ ネ イタ ー が 大 半 を 
占め る スペ ー ス コロ ニー 群 「 プ ラン ト 』 で 行わ れ た . 
大 西洋 連邦 表 き れる 理事 国 か ら の 圧力 や 
反 コ ー デ ィ ネ イタ ー 結 社 「 プ ルー コス モス 」 の 育 感 に 
晒さ れ な が ら も 、 自 治 権 と 自 術 手段 を 持た な い ブ ラン 


E 


DMS 


(SE me09 sm17 


ト で は 不満 が 吉 に 。 その 中 で 政治 結社 「 黄 
道 同時 (プラ ント 軍 ザ フト の 前 身 ) は 、 木 星 擦 相 船 
「 ツ ィ オ ルコ フス キー」 の 外 骨 格 ・ 補 助 動 力 式 字 宙 
作業 服 「 モ ビル スー ツ ] に 着目 し 、 そ の 軍事 転用 を 前 
提 と し た 研究 を 開始 。 C.E.63 あっ た 

機 が 、CE67 に 


そし て C.E.65 に MS の 試作 第 1 号 


の 流れ の 中 で 戦力 化 き れ た の が ザフト の 主力 MS、 
ZGMF-1017 で あり 、CE.70.02.11 に 始ま っ た 地 


Mustration by JUN WADA 


MS 特有 の 複雑 な 機構 と 
操縦 及び 0S に 関す る 問題 


MS の 原型 と な っ た 外 和 骨格 ・ 補 助 動 力 式 字 宙 作 
乗 服 は 、 い わ ゆ る パワ ー ド スー ツ で 、 人 間 の 動作 を 
直接 挙動 に 反映 で きた 。 だ が MS は 、 胴 体内 の 気密 
コク ビット に バイ ロッ ト が 指 乗 する ワン マン 兵器 と し て 
開発 され て お り 、 イン ター フェ イス は MA や 戦闘 機 の 
も の に 似 て いた 。 つま り 、 旧 来 の も の と 大 差 な い コ ク 
ピット で 複雑 な 人 型 兵器 を フル コン トロ ー ル し な けれ 
ば な ら な い の だ 。 MS 用 の 0S は 開発 され た も の の 、 
操縦 区 易 度 は 高かっ た 。 それ で も 、 ザ フト の MS が 
問題 な く 運 用 され た 貨 早 に は 、 コ ー デ ィ ネ イタ ー 特 有 有 
の 能力 が ある 。 高度 な 身体 能力 と 反応 回 度 を 持つ 
コー ディ ネイ ター は 、 訓 練 き え 受 けれ ば MS を 操縦 で 
きた の だ 。 この 初期 の MS は コー ディ ネイ ター 
の 能力 に 依存 し た 兵器 で あり 、 ナ チュ ラル が 多数 を 
占め る 地球 連合 や オー プ 補 合 首 長 国 は 、0S を 中 心 
と し た 分 野 で MS 開発 に 苦戦 し て し 
人 人間 の 重 導 に 近い マニ ピュ レー 
ター を 桂 つ MS は 。 戦 還 外 の 
各種 作 業 に も 活 財 可能 で あり . 
任務 の 多 橋 化 を 促し た 。 これ は 


年 系 の 旭 押 化 を 加 達 し 、 パイ 
ロッ ト へ の 催 相 も 堪 大 きせ た 


ザフト の MS の 性 能 を 知っ た 地 
理 較 念 軍 も 、 オ ー プ 較 念 普 革 国 
を 込み つつ 欠 角 の WAS 靖 発 
を 実地 し た 。 機 人 自体 は 滞 
で 完成 に 皇 っ た が 、 ナ チュ ラル 
用 0S の 凍 発 に は 手間 本 っ た 。 


M aneuver: 


MORE INFO! 
MS 運用 艦 の 開発 


ト で は MS の 生産 と 並行 し て 、MS の 
る 宇 軍 押 能 の 開発 も 進め られ た 
時 間 や 航 続 第 東 が 筐 いた め 、 パッ テリ ー の 充電 推進 
や 紗 業 の 補給 整備 や 修理 な 
生理 
妨害 用 と 


上 東 態 や 潜水 箕 も 使用 され た 


ナス カ 級 高速 載 闘 艦 


降下 カプ セル 縛 送 艦 


大 性 内 清め ら 、MS 
11 和 扶 雷 する 。 
侍 で 44 爆 の MAS を 投入 


MS の 開発 


元 来 MS と は 外 骨 格 ・ 補 助 動 力 装備 の 宇 定 作業 服 の こと で 、 C.E.15 
完成 の 木星 探査 船 「 ツ ィ オ ルコ フス キー] に 搭載 され た 。 四肢 の 質 恒 移 
動 を 用 いた 空間 機動 力 は 、MA を 上 回 っ た と いう 。 自衛 の た め の 戦 力 を 
欲し て いた プラ ント の 政治 結社 「 黄 道 同盟 ] は これ に 着目 し 、C.E.63 に 
MS の 軍事 転用 を 目的 と し た 研究 が 始ま っ た 。 優れ た 科学 力 と 工業 力 を 
持つ プラ ント は 、 短期 間 で MS の 戦力 化 に 成功 し た 。 


/ 上 請 


シー ゲル ・ ク ライ ン ヤバ トリ ッ ク ・ ザ ラ が 評議 員 を 衝 め る プ 
ラン ト は MS の 同 発 を 作 進 - この 中 で 昔 同 記 は 天 
ザフト へ と 名 衝 を 華 え た 


実戦 用 MS の 完成 


研究 開始 か ら 2 年 後 の C.E.65、 試 作 第 1 号機 が ロー ル 
アウ ト し た 。 さら に その 2 年 後 の C.E.67 に は 実用 第 1 号機 
「 ジ ン 」 が 完成 し 、 量 産 が 開始 され た 。 この 「 ジ ン 」 と は 、 後 
の YMF-01B プロ ト ジ ン を 指し て いる 。 量産 が 行わ れ た の 


は 、 マイ ウス 市 の 一 部 を 改造 し た 工場 で ある 。 一 連 の MS 
開発 は 地球 側 の 目 を 避け る た め 、 徹 底 し た 管理 の 下 、 権 
秘 裏 に 進め られ て お り 、 プ ラン ト の 軍事 組織 ザフト と 共に ジ 
ン が 公表 され た の は CE.69 の こと で あっ 


下 ラ ン の 公表 


理事 国 と プラ ント の 繋 湖 が 高まり . 理事 国 の 宇宙 軍 が プラ ント 
へ の 成 行 動 に 出 た C.E69、「 ジ ン 」 の 存在 が 公表 され た 。 この 
年 は 開戦 の 前 年 に 当たり 、「 ジ ン 」 が 量産 仕様 
寿 の ZGMF-1017 ジン だ っ た 可能 性 は 高い 


- 較 プロ ト ジ ン の 開発 。 。 。 


試作 第 一 号 村 の ロー ルアウ ト を 受け て 、 主 力 MS ジン の 直接 
的 な 前 身 機 プ ロト ジン が 開発 され た . x 


YMF-01B プロ ト ジ ン 
C.E67 に ロー ルアウ ト し た 
用 99 な MS。 その 後 、 ザ フト 軍 ア カ デ ミー ス 
ター ル の 旧 細 経 に 転用 を れ た 


ZGMF-1017 ジン 
ハイ シラ イン 設計 局 賠 代 の ザフト 主 カ 
MS。 史上 初 の MS シリ ー ズ で あり 、 許 軍 

地上 の 双方 に 信 店 する 汎用 憎 だ っ た 


実戦 に お ける MS ンー 


C.E.69、 プ ラン ト に 対す る 成 隊 行 動 を 行っ た 理事 国 の 宇宙 軍 は 、 ザ フ 
ト の MS 部 譜 に よっ て 排除 され た 。 この 事件 で 実証 され た MS の 戦闘 能 
力 は MA を 凌 札 する も の で 、CE.70 一 71 の 戦争 で も 地球 連合 軍 の MA 
や 宇宙 艦 旗 を 圧倒 し た 。 その 後 、 ザ フト で は 地球 保 攻 用 の 局 地 載 仕様 
楓 が 開発 され た ほか 、 地 球 運 合 や オー ブ も 独自 の MS を 開発 、 量 産 し て 


地球 保 到 を 朱 め た ザフト は 、 陸戦 用 の 相 中 肖 痢 MS ヤ ホ 
中 用 MAS を 実用 化 。 地 球速 合 は ザフト 制 MS 以 上 の 生 性 


お り 、 C.E. に お ける MS は 爆発 的 に 益 及 ・ 派 生 し て いっ た 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
固 実戦 で 証明 され た 性 能 。。 

CE.69、 少 艇 の ザフト MS 部隊 が 数 に 玉 る MA 部 麻 を 弁 
し 、 理事 国 の 宇宙 軍 を プラ ント 宙 域 か ら 構 貴 し た 事実 は 、 MS の 
催 位 性 の 証明 と な っ た 。 地球 達 合 と プラ ント の 軒 争 が 開 革 する 
と MS の 高 性 能 は 明確 な 寺 果 と し て 現れ .「 世 界 樹 ] 攻防 埋 で は 
ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ の ジン が 、 MA37 機 と 革 生 6 隻 を 撃 沈 す る に 
至っ た 。 電波 隊 害 を 引き | ニュ ー ト ロン ジャ マー が 実用 化 さ 
れる と 、 MS の 優位 性 は さら に 高まっ た 。 


地理 運 合 軍 の MA は 空間 戦 に ち 
ける 最 交 林 動 大智 の は ず だ っ た 
が 、 ザフト の MS ジン 相手 に 放 勢 を 
強い られ 続け た 。 


ニュ ー ト ロン ジャ マー 
ザフト が 同 発 し た 村 分 拓 抑 制 壮 置 。 
次 効果 の 雪 涼 障害 は . 有 補 時 の 折 接 
作料 を 得意 と する MS を 有利 に し た 。 


MSEMA の 電力 此 は 5 : 1 以上 と され る 。 ジン 1 幾 の 双 力 は 、 地球 
連合 軍 の TS_MA2 メビウス 5 機 に | 上 に 相当 する の だ 


能 機 、GATLX シ リー ズ を 開発 し た 


ジン の 配備 が 進む 中 、 プ ラン ト の 各 設計 司 で は 新型 MS の 開 
発 が 行わ れ た 。 赤道 圭 針 作戦 「 オ ペレ ーション ・ ウ ロボ ロス 」 の 
実施 に 伴い 、 ザ フト は 地上 用 MS や 水中 用 MS な どの 局 地 用 MS 
を 実用 化 。 対す る 地球 連合 軍 は 、 ビ ー ム 兵器 と PS 術 四 を 持つ 
「GJ 兵 問 こと GAT-X シ リー ズ を 開発 し つつ 、 そ の デー タ を 反 球 
し た 主力 MS の 量産 を 進め た 。「G」 兵器 の 技術 は ザフト に 流出 
し 、 さら な る 高 性 能 MS も 生ま れ た 


UMF-4A ゲー ン 
対 履 雇 村 や で 上 時 報 を 形 定 し た 水中 用 
MS 開発 は クラ ー ク 設 親 馬 。 サフ ト の 所 
海 松 大 方 針 が 生み出し た MS で ある 


ZGMF-X10A フリ ー ダ ム 


[GJ 兵糧 の デー タ を 療 に ザフト が 開発! 
た 天 高 性 能 MS。 析 分科 全 と ニュ ー ト ロン 
マー キャ ン セ ラー を 捕 載 する 


Si 


MM ライズ 828 
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Wa AMBAC シ ステ ム 


推進 削 不 要 の 
姿勢 抽 御 シス テム 


MS や MA な どの 宇宙 用 姿勢 制御 機構 と し て 採用 


ム (Active Mass 


する 。 つま り 、 大 「 質 和 
、 MS の [姿勢 」 を 「 制 御 」 し た 
)「Auto( 自 動 )] が 示 - 


以上 の 説明 は 、AMIBAC シ ステ ム が 推進 剤 不要 
の 姿勢 制御 機構 で ある こと も 証 胃 し る 。 も っ と も 


MS 運用 理論 : AMBAC シ ステ ム (E03 mm2M 


MS Technology in UC 
字画 世 紀 の MS の 技術 


戦闘 機動 時 や モー メン ト 打ち 消し 時 、 オ プシ ョ ン や 兵 力 が あっ た 
装 の 携行 に より 四股 ッ が 使 、 雇 き され た 。 大 質量 
7 ポジ モー ター (姿勢 制御 用 の バ 
併用 され る た め 、 ま っ た く 不 要 な わけ で | 
が 、AMBAC シ ステ ム は 、 姿勢 制御 を ロケ ッ 
依存 する シス テム より 進 か に 推進 剤 消費 量 が 少 
い 。 U.C0070 年 代 初 期 の 一 般 | i 。 が 発展 する 中 で 願 み られ な く な 
度 旋 回 を 2. - 、 約 する が 、AMBAC シ ステ ム 
用 ロケ ッ ト の 推進 剤 が 9 KR な く 、 ULC.0150 年 代 も 維 承 され 続け て いる . 
AMBAC シ ステ ム 搭 載 機 は 高速 放 | オッ トー・ カ ル テ ン バッ ハ 0U.CO154) 
な けれ ば 、 何 度 で も 次 勢 制 御 が 可能 で こ 
間 戦 用 MS MA の 重要 な 機構 関連 ファ イル 
ム は 、MS の 研究 開発 の 時 < 
国 草 の ミノ フス キー 
器 の 開発 に お いて 、ZEONIC 社 
XA3 (MS.01) に AMBAC シ ステ ム 
ある 。 AMBAC 


立 さ せる に は 、 大 質 
『 あ る 。 質量 が 小さ 
、 連 度 が 遅かっ た は 充分 な 次 勢 制御 


Mustration by TOMOTAKE KINOSHITA 


AMBAC シ ステ ム と バ 


U.C.0150 年 代 現在 、 宇 宙 | 
の 主流 は 、AMBAC シ ステ ム と パー- 
モー ター 式 ( 誠 勢 制御 バー ニア ) に 
AMBAC シ ステ ム は MS や MA、/ 


ける 姿勢 抽 御 シ ステ ム 

ア ・ ロ ケッ ト & ア ポジ 
され て いる 。 一 般 に 
アロ ケバ 式 は 宇宙 


ア ・ ロ ケッ ト の 共存 


瓶 船 や 宇宙 戦闘 機 な ど に 用 いら れる 。 推進 剤 不要 の AM 
BAC シ ステ ム の 評価 は 高い が 、 サ イズ の 都合 上 、 宇宙 艦 
船 に 実用 的 な AMBAC ユ ニ : を 設置 する の は 難し く 、 両 シ 
ステ ム の 棲み 分 け と 併用 が な され て いる の が 現実 で ある 。 


魔 部 や 名 な どの 質量 移動 に よっ て 、 天 勢 の 安定 化 や 変更 
を 行う 。 手足 を 振り 回 すこ と で 、 機 体 の 向き を 変更 する わけ で あ 
る 。 AMBAC シ ステ ム の み で 変 勢 衝 御 する 場合 、 推 進 剤 を まま っ た 
モー ター 借用 時 も 消費 量 が 少な いた め 、 長 
し て いる 


AMBAC シ ステ ム に よる 高 
度 な 次 夫人 力 は 、 負 
鞭 む 才 替 恋 更 を 要求 され 
る 衝 侍 、 徹 列 時 や 大 和 
火 問 使用 時 の 事 勢 安定 
人 . 衝 雑 む 油 人 軍 動 な ど で 


PROPELLERNT 


PROPELLERNT 


上 半身 を 凍 に 価 す 


PROPELLERNT 


ーー スク 


PROPELLERNT 


SCIENCE 


(C ユ ニッ ト の 進 

jey Word _ AMBA ト の 進化 
U.C.0O8O 年 代 に 入る と 、 四 肢 以外 の AMBAC ユ ニッ ト の 
開発 が 加 層 され た 。 その 緒 矢 と な っ た の が 、 アナ ハイ ム ・ エ レ 


クト ロニ クス 社 の 「 ガ ンダ ム 開 発 計画 系 MS で 緑 用 され た 可 
動 式 准 進 舟 で .U.C.0080 年 代 中 期 に 入る と AMBAC ユ ニ 
ト の 性 格 が 友 い バイ ンダ ー が 実用 化 。 その 後 も 
な AMBAC ユ ニッ ト が 生み 出さ れ た 


多種 多様 


最初 期 の 宇宙 毅 か ら 採 用 され た 推進 噴射 タイ プ 。 櫻 祭 の 
対角線 上 に ある バ 、 旋回 を 行う こと 
用 回 数 が 制限 され る も の 
の 、 レ スポ ンス に 優れ る 。 字画 旗 般 や 宇宙 戦闘 機 の 主 変 勢 削 
独 機 模 、 MS や MA の 補助 用 と し て 使用 され る 。 


実用 的 な AMBAC シ ステ ム 
を 格 載 で き な い 詩 軍 条 角 
に と っ て . 数 少な い 表 勢 負 
シス テム 。 主 維 信 岩 を 用 
いた 方 向 転 維 と 異な り 、 そ 
で 供 回 可能 で ある 


PROPELLERNT PROPELLERNT 


PROPELLERNT 


T 


PROPELLER 


主 に パッ ク パ ッ ク に 接続 きれ る AMBAC ユ ニッ ト で 、 胸 部 や 

財部 に 比べ 遥か に シン プル な の が 特徴 。 儲 向 推進 回 タイ プ 
が 様 宰 的 で 、 メ ガ 役 子 砲 を 装備 し た グラ イ ・ バ イン ダー や を 可 
変 MS 用 の ウイ ング ・ パ イン ダー へ と 発 属し た 


ク ・ デ ィ アス で 実用 人 
ト 業 補 進 妖 と し て 高 
中心 に 経 用 され た が 


MORE INFO! 
MS の 姿勢 制御 バー ニア 


MS-09R-2 
リッ ク ・ ド ム I 


MA の 姿勢 制御 シス テム 


いと 雪 勢 笛 御 パー ニア を 人 


も 、AMBAC 


尼 価 安正 用 ジャ イロ 
條 た 衣 勢 前 力 を 


トー 
MA-05 ビグ ロ 
CT 


クロ スポ ー ン ・ パ バンガード の XM.07 ビ ギ ナ ・ ギ ナ で 採用 さ 
れ た 多 運 信 向 推進 妖 業 AMBAC ユ ニッ ト 。 パイ ンダ ー の 発展 
型 と 言え る 。 ベル ガ 系 MS の 可動 式 スラ スタ ー、 シ ェ ルフ ・ ノ 
ズル を 改良 し た も の で ある 」 


ジェ ネ レ ー タ ー と の 二 結 に より エネ ル 
ギー ロス が 低 渡 。 往 立 可 符 式 の 8 つ 
る 方 向 へ の 4 

対応 可 能 だ と され る 


A YX 


機動 戦士 ガン ダム 


ジャ ブロ ー 


南米 の 地下 に 位置 し た 
地球 連邦 箇 の 総本山 


ジャ プロ ー は 、 グ リプ ス 戦 役 初期 まで 地球 連邦 軍 
の 参謀 本 部 が 置か れ た 軍事 換 
ゾン の 巨大 地下 空洞 を 利用 し 
地球 連邦 軍 の 総本部 と し て 知ら れ て 

ジャ ブロ ー 最 大 の 特徴 は 、 全 幅 280k 
の 巨大 地下 空洞 内 に 大 半 の 施設 が 建設 され た 
地下 施設 特有 の 防御 力 に 優れ た 構 】 
た 。 分 明 い 岩盤 摩 が も た ら す 防御 力 は 圧倒 的 < 
地上 か ら の 攻撃 に よる 破壊 は 困難 だ 
パス ター な どの 対地 下 用 爆弾 は 当 
壊 不可 能 だ と 言わ れ た 
地下 紫 地 と いう こと は 、 艇 匿 性 に 優れ る 


=。 パン カー 


の こと 、 析 兵 


意 


味 す る 。 通常 の 地下 基地 な ら 、 地上 施設 の 位置 か 
ら 地 下 施設 の 位置 関係 を 推測 で きる 場合 も ある 。 し 
か し ジャ の 場 f 

に 覆 わ れ て いる うえ 、 対 空 火器 や 監視 用 トー チカ 、 


出入 口 な どの 地上 上 施設 が 目立た な いよ うに 配置 き 


Geography of U.C 
字画 世紀 の 地理 


れ て いる た め 、 地 上 施設 の 全容 すら 把握 が 困 苑 で 
あっ た (これ 


匂 減 する た めし 
ニー 落と し 」 だ っ た 

地上 施設 の 中 で も 、 特 に 巧妙 に みか モ フラ ー ジ ュ さ 
れ て いた の が 各種 の 出入 品 ロー の 基 


地 本 体 が 地下 に 存在 する 以上 、 地上 と 連絡 する 出 
入口 は 必要 不可 欠 で あり 、 大 | 船用 か ら 小 は 
人 間 用 まで 、 多 様 な 出入 品 が 設置 され て いた 。 中 で 
も 宇宙 船用 の 出入 口 は 100m を 超え る サイ ズ ! 
ざる を 得 な い が 、 岩 角 と 地上 の 植物 を 利用 し て ハッ 
チ で 痢 われ て いる た め 、 開 放 中 以外 に 位置 の 特定 
た 。 実 Y プ ロー 攻略 を 目指 し た ジ 
は 侵入 口 の 発見 に 手間 取り 、U.C.0079. 
う や く 宇 宙 船 ドッ ク の 入口 を 発見 し た 


っ か ある が 、 ジ ャ プロ ー 仙 の 要因 と 
『、 大 戦力 の 投入 が 難し い 地 形 
と 強力 な 防衛 部 隊 の 存在 だ ろう 。 ジャ ング ル の 具 中 
に 位置 する ジャ プロ ー の 地勢 は 陸路 で の 大 戦力 投 
入 が 困難 で 、 攻 略 に は 府 路 か 水路 で の 部 隊 投 入 を 
余儀 を くさ れる 。 この た め ジ オン 公国 軍 は 、 主 力 の 


暫 肖 ne03 sr DBA 


MS 部 隊 を ガウ 級 攻 撃 空 芋 で ジャ プ ブロー 上 空 ま で 輸 
送 し た が 、 ジ ャ プロ ー は 無数 の 対空 防御 火器 と 迎 軸 
戦闘 機 部 隊 を 擁し て お り 、MS の 多く が 地上 に 通り 着 
前 に 撃破 きれ た 。 わずか な が ら 地 上 に 降り 立っ た 
MS も 、 ジャ プロ ー の 隆 上 部 隊 の 前 に 敗れ て いる 
難攻不落 を 誇っ た ジャ プロー だ が 、 グ リプ ブス 戦役 
初期 の U.C.0087.05.11、 地 球 連 邦 軍 特 務 部 隊 テ ィ 
ター ンズ が 設置 し K ら 破壊 き 
れ 、 消滅 。 歴史 的 役割 を 


(シリ ヌ 


関連 ファ イル 


mR 


画 ジャ ブロ ー の 構造 


南米 に 建設 きれ た ジャ プロ ー は 、 カ モ フ ラ 
ー ジ ュ や 監視 記 御 な ど を 司る 地上 部 と 、 参 
謀 本 部 や 工 央 兵 舎 な ど が 配置 され た 地下 部 か 
ち 成 る 。 地上 と 地下 を 隔て る の は 核 攻撃 で も 破壊 
不可 能 と きれ る 岩 艇 層 で 、 外部 か ら の 破壊 は 著しく 
困難 こ 。 地上 部 を 覆う ジャ ング ル と 河川 は 地上 
施設 を 秘 隊 する な ど 、 防 衛 力 の 一 軸 を 担っ て いた . 

ーー 一 


05 陣 胡 を 持 つ 天 導 健 
コロ ニー 落と し に は 制 え 
還 の MA 
を 


ジャ ブロ ー の 地上 は ジャ ング ル と 河川 に 種 われ て お り . 
上 空 か ら 基地 の 存在 を 知る の は 困難 で ある 。 地上 に は 
対空 火器 や 監視 用 トー チカ 、 ハ ッ チ 類 が 多数 配置 され 
多く の 施設 は 自然 環境 に よっ て 擬装 され て いた 
ャ ング ル の 存在 も あっ て 、 地上 か ら で も カモ フ 
れ た 施設 を 発見 する こと は 難し い , 


年 埋 争 後 に 建設 さ 大 注 走 路 。 ガル ダ 
ジャ プロ ー 
柄 送 能力 を 擬 記 的 に 向上 ーー 年 転 争 来 期 に 
用 ドッ ク の 位置 が 名 見 し た こと も あり 、 秘 諾 
性 より 基地 林 能 撤 天 を 重視 し た 結果 と 考え られ る 


地上 グル を 切り 招い で | 
替 務 。 UC 0083 し て 


租 や 輸送 覆 な ど が 出入 港 する た め の ハ 
チ 。 一 年 戦 多 時 の ジャ ブロ ー に 存在 し た 出入 口 の 
中 で は 、 最 も 大 まな 部 類 に 属す る 。 ハ ッ チ の 胡麻 は 
自 大 の 地形 に カモ フラ h て お り 、 生 近 外 区 
で 全 属 反 応 を 鏡 べ る 以外 、 発 見 は 次 し か っ た 


Mustration by TOKN 


ジャ ブロ ー の 地下 施設 ey 


天 半 の 臣 大 地下 空洞 に 、 参 護 本 部 な 
や 道路 網 が 整備 され て いた 。 施設 は 
ビル 群 が ほ と ん ど だ っ た 
悪性 基地 と 同様 、 自給 機能 や 兵 義 製造 施設 、 将兵 用 の 
宿 告 な ど を 有 し て お り 、 地 球 連 邦 軍 総司 令 部 を 兼ね た 恒 
久 基 地 と し て 機能 し た 


YUZAWA (Twin Be 


事実 上 の 地 東 連 邦 軍 司 人 
令 所 。 全 地 球速 邦 還 を 指揮 する 司令 
欠 百 人 規模 の 収容 能力 を 持つ 作戦 会 議 室 、 ジャ ブ 
部 長 を 指揮 する 作料 室 (作戦 の 検 ジャ ブロー の 名 後 で ある 錠 
5 同名 の 部 屋 も 存在 ) な ど が 設置 され て いた 。 の た め . 学 講 員 が 訪れ た 


軍艦 態 の 整備 だ け で な く 、 建 造 も 可能 な ド 
ク 。 ホワ イト < ガサ ス ) 組 強 本 名 工 が 建 
人 造 ・ 融 備 さ れ た 。 秀 能 * ま 移動 する ガン ト 

も 設置 。 [ビン ソン 計画 」 で は 
戦 笑 や サラ ミス 弧 宇 宙 選 洋 艇 が 


空中 お よび 地上 か 5 の 優 入 を 監視 する た め の 
施設 。 監視 用 トー チカ と 呼ば れる ドー ム 状 の 整 
従 所 で は 、 目視 に よる 警 工区 健 


ある い は 妊 下 中 の 測 機 を 阻止 
め の 火 豆 本 対空 機関 
し 、 メ ガ 畔 子 確 な ど が 無数 に 配置 され て 


MORE INFO! 


政治 的 位置 付け 連邦 政府 に 優越 する 指揮 権 
こ 


外部 と 隔絶 さ れ た ジャ プロ 
市 機能 を 持っ て お り 
が 生活 する 兵 半 保険 


は 、 そ れ 自体 が 者 
和 兵 


MS の 生産 
整備 が 進め 


ジャ ブロ ー の 政治 的 戦略 的 位置 付け \ 
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WORLD GUIDE 


西暦 2307 年 の 紛争 


CB の 武力 介入 と 
地球 続 一 政体 へ の 移行 


西暦 2307 年 か ら 2308 年 に か け て 、 世界 各地 で 行 
われ て いた 戦争 ・ 紛 争 ・ テ ロ が 属 庶 し た 。 その 要因 
が 、 私 設 武 装 組織 ソレ スタ ルビ ゼー イ ング (以下 CB) に 
よる 紛争 行為 へ の 武力 介入 だ っ た 。 約 200 年 も の 商 
備 期 間 を 経て 歴史 の 表 鮮 台 に 出現 し た CB は 、「 戦 
名 行 訪 の 根絶 」 を 宜 言 する と 、 超 高 性 能 MS「 ガ ンダ 
ム ] 4 機 を も っ て 世界 中 の 紛争 に 武力 介入 を 行っ た 

CB の 武力 介入 が 公 に 開始 され た 西暦 2307 征 、 
人 類 は 虫 進 を 遂げ つつ あっ た が 、 問 題 も 抱え て い 
た 。 西暦 2200 年 代 末 期 に 稼働 を 始め た 軌道 エレ 
ペー ター と 大 陽光 発 電 シ ステ ム に より 、 人 類 は 学 宙 
開発 の 足掛かり と 半永久 的 な エネ ルギー を 手 に 入 

っ 、 軌 道 エ レベ ペーター 建設 の 中 で 誰 生 し た 
人 類 革 新 連 盟 (人 半 連 ) AEU の 三 大 
勢力 の 対立 に より 、 世 界 各地 で 紛争 が 発生 。 これ に 
加え て 、 そ の 開発 に 参加 し な か っ た 中 東庄 国 は 太 
竹光 発電 の 恩恵 に あず か れず 、 困 科 や 混乱 、 テ ロ 


西 礎 ガ イド : 西暦 83( 


War and Dispute in AD 
、 西 忠 の 戦争 ・ 紹 銀 


に 見 舞 わ れ た 。 恒久 的 エネ ルギー を 獲得 し 
に あっ て も 、 人 類 は 紛争 を 根絶 で き な か 
こう し た 時 代 状況 の 中 で 自ら の 存在 を 公 に 
ゆる 戦争 行為 へ の 武力 介入 を 実施 し た CB の 影響 
は 絶大 で あっ た 。 護 界 各地 の 紛争 が 終息 に 向かっ 
た ほか 、 テロ 組織 の 多く が 活動 を 停止 し 、 大 国 の 不 
正行 為 も 判明 し た 。CB の 活動 は 、 替 否 両 論 を 呼ん だ 
も の の 、 着実 に 成果 を 拳 げ て いっ た の で ある 。 
で は 、CB は 戦争 根絶 後 の 世 界 で 何 を 成 そ うと し 
て ぃ 7 実は 、 こ の 間 い は 前 提 自 体 が 間 
違っ て いる 。 CB は 戦争 根絶 を 目的 と し た 組織 に 過 
ぎ ず ( 他 に も 構成 員 の 知ら な い 目 的 と 役割 が 存在 し 
た が )、 世 界 の リー ダー シッ プ 残 得 や 特定 勢力 の 利 
益 追 求 を 考え て いた わけ で は な い 。 それ どこ ろか 、 
CB の 構成 員 は 戦争 棋 絶後 の 世界 で 犯罪 者 と し て 
最 か れる こと を 覚悟 し て お り 、 目 的 達成 の 成否 に 関 
わら ず 、 溢 ぴの 道 を 歩む こと に な っ て いた 。 これ は 、 
「 イ オリ ア 計 画 ば れる 壮大 な ワ ェ クト に お 
いて 、 あらかじめ 決め られ て いた 。 CB は 、 帳 争 根絶 
の 中 で 意 恩 統 一 を 果たし た 人 類 に より 、 世 界 の 英 と 
し で 掃討 きれ る 運命 に あっ た の だ : 
そし て 、CB に 減 び の 日 が 到来 する 


うだ ろう ? 


= 大 勢力 が 


年 の 紛争 


[| nD03 sr dTA 


結集 し た 国連 軍 と の 戦闘 の 未 、 CB は 壊 減 し た . 
その 後 、 国 連 に よる 世界 統合 と 、 地 球 統一 政体 
「 地 球 連 邦 ] へ の 移行 が 加 加 謀 的 に 進み 、 人 類 
は 世界 的 な 平和 を 達成 し た ーー は ず だ だが 、 
CB の 出現 に 始ま る 世界 の 変革 は 「 イ オリ ア 計 画 」 の 
箋 礁 者 に よっ て 歪め られ て お り 、 非 連邦 加 還 や 反 
連邦 勢力 へ の 紗 圧 が 行わ れれ て いっ た 。 合 久 平和 へ 
の 道 は 、 まだ 半ば に あっ : 
("ネー ムレ ス ~ ジョ ン ・ ス ミス 


A.D2364) 


関連 ファ イル 


丁重 2307 年 。、「 罰 多古 訪 の 根 
好 ) を 提げ 、 世 界 各 地 で 行わ れ で 
いた 双 釧 や 稔 争 に 介入 開始 し 
な 直人 組織 。 GN ドラ イヴ を 導電 
し た 4 機 の ガン ダム を 保有 し 、 左 
0 な 村 カ を 時 っ た 


Mustration by JUN WADA 


西暦 ガイ ド : 西暦 307 年 の 紛争 


CB の 反逆 者 
アレ ハン ドロ ・ コ ー ナ ー 

西暦 2307 年 の CB の 武力 介入 で は 、 途 中 か ら 変 
央 的 な 事態 が 発生 し て いる 。 その きっ か けが 、 本来 
「 イ オリ ア 計 画 」 に 存在 し な い セ カン ド チ ー ム [トリ ニ 
ティ 」 の 出現 で あり 、 ト リ ニ ティ に よる CB の 救助 と 周 激 
な 武力 介入 、CB の 離反 者 に よる 三 大 勢力 へ の 疑 
似 大 陽 炉 措 載 MS 提供 な ど が 行わ れ た 。 その 裏 に 
は 、 CB の 「 監 所 者 」 で あり な が ら 「 イ オリ ア 計画 ] の 
乗っ 取り を 画策 する アレ ハン ドロ ・ コ ー ナ ー 国 連 大 使 
の 存在 が あっ た 。 彼 は 、 秘 審理 に 編制 させ た チー ム 
トリ ニテ ィ で 世界 の 危機 感 を 煽る と 共に 、30 機 の 疑 
似 太 陽 炉 括 載 MS を 手 土産 に 三 大 勢力 に 接近 。 き 
らち に 「 イ オリ ア 計 画 」 の 中 核 で ある 量子 型 演算 処理 
シス テム 「 ヴ ェ ー ダ ] を 敬 揚 し た こと で 、 新 世界 の 
に な ろう と 企ん だ の た し か し アレ ハン ドロ も 利用 
され て いた に 過ぎ ず 、 志 半ば で 命 を 落と し た 。 


CB の 「 監 相 者 」 を 季 め 


社 と CB の 武力 介 入 を 利用 
し て [イオ リア 計画 の 科 
を 全 ん だ 


自ら 縮 師 大 隆 類 大 載 林 を 
思 り . 国 加東 の CB 編 和 
昔 に 均 0 し た アレ バン ドロ 

が . FN LE 
末 . 一 族 の 奄 馬 を 旧 た すこ 
と な: 死亡 。 死 の 直前 、 仙 近 
リポ ンズ の 理 切 り を 吉 っ た 


MORE INFO! 
疑似 太陽 炉 に よる RMA 


西 血 2307 年 の CB に よる 武力 介入 は 人 吾 続 一 の ぎ 
か け を 作る 一 方 で 、RMA (軍事 に お ける 革命 ) を も た 
こと に な っ た 。 それ が 、 アレ ハン ドロ が 提供 | 


時 間 は 月 だ が 


オリジ ナル の 太 隔 
向上 きせ た 。 これ 以降 、 新型 機動 兵 呈 の 大 半 に 弥 似 太 
賠 炉 が 徐 載 され 、 ビ ピー ム 兵器 の 搭載 や や 単 久行 能力 が 


標準 化 され る こと と な っ た 


GNX-603T ジン クス 


CB の 出現 と 壊滅 


西暦 2307 年 、AEU の 雪 道 エレ ペー ター に お ける 新型 MS の 
デモ ンス トレ ーション 柚 撃 と 、 人 革 連 の 較 道 エレ ペー ター へ の テロ 
行為 胃 目 を 皮切り に 、CB の 武力 介入 が 始ま っ た 。 武力 介入 は 笛 
吾 様 々 な 反応 を 呼び は し た も の の CB は 活動 を 続け 、 紛 争 や テロ 
を 確実 に 減少 させ た 。 し か し 、 三 大 勢力 に よる ガン ダム 直 獲 作 埋 
と CB セカ ンド チー ム [ ト ! 出現 . 雑 人 太陽 炉 搭載 後 の 流 307 の カオス と リアン 


- より 始ま っ た CB の 活動 は 、 放 穫 2308 生 国軍 
出 を 契機 に 事態 は 急 転 。 国連 軍 と の 戦い で CB は 壊 減 し た 装 二 を 遅 え た の だ っ た 


西条 2307 年 、 突 紀 歴 史 の 舞台 に 現れ た CB は 「 戦 争 行 放 
の 根絶 | を 掲げ . 紛争 行為 へ の 武力 介入 を 開始 し た 。 CB が 介入 
し た 紛争 は 街 埋 を 余儀 な くさ れ 、 テ ロ 組 織 は 間 濾 
結果 、 世界 の 紛争 が 3B% 低 下 し 、 還 肌 産業 に | 
の 63% が 関連 事業 か ら の 撤退 を 表明 し た 


オン と AEU は 、 
同名 領内 の み 防 箱 生 を も 、 ガン ダム の 
人 衣 開 始 。 人 基 仙 は CB と の 対決 次 を 包 わ に し 、 特 折 部 
避 を 投入 し て の ガン ダム 吉 代 作 埋 を 展開 し た が 失敗 に 終わ 
三 大 勢力 の いずれ も が 、 ガン ダム の 技 閑 を 欲し て いた 


JNN に 代 衣 され る 電導 
も CB の 電信 和 組 を 散 


三 大 勢力 は 合同 軍事 演 箇 を 名 目 と し た ガン ダム 直 舞 作 姜 「 プ ロ 
ジェ クト Gj を 実施 する も 、 新型 ガ ンダ ム 3 楼 を 探す る CB セカ ン 
ム 人 トリニティ] の 介入 を 受け て 失敗 。 ト り 
CB と 同じ <. 誠 介入 を 開始 し た 。 し か し 


勢力 が 世界 初 の 共同 戦線 を 展 
は イオ リア お ける 「 人 類 の 意思 統一 」 
味 す る と 同時 に 、CB の 壊 工 を 
イ の 枚 援 で CB は 生き 王 り 、 世 界 
ィ の ガン ダム 3 機 の 手 攻 に 劉 弄 され る こと に な っ た . 


大 勢力 は . 非 公式 会 魚 を 
通じ て ガン ダム 直利 作 電 の 
た め に 共同 作戦 を 話 開 。 こ 
の 筆 も 三 大 勢力 の 協力 
Ne BMN の 


画 層 2308 年 勢力 は ガン ダム に 対抗 可能 な 殺 似 太 馬 
挫 載 MS30 機 を 入手 し た 。 提供 し た の は 、CB の 離反 者 アレ ハン の 武力 介入 は 、CB へ の 風当たり を 強く し た 。 終 似 
ドロ ・ コ ー ナ ー で ある 。 これ を 受け た 三 大 勢力 は 国 運 軍 を 結成 し 大 馬 炉 覆 載 MS を 入手 し た 三 大 勢力 は 、 ガ ンダ ム 画 作 戦 


昌 以 上 に 連 失 を 強化 し 、 国 連 宮 を 結成 。 CB を 下 し た 国連 
は 、 地 理 統一 政体 と な っ て いく 。 これ は 「 イ オリ ア 計 画 ] の 進 
履 を 思 味 し た が 、 その 裏 に は 歪み] も 存在 し て いた 


CB 娠 渡 作 戦 「FALLEN ANGELS」 を 実施 。 激 障 の 来 、 国連 軍 
の 派遣 部 隊 は 大 打撃 を 沈 け た が 、 CB も 壊 江 させ た 


勢力 は 軍事 同 筐 を 結 


CB が 名 実 と も に 世界 の 本 
アレ ハン ドロ の 第 に な っ た こと を 香味 し た 


度 に 古 る 画 連 宣 の 攻 軸 


CB 壊滅 後 の 世界 


西暦 231 1 年 、 国 達 は 地球 硫 一 政体 「 地 球 連 邦 ] へ と 
移行 し た 。 「 イ オリ ア 計 画 ] は 着実 に 進行 し て いた の で ある 。 
し か し 、 地 球 連邦 に は 大 き な 間 題 が 存在 し た 。 地理 人 口 
の 約 9 割 を 搬 し た 地球 連邦 だ 中 東 語 国 な どの 残り 
1 割 に 対し て 弾圧 を 行っ て い 。 大 多数 の 平和 の 陰 で 
少数 に 犠牲 を 強い る 手法 は 大 き な 「 垂 み 」 と な っ て お り 、CB 
の 復活 と 武力 介入 の 再開 を 促し た . 


リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク 


エー ダ の 情報 寺 埋 に より 
Pr 


地球 回 孝 政府 大 属 の 仁 立 
梁 笑 アロ ウズ 


と 失 の 窒 殺 を 
みず 、 イノ ベイ ド に よる 特 半 
で 計 生き 進め た 


本 タン イズ ・M8S 


上 充 還 イオ リア 計画 
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機動 戦士 ガン ダム O! 


WORLD BUINE 


言 束 る べき * 話 」 を 想定 し た 
数 百年 単位 の プロ ジェ クト 


「 イ オリ ア 計 画 」 と は 、 人 類 の 「 イ ノ ベ イタ ー」 化 、 そ 
し て 地球 外 異 種 生命 体 と の 遭遇 「 来 る べき 対話 」 を 
目指 し た 民間 プロ ジェ クト で ある 。 21 世 紀 後 期 か ら 
22 世 紀 初期 を 生き た イオ リア ・ シ ュ ヘ ンベルグ 博 上 に 
よっ て 基礎 が 形成 され 、 彼 の 府 同 者 や 量子 最 注 算 
ェ ー ダ ]、 ヴ ェ ー ダ の 生体 端末 「 イ ノ 
ペイ ド 」、 そ し て 戦争 根絶 を 掲げ る 私 設 武装 組織 「 ソ 
レス タル ビー イン グ (以下 CB) ] に よっ て 秘密 裏 に 進 
め ら れ た 。 計画 は 度々 介入 と 改変 を 受け な が ら も 進 
展 し 、 西暦 2314 年 に は 地球 外 変異 性 金 
の 「 対 話 」 を 成功 きせ た 。 そし て 西 
人 舌 の 4 市 が イノ ベイ ター と な り 、 外 3 
メラ ギ 」 が 出航 する な ど 、 成 功 と 朋 っ て いい 成 


果 を 残 
し て いる 。 な お 「 イ オリ ア 計 画 」 の 名 は 通称 の よう で 、 


正式 な 計画 名 は 存在 し な い 。 この た め 「 イ オリ アテ の 
計画 ] な どの 抽象 的 呼称 が 用 いら れる こと も ある 
GN 粒 子 の 発見 と CN ド ライ ツ の 基礎 理論 の 確立 、 


Political 


量子 型 演算 処理 シス テム の 発明 、 軌 道 エレ ベー ター 
の 建造 に 伴う 太陽 光 発 電 シ ステ ム の 提唱 な 
世紀 末 の 時 点 で 行っ た イオ リア が 、 同 時 期 に イオ リア 
計画 を 構想 し 、 ・ レ イ を は じ め と する 近 同 者 と 共 
に 計画 を 実行 に 移し た の に は 理由 が ある 

イオ リア は 、 自身 が 提唱 し た 技術 が 人 類 を 豊か に 
し 、 和 宇宙 開発 を 加速 する こと を 理解 する 一 方 で 、 無 
理解 か ら 争 い を 引き 起こ す 人 類 を 嫌い 、 
争 の 火種 を 抱え た まま 宇 7 
た 。 人 類 間 の 紛争 の 根底 に は 、 相 五 理解 の 不足 
が ある と 考え た らし い イ オリ ア は 、 人 類 を イノ ベイ ター 
( 及 量 子 流 を 用 いる こと で 高度 な 相互 理解 能力 を 
持つ 人 間 ) へ と 進化 きせ 、 そ の 上 で 「 来 る べき 対話 」 
を 達成 する 計画 を 立案 、 推 進 し た 。 これ が 「 イ オリ ア 
計画 ] で 、CB の 武力 介入 と それ に よる 人 類 の 意思 
統一 、 地 球 胃 統一 政体 の 誰 生 と 戦争 の 消滅 な どの 
段階 を 経て 、 人 類 の イノ ベイ ター 化 を 促し た 。 軌道 
エレ ベー ター と 太陽 光 発 電 シ ステ ム の 建設 を 可能 と 
する 世論 の 形成 、 軌 道 エ レベ ー タ ー 建 設 の た め の 
= 大 勢力 (ユニ オン ズ AEU 人 括 草 新 連 拓 ) の 誕 
生 も 計画 に 含ま れ て いた 可能 性 が 高い 。 

イオ リア 計画 」 の 実現 に 、 長 い 時 間 が か か る こと 


[WW] mg09 mam9Mh 


は わか っ て いた 。 実際 、 イオ リア に よる 軌道 エレ ベー 
ター の 失 只 か ら ELS と の 「 対 話 」 ま で 、220 年 以上 の 
時 間 を 必要 と し た 。 そ 、 最初 期 の 組織 作り や 旦 
同 者 の スカ ウト と 並行 し て 開発 され た と 考え られ る 
の が 、 最 子 弄 演 條 処 理 シス テム 「 ヴ ェ ー ダ 」 だ っ た 。 
ヴェ ー ダ は 庄 倒 的 な 演算 能力 と ネッ トワ ー ク 介入 能 
力 、 そし て 不死 性 を 利用 し て 計画 関連 機材 の 開発 
補佐 や 情報 漏洩 防止 、 計画 の 修正 な ど を 担い 、 現 
在 も 計画 の 中 枢 と し て 存在 し 続け て いる 。 
("ネー ムレ ス " ジョ ン ・ ス ミス AD2364) 
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イオ リア 計画 の 案 と 運行 CR 
EE 0003-17 

還 履 2307 生 の 東 000331 貢 
世 和 区 導 細 纏 ワ レス タル ビー イン グ ooos33 
fhEPReyew 


を 見 た と 言え る 


Musteation by PABLO UCHIDA 


計画 の 発足 


21 世 紀 末期 、 工 学 ・ 物 理 情 士 の イオ リア ・ 
シュ ヘン ペル グ は 、 人 類 が 争い の 火種 を 抱 
えた まま 外 宇宙 に 進出 する こと を 恐れ 、 地 球 
外 傘 種 生命 体 と の 店 遇 「 来 る べき 対話 」 を 
見 据え て [イオ リア 計画 」 を 構想 し た 。 計画 は 
戦争 行為 の 根絶 、 人 末 の 意思 続 一 と 「 イ ノ 
ペイ ター] 化 な ど を 含み 、 世 界 の 包括 的 変 薬 
を 目指 し て いた 。 計画 は 少数 の 賀 同 者 た ち 
に より 、 21 世 紀 中 に スタ ー ト し た よう で ある 


m2091 の イ 
ォ リ ア . 
ルプ 人 この 
すでに 計画 の 機 
末 は 存在 し て いた 
た 


イオ リア の 友人 で 
年 画 の 谷 同 者 E 


計画 の 重要 技術 


「 イ オリ ア 計 画 ] に は 、 い くつ か の 新 技術 
が 必要 と きれ た 。 その すべ て は イオ リア が 基 
礎 理 論 を 構築 、 提唱 し た も の と 言 
イオ リア の 存命 中 に は 実現 し な か 
が 、 匠 同書 た ち が 実 用 化し て いっ : 


21 科 紀 末 の 時 点 
で GN ラ イヴ の 基 
ーー Mt 本 トラ 
ン ザム や ツイ ンド ボラ 
イヴ も 提 野 に あー 
た よう だ 


宇 軍 開 発 の 掲 吉 に し て 永久 的 な エネ ルギー 
軍 。 2090 年 に イオ リア が 基礎 理 謗 を 提 明 し 、23 
世紀 半ば に ユニ オン AEU 人 共 運 が 建設 を 
開始 。 エキ ルギー 問題 と 環境 問題 の 解決 、 建設 
に よる 世界 再編 の た め に 必要 だ っ た よう だ 。 建 
設 技術 は 公開 され た 


三 大 勢力 が 全 夏 
SFkm の Mh 半 
エレ ベー ター を 確 
本 高達 部 
本 陽光 発生 


計画 を 語る 量子 型 演算 尋 理 シス テム で イオ リ 
ア が 発明 し た 。 妨 華 の た め の 情 報 稚 作 や 、 情報 
の 収集 、 状況 の 監修 正 を 単体 で 行う も の で 、 
計画 の 最初 期 に 製造 され た と 思わ れる 。 ヴェ ー ダ 
の 生体 端末 と し て 、 イ ノ ペ ベイ ター の 能力 を 発現 さ 
せ た 人 工 生 命 人 イノ ベイ ド も 開発 され た 


情報 新 を 準 舞 す 
る は か 、 関係 者 が 
行っ た 提言 の 可 
も 判断 。 計画 
の た ぬ な 5 春 
行 も 容 本 する 。 


GN 徹 子 は 章 思 を 伝達 する 陣 初 粒子 、 GN ド ラ 
イヴ は GN 夫 子 を 製造 する 半永久 機関 で ある 。 イ 
オリ ア が GN 粒子 を 発見 し 、 GN ド ライ ヴ の 基礎 理 
崎 を 醒 吾 し た 。 GN 科 子 は ビー ム 兵 器 に 転用 で き 
る ほか 、 人類 の イノ ベイ ター 化 を 促進 し 、 CB の 試 
カカ 介入 以降 の 世界 で 重要 な 意味 を 持っ て いた 


計画 の 想定 


計画 で は 、 い き な り 人 類 の イノ ベイ ター 化 
を 目指 し た の で は な い 。 GN ド ライ ヴ と 武力 
介入 用 機動 兵器 の 開発 、 世 界 再編 を どの 
段階 を 経て 、 目 的 を 達成 する こと に な っ て い 
た 。 以下 が 超 定 され た 黄 階 と 思わ れる 


計画 の 進行 ・ 修 正 を 担う 量子 筐 演 算 
処理 シス テム と 、 その 生体 半 末 で ある イノ 
ペイ ド の 実用 化 


GN 科 子 製造 機 関 GNF ラ イヴ の 開発 
GN ド ライ ヴ の 開発 製造 は 高 重 力 雷 境 の 
本 性 で 行わ れ た 


執 道 エレ ペー ター と 大 陽光 発電 シス テ 
ム を 開発 可能 と する 世 講 の 形成 と 。 そ の 
た め の 世 界 再編 を 誘 間 


CB が 武力 介入 に 用 いる GN ドラ イヴ 
搭載 機動 兵器 「 ガ ンダ ム 」 の 開発 と 、 ガ ン 
ダム マイ スタ ー の 選抜 


の MS ム 
の 動力 林 関 に 全 
用 され 、 その 圧倒 


を SMM を 
また 


ト 


mn や 


て ちら ず 、 作 還 
勢 や 計画 の 
状況 に よ 
化し た よう で ある 


戦争 根絶 を 縄 げ 
た CB の 武力 介入 
と 、 CB へ の 勲 意 に 
よる 人 類 の 意思 続 
り 中 で CB は 
載 減 する 


人 類 が イノ ベイ ター に 覚 杏 。 相互 理解 能力 だ 


西屋 ガイ ド : イ オリ ア 計画 [00] mg 有 09 wm9M 
実際 の 計画 の 推移 

200 年 以上 に 責 る 長期 プロ ジェ クト だ | 

こと . 様々 な 人 間 が 提言 を 行っ に 7 1 の 衝 本 中 内 

や 乗っ 取り を 企 て た 者 が いた こと な どか ら . を 0 な. これ 

計画 は 多く の 選択 肢 を 持つ に 至っ た 。 結果 wt CR 
的 に 、 計画 は 予想 以上 の 達 度 で 推移 し た a で っ た 
21 世 紀 末 に は 基本 構 赴 が まとまり 「 イ オリ 

y 開 始 され た よう で ある 。 計画 通 程 の つも 

る 軌道 エレ ベー ター と 大 悦 光 9 理 角 を 9 く 介 ん 


テム は 西 履 2090 年 に 提 喚 され 、 量 
子 肛 洒 算 処理 ステ ム 、GN 科 子 、 GN ドラ イヴ 
は 商 暦 2091 年 の 時 点 で 理論 化 さ れ て し 


22 世 紀 後 期 、 す で に ヴェ ー ダ は 衝動 状 態 
の ボラ イヴ 誠 成 


に あっ た 。 イノ ベイ ド も 一 般 社 会 で 生活 を 送り 
ヴェ ー ダ に 情報 を 送信 し て いた 。 西尾 2196 er 
年 か ら 木星 探査 穏 エ ウロ パ を 中 心 に GN ド ラ 78 
イヴ の 開発 が 進ん で お り 、 的 20 年 を か け て 完 の 醒 量 発 者 た ち 
成 。 完成 し た 5 基 は 池 球 国 に 運ば れ た を 


2 世紀 視 期 か ら 23 世 記 前 期 頃 、 栓 関連 


施設 の 事故 が も た らし た 世界 的 な 反 栓 運動 と 。 西森 22228 年 頃 、 当 初 か ら 計 画 の 乗っ 取 
石油 危機 に より 、 幸 道 エレ ペー ター と 大 陽光 、 り を 目論ん で いた コー ナー 素 は 、 木 性 に 工 
発電 シス テム の 開発 を 容認 する 世 議 が 形成 さ 作 員 を 泊 貴 。 破 束 され た エ ウ ロ パ で 情報 氏 


れ た よう だ 。 これ に は 「 イ オリ ア 計 画 ] 関係 者 。 末 HARO を 入手 し た 。 HARO を 介し て GN ド 
の 科 な や ヴェ ー ダ の 介入 が あっ た と 思わ れる 。 ライ ヴ の 情 細 を 得 た コー ナー 雪 は 、 接 に 妖 
似 太 陽 妨 こと GN ド ライ ヴ [T】 を 完成 させ た 

ウロ バ か 5GNK 

の 情報 は 

清き れ た は ず だ っ た 

が 情報 和 HIAR 

Oe て いた 


紛争 介入 用 村 動 兵 幹 「 ガ ンダ ム ] の 開発 
が 進ん だ 。 開発 担当 は 強制 され つつ あぁ っ た 
CB、 ま た は ヴェ ー ダ で ある 。 西暦 2280 年 代 未 スタ 
か ら 2290 年 代 初 落 に 第 一 世代 ガン ダム の 0 が 産 か っ た CB の 寺 工 が 決定 事項 
ガン ダム が 完成 し 、 西 米 2300 年 頃 に は 紛争 だ と 知っ た イ tr 
世代 ガン ダム が 実用 化 され た 。 は ヴェ ー ダ に 介入 し 、 が 
人 間 に RR 


ガン ダム の パイ ロッ ト で ある ガン ダム マイ 
イノ ベイ ド が 採用 きれ る 可能 性 


本 2306 年 、 4 


西 履 2307 年 、CB は ガン ダム を 用 いて 部 争 

行為 へ の 武力 介入 を 開始 し た 。 CB 壊 大 西暦 2308 年 、 計 画 乗っ 取り を 企ん だ 

肖 生 し た 好 球 続 一 政体 の 地球 連 CB 臨機 者 アレ ハン ドロ ・ コ ー ナ ー は 戦死 
が 、 アレハンドロ を 培っ て いた リボ ンズ は 


吉 国 や 反 達 邦 勢 力 を 鐘 圧 する な 
え 再 細 され た CB や 反 較 邦 勢 力 
け 話 路 線 の 新 麗 権 が 許 生 し た 


ダ を 筆 握 。 CB の 大 滅 後 、 リ ポンズ ら イ 
ノ ベ イ ド は 国連 維 宜 織 で ある 地球 
連邦 を 操作 し 、 共 烈 な 形 で 計画 を 逝 め た 


連邦 勢 カ 
で 人 畑 の 章 


ED 
綴 料 得 の イノ ベイ 
ター が 出現 。 計画 


け で な く 身 体 能力 も 向上 し 、 彼ら の 力 に より 宇 ーー ュー 
軍 開 発 が 加速 され る 2 
イノ ベイ ター 化し 画 層 2314 年 、 地 球 外 の 存在 ELS が 本 旨 SS RTS 
た 人 類 が 外科 宙 * 系 に 出現 。 人 類 と ELS は 交 圭 状態 に な る が 半 融 で ば 管 
進出 。 地球 外 の 計 ンプ CB の イノ ベイ ター に よっ て | 対話 が な され ~<A 
欄 生 命 体 と 選 過 両者 の 共存 が 成立 。 西暦 2364 年 に は 人 & MWY. Es の 
装 話 を 果たす 類 の 4 重 が イノ ベイ ター と な り 、 外科 宙 秋生 さ 店 により 委 
『 「 ス メラ ギ 」 が 外 補 宙 へ の 大 基 航 海 に 出 た 午 到 し た 


機動 戦士 ガン ダム 


im Wa 


em “ * - a や 
較 語 MS 用 格 同義 SS 


この た も 、 戦 還 0 れ を 可能 と 
態 は 人 


格闘 兵 


、MS 用 格 員 
対物 対人 な ど と 目標 を 選ば 7 


点 も 忘れ て 


き 、MIS の 胴体 、 サ イ , 1 かわ 6 S 関連 ファ イル 


人 間 用 の 刀 銅 類 と は が 


貞 は 変わ ら 


MS 月 と し て 格 開 兵 装 が 生ま れ た 背景 
上 界 埋 闘 」「 白 兵隊] と 呼ば れる 近 距 離 戦 軸 
4) 
離 攻撃 は 困 医 て 
ぃ 。 MIS の 析 准 バ 


MS 用 格闘 兵 装 の 
謀 生 と 発展 


MS 用 格 閲兵 装 の 喘 次 
国軍 の MS.05 ザク I で 装備 され 、MS.06 ザク 1 
用 いら れ た る 。 最初 期 の 実 
川 MS で ある ザク 1 や MS-06A ザク IIA 弄 は 対 MS 
畔 を 想定 し て お ら ず 、 ヒ ー ト ・ ホ ー ク も 対 穫 対物 
率 制 が 主 な 用 途 で あっ MS.06C ザク IIC 
型 以後 、 MS が 対 MS 戦闘 を 想定 する よう に な り 、 格 
閲 戦 重視 の MS.07 グフ や 重 MS の MIS-09 ドム が 開 
発 さ れる と 、 より 大 型 か つ 大 感 力 の ヒ 
サー ) 実 用 化 に 至っ た 

方 の 地球 連邦 軍 で は 、 ビ ー ム ライ フル が 開発 
れる 中 で 、RX-78 ガン ダム 用 の 
用 化 き ビー ム ・ サ ー ベ ル は ヒー ト 
り 大 力 が 大 きく 、 非 使用 時 に は 柄 型 の ビー ム 刃 発生 
装置 の み と な る た め た 。 以降 、MS 用 格 
開 兵 装 は \ 統 一 され 


た も の が 、 ジ オォ ン 公 
と 


実用 化 き れ た ピー ム 

部 

RGM-79 ジム に も 提 

以 和 地球 連邦 宣 だ け 
KT 1 


MORE INFO! 
ビー ム プ ヒー ト 兼 用 格闘 兵 装 


ョ で も 組 5 よ s 


MSA-005 メタ ス 用 


ビー ム ・ サ ー ベ ル 


MSN-04 サザ ビー 用 


ー ム ・ ト マ ホ ー ク ・ サ ー ベ ル 


< か 用 可能 。 1 
シン ン 和伸 


ル に 代表 され る ビー ム 系 と に 

ある ト 系 は 一 年 戦争 終結 後 

し が MS 用 格闘 兵 凌 の ほとん ど を 占 
スキ ー 物 理学 を 応用 発生 き 


れ た 電力 
投入 され た テク ノロ ジー が まっ た く 異 な っ て いる 


実体 刃 を 赤 夫 化 さ せる も の で 


ビー ム 系 格闘 兵 装 の 構造 


ビー ム 系 格闘 兵 装 は 、 ビー ム 
た 兵器 で ある 。 MS か / 
退 寸 前 の ミノ フス キー 粒子 を 噴出 させ 、I 
する 。 威力 は 大 きく 、 最 初期 型 ビー ム 系 格闘 兵 装 の 
厚 さ 30cm の チタ ニウム 鍋 を 1 秒 航 で 溶断 し た 


liuswation by AKIO 


ヒー ト 系 格闘 兵 装 の 構造 


ビー ム 系 と 比べ て 、 ヒ ー ト 系 格闘 兵 装 の 構造 ちる 本 
的 に は セラ ミッ ク 系 の 高 分 子 化合 物 の 刃 、 丸 を 固定 する 柄 や ポー ル 、 電 
気 系 続 で 構成 され る 。 使用 時 に は 、M 
高 然 で 目標 を 溶断 する 


電力 代 
時 に 赤熱 人 

カ を 得る 。 電 
カ 坦 も 発生 


on by AKIO UNUMA 


| 届 天 維 同 の 「 切 り 結 び 」)=。=。=。=。 | 

ビー ム 系 格 塞 兵 装 は 、 ピ ー ム 刃 落 成 の た め に 1 フィ ー ル ド を 
展開 する 。 この た め ビ ー ム 刃 同士 が 衝突 する と 両者 の フィ ー 
ルド の 間 に 丘 が 働 ま 「 切 り 結ぶ こと が で きる 。 理 謎 上 に 
ビー ム 刃 で メガ 粒子 ビー ム を 「 受 ける 】 こ と も 可能 だ 


田 1! フィー ルド 同士 の 王 水 


寄 化し た ヒー ト 系 甘 閉 の 


刃 も 電 編 99 な か 坦 を 属 間 

CD. エフ * 
カゲ 発生 する 属 問 兵 装 
ト 系 と に り 7 


10.26 


ム 系 格闘 兵 装 の 派生 


と こ ガン ダム 用 ビー ム ・ サ ー ベ ル の 完成 以降 、 ビ ー ム 系 格闘 兵 装 は 急速 に 
普及 し で いっ た 。 その 多く は ピー ム 丸 を 展開 する だ け の スタ ンダ ー ド な も の 


で 、 ブ ラッ シュ アッ プ を 続け な が ら U.C.0150 年 代 に 至っ て も 広く 使用 され 
て いる 。 U.C.0090 年 代 前 期 に 使用 され た 間欠 式 ビー ム ・ サ ー ベ ル や 、 


や M 


複数 の タイ プ の ビー ム 刃 を 履 開 可能 な モデ ル 、 ピ ビー ム 丸 発生 装置 以外 アー サー 


面 に 目 喜 が いる 時 の み ビ ー ム 刃 を 履 同 する も の 。 メガ 輪 


の 機能 を 併せ 持つ タイ プ な ども 実用 化 され 、 パリ エー ショ ン 化 が 進ん だ 。 子 松 共 用 タイ プ は 、 謝 直 機 を 中 心 に 採用 され て いる , 


ビー ム 妨 諾 開 能 力 のみ を 持つ 仕様 。 コス ト 面 や 信 導 性 
れ 、UC.0080 年 代 以降 の ほとん どの MS に 採用 され で いる 。 一 
年 戦争 後に 実用 化 さ れ た RX-178 ガン ダム MT 用 の XBLG- 


RX-78NT-1 アレ ックス 用 ビー ム ・ サ ー ベ ル 


アレ ックス 用 と し て 開発 され た Blash・XB-B-09。 一 年 戦争 
時 の ガン ダム 系 ゲ ジ ム 各 MS 用 ピー ム ・ サ ー ベ ル と 同封 の 性 
能 を 持つ 。 ユニ ッ ト と ラン ド セ ル の コキ クタ ー が BLASH 社 製 の 
た め 、 一般 的 な 夫 球 連邦 軍 系 MS 用 と 異 な る 形状 を 持つ 。 


他 の ガン ダム タイ プ MS 還 性 、 ラ ンド 
セル に 2 基 指 載 する 。 ジオ ォ ン 公国 電 
の MS を 々 切り 製 く こと が で きる 。 


2 


1048L、 靖 型 エネ ルギー チャ ー ジ ャ ー と セッ ト で 使用 する AMX- 
104 R・ ジ ャ ジャ 用 、 三 枚 類 の ビー ム 旭 を 形成 可能 な AMS-1 19 
ギラ ・ ド ー ガ 用 ピー ム ・ ソ ー ド ・ ア ックス な ど が 請 当 する 。 


MS-14 グル ググ 用 ビー ム ・ ナ ギ ナ タラ 


発生 装置 の 両端 か ら ピ ー ム 刃 を 発生 させ る モデ ル で 、 ピ ビー 
ム ・ ハ ル バ ー ト と も 呼ば れる 。 開発 製造 は ALBERT 社 。 ピー 
ム 丸 発生 凌 置 に は 舌 ビ ー ム ・ コ ー テ ィング が 施さ れ て いる よう 
で 、 ビー ム ・ サ ー ベ ル を 受け 止め る こと が で きる 。 


EE 


ニー ロディ 


上 方 だ け ピ ー ム 妨 を 展開 する こと も 
可能 。 一 般 釣 ビー ム ・ サ ザー ベル より 
事 コ スト な よう で 人 及 し な か っ た 。 


ビー ム - サ ー ベ ル 以 外 の 概 能 を 併せ 持つ タイ プ 。 メガ 幸子 瑞 と 
し て 使用 で きる も の が 多い の は 、 ピー ム ・ サ ー ベ ル と メガ 境 子 次 
の 構造 に 共通 部 分 が ある た め と 才 元 られ る 。 ザク 回 の ピー ム 砲 葉 


と MSZ-010 ZZ ガッ ダム 用 ハイ バー・ ピ ー ム - サー バベル 


ビーム ・ キ ャ ノン (出力 1OMWX2) 兼用 の ハイ パー・ ピ ー 
ム ・ サ ー ベ ル 。 ピー ム ・ サ ー ベ ル と し て は 析 め て 大 出力 ( 出 カ 
1.1MW) で 、 ピ ー ム 刃 も 長大 。 ZZ ガン ダム の 合体 族 形 機構 
に 対応 し 、 試 結 共 通化 目 拓 す 中 で 筆 用 され た と 推測 され る 。 


当時 は 当 巡 の こと 以降 の 時 代 
の も の と 財 較 し て も 感 力 が 大 まく 、 一 
琶 で MS 大 の 者 境 を 両 新 し た 。 


ヒー ト 系 格闘 兵 装 の 派生 


用 ビー ム ・ サ ー ベ ル を は じ め 、 ネオ ・ ジ オン 系 MS で 参 く 見 られ た ほ 
か . MSZ.006 Z ガ ンダ ム の ビー ム ・ ガ ン 業 用 ピー ム ・ サ ー ベ ペル な 
ど AE 系 可 導 / 合 体 横 で も 探 用 例 が 見 られ た 。 


MRX-010 サイ コ ・ が ガン ダム Mk- 用 サイ コミ ュ ユズ ピー ム ・ ソ ー ド 

論 部 有 繧 式 サ イコ ミュ 5 連装 ピー ム 移 を 業 ね る ビー. ド 
(正確 に は 指 部 ピー ム 絢 で は な く 、 前 遂 部 内 蔵 の メガ 軸 子 座 
と 部 用 )。 出力 は 1. 7MW で ある 。 前 腹部 の 有線 誘導 機能 を 
用 い 、 部 れ た 目 林 を ビー ム ・ ソ ー ド で 攻撃 可能 。 


イコ ミ っ 電 穫 の 性 拓 半 は 4 の 交 
て 列 し い 。 者 剖 量 を し な く と も 、 大 
型 ビ ー ム ・ ソ ー ド と し て 使用 で きる 。 


最初 期 の MS 用 格闘 兵 装 と し て 衣 生 し た ヒー ト 系 は 、 ビー ム 系 格 凍 兵 
装 が 実用 化 され る まで の 橋渡し 的 な も の で 、 一 年 戦争 が 終結 し 、 ピ ー ム ・ 
サー ベル が 益 及 する と 採用 例 は 激減 し た 。 メガ 粒子 砲 と の 共通 構造 を 
持つ ビー ム 系 格 製 兵 装 と 異な り 、 ヒ ー ト 系 格 凍 兵 装 は それ 以外 の 機能 が 
それ で も シン プル を 構造 ゆめ 
れ 、 少 数 な が ら ネ オ ・ ジ オン な ど で 新 型 が 開発 され た 。 ヒー ト ・ サ ー ベ ル な ど ゲ 実 才 侍 され て い 


な く 、 多 機能 化 さ せ に くい 点 も 不利 で あ - 
え に 信頼 性 


当初 、 ビ ー ム 系 格 講義 を 実用 化 で き な か っ た ジオ ン 公 
国生 は 、 次 々 と 新 電 の ヒー ト 系 格 兵 半 を 仙 発 。 ヒー ト 大 
た 


関連 する 軍事 技術 が 少な い ヒ ー ト 系 格闘 兵 義 は 、 単 一 機能 
吾 だ け に な - この た め ヒ ー ト 系 格 重 兵 装 の 進化 は 形状 の 変 
化 が 中 心 と な り 、 ジ オン 公国 軍 系 で は ドム の ヒー ト ・ サ ー ベ ル や 


MS-06F ザク HF 旦 包 ヒー ト ・ ポ ボーク 
最初 期 の MS 用 格闘 兵 義 で 、 騎 の よう な 形状 を 持つ 。 一 
般 的 な ザク H 用 は 「 タ イプ 5」 と 呼ば れる モデ ル で あっ た 。 対 
2 MS 用 と し て 開発 され た も の で は な い が 、 実戦 で は MS の 庄 甲 
し て 充分 な 巧 力 を 発 押し た 。 リー チ も 不足 し な か っ た 。 
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AMX-117R ガ ズ ア ルプ AMX-117 し ガ ズ エル の ヒー ト ・ ラ シス な 
ど が 、 地球 連邦 束 で は ハイ ザッ ク 用 の ヒー ト ・ ホ ー ク 、 RX-81AS 
ジー ライ ン ・ ア サル ト アー マー の ヒー ト ・ ラ ンス が 実用 化 さ れ た 。 


MS-07B グフ 用 ヒー ト 圧 


Type-8IV と 呼ば れる ソー ド 誤 の ヒー ト 系 格 負 兵 装 。 形状 
記憶 処 理 済み の 高 分 子 化合 物 ( セ ラミ ッ ク 系 の 後 幸子 ) が 柄 
に 充填 され て お り 、 使 用 時 に は 発 欠 体 の 刀身 を 爵 時 に 形成 
する と いう 。 最初 か ら 刀 人 身 が 形成 され た タイ プ も あっ た 。 


グフ の パパ ワー と 相まって 、 ヒー ト ・ 
ク 以 上 の 感 力 を 発 漆 。 ルナ ・ チ タニ 
クム 合金 も 区 な く 江 訂 し た 。 


MORE INFO! 
銃剣 付き の MS 用 火器 


ライ フル や MS 用 マシ ン ガン の 中 に は 、 鉄 侯 を 
の が ある 。 一 年 載 争 時 に は すでに 、 ヒー ト 促 を 装 
矯 し た ザク ・ マ シン ガン M-120AC が 存在 し た と 言わ れ 
U.C.0080 年 代 初 期 の 「 ガ ンダ ム 開 発 計 画 」 で は 対格 
敵 防 衝 用 ビーム ・ サ ー ペ ベル 「 ジ ュ ッ テ 」 を 備え る ビー ム ・ 
ライ フル XBR-M-82A が 用 重き され た 。 U.C.0080 年 代 後 
期 に な る と 、 凌 口 な 直接 ピー ム ・ サ ー ベ ル を 展開 す 
る ピー ム ・ ラ イフ ル も 実用 化 さ れる に 至っ た 。 


ビー ム ・ バ ヨネ を 原本 
花 な ビーム "ライフル BR 
87BB。 項 一 ネオ ジオ ン 
和信 時 、 MSN.00100 理 
式 が 使用 し た 。 


ガン ダム 用 ビー ム ・ ラ イフ ル 
培 口 み ら ロ ング ・ ビ ピー ム ・ 
サー ズル を 寿 間 可能 な 
XBRLMB7A2。 MS 琵 馬 
ど WRR 破 を 敵 皿 に 使い 
分 ける Z ガ ンダ ム に と っ て 
財 な 兵 義 だ っ た 。 


を も の り 加 いた 


ベル ガ ・ ギ ロス 用 ショ ッ ト ・ ラ ン サ ー 


を 寺 え 
放 住 に 休 れ る 

ビー ム ・ サ ー ベ ル を 
固定 装備 する 機動 兵器 


通常 、 ピ ビー ム ・ サ ー ベ ル は 「 手 持ち 」 と し て 使用 され る が 
較 定 装備 する MS や MA が 存在 する 。 これ は 即 
応 性 や 手持 ち 火 問 と の 共存 を 重視 し た 役 置 と 思わ れ . 一 
年 圭 争 時 の 地 琴 連邦 征 で すでに 考案 され てい た 。 RGM- 
79SC ジム ・ ス ナイ パー カス タム や FA78.1B フル アー 
マー・ ガ ンダ ム (タイ プ B) が それ に 護 当 する は か 、 左 で 紹 
介し た サイ コ ・ ガ ンダ ム Mkc-、 ベス パ の ZMT-S33S ゴト 
ラタン も 同様 の 発想 に 立 


ぶ 


ジム ・ ス ナイ バー カス タム 用 
ポッ クス タイ プ ・ 

ビー ム ・ サ ー ベ ル ・ 
前 黄 に ビ 


MS 運用 理論 : MS 用 格 柚 兵 装 


a で へ 
般 的 で は な い 
接触 し た 目標 に バル ス 状 の 高 電 圧 を 電子 機器 
特殊 な 格闘 兵 装 や パイ ロッ ト に ダメ ー ジ を 与え る 電圧 団 。 グフ 用 や MSM. 
04N アッ ダグ ガイ 用 は 打撃 武器 と し て も 利用 で きた が 
* Ws 5 ム で は 電磁 攻撃 に 特 化 
MS 開発 喝 を 振り 返っ 、 格 闘 兵 装 は eS 
は じ め と する ビ ほとん ど を 占め で 
り 、MS 役 明 期 の スタ ンダ ー ド た 2 / の 
過ぎ な い 。 そし て 、 さ きら 【 な ッ ク ル な ど が (0 
・ ロ ッ ド 、 クロ ー、 ハ ンマ ー が ある 。 この 
・ クロ ー は 水陸 両用 MS や 可変 


プレ ー ド 、 ZM-S22SC 近親 師団 用 リグ 
メタ ル ・ ウ ィ ッ プ 、 XMA.01 ラフ レシ 7 
ロッ ド な ど が 存在 し て いる 


タル ・ ひ yt 
幸 大 の 眉 仁 を 科 
せき 転 きせ て の 交 
下 に 利用 で きた 。 銀 少 な い 衣 太 
一 価 の 格 議 兵 本 た 


鉄 球 鎖 。 投入 武 器 の 一 種 で 、 命中 、 非 命中 に か か わら ず 
針 を 手繰 り 寄せ る こと で 再 使用 が 可能 で ある 。 後に スパ イ 
2 ク を 大 穫 化 し 、 加 速 用 バー 
は 名 手 枯 の 尼 価 の 先 も 開発 され た 。 RX-79 [G] 陸戦 間 
され た が 、 使 い 典 いう え に 重 MS 相手 に は 効果 が 落 < 
年 戦争 後 、 使 用 され な く な っ た よう だ 。 木星 帝国 の MS 
クサ が 、 ハン マー 搭載 シー ルド を 装備 ! 


機動 戦士 ガン ダム 


] 本 09 mm99M 


Organization of 


木星 船団 の 建造 予算 の ー 用 し 、 隊 が 正式 に 結成 され た の だ っ た 。 
SE L2 宙 域 の 外周 用 航行 船 中 継 基地 スウ ィ ー ト ・ ウ ォ ー グリ ー ン ・ オ アシ ス 事 変 で グリ プス 戦役 の 口 火 を 
ター で 建造 きれ た と 言わ れる 。 切っ た アー ガマ で 隊 は 、 プラ イト ・ ノ ア 大 佐 へ の 艦長 交 
建造 に 立ち 合い 、 その 初代 艦 
「 ア ー ガ マ 隊 」 と は アー ガマ 緩 強襲 用 機動 巡洋艦 。 ヘン ケン ・ ベ ッ ケ ナー 中 佐 で 、 ア ー ガ マ の 建 
(強襲 巡洋艦 ) ガマ . を と し た 、 反 地球 連 ”” が 進む 中 、 部 隊 の 編制 や 乗組 員 の 練 成 
邦 組織 エゥーゴ の 実 戦争 の 英 、 RM 


着任 し た 人 物 が 
と 幾 装 


いで 乗組 員 の 多く を 要 失 。 そし て 、 第 一 
099 リッ ク ン 戦争 時 に アー ガマ は カラ バ に 譲渡 され 、 乗組 員 の 
雄 と し て 知ら れる プラ イト ・ ノ ナヤ や シャ 7・ テ スズ ナブ ル 、 時 並行 で 開発 され て いた た めか 、 艦 戦 MS 部 隊 大 半 は 新造 艦 で ある ネェ ル ・ ア ー ガ マ に 移乗 し た 

新 世 代 の ニュ ー タ イプ で ある カミ ー ユ ・ ビ ダン ら が 多 の 本 格 的 な 整備 は ダリ ー ン ・ オ アシ メス 事変 直 前 の (ショ ウ ・ ド ゥ UC.O111) 
加 し 、 グ リプ ス 戦 役 か ら 第 一 次 ネオ ・ ダ オン 戦争 中 其 U.C0087.02 ま で ずれ 込ん で いる 


で の 作 昌行 動 で 多大 な 戦果 を 挙げ た 関連 ファ イル 
テー カマ 隊 の 誕生 過程 は 、 エ ッ ー ゴ の 直接 戦力 と た どど 
な る 実働 部 隊 の 編制 と リン タレ て いた 。 2 


U.C.0085.07 の 「30 バ ンチ 事件 」 を 契機 と し て 、 プ す 広 に 2 っ ーー a 
レッ クス ・ フ ォ ー ラ 地球 連邦 軍 准 将 を 中 心 に 反 地 球 ジ リ 


ン 公 国軍 の カーン ・ オ アシス 棄 
連邦 政府 ・ テ イィ イター ンズ 運動 の 軍事 組織 化 が 進め ズ ナ ブル 大 佐 が 、 地球 連邦 軍 の クワ トロ ーー バー エッ ー ゴ の MS 開発 
連邦 軍 や 旧 ジ ォ ン 人 


ア た ち は プ レッ ク FLEPREVEW 
に 

られ た 。 これ と 並行 し て 、 地 球 連 邦 ス 准 料 と の 接触 や アク シズ で 開発 きれ た 新 素材 ガン 計 拓 で の 貞治 いら 
公国 軍 の 兵器 が に エゥーゴ に 持ち 込 ダリ ウム 7 (ガン マ ) の 提 貸 エッ ゥ ー プ 及 Nd 納 
まれ た は ほか 、 ア ナハ イム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (以下 び AE と の 連携 を 深め て い - 


スウ イー ト ・ 099 リッ ク ・ ディアス や MSZ 
K ミ ak 006 Z ガ ンダ ム な どの 「Z 計 画 ] 
AE) 【 t 器 の 開発 を 行わ せ て いる 。 その 一 環 と ウォ ー タ ー の アー ガマ に は 合流 し た シャ ア た ち は MS 部 系 MS を 開発 、 配備 し た 
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アー ガマ 隊 は 名 目 上 、 地 球 連 邦 軍 の 持 兵 や 軍属 で 構 
成 され て いた が だ 、 実際 に は 地球 連邦 軍人 、| 旧 ジオ ン 公 国 
軍人 、 民 間 人 の 混成 部 隊 だ っ た 。 た だ し 、 ア ー ガ マ 隊 の 質 
は 低く な 〈、 エ リー ト 部 隊 テ ィ タ ー ン ズ よ り も 高い 練 度 を 誇っ 
て いた 。 この 耕 景 に は ブラ イト ・ ノ ア や シャ ア ・ ア ズ ナ ブル 
を は じ め と する 一 年 戦争 経験 者 の 存在 と 、 ユ ・ ビ ダ 
ン や エマ ・ シ ー ン と いっ た 有望 な 新 世代 の 成長 が あっ た 。 


ュー タイ プ 能 力 を 期待 され 、 ご く 揚 
| で 練 成 され た 乗組 員 も 参加 。 
ア ・ ユ イリ ィ 軍曹 が その 代表 だ 。 


ブラ イト ・ ノ ア 

艦長 を は じ め 、 操 約 手 や ナビ ゲー ター、 通信 Oi 

圭 、 案 中 な どの 六 格 動 務 者 。 隊 が 発足 し た 当 アー カマ ャ の 2 代目 

初 の 艦長 は ヘン ケン ・ ペ ッ ケ ナー 中 佐 で 、 ジャ プ 差 長 。 研 隊 起 丁 の 
ロー 侵攻 作戦 直前 か ら は ブラ イト ・ ノ ア 大 佐 が 能 作戦 も 指 舞 し た 。 


長 を 務め た 。 ナビ や 提 能 な どの 担当 官 と し て は 、 
トー レス 、 シー サー、 サエ グ サ 、 キー スロ ン ら が 知ら 


れる 。 メカ ニッ ク が 交代 する こと も あっ た 。 ト 


トー レス 
六 橋 正 古 長 の ナ 
ピゲ ー タ ー。 エゥーゴ 
凌 成 初期 か ら ヘン 
タン の 下 で 勤務 し て 
いた と きれ る 。 


| 手 不足 の た めか 複 

数 の 役 朋 を 茶 任 する 
者 が 多かっ た が 、 邊 | 
の 命令 を 的 確 に 実行 
し た 。 能 長 不在 時 の 
判断 カ に も 便 れ た 。 


クワ トロ ・ パ ジー ナ 
MS 部 隊 指 揮 官 に し 
て 、 励 の 参 剛 的 存 
在 正体 は シャ アア 
デ ナ ブル (キャ スバ 
ル ・ レ ム ・ ダ イク ン ) 。 


ア ・ ア ズ ナブ ル 、 ア ポリ ー・ ペ ベイ 
中 尉 (本 名 アン ディ と も ) 、 ロ ベル ト 中 尉 (本 名 リカ 
ルド ・ ヴ ェ ガ と も ) 、 ニ ュー タイ プ の カミ ー ユ ・ ビ ダ 
ン ま は じ め と し て 多数 の 高 寺 度 パイ ロッ ト が 
エマ ・ シ ー ン 中 慰 や カツ ・ コ バ ヤ シ ら は の : 
動 と な っ た 。 


カミ ー ユ ・ ビ ダン 
エゥーゴ に 参加 し た 民 


トリ 2 パー、 パ バッ チ 、 ボ 
ティ 中 尉 ちの 名 前 も 
知ら れる 。 レコ ア ・ ロ 
ンド 少尉 や ファ な ど 
女性 パイ ロッ ト が 多 
いこ と も 特徴 。 


タイ プ 能 を 持ち 、 月 
団 の 期待 を 集め た 。 


多く の 宇宙 艦艇 同様 、 ア ー ガ マ は MS の 運用 


同艦 で ある と 共に 乗組 員 の 生活 の 場 で も あっ た 。 る 
この た め 、MS の 修理 や 整備 を 行う メカ ニッ ク や ター ハン 博士 の 下 で = 
体調 管理 を 担う 軍医 が 乗 艇 し て いた 。 アー ガマ 働い て いた 。 


の MS 部 隊 が 高い 稼 位 率 を 誰 持 で きた の は 、 ア ス 
トナ ー ジ ・ メ ドッ ツ 、 ア ン ナ ・ ハ ン ナ ら が 所 属す る 
メカ ニッ クチ ー ム の 遇 力 に よる と ころ が 大 きい 。 


クワ トロ が 地球 か ら 連 
れ て きた 環 旧 


の マズ コ 2 ト 人 


訟 し 、 取 化 人 間 と い 
ラ う 診 断 を 下 し た 。 


MORE INFO! 
ラー ディ ッシュ 隊 
アー ガマ の 信 艦 と も 言え る 存在 が 、 ア イリ ッ 


シュ 級 戦 艦 ( 巡 洋 北 ) ラー ディ ッシュ だ っ た 。 
アー ガマ か ら 異 動 し た ヘン ケン 中 佐 が 艦長 


ラー ディ ッシュ 
AE が エッ ー ゴ 用 に 開 建造 し た アイ リッ シュ 奴 


宇宙 世紀 ガイ ド : アー ガマ 隊 


アー ガマ 隊 の 装備 
精鋭 部 隊 の アー ガマ 隊 は 装備 の 面 で も 優遇 され て お 
り 、 高 性 能 な 宇宙 艦艇 と MS を 装備 し て いた 。 エゥーゴ の 
主力 部 隊 が サラ ミス 改 級 宇 宙 巡 洋 筐 を 母艦 と し 、 艦 載 
MS と し て ジム 系 の MSA-003 ネモ を 装備 し た の に 対し 、 
アー ガマ 隊 は 新鋭 艦 の アー ガマ 紋 強 抽 用 機動 巡洋艦 を 
母艦 と し 、 高 性 能 機 HMS-099 リッ ク ・ デ ィ アス や 「Z 計 
画 ] 系 の ハイ エン ド MS が 優先 的 に 配備 され て いた 。 


: 機 に 位置 付け られ る ガン ダ 
ムタ イブ MS や 可変 MS の 数 は . アー 
ガマ 獣 へ の 期待 の 表れ で も あっ た 。 


宙 能 能 


アー ガマ 隊 の 母艦 は 隊 発 足 当 時 の 最新 鋭 艦 、 
アー ガマ 級 強 嗣 用 機動 館 洋 艦 だ - ペガサス 
イプ ホワ イト ペー ス 級 強 輸 揚陸 艦 の 設計 思想 を 継 
承 し 、AE と エゥーゴ が 共同 で 開発 し た 。 MS 運用 能 
カ や 火 カ 機動 性 を 重視 し て お り 、 テ ィ タ ー ン ズ の 
アレ キサ ンド リア 級 重 巡洋艦 と 比較 し て も 多く の 
面 で 優れ て いた 。 同型 私 に ペガサス 四 が ある 。 


戦 還 時 の アー ガマ 。 両 航 に カタ リル ト デ ッ キ を 持つ 。 
カタ バル ト 後方 の 区 画 は 居住 ブロ ッ ク で ある 。 


ミン フス キー- クラ ッ ト 
を 備え て お り 、 重 カド 

Hm で の W 独 先行 が 
能 で ある 。 大 
所 脱力 は 持っ 
で て いない 。 


クワ トロ や カミ ー ユ に 代表 され る 趣 エ ー ス 級 バ 
イロ ッ ト の 存在 、 究 兵 で の 特殊 作戦 へ の 従事 と 
いっ た 理由 か ら 、 ア ー ガ マ 隊 は 高 性 能 MS が 配 
備 さ れる 傾向 に あっ た (アー ガマ 隊 を 組織 の 象徴 
と する エゥーゴ 上 麻 部 や AE の 意図 も 介在 し て い 
た )。 その 代表 が 、 可 変 MS 開発 プロ ジェ クト 「Z 計 
画 ] で 開発 され た MSZ.006 Z ガ ンダ ム だ っ た 。 


MSZ-006 
ガン ダム 


「 グ リブ ス 戦役 に お ける 最高 
像 作 筐 」 と 呼ば れる 可変 NS。 
大 気 國 突 入 が 可能 な ウェ イ 
ブ ・ ラ イダ ー 形 態 に 


MSN-00100 
百 式 


誌 作 可 到 機 MSNL001X1 8 
(アルタ ) ガ ンダ ム を 提 形 式 
と し で 再 設計 し た MS。 グリ プ 
2 理 役 で は クワ トロ が 拭 。 


1 世代 MS で 、 
れ た 。 当初 は 3 機 、 後 
に 多数 が 配 供 され た 。 
Ha ドー< アー シタ 
サイ ド 1 で アー で 本 参加 


MSZ-010 ZZ ガン ダム \ 


アー ガマ 隊 に 配備 され た 第 
四 世 代 MS。 「Z 計 画 | 系 の 
機体 で あり 、 合 価 変 形 機構 と 
圧 全 的 な 火力 を 有 し てい た 


RX-178 
ガン ダム Mk-T 
ティ ター シズ か 5 奉 取 し た 
ンダ ム ・ タ イプ MS。 条款 性 
矯 で る 画 期 条 な ムー バブ 
ル ・ フ レー ム を 挫 載 。 


MORE INFO! 
グリ プン 戦 役 後 の アー ガマ 隊 


グリ ブス 戦役 最後 の 戦い で アー ガマ 隊 は 
革 大 な 被害 を 受け 、 フ ァ 軍 理 以外 の 全 MS 
パイ ロッ ト が 未 帰 思 あ る い は 戦闘 不能 と な っ 
た 。 直 徐 、 状 存 兵 の 参加 と MS の 補給 を 受 
け 、 対 ネオ ・ ジ オン 作戦 を 展開 し た が 果 た 
せ ず 、 アー ガマ は カラ バ に 詩 渡 され た 。 


ネオ ・ ジ オン 降下 部 障 
を 追撃 し て 地 玉 へ と 職 
下 。 ダブ リン 戦後 、 ア 
ガマ は 培 球 に 残さ れ 、 
乗組 員 と MS は 宇宙 に 
放 財 し た 。 


OME FI 
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WORLD GUIDE 


下 .70.0211 の 地球 連合 に よる 交戦 布告 、 そ し て 
.14 の 「 血 の パレ ンタ イン 」 を 契機 と する 地球 
連合 と プラ ント の 戦争 は 、CE.71.09.27 の プラ ント に よ 
る 倍 戦 申し 入れ を 契機 に 一 是 の 終息 を 見 た 。 

この 戦争 で は 、 地 球 連 合 、 プ ラン ト と も に 戦略 目的 
を 達成 で き て お ら ず 、 戦勝 国 は 存在 し な い 。 地球 連 
合 側 は 強い 影響 力 を 持っ て し ルー コス モス の 
盟主 ムル タ ・ ア ズラ エル の 戦 : り 、 一 方 の プラ ン 
ト は ナチ ュ ラ ル 娠 減 を 目論ん だ パト リッ ク ・ ザ ラ 議長 
の 暗殺 に より 、 戦争 を 継続 する を 失っ て お り 、 
停戦 に 合理 性 を 見 出し た に 過ぎ な か っ た の だ ろう 。 

ある 意味 、 理 性 的 に 行わ れ た 停戦 だ っ た が 、 戦 騰 
国 の 不在 は 終戦 協定 締結 を 難し くし た 。 戦争 当 事 
国 同 士 は 基本 的 に 同格 で あり 、 一 方 的 な 終戦 協定 
や 戦後 処理 は 不可 能 だ っ た 。 これ に 地球 連合 の 求 
心 力 低下 や プラ ント の 反 停戦 派 の 窓 動 が 加わ り 、 南 
アフ リカ 統一 機構 の 首都 ・ ナ イロ ビ で 行わ れ た 終戦 


ク ・ イ ラ ガイ ド - C.E.73 の 世界 


協定 を 錠 る 折衝 は 難航 。 結 着 に は 時 間 を 要 し た 。 

それ で も 、 僅 戦 申し 入れ か ら 半 年 近く が 経過 し た 
CE72.03.10、 核 攻撃 で 破壊 され た コ 「 ユ ニッ 
ス セ プン 」 に お いて 終戦 協定 と 戦後 世界 の 指針 と な 
る 「 ユ ニウス 条約 が 締結 きれ た 。 ユニ ウス 条約 は 
軍備 制限 条約 で ある と 共に 、C.E.70.02.10 時 点 へ の 
国境 線 復旧 な ど を 取り 決め て お り 、 戦勝 国 な き 終戦 
協定 と し て は 妥当 な も の だ っ える 。 

ユニ ウス 条約 は 有効 に 機能 し 、 短 期間 な が ら 地 
球 連合 と プラ ント の 戦争 は 傘 ] 地球 岡 は 戦争 
直前 の 枠組 み を 取り 戻し 、 一 時 的 な 平和 を 手 に 入 
れ た 。 だ が 、 この 平和 は 両国 の 和解 に よる も の で は 
な か っ た 。 両国 と も に 新 体制 に 移行 し た ば か り だ っ 
た た め 、 新 政権 の 足場 固め や 国内 の 取り まとめ 、 
戦力 の 再編 な ど に 注力 し て いた の で ある 。 地球 連 
合 と プラ ント の 対立 構造 は 崩れ て お ら ず 、 コ ー デ ィ 
ネイ ター 大 減 を 目論む アル ー コ スモ ス も 侍 在 で あり 、 
第 争 再開 の 時 が 近付い て いた 

ユニ ウス 条約 締結 後 、 前 大 戦 末期 か ら 求心力 を 
失っ て いた 地球 連合 は 、 軍 産 複合 体 ロゴ ス の 幹部 
に し で プル ー コ スモ ス の 新 盟主 ロー ド リー ル の 
後ろ 盾 を 得 て 勢 力 を 回 復 ・ 強 化し た 大 西洋 連邦 を 


(5) E03 mm 


中 心 に 再 統合 され た 
ぽ 全 域 が 大 西洋 連邦 主 
れ 、 ジ プ ブリー ル の 指示 の 下 、 地 球 連 合 は 対 プ ラン ト 

戦争 の 機会 を 導 っ て いた 。 
そし て CE.73.10.03、 了 戦争 の 口実 と な る 事件 が 発 
生 する 。 過激 派 コ ー デ ィ ネ イタ ー に よる 
ン 落 下 事 件 「 プ レイ ク ・ ザ ・ ワ ー ル ド ] が 発 
で ある 。 これ を 利用 し た ジ プ リー ル は 大 | 
統領 を 操り 、 対 プラ ント 戦争 を 再開 させ た の だ っ た 。 
(フー コー・ デ ルカ ッ セ CE75) 


関連 ファ イル 
ジブリ ー ル 
エニ ウス 条約 と 世 朱 の 変化 DES 03.01 
ザー ワー ルド 


ラ レ イ ク ・ 


Ui 
ド ] を 機 と し て 地球 園 は 再び 戦 
火 に 包ま れる と と と な っ た 


ustration by JUN WADA 


SEED DESTINY 


停戦 か ら 再 開戦 に 至る | 
地球 岡 の 動 


第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻防 戦 直後 、 アイ リー ン ・ カ 
ナー パ を は じ め と する プラ ント 最高 ! SS 
含 に 億 戦 を 申し 入れ 、 向 国 は 終戦 協定 の 折 符 に 
の 時 点 心 力 を 低下 させ 
ひ 、 停 戦 か ら 2 ヵ 月 後 の CE.71.11、 南 アメ リカ 合衆国 が 
砲火 を 交え る に 至 
っ た (南米 大 陸 は 前 大 戦 開戦 直後 の C.E.70.02.19、 
地球 連合 軍 の 侵攻 に より 大 西洋 連邦 に 併合 され で 
ニウス 条約 が 締結 され る と 、 地球 
で は 新政 権 が 誕生 。 そし て 、 兵 器 保 有数 の 制 
限 や 特定 和 軍事 技術 の 禁止 、 国 境 復 田 な ど を 取り 決 
め た ユニ ウス 条約 下 で 復興 や 軍 の 再編 を 進め 


ORO と 


大 西洋 連邦 を 中 心 と し た 超 巨 大 勢力 。 ナチ ュ ラ ル が 大 多数 
を 占め 、 政 府 や 軍 の 上 礎 部 は ブル ー コ スモ ス の 影響 を 受け て し 
る 。 停戦 後 、 求 心 力 の 低下 に 伴い 南ア メリ カ 合衆国 の 独立 を 許 
5 ロゴ ス 幹 部 に し て ブル ー コ スモ ス 新 頭 主 ロー ド ・ 
リー ル の 台頭 を 受け た 大 西洋 連邦 の 復権 に より 、 地 球 上 の 大 半 
「 プ レイ ク ・ ザ ・ ワ ー ル ド ] 直後 、 ジブ リー ル の 
! り 対 ブラ ント 理 争 を 強引 に 再開 する も 、 反 大 西洋 連邦 、 
り 、 分 裂 と 正体 化 を 余 備 な くさ れ た 、 


げ 、 EPMO LtaiML っ っ . ロゴ コス を 告発 追い 
め て いっ た 。 その 一 方 で ダル 議長 は 、 由 伝 子 に よる 管 
下條 折 「 プ ステ ーー プラ ン ] を 秘 宙 裏 に 進め て いた 。 


ン 沙 下 テロ モ 事 前 に 知り な が ら も 放置 し 、 ラ クス クラ イン 暗 和 も 指 


ユニ ウス セブ ン 落 下 後 の 地球 


ここ で は 、 CE.73 か ら 74 の 地球 全域 主 に 「 ブ レイ ク ・ 
ザ : ワ ー ル ド ] 徐 の 地球 各地 の 状況 解説 する 。 記述 は し 
て いな い が 、 ユ ニウス 条約 の 国境 復旧 条項 も 手伝っ て 、 
東 ア ジア 共和 国 や 赤道 速 合 に 代表 され る 旧来 の 地球 上 
の 国家 は 潜っ て いる 。 再開 戦時 の 地球 は ほとん ど が 地球 
連合 の 勢力 園 だ っ た が 、 ザ フト や 反 地 球 連合 勢力 の 反抗 
に より 、 多く の 地域 が 反 大 西洋 連邦 、 反 ロ ゴス に 傾い た 。 


直径 10km の 対空 提 交 [ご 
ルン 」 は 近 條 の 山 に 隅 さ か で いた 


略 戦 直 前 、 ザ フ | 
反 ロ : 


: 
回 キル ギ ス ・ プ ラッ ト 
地球 還 全 0 寺 天 


援護 に 駆け 付け た ファ ン 
過激 派 は 
ト も 、 その ター ゲッ ト に きれ 


Mlustration by TOKIKO YUZAWA (Twin Bell) 


ブン 落下 は 、 各 | 
ロラ イナ か ら メ ー ン 州 一 各 の 水流 、 北 京 の 3 


に 破 的 な 害 を 与え た 。 サウ スカ 


回 スカ ンジ ナビ ア 王 国 


ンジ ナビ ア 半 島 に 位 


合 軍 か ら 解 放さ れ 、 ザ フト が 
駐留 ザフト 軍艦 
パ が 休息 と 柄 給 の た 


問 公演 が 行わ れ 


(は 補 害 の 一 交 


星海 沿 導 の 必 光 明細 な 


ト の デ 


ブラ ン 
ダル 議長 も 訪れ 、 寄 和 中 


キル バ の 乗 租 員 と 会 談 


サンライズ 
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| 球 連合 宇 の 強化 人 間 研 究 
【 対 ul E 所 の ひと つ 。 「 生 体 CPU] や 
B 「 エ タス テン デッド ] の 実験 ・ 
育成 を た 。 ミネ 
を 展開 し ここ と で 戦 間 が 人 の ダー ダネ ルス 海峡 突破 と 7 
生 。 海峡 に 接する マル マラ ザフト の 勢力 園 拡大 を 愛 け 混乱 し た が 、 オー ブ 軍 は 放 能 
海 の ポ ー ト タル キ ウ ス は 決戦 いで て 破棄 され る は ず だ っ た が に は 、 職 昧 ) 埋 - ダ ケミ カズ チ を 事 失 する な ど 
i 処分 に 失 履 。 結果 、 ザ フト に o 
接収 され た 


ーー 


リ 


i 


ユー ラ シ ア 西側 に お は る 
反 地球 連合 気運 の 
受け 、 ス エズ 基地 の 


以降 、 北ア フリ カー 間 は ザ フ | 西 ア ジ ア の 一 地 置か れ た も の だ 

ト の 勢力 園 シア 大 陸 と スエ ズ を 杏 ぐ 重要 道 か ら の 降下 作戦 が 許可 き 

戦争 後期 の アフ リカ 戦線 縮 3 地域 で 、= 火 カブ ラン ド 旅 軒 か れ な か っ た 再開 戦 直後 、 スエ 

小 や 紙 後 の ユニ ウス 条約 に Ge れい た 。 狭 陰 な 地形 に 騰 MA ゲル ス 基地 攻 略 に 適し た 位置 に gn 

より 、 ス エズ 基地 は 湾 基 地 。 を 電子 砲 と 陽電子 リフ レク ター. し あっ た が 、 基 地 の 部 隊 は スエ スズ 反 略 を 
合 軍 の 血 要 拠点 に な っ た N た の 苦 っ た 。 胃 ナハ ン を 突 研 で きず に た の か 地上 導 や 陸生 MX 


i 
1 
| 
| 
1 
i 
1 
i 
| 
エ 
| 
i 
i 
1 
1 
| 
| 
上 
1 
1 
1 
1 
| 
a 
ト 
i 
H 
Ni 
1 
+ 
| 
1 
1 
i 
1 
1 
| 


再開 戦後 沿岸 地域 に テ ー - 合 オセ アニ ア 大 陵 北 部 の ザ 
は 地球 連合 軍 の 対 カ ー ペ ン 國 - 前 大 戦 以来 フト 基地 。 ジブ ラル タル 基地 
タリ ア 前 線 基地 が 建設 され 2 。 層 体 化し つつ あり 、 大 西洋 プ 
に は 現地 連邦 の 属国 の 側面 を 強く し 
民 を 徴用 し て 秘密 祥 に 進め あー し か し 再開 戦 以後 、 
られ て お り 。 イ ンド 洋 を 航行 大 画 洋 所 施 の 強引 な ヨ 
中 の ミネ ル バ が ファ ント ムペ ラン が 改め て 反感 を 招き 、 ユー ラ 4 カー ベン タリ ア 聞 8 ブラ 
イン と 前 線 基地 駐 部 隊 の 沿岸 に 松中 だ っ た % ル タ ル 基地 の 中 間 海 域 に 海 
負 撃 を 受け る まで | ザフト は そ タリア 攻 略 用 の 地球 連合 軍 離 独立 を 求め て 独立 闘争 を と 地 に 3 底 基地 ラガ シュ が 極秘 に 建 
の 存在 を 知ら な か っ 開始 。 プラ ント に 接近 し た 派 は 苦 1 た 設 き れ て いた と いう 。 
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置 する 間 | 地球 連合 の 宗主国 。 団 南ア メリ カ 合衆国 の = 者 
中 立 前 大 戦 で 地球 連合 * 旧 ブ ラジ ル 地 区 に * そ 
する と 思わ れる 。 DSSD の 研 
われ る 。 その 究 所 (技術 開発 セ ジ ター) や 
宇宙 船 打 ち 上 げ 施設 が 
プレ イク ・ ザ ・ ワ ー ル ド ] 
知 ア スハ 代表 は な い が し ろ に され 
ッ ン 家 ら が 田 表 - ジブリール の 指 
関係 を 構築 する に 至 っ て い ラン ト 戦 争 を 遂行 し た 


Mustration by TOKIKO YUZAWA (Twin Bell) 
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i な い 空 間 施 設 と し て 、 地 
(14 宙 城 ) バウ トロ ヤ の DD) 
、 プ ラン ト の 双方 3 ン 、L5 宙 域 に 建設 され た 
また 、 地 玉 8 「 一 族 」 の 宇宙 要 守 
* 明 ) } の 3 ‘ 
DSSD の 研究 開発 拠 上 テー ショ ン や 火星 交 
の オー スト レー ルコ ロニ ー な ど が 存在 し て いる 。 


タ 
「 プ ラン ト 」 の 本 国 。 「 レ クイ 
エム ] の 掃 遇 を 受け ヤ ヌ ア 
リウ スワ ン が から 5 フォ ー と ディ セ 
ン ペ ル セ ブ プン 、 エ イト を 間 失 


宙 域 寄り の デブ 
し て いた 組 様 。 スト ライ ク フ 
リー ダム や イ 

ム ト ル 


ユニ ウス セ プ ン 


CE70.02.14、 地球 連合 「 
軍 の 松 攻 軸 で 級 培 きれ た コ 


デブ リ 薄 の 安定 
が 、 骨 激 派 コー 

で 地球 

下 。 [ブレ イク : ザ ワー 


ルド | が 発生 し た 


アル ザッ ヘル 基地 
前 大 戦 で 前 壊し た プ ト レ マ 
| イサ ス 基壇 に 代わ り 、 月 の 
表側 に 置か れ た 地球 連合 
軍 の 共 地 。 今 交 大戦 末期 
大 相 洋 連 才 統括 が 人 
「 レ イエ を 


^ | 月 画 都 市 コペルニクス 
月 大 市 の ひと う 。 中 立 の 


球 補 合 宣 の 基地 ot < 8 アニー モリー ウン 
全 方 位 箇 「 レ クイ エ 
Me の 1 - i し L4 宙 域 に 位置 する 、 プ : 
が 存在 し な 。. ジ ブリ ー ル の | 2 2 宮 了 和 コロ ニー セ 
死後 、 ザ フト が 制圧 し 、 戦 略 9 2 
ダット 上 ・ 発 6 ど が 行わ れ て いた 、 フ ァ 
シス テム に 組み ふん だ 。 、 較 a 
ーー ント ムペ イン の 敵 買 を 受け 、 


「 レ クイ エム 」 中 継 ス テー ショ ン メサ イア 
オー ニール 型 コ シュ し 2 省 域 (月 軍 域 ) に 位置 光 全 | 
マイ ディ ッ ヒ ノバ を 利 | た ザフト の 機動 要 室 。 広域 | ・・ を 。 で C.E.68 よ で は GARM R& 
科 人 句 「 ネ オジ ェ ネ シ ス ] 上 D 社 の 研究 格 識 と し て 使用 | 
と され で お り 、 後 の プラ ント 
高 評議 会 議長 ダル 
る 称 ステ ーション ワン ー フ ァ レ ーー KN ィ ・ も 和 務 。 C.E74、 ク ライ > 

イブ ) の 5 基 が 存在 | H 派 が 調査 し て いた 


機動 戦士 ガン ダム SEED 


WORLD GUIDE 


多様 な 運用 形態 が 可能 な | 
換装 式 バ パッ ク パ ッ ク | 
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「 ス トラ イカ ー パ ッ ク 」 と は 、 換 装 す る 装備 に より 、 多 
様 な 運用 形態 に 対応 する MS 用 パッ ク バッ ク の 総称 


で ある 。 高 機動 用 、 格闘 戦 用 、 砲 撃 戦 用 な どの スト 
ライ カー バッ ク を 換装 する こと で 、MS 単 機 の 性 能 が 
向上 する と 共に 、 よ り 幅広 い 任務 に 対応 可能 と な る 
単に 「 ス トラ イカ ー」 と も 呼ば れる ほか 、 ス トラ イカ ー パ 
ッ ク と 対応 機構 な ど を 含め て | ストライカー システム]」 
と 総称 され る ケー ス も あっ た 。 

地球 連合 軍 の GAT-X105 スト ライ ク で 実装 され 
て 以後 、 そ の 制式 量産 機 GAT-01A1 ダガー(105 ダ 
ガー) や GAT-02L2 ダガーL、GAT-04 ウイ ンダ ム な 
どの 主力 MS に 広く 採用 され て いる 。 ザフト で も スト ラ 
イカ ー パ ッ ク の 研究 が 進み 、 同 様 の シス テム が 開発 ・ 
実用 化 き れる に 至っ た 。 ZGMF-X56S イン バル ス の 
ル エ ッ ト (シス テム ) 」 ド -1000 ザク ウォ ー 
リア な どの 「 ウ ィ ザ ー ド (シス テム )」 が 該当 する 。 

前 述 の 通り 、 ス トラ イカ ー バ パッ ク は 第 1 期 GAT-X シ リ 


MS 運用 理論 


MS Technology in C.E. 
ウ ・ イ ラ の MS の 技術 


ー ズ の 1 機 、 ス トラ イタ の も の を 始 担 と する 。 地球 較 


軍 の 第 1 期 GAT- ペ シリ ー ズ は 様々 な 要求 仕様 に 浴 
つて 開発 きれ た が 、 中 で も スト ライ ク の コン セプト は 過 
大 な も の で 、 一説 に は [単機 で 砲 貞 戦 、 格闘 戦 等 の 


様々 な 戦局 ( な お か つ そ れ 専 用 の 機体 と 
同等 の 性 能 を 持つ 」 こ と が 求め られ た 
な る 汎用 MS で は な く 、 あ ら ゆ る 戦局 
を 発揮 する オー ル マ イ テ ィ な 機体 が 要求 され た の 

スト ライ ク の 基本 フレ ー ム で ある X100. 
は 拡張 性 に 優れ て お り 、 砲撃 戦 用 の G 03 バ 
スタ ー を 生み 出し て いる 。 だ が 、 パ スタ ー の 砲 職能 
力 は 性 能 特 化 に よる も の で 、 ス トラ イク に 要求 きれ た 
万 能 性 と は 異な る 。 そもそも 当時 の 技術 で は 、MS 
j | ド め る こと は 困難 だ っ た 。 
な る 仕様 の パッ ク バ ッ 
ク の 換装 に よっ て 、 多様 な 戦局 に 対応 する スト ライ カ 
ー バ ッ ク だ っ た 。 それ 以前 の MS の 多く も バック バ ッ ク 
と 本 体 は 分 離 構造 と な っ て いた が 、 それ は 組み 立 で 
や 整備 を 考慮 し た も の に 過ぎ な い 。 これ に 対し て スト 
ライ カー バッ ク は 、 搭 載 MS と パッ ク パ ッ ク が シス テム 
化 さ れ て お り 、 前 線 レ ベル で の 着脱 は 当然 の こと 、 支 
援 体制 に よっ て は 熊 闘 中 の 換装 すら 可能 で あっ た 。 


ライ カー バッ ク 


(ED ed ww 


各 ス トラ イカ ー パ ッ ク は まっ た く と 言っ て いい ほど 仁 
様 が 異な る た め 、 装 備 パ ッ ク ご と に MS 全体 の 機体 特 
性 も 変化 する が 、MS 側 の 制御 モー ド が 切り 准 わ る た 
め 、 挙動 に 問題 は 発生 し な い 。 

スト ライ タク や 系 列 機 の 運用 で 有効 性 を 示し た スト 
ライ カー バッ ク は 、 MS の 保有 数 を 制限 する ユニ ウス 


条 いで 有用 な 装備 と 見 な され る よう に な り 、 
地球 連合 軍 / ザ フト を 問わ ず 広く 普及 し て いっ た 
(カイ ム ・ ア テッ パ CE.75) 

関連 ファ イル = 
GATX105 < ホラ イク ガン ダム seEpo1oi 
FR 55 えみ イク ラス バー Sbor-o2 
ZGMF.X56S イン パル スガ ンダ ム DES-01-01 
2GMF 10007A1 チー ザク ウー リア Es 0 04 
C.E. の ガン ダム SEED-03-19 較 
EE 要 5531 ED 93 23 重 
Fue pneuEw 

SEED os 


さら な る 万 能 性 と 運用 性 を 猿 得 し 
DT る, 


Mustration by TAKUYA IO 


スト ライ カー の 互換 件 と 
専用 スト ライ カー パッ ク 


地球 連合 軍 の スト ライ カー パッ ク は 、 対 応 各 機 の 
問 に 互換 性 が ある 。 例え ば ダガー は 、 ス トラ イタ 用 
の ラン チャ ー ス トラ イカ ー や ダガー 用 の ジェ ッ ト ス ト 
ライ カー な ど を 装備 で きた 。 特殊 な な 例 と し で は 、 ザ フ 
ト 機 で あり な が ら 地 球 連 合 軍 の スト ライ カー バッ ク を 
搭載 可能 な ZGMF-X12A (RGX-00) テス タメ ント 
や ZGMF-X12 (D) アス トレ イア ウト フレ ー ム (D) が 
ある (イン パル ス に も 連合 製 スト ライ カー 接続 用 の テ 
スト パー ツ が 存在 し た と 言わ れる ) 。 た だ し 、 ス トラ 
イク の 強化 発展 型 で ある GATLX105E スト ライ ク E 
は 、 肩 部 形状 の 違い か ら ソ ー ド スト ライ カー と ラン チ 
ヤー スト ライ カー を その まま 装備 で きず 、「 ア ナ ザ ー ト 
ライ アル 」 系 の 改修 型 スト ライ カー を 搭載 し た 。 また 、 
GAT-FJ108 ライ ゴウ や FXet-565 コス モグ ラス バ 
ー の よう に 専用 スト ライ カー を 持つ 機体 も あっ た 。 


ダガー の マイ ナー チェ ンジ 模 で ある 
GATO1A2R スロ ー タ ー ダ ガー 


ウィ ザー ド は ザク ウォ ー リ ア や ザク 
ラ ァ ント ム 、 ZGMF-XX09T ドム 
トル ー バ パー、TMF/A302W2 
ケル ペロ スパ クッ ハウ ンド で 押 
用 。 アウ ト フ レー ム も マル チバ パッ 
ク を 介し て 挫 続 可 


MORE INFO! 
スト ライ カー に 似 た 機構 


MS の 中 に は 、 ス トラ イカ ー パ バッ ク に 似 た 構造 を 持つ 機 
体 が 存在 する 。 代表 的 な 機体 と し て 、 第 1 期 GAT-X シ リー 
ズ の デー タ を 流用 し た MBF-P01~05 アス トレ イ が 知ら 
れる 。 アス トレ イ は 機体 各部 に オプ ショ ン 接 続 機構 を 備 
え 、 背部 に は 各種 バッ ク バ パッ ク を 増設 可能 で あっ た 


レッ ド フ レー ム の フラ イト ユ 
ニッ ト や プルー フレ ー ム の 
タク ティ カル アー ムズ な 
と 、 ア スト レイ 用 の バッ ク 
パッ ク 式 オプ ショ ン が 凌 自 
開発 され で い 3。 


YMF-X000A 
ドレ ッ ド ソート 


画 用 の イー タユ ニ > ト も 職 革 
され た 


MBF-M1+EF-24R M1 
_ アス トレ イ シュ ライ ク 装 備 型 
バッ ク の 上 か : 


行 ご ホ バ リ ン 


スト ライ カー バッ ク の 総体 的 シス テム 


スト ライ カー パッ ク は 換装 式 バ パック バッ ク に 過ぎ ず 、 そ 
な い 。 スト ライ カー バッ ク の 総体 的 な シス テム は 、 


基地 施設 で 対応 MS に 搭載 し 、 出撃 する の が 一 般 的 で ある 。 


i 
改 スト ライ カー バッ ツク の 種別 


スト ライ カー パッ ク の 基本 形 は 、「1 : 機動 性 向上 を 目指 し た も 
の ]「2 : 格闘 戦 能力 を 強化 する も の ] [3 : 砲撃 能力 を 付与 する 
も の ] の 3 種類 が ある 。 他 に も 基本 3 種 の 機能 を 併せ 持つ 多 機 
能 型 、 ド ラグ ー ン 系 兵 装 の 搭載 や 特定 地形 へ の 対応 を 担う 特 
殊 型 な ど が 存在 する が 、 絶対 数 は 少な い 。 搭載 する スト ライ カー 
: っ て MS の 性 能 尼 向 が 決定 され 、 一 般 的 な MS で は 対 
ショ ン に も 対応 可能 と な る 。 

搭載 する スト ライ カー パッ ク | 
は 、 空 中 戦 や 番 松 ( 
ら 対 応 す る 。 各種 スト ライ カー 
ン パッ ク に よっ で : 専用 MS で な く と 
も 対 旭 可能 と な っ た 。 


スト ライ カー バッ ク の 換装 は 性 
能 何 向 を 著しく 変化 ませ る 。 スト 
ライ カー セシル エッ ト の 失 装 に よ 
る VPS 装 甲 の 変色 は 、 機 体 特 
性 の 変化 実に 物語 る 。 


スト ライ カー パッ ク の 歴史 は 、 大 
GAT-X シ 


条約 締結 後 、 そ の 有効 性 は さ 


り 、 主 カ M 


A 
画 C.E.71 一 一 スト ライ カー バッ ク の 誕生 


地球 連合 軍 の 第 1 期 GAT-X シ リー ズ の 1 機 、 ス トラ イク の 開 
発 に お いて スト ライ カー パッ ク は 実用 化 さ れ た 。 スト ライ ク の コン 
セプト ー 一 単機 で 砲撃 戦 、 格 闘 洪 と いっ た 様々 戦局 に 対応 
で き 、 な お か つ そ れ 専用 の 機体 と 同等 の 性 能 を 持つ ーー を 満 
す た め の も の だ っ た と され る 。 スト ライ ク の 活躍 に より スト ライ カー 
パッ ク の 有効 性 は 実証 さ れ た が 、 コ スト と 生産 の 問題 か ら 普及 に 
は 至ら な か っ た 。 


GAT-X105 スト ライ ク 
史上 初 と きれ る スト ライ カー ババ: 


スト ライ カー パッ ク の 換装 に より 、 各 分 
野 の 専用 機 に 迫る 性 能 を 示し た スト ラ 
イク は 画 期 的 な 万 能 MS で あっ た 。 


ORB-01 アカ ツキ 

第 1 期 GAT-X シ リー ズ の 開発 に 関与 し た オー 

ブ 提 合 首長 国 が 、 秒 裕 裏 に 製造 し て いた 
ライ カー パッ ク に 近い 換装 ツク パッ 

を 持つ 。 C.E.71 中 に は 完成 し な か っ た 。 


空戦 バック [オオ 
ワシ 」 と 補間 和 混 

間 パック [シラ ヌイ | 
が 存在 。 シラ ヌイ 
は 誘導 機動 ピー 
ム 銘 培 シ ステ ム 
を 持つ 。 


で は 意味 を 成 さ 
各種 スト ライ カー バッ ク 、 対 
応 MS 兵器 、 換装 作業 が 可能 な 支援 設備 // 兵器 か ら 構成 され て お り 、 特 
トラ イカ ー パ ッ ク と 対応 MS は 一 体 の 存在 に な っ て いる 。 想定 され る 戦況 
"や ミッ ショ ン に 適し た スト ライ カー パッ ク が 選ば れ 、 支 援 設備 が 置か れ た 艦艇 や 


連邦 を 中 心 に 開発 され た 第 1 期 
ー ズ の 1 機 、 ス トラ イク に 始ま る 。 スト ライ ク の 戦時 量産 機 GAT-01 
スト ライ クダ ガー で は 不 採用 に 終わ っ た も の の 、 単 機 の MS を 広範 な 任務 に 
対応 させ る スト ライ カー パッ ク は 各 勢 力 の 注目 を 集め 、 地球 連合 軍 プ ザフト ン 
オー プ 連 合 首 長 国 な # ど で 研究 開発 が 進め られ た 。 C.E.72.03.10 の ユニ ウス 
< 採用 され る に 至っ た 。 


スト ライ カー パッ ク の 使い 分 け を 規定 する MS の 搭載 


導 龍 は 専用 の 換 機 橋 を 備え る 。 スト ライ カー パッ ク 
に 合わ せ た 武 装 の 換装 も 行わ れる 。 


還 スト ライ カー バツ ク 対 応 MS 


トラ イカ ー バ ッ ク に 対応 する MS は 、 ハ ー ド ウェ ア と ソフ トウ ェ 
ア の 両面 特徴 を 持つ 。 ハー ドウ ェ ア 面 の 特徴 が 、 音 部 に スト ラ 
イカ ー パ ッ ク 接 続 用 の プラ グ を 持つ 点 で 、 物 理 的 な 
け で な く 、 制 御 系 や エネ ルギー 伝達 系 の リン ケ - 
ソフ トウ ェ ア 面 の 特徴 し て は 、 ス トラ イカ ー ご ! 
パラ ンス や 火器 に 対応 し 、 機 体 の 挙動 を 最適 化す る シス テム が 
挙げ られ る 。 


半面 を 展 え る 機体 も 確認 され て 
いる 。 イン パル ス は シル エッ ト を 
誘 攻 、 合 体 で き 


スト ライ ク や ザク ウォ ー リ ア の よ 
うに 、 ス トラ イカ ー 系 装備 の 対応 
MS は 汎用 タイ プ が 多い 。 ドム ト 
ルー パー は 例外 明 に 高度 な 機 
動 性 持っ て いる 。 


スト イク と 制式 生 導 林 え ガ ー に 採用 
スズ 条約 終結 後 、 主力 MS! 
re 


ーー 
因 C.E.73ーー ス トラ イカ ー パ ッ ク の 普及 


CE72.03.10 に 締結 され た ユニ ウス 条約 に より . 各国 は MS 
の 保有 有数 制限 を 課せ 5 れ た 。 これ を 受け た 地球 連合 軍 と ザフト 
は MS 単 棋 の 性 能 向上 と 多用 途 化 を 模索 し 、 ス トラ イカ ー パ ッ ク 
の 普及 や 類似 機構 の 開発 に 努め た 。 も っ と も 、 ユニ ウス 条約 締 
粘 の 時 点 で ダガーL は 実用 化 され て いた うえ 、 ワ ウィ ンダ ム も 開発 
中 で あり 、 こ の 傾向 を 加速 する 要因 と な っ た の が ユニ ウス 条約 
と 言う こと も で きる 。 


ZGMF-X56S イン バル ス 
ザフト が 開発 し た 「 セ カン ドス テー ジ シ リー ズ 」 
の 中 で 、 唯一 スト ライ カー バ i い シル 
エッ トシ ステ ム 」 を 株 用 。 スト ライ ク 同 欄 。S 粒 / 
の 基本 シル エッ ト を 持つ 。 


MS 林 体 の 全体 分 機構 や 母 佐 ミネ ル 
パ の 支援 機能 な ど と 組み 合わ せる こ ど 
より 高度 な 運用 性 を 実現 し て いた 。 


ZGMF-1000 

ザク ウォ ー リ ア 

ザフト の 新 主力 MS「 ニ ュー 
シリ ー ズ ] の 1 機種 で 、 換 凌 バ パッ ク バ パッ 
イク 「 ウ ィ ザ ー ド シス テム 」 に 対応 する 。 
姉 栗 機 の ザク ファ ント ム も 同じ ウィ ザー 
ド を 指 載 する 。 


ザフト の 量産 村 と し 
で は 褒 少 な い 換装 
パッ ク 対 応 MS。 高 
機動 昔 用 、 格 開戦 
用 、 窒 戦 用 な どの 
ウィ ザー ド が 存在 。 


OE +x 


12:26 


12-2Z 


宮 組 織 の スト ライ カー バッ フ 


スト ライ ク 用 スト ライ カー パッ ク の 開発 以降 、 様 々 な 組織 
に お いて 、 同 様 の 発想 に 立っ た 換装 式 パ ッ ク パ ッ ク の 研 
究 が 進め られ た 。 特に 、 ス トラ イカ ー パ ッ ク の 開発 を 主導 
し た 地球 連合 軍 (大 西洋 連邦 ) と その 関係 企業 、 第 1 其 
GAT-X シ リー ズ の 開発 製造 に 関 司 し た オー プ 連 合 首 長 
国 と モル ゲン レー テ 社 、 ス トラ イク と の 交戦 で デー タク を 得 た 
ザフト 、 極 秘 裏 に スト ライ カー パッ ク の 情報 を 得 た 秘密 結 
社 な ど が 換装 式 バ ッ ク バ ッ ク の 開発 に 積極 的 だ っ た 。 
PiMF 福 が 設計 し た LW.SP. や 、 
地球 連合 軍 主 導 で DEX 社 が 開 
発 を 進め た ライ トニ ング スト ライ 
カー は 、 オー ブ が 完成 させ た 。 


スト ライ カー パッ ク を 生み 出し 
地球 連合 軍 も 、 新 主 カ MS! 
わせ て ジェ スト ライ カー や ドッ ペ 

ホル ン 連 績 無 反 動 砲 な ど を 実 
用 1 


ーー 
国 地球 連合 軍 系 
スト ライ ク 用 の 基本 3 種 が 実用 化 さ れ た 後 、 スト ライ カー バッ ク 


の 規格 を 踏 且 し た モデ ル を 開発 。 |W.S.P. や ライ トニ ング スト ライ 
カー、 ス トラ イク E 用 や FUJIYAMA 社 の ライ ゴウ 用 も 連合 系 の も 


wt 
ムジ ェ ッ ト ス トラ イカ ー 


試作 機 テ スタ メン ト に 
お いて 、 地 球 連 合 軍規 

格 の スト ライ カー パッ ク を 
試験 的 に 導入 可能 と し 

た 。 後 | 自 規格 の 換 

装 式 バック バッ ク 、 シ ル 
エッ トシ ステ ム や ウィ ザー 

ド シ ス テム を 実用 化す る 

に 至っ た 。 


フォ ー ス シル エッ ト 


HD m09 咽 2 


第 1 期 GATX シ リー 
ズ の 開発 ・ 製造 や 、 
1W.SP. お よび ライ トニ 
ング スト ライ カー の 完成 
で スト ライ カー パ バック の 
技術 を 成 率 。 アカ ツキ 
用 の オオ ワシ や シラ ヌイ < 
が オー ブ 独 自 の 換装 式 て 
バッ 2 パッ ク 2 で ある 。 


A オオ ワシ 
画 その 他 


用 MS の 民間 流出 に 伴 | 
い 、 ア スト レイ アウ ト フ 

レー ム (D) 用 の バッ ク | 
ホー ム や G フ ライ ト な ど | 
が 造ら れ た ほか 、 艇 密 
結社 ライ ブラ リア ン が 独 
自 の スト ライ カー パッ ク を | 
馬 発 し た 。 


スト ライ カー バック の 種別 


スト ライ カー パッ ク と 同様 の 発想 で 開発 され た 換装 式 
バッ ク バッ ク は 、 そ の 機能 か ら 、 高 機動 系 "格闘 系 / 射 
撃 系 / 多 機能 系 特殊 系 の 5 種類 に 大 別 で きる (分 類 
は 本 稿 独自 の も の )。 この うち 、 高 機動 系 格闘 系 " 射 
撃 系 は スト ライ ク 開 発 時 か ら 存 在 する 基本 的 な も の で 、 
MS が 想定 する 戦闘 形式 の ほぼ すべ て に 対応 で きる 。 そ 
の 能力 は 高く < 評価 され 、 後 発 の 地球 連合 軍 系 主力 用 スト 


機動 性 向上 や 飛行 能力 付与 を 目的 と し た 換装 式 バ ッ ク パ ッ 


行 型 が 見 られ る よう に な っ た 。 武装 が スタ ンダ ー ド で 様々 な 戦闘 


形態 に 対応 で きる た め 、 多 用 され る 傾向 に ある 。 最も 標準 的 な ス 
トラ イカ ー バ ッ ク と 言え る 。 


エー ルス トラ イカ ー は 
大 所 園内 外 両 用 、 
ジェ ッ ト ス トラ イカ ー 
は 大 握 国 内 用 、 プ レ 
イズ ウィ ザー ド は 補 
軍 に 道 す る . 


AQM/E-X01 エー ルス トラ イカ ー 
AQM/E.A4E1 ジェ ッ ト ス トラ イカ ー 
スペ キュ ラム スト ライ カー 
フォ ー ス シル エッ ト 

プレ イズ ウィ ザー ド 

オオ ワシ な ど 


目 多 機 能 系 


基本 3 種 の 全 機能 、 あ る い は ふた つの 機能 を 併せ 持つ 換装 
式 パ バッ ク パ バック 。 エー ル 、 ソ ー ド 、 ラ ンチ ャ ー の 機能 を 統合 し た AQ 
M/E-M1 (P202QX) L.W.S.P. (Integrated Weapons Stri 
ker Pack= 統 合 兵 凌 ス トラ イカ ー パ ッ ク ) 以降 、 いく つか が 開発 
され 高度 な 戦闘 能力 を 示し た が 、 コ スト 面 や 捧 作 性 の 問題 か ら 
か 普及 し て いな い 。 


アク タイ オン 社 な ど 
が 参加 し た 計画 で 
は 、 IWSP の 
タ を 区 に スト ライ ク E 
用 の ノワ ー ル スト ライ 
カー が 開発 きれ た 


AQM/E:M1 (P202QX) LW.SP. 
AQM/E-09S ノワ ー ル スト ライ カー 
ディ パイ ンス トラ イカ ー 

デス ティ ニー シル エッ ト な ど 


ライ カー パッ ク を は じ め と し て 、 ザフト の シル エッ トシ ステ ム 
や ウィ ザー ド シ ス テム で も 同様 の 構成 が 見 られ た (ダガーL 

"ウイ ンダ ム 用 の 格闘 系 スト ライ カー パッ ク は 確認 され て 
いな い が 、 ス トラ イク 用 の ソー ドス トラ イカ ー を 転用 可能 で 
ある )。 基本 3 種 の 完成 後 、 複 数 の 機能 を 併せ 持つ 多 機 
能 系 や 、 特 別 な 装備 を 施さ れ た 特殊 系 も 開発 され た が 、 コ 
スト 面 や 実用 性 な どの 問題 か ら 配備 例 は 少な い 。 


格 闘 戦 能 力 を 強化 する 換装 式 バ ッ ク バ パッ ク 。 スト ライ ク 用 の 
AQM/E-X02 ソー ドス トラ イカ ー 以 降 、 様 々 な タイ プ が 開発 され 
た 。 大 型 刀 刻 や 投入 直 器 な ど を 装備 し て ね り 、 対 MS 格 合戦 だ 
け で な く 対 第 格闘 攻撃 に 対応 する 。 ス ラッ シュ ウィ ザー ド の よう 
に 火器 を 備え る モデ ル も 存在 する が 、 火 衣 は 補助 ・ 埋 制 用 と し 
て 用 いら れる 。 


「 シ ュ ベ ルト ゲ ペ ー 
ル 」 や 「 エ タス カリ 
バー]」 に 代表 され る 


装 艇 用 は 、MS の み 
な ら ず 大 型 NA や 共 
艇 すら 撃破 する 。 


AQM/E-X02 ソー ドス トラ イカ ー 
アナ ザー トラ イア ルソー ドス トラ イカ ー 「| 
キャ リバ ー ン スト ライ カー 
ソー ド シ ル エッ ト 

スラ ッシュ ウィ ザー ド 

ケル ベロ スウ ィ ザ ー ド な ど 


表 さ れる 特殊 兵 装 や 戦闘 用 以外 の 機能 な ど 
を 盛り 込ま れ た 換装 式 パ ッ ク バ パック 。 ムウ ・ ラ ・ フ ラガ の 搭乗 を 前 
提 に 開発 され た AQM/E-X04 ガン パレ ルス トラ イカ ー や 、 超 長 
距離 角 撃 能力 と 味方 機 へ の パワ ー 供 訟 機能 を 持つ P204QX 
ライ トニ ング スト ライ カー が 最初 期 の モデ ル で ある 。 多 機 能 系 同 
様 、 数 が 少な い 。 


アカ ツキ 用 の シラ ヌ 
イ が 持つ 誘導 機 動 


は 攻撃 だ け で な く 、 
バリ ア 展 開 に よる 乱 
銘 に も 使用 可能 。 


AQM/E-X04 ガン パレ ルス トラ イカ ー 
P204QX ライ トニ ング スト ライ カー 
マガ ノイ クタ チ ス トラ イカ ー 
電子 機材 パッ ク 
ホス ピタ ルコ ン テ ナ 

シラ ヌイ な ど 


基本 9 種 も 多 概 能 化 が 進み 、 高 要 動 系 に 分 類 で きる ジェ ッ ト スト ライ カー 
や プレ イズ ウィ ザー ド は 火器 プラ ッ ト ホー ム と し て の 性 格 も 強め 


時 財 届 系 


砲 団 能 力 を 中 心 と し た 射 設 性 能 を 追求 し た 換装 式 バ ッ ク パ バッ 
ク 。 スト ライ ク 用 の AQM/E-X03 ラン チャ ー ス トラ イカ ー が 最初 
期 の も の で ある 。 多く の 場合 、 大 出力 ビー ム 砲 や 大 口径 火 秦 を 
備え て お り 、 格 屋 系 と は 反対 に 長 距 離間 で の 砲撃 戦 を 想定 し 
て いる 。 機動 性 は 低下 する 傾向 に ある が 火力 と 射程 に 優れ て お 
り 、 支援 砲撃 や 対 算 攻 撃 に 適する 。 


スト ライ カー パック 
の 中 で も 特に 火力 
が 高い 。 ラン チャ ー 
スト ライ カー の 「 ア グ 
=」} は a! の 壁 
すら 破壊 し た 

AQM/E-X03 ラン チャ ー ス トラ イカ ー 

アナ ザー トラ イア ル ラ ンチ ャ ー ス トラ イカ ー 

サム ブリ ッ ト ス トラ イカ ー 

AQM/E-M11 ドッ ペル ホル ン 加 革 押 反 重砲 

プラ スト シル エッ ト 

ガ ナ ー ウ ィ ザ ー ド な ど 


MORE INFO! 


シル エッ ト 統 合 機 「 デ ステ ィ ニ ー]」 


専用 機 の 機能 を 抽出 し た スト ライ カー パッ ク と は 遡 の 発 
ラ の 機能 を MS 自体 に 集約 


デス テ 
シル エッ ト (イン パル ス ) で 問題 と され た エネ ルギー 消費 や 
機体 へ の 負担 を 解決 し て いる 。 
ZGMF-X42S デス ティ 
ザフト の フラ ッ ク シッ プ 議 


MS。 ユニ ウス 条約 が 
形 内 化し つつ ぁ る 中 


と 馬力 5 指 載 す る 。 


スト ライ カー パッ ク と 
搭載 MS の 運用 


スト ライ カー パ バック は MS 単機 に 高度 な 多 機 能 性 

える 優 ァ ム だ が 、 支 援 兵器 と の 協同 補 
度 な 運用 性 を 発揮 する 。 地球 連 
き 、 母艦 か ら 新 た な スト ライ カー パッ ク を 射 
*X-550 スカ イグ ラス バー か ら 
る こと で 、 戦 闘 行動 中 の 
5。 地球 連合 軍 の スト ラ 
イカ ー パ バッ ク は 外装 バッ テリ ー も 兼ね て お り 、 ストライ 
カー バック の 換装 に より MS の 稼働 時 間 を 延 
る 点 も 優れ で てい る 。 ザフト の シル エッ トシ ステ チム も 無 
外 換装 に 対応 


で き 


し ぃ 


用 衝 周 辺 て の シル 


エッ ト 換装 は ザフト が 


tion by TAKUYA IO 


回 異な る タイ ブ の 敵 の 出現 


Ilustration by TOKIKO YUZAWA(Twin Bel 


天授 ・ サ 12.28 


機動 戦士 ガン ダム ZZ 


WORLD GUIDE FNA RRR アズ (C2) m09 si17n 


許 間 9 ヶ月 ) 
ズ は 元々 、 3 と し て が U.C.00 


た も の だ 


『 の 最大 勢力 が 抗 上 て 7 
ト 団 は 軍事 ! 
事 上 の 重 


リプ ス 戦 役 


に 固定 され た 
星 の 間 に 人 存在 し た 。 き 
k く 、 往来 に は 相当 の 時 


要塞 化 と 都市 化 が 進ん だ アフ シズ 


ヘリ ウム 船団 の 中 継 基地 と し て 
ズ だ が 、U.C.0078.06 に 統括 責任 者 に 就任 し だ 


ハラ 


こよ り 3 万 人 に 


ジャ ・ カ ー ン 提 維 の 下 、 一 年 戦争 開戦 後に 民間 施設 の 増大 し た 人 口 へ の 対応 、 ジ オン 独立 戦争 の 再開 と 地球 = 
設 や MS の 生産 が 始ま っ : われ る 。 一 年 戦争 終結 連邦 打倒 の た め の 戦 力 再編 、 地 球 連邦 軍 か ら の 防衛 な ど 
軍 残 党 が 到着 する と 、 ア クシ ズ の 要塞 化 。 を 目的 と し て いた 。 アク シズ の 整備 に 伴う ジオ ン 公 国軍 残 
ゃ 主人 の 拡充 、 兵 器 製造 プラ ント の 拡大 な ど が 覚 の 再編 は 、U.C.0081.12 の 地球 連邦 軍 派 遣 艦隊 撃 
た 。 これ ら の 作業 (特に モウ サ の 増設 ) は 2 年 間 で 一 旦 終 破 、U.C.O08.08 の 内 紛 収 拾 を 経て 進み 、 グ リプ ス 戦役 
了 し 、 後 に 「 ネ オ ・ ジ オン を 名 乗る ジオ ン 公 国軍 残党 の 期 に は 地球 園 へ 帰 時 する こと に な っ た 
アク シズ 本 価 居住 区 モウ サ 
ジ アク シズ に 外装 きれ 
3 入浴 
1Km。 幅 250m の 哉生 カワ 
遇 だ け で 
の 門 ] や コア 3 と の | 
も 完全 な 破壊 を 移 れ | 
(の 中 さ を 送っ た 
境 道 
引 抹 や 各 竹材 製 
アク シズ の 移動 や 二 ーー | | 港湾 、 出 入口 (アク シズ 本 体 ) 
更に 用 いら れる 超大 出力 ア : ね * ズ 本 体 の 各部 に は 、 多 数 本 ご 
や 出入 口 け リー の 
ト を 連続 電 発 させ 、 そ の 反 用 、 メ ン K 用 に 塊 省 利用 し た らし い 区 画 は ー デ 
動 を 利用 し て 推進 する 。 4 WW 天井 が 低い が 、 様 々 な 商店 3 


基 が 設置 され で ] | | タイ プ の も の が 設置 され た 。 = が 並ん で いた 。 


SO MORE INFO! 
アク シズ の 兵器 開発 
ジオ ン 公 国 と 月 企業 連合 体 の 共同 に より 、 小 惑星 帯 に ア ケ 戦局 が 混迷 し て いた グリ プス 戦 
シズ の 建設 が 開始 され る (完成 と も 言わ れる | 。 小惑星 を 転用 し 役 中 期 、 ア クシ ズ が 地球 園 に 到達 


た 、 ヘリ ワム 船団 用 の 中 継 基地 で あっ た 。 ジオ ン 公国 軍 残 沈 は 、 エ ゥ ー ゴ や 
ティ ター ンズ と の 接触 を 開始 し た 
アク シズ 本 体 は 後方 に 置か れ た 


ウサ は 居住 区 と し て で 還 用 
の 港湾 、 工場 な ども 併設 され て し ジオ ン 公 国軍 残党 が 、 テ ィ ター ンズ の 軍 
事 拠点 「 ゼ ダン の 門 」 に アク シズ を 衝突 さ 
ー ゴ と の 密約 に よる も 
り 「 セ ダン の 門 」 は 破壊 され た 


地 化 が 進め られ る 中 で 、 MS の 生産 も 開始 され た 。 同月 。 
シズ 閣 遇 軍 の 組織 が 決定 し た ほか 
で シャ ア ・ ア ズ ナ ブル 専用 MA の 開発 に も 


「 グ リプ ブス 2] を エゥーゴ に 麗 わ れ た ジオ ン 
公国 軍 残 沈 は 、 アク シズ を 月 面 都市 グラ 
ダ へ の 落下 軌道 に 乗せ る が 、 コロ ニー レー 
ザー の 照射 を 受け て 陳 ま れる 


ミネ バ ・ ラ オ ・ ザ ビ を 擁する ジオ ン 公 国軍 残党 が アク シズ 
着 。 人 口 の 増大 に 伴い 居住 区 の 拡充 が 進め られ た ほか 、 ア ク 
ズ 自 体 の 要 鶴 化 が 開始 され た 。 


・ ジ オン 戦争 末期 、 ア クシ ズ 
4 年 以上 の 歳 月 を な け て 、 よ う や く モウ サ コア 3」 が 崩壊 
が 完成 。 デラ ー ズ 紛争 中 は アク シズ と の 
連結 作業 中 た 同年 中 に 接続 も 完 
プレ し た よう で ある 


「 シ ャ ア の 反乱 」 に お いて 、 シ ャ ア 素 
公国 軍 残 党 は 、 いる ネオ ・ ジ オン が 地球 へ の アク シズ 


戦力 を 再編 し た 
地球 連邦 の 不安 定 化 を 予測 し 、 地 球団 
向け て アク シズ を 移動 さ 
の 動き が 察知 され た の は 


落下 を 図っ た 。 だ が アタ シズ は 分 基き 
れ た うえ 、 謎 の 発光 現象 に より 地球 
へ の 落下 軌道 を 外れ た 。 
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開発 の 背景 
ガン ダリ ウム Y が AE に も た ら され た 時 期 は 
不明 だ が 、AE が エゥーゴ の メイ ンス ボン サー 
と な り 、 エ ウー ゴ 用 MS の 開発 を 始め た の は 
U.C.0085.07 の [30 バ ンチ 事件 以降 と 
する の が 妥当 で ある 。 ガン ダリ ウム Y は 、 AE 
の ムー パブ ル ・ フ レー ム お よび リニア ・ シ ー ト 
の 技術 と 交換 され た と も 、 シ ャ ア か ら ブレ ッ ク 
スズ 准将 に 売却 され た 後 、 AE に 提供 され た と 
も 言わ れる . 


エッ ー コ 用 MS 且 発 の 


リッ ク ・ デ イア ス の | 


吉 


介 可 能 な 新型 MS は 必要 不可 欠 で あっ 
ラー ゴ か ら ガ ンダ リウ ム Y を 提供 され た AE 
は 、 開発 コー ド |『 ガ ンダ ム 」 こ と リッ ク ・ デ ィ ア ス を 
完成 させ た 。 開発 を 担当 し た の は 、 AE 先 進 開発 


と 言わ れれ る 。 リッ ク ・ デ ィ アス 
主力 機 と し て 
: モ が 開発 され た . 


ガン ダリ ウム Y の 大 規 


模 放 入 | 


より 、 軽 量 


主力 MS が 開発 され る 一: 
開発 も 進展 し た 。 そ れ が 可変 MS 開発 プロ ジェ クト 
[Z 計 画 ] だ っ た 。 単機 で 多様 な 任務 に 対応 で き 
る 可変 MS は 少数 勢力 の エッ ー ゴ に と っ て 称 力 的 
で あり ティ ター シズ 地球 連邦 軍 素 の 可変 機 
に 対抗 する た め に も 必要 だ っ た (ジャ ブ プロー 侵攻 も 
た 模様)。 計画 の 末 、 ティ ター ンズ の RX- 


成 さ せ た 機 体 が 、Z ガ ンダ ム 
降 も 新型 の 可変 MS が 開発 きれ た 


主力 後 系 
の Ag PK 098 
プロトタイプ 
リッ ク ・ デ ィ ア ス 
MS-099 mSA-003 
リッ ク ・ デ ィ ア ス ネモ 
MSA-004K 
ネモ 
NSA-003 
モ ・ カ ノン 
MSA0992 
空 重症 リッ クティ アス | 


開 ピュ トゥ ッ ツァ ー 


MSK-008 
ディ ジェ 


MSA の 型式 番号 を 与え られ た 主力 MS: 


いる 。 情報 隠 戴 の : 
リッ ク ・ デ ィ ア ス や 、 [2 
005 の 型式 番号 を 持つ メタ ス の 』 


計画 ] で 開発 また は 派生 し た MS で 、 高 性 
能 機 な 可変 MS が 多く 見 られ る 
ガン ダム な どの ハイ エン ド M 
産 仕様 機 や 簡易 型 も 計画 さ : 


MSZ-006 ガン ダム MSA 


WR 形 態 に 変形 可能 な プ : リッ ク 
グ シ ッ プ 機 。 オプ 
カ や 出力 対 重量 比 t 


する 宇宙 戦闘 模 の 


ガン ダム MK-T と の ドッ キン グ 機 能 を 持つ FXA 
05D G デ ィ フェ ン サ ー が 代表 的 な 機体 で ある , 
ル ・ シ 
FXA-08R メガ ・ ラ イダ ー 
メガ ラン 


機能 を 便 


FXAOSDIAX178 


] FA178 
why フル アー ャ ー・ 
2 が 2 タム Mk 


に 


i 
IMSA-005S IMSFO07 | 
タス 改 ョ lid | ガン ダム MK 


SS 


ley msnooioo 


責 式 


] 
IMSR-00100S 
軸 式 改 


IMSR.0010GS 
恒 導 弄 百 式 必 


MsZ006X1~3 Mszoe 
プロ ト Z ガ ンダ ム | ガン タム 
時 2FA-100S a MSZ-007 
フル アー マー 央 
EE 2 ガン タム 
a Sk-1008 szoosAn 
信用 下さ Z プ ラス 4 
AotoA 
FAZZ 


エッ ゥ ー ゴ の 機動 兵器 は 、 ハ イエ ンド の 「Z 計 画 」 系 や 、 主 に 
、FXA ナ ン パ ー の 非 
MS 型 支援 機 な ど に 大 別 で き 、 そ れ ぞ れ 位 置 付け が 異 
IMS-099 の 型式 番号 を 与え られ . 
画 ] 系 の 可変 MS で あり な が ら MSA- 
例外 も 存在 する 


イ バ ー ロ の 技 


「 デ ザイ ナ 
つ モ デル が 多い 。 る 、 特 定 
発し た | 
SR-00100S 百 式 改 、MSS-008 


MSF-007 ガン ダム Mk- 


-003 ネモ 


MS] と も 呼ば れ 
者 や チー ム が 開 


MS。 高 性 能 機 が 多い 。 M 


ニュ な ども 含ま れる 


sz.008 


MSZ-009 (B) 


プロ ト タ イプ 
クル ング ダム 


+ 線 度 が 高い パイロット を 中 心 に 配備 され た 


IMSZ-010S 
強化 型 
22 ガン ダム 

FA010 

フル アー マー・ 

ZZ ガン ダム 


し 1 
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機動 戦士 ガン ダム 


MS P } MS Technology in U.C. 
運用 理論 字画 世紀 の MS の 技術 


防御 力 と 軽量 性 を 両立 し た 


機動 兵器 の 装甲 


いる 。 初期 の 3 
ら 、18m 級 と いう 巨 
度 の 主力 戦 


ーー hi 


ゆる 「 第 二 期 MS」 で は 、10t 以 下 の 本 体重 
と な っ た 。 MS が 軽量 化 と 防御 力 を 両立 で きた 理由 と 


軍 で は 、MS の 装甲 
=。 超人 


な い 。 超 硬 ス 


[本 0 mm 


クタ 複合 


し か し 、 ルナ チタ ニウム 合金 に 
1R Mv 
球 連邦 軍 は 主力 MS ジム に 通常 の 
採用 し 、 時 期 を 


金 セラ 


、 超 便 ス チ 
当初 、 好 球 之 邦 軍 が MS 
ンダ リウ ム 合金 と 
な る ルナ ・ チ タニ ウム 合金 だ 
軽量 性 に 優れ る ほか 、 性 B rs 
線 造 断 能力 を 持つ 。 超 6 
装甲 と し て 用 いる 場合 は 、 他 の : 


金 の 装甲 は 、 61 式 戦車 すら 易 々 と 破壊 する 120mm 


Mustration by PABLO UCHIDA 


主要 な MS 用 装甲 材質 


MS に 用 いら れる 基本 的 な 装甲 材質 は 、 ガン ダリ ウム 合金 (ルナ ・ チ タ 
ニウム 合金 )、 超 硬 ス チー ル 合 金 、 チ タン 合 会 セラ ミッ ク 複 合 材 と その 系 
列 素材 に 大 別 で きる 。 この うち 、 ガン ダリ ウム 合金 が 絶対 的 な 性 能 に 秀 
で る が 、 コス ト の 問題 や 関連 技術 の 向上 に より 、 チタ ン 合金 セラ ミッ ク 複 
合 材 あ る い は その 発展 型 が 主 


剛性 軽量 性 耐熱 性 "耐性 ご 放射 性 穫 断 能力 
高 張力 合 会 。 U.C.0064 に 開発 され きた ルナ チタ ニウム 合金 (ES 規格 LTX 
001) 以後 、 改 良 が 進み 、 EFIS 規 格 LTX128 で 高度 な 放射 線 遮 断 能 力 が 確認 
され 、EFIS 規 格 LTX300 番 代 を ペー ス と し た も の が 地球 軍 邦 軍 の RX シ リー ズ . 
の 装甲 材 と な っ た 。 後に ガン ダム の ルナ ・ チ 合金 は ガン ダリ ウム と され 、 
アク シズ に お いて 改良 型 の ガン ダリ ウム 8、 そし て ガン ダリ ウム Y が 開発 され た 。 


ルナ ・ チ タニ ウム 合 全 は 高度 な 万 大 性 を 発 控 。 ガン ダリ ウ 
ム Y は 従来 の 強度 を 数 分 の の 厚 さ で 達成 。 


切 性 と 生産 性 に 秀 で る スチ ー ル 系 の 合 全 。 改良 を 続け 、 ジ オン 公国 軍 の MS で 
広く 採用 され た 。 超 硬 スチ ー ル 合金 製 の 装甲 は 、 ザク ・ シ リー ズ の 時 点 で 150mm 
戦車 窒 に 耐え る 防御 力 を 示し た 。 し か し 、 一 年 戦争 中 に 改良 の 限界 に 遅し た よう 
で 、 競合 整備 計画 の 改良 機 で は チタ ン ・ セ ラミ ッ ク 複 合 材 へ と シフ ト し て いる 。 超 
便 ス チー ル 合 金 は MS 用 装甲 材 の 草分け 的 な 存在 だ っ た が 過 疲 期 的 な も の に 過 
ぎ ず 、 一 年 戦争 以降 、 地球 連邦 軍 や 他 の 組織 に 採用 され る こと は な か っ た 。 


初め て 使用 例 が 確認 され 、 実 
戦 用 MS で は ザ 21 か ら ゲル ググ まで 採用 され 続 


U.C.0080 年 代 前 半 か ら 急 速 に 普及 | 甲 材 。 装甲 と し て の 性 能 は 超 硬 
スチ ー ル 合金 以上 、 ガン ダリ ウム 合金 以下 だ が 、 コ スト 面 に 佑 れ る 。 グリ プス 戦 
役 か ら 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 で は 装甲 材 と し て ガン ダリ ウム 合金 が 多用 され た 
が 、 ガ ンダ リウ ム Y の 派生 技術 に より チタ ン 合 全 セ ラミ ッ ク 複 合 材 も ガン ダリ ウム が 
レベ ル の 強度 を 獲得 。 U.C.0090 年 人 以降 、 大 半 の MS に 用 いら れ た 。 ベス パ 
の ハイ チタ ン 合 金 ネオ セラ ミッ 複合 材 な ども 、 この 系 列 


ーー 年 戦争 後期 か ら 用 いら れ 、 U.C.0090 年 代 か ら は ガン ダ 
リウ ム 含 金 に 代わ っ て 音 及 。 15m 級 MS の 多く も 採用 し た 


無垢 の 超 硬 スチ ー ル 合金 や カン ダリ ウム 合金 が 、MS の 装甲 に 
れる こと は まず な い 。 多く の 場合 、 複 合 装甲 や 傾斜 機能 複合 材 の 上 うに 
複数 の 素材 が 積層 化 さ れ 、 よ り 高度 な 防御 力 を 獲得 し て いる 。 下図 は ガン 
ダム ・ シ ー ル ド の 断面 を 示し た も の で 、 ガン ダム 本 体 の 装甲 を 単純 化し た も 
の と も 言わ れる 。 一 年 戦争 期 の MS の 装甲 は 、 こ れ に 近い と 考え て いい 。 


ルナ ・ チ タニ ウム 合金 
灯 衝 材 及び 発 熱 材 と し て の 
高 分 子 素 材 に よる 樹脂 層 


アラ ミド 繊維 に 挟ま れ た 
高密 度 の セラ ミッ ク 素 材 


MS の 装 早 や シー ルド は 単なる 「 鉄 板 ] で は な い 。 宙 絢 性 
や 軽重 性 を 増す た め 、 接 合 化 や 積層 化 が 進め られ て いる 


画 ガン ダム ルド の 構造 


超 硬 スチ ー ル 合金 


Mustation by TOKIKO YUZAWA (Twin Bell) 


多様 化す る 装甲 


MS の 装甲 は 、 防 御 力 向上 の た め に 様々 な 構造 を 採用 
し て いる 。 ジオ ン 公 国軍 で は 金属 や セラ ミッ ク を 重ね 合わ 
せ た 複 合 装甲 や 、 被弾 叶 に 装甲 が 破壊 され る こと で 内 部 
へ の ダメ ー ジ を 減ら す ク ラッ シャ ブル スト ラク チャ ー な ど が 採 
用 され た 。 特殊 な 装甲 と し て 、 ザ ク IIC 型 や ガン ダム 試作 2 
号機 の 面 核 装甲 (放射線 減速 材 な ど を 内 蔵 ) が ある 。 


江 一 世代 MS で は: 装 中 板 が 析 


2 MS-06F ザク HF RMS-099 リッ ク ・ デ ィ ア ス 
世代 MS で は 装甲 は フレ ー ム と ザク HC 型 か ら 村 兵 名 運用 装 儲 を = ガン ダリ ウム Y や セラミック を 用 いた 
分 区 され 、 い も 0 る [浮き 装甲 」 除き 、 朋 体 に 和合 義和 字 間 革 四 爆 発 
(な 人 は 後免 の グフ も 採用 し た 。 広 装 四 な ど を 代え る 


MORE INFO! 
水陸 両 


SEIENCE に に 
key Wanrd ee 
U.C.0080 年 代 に 完成 し た ガン ダリ ウム Y と その 派生 技 


術 は 、 MS の 軽量 化 お よび ペイ ロ 
延長 に 責 献 し た 。 U.C.0100 年 


の 拡大 、 稼働 時 間 の 
に 入る と 、 マイ クロ ・ ハ 
上 させ た うえ 、MCA 
る 装甲 の 多 機 能 化 が 進ん だ 。 また 同様 の 技術 
て 、 装 甲 材 の みな ら ず 構造 材 も 軽量 化 と 想定 化 を 
て いる 。 2 全備 重量 20t ク ラス な が 5 


この 技 条 の 


素 評 上 に ある 。 


カム 技術 で 
従来 の が ンダ リウ ム 
て 褒 人 属 以上 の 強度 
来 の ムー バブ 


を 
の 高 性 能 化 に 不可 久 な 技 条 で ある 


de wsawcion ana ai , 
能 坪 甲 | 杜 造 の 略 。 電子 機器 


OMA + ライ x 
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機動 戦士 ガン ダム SEED 


WORLD GUIDE A (EE mr09 wr 8h 


と Se | ジー 人 民 解 放 国 「 プ ラン ト 」 へ と 発展 し て いっ た コー ディ ネイ ター 団体 「 プ ルー コス モス 」 の 存在 が あ 
kt プラ ント を 唱え る ント が 多く の 分 野 で 高度 な 技術 を 培い 、 宇宙 っ れる 。 昔 争 に よる 利和 計 攻 を 行う ロゴ ス は 、 
1 | 模 生 産 基地 と し て 機能 する 一 方 で 、 そこ に 従事 ・ 居 スモ ス を 操っ て 反 プ ラン ト 気 
哨 国 連合 人 する コー アイ ター た ちの 間 に は 不 只 90% ま っ て 更 を 帝 め て いた よう で 、 これが 回 連 の 昔 肝 を 受け ず 
ーー = デー - 。 いっ た 。 プラ ント の 運営 は 理事 国 に よる 理事 会 で 決 事 行動 が 可能 な 地球 連合 の 成立 に 繋 が っ た 
E 事 同盟 と し て 誕生 し た 国家 連合 か 足 さ れ 、 ブ ラン ト に 自治 権 が : SE で ある 。 こ の と 考え られ る 。 また 、 ブ ルー コス モス の 役 同 者 は 地 
ある 。 名 日 上 、 国 連 た 代わ る 加除 旋 弱 東 に は プラ ント の 析 を 独 生 する と 共に 、 その 独立 を 球 近 合 伯 上 悦 部 に も 多数 存在 し て お り 、 対 プラ ント 
。 参加 国 は 警戒 する 動き が あっ た と 思わ れ 、 a 戦争 へ の 筋道 は 出来 上 が っ て いた の : 
「 プ ラン ト ] の の 保有 や 食料 の 生 0 (ウー ニコニ) デル カウ セ 貼 CE: 
( 聞 国 ) の 大 西 独自 の 「 プ ラン ト i 
め た プラ ント が 、 輪 出 停止 を 慎 
半 い は 、 加 人 。 吉 易 を 求め る と 、 理事 国 は 他 度 を 硬化 させ 、 プ ラン 関連 ファ イル 
要 と し て の EE 洋 連 邦 の 意向 が 強く 議 委 員 へ の テロ に 関与 する に 至る 。 両 勢力 間 
反 喘 され る こと 、 参 加 国 の 軍隊 に よる 地球 連合 軍 が 一 航 即 発 の 空気 が 流れ る 中 、 国 連 が 調合 に 乗り 。 醒 湯 と [ 血 の バ レン タイ ン ] 
され て いる こと 、 プ ラン ト と いう 明確 な 瑞 寺 組織 遇 し た が 、 爆 弾 テ ロ に より 国 芝 事 務 絶 長 を 含む 国連 WW 8 
が 存在 する こと な ど で あ る 。 理事 国 、 特 に 大 西洋 連 首脳 陣 と 理事 国 代 表 が 死亡 。 これ を プラ ント に よる DES.03.03 
邦 の 影響 力 を 強め つつ 、 プ ラン ト か ら 自治 権 を 取り RE RAN は 、 国 連 に 9 ra 
上 げ る た め の 機 関 だ と 言っ で も いい だ ろう 。 
地球 連合 が 誕生 し た 理由 の ひと つと し て 、 理 事 国 
と プラ ント の 対 げ ら れる 。 
CE.38、 研究 コロ ニー「Zodiac」 が 位置 する L5 に 権益 維 
お いて 新 コ ロニ ー 群 の 建設 が 始ま り 、 後 の テク ノロ ス の 名 は ほ C 


ご 


陸 衝 BB5O0 (ロゴ 


対立 構造 は その 後 の 世 ] 
介 見 ) と 、 2 TTY 人 


大 き な 影 響 を 及ぼ し た 。 


13.27 Mlustration by JUN WADA 


地球 連合 の 誕生 は 、 ナ チュ ラル 勢力 の 地球 連合 と 
イタ ー 欧 力 の プラ YIO? 対立 図 を 明 
は の 獲得 し た 


ー ツ と 地球 連合 紹 は 難し く な か っ 
た - の 全国 3 ま 加 し た の 
で は な く 、 大 洋 州 連合 に 代表 され る 親 プ ラン ト 国 、 オ 
ー プ 連合 首長 国 な どの 中 立国 も 存在 し て いた 。 この 
た め 地 球 連合 は 旧 国 連 の よう な 全 世 界 的 な 国際 機 
関 に は な ら ず 、 構成 国 も 時 期 に よっ て 異な っ て いる 。 


地球 連合 成立 


こと 考え られ る 。 


プラ ント や 反 連 合 勢 力 の みな ら 
直 フ ラン keimt | 
地球 人 人 

本 天頂 し た ヒ 
OA 
連 孝 も ロゴ ス の 葬 響 


」 拓 4 


プラ ント 理事 国 を 中 心 に 組織 され た 国際 機関 で 、 事実 上 の 対 
プラ ント 軍事 同盟 。 英 表記 は 0.M.NI (Oppose Militancy & 
Neutalize Invasion) 。 参加 国 や 支配 地域 は 時 期 に よっ て 異な 
る が 、 大 西洋 連邦 が 主導 的 な 立場 に ある 点 は 恋 わ ら な い 、 


SS Nb 
交 0 
0 


て 

@ 
参加 国 は 様々 な 思惑 を 抱い て いた 。 兵 矯 開発 
アア 連邦 が 、 大 西洋 連邦 の 新兵 器 を 鶴 お うと し た 


参加 国 の 軍隊 で 構成 され る 。 英 表記 は 0.M.NLEnforcer で 
ある 。 C.E.57、 プ ラン ト 宙 域 に 駐留 を 開始 し た 理事 国 3 ヶ国 の 宇 
軍 軍 を 前 身 と する 。 デュ エイ ン ・ ハ ル バ ー ト ン 産 将 の 地球 連合 箇 
第 8 艦隊 や 、 第 81 独 立 機動 群 [ファン トム ペイ ン 」| が 有名 。 


ザー ラン ド 大 佐 の よう に ブル ー コ スモ メ と 通じ る 高松 も 多い . 


コー ディ ネイ ター 排 氏 を 唱え る 圧力 団体 が ナル ー コ スモ ス で 、 地 
球 連合 軍 に も 多く の 分 子 が 潜伏 。 ロゴ ス は 戦争 に よる 利益 誘導 
を 行う 軍 電 産業 複合 体 で 、 大 西洋 連邦 の 後ろ 盾 で ある 。 ブル ー 
コス モス に 資金 を 提供 し 、 それ を 操作 し て いた の も ロゴ ス だ っ た 


C.E.71 の 地球 連合 


下 は 、C.E.71.01 下旬 頃 の 地球 連合 と 他 組織 の 関係 図 で ある 。 地球 
連合 参加 国 の うち 、 南 アメリカ合衆国 は CE.70.02.1 珠 連 合 軍 の 
侵攻 を 受け て 地球 連合 (大 西洋 連邦 ) に 併合 され た 。 オー プ 連 合 首長 国 
3AT-X シ リー ズ の 製造 を 委託 する な ど 、 当 初 の 中 立国 対策 は 柔軟 だ っ 
CE.07.06.01 に 「 ワ ン : ア ー ス 」 アピ ー ル を 行う と 地球 連合 へ の 加 
入 を 強要 し た 。 な お 、 この 頃 の 大 西洋 連邦 大 統領 は アー ヴィ ング だ っ た 。 


大 洋 州 連合 


アフ リカ 共同 体 


下図 は CE.73 の 「 ブ レイ ク ・ ザ : ワ ー ル ド ] 後 、 地球 連合 と プラ ント の 戦 
争 が 再開 し た 時 期 の 組織 関係 を 示し て いる 。 前 大 戦 の 停戦 後 、 地球 連 
合 は 求 心 カ を 低下 させ 、 一 時 期 、 南 アメ リカ 合衆国 の 独立 を 許し た が 、 急 
速 に 勢力 を 伸ばし た 大 西洋 連邦 が 地球 全域 を 事実 上 支配 する に 至っ 
た 。 再開 戦前 後 、 大 西洋 連邦 と 地球 各国 が 締結 し た 世界 安全 保障 条 
約 は 、 新た な 対 プラ ント 軍事 条約 で あり 、 形 を 変え た 地球 連合 だ っ た 


タイ ン ] を 引き 起こ し 


健 攻 


オー ブ 連 合 蓄 長 国 


赤道 連合 


スカ ンジ ナビ ア 王 | 


\ 


大 西洋 連 孝 大 紙 令 ジ 
絆 還 業 ブルー コス モス の 名 


開戦 後 、 地球 連 合 軍 は 肥 連 信夫 


=* 語 生生 て の 


MORE INFO! 


て いる が 


GAT-02L2 
ダガー し 


こよ る GAT-X シ 


リー ズ 開 発 


LTS-MA ら 2 
メビウス 。 


機動 戦士 ガン ダム 
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そま i こ 
< ーー 
MS MS Guide in U.C. 
運用 理論 MS の 分 類 字画 世紀 MS ガイ ド 
MS の 潜在 能力 を 示す MS の 分 類 が 増加 する きっ か | ジジ ら 
みっ eR | オン 公国 に よる 地球 侵攻 作戦 の 決定 だ - この 背景 に は 、MS 関 連 技術 の 飛 中 的 進歩 

多彩 な バリエ ーション を ン 公国 で な く 、MS 自 人 シャ ル の 高き も 介在 し て い 

PR 1 5 2、 地 上 戦 用 の 「 局 地 戦 用 MS」 1 装甲 戦闘 車輌 “大型 重機 な ど 

で 、 六 生 機 的 発展 車輌 的 

な 進化 こう し た 特性 が 多様 な 発展 に 


上 繋がり 、 MS は 多く の 分 類 を た の で ある 。 
> UC.0156) 


の 運用 能力 を 持つ 水陸 両用 MS が 、 上 体 的 な 倒 と し 用 
て 挙げ られ る 。 旧 も 、 軍用 機 する 区 4 の 同志 江川 MS を 開発 し て いっ た 。 関連 ファ イル 


MS の 一 種 で ある 高 機動 MIS の 原型 MS SE 2 


史上 初め て 戦力 化 され た S MS 人 を 
ザク 1 は 、 ミ ノ フ スキ ー 粒 子 の に 格闘 戦 ト 抽 
視界 戦闘 能力 、 


価 戦 用 MS も 戦 術 的 側面 が 強く 、 異 機 租 混 成 部 
隊 で の 運用 


複数 の 分 類 に 時 る MS 


ここ で は 、 仕様 傾向 ご と の 愉 体 的 な 
分 類 を 紹介 し て いる 。 大 分 類 と 、 そ れ 
に 属す る 小 分 類 と 言っ て も いい 。 た だ 
し 、 1 種 の MS が ひと つの 小 分 類 に の み 
属す る の で は な く 、 複 数 の 大 分 類 に か 
テ ゴ ライ ズ さ れる 。 例え ば ザク IF 型 な ら 
「 生 産 形 式 ] で 量産 MS、「 位 置 付け 」 
で 主力 MS な ど に 分 類 で きる 。 また 、 本 
稿 で 紹介 する も の 以外 に も 、 重 MS や 


半生 体 式 / 
の 増加 装 備 を 外装 A 
し た フル アー マー・ 
タイ ブ の MS も 、 1 カ 
テ ゴ リー を 形成 し て 


al\ 


ry 
| MS-09 ドム に 代表 
2 ht る MS 重 半 
人 * 間 中 と 重工 装 が 施さ 
Mh て る, 中 MS や 
ーー 性 MS と いっ 分類 


高 機動 MS な どの 分 類 も 存在 する 。 は 存在 し な い 。 
生産 形式 に よる 分 類 

量産 仕様 か 百 か を 示す 分 類 で 、 試作 MS と 量産 MS に 大 別 で きる 。 RX-78 ガン ダム 以 
降 、 試 作 MS は ハイ エン ド MS、 量 産 MS は 主力 MS に 近い 位置 付け ( て いる 。 初期 先行 


試作 量産 型 の MS-05A ザク TA 型 の よう に 、 試作 MS と 量産 MS の 中 間 的 な 機体 も ある 。 


量産 MS の 前 身 と し て 試験 的 
に 製造 され た MS。 新 技術 の 実 
験 機 や 技術 実 巴 機 も 試作 MS に 
分 類 さ れる 。 MS-04 プロ ト タ イ プ ・ 
ザク や MS-06R-3 ゲル ググ 先行 
試作 型 の よう に 、 名 称 に 「 プ ロト 」 
「 試 作 ] が 含ま れる MS、 地 球 連 


邦 軍 系 で 「RXJ の 型式 番号 も 持 カン タム . タ イブ は 大 半 が 試作 MS。 
実戦 に 耐え る 試作 MS も 多い 。 


つ 機 体 は 試作 MS と 考え て いい 。 


試作 MS の デー タ を 基 に 開発 
され た 、 量 産 仕様 の MS。 実戦 
配備 され た MS の ほとん ど は 量産 
MS で ある 。 本 来 、 試 作 MS で 見 ら 
れ た 問題 点 を 改善 する こと で 高 
性 能 化し て いる が 、 ガ ンダ ム と ジ 
ム 以 降 、 地 球 連邦 軍 系 で は 高 性 


能 な 試作 機 と 生産 性 優先 の 量 重 産 MS に も 生産 数 が 少な い 高 
作 能 機 に 大量 生産 直 体 が ある 


産 MS と 


| 式 が 成立 し た 。 


RE 
= 


RX-78-2 ガン ダム 


^RGM-79 ジム 


組織 の 象 御 で ある 高 性 能 機 の フラ ッ グ シッ プ MS と 、MS 戦 力 の 大 半 を 占め る 主力 MS 


に 分 けら れる 。 フラ ッ グ シッ プ MS の 発想 は 、 


存在 し た が 、 明確 化し た の は エゥーゴ の 「Z 計 画 ] 系 MS か ら で あ っ た 。 


フラ ッ グ シッ プ MS 

組織 を 象徴 する ハイ エン ド の 
MS。 組織 の 代表 者 や エー スパ イ 
ロッ ト な ど に 与え られ る 。 エゥーゴ 
の MSZ-006 Z ガ ンダ ム や リガ ・ ミ 
リティ ア の LM314V21 V2 ガン 
ダム な ど 、 主 力 MS と は 一 線 を 画 
する ガン ダム ・ タ イプ MS が 多い 。 
実戦 で は 作戦 の 中 棲 と な り 、 指 
揮 機 や 遊撃 機 と し て 運用 され る 。 


実戦 カ の 大 半 を 占め る MS。 ジ 
オン 公国 軍 の ザク IF 型 や 地球 
連邦 軍 の ジム な ど 、 量産 MS か つ 
沢 用 MS が 該当 する ケー ス が 多 
い 。 RMS-179(RGM-79R) ジム 
TERMS-106 ハイ ザッ ク を 配備 
し た U.C.0080 年 代 中 期 の 地球 
連 孝 軍 の よう に 、 複数 の 主力 MS 
を 同時 に 運用 し た 例 も あっ た 。 


ガン ダム ・ チ ー ム は フラ ッ グ シッ プ 
MS ば か り で 編制 され て いた 。 


東 力 の 中 杜 で 、 戦術 レベ ル の 勝 
数 は 主 カ MS の 戦い で 決する 。 


オー 公国 室 の MSN-02 ジオ ング の 頃 か ら . 


ce ) 
RGM-89 ジェ ガン 


任務 や 仕様 に よる 分 類 


任務 や 戦闘 形態 を 基 | 


に 分 類 。 多様 な 任務 に 対応 する 汎用 MS を は じ め と し て 、 交 戦 
距離 帯 に よる 分 類 、 非 戦闘 任務 用 の MS が これ | 


する 。 可変 MS ー タ イブ 専用 


MS な ど 、 U.C.0080 年 代 後期 の グリ プス 戦役 期 か ら 普及 し た MS も 、 ここ に 含め て いる 。 


FORMD っ 、 ココ 


多様 な 運用 形態 が 可能 な MS。 大 | 
内 外 両 用 MS で ある 場合 が 多く 、 主力 MS は 
汎用 MS が 大 半 を 占め る 。 最も スタ ンダ ー ド 
な 形態 の MS で 、 一 般 的 な MS は 汎用 MS と 
し て 設計 され で いる 。 ザク ・ シ リー ズ や ジム ・ 
シリ ー ズ は 汎 用 MS の 代表 的 系 列 で ある 。 


特殊 機器 の 固定 閑 備 例 は 


少な <、 オプ ショ ン で 任務 の 合 MS-OGF 
幅 を 広げ で いる 。 ザク IF 型 


| 支援 砲戦 用 MS = | 

介 支 援 を 担 2MS。 固定 式 の 大 口実 
体 仙 / ビ ー ム 交 と 条 四 を 持 反面 
近 有 離 用 の 対 MS 兵 装 対 備 し な い 機体 
も あい 。 宏 由 で は 、 汎 用 MS や 格 癌 用 
MS に 前 を 任せ 、 後 方 か ら 砲 設 を 加え る 。 
地形 箇 孝 系 組織 が 電視 し た 。 


2 


長 貴 離 支援 用 MS は ガン タ 
ン 中 本 支援 昌 MS は ガ 全 HX フ ブ ら 
ン キャ ソン が 春先 で あっ た 。 ガン キャ ノン 


偵察 哨戒 活動 を 任務 と する MS で 、 高 性 
能 な 交 学 結 置 や セン サー 類 を 備え る 。 通常 
の 偵察 機 と 比べ 、 ミ ノ フ スキ ー 料 子 散布 環 
境 下 へ の 対応 能力 が 高く 、 生 存 性 に も 優れ 
る 。 ジオ ン 公国 軍 の MS-06E ザク 強行 債 
泰 型 が 、 最 初期 の タイ プ で ある 。 


地球 連邦 軍 の RMS-119 
アイ ザッ ク は 、 早 期 警 式 や 合 MS-OBE 
電子 戦 に も 対応 し て いた 。 ザク 強行 信春 


MA 形態 へ の 可変 機構 を 有する MS。 MS 
の 汎用 性 と MA の 機動 力 を 有する 。 戦闘 能 
力も 、 非 変形 式 よ り 高 く 評価 され る 。 U.C. 
0080 年 代 中 頃 、 アク シズ が ガザ C で 先 畔 を 
付け 、 その 後 、 ム ー パ ブル ・ フ レー ム の 成熟 
に より グリ プス 戦役 期 に 完成 し た 。 


MA 形態 は 、 サ ブ ・ フ ライ ト ・ 
シス テム と し で も 利用 可能 全 RX-11 ロ 0 
だ っ た 。 ガブ スレ イ 


TT 
対 MS 格 開戦 を 醒 視 し た MS。 いわ ば [MS 
版 の 創 士 ] で ある 。 率 制 用 の 火器 と 、 強力 な 
格闘 兵 装 (MS 用 刀剣 ) を 装備 する 。 駆動 性 
と 運動 性 に 優れ る が 、 操 継 に 
体 が 多く 、 低 練 度 パ イロ ッ ト に は 扱い 難い 。 
MS-07 グフ 以降 、 度々 開発 され た 。 


優 敏 を 運動 性 と 強力 な 格 
癌 兵 装 を 持ち 近接 格 関 幅 合 MS-07B 
で 無類 の 強 さ を 発 探す る 。 グフ 


k に きき 


長身 程 の ビーム 実体 弾 ラ イフ ル や 狙撃 
用 の 精密 照準 装置 を 備え る MS。 目標 が 停 
止 、 あ る い は 単純 な 軌道 を 取っ て いる な ら 、 超 
長 距離 か ら で も 有効 弾 を 与え る 。 兵 半 と 火器 
管制 装置 だ け で な く 、 全 般 的 な 性 能 向 上 が 
図ら れ で お り 、 高 性 能 MS の 一 種 と も 言え る 。 


ー 年 戦争 末期 、 ジム 
1 ズ ャ ケル ケッ 人 RGM- フ 8P 


J な ど が 実用 化 さ れ た 。 FhAT LI 


重機 と し て の 機能 に 特 化し た MS。 MS の 
作業 性 能 は 大 型 重機 を 上 回 る も の で 、 ジ オ 
ン 公 国軍 の 作業 用 MS は 地上 を 中 心 に 活 
足し た 。 前 線 で 余剰 部 品 か ら 組み 立て た も 
の が 多い が 、 ア クシ ズ の ガザ A や ガザ B の よ 
うに 新規 に 開発 され た 機体 も あっ た 。 


ザク や マ ゼ ラ ・ ペ ー ス の 部 
品 を 流用 し 、 前線 で 独自 に 
造ら れ た ザク ・ タ ンク 。 


ー タ イプ 用 イン ター フェ イス 「 サ イコ 
ミュ 」 を 搭載 し た MS。 パイ ロッ ト で ある ニュ ー 
タイ プ の 思考 が 、 機 体 や 攻撃 端末 「 フ ァ ン ネ 
ル ] な どの 控 作 に 反映 され る た め 、 反 応 速 度 


サイ コ ・ フ レー ム の 実用 化 
は 、 ニュ ー タ イプ 専用 MS の AAMX-004 
性 能 を さら に 向上 させ た 。 キュ ペレ イ 


ME サラ イズ 


~~ 


1424 
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運用 可能 な 地勢 、 あ る い は 高い 性 能 を 発揮 で きる 領域 
に よる 分 類 。 元 来 、 MS は 宇宙 、 地上 の 双方 で 運用 可能 
で ある 。 し か し 、 こ の 「 地 上 ] と は コロ ニー 内 の よう な 環境 


を 指し て お り 、 初 期 の MS は 海洋 や 砂 漢 な どの 過酷 な 環 
境 に は 対応 で き な か っ た 。 これ を 解決 する た め | 局 地 戦 用 
MS」 の 開発 や 、 全 領域 運用 性 の 強化 が 行わ れ た 。 


宇宙 と 地上 で 運用 可能 な MS 
(通常 、 大 気 園内 外 両 用 MS と 
いう 呼称 は 使わ れ な い が 、 本 稿 で 
は 独自 に 用 いる )。 宇宙 で は 十 全 
な 運用 性 を 持つ が 、 地 上 へ の 対 
応 能 力 に は 機体 や 時 代 こ と に 差 
が ある 。 当初 、 ほ ぼ 完 全 な 大 気 
園内 外 両 用 MS と 言え た の は ガン 
ダム や ザク IIS 型 な ど に 限ら れ た 。 


^LM312V04 
V ガ ンダ ム 


UC.0150 年 代 の MS は 、 高度 な 


大 気 園内 外 対 応 能 を 持つ 。 MSA-003 ネモ 


地球 で の 陸戦 に 対応 し た MS。 
空冷 機能 や 防塵 処理 が 施さ れ て 
お り 、 森 林 や 湿地 、 乾 燥 地帯 に 
も 充分 対応 で きる 。 条件 付き な が 


J 型 が 初期 の 陸戦 用 MS で 、 地 球 
連邦 軍 で は 陸戦 型 ガ ンダ ム な ど 
が 開発 され た 。 


ょ RX-79 [G] 
司 戦 型 ガン ダム 


tA 


‘AMS-09F/TROP 


陸戦 で も MS の 性 能 は 高く 、 ザ サク 
J 型 は 既存 の 障 戦 兵 舌 を 圧倒 。 


ae 
赤道 付近 の 高温 地域 や 、 極 区 
に 乾燥 し た 砂漠 地帯 に 対応 し た 
MS。 歴戦 用 MS の 一 種 で ある 。 
一 般 的 な 奄 MS 以上 に 、 急 
( 防 砂 )、 冷 却 機能 が 強化 され で 
いる 。 ジオ ン 公 国宝] 徐 
源 用 MS を 重視 し て お り 、 ザク ・ 
ザー ト タ イブ 以降 、 ド ム ・ ト ロー ペ 


| 


ジオ ン 公 国軍 の 砂漠 用 MS は 、 浴 AMS-OBD 


ン ヤ ド ワ ッ ジ な ど を 実用 化し た 。 記 葉 カ に よる 合鍵 間 と し た 。 ザク ・ デ ザー ト タ イプ ドム ・ ト ロー ペン 
rs a wg 

地 香 用 MS 水陸 両 

水中 で の 肖 用 能 カ を 持っ MS。 


海戦 で の 対 艦 攻撃 、 上 陸 作 戦 に 
適し て いる 。 防水 処理 が 施さ れ た 
ほか 、 水 冷 式 の 高 出力 反応 炉 や 
難 枝 ハイ ドロ ・ ジ ェ ッ ト ・ エ ンジ ン を 
備え る 機体 が 多い 。 ジ オン 公国 軍 
で は 水中 用 ザク や ズゴック な どき を 、 
地球 連 却 軍 は アク ア : ジ ム や ザク ・ 
マリ ナー な ど を 開発 し た 。 


^ZMT-D15M 
ガル グイ ユ 


沙 の 抵抗 を 減ら す 滑ら か な シル 全 MSM-0Z 
エッ ト が 。 外見 上 の 特徴 で ちる 。 


ズゴック 


能力 を 持つ MS。 大 気 園内 用 の 
MS と し て は 機動 性 が 高い 喜 が 
特徴 。 飛行 能力 を 得る 技術 は 時 
代 に よっ て 異な り 、 蒸 析 ロ ケッ ト 
ジェ ッ ト ・ エ ンジ ン 、 回 
ター な ど が 用 いら れ た 。 ジオ ン 
国軍 の グフ ・ フ ライ ト タ イプ が 最初 
期 の 飛行 MS と し て 知ら れる 。 


AMS-07H-8 
グフ ・ フ ライ ト タ イ プ 


の E 
は 売 全 * 飛 行 力 を 大 し た 。 


| 池 用 MS 字 下 用 MS ーー 
宇宙 専用 に する こと で 、 空 間 E 

没 能 力 を 高め た MS。 大 推力 スラ 
スタ ー の 搭載 歩行 機能 の 制限 
な ど に より 、 機動 性 を 中 心 と する 
強化 を 図っ た 機体 が 多い 。 通常 
は 、 コ ロニ ー 内 で の 歩行 に 対応 す 
る が 、 中 に は 脚 部 を 廃止 し た 機体 
も 存在 する 。 ジオ ン 公国 軍 の 高 
機動 型 ザク が 最初 期 の タイ プ 。 


ARX-78GPO1Fb 


ジオ ング は 、 MRO 4AMS-06R 
採用 外人 1 織 フー ニア ッ 


吾 を 搭載 し た 高 機動 型 ザク R タ イプ 


MORE INFO! 
現地 改修 機 と 個人 用 カス タム 機 


[生産 形式 に よる 分 類 」 の 派生 形 と し て 現地 改修 機 が 
置 付 け に よる 分 類 」 の 派生 形 と し て 個人 用 カス タム 

改修 機 は 前 線 レ ベル で 大 幅 に 改 
修 、 また は 独自 に 組み 立て られ た MS で 、 個 人 用 カス タム 
機 は 特定 の パイ ロッ ト を 想定 し て 改修 や 調整 され た MS で 
あり 、 主 に エー スバ パイロット 専用 機 と し て 多用 され た : 


画 現 地 改 修 機 
MS-06V ザク タン ク 


画 個 人 用 カス タム 機 
MS-06S シャ ア 専用 ザク 
の : 


特殊 な 局 地 戦 用 MS 


局 地 載 用 MS は 表 定 環境 で 店 性 能 を 発作 す る 、「 信 


ロニ ー 内 お よび 周辺 て の 揚 用 を 想定 し た MS、 そ し て 特定 
作戦 の た め に 開発 され た MS だ っ た 。 これ ら の MS は メシ 


ッ グ ・ シ リ 
の 特性. 生産 


RGM-79D 

ジム 票 冷 地 仕様 
極地 用 の ジム 。 関節 
結 対策 が 施さ / 


技術 や 構造 に よる 


せ 」 分類 


基礎 技術 や 構造 に よる 分 類 。 一 第 四 世 代 
MS と 第 二 期 MS が 、 代 表 的 な 世代 分 類 と し て 知ら 
れ て いる 。 世代 が 進む ほ は 


載 す る MS (RI 
、 15m 級 の 小型 N 


C 008O 年 代 中 頃 まで に 開発 され 
初期 の 世代 。 一 年 戦争 型 と も 呼 


^RMS-098 
リッ ク ・ デ ィ アス 


ムー パブ ル ・ フ レー ム を 採用 し た 可変 
MS。 ムー パブ ル ・ フ レー ム の 自由 度 を 
高め る こと で 完成 に 至っ た 。 


^MSZ-O10 
ZZ ガン ダム 


頭頂 高 15m 級 の 小型 MS。 U.C. 
0100 年 代 か ら 普及 し た 。 旧 世 代 機 以 
上 の 性 能 を 請 


= 
カム 技術 や M 
構造 な ど 


MS 運用 理論 : MS の 分 類 


LE m09 sr88n 


llustration by TOMOTAKE KINOSHITA 
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WORLD GUIDE 


A.C.195 の 世界 


コロ ニー 懐柔 策 、 トレ ー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ 総帥 更 途 
後 の 新生 0Z が 遂行 し た 反抗 勢力 制圧 作戦 「 す ペ 


ワイ ト フ ァ ン グ に よる 
地球 排除 


地球 立 続 一 国家 の 誕生 。 

これ ら が A.C.19 事件 で あり 、 た 

実質 的 に は 9 ヶ月 で 地球 内 は 再編 され た の だ っ た . 
短期 間 で 劇 的 な 変化 が 起こ っ た 背景 に は 、 ト レー 


ー・ コ ロニ ー ガイ ド :AC.185 の 世界 


7 に 、 . 


World Situation in 


ム を 利用 し た 下 治 的 策動 な ど が ある が 、 そ れ 以 上 


に AC. を 巡る 歴史 的 経緯 が 関係 し て いる 。 
の 年 月 は よ 、 ロ ー ム フェ ラ 財 団 
ある 連合 と コロ ニー の 対立 の 麻 史 
コロ ニー 開発 が 始ま っ た A.C.0001、 地 球 は 
響 を 受け た 計画 見 
直し 、 建 設 資源 を 巡る コロ ニー 間 の 対立 な どの 問題 
を 乗り 越え を 、AC.102、 よ う や く L1 コ ロ 成 し た 
が 、 地 上 の 紛争 は 断続 的 に 続き 、 コロ 
移民 流入 に よる 騙 乱 と 貧困 に 悩ま され 

そし て AL.C.133、 地 球 と コロ ニー の 関 
せる 出来 事 が 起こ る 。 連合 の 発足 と 連合 軍 の 創設 
で ある 。 絢 争 回 避 を 目的 と し て 欧米 諸国 を 中 心 に 
発足 し た 連合 は 、 電 事 力 で 
ニー へ と 触手 を 伸ばし た 
の 干渉 を 排除 する た め 、 コ 
せる が 、 翌 年 に は 連合 の 圧力 に 
棄 、 連合 へ の 加盟 を 余儀 な くさ れ た 。 

世界 の 政治 経済 を 牛耳る ロー ム フ ェ ラ 財団 の 影 
玖 下 に ある 連合 は 、 地 球 と コロ ニー 間 の 格差 を 利用 
し た 支配 構造 を 確立 し て いっ た 。 経済 面 だ け を 見 て 


[mj 本 09 mmlWM 


も 、 連合 は 輸出 関税 率 を 操作 し 、 連合 宇宙 軍 の 維 
担 さ せる 
な ど 、 一 方 的 な 施策 を 採っ て いた 。 そし て 、 反 
勢力 の 掃討 や 指導 者 ヒイロ ・ ユ イ の 暗殺 な ど 、 コ ロ 
ニー の 独立 阻止 を 実施 し た 。 こ の 衰 に は 地球 と コロ 


の 柚 張 関係 を 利用 し 、 権 益 を 維持 ・ 拡 大 する 
ロー ム フ ェ ラ 財 団 の 思惑 が あっ : を 芝 康 し た 


者 た ち は 、A.C.195 の 動乱 を 通じ て 世界 の 再編 に 乗 
り 出 し た の だ 


(7 ダ ド ・ ラ ー シ ャ イ A.C.197) 


関連 ファ イル 


Wi03.01 AC 制 定 と 世界 の 動向 


ア 


Miustration by JUN WADA 
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世界 の 行方 を 決め た A.C.195 の 替 


| オペレーション. メテオ] 開始 時 、 世 界 は 、 地 球 に 留まる 
連合 、 達 合 に 強い 影響 カ を 持つ ロー ム フ ェ ラ 財 団 、 宇宙 
に 住ま う コ ロニ ー と いう 3 つの 勢力 に 分 割 され て いた 。「 オ 
ペレ ーション ・ デ イブ プレ イク ] が 実施 され る と 連合 は 衰退 し 、 
ロー ム フ ェ ラ 財 団 直下 の 秘密 結社 に し て 連合 軍 ス ペ シ ャ 
ルズ の 母体 で ある 0Z が 台頭 する が 、「 オ ペレ ーション ・ ノ 
ヴァ 」 が 始ま る と 0Z は 財団 派 と トレ ー ズ 派 に 分 離 、 反 目 し 
た 。 その 後 、 コ ロニ ー 過 激 派 ホワ イト ファ ング 、 連 合 に 代わ 
る 世界 国家 が 出現 し た 。 


TEVE WARSJ 
リオ ン に 集結 し 、 世 


する 組織 と 対立 関係 


地球 園 全体 を 統治 する 統一 政 
体 。 軍 の 権限 が 強い 。 ロー ム フ ェ 
ラ 財 団 の 影響 下 に あり 、 コロ ニー 
圧力 を 加え て いた 。 [オペ | 
ン ・ デ イブ レイ ク ] で 権限 を OZ 
奪わ れ 、 崩壊 し て いっ た 。 


地球 周辺 の 宇宙 に 建造 され た 
人 工 島 群 。 L1 か ら L5 ま で 存在 す 
る 。 長年 、 連 合 の 圧政 下 に 置か れ 
て お り けり 、 自 治 独立 を 目指 し て いた 。 
意思 統一 は 不 徹底 で 、 時 期 ( 
て 他 勢 力 と の 関係 は 流動 的 


サン クキ ング ダム 


完全 平和 主義 を 掲げ た 欧州 の 
王 園 。 A.C.182、 之 合 軍 の 侵攻 
A.C.195 に 王家 の 


で 崩壊 し 
半 児 リー 
「 オ ペレ ーション ・ ノ ヴァ 」 の 中 で 0 


欧州 の 王侯 貴族 を 中 心 と する 
団体 世界 の 政治 経済 と 連合 
に 多大 な 影響 力 を 持つ 。 連合 拓 
除 後 、 地 球 園 の 実権 を 所 る が 、 ト 
レー ズ の 優 権 に より 笛 体 化 。 OZ 
は 連合 軍 ス ペ シ ャ ル ズ の 還 体 


告 、 地 球 の 排除 を 宣言 し た 。 首謀 り 
者 は カー ンズ アル ドビー ス 
クラ フト を 指導 者 に 辿 え 入れ た . 


ロー ム フ ェ ラ 財 団 代表 リリ ー ナ 
が 樹立 を 宣言 し た 、 運 合 に 代わ る 
地球 園 統一 政体 。 後に は 、 ト レー 
ズ が 率い た 。 世界 国家 軍 は 「EV 
E WARS]」 で ホワ イト ファ ング と 衝 
突 し 、 後に 休戦 協定 を 結ん だ 。 


当初 は 、5 機 の ガン ダム が 0Z を 攻撃 する 単純 な 図式 
だ っ た が 、「 オ ペレ ーション ・ デ イブ プレ イク] 後 、 事 態 は 複 
雑 化し た 。 連合 の 奏 退 、OZ の 分 裂 、 ホ ワイ ト フ ァ ン グ の 決 
起 、 地 球 国家 の 樹立 宣言 、 ロ ー ム フェ ラ 財 団 の 弱体 化 が 
続き 、 最終 ーー の 図式 と な っ た 。 


195 の 地勢 


戦術 で 0Z を 抽 撃 。 ガン ダム の # 
一 郎 の 払 連 合 “OZ 組織 が 行 


ンダ ム 5 機 が . ゲ 
投入 は コロ ニー の 総意 で 


地球 国 寄 軍 と ホワ イト ファ ング が 衝突 し 
生 。 地球 国家 は 地球 系 組織 を 、 ホワ イト ファ ング は コロ 
込み 、 地 球 対 コ ロニ 


AC.195 の 地球 圏 は 、 連合 や OZ の 基地 お よび ロー ム 
フェ ラ 財 団 の 関連 施設 が 点 在 す る 地球 と 、 多 数 の コロ ニー 
や 各種 資源 衛星 が 固定 され た 宇宙 と に 二分 され る 。 地球 

宇宙 と も に 連合 と 0Z の 影響 力 が 大 きい が 完全 に 掌 揚 
され て いた わけ で は な く 、 中 東 や コロ ニーC1213 の よう に 


画 A.C.195 の 国家 、 拠 点 


回 ルク セン ブル ク 拓 地 
連合 本 部 が 位置 し た 。 後に OZ が 


トリ ア 基 地 
CZ の パイ ロト 半 成 所 と MS ト 一 
ス の 生産 失点 が 存在 


回 モ ガ デ ィ ジオ 要 突 
連合 軍 の 要 窒 。 巨 要 癒 「 ノ 
ペンタ 答 ] を 備え る 


反抗 勢力 
コロ ニー 群 は 多数 の コロ ー 


地域 も 少な く な い 。 な お 、 L1 か ら 5L5 ま で の 
形成 され て お り 、 各 ラ グラ ン 
ジュ ポイ ント に 固定 され て いる 。 基本 的 に コロ ニー に 移動 
能力 は な い が 、0Z 宇 宙 軍 の 中 核 と な っ た 宇宙 要塞 バル ジ 


出 枯 ・ サ ン ラ ィ ズ 


14-28 


15-21 


機動 戦士 ガツ ダム 逆襲 の シャ ア 


サイ コミ コミ ュ と フレ ー ム が 
ー 体 化し た 革新 的 部 材 
サイ コミ ュ の 機能 を 持つ 金属 粒子 サイ ズ の コン 


、 無数 に 鋳 ? 
で ある 。 サイ 


、 サ イコ ・ フレ ーッ 単 8 ュ と 
し て 稼働 し た と 見 られ る ケー ス る 報告 き り 、 サ 
イコ ミュ の 概念 を 一 変 さ せる 可能 性 を 秘め て いる 
サイ コ ・ フ レ 型 サ イ の 最大 の 進 い 
は 、 サイ コミ ュ と フレ ー ム 材 の 一 体 化 に ある , 
それ まで 別 の 存 有 サイ コミ ュ と フレ ー ム の 


体 化 は 、 サ イコ め た 機体 の 高 性 能 化 や 軽量 
化 に 直結 し た 。 サイ コミ ュ 搭 載 MS の フレ ー ム を サイ 
コ ・ フ レー ム に 置き i の あっ た 


部 位 が 空 に な る た め 、 よ り 高 性 能 な サイ コミ ュ の 設置 
や 、 その スペ ー ス を な くす こと が 可能 と な る 


Ui) D3 sr DA 


NS Technology in U.C. 
宇宙 世紀 の MS の 技術 


の 小型 化 が 容易 に な っ た 結果 、 
] じ サイ 
た 。 サイ コ ・ フ レー ム 登 場 以 
MS は 存 在 し だ: が 、 機 体 


の 圧力 で 解散 し た が 、 
ナブ ル の 援助 で 研究 は 続け られ 実 用 化 に っ た 


の 大 型 化 を 、 操 MSN-03 ヤク トド ー カ 以降 、 いく つか の 機体 に 採 
縦 に 高度 ニュー クイ 用 され た サイ コ ・ フ レー ム は MS を 強化 する 一 方 で 、 
キュ ベレ イ な ど 、 何 ら か の 問題 を 抱え 発光 か ら 超 大 質量 物 の 移動 まで 未 解析 の 能力 も 多 


問題 を 解決 し 、 小 型 カ 
ぶ 波 し ベル が 低い 者 で も 充分 に コン トロ ー 


く 確認 され て お り 、 真 の 性 能 は 今 も っ て 不明 で ある 


(執筆 者 、 執筆 時 期 不明 ) 


関連 ファ イル 


RX-93 ヤ ガ ンダ タム o 
MSN03 や GGA01-0: 
GoAo1-O6 


械 語 (電気 信号 ) へ の 変換 、 そ : 


ト の 友貴 度 和 上 機 人 能力 が 調度 化し て い PR 
る の は 当 括 の こと 、 サ イコ ミュ の 欠点 の ひと つ だ っ た 0839 
心身 両面 で の パイ ロッ ト へ の 負担 も 軽減 き : _ ccAo3-o7 


影響 を 与え る 


草 
言わ れる 。 この 
ン 戦 争 後 、 ス ペ 


る と 、 研 究 は 
・ コ ロニ ー〈 ス 


Mustration by HIROSHI AYARAGI 


サイ コ ・ フ レー ム の 基礎 


サイ コ ・ フ レー ム は サイ コミ ュ の 機能 を 持つ フレ ー ム 4 
材 で あり 、 サイ コミ ュ の 小型 化 及 び 、 通 常 サ イズ の MS 
に フル スペ ッ ク の サイ ミュ を 搭載 する た め に 使用 され た 
(開発 者 は 、 ニュ ー タ イブ 能力 を 引き 出し 拡張 する 鍵 と 
し て 期待 し て いた と いう )。 サイ コミ ュ と し て の 性 能 は 極 
め て 高い が 、 末 知 の 領域 も 多い 。 


サナ イコ. フレ ー ム は 、 フ レー ム 材 の 中 に 金属 粒 
子 サ イズ の コン ピュ ー タ ー・ チ ッ プ を 無数 に 銘 込 
ん で いる 。 この コン ピュ ー タ ー チ ッ プ は 、 そ れ そ れ バ 
が サイ コミ ュ の 機能 を 持つ 。 この 結果 、 サイ コ . フ 
レー ム は サイ コミ ュ と フレ ー ム 材 の 機能 を 併せ 持 
つけ で な く 、 大 規模 演算 装置 北 サ イコ ミュ 複合 
体 を 形成 する こと と な っ た 。 単純 に フレ ー ム 材 と し 
て も 高 性 能 で ある 。 


サイ コ フ ・ フ レー ム 搭 載 MS は パイ ロッ ト 
ーー タイ プ 能 力 を 大 きく 3 き 出 し た 。 


ST Gn 


MS 用 部 材 の 概 


サイ コ ・ フ レー ム の 大 き な 円 形 が 会 属 
模造 は 画 期 的 も 科 子 、 隙 間 に 収 まっ 
の で 、 サイ コミ ュ や ~| ZS の が サコ 


の コン ピュ ー タ ー 


チッ プ 。 


と し て の 基本 能力 を 持つ 。 
応 流 (サイ コ ・ ウ ェ ー ブ ) の ピッ クア ッ プ と その 機械 言語 化 ( 
る 機器 の 操作 、 外 部 か ら の 感応 波 愛 信 と パイ ロッ ト へ の フィ ー 
ド パ バッ ク が それ で 、 パイ ロッ ト の ニュ ー タ イプ 能力 (空間 認識 能 
力 や 反応 宮 度 ) を 拡大 する 。 サイ コフレ ー ム の それ は 旧来 の 
サイ コミ ュ よ り 強 力 な うえ 、 発 光 や 物理 的 エネ ルギー へ の 転化 


な ど 未 知 の 能力 も 確認 され 


サイ コミ ュ の 基本 機能 。 パイ ロッ ト の 感応 
渡 だ け で な く 、 周囲 の 人 間 の 感応 波 も 受信 
し 、 パ イロ ッ ト に フィ ー ド バッ ク する こと で 反 
応 速 度 を 向上 させ た 。 サイ コ ・ フ レー ム で は 


受信 許 容量 や 速度 が 大 きく 向上 し た よう で 
ある 。 機器 の 安定 性 も 高まっ た 。 

"4 oi 

v2 受 人 は 、 そ の 位置 

や 計 意思 の 有 

琶 と se する 


サイ コ ・ フ レー ム は 従来 の フレ ー ム 材 より 
も 軽量 で 、 強 度 に も 優れ て いる 。 実際 、RX- 
93 リガ ンダ ム の コク ビッ ト 周 辺 の 素材 を サ 
イコ ・ フ レー ム に 換装 し た 際 、3kg 軽 量化 さ 
れ 、 強度 も 向上 し た 。 稼働 状態 の サイ コ フ 
レー ム は さら に 強度 が 高まる 。 


和 汰 能 の サイ 

めい コフレ ー ム の 遍 
い 維 度 は 未知 
の 記 カ の ひと っ 
で 85。 


バリ ア と 出力 増大 

対 ビ ー ム ・ パ リア の 形成 、 出力 増大 が 認 
め られ る 。 旧来 の サイ コミ ュ で も 確認 され て 
いる が 、 よ り 強 力 な 模様 。 RX-0 ユニ コー ン 
ガン ダム (デス トロ イモ ー ド ) の ジェ ネ レ ー タ ー 
出力 や スラ スタ ー 総 推力 な ど が 測定 不能 な 
の は 、 この た め と 推 賠 され る 。 


バイ ロッ ト が サイ 
コ ・ フ レー ム を 身 
けけ で いた だ け 
で 、 ピー ム ま 無効 
化し た 例 も 笠 告 さ 
れる 


ュ と 組み 合わ され 
る が 単体 で も サイ コミ ュ と し て 機能 する 、 


思考 に よる 操作 
旧来 の サイ コミ ュ で も 部 分 的 に 実現 し た 
機能 だ が 、 サイ コフレ ー ム で は より 高度 化し 
て いる 。 サイ コ ・ フ レー ム は 、 パ イロ ッ ト の 脳 
波 (思考 ) を 直接 駆動 系 に 伝達 可能 な た め 
機体 の 追従 性 が 大幅 に 向上 し た 。 理論 上 、 
操 綻 租 を 介さ ず MS の 操縦 が 可能 で ある 。 


ファ ン ネ ル に 代 夷 
され る サイ コミ ュ 
制御 式 意 軸 端末 
の 提 規 区 度 も 

メ 大 きく 下がっ 


稼働 状態 の サイ コ ・ フ レー ム は 発光 する 。 
「 人 の 意思 」 が 集中 し 、 季 働 率 が 高まる ほど 
強い 光 を 発する よう だ 。 緑色 に 光る ケー ス が 
多い が 、 紫 、 赤 、 金 色 の 光 を 放つ 場合 も あ 
る 。 色 の 遅い の 理由 は 不明 な うえ 、 そもそも 


何故 発光 する の か も 分 か っ て いな い 。 


サイ コ ・ フ ィ ー ル ド 


サイ コ ・ フ レー ム 同 士 の 共振 に よっ て 、 サ 
イコ ・ フ ィ ー ル ド と 呼ば れる 特殊 な 力 場 が 発 
生 する 。 これ は 物理 的 な 干渉 を 起こ す も の 
だ が 、 その 理論 は 不明 で ある 。[ シ ャ ア の 反 
乱 」 時 、 地 球 へ の アク シス ズ 落 下 を 阻止 し た 
の が サイ コ ・ フ ィ ー ル ド だ っ た と 言わ れる 。 


サイ コ ・ フ レー ム の 開発 経緯 に つい て は 不明 な 部 分 
が 多い 。 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 後 、 スウィート : ウ ォ ー 
ター の 民間 団体 で 研究 開発 され た と も 、MSN-03 ヤク 
ト ・ ド ー ガ 開発 時 、 サ イコ ミュ の 小型 化 に 伴う 性 能 
下 を 補う た め に 実用 化 され た と も 言わ れる 。 その 後 、 地 
球 連邦 に 流出 し 、 一 部 の 新型 括 に 搭載 され た 。 


ター の 民間 サイ コミ ュ 研 究 団体 で 開発 が 進ん 
だ 。 地球 連邦 政府 の 圧力 で 同 回 体 は 解 毅 し た 
が 、 ネオ ジオ ン で 研究 は 続き 実用 化 に 至っ た 。 


究 開 発 に 携わっ て 
いた と いう ナナ イ ・ 
SF 


イヤ ャ クト ・ ド ー ガ は 要 
サイ コミ ュ 搭載 MS の 開発 に 失敗 し た ネオ ジ 人 
オン は ほ 、 ア ナハ イム - エ レク トロ ニク ス 社 (AE) に 

MS 開発 を 依頼 。 これ を 受け て 完成 し た の 
サイ コ ・ フ レー ム 搭 載 機 ヤッ ト ・ ド ー: 


フレ ー ム が AE フォ ン ・ ブ ラウ ン 工 場 に 流出 、 ア 
ムロ - レ イ 専 用 機 リ ガン ダム に 搭載 され た 。 サイ 
コ ・ フ レー ム は 地球 連邦 の 知る と ころ と な っ た 。 


OX | 

サイ コフレ ー ム は 表向き 開発 が 中 止 され 、 製 
造 を 含め た 管理 は グラ ナダ で 行わ れ た 。 「UC_ 
計画 ] の 一 環 と し て 開発 され た MS 群 の 一 部 に 
は 、 サ イコ ・ フ レー ム が 導入 され て いる 。 


サイ コ ・ フ レー ム の 指 載 位置 


サイ コ ・ フ レー ム は 、 パイ ロッ ト の 感応 波 受 
に 適し た コク ピッ ト 周 辺 に 配置 され る こと が 
多い 。 リガ ンダ ム で は 各 駆 動 制 御 系 に も 搭載 
され ( 右 図 ) 、 追従 性 を 向上 させ た 。 


全 ム ー パ ブル フレ ー 
ム を サイ コ ・ フ レー ム 
と し た ユニ コー ン ガ ン 
ダム 。 絶大 な 性 能 を 
発 控 す る 。 


ネオ ・ ジ オン 系 で は MSN-03 ヤク | 
04 サザ ビー (MSN.04T ナイ チン 
06S シナ ンジ ュ 、 NZ-666 クシ ャ トリ ヤ な ど で 、 地球 連 
邦 軍 系 で は RX-93 リガ ンダ ム (RX-93-U-2 Hi-P ガ > 
ダム )、 RX-0 ユニ コー ン ガ ンダ ム な ど 
量産 型 リ ガン ダム に も 搭載 され た と いう 。 


/ MSN-03 


装 。 RX-94 


ネオ ・ ジ オン の MA. NZ.333 g・ 
搭載 され て いた 可能 性 が あ : 


MSN-06S 
ナッ 


A 


CME 423 イズ 


15.22 


機動 戦士 ガン ダム 逆襲 の シャ ア 


ロ 「 シ ヤ ア の 反乱 」 期 の 世 界 NUM Situation at 


と 改革 の 可能 性 の な い 地球 連邦 を 見 限っ た シャ ア は 、 
0 ee アー ス ノ イ ド の 下 清 に よっ て 地球 圏 を 変革 し よう と 考 
それ を 公言 し て いた の だ 。 


シャ ア の 復 演 ・ ダ イク ン の 子 | と いう ネー ム パ リュ ー を 持 
つ シ ャ ア の 求心力 は 絶大 だ っ た 。 シャ ア の 復活 を 直 
第 一 次 ネオ ジオ ン 戦争 が 終結 し た U.C.0089 か ら 、 


スペ ー ス ノイ ド の 一 部 、 エグ ム や 

UL.C.0098 の 「 シ ャ ア の 反乱 」 に 至る 時 代 の 地球 圏 の > 協力 、 

キー ワー ド は 、 地 球 連 邦 政 府 の 宇宙 軽視 政策 の 継 ” さら に 独自 に 反 達 邦 活動 を 行う こと も あっ た 

続 、 ス ペー ス ノ イ ド の 不満 、 そし て 「 ジ オン 」 で ある 地球 連邦 政府 は 反 地 球 連 邦 活動 を 厳し く 取り 締 
オ ・ ジ ォ ン 戦争 の 決着 に より 、 グ リプ ス 戦 役 "まる と スペ ー ス ノイ ド 寄 り の コロ ニー に 経済 

近い 戦乱 は 一 旦 の 終 地 制 要 


で も な い 。 結果 、 


年 戦争 以 来 の 紛 争 の 要 
加 視 政策 を 改め る こと は 


索 を 妨害 する ケー ス も 増加 し た 。 
し か し その 一 方 で 、 地球 連邦 政府 と 軍 の ネオ ・ ジ 
キン 包囲 網 は 不 徹底 だ 当時 の 地球 連邦 軍 は 
の 盤 艇 は 


役 末期 に お ける エゥーゴ の 中 心 人 物 だ 
ズ ナ ブル (キャ スパ ル ・ レ ム ・ ダ イク ン ) 
ー・ ト ト の 人 
合 、 再編 し た シャ ア は 、 協力 者 を 
増やし つつ 、 対 地球 連邦 潤 争 の | 廃 っ て いた 。 


部 隊 配 置 は 、 系 軟 
と し て の 特性 を 欠 

\ を より 困難 に し 
。 そこ で 、 独 自 権限 で 行動 可能 な 外部 新興 起 織 


ne03 sm Don 


ル 」 が 再編 され た 
ネオ ・ ジ オン を は じ め と する 反 地 

は 困難 を 極め た 
さら に 悪かっ た の は 、 苑 民 コ ロニ ー (スウ ィ ー ト ・ 
ウォ ー タ ー) を 占拠 し た ネオ ・ ジ オン に 対し て 、 地球 連 
邦 政 府 が 懐 来 策 に 出 た こと だ シャ ア は スペ ー 
ス フ ノイド の 支持 を 集め つつ 地球 連邦 政府 の 玉 腰 を 
利用 し 、「 地 球 案 准 化 作戦 」 を 実施 する こと に な る 
(ゲオ ル グ ・ マ ト ヴ ェ ー ジ ュ ワ ULC.01 


の 規模 は 小さ く 、 
連邦 勢力 の 提案 


関連 ファ イル 


ナブ プル CCA02.09 
ズル 胡 の 衣 生 


CGA0S.8 
CCA03.08 


シャ ア の 友和 
FLEpmEEw 


Mustration by PABLO UCHIDA 


機動 戦士 ガン ダム 逆 絹 の シャ ア 


宇宙 世紀 ガイ ド : 「 シ ャ ア の 反乱 期 の 他界 re mM 


政府 は 地球 重視 ・ 宇 宙 軽 視 
イド の 反発 を 招い た . 
礎 や 茜 
姿勢 を 明確 化 


地球 連邦 政府 は 難民 コロ ニー (スウ ィ ー ト ・ ウ ォ ー タ ー) 0 地球 軍政 府 地球 連邦 軍 
占拠 が 目的 と 誤解 し 、 ネオ ・ ジ オ 
取引 が 継続 し て いた こと も あり ) 
後 も 地球 連邦 政 
ウォ ー タ ー と アク シ 
解除 


U.C.0090 年 
部 を 置き 、 ネオ ・ ジ 
ター) を 拠点 と し 
連邦 勢力 7 pm W 
軍 駐 劉 部 隊 は 容易 に 動 の 需 RIN 


ロン ド ・ ペ ベル 隊 の 換 点 が 年 ・ 二 生 争 以前 か ら 存在 す 
か れ た サイ ド 1 の コ ! 5 > る 地球 較 邦 宇宙 軍 の 小 惑 
政庁 は 地球 連邦 政府 寄り 。 議 。 茸 地 。 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 星 共 地 。 3 宙 域 に 位置 す 
広大 な 牧 軍 エリ ア を 持つ 。 四 争 後 、 地球 連邦 軍 が 管 る 。 武装 解除 を 装っ た ネオ ・ 
地球 運 邦 政府 と ネオ ・ 。 理 し て いた 。 「 シ ャ ア の 反乱 」 ジオ ン の 禁 肝 を 受け 、 基地 
ン の 秘密 会 談 が 行わ れ た 。 * で は 対地 球 質 量 弾 と され た 機能 が 摩 振 。 この 麻 、 時 
人 口 は 約 500 万 人 。 が 、 投 は 失敗 し た 『 し て いた 村 兵 器 を 鶴 わ れ た 。 


| フォ ン ・ ブ ラウ ン kr 
月 の 表 に 位置 する 月 面 者 EE パ / 地球 連邦 政府 の 本 部 が 置 
| fAE の MS 工場 で は 、 ま g い / か れ た チベット 地区 の 孝 
| に 地球 連 孝 軍 向 け の MS を "5 』 に と 市 。 ロン ド ・ ベ ル 際 の オフ ィ 
開発 - 生 産 し て いる < アム ス も 存在 し た 。 Sh ルナ の 
ロ ・ レ イ 専 用 機 RX93 リガ 導 > = 落着 で 破 款 きれ た が 、 部 
ンダ ム を 開発 し いた の も 6 政府 の 機能 は 移転 され 、 高 
| フォ ンプ ブラ ウン 工場 で ある 。 6 SF も 肖 げ 去っ て いた 。 
ー 地球 較 孝 軍 が 管理 し て い | 
た 資源 小惑星 。 移動 用 の 
杜 パ ルス エン ジン を 備え る 
UC.0093.0304、[ 地 球 ・ の コ > 
守 准 化 作戦 の 一 環 し て ネン コン 
ケラ ナダ え オ ・ ジ オン が 地球 に 投下 、 0 宇宙 港 が 存在 する 東 ア ジ 
の 基き れ た 3 er 
環 市 .AE の グラ ナダ 工場 球 連 孝 政府 参事 官 アデ ナ 
ウ アー・ パ ラ ヤ が 宇宙 へ の 


開発 と 製造 を 行っ て いた 。 
サイ コ ・ フ レー ム の 生産 ライ 
ン が 存在 し た の も 、 グ ラナ ダ 
工場 だ っ た と され る 。 


(スウ ィ ー ト ・ ウ ォ ー タ ー) サイ ド 2 

12 下 域 に 位置 する 句 民 コ 14 宙 域 に 位置 する 古い コ 
ャ ア 率 いる ネオ ・ ロニ ー 群 。 か っ て エゥーゴ と 

オン の 拠点 。 開放 型 と の 刺 が り が 深かっ た た ! 

閉 型 を 連結 し た 不安 定 な コ 民間 レベ ル で は 

ロニ ー で ある 。 U.C.0090. 支持 が 厚い 模 潤 。 5 か ルナ 

02.03 に 名 民 収容 コロ ニー を 攻撃 し た レー ザー 秦 は 、 テ 

と し て 改造 され た 。 3 ロ で 破壊 さ れ た 。 


Mlustration by TOKIKO YUZAWA (Twin Bell) 
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機動 戦士 ガン ダム 00 


W【NU 間 ME 


重 mm イノ ベイ ド 用 機動 兵器 


ガン ダム の 技術 を 転用 し た | 
吾 用 高 性 能 花 の 開発 
ダ 」 の 生体 情報 


人 間 「 イ ノ ベ イド 」。 その 
NE は 、 本 訂 2308 


や 配下 の イ / ベ イド 用 と し て < 色目 の 析 
開始 


耐久 が 
も あり 、 問題 な く 操 終 本 
イノ ベイ ド 用 機動 


MS 運用 理論 : イノ ベイ ド 用 機動 兵器 


MS Development History in AD 
西暦 の MS 開発 史 


も の が 初め で で は な い 。 ガッ ダム 開発 初期 、 
ダ に よっ て イノ ベイ ド 用 太陽 
001 1 ガン ダム や CBY-07 

れ ら は イノ ベイ ド 


oN 


GNZ.003 
GNZ007 ガッ 


ンダ ム に は じ ま る GNZ シ リー 
受け 継い だ 脱出 シス テム を 持 


る 。 GNZ-001 ガル ム 
ズ は 、 ブル トー ネ 


Miustation by TOMOTAKE KINOSHITA 


イノ ベイ ド 用 機動 兵器 の 特徴 


イノ ベイ ド 用 の 機動 兵器 は 、 軍 地球 連邦 平 
和 座 持 軍 の 主力 MS ジン クス ・ ド 以 上 の 高 性 能 
で あり 、CB の ガン ダム と 比べ て も 遂 色 な い 機体 と し 


で 完成 し て いる 。 B 壊 滅 後に 開発 され た イノ ベイ 
ド 専 用 MS、GNZ シ リー ズ は 強力 で 、 特 定 任務 で は 西 
暦 2312 年 時 の 新型 ガン ダム 以上 の 性 能 を 発揮 する 。 


戦闘 用 イノ ベ . け の 設計 


基本 的 に は 戦闘 用 イノ ベイ ド の 搭乗 を 前 提 と 
する 。 イノ ベイ ド は 脱 量 子 波 を 使え る うえ 肉体 の 
耐久 力 が 高い が 、 戦闘 用 は さら に パイ ロッ ト 特性 
に 依 れ 、 人間 で は 操 弓 困 多 む 機体 で も 扱え る 。 


イノ ベイ ド 用 機動 兵器 は 当初 、 イ ノ ベ イド | 
武力 介入 用 と し て ヴェ ー タ が 開発 。 CB 壊滅 後 、 
リボ ンズ を は じ め と する イノ ベイ ド 自身 が 開発 進 
め た 。 この 際 、 ヴェ ー ダ の デー タ が 利用 され た 。 


高度 な スペ ッ ワ 


バイ ロッ ト に 無理 が 利く た めか 、 総 じ て ハイ ス 
ペッ ク に 設定 され て いる 。 GNZ シ リー ズ に 至っ て 
は 、 非 トラ ン ザ ム 状 態 の ガン ダム を 圧倒 する 性 能 
を 見 せ た 。 蜂 似 太陽 炉 も 強化 され て いた 。 


降 の ガン ダ 
ム 周 栓 。 任務 特 化 弄 と な っ て いた 


戦闘 用 イノ ベ 條 は 
パイ ロッ ト と し て 著 し 
く 強 力 。 稀 に 非 
閲 用 の 機体 も 開発 
きれ た 


判別 で き な いよ う 
て いる 


人 間 の パイ ロッ ト で は 操 諾 困難 と 思わ れる イ 
イノ ベ イド 用 機動 兵器 だ が 、 強 化 処 置 が な され た 
者 や 超 兵 扱え た 。 実際 、CB に 渡っ た ガル ムカ 


ノ ベ イド 用 MA を 任 
ンダ ム に は 超 兵 が 搭乗 し た と 言わ れる 。 され た 


ベイ ド 用 機動 兵器 の 


本 稿 で は 、 イノ ベイ ド 用 機動 兵器 モ を 、 ヴェ ー ダ 系 と イノ ベイ ド 
系 の 2 系 統 に 分 類する 。 ヴェ ー ダ 系 は 、 武 力 介 入 用 MS の 開 
発 の 中 で ヴェ ー ダ が 設計 し た 系 列 で 、 イノ ベイ ド 系 は 、 ヴェ ー ダ 
の 技術 を 利用 し て イノ ベイ ド が 開発 し た 系 列 を 示す 。 アレ ハン 
ドロ ・ コ ー ナ ー が 開発 し た 機体 と も 関連 が ある 。 


クス 系 の も の を 発 属さ せ た 高 性 能 型 
イノ ベイ 用 MA は 、 畠 似 大 陽 炉 搭載 MA アル ヴァ トー レ の 技術 を 線 承 。 


イノ ベイ ド 用 機動 兵器 は 、 技 術 系 護 上 は 0 ガン ダム 
な る が 、CB の 主流 と な っ た 人 間 用 ガン ダム と は 別 
発 され 、 人 間 に よる 武力 介入 が 決定 
され て いる 。 CB 壊滅 後に 行わ れ た GN: ー ズ の 開 
発 は 、 以 前 の も の と は 別 系 統 で ある 。 リボ ンズ 数 北 後 、 
その 技術 は CB や 地球 連 却 平和 維持 軍 が 転用 し た 。 


葉 介 入 用 ヒ L て は 
珍し い 非 ガン ダム 
型 の SN キャ ン 。 設 


23 世 紀 末 期 、CB で は 武力 介入 用 MS と し て 
人 人間 用 と イノ ベイ ド 用 の 開発 が 列島 に 進ん だ 。 イ 
ノ ベ 條 用 は ヴェ 


0 エキ リー 事実 上 の イ 
ノ ベ イ ド 専 有機 で ある トラ イア ル シ ステ 
は 、 造反 抑止 の 必要 か ら 開 発 が 


は 生産 数 が 少な い 
が GNZ-004 ガ ガ 
量 生産 
され た 機体 も 存在 
する 


CB 壊滅 後 、 ヴェー ダ タ を 掌握 し 」 
ペイ ド は 、 ヴ ェ ー ダ の デー タ を 用 いて 専用 MS を 
開発 第 二 世 代 ガ ンダ ム の 再生 機 な どき 経て 、 
GNZ シ リー ズ や 独自 の MA が 実用 化 に 至っ た 。 


ボン ズ 敗 北 後 の 開発 


リポ ンズ の 贅 北 後 、 イ ノ ベ イド の 技術 は 地球 
連邦 平和 雑 持 軍 の イノ ベイ ター 専用 MA ガ デ 
ラー ザ や 新型 ジン クス に 転用 。 イノ ベ イド 専用 機 
と し て 、 CB の ラフ ァ エル ガン ダム が 開発 され た 。 


MORE INFO! 
イノ ベイ ド 機 に よる 武力 介入 


CB が 人 間 用 と イノ ベイ ド 用 の MS 開発 を 別 系 統 で 行っ 
た と と か ら も わか る よう に 、 イ ノ ベ イド に よる 武力 介入 は 人 
6 の SB 生 20N 具体 的 に は 部 際 編 制 が 
つて いる 。 西暦 2307~2308 年 の 武力 介入 で | 


中 イノ ベイ ド 用 機動 兵器 の 開発 と 変遷 


異な る 仕様 の 任務 特 化 型 ガン ダム が 9 
隊 編 制 を 変更 し た 。 これ に 対し て イノ ベイ ド 


= に まる 武力 介 入 で は 、 汎 用 型 の 1 ガン ダム 1 機 を 複数 
イノ ベイ ド 系 の 支援 機 (GN キャ ノン な ど ) で サポ ー ト する 形態 が 想定 さ 
れ て いた (複数 の 1 ガン ダム と 複数 の GN キャ ノン に よる 組 
GNYooaB 制 も 考慮 され た と 思わ れる )。 任務 毎 の 汎用 機 と 支援 
ガン ダム ブル トー ネ ブラ ッ ク の 増減 は 、 面 で は 太陽 炉 の 換装 で 、 ソ フト 面 で は 
戦 還 用 イノ ベイ ド の 能力 で 調 束 可能 
GNZ.001 
ガル ム ガ ン ダム 
GNZ シ リー ズ 
GNZ-003 GNZ.005 画 人 間 の 武力 介入 
ガ デ ッ サ ガラ ッ ツ 人 間 の ガン ダム マイ スタ 
CB-0000GC 任務 特 化 型 ガ 
リボ ポー ンズ ガン ダム / リ ポー シンキ ャ ノン 
GNZ-004 GNZ-007 
4 ガ ガ カッ デス 


非 イ ノ ベ イ ド 用 機動 兵器 TT 


GNwsxcvr GNwaxcvg 菩 」 
呈 g ルン | アル ヴァ トー レ DD 


非 イノ ベイ ド 用 機動 兵器 


GNMA-0001V 
レグ ナン ト 


ャ 
ン CB-002 
TET 問 5 要 


ガン ダム ガン ダム ガン ダム 
エク シア キュ リオ ス ヴァ ー チ ェ 
画 イ ノ ベ イ ド に よる 武力 介入 


イン ベイ ド に よる 甚 介 入 
で 規定 され た 編 抽 。 汎 
機 と 支援 模 の 混成 で ある 
基本 は 汎用 機 1 林 と 支援 

(だ が 、 数 は 作戦 に 
よっ て 夫 基 る 要 。 


GNz シ | < | 


GN キャ ノン 


CME サラ イズ MBS 


15.26 
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WORLD BUIDE MG: 失 信 シ ステ ム neD3 mm2A 


韻 mm 推進 シス テム Roo 
友 席 炉 と [一体 化 」 し た 
部 核 スラ スタ ー 群 


艦 衝 は 、 ミノ フス キー 


人 っ て も 実用 化 は 困難 だ 
ロケ ッ ト は 核 分 像 炉 を 用 いた も の で 、 及 
ヨネ スコ 

て で 、 最 適 噴 


REPnewEw 
V0312 


楼 分 製 志 も 世 
は な か - 
この 問題 を 解決 し た の が 、ULC.0047 に 開発 か 


Ilustation by TOMOTAKE KINOSHITA 


_ 串 柏 スラ スタ ー 以外 の 
能 進 シス テッ 


か つて は 化学 A A RX 
de NN イオ ン ・ > 

ズ マ 化し た 推進 剤 を 磁場 に よ - i え 
> (i ES 1 
オン 化し た も の と の 混合 で な され る ) な ど が 多用 さ 
れ て いた 。 これ ら の 推進 シス テム に は 一 長 一 知 が あ 
り 、 部 分 的 に は 熱 核 ス ラス ター を 上 回る 性 能 を 示す 
が 、 航続 距離 や 推力 に 劣る た め 、 現 在 は 補助 的 な 
利用 に と ど ま っ て いる 。 この うち 、MS や MA で の 利 
用 率 が 高い の が 、 化 学 燃料 ロケ ッ ト で ある 。 と いっ て 
も 主 推 用 いら れず 、 姿 勢 制 御 バ パー ニア (いわ 
ゆる 「 ア ポジ モー ター」) と し て 機体 各部 に 搭載 され 
る 。 熱 核 反応 炉 と 一 体 化し た 熱 核 スラ スタ ー と 異な 
り 、 化 学 燃料 ロケ ッ ト は 独立 し て いる た め 小 型 化 が 
容易 で あり 、 熱 桜 反応 炉 か ら 離 れ た 部 分 へ の 搭載 
に 有利 だ っ た 。 加速 用 の 使い 捨て ブー スタ ー と し て 
使用 きれ る こと も 多い 。 


MS の 姿勢 制御 バー 
DP 
多用 され る 。 推進 
し ない WAMEAC ァ ステ ム 
と の 併用 に より 導 勢 変更 
持 に 充分 な 性 能 を 発揮 する 


推進 シス テム と し て の 化学 代 料 
ロケ ッ ト は 。 秀 航 や シャ トル の 大 
気 国 離 脱 朋 と し て 多用 され て い 
る 。 MS の 中 に も 臣 急 初期 加 
達 用 と し て 外装 する 機体 が 存 
在 する が 、 一 盤 的 で は な い 。 


| 


MORE FO 
98 2 


一 極 バル ス 推進 エン ジン の 構造 


電子 ビー ム 推進 プレ ー ト 及び 放射 能 : 
| | 人 圧 発 生 半 置 
に と こ 
ils 
| 電源 
マイ クロ オ 坦 トー 電子 ビー ム 発生 抽 置 
srton by TOKIKO YUZAWA (Tuin Ba 


以下 で 紹介 レ し て いる の が 、 熱 核 スラ スタ ー の 代表 的 な 機能 と 構造 で あ 
る 。 MS に は 反応 炉 が 搭載 され て いる が 、 こ れ は 「 発 電機 | で 、 宇 宙 空 間 
や 水中 で の 移動 、 大 気 回 内 で の ジャ ンプ な ど に は 推進 器 が 欠か せな い 。 
この た め 機 動 兵器 や 艦艇 は 大 推力 の 熱 校 スラ スタ ー を 標準 装備 する 。 


リク な 熱 槻 スラ スタ ー で 、 基 本 的 に は 宇宙 用 . 
キー・ イ ヨネ スコ 穫 只 反応 炉 の 炉心 (ブラ ズ マ 炉 
を 送り 込ん で 加熱 、 ノ ズル : [射す る こと で 推進 力 を 得る 。 旧来 
の 推進 シス テム と 比べ て 小型 か つ 高 推力 で 、 広く 普及 し て いる 。 


ザク ・ シ リー ズ の 時 点 で すでに 
採用 。 推進 剤 が 准 却 剤 を 
た め 


1 フィ ー ル ド 


ご バン ピス 

| 土星 エン ジン | と は 、 ジ オン 公国 の ZIMMAD 社 が 開発 し た 孝 槻 ロケ ッ ト 
域 失 進 剤 技術 を 導入 し た 勢 核 ロ ケッ ト で あり 、 推進 
剤 と し て 鉛 や 更 鉛 、 ビ ピス マス な どの 重 元素 を 用 いる こと で 推進 力 を 増大 き 
、 長 距離 巡航 運用 で 水素 や ガス 状 
ウム や 理 素 化合 物 を 推進 剤 と する 


気 ) を 推進 剤 と し て 用 いる 、 大 気 園内 専用 の 区 核 ス 
ラス ター。 エア イン テー ク か ら 空 気 を 取り 入れ 、 炉心 で 加熱 ・ 順 
射す る こと で 推進 力 を 発揮 する 。 推進 剤 を 機体 内 に 充填 する 必 、 
要 が な いた め 、 長い 稼働 時 間 と 長大 な 前 続 能力 を 得 られ る 


用 
で きる が 、 推進 放 が 不要 の 負 村 
EY MS:07 


エフ ィ ー ル ド 


グ も 基本 的 
能 な MS が 


年 代 d 
リノ ンダ し て いる 場合 も 多い 


熱 枝 ロ ケッ ト ど 符 枝 ジェ ッ ト の 機能 を 併せ 持つ 時 村 ス ラス ター。 
宇宙 で は 熱 杜 ロ 国内 で は 煎 貫 ジェ ッ ト と し て 使用 で き 
る た め 、 状 況 に 応じ て 最適 な 運用 が 可能 だ 。 熱 棲 ロ ケッ ト の 冷 
却 横 能 を 期待 し て 、 熱 諸 ハ イブ リッ ド を 搭載 する 陸戦 MS も 存在 。 


1 フィ ー ル ド 
炉 の 温度 が 10 万 度 近く に 剖 
する た め の 措 置 で 、 液体 水素 
推進 剤 次 却 剤 と し 、 太 心 温 
度 を 1 万 度 に まで 下げ た と いう 。 


水 を 推進 剤 と する 熱 核 ス ラス ター。 水 陵 両 月 MS や 洪水 艦 用 
の 推進 機関 と し て 使用 され 、 一 般 的 な MS に は 搭載 され な い 。 吸 
入 物 が 水 で ある こと を 除け ば 、 各 千 ジェ ッ ト と ほ ば 同じ 構造 を 持つ 。 
海中 で は 大 量 の 水 を 利用 で きる た め 、 冷却 面 に も 優れ て いる 。 


Ey 


水 了 両用 MS の 多く が 、 主 推進 
回 と し て 搭載 する 。 水 を 推進 剤 


開 冷 却 剤 と する た め 、 海 中 で の 

AM 

ト 、 ウ ォ ー タ ー・ ジ ェ ッ ト 
EEO he 


1 フィ ー ル ド 


は 大 ・ サ ン ラ イズ 
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は じ め と する モー ター スポ ー ツ 競技 や ホビ ー で 広く る 中 で 評価 が 高まっ て いっ た 。 これ を 受け た 各 企業 
使用 され て いる (た だ し ワッ パ の 普及 は 地球 上 で の は 、TPVN4/3 と 同系 の 槽 造 持 つ バ イク ・ タ イプ だ 
も の で 、 ス ペー ス ・ コ ロニ ー で は 多用 され な い 。 コロ け で な く 、 立ち 乗り を 前 提 と し た ロー ター1 基 の スタ ン 
ニー 内 は 不 整 地 が 少な いた め 、 エレ カ の 方 が コス ト 。 ド ・ タ イプ 、3 基 以上 の ロー ター と 茶 載 す る ト 
パフ ォ ー マ ンス に 優れ る ほか 、 ロ ー タ ー に よる 粉 座間 ラッ ク ・ タ イプ な ど を 開発 、 民生 用 と し て 販売 し 好評 
地球 を 中 心 に 普 個人 用 の ホバー・ バ イク 題 が ある た め 、 一 部 区 画 を 除い て 使用 が 禁止 され を 得 た 。 結果 、 ホ パー・ バ イク は 閉 輸 車輌 と 並ぶ ー 


(機動 浮遊 機 ) が 、 ワ ッ パ で ある 。 て いる) 。 この よ 民生 用 と し て 成功 し た ワッ パ だ 般 的 ヴィ ー タ ル と し て 認知 きれ る に 至り 、 PVN.4/ 
スタ ンダ ー ド な ワッ パ は 、 車 輪 の み を 横倒し に し た が 、 当 初 ! て 開発 され た も の だ っ て 「 ワ ッ パ ] と 通称 され る よう | た の だ っ た 
装 輪 式 バ イク の よう な 形状 を 持つ 。 この 「 横 倒し の ワッ パ の 障 が 、 ジ ォ ン 公国 信和 (9 ヌ ・ ス ッ ノ ト UC0154) 

車 輸 が 、 揚 力 と 推力 を 発生 きせ る ロー ター (ファ ン ) 。 浮遊 機 PVN.4/3 WAPPA、 つ まり | ワッ パ 」] で ある 


で あり 、 ワ ッ パ に 浮遊 
技術 的 に は へ ヘリコプター 


と 機動 性 を 与え で いる 。 (WAPPA は W.APP.A. で あり 、Wheelless Aero 
いと 考え て いい 。 地面 。 Palletized Personal Actuator の 省略 形 と の 説 も 関連 ファ イル 


「 と 直接 接し な いた め 、 不 整地 走破 能力 に 借 れ る ほ 。 ある )。 ジオ ン 公国 軍 が 地球 恨 攻 用 兵器 の ひと つと 2 3 
、 上 を 発揮 する こと も 可 し て 開発 し た PVNJ/3 は 、 モ ー タ ー 駆 動 の 前 後 ロー 22 シ 色 FG 235 
能 で 、 へ リコ プター や 垂直 離着陸 機 の よう な 空中 停 。 ター に よる 浮遊 ( ホ パ ー) 走行 能力 や 、 数 時 間 の 訓 地球 保 世 作 圭吾 線 の 訂 間 ET } 
ング ) も 可能 と いう 特徴 を 持つ 。 コン ビュー 練 で 乗り に な せる ほど の 自動 押 凌 シス テム を 備え る は ー 
ター アシ スト が ある た め 、 構造 (トッ プ へ ビー な な ど 、 す で に ワッ パ の 基本 形 を 完成 させ で い >2 男 FG03:53 革 
本 が な い ) に 反し て 操 衝 性 が 高く 、 子 UC.0079.03.01 に 実施 され た 第 1 次 隆 下 作戦 の ee 


FG03.4 


縦 で きる 点 も 優れ で いる 時 実戦 に 投入 され て いた PVN.423 は 、 偵 察 や 

津 遊 機能 や 軽快 な 運動 性 を 評価 され た ワッ パ 軽 戦 闘 で その 機動 性 を 発揮 し 、 実 用 性 の 高き を 証 
は 、 単純 な 移動 手段 な く 、 森林 監視 団 。 明 し た 。 戦後 に な る と 、 南 獲 機 や 接収 機 が 地球 連 
な どの 自 査 団体 や 各種 組織 、 ク タロ スカ ント リー を 邦 軍 で 運用 され た り 、 放出 品 が 民間 に 出回っ た りす 


UC.0079.03. 公国 軍 は 
地球 保 世 作戦 を 実施 、 部 層 を 地 


の を に 導い た 


1825 llusation by PABLO UCHIDA 
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推進 力 を 発生 させ る 。 反 縦 装置 は 1 本 の 操 綻 模 と 
の フッ トペ ダル で ある 。 これ ら は ジオ ン 公 国軍 の PVN.4 
“も 、U.C.0150 年 代 の 民生 用 で も 変わ ら な い 。 


1.1m に 達する 。 その 分 パフ フル で 
あり 揚 時 間 な 520mt 近 い 高 度 を 
飛行 で きた 。 


ク ・ タ イブ と は 異な る 構造 を 持っ 
て いる 。 車体 下面 に 3 


は 後 誰が 基本 と な る 。 


| と され る ジオ ン 公 国軍 の PVN.4/3 

一 年 戦争 後 、 民 生 用 と し て も 評価 され 民間 

へ の 転用 が 始ま っ た 。 結果 、 パイク ・ タ イプ 以外 に も 多種 
多様 な モデ ル が 開発 ・ 販 売 さ れ 、 ワッ パ は 多様 化し た 。 


後に 開発 され た 民生 用 ワッ 
村 水 まれ で いっ た 


一 年 戦争 後 、 続 々 と 開発 され た 民生 用 ' 
設計 を 継承 し た も の だ け で は な い 。 / 
に より 実用 され , 


大 型 だ と 判断 され た 
う で 、 コ ン パ クト な モデ ル や 実 
用 的 な ワッ パ ・ ト ラッ ク が 民生 用 
と し て 開発 され て いる 。 


ワッ バ の 運用 


察 部 隊 を 編制 し 、 占 額 地域 の 哨戒 を 効率 的 に 行 
は 、 急速 占領 地域 拡大 に よる 兵員 不足 を 補う 
置 で あっ た 。 な お 、 極 東 に 配備 され た 第 908 機 動 偵察 中 隊 


| ワ ァ ン (ロー タニ ) 

・ 推進 力 発 生 装 置 。 物 天 に は ジェ ッ 
ト ・ エ ンジ ン な ど が 用 いら れ た と いう が 、 基 
本 的 
に 狼 立 し て いる 。 後に 実用 化 さ れ た コア レ 
スロ ー タ ー は 、 リニア パル スモ ー タ ー を 円 周 
部 に 内 蔵 し た も の で 、 高 速 回 転 と 安定 性 
が 向上 。 季 音 も 低下 し た 。 


回 操縦 古 

操 紙 装置 と し て 操 終 樽 と フッ トペ ダル を 、 
シー ト に は 育 も た れ ど ベル ト を 備え る ( 操 継 
提 を 備え ず 、 コ ン ソー ル だ け の モデ ル も 存 
在 )。 奈 輸 式 バ イク より も 航空 機 の それ に 
近い 。 反 弘 に は 重心 移 動 も 用 いら れる 。 


Mlustation by TOKIKO YUZAWA (Twin Bell) 


PVN.473 の 
構造 を 継承 し 
つつ 、 小型 化 
きれ た 民生 用 
ワッ パ 。 前 後 で 
ロー ター の サイ 
ズ が 異な る 。 


画 機動 偵察 中 隊 の 編制 


宇宙 世紀 ガイ ド : ワッ パ 


ジオ ン 公 国電 が 
配備 し た 最初 期 
の ワッ パ 。 小型 か 


スタ ンド 式 ワッ パ 
WT 立ち 乗り 式 の 
LE 
ON ロー ター は 1 基 。 
FM ワッ パ と し て は 
Ry 最小 サイ スズ で あ 
り 、 宮 度 も 遅い 

ー よう だ 。 


本 部 管理 小隊 ey 
に う 


汎用 軽 車 配 XS 


ルッ グン 戦術 債 窟 楼 X1 


連結 バイ ク x2 


ワッ wa 


整備 補給 自 列 


[ 攻 D3 sr BDA 


回 車体 

折 溢 訟 で ロー ター な ど を 控 生 する フレ ー ム ・ 
タイ ブ の ボテ ィ 。 電送 の パワ ー バ ッ ク は 、 座 
大 の 下 や 底部 に 設置 され る こと が 多い よう 
で ある 。 軍用 は 機 錠 を 備え て いた 。 


5y/e 


放 之 紛 バイ ク x! 


Y ガ ンダ ム 


。。。 5 ぞ 5  。 (1 03 2 


ur 


ザッ クノ トレ ー ガ 人 Ei NEAR ul 


8 7 ナ ・ ツ ソレ 
ムー ン レ ィ ス の 聖域 た る 3 3 か 人 外 の 進 
岡 転 式 軌道 エ し ベー ター クト 5 ッ My 
寺 し 。 1 
当然 、 学 た 衣 の 宇宙 艦 ウツ イル ゲ ム 


り も ザッ クト レー カ 
( 婁 筆 者 、 執筆 時 期 不明 ) 


HLE PREEW 


柄 の 中 心 部 は 「 \ で E K 6 03.18 C.C.2345 年 の 世界 
生 宙 和 プー は 、 え 2 きれ た 暫 道 エレ ペー ター は 「 世 界 桂 」、 ザッ クト 本 
3 ] り 継 が れ て いる 


ふた つの 主要 村 
か ら 成 る ザッ クト レー ガー 


回 ス フ ー ブ バレ ル 
シャ フト の 両端 に 配置 され た スペ ー ス ポー ト 朱 発射 台 。 地球 に 最 ライ デー ザッ クト レー ガー の 自転 の 中 心 点 で あ 
接近 し た 共に 宇宙 租 と ラン デブ ー し て 内 部 に 収容 、 最 各地 店 で 投 > 本 。 ・ り 、 全 体 の 保守 管理 を 行う 中 央 コン トロ ー 
ふた つの スク ー プ パレ ル は 、 どちら : 能 を 持つ 。 ザッ の "| 9 ル 室 が 存在 する 。 MS を 含め た 保守 点検 
クト レー ガー 全体 は 長大 だ が 、 ペイロード は ここ に し か 存在 し な い 。 + | 請 ・ 
の | 必要 に 応じ て シャ フト の リニア モー ター カー 
公論 イプ ポ の 。 | な 。 5 を 使い 、 ス クー プ パレ ル な ど に 向かう 。 


キン ター ハブ 外観 。 

ト が 特徴 。 シャ フト と の 連結 基部 に は 、 無 
筆 の 鉄 虹 が 接続 され て いる 。 

スク ー プ バレ ル 内 部 。 上 
下 左右 に 計 4 儲 の 宇宙 骨 
を 収容 可能 で ある 。 取っ 
手 状 の 構造 物 は 、 可動 区 
の 着 秀 用 ビア ( 検 橋 )。 


MS は セン ター ハブ 外部 の ステ ッ プ に 置か れ た 。 正 暦 2345 年 に は ウォ ドム 
が 配備 され て いた が 、 地球 に 派遣 され た 機体 と は カラ ー ザ が 異な っ た 。 


回 高度 上 昇 

・ ロ ss ト 宇宙 角 を 収 幸 し た スク ー プ バレ ル 
回 投射 / Sa が 、 同 軍 符 し っ つ 高 度 を よ げ て い 

高度 が 最高 (推定 8.600km 前 * ls <5 宇 守 穏 は エネ ルギー を まっ た く 

後 ) に 達する と F: ッ キ ング が 解除 さ 人 き ロ ee 運 麻 と 高度 を 得る こと . 

宇宙 は 推進 如 を 使い つづ ス ] に 


ン デ ブー の チャ ンス は 事実 上 3 時 間 に 1 回 の み で ある うえ 、 
その 際 の ラン デブ ー 時 間 も 1 分 程度 し か 存在 し な 
射 の 機会 は 最短 ら 約 1 時 間 後 、 そ れ を 逃す 
と さら に 2 時 間 以上 待た ね ば な ら ず タイ ム ス ケ ジュ ー ル は 
極め て シビ ア / これ は ザッ クト レー ガー の 軌道 周 
期 と 自転 周期 に よる も の で 、 変更 は 不可 能 で bp る , 


回 打ち 上 げ > ・ | 暫 ラ ン デ ブー 
地球 か ら 宇 宙 紛 が 打ち 上 げ ら れ っ ト 地球 に 最 接近 し た スタ ー プ バレル 
る 。 スタ ー プ バレ ル が 地 接 : * へ と 進入 する 。 船尾 か ら パ レル に 
近 す る 意 謀 に 司 け ば いい た め 、 ・ つる 形 と な る 、 条 を 回 選 し つつ 
ず し も 脱出 可 度 に 達 す ・ 相対 拉 度 を 合わ せ て 着 牙 用 ビア 
な れい が 反 角間 は に ドッ キン グ * る 。 
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3 か ら 195 ま で 存 - 
時 


れる 。 つま り 、 


の 国々 は 反発 し 、 カ 
し た (こう し た 事 部 が 、 地球 


えっ て 紛争 は 激化 
ロニ ー へ の 人 口 流 


アフ ター・ コ ロニ ー ガイ ド : 地球 副 統 一 連合 


各国 の 委任 を 取り つけ : 
きせ て 武力 制 ) 


(MW) HME 03 sng ln 


ー 側 の 年 
の 輸出 関税 げ な ど 、 地球 側 有利 の 】 
が 作り 上 げ っ た 。 そし て 、 コ ロニ ー 独 
動 の 指導 首 ヒイロ ・ ユ イ の 購 役 、 先 
える サン キク ング ダム の 識 滅 な ど 、 
存在 を 揺るが し か ね な い 疹 力 の 単 送 を も 


ロー ム フ ェ ラ 財 団 の 放 
合 軍 の 反 コ ロニ ー 


関連 ファ イル 


AC. 195 の 革 囚 
FE PEVEW 


W.03-18 AC.195 の 界 


る が 、 よ り 


Mustration by FUNBOLT 


連合 の 基本 方 針 は 地球 園 支配 体制 
の 確立 ・ 維 持 だ と 言え る 。 た 
有利 コロ ニー 不利 の 不 均衡 な 世界 情 
勢 と 、 強 大 な 連合 軍 に よる 反対 勢力 の 
掃討 と いう 強権 的 支配 は 、 大 き な 問題 を 
この た め 、 連合 の 支配 体制 
っ て 担保 され る 部 分 が 大 き 
く 、 連合 軍 が 連合 全体 に 大 き な 影 響 力 を 広 コ ロニ ー 方 叶 の 決 
持っ て いた 。 また 、 軍 事 産業 を 支え る ロー 
ム フ ェ ラ 財 団 と その 失 兵 OZ が 、 連 合 と 連 
合 軍 の 意思 決定 に 関与 し て いた 。 


は 知ら れ て いな い 。 


定 、 軍 縮 る どの 政治 問 
信和 の 上 記 館 
が 決め て お り 、 そ の 権 


限 の 大 き さ が 正 え る 


足し た 連合 は 、 地 球 で N に add 
争 の 鎮圧 が 目的 で あっ 過 内 
、 欧 米 中 心 の 発足 過程 や コロ 


独立 運動 や 完 


へ の 冷遇 、 コ ロニ ー 


ニー の 対立 
益 を 維持 する ロー ム フ ェ ラ 財団 の 方 針 が 
あっ た と いう 。 ALC.195 に は コロ ニー と の 
和平 が 模索 され た が 、 財 団 稚 下 の 0Z が 
クー デ タ ー を 起こ し 、 連合 は 解体 され た 。 


ラッ 
争 の 種 を 大 いて いる こ 
と も 溢 か 


トレ ー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ を は じ め と する ロー 
ム フ ェ ラ 財 団 の 幹部 が 連合 軍 上 選 部 に 入 
り 込 ん で いた 。 また 、 連 合 軍 の 一 軍 で ある ス 
ペ シ ャ ル ズ が 財団 の 失 兵 OZ を / 


偶 族 を 中 心 え し た 組 
織 で 、 政治 や 経済 


ン に 


持っ て お り 、 連合 は 財団 の 影響 力 を 免れ 得 な Pe 
い 構 造 と と っ て いた 。 に も 関与 し た 。 


ラグ ラン ジュ ボイン ト に 建設 され た コロ ニ . 
は 総 え ず 独 立 の 動き を 見 せ て お り 」 
事 カ で これ を 鎮圧 し て いた 。 連 合 に 
地球 統一 の た め の 
駐留 部 隊 を 置い て 


運 合 補 男 宇 が コロ 
ニー 衝立 派 党 肘 
回 含 軍 は コロ ニ - 
間 の 連絡 も 断絶 さ 
せ 、 狼 立 運 動 の 撤 
大 を 陣 止 。 


軍事 カ に 依存 し た 連合 の 政策 を 可能 
と し て いる の が 、 地 球 園 全 域 を 活動 男 囲 
と する 連合 軍 で ある 。 連合 軍 の 主要 任務 
は 反 連 合 勢 力 の 掃討 と 反 連 合 : 
止 だ っ た 。 テロ ー ダ リラ 組織 
反 連 合 的 な 国家 も 介入 対象 に な っ た 


半 き 3 本 の 0 と っ 
「 ス パシ ャ ルズ 」 は 


0Z の 直幸 経 
宇宙 軍 や 地上 軍 か 
ら は 記 選 され る 傾向 


連合 軍 は 連合 軍 吉 括 本 部 の 下 、 連 合 宇 

軍 (宇宙 方 面 軍 )、 連 合 地上 軍 ( 地 再 方 面 
軍 )、 スペ シャ ルズ (スペ シャ ル モ ビ ルス ー ツ 隊 ) 
の 3 軍 で 構成 され る 。 連合 軍 締 括 本 部 は 連合 
宣 最 高司 令 宮 や 各 軍 将校 、 ロ ー ム フェ ラ 財 団 
の オブ ザー バー な ど で 構 成 され 、 軍 の 意思 決定 
を 司る 。 「 コ スモ アル マ 」 と も 呼ば れる 連合 宇宙 
軍 は コロ ニー を 含む 宇宙 を 担当 し 、 治安 護持 
局 を 管轄 。 連合 地上 軍 は | 
り 、 大気 園内 を 担当 。 スペ 
の 独立 MS 部 隊 で 、 独自 行動 が 許さ れ て いた 。 


AC.195 年 当時 、 連合 軍 最 高司 令 官 は ノ 
ペン タ 元 帥 、 連 合 宇 害 軍 給 司 使 家 は セブ プ テ 
pe 連合 地上 軍 総 司令 官 は ペン ティ 将 


し た 。 AG.180 年 代 に は キー 
元帥 が 連合 軍 最 高司 令 官 、 ミリ オン ・ リ デル 


ハー ト 将 軍 が 連合 宇宙 軍 総 司令 官 だ っ た 。 


AC.195、 吉 合 軍 の 主力 は MS と な っ て い 
た 。 初期 に は MS の 性 能 と 戦術 が 理解 され ず 
配備 数 も 少な か っ AC.186 の モ ガ デ ィ 
シオ 攻略 作戦 で マス ルズ が 実用 性 を 証明 

連合 宇宙 軍 と 連合 地上 軍 で も 広く 採用 さ 
れ た 。 中 で も 汎用 性 に 優れ る OZ-06MS リー 
オー は 多数 が 配備 され 各 方 面 で 活躍 し た 。 M 
S 以 外 に も 戦闘 磯 や 戦車 、 旗 艇 な ど が 配備 さ 
れ 、MS の 支援 や 各種 任務 に 当て られ て いた 。 


アフ ター コロ ニー が 制定 され た A.C.0001 以 後 、 各 国 は コ ! 
地球 で は 紛争 が 継続 し て いた 。 結果 、 宇 宙 開 発 は 延期 や 中 世 
材 の 調達 を 巡る 紛争 が 顔 発する よう に な っ た 。 中 東 諸 国 が 中 心 
は 続き 、 各 国 は 胡 退 の 光 し を 見 せ 始 あ た 。 これ を 受け 
し た 連合 を 発足 。 同時 に 連合 軍 も 創設 され た 。 


資材 問題 は 解決 を 見 た が 、 地 球 上 の | 
て 、 欧米 を 中 心 と し た 国々 が 紛 久 鎮圧 


コロ ニー 自治 機構 が 発足 する と 、 
思わ れる ) を 開始 し た 。 地球 て 
凍 に し た と も 言 


が 安定 状態 に あっ 


は コロ ニ 


喘 が コロ ニー. 
に テロ が 見 られ る よう 


合 は これ を 製 肘 す 
な か ら ず 紛 争 が 継続 し 
れる 。 A.C.140、 強大 な 軍事 力 を 背景 に 


の 
組織 の 過激 化 な ど を 経て 地下 に 潜伏 し 、 非 合 法 の 独立 運動 が 激化 する こと に 


A.C.145、 地 球 側 の 使節 団 が 乗る シャ トル が 、L-1 コ | 


軍備 の 増強 (特に 連合 宇宙 軍 と 
お り 、 宇 宙 を 地球 統一 の た め の 仮想 


域 で 爆破 され る 事件 が 発生 。 連 


激 洲 に よる テロ と 発表 し (実態 に 連合 の 自作 自演 )、 唯 一 の 生存 者 サン カン ト " の 
へ の 連合 軍 駐 屯 を 容認 する 声明 を 出し た 、 
な る と 、 連合 は 各国 の 委任 を 得 て コ ロニ ー に 進駐 し 武力 制 庄 を 
AC.149、 連合 の 総会 で コロ ニー の 還 国 管理 が 決定 し 、- 


応 の 安定 期 に 


独立 運動 の 
指導 者 ヒイロ ・ ユ イ が 暗殺 され る 。 連合 
軍 軍 の セ プ テ ム 少佐 (階級 は 当時 ) が 暗 
殺 を 行わ せ た 。 この 後 、 コ ロニ ー で は 武力 
蜂起 が 多発 し 、 連合 が 軍 を 派遣 し た 。 


ダイ ゴ ・ オ ネ ゲ ル 将 軍 指 揮 の 連合 軍 が 、 
スカ ンジ ナビ ア 半 島 に 位置 する 完全 平和 
主義 国 サ ンク キン グ ダ ム を 攻撃 、 崩壊 させ 
る 。 近隣 諸国 に 影響 力 の あっ た 
掃 し 、 反 連 合 気 運 を 殺 ぐ の が 目的 


軍 の 上 層 部 が 一 押さ れる 。 直後 の 5 月 20 

動 し た 「 オ ペレ ーション ・ デ イプ レイ 
ク | を 受け て 、 各 地 の 0Z ス ペ シ ャ ル ズ が 決 
起 し 、 連合 は 解体 され た 


MORE INFO! 


暗殺 の 実行 者 は 、 較 
合 軍 本 部 に 籍 を 置く 


Z の 前 身 ) の ア : 
だ と いう 。 


世界 国 


りり ー ボ (ビー スク ラット 


Ma サン ライ ズ 


機動 戦士 ガン ダム ZZ 


BATTLE OF SIDE1 


グリ プス 戦役 終結 か ら 1 週間 後 の U.C.0088.02.29、 
ジ ォ ン の 再興 を 宣言 し た アク シズ は 各 サ イド に 制 左 
3 ン 戦 争 ( 別 の ハ 


の 足場 は 急速 に 問 ま っ て | 

アク シズ が サイ ド 制 圧 を 成功 きせ た 1 
シズ の 行動 を 訓 肘 する 勢力 の 不 存 
役 林 期 の 戦闘 
= ある は ず の エゥーゴ も 比 体 化し て いた 。 地 
球 連邦 軍 が エゥーゴ や ティ ター ンズ の 残存 戦力 
携 す れ ば 対抗 可能 だ っ た か も し れ な い が 、 
邦 政 府 議 会 官僚 ズ 和 軍 上 層 部 は ティ ター 
減 後 の 政争 状態 に あり 、 積 極 的 対応 は 不 
た (も っ と も 後 の 地球 連邦 政府 や 議会 の 対 ア 
懐 条 策 を 見 る 限り 、 摂 政 ハ マー ン ・ カ ー ン の 真意 を 
理解 し て いる と は 言え ず 、 新 回 た る 対応 は 望む べく 
も な か っ た ) 。 各 サ イド の 政庁 や 有力 者 も 、 ア タク シズ 
の 軍事 力 や 買収 工作 の 前 に 屈し た 

こう し た 現況 が ー 群 の ひと 
つが サイ ド 1 で あっ た く は サイド 1 の コロ 
道 し 、 地 球 連 邦 軍 や エッ 
"有力 者 を 威圧 また は 
ァ アルカディア 、 エ ルド ラド 、 
な どの サイ ド RI 所属 コ ロニ 
入れ た と 言わ れる ) 


勝者 


し 影響 下 に 前 
ショ >、 


ラ は 、 撤 抗 を 受 ( 
) 隙 


は エゥーゴ の 強 
- ガ が ガマ が 入港 し て いた 。 グリ プス 
巡 た 殊 
、MS パ 


ゴ の 敵対 較 
り 、 両 儲 の 艦艇 が ひと つの コロ ニー に 
闘 を 意味 し て いた 
ラ と 損耗 し た 

ガマ は エン ドラ | 

た 。 (結果 的 
シャ ング リラ の 少年 少女 
流 、 最 新鋭 機 2Z ガ ン 
機 的 状況 を 脱し た の で ある 。 ご 


て 再編 を 果たし つっ 
し 、 数 少な い エ ゥ ー 
開 し て いっ た 。 

(ギィ ・ メ イケ ル ULC0103) 


ゴゴ 戦力 と し て 対 了 アク 


Miustration by TAKUYA SUZUKI Cx 
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Special Effect by HIROFUMI YAGI(ASAHL PRODUCTION) Back Ground by MASATOSHI KA 
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グリ ラ へ の 入港 直後 、 ア デー ガマ の 存在 を 礁 認 
し た エン ドラ 指揮 官 マ シュ マー・ セ ロ は 、 コ ロニ 
へ の 被害 を 警 戚 し な が ら も 、 執 撫 


ゴ の 中 核 艦 アー ガマ の 無力 化 
味 を 持っ て いた た め の 処置 だ ろ 
ャ ング リラ へ の 被害 拡大 の 
ズ と の 接触 の た め 、 義 肖 
て 、 コロ ニー 外 へ と 脱出 し た 


園 エン ドラ の 追撃 と 
ZZ ガン ダム の 初陣 
追っ て エン ドラ 


6 ハン マハ 


、 執 拠 な 攻 
AMX-104 


ンー ン と 協同 し 、Z ガ ンダ ム を 追い 詰め る が ZZ ガン 
ダム の 投入 に より 衝 退 に 追い 込ま れ で いる 。 


較 ラビ アン ロー ズ と の 画 アー ガマ の 大 港 と 
接 坪 と エン ドラ の 強 量 コロ ニー 内 戦闘 の 勃発 
グリ プス 2 で の 乾 闘 後 、 ア ー ガ マ は 修理 と 


i : 成 功 し た し 
受け 、 その 後 も 接 角 し た 状態 殺生 丸い 、 部 租 の 最 沈 を 狂う が 、 ジ ュ ドー 
タ た ちの 反撃 を 愛 け 後退 し た 。 和議 町 放さ れ た 夫 間 と 
ニー 外 へ の 脱出 


アン ロー ズ と 接触 す : 
の 離脱 を 計画 。 エン ドラ が 攻勢 を 強め る 
中 、 志 願 兵 な どの 支援 を 愛 ( か 


事件 、 戦 開発 


Miustration by AKIO UNUMA 


シャ ング リラ へ の 入 き 


UC.0OB8 08.01 、 グ リプ ス 2 を 巡る 戦闘 で 揚 耗 し た アー ガマ 


MORE INFO! 
は 、 修 理 と 補給 の た め サ イド 1・1 パ ンチ (シャ ング リラ ) に . 


っ て 、 断続 的 に アー ナ « Er 
2 日 後 の 03.03 (03.01 中 と も )、 シャ ンダ リラ の 制圧 と 拠 示 設営 ガマ は コロ ニー の 戦場 化 を 阻止 し っ つつ. サイ ド 1 の 居住 環境 
と する アク シズ 散 艇 エン ドラ が 入港 。 英 工 の 存在 を 知っ ドッ ク 艦 ラビ アン ロー ズ と 接触 する た め シ ャ ング リラ か ら の 苑 脱 を N 
新型 MS・ ガ ルス 洪 に 係留 され で いた エン ドラ は シャ ング リラ の 用 住 
り 攻 勢 を 強め た が 、 03.11、 アー ガマ は 新 隊員 の 活躍 
や ー 部 の コロ ニー 公社 職員 の 助力 に より 離脱 に 成功 し た 


駆る Z ガ ンダ ム に 迎撃 され 後退 し た 


ジャ ンク 屋 を 営ん で いた 


侵入 。 結果 的 に 、 エン ドラ 


乗り 込ん だ キャ ラ ・ ス ー ン (03.15) と 協同 。 いた 。 03.19、 エン ドラ は 先回り 

で Z カ ガン ゆ た が ゴ の 最新 培 枝 ZZ ガン ダム の 。 制 接 和 に 成功 し た が 、ZZ ガ ンダ ム の 7 
反撃 を 受け て 後退 を 衝 儀 な く 
ス 戦 役 中 期 か ら の MS 搭乗 員 フ ァ ・ ユ イリ ィ 軍 置 が アー ガマ を 離 
れ 、 MS は シャ ング リラ か ら 参 加 し た 新兵 た 


\ 


\ け た 。 この 隊 、 妹 
断 で 出撃 し 、 エン ドラ に 


の リィ ナ を 連れ 去ら れ で い : 
肉薄 し た も の の 奪回 は 果 7 


17-25 


小型 MS の 開発 


機動 戦士 ガン ダム F91 


HE D3 SHEET D7 


地球 連邦 軍 の MS 開発 和 C.0102~U.C 0153) I 


サナ リィ が 促進 し た 


U.C.0100 年 代 以降 
頭頂 高 15m ク ラス の 小形 MS、 い わ ゆ る 「 第 二 期 MS」 
の 主力 MS・RGM-89 ジェ ガン 
ら 、 約 4m の 小型 化 で ある 。 
096 強 の サイ ズ ダ ウン だ が 、 全 
後 長 も 同じ だ け 小 型 化 きれ て いる た め . 
分 以下 に まで 減少 する 。 実際 、 > 
は は 47.3t| 
軍 初 の 第 二 期 MS で ある RGM-109 へ ビー が 
ン は 本 体重 量 9.5t、 全備 重 | 5t し か な い 
ここ で 、 小型 MS は 戦闘 能力 に 劣る の で は な 
いか ? また 、 絶 対 性 能 を 低下 させ て まで の 小型 化 
な ど 、 特 殊 任務 有用 性 は 低い の で は な 


いか ?ー 一 . 間 が 浮か ん で くる 
し か し 、 ジ ェ ガ ン と へ ビー ガン の カタ ログ スペ ッ ク を 


比較 し た 場合 、 ヘ ビー ガン の 方 が 勝っ て いる 。 具体 
的 に は ジェ ガン の ジェ ネ レ ー タ ー 出 力 が 1.870kW、 へ 


ビー ガン の それ は 2870kW で 50% 以 上 の 向上 、 ジ ェ 見 直さ れ 、MS は 第 二 世 代 MS に 回 帰し た が 、 そ れ で 
ガン の スラ スタ ー 総 推力 は 61.400kg、 へ ビー ガン は て いた 。 
果たし た 。 さら に 両機 竹 の 譜 間 機関 で ある サナ リィ は 、 
A (029 IS の 小型 化 を 提言 。 これ を 受け た 地 
、 ア ナハ イム エレ 
ビー ガン が 正剛 的 に 合 れ て いた 。 CO 以降 に トロ ニク ス 社 (AE) や サナ リィ で 小型 MS の 開発 が 
運用 され た ジェ ガン の 近代 化 改修 型 は 大 幅 な 性 能 進め られ た 
向上 を 果たし て お !、 部 分 的 に は へ ビー ガン 以上 の カ (オッ トー・ カ ル テ ン バッハ UC0154) 
タロ グ ス ペ ッ ク を 持つ タイ プ も 存在 する が 、 パ ワー ウェ 
イト レシ オ で 見 れ ば へ ビー が と の 優位 は 揺るが な い 

つま り 、U.CO100 年 代 以 ド 用 され た 地球 連邦 
條 の 小型 MS は 「 小 きい うえ に 強い 」 の で ある 。 また 、 関連 ファ イル 
トー タル コス ト で も 旧来 の MS より も 穫れ て いる 。 6 Ts 
小型 MS に 興味 を 示し 、 そ の 主力 E91 シル エッ ト ガン ダム 他 AGSoi_91 画 
は 、 ゲ リ プ ス 戦 役 期 か ら 顕 著 化し RE エレ クト ロニ クス 社 Z03-36 


大 弄 化 と 総合 コス ト の 訓 騰 0 


F9103-15 


が : ある 
可変 MS、 そし て で 大 火力 と サイ コミ 
NY gn 


8 軍 の 語 問 機関 で 、 そ の 
身 は 「 コ ロニ ー 建 企業 運 合 
まで 週 る 。 シャ ア の 反乱 
[海軍 加 呈 研究 所 ] に 再編 きれ 
地 珠 連 邦 軍 に 小型 MS を 提言 
し 、F90 や F91 を 開発 し た 


le し 
と し て の MS が 


た 。 UCO0904 代 に 入る と 本 


Mustration by TOMOTAKE KINOSHITA 


機動 戦士 ガン ダム F91 


WORLD GUIDE 


U.C.0070 年 代 に MS が 誕生 し て 以来 、 
高 性 能 化 に は 大 型 化 が 伴う の が 普通 だ っ 
た 。 新 素材 や 新 構造 の 開発 で 軽量 化 こそ 
な され た が 、 各 組織 は MS の 大 型 化 に は 現 
容 な 傾向 に あっ た 。 下半身 を 装 軌 式 車輌 と 
し た ガン タン ク ・ シ リー ズ や 、 ブー スタ ー と の 
合体 機構 を 持つ AMX-102 ズ サ に 代表 さ 
れる 15m 級 の 支援 MS こそ 少数 な が ら 実 
用 化 さ れ た が 、 汎 用 MS の 小型 化 は 時 代 
の 要求 や 技術 レベ ル と 合致 し な か っ た 。 


D-50c ロト 
サナ リィ が 開発 し た 可変 MS 
尋 存 の MS を 小型 人 


U.C.0080 年 代 に 入り 、 第 四 世 所 
代 MS へ の 反省 か ら 、 機動 歩兵 と し て の MS SCE 
の 見 直し が 進ん だ 。 だ が MS は 大 型 の まま で | な か 

あり 、 全高 20m 以 上 の 機体 が 標準 だ っ た 。 


次 期 主 力 MS の コン ペティ ショ ン に 勝 
利 し た サナ リィ が F シ リー ズ の 生産 を 開 
発 。 AE は サナ リィ の 技術 を 次 用 し た 小型 
MS 開発 を 進展 させ た ほか 、 へ ビー ガン の 
後 赤 機 開発 を 揚 う こと と な っ た 


ーーーーーーーーー ーー 
層 AE に よる サナ リ イ の 技術 盗用 


明 争 試作 で の 敗北 に . 9 
権 を 失っ た AE は 、 G キ ャ ノン を 生産 し 
型 MS 開発 計画 [シルエット ・ フ ォ ー ミ ュ ラ ・ ッ 
ロジ ェクト ] (SFP。 U.C.01 12.06 開 始 ) を 秘 
密 裏 に 進め た 。 SFP は 「F 計 画 ] の 技術 を 次 
用 し た も の で 、 最終 8 に は サナ リィ と 持 抗 する 
技術 力 を 獲得 し た 。 クロ ス パン ガー ド 
と も 接触 し 、 技術 を 入手 し た と され る 。 


画 AE に よる 量産 機 の 開発 ・ 生産 


サナ リ 抽 支援 MS、 
70 キャ ノン ガン ダ 
計 ム の 簡易 生産 機 で 
ある F71 G キ ャ ノン 
は AE が 所 を 担当 。 


シル エッ ト ・ ガ ンダ ム 
91 の デー タ き を 基 に 開発 
され た 。 再現 不可 能 な 技 
術 も 多かっ た が 、F91 と 
互角 の 総合 性 能 を 持つ 。 


これ で は MS だ け で な く 、 運 用 シス テム の 拡 
大 を 招き 、 際限 の な い 高 コ スト 化 に 繋が る こ 
と が 懸念 され た 。 結果 、 地 球 連 邦 軍 が 人 員 
と 経費 の 削減 に 迫 ら れ て いた こと も あり 、 サ 
ナリ ィ が MS の 小型 化 を 提言 する に 至っ た 。 


初期 の 


型 MS 開発 


NAS の 大 聖 化 が 純 
け ば 、MS 運 用 走 も 
巨大 化 を 促さ れる 。 
必要 人 員 も 増え 、 
総合 コス ト は 高騰 


提言 を 受け た 地球 連 抑 軍 は AE に 小型 AE が 開発 し た 主 
MS の 開発 を 依頼 し 、MS の 小型 化 自体 に SC 
は 成功 し た 。 だ が 、 性 能 的 に は 目標 に 達し な 迄 が に 小型 で . 小 

に ほか 、 5 型 化 に よる メリ ッ ト 
ほか 、AE に よる MS 独占 体制 へ の 問 ee 


題 意 識 か み ら サ ナリ イィ で の 開発 が 進め られ た 。 


RGM-109 へ ビー ガン 


還 AE に よる 小型 MS 開発 


UC.0105.11 に 小型 MS 開発 を 受注 し た AE は 、 
U.C.0109 に へ ビー ガン を ロー ルアウ ト し た 。 へ ビー 
ガン は 性 能 を 維持 し た た まで の 小型 化 を 目指 し た 機 
体 で 、 制 式 化 も され た が 評価 は 高く は な く 、 地 球 連 
邦 軍 は サナ リィ を 含 お 軍 内 で の 小型 MS 開発 に 令 
いた 。 これ を 受け た AE は 新型 機 MSA-120 を 開発 
する が 、 元々 MS の 小型 化 に は 消極 的 だ っ た 。 


罰 サナ リ イ に よる 小型 MS 開発 Re っ 


AE 抽 小型 MS に 不 江 を 持っ た サナ リィ は 、 軍 の 許可 を (We 


地球 較 孝 軍 初 の 第 二 央 MS で 
新 主力 MS。 カタ ログ ス ペッ ク ゃ | 
圭 合 評価 は ジェ ガン を 上 回 る 。 


得 て 独 自 の 小型 MS 開発 プロ ジェ クト [F (フォ ー ミ ュ ラ ) 計 すさ NN 次 期 主力 MS 試作 機 。 

画 ] を 始動 し た 。 木星 支社 や AE から 招 滝 し た スタ ッ フ を 動い 所 人 必 エ ピ ュー ター 
め シス テム を 備 

遇 し 、 マ イク ロ ハ ー カ ム 技 術 ど の 所 投 和 投 入 し て 地 2 


られ た 計画 で は 、 小 更 か つ 高 性 能 の F シ リー ズ が 開発 さ 


れ 、 ULC.0111.09、 ガ ンダ ム F90 が ロー ルアウ ト し て いる 。 > 0 1 
次 期 主力 MS 開発 計画 の 競争 試作 


U.C.01 11.10、 地 球 連邦 軍 は 次 期 主 MS (ATMS) の 開発 を 決定 し 、 サ ナリ ィ の ガン 
ダム F90 と AE の MSA-120 に よる コン ペティ ショ ン が 行わ れ た 。 MSA-120 は 瞬間 的 に 出 
力 を 増大 させ る 新 技術 「 メ 方 ブー スト ] な ど を 備え 、 機 動 性 を 高く 評価 され て いた 。 し か し 、 運 
用 コス ト や 機動 戦力 比 な ど に お いて F90 が 高い 総合 評価 を 得 た うえ 、 テ スト ベッ ド 同士 の 
模 撫 戦 で F90 が 圧勝 し た こと に より 、 次 期 主力 MS は サナ リィ 系 と され た 。 


MORE INFO! 地球 連邦 軍 以 外 の 小型 MS 開発 


地球 連邦 重 と 同時 期 に 。 ロナ 家 は 私 設 
軍 ク ロス ボー ン ・ パ バン ガー ド 用 と し て 独自 の 
小型 MS の 開発 を 準 め て いた 。 ブッ ォ 
アロ ダイ ナミ クス 製 の 作業 用 小型 MS デ ッ 
サー タイ プ (U.C.0108.07 に 1 号機 が ロー 
ルアウ ト ) を 原型 と し て お り 、 地 球 連 邦 軍 
の 小型 MS を 凌 能 する 人 性能 を 獲得 し て い 
ー ル ド を 標準 装備 する 京 も 


XM-O1 デ ナ ン ・ ゾ ン 


へ ビー ガン の 画 力 下 用 後 
機 。 UC.0150 年 代 で も 現役 
だ が 、 出 力 不足 が 指 質 さ れ た 。 


SFP と は 別に 、AI 
れ て いた 。 


の 小型 MS 開発 は 行わ 
それ が へ ヘビー ガン の 後継 機 開発 
と し て 制式 化 さ れ 


。 その 開発 途中 か 
' 宙 用 高 出力 機 と し て 、 


F91 ガン ダム F91 
サナ リィ の 主力 戦闘 MS、 
F90 シ リー ズ の ひと つ 。 リ / 
ミッ ター が 必要 みほ どの 超 を 
高 性能 機 。 


因 サナ リ イ の ハイ エン ド 機 開発 


次 期 主 カ MS の 試作 機 F9O を 完成 させ で 
た サナ リィ は 、F90V の 生産 機 と し で て ガンダ 
ム F91 を 開発 し た 。 パイ オ ・ コ ンピュータ ー や 
可変 加 式 ビー ム ・ ラ イフ ル 「 ヴ ェ スバ ー」 を 備え 


る F91 は 「 現 時 点 で の MS の 限界 性 能 の 達 
成 ] を 目標 し し て お り 、U.C.0120 年 代 最 到 級 
の MS7 し か し 生産 数 が 少な く 、 真 の 主 A 
カカ MS と は な ら な か っ た 。 
地球 連邦 軍 系 小型 MS の 発展 
地球 連邦 軍 の 小型 MS に は 、D-50C 
ロト 以降 の サナ リィ 系 と へ ビー ガン か ら 始 
まる AE 系 が ある 。 U.C.0120 年 代 ま で は 
開発 が 活発 に 行わ れ た が 、 以 後 は 試作 
や 改修 レベ ル で 終わ る も の が 多く な っ た を が 備 し た 。 
有 AE、 サナ リィ に よる 小型 MS 開発 
AE 系 サナ リィ 系 
RGM.89 
ガン 
AGM109 
ヘビ ピー ガン 
RGM-119 Foo 民間 
ジェ ムズ ガン | カン ダム Feo 
技術 の 
< ブー ドッ ク 
RF F71 Fo | 
ジル エンタ ム 6 キャ ン || 時 91 | | キャ シル タム | 
1 を 
RXF-91A 本 fB 生産 を AE が 担当 
rtek | | 6 キャ シッ ク ナ 
デー シル エッ ト ・ フ ォ ー ミ ュ ラ ・ プ ロジ ェクト 
Rg9 
ネオ ・ ガ ンダ ム F 計 画 


17-26 


Fm・ サ ン ラ ィ ズ 


18.21 


機動 戦士 ガン ダム SEED 


ト 理事 国 と プラ ント の 緊張 が 高まっ た 示 、 
邦 を 中 心 に 組織 され た 地球 連合 は 、 プ ラン ト 
っ た 。 これ に 


対し て プラ ント は 当初 、 プ ラン ト 本 国 
寅 培 の 役人 に 徹し た よう だ が 、 0214、 プラ ント の コロ 
アン が 地球 連合 


置 す る L5 


「 箇 の パ レン タイ 
ン 」 と 呼ば れ た この 事件 を 契機 と し て 、 地 球 連 合 と プ 
ラン ト は 本 格 際 な 武力 和 和 し た の た 


比較 する と 、 人 口 ・ 資 源 な ど 
いる 。 これ は 地球 連合 が 
\ 味 し て お り 、 戦 釧 は 地 
する か に 思わ か 


球 連 合 の 勝利 で 短期 
だ が 、 予想 て 戦争 は 長期 化し た の 理 

NAS 『 在 する が 、 中 で も 「 箇 の パレ ンタ イ 

2 再来 を 崩 止 す 

ュー トロ ンジ ャ マー」 が 大 き な | 


ー ト ロン ジャ マー は 核分裂 を 押 制 する 新 テ クノ 
で 、 核 動力 や 核兵器 を 無力 化し た (コズミック ・ 
て も 核 融合 技術 は 未 


も 無効 化 さ れる ) 。 

NO 大 国 同士 の 戦争 は 核 
て 短期 間 で 終結 する と 考え られ て きた が 、 

の 出現 が 核 戦争 の 可能 性 


回 用 00 


トロ ンジ 


下さ きせ た の だ . 


不動 の 


の 状況 を 
キ 力 機動 兵器 
する 戦闘 能力 を 持っ 
A メ ピウス の 戦力 比 は 5 : 1 以 
、 プ ラ シ ト は 高 
の で ある 。 

| の 後 、 プ ラン ト は 非 プ ラン ト 理 事 
国 を 懐 秒 レ つ つ 、MS と ニュ ー ト ロン を 駆使 
ト の 戦術 に より 、 了 戦争 を 有利 に 進め た 


RUE 0 SHEET D4 


方 の 地球 連合 は 、 ニュ ー ト ロン に よる エネ ル 
ギー 危機 や 角館 に 見 舞 わ れ な が ら も 、 強 大 な 
力 を 用 いて 非 プ ラン ト 理 事 国 の 併合 や 示 成 行動 を 


行い つつ 、 ザ フト と の 戦闘 を 繰り 広げ た 。 戦争 は 質 
的 優位 に 立つ ザフト が 地球 上 に 展開 し て 拠点 を 獲 
得 、 勢 力 を 伸ばす 形 で 進展 し た が 、 開 戦 か ら 5 ヶ月 を 


経て 戦線 は 用 着 し た 。 戦況 が 変化 する の は 、 そ れ 


か ら さ ら に 半年 が 経過 し た C.E.71.01 の こと た 
(フイ ・ タ ルゥ カ か 

関連 ファ イル 

ZGMF-1017 ジン SEED.01-14 男 
SEED.01 コ 7 
SEED-02-08 
SEE215 
SEED.02.19 
SEED.0308 

開戦 と 「 血 の バレ ンタ イン 」 SEED-03-03 

で EE の の 世界 EE Gt 


FLE PREVIEW 


機動 戦士 ガン ダム SEED 


に 地球 


「 血 の パレ ンタ イン 」 を 受け た 「 黒 衣 の 独立 宣言 ] の 直 
後 、 ザ フト が 周辺 宙 域 や 地球 上 に 侵攻 し 
圏 各地 が 戦場 と な ザフト は 各 ラ グ 
戦闘 で 勝利 し 、 地 球 で は 親 プ ラン ト 国 の 協力 も あっ て オー 
スト ラリ ア や 地中海 アフ リカ 地域 な ど を 勢力 下 に 置い 
た 。 地球 連合 は 宇宙 地球 の 双方 で ザフト に 敗れ る ケー 
ス が 多く 、 少な か ら ぬ 戦力 と 拠点 を 失っ た が 、 親 プ ラン ト の 
南ア メリ カ 合衆国 を 併合 し 、 宇 宙 に お ける 戦略 拠点 の 月 
を 勢力 下 に 置き 続け た 。 C.E.70.07 頃 に は 、 ザ フト が 進 
出 限界 を 迎え た よう で 、 戦線 は 腰 着 する こと と な っ た 。 


ユニ ウス セブ ン へ の 核 攻 撃 の 4 日 後 、 プ ラン ト に お いて 
「 血 の パレ ンタ イン ] の 犠牲 者 を 市 う 国葬 が 行わ れ た 。 ご 
の 際 、 プラ ント 最高 評議 会 講 明 シー ゲル ・ ク ライ ン は . 独 
立 宣言 を 行う と 共に 地球 連合 へ の 徹底 抗戦 を 明言 し た 
これ が 「 黒 衣 ( 衰 服 ) の 独立 宣言 」 で ある 。 同時 に クラ イ 
ン 議 長 は 、 地球 連合 の 非 参 加 国 に は 優先 的 に 物資 を 提 
供する と 発表 し て いる [「 ク ライ ン 講 長 に よる 積極 的 中 立 
勧告 ]) 。 非 プラ ント 理事 国 の 大 洋 州 連合 と 南ア メリ カ 合 
衆 国 は この 勧告 を 受 詳し た が 、 翌 19 日 、 地 球 連合 軍 は 南 開戦 
アメ リカ 合 軍国 に 基 力 保 攻 し 、 パ ナマ 宇宙 溢 を 制圧 。 ご ゲル. クラ イン 。 旭 人 泊 と し て 2h5 れ 
の 中 で 、 南米 大 陸 は 大 西洋 連邦 に 併合 され た 。 戦時 の 方 策 も 極 郊 な も の で に 


「 世 界 樹 」 攻 防戦 


球 連合 が 宣戦 。 これ に より 地球 は 、 地 球 連合 、 親 プラ ント 
国 、 中 立国 と いう 3 つの 勢 が 並存 する こと に な 
2 日 後 の 22 日 、L 置 する 地球 連合 の 宇宙 ステ ーション 
「 世 界 樹 ] お ⑯ っ て 、 地 球 連 合 軍 と ザフト が 衝突 。 月 へ の 
橋 頭 儲 と な る 世界 構 は 戦略 上 の 要 衛 だ っ た 。 この 畔 闘 
に お いて 地球 連合 軍 は 第 1~ 第 3 艇 隊 を 、 ザ フト は MS 部 
隊 と 試験 運用 段階 の ニュ ー ト ロン ジャ マー を 投入 し 、 両 軍 
は 牛 抗 。 戦闘 の 結果 、 ニ ュー トロ ンジ ャ マー の 有効 性 が 実 
証 さ れる も 世界 樹 は 崩壊 し た 


Mo MA37 機 昌和 
を 撃 光 し 、 ネビュラ 重 抽 まれ た 。 


| 旧記 9iBi0B | 第 1 ビクトリア 攻防 戦 一 - 回 


3 月 8 日 、 ザ フト が 地球 侵攻 を 開始 。 戦略 的 要衝 の 制 a 
圧 、 食 料 確保 な ど が 目的 だ っ た が 、 地 球 で は 食料 確保 の 
面 の み が 記 穫 に 報道 され た 。 ビク トリ ア 宇 宙 港 を 館 る [第 
1 次 ビク トリ ア 攻 防戦 」 で は 、 ザ フト が 軌道 上 か ら の 地上 
旗下 作戦 を 初め て 実施 し た が 、 地 上 か ら の 支援 を 欠い た 
作戦 だ っ た た め 和 失敗 。 15 日 、 作 戦 失 敗 を 受け ト ン 
評議 会 ト オ ペ レー ショ ン ・ ウ ロボ ロス ] を 可決 。 これ は 、 地 
上 に お ける 軍事 換 点 の 確保 、 宇 宙 港 や ヤマ ス ・ ド ライ バー EE 
基地 制圧 に よる 地球 居合 軍 の 封じ 込め 、 栓 兵器 お よび フト MS am 
核分裂 エネ ルギー の 供給 止 と な る ニュ ー ト ロン ジャ マー 行 ES 
の 散布 か ら 構 成 さ れる 、 赤道 時 鎖 作戦 


テ 


生 の 空 押 作 戦は 
リス ク が 高く 、 ビク トリ ア 攻 略 は 矢 履 


BEZOI9gi ロ 上 ベレー: | 


4 月 1 日 、「 オ ペレ ーション ・ ウ ロボ ロス 」 を 始動 させ た 


と な り 、「 エ イプ リル ・ フ ー ル ・ ク ライ シス 」 と 呼ば れる 深 逢 
な エネ ルギー 危機 が 発生 。 地球 連合 各国 は 窮 逐 し 、 多 
数 の 議 死 者 が 出る に 至っ て 、 反 プ ラン ト お よび 反 コ - 
ネイ ター 感情 は 最高 瀬 に 達し た 。 翌 2 日 、 混 乱 に 乗じ に た ザ 
フト は 大 洋 州 連 合 オ ー ス トラ リア 地区 の カー ペン タリ ア に 
降下 し 、48 時 間 で カー ペン タリ ア 基 地 の 基礎 を 建設 。 こ 
の 際 、 地 球 連 合 軍 太 平 洋 艦隊 が 迎撃 する が 大 欧 を 史 し た 
(「 カ ー ペ ンタ リア 制圧 作戦 」)。 


第 1 次 ヤキ ン ・ ド ウー エ 攻 防戦 一 回 


4 月 17 日 、 地球 と 宇宙 の 更 方 で 劣勢 を 強い られ て いた 
地球 連合 軍 は 、 プ ラン ト 本 国 へ の 攻撃 を 企図 し 、 月 面 の 
プトレマイオス 基地 か ら 地球 押 合 軍 第 5 ・ 第 6 艦隊 を 出撃 
させ た 。 これ に 対し て ザフト は 、 プ ラン ト 管 理 下 の 資源 衛 
星 ヤキ ン ・ ド ウー エ 付近 で 迎撃 し た 。 これ が 第 1 次 ヤキ ン ・ 
ドゥ ー エ 攻防 戦 (プラ ント 本 国 が 位置 する LS 下 域 
で の 大 規模 戦闘 は 、「 血 の パレ ンタ イン 」 に 続い て 開戦 後 
2 度目 と 思わ れる )。 ザフト は 地球 連合 軍 の 撃 入 に 成功 し 
た が 、 プ ラン ト 評 議会 は 本 国防 術 の た め ヤ キン ・ ド ゥ ー エ 
の 防 衝 要 室 化 を 決議 し た 。 また 、 この 戦闘 が グリ マル ディ 
戦線 の 展開 へ と 疫 が っ て し 


改装 後 の ヤ キン ・ ド ゥ ー エ 。 プラ ント 本 国 
防御 の 要 で あり 、 戦 着 末 央 、 弟 2 次 ヤキ 


Miustration by TOKIKO YUZAWA (Twin Bel) 


Mustration by TOKIKO YUZAWA(Twin Bell) 


S| プリ マル ディ 戦線 の 展開 一 一 固 


5 月 3 日 、 ザ フト は 月 に 入出 し 、 月 の 牙 側 の ロー レン ツク 
レー ター に 基地 を 建設 し た 。 宇宙 に お ける 地球 連合 軍 の 
一 大 失点 、 プ トレ マイ オス 基地 の 攻 蜂 が 目的 だ 
軍 は グリ マル ディ ・ ク レー ター を 境界 に 月 を 二分 し て 対立 、 
小瓶 り 合い を 繰り 授 し た 。 以後 、 と の 戦域 は [タリ マル ディ 
起 線 ] と 呼ば れ た 。 6 月 2 日 、 地 環 連 含 の 資源 供給 基地 エ 
ン デ ュ ミオ ン ・ ク レー ター を 信 り 、 地 替 連 合 軍 と サフ ト が 交 
覧 。 この 際 、 地球 連合 軍 は 第 3 能 隊 を 失う が 、 サイ クロ プ 
ス の 時 走 自 糧 に より リザ フト の 月 派 遺 軍 を 皮 破 し た 。 結果 a 
ザフト は ロー レン ツ 基 地 を 放 案 、 月 か ら 搬 退 し 、 月 全 士 は 地 Ce ピウス を 本 ジン 
球 連合 軍 の 勢力 園 と : フラ ガ 。 特殊 な 空間 認識 能力 を 


第 1 次 カサ ブラ ンカ 沖 海 戦 一 一 回 

5 月 20 日 に カー ペン タリ ア 其 地 を 完成 させ た 
22 日 、 カ ー ペ ンタ リア を 橋 頭 佑 と し た 地上 拠 
格 化し 、 地中海 へ の 侵攻 を 開始 し 


各 海 圭 」 と 呼 
中 海 地域 へ bp 
カー ペン タリ ア の 完成 と 同時 に 空戦 
MS ディ ン が 配備 。 カサ ブラ ンカ 埋 
水中 用 MS グー ン が 実戦 投入 され 7 


タル 基地 


スエ ズ 攻 防戦 と アフ リカ 戦線 一 一 回 


第 1 次 カサ ブラ ンカ 沖 海 戦後 、 ア フリ カ 北 岸 に 上 陵 し た 
ザフト 地上 軍 と 、 ユ ー 連邦 の 大 戦車 部 隊 を 擁する 
地球 連合 軍 が エル ・ ア ラメ イン で 交戦 、 ス エズ 攻防 戦 が 
発生 し た 。 5 月 30 日 の こと だ っ た 。 砂漠: 失 地域 の 戦 
めか 、 ザフト は 地球 連合 軍 の 大 湯 還 部 隊 に 苦戦 
し た が 、 ア ンド リュ ー・ パ ルト フェ ルド の 奇策 に より 陸戦 用 
MS パク ゥ が 多大 な 戦果 を 挙げ 、 最 終 的 に は ザフト が 勝利 
し た (OL ト フ ェ ルド が [砂漠 の 虐 」 の ふた つ 名 で 呼ば れる 
よう に な っ た の は 、 ス エズ 宙 防 団 の 埋 果 に よる )。 以後 、 ビ ーー リル 団 絆 で 細 太 所 
クト リア 宇宙 港 の 制圧 目指 T ザ フト が 南下 する こ PT で 
アフ リカ 戦線 が 展開 され た 。 は 、 一 般 的 な MS は 機動 低下 し た 


「 新 星 」 攻 防戦 一 一 回 


6 月 14 日 、L4 現 域 で 地球 運 合 軍 と ザフト が 交戦 を 開始 
し た 。 東 ア ジア 共和 国 管 理 下 の 資源 衛星 「 新 星 」 を 巡 
る 戦い で あり 、「 新 星 ] 攻防 戦 と 呼ば けれ る 。 両 軍 と も に 決 
定 打 が な いま ま 小 名 り 合い が 続き 、L4 宙 域 の コロ ニー 妖 
が 大 き な 被 害 を 受け た 。 攻防 戦 開始 か ら 1 ヶ月 近く が 経過 
し た 7 月 12 日 、 戦い は 地球 連合 軍 が 新星 を 放 本 する 形 で 
決着 > ザフト は 新星 を 改装 し つつ L5 宙 域 へ と 移送 し 、 本 
国防 御 の 一 画 を 担う 宇宙 要 款 ポア 
戦 か ら 4 ヶ月 を 経て 両 軍 と も に 疲 和 し 6 
地球 運 合 軍 と ザフト の 大 規模 軍事 行動 は 減少 
結 が 予想 で き な い 状態 で 戦争 は 続い て いっ た 。 


ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 同 
欄 、 戦争 末期 に 音 問 の 舞台 と な 


陰線 の 妥 着 一 困 


7 月 頃 か ら 汚 線 は 礎 着 合 軍 で は 戦局 打開 
画 が 見 直さ れ 、 MS 


の 打破 、 仙 角 の 改善 、 戦 争 終 結 
地球 連合 事務 総長 オル バー ニ と クラ イン 
議長 の 秘密 会 談 が 計画 され る 。 これ は 「10 月 会 談 」 と 呼 
ば れ 、 マ ルキ オ 潜 師 の 主導 で 進め られ た 7 
吾 年 1 月 15 日 、 太平 洋 ・ 北 回 性 線 戦線 が 
日 に は ザフト が カオ シュ ン 宇 宙 港 を 陥落 させ た 


力 況 打開 策 の 一 環 と し 


ジア 共和 国 の カオ シ - 
すでに 開戦 か 51 年 近く が 経過 し て いた 


a サンライズ 
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誤 調 二 ユ ュー トロ ンジ ヤマ ー キ ヤン セラ ー と 核 動 生計 


ーー で 検 エ ネル ギー に 依存 し な い 兵 回 体系 や 核 エ ネル ギー を 利用 で きる NJC 搭 載 兵 魚の 成 カ 
ニュ ー ト ロン ジャ マー を 生活 が 強要 され た 世界 に あっ て も 、「 無 限 大 」 の エ は 絶大 で 、 特 に ジェ ネ シ ス や 核兵器 は 世界 を 減 ぼ 


ー ゃ > ネル ギー 供給 量 と 超大 出力 を 発揮 する 核 エ ンジ ン 、 し か ね な い 存 在 と な っ た 。 その 猛威 を 目の当たり に 
無効 化す る 革新 前 テク ノロ ジー そし て 最強 の 大 量 破壊 兵器 で ある 核兵器 を 求め る だ で 


ーー 声 は 大 きか - また 、 民 間 な どの 発電 用 と し て も 、 

核 エ ネル ギ 穫 く 評価 され て いた 。 そこ で プラ ント 

は N ジ ャ マー の 完成 と 同時 に 、 そ の 対抗 手段 の 研究 
マー キャ を 開始 。 その 結果 、 誕生 し た の が NJC: 

ー は NJC と 記す )。 N ジ ャ マー は 自由 中 性 子 完成 し た NIC は 、N ジ ャ マー の 影響 下 に あっ て も (カイ ム ・ ア ッ パ CE.75) 

の 運動 を 阻害 する こと で 核 分 像 を 抑制 し て いる が 、 村 分 裂 を 発生 させ た NJC の 有効 範囲 は 狭 

NJC は この 効果 を 打ち 消し 、 核 分 像 を 可能 と する が 機器 の 周囲 程度 し か カ 

つま り 、NJC き え あ れ ば N ジ ャ マー の 影響 下 で も 核 N ジ ャ マー の 副 次 効果 で あ 

兵器 や 核分裂 炉 ( 核 エン ジン ) が 使え る の だ と も 不可 能 JC は 関連 ファ イル 

NJC 誰 生 の 背景 に は 、N ジ ャ マー の 問題 点 が あ な 対抗 手段 と は な り を な い の だ 。 


る 。N ジ ャ マー 最大 の デメ リッ ト は 、 効果 範囲 内 の 核 それ で も NJC は 世界 の 戦略 環境 を 一 変 さ せる 性 0 
分 製 を すべ て 抑制 し て し まう こと だ 能 を 持っ て いた 防 す れ ば 、 既 存 の MS を SEED.08.42 


自ら は 核 分 像 を 利用 で き 、 敵対 ラ 勢力 の み 封じ 込め 法規 する 大 パワ 
が 理想 だ が 、 分 殖 
できない 。 し か も 、 艦艇 へ の N ジ ャ マー 搭載 、 
ャ マー 投下 な り 、 地球 陣 の ほとん の 戦争 で 、NJCI 
ー の 影響 上 、 人 類 の 生存 隊 や 巨大 ガン で 株 レ ー ザ ー 砲 「 ジ ェ ネ シス 」 に 、 地 球 連 
の ほぼ 全域 で 核 分 死 は 起こ りえ な い . 合 軍 は 桜 ミサ イル な ど に NJC を 搭載 し た 。 


実現 で きる うえ 、 大 出力 ビ 
や PS 装甲 を 時 間 制 限 な し し 
より も 、 村 


DES.03.21 
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NJC は その 効果 範囲 に 限っ て N ジ ャ マー を 無効 化す 
る 。 通常 は 、 核 分 香炉 や 核 弾頭 と 組み 合わ せ て 使用 
され る 。 桜 分 遇 機 器 は 既存 の 技術 で ある た め 製 造 は 
容易 で 、NJC き え あ れ ば N ジ ャ マー 環境 に 対応 し た 核 エ 
ンジ ン 描 載 兵 器 や 核兵器 を 実現 で きる 。 
製造 に は 特殊 な ベー スマ テリ アル が 必要 だ っ た が 、 そ 
の 大 鉱 碑 が 火星 で 発見 され た と 言わ れ て いる 。 


NJC は 装置 を 中 心 と し た フィ ー ル ド 内 の 
み 、N ジ ャ マー の 効果 を 打ち 消す 
NJC の 効果 範囲 は 極め て 狭い た め 、 通 常 は 
NJC と 技 分 肌 機 器 ( 栓 エン ジン や 可 丈 は 
セッ ト で 搭載 され る 。 な お 、N ジ ャ マー の ECM 
効果 は 打ち 消せ な い 。 


N ジ ャ マー 同様 、NJC は プラ ント で 開発 され た 。 核 攻 
撃 を 阻止 する た 
ト の 安全 性 を 飛躍 的 に 向上 させ た が 、 
裂 を 抑制 し で て し まう 。 そこ で 、 他 勢力 が 杖 エ ネル ギー を 
使え な い 状 況 で も 、 一 方 的 に 核 技術 を 利用 する た | 
に NJC が 開発 され た 。 当初 、NJC は プラ ント の 独占 技 
術 だ っ た が 、 地球 連合 に 流出 し て し まっ た 。 


N ジ ャ マー を 完成 させ た プラ ント は 、 同 時 
に NJC の 開発 を 開始 し た 。 遅く と も C.E.71 
3 月 一 4 月 頃 に は 実用 化 に 至り 、 フ リー ダム 
に 代表 され る 村 搭 載 MS や 巨大 ガン マ 線 
レー ザー 砲 「 ジ ェ ネ シス 」 に 採用 され た 。 劣 
勢 と な っ た 戦局 を 覆す た め の 措置 だ っ た 。 


戦時 兵 競 [ジェネシス 」 は 起動 か 
爆弾 を 使用 。 NJC に より 使用 可能 に 


= 
核分裂 を 促す 

"Key Word 株 朋 を 

7 ニュ ー ト ロン スタ ン ピ ー タ ダー 
、 ニ ュー トロ ンス タン ピー ダー と は 、 座 制 
き 起こ す 装 置 で : ユニ ウス 条約 で NJC 搭 載 兵器 は 
妹 止 され た が ホ は 模 牙 撃 を 警戒 し て お り 、 そ の 対 
策 と し て ニュ ー ト ロン スタ ン ピ ー ダ ー を 開発 し た 。 


RNN 


に 核分裂 を 引 


12 格 の 量子 フレ ネル か 
ら 放 た れる フィ ー ル ド が 

自由 中 性 子 の 運動 を 
加速 。 ナ スカ 級 高 


C.E.71.07.12、 ザ フト の 独占 技術 だ 
NJC の 認 計 図 
球 連合 軍 は 2 ヶ月 近い 期間 を か け て 、NJG 
と 杭 ミ サイ ル 群 を 用 意 す る と 共に 
用 MA 部 隊 [ピー ス メ ー カ ー 隊 ] を 編制 。 NJ 
搭載 MS の 開発 も 進め て いた 。 


NJC は 小型 な 
能 な サイ ズ の : 


め 、MA や MS が 軍用 可 
イル に も 搭載 で きる 。 


3b 球 連合 軍 に 渡っ た 。 地 


枝 攻 撃 


スタ ン | 射 を 
合 軍 柱 攻 軸 部 隊 は 自爆 


NJC の 実用 化 と 地球 軍 合 軍 へ の 流出 は 、 核 戦 名 
の ハー ドル を 大 きく 引き 下げ た 。 実際 、 地 球 連 合 軍 は 
ザフト の 宇宙 要 宰 ボア ズ を 核 攻撃 で 陥落 させ た うえ 、 
被害 こそ 出 な か っ た も の の NJC 搭 載 型 柱 ミ サイ ル を 
プラ ント に 撃ち 込ん だ 。 停戦 後 、 ユ ニウス 条約 に より 
NJC の 軍事 利用 は 禁じ られ た が 、 地 球 連合 と プラ ント 
は NJC 搭 載 兵 器 の 開発 ・ 製 造 を 秘密 裏 に 行っ た 。 


NNJC の 開発 と 流出 は 、 過 天 な 思 起 と 相 
まっ て 世界 を 江 ば し か ね な か 


組織 「 プ ルー コス モス ] 照 主 
の 、 プ ラン ト は ナチ ュ ラル 残 減 を 唱え る / ト リッ ク ・ 
ザラ の 統制 下 に あり 、NJC 搭 載 兵器 の 応 配 が 
な され た 。 人 類 が 全滅 し か ね な い 状況 だ 


停戦 役 の CE.72.03.10 に 締結 され た ユニ 
ウス 条約 は 、 NJC の 軍事 利用 を 続 じ た ( エ ネル 
ギー 問題 の 解決 の た め 、 民 生 利 用 は 認め られ 
た )。 だ が 、 フ リー ダム や ドレ 
搭載 MS の 一 部 が 行方 不 


ザフト こと 地球 連合 軍 の NJC 搭 載 兵器 f 


NJC を 搭載 する 兵器 は 、 大 き に 分 けら れる 。 ひと つ は パワ ー ソ ー ス と な る 核 エ 
ンジ ン を 駆動 する た め NJC を 搭載 し た 機動 兵器 (MS や MA) 、 も う ひ と つ は 村 弾 頭 を 起爆 
させ る た め に NJC を 必要 と する 核兵器 や 超大 出力 兵器 で ある 。 後者 に は 、 ガ ンマ 線 レ ー 
ザー 発振 用 に 原子 爆弾 を 起爆 させ る 戦略 兵器 「 ジ ェ ネ シス 」 も 含ま れる 。 


ザフト で は 核 動力 MS に NJC を 多用 し て 地球 連合 軍 は 植 ミサ イル へ の NJC 搭 載 
お り 、「 ジ ェ ネ シ ス ] 系 は 例外 的 な 存在 。 デ に 積極 的 で ある が - 機動 兵器 へ の 槍 二 例 は 
少な い 。 械 エン ジン 搭載 MS MA は 基本 
的 に 特殊 作戦 用 で 、 存 在 は 伏せ られ で いる 


^YMFXOOOA 
ドレ ッ ド ノ ー ト 


MORE INFO! 


極 (だ が 、NJC を 持た な い 核 エ ン 
搭載 MS が 存在 する 。 その ひと つが ロー 
リン ラン チャ ー 装 備 詩 の アス トレ イ ブル ー フ レー 
ム セカ ンド L で ある 。 この 機体 は 他 の NJC の 効 
時 範囲 内 に 入る < 式 の 核 エ ンジ ン を 
起動 、 ロ ー エ ング リン ラン チャ ー を 発射 する , 


NJC 非 搭載 の 核 動力 機 。 


MBF-P03 SECOND L 
ング アス トレ イブ ルー フレ ー ム 4 
セカ ンド L 

(ロー エン グリ ン ラ ンチ ャ ー 族 備 ) 


チャ ー 未 人 時 の 


セカ ンド L 
(ロー エッ グリ ン 
ラン チャ ー 坊 人間 面 


で 人 光 ・ サ ン ライ ズ 
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中 嘩 北極 量 地 骨 撃 作戦 


機動 戦士 ガン ダム O080 ポケ ッ ト の 中 の 戦争 


WORLD GUIDE 


年 戦争 末期 に 起こ っ た 


18-25 


北極 海 の MIS 争 春 戦 


ー 年 戦争 も 終結 に 近付い て いた U.C.0079.12.09、 
地球 連邦 軍 の 北極 基地 を 、 ジ ォ ン 公国 和 軍 特 務 部 
隊 「 サ イク ロ プ ス 隊 」 が 襲撃 し た 。 目的 は 北極 基地 
か ら 打 ち 上 ば げ ばら れる 「 ニ ュー タイ プ 用 ガン ダム 」 RX- 
78NT-1 テレ ックス の 奪取 も し く は 、 破 壊 だ っ た 。 結 
果 的 に 襲撃 は 失敗 し た が 、 作戦 を 主導 し た キリ ング 
中 佐 は アレ ックス の 搬送 先 を 察知 する と 、 新 た に 「 ル 


戦 を 展開 し て いた 。 一 方 の ジオ ン 公 国軍 は 、 オ デ ッ サ 
戦 と ジャ プロ ー 隆 下 作戦 で 敗北 し た 結果 、 地 球 上 か 
ら 撤 退 を 余儀 な くさ れ 、 サ イド 3 本 国 に 至る 防衛 ライ ン 
を 固め つつ 、 地球 連邦 軍 の 宇宙 展開 に 対す る 水際 
限 止 作戦 を 実施 し た 。 第 603 技 術 試験 隊 が 行っ た 、 


ー カ ス : 北極 其 地 襲 要 作戦 


Attack operation to Arctic base 
U.C.0079 


モビ ル ダ イ バー シス テム に よる 「 モ ビル ダイ プ 作 戦 ( 軌 
道路 撃 作戦 )」 は 水際 陽 止 作戦 の 一 環 で あっ た 。 

サイ タロ プス 隊 に よる 北極 基地 鎧 撃ち も 、 水際 固 止 
作戦 の 一 環 と 見 る こと が で きる が 、 前 述 の モビ ル ダ 
イブ 作 戦 と は 性 格 が 大 きく 異な る 。 そ の キー ワー ド が 
「 カ ガン ダム 」 と 「 ニ ュー タイ プ 」 だ っ た 。 

地球 連邦 軍 の 白兵戦 用 試作 MS、RX-78-2 ガン 
ダム は 圧倒 的 高 性 能 と 絶大 な 戦果 か ら , 
軍 将 兵 に 「 連 邦 の “白い 奴 "」 と 呼ば れ 恐 れ ら れ た 。 
その 新型 、 し か ー タ イプ 用 の ガン ダム と な れ ば 、 
情報 を 入手 し た ジ ォ ン 公 国軍 が 無関心 で も る は ず 
は な か っ た 。 さら に アレ ックス の パイ 
ム を 駆っ て 意 菊 た る 戦果 を 挙げ た 
ムロ ・ レ イ が 想定 され で お り 、 ア レッ タス と アム ロ が 発 
揮 す る 戦闘 能力 、 そ し て 両 軍 の 将 える 心理 
的 影響 は 計り 知れ な いも の が あっ た 。 アム ロ ・ レ イ の 


所 属す る ホワ イト ペー ス 隊 が ニュ ー タ イプ 部 隊 と し て 
ン 公 国軍 の 危機 感 を 所 


オン 公国 軍 は アレ ックス 奪取 を 実行 に 移し た 。 
、 ジ オォ オン 公 回 軍 あ る い は 突撃 機動 軍 の 総意 


(80) HE D3 Bi 


で は な く 、 作 戦 自体 は キリ ング 中 佐 の 独断 に 近い も 
の だ っ た よう で ある 、 北 概 基 地 朋 撃 に お ける 
投入 MS は 4 機 に 過ぎ ず 、 決 し て 大 規模 な 作戦 で は 
な か っ た 。 アレ ックス の 有無 で 戦局 に 決定 的 変化 
が 起こ る と は 考え 難く 、 和 軍 上 層 部 と し て は 水際 阻止 
作戦 の 一 環 や 提 乱 、 保 | れ ば いい と 考え で い 
た の だ ろう 。 だ が 、 キリ ング 中 佐 だ け は 異常 な ほど ア 
レッ クス を 警戒 し て いた 。 

(ギィ ・ メ イケ ル UL.C0102) 


関連 ファ イル 


BXc7ENT-1 アレ ックス 
MSM.03C ハイ ゴッグ 
MSM-07E スコ ッ ク E 

ハー ディ ・ シ ョ ュ タイ ナー 
サイ クロ プス 隊 

ルビ コン 作戦 

サイ クロ プス 隊 

PLE PREVIEW 


北極 基地 か ら 打ち 上 ! 

ダム の 記 在 が 判明 し た | オ 
ン 公 国軍 の キリ ング 中 佐 が 立 実 し 
た 作 新型 ガン ダム の 符 取 も し 
間 < は 破壊 を 主 と し た 作戦 で 、 サ イク 
ロブ ス 陵 が 投入 され た 。 


llustration by OSAMU KAMEI Color by KEIICHI FUNADA Special Effect by YUMI NOMURA /Back Ground by ATELIER MUSA 


ETTH 


WORLD GUIDE 


戦 カ が 少な 過ぎ た 
北極 基地 製 撃 作戦 


アレ ックス が 北極 基地 か ら 宇 宙 に 打ち 上 げ ら れる 
と の 情報 を 得 た ジオ ン 公 国軍 は 、 そ の 春 取 の た め 
北極 基地 を 諾 繋 し た 。 この 作戦 に 投入 きれ た の が 、 
特務 部 隊 サ イク ロ プ ス 隊 で あっ た 。 し か し サイ タク ロブ 
ス 隊 に 与え られ た の は 水陸 両用 MS4 機 だ け で あり 、 


」 
蘭 シャ トル の 動き 


| サイ クロ プス 隊 の 動き 
Eales mie i 
シャ トル 防 新 MS の 攻撃 


園 MS 戦 の 開始 と 、 新型 ガン ダム の 捜索 
奇 隈 を 生け た 北極 基地 倒 は 、 防 衛 ライ ン を 展開 還 5MS 剖 | 


戦闘 は サイ 加除 洒 | 
タム は 先見 で き で いな か っ 」 


た 。 この 時 点 で 新型 ガン ダム は 、 宇 宙 へ の 拓 あ 有り の た が 
シャ トル へ の 搬入 が 進め られ て いた 


較 基地 輸 撃 作戦 の 開始 


12.08、 サイ クロ プス 隊 は 、 ノバ ヤセ ゼム リヤ 基地 を 出発 。 9 日 


15 時 、 地 球 連 邦 軍 北極 基地 の 5 海里 まで 挫 


園 サイ クロ プス 隊 、 地 球 に 降下 
新型 ガン ダム (アレ ックス ) の 北極 基地 へ 
の 給 送 を 察知 し た グラ ナダ 基地 参謀 キリ 
ング 中 佐 は 、 座 取 作 戦 を 立案 し 、 特 務 部 
隊 サ イク ロ プ ス 隊 を 地球 に 降下 させ た 。 
UC.0079.12.06 の こと で ある 。 地球 


回 グラ ナダ 基地 、 特務 部 隊 を 


地球 連邦 軍 、 宇 宙 で の 最終 テス ト の た め 、 アレ ックス を 北極 基 
地 へ 移送 (空路 で 移送 し た 模様 )。 輸送 を 察知 し て いた ジオ ン 公 
国軍 突 到 機動 東 の ダラ ナダ 基地 参謀 キリ ング 中 佐 は 、 北 極 基地 
で の アレ ックス 許 取 作戦 を 立案 し た 。 U.C.0079.12.06、 ア レッ 
クス 奉 取 の 任 を 野 け た 特務 部 隊 サ イク ロ プ ス 隊 は 地球 に 降下 
し 、 地 上 の ジオ ン 公 国軍 と 合流 、 北 極 基地 攻撃 の 準備 を 進め た 。 
この 際 、 水 陸 両 用 MS の 受 祝 、 慣 熟 宮 区 な ど を 行っ た よう で ある 。 


アレ ックス 受取 作 埋 を 立案 指 撫 し た キリ ング 中 佐 。 作戦 は 、 ハ - 
シュ タイ ナー 大 膨 を 隊長 と する 特務 部 隊 サ イク ロ プス 隊 に 任 さ れ た 


3|| MS 戦 こ アレ ックス 授 索 


| 特務 部 隊 、 北 極 量 地 を 寄 諾 


12 月 8 日 18 時 、 ユ ー コ ン 級 潜水 艦 U-99 で ノバ ヤ ゼ ムリ ヤ 基 
地 を 発っ た サイ クロ プス 隊 は 、 翌 9 日 15 時 、 北 極 基地 を 肛 撃 し 
た 。 この 際 、 北 極 基地 まで 5 海 時 に 接近 し た U-99 か ら 、 サイ クロ 


プス 隊 の 水陸 両用 MS4 機 が 出撃 。 シュ タイ ナー 大 尉 機 と アン 
ディ ・ ス トロ ー ス 少尉 機 は 発見 し た だ : 
し 、 ミハイル ・ カ ミン スキ ー 少 尉 機 と ヒガ ブリ エル ・ 


UU-99 か ら 倒 進 し た サイ クロ プス 隊 は 、 深 度 150m で 目 
内 に 通じ る 水路 を 発見 し た 際 、 シ ュ タ イナ ー 大 肌 の 判断 で 儀 を 二分 し た 。 


上 上 | 作戦 の 失敗 撤退 


サイ クロ プス 隊 の 上 陸 は 完全 な 奇襲 と な り , 遅 れ て 防 和 ラ イン 
を 展開 し た 北極 基地 MS 部 隊 は 次 々 と 撃破 され た 。 この 際 の 主 
戦場 は カミ ンス キー 少尉 機 ら が 突入 し た 地上 だ っ た が 、 地下 で も 
ュ タ イナ ー 大 慰 機 が 行動 を 始め て いた 。 こう し 
『、 ア レッ クス を 発見 で 
きか ない まま 時 間 だ けが 経過 し て いっ た 。 この 時 、 アレ ックス の コン 
テ ナ は 打ち 上 げ 用 シャ トル へ と 搬入 され つつ あっ た 。 


北林 基地 は サイ クロ プス 隊 の 接近 を 宮 知 し て お 』 
けた 。 し か し 、 ア レッ クス の 打ち 上 げ 準 備 は 半 実 


海底 通路 か ら 侵入 し て いた スト ロー ズ 少 尉 楠 が 、 ア レッ クス を 
携 入 中 の シャ トル を 発見 し 、 攻撃 を 強行 。 し か し 、 シャ トル の 打ち 
上 げ を 阻止 で を な か っ た うえ 、 シャ トル 護衛 の MS の 反撃 を 受け て 
表 破 され た 。 作戦 の 失敗 を 受け た サイ クロ プス 隊 は 、 同 日 15 時 
25 分 、 壊 減 状態 の 北極 基地 か ら 撤 退 し 、 同 月 11 日 、 グ ラナ ダ 
基地 に 帰 思 し て いる 。 この 時 点 で アレ ックス は サイ ド 6 へ の 航路 
に あっ た が 、 ジオ ン 公 国軍 で は 行方 を 掴ん で いな か っ た 。 


よう や く シ ャ トル を 発見 し た サイ クロ ブス 隊 だ っ た が 、 個別 行動 が 人 と な っ 
て 阻止 に 失敗 。 アレ ックス を 乗せ た シャ トル は 打ち 上 げ ら れ た 。 


北極 基地 を 援 繋 する に は 少な 過ぎ た ( 隊 の 母艦 と 
な っ た U-99 は 直接 戦闘 に は 参加 せ ず ) 。 結果 、 サ イ 
クロ プス 隊 は アレ ックス の 奪取 に 失敗 し た うえ 、 MS1 
機 と 隊員 ひと り を 失っ て 撤退 し た 。 北極 基地 襲撃 
は 、 最 初 か ら 勝算 が 低い 作戦 だ っ た の で ある 。 


RGM-79D 


上 4] シャ トル の 打ち 上 げ と 、 部 隊 の 撤退 
スト ロー ス 少 尉 が シャ トル に 描 入 中 の 新型 ガン ダム を 
発見 。 攻撃 を 行う が シャ トル の 打ち 上 げ を 阻止 で き な 
か っ た うえ 、 瑞 MS の 反 此 を 到 け 撃破 され る 。 その 直 
後 、 シ ャ トル は 打ち 上 げ ら れ 、 作 戦は 失敗 。 サイ クロ プ 
ス 謙 は 15 時 25 分 、 北 李 基 地 か ら 氏 退 し 、11 日 に グラ 
ナダ 基地 へ と 帰還 し た 。 


liustration by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
北極 基地 


アレ ックス を 宮 る 最初 の 戦闘 の 舞台 と な っ た 北極 基地 
は 、 北 李 海 の 巨大 水 山 を 改装 、 基 地 化 し た 地球 連邦 還 
の 軍事 施設 で ある 。 シャ トル の 打ち 上 げに 適さ な い 高 吉 
度 に 位置 し 、 他 の 基地 と の 連絡 も 悪い な ど 、 戦 路 的 価 
値 の 低い 基地 キリ ング 中 佐 は 研究 施設 と 判断 し 
て いた と いう )。 それ で も 、 主 要 な 宇宙 港 が ジオ ン 公 国軍 
に 制圧 れ た 一 年 戦争 期 に は 相応 の 価値 が 認め られ 、 
ら に 機 習 保 持 の 面 で も 有用 と 判断 され た こと か ら 、 ア レッ 
クス の 打ち 上 げに 利用 され た 。 


| 信和 産 各 ジ ム の パリ エー 

ショ ン で ある RGM79D ジ 
ム 実 冷 地 仕様 を 配備 する 

MS の 格納 車 は 地下 に あ 

必要 に 応じ て リフ ト ア ッ プ 


A + 
立地 条件 は 悪い が 、 消 走路 ・ 大 型 格 結 庫 ・ 地 下 潜水 
備え 基地 と し て 充分 に 機能 する 。 シャ トル 発 映 場 は 」 


で 前 ・ サ ン ライ ズ 


18.26 


機動 戦士 ガン ダム 008B0 ポケ ッ ト の 中 の 戦争 


WRDGUDE SN: KA | 5 mr gn 


て いた まま 進展 し た た め 、 
性 が 著しく 低い 状 ! 
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History of MS Development in U.C. 
、 宇 世 紀 の MS 開発 史 。 


用 の グリ ッ プ ( 
は MS の 生 


規格 統一 が 
で いる 


の ジ ォ ン 公 回 軍 に 規 


ー 厩 
レラ 
ー mer rme 


合 整 備 計画 の 立案 


義理 前 の 規格 紅 
一 は 、 生 産 を ザク 1 


ジオ ン 公 国軍 に お ける 初期 の MS 開発 
画 が リン ク し て お ら ず 、 技 術 交流 
so 結果 、 機 種 毎 に 部 品 や コク 
ビッ ト の 規格 が 異な り 、 生 産 性 や MS シリ ー 
ズ 間 の 互換 性 に 大 き な 問 題 を 拘 える こと と 
一 年 戦争 開戦 以前 か ら 指摘 され て 
いた この 問題 は 、 短 期 2 

伴っ て クロ ー ズ ア た 。 そし 
て 開戦 か ら 1 ヶ月 が 過ぎ た U.C.0079.02、 
マ ・ ク ベ 少 佐 が 提案 し た MS の 規格 統一 
ロジ ェクト 「 統 合 整 備 計画 ] が 実施 され た 。 


ザク T に 似 た 外見 
を 持つ 陸戦 月 MS 。 
グフ 。 それ で も グフ 
と ザ 2IJ 型 の 部 品 
共有 有 加 は 40% 以 
下 に 過ぎ な い 。 


統合 整備 計画 の 量 本 方 針 


統合 整備 計画 の 基本 方 針 は 、 コク ピッ 
や マニ ピュ レー ター を 含む 部 品 の 共通 化 で 
ある 。 これ に より 、MS シ リー スズ 間 の 互換 性 
が 高まり 、 採 継 方 法 も 統一 され る 。 また 、 機 
種 こと に 異な っ て いた 生産 ライ ン の 統合 と 
簡 路 化 が 可能 に な る と 考え られ た 。 


各 MS シ リー ズ で 共有 可能 な 部 品 を 増加 
させ る 。 これ に より 異 機種 間 の 互換 性 が 高 
まり 、 生 産 ラ イン の 合理 化 、 稼 働 率 の 向上 、 


計画 開始 か ら 4 ヵ月 後 、 徹 底 し た 部 品 の 
共通 化 、 生 産 ラ イン の 簡略 化 、 第 2 期生 産 
型 コ ク ピ ッ ト に よる 操縦 系 の 統一 な ど が 完 
了 し た 。 計画 は ジオ ン 公 国軍 の 想定 を 上 回 
る 結果 を 出し た よう で 、 既存 の MS を 統合 
整備 計画 準拠 仕様 と し た バリ エー ショ ン が 
生み 出さ れ た ほか 、 一 年 戦争 中 期 以降 の 
MS 開発 と 新型 MS の 実用 化 に 頁 献 し た 。 
一 年 戦争 未 期 まで 、 ジ オン 公国 軍 が 多数 
の MS を 配備 で きた の も 、 統合 整備 計画 の 
恩恵 に よる と ころ が 大 きい と 考え られ る 。 


MORE INFO! 


IMS の 規格 統一 は 大 


地球 連邦 


な 問 
展 


ズ 


は 生産 性 や 互換 性 の 改善 
だ け で な く 、 パ イロ ッ ト の 機種 転換 を 容 : 
する 狙い も あ 
MS は 、 機 種 ご と に コク ピッ ト の レイ アウ ト が 
異な り 、 操 紀 方 法 も 店 っ て いた 。 


計画 は 企業 の 精 
を 越え て 実施 。 ライ 

馬 バル 還 係 に あっ た 

時 zEoNic せ と zIM 
MAD 社 の NS も 互 
換 性 を 得 た . 


計画 中 に は MS 開 
発 が 公 清 。 ゲル グ 
グ の 開発 層 芽 も 続 
合 整 備 計 夏 が ー 
因 と され る 。 


ジム 
佐 其 


画 準 拠 の コワ ピ ッ ト こ と 手 部 
拠 し た MS の ほとん ど 
ャ ント 


コク ビッ ト と 手 部 
2 期生 産 型 コク ピッ ト は 操縦 方 法 を 統一 、 手 
の 互換 性 を 高め 
画 準拠 型 の MS な ら 
ザク T シ リー ズ で も ゲル ググ ・ シ リー ズ で も 同 
じ で あっ た 。 これ ら の 統一 規格 ユニ ッ ト の 完 
成 が 、 ジ オン 公国 軍 の MS の 新 フォ ー マ ッ ト 
を 打ち 立て た と 言え そう だ 。 


統合 整備 計画 に お いて 制定 され た 、 共通 規 
格 の 新型 コク ピッ ト 。 機体 毎 に 異な る の は 予備 
パネ ル 程 度 で あり 、 レ イア ウト と 操縦 


兵法 も 使え る 模様 


第 2 期生 産 型 コク 


シー ト の 左右 に 操 絆 
種 を 備え x る 。 ザク Hc | 1 
を 探 栓 で きる 有 有 な ら 
短期 間 で ケ 


ども 供え る 


統合 整備 計画 の 影響 下 に ある MS 
続 合 束 備 計画 の 成果 が 出 た 後に 生産 
れ た MS の 中 に は 、 計 画 に 準 拠 し た 機体 


が 散見 され る 。 多く は 、 統合 整備 計画 の 規 
格 に 既存 の MS を 適合 させ た パ リエ ーション 
機 で 、 ベ ー ス 機 よ り も スペ ッ ク が 向上 し て い 
る 。 MSM.03C ハイ ゴッグ や MSM-07E 
ズゴック E の よう に 、 統 合 整 備 計画 で 新 
計 ・ 改 修 され た 水陸 両用 MS も 存在 し た 。 


MS-18E ケン プ 
ファ ー。 実 用 化 は 
ーー 年 戦争 末期 


ドム の 統合 整備 計画 準拠 仕様 機 は 、 熱 
革 昌 用 と 宇宙 用 で ある 。 リッ ク 
ヴァ イ ) は 生産 性 と 推進 力 を 大 幅 に 改善 


ク T 改 は 高 性 能 か つ 操縦 性 に 優れ る , 


ゲル ググ 自体 が 統合 整備 
受け て いる が ゲル ググ J』( イ ェ ー ガ ー) と ゲル 
ググ M (マリ 


機動 戦士 ガン ダム 00 
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ソレ スタ ルビ ー イ ング の 
GN ドラ イヴ 搭載 MS 


] 
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私 設 武装 組織 ソレ スタ ルビ ー イ ング (CB) が 、 武 
介入 用 と し て 開発 ・ 運 用 し た GN ド ライ ヴ 搭 載 MS 
が 「 ガ ンダ ム 」 で ある 。 一 般 に は 、 額 部 の V 字 型 アン 
テ ナ と 人 間 の それ を 思わ せる 「 顔 」 を 持つ MS と し て 
認知 され て いる し CB 以外 に も 、 ヴ ェ ー ダ や CB 
の 離反 者 = イノ ベイ ド ボ が 開 代 し た が ガン ダム も 存在 す 
る ほか 、GN ド ライ ヴ の 代わ ね! 
備 す る 機体 が 登場 する な 、 
する の は 難し く な っ た 。 それ で も 、GN 料 子 系 動力 と 
独特 の 形状 の 頭 部 を 持つ 、「 イ ナ 
織 の MS が 広義 の ガン ダム だ と 

西暦 2307 年 の 武力 介入 を も 
ンダ ム は 、 従来 の MS と は 
っ た 。 GN 粒子 発生 機関 「GN ド ライ ヴ 」 
太陽 炉 」) を 搭載 する ガン ダム は 、E カ ー ボ ン 
の 閉 甲 を 易 々 と 破壊 する 粒子 ビーム 
の 直撃 を も 防ぐ GN フ ィ ー ル ド 、GN 粒 子 の 重量 軽減 


MS 運用 理論 : 西暦 の ガン ダム 


MS Technology in AD 
西 居 の MS の 技術 


効果 を 利用 し た 単独 飛行 能力 な どの 機構 を 有 し 、 
その 技術 レベ ル は 当時 の 大 国 を も 秦 妨 し て い 
ガン ダム 開発 の 理 景 に は 、 イオ リア 計 画 ] に お け 
る CB の 役割 が 関係 する 。 人 類 の イノ ベイ SS 
「 来 る べき 対話 」 を 目的 と する 「 イ オリ ア 計 画 ] で 
類 の 意思 
PD が CB で あり 、 任 務 達 成 の 
。 圧倒 的 高 
を 座る ガン ダム は 、 武力 介入 に よる 紛争 根絶 の 
的 な 手段 と な る だ け で な く 、 軍事 的 威 と 介入 
行動 その も の に よっ て 全 世 界 前 な 憎しみ を 喚起 し 、 
人 類 の 意思 統一 を 促す 役割 も 期待 され て いた よう 
例 世 界 的 な 憎しみ の 対象 と な る の は CB 人 
が 、 ガ ンダ ム は その 象徴 で ある が ゆえ に 「 憎 悪 の 受 
け 皿 」 と し て 機能 し た 。 他 に も 、 イン ダム 軍用 時 の 
GN 粒子 散 ー 化 を 促進 
する 点 も 重 3 
も っ と も 、 西 歴 2307 各 


8 年 の CB は 慎重 な 介 
入行 動 を 行っ て お り 、CB に ほ 間 レベ ル の 評 
価 は 三 分 きれ で いた 。 この 化す る 契機 と 
な っ た の が 、 CB セカ ンド チー ム の が ガン ダム スロ ー ネ の 
出現 だ っ た 。 先行 投入 きれ で いた 4 機 の ガン ダム と は 


[| 本 08 wl 


っ た 命令 系 統 に 属す る 3 機 の スロ ー ネ は 、 童 烈 
これ が 各国 政府 の 危機 感 を 
させ た 。 
= 大 勢力 へ の 狂 似 太陽 炉 搭 載 MS の 
に よる CB 氏 減 作戦 を 経て 、CB の ガン ダ 
ム は 壊 減 的 打撃 を 受け た が 、 その後 CB の 再編 と 共 
に 新型 機 が 再 配備 。 そし て 、 独 立 治安 維持 部 隊 ア 


価 され た 
(ジョ ン ・ ド ゥ & リ チャ ー ド ・ ロ ゥ 執筆 時 期 不 明 ) 
関連 ファ イル 
GN.000 0 ガン タム 0001.01 
QNO01 ガン ダム エクシア 009102 存 
GNT-0000 ダブ ルオ ー ク アン タ 0001-19 


イア ン ・ ヴ ァ ス ティ 他 0002-11 


GN 科 子 と GN ドラ イケ 


上 子 は 槍 々 な 特性 を 
そ h は ビー ム 兵器 や GN 


央 いっ た 時 も あっ た 


Iustration by OKONOMIYAKI 


GN ド ライ ヴ の 秀 対 数 と | 
ガン ダム の 運用 制限 


ザン ダム の 動力 機関 で ある オリ ジ ナ ル の GN ド ライ 
ヴ は 、23 世 紀 初 期 に 5 基 が 完成 し た の ち 、100 年 近く 
新規 に 製造 され な か っ た 。 西暦 2307 年 の 紛争 に お 
いて 、CB が 4 機 の ガン ダム し か 運用 し な か っ た の は 、 
これ が 主 な 要因 で ある (残り の 1 基 は 、 サポ ー ト 組織 
の 「 フ ェ レ シュ テ 」 が 保有 ) 。 西暦 2312 年 の 紛争 に 
お いて CB は 5 基 の GN ドラ イヴ を 保有 し た が 、2 基 が 
GN-0000 ダブ ルオ ー ガ ンダ ム に 搭載 きれ た た め 、 や 
は り 当 初 は 4 機 の 運用 に 留まっ た 。 その 後 、GN ド ライ 
ヴ の 代わ り に 超大 型 GN コ ン デ ン サ ー (粒子 貯蔵 タン 
クタ) の 搭載 で 運用 可能 な ガン ダム は 増加 し た が 、 今 
度 は ガン ダム マイ スタ ー と ガン ダム その も の の 数 の 間 
題 と な り 、 CB る こと は な か 
っ た 。 な お スロ ー ネ や イノ ベイ ド 系 の ガン ダム は 、 コ ー 
ナー 家 が 開発 し た GN ド ライ ヴ [T] (タウ ) - 笑 似 太 
陽 炉 を 搭載 し て お り 、 運用 数 の 制限 は 緩 か っ た 。 
イノ ベイ ド と の 戦い で 、3: 
の GN ドラ イヴ が 失わ れ 7 a 
その 後 、CB で HG 
挫 濃 械 と 科 子 貯 東 タン ク 
装備 械 が 併用 され た ほぼ 


ツイ ポラ イヴ 専用 GNF- 
ー ヴ が 2 革新 答 さ れ て いる 。 


畠 似 太 周 炉 は 、 CB の 閣 反 
者 一族 コー ナー 案 が 奪取 し 
た GN ドラ イヴ の デー タ か ら 
開発 され た 。 オリ ジ ナ ル と 異 
な り 右 限 機 関 が 
可能 で 、 ガ ンダ ム で は スロ ー 
ネ ポ イノ ベイ ド 系 が 採用 


MORE INFO! 
「 顔 」 を 隠し た ガン ダム 


系 列 機 の 中 に は 、 ガン ダム で あ 。 
特に 、 ガ ンダ ム の 外見 的 特徴 の 
擬装 し た 機体 が 多い 。 CB と の 関係 性 を 秘 
ダム の 作戦 行動 を 支援 する 機体 や 、CB と の 
を 前 提 と し た イノ ベイ ド 用 機動 


ド は ガン 


GNZ-003 ガ デ ッ サ 
ガン ダム の デー タ を 流用 し 
ド 専 用 MS。 アロ ウズ 

シン ダム! 


GNMA-0001V 
レグ ナン ト 


内 着 に ガン ダム 型 の 人 が あ 


ガン ダム の 技術 上 の 特徴 は 、 動 力 機関 の GN ドラ イヴ 
と GN 粒子 の 制御 技術 に ある 。 化石 燃料 な ど を 動力 源 と 
する 、 そ れ 以 前 の MS と は 根本 的 に 異な る 兵器 な の だ 。 ガ 
ンダ ム で 完成 し た GN ドラ イヴ 搭載 MS の 基本 技術 は 、 後 


思 GN ド ライ ヴ 


GN 粒子 を 生み 出す 半永久 機関 
選 子 量 が 有 朋 の 色 大 陣 坊や 
子 野 黄 タ ンク を 備え る 機体 も ある 。 


四 ク ラビ カル アン テ ナ 
GN 粒子 の 制 韻 装 置 。 普 周 
置 され る こと が 多い 。 


回 GN コ ッ テ ン サー 


BN 柚子 の 貯蔵 装置 機 林 各部 
に 設置 され る , 


回 ビー ム 兵 器 
GN 科 子 を 圧 六 し 、 ビ ー ム な し て 発 
射す る 兵器 。 ビー ム 刃 を 形成 する 


ピー ム サ ー ベ ル も ある 。 


回 GN フ ィ ー ル ド 
GN 粒子 を 利用 し た 障壁 。 シー ル 
ド や 装甲 の 上 に 展 間 し 、 防 御 カ を 
向上 きせ る こと も ある 。 


回 飛行 能 カ 
GN 粒子 の 重量 軽減 効果 や GN 
を 用 い 、 単 間 飛 行 を 可能 と 


概 部 に は ヴェ ー ダ と の リン ク 用 の ブ 
ラッ クボ ックス を 内 蔵 。 ヴェ ー ダ の 
バッ クア ッ プ が 受け 5 れる 。 


発 の 新型 ガン ダム や 疑似 太陽 訪 搭載 MS へ と 受け 継が れ 
た 。 な お 、CB 直 系 の ガン ダム と スロ ー ネ 系 で は GN 粒子 の 
伝達 方 式 が 異な っ て お り 、CB 直 系 機 で は GN 粒 子供 給 
コー ド が 、 ス ロー ネ で は フレ ー ム 構造 体 が 粒子 を 供給 する 。 


ration by TOKIKO YUZAWA (Twin Bel) 


ガン ダム の 性 能 


ガン ダム は 、 あら ゆる 面 で 既存 の MS を 凌 郊 する 起 高 性 
能 MS で 、 地 上 宇宙 の みな ら ず 、 空 中 や 水中 で きえ 運用 
で きる 万 能 性 も 画 期 的 だ っ た 。 その 性 能 の 根幹 に あっ た 


の は 、GN 粒 子 を 生み 出す GN ドラ イヴ と GN 粒子 の 制御 
能力 で ある 。 だ が 、 星 似 太 陽 炉 搭載 MS の 普及 が 、 ガ ンダ 
ム の 優位 性 を 減少 させ た 。 


ンダ ム と 旧来 の 燃 
比較 し た 場合 、 攻撃 カ ・ 防 御 力 * 機 動 性 : 運 用 可能 領域 、 GN 粒 
子 に よる ステ ルス 電子 妨害 能力 な ど 、 あ ら ゆ る 面 で ガン ダム が 
圧倒 的 な 高 性 能 を 示す 。 ガン ダム の 単 績 出力 だ け を 見 で も 、 古 
暦 2307 年 の 最新 鋭 MS フラ ッ グ の 6 倍 に 達する と 考え られ た 。 


電力 受信 化石 燃料 式 MS を 


粒子 ビー ム 兵 疾 に よる 攻撃 カ 、GN 税 子 を 利用 し た 飛行 能 カ や ステ ルス 
能力 が 注目 きれる, と れ 5 の 能力 は 、 すべ て の ガン ダム が 持っ て い 


画 に お ける ガン ダム 


人 人 類 の イノ ベイ ター 化 、 地 球 外 生命 体 と の 遺 遇 と コミ ュ 
ニケ ーション 「 来 る べき 対話 」 を 目指 す 「 イ オリ ア 計 画 ] は 、 
その 過程 と し て 紛争 根 才 と 人 類 の 意思 款 一 を 目的 に し て 


ガン ダム の 第 一 義 は 、 武 カ 介入 に よる 紛争 根絶 に ある 。 圧倒 
的 な 戦闘 力 を も っ て 紛争 当 事 国 組 織 を 攻撃 、 紛 争 か ら 手 を 引 
か せる 。 「 人 類 の 英 ] と し て 人 類 の 意思 を 統一 する 意図 も あっ た 。 


ガン ダム に よる 葉 力 介入 の 
効果 は 大 きく . 西 層 2307 
年 の 時 点 で 、 世 界 で 行わ れ 


て いた 紛争 が 3893 
軍需 産業 に 関わ を 持つ 
企業 の 63% が この 事業 か 
ら の 入信 を 表明 し で いる 。 


似 太 坦 炉 と その 搭載 MS: 
ム と 異な り 汎用 型 だ っ た が 、 
た 。 ガン ダム は 任務 特 化 や | 


アロ ウズ の 専用 MS アヘ ッ ボ は 3 
う 。 より 高 性 能 な ガン ダム は 、 ツ イブ 


代 ガ ンダ ム 以 上 の 性 能 を 持つ と い 
イヴ 機 ダ ブル オー ガン ダム で 連 成 


いた 。 その 直接 手段 と し て 開発 され た の が CB の ガン ダム 
だ っ た 。 GN ドラ イヴ が 発する GN 粒子 は 、 意 思 の 伝達 を 媒 
介する ほか 、 人 類 の イノ ベイ ター 化 を 促す 効果 も あっ た 。 


mens 


どの 程度 期待 され で いた か は 不明 だ が 。 ガ ンダ ム の 運用 に 伴う 
GN 粒子 散布 に より 、 人 類 の イノ ペイ ター 化 が 試み られ た よう 
実際 、 西暦 2312 年 か ら 純粋 種 の イノ ベイ ター が 出現 し 始め た 。 


タブ ルオ ー ラ イザ ー の ガン ダ 
ム マ イス ター、 鹿 用 ・F・ セ イ 
エイ が 球 上 初 の 真 の イノ 
イタ ー に 。 ト ラン ザム バー スト 
に よっ て 玉 成 され た 意 議 共 
有 捕 域 の 中 で 、 イ ノ ベ イタ ー 
に 條 本 し た 者 いた 。 


GW・ サ ン ライ ズ ・MBS 
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ガン ダム の 分 類 


画 開発 時 期 に よる 分 類 


ガン ダム は 段階 を 追っ て 開発 され 、 第 三世 代 に 
至っ て よう や < 武力 介入 に 使用 され た 。 CB 壊滅 移 
も 新型 機 の 開発 は 進み 、 西 暦 2312 年 と 2314 年 
に も 新型 機 が 生み 出さ れ た 。 


第 一 世代 ガッ ダム ー 最 初 間 の ガッ ダム 議 識 


西暦 2280 年 代 来 か ら 2290 年 代 
序盤 に 完成 し た 初 の ガン ダム 。 GN ドラ 
イヴ の 搭載 、 粒子 ビー ム 兵 器 、 単独 飛 
行 能 力 な ど 、 ガン ダム の 基本 機能 は 完 和 史 の ガン ダム と 異な り 汎用 
成 。 0 ガン ダム 1 機 の み が 存 在 し た 。 に 耐え る 性 能 を 持っ て いた 。 


0 ガン ダム の 後 を 愛 け て 、 西 礎 2290 
年 代 に 順次 開発 され た 4 機 の ガン ダ 
ム 。 アス トレ ア 以 外 の 3 機 は 任務 桂 化 
型 で ある 。 CB の サポ ー ト チー ム 、 フェ レ 
シュ テ が 運用 し て いる 。 


世代 ご 
技術 的 な 叙 向 が 
異な る 。 任務 特 
化 型 は 第 
か 5 出現 し 、 後に 
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第 三世 代 ガ ンダ ムー 武装 介入 用 の 電 体 
喜 力 介入 用 と し て 開発 され た ガン ダ 
ム 。 汎用 型 は 存在 し な いよ う で 、 全 機 
が 任務 特 化 仕様 で あっ た 。 西暦 2307 
年 の 紛争 に 投入 され た 4 機 以外 に も 、 
債 究 型 や イノ ペイ ド 用 が 存在 し た 。 


狙撃 用 の デュ ナメ ス 、 高 速 載 用 の 
キュ リオ ス な ど が 存在 する 。 
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西屋 2312 年 -2314 年 の ガッ ダム 


CB 壊滅 後に 開発 され た ガン ダム 。 第 
世代 機 を 基 に 、 ト ラン ザム を 前 提 と し 
た 設計 が な され た 。 な お 、 厳 密 に は 世代 
分 類 は され で おら ず 、 ダ ブル オー ガン ダム 
の み 便 宜 上 「 第 四 世 代 」 と され る 。 


と NN は で MY 


第 二 世 代 ガン ダム か ら で 格 本 埋 用 や 長 軟 狙撃 用 、 高 速 埋 開 必 な ど 特定 任務 に 特 化し て いっ た 
、 長 距離 狙撃 用 や 重砲 撃 も 近接 格闘 戦 に 対応 する な ど 、 少な か ら ず 多用 途 性 を 持っ て いる 。 


RW 1 | a 
タ ガ お 

特定 の 任務 を 想定 せ ず 、 多 様 な 運 ラダ 
用 形態 に 対応 する タイ プ 。 第 二 世 代 F 今 
の ガン ダム アス トレ ア は 試作 兵 装 を テス ス 
ト する 機体 だ っ た た め 、 換 対 に よっ て ょ 上 初 の 0 ガン ダム も 負 用 午後 し 
対応 任務 を 変更 で きた 。 (に イノ ベ イド 電 に 鬼 入 きれ た 。 ァ 


対 MS 格闘 戦 や 長 距 離 凶 撃 な と 、 特 
定 の 戦闘 形態 に 特 化 し た タイ プ 。 第 二 ps 
世代 以降 、 ほぼ すべ て の ガン ダム が 任 


季 特 化 型 と な っ た 。 よっ て 異な る 仕様 泊 用 弄 で は 対応 し 座 い 任務 も こ な 
す 。 オ プション で 人 能力 が よら に 向上 。 


NCPALE vw 


の 機体 を 同時 運用 する こと が 多い 。 


対 ガ ンダ ム 用 ガン ダム 

ガン ダム (大 属 炉 搭載 機 ) と の 戦闘 
を 考慮 し た 機体 。 CB 内 で の 裏切り を 
想定 し て いる 。 GN フ ィ ー ル ド に 対抗 可 
能 な 実体 侯 を 持つ エタ シア 、 ト ライ アル 
シス テム 搭載 の ナド レ な ど が 存在 。 


ナド レ や セラ フィ ム は ヴェ ー タ と リン 
クル た 村 体 制御 下 | 


で ズ サ FN は マ 


対話 の た め の ガ フラ ダム 

西暦 2314 年 の 対 ELS 戦 に 投入 さ 
れ た ガン ダム 。 ダブ ルオ ー ク アン タ の み 
が それ に あたり 、 初 の イノ ベイ ター 用 の 
機動 兵器 と し て 、ELS と の 対話 を 成 し 
遂げ て いる 。 


QNNNN で MA マ 
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恒 CB 技術 部 門 に よる 開発 


CB で の 開発 は 主 に 技術 部 門 で 行わ れ た 。 イオ 
リア ・ シ ュ ヘ ンベルグ の 時 代 に カン ダム の 構想 は 
存在 し た が 、 当時 は MS 自体 が 存在 せ ず 、 大 陽 炉 
搭載 機動 兵器 と いう 枠組 み の み が 決ま っ て いた 。 


23 世 紀 か ら ガ ンダ ム の 開発 が 始ま っ 
た と 見 られ る 。 西暦 2280 年 代 未 か 5 3 
に 第 一 世代 機 が 、22. 


代 機 が 、2300 年 代 右 悦 306 年 の 時 点 で 、4 機 の 第 
初期 に は 第 三世 代 機 が 完成 し て いる 。 三世 代 ガ ンダ ム は 完成 し て いた 。 


ツイ ンド ライ ヴ 槍 の 開発 i ~ ~ 


国連 軍 と の 戦闘 で CB が 壊滅 し た 後 、 D 
組織 の 再編 と 共に 第 四 世 代 機 の 開発 * * 
。 


が 催 献 し た 。 


I 


が 進展 。 トラ ン ザム 解除 時 に 得 ら れ た - 三 
デー タ を 基 に ツイ ンド ライ ヴ 機 も 開発 
れ 、 西 暦 2312 年 に 稼働 開始 し た 。 


第 三世 代 の ガン ダム で 確立 され た 任 
務 特 化 仕様 を 突き 詰め 、 一 対 多 の 旨 
開 を 強く 意識 し た 機体 が 開発 され た 。 ラ 
イフ ルビ ッ ト や 超大 出力 ピー ム 兵 器 な ど 
を 標準 装備 する 。 


ンド ライ ヴ の 安定 性 な どか ら 、 ダ 
ブル オー の 完全 様 動 は 遅れ た 。 


ーSAMーNSNA vy 


GNE ッ ト の 中 の 組み 合わ せ に より 
さま ざま な 攻撃 形態 に 対応 し た 。 


ュー ニュ に ANS v 


画 ヴェ ー ダ に よる ガン ダム 開発 


ガン ダム の 開発 が 開始 され た 後 も 、 武 力 介 入 
を 人 問 に 任せ る か イノ ペイ ド を 用 いる か は 決定 さ 
れ て お ら ず 、 人 間 用 と 並行 し て イノ ベイ ド 専用 ガ 
ンダ ム が 開発 され た 。 イノ ベイ ド 専用 ガン タム は 、 
月 の 衰 側 の 極秘 ファ クト リー に お いて ヴェ ー ダ が 
開発 し 、1 (アイ ) ガン ダム と 支援 MS の GN キ ャ ノ 
ン が ロー ルアウ ト す る に 至っ た 。 また 、 ご これ 以降 も 
ヴェ ー ダ に よる 開発 は 進み 、 1 ガン ダム と GN キャ ノ 
ン を 融合 させ た リボ ー ン ズ ガ ンダ ム が 生み 出さ れ 、 
西暦 2312 年 の 紛争 に お いて 、 リ ボン ズ ・ ア ル マ ー 
ク に よっ て 運用 され た 。 


^GN キ ャ ノン 


発 され た 、 最 初期 の 疑似 太 
陽 炉 搭載 型 ガ ンダ ム 。 アレ ハン ドロ の 策動 に より 
スロ ー え 自体 は 短命 に 終わ っ た が 、 そ の 技術 は ジー4 


イノ ベイ ド 系 ガン ダム の 開発 


アレ ハン ドロ 排除 後 、 イ ノ ベ イ ド は 掌握 し た 
ヴェ エー ダ か ら ガ ンダ ム の デー タ を 得 て 、 独 自 に MS 
を 開発 し た 。 その 大 半 は [ガン ダム | タイ プ だ : 
も の の 、 ア ロウ ズ と の 協同 作戦 に 用 いた 「 ガ ] シ 
リー ズ は 、 意図 的 に ガン ダム の 意 臣 を 央 し て いた 。 

ズ ガン ダム は 1 
カン ダム と GN キャ ノン 


PUNV—tC 4 


bavdredy 


に 2 


ァ イ 
の 発 属 機 で ある 。 


拉 和 戦士 ガン ダム OO 


WORLD GUIDE 


ガン ダム の 進化 


GN ドラ イヴ 搭載 MS の 基礎 を 完成 させ た 0 ガン ダム 以 
降 、CB は 武力 介入 用 ガン ダム の 開発 を 進め た 。 当初 、 
開発 ライ ン は 人 間 用 と イノ ベイ ド 専 用 の み だ っ た が 、 コ ー 
= れ た ほか 、 
CB 壊滅 後に は ヴェ ー ダ を 掌握 し た イノ ベイ ド が 独自 開発 


MS 運用 理論 : 西暦 の ガン ダム 


を 進め た 。 イノ ベイ ド 履 北 後 、CB が イノ ベイ ター 専用 機 ダ 
ブル オー クア ンタ な ど を 開発 。 同時 に 、 ヴ ェ ー ダ と 一 体 化し 
た ティ エリ アア - イノ ベイ ド の 技術 を 流用 | ァ 
エル ガン ダム を 製造 する な ど 、 ガン ダム の 開発 は 拡大 と 一 
体 化 を 繰り 返し た 。 


GNo03 
ガン ダム キュ リオ ス 
へ 


N009 
セラ ヴィ ー ガ ンダ ム セラ フィ ム ガ ン ダム 


中 neD3 ser2On 


計画 ] に 存在 し な い ガ ンダ ム を 増加 させ 、CB 
ステ ム の 実用 化 と 新型 ガン ダム の 開発 に 戦 が 


leNwroo1 
が ンダ ム 
ア ィ ン 


機動 戦士 ガン ダム O00 
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績 較 西暦 2312 年 の 紛 第 kom 


| 上 の 存在 だ 


っ た イノ ベイ ター を 横 し て 造ら れ た イノ ベ に 際 し 、 カ タロ ン に 代表 され る 反 連 邦夫 
歪み 」 を 正す 戦い と | が 、 リ ポッ ズ は 自ら の 手 で [イオ リア 計画 中 、CB も 芋 始 動 し レロ ウズ と の 戦闘 
計画 の 中 棲 で ある 最 子 型 注 算 処理 。 を 開始 し た 。 CB は 一 連 の 「 歪 み 」 が 西 歴 2307 征 
「 イ オリ ア 計 画 」 の 内 戦 所 し 、 地 球 連 朱 政 府 を 間 か 2308 年 の 活動 の 結果 と 考え 、 そ れ を 正す た め に 再 
本 ー2308 年 の 紛争 来 し た の だ っ た 。 [ フ ベ イタ ー 」 を 名 乗る イノ ベイ ド 

ソレ スタ ルビ ー イ ング (CB) 壊滅 か ら 4 年 後 の 西 礎 
2319 年 、 国 連 か ら 移 行 し た 


陽 炉 搭載 MS の 流出 、 国 連 軍 の 結 が 、 地 球 連 邦 政 府 と テロ ウズ を 操作 し て いる こと を 
統一 政府 の 地球 連 成 、CB の 壊滅 、 そ の 後に 行わ れ た 国連 の 地球 統 知っ た CB は 、 彼 ら を 打倒 する た め に 戦い を 続け て 


邦 政府 は 、 非 地球 連邦 参加 国 や 反 地 球 運 邦 勢 力 、 地球 連邦 の 発足 に も リボ ンズ が 関与 し て いた いっ た 。 CB と イノ ベイ ド と いう 、「 イ オリ ア 計 画 」 の 関 
に 弾圧 を 加え て いた 9 の 29 


実態 は 人 の これ ら の 出来 事 の ほとん ど は 「 イ オリ ア 計 画 」 に 織 係 組織 同士 が 刃 を 交え る こと に な 
れ て い OK CB の 復活 に 伴い 事態 は 紛 0 Ws り 込み 済み で あり 、 リ ポン ズ は ほ は ("ネーム レス "ジョ ン ・ 

い を 強く し 、 最 終 的 に は 地球 連邦 政府 と 治安 いた と 言え る 。 し か し 人 間 を 見 
部 隊 ア p2 ス の 人 9 る 人 間 の 管理 」 と いう 


関連 ファ イル 


せ 、 置 画 の 程 で ある 「 人 類 の 意思 統一 ] を 非 ニー ニテ こっ っ PT ] 
地球 連邦 勢力 の 排除 に よっ て 達成 し ょ うと し た EER Goose 
この 結果 、 犠 牡 者 は 数 百 万 に 達し 、 紛 争 中 に も 中 外 宇 更生 生 「 ソ レス タル ビー イン グ 号 の 決 息 = 00.03-15 
トモ Oo528 
っ で 政権 が 期 着 し た と いう の DN i 重大 2312 征 他界 


が 表面 的 な 図式 で ある 。 これ は 事 *、 地 球 連 衝立 治安 雑 持 部 隊 


邦 政 府 や アロ ウズ は 弾圧 の : 真 の re 
首 衣 者 は 他 に 存在 し た 。 それ が 人 工 生命 体 [イフ が 取ら れ 続 通常 な ら 、 これ ほど の 大 
ベイ ド 」 を 率い 、 世 oe 規模 殺 寺 が 露見 し な い は ず は な い の だ が 、 イ ノ ベ イ 
リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク で あっ た 。 ド は ヴェ ー ダ に よる 情報 統制 を 行い 、 地球 運 邦 政府 


「 イ オリ ア 計 画 」 を サポ ー 


する た め 、 当 時 は 理論 と アロ ウズ が 正当 性 を 損 な 


と は な か っ た 
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紛争 の 当 事 組織 と その 関係 


西暦 2312 年 の 紛争 は 、 イ ノ ベ イ ド に 支 
配 さ れ た 地球 連邦 系 組織 と 。 そ れ に 対抗 
する 勢力 ( 反 地球 連邦 組織 は 主 に カタ ロ 
ン と CB) の 戦い で あっ た 。 当初 、 カ タロ ン 
は 地球 連邦 、CB は アロ ウズ と イノ ベイ ド 


勢力 の 打倒 を 目指 し て いた 。 そし て 、 ブ レ 
イク ピラー 事件 以降 、 両 者 は 協力 関係 を 
強固 に し 、 さら に アロ ウズ へ の 反感 を 高め 
た 一 部 の 地球 連邦 平和 維持 軍 も 反 地 球 
連邦 に 傾く こと と な っ た . 


ソレ スタ ルビ ピー イン グ イノ ベイ ド 勢 カ 
再 打 後 新型 が 地球 連邦 政府 と 
FECTIN 。 < アロ ウズ を 操作 。 
條 と z ロ 9 ウズ の れ 次 ヴェ ー ダ を 学 提 し 、 
倒 に 動い た 。 ヴ ェ ー お イノ ベイ ド の 手 で 
3 グ | イオ リア 計画 ] の 
実施 を 目指 し た 。 
カタ ロン 地球 連邦 
地球 連 都政 府 の 地球 の 9 割 を 貫 治 
打 還 を 上 指 友 政 する 巨大 吉信 較 家 。 
府 勢 力 。 MS や 宇 地球 邦 平 維持 
刻 訂 を 探す る が 人 を 保 有 。 そ の 中 杖 
旧式 で 戦力 は 大 き は イノ ベイ ド に 操 ら 
ve れ て いた 。 
中 東 護国 アロ ウズ 
スイ ー ル 王国 に 代 政府 直属 の 独立 治 | 
表 さ れる 地球 吉孝 | 回 安 雑 部 隊 。 反 地 。| 
の 非 加 国 衝 中 東 連 孝 勢 絢 圧 。 
東 両 柱 時 画 の 際 、 後に 地球 補 孝 平和 
攻撃 を 党 け て 其 大 維持 軍 を 指揮 下 に 
な 科 HH し た 。 M ES 


CE 


地球 運 邦 政府 が 非 地球 連邦 参加 国 を 冷 


西暦 2308 年 に 国連 事 と の 戦闘 で CB 
が 壊滅 し た 後 、 国 連 の 主 洪 で 世界 は 統 
ー さ れ 、 西暦 2311 年 に 国連 は 地球 連邦 o 
と な っ た 。 これ は 「 イ オリ ア 計 画 ] で 想定 さ アロ ウス が CB に 対抗 。 各地 で 散発 的 な 
れ た 流れ だ っ た が 、 イ ノ ベ イ ド に 操 ら れ た 戦い が 連続 し て 行わ れ た 


西暦 2307~2308 


西暦 2308 年 k 


:B が 壊 減 する と 、 国 連 は 地 a 
球 の 統一 に 動い た 。 この 際 、 反対 勢力 は 妖 似 y 国連 
太陽 炉 搭 載 MS を 装備 する 国連 軍 に よっ て 制 op 
圧 さ れ 、 各国 の 軍隊 は 解体 きも て いっ た 。 その の 


後 、 国 連 は 地球 連邦 へ と 改名 し 、 地 球 の 9 割 を 
支配 する 唯一 の 超大 国 と な っ た 。 これ ら 一 連 
の 動き は 、 ヴェ ー ダ を 掌握 し た イノ ベイ ド の 操作 
に よる も の で 、 以後 も 地球 運 邦 政 府 は イノ ベイ 
ド の 支配 と ヴェ ー ダ の 情報 統制 を 受け 続け た 。 


西 歴 2312! 
ヴェ ー ダ の 
り 平和 維持 軍 が 主 
生 。 4.000 万 人 規 
模 の 軍隊 で ある 、 


和 底 し た 教 王 で あ 
非 戦闘 員 を 券 き 
戦 の 決 


地球 運 邦 政府 直属 の 独立 治安 維持 部 隊 
と し て 創設 され た アロ ウズ が 、 反 地球 連邦 勢 
テロ 組織 の 連携 阻止 を 名 目 
IN 幸 子 散 布 装置 を 設置 。 昔 
景 に は 「 イ オリ ア 計 画 ] の 一 過程 で ある 「 人類 
の 意思 統一 」 を も 、 ア ロウ ズ を 用 いた 非 連邦 替 
て 達成 し よう と する イノ ペイ ド 
この 方 針 は 、 反 連邦 勢力 の 
活発 化 と CB の 復活 を 促 


ド と 結託 、 超 法規 的 
作 衝 を 容 昭 し た 。 


紛争 の 推移 


西暦 2312 年 の 紛争 は 、 コ ロ 
ウド | に お ける CB の 複 活 戦 か 
この 後 アロ ウズ は 活動 を よ 
る 。 か つて ほど の 戦力 的 な アド バ 
を 持た な か っ た と と も あり 、 小 規模 な 戦い 


ガン ダム マイ スタ ー の 諸表 ・F・ セ イエ イ 
が 開発 中 の コロ ニー「 プ ラウ ド 」 
こ に CB の 新造 艦 プ トレ マイ オス 2 が 駆 け 付 
けり 、 ア ロウ ズ の MS 部 隊 を 駆 肥 し た 。 これ 
が 契機 と な り 、 CB は アロ ウス と の 抗争 に 容 
入 。 し か し 、CB が ウェ ー タ 
アロ ウズ や 地球 孝平 和 維 持 軍 が ィ 似 
太陽 炉 搭載 MS を 6 準 装備 し で 
どか ら 、 戦闘 は 局 地 的 


世界 の 完全 統一 を 目指 す 地球 連邦 政 
い 中 東 の 再編 に 着 
避 の 国境 線 を 確保 す 
、 国 内 紛争 に お ける 対立 民族 
に 移住 させ る と いう 強権 
中 東 諸 国 は 反発 し た が ア 
ロウ ズ は 反対 勢力 を 徹底 的 に 攻撃 し 、 計 画 
を 進め た 。 CB や カタ ロン も 抗戦 し た が 、 民 
問 を 含め で 多大 な 箸 姓 を 出し て し 


アロ ウズ の 論 行 を 世界 に 知ら せる べ 
反乱 部 隊 が アフ 
し か し 、 情 報 は ヴェ ー ダ 
え 、 ア ロウ ズ は メメ ント 
アフ リカ タワ ー を 破壊 。 事件 は 反 連 
邦 勢 力 の 犯行 と され 、 地球 連 孝 政府 は 大 
型 テロ の 阻止 を 名 目 に アロ ウズ の 権限 を 
拡大 し た 。 これ に より 地球 連邦 平和 維持 
軍 の 指揮 権 は アロ ウズ に 集約 され た 


OAI し か し 、 


に は 「 ラル 
ビー イン グ 号 」 の 戦い で イノ ベイ ド が 敗れ 、 
紛争 は 終結 し た 


ef 


件 の 真相 は 財 華 輸 
され 、 ア ロウ ズ は 権 
随 を 拡大 。 イ ノ ベ イド 


王 留 美 か ら の 情報 で ヴェ ー ダ の 位置 を 
知っ た CB は 、 ヴ ェ ー ダ 奪回 の た め に 月 の 


ング 号 が あり 、 これ を 巡っ て イノ ベイ ド 、 アロ 


ウズ 、 CB、 カタ ロン 、 一 部 の 地球 邦 
和 維 持 軍 が 集結 激戦 を 線 り 広げ た 。 戦 
い の 未 、 イノ ベイ ド は 敗れ 、 地球 連邦 政府 
と アロ ウズ の 実態 が 世界 に 知ら され た 。 


CB が ヴェ ー タ 回 
ed 
地下 連 孝 


紛争 化 の 世界 


地球 連邦 政府 と アロ ウズ を 操り 、 自 ら 
て 画 ] を 進め よう と し た 
ポンズ が 敗れ 、 ヴ ェ ー ダ を CB が 奪回 
一 連 の 事態 は 明る み ( 
ベイ ド や ヴェ ー ダ な ど 「 イ オリ プア 


イノ 
画 ] 関 連 


の 存在 は 一 般 
球 連邦 は 新政 権 の 下 で 新た な 
切っ た 。 CB は 表 立 = た 活動 を 控え 、 地 球 
連邦 政府 が 対応 不可 能 な 事態 
行動 を 行う よう に な っ た . 


ンズ は 、 ガン ダム マイ スタ ー の 刺 那 ・F・ セ 
イエ イ と の 一 騎 討ち に 敗れ て 死亡 。 CB が 掌 星 
可 せ ず 、[ イ 
リボ ンズ の 後 
ろ 盾 を 失っ た 地球 連邦 政府 と アロ ウズ は 実態 を 
琶 回 され 、 政 権 は 崩壊 。 アロ ウス も 解体 され た 。 


イン ベイ ター を 自 


燥 られ て いた 政権 が 倒 
理 連 邦 の 新政 権 が 樹立 。 地球 連 
反 連 邦 勢 力 を 加 
地球 連邦 政府 は 対話 路線 で 
と 共に 、 旧 政 権 の 事後 処理 、 載 
芳 律 種 イノ ベイ 


加 が 予想 され 
の 対策 を 進め て いっ : 


間瀬 ・ サ ン ライ ズ ・NMBS 
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MS Technology in U.C. 
主軸 世紀 の MS の 技術 


内 部 機器 が 
5 だ 。 ま た 、 ド 
で の 機動 カ が 、 圏 突 入 : き の も 、 この 時 期 で ある 
: UC0100 人 K 館 装 備 
ヽ の 降 
用 装備 」 で ある 
噴出 装 


大 気 癌 突入 機能 を 有する 機体 も ある 
- 気 岡 突入 能 力 を 付与 する 利点 は 
地球 上 へ と 直接 降下 
衛星 軌道 か ら 地 
た め 、 即 応 性 が 


Fe mW 
03-12 ミン フス ネー 
ュー ト ・ 


、 グ リプ ス 戦 役 と 第 
.000 度 一 
極端 


Mustration by TAKUYA IO 


機動 戦士 Z ガ ンダ ム 


大 気 園 突入 用 装備 の 構造 と 機能 


MS の 大 気 園 突入 用 装備 は 、 空 力 加熱 に よる 高温 や も の だ が 、 よ り 高 性 能 化 し て お り 、 兵 器 と し て の 運用 に も 
衝撃 波 か ら 機 体 を 保護 する た め の 機 構 を 主 と し 、 潜 着陸 耐え る 。 な お 、 下 に 紹介 する 3 つの 大 気 園 突入 用 装備 の 
を 可能 と する ギミック を 備え る ケー ス も 多い (大 気 園 突入 ” 内 、 パ リュ ー ト ・ シ ステ ム と フラ イン グ ・ ア ー マ ー (ウェ イブ ・ 
直後 の 遠 度 は マッ ハ 20 以 上 に な る た め 、 速 度 を 調整 し は” ライダー) は 旧 世 紀 の 技 術 の 発展 型 だ が 、 ピ ー ム ・ シ ー 
いと 地表 に 激突 し て し まう )。 基本 的 に は 、 旧 世紀 の 字 。 ルド は 宇宙 世紀 に 入っ て か ら 成 立 し た ミノ フス キー 物理 学 


MS 以外 で は 、 ア プ サ ラ ス や モビ ル ダ イ バー シス テム が 大 気 囲 突入 能力 
軍船 開発 や 宇宙 探査 で 塔 わ れ た 技術 の 延長 線上 に ある の 産物 で あり 、 防 御 兵 装 を 大 気 園 突入 に 転用 し て いる 。 を 持つ 。 ビグ ・ ザ ム の 量産 仕様 機 も 大 気 園 突入 を 想定 し た 模様 


U.C.0080 年 代 に 普及 し た 外装 式 の 大 | 入 用 装備 。 
MS を 保護 する ボウ ル 状 の バルーン と 、 減 箕 べ 枝 電 用 推進 問 か 
ら 成 る 。 バル ー 


U.C.0087.05.11 に 実施 され た エッ ー ゴ の ジャ プ ブロー 降 下 
作戦 、U.C.0088.08.01 の ネオ ・ ジ オン に よる 地球 侵攻 に お 
いて 多数 使用 され た 。 名 作戦 で は 全 参 加勢 力 の MS が 搭載 
し 、 パリ ュー ト ・ シ ステ ム を 装備 し た まま で の 戦闘 も 行わ れ た 。 


大 気 岡 突入 ユ . 


や 空中 で の 旨 / 1 肌 部 外 凌 式 の ホバー。 = 
動 お よび 姿勢 \ [ 間 | 中 。 大 質量 化 に よる 模 
電 / ん 動 性 の 低下 を 補う ほか 、 地 ジャ ブロー 降下 作戦 は パリ ュー ト 装 備 の MS が 多数 投入 され た . 
| 半 置 。 背 に 搭載 する } 上 で の 移動 に 使用 。 宣 か ら の 空 押 作 戦 。 MS 吉 隊 を 短 時 間 で 地上 へ 投下 で きた 


大 気 囲 突 和 能力 を 持つ サ プ ・ フ ライ ト ・ シ ステ ム (SFS) の 一 
グ ・ ア ー マ ー (FA)、 FA の 機能 を 備え る 機体 が ウェ 

(WR) と 呼ば れる 。 WR は 「Z 計 画 ] 系 可変 MS 

と し て 採用 され た 。 下面 に 発生 する 衝撃 波 を 利用 し 

あり 、 大 気圧 突入 時 に は 衝撃 波 を 制 件 し 


パリ ュー ト ・ シ ステ ム 同 様 、FA は ジャ ブロ ー 降 下 作戦 や ネネ 

オ ・ ジ オン の 地球 旗下 時 ゴ が ガン ダム Mk-I に 使用 、 

大 気 因 突 入 中 で も 戦闘 能力 を 発 押し た 。 Z ガ ンダ ム 
MS を 積載 し た 状態 


フラ イン グ ・ ア ー マ ー (FA) 7・ ラ イダ ター (WR) 


178 ガン ダム MkTI に 用 意 さ れ ノン 突入 可能 な ジャ ロ 攻 略 叶 地球 に 落下 し た 百 式 を 回 収 し 、 そ の まま 地上 
K 気 国 突 入 用 SFS。 突入 中 で も TEE 陣 導 へ ほ 下 デップ ミス の WR は 地 玉 へ の 村人 大 遂に 使用 
機動 性 に て 


ビー ム ・ シ ー ル ド を 用 いた 大 気 囲 突入 が 初め て 
は 、U.C.0133 の 木星 戦役 で の こと だ と 言わ れる 。 U.C.0154 
に は 、 エ ンジ ェ ル ・ ハ イロ ッ の 地球 降下 を 巡る 戦い な ど で 、 ビー 
ム ・ シ ー ル ド に よる 大 気 固 突 入 が 実話 され た 


| 
| 
| 3 
前 前 や 肘 に 搭載 され る こと が 
多く 、 自 由 度 が 高い 。 これ に 加 
えて 、 出力 調整 に より 防 揚 面 
積 を 撤 太 で きる た め 、 突 入 時 1 カー ル 聡 争 で は ビ 
に 機体 を 保護 し や すい 。 1 必 開 。 ビ ー ム ・ シ ー ル ド 装 備 の SFS が 成 履 園 に 降下 し た こと も お: 


EE 


MORE INFO! 


上 初 の MS 
大 気 圏 突 入 機構 


て 採用 さ 


宇宙 艦艇 の 
大 気 圏 突入 技術 


され た 大 
ム の | 耐熱 


ト を 利用 する 艦 稲 が 増加 し た , 
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WORLD 前 ME | FG cD ne Dn 


脳 束 一 年 戦争 の 開戦 


@ と 南極 条約 締結 


Conclusion of a War treaty 
U.C.0079 


最悪 の 宇 秋 戦争 の 婚 ま り と 
崩壊 し た 短期 決戦 構 相 


UC. DA 01.03 07:20、 ジ オン 公 国 は 地球 連邦 に 


と 宇宙 の 不 均衡 は 、 92 YSP 
ノイ ド 勢 力 ・ ジ オン 公国 の 発足 と きら な る 過激 化 を 促 
球 國 規模 の 戦争 に 発展 し た の で ある 。 

マ の 戦略 目的 は 、 地 球 連 邦 体 制 か ら の 独 
立 と きれ る 。 確か に 独立 戦争 と し て の 側面 が な 3 


が 目指 し た も の は 違っ て い x 完 極 
国勢 力 の 職 減 を 目指 し て お り 、「 ジ 
オン 独立 戦争 」 の 中 で 地球 や 他 の スペ ー ス コロ ー 
に 住む 人間 を 大 晶 虐 殺し ょ うと し て いた 「 減 
戦略 」 と 呼ば れる この 方 針 の 背景 に は 、 地球 了 岡 の 諸 
問題 の 原因 を 人 口 増加 に 求め る 発想 や 、 ジ オン 公国 
国民 を エリ ー ト と 位置 付け る 選民 思想 な ど が あっ た 。 
オン 公国 の 方 針 は . 戦争 の 緒戦 で 

に 表れ て いる 。 
週間 戦争 に お いて ジオ ン 公 国軍 が 攻撃 対象 と 
し た の は 、 1 上 の 地球 連邦 軍 . 
サイ ド 1・2・4 の 地球 連邦 宇 守 軍 駐 
a 
= 別 攻 撃 に より 、 同 第 
的 打撃 を 与え た 。 さら に 地球 連邦 軍 品 
ジャ プロ ー を 絆 減 すべ く 、 サイ ド 2・8 バ ンチ 《 ア イラ ンド ・ 
イフ ィ ッシュ ) を 地球 へ と る 「 プ リティ 人 
戦 ]、 いわ ゆる 「 コ ロニ ー』 
= は ジャ プロ ー に 落着 し な か っ た が 、 空中 分 
着 し 、 多 く の 人 命 を 
を 与え た の : 
3 示 、 英軍 
の 撃破 で あり 、 こ の 戦い で 地球 連邦 を 隆 伏 させ : 
= が その た め に 才 十 倍 の 人 命 を 松 
3 本 の は 抹 \。 この 根底 に 


存在 する の が 、 前 述 の ジオ ォ ン 公国 の 思 』 
戦略 で ある 。 ま た 、 ジオ ン 公 | 地球 連邦 の 間 に 1 


30 以 上 5 あっ た . 生計 


徹 バ ルウ スム 戦役 rt、 ジ ォ ン 公 国 
達成 で き な か っ た 。 地球 連邦 を 降 人 
た 南極 条約 も 戦時 集約 へ と 
い 、 戦 争 は 継続 され る ジオ ン 公国 の 短期 
は 崩れ た の だ 関連 ファ イル 


は 戦略 上 的 を 
追い 込む は 


南極 休 約 科 ルコ A NR 「 地 球 侵 FG-02-44 画 
の FG.03G1 計 
攻 作 FG-08-G2 計 


る が 、 FG-03-42 計 
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「 牙 滅 戦略 」 の 成功 と 戦争 目的 の 未 達 成 


一 年 戦争 開 
無制限 投入 、MS の 大 示 主軸 と し た 戦術 を : 
た 。 結果 、 サ イド 1・2・4・5 の 地球 軍 才 軍 駐 久 部 隊 を 寺 
減 杖 いい 込み 、 宇 宙 ・ 地 球 を 合わ せ て 数 十 億 単位 
辿 間 戦争 と ルウ ム 由 役 に 代表 され る 一 年 内 Ss ee’ 

の 緒戦 が ワン サイ ド ゲ 

2 ン 目 一 週間 戦争 と 

ン 会 3 ルウ ム 戦役 に お ける サイ ド 1 

は 、 フスキー 和子 の 広 履 肌 に よる 通信 才 の 抽 各地 の 科 害 


(ザー ンジ ) 
奴 撃 を 開始 し た 奇 舞 一 一 


散布 環境 
を 発揮 。 地球 連邦 
攻撃 手 
は 次 々 と 敵艦 艇 を 撃破 し た 。 コロ ニー へ の NBC 兵 器 
投入 、「 コ ロニ ー 落 と し 」 の た め の 工 作 も MS が 担っ た 


世紀 の RMA (軍事 に お け 
成 し 


の 民間 人 を 虐 
に よる も の で 、 


は ジオ ン 公 国軍 の 「 砥 
ま 邦 の 早期 降伏 を 狙っ て 


オン に 兵 


な し ] 演説 に より 、 地 i 連邦 は 継 戦 を 決定 し た 。 


サイ ド 5 
(ルウ ム ) 


UC.0079.01.03、 地理 宣戦 布告 し た ジオ ン 公国 は 


サイ ド 1・2・4 を 奇襲 し た 


ジャ フロー 
シュ 作 科 


実施 の た め サイ ド 5 へ 侵攻 し ( 敵 残 存 艦隊 の 践 減 が 目的 と も 


言わ れる )、 地 球 連邦 軍 が 迎撃 。 [コロ ニ - は 失敗 し 
地球 連邦 軍 側 は 壊 減 状態 と な り レ ビル 将軍 が 捕虜 と な っ た 


シャ ア ・ 2 


UC.0079.01.31、 ジ オン 公国 と 地球 連邦 の 同 
「 南 極 条 約 」 が 維 結 され た 。 ジ 
の 降伏 を 迫り た か っ た が 、 サ イド 3 か ら 脱 出し た レビ ル 将 軍 の 
で 戦力 の 疲弊 を 暴 か れ 、 結 果 的 に 継 戦 せ ざる を 得 な く な 


の 合用 林 止 成功 
リウ ム 3 輪 送 船団 の 不可 


Pr 


剖 胃 MS (モビ ルス ー ツ ) 
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ミノ フス キー 炒 子 対応 の 
草 新 的 人 型 兵器 


ミノ フス キー 粒子 散布 
ある 。 名 前 か 
概ね 15 一 20 数 
MS は 「Mobile 


y 子 の 
航 笛 機 、 
き 換 わる 形 で 、MS が 主力 } 
MS の 戦闘 能力 は 極め 
対抗 する 場合 、 者 し い 不利 を 強い られ る 
MS を 成立 させ て いる の は ミノ フス キー 粒子 

る 。 ミ ノア フ スキー 粒子 に は 、 可 視 光 を 除く 電磁 波 の 多 
く を 減衰 させ る 「 特 殊 電 磁 | や 強い 遮 過 性 
な どの 特性 が あり 、 機器 の 誤 作動 を 誘発 
する 。 この た め ミ ノ フ スキ ー 粒 子 が 高 濃度 で 散布 き 
れ た エ 医 線 通信 機 、 リ ンク 機能 、 


装 時 戦時 出 柄 な ど と 因 


リア で は 、 レ ー ダ ー 


(EB) D3 wm lh 


4 
時 
MS Development History 
字画 世紀 の MS 開発 史 


導 兵器 な ど が 大 幅 に 員 体 化し 、 最 悪 の 場合 計 六 生生 末寺 者 導 CDE 
力 化 さ れ て し まう 。 つま り ミ ノ フ スキ ー 粒 も 持ち 、MS に 高い 機動 性 
で は 、 敵 どこ ろか 味方 の 位置 すら 判 系 を 中 心 と し た セン サー 
ら な い の で ある . 主力 戦車 以上 の 重 弾 性 を 誇る 装甲 、 小 弄 か つ 高 
ノ フ スキ ー 簿 子 は 可視 光 を 力 の ミノ フス キー・ イ ヨネ スコ 型 熱 核 反応 相 失 
学 観測 装置 は 有効 な の : 進 器 が 加わ る こと で 、MS は ミノ フス キー 粒子 散布 環 
持つ ミノ フス キー 粒 境 下 に お ける 最強 兵器 と し て 君 際 し て いる 。 

て も 有効 な 兵器 と し て 、 有 視界 戦 ミノ フス キー 粒子 の 効果 を 打ち 消す 技術 が 実現 


j 提 と する 新兵 器 MS が 開発 され た 。 し な い 限 り 、 MS の 時 代 は 今後 も 続い て いく だ ろう 
IS 特有 の 人 型 の フォ ルム は 有 有 視界 戦闘 、 つ まり (オッ トー・ カ ル テ ン バッ ハ UIC.0155) 
多 戦 と 呼ば れる ほど の 近 距 離 戦闘 に 対応 する た 
れ た 。 その 効 洒 は 絶大 で 、 ミ ノ フ スキ ー 灯 関連 ファ イル 
二 FGO1.07 画 
当直 の 了 
抗 し うる FG03.23 
度 の 隊 半 EO 
た 例 す ら 存 在 す 1GL03-.09 
ウェ イト に 思え る 手足 も 合理 的 な 機 MSG 


ュ ユ レ ー タ ー は 様々 な 兵 装 や オプ ショ 
用 で き 、 脚 部 は 重力 下 で 
きら に 手足 は 、 燃 料 を 消費 


Mass Balance Auto Control System= 能 動 的 質 


llustiation by TOMOTAKE KINOSHITA 


TFP 一 一 


下 に 解説 し て いる の が 、MS の 代表 的 な 構造 で ある 。 「 機 
動 歩兵 ] [白兵戦 用 兵器 ] な ど と 呼ば れ 、 大 型 の 歩兵 に 喉 え 
られ る MS は 、 ミノ フス キー 粒子 散布 環境 下 で の 有 視 界 戦闘 
に 対応 し た 人 型 の シル エッ ト が 特徴 で ある 。 その 一 方 で 人 間 
の 歩兵 に は な い 堅 宇 な 装甲 、 大 出力 の スラ スタ ー を 備え で お 
り 、「 機 動 兵 器 」 と し て の 側面 も 持っ て いる 。 


フスキー 粒子 散布 環境 下 で の 有 視 界 戦 闘 を 前 提 と 
計 、 単 な る 戦闘 兵器 に 留まら な い 高 度 な 汎用 性 、 
本 来 の 白兵戦 用 だ け で な く 砲 支援 用 や 局 地 戦 用 な ど に バ 
リエ ーション 展開 が 可能 な 拡張 "冗長 性 な ど が 、 MS と 旧来 


て 近 距 離 で の 戦闘 に 適し た 「 自 兵 戦 用 兵器] と し て 
生ま れ 、 以 降 も 主力 機 は この 形式 に 準じ て いる 。 レー ダー を 無力 化 
する ミノ フス キー 牧子 の 散布 環境 が 、 有 視界 戦闘 を 強要 する こと か 
ら 、 採 用 され た も の で ある ( 有 視 界 戦 闘 は 目視 可能 な 距離 で の 戦 
開 、 白 兵 戦 は 元 来 刀 槍 類 を 用 いた 戦い を 指す が 、 宇宙 世紀 で は 近 
距離 戦闘 全般 を 指す )。 交 洗 距離 が 短い ほど MS の 優位 が 高まる 
傾向 に あり 、 至近 距離 で も 戦闘 能力 を 発揮 で きる 。 


か し た 大 重量 物 の 運搬 や 障害 物 の 地 去 、 五 本 指 マ ニ ビ ピュ レー ター や 
オプ ショ ン 装 備 を 用 いた 工作 や 修理 な ど が それ で ある 。 重機 や 作業 
機器 と し て も MS の 性 能 は 高く 、 一 週間 戦争 や デラ ー ズ 紛争 な ど で は 
スペ ー ス ・ コ ロニ ー へ の 機材 設置 に 用 いら れ た 。 ジオ ン 公国 軍 で は 、 
MS.O6V ザク ・ タ ンク や MS-06W 一 般 作業 用 ザク な どの 作業 専用 
MS が 前 線 レ ベル で 製作 され 、 一 般 重 機 以上 の 性 能 を 示し た 。 


の 多様 化 = こ '「'・ 


高度 な 汎用 性 を 持つ 白兵戦 用 兵器 と し て 誕生 し 
年 戦争 期 に は 特定 富 域 で の 運用 に 特 化 し た 局 地 戦 用 MS、 中 中 
苑 以 暫 か ら の 砲撃 を 目的 と し た 支援 用 MS な ど が 実用 化 され 、 多 様 
化し て いっ た 。 さら に U.C.0080 年 代 後期 以降 に は 、 モ ビル アー マー 
形 最 へ の 変形 機構 を 備え る 可変 MS、 無線 攻撃 端末 搭載 の ニュ ー 
タイ プ 専 用 MS も 実用 レベ ル に 遅し た 。 主力 機 が 白兵戦 用 で ある 点 
は 変わ 5 ない が 、 そ れ 以外 の 仕様 の MS も 重要 な 位置 を 占め て いる 。 


Ty sm PETTH 


宝 宙 艦艇 ・ 戦 闘 機 - 装 甲 戦闘 車輌 に 代表 され る 一 般 兵 
盤 に も 、 ミ ノ フ スキ ー 粒 子 散布 環境 下 を 想定 し た 機体 が 存 
在 する が 、 そ れ で も ミノ フス キー 粒子 環境 に 最適 化 され た 
MS に は 不利 を 強い られ る 。 これ は 程度 の 違い こそ あれ 、 
宇宙 . 地上 の 双方 に 言え る こと で 、 最強 の ミノ フス キー 粒 
子 散布 環境 下 対応 兵器 が MS で ある 点 は 変わ ら な い 。 


完成 し 、80 年 近 ( 変 わっ て いな い 
コク ピッ ト 訟 置 、 脂 部 の 推進 問 化 な どの 特殊 構造 を 持つ MS も ある 。 


MS の 基礎 は 初期 


頭 部 へ の 


対空 火 を 展開 する 宇宙 邊 能 に すら 肉 光 し 、 撃 沈 が 可能 だ ( 実 
陣 は 簡単 で は な い が )。 当然 、 航 軍機 に 対し て も 大 き な ア ド バ パン 
テー ジ を 持つ 。 


多数 の 対空 炎 状 を 桂 つ 宇宙 能 艇 で あっ て も 、MS の 接近 阻止 は 困 雑 で あ 
る 。 宇宙 邊 条 を 中 る 最良 の 笛 は . 護衛 の MS 部 隊 を 展開 する こと で ある 。 


地上 で は MS の 優位 は 多少 低下 する 。 宇宙 と 違っ て 自由 
元 運動 が で き な い た め 、 機 動 性 と 運動 性 を 活か し 切れ な 
か っ た の だ 。 それ で も 脚 部 と 推進 器 を 併用 し た ジャ ンプ 移動 能 
カ 、 主力 戦車 以上 の 攻 防 力 を 駆使 する こと で 圧倒 的 戦 還 能 
を 発揮 で きる 。 


Mustration by AKIO UNUMA 主力 戦車 で 5MS に は 若葉 する 。 初期 の MS は 飛行 で き な か っ 


イト ・ シ ステム の 普 凶 や 単独 飛行 の 実現 に より 可能 と 


MORE INFO! 


型 兵器 を 分 か つ ボ 


ント で ある 。 汎用 主力 MS の 多く が 、 宇 


宙 重力 下 の 双 方 で 運用 可能 な 点 も 画 期 的 で (宇宙 専 1 
用 MS の ほとん ども 、 スペ ー ス ・ コ ロニ ー 内 な ら 充分 に 重力 対 MS 戦闘 
下 戦闘 に 模 え られ る )、 旧 来 型 兵器 と の 大 き な 違 い だ っ た 。 MS が 未 配 備 だ っ た 頃 の 地球 連邦 宣 や が リラ 組織 は 


一 般 兵器 よる MS を を 展開 し た 。 真正 面 か 5MS と 
待ち 伏せ や トラ ッ プ な どの ( ゲ リ 


た 。 また 、 人 的 被 填 が 大 
さえ 選べ ば MS を 撃破 可 


MS 本 体 周 構 、MS 用 兵 装 も 視認 状態 で の 戦 ズ ムラ イフ 
に が 表れ る 本 導 や ビート ホ ー ク な どの 内 間 衝 に 欠格 


MS は 重機 や 作業 機器 と し て の 出 面 も 持つ 。 マニ ビュ レー ター を 使っ 
の ハッ チ の 章 閉 。 大 型 旨 器 の 夢 拉 と 緒 置 な ど を 楽々 と ご 


A 


ドー 走行 可能 な 陵 戦 用 MS ドム 、 水 条 両用 MS の ズゴック 、 大 口径 克 


を 装備 する 中 邊 離 支援 用 MS ガン キャ ノン な ど 、 多様 な MS が 生ま れ た 
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機動 新 世紀 ガン ダム X 


が Li] mM8 mm2 


世界 各地 に 誕 4 
と 呼ば れる こと と 
延び た 人 間 自 人 
NT な ら ざ る 


スタ ー ル 民主 共 ( E ? 題 で 幾度 も 衝突 し て お り 、 

が 代表 的 な 戦後 活 が 収 り され つつ あり 、 各種 イン ン フ ラ の 復興 、 戦 後 根深い 対立 構造 が 続い て いた . 

北米 の フォ ー 計 | ・ 都 市 間 s 船舶 (ルアン ・ リ ュ ベ ア AL.W.0024) 
えら れる 。 戦後 独立 鉄道 な ど ( し に 代表 され る 


関連 ファ イル 


し が 独立 する 
MM 末期 に 旧 宇 発 。 こ MS を 装備 し て 
退 す る た め に は 、 防衛 側 に も 
IS な どの 装備 
小国 と は いえ 国 


新 電 施 の 樹立 と 
戦後 独立 還 家 の 動 和 


| 


A.W.0015、 樹 立 を 宣言 し た 新 連 邦 が 地球 統一 
を 進め る と 、 戦後 独立 国家 の 動き も 慌しく な っ た 。 強 
大 な 新 連 邦 軍 を 背 連邦 体制 へ の 帰属 を 強 
要する 新 連 邦 政 府 に 対し て 戦後 独立 国家 群 は 反 
発し 、 各 地 で 本 格 的 な 武力 衝突 が 発生 し た の で あ 
る 。 0 4S と 圧倒 的 戦力 を 鞍 る 新 連 邦 軍 と 

で 個々 の 軍事 力 に 劣る 戦後 独立 国家 は 、 軍 事 
親和 し て 示し た 。 特に 東南 アジ ア で の 戦 
闘 は 激しく 、 エス タル ド 人 民 共和 国 ・ が スタ ー ル 民主 
共和 国 、 ノ ー ザ ン ベ ル 連 合 王 国 が 同盟 を 結ん で 新 
連邦 軍 に 抵抗 。 し か し 、 エス タル ド と が スタ ー ル は 歴 
史 的 経緯 か ら 反 目 し て お り 、 こ れ を 利用 し た 新 連 邦 
軍 の 「 サ クリ ファ イス 作戦 」 に より 三国 すべ て が 新 連 
邦 の 軍門 に ド っ た の だ っ た 。 他 の 多く の 戦後 独立 
国家 が 新 連邦 軍 に 降伏 し た り 、 制圧 され た り し た 結 
果 、 新 連邦 は 版 図 を 拡大 し て いく 。 それ で も 北米 な 
ど で は 反 ( 新 連 邦 ) 政府 組織 が 抵抗 を 続け た 。 


戦後 枝 立 国家 群 は 新 運 都 の 地 


邦 政 府 は 、 その 前 段階 と し て 地 
環 め て お り 、 戦 衝立 
国宝 は 制 革 目標 で し か な か っ 


MORE INFO! 
海上 都市 セイ ンズ アイ ラン ド 


セイ ンズ アイ ラン ド は 大 小 6 つ の 島 か ら 成 る 海上 商業 
部 市 で ある 。 第 7 次 宇 宣戦 婦 の 被 吉 を 葛 れ た エネ ル ギ キー 
プラ ント と 交易 栄え た 。 シー バル チャ ー や オル ク 
の 支配 を 太 ける 独自 の 発展 を 遂げ た が 、 新 連邦 
軍 の 侵攻 を 腕 け て 行政 府 の 人 間 は 全員 多 殺 され た 


] 


「 コ ロニ ー 落 と し 作戦 ] の 
被害 を 更け を か っ た エネ 
ルギー プラ ント 。 セイ ンズ 


AW. で は 珍し いと いう 紙 
、 モ イン ズ ア イラ ンド 札 , 
の 行政 
頼 され て い 


マイ ルズ ・ グ ッ ド マン 


戦後 独立 国家 の 多く は 、「 コ ロ 


害 が 少な か っ た 地域 や 大 規模 シェ ルター が あっ た 場所 に 
作ら れ た ケー ス が 多い よう だ 。 荒廃 し た 地域 に も 街 は ある 


が 、 国家 レベ ペル に まで 発展 し た 例 は 少な いと 思わ れる 。 


戦後 独立 国家 の 多く は 、 ク レー 
ター か ら 離 れ た 場所 に 建設 され 


下 に 紹介 ! 


3 に 位置 する 戦後 独立 国家 。 名 称 は 「 市 」 
だ が 、 戦 後 独立 国家 の ひと つ に 数 えら れる 。 ノ モ ア 市 長 が 
ニュ ー タ イプ と し て 喧伝 し た 自警 部 隊 リ ー ダ ー の カリ ス は 、 市 
民 の 求心力 と な っ て いた 。 市 民 は 知ら な か っ た が 、 地 下 に 夏 
され た MA・ バ トゥー リア の 起動 と それ に よる 地球 人 類 診 計 
画 「 世 界 統一 計画 」 の た め 、 市 自体 が 利用 され て いた 


フォ オー ト セ パー ン 市 の 重要 人 物 


市 長 を 枯 点 と する 政治 形態 を 採用 。 邊 警部 隊 リ ー ダ ー の カリ 
ズ は 市 長 の 片腕 で 、「 世 界 太一 計画 ] に 利用 され た 。 


プ モ ア ・ ロ ング 
フォ ー ト セ バ ー ン 市 長 。 正 
体 は 旧 宇 宙 草 使 軍 の ドー 
ラッ ト 朝 士 で 、 裏 で 地球 人 
類 の 下 清 計画 し た 。 


カリ ス : ノ ー テ ィ ラス | 
ュー タイ ブ cLc 叶 ah | 


た 省 稀 部隊 リー ダー。 ノ モ 
長 が 生み 出し た 人 工 


の が 、 戦 後 独立 国家 の 代表 と し て 知ら 
れる 国家 本 で ある 。 いずれ も 、MS 乗 りや ノリ ルチャ ー の 詞 撃 
か ら 額 土 を 防衛 で きる 勢力 で あり 、 独 自 の 政治 形態 や 経済 


も 成立 し て いる 。 
力 は か つて の 大 国 や 旧 連 孝 と 比べ る べく も な 
を 締結 し な けれ ば 新 連 邦 軍 の 侵攻 に 対応 で き な か っ た 。 


し 、 地球 の 人 口 減少 も 手伝っ て 、 国 
、 軍 事 同盟 


MS 装備 の 自 革 部 隊 
と 市 を 囲む 城区 が 防 
箱 カ を 担う 。 パト ゥ ー リ 


フォ ー ト セ バ ー ン 市 の 兵器 
市 長 の 出自 の た めか 、 旧 宇宙 革 
命 軍 の 機動 兵 秋 を 使用 。 下記 
の 機体 以外 に も 、 主力 機 と し て 
RMS-007G ジュ ラッ グ を 配信 。 


HMSN-008 ベル ティ ゴ 


旧 宇 宙 命 軍 の ニュ ー タ イブ 専 
用 MS。 無線 攻撃 敵 敵 末 ビ ッ ト を 
搭載 。 カリ ス が 搭乗 し た 。 


MAN-003 バト ゥ ー リ ア 


旧 宇 宙 革 命 軍 の ニュ ー タ イブ 専用 
超大 型 MA。 こ の 落下 地点 に フォ ー 
ト セパ ー ン 市 が 建設 され た 。 


一 南ア ジア 三国 (エス タル ド 人 民 失 和 国 、 ガ スタ ー ル 民主 共和 国 、 


ノー ザン バル 連合 王国 ) 


新 連 邦 軍 の 侵攻 に 渦 し 、 宣 事 同盟 を 締結 し た 南ア ジア の 
戦後 独立 国家 群 。 エス タル ド と ガス ター ル は 上 連邦 時 代 以 
前 か ら 民族 問題 で 対立 し て いた が 、 ノー ザン ベル が 仲裁 役 と 
な る こと で 三国 が 連携 で きた 。 し か し 、 ノー ザン ベル が 新 連 孝 
軍 に 制圧 され た こと で 、 ガ スタ ー ル が 新 連 邦 と 和平 条約 を 締 
結 。 この 直後 、 エス タル ド も 新 連 邦 に 無 条 件 降伏 し た 。 


エス タル ド 人 民 共 和 国 の 重要 人 物 
立 窓 君主 国 と 思わ れる エス タル ド は 国家 主席 (国王 ) を 中 心 と 
し て 国民 護 会 と 軍 が 並立 。 議会 と 軍 は 潜 争 方 針 で 対立 し た 。 


ウイ リス ・ ア ラミ ス ルク ス ・ ハ ノ マ ア ク 


8 還 家 主席 拉 佐 定 。 
主席 (国王 )。 男 家 主席 代行 と し 
人 の きい 還 て 国家 の 意思 決定 

を 行う 権限 を 持つ 。 


= 一 
クラ ント スチュアート | クソ ン 特 軍 
国民 議会 議長 。 新 連 邦 軍司 令 官 。 新 連 邦 軍 へ 
軍 と の 軍事 衝突 で は 、 無 の 徹底 抗戦 を 主張 し 、 独 
条件 降伏 を 訴え た 。 断 出撃 の 未 に 甘 死 し た 。 


エス タル ド の 首都 は 
新 連 邦 軍 の 坦 撃 を 


南ア ジア 三国 は 共同 開発 し た パイ ロン を 主力 MS と し た 。 ガス 
ター ル 民 族 軍 は 陸上 戦力 と し て 戦車 も 配備 し て いる 。 


ENG-008 パイ ロン 


エス タル ドス を 経て 開発 され た 商 
アジ ア 三 国 の 主力 MS。 国 ご と 
に 替 狼 や 頭 部 形状 が 異な る 。 


人 送 ・ サ ン ライ ズ 
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機動 戦士 ガンダム 


小惑星 帯 で 再開 され た 
ジオ ン 直 系 機動 兵器 の 開発 


タス 社 (AE) の 新 場 機 と 互角 以上 
関連 技術 は 極め 


折 型 機動 兵 
で 行わ れ た 
時 左 
I 軍 残 


開発 換 
人 的 費 源 の : 


MS 運用 理論 : アク シズ ミネ オ ・ ジ オン の MS 開発 


吉孝 軍 の 単 財 
シズ 備 か ら 地 球 


ト の メリ ッ ト だ 

機能 

[ 茂 が 源 年 三 争 中 の U.C.0079.09 に 小 
間 時 基地 MS の 生産 戦前 


建造 可能 な 大 規模 華厳 

屋久 基地 化 

充 、 エネ ルギー・ プ ラン ト の 
有利 に 働い た 


History of MS Development of U.C. 


宇 画 世紀 の | 


) 機 能面 が ハー 
多い 人 口 と 技術 者 


MS 病 発 史 


は 機動 兵 


\ 度 な 機動 兵 


[3 


(a) neD3 sr22n 


開発 


、 地 球 圏 の 残党 勢力 が 従来 機 の 
る 中 、 新型 機動 兵 娠 
ン 時 代 へ の 足場 を 周 め 


(オッ ト 


カル テン バッ 


CO153) 


アク シズ & を ネオ ・ ジ オン の 
機動 兵器 の 特徴 


グリ プス 戦役 か 
戦乱 ト オ ・ ジ オン が 投入 し た 新 
殿 機 動 兵器 は 、 地 球 連 邦 軍 系 や AE 系 と は 異な る 
特徴 を 持つ 。 そ れ が 主力 化 さ きれ た 可変 MS、 地 球 
へ の 侵攻 を 想定 し た 局 地 職 用 MS、 サイ シス 
テム 搭載 の ニュ ー タ イプ 専用 MS な ど で あ る . 多種 
多様 な 機体 を 開発 し た 点 も 特徴 
能 機 や 大 火力 / 高 出力 機 が 多 か . 
は アク シズ & ネ オ ・ ジ オン の 戦略 (目的 と 状況 ) 
こ か ら 導 き 出 され た 埋 術 が あっ た 。 アク シズ & ネ オ ・ 
ジオ ン は 旧 ジ オン 公国 より 略 か に 少な い マ ン パ ワー で 

ジオ ン の 再興 」 を 図り 、 地球 連邦 政府 を 打倒 し な な 
けれ ば な 
は 、「 質 」 
複数 の タイ プ の 高 性 能 機 を 比較 的 少数 の み 生 産 1 + 
t は 根 木 的 に は 旧 ジ オン 公国 軍 


質 」 生 複 を 区 的 に 表す 
(69 電信 力 * 発 大 


U.C.0080 年 代 前 期 の 機動 兵器 開発 


ーー 年 戦争 後 、 小 惑星 基地 アク シズ に 落ち 中 び た 上 日 ジ オ 
は 居住 環境 の 改善 と 並行 し て 、MS の 増産 や 新型 機動 兵 
め た 。 当時 の アク シズ は 、 対 地球 連邦 戦争 の 継続 を 連 っ て 強硬 派 と 租 健 
涯 に 分 裂 し つつ あり 、 以 後 の 戦 略 は 不 確 定 な 部 分 が 多かっ た 。 だ 
衛 用 の 軍備 は 必要 で あり 既存 の MS の 改修 や 新規 の 研究 開発 
れ た 。 これ が の ちの アク シズ & ネ オ ・ ジ オ 


U.C.0080 年 代 前 半 の MS 開発 


MS-14U ゲル ググ ( 外 宇 宙 用 ) な ど 、 視 来 機 を 多 宇 宏 
用 に 改修 。 リッ ク : ド ム の 改修 模 MS-09RN シュ ネー・ ヴ ァ 
イス と MS-09RN-2 トゥ ッ シ ェ ・ シ ュ ヴ ァ ル ツ は サイ コミ ュ 挫 
孝 を 人 恒 索 し た MS で 、 の ちの : 


兵 存 の 尼 体 を 外字 
き 


ガザ タイ ブ 試 作 型 と 呼ば れる 作業 用 MS が 開発 され 、 各 
栖 作 業 や 貞 線 に 用 いら れ た と いう 。 ガザ タイ プ 旗 作 型 の 発 
属 能 と 思わ れる ガザ A と ガザ B は 居住 区 画 ( モ ウサ ) の 建 証 
に 投入 され た ほか 、 の ちの 主力 MS ガザ C へ と 発展 し た 


③MA の 呈 発 。_ | 
一 年 埋 争 中 か ら 指 点 防 箱 用 の AMA-OOGR ゼロ ・ ジ ・ 
アー ル を 開発 し た と 言わ れ 、U.C.0083 に は 同様 の コン セブ 
ト 持 つ ノ イエ ・ ジ ー ル を 実用 化し で いた 。 AMA01X ジャ AMAxe 
ムル ・ フ ィ ン の 陣 捉 も 同時 期 に 識 発 まね た と 考え られ る 。 ノイ エ ・ ワ ー ル 


0080 年 代 中 期 か ら 後期 の 機動 兵器 開発 


し .C.0083.08.09、 ア クシ ズ 指導 者 で 穏健 派 
督 が 死去 する と 地球 園 へ の 帰 運 が 決定 され 、 兵 問 開 発 も 加 : 


中 で 新 素材 ガン ダリ ウム Y( ガ 実用 化 され 、 そ れ と 交換 で 】 
入手 し た ムー パブ ル ・ フ レー ム と リニア ・ シ ー ト は 、 これ まで に 培っ て きた 技術 
と 融合 し 、 独自 の 新型 機動 兵器 の 旗 生 を 促し た 。 下記 の も の 以外 に も 大 


気 利用 軌道 変換 を 行う MA、 AMA-100 ゾ デ ィ ・ ア ッ ク が 開発 され て いた 


ほ 式 カト ーー 

主 カ MS と し て 、 作業 用 の ガザ 系 か ら 発 展 し た 可変 MS 
ガザ C を 開発 。 問 一 次 ネオ ー ジ オン 軸 争 期 の 主力 MS ガザ 
DD や ガ ・ ゾ ウム も この 系 語 に 属す る 。 可変 MS を 主力 MS と 
し た の は 、 当時 アク シズ る ネオ ・ ジ オン だ け だ っ た 


用 | 

物量 の 不足 に 愉 ま され た アク シズ & ネ オ ・ ジ オン は 、 必要 
重任 明 の MS を 揃え つつ 実 騙 を 拡充 する た め 、 機 情 定 
時 の 記載 用 MS の 同人 を 人 先 し た 。 結果 完成 し た 株 
が 地球 保 攻 を 引 定 し た ガル ス J、 ス サ 、 カ ブール で あっ た 


EE7 の 競 。。=。 | 

上 述 の 2 未 就 と は 別に 、 特 殊 を MS も 試作 され た 
用 サイ コミ ュ の 搭載 を 目 橋 し た ハン マ ・ ハ ンマ 。 白 兵 幸 用 rt od 
の H・ ジ ャ ジャ 、 可変 ・ 合 体 式 の パウ が それ で 、 元 々 は 汎 ッ ・ ス ー ン 専用 
用 主力 機 を 目指 し て いた が 多く は 量産 され な か っ た / EY 


EE E> | 

6 埋 用 MS の 便 先 に より 所用 MS の 且 発 は 運 生 。 基 
本 性能 で 地球 連邦 軍 エッ ー コ 系 MS を 上 回 る こと 。 生 
三 性 と 失 縮 性 に 劣ら な いこ と を 条件 に 選抜 が 進み 、 ド ライ 
セン 、 ザク 田 、 ド ー ペ ン ・ ウ ルフ が 開発 され た 


AMX-1O1 
ガル ス J 


YMS-15 ギャ と と 同 
億 の 発 頭 で 試作 
れ た 自生 中 用 MS 


ず 2H 直 系 の 設計 


旧 ジ オン 公園 軍 時 代 か ら 二 
術 を 向上 させ 、 通 常 サ イズ の M 
端末 ファ ン ネル を 指 載 。 キュ ペレ イ 、 第 相 世 代 MS の ゲー っ 
マル ク 、 巨大 MS の クィ ン ・ マ ン サ な ど が その 代表 で ある 。 AMX-004 キュ ベレ イ 
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C.0090 年 代 前 期 の 機動 兵器 開発 


ン 派 に 分 碧 し 
に よっ て 指導 者 を 失っ た 。 結果 
オン 戦争 に 敗れ た うえ 、 小 惑星 基地 アク 
イド 3 か ら の 勧 退 を 余 備 な くさ れ た 
再編 され た も の の 、 大 規模 な 開発 手 点 を 失っ て いた 
笛 が り を 深く し 、 新藤 MS の 製造 ・ 開 発 を AE に 委託 する こと と な 


1① ま ヵ MS の 6 発 。 | 
新 主 力 MS と し て 配備 され た ギラ ドー ガ は 、 第 一 次 ネオ - 注 用 性 が 施 く . オ プ 

ジオ ン 臣 争 期 、 小 琴 屋 基地 アク シス で 新規 に 設計 され た に 

ザク H を 基本 と する ギラ ・ ド ー ガ は シン プル か つ 臣 実 な MS 洋孝 車 の ジ 

で .MS の 「 和 白兵戦 用 機動 兵 問 」 へ の 回 短 が 強 ば れ て いた と 克 以上 の 志 カ 

U.C 0090 年 代 に 通し て いた 。 生産 は AE で 行わ れ た AMS-1 19 ギラ ドー ガ 


| ② サイ コ ・ フ レー/ SO 
戦力 と 生産 能力 の 低下 を 金 供 な くさ れ た ネオ - ジ オン は 
少数 で 早期 終戦 が 可能 な 決戦 兵 療 と し タイ ブ 専 
用 MS を 癌 し た (アム ロ ・ レ イ と の 決着 を 望ん だ シャ ア が 
自身 の ニュ ー タ イブ 音 用 機 を 燥 し た と いう 理由 も ある ) 。 当 
初 、 ネ オ ・ ジ オン 単独 で AMS-120 ギラ ドー ガ (サイ コ 
試験 タイ プ ) を 開発 し た が 、 サ イコ ミュ の 小型 化 に 講 航 し 
開発 を AE に 委託 。 その 後 、 サ イコ ・ フ レー ム に よっ て サイ 
コミ ュ の 小 製 化 に 成功 し た MSN-03 ヤク ト ・ ド ー ガ や シャ 
ア 在 用 機 の サザ ビー が 完成 し て いる 


ア の 反乱 」 で の 敗北 と シャ ア ・ ア ズ ナ ブル 総帥 の 未 竹本 に より . 
ネオ ・ ジ オン は さら に 杏 体 化し た 。 ザビ 家 の 避 児 ミネ ミ バ ・ ラ オ ・ ザ ビ の 存 
在 と 「 シ ャ ア の 再来 」 と 呼ば れ た フル : フ ロン タル 大 佐 の 求心力 、 そ 
球 連 施政 府 と の 裏 取引 と AE の 意向 て 組織 自体 は 維持 され て い 
た が 、 新 規 の MS 開発 は 既存 の MS や 部 材 を 用 いた " 

た 。 結果 、 新型 MS の 多く は AE か ら の 提供 に 


係 され た 旭 匠 か ら 「 補 付き 
0090 生 代 中 勝 の ネオ ・ ジ オン 控 飲 
攻 機 も 保有 し て お り 、 高い 革 能力 6 


機 は 第 一 線 で も 使 
た 『 挫 付き 』 も 、UC.0080 


| ① ま カ MS の 

ギラ ・ ド ー ガ の 徐 給 織 と し て 、AE で 開発 され で いた 新 主 
力 MS ギラ ・ ズ ー ル を 配備 。 ギラ ・ ド ー ガ 同様 、 スタ ンダ ー ド 
か つ 拡 張 性 が 高い MS で あり 、 基 本 性 能 も て いる , 


シャ ア 綴 前 の 未 馬 に 伴う 求心力 低下 に 配 誠 し 、 オ ー ソ 企 や 狼 
ドッ クス な ジオ ン ・ ス タイ ル を 採用 し た よう だ 同じ 仁 欄 は 少な い 


Im を 思わ せる シル 
エッ ト が 音 往 。 新 | 


タイ プ 瑞 用 横 ど ィ ン ・ マ ン サ の 小 表 版 と 
リヤ を 実用 化 。 [シャ ア の 反乱 期 に AE か ら 旭 
供 き まれ た サイ コ ・ フ レー ム を 用 いて 『 袖 付き 」 が 独自 に 開 日 
用 され 


発し た 。 ファ ン ネ ル ・ コ ン テ ナ を 含む 江 半 、 推進 疾 、 シー ル ル % 自 人 に 維 る 。 近接 
ド が 一 体 化 し た 4 枚 の パイ ンダ ー を 特 竹 と す る NZ-686 クシ ャ トリ ヤ 必 還 能力 


MORE INFO! 
ネオ ・ ジ オン と AE の 関係 


格下 令 向 に ある 

ス に 休 れ る 汎用 MS- パラ オ 本 
裕 付 き 』 禁 は ユ ガン ダム 
再 し 、 糧 恨 され た 


MSN-06S 
シナ ン : 


ぺ の アク シズ & ネ オ ・ ジ オン は 、 ガザ 系 の 可 オン の 再 異 や 地球 連邦 打破 に 代表 され る 中 ・ 長 期 的 な 電 
球 保 攻 を 前 提 と し た 局 地 載 用 MS、 サイ コミ ュ 搭 。 略 目 的 を 達成 すべ く 研究 開発 を 進め 
タイ ブ 専 用 MS、 一 年 戦争 樺 MS の 改修 機 な ど 。 代 に 入る と . 勢力 の 減退 に 伴っ て 機動 兵 | 
れ た が 、 ハイ エン ド の ニュ ー タ イプ 専用 機 ( サ 
大 型 MA を 含む ) と 汎用 性 に 優れ る 主力 M 
と で 、 開発 系 続 その も の は シン プル に 


2 で は な く 、 少 な い リソー ス を 有効 に 活用 | 


Sr 


06F2 
HF292 ( 外 呈 軍用 


ュー 


し すい 


AMX-004.2 (3 
キュ ペレ イィ Mk. 


AMX.-004G 
Pa 
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機動 戦士 ガン ダム OO 


WORLD GUINE EE (OO) 0 a Ol 


硬 識 ガン ダム VS 人 時 連 の の 
側 GUNDAM VS ーー LEAGUE A 


人 類 革 新 連 盟 箇 に よる 
ガン ダム 南 獲 作戦 


グ (以下 CB) に よる 武力 介入 の 
、 介 入行 動 還 数 は 60 回 以 


人 類 共 新 連 捉 
連 は 、CE 性 能 MIS・ が ガン ダメ 
た 。 既存 の MS を 超 / 


は 、 他国 に 対す 


ダム 画 獲 作 
た 。 CB の 不運 は それ だ け で は 
車 の 軌道 


索 時 、 戦 況 オ 
事 中 で 初動 
ナメ スカ 


頂 武 所 


、CB の 戦術 予報 二 ス メラ 
を 外 破 、 こ れ を 利用 し て 、 


し か し 、 結 時 前 に カ 
ピー リス 少尉 
可能 な 


ー チ ェ の 真 の 


関連 ファ イル 


ODUCTION) Back Ground by E 


所 ガン ダム の 貞 獲 と 作戦 の 失敗 
「 頂 武 』 の 試み 
7 科 は ラ ォ ホ ウツ 4 番 族 に 収容 さ 
レル ヤ の 疾 

)、 キ ュ リオ ス が 馬 起 動 

て 戦域 より 離脱 。 ヴ 

よっ て 雇 地 を 脱し た 

部 隊 の 獲 選 を 指示 、 作 戦は 失 了 し 


内 作 臣 の 特 役 は ま 、 初 め 


武力 介入 開 


CB の 戦術 
) 


人 @ ガン ダム 、 直 獲 作戦 開始 

高 武道 ステ ーション を 中 心 に 属 開 し た 「 頂 直 
ンダ ム 直 幸作 戦 を 開始 。 双方 向 和信 機 を 
通信 空白 地帯 を 発見 し た 頂 筑 は そこ 


MORE INFO! 
全 の 擬 兵 直 


超 兵 


機動 戦士 ガンダム 


[7 mW09 serD8n 


意味 し 、』 


- ゴ の 使節 団 に は か つて 
ズ 指 導 者 
ナブ ル が 参加 
々 は 月 面 都 市 グ ョ し に な る か と 思わ れ た 
た: j 4 絡 
ゲス 戦役 7 ヶ月 以上 が 経過 し て め 、 そ の 中 で 
た U.C.0087.10. | 


対立 図式 が 一 申 は 形 だ 
持つ アク シズ 2 - 

テク シズ が 地 肖 乱 厩 因 と な っ て いっ た 
(ゴウ ・ ゴ ー ダ UUCO109 


同盟 を 模索 し 


た 働 部 隊 


) 戦 盤 ド 
ド を 発っ た 艦隊 (旗艦 グ ワ 


ァ タ シズ の 地球 隊 雪 避 時 に 免 
艦 グ ワダ ン と の 接触 


戦争 末期 


ン が 参加 


た の 衝突 、 


戦い を 生き 延び た の は ア 


ディ ッシュ 隊 の 介入 が 要因 だ 


時 と WO 
ブラ 人 大佑 ら に よる 合計 
個 見 。 し か 


押入 
が 、 相 手 の 了 を 突い て 


園 MS 隊 の 急襲 と 、 
同盟 の 締結 
は ドコ スギ ア MS 
攻撃 を 受け る 。 アー ガマ も MS 
で よ F、 苦 菱 を 強い 
られ る = ラー ディ ッシュ の 雪 


や 回 MsZ.006 
RMS-117 
3 黄 vsa-o03 
MsNooo | AMS-099™ 
\ アー 


で た ーー 較 アー ガマ 、 アク シズ 艦隊 
と の 接触 を 目指 す 
の 2 低 隊 と 接 殻 する た め に 、 フ ォ 


MORE INFO! 
ア の 転向 


ト 大 佐 ら か ら 成る エッ ー ゴ 合 箇 団 
代表 者 ミネ バー ラオ ・ ザ 
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WORLD GUIDE 歴史 フォ ー カ ス : ジャ ブロ ー 優 攻 作 戦 [』 03 sr DA 


に で 
a | 
‘ 、 コ \ 
> | " 
* \ 


歴史 に ブ 6.4 JABLO INVASION OPERATION 
ポカ ス | ご ヤ 画 | ー = U.C.0087 


L ンズ と 地球 連邦 箇 + $ し た 1 邦 軍 の 本 部 と し 

失敗 し た エゥーゴ の 何 柚 と を 決定 質点 eds 

2 Sa も ジャ プロ ー に 簡単 に 終わ る 結果 、 地 球 逆 】 

ティ ター ンズ 敗北 の 遠因 の 
思わ れる 

は 短 ・ 中 期 的 

長期 的 に は 


三 が 失敗 し た 


軌道 上 か 」 アロ ー に 直接 降下 させ 、 電 撃 的 に 


に ほ 訂 > 間 カ ッ シン 
角 是 軌 道 2 ら 地 E > ァ ズ ナ アル は 反対 し た が 容れ られ ず ) 震 報 員 


MS 空 払 作戦 F 家 秘 9 像 、MIS80 僕 前 後 を 投入 し た 大 規模 作戦 の 打線 
で あり 、 大 気 了 岡 突入 オプ ショ ン 搭載 の MS 部 隊 を 新星 地 自 体 


SN 人 語 si es 


le 3 MS 099, 


xn78 人 1 園 ジャ プロー 内外 で の 戦い _ 
し MSAO03 ワカ 。 
ペー 一 意識 svoonoo < 


備 を 進 氷 た 。 地下 施設 に 捕え られ て いた レコ ア 少 尉 た ち を 孝 
動 し た エゥーゴ MS 部 遷 は 但 発 間 前 に 基地 か ら の 脱出 に 成功 し と 2 
た 。 を お 、 ティターンズ と 地理 連邦 軍 も 基地 か ら 次節 し て いる 。 


MORE INFO! 
ジャ ブロ ー 戦 期 の 宇宙 の 動き 


サイ ド 4 の 晴 礎 定 培 に 集結 し た エッ ー ゴ 衣 本 は 夫 星 軌道 に 科 


る 展 出 具備 を 進め た 
連邦 東 と ティ タ 


機動 戦士 ガンダム 


I MS 運用 理論 : ティ ター ンズ の MS 開発 本 09 sm2 


) か 


苗 還 テイ ター ンズ の MS 開 信 Memmell 


け 類 し に くい 機体 も 誕生 


数 々 の 開発 組織 ・ 部 門 を | metu。 クス mm で し ンコ 4 


ye ご 般 の 地球 連邦 軍 と 共用 し た 主力 MS (RMS- ン オ ブ 機 群 「PMN シ リー ズ ]」 を 自 し 、 坪 | 
取り 込ん だ 機動 兵器 開発 ジム II、 RMS-106 ハイ ザッ ク な ど )、 一 年 戦争 建造 し て いる 
ー ズ 称 争 期 の 地球 連 孝 軍 旧 式 機 (RGC-83 この 事実 は 多数 の 開発 部 門 の 並存 を 
や RGM-79N ジム ・ カ スタ ム ) 、 旧 ジ オ る 。 強力 な 機動 兵器 
の 歯 獲 機 (MS-06E ザク 強行 偵察 理 開発 組織 ・』 
( UC0154 


初 の 主力 MS で ある や グ を は じ & る 民 提供 され た 機体 


有 接 的 原因 と な っ : (RMS-108 マラ サイ な ど ) が 戦力 化 きれ 7 
ダム Mk-I に は 特に この 傾向 が 見 られ る バイ ド 可変 MS の RX-110 ガ プ スレ イ や RX-139 / 
だ け の 開発 体制 は 技術 き グリ プス 2 発 後 
地球 至上 主義 を 暗黙 の ル ら ・ シ ロッ コ 大 尉 の 協力 で 完成 し た 機体 
、 性 能 ・ 機 構 と も } た ほか 、MRX-010 サイ コ ・ ガ Mk-H 
こと は 間違い サメ 研究 所 と オー ガス タ 研 究 所 の 技術 が 導入 きれ 


モノ アイ 式 MS の 増加 と 機動 兵器 開発 の 基礎 


UC.0083.12.04、 ジャ ミ フ ・ ハ イマ ン 准 香 の 
グリ プス 戦役 後 の 扱 い 提唱 に より 、 [ 昌 ジオ ン 公 国軍 残党 の 提 対 を ( 表 向 
さき の) 目的 と する 地球 連邦 軍 特 丈 郎 際 「 テ ィ タ 
ズ 」 が 設立 され た 。 強大 な 権限 と 予算 を 与え られ た 
ティ ター ンズ は 、 独自 の 機動 兵 義 開 発 を 進め た 


ガン タイ プ と 除け ば 、 テ ィ タ 
弄 MS の ほとん ど は モノ アイ 式 の カメ 
に 。 旧 ジ オン 公国 軍 系 の 生産 ライ ン の 流用 、 モ 
デイ へ の 評価 の 向上 な どか ら 、ULC.0080 年 代 中 和 期 よ よ よ よ よ FiT iUiUUU 下 枯 相 i よ N 枯 上 iii 
2 の モノ 7 イ 捧 報 MS を 地球 連 孝 軍 ^ 
“が 採用 し て お り (AE で も リッ ク ・ デ ィ ア スヤ や マラ サイ 
な どの モノ アイ 式 MS の 開発 が 進ん で いた )、 そ の 流 
れ の 中 で ティ ター ンズ の 新型 MS も モノ アイ を 採用 し た 
よう で ある MS ハン プラ ビ に 素 っ て は 5 基 も の モ 
ノア イ を 搭載 し て お り 、 その 信頼 の ほど が 層 え る , 
グリ ブス 戦役 と 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 が 終結 す 


シス 


EE な どの 


の 兵 庄 や を 前 材 
は AE 系 の 


ム 開 発 計画 ] の 情報 ティ タ ま と 共同 で 開発 拠点 を 利用 し 


る と 、 地 款 施 と 1 居 の 中 は 天 骨 By ロモ が て の 
同和 放 に 科技 り か に 


系 旧式 MS の 配 位 を 継続 し た が 、 そ の er 
ズ の MS の 姿 は ほとん ど な か っ た 。 モノ アイ ・ タ イプ の は 、 地 球 主導 で の 兵 義 開 発 の 
珠 部 は ティターンズ の 象徴 と ちな っ て お り 、 一 般 の 反 少 要 性 を 講 会 に ( 非 公式 な が ら 
WS 認め させ . 開 人 権限 を 得 た 
ティ ター ンズ 千 情 を 配慮 し 配備 され な か っ た よう だ eg yi 
違っ た 開発 体制 の 確立 で あり 、 
デー ス ノ イ ド の み で 組織 され た 技 
閑 隊 が 誕生 する こと と な っ た 。 ガ 
ンダ ム Mk-『 の 開発 に 責 献 し た 


プス ) が 雑 設 され 
ズ 専 


cwwuiu 


モ は 地球 加 邦 軍 で 
の 配 借 が 貞二 さ れ た が 、 テ 


イィ ザック も 。 


され な か 


当 寺 癌 wt 


U.C.0080 年 代 前 期 、 テ ィ タ ー ン ズ の MS は 従 
来 機 の 改修 型 、 あ る い は 地球 連邦 軍 と 同 


の バー ザム 人 立 、 MSA-008 
RGM.87) パ バー ジム も 災 林 配備 だ っ た 。 それ で も 地球 連邦 軍用 の 新型 機 の 優先 


きれ た 可能 性 的 な 確保 や 、 独 自 の 改修 機 を T3 部 隊 で テス ト する 
な ど 、 完全 新設 計 機 開発 の 基礎 が 形成 され た 


MORE INFO! 


a 1 ティ ター ンズ 結成 と 同時 期 に 、 専用 の 主力 MS と し て ジム "クウ 
ディ ター シズ カラ ー エル が 配備 さ れ た 。 RX-78NT-1 アレ ックス を 祖 と する オー ガス 
で 、 RGML79N ジム ・ カ スタ ム を 茎 に 開発 され 
パプ ルフ レーム の 給 視 的 な 技術 が 潮 入 され る な 
と 先進 的 な 部 分 も ある が . 全体 的 に は 保守 的 な 設計 だ っ た 


2 | 


AE を 俸 床 する ジャ ミト フ の 凍 向 も 欠 に 全 天 団 届 モニ ター と 
iO] MS, 搭載 し た 機体 も 登場 
二 入 され た と 語 わ RGM-78Q ジム クエ ル 発 時 に は 、 すでに 2 本 幼 た 


RMS-179 ジム IL 
RX-121 ガン ダム TR-1 [ヘイ ズル ] 


2 エル を に 清和 81 た ガレ グン 本 パイ ザッ ク の 配備 LEEECS2T 


デラ ー ズ 紛争 後 、 地 球 較 邦 軍 の 新 主 力 MS と し て 地球 連邦 系 tMS の 開発 を 目的 と する テス 
と ジオ ン 公国 系 の 技術 が 導入 され た RMS-106 ハイ イト ウ で 改修 され た 機 
成 。 公式 に は 、 一 年 寺 争 後 、 新規 に 設計 され た 初 の 地球 軍 邦 事 用 の 新 束 MS を 試験 し た 。 ハイ ザッ ク 
補 MS た 3 錠 隊 等 で の テス ト を 経て ティ ター ンズ で も 朱 用 隊 で の 試験 十 果 を 受け て ティ ター ンズ に 探 
参 数 が 配備 され 、 グリ プス 夫役 初 央 まで 主力 MS を 務め た デー タ は 新型 機 開発 に 反映 され て いる 


# RGM-79CR 
ジム 改 高 衝動 型 
の 商 條 林 

1 の 仕様 に 含 わせ た 評 

休 実 野 欄 だ っ た 


NRX-044 アッ シマ ー 


NRX-044 (R) 
アッ シマ ー 
TR-3 [キハ バール 
※MA ア 舞 衝 護 内村 


TH 


RMS-106 ハイ ザッ ク 


部隊 で 作ら れ た 


ax 22.24 


22.25 


080 年 代 中 期 の 開発 


30 バ ンチ 事件 直後 に 宇宙 拠点 グリ プス を 得 
た ティ ター ンズ は 、 勢力 の 拡大 と 共に 独自 の MS 開 
発 を 加速 させ た 。 この 中 で ティ ター ンズ 初 の 完全 
新設 討 MS と し て RX-178 ガン ダム Mk-I が 開発 さ 
れ 、 先進 的 な ムー バブ ル ー ム が 完成 し た 


後 召 機 を 目 


RX.78 ガン 
指す ガン ダム MK-H の 開発 は 、 グ リ 

プス で 行わ れ た 、 開発 三 は や は り 

アー ス ノ イ ド に 限定 され て お り 、 技 術 she 
的 に も AE の [ガン 四 と 閑 大 時 が 
は 異な る オー ガス タタ 系 


た が 、 整 借 性 や 役 張 性 、 軽 令 性 や 吉 で NMS 
想 科 季 克 性 が 大 きく 向上 し た (に 大 き な 和 代 を うえ た 


クリ プス の 工場 区 商 
ズ の 関 休 者 し か 知 5 
Mi 聞 飲 の 実 
も 名 の 人 間 に 。 
わっ て いな か っ た 


本 ガン ダム Mk-II の 充 


グリ プス 圭 役 地 発 直前 に 完成 し た ガン ダム Mk-I は 
内 試験 に 供 さ れ た 。 性 能 は 当時 トッ プク ラス だ っ た が ムー パブ ル ・ 
フレ ー ム の 嗣 性 間 類 を 解決 で き な か っ た ほか 、 装甲 材質 も 旧式 で 
ガン ダム の マイ ナー チェ ンジ ] と し か 評価 され な か っ た 。 


RX-178 ガン タム Mk 


グリ ブス 戦役 勃発 と 新 技 術 


U.C.0087.03.02、 エゥーゴ に よる ガン ダム Mk 
I 強 究 事 件 (グリ ー ン ・ オ アシ ス 事変 ) を 契機 に グ 
リプ ブス 戦役 が 始ま っ た 。 戦役 初期 の 時 点 で 、 テ ィ 
ター ンズ は AE や パプ テマ ス ・ シ ロッ コ 大 尉 か ら 技 
術 提供 を 受け 、 新型 MS の 開発 を 加速 させ た 


面 ガン ダリ ウム Y の 飛 得 


に ーー 
回 シロ ッ コ 大 午 の 参加 


エゥーゴ と の 開 係 を 難 わ れ た AE は 


新型 MS の 
ッ サ イ に は 新 


に よっ て ティ 


RMS-108 追及 を か わし た 
素材 ガン ダリ ウム Y (ガン マ ) が 探 用 あれ て お り 
甲 ・ 構 道 材 技術 を 大 きく 向上 さ 


RMS-108 マラ サイ 


新た に ティ ター ンズ に 参加 し た 木星 次 舞 船 ジュ ピ ト リ ス の 責 
任 者 パプ ロッ コ 大 射 は 、 再 越し た MS 開発 技 術 を 持 
て いた 。 シロ > コ 大 射 は 主 に 可変 MS の 設計 開発 で ティ ター ン 
ズ に 協力 し 、 イ や ハン プラ ビ ピ の 実用 化 k 


ー タ イプ 研究 所 し レベル で よう や く 実 
用 化し た 可変 MA を 独力 で 設計 。 ガン ダ バブ テマ ス ・ 
ウム Y に 近い 新雪 村 も 関 発し た と シロ ッ コ 大 肌 


新型 MS 群 の 開発 


グリ プス 圭 役 中 期 以後 、 ティ ター ンズ は 新規 
設計 し た MS 群 を 実用 化し た 。 新型 機 は ムー バブ 
ル ・ フ レー ム や ガン ダリ ウム Y な どの 新 技術 を 恒 し 
みな く 投 入 し て お り 、 可 変 MS や 飛行 式 MS に 代 
表 さ れる 新 コン セプト の 高 性 能 機 も 見 られ た 


環 特殊 コン セプト 模 の 開発 


ガブ スレ イネ ハン プラ テヒ 
と いっ た 可変 MS は 
MSZ.006 Z カ ンダ ム 
に 哲 る 財 騙 を 発 
押 . 棄 江 式 の 新 主 
MS も 高度 な 性能 
を は っ た 


ムー パブ ル ・ フ レー ム を 四 使 し た 可変 機 RX-110 ガブ スレ 
可 室 機 構 を 単 結 化 し た RX-139 ハン ブラ ビ 、 単独 飛行 能力 を 持 
っ RX-160 パイ アラ ン 、 多 殺 な 運用 形態 を 実現 し た RX-124 ガ 
ンダ ム TR'6 [ウー ンド の 新 機軸 機 が 試作 きれ た 


R 


RX-110 ガブ スレ イ 


を 実用 化し た 多少 な 


グリ プス 電 役 の 進度 と 共に 、 新 列 の 主力 MS の 開発 も 進ん だ 
RMS-154 バー ザム り 技術 者 に よる 設計 変更 
が 加え られ た 機体 互換 性 を 持つ 。 RMS- 
141 ゼ 


RMS-154 パー ザム 


MORE INFO! 
ニュ ー タ イプ 研究 所 系 の 機動 兵器 


地表 軍 邦 ー タ 研 ) は 


ュ ュ 機 が 見 
画 オ ー ク ラン ド 研 究 所 
北米 の ニタ 研 。 サイ コミ ュ 指 載 の パウ ンド ドッ ク 、 準 サ 


イコ ミュ 格 載 の ガン ダム Mk-V な ど を 開発 


ORX.013 
ガン ダム 
Mk-V 


画 ム ラサ メ 研 究 所 

ニ ネ ホン の ニタ 研 。 サイ コ ・ ガ ンダ ム ・ シ リー ズ を 開発 し た 
な お 、 量産 型 サイ コ ・ カ 
MRX-009 


サイ コ 
ガン ダム 


QRX-0O6 
ゲ ミ ヌス 


人 健 り の 可 忘 MA ゲ 


ィ 可 恋 
スタ ー」 を 手 埋 する 


シロ ッ コ 開発 の 機動 兵器 


星 資源 船 ジュ ビ ト 


お いて 、 ワ 数 機 の ハン ド メ イ ド 機 を 開発 し た 
変 MA の メ ラス ・ ア テ ネ 
用 の ギリ 格 脱 戦 用 高 機動 欄 の ジ ・0 
が それ で 、 い ずれ も 当時 最高 性 態 を 謗 っ た 


PMX-O03 ジ ・O 


オア クー 


喜 コ ン ペイ トウ 、 テ ィ タ DT か に よる 同人 
し ズン 、 地 球 の キリ マン と 座 用 な 
軍 や エゥーゴ と 重複 する 開 。 と 考え られ る 。 各 ニ ーー や か 
発 拠点 も ある 。 ティ ター ンズ 毒 用 の 開発 下 に 入っ た 時 点 で 、 直 輸 の 開発 拠点 に な っ た と 言え る Co 


還 字 宙 の 開発 拠点 
軍 の 開発 拠点 
月 軸 道 の 主要 な 


ベイ トウ 
ス 、 月 オン 公園 軍 の 
克 太 基地 。 MS 


は 、 グ ! ロモ 


まな 開発 MS 
年 戦争 欄 、 地 較 連 捉 

か れ た 旧 ジ オ 
ト 呈 時 基地 
の 履 導 団 が 持 
列 式 草 号 の 数 子 
2 が 「14] の MS 
開発 を 表す 


RMS1 


RMS-141 


較 地球 の 開発 提 点 


が 行わ ね 
開発 が 確認 され 


a ww 
あど 


ー “ E 上 2 
プス 開 旬 を 天 す 


本 な 縛 発 MS 


専用 の 開 
答 号 の 争 


まな 開発 MS 


A 


ジオ 避 
た 小竹 素地 に 、 テ 
の MS 工 應 が 置か れ ー 
に 可変 MS を 開発 し た 棋 
性 。 型式 衝 
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ルディ 8 


RMS.119 


Ro 


イプ 研究 、 カ ラ be 


に 転向 し た 。 強化 人 間 
変 MA( サ イコ = 

や 可 恋 式 癌 轄 末 

開発 を 行っ て いた ORxooe 


オー ガス タ 基 地 研 究 所 
玉吉 基地 の 工 と 

の ふた つの 開発 系 続 が 存在 する 
発 吾 の 中 に は 、 ニ タ 研 本 部 や 
究 務 な ど と の 共同 角 が 人 


な 開発 本 吉 


プ 縛 所 
ー タ 本 の 開 
ラン ド 研 


NRX.055 


⑲ ド ・ ド 


ORX005 ORx013 


カン ダム McV 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


DE neD3 sm21M 


ユニ ウス 秒 約 


POLITICAL SYSTEM in CE 


町 結 き され 
た 事実 上 の 停戦 条約 が ユニ ウス 条約 で ある 。 ユニ 
ウス 条約 は 、 地 球 ゲラ ント の 相互 理解 努力 、 
で 『 和 を 讃 いつ つ 、 戦 後 処理 と 戦後 世界 の 基 


本 ルー ル を 取り 決 、 調 印 は 「 箇 の パレ 
> の 舞台 と 0 残 令 に 
大西 洋 連 合 大 続 ’ ラン ト 評 


議長 アイ リー っ た (役職 は 共に 


軍 
壌 減 戦 
絶滅 同 


備 制 限 条約 の 個 面 に ある 
争 」 と 形容 で きる 畔 争 地 
仁 と 自国 の 利益 の 最大 f 
着 点 を 模索 【 

CE7002.11 に 始ま 
争 で は 、 反 - 
地球 連合 軍 に お ける 障 曜 、 ナ チュ 
プラ ント 国防 委員 長 パ トリ ッ ク ・ ザ ラ ( 後 
薄 任 ) の 方 針 な ども 手伝っ て 、 栓 兵器 や 巨大 が 
> ー ザ ー 砲 トシ 表 き れる 大 量 
破壊 兵器 が 度々 結果 、 肉 争 の 最終 局 


国防 産業 連合 理事 業 ア ズラ エル 財 


ク ・ ザ ラ 議 長 の 死 、 
カナ ー バ 暫定 政権 議 


3 ける 戦勝 回 未 決 を 加 実 に 物 請 
国境 線 回 復 、 戦 犯 の 所 属国 
の 放棄 、 旧 プ ラン ト 理事 国 
へ の 関税 矯 過 措 条項 で ある 。 地球 連合 は 
プラ ント 近傍 に 、 プ ラン ト は ジ プ ラ ル タ ル と カー ベン タリ 


監視 団 常 駐 共 


る 硫 判 実施 、 


こと に な っ た 、 と 言っ て も いい 
その 一 方 で 「 獲 減 戦 争 」 同 避 の た め の 軍 備 制 限 
は 誠 し く 取 り 決め られ た 。 人 日 や GNP な どか ら 算 出 
し た 回 力 ( 兵 有数 制限 、 ニ ュー トロ ンジ ャ 
以下 NIC) の 軍事 利用 禁止 、 

ぇ ュ コロ イド ステ ルス の 使用 休止 が 軍備 制限 条 
) 使 用 、 隠蔽 に 直結 


の 禁止 だ け で 


1 ロイド ステ 


ある MS や 艦 細 な どの 保有 数 を 制 


不信 


Fue erevew 


限 し た 点 が 商 其 
両 勢力 の 相 五 


停戦 か ら 条 約 締結 へ 


第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻防 戦 が 行わ れ 
た C.E.71.09.27、 ア イリ ー ン ・ カ ナー パ 的 
定 政 権 議長 ち が 地 球 連合 に 停戦 を 申し 入 
れ 、 両 勢力 は 停戦 境 定 に 動い た 。 調整 は 
業 航 し た も の の 、 半 年 後 の CE72.03.10、 
ユニ ウス 条約 が 締結 され た 


も 


両替 力 の 指導 者 の 死 が . 府 戦 を 可能 と し た 。 利 僧 
の 議 戦 反 任 埋 深 の 緒 寄 、 失 昧 連合 の 無 扶 な ど が あ 
た が 、 ユニ クス 条約 峰 語 に 溢 ぎ 軒 け た 


ユニ ウス 条約 の 内 容 レア の 
戦勝 固 が 存在 し な か - も あり 、 条 


約 は 開戦 以前 へ の 原状 回 復 を 決め て い 愉 挟 替 や 店 世 メ レー 
る 。 人 類 を 絶 減 前 に 追い 込ん だ 前 大 ザー 贅 な どの 大 量 枝 
埋 へ の 反 告 、 生 拡 の 阻止 を ど を 理由 と し ーーー ドド ーー 


て . 還 備 制限 条項 も 盛り 込ま れ た 


1 

MS . 牙 艇 な どの 兵器 の 保有 数 が 制 陣 され 
た 。 各国 の 保有 数 は 、 人 口 、GNP、 失 業 事 な ど 
か ら 交 出さ れ た 国力 を 基準 に 決定 。 これ は スカ 
ンジ ナビ ア 王国 外相 リン デマ ン が 提 噌 し た 還 
孝 案 「 リ ン デ ィ ン ・ プ ラン に 準じ て お り (相互 を 交 し し た 失 和 人 有数 
監視 も 盛り 込ま れ て いる )、 遵守 が 求め られ た 。 で ある 。 PS 装甲 生 MS や MA も 


地球 宰 合 、 ブ ラン ト と も に 申 情 人 金 は 放 察 する < 


LTYYXT 


地球 連合 有利 
それ 電 限 計 集 だ っ た 


に な っ た 。 戦 用 
麗 方 が 圭 争 で 受け た ダメ ー ジ が あま り に 大 きく 、 賠 情 金 が 現実 的 な 定 で は な カ 


覆し な いこ と も 理由 だ が 
た と 思わ れる 


昔 玉 各国 が 自主 的 に 哉 判 に か け 、 国 際 法 廷 は 開か れ な 
判 の 回 止 、 地球 連合 主 疾 に な りう る 国際 法 注 に プラ ント が 評 色 を 示 


国境 秩 旧 条項 と も 重 禁 す る が 、 プ ラン ト は 地球 上 の 占領 地 を 無休 件 で 放 業 する こ こ 
た 、 後 送 の 在 地 珠 公 前 氏 視 団 和 凡 基地 と し て 、 ふた つの 地上 上 革 地 の 存続 が 語 め られ て いる 


どの 旧 プ ブラ ント 理事 一 は 、 プ ラン ト に 対す る 関 簡便 押 を 名 め ら れ た 。 これ に より 
地球 連合 は 暫 時 目的 の ひと つ を 選 成 し た が 、 非 理 事 団 と の 差 は 以前 ほど 大 きく な 


リン デマ ンプ ラ 
入れ な けれ ば な ら な い 


兵器 へ の NJC の 搭載 が 殺 止 され た 。 松 兵 
問 や 禁 働 に 栓 発電 を 必要 と する 超大 巨大 レー 
ザー 容 . 半 永久 的 な 入信 時 間 を 持つ 栓 エン ジン 
括 載 MS を 軟化 させ な いた め の 条 項 で 


ュ コロ イド を 利用 し た ステ ルス 技術 は 
全面 的 に 殺 止 。 巨 大 戦略 兵 若 の 属 防 止 、 限 


定 的 戦中 兵 其 と な りう ジュ コロ イド ステ ル 
ス 式 MS 散 産 な どの 隠密 活 重明 止 が 目的 


ザフト が 地上 に 建設 し た 旧 ジ ブラ ル タ ル と カー 
ペン タリ ア 基 地 は 団 今 駐 基地 業 在 地球 
公 血 と し て 利用 が 認め られ た 。 大 部 分 は 国際 
軍港 と し て 勢力 を 間 わ ず 使用 可能 と され た 


Lio! 


地球 達 合 の 監視 団 辻 時 其 地 筐 在 公 包 と し て 、 プ ラン ト は 軍事 術 屋 1 基 を 解放 する こと と さ 
ラン ト 近 舎 の 衛星 を 提供 )。 ジブ ラル タル 、 カ ー ベ ンタ リア の 利用 継続 と 対 に な る 条項 で ある 。 


た , 戦勝 国 の 不在 、 男 覆 
こと な ど が 理由 と 考え 5 られ る 


痺 保有 数 を 確認 する た め 、 両 勢力 は 査 窟 を 無 条 侍 か つ 無 制限 に 受け 
は 軍備 抽 因 楽 項 お よび 監視 団 常駐 基地 の 設置 条項 と て いる 


1 


林 涯 全 」 を 再現 する 
大 量 全 嫌 兵 半 は 、NJC 


月 の 全域 は 中 立地 帯 と され た 。 た だ し 、 地球 
達 合 と プラ ント は 同数 の 月 面 導 点 を 建設 可能 と 
部 分 も あっ た 。 ダイ ダ ロ ス 基地 
作ら れ た 月 面 基地 で ある 


の 中 立 4】 


且 地 が 置 され た 


国電 線 は 閑 大 理 開 革 時 の も の に 復旧 され 、 知 国家 の 福 土 原状 復 旋 まれ た 。 これ に より 、 地 球 之 
合 ( 大 西洋 連邦 ) の 勢力 下 に 護 か れ た 南ア メリ カ 合衆国 や オー プ 連 合 藤 国 な ど が 独立 を 回 復 し た 
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条約 紳 結 を 受け た 動き 


ユー ウス 条約 の 総 結 を 受け た 各 勢 力 は 
条項 の 履行 に 動い た 。 特に 軍備 制限 条 
項 の 影響 は 大 きく <、 地 球 連 合 と プラ ント は 
条約 に 適し た MS の 開発 と 配備 を 進め た . 
だ が 、 条約 に 縛ら れ な い 勢 力も 存在 し た 


NJC の 軍事 利用 禁止 を 室 け て 」 
MS の 間 発 中 止 や 設計 変更 が 行わ れ た 。 質 
で 量 を 補 わ な な い プ ラン ト は 新 主力 
MS へ の NJC お よび 棒 エ ンジ ン 搭載 を 模索 し 
て いた が 、 計画 の 変更 を 余儀 な くさ れ た 


NJC 挫 載 


MS の 数 や 、 柱 動力 を 封じ られ た 各 勢 力 は 
通常 動力 を 持つ 高 性 能 兵 問 の 開発 を 進め た 
ザ フ ク バ パッ ク 換 妹 式 MS の 開発 、 地 球 
連合 軍 は スト ライ カー 対応 MS の 配備 と 新柄 
MA の 開発 を 行っ た 


正夫 復旧 、 占 祭 地 の 放 評 、 条約 監視 団 党 
駐 差 地 と 在外 公 人 を 兼ね る 施設 の 提供 な ど 
公 に 確 対 で きる 条項 滞り なく 族 行 され た 
地 の 栽 も 自主 的 に 行わ れ た 
時 に 又 走 し た 衝 兵 


俸 農 と それ に 続く ユニ ウス 条約 の 誠 結 と 必 
行 を 良し と し な い 勢 力も 存在 し て いた 。 特に ザ 
フト 脱走 兵 の 活動 は 潤し く 、 調印 式典 の 紡 害 
工作 、 ユ ニウス セブ ン の 地球 落下 な ど を 実施 
ブル ー コ スモ ス の 暗躍 も 続い て いた 


ニウス 条約 は 概ね 違 守 され た 。 だ 
が 、 地球 達 合 と プラ ント は NJC 床 止 条 項 
や ミラ ー ジ ュ コ ロイ ドス テル ス 価 止 条項 に 
違反 する 兵 癌 開発 を 行い 、 大 西洋 連邦 
は 国境 復 旧 条項 を 一 部 反 赦 に し た 


地球 軍 含 軍 は NJC 拉 載 の 本 兵 勢 と MS(N 
ダガーN) を 配備 。 プラ ント で も 柱 動 力 併用 
の MS と し て デス ティ ニー と レジ ェ ンド が 開発 さ 
れ た は ほか 、 和 機動 要塞 メサ イア の 要 案 奏し て 
NJC 使 用 の 『 ネ オジ ェ ネ シス 」 が 搭載 され た 


ミラ ー ジ ュ コ ロイ ドス テル ス も 使用 され た 
地球 連合 軍 で は 前 送 の N ダ ガーN と ファ ント 
ムペ イン 団 義 ガー ティ ・ ル ー が 搭載 。 連合 軍 
の レク イエ ム 価 向 . ショ ン 、 ザフト の メサ イ 
ア の 必置 に 用 いら れ た 可能 性 も ある 


ユニ ウス 条約 の 締結 後 、 大 西 洋 連邦 は 還 


境 復 旧 条 項 に 従っ て 南ア メリ カ 合 乗 国 の 独 1 重 矯 補 合 休 ロ コス 
立 を 朗 め た も の の 、 短 期間 で 再び 南ア メリ カ を U EE 
弧 彼 し て いる 。 地球 連合 参加 園 と し て の 保 合 すか 
だ と 思わ れる が 、 事実 上 の 条約 居 反 で も る 。 aa 環 細 唐 に ro 


機動 戦士 ガン ダム 
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MS Technoloqy in U.C 


宇 雷 世紀 の MS の 技術 


る 。 あま り 大 坦 の 火器 は 搭載 
を 持つ 腕 部 や 頭 部 は 一 種 の 
と し て 機能 する た め 、 革 応 性 に も 優れ る 


1 な ら 、 固定 兵 装 の ピ で 以遠 を 、 に 搭載 する タイ フ 
機動 挫 器 が 手持 ち 兵 装 の ジム ・ ラ イフ ル な い が 、 同 人 
る 渡 密 な 弾幕 の 展 ペイロード の 圧迫 や 大 短 化 に 撃 が る た め 、 バ ル 


兵 装 の 頭 部 パル カン 砲 で 至近 ・ 近 中 離 を フォ ロー で き 旋 同 想 格 
内 装 、 外装 する 2 
開 や 、 瞬 間 最大 的 な 大 火力 を 得る こと も 可能 で ある 。 カン 念 な どの 補助 火器 を 除け ば 、 汎 用 MS へ の 同定 


る 。 また 、 全 火 器 の 同時 使用 

RX-77.2 ガン キャ ノン の キャ ノン 砲 、MS_06] ザク 大 口径 大 用 力 火器 の 搭載 が 容易 で 兵 装 搭載 は 嫌 わ れる 傾向 に ある 。 それ で も 重 装 化 
町 屋 の フ サイ ル ・ ポ ッ ド 、 MSM-03 ゴッグ の 腹 精度 も 向上 する 点 は 、 胴体 搭載 の 固定 が 容易 で 支援 MS に 適する と いっ た 利点 か ら 、 装備 
部 メ が 粒子 個 な ど 、 機 動 兵 器 本 体 に 内 装 あ る い は な 傾向 と 言え る 。 MS の 胴体 は 、 MIS の 中 で 最も 大 き が 続け られ で いる 。 
外装 する 火 問 を 、 本 ま 「 敵 定 兵 装 ] と し て 解説 く 大 貿 量 の 部 人 る た め 、 大 増 兵 装 の 搭載 に (オッ トー・ カ ル テ ン パッ ハ UL.CO155) 
する 。 な お 、 内 装 外装 As 装 で も 、 有 線 する 。 これ は 安定 し た 武装 プラ ッ ト ホ ー ム で 
メ が 米子 砲 や ビッ ト 兵 器 に 代表 き も 意味 し て お り 、 命中 精度 を 向上 きせ や すい 。 ま 
伯 芝 の 癌 渦 冶 末 、 ク ロー や パワ ー ソ ー ス の 吉松 反 応 如 ンジ ェ ネ レー ター を 内 関連 ファ イル 
べ ペル な ど 因 定式 格闘 兵 装 、 火 毅 搭 載 式 の シー ルド 蔵 す る 都合 上 、 ジェ ネ レー ター 直結 式 に 代表 きれ る 
な ど は 別 の 分 類 と は 紹介 し な い 」 大 出力 ビ : E 

固定 兵 凌 の 利 は 、 手 部 マ た だ し 胴体 は | 
を 手 ぎ に くい こと 、 大 口福 / 大 好 カ 2 肌 体 搭載 の 同定 兵 装 は 射 界 
命中 和 精度 が 期待 で いと 英機 を 捕 提 し に くい と ど ! 

手 部 マニ ビュ レー ター を 審 が は 機 が 石 方 向 に いる 場 人 
装 と の 併用 が 可能 な こと これ は 攻撃 バ ル な ら 腕 を 動か す だ け で 対応 で きる が 、 胴 体 搭載 の 
リエ ーション の 多様 化 (実体 絢 兵 器 と ビー ム 兵 器 の キャ ノン 個 で は 胴体 を 石 + な けれ ば な ら な い 、 
使い 分 け や 多 様 な 護 離 帯 へ の 対応 )、 替 体 的 な 火 つま り 、 機体 の 姿勢 を 変え る 必要 が ある の だ 
力 の 向上 も 容易 と し た 。 例え ば RGC- ムキ ャ ノン この 欠点 を 解決 で きる 岡 定 兵 装 が 、 腕 部 や 頭 前 える ロ 和 を 持つ も 


FGO101 箇 


人 ーー 60333 
MS の 町 FG 
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族 生 と 進化 


軍 は 、MS.05 ザク I や MS.06 ザク が 
開発 され た 時 点 で は 、 周 定 兵 装 搭 載 に あま り 興 味 
を 示さ な か っ た 。 人 軍 の 上 財部 や 技術 者 は MS の 激 
用 性 を 重視 し 、「 手 持ち 兵 装 」 の 増加 で 火力 向上 や 
攻撃 手段 の 多様 化 を 達成 し よう と し て いた の だ 
し か し 地球 侵攻 用 の 局 地 戦 用 MS の 開発 t 
て 、 同 定 胡 装 措 載 の MS が 出現 し 始め た 。 ま ず 、 ザ ク 
町 型 に お いて 対人 用 の 近接 防 伯 兵 器 や 服部 外装 
式 の フッ ト ・ ミ サイ ル ・ ポ ッ ド が 実用 化 き れ た 。 その 後 、 
左手 その も の を フィ ン ガ ー・ バ ルカ ン 念 と し 
ダフ 、 左 脚 に 拡散 ビー ム 砲 を 備え る MS-09 ドム な ど 
Pe ゴッグ に 代表 さき れる 水際 両用 MS で は 
ーー ム 兵 器 や ミサ イル な ど が 内 壮 き れる に 斑 - 
- 方 の 地球 連邦 軍 は 、RX-75 ガン タン タク の 時 
で 多数 の 固定 兵 装 を 搭載 。 MS の 本 質 か ら 外 れ た 
機体 だ っ た が 、 支援 MS の 始 宜 と な っ た 
UC 0060 年 代 科 期 以外 、 反 張 
仁 に 務 で る ムー パブ ル ・ フ レー ム 
の 齋 用 化 、 メ の 科 子 稀 の. 


出 カ 化 
符 及 な ど | 


振 に は 固 本 兵 義 を 持つ 機体 が 
増し た 。 その 究 林 逢 が V2 ア サ 


MORE INFO! 
定 兵 装 の み 装備 の MA 


MS と は 異な る 機動 兵器 カテ ゴリ ー と し て 生ま れ た MA は . 
MS の よう な 五 本 指 マ を 持た ず 。 固定 兵 装 
の み を 搭載 し て いる 。 機体 その も の が 巨大 を 価 向 
め 、MS に は 搭載 不可 能 な 大 融 ビ ー ム 格 や 連 計 大 型 ミサ 
イル な ど を 多数 内 凌 し て お り 、 圧倒 的 な 大 火力 を 違 成 し た 


Ta FD TUMA 


大 孔子 人 を 本 側 で きた 


MA-08 ビグ ・ ザ ム 
大 揃 メガ 電 子 棒 を は じ め と す 


NZ-333 a-F: 
FL 


ジー ル 
出力 19.5MW 

ッ 科 子 次 大生 

a 


実体 弾 式 固定 兵 装 


実体 弾 を 発射 する 固定 兵 半 。 装 薬 の 燃焼 で 砲弾 を 発射 する キャ ノン 
砲 や バル カン 牝 、 ロケ ッ ト や 装 薬 で 飛翔 体 を 投射 する ミサ イル や グレ ネー 
ド ・ ラ ンチ ャ ー な ど を 指す 。 支援 MS が 搭載 する キャ ノン 砲 を 除け ば 、 ほ と 
ん ど が 補助 火 問 と し て 運用 され る 。 元々 小型 の バル カン 砲 や 、 外装 化 が 
ミサ イル 類 は U.C.0150 年 代 に 至っ て も 広く 使用 され て いる , 


地球 朱 孝 軍 で は 主 兵 羨 を 手 桂 ち の ビー ム ・ ラ イフ ル と し 
パル カン や ミサ イル 環 を 析 動 炎 義 と する 醒 大 が 目 立 


大 口径 の 実体 香 式 火 奏 で 。 MS の 肩 や バッ ク バ すす 
る こと が 多い 。 MS 用 バズ ー カ 最 の 砲 列 を 連 線 発 土 や 超 正 苗 
まで の 投 和 が 可能 と な り 、 直接 間接 射撃 を 問わ な い 支 挫 暴 や 
対 MS 攻撃 に 適する 。 ビー ム 砲 の 赤 及 に 伴い 措 載 例 は 減少 し て 
いる が 、 ジ ェ ネ レー ター 出力 に 関係 な く 使用 で きる た め . ザク キャ ノ 
ン に 代表 され る 一 年 電 争 時 の 支援 MS や ロト な ど に 採用 され た 


測 科 260m の 長 宅 難所 
條 攻撃 上 林 を ポ 
| 能 机 で 、 寺尾 態 も 吉 


バル カン 砲 
MS 用 と し て は 小型 の 機関 を 指し (それ で も 60mm ク ラス の 3 
林 弾 を 用 いる )、 地 球 連 邦 軍 で は MS の 頭 部 に 内 装 す る ケー ス が FF 
多い 。 近接 防 折 用 や 対ソ フト スキ ン 用 と し て 用 いら れる 。 同系 列 P 
の 和装 と し て ガン ダム F91 の マシ ン ・ キ ャ ノン 、 ゲ ル グ グ 系 MS 用 H 


豆 本 に 内 共 。 狼 弾 得 こそ 
な い が 、60mm 区 の 寺 
リザ ク M も 軸 可 能 だ っ た 


の 轄 部 110mm 達 射 砲 . アレ ックス の 腕 部 トリ ング ・ ガ ン な ど が 
あり 、 こち ら は MS 用 マシ ン ガ ン に 近い 大 口 竹 弄 を 発 敵 する 、 


ロケ ッ 推 進 式 の 誘導 弾 。 ミノ フス キー 条 子 下 で は 追尾 性 能 
が 著しく 低下 する た め 、 較 装 化し て 多数 を 同時 発射 する こと が 多 
い 、 手当 を 発 軸 す る グレ ネー ド ・ ラ ンチ ャ ー、 多数 の 無 誘導 ロケ 
ト 絢 を 発音 する MLRS も 宇宙 世紀 で は 同系 列 の 装 代 と 見 な し て 
いい 。 内 凌 式 で は カプ ー ル の ミサ イル (発射 欠 数 B)、 外 終 式 で は 
ザク ・ デ ザー ト タ イ プ の 3 連装 ミサ イル ・ ポ ボッ ド な ど が 知ら れる 


ネガ ンダ ム 用 バル カン 直 


スタ ー に 22 人 も 
ル を 反戦 。MS の 鹿部 
大 居 部 開 部 に も 内 


その 他 


上 に 分 類 さ れ な い 実 体 弾 式 固定 兵 装 と し て 
電 、 火炎 放射 問 な 
の 一 種 で . MS な ど が 接近 する と 自爆 する 
も の が 有名 。 火 炎 放射 義 は 隊 封 強 緒 製 ガ ンタ ンク の 左 有 に 搭 


宇 軍機 填 や 地 
ど が ある 。 宇宙 機雷 は 宇 密 に 散布 され る 任 理 
ザク マイ ン レ イヤ ー の 


罰 さ れ た 対人 ・ 対 物 兵 器 で 、 角 焼 中 の 名 剤 を 散布 し て 目 様 を 
均 する 。 時 戦 強 敵 形 ガン タン ク に は 自 坦 装置 も 括 載 さ れ た 


な 陸 四 野 お ガン タン ク 用 和志 許し て くる を 錠 横 を 壊 する . 


定 兵 装 


閑 備 さ れる ビー ム 砲 で 、 ほ ぼ す べ て が メガ 粒子 砲 。 当初 、 
水 障 両 用 MS な どの 高 出力 機 で し が 充分 な 威力 を 発揮 で き な か っ た が 、 
エネ ルギーCAP の 完成 後 、 ビ ー ム ・ キ ャ ノン 搭載 の 支援 MS も 開発 され 
た 。 メガ ・ コ ン デン サー 実用 化 後 に 誕生 し た 第 四 世 代 MS は 、 出力 数 十 
MW クラ ス の ハイ パー・ メ ガ 得 子 砲 を 固定 装備 する 、 


ーー 


。 記 で 前 印 な へ の 内 華 や 、 キ ャ ノン 式 で 外 給 す る 2 
砲 。 出力 や 射 租 を どの 違い で ピー ム ・ キ ャ ノン 、 ビー ム ・ ガ ン 、 ビー 
ム ・ ラ イフ ル ( 手 持ち 式 と は 別種 ) な ど と も 呼ば れる が 、 技術 的 に 
は すべ て 収束 式 の メガ 幸子 確 で ある 。 メガ 粒子 交 は ゴッグ 、 ピ ー 
ャ ノン は ジム ・ キ ャ ノン TL、 ピー ム ・ ガ ン は Z ガ ンダ ム 、 ビー ム ・ 
イフ ル は ハン プ ブラビ の も の が 有名 。 


UC.0080 年 代 中 央 ま で は 水 革 両用 MS や 支援 MS が 措 
接し た が 、 ク リプ ブス 畔 役 再 か ら 可 有 MS な ども 同定 閉 備 し た 


店 pa テ ュ っ 
ゴッグ 用 放 如 メガ 和子 窟 


ビーム を 発射 する メガ 粒子 磁 で 、「 拡 身 ビ ー ム 確 ] と も 呼ば れる 
職 矢 と な っ た ドム の 撤 艇 ビー ム 砲 は 火力 が 低 す ぎ 、 訪 共用 と し て 
使用 。 ザク レロ 用 、 試 作 撤 骨 ビ ピー ム 幼 「 ク ー ベ ル メ 」 な どの MA 用 
を 経て 、 UC.O080 年 代 以降 、 パ ラス ・ ア テ ネ の 拓 敵 ビー ム 奏 
サザ ビー の 拡 敵 メガ 答 子 傘 に 代表 され る MS 用 が 実用 化 さ れ た 


尉 筐 こそ 舞い が 、BBMW の 
出力 と 広い 攻 軸 重男 に より 
近江 で 信介 拓 する 


L A 
ムササビ ピー 用 部 和 取 メ ガ 和子 


ハイ メガ 粒子 砲 


全 来 重 を 須 か に 上 回 る 超 高 出力 メ が 粒子 砲 。 出力 5.000kW 
を 超え る 高 出力 ジェ ネ レー ター、 番 電機 能 を 利用 し た 大 出力 メガ 
粒子 発生 半 置 メガ ・ コ ン デ ン サ ー] の 実用 化 を 経て 超 メ ガ ・ ラ 
ンチ ャ ー 組 の メガ 科 子 確 を MS に 内 装 可 態 と し た 。 ZZ ガン ダム の 
ハイ ・ メ ガ ・ キ ャ ノン 、 ゲー マル ク の ハイ パー・ メ ガ 輸 子 砲 が 代表 
的 モデ ル で 、 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 光 争 時 に 多く 見 られ た 


動 新 
AZZ ガン ダム 用 ハイ ・ メ ガキ ャ ノン を 直 し た 中 計 の よ 


支援 MS は 、 キャ ノン 夏 や ビー ム ・ キ ャ ノン 
に 代表 され る 中 ・ 長 距離 支援 火 天 を 肩 部 に 


装 は 近接 防御 用 な どの 権助 火 北 と な る 


季 夫 燈 衝 や 谷 葉 度 が 低い 目 
へ の 座 事 に 用 いる 民 徐 火 電 で 
叔 近 に 庶 載 する 。 ガン キャ ノン の 
條 少な い 近 拓 胡 半 


第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 期 に 誕生 し た 第 me 土台 


四 世 代 MS は 、 汎用 MS タイ プ で も 多数 の 固 
定 兵 装 を 持つ 。 種類 も 坦 定 で 、 メガ 4 
ン サ ー 直 結 式 の メガ 幸子 砲 、 各 種 ビ ー ム 兵 
問 、 ミ サイ ル 、 バ ルカ ン 秦 な ど を 搭載 し て いる 。 


希 民 の 近 溢 防御 火 療 。 兵 
叶 が 充実 し て いる た め 、 バ ルカ ン 
椅 を 使う 機会 ば まず な い 


出 力 5.3MWW2 由 本 載 。 ピ ー ム ・ 
ライ ブル と の 兵 苑 で 出力 0 る 
1MW の メガ ・ ラ ンチ ャ ー に な る 


評 屋 に 挫 載 する ピー ム 大 有線 
制御 で の オー ルレ ンジ 攻撃. また 


は 基 圧 放 撃 に も 利用 で まる 。 


人 を 和 伏 申 化す る 條 向 
に ある . こ の た め 電 火 
吾 尺 外 の 強力 を 国定 
拉 は 持た な い 、 


両 大 ( 頭 香 の 画 路 ) に 1 門 ずっ 

279 を 失 載 。 ロ 徒 は 2400mmv 
次 する 連 持 

性 揮 を 特 ち 、 生 種 も 后 し 


血 MS で ある ドム を も 吾 太 する 火 
力 と 、 政 手機 を 貫 経 - 貢 迷 す る 
休 中 還 度 を 合せ 持 つ 。 


4 重 因 世代 MS は 全 
全 代 分 類 の 中 で 


音信 バイ ンダ ー に 1 貼 ず つ 内 本 
ピー ム 砲 。 バイ ンダ ー の 角 
(で 箱 を 変更 で きる 


細江 の 展開 に 傍 す る 洋 后 ミサ 
イル 発 軒 半 。 ミサ イル の 二 数 は 
画 バ イン ダー 合わ せ て 24 発 


ク バ ッ ク に 計 2 里 衝 載 。 本 


こそ 少な い が 、 本 機 の 実 人 大 兵 
回 と し て は 最 旋 の 感 の を 時 る = 


革 簡 下部 に 1 基 ず つ 、 計 2 基 控 
工 の ポッ プア ッ プ 区 導 昌 和 
| 舌 。 撃 用 の 火 状 で ある 。 


の 活動 を 想定 する 水陸 両用 MS で 
は 、 水 の 抵抗 を 減ら す た め 兵 装 の 内 装 化 が 
好ま れる 。 搭載 固定 兵 装 は 、 大 出力 の 水冷 
ジェ キネ レー ター で 短 動 する メガ 粒子 砲 や 、 水 中 
で も 使用 可能 イル 類 を 主 兵 計 と する , 


メガ 民 和 3 
き 凍 将 所 に 1 門 ず つ 和 搭載 ず る メ 
ガ 坦 子 机 。 エネ ルギーCAP は 
示 拘 載 だ ゲ 、 般 程 は 20Km 出 
は ゴッグ 用 の 雪 値 と され る 


間口 は 一 邊 的 MS の 受 相 当 部 
ある た め 身 朋 が 広く 国定 兵 
評 の 中 で は 特に 自由 度 が 高い 


複合 増加 シス テム 「 フ ルアー マー・ オ / 
レー ショ ン ] を 搭載 し た MS は 、 シ ステ ム と 一 
体 化し た 固定 兵 装 も 全身 に 追加 で 装備 され 
る 。 追加 の 画 定 兵 装 は ビー ム 兵 器 、 実体 薄 
式 火砲 、 連装 ミサ イル な ど 多 岐 に 厨 る, 


増 0 シ ステ ム で は な く 、 ガン ダム 
の 頭 部 に 内 主 さ れ た 機 和 太 
ロロ 竹 は 50mm で 、 拓 幸夫 は 2 


| 
大 前 能 の 運 紅 ピ 

8 シス テム ー 体 化 部 
で 計 拉 を 借 圭 する 半 加 定 拉 


EL に て 
境 を 隊 け ば ほとんど 
の 水 和 両用 MS は 固 
定 兵 装 の み を 手 載 
手持 ち 火 益 
CT TS 
れる 


6 門 の 240mm ミ サイ ル 次 を 嘩 
部 に 格 載 。 半 伯 各 は 計 30 発 
惨 衝 と 生体 の 一 体 化 は 。 ミ サイ 
ル 夫 衝 電 の 細 業 と 言わ れる 


伯 間 太 シ スチ ム の 右 寺 に 1 由 
枝 備 。 中 恒 見 用 の 実体 身 式 兵 
本 で 、 品種 は 360mm& さ れる 


且 休 増加 シス テム の 扇 部 に . を 
合わ せ て 2 基 笑 載 さ れ た ペ 
イ 。 者 ペイ の ミサ イル 壮 は 3 介 。 


射 部 光電 シス テム の 藤 記 に 1 
生 、 西 内 で 計 2 基 を 備え る 。 生 
に 2 爺 ず コミ サイ ル を 内 


on by TOKIKO YUZAWA (Twn Bel) 


Mustration by TOMOTAKE KINOSHITA 


換装 可能 な 固定 兵 装 


固定 兵 義 の 中 に は 、 他 の 兵 装 と の 換装 を 
想定 し た も の が ある 。 ツイ ン ・ ビ ー ム ・ キ ャ ノン 
な ど と 換装 可能 な G キ ャ ノン の 4 連 国 マシ ン ・ 
キャ ノン が 代表 的 な も の で 、 固 定 兵 装 の メ 
リッ ト を 活か し つつ 攻撃 手 鞭 を 変更 で きる 。 


ゲル ググ は 前 身 部 の 
装備 を .110mm 連 和 
a 


固定 兵 装 な が ら 腕 部 マニ ピュ レー ター で 操 
作 す る 「 半 固定 兵 装 も 存在 。 ガン ダム F91 
の ヴェ スパ ー、 ザ ク 四 の 藤 ア ー マ ー 部 ビー ム 
確 を ど が 半 個 定 兵 装 に 訪 当 する 。 管制 や エ 
ネル ギー 供給 の 問題 か ら 採用 され た よう だ 。 


中 下 苑 支援 用 の キャ ノン 砲 を 、 近 接 埋 捉 用 の 12 連 庶 ロ ケッ ト 弾 ポッ ポ に 失 装 可能 。 換装 は 交戦 下 


汐 考 と 引 攻 展開 能力 を 変化 させ る 。 た 


ポ の 実戦 運用 例 は 知ら れ て いな い 


アト ミッ ク ・ パ バズ ー カ は 、 パ レル と 杜 絆 頭 装填 
機能 を 持つ 基部 に 分 害さ れ て お り 、 使 用 待 の み 
連結 する 。 パレ ル に は 引き 鉄 と 祭 把 が 設置 され 
て いる が 、 基 都 は ラン ド セ ル の 右 催 面 に 接続 され 
て いる た め 、 連結 後 は 半 結 定 兵 紛 に な る 、 


存 凌 に 耐 模 シ ー ル ド 
を 持つ た め 、 右 欄 の み 


請 部 オプ ショ ン 


イル ・ ポ ッ ボ は 、 小 年 15 連 紅 ミ サイ ル か 中 型 4 連 寺 9 段 花 ミ サイ ル を 選択 。 小 
近 区 戦 向き だ と わ れる が 、 格闘 寺 重 梓 な ら ポ ッ ド 自体 を 評 備 し な い 


8 ガン ダム の ビームス マー ト ガン は 、 エ ネル ギー 
供給 や 火器 管制 の リン ケー ジ を 福 う ムー パブ ル ・ 


ビー ム ・ ラ イフ ル と 胸 
全 較 紅 メ ガ 和 子 宙 を 
ウ 


仕様 で ある 


Way っ ケー 23.24 


機動 武 関 伝 G ガ ンダ ム 
WORLD GUIDE TT 


褒 叶 コロ ニー 国家 と 荒廃 し た 地球 


れる に 至 - 


め に 経済 規 | 


と 地球 k め 再 建 も まま な と 
見 た 地球 は 破滅 的 世界 浮 
本 来世 紀 (F.C.) に 入り 、 世 界 は 字 電 = 3 うる 代理 戦争 「 ガン ダム ファ イト 」 の 舞台 
分 され た 。 支 配 層 が 住む . に る 。 コ ヒ * ょ エゴ と 馬 帳 が 介在 し で v 
る た め の ス ケー プ ゴ ー ト ーー それ が 地球 な の で こ 0 と 地球 の 荒廃 が 始ま り 、 
地球 の 分 化 は F.C01 の 8 マ 
が 、 そ れ 以 前 か ら 地球 
地球 環境 が 悪化 の 一 途 
宇宙 移民 の 気運 の 高 
こ 。 コロ 


達 RE 
支配 層 の 居住 
国家 の 中 枢 で あり 、 A る と 地球 が 深刻 な 電力 不足 | 


世紀 以前 か ら 
ス 戦 施さ れ 、 予 想 通 り に 地球 各地 て 
が 発生 、 多 く の 人 命 が 失 われ た 。 この 符 

球 株 境 が 悪化 の 一 逢 を 辿る 中 、 種 と 94 仁 還 を 内 信 し て いた 


HIRO TSUCHIYA 


可動 軸 作 G ガ ンダ ム 


第 一 次 カオ ス 戦争 と 。 | 
地 辻 の 飛び 地 化 | 


コロ ニー の 浮上 後 、 資 格 を 持つ 人 々 が コロ ニー に 
移住 し た こと で 、 全 人 類 の 6 割 が 字 仙 に 、4 割 が 地球 
に 居住 する に 至っ た 。 こう し て 、 支 配 層 (実際 に は 中 
流 層 以上 と 考え られ る ) が 住む コロ ニー、 低 所 得 層 
と 自 類 派 が 残る 地球 と いう 区 分 が 明確 に な っ た 

この 時 期 、 コ ロニ ー は 地球 の 資源 地帯 の み を 管 
理 し て いた よう で 、 支 配 層 を 失っ た 地球 で は 各地 
で 紛争 が 元 発 し 、 世 界 戦争 の 兆し が 見 え 始 め た 
物資 供給 源 の 宴 失 を 斑 れ た コロ ニー 群 は 同 家 連合 
(コロ ニー 連合 ) を 結成 、 合 同治 安 維持 軍 を 派遣 
する も 制圧 に 失敗 し 、 熱 検 戦争 の 危機 に 見 掴 われ 
て し まう 。 この 中 で 戦争 は コロ ニー 連合 VS 地球 の 
図式 に 移行 し 、 第 一 次 カオ ス 戦 争 が 発生 し た . 

MS 部 隊 を 中 心 と し た 大 規模 隊 下 作戦 の 実施 に 
より 、 第 一 次 カオ ス 戦争 は コロ ニー 連合 が 勝利 。 そ 
し て 地球 で は 、 各国 に よる 個別 支配 が 復活 し た 

FC.01 の コロ - 上 は . 一 般 
へ の 事前 通告 な し に 突 生 実 次 さ 
れ た 。 直後 、 地球 は 裕 詳 な 


本 足 と 久 巡 訂 状 に っ た 。 こ 
コロ ニー 地 天 は 、 事実 


上 分 断れ た の だ っ た 


カオ ス 駐 争 の 周 果 、 計 コ 
で 夕 案 し て いた 地球 軍 は 
け 入 れ 、 黄 体 され た 。 こ 


天球 帆 士 を 飛び 夫 と する 支配 
人 本立 する に 吾 っ た 


MORE INFO! 
コロ ニー 住民 と 地球 住民 


り 、 政府 関係 者 ば コロ ニ 
後 支配 膝 ば か り の 地球 住民 は 
い 一 方 で 憧れ も 次 いて お り 、 その 感情 は 神 雑 で 


画 支 配 憎 を 中 心 と し た コロ ニー 住民 
各国 の 中 杜 が 置か れ た コロ ニー に は 、 政府 関係 者 を 人 
上演 ・ 支 配 麻 の ほか 、 科 学者 、 ガン ダム ファ イタ ー を 含 
む 特 株 守 能 者 な ど が 住む 。 中 湾 門 も 居住 する よう 


ム の 間 先 や 挫 細 に 関与 す 
株 寺 の 位 も 柏 住 対象 に な っ た 


画 コ ロニ ー 移 住 資格 を 持た な い 地 球 住民 

p 自然 漂 な ど コ ロニ ー 贅 住 資格 を 桂 
人 々 が 居住 。 ガン ダム ファ イタ ー の 価 
構 者 を は じ め 、 国 室 に 有益 な 者 は 移住 資 絡 を 与え 6 


で 者 も 恒 住 。 ネオ チャ イ 


欠 安 の 加 化 か ら 名 因 組 織 や 板 更 も あく 見 られ 
見 栓 て られ た と きえ て いる 者 は 多く 、 


合 を 結成 し て お り 、 ガ ン 
る 4 年 間 の 続 治 を 繰り 返し て 
いる 。 た だ し 各 コ ロニ ー 国 家 は 独立 し て お り 、 本 土 の コ 
ロニ ー と 飛び 地 化 さ れ た 地球 の 領土 を 持つ 。 コロ ニー 
で 異な る が 、 基本 技術 は 同じ で あっ た 


内 御 と パリ ア で ある 。 醒 
力 制御 は 超 伝 導 重 力 コイ ル で 人 工 重力 を 発生 させ る 技術 と 
され 、 コ ロニ ー の 浮上 に 用 いら れ た は か 、1G 環 境 の 再現 、「 上 
下 」 の 決定 に 利用 まれ て いる 。 バリア (シー ルド ) は 球形 に 展 
開 さ れ 、 コロ ニー に 大 気 園 を 作り 出し て いる 。 防御 力も 有 し て 
お り . 一 定 の 軍事 的 益 感 や 自然 現象 も 防ぐ こと が で きる 


生 衣 包 は 地 
じ 草 力 環 夫 を 天下 


アビ ル ガ ン 


性 化 | 


二 祥 陣 す > 


ネオ ジャ パ 


は 自由 の 


自給 自足 能力 と 一 部 鉱物 の 地球 話 存 


コロ ニー に は 各 答 工場 や 詳 場 が 併設 
自足 能力 を 持つ 。 一 部 の 鉱物 は 地表 
ロニ ー の 自給 能力 か ら 見 れ ば 小 規 標 だ 


て お り 、 高 度 な 自給 
存 し て いる も の の 、 コ 
当初 は 地球 へ の 依存 率 


代表 的 な コロ ニ 


者 コロ ニー は 、 国 家 の 歴 史 や 思想 を 表し た 外見 を 持つ 
鞭 章 の 花 素 の 上 に 古城 を 望む 山々 と 瀬 を 配置 し た ネオ フ 
ンス 、 地 表 に 巨大 な ポト ル シ ッ プ を 備え る ネオ ポル ト ガ ル 、 古 
代 神 看 や 演劇 場 を 棋 し た ネオ ギリ シャ な ど が 代表 的 な コロ 
ニー で ある 。 各 コ ロニ ー に 設置 され た 建造 物 は 単なる モニ ュ 
メン ト で は な く 、 都市 や 兵 圭 な どの 機能 を 担っ て いる 


較 ネオ エジプト 


西 礎 其 以来 の 環境 破壊 、 コ ロニ ー 浮 上 後 の 混乱 と カオ ス 堪 
争 、 そし て 13 回 に 及ぶ ガン ダム ファ イト に より 、 地理 は 全域 が 葉 
廃し て し まっ た 。 東京 、 ニューヨーク. パリ に 代 家 さ れる か つて の 


画 ネオ 東京 


F.C.60 初 竣 の ネオ 東京 。 ガン 
で 笛 葉 み は 破壊 きれ た 。 東京 タワ 


長 症 の 葉 放 に 加え て 


デビ ル ガ ン ダム 軍団 の 出現 で 填 工 し た 新宿 。 デビ 
ル ガ ン ダム 宰 活 叶 最後 の 人 だ 


は 高かっ 
る ー 因 に 


た と 考え られ る 


い 地 球 の 価値 は 低下 し 、 ガ ンダ ム フ ァ イト の 


大 都市 も 破壊 され . 
た 。 ギア ナ 高地 な ど 
いた 


無事 な 建造 物 は 極め 
一 分 地域 に は 手付 か ず の 


その 後 、 コ 


点 在 。 で: 
て 分 可能 で 


2 で 、FC. 役 明 期 の 地球 の 混乱 に コロ 
の 自給 


合 と きれ た の だ ろう 。 


が 9 の 


す 
に 伴 


上 に 、 自由 の 女 祥 . 
モア 山 、 ナ イア ガラ の 輝 を ど ゲ 
は 東 間 エリ アロ 


最強 兵 療 自由 の 
女神 放 備え る 、 


= 


ネオ フ : 
闘 み は 荒れ 
落 も 折れ 韻 
中 


か 


スス 


LV | mM9 sm2 人 


・ サ イク ル SWW 訂 


き 字 笛 戦 


末期 、「 月 光 幼 」 の ナノ マシ ン が 、 ナ ノ マ シ ン が 構築 し た 兵器 と し て ムー ス 女 クル の 一 角 ア ー ク 山 か ら 黒 歴史 時 代 の MS、V ガ ン 
テ ) 乗 座 胃 ソ レイ ユ が 拓 る )。 アー ) 後 、 各 地 * サ イク ルカ 


れる 山岳 地形 2 
晶 歴 史 研究 の 第 ク 山 を グレ ッ > サイ クル は 、 月 の と 兵器 が 発 掴 きれ 、 真 実 ご 
剛 信 者 、 拉 符 時 其 不明 


を 描く よ 


山 の 環 」 = 


の 実態 は 


実施 され た 正月 


関連 ファ イル 


期 まで 、 地 


な 戦争 回 選 や 環境 破壊 の 
意図 的 な 歴史 操作 が 行わ れ た 
# 卓 歴史 の 


月 で も 時 歴 ! 
・ サ イク ル の 発掘 は 


本 辺 地域 の 
EE】 


文明 を 雷 め ) 
が (これ を 


消し ま 


喝 は 荒 唐 無 積 な お 伽 ば 
ン テ ン ・ サ イク ル 


、 黒 歴 


ル に 稼働 状態 の 擬 


る 。 黒 歴史 封印 8 


た 理由 は 不明 で 時 歴史 の 実証 


マウ ン テ ン ・ サ イク ル は 、 ナノ マシ ン の 残 典 “4 天上 の 邊 人 見 
が 堆積 し た 山岳 地形 で ある 。 ナノ マシ ン は 黒 マ 
屋 史 末期 、 ター ンタ イブ MS の 「 月 光 典 } で 発 4 
生 し た も の が ほとん ど と 考え られ る 。 地下 に は ¢ es 
MS を は じ め と する 兵器 本 が 埋没 し て いた きれ る 


較 ナノ マシ ン 堆 積 地形 


シド の 建 験 央 に よれ ば 「 火 山 性 地 展 の 上 に 鍵 大 樹 の よう 柱状 
乳 得 も あり 、 各 種 の 地層 の 間 に は 妙 ぽい に 3 4 et 
必 が ウエ ハー ス の よう に ある ! の が で ・ サ に 
イク ル 的 な 地質 で ある 。 この 「 在 っ ぱい 訳 」 が アポ 大 合 全 哲 の 邊 は 負 


トー シス (自己 死 ) し た ナノ マシ ン の 残 扶 だ び ず に 狂っ て 


正 荷 2345 年 、 黒 歴史 時 代 の 遺跡 や 幅 物 と し 


て MS、 宇 宙 艦 近 な どの 兵 癌 が 、 マ ウン テン - サ イク " gt 
ル か ら 発振 され た 。 それ 以前 に も 、 山 時 や 考古 学 0 3 Rit 
者 た ち が ナノマシン に よる 分 解 を 金 れ た 機 棋 類 を と する 風 歴 ま 


発掘 し て いた が 、 兵 競 類 は 見 つか っ て いな か 
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マウ ン テ ン ・ サ イク ル か ら 発 握 さ れ た 兵 競 は どれ MS や 艦 能 は ナノ スキ 
も 新品 同様 の 状態 で 、 わずか な 整備 で 休 用 可能 ン に 本 わた だ 所 人 で 
と な る 。 通常 る ら 千年 単 位 で 埋没 し て いた 精 志 em i 1 
機械 が 動作 する は ず も な い が 、 ナ ノ マ シ ン に 保 穫 ん じ が 先 動 品 で 実 
きれ た 結果 、 経年 孝 化 を 発 れ て いた に 抽 え る も た 


各地 の マウ サイ クル と 発掘 物 


正 暦 2345 年 実施 の 地球 帰還 作戦 と 、 そ れ を ガ ナ ム 家 が 戦力 拡充 を 求め た た めで ある 。 発掘 作 
に 域 一 一 北ア メリ ア と 業 の 結果 、 多く の 模 動 兵器 と 艦 衣 、 そし て 棲 兵器 
月 一 で は マウ ン テ ン ・ サ イク ル の 発掘 が 進め ら が 発見 され 、 勢 力 を 問わ ず 戦 力 と し て 活用 され た 
"サイ クル の 


巡る 戦闘 の 舞台 


れ た 。 紛争 の 当 事 組織 で ある イン グレ ッ サ 領 と ル 下 の 図 は 、 発 据 が 行わ れ た マウ ン テ ン 
ディ アナ ・ カ ウン ター、 ギ ン 位置 と 発見 され た 兵器 を 示し て いる 


エリ ゾ ナ 叙 


ソル ト ボ ポ っ ( 電 の 術 )@ 


回 キッ ング ス レー の 合 
ウィ ル - ゲ イム 一 秋 が 発 
SPAS1 キャ フン ・ イ ルフ 


ル ジ ャ ー ナ 令 


イン グレ ッ サ 領 、 ル シ 


他 に BC 兵器 や 心理 兵 義 が 埋まっ 
実験 場 だ っ た と も 言わ れる 。 発見 され た 杜 弾 頭 は 
36 発 は 地球 で の 戦闘 中 に 坦 発 2 発 は 
小惑星 ミス ルト ゥ の 月 落下 胃 止 に 使わ れ た 


8 基 


ナ 倒 、 無 属 質 の 
境界 地帯 に 位置 する マウ ン テ ン ・ サ イク ル 
が 、 ロ スト : マ ウン テン で ある 。 サン ベル ト 地 帯 


いる と も 、 楼 


遺跡 化し た 黒 歴史 の 所 産 


マウ ン テ シ サイ クル の 発 所 
物 以 外 に も 、 遺 中 化し た 遇 歴 
実 時代 の 物品 が 発見 され た 
イン グレ ッ サ 領 ビシ ニテ ィ の 打 
壇 地 下 に 明 さ れ で いた DOC 
基地 、 アデ スカ の マニ ュー ビ 
チ に 埋もれ て いた マス ドラ イ 
パー が 有名 で ある 。 マス ドラ イ 
パー は ナノ マシ ン 麻 に 坦 ま っ 
て いた た め 、 す ぐに 栖 働 で きた 
が 、DOC 基 地 の V ガ ンダ ム 用 
兵 類 の 大 半 は 経年 孝 化 で | 
い 物 に な ら な か っ た 。 


ビシ ニテ ィ の DOC (デバ イ 
トロ 


不 自 時 を 刑 の 丘陵 に 坦 ま 
で いた マス ドライバー。 マス ド 
ライ バー 以外 に も 「 全 弄 村 
直道 エレ ペー ター が 存在 し 
で いな と 伝え られ る 。 


うふ 
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Rebellion of MARIEMAIA 
A.C.196 


- 定 戦 を 布告 


b 球 剛 の 支配 を 日 論 
ユイ や P| 


に “担ぎ 出し 
児 、 つ まり は 偽者 と 9 


の 開発 者 や 


、 量 終 前 
原生 


り 
抵抗 で 関連 ファ イル 


MS は AC 4 


ue PREWW 


発 が 行 われ で 


充 や 火 時 の 開発 
( 執 息 者 、 歓 向 時 期 不 表 


新旧 動 記 ガン ダム W Endless Waltz 


13 の 新造 コロ ニーX18999 を 
イア 軍 は 、 A.C.196.12.2 
こ は X18999 の 独立 
と の 翌日 470 機 
師 下 部 隊 を 


プリ ュ 


100 ー 、 男 紛争 の 再発 
ネオ ・ チ タニ ュ ウ ム の 発見 に より 
組織 存在 を 確実 神 す る 


イア 更に 拉致 され る ど 
軍 が 線 起 の 準備 を 整え る 中 ナ 拉 致 の 情報 を 
得 た ヒイロ た ち は コロ ニ y っ た 


に 
023oeMSeB 


'G-OOWO 
の 園 マリ ー メ イア 軍 に よる 大 統 作 府 失 


半生 させ た メイ ア 軍 は 、 12.2 

の 大 統領 診 を を 占 提 。 プリ 
地球 に 降下 し 、、 都 市 内 で 前 MS 部 隊 
この 直後 、3 織 の ガン ダム も プリ 
グ ガ ンダ ムロ は 、 マ リ 
幸生 を 行う も 、 格 流し た 


紛争 の 兆し 


AC.196. 宇宙 を 漂流 中 の 合成 金属 ネオ ・ チ 
タニ ュ ウ ム を 人 内 し 、 新政 MS を 持つ 組織 の 店 に 
直後 の 12.24. 資 源 面 星 MO-1l で 終戦 1 周 
5、L3 の X18999 


ト ゼ ロ も 降下 し た が 
閣 中 へ と 流し た 


= 降下 させ 、 地 球 統 


度 的 な 事態 の 巡 
1 史 な 帯 備 * 


) 大 統領 府 を 制 
背景 に は 、 マ リー メ 


た 三 動 
ヽ た 地球 間 統 一 国 
こと が 大 き な 理由 と 言え る 


装 解除 
止 手段 


マリ ー メ イア 軍 は X18999 の 独立 宮 言 3 
琶 国家 に 宣戦 を 布 等 。 X18999 は 安定 幸 道 を 外れ 
て 幸 道 は 変更 され た 。 デ ギ ム は 
そこ か ら サ ト 色 隊 を 地理 
に 。 MO 
メイ ア 、 MS 部 隊 は 地球 


殺到 、 マ リー メイ ア 還 は 活動 を 押さ えら れ て し ま 

と 前 後 し て 、 海中 か 5 脱 ング ガン ダム ゼロ が 大 統 

理 府 の シェ ルター を 破壊 、 そ の 混乱 の 中 、 デ ギ ム が 部 下 
埋 負 され た こと を 契機 に 事 束 は 沈 化 に 向かっ た 


MORE INFO! 
その 後 の 英 雄 た ち 


新 機動 戦記 ガン ダム W 


WORLD GUIDE 、 ニー LW] mM9 ser1Bn 


Conventional Weapon of 
アフ ラー・ コ ロー 


ド 進め た の だ 。 また 、 ト レー ズ が 編み 出し た MIS の 運用 気 岡 疾 カプ セル の 任務 を こなす こと は で き な い . 
脇役 に 追い や られ た 法 は 、MS の み で 編制 され た 戦闘 部 隊 を 想定 し て お MIS を サポ ー ト する 一 般 兵 内 も ある 。 主 に MS の 長 


散 笛 航空 機 や 戦闘 車輌 り 、 防衛 澤 な どの 例外 を 除け ば 、 MS と 一 般 兵 器 が 距離 輸送 を 担う タイ プ が それ に あたり 、 輸 送 尼 や 輸 


部 隊 に 組み 込ま れる ケー ス は 稀 に な っ た 送別 車 な ど が これ に 相当 する 。 MS は 単独 で の 長 
この 結果 、 各 久 域 の 一 般 兵 費 は 主力 の 座 か ら 下 距離 移動 に 向 か な いた め 、MS の 長 距離 輸送 手 役 
ここ で は 車輌 、 航 空 機 、 ス ペー スシ ャ トル な どの 大 ろ き れ 、MS と 共同 源 線 を 展開 する 機会 も 減少 し た 外 を 問わ ず 必 要 不 可 欠 で ある 。 則 
気 園 往 避 機 と し 般 兵 器 」 を 紹介 する こう し て 、 一 般 医 器 は 脇役 に 追い や られ た の で ある 。 MS を 空輸 で きる 大 了 型 輸 送 機 や ヤス ペー スシ ャ トル は 

MS の 登場 後 、 主 力 兵 器 の 地位 を 追わ れ た それ で も 、 一般 兵器 の 価値 が な く な っ た わけ で は 
思わ れ て いる 一 般 兵 咽 だ が 、AC.180 年 代 中 頃 ま で 多く の 一 般 兵 器 は MS と は 異な る 利点 を 持っ (ツク モ ・ ペ ー リ 執 穫 時 期 不 明 ) 
は MS の 方 が 補助 的 な 役割 を 与え られ て いた 補助 兵器 と し て 広く 配備 され 続け で いる. 
カカ や 装甲 防御 力 で MS に 劣る 一 般 兵器 だ が 、 胡 まず 、 起 闘 兵器 と し て 見 た 場合 、 一 般 兵器 は MS 
年 月 を か け て 増 われ た 戦 所 体系 は 一 般 殿 替 の 達 。 より 安価 な 傾向 に ある 。 主力 戦車 や 主力 戦闘 機 は 、 関連 ファ イル _ 
用 を 想定 し で お り 、NIS が 入り 込む 余地 は 少な か っ 一 般 的 な M リー オー より 低 コ スト で あっ た 。 こ ヒー スミ 4 
た の で ある 。 実際 、 連 合 宇宙 軍 や 連合 地上 軍 に お 。 れ は 、 地 域 制圧 な どの 数 が 必要 な 任務 や 、MS で 
ける 主力 化 以前 の MS は 、1 個 師団 に 各 機種 1 機 の は 性 能 が 過剰 な 脅 感度 の 低い 目 知 へ の 攻撃 に 敵 
み と いう 配備 状態 する こと を 意味 する 。 性 能 と いう 意味 で は 、 兵 員 輸 
し か し 、 0Z 土 管 甘 成 学校 の 教 窒 トレ ー ズ ・ ク シ 送 車 や 個人 が 短 政 離 の 移動 に 用 いる 小 更 車輌 も 、 
リナ ー ダ (役職 は 当時 ) が MS の 運用 法 を 確立 し 、 MS と 住み 分 け て いる 

A.C.186 の モ ガ デ 攻略 戦 に お いて MS の 戦闘 - 般 兵器 の 中 に は 、NMIS で は 代 芋 不可 能 な 任務 
5 する 。 MIS の 戦術 を 担っ て いる も の も 存在 する 。 そもそも MS は 火力 ・ 
防御 力 ・ 機 動力 を 駆使 する 畔 術 兵 器 で ある , 
大 隆 間 弾 造 纏 や 機雷 、 打ち 上 げ 用 プー スタ ー や 大 


ま の 確立 と その 後 の 半生 に より 
主力 兵 替 と し て 用 いら れる よう に な 
りり 様々 な タイ ブ が 癌 発 さ れ た 


24.23 Juawation by JUN WADA 


地上 や コロ ニー の 内 鮮 を は じ め と する 「 地 面 」 を 走行 する 
ヴィ ー ク ル 。 電動 車 が 広く 普及 し て いる が 、 地域 に よっ て は 
化石 匂 料 式 も 残っ て いる よう だ 。 軍用 車輌 は 、 動 力 を 除け 
ば 西条 攻 の も の と あま り 変わ っ て お ら ず 、 履 帯 式 や 6 輸 式 な 
どの 強固 な 足 回 り を 持つ も の が 多い 。 これ は 、 火 療 や 装甲 
の 搭載 な ど に よっ て 増加 し た 接地 圧 の 低減 、 不 整地 走 硫 
能力 の 向上 が 目的 で あり 、 小 型 車 で も 6 つ 以上 の 大 型 車 輸 
を 持つ 例 が 見 られ る 。 主力 鞍 車 に 代表 され る 戦闘 車輌 は 
公 威 度 が 低い 目標 へ の 攻撃 を 主任 務 と し て いる が 、 状 況 ( 
よっ て は 対 MS 攻撃 も 行う 。 大 型 車輌 の 中 に は MS 輸送 用 
も あり 、 特に 鉄道 は 一 度 に 多数 の MS を 輸送 可能 だ っ た 


IMS を 直送 可能 6 トラ ッ ク タイ 
灯 還 も 存 在 。 MS の 
(の 客 信 上 、 全 長 20m ク 
ス の 大 吾 還 回 だ が 一般 で 


全 訂 ・ 台 絡 用 と 加わ れる バ 
イク も 事 で 使用 され て いた 
0Z で は 高 潤 士 官 の 未 動 
用 と ン を 用 いる 
ケー ス が 見 られ た 


| 居 衝 ロケット 生 

MARS タイプ の ロケ - ト ランチャー を 信 える 答 軸 ラン チャ ー の 向 
は 身 由 に 変更 可能 。 ブン ト 重 で サン クキ ング ダム が 保有 し た ほか . 0Z 内 
桂 で も 使用 され た 。 や は り MS 相 手 に は 9 時 が な か っ た 


= A 


に DEE: de 


6 輸 式 の 納 給 。 第 部 に 長い ア 
ン テ ナ を 持つ こと か ら 、 幸 調 指 電車 が 進 
信 剤 と わ れる 。 ポン ネッ ト に 見 える 導 分 
が 軍 転 席 。 神 全 が 指揮 座 だ ろう 。 OZ 内 
葉 で 補 用 きれ た 車 還 の ひと つ で ある 


PS 


MS 用 メン テ ナ ン ス ・ ベ ボ と 
性 式 衝 和 機 模 を 組み 人 
わせ た MS キャ リア ー。 丈 動 
工 力 は 低く 基本 的 に 基地 
内 で 使用 あれ る 。 レイ ケ ・ ピ ケ 
トリ ア 基地 に 配信 まれ 、 ト ー テ 
ス の 移送 に 用 いら れ た 


馬車 = | 
地球 一連 合 軍 に 代 きれ た 主力 
相 間 、 MS 用 実体 殖 式 う イ フル と 同 クラ 
ス の 大 性 半 を 借 え る 。 へ リコ プター な ど 
の 航空 貞 雪 に 対応 する た めか 、 高 い 全 
を と れる 7 トリ ング 竹 と レー ダー も 枯 


イル 本 し た 6 幸 式 半 四 軸 車 
23 間 ミサ イル 全 笛 導 を 2 基 備 える タイ プ と 
8 連続 有線 ミサ イル 詩人 指 描 す る ク 
イブ が ある 。0Z 内 符 や サン クキ ング ダム 
で 使 時 され た が 、MS 息 手 に は カ 不 


EE 
用 落車 帳 の 宙 方 を 備え る ハー フト タラ 
ク 式 の 兵員 輸送 事 。 上 部 の ター レト に 


自 秋 用 の 内 伯 を 備え て いる 。 新生 0Z と 
0Z+ レ ー ズ 泊 の 内 埋 で の 失 用 例 ゲ 知ら 
れる が . MS に 央 単に 撃 札 され : 


笠 兵 の 末 動 や ご く 小 電 禁物 資 輸送 に 
使用 まれ る 車輌 。 一般 用 の 不 加地 用 整 
内 と 大 差 な く 、 義忠 も 許さ れ て いな い 蛋 
様 。 4 輪 タ イプ と 6 輪 タ イプ が ある 。 0Z を 
含む 連合 軍 全 殻 で 使用 され た 


MS の 輸 活 に も 対 選 す る 0Z の 皿 大 列車 。 資 物 車 1 硬 に つき 、2 機 の 
リー オー を 手 可 能 。 あぁ まり に 巨大 な た め 、 ふ た つの 終 語 を 古 大 し て 
航 す る 。 ガン ダム を 凍 き 出す た め の 価 装 作 肖 に 使用 きれ た 


シヤ トル プ 大 気 | 機 グ HLV 


大 気 園 と 宇宙 を 往 通 可能 な 大 気 園内 外 両用 機 の 一 竹 
一 般 に ー ス ) シャ トル ] と 呼ば れる 航空 機 兼 航 宙 機 が 
多い が 西 圧 類 の も の と は な り 、 大 気 園 内 で の 自由 飛行 
も 可能 と な っ て いる 。 宇宙 専用 の シャ トル や 、 大 気 園 苑 脱 用 
ロケ ッ ト を 搭載 可能 な 大 気 園 突入 カプ セル も 存在 する . 

軍 て は 高級 軍人 の 移動 、MS の 輸送 や 戦域 へ の 
投入 に 利用 され る ケー ス が 多い 。 高級 軍人 が 移動 に 用 い 
る 機体 の 中 に は 、 民 間 用 と 同じ モデ ル も 存在 する 。 MS の 
簡易 母 幾 と し て 運用 可能 な 機体 は 、 宇 宙 か ら 地上 へ の 電 
撃 的 を 侵攻 を 担 も ある が 、 基 本 的 に は 航空 機 的 運用 
が な され 


スー バー ソニ ッ ク フト ラン スポ ー タ ー 


0Z が 配備 し た 放 周 天気 和 通 

の MS を 放 避 能 な は か 、 革 袋 と し て : 
芋 ピ ー ム 克 と 2 連 緒 レー ザー 補 を 寺 備 し 
た 。 ウイ ング ガン ダム と 初め て 運 湯 し た 
0Z 還 用 要 ゲ 、 こ の 僚 体 で あっ : 


PT ス トル スズ 


一 連合 軍 の 高 瞳 理 人 な ど が 
Hg ノ ベ ン タ 元 本 用 も 同紙 
の 想 価 だ っ た 。 ド ー リ アン 外 季 次 宮 や リ 
リー ナ ・ ピ ー ス クラ フト ら も 使用 し て おり. 
球 用 に 設計 きれ た も の で は な い 。 


トレ ー ズ 専用 大 型 ジャ トル 
0Z 巡 人 トレ ー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ の シャ ト 。 
ル 。 ドロ シー・ カ タロ ニア の 食 名 の シャ ト ご 
ル も 同村 で ある 。「 オ ペレ ーション - デ 
イプ レイク] 発 馬 の 抽 後 ニュ ー エ ド ワ ー 
革 地 に 軽 村 し て いた 、 


24.25 


TDS けず 
は 村 首 下 三面 の ハッ チ か 5 行う 


0 一 徐 特 身 ツ パロ フ 村 全長 が 保 用 し 

シャ トル 。 月 を 中 心 と した 移動 に 利用 し 
て お り )、 シ ェ ン ロ ン ガン ダム と の 直 時 に 
も 休業 し て いた 。 大 きど 機 倫 と エン ジン 
外 が 、 横 圭 上 の 特 独 で ある 。 


間 移 動 用 スペ 


候 天 区 に 貨物 を 失 載 する シャ トル 。 2 
OM - ル ギ ス が : 
動 に 


水 満 医 の シャ トル と 調 用 の 
打ち 上 げ 用 ロケ ッ ト ブー ス 


ター で 模 厳 きれ る 、 物質 輸 
六 用 シャ トル 。 打ち 上 げ 析 、 
プー スタ ー を 切り 区 し て 自 カ 
称 行 する 。 ガン ダム の 打ち 
上 げに 利用 きれ た 。 


措 つ 大 気 贈 で ある 。 
槍 入 力 を 桂 た な い カ プ セ ル 
と 切り 訂 し プー スタ ー で 構 成 。 
ガン ダム や 世界 国家 宣 の 地 
区 説 に 玉 放 きれ た 


空 昔 用 MS エア リー ズ の 登場 と 埋 箱 体系 の 確立 に 
載 肢 兵 問 と し て の 航空 機 は 価値 を 減じ た 。 し か し 、 正 面 投影 
面積 が 小さ く 、 ステ ルス 性 に 配慮 し た 設計 の 戦闘 機 や 債 可 
機 は 、 エ アリ ー ズ と 異な る 存在 意義 を 持ち 、 完 全 に 消 減 する 
こと は な か っ た 。 また 、 複数 機 の MS を 搭載 で きる 輸送 機 は 


MS の 欠点 で ある 長 距 離 移動 能力 と 高速 展開 能力 を 補え 。 


る 重要 な 兵器 で あり 、 地 球 上 に お ける MS の 戦術 を 支え 
それ 以外 に も 、 人 員 の 移送 や 小 規模 な 物資 輸送 に 使用 で 
きる へ リコ プター は 、 使 い 勝 手 の 良 さや 垂直 苑 巡 空中 停 
止 能力 か ら 重用 され た 。 結果 、 航空 機 は 他 の 一 般 兵器 より 
も 、 総じて 高い 評価 を 受け る こと と な っ た 。 


大 気 田内 最 達 の 彰 動 手 邊 

で ある 鉄 空欄 は 、 MS の 多く 

の 欠点 き 模 っ た 民間 に 

て も 重 村 な 移動 ・ 輸 送 手 果 
(と は 間違い な い 。 


7 能 な ジ ェ ッ ト 電 送 過 
3 機 以 上 を 措 載 可能 な タイ プ も 存在 す 
る 棋 欄 )。 単に MS を 答 科 する が おけ で な く 
空中 か ら の 投下 も 可能 で あり . MS の 空 
番 作 戦 に 不可 欠 な 兵 芋 と な っ て いた 。 


LCCAO 請 間 還 間 
人 連合 軍 を ブン ト 事 で 雷 用 され た 議 軸 へ 
リ 。 直義 と し て 棋 碑 、 ロ ケッ ト 現 ポ ッ ド 
ミサ イル を 備え る うえ 、 航空 組 と し て は 業 
閉 申 。 だ が 、MS の バル カン 確 や 対空 
半 相 で 電電 よさ れ て し まっ た - 


可能 な よう で 、 プ >+ 大 條 と OZ の 拍 
較 科 は 、 輸送 ヘリ コ プ ター の ら 胃 | 
況 補 二 し て いた 


寺 合 軍 の 主軸 礎 。 ハッ チ 類 に ステ 
ルス 性 を 意 講 し た 破 計 が 見 られ る が 、 あ 
くま で 柄 生 的 な も の の よう だ 。 吉林 は エ 
アリ ー ズ と 同じ ミサ イル ポッ ボ を 橋 才 可能 
し て いな い 、 


0Z の 権 産 貸 吾 機 。 ステ ルス 能 力 を 多 り 
込ん だ 設 年 で 、 長 い 尾部 に は 攻 捉 シス 疾 
テム を 后 載 す る と 思わ れる 、 提 子 辻 で 
地球 竹下 直 宰 の シェ ン ロ ン ガン ダム を 
揚 昧 し た が . 2 織 が 貢 護 され た 。 


夫 上 の 注 走 部 で は な <、 水面 を 利用 し て ペー 
発 草 する 内 空 李 。Fー ル ギ ス を 宇宙 に 打 

ちる 上げ る 茶 、 1 左目 の ブー スタ ー と し て 使 。 < 

用 され た 。 ハワード が 信人 的 に 季 配 し た 


機 作 だ と 思わ れる 。 


MORE INFO! 
ガン ダム 用 大 気 圏 突 入 機 


1 「 オ ペレ ーション ・ メテオ 」 
実行 時 、 ガ ンダ ム の 地球 時 下 に 用 いら れ た 大 気 医 突 
入 機 が ある 。 特別 な 大 気 左 突 入 機 が 使用 され た 背 業 
に は 、 大 気 園 突入 詩 の ガン ダム の 保護 だ け で な く 、 陸 
石 に 偽 貫 する と いう 計画 の 引 哲 が あっ た よう だ 


合 軍 は 普 の 人 工商 馬 の 融 
だ と 博 謗 し た 。 事 閑 に 計 


ウイ ング ガン ダム 用 大 気 | 
ウィ イン ツガ ンダ ム 《 半 数 天 拓馬 
で 指 幸 し た 大 突 入 シャ ト 


ガン ダム デス サイ ズ 用 
\ 大 気 脱 突入 カプ セル 
ガン ダム き 格 二 す る 円 角 タ 
イブ の 突入 カプ セル 。 突入 
竹 、 リバ ー ス ノズル を 健 出 
淫 只 角 を か け て 江 楽 する . 


小型 宇宙 船 


軍用 宇宙 船 の うち 、 小型 の も の は 航続 距離 の 短い ラン チ 
が 多く を 占め 、 海 上 華 艇 の 魚雷 艇 に 相当 する 小型 戦 開 艇 は 
ほとん ど 見 られ な い (反対 に 、 大 型 宇宙 船 に は MS 租 や 指 
揮 艦 能 が 多い )。 海上 船 や 潜水 艇 と 同様 に 、 宇 宙 般 の 航続 
下 離 は サイ ズ に 比例 する た め 、 小型 の 宇宙 戦前 艇 は 極め て 
使い 鈴 い も の に な っ て し まう こと 、 宇 軍 胃 庄 穫 と 同 クラ ス 以 
上 の 典 力 を 持つ 兵器 と し て MS が 存在 する こと な ど が 、 小 弄 
宇宙 船 の 戦力 化 を 妨げ て いた の だ ろう 。 例外 的 な もの と し て 
は 、MS 打 ち 上 げ 用 ブー スタ ー が ある 。 これ は 、 火 力 や 防御 カ 
を 来 め な い 代 わり に 、 大 気 較 苑 脱 能 力 を MS に 付与 する も の 
で 、 一 種 の オプ ショ ン 装備 の よう な 位置 付け に ある , 


中 宙 租 は 、 濾 
末 生 用 の 内 交 半 (ラン 


小 朋 を 利用 し て いた 


的 小型 の 宇宙 租 は 、 デン =、 
火 業 申 が 不要 民間 2 

で 苦 及 し て いる 。 コロ ニー や 
月 を 性 挟 する 旅客 手 宙 打 

や 輸送 字画 船 が それ に 半 

た る 


脱出 用 スペ ー ス ラン チ 
大 宇宙 幸次 ピー スミ リ オン に 括 報 され 


トー ル ギ ス 打ち 上 げ 用 ブー スタ ー 


トー ル ギ ス を 宇宙 に 打ち 上 げ 7 る た め の 使 
い 槍 て プー スタ ー。 ガン ダム の 宇宙 尋 
用 と 理 定 し て . ハワード が 用 等 し て いた 。 
打ち 上 げ 用 行 秋 を 1 古 、 本 機 を 2 
上 の ブー スタ ー と し て 使用 し た 。 


ウィ イン ブ ガ ン ダム 打ち 上 げ 用 ブー スタ 


Hrー [の 衣 生 し た ウイ ング ガン ダム 
を 主 宙 に 打ち 上 げ る た め の ブ ー ス ター。 
変形 状態 の ウイ ング ガン ダム を 一 部 衣 
出し た 状 悪 で 楼 協 する 。 春 活 し た レデ ィ ・ 
アン トレ ー ズ の 下 に 引く 際 に 使用 。 


その 他 


地球 園 統一 連合 に よる 地球 園 全土 の 掌握 は 、 還 事 カ 
に よる 部 分 が 大 きく 、 有 力 な 敵対 国家 組織 が 存在 し な い に 
も 拘ら ず 、 性 能 計 剰 な 兵器 を 保有 し 続け て いた 。 それ を 敵 
的 に 表し て いた 存在 が 大 陸 則 弾 千 弾 や ミサ イル 衛星 な ど 
の 戦略 兵器 で あり 、 反 連合 勢力 が 根強い 中 東 や コロ ニー 
へ の 個 鳴 手段 と な っ で いた よう だ 。 対空 ミサ イル や 対 深海 
魚 雪 も 、 実 際 の 戴 対 勢力 の 規模 か ら 考 えれ ば 過剰 な 兵器 
と 言え る (コロ ニー の ガン ダム 投入 や ホワ イト ファ ング の 決 
起 を 見 れ ば 、 そ うと も 言い 切れ な い 部 分 は ある が ) 。 反 連 合 
勢力 や コロ ニー を 実 区 以上 に 巨大 な 敵 と 見 せ か ける こと で 、 


され か けた に も 言わ れる 


0Z に よる クー デ タ ー 発 生 
後 . 中 国 地区 に 編 生 し た ブ 


シト 共 税 で は 、 反 ブン ト の 
ゲリラ が 対空 林 関 克 や 運 
本 ロケ ッ ト を 使用 し た 


当初 は 連合 軍 が 保有 し 、 ク ー デ ター 覆 は OZ が 党 押 し た 軍事 害 屋 。 2 
攻 の 8 較 ミ サイ ル 鐘 舌 を 借 え る タイプ ( 有 下 ) と 、4 基 の 2 補 ミ サイ ル 侍 | 
愉 を 失 載 する タイ プ (左下 ) が 存在 


ー エ ド ワ ー ズ 基地 配備 の 大 型 ミ サイ 
に オペ レー ショ ン ・ デ イブ レイ 2] 時 . 
ガン ダム を 破壊 する た め 、 ミ サイ 

ル の 自身 講 記 動 し た が 、 ヒイロ. ユイ 
の 活 中 で 自信 は 回 潜る れ た 。 


レイ ク ・ ピ クト リア 芋 地 に 多数 が 配備 され た 対空 謗 邊 ミサ イル 。 ゼ ク 
ス ・ マ ー キ ス が 括 業 する トー ル ギ ス が テス ト を 行っ た 加 、 ト ー ル ギ ス に 
向け て 発 軸 さ れ た が 、 全 機 が 回 回 、 あ るい は 玲 絆 され て いる 、 


記 JAP 地 工 の 達人 

た 旬 寺 ヒイロ ・ ユ イ が 、 到 

イン グ ガ ンダ ム の 破壊 を 捧 み た 上 、 生 用 し 
た 兵 導 で ある 。 3 針 の 隔 時 合用 で ガン ダ 
人 ム を 内 可能 と 計 草 され た 


で どの 多面 用 と し て 配備 きれ た 
呈 定 機 秋 。 人 加計 療 失 近 し た 
記し て に 人 
0Z 古 矢 の 訓練 で は 、 模 如 


ト ィ プ が 枯 重 竹 釣 と し て 使用 され た 。 
4 て 去 
5 ん て 
/ 


達 合理 制圧 下 の サ ンク キン グ ダ ム に 多 
数 配備 され た ビー ム 容 台 。 罰 新 包 評 が 
独自 に 彼 置 し た も の らし く 、 本 部 の デー タ 
は 存在 し な か っ た 。 其 段 は 格 向き され で 
おり 、 使用 時 の み 寿 開き れ る, 


MORE INFO! 
個人 用 携行 火器 


の 鉄火 療 も 、 西 礎 期 の も 7 
\ た だ し 、 撤 弾 の 改良 や 寺 術 


Wa? シラ イメ 
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Geooraphy of U.C 


府 の 和 的 | 
) 足 掛 う き 
確保 し た 理由 


ド は U.C.0088.12.25 綿 0 で ある 。 ネオ ・ シ 大 な 山林 地形 が 再現 きれ 
アア 3 と の 占領 か ら 1 ヶ 月 以上 が 経過 1 と 、 ネ オン の 拠点 コロ 


改装 の た め 資源 小 


6 感 時 キケロ が 接続 きれ 
"ロロ | 73 は 、 他 の サイ ド 3 の コロ ニー と 同じ く 島 
の 鶴 開 愉 で 、 そ れ 自体 は 共 | 


と キケロ の 連結 部 
ケロ 連結 
の 特質 
用 の 通 牙 で ある 
アー ガマ の 交 


軒 す る こ 
+ 
時 


MORE INFO! 
戦場 と な っ た 密閉 型 コロ ニー 
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ント は 、 ザ フト 艦隊 を オー プ 沖 。 プ 、 カ ガリ 代表 の 指導 
ノブ リー ル の 身柄 引き 渡 大 戦 ほど の 被害 を 出 き ず に 済 / 
ラン 家 の 当 プリ ー ル は 宇宙 へ 肢 出 。 デ ュ ラ ンダ ル 議長 
w も 事態 の 深刻 ある 政策 を 実現 する た め に 暗 黄 し て いた 
が 、 価 ワ 対 入 も 講じ な いま ま 時 上 (エス タ ・ オ リス ・ ト ウ ハ CE75 


プラ ント 評議 会 議長 ギル パー ト ・ デ ュ ラ ンダ ル の 告 
より 、 軍 人 産業 複合 価 > 反発 所 運 が 
世界 中 で 高まっ た 。 この 中 で 
第 が り を 持つ 地球 
攻略 し 、 ロ ゴス の 中 心 メ > 


し 語 令 ユウ ナ ・ ロ マ ・ セ イラ ン が 決 関連 ファ イル 
定 的 失策 を 犯し て し まう ジブ プリー ル な る 人 


物 は 、 我 が 国 け と 、 オ ー プ 代表 と し 
て 回 答 し < 
この 回 答 


首長 国 (以下 オ だ っ 7 

地球 牛耳る 大 西 
ォ ー プ は 、 結 果 的 
し 大 西洋 連邦 と の 同居 に 反対 し て v 
が り ・ ユ ラ ・ ア スハ の 失 際 後 、 モイ ラン 
の 栖 向 強め て お り 、 地 球 
加 国 も が 反 ! つ 世 界 情勢 を 無視 し 


ジ プ リ ー ル を 隊 か し 、 ジ プリ ー ル の 


ト の 選択 は 、 ジ プリ ー ル 
ー プ 侵攻 作戦 「 オ ペレ ー 
=。 前 大 戦 末 期 、 地 
ォ ー プ 解放 作戦 」 か ら 


され た オ - 
連 が 攻撃 目標 を 限 


、 帰 避 し た 


AKAWA (ASAHI PRODUCTION 
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カガリ 代表 指揮 下 の 電 と 
クラ イン 派 の 活躍 


プリ ー ル の オー ブ 入 国 


へ ブン ズ ペ ー ス を 脱出 し た ロー ド ・ ジ ブリ ー ル は 、 オー ブ の セイ 
ラン 家 に 民 わ れる 。 これ を 知っ た デュ ラン ダル 講 長 は 、 カ ー ペ ン 
タリ ア 基 地 の 交 隊 を オー ブ 近海 に 派遣 、 き ら に ジブ ラル タル 基地 
か ら ミネ ル パ を 発進 させ た 。 ジブ プ リー ル の 身柄 引き 濾し を オー ブ に 
要求 する た めで ある プラ ント の 強い 便 志 と 危 機 器 、 そ し て 
軍事 的 優位 を 理解 し て いな か っ た オー プ ブ 政 府 は 、 ジ プリ ー ル の 存 
在 を 否定 、 ザフト 軍 の 挫 層 を 要求 し た : 


状況 を 理 誠 せ ず 、 プラ ント の 桂 求 を 指 百 し 
ン 。 宣 へ の 橋 示 、 団 民 へ の 設 争 が 行わ れ 


還 カガリ 代表 の 帰還 


出撃 し た カガリ 代表 は 、 国防 本 部 の 泡 提 と 紅 線 の 立て 直し を 
決意 。 国防 本 部 に 入る と 、 国家 反逆 非 で ユウ ナ ・ ロ マ を 吉 捕 さ 
せる と 共に 、 行 政府 と の 通信 確保 、 全 宣 を 指 控 し て の 織 的 反 
撃 を 開始 し た 。 この 頃 、 修理 と 整備 を 終え て 発 知 し た アー クエ ン 
ジェ ル は 、 ミネ ル バ と 交戦 を 開始 。 クラ イン 派 も 宇 軍 か ら MS を 隆 
下 きせ 、 カ ガリ 代表 と オー プ 軍 和 を 支援 し た 。 オー ブ 側 で は 、 補 相 ウ 
トナ 5 政府 枝 人 が ザフト MS の 優 攻 を 受け て 死亡 し て いた 。 


RE 


本 人 Mo の 6 ど に より 四 必 は オー nie 


何 の 戦 略 も な いま ま ザ フト の 侵攻 を 許し た オー プ 
政府 (特に セイ ラン 家 ) は 、 軍 の 指揮 もち ま まな ら ず 、 
後手 に 回 り 続け た 。 事態 を 打開 し た の は 、 帰 晶 し た 
カ が り 代表 に 指揮 きれ た オー プ 軍 と 、 デュ ラン ダル 謙 
長 に 不審 を 抱く タラ イン 派 だ っ た 。 ジブ リー ル の 脱出 


DE ed gl2i 


に より 目的 を 達成 で き な く な っ た ザフト は 、 指揮 を 引き 
継い だ タリ ア ・ グ ラディ ス の 判断 を 徹底 し た が 、 デ ュ 
ラン ダル 議長 は オー ブ の 制 庄 も 視野 に 入れ て いた 
考え られ る 。 秘密 夷 に 人 準備 し て い ィ ニ ー プ 
ラン 」 の 反対 勢力 を 、 事前 に 叩く た めで あっ た 


刊 ジブリール 、 オ ー ブ 入園 


れ を 知っ た デュ ラン タル 議長 
ミネ ル バ を は じ め と する 区 を オー 
リー ル の 3 引き 渡し 


これ に 装い 
希 概 感 を 折 く まほ なく 、 ジ プ 


泊 M5 の 導 各 | 


園 ヴ フ ト 、 オ ー ブ へ 侵攻 


引渡 し を 提 知 され た プラ ント は 、 ザ フト に よる ジ プ リ ー ル の 確保 
オー プ 才 略 作 江 「 オ ペレ ーション 
ト は 、 ジブ リー ル が 確認 され た セイ ラン 宮 、 国防 軍 本 部 、 オー ブ 行 
政府 を 目標 と し 、 民 間 へ の 被害 は 抑制 する 戦術 を 探っ た 。 政府 の 
痢 示 と ユウ ナ ・ ロ ロマ 司 名 の 通 切 な 指揮 が な か っ ) オー ブ 軍 は 
対応 が 遅れ 、 本 島 防 衛 ライ ン は 経 期 れ と な っ た 。 アー クエ ンジ ェ ル 
に 礎 わ れ て いた カガリ 代表 は 、 事 桂 を 打 且 すべ く MS で 出撃 し た 。 


族 和 を 念 む 多 数 の 能 能 の 撃沈 、MS 部 底 の 被害 増加 、 ジ プリ ー 
判断 され た ) シャ トル の 打ち 上 げ を 受け て 、 ザ フト は 
た 。 オー プ で は 護送 中 の アク シ デ ン ト で ユウ ナ ロ 
マ が 死亡 し た うえ 、 初動 の 換 き か ら 多数 の 将兵 と 兵 問 を 失っ た が 
民間 へ の 被害 は 少な か っ た よう で ある 。 戦 敵 検 、 プ ラン ト は 位 ラ ク 
ス ・ ク ライ ン (ミー ア ・ キ ャ ン ベ ル ) に よる 非難 声明 を 出し そう と し た 
が 、 そ の 放送 中 に 本 物 の ラク ス が 出現 し 、 反 給 。 世界 は 混乱 し た 


ビブ 政府 


3 ザフト の 撤退 
プリー ル を 乗せ た シャ ト 
オー プ か ら 
ント は 仙 う 
訂 声 明 を 行 お うと 
クス ・ ク ライ ン が 現 


3 ザフト の オー ブ 要 攻 。 

オニ プ 政 府 の 公式 見 解 を 受け た プラ ント は 靖夫 し ワウ ュー 
リー] を 始動 させ た 。 ザフト の 仁 攻 に 対し 、 政 訂 諫 令 か 5 > 
な 沸 示 が な か っ た オー ブ 車 は 対応 の 運 れ お 薄 馬 

た 。 恋 寺 防 衛 ラ イン が 総 胡 に な る 中 、 ア ー ジ クン 

れ て いた カガリ 代表 は 自国 の 重 枯 を 打開 すべ く M 


カガリ の 帰還 と 、 クラ イン 派 の 介入 
か ガリ 代表 は 、 オー ブ へ と 向かう が ザフト の デス ティ ニ 
音 状 馬 と な る 凍 MS に 凌い 千 め られ る が 、 ク ライ ン 注 の MS( ス 
ライ ク フ リ ー ダ カム ガン ダム ) の 介入 も あり . 共 地 を 隊 す る 。 その 徒 
店 本 部 に 入る と 国家 反 聞 回 で ユウ ナ ・ ロ マ を 達 捕る せる と 共に . 
全 軍 の 指揮 を 立て 坪 し 、 反 撃 を 開始 し た 。 


nan mY 


Mustration by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
防衛 戦後 の オ 


人 笠 の 責 失 や ジブ 
を 押入 の 2 5 ち 


や 出世 の た め に プ 
た 。 だ が 、 多く は この 戦い 
落す る な ど 過 峰 な 運命 を 


ファ ン フ ェ ル ト ・ 
リア ・ リ ン ゼ イ 


GR - 
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和則 時 ビー ムシ ー ル ド と 系 列 装備 
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小型 化 と 高い 防御 力 を 
両立 し た 新 世 代 シ ー ル ド 


非 物質 ・ 力 場 型 防 盾 こと ビー ムシ ー ル ド と は . 
ム を 面 状 に 展開 し た 防御 用 装備 で ある 。 装甲 板 と 対 
ビー ムコ ー テ ィング を 組み 合わ せ た 、 実体 式 の MS 用 
シー ルド と は 根本 的 に 異な る 技術 の 産物 で 、 一 部 の 
高 性 能 MS や MA、 基地 施設 な ど に 採用 きれ た . 

本 稿 で は 、 広 義 の ビー ムシ ー ル ド を 解説 し て いる 
ZGMFN42S アデ ー な ど が 措 載 し た 狭義 の 
、 ヽ ピー ムシ ー ル ド の 始祖 と 
ー ル ド 「 ア ルミ ュー 
レ ・ リ ュ ミ エー ル 」 や その 技術 を 転用 し た 陽電子 リフ 
レク ター、ORB.01 アカ ツキ の 誘 六 機 動 ビ ロ 
シス テム 格 が 形成 する 多面 ビー ムシ ー ル ド 
いで も 解説 する 。 な お 、 陽 電子 リフ レク ター 
関し て は | 子 他 と 共に 別 筑 で も 紹介 
非 物質 ・ 力 場 型 の 防 多 機 
特性 と 技術 が 異な る 、 ゲ ジ 
の 解説 も 別 稿 で 行う 


ルド は 、 実 価 式 の MS 用 シー ルド より 高 

1 価 き れる 場合 が 多い 。 耐 弾性 、 耐 久 性 、 
防 捉 面積 、 携 行 性 、 軽 量 性 な ど 、 戦 闘 レベ ル で 重視 
きれ る スペ ッ ク が 総じて 高い た めで ある , 

実体 式 シ ー ル ド は 、 耐 弾性 や 防御 面積 を 重視 し 
た 場合 、 大型 / 大 重量 化し 、 大 出力 の MS で も 扱い 
苑 く な っ て し まう 。 逆 に 取り 回 し を 優先 する と 、 財 弾性 
や 射 久 性 、 防 牧 面 積 が どう し て も 冬 牲 に な る , 

この . 体 式 シー ルド は 、 各 要素 の トレ ー ド オフ 
の 中 で 最適 解 を 探っ て 設計 され る が 、 ビ ー ム シー ルド 
で は 一 連 の 要素 を 巴 盾 な く 普 存 可能 と な っ た 。 本 体 
ネ レ ー タ ー (発生 装置 ) の み と し 、 
ム の 防御 帯 を 展 間 する こと で 、 非 
は コン パク ト な 、 使 用 時 面積 の 防御 
きる 防御 用 装備 と な - “ある 。 これ 
ー ル ド よ り 防 他 力 に 仙 れ る ほか 、 
成 き まれ る た め ダ メー ジ が 著 積 し 
* 点 も メリ ッ ト だ 
ー ル ド も 完全 無欠 で は 
きれ る の が 、 使 用 時 の エネ ルギー 
る 。 広 面積 の ビー ム 防 御 千 を 展開 する E 
ムシ ー ル ド は 、 多 く の エ ネル ギー を 衝 要 と する た め 、 搭 


$| mM9 wm 


MS Technology in CE 


載 機 の 稼働 時 間 を 知 く し て し まう 。 これ が 、 楼 エン ジン 
搭載 機 な どの 高 ス ペッ ク 機 や 大 容量 バッ テリ ー を 搭 
載 加 能 な 大 北 MA、 大 抽 力 発電 施設 を 持つ 基地 施 


設 に ビー ルド が 採用 され や すい 要因 
それ で も ー ル ド は 高く 評価 され 、 今 後 の 
技術 開発 ( は 一 般 的 MS に も 普及 する こと は 
同店 いな い 
(カイ ム ・ 了 アッ パ C.E.75) 


関連 ファ イル 
2GME-X428 デス ティ ニー カン タム DS or.0 箇 
WAF X68D サム ダサ 


その 後 、 朴 々 な 故人 が 加え ら 
着 理 時 に の み 起 勢 す る タイ プ 
ど が 開発 きれ た 


tion by K2 SHOUKAI 


下 の 図 ら 
た 、 狭 義 の MS 用 ピー ムシ 


ムシ ー ル ド 


の デバ イス は 、 前 受 な ど に 搭載 され る 小型 の ビー ムジ ェ ネ 


レー ター( 発 生 装置 ) の み で 、 エネ ルギー 
MS 側 か ら 行 われ る 。 その 意味 で は ビー ム サ ー ベ ル に 近い 


構造 だ が 、 防御 聞 を 構築 する | 


を 利用 し た ビー ム サ ー ベ ル の ビー ム 刃 と は 異な 


ビーム: 


も 勝っ て いる 。 
へ の 搭載 を 難し くし : 


優れ た 耐 弾 性 

ビー ム 火 業 、 実 休 贅 式 火 義 、 格 闘 兵 凌 
を 問わ ず 防 牧 可 能 で ある 。 積 エ ンジ ン 描 
電機 や 大 型 MA の 高 出力 ビー ム 兵 護 、 長 
大 を 対 艦 用 す 5、 防ぐ こと が で きる 。 た だ し 
衝撃 まで は 減 笠 し 切れ ず 。 受け 止め た 無 
の 機体 の ノッ ク バ ッ ク や 、 赤 勢 所 側 に 失 王 
する こと も ある 、 


デス ティ ーー に 搭載 
きれ た モデ ル は 、 デ 


が 5 スト ロイ の スー パー 
スキ ュ ラ 3 あの 一 


小型 化 と 大 防御 面積 

ピー ムシ ー ル ド の 本 何で ある ビー ムジ ェ 
ネ レー ター は 、MS の 前 腕 や 手 申 に 反 載 
可能 な は ど 小型 ・ 経 量 。 一 方 で 、 実 和 式 
シー ルド より 大 面積 の ビー ム 防 徐 を 珍 
成 で きる 。 これ に より 、 小型 ・ 軽 野性 と 広 
い 有 折 面 積 の 両立 が 可能 と な っ た 。 MS 
の 動作 を 骨 害する ケー ス も 減っ 


8 の 軽量 化 や ペイ 


MS な 
ド の 本 が 
の 一 EELM 


の 供給 や 管制 は 


ー ル ド が 高い 評価 を 得る 理由 は 、 高 度 な 防御 
性 能 や 小型 - 軽量 な 点 に ある 。 実際 、 防 御 性 能 は 実体 式 
シー ルド を 上 回 る うえ 、 非 使用 時 に 小型 ・ 軽 令 で ある 点 で 
し か し エネ ルギー 消費 問題 が 一 般 的 な MS 
コス ト や 整備 性 が 問題 視 さ れる こ 
と も ある が 、 実体 式 シ ー ル ド の 短 寿 命 と 
実態 を 考え れ ば 、 決定 的 な 優劣 に な る か は 


使い 捨て に 近い 
経 問 で ある 、 


" ノ ペ 


EEE23 防御 帯 の 非 破 幸 性 
ピー ム で 形成 され る 防御 帯 は 、 ダ メー ジ 
の 番 柄 が 皆 錠 で 、 基 本 的 に 破 境 さ れ な い 、 
注水 の よう に ピー ム 防 条項 が 生成 され 続 
け て いる た めで 、 突 出し た 耐久 性 を 揚 保 し 
て いる 。 ビー ムジ ェ ネ レー ター の 破壊 と エネ 
ルギー 切れ の 場合 の み 、 ビ ピー 
形成 で き な く な る 」 


馬 人 の 
3 1 


エネ ルギー の 消費 

ピー ム 兵 義 の 一 種 で あり . か つ 大 面積 の 
ビー ム 防 御 帯 を 形成 する た め 、 エ ネル ギー 
消費 が 大 きい 。 この た め 一 般 的 MS へ の 
『 な く 、 機動 兵 問 で は 柱 エ ンジ ン 


搭載 例 は 少 
搭載 MS や 大 型 MA で の 採用 が 目立っ た 
大 出力 発電 施設 を 備え る 軍事 基地 や 所 
大 構造 体 な と 


は 問題 な < 配置 で きた 


ポー バー キタ ー 
デル タ が 者 名 


ピー ムシ ー ル ド の 漂 渡 は ei の 「 ア ル 
ミス の 傘 ] で ある 。「 ア ル テ ミ ス の 傘 」 鉄壁 の 防御 
時 る 光 法科 も 妥 生 の 人 財団 に TS も の で 
ザフト で すら 直接 的 な 突破 は で き な か - 
本 る 押 筐 どす る 折 隊 内 計 月 ビー ムシ ー ル ド の 始祖 が 「 ア 
ミエ ー ル ] で 、 以後 、 各 勢 力 は その 技術 を 

ー ル ド の 開発 を 進め た 


位 蘭 CAT1-X1/3 
八 イ ベリ オン ) 号 各 
『 雷 攻 の 試作 MS、 


り 、 ビーム シール ド の 始 福 。 仏語 で が 生玉 
を 意味 する 。 光 流 シー ルド の 外側 

か ら の 攻撃 は ( 光 渡 シー ルド 技術 を 用 いた 格闘 攻 し 

南 、 対 ピー ムコ グ さ れ た 格闘 兵 装 を 了 け 

ば ) 玩 違 断 する が 、 内 側 か ら の 攻撃 は 乗 通り 
2、 防御 と 攻撃 を 一 体 的 に 行え る 。 


ュ 


YMF-XOOOA/H 


ドレ ッ ド ノ ー ト イー タ 
の 履修 機 。 ア 


すら 無効 化す る 。 理論 上 、 了 電 子 確 の み 防 件 す 


る と いう が 、 他 の 技術 を 借用 する こと で ピー ム 火 問 

や 天体 も 無力 化し て いる よう だ 。 た だ し 、 格 製 兵 YMAF.XGBD ザム ザ 

付 に 対し て は 肌 咽 で ある 。 大 殻 MA や ダイ ダ ロ ス 人 宣 の WAS あの 基 電 子 リフ レク ター も 信 え 
基地 、 ザフト の 机 動 要素 メサ イア な ど に 捧 埋 小径 末 を 陸 い た 


ZGMF-X20A 
スト ライ ク フ リー ダム 


エー ル を 改良 し | 者 無 に MX2200 ビー ム 


の 左 政 府 組織 や ジャ ー ル ド を 搭載 。 栓 重 カ 
ンク 屋 な ども 、 同 様 の 技術 を 開発 し て いた ) 。 アル 機 で あり 、 ピ ビー ムシ ー ル ド 
' レ ・ リ ュ ミ エー ル 人 同様 、 火 問 格 前 兵 装 を を 十 全 に 年 働 可能 


間 わ ず 防 御 可 能 で ある 。 ビー ムジ ェ ネ レー ター は 
小型 で あり 、 単 模 で 広 面 積 の ピー ム 防 者 帯 を 形 


成 で きる 。 主 に MS に 挫 載 され た 8 


各 租 に 1 財 2 あ 幸人 

する 硬 が 吉 い 。 疾 軒 邊 MMF-JG 
体 が が 小型 な た め 、 権 数 其 。 ター ン デ ル タ 

を 靖幸 し て も MS の 動作 調 横 適 信 は . 授 舌 パワ 
や ペイ ロー ド へ の 負担 ば 和信 機 、 ビ ー 
PS ル ) の 尼 能 を 併せ 持つ 


複数 の 二 操作 負 末 が 形成 する 、 立 体 的 な 
ムシ ー ル ド 。 多 周 囲 型 の ビー ム 防 逢 帯 を 、 任 
成 で きる 。 ORB.01 アカ ツキ (シラ 
ヌイ 装備 ) の M531H 誠 導 模 動 ビー ム 裕 培 
ム が 形成 する も の は 、 ビ ー ム 実体 列 を 問わ な 
い 陸 御 力 を 持ち 、 区 放 射 没 を も 防御 する 。 YMF 
X000A ドレ ッ ド ノー ト (X ア スト レイ ) の ドラ グー ン シ 
ステ ム も 乱 箇 事 形 成 能力 を 持っ 


MORE INFO! 
実 価 式 シー ルド 


な 防 生 カ 
ん ド だ が 、 実用 化 
間 題 な ど 

も 広く 配備 さ 
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呈 軒 フロ ンティア ・ サ イド 


地 款 と 月 の 間 に 位置 する 
新興 サイ ド 


UCO11112、 地 


L1 は 、 ル ウム 
馬 生 計画 の 
埋 域 で 、 ア ナ 
テル 7) の よう な 例外 


は 進 


崎 克 宙 域 化 . 


Geography in U.C 
字画 世紀 の 地理 


54 
の 問題 も 大 きか っ た 
へ の 無関心 と 見 


新 サイ ド 建設 に 積極 的 な エン タ 
員 の コロ = 上 副 総 坊 元 任 と い - 
が 、L1 の 再開 Hl た 


置 す る Ll は 、 地肌 
= 覆 の 確保 は 極め て 


本 09 ser 18 


の 新興 サイ 


U.C01230 
7 ァ IV は 60~ 
以上 の 人 々 が 
サイ ド よ り 高 
進展 
建国 に より 


A 


建設 は 
11 年 3 ヶ月 を 経た 
、』4 パ ンチ コロ ニー の フロ ン テ ィ 
滞 轄 000 万 人 
こ 。 住民 の 生活 
られ て いる 。 フロ ン テ ィ 
CV の 侵攻 
の 様相 は 大 きく 変化 し 
(シリ ヌ ・ ス ゥ ッ ノ ト UC0140) 


fAE NE 


by PABLO UCHIDA 


立地 と 重要 コロ 


フロ ンティア ・ サ イド は 
の 間 に 位置 する L1 宙 域 に 建 
た 。 U.C.123 の 時 点 で 
は 4 基 し か な か っ 
チ の フロ ンティア 1 は 小惑星 を 接続 
され た 資源 コロ ニ 


MORE INFO! 
CV に よる 侵攻 と 制圧 


123 cv 


19| C1 


最初 に 造ら れ た フロ ン 
の 尋 設 拠点 と し て の 


ア ・ サ イド の 政庁 コロ ニー。 一 般 的 な 
リン ダー 外 に 太陽 電池 板 や 農 


1.000 万 人 以上 が 居住 する 
調 の 政庁 . 迎 表 交 市 街 地 』 
が を 前 所 と し た 


00 万 人 が 屋 住 。 河 洋 段丘 を 思わ せる 、 複 
弘 な 地形 が 市 害 地 を 中 心 に 広がる 
者 用 集合 住宅 の 付近 に は 、 資 源 コ 
で は の ポタ 山 ( 幅 聴 な 鈴 石 や 岩石 を 横 み 
た も の ) が 見 られ た 


NT 2 。 陳 の 入 条 


財 還 に は ボタ 山 が 存在 


旧 欧 才 を 思わ せる . 石 革 り 放 の 計 物 や 
が 目立つ 。 幸 争 拓 物 解 な ども 


TF 


学校 か ら 大 学 まで の 学校 、 各 
た 数 理 機 問 。 フロ ンティア 


a + 25.26 
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BATTLE OF JABURO 
U.C.0079 


ジャ ブロー 降 下 作戦 


死 固 生 を 狙 ず 、 地球 連 
ゲ アロー 攻略 戦 J 和 ロ 


U.C.0079.11.30、 地 球 


8 
に 対し て y EE 1 グラー 隊 (> 
\ 部 際 所 必 の 潜水 


請 。MS と 制 空 昔 闘 根 ド ッ プ 
母 18 機 カ 


7 グフ 13 機 、MS-09 | 
ム 7 機 、 MSM.03 ゴ 、 MSM-04 アッ ガイ 6 機 
ズゴック 3 機 、MSM-10 ゾック 1 機 1 


MSM 
54 機 で 、 各 MS の 数 は 派生 機 も 含ん で いた 


100 機 と 


降下 作戦 の 投入 


人 


図 軍 地 


ス " ジョ ン ・ ス ミス UI.C0155) 


関連 ファ イル 


PRewew 


AGS.01.25 MSMLO4G ジュ アッ グ 。 MSMLO4N アッ ク カイ 


ジャ プロ ー 也 下 作戦 に お い ・ 

- ウ 級 編隊 の 空 抵 MS 部 隊 と 、 シ ャ ア 7 大佐 素 いる 木 際 
商用 MS 部 隊 に よる 潜入 破壊 工 作 を 同時 並行 で 進 

) 圭 術 は 、 ガ ウ 級 を 当面 の 陣 と し 、 地 下 塗 油 
船 ドッ ク や MS 上 場 を 破壊 ご 


団 ジャ ブロ ー 降 下 作戦 、 失敗 
ンド ・ ア ング ラー 隊 の MS 部 大 は 、 宇 軍船 ドッ ク の / 
チ を 破壊 し 、 地 下 空清 へ の 健 入 を 不 み た が 迎 生 さ れ 
入 工作 部 藤 も 次 々 と 投 破 され 、 シャ ア 大 佐 
の ズゴック も ガン ダム と の 交戦 で 中 硫 、 拭 退 を 全備 な 
| 下 し た MS 部 層 も 半数 が 芝 硫 され ; 
の 結合 、 ジオ ン 公 国 重 は 作 江 の 中 止 を 決定 、 09:00 
に は 手 選 が 完了 し 、 ジャ ブロー 降下 作 載 は 失 区 し た 


較 ジャ ブロ ー 降 下 作戦 、 開始 
大佐 の 要請 で 出撃 し た 18 機 の ガウ 


破壊 工作 部 隊 の 潜入 と 空爆 


6 時 30 分 、 キ ャ リフ ォ ル 


宇宙 船 ド リウ フ の ハッ チ 発 見 


地球 連邦 宣 の 強 林 掲 季 条 ホ ワイ トペ 


U.C.0079,11.27. 


ス プロ ーA ブ ロッ ク の 宇宙 舶 ド トッ ク に 入っ た 。 ア 載 機 に よる 依 空 間 便 、 空 糧 を 揚 

に た マッ ド ・ ア ング ラー 豆 は ホワ イト ペー ス を 上 移 失 っ た が 隊 の 消 入 エ 

出入口 の 存在 を 確信 し た 大 佐 は 、 キ ャ リフ ォ ル ニア ・ ペ ベー ス 撃 し 、 ジャ ブロ 

に 出 葵 要請 を 行っ た 河口 か ら 後 選 し た マ 防 箱 民 も 迎 瞬 を 聞 始 

ド ・ ア ング ラー 鐘 は . 分 に 水際 両用 MS3 機 に よる と ほぼ 同 生 鹿 、 南 ブロ ッ ク に 優 入 し て いた 潜入 工作 部 隊 は 、 先 
調査 隊 を 派遣 。 5 時 402 に 発見 され た も の と は 異な る ルー ト か ら 地 下 空洞 へ 入っ た 


和 梁 。 水 軸 
区 芝 人 を 発信 し た 


場 に 時 限 爆 理 を 仕掛 けた が 、 ホワ イト 
確 玉 工作 の た め ホワ イト 


す 
0 に 栓 近 し 
され. 潜入 工 作 部 


た 纏 退 は 9 時 ジャ プロ ー 椅 下 作戦 は 失敗 に 終わ っ た 


半数 が 撃破 され た 結果 、 作 戦中 止 が 決定 。 8 時 30 分 に 開始 され 


この 戦 氏 で 夫 球 
を まっ た 


破壊 工作 の 進展 と 
攻め 入 プ ブロー 
われ る が 


MS 部 隊 の 降下 と 、 満 入 工作 の 失敗 
入 工作 部 離 は 、MS 工 場 に 時 限 煙 弾 を 設置 する が 
すべ て 解除 され た 。 さら に 宇 軍船 ド ッ ク へ の 接近 を 試み 
た 部 隊 も 抵抗 を 受け 摘 選 を 全便 4 くさ れ た 。 0720. 獲 
下 を 始め た MS 部 隊 は 07 下 を 終え た が 、 対 補 
し た 機体 は わずか 28 村 


~~ 
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一 ガン ダム と の 再戦 
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機動 戦士 ガン ダム 


で に 


主 謀 マニ ピュ レー ター と 歩行 シス テム 


MS を 人 型 母 器 た らし め た 


= と 理解 で 
胸部 と 脚 部 の 邊 効 性 は 、M 
XA3 (MS01) の 時 点 


ェ レ で 
の 人 外 聖 に 設け られ た 
の 上 げ 下 MS 用 の 
藤 大 兵 装 や 作業 尼 咽 に 代表 され る 各種 オプ ショ ン 
の 使用 な ど 、 極め て な 作業 性 
部 は 重力 下 に お ける 歩行 や 跳 躍 が 本 
高 重心 が も た ら す 負 の 安定 性 を 利用 し た 高度 な 
性 を 実現 し た 。 当初 の MS は 対 宇宙 艦 経 用 


ある 胸部 は 、 
ハッ チ の 開閉 


26.23 


ニー 内 
と か ら 、 了 重力 下 で 
ある 。 腕 部 や 脚 部 


な い 機 能 だ っ た 
尼 枝 的 な ちの が 
リモ チ 、 消 火 


ある 。 手 部 多 上 | マー( 信 
発射 する ) や 姿勢 制御 バー ニア の 搭載 、 オ 
プシ ョ ン 接 続 用 ラッ チ の 設 台 な どの 
武 \ トー ム 化 、 脚 部 の 偏向 推進 器 
5 の が 知ら れる 。 これ ら は MS の 腕 


連 の 機能 は 確か 
が 採用 


は 、 ミノフスキー 粒子 
兵 戦 と 呼ば れる 

有 視 界 埋 闘 を 

は 、 四 肢 を 

せる も の だ 


近 獲 離 戦闘 


MS Technology in U.C 
宇宙 世紀 の MS の 技術 


持つ 機動 兵器 が 、 旧 来 の 兵器 を 
これ AMBAC シ 
た 胸部 と 脚 部 は 、 宇宙 戦闘 機 以上 の 活動 時 間 と 機 
動 運動 性 を MS に 人 与 特に 脚 部 は 、 腕 部 以上 
の 大 質量 と 、 腕 部 の よう な オプ ショ ン 運 用 作 機 
能 を 制限 し つつ 歩行 機能 を 付加 する こと て 性 
能 AMBAC 肘 と 歩行 シス テム を 兼ね る た 
オッ トー・ カ ル テ ン パッ ハ UC.0155) 


関連 ファ イル _ 


脱 部 の 構造 と 種別 


下図 は 、MS 用 胸部 の 一 例 で ある 。 手 部 、 前 胸部 、 上 腕 
部 、 肩 部 が 関 和 合 ユニ ッ ト で 結合 され て いる 点 は 人 間 の 胸 と 
同じ で 、 手 先 を 使っ た 作業 や 手 信号 と いっ た 、 人 間 に 準 じ 
た 動作 が 可能 に な っ て いる 。 相 達 点 と し て 機械 的 な 特徴 
が 挙げ られ る 。 兵 装 や 姿勢 制 特 バ パー ニア 、 エ ネル ギー 供 
給 / 火 立 管 制 系 の 搭載 な ど が 該当 する 。 図 の 下 で 解説 
し て いる の は 、 柏 々 な パリ エー ショ ン の 腕 部 で ある 。 
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いわ ゆる 「 手 椅 ち 兵 破 」 が 全 用 可能 
な の は 、 前 部 に エネ ルギー 供給 系 で 
火 吊 系 を 拓 埋 する た め 、 


基本 構造 は 前 部 に 準ずる 。 構造 上 の 相 條 点 は 、5 本 指 
マニ ピュ レー ター の 手 部 が 足 部 に な っ て お り 、 肩 部 に 相当 
する 部 位 が な いこ と 程度 で ある 。 夫 部 より 大 型 な た 
め 、 よ り 大 出力 ご 高 トル ク の 駆動 シス テム を 搭載 可能 で 
IMS を 走行 ・ 眺 座 さ せる の に 充分 な パワ ー を 発揮 で きる 。 大 
型 か つ 大 質量 と いう こと は 、AMBAC シ ステ ム の 人 性 能 向上 半 に 革 2 村 
や 大 推 カ スラ スタ ー の 搭載 が 可能 で ある こと も 重 味 する し た ネック も 3 


聞 式 の レー ター, 兵 閉 を 含む オプ 
用 、 各 種 作業 が 可能 。 常 導 に は 手持 ち オ プ 
の エネ ルキ ー 供 絶 . ご 管 用 コネ ク ク を 備え る 


画 詳 部 の バリ エー ショ ン 


レー ター 枯 能 | 
の み を 追及 し た シン プル 
な モデ ル 。 火 問 管 条 を 信 
で コン トロ ー ル 系 、 馬 動 
系 、 エネ ルギー 伝導 系 を 
内 装 し つつ 外部 を 装甲 
理 っ た 。 野 大 作業 本 | 
は 107t 


\ 
側 朋 部 は 、 サイ コミ ュ ( 


釘 動 タイプ の 有線 式 電 
5 連結 ピー ム 丈 で あ 、 

ビー ム 確 は 各 指 に 内 蔵 
され て いる 。 膝 と し て の 
機能 を 角 限 し た 、 兵 装 
答 能 特 化 迷 の マニ ビュ 
レー ター と 言え る , 


シク リツ ンド 
と 呼ば れる 、 極 め 
て 入 径 な 胸部 。5 


ケト を 用 | 
閣 埋 され る 


者 ユニ ッ ト の 連結 
7 動 倒 位 。 関 生 そ 


本 火 問 の 描 例 が あい 


汎用 性 を 合身 に 向上 

し 、 水陸 両用 MS の 兵 
桂 集 合体 し た 。 右 用 は 
5 本 指 マ ヤニ ビュ レー ター 
に 変わ っ て 格 肛 埋 用 の 
クロ ー を 卑 載 し た うえ 
対人 に 介 議 紅 模 を 用 
火器 も 内 装 し た 


AMBAC シ ステ 
ム と 信 向 推進 妖 を 
革 ね る 大 弄 バ イン 
ダー を. 韻 肩 に 2 基 
計 4 基 挫 載 。 バ イン 
ダー は 腕 部 と は 独 アプ 
立 し て 可動 する 。 指 
部 に は サイ コ ・ ウ ェ ー ブ 敵 末 を 搭載 す 
言わ れる 


前 部 スカ ー ト 搭載 の 3 対 目 の 可 動 肢 
若 陵 は スカ ー ト 内 に 穏 され て お り 、 近 接 格 
鉛 戦 時 の 不 登 打ち 貢 撃 に 使用 さ 
本 指 の 簡素 な タイプ だ が 、 ビー ム ・ サ ー ベ 
ル を 使用 可 


の 


で 


MS の 脚 部 の 基本 機 
胡 で ある 、 AMBAC シ ス 
テム と 丘 行 機構 を 華 福 
し た モデ ル 。 アク チュ エー 


ター は リニア と 油圧 を 併 W 載 が 進む 中 で 実用 化 さ 
用 。 補助 動 カ や 各種 セ | | れ た も の と 思わ れる 。 リ 
ン サ ー も 備え る 。 最大 作 | メーN ク ・ ド ム で は 然 栓 ロケ 
業 重 量 は 306t. ーー ト に 換装 され た 


大 腹部 を 蛇 療 式 の 
フレ キシ ブル ベロ ウズ 
リム と し 、 赤水 圧性 態 
を 確保 し た 水陸 両用 
MS の 脚 郎 。 足 部 に は 
欠 杜 水流 ジェ ッ ト と 鈴 
栓 ジェ ッ ト の ハイ ブリ 
ト - エ ンジ ン を 搭載 


3 


に 分 害さ れ て * 
必 や 小三 表面 
な ど を 備え る 


熱 械 ジェ ッ ト 
ジン を 搭載 する こと で 、【 
ホバー 走行 を 可能 と し 
た 。 騰 秀 へ の 推進 融 搭 


正確 に は 胸部 + 
で は な く 、 そ の 代 

替 物 。 下半身 が 

不 壁 地 走行 用 の 
履帯 (キャタピラ 
式 車輌 と な っ て 
る 。 車体 底部 
交 勢 制 竹 バ パー ニア を 持ち 、 限 定 的 な が ら 
宇宙 で も 運用 可能 で あっ た 


A ライズ 


機動 武 賠 伝 G ガ ンダ ム 


[6] m09 ser iA 


MS F C Common Arms of FC 
運用 理論 ロ ロ の 未来 世紀 の 一 般 兵 回 


り を すでに 持 は 不可 欠 で ある 。 また 、 本 国 か ら 地球 へ の 
i まっ た MS 隆 下 手段 と 、 対 戦 相手 財界 中 を 移動 する 
いた 1 で ある 叙 還 の 、 の 輸送 シス テム も 必要 に な る 

る の が 、 ガ ンダ ム の 軍用 
白 載 と 閉 備 ・ 修 理 、 ガ ン ゲ 
パー が 生活 可能 な 機能 と 
各回 は 中 頂 の ガン ダム 肖 用 


ガン ダム ファ イト の 視 定 と 
艦 艦 の 位置 付け の 変化 


の 可能 性 が 低下 する と ン ・ フ ー F.C61 


能力 を 持つ 大 形 艇 


関連 ファ イル 


EE 


PE mw 
FGO3.12 Mi 


ょ っ た 以上 、 旧 来 
問 で あり 、 中 
人 用 形 胡 を 全 え られ た 大 


直前 の 挨 義 は 、 反 重力 ム の 搭載 に よ ! 


消耗 部 品 の 交換 
ト の 状態 を 反 喘 し た 調整 な ど 


26.25 it 


FC.60 に 運用 され て いた 、 ネ オジ ャ パン の ウル ペ 和 隊 旗 艦 
で ウル ペ 牙 隊 座 年 散 が 看 名 。 大 気 還 内 外 を 問わ ず 運 用 で 
き 、 無 前 の 火器 を 備え る 。 艦隊 で デビ ル ガ ン ダム を 輸送 し た 。 


ガン ダム 用 の 
輸送 ・ 整 備 毅 
- 肖 
ネオ ジャ パン の プッ ド ・ キ ャ リ /, / 
アー は 。 ガン ダム 1 機 を 推 載 し / / 


て の 大 気 層 和 入 が 可能 。 諸 
行 大 所 次 脱 、 決 水 座 力 を 
特 つ 移動 横 点 だ っ た 。 ブッ ド ・ 

キャ リア ー 替 送 用 の 宇宿 相 
存在 する 。 


= 


ガン ダム ファ イト は 地球 上 で の 
み 行 われ る た め 、 宇宙 専用 の 運 
用 純 船 は 意味 を な さ な い 。 例外 
的 に ネオ デン マー ク の (ビッ グ ) ホ 
セ フ ィ ー ナ は 、 巨 大 な 宇宙 用 手 
用 旬 船 と な っ て いた 


ガン ダム 合体 型 


苦 用 母船 で は な く 、 ガ ン ))。 
ダム の 増加 パー ツ 。 ネオ ノ 
ルウ ヴェー 代表 パ イキ ング ガン 
ダム の 下半身 に 控 続 され る 
オセ ベル グ が 知ら れる 。 水 
上 音 評 だ け で なく 、 長 鑑 離 
到 動 に も 使用 され た 。 


ガン ダム ファ イト 制定 か ら 50 数 年 を 経た F.C.60 年 
代 に 入っ て も 、 戦 闘 艦 は 少な か ら ず 見 られ る 。 た だ 
し 大 憶 艦 は 少な いよ う で 、 比 較 移 小型 の 宇宙 警備 
艇 が 目立つ 。 字 宙 海賊 に 代表 きれ る 犯罪 組織 を 取 


連合 区 察 (ネオ カナ ダ と 
も ) の 宇宙 警備 艇 が 知ら れ 
る 。 武義 は 単 
み だ が 、 多 数 任務 
に 圭 い て お り . 数 で パト ロー 
ル や 旬 罪 組織 の 取り 締まり 
を 行っ て いた よう だ 。 


の 、 


各国 は 、 ガ ンダ ム を 地球 に 投下 させ る 突 人 カプ セ 
ル と 、 地 球 上 の 移動 拠点 と し て 用 いる ヴィ ー ク ル を 
別個 に 用 意 す る 場合 が 多い (突入 ・ 離 脱 カ プ セ ル と 
移動 拠点 を 兼ね る ハイ プリ ッ ド 船 も 稀 に 存 存する ) 


ム 描 状 電 で の 天気 
王 訂 上 能 力 も 桁 つ 。 


ネオ アメ リカ の ゴー ジャ スタ ー 
が 、 三 征 式 の 水上 船舶 運用 
還 船 で ある 。 反 重 カシ ステ ム を 
併用 し た と 思わ れる 大 行 能力 も 
衣 す る 。 甲板 上 に ブール が 設置 
され た 楼 本 仕様 で あっ た 。 


MORE INFO! 


ガン ダム ファ イト の 舞台 と な っ た 地球 で は 、 沿岸 市 を 
いる 。 地球 居住 者 の 多く が 、 コ ロ 


一 般 の 船舶 


に 


島 | mg09 gl 


り 縮 まる に は 、 中 現 以 下 の 字 宙 船 経 を 多数 投入 し 
た 方 が 効率 的 な の だ : 大 協 戦 闘 載 は 、 大 火力 
を 振る う 機 会 こそ 激 江 し た が 、 万 が 一 の 有事 を 想定 
し た 戦闘 兵器 と し て 配備 が 続け られ て いる よう だ , 


アル ゴ ・ ガ ルス キー 一 味 の 宇 
軍 海 農 船 が 代表 的 。 火力 や 達 
カカ は 宇 軍医 備 艇 と 同 程度 と 思 
われ る が 、 民 間 の 角 を 重 没 する 
に は 充分 だ っ た 。 角 い 形状 の 般 
首 と ドク ロ の マー ク が 特 衝 


ガン ダム は 堪 許 で も 地球 上 を 長 距離 移動 で きる が 、 
ガン ダム ファ イタ ー や サポ ー ト メン バー の 安全 、 ガ ンダ 
ム の メン テ ナ ン ス を 考え れ ば 、 移 動 手 段 と 整備 ・ 修 
理 場 を 兼ね る 艇 押 は 必要 不可 欠 だ っ た 


ネオ ロシア の ゴル ピー が 有名 と 
ボル ト ガ ンダ ム を 搭載 、 整備 ・ 修 a 
理 可能 な コン テ ナ を 内 装 し 、 箇 
本 性 態 は 高速 低 較 と も に 安 
定 し て いる 。 多数 の パッ クア ッ プ | 【 
クル ー も 搭乗 可能 で ある い 


大 気 国内 で の 飛 行 、 大 気 男 
江 服 、 稚 軍 が 可能 な 運用 還 船 。 
ネオ ロシア の ゴル ピー が この タイ 
プ で 、 シ ャ ッ フル 個 題 の 大 気 弄 
脱 や 攻撃 誠 援 を 担っ た 。 か つて 
は 囚人 座 送 に 用 いら れ ) 


ンー ¥ 
MR サン ライ 
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ク ・ イ ラ ガイ ド : DSSD ( 深 字 軍 探 査 開発 機構 ) aD3 ser DSA 


機動 戦士 ガン ダム SEED C.E.73 STARGAZER 


WORLD GUIDE 


Organization of CE 


DSSD( 深 宇宙 探査 開発 機構 ) an 


MI 奪取 の た め DSSD の トロ 
) だ 。 負 届 部 隊 は 、DSSD 


保安 際 や 探査 用 MS の 防 洪 で 排除 き が 、 中 


men 
立 性 業 早 す 


DSSD(Deep Space Survey and Develol 
は 、 火 時 軌 < を 氏 得 で 
2 な い 


され た 中 で 
の た め に も 、 地 球 連 


Fw 


要 だ 協力 費 織 に 新 技 関連 ファ イル 
は 地球 運 谷 、 プ 術 が 各回 ロ 
、 も 甘受 し な け # 
仙 た DSSD の 
地球 連合 と プラ ント の 戦 
、DSSD の 技術 を 独り 
可能 性 は 


る 軍事 行動 カ 


中 立 必 と 独立 性 が DSSD に は 必 


ー 語 が 建設 され 
出港 、C.E.29 に 和 帰 骨 し た 
これ と いっ た 探査 が 
と いえ ども 、 地球 園 で 手 
うし た 実情 を 鎧 みた DSSD は 、 種 と し て 
邊 宇 宙 に 送り 出 を 理念 に 掲げ 、 宇 宙 の フロ 


部 署 と 人 員 0 
pe 5 


は 、 宇宙 で の 研究 開発 や 、 最 先端 技術 の 技師 
ネイ ター が 多く な ら ざ る を 和 福 な いこ と が る 
El 安部 が 置か れ か 


り 、 革 的 な 役 相 


他 組織 と の 関係 ン と 


DSSD は . 
国 群 ) か ら 中 立 


PT 
CE 


レア メタ ル な どの 提供 


開発 され た 技術 と 機材 


DSSD で は 、 外 宇宙 探査 の た 。 
いる 。 中 で も 有名 な の が 、 外 
指す 「 ス ター ゲイ ザー 計画 ] で 


に し に コ 
処理 AI 


自律 式 MS の 実 訪 機 。 本 林 
ider UNmarned Depioyment A 
Manipulgtion 三 無人 ・ 自 律 運用 展 隔 教 北 と 綴 


DSSD の 施設 


DSSD は 、 地 球 と こい くつ か の 施設 を 保有 し て いる 
代表 的 な も の が 南米 フォ ル タ レザ 郊外 の DSSD 技 術 開発 セン 
ター、L4 害 域 (地球 外 緑 ) バウ トロ ヤ に 設置 され た DSSD 捕 
ステ ーション 、 そし て DSSD ト ロ ヤ で ある 。 DSSD 補 
性 を 含む 


給 ス テー ショ ン 


ロ 


機動 戦士 ガン ダム 逆 疹 の シャ ア 


A Secret Promise with Char 


殿 議 5th ルナ 落下 と 秘密 会 i 


る よう に ネオ ・ ジ オン 3 K うし て 5th ル ナ 落 下 直 後 


武装 解除 を 


+ 3 いた の は 、 地球 連邦 軍 の 一 部 に 過ぎ な か っ た 
た 許 間 だ 1 ( ン ・ ス ミス UC0155) 


関連 ファ イル 


豆 本 と ロン 


地 未 連 邦 軍 の 自 縺 と 
ネオ ・ ジ オン の 攻 送 


較 5th ル ナ の 落着 と アム ロ ・ "レイ の 生生 


3 月 4 日 、 Sh ルナ が チバ 


機能 を 和 転 せ 
は 問題 は な か いで 
連邦 政調 と は 異な り 


還 | 5th ル ナ 、 地球 へ 落下 


C.0093.03.03 に (スウ ィ ー ト ・ ウ ォ ー タ ー) を 発っ た ネオ ・ ジ 
オン 覆 栗 は 、5h ル ナ を 地球 へ の 落下 直道 に 乗 地球 要 准 
CPR MMR DE, Sh に 


MS 双葉 
の と する 高調 は 


オン 衝 際 は 後退 。 直後 
アー 参謀 次 宮 


ネオ ・ ジ オン が 「 地 球 集 浴 化 作戦 」 の 第 一 段 
る 5 山 ル ナ 番 下 作戦 を 成功 きせ た - 
邦 政 府 と の 事 
約 が あっ : 


軍 は 、 


行動 前 
地球 連邦 
た コロ ニー の 内 乱 を 恐れ 


オン に 呼応 


園 ネオ 


) み た 


の 英 衣 


隊 は 精鋭 部 隊 に が 、 5th ル ナ 
財 止 する に は 戦力 が 少な 過ぎ 、 タイ ミン グ も 


苦 下 を 


オン の 陽動 と 、 


シャ ア の ロン 
ネオ - ジ オン 艦隊 は 
シャ ア を 支援 する た 


隔 動 を 行っ た 
ル 磁 は 苦戦 する が 


容 
アム ロカ に の 


も あっ て ネオ ・ ジ オン 箱 隊 を 後 バ さ せ で い 


較 5th ル ナ を 巡る 攻防 
U.C.0093.03.03、 ネオ 。 ジ オン ほ 由 き 呈 宮 冷 化 
析 才 を 始動 まそ の 指 一 邊 陸 と し て 5 ルナ を 
地球 へ と 投下 し た 。 ロン ド - ベ ル 隊 の 阻 直行 動 は 
失敗 し 、 5th ル ナ の 地球 落下 を 許す 


ャ ア 、 連邦 高官 と 政談 を 行う 
3A6E シャ ア を 全 む オオ ・ ジ オン 放 官 と 、 


地球 連邦 
政府 ・ ご 


MORE INFO! 
サイ ド 1 の 歴史 


機動 戦士 ガン ダム 


WORLD EUIDE 歴史 フォ ー カ ス : AH 作戦 エン ジェ ル ・ ハ イロ っ 始動 [Y] ne03 sm0M 


レ シン 


Operation AH 


双 組 AH 作戦 ー エ ンジ エル ・ - ハイ ロウ 始動 Pa 


首相 と 各 畿 際 司 令 
特に AH 
ペ オ ・ ピ 
り 、 各 押 | 


人 類 退 行 作戦 と 
ザン スカ ー ル 和 帝国 の 内 紛 


ー ル 帝 


人 間 も 多く v 
テ が 入手 し た AH の 情報 は 断 ) 
地球 タリ ー ン 作 左 」 に 至る ザン 


艦隊 を 押し 留め 
("* ネ 


帝国 . 


の は 当然 


ザン スカ ー ル 帝国 


と 地球 運 


スパ と 折 
が 、 休 戦 の 一 部 ( ム 

し た 新作 戦 と は 、 精 神 兵 器 「 エ ェ ル ・ 2] ( 以 大 和 指 控 ) AH の 圏 止 に 出 た の だ っ た . 
ド AH) を 用 ee ッ タ ー マ ・ ズ ガン 綴 隊 と クロ ノ ク 
た (AH の 部 品 ) 擬 \ ら れ た A 有 H を 最後 必 と し 
か ら 行 われ で いる )。 これ が [AIH 作戦 中 新 に タシロ (シュ パッ テン ) 艦隊 、 前 

AH の 影響 下 に 慌 か れ た エリ ア < ン 
ect, 陥っ 


ル (アド ラス 


間 。 大 了 電池 衛 曲 ハイ ラン ド に 集結 し た 
ティ ア と 地 の 轄 含 艦 際 (以下 連 
撃破 し 、 AH1 近 さ せる | 

AH 戦 に 


Declal Eflect by KAORI SATOU Barx Ground by ATELIEF 


27-23 Mustration by 


5 戦い の 前 半 は 、AH を 守る 
連合 擬 隊 が 前 進 す る 第 
艇 隊 の 初動 ス ァ 
回 っ た の に は 理由 カ 
間 合 緒 隊 の 戦力 、 


て 各自 隊 司 令 の 不利 


ちる 。 予 相 以 上 に 
完成 だ っ た AH の 防衛 価 


、 こ れ ら の 原因 は ビ 
個人 的 思 感 だ っ た 


園 ホワ イト アー ク 、 ブル ー3 に 侵入 . 
太陽 電池 衝 星 ハ リガ ・ ミ リティ ア の ホワ イト アー ク は 光源 運 作 を 
時 連邦 還 科 と 合流 。 これ い 、AH 宙 培 に ある ブル ー3 に 入港 。 ホワ イト アー ク 
相 了 が 攻撃 を 仕 の MS 部 隊 は ブル ー3 の 港 注 部 分 を 損傷 させ た の っ 
第 二 防 大 ち 一 度目 の 戦闘 に お Ea 
ロ 稀 層 の 支援 が , > に 確保 され て いる 」 7 に の の "seesc エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ 


ミリ ティ ア 苑 隊 ど 地球 連邦 還 能 
AH 麻 辺 の 献 に 対す る 攻撃 を 
実施 。 ご れ に 対し 、 タ シロ 艦隊 は 反撃 
出る が 、 これ は 自身 の 底 隊 を AH に 


ZM-S06S 用 ドラ ステ ア 級 こ 接近 きせ る た めで も あっ た 。 戦 員 は 到 
mg OS SE a Rm 


人 us / | 着け F 相 Zr.S8555 
2 


に 叶 わ れ 、 戦 意 の 低下 せ 葛 あれ た 。 AH の 時 
トッ リ ・ ア エー ス 隊 と の 戦 関 と 、 女 玉 きり の 折 
ン は AH の 影響 0 


| 
本 
| 


連合 艇 隊 VS タ シロ 艦隊 


MORE INFO! 
島 1 号 型 コ ロニ ー 


MS 監 の 後 、 散 胡 戦 


議 に よる 戦闘 の 中 、 了 立 し た り e 有 18 
資材 軍 秩 符 を 装っ て AH 画 
1 の 動 カ 
中 継 基 寺 た 7 栓 仙 
エ ヴ ィ ン が 直ちに 
番 論 査 を 任務 


の 祈り が 途 給 えた 


黄 還 ザフト の 一 般 兵器 


機動 戦士 ガン ダム SEED 


NIS 中心 の 鞭 器 体系 と 
それ に 適合 し た 一 般 芯 器 


重 「 ザ フト 」 の 非 MS 兵 替 の うち 。 
PD 下 が 型 字 宙 抑 / 航 電機 、 航 空 殿 
人 間 用 の 携行 装備 と いっ 
- 般 兵器 」 を 解説 し て 


f カ ド 用 工 艇 、MS と 直接 組 
運用 きれ る , (MS 支援 空中 機 
動 飛 著 体 グッ ル な ど ) に 関し て は 、 他 で 解説 する 
ザフト の 兵器 体系 は MS: 
MS 以外 の 全 兵 問 は 、MS を 支援 する た め の も の 
ら は 、 他 組織 で も MS 中 心 の 
兵器 体系 に 移行 し て いる が 、 ザフト と 比べ れ ば 未成 


Convertional Arms of CE 


氷 盤 で あり 、 こ れ が 大 気 園内 外 を 問わ ず MS の 運用 
性 を 高め て いる 、 第 軽 だ けが MS 
の 運用 を 支援 する 兵器 で は な い 。 帆 道上 か ら 地上 
に MS を 投入 で きる 隊 下 カプ セル 、4 機 の MS を 長 距 
離 空 幅 可 能 な 大 型 輸 送 機 "ヴァ ルフ ァ ウ "な ども 、MS 
の 職 略 機動 力 を 大 きく 向上 きせ た 

北 艇 、 大 気 圏 突入 カプ モル 、 大 型 航 空 改 な ど が 
MS の 輸送 や 移動 基地 機能 を 担う 一 方 で 、 地 上 に 
お ける MS の 運用 支 接 は 車輌 類 が 担当 し た 。 MS の 


で ある 。 た 


バッ テリ ー 車 、 剖 薬 を 運ぶ 弾薬 運 溢 
車 、 戦 闘 を 指 控 、 邊 無 や 
基地 機能 の ご 


支援 戦 開 用 と し て の 一 般 兵 
は VTOL 戦闘 機 "イン フェ 
ャ イル " 


ら ゆ る 領域 で の 
ザフト の 方 針 が ある 。 ザフト は 
陀 海 空 の 全 領域 で MS を 主力 兵器 に 位 
て お り 、 戦 闘 任務 る 戦 閣 機 や 戦闘 車輌 は 補 
巧 兵 器 て の 個 面 を 強く し た 。 コロ ニー 国家 の プ 


力 兵 問 


宙 の みな ら 


ラン ト に 、 固定 調 機 や 装 皿 式 重 戦 闘 車 輌 の ノウ ハウ 
が 少な か っ 7 補助 兵器 化 を 促し 
た 原因 と 考 、 それ 以上 最強 の 機 
動 兵 益 MS の 誕 4 
きせ た こと は 間違い な 
に ザフト の 一 般 上 
助 兵器 と し て の 人 性格 を 強く し た が 、 
確実 に 組み 込ま れ て お り 、 ザフト 


は 、 初期 か ら 支援 補 
運用 体系 の 中 に 


CE74) 


aration by TAKUYA IO 


ザフト の 地上 車輌 は 、 ほ と ん どす べ て が 終 給 式 ニ タイ ヤ 式 
で 大 重量 の MS を 移動 させ る MS 用 クロ ー ラ ー す ら 無 数 の タ 
イヤ を 持っ た 装 輸 式 で ある 。 装 軌 式 キャタピラ 式 の 足 回 り 
が 必要 な 大 重量 車 の 任務 は 、MS が 担っ て いる た め 、 ザ フト 
で は 装 軌 式 車輌 の 必要 性 は 薄い と 考え られ た の だ ろう (コロ 
[ 家 で ある プラ ント に 装 軌 式 車輌 の ソウ ハウ が 少な いこ 
と は 確か だ が 、 ザ ウー ト や パク ゥ な どの 陸戦 用 MS は 履帯 を 人 
用 し て お り 、 ザ フト が 凌 婁 車軸 を 開発 で まき な か っ た わけ で は な 
い )。 結果 、 ザ フト の 地上 車 縛 は 大 重量 化 や 重 装 備 が 困 薩 と 
な り 、 軽 戦闘 や パト ロー ル 、 MS の 運用 支援 な ど を 任務 と する 
も の が 多く な っ た 。 低 コス ト 化 や 運用 性 の 向上 を 目 柏 し て か 
ひと つの 車体 か ら 多 様 な 車輌 を 生み 出す 試み も な され た . 


イワ の 72 上 5 か た 


介 池 車 や 区 人 層 拉 トレ ー 
ラー どじ 車体 を 全 っ 
水車 や 
ッ ク が 存在 する 。 
導 云 活 動 で も 使用 き 
れ た 


1 の デリー の も うま 
財 事 人 所 に 措 載 する 電 訂 

の ソト も 仙 えて ち 3 村 の 6 に 
座 電 で きる よう だ 。 電 涯 が 不足 し が ちな 
野 転 で は 、 物 に 者 区 な 車 融 で ある 。 


小型 宇宙 艇 航 直 機 


宇宙 を 根拠 地 と する だ け あ っ て 、 プ ラン トバ ザ フト の 宇宙 船 
は 充実 し て いる 。 小型 字 宙 船 や 航 軍機 の 種類 も 多く 、 コ ロ 
ニー 大型 宇宙 船 間 の 移動 に 用 いる ラン チ や 小型 シャ トル 、 
宇宙 要 寒 や コロ ニー へ の 上 陸 作 戦 に 使用 され る ステ ルズ スラ 
ンチ な ど が 存在 する 。 航続 距離 が 短い 小型 宇宙 船 だ が 、 

定 難 移動 や 軽 貨物 の 輸送 に 適し て お り 、 必 要 性 は 高 か 


トラ ル に 相当 する 作業 ポ ボボ が ある 、 
宇宙 条 般 の メン テ ナ ン ス や 各種 
司 作 業 に 不可 欠 な 機材 だ 


主 則 作業 用 の 一 。 措 載 さ れ た 3 本 の で 
ニニ ピュ レー ター は 。 上 老 の 2 本 が 作業 用 
の 大雨 用 で を る. 大和 


* 人 中 の 底 - ア ンド リュ ー パ ソト フェ ルド ザ 、 


で ある 。 軸 独 揮 だ け で な く 、 授 常 の 移 
動 手段 と し て も 多用 きれ た 。 


車山 ホレ ー ラ ー は 小口 和敬 と 株 
イル 全う を 手 量 する ゲ 、 大口 
確 を 1 門 の み 括 載 す る タイ ブ も ある 。 


多 共 日 的 と し た トレ ー ラ ー タ イプ の 


箇所 おり. 各 和 和 庫 に は 攻 を 義 び 3 
クレ ー ン が 設置 され た 。 


ステ ルス ラ . 


本 密 作 軽 必 の 小 全 窒息 。 宇 つ 基地 
や コロ ニー へ の 便 入 ・ 上 除 作 吉 に 使用 
れる 。 析 首 に エア バッ グ を G 訟 に 肖 
傘 民 准 拓 只 B 和 と 骨 翌 行動 用 の 任 過 
挫 拓 ノズル 2 セッ オト を 格 載 する 。 


ひこ とり 乗り 連絡 シャ トル 


信人 用 の シャ トル 。 底 に 長大 な テー ル 
を 持つ 。 最小 クラ ス の 呈 画 軍機 
7 だ 地動 用 と し て は 充分 な 負 
の を 持つ 。 アス ラン ザラ が 、 プラ ント 本 
で の コロ ニー 本 朝 替 に 且 い た 。 


ET F 
麗 式 の 機材 を 括 全 する こと で . 野 者 
通信 所 を 醒 伴 する 車輌 。 指 姜 と 上 
な り 、 移 動 し な が ら の 弁 搬 は で き な い 
が 機材 は 充実 し てい る 。 C.E73 績 に 本 


箕 さ れ た 新車 輌 の よう で ある 。 


じ 寺 3| 尼 谷 と は 
光 佑 を 偽 え る トレ ー ラ ー を 連結 。 過 補 に 
は . ド レー ラー の 奏 考 部 分 の み を 給 姜 し た 
20 エー ショ ン で 83、 生前 や 本 ・ 


基地 導入 内 な ど で MS を 根 動 きせ る 大 
時 車輌 。 80 も の 車輌 を 持つ 。 村 仙 し 状 
螺 の MS を 横 載 する も の で .MS の 的 行 兵 
装 に 対応 し た ホル ダー も 往 え て いち 。 運 
転 語 は ゴン ドラ 型 の 普 列 棒 ※。 = プ 


所 橋間 の 柳 動 な ど に 使用 され る 内 火 舞 。 
ラン チ と し て は 大 裂 の 和束 に 入り 、 大 弄 
の 推 所 才 を 備え る 。 首 に ドッ キン グ エ レ 
ん ト は アロ >27@ 信 で 4 人 と 
四 拉 ドッ キン グ で きる 。 


ふた り 挟 り の 小村 箇 剛 名 称 ご 
トル ] だ が VTOL 械 で も あり 。 コロ ニー 内 
で の 理 中 や 行 も 可能 。 底 型 に 
VTOL ノズル を 、 上 閣 エ ンジ ンド に 可 
護 ス ラス ター ペー ン を 備え る 。 
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ザフト の 釣 空 機 の 特徴 は 、 輸 送 擬 が 目立つ こと 、 回 転 
想 械 = へ リコ ブタ ー が 多い こと で ある 。 輸送 機 中 心 の 配備 
に は 、 MS 特 化 の 兵器 体系 が 影響 し て お り 、 大 気 園内 で の 
MS の 戦 路 機動 力 を 補っ て いる 。 単独 で の 長 窟 離 移動 能 
、 空輸 を 担う 輸送 材 は 不可 欠 な 兵器 
戦線 の 拡大 に 伴い 、 輸送 機 の 必要 性 は 高く 
へ ヘリコプター が 多い の は 、 プ ラン ト の 環境 が 
影響 し て いる と 思わ れる 。 洪 走 路 が 必要 な 固定 賀 槻 は 、 敷 
地面 積 の 制約 が 大 きい コロ ニー に は 適さ ず 、 測 走路 不要 の 
ヘリ コ プ タ ー が 多く な っ た 。 結果 、 へ リコ プター の ノウ ハウ が 
鞭 積 され 、 軍用 へ リコ プター の 増加 に 繋が っ た の だ ろう 。 


固定 臣 と 間 転 吉 を 結 み 合わ せ た 大 圧 輸 
肖 上 。 画 下 真 と 軍 結 し た ジェ ッ ホ ファ ン 4 
准 天 エン ジン 4 基 代 える 。 員 人 中央 
の カー ゴ に 4 槍 の MS を 拉 新 可能 で 、 MS 
の 補 紅 作 越 に も 使用 され る 。 


表 性 の 前 往 左 大 に 計 4 革 の ロー ター を 
持つ へ リコ プター。 ヴァ ルフ ァ ウ より 小型 


で 、 有 体 は 衝 資 格 拭 用 の カー ゴ に な っ て 
いる 。 [プレ イク ・ ず ザ ・ ワ ー ル ド 」 章 挫 導 
電電 の 給 譜 を ど に 多用 され た 


ザフト で は 大 気 周 往 間 槻 、 いわゆる (スペース) シャ トル も 
重視 され た 。 ザフト の 地球 進出 に 伴い 、 将兵 が 宇宙 と 地上 
を 往来 する ケー ス が 増加 し た ほか 、 要 人 の 地理 視察 も 増え 
た こと か ら 、 シ ャ トル の 重要 性 は 極め て 高く な っ た 。 大 型 滑 
走路 を 持つ ジブ プラ ル タ ル 基地 や カー ペン タリ ア 基 地 の 整 備 
が 、 シャ トル の 運航 を 容易 に し た 点 も 見 逃 せな い .。 

一 


CE79-74 の 息 多 で は 、 デュ ラン 
ダル 崩 長 が 欄 商 か 守 軍 と 地球 を 
柱 来 。 シ ャ トル の 軍団 は . サ フト が 失 
当 し て いた よう で ある 


ここ で の 「 火 器 」 と は 、 艇 艇 に 代表 され る 大 型 プ ラッ ト ホ 
ム で 運用 され る 特殊 な ミサ イル や 、 宇宙 要 率 な ど に 配置 され 
る 固定 砲台 を 指す 。 いずれ も 極め て 強力 だ が 、 攻 撃 目標 を 
選ぶ 点 や 、 可 搬性 が な い 点 な ど 、 軍 用 状況 を 選ぶ 兵器 が 多 
い 。 ある 三味 、 汎 用 性 で る MS と は 反対 の 兵器 で ある 
が 、 搬 点 攻略 や 提 点 防衛 で は 重要 な 意味 を 持つ 


言え る 。 機動 和 生 メサ イア に は 随 
電子 リフ レク ター も 捕 載 され 


VTOL 電 凍 機 イン フェ スト ウス 


年 区 半 軟 時 枯 。 ザフト で は 少な い 


IMS1 細 を 措 載 可能 な 四 蘭 。 ヴァ ル 

ファ ウ と 上 かり MS は 横 仙 し の 状 台中 才 デ 

ft る 。STOL 用 補 防 スラ スタ ー を 健 えて お 
半生 彼 に 装 応 


コロ ニー 内 。 地 二 上 問わ ず 生 人 の 移 全 

に 使用 きれ る へ リ 。 肌 体 の 左右 に ジェ ッ ト 

ファ ン 信 える 。 乗員 は 浴 士 と 上 | 
を 含め て 10 名 。 ギル バー ト ・ デ ュ ラン ダル 

主 長 ら が 使用 し た 。 


ミサ イル 。 バ ンカ ー バ スタ ー と ミサ イル 
を 組み 合わ せ た 兵 其 で 、 地 下 放 再 の 防 
鏡 時 を 突き 練っ た 後 、 起 音 す る 。 全長 は 
Bm で. 潜水 栓 な どの ら 先 納 され る よう だ 


MS の 支 拉 世 や 対 和 旋 買 で だ を 担う 
埋 同 へり 。 単 贅 式 の へ リコ プター で トル 


の 用 きれ る 、 小 
融 の 輸送 へ リ 。 2 基 の ロー ター と 4 基 の 
VTOL 有情 由 ノ ズル を 挫 つ 。 左右 に 猿 り 
ー と カー ゴ 下 面 に フロ ー ト を 

革 水 や 区 水 が 可能 で ある 。 


ジャ イロ ハリ 


著 で 橋 困 する 。 スポ ー ツ を 氷 型 と する 
特 任 区 用 の 機体 と 考え られ る 


失 遂 竹 ヤ リフ ティ ング ボディ な どの シャ トル 
| 旨 能 が 証 約 され た 衣 体 の 上 に 、 本 
画 な ど を 封 せ た 、 特 人 な 形状 の シャ ネル 。 
長 画 電 徐 午 だ け で な <. プラ ント 軍 域 内 の 


CTT 
機動 要 間 メサ イア の 大 策 リ ング に 設け ら 
れ た 4 連 革 対空 ビー ム 克 や 宇宙 要 午 
アズ の レー ル ガ ン ( 右 ) を な ど が 知ら れる 。 い 
ずれ も 宇 画 圭 艇 の 主 秦 と 同等 か. それ 以 
上 の 火力 を 有する 。 


y 


地域 制圧 や 務 戦 、 基 地租 旗 の 警備 な ど に 歩兵 が 必要 

で ある 以上 、MS 中 心 の ドク トリ ン を 採用 し た ザフト で も 、 人 間 

用 の 携行 装備 は 廃れ て いな い (特殊 部 左用 や 、 脱 出し た パ 

イロ ッ ト な どの 自衛 用 と し て も 必要 性 が 高い )。 ザ フト の 携行 

装備 の 特徴 は 、 苦 銚 を 中 心 に 操作 が 離し い モ デル が 配備 さ 

れ て いる こと だ が 、 コ ー デ ィ ネ イタ ー の 多く は フィ ジ カ ル 面 に 
優れ る た め 、 大 き な 問 題 に は な っ て いな いよ うだ 。 

サイ レン サー 付き の ハン ドガ 

ン や 。 スコ ー プ 8 フォ アグ リッ 

付き の 燈 交代 穫 ラ イフ ル 


と ど . 特 人 季 財 の 汰 生生 
寺 基 も 存在 する 。 


少数 な が ら 、 スナ イ パ ー ラ イフ 
ル も 確 記さ な て いる 。 CE 74 
の テウ ズ 内 条 事 件 で は 

サイ レン サー 和仁 き の モデ ル が 
使わ れ た 


CE71.01 25 の へ リオ ボ 
リス 机 委 件 (「G 兵 基軸 
取 還 ) で は 、 統 詳 の ほか に 
時 遇 埋 弾 や 手短 が 用 
きれ た 


臣 替 で は な く 、 語 介 時 と 一 庄 に 身 に 義 け 
る 人 信介 。 震度 は 信号 を 接し て いな い が 、 
割れ 且 か ら 分 割 する と 教 重合 を 利信 。 


MORE INFO! 
大 気 園 突 入力 プ セ ル 


宇宙 を 根 角地 と する ザフト は 、 地球 上 に 部 酸 や 物資 を 条 動 さ 
せる た め 、 大 気 必 容 入 カプ セル を 必要 と し た 。 ザフト が 多数 の 
大 気 一 突入 カプ セル を 配備 し 、 宇宙 工 炊 に カプ セル 運用 能力 
を 付与 し た の は 、 これ が 理由 で ある 。 実際 、 ザフト は 大 気 園 突入 
カブ セル を 用 いた 陸 下 作戦 や 物資 輸送 を 、 度々 実施 し て いる 


旗下 カプ セル と MS を 組み 合 
わせ た 濃 所作 吾 と し て 
生 1 交 ビク トリ ア 攻防 圭 、 カ ー 
“PE RE 
られ る 


/ 


降下 カプ セル 

使い 持て 区 の 天気 隆 実 入力 
プル 。 4 機 の MS を 衝 載 可 
葉 。 天気 輸入 後 空中 で 
分 無し 、 MS を 杜 下 させ る 


突入 カプ セル 

ガ モ フ 綴 に 括 喜 きれ た 大 気 
画 突 入 カ プ セ ャ ル 、 限定 的 な 
が ら 自 力 岐 行 能力 を 持つ か 
大 気 夷 脱 は 不可 能 


4915cm 失 定 ) の 大 型 ナイ フ 。 吾 近 
了 昌 央 で 次 果 を 人 美 揮 する 。 へ リオ ポリ 
スス 前 没 財 の アス ラン ・ ザ ラ ( 左 ) ゃ CE.73 
の ラク ス ・ ク ライ ン 蘭 替 部 時 な ど 、 特殊 ご 替 
秩 剖 本 で の 使用 偽 が 知ら れる 、 


マシ ン ピ ス トル タイ プ の 大 型 馬 銃 。 単 敵 


サパ バイ バル キト の 村 属 品 と 尋 わ れる オー 
トマ チッ ク ピ ス トル 。 生産 性 と 時 字 きま 人 
求 し た モデ ル の よう で . シ ンプ ル な 形状 が 
特徴 。 初 列 は 、 繊 身 在 上 の ハン ドル で 詩 
壊す る 。 


小型 水上 船 


ノウ ハウ を 
事 全 は 知ら れ て いな 


めか 、 ザ フト が 大 吾 水 上 稀 を 運用 し た 
(潜水 艦 は 宇宙 能 艦 に 通じ る 部 分 が あ 
る た め 、 運用 で きた よう だ し 、 非 戦 撲 用 の 小 朋 水上 毅 は 
いく つか 配備 し て お り 、/ ト ロー ル や 特 丈 部 隊 の 上 陸 な ど に 使 
用 し た 。 開発 は 地球 の 民間 企業 に 委託 し た と も 考え られ る 


小玉 艇 内 は 圭 寺 硬 赤 / 
なめ オ 


モー ター ポート 
ア に 配信 
イキ ア に 配信 され な 


モー ター ボ 
* 滞 で 使用 き 


兵 料 を 間 わ ず 広 く 配 信 さ れ た 自動 
新 り 仁 み 式 の スト ッ ク を 栖 共 で 代える 、 剛 
麻 は 開放 と 押 星 だ け の シン プル な も の 
だ ザ 、 近 下 苑 の 哨 源 は 楽 早く 行え る よう 
だ 反 適 合 の ジス タン ス に も 洒 出 し た 。 


ビス トル 竿 の ハン ドガ 
CE.73 融 か ら 衝 用 され た 吉 続 。 甲 天 な 
設計 で 信幸 性 が 高い 。 左 個 面 に フト 
の マー ク と 「MB3 A2」. 右 備 左 に 「NOD 
IESOP.CD」 の 基 多 が 施 き れる 。 


民間 宇宙 船 と 救命 ポッ ドド 


C.E70~74 に か け て は 、 は と 


ザフト が 運航 する シ 
宣 郊 され で いた 


シル バー 
人 


ウィ ンド 


ャ トル 便 が 目 立 


四 委 期間 た 


た た めか 


ct 
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機動 戦士 ガン ダム 00 


WORLD GUID = 。 と a ここ mml 


レス タル ピー イン グ 


再 始動 


CELESTIAL BEING RESTART 
A.D.2312 


アロ ウズ に よる 弾圧 と 
CB の 音 彫 の 始ま り 


凸 暦 23 地球 圏 は 地球 連邦 の 統治 下 に 鹿 
か れ 、 地球 連邦 国民 は 平和 を 享受 し て いた 。 「 イ オ 
リア 計画 ] の 一 段階 、 人 類 の 意思 統一 は 、 唯 一 の 
超々 大 国 の 誕生 と いう 形 で 進ん で お り 、 非 地球 連邦 
国 は 中 東 を 中 心 と し た 少数 の 国々 で し か な か っ た 。 

だ が 、 地球 連 邦 内 の 平和 と 繁栄 は 、 地球 連邦 国 
民 が 知ら な い 「 歪み ] の 上 に 成り 立っ た も の だ っ た 。 
地球 連邦 の 前 身 で ある 国連 時 代 か ら 、 地球 統一 は 
普 引 な 手法 で 行わ れ て いた が 、 地球 連邦 へ の 移行 
後 も 、 太 陽光 発電 シス テム の 送電 権 を 盾 に し た 地球 
運 邦 参加 国 へ の 恒 喝 、 非 地球 連邦 参加 国 の 切り 卑 
て と 清 、 反 地球 補 邦 勢力 の 掃 待 に よっ て 、 地 球 連 
邦 政 府 は 人 類 の 意思 統一 を 進め て いた の で ある 。 


その 笑 兵 が 連邦 治安 局 、 そ し て 政府 直属 の 独立 
治安 維持 部 隊 ア ロウ ズ だ っ た 。 特に アロ ウズ は 、 一 
般 へ の 技 害 を 考慮 せ ず に 、 非 地球 連邦 勢力 を 掃 


討 ・ 虐 殺し て いた の で ある 。 その 披 害 は アロ ウズ の 
【 】 活動 開始 が 公表 され た 時 点 で 数 万 人 規模 に 達し 
2 で いた が 、 量 子 弄 演算 処理 シス テム 「 ヴ ェ ー ダ 」 の 
情報 統制 に より 、 声 殺 の 事実 は 公 に な ら な か っ た 。 
この 事態 に 際 し て 、 再 び 麻 史 の 表 舞 台 に 現れ た 
の ボソ レス タル ビー イン グ (以下 CB) で ある 。 
西暦 2308 年 、 国 連 軍 と の 戦闘 で 壊 濾し た CB だ っ 
た が 、 秘 密 事 に 超 織 と 戦力 の 再編 を 進め て いた 
西暦 2307 年 か ら 2308 年 の 武力 介入 に も 拘ら ず 、 三 
大 勢力 時 代 以 前 と 変わ ら な い 「 歪 み 」 が 繰り 返さ れ 
た こと と アロ ウズ へ の 反発 な どか ら 、CB は アロ ウズ 
撃破 を 第 一 目的 と する 社 動 を 開始 し た の だ 。 各地 
に 散っ て いた メン バー の 再 集結 や 新 メ ン バ ー の 加 
入 、 新 型 ガン ダム と 新 母 艦 の 投入 に より 、 CB は 戦闘 
態勢 を 整え た が 、 往時 ほど の 戦闘 能力 は な か っ た 。 
了 アロ ウズ と 地球 連邦 平和 稚 持 社 に 話 似 太陽 訪 搭 
載 MS が 配備 され た た め 、 新 型 ガン ダム で も 絶対 的 
優位 性 を 発揮 で き な か っ た こと も 大 きい が 、 そ れ 以 
上 に 情報 面 で 不利 な 状況 に あっ た 。 CB は ヴェ ー ダ 
を 失っ て いた うえ 、 エ ー ジ ェ ン ト の 王 留 美 が 情報 を 漏 
らし て いた の で ある ( 王 は ある 意図 か ら 二 重 ス パイ 
的 役割 を 演じ 、 以後 も 活動 を 続け た )。 
王 留美 が CB の 情報 を 提供 し た 相手 こそ 、 か つて 
ヴェ ー ダ を 春 取 し て CB を 壊 小 に 追い や り 、 地 球 連 
邦 政 府 と アロ ウズ を 衰 か ら 操 っ て いた リポ ボン ズ ・ ア ル 
マー ク だ っ た 。 「 イ ノ ベ イタ ー] を 自称 する リポ ンズ た 
ち は 、 自 身 が 望む 形 で 「 イ オリ ア 計 画 ] を 実行 すべ 
く 、 アロ ウズ に 弾圧 を 行わ せ て いた の で ある 。 
N 7】 し か し 、 こ の 時 の CB は 、 王 留美 に ょ る 情報 湯 洩 
も 、「 イ ノ ベ イタ ー」 の 存在 も 知ら な か っ た 。 再起 し た 関連 ファ イル 


CB は 、 苦 戦 し な が ら も 新旧 メン パー を 集め 、 ア ロウ ズ 着 最 ・F・ セ イエ イ 00.02.01 下 
と の 帳 い を 線 り 広げ て いく 。 それ は 長い 苦 聞 の 始ま 2 スー テ テーク ーー ニー 
り だ っ た が 、「 純 粋 種 イ ノ ベ イ ター] の 柳生 に 代表 さき 西 上 12 の 00033 
れる 、 新 時 代 の 整 開け を 告げ る い で も あっ た 。 人 に ーー 


行わ れる な ど 、 世 界 は 再び 歪み 」 


(アリ ステ ラ ・ デ タク シア A.D.2614) 始め て いた 。 
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可動 中 ガン 


WORLD GUIDE 


ツレ スタ ルビ ー イ ング | 
宇和 か ら 地 . E へ | 


「 フ ラウ ド 」 


ペー リン グ 級 海上 空母 


) コロ ニー「 ブ プラ ウド 」 の 戦い 


アー サー・ グ ッ ド マン 准将 が 指揮 を 執る アロ ウズ 実働 部 隊 が 、 
ラグ ラン ジュ 4 の コロ ニー「 プ ラリ ド 」 を 攻撃 。 高 重力 鉱業 区 画 で 
列 制 労働 に 就 いて いた 反 地 球 連 邦 組 織 「 カ タロ ン ] の 構成 員 
の 掃 財 、 新 型 オー トマ トン の テス ト が 目的 だ っ た 。 これ を 察知 た 
カタ ロン は 救出 作 潜 を 展開 し た が 、 武 出 部 隊 は アロ ウズ の 攻撃 
NR 高 重力 狼 区 画 も オー トマ トン の 攻撃 で 掃討 き 
、 プ ラウ ド に 洪 入 し た 痢 那 の 抗戦 と CB の 新型 機 セラ 
ダム の 介入 に より 、 アロ ウズ は 後退 し た 。 


ガン ダム エ クシ アリ ペア は アロ ウ 
た セラ ヴィ ー ガ ンダ ム は 攻 橋 を 圧倒 。 


3) 反 直 府 欠 力 収監 施 設 の 戦 

王 留 開か ら の 情報 に より 、 ガン ダム マイ スタ ー の アレ ル ヤ ・ ハ プ 
ティ ズム の 位置 が 判明 。 収監 場所 は 、 旧 人 類 革新 連 器 領 の 反 
政府 勢力 収監 施設 だ っ た ( 王 が 情報 を 流し た 硝 景 に は 、 地上 部 
隊 で CB の 戦力 を 調べ る と いう アロ ウズ の 意図 が あっ た )。 ラグ ラ 
ンジ ュ 1 の 秘密 基地 で 2 机 の 新型 ガン ダム を 受領 し た プ ト レ マ イ 
オス 2 は 、 ア レル ヤ の 救出 を 決定 し 、 地 球 に 直接 降下 。 反 政 府 勢 
カ 収 堅 施 設 を 舞 撃 する と 、 ア レル ヤ を 救出 し 撤退 し た 。 この 際 、 ラ 
イル か 情報 を 受け た カタ ロン も 、 構成 員 救 出 作戦 を 実施 し た 。 


スメラギ の 戦術 プラ ン は 所 時 間 300 秒 の 電撃 人 
堅 され て いた アザ ディ スタ ン 王国 第 一 息女 マリ ナ ・ イ - 


の 誌 験 の た め 、 ア | 
実施 。 カタ ロン も 反撃 


スペ ー ス コロ ニー「 プ ラウ ド 」 の 戦闘 で 再び 次 を 現 
し た CB だ が 、 そ れ 以 前 か ら 新型 ガン ダム の 開発 や 
組織 の 母 編 を 進め で お り 、 プ ラウ ド 戦 の 3 ヶ月 前 に は 
新型 機 ダ ア ブル オー ガン ダム の 起動 テス ト を 終え て いた 
(テス ト は 失敗 )。 一 方 の アロ ウズ は 、 ラ グラ ンジ ュ 2 


の カタ ロン 基地 「 レ ゾル ス 」 を 破壊 し た 。 

プラ ウド 戦 で ガン ダム マイ スタ ー の 首 那 ・F・ セ イ 
エイ と 合流 し た CB は 、 ア ロウ スズ と 交戦 し つつ メン バー 
を 集め 、 ア レル ヤ ・ ハ プティ ズム を 救出 する た め 地 上 
に 降下 。 その まま 地上 戦 を 展開 し た 。 


GN-0000 
GINS 


アロ ウズ の 進路 


戦闘 発生 地点 


る ダブ ルオ ー ガ ンダ ム の 起動 と 、 
新 メン バー の 加入 
位 箇 を 特定 され た プトレマイオス 2 は 、 アロ ウス MS 
部 隊 の 攻撃 を 受け た 。 この 際 は 、 導 那 は 地球 へ と 
降下 し て お り 、CB は ティ エリ ア の セラ ヴィ ー: シダ 
ム し か 実働 MS が な か っ た 。 し か し 。 弄 政 と 共 い 
通し た スメラギ ・ 李 ・ ノ リエ ガ の 戦術 と ダブ ルオ ー ガ 
は り 、 アロ ウズ MS 部 隊 を 設 退 し て いる 。 


© アレル ヤ FX 
アレ ル ヤ が 反 吉 府 勢力 施 

で いる こと を 知っ た CB は 、 教 出 作 
新型 ガン ダム 2 指 を 受領 し た プトレマイオス 2 


王国 へ の 進路 を 取っ た プ ト レ マ イ 
ぐ は ホ ルム ズ 海 峡 で 待ち 人 
=。 潜航 中 の プトレマイオス 2 は 桶 


Miustration by AKIO UNUMA 


2) ラプ ブル オー ガン ダム 起動 
1 
a MIORE INFO! 
特定 され た CB 新 同艦 プトレマイオス 2 は 、 ボボ マン 洪 和 指 畠 の ーー 
アロ ウズ 室 人 部隊 (MS5 機 ) の 開演 を 局 け た 。 この 時 カタ ロン CB の 新 戦 力 


構成 員 に し て 新 ガ ンダ ム マ イス ター の ライ ル ・ デ ィ ラ ン デ ィ と 、 戦 
術 予報 十 ス メラ キ ・ 地 ・ ノ リエ ガ を 地 え る た め 、 和 ブ 那 が 地上 に 降 
下 し て お り 、 CB の MS は ティ エリ ア ・ ア ー デ の セラ ヴィ ー ガ ンダ ム 
だ け だ っ た 。 し か し 、 帰 周 し た スメラギ の 戦術 と 、 交 著 が 起動 させ 
た ダブ ルオ ー ガ ンダ ム に より 股 遇 部 隊 を 排除 、 区 脱 に 成功 し た 。 


西暦 2308 年 に 戦力 を 宮 拓 し た CB は 、 水 面 下 で 新型 
MS と 新 母 研 の 開発 を 進め 、 西 暦 2312 年 の 紛争 で は 新 
型 機 と 旧来 機 の 改修 型 を 投入 し た 。 この うち 、 完全 | 
計 機 に あたる の が 、4 横 の 新型 ガン ダム と 新造 散 CBS- 
74 プトレマイオス 2 で ある 。 特に 「 世 界 を 変え る 機体 」 と 
呼ば れる ダブ ルオ ー ガ ンダ ム は 、 単 な る 戦闘 兵器 以上 の 
機能 を 持ち 、 純 粋 種 の イノ ベイ ター を 生み 出す 鍵 と な っ た 


っ 


A ーー 
スメラギ の 戦術 プラ ン に 従っ て 標 肌 布 と セン サー の 拍 乱 を 行っ た 後 


セラ ヴィ ー と 起動 し た ダブ ルオ ー の 抗戦 で アロ ウズ MS 部 隊 を 英 退 し た 。. プトレマイオス 2 


航 宙 、 放 行 、 水 、 大 所 
突入 ご 離脱 が 可能 を な 万 態 
母 杉 砲 昌 能 や 区 学 


3 じ た プトレマイオス 2 は 。 アザ ディ スタ ン 王国 
に 進 除 を 取っ た (移動 方 法 は 洪 行 ) し て アロ ウズ は ホ 7 
ルム ズ 海 峡 付 近 で 待ち 伏せ を 行っ た 。 アロ ウズ 少佐 アー バリン 
ト が 、 当 時 の CB が 私 情 で 動い て いる と 判断 し た た めで ある 。 
ト 少佐 の 予想 は 的 中 し 、 ア ロウ ズ は 洪 行 中 の プトレマイオス 2 を 
捕 所 爆雷 攻撃 と 水中 用 MA で 追い 詰め た 。 し か し 、 ガン ダム の 
出撃 で 形勢 が 聞 転 。 洋上 戦 で アロ ウズ の MS が ガン ダム を 好投 
し た が 、 カタ ロン の 介入 も あっ て アロ ウズ は 後退 し た 。 


の NY o-oo00 
ダブ ルオ ー ガ ンダ ム 
2 の 本人 人 


双 生 さ せる が 、 シ ステ ム 
が 安定 し な か っ た 。 


GN-006 1 
ケル ディ ム ガ ン ダム | 
デュ ナメ ス の 後 
る 提 仕 潤 の ガン ダム 。 通 | 
厨 操 作 式 の 攻 還 / 隊 御 
玩 末 GN シ ー ル ド ビ ピッ ト を 描 

うえ 、 ソ ナー、 火器 、 絶 を 封じ られ た プトレマイオス 2 だ が 、 出 i 
耕し た ガン ダム が 事 入 を 打破 。 戦後 、CB は カタ ロン と 接 芝 し た 。 


eW6&・ サ ン ライ ズ ・MBS 
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機動 戦士 ガン ダム 
WORLD GUIDE EE (| 08 ur Ah 
- TT の 


MS 
運用 理論 


ーー ノー バ 言詞 ーー MS Technology In U.C. 
[ee ] シス フ ム 宇 画 選 紀 の MS の 技術 


ミノ フス キー 粒子 の 環境 下 で も 間 還 な 稼働 す る ほか 、 高 度 な 遮 距 離 


MR 30 
MS の 「 五感 」 を 司る 装置 3 1 0 


人 WW 合 、 コ ンピュータ ー 役 間 S れ 、 コタ 


代表 され る 機動 兵器 に は 、 ミ ノ フス キー 粒 散布 な 外線 セン サー や レー ー・ セ ン サ ー、 射 撃 セン サー 
布 環境 下 で の 運用 を 想定 し た セン サー= 外 部 に 実用 1 た が 、 い ず : 民 。 な ども 併設 され て お り 、 多 機能 な セン サー 被 合体 と 
用 きれ て いる 。 ゆ 、 決定 的 な 解決 策 に は 3 な っ て いる 点 も 特 】 
オン 公国 軍 の 「 モ ノ NM EC 
ステ ム と し て は 接触 回 線 や MS の 


和 有 視 界 戦 闘 の 呼称 の 通り 、 近 距離 戦 で 頓 り に な 
肉眼 で は 補い 切れ な い 科 種 情 報 
必要 性 も あっ て 、MS は 凌 甲 で 密閉 され 

ご これ を 受け で 採 きれ た の 

| セン 


FG.01.09 


委 i ホー ニー ニニ ニニ ニニ ニー 
肉眼 の 代 奉 ン サ ー の 代表 が 光学 カメ ラテ バイ ロッ ト が 税 糞 する 部位 で 、 MS 
で あり 、 モ ノア する MS 用 外部 認識 装置 ed 


軍 離 目標 へ の 攻撃 や 索 堪 は 、 極め て 困難 に な っ た 。 知 する 光学 カメ ラ で あれ ば 、 ミ ノノ フスキー 蘭子 散布 


Miustation by KENKI FUJIOKA 


ミノ フス キー 粒子 の 軍事 利用 に あたり 、 ジ 
オン 公国 軍 は 有 視 界 戦闘 に 対応 し た 新兵 
器 MS を 開発 。 その 外部 認識 装置 と し て 実 
用 化 さ れ た 機器 が 、 光学 カメ ラ を 主機 と する | 
[モノアイ] だ っ た 。 1 


| 
UCO030 年 作 後 | 
に 開発 # れ た 機動 重 
検 用 カメ ラ ・ シ ステ ム 
原型 する モノ アイ 


MS 用 セン サー の 相生 『 1 


ザク TA 型 で 本 部 
分 が 完 員 た 。 


MS 用 セン サー が な い 場 合 

MS 用 セン サー を 搭載 し な い 兵 器 は 、 ミ ノ 8 
フス キー 料 了 散 布 環境 下 で の 案 表 手段 と 諾 0 
捕 所 追尾 手記 が ほとん ど な い 。 レー ダー ミ は 目 回し きれ た も 同 
は ミノ フス キー 粒子 の 影響 で 使え ず 、 敵 機 を 
玲 認 し た 頃 に は 手遅れ の 場合 も 多い 。 


MS 用 セン サー が ある 場合 
艦載 レー ダー や レー ダー サイ ト ほ どの 案 英 


範囲 は 持た な い が 、MS 用 セン サー を 備え る 
機体 は 、 ミノフスキー 粒子 散布 環境 下 で も 


レン ジ こ そ 短 い が 、 
、 目標 を 発見 ・ 縛 提 
4 で hws の 

セン ザー 有効 半径 


外部 情報 を 得 ら れる 。 光学 カメ ラ が ミノ フス ram 
キー 粒子 の 影響 下 で も 有効 な た めで ある 。 ー 数 値 を 示す 。 


MORE INFO! 


MS の メイ ン ・ セ ン サ ー は 、 単なる 外部 映像 
認識 装置 で は な く 、 通 信 対置 と し て の 機能 も 
持ち 合わ を て いる 。 モノ アイ の 場合 、 カメ ラ の 


セン サー を 利 


し た 通信 


MS-06S 
ザク IS 型 
ルウ ム 綾 役 時 、 シャア ・ ア ズ 
ナブ ル 中 膨 が 搭乗 する ザク 
HIS 型 は 、 モ ノア イ を 点 選 きせ 
る 光信 号 で ラン チ と 通信 。 


て の 隔 ち 館 
に 向け て の 通信 手 
段 の 一 種 言 える 


| 


liustraton by TOKIKO YUZAWA (Twin Bel) 


MS 用 セン サー の 系 統 
ジオ ン 公国 軍 の モノ アイ は 優れ た 外部 映像 
認識 装置 だ っ た が 、 地 球 連邦 軍 を は じ め と する に 
非 ジオ ン 組 織 は 独自 の MS 用 セン サー を 開発 
し た 。 それ ぞ れ 一 長 一 短 が ある が 、 U.C.0100 
年 人 以後 の モデ ル は より 高 性 能 と 言え る 。 ここ 


デュ アル ・ カ メラ を 多 


画 ジオ ン 系 セン サー シス テム 

モノ アイ と し て 知ら れる 。 光学 カメ ラ を 主機 
と し 、 電磁 波 赤外線 / レ ー ザ ー 式 な ど を 
並列 配置 し た 複合 セン サー で ある 。 モノ アイ 
は 走査 レー ル に 沿っ て 移動 可能 だ っ た 


画 地球 連邦 軍 系 セン サー シス テム 

頭頂 部 に メイ ン ・ カ メラ を 、 双 限 部 に 複合 
セン サー の デュ アル ・ カ メラ を 回 定 装備 する 。 
UGO080 年 代 初 期 ま で の デュ アル ・ カ メラ 
よ コ クビ 小 内 の 精密 昧 準 スコ ー プ に 連動 。 


画 その 他 組 織 の セン サー シス テム 
6 [are | 


ル 意 国軍 ペ ス パ の デュ アル ・ セ 
ン サ ー が 知ら れる 。 ハイ ブリ ッ ド 
デュ アル ・ セ ン サ ー は 、 距 謀 感 や 
立体 的 な 解析 能力 に 優れ 、 モ ノ | 
アイ の 数 倍 も の 能力 を 誠 る 。 


機体 各部 の 搭載 セン サー 


MS の セン サー 搭載 部 位 は 、 頭 部 た け で は 
な い 。 補助 カメ ラ が 機体 各部 に 設置 され て い 
る ほか 、 光 学 系 以外 の セン サー も 多数 搭載 
し て いる の だ 。 下図 は 、RX-78 ガン ダム の 代 
表 的 な セン サー と 搭載 位置 を 示し て いる 。 


メレ カラ の 有効 
国外 の 名 映像 は 
多数 の 補助 カメ ラ が 

頭 


フォ ロー。 この た i 
部 破壊 れ て も 外部 


MORE INFO! 特殊 な MS 用 セン サー 


これ まで 角 説 し た よう に 、 MS は 光学 系 を 中 
必 し た 多数 の セン サー を 搭載 する が 、 中 に 
は 特 不 な セン サー を 持っ 機体 も 存在 する 。 仁 5 < 
共用 や 水 了 両用 な どの 特殊 用 途 失 に 題 基 人 由 届 間 欄 の カメ ラ 
な 個 向 だ が 、 胸 部 に スキ ャ ナ を 搭載 する ガル 
バル ディ の よう に 汎用 機 で も 時 折 見 られ る 。 


アッ ガイ は 麺 に アン 
~ クル フリ ュ 條 (流体 ) 


28-24 


28-25 


パル チャ ー と は 第 7 次 宇宙 戦争 後 (AW.) の 世界 
B い て 、 大 戦中 の 軍事 施設 跡 な ど を 巡り 、 兵器 や 
品 を 回 収 ・ 売 買 す る 者 た ち を 指す 。 多く の バ 
ルチャ ー は 自 新 物資 輸送 用 の 陸上 戦艦 や 、 回 収 
作業 自衛 用 の MS を 保有 し 、 前 大 戦 の 造物 の 回 収 
と 売買 を 行い つつ 、 広範 囲 を 渡り 歩い て いる 。 

バル チャ ー 許 生 の 背景 に は 、 戦 後世 界 に お ける 
各種 物資 の 電 要 と 無政府 状態 が ある 。 

第 7 次 宇宙 戦争 の 結果 、 A お 
界 人 口 は 100 分 の 1 以 
き 残っ た 人 々 は 各地 で 復興 を 進め 、 地 域 
2 


ラ や 機材 に 』 が と 電子 部 品 の 需要 は 大 きか っ 
た 。 そこ で 、 放 棄 さ れ た 生 事 施設 な どか ら 電 子 部 品 
を 調 信 す る パル チャ ー の 重要 性 が 高まっ て いっ た 。 
戦後 の 無政府 状態 も パル チャ ー 座 生 の 要因 と 
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な っ て いる 。 第 7 次 宇宙 戦争 末期 の コロ ニー 落と し 
作戦 の 末 、 旧 連 邦 は 鞍 治 能力 を 要 失 し 、 地球 は 無 
政府 状態 に 陥っ た 。 こ れ に 伴い 、 世 界 各地 の 旧 連 邦 
系 施設 は 多く が 放棄 さん た た め 、 パ バル チャー た ち は . 
自由 に 兵器 や 電子 部 品 な ど を 回 収 で きた の で ある 。 

また 、 無 政府 状態 と 兵器 拡散 の 結果 、 eR 
し た 強盗 が 多発 し た こと も 、 パ ルチャ ー 
高め た 。 復 豊 地域 が 自衛 の た め | 
兵器 を 購入 する テー ス が 増加 し た の だ 。 

し か し 、 重 要 な 役割 を 担う は ず の パル チャ ー が 、 
球 ま れる こと も 多い 。 そもそも 「 バ ルチャ ー (= ハゲ タ 
カ )」 と 呼ば れる 時 点 で 、 ネガ ティ ブ な イメ ー ジ を 持た 
れ て お り 、 少な か ら ず 佐 蔵 の 対象 に な っ て いる 。 

パル チャ ー が 上 貴 ま れる 第 一 の 理由 は 、 略 春 行 為 を 
働く 一 部 バル チャ ー の 存在 に ある 。 パル チャ ー が 装 
備 す る 陸上 戦艦 や MS は 貼 灰 を 容易 と し 、 小国 家 ま 
で が 略 春 対 象 と な っ た 。 すべ て の パル チャ ー が 了 略 森 
を 働く わけ で は な い が 、 一 部 の 悪行 が バル チャ ー 全 
体 の 立場 を 悪く し て いる の だ 。 また 、 パル チャ ー が 回 
収 し た MS が 、 強 次 団 ゃ 悪質 な MS 乗り に 流出 し か ね 
な い 点 も 、 復 尋 地 域 の 不 軸 の 原因 と な っ て いる 。 

功罪 事 ば する パル チャ ー だ が 、 人 遠から ず 消 減 す 


る 可能 性 も ある 。 放棄 され た 軍事 施設 が 有限 な こと 
も ある が 、 力 の 向上 に 伴い 、 バ パル チャー の 回 収 
物 は 需要 が 低下 し て し まう 。 きら に 、 バ パル チャー が 非 

合法 化 さ れる 可能 性 も ある 。 
バル チャ ー は 、A_.W. 初 期 の わずか な 期間 の み 存 
在 を 許さ れ た 後 、 消 えた ゆ く 運命 に ある 
(ルアン ・ リ ュ ペ ア A.W.0024) 
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X01-16 還 
X0117 正 
X0118 正 
X0203 画 
X0301 由 
Xoa04 計 
X0318 軒 


Milustration by TOMOTAKE KINGSHITA 


仕事 内 容 


パル チャ ー は A.W. に お ける 廃品 回 収 業 者 の いち カテ ゴ 
リー で ある が 、 回 収 対象 は 旧 連 合 関連 施設 の 兵器 や 電子 
部 品 が 中 心 で ある 。 回 収 物 は 修理 を 施し 、 あ る い は その まま 
復興 地域 や 交易 商人 、 流 れ メ カ 屋 な ど に 売却 する 。 特定 
地域 に 留まら な い の は 、 こ うし た 業務 形態 に よる 。 陸上 戦艦 
を 持つ た め 、 物 資 輸送 や 人 間 の 移送 な ども 請け 負う よう だ 。 


と 
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画 放置 物 の 回 収 

放棄 され た 旧 連 邦 の 軍 関 連 
孝 設 に お いて 、 完 品 の MS や その 
残 、 電子 部 品 な ど を 回 収 す る 。 
動 カ 施設 (発電 所 ) は 室 の 山 と さ 
れる が 、 部 品 を 抜き 取る と 暴走 や 


大 弄 回 収 物 の 運び HU し や 


爆発 の 危険 が ある た め 、 回 収 目 年 業 の 効率 化 の た め .MS 
標 に は 選ば れ に くい 。 が 使わ れる こと が 多 | 
画 回 収 物 の 売却 

回 MX し 大 物品 は 、 革 本 


却 き れる 。 戦後 独立 国家 に 1 


合 も あれ ば 、 交 易 商人 に 売り 流す 
場合 も ある 。 特に MS は 、 修 理 や 
組み 立て に よっ て 付加 価値 を 高 
め た 後 、 売 却 す る よう だ 。 


MS は 高取 引き れる 商品 
の 作家 。 高 休ま 付け る 地 
域 に 持ち 込む こと も ある 。 


画 略 玖 

電算 な バル チャ ー が 行う 強 次 
行 。 陸 上 や MS で 余地 
域 を 舞い 金品 を 奪う が 、 返 り 討ち 
に ケー スズ も 淫 見 き h る 。 衣 価 
な MS や 物品 を 持つ 、 他 の バル 
チャ ー を 本 う 例 も 枚挙 に 服 が な 生計 の 
We 持つ 場合 満載 と な る 。 


社会 的 地位 と 関係 


復 異 期 に あり な が ら も 無政府 状態 の 地域 が 多い 地球 に 
と っ で 、 武装 し た 府 品 回 収 業者 と 言え る バル チャ ー は 重要 な 
存在 で ある 。 だ が 、 略奪 行為 を 働く パル チャ ー の 存在 や 、 実 
能 把 握 の 難し さ な ど か ら 、 一 般 的 な 評価 は 高く な い 。 一 般 社 
会 と の 接点 は 、 回 収 物品 の 売買 に ぼぼ 限ら れる が 、 同 業者 
の バル チャ ー や フリ ー の MS 乗り と 深い 関係 を 築い て いる 。 


画 微 刀 な 社会 的 地位 
悪質 な バル チャ ー が クロ ー ズ ' 
アッ プ さ れ が ちな た め 、 一 般 抑 な 
バル チャ ー も 差別 れる こと が あ 
る (武装 勢力 と いう だ け で 人 成語 
で ある )。 それ で も 交易 上 有用 な ht、 通 


た め 、 復 興 地 域 で は 受け 入れ ら 洛 は 有 装 え 計 印 れ ば 
れる 。 入江 が E85 れる 。 


画 バル チャ ー 問 の 関係 
ジャ ミル ニー ト に 代表 され る 良 
心 的 な バル チャ ー は 、 他 の 良心 
的 パル チャ ー と 協調 関係 を 築い 
て お り 、 互 い に 支援 する こと も あ 
る 。 貼 礁 行為 に 手 を 染め る 悪質 
な パパ ルチャ ー は 、 利 益 目的 の 坦 
人 の み 他 拍 線 と 手 を 組ん だ 。 


持 球 を 発光 で 意思 を 示 
す パ バル チャー サイ ン 。 バル 
チャ ー の 共通 言語 と 言え る 。 


画 MS 乗り と の 関係 

艦載 MS の 少な い 、 あ る い は 持 
た な い パ バル チャー は 、 フ リー の MS 
乗り を 雇う 場合 が ある 。 特に 戦 開 
が 予想 され る 場合 、 雇 2 と と が 多 
い 。 特定 の バル チャ ー と 親しく す 
る MS 乗り の 中 に は 、 事 実 上 の 専 
属 と な っ た 者 も いる 。 


バル チャ ー 同 、 折 は 機 々 
だ が 、 製 約 期 間 中 は 命 久 
に 串 実 な 者 が 多い よう だ 。 


下 に 紹介 し て いる の は 、A.W.0015 時 の 著名 な (まな | 
悪名 高い ) バル チャ ー で ある 。 北米 を 主 な 活動 地域 と し た 
こと 、 陸上 戦艦 を 保有 する こと 、 専属 の MS 部 隊 を 配備 し 
た こと な ど が 共通 点 だ っ た 。 バル チャ ー を 編 括 する 組 線 は 
存在 し な いよ うだ が 、 ジ ャ ミル ・ ニ ー ト や ロー ザ ・ イ ン テ ン ソ 
た ちの よう に 、 互助 関係 を 構築 し た 例 も ある 。 


ロー ザ は 対 ア ル タ ネイ ティ ヴ 社 戦 で 共 関 し た 。 


軒 ジャ ミル ・ 二 
アル プス 級 陸 上 戦艦 フリ ー デ ン を 母 能 と する バル チャ ー。 


1 画 ロッ ツ ソ ・ ア ラマ ント 

ロッ キー 航 座 上 戦 艇 を 殺 能 と する バル チャ ー。 赤い カラ ー 
リン グ の ジェ ニス を 3 手配 代 す る 。 ジャ ミル の 求め に 応じ て 、 
対 ア ル タ ネイ ティ ヴ 社 戦 に 参加 し て いる 。 
ロッ キー 級 陸 上 電 艦 ロッ ツ ・ 
替 能 。 荷物 テッ 


持つ 。 新 連 都 軍 の パン ダー 
突 、 邊 討ち と な っ た 。 


画 ロー ザ ・ イ ン テ ッ ソ 

ピレネー 級 及 上 戦 能 を 母 艇 と する 女 バ ルチャ ー。 ピン ク に 
燈 装 され た 地上 用 セブ テム 3 機 を 配備 し て いる 。 対 アル タネ 
イ テ ィ ヴ 社 戦 に 参加 し た バル チャ ー の ひと り で ある 。 


画 ザコ ッ ト ・ ダ ッ ト ネ ル 

トリ エス テ 級 水陸 両用 艦 を 母艦 と する バル チャ ー。 多数 の 
ドー トレ ス HM フ ァ イ ヤー ワラ ピー か 5 成る 「 炎 の 時 計 部 隊 を 
配備 し て いた 。 フリ ー デ ン と の 戦闘 で 壊 減 し た 。 


ビレ ネー 級 陸上 戦艦 トリ エス テ 級 水陸 両用 能 ザコ ッ ト ・ 
最小 クタ ラス の 陸上 戦 穫 。 最大 地上 水上 々 水中 で 行動 可能 。 ッ ト ネ ル 
搭載 MS 数 は 6 将 。 ピン ク の カ 好意 能 韻 に MS 用 利 符 の た め に は 
ンク が 特徴 で ある 。 を 寄せ る 女 パ バル 手 E 選 ば な い 
チャ ー, ロー バル チャ ー。 対 フ 


ル マ ー ク ・ カ ウト ( 左 ) 
ドー ザ ・ バ ロイ ( 右 ) 

の ク は セイ ンズ アイ ラン ド を 根 提 地 と 
5 了 


海底 に 沈ん だ MS や 兵器 の サル ペー ジ を 生業 と する の 
が シー パル チャ ー で ある 。 サル ベー ジ し た 物品 は 交易 商人 


が 売買 する 。 オル ク は 、 シ ー パ ルチャ ー や 沿岸 都市 な ど を 
捉 設 、 略奪 する 武装 集団 だ が 、 サル ペー ジ も 行っ て いる 。 


し て いた オル ク 。 


コロ ニー 落と し 作戦 や 戦争 末期 の 混乱 の 中 、 海 に 消え た 兵器 も 多い 。 そ れ 
を 回 収 する の が シー バル チャ ー で 、 兵器 の 修理 履修 技 術 を 持つ 者 も いる 。 


ウィ ッ ツ ・ ス ー 
イシ タム エア マス ター を 所 する 2 


MORE INFO! 
MS 乗り と その 活動 


MS 乗り は MS を 所 有する パイ ロッ ト で 、 特定 組織 に 
属さ な い 者 が 多い 。 バル チャ ー な ど に 歴 われ る 、 一 竹 


の 備 兵 で ある 。 野次 化し た 者 も いる た め 、 バ ルチャ ー 
同様 差別 され る こと も ある 。 


個人 で 蜂 鶴 行為 行っ 
クロ > か 時 化し た MS 
部 隊 を 率い た ジェ ノ ス ・ ク 
ライ シス な ど が 、MS 乗 り の 
評価 を 落し た 。 


エニ ル ・ エ ル 
ザコ ッ ト 一 味 と 行動 を 共に 
MS 乗り 。 当初 、 ガロ 
に 和 病 し た が 、 後 に プリー デン に 合流 し た 。 


ンダ ムレ オバ ルド を 所 有 。 


WW サン ライズ 


28-26 


29.21 


機動 戦士 ガン ダム O083 スタ ー ダ スト メモ リー 


UC.0083.10.13、 亭 者 ト リン トン 基地 か ら を 
装備 し た RX.78GP02A ガン ダム 試作 2 号 尼 が 痢 次 
きれ た 。 旧 ジオ 
が 、「 黒 の 悦 」 作 戦 の 
も う 1 機 の 試作 MIS、RN-78GP01 ガン 
セト リン トン 基地 MS 部 際 の 活 有 
機 の 打ち 上 げ は 一 昌 町 
て し ま 
孝 軍 上 飛 
用 型 の MS が 核 弾 頭 
半 発 計画 
7 ェ ン 中 将 だ っ た 
ー の 地球 


要因 だ っ た 。 意 


検 糸 


球 離 脱 前 止 が 、 旧 ジオ 
し た 以上 、 地 球 連 孝 


地球 連邦 軍 上層 部 が 笛 感 を 
が 核 攻撃 を 受け る 可能 
の 藤 脱 に 失敗 し た 旧 ジ オ 


に 。 地球 カ 


ある 以 

いる わけ て 
の 意図 を 見 読 
は 、 強 次 犯 が デラ ー ズ ・ フ リー ト だ 


と 知ら な か っ た が ) 


量 の 周 」 作戦 完遂 の た め 、 デラーズ ・ フ リー 


パズル 
い 地 球 連 邦 軍 将 兵 は 


、 ガ ンダ ム 試 作 2 号機 の 奪取 : 
地球 達 邦 に 一 矢 報い た し 


し た の だ 
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た が 、 計 画 の 重大 性 を 暗 に 理解 し て いた 
的 な 例 7 ー 少 持 率い る キ 


トー 少佐 と ガン 2 号機 
ライ ド 基 地 は 、 全 MS で 敵 追 堅 上 
た っ た 1 基 残 きれ : 
目指 し た 。 地球 連邦 
オン 公国 軍人 の 執念 
* ネ し 


関連 ファ イル 


lor by KEICHI FUNADA 


前 | 本 前 sm 


- 方 の 旧 ジ オン 公国 軍 残 党 は 、 キ ン バ ラ イド 基地 が 
ガン ダム 試作 2 号機 を 受け 入れ で いた 。 基地 司令 の 
ピッ ター 少将 は 、 ア ルビ オン の 迎撃 と 試作 2 号機 打ち 
ト げ が 友 連 邦 笑 動 を 不可 能 に する と 理解 し て いた 
し か し 、 全 戦力 で 基地 最 接 の 戦い を 挑ん だ の だ っ た 


ガン ダム 試作 2 号 擬 の 移 走 経路 を 緊 知 し た べ が ガサ 
ス 級 強 代 揚 隆 杉 ア ルビ オン は 、 テ フリ カ に 向かっ た 。 ア 
ルビ オン 以外 に も 、 コー ウェ ン 中 将 の 影響 下 に ある 部 
隊 が 派遣 まれ た が 、 ア フリ カ は 広大 た 
ピオ ン は 支援 が な い 状 態 で の 捜索 を 強い られ た 


孤軍 春 姜 する アル ビオ ン と 
ジオ ン 残 党 決 死 の 抵抗 


アル ピオ ン 議 の 進路 国 アル ビオ ン 、 試 作ら 号機 捜索 の た め 、 
豪州 を 出港 


10.14、 試 作 2 号機 の 春 州 箇 朋 を 受け た 地球 連邦 


試作 2 号機 
回 軍 天 の 生 症 紗 
アル ビオ ン か ら の 克 室 = これ を 受け た アル ビオ ン 箱 長 エイ 

出撃 の 準備 を 開始 。 また 、 アル 

配属 され た 3 名 の パイ ロッ ト に 加 
え 、 コ ウ ・ ウ ラキ 少 肝 ら も 参加 する こと と な っ た 。 出 
再 直 前 に 、 ウラ キ 少 肝 と モン シア 中 尉 に よる 債 共 と 
称し た 村 覆 戦 が 行わ れ た 。 


戦闘 発 生地 点 


較 アフ リカ で の 捜索 
10.16、 ア フリ カ 大 際 に 至 六 し た アル ビオ ン は 、 東 アフ リカ で の 裕 林 
を 開始 。 し か し 、 広 大 な 捜索 地域 に 比べ 、 ア フリ カ に は コー ウェ ン 中 


和 の 昌 衝 下 に ある 部 隊 だ けし か 派遣 され て あら ず 、 成果 も 上 が ら な 


"ブロー か ら の 催促 や 、 MS 部 隊 と メカ ニッ ク の いざ と ぎ な 
\ 部 離 で ある アル ビオ ン 艦 内 の 愛 因 気 も 惑 化し て いた 


の 服 出 を 知っ た キン バラ イド 手 山 
の 没 と 、 敵 郷 呆 の 陽動 に 出 た 


回 アフ リカ 捜 


球 連 邦 定 中 料 ジ ョ ンコ ー ヴ ウェ ン は 、 ベガ サス 弧 強 請 陸 稀 ア ル 
ピオ ン の 艦長 エイ バー・ シ ナ プ ス 大 佐 に 、 試作 2 号機 奏 相 を 命じ 
た 。 同日 10 時 51 分 の こと だ っ た 。 同日 夕刻 、 新 た に 洲 貴 され た 
3 名 の ベテラン パイ ロッ ト 、 試 作 2 号機 追撃 に 参加 し た 
新人 パイ ロッ ト (コウ ・ ウ ラキ 少尉 含む な) 、MS 中 藤 長 サウ ス ・ バ 
ニン グ 大 尉 を 押え た アル ビオ ン は 、 アフ リカ に 向け て 出光 し た 。 


ペル ナル ドモ ン シ ア 中 時 ら ち が 林 た に 参加 。 試作 1 芝 機 の 7 パイ ロッ ト は 、 栖 
竹 財 の 結果 や バニ ング 大 射 の 推 単 な ど に より 、 ウラ キ 少 商 に 決ま っ 


EE TT 


10 月 23H9 時 14 分 、 ア ナベ ル ・ ガ トー 少佐 と ガン ダム 試作 2 
号 結 が キン バラ イド 基地 に 入り 、HLV で 試作 2 号機 を 打ち 上 げ る 
こと に な っ た 。 アル ピオ ン で は 、 アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 の 
ク ・ オ ー ビ ル が スパ イ だ と 判明 。 シナ プス 紙 長 は 、 意図 的 に 
展 出 させ た オー ビル を 追 半 し 、 喜 基地 を 発見 する 作 胃 を 拓 っ た 。 
HLV 打 ち 上 げ の 1 時 間 前 、 オ ー ビ ル の 脱出 を 知っ た キン パラ イド 
基地 は 、 オー ビル 機 の 缶 媛 と 南 追 跡部 感 の 陽動 に 出 た 。 


オー ピル の 迷走 和 基 地 が 近い た 章 断 し た アル ビオ ン は 。 MS3 幾 か ら 


義 る ん 小隊 を 出 軸 さ せ た 。 し か し これ ば 陳 二 で ん 小 薄 は 足止め され る 。 


10 月 16 日 、 ア フリ カ に 径 稀 し た アル ピオ ン は 、 東 ア フリ カ で 試 
作 2 号 機 と 旧 ジ オン 公国 宴 鐵 党 基 地 の 接 索 を 開始 し た 。 本 来 
広大 な 地域 の 捜索 は 人 海 載 術 を も っ て 行う べき だ が 、 地 球 連 者 
軍 本 部 は 部 隊 を 派遣 し な か っ た 。 この 結果 、 アフ リカ に 送り 込ま 
れ た の は コー ウェ ン 中 笛 の 影響 下 に ある 大 隊 の み と な り 、 アル ビ 
オン も 非 効率 的 な 控 索 を 強い られ た 。 当 問 、 成 果 は 上 が ら ず 、 寄 
り 合 い 所 帯 だ っ た アル ビオ ン 艦 内 の 受 囲 気 は 悲 代 し た 。 


た が 。 アル ピオ ン に は 殺 細 に 人 信 
ベテラン パイ ロッ ト の 言動 箇 化 の 押 較 と な っ た 


還 | キン バラ イド 基地 の 戦い 


HLV 打 ち 上 げ ま で の 呈 間 を 刊 ぐ た め 、 キ ン バ ラ イド 基地 人 は 全 MS 
を 出 英 さ せ た 。 A 小隊 が 誘導 され た と 見 た シナ プス 帳 振 は 。 オー ビ 
ル の 吉 走 経絡 上 に ある ダイ ヤ モ ンド 館山 跡 が 病 基 地 だ と 者 破 . 
アル ピオ ン を 前 進 させ つつ 、MS2 格 か ら 成る は 小隊 を 出撃 させ た 
アル ピオ ン は 其 埋 し た も の の 、 帰 週 し た A 小 隊 の 活躍 ちあ っ て キン 
パラ イド 基地 MS 部 議 を 掃討 し た 。 だ が 、 23 晶 14 時 1 分 に HLV は 
打ち 上 げ ら れ 、 14 時 27 分 に キン パラ イド 基地 は 降伏 し た 


アル ビオ ン も 間 人 に 参 吉 する は どの 才 員 と 9 っ 
部 錠 に 摘 失 は の 試作 2 号 模 の 打ち 上 げ は 耐 止 で き な か っ 


Nawation by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
宇宙 世紀 の アフ リカ 


宇宙 世紀 に お ける アフ リカ ば 、 FLN (アフ リカ 民族 角 衣 
機構) な どの 反 地 球 連 邦 活 動 が 活発 な 地域 で 、 旧 ジオ 
公男 軍 残 党 の 潜伏 に より 、 そ の 相 向 は さら 

で 地球 軍 吉 政 府 .- 軍 と の 関係 も 深く 、 一 年 戦争 村 
セネガル 地区 の ダカール に 地球 連 爺 政府 と 講 全 が 
置か れ 、 キリ マン ジャ ロ に 一 大 宣 事 括 点 が 計 造 され た 


件 の 軸 台 と な っ た 


キン バラ イド 基地 は 、 ダ イヤ 
CT 
地下 基地 の 一 

め 、 舌 らく 発見 され な か 


ーー MS 用 実体 


29.23 


機動 戦士 ガン ダム 


[Ff] neD3 sm39h 


ラン ーーー デ 


実体 導 ゆ え の 利点 を 持つ 
MS 用 携行 兵 装 


イフ ル 、 無 反 動 女 、 ロケ 
する 。 実体 纏 式 火 吾 の うち 、 キ ャ 
ポッ ド な どの 陸 定 内 蔵 式 は 別 基 
ザク 
体 族 式 
イィ パー・ バ ズー カ な どの 実体 弾 式 無 反 動 衝 グロ ケ 
} 、UC0OO8O 年 代 前 期 まで MS の メイ ン 
し で 多用 きれ た 
代 中 期 以 降 、 
ライ フル が 普及 する と 、 病 甚 兵 装 
や 特殊 兵 装 と 側面 を 強く し 、 使 用 例 も 減少 し 
て いっ た 。 特に 地球 連邦 軍 で は 、U.C.O100 年 代 以 
隆 、 補助 兵 装 と し て の 採用 例 も 敢 滅 し て いる , 
ご 紳 体 弾 式 携行 4 
く 見 られ る 畑 向 に ある 。 確か 
時 貫徹 能力 は 、 実 体 弾 式 火 器 を 人 


が 


シン ガン 


を 低 
) 装 


上 回 り 、 MS 


弾 式 携行 火器 


MS Technology in U.C 
字画 世紀 の MS の 技術 


・ パ ン ガ ー ド の ショ ッ ト ・ ラ ン 
携行 火 問 が MS の メイ ン 
k く 、UC.O150 年 代 に は 例 
ム 式 携行 火器 の 
題 、 MIS の 小型 化 に 伴い 実体 
余儀 な くさ れ た 結果 、 火 力 や 
装 雪 数 の 制約 が 大 きく な っ た こと な ど が 要因 と し て 


対す る 優越 性 を 如 天 
体 弾 式 は 

て お り 、 状 況 に よっ て は 優れ た 性 能 を 発揮 す 
は 、 大 気 隅 内 に お ける 減 長 率 が 大 き 


外 前 な 長 装 
弾薬 の 補 


て いる が 、 実 体 将 で の 影響 | 挙げ られ る 
ビーム が 直線 的 な 皿 (オッ トー・ カ ル テ ン バッ ハ CO155) 
め 、 ビ 『 接 順 准 で 撃た ざる を 
重力 下 に お ける 実体 弾 は 弾道 軌道 を 利用 し た 間 
接 叶 准 射撃 も 可能 で ある 。 様々 な 弾 種 に よる 多用 関連 ファ イル 
の: ル る 防御 が 不可 能 な 点 、 


、 技 術 的 制約 が 少な い 点 
知ら れる 

・ ラ イフ ル が 普及 し で ! 
訂 弾 式 携行 炎 
る の は 、 こ うし た 利点 カ 
られ る ( 旧 ジオ ン 公 国軍 残 
火器 を 多用 し て いる か 
旧式 MS の 保有 、 補給 上 の 制約 な ど 
お り 、 地 球 連 邦 軍 や ネオ ・ ジ オ 


た U.C0090 
使用 例 が 多く 
価 さ きれ た た め 
実体 絢 式 携行 
運用 不可 能 な 
も 原因 と な っ で 


トド 況 が 異な る ) 


S 用 実体 弾 式 携行 火器 の 
ED 


MS 用 実体 弥 式 携行 火器 は 、 藤 明 期 の MS 開発 の 
中 で 護 生 し た 。 最 初 に 開発 され た も の が 、ZEONIC 社 
火器 開発 部 門 の ZXM-1 試製 マシ ン ガン で ある 。 し か 
し 、 徒 来 の 100mm 吉 射 砲 を 改装 し た ZXM-1 は 、 重 基 
と 発射 時 の 反動 が 過大 で 操作 性 と 信頼 性 に も 問題 
を 抱え 、 特 に 装弾 や 排 甘 機 橋 の 信頼 性 が 低かっ た 。 

次 に 開発 きれ た の が 、ZMP-47D 105mm/120mm 
ザク ・ マ シン ガン だ っ た 。 ZMP-47D は 電気 作動 式 機 
財部 の 採用 、 内 部 機構 の 単純 化 、 非 金属 部 品 と 軽 金 
属 製 一 体 成型 部 品 の 多用 に より 問題 を 解決 。 そ し て 、 
ZMP-47D を 基 に 開発 され た の が ザク ・ マ シン ガン の ス 
タン ダー ド 、 M-120A1 120mm ザ ク ・ マ シン ガン で ある 。 

ザク ・ マ シン ガン と 普 行 し て ザク ・ バ ズー カ も 開発 
され た 。 ザク 1 用 と し て 開発 され た 核 砲弾 発射 用 の 
サイ ロ 型 や H&L-SB21K/280mmA-N を 経て 、 ザ ク 
用 の H&LSB25K/280mm A-P が 実用 化 さ れ : 


る ジ ォ オン 公 還 箇 系 モデ ル に 大 き 
で 形 夫 を 受け て いる 、 だ が . ブ ル 
パッ プ 式 な どの 特 丈人 造反 用 
し 量 自 の 発話 を 回 げた 。 


ザク ・ パ ズー カ や ジャ イア ント ・ 
バズ を は じ め と する ジ ォ ン 公男 
宣 の MS 選 パ ズー カ の 多く は 
ハー ニー ヴォ ー ル 8 ライ セオ ン (H& 
1 せ が 軸 全 。 無 反動 格 式 と ロ 
ケト ・ ラ ンチ ャ ー 式 が ある 。 


MORE INFO! 
実体 弾 ゲ ビー ム 併用 火器 


実体 源 と ビー ム は それ ぞ れ 長所 と 短所 が ある た め 、 手 
持ち 火 舌 を ピー ム ・ ラ イフ ル 、 補 助 ・ 固 定 火 問 に 実体 紗 
と いう 並列 装備 が な され る 場合 も 多い 。 この 発想 を 発展 
きせ た も の が 、 ビ ピー ム 火 天 と 実体 弾 式 火器 の ハイ ブリッド 
兵 装 で ある 。 ビー ム と 実体 穫 を 必要 に 応じ て 使い 分 けら 
れる ハイ ブリッド 兵 装 は 、 運用 柔軟 性 が 極め て 高い 。 た 
だ し 、 生 産 ./ 整備 コス ト の 高 護 、 火 器 息 刺 ジ 
洋 化 な どの 問題 も ある た め 、 普 及 し な か っ た 


クレ ネー ドラ ンチ ャ ー 半 信 の 
CT 
: 兵 穫 。 V2 用 の 
プル ラン チャ ー 休 き 
ピー ム ・ ラ イフ ル が 吉 


ガン ダム FBOHI ロ ング レン ジ タ イ プ 用 
ロン グ ・ ラ イフ ル 


= 綾 身内 前 に エフ ィ ー ル ド を 腹 還 する こと 
ム と 実体 天 を 撃ち 僧 け る 。 宮 体 逮 の 120mm 
黄 放 は 、 一度 の み 授 代 修正 が 可能 


ソロ トム リア ッ ト 用 マル チ ・ バ ズー カ 
比較 的 コン リツ ト な ハ 


実体 弾 式 携行 火器 の 特性 


MS 用 の 実体 嘆 式 携行 火器 (固定 式 も 含む ) は 、 ビ 
器 と は 異な る 特性 を 持つ 。 下 に 紹介 し て いる の は 主 に 利点 
と 見 な され 、 ビ ー ム 火器 の 欠点 を フォ ロー で きる も の が 多い 。 

運用 面 で の 利点 は 、 減 論 率 の 低 さ 、 弾 道 皿 道 で の 射 


| 1 | フィー ルド で 陽 止 され な い 


実 休 弾 は 1 フィ ー ル ド の 影響 を 受 。 
け な い 。 1 フィ ー ル ド を 用 いた 対 ビ ー » 


撃 (間接 照準 射撃 ) な ど 特に 大 気 園内 に お ける も の で あ 
る 。 これ ら が 、 ビ ー ム 火 問 替 及 欄 の 地上 戦 で も 、 実 体 秒 式 
火器 が 多用 され た 大 き な 理 由 で ある 。 様々 な 弾 種 に よる 
多用 途 性 も 、 ビーム 火器 に 対す る アド パン テー ジ で ある 。 


装甲 計 懲 力 に 健 れ た 徐 甲 弾 、 容 
多 二 を 揃 き 艇 ら す 和 弾 な ど 、 実体 交 
兵器 に は 多種 多様 な 克 弾 ( 冶 評 ) が 
用 意 さ れ て お り 、 様々 な 目標 に 対応 
可能 で ある 。 M-120A1 120mm ザ 
クマ シン ガン に は 、 通常 弾 、 徹 甲 弾 
臣 安 定 役 甲 芽 、 対 宇宙 穫 往 甲 弾 、 Cg 

福 、 箇 な どの 守 本 が あり. 李 め て AP 75 に 細 
高い 多用 達 性 を 有 し て いた 。 ン が 用 草 さ れ て いた 


み を 修 向 する た め 、 実体 光秀 

で き な い 。 た だ し 、』 フ ィ ー ル ド 発生 

枝 置 を 桂 つ 機 体 は ご く 一 部 の 高 統 。* 完全 に | 
の 科 了 人 

機 に 通 ダ な いた め 、 ア ド バ ン テ ー ジ る ファー ルト 

を 発揮 する 機会 は 少な い 天体 弥 に は 無力 で ある 。 


大 気 園 内 で の 低減 奏 性 


大 気 園内 で 急速 に 溢 可 ・ 拉 前 し 
て し まう ビー ム 火 琴 と 比較 し て 、 実 
価 弾 兵 義 は 成 力 の 低下 が 少な い 。 
度 形 区 、 和 症 枯 な どの 「 合 
中 し て か ら 糧 発する 」 健 種 は 、 大 気 
に よる 法力 第 下 を 考 者 する 作 要 が 
な い 、 電 中 は 、 飛 下柳 が 延び 
る に 門人 が 低下 する が 、 ビ ー 癌 っ 
ム 火 器 よ り 滅 奏 率 は 低い と 言え る 。 沢 用 の 実体 否 


重力 下 で 発 軸 され た 実体 紅 は . 
重力 の 影響 を 受け る た め 山 形 の 軌道 
【 型 道 ) を 描い て 落下 する 。 これ を 利 
用 し て 、 揚物 和 方 6 どの 有人 を 必 
す る 方 法 が 、 間 栓 軸 で あ 
る 。 命中 講 が 低い た め 、 格 弾 に 代表 
され る 分 果 囲 が 大 き な 確 を 用 eer 
い を 下線 的 に 攻撃 する ピー ム 火 時 ロケ トー ラ ンチ 
で は 、 不 可能 な 射撃 方 法 で ある 。 た 共 符 手段 で ある 。 


ム ・ パ リア は 、 ミノ フス キー 物理 学 を 
用 いた ピー ム 兵 器 ば ガ 疫 子 砲 ) の レ 


夫人 理 琴 団 発 
ム 兵 問 に 比べ 低下 ま は 当 な 


i i 
xo | 二 ば うー 


3 め 、 水 中 用 か 


| 6 | 扶 条 的 ハー ドル の 倒さ 


MS の 寺 力 化 と 並行 し て 、 新 規 に 
開発 され た MS 用 実体 箕 式 擁 行 火 
問 は 、 当 時 の 先端 技術 を 投入 され 
た 新兵 医 だ っ た 。 それ で も 短期 間 で 
益 術 は 熟成 され 、 前 線 レ ベル で の 
修理 も 容易 と な っ た 。 また 、MS 用 
ピー ム 式 携行 火 句 と 比べ て 技 親 的 


ム が 電力 を 消費 する ( 火 北 の 保持 
で 反動 制 牧 の た め 、MS の 了 動 
に も 負荷 が 掛か カ を 消費 す 
る ) 。 し か し . ビ ー ム 火 療 に 必要 な 電 。 
7 た 結べ れ ば 選 か に 少く 、 ミ ノ フス 

キー・ イ ヨネ スコ 和久 
載 す る MS に は 問題 に な ら な い 。 代 兵 器 固 様 、 電力 を 必要 と する 。 


食 好 な 融 偽 性 本 体 の 性 衣 
な ハー ドル は 低く 、 拉 面 を 除 リ ば は る 人 MS ませ の 


軍用 上 の 制約 も 少な い は 、 が リラ に と っ て も 莉 笠 だ っ た 


上 器 と の 比較 


実体 弾 式 火器 は 多く の 利点 を 持つ が 、 現実 に は 
ライ フル を 代表 と する ビー ム 火 器 が MS の メイ ン ウ ェ ポ ン と 
な っ て いる 。 直接 陣 準 射撃 で 大 火力 を 発振 する ピー ム ・ ラ 


母艦 や 基地 で の チャ ー ジ が 可能 
な ビー ム ・ ラ イフ ル は 、 運用 補 論 面 で も 有利 だ っ た 。 


火力 の み が 注 目 され る ピー ム 火 
夫 だ が 優れ た 殖 達 と 記入 性 は 
思 季 財 の 修正 を 少な くす る た め . 
合 中 策 度 も 巧 い 。 ビー ム 輸 有 の 
温 や 粒子 の 記 和 は 、 錠 
効果 も 桂 っ て いる 、 


rt 


MS の 小 科 化 も 6. 実 人 火 4 


を 不利 に し た と 時 われ る 。 吾 休 
素 火 問わ 小 和 化 を 信 償 な くき 
れる 以上 、 小 ロ 径 化 に 冬 う 大 
性 下 、 閉 多 寺 の 基 少 な どの 多 
は 避け られ な い の で ある 


< 
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| 天体 紅 マウ ッ ガ ン ノ ライ フル / 実体 弾 式 バ ズー カ 


口径 90…120mm ク ラス の MS 用 機関 砲 。 
ピー ム 火 問 の 普及 以前 に は 、 MS の メイ ン 
ウェ ボン と し て 多用 され た 。 戦車 砲 クラ ス の 大 
型 克 弾 を 連射 し 、 制 圧 射撃 能力 に 優れ る 。 
集 弾 効果 に よる 大 火力 も 特徴 。 


人 間 用 の 自動 小銃 に 近い が 、MS 用 実体 紗 


式 マ シン ガン メラ イフ ル の 基本 形 を 完成 させ た 
ZMP-47D 105mm/120mwm ザ ク ・ マ シン ガン 
納 降 、 電 動 式 機関 部 を 持つ タイ プ が 標準 と な る 
聖 重用 電力 の 供給 と 管制 は MS 側が 担う 


時 MS 用 末 室 式 マシ ン ガン の 侍 和 機構 2 ロク 


回 MS 用 守 作 式 火 基 の 発 香織 構 の 一 
I で ある , 補 涯 人 

り 込 じ ま で が 電気 作動 式 と な っ 

人 間 用 の それ と 投 た 仁 軸 機 橋 を 持つ 。 機 人 と 
必 雇 させ る こと で , 飲 軸 時 の 反動 を 利 億 し や 
て 利 情 度 が 向上 する な どの メリ : ホ を 持 


が 東 を 村 需 する 


連 団 に よる 複 夫 発 の 
信忠 は 、 容 生 に MKS を 
加太 する 半紙 


時 に は 入 機 模造 
や 短 火 誠 を 坦 っ て 
攻 買 する よう で ある 


あく の MS 用 無 反 
栓 ノロ ケッ ト ・ ラ ン 
チャ ー と 異な りり 列 間 


ダー が 90 度 
た 後 、 弾丸 を 重機 
位置 に 引き 出す 


① 居 択 し た 欄 類 の 絢 
九 を 代 間 


人 後 過 中 に ポルト 
空 業 英 は 欄 下 

ライ ディ ン 2 し た 後 、 エ 

て 精 美 れ る 


口径 280-380mm 級 の 大 型 弾 を 発射 す 
る 実体 型式 火器 。 較 射 能 力 重視 の 実体 弾 式 
マシ ン ガ ン ライ ブル と は 反対 に . 単 発 の 火力 を 
重視 する 。 誕 生 時 は 計算 用 や 杜 攻 撃 用 だ っ た 
が 、 対 MS 用 や 支援 任務 に も 転用 され て いる 。 


E 


構造 無 反 動 確か ロケ ッ ト ・ ラ ンチ ャ ー、 また 
両者 の ハイ プリン ボ 式 を 採用 し て いる 。 共に 大 時 
砲弾 ロケット の 発 身 反 動 を 相殺 、 低減 する た め 
の 機構 で ある 。 砲弾 また は ロケ ッ ト の サイ ズ の 者 
合 上 、 装 絢 数 は 数 発 の み と な る 。 


MS 用 実 秒 式 兵 
座 と し て は 時 高 クラ 
ス の 火力 % 失 る 。 玩 
送 は 悦 い が . 太 弾 が 


大 きい た め 林 理 や 
記 錠 の 大 
/ 特に 高い 


便 甘 と は いえ 大 時 
芝 t 枢 人 載 す る 
バズ ー カ 】 は 大 重 
華 に な る 。 し な も 次 
自 邊 が 大 型 だ が 、M 
S な ら 間 是 な く 使用 
で きる 


還 MS 用 バズ ー カ ( 無 反動 窓 - ロケ ッ ト * ラ ンチ ャ ー) の 発出 機構 


MS 用 実体 衝 式 火 只 と は 


Nl, 


ロケ トラ ンチ ャ ー は 電気 人 動 式 で は なく 、 上 旧来 と 全く 欠 重 


に よる 発電 方式 を 控 用 し て いる も の が 多い 


な タイ ブ は WM 


硬式 名 M-120A1 で . ZEONIC 福 火 吉 剛 
発 部 門 で の 社内 コー ド 名 は ZMC38I。 品 竹 
は 120mm。 標準 規格 弾倉 に 制定 され ドラ ム 
マガ ジン は 145 発 も の 閉 弾 数 を 請 る 。 シリ 
メ 総 生産 畑 は 、 1 万 5〒 振 


人 時 を 右 押 に ず 
た ZMP-500 ©. M 
MP は 訟 計 の MMP- 
7 が 存在 する 、 


100mm マ シン ガン 
連邦 電 の 鞭 電 工 MS 用 。 ヤシ ャ 重工 の 
YF.MG100.NF 社 の NF・GMG-Type.37 


100mm な ど 。 著 弾 数 は 標準 で 48 発 。 半 
弾 機構 の 低 信 生 性 、 コ ン パクト で 大 威力 の 
90mm 洋 へ の 移行 に より 短命 に 終わ っ た 


ルディ ング スト ッ ク を 
採用 し 、 小 各 を びら 安 
定 し な 制 撃 が 可能 
計 生 才 は 朋 径 アイ 
アン サイ ト 
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MMP 社 の MMP-B0。 口 在 は 90mm で 、 一 
般 的 な ザク ・ マ シン ガン より 渡 格 され て いる が 
新 毅 秦 償 は 初 達 と 対 MS 火力 に 優れ る 。 装 
百 数 は 通常 の シン グル カ ァ ラム マガ ジン で 32 
発 、 ト リブ ルカ ァ ラ ム マガ ジン で 100 発 で ある 


ホリ フィ ー ル ド ・ フ ァ ク トリ ー・ ウ ェ ボ ンズ 社 
の HFW-GR.MR-B2.90mm。 ジム 系 MS 用 
プル パッ プ ・ マ シン ガン を ペー ス に 、 延長 パレ 
ル や 大 型 弥 介 ( 装 引 寺 30) を 追加 し た モデ 
ル で ある 。 旨 薬 は 氏 夫 式 委 共 を 採用 し た 


ザク 用 ど し て H&L 社 が 開発 し た H&L-SB2 
5K/280mmP。 OE は 280mm(240mm 
て と も) で 装 贅 数 は 5 発 。 一 年 音 争 の 縮 戦 で は 
多く の 地球 連邦 軍 羅 弟 を 撃沈 し た 。 ガン ダ 
ム ・ シ ー ル ド に 穴 を 容 つ ほど の 成 力 を 持つ 


Ee Nii 
久間 椅 溢 中 
型 6 ど 。 確 尾 に 生 
天理 間 \ 推 因 し た 反 
生 帯 が 、 東 南ア ジア 
で 確 庄 さ れ で 


ガン ダム Mk-T が 装備 し た Baz-85-GOy 
Ver.045 (HBaz-87-A・E/Ver.004 と も 
U.C.0080 年 代 章 期 の ジム 系 MS も 、 同 来 
橋 を 使用 し た 。 楽 の 感 力 は ガン ダム 用 と 
ほぼ 同等 だ が . 弾倉 が 換装 可能 と な っ た 


笠間 は 
で . 骸 遼 な どの 特 
玩 も 有三 。 弾 章 に は 
ラッ チ が 設け られ 、M 
S の ォ プ : 
に 三 貢 で きる 


較 藤 発 軒 ど 可能 
ガン な ど と の 見 


< 


ント ・ バ ズ 
ドム 用 無 反動 交 H&L-GB03K/360mm 
開発 は H&L 社 。 口 竹 は 360mm で 、 壮 香 数 は 
4 発 と 見 られ る 。 ザク ・ バ ズー カ 用 以上 の 大 
玩 を 発出 する 火 問 で 、 ジオ ン 公国 軍 の MS 用 
反動 容 と し て は 最大 組 の 庶 力 を 発 反し た 


アト ミッ ク 

ガン ダム 試作 2 号機 に 合わ せ て 、 ZIMMAD 
社 (AE ZIM 社 開発 し た AE/ZIM.GBAZ- 
0188-A。 いわ ゆる 『 横 バズ ー カ 」 で ある 。 自己 
交 委 和久 堤 細 Mk-82 村 弾頭 の 発射 機 
バズ ー カ 自体 が 欧 頭 の 初期 加速 も 行う 


Mustration by TOKIKO YUZAWA (Twin Bel) 


マシ ン ガ ン 、 バズ ー カ 以外 の 
MS 用 実体 弾 式 携行 火器 


これ まで 紹介 し た マシ ン ガ ン 
= 無 反動 砲 ご ロケ ッ ト ・ ラ ンチ ャ ー は 、 最 初期 に 実用 
化 き れ た MS 用 実体 弾 式 携行 火器 の 系 統 で あり 、 
MS の 開発 や 関連 技術 の 進歩 、 戦術 の 模索 
新た な 系 列 が 許 生 し た 
じょう に 、 人 間 用 の 実体 弾 式 火器 の サイ ズ ア ッ プ や 、 
それ を 慌 し た も の (シュ ツル ム ・ フ ァ ウ スト 、 ショ ッ ト ガ ン 
な ど ) が 開発 され た 一 方 で 、 野 翌 砲 や 車載 ・ 幡 載 琴 
器 を 原 草 と する タイ プ (キャ ノン ミサ イル ・ ラ ンチ 
ャ ー な ど ) も 実用 化 さ れ て いる . 

し か し 、 その 多く は 特定 勢力 だ け で の 配備 や 、 採 
用 例 の 少な さ な ど 、 広く 普及 する に は 斑 ら な か っ た 
これ ら の 火器 の ほとん ど は 、 マシ ン ガン や バズ ー カ で 
も 代替 可能 で 、 総 対 的 に 必要 な も の で は な か っ た 
そし て マシ ン ガ ン や バズ ー カ 同様 、 ビ ー ム 火 融 ほど 
の 有効 性 を 示せ な が 


ライ フル 、 バ ズー か 


誠 馬 用 火 問 と ! 

ク ・ ガ ン ヤ ハ ー ブ ー ン ・ 
発 きれ た 。 し か し 、 功 定 き 
放 泊 が 

炎 問 で 代用 で きる 

合 及 する こと は な か 


不能 に する クレ イズ ー カ に. 折 
い 発 着 に 立っ た 兵 者 と 革 え る 


MORE INFO! 
部 隊 編 制 に お ける 実体 弾 兵器 


実体 紗 式 火 問 の 代表 格 で 
異な る 特性 を 持つ 。 マシ ン ガン 杜 備 機 と 
の 混 遍 部 隊 が 編 替 され る の 
活か し つつ 欠点 を 補っ た 。 多 
が 電 朋 、 パ ズー カ 導 備 楼 は 支援 を 担当 し た 
鞭 備 叙 隊 と パ バズーカ 装 偽 部 隊 の 共同 束 用 も 試 


実 但 式 失 行 火器 を 


Mustration by TOKIKO YUZAWA (Twin Be 


MS 運用 理論 : MS 用 実体 憧 式 携行 火器 


ガト リン グ ・ ガ ン 


複数 束ね た 砲身 を 回 転 させ つつ 発射 する こと で 、 連 身 
性 能 を 高め た 機関 容 (機関 部 は ひと つの み で あり 、 多 数 の 
確 身 か ら 同 時 に 発射 され る こと は な い )。 一 般 的 な MS 用 
マシ ン ガ ン 。 ライ ブル より 、 連 射 速 度 が 速い の が 特徴 で あ 
る 。 多数 の 砲身 、 砲身 回 転用 モー ター、 連射 速度 に 対応 
し た 大 容量 弥 倉 な ど を 持つ た め 、 大 型 化す る 傾向 に ある 


環 ガト リン グ ガ ン 


ルド 内 に 7 
ン を 紅 = ソロ. トム リア ッ ト 
が 村人 


可 搬 式 の 長 牌 克 。 低い 連射 性 能 、 長 大 か つ 大 重量 
で 扱い 次 いと いう 欠点 こそ ある が 、 絶 大 な 火力 と 長い 射 和 
を 持つ 。 この た め 中 一 長 外苑 支援 用 と し て 優れ て いる , 
地球 連邦 軍 で いく つか 採用 例 が ある ほか 、 ジ オン 公国 軍 の 
「 マ ゼラ ・ ト ッ プ 砲 ] こと ZIM/M・T.K175C 175mm 無 
反動 栓 も 、 近い 位置 付け に ある 火器 だ っ た 


画 1BOmm 大 型 次 


ャ シマ 重工 の FH.X180。 寺 発 人生 
粒 更 全て 6 発 。 軍 凌 時 に は 分 麟 され る 。 


ハン ド ・ グ ブレ ネー ド 

MS 用 の 手 欄 弾 。 今回 解説 する MS 用 実体 弾 式 携行 
火器 の 中 で 、 唯 一 銃 筑 で は な い 。 その 名 の 通り 、 投 稿 後に 
爆発 、 破 片 を ば ら 手 く 兵 問 で ある 。 投 所 後 、 ロ ケッ トモ ー タ ー 
に 虚 火 し 、 目標 に 向かっ て 飛 聞 する タイ プ も 存在 する 。 特 
丈 を な ハンド ・ グ レネ ー ド と し て 、 ジ オン 公園 軍 の クラ ッ カ ー が 
ある 。 投 針 綾 、 6 つの 弾頭 に 分 離す る 収束 手 橋 弾 だ っ た 


回 ハン ド ・ グ レネ イド 


MMP-B6 (cracker)。 主 に 
休 個 。 陸 人 豆 代 計画 人 拘り MS を 中 心 に 著 信 さき 
れ た 。 痢 降 時 の み .、 ハン ドル が 謀 問 する 。 


ショ ッ ト ・ ラ ン サ ー 


実体 槍 と ベビ ー・ マ シン ガン が 一体 化し た 複合 兵 装 ( エ 
ビル ・ エ ス 用 は へ ビー・ マ シン ガン 未 旋 備 )。 クロ スポ ー ン ・ 
パン ガー ド 系 MS が 装備 し た 兵 装 で 、 手持 ち 式 と 前 腕 部 外 
装 式 が 存在 する 。 命中 率 と 火力 を 高め る た めか 、 ヘ ビー マ 
シン ガン は 連装 化 され て いる 。 格闘 兵 綾 の ラン サー 部 分 は 
伸縮 機能 を 持つ ほか 、 分 割 し て 射出 可能 で ある 


画 ショ ッ ト ・ ラ ン サ ー 


i 3 


コロ ニー 内 で 衣 機 を 論壇 

せな いた め の 兵 庄 。 特に ラ 

ン サ ー ビ は 。、 計 糧 軒 止 を 贅 く デ ナ ン ・ ゾ ン 用 ショ ッ ト ・ ラ ン サー。 へ ビー 
重夫 し た 長音 で ある 、 マシ ン ガ ン 2 門 と タン サー を 俊史 綾 任 


Ene sgm39M 


棒状 発射 機 の 先端 に 、 大 型 ロ ケッ ト 弥 (グレ ネー ド ) を 装 
填 し た 火器 。 いわ ゆる 「 使 い 捨 て パ ズ ー カ 」 で 、 パ ロ 
ファ ウス ト と も 呼ば れる 。 地球 連邦 軍 で は クラ ブ と 呼称 さ 
れ た 。 装弾 数 は 1 発 の み で 命中 率 も 低い が 、 ジ オン 公園 
軍 に は 弾 体 直径 1.500mm (推定 ) に 達する モデ ル も 存 
在 。 その 成 力 は 、 一 撃 で 宇宙 艇 艇 を 高 沈 せ し め た 


一 シュ ツル ム ・ フ ァ ウ スト 


ジオ ン 系 組織 で 包 さ れ 
た 。 ネオ ・ ジ ォ ン の モデ ル 


ファ ウス ト 600M。 幸 程 600m 
れる が 、 和 有 交 和香 は きら に 注い 、 


ショ ッ ト ガ ン 


人 散 弾 、 エア バー スト 艇 錯 、 対 病 皿 スラグ シ ョ ッ ト 弾 な ど を 
発射 する 実体 弾 式 携行 火器 。 特殊 な 火器 で あり 、 ジオ ン 
公園 宣 以 外 で の 運用 例 は 知ら れ て いな い 。 比較 的 大 型 
の 砲弾 を 発射 可能 な うえ 、 コ ン パ クト な 参 目的 火器 で あっ 
た 。 マシ ン ガ ン や バズ ー カ で 代用 可能 な た めか 、 普 及 し な 
か 


較 専用 ショ ッ ト ガ ン 


や ハイ 7 
な ど に も 用 凍 き れ て いる , 


2UX 社 の ZUX.197 ヤー クト ゲ ヴ ェ ー ル 
197mm を 使用 する 。 半 列 雪 は 3 一 5 邊 


ミサ イル ・ ラ ンチ ヤー 


手持 ち 式 の ミサ イル 発射 機 。 MS 用 ミサ イル は 、 固 定式 
の ラン チャ ー ま た は ポッ ド 午 式 で 装備 され る ケー ス が 多く 
手持 ち 式 は 珍し い 。 手持 ち 式 の 利点 と し て 、 ラ ンチ ャ ー を 
大 型 化し や すい 点 が 挙げ られ る 。 大 型 ミサ イル の 運用 に 
適する と いう こと だ 。 ペ ズ ンド ワッ ジ の 8 連 謎 ロケ ッ ト 砲 は 
チャ ー の 類 傾 兵 問 と 言え る 。 


sw 回 ミサ イル ・ ラ ンチ ャ ー 


水中 用 ザク や 


| 


手 和 
チャ ー 時 戦列 ガン ダム や 時 戦 弄 ジム が 凌 作 し 


基部 を バッ ク バッ ク な ど に 接続 し つつ も 、MS の マニ ピュ 
レー ター で 操作 する 実体 弾 式 火器 。 火器 の 種別 で は な 
く 、 装 備 形態 の 分 類 で ある 。 マニ ピュ レー ター だ け で は 保 
持 で き な い 大 型 火器 を 追加 装備 する 場合 、 多 く 見 られ る 。 
火器 本 体 を 手 部 に 、 弾 蒼 を 肩 に 推 載 し . 両 者 を 給 弾 ペル ト 
で 華 で ザク ・ マ シン ガン も 半 固 定式 火器 の 一 種 と 言え る 


固 ラン ゲ 
ャ ン ン の ビッ グ ・ ガ 
ラン ド セ ル に 控 続 する 


サイ ルポ ッ ド 。 挫 作 は マ 
ニ ビ ピュ レ ー タ ー で 行う 


プル ー ノ 次 


ラー ドーガ 電 六 の バクバク ー 休 時 炎 
20cmy を 人 人 する 胡麻 で ある 


A ライ x 


29.26 


新 機動 戦記 ガン ダム W 


EE [W] m09 m25n 


~~ 


罰 還 「G」 チ ー ム mi 


第 3 勢力 と な っ た 
5 機 の ガン ダム 


に 式 作 し た 直後 


は 、 単 独 行 動 を 得 < ルド と ト お に っ た 。 それ は 戦争 な き 世 界 を 
E WARS 
は 界 国家 いい 、 戦 争 終 は 、 FI k ) あ ら ゆ る 技能 を 
動 が 苦手 だ っ た 


単 痢 行動 
改変 する 世界 情勢 の 中 、 明 
つま ! 目 的 が 


ダム バイ ロッ ト の 集 細 開始 は 、 AC.195.10 未 と 見 られ . ます デュ 人 


『 参 加 。 ヒイロ ・ ユ イ と 


パー トン 、 カ トル ・ ラ バー バ ・ ウ ィ 
12 月 上 旬 と 思わ れる 。 な お 、 ピ 


相生 直前 か ら 平和 を 
引か す 勢 力 を 攻撃 対 
人 し た 


され 、 寺 上 能 
同 作 も 強まっ た 


体 特攻 を 実 


持 に も 参加 し た 
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WORLD GUIDE Ee: アア クー の 本 09 smiZn 
っ ーー 


一 


REECE NE ELE A 
較 嘩 アバ オア クー - 短 , 一 
3 の 決戦 
The Star One Campalgn 
U.C.0079 


3 攻略 まで 
・ パ ォ ア ・ タ ー は . 
ント 
ド 3 へ の 橋 頭 保 の 構築 を 意味 し て 
の 制圧 は 地球 連 才 
と 国 が 降 


『 備 が 攻略 目 
『、 そ れ に は 理由 が ある 。 コン 
軍 の 攻略 対象 と な りえ 


に 至っ て は グラ ナダ 基地 お よび 
- ク ト 散 し 


兄 の ギレ ン 総 帥 を 排除 し 、 ン 公 国 総 帥 に 
な ろう 女 は ギレ ン 
を 個人 的 に 


ン 公国 を 考え られ て いる 。 ア ・ 
パオ ア ・ ク ー グラ ナダ 基地 に 多く の 戦力 を 残 
し た の も 、 同 様 の 理由 か ら だ - 


関連 ファ イル 


5 条 戦 


AKAZU KAWAZOE by KEICHI FUNADA /Special Efiect by KAORI SATOU - Background by NASATOSHI KAI 


シス テム 」 を 定 的 な 打撃 を 与 
邦 艦隊 の 半 に 、 この デ ギ ン 公 王 誰 殺 は 、 キシ リア 
つま り 、 前 哨 レン 総帥 殺害 の 原因 と な り ジ オン 公国 ト 


る ぎ な いも の に すべ き 
謀殺 の た め に 採っ 


= の 利 に し た 
は 地 。 アク ター 


この よう に ジオ ン 公 国軍 の 敗北 は 


* ら 決ま っ て いた と も = 


園 「 星 一 号 作戦 ] の 開始 と 、 ホ ワイ ト ベ ー ス 隊 の 戦い 固 和平 交渉 の 失敗 H 軍 巡 
、「 星 一 号 作戦 」 が 発令 され 、 レビ ル 将 軍 が 指揮 を 執る 第 1 連 12.30、 ジ オン 公国 の デ ギン 公 王 か ら の 和 : 補 刺 機動 軍 の 進路 
ン ペ イト ウ を 出撃 し た 。 これ し 、 ジ オン 公国 軍 は 攻撃 を 受 ( 4 突撃 機動 軍 の 進路 


デキ ン 公 王 を 抹殺 する と 共 
に 地球 連邦 事 主 力 艦隊 に も 大 打撃 を 与 


園 ア - パ オア クー 攻防 戦 、 
終結 


地球 連邦 軍 は S フ ィ ー ル | 


2 入 し 、 ア ・ バ オア ・ 
RX フ 7 MSAOB 


と 


園 ア ・ バ オア ・ ク ー 攻 防戦 、 開始 
ビル 将軍 を 失い 、 主 力 艦隊 に も 大 打撃 を 受け た 地球 連邦 軍 だ 
が 、 軍 上 層 部 は 31 日 00:00 に 「 星 一 号 作戦 ] の 継続 を 決定 。 残 
存 艦 隊 を 再編 する と 08:10、 ア ・ パ オア ・ ク ー へ の 攻撃 を 実施 し 
た 。 N フ ィ ー ル ド か ら 攻 撃 を 行う 地球 連邦 軍 に 対し 、 国軍 
ドロ ス を 中 心 に し た 防衛 戦 を 展開 し た ーー 


Miustration by AKIO UNUMA 


号 作戦 」 発 令 MA レイ 発射 1 
UC.0079.12.29、 地 球 連 邦 軍 は 「 星 一 号 作戦 | を 発令 し 、 レ 2 地球 連邦 軍 第 1 連合 艦隊 旗 艇 フェ ー ベ (し MORE INFO! 


ビル 将軍 が 指揮 を 婁 る 地球 連邦 軍 第 1 連合 艦隊 が コン ペイ トウ 
発っ た この 直後 、 ジ オン 公国 軍 は 攻略 目標 が ア ・ パ オア ・ ク ー 
ある こと を 察知 。 艦隊 編制 を 行い つつ 集結 する 地 藤 連邦 艦 隊 ! 
対し 、 ア ・ バ オア ・ ク ー に 向かう 突撃 機動 軍艦 隊 ( キ シリ ア 少 将 指 ご 総帥 
揮 ) が 攻撃 を 仕掛 けた が 、 先 狂 艦 隊 が 壊滅 に 等 し い 被 害 を 受け た レイ ・ 

キシリア 少将 の 本 隊 は 戦域 を 離脱 し 、 ア ・ パ オア ・ ク ー へ 向かっ た 


が 、 デ ギ ン 公 王 が 乗る 宇宙 戦 艇 グレ ー ト ・ デ ギン 


AZ の 4 ウー so 


この 動き 察し て いた ギレ 
ム 王 の 抹殺 を 決定 し て お り 、21 時 05 分 、 ソ ー テ 
地球 連邦 軍 主 艦隊 の 一 部 と レビ ル 将 
軍 、 デ ギン 公 王 を 一 撃 で 消 減 させ た , 


タル ・ 準 で 発 有 
昌和 は 時 時 や ニ ュー タイ フ 用 MA エル メス 3076 以 上 を 負 破 。 だ が 攻 和 


ア ・ バ オア 戦 の 開始 


力 茎 隊 に 大 打撃 を 受け 、 レ ビル 特 軍 を 失っ た 地 球 連邦 
が 、31 日 00 時 00 分 、 軍 上 層 部 は 「 星 一 号 作戦 」 の 強行 を 。 挟撃 され る 形 に な っ た 。 09 時 25 分 、 ギ レン 総 全 を 殺害 し た 
決定 。 05 時 00 分 (50 分 と も) に 残存 艦隊 の 再編 を 終了 させ た ア 少将 は 指揮 権 を 得る が 、09 時 40 分 に 
地球 連邦 軍 は 、 08 時 10 分 、 ア ・ バ オア ・ ク ーー 攻略 を 開始 し が ア ・ バ オア ・ ク ー に 上 陸 し 、 戦 況 は 乱 | 
IN フィ ー ル ド か ら 侵入 し た 地球 連邦 軍 に 対し 、 ジオ ン 公 国軍 は ア ・ 脱出 を 図っ 
バオア ・ ク ー か ら の 十字 砲火 と 大 型 輸送 空母 ド アウ クー は 事 
衛 戦 を 展開 。 この 頃 、 キ シリ ア 少 殖 も ア ・ パ バオア ・ ク ー 球 連邦 政府 に 終戦 


へ と 移行 。 12 時 05 分 、 
短 時 間 で ア ・ パ オ 
18 時 00 分 、 ジ オン 共和 国 陸 政府 が 地 
協定 締結 を 打診 し 、 戦争 は 終結 に 向かっ た 


ギレ ン 総 師 を 抹殺 し た キシリア 
死亡 . ア ・ バ オア 


宙 通 ・ サ ン ライ ズ 30-22 
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通用 サイ コミ ニュ (サイ コ = コミ ュ ニ ケー ター) AH 


ニュ ー タ イブ 専用 の 
機体 制御 シス テム 


通信 ) 問題 は な い 。 そ 


ー 粒 子 を 振動 させ 


本 制御 を 可能 


Z) の 存在 


位 時 間 当 た り の 情報 量 
利用 し 7 数 
導 メ ガ 粒 子 砲 群 に よ 


Miustration by TAKUYA IO 


サイ コミ ユ の 機能 


サイ コミ ュ は 、 思考 に よる 機体 制御 を 可能 
術 で ある 。 パイ ロッ ト は 強い 感 
を 発信 する 必要 が ある た ゆめ 、 ニ ュー タイ プ で 
な い 者 (いわ ゆる 「 オ ー ル ド タ イブ ] ) で は 使 
用 で き な い か 、 機能 が 限定 され る 。 


サイ コミ ュ を 十 全 に 


サイ コミ ュ の 発展 二条 衣 、 サ イ 

コミ ュ は 実用 レベ ル 

サイ コミ ュ の 研究 開発 は 、 一 年 戦争 開戦 | に 較 す る 。 無 詩 

後 、 ジ オン 公国 軍 で 開始 され た 。 一 年 戦争 し ルー 

末期 に 実用 化 さ れ た サイ コミ ュ は 、 い くつ か EV MA エル メス が 電力 
の ニュ ー タ イプ 専用 機動 兵器 に 搭載 され た 人 Sh た 


後 、 終戦 


伴っ て 地球 連邦 軍 に 流出 し た 。 


思考 が 機体 捉 御 に 
ー ブ に 直接 反映 され る た め 、 
サイ コミ ュ 挫 一 機 の 
追従 性 は 極め て 高 
い 。 多 数 の 火 問 の 同 
時 使用 も 容易 と な っ 


ーー タイ プ が 放つ 感応 波 = サ イコ ・ ウ - 
は 思考 情報 が 含ま れる 。 サイ コミ ュ は 恒 信 し た 感 
応 流 を 機械 語 に 翻訳 し 、 そ れ に 合わ せ て 機体 や 
兵 装 を 動作 させ る 思 者 の み で の 制御 は 難 
し く 、 操 継 欄 な ど を 併用 する こと が 多い 


@ バ ロト ( ニ 
が MS の 了 和 を 和 か 


NT 専用 MS 


Miustration by TOKIKO YUZAWA (Twin Ball) 


お ビー ム ・ バ リア の 展 


制御 式 無線 攻撃 端末 (ファンネル 、 
の 運用 に 対応 し た 感応 波 増幅 "発信 
機能 、 外 部 の 感応 波 を 受信 し パイ ロッ ト に 伝え る 
能力 な ど が 付与 され た 。 発光 や ビー ム 兵 器 の 出 


enewe 枝 / 攻 披 敵 末 の 制 
御 系 へ の 介入 も 、 多 く 


は 想定 外 の 機能 と 考 
力 向 上 な ど 、 想定 外 の 機能 を 発揮 し た 例 も ある 。 る 2 られ る. 


@ サ イコ 
プ ) が 、 サイ コミ ュ 処 氏 ター 6 TTC 
旬 で 信号 ) を 受信 し 
人 
示 が 敵 機 を 攻撃 する 。 


Miustration by TOKIKO YUZAWA (Twin Bell 


SCIENCE 


フラ ナガ ン 博 士 ~ 
フラ ナガ ン 機 関 の 責任 者 。 サイ 

一 年 戦争 緒戦 の 戦闘 記録 が の 実用 化 や ニュ ー タ イプ の 列 化 処置 
実在 を 確信 し た ジオ ン 公国 軍 の キシ リア ・ ザ ビ 少 殖 な ど で 実績 を 多 
は 、 ニュ ー タ イプ の 軍事 利用 を 決定 。 U.C.0079. W | 
06、 サイ ド 6 に 建設 され た フラ ナガ ン 機関 は 、 10 月  ) | 
に サイ コミ ュ の 試作 型 を 完成 させ た . 


を 完成 させ た 
搭載 する 機動 兵 話 を 試作 | 
こと も あり 、 搭載 機 は MA や 大 型 MS 


サイ コミ ュ 搭載 機 の 基本 形 は す で た ES 


備え . オー ルレ ンジ 攻撃 
が 可能 。 


癌 何 機 か は 一 


アク ラズ 

小惑星 基地 アク シズ に 落ち 延び た I 旧 ジ オン 公国 
軍 琶 党 は 、 サイ コミ ュ と 無線 攻撃 端末 の 小型 化 を 進 
め 、 通常 サイ スズ の サイ コミ > 搭 載 MS を 開発 。 地球 連 
邦 系 の 関連 技術 を 獲得 し 、 準 サイ コミ ュ も 実用 化し た 。 


レイ 。 量 産 も 開発 
配備 され た 


@ }j ~ 

ーー 年利 終 結 後 日 ジオ ン 人 回 軍 の = ュー タイ プー ムラ 紀和 
関連 技術 を 獲得 し た 地球 軍 邦 は 、 各 地 に ニュ ー タ イ に 
ブ 研 究 所 を 設立 。 強化 人 間 の 開発 育成 、 強 化 人 ーー 閑寺 人間 財 
間 用 機動 兵器 お よび 準 サイ コミ ュ の 開発 を 進め た 可 評 MA だ っ た 


技術 を 得 ら れ な か っ た 民 
立っ 大 新 技術 を 開発 し た 


AE の バイ オ ・ セ ン サ ー が 有名 で ある 。 パプ テマ ス ・ 


シロ ッ コ 大 尉 も 、 同様 の 技術 を 独自 に 生み 出し た 。 な ど が 指し た 


RX-O 

ユニ コー ン ガ ンダ ム 

ムー パブ ル ・ フ レー ム 全 体 を サイ コ フ 
レー ム と し た 、 フル ・ サ イコ フレ ー ム 試 
験 機 。 


第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 後 、 新た な サ 
イコ ミュ 関連 部 材 と し て 「 サ イコ ・ フ レー 
ム 」 が 開 先 れ た 。 例 必 科 サイ ズ の コ 


イコ ミュ と し て 機能 する 。 ネオ ら 
発し た と も 、 スウ ィ ー ト ・ ウ ォ ー タ ー の 研究 
施設 で 試作 され た と も 言わ れる 。 


サイ コミ ュ の 後継 と 類似 技術 


key Word 


パイ オマ トリ クス で 構成 され た 新型 コン ピュ ー タ ー。 機能 面 
は 旧 サ イ 近い が 、 非 ニュ ー タ イプ に も 使用 可能 で 、 パ 
イロ ッ ト へ の 負担 も 少な い 。 セン サー 系 の 情報 が 直接 パイ ロッ 
ト に 伝 佑 され る ほか 、 直感 的 な 操縦 サポ ー ト を 可能 と し た 。 


パイ ロッ ト の 記憶 や 感情 を 操縦 に 取り 
込む た め 、 パイ オ ・ コ ンピュータ ー を 挫 


思考 の み に よる 機器 操作 と 意思 感 


ゾ ・ ロ ナ が 開発 し た と され ベス パ の 戦略 兵器 「 エ ンジ ェ ル ・ ハ イロ ゥ 」 に 採用 され た 
サイ コミ ュ の 一 種 。 リン グ - サ イコ ミュ が 放つ サイ コ ・ ウ ェ ー ブ は 
入間 か ら 闘争 本 能 を 奪い 去り 、 最 終 的 に は 赤ん坊 同 甘 の 状 


態 まで 捕 神 退行 させ る ( 相 眠 状態 と な る ) 


を 機体 制御 に 直接 フィ ー 
上 する 。 


ロッ ド を 間 題 な 制御 す る 。 


多数 の 「 サ イキ ッ カー| 4 
と する 巨大 リン グ ・ サ イコ ミュ 兵 
癌 。 直径 20km に 達する 


冶 ・ サ ン ライ ズ 


30.24 


30-25 
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ここ で は 、 地 球 連 合 
国 な ど で . 


時 


う 企業 を 中 心 
開発 局 や NGO、 軍 
上 や 便 兵 組織 、 コ ー 
と する バイ オ 企 業 、 
(MS 開発 能力 を 持つ 


兵器 開発 能 ナ 
を 代行 する 民 
ディ ネイ ター の 遺伝 子 調整 を 業 
報道 関連 組織 な Se ド し た 


組織 の 中 で 探査 開発 機構 は 他 で 
解説 し て いる , て 欲し い ) 

CE.70 か ら 71 に か け て の 戦争 以前 か ら 、 大 西洋 
連邦 な どの 地球 各国 、L5 を 拠点 と する プラ ント は 、 


MS を は じ め と する 兵器 を 多数 配備 し て いた 。 当 か 
MIS は プラ ント の 独占 技術 だ っ た が 、C」 
連合 や オー プ で も 配備 が 進 


コズミック ・ イ ラ ガイ ド : C.E. の 企業 


MS の よう な 

な る は ず も な い 。 例え ば MS で あれ ば 、 
出力 の 駆動 装置 と それ を 長 時 間 駆 動き せる : 人 
人 型 の 機体 を 管 
ステ ム 、 重力 下 で の 歩 
も の 機体 に 高度 な 機動 性 を ち 


パッ テリ ー、 


証する | 


記す る 居 美 と 火 戦車 以上 の 
防御 力 を 持つ 装甲 な 技術 は 多岐 に 豆 
は 、 前 述 の よう な 特 害 技術 の フォ ロー 


し て いる 場合 が 多い よう だ が 、 モ ル ゲ ー 
レー テ 社 や アタ タイ オン イン ダス トリ ー 社 の よう に 、 複 
数 の 勢力 と 関係 を 持つ 企業 も あっ た 。 

各 勢 力 で 、 企業 と の 関係 も 異な る 。 地球 連 
加 国 で は 、 機 動 体 の 開発 を 民間 
企業 が 行う ケー ス も 増加 し て いる 。 アク タイ オン イン 


red se 9a 


| 


ダス トリ ー 社 が 主導 し た 「 ア クタ イオ ン ・ プ ロジ ェクト . 
カー フ ・ メ カノ イン ダス トリ ー 社 の MA 開発 な ど 
れ に 該当 す Z 
- 方 の プラ ント で は 設計 局 が MS 本 体 を 開発 し 、 兵 
装 を マイ ウス ・ ミ リタ リー・ イ ンダ スト リー 社 や マテ ィ ウ ス ・ 


頃 に 設計 局 が 統 
外 ト 方 式 と な り 、 素 体制 が 確立 き # 


(フー コー・ デ ルカ ッ セ C 


関連 ファ イル 

MBFM1 M1 ア スト レイ SEEDO1.2 
FEASc1 デス トロ イカ ンダ タム ー や Sris 
MVEM116 ムラ サメ DES01-20 


を 有する 企業 も 出現 し て いっ た 


Ilustiation by PABLD UCHIDA 


還 アフ タイ オン ・ イ ンダ スト リー 社 
地球 連合 、 プ ラン ト の 双方 と 関係 を 持っ た 企 


ア 連 邦 な ど プー コモ | 業 。 軍 用 車 を 生産 し て いた が 、MS 開 発 に も 参入 
を 中 心 に 、 兵 器 開 発 人 了 如 f | し た 。 ザ フト 向け に NIMS-X07PO ゲル フィ ニー ト 
や 生産 を 請け 負う 企業 群 。 MA や 航空 を 、 ユ ー ラ シア 連邦 に 技術 協力 し て CAT-X1 2. ンプ 
/ 航 宙 機 艦艇 を 主力 商 品 と し て いた よ 3) /3 ハイ ベリ オン を 開発 し た が 、 共 に 不 採用 
うた が 、 短 期間 で MS の ノウ ハウ を 獲得 に 。 第 1 期 GAT-X シ リー ズ を 再 設 計 す る 「 ア クタ GAT-X105E CAT-X1/3 
イオ ン ・ プ ロジ ェクト 」 で : 9 た 。 ラ = ペリ オン 
し 、 MS 開発 が 可能 な 企業 も 出現 し た 。 オン ・ プ ロジ ェクト ] で は 者 的 立場 と な っ た 。 スト ライ クノ ワー ル ハイ ベリ オン 
還 アド ウ カ ー フ ・ メ カノ イン ダス トリ ー 社 画 P.M.P 社 
地球 連合 軍用 VA の 開発 を 担う 軍事 企業 Propulsion & Machinery Progress の 略 。 
ブル ー コ スモ ス と の 接点 も あっ た よう だ 。「 大 西洋 連邦 の 航空 機 メ ー カ ー で 地球 連合 軍 用 
ウス 条約 」 締 格 後 、 突 出し た 性 能 を MS に 決 む の 航空 級 宙 機 の 開発 を 担っ た 。 VTOL 戦闘 
声 に 応え て 、 地 球 軍 合 軍 は 大 型 MA の 開発 を 機 F7-D スピ アヘ ッ ド を 経て 、 ス トラ イカ ー バ ッ ク 対 
決定 し た と され る 。 これ を 受け た アド ゥ カー フ ・ メ 応 機 スカ イグ ラス パー と コス モグ ラス パー を 実用 ーー 
カノ イン ダス トリ ー 社 は 、 陽電子 リフ レク ター を 装 = YMAF-XSBD GFAS-X1 化し た 。 複合 スト ライ カー パッ ク LWS.P を 設計 す FX-550 
備 し た 大 気 園内 外 両 用 大 型 MA を 開発 し た 。 ザムザ ザー デス トロ イ る も 完成 に 至ら ず 、 開発 は オー ブ に 移管 され た 。 スカ イグ ラス パー (PS02GX)IWSP 
還 フラ ヤマ 社 画 アド ヴァ ンス ト ・ ス ペー ス ・ ダ イナ ミッ ク 社 還 IDEX 社 
東 アジ ア 共 和 国 の 庄 製 制 目 戦闘 機 F 地球 連合 軍 の 主 
軍事 企業 。 ア クタ イオ Xet565 コス モグ ラス 導 で 、 超 長 距離 狙撃 
ン 社 製 ト ライ ク E の 事 電 、 パー の 開発 に 参加 し た 用 の P2040X ライ 
デー タ を 基 に MS ライ 企業 の ひと つ 。 航 宙 機 トニ ング スト ライ カー 
ゴウ を 開発 コス モグ 関連 テク ノロ ジー を 得 を 開発 し て いた が 未 
ラス パー の 開発 に も GAT-FJ108 意 と する 企業 だ と 思わ 完成 。 オ ー ブ で ロー ル GATX105+P2040X 
参加 し た 。 ライ ゴウ れる FXet-565 コス モグ ラス パー アウ ト し た 。 ライ トニ ッ グ スト ライ ク 
還 ザ ス タ バ 社 画 ロム テク ニカ 社 
エネ ルギー 消費 が ハイ ペリ オン 用 の 
| 湖 い ハイ ペリ チン に ピー ム ナ イフ で ある 宇宙 ご 地上 を 間 わ な い ジ ャ ンク の 回 収 を や 売買 、 各 種 
合わ せ て 、 パ ワー セル 「 ロ ム テ クニ カ RBW 建造 物 の 建築 な ど を 業務 上 する ジャ ンク 屋 。 そ の 共同 体 が 
対応 の RFW-99 ビ ー タイ ブ 7001! を 開発 。 ジャ ンク 屋 組合 (ギル ド ) で ある 。 地球 連合 プラ ント を 問 
ム サ フ マシ ン ガ ン 「 ザ RFW99 ザ ス タ バス ティ グマ ビー ム ナイ フ わ ず 撤 内 で の 活動 を 許さ れ た 中 立 組織 だ 。 作業 用 MS の 
| 2 タバ ・ ス ティ グマ ト ] ビー ム サ ブ マシ ン ガン | | ト 同 様 、 パ ワー セル ロム テク ニカ MWF-JG71 レイ スタ や MWF-JG73 シビ リア ン ア スト レ 
| を 開発 ザ サス メタ バス ティ グマ ト | | 式 の 兵 義 で ある 。 RBW タ イブ 7001 人 JG カ スタ ム を 開発 し 、 そ の 販売 や レン タル も 行っ て いる 
トー 
1 テー デコ 
回 マイ ウス オダ ドリ 社 MOR 
く プラ ント の マイ ウス 市 に 拠点 を 持つ と 思わ れ 
プラ ント の 兵器 開 発 は 開発 局 を 中 心 る 軍事 企業 で 、 MS 用兵 装 を 主 に 開発 。 ジン 用 
に 行わ れ 、MS 開 発 に お ける 軍事 企業 手持 ち 火器 の MMLM8A3 78mm 重 突撃 機 久 
群 は 、MS 用 兵 装 や 部 材 な どの 設計 ・ 本 | ソー ドイ ン バ ルス 用 衝 還 二 の MML710 エク 
1 a リバ ー レー ザー: 3 た 。 型 
製造 を 担っ て いる よう だ 。 地球 の 企業 と 撤 は NODIESOP | スカ リバ パー レーザ ー 対 艇 刀 な ど を 開発 し た 。 型 ーー 
異な り 、 ブ ラン ト 系 軍事 企業 が 地球 連 co が 製造 。 小 火 問 式 番 号 の 先頭 が 「MMI」 の 装備 は 、 マイ ウ : MMI-M633 
が リタ リー・ イ ンダ スト リー 福 製 と 考え て いい 。 9 
ERT は 直人 業 が ある | リタ リー・ イ ンダ スト リー 社 軸 と 考え て いし ピー ム 突 刺 銃 
| 男 マテ ィ ウ ス ・ ア ー セ ナリ ー 社 画 設計 局 
| プラ ント の マテ ィ ウ ス 市 に 本 拠 地 を 置く と され る MA-M757 当初 、 ザ フト で の MS 開発 は 複数 の 設計 局 で 
軍事 企業 。 格 関 用 を 中 心 と した MS 用 兵 装 の 開 スレ イヤ ー ウ イッ プ 行わ れ て いた 。 汎用 MS や 空戦 用 MS を 得意 と 
| 発 * 製 造 で 知ら れる が 、 能 上 用 半 甲板 も 生産 し て する ハイ ン ラ イン 設計 局 、 水中 用 MS や 砲戦 用 ( 
いた 。 シゲ ー 用 の MA-M4 重 暫 刀 、 プ ロケ ィ デ ンス い MS の クラ ー ク 訟 計 局 、 陸 戦 用 
用 の MA-M221 ユー ディ キ ウ ム ビー ムラ イフ ル な を 開発 し た アジ モ フ 設 計 局 、 
| と が 主 な 製品 で ある 。 型式 番号 の 先頭 が [MA」 み 出 し た ヴェ ル ヌ 設計 局 や ヴェ ルズ 設計 局 が 。 ZGMF-515 シグ ー TMF/A-802 パクッ 
の 装備 は マテ ィ ウス ・ ア ー セ ナリ - 社 製 さ れる 。 = 有名 で ある 。 ゲイ ツ の 開発 前 に 統合 され た 。 (ハイ ン ラ イン 本 計 司 ) (アジ モ フ 設 計 局 ) 
画 モル グン レー テ 社 
オー ブ の 兵器 開発 と 生産 を 司る 半 官 半 民 企 
オー ブ の 軍事 産業 は 、 国 営 企業 の 業 。 第 1 期 GAT-X シ リー ズ の 製造 を 大 西洋 連 
モル ゲン レー テ 社 と その 系 列 企業 に 集 邦 か ら 委 託さ れ た 後 、 そ の デー タ を 流用 し て MB 
約 さ れ た 。 系 列 企業 と され る の が 、 コス F-P01~05 アス トレ イ を 試作 。 オー ブ 軍 主力 M 
モグ ラス パー の 開発 に 参加 し た モル ゲ S、MBF-M1 M1 アス トレ イ は その 量産 仕様 機 
ン レ ー テ ・ エ アロ テッ ク 柱 だ 。 プラ ント や に あたる 。 MS 以外 に も 、 地 球 連 合 軍用 に 強 醒 。 イィ ズ モ 編 字 軸 戦 能 MVF-M11C 
詳 リオ ポリ ス 」 な ど に デー | 造 し た 。 ラ 
ンク 計 糧 る に 失 御 が 梁 し た 。 24392]2C 活 機動 和装 導 ア ー ク エン ジェ ル を た クサ ナギ ムラ サメ 
GARM R&D 社 報道 関 Ne 
L5 の コロ ニー「 メ ン デ 戦争 期間 中 は 各国 の 戦争 や [プレ イク ・ ザ ・ ワ ー ル ド 」 な ど で 混乱 し た 時 代 に 


ル ] に 存在 し た バイ オ 企 
葉 。 コー ディ ネイ ター の 
創出 が 主要 業務 で 、 秘 


CE 68 に 倒産 し た 。 子 調 束 と 創出 を 


報道 機関 も 活躍 っ カオ シュ 
ン へ の ザフト 侵攻 、JOSH- 
A 浮 壊 後 の 地球 連合 の プ 
ロバ ガン タ を 報じ た CBN が 
特に 知ら れる 、 


カオ シュ ン 戦 を 伝え る 
CBN の 幸 首 。 


お いて 、 備 兵 や PMO ( 民 問 軍事 会 社 ) は 重要 な 存在 と 
な 政府 化し た 地域 の 治安 維持 、 正 規 軍 を 投入 
で き な い 特殊 作戦 へ の 従事 、 兵 力 不足 の 補完 と いっ た 
任務 に 就く 例 が 多かっ た よう だ 。 備 兵部 隊 サ ー ベ ント テー 
ル や 、 レ オン ズ ・ グ レイ ブス 所 属 の PMC が 有名 で ある 。 


健 兵 部 隊 サ ー ペ ント テー ル の リー ダー。 
アス トレ イブ ルー フレ ー ム を 駆る 。 


Wa・ サ ン ラ ィ ズ 


30.26 


31-21 


機動 武闘 伝 G ガ ンダ ム 
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SURVIVAL ELEVEN 


F.C.60 初 頭 、 各 コロ ニー 国家 が MI 
それ を 駆る ガン ダム プ 
第 13 回 ガン ダム 


抽 身 固 と は 無関係 の ネオ イタ リ 
た 者 が 存在 し た 。 コ の 芽 者 


ム フ ァ イタ ー、 ド モン ・ 
ドモ ン の ネオ イタ リア 降 
勝 以外 の 任務 、 つ まり デ ヒ 


内 故に よっ て 、 


理由 も ネオ ジャ パン 


ャ パン は 、 デ ビル カ 


ネオ ジ 


) ネ ロス ガン ダム が 科 
に 幕 を 開け た の 
き 残 る 


サパ バイ パル イレ 


ンダ ム と ネオ イタ 


同 ガ ンダ ム フ ァ イト ガ 


ウジ と デビ ル ガ ン ダメ 
まち 残る た め 、 各 地 
それ は 陰謀 潟 巻く 世界 に 身 を 投 
が 、 得 難い 人 


た 関連 ファ イル 


Fue enevew 


サバ イ バ ル イレ プン と 
ドモ ン の 転戦 

の 着 路 還 e 雪 - 
イト 発生 地点 押 


園 VS ガン ダム ロー ズ 

アラ クノ ガン ダム を 倒し た ドモ ン は 、 ジョ ル ジ ュ ・ 
サジ 
。 決着 を 急ぐ ドモ ン は 、 ネ オフ ラン ズ 元 昔 の 
近 マ リア ・ ル イ ゼ の 手 言 誘拐 を 利用 、 ジ ョ ル 
ジュ と の ガン ダム ファ イト を 成立 させ た 。 戦闘 


1 年 に 二 る ガン ダム ファ イト の 最初 の 11 ヶ 月 は 、 サ バ 
イ バ ル イレ プン と 呼ば れる 予選 期間 で ある 。 決勝 大 
会 に 参加 する に は 、11 ヶ 月 間 を 生き 残れ ば よく 、 す ド モン は 、 不 利 を 甘受 せ ね ば な ら な か 務 選 
戦 も 交え ず に 隠れ 続け て も ルー ル 上 は 岡 題 な い 。 自 期間 の 初期 段階 だ け で も 、 ドモ ン は 北半球 を 1 周 す 
国領 内 で 、 他 の ガン ダム を 待ち 続け て も よかっ た . る こと に な っ た が 、 キ ョ ウゥ ジ の 足取り は 掴め な か っ た . ご 


莉 な の だ : 


回 VS ポル ト ガ ンダ ム 

収容 所 に 収監 さ れ た ドモ ン は 。 アル ゴ ・ ガ ルス キー と 共 
に 鋭 走 を これ は ドモ ン と の ガン ダム ファ 
介 を 望ん だ アル コ ゴ の 偽装 で も あっ た 。 両者 は ガン ダム 
に 措 乗 する と 激 載 を 恋 り 広げ た 。 し か し 、 両者 と も に 理 
製 不能 と な り 、 決着 は 付か な か っ た 


ファ イト を 申し 込む が 断ら れ て し ま 


は ドキン が 勝利 する か に 思わ れ た が ジョ ル ジ 
に て とどめ を 制 さ ず 、 次 の 目的 地 に 


ネオ アメ リカ 代表 チ 
グ の 護 合 に 乱入 

イト を 

けた が 、 そ 

回 。 し か し 、 ド モン は これ を 拓 多 し 、 チ ポ デー と カン 
ダム ファ イト を 実施 。 ドモ ン 優勢 で 展開 する も 、 と 
ど め を 間 さ ず に ネオ アメ が リカ を 後に し た 。 


| 第 13 回 ガン ダム ファ イト 開始 。。 | 


園 VS ドラ ゴン ガン ダム 
ネオ チャ イナ 代表 の サイ ・ サ イシ ー は 、 ド 

ン ガ ンダ ム と 別 の 場所 に 竹下 。 そ の 
め 、 ド ガン ダム は 黒龍 団 が 確保 
し 、 昧 礁 に 使用 され て いた 。 ドモ ン は 、 そ 
れ を 知ら な い 少 林寺 の 僧 信 か ら サ イ の 
採 款 を 依頼 され る 。 サイ は ドモ ン と 共に 
行動 し 、 ド ラゴン ガン ダム を 夫 回 する と 戦 
仙 を 夫 り 広げ る が 、 引 き 分 け と な っ 


則 VS ネロ スガ ンダ ム 


FC.60 初 頭 、 第 13 回 ガン ダム ファ イト に 参戦 する た め 、 各 
国 宏 が ガン ダム ファ イタ ー と ガン ダム を 地球 に 送り 込 
その うち 、 ネ オジ ャ パン の シャ イニ ング ガン ダム と ドモ ン ・ カ ッ 
シュ は ネオ イタ リア に 姓 下 し 、 兄 キョ ウジ の 接 委 を 始め た 。 ネオ イ 
タリ ア 代 表 の ネロ スガ ンダ ム (ミケ ロ ・ チ ャ リオ ッ ト 搭乗 ) と の ガン 
ダム ファ イト は 、 ド モン の 騰 刊 に 終わ っ た も の の 、 ミケ ロ は キョ ウジ 
と デビ ル ガ ン ダム の 行方 を 知ら な か っ | 


ICIEZZEzL | 


ガン ダム ファ イト に 割り 込ん だ ドモ ン は 、 ネ オフ ラン ス 代表 ガン 
ダム ロー ズ と ジョ ル ジ ュ ・ ド ・ サ ンド に ファ イト を 申し 込む が 断ら れ 
て し まう 。 ジョ ル ジ ュ と の 即時 決 病 を 望ん だ ドモ ン は 、 ネ オフ ラン ス 
元首 の 既 マリ アル イ ゼ の わが まま を 利用 し 、 ジ ョ ル ジ ュ と の ガン ダ 
ム フ ァ イト に 浦 ぎ 籍 けた 。 ファ イト は ジョ ル ジ ュ の 技 を 破っ た ドモ ン 
が 騰 つ か と 思わ れ た が 身 を 衝 し て マリ アル イ ゼ を 守る ジョ ル ジ ュ 

と ど め を 着せ ず 、 決 舌 は つか ず に 


に 
ネオ ロシア 行き を 命じ られ 


モン は 。 短 央 決 矯 の た め マ リア ルイ ゼ の 年 


語 必 揚 に だ が 、 倒 徐 す る 塔 を 支え る ジョ ル ジ ュ を 攻撃 で な か っ た 。 


舞 13 回 ガ 
ネオ ジャ リン 代表 の ドモ > 
球 に 降下 。 彼 の 目的 は 
へ の 基 載 と 兄 キョ ウジ の 皇 偶 
ネオ イタ リア に 降下 し た 破 は 、 そ 
代表 コ ・ チ ィ ャ リオ 
謗 利 を 収め た 。 な お 、 こ の 戦闘 を も - 
> ご 
ガン ダム マッ クス ター と 共に ー ヨ ー ク に 筆 放 し た ネオ アメ リ ネオ チャ イナ 代表 の ドラ ゴン ガン ダム と サイ ・ サ イシ ー は 、 ア ク 
カ 代 表 チ ポ ボデー・ ク ロケ ッ ト が 、 ボ クシ ング の コロ ニー・ 地 球 続 シ デ ン ト か ら 別 々 の 場所 ン ガ ンダ ム は 店 賊 の 黒 
ー 王 者 決定 戦 の た め リ ング に 上 が っ た 。 この 試合 に 乱入 し た ド 前 団 が 確保 し 、 申 催行 為 に 使わ れ て いた 。 素性 を 骨 | 
モン が ガン ダム ファ イト を 車 し 入れ 、 激 却 し た チ ポ デー は ブ ァ イト を ム 臣 回 を 目指 し た サイ は 、 (事実 関係 を 知ら な 
受諾 。 募 走 し た 国防 経 詩 が ドモ ン を 抹 帝 し よう と し た が 、 こ れ を 排 ちら サ イ の 抹 帯 を 依頼 され た ドモ ン と 行動 を 共に し 
ガン ダム ファ イト を 織り 広げ た 。 優位 に ガン ダム を 取り 返し た 。 直後 、 ド モン と サイ は ガン ダム 
立っ た ドモ ン だ っ た が と ど め は 刺 さ ず 、 ネオ アメ リカ を 去っ た う が 橋 み 分 け に 終わ り 、 ドモ ン は ネオ フラ ンス へ 向かっ た . 
放り 打 で モ ン お を 田 っ た ず 和 区 。 事実 上 ファ イト に 腕 れ な チ 半 幸 の ポス ー サ イ だ と 謗 いし て いた 。 ファ イト は 、 ド モン と サイ 
た が 吾 部 砲 二 は 移 れ て お り 市 氏 の 声 手 を 受け て 継 埋 を 区 が 吾 い に 相手 の 入部 を 所 えた 状態 と な り 、 引き 分 け に 峰 わ っ た 
| 男 | ネオ ロシア 戦 
1 
ネオ ロシア 代 王 と の ファ イト を 錆 ん だ ドモ ン だ っ た が 、 潜 入 し た MORE INFO ー 
で 捕 紳 され る 。 脱走 を 試み た も の の 、 囚人 アル ゴ ・ ガ ルス 可 
び 捕らわれ る (アル ゴ は ネオ ロシア の ガン ダム ファ 第 12 回 ガン ダム ファ イト 
5 た が ドモ ン は 知ら な か っ た )。 内 心 で ドモ ン と の ファ イト を 本 13 回 大 開催 され た 弟 
ル ゴ は 、 ド モン と 失 に 価 有 直 し た 後 、 ポ ルト ガン ダム に 12 回 大 3 ロン 代 表 の マス 
ング ガン ダム に 搭乗 可能 と な っ た ドモ ン と 、 ファ イト タテ へ | 
を 織り 広げ た 。 ファ イト は 両者 軸 不能 の 引き 分 け に 終 1 | | 
ジ | 
| 
ll | 
アジ ア 
六方 不 中 の まい 手 で ドモ 
区 。 ガン ダム ファ イト 
ネオ ロシア は 貫い 込ん だ ファ イタ ー を 構 ら え 、 ガ ンダ ム を 者 っ て いた 。 浴 “た 
の 未 に ルト ガン ダム の 題 を 近 え た ドモ ン だ が 馬力 は 突っ て いた 
MA- マン ライ エ 31.22 


機動 戦士 ガン ダム 


芝 に MS の シー ルト 
保持 する 装 


通り の 盾 で 、MS 用 兵 装 
守り うる 防 竹 性 能 を 持 ~ 
は 前 腕 ョ 
こ て 装備 


ラッ チ を 介し て 外装 する 
装備 の 選択 や 、 戦 関 中 
可動 男 


を 変更 可 


MS 本 体 の 装甲 を 強化 し た 方 が 

し 、 上 記 の 利点 と 防御 性 能 の 難 

J 備 す る 場合 が 多 

か 重 MS と 比較 し 劣る 汎用 MS の 


ド 力 戦車 以上 の 耐 弾性 を 有する た め 、 任 


務 に よっ て は 過剰 な 装甲 が 不要 t 
装甲 = シー ルド が 普及 し た 一 因 だ と 


この よう に MS 用 シー ルド に は 数 々 の 利 


MS Technology in UC 


その 性 能 は 実 
し か し 何故 、MS 用 
用 の 盾 は 対 野 徒 】 


な っ た の だ 。 理論 
製作 可能 だ が 、 人 間 が 使用 で きる 重量 を 通 か に 超 
えて し まい 、 実用 性 は な く な る 

方 の MS は 、 数 十 t ク ラス の 大 重量 物 で も 易 々 
と 持ち 上 げ る パワ 和 きつ 。 史上 初 の 実戦 用 MS、 
MS.05 ザク I で す と 3 
数 km 先 ま で 投 折 
ワー が 、 大 口径 砲弾 す 
を 使用 可能 と シ 

い 億 所 を 、MS 本 体 の 装甲 で 
に は な い 特 性 で ある 
MS 特有 の 大 パワ 


的 装備 と な っ た MS 用 シ 


の シー 


下 い 切れ な 


ょ 、MS.06C ザク IC 型 


で 採用 され た 後 (ザク I と 同時 代 の 試 
、 発 展 を 遂げ て 
地球 連邦 軍 


04 ツ ダ で も 搭載 ) 


内 蔵 暑 が 普 太 し 
が 、U.C0100 年 1 
体 式 の MS 用 シー 


[Ff) m09 mh 


MS、 EMS- 
た 。 一 年 戦争 
* 汎 用 主力 MS、RGNMI-79 ジム 
般 的 な MS 用 装備 と 
、 攻 防 一 体 の 武装 


MS 用 シー ルド の 要諦 


MS 用 シー ルド は 、 人 間 用 に 似 た 基本 構造 
を 持ち 、 マ ニ ビ ピュ レー ター に 対応 し た 増加 装甲 
と な っ て いる 。 MS 本 体 の 装甲 と 異な り 、 マ ニ 
ピュ レー ター の 動作 に よっ て 防御 方 向 を 変更 
で き 、 不要 に な っ た 際 の 投票 も 容易 で ある 。 


シー ルド は 身 を 生 り な が ら の 攻撃 や 容 加 、 足 を 上 
防 本 を 容 昭 に し た 骨 二 な 性 は 期待 で まな い 


シー ルド の 装甲 部 分 は 、MS 本 体 の 装甲 を 単純 
化し た も の と 考え られ で いる 。 一 年 戦争 末期 か ら 
表面 に 耐 ピ ー ム ・ コ ー テ ィング を 施し た モデ ル が 出 
現し 、 U.C.0080 年 代 に 其 及 し た 。 裏面 に は ハン 
ドル 用 部 接続 用 の ラッ チ が 設け られ た 


Mustration by TOKKO YUZAWA (Twin Bel) 


一 年 圭 争 開戦 以前 、 ジ オン 公国 軍 が 実用 
化し た MS 用 シー ルド は 、 一 年 戦争 後 の 地球 
連邦 軍 に よっ て 普及 する に 至っ た 。 以後 、 シ ー 
ルド は MS の 一 般 的 装備 と な っ た が 、 ピ ビー ム ・ 
シー ノボ の 誕生 に より 、 採用 例 が 激減 し た 。 


実相 用 MS で は ザク ロ シ リ ー ズ が 初め て 装備 。 ジム 系 
MS は シー ルド を 旧約 に 装備 し 抽 し た 


UC.0074 一 0075 頃 に 完成 し た 
の 試作 MS、EMS-04 ツ ダ が 鹿部 硬 架 式 シー ルド 
を 搭載 し た 、 初め て の シー ルド 採用 MS と 見 られ る 

実戦 用 MS で は 、 U.C.0077.09 に 先行 量産 が 開 
始 さ れ た MS-06C ザク HIC 型 で 初 近 用 と な っ た 


21C 各 以後 、 ザ ク 
の 系 本 に 連なる MS 
に 禁 用 され た 悦 抑 回 


一 年 音 争 開戦 後 、 ジ オン 公国 軍 は 局 地 載 用 
IMS の 開発 に 注力 し . シ ー ル ド 搭 載 MS を あま り 埋 カ 
化し な か っ た ( 吾 争 未 請 の ゲル ググ で 欄 汰 装備 
対す る 地球 連邦 軍 は .、 汎 用 主力 MS ジム で シー バボ 
を 柏 準 的 に 終 備 し 、 広く 若 及 する に 至っ た 


| 3 [mot | 


第 一 次 ネオ ・ ジ オン 昧 争 期 、 武 を 内 蔵 す る 
シー ルド が ネオ ・ ジ オン で 秋 及 ( 下 計 内 二 型 自 体 u 
は 年間 争 期 か ら 存在 )。 戦後 、 好 球 較 邦 軍 の も か ーー 
新 抽 汎用 主力 MS.RGM.89 ジェ ガン で も 採用 さ dtr torre 
れ 、 シ ー ル ド は 基 寺 内 二 葉 が スタ ンダ ー ド と な っ 


人 た 


UC.0120 年 頃 か ら 、 ピー ム を 面 状 に 展開 する 


初期 の MS 用 シー ルド は 、 ほぼ 純粋 な マニ 
ピュ レー ター 対応 増加 半 甲 で 、 補 助 機能 は 
少な か っ た 。 し か し 、 関連 技術 の 向上 、 MS 
の 進化 、 特殊 MS 対応 モデ ル の 必要 性 に よ 
り 、 新 機能 を 盛り 込ん だ タイ プ が 出現 し た 


マニ ピュ レー ター で 使用 する 純 末 な 増加 装甲 
で 、 最も 基本 的 を MS 用 シー ルド 。 MS 枝 明 期 か ら 
グリ プス 戦役 期 の MS 用 シー ルド は 、 大 半 が これ 
分 類 で きる 。 増加 装甲 と し て の 機能 に 特 化し て 
いる た め 凛 細 能 力 に 優れ る ほか 、 比 較 的 算 コ スト 
で ある 。 格闘 兵 装 や 予 任 落 倉 な ど を マウ ント 可能 
な タイ プ が 多い も の の 、 補助 的 機能 に 過ぎ な い 


グフ 用 。 手持ち 用 の 
ハン ドル と 人 

攻 機 性 き 
TU 


メガ 章子 砲 や ミサ イル 、 格 負 兵 装 な ど を 内 蔵 (所 
加 ) し た シー ルド 。 シー ルド を 装備 する 方 向 に も 攻 
概 可 能 な た め 、 即応 性 に 優れ る 。 また 、 手持 ち 火 


回 と は 異な る 特性 の 武装 を 搭載 する こと で 、MS 
全体 の 多用 途 性 を 向上 させ うる 。 一 方 で 、 被 潮時 
に 搭載 式 装 が 講 糧 する 可能 性 が 指摘 され る な ど 
シー ルド と し て の 能力 は 低下 する 傾向 に ある 。 


試作 MS ギャ ン が 続 
最 補 舌 の 試 
ルド 


臣 終 以外 の 特殊 機 橋 を 搭載 し た シー ルド 。 推 
差 天 を 内 上 蔵 する シー ルド や 、 変 な 可変 
MS 用 シー ルド な ど が 、 こ れ に 分 類 で きる 。 シー ルド 
と 言う より は 、MS の シス テム を 構成 する デパ イズ 
で あり 、 シー ルド を 失っ た MS が 充分 な 機能 を 発 挫 
し な い ケ ー ス も ある 。 1 フィ ー ル ド * ジ ェ ネ レー ター 挫 
含ま れる , 


載 モ デル も 、 特殊 用 途 型 に 


本 計 用 MS 
ダム 試作 2 号 億 は 


-SCIENCE 
key Word 


" 小 拍 シー ルド と 大 裂 シ ー ル ド を 


大 型 シー ルド が 便 位 と 思わ れ が ち で ある 。 だ が 
り 回し が 悪い うえ 、 情 性 モー メン ト が 大 きく 
れる 解決 し た の が 人 結 機 能 を 持 コ シ 
少な 


し た 場合 


ルド だ が 


武 績 トー ム と し て 使用 で きる モデ ル や 、 変形 
尼 構 の 一 部 を 形成 する タイ プ な ど が 実 
ガン ダム 用 
ガン ダム ・ シ ー ル ド 
自 兵 埋 を 粗 定 し た 装備 。 防 徐 面 本 
[al 1 
で は 30 
0 人 に 人 
3 た っ に 
BMW ARF 
TT TO 
er 
ェ ガ ン 用 7 
ル 
ルポ ボ 、/ 


ET 


の 火力 に 細 和 性 の 中 株 
出力 SMW の ビーム 


成す る 。 6 
大 気 画 青 突入 は で き な し 


シー ルド の サイ ズ と 


特性 の 違い | 


防御 面 横 が 広い 
ルド は 取 
指摘 
探 用 例 は 伸 


ピー ム ・ シ ー ル ド が 普及 し 始め た 。 防 全能 力 と 携 
行 性 に 優れ る ピー ム ・ シ ー ル ド は 、 短 期間 で 実体 
式 の シー ルド と 置き 換 わ っ た 。 以後 . 実 体 式 シー ル 
ド H 特 殊 用 倍 織 や | 旧式 機 の 装備 と な っ た 


号 え る た め 、 條 用 
MS 実体 式 シ ー ル 


ド を 指 載 する 令 向 に 
ぁ る 


A 
し な い が . 手 用 0 


ルド が 好ま れる 類 向 に ある 。 
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謙 当 資源 衛星 バラ ナオ 


上 サイ ド 6 に 属し 
て 使用 
オ の 名 は 、 こ の 


で 命名 し 7 
U.C.0096 時 、 採 掘 可能 な の は 低 品 質 な チタ ン 
> 良質 な 入 石 に 恵まれ な 


旧式 重機 や 人 


宇宙 世紀 ガイ ド : 資源 衛 量 バラ オ 


Geography of U.C. 


れ た MS は 
不可 欠 年 戦争 上 H| 
設置 し た レー ダー サイ ト や 、 デ ブリ 迎撃 を 名 目 と し た 
迎撃 ミサ イル も 存在 し メ 
パラ オ は 外見 と 構造 も 特殊 だ 
小惑星 カリ クス 
窟 ) と 呼ば れる 3 つの 
は 30km 以 上 、 最大 
当初 か ら 連結 
宙 開 発 用 


られ て いる 
U.C0040 年 代 ま で は 、 コ 


生 の 


パラ オ と 命名 。 サイ ド 6 の 特別 行政 区 に 指定 き 


中 03 sr 1BA 


言わ れる 
OA 後 、 で 49 軍 や サイ ド 6 
の 拠 


U.CO118) 


る ( 他 
様 、 火 星 一 木星 間 の 小 若 星 
資 涯 衛星 と し て は 中 型 た 
| 稼 刻 な 小惑星 
た 。 し 1 宙 域 に 位置 し な が ら も . 行 政 区 分 上 
る 民間 の 資源 衛星 
も 極め て 政治 | 


画 バラ オ の 位置 


6 
< サイ ド 5 


月 
電電 画 域 "(イン タス トリ アル 
ーー 


バラ オ 


た パラ オ だ が 
に よる 買収 と サイ ド 6 
バラ オ の 区 長 に 就 


地球 連邦 政府 と 地球 連邦 軍 
は 奇妙 な 安定 状態 を 得る こと と な 
ーーーーーーーーーー ーーーーーーーーー 


凍 性 宴 事 幼 織 の 存在 に よ 

の 奄 減 を 望ま な か - 
0 も 8 
地球 連 才 
で ラオ の 掲 点 化 を 黙認 し た 


だ 。 結果 、 地 東 連 却下 
き 」 と の 共存 関係 を 本 


た 連邦 起 痛 と 宣 だ ゲ 
相応 の 対策 は 時 じ て 」 


ジオ ン 王 生計 策 を 電 
共存 関係 を 利用 し た 


地下 連 末 倒す る 力 
先 本 きせ つつ 起 会 を 


バラ オ の 構造 


4 つの 岩 者 で 構成 され る パラ オ は 、 全長 30km 以 上 、 最 
大 直径 15km の 資源 衝 星 で ある 。 マス ・ ド ライ バー や 鉱業 
プラ ント が ある 方 が 「 上 ] と 認識 され る 。 内 部 ば 大小 様々 
な 境 道 が 張り 巡ら され 、 ホ ワイ トカ ラー と ブル ー カ ラー 用 の 
撮 進 式 回 転居 住 区 が 設け られ て いる が 、U.C.0096 時 、 
資源 衛星 と し て の 旗 命 は 尽き つつ あっ た 。 軍事 拠点 機能 
は 、 涯 壇 間 の 入り 江 と 中 栓 の カリ クス に 集約 され て いた 。 


ホワ イト カラ ー 用 居住 区 に 
5。 内 部 は 、 旧 ジ 
画 要 宏 ア ・ パ バオア ・ 
クー の 一 区 画 を 思わ せる 


期 的 に 送り 出し て いた 。 マ 


“ パラ オォ 攻 還 埋 中 。 マス ドド ライ バー が 
ス ・ ド ライ バー の レー ル は 


地球 替 導 に 向い た 
ス は これ を 利用 し て 人 地 圭 に 向 か 


クス を 貢 く 大 撤 道 は 、 無 数 の 
分 岐 し て いる 。 拓 道 は 各 


カリ クス を 記 
まで 振 が る 。 平 


堆 清 か ら マス ドラ 


Mlustration by TOKIKO YUZAWA (Twin Bel 


小村 道内 に 作ら ち れ た 礼拝 委 。 / 
直 竹 400m、 括 さ 1Okm 層 上 。 に 位置 し た 叶 代 に られ た も 


ウォ 葉 は 「 栓 付き の 旧式 MS や レー ダー サイ ト が 則っ た 。 
アイ ザラ ク の よう に 地球 連 孝 軍 か ら 古 将 ・ 審 取 し た 織 体 も 倉 ま れ て いた 


苗 が 「 栓 付き 向 
に 進 っ た た め 、 ジ オ 
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REE か TTT 


” 
直 反 1.6km に 知 す る ドラ ム 碧 = カ ッ ター ドリ ル が 設け 5 | 療 境 間 の クレ バス (入り 江 Mn 
に 状 の 居住 区 を ふた つ 借 える 。 艇 ニー に 、 宇 宙 約 艇 を 係留 可能 な 港 < ょ 
似 重 力 は ドラ ム の 回 転 で 発生 | 潤 (久地 ) が 存在 。 クレ パス の 


| サイ ズ は 、 カリ クス だ け で も 直径 
5Km、 最 大 深度 2km に 達する 。 


する 。 右側 が ホワ イト カラ ー 用 
左側 が ブル ー カ ラー 用 で ある 


の 


外部 か 見 た 提 進 回転 交 


| 居住 区 が 奥まっ た 場所 に ある の は ー um 
ーー PE SR 
| ” 品 か ら 02 半 区 は 男 本 者 蘭 の 本 5 非 抽 玩 の 包 、 生 禁じ 栓 相 や ド っ キン グ ア ー ム を 
面 が . 錯 妹 に な っ て いる 。 姜 き れる 。UGO09G 叶 30 介 以上 の 算 能 が 存在 し た 


労作 者 用 の 屋 人 性 区 。 回 転 幸 は 人 
工 太 陽 。 詳 転 方 向 は 向かっ て 時 計 。 憲 位 者 用 住宅 は 手 秩 で . 住 理 培 は 最低 娠 の も の 。 族 住 一 体 環境 が 束 大 
外 )、 1 分 間 1 回 転 で 1G を 代 生 する 。 され て いた と 言う 。 労作 用 尽 人 区 の 三 に は 工場 地区 と ポタ 山 が 存在 


拝 握 し た 鉱物 の 輌 鍵 か ら 訪 
造 ま で を 一 手 に 行う 多 設 。 パ ラオ 
の 外部 に 較 周 きれ て いた 。 地理 
連邦 軍 特 珠 部 秀 エ コー ズ が 家 
結 シ ャ フト を 女 息 し た 際 、 軸 時に 
破 僧 され た 。 


下 の 回 は 、 パ ラオ 内 部 の 寺 首 と 各 施 
| | 1Q、 4% の 位置 回 性 を 示し て いる 。 長 年 
の 採 舞 作 業 と 拡張 の 中 で 形成 され た も の 
御 m ク ラス の 堅 大柄 | で 探 押 の 余地 が 少な いこ と が わか る n 
途 物 。 岩 夫 を 連結 する | 
に 充分 な 強度 を 窒 
ち 、 箇条 が 通過 する 紀 


パラ オ の 岩 夫 妊 を 接合 する シャ フ 
ト 。 最大 全長 は 3km で 、 綴 数 10 本 
で 各 岩 境 を 敵 い で いた 。 1 本 の シャ フ 
ト は 、 3 本 の パイ プ で 構成 され る , 


3 本 の パイ プ は 、 録 糞 汰 の フレ ー ム で 東 ね られ た 。 シャ フト の 電 笠 は 30m で 、 リニア カー の 線路 や 車道 
科す る 外 施 の 産み は 1mi 近 て あ る と 言わ れる 。 所 店 用 の 秋水 パイプ も 設置 され た よ 


府 と 軍 、 サ イド 6 の 黙認 


想 し 、 主 力 羅 隊 を 
避 さ きせ た し 本 的 な 対策 は 講じ 
? オ は 地球 連邦 軍 の 攻撃 に 財 さ れ た 。 結果 
ント に 


封鎖 


PT 
ズ MS 部 隊 は 


先生 し た エコ ー ズ が 人 
大 けた 電 史 に より 
クス と カロ ー ラ を 拓く 
シャ フト が 島 志 


が カロ ー ラ A に 命中 
ロー ラ A が 珍重 し 、 各 


カリ クス が 時 計 較 けり に | 
転 を 開始 する 


新 機動 戦記 ガン ダム W 


WORLD GLI - ニー LW] mm09 se 02n 


オペ レー ショ ン ・ 


メテオ 始動 


0peration METEOR 
A.C.195 


ガン ダム の 地球 降下 と 
トレ ー ズ の 噂 典 


D407、 コ ロニ ー の 一 部 勢力 が 「 オ ペレ ー 
ショ ン メ テオ 」 を 実施 し た 。 超 高 性 能 MS「 ガ ンダ ム 
を 製造 し た L1 一 1.5 の 各 コ ロニ ー が 、 そ れ ぞ れ の ガン 
ダム を 地球 に 降下 させ 、 反攻 作戦 を 開始 し た の だ 

限 石 つま り 「 メ テオ 装 し て 地球 に 隊 下 し た 5 
機 の ガン ダム は 、 湊 々 と 軍事 秀 設 を 破壊 し て いっ た 
当初 、 各 ガン ダム の パイ ロッ ト は 他 の ガン ダム の 存在 
を 知ら ず 、 別 個 の 命令 系 硫 で 動い て いた 。 それ で 
も 0Z の MS 部 


・ メ テオ 」 で は 、 地 球 
へ の 報復 と いう 要素 を 含み な が ら 、0Z の 填 江 が 目標 
と きれ た 。 具体 的 に は 、0Z 関 連 の 軍事 施設 
の 破壊 、0Z 実 働 部 隊 の 撃破 、 0Z 基 人 の 抹殺 で あ 
る 。 地 款 隊 太 一 連合 地上 軍 も 攻撃 対象 と な 
これ は 0Z と の 基地 共用 や 戦略 ・ 戦 術 的 理由 
攻撃 され た 例 が 多かっ た ( そ 
ず 宙 将兵 は 、 0Z を 典 う 傾向 に あっ た ) 

ロー ム フ ェ ラ 財 団 の 失 兵 0Z は 、 地球 圏 続 
の 一 軍 「 ス ペ シ ャ ル ズ 」 (スペ シャ ル 
SMS) を 直 還 す る 組織 で あり な が ら 連 人 
つつ あり 、 地 球 岡 の 完全 鍵 戴 の 野望 を 抱い 
と 見 な され て いた 。 また 、 反 連 合 運動 を 武力 
し が ある ほ 
専 者 ヒイロ ・ ユ イ を | 
プ テ ム 少佐 (当時 ) が 、0Z の 前 身 組織 に 暗殺 を 依 
由 ) 、 コ ロニ ー の 一 郎 勢力 に と っ て の 0Z は 地球 央 統 
まれ る 諸 加 の 根源 だ っ た の だ 
ば 、0Z き ぇ 駅 逐 す れ ば 地球 圏 統 一 連 
うに で も な る と の 判断 が あっ た と も 考え られ る 

こう し て 始ま っ た 「 オ ペレ ーション メテオ 」 だ が 、 開 
地球 剛 徹 連合 軍 統 括 本 部 に 窟 知 きれ 


、 実 働 部 隊 や 重要 軍事 施設 
が 次 々 と 撃破 され て いっ た 。 一 騎 当 千 か つ 神 出 導 
没 の ガン ダム は 、 軒下 困難 な 強敵 だ で ある 。 
し か し 、 地 球 剛 統一 連合 字 条 地上 宣 の 上 飛 
部 の 危機 感 は 薄く 、 当 と いっ た 対策 を 講じ て 
WTM 作 戦 」 と 呼ん だ 「 オ 
徹底 的 に 利用 し た 
中 、 0Z 総 帥 トレ ー ズ ・ ク シュ 


ペレ ーション ・ 

ガン ダム の 攻撃 が 
リナ ー ダ 上 載 特 佐 は 、- 
リア ン 外務 次 


結果 、 地 域 剛 統 
事 者 の トレ ー ズ の . 


関連 ファ イル 


XOOxG 01W ウイ ング ガン ダム 


(メト ー・ グ ラーズ 机 筆 時期 不明 ) 


古 放 作 埋 を 開始 し た の だ っ 
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「 オ ペレ ーション ・ メ テオ 」 で 地球 に 降下 し た 

ガン ダム の 猛 下 と ガン ダム は 、 各 地 で 0Z の 影響 下 に ある 基地 施設 や 苦戦 を 強い られ た 
実働 部 隊 を 撃破 し て いっ た 。 当初 、5 機 の ガン ダム が 進め る べく コロ ニ 

、 ガ ンダ ム が 圧倒 的 に 高 性 能 だ っ し 、 連 合 軍 の 不 
た こと 、 ガ ンダ ム 側が 攻撃 目標 を 選択 で きた こと な ど 次 官 を 暗殺 し 、 地球 と コロ . 


クー デ タ ー の 前 触れ 独自 に 行動 し た 


ーー 


較 ガン ダム 、 

各地 の 基地 へ の 攻撃 を 継続 
ガン ダム に よる コル シカ 基地 へ の 攻撃 を 也 
潤し た 0Z は 、 同 基地 に スペ シャ ルズ MS 部 
本 を 派遣 。 し か し 、 ガ ンダ ム へ ビー アー ムズ と 
ガン ダム デス サイ ズ な どの 攻撃 を 受け 
部 只 は 全 洲 、 基 地 も 55% の 禄 害 を 


レイ ク ・ ビ クト リア 大 地 、 攻 防戦 
0Z の 重要 拠点 の ひと つ で あっ た レイ ク ・ ピ クト 
リア 基地 の 宿舎 が ガン ダム パイ ロッ ト の ひと り 
霞 され る 。 同時 期 、 コ ロニ ー 倒 と 連合 側 
兵 が 行わ れ た が 、 軍 合 側 は 軍事 行動 も 矢 
さき な いこ と を 表明 し て いる 。 


北米 MS 工 嫌 の 破壊 を 受け た 


AC.195.04.07、 コロ ニー の 一 郎 勢力 が 「 オ ペレ ー シ 


スペ シャ ルズ と 交戦 の 末 、 南 JAP 地 区 の 海 に 沈ん だ 


帰 )、 表 4 機 は それ ぞ れ 、 北米 の 0ZMS 工 場 の メイ ン モー ター ナッ ク 隊 が 出現 し 、 スペシ ャ ルズ を 含む 連合 軍 埋 力 を 震 減 、 コル メテオ 」 だ が 当初 
ドー バー 基地 の スペ ー ス ボー ト 、 ア フリ カ 内 計 部 の 接 案 MS 部 シカ 基地 に 寺泊 杖 況 55% の 補 害 を 与え た 。 ほ ば 同時 期 、 シ ェ ン る で 実行 され る は ず だ っ た 。 それ が 
隊 、 失 子 江 河口 の 連合 宣 族 鐘 を 幸 減 し て いる ロン ガン ダム の 攻撃 で イン ダス 寅 給 基地 も 壊 潤し た . 


KA 


導 光 し た ウイ ング ガン ダム の 回 収 を 訳 み た 吉信 軍 だ っ た が . ガン ダム デス 0Z は ガン ダム に 対 杭 可 態 な MS トー ル ギ ス を コバ 
サイ ズ の 介入 で 失敗 。 5 機 の ガン ダム の 存在 は 公 に は 吾 定 され た イン グ ガ タン ダム の パイ ロッ ト は 。 拘 宮 きれ て いた 


上 上 | レイ フ ・ ビ フ ト リア 左 加 


0Z の パイ ロッ ト 甘 成 所 と 宇宙 用 MS トー ラス の 生産 施設 が 位 
置 し た レイ ク ・ ピ クト リア 基地 は 、 ガン ダム の 攻撃 目標 と な る 可能 
性 が 高かっ た 。 レー ダー に 映り に くい ガン ダム を 捕捉 する た め 、 目 
視 の 案 敵 要員 を 多数 配置 し て いた レイ ク ・ ビ クト リア 基地 だ っ た アン が ド 


リア ン 人 外務 次 官 は 、 地 画 続 


アン 外 季 次 官 を 暗殺 し 、 コ 


が 、 ガ ンダ ム パ バイ ロッ ト の 潜入 尋 破 工作 で バイ ロ > ト 彰 書 生 の 宿 。 犯行 発表 。 事 件 の 輩 相 を 知る リリ ー ナ も 抹殺 され そう に な る が 
に 送り 込ま れ た MS 部 隊 が 
せ 、 事 行動 も 自 さ な い 状況 に な りつ つ あ っ た 全 洲 。 直 禄 . トレ ー ズ の 指示 で 時 役 計画 自体 が 往 回 され た 


桂 を 破壊 され た 。 同時 期 、 連 合 軍 は コロ ニー へ の 不 価 感 を 幕 ら 。 = ウイ ング ガン ダム に よっ て 昇 湯 の た 


ドー リア ン の 死 で 、 地 境 と コロ ニー を 茎 ぐ 人 物 は 不在 に 。 また 、 北 太平洋 
せ た 。 ウイ ング ガン ダム は 、 0Z の ガン ダニ ュ ウ ム 合金 0Z 醒 絵 基地 と 坪 ア フリ カ の 較 合 宣 基地 が ガン ダム の 攻 繋 で 境 江 


ンダ ム が 、 大 規模 な MS 生産 
メ テ 座 設 を 持つ コル シカ 基地 を 攻撃 する と 予 潮 し た OZ は 、 同 基 地 に 
オ 」 を 実施 し 、5 機 の ガン ダム を 地球 に 時 下さ せ た 。 うち 1 機 は OZ ” スペ シャ ルズ MS 部 威 を 派遣 し た 。 実際 、 ガ ンダ ム ヘ ビ ピー アー ム 


後に 復 。 。 ズ と ガン ダム サン ドロ ッ ク 、 お よび サン ドロ ッ ク を 支援 する マグ ア 


リリ ー ナ と 監視 役 の 0Z 二 弧 特 価 レ ディ アン を 伴い L1 コ 
へ と 向 し か し 、 0Z 綴 帥 トレ ー ズ の 意 を 受け た レデ 


)Z は 、 


選 感 を 炉 っ た 。 さら 


回 0Z 天 地 へ の 本 撃 と 
暗 栖 部隊 の 撃退 
ウイ ング ガン ダム と ガン ダム デス サイ 
ズ は 、0Z 基 地 を 詳 撃 し た 究 、 列 行 
動 を 取る 。 それ と 前 後 し て 、 宇 宙 
は ドー リア ン 外 務 次 官 が 暗 我 され る 
と いう 事 悪 が 発生 、 同 行 し て いた 
如 の リリ ー ナ は 部 を 迄 れ 、 地 球 へ と 
帰 加 。 真相 を する 彼女 も 標的 と な る 
が 、 ウ ィング ガン ダム に より 命 を 教 わ 
れ て いる 。 な お 、 同 時 期 に 達 合 写 
の 南ア フリ カ 基 好 が シェ ン ロ ン ガン 
ダム の 攻撃 で 嬢 渡し た 


国 オペ レー ショ ン ・ メ テオ 、 始動 

ん C.195.04.07、 コ ロニ ー 勢 力 が 「 オ ペレ ーション ・ メ テ 
オ ] を 結 動 させ 、5 機 の ガン ダム を 地球 に 用 下さ せ た 。 ウイ 
ング ガン ダム は 旗下 中 


ダム 、 ガ ンダ ム へ ビー アー ムズ 、 ガ ンダ ム デ ス サ イ ズー 一 は 
隆 下 に 成功 し 、 各 好 で 0Z の 施設 な ど を 攻撃 し て いる 。 


=5 機 の か ら 、0Z ス ペ シ ャ ル ズ を 合 む 地球 隊 統一 連合 軍 は 
クー デ タ ー 計 画 を 
側 の 存在 で ある ガン ダム を 利用 


ー リ アン 外務 


の 連携 を 断っ て いる 


起 較 発生 地点 


Mustration 


MORE INFO! 


ン ・ メ テオ 」 で あり 、 コロ 

へ の ガン ダム 隆 下 と 博 圧 で 構成 され て いた 

に よる 被害 や 幸 守 的 要 雪 が 大 き 
征服 作戦 こと か ら . 

起 内 容 が 変更 され た た 経緯 に より 


め て 着手 し て いる 


広和 
た め 宮 施 。、 だ か ト の 活躍 で 胃 止 


」 は 実施 され な か っ た が 、 AC.196. 


bd 


by AKIO UNUMA 


真 の オペ レー ショ ン ・ メ テオ 


る 反 0Z 作 埋 と し て 実施 され た 「 オ 


通 き る こ 
場 の 判断 で 作 
の オペ 


地理 を 作る 
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rr / 


The History of MS Warafare in AD 


長 時 間 連 続 攻 貞 の だ っ た 。 大 勢力 の クラ マカ > 砂 注 の 戦 に 介 
を 名 上 2 : 勢力 の 作戦 計画 は 

西暦 2308 年 に 実施 され た . ッ 1 ンダ ム 6 ] ご v ょ 
類 汰 新家 (以下 、 人 芋 連 ) の 

南 獲 作戦 が 「 プ ロジ 

失敗 し た 人 弟 通 

実施 し 
が 区 政 だ っ 


ト の 消耗 を 了 関連 ファ イル 


01 # 


守 筐 が 成功 1 
る 可能 
意図 的 に テロ を レ ロジ ェクト G」 は 計画 通り に 進展 【 
大 勢力 の 手 に 


立案 と 作戦 地域 


ガン ダム の 画 獲 に 失敗 し た 人 革 連 が 、 ユ ニオ ン と AEU に 呼 
び 掛 ける こと で 三 大 勢力 合同 の ガン ダム 直 獲 作戦 「 プ ロジ ェ 
クト G」 が 立案 され た 。 合同 軍事 演習 を 名 目 に 3 車 を 集結 し つ 
ロ で ガン ダム を 計略 包囲 する も 


オン AEU 人 草 連 は 、 ガ ンダ ム 趣 手 に よる オ 
クノ ロジ ー の 玩 得 と 、 そ れ に よる 政治 的 アド バン テー 
た 。 世界 の 禁 権 を 揮 る た め て 
人 吾 較 が そう 
ガン ダム 直 拓 は 事実 上 不可 能 ^ 

大 勢 


徐 澤 の 選 締 ウラ ン # 
B 講 洛 の た め の 
| まれ 情報 操作 


に 接 角 し た ユニ オン 
攻 連 は 、3 還 合同 の 


析 ち く 宮 する 作 剛 が 可能 と 


な っ た 


加勢 力 の 意図 と 戦術 


ガン ダム 直 獲 を 目指 す 三 大 勢力 は . 合同 演習 を 名 目 と し た 部 隊 集 結 、 意図 的 に 引き 起 減 す る 意図 は な く 、 テロ 阻止 後 の 即時 苑 脱 を 目指 し た 。 CB の 監視 者 で あり な が ら 「 イ オリ 
こし た テロ に よる ガン ダム 誘導 、 ガ ンダ ム の 包囲 と 長 時 間 軍 続 攻 撃 に よる パイ ロッ ト の 症 ア 計画 ] の 乗っ 取り を 画策 し た アレ ハン ドロ ・ コ ー ナ ー は 、 現 段階 で の CB 壊 減 を 望ま ず 
労 、 パ イロ ッ ト の 戦闘 不能 に 伴う ガン ダム 直 獲 と いう 作戦 を 想定 し た 。 CB は 三 大 勢力 を 潤 93 機 の ガン ダム スロ ー ネ を 搬 す る チー ム ト ! を 派遣 し 、 CB を 教 動 し た 


EE | マ き 


i 
が 机上 的 で ある 、 人 


磯 。 無 隊 す る 作 埋 
容 必 時 に は 牧 り 2 機 タ 
計画 た 9 

EE: 


EEEKS2. MSg32 
を 投入 し た 


作戦 の 推移 HE 


作戦 は 三 大 勢力 の 遷 定 通 り に 進み 、 4 機 の ガン ダム は 画 。 人 革 連 、 タ クラ マカ ン 砂 湯 の 滑 結 ウラ ン 埋 地域 の 情報 を テロ 人 曹達 は 、 油 軟 ウ ラン 埋設 地域 へ の テロ 組織 保 入 と ガン ダム の 

獲 、 ま た は 直 獲 寸前 に 追い 込ま れ た 。 これ は 、 CB の 戦術 予 ガン ダム を 演 百 場 に 誘き 出現 を 確認 、 宣 に ガン ダム 上 走 工 を 指示 。 CB は エク シア と ヴァ ー チ ェ 
ラ 角 果 で も あっ ん た, だ 注 百 を を 和 江 に 持 機 き せつ つ 、 デ ュ ナ メス と キュ リオ ス で テロ を 則 上 し 

報 士 ス メラ ギ ・ 地 ・ ノ リエ ガ が 予想 し た 結果 で も あっ た 。 だ > 4 3 

が 、 移 密 理 に 組織 され て いた CB セカ ンド チー ム の 介入 に よ 人 潮間 がく 29T れ - 和 本 に 坦 半 仁愛 大量 カ 生 本 は 


ナメ ス と キュ リオ ス に 舞 雪 の ミサ イル を 人 
り 、「 ブ ロジ ェクト G」 は 破綻 、 ガン ダム 直 獲 は 失敗 し た 


行動 を 開始 し た I し 、 空 団 用 MS 部 隊 で 壮 撃 居 行 中 の 2 機 を 秦漢 に 落下 させ た 


以 軸 の ガン ダム 商 理 作戦 で 実 靖 が あっ た 坊 方 向 入信 村 軒 を 広域 履 半 し 
た 。 各 団 の MS 部隊 は タク ラマ カン 秦 江 や 近 絆 エリ ア に 理 導 


落下 し た デュ ナメ ス と キュ リオ ス を 足止め する た め 、 合 同 宣 は 途 午 。 合同 軍 は 、 シ フト を 組ん で な く ガ ンダ ム を 攻撃 し 、 ガ ンダ ム 
な 柚 撃 と 爆撃 を 加え た 。 デュ ナメ ス と キュ リオ ス の 訣 本 に 失 激 し た マイ スタ ー を 疲労 させ た 。 埋 鍛 開始 か ら 15 時 間 後 、 攻 撃 人 止 を 愛 L 
CB は 、 待 織 し て いた エク シア と ヴァ ー チ ェ を 投入 、 見 民 経 駒の 確保 、 けた 合同 軍 各 組 叶 が ガン ダム の 画 旬 を 開始 。 キュ リオス は 人 革 週 た 。 直後 、 スロ ー ネ ドラ イ が GN ス テル ス フ ィ ー ル ド を 財 開 し . 合同 軍 
を 目 拍 し た 。 し か し 、 エ クシ ア と ヴァ ー チ ェ も 先攻 を 受け て 移動 国難 と に 、 ヴ ァ ー チ ェ が AEU に 奉 捕 され 、 エ クシ ア と デュ ナメ ス も 直 攻 寸前 の 双方 向 信 破 寺 と 通信 絹 を 無効 化し た 。 これ を 受け た 全 ガ ンダ 
な っ た 。 デュ ナメ ス と キュ リオ ス は 切り 苑 さ れ 、 宮 立 し た に まで 追い 込ま れ た 。 マイ スタ ー が 令 労 し た 結果 だ っ た ム は 、 追放 され ず に タク ラマ カン 破 江 か ら 表 脱し た 


この た 還 還 


アー チェ は GN パ ズー か た が 、 抹 党 い 反 に 殺 b ガ ンダ ム は 硫 壇 され な か っ た が 、 マ イ か に スロ ー ネ の 人 を けた は 用 あい 
人 が 計 な っ た 。 デュ ナメ ス と キュ リオ ス は 前 地 で 大 立 し 。 攻 軸 胡 け 続け た 『 ! 玉 に は 各国 の 醒 勿 が あたり 2 析 が 三 ※ さ れ た 時 は な く 、 ステ ル 人 カン テム の 人 を い い 


ト オス と ヴァ 
趣 名 寸前 だ っ た エク シア と デュ ナメ ス も 分 動 し 
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の 衛星 、 月 に 建 
宙 
の 政治 経済 の 中 
の 深い 繋が り を 持ち 
ナダ 市 が 、 代 表 
的 な 月 面 都市 と し て 知ら れる 。 地球 の 都市 や スペ 

同じ く 、 居住 区 画 、 商業 区 南 、 工業 区 
、 傾 久 都市 と し 
体 に 建設 され た 
の 都市 と 同じ 月 面 都 市 た 


月 玉 都 市 は 名 前 の 通り 、 地 球 虹 
0 5 市 で ある 3 
と まで 言わ れ た 


構造 は 大 き 
まず 、 月 面 都市 は 気密 式 の ジオ ブロ ント 、 つま り 地 
下 都 市 で ある 。 大 気 が 皆 無 の 、 地 上 都市 は 


無 価値 で ある (開発 最初 期 の 月 面 地表 
都市 を 建築 す 
で ジオ フロ ント に 
は 部 市 機能 の ほ 
、 地 表 に は 港湾 や 通信 施 


設 の み が 中 出し た ジオ フロ ント と な っ た 
人口 増 加 に 対応 し 
目 し た ジオ フロ ント 


有する 
表 面 都市 が 


源 の 採掘 ・ 加 工 基 地 や 打ち 上 げ 施 設 
も の で あり 、 月 周辺 の ラグ ラン ジュ ・ ポ イン ト へ の アク 
モス が 容易 と いう メリ ッ ト を 持つ 加え て で 、 地 球 
より 、 各種 企業 
で 、 月 面 都市 
群 は 学 宙 の 政治 と 経済 の 中 心地 と な っ た の で ある 

大 規模 消費 回 の コロ ニー 群 に 近い 2 
通 の 中 心 で あり 、 資 源 地域 と 生産 拠点 を 持 ~ 
ば 、 月 面 都市 の 優位 性 は 、 敢 え 


=ー コ 


[8] me 03 wl 


る 。 月 に 本 拠 地 を 移し た 地球 圏 最 大 の コン グロ マリ ッ 
ト 、 アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 =AE の 存在 は 、 こ 
の イメ ー ジ を 助長 し て いる ) 

月 面 都市 が 歴史 の 表 に 立つ 機会 は 少な い 
が 、 サ イド 3 独立 運動 や ジ ォ ン 公 国 の 勃興 、 エ ッ ゥ ー 
の 武装 化 、 地 球 連 邦 政 府 の 諸 政 策 な ど に 与え : 


覧 は 大 きく 革 紀 の 一 大 勢力 と し て 存在 し 続け 
て いる 

(シリ ヌ ・ ス ッ ゥ ノ ト UL.C0154) 
関連 ファ イル 


ue ene 


人 男 に あり る 号 と 入り 
に ん 旧 * 信 の 朋 机 へ の 交 誠 も 和 


Wa の 要 電 と も 
= て いる 業 も 本 桂 や エ 
電 な ど を 甘い で 


lusyation by TAKUYA IO 


本 


し た 。 基地 の 規模 が 
増加 、 彼ら を 目 き 


は 大 し 、 作 業 員 や その 家族 の 
る 各種 業者 の 流入 、 重 化学 
を と 生産 拉 点 の 月 へ の 移 
ど が 進み 、 都 市 へ と 発展 し た 。 採掘 資源 や 加工 品 の 
打ち 上 げ | イィ バー や 宇宙 港 、 他 
の 月 基地 (都市 ) と を 繋ぐ ハ イ ウ ェ イ な どの 交通 機関 
も 、 月 面 基地 の 都市 化 を 容易 に し た 

月 面 都市 の 中 


その 後 、 サ イド 3 の 建設 に 頁 献 し 
ラナ ダ 、 グ ラナ ダ の 衛星 都市 と 言え る 鉱山 基地 アン マ 
ン も 市 数 に 移行 し 、 と 月 画 都市 が 成立 し て いっ 
た 。 結果 、U.C.0050 に は 月 の 人 口 は 8 億 に 達し 、 一 年 
翌 争 以 擬 の 戦乱 で も 大 き な 被 害 を 受け な か 
で 、 地球 岡 に お ける 地位 は 向上 し た 


年 四 争 以 生 、 月 面 
勢力 と 見なさ れ 、 新 多 
介入 も 計り 


と し て の 月 面 都市 
層 し た 月 面 市 を 
問 の 開発 ・ 生 大 
用 本態 た オン 公国 


月 面 都市 の 構造 


面 都市 うと 、 フォ ー タ ー を 利 
し た タイ プ が 想像 され る 。 実際 、 ク レー ター 


他 の 月 面 都市 ター の 外 緑 や 郊外 に 、 重 工業 を 中 心 と し た 
月 男 都 市 の 構造 を 示し て ラン ト 群 が 護 地球 連邦 政府 の 政 穫 で 
て 5 つの 階層 か 各 転 し た も の を 基 に 発 諾 ・ 拡 大 し た プラ ント が 多い 
クレ ー タ ー に 収 ま 
月 表面 を 


フォ ン ・ ブ ラウ ン 
各 レ ベル マッ プ 
EE LEVEL:1 
EE LEVEL 
|_ LEVEL 


本 層 概 
構 穫 さ れ た . 月 画 
状 」。 軍用 や 


は 近 基 地 だ っ た 頃 の 名 条 
て 、 レ ー ザ ー 発 拓 も 


足 と し て 多用 され る 
も 作ら れ た 


ども 机 く 吹き 抜け 構造 


合用 きれ る 


A + 32-26 


届 滅 基地 と し て の 月 人 者 
軽 注 の 中 心地 


が 置か れ た L1 
副 の 資 振 小 吉 屋 / 礎 三 
第 に コロ 机上 


資 運 を 


技術 区 易 度 
( ) 


MORE INFO! 
月 商工 会 議 所 Q 


業 暫 の 代表 者 た ち で 醒 


で い 
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足守 革 ユーJ ロ 4 
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WORLD GUIDE 宇宙 世紀 ガイ ド : 月 面 都市 | 前 | ag03 sm 1 


様々 な 特性 を 大 月 面 の 主要 者 市 


月 面 都市 状 49 と 


プラ ナダ の 近郊 に 座 設 きれ た 9 ま ーー 
TO 2 宮 こ 
を 


石 で 軸 代 、 YAE ィ ティ ター ンズ ゲー 時 0 に 革 し に 
S73 UCO150 生 代 に は 光 球 
面 者 市 7 一 会 が 導 れ た he 
業者 グリプス 戦役 時 に FA-100S っ 
百 式 改 と MIRY-011 信彦 弄 サ イコ ガンダム が 
た イプ シロ ン 市 、 月 の 表 偽 の クレ オメ デス クレ ー 
建設 + 市 な ど が 知ら れ 5 
が わっ た っ の 裏側 に 初め セン ト ・ ジ ョ ゼ セ フ 
変わ っ 月 の 殖 介 に 初め 月 の 表 作 と 裏 人 の 夫 付近 
た 観測 基 地 か ら 発展 ズ 市 が ある 位置 する 用 市, フォン 
場合 、 月 面 都市 は スペ ー ス 3 gis 


< 市 は 地球 W テ 地 才 だ っ た が 、 近郊 に リガ 
ター ンズ に 協力 し て リティ ア の MS 工場 が 存在 


サイ ズ 


アァ ント ワー ブ アン マン 
ナダ 近 交 に 位置 する 月 画 N グラ ナダ の 近 全 に 位置 一 年 
2。 高明 信夫 i 電 争 戦 後 、 ゲ ラナ ダ 条 交 の 
で 知ら れる 。 AE の 予 代 折 午 が 行わ れ た 。 グリ 
トン は 令 ス 戦 役 で は エゥーゴ を 受け 入 


サイ ド 3 の 環 設 で 重要 な 役割 を 担 

た . 環 最大 の 月 導 市 . 

イド 3 と の 関係 を 紅く し . 一 年 戦 多 で 

は ジオ ン 公国 の 拠点 が 置か れ た 
彼 後 、 ゲ ラナ ダ 条 約 締結 の 舞台 と 、 
な っ た に 


機動 戦士 ガン ダム O080 ポケ ッ ト の 中 の 戦争 


よる アレ 容 取 また は 硫 
ォ ン 公 図 突 軸 機動 軍 の 特務 部 作戦 の 第 2 段階 を 状 備 検 攻撃 
、 サ イド 6 の リポ ー・ コ ロニ ー に ー の 破壊 ックス を リ 


を 興 役 し た 


か ] 軍 が ニュ ー タ イプ 用 ガン ダ 
し た こと は 理解 で きる 。 地球 連邦 軍 の ニュ ー タ 
連 技 術 を 調査 し た か 

ー で の MS 戦 や 


の 行方 を 
個 が 


の 潜入 の 必要 性 は 極め て 低かっ た 
を が 、 キリ ング 中 佐 の 独走 で ある 。 キシ リア ・ ザ ビ 少 将 


行方 の 調査 、 アレ 


に 近い 位置 に 


ラナ ダ 差 地 に 


戦 行動 
対し 部 迫 
取 ・ 破 
タイ プ の 軍事 利用 に 積極 的 だ っ た 


思わ れる )、 「 ル も 


ギィ ・ メ イケ ル U.C.0102) 
関連 ファ イル 
Rx ュ ア ンク a 
還 」 
1 50.0203 
Gr 
9 3 07 厨 


脱出 」 で ある 。 これ ら の 任務 を 4 人 の 隊員 (ひと り は 


め 実 質 的 に は 


に 至る [潜入 ・ 調 在 」、 MS ケン プ 還 生 に 協力 釣 だ 


情報 も 活用 き 


国 HX-7BNT-1 の 確認 と 作戦 の 準備 
潮 入 に 成功 し た サイ 2 ロア プス 時 は . コロ 
場 で MS の 組み 立て を 開始 。 コロ ニー 光生 
プ フ 同人 の 少年 アル フレ 2 ボ ・ イ ズル ハ に 発見 され る も 
に 2 名 の 隊員 が 死亡 。 さ 引 誠 仲間 に する と いう 名 目 で 彼 を 監 複 下 に 置い た 。 7 
され た 。 生き 残っ た ルフ レッ ド と その 七 視 役 の ワイ ズ カ ン 信長 


田 RX-78BNT- 1 の コロ ニ 
所 在 地 の 判 明 
12.12、 北 栖 基 地 : 


で 入港 し た 。 な お 、 作 
の 條 穫 ど MS 部 隊 を 用 い 


遇 20 N ー ン 
MS-OGFZ 
now79cS a へ 


MORE INFO! 
「 ル ビ コ ン 作戦 」 時 の 戦局 


を 大 町 
内 戦 閲 に 
下 長 は . 偶 交 


6 t + 
画 地球 連邦 軍 
団 後 、 地 球 連 孝 軍 は 擬 隊 を 宇宙 に 碑 開 
1 の ” 
1 - 第 ら 、 第 9 乾 隊 を 
イズ マン 全長 は . 少 レッ ドイ ズル ハ ガ ス の 軍 洒 コ ル も され た 。 侯 半 人物 舟 を 入港 きせ る た 
テ ナ の 映像 を 誠 り 3 像 は グラ ナダ 基地 に も た ら され ん MS 部 隊 を 投入 し . 隔 台 を 行っ た 
g FT1 


ス 隊 も 斉 夫 中 か ら U.N メ テ た 。 結果 


出 和 牙 の 確保 と 市 和 地 


サイ ク 


と 共 還 ・ 科 に 拓 作 。 ケ rE 
下地 百 突 反 事 の 下 負 で 、 市 折 地 に も 大 きら 補 害 ) 


機動 新 世紀 ガン ダム X 


MS 運用 理論 : A.W. の 第 組 


Conventional Weapons in A.W. 


アッ テー 


戦後 世界 を 支え る 
陸上 戦 稲 


宣戦 争 ま で の 世界 } る 角 は 、 旧 連 
装備 する 純 類 た る 「 兵器 」 で あっ 
や 議 渡 が 皆無 と いう わけ で 
は な か っ た ろう が 、 そ の 場合 、 兵 器 と し て の 運用 は 不 
可能 な 状態 で 引 
の 価値 し か な か っ た 。 そ も 
船 と 異な る 構造 を 持ち 、 民 l 
民間 と 散 衝 の 接 点 は 限 定 的 
仙 戦 4 争 が 終結 する と 様相 が 

戦 」 の 
り 基地 施 
に 流出 。 そ の 


ウォ ー の 一 般 兵 問 


ン フ ラス トラ クチ ャ ー の 破壊 、 各種 り ツ ソー ス 
の 足 、 無政府 状態 な ど が 指摘 され る 
f ン フラ の 破壊 は 人 cs4 ご が 、 特 
に 地上 交通 網 の 被 ? 
交通 は 荒地 
車輌 で は 交通 に 難 
が 、 際 上 戦 組 の ホッ 
地 走破 能力 を 発揮 し た 
リソース の 不足 は 複 性 的 な も の 
で ある 陸上 務 艦 が 活用 きれ る の は 
の 設計 が も た らし 


前 迷 の 不 整 地 走破 能力 が 加 


山岳 地 斑 を 通過 する 
供する 
走行 シス 5 


の 地球 に 多く 存在 
も 、 際 上 戦 茎 は 有効 で ある 。 無政府 地帯 
ye 多 用 設 ま る た め 、、 胃 作 する 


業務 上 バル チー の 手 送る こと が 多 
い 際 上 戦艦 は 、 廃 工兵 音 の 回 収 や 交易 な ど に 活用 


きれ た 。 兵 装 や MS 運用 装備 を 持つ た め 積 載 量 は 


ne03 sr 15n 


枠 な 輪 送 船 に 劣る 。 だ が 、 兵 希 と し て の 機能 は 混乱 
状態 の 戦後 世界 に は 不可 欠 で 、 際 上 戦艦 特有 の 輪 


送 能力 と 兵器 性 能 の 並存 が 、 A.W. の 民生 を 直接 的 
に 支え る 一 要素 に な っ て 
MS の 運用 能力 を 持つ 水上 韓 や ホバー クラ フト も 、 


シー バル チャ ー を 中 4 民生 分 野 で 活用 きれ て 
大 型 航空 機 や 宇宙 艦 将 は 運用 上 の 制約 
『 用 と し て 使用 きれ て いる 


(エド ウィ ン - レ ビー  A.W.0021) 


いる が 、 
が ある た めか 、 


関連 ファ イル 


Mustration by 


ホバー クラ で 移動 する 計 胃 用 巨大 ヴィ ー 
クル 。 MS の 地上 戦 投入 に 伴い 急速 に 発展 
多様 化し た 。 現存 する 陸上 戦艦 の 大 半 は 大 
戦 以前 に 製造 され た も の で 、 バ ルチャ ー や 戦 oom 台 以上 cy 時 
後 独立 団 家 、 新 吉孝 な ど が 保有 し て いる 。 上 


連 度 は 100km 
外見 が 異な る 坦 合 も ある 


テン ザン 級 陸 上 戦艦 MS デッキ の ハッ チ は 
祭 の 分 類 で は 、2 番 に 大 き を 仙 に 存在 する 
を 可 上 引 林 全長 187m. 和 バル チャ ー の グリ ー 


笛 連 度 16Okm を 誇る 。 導 載 可能 
MS は 12 横 で ある 


アル プス 的 陸上 一 租 フリ ー デ ン は ホバー ク 

番目 に 大 まな 重 上 昔 馬 で 、 ジ ャ ラフ ト に よる 水上 走 

ミル ・ ニ ー ト の ラリー デ ン が 代 供 的 。 本 も 可能 。 全 ア ルプ 

全 大 132m、 最高 洪 達 度 160 ス 級 が 備え る 機 衣 か 
mv 放電 可 区 MS 徐 は 6、 は 不遇 で ある 

ロッ キー 紋 陸 上 戦 共 大 吉 時 、 催 編 と し て 

(2 番目 に 小さ い ) 同 沈 本 が 大 電工 さ 

MS 用 ハッ チタ れ た 。 南ア ジア 三 団 

ま を 者 える 。 全 長 11Bm. 和 高 近 航 や ロッ ソ ・ ア ラマ ント 
電 属 130km、 庁 導 避 能 MS 半 6。 の 邊 が 有る 


ピレネー 弘 陸 上 戦艦 

計 上 料 義 と し て は 最小 クラ ス の 
タイ ブ 。 全長 100m. 問 明正 
牙 100km と 小型 か つ 低 較 だ が 
持寺 可能 MS 欠 は 6 栓 に 疾 す る 


バル チャ ー の ロー ザ ・ 
イン テン ン の 散 が 有 
る 。 MS デッキ の ハバ: 
チ は 。 箇 尾 に ひと つ 
を WA る 


バン ダー ル 好 陵 上 戦 衝 


パン ダー ル と パン ダー 
戦 答 に 建 送 さ れ た 新旭 邦 の 新 ん ル 『 選 が 存在 。 大 玩 
下 陸 上 昌義 で 、 ヒマ ラ ヤ 凌 以 上 の 導電 子 光 葛 座 や 対 
巨 訪 だ っ た 。 方 面 還 林 農 の 司令 名 細 ピ ー ム 頁 な ど 多 
と し て 用 いら れ た 移動 要 族 で ある 。 の 火 境 を 備え る 、 
全長 に よる 引力 分 類 
陸上 戦 径 は 、 大 戦中 まで 全 兵 を 人 に Li 


基準 に クラ ス 分 けさ れ た 。 これ ば 家 
民夫 通 の 規格 で ある 。 この た め 、 
央 馬 で も 弄 状 が 違う こと が ある 。 


水上 算 や 潜水 義 も 、 才 後に 民間 へ と 流出 
し た 兵器 で ある 。 シー バル チャ ー や 戦闘 武 装 
集団 オル ク が 多く 保有 し 、 サル ペー ジ や 関 
に 用 いた 。 政府 再 浴 委員 会 の 管理 下 や 新 
連邦 宣 に お いて も 、 多数 が 運用 され て いる , 


下記 の 信和 以外 に も 、 新 者 放 紙 の 空 還 ドリ 
る . 


シー キャ ッ ツ ス ル 指 手 艇 区 の 後部 に 性 納 庫 
オル ク の ドー ザー 味 の 胃 。 欠 を 桂 つ た のか. ブリ 
倖 中 央 の イ - ひら 相 気 し . 夫 2 = ン は 前 方 に 設け られ 
症 に エア クッ ショ ン も 発生 ませ る た 転 令 と 押尾 に は 
区 人 に MS 逸品 62 信 え る ーー クレーン も 析 信 。 
シー キャ ッ ス ル 戦 闘 輸送 芽 
ドー ザー 昧 が 2 代休 有 。 左右 に 
アン グル ギド デ ッ キ 状 に 娠 り 出し た ye 
MS 先天 欠 の 提 開 き 式 
で ど 公開 拉 箱 紙 9 機 開 も 桂 つ 。 せる 仕様 の よう だ 
シー バル チャ ー 租 シー パル チャ ー ザ サ 
方 の 船便 と クレ ー ン な どの サ a ti 
ル ペ ー ジ 財 機 絆 が 埋 栖 。 牙 首 は 、 > 3- 用 上 本 の 江 
画 状 で 、 正 画 か ら の 捧 醤 和 挫 の 状 に は 、 欄 々 な パリ 
族 、 上 雑 が 容 竿 な よう で ある 。 エー ショ ン が ある 。 
潜水 区 ポリ ベイ モス 同時 代 の 水上 座 秀 
オル ク の マー カメ ーー 弥 が 使用 し と 同じ く 。 MS 才能 
た . ウォ ー タ ー・ ジ ェ 推 壮 式 の 潜 や サル ペー ジ 貫 散 を 
EN TT きっ て いる 。 内 部 の 
誠に MS 発 差 用 ハッ チ を 華 え る 。 物 納 麻 ね 広かっ た 
トリ エス テ 級 水 陵 両 用 骨 MEMS FE2 
林 上 。 水中 、 陵 上 で 重用 可能 基 、 北尾 に クレ ー ニ 
な 多用 本 地上 や 水上 で は 本 と 商科 用 ハッ チ を 人 
バーコ ニル ト 、 ネ 中 で ウォータ ー・ 者 える パル チャ ー の サザ 
ジェ ッ ト で 性 動 する コッ トー 時 が 使用 


MS 運用 理 講 : A.W. の 北 胃 


宇宙 態 艇 


第 7 次 宇 軍 戦 争 後 、 地 球 と 宇宙 が 戸 交 
状態 に あ - め 、 し ば らく 大 規模 に 運用 さ 
れ な か っ た 宇宙 艦艇 だ が 、 新 連邦 と 宇宙 革 
命 重 の 衝突 が 決定 的 に な る と 多数 が 投入 
きれ た 


アマ ネ セ ル 級 大 至 江 艦 
監 化 に 新庄 され た と 載 わ れる 、 新 
達 放 の 族 放 。 到 馬 交 の 一 竹 で 、 同 
各 の 牙 性 を 上 下 に 連結 し 
シル エッ ト が 特 欄 で ある 。 


アオ ヤギ 編 字 宙 戦 馬 


時 人 に は 、 ア 
ES gl マセ もり 引 の 環 電 で 
用 され た 主力 字 宙 埋 片 。 宇宙 革 > 字 軍 事例 軍 と の 戦 


合間 と の 設計 包 間 の 導い 5、MS 
デュ と 発進 を 修 尾 に 代え る 。 


バル トー ク 紋 宇宙 公洋 租 

新 運 孝 が 同 全 し た 中 製材 。 アオ 

ヤキ 各 の 設計 王 伯 を 生け 押 い で お 、ー- 
りり 、 族 尾 に MS 用 発進 を 人 える 、 
可能 MS 才 は 約 10 幾 は れる 


フリ ー テ ッ ロ 

上 連邦 の 宇宙 胃 攻 。 アオ ヤギ 
馬 に 信 た 構 身 を 桂 つ 。AW 0015 
時 、 反 連 孝 組織 が 保有 し て いた 
が 、 ジャ ミル 


の 手 に 闘っ た 


ガー ベラ 
守 電 革命 
され た 大 各 宙 還 征 で. ザイ デル ・ ご 
盾 応 の 邊 麻生 アス トラ ー ザ ーー 
に 同様 の 基本 


アス トラ ー ザ 引 字 画 軍 洋上 
宇宙 ま 信 字 の 主力 相 能 。 暫 遇 2 
MS 軍用 輸送 を ど 多 朋 的 に 使 肖 、 

され た 。 ラン スロ ー・ ダ ー ク ェ ル の ババ 

テオ は アス トラ ー ザ 騙 の ひと つ 。 


小 吾 條 原 開 キグナス 
1 
座 馬 抽 を で は な い が 。 大 痢 ブリ ジ ーー ニー 
長く 健 び た エン ジン な ど 
ザ 幼 に 人 た 柄 和 を 析 つ 


アス 


ヴァ ロー ナ 

サ デ リ ロン が 1 儲 の み 終 備 し た 宇 
再戦 臣 。 族 体 両 曲 の MS 発 居 ロ 
は 宇 電 工 使 軍 の 彰 響 と 思わ れる 
が 本 槽 填 は 旧 較 孝 季 に 近い 、 


大 型 航空 機 


複数 の MS を 搭載 で きる ほど の 大 憧 航空 機 
は 、 空港 な どの イン フラ の 間 題 も あっ て 、 民間 
で の 運用 例 は 知ら れ て いな い ,。 地球 の 再 半 
ー を 目指 す 新 連 邦 は 大 型 軍用 機 を 多用 し 
戦後 独立 国 相手 に 大 き な 優位 性 を 示し た 


超大 型 輸送 頂 

全 糞 林 迄 の 巨大 秋空 恨 。 肌 価 
上 に カタ バル を - 中 央 後部 に 
笑 デ ッ キ を 備え る 。 は ば 同じ 刑 状 の 
まま 小 査 化し た 板 体 も 存在 する 。 


輸送 機 

新 連邦 の 筆 直 
柏 。 主軸 に スラ ス . 
褒 載 可能 MS 傘 は 2 機 で 
カー ゴ ・ ペ イ の ハッ チ を 持つ 


フォ ー ト ・ セ バー ン 

フォ ー ト セパ ー ン 市 に 礁 生き いて 
いた 見 られ る 大 各 吉 空欄 で MS 
守 用 村 力 を 棒 つ 。 MS 発進 ハッ チ 

は 柱 普 と 開 体 の 仙 硬 に ある 、 


大 計 の 宇宙 第 押 が 、MS の 守 用 線 を 持つ 
は ある が . 大 気 駐 過 織 (シャ トル ) も 軍用 され た 


フォ ー ク 状 の 二 首 の 
Mc MS カタ 
代え る 。 フィ ウス - ブ 

ボド マン 羽 信 の 業 
a で る 


遇 に 多数 が 投入 
われ た 箇 も 多かっ た 。 


IMS 発 選 ロ に ブース 
ター を 棒 続 了 る こと で . 
大 気 肛 が 可能 。 
= 宇宙 基 会 軍 に 鶴 取 
され た 藍 も ある 


先生 導 を 牙 普 に 桂 
つ , 2 を の プ ブースター 
を 乏 可 必 


アオ ラー ザ 酸 を サイ 
ズ ア ッ プ し た よう な シ 
ル エ ッ ト ぎ 特 和 。 炎 


に MS 才能 は 
if っ > 各 よ し て いる 


ピー ム 析 や ミサ イル 
に より . 実 し た 詩集 
立 加 を 持つ 。 多 委 
が 新 軍 孝 還 に の 則 
製 に 技 入 きれ た 。 


反 基 府 組 蔵 サ デ リ コ 
ン の アジ ト を 発見 し た 
と で られ る. MSE 
用 能 カ は 符 た な か 
た よう で ある 。 


主 軍 革命 軍 の 新 
MS ウラ ウタ の 攻撃 を 


用 億 を きく 直人 は 消し く な い ゲ 新 直 名 の 
POYTTET Ft 
FT 全 妥 人 と 提 
Ff $ 寺 ス タ ビラ イザ ー の 
EB I に 
た At 折 っ JMS 


IMA 二 用 態 で も ある 、 


カリ ス ・ ノ ー テ ィ ラス 
が 新 較 施 に 対 拭 す 


| 


で 
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手下 世紀 ガイ ド : G-4 部 隊 と スカ ー レ ッ ト 漆 [80] neD3 serDbn 
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- あ (| 


ン 人 
2 ) ドン 
と ュ 


hn 


本 還 G-4 部 隊 と スカ ー レ ッ ト 隊 店 還 


部 隊 は 再編 され て いる 
こ 件 っ て 設立 され た の が G4 部 隊 
アレ ックス の シュ し て テス ト パ イ ロ ッ ト * 訪 
の クリ スチ ー ナ ・ マ ッ ケ ンジ ー 中 尉 が 、G-4 部 隊 の 代 る 9 こめ と 言わ れる 。 RX-78.3 
れる 。 彼女 は 戦 技研 究 団 に 所 < ザン ダ ィ 改造 机 
ー タ イブ 専 川 ガン ダム RX-78 『 統 合 技 術 研究 本 部 應 ぷり 、 ンダ ム 4 号 機 と 思い 込ま れ た よ 
し た の が G4 部 。 の 5 隊 を | ト ガン ダム 4 号機 と きれ る の は 、RX 
78-4 ガン ダム 4 号機 (GO4) で ある 
4 部隊 の 前 身 は 、 宇 宙 條 統 1 3 り 、 ショ ウ ・ ド ゥ ULCO11S) 
の 試験 部 際 だ ソ 論 部 | 、 W “ この 7 (アレ ックス 完成 以前 
中 期 まで RX 『 弄 コン いら 、 そ の 教育 タ の 育成 に 携 わ 
INC ( 携 葵 弄 ナ シス に れる いぶ ス の デー タ 収 集 が 任 


の 「 育 成 し の シス 人 手 不足 
か ら 成 る 


用 し 、 様 


アス 隊 」 の 敵 撃 を に - が 、 マ ッ ケ ンジ ー 中 周 邊 
操 縮 し 、 英機 を 撃退 し た 。 だ が 、 商 


ックス は 深刻 な ダメ ー 


宇宙 世紀 ナ 


RX-78NT-1 アレ ックス の 最終 調整 を 担当 し た こと か ら 
も 推測 で きる よう に 、G-4 部 上 厳 は 技術 試験 部 隊 と し て の 側 
面 を 強く 持っ て い し 実戦 部 隊 と 切り 施さ れ て いた 


下部 隊 の 成立 = | 


一 年 戦争 後期 、 字 宙 軍 合 技術 研究 本 名 摩 下 の 試 部 隊 
が 再編 され た 。 この 共 。 アレ ックス の 開発 に 伴っ て 設立 され た の 
が G-4 部 長 だ っ た 。 RX シリ ー ズ の 完成 に より 、MS の 運用 試験 
が 必要 と な っ た 結果 、 試問 隊 の 統 麻 合 が 行わ れ た の だ ろう 。 


ハウ ェ ア と し て 完成 を 見 た 
HHX ジ リー ズ は 、 ソ ウェ ア の 


G-4 部 隊 は 実戦 部 隊 で は な いた め 、 ア レッ クス 以外 の MS や 
族 血 な どの 装備 は 持た な い 。 分 解 状 短 で リボ ー・ コ 
ち 込ま れ た アレ ックス は 、U.C.0079.12.19 の 時 点 で 紳 側 状 能 
に あり 、 ジオ ン 公 園 軍 の MS ケン プ フ ァ ー や ザク I 改 と 交 暫 し た 


に 対処 
する た め . テス トバ パイ ロッ オト が 
業 し て 対 MS 加 を 行っ た 
レラ クス だ が 、 正 確 に は 0-4 
各 隊 の 装 信 で は な い 。 


RX-78NT-1 アレ ックス 
NT 専用 の ガン ダム 。 全 天 画 園 モニ 
ター、 リ ニア ー シ ー ト 、 マグネ ト ・ コ ー 
テグ を 姓 入 た. 


機密 ラン ク が 高い アレ ックス を 援 っ て いた こと も あり 、 隊員 を 含 
め た G-4 孝 本 の 全容 は 不明 な 部 分 が 多い が 、 任 季 上 、 技 士 や 
メカ ニッ ク が 多く 所 属し で いた 。 隊員 の ほとん ど は 、U.N. メ ディ カ 
ル ・ セ ンタ ー の 議員 と し て 登録 され た と 考え られ る 


二 戦 所 還 で は で いた め 務 
主要 員 は お ら ず . テス トバ 

75 を 
ERA 


スチ ュ ア ー ト 中 佐 


G-4 箇 記 指 官 。 他 の 
還 


ター 華 テ スト パイ ロッ ト 。 
か つて 理生 究 革 に 所 
| 


わけ で は な く 、 権限 も 強かっ - 
戦 に お いて 、 宇 宙 艦 態 を コ 内 に 入れ 、 防衛 江 を 展 
開 させ た こと か ら も 部 隊 の 特 珠 な 位置 付け が 窟 え る 。 


G-4 部 欄 の 任務 と し て 知ら れる の が 、 ア レッ クス の 最終 調 撃 で 
ある 。 コン ピュ ー タ シミ ュ レー ショ ン に よる 教育 右 コ ンピュータ の 
洗 凌 、 ハ ー ド ウェ ア の 組み 立て と マッ チン グ な ど を 行っ た うえ で 、 本 
ワイ トペ ー ス 隊 に 引き 江 す 予定 だ 


ニー 


ュ レ ーション が 主 だ っ た 。 反応 直 度 の 目標 値 
た が 、 テス トバ イロ ント で も 30 理 度 に 通 ぎ な か っ た 


任務 地 ど 


アレ ックス の 最終 主 撃 は 、 サ イド 6 の リポ ー・ コ ロニ ー に 建設 さ 
れ た 、 U.N. メ ディ カル ・ セ ンタ ー で 行わ れ た 。 表向き は 地球 連邦 
政府 の 医療 林間 だ っ た が 、 地 下 施設 に は アレ ックス が 桃 宙 下 に 
手 入 され 、 引 み 立 て と 各種 テス ト が 行わ れ て いた 


条約 上 の 問題 か ら サ イド 6 に 施設 を 置け な 
府 素 医療 機 問 に アレ ックス を 立入 。G-4 衝 隊 に よる 終 机 を 行っ た . 


実 久 ( 試 験 ) 部 藤 の G-4 部 謙 は 、 実 内 を 果 定 し て お ら ず 、 そ も そ 
も 実戦 に 対応 可能 な 装 農 や 組織 を 待っ て いな い 。 し か し . アレ 
クス の 究 取 ・ 確 壊 を 目指 す ジ オン 公国 軍 の 四 投 を 避 け た 茶 、 ア 


レッ クス を 用 いて 応戦 。 コロ ニー 内 埋 肢 を 展開 し : 


画 ルビ コン 作戦 
UC.0079.12.19 に 起き 
た 、 ジ ォ ン 公国 容 軸 機 動 宣 
特 本部 隊 「 サ イク ロ プ ス 謙 」 
に よる 、 UN メデ ィ カ ル ・ セ 
ンタ ー 身 理 作 戦 。 目的 は ア 


レッ クス の 者 地 ま た ルン へ の 保 

だ っ た 。 この 障 。 MS ケン プ oe 
RY マッ 

ファ ー に 凌 さ れ た アレ ッ ク ンー 


ス が 応 埋 し て いる 。 


抱 縺 の アレ ックス が ケン プ フ ァ ー 
ビ で の 


画 フリ スマ ス 作 戦 
UC.O079.1225、 サ イ 簡 
クロ プス 瞭 の 生き 残り が 失 

乗 する ザク HI 改 と アレ ックス ーー 
が 交 較 し た 。 リポ ー・ コ ロ 

ニー へ の 検 攻撃 環 止 が 目 > 
的 だ っ た 。 ザク eK は 、 ト ラッ 
プ を 仕掛 けた 森 に アレ ッ ク 
埋 閲 は 


ザク HG を 机 結 し た も の の アレ 
クス も 大 ダメ ー ジ を 受け た 。 結果 
アレ ックス が ネ ホワ イト ペー スピ に 人 
ち れ る こと は な く な っ た 


スカ ー レ ッ ト 隊 


G-4 部 隊 と 同時 期 に に リポ ー・ コ ロニ ー に 駐 留 し て い 
た MS 部 隊 に スカ ー レ ッ ト 隊 が ある 。 リポ ボー・ コ ロニ ー 斑 禄 
の ペガサス (ホワ イト ペー ス ) 級 強 柚 撮 睦 北 グレ イフ ァ ン ト 
ム に 所 属す る MS 部 隊 グレ イフ ァ ン トム を 含め て 
G-4 部 隊 の 指揮 下 に 置か れ て いた よう で ある , 


ーー 
連邦 軍 の ハイ エン ド 義 で ある ( 準 ) ホワ イト ペー ス 綴 強壮 
揚陸 義 に 所 属す る だ け あ っ て 、 後期 量産 型 の ジム を ペー ス と す 


る 高 性 能 MS を 装備 。 総合 性 能 向上 狙撃 型 、 中 拭 苑 支援 用 
て ど 仕様 も 充実 し て お り 、 多様 な 理 闘 形態 に 対応 可能 だ っ た 。 


RGM-79SP 

ム ・ ス ナイ バーI 
林 量 産 虹 の ジム を 大 穫 と 
する 反 合 性能 向 上 揚 連 
仁 欄 当 名 引 の ジム 
系 MS だ っ た 。 


RGM-78G 

ジム ・ コ マン ド 

コロ ーー 内 引き 主 任 前 ど 
する ジム 希 MS。 有人 
で は ゲル ググ に 区 潤す る | 人 


ETI WM \ 
RX-77D 

ガン キャ ノン 量産 型 

ガン キャ ノン に 区 醒 す る 性 租 の 中 

玉 必 MS、 時 痢 の 

ジム の 作品 を 流用 し た 。 


U.C.0079.12.19、 リ ポー 
ファ ー に 対 移す る た め 、 コ ロニ 


現し た ケン プ 
内 に 入っ た グレ イフ ァ ント ム か ら 


出撃 。 出撃 は 、 G-4 部 隊 指 手 官 スチ ュ アー ト 中 佐 の 要請 を 発端 
と する 。 し か し 、 ケン ブフ ァ ー と の 戦 関 で 全 減 し た 。 


数 で 圧 個 し 。 スペ ッ ク 上 も 決し て 孝 ち な か っ た スカ ー レ ッ ル 苑 だ ザ 。 ケン プ 
ファ ー1 機 に 苦 芝 。 間 個 和 きれ で いき 、 全 江 に 至っ た . 


MORE INFO! 
一 年 戦争 末期 の 地球 連邦 軍 MS 部 隊 


MS の 実用 化 に 遅れ た 地球 層 邦 軍 だ が 。「 チ ェ ン バ ロ 
作 財 ] や 「 星 一 号 ] 作戦 に 向け て 多数 の MS を 配備 し た 
結果 、 健 々 の MS 部 隊 が 編制 され た 。 多く MS や 
支 振 機 ボー ル を 装備 する 禁 浴 的 編 束 だ が 、 ガ ンダ ム ・ タ 
イプ や カス タム 機 を 持つ 特別 編制 の MS 部 隊 も 存在 し た 


1 画 不 死 身 の 第 4 小隊 
ETT ポ 
MS 小橋 。 ソロ モン 
クー を 転 幸作 機 に 見 
一 戦争 を 生き 証 


較 サラ ブレ ッ ド 
ホワ イト ペー ス 破 共同 穫 強 
LP と サラ 壇 < 
統 2 健 か ら 成 る 。 ガン ダ 科 
を ) 5 攻 禁 (お) と ガン 7 し 
ン 3 林 を 配備 
ロ 
し 2 33.26 
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いい 1 
隊 識 フロ ンティア ・ サ イド 襲撃 


サイ トド 自 体 が コス モ 
建設 きれ た コロ ニー 格 と 言わ れ 、 


~~ > 


U.C.0123 


理想 国家 建設 の た め の 
フロ ンティア ・ サ イド 制 月 


ンティア ・ サ イ 
7 建国 戦 
5 り 、 ロ ナ 家 の 計画 
目的 は 、 い 下 準備 の 未 
通り 


破壊 の 則 止 や 地 
の 根本 的 改革 を 断行 3 


B 球 連邦 


以上 の 住民 が 死亡 し 
いて は 不明 ) 、 14 万 人 が 進 軟 する 事態 と な っ た 
F イ ア IV の 住民 の 反 CV 感 博 は 、 決 


Miustration by MASANORI SHINO - Color by HIROKO Ki 


フロ ンティア ・ サ イド 陳 撃 


CROSS BONE VANGUARD 


Spscial Etect by 


[m1) ne03 sr D2n 


制圧 後 の CV の 統治 が 


定 的 に は 悪化 し 
する ほど の 反 
く 住民 は 、 未 制圧 の フロ ン テ ィ 

“理由 と 考え られ る 


動 は まだ 終わ っ て 
ジェ クト 「 ラ フレ 
悪 を 知る CV 


、 計 画 の 存在 と 実 
氏 は ほとん ど 存 在 し な か っ た 
UCO155) 


ー ム レス ・ ス ミス 


ANORI SHINO + Background by ATELER MUSA 


・ サ イド 仙 撃 時 の CV の 戦術 は 、 完 璧 
ご っ た 。 地球 連邦 軍 の 駐留 部 隊 は 
CV の 接近 を 察知 て ・CV の MS 部 隊 は 易 々 と フ 
ロン ティ ア IV 内 に 侵入 し た (ブッ ホ ・ コ ン ツ ェ ル ン の 活 
動 は 、 地 球 連 苑 政府 や 地球 連邦 一 の 間 


いも 


一 内 で の 戦闘 
内 に 侵入 し た CV に 対し 、 地 理 連邦 軍 も MS 部 隊 を 展開 、 両 者 
は 交戦 状態 と な っ た 。 し か し 、 士気 や 株 度 、MS の 性 態 な ど は CV が 話 
て いた 。 連 却 軍 の 続 制 が 取れ て いな か っ た た め 、 戦 旨 
も 補 害 が 出 た 。 戦 軸 は CV 優勢 の まま 進行 


画 CV、 フ ロン ティ ア V に 侵攻 

UG.0123.03.16 

ガー ド が フ ヒ P・ サ イド を 怠 調 。 地 

球 拉 施 軍 の 抵抗 を 受け ず に コロ 

取り つ は 、 港 済 ブロ の を 抽 庄 
の 保 入 成功 し 


ィ ア WN の 必 住 区 
展開 する 地球 回 孝 軍 
補 孝 軍 は 、 溢 滴 


0 侯 入 し た CV の MS 部 際 が 、 コ ロ 
内 を 開始 し た 。 コロ 


ら 近 し 出さ れる 形 


MS を 送り 込ん 
選 け た よう で ある 
超 員 退避 を 措 示 する ポ 


選 共 勧告 も 遅れ 市 街 地 や 人 
K 兵 の 買 に 勝る 


ガー ド (9 ビー ネ 大 電 
ト 和 部隊 も 投入 。 軍 準 は 放す 


地球 連邦 軍 の 壊 走 


コロ ニー 内 埋 本 を 生き 
か ら 脱 出す る た め に 株 橋 が あ , 


の 能 般 は すでに 次 有 | 


を 問わ ず 裕 害 は 増え 
て 球 連 者 軍 


する 民間 人 


葉 較 の 騰 攻 は 事実 上 決 ! 
いた 禁 様 


地球 連邦 宮 の 高 趣 


の 科 夫 を 共 み ず 市 宙 地 載 を 
和信 華 さ れ た 


ニー 内 茂 半 
還 孝 軍 は い 
の 波及 被 
『 叶 し た の だ っ た 


す 結 果 と な っ た 
立っ た が 、 対す る I 
、 民 間 < 


MORE INFO! 
開戦 直前 の 出来 事 


RXF-91 シル エッ ト ガ ン 


XM-05B ベル ガ ・ バ ルス 
ガー 名 で 試験 され 

機 槍 。 ベル ガキ tg 
PT 


a 34.22 


電導 理論 フロ スポ ー ン ・ ・ 人 バンガー ド の MS 開発 
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サナ リィ に 底 す る 
小 雷 MS の 実用 化 


コス 
ン ガ ー ド 
た 小型 MS だ 
MS、 RGM: 
初 の 小型 主力 MS、RGM-109 へ ビー 
に 。 サナ リィ の 躍進 で 存在 感 を を 疹 れき させ て 
、 MS 産業 の 雄 で あ - ナハ イム ・ エ レク 


タス 社 (以下 AE) が 開発 し た MS 療 を 、 実 戦 
撃破 る 。 基本 性 能 は サナ リィ の 
ー ル ド を は じ め と す 

で も 知ら れる 
ツェ ルン 、 創業 者 一 族 ロ 
高 性 能 小 型 MS を 欲し 


体 の ブッ ホ ・ 
ナ 家 ) (地球 巡 者 


の 建国 、 地球 連邦 の 打 個 、 地球 回 の 必 
た 。 平和 的 手段 で これ を 達成 する 見 込み 
軍事 的 手段 で 実現 する ほか な か っ た 


MS 運用 理論 : クロ スポ ー ン 


が 、 兵 員 や 兵器 の 数 で は 地球 連邦 軍 が 圧倒 的 に 
求め る し か な か っ た 
ン ツ ェ ル ン の 利点 


基 健 技術 が 著 積 き 


軸 重 機 技術 の 番 積 、 航 
航 宙 機 の 開発 技術 を 持つ ブッ ホ ・ エ アロ ダイ 
こ 代 表 き れる 重 T 企業 の 存在 、AE や 
マ 重 工 と の 取引 と r 独自 の 高 
性 能 小型 MS の 開発 を 可能 と し た の で ある 。 
、 第 一 次 ネ オン 戦争 擬 の 


邦 政 府 
報 油 小 の 


理由 と し て 拳 げ ら れる 。 
ン は 他社 と の 関係 

の 高 性 能 小 界 MS 
シル エッ ト ・ フ ォ ー ミ ュ ラ ・ プ 


バン ガー ド の MS 開発 


[FN) 09 wm08M 


History of MS Development in U.C 
宇 軸 世紀 の MS 剛 発 史 


ト 」 を 進め た 時 期 の AE と は 技術 交換 を 行っ 
V が 設立 0106 年 、 ま 

7 こと と 思わ れる 。 CV 用 MS の 台 
な っ た 作業 用 MS デ ッ サ タ イプ は ULC.O108.07 に ロー 
ト し 、 以 後 、 デ ッ サ タイ プ を ペー ス と し た 小型 MS 
の 開発 が 進展 。UCO120 年 代 に は 格闘 型 / 戦 闘 

どの 多様 な MS が 
建国 戦争 


プッ ホ ・ コ ン ツ ェ ルン の 創業 者 一 族 ロ ナ 
家 は 、 政 治 的 手 疫 で の 地球 園 の 改革 を 目 
指す 一 方 で 軍事 力 に よる コス モ 下 族 主義 
国家 の 建設 も 志 し た (後者 が 本 命 だ っ た よ 
う で ある )。 この 中 で ロナ 家 は 、 私 設 軍 CV 
の 編制 と 、 CV 専用 の 高 性 能 小型 MS の 開 
発 を 決定 し た 。 数 に 勝る 地球 連邦 軍 に 勝 
利 する た め に は 、 質 的 有利 が 絶対 的 に 必 
要 と 判断 され た の だ ろう 。 また 、MS 開 発 に 
必要 な 基礎 技術 も 独自 に 状 積 し て いた 


小型 MS の 有効 性 に 着目 し た CV は 、 地 球 
連邦 凍 よ り 早 い 段 階 で MS の 小型 化 に 落 手 
し た 。 初期 の 聞 発 は 航空 機 部 門 の ブッ ホ - エ 
アロ ダイ ナミ クス で 行わ れ 、U.C.0108.07. 
試作 機 デ ッ サ タ イプ が ロー ルアウ ト し た 。 ジェ 
ネ レー ター を 機体 外 に 設置 し 、 出 力 系 の 分 
散 、 推力 重 重 比 の 見 直し を 行っ た デ ッ サ タ イ 


実戦 用 MS の 完成 


作業 用 MS と し て 一 般 に 公開 され た 
サタ イプ を 共に 、 実 戦 用 MS の 開発 が 進め ら 
れ た 。 まず 、 デ ッ サ タイ プ か ら 必 要 な 機能 を 
抽出 する 形 で 開発 され た の が 、 一 般 用 格闘 
型 量産 機 デ ナ ン ・ ゾ ン と 指揮 官 用 格闘 型 
その 後 、 この 2 機種 
を 発展 させ る 形 で 開発 が 進み 、 格闘 型 、 戦 
貞 型 、 偵 案 型 の 基本 分 類 も 生ま れ た 
に に に 申し に 長 」 
雇 圧 か ら 成 る MS 小 了 
の 利 を 昌 定 。 各 


は 、 一 般 用 と 指 得 間 用 
が 間 呈 され た 


CVONEMSE. 
球 較 孝 軍 の 主力 MS 
お 圧 位 的 に 高 性 抱 


MORE INFO! 
ラフ レシ ア ・ プ ロジ ェクト 


CV で もご 


構想 きれ た も の た 
で 、 人 類 重 清 計 画 に 充 迷 し て し ま 


青 。 コス モ ・ パ ピロ ニア 国 を 提 


地球 連邦 軍 や 他社 へ の 販売 を 想定 せ ず 、 「 理 想 」 の た 
め に 開発 され た CV の 小型 MS は 、 採 條 を 度外視 し て 製造 


され て いる 。 結果 、 数 々 の 新 技術 が 導入 され 、 突出 した! 
能 を 獲得 し た 。 あら か じ め 立 て た 戦 略 の た め に 開発 され た 
点 も 特 得 で 、 コ ロニ ー 内 戦闘 を 強く 意識 し た ショ ッ ト ・ ラ ン 


サー や ゴム 製 の ソー ル な ど に 反映 され て いる 


た 量化 寺 組 に 


ト 先 化 と 性 能 を 大 し 


usralion by TOKIKO YUZAWA (Twin Bell 
の 


試作 機 デ ッ サ タ イプ の 完成 を 受け て 開発 され た デ ナ ン 


ゾン か ら 一 般 用 量産 機 が 、 ペ ベルガ ・ ダ ラス か ら 指揮 官 用 
が 派生 し て いっ た 。 開発 拠点 は プッ ホ ・ コ ロニ ー で 、 ブ 
ホホ ・ エ アロ ダイ ナ 開発 、 生 


産 を 担当 。 デ ナ ン ・ ゾ ン の 民生 用 モン キー バー ジョ ン の デ 


ナン ・ タ イプ MS は 、 作業 用 と し て 一 般 に 


し 出さ きれ た 


CV 系 MS の 開発 系 統 


XM 
ベルガ ・ ダ ラス 


XM05 XM06 
ペル ガ ・ ギ ロス | | ダキ ・ イ ルス 


XMt03 
エピ ル ・ ェ エス 


攻 邊 攻 
| 


XMx(P97) 
区 ば 


XM10 (Fe7E) 
ラリ ント 
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は サイ ズ に 上 比 し て 敷地 面積 が 狭く 、 不 経 入 


の だ 


ーー の 構造 上 の 特徴 は 、2 基 の 円 共 。 コロ ニー- 
ちる 。 「 砂 時 
ヒッ ト は プラ ント の 象 散 た だ し 、 維持 コス ト が 低い と 見 ら 
、 低 い 自 転 較 月 
\ る た め 、 コリ オリ の 力 の まま 
うほ か 、 絶 対数 が 少な い コ ー デ ィ ネ イタ ー の 選 
め 、 敷 地面 積 の 狂 き が 決定 
ヽ 。 も しろ 敷地 面積 と の トレ 


天 衝 型 コ 
形 区 画 


る こと 、 水 圏 を 配 
分 な 擬似 重力 が 


な いな どの 利 


の 国 施 や ザフト の マー ク 


知ら れ て いる . 


置 し 、 円 雛形 


ニー 構 想 が 本 格 化す 


ネス が 活発 化し た 


で し て 5 四 世 
記 構 』 や 月 面 都 。 つの 円 代 
曽 の 旗 部 に 1G 村 
この 擬似 重力 


振り 回 す よう | 
4 の 撫 似 重力 を 
と て 、 内 | 


宙 ス テー ジ 


関連 ファ イル 


出現 と CE の 製 定 


持つ っ 。 そ 37 


ン が 発表 し た 天 笠 蘭 コ ェ 


な 特徴 を 持つ 天 科 型 コ ロニ ー だ カ 
7 と も 称す る (プラ の 最たる も の が 、 利 用 可能 面積 の 狂 
置 する ザフト の 華厳 コロ 金 長 は 60km に 及ぶ 天 竹 型 コ 
利用 可能 な の は 直径 約 10km 
利用 する 点 、 遠心 力 に よる 擬似 重 。 底部 の み で 、 敷 地面 積 は 約 160 
同じ 種 型 コロ . オ さ 


す 型 コロ ニー は 、 シ リン 
ー ル 型 の 島 3 号 型 コ ロニ ー の 構造 は 大 きく 異 


首 接 Eeew 


の 円 娠 形 区 曽 
と な る 。 これ に 対 


ーー 内壁 の 半分 を 


し て 鳥 3 号 


陸地 に で きる た め 、 よ り 大 面積 を 確保 で きる 。 天橋 剛 


34.25 


天 笑 型 コロ ニー の 構造 一 多層 超 弾 性 信光 ガラ ス 


天 科 型 コ ロニ ー は 、2 基 の 円 雑 形 区 画 を 逆 テ ー バ ー 状 
に 接続 し た 基本 構造 を 持ち 、 接 続 部 に は 宇宙 港 や : 
な ど と 英 が っ た セン ター ハブ を 備え る 。 セン ター ハブ か ら 底 
部 に 向け て 太く な っ て いく 送 テ ー バ パー の 構造 は 、 基 部 より 
末 笛 が 大 きく な る た め 強 度 の 面 で 不利 だ が 、 底 部 の 敷地 
面積 拡大 する た め に 採用 され た と 考え られ る 。 


4 ま 以 上 ( 紅 痢 基 ) の 円 区 つ を 持つ 天 梓 阜 コロ ーー も 村 彼 で きる が 
理 汰 で は ず べ て 2 季 の 書 衝 で 寺 設 大 位 み 施設 は 各 コ ロニ ー で 睦 な る 、 


ー に 大 陽光 を 送る ドー ナ 
放 然 板 で 3 


画 ハイ テン = 
スト リ - 
底部 を セン 
下げ る 、 ワイ ヤ 


| て 自己 増殖 し . 負荷 
する 。 ガラ ス 表 面 に 小さ な 氏 


取り 機構 、 
ンク 、 自動 製造 シス テム 
紡績 シス テム が 設置 され て お 


較 ドッ キン グ ベ イ 
自転 輸 の 両端 に 設置 され た 接 
旭 用 、 通常 生 租 用 、 小型 舟 


える ほか 、 大 型 賀 用 オ 
お り 、 様 々 な 散 租 の 入港 や 貨物 の 積み 下 

邊 の パレ ンタ イ きる 。 展望 デッキ と ホテ ル を 備え る の も 特徴 で ある 
ュー ウス セブ ン の 底部 は 原 事 を 留め た ター バハ 駆動 エレ ベー ター シャ フト (自転 替 ) で 
合馬 


ration by AKIO UNUMA 


画 円 鑑 形 区 画 底部 ( 地 


次 ミラ ー か ら 送 られ た 太陽 光 を 、 円 雑 形 区 画 (居住 の 自 た 生 博 革 性 の 気候 に より 、 人 間 の 
【 】 区 ) 内 部 に 講 導 する ドー ナツ 看 ミ ラー。 サイ ズ は 靖 1 次 ミ テ し 置 する 島 を 本 島 と する 便 山 式 で 、 海 洋 を 含む 水 国 は 内 | 
と 同じ だ が 、1 枚 で 両 円 氏 両面 分 が 大 きい 。 コリ オリ の カ や 海 旗 の 形状 
人 に な 9 て お り 、 コロ ニー 本 
條 に 合わ せ て 自転 する 京 も 、 第 1 次 ミラ ー と の 相違 未 で ある 
な い タ イブ も 存在 する よう た 
に た すす る 
填 さ れ た 自転 


を 思わ せる 申 失 が 広 
上 に 22 が 


較 夫 隅 粒子 
発生 シス テ 

柏井 式 と 槍 察 され る フィ ー ル 
NE よっ て 


放射 線 遥 断 フィー ルト 


両 内 形 区 画 の 中 間 に 設置 され た 、 天王 型 コ F 千 地 な ど が 存在 する 。 セ ンタ 


制 痢 中西 。 サイ ズ お よそ 2km 四 方 。 コ | 

特 講 撃 シ ステ ム や 動力 煽 で ある 太陽 エネ ルギー 変 摘 シ ス 【L 温 し か な 

テム 、 ハ イ テ ンション スト リン グ ス の 制 前 シス テム ( 繊 り 出 | ー の 自転 に よる 団 信 
符 き 取り 横 村 自動 代 調 用 康 料 タン ク 、 自 動 製 千 

ム 、 自 動 編 縛 シス テム ) を 備え る 。 円 氏 形 区 画 と ド 

ベイ の エレ ベー ター の 中 継 地点 で も ある , 


ト タ ワ ー は 、 禁 林 良 界 や 数 の 導 度 を 超え る 
物 で ある 。 地面 に 近付く ほど 太く な っ て いる 


橋 動 戦士 ガン ダム SEED - 
コズミック ・ イ ラ ガイ ド :CE の スペ ー ス コロ ニー [8 国 | ne03 sr32A 


N 


還 へ リオ ボリ ス の 構造 


トミ ラー る る 諾 業 区 リン グ 
3 セン ター シャ フト 等 アキ シャ ル シ ャ フト 


5 洪 放 部 @ 小惑星 ( 貢 源 衛星 ) シリ ンダ ー 直 
能 。 時 地 を 支え 


機動 戦士 ガンダム 


歴史 フォ ー カ ス : 月 軸 域 の 戦 し 


c= THE BATTLE by MOON SURBURS 
紅 誠 月 宙 域 の 戦い “ucoosr 


アー ガマ 追 繋 と 
の 本 折 


ジャ プロ ー 侵 攻 の 準備 こつ 


グリ プス 戦役 の 口 火 を 切っ た U.C.0087.03.02 の グ が 月 面 都市 グラ ナダ 
た 厳し い 状況 
球 へ の 課 報 員 降 UCQ109 
是 の 破壊 
の 時 期 、 
地球 運 孝 軍 お よび 動 し て お ら 
7 ロー の 制圧 だ 


月 以上 の 時 間 は 、 ジ ャ 侵攻 作戦 を 接 え て 戦力 
に 充て られ た 。 具体 的 め 、 作 戦 行動 中 の アー カ 

、 侵攻 作戦 隔 動 の 意味 
調整 な ど が 行わ れ た 


動 を 活発 げ 引 除 は 月 
3 7 月 近 v 
地球 連邦 軍 紅 四 な 追 < を 切り 抜け 7 


ズ の 前 線 司 令 


ガン ダム Mk-I を 奪取 し た アー ガマ は 、 の 航 踊 < 際 に 捕捉 され な 
条 に 抜け 
その 擬 は 、 地 球 近 橋 


アー ガマ 


RX178 ラミ ス 改 。 [ = 
人 K 画 SS、 こ ー ガ マ 、 アン マン を 出港 
し を 急 肛 し た ティ ター ンズ の 道 その 接 
ー カ で を 含む 3 芋 が 。 グラ ナダ か 6 ジャ ブロ ー 盆 
出港 地球 の 達 層 アー ガマ は 庄 の MA(PMX.00 | px 
メッ サー ラ ) の 攻撃 を 受け る テン ョ ン を 寺 動 し て いる . 


こう に ホウ セン カ 


| 本 アー ガマ 、 アン マン に 入港 
凍り マ は 、 月 画 午 
クワ トロ ロジ < 証 還 拉 誤 件 四 
に re スポン の 章 向 か ら 受 け 、 
れ ら た 
層 と グラ ナダ の 証 護 議 記 半周 ば 2 人 
治 中 の 地下 華族 散 の 共 捕 に 記 功 し た 。 


ほのめかし / 
還 は 死亡 し 


遼 本 緑 軸 の 地 束 竹下 と サイ ド 1 の 戦い 
凍 の 追撃 を 振り 切 ご 


3046 シ チ 


衛星 軌道 と サイ ド 1 の 戦い 
者 押 ボス ニア ゲ ア が 本 Ps MORE INFO! 


月 宙 域 で の MS テス ト 


Ma 35.22 


機動 新 世紀 ガン ダム X 


History of MS Development in A.W. 
アフ ター・ ウ ォ ー の MS 開発 史 


音 mm A.W. の MS 


民間 に 流出 し た 
最強 の 巨大 人 型 兵 器 


MS 運用 理論 :AW の MS [x] ncD3 se 12n 


、 そ れ 
5。 民間 


に 自衛 が 源 


関連 ファ イル 


FT 


再建 委員 
軍 で は 、 新型 MIS を 独自 


商品 と し て の MS と 
パル チャ ー 


ある 人 物 が 「 戦 争 の 残し た 最高 の お 宝 」 と 詳し た 
こと か ら も わか る よう に 、MS は 高額 で 取引 きれ る 
MS の 生産 施設 を 持つ 勢力 は 少な いた め 、 
な い 機 体 や バ パーツ で も 充分 な 価値 が ある 。 

こう し た 「 高 額 商品 」 の MS や パー ツ 類 を 、 放 乗 き 
れ た 還 事 施設 か ら 回 収 ・ 売 却 す る の が バル チャ ー と 
呼ば れる 抄 者 で ある 。 パル チャ ー は 玩 見 ・ 同 収 し 
MS を 自身 の 重 模 開 自衛 用 と する 場合 も ある が 、 通 常 
は 戦後 独立 国家 や 復興 地域 、 交 易 商 人 を 含む 個人 
な ど に 売却 す る 。 つま り 、 パ ルチャ ー は MS の 供給 元 
と 言え る 存在 で あり 、 陸 上 戦 第 な る 輸送 能力 と 
相まって 、 MS の 流通 で 重要 な 地位 を 占め て で いる. 

し か し 、 悪 質 な バル チャ ー の 中 に は 相手 を 問わ ず 
MS を 売却 する 者 も お り 、MIS の 拡散 と それ に 
量化 の 一 因 を 作っ た 。 パ ルチャ ー 自 身 が MS を 乱用 す 
る ケー ス も ある た め 、 彼ら が 芳 吉 され る 場合 も ある 。 


完 唱 で 


回 作業 や 特 宙 に 使え る MS. 長 
還 漂 か つ 大 規 便 な 輸送 に 対応 
する 陸上 双 開 を 億 コバ ルチャ ー 


MS の 生 疫 入 は 、 新 7 友軍 
末 記 の コロ ニー 共 と し 作戦 で は と 


MORE INFO! 
決戦 兵器 ガン ダム 
数 ある MS の 中 で も 、 最 浴 の シリ ー ズ 
いた の が 旧 芝 邦 の 「 ガ ンダ ム 」 で あ : 
ム の 起動 、Bit MS の コン トロ ー ル : 
理 用 イン ター フェ イス 「F (フラ 
る うえ 、 実 出し た カタ ログ スペ ッ ク 
凌 対 数 は 少な く 、 艇 密 兵 療 


葵 か っ た 。 戦後 世界 に ちあ いて 
り 、 わずか に 残っ た ガン ダム を 求め る 者 も 多 


FIX, oh 

ガン ダム レオ バル ド の 3 
rt 
ガン ダム や 企 橋 も 佐 発 さ 
れ A 


yy 
GW-9800 
ガン ダム エア マス ター 


コロ ニー 落と し 作戦 と それ に 絶 む 戦 闘 に よっ て 、 旧 連 邦 と 字 
宙 革 命 軍 の 双方 が 壌 減 的 打撃 を 栗 り 、 第 7 次 宇宙 戦争 は 明 
確 な 勝敗 が 決し な い 形 で 終了 し た 。 戦後 、 無 政府 状態 の 地球 
で わずか に 生き 残っ た 人 々 が 、 独 自 に 復興 を 進め る 中 、 管 理 者 
を 失っ た 重 事 施設 か ら MS が 流出 。 拡 本 し た MS は 、 各 地 で 既 
雇 行 為 や 自 箱 に 用 いら れ た 


画 旧来 型 MS の 流用 


凍 7 次 宇宙 埋 争 後 、 旧 連邦 が 放 業 
り し た 軍事 施設 か 5MS が 持ち 出さ れ た 
軍 の 基地 施設 か ら 流出 し た 機体 や 、 埋 溢水 没 し た も の が サル ペー 
ジ さ れ た 例 も 存在 する て | 出し た MS は 、 重 7; 
潜 争 で 使用 され た | 旧 較 邦 、 ま た は 宇宙 革命 軍 の 機体 で ある 。 MS の 
加入 施設 こそ あま り 残っ て いな い が 、 操 友 方 法 や 吾 備 ・ 修 理 技 術 
は 継承 され て いる た め 、 旧来 の MS は 広く 運用 され て いる 


画 旧来 型 MS の 改良 ・ 改 修 


埋 和 、MS が 民間 に 流出 する と 、 綾 自 の 改修 を 加え た 機体 も 登場 
し た 。 パル チャ ー や フリ ー の MS 乗り を 中 心 に 運用 され た 機体 の 多く N 
は . 外 凌 葉 因 を 変更 し た た 。 船 に セン サー を 改 上 し た 機 
体 や 、 軽 生化 を 施し た アル タネ イ テ ィ ヴ 社 の ドー トレ ス も 存在 し た 
性 秀 の 向上 は 恨 定 うだ 。 エル タル ド 共 和 国 の 協力 で 改 
修 さ れ た ガン ダム エア マス ター・ バ パー スト や ガン ダム レオ パル ド ・ デ ス 
トロ イ な ど は 、 億 外 的 に 条 暴 的 な 性 能 向 上 を 黒 た し た 


田 示 替 に 代 球 され る 


実力 が 物 を 言う 駅 後世 困 
困 も 簡 れ な い 、 自 近 し 


画 民間 へ の 流出 


で の 発見 
i 


パル チャ ー や を 変 昌 商人 な ど を 介し た 売買 、 価 人 レ ペ 
や 記入 、 民 者 か ら の 嬉 宮 と いっ た 手段 に よ 
撤 英 し て いる 。 消耗 品 の 守 充 や 枝 備 を 中 心 と し た 
か る た めか 、 相 応 の 収入 が ある MS 乗り や 戦後 独立 回 宣 を 含む 組 
嫌 、MS の パー ツ を 回 収 可 能 な パル チャ ー な ど が MS を 保有 する ケー 
ス が 目立つ 。 MS を 持つ 者 は 「 何 で も あり ] と 言わ れる ほど の を 発 ーー 
搾 で きる た め 、 目 的 を 問わ ず MS を 求め る 者 は 従 を 


江 後 世界 に 流通 し て いる MS の ほとん ど は . 部 か 宇宙 華 
合 軍 の 主 カ MS で ある 。 ガン ダム や 水村 記 用 MS は 、 あ まり 見 ら 
れ な い 。 旧 連 邦 系 は ドー トレ ス ・ タ イブ が ほとん ど だ が 、 宇宙 華 命 
セブ テム な ど 多 様 な 機体 が 確認 され て いる , 


RMS-006G ジェ 
エニ ルカ スタ ム ) 


し 、 新 連邦 と の 昌 佑 で 全 
用 た 


RMS-O0BG 


戦後 に 開発 され た 新型 MS MA 


戦後 の MS の 大 半 は 第 7 次 宇宙 昔 争 時 に 運用 され た 機体 
だ が 、 新 型 の MS や MA も 確 対 さ れ て いる 。 多く は 、 新 連邦 ( 政 
府 再建 委員 会 ) が 開発 し た も の で あり 、 第 8 次 宇宙 戦争 や 地 
球 の 再 統 一 の た め に 配備 され た 。 その 性 能 は 旧来 機 以上 で 
あり 、 ガン ダム ・ タ イプ すら 見 られ た 。 数 こそ 少な い が 、 宇宙 革 


新 連 邦人 は どの 手術 持た な い 符 立 画家 も 


命 軍 や 埋 後 独立 国家 も 新型 機 を 実用 化し て いる 機 を 開発 。 エス ペラ ン サ は 個人 レベ ル で 護 舌 され た ハン ドッ メイド MA た 
新 連邦 宇宙 革命 軍 戦後 独立 国家 
飛行 能力 を 持つ バリ エン ト を 皮 切り に 、 空 音 用 MA 宇宙 区 宣 は 新 主力 MS と し 南ア ジア 三国 が 地 同 し . 試 作 
ディ ー ル 、 次 世代 主力 尼 ド ー ト レス ・ ネ オ を 開発 。 F ( フ て クラ ウ ダ を 開発 。 対 ビー ム を 含 。 機 エス タバ ポス と 主力 MS/ パ イロ 
ラッ シュ ) シス テム 搭載 の ラス ヴェ ー ト な ども 試作 され た め た 防御 力 に 秀 で る と 同時 ン で 開発 字 宙 革命 軍 の 夫 体 を 
NRX-018-2 参考 に し た が . 性 態 は 高く な い 、 
ドー トレ ス ・ ネ オ 
) _NRMA-O06 
ガ デ ティール RMS-019 クラ ウ ダ ENG_002 パイ ロン 
wm サン 2 ィ テ 35.24 
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地球 至上 主義 


Re] The Metamorphosis in U.C. 


エレ ズム の 
アー ス ノ イ ド の 選民 


知ら れ 、 テ 
ニュ ー タ イ 


将校 を は じ め と する 
治 入 し 続 ! 


ノイ ド 出 


な 
みな 


\ エ 
を 憎悪 し て いた 。 一 方 で 、 


大 規模 慮 殺 を 試み た ザビ 家 に 共感 


当 希 、 目的 は 地球 環 
地球 至上 主義 と ティ ター ズ 


方 で 地球 至上 
化 人 間 の 戦力 化 ! 
因 クノ ロ 
先生 的 に 生ま れ た 
れ は 地球 至上 半 義 に 適う 
UC0090 生 、NTD 
ー タ イプ の 無力 化 
上 


LCCEz27 


WORLD GUIDE 


| 地球 至上 主義 の 構成 要素 / 


地球 至上 主義 の 根本 は 地球 の 再生 で 、 
アー ス ノ イ ド の エリ ー ト に よる 地球 園 運営 を 掲 
げ て いる 。 地球 国 全 域 が 地球 の 管理 下 ! 
か れる べき で あり 、 ス ペー ス ノ イ ド は 地球 | 
必 、 ニュ ー タ イプ は 排除 すべ き 対象 と きれ る , 


区 で は ある び 、 ア ー ス 
プ ノイ ド に よる 選民 星 

介 的 側面 が クロ ー ズ 

アッ プ さ れ や すい 


で . 汚染 され た 地球 環境 の 再生 と 保全 を 目指 す 。 その た め の 手法 
ノイ ド を 含む 人 類 の 大 規 棋 謀 鐘 だ 


た よう で ある 。 表向き は 、 地球 


連 孝 政 誠 関 係 者 や 連 郊 議員 の 地球 在住 を 認め て いた が 、 彼ら も 尊 対象 だ っ た 。 


田 通 ば れ だ アー ス ノ イ ド に よる 地球 園 の 運営 


アー ス ノ イ ド の 一 部 が 、 地球 園 全域 を 支配 する 体 製 を 目指 す も の で . 好 球 至上 主義 の 選 挟 思 
電 的 穫 面 も 示し て いる 。「 選 ば れ た アー ス ノ イ ド ] と は 、 ジ ャ ミト フ の 定 問 = ティ ター ンズ や 好 球 至 
上 主義 の 同 狂 者 の よう で 、 それ 以外 の アー ス ノ イ ド は 地球 連邦 大 統 便 で あっ て も 対象 外 だ っ た 


画 ニュ ー ラ イブ は 原生 人 類 を 谷 か す 交替 楼 尋 体 


ジオ ン ・ ズ ム ・ ダ イク ン が 叶 え た 人 類 の 系 新 「 ニ ュー タイ プ 」 は 、 地 球 径 上 主義 で は 有害 な 
ー タ ント と 位置 付け られ る 。 た だ し 、 兵 琴 と し て の 強化 人 間 は 許容 され る 価 向 に ある 。 ニュ ー 


タイ プ の 弄 信 と な る スペ ー ス ノイ ド も 危 隈 祝 ま れ て お り 、 虐 往 も 考 凍 され うる , 


思想 系 譜 上 の 位置 付け 3 


宇宙 世紀 に 入っ て 誕生 し た 思想 の ほとん 
ど は 、 宇 宙 側 の 正当 性 を 語る も の だ が 、 地 球 
至上 主義 は 地 東側 の 思想 に 属す る 。 エレ ズ 
ム を 洒 流 と する 点 は 他 の 思想 と 同じ だ が 、 ス 
ペー ス ノ 條 的 要素 は 排除 され る 傾向 に ある 。 


思想 的 位置 付け 
手 軍 


( weAwaw ) 


宇宙 ニス ペー ス ノ イド を 地球 の 従属 物 
位置 付け る 地球 至上 主義 が が 、 す べ て の 
アー ス ノ イ ド を 韓 重 し て いる わけ で も な い 。 こ 
の 辺り は 、 サ イド 3 以外 の スペ ー ス ノイ ド を 異 
敵視 し た ジオ ン 公 国 に 似 て いる 、 


アー ス ノ イ ド へ の 姿勢 

毅 ア ー ス ノイ ド と 思わ れる こと の 多い 地球 
至上 主義 だ が 、 重 要 な の は 地球 その も の と 同 
計 者 で が )、 それ 以外 の アー ス ノ イド は 考慮 し 
てい ない ( 族 会 工作 な ど で は 人 | 向 が 異な る )。 
この 傾向 は ティ ター シズ に 負 著 で 。 地球 上 で 
も 反 遠 邦 勢 力 の 揚 対 は 竹 底 し て 行っ た 


半 施 全 全 へ の 下 洛 工 


PT で 夫 放 
し て いる 


対し て 健 組 する ティ 
ター ンズ 。 エ リー ト 主 


二 が 馬 間 見え る, 


スベ ペース ノイ ド へ の 姿勢 


スペ ー ス ノイ ド と いう だ け で 地球 至上 主義 
が 語る 「 選 民 」 と は な ら ず 、 放 視 さ れる こと 
も 多い (ティ ター ンズ へ の 参加 も 不可 )。 特 
に | 旧 ジオ ン 公国 軍 抵 党 は 掃 対 対象 で ある 。 
ニュ ー タ イブ も 、 その 王 体 と な る スペ ー ス ノイ 
ド と 共に 香 定 的 に 援 わ れ 、 危 陸 家 され た 。 


民間 の スペ ー ス ノド 
も 攻撃 対生 と な っ た 。 
30 バ ンチ 事件 や ハ 
テ の 大 虚 替 が 代 柄 
倒し て 知ら れる 。 


プリ プス 電設 惹 の ティ 
ター ンズ エロ アナ ハイ 
エレ クト ロニ クス 社 と は 
NSICE ER 


イマ ン の 軍 間 と ティ ター ンズ 、 一 部 の 地球 較 
邦 宣 将兵 で ある , ト フ 自身 が 地球 至上 
主義 を 信じ て いた か は 不明 だ が 、 同調 者 た ち 
は 地球 の 優位 性 を 確信 し て いた よう だ 


ティ ター ンズ 

UC.0083 の デラ ー ズ 納 争 と 、 そ れ に 伴う 重 
周 間 の 私 洛 開 争 を 利用 し て 証 生 し た ティ ター 
ンズ は 、 地 球 径 上 主義 勢力 の 還 事 旨 線 と 言 
える 。 表向き は 、 | 日 ジ オン 公国 軍 残 党 に 代表 
され る 反 地 球 達 邦 勢 力 の 掃討 を 目的 と し て お 
り 、 実 附 。、 治 安 導 持 細 織 と し て の 成果 も 挙 げ 
た 。 し か し . 反 達 邦 デ モ が 開 み れ た だ け の 民間 
コロ ニー へ の 毒ガス 攻撃 (30 パ ンチ 事件 ) や 、 
月 面 都市 グラ ナダ へ の コロ ニー 落と し 未 送 事 
件 な ど 、 骨 激 な 府 主義 的 な 作戦 行動 を 度々 
実施 し た 


地球 至上 主義 者 

ティ ター ンズ 競 師 ジャ ミト フ ・ ハ イマ ン 、 ジャ 
ミト フ の 右 腺 と し て ティ ター ンズ の 還 事 行動 
を 司 っ た パス ク ・ オ ム 大 佐 、 パス ク の 下 で 指 
控 を 絆 っ た ジャ マイ カン ・ ダ ニン ガン 少佐 が 
地球 至上 主義 者 と 見 な され て いる 。 た だ し 
すべ て の ティ ター ンズ 誰 兵 が 地球 至上 主義 
者 と いう わけ で は な く 、 涯 に 対 テ ロ 前 鐘 と し て 
の 正親 を 信じ て いた 者 も 多い 。 地球 軍部 軍 
の プラ イア ン ・ エ イノ ー 提 人 替 、 孝 性 団 の ブレ 
イプ ・ ウ ッ ド や トッ シュ ・ ク レイ ら も ジャ ミト フ の 
思想 に 共 王 し て いた 。 


地球 至上 主義 を 実践 する に あたり 、 テ ィ 
ター ンズ は 政治 活動 と 軍事 行動 を 併用 し た 
政治 活動 は 連邦 政府 や 軍 の 人 懐 務 、 連 邦 講 
会 を 通し た 法案 の 可決 が 主 。 事 事 行動 は 最 
動 舗 圧 や 対 エッ ー ゴ 埋 を 名 目 に 行わ れ た 


地球 至上 主義 の 実践 
に BR 人 


地 款 至上 主義 の 実践 の 手段 [ 


lL 
GE で DN る 
ティ ター ンズ の 香 
JRE 


の 間 も 
る な いい 「 第 2 の ザビ 
補 」 と まで 呼ば れ た . 


ジャ ミト フ ・ ハ イマ ン 
ティ ター シズ 筆 全 に し 
て 、 地下 上 
提 噌 者 。 地 名馬 生 の 
た め 、 地球 馬上 主義 
を 用 し た よう だ 


バス ク ・ オ ム 
ティ ター シズ の 実働 
時 を 幸い た 。 時 凌 な 人 
物 し て 35h る 。 民間 
コロ ニー の 征 江 作戦 
Ch 


きせ る 目 釣 も あっ た 


MORE INFO! 
人 ae 


RGM-79Q 
ジム ・ ク ゥ エル 

ネー ガス タ 衆 に 還 て る 地 球 較 
Do TT 


機動 戦士 ガン ダム 逆襲 の シャ ア 


WORLD GUIDE EE (C0 0 a lh 


この 人 
医員 ネオ ・ ジ オン の 再編 と ロン ド ・ ベ ル 隊 の 誕生 直 計 結 


地球 達 陸 の 支配 体制 復活 と 
シャ ア ・ ア 了 アズ ナブ プル の 帰 過 
地球 連邦 
UC.0089、 第 一 次 ン 戦 争 じ 視 政 策 と 7 
ン の 内 乱 


U.C0155) 
が 判明 し た 


ゝ ) U.C.0090 頃 の 組織 間 関 係 


地球 環境 の 徹 | アー ス ノ イ ド の 族 漬 を 決意 し た 7 
は 、 ネ オ ・ ジ オン を 再編 し 、 他 の 反 達 邦 組織 と も 協力 関係 を 筆 
いた トキ has es 
数 えれ ば 、2 年 近い 紛争 が ーー ロンド ・ ペ ル 隊 (地球 加 邦 ) の 双方 と 関係 を 持 
っ の 紛争 の 結果 、 

ン は ゲリラ レベ ル ま で 
と カラ バ は 地球 連邦 軍 に 吸収 され 


UC008901.17、 第 
た 。 グリ プ : 戦役 示 発 
終わ り を 迎え た | 
ティ ター ンズ カ 


匂 体 化 、 エ ッ 


る 形 で 消滅 し て お り 、 地 球 連 邦 政 府 と 地球 連 孝 軍 が = en DHRE 
閣 際 する 地 款 圏 の 統治 形態 が 復活 し た 依頼 扶 術 提供 


グリ プス 戦役 と 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 は 、 ス ペー 3 傘下 に 収め 
ス ノ イ ド の 反 地 球 運 邦 姿 勢 を 明示 し て いた も の の 、 地 
球 連 邦 政 府 と 地球 連邦 宇宙 政策 を 改め る こと 
は な か っ た 。 それ どこ ろか 、 グ リプ ス 戦 役 勃 発 以 前 と 
同 軍 軽 捉 と スペ ー ス ノイ ド の 封じ 込め を 中 心 と 
し た 政策 や 方 針 を 打ち 出し て いる 。 結果 
イド の 間 に 反 連邦 感情 が 高まり 、 シャ 
復活 と ネオ ・ ジ オン 再編 の 要因 に : 


パース ノ 


オン 戦争 の 末 、 指導 者 の ハ 
失い 、 ゲリラ 化 


第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦 争 科 、 新た な 派 闘 抗 省 経た ネオ - ジ オン 
は シャ ア を 奉 帥 ど シャ アア 自身 も 自ら ネオ ・ ジ オン に 接触 
新 体制 で スタ ー ト 区 連邦 組織 の 支援 、 ス 


ウィ ー ト ・ ウ ォ ー 


「 シ ャ ア の 反乱 」 に 向け た 動き 


第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 が 終結 する と 、 地球 連邦 政府 
車 は スペ ドー ス ノ イ ド へ の 締め 付け を 強め 、 か つて の ティ ター ン 
部 隊 「 ロ ンド ・ ペ ベル 隊 」 を 編制 。 対す る 
オ え の 表 人 も 
め 、 師 め に は 男 政 麻 と の 軍 約 も 次 + し た 


連邦 還 . 大 質量 アス テロ イド の 管理 体制 を 再編 
連邦 軍 、 スペ ー ス ノイ ド 礎 !) の コロ ニー に 対し 、 経 
清 制 兎 等 の 引き 締め を 強化 


ム や 反 孝 能 情 の 強い スペ ー ス ノイ ド ら の 協 
在 と 組織 の 全 鋭 を 地 画 政府 か ら 
C 0092 末 頃 、 公 的 に 活動 を 開始 
較 孝 政府 も dana 
に 対す る 』 スウ ィ ー ト ・ ウ ォ ー 


Pe 間 エグ ム 、 NSP など 反 軍 導 紹 給 の 玉生 活発 人 
人生 て スウ ー ト ウィー ター を 人 
連邦 車外 部 新 上 部 歴 ロン ドー ベル 胡 を 股 立 


けた 地球 連邦 軍 は 、 独 自 性 
ベル 隊 」 を 編制 し 、 そ の 探索 と 
g 情 が 高まっ た 宇宙 で 


連邦 還 、 本 郎 を チベット の ラサ ム 移 す 
反 連 邦 ゲ 
ノイ ド が 


| ル 隊 の 戦力 は 衣 角 1 儲 、 MS6 機 ほど だ っ た と いう 
区 台 … asa 


は ネオ ・ ジ オン 関連 再 文 字 は ロン ド 


a 
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弟 mm 第 三世 代 MS 


MS と MA が 醸 合 し た 
可変 モビ ルス ー ツ 


MA 形態 へ の 変形 機構 を 備え る MS が 、 第 三世 代 
MS で ある 。 可 変 MS、TMS(Transformable Mobile 
Suit) と 呼ば れる 。 ムー パブ ル ・ フ レー ム を は じ め と す 
る 第 二 世 代 MS で 培 わ れ た 技術 、 可 族 MA で の 技術 
蓄積 の 影響 下 で 

可変 MS の 主 な 利点 と し て 、 
を 使い 分 けら れる 』 


要 に 応じ て MS 形態 
准 げ られ る 。 汎用 


連 移 動 や 一撃 離脱 戦法 が 求め られ る 場合 に は MA 


形態 を 採る , 強力 か つ 効 果 的 な 運用 が 可能 と 
な っ た 。 大 気 園内 で の 運用 を 前 所 と し た 可変 MS の 


合 、MA 形 態 は 単独 飛行 能力 を 持つ た め 、 運 用 性 
は き な る 

これ に 主力 MS を 超え る スペ ッ ク 、 両 形態 で 使用 
可能 な 大 感 力 兵 装 に よ 第 三世 代 MS は 万 能 
か つ 高 性 能 な 機動 兵器 と し て 認識 され て いる 。 た だ 
による 運用 性 スペック 兵 装 面 の 特 


History of MS Development in UC 
字 軸 世紀 の MS 開発 史 


警 は 、 前 身 に あたる 可変 MA で も 同じ こと が 言え る 。 

それ で も 可変 MS が 高く 評価 され 、 多 数 の 機体 が 
開発 され た 要因 は 、 そ の MS 形態 に ある と 考え られ る . 

MA を ペー る 可変 MA の MS 形態 は 、 サ イズ 
の 大 型 化 や 、 特 殊 な 形状 と な る 点 な ど 、 一 般 的 な MS 
と は 異な る 傾向 を 示し て いる 。 一 方 、 MS を 原型 と す 
る 可変 MS は 非 可変 式 の 主力 MS と 同 サ イ 
形状 の 面 で も 大 差 が な い 。 つま り 、 運 用 プラ ッ ト ホ ー 
ム (この 場合 は 、 盤 艇 や 施設 ) や 保守 ・ 整 備 面 の 制 
約 が 少な い の で ある 。 こう し た 可変 MS の 利点 は 、 ア 
ナハ イム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (AE) の 「Z 計 画 ] が 可 
変 MS 開発 プロ ジェ クト と 。 因 と 言わ れる 


運用 性 プス ペッ クノ 兵 装 な ど 、 多く の 面 で 優れ た 
特性 を 示す 第 三 財 代 MS だ が 、 聞 幹 技術 一 一 ムー 
パプ ブル ・ フ レー ム 、 ガン ダリ ウム 7 (ガン マ ) 、 全 天 周 囲 
モニ ター、 シー ト な ど 一 一 は 第 二 世代 MS と 
変わ ら な い 

この うち 、 第 三世 代 MS の 可変 機構 の 中 核 と な っ た 


の が ムー バ プ ル ・ フ レー ム で ある 。 駆動 内 骨格 と も 呼 
ば れる ムー パプ ブル フレ ー ム は 、MS の 構造 を 一 変 させ 
た 責 期 的 技術 で 、 加 動 協 囲 の 拡大 や ヒン ジ の 追加 な 
て 可変 機構 を 実現 
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IS と MA で は 必要 な 強度 や 特性 が 異な る た 
可能 な 可変 式 ム ー パ プル ・ フ レー 
ム の 開発 は 難航 し た 。「Z 計 画 」 に お ける 、 MSN-001 
X1 デル タ ガ ン ダム の フレ ー ム 間 題 は 有名 で ある 。 第 
世代 MS 以前 の 可変 MA に も ムー バブ ル ・ ブ フレーム を 
採用 し た 機体 は ある が 、 可 変 MS と は 規格 が 異な る 
この 間 題 は RX-178 ガン ダム Mk や 可変 MA な ど 
の 技術 で 解決 し 、 グリ プス 戦役 中 期 か ら 各 勢力 は 第 
= 世代 MS を 戦力 化し て いっ た . 
(オッ トー・ カ ル テ ン パッ ハ 


U.C0156) 


関連 ファ イル 


006 Z 


に は ティ ター ン 
包 営 に MS を 提 


Mtustration by KENKI FUJIOKA 


第 三世 代 MS 以 前 の 第 三世 代 MS の 機能 と 特徴 

NE 1 弟 三 世代 MS は MA 形態 へ の 可変 林 能 を 持つ MS を 指し 
可変 MIS と 技術 的 な 繋が り ほとん どの 可変 MS が 含ま れる 。 MA 形態 は 、MS の 弱点 
戦略 機動 力 を 補い 、 単機 で の (サブ ・ フ ライ ト ・ シ ステ ム な し で 


の を 強化 すべ く 採用 され た と 言わ れる (可変 MA で も 同 
これ まで 第 三世 代 MS= 可 変 MS と 紹介 し た が 、 第 4 9 SS 


世代 MS 甘 生 以前 に 開発 され た 可変 MIS も 存在 す 。 一 世代 MS 以上 の 戦 開 能力 を 発揮 し た 
る 。 その 代表 が 、 ア クシ ズ の AMX-003 ガザ C で ある 
ガザ C は 作業 用 MS を 原型 と する 可変 MS で 、 当 時 
の 技術 的 制約 か ら ム ー パ ブル ・ フ レー ム を 採用 し て 
いな い (機体 各部 を 構成 する ブロ ッ ク の 移動 で 変形 
し た )。 つま り 、 技 術 的 に は 第 二 世 代 MS 以 前 の MS 
と 言え る の だ 。 また 、 独特 な 形状 の MS 形態 、MA 形 
態 で の 集団 戦 を 前 提 と し た 設計 な ど 、 第 三世 代 MS 
に 分 類 し 苑 い 機体 と な っ て いる 。 その 後継 機 に あ た 
る AMIX-006 ガザ D も 同様 で ある 

し か し 、 ガザ ・ シ リー ズ の アイ ディ ア は 他 組 織 の 可 1 D MA 形 表 
われ 、 第 三世 代 MS の 護 整 答 に この 状 台 FMSZ.006 Z ガ ンダ 
な い 。 一 年 戦争 時 代 に も 、 可 に 人 は し 
変 機構 採用 の MS が : 地球 オン 分 
試作 され た と いわ れる が 、 実 態 は まわ か っ て いな い . 


TI 


形 融 の 基本 的 特性 は 、 第 二 世 代 以前 の MS と 変わ ら ず 、 白 MS 単体 で の 移動 
兵 戦 用 の 本 動 歩 電 用 され る 。 近所 記 以 いう MA 形 胡 
倒 戦 が 主体 と ある 。 多く の 場合 、 便 ピ 
な 兵 装 を 有 し て お り 9 な 主力 MS より 高 性 能 に な っ て いる 


解決 する た め に 、 採 り 入 
で な く 、 一 臣 枯 | 
殻 的 な サイ ズ 
前 面 投影 面積 が 


TTYTT 
すか っ 


MORE INFO! 
オプ ション に よる 変形 


ftMS の 可変 欄 帆 は 機体 


表 で の 戦 較 を 考慮 し た 4 
用 兵 装 の 採用 な ど )、 各 形態 を 使い 分 けた 有機 的 戦 
果 を 党 げ た 。 MA 形態 の 突出 し た 模 動 性 と 高い 火力 を 活か し 
た 、 一 撃 苑 脱 の 対 態 ・ 対 施設 攻撃 も 効果 的 で あっ た . 


"TMS (MA 形 台 ) 


ES sm 
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し - 1 ライ 3624 


3625 


第 三世 代 MS の 優位 と 劣 位 


第 三世 代 MS に 近い 位置 付け の 兵 問 体系 と し て 、 非 可 
変 式 MS と SFS (サブ ・ フ ライ ト ・ シ ステ ム ) の 組み 合わ せ 
が ある 。 単純 性 能 な ど は 、 単 機 で MS と MA の 機能 を 併せ 
持つ 、 第 三世 代 MS に 軍配 が 上 が る 。 艦艇 搭載 する 
の 省 空間 性 で も 第 三世 代 MS が 有利 だ 、 コ スト 面 で 
は MS と SFS の 組み 合わ せ の 方 が 優れ て いる 。 


HTCMSG 高 性 能 だ が 、 製造 ・ 机 代 せ ど あら か る コス ト が 高い 。 SFS は 
で 使用 で きる た め 、 MS が 更新 され て も 計 線 し た 居 用 が 可能 


第 三世 代 MS の 技術 


第 三世 代 MS の 技術 は 、 前 身 に あたる 第 二 世 代 MS や 
可変 MA か ら 継 承 し た も の が 多い 。 ムー バブ ル ・ フ レー ム 、 ガ 
ンダ リウ ム Y な ど が 謎 当 す る 。 中 で も ムー パブ ル ・ フ レー ム は 
可変 機構 の 中 村 で あり 、 非 可変 式 MS 用 や 可変 MA 用 を 
経て 実用 化 に 至っ た 。 基礎 技術 で 完全 新規 と 呼べ る も も の 
は 少な い が 、 プラ ッシュ アッ プ さ れ て いる こと は 確か で ある 。 


多く の 場合 内 結 ・ 固 天 半 も 充 実 し て いる 。 全 天 周 因 モニ ター と リ ニ 
アー シー ト を 採用 し た コク ピ > ト は 、 変 刑 財 の 前 凍 更 に 計 記 し た も の 


第 三世 代 MS の 開発 系 講 


第 三世 代 MS の 誕生 は 、 グ リブ ス 戦 役 中 期 の こと で あっ 
た 。 第 二 世 代 MS や 可変 MA で の 技術 発 必 (特に ムー パ 
ブル ・ フ レー ム ) を 受け て 、 AE と ティ ター ンズ で 開発 が 進め 
られ た 。 アク シズ (ネオ ・ ジ オン ) で も 、 作業 用 MS を ペー ス 
と し た 可変 MS で ある ガザ - シ リー ズ が 開発 され た が 、 第 三 
世代 と 呼べ る の は AMX-107 バウ な ど 少数 に と ど ま る 。 


エゥーゴ の 依 球 を 受け た AE が . 可変 MS 開発 計画 「Z 計 画 ] を 
描 導 。 ムー バブ プル ・ フ レー ム の 問題 で 開発 は 難航 し た が 、 エ ゥ ー 
ゴ か ら も た ら さ れ た ガン ダム Mk-TT の ムー バ フレ ー ム と カミ ー 
ユ ・ ピ ダン の 設計 者 に より 、 Z ガ ンダ ム を 完成 させ た 


PT ETY1 タ ガ ンダ ム ( 徐 の 百 式 ) の 開発 
に 和 避 。 可変 MS の 決定 族 Z ガ ンダ ム に は 、 いく つか の 肖 生 弱 が 存在 


マス ・ シ ロッ コ 大 届 の 技術 協力 な ど に より 、 ティ ター ンズ 初 と され る 
可変 MS ガブ スレ イ が 完成 し た 。 3 部 隊 が 開発 し た ガン ダム TRG 
[ウー ンド ウォ ー ト ] も 、 可変 MS に 分 類 され る , 


人 画 」 系 MS に 丘 莉 する 性 本 を 


画 ムー バブ ル ・ フ レー ム 

MS 用 の 四 載 式 内 仙 格 。 六 三世 代 MS 用 は 可変 機 本 を 実現 
する た め 、 関 生 の 可動 箇 囲 の 拡大 に 加え 、 新 た な 柏 仁 談 や ヒ 
ンジ の 追加 を 行っ て いる 。 MS 形 合 と MA 形 能 で は 、 求 め られ る 
な る た め 、 双方 に 対応 し た 設計 が ザ 施 され た 。 


画 両 形 感 兼用 の 兵 装 

世代 MS の 兵 装 は 、 格 肌 半 兼用 火器 や 両 形 能 で 使 
用 可能 を も の が 目立つ 。 これ は 「 手 持ち 」 式 と 内 革 ^ 還 定式 の 
双方 に 言え る こと で 、 各 形態 の 鎖 筐 な 使い 分 け (変形 ) に 対応 
し つつ 、 デッド ウエ イト を 減ら す た め の 処置 と 考え られ る 。 


る ハイ パー 
メガ ・ ラ ンチ ャ ー 


クリ プス 理大 で は 内装 / 男 古式 
の 兵 和 や 手持 ち 式 の ピー ム ・ サ ー 
ベル 切 用 ピー ム ・ ラ イブ ル を 儲 え る 
基 が 目立つ . 


ティ ター シズ 系 TMS 
エゥーゴ ノン 地理 連邦 軍 系 TMS 
アク シズ (ネオ ・ ジ オン (ハマ ー ン )) 系 TMS 


U.C.0090 年 代 の 
第 三 量 代 MS・ 可 変 MS 


優 れ た 運用 性 と 戦闘 能力 を が し た 第 三世 代 MS 
だ が 、 第 四 世 代 MS 同様 、 第 ォ ・ ジ ォ ン 戦争 の 
終結 と 共に 重視 され な く な 製造 や 維持 整備 を 
は じ め と する 、 コ スト 面 の 間 題 が 大 き な 理 由 で ある 。 そ 
れ で も 、 わずか な が ら 可 変 MS を 望む 声 は あり 、 特務 
部 隊 用 や 局 地 工 用 と し て 少数 が 開発 、 配備 され た , 

U.C.0090 年 代 に 配備 きれ た 、 地 球 連邦 軍 の 可変 
MS の 特徴 に 低 コ スト 化 が ある 。 可 変 機構 の 簡 中 化 、 
主力 MIS ジ ェ ガ ン と の 部 品 規格 の 共用 化 な ど 
達 茂 され た が 、 広 域 配備 可能 な ほど 低 コ ス | 
か っ た 。 リゼ ル と アン クシ ャ が 、 そ の 代表 で ある , 

リ ・ ガ ズ ィ ・ カ スタ ム や デル タプ ラ 
スト か つ 高 性 能 な 可変 MI 


特 珠 任 本 用 と し て 、 サナ リィ が 間 
発し た 可変 模 D-50C ロト 。 MA 


MS 運用 理論 : 第 


B 代 MS 


MORE INFO! 
可変 機構 を 持つ 小型 MS 


)C.O100 年 代 に 全高 15m 級 の 小 各 
S) が 埋 及 し 結 め る と 変 機 構 を 持 


RAS-96 アン グ : 
可変 MA アッ シャ ー( 下 ) の 偽 
と し て 同 発 きも た. 大 気 弄 内 用 可 
MS。 リ セル 同様 、 ジェ ガン と 規 
内 の 共 租 人 が 区 


ーー に こ 0rganization of C.C. 
ニ リ シ ヤ 計 i 


・ ラ イン フォ ー ド の 存在 
レイ ス の 存在 と 地球 へ の 
ミリ シャ の 編 イン ッ サ ・ ミ リ シ ャ の 指揮 命令 忠 味 な 部 分 
> の 侵略 」 が 荒 言 無 椅 が 見 られ 、 将兵 K 隊 の 知識 が 不足 し 
確実 だ め 、 ガ リア あ 実 が 暴走 し た 


も あっ た 
通し た ク 
高射 砲 


集落 同士 の 
軍事 組織 が 存在 し な か っ た 北ア メリ ア の 状況 を 変 
出来 事 が 、 正 礎 始ま > 


ミリ シャ は 、 ム ー ン レ ィ ス を 仮想 血 と する 軍 0 シ 
事 組 織 で ある 。 し か し 、 当 時 の 北ア メリ ア の ーー 
技術 的 限界 、 ム ー ン レ ィ ス に 関す る 情報 不 = は ムー シレ ィ ス と 
足 、 軍 事 知識 の 欠如 な どの 問題 か ら 、 有 効 いる で 


酸度 も 低かっ た が 
な 対抗 勢力 に は な ら な か っ た 士気 は 高かっ た 


ミリ シャ は 、 地 球 降下 が 確実 視 さ れ た ムー ン 
レイ ス に 対抗 する た め の 還 事 胡 織 で ある 。 た だ し 
所 目力 と し て の 還 隊 で は な く 、 ム ー ン シレ ィ ス と の 戦 


と 青 退 を 舞 一 募 と し た よう だ 。 北ア メリ ア の 統 
一 琶 で は な い 点 も 特 筐 だ っ た 

中 の, っ を 

os EMT OD ER 

8 が 目立つ 。 基本 的 に 


保 攻 能力 は な いい 


ミリ シャ は 科 全 で 和 邊 


人 形 こ と MS を 発 所 ・ 半 | 
MS 相手 に は 苦 和 戦 を い 


| ミリ シャ の 還 生 ”。。 DTI 


西暦 2343 年 、 ムー ン レ ィ ス が 北ア メリ ア 
の 各 領 主 に 接触 し 、 サ ン ペ ベルト 地帯 の 割譲 
を 求め て 交渉 を 開始 し た 。 これ を 受け た 一 
部 の 祝 主 は 、2000 年 以上 存在 し な か っ た 
重 隊 の 細 制 に 藩 手 し た 。 


サン ペル ト 地 電 の 割 昭 と 入植 を 求め た ムー ン 
レ ィ ス は 、 交渉 期 朗 が 過ぎ た 場合 、 交渉 寺 信 の 
如何 に か か わら ず 地 球 に 降下 する と 告げ て い 
た 。 各 領 主 は ムー ン レ ィ ズ の 正体 に 便 妖 的 だ っ 


いち 早く ムー ン レ イィ ス 対 策 を 行っ た 人 物 が 、 イ 
ンク レッ サ 領 の 鎮 主 名 代 グ エン ・ サ ー ド ・ ラ イン 
フォ ー ド だ っ た 。 当時 常備 軍 は 存在 せ ず 、 軍事 
知識 の 多く も 失わ れ て いた が 、 グ エン は 古文 書 
まき 基 に ミリ シャ の 組織 を 進 
の 練 成 や 兵器 の 製造 行わ れ た 。 表 
リア か ら の 侵攻 に 対処 する た め の 軍 隊 


リ シ ャ の 軍 設 午 。 グエン 
(は 、 他 偽 に 束 軒 を ラス えた 


MORE INFO! 


ミリ シャ と 
生地 を 転載 
ギン ガ ナ ム 族 鐘 と 交 束 し た 


甘 か れ た 標 栓 


下 の 還 は 、 正 暦 2345 年 夏至 頃 の イン 
グレ ッ サ ・ ミ リ シ ャ の 絹 制 図 で ある 。 財 戦 部 
隊 の み を 示し て いる と 思わ れる 。 ディ アナ ・ 
カウ ンタ ー と の 初 交 将 で 大 き な 損害 を 出し 
た た め 、 大 隊 1 個 に 再編 され た 


師団 定 代 "2500 名 ) 基 回 長 : ミ / 


本 ( を 導 : 400 を )x3 


矛 備 隊 CE :100 る 


設立 当初 の ミリ シャ は 、 兵 員 の 練 度 に 加 


え 、 装 備 の 技術 レベ ル も 低かっ た 。 軍事 に 
関す る ノウ ハウ が 失わ れ で いた こと 、 ムー ン 
レ ィ ス に 関す る 無知 、 技 限界 な ど が 


理由 だ が 、 徐々 に 改善 され た 


イン グレ ッ サ ・ ミ リ シ ャ の 人 員 は 、 今 くれ 者 や 
任 価 者 を 信 志 迄 者 を 、 短 期間 で 凌 成 し た も の 
だ っ た まう だ 。 航空 醒 に 精通 し た クン 床 子 、 機 
械 人 形 カブ ル に 搭乗 エエ . ハ イム 、 ム ー ン 
レ ィ ス の ヤ コ ッ プ ど 


て 


礎 車 了 導 人 鶴 の ヤー ニオ ビュ ス や - 細 欄 人 穫 加 麻 
ルト が 大 を 


ジャ ラ ピ ィ 名 」 の ジョ セ フ 


は 季 自 製造 の 電動 車 輸 や 航空 
・ サ イク ル か ら 発 掘 し た 
「 強 は 、 は ば 仙 握 兵 


人 価 


ャ の 介 民 本 
タイ プ MS の 1 内 
月 光 を 人 現 可 能 


な どき 閉 備 し て いた 
本 人 形 (\ 
依存 


機 憶 人 形 ど 呼ば れる MS は 、 マ ウン テン ・ サ イ 
クル が か ら 発振 され た 。 宇宙 艇 や 隙 圭 態 も 発 天 兵 
問 で ある 。 いずれ も 地理 の 技術 で は 製造 不可 
能 で 、 山 に 発 提 作 業 
われ た 。 対 


確 産 具 業 れ た (当時 の 地 
球 し て は ) 高い 工業 力 を 活か し 、 多 
数 の 兵 問 を 開発 ・ 製 造 し た 。 兵器 の 
種類 は 多岐 に 古 る が 、 戦 肢 禁 や 高 


射 雄 な ど 対空 攻撃 を 想 
多い 。 集 音 机 や 投 光 状 も 
暴 を 章 議 し た 装備 で ある 


対空 


ci 36.28 
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機動 戦士 ガン ダム 


ソロ モン 攻略 戦 


CAPTURE of SOLOMON 
U.C.0079 


ザビ 察 の 肉 紛 が 呼ん だ 
ソロ モン の 陥落 


地球 に に お ける 優勢 を 決定 的 と し た 地球 連邦 1 
ン 公 国 絶対 防衛 ライ ン の 一 角 
要 共 ソ ロモ ン を 陥落 きせ る べく 「 チ ェ 
実施 し た 。 ULC.0079.1224 の こと だ っ た 


他 に も 要 宅 攻略 兵器 「 ソ ー ラ ・ シ ステ ム 」 を 投入 


軒 地 球 連邦 軍 の 投入 戦力 

戦 第 24 隻 (うち 撃沈 ・ 大 硫 12 集 
公洋 艦 121 隻 (うち 撃沈 ・ 大 破 28 隻 ) 
ミサ イル 駆 騰 艦 、 ビ ー ム 砲艦 等 殺 数 
福 給 和 工 520 集 

MS 5.200 機 (うち 未 帰 還 2.000 機 以上 
戦闘 森 880 機 

突撃 前 他 280 隻 (うち 未 帰 可 220 機 


明 


わか る 通り 、 ソ ロモ ン 戦 に お ける 地球 


3 の 推測 が 、 ど し 
只 き 出さ れ た か は 不明 で 、 単 な る 許 望 や 
ら 生 み 出 きれ た 可能 性 も 否 》 
ン を 拠点 と する ジオ ン 公 国字 宙 攻 撃 軍 
は 、 以下 の 戦力 を 投入 し た 。 これ も 上 述 の 説 に よる , 


硬 ジオ ン 公 国軍 の 投入 戦力 

戦旗 3 隻 ( 全 族 撃沈 

巡洋艦 48 儲 (うち 撃沈 ・ 大 破 36 儲 
MS 3.400 機 (うち 未 帰 財 3.000 機 以上 
戦 還 機 580 機 (うち 未 帰 避 300 機 以上 
実 設 穫 他 8B 儲 (ほぼ 全 小 ) 

この 他 に も 、 MA 
投入 され て 
ト の 


バオア 


ロス 級 大 規 輸 送 空 
る が 、 ビ グ ・ ザ ム は 撃破 され 
ズル ・ ザ ビ 中 将 も 戦死 ドロ ワリ は 戦 
へ と 後退 し た 

見 し て わか る 通り 、 数 の 面 
劣る が 、MS 運 用 に 関す る ノウ 
考慮 すれ ば 、 圧倒 的 労 
、 生 宙 要 2 
ら の 増援 を 


ギレ ン 総 師 


ほっ た の は ビグ ・ ザ メ 


で 、 戦 闘 終結 間際 に キシ リア 少将 が 出撃 関連 ファ イル 
も 到着 し て いな い , MA P rm 
き が 、 国益 より 優先 さき まっ た の 


この 結果 、 ソロ モン は 陥落 し 
F ド 3 へ の 橋 頭 


地球 連邦 軍 は サイ 


宇宙 に 移行 し C007912、 戦 争 の 
E 邦 軍 だ っ た 。 ソ ロモ 
抽 反 隊 の 展開 、 肌 部 隊 の 
進め 、 12 月 中 介 か ら 下 旬 に か 
ン へ と 移動 きせ 


ホワ イト ペー ス 


略 ソロ モン 攻略 戦 、 開始 
12.24. 刀 : 10. 第 13 独 立 部 隊 と 合流 し 
た 地球 凌 孝 車 第 3 艦隊 は 、 ソ ロモ ン に 接 
近 する 太 ビー ム 提 乱 幕 や MS 部 隊 に より 
要 ま を 第 2 連合 衝 頁 は サイ ド 1 の 
5 


の 直後 に 有 射 され 
ロモ ン を 直 束 、 背 6 
ソロ モン 攻略 戦 の 準備 と 
ー の 戦い 
寺 吉孝 軍 能 毅 が ソロ モン バブ リク 
7 ET 


RB-79 
マゼラン 李 


軍民 mw 


較 宇宙 要 奏 ソロ モン 、 陥落 
1910、 和 VS 部 謎 を 出撃 させ 、 ソロ モ 
^ 中 茶 は 19:30 に 獲 存 


和志 する な みか 、 中 利和 に 突 
族 綴 を 撃沈 する が 自身 も 電 死 、 ソロ モン は 脆 薄 し た 


ソロ モン 攻略 戦 の 開始 


C.0079.12.19 に 連邦 軍 
克 隊 )・ 答 5・ 第 9 艦隊 
艇 胡 )、 弟 2 


第 11 


付き 、 半 藤 を 差し 


ア ・ バ オア ・ 一 戦 の 足音 


成る 最終 防 稚 弥 を 死 
9 概 作 級 を 準 


Ra 


仙 で 積 行動 を 
で の 務 撃 で 手 一 株 だ っ た 。 ソ ~ 
を 利用 し た 大 規模 通 撃 が 主 直 た 
だ が 、 単に 劣勢 だ っ 7 ) の が 実態 と え 


た 地球 運 邦 宣 は 
攻略 の 橋 玉 人 
終 防 術 線 を 死 字 す る た め 
準備 を 開始 。 同日 、 第 00 電 所 
介 ウ を 庁 覇 し 、 艦 舞 や Mi 


MORE INFO! 
ソロ モン 戦前 後 の エ ピ ソ ー ド 


較 ソロ モン の 悪夢 


MS-09RS リッ ク ・ ド ム 
アナ ベル ・ ガ トー 大 民 機 
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本 09 se 18n 


計 MA( モ ピル アー マー) ke 


な い 点 で 、 装 甲 化 され た 宇宙 重機 や 巨大 な 宇宙 戦 
ト な ど 多 種 多様 な 姿 を 持つ 7 
と の も の が 、MS よ り 大 型 化す る 傾向 に 
徴 で ある 。 サイ ズ は 機種 に よ 

高 (全長 ) 60m 報 の 機体 は 珍し く な く 、 大 重量 
攻撃 力 の 非 人 間 江 機動 兵器 が モ ! る 。 可変 MA や U.C.0100 年 代 以 降 の MA は 比較 的 
と Mobile A.R.M.O.UR (Mobile All 小 弄 だ 般 的 な MS より は 大 きい 絶対 的 性 能 ! 
Range Maneuverability Offence Utility Rein これ の 不在 と 大 型 の ボディ は 、 れ た よう で 、 反 地球 連邦 
forcement= 全 久 域 汎用 支援 火器 。 以下 MA) で 設計 1 を 意味 する 。MIS の よう に 
る 。 一 年 戦争 中 に シ 昔 力 化し た と 見 ら * i 部 や 脚 部 を 搭 
れ 、MS と 双 回 を な 内 包 な 機器 


多く の MA が MS 以上 の 
和 述 し た と お り 、MIA に は 欠点 
運用 コス ト 、 < 


(オッ トー 
ォ ッ ト 


ン パ バッハ ULCO156 


れ に く 
置 は 存在 ま 制 約 は 少な い 
こう し た 設計 上 の 自由 度 は 、 攻 撃 カ ノ 防 御 力 
機動 力 を 中 心 と 9 を 可能 と 
黄 力 は 奈 明 期 か ら 重 下 され た 要素 で あり 、 
て は 、 当 時 の MS が 搭載 不可 能 た 

た め に 開発 きれ た 
ェ ネ レー ター や 
ロコ 曲 大 出力 ジェ ネ レ 超大 推力 スラ 
- な ど 、 MS へ の 搭載 が 団 だ っ た 技術 が 加わ 


‘の 


関連 ファ イル 


な 破壊 力 を 有する 多数 の 兵 装 、1 フ ィ 
する 防御 装備 、10G 


ー 科 子 散布 環境 下 
、 其 礎 技術 も 変わ 


MA は 、 MIS と 同じ 
で の 運用 を 想定 し た 機動 』 


37.23 astration by k IKE 


MA の 量 本 的 特徴 


MS と 同じ く 、 ミノフスキー 末子 出 布 環境 下 に お ける 有 視 
春 戦 合 用 兵 問 と し て 開発 され た MA だ が 、 何 を も っ て MA と 
する か は 明確 な 基準 が な い 。 MS な ら 「 人 間 型 の 機動 兵器 ] 
と いう 外見 上 の 特 復 を 持つ が 、MA に は 特定 の フォ ー マ ッ ト 
が 存在 せ ず 、MS と 比較 し て 大 型 か つ 重 武装 な 店 が 一 般 
的 な 領 向 と まれ る 。 な お 、 基 欄 技術 は MS に 準じ て いる 。 


前 述 の 通り 、 特 定 の フォ ー マ : 小 を 持た な い MA だ が 、 一 
MA と し て 認識 され る 基本 形 は 存在 する 。 コク ピッ ト 、 外部 監視 
装置 、 兵 装 、 推 進 器 な ど を 一 体 化し た 胴体 に 、 一 対 の AMBAC 
シス テム 兼用 マニ ピュ レー ター を 持つ も の が それ で 、 ジ オン 公 
国軍 の ビグ ロ や ザク レロ が 該当 する 。 基礎 技術 は MS と 同じ 
で 、 各部 に MS と 似 た シス テム が 見 られ る 


MA に 分 類 さ れる 機動 兵 券 は 、 は に と ん ど が 数 二 m ク ラス の 大 至 欄 で る る 
当初 の MA は る 程度 の 形状 旗 一 が 為 され が. 後に は あさ れ な く な っ た 


男 特定 フォ オー マッ ト の 不在 

MA は 特定 の 形状 が 存在 し な ュ レ ー 
ター の 搬 載 固定 兵 装 の 恒 視 な ど 一 定 の 類 向 は 見 られ る 
が 、 凌 当 し な い MA も 多く 、 これ は 下記 の 大 型 化 領 向 と 相 
まっ て 、 設計 上 の 制約 が 少な いこ と も 介 球 する 


と が 内 | 
マニ ビ ピュ! 

MS の よう 5 本 模 マ ニ 
<、 司 敵 兵 一人 

ム が まい 。 AMBAC: 

か 、 火 吉 を 代え る 場合 も ある 


ちる 。 60m 綴 の 機体 は 珍し く な <、 全 
王 100m 以 上 の 若 大 天 機 すら 度々 箇 発 され た 。 大 型 の ポ 
ディ は 、 四 載 用 クラ ス の 巨大 兵 装 や 部 高 出力 の : ェ 
ネ レ ー タ ー な どの 括 載 に 適し. 性 能 向上 に 役 立 


R 


Mustration by KEISUKE SASAKI 


MS 同様 、MA も 仕様 や 想定 され る 運用 形態 に よっ て 分 類 
で きる 。 下記 の も の が 代表 的 な 分 類 で ある 。 た 各 MA が 
どれ か ひと つの み に 分 類 さ れる の で は な く 、 複 数 の 分 類 に 属す 
る の が 普通 で ある 。 例え ば 、MA の 代表 格 で ある ジオ ン 公国 軍 
の ピグ ロ な ら 、 高 機動 型 と 局 地 戦 用 (宇宙 ) に 分 類 で きる 。 ビ 
: つ の 分 類 は 、 MA の 基本 的 分 類 で も ある 


es 高 機動 = ーー 
MA TEER NEL RN ELI に 巨大 大 推力 が も た ら す 爆発 
可 藤 MABMS 計 が 特に 大 サイ コー ガン タム は 40m を える が に RL 


動 性 を 示す タイ プ 。 ビグ ロ 
ザク レロ な ど MA の 多く が 


大 MA 的 な MS に 分 類 さ れる 。 一 般 的 MS を 
IS の 中 に は 、MA 的 な プ が 存在 浅 主 する 栖 動 性 は 、 一軸 短 
馬 の 代わ り に 大 製 推進 を 指 載 し た 仕様 が 代表 的 脱 江 法 で 大 き な 効 果 を 発 涯 の 由衣 
社 析 に し て 機動 性 を する 。 10G 以 上 の 加 較 が 可 THTETT 


IS も MA EE 能 を 機体 も 少な く な い . 東 動作 に 適する 


ミュ を 指 載 し た MA。 当初 
サイ コミ ュ の 小型 化 が 国 攻 


だ っ た こと な どか ら 、 挫 載 屋 

慣 に MA が 選ば れ た 。 サイ コ 

ミュ を 介し て 、MA の 巨体 と エル メメ e- ア ジー ル の 
才 数 の 兵 装 を 割 撫で きる 点 ビッ ト ( フ ァ ン キル) や 
も 優れ て いる 大 を 桂 つ 機体 が し 


を 搭載 する 
め 、 10.000kW 以 


7 


欠 全 ロケ ッ ト ・ 


大 遇 挫 胃 する 。 一 般 的 な 
が つ 大 槍 カ で 、1 


達 が 可能 な 機体 も 珍し く び 


FF 


式 は 細め て 例外 


J 
に 
MA に も 試 候 、 量 宰 の 分 ほとん ど が 試作 機 。 ビグ 


が 生産 され た に 過ぎ ない 


軍事 掲 点 
の 攻撃 、 あ る い は 
を 目的 と し た タイ プ 。 MA の 
中 で も 特に 強力 な 兵 装 を 持 
ち . 防 衝 力 や 楠 動 性 に 秀 で 
る 機体 も 多い 。 ビグ ・ ザ ム や 


同 先 され た 
え 。 棋 電 兵 義 は ジャ ブ 
を 大 う 岩 人 を 繊 一 可能 


耐用 と 水中 用 
気 隊 内 用 MA 


め て 侵 外 89 な 存在 の 司 葉 に も 検 帳 め だ っ た 


WW サー ラズ 


MS に 対す る 優位 と 劣 位 


高度 な 攻撃 カ ・ 防 件 ・ 根 動 性 か ら 、 MS 以上 の 兵 問 
と 見 られ る こと の 多い MA だ が 、 完 全 で は な い 。 確か に MA 
は 各 戦 争 で 凄まじ い 帳 力 を 見 せ た が 、 圭 局 に 与え た 影響 
は 限定 的 で あり 、 戦 争 の 帰 越 を 決し た の は 多数 が 投入 され 
た MS で あっ た 。 MA に は 、MS で 代 奉 国難 な 利点 が 確か に 
ある が 、MS に 劣る 部 分 も 少な か ら ず 存在 し て お り 、 局 地 載 
専用 兵器 の ひと つと いう 位置 付け に 止ま っ て いる 


1 WE は . MS より 
MA の 方 が 借 れ る 人情 向 に ある 。 た 
だ し コ スト は MS より 高く 、 同 コス ト 

滞 の MS を 缶 ・ 放 可能 な 
と 考え る と . 六 定 交 な 條 老 は つ 


けが ん 


MA と MS の 
性 能 柄 向 


コス ト 


は 、MS よ り MA が 優れ る 。 MA 
カメ 松子 礎 や 連 旋 
な ど で 、MS 用 より 大 火力 で 
上 の 大 火力 は 、 MA の 開発 初期 か ら 求め られ 


箇 回 を 攻 捉 で きる 。 MS の 栓 
そこ まで の 大 力 は が 


EETY 

欠 柏 ロケ ッ ト ・ エ ンジ ン を は じ め と する 推進 若 が 大 型 ・ 大 椎 
な た め 禁 動 性 (ここ で は 移動 連 度 や 加 連 性 能 ) の 面 で 
MA が MS を 上 回 る 例 が る 
現し た 機体 も 前 見 され る 


10G 上 の 潤 能 を 持つ 栗 体 は 丈 し いく 


が 勝る 。 同じ 局 地 載 用 (例え ば 水中 用 
も 、 MS より MA の 方 が 単純 性 能 は 高く な る 
マト を 送 脱 で き な い MS に 対し て 、 特定 の 規格 
地理 吾 用 纏 と し て 特 化 を せら れる 


宰 を 走 え は ば 、 振 約 を な くそ 


と で 宮 度 な 過 地 索 力 を 待て い 
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攻撃 力 [ ( 出 撃 能力 ) | 


攻撃 力 I (近接 格 闘 戦 能 力 ) 


還 局 地 戦 能力 


ー sawww = 5 A EE 


| ベイ ロー ド に 


回 コス ト 


= 

機体 自体 が 大 きく . ハイ パパ ワー の MA は 近接 格 閲 埋 の 威力 
に も 秀 で る 。 た だ し 、 一 方 的 な 攻撃 の 臣 力 は 確か に 高い が 
MS と 近接 格闘 電 を 演じ た 場合 、 者 し く 不利 で ある 。 実際 、MS 
の 格闘 攻撃 や 肉薄 攻撃 に よっ て 撃破 され た MA は 多い . 


運動 性 ( 導 捧 性 や 旋回 性 能 ) で は 、 一 般 に MA が 双 り .MS 
が 優れ る 。 MA も AMBAC シ ステ ム や アポ ジ ・ モ ー タ ー な どの 
委 勢 制 多 機 横 を 備え る が 、 機 体 が 巨大 な た め MS ほ ど 小 回 り 
が 利 か ず 、 近 振 格 開戦 能力 が 不足 する 一 因 と な っ た . 


の 箇 約 な どの 提 軒 が 取ら れる が 、 十 全 な 対策 と は 午 え な い , 


“| ーー ーー i 
イロ ー ド (積載 量 ) は MA が 圧倒 的 に 優れ る 。 サイ ズ 上 の 
制約 が 無し い MS と 異な り 、 サ イズ の 制約 が 事実 上 存 : 
い MA は 、 言 大 な ペイ ロー ド を 獲得 で きる 。 MA の 高度 な スペ 
ク は 、 この ペイ ロー ド に 佑 る と ころ が 大 きい 


MA の 防御 力 は MS より 高い 。 単純 な 装甲 防御 力 で 勝っ て 
いる の は 当 茜 だ が ( 覆 体 が 大 きく 、 分 曲 い 装甲 を 絡 せる )、MS 
で は 挫 載 、 欄 働 団 吾 な 1 フィ ー ル ド ・ ジ ェ ネ レー ター な ど を 失 載 
し や すい 点 も 、 MA の 高い 防 重力 に 責 献 し で いる 。 


ビン 


ピグ ・ ザ ム な ど が 備え る 1 フィ ー ル ドー ジェ ネ レ メガ 和子 軍人 
多 化 。 坪 申 お 拉 園 だ が ビー ム 兵 の 電 渦 は 防ぎ 切れ な い 


汎用 性 (多用 達 性 、 冗 長 性 を 食 む ) に つい て は MA が 大 きく 
劣り 、 MS が 圧倒 的 に 優れ る 。 MA は 純然 た る 戦 軒 ・ 戦 術 兵 
舌 と し て 開発 され た 局 地 戦 用 橋 で ある た め 、 MS の よう な 汎用 
性 は 最初 か ら 宣 寝 さ れ て いな か っ た - 


字 宙 と 重力 下 の 広 方 に 対応 し 、 作 業 性 態 に 備 れ る 5 本 格 マ ニ ピュ 
レー ター を 備え る MS と 妖 が り 、MA は 戦 抽 任 医 に の み 特 化し て いる 、 


MA は . MS より 遅 か に 高 コス ト で ある 。 巨大 な 

スト が 高く 、 凌 持 ・ 整 落 コ スト も か さむ の は 当 状 だ が 、 各 軍 
の 運用 体系 が MS を 主夫 に 構築 され で いる 以上 、 規 格 外 の 
MA は どう し て も 運用 コス ト が 高 購 し て し まう 


サイ ズ の 大 きき は コス ト 
話 の 少な きも 、 通 人 


粘 す る 。 百 大 な MA を 指 協 / 科 
の 融 膝 に 壁 が る 


MA の 護 生 と 
初期 の 開発 


MA の 原点 は 、 試 作 機 MIP.X1 で ある 。 ジ ォ ン 公 
国軍 が 進め た 次 期 主 力 汎用 戦術 兵器 、 つ まり ミノ 
フス キー 粒子 散布 環境 対応 兵器 の 久 争 試作 に お 
いて MIP 社 が 提案 し た 機体 が MIP-X1 だ 
ZEONIC 社 の ZI-XA3( 後 の MS.01) に 敗れ た 

し か し 、MIP-X1 の 機動 性 を 高く 評価 し た ジオ ン 
公 図 軍 は 、 攻 撃 力 の 重視 、AMBAC シ ステ ム の 搭 
載 と いっ た コン セプト を 導入 し た 、 MIP-X1 改 良 機 の 
開発 を 指示 し た 。 結果 、 護 生 し た の が MA だ っ た 。 

メガ 粒子 砲 の 搭載 すら 遂 成 し た MA は 、 南 極 条 
交 に よっ て 醒 兵 器 が 上 禁止 きれ る と 、 最 強 の 火力 を 持 
つ 機 動 兵 器 と な っ た 。 小型 化 が 困難 だ っ た メガ 欄 
人 砲 の 搭載 、 大 出力 の 熱 検 反 応 炉 や 推進 器 の 採 
用 は 、 MA の 大 型 化 を 促し た が 、 ジ ォ ン 公 国軍 は 開 
発 を 継続 。 傑作 機 MA-05 ビグ ロ ヤ ジャ プロ ー 攻 略 
用 の MA-08 ビグ ・ ザ ム な ど を 生み 出し た 。 

到 琶 力 だ け を 見 て も MA は 
半 の 機動 兵 凌 」 に 成り 拉 る : 
ゴリ ー だ っ た 。 し か し 。 規 衝 外 の 
芯 俸 、 無 権 座 に 拡大 し た 開発 


計画 な ど が ネッ ク と な り 、 生産 化 
すら 覚 東 な か っ た 。 


一 年 電信 裕 も ジオ ン 公 国軍 計 和 | 
ダ 新 抽 MA き 開発 。 MA の 持 箱 を 
入手 し た 地球 連邦 軍 や ニュ ー タ 

界 所 、 アナ ハイ ム ・ エ レク ト 
ロニ ウス も 可変 MA を 含む MA 
の 所 完 同 革 を 進め た 


MORE INFO! 
MA 的 な 機動 兵器 


林 動 兵器 の 中 に は 、 MS に も MA に も 分 類 さ れ な い カ テ 
コ ゴリー が 存在 する 。 その 多く は MA 的 な 側面 を 持ち 、 局 地 
戦 用 機 や 特殊 任務 模 と し て 開発 され た 。 大 半 は 試作 レベ 
ル に 留まっ た うえ 、 大 遷 模 な 採用 例 も 少な く 、 機動 兵 問 
開発 史 に お いて は マイ ナー な 存在 と 言え る 


馬 本 兵 召 の モビ ルポ 
ド 。 形状 こそ MA に 近い が 、 小 
握 で 火力 も 全 い 、 支 揚 織 や M 
S の 代 間 と し て 苗 用 され た 


YMT-05 ヒル ドル ブ 


一 年 凡 前 に 同 発 され た 在 
馬 加 車 モ ピル タン ク 。 要 大 や 絆 
吾 経 へ の 放 撃 を 室 し て いた 


» モビ ル ダ イ バー シス テム 
字 軍 か ら 大 気 園 に 突入 し . 上 見 中 
の 測 生 胃 を 所 再 す る 導 兵 導 
軸 球 上 の 使い 持て 兵 類 だ っ た 


戦闘 バイ クタ イプ 

スパ の 陵 壮 兵 親 で . 不 球 
地 で も 間 束 吉林 能 。 析 
旬 価 の ガリ ゲソ ン は MA に 分 
man る 


開発 され 続け る MA 
各 時 代 の MA を 示し て いる (可変 MA は 除く )。 地 
で の 採用 例 が 少な く 、 反 較 邦 系 給 織 が 多く 開発 し 
て いる の が 理解 で きよ う 。 高 コ スト な が ら 高 度 な 戦闘 能力 を 発 
探す る MA は 、 数 に 劣る 反 較 邦 系 組織 に と っ て 魅力 的 だ っ た 


の だ ろう 。 中 で も 特に 高 性 能 な ニュ ー タ イブ 専用 MA は 、 切り と = 表し た も 、 2 ロス ポー シソ バンガー ド や 本 へ 
札 的 な 決戦 兵器 と し て 期待 され も た よう で ある 。 など ゲ 補 々 な 検 馬 を 特 つ 新 虹 MA を 和 人 。 家 に 和信 し た 
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機動 新 世紀 ガン ダム X 
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A.W. の ニュ ー タ イプ The MAR mo 3 


っ > の 人 類 に と っ て 、「 人 の 草 新 」 と いう 
政治 や 軍事 に 利用 され た が 披 力 と は 確か 
a か 戦争 に 従軍 し た ー タ イプ 自身 も 自ら の 超 感 覚 的 
能力 者 た ち 体験 一 一 「 刻 を 感じ た 」 「 未 来 が 見 

ニュ ー タ イプ =「 人 の 其 新 」 の 構図 
し て 、 ニ ュー タイ プ ブ を 「 人 の 某 新 」 と する 説 は 広 ニュ ー タ イプ : 
が り を 見 せ 、 政治 的 プロ パガン ダ に まで 利用 され た 。 が る こと と な っ た 
な 概念 が 、 宇 寅 音 命 軍 組 統 ザ イデ ル ・ ルアン ・ リ ュ ペ ベア AL.W.0025) 
ニュ ー タ イプ 主義 で ある 


力 」 の 軍事 利 
研究 の 未 、 旧 ・ 新 運 


ニュ ー タ イプ と は 、 超 感覚 に よる 意思 不 通 や 未 米 
予知 と いっ た 特殊 能力 を 持つ 者 の 総称 で ある 
更 上 初 の ニュ ー タ イプ 、 い + 
ィ ブ 」 が 確認 され た の | 


スト その 代表 | 


られ る 。 その 後 、 ー タ イプ は 増加 イプ 主義 は 「 入 の 革新 」 説 の 流れ を 波 む 
ニュ ー タ イプ で ある 「 オ ー ル ド タ イプ 、 宇宙 居住 者 (スペ ー ス ノイ ド ー タ イ 
絶対 数 は 蘭 々 た る も の た 義 し 、 能 力 の 有無 は 関 が 特異 
ュー タイ プ が 個体 レベ ル の 突 燈 変異 な の か 、 人 だ っ た 。 スペ ー ス ノイ ド =「 人 の 革新 」 と いう こと だ 。 ザ 関連 ファ イル 
類 が 進化 し > の か は 不明 で ある 。 つ まり 、 ニ ュー イデ ル 替 統 は 、 ニ ュー タイ プ と は 重力 か ら 解 き 放 た れ GX.9900 カン タム cx X0101 


タイ プ の 実態 が よく わか ら な いま ま 時 間 が 経過 し 、 た 人 類 ( ス ペー ス ノ イ ド ) か な 認識 力 や 市 察 力 MSNOX さと を 
タイ プ 自 身 が を 得 た 進化 形 だ と 語 ! っ コロ - 7 の カン ダム X031 
EF = テム x 


な 意味 を 見 出し で 9」 の 意思 統 アイ デン ティ ティ の 確立 


ュー タイ プ る 見 解 と 最も 有名 な も か 、 宇宙 革命 軍 と 対立 し た 旧 連 邦 (と 新 連邦 
人 の 革新 」 が ある 。「 人 | に カ 」 を 持つ は 、 ス ペー ー タ イプ の 発生 と 宇宙 移民 5 

と 、 地 球 岡 の 次 世代 を 抽 う 新人 類 と す を 結び 付け 、 警 茂 し た 。 ス ペー ス 4 
る 見 解 で ある 。 実態 は と も か く 、 価値 観 が 月 壊し た 。 ノイ ド 
世界 で 方 向 性 を 見 失っ て いた 第 7 次 字 皆 戦 沼 以前 ニ 
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ファ ー ス トニ ュー タイ ブ 以 降 、 少数 な が ら 確 認 さ れ た 
タイ プ は 、「 人 の 各 新 」 と し て 一 部 勢力 の 期待 を 集め る 存在 
と な っ た 。 し か し 、 ニ ュー タイ ブ の 「 人 を 超え た カ 」 が 「 人 の 革 
新 」 に 直結 する わけ で は な く 、 言 葉 だ けが 独り 歩き し た 観 は 
否め な い 、 


| 四半 珠 能 力 。 | 


ュー タイ ブ は 、 超 共 覚 を 中 心 
と し た 特殊 能力 を 桂 っ て いた 。 意 
議 レ ペル で の 他 者 と の 共感 、 未 
評 予 知 、 高度 な 誕 議 力 と 放 察 カ 
な ど が 代表 的 能力 で ある 。 こう し 
た 能力 を 持つ ニュ ー タ イプ は 兵士 
と し て も 強力 で 、 吉 軍 で 対応 兵 療 
が 開発 され た 


「 人 を 細 え る 力 」 を 持つ ニュ ー タ 
イプ は 、 明確 な 未来 像 を 描け な 
い 時 代 に あっ て 、 新 た な 時 代 の 
掴 い 手 と な る 「 人 の 重 新 」 と し て 
期待 され た 。 こう し た 理 類 を 抱い 


タイ プ と いえ ども 特殊 能 
を 持っ た 「 人 ] に 過ぎ ず 、 そ れ 
月 体 が 新 時 代 を 担う 新人 類 で は 
な いよ うだ 。 それ で も 、 ス ペース ノ 
イド を 中 心 に ニュ ー タ イプ に 借 仰 
心 に 近い 考 情 を 抱く 者 も 天 っ て 
お り 、 選民 思 政 や 畔 争 の 一 田 と 


ー タ イブ の 下 治 利用 は ニュ ー 
タイ プ 主 義 を 電 げ る 字 宙 束 人 
に 午 書 で 、 ス ペー ス ア イド の 求 心 


タイ ブ 


I 旧 ・ 新 連邦 と 宇宙 革命 還 で は 
する 見 解 が 大 きく 異な る 。 軍事 利用 に 積極 的 
と で は 共通 し て いる が 、 宇 宙 革 命 還 は プロ パガン ダ 
と スペ ー ス ノイ ド の アイ デン ティ ティ 確立 の た め に 利用 し て 
いた 。 た だ し 、 宇 宙 昔 命 軍 の ザイ デル 総 続 が 求め た の は . 
ー タ イブ 的 な 者 」 に 過ぎ な か っ た 


画 旧 ・ 新 連邦 

旧 ・ 新 連邦 に と っ て の ニュ ー タ 
2 軍事 利用 すべ き 対 健 だ っ 
ー タ イプ を 「 人 の 華 新 ] と 
Rc は 否定 的 で ある . 


っ の 
3 
( フィ クス プラ ッ ド マン 


一 宇宙 革命 軍 

スペ ー ス ノイ ド と 『 人 の 革新 ] た 
る ニュ ー タ イプ を 同一 提 す る 二 
タイ プ 主 閉 を 揚げ た 。 思想 奈 制 や 
民意 の 高 掲 が 主 な 目的 だ 


~~ ] 
ザイ デル ・ ラ ッ ソ 
総統 


表 的 な ニュ ー タ イプ ブ たち 


ファ ー ス トニ ュー タイ プ 以 降 、 複 数 の ニュ ー タ イブ が 確認 さ 
れ た 。 第 7 次 宇宙 戦争 に 参加 し タイ プ も 多かっ た が KN 
ライプ 


その ほとん ど は 戦死 、 あ る い は 特殊 能力 を 論 失 し て いる ( 下 S ーー 
0 隊 レベ ル ま で 人 | 
sh 
込ま れ た 


記 以 外 に も 旧 連 孝 の ルチル ・ リ リア ント が 知ら れる )。 AW に i ey ir 


ティ ファ アァ ティール 各 
AW に 入っ て か 理 7 本 


で 生ま れ た ニュ ー タ イプ By 
未来 予知 や 共 如 な どの 能 
力 に 秀 で る 。 特殊 族 力 # 目 

"4 


| 旧 連 部 で ガン ダム X を 
想っ た MS/ イ ロホ 。F( フ 
ュ ) シス テム を 種 働 
ニュ ー タ イブ で あ 
リ 、 Bit MS も 拘っ た 。 し か 
し 、 終 音 間 際 の 戦闘 で 借 


に 
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予知 し た 量 業 を 絵 秋 に 交 
き 取 


当て に 狙わ れ 続け た た め 、 


ジャ ミル が 扶 業 し た ガン ダ er 


ム X。 全 村 能 を 使 いこ な せ 


を 負い 、 能力 も 失っ た る 者 は 少な い 、 向 に あっ た 

アベ ル ・ バ ウ ア ー ラウ スロ ー・ ダ ー ワ ウェル 
新 連邦 田 の MS パイ ロン 宣 軍 革命 事 大佐 。 靖 ア 

ト 覚 艇 率 596 未 満 な が ら 、 次 宇 軍 戦争 で は ニュ ー タ イ 


F (フラ ッシュ ) シス テム の 対 
応 考 と し て 認定 され て いた 
ガン ダム DX お よび エア マ 
スタ ー・ パ ー ス ト と の 理 員 の 
中 、 覚醒 に 至っ た 


プ 再 用 機 を 午 っ て ジ 


を 失っ た 後 、 宇 宙 革 合 
アベル ラズ 
て ドウ ラ ンコ ステ 2 の 介在 し て 利 用 
i Ot SM ah た 


ュー タイ プ と 一 口 に 言っ て も 、 能 力 や 出自 な ど を 基準 に カ 
テ ゴ ラ イズ され る ケー ス が ある 。 旧 ・ 新 連邦 の ニュ ー タ イブ 研 
究 機 関 で は 、F( フ ラッ シュ ) シ ステ ム を 栖 働 可能 か 吾 か で 分 類 
され た 。 外科 手術 や 投 朱 な どの 人 為 的 手段 で 能力 を 発現 さ 
せ た ニ ュー タイ プ も 、 自 然 発生 の ニュ ー タ イプ と は 区 別 され る 、 


カテ ゴリ ーF 
F シ ステ ム を 短 働 で き な い (対応 し な 

い ) 特殊 能力 者 。 カテ ゴリ ーF の 「F」 

せ は 、 フェ イク の 顕 文字 で ある 。 

シャ ギア ・ フ ロス ト 

オル バ ・ フ ロス ト 


人 エニ ュー タイ プ 動物 

人 為 的 に ニュ ー タ イプ 化 され た 人 レア ケー ス で は ある が 、 人 間 以外 の 
間 。 旧 攻 銘 軍 の 技術 を 基 に 。 ノ モ ア ・ 動物 が ニュ ー タ イプ 能力 を 持つ 例 も 報 
ロン グ (ドー ラッ ト 博 士 ) が 作り 出し た 。 告 され て いる 。 知能 も 高い よう だ 


カリ ス ・ ノ ー テ ィ ラ ス | = 
雄々 人 エニ ュー タイプ 。 穫 


人 工 負 層 の 寺 生 シナ ッ プ ・ 
ス ・ シ ンド ロー ム ム ら 玉 人 


時 
TTYTT1 


地 が 図る に 信 # さ れ た 。 
F い | ) 
の ニュ ー タ イプ と 
し | 3 ー TYP 
タイ ブ 専 用 兵器 
ュー タイ プ の 特殊 能力 に 着目 し た 各 勢 力 は 、 そ の 軍事 利 
用 を 企図 し た 。 第 7 次 宇宙 戦争 末期 、 数 々 の ニュ ー タ イプ 専 
用 兵 問 が 生み 出さ れ 、 そ の いく つか は A.W. に も 使用 され た 。 特 旧 革 合間 の MA 


狐 な 兵部 と し て 対 ニュ ー タ イブ 用 の ニュ ー タ イブ 専用 MS、GB イプ の 人 人 
9700 ガン ダム ペル フェ ゴー ル が あっ た と 言わ れる , 交 兵 苦 も 研 発 され た 
F( フ ラッ シュ ) シ ステ ム 1 シス テム 池 還 滞 軍 の NT 専用 MS MA 
旧 連 邦 が 開発 。 サテ ライ トシ ステ ム 旧 連 施 の 電子 購 吉 破 壊 シス テム 宇宙 革命 車 で は ニュ ー タ イブ 専用 の 
の 放 還 や Bit MS の 制御 な ど に 使用 さ 精神 崩壊 し た ルチル リリ アン ト の 精神 MS や MA が 開発 され た 。 無線 ・ 有 線 制 
れ た 。 主 に ガン ダム 系 MS が 指 載 。 江 を 増幅 し 、 電子 機器 を 硫 幸 する 、 制式 の 攻撃 鑑 末 を 備え る 機体 が 多い 、 
ドン クタ 


し ii 3 ー | 
FY ステ LE る 邊 不 能 と な っ た 
MM と ニュ ー タ イプ の mg を イプ を 4 用 し た 更 人 約 ラル は 提議 式 座 雷電 本 
コ だ け で 多数 の Bit MS いし 作 昔 の た ら に 月 / ド ト ,MA バ トラ ー リ ア は 有 株 
6 を 和 可 能 と な る LR rr 
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中 嘆 アフ シズ 砲撃 戦 


クシ 


々 の 掲 
用 機動 


マ 単 艦 で の 


Mix に 


ズ 下 撃 作 江 


各 の 制圧 を 
の 降下 作戦 を 準備 

岡 め つつ 、 地 球 連 邦 下 
オン 再興 と 地球 園 支配 体制 


小吉 
i 4 


ARTILLERY DUEL in AXIS 
U.C.0088 


>* の ハイ メガ 料 子 砲 で ア 


害 が 作戦 に 合 ま れ ・ 


投入 可能 な 戦力 が アー ガマ 
M 少数 精鋭 


な けれ ば 、 味 方 艦 に よる 陽動 も 期待 で き な い 危 険 
NIS 部 隊 の 先行 投入 は 、 母艦 の 存在 
し まう た め 陽 動 ( ょ い )。 投入 戦 
小惑星 基地 アク シズ を 
非 戦闘 員 - 
ズ と 付随 
\ た 。 強力 な 威力 


ズ の ま 


NORI SHING 


本 引 m09 wmH3I 


メイ ケル DUC0O103) 


7 っ ~ 、 ア クシ ズ 引 エ ンド ラ の 追撃 を 
SE 偽 の 時 価 宙 域 に 位置 する 
J | / デメ ッ ムー ン ム ー ン ) を 経た 後 、 ー ゴ 本 部 の 命 


向かっ た 


単身 小惑星 基地 ヘア ク 
出会っ た エル ピー・ プ ル の 案内 
は ハマ ー ン と 接触 


レイ Mk-I な 
『、 ハ イメ ガ 科 子 窒 


サラ | 画 ア ー ガ マ 、 ムー ン ム ー ン に 
03.2! ビア ン ロ ー ズ は 、 サイ ド 3 の 時 礁 軍 域 


staton by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
ハイ バー・ メ ガ 粒 子 砲 


サイ ド 3 近 傍 の 晴 条 
外界 と の 接触 を 断 
ムー ン ) に 到 違 。 エン ドラ も 別 ルー ト で 
の 住民 光導] は 、 宇宙 に 出 
め の 皇 宙 舶 を 欲し で いた が 、 反 主 湾 泊 の 抵 お 
の 昔 隊 など を 通じ て 計画 を 断 < 
洋 馬 ミン ドラ と 合流 し た 


ト 超 星 基地 アク 
生か う 輸 送 船 を 本 袖 

ガマ の 葉 取 
改修 と 補給 を 終え た F 
共 時 基地 アク シズ へ 進路 を 取っ た 
レイ Mk-『 の 攻 畔 を 連 け た が 、 黄 退 し た 


沈み 


イメ ガ 境 子 次 の 感 力 を 目 の 当 7 
する た め 、 ネ オ ・ コ ] 


| り 返 す ば か! 
ッ シ ズ 択 政 ハマ 
シャ ー を か ける た 
泊 遺 を 替 備 し て いた 。 地球 派 中 姜 
ラオ ・ ザ ビ も 参加 する こと に な っ て いた 


BEE 


ト の エル ピー 
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汎用 MS の 人 性能 を 底上げ し た 
支援 機 と オプ ショ ン 牙 


直接 組み 合わ せ 
ウド を は じ 


ここ で は 、 ダ グゥ ル な どの MS と 
用 きれ る 支援 機 や 、 ア サル 
る MS 用 外装 オプ ショ ン 、 ス カイ ク 
れる スト ライ カー バッ ク 対 応 支援 機 と いっ た 、MS の 
能力 の 拡大 や 、 運 用 を 支援 する 機器 を 紹介 し て い 
く 。 スト ライ カー パッ ク そ の も の や MS の 運用 母 散 は 
他 で 解説 し て いる の そちら を 参照 され た い . 

プラ ント が 生み 出し た 人 型 兵器 MS は 、MA を 上 
回る 戦闘 能力 や 高度 な 汎用 性 ち 、 大 気 隅 内 外 
を 間 わ な い 最強 の 機動 兵器 と し て 若 臨 し た 。 だ が 、 
MS の 汎用 性 も 万 能 で ある こと を 意味 し な い 

例え ば 、 当 初 の 一 般 的 な MS は 単独 飛行 能力 を 
提 、 地球 上 に お ける 高速 移動 や 立体 的 戦闘 の 
眉 材 と な っ て いた 。 戦闘 状況 や 兵器 開発 先 争 に より 、 
攻防 力 や 機動 性 に 問題 が 指摘 され る 場合 も ある 
こう し た 問題 点 は 、 汎 用 タイ プ の NIS する 
ケー ス が 多い 。 汎用 性 を 追求 し た が た め に 、 状 況 


MS Technology in C.E 
・ イ ラ の MS の 技術 


に より 中 僅 半 端 な 性 施し か 発揮 で き な く な る わけ だ 
が 、 局 地 戦 タイプ や 、 新型 汎用 MS の 開発 で 対応 可 
能 な 場合 も ある 。 攻撃 力 の 不足 も 、 手 持ち 兵 装 の 換 
装 で ある 程度 は 解決 で きる 。 し か し 、 新 型 MS の 開発 
と 配備 は 簡単 に は で きず 、 定 数 確保 の 必要 も あっ て 
旧型 機 は 継続 し て 配備 され る 

そこ で 汎用 MS の 性能 を 底上げ する た め 、MS の 
支援 兵器 や 外装 オプション が 開発 され た と 考え られ 


兵器 は 、MS と は 別個 の 機体 で ある た め 、MS が 更新 
きれ て も 流用 可能 で 、 中 長期 的 する 

MS と 同じ スト ライ カー パッ ク を 搭載 で きる スカ イグ 

コス モグ ラス バー も MIS と は 別 の 支援 戦 
自 機 が 装備 する スト ライ カー パッ ク を 、 戦闘 
中 で も 他 の MS に 計り 渡す こと が で きる 。 こ の た め 、 ス 
トラ イカ ー パ ッ ク の 輸送 機 と し て の 個 面 を 持つ 

武装 や 推進 器 な ど が 一 体 化し た 「 ア サル トシ ュ ラ 
ウド 」 や 「 フ ォ ル テス トラ 」 は MS 用 の 鎧 と も 言え る 装備 
で 、 外 装 オプ ショ ン の 代表 的 な 存在 で ある 。 汎用 MS 
に 重 MS 的 特性 を 与え 、 性能 の 向上 に 役立っ た 


ラス バー 


| 09 sg 29M 


外装 オブ ショ ン の 完 極 形 と し て 、 単 機 で 戦局 を 左 
右 し うる 「 ミ ー テ ィ ア 」 な どの アー ム ド モ ジュ ー ル が あ 
る 。 小型 艦艇 な み の サ イズ を 持つ 重 武 装 ・ 高 機動 プ 
ラッ ト ホ ー ム で 、 MS は 管制 ユニ ッ ト と し て 用 いら れる 

こう し た MS 用 支援 機 や 拡張 装備 は 、 旧 型 MS だ 
け で な く 新 型 MS の 性 能 向 上 に も 頁 献 。 拡張 装備 
の 使用 を 前 提 と し た 機体 も 開発 され 、 今 後 、MS の 有 
り 様 を 変え て いく 装備 で ある こと は 間違い な い . 

( ヵ イ ム ・ ア ッ パ CE75) 


関連 ファ イル 


E 


Fue rmEEW 


Mustration by TAKUYA IO 


飛行 支援 機 


大 気 園内 で の 飛行 能力 を 、MS に 与え る 支援 メカ 。 上 
部 に MS を 描 載 可能 な 航空 機 で ある 。 飛行 支援 機 自体 が 
武装 を 持っ て お り 、 攻撃 力 の 向上 に も 一役 買 


4 


ザフト ゲ 軍 用 に 村人 的 だ っ た 兵 半分 類 。 達 合 か ら 寂 取 し た 兵器 に も 
店 し た 。 ジャ ステ ィ ス 系 は パッ ク バッ ク が 分 見 し 、 同様 の 支 偽 に な る 。 


アー ム ド モ ジュ ー ル 


管制 ユニ ッ ト と し て MS を 用 いる 大 火力 ・ 高 機動 プラ ッ ト 
ホー ム 。 アー ム ド モ ジュ ー ル 自体 は MS より 遅 か に 巨大 で 
あり 、 小型 艦艇 並み の サイ ズ を 読 る 。 


ダフ ト が 突 用 化し た 兵 競 分 類 で 、 MS の 人 性能 を 条 限 まで 高め る が 対人 
は 少な い 、 ミー ティ ア は 、 宇宙 工 エ ター ナル の 式 閉 と し て も 使用 され た 。 


複合 増加 シス テム 


武装 装甲 "推進 器 な ど が 一 体 化 し た MS 用 の 「 鍵 」 
独立 し た 兵 療 で は な く 、 MS 用 の 外装 オプ ショ ン で ある 。 ザ 
で も 横 備 され た 


ト が MS 強化 用 に 実用 化し 、 連合 
\ 


功 や 機動 性 を 宴 的 に 氏 化 する が 。 大 重量 化 そ る た め に 本 動作 
は 企 下 する 。 寿 量 に パー ジ 可能 な ほか 、 グゥ ル と も 併用 で きる 


換装 バッ フ バ ッ ク 支 援 機 


スト ライ カー パッ ク に 代表 され る MS 用 換装 パッ ク バ ッ ク 
を 搭載 可能 な 航空 ・ 航 宙 機 。 戦闘 中 に パー ジ し た 換装 
パッ ク バ ッ ク を 、 味方 MS に 装備 させ る こと も で きる , 


連 舎 の スカ イグ ラス / 
が 。 ザフト の シル エッ ト フ 


っ 
と コス モグ ラス パー は 団 衣 任務 に も 使用 で きる 
ライ ヤー は 換 状 パ ッ ク パ ッ ク の 内 送 人 用. 


MORE INFO! 
MS 支援 用 の MS 人 型 機器 


| ファ トウ ニー 
ジャ ステ ィ ス の 背部 に 搭載 され る 大 型 リフ ター ユニ ッ ト 。 切 ! 
功 す こと で 、 グッ ル と 同様 に MS を 乗せ て 飛行 可能 で ある 


MS 支援 空中 機動 飛 節 体 。MS を 度 天 状態 で 搭載 する こと で 
MS に 空中 戦 能 力 を 与え る 。 ふた つの 大 戦 を 通じ て 運用 さ 


0 さき 
単 飛 行 能力 を 持た な い ジ ン や 


グー ザクウォーリア (ファ ント ム ) に と 


大 所 内 用 支所 憎 で ある 


ティ ス や フリ ー ダ ム 用 に 開発 され た アー ム ド モ ジュ ー ル ミー ティ ア を 再 設 計 -/ 沢 用 化し た 機体 で 、 ミ ー テ ィ ア 改 と も 呼 
な ボディ に 無数 の 武装 を 備え 、 圧倒 的 戦 科 能力 を 示す ば れる 。 栓 動力 を 搭載 し 、 ジン な どの 旧型 MS で も 使用 可能 


ゲ 、 描 拓 堪 の 一 斉 射 軸 は 簡単 位 の MS を 地 渡 し うる ジン ヤシ グー に も 時 新人 欄 に 区 前 する 性 能 を ちえ る 。 枝 部 分 は 的 可 
だ ゲ 、 六 動 力 の MS が 電 用 可能 な 機体 も 存在 する 能 で . MS 以外 で は 人 抽 ・ 物 質 夫 送 用 の 割 替 カプ セル な ど を 矢 す る 


ザフト が 開発 し た MS 用 複合 増加 シス テム 。 ジン 用 や シグ ー 


で 較 合 が 開発 し た 、MS 用 拡張 
用 と し て 閉 及 し 、 攻防 力 や 機動 性 を 向上 させ た ター の 
に 
ュ ン 
レノ 
定理 し た デュ エル の 殊 化 乱 ど 
ET Te 


機動 性 の 沙 化 を 主 を 旧 的 と し て いる 


記 _ 靖 ル 
且 区 か ら 離 れ た イン バル ス に 、 シル エッ ト を 輸送 する た め の 支 
援 機 。 無人 機 の た め 、 シルエット 運搬 時 の リス ク が 少な い 


スト ライ カー バッ ク を 接 可 能 な 大 所 内 用 支援 


搭載 する スト ライ カー パック は 、 味方 MS に 大 すこ と も 可能 


大 気 画 内 で も 加重 か ら 購 れ た MS に スト ライ カー バッ ク を 輸送 可能 で 、 運 
用 季 軟 性 が 大 < 向上 する 。 コス モグ ラス パー も 同様 の 枯 を 持つ 


作動 力 NMS 
ト を 接続 。 無 服 に 近 


A - YT 
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[] neD3 sm 


コロ ニー 落と し SiS 


破壊 不可 能 な ター ゲッ ト を 破壊 し た いな そ 
輌 る し か な い の だ 。 実際 、 ジ オン 公 国 落着 する 


検問 以 上 の 破 早 力 を 持つ | p=-eu 人 9 
> は 核 攻 撃 に 和 し た 地球 連邦 軍 本 i 5 の 様々 な 
超大 質量 物 投 トド 戦術 プロー を 消 減 させ る た め 「 プ リティ ッシュ 作戦 」 を 実施 作業 が 行わ れる (月 を 利用 し た スイ ング パイ や 核 バ 


落下 中 の コロ ニー 
落下 させ る 


く の 戦力 も 必要 と な 
行 可能 


を 目的 と し て 、 度々 コ 話 と し が 実施 され た 
ま 宙 世紀 最大 の 破壊 力 を 発揮 する コ 
*、 その 理論 は 単純 で ある , 

す 」、 そ + な の 


スゥ ノ ト ULC139) 


と せ ば 導 
腰 の 高 


DTE3grid 


分 が 副 下 し た オー 
掴 わ れ 、 大 際 の 3 分 の 1 


る た めで ある 
度 を 低下 
な り 、 地 球 に 


2 て “落ち て 
エン ジン の 送 噴 射 で 


量 破壊 兵器 で 


い 。 逆 を 言え ば 、 核 


コロ ニー 落と し は 、 スペ ー ス ・ コ ロニ ー を 質 重 弾 と し た 対 
感 星 ・ 衛 星 攻撃 で あり 、 棲 兵 療 以上 の 硫 壊 力 を 発揮 する 
コロ ニー が 質量 弾 に 選ば れる の は 、 質 量 が 極め て 大 きい 
こと 、 規 則 的 形状 に より 大 気 園 突入 後 の 落 下 軌道 を 予測 
し や すい こと な ど が 理由 で ある 。 一 年 戦争 に よる 廃棄 コロ 
ニー 群 の 発生 は 、 コロ ニー 落と し の ハー ドル を 下げ た 


一 葉 で 地 寺 球 境 を 研 壊 し 無数 の 人 合 を 寄 う コロ 
で 闘 止 され た 。 その 但 圭 は 、 オー スト ラリ ア に 色 己 く 贅 


「 


起 大 質量 物 で ある コ | 
姜 力 を 示す 。 成 力 過 制 だ が 


の 落下 は 、 杜 兵 義 以 上 の 破 
状況 次 第 で は 使用 され る 


コロ ニー を 対地 球 質量 約 と する 法 術 は 、 常 肛 
方 法 だ っ た 。 一 週間 戦争 で は 、 特に 奇 訂 性 が 高 か 


の 攻撃 


工作 中 や 落下 中 に 迎撃 され て し まう 。 コロ ニ 
至ら な く と も 、 軌道 を 変更 され る 可能 性 は 付き ま と 


アー ス ノ イ ド 、 ス ペー ス ノ イド の 双方 が 反感 を 抱く 。 地球 二 
境 の 破壊 と 大 量 尊 宝 、 コロ ニー の 兵器 化 の た めで ある 


実行 され た コロ ニー 落と し 


一 週間 戦争 以後 、 ジオ ン 系 組織 を 中 心 に 度々 コロ ニー 落 
と し が 実施 され た 。 U.C.0093 ま で に 、 コロ ニー3 基 と 小惑星 
ひと つが 地球 に 、 コロ ニー1 基 が 月 に 落と され て いる (残骸 の 
落下 は 含ま な い ) 。 目標 地点 に 落ち な か っ た り 、 未 遂に 終わ 
た り し た 作戦 も ある が 、 コ ロニ ー 落 と し の 特性 上 、 波 及 被 害 は 
甚大 な も の に 成ら ざる を 得 な か っ た 
ーー 


一 年 戦争 剖 発 の 翌日 、 ジオ ン 公 国軍 は ジャ プロー 基地 を 破壊 す 
る た め 攻 手 。 1 月 10 日 、 サイ ド 2-8 パ ンチ は 地球 に 落下 し た が 、 アラ 
ビア 半島 上 空 で 空中 分 解 し 、 ジャ ブロー に は 落 泌 し な か っ た 。 分 解 
し た コロ ニー は オー スト ラリ ア と 北米 に 落下 し 、 太 平 洋 地域 を 中 心 
に 多大 な 被害 を 出し た 。 死者 行方 不明 者 は 2 億 人 に 達する 


反対 勢 カ へ の 示 三 の た め 、 ネオ ・ ジ オン が コロ 
。 落 攻 目 標 地点 は 、 地 球 連 邦 政 府 の 高官 ら が 集まっ て いた ダ 
ブリ ン 市 だ っ た ( 概 人 は 攻 下 前 に 脱出 )。 コロ ニー 落下 前 、 エ ゥ ー 
ゴ と カラ バ は 市 民 の 教 助 を 進め た が 。 ネ オ ・ ジ オン は ダブ リン を 圭 
額 し 報 書 の 拡大 を 狙っ た 。 結果 、 滅 的 な 被害 を 受け る 、 


落と し を 実施 


コロ ニー が 仙 立 す る 形 で . ダブ 
同 地域 で MS 戦 ゲ 民 本 され 


7 | 選 紀 に も 残 


失 夏 に 終わ っ た コロ 
ト 也 や 、 グリ ブス 戦 栓 に お ける 


一 落と し と し て 内 役 で の アイ ラン ド ・ の ト 
ラナ ダ 攻 撃 な ど が ある 


デラ ー ズ ・ フ リー ト が 実施 し た 「 星 の 扇 」 作 昔 の 最終 段階 に 
コロ ニー 落 


て 実行 。 落 藩 目 橋 は 北米 雪 倉 地 丈 だ っ た 。 月 へ の コロ ニ . 
を 閑 っ た フェ イン ト で 地球 連邦 艦隊 を 振り 切り 、 ソー ラ ・ シ ステ ム L 
に よる 務 撃 も 突確 。 11 月 13 日 、 コロニー が ワシ ント ン 州 ウィ ルル バ 


に 落着 し 、 吉倉 地帯 に 甚大 な 被害 を 与え た 


作 明 情 報 を 模 た 地球 才 還 の 一 部 電力 が . ソー ラッ シス テム で 部 Me + 
も の の 地 束 に 靖 下 し た 
画 化 学 兵器 


ぁ る 。 防 族 装備 を 
シャ ア ・ ア ズ ナ ブル 指揮 下 の ネ オ ・ ジ オン が 、 小惑星 5th ル ナ を 9 果 が 漂 く 民間 
地球 に 落 。 目標 は 、 地 球 加 邦 軍 本 部 が 置か れ て いた ラサ 
ロン ド ・ ベ ル 隊 の 防衛 綱 を 突破 し た 5h ル ナ は ラサ を 滑 濾 させ た 
これ は 「 地 球 案 冷 化 作戦 』 の 一 環 だ っ た が 、 小 事 星 基地 アク シズ 


の 落下 が 失 


た め 、「 栓 の 条 ] の 招来 は 失敗 し た 


地球 容 冷 化 作 埋 ] は 単なる 対地 才 撃 
よる 地球 環境 の 法 失 も 


MORE INFO! 
宇宙 世紀 の N 


BC 兵器 

5 し の 下 人 で 人 

陽 薄 人 など 析 
1 


38.26 


歴史 


39.21 


ワオ ー カ ス 


機動 戦士 ガン ダム SEED 


WORLD GUIDE 


申立 同 の MS 共同 開発 と 
ザフト の 「G」 登 取 作戦 


CE.71.0125、 中 立国 オー プ 連 合 音 長 国 (以下 
ォ オープ ) の スペ ー ス コロ ニー (へ ヘリオ ポ リス ) に プラ ン 
ト 軍 ザフト が 侵攻 。 地球 連合 軍 と の 交戦 の 
オ ポ リ ス が 崩壊 する 事態 に 発展 し た 

この 背景 に は 、 へ リオ ポリ ス で 秘 審 表 に 建造 され 
た 地球 連合 軍 の 試作 MS 群 「G] こと GAT 
ズ の 存在 が ある 。 中 立 を 標 析 し て い ー プ だ が 、 
モル ゲン レー テ 社 を 「G」 の 開発 製造 に 参加 きせ て い 
た (地球 連合 軍 向 け の MS 搭載 牙 、 ア ー ク エン ジェ ル 
元 強 喘 機 動 特 装 盤 も 開発 きせ 、 そ の 1 番 盤 を へ リオ 
ポリ ス 内 で 建造 し た )。 「G」 の 開発 製造 が 行わ れ て 
いた の が 、 へ リオ : し た モル ゲン レー テ 社 
の 人 研究 開発 施 , 

元 を 通れ ば 、「G」 の 開発 プロ ジェ クト で ある 「G」 
は 地球 連合 の 中 枢 国 、 大 西洋 連邦 で 進め られ 
て いた 。 C.E.69、 ザ フト が 初め て MS を 実戦 投入 する 
と 、 大 西洋 連邦 宇宙 軍 第 # 艦 隊 の ハル バー トン 大 佐 


vewra6on by KEISUKE KATAYAMA Color by AKIKO YAMAKAWA (ASAHI PRODUCTION) Special Eflect by AKIKO YAMAKAWA (ASAHI PRODUCTION) 


The ATTACK to HELIOPOLIS 
C.E.71 


(部 隊 名 、 階 級 は 当時 の も の ) は MS の 有用 性 を 見 
抜き 、 コ ー ド ネー ム 「G」 シ リー ズ の 開発 を 軍司 令 部 に 
上 申し た 。 この 上 申 は 却下 され た も の の 、 一 部 議員 
の 援助 を 得 て 、 計画 は 極秘 胡 に 実行 きれ た . 
ザフト 製 MS の 歯 開 と 調査 な ど を 経て 開発 は 進ん 
だ よう だ が 、 ナチ ュ ラ ル 用 MIS の 開発 は 難航 し た 。 戦 
局 が 用 着 し た CE70.07 項 、 第 8 経 隊 司 令 ハ ルパート 
ン 准 将 の 指揮 下 で 進め られ て い : 」 計画 の 見 直 
し に 伴い 、 モ ル ゲ ン レ ー テ 社 が 開発 に 参加 し て いる 。 
つま り 、 地 球 連合 軍 ( 茂 大 に は 大 西洋 連邦 ) が MS 
を 欲し た 硝 景 に は 、MS を 保有 する ザフト へ の 対抗 華 
と 戦局 打開 の 必要 性 が あっ た 。 一 方 の オー プ は 何 
逆 、 中 立 を 危う くし て まで MS 開発 に 参加 し た の か ? 
オー プ 第 一 の 目的 は 、 自 国防 術 用 MS の 開発 に あ 
る 。 地球 連合 と プラ ント の 軍事 衝突 は 、MIS の 有用 性 
と その 対抗 策 の 必要 性 を 示し 、 各国 は MS に 対抗 可 
器 、 即 ち MS を 欲し た 。 そ れ は 中 立国 の オー プ 
中 立国 ゆえ に 軍事 同盟 に よる 国 
防衛 を 期待 で き な い オー ブ は 、 国防 政策 上 、 独自 の 
MS を 必要 と し た が 、 オ ー プ の 技術 力 を も っ て し て も 自 
国 の み で の MS 開発 は 困難 だ っ た 。 地球 各国 同様 、 
ナチ ュ ラ ル が 大 半 を 占め る オー プ が 、 ナ チュ ラル 用 


要 と し た こと も 開発 の ハー ドル を 上 げ て いた 

そこ で オー プ は 、 同 じ く ナチ ュ ラ ル 用 MS を 欲し た 
大 西洋 連邦 と 秘 寄 理 に 手 を 組み 、「G」 の 開発 を へ 
リオ ポリ ス で 進め た (オー プ の 政治 を 取り 仕切 る 五 
大 氏族 の ひと つ 、 サ ハク 家 の 独断 だ っ た と も 言わ れ 
る ) 。 結果 、 オ ー プ は 自国 用 MS、M1 ア スト レイ を 開 
発する が 、「G」 の 共同 開発 は リス ク も 高かっ た 。 そ 
れ が 、 ザフト に よる へ リオ ポリ ス 農 撃 で あっ た 。 
(レイ ・ タ ルゥ カ CE74) 


関連 ファ イル 

GATX105 スト ライ ク SEED 01 01 
TX303 イー ネガ ン SEED 01.07 民 
テーラ ェ エンテ ル SEED-0..22 
ECE SEED-0304 甘 
で の ガン ダム SEED-03.19 生 
で 70 か 571 の 圭 旬 SEED-03-44 言 


地理 達 合 と プラ ント の 間 で 熱発 し 


に た 計 力 衝突 は 、 北大 の 一 入 を 過 
リ 、 地理 園 全域 が 理 場 と な っ た - 
そし て この 間 に 行わ れ た 埋 多 は 
後世 界 に も 大 き な 暴 を 上 ケ え 

【 た た の で ある 


Background by ATELIER MUSA 


ヘリ オ ポ ボリ ス を 製 壁 し た の は 、 ザフト の クル ー や 隊 


クル ー ゼ 隊 に よる で ある ザフト の 白 有 ラウ 
部 隊 で 、 ナ スカ 級 高 連戦 闘 茎 ヴ ェ サ リ " 


中 と の | 


報 を 受け て 出撃 し て 2 ー ゼ | 
パイ か ら 「G」 の 情報 を 入手 し 、 
待た ず 「G」 奪取 作戦 


クル ー ゼ を | 


、 と 
ァ ー ク エン ジェ ル 追 没 ア 締 MS 搭載 逆 が モ フ を 擁し た 擬 動 部 隊 だ っ た 補 の MS 交 は 擬音 の 直 で 


dL 


アド バン テー 


『 城 て 


地球 連 


いた ザフト に と 


国 「G」 強 故 され る 
CE71.01.24、 ザフト の クル ルー ゼ 隊 ぼ 
ヘリ オナ ボリ ス に 浦 大 て し き 
地球 連合 塞 の MS (「G]) 開発 の 情報 る し で 要 導 時 作 を 補 | 
を 福居 TG] の 奉 取 を 決定 し た クル ー | ン 施 . GAT.X207 は ュ コロ イド を 用 いて 要塞 に 接 
ギ 隊 は 25 日 、 秦 取 作 埋 を 実施 。 コロ < 近 する と 攻撃 を 開始 し た を 使用 し 、 ア ー ク 

内 外 で 埋 本 発生 し た 結 4 ル は 身 を おけ 

うち 4 機 が 奏 取 され た g 


は 圭 滅 状態 と 
な り 、 アー クエ ジジ ェ ル も 散 長 を 信 め 正規 ク 守 の 
宇 へ の 入 
が 、 残る 1 機 (GAT-X105) を 手 を 決定 出先 見 され な いた め 
る た め 再 度 コ ロニ ー で 戦 人 を 属 開 し = 情 性 航行 を 実施 し た 。 追撃 を 
地球 連合 重 は GAT-X-105 と コロ ニー に 


ヴェ サリ ウス ーー 3 


ガ モ フ 


Mustration by AKIO UNUMA 


へ リオ ポリ ス 崩 壊 
peerxos azf2egeyzucws MORE INFO! 


= た が 地下 連合 軍 の 理 導 隊 は コロ ニ いら 

バイ か ら 、 地球 。 大 半 が 寺 汰 能 と な り 、 衣 長 を 含む 新 各 試作 MS アス トレ イ 
較 が 、「G] の 褒 取 。 の 主要 クル ー と 「GI の YY ロッ ト も は ば 全 
の 決定 を 待た ず 等 取 。 雄一 旦 退 し た クル 
本 外 で 地球 連合 軍 と クル ー ゼ 隊 の 埋 映 。 っ 戦 韻 を 展 開 。 地理 回 合 箇 は スト 
(G] の うち 、 4 機 が ザフト の 手 に 落ち た 株 し た が 、 戦隊 の 殺 流 で へ リオ ボリ ス 


CE71.01.20. 
大 西洋 連邦 の 新 措 


オー ブ の コロ ニ 


24 日 、 ヘ リオ ポリ ス に 潜入 中 
連合 軍 の MS の 情報 を 得 た ザフト の クル ー 
を 決定 し た 。 要 25 日 
作戦 を 決行 
が 発生 。 結果 


クル ー で 誤 江 肖 介 か ら MS 部 包 を 、 反 対 の 光導 屋代 か ら 
由理 上 と 信 工作 、 計 軸 を 杏 て 、「G」 を 圭 っ た 


生き 灯っ た 
時 、 人 性 民 は 叙 命 ポッ ド で 相 


エン ジェ ル と クル ー ゼ 隊 は 互い を 
G] 以外 の 全 MS を 寒 失 ある い は 損 信 


MS と 北 能 の 技術 
G] 関連 技術 
ラ シ ア 連 邦 は 負 織 の 
ウス が 本 国 に 召 


補 の 内 に も 友 ん だ が 
利用 し て 拘束 か ら 人 逃れ 、「G」 を 3 


ライ ク を 箇 の 的 導 に 静 て 


4 - サンテ イズ 39.22 


機動 戦士 ガン ダム 


Li mM9 suerr 2 dn 
hk™ 
| BE 
プン 
| 
強 斬 地球 連邦 系 ニュ ー タ イプ 研究 所 の MS 開発 ie 


展 働 可能 な 強化 人 間 (か 二 プ ) で 一 般 パ バイ 用 機動 兵器 の 開発 要求 


張 化 人 間 用 に 留まら な い な けれ ば 、 を 発 控 で き な い 。 多 散 の 搭載 る 。 特に 、 強 化 人 間 用 兵器 の 技術 を 用 いた 


強化 人 ト | し 、ORX.013 が 


3 茸 に 同時 攻撃 する 際 も 、 2 - : 
ニタ 研 の 新型 機動 兵器 群 2 ? こっ た , Mk-V や MRX.013 量産 型 サイ コ ・ ガ ンダ ム な どの 准 


、 し に お ける 機動 兵器 開発 の 要 謗 
ラン は 突出 し た 機 る 可変 ヽ 用 と 一 般 パ イロ ッ ト 用 の 大 
強 彰 な 肉体 っ 強化 人 
に 。 つま り 、 強 化 人 間 級 の 


の 軍事 利用 か 


関連 ファ イル 


引き 出さ きれ た 強化 人 間 の 研 も 3 し ゃ 強化 人 間 「 専 用 」 に 
場 機動 兵器 の 開発 が 行わ れ た . / は な 
MS や MA は 、 張 化 人 間 段 パ イロ ッ ト 用 の 機動 兵器 も 開発 し て 
究 所 の MRX-009 サイ コガ ーー 3 り 、 ニ ュー タイ プ 研 究 
クラ ンド 研究 所 タ 研 究 所 が t Fue rmevew 


発し た ORX.005 ギャ ー 
3 ッ ク の 向上 
年 戦争 時 の 地球 連 
ー タ イプ 用 の 技術 を 


本 格 化し た 地球 連邦 定 の 
究 だ が 、 一 年 戦争 中 ある い は それ 以前 に も 行わ れ 
は 初歩 的 な も の で 、 技 術 レ ベル も ジオ ン 公 国軍 に 大 きく 
た も の の 、 培っ た 技術 を MS 開発 や 強化 筑 に 導入 
亡命 技術 者 クル スト ・ モ ー ゼ スズ 博士 が 開発 し た EXAM シ ス 
テム は 、 例外 的 に 高度 な 技術 だ っ た が 戦闘 で 失わ れ た . 


軸 争 中 と UL.C.008O 年 代 初期 オー カ 
施設 と 思わ れる オー: 
プ 専 用 機 と し て RX-78NT-1 


タク 研究 所 の 前 身 、 あ る 寺 中 ・ 圭 後 を 通し て ジム 系 MS 用 の 技術 開発 が 行わ れ た (ジム 改造 


H 機 は アレ ックス の み で 、 一 般 機 が 多い 


U.C.0080 年 代 の 開発 


ジオ ン 公 国軍 の ニュ ー タ イブ 関連 技術 を 入手 
連邦 軍 は 、 U.C.0082 頃 、 ニタ 研 を 各地 に 
研 の 多く は 強化 人 間 を 研究 し た : 
動 兵器 の 開発 も 行っ た 。 グリ プス 戦役 和装 結 
の 活動 は 締 小さ れ た と 考え られ る うえ 、 そ の 後 ( 
され た た め 、 開発 期間 は U.C.0080 年 代 に 集中 し て いる 


容 双 者 


i XD 
所 が 開発 し イコ ・ ガ ンダ ム ・ シ リー ズ | 前線 


研 が 開発 し た 林 動 天 は 
HIMA に 代 租 きれ る 大 時 購 が 
い 


間 の 措 乗 を 前 提 と し 
柚 動 兵 其 で . サイ 
載 尼 が 多い 。 ムラ サメ 研究 所 
イコ - ガ ンダ ム ・ シ リー ズ が その 代表 
で ある 。 ジオ ン 系 と 異な り 、 無線 式 
攻撃 半 末 を 符 つ 機体 は 少 雪 


Ni 


変 MA ORX-006 ゲ ミヌ ス を 開発 し 


制御 され る 無線 式 攻撃 紅 
た に は 無線 式 
ター」 が 搭 

サイ コ ・ 


ニタ 研 が 、 非 ニュ ー タ イプ 狂 化 
人 間 用 と し て 開発 し た 機動 兵 半 
ほとん ど が 可変 MA か 岸 サ イコ ミュ 
搭載 機 に 分 畑 で きる 。 準 サイ コミ ュ 
搭載 機 は 、 遠 隊 失 作 可能 な 有線 
式 ビ ー ム 次 を 備え る 例 が 多い 


MS 運用 理論 : 地球 連邦 系 


MORE INFO! 


動 兵 呈 は 、 地 球 連邦 軍 や ティ タ 
研 の 手 を 離れ た 機体 が 配備 

また ニタ 研 系 機動 兵 疾 の / 
され る 例 が 増加 し た と 言わ れる 。 T3 


サイ コー ガン ダム の を 
納 す る 革 給 半 化 プ ラ 
午 部 は 、 攻 瑞 ユ ニッ ト と し て 
本 記す る 


名 で ある 。 それ と は 遂に 、 一般 パ イロ ント 財 の 機体 
入手 し 、 強化 人 間 用 に 改造 する 事例 も あ . だ 


機体 も あっ た に 


ニタ 研 系 機動 兵器 の 改造 と 


7 研究 所 の MS 開発 


E03 se ola 


一 般 機 の NT 仕様 改造 機 


13 剛 の 放 較 ガン グ 

ム TR6 の 林 パリ 
NN ン - 丁 は ギャ プ ラン の 
を 二 す る 。 パー ツ 主 価 

鐵 陸 用 の 形 吾 で ある 。 


ネオ ・ ジ オン へ の 影響 
た 研究 開発 


| 旧 ジオ ン 公 国軍 の 技術 を 利用 し て 始ま 
オン に 迫る 


ダム Mk-V 
MS 開発 に 大 き な 影 響 を 与え た 。 


ペレ イ Mk-H に 導 


ニタ 研 の 方 が 高 性 能 た 
ム Mk-V は 薄 四 世代 MS ドー 


ニタ 研 や 技術 者 の 導 反 、 機動 兵器 の 貞 獲 な どの 形 で 


機動 戦士 Z く ガン ダム 


宇宙 世紀 The Metamorphosis in U.C. 
ガイ 強 化 人 間 字画 世紀 の 人 順 の 変容 


Ri 


ら 、 ニ ュー タイ プ の 戦力 化 を 試み た 地球 連邦 軍 
その 絶対 数 は 不 』 研究 対象 と 
ー タ イプ を 長期 間 拘 東 
ニタ 研 は ニュ ー タ イプ その も の を 探す の で 
ュー タイ プ を 育成 する 方 針 を 採っ た 。 結 

強化 人 間 と は 、 人 為 的 に ニュ ー タ イプ 能力 を 9 き 出 上 、 誕生 し た の が 強化 人 間 で ある 
され た 者 た ちの 総和 る タイ プ 能 力 の 根 年 戦争 の 工 秋 孤児 や 被災 者 
0 必 を る みす 感応 波 だ け で な く 、 筋 力 、 出 G 能 力 、 出 放射 タ 研 は 、 戦争 の | 
線 能 力 な どの フィ ジ カ ル 面 が 多い 眠 暗 示 や 薬物 の 投与 な ど 、 過 義 な 手 

剖 化 人 し る 具体 的 な 能力 は 「 サ イコ の ニュ ー タ イプ 能力 を 引き 出 
ミュ を 稼働 可能 ]」 な レベ ル が 区 本 と され た 。 フィ ジ カ 張 状 態 に 皿 か れ た ニュ ー タ イプ が 、 感 
ル 面 も 重視 ) は 、 MS や MA の 高 機動 運 重 特性 を 利用 し た も の と 思わ れる が 、 数 え 切 れ な V 廃 
ュー タイ プ 能 力 が 人 や 死者 を 生み 出す 結果 と な っ た 
は 、 パイ ロッ ト と し て は 使い 苑 い の だ 無数 の 壮 牲 の 上 に 許 生 し た 強化 人 間 は 、 確 か に 


人 為 的 に 生み 出さ れ た 
軍事 用 ニュ ー タ イプ 


より 高度 な ニュ ー タ イプ 能力 を 追求 し た 強化 処置 強力 な 力 を 持っ て いた 。 だ が 、 育 成 過程 の 間 題 か ら 

1 国 時 代 か ら 行わ れ て いた 。 人 体 実験 や 精神 面 が イ 、 戦 闘 不能 や 暴走 に 陥る ケー ス 
ト 間 題 授 きれ る 行為 も 容認 が 続出 。 安定 化 に は 時 間 が か か っ た 

フラ ナガ ン 機 関 が 少年 少女 に 外科 手 も っ と も 、 ニ ュー タイ プ と 強化 人 間 を 明確 に 区 別 


強化 処置 を 施し 
強化 人 間 の 研究 が 本 格 f 

年 代 、 地 球 連 邦 

タ 研 ) が 設立 


と は 有名 で ある する の は 難し い 。 強化 人 上 
た の は 、U.C.0080 は 、 元 々 ニュ ー タ イプ 的 素質 を 
ェ ー タ イプ 研究 所 ( ニ ー タ イプ も 、 程度 の 差 こ そ 
年 戦争 の 戦果 か る 。 ニュ ー タ イプ 能力 を 期待 し 


と し て 戦力 化 さ れ た 者 
っ て お り 、 各 機関 の 
れ 「 調 整 」 さ れ て い 
て 生み 出さ れ た 試験 


Le09 ser3tn 


菅 ベ ビー は 、 人 為 的 な 誕生 経緯 を 考え れ ば 強化 人 
L える 


、 生 まれ な が ら に 優れ た 素質 を 持っ て 


と 言っ て も いい た 強 
ある 「 サ イコ ミュ を 程 働 可 
め と す 
)、 難 易 度 自体 が 変化 
化 人 間 の 間 に は 広い グ 
の だ 


ト ・ マ ンカ ッ ド ULC.O155) 


関連 ファ イル 


IMumation by TAKUYA IO 


EE TZ 


WORLD GUIDE 


| 強化 人 間 の 特徴 ” 4 


強化 人 間 は 、 精 神 操作 や 投 径 、 外 科 手 術 


鞭 力 化 きれ た 書 化 人 


な ど に よっ て ニュ ー タ イプ 能力 を 3 引き 出さ れ た WEST 
人 間 で ある 。 筋力 や 耐久 力も 強化 され て お し た ニュ ー タ イブ ン 電 
り 、 肉体 は 邊 拓 発生 し た ニュ ー タ イブ より 強 本 
軸 だ が 、 精神 が 不安 定 な 領 向 に ある 。 すら 如 作 可能 だ っ た 。 


尊 化 人 間 の メリ ッ ト 強化 人 属 の デメ リッ ト 

人 放 的 区 力 宛 生 
人 旋 的 に ニュ ー タ イプ 能力 を 発現 で きる 。 人 衝 的 に 育成 で きる と は いえ 、 化 負 置 に 

通常 の ニュ ー タ イプ は 自然 発生 に 依存 する し 耐え て 実用 レベ ル の 強化 人 間 に な れる 者 は 

か な い が 、 栖 化 人 間 は 社 験 者 を 揮 え や すい 。 限定 され る 。 ニュ ー タ イプ の 素 賀 も 必要 だ 。 

チ 補 ま な 便座 ーー 


凌 体 改造 に より 、 面 G 能 力 や 船 力 な ど に 
依 れ る 。 優れ た パイ ロッ ト 敵性 を 示し 、 超 高 機 
動機 も 業 り こなす こと が で きる 。 


一 般 的 に 強化 人 間 の メン タル は 不安 定 で 
ある 。 強化 処置 の 符 書 で あり 、 戦 央 中 の 時 走 
すら 発生 し た た め 、 琴 士 と し て は 扱い か っ た 。 


強化 人 間 の 育成 


強化 人 間 の 育成 方 法 は 、 メ ンタ ル 面 と フィ 
ジ カ ル 面 の 強化 の ふ に 大 別 で きる 。 メ 
ンタ ル 面 の 強化 は ニュ ー タ イブ 能力 の 拡大 
に 関係 し 、 フ ィ ジ カル 面 は パイ ロッ ト 適性 や 
感応 流 レ ベル の 向上 に 繋が る 。 


-= 
ーー 生 「 完 大 ) し た 村 化 
人 間 を 再訪 撃 する こ 
と で 、 き ら に 盤 カ の 向 
上 や . 記憶 の 改 宣 も 
可能 だ が . 不 安定 人 
に も 畠 が る . 


精神 面 の 強化 


メン タル (精神 ) 面 の 強化 は 、 ニ ュー タイ プ 能 力 を 引き 出す 要 締 と 考え られ る 。 主 に トラ ウマ の 助長 を 
含む 記憶 の 改 転 が 行わ れ た が 、 情 幸 の 不安 定 化 と いう 等 害 も あっ た 。 向 博 神 剤 の 投与 も 行わ れ た 。 


i 

ニタ 研 が 、 戦災 陽 史 や 被災 者 に 対し て 多用 し た nd 
手法 と され る 。 次 争 で 受け た トラ ウマ を 利用 する こと ny 
で . 補 過 者 を 断続 的 む 導 状態 に 四 き 、 誤記 渡 レ で 9 外 作 を 利用 し 
ペル を 上 げ る こと が 目的 と 考え られ る 。 た も の と され る 。 
CET 

全 項 と も 府 が る 記憶 の 払 作 。 不 要 と 思わ れる 記憶 ET gd 


の 削除 特定 勢力 や 特定 人 物 へ の 艇 対 心 の 笑え 付 昌 示 を 多用 され 、 座 々 


入 憶 を 改 配 され た 。 憶 

け な ど が 行わ れ た 。 催眠 暗示 が 主 な 手法 で ある 。 記 ET 
條 の 全 活 を 交換 条件 と し た 祭 制 も 、 これ に 含ま れる 。 は 
麗人 人 対象 の 定 5 

給 化 人 間 特 有 の 情 才 不 安定 を 解決 する た め 、 特 に dy 


定 の 人 間 に 対し て 依存 心 を 持た せる 。 「 マ スタ ー 訟 
定 」 と も 呼ば れ 、 中 誠心 や 執着 むう 形 で も 現れ る 。 こ 放心 が これ に 当たる 
れ を 行わ な いと . 自 発 的 な 行動 が 制 随 され る 者 わい る 。 だ ろう 。 


ジ カ ル (肉体 ) 面 の 強化 は 、 パイ ロッ ト と し て の 番 久 性 の 向上 を 主 目的 と する が 、 感応 流 の 送受 

信 能 力 と も 関係 する よう だ 。 中 伝 子 操作 に よる デザ イン ペ ビ ピー や クロ ー ン の 劇 出 も 含ま れる だ ろう 。 
し 

知力 に 代表 され る 身体 能力 だ け で な く 、 耐 放射 ーー ビー 

能力 な ど 6 向 上 きせ る た め 数 の 医術 を 投与 する 。 こ Me 

化 覆 も 災 読 的 に 投 枯 

され る ケー ス が あっ た 

フラ ナガ ン 標 聞 で 外 

料 手 条 が 行わ れ て い 


れ に より 一 毅 的 な 宣 人 以上 の 身体 能力 を 獲得 し た 。 
政 化 負 置 の 幣 客 を 抑え る た め 、 投 薬 する 場合 も ある 。 

た 。 ニタ 研 で は 電子 
ERD 


われ た よう だ 。 


投 材 だ け で は 画 苗 な 肉体 改造 を 行う た め 、 外 科 
手術 が 用 いら れる ケー ス が あっ た 。 脳 手箱 に よっ て 、 
ニュ ー タ イブ 能力 の 堪 大 や 話 の 働き と 感応 流 の 関 
人 休 を 畔 査 す る ケー ス も あっ た よう だ 。 


選 伝 子 の 操作 に より 、 ニ ュー タイ プ 能 力 や 身体 能 夏 カ な ニュ ー タ イプ 監 


カ の 向上 を 目指 し た と 見 られ る 。 強 人 処 午 の 示 、 員 td 
伝 子 や 細胞 に 変化 が 起こ る こと も ある た め 、 原 因 と 生ま れ た 個体 時 と 考 
結果 が 逆転 し た 可能 性 も 考 座 し な けれ ば な ら な い 。 られ で いる 。 


人 為 的 に ニュ ー タ イプ を 生み 出す 試み は 、 
一 年 胃 争 以前 か ら 行わ れ て いた よう だ 。 一 > yr 
年 昔 争 後 、 地球 連邦 軍 の ニュ ー タ イプ 研究 ンタ 大人 シオン 
所 で 大 規模 な 研究 開発 が 進め られ 、 さ ら に そ RY 
の 技術 が ネオ ・ ジ オン な ど に 流出 し て いっ た 。 れる 


一 年 戦争 以前 か ら 、 ジ オン 公園 で は ニュ ー タ イ 
プ の 研究 が 笑 発 で 、 人 体 実 壮 や クロ ー ン の 製 和 


され る (その 一 環 と し て 護 生 し た フラ ナカ ン 機 関 で | 
ズ 」 だ と いう )。 開戦 敏 に 設立 er 
され た ニュ ー タ イプ 研究 貫 関 「 フ ラナ ガン 橋 関 」 で ER 
PTTDTPT 3 
は 、 人 用 的 な ニュ ー タ イブ 能力 増大 も 目指 され 、 強 ea 
化 人 間 研 究 の 基礎 が 獲 か れ た 。 で 舌 用 る いた よう だ 


EE 


一 年 戦争 後 、 ジ オン 公国 宣 の ニュ ー タ イブ 関連” 4 
益 術 を 入手 し た 地球 達 邦 軍 は 、 ニ ニタ 研 で 強化 人 
同 の 研究 開発 を 遂 め た 。 その 手法 は ジオ ン 公園 
以上 に 非 人 道 的 な も の で 、 完成 し た 強化 人 間 は 
情 縮 不 安定 な 者 が 多かっ た 。 それ で も 一 部 の 強 
化 人 間 の ニュ ー タ イプ 能力 は 極め て 高く 。 小 規 横 
で は あっ た が 強化 人 間 の 戦力 化 を 実現 し た 


庫 靖 | そ イ ・ ジ オン (ハマ ー ン ) で の 研究 


地 東 連 邦 宣 の ニタ 研 の 強化 人 間 関 連 技術 を 
得 た ネオ ・ ジ オン は 、 一 部 の 宣 人 に 交 化 処置 を 施 
し 、 強 化 人 間 ロ し で 幸人 し た 。 こ 久 て 粟 生 し た 妖 
化 人 間 の 情 寺 は 比較 的 安定 し て お り 、 盤 複 松 さ え 
いれ ば 指揮 官 と し て 通用 し た 。 グレ ミー 派 の ブル ・ 
シリ ー ズ も 安定 し て いた が 、 戦争 末期 に 投入 され た 
個体 厨 は 到 力 な マス ター 設定 が 施さ れ た よう だ 


朋 間 | ネオ ジオ ン ( シ ャ ア ) で の 研究 


強化 人 間 に 比較 的 写 容 だ っ た シャ ア ・ ア ズ ナブ 
ル 経 剖 の 方 針 や 寺 力 増強 の 必要 性 な どか ら 、 シャ 
ア 時 代 の ネオ * ジ オン で も 強化 人 間 の 研究 開発 は 
続け られ た 。 情 寺 面 は ハマ ー ン 時 代 より さら に 改 
善 され て お り 、 感情 の 起伏 は [エキ セン トリ ッ ク な 性 
格 ] 程 度 に 抑え られ て いた 。 それ で も 店 性 者 は 少な 
て 、 強化 人 間 和 本 を 編制 する に は 和 至 ら な か っ た 


に 3 
カロ ッ ゾ は 「 人 の 意思 の 弟 化 供 ] た る ラフ 
レシ ア ・ プ ロジ ェクト を 実施 する に あたり 、 自身 に 強 
化 処 置 を 施し た 。 地球 連邦 軍 や ネオ ・ ジ オン の 強 
化 人 間接 術 と の 間 係 は 不明 だ が 、 意思 と 肉体 の 
独 化 目指 し て いた 。 強化 の 結果 、 カ ロッ ゾ の 人身 
長 は 2m を 超え 、 ネオ ・ サ イコ ミュ 搭載 MA を 思考 の 
み で コン トロ ー ル 可能 と な っ た 


に に ccomws_ | 


ザン スカ ー ル 帝 園 軍 ベ スパ の スー パー サイ コ 
研究 所 で は 、 リ ング - サ イコ ミュ や 特 多重 兵 部 の っ 
開発 と 並行 し て . 強化 人 間 の 研究 が 行わ も れ た と さ Zz 

れる 。 技術 系 詩 が 不明 な うえ 実例 が 少な いた め 

技術 レベ ル は 不明 だ が 、 トラ ウマ を 利用 し た 強化 ) の 
処置 が 行わ れ よ う で 、 情 培 の 不安 定 化 を 招い た 。 2 全休 格 GP 全 化 し て かり 
装 式 機 垢 に よる 支援 も 行わ れ た 林 様 。 ジ 殺 下 を 柏 音 し た こと も ある 


ネオ ・ ジ オォ ン の ニュ 
縛 究 所 所 長 ナ ナ 
彼女 自身 も 、 か つて 
者 だ っ た と も いふ 


アル 
人 


巨大 か つ 司 な 丁 体 . 真空 
中 で の 行動 0 
ロロ 更 で の 守 化 が 生 半 。 マシ ン 
チー と の 一 体 化 も 図ら れ た 


MORE INFO! 
失敗 作 の 行方 


充分 な カ を 桂 た な い 強 化 人 間 の 「 和 失敗 
作 ] が 、 解 放さ れる 可能 性 は 低い 。 軍事 
機密 の 者 で ある た め だ 。 パイ ロ ジル ・ ラ トキ エ 
埋 技 入 され れ ば 頒 い 方 だ が 、 よ RO L394 
弄 化 処置 や 試験 の 結果 「 許 要 処分 」] と な 所 A. MC008 
る 者 も 多かっ た の 試験 で 死 て し た と 言わ か る, 
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~~ 
天 観 艦 式 嘩 撃 


に 過ぎ な か っ た 
の 校 攻 撃 


内 甘 、> 『 残 
《・ フ リー ト が 攻撃 を 仕掛 け 、 観 問 牙 隊 の : 
- 大 打撃 を 与え た 。 これ を 可能 と し 
b 球 連邦 軍 か ら 奪 取 し 
用 型 MS、RX-78GPO02A ガン ダム 試作 2 号 


ズ ・ フ リー ト の 攻撃 目 
連邦 軍 も 確 3 
> た と し て も 観 療 式 2 
実質 4 年 振り の 鶴 和 
記 が あっ た 地球 連 
竿 大 な 数 の 学 宙 藍 組 
ウ 海 域 の 濃密 な 


式 の 拳 行 に 積極 的 
で 構成 され る 観 | 
防 帥 網 も 、 


THE NAVAL REVIEW SHOOTING INCIDENT 


U.C.0083 


地球 連邦 軍 の 自信 に 反し て 、 観 癌 艦隊 は 検 攻撃 


4 


、 製 組 式 諾 撃 も 楼 


リー ト に 明確 な 戦略 的 意図 は 


観艦式 へ 

星 の 周 」 作戦 の 
量 の 眉 」 作 埋 は 、 地 抽 

由 止 する 作戦 で 、 


し か し 


販 と 軍事 の 両面 を 持っ て 
連邦 運動 < 


周作 戦 お い 


な い 


星 の 周 
地球 連 
携 矯 式 


ヽ の 栓 攻撃 


作戦 の 真 


、 残存 転 隊 た 


大 打撃 


mE08 sm 
3 ヌメ 


結 
早 の 局 」 作 湯 
星 の 司 」 作 


Special ENect by SHIN INOIE Background by STUDIO EA 


国 観 区 式 、 挙行 
月 10 昌 13:00、 コ ン ペイ トウ に お 
挙行 され た 。 全 行 に 際 し 地球 連邦 
イト ウ 制 限 海 域 


要 絹 を 入手 する も 、 帰 
し 、 要 締 も 失わ れ た 


シー マ 艦 隊 、 観閲 旗艦 と 接触 


0.0083 1 地球 連 却 軍 強 調 提 陸自 


後に 、 地 球 連 邦 軍 


部 勢力 へ の 情報 漏 


し 、 作戦 通り 観艦式 襲撃 が 行わ れ た 

デラ ー ズ ー ト 人 試作 2 号機 が 核 
攻撃 可能 な 位置 に 齋 [が あっ た も の の 、 腸 
動 と 試作 2 号機 の 機動 性 、 そ し 
ナベ ル ・ ガ ト 一 少佐 の 操縦 技 4 


試作 2 号機 、 核 攻 撃 を 実施 
了 ド 一 橋 除 は 、MS 部 隊 の 大 半 を 電動 に 投 
2 号機 は 昭 密 行動 を 取 


を 出発 
11 月 10B00 :00、 「 星 の 選 」 作 湯 の 最 終 彼 系 実 衝 の , 
め 、 デラ ー ズ ・ フ リー ト 本 体 が 拠点 で ある 疾 の 国 を 出発 
ン ペ イト ウ 方 面 へ と 向かっ た 。 同日 02: 23、 アク シズ 


MORE INFO! 


宇宙 世紀 の 核 兵 
ま 邦 事 と ジオ 1 
s WM 
電 
ET 
人 の 人 
= J 
と i 
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History of MS Development in AD 


イオ リア の 提言 を 源流 と する 
人 型 機動 兵器 


(以下 MS 
5。 動 力 源 や 駆動 方 


巨大 妃 全 上 
ら す 防御 力 、 大 推 
機動 性 な 


ソレ スタ ルビ ピー イン グ (以下 
ル グ 博 士 の 提言 

と 太陽 光 発 1 
は 、 帆 道 エ レベ ペー 
作業 や 守備 を 


飛 の MS 開発 史 


ー タ ー は 関 


MS の 主力 化 
\ る 。 貝 道 エ レベ h 
太 階 光 発 電 紛 争 は 、 皿 道 エ レベ ペー ター の 防 導 

る 武装 ワー クロ ー ダ ー 以 3 
戦力 化 き れ た の が 人 弄 機 動 兵 峰 MS 
凛 廊 すす 2 MS に 対抗 


で 既 右 
可能 な 兵器 は MS」 と 
発電 紛争 の 中 、 各 国 は MS の 開発 と 


進 し て 


た 。 大 陽光 発電 紛争 期 に 実用 化 き 


半 連 ) の MSI-06 ティ エレ ン が 存在 (CE 


ガン ル 
光 発 電 紛 争 は MI 

た 陽光 発電 
は 、 戦 闘 能力 以外 


ウト )。 数 十 年 、 


空戦 弄 の ユ 
地上 障 の プ 


ルド や AEU へ リオ > 
ン が 存在 
こ 、 設 計 や 改修 で MS は ほとん ど 
西 礎 2308 年 以降 普及 し 
、 学 軍 プ 空中 地 


る ティ エレ ン 


水中 の 』 


[mW] me03 ja1WM 


ーー 


応 可能 航空 機 や 地上 車 情 な ど 
各 和 領域 の 専用 機 に 
MS の 汎用 性 は 画 
MS 本 体 の 
戦型 や 帆 < 
生 可 能 な 点 、 精 審 
り 、 多 種 多 様 な 


\ 特 徴 で ある 
剛 穫 時期 不明 ) 


MS の 位置 付け と 特性 


太陽 光 発 電 紛 争 を 通じ て 定着 し た MS は 、 戦闘 能力 
汎用 ・ 多 用 途 性 、 拡張 性 な ど 、 大 半 の 面 で 旧来 型 兵 癌 を 
姜 稲 する 。 MS こそ が 史上 最強 の 機動 兵器 と 言っ て いい 
ビーム サー ベル や カー ボン プレ イド な どの 手持 ち 式 格闘 兵 
装 で 、 近接 格闘 戦 に 対応 可能 な 点 も 画 期 的 だ っ た 


最初 期 型 の MS 相生 後 、 大 陽光 発電 紛争 や CB に よる 武 
カカ 介入 、 太 隔 炉 技術 の 泌 流 な ど を 通じ て 、MS は 短期 間 の うち 
た 。 当初 は 地上 の み だ っ た 運用 領域 も 、 空 中 
や 宇宙 に まで 拡大 し た うえ 、 大 性 炉 搭 地 林 を 中 心 と し た 全 谷 
域 対応 型 まで 出現 し 、 MS は 万 能 兵 夫 と し て の 側面 を 鈴 め た 


ーー 


大 同人 電 紛争 徐 基 まで は 化石 無料 で 玩 介する タイ プ が 見 られ た が 
西 太 2308 年 以 和 万 和 横 の ( 経 人 ) 大 玉 措 均 各 が 替 及 し て いっ た 


MS は 、 短 期間 で 大 半 の 仁 域 に お ける 主力 兵 器 と な っ た 。 時 
上 で は 義 甲 戦 脱 車 績 を 、 空 中 で は 主力 戦闘 機 を 上 回 る 埋 | 
力 を 示す こと が 大 き な 理由 で 、 勢力 を 問わ ず 広 く 配 備 さ れ た 


大 馬 光 人 電 給 争 甚 に 綴 力 化 き れ た MS は 加 電 を 刻 堆 。 MS に 対 拭 可 能 
な 兵 馬 は MS し か な く 。 知 国 は MS の 開発 と 配備 を 選 め た 


正和 多用 巡 析 へ の 時 民 ” | 


通常 の MS は 対 MS 埋 な どの 戦 本 任務 を 想定 し て いる が 、 特 丈 
な 仕様 の 機体 も 存在 する 。 自 走 交 的 性 格 を 持つ 奏 埋 融 や 対空 
型 、 飛行 吾 MS か ら 発 属し た 債 穴 抽 や 爆撃 借 な ど が 計 当 する 。 


/ 


まく の MS は 汎用 の 電 押 用 と し て 
設計 きれ て いる が 、 紙 妹 性 や 宙 貢 
性 も 株 ち 合わ せ て いる た め 、 支 援 攻 
再 で 仁 事 な どの 仕 格 に 改 輝 可 態 


軌道 エレ ペー ター 開発 と それ を 巡る 紛争 の 中 で 、 MS は 
産声 を 上 げた 。 軌道 エレ ペー ター の 建設 ・ 守 備 用 機器 
の 概念 、 それ が 只 現 化し た ワー クロ ー ダ ー、 軌道 エレ ペー 
ター の 建材 に 用 いら れ た カー ボン の 量産 化 、 太 陽光 発 
電 紛 争 の 部 発 が 、 MS を 生み 出す 背景 と な っ 


AEU ヘ リオ ン の 全 証 。 合作 
季 に 物化 し て お り 同朋 力 は 期 
待 され て いな い 。 モラ リア 仕様 は 
鹿部 が 秩 さ れ 、 畔 全 馬 も 持つ 


画 軌道 エレ ペー タ 


西森 2090 年 、 イオ リア ・ シ ュ 
ヘン ペル グ が 軌道 エレ ペー ター 
に よる 大 際 光 発電 シス テム の 
基 奉 講 を 提 坊 し た 。 この 
局 時 に 欄 唱 され た の が 軌道 エ 
レベ ペー ター の 赴 設 や 守備 を 福 
う 人 型 マシ ン の 個 念 だ っ た 。 こ 
れ が ワー クロ ー ダ ー と MS の 出 
発 点 と な っ た 。 


適 エレ ペー ター の 巡 設 を 含む 各 
本 作 華 に 寺 応 ずる ワー クロ ー ダ ー. 
MMS の 接 約 な 療 誤 で ある 


全長 約 5 万 km に 違 す る 超 
巨大 模造 拍 、 軌道 エレ ベー 
ター を 実現 し た 護 材 が E カ ー ポ 
ン で あぁ る 。 E カ ー ボ ン は 軽量 な う 
え 強 度 が 非常 に 高く 、 重 産 体 
制 も 整備 され て いる 。 半 甲 緒 
本 適材 と し で も 適し て おり 
MS の 軽量 性 や 本 弾性 を 高め 
る 要因 と な っ た 。 感 分 に よっ て 物性 は 異な る よう た 


下村 と し て 用 いら れ た 。 制 造 過 軽 を 


軌道 エレ ベー ター 建設 を 館 
る 政情 の 不安 定 化 は 、 雅 馬 
ワー クロ ー ダ ー 以 上 の 高 性 能 
兵 吉 を 必要 と し た 。 結果 、 ワー 
クロ ー ダ ー や EE カーボン な どの 
技術 発 民 を 受け て 実用 化 さ れ 
た と 見 られ る の が MS で ある 
太 性 光 発 電 紛 争 を 通じ て 、MS 
の 性 態 は 飛 規 的 に 向上 し た - 


TTYTTETDIRT 

すえ られ る MS は 、 経 め て 短期 間 
の うち に 主力 兵 准 と むり 、 埋 補 も 札 
信 と 京 性 能 人 が 続い た 


人 華 軍 の ファ ント ン は 太陽 光 発 電 紛 争 時 の 主力 MS で 化石 角 料 か ら 発 電 
し 、 その 電力 で 思 動 する 。 ティ エレ ン の 採用 は 
AEU 初 の 制 江 押 用 MS は 、 陵 戦 専用 機 AEU-03 で ある 
の 楓 の AEU-04 が 短期 間近 用 され 
円 2992 年 に 制式 化 され た 。 飛行 形 が 必要 と 
量 アル ド も 、 同 様 の 換装 式 変形 模 を 備え 
に 1 は 空中 変形 可能 だ が 、 高 妹 度 パイロット の 
Fa し た 戦 技 に よる も の だ っ た お ン フ ラッ グ (と AEU イ ナク ト 
し から マイ クロ ウェ ー ブ 給電 可能 で 、 理論 上 は パワ ー 切 れ が な い 、 
MSUO4 太陽 発電 給 争 が 大 気 国内 を 主 寺 場 と し た こと も あり 、 宇 軍用 MS の 開発 
ファ ント ン は 漏れ 、 地上 用 や 空中 用 の 改造 機 が 多用 され た 
バ 人 1 | A 
ッ 
= 
リ 
1 
MSJ+OGTHA AEUO5i VMsr15 
ティ エ AEU へ リオ ユー オン リア ルド オン 
地上 に し 
SVMS-01SG SVMS-O1 AEULOB AEULOSOP 
ユニ オン フラ ッ グ ユニ オン フラ ッ グ AEU イ ナク ト AEU イ ナク ト 
FCTTDN オー ビタ ルッ ケージ 字画 
GNX-G03T GNX-704T 
ジン クス アベ 
MORE INFO し 従来 型 MS か ら 発展 し た 万 能 機 


WW サン ライズ BS 
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WORLD GUIDE アフ ター・ コ ロニ ー ガイド: コロ ニー と ホワ イト ファ ング [W D3 sr dn 


= 


/ 
ー nw 
人 さ 
< 4 
Ne 
ミ 
8 
に い 
/ NN 
N Y 


の 
Fy 


コロ ニー と ホワ イト ファ ング ーー os 


地球 の 紛争 敵 化 に 伴う 人 口 の 宏 出 は 、 コ ず 、 運動 は これ 
を 招き (犯罪 組織 の 流入 も あ に 現れ た の が 、 コ ロニ 
者 の 生活 環境 を 悪化 きせ た よ 
た 宇宙 へ の 人 日 流出 は 留まら ず 、 勢力 を 粧 合 し 、 地球 で も 多く の 衣 同 者 を 香 
て も 状況 は 変わ ら な か 6 7 は 0Z (の 前 身 組 織 


は 共同 体 / 政治 組織 と し て トド 
し 2 建造 物 ・ 構 造 体 と 人 車 vs 連合 の 圧力 に 交 き れ 、: 
b で 解説 する *、 問 題 は 棋 Mae な か っ た 3 る 武装 過激 派 勢 が 誕生 決起 する 要因 と な っ た 
人 口 の 増加 、 環境 の 悪化 、 馴 玩 する 紛争 な 5 タ (執筆 者 、 執筆 時 期 不明 ) 
人 類 は 、 そ の 解決 手段 を = 
、 コ ロニ ー の 建設 


の 干渉 は 、 コ ロニ ー に 関連 ファ イル 


新 時 代 が 区 9 39、 ー は 連合 か ら の 王 渉 を 
て 平坦 で は な 排除 する た め 、2 た ち に よる - 自治 機構 
人 ト 入 を ほ の め が 


に 連合 加入 を 強制 。 これ に 屈し た コロ = 
則 の 衝突 、 の A.C.140、 自治 権 
PY る な ど に より 、 計 画 が k、 コ ロニ ー は 地球 より 
遅延 パ 開 爺 開 、 意 nip 
ちら 1 世紀 以上 が 経過 し た AC.102、 し 1 コロ 
完成 し 、 出産 芋 子 の 8 
眼 可 能 と な の 苦難 は | 


画 コロ ニー、 ホワ イト ファ ング 、 周辺 組織 の 相関 図 


て 反 連合 還 情 と 独 


排除 だ っ た 。 ヒイロ 
宣 動 の 溢れ を 泌 む 組織 だ が 「E 
大 打撃 を 被り 、 一 部 


が 集計 し た 。 ホワ 


DL 1T3. 


ホワ イト ファ ング 
(コロ ニー 過激 派 ) 


達 合 後 、 全 を 室 


AC.140 年 代 や A.C.170 年 代 前 期 な 


で を 信 陵 す 6 
る 章 見 は 根 紅 て 軍 ど 、 安 定 し た 時 代 も あっ た が 、 コ ロニ rt 
期 や 連合 時 代 に は 多く の | t 馬 
た 。 AC.195 未 か ら は 地 株 勲 
を 打ち 出し 、 事態 は 改善 


h、 コ ロ 
タン ジュ ポイ ント 1 で 


設 を 授 呈 


ー の 開発 が 始ま 
開始 
LT 


を 
地球 各国 は コロ ニ 


言わ れる 


維 争 を 遂 れ 


に 注記 
が 奏 退 し た 

コロ ニー 開発 は 中 東 語 国 の 参入 で | 
続 。 AC.070 年 代 以 村 、 コ ロ 


材 ・ 資 源 を 知っ て 対立 が 暫 肖 大 
星 の 調 六 に より コロ ニー 間 の 衝突 は 回 選 
よう や <L-1 コ ロニ ー が 完成 し た 
3 に 発足 し た 地球 男 続 一 コロ ニー 
は 自治 機構 を 発足 させ る が 、AC.】40 
ー 和 立 運動 は 地下 に 潜伏 する が 。 市 民 レベ ル 


み ら の 使 師団 が し -1 コ ロニ DPA 
谷 葉 論 が 台頭 。 AC.147 すけ た 壮 合 は コロ ニー を 


宣 を 進入 させ た 。 この ! 


情 が 強まる 。 問題 


間 わ ず 質 


軍 は 、0Z の 


試 力 時 が 多発 。 こ れ を 受け 、 四 合 軍 が 再 
び コ ロニ ー に 派遣 され た 


の 暗殺 か 520 年 後 の AC.195. 


AC.195.05.20、0Z 
イク ] を 発動 
地球 園 支配 を 進め た 


コロ ニー は 0Z と の 連携 楽 め 、 支 配 体制 
を 受け 入れ て いっ た 
0Z の 内 乱 を 利用 し 、 ホ ワイ ト フ ァ ング カ 


決起 。 地 
は 世界 国 
を 引 き 起 こす が 


壊 減 。 地球 の 排除 に も 失政 し た 


捧 除 を 
と 衝突 


言 し た ホワ イト プ 
EVE WARS. 
入 も あ 


EVE WARS」 直 後に 成立 し た 地球 園 
国家 は 完全 平和 主義 的 落 策 を と ! 
コロ ニー に 馬 軟 な 変 勢 を 示し た 。 ご 
和 人 0 和 人 物 だ 
も 地球 と の 協調 路線 を と ーーー テー で 
な 関係 を 本 貸し て いっ RT 


LT Ci 
還 続 一 国電 匠 代 大 


〒 


a 


機動 戦士 Z く ガン ダム 


[7 | me09 mg 
Se る @ 


ト 


4 
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区 詞 アポ ロ 作戦 a 


時 船団 ガ 
危機 感 
・ オ ム 大 佐 の 腹 。 


権限 拡大 


87 、 ー ン ズ た ズ が 地球 連邦 軍 
動き せ 、 月 面 都 6 し と と 地 
向き の 目的 は 、 月 面 都市 グラ * 


ー ゴ の 本 掲 地 と 見 


の 時 点 4 2 連邦 政府 


紛争 終結 の た 3 J 決 (採決 直前 、 エ 了 カ 
人 J を 解放 し 7 


U.C.0087,08.1 


) 本 質 は 、 権 め て 政治 的 な も の 
市 の 制圧 に 


by KAORI SATOU 4Background by MASATOSHI KA 


完璧 だ っ た 事 蘭 工作 と 
エゥーゴ の 対応 の 遅れ 


較 ティ ター ンズ 艦隊 、 
グリ プス より 出港 
WE 


市 に 向 か 
ギア は 新編 
目 に 巣 扶 行 動 を 取 


・ ブ ラウ ン 市 を 制圧 され た 


則 | ティ ター ンズ 淫 隊 出港 


アポ ロ 作 戦 を 発動 


ドロ 作戦 」 の 准 備 と 権限 拡大 法 委 の 立案 は 、 は アポ ロ 作 戦 の 成否 と 関係 な いよ うに 思 
作戦 の 肉 容 は 完全 に 秘 降 集 の 内 容 が 番 見 し た 場合 、 ア ポロ 作戦 の 攻撃 目 
5 ティ ター ンズ 胃 隊 が 出 状 し た \ た め 、 連邦 総会 まで 秘 了 さ れ た よ 
は 攻 軸 日 標 の 特 手間 取っ た ( 当 エッ ー ゴ は 防衛 体制 の 確 
へ の 攻撃 も 妖 わ れ た )。 権限 拡大 法案 層 れ 、 フォ ン ・ プ ラテ ウン 市 を 制圧 きれ て し まっ た 


ゴス . キア MS 
MS 部 | 
ギア 個 が 後退 


[ 還 フォ ン ・ ブ プラ ウン 解放 と 
ブレ ックス の 死 
08.18、 エッ ー ゴ は フォ ンプ ラウ ン 電 回 作 
埋 を 実施 。 MS 埋 が 展 間 され た 結果 、 テ ィ 
ンズ 華 隊 は フィ ン ・ ブ ラウ ン 市 か ら 准 
遂 し 都市 は 評 項 され た 。 月 で の ティ ター 
ンズ 勢 カゲ ーー 提 され る 中 . 地球 で 開催 中 
の 夢 邦 政府 総会 で は ティ ター ンズ の 性 
爵 流 大 法 宏 が 可決 。 その 前 日 の 08.17 
は 運 邦 雷 会 に 出席 し て いた エゥーゴ の 
指導 者 ブレ ックス 准 本 が 噂 特 さ れ た 。 


Isaon by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
ニュ ー ギ ニア 攻防 戦 


予測 され は し た が 
ギア の 筆 敵 MS が 
交 役 する も . 双方 9 


メ の 作法 を 可 叉 
の 指揮 権 を 獲得 し 、 エッ ー ゴ の 支 勢 は 続 


naz 41-22 


41-23 


機動 戦士 ガン ダム 


apr > た SFS は 、 一 年 戦争 時 に 維 生 し た 
けた の は 、MS の パイ オニ ア の ジオ ン 公 


MS が 直 # 
航空 航 宙 機 


公国 軍 が 実用 化し た MS は 高度 な 
ド し た が 、 地球 侵攻 作戦 実施 後 、 大気 較 
内 で の 長 距 離 移動 能力 (戦略 レベ ル の 機動 力 ) で 
も 問題 点 を 指摘 され た 
戦闘 車輌 (AFV) 以上 の 機動 性 と 運動 性 を 有 す 
る MS の 二 足 歩行 シス テム だ が 、 そ れ は 戦 関 レベ ル 
の 話 に 包 ぎ 年 戦争 時 の 移動 連 度 は 時 連 数 
\ っ た 。 移動 時 に 機体 が 上 下 
し ゃ すい 点 、 重 力 下 で の 
移動 連 度 や 長 距 藤 移 動 は 関節 部 へ の 負担 が 大 きい 点 も 問題 


SFS の 利点 は 、MS に 和 飛行 能力 を 付与 する 点 に あ 
ん どの MS は 単独 飛行 能力 を 持た ず 、SFS 
飛行 が 可能 と な る 。 当然 、 


室 中 で の 機動 性 は 大 きく 向上 し 、 戦 闘 機 並み の 空 で ある 。 ガウ 組 衝 撃 空母 や 隆 戦 艇 ギャ ロッ プ な ど 
店 戦 も 可能 と な 高速 で MS を 輸送 可能 な 大 現 兵 准 も 存在 は し た 
軍用 の SFS は 、 大 気 岡内 用 ほど 輸 大 な 効果 は 絶対 数 が 少な か っ た で ジオ ン 公 国軍 は 


め の 研究 を 進め た 
*、SFS の 始祖 に 


SFS の 有無 に か か : 


"、MS は 航 条 で き の 移動 連 度 を 向上 させ る 
AMBAC シ ステ ム が 。 の 結 
、MS 本 体 の あ た 要 粒 を 、 MS の 移動 
域 ま で の 移 手段 と し て 転 体 で ある 

ド ダ イ YS が 斬新 だ っ た の は 、 移動 速度 の 向上 手 
空 機 の 上 に 直接 MS 


費 せ ず に 移動 * 
動 や 長 現 離 偵察 な ど に 多用 され る 類 
大 気 圏 の 内 外 を 聞 わ ず 、MS の 運用 に 不可 欠 な 。 段 を MS の 外部 に 求め た 


に 。 前 者 の 特徴 は 、 様 々 な MS に 
こと を 意味 する 。 MS-07 グフ 
・ ダ イ YS だ が 、 他 の MS を 搭載 
後者 の 特徴 は ド ・ ダ イ YS の サイ ズ の 都 
合 に よる が 、MS の 兵 装 に を 

意味 し 、 空戦 能力 の 向上 に 繋が っ た 
ド ・ ダ イ YS で 確立 され た 、 MS へ の 飛行 ・ 空 戦 能 
カ 付 与 は 、 後発 の SFS に も 引き 継が れ て い :・ 
(オッ トー・ カ ル テ ン パ バッハ ULCO156) 


関連 ファ イル る 


Ys 他 


Zz01-32 
VO1.43 午 


ut meew 


三 を 区 大 させ た 


Mustration by TAXUYA IC 


年 戦争 後 の 
ドド ダ イィ Y' て 決定 され た SFS の 基本 形 は 、 上 部 に MS 


SFS の 発展 用 搭載 スペ ー ス を 持つ 、 フ ラッ ト な 形状 の 航空 / 航 宙 機 で あ 
る 。 推進 器 は 航 村 エ ンジ ン で 、 MS と の リン ク 機 能 を 持つ な ど 
技術 や | 面 で MS と の 製 が り が 深い 。 MS を た 

・ ダ イイ YS に SFS の 役 制 を な えた ジオン 公国 軍 は 、 PT TS で きる た め 本地 用 プ 

ド ・ ダ イ HI や ド ・ ダ イ GA な どの 派生 機 を 実用 化し た は ラ ト ホ ー ム を 選ば な い 点 も 優れ て いる 

F 軍 用 の スク ー ト を 開発 し た と 言わ れる 。 地球 連 

邦 軍 も コル ベッ ト プ ー ス ター や ヤラ イト ライナー な どの SF 


S 的 兵器 を 開発 し た が 、 普及 に は 至っ て いな い ett 
- 年 戦争 接 、SFS の 開発 と 配備 に 積極 的 だ : UC 0080 生 人 
の は 地球 連邦 軍 だ っ た 。 ド ・ ダ イ YS の 特性 や 構造 に ーー バト vil 

着目 し た 地球 連邦 軍 は 、 大 気 了 岡内 用 の ベース ・ ジ ャ | 民生 性能 を 発 格 る. ン 


宇宙 用 の ゲタ ー な どの 新型 SFS を 開発 し 、 広 
く 配備 し た 。 地球 連邦 軍 の 新型 SFS は 、 ド ・ ダ イ YSI 
欠点 (SFS 側 に パイ ロッ ト が 必要 、MS 搭 載 数 が 1 尼 の 
み ) を 改善 し た うえ 、MS 側 か ら の コン トロ ー ル が 可能 、 
MS の 視界 = 全 天 周 囲 モニ ター の 映像 を 替 が な いな 
どの 利点 を 持ち 、 U.C.0090 年 代 ま で 使用 きれ た 

U.C.0100 年 代 に も 度々 新型 SFS は 許 生 し 、 ペ ベス 
パ の アイ ン ラ ッ ド の よう な 特殊 型 も 実用 化 きれ た 


アク シズ (ネオ ・ ジ オン ) も SFS の 
re 


SFS の 運用 
MORE INFO! MS の 移動 速度 を 向上 させ る た め に 誕生 し た SFS だ が 、 単 


な る 輸送 シス テム に は 終わ ら な か っ た 。 MS と 航空 権 の 共同 

SF 的 特性 持つ 器 軍用 と いう より 両者 の 一 体 化 を 可能 と し た SFS は 、MS が 不 理 
S 章 と し た 大 気 國 内 で の 立体 的 戦闘 を 高 レベ ル で 実現 し た 。 つ 

まり 、 MS の 空中 戦 や 空 対地 攻撃 を 容易 と し た の で ある 。 高々 


SFSHMS 
度 を 飛行 する 母艦 か ら 、 MS を 出撃 させ られ る の も 利点 だ っ た 。 打電 


MS を 高速 で 絶 動き させ る と 共に 、 行 
唱 半 怪 を 拡大 する 。 大 所 園内 用 . 字 
軍用 を 問わ ず 、SFS の 最も 基本 的 な 
機能 で ある 。 MS を 高達 で 展開 で きる 
た め 。 少数 の MS で 広い 菱 域 を カバ パー 

で きる うえ 、MS 本 体 の 挫 進 剤 消費 量 の 
を 減ら せる 恋 も メリ ッ ト だ っ た tS ESF 


MS を 搭載 し た 状態 で も 、 軟 巴 が 可 
能 。 MS は 功 天 状 能 で 搭載 され る た 
め 、 上 半身 に 装備 する 兵 半 を その まま 
使用 で きる 。 機動 性 や 宣 動 性 は SFS 


自体 の 性 能 に よる 部 分 が 大 きい が 、 SFS に 肝 旬 中 で 
MS 本 体 の 推進 叶 代用 可能 で 、 空 
区 能力 は 埋 識 を 潜 角 す る 


に り 、 SFS が 容疑 し た 近 
に MS だ け 和 脱出 し た り と 、 和 様々 な 用 才 ee 

に 利用 で きる 。 た だ し 、 分 其 し た SFS した CSC 員 詳 に 攻 
は MS 側 か ら コ ント ロー ル 不 可能 な よう 季 玉 され る 。 人 相 が 反 作 す る 


で 、 再 接触 で きる と は 限ら な い SFS と 合 遮 する こと も ある 


Jawahon by TOKIKO YUZAWA (Twin Bell a + 


4124 
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SFS の 歴史 と 発展 


SFS の 基本 形 を 確立 し た ド ・ ダ イ YS、 移 動 砲台 式 SFS の 祖 で ある バス トラ イナ ー や ス 
キ ウ レ は 一 年 戦争 時 の 機体 で ある 。 一 年 戦争 後に 開発 され た SFS は 、 ド ・ ダ イ YS の 発想 
に し た タイ プ が 多く 、 コル ベッ ト プ ー ス ター な どの 背負 い 式 や 、 スク ー ト の よう な バイ ク 式 
は 少数 涯 だ っ た 。 SFS の 棄 成 聞 念 か ら 抜け 出し た タイ プ は 、 U.C.0150 年 代 の アイ ン ラ ッ 


を 基 


大 気 園山 に お ける MS の 
政 動 回 度 向 上 を 目指 し た ジ 


ブー スタ ー や ライ トラ イナ ー を 
生み 出し た 。 桶 動 給 台 式 SF 


S の 原 豆 も 許 生 し た 。 

一 年 間 争 接地 球 連 
は 新 束 SFS の 障 発 を 進め た 。 
その 多く は ド ・ ダ イ 系 SFS の 
設計 思 超 を 受け 継い だ も の 
で . 宇宙 用 SFS (いわ ゆる え 
ペー スジ ャ パー) も 広く 配備 し 


た 。 ネオ ・ ジ オン は 地球 軍 邦 
軍 の SFS を 流用 し て いる 。 


UC.0090 年 代 、 地球 回 
邦 車 の SFS は 可 理 され 、 大 気 
恒 内 用 は ペー ス ・ ジ ャ パー を 序 
続 し て 使用 し 、 宇宙 用 は 大 気 
還 内 用 と 同名 の 新制 機 を 配 
偽 。 ネ オ ・ ジ オン は 、 旧 エ ッ ー ゴ 
の 宇宙 用 SFS と 同名 異 玩 の 
新 製 機 シャ クル ズ を 装備 し た 。 


ド ・ ダ イ YS 
SFS。 SFS と し て 間 稚 され た の で は な く . 高層 
特 民 を 還 用 し た も の だ っ た 。 


ドイ 
SFS と し て 再生 時 され た ド ・ ダ イ 。 
特 化し て お り 、 甘 主 は 持た な い 


MS を 本 直し て の 衣 行 に 


ド ダ タイ 

ド ・ ダ イ の 発 民 和 に あ 
た る 連邦 軍 の 有人 S 
FS 無人 で 6 居 用 可 
人 。 必 才 MS 私 は 2。 
カラ バ (が 周 し た 。 


ペー ス ・ ジ ャ リ 


連名 宣 の キバ 


MMSEZ, 


t 1192e 


リ チ ィ ア が 軍用 し た 


ウラ 
フト 式 SFS。 ド ・ ダ イ 
き と 同 等 の 行人 
を 持つ 。 無人 式 で 括 


軍用 理論 : サ 


ド を 待た ね ば な ら な か っ た . 


バス トラ イナ ー 
秋 制 に MS を 用 いる 自 
メガ 直子 。 最初 
区 の 和合 式 SFS 
で ある 、 地 押 放 事 ゲ 
SWS 計 画 で 開発 


スキ ウレ 
ジオ ン 公 国 宮 の 移動 細 台 。 


の 最 補 大和 と 言え る 。 


ッ ャ クル ズ 
エゥーゴ が 使用 し た 
| 


て で 
[3 EE 


グ タ ー 
ティ ター ンズ が 侍 用 し た 
舞 人 SFS。 MS の 行動 
半 竹 を 3 倍 に 紙 大 きせ 
る と いう 。 ネオ * ジ オン の 
手 に 差 っ た 


ネオ ・ ジ オン [シャ ア ) の SFS。 AE か ら 提供 され た 機体 と 叶 
われ る 。 「 拉 付き 」 も 使用 し た 。 


IM 


IUW0IW 


MM 


neD3 sm 


TXA_OBR メガ ライ ダー 


こう し た SFS の 中 に は 、 特 殊 な タイ プ も あっ た が 、 基 本 的 に は 


「MS に 長 距離 移動 能力 を 付与 ] する も の で あり 、U.C.0150 年 代 に 運用 され た アイ ン ラ ッ 
ド な ど で も これ は 変わ ら な か っ た 。 形状 的 に 特殊 な を も の と し て 、U.C.O080 年 代 後半 に ネ 
オ ・ ジ オン 残党 が 使用 し た 円 艇 型 の SFS が 知ら れる 。 


ガ ・ ラ ンチ ャ ー と SFS ゲ 一体 化し た 可 生 宮 式 の SFS。 
MS は バイ ク の よう に 送っ て 欄 二 する 。 


of 
タイ ヤ 型 の SFS。 あら ゆる 
ra 
ー ル ド の 情 用 に よ 
Stream 


タイ ヤ 外 SFS を 左右 に 2 帆 


連結 し た も の 。 性 能 は アイ 
に や NN. 


本 性 で ある 。 


SFS と 用 可能 な 可変 MS 


可変 MS は 、MS 単 独 で の 機動 性 向上 を 目指 し た カテ ゴ 
リー で あり 、MS と SFS の 豆 合 を 目指 し た と いう 側面 も ある 
MA 形 湯 に 変形 し た 可変 MS は 、 SFS を 使用 し な く と も 高度 な 
戦 四 機 動 性 と 広い 行動 半径 を 持つ 。 そう で あれ ば 、MA 形 能 
の 可変 MS を SFS と し て 利用 する こと も 可能 な は ず だ 。 実際 
他 の MS を 措 載 し て 飛行 航 密 で きる 可変 MS は 存在 する 。 


MSZ-006 Z ガ ンダ ム 


ウェ イプ ライ ダー (WR) 珍 短 に 変 
時 する 可変 MS。 MS を 報せ た ま 
まで の 艇 宙 ・ 拉 行 - 大 所 突入 

に EMR 


MSN-O01AT デル タプ ラス 

ガン ダム 回 柏 、 WR 諾 に 変 珍 す る 
可変 MS。 上 姜 が フラ ッ ト な 横 人 に 
な っ て が ん 他 の MS を 反 載 し ゃ すい 。 


画 SFS と し て の 使用 

2 ガン ダム や デル タプ ラス を SFS と し て 使用 する 場合 も 、 ド : ダ イ YS 
の ょ うに 横 條 上 に 直 接 MS を 協 せ る が 、 他 の 可変 橋 で は 異な る 挫 載 
方 法 も 採用 きれ た 。 リゼ ル ヤ アン クシ ャ は ハン ドル を 寿 開 し 、 そこ に 他 


の MS が 握 ま る よう に な っ て いる 。 橋 体 上 の ハン ドル に 細 ま る た め 、 


勢 は 低く な り 、 MS は 塵 そ べ る 形 で 搭載 され る 。 


1 番 で その 浅生 肛 の 可 恋 MS は 、 SFS と し 機能 する 機体 が 務 い 。 Z ガ 


ンプ ム は 他 の MS を 零 せ た まま で 大 所 突入 を 放 夢 させ た こと で 名 られる, 


ゼル 同 栖 、 谷 の MS 
が 本 まる た め の ハ ンド ル が 設置 され た 。 


MORE INFO! 
可変 機 と SFS 


ず の 可変 MS や 可 語 MA も 、SFS を 
る 。 外 関 相続 時 間 が 短い (推進 剤 重 が 少な 
戦域 まで の 移動 手段 や 、 よ り 長 い 打 下 


性 に MA 形 能 で 接続 
ス も ある 
持つ RX.160 バイ 


SFS を ブー スタ ー の よう に 
変 機 で は な い が , 単 飛 行 
ISFS を 使用 し た 側 も 確 計 


たら 地球 に 向かっ た 団 の 壮 仁 坦 MS 
ャ クル ズ の ハン ギル を 橋 み 。 弱体 竹 要 に 半 妹 し て いる 


旧 人 で の 直 殖 ず 到 いそ ャ 
は 、 長 区 


Mhustration by TAKUYA IO 
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WORLD GUIDE 
ロゴ ス 


E た 全休 ロゴ ス 


古 の 昔 か ら 存 在 す る 軍 書 産業 複合 体 が ロゴ ス で 
ある 。 軍 雪 産業 の みな ら ず 
乗 な ど 、 地 球 を 基 琴 と す は 々 な 業種 の トッ プ が メン 
バー で 、 埋 争 を 利用 し て 慕 大 な 利益 を 上 げ て いた 

ロゴ ス が 特 珠 だ っ た の は 、 自 ら が 戦争 の 当事者 で 
は な い 点 に ある 。 ロゴ ス が 行う の は 、 国家 間 対立 の 
誘発 、 世 論 の 壇 動 と いっ た 戦争 へ の 誘 洛 が 主 で あ 
り 、 兵器 の 売買 や 戦後 の 復 尋 事 業 に より 、 メ ン バ ー 
が 主導 する 企業 や 業界 に 利益 を も た らし た (も ちろ 
ん 、 戦争 と 直接 関係 の な い 経 済 活 動 も 行っ た ) 

ロゴ ス が こう し た 戦略 を 採り えた 害 量 に は 、 開 戦 
か ら 終 戦 に 至る ロー ド マ ッ プ の 作成 と い - 争 関 
連 の ノウ ハウ ギ 、 政治 へ の 介入 能力 が あっ 

CE. の ロゴ ス は 、 ナ チュ ラル と コー ディ ネイ ター の 
対立 を 煽る こと で 地球 剛 規 模 の 戦乱 を 引き 起こ し た 
が 、 こ の 際 、 様 々 な 手法 が 用 いら れ た 。 反 コ ー デ ィ ネ 
イタ ー 結 社 「 プ ルー コス モス 」 へ の 支援 、 プ ル 
モス を 介し た ロビ ピー 活動 、 地 球 個 メデ ィ ア を 用 
プラ ント の プロ パガン ダ 、 大 西洋 連邦 大 統領 へ の 直 
接 指 示 な ど が 代表 的 な 手法 と し て 知ら れる 。 ロゴ ス 
が 直接 関与 する ケー ス が 少な い の は 、 秘密 結社 的 
な 性 格 に よる 。 黒幕 は 究 を 現さ な な いも の な の で ある 
ゴス は 冷徹 な 「 死 の 商人 」 で あり 、 利 
な いこ と は し な い が 、CE. で は 様相 が 異な - 
プル ー コ スモ ス に 肩入れ し て コー ディ ネイ 
ター 隊 江 を > た 末 、 存 在 が 路 見 し て し まっ た の だ , 
この 背景 に は 、 ロ ゴス の 中 心 メ ン パ バー に し て ブル ー 
コス モス の 胃 下 、 ロ ー ド ・ ジ プリ ー ル の 存在 が ある 

コー ディ ネイ ター を 憎ん で いた ジ プ リー ル は プレ 
『・ ワ ー ル ド 」 を 利用 し 、 コー ディ ネイ ター 機 減 
大 西洋 連 攻 大 統領 を 動か し て 再び 地球 
プラ ント の 戦争 を 開始 きせ 、 地球 の 反対 勢力 
掃討 を 指示 し た の も ジブ リー ル だ っ た OR 
メン バー は 必ず し も 反 コ ネイ ター で は な か っ 
プラ ント 対策 を ジ プ リ ー ル に 任せ た 緒 果 、 
失策 を 重ね て いっ た 。 つ は 、 デ ュ ラ ンダ ル 議 長 
に より ロゴ ス の 人 存在 が 世界 に 知ら れる こ 
な り 、 メン パー は 拘束 ある い は 殺害 きれ た の 

デュ ラン ダル 詩 長 の 告発 に よっ て 、 存 企 

部 ) が 第 見 し た ロゴ ス は 、 世 間 一 般 
源 」 と 断 じ ら れ た 。 し か し 、 ロ ゴス の グロ ー パ ルカ ン パ 
ニー と 関係 の な い 国 や 企業 は 存 任せ ず 、 平 時 を 合 む 
ロゴ ス の 経済 シス テム が 世界 経済 と 不可 分 だ っ た こ 
と も 間違い な い 。 その ロゴ ス が 大 打撃 を 受け た 以上 、 
世界 経済 が 加 影 響 を 受け る 可能 性 は 高い だ ろう 

な お 、 ロ ゴス と は ギリ シア 語 で 「 言葉 、 意 味 、 概 念 、 
理論 、 思 想 」 な ど を 意味 し 、 古代 ギリ シア 匠 学 の スト 
ア 派 で は 神 と 同一 抗 きれ た 。 『「 ヨ ハネ に よる 福音 書 
冒頭 の 「 初 め に 言 (こと ば ) あり き 」 の 「 言 」 も ロゴ ス 
と 記さ れ 、「 ロ 神 ] の 記述 が ある 。 組織 と し て 
の ロゴ ス の 名 が 、 自 らち を 神 と 見 性 す 仙 慢 な 思想 の 現 
れ と 考え る の は 無理 の な い 解 釈 だ ろう 

(ワー コー・ デ ルカ ッ セ CE74) 
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有 喝 以来 存在 し 続け 
る 。 存在 は 公 に され 
持ち 、 メン パ 


世界 経済 に 多大 な 影響 を 与え た : 


た が 、 大 西洋 連邦 の 大 未 領 に 直接 指示 で きる ほど の 力 を 
能力 は 限定 的 だ っ た 


# 家 間 の 貢 張 や 圭 争 を 腹 発 する ご 
で 兵 競 の 大 重 売 責 な ど を 行い 、 メ ン バ ー 

や 業界 に 利益 を 請 導 する 。 双 争 半 計 入 
往 樽 貞 や 再 軍備 で 利益 を 上げる こと に 


ラン ト を 新 突 させ 
ロゴ ス は 大 西洋 連邦 を は じ め と する 地球 
諸国 の 政府 や 軍 を 挫 ブル ー コ スモ ス 
は 圧力 団体 と し て 用 いら れ た ほか 、 反 コー 
ディ ネイ ター 部 情 の 醸造 に 利用 され た . 


MORE INFO! 
人 類 の 守護 者 「 一 族 ] 


四 の 提 


ロゴ ス の メン バー は 、 地球 の 主要 産業 の 
大 物 た ち で ある 。 上 位 は 10 名 に 満た な いと 
見 られ る が 、 彼 ら だ け で も 地球 園 の 経済 に 


大 な 影響 力 を 持つ 。 な お 、 下 で 紀 介 し て いる 
の は C.E.73 か ら 74 に か け て の メン バー だ 
に 
A 
LIU 


を 求め て 直轄 部 隊 を 設立 し れ が 地 
球 連合 軍 の 不正 規 部 隊 「 フ ァ ン トム ペイ 
ン 」 こ と 第 81 狂 立 機動 群 で ある 


アァ ント ムペ イン の 前 経 指揮 詞 ロゴス 府下 の 研究 貫 曽 で 再 大 
ロー ド ・ ジ プリ ー ル が から 間 エク ステ ン デッド 
権 示 を 受け る 立場 に ある 。 特電 


枯 を 到 防 力 を 持つ 変 
の 巨 本 拓 


に の re 
C.E.73~74 の 紛争 に お ける ロゴ ス 
ユニ ウス 条約 締結 後に 発生 し た C.E.73 か 574 の 紛争 は 、 ロ ゴス が 引き 志 、 


と 言え る 。 ロゴ ス の 中 心 メン バー に し て ブル ー コ スモ ス の 新 恨 主 ロー ドー ジブ リー ル が 、 大 
西洋 加 邦 を 操っ て 強引 に 開戦 させ た が 、 失策 が 続き 、 ロゴ ス も 大 打撃 を 受け た . 


[プレ イク ・ ザ ・ 
ザラ 派 ) が 関与 し て > 
は 、 大 醒 洋 連邦 の 大 続 儲 に 痢 示し 、 対 
ト 埋 争 を 開始 。 コー ディ ネイ ター 終 減 を 狂 
の の 、 練 戦 に 敗れ て し まっ た 。 


ジブリール は プラ ン の 変更 と 縮 戦 を 決定 し た 
が 、 地理 で は ザフト と 反 連 含 勢力 の 抵抗 に 悩ま 
され た ブリ ー ル は 反 連 合 勢 
に 出 た が 、 非 人 首 的 な 作戦 
の 存在 を 季 費 され た 


ーー 


ダル 議長 に よる 告発 を 区 機 に 、 ロ ゴ 
ス の メン パー や を 関係 者 が 前 撃 さ れ た うえ 、 へ 

ズ ベ ペース 較 で 多く の メン バー が 拘束 され た 
リー ル は ダイ ダ ロ ス 基地 に 逃げ 込み : 
起 死 し . ロゴ ス は 答 体 化し 
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愛護 CB の 活動 と 世界 の 動 


機動 戦士 ガン ダム OO 


西 麻 2307 年 に 武力 介入 を 開始 し た ソレ スタ ルビ ー 
イン グ (CB) は 、 批 判 を 浴び た 。 紛争 根絶 と いう 理念 


は と も か く 0 る 手 計 が 反 
発 を 招い コ 各国 の 
勢力 隊 内 で ad 行使 3 する C BB た 

定 す る 存在 で 
の EC 有人 ュー 
いた 。 代表 的 な も の と し て は 紛争 の 発端 と な っ た 各 
ゲリラ 源 と 


種 権益 の 問題 、 ま た 、 テロ 組織 の 資金 
な っ た 資源 や 麻薬 な どか ら 波 胡 す る 問題 で ある 。 
まず 、CB の 武力 介入 の 結果 、 特 定 地域 の 紛争 が 
終結 し て も 、 粉 争 の 原因 が 解決 され る わけ で は な い . 
特に 利権 が 絡ん だ 紛争 で は 、 戦 後 の 利 益 調整 が うま 
いく と は 限ら ず 、 紛争 教 発 以前 の 利益 配分 が 賠 定 
きれ て し まう 可能 性 は 充分 に ある 。 CB の 武力 介入 
が 、 世界 の 不 均衡 を 周 定 化し て し まう の だ : 
力 介 入 が 、 資 金 源 を 断つ こと も 問題 と な り 


reWion by TETSUYA MATSUKAWA 


Coloy by MAKO KUMADA 


Grobal evaluation to CB 


テロ 組織 と 結び 付い て いた 国 や 地域 
> で 困 処す る の は 当然 だ が 、 世 界 情 
え か ね な い の で ある 


bai 


= 2 受け た た め 
に 、 各種 資源 の 供給 が 滝 り 、 世界 軽 済 の 混乱 や 連 
鎖 的 イン フレ が 起こ る 可能 性 は 無 損 で き な い . 

CB が 実施 し た タリ ビア 共和 国 の 麻薬 農園 焼却 
は 、 世 葵 の 支持 を 集め た が 、 こ れ に も 問題 が あっ た 
麻薬 農園 が 存在 する 地域 は 、 収入 を 麻薬 に 依存 し 
て いる ケー ス が 多く 、 麻 薬 良 彫 の 実 失 が 経済 の 破 
綻 に 直結 する 。 一 地域 の 経済 破綻 が 、 周辺 に 落 び 
する の は 時 間 の 問題 で あり 、 こ こ で も CB の 活動 が 
苦し め て し まう の た 軽 済 的 員 者 が 、 
到 制 従事 させ られ た 可能 性 も ある ) 

ル 『 例 は 、 世 界 が 多大 な 犠牲 の 上 に 成り 
を 認識 させ る る 交 は あっ た 

介入 が 自身 の 生 
気付 け ば 、 人 道 主義 者 
ぎる を 得 な い 。 武力 介入 する だ け で 、 


その 先 に ある 


wi 


Special ENect by AKIKO YAMAKAWA (ASAHI PRODUCTION) “Background by EI WAKAMATSU (KUSANAG 


nD3 sl9M 


な い CB に 対す る 音 立 ちち あっ た か も 
し れ な い (そもそも イオ リア の 計画 で の CB は 、 紛 争 
解決 後 の 世 界 を 提示 す 』 
それ で も 紛争 根絶 の た め 、 そ 
お ける 「 人 類 の 意思 統一 ] の た め 、 CB は 武力 介入 
を 続け た 。 テロ 組織 の 活動 を 助長 する こと も あっ た 
が 、CB の 活動 は 効果 を 上 げ て いく 。 だ ) 道 各 

は 平坦 で は な か っ た 
レイ モン ド 


・ ボ ポー グ クナイ ン AD.2364) 


関連 ファ イル 


FE REW 


草 


DUCTION 


大 国 に よる 
CB の 利用 


る 天 柱 で の 作戦 


雪 道 


CB の 出現 と 活動 を 受け た 各国 や テロ 組織 は 、 そ 
れ ぞ れ の 思惑 か ら CB に 注目 し た 。 三 大 勢力 に よる 
ガン ダム の 調査 ・ 画 獲 計 画 が 代表 的 な も の だ が 、 そ 
れ 以 外 に も CB を 利用 し よう と する 動き が 見 られ た 

タリ ビア 共和 国 へ の 武力 介入 が 、 ユ ニオ ン に お け 


タデ 「 天 柱 」 の 低 軌 道 ス テー 


暁 で = 大 午 連 は 超 兵 用 新型 MS 「 テ ィ エ 
オッ ー」 の 株 能 試験 を 実施 。 これ を 和 監 提 す る た ed 
CB は GO03 を 派 遣 し た 。 し か し 、 テ ィ エレ 


- の パイ ロト が 時 走 。 その 結果 、 ス テ - 
家村 カプ ロッ ク が 地球 へ の 落下 コー ス に = 
旭 CB の 孝 動 作戦 に よっ て 事なき を 得 た 。 “ - シド: 


| ed se D3 


る アメ リカ の 支配 体制 強化 と タリ ビア 政権 の 安泰 1 
繋が 、 モ ラリ ア 共 和 国 へ の 武力 介入 が 、AEU 
の 軍備 増強 と PMC ト ラス ト と の 連携 強化 を 促し た 例 
が 知ら れる 。 CB に よる テロ 組織 ラ ・ イ デン ラ の 嬢 減 
も 、 三 大 勢力 に 利用 され た と いう 側面 が あっ た , 


③ モラ リア へ の 武力 介入 
モラ リア 共和 国 に お いて 、 「 オ ペレ ー シ ョ 
」 が 実施 され た 。 これ は AEU 


を 中 心 と し た 演習 だ : 

済 的 な 思 赴 も 内 在 し た も の だ - 
し 、CB の 武力 介入 を 受け た 
琉 需 部 は わ ず 


た 。 演習 は 失 歌 し た 


、 AEM は モラ リア 


と PMC ト ラス ト と の 関係 を 深め た 。 


る テロ 組織 へ の 武力 介入 

国際 テロ 組織 は 、CB の 武力 介入 の 中 止 な 
ど ま を 求め 、 同 時 爆破 テロ を 実施 。 CB は 「 ラ ・ 
イデ ン ラ ] が テロ 組織 の 正体 で ある こと を 共 


知 。 さら に 三 大 勢 カ が ラ ・ イ デン ラ 
ネッ トワ ー ク に 清 | 


ユニ オン MS 部 評 の 進路 


の 情報 を 
で 、 CB は 組織 の 畠 


麻 ど 移動 中 の 船舶 を 攻撃 、 これ を 妊 減 し た 。 


皿 負 発生 地点 


) ラリ ビア へ の 武力 介入 


南米 の タリ ピア 共和 国 が 、 ユ ニオ ン か ら の 培 退 を 表明 する と 
共に 、 独自 の エネ ルギー 使用 権 を 主 張 。 ユニー オン か ら の 介入 が 
あっ た 場合 、 軍 事 力 に よる 排除 を 行う と 伝え た 。 これ に 対し て ユ 
ニオ ン は 、 タ リビア に 軍 を 泊 貴 。 CB は タリ ビア を 紛争 幸助 国 と 断 
定 し 、 3 機 の ガン ダム で タリ ビア 定 を 攻撃 後 、 衝 選 し た 。 結果 、 タ 
リピ ビア は ユニ オン 脱 選 を 取り 消し て アメ リカ に 接近 し 、 政 権 の 安 
定 化 と 反米 勢力 の 封じ 込め に 成功 。 ユニ オン 参加 国 が 反米 政 
側 を 取り 離 く な っ た こと で 、 アメ リカ も 利益 を 得 た 。 


終 過 は 。 


ユニ オン 間 と 立 戦 する か 、 訂 を 行わ な いか で 注目 まれ た CB は 、 タ 
ビア 重 を 攻撃 し た 。 紛 多 の 結果 、 アメ リカ と タリ ピア は 共に 科 益 を 提 た 


3) モラ リア へ の 武力 介入 


欧州 の モラ リア 共和 国 に お いて 、AEU、 モ ラリ ア 還 、 民 間 還 事 
会 社 PMC ト ラス ト に よる 合同 軍事 演 百 「 オ ペレ ーション ・ ド ー ン ] 
が 行わ れ た 。 封 道 エ レ ペ ベー ター の 完成 と 宇宙 開発 の た め 、AEU 
が PMC ト ラス ト の 技術 と 人 材 を 歌 し で いた こと 、 PMC の 毎 体 で あ 
る モラ リア の 経済 が 破 縮 し か か っ て いた た め 、 その 支援 の 必要 が 
あっ た こと な ど が 演 王 の 理由 】 。 合同 軍事 演習 に は 130 機 
以上 の MS が 投入 され た が 、CB の 武力 介入 を 受け た モラ リア 軍 
司令 部 は 、 圧 鶴 事態 宣言 か ら 5 時 間 足 ら ず で 無 条件 降伏 し た 。 


基 力 介入 を 受け た 信 同 宣 は 、MS の 大 半 を 寒 失 。 し か 
し AEU は モラ リア お よび PMC ト ラス ト と 奄 控 な 関係 を 大 


ガン ダム 24 林 


上 2)「 天 は 」 で の 人 命 。。 / 


人 問 昔 新 較 毛 軍 が 、 超 兵 用 新型 MS ティ エレ ンタ オツ ー の 性 
能 実験 を 計画 。 実験 場 は 、 軌道 エレ ベー ター「 天 柱 」 の 低 戦 首 
ョ ン 宙 域 CB は その 監 複 (場合 に よっ て は 硫 壊 
ガン ダム 1 枝 を 派遣 し た 。 試験 中 、 脳 量子 流 の 干渉 
けた ティ エレ ンタ オツ ー の パイ ロッ ト が 暴走 し 、 搭 載 兵 半 を 乱射 
結果 、 作 執 道 ステー ショ ン の 有人 重 方 ブロ ッ ク が 切り 次 さ れ - 地 
天 へ の 落下 コー ス に 入っ て し まっ た 。 CB は プラ ン を 変更 し て 教 
動作 戦 を 展開 し 、 醒 カブ ロッ ク を 落下 コー ス か ら 外 し た 。 


CB の 日 的 や 衝 性 を 者 えれ ば 、 重 カプ ロッ ク は 見 て られ る は だ 
監 校 の マイ スタ ー の 判 誠二 が 決定 され 、 他 の メン パー も 支援 し た 


OE T / 


CB に よる 設 力 介入 の 中 止 と 政 装 解 除 を 求め る 国際 テロ 組織 
が 、 世界 各地 で 同時 坦 破 テロ を 起こ し た うえ 、 要求 が 容れ られ な 
い 場 合 、 無 差別 絆 復 を 続け る と 声明 。 CB は 、 テ ロ 組 織 の 正体 が 
自然 回 記 主 義 組 織 ラ テー イ デン ラ で ある こと を 畠 む が 、 放棄 さ れ た 
拠点 し か 発見 で き な か っ た 。 し か し 、 
イデ ン ラ の 情報 を 意図 的 に と で 、 活 動 
提 点 と 林 動 中 の 般 を ガン ダム が 攻撃 湯江 し た 。 CB と 王 大 勢力 
の 利害 が 一 致し た 、 球 し い 事例 で あっ た 。 


領土 外 の テロ 漠 点 へ の 攻撃 が 田 
や 水中 用 MAT ら 統 備 し た ライ 


人 @ タリ ビア へ の 武力 介入 

ユー オン か ら 脱 退 し た 名 ビア 共和 国 に 諸 
ユニ オン は 軍 を 派 中 

ビア を 紛争 幸助 国 と し て 武 

機 の ガン ダム で タリ ビア 宣 を 攻撃 し 
結果 、 タ リビア は ユー ギン 脱退 を 取り 消 
同時 に アメ リカ に 娠 泊 。 この た め ユ 

加 国 は 反 洲 政策 を 取り に くく な っ た 


uswaton by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
西暦 8300 年 頃 の テロ 組織 


三 大 勢力 が 世界 の 大 半 を 支配 する 時 代 に あっ て も 、 国 
匠 テロ ネッ トワ ー ク は 活動 し て お り 、 島 百年 の 歴史 を 持つ 
組織 も 存在 し た 。 CB も 三 大 勢力 の 視点 で は テロ 組織 で あ 
リ 、 就 介入 は テロ リズ ム と 見 な され で いた 。 CB の 臣 力 人 
入 や 国軍 地球 較 邦 に よる 世界 続 一 の 中 で 、 テ ロ 組織 
は 消 減 し て いく が 、 地 吉孝 の 圧下 や 狼 立 治安 
隊 ア ロウ ズ の 出現 が 、 新 た な 「 テ ロ 組織 」 を 生む ご 


WJ アル IRA 
< 世紀 近く 芝 発 的 を テロ 行為 が 
活 人 を 受 い 


硬 ソ レス 
イオ リア 計画 の 一 理 と し て 功 生 し た 科 設 革 組 織 . 
1 代 、 昌 連 ・ 地 球 加 孝 時 代 を 通じ て . 公 に は テロ 輸 織 と し て 振 わ れ た 
し 


地球 導 夏 和 肌 の 圧政 に 対 希 し な レジ スタ ンス 組織 。 イノ ベイ ド に 
到 配 れ た 時 代 の 地球 連邦 政府 か リス ト と 名 指し きれ た 


WE サン ラ ィ ズ ・hBS 
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理解 、 そし で 上 時 全休 と の 接触 を 意味 する 「 来 る 。 れる 。「 オ リ ジ ナ ル 」 と 呼ば れる の は 、 他 の タイ プ の 


人 類 を 革新 に 導い た CH お に: は 8 
され る GN も 、 イ オリ ア の 業 し ん が に 陽 と GN ド ライ ヴ [T タウ ) で あ 
特殊 光子 と その 生成 機関 th 【 


ある 運 く と も 丁 歴 2091 生 の 時 吉 る 。 CB の 監視 者 に し て 造反 者 の コー ナー 家 が 、 独 
ィ イヴ の 基礎 理論 を 構築 し て お り 、 イ オリ 7 自 に 入手 し た GN ドラ イヴ の デー タ を 基 に 製造 させ た 
意識 の 伝達 に 代表 され る 特性 を 持つ 原初 炒 務 に よっ て 実用 化 が 進め られ た 。 計 うだ 。 オリ ジ ナ ル と 異な り 、 放 出す る 秒 子 量 は 有限 
あり 、 多 様 変 異性 フォ トン (光子 の 一 が 製造 が 容易 な た め 、 地 球 連 孝平 和 維 持 軍 を 中 
それ を 発生 させ る 動力 機関 が GNF と し て MIS や MA、 艦 艇 の 動力 機関 に 多用 

GN 粒 子 は 、21 世 紀 後 期 の 時 点 
ヘン ペル グ が 発見 し て いた 。 意識 の 伝 


(執筆 者 、 執筆 時 期 不明 

する 諾 特性 も すでに 判明 し て いた が 、 西 暦 2307 
の ソレ スタ ルビ ー イ ング (以下 CB) に よる 武力 介入 
GN 粒子 の 存在 は 一 般 | 
て で も 、 一 郎 の 科 4 学者 に は 2 世紀 初期 時点 
様 変 異 性 フォ トン 自体 は 知ら れ 
の レイ フ ・ エ イフ マ 
理論 に 気付 きつ つ あ っ た 


3 いい 時 間 が 2 か か り 、2 
追加 E 成 し 


関連 ファ イル 


=6 機 の ファ クト リー 衛星 船 の 粒子 

ボロ ジ カ ル ・ デ ィ フ ェクト は 、 木 星 中 心 
込ま れる 。 高 エ ネル ギー 状態 で 
れ 、 相 転移 直前 の 所 


は 様々 な 特性 を 持つ 。ECM 効 クト は 、GN 粒 子 を 舞阪 
果 、 質 量 の 増減 、 ビ ピー ム 兵 器 や 推進 シス テム な ど に 利 TD ブランケット 」 と 呼ば れる 機材 で 封印 し 、 粒 子 制 
用 可能 な 圧縮 料 類 の イノ ベイ ター 化 で 人 機能 を 付与 す 成 に 至る a 
ある 。 これ ら の 特性 は 「 イ オリ ア 計 画 # る 武力 IN ド ライ ヴ は 半永久 的 な GN 粒 scott 
介入 用 機動 兵器 = ガン ダム の 実用 化 、 人 類 の 相互 オリ ジ ナ ル の GN ドラ イヴ 」 と も 呼ば ご PT 


42.23 ustration by K2 SHOUKA 


GN 粒 子 の 特性 


イオ リア が 発見 し た GN 粒 子 は 原初 幸子 の ひと つ で 、 多 
様 変 異性 フォ トン 、 つ まり 光子 の 一 竹 ま た は 各種 と し て 知ら 
れ で いる 。 粒子 の 状態 に よっ て 特性 が 変わ る 場合 も ある 
が 、 意 議 の 伝達 と いう 極め て 特殊 な 効果 を 持つ うえ 、 質量 Pr 
を 増減 させ る な ど 物理 学 上 の 特筆 す べき 効果 も 示す 。 他 店 よ の 直結 旨 多かっ と が GNKS 
に も 質量 が ゼロ 、 然 を 発 さ な いと いっ た 特性 が ある よう だ 


(テレ ポー ト ) すら 可能 と し た 
トラ ン ザム ライ ザー 

ng や タ ブル オー クア 
Lc: 2 が 1 

欄 共 有 尽 壊 は 、 イ 

ペイ ター で 6 と 


- 4 も 容 遇 に 意思 伝 
を 可能 と する 


ガン ダム スロ ー ネ ド 
ライ の GN ステ ルス 
GN 和子 は 電 語 波 を 胡 害 し 、 レ ー ダ ー や 無線 フィ ー ル ド は 、 広大 
通信 を 使用 不可 能 と する 。 電子 装置 に 障害 を て ee 
起こ すこ と で も 知ら れる 。 この た め 、GN ド ライ ヴ 描 


も 数 碧 km の 夫 因 を 
油 機 の 周囲 に は 通信 達 断 福 域 が 展開 され る 。 フォ ロー 可能 


TC 

GN 粒 子 は 、 意 識 や 思考 を 他人 に 伝達 する 
捧 介 と な る 。 東子 沿 度 が ゼロ 、 ま た は 薄い 状 
能 で は 及 量 子 流し レベ ル が 高い 者 の み と な る が 、 
高 選 度 状 態 で は 万 人 が 意思 鞭 通 可能 だ 。 


本 は 栓 みて 大 箇 

時 の が タワ ァ ー 
物体 の 質量 (重量 ) を 減ら し た り 、 逆 に 増やし 3 了 ェ だ ゲ 、 折 人 
た り で きる 。 質量 の 経 大 効果 に より 、 MS な どの ーー この 
特 量 化 を 図る 例 が 多い 。 質量 増加 の 利用 例 と 
し て は 、 MS 用 兵 装 の GN ハ ンマ ー が ある 。 


人 豆 の イノ ペイ ター 化 を 促す 。 本 人 の 資質 に 
加え 科 子 濃度 が 高い ( 溢 び る 粒子 量 が 多い ) ほ 
と 覚醒 の 可能 性 が 高まる よう だ 。 邦 ・F・ セ イ 
エイ が 覚醒 し た の は 、 この た めで ある 。 


圧縮 粒子 の 利用 


目視 可能 な ほど 圧 轄 され た GN 粒子 は 、 通 常 と は 異な る € 
特性 を 持つ 。 多く は 物理 的 な 振 碁 い に よ る も の で 、 ビ ー ム 兵 
問 や 防御 障壁 、 推 進 器 な ど に 転用 で きる 。 た だ し 、GN 科 子 
で 玉 を 包み 威力 を 高め た 実体 創 の GN ソ ー ド や 、GN フ ィ ー 
ルド を 展開 し て 防御 力 を 向上 させ た GN シ ー ル ド の よう に 、 不 
可視 の GN 粒子 で も 近い 効果 を 得 ら れる 場合 も ある 。 


郡 と 同じ < 最初 類 の 
イン ベイ ター だ 。 


GN 和 子 の 三 き は 、 フ ォ トン の 滑 載 更 
集 に よる も の 。 特別 に 圧縮 きれ て い 
な く と も 、 線 や 赤 な ど に 細く 。 


圧 編 し た GN 粒 子 は 、 高 火力 の ビー ム や 本 
兵 装 の ビー ム 刃 と し て 使用 で きる 。 通常 の GN 
税 子 は 然 を 発 さば ず 、 質量 も ゼロ と 思わ れる が 、 
ピー ム 兵 装 と し て 使用 可能 な ほど 圧 紛 し た 場 > 
合 、 高 熱 と 質量 を 揚 る 。 た だ し 、 ピ ー ム の 速度 は A GN ソー ルモード 

光 涼 を 大 きく 下回る 。 


締 和 子 を 充填 し た 
末 列 式 兵 半 ( 閑 
ミサ イル ) も ある 。 


多く の MS 用 ビー ム 
兵 義 は 手持 ち 式 で 
コン パク ト だ が 、 能力 
は 実体 雑 より か 
に 高く . 遂 常 の MS な 
ラー 珍 で 替 本 可能 


人 財 較 ある い は 特定 所 に 圧 科 
子 を 諾 介する こと で 、 高 防御 力 の 障 遇 
(バリ ア ) と する 。 ビー ム 実 信 更 を 問 J 
わ ず 防 秩 力 を 発 探す る が 、 実 体 式 の 
格闘 攻 撃 に は 貢 通 され る 可能 住 が あ 信男 時 に 民間 する GN フィ 


M ド G、 死 角 の な い 防御 が 可能 。 金属 
る 。 圧縮 率 が 判明 し て も 貫通 され る 。 


本 式 を 拉 つ 機体 は みな く 、 多く は シー ルド 上 な ど に 展開 する 


GN 子 を 噴射 する こと で 推進 を 
得 た り 、 誠 勢 を 制御 し た りす る 技術 。 旧 
来 の 推進 義 と 比べ て 、 推力 比 が 極め 
て 大 きい (小型 か つ 大 推力 に で きる ) 
蘭子 の 圧縮 幸 は ビーム 兵 只 よ り 居 か 
に 低く 、 噴射 時に 問わ 発生 し な い 、 


ダブ ルオ ー ガ ンダ ム や ジン クス な ど に 見 られ る 、GN ド ライ ヴ 赤 結 式 
の コー ン 避 構造 条 が 失 送 恒司 如 に 配置 され る こと も ある 。 


GN ドラ イヴ (太陽 炉 ) 


GN 粒子 を 発生 させ る 機関 が 、 GN ドラ イヴ (GUNDAM 
NUCLEUS DRIVE ニ ガン ダム 中 楼 ド ライ ヴ ) で ある 。 太 


性 妨 と いう 別名 は 「 光 を 生み 出し 続け る 妨 ] で ある こと か ら 


名 付け られ た 。 ト ポロ ジ カ ル ・ デ ィ フェ クト を 利用 し た 科 子 発 
生 量 無限 大 の GN ドラ イヴ の 他 に 、 電 気 を GN 科 子 に 変換 
する GN ドラ イヴ [T] が ある 。 


オリ ジ ナ ル の GN ドラ イヴ は 栖 め て 
な く 、 は ほとん ど が GN ドラ イヴ [T] ( 妊 
似 大 昌信) で あっ た 


本 大 2312 年 以 了 
納 久 で 運用 き 7 
ム の GN ド ライ ヴ 
ガン ダム 
と 末 じ 。 拉 本 載 人 
年 な ど は 変更 され た 


イチ リア の 基礎 理論 に 沿っ て 開発 され た GNF 
ライ ヴ 。 「 オ リ ジ ナ ル の GN ド ライ ヴ 」 と 呼ば れ 、 半 
示 久 的 に GN 科 子 を 発生 させ る 。 相 転 移 直 衣 の 
トポロジ カル ・ デ ィ フ ェクト に より 、 一 昌 稼 働 する 
に 動き 続け る 。 


画 必 2307 年 の 基 争 に 投 
入 きれ た 匠 三公 代 ガ ング ム 


請 中 に 潮 入 きれ る 誠 の 部品 ゲ GNK ラ イヴ 。 最小 
馬 の 構成 の よう で 、 シン ブル な 外見 が 特 和 


ド 用 機 天 次 が 格 載 
する タク イブ は 

オリ ジ ナ ル の GN ド ライ 
ヴ に 師 る 性 骨 を っ て 


GN ド ライ ヴ の デー タ を 入手 し た コー ナー 家 が 
開発 ・ 製 造 させ た タイ プ 。 理論 的 に は 、 電気 を 
用 いた GN 科 子 変換 機 で ある 。 TD (トポロジ カ 
ル ・ デ ィ フェ クト ) ブラ ン ケ : 小 を 持た ず 役 子 発生 
量 は 在 隈 だ が 、 生 産 性 が 高い 。 当初 有害 
た 圧縮 役 子 ビー ム は 後に 無 家 化 され た 


初め て 使 有り GN ド ラ 
イヴ の 手 才 位置 は . 当時 
覆 補 的 だ っ た 調 名 


コー ン 下 の パー ツ に GN ドラ イヴ [T】 が 接続 きれ で 
る 。 興 動 に は 、 別個 に スタ ー タ ー が 必要 で ある 、 


大 吾 GN 科 子 各 最 タ 
ンク を 接戦 する ガン ダ 
ナメ スリ ペア , 
Et 
ム ガ ンダ ム サ ー ガ 

な ども 村 電 


GN ドラ イヴ で は な く 、GN 簿 子 を 最 夢 する 機 
番 。 大 容量 モデ ル は GN ドラ イヴ の 代わ り に 使 
用 で きる が 、 稼 働 時 間 は 短い 。 GN ドラ イヴ の 不 
足 に 悩ん だ CB が 、 西暦 2312 年 頃 か ら GN ド ラ 
イヴ の 代用 品 と し て MS に 搭載 し た が 、 地 球 軍 
孝平 和 困 持 軍 は 興味 を 示さ な か っ た 


超大 型 GN コ ン デ ン サ ー を 的 
直す る 可変 式 支 援 機 。 CB 
拉 。 幼 大吾 GN コン デン ヤー 
は 棚 属 内 に 格納 され て お 
臣 出 は し て いな 


42.25 


薔 積 さ れ た 高 濃度 圧縮 粒子 を 全面 解放 する こと で 、 ス 
ペッ ク の 3 倍 相当 の 出力 を 発揮 で きる 特殊 モー ド が 、 ト ラン 
ザム ・ シ ステ ム (TRANS.AM SYSTEM) で ある 。 シス テ 
ム は GN ド ライ ヴ の ブラ ッ ク ボ ックス に 隠さ れ て し 


トラ ン ザム 発動 時 、 全 守 衣 
リア 計画 で 反 送 者 が 出現 


た 香子 の 玉 寺 で 機 価 が 赤く 光る 。 イオ 
人 使用 可能 と な る シス テム で あっ た 


 GN 科 子 を 全面 解放 する こと で 、 通 常時 の 3 倍 に 相当 する 出 
を 先 控 する 。 単純 な パワ ー や スピ ー ド だ け で な く 、 粒 子 ピー ム 
兵 震 の 出力 や セン サー 性能 な ども 向上 する よう に な っ た 


〒 トラ ン ザム 時 、 超 醒 射 買 用 の 
フォ ロス クリ ー ン が 使用 可能 に な 
る ケル ディ ム ガ ン ダム な ど 、 特殊 な 
機能 が 付 与 され る ケー ス も ある 


療 積 し た GN 粒 子 を 全面 解放 する た 


畑 時 間 で 科 子 を 使い 
ザム が 強制 解除 され て し まう 。 トラ ン ザ ム 中 に 和裕 巡 し 
た 場合 も 、 強制 解 欠 さ れ て し まう こと が ある , 


当初 は 和子 を 使い 切る まで トラ ン 
ザム が 続い た が 西屋 2312 年 以 
時 の ガン ダム は 任意 の タイ ミン グ 
で 殺 幣 可能 と な 


垢 子 琵 重 の 都合 上 、 ト ラン ザム 解除 後 は 著しく パワ ー ダ ウン し 
て し まう 。 強制 解除 後 の 性 能 は 、 通 常時 以下 で ある 。 オリ ジ ナル 
の GN ドラ イヴ を も っ て し て も 、 還 子 の 回 復 は 容易 で は な い 


第 三世 代 まで の ガン ダム は ド : 
ム 終 了 が 即 パ ワー ダウ ント 
た が 、 再 始動 後 の 
村 な 出力 低下 


"ザム は オリ ジ ナル の GN ド ライ ヴ 専 用 の シス テム 
だ っ た 。 その 後 、 イノ ベイ ド や アロ ウズ が GN ド ライ ヴ [T] で 、 CB 
が GN コ ン デン サー で の トラ ン ザ ム を 可能 と し た , 


ツイ ンド ライ ヴ シ ステ ム 

2 基 の GN ド ライ ヴ を 同調 させ る こと で 、 二 乗 量 の GN 科 
子 を 発生 させ る の が ツイ ンド ライ ヴ シ ステ ム で ある 。 イオ リ 
ア が 門 定 し た シス テム の ひと つ で あり 、 そ の 理論 は トラ ン ザ 


ム と 共に CB に も た ら され た 。 搭載 兵器 の 性 能 を 飛躍 的 に 
向上 させ る が 、 そ の 真価 は 膨大 な 粒子 量 に よる 人 類 の イ 
ノ ベ イタ ー 化 と 意識 共有 領域 の 形成 に ある 。 


2 基 の GN ド ライ ヴ を 同じ 機体 に 搭載 し 、 同 調 さ せる こと で 二乗 量 
の GN 粒子 を 発生 させ る 。 GN ドラ イヴ 1 基 の 出力 を 10 と 仮定 し た 場 
合 、 単に ドラ イヴ 2 基 を 括 載 する な ら 出 力 20 だ が 、 ツイ ンド ライ ヴ シ ス 
テム で は 出力 が 100 に な る 。 ツイ ンド ライ ヴ シ ステ ム 搭載 機 が トラ ン 
ザム を 使用 し た 場合 、3 倍 を 大 きく 上 回 る 出力 を 発揮 し 、 粒 子 放出 は 
理論 値 を 越え る , 


シス テム 柏 衝 時 に は 突出 し た 出力 を 発 理 す る 。 トラ ン ザム ライ ザー は 純 
臣 大 ピー ム サ ー ベ ル の 「 ラ イザ ー ソ ー ド 」 を 展開 可能 。 


トラ ン ザ ム 状 態 の ツイ ンド ライ ヴ シ ステ ム 搭 載 機 は 、 意 識 共有 領域 
を 形成 する 。 意識 を 伝達 する GN 粒 子 の 特性 と . ソ イン ドラ イヴ シス テ 
ム お よび トラ ン ザ ム に よる 叉 大 な 粒子 放出 量 が 可能 と WC ce 二 
ター の み が 短 働 で きる トラ ン ザ ム ・ パ バー スト や クア ンタ ム ・ パ ー ス ト は 、 
高 純度 の GN 笠 子 で 広大 か つ 選 密 な 意識 共 肪 域 を 形 感 す る だ け 
で な く 、 共有 往 域 内 の 人 間 が イノ ベイ ター 化す る 可能 性 を 高め る 。 


が 
: = 


トラ ン ザ ム 状 湯 に な る だ け で 儲 識 共有 傾 域 を 弄 成 し うる 。 イノ ベイ ター の 
馬 重 子 流 と の 組み 合わ せ は 異 本 全体 と の 対話 すら 可能 と な る 。 


初期 の GN ド ライ ヴ は 、 ツイ ンド ライ ヴ シ ステ ム で の 同調 に 難 が 
あっ た 。 GN ドラ イヴ に は 「 個 性 」 と 呼べ る ほど の 個体 差 が あっ た 
こと な どか ら 、 相 性 が いい ドラ イヴ 同士 で も 、 ダ ブル オーガ ンダ ム 
の ツイ ンド ライ ヴ シ ステ ム は 安定 入出 し な か っ た 。 そこ で 、 支 援 機 
オー ライ ザー に ツイ ンド ライ ヴ 用 安定 機構 「 ラ イザ ー シ ステ ム ] を 
指 載 、 ダ ブル オー と 含 体 させ る こと で 完全 入 働 に 茎 っ た 


安定 機構 措 載 する 有人 主 
手機 。 ダ ブル オー ガン ダム た 信 
体 し 、 オ ー ラ イザ ー 供 か ら 5 の 的 
作 で シス テム を 安定 化す る , 


ダブ プル オーク アン タ 用 の 安定 
民 本 天 装 。 こ れ を 計 代 
し 6< で も ツイ ンド ライ ヴ が 安定 
し た た ため 、 装備 され な か っ た 。 


ダブ ルオ ー ガ ンダ ム は オー ライ ザー 
や GN パス ター ソー ド H『 な どの 安定 
機構 を 必要 と し た が 、 ダ ブル オー ク 
アン タ で は 不要 と な っ た 。 


オリ ジ ナ ル の GN ド ライ ヴ 用 だ っ た ツイ ンド ライ ヴ シ ステ ム だ が 
トラ ン ザ ム 同 様 、GN ド ライ ヴ [T] と GN コン デン サー で も 可能 と 
な っ た 。 GN ドラ イヴ 【T] に よる も の は ツイ ンド ライ ヴ シ ステ ム の 
デー タ を 入手 し た イノ ベイ ド が 、GN コ ン デ ン サ ー に よる も の は 西 
層 2312 年 の 紛 急 後に CB が 実現 し た 。 一 郎 効果 が オリ ジ ナ ル  GNF ラ イヴ (T] の も の は り ポー ンズ ガン ダム が 、GN コ ン デン サー の も の は GN 
と 異な る よう だ 。 ドラ イヴ 環 失 後 の ダブ ルオ ー ラ イザ ー が 裕 


複数 の GN ド ライ ヴ を 挫 載 する 機体 は 存在 する も の の 、 ツ イン 
ドラ イヴ シス テム を 備え る 機体 は 極め て 少な く 、CB の ダブ ルオ ー 
ガン ダム と ダブ ルオ ー ク アン タ 、 イ ノ ベ イド の リポ ボー ンズ ガン ダム 
の 3 機 し か 確認 され で いな い 。 性 能 を 十 全 に 引き 出せ る イノ ベイ 
ター と GN ド ライ ヴ が 極め て 少な ヴェ ー ダ が 関連 情報 
を 減ら さなか っ た こと が 大 き な 理由 


和議 GN ドラ イヴ [T] に よる トラ ン ザ , ガン ダム は リポ ボー ンズ ォ ー ガ ンダ 7 ダブ ルオ 
は 、 解 陸 徐 に ドラ イヴ が 中 壌 変形 する 。 非 ツイ ンド ラ 。 史上 初 の ウイ ンド ライ ヴ シ ステ ム 括 純 衝 種 イ ノ ベ イタ ー、 羊 邪 ・F・ セ イ 
た 。 イノ ベイ ド 用 以後 は この 欠 高 ガン ダム オリ 載 織 。「 世 界 を 変え る 機体] と 旦 ば エイ の 専用 械 。 ソイ ンド ライ ヴ 用 の 
が 講 深 され た 可能 性 が ある た る 。 れる が 、 シス テム は 不安 定 だ っ た 。 新 途 GN ドラ イヴ 2 区 を 扶 幸 。 


MORE INFO! 
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複数 の GN ドラ イヴ を 搭載 する 機動 兵器 > 


* 
に 1 


た 


イオ リア 計画 は 、 畔 争 に よる 人 類 の 絶滅 に 
馴 の イノ ベイ ター 化 を 含む 相互 理解 と 意思 統一 、 宇宙 
進出 と 「 来 る べき 対話 」 を 見 掘 えた 、 数 吾 年 単位 の 大 プロ 
ジェ クト で ある 。 その イオ リア 計画 に お ける GN 粒 子 と GN ド 
ライ ヴ は 、 極 め て 重要 な ファ クタ ー だ っ た 。 GN ドラ イヴ は 
紛争 根絶 を 目的 と する 武力 介入 用 機動 兵器 ガン ダム の 
動力 村 関 と し て 、GN 粒 子 は 人 類 の 相互 理解 や イノ ペイ 
ター へ の 覚醒 に お いて 重要 な 位置 を 占め て いた の だ 。 

GN 和 粒子 と CGN ドラ イヴ は 、 イオ リア に よる 発見 と 基礎 理 
論 の 構築 を 原点 と する 。 だ が 、 イオ リア 自身 は まず 紛争 根 
綴 と 相互 理解 を 望ん だ よう で 、 ツイ ンド ライ ヴ シ ステ ム は 保 
険 と し て の 意味 合い が 強かっ た と 思わ れる 。 


人 人 政 が イノ ベイ ター に 濾 化 
する 光 在 艇 力 を 橋 め て いる 
こと は 、 当初 か ら 判明 し て い 
た 。 GN 答 子 は それ を 促進 
する も の だ っ た 。 


第 一 雅 だ っ た 。 その 香味 で 
は 、 ガン ダム 用 上 力 急 と し て 
の GN ドラ イヴ の 方 が 優先 
順位 は 協 か っ た 。 


CB が 製造 し た オリ ジ ナ ル の GN ドラ イヴ は 、 確認 され て い 
る 限り 7 基 の み で ある (当初 5 基 が 、 西 層 2312 年 の 紛争 
後 、 追 加 で ツイ ンド ライ ヴ 用 の 2 基 が 建造 され た )。 製造 数 
が 少な い の は 、 生 産 性 が 著しく 低かっ た こと が 主 な 要因 だ 


| | | GN 科 子 の 発見 と GN ド ライ ヴ の 基 尋 理論 構築 


1 世紀 後期 、 イ オリ ア ・ シ ュ ヘ ンベルグ 博士 が 、 人 間 の 意識 を 
伝達 する 誠 初 鐘 子 を 発見 し 、 そ れ を 発生 させ る 半永久 机 問 の 基礎 
理論 を 構 氏 し た 。 これ が GN 粒 子 と CGN ドラ イヴ で ある 。 第 の 研究 で 、 
トラ ン ザム や ツイ ンド ライ ヴ シ ステ ム の 理 計 も 打ち 出さ れ た 。 


“9 


光 道 エレ ベー ター の 提 貴 者 で も あっ た イオ リア は 人 類 の 相互 理解 を 望み 
GN 松子 や GN ドラ イヴ を 重用 し た イオ リア 計画 を 立案 し た . 


i 
EEE = | 


GN ド ライ ヴ を 受領 し た CB と ヴェ ー ダ は 、 機動 兵 邊 ガ ンダ ム の 開発 
に 矯 手 し た 。 紛争 模 総 の た め の 武 力 介入 に 投入 する 農 体 だ 。 23 世 
紀 後 期 に は 第 1 世代 ガン ダム と 第 2 世代 ガン ダム 各 橋 が 完成 。 24 
世紀 初 参 に は 、 臣 力 介入 用 の 第 3 世代 ガン ダム が ロー ルアウ ト し た 。 


一 人 の ガン ダム は 技 交 開発 や 旗 介入 の テス ト 用 で あり 区 3 世 
代 編 が 大 に 投入 され た 。 GN ド ライ ヴ 基 埋 と する 性 能 は 圧倒 的 だ っ た 。 


が 、 大 量 生産 に よる 他 組 織 へ の 流出 を 防ぐ 意味 も あっ た 。 
各 GN ド ライ ヴ は 時 期 に よっ て 搭載 され た MS が 異な る が 、 
戦闘 で 失わ れ た 個体 も 存在 する 。 MS と GN ド ライ ヴ 各 基 の 
組み 合わ せ は ドラ イヴ の [個性 ] を 鑑み て 決め られ た よう だ 。 


記 を 受け て CB が 誕生 し 、 詩 画 に 共 大 し た 科学 者 た ち 
が GN ドラ イヴ の 開発 と 製造 を 進め た 。 22 世 紀 来 期 に 木星 で GN ド 
ライ ヴ の 製造 が 開始 され 、23 世 紀 前 期 に は 5 基 の GN ド ライ ヴ が 完 
成 し た 。 完成 し た GN ドラ イヴ は 、 すべ て 地球 遼 の CB に 送ら れ た . 


間 発 提 点 と な っ た 木星 探 本船 エ ウ ロバ 。 GN ドラ イヴ 完 惑 筐 、 料 学者 た ち は 
エ ウ ロ こと 抹 替 きれ た 。 その 中 に は リポ ンズ タイ ブ の イノ ベイ ド も いり 


力 介入 と 世界 の 変化 


西 礎 2307 年 に 始ま っ た CB の 武力 介入 は 、 イ ノ ベ イド に よる 計画 
乗っ 取り と いう 不 漏 の 事態 に 見 其 わ れ た が 、 紛争 を 減少 させ 、 堆 球 
連作 の 誕生 に よる 人 類 の 合 思 統一 も 大 筋 で 叶え られ た 。 その 後 、 イ 
イベ イド は 倒さ れ 、 ツイ ンド ライ ヴ を 契機 に 人 類 の 覚醒 も 始ま っ た 。 


圧 何 的 痢 性 能 機 で ある ガン ダム の 出現 は 給 多 を 往 実 に 減少 させ た 。 イノ 
ペイド の 中 較 は 、 ツイ ンド ライ ヴ シ ステ ム の 実 財 化 を 促す こと に も 持 が っ た 。 


西 年 2364 年 時 の ワー クロ ー ダ ー」 
サキ プレ に 接 埋 され た オリ ジ ナ ル の 
GNF ラ イヴ は 、 好 球 較 苑 が 新規 に 


栓 潮 し た も の だ と いう 。 
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| り ポン エ ・ ア ル ェ ー ク の 更 取 (ラフ ィ ム ガン ダム ) 
10 ガン ダム (KREME) | ガン ダム エク シア リペア 1 天 寺 
EE i 
| に セブ ン ソ ー ド /G (3、 4 号 机 の うち 、 1 基 の み 棒 載 
ガン ダム ハル ー ト オー クア ンタ | タブ ルオ ー ク アン タ 


GN 牧子 を 制御 する た め の 詩 置 を 持つ 。 その 
ひと つが クラ ビ カ ル アン テ ナ 、 ま た は それ に 
相当 する デパ イス で ある 。 GN 科 子 に よる 楼 
勢 制 億 、 GN フィ ー ル ド の 操作 な ど を 司る 。 


マス ラオ 、 スサノオ は 頭 


急 に 強化 発 履 想 の ク x ガ デ ラー ザ 用 大 型 GN フ ァ ン グ 

ラビ カル アン テ ナ を 持 な マ 中 に 14S EO GNF 

つ 。 ビー ムチ ャ クラ ム を に を 持ち 、 小 製 GN フ ァ 
ラビ カル アン テ ナ 。 他 の ガン ダム も 社 載 し た 。 。 発 軸 可 能 。 ング 0 尊重 


出 部 と 末吉 か 5、X 
FE TED MORE INFO! MS /MA 以 外 の GN ドラ イヴ 搭載 機 
GN 和子 例 生 甘 本 。 
{ る 9 に エンテ ナ GN ド ライ ヴ が 普及 する と 、MS や MA 
で ES 以外 に も ボラ イヴ を 搭載 する 兵 問 が 層 YT え 特 名 使用 飲 と し て 、 
P た 。 笑 舞 へ の 接 戦 例 が 顕 書 だ が 、GN rd 
に ドラ イヴ を 持つ MS MA 用 兵 装 も 出 5 る 、 反 地味 
? 現し た 。 ソレ スタ ルピー イン グ 号 の GN の 運 失 を 因 つ た め . 
レー ザー も GN ド ライ ヴ を 直接 使用 する 。 中 東 を ど に 設置 


に 】 
を 


WW サンライズ ・MBS 
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機動 戦士 ガン ダム F91 


の の 


宇宙 世紀 ガイ ド : ブッ ホ ・ コ ン ツ ェ ル ン と ロナ 家 mM9 sil 


ブッ ホ ・ コ ン ツ エル ン こ と ロナ 家 


< 欧州 の 名 


に 箇 縁 関係 は な 


ルン の 創 


て いた U.C012( 


り の 世界 < 


県 境 問 題 を 珠 み ず に 


は 、 問 題 の 』 
ルン ホル ス 


の 徹 生 


b 球 連邦 政府 は 


Organization in U.C. 


スモ 貴族 主義 の 浸 舌 
ャ ンク の 排出 を 【 っ た 平和 的 手 


スト の 不信 を 


す 計画 、 CV の 編制 、 人類 
東 清 計画 に 変貌 し た プロ ジェ クト 」 の 準 
軍事 力 に 依存 する 計画 
) 中 心 と な っ た の は プ 


ナイ ト 


否定 きれ 


関連 ファ イル 


LL 
TEPmewrw 


皇国 紀 ガイ ド ‘Rn コン ツェ ルン と ロナ 家 [mm rnc03 se lB 


「 ビ ピッ グ ・ ブ ッ ホ 」 こと シャ ルン ホル スト ・ ブ ッ ホ (ロナ ) に 始 
まる ロナ 家 は 、 地 球 国 と 人 類 の 半 新 を 志 し た 一 族 で あり 、 


プッ ホ ・ ジ ャ ンク ・ イ ング か ら 発 展 し た ブッ ホ ・ コ ン ツ ェ ルン 
は 、 業務 で 幸 っ た ノウ ハウ や アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 


シャ ルン ホル スト の 次 男 マイ ッ ツ ァ ー の 時 代 に 入る と 、 コス 社 な ど と の 取引 を 活か し 、 事業 を 拡大 し た 。 CV 向け MS の 
貴族 主義 国家 「 コ スモ ・ パ ビ ロ ニ ア 」 の 建国 に 動い た 。 開発 は 事業 拡大 の 中 で 可能 と な っ た も の で 、 淡 葉 訓 線 学 
シャ ルン ホル スト が 創業 し た ブッ ホ ・ コ ン ツェ ルン も 、 目 的 クイ ルン ホル スト の 直 校 は CV 桂 兵 の 選出 や 革 礎 須 款 に も 利用 され た 。 ブッ ホ ・ 人 業 や 和 攻 学 で 出さ 


れ た 著者 は 、 導 還 二 官学 校 を ど で 
事 株 を 受け CV の 胃 カ に な っ た 


テー ロナ CO120 和 人 ま い 
吉成 の た め の 衝 聞 と な っ て いっ た で の ロナ 衣 の 当主 で あっ た 。 コン ツェ ルン は コス モ ・ パ ピロ ニア 計画 の 中 心 


コナ 表 の 目 了 


ロナ 変 が 目 橋 し た の は 、 人 類 の 水 久 的 な 生 5 
存 で ある 。 シャ ルン ホル スト 以来 、 ロ ナ 宣 は 人 / ロナ 家用 は 個人 
類 全 体 の 族 牙 と 時 落 を 感じ 、 自 減 を 防ぐ た め の と ツ 注 の 人 売 な 
世 作 り を 上 析 し た 。 その 一 段 摩 と し て 、 地 環 還 ーー 
規 禁 で の コス モ 責 族 主 義 の 実践 が 志向 され た 答 し よう と し た の は こ 


が 、 理 で は 人 類 の 間引き を 容認 し て も いた 。 の た めで ある 。 


ロナ 家 の 血 秦 に 遅 な る 者 の 多く は コス モ 貴 
族 主 義 に 共 噂 し 、 政 界 ・ 購 ・ 宗 教 界 な ど 
方 面 で シャ ルン ホル スト の 理念 の 実現 を 目指 し 
た 。 も っ と も 、 全員 が コス モ ・ パ バビ ロニ ア 計 画 の 
全 税 を 知ら され て いた わけ で は な く 、 コ スモ 貴族 
主義 に 反対 の 立場 を 取る 者 も いた 。 


ロナ 訓 向 地球 連邦 政府 


ロナ 衣 の 血筋 地球 連邦 軍 


賠 剛 ブッ ホ 


・ コンツェルン は 内 外 に 関連 組織 を 多く 持つ 。 内 部 組織 は 傘下 企業 や 戦 業 語 練 
学校 を ど で 、 コ スモ ・ バ パピ ビ ロ ニ ア 計 画 や CV に お ける 装備 や 人 材 の 調達 に 関与 し た 。 コス マー 
モ ・ パ バビロニア や CV の 後方 支援 組織 と 言っ て いい 。 外部 組織 は ロナ 家 の 理想 を 実現 す 

る た め の 「 笑 兵 ] で あり 、 コス モ 貫 族 主 義 の 実践 や 普及 、 反対 勢力 の 排除 を 行う 


係 は 良 友 だ っ た 。 


ェ ル ン の 傘下 企業 。 コス モ 貴 族 主 義 を 掲げ る 宇宙 
MS の 人 生還 表 着 砂 コロ ニー は コス モバ 
| つ 、 CV 用 MS の 陣 遇 機 デ ッ サ ・ ピロ ン 。 り CO123. 


タイ プ を 捕 発 し デ ナ ン 


な と に 和 入 
a 0 | CV 
ay | 
3 | 
ツァー の 馬見 
連 交 護 員 て 「 電 | 
和 保 全 法 雪 ] を 掃 
する 0 再 決 き 
了 ルン の 前 人 スペ ブッ ホコ ン ツェ ルン の 夫 下 金 生 の ひと つっ. MS 
En | いい 導 の 確 名 ま 人 本 和央 『0 つ ショ ト ・ ラ 
コロ ニー の 改修 に も 参加 し シー ルド 所 人 
一 緒 人 に コス モ 責 作 主 を 広め る た め の 誠 才 団 
の 孝義 も それ に 準じ る 。 サイ ド 1 の ロン デニ オ 
に 神殿 が 建設 され 
> 先 長女 
| 区 稚 、 ロ ナ | 
| a に A. a 
ルシア プロ ジェ ク | MORE INFO! 
OWEET. CV | 
指し た の 
ーー の 胡 を ied 和 | | 宇宙 世紀 名 家 
ロ し た 見 。 ロ ナ 家 と 時 じ 
主義 に 反発 て CV 決起 時 
を 記す 役 和 Sh た 


ドレ ル ・ ロ ナ 


カロ ッ ノ が 先 旭 と の 
周 に も うけ た 子供 長 を | 


で 、 べ ラ の 秋 呈 %。 
CV の MS 大 隊 レ ゃ PE 
ド ・ パン ガー ド の 拍 z t 

軍官 な っ た | + 


機動 戦士 ガン ダム UGC 


WORLD GUIDE NA | nc03 sr Dn 


The Battie of PALAU 
U.C.0096 


- こっ は ユニ コー ン ガ ンダ ム と パナ ー ジ を 奪取 。 拠点 の 次 ネェ ル ・ ア ー ガ マ の 乗組 員 や エコ ー ズ も $、 


ロン ド ・ ベ ル と エコ ー ズ の 


人 賢 数 晶 作 戦 


LC0096、 ビス ト 団 団 は ラプラス の 箱 』 (以下 を 、[ 補 付き] と の 戦 
ー ン ガン ダム の 譲 結 を 行っ て いる 。 
MS 数 機 の 提供 と エコーズ 1 部 際 の 追加 で ある . 
隊 の 同時 投入 は 初め て の ケー ス で 
編 


混乱 の 中 、 地球 
補 邦 宇宙 軍 外 部 新興 部 隊 ロ ンド ・ ベ ル 隊 
コー ン ガ ンダ ム と 、 結 


FE PREVEW 


UC03-16 蜂 パ ラオ 


付き 』 が 狗 点 と し で 


府 を 転覆 させ る と いう | 箱 
域 に お ける 戦闘 の 結 


on by KAZUKI ITOU Color by YUICHI KUBOKI ZSpec y AKIKO YAMAKAWA (Asahi Production) /Background by ATELIER MUSA 


條 5 上 ブン ツ ム UC。 SSoS⑤o⑤〈⑯⑤S ト ビ … ドニ 5 ニ S⑤ 2 


等 回 作戦 を 看過 し た 
補 付 き ] の 意図 


帆 付 き 』 の フル ・ フ ロン タル 大 佐 は 地球 連邦 軍 に 
よる パラ ォ 攻 略 し 、 旗艦 レ ウ ル ー ラ を 中 心 と し 
た 壮 戦 力 を パ 
周 称 態勢 は 収 | 
た 。 この 背景 に は 、 


戦闘 発生 地点 


新 記 栖 一 厄 和 リン 


還 | ユー コー つき 加 4 = | 


ラオ だ と 推定 し た 地理 運 趣 軍 参 課 本 部 は 、 ネ ェ 。 
コー ズ に 鶴 回 作 埋 を 使 信 し た 。 討ち 死に を 要求 され て いる と 孝 え 
パナ ー ジ の 教 出 を 
・ メ 方 料 子 婦 に よる 港 注 対 鎖 戦 条 


小 屯 星 を 押し . 小惑星 問 の 洪 潤 を 土生 


ネェ ル ・ ア - 
各 小惑星 を 徐 ぐ シャ フト を 坦 破 し た 後 、 


2 
は スパ イ を 通じ て 合 


、NT-D 発 動 を 求め た フロ ンタ ル は 
ン ガ ンダ ム と 強化 人 間 マ リー ダ ・ ク 
千 果 的 に NT-D は 


MS 部 を 和 きせ 
ルス の NT 専用 MS クシ ャ トリ ヤ を 交戦 させ た 
発動 し 、 ク シャ トリ ヤ は 大 破 。 戦闘 後 、 両機 は : 
回 収 さ れ た も の の 、 新た な 指定 冠 標 は 開 示さ れ : 


記 む ミネ バ は 、 リ デ ィ と 共に 域 理 へ 店 下 し た 。 


アー ガマ は 、 (イン ダス トリ アル 7) 戦 で 開 
標 で ある 、 首 相 官 品 ( ラ プラ ス ) の 残 慌 の 詞 査 と 、 AE の ア 2 
ei め 地 球 近海 へ 移動 。 「 補 付き 


レダ ム は 、 ダ グ ザ の 死 


を 移 け て NT-D を 発動 。 凌 、 ユニ コー ン ガン ダム は 地球 に 落 


オ 外 に 散 有 


國 ユニ = ン ガ ンダ ム 、 


JE INFO! 


Mustration by AKIO UNUMA 
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ーー 


へ ブン ズ ベ ー ス 攻略 作戦 「 ラ グ ナ ロ ク 」』 


8 機 も の 超 高 性 能 機 が 
流 笑 し た 大 規模 戦闘 


CE74、 地 球 連合 軍 の 提 点 へ プン ズ ベ ペー ス に お 
いて 大 規模 な 戦闘 が 発 ロゴ ス 幹 部 の 引渡 
し を 要求 し て へ プン ズ ベ ペー ス に 追っ た ザフト お よび 
対 ロ ゴス 同盟 軍 に 対し 、 へ プン ズ ベ ー ス ほじ 
も っ た 地球 連合 軍 が 奇 血 を 仕掛 けた の だ 
受け た ザフト が 「 オ ペレ ーション ・ ラ グ ナ ロ ク 」| を 発動 
し た こと で 、 商 軍 は 戦闘 状態 に 入っ た の だ っ た . 

へ ブン ズ ペ ー ス 戦 の 特徴 の ひと つ は 、 両 軍 合 わ 
せ て 8 機 も の 超 高 性 能 機 動 兵器 が 投入 され 、 交戦 
し た 点 に ある 。 ザフト の ZGMF- 
ZGMF-X666S レミ ド 、ZGMF-X56S イン パル 
ス 、 地 球 連 合 軍 の GFAS_-X1 デス トロ イ 5 機 が 該当 
する ( 他 に も 、 リフ レク ター 装備 の 地球 連合 軍 
MA、TS-MB1B ユー クリ ッ ド が 

それ まで も 、 各 時 代 の ハ 
グ シ ッ プ マシ ン が 複数 機 投入 きれ た 
3 機 の ニュ ー ト ロン ジャ マー キャ ン セ ラー 


た 笠 闘 は あっ た .。 


核 エン ジ 


と 多数 の 第 2 期 GAT-X シ リー ズ が 投入 き 
攻防 戦 、ZGMF-X10A 
シリ ー ズ 5 機 が 参加 し た 
ダー ダネ ルス 海峡 戦 な ど が 知ら れる 

その 中 で も へ プン ズ ペ ー ス 戦 が 特殊 と 見 な され る 
の は 、 両 軍 の 超 高 性 能 機動 兵器 が 一 党 に 会 し て 瀬 
し 合っ ある 。 ザフト 人 軸 の 3 機 と 地球 連合 軍 の 5 
機 が 、 極 め て 鉄 い 戦 域 の 中 で 交戦 し : 

es 規模 な 昔 映 
状況 が 発生 、 各 軍 が 主力 を ぷ ぶ 
棋戦 闘 で の 旧 Si 戦域 が 広大 と な る 
大 規模 戦闘 で は 、 各 超 高 性 能 機 が 導 臣 機 的 役割 を 
担う ほか 、 戦術 目標 が 分 散 す る 傾向 に ある た め 、 超 


高 性 能 機 同 二 の 集団 戦は 起こ り 難 か っ た の だ ろう 
へ プン ズ ペ ー ス 戦 の 場合 、 投 入 きれ た 戦力 規模 

に 反し て 戦域 が 狭かっ た 

が 、 少 数 の 超 高 性 能 


点 も 理由 と し て 挙げ られ る 
闘 の 竹 越 を 決する 性 能 
*。 単機 で 都市 を 焼き 払 
数 十 機 の MIS を も 圧倒 する 戦闘 カ を 持つ デス トロ イ 
を 阻止 する に は 、 ザフト 負 も 超 高 性 能 機 で 対抗 する 
3 は 、 後 の ダイ ダ 


生 す る こと と か っ 


する こと と な 


し か な か っ た の で ある 。 


ロス 基地 戦 で も 


[08) mE09 mml 


The History of Warfare in CE 
コズミック ・ イラ の 電 史 用 説 


へ プン ズ ベ ー ス 戦 の も う ひ と つの 特徴 と し て 、 広域 
破壊 兵器 が 戦術 レベ ル の 目的 で 使用 され : 
げ ら れる 。 へ プン ズ ベ ー ス の 防 司る 対空 掃射 砲 
ー ベ ルン グ 」 が それ で 、 当道 上 か ら 降 下 し た ザフト 
MS 部 隊 を 一 減 し た 。 地 + ( 修 の 衣 胡 
に は デス トロ イ を 』 こ 


関連 ファ イル 

2GMFX56S イン バルス ガンダム DES.01.91 四 
DES-01-08 硬 
ES.O1.09 画 


DES.01-14 重 


ustration by KEISUKE SASAKI 


| サフ ト の 目的 。 4 ザフト 5 より 合 ロ 2 | 地球 連合 宣 の 目的 。 』 スプ ン ズバ ペース に 送 げ 


| LUOUT TU 立 み 時 条 を 了 ちせ 
ザフト と 地球 の 対 ロ ゴス 同 所 軍 の 目 を ルパート ・ デュラ ンタ 地球 連合 軍 の 目的 は 、 ヘ ブン ズ ペ ベー ス た ロー ド ・ ジ プリ ー ル 。 
は 、 ヘブン ズ ベ ペー ス に 逃げ 込ん だ 


ル 最 泊 評 議 例 栓 用 前 。 他 に も 4 人 の ロゴ ス 吉 
こい て en に 湊 培 され た ザフト と 対 ロ ゴス 同 副 重 の tm  # 
ブリ ー ル を は じ め と する ロゴ ス 幹部 の 身柄 機 減 で ある 。 戦闘 後 、 反 ロゴ ス に 條 いた 
確保 だ っ た 。 戦闘 自体 は 目的 で は な く 、 ハ へ ブ 年 世界 を 尋 正 すべ く 、 反 撃 に 転じ る 意図 が 
ンズ ペー ス の 周辺 海域 と 畔 道上 に 部 隊 を ンー ラル タル る 地 に 生 和 あっ た 。 作戦 全般 を 取り 仕切 っ て いた の 
展開 し 、 身柄 引 流し を 要求 し た 。 戦闘 の 発 し た ザ と 反 ロ ゴス の 地 
生 は 地球 連合 軍 の 奇 二 を 発端 と し て お り 、 学園 軍 が 、 ヘブン ズ 


へ フ ンズ ペース の 高 緑 
は 、 ロ ゴス 幹部 兼 ブル ー コ スモ ス 指 導 者 で 
ペー ス の 周辺 海域 に 許 


あり 、 地球 連合 軍 を コン トロ ー ル 下 に 置い の 同 講 者 が 多かっ た よ 
ザフト は や む を 得 ず 応 戦 す る 形 と な っ た 。 記し た 。 


て いた ロー ド ・ ジ ブリ ー ル だ っ た 。 う で 、 措 反 権 の な い ジ 


ザフト の 戦術 と 装備 


要求 が 容れ られ な か っ た 場合 、 秀 克 笛 撃 
の 後 、 艦 疾 お よび 軌道 上 か ら の MS 投入 、 
基地 制圧 を 実施 する つも り だ っ た よう だ 。 地 
球 連 合 宣 の 寄 細 、 デ スト ロイ と ニー ベル ング 
の 存在 で 戦術 は 変更 を 余儀 な くさ れ た が 、 デ 
ステ ィ ニ ー ら の 遇 渉 で 不利 な 寺 況 を 種 し た 。 


GFAS-X] デス トロ イ 
生体 CPU が 的 御 す る 臣 大 機 
苦 - 無 符 の 火 状 と 時 電 
チリ フレ クタ ー を 備え 、 単 機 で 
名 市 規 紅 の 目標 を 蓄 可能 。 


地球 連合 軍 は ロゴ ス 幹 部 の 引渡 し 要求 
に 応じ る つも り は な く 、 ザ フト か ら 与え られ た 
回 答 作 予 時 間 を 使っ て 戦 関 準備 お 進め た 。 
準備 が 束 い 次 第 、 谷本 を 実施 し 、 ニー ベル 
ング で ザフト 降下 部 隊 を 、5 構 の デス トロ イ 
で 海上 の 敵 部 隊 を 苦 滅 する 予定 だ っ た 。 


想定 外 の 事態 の 連 終 
で の 理 術 は 選 乱 。 


全長 50m を 引 え る 大 型 MA。 近 反 半 半 に こそ 向 か な い が 
大 火力 か っ 陽電子 リフ レク ター に よる 高い 釣 析 力 を 有する 、 


へ ブン ズ ベ ペー ス は 、 自爆 し た JOSH-A に 替わる 地球 連合 軍 の 中 枢 拠 点 で 、 防衛 軍 は 、 ザ フト が 指定 し た 猫 予 時 間 を 利用 し て 戦闘 準備 を 進め た うえ 、 回 答 期限 前 に 戦闘 を 
体制 を 構築 し て いた 。 ザ フト の 目的 は ロゴ ス 幹 部 の 身柄 確保 で あり 、 ヘ ブン ズ ペ ベー ス を 攻 開始 し た 。 森 護 戦術 、5 橋 の デス トロ イ 、 対空 提 射 砲 「 ニ ー ベ ルン グ 」 に より 優位 に 立っ た 


正す る 必要 は な か っ た が 地球 連合 軍 は ザフト 嘆 減 の 意図 を 持っ て いた 。 そこ で 地球 連合 が 、 戦力 の 中 心 で ある る デス トロ イ を 失い 、 降伏 を 余儀 な くさ れ た 。 
{ 
lilustration by AKIO UNUMA 5 
戦闘 の 結果 a aS 
銘 MORE INFO! 対空 掃射 砲 「 ニ ー ベ ルン グ ]」 
へ プン ズ ベ ペー スズ の 降伏 に よっ て 、 戦 闘 や = 
ザフト と 対 ロ ゴス 同 明生 の 勝 ・ ロ ゴス 幹部 の 拘束 5 機 の スト ロイ と 共に ヘブン ズ ペ ー ス 防衛 
ザフト は 目的 を 完遂 で き な か っ | 一 未成 (ロー ドー ジブリール の 移 訂 で きず) を 
* ペ ー ス に 逃げ 込ん だ 5 人 の ロペ ヘ プ ンズ ベー ス の 英明 rr 
ゴス 幹部 の うち 、4 人 は 拘束 し た も の の ロー の ちの 空 舞 作 戦 1 
ド ・ ジ ブリ ー ル を 取り 逃がし て し まっ た 。 
・ ザ フト 、 対 ロ ゴス 同時 の 天 
ー 条 池 
ンズ ベー ス か ら 5 店 出し ・ ロ ゴス 幹部 の 保護 


向かっ た 先 は オー 一 半ば 


eia. +21x 43.24 


宇宙 世紀 ガイ ド : ル ナツ nc03 siD/A 


ルナ ツー Geography ofUC 


5 た 小 写 量 ユ ノー で ある 。 資源 小惑星 の ユノ ー が ルナ 
ず 雷 最大 
地球 連邦 軍 の 単 す 24 を ンー 
ーー ーー な ど が それ で 、 地域 
グリ ブス ズ 帳 役 時 に は グリ ブス の 陰 に 
あっ た が 、 争 後 も ルナ 
に 置か れ た 


、 地球 連邦 字 宙 軍 の 中 概 と し 
は 最大 の も の と され 、 最大 0 討 さ れ て いた と 見 て 間違い な い だ ろ う 。 


有 、 小惑星 を 利用 し た 地球 連邦 軍 の 1 
か 確認 きれ て お ら ず 、 ル ナツ ー 以 
軍 は 各 サ イ 


操作 する 方 針 だ っ た よう で ある 。 
主要 サイ ド 群 か ら 上 離れ 


FG-OS-46 一 和希 


ltustration by TOMOTAKE KINOSHITA 


ルナ ツー の 立地 =ー 


ルナ ツー は 月 軌道 上 の L3 に 位置 する (前 身 の ユ ノー は 
小惑星 帯 か ら 地球 園 に 運び 込ま れ た ) 。 月 と は 地球 を 挟ん 
で 正反対 に 位置 する た め 、 月 や サイ ド 1 6 へ の アク セス に 
は 適さ な い 。 それ で も 、 各 サ イド に は 地球 連邦 宇 宇 才 の の 
留 部 大 が 配置 され て いる た め 、 実 務 面 で の 問題 は : 

な お 、 サイ ド 7 は ルナ \ ら の 提供 夫 で 王 造 いた 


ルナ ツー の 刻 定 は 、 字 宙 開 発 用 の 資源 供給 澤 ど と 

3 事 星 ユノ ー e 
惑星 の 機能 を 維持 し つつ 地球 連邦 宇宙 軍 の 中 枢 拠点 と 
な り 、 地 球 連邦 政府 の 字 害 政策 を 支え た 。 一 年 戦争 以降 
の 紛争 で は 主 に 後方 拠点 と し て 利用 され た が 、 一 年 戦争 や 
「 シ ャ ア の 反乱 」 で は ネオ ・ ジ オン 艦隊 の 攻撃 を 受け た 。 


[一 の 一 環 と し て 定 符 基地 化 さ れ た > 
され た 内 部 空 油 や 寺 道 を 利用 し て 基地 化 
され 、 外部 に は 監 捉 導 設 や 防御 火 騰 が 設置 され た 。 


サイ ド 7 建 設 の 
た 。 サイ ド 7 は 、 ル ナツ ー: 
いた 。 以後 、 ルナ ツ ・ 


月 の 反対 側 の 報道 (L3) に 移動 され 
措 し て の 宣 事 利用 も 素 定 さむ て 
し 3 に 園 定 さ れ 続け て いる 


ム 鞍 役 直前 レビ ル 且 指揮 の 守 生 生 1 較 人 攻 隊 が 出 
港 し た 。 ルウ ム 戦 役 複 、 残存 艦隊 が 帰 選 し た よう で ある , 


地球 連邦 宇宙 宣 の 数 少な い 拠点 と な っ た ルナ ツー で は 、 宇 
第 艇 態 や MS の 建造 が 進ん だ 。 ソロ モン 攻略 戦 直前 に は 、 連 
施 軍 第 2 連合 秀 隊 や 第 3 艦隊 な ど が ルナ ツー か ら 出 港 し た 


ティ ター ンズ の 的 点 ダリ プス が 分 割 され. 
固定 。 グリ プス 1、 グ リプ ス 2、「 ゼ ダン の 門 
は ティ ター ンズ の 失点 と し て 運用 され た 。 


武装 解除 を 偽 凌 し た ネオ ・ ジ オン 艦 巧 の 奇 舞 を 受け 、 基 
地 施 赦 と 艦 歴 に 少な か ら ぬ 彼 吾 を 出し た 。 この 際 、 ル ナツ ー 
が 貯 工 し て いた 栓 兵 融 が 、 ネオ ・ ジ オン に 究 わ れ た 


ルナ ツー の 施設 

年 戦争 の 大 半 の 期間 、 ほ ば 単独 で 地球 連邦 宇宙 軍 を 
礁 捕 し た こと か ら 理 誕 で きる よう に 、 ル ナツ ー は 還 事 基地 と コ 
ロニ ー の 楊 能 を 新 ね 備え て いる 。 宇宙 算盤 や MS の 建造 能 
力 を 持つ 点 、 配 兵 病 貯蔵 施設 を 備え る 点 、 ル ナツ ー 自 体 が 巨 
大 な た め 極 め て 大 き な 収 容 能力 を : ど が 、 特 後 と し て 
挙げ られ る 。 な お 、 ニュ ー タ イブ 研究 所 は 確認 され で いな い 


大 穫 の 海 洒 が 折 数 置 
フロ モン 攻略 幸 の 上 


ルナ ツー は 、 各 時 代 の 紛争 で 
重要 な 役割 を 演じ た 。 宇宙 に 唯一 践 され た 大 規模 寺地 と し 
て 地球 連 却 字 宙 軍 を 支え 
争 時 の ルナ ツー は 有 有 名 だ が 
た の で ある 。 L3 と いう 立地 の 都合 上 、 和 方 点 と し て の 人 
に が 、 主要 な 紛争 で は よく 名 前 が 挙がる 


ルナ ッ ー の 理 面 に は 妨 御 火 導 本 か 
二条 は 和 


新 機動 戦記 ガン ダム W 5 
歴史 フォ ー カ ス : トレ ー ズ 失脚 と OZ の 分 裂 [W] 本 09 su OBA 


トレ ー ズ 失 加 と OZ の 分 型 i き 


ニーー ニ ーー 「 デ ル マ イ ユ 公 、 私 は ロー スム フェ ラ 財 団 の 進む 道 に 
オペ レー ショ ン ・ ノ ヴァ と 伏し か お ます 。 (誠二 きき 人 と は 、 人 因 の 
欠い 成 情 が 楽 き 上 げ 。 私 は 戦う に な り た い 」 
0Z ト レー ズ 涯 の 出現 に 2 2 た イー クッ 
を 9 ト する 0Z の - - 部 が トレ ー ズ 


画 の 中 で 0Z が コロ ニー を 武装 
間 成 球 各 国 は 、0Z 


ょ 、 地球 圏 の 支配 体 # 
ロー ム フ ェ ラ 財 団 代表 代 
公 遇 は 、 支配 者 階級 た る 財団 の 力 を ョ 


際 に ) 用 いら れ た 「 カ 」 が 
(MD) で あ < 


Fue raenew 
は な い 。 それ どこ ろか 大 = る 
ほう れ て いる の で す 。 3 
人 々 の 感情 は 

の 叫び の 中 


Miustration by SAYAKA ONO プ Color by TAE AGAI /Background by MASATOSHI KAI 


ロー ム フ ェ ラ 財 団 の 
反抗 勢力 対策 


画 平和 国会 


レッ キン ググ ダム に お い 


合 、 開催 され る 
ーー 


団地 球 で の 紛争 
0Z 財 団 兵 トレ ー ズ 漆 の 


に より 、 サン クキ ング ダム の 
防 箱 禁制 は 強化 され た 


上 | トレ ー ズ 失脚 と 0Z ト レー ズ 派 の 出現 


財団 代表 代行 デル マイ ユ ・ カ タロ ニア 公 喜 が 、 
事 力 に よる 世界 秩序 の 構 策 を 表明 。 OZ 総 谷 
トレ ー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ は これ に 反対 、 デル マイ ユ 公 の 
判断 で OZ 総帥 の 座 を 追わ れ た うえ 色 義 処置 と を れ た (トレー ズ の 
0 アン 二 科 特 佐 も 反 記 者 と し て 短大 され 、 師 誠 不 明 の 

し か 、 RG At し た 0Z の 一 


現 送 。 トレ ー ズ の 意 を 動 ん : 
ンダ ムイ ロフト 押 誠 


上 l| ワン フキ ンプ ダ ム の 動向 


完全 平和 主義 に 費 同 する 国 の 代表 が 集う 、 平 和 国 家 会 合 が 
サン クキ ング ダム で 行わ れ た 。 これ を 警 攻 し た ロー ム フ ェ ラ 時 田 
は 0Z 実 動 部 隊 を 派遣 、 語 視 し : :、 デル マイ ユ 公 の 孫娘 ド 
カタ ロニ ア が 、 平和 国家 建設 の 教育 方 針 を 学ぶ 名 目 で 
サン クキ ング ダム に 送り 込ま れ た (ドロ シー 紅 身 の 意思 に よる ) 
こう し た 事態 に 危機 感 を 覚え た サン クキ ング ダム の 近衛 兵 は 、 ガ 
ンダ ム の 回 収 と ガン ダム パイ ロッ ト と の 接 魚 を 目指 し 」 


国家 会 人 に MD 装 人 の OZ を 派 
ンダ ム バ イロ > ト ( ヒ イロ と カト ル ) は 、 多 に 7 入国 匠 と 区 還 


「 キ ペレ ーション ・ デ ィ プ レイ ク 」 以降 、 政 治 工作 
と 軍事 行動 に より 地球 隅 を 掌握 し つつ あっ た 
フェ ラ 肝 団 E を 0Z だ が 、 反抗 勢力 も 存在 し た 。 中 で も 
財 則 が 施 際 梓 し た の が 、 ガ ンダ ム 、0Z ト レー ズ 派 、 そ 
し て サン クキ ング ダム で ある 。 ガン ダム に 対し て は 、 ガ 


Ui OZ 内乱 明 と な る 


ラ 財 団 の 代表 


を 名 抹 り 、 反 放 な 画 ! 

は 内 乱 状態 と な - 

地 に 拘 末 さ fP で いた カン 
バイ ロッ ト た ち は . レデ アー 
季 特 佐 に よっ て 解放 され た 


が MD に よる 反対 替 力 掃討 作 
副 「 オ ペレ ーション ソ ヴ に 降下 し た 新型 MD ビ 
ル ゴ の 大 部 隊 は 、 信夫 を 琶 した MD の 攻撃 目標 
に は 地球 の 反 上 財団 園 ・ 地域 だ け で な く 0Z ト レー ズ 派 も 含ま れ 
ダム パイ ロッ ト た ちの 人 迄 


も の の 、 MS 店 の 上 再び 逃げ られ て し まっ た 。 


技士 宮 の 作 世 で 試験 実施 


MD ビル ゴ を 装 代 し た 0Z 財 団 洲 が 各地 で 反抗 双 力 を 撃破 し 
で 、 ロー ム フ ェ ラ 財 団 の 支配 地域 は 大 し た 。 それ 
で も 0Z ト レー ズ 派 を 中 心 と し た 抵抗 は 棋 強 く 、 地 球 上 に お ける 
紛争 は 続い て いた (宇宙 で も 0Z ト レー ズ 派 は 抵 拓 )。 
イロ ッ ト の ヒイロ ・ ユ イ も 、OZ ト レー ズ 派 の 債 兵 と し て 0Z 討 還 派 
と 戦っ た 。 サン クキ ング ダム 防 和 隊 長 ル クレ ツィ アノ イン の 介入 
で 枚 わ れ た ヒイロ と カト ル は 、 サン クキ ング ダム に 向かっ た 。 


こも 流 及 。 ガン ダム パイ ロッ ト の 参加 、 ウ イ 
ンプ ガン ダム の 確保 に より . サン クキ ング ダム の 訪 符 体 振 は 拡充 され た 。 


0Z の 内 紛 に よる 被害 は 一 衝 


ダム 自体 の 破壊 と パイ ロッ ト の 処刑 、 0Z ト レー ズ 派 
に は MD 投入 を 含む 軍事 制圧 と いっ た 対策 が 採ら 
サン タキ ング ダム は 国 基 で ある 完全 平和 主義 
が 財団 の 方 針 に 反し て いた た め 、 その 波及 が 警戒 
きれ て お り 、 財団 は 軍事 保 攻 の 機会 を 笑っ て い : 


Mustation by AKIO UNUMA 


IMORE INFO! 
トレ ー ズ の 家系 


AC.195 の 紛争 に 
トレ ー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ [ 
ュ リナ ー ダ 公算 を 祖父 
ル マ イ ユ 公 の 義理 
ユイ の 場 の 子供 に も あたる と 
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機動 戦士 ガン ダム 
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\ 


= 
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Conventional Weapon of U.C. 
宇宙 世紀 の 一 般 兵 器 


MS の 運用 を 支え る 
浴 母 的 戦闘 艦 


る 艦艇 と は 軍用 宇宙 船 、 つ まり 
すこ と が 多い 。 海上 艦艇 や 潜水艦 E 
て の 性格 を 強め て いく 。 
カル テン パッ .C0155) 


Mlustration by TAKUYA IO 


字 笛 艦 能 の 種別 と 
特 丈 な 租 


字 宙 経 押 と いう 言葉 は 、 比 較 的 大 型 の 「 字 : 
と 小型 の 「 字 宙 艇 を 含む 総称 と 考え て いい 。 宇宙 
艦艇 を 「 宇 宙 戦 艦 」 と 維 称 する 場合 も ある が 、 毅 艇 
の 種別 を 指す 字 宙 戦 散 と は 別 の 概念 で ある 。 

自 開 の 一 分 類 で ある 宇宙 昔 義 は 、 宇 害 弟 艦 の 中 
で も 特に 大 型 の 戦闘 藍 で 、 火 力 ・ 防 御 力 ・ 航 続 距離 
な ど に 秀 で る 。 地球 連邦 軍 の マゼラン 級 、 ジ ォ ン 公 
国軍 の グリ ジン 級 な ど が 宇宙 戦 散 の 一 種 で ある 。 

字 宙 戦 三 より 一 回 り 小型 の 盤 が 宇宙 錠 洋 艦 と 呼 
ば れ 、 主力 艦 と し て 用 いら れる 。 地球 連邦 軍 の サラ 
ミス 級 、 ジオ ン 公国 軍 の ムサイ 級 が その 代表 で ある 。 

他 に も 、 宇 笛 巡 洋 艦 より 小型 の 宇宙 駆逐 組 、 物 次 
や 人 員 の 輸送 を 担う 補給 艦 や 輸送 艦 、MS や 級 千 
機 の 運用 に 特 化し た 宇宙 空母 な ど が 知ら れる 。 た だ 
し 、 こ れ ら は 大 ま か な 分 類 で 、 舌 に よっ て は 強 胃 掲 隆 
反 や 軽 補 洋 畿 、 大 型 輸 送 空母 な | 


ペガサス (ホワ イト ベース) 強敵 
半 義 . ザ ンジ バル 撤 拉 

ー ガ で 破 強 入 送 散 な ど 
は 大 気 還 突入 角 と 単行 
症 を 持つ 計 宅 


MORE INFO! 
宇宙 艦艇 と MS の 性 能 差 


面 で 
る 。 宇 軍 諾 が MS 運用 還 艦 と し て の 性 格 を ! 
= 特性 が 存在 し 、 幡 紅 と MS を 共存 さ 


水上 馬 舞 の 重 必 を 強く 受け た と 考え られ る こと の 才 い 主 宙 
だ が 、 誠 本 は 対 軍船 で ある 。 ミノ フス キー 粒子 の 徐 
布 が 一 般 化 する に 、 MS 運用 能力 の 付加 、 目 視 や 光学 機器 に 
よる 葉 条 力 の 強化 な ど が 図ら れ 、 基 本 形 が 完成 し て い 
MS 軍用 に 特 1 し た 空 団 が ほとん ど 許 生 し な か 3 
艦 旋 単独 に 完 輔 し た 寺 闘 能力 を 求め た た め と 考え られ る 。 


MS の 主力 化 を 受け て 、 宇 定 艇 毅 は MS の 支援 兵器 と な っ 
た 。 具体 的 に は MS の 運用 母 第 化 、 そ し て 火力 支援 プラ ッ ト 
ホー ム で ある 。 この 傾向 は 争 以 前 の ジオ ン 公 国軍 に 
始ま り 、 次 第 に 地球 連邦 軍 な ど に も 広まっ て いっ た 。 宇宙 抵 
拒 が 担う MS へ の 支援 は 、 他 の 兵器 で は 代替 困難 な も の で あ 
り 、 今後 も 変化 する こと は な し 


機能 。 半 に MS 輸送 する だ け で な 
MS を 射出 する カタ パル 
ト 、 MMS 存 区 の 権 近 林 な ど 、 克 合 89 な 才 用 能力 を 涯 っ て いる 


直 区 攻撃 に よる 需 MS の 行動 の 制 良 や 、 雪 後 方 に 伴 
屋 す る 政 上 謙 や 提 点 を 0 く こと で 、 昧 方 MS 名 隊 そ 支 援 する 
MS へ の 会 中 弾 は 巧 待 し こく い が 、 支援 目 的 に は 有効 で ある 。 


シフ スキ ー 疫 子 艇 在 環 載 下 で の 
長座 撃 は 会 中 幸 が 年 い が 
相手 算 箇 や 濾 . さ どら 厨 中 基 を 
望め る 。 対 MS 統 で は 足止め が 主 
ES 


MS の 的 坪 離 や 作 赤間 
ダ 、 物 動 基 地 と 
言え る 宇宙 覆 虎 ら 守 朋 すれ ば 


MS 出現 以前 の 宇宙 艦艇 の 役割 


ーー 年 転 争 熱発 以前 、 宇 害 穫 穫 は 宇宙 戦 
られ て いた 。 宇宙 秀 麻 が 主力 と 見 な され た 背景 に | 
る 扱 続 力 、 レ ー ダ ー や デー タリ ンク を 駆使 し た 長 
半 撃 能力 や 索 骨 能 力 、 強力 を 私 重 炎 琴 が あ : 
フス キー 税 子 が レー ダー や 電子 機 問 を 無力 化し 
続 下 離 以外 の 宇宙 拭 衣 の 長所 は 封じ られ て し ま 


長大 カ 


一 江 」 が 林 定 され て 
王 軍 作業 栽 は 、 多 千 の 宇 害 邊 研 
が 持 和 EI 


れる 叶 緒 符 が 玉 、 
メガ 末子 徒 ず 多 用 る れる 


宇宙 熊 前 の 


許 宇 世紀 へ の 移行 直前 に 誕生 し た と 見 られ る 宇宙 覆 
舞 は 、 時 代 と 共に 発展 と 大 型 化 を 遂げ て いき 、 アー セナ ル 
シッ プ (武器 庫 北 ) タイ プ と 思わ れる プラ ズ マ ・ ロ ケッ ト 

化学 燃料 ロケ ッ ト 併用 式 が U.C.0050 年 代 半 ば 頃 ま で 使 
用 され た と いう 。 その 後 、 ミ ノ フス キー 物理 学 の 発展 と 共に 


= 丁半 天才 uu | | 6 


一 以前 、 レ ー ダ ー を 
は じ め と する 電子 機 療 と 強力 な 
穫 協 火 逆 を 駆使 する 宇宙 条 艇 
が 、 字 軍 戦 の 主力 と あえ られ 
て いた 。 し か レ し 一 年 戦争 が 始ま 
る と 、 シフ ス キー 科 子 に よっ て 
の 失 吉 BMS へ ど 移り 再 わ っ ミノ フス キー お の 果 で 
た 。 これ に 入 ( い 手 家 穫 は で 時 ど 下 
MS 軍用 や 一 援 挟 疾 へ と と を っ た 大 導 は 、MS の 作動 
性 格 を 変え て いっ た 。 基地 へ と 変 読 し て いっ た 。 


a 3 


柳生 し た ミノ フス キー・ イ ヨネ スコ 型 部 村 反 応 炉 搭載 式 は 、 
船 栓 ロケ ッ ト ・ エ ンジ ン や メガ 粒子 砲 な どの 採用 に より 、 そ 
の 後 の 宇 家 凍 の 基本 形 を 完成 させ た 。 MS の 開発 が 進 
むと 、 MS 運用 母上 タ イプ が ジオ ン 公国 宣 に よっ て 実用 化 
され 、 宇宙 艇 龍 の 機能 と 軍用 形態 は ほぼ 決定 され た 。 


最期 形 の 宇宙 態 能 で ある サラ 
ミス 大 哲 寺 舞 。 それ か ら 80 年 近 
くず ざ 振 由 し で UCO07507、 史 
二 匠 の MS 生還 ム サイ 怒 軽 
和 華 ず 訂 な 


裕 上 初 の MS 運用 還 馬 で 、 ジ オン 公国 宣 の 主力 字 宣 相生 
宏 上 初 の 実戦 用 MS、MS-05 ザク I の 量産 が 決定 し た U.C. 
0075.07 に 一 番 系 が 諸 役 。 運動 性 と MS 昔 用 能力 に 優れ る 。 
接 発 の MS 下 用 : 


恵 開 に 大 まき な 影響 を 与え た 。 


| 生長 :234m 還 人 季 :103.2m 拓 :2 運 叶 メ ガ 子 拉 
| x3、 大 下 ミ サイ ル ・ ラン チャ ー (145 胡 ミサ イル 使用 ) x2、 小 要 ミ 
す イ ル ・ ラ ンチ ャ ーx10 講 MS 指 載 島 :G (4 も し く は 8 と も ) 舞 そ 


| の 人 大 失 入 カプ モル 「 コ ム テ イ [| 拓 


グリ ブス 戦役 期 


MS の 主力 化 が 決 志 的 と な っ 
た U.C.0080 年 代 前 半 に 至っ 
て も 、 地球 運 孝 軍 で は 大 艇 互 
主 義 的 宇和 が 計 千 さ 
れ て いた 。 だ が 、 次 筑 に MS 運 
用 覆 の 達 造 や を 従 科 衝 へ の MS 
重 還 紅 力 付与 が 進ん だ 。 MS 
二 用 を 新 押 に 設計 され た 季 逢 
空 還 タ イプ は 、 第 二 世 代 夏 ど チ 下 和 涯 箇 に 。 帝 に MS 
ば れる 。 運用 設備 を 持つ タイ プ だ っ た 。 


地球 軍 孝 字 更 重 の 主導 は . 
SS 軍用 能力 を 付 二 され た サラ : 


U.C.0080 年 代 前 惹 に 就役 し た 、 地 球 較 邦 軍 (ティ ター ン [ 
ズ ) の 第 二 世 代 赴 。 年 地 争 答 の 地 天 吉 朱 軍 の 新設 計 開 と 
し て は 、 初 の MS 運用 矯 と され る 。 ムサイ 綴 の 設計 思想 を 取り 入 
れつ っ 、 火力 と 凌 四 の 強化 、 MS 運用 氏 罰 の 向上 が 図ら れ た 。 


| 還 不 中 250m 300m ク ラス ) 兵 :2 罰 | 
2 2. 4 ed 
| 基子 和 x2。 財閥 x2 2 結 織 欠 メ 2. 間 計 x。 | 


エゥーゴ の 疹 襲 所 洋 艇 ネェ ル ・ 
アー ガマ 、 ネ オ ・ ジ オン の 機動 
想 族 サダ ラー ン が 詩 涯 する 。 ネ 
オン の 主 カ 艦 エン ドラ 綴 


時 


リュ ー ト に よる 大 気 還 突 入 能 力 、 
医 二 生 代 大 如 上 の 衣 及 だ け 


ミノ フス キー・ ク ラフ ト を 用 いた 

飛行 能力 と 大 気 画 苑 脱 能力 を 
で な <、 大 気 画 内 外 で の 草 用 性 
持つ 第 三世 代 開 は オー ル マ イ 


持つ 第 三世 代 生 が 登場 し た 。 
ティ な 宇宙 邊 症 で あっ た 。 


後 の 新 設計 は 、 集 二 世 
代 親 の ょ うに MS 草 用 機能 を 
重視 し た 。 指揮 能力 の 歌 失 を 


ター 出力 の 向上 に 対応 し た 外 
独 放 衝 板 を どの 特 合 も 持つ 。 
こう し た 個 向 は 地理 運 者 陳 、 ma こ な る も の で 、 隊 っ 
ド を 業 ね る 。 衝 穫 が 裕 燃 し て も 控 
揮 散 力 は 天 わ れ な い 。 


U.C.0090 年 代 を 最後 に 、 
地球 連邦 宇宙 重 の 痢 型 義 は 
ほとん ど 開 発 さ むれ な く な り 、 既存 
穫 の 近代 化 改修 が 重視 され 
た 。 傍 邦 体制 を 授 る が す 黄 績 
勢力 ゲ が 消 濾 し た と 昇 られ た こと 
が 大 き な 理 店 で ある 。 し か し 、 オ 
ルズ モビ ピル や クロ スポ ー ン ・ パ ン 
ガー ド 、 木星 帝国 な どの 反 達 邦 
組織 は 独自 の 艦艇 を 開発 し た 。 


UCO123 に 決起 し 

ン ・ パ ン ガ ー ド の 逢 尊 

の 生存 性 を 宣 め つつ 、MS の 運 
用 角 力 を 重視 し て いた 。 


UC 0140 年 代 未 其 に 勢 思 
し た ザン スカ ー ル 帝国 は 、 国 軍 
ベスパ 用 の 新型 態 を 開 発 。 ペ 
スパ 艦 は スク イー ド 級 や アマ ル 
テア 級 の よう に 上 下 を 写 語 し な 
い 設計 が 多い 。 特殊 な 比 橋 と 
し て 「 バ イク 戦 開 ] こと モト ラッ 
シリ ー ズ が ある 。 この 時 代 
の 艦艇 の 特徴 と し て 、 ビ ー ム ・ 
シー ルド の 装備 が 挙げ られ る 。 


ラフ ト も 一 般 化し た 模様 。 


強 妥 巡 洋 芽 ネエ ル ・ ア ー ガ マ 


エッ ー ゴ の 電 三 世代 自分 類 は 機動 加 聞 で 近代 化 改修 
は 強 細 字 宮 較 洋 秒 と な っ : り マ 百 の 径 継 逢 で 、 多 数 の カ 
タツ や 落 義 デッキ 、 ハ ン ガ ー デ ン キ に より 充実 し た MS 通用 能 
を 持つ 。 コ ロニ ー- レ ー ザ ー 起 と まれ る ハイ - メ ガ 符 子 容 も 搭載 。 


還 和 98Om 画 続 1 ハ イ パ ーー 子午 X1、2 王 大 
FFX 


間 装 容 X2、 単 貫 凍 交 x2、 球 
: ミ ノ フス キー・ ク ラフ ト 近田 


メガ 訟 子 座 x る 男 そ 


カイ ラム 級 錠 洋 艦 (ラー・ カ イラ ム ) 


地球 達 却 字 定 軍 の 新 筐 艇 で 、 ロー ンド ・ ベ ル 隊 の 族 差 。 志 洋 
義 と し て は 大 型 で 、 分 類 は 機動 戦 北 と も され る 。 アン グル ド デ ッ 
キ 式 の 両 灯 カ タバ ルト デッキ や 往 の 着 艇 デッキ な ど 、MS 運 
用 へ の 配 融 が 葉 え る 。 後に ミノ フス キー・ ク ラフ ト を 増設 


人 :487m 且 挟 計 :2 連 寺 メ ガ 和子 強 X4、 ミサ イル ・ 
チャ ーxG、 対 写 概 錠 X22 ほ か 醒 そ の 他 : 填 護 プ リッ ジ 村 
ノ フ スキ ー・ ク ラフ ト 接 載 (UC.0096 に 増設) 


ザム スガ ル 級 宇宙 戦 生 


クロ スギ ポー ン ・ バ ン ガ ー ド の 旗 弟 。 他 の 系 列 邊 同様 次 橋 を 
開 体 に 収 納 可 能 。 右 般 側 に 計 4 基 の カタ パル ト デ ッ キ を 抄 
する ほか 、MA ラ フレ シア の 格納 庫 を 待つ 。 分 可 能 な 下 曽 [ ガ 
ル ・ ブ ラウ 」 は 、 自 穫 毅 本 兵 右 [バグ | の 運 必 理 北 で ある 。 


還 : 不 押 浴 定 500m ク ラズ ) 2 之 主 区 5. 2 
所 弄 下 x2、2 連 約 林 人 xG 。 還 その 他 = 自筆 式 撤 務 兵 問 「 バ 
グ ] 理 王 呈 艇 「 が ル ・ ブ ラウ ] 扶 吉 。 邊 穫 構 和 役 林 打 搭 載 


aa ニー, 
「 傘 球 ク リー ン 作 肖 」 の た め に 開発 され た ラド ボ 逢 の ひと つ 。 
末光 に 補 馬 と も 言わ れる 。 正大 な 車輪 に より 環 寺 汚 
切な し に 地上 施設 を 昔 壊 する 。 大 気 国内 外 両 必 だ が 地上 で の 
埋 上 能 カゲ 特に 高く .MS の 内 攻撃 で も 室 に 机 破 まれ な い 。 


講和 :426r 攻 計 2 員 8xB.3 半 池 Y1. EMR 
2、 装 寺 坦 XS5 回 その 他 : 欠 宮 ・ 生 形 紅 、 地上 走行 
形 屋 台 能 。 ミン フス キー・ ク ラー ト 措 生 。 季 午 和 物 違 


Miustration by TOKIKO YUZAWA (Twin Beil) 


lustraton by TAKUYA IO 


大 気 圏内 用 骨 艇 と 特殊 態 艇 


人 人類 の 生存 園 が 宇宙 に 拡大 し た 時 代 に あっ て も 、 地 球 が 
戦略 上 の 要衝 で ある 以上 、 大 気 囲 内 用 双 艇 の 重要 性 は 高 
we 太 気 男 内 用 葉 血 と は 、 旧 紀 紀 以 来 の 海 上 艇 艇 や 洪水 巨大 機 圭 兵 問 の 中 に は 、 北 導 的 な 性 格 を 持つ 機体 が 
艦 け で な く 、 陸 戦 筐 や 巨大 航空 機 を 含ん で いる 。 た だ し 、 宇 go dtr 
軍艦 艇 が 主 で ある た め 、 特 殊 機 で ある こと に 間違い は な い 。 て は 地球 元 軍 の ヒマ ラ ヤ 級 空 ほ 艇 が 、 洪水 格 で は 地球 方 機 に 補給 し た りす る タイ プ で ある 、 
宇 軍艦 北 に も 木星 資源 船 や HLV な どの 特殊 型 が 存在 する 。 軍 邦 還 の ジュ ノー 拓 や ジオ 公国 重 の マッ ホアン グラ ー 継 な ど ゲ 知ら れる 。 状 へ の 支援 は 戦域 レベ ル で 、 艦艇 の よう な 長期 

は 面 えろ れ な タ の ガン ダム TR6 [イン レ ] 
ジオ ン 公 国軍 の ピグ ・ ラ ング が その 代表 と し て 知ら 


MORE INFO! 
艦艇 的 な 機動 兵器 


画 大 気 圏内 用 角 艇 画 特殊 な 宇宙 艇 族 

宇宙 世紀 に 入っ て 誕生 し た 大 気 園内 用 拭 差 て. 巨大 AFV 宇宙 艦 症 の 中 に は 、 極 第 に 巨大 な も の 、 小 型 の も の 、 自 航 
菜 移 動 司令 部 で ある 戦 半 空中 に お ける MS の 通用 還 開 と な 行 衣 力 を 待た な いも の な ど 特 珠 な タイ ブ が 存在 する 。 符 珠 な 症 
る 巨大 統 空 機 が ある 。 水 紫 族 と 温水 穫 も 配備 が 鱗 い て いる 。 | 症 で あっ て も 、 MS の 運用 能力 や 搭 衝 能 を 持つ も の が 多い 。 


大 気 還 突入 / 能 笠 カ プ セ ル の 
HLV も 第 橋 に 含む こと が ある 。 


放 弄 の 可 変 ビ ホ 
を 搭載 する 可 記 


MS 運用 筐 力 を 持 つ 巨 大 航空 柏 
は 、 空 中 牙 と 呼べ る 存在 = 青 叶 械 
動 性 が 章 く 、 MS の 空 度 作 回 に も 
有用 。 ガウ 酸 攻 撃 空 舞 を 娠 福 と 
する 


地下 宣 の 巨大 約 空 林 
で 全編 は 500m 起 。 ガル 
自身 の 飛行 能力 と SFS を 


ビ ピ トリス! 
全長 2.000m の 木星 ヘリ 

栓 送 后 。 小 規 模 を が ら コロ ニ - 
末 能 を 有 し 、 工 業 ユー で は M 
S も 抽 和 可能 。 棒 バ ルス ・ エ ン RX-124 MA-O5Ad 
ジン を 搭載 する 。 ガン ダム TR-6 [イン レ ] 。 ビグ ・ ラ ング 

[本 前 旨 」 


ピッ グ ・ ト レー 級 | 3 
地 束 束 抑 宣 の 陸上 朗 和 移 


舞っ た 。 


cwsa- ン ライズ 44.26 


新 機動 戦記 ガン ダム W Endless Waltz 


WORLD GUIDE a (mM) wm09 ser0h 


マリ ー メ イア の 反乱 SS 


ーーーー ーーーー ーーーー」 価 れ る 以 上 有事 に 対応 可能 な 組 二 は 存在 し え レー ズ の 條 見 を 名 乗る マリ ー メ 

地球 賠 続 一 国 察 と | な い 。 そこ で 結成 され た の が 、 大 統 叙 直 乾 の 閣 和 

完全 平和 主義 の 危機 | 
ーー た が 、 対 応 に は 限界 『 を 

水 し た 地 款 国 案 に マリ ー メ イア 電 を 止 す 

る カカ は な か っ 5 

され た の で ある 。 


関連 ファ イル 


地球 了 締 一 連合 解体 後 、 ロー メン = ラ 計 加 が 打ち 
E 界 国 表 も 解散 され 、 新た に 誕生 し 
が 人 | 


を 所 け 、 人 球 較 に 残る 問題 の 解 梁 に る 。 デキ ム ・ バー ト > ポ を 
| っ た 軍 の 解体 と 兵 地球 了 の 支配 権 を 春 取 すべ く 決起 
"財団 の E で ある デキ ム は か つて 、 か 


り 、 ト レー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ の 義父 に あたる 。 


Miustration by TOMOTAKE KINOSHITA 


球 園 の 軍事 拠 
し て いっ た 。 A.C.196 時 点 で 確認 され た の 
は 、 プ リ ベ ペンタ ー が 利用 し た 月 基地 、 マ リー メイ ア 軍 が 拠 
化し た コロ ニーX-18999 や 資 2 
動 生産 工場 ウル カヌ ス 、 地 球 攻撃 用 コロ ニ 
な ど だ が 、 ほとん ど は 基地 機能 を 下 失 また は 破壊 され た 。 


マリ ー メ イア 軍 が 地球 作 下 部 隊 を 配 
し た 地球 近 億 の 交 箱 星 MO-H。 
ター の 攻撃 で 統 壊 され た 


「EVE WARS」 後 の 世界 情勢 


AC.195 末 に 誕生 し た 地球 國 統 一 国家 
は 、 軍 事 力 を 背景 と する 地表 囲 統一 連合 や 
ロー ム フ ェ ラ 財 団 の 方 佳 を 改め 、 完 全 平和 主 
義 の 実現 と コロ ニー の 地位 向上 を 模索 し た 。 


地球 還 締 一 国家 の 奄 選 
深 を を e 大 

セル に 構 か れ た 。 
3 府 は シェ ルター 化 


民主 選挙 に より . 地形 田 続 一 国 窒 の 大 統 
領 が 選出 。 大 統領 は 完全 平和 主義 の 同調 
者 だ が 、 現 実 『 ち 合わ せ て いた 。 


a : 和 主義 実 中 の 一 環 と し て 、 軍 の 解 


想定 と は 違う 形 で 「 オ ペ 
オ ] を 実施 され 、 地 球 園 支配 の 機会 を 逸し 
た デキ ム ・ パ ー ト ン は 、 マ リー メイ ア 軍 を 組 
織 し て 決起 の チャ ンス を 客 っ た 。 


02 時 代 に 開発 され て い 
た MS サー ペン ト を 量産 。 


地球 弄 統 一 還 家 を 軍事 制圧 すべ く 、 私 
設 軍 マ リ ー メ イア 軍 を 編 捧 半 は 0Z の 
も の を 中 心 と し つつ 、MS サ ー ペ ント を 主力 化 。 


マリ ー メ イア 重 の 指 


地球 較 交 一 国 家 が 完全 平和 主義 的 政策 を 進め る 
中 、 地 球 圏 を 支配 すべ く 、 デキ ム ・ バ ー ト ン は 決起 の 準 
備 を 進め た 。 新型 MS の 製造 、 魔 棄 を 先 れ た 兵 状 の 収 
捨 、 旧 0Z ト レー ズ 派 や ホワ イト ファ ング 残 沈 な どの 人 員 に 
よる マリ ー メ イア 軍 編 制 を 経て 準備 を 完了 し た デキ ム は 、 
マリ ー メ イア ・ ク シュ リナ ー ダ を 擁立 し て 地球 園 統一 国家 
に 宣戦 布告 し た 。 だ が 、 作戦 は 頓挫 する こと に な る 。 


プリ ベン ター や ガン ダム の パイ ロッ ト 
パー トン 和 財 団 の 不穏 な 動き を 察知 
行動 を 開 棒 し て いた 


決起 の 準備 を 完了 し た パー トン 財団 と マ 
リー メイ ア 軍 は 、 L3 コ ロニ ー の X-18G99 に 来 
訪 し た リリ ー ナ 
元 世界 国家 元首 リリ ー 
位 委譲 を 宣言 
国 支 配 に 正統 性 


リー し マリー 
軍 は 、 作 湯 行 動 を 


マリ ー メ イア 、 地 球 國 統一 国家 に 宣戦 布 


X18999 の 地理 沙 下 


すわ)。 マリ ー メ イア 宣 は 、 凶 球 近傍 の 次 箱 
星 MO-T に 戦力 を 集結 させ て い 


地球 降下 直前 、 プ リ ペ ベン ター に MO- 四 を 舞 
撃 され た マリ ー メ イア 軍 だ っ た が 、X-18999 
の 地球 落下 を 予告 し て 雪 制 し 、 主 力 癌 隊 
を 地球 に 許 下さ せ た 。 X-18999 の 地下 落 
下 は 阻止 され た も の の 、 マ リー メイ ア 軍 は ブ 
リュ ッ セル 大 菊 依 府 の 制圧 に 成功 し た 。 


デキ ム 、 マリ ー メ イア 、 リ 
リー ナ ら が 大 直人 府 入 
り 。 大 統領 府 は シェ ル 
ター 机 能 を 使用 。 


プリ ペン ター の MS と ガン ダム が ブリ ュ ッ セ 
ル に 降下 し 、 マ リー メイ ア 軍 と 交戦 。 470 機 
の MS サー ベン ト を 有する マリ ー メ イア 軍 の 優 
勢 は 揺るが な いか に 思わ れ た が 、 ウ イン グ ガ 
ンダ ム セ ゼロ に よる 大 統合 、 デ キム の 
死に より マリ ー メ イア 軍 は 武装 解除 し た 。 


その 後 の 世 界 


「 マ リー メイ ア の 反乱 」 終結 後 も 、 いく つ 
か テロ 事件 が 発生 し た が 、 地 球 園 弥 
察 の 基本 方 針 は 変化 せ ず 、 完 全 平 和 主 
義 の 実現 と 恒久 平和 確立 を 目指 し た 。 リ 


リー ナド ー リ アン は 外務 次 官 を 本 し 、 次 其 
大 統領 を 目指 し た が 実現 し な か っ た よう だ 。 


MORE INFO! 


いも の が 多い 


「 マ リー メイ ア の 反乱 」 50 の 事件 


を し 大 虹 へ 。 


機動 戦士 ガンダム 0083 スタ ー タダ スト メモ リー 


心から の 
その 強大 な 


明 す 
見 よ 、 これ が 我々 の 戦 
は 核 攻撃 を 目的 と し て 開 朋 
候 反 の この 機体 が 、? 
し で て も 、 呪 わし き 


っ た . 。 も 8 で お が が 

『 は お ら ぬ 。 今 、 真 の 

は 改め で 

地球 胃 区 府 、 する も の で ある 。 
か り そ め の 平和 


イオ ン 公 国 の 存 
SE 


る 市 李 打 和 を 
論理 構 』 る 。 連邦 作戦 
内 容 に は 言 
わ 


・ フ リー ト は 、「 星 の 周作 
戦力 増強 の た め の 
: シー マ 艦 隊 と の 合流 、 月 の アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク 
) と の 接骨 
EE の 選 必 夫 の 


関連 ファ イル 


FLEREV 
iC 


Mustration by YOUICHI UEDA Color by STUDIO ALPHA HIN INOIE Background by EJ WAKAMATSU (KUSANAGI 


し か し 、 地 球 運 邦 軍人 参謀 本 部 は 
た 対策 を と ら な 
っ た こと も 


な きれ た 時 


へ の 打ち 上 げに 伴い 、 


手 穫 へ の 戦線 移行 と デラ ー ズ 紛争 の 舞台 は 宇宙 へ と 移行 し た 。 「 ガ ンダ 
a 1 ジョ ン ・ コ ー ウ ェ ン 中 将 は 、 
3 は 記 機 感 の 欠 事態 に 強い 警 民 
参謀 本 部 の 危機 感 の 欠如 


ぃ を 抱い て お り 、 強 組 掲 陸 艦 ナル ビ 
オン 以下 3 鼻 の 宇宙 艦艇 を 投入 し て の 提 索 活動 を 


園 試 作ら 号機 、「 茨 の 園 ] に 帰還 

10 月 23 日 14:30、 デラ ー ズ ・ フ リー ト の 分 派 

艦隊 が 試作 2 号 模 を 回 収 。 この 際 、 此 1 地 

球 較 首 艇 隊 の 攻撃 を 5 を 没 破 
し て 「 茨 の 園 ] へ と 向かっ た 。 25 日 に 

隊 が デラ ー ズ ・ フ リー ト に 参加 。 ペー ル ・ 

ギュ ント は 人 撃 艦隊 を か わす た め に 吉 回 り し 
| に 到着 し た 


較 デラ ー ズ 宣言 ; 
hE を * の 固 月 還 で の 旨 半 と 、 ア ルビ オン の 
昔 を 布告 ( ws c 2 11 月 4 日 10:06、AE リ バ モ ア 工場 に お し 

宣言 の 中 で 作 2 号機 が A ン の トラ イア ル : 

核 装備 MS で ある こと も 暴 れ た 

雲 さ れ た . ほぼ 同時 


千 、 ア ルビ オン Hi 
隊 の 風 軸 を 謀 け 、 に T 戦 関 の 結 果 、 MA は 表 入 aa オン 
漠 の サ = ン 才 に 向かっ た 。 


ま 出撃 し た 試作 1 号機 も 大 
硫 。 この 直後 、 ア ルビ オン は 


いて 計 作 1 号 拉 の 抽 計 計 
邊 され た 。 翌 3 日 08:09、 ・ ガ 2 
ウ の 乗る 偽装 船 が フォ ン ウラ 


シー マ 中 佐 と AE の オサリバン 常務 
渉 が 持た れ 、 デ ラ 
認 な ど が 取り 決め られ 


Mustration by AKIO UNUMA 


卓上 | 記 作 2 号機 、「 次 の 園 」 へ 到 六 


MORE INFO! 
ー マ 能 隊 に よる ラビ アン ロー ズ 衣 撃 


U.C.0083.10.23 14 30、 ペ ー ル ・ ギ ュ ント を 放 能 と する デ 31 日 12:30、 デラ 
ー ズ ・ フ リー ト の 分 派 艦隊 が - 宇宙 に 打 5 れ た ガン ダム 戦 を 布告 。 この 中 で 、 ガ ンダ ム 試 作ろ 号機 の 室 態 も 最 震 さ れ 
作 2 号機 を 回 収 。 この 際 、 地 球 連邦 軍 第 1 地球 夫 道 衝 隊 の ” ほ は 同時 天 ン 中 将 指 揮 下 の アル ビオ ン は 、 サ 

杏 没 を 受け た が 、 こ れ を 排除 し て 拠点 「 茨 の 園 」 に 向かっ た 2 隻 と 共に 暗 磯 政 域 の 捜索 を 開始 し 

の 翌々 日 の 25 日 に 


が デ 


ズ ・ フ リー ト が 地球 連邦 政府 に 対し て 宣 


加 。 地球 連邦 軍 の 追撃 
ュ ン ト は 、 31 日 に 「 茨 の 園 」 


うえ 、 ガ ンダ ム 試 作 1 号 | 
ルビ オン は 、 月 面 都市 フォ ン ・ 


は 問題 行動 の 多い 
戦力 必要 と し た 


上 回 | フォ ン ・ ブ プラ ウン の 密約 詳 | アル ビオ ン 、 月 を 出港 
11 月 1 日 、 第 2 次 コロ ニー 再建 計画 が 実施 され 、 修復 可能 な 11 月 4 日 10:06、 AE リバ モア 実験 場 で 、 ガ ンダ ム 試 作 1 号機 


が サイ ド 1 か ら サ イド 3 へ と 移送 され 始め た (この 計画 は 。 の 宇宙 戦 仕様 "フル パー 
後に 。 デ ・ フ リー ト の コロ ニー 落と し に 利用 され る こと に ea ie ig 
翌 2 日 16:00、 ア ルビ オン 22: "フラ ウン に 入港 し 、 AE 
ンダ ム 試 作 1 
3B08:09 


の トラ イア ル が 開始 され 、 同 機 は 
て 、 観 交 式 が 行わ 
た アル ビオ ン 


者 


が 耶 る MA が 株 ガン ダム 試作 1 号機 
と の 一 騎 討ち を 申し 入れ た 。 戦闘 の 末 MA は 撃破 され 、 同日 21 
40、 アル ビオ ン は 月 の 引力 園 を 離 説 、 ソロ モン 海 に 向かっ た 


た 


の 統 闘 回 避 を 打 件 に 、AE の 
剛 控 支援 も 決 よ っ た 


鐵 作 1 号機 フル バー ニア ン と MA ヴァ ル ヴ ァ ロ の 月 面 泊 開 は 、 試作 1 号機 
が 勝利 。 アル ピオ ン と シー マ の 偽 半角 は 月 を 次 騰 し 作戦 行 


機動 戦士 ガン ダム 


WORLD RUINE MS 運用 理論 : ア ・ バ オア ・ ク ー 攻 連戦 ne se 4D 
"1 


rr 


ト 


世 諾 ア ・ バ オア ・ ク フー 攻略 戦 


WIS と 宇 休 艦隊 に よる 
真 の 字 宙 要 案 攻略 戦 


訓 
増援 の 未 : 
ォ ン 公 


か ら の 対 艦 


・ 対 抽 
た ソロ モン 戦 も 似 


戦は 広域 破 寺 
FE PREMEW 


3 分 の 1 を 失っ た が 作戦 は 実施 され た 


ア ・ バ オア ・ ク ー 戦 で の 


両 箇 の 編制 | 


ア ・ バ オア 
公国 軍 の 部 隊 


ター 戦 に お ける 地球 運 邦 軍 と ジオ ン 
制 は 、 よ く 分 か っ て いな い が 、 一 説 
に は 以下 の よう な も の だ っ た と 言わ れる 。 

地球 連邦 軍 は 、 レ ビル 難 軍 指 控 の 第 1 連合 艦隊 
が ソー ラ ・ レ イ で 大 打撃 を 受け た 後 、 戦 力 を 再編 し 
て いる 。 再訪 後 は 、 旗艦 艦隊 の 2 一 第 6 機動 
粗 隊 、 宇 宙 艦 部 隊 、 ミ サイ ル 艦 隊 が 並列 し て 置か れ 
た (旗艦 艦 隊 直 属 の 防衛 部 隊 も 設置 され た )。 

ジオ ン 公国 軍 で は 、 作 戦 司令 部 の 下 に 基地 内 補 
殿 隊 、 基 地 外 周 守備 際 、 遊 繋 機動 艦隊 が | 
いた 。 基 地内 守備 隊 は 機動 歩兵 隊 と 守備 MS 隊 、 基 
地 外周 守備 隊 は 直 衛 MS 隊 、 直 衛 職 闘 機 隊 、 対 
、 対 藍 打撃 部 隊 、 遊 軸 機 動 艦隊 は MS 
隊 、MA 隊 、 宇 宙 埋 闘 機 隊 、 小 型 戦闘 艦艇 を それ ぞ 
に 抱え て で いた 。 突撃 機動 軍 や 宇宙 攻撃 軍 、 
ギレ ン 総 帥 の 親 術 隊 な どの 一 部 も 組み 込ま れ た 。 


F 作戦 司令 し ビル 舟 軍 の 苑 1 連 全 
華 隊 (第 1 大 隊 含 む ) が ソー ラ ・ レ 
イ の 財 で 大 打撃 を 受け 7 
連 孝 軍 は 残存 戦力 を 再編 。 上 巡 
の 族 隊 杏 制 が 採ら れ た と され る 


アパ オア 7・ ク ー に 集結 し た ジオ 
ン 人 国軍 の 電力 宇 宮 攻 軸 宣 
の ア ・ パ オア ・ ク ー 守 備 隊 を 中 
に 引き 抜い た 部 職 を 
組み 込ん だ も の と 思わ れる 。 


MORE INFO! 
の 特殊 機動 兵器 


ジオ ン 公 国 


中 | 


両 軍 の 目的 

ア ・ パ オア ・ ク ー は 、 サ イド 3 の 前 に 針 座 する ジオ ン 公 
国 最 後 の 比 だ っ た 。 つま り ア ・ バ オア ・ ク ー の 陥落 は 、 ジ 
オン 公園 に と っ て の 実質 的 敗北 を 意味 し た の で ある 。 結 


地球 運 邦 軍 の 目的 

レビ ル 航 軍 が 「 ア ・ パ オア - クー を 抜き ジオ 
語っ た こと か ら わか る よう に 、 ア ・ パ オア ・ ク ー 和 | 
3 へ の 橋 頭 像 を 確保 する の が 連 孝 軍 の 目的 だ っ た 模様 。 


ソロ モン 戒 時 埋 で ジオ ン 公国 の 総 対 防御 ライ ン の 一 角 を 崎 し た 地球 
連 孝 軍 は 、 次 の 目標 を サイ ド 3 折 傍 の ア ・/ パ オア ・ ク ー に 定め た 。 


果 、 地 球 連 邦 軍 は 英 本 国 へ の 橘 頭 儲 の 確保 また は 降 
伏 勧 告 の た め 、 ジオ ン 公 国 は 土 依 隊 で 持ち 増え て 反撃 の 
きっ か け と する た め 、 激突 し た 。 


ジオ ン 公国 軍 の 目的 
ジオ ン 公 国軍 は 、 サイ ド 3 最 後 の 第 で ある ア ・ パ オア ・ ク グー を 


防御 し つつ 、 攻 め 容 せる 地球 連邦 軍 秀 隊 の 英 減 を 狂っ 
パオ ア ・ ク ー 防 衛 を 契機 に 、 反 没 に 出る つも だ 


地球 連邦 東 に よる サイ ド 3 保 放つ きり 了 連 を 班 止 する た め 、 ジ オン 公 
国軍 は ア ・ パ オア ・ ク ー で の 地球 朱 軍 析 隊 因 を 必要 と し : 


両 軍 の 投入 戦力 


ア ・ パ オア ・ ク ー 戦 に 両 軍 が 投入 し た 戦力 に つい て は 諸 
説 ある が 、 以下 の も の が ひと つの 説 と し て 知ら れる 。 戦闘 
の 重要 性 が 理解 され て いた た めか 、MS だ け で も 両 軍 合 わ 


せ て 8,000 機 以上 が 参戦 し た 。 宇宙 租 艇 に 関し て は 、 ジ 
オン 公国 軍 が 全 稼働 可能 竣 穫 の 約 709% を 投入 し た と い 
われ る が 、 総数 は 以下 の も の を 上 回 っ た 可能 性 が 高い 。 


アバ オア ・ 
オン 公国 軍 
戦 能 、 空 皇 ン 級 以下 18 令 2 
近 洋 艇 | サラ ミス 静 以 下 9 月 ムサイ 越 、 チ ベ 級 以下 d1 集 
MS E 総計 4800 模 リッ ク ・ ド ム 筐 他 、 総計 3,600 機 
護 闘 機 | コア ・ ブ ー ス ター 型 以下 、 総 計 900 機 トル 型 以下 、 総計 830 機 
突撃 艇 他 | パブ リク 型 他 、 総 計 110 信 ジッ コ 型 他 、 北 計 46 入 
コロ ンプ ス 約 84 代 (MS 国交 と し て 寺 用 ) ピグ ロ 以 下 、 MA 少数 
その 他 ミサ イル 駆 寂 艦 ム 砲 能 多 数 未完 成 の 試作 兵器 複数 
ER に RT 名 の 四 板 上 な E に 関 定か 生 間 まで 較 送 | を ア ・/ パ オア ・2 一 准 還 の ピー ム 、 ミサ イル 秩 族 は ソロ モン より 電 度 


地下 の 汚 は 、 ソー ラ ・ レ イ の 受け た 答 の も の 


両 軍 の 戦術 


ソロ モン 制圧 後 、 地 球 連邦 軍 の 攻撃 目標 と な りえ た の は ア ・ 
バオア. クー、 ダ ラナ ダ 、 サ イド 3 だ が 、 地 球 連邦 軍 は 目標 を 秘話 
し た まま コン ペイ トウ (| 旧 ソ ロモ ン ) か ら 宇 宙 艦 隊 を 発進 させ た 。 
攻撃 目標 を 悟ら せな いた め の 措 置 で あり 、 分 遺 隊 を 途中 
で 合流 させ る こと ど オン 公国 軍 は ソー ラ ・ レ イ で 坪 戦 カ 
を 減ら し た 後 、 ア ・ パ オア ・ ク ー で 迎撃 する 汐 浅 戦術 を 採っ た 。 


軍 孝 軍 は 
(必要 が あっ : 


オン 公国 軍 が 防衛 人 
公国 軍 は 敵 邦 級 議 の コン ペイ | 


8 フィ ー ル ド 


コフィー ル ド 防 生身 


莉 フ ィ ー ル ド 境 界 線 


CMa - + 


45-2。 


MS 運用 理論 : ア ・ バ オア クー 攻略 戦  [ 氏 | pg9 mA 


国 ア ・ バ オア ・ 一 戦 、 開始 


81 日 00 時 00 分 、 地球 吉 邦 軍 上 層 部 は 
「 星 一 号 作戦 の 強行 を 決定 し 、 同 日 05 
時 00 分 、 残 存 艦隊 の 再編 を 終了 し た 。 地 
球 連邦 軍 が ア ・ バ パオ ア ・ ク ー の N フ ィ ー ル 
ド に 主力 部 隊 を 投入 し 


置 8 フ ィ ー ド 
男 W フ ィ ー ル ド | 
大 モブ ー ド 
還 N フ イールド 


EEE 


キシ リア 少将 の 指揮 下 に 置か れ た 
オア ・ ク ー だ が 、 地 球 連邦 軍 MS 部 隊 の 上 
陸 や 宇宙 艦艇 の 強制 着 底 に より 、 陥 落 は 
決定 的 と な っ た 。 脱出 を 図っ た キ :> 
将 も 死亡 し 、 ア ・ パ オア ・ ク ー は 組織 的 抵 
抗力 を 環 失 。 ジオ ン 公国 軍 の 残存 戦力 は 
独自 の 判断 で 離脱 し て いっ 


9 時 40 分 、 ドロ ス が 撃沈 きれ 、S 
フィ ー ル ド で は 地球 連邦 宣 MS 部 
に 上 陸 。 10 属 


Em 
WO ルポ 


Miustation by TOKIK WA (Twin Bel) 


ratlon by KEISUKE 


MORE INFO! 
っ た 。 サビ 家 の 内 紛 地球 連邦 軍 の 特殊 機動 兵器 


勝利 だ け で は な く 、 章 に 原因 は 兵器 や 戦術 の 優劣 で は な か 
クー 戦 が 一 年 戦争 終結 に 直結 し た た めで あ て が 


ァ 軍 を 敗北 に 追い や っ た 要因 だ っ た の な だ a 
オン 公国 軍 ほ ど で は な ま 
地球 運 孝 軍 の 勝因 


ジオ ン 公 国軍 の ミス に 助け られ た 部 分 も ある が 、 陽動 と 技 撃 
を 億 用 し た 戦術 、 そ し て 何より も 、 戦 力 の 30% 以 上 を 失っ て も 
作戦 を 強行 し た 決断 こそ が 、 地球 連邦 軍 の 勝利 を も た らし た 。 


ジオ ン 公 回 軍 の 防 導体 制 強化 を 楼 っ た 地球 軍 邦 軍 は 
バオア ・ ク ー を 攻め た か っ た 。 これ は し レビ ル 桂 宣 の 意思 


還 ア - バ オア - ク 


戦 能 3 信 中 の 褒 失 数 不明 。 ド ロス 級 


と も 設 


六 洋 艦 | 98 令 の 内 が 撃沈 また は 大 破 41 謀 の 内 が 撃沈 また は 大 破 


Ms 総計 4.800 模 の 内 が 未 帰 時 総計 3.500 機 の 内 


計 830 機 の 内 が 来 則 
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| 
地球 剛 最 大 の 導 


旧 ジ ォ ン 公国 軍 残 党 組 織 


時 休止 )、U.C.0081.08 
た ゲリラ 活動 の 再開 、U.C.0081.08 
る 月 面 都市 や ヤサイ ド 6 
U.C.0081.09 頃 


の も の が 「 星 の 
活動 
た が 


で 挙行 され た 観 盤 式 


ヽ の コロ ニー 薄 


フリ ー ト 


本 人 5 sm] 


民活 に 繋が っ 


(UCO115 ショ 


PAEPRE 


還 90016 デラ 0 か ーー ーー ーー eo 


機動 


OO 


目的 


ズ ・ フ リー ト (の 創設 者 エギ ー ユ ・ 
ズ ) の 目的 は 、 ギ レン ・ ザ ビ が 掲げ 
と 政治 目 探 の 造成 と 見 られ る 。 大 ま か に 

る ユノ イド の 自治 権 確立 で あ 
る 。 し か し 、 デラ ー ズ ・ フ リー ト の み で の 目的 
達成 が 困難 で ある 以上 、 対 地球 連邦 戦争 
戦争 ) の 継続 が 実質 的 な 目 
て いた と 考え て いい 。 


デラ ー ズ フリ ー ト の 拠点 は 、「 茨 の 園 ] と 
呼ば れる 宇宙 基地 で ある 。 一 年 戦争 後 、 
し て L1 の 暗礁 宙 域 
L 笠 兵 の 潜伏 先 と 
っ た 月 面 都市 や サイ ド 6 も 知ら れる 。 


部 組織 と 他 組 織 と の 関 


デラ ー ズ フリ ー ト は 旧 ジ オン 公国 軍 将 兵 
で 構成 され た 組織 で 指導 者 は エギ ー ユ ・ 

アク シズ を は じ め と 
する 他 の | 旧 ジ オン 公国 軍 残 党 だ け で な く . 
AE な どの 民間 組織 と も 繋が り が 


Miustration by TOKIKO YUZAWA (Twin Bel) 


治 信条 は 、 ジ オン 公園 の 
それ に 唱 じ 8。 オレ ン を 信 


自 カ で 設 党 し た 「 菜 
半 の 男 | は 、 あ る 程度 


の 自 絡 自足 機能 を 
きっ 。 宇宙 能 許 用 


「 星 の 局 」 人 1 
地球 の 残 沈 ヤ シー 


マ 艇 隊 、 アク シズ の 
境 カ を 太り た 。 アク 
ズ 以 外 の 協力 組 
織 も デラ ー ズ ・ フ リー 
ト と 見 な きれ る 


デラ ー ズ ・ フ リー ト が 保有 する 兵器 は 、 参 
加 将 兵 が 原 隊 か ら 持 ち 出し た も の が ほぼ と 
ん ど で あ る 。 ジオ ン 公 国軍 時 代 の 兵器 と い 
ド ェ は 例外 的 
リー ト が 開発 ・ 製 造 し た MS だ 


フ ! 


U.C.0083 時 の 
フリ ー ト は 、 旧 ジオ ン 公国 軍 
の 機体 を 中 心 と し て 、 約 60 機 
の MS を 保有 し て いた と いう 。 AMA-X2 ノイ エ ・ ジ ー ル  RX7BGPG 
ダリ ラ 組 欄 と し て は 才 い よう に デラーズ 紛争 時 、 アク シズ か ら 供 地球 吉孝 宣 か 5 到 し た 村 兵 吉 
思え る が 、 フ ル 規 格 の MS の 与 さ れ た MA。 単独 で 宇宙 紫 隊 押 用 型 MS,[ 星 の 漂 ] 作 笠 に お い 
増産 が 困難 な 以上 、 戦 力 の と 交 理 可能 な 戦 開 能 力 を 持つ 。 て 、 隊 へ の 人 芝 に 使用 
改善 は 見 込め な か - 


MS-OBF-2 ザク IF ら 型 MS-OgR_2 リッ ウ ・ ド ム 
ルク ドム の 狂人 計画 で 
主 か M5 の り と っ 。 ザク IT 虹 と の 
石手 が 間 ( 人 用 性 に 信 れ ち . 


MS-21C ドラ ッ ツ ェ 
ザッ F2 と 宇 軍 旨 財力 JO ザク F 型 の 穫 基 生産 弄 
バーツ を 組み 合わ せ た 宇宙 用 用 メ ・ フ リー ト の 主 カ MB の ひと 
遇 MS。 「 攻 の 園 ] で 開 和 製造 。 だ が 、 志 本 化 耕 め な か っ た 。 


LT 押 還 還 還 
MS 同様 、 一 年 戦争 時 の も 
の を 流用 し て いる 。 ある デー タ 
に よる と 、U.C.0083 時 の 保 
有数 は グ ワ ジン 級 1 集 、 ムサイ 
電 915 信 、 送 艇 ね よび 捕 
給 第 約 20 代 だ 


ムサイ 槍 軽 小型 
デラ ー ズ ・ フ リー ト の 主 カ 拭 で 、 
ペー ルー ギ ュ ント し 
と ん と すべ て 枯 


チ ペ 級 商 速 重 巡洋艦 パフ ア 級 補給 北 計 - 
ルン ガ 沖 砲撃 昔 で 撃沈 され た と 旧式 の 双 胴 型 補給 義 で 、 
いう 小 能 議 の 放 艦 。 少な く と も 1 ムサイ 組 2 偽 に 補給 可能 。 
補 は 富 在 し て いた よう で ある 。 。 ズ フ リー ト で 6 東 本 


ジオ ン 公男 軍 時 代 の 新型 輸送 
郊 。 1 集 で ムサイ 久信 分 の 指 
が 可能 で 、 作 抵 動 を 到 え た 


フリ ー ト の 壊滅 


に 達し つつ あっ た デ フリ ー ト は 、U.C,0083、「 星 の 選 」 作戦 
を 実施 。 プロ パガン ダ が 主 目的 と され る が 、 北 米穀 倉地 帯 へ の 打撃 な どの 戦 申 目的 も あっ 
た 。 作戦 実施 に より デラ ー ズ ・ フ リー ト は 壊滅 し 、 残存 将兵 は アク シズ に 合流 し た 


コン ペイ トウ で 挙行 さ 
ガン ダム 試作 2 号機 で 核 攻撃 を 行い 、 艦隊 に 落下 させ た 。 この 際 の 戦闘 に お いて 、 デ 
の 3 分 の 2 に 左 和 不能 以上 の 裕 害 を 与え た ラー ズ や ガト ー を 含む 多く の 粧 兵 が 戦死 し た 


一 落と し の 支援 ( 真 

唱 散 、 賠 重 

追 四 能 隊 の 削減 ) の 
意味 も 持つ 。 


MORE INFO! 
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地球 連邦 軍 の 
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本 09 sam 5 


陸地 球 に お ける エ ウ ー ゴ の 即 戦 


に カラ バ と 共に 撤退 戦 を 強い られ た 。 エッ ー ゴ と か 


め だ , し た 


揮 官 の 存在 が 、 カ ラバ の 実力 を 示し て いた た 。 


ュー ー の それ で も (と カラ バ ) に と っ て 、 事 態 は 最悪 ラバ の 撤退 戦は 、 ケ ネ デ ィ 基 地 が 位置 する フロ リ ダ 
の 一 歩 手 前 だ っ た 。 ジャ プロ ー 侵 攻 作 戦 の 失敗 に よ 半 鳥 か ら 北 米 大 障 西 岸 を 経由 し て 、 ホ ンコ ン 近 海 に 
る 帳 力 の 減少 、 is まで 及 ん だ 。 最終 的 に は 残さ きれ た 』 
居 し 、 地球 連邦 軍 の 追撃 部 隊 は 壊 汰 し 


UC0087.05.11、 エゥーゴ に よる ジャ プロ ー 侵 攻 作 直後 、 カ ラバ は ニュ ー ギ 基地 を 攻略 し 、 反 


は 失敗 し た 。 い わ ゆ る 「 空 城 の 計 」 と 核兵器 を 組み 反し て 、 ティ ター ンズ は 勢力 を 拡大 し て い の 足掛かり と する が 、 ンー/ 
合わ せ た テ ィ タ ー ン ズ の 自爆 戦術 に より 、 基 地 機 能 を お ける 拠点 で ある グリ ブス を グリ プ ブ ター ンズ が 新た な 作戦 を 准 備 し て いた 


移転 し て いた So ス 1 と グリ プス 2| 
作 戦 に 投入 ゴゴ MS 部 隊 は 、 核 爆発 直 


分 割 し て ルナ ツー 和合 域 に 固定 し 、 (ゴウ ゥ ・ ゴ ー ダ UL.C0109) 

化し つつ あっ た 。 そし て 、 オ ー ク ラン ド 研 究 所 や 

サメ 研究 所 な どの ニュ ー タ イプ 研究 所 が 、 テ ィ 

條 が 困 芋 で ある 以上 、 地 球 で 衝立 し た まま 没 破 され 。 ター ンズ へ の 協力 を 表明 し た 。 これ に より ティ ター ン 関連 ファ イル 

われ た 。 だ が 、 2 秒 い の 隆 を を し 伸 べ ズ の 戦力 は 増大 し 、 地 球 連 邦 政 府 や 地球 連邦 軍 

る 者 た ち が 現 れ た 。 地球 上 に お ける エゥーゴ の 友 へ の 影響 力も 強化 。 政治 力 の 拡大 に 繋が っ た 

ちる こう し た 状況 の 中 、 エゥーゴ MS 部 隊 が ケネディ 基 
ゴ NIS 部 隊 の 支援 に 現れ た カラ バ は . 地 に 到着 し 、 カ ラバ の 協力 の 下 、 宇 宙 へ の 離 脱 共 備 

ル 打 ち 上 げ 施 設 を 擁する ケネディ 其 地 を 拘 点 化し て を 始め た 。 し か し 、 エゥーゴ の 不利 を 体現 する か の よ 

3 り 、 エ ゥ ー ゴ の NIS パイロット た ちと 少数 の MS を 字 うに 、 地 球 連邦 軍 の 追撃 部 隊 の 軸 撃 を 受け て し まう 

帰還 させ る こと が 可能 だ っ た 。 ケネディ 基地 の カ 結果 的 に 、 エ ッ ゥ ー ゴ MS 部 隊 の パイ ロッ ト の 大 半 は 

ラバ を 指揮 し た の が 、 一 年 戦争 で ホワ イト ペー ス 隊 。 宇宙 に 帰 宮 し た も の の 、 打 ち 上 げ の 支援 に 徹し た た 

属し た ハヤ ト ・ コ バ ヤ シ だ と も エゥーゴ の 。 め 地 款 に 残さ れん た クワ トロ ・ パ ジー ナ 大 尉 (シャ ア ・ ア 

安心 材料 に な っ て いた 。 英 烈 な 戦争 を 生き 延び た 指 。 ズ ナ ブル ) と カミ ー ユ ・ ビ ダン は 、 ケネディ 基地 を 放棄 
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ニタ 研 系 機動 兵器 の 投入 と 
アム ロ ・ レ イ の 拉 活 


ジャ プロ ー を 離脱 し た エゥーゴ と それ を 支援 する カ 
ラバ に 対し 、 地 球 連 邦 軍 の 追 繋 部 隊 は ニタ 研 系 の 
可変 MA を 複数 機 投 入 し た 。 ア ッ シ マ ー、 ギ ャ プラ ン 、 
サイ コ ・ ガ ンダ ム が 該当 する 。 追撃 部 際 が ティ ター ン 
ズ の 強い 影 医 下 に あっ た らし いこ と 、 各 ニタ 研 が ティ 


国 ホン コン ・ シ ティ で の 戦闘 


アウ ドム ラ の 追撃 を 行う スー 


に 、 ム ラサ メ 


研究 所 の 綴 化 人 間 フ ォ ウ ・ ム ラサ メ と サイ コ ・ 
ガン ダム が 合流 。 6 月 29 日 、 ルオ 商会 か ら 祖 
給 を 受け る た め 、 アウ ドム ラ は ホン コン シテ ィ 
に 入港 。 これ に 対し 、 ス ー ド リ は 都市 部 へ の 


サイ コ ・ 


ダム の 投入 や 人 賀 作 胃 に よっ て 


アウ ドム ラ の 究 回 を 目指 す が 失 敗 。 7 月 8 日 、 
アウ ドム ラ は ホン コン を 発っ た 。 


アー ガマ の 地球 接近 を 知っ た 

アウ ドム ラ は 

打ち 上 げ 

ドリ と 昔 陸 状態 と な る が 、 2 度 

目 の 戦 疲 で スー ドリ の 撃沈 
その 直前 、 フ ォ ウ の 


| ケネディ 天地 の 戦い 


で ある アム ロ ・ レ イ と 合流 し た 。 軟禁 状態 に あっ た ア 


ムロ は 自ら 脱出 し て カラ バ に 合流 し た が 、 心 に 傷 を 
負っ て お り 、 真 の 復活 に は 時 間 を 必要 と し た 。 


ワ ト ロ と カミ ー ユ を 宇宙 へ と 
トラ は ヒッ コリ ー 基 地 
追撃 する スー ドリ の 
攻撃 を 受け る が 、 こ れ を 麗 刀 。 ヒッ コリ ー 
地 で は 、 指 揮 官 の プラ ン 少 佐 を 撃 潤し 、 ク ワ 
トロ た ち を HLV で 宇宙 へ と 畑 選 させ た が 、 カ 
ユ は 地球 に 球 る こと と な っ た 


画 エッ ー ゴ と カラ バ 、 ケネディ 基地 に 移動 
U.C.0087.05. 22、 アウ ドム ラ と スー ドリ に 分 乗 し 
プロ ー を 部 脱し た エゥーゴ MS 部 屋 は 、 カ ラバ の 誘導 


よっ て ケネディ 基地 に 到 交 。 基地 


トル で 宇宙 に 


旗 財 する こと に な っ た が 、 地 球 連邦 車 の 追撃 部 隊 と の 


た 。 その 後 、 残 され た エゥーゴ と カラ バ は アウ ドム ラ で 基 
地 を 雇 診 、 スー ドリ は 追 四部 本 に 確保 さ れ た 。 et 


剛 | 北大 陸 西 岸 の 戦い 


U.C 0067.05.22、 ガ ル ダ 組 アウ ドム ラ と 同 霞 スー ドリ に 分 乗 
し た エゥーゴ MS 部 欄 が 、 カ ラバ の 誘導 で ケネディ 基地 に 到着 
エッ ー ゴ の MS パイ ロッ ト た ち は 、 シ ャ トル で 宇宙 に 手 通 する 
と な っ た 。 直 複 。 ブ ラン ・ ブ ルター ク 少 佐 が 指揮 を 執る 地球 軍 
邦 車 追撃 部 離 が ケネディ 基地 に 怪 攻 し 、 戦 開 が 発生 。 戦闘 中 
に 、MS パ イロ ッ ト を 乗せ た シャ トル の 打ち 上 げに 成功 し 、 残 され た 
エゥーゴ と カラ バ パ は アウ ドム ラ で ケネディ 基地 を 見 脱し た . 


内 前 森 と 交 幸 し た クワ トロ と カミ ー ユ は 、 カ ラバ と 共に アウ ドム う で 導 
良 。 人 部 名 リ を 提 保 し 。 アウ ドム うま を 追 属し た 


| ホン コン シッ ティ | 


アウ ドム ラ は 、 クワ トロ と カミ ー ユ を 宇 軍 に 送る た め 、 ヒッ コリ ー 
基地 へ 移動 。 達 中 、 オ ー ガ スタ 研究 所 の 強化 人 間 ロ ザ ミ ア ・ 
バダ ム を 含む スー ドリ の 員 撃 を 受け る が 、 金門 海 鉄 で ロ ザ ミア 
を 、 ヒ ッ コ リー で ブラ ン を それ ぞ れ 黄 酸 し た 。 ヒッ コリ ー 基 地 で は 
HLV で クワ トロ ら と 謀 式 を 宇宙 に 獲 思 させ た が 、MS で HLV を 
ミー ユ は 地上 に 。 埋 酸 後 、 指 揮 官 の ブラ ン を 失っ 
スー ドリ は 、 ペン ・ ウ ッ ダ ー の 指揮 で アウ ドム ラ を 追っ た 


四 殺 状態 か ら 肛 出 し た アム ロー レイ が アウ ド ムラ に 合 居 。 ヒッ コリ ー 基 地 
で は クワ トロ と カツ が . 守 宙 に 打ち 上 げ ら れ た 。 


| スー ドリ と の 決 痢 。。 | 


ムラ サメ 研究 所 に 協力 を 要請 し た スー ドリ へ 、 強 化 人 間 フ ォ ウ ・ 
ムラ サメ と サイ コ ・ ガ ンダ ム が 全 
定 し た アウ ドム ラ は 、 ルオ 商会 か ら 補給 を 受け る た め ホン コン - シ 
ティ に 入港 し た (6 月 29 日 ) 。 スー ドリ は 、 ホ ンコ ン 市 街 地 へ の サイ 
コ ・ ガ ンダ ム 投入 、 人 質 作戦 、 市 告 地 へ の 無 差別 攻撃 な ど に よ 
リア ウド ムラ 究 回 を 目指 し た が 失 性 。 月 8 日 、 ホ ンコ ン 市 長 の 要 
覆 を 受け た アウ ドム ラ は ホン コン を 発っ た 


夫 自 判断 を 許さ ふたつ ゃ の は 市 笛 地 で 雷 舞 。 プラ ン の 人 討ち の た め 、 の : 
ダー も 手 成 合わ ず に アウ ドム ラ 守 回 を 且 柏 し た ザ 、 す べ て 矢 迷 に 枯 わ っ た 。 


ニュ ー ギ ニア に 向かっ て いた アウ ドム ラ は 、 アー ガマ の 地理 栓 
近 を 知る と 、 カ ミー ユ と ガン ダム Mk-TI の 打ち 上 げ を 目指 し た 。 そ 
の 後 、 アウ ドム ラ と スー ドリ は 戦 敵 状態 と とり 、 2 度目 の 教 製 で は 
スー ドリ が 特攻 を 試み た 。 し か し 、 ホン コン ・ シ ティ 以来 
共感 する よ 
ドリ は 撃沈 。 カミ 
ブー スタ ー で 宇宙 に 帰還 し た 。 


洋上 で アウ ドム ラ と スー ドリ 、 Mk. と サイ コ ・ ガ ンダ ム が 革 突 。 スー ドリ が 
刺 破 され た こと で 、 ケネディ 衝 地 か ら 継 く 佑 遇 戦は 終わ っ た 。 


Miusvation by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
戦争 博物 館 


ケネディ 舌 地 に は 寺 争 博物 館 が 億 設 され て いる 。 展示 
物 は 尊 一 次 世界 大 圭 加 の 神 華 か ら 、 最 初期 の 宇宙 
進出 を 担っ た ロケ ッ ト 、 一 年 約 争 甚 の MS まで 憎 々 で ある 。 
X) B.70 パル キリ ー、 ノ ー ス ロッ プ YB.49、RX.77-2 
ガン キャ ノン な どの 庄 作 兵 夫 も 多数 収 義 し て 
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章 mm 可変 MA 
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機動 戦士 アガ ンダ ム 


WORLD GUIDE 


2 種 の 機動 兵 咽 が 点 合 し た 
過渡 其 的 可変 機 


「 可 変 MA」 と は 、\S 形 態 へ の 変形 機構 を 持つ 
MA を 指し 、 TMA (Transformable Mobile AR 
NLO.UR) と も 略称 きれ る 。 MISEMA の 機能 を 併せ 
持つ 可変 MS も 存在 する が 、 可 変 MS は MS 形態 が メ 
イン モー ド で MA 形態 が サブ プ モ ー ド 、 可変 MA は MA 
形態 が メイ ン 、 MS 形態 が サブ と いう 違い が ある , 

可変 MA の コン セプト は 、MA の 長所 を 活か し つ 
つ 答 所 を 補う 点 に MA の 長所 と は MS 以上 
の 火力 や 推進 力 を 持つ こと 、 短 所 は 近接 格闘 戦 に 
お ける 対 MS 戦 闘 能力 の 不足 で ある 。 ビグ ・ ザ ム や アテ 
プ サ ラ ス 四 の よう な ハイ エン ド MA す ら MS の 肉薄 攻 
撃 で 撃破 きれ て いる こと か ら 、 近 接 格 闘 戦時 の 受 
幣 性 は 明らか 7 

この 短所 を 補う べく 、MA に MS の 機能 を 導入 し た 
機動 兵器 が 可変 MA だ 通常 は MA 形態 で 戦闘 
を 行い 、 近接 格闘 戦時 に MS に 変形 する こと で 問題 
点 を 解決 し よう と し た の だ 。MS 形 態 の 大 型 化 や 、 不 完 


S 運 用 理論 


MS Development History of UC 
宇 軸 世紀 の MS 同 発 史 


全 な 人 型 と い - の MS と は 異な る 側面 を 持っ て 
は いる が 、 充 分 な 近接 格闘 戦 能力 を 発揮 する 

近接 格闘 戦 能 力 の 拡充 以外 に も 、 可 変 MA に は コ 
ン モ セプト が ある 。 MA と MS を 琶 合 し 、MS の 欠点 だ < 
た 長 距 離 高 連 移動 能力 や 戦闘 行動 半径 を 補完 し よ 
うと いう も の だ (後に 実用 化 き れ た 可変 MS で も 、 同 様 
の コン セプト が 見 られ る )。 初期 に は 大 気 岡 内 で の 長 
不 離 高速 移動 能力 が 求め られ 、 高 度 な 飛行 能力 を 
持つ 可変 MA アッ シマ ー が 実用 化 さ れ て いる , 

可変 MA の 誕生 は 、U.COO8O 年 代 半 ば の こと 
意外 な こ MA を 生み 出し た ジ ォ ン 公国 
軍 (の 技術 を 受け 継い だ 旧 ジ オン 公国 軍 残 党 ) で は 
な く 、 地 球 連邦 軍 傘 下 の ニュ ー タ イプ 研究 所 (ニタ 
研 ) な ど で 開 発 が 進 め ら れ た 。 U.C.0085 に 誕生 し た 
アッ シマ ー は 、 一 年 戦争 期 の 技術 や その 改良 機構 
を 採用 し て いた が 、 後発 機 で は ムー パプ ブル フレ ー ム 
や 新型 ガン ダリ ウム 系 マテ リア テル な どの 新 技術 が 導 
入 き され た 。 ギャ プラ ン や メッ サー ラ 、 可変 MA の 究 板 
形 と 言え る サイ コ ・ ガ ンダ ム ・ シ リー ズ な ど が それ で 、 
実戦 で 圧倒 的 な 戦闘 能力 を 示し た 

だ が 、UC.OO80 年 代 未 を 最後 に 新型 の 可変 MA 
は ほとん ど 見 られ な く な っ た 。 大 型 化 令 向 に ある 可 


変 MA 


[7 | mM9 mg17 


変 MA は 運用 時 の 制限 が 大 きい こと 、 ムー パブ ルフ 
レー ム を は じ め と する 関連 技術 の 成就 に より 、 コ ン パ 
クト か つ 運 用 性 に 優れ る 可変 MS へ と 開発 が シフ トレ 
た こと 、 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 期 以 後 、 可 変 MA の 
開発 に 積極 的 だ っ た ニタ 研 の 活動 が 郊 化 し た こと な 
どか ら 、 新型 機 が 開発 され な く な っ た と 考え られ る 。 
結果 、 可変 式 機 動 兵 器 の 開発 は 可変 MS に 一 
化 き れ 、 可 変 MA は 消え て いっ た 。 可 
け 橋 と が 、 可 変 MA の 役割 だ っ た 
(トー マ ・S・ ウ ォ ル ツ UL.C00097) 


関連 ファ イル 


01-12 時 
0114 画 
01.26 画 
203.16 計 
0321 軍 
334 言 
る 90332 言 


ンズ 
地球 連語 組 続 の | KN 


皿 欄 の 中 で 杏 々 な 新 打 が 
IMA や 可変 MS 
茜 が 実用 化 され 
た こと で も 知ら れる 


Mustration by TAKUYA IO 


| 可変 MA の 大 本 特性 / \ / | 可変 MA の 開発 4 レー 


可変 MA は 、MA と MS の 機能 を 併せ 持 AA の 克 力 と 細島 可変 MA の 了 開発 は 、U.C.0080 年 代 前 


を 桂 ち な が ろ . 必要 に 


つ 高 性 能 機動 兵器 で ある 。 MA と MS の 問 応じ て MS の 折 洪 格 。 期 か ら 開始 され た 。 可変 MA 的 発想 は 一 
下 点 を 解決 し て お り 松生 兵器 の 町 の 幅 較 下 葉 カ を 飲 生 で き 年 戦争 時 か ら あ っ た 半 修 地球 
を 拡大 し うる 存在 MA 形態 で の 運 MA は 本 内 運 邦 軍 系 と ジオ ン 公国 軍 系 の 技術 が 調 


用 を ペー ス に する と し う 特徴 が ある 。 と 千 え た 合 す る 中 で 、 現 実 味 を 帯び る こと と な っ た 


UC.0081 始 二 の ガ 
ンダ ム 同 発 計画 」 で 
可 恋 MA に 近い 発 
ダム 試作 3 呈 
尼 が 主 生 し た が 、 情 
上 拓 油 れ た 


可変 MA の 開発 は . 地理 較 邦 重 香 下 の . 
タイ プ 研 究 所 で 始ま っ た 。 最初 に 開発 され た と 
見 られ る の が 。、 オ ー ク ラン ド 研 究 所 (ニュ ー タ イプ 
研究 所 本 部 と も ) 開発 の 大 気 画 内 用 可変 MA 
アッ シマ ー で ある 。 SFS 以 上 の 上 界 能 力 を 飛行 
し た 。 試作 機 は 


可変 MA は MS の 欄 能 を 追加 し 
た MA で . MA 形 能 が 主 、 MS 形 赤 
は 従 の 関係 に ある 。 MS に 変形 可 
能 な MA と いう ご こ 。 両者 の 特性 
を 同時 に 使用 する こと は 困難 な た 
め 、 可変 林 村 用 いて MA 斑 と 
MS 形態 を 使い 分 ける 。 ムー バブ 
ル ・ フ レー ム に よる 可 恋 機構 を 採 
用 し た 機体 が 目立つ が 、 初期 に は 且 
] 来 の 技術 が 用 いら れ た < こ - 
アッ シャ ー の 完成 と 前 後 し て . 各 ニ ュー タイ プ 研 
究 所 で 可変 MA の 開発 が 進め られ た ( 宰 数 の ニニ 
研 が 共同 開発 し た 機体 も 多い )。 単に 弥 力 な 火力 
や 機動 性 を 持つ 機体 だ け で な く 、 化 人 間 に 対応 
し た サイ コミ > 措 載 林家 開発 され て お り 、 グ リ 
プス 戦役 を 中 心 入 さ れ た 。 グリ プス 戦 答 後 の 
新参 機 開発 は 、 確認 され て いな い 、 


可変 MA の 夢 用 で は 、 移動 を 含む 人 常時 は MA 形態 、 積 助 的 に MS 形 穏 と いう 使い 分 けが な され る 
こと が 多い 。 MA 形態 で は 大 火力 と 意 機 動 性 を 活 が し て 一 撃 訂 騰 の 戦法 を 取り .MS 形 事 で は 近 控 格 
拉 眉 を 中 心 と し た 近 且 難 戦 を 行う 。 サイ コ ・ ガ ンダ ム 系 は 、 移動 (飛行 ) 時 以外 、 MS 形 能 を 多用 し た 


2: 攻 理 ・ 末 説 

馬 拓 部 に 診 問 和 、 指 載 兵 吾 

で 攻 箇 を 行い 、 昔 衣 する ォ ー ク ラド 本 と 
生 ゲ 一作 (た ムー バ 


ガス タ 研 共同 で 職人 火 
ー を 和信 


に いい に 


MN T 
錠 MS 克 6 攻 生後 、MA 玉 
に 変 表し 、 電 境 ら 剛 す る 。 


1: 進行 2 + 
展開 中 の 数 MS 部 隊 に 装 し 、 秋 MS 部 際 に 控 折 従 、MS 形 


MA 訪 王 で 信 攻 する 価 に 変 形 し . 攻撃 を 行う 08 と オー ガス タ 縛 の 共 局 閉 発 欄 。 サイ コ 


を 搭載 する 。 MA 形 直 の 害 殖 性 に 侍 に 優れ る 


Mustration by TOKIKO YUZAWA (Tvtn Ball 


タイ プ 研 究 所 が 可変 MA 群 の 開発 を 人 
めで て いた 需 、 木星 に 派遣 まれ で いた パプ テ ャ ス ・ 
木星 へ リウ ム 輸 送 義 ジュ ビ トリ ス 
) 内 の 工 席 を 用 いて 可変 MA を 猟 自 に 製作 し た 

木星 園 の 高 重力 環境 に 対応 し た メッ サー ラ が そ 
直結 式 の メガ 粒子 砲 や ガン 


可変 MA の 特殊 性 


可変 MA と 似 た 性 能 価 向 の 兵器 と し 
て 、 MS と サ プ ・ プ ライ ト ・ シ ステ ム (SFS) の 
組み 合わ せ 、 そ し て 可変 MS が ある 。 MS 
形 各 に 変形 可能 な 可 充 MA だ が 、 可 変 | 
MS を 含む MS と は フォ ー マ ッ ト が 大 きく 異な | 
る た め 、 運 用 時 の ハー ドル は 大 きい 。 その | 
一 方 で 、 攻撃 カ や ベイ ロー ド に は 優れ る 


可 葉 MA 最大 の 間 | ( 


/ 地 珠 軍 邦 宣 ( ニ タタ 研 系 以外 で 確認 され て い 


に に TS サイ ズ ( イ ロー19 る 数 少な い 可変 MAE し て 、 ネ オ ・ ジ オン の ジャ 
@:6: の ムル ・ フ ィ ン が ある 。 最初 か ら 可変 MA と し て 設 

計 さ れ た の で は な く 、 調 体 の み 完成 し て いた 試 

可変 MA 8 可変 MS 作 MA に 、 急造 の 四 鞭 ユニット を 追加 し た 機体 


と 言わ れる 。 3 機 が 策 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 に 
投入 され た こと で 知ら れ で いる 。 


可変 MA の MS 形態 は 、 非 変形 式 の MS や 
可変 MS の MS 形態 と 比べ て 「 不 自然 」 な 外見 
を 持つ 。 一 応 人 型 で は ある が 、 軸 損 な フォ ルム 
や 、 極 鉛 に 大 型 化す る 傾向 に ある 。 MA を ペー 
ス と する 設計 (この た め 了 定 兵 装 が 目立つ ) と 
袖 助 的 位置 付け の MS 形態 が 理由 と 思わ れる 
が 、 性 能 上 は 特に 問題 が な か っ た 


MORE INFO! 
可変 MA の 後継 機 


サイ コ ・ ガ ンダ ム ・ シ 


RO | noee リッ クー ディ アス (人 167m 
| (@ VSAoo * モ (人 
© ws MK 27 3 
© wor Fit 9 96m 


木星 男 用 の 作業 橋 に . 可 き | 


MS 勤 は 箇 草 MS に 近 * 


育 用 の ドラ ム ・ フ レー ム を 中 心 に 。 マグ ネト 
ンプ MA 瑞 時 の 全 革 構造 ど を 用 いて 完成 


ムー パブ ルフ レー ム 、 ガン ダリ ウム 系 
出力 の メガ 和子 次 お よび 租 反 応 定 サイ コミ = 
を 採用 し た 。 MA ペー ス の た め 表 定 挟 半 の 充実 


本 守 所 開発 の 巨大 可 語 MA 
と サイ コミ = 本 


可変 ピット 
備え る 


到 名 を 追加 し た 概 休 
る 。 ムー パブ ル ・ フ レー ム 拉 前 に は 記 衣 も ある 


状 。 ハイ ・* ガ ・ キ ャ ノン 
ほか. メガ ・ ブ ー ズ ター な どき 者 可 能 . 


を 国定 貫 


A ライズ 
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機動 戦士 ガン ダム SEED 


世界 的 危機 を 生み 出し た 
超 上 兵器 若 


CE7002.11 に 始ま っ た 地球 連合 と 
圧倒 的 優勢 


分 裂 反応 は 抑制 
思わ れ た 枯 ・ 
、 地球 連 


可能 な 超 


た 「 サ イク ロ プ ス 


実用 化 さ れ た 
BC 兵器 以上 に 使用 環境 が 限 
疑問 符 が 付 
この 状況 を 


結果 


問題 と な 

・ 軍 事前 
両 勢力 と も | 
激 派 (地球 


Essential Technology of CE 
コズミック ・ イ ラ を 支え る 技術 


) 製 造 、 配備 を 
(フー コー・ 


関連 ファ イル 


超 兵 器 に 対し て 
脆弱 な 世界 


CE. の 世界 は 超 兵器 に 対し て 脆弱 だ と 言え る 

まず 、 プ ラン ト を は じ め と する コロ ニー 群 や 月 曽 都 
市 は 、 検 攻撃 な ど で 容易 に 破壊 きれ て し まう 。 この 傾 
向 は 宇宙 切 楽 も 同じ で ある 。 コロ ニー や 月 面 都市 も 
強固 に は 作ら れ て いる が 、 超 兵器 の 著 弾 で 大 きく 損 
働 し た 場合 、 短 時 間 で 月 壊し て し まう た め 、 一 次 披 
害 を 免れ た 人 々 も 何ら か の 被害 を 受け る 。 「 血 の パ 
レン タイ ン 」 で 詳 壊 し た ユニ ウス セブ プン 、 ジ ェ ネ シス の 
照射 で 壊 識 し た 月 面 の プトレマイオス 基地 な どの 被 
害 か ら も 、 超 兵 咽 に 対す る 脆 静 性 が 理解 で きよ う . 

ダン グ ニ ー ル 起動 時 や 検 爆発 時 る 電磁 パ 
ルス も 、 大 き な 被 害 を 生じ きせ る 。 民間 、 軍 を 含む 政 
府 機関 を 間 わ ず 電 子 化 き れ て いる た め 、 EMF 攻撃 
が 行わ れる と コン ビュー ター シス テム が ダウ ン し 、 あ ら 
ゆる イン フラ が 機能 不全 を 起こ し て し まう の だ 


小 天体 の 重 突 や MS 用 兵 装 の 
える 纏 義 を 持ち 、 大 馬 
Id じ め と する 手 宙 緑 対策 


(攻撃 で 壊さ れ た 


あら ゆる 分 野 が 電子 化 さ れ た 
CE 


軍用 や 軍事 用 は 特に 弄 力 な 
衣 を 持つ 。 それ で も EMP 
兵 震 に は 舞 カ な 場合 が ある , 


MORE INFO! 
戦術 級 の 超 兵 器 「 陽 電子 砲 」 


電子 の 反 科 子 (反物質) で ある 圧電 子 を 、 ビー ム と し て 
発射 する 兵器 が 「 隠 電 子 次 」 と 呼ば れる 。 電子 と 暗 電 子 
の 対 消 華 に より 、 杜 兵 問 紙 の 破壊 力 を ピン ボイン ト で 発 
控 す る 。 威力 が 大 きす ぎる こと 、 地 上 で は 汚 委 が 難 さ 
れる こと か ら 、 使 用 状況 を 選ぶ 兵 問 で も ある 。 軽 箇 火 器 
や 克 台 と し て 用 いら れる ケー ス が 多い 、 


性 電 子 大 


リー エン グリ 


地球 較 合 軍 の 超 兵 義 は 、 既存 の 機器 の 改良 型 と 防御 
装備 で ある 。 前 者 の 例 と し て サイ クロ プス シス テム と N ジ ャ 
マー キャ ン セ ラー 装備 の 栓 兵 問 が 、 後 者 の 例 に は 「 ア ル テ 


較 サイ フロ ブス シス テム 


マイ クロ 流 発 振 終 置 の 巨大 集合 体 が 、 サ イク ロ プ スシ ステ ム で ある 
(通常 、 単 に 「 サ イク ロ プ ス ] と 昨 ば れる )。 兵器 と し て 開発 され た も の 
で は 6 く 、 レ アメ タル が 泥 ざ っ た 水 を 難 ノ 衣 す る た め の 採 所 設 備 
床 理 は 電子 レン ジ と 同じ で 、 マ イク ロ 注 を 匠 射す る こ 
動 させ 加 然 を 促進 する 。 た だ し 、 サイ クロ プス の 規模 と は 
で 、 シス テム を 最 相 させ る こと で 設置 施設 と 周辺 夫 域 を 員 壊 させ る 


@ 足 動 コマ ンド の 送信 

地積 村 と 前 除 キ ー を 持 っ た 本 
が 、 サ イク ロ プス が 族 置 きれ た 基地 を 離 。 
脱 。 2 の 條 中 生生 を 同 財 に 隊 征 
する こと で 起 埋 コマ ン ボ が 肖 人 され 、 それ を 
節 信 し た サイ クロ アス が 種 竹 状 単 と な る 、 


正 ニュ ー ト ロン ジャマー キャ ヤン セラ ー 挫 載 検 三 サイ ル 


下 で も 使用 可能 な 村 兵 療 。 地球 理 合 
され た 。 N ジ ャ マー キャ ン セ ラー の 効果 靖 囲 は 限定 的 な う 
ロン ジャ マー の 滑 次 幼 果 で ある ECMG は 無効 化 で き な い た め 、 長 折 離 
天天 と し て は 使用 で き な い 。 機動 兵 問 な ど に 挫 載 し て 目 憎 に 接近 
し た 後 、 発射 する 必要 が ある の は この た め だ っ た 


IN ジャ マー キャ ン セラ ー の 社 新 を 入手 
送 。 MAZ ビ ウス だ け で な 


地球 連合 の 所 属国 、 ユ ー ラ シア 連 孝 の 宇宙 要 寒 アル 
置 され た 防御 設備 。 攻撃 力 は 持た ず 、 防 御調 用 と な っ て いる 。 ビー 
ム 、 実 価 理 を 問わ ず 胡 止 する 光波 六 御 融 と 、 そ の 全 周 囲 必 開 に より 
ほぼ 完全 な 防 邊 性 能 を 発 探す る 。 エネ ルギー 消費 や 散 艇 の 入出 
の 問題 も ある た め 、 必 要 に 応じ て 属 開 する 。 ユー ラ シ ア 連邦 の 角 占 
技術 だ っ た が 、 他 の 地球 補 合 諸国 や プラ ント に 流出 し た よう で ある , 


アル テ 
た 区 流入 先生 凍 
ター と 呼ば 


= 本 一 8 
メーン 
直幸 コマ ンド を 受け た サイ クロ ブス が . マ 
ーー シイ 2 ロ 流 を 錠 衝 する. 9 虹 組 画 内 の 生 し 
ET ET TE 
も 四 鋼 釣 を 受け て 謝 宇 する 。 基地 周辺 
の 半 借 10kmiz 集 士 と 化す 


の 下層 に 多数 設置 され 


る 。 補 条 基 を 組み 人 
わせ 全 周 困 催 可 能 と する 


ミス の 傘 」 が 該当 する 。 N ジ ャ マー キャ ン セ ラー の 入手 まで 様 
の 代替 兵器 を 実用 化 せ ず 、 可 搬性 の な い サ イク ロ プ ス を 重 


要 施 設 に 配置 し た の は 、 守勢 が 続い た た め と も 考え られ る , 


自 れ た 兵 凍 に よる 科 用 を 
< ため の 邊 和義 軒 だ っ た 。 JOSHA で は ご と 表 包 交 の 研 に 使用 され た 


マイ クロ 送 発 生 軒 
マイ クロ 送 を 発生 きせ る 円 
素子 が 無 租 に 艇 き 誌 め られ て 
皿 
= 
リ 


マイ クロ 波 発 表 


時 男 下 で も 使用 可能 な 点 以 外 は 従 示 の 本 
面 アズ を 理財 間 で 馳 薄 させ た 


村 
外 稚 は N ジ ャ マー キャ ン セ 
うー 本 失 載 更 と 同等 。 長 

滞 置 な 8 ジャ 
ン セ ラー に 換装 し 
た も の と 思わ れる , 


た 衝 。 地上 で 抽 寺 され 宇 軍 に 弥 


FT 漆 載 され た よう で ある , 


[ピー ム の 村 」 を 張り 
の モノ 


還 細 の 拉 近 を 確 飼 し た アル テ 
ミス が 、「 ア ル テ ミス の 要 」 の 
属 開 を 決定 。 各 リフ レク ター 
が 引 動 し 。 交 肖 外 の 形 
成 が 開 結 され る 


る 全店 嬉 炉 部 の 完 記 
角形 の 光 法 中 御 午 ま を 多 


外 組 ふみ 合わ せる こと で . アル 

の 全 周 画 を 人 可能 
と する 。 た だ し 、 光 注入 和 
の 内 鞭 か ら も 攻撃 で き な い 


46.2Z 


記紀 ザフト の 超 兵 器 


ニュ ー ト ロン ジャ マー に より 地球 連合 宣 の 枝 を 封じ た ザ 
フト は 、 当 初 、 超 兵器 の 投入 に 積極 的 で な か っ た よう だ 
ー ト ロン ジャ マー と MS、 コー ディ ネイ ター の 組み 合わ せ 


り 、 有利 に 戦争 を 進め られ る と の 判断 が あっ た と 思わ れ 
る 。 し か し 、 理 争 末期 に な る と 戦 午 的 理由 や 本 攻 撃 へ の 報 


ザフト の 巨大 ガン マ 線 レー ザー 権 が ジェ ネ シ ス (Gemma Emission 


復 、 反 ナ チュ ラル 感情 な どか ら 超 兵器 を 投入 し 
by Nuclear Exploskon Stimulate IoduCing System) で ある 。 N 
ジャ マー キャ ン セ ラー に より 、 使 用 可能 と な っ た 原子 坦 細 で ガン マ 線 


本 『] 
る 
を 発生 させ る シス の ガン マ 線 レー ザー に 対す る 有効 な 防 但 手 


惨 は な いう え 、 広 い 攻 撃 結団 、 月 軸 道 から 地 球 を 攻 繋 可能 な は どの こう ー ジ ュ コ ロイ ド 、 PS 装 四 な どの 達人 系 失 箱 も 投入 。 100% の 出 
届 控 を 持 り 、 胃 條 兵 其 と し て の 側 看 を 持つ 更 軸 され た 場合 、 旧 像 は 1nf あ た り 押 分 鐘 万 人 W の レー ザー を 注 び る 


エネ ルギー 交換 エネ ルギー 反応 炉 


チェ ン パ バー 内 で 起 介 し 


レー ザー を さら に 取 替 し 、 目 由 

に 向け て 発音 する , 匠 葵 ミ 
と も 呼ば れ 、 レ ー ザ ー の 久 
と 時 天 を 合わ せる , 


ルギー 大 の 全 な どの ジ 
ス 中 彼 に アク セス し 、 MS で 難 
備 す る た め の の 本 千 だ ろう 。 回 


@ 記 動 と 笠 生 


ア 
ロ ミラ ー ジ ュ コロ イド に 


よる 本 の 稲 際 P シ 


S 閉 掛 の 選 生 撃 
是 人 決定 . 陣 誠 が 生 
われ る 、 


和子 の 下 迷 fB9 と する EMP (Electo Magretic Puoe ら ノ | 
電磁 バル ス ) 兵器 が 、 グ ング ニー ル で ある 。 使用 時 、MS に よる 最終 調 = 
整 が 必要 と いう 運用 上 の 制約 は ある が 、 棲 兵器 を 含む 従来 の EMP 
兵 閉 を 凄 握 す る 効果 が あり 、 通 常 の EMP シ ー ル ド を 無効 化し て 電子 


機 各 を 破壊 する 。 人 体 へ の 悪 涼 響 が ほとんど な い 点 、 電子 横 疾 に 依 。 CE 71.05 25 実 凌 の パナ マ 共 蜂 義 で は 15 の グン グ ニ ー ル を 投入 
存する 現状 の 兵器 体系 に の み 致 命 的 打撃 を 与え る 点 が 優れ で し ポル タッ パナ マ 」 を 磁 載 し 守 を 欧 熟 きせ た 


大 気 模 突 入 カ バー ーー 上 R 下 カブ セル 本 体 


理江 の 圧電 湊 子 。 レ ー ザ ー 


電 道 上 から 地 上 に 投 イク ネイ ター の マウ ント を 葉 ね 
下さ れる 瞳 . グ ング ニー る 失地 安定 半 投下 央 の 誠 


ル 本 体 を 保護 する カ 
バー, 峰 下 中 に パー ジ 
きれ る 


達 有 リバ ー ス ノズル な ど で 構 
産 きれ る 。 例 意 は 約 20m. 


レー ザー イグ ナイ ター 
圧電 素子 の 点火 装置 。 MS 
の マニ ュ アル 座 作 で 圧 和 華 
子 と 共 結 され る 。 多 替 が 同時 
記 替 する こと で , 圧電 朱子 
呈し 、EMP を 先生 させ る 。 


邊 動 六軒 

JAS で 操作 する テン キー 式 の 組 
各 甘 。 コー ド を 入力 する と 正 電 
押 子 が 刻 出 。 イグ ナイ ター 半生 
稚 改め て 入力 する に 昌也 式 直 
語 半 ど 反 后 す る 


TOTO 
IIG 
[21 


ーー 


@ 地 上 へ の 投下 ⑥ EMP 先 長 
m 執着 上 の 修 秀 か ら . 』 レー ザー イグ ネイ ター 
TTY 地上 に 達し た グン 交 に よる 介 科 で 、 人 
と STehs。 圧 得 ル に MS 計 に 避 h た 圧 委 
素子 が 宇 軍 で し か グ 。 子 が EMP ま 発 指 。 


LE 


製 委 で まな いた め の RM 
N 壮 置 の セッ ト を 行う 。 する 。 


SD 本 03 se A3n 


| stence 
に | ey Word 


ジェ ネ シ ス o と 
ジャ ンク 


元 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻 隊 戦 に 投入 され た ジェ ネ シ ス 
の パリ エー ショ ン と し て 、「 ジ ェ ネ シス g] が 存在 し た と 言わ 
れる 。 外 見 と シス テム は ジェ ネ シ ス と 同等 で ある 。 ジェネ 
シス に 先行 し て 建造 され た と 見 られ る ジェ ネ シ ス o は 、 レ ー 
ザー 推進 シス テム 用 の レー ザー 発振 ステ ーション (宇宙 
哲 の 加 連 続 置 ) だ っ た も の に 改良 を 加え 兵器 に 転用 き 
れ て いた 。 ジャ ンク 屋 組 合 の 手 に 江 っ た ジェ ネ シ ス は 。 
C.E.73.11 か ら ジ ャ ンク 屋 組合 の 失 上 「 ジ ャ ンク a」 と し て 
利用 され た は か 構造 体 の PS 対 甲 材 が 長生 用 製品 に 
転用 され た と も 伝え られ る 


4 ジャ ンク 屋 ロ ウ ・ ギ ュー ル た ち 
の 母 般 リ ホーム (上 )。 レー 

ず ー 槍 進 シス テム を 欠 人 人 

語 ジェ ネ シ ス の 面 邊 を 光 け 


J 


ジェ ネ シ ス o か ら レー ザー を 受け 
て 槍 信 章 を 楊 付 的 に 衝 棋 急 如 
達 を 揚 る 「 ラ イト クラ フト ・ プ ロバ 
ん ル ジョン] を 描 載 


ジャ ンク 屋 米 合 の 会 員 。 ザ 
フト と の 彼 軸 欄 、 ジ ェ ネ シス 
2 確保 押え 
テー ショ ン と し て 埋 肝 し た 。 


EE Case File 


趣 兵 器 が 投入 され た 戦闘 


寺 争 後期 に 入る と 、 乱 兵 競 を 投入 し た 圭 全 が 殺 発 す 
る よう に な っ た 。 戦争 前 期 の 除 弄 で も 、 尼 兵 各 が 机 入 | 
され た 「 箇 の パレ ンタ イン 」 (CE70.02.14) や 、 サ イク | 
ロブ プス が 使用 され た エン デュ ミオ ン ・ ク レー ター の 攻略 戦 
(U.C.70.06.02) な どの 使用 例 が ある が 、 総 情 的 
が 高まっ た 寺 争 後期 に は 特に 使用 例 が 多い , 


田 アラ スカ 基地 の 戦い 

CE71.05.08、 ザ フト の 「 オ ペレ ーション ・ ス ピッ トブ 
レイ ク ] に 対抗 すべ く 、 地 球 連合 宣 が アラ スカ 基地 の サ 
イク ロブ ス を 起動 自 糧 し た 。 これ に より 、 ア ラス カ に 投 
入 さ れ た ザフト は 壌 注 的 打撃 を 裕 


大 本 者 は アー クエ ンジ ェ ル や ユー ラ シ ア 潮 邦 な ど を 還 に ザ フ 
ト 3| き 入れ 、 サイ クロ プス で アラ スカ 革 地 ご と 役 配 し た 。 


画 第 ら 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻防 戦 

C.E.71.09.26ー27 の 第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻防 戦 
で は 、 地球 連合 軍 が N ジ ャ マー キャ ン セ ラー 搭載 の 杜 ミ サ 
イル を 、 ザ フト が ジェ ネ シ ス を 使用 し た 。 同月 23 日 の ポア 
ズ 攻 略 戦 で も 、 達 合 事 は 配 ミ サイ ル を 投入 


プラ ント へ の 枝 攻 撃 は 硬 止 され た ゲ 、 ジェ ネン ス は 地球 軍 今 軍旗 
麻 と 月 の プトレマイオス 基地 本 引 し た 。 対地 計 放 は 上 。 


CE7004 


連合 軍 、 ザフト と も ヂ 宙 の 軍事 換 デュ ・ ク タル 月 か ら 撤退 )。 下図 


集中 きせ て た だ し 、 地 # 5 # き ェ スロ や 訓練 用 
オス 基地 、 ザ フト | L ョ ン 13.B0: 1 
星 1 一 4 (所 在 地 不 明 ) な ど が 存在 し た 


編 生 基 
重要 性 が 低 


歴史 
ワ フォ ー カ ス 
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WORLD GUIDE 


サバ イ 


デビ ル ガ ン ダム の 彫 と 
DG 綱 胞 の 脅威 


F.C.60、 第 13 回 ガン ダム ファ イト が 開始 され 、 予 選 
期間 「 サ バイ パル イレ プン ] が 進展 する 中 、 各 国 代 
表 の ガン ダム は 世界 各地 で ガン ダム ファ イト を 繰り 広 
げ て いた 。 自国 の 地上 領内 に 留まり 、 他 国 の ガン ダ 
ム を 待ち 構え て いた 国々 も 、 各 地 を 移動 し つつ ガン 
ダム ファ イト を 行う ケー ス が 増え た よう で ある (この 個 
向 が 顕著 だ っ た の が ネオ ロシア で 、 自 国領 内 で の 迎 
繋 と 他国 ガン ダム の 技術 入手 、 他 国 ガ ンダ ム フ ァ イ 
ター の 拘束 と いう 方 針 を 改め 、 世界 を 転職 し た ) 

中 で も 積極 的 に 世界 各地 を 飛び 回 り 、 多 数 の が ガン 
ダム ファ イト を 実施 し た の が 、 コ ロニ ー 格 闘技 の 芽 者 
グ が ガン ダム を 権 する ネオ 
は 、 超 兵 則 デ ビル ガン ダ 
それ を 強奪 し て 地球 に 逃し た (と され た ) キョ 
・ カ ッ シ ェ の 捜索 が 、 提 索 対象 の 行方 
は 査 と し て 知れ な か っ た 

問題 は ネオ ジャ パン 内 に も 存在 し た 


ガン ダム ファ 


Mustration by SEIMEI MAEDA 


Cotor by STUDIO ALPHA 


The threat of Devil Gundam 
F.C.60 


イト 委員 会 と 軍 の 意見 の 食い 違い で ある 。 出世 の た 
め に ガン ダム ファ イト 優勝 を 優先 する カラ ト 委 員 長 と 、 
ビル ガン ダム の 捜索 を 第 一 に 考え る ウル ペ ・ イ シ 
カワ 少佐 お よび ミカ ムラ 博士 は 、 根 本 的 に 相 容 れ な 
か っ た の だ 。 ド モン と その サポ ー ト 役 で ある レイ ン ・ ミ 
カム ラ が 、 デ ビル ガン ダム 捜索 を 最 優先 と し た の は 、 
ウル ペペ 少佐 や ミカ ムラ 博士 か ら 指示 を て いた こ 
と 、 そし て 何より も ドモ ン の 個人 的 事情 が 

結果 ドモ ン は 、 キョ ウジ の 情報 を 得 ら れ な いと 知る 
と 、 交戦 相 手 に と ど め を 刺さ な いこ と も 多く 、 こ れ が カ 
ラ ト 委 員 長 の 不 商 を 買っ た 。 実際 、 カ ラ ト 委 員 長 は が 
ンダ ム フ ァ イ タ ー の 交代 まで 考え て いた 
ニン グ ガ ンダ ム へ の 適性 を 示し 
、 委 員 会 と 軍 の 対立 は カラ ト 委 員 長 が 折れ る 
息 。 ドモ ン と レイ ン は 、 デビ ル ガ ン ダム の 捜索 を 
優先 し つつ ガン ダム ファ イト を 継 攻 す る こと と な っ た 

その 後 、 ネオ メキ シコ 、 ネオ カナ ダ 、 ネオ イン グラ ン 
ド を 転載 し た ドモ ン は 、 ネオ エジプト で デビ ル ガ ン ダム 
の 振 跡 を 遂に 発見 し た 。 地球 落下 時 に 損傷 し た デ 
ビル ガン ダム だ っ た が 、 ミ カム ラ 随 士 の 予想 通り 、 区 く 
べき 回 度 で 自己 再生 し て いた の だ , 

デビ ル ガ ンダ ム を 構成 する デビ ル ガ ン ダム (DG) 細 


Special ETect by AKIKO YAMAKAWA (ASAHI PRODUCTIONI 


胞 は 、 戦闘 本 能 に 支配 され た サイ ポー グ と し て 死者 
を 復 話さ きせ ネオ トル コ で は ガン ダム ファ イタ ー 
と か 侵食 し て いた 。 デビ ル ガ ン ダム の 三 大 理 
論 で ある 「 自 己 再生 ・ 自 己 増 裂 ・ 自 己 進化 」 は 租 感 
と 化し 、 世界 を 触 み つつ あっ た の だ っ た 。 
デビ ル ガ ン ダム の 本 体 こそ 捕捉 で き な か - 
に "ビル ガン ダム に 近付い 
し か し 、 事 の 真相 は 彼ら を 苦し め る こと に な る , 
(ピノ ー ド クサ FC62) 


た ドモ 


た 


関連 ファ イル 


オジ ャ バン の 人 人 々 
穫 界 の ガン ダム ファ イタ 


Backround by ELI WAKAMATSU (KUSANAG 


れ た ドモ ン だ . 


ぎ 側 帰 選 と 
地球 へ の 再 降 下 


び 地 球 に 職 下 し た 
デビ ル ガ ン ダム を 提 索 する た 
グラ 


ナダ 、 ネオ イン 
= 
宏 " 彫 = 
本 
i 


国 ネオ ジャ パン で の テス ト 

ト 要 中 長 は 、 ド モン に 深 麻 心理 テス ト を 
行う た め 彼 を ネオ ジャ パン 本 国 に 強制 召 席 
し た 。 兄 キ ョ ウジ の デビ ル ガ ン ダム 強 寺 や 
母 の 死 と いっ た 通 赦 な テス ト が 続け られ 、 生 
終息 随 で は ファ ント マ と の 戦 喘 が 実施 さ 入 
た が 、 ド モン は これ を 責 硫 。 テス ト を クリ アレ し 
た ドモ ン は 地球 に 調 猟 下 し た 。 


た が 、 


漆 層 心理 テ 
抹 降 下 後 は キ 
)、 ネ オメ キラ 
ネオ エジプト 、 ネオ 


ョ ウジ ・ 


固 ネ オイ ング ラン ド で の 戦 


ネオ フラ ンス の ジョ ル ジ ュ ・ ド ・ サ ンド は ネオ イン 
| 欧 ボ の ジェ ント ル ・ チ ャ ッ プ マン に 菩 戦 。 か 


つて 大 会 3 運 策 を 果たし た チャ ッ プ マン だ っ た 
が 。GF と し て ば 限界 を 名 えて お り 、 某 物 や 要 
の 介入 、 セ ン サ ー を 胃 害 する 相 な ど を 利用 し て 


ファ イト を 行っ て いた 。 ドモ ン も これ ら に 苦 載 す 


る が 。 開 物 が 切れ た チャ ッ プ マン を 投 破 し た 。 


国 ネオ カナ ダ で の ファ イト 

ネオ カナ ダ の アン ドリ ュー・ グ ラ ハ ム は 、 か つ 
て 夫 を 般 音 し た アル ゴ ・ ガ ルス キー の 情報 を 
得る た め 、 レ イン を 技 致 。 ド モン は ネオ ロシア 
て と 憶 力 し て レイ ン の 究 回 を 目指 し た 。 ボルト 
ガン ダム と ラン パー ガン ダム が 交戦 し 、 レ イ 
ン も 危機 に 障る が ドモ ン の 介入 な ど で 彼 女 
は 放 動 され . ファ イト も 無効 と な っ た 。 


ネオ メキ シコ で の 戦い 

ネオ メキ シコ の GF チ コ ・ ロ ドリ ゲス は 、 余 銘 短い 
株 ジー ナ と 地球 で 過ごす た め に 、MF を 還 し 行 
方 を くち ませ て いた 。 これ に 対し 、 ネ オメ キシ コ 当 
局 は 彼 の 接 索 を 進め 、 さ ら に は ネオ アメ リカ の チ 
ボデー に 彼 と の ファ イト を 依頼 。 し か し 、 ネ オメ キ 
シコ に 居 た ドモ ン が チコ を 机 破 、 彼 は 死亡 扱い 
と な り 、 雑 と 地球 で 暮らす こと と な っ た 。 


貫 不 振 に 業 を 者 や し た カラ ト 委 員 長 が 
幸 必 心理 テス ト を 護 す た め 、 ド モン を コロ ニ 
大 会 期間 中 、 地 圭 に 時 下 し た 者 を 宇 軍 ( 
ダム ファ イト 園 共 条約 に 才 反 )。 テス ト の 最終 段 此 で 
ンダ ム を 閑 っ た MA ファ ント マ と 交 較 し た ドモ ン は 
ンダ ム の スー パー モー ド を 発動 させ 


世代 に 


四 い 線 ジ ー ナ と 地球 
当局 の 追跡 を 受け 


ク ガ 
ント マ を 責 破 。 テス ト を ク 


ネオ メキ ンコ 当局 は ネ 
ト # 情 内 果 的 に ドモ 


2 | 
ビル ガン ダム に 保 食 され 
再生 。 自身 を 倒し た サイ フェ イロ ン と の 主戦 を 師 C 
ネオ チャ イナ の サイ ・ サ イシ 
後退 。 ダ ハ ー ル の 草 所 を 調 
在 を 寄 知 し 、 再 び 福 活 し た ダ 


精神 


男 体 的 限界 を 聞え 

り 、 策 福 笑 化 剤 や 者 マノン の ファ イト 介入 で 転 負 紅 力 を 縮 持 し て 
いた 。 チャ っ プ マ ン に ファ イト を 挑ん だ ドモ ン も 。 マノン の 無人 MS 
馬 隊 、 視 覚 や セン サー を 国書 する 条 ョ ンプ ブル ガ 
ンダ ム の 射撃 能力 に 苦戦 し い 情 神 強化 剤 
が 切れ た チャ ッ プ マン を 撃 綾 し た の だ っ た 


護 目 の ファ イト に 


ネオ エジプト 戦 
デビ ピル ガン ダム の 保 食 に より 、 ダ ハー ル ・ 
ム ハ マ ン ド と ファ ラオ ガン ダム MV 世 が 接 活 。 
か つて 自身 を 倒し た サイ ・ フ ェ イ ロン の 承 、 
サイ ・ サ イシ ー と 交 埋 す る が 系 過す る 。 ダ 
ハー ル の 基 所 を 負 査 し た ドモ ン は デビ ル ガ 
ンダ タム の 介在 を 確信 。 さ ら に 邊 笑 し た ダ 
ハー ル と ファ ラオ ガン ダム MV 選 を 軸 織 し た 。 


ダ 


ム と の 挿 般 に より 、DG 編 導 に 保 食 され た 


て いる 。 デビ ル ガ ン ダム の 折 跡 は 、 ネ 
+ ト ルコ で 発見 され た 
)、 か つて ドモ ン と 対戦 し た 
ネオ チャ イナ の 各 ガ ンダ ム フ ァ イ 
ファ イト を 繰り 広げ た 


回 ネオ トル コ で の 戦闘 

デビル ガン ダム 細胞 に 保 食 され た ネオ トル 
コ の セイ ッ ト ・ ギ ュ ゼ ル は 、 破 玲 動 に と ら 
われ 、 イスタンブール の 本 側近 粒 、 
追わ れ て いた 。 ドモ ン は セイ ッ ト と の ガン ダ 
ム フ ァ イ ト に 四 む が 、DG 細 絢 の 保 食 が 工 
ん だ セイ と ミナ レッ ト ガ ンダ ム は ば 彼 を 圧 備 
する ほど の 圭 馬 を 発揮 。 し か し 、 か っ て 
卒 人 で あっ た レイ ン の 呼び 掛け に より 戦 詳 
を 停止 、 その 直 機 、 ド モン に 撃 酸 され た -. 


Miustration by AKIO UNUMA 


| 


ネオ カナ ダ の アン ドリ 


か つて 放っ 
ガル スキ ー に 大 を 融 さ れ た . アル コ の 
情報 を 得る た めし イ 

ン の 理 回 を 目 拍 すか 


た アル 


と アル コ の 知生 で 


で "= 


オト ル 


ンダ ム フ ァ イ タ ー 
結果 、 邊 寺 動 


西側 を 破壊 し て 定 に 追わ れる 


オア メリ カ 、 ネ オ 


47.22 


機動 武闘 伝 G ガ ンダ ム 


[8 nc03 sl2A 


こう ) History of MF Development In FC 


来世 紀 の MF 開 発 史 


細 高 性 能 な た MF が ポポ 
ト の 特性 が ある 。 4 年 に 一 度 | 
ト は 、 期 恨 叫 な が ら 優 勝 国 | 
の 支配 権 を ! も の で 代理 記 


ガン ダム ファ イト 用 の 
高 性 能 機動 兵器 


、 各 国 


件 付き で 一 度 の み 認め られ る )。 つま り 、 ガ ンダ ム フ ァ イ 
ト で 優勝 す 、 高 性 能 な MF が : 名 る の だ 
MF の 戦闘 能力 に 


イタ ー が 摘 っ て 、 初 


る の だ 


ダム ファ イタ ー も 重要 な 


用 MS すら 疲 
で 、 こ れ に ガ 
加わ り 、 湊 
る の は 、 MF だ 
し 、MF の 超 高 性 能 は 角 条 作 
い 。 採算 を 度外視 し た 設計 

な い 少 数 生産 (! 6 


る 。 投入 技術 は 最 先端 o ) 
突出 し た 戦闘 技術 が 
免 揮 す る 。 MF を 例 せ 。 と が 多 
の 達人 


イタ ー な ど 、 接 近 戦 の エキ スパ ー ト が 選ば れる こ 
第 1 回 大 会 の 優勝 者 に し て パル カン 未 術 
ー ダ タデ 

・ 東 方 不敗 の 

て も 、 格闘 家 の ガン ダム 
ガン ダム ファ イト は 

る 1 対 1 の 臣 闘 か 

する 者 が 勝利 を 得る 可能 性 が 高く 

これ は MF に 格 疫 型 が 多い 要因 で も ある 。 射撃 型 


Govern of Universe Nation Decide Advanced 
支配 する 国 を 決め る 新た な MS 
言わ れ て いる 。 また 、MF の 主要 
近接 格闘 戦 か ら 
GUNDAM= 格 闘 する ガン ダム 


G (Grapple 
も 呼ば れる 
ン ・ フ ー FC61 


関連 ファ イル 


「 ガ ンダ ム 」 と 
ガン ダリ ウム 合金 


現在 で は MF= ガ ンダ ム と いう 図式 が 成り 立っ て い 

る が 、 元 々 ガン ダム と は ガン ダリ ウム 合金 を 用 いた 高 
性 能 MS 全般 を 指す 言葉 だ っ た 。 ガン ダリ ウム 合 : 
は 、 月 で 産出 する チタ ン を ペー ス と する 特殊 合金 で 、 
慣性 制御 系 を 中 心 に 利用 きれ る 第 三 類 藤 合 デ ィ 
リウ ム の 精製 週 程 で 仙 然 発見 され た と 言う 。 ガン マ ・ 
ユニ フィ ケイ ショ ナル ・ デ ィ マ リウ ム 合 金 (Gamma 
Unifycational Dimalium Amalgam) を 略し て が 
ンダ リウ ム 合金 と 呼ぶ の は 、 この た め だ 。 

その 後 、 ガ ンダ リウ ム 合 金 は 軽量 性 、 優 れ た 剛 性 、 
高度 な 展 性 を 備え た 特殊 ルナ チタ ニウム 合金 の 総 
称 と な っ た 。 第 二 次 カ オス 戦争 を 契機 と し た MS 開発 
争 で は 、 が ンダ リウ ム 合 金 製 MS の 能力 が 飛躍 的 
に 向上 し 、 ガ ンダ ム の 名 は 高 性 能 MS の 代名詞 と な っ 
た 。 MF と し て の ガン ダム が 、 ガ ンダ リウ ム 合 金 製 高 性 
能 MS の 延長 線上 に ある こと は 言う まで も な い だ ろ う 。 

I 』 MOK リウ ム 合金 
スー パー ク 簡 合 材 、 レア 
て 絞 メタ ル ・ ハ イブ リッ ド 多 層 杯 など, 


合 條 の 生産 は 国 大 ガン ダム 艇 
会 が 管理 し て いる と 表 う 


デビ ルカ ンダ ム を 構成 する DO 太 
型 は 、 ガ ンダ リウム 夫 全幅 を 中 心 
マリ ウム 単 結晶 が 

和 辺 の 和 有 林 を 記 り 込ん だ も 
の と 言わ れ て いる 。 


MORE INFO! 
MS と MA 


MF の 直接 的 原型 と 
な っ た MS や 、MF の 扶 術 が フィ ー ド バッ ク さ れ た 機体 も ある 


還 MS 
カオ ズ 寺 久 以 


MF の 特徴 


モビ ルト レー スシ ステ ム の 完成 、E・C・ デ ュー サー 博士 に 
よる ガン ダム ファ イト の 提唱 と ガン ダム ファ イト 国際 準備 委員 
会 の 発足 を 受け て 、F.C.7 に 各国 が 開発 を 開始 し た MF は 
MS の 技術 を 継承 、 発 展 さ ませ た 高 性 能 機動 兵器 で ある 。 単 
に 高 性 能 な だ け で な く 、 ガ ンダ ム フ ァ イト を 想定 し た 設計 が 施 
され て お り 、 F.C. の 最 重要 兵器 と 言っ て いい , 


IMF は 、 ガ ンダ ム フ ァ イ ト の た め だ け に 開発 され た 標 動 兵 大 と 言 枝 甲 材 な ど に 『「 ガ ンダ ム 」 の 語源 と な っ た ガン グリ ウム 合 全 を 
える 。 各国 1 機 の MF し か 投入 で き な いた め 、 先 殺 技 術 を 投入 し 探 用 し て いる 。 ガン ダリ ウム 合 全 は 軽量 性 、 奈 性 、 展 性 な ど に 佐 
た 高 性 能 織 と な っ て いる 。 性 能 條 先 で 生産 性 は 考慮 され な いた 。。 れ て で おり.MF の 高度 性能 を 支え て いる 。 兵 装用 と し て の ガン 
め 。 生産 数 も 少な い (多く の 場合 、 1 機 の み の 生産 ) ダリ ウム 合金 は 、 ほぼ MF に の み 使用 され て いる , 


て 開発 され た MF は いわ ゆる 「 ガ ンダ ム 」 の 外見 を 持 
NG ない 外見 の 機体 も 存在 


シャ イニ ング ガン ダム の 除 吉 シー ル 
ド の よう に 、 レア メタ ル ・ ハ イプ リボ 
容 合 材 を 時 いた 拉 も 存在 。 敵 導 

ルト は 浅 。 公 欠 還 。 災 
大 . 強 層 発 傘 訂 バインダー 区 
され る 


ガン ダム ファ イト で は 、 MF 回 二 に 
よる 1 対 1 の 転 仙 が 基本 と な る 、 
この た め 吉 国 は 、MF 涯 用 の 
能力 向上 と 
ター の 確保 に 春 走 し て いる 。 


目 模 状 琵 か ら 始 まる 1 対 1 の ファ イト を 基本 と する MF は 、 近 接戦 
缶 仕 様 の 格闘 型 が 有利 と され る 。 だ が 、 各 国 は 近接 格 負 圭 に と ど 
よら な い 戦 旧 形 右 を 模索 し 、 適 四 区 攻撃 主体 の 射撃 型 、 支 援 メ カ 
と の 協同 戦闘 に 対応 し た コン ピ ネ ーション 型 な ど が 考案 され た 


で は 5 つの 基本 釣人 
て いる が .MF の 中 に は 機 導 の 人 
全便 ネタ イブ も 存する 
橋下 で かりな が ら 。 ガ ンダ ム マ 
クス ター は 強力 な 財 再 半 と 二手 
メカ を 代え る こと で 知ら れる 


イト も 伴 定 し た タ 
地球 人 を 時 人 
ECTTTT 


画 コン ビ ネ ー シ ョ ン 大 DG 細 店 
と の 位 二 を ik 

し た MF。 支援 
動 性 の 各 上 . 攻 軸 手 委 の る の と 枯 生 馬力 を 失 入 し た 。 DO 
欄 化 な ど 押 2。 MF か ら の 由 9 信 で . 穫 林 誠に 棄 化 し て 
多 作 、 二条 に よる 混 座 な と 記 『 
コン ロー ル 方 式 は 柏 る 
ガン ダム ファ イト の ルー ル は 改正 が 絡 り 返さ れ て お り 、MF に 関 同じ 人 型 機動 兵 問 の MF と MS だ が 、MF は ガン ダム ファ イト 用 
する レギ ュ レ ーション に も 変更 が 見 られ た 。 現在 で は 、 超 大 出力 。 の 高 性 能 ワ ン オフ 禁 で 、MS は 大 量 配備 を 前 揚 と する 東 用 量産 
ビー ム 兵 問 や 条 力 過ぎ る シー ルド が 葉 止 装備 だ が 、 ビ ー ム 兵器 と いう 位置付け と な る 。 MF が 画家 の 信 を 探っ て いる こと は 確か 


だ が 、 数 を 確保 し ゃ すい MS も 平時 、 存 事 を 問わ ず 重 要 と 言え る 


や 自律 式 オブ ショ ン 兵器 が 規制 され : 


MF ガン ダム 0 
[本 部 坊 壇 に よる 失格 ] 条項 の 性 に | 
仙人 で 、 琶 な し の MF は 江上 Tax 
さ h て いち 
システム | = 
PT カラ CE 
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MF の 株 縦 機構 は 、 措 乗 者 の 動作 を MF の 挙動 に 直接 こ ag ei 
反映 する 「 モ ビル トレ ー ス シス テム 」 が 採用 され て いる 。 モ 4 ご 材 は - 裕 中 の 施 分 子 化合 物 や 人 工 引 雑 、 ガ ン 
ビル トレ ー ス シス テム は 、MF の 胴体 内 に 配置 され る パー : タリ ウム 合 全 委 村 で 全席 れ て いる よう 
チャ ルコ クビ ピッ と 、 搭 業者 が 勘 用 する ファ イ テ ィ ング スー 
ツ で 構成 され る 。 モビ ルト レー スシ ステ ム の 研究 開始 は 
F.C.5、 完成 は 翌年 の F.C.6 の こと だ : 
完成 し た モビ ルト レー スシ ステ ム 
は 吉 例 に 昌 きれ 、 生 1 基 ガン ダ 


ム フ ァ イ ト の 時 点 で 、IMF の 休 隊 
約 機能 シス テム と な っ た 


ン 4 


バー チャ ルコ ク ピ ッ ト 

間 球 お の 全 天 周 周 コ クビ ッ ト 。 退 
※ の 提 押 疾 必 は な く 、 フ ァ イ テ ィ 
ング スー ツ を 着用 し た 拉 果 者 の 
動作 叶 レ ー ス し 、MF の 動き に 友 
喘 す る 。 MF の 姿勢 に 関係 な く 
六部 が 藻 に 「 下 」 で ある , 


スー ツ の 区 用 は 義 馬 

ジア 
な し で モビ ピル 
トレ ー ス シス テム を 使用 。 ネオ ホン 
コン の 特 欠 シス テム に 困る 機 析 


乗 者 の 動作 一 MF の 動作 


モビ ルト レー スシ ステ ム は 搭乗 者 と MF を 直結 し 、「 人 機 
ー 体 」 を 実現 する コク ピッ ト で ある 。 搭乗 者 が 右手 を 突き 


出せ ば MF も 同じ 動作 を する わけ だ 。 逆 に 、 外 部 か ら の カ 3 - 回 MF が ダメ ー ジ を 負う 
で MF の 右腕 が 押さ れれ ば 、 搭 業者 の 右腕 も 押さ れる し ガン ダム ファ イト 等 の 四則 に よ - 
MF が 転倒 す れ ば 搭乗 者 も コク ピッ ト 内 で 転倒 する 。 動作 て 、 MP が ダメージ を 向う ( 半 で は 大 * 
の 反 時 や フィ ー ド バッ ク 時 の タイ ムラ グ は は ほとん ど な い OO 4 
レノ 
MFP や 代 な と を 信用 する 


野 コク ピオ 内 の 林業 者 も ビー. 
状 の 相当 品 を 手 に する た め 
< 生 作 を 机 下 可能 


FF に ダメ ー 玉 が 
フィ ー ド バッ ク き る 
92 


2 


数 値 に 見 る 各 MF の 傾向 


MF の 性 能 佑 向 や 総合 能力 は 、 数 位 化 され た 情報 か ら あ 
る 程度 推測 で きる 。 下 の 表 が それ だ (カッ コ 内 の 数 値 は スー 
パー モー ド 時 や ハイ パー モー ド 時 の も の ) 。 例え ば 、 シ ャ イニ ン 
グ ガ ンダ ム は 性 能 バ パラ ンス に 配慮 し つつ 、 ス ー パ ー モ ー ド で ー 
高い 性 能 を 発作 カン ダム ロー ズ は スピ ー ド 重視 、 ポ ルト ガン コペン タ ム ゃ マス ター カン ダム の に 宮 し た 人 を も, な す 
ダム は パワ ー 動 視 と いう 傾向 が 見 て 取れ る る が 、 ガン ダム ファ イタ ー の 気 追 や 拉 是 で カバ ー 可 能 な 差 に 過ぎ な い 、。 


MORE INFO! 
MF の 特殊 モー ド 


IMF の 中 に は 、 限界 性 能 を 発揮 可能 
ルモード を 持 


名 条 GF (3) LL パワ ーー スピード 攻撃 力 守備 力 灰 測 能力 達 応 能力 経 合 
イニ ン クタ ンタ ム | G3 8 1990) | 990) | 990) | da > 
] | 2390 4051 3621 29.67 2422 29.48 175.99 ET 
ゴッド ガン ダム 3 |* ォ ジッ ン | 239 と 2 情 守 状 埋 に よっ て は 
| 2 32.59) | (49.73) 27.62 3299) | (228.08) で mA 
トラ コン タム I Yoe | isg | me | zs | mee 
wc | cmsoraw | aa Ye | tare | ag | 1721 | ans | rane 
| dc > 
ガン ダム シュ ピー ゲル GF13-021Nk ネオ ドイ 29.16 149.75 くる 
| os | 2 | ram ラ 
a | ma [ran | 8 2999 | mnt > 
a 1898 | esg ドジ 
デビ ル : | ネオ ジャ 
ダム 2 | eee | ya | zz | sa | wa 
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KE KINOSHITA 


MF 発 極 の 攻撃 手段 = ャ イニ ング し ES 
“必殺 技 " ーー 


MIF の 攻撃 手段 の 中 で も 、 最 上 位 に 位置 付け られ 
る の が 「 必 殺 技 ] で ある 。 ゴッド ガン ダム の 爆熱 ゴッド 
フィ ン ガ ー の よう に 、 設計 の 時 点 で MF に 組み 込ま れ 
て いる 必殺 技 と 、 同じ く ゴ ッ ド ガン ダム の ゴッド スラ ッ シ 
ュ タ イフ ー ン の よう に 、MF の 機能 と ガン ダム ファ イタ ー 
の 体 稀 か ら 編み 出さ れ た も の の 2 系 統 が 存在 する 

必 条 技 は MF を 一 撃 で 撃破 可能 な うえ 、 ガ ンダ ム フ クロ ケッ ト が 調 み 出し た ガン ダム マッ クス ター の 新 必 
ィ イ ター の 技量 や 精神 状態 に よっ て は 、 強 力 な 自己 ほぼ 同時 に 10 発 の バン チ を 織り 出し 、 目標 に 印 き 込む 
再生 ・ 増 殖 能 力 を 持つ DG 細 胞 す ら 完 全 破 壊す る 
策 神 状態 が 必殺 技 の 感 力 を 左右 する と 言う と オカ ル 
ト 的 に も 聞こ える が 、 が ンダ リウ メ 精神 波 」 の 
渉 に より 発振 ・ 発 光 ・ 久 動 する と され 、 特に スー パ 
ー (ハイ パー) モード 時 に は 絶大 な 威力 を 発揮 する 


『 金 


命 と 引き 換え に 放 た れる と まで 言わ れる 少林 等 最高 
パー モー ド に 目覚 め た サイ ・ サ イシ ー カ か ガン ダム で 実現 


a 
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Geography of U.C. 


目的 
導 力 を 持た 


理由 が あっ た 。 理由 の て 
と つ は 中 立 宜 言 だ x ご 
サイ ド 6 の 親 ジ オ 年 則 争 
公国 の 軍事 介入 | に 誕生 し た ラン タク 内 間 
g 国 の 政権 


ンク 内 間 は は 、 還 し 帯 と し 


お り 、 開 戦後 部 隊 
も 戦争 当 事 国 の 軍事 的 利 


サイ ド 6 の 立地 ーー 


リー ア 」 また は 「 リ ア 」 と 呼ば れる サイ ド 6 は 、 一 年 戦争 終 
結 直 徐 ま で ラグ ラン ジュ ・ ポ イン ト 4 (L4) に 位置 し て いた 。 戦 
後に 「 再生 計画 ] が 実施 され る と 、 L5 の | 旧 サ イド 4 が 
新 サイ ド 6 と され た 。 一 年 戦争 中 は 民間 の 宇宙 船 の みな ら - 
連邦 軍 お よび ジオ ン 公国 軍 の 双 艇 が 鎖 繁 に 出入 り | 
いた 。 平時 は 地球 ノ 月 各 サ イド と の 航路 が 利用 され る 


画 サイ ド 6 の 立地 


歴史 と 政治 的 立場 ーー ーー 
U.C.0050 年 の 時 点 で 10 供 の 人 口 を 六 し て いた と いう NN 】 


サイ ド 6 は 、 当初 、 有 カサ イド で は な か U.C.0077¢ 
ンク 内 閣 を 成立 させ る と 、 親 ジオ ン 公国 路線 を 打ち 出し て 
いる 。 結果 、 一 週間 時 争 で ジオ ン 色 国生 か ら の 攻撃 を 回 
選 し た うえ 、 中 立 を 利用 し て 一 年 戦 争 を 生き 抜く こと が で き 


(| 大 
た 。 休戦 ・ 終 戦 協 定 で も 大 き な 役 割 を 担っ た UE it 


を 還 め られ た 一 年 香 多 
大 き な 替 を 発 れ 
人 


年 双 争 開 音 直 後 の UC.O079 ジオ ン 公園 軍 が サイ ド 6 内 で の 東関 


01.1、 サイ ド 6 は 中 立 を 洪 化 UC.0079.12.17. 
連邦 と 国 に 語 め に サイ ド 6 外 稀 首 は 領空 内 の 全 ジオ 
栖 条 約 で 領海 内 止 を 約束 国 自 能 に 退 下 し た 。 同 戦前 


た サイ ド 6 は 、 戦災 を > 本 に 参 
通過 や 入浴 を 率 話し た 団 天 上 


連邦 重 に 処 負 は な 
あっ た 


を 免れ た サイ ド 6 は 、 大 半 の コロ ニー が 
た 。 下記 以外 に も 不明 の 11 
28 バ ンチ の ユピテル 、 ウクライナ 、 オ 


サイ ド 6 の 8 パンチ 
に は | 
置 され て 
般 的 な 構造 


が 、 開 戦前 
還 が 引き 起こ し た 戦闘 が 多 


還 の コン スコ ン 相 
6 軍 域 外 妹 放 で 六 電 。 ボ 
ETT て FFP 

ey 


MORE INFO! 
リー ア 軍 と サイ ド 6 の 通貨 


NF ' * 権 


上 自 の 準 議 と 通 
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WORLD GUIDE EN [mW] mr03 se Ol 


し ココ ジマ 大 隊 の 戦 い THE OE TS FRONT 


化 見 すれ ば 大 規 勢 を 招き か ね な いた め 、 テ 


アプ サラ ス を 巡る 戦局 を せる ビ 、 スト は 秘 
アサ ラス は 戦術 兵器 の 域 6 の 7 工場 基地 の 責任 者 で も 


東南 アジ ア 戦 線 の 活発 化 Wf を 二 き せ う る 邊 


ス が 驚異 的 だ 


に ) 
『 工 場 基地 ! 『 ょ 県 ( 、 南極 条 は 採 索 と 対 


・ サ ハリ ン 技 術 少将 が 開 半 


ト UC.0079 
> ミノ フス V 子 と MS の 戦 兵器 で の み 戦 われ 


地球 連邦 軍 を 追い 詰め た 
事 ハ ー ド ウ 
る 。 地球 上 の 70% を 占め る 水 固 や 
挿す る 水際 両用 MS の 投入 、 
し た 画 期 的 イ ^ =: : エ 


ue rnevew 


サラ ス も 戦局 
K ト 際 両 用 M. 
と は 、 根 本 的 な 特性 が 異 水 除 両 


ration by MA gourd by YOSHINORI HISHINUMA 


アプ サラ ス の 試験 開始 と 
コジ マ 大 隊 の 戦い 


MS-O6 RB- 
RD4 79K 


U.CO ね 0.06、 ジオ ン 公国 
還 試 部 除 と 較 孝 軍 MS 部 克 
が 到 臣 。 付近 を 航行 中 の 輸送 


MS を 教 助 する も 自身 は 敵 と 相 
打ち に な っ た 。 脱出 し た アマ ダ 
少 肝 と 簡 MS の バイ ロッ ト で ある 
アイ ナ ・ サ ハリ ン は 交 租 の 残 夫 
に 詩 難 。 その 後 、 信 号 丈 代わ り 
に 生 衣 を 電 破 | り は 、 そ れ 
それ の 味方 評 に 回 収 さ れ た 


國 第 08MS 小 隊 へ の 着任 
10.08、 アマ ダダ 少 叶 5 ら 3 名 が コジ マ 大 隊 の 薬 


て 、06 小 隠 の 支援 どの 


06 小 譜 と 交戦 し た 2 機 の ザク の 


再 徹 、 斑 る 1 機 は アマ ダ ォ 
し て いる 。 な お も 、 ア イナ も アプ 
ト と し て 地球 に 時 下 し て いる 。 


| 地球 近傍 の 道明 戦 


U.C.0079.10.06、 ジ オン 公国 軍 の 試験 MS 部 隊 と 地球 加 
邦 軍 MS 部 隊 が 地球 近 橋 夫 域 で 変 戦 。 付近 を 航行 中 だ 
て いた シロ ー・ ア マダ 少 時 は 、 ポー ル で 戦 較 に 介入 
・ サ ンダ ー ス Jr 軍 軍 を 我 出し た が . アマ ダ 少 尉 機 と 商 MS は 
脱出 し た アマ ダ 少 尉 と ジオ ン 公国 軍 の 軍旗 パパ 
イロ ッ ト の アイ ナ ・ サ ハリ ン は 宇宙 馬 組 の 残 販 に 辿り 短 き 、 協力 し 
て 生存 を 国 る 。 そし て 、 ふた り は 各々 の 味方 部 藤 に 回 収 され た 


ED 
了 チ 休 長 は 地球 に 蜂 り た 


固 | アプ サラ ス と の 初戦 闘 


アプ サラ ス の 初期 型 (「 ア プ サ ラス 1 と 仮称 され る 
こと も ある ) の 完成 と 前 擬 し て 、 ジ オン 公 国軍 の ラサ 
秘 審 工 場 基 地 は 、 絶 対 防衛 線 を ベト ナム の ハノイ 近 
移 ま で 拡大 し た と 見 られ る 。 試験 中 の アプ サラ ス を 、 
地球 連邦 軍 の 目 か ら 孝 ざけ る た め の 処 慎 で ある 


これ に 対し て コ 


オ 
ジオ ン 公 国軍 繋 刀 の た め 、 各 MS 小隊 を 出撃 さ 
この 中 で 第 08MS 小 隊 が アプ サラ ス と 遭遇 し た こ 
アプ サラ ス の 探索 と 捕獲 に 方 針 を 切り 将 え で ! 


固 アプ サラ ス と の 遺 遇 と 戦闘 

アイ ナ が パイ ロット を 季 め る アプ サラ ス が 飛行 試験 に 
成功 し 計画 の 落成 革 が 完了 する 。 だ が 、 直 午 の 
試験 中 に アプ サラ ス の ミノ フス キー クラ フト に 問題 が 
発生 。 この た め ギ ニア ス 少 殖 は 、 連邦 軍 を 障 符 す る 
た め に MS 部 隔 を 展開 。 エリ ア 376 で 08 小 情 と アプ 
サラ ス が 交 団 する が 商 部 層 と も 的 退 し て いる 。 


園 アプ サラ ス 探 索 時 の 戦闘 

不時着 し た アプ サラ ス と 支 舞 部 層 は 、 コ ジマ 大 隊 
の 捕 給 ボ ポイ ント の 近傍 に ある ウイ スキ ー208 エ リア 
の 村 を 占 缶 し て いた 。 それ を 
08 小 蒲 の マシ ス 佑 其 と ニノ リッチ 佑 長 が 二 に 換 東 
され て し まう 。 アマ ダ 少 尉 ら の 活躍 と 修理 の 完了 し 
た アプ サラ ス が 村 を 区 れ た こと で , 
れ た が 、 マ シス 何 長 は 負 催 の た め 生 送 と な っ た 。 


村 を 訪れ た 


は 教 助 さ 


ジオ ン 公 国軍 は 、 神 給 品 を 蘭 む 
高 合 の 村 に トー チカ 陣地 を 欄 
策 。 こ れ 6 攻略 する / 


撃 に 阻ま れ 接近 で き な か っ た 。 


この た 


部 隊 を ふた ] 
る 作 埋 を 実施 。 邊 回 の 較 中 


ダ 少 厨 は 地元 ゲリラ に 細 


られ る が 、 彼 


の 協力 を 得 て 


全 師 寺 の 攻略 に 成功 し た 。 


2 | アマ プア 届 の 前 任 と 軸 加 


Msaton by AKIO UNUMA 


回 | ト ー テ カ 陸 地 D 族 埋 。。=。=。 | 


推定 10 月 8 日 、 アマダ 少尉 と サン ダー ス 宣 | 
が コジ マ 大 陵 の 第 08MS 小 隊 (08 小 隊 )( 
小 了 長 と な り 、 先 任 の カレ ン ・ ジ ョ シュ ワ 昔 長 と エレ ドア 
価 長 も 部 下 と し た 。 直後 08 小 区 は 、 絶対 防衛 線 を 拡 
る ジオ ン 公国 軍 へ の 対処 、 先行 し た 06 小 隊 の 支援 の : 
(06 小 鐘 と 交戦 し た 2 機 の ザク I『 の うち 、1 機 を 責 演 し た うえ 、 接 選 し 
た 控 り 1 格 を アマ ダ 少 尉 が 単 疫 で 追撃 し 、 翌日 撃破 し て いる 


| ウィ スキ ー208 エ リア の 戦国 


アイ ナ が 維 疑 する アプ サラ ス が 飛行 試験 に 成功 し 、 ア プ 
ス 計 画 の 第 一 段階 が い を 祝い 、 ラ サ 基 地 で は パー ティ 
が 開催 れ た 。 だ が 、 直後 の 試験 飛行 中 の アプ サラ ス ( 
が 発生 し 、 高 度 を 落と し て し まっ た 。 これ を 受け た ギニア ス 少将 
テス ト 地域 に 配置 し て いた MS 部 隊 を 動か し 、 地球 連 共 重 を 胡 動 
し た 。 エリ ア 376 に 話 開 し て いた 08 小 隊 と アプ サラ ス が 交戦 する 
いう アクシデント は あっ た が 、 両 重 と も 従 退 し た 


アプ サラ ス を 確 説 マ 大 隊 は 、 補 給 ポ イン ト を 購 侍 し 探 
案 を 強化 。 この 時 、 補給 ポイ ント 近傍 の ウイ スキ ー208 エ リア の 
村 は . 不 時 苦 し た アプ サラ ス と その 支援 秀 隊 が 占拠 し て お り 、 無 
断 で 村 に 向かっ た OB 小隊 の 
て し まっ た 。 アマ ダ 
修理 の 済ん だ 
長 は 助かっ た が 、 マシ 


相生 し た 村 に 情報 を 布 いて 
め 和 送 る れ .08 小 大 は 4 人 体制 と な っ た 


1 


高台 の 村 を 占 搬 し た ジオ ン 公 国軍 は 、 ト ー チ カ 陣 地 や ザク H 部 
隊 か ら 成る 前 線 基 地 を 構 希 し 、 補給 区 の ハイ ウェ イ き 勢力 下 に 
いて いた 。 この 攻略 の た め に 出撃 し た 08 小 隊 だ トー チカ か 
ら の 尊 撃 で 栓 近 きき 付け て 
いる 剛 に . 王 少 映 機 が 赦 書 地 に 飛び 込む 作戦 を 実 
施 。 別 行 和 中 、 地 元 ゲリラ に 縛 ま っ た アマ ダ 少 用 だ っ た が 、 ゲリラ 
の 憶 力 を 揚 て 注 同 攻撃 に 成功 。 英 也 地 を 制圧 し 。 村 を 解放 し た 
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MORE INFO! 


当時 の 地球 


ジマ 大 隊 は 、 秘 審 工 場 基 地 の 噂 と ジ 
国軍 の 活 臣 化 を 受け て 、 絶 対 肪 衛 款 の 突破 や 
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時 ガン ダム 人 タイ プ MS の 開発 拡大 


48.23 


同時 並行 的 に 進ん だ 
ガン ダム 系 MS の 開発 


了 アムロ ・ レ イ 少 尉 の 乗 機 と し て 、 無数 の ジオ ォ ン 公国 
軍機 を 撃破 し た 「RX-78 ガン ダム 」 は 、 ハ イエ ンド MS 
の 代名詞 と な ガン ダム の 名 を 持つ MS は 、 
H 織 が 開発 する こと に な る が 、 


て いる . 


、 ロ 機 の 実 財投 入 が U.C.0079.09.18 と 人 遅 
絶対 数 が 少な い 試作 機 と 革 軒 付け 
展開 が 内 難 な よ うに 思え る 一 年 

3 は 違っ て いた の だ 


っ て いよ う 
ガン ダム 1 号機 が ロー ルアウ ゥ ト (RX 


78-1 プロ ト タ イ 


プ ・ ガ ンダ ム と し て 誕生 ) し た の は 、 D.C.0079.07 の こ 
と で ある 。 その 前 後 か ら 、 ガ ンダ ム の 改良 や バリ エー 
ショ ン 機 の 開発 は スタ ー ト し て いた 
短期 間 で 多数 の ガン ダム を 開発 で きた 要因 と し 
て 、 1 号機 の ロー ルアウ ト 直 後 、 最 高 ラ ンク (AAA) 
の 機 審 事 項 た S 開 発 計画 の 情報 制限 が 級 
和 さ れ た こと か られ る 。 これ に より 地球 連邦 軍 
を 構成 する 4 軍 が 独自 の 裁量 で MS を 開発 可能 に な 
り 、 その 結果 、 複数 の 開発 計画 が 同時 並行 的 
め ら れ た 。 「 ガ ンダ ム 」 を 
の は 、 主 力 MS ジム が 寺 
実 上 ガン ダム だ けが ペー 
刻 も 早く MIS を 配備 する 必要 が あっ 
タ を 直接 的 に 反映 可能 


UC.0079.07 頃 か ら 開 始 さ れ た ガン ダム ・ タ イブ MS 
の 開発 計画 と し て 、 ガ ンダ ム の 余剰 パー ツ を 用 いて 
座 戦 用 量産 仕様 MS (陸戦 型 ガ ンダ ム ) を 短期 間 で 
開発 する 、 陣 軍 省 主導 の 「RX-79 計 画 」、 際 戦型 が 
ンダ ム を ベー ス と し て U.C.0079.08 に 開始 され た と い 
う ニ ュー タイ プ 専 用 ガン ダム RX-78NT-1 アレ ックス 
の 開発 (開発 拠点 は オー ガス タ 基 地 ) が 知ら れる 。 ア 


History of MS Development in U.C 
宇 生 世紀 の MS 開発 史 


レッ クス は 、 地 球 連 邦 各 軍 が 自軍 用 次 世代 MS を 同 
時 並行 的 に 開発 する 「G-4 計 画 」 に お いて 、 
の 説 も ある 。 この 説 に よる と 、 同 計画 で 
XX ビク シー を 開発 し 言わ れる , 
他 に も 、 増加 装備 の 外装 に よっ て ガン ダム 単体 の 
戦闘 能力 を 向上 きせ る VS 計画 」、 モ カン ドロ ッ 
ト の ガン ダム 4 号機 と ガン ダム 5 号機 を 字 宙 用 高 機動 
MS に 改造 する 計画 な ど が 進め られ た と きれ る 
トー マ ・S・ ウ ォ ル ツ UL.C0100) 


FG0103 1 


800101 上 


Miustration by Kome 


WORLD GUDE 


一 年 戦争 だ け で も 、RX-78 ま た は RX-79 の 型式 番号 を 
持つ MS、 そ し て 「 ガ ンダ ム 」 の 名 を 与え られ た 機体 は 多数 
存在 する 。 その ほとん ど は 、 U.C.0079.07 に ロー ルアウ ト 
し た ガン ダム 1 号機 以後 、 わずか 6 ヶ月 の 間 に 検討 、 も し く 
は 開発 され て いる 。 MS を 必要 と する 各 軍 が 独自 の 横 体 
開発 を 許さ れ た こと 、MS 量 産 計画 と の 葉 ね 合い な ど が 、 


多数 の 開発 計画 の 同時 進行 を 可能 と し た の だ 。 下 の 系 
統 図 も 、 全 ガン ダム を 示し て いる わけ で は な く 、 他 に も 中 距 
芽 支 援 能力 向上 型 の RX-7BSP ガン ナー ガン ダム 、 可変 
式 の RX-78E ガン ダム GT-FOUR な ど が 開発 され た と の 
説 が ある 。 RX-78 か ら 泊 生 し た 時 埋 超 ガン ダム 系 の RX-79 シ リー ズ 。、 ガ ンダ ム の 六 
カ 向 上 を 目 科 AFSWS 計 は 、 演 生 型 の 増 0 を 放し し た 。 


ー 哲 に 「 ガ ンダ ム 」 と きれ る 人 2 信光 義昌 
生葉 線 幸 の パラ ンス に 紅 れ き 、 


・ ラ ンチ ャ ー の 寺 寺 を 則竹 し た 手 画 用 
CL LL 


ニュ ー タ イプ 者 織 。 基 本位 計 は 皇 ガ ンタ ム 
で . G.3 ガ ンダ ム の 三条 を 補 入 し た と きか る 。 


ンタ ム ペー ス の タイ ブ B を 生き れ た 


TDSTTRTTTTEYTI 
馬 き り の 王 い ガン ダム の を 肝 用 し た 


FA761 
フル アー マー・ ガ ンダ ム 
TX.76.2 (3) に 電信 を 馬 た 村人 


FA7B2 
へ ビー・ ガ ンダ ム 


境 吉 ワウ ェ ポ ン ・ シ ステ ム を MS 二 休 と 区 合せ た 
MS。 ルビン と 抽 寺 全 伯 対 と きれ 


RX788 
ガン ダム 8 生島 
時 拓殖 。 年 代 個 周 半 徐 だ っ た ま カ MS ジム の ー 
ー フ 本 博す る テス トペ ッ ト と も 言わ れる 。 


RX.79【GEzs 
ガン ダム Ez8 


休 各 ガン ダム の 財 地 き 人 天 可 能 な 
導電 用 し R.7 を 2 奄 松 攻 宴 。 


sep (2. | 
EE i 


= ュー タイ の MMME DUR RT EEXAM 
A TT 


RX-78 ガン ダム シリ ー ズ の 中 で も 、 フ 
と セカ ンド ロッ ト の 5 機 は 「 ガ ンダ ム の オ 
在 だ 。 下 が そ の 8 機 で 、 間 度 か の 仕様 変 更 を 経て 現在 知ら れ 
る 1 一 8 号機 と な っ た 。 セカ ンド ロッ ト は 「 初 期 試作 型 ] と も 呼 
ば れ 、RX-7B-1 と 同型 の 「 中 間 武 装 型 ]、RX-78-2 と 同型 の 


ナル ) の が ンダ タム と 言っ て 


「 後 期 試作 型 ] が 混在 し た と の 説 も ある 。 いい だ ろ 2。 
人 欄 の 人 更 
RX781 9 Rx782 
gt | Rx7as RX7B1*RX72 き RX783 
RX782 | mes Rx782 ゅ Rx78.3 
mx7a2 | 84 PX782$ RX785 き HX784 (9 RX78.Be0) 
mse | Fes RTS2 0 RX7gs (8 R78 5 Bl 
wegen | es RX-78.2 (7) RX-78.6 (未完) き RX786( 守 成 ) 
+ 
RW RX787 1 9 RX787(FA7B3.HFA78.3 
| 不明 
| ニー | ニード ミー 


MORE INFO! 
真 の ガン ダム 量産 機 


ガン ダム の 劣化 版 と 言え る ジム と 異な り 、 ガ ンダ ム の 完 
全量 産 弄 に 位置 付け られ る の が 、RX-81 (ジー ライ ン ) で 
ある 。 ニ ュー タイ プ 搭 乗 時 の ガン ダム の 性 能 を 目標 と し 
FSWS 計 一 の デー タ も 反映 され た 。 計画 の み で 終わ っ た 
と も 、 少数 生産 され た と も 言わ れる 、 


81ST 
條 誠信 の RX-81。 加 近 両 画 
で の 埋 貞 に 対応 し て いる 。 部 品 
の 互換 性 の 導 半生 神 し 
た オプ ショ ン を 本 備 す る 
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肥 早 西暦 2307 年 の 世界 


: 大 勢力 が 分 宮 続 治し た 
世界 続 一 前 夜 の 世界 


装 組織 ソレ スタ ルビ 
武力 介入 た 西 
は 、 由 道 エレ ペー ター 建設 
の 末期 る 

ェ レ ベー タタ 


ィング (以下 CB) が 
8 年 の 地球 園 
5 まる 三 大 勢力 時 代 
開始 きれ た 、 軌 閣 
の 建設 計画 に よ 


り 、 ユ ニオ ンズ AEU 人 類 草 新 連 明 (以下 人 草 
連 ) の 三 大 勢力 が 誕生 。 以後 、 半 世紀 近 
世界 の 大 半 を 三 大 勢力 が 2 


稼働 に 伴 キキ 水 久 
| 発 の 惜 頭 傑 確保 が 実現 し 


の 建設 、 お よび 国連 が 決定 し た 厳格 な 石 渦 輸 出 規 
制 へ の 反発 か ら 、 中 東 の 一 部 国家 が 引き 起こ し た 
陽光 発電 紛争 も 終結 し て いた 。 原子 力 や 石油 に 
依存 し な い ク リー ン か つ 膨 大 な エネ ルギー を 手 に 入 
れ 、20 年 に 責 る 大 規模 紛争 を 終わ ら せ た 人 類 は 、 
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World Scene of AD. 
西屋 の 世界 情 替 


字 宙 開発 を 加速 し うる 立場 に あっ た の だ : 
) 世 界 が 実現 し た わけ で は な い 。 世 
界 の 主導 権 や 安全 保障 を 通る 三 大 勢力 同士 の 対 
ベー ター 建設 へ の 不参加 ゆえ に 1 
られ な い の 困 弁 、 思 想 や 
を 発端 と と する 紛争 お よび テロ 、 紛争 を 継続 ・ 加 補 
させ る 大 国 の 思 感 や 賃 困 が 世界 を 停 和 洪 き せ て いた 
紛争 の 火種 は 、 世界 中 に 散ら ば っ て いた の で ある , 
2308 年 は 、 世界 続 一 や 諸 間 是 
解決 ステ ッ プ の 時 代 で も あっ た 。CB に よる 武 
力 介 入 の 開始 が 、 紛 争 や テロ を 減少 きせ た うえ 、 計 
CB 作戦 の 必要 性 が 三 大 勢力 の 協力 を 促し た の だ 
大 勢力 が 協力 関係 を 結び 、 国 連 軍 を 編制 する 
CB の 監視 者 に し て 裏切り 者 の 
アレ ハン ドロ ・ コ ー ナ ー 国 連 大 使 の 存在 が あっ た 。 ア 
レ ハ ン ドロ は 、CB セ カン ド チ ー ム 「 ト リ ニ ティ ] を 独自 に 
よる 無慈悲 な 武力 介 
の 後 、 三 大 勢 
アレ ハン ドロ は 、 ガ け 抗 可能 な MS ジン クス を 
30 機 提供 これ が 直接 的 要因 と な り 、 三 大 勢力 
は CB を 和洋 減 す べく 国連 軍 を 編制 し た の だ っ た 
アレ ハン ドロ は 、 自 身 の 主導 で イオ リア 計画 を 進め る 


ンダ . 


ne03 wm91u 


た め に 一 連 の 行動 に 出 た が 、 CB と 国連 軍 の 決戦 で 
死亡 し た 。 それ 大 勢力 の 協力 と 国連 軍 の 活 
動 は 続き 、CH 城 減 後 の 世 界 で 、 軍 事 力 に よる 地球 の 
統一 が 進ん で この 背景 に は は アレ ハン ドロ を 利 

ズ ・ ア ル マ ー ク の 暗 選 が ある . 
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iustration by TAKUYA IO 


析 重 圭二 ガ ンダ ム DO 


軌道 エレ ベー ター と 
CB を 巡る 世界 情勢 の 変化 


石 清 喚 源 の 本 湯 、 全 世界 的 な 検 エ ネル ギー へ の 
忌避 と い : 提 由 カ 世紀 中 期 、 軌 道 エレ ベ 
ー タ ー と 太陽 光 発 電 シ ステ ム の 建設 が 開始 き 
軌道 エレ ベー ター の 建設 に は 膨大 な 資源 が 
っ た た め 、 世 界 は ユニ オン AEU 人 革 連 の 三 大 
か 割 ・ 統 合 され た 。 石油 産業 に 大 打撃 を 与 
を 中 心 と し た 産 消 国 は 建設 
ほる 太陽 光 発 電 紛 争 が 勃 現 
完成 きせ 大 


、 間 題 は 山積 し 
た 。 三 大 勢力 回 の 率 前 や 対立 、 大 陽光 発電 シス テ 
ム の 皿 軸 を 受け られ な い 塊 道 エレ ペー ター 開発 非 
参加 国 の 科 乏 、 世 界 各地 で 頻発 する 紛争 
は 、 世 界 の 足 柳 に な っ て いた 
年 、 


る 由 争 や 内 部 
か) 混 を 細め た 


07 年 紛争 根 維 を 掲げ る CB が 突如. 
200 年 に 時 り 準 備 を 進め て きた CB 
て 世界 各地 の 紛争 
ル グ が 目指 


紛争 根絶 」 と 


た 。 絶 
の 誤 将 や 直 獲 を 試み 


を 三 大 勢力 に 豆 遂 すると. 事態 は 急変 する 
ンク ス を 入手 し た 三 大 勢力 は 、 国 連 還 を 結成 
を 実施 。 結果 、 CB は 壊滅 し 、 世界 は 国連 に よっ て 統 
そし て 西 礎 2312 年 、 国 連 は 地球 連邦 と な り 、 地軸 
や 地域 の 大 半 は 地球 軍 才 政府 の 支配 下 に 置か れ た 
に 


多数 の 


西暦 2307~2308 年 の 地球 


この 地図 で は 、 西暦 2307 一 2308 年 の 紛争 で CB 関連 
の 事件 が 発生 し た 地域 や 、 政 治 的 に 重要 な 勢力 施設 を 
解説 し て いる 。 多く の 地域 で CB の 武力 介入 が 行わ 
れ て いる が . 当 初 、 ユ ニオ ン や AEU の 舗 域内 で の 武力 介入 
く 、 人 稚 連 や 非 三 大 勢力 が 多い 傾向 に あっ た 。 CB 

セカ ンド チー ム は ユニ オン や AEU に も 積極 的 に 介入 し た 


AEU 領 内 の 地中海 岸 
る 小国 


PMC ト ラス ト 
を 誘致 し た うえ 、300 万 人 

外国 人 労働 者 を 受け 入れ て 
発展 し た 。 妊 済 は PMC ト ラ 
ト に 依存 す 


画 六 2307 年 、 AEL 
暫 を 行っ た 時 、C 
武力 介 入 を 受け て 栗 付 し た 


トリニティ の 移 宙 基地 が 
地域 。 柚 寺 基 地 は 山 の 
内 部 に 貼ら れ て ね り 、 外 部 か ら の 発 
だ っ た 。 し か し 、 アレ ハン ド 


見 は 国 
ロ ・ コ ユー ナー の 短 反 時 に 位 軒 情報 


が 漏れ た よう で 、 人 奉 連 の 1 
分隊 の 李 粗 を 受け た 際 


地域 。 幸 道 エレ 
や 利権 の 問題 に より 積 
蛋 的 に 介入 し な か っ た 模様 。 西 局 
2307 年 . 色 物資 涯 の 控 手 権 を 発 

する 内 埋 と 国境 紛争 地域 が 
CB の 介入 対象 と な っ た 


使用 され て いた 兵器 は 、 旧 式 MS や 
ワー クロ ー ダ ー に 過ぎ な い が 、 地域 を 
| 下 写 (くせ る に は 充分 だ っ た 


防御 の た め 
基地 施設 が 存在 する 。 


置 われ た こと が ある と 言わ れる 。 
周囲 に は AEU の 


ント 天 留美 が 撫 供 し た 時 宅 や GN 和子 で 性 手 


活 壮 手 示 として: 


西暦 2307 年 時 、 多 数 派 の シ 

ハラ 人 と 少数 派 の タミル 人 
の 民族 紛争 が 原因 で 無政府 
状態 に 障 っ て いた 。 CB の 起 
カカ 介入 を 二 度 受け て いる が 
2 度目 は タミル 人 を 支援 する 
た め に 設置 され た 人 革 連 舌 
七 罰 屯 地 が 攻撃 され 


西暦 2301 生 
王国 に 併合 され た 上 国 
発電 粉 争 補 
の 関係 が 悪化 
合 に 至 
で 国 歴 テロ 組織 の 


太陽 光 


カカ を 沈 軒 させ た 


り . 先 圧 は は ば 不可 能 だ っ た 


光 エ ネル キー の 安全 
を 支援 し て い 


中 東国 束 の ひ と 
規制 で 経済 が 著しく 
較 道 エレ ベー ター 開発 に 参 
大 隊 光 発電 
を 受け られ ず 因 硬 し た 。 国外 か 5 の 
援助 受け 入れ を 目指 す 改 基 演 と 
索 教 生活 を 守る 保守 拍 


AEU は 。 条約 で 決め られ た 以上 の 埋 
= この 事実 は 西 


2307 年 、CB の 直入 で 発 殴 し た 


48.26 


国連 本 名 MSWAD 本 部 


アメ リカ に 設置 され た 還 匠 | | ユニ オン 還 の 高 練 度 バイ 
達 合 の 本 部 。 西暦 2308 年 ロ 小 の み を 集め た MS 専門 部 
三 大 勢力 が 含 同 し た 国人 欄 .MSWAD (エム スワ : ホ ) の 
の 罰 制 と 対 CB 作 戦 の 実施 メリ カ 東 岸 に 講座 さ 
が 国連 議会 場 で 富 言 され WAD か ら 人 中 を 3 
た 。 CB 盾 池 後 は 、 地球 連邦 - き 捧 いて 結成 され た オー バ 
の 成立 に 至る まで の 期間 、 国 = の 穫 明 問 し て の 仙 陣 和 フフ ラッ グ ス 棚 も 柱 唱 西暦 3 っ の 和束 
連 に よる 地球 恋 一 に お いて 邦 が 強かっ た 回 回 だ が 、CG 史 人 埋 

h 心 的 役割 を 演じ た よう だ 以後 . 世 替 国 療 の 団体 と な っ で いっ た し | 1 


b に まま 数 の M 
ティ の 3 性 納 や 江 中 を 押え る 、 ト 
1) 大 打撃 を 受け た 。 の 区 肖 で 基地 は 寺村 勇 と な っ / 


人 半 較 信 内 、AEU と の 
回 填 近 くに 位置 する 三江 
に 囲ま れ て お 
ウラ ン 埋設 地域 
する 。[ 喝 われ た 土地 
と る こと も ある 
2307 年 、 三 大 勢力 が 合同 油 給 ウラ ン 夫 夫 電 域 が テロ の 目 « 

て ガン ダム 赤 衝 作戦 「 プ ロ な っ た ご と 利用 し . ガ ンダ ム を 計 . し 
クト Gj を 実施 され た 大 勢力 合 回 で 直 押 作 埋 を 放し た 


Hd 2 


経済 特区 日 本 


想 接 し て 存在 する ユニ オ 
所 属 の 島国 。 朝鮮 半島 や 台 
太平洋 の 人 線 の 多く を 名 
雷 下 に 置け な か っ た ユニ オン 
が 、 人 章 遂 に 打ち 込ん だ 醒 で 
ある 。 ユニ オン の 経済 特区 に 条 疲 介 JNN の 本 社 が 位置 する 
指定 され て いる が 、 在 日 米 宣 也 ・F・ セ イエ イ ゲ 滑 代 し 。 東 
を 人 C 重 事 カ は 存在 し た 5 診 に ガン ダム を 圏 し て いた 


| 

| 
| 平常 の 西 仙人 表 
1 

| 

| 

H 

H 

H 

1 


和 勢 を 和 用 | 
ュ ニ オン に 装 し で 強勢 
半 埋 は CB の 空 電 で 和 拓 し た 


H 
| 
| 
| 
i 
| T 
| | 
+ 初め と | 
D め て + 
Hd タ ln | 
{ ム の 分 配 権 は ア : ! 
! し て いる 。 アレ ハン ドロ の 「 タ 1 
1 ワー」 内 シー クレ ホフ ァ ク トリ ¢ 
2 | で 衝 似 太陽 が 搭載 MS> | 
い 、 ! クス が 開発 され た と 言わ れる 。 の 地 攻 学科 性 を 大 9 変 化 き せ た ! 
、 | ! 
執 道 工 | 南米 
ソロ モ ュ ニ オン の 符 道 エレ ペー ター 


タワ ー」 の 建設 に より 地政 
上 の 重要 性 を 増し た 地域 。 自然 
回 願 主義 者 の テロ 組織 ラ ・ イ デ 
ン ラ が 、 活動 拠点 


華 較 の 軟 道 エレ ベ 
必 2297 年 、 ユ ニオ ン の タワ 
に 次 送電 開始 ) し 
た 。 地上 部 周辺 に 天 柱 桂 市 
が 広がっ て いる 。 西 必 2307 
年 、 防 衛 に 就く 人 草 重 と 


ひと つ を 置い 
て いた 。 だ が 、 各 国 (We | 
の 武力 介入 


リー ク され た うえ 、C 


CB の メン バー が 宇田 お 内 上 の 福来 7 
に 出 た テロ リス ト が . 多用 。 リニア ・ ト レイ ン 公 社 の ラグ ゲ ナ を 受け て 全 減 し た 
た 7 ェ イ 門 義 も CB と 関係 が あっ た 


20 世 紀 以 来 . 特 症 国家 の 穴 土 
に な ら ず 、 三 大 勢力 も 領有 や 軍事 
揚 点 化 に 非 柄 李 的 だ っ た と 見 られ 
る 地域 。 アレ ハン ドロ ・ コ ー ナ ー が 
秘密 施設 を 建設 し 、 施設 内 に 30 
基 の 妖 傾 太陽 が が を 用 
如 似 太陽 炉 は 、MS ジ ンク ス と 共 
大 勢力 に 提供 きれ た 


ン ラ の 前 上 
納谷 を 利用 し た 
も 配備 し た が ガン ダム の 世 軸 で 紅 


央 所 】 


い 


ーー 


大 勢力 と 潜 元 し た ガレ ハン ドロ は 
潮 国 の 還 全 人 者 \ 南 直 の 施設 に 招 に SS プア ーーー -------- 表 識 記 - ーー 


の コカ i 


西暦 2307~2308 年 の 宇宙 


太陽 光 発電 紛争 時 代 か ら 、 地 球 周辺 の 宙 域 で は 宇宙 
開発 が 始ま っ て いた 。 資源 衛星 の 狼 入 、 ス ペー スコ ロニ ー 
の 建造 な ど が 主 だ が 、 軌道 エレ ベー ター が 稼働 し て いる 西 
暦 2307 年 に お いて も 開発 は 初期 段階 に 過ぎ な い ご 軌道 
エレ ベー ター を 用 いた 地上 と 宇宙 の 往来 は 宇宙 開発 
更 務 、 観光 な ど を 目的 と し た も の が 増加 し つつ あっ た 


CB は 宇宙 を 本 格 的 に 利用 し 。 小郡 星 を 転用 し た 杜 宙 ドッ ク ・ 
コロ ニー* 有 し て いた 。 ラダ ラン ジュ 1 で は CB と 国連 事 の 決 香 が 発生 


天 柱 」 周 

本 人 剖 軍 の 特 暫 
午 隊 [者 武 」 が ガン ダム 下手 作 
電 を 展開 し た 軍 域 。 CB の 


ン 付近 を 航行 


た た め 午 夫 丁 に か がり. 作戦 が 実施 され た 


失 贅 し 、 枯 は 基 大 な 視 害 を 出し て 失 過 


a 


失 果 的 に 直 天 作 埋 は 


グラ ンジ 
餅 設 の た め 

込ま れ た 資産 量 抽 | 
ーー、 CB の 秘 


っ 連座 され た 人 
未成 年 圭 や デザ イン ペイ 
土 と する 「 引 人 機関 技 訂 研究 所 


を 必 拓 兵 
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第 8 艦隊 先遣 隊 
の 壊 減 


The Plot of PLANT 


匠 の 午 記 


ラク ス ・ ク ライ ン を 巡る 


へ リオ ポリ ス 諾 撃 で 存在 が 算 見 し た 地球 連合 軍 
の 試作 MS 群 「G」 こと GAT-X シ リー ズ は 、 ザ フト の 
主力 MS すら 疲 楊 する 超 高 性 で あり 、 プラ ント 
と ザフト は 大 き な 感 と し て 受け 止め た 

G」 自体 が 脊 感 だ で は な い 。 「G」 の 硬 産 
L に より プラ ント の ハー ドウ ェ ア 上 の アド バン テー ジ 
われ 、 戦局 が 地球 連合 有利 に 進む こと が 盆 威 
だ 。 岡 力 の 前 題 で 戦争 の 継続 が 内 区 
っ あっ た 事実 も 、 プラ ント の 危機 感 を 助長 し た 

ー 方 で 、 確か に 「G」 は プラ ント の 脊 感 で は あっ た 
が 、 実 態 以上 の 田 感 と し て 最高 評議 会 を 坊 り 、 戦 線 
拡大 を 図 ろう と する 者 が いた 。 強硬 派 (ザラ 派 ) の 
筆頭 、 パト リッ ク ・ ザ ラ 国 防 委 員 長 で ある 

位 健 派 に 反論 の 口実 を 与え な いた め 、 ザ ラ 国 防 
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これ を 知 - 国防 委員 長 は 、 実 子 7 
彼 は 、 ラ クス の 婚約 
られ た ザフト 士官 ご 
ラク ス は 地球 連合 軍 胃 綴 1 て お り 、 結 果 
的 に アス ラン の 元 に 返さ れ て いる 。 だ が 、 ザ ラ 国 防 
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戦争 を 短 化 きせ る つも り だ っ た と 考え られ る 。 以後 、 
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特殊 な 宇宙 艦艇 


MS MA 重用 華 ど 地 い 二 軍 所 は 、 単 負 で 戦 上 
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宇宙 世紀 に | ょ 欠く べから ど る 職種 で ある ジャ ンク 


EE 素人 目 に は 、 ス ペー ス デ ブリ を 回 
屋 だ が 、 そ れ 以 外 に も 回 収 物 の 移送 や 選別 、 売 


企業 レベ ル の 大 規模 な ジャ 


ー ス デブ リ を 同 


同 収 作業 は 、 コ 


社 な どの 依頼 で 行 > ジャ ンク 屋 が 好 民生 用 MS( 軍 用 MS の 払い 下 や プチ MS、 作 業 ボ イン ーーー 

ん で 回収 する の は 、 高 額 で 売却 可能 な 機器 で ある 。 な ど を 用 いて . 宇宙 を 澤 流 する デブリ を 回 収 する PT 
5 ve 対象 物 は 、 高 頼 で 売却 可能 な 宇 軍 紫 疾 や MS が 
須 体 的 に は 字 宙 艇 艇 や MS、 そ の 部 品 が 該当 する コロ ーー 周辺 や 級 路 上 の デブ プリ は 優先 的 に 回収 


熱 検 反応 炉 や 熱 核 ロ ケッ ト ・ エ ンジ ン 、 電 
を 備え る 宇宙 組 経 や MI 
可能 な 部 品 が 多い た 


1 な い 


家 の 財 産 」 な の だ が 、 軍 が すべ て を 回収 する の は 困 
悪 7 膨大 な 数 の ジャ ンク 屋 を 管理 する の は 不可 
能 な こと か ら 、 ジャ ンク 屋 の 行動 は 黙認 さ # る 


デブ プリ 直 域 と ジャ ンク ヤ 


開発 が 行わ れ た 
て お り 、 暗 礁 宏 域 に は 特に 多 し 
た デブ プリ の 集積 場 で ある ジャ ン 

や 月 面 都市 内 部 、 月 面 都市 周 


ー ド は 


存在 し 


MORE INFO! 2 た tr こっ 
ジャ ンク 屋 の 作業 機材 あ | りり タフ ロン 


th 


wa, + 49.26 
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SPECULATION OF BOTH ARMIES 


CCO153.05.24、 ザン スカ ー ル 帝国 軍 (ベス パ ) 
地球 タリ ー ン 作戦 」 を 開 た 。 バイ ク 戦 艦 こと モト 
ラッ ボド 引 の 巨大 な 車輪 を 用 い 、 地 上 の 都市 や 遺跡 大 
を 忠 嗣 、 破 壊す る 作戦 で ある 。 核兵器 を 使用 せ ず 、 
通常 兵器 の 投入 も 最小 限 と す 々 環境 を 汚 梨 
せ ず に 地球 を ! 
迷 常 識 か ら 
の 中 か ら の 再生 」 を 許容 する マリ ア 主 義 者 に 
は 充分 に 合理 的 な 作戦 だ ょ うだ 
地球 る 下 准 備 と 
し か | 


側面 も 持 
モト ラッ ド 秩 の 発案 者 に し て 、 
ォ ン セカ ガチ 首相 
が あっ た 。 カ ガ チ 首相 は 「 地 球 ク リー 
別に 、 精 神 制御 兵器 「 エ ンジ ェ ル ・ ハ イエ 
を 用 いて 反対 勢力 を 一 掃 す る 「AH 作 戦 」 を 準備 し 


ン 作戦 」 と は 
CAR) 


カ ガ チ 音 相 に と っ て の 本 命 は 「AH 作 戦 
が 、AH の 実 は 時 間 が 必要 
ラッ ド 艇 隊 と 「 地 球 クリ ー ン 作戦 」 を 利用 し た 
ある 。 内 地球 クリ ー ン 作戦 」 と 
て 、 地 球 連 邦 政府 と の 
(停戦) 協定 を 結 ほ うと し た の だ っ た 

AH 作戦 」 を 秘 藤 し つつ 章 備 する た め に 「 地 球 
クリ ー ン 作戦 」 を 立 3 、 先 行 し た [地球 
クリーン 作戦 」 を 「AH 作 戦 」 に 利用 し た の か は 不明 
で ある 。 だ か 地球 タリ ー ン 作戦 」 が 
地球 都市 破壊 作戦 て 、「AH 作 
戦 」 が 反対 勢力 を 板 
ある 以上 、[ AH 作戦 
間違い な 
地球 クリ ー ン 作戦 」 が 、 地球 連邦 政府 に 休戦 協 


困難 な モト ラッ ド 角 隊 が 、 地 上 を 
る 様 は 、 英 対 者 を 
で | 


分 な 威力 を 持っ 
われ て いた 、 AH の 部 品 搬入 や 組 
> 敵対 勢力 の 目 を 3 
作戦 司令 の クロ ノ ク ル 
佐 待 過 ) 以下 、「 地 球 タ リー ン 作 戦 
パ 将 兵 に 作戦 の 実態 は 説明 され 
、 カ ガチ 首相 の 貞 
た だ ろう ) 。 作戦 中 、 ベ スパ 
れ て いた が 、 確定 情報 
AH 作戦 」 の 時 間 > 側面 が 強 
\「 地球 タリー ン 作戦 」 は 実施 され た 。 だ が 時 間 稼ぎ 
人 態 を 知ら ない ベ スパ 将兵 は 全力 で 戦い 、 
機 感 を 抱い た り 


関連 ファ イル 
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北米 で は 、 凄 惨 な 戦 
("ネー ムレ ス ” 


Muustration by SHINGO ABE Cokor by TAKAKO SUZUKI Special Eliect by SHIN INOIE /Background by MASATOK 


月 の 秘密 
モト ラッ ド 艦 隊 を 巡る 地球 の メキ シ 


月 お よび 北米 大 陸 の 戦い | Em 


攻 地 で 編制 を 終え た モト ラ 
、 北 米 大 際 に 上 隆 者 
た 。 対す る リガ 
ド 艇 隊 族 艇 
交戦 し 、 月 面 、 大 気 岡 突入 時 、 北 米 と 転職 し て 


ィ ア は 、 特攻 や 核 爆 発 、 ダム の 決 
艦隊 の 団 止 を 狙っ 
こす る に 止ま っ た 。 結局 、 
繋 を 続け 、 リ ガミ リティ ア 
【、 地上 の 都市 は 大 き な 被 逢 を 出し た 


画 アド ステ ア と の 戦 
リガ ・ ミ リティ 
、 戦闘 に 乱 交戦 。 その 後 A 自 下 し た リー ン 
て 海 都市 アン ダー フッ ク が 規 減 。 な お 、 同 都市 の 頃 、 ア ドラ ステ ア は 他 の モト ラッ ド 箇 
TI シャ クティ ・ カ リン が ベス / パ に 拉致 きれ て いる 。 IS 部 隊 を 投入 し 遇 破 を 揚 う が 、 モト ラッド 皿 隊 は 月 か ら 基 | 
| 達 の 村 敵 で ミュ ー ラ 。 ミゲル が 捕 磨 と な り . オリ ファ ー・ イ ノエ が 戦死 し 


5 月 24 日 、 [地球 クリ ー ン 作戦 ] が 開始 され 、 モ トラ ッ ボド 菊 隊 が タン ピ ビ 
コ に 上 鞭 。 リー ン ホ ー ス Jr. を 含む り ガ ・ ミ リティ ア 部 隊 が 防衛 埋 を ( 休戦 協定 
- * 回 

展開 する も 阻止 に 失政 し て いる 。 最終 的 に MS を 撃 奏し た 虫 の リガ ・ ミ リティ イア は アド ラス テア か ら の 人 質 究 宙 作 戦 を 属 本 し 
シャ クティ の 教 出 に 成功 。 休戦 が 人 迫っ て いる こと を 知っ た ビ 

“ーー デン 大 尉 は 、 ミ ュー ラ を 人 質 と し て V2 ガ ンダ ム の 没 太 

・ ミ リティ ア と 地理 軍 者 軍 の 一 部 に よる 攻撃 

が 続け られ た が 、 責 能 隊 は 撃 硫 で きず 、 休 溢 凛 定 が 細 結 さ 

れ た 。 な お 、 圭 闘 中 の アク シテ ント に より ミュ ー ラ は 死亡 し た 。 


wm by AKIO UNUMA 


5 sss。 MORE INFO! 


大 気 還 突入 を 
過 撃 を 暫 式 し た モト ラッ ボド 族 枯 は MS-MA 
ガ ・ ミ リティ ア と モト ラテ モト ラッ ド 導 


し 月 21 日 . トラ ッ ド 司 本 が メ 

リー ン ホ ー ス Jr. と ホワ イト アー に 降 

ティ ア と モト ラッ ド 族 様 の 海戦 に 巻き 込ま れ 
ク が 壌 潤し た 


ア の リー ン ホ ー ス Jr. と ホワ イト 


オ ・ カ タル へ ヘナ 基地 
隊 の 動向 を 察知 し 


5 月 24 日 、「 地 球 


ス Jr と ホワ イト アー ク の MS 部 三 と タン 
が 文 幸 し た が 阻止 に 失敗 し 、 タン r と を 悟っ た モト ラッ ド 務 隊 作 戦 参 絆 
ビ ピコ は 壊 減 し 婦 . 敵 若 の 話 場 ( 杜 爆 発 ) を 回 寿し つつ 戦 関 ココ 大 射 は 、 リ ガ ・ の 放 機 的 存在 
し た り ガ ・ た が 、 モ トラ ンド 舞 隊 が 北米 中 部 に 進出 ガン ダム を 撃破 す を 押 に 戦 且 を 実施 し た . 
する に あたり 、 MS の 枝 坦 発 を 利用 し た 。 し か し 、 それ で も モト ラ 
ド 押 鐘 の コー ス を 変え る の が 限界 だ 


a 
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リガ ・ ミ リティ ア の 
MS 開発 プロ ジェ クト 


神聖 軍事 同盟 リガ が ・ ミ リティ ア の MS 開発 プロ ジェ 
クト が 「V (ヴィ クト リー) 計画 ] で ある 。 「V』| 
は 、 伝 説 的 MS ガン ダム の 復活 が 目指 され 、 反 ザン ス 
カー ル 帝 国 活 動 の 象 般 と な る ガン ダム - タ イプ MS「V 
ガン ダム 」 シリ ー ズ が 誕生 し た (本稿 で は 、 同 時 並行 
で 開発 され た ガン イ シリ ー ズ も 組 介 ) 
に ザン スカ ー ル 帝国 の 政権 与 沈 と な る ガチ 覚 
に 危機 感 を 抱い て いた 民間 ネッ トワ ー ク 「 神 坦 同 
量 ] は 、 リ が ミリ ティ ア へ と 組織 を 再編 し 、 ザン スカ ー 
ル 帝 国 の 建国 宜 言 が な され た U.C.0149 に 「V 計 画 」 
を 発動 し た 。 こう し て で リガ が ・ ミ リティ ア は 反 ザ ンス カー 
ル 帝 国 活 動 に あたっ て MS 開発 を 開始 し た が 、 それ 


に は 理由 が あっ た 。 ザン スカ ー ル 帝国 軍 ベ スパ の 新 
型 MS に 対抗 可能 な MS が 存在 し な か っ た の だ 
ザン スカ ー ル 帝国 は 、 軍 事 力 を 背景 に 膨張 を 続 


ける 専制 的 恐怖 政治 国家 で あり 、 そ の 意思 を 控 く 
に は 軍事 力 で 対抗 する し か な か っ た 。 リガ ・ ミ リティ 


History of MS Development in U.C 
字 還 世紀 の MS 賠 発 史 


了 も 軍事 力 を 用 いた 抵抗 活動 を 基本 路線 と し た が 、 
ペ ス パ が 有する 新規 MS は 著しく 高 性 能 で 、 構 成員 
や 協力 者 を 通じ て 入手 可能 な 地球 連邦 軍 の MS で 
は 対抗 困難 だ っ た 。 当時 の 地球 連邦 軍 の MS は 、 
U.C0120 年 前 後 の コ スモ ・ パ ビ ロ ニ ア 建 国 戦争 期 
に 配備 され た ロー トル 機 に 過ぎ ず 、 新 弄 機 の 配備 は 
潤っ て いた の で ある , 

そこ で リガ が ・ ミ リティ ア は ベス パ 製 MI 
な 新型 MS を 欲し 、「V 計 画 」 と ガン イ 
の 開発 に 着手 し た の だ っ た 。 開発 や 製造 に は 、 元 サ 
ナリ ィ の 技術 者 や ギア ナハ イム ・ エ レク トロ ニク ス 社 を は 
じ め と する 民間 企業 が 協力 し た と 言わ れる , 
で は 、 単 な る 高 性 
まで は な い 。 中 で も 重視 きれ た の が 、 マ ル チ プ ル ( 況 
用 弄 、 多 目的 型 ) MS と し て の 機能 の 先鋭 化 、 そ し て 
ゲリラ 的 運用 へ の 対 た 。 1 機 で 多様 な 任務 に 
対応 する だ け で な く 、 少 人 数 で 運用 可能 と いう こと 
で ある (同時 期 区 きれ た ガン イー ジ は 、 国 際 規 
格 の 多用 に より 部 品 調達 を 容易 と し て いる ) 

これ ら の 特性 は 、 人 員 や 物資 が 限ら れる リガ ・ ミ 
リティ 7 の 台所 事情 か ら 求め られ た も の だ っ た 。 地 
球 連 邦 政 府 や 地球 連邦 軍 の 一 部 か ら 協力 を 得 て 


いた と は いえ 、 リ ガ ・ ミ リティ ア は 小 規模 な 組織 だ っ 
た 。 当 括 、 ザ ンス カー ル 鶴 国 と 正面 対決 を する だ け 
の 人 貞 や 物量 は 期待 で き な い 。 そう で ある 以上 、 少 
な い リ ソー ス で 最大 の 能力 を 発揮 で きる 高 性 能 MS 
が 求め られ た の は 、 当然 の な り ゆ きだ っ た 。 

「V 計 画 」 で 望ま れ た 仕様 は 無理 蘇 順 と 言っ て も 
いい も の だ っ た が 、 リガ. ミリティア は 要求 を クリ ア し た 
MS、 ガン ダム を 実用 化す る に 至っ た 。 


(オッ トー・ カ ル テ ン パッ ハ U.C.0155) 
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V0301 箇 


ンス カー ル 和 還 活動 を 行っ た 


Miustration by TAKUYA IO 


「V 計 画 」 の 開始 


ザン スカ ー ル 帝国 へ の 抵抗 運動 に 軍事 カ を 用 いる こと 
を 決定 し て いた リガ ミリ ティ ア は 、 独自 の MS 開発 プロ ジェ ク 
ト 「V (ヴィ クト リー) 計画 」 を 始動 させ た 。 ザン スカ ー ル 帝国 
の 建国 が 室 言 され た U.C.0149 の こと だ っ た 。 地球 連邦 
軍 に すら ベスパ に 対抗 可能 な 主力 MS が 存在 し な か っ た 
当時 、 新型 MS の 開発 は 唯一 現実 的 な 選択 肢 と 言え た 。 


[VM( 画 開 婦 時 、 ペ スパ の MS は ソロ アッ ト 
が . 計 杖 可 能 な の は サナ リィ の F シ リー ズ 策 高 


「V 計 画 」 の 技術 的 特徴 


リガ ・ 
「V 計 画 」 の 実施 に あ た ! 


ガン ダム の 店 活 と 活動 の 台 重 


に ene 対す る 舞 撤 運動 の 
ティ ア の 活動 の 集 竹 と 
A ri い 
わ ば ガン ダム の 名 に あや か っ た の で ある , 


RX.7B ガン ダム 以 科 
ガン ダム の 名 を 持つ M 
S は 途 壊 か ら の 用 利 を 
も 


MS 運用 理論 


V 計 画 


リティ ア の 内 部 事情 と 仕様 要求 


、 リガ ・ ミ リティ ア は 高 性 能 以 
外 に も 要求 を 出し た 。 その うち 、 マル チ プ ブル MS と し て の 機 
能 追求 と ゲリラ 的 運用 へ の 対応 は 、 人 的 ・ 物 的 リソー ス が 


少な い リ ガ ・ ミ 


マル チ テ プ ブル MS 所 用 融 MS と し て の 要 
能 の 先 閲 化 が 目指 され た 。 生産 能力 に 劣 
る リガ ・ ミ リティ ア に と っ て 、1 横 で 多様 な 任 
務 を こなせ る マル チ ブ ル MS は 必須 だ っ た 。 


は 評 代 ガン ダム に も マ 
ル チ プ ル な 機 人 が 
く 見 られ る が . V ガ ン 
ダム は それ を より 半 
度 人 し て いる 、 


re sr iOn 


リティ ア の 事情 か ら 出 た も の で ある 。 伝説 的 
MS ガン ダム の 復活 、 活 動 の 象徴 と な る MS と いう 要求 は 、 
組織 内 外 へ の 影響 を 恒 議 し た 「 政 治 的 ] な も の だ 


ーーーーーーーーーーーー ーー 
ダグ リラ 的 運用 が 可能 


最小 明 の 人 員 で 、 巡 働 を 撃 借 が 可能 な 
機体 目指 し た 。 人 員 が 少な く 
用 刺 備 堪 を 縮 保 し 牙 い リガ 
充分 に 軍用 可能 と いう 


MS の 擬 期 軍用 に は 皇 
族 や を 地 妖 設 が 不可 
欠 だ が 、 V ガ ンダ ム は 押 
用 施 仙 へ の 価 存 を 邊 
小 際 し た 


「V 計 画 」 の MS は 、15m 級 の 機体 や ピー ム ・ シ ー ル ド の 。。。 ペ ス パ で も 見 られ る が 、V ガ ンダ ム ・ シ リー ズ で は より 徹底 さ 
装備 と いっ た 第 二 期 MS の 条件 を 満た す と 同時 に 、 要 求 仕 ) れ て いる ほか 、 拡 張 オ プシ ョ ン の 重視 や 特殊 推進 器 な どの 
様 を クリ ア す る た め に 特殊 機構 を 採用 。 合体 変形 機構 は 特徴 も ある 。 拡張 オプ ショ ン は ガン イー ジ 系 で も 見 られ る 。 
ーー 
技術 的 特徴 中 : 拡張 オプ ショ ン 


技術 的 特 竹 1 : 含 体 要 弁 


「V 計 画 」 に 携わっ た 技術 者 


V ガ ンダ ム ・ シ リー ズ の ホラ イソ ン (水平 ) 式 コ ア ・ フ ァ イ 
ター に F90 四 Y や F97 の 影響 が 見 受け られ る こと な どか ら 、 
「V 計 画 」 に サナ リィ 系 の 技士 が 関与 し た 可能 性 が 指摘 
され る 。 V2 ガン ダム の 開発 に 、 アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク 
ス 社 が 間 与 し た と の 説 も ある 。 開発 ・ 製 造 は 欧州 の コリ ー 
ン 、 月 の テク ネ チ ウ ム な ど で 行わ れ た 


ファ イタ ー を 中 心 に 、 毅 部 や 腹部 と な る トッ オブ ショ ン を 追加 装備 可能 。 拡張 オプ ショ フス キー・ ド ライ ブ ・ ユ ニッ ト を 
プ ・ リ ム 、 下 半身 に 変形 する が トム ・ リ ム か ン は 火 カ ノ 防 御 カ ノ 購 動 性 な ど を 向上 さ に ミノ フス キー 物理 学 を 応用 し た 
ら 成 る 合体 変 肛 機構 を 採用 し た 。 せる も の で 、 高度 な 用 性 の 一 緒 を 担う 。 技術 で 、 単線 飛 行 も 可能 で ある 。 

抽 用 性 村 竹 pe 

生 性 軍用 性 上 っ wo ァ ッッ ルト 

の 向上 、 各 パー ク の 窟 硬 宰 の パス ター 

生生 を 分 名 能 用 合 さ れ 。 双方 の 

利点 も ある RR 


揚 休 各部 の ハー ド ポ イン ト を 介し て 、 撤 妊 


生 竹 の メカ ニッ ク で る る ロメ ロ ・ マ ラベ ル . エ 
アー キン ズ 、 コリ ー ン 炊 下 工場 の エス テル 


ン の 専門 まま イ オーティス 


LMs1 
V2 ア サル ト ガ ンダ ム 


MORE INFO! 
リガ ・ ミ リティ ア の MS 用 支援 機 


ヴィ クト リー・ タ イプ (V ガ ンダ ム 


ペー ス と な る 大 午 車 輌 カ SFS の セッ ターH926 な 
と 大 気 園内 用 の 支援 機 が 目立つ の は 、 初 本 の 戦 増 が 地 
球 上 と な っ た た め だ と 悪 われ る 


小 和 半 ホ ワイ ト ア 
で いる 


ォ ン 
状 混 の V ガ ンダ ム を 枝 


em サン ラ ィ ズ 


50.24 


油 正 暦 の MS 


黒 磨 更 の 遺産 と 
月 の 新聞 発 機 


正 暦 23 
投入 
臣 大 人 型 兵 


つ に 大 別 で 
ら 発掘 され た 黒 歴史 時 代 


開発 し た 
歴史 時 代 の MS は 開発 時 期 
や 基本 構造 、 性 能 


期間 が 
宝 世 


History of MS Development in C.C 
正 歴 の MS 開発 史 


黒 歴 時 代 の MS は 少な 
ぅ 作動 する 代物 で は な い 
掘 き れる の は ・ サ イク ル を 構 


ムー ン レ ィ ス が 開発 し た MS は 、 
代 未 期 の 技術 を 継承 し る 。 自己 再生 
骨 状 の 駆動 構造 


計 術 と 思わ れる 。 IFBD を 採 
、 タ ー ン タイ プ MS と 同等 の 技 


術 が 導入 され た 機体 まで 存在 し て いる 。 地球 の マウ 


ン テ ン ・ サ イク ル か ら 発 
い 傾向 に あり 、 北ア メ 


機体 より 、 提 が 


わけ で は な い 。 黒 

性 和 が 古い MS が 存在 

の バン デット や ズ サ ン 、 コ レン ・ 

ナン ダー の イー ゲル の よう に 、 マウ ン テ ン ・ サ イク ル か 
ら 発 掴 きれ た MS も 知ら れ て いる 。 

( 帳 策 者 、 幸生 時 期 不明 ) 


2 


MAC-F 


正 暦 期 の MS 


MS が 時 歴 史 時 代 に 誕生 し た の は 確実 複 さ れ て いる 
が 、 具 体 的 な 時 期 は 判然 と し な い 。 ミノ フス キー 欄 子 の 
取 布 環 塊 に 対応 し た 兵器 と し て 宇宙 世紀 に 開発 され た と 
も 、 西 礎 時 代 に 誕生 し た と も 伝え られ る 。 実用 化 され 
MS は 、 黒 歴史 各 時 代 の 主力 兵器 と し て 活躍 し 、 黒 歴史 


後 の 正 麻世 界 に お いて も 最 重 要 兵 器 で あり 続け て いる 。 


時 歴史 の 実 馬 を 封印 し な が ら も 、 そ の 技術 を 継承 し た ムー 
レ ィ ス に と っ て 、 MS は 替 選 的 兵器 で あり 続け た 。 地球 帰 選 作戦 
を 贅 定 し た 、 圭 カ が 必要 だ っ た こと も 確か だ っ た 


正大 2300 年 代 中 期 の 地 束 人 類 に と っ て 、MS は 想像 の 区 
外 の 存在 だ っ た 。 黒 歴史 を 抹消 し た た めで ある 。 正 歴 2345 年 
に 本 用 を 開始 し た が 、 完全 に 理 殺 し て いた と は 言い 難い 


MORE INFO! 
小型 MS と 作業 


FLATL06D フラ ッ ト (全高 20.0m 
MS-06 ポル ジャ ー ノ ン ( 全 高 17.5m 

@ MA053 (ho 全高 40.0m 
OMRc-un1p > 
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@erMir/xwr0 


MS の 入手 方 法 


ター ンタ イブ MS が 引き 起こ し た 「 ナ ノ マ シ ン ・ ハ ザー ド ] 
や 正 訂 聞 始 前 後 の 社会 操作 に より 、 地 球 の 工業 力 や 科 
学 技術 は 著しく 低下 し た た め 、 地 球 で の MS 生産 は 国難 に 


な っ た (そもそも , 比 学 工業 を 支え る 社会 体制 や イン フ 
ラ が 仙 諾 で ある ) 。 黒 歴史 時 代 の 科学 力 を 継承 し た ムー 
ン レイ ス は MS 生産 能力 を 維持 し て いる が 、 問題 も ある 


地球 国 に お ける MS の 開発 と 生産 は 、 ム ー ン レ ィ ス の 専売 特許 
に な っ て いる 。 た だ し 、 月 面 生活 で は 生命 維持 に 多く の リソー ス を 
害 < 必 要 が ある た め 、 MS の 生産 数 は 大 挿 に 剣 根 され る 


産 され た も の 。 生 馬 数 は 。 と の 機体 


MS の 分 類 


地球 や 月 の ナノ マシ ン 人 堆積 地 形 マウ 
史 時 代 の MS を 発掘 する 。 MS を 発見 


MMS 生産 本 力 ザ 総 な 3 
アナ ・ カ ウン ター と ギ 


正 暦 2300 年 代 中 期 の MS は 、 ムー ン レ ィ ス 製 の 機体 
と 、 マウ ン テ ン ・ サ イク ル か ら 出 土 し た 黒 歴史 時 代 の 機体 
に 大 別 で きる 。 マウ ン テ ン ・ サ イク ル に 埋もれ て いる MS 


は 、 黒 歴史 時 代 が あま り に 長い た め 、 構 造 で 技術 系 統 を 
推測 する し レ ィ ス の MS は 正 暦 開始 直前 
また は それ 以降 に 開発 され た 機体 が 大 半 を 占め る 模様 


ムー ン レ ィ ス の MS は 時 歴史 未 期 以後 に 開発 され 
人 性能 で ある 。 フラ ッ ト や ウ ァ ッ ド な ど 
を 探 用 し た 機体 が 多く 確 放さ れ 


ムー シレ ィ ス 制 MS 
の 中 で も 最高 枝 の 
スモ ー。 ター ンタ イプ 
MS と 同 生 の 半 何 も 


FLATLO6D 


ン ・ サ イク ルカ ら 出土 し た 、 黒 歴史 時 代 の MS。 ジ 
レー ター タイ プ や 装 軸 材質 か ら 枝 術 系 続 を 推 消 で きる 。 技術 レベ 
ル は ター シタ イプ MS や ムー ン レ イス 系 に 劣る 傾向 に ある 


正 暦 期 の MS の 特殊 技術 


長い 黒 歴史 時 代 を 経て 開発 され た だ け あ っ て 、 正 暦 期 の 
MS (特に ムー ン レ ィ ス 機 ) に は 様々 な 特殊 技術 が 導入 され 
て いる 。 IFBD の よう に 、 ター ンタ イプ MS の 解析 か ら 得 られ た 
と 思わ れる 技術 も 存在 する 。 発掘 機 に 導入 され て いた 特殊 
技術 と し て は 、 ムッ トゥ ー の 1 フィ ー ル ド を 利用 し た 開放 弄 
バン デット の ウー ジィ ・ ア ー マ ー な ど が ある 


ジェ ッ ト 


MS の 装 略 に 用 いら れる 場合 、 ナ ノ マ シ ン 。。 1 フィ ー ル ド ビ 
に よる 再生 能力 を 備え た 装 申 を 指す 。 ター に 展開 し た エフ 
ンタ イプ MS 以外 で は 、 ウ ォ ド ム で の 採用 が 
知ら れる 。 内 部 機械 まで は 再生 不 弁 だ 


ム 皿 動 の 時 。 機体 周辺 


提 代 位相 天 号 振 動 ゲ ー ジ 場 締 
IFR (1 フィ ー ル ドリ スト ラク ショ ン ) 効果 
より 動機 の IFBD に 干渉 、 停 止 させ る 。 ス 
モー の ター が この 


天 極 音 遠 の 振動 を 起 で 、 地 中 
へ の 潜行 や 滑空 を 可能 と する ほか 。 攻 撃 
や 防御 に も 転用 で きる 機 横 。 フラ ッ ト の 通 
部 お よび 肢 部 の 替 皿 に 搭載 され た 


一 疲 の MS の 基 ] 


と を 利用 


本 模造 と 
た 、 昔 介 状 の 組 動 フ レー ム 、 

の 名 称 は Flexlble Lagder Ac 
nology (柔軟 な 橋 子 状 箇 動 桂 置 技 新 | 


乱 弥 状 の MS 用 還 和 装置 。 無数 の 筋 
株 高 分 子 モー ター の 集合 体 で ある 。 「 未 


w Tech- 来世 紀 ] 時 代 の 技術 と 推測 され で いる 。 ギ 
ン ガ ナム 衣 の 主力 MS マヒ ロー が 折 用 し 
p m 
1 ビルト レー スシ ス 
J よ 
り 打 集 者 の 和 作 を 
休 人 の 抽 き に 反 員 す 
る 杭 と も 言わ 


機動 戦士 ガン ダム O0083 スタ ー ダ スト メモ リー 


し 


フォ ン ・ ブ ラウ ン 


Geography In U.C. 


月 面 都市 フォ ン ・ 
中 心地 と し て 知ら # 
市 」 で あり 、「 フ ォ ン 
ンプ ラウ ン 」 と 呼ば れる 。 な お フォ ンプ 
ロケ ッ ト 開発 で 


ま 、 宇宙 の 政治 経済 の 
地球 連邦 の 行政 区 2 
プラ ウン 市 」 ま た は 単に 「 フ ォ 
の 名 は 、 
大 な 功績 が あっ た 旧 世 紀 の 工 学者 


で の 重要 
は 、 地球 了 岡 の 主要 
地 、 更 上 初 の 恒久 月 


は 地政 学 上 9 

資源 採掘 3 " 
みみ 、 コ ロニ ー の 建設 ラッ シ 
ラウ ン は 月 面 都市 
、 資源 採掘 基地 の 近傍 


張 さ れ 、 工業 力も 増大 
グラナダ の 和 建設 、 新規 コ 
開発 拠点 と し て の 役割 
の 存在 感 が 失わ れ 
・ ポ イン ト に 
プラ ウン を 中 


『 経 済 圏 が 確立 さ 
宙 開 発 を 通じ て 飛躍 的 に 成長 し た 経済 力 や 工業 力 
の 重要 性 を 後押し し < 


も 、 フォン ・ 


利用 し 勢力 
勢力 と し て 安全 
則 辺 施設 や 小 消 な 
ェ ー シ ョ ン 計 画 に より 都 


蓄 取 り で 生 有 
大 に 成功 し た 


、 地 球 之 施 の 中 
が 地球 連邦 
カ が 低 


は けけ は 無 意 味 な t、 フ ォ ン ・ プ 
が 地球 陶 の 中 心地 
ン リ ヌ 


間違い な い . 


ルト UC.0153) 


[8] ne03 se iA 


立地 と 位置 付け 


月 面 都市 フォ ン ・ ブ ラウ ン は 、 月 の 表 個 「 静 か の 海 ] に 
建設 され た 。 L1、L4、L5 の 中 心地 点 に 位置 する ほか 、 地 
球 と の アク セス も 容易 で あり 、 地 政 学 上 の 要衝 に な っ て い 
る 。 経済 力 と 工業 力 は 第 2 の 月 面 都市 グラ ナダ に 比肩 し 、 
立地 の 都合 上 、 フォ ン ・ ブ ラウ ン の 方 が 、 陳 要 度 が 高い 。 
この た め 、 宇宙 の 政治 経済 の 中 心地 と 見 な され て いる 。 


| 
M ア 
フィ ン ・ プ ラウ ン の 直 村 庄 に 提 り 出 し た 勢力 は 、 ティ ター ンズ し か 知ら れ 
て いな vw UC.O153 閉 在 、 地 珠 較 邦 の 中 内 誠信 が 置か れ で いる 


フォ ン ・ ブ ラウ ン の 歴史 


フォ ン ・ ブ ラウ ン は 、 コロ ニー 建設 用 の 資源 採掘 と 資 湊 
打ち 上 げ 用 の 掲 点 と し て 建設 され た 。 その 後 、 史 上 初 の 月 
面 恒久 都市 と な り 、 宇 宙 開 発 の 進展 と 共に 飛躍 的 な 発展 
を 遂げ た 。 独 自 の 戦力 を 持た な いた め 、 鞍 災 は 中 立 化 で 
回 選 し た が 、 U.C.0082.12.04 に 周辺 施設 が テロ 攻撃 を 
受け 、 グリ プス 戦役 で は 一 部 施設 に 被害 を 出し て いる 。 


フォ ン ・ プ ラウ ン で 押 明 され た 
責 消 は 、L5 の サイ ド 1 と サイ 
FA. LA の サイ ド 2 と サイ ド 6、 
の サイ ド 5 の 填 設 に 用 い 
ち れ た 民 様 。 次 男 の 移送 に 
は マス ー ド ライ バー を 人 用 。 


U.C.0027 初 の 月 面 憶 久 都 市 フォ ン ・ ブ プラ ウン 完成 


コロ ニー 雑 設 資 涯 の 採掘 ・ 打 ち 上 げ 基 地 だ っ た フォ ン ・ ブ 
ラウ ン が 、 史 上 初 の 月 面 信久 都 市 と し て 完成 増加 する 労作 
者 や 参加 企業 に 対応 。 同時 期 に 市 制 も 開始 され た よう た だ: 


U.C.0079.01 一 年 埋 争 に お ける 中 立 


一 年 寺 争 開 革 直後 、 他 の 多く の 月 面 都市 同様 、 中 立 を 
宣言 し て 圭 災 を 回 選 し た 。 し か し 、 中 立 の 護 で ジオ ン 公国 軍 
や 地 琴 較 邦 宴 に 寺 争 協力 し て いた と 見 られ る 。 


U.C.0083.1 1.11 コロ ニー 舌 下 国選 


デラ ー ズ ・ フ リー ト に よる コロ ニー 落と し を 回 避 す る た め 。 
AE の オサリバン 常務 が レー ザー 発振 ステ ーション を 使用 し 
コロ ニー の 電 道 を 変更 。 事 遂 の 宮 取 引 が あっ た と 言う 。 


U.C.0087.08.10 「 ア ボロ 作戦 」 に よる 占 休 


ティ ター ンズ が 実施 し た 『 ア ボロ 作戦 』 に より 、 フォ ンプ ブラ 
ウン は 制圧 / 占 拠 され た 。 8 日 後 、 エ ッ ー ゴ の 反撃 で 解放 
れ た が 、 市 内 で MS 埋 が 展開 され 上 刻 階 に 拉 害 を 出し た 。 


U.C.0087.10.10 洪 洒 必 生 事件 


ティ ター ンズ が 、 宣 港 を 中 心 と する フォ ン ・ ブ ラウ ン の 港 滴 
施設 を 坦 確 し た 。 この 障 、 都 市 の 上 層 部 も 破壊 され 
て いる 。 実行 日 は 5 日 と も 言わ れる 。 


U.C.0089 再 則 発 計画 、 市 主 全 で 池本 


老朽 化し た 基本 構造 の 再 構 笛 . 都市 の 再 整理 な ど を 目的 
と する フォ ン ・ プ ラウ ン 再 開発 計画 が 市 講 会 で 承諾 。 計 
は グリ プス 埋 役 で 受け た 補填 の 税 旧 作業 も 読 合 され た 


U.C.0099.1 1.28 再 科 発 計画 終了 記 地 式 員 


再開 発 計画 が 一 旦 給 了 し 、 記念 式典 が 開催 され た 。 この 
山 は 、 フォ ン ・ ブ ラウ ン へ の 運 孝 
(地球 連邦 の 普 都 機能 秒 転 ) を 示 暑 する 発言 を し た 。 


U.C.0140 年 代 地 吾 運 邦 中 央 主 会 の 投 置 


地球 連邦 政府 の 中 由 で ある 中 央 講 会 が 移転 され 、 フ ォ ン ・ 
ブラ ウン が 地球 達 邦 の 普 痢 と な っ た 。 な お 、 U.C.0153 に は 
ザン スカ ー ル 帝国 と の 休戦 協定 を 締結 し て いる 。 


フォ ン ・ ブ ラウ ン は 、 直径 6km の クレ ー タ ー を 利用 し た ジ 
オフ ロン ト 型 の 月 面 都市 で ある 。 人 口 は U.C.0083 時 で 
約 5.000 万 人 、U.C.0099 時 で 50 万 人 と され る が 、 後 者 
は 特定 区 画 の み の 居住 者 を 指し て いる よう だ 。 な お 、 こ こ 
で 解説 し て いる の は U.C.0083 一 0087 頃 の フォ ン ・ プ ラウ 
ン で あり 、 再開 発 計画 に より 都市 の 姿 は 大 きく 変化 し た 


フォ ン ・ ブ ラウ ン は 各市 区 本 や 浴 済 が 
( 好 下 各市 )、 周辺 誠 設 か 5 成る 。 地下 都市 は 柄 還 に な っ て い 


画 地表 部 分 

主要 区 画 が 尋 設 され た クレ ー タ ー を 中 心 に , 各 港 蘭 の 出入 
ロロ 、 管制 施設 、 他 の 月 面 都市 や 周辺 施設 を 侍 ぐ ハイ ウェ イ 、 各 
全 業 の 月 面 拠点 な ど が 点 在 。 交 首 兵器 は ほとん ど 存 在 し な い 。 


上 還 は AE 作ら 見 た フォ ンプ 
ー| ラウ ン 外 避 。 周辺 に は . 箇 角 の 
加 吉 を ど に 用 いる レー ザー 発 


還 都市 部 ② 

元々 フォ ン ・ プ ラウ ン は 労作 者 の 街 で あり 、 将 人 口 も 一 般 的 
な コロ ニー より 多い た め 大 親 模 な 的 華 耕 が 撃 備 さ れ た 。 ビジ ネス 
条 な ど に 隣接 し た 挫 素 条 や 、 多 礎 型 の テナント 施設 が 見 られ た 。 


2 必 型 の 稀 凍 新 。 エレ 
カ 用 の レー シ 、 エ レ カ 
歩行 者 芋 用 送 路 が 
設置 きれ て ねり. エレ カ 
で の 基 入 も 可能 。 


ビジネ ス 街 に 近い 場所 に ある 数 朱 。 大 電 模 な 綿 衝 謎 「 ム 
ピー ム 」 が 知ら れる 。 フォ ン ・ ブ ラウ ン と し て は 浴 安 が 革 い 地域 だ 


MORE INFO! 


フォ ン ・ ブ ラウ ン に は AE の 支社 が 存在 する 。 AE グラ ナダ 

と き ぶ 巨大 施設 本 で 、 オ フィ スピ ル や 各種 統計 局 、MS エ 
場 や リバ モア 実験 場 (工場 ) な ど が 置か れ た 。 U.C.0080 年 
代 末 顎 以後 、 地 球 連 邦 軍 向け の MS を 多く 開発 し 、 主 に ス 
ペー ス ノ イド 勢力 向け の MS を 開発 し た AE グラ ナダ と は 対 を 
る 。 外部 と の 交渉 窓口 に ちな っ て いた よう で ある 。 


に の 近代 きた AE フォン 
生計 レー ター の 


フォ ン ・ ブ ラウ ン の AE 


MN LEVEL : 2 LEVEL:S 
mLEvEL:3 
画 都市 部 ① 


アー ム ス ト ロン グ 広 場 な ど が 存在 する 最上 量 に は . 宇 軍 を 芯 
む 「 窟 」 が 設置 され た 。 クレ ー タ ー 内 者 市 は 5 層 か ら 成 り 、 各 障 
リフ ト や 各種 交通 機関 で 連結 され た 。 


数 の 宇宙 角 舶 が 出入 り 
する た め 、 浴 基 は 大 志 代 か 
つ 多 数 。 還 准 も 存在 する 。 


画 最 下 層 

ジャ ンク ヤー ド や 工場 施設 が 広がる 、 フ ォ ン ・ ブ ラウ ン の 最 
下層 。 か つて は ドッ ク と し て 使用 され て お り 、 月 面 に 直接 アク セ 
ス 可 能 な 第 3 宇宙 浴 や ガント リー が 残っ て いる 。 


宇 軍 短 用 失 設 が 焼 る が 
融 挫 茜 物 は な い 。 ジャ ン 
ク ヤ ー ド が 広がり つつ ある 。 


や に つこ 


幸い ここ まき 
Nu・ー> ァ さき 


Wa ッ ー テ ィ ズ 
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WORLD GUIDE 


支 束 来る べき 対話 


Awakening of the Trailblazer 
AD 2314 


「 イ オォ リア 計 画 ] に お ける | 
ひと つの 結 笑 | 


西暦 2314 年 、 木 星 を 介し て 現れ た 地球 外 変 嘩 性 
金属 体 ELS (エル ス ) が 地球 圏 に 侵入 し 、 人間 を 含 
も 生物 や 様々 な 物体 と 融合 する 事件 が 起こ っ た 。 
ELS が 太陽 系 に 出現 し た 背景 に は 、 ELS の 母 星 
が 属す る 恒星 の 寿命 に よる エネ ルギー 不足 、ELS 
の エネ ルギー 源 と な る 光 や 物質 (特に 無機 物 ) を 獲 
の 宇宙 進出 が ある 。 つま り 、 ELS は 住 環 
え か ね て 改 狂 を 離れ た 末 、 太陽系 に 
いた の だ っ た 。 な お 、ELS が 木星 に 出現 し た 
理由 は 、 同 惑星 が ELS の 母 星 と 似 た 環境 だ っ た た 
め と 言わ れる 。 
太陽 系 に 到達 し た ELS だ っ た が その 特性 が 問 

征 と な っ た 。 ELS は 他 の 生物 や 物体 と 融合 する こと 
で 、 融 合 対象 を 「 理解 ] し 、 そ の 特性 を 獲得 する と い 
う 特徴 を 持つ 。 種 全 体 や 知識 を 共有 する 群 
体 生 物 で 、 個 体 間 の 通 量子 波 を 用 いる 点 も 
ELS の 特性 で あっ た 。 他 に も 、 単独 で の 航 宙 能 力 と 
高速 移動 能力 、 サイ ズ や 数 に よっ て は MS を 撃破 可 
能 な 戦闘 能力 な ど が 知ら れる 。 

( 独 さら の 4 人 な 持つ BLS は 、 球 人 類 の 一 部 が 
放っ 脳 量 子 波 に 引き 寄せ られ る 形 で 、 地 球 に 接近 
し た 。 地球 人 類 と 接触 ・ 融 合 す る こと で 「 相 互 理 
解 」 し よう と し た の で ある 。 これ は ELS と し て は 当たり 
前 の 行動 だ っ た が 、 地 球 人 類 か ら 見 れ ば 、 人 間 や 
機械 と 琴 合 す る ELS は 箇 威 以外 の 何 物 で も な か っ 
た 。 個体 ご と に 別 の 意思 を 持つ 地球 人 類 が 、ELS 
に と っ て 想像 の 均 外 の こと 、 相互 理解 の 

し て 大 量 の 情報 を 送っ 

て し まっ た こと な と も 、 通 を 困 苑 に し て いた 。 

結果 、 地球 連 邦 ノ ソレ スタ ルビ ー イ ング (CB) と も 
に ELS の 意図 を 把 揚 でき ない まま 時 間 が 経過 。 さら 
に 、 火星 側 域 に お ける 地球 連邦 平和 堆 持 軍 と ELS 
の 戦闘 で 派遣 艦隊 が 凛 減 し 、 地 球 之 邦 政 府 は 地 
球 圏 で の ELS 迎 撃 を 選択 し た 。 相互 理解 が な され 
な いま ま 、 地球 人 類 と ELS は 戦う こと に な っ た の だ 。 

し か し 、 地 球 人 類 が 勝利 する 可能 性 は 皆無 だ っ 
た 。 地球 圏 に 到来 し た ELS の 総数 は 、 地球 連邦 平 
和 維 持 軍 の 1 万 倍 兵器 の 質 や 戦術 で 義 
せる レベ ル を 超え て いた の で ある 。 地球 連邦 平和 
維持 軍 や CB と の 戦闘 耕 験 に より 、 兵器 へ の 擬態 能 
力 や GN フィ ー ル ド 能 力 を ELS が 獲得 し て いた 点 も 

= E 際 、 地 球 連 邦 平 稔 持 軍 と CB は 堪 
け 、 地球 は ELS に 融合 ・ 同 化 さ れる 


で 行動 不能 に 陥り な が ら も 復活 を 果たし た 弦 粋 種 イ 
© ノ ベ イタ ー の 利 那 ・F・ セ モイ エイ 、 そ し て 「 


め の 機 体 」 ダ プル オー クア ンタ で ある 。 関連 ファ イル 
多く の 犠牲 を 払っ て 、ELS の 旗艦 と 言え る 大 型 。 GNT-0000 タダ ブル オー クア ンタ 00.01-19 画 
ELS の 中 枢 に 飛び 込ん だ ダブル オー クア ンタ は 、ELS = ニー 14 和 10 史 に 人 し た 
名 二 Da 寺 球 外人 放 人 ELS と 人 
と の 「 対 話 」 を 開始 する 。 イオ リア ・ シ ュ ヘ ンベルグ が 三尾 イ フ ベイ ター 用 穫 動 YST OCS 
夢見 た 「 来 る べき 対話 」 が 実現 し よう と し て いた 。 し EL SO FN 
(レイ モン ー グ ナイ ン AD.2364) 下 S と の 戦い ( 四 礎 2314 年 の 紛争 ) 00.03.48 画 滅亡 の 危機 に 測 す る こと と な る 。 
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人 類 喝 上 上 最大 の 危機 と 
地 天 連 邦 政 府 の 対応 


J 宇宙 


直径 3.000km も の 大 型 ELS を 含め た ん 、 新 た な ELS 群 が 木星 
現 。 これ を 察知 た 地球 連邦 政府 は 、 新 た な ELS 群 が 地球 
] か うと 予測 し 、 対 応 筑 を 楼 索 する と 共に 大 型 ELS の 出現 を 起 
道 し た 。 報道 の 中 で 地球 連邦 政府 は 、 地 球 屋 や 火星 を 中 心 と し 
た 太 隅 系 各 | が 出る 可能 性 を 指摘 し 、 市 民 に 各 機 関 の 
指示 に 従う よう 通達 。 た だ し 予測 され る 地理 壊滅 に つい で は 説明 
し を か っ た 。 地球 連邦 政府 は 市 民 保 護 と マス コミ 対策 の 実施 に 
入り 、 12 時 間 後 の 避難 開始 を 決定 。 議会 と 軍 も 動き 出し た 。 


木 時 の ワー ム ホ ー ル か 5 出現 し た 大 型 ELS は 、 月 と ほぼ 同じ サイ ズ だ : 
た 。 地 束 政調 は 対策 に 生 り 出す が 、 決 的 を 対策 は 人 も な か っ た 。 


ELS の 地球 剛 接 近 に 際 し て 、 地 球 之 邦 政 府 は 大 
きく ふた つの 方 針 一 一 軍事 的 な 方 針 と 一 般 市 民 向 
け の 方 針 一 一 を 打ち 出し た 。 軍事 的 な 方 針 は 、 地 
球 連 邦 平 和 維 持 軍 の 全 現 有 戦 力 を 投入 し た 絶対 
防衛 線 の 構築 で ある 。 民間 向け の 方 針 は EL. 


[2) 更 の 戦術 決定 と 市 民 の 財 難 


地下 連邦 平和 継 持 軍 が 、 全 現有 戦力 を 投入 し て の 絶対 防 
衛 線 の 構築 を 決定 。 作戦 司令 は カテ ィ ・ マ ネ キン 洲 将 、 前 線 司 
令 部 は コロ ニー 型 外 中 航行 国 柳 ソレ スタ ルピー イン グ 号 と きま 
れ 、 主軸 戦力 の 集結 と 配置 が 進め られ 7 し 、 ELS が 絶対 
防衛 線 を 下 回 し て 地理 に 向 か - 、 対処 する 方 法 は な か っ 
た 。 地域 で は 「 地 上 に 3 は 4 い 万 が ー を あ 


地球 連接 維 持 軍 は 、 月 の 外 仙 に 三重 の 世 和 線 を 柄 築 し た 。 CB は 
ダブ ルオ ー ク アン タ を 且 令 し た が 、 理 革 は いま だ 回 矯 じ で いな か っ た 。 


3) 地球 連 孝平 和 維 持 軍 、ELS と 交戦 開始 


絶対 防衛 線 を 構築 し た 地球 連邦 平和 維持 軍 の 前 に 、ELS 
群 が 出現 。 ELS の 維 数 は 地球 運 邦 平和 維持 軍 の 1 万 倍 に も 
地球 連邦 平和 維持 軍 は 先制 攻撃 を 行う が 、 ELS は GN 


た が 圧 細 9 な で 
し 寄せ る SS RFP 
が 、 地球 連邦 第 隊 の 30% が 失わ れ 絶 対 防衛 線 は 突破 され た 。 


EELS は 数 で 保夫 
大 ELs 


| で な く 、 拭 舞 や MS へ の 最 態 で 埋 開 能力 も 向上 。 
て は 、 大 穫 科 子 砲 に 対す る 耐性 すら 獲得 し て いっ た 。 


A iio ) 


半 蛋 が 復活 し 、 ヴ ェ ー ダ の 小 列 ター ミナ ル ユ ニッ ト を 搭載 し た 
ブル オー クア ンタ が 「 対 話 」 の た め に 出撃 。 先行 投入 され て いた 
CB の ガン ダム 2 機 、 地 球 軍 邦 平和 維持 軍 の 一 部 が 、 大 型 ELS 
の 中 概 に 向かう ダブ ルオ ー ク アン タ を 支援 し 、 血 路 を 開い 
球 連 孝 幡 隊 の 70% が 失わ れ た 頃 、 大 型 ELS の 中 枢 に 到 
利 邪 は イノ ベイ ター、 ク アン タム シス テム 、 ヴ ェ ー ダ の 能力 で ELS 
の 真意 を 知る と 、 真 の 「 対 話 』 の た め 量 子 ジ - .S の 同性 
に 向かっ た 。 直後 、ELS は 行動 を 停止 し 、 事態 は 終息 し た 。 


革 80 は 2 アン タム パー スト で 間 共 及 域 形成 し 、ELSE の [ 和 話 ] に 
行動 を 人 止 し た ELS 閣 は 、 蔽 合 し て 花 の よう な 湊 と な っ た 。 


関す る 情報 統制 で 、 市 民 の 部 難 こ そ 行 わせ た も の 
の 、 eS が 極め て 高い こ 


と は 伏せ ら 


ELS 群 が 地球 
予測 し た 地球 


llustraton by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
ELS 戦 後 の 世 界 


ELS の 出現 を 発問 と する 混乱 が 終結 する と 、 世 界 は 
イン ベイ ター の 増加 、ELS と の 共存 と いう ステ ー ジ に 入 】 
た 。 イノ ベイ ター を 敵視 する 勢力 に より 紛争 が 引き 起 : 
の の 、 世界 の 方 向 性 は 変わ ら な か っ た 。 


画 ELS と の 共存 

地球 人 類 を 理解 し た ELS は 、 地 球 人 類 と の 共存 を 
ん だ 。 イノ ベイ ター 各種 機械 と 訟 合 し た も の も いる 
大 々 的 に 姿 を 現す 個体 は 少数 激 の よう で ある 。 


画 イ ノ ベ イ ター を 巡る 戦争 

反 イ アノ ベイ ター 派 が 、 イ ノ ペ ベイ ター と 親 イ ノ ベ イ ター 派 を 
弁 逐 する た め 誰 争 を 引き 起 は 鍵 わ 4 の が ポー 
洲 が 勝利 し 、 地球 邦 政 語 
画 ス メラ ギ の 出港 

西暦 2364 年 、 地球 連邦 の 外 : ル 行 能 ス メラ ギ が 、 
外 宇宙 近 査 の た め の 長 基 港 し た 。 スメラギ に 
は 、 量子 ジャ ンプ 能力 を 持つ 機体 も 搭載 され て いる 。 


OM サンライズ MBS 
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半 有 理論 


機動 戦士 ガン ダム 00 


純粋 種 イ ノ ベ イ ター 用 機動 兵器 


イノ ベイ ター 対応 の 
革新 的 機体 
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西暦 2312 年 か ら 出現 し 始め た イノ ベイ ター (純粋 
種 イ ノ ベ イ ター、 真 の イノ ベイ ター と も 呼ば れる ) の 能 


カカ を 喘 す る た め 、 イ ノ ベ イ ター 専用 機動 兵 
器 の 開発 が 進め られ た 。 ソレ スタ ルビ ー イ ング (CB) 


と 地球 連邦 平和 維持 軍 で の 開発 が 特に 知ら れる 。 

当初 、CB と 地球 連邦 平和 維持 箇 で は イノ ベイ 
ター 専用 機 に 求め る 性 能 作 向 が 異な り 、CB で は 
「 対 話 」 を 、 地 球 連 邦 平 和 維 持 軍 で は 戦闘 能力 を 
重視 し て いる 。 こ れ は 各 組 織 に お ける 事情 が 異な っ 
で て いた だ け で は な く 、 イ ノ ペ ベイ ター 専用 機 自体 が 模 
索 段階 に あっ た こと を 示し て いた 。 

イオ リア ・ シ ュ ヘ ン ペ ル グ が 出現 を 予測 し た イノ ベ 
イタ ー は 、 朋 
持つ 人 間 で ある 。 他 に も 、 優 れ 
な 肉体 、 遅い 老化 速度 と いっ た 

イノ ベイ ド や 超 兵 の 例 か ら 理解 で きる よう 
子 波 の 送受 信 能 力 は 反応 速度 に 直結 する た め 、 高 


度 な 騰 量 子 邊 能力 を 持つ 人 問 は 、 機動 兵器 の パイ 
ロッ ト と し て 優れ て いた 。 フィ ジ カ ル 面 の 強 き も 、 高い 
G へ の 耐性 や 戦闘 時 間 の 算 長 に 繋が る 。 つま り 、 イ 
フ ベ イタ ー は 人 極め て 強力 な 「 兵 士 」 で も あっ た の だ 。 
兵士 と し て の イフ ベイ ター は イオ リア の 望む と ころ 
で は な か っ た が 、 地 球 連 邦 平和 維持 軍 で は イノ ベイ 
ター の 軍事 利用 が れ た 。 地球 圏 の 実情 が 軍 
備 の 放棄 を 許 を な か っ た うえ 、 ひ と り で 多数 の 一 般 
将兵 と 置換 で きる イノ ベイ ター が 、 地 球 連 邦 政 府 の 
し て いた た めで ある 。 
F 和 的 交 落 に よる 問題 解決 を 
基本 路線 と し た 地球 連邦 政府 だ っ た が 、 紛 争 の 火 
種 と な りう る 不安 定 要素 は 残っ て いた 。 その た め 、 
衝 縮 は 進め る も の の 、 軍 事 力 を 放 乗 する わけ に も い 
か な か っ た の だ 。 そこ で 採用 され た の が 、 複 数 の 兵 
咽 を 少数 の 高 性 能 兵 器 に 置き 換え る 方 策 だ っ た 。 
一 腎 当 千 の イノ ベイ ター 専用 機動 兵器 は 、 そ の 
頂点 に 立つ 存在 で ある 。 それ まで の 技術 で は 、 イノ 
ベイ ター 用 機動 兵器 は 実現 困難 だ っ た が 、 イノ ベイ 
ド の 技術 獲得 が それ を 可能 と し た 。 結果 、 試作 され 
た 機体 が GNMA-Y0002V ガ デ ラー る 。 
一 方 の CB で は 、 イ ノ ベ イタ ー と し て 覚醒 し た ガン 


本 09 mm 


History of MS Development in AD 


西暦 の MS 開発 喝 


ダム マイ スタ ー、 和 那 ・F・ セ イエ イ の た め に 新型 ガ 
ンダ ム が 開発 きれ た 。 「 世界 を 変え る 機体 ] と まで 呼 
ば れ た GN-0000 ダ ア プア ル オー ガン ダム で すら 、 利 那 の 
能力 を 引き 出し 切れ な く な っ た た めで ある 。 
こう し て 誕生 し た の が 、GNT-0000 ダブ プル オーク 
アン タ だ っ た 。 本 機 で 重視 され た の は 相互 理解 を 促 
す 意 識 共 有 領 域 の 形成 能力 で 、 イ ノ ベ イ ター の 脳 
量子 波 が あっ て 初め て 機能 する も の だ っ た 。 
(ジョ ン ・ ド ゥ & リ チャ ー ド ・ ロ ゥ 執筆 時 期 不明 ) 


関連 ファ イル 

GNT-0000 ダブ ルオ ー ク アァ ンタ 00.01-19 下 

GNMA:YO002V ガ デラ ー ザ Goro.25 下 

導 民 ・F・ セ イエ イ 00.0201 下 
00.02-17 購 
006917 
Go.os.26 
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MS 運用 理論 : 純粋 種 イ ノ ベ イ ター 用 機動 兵器 
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イノ ベイ ター 用 兵器 


イノ ベイ ター の 出現 、 既 存 兵 器 の 限界 、 関連 技術 の 向 
上 、 社会 状況 の 変化 に より 、 イ ノ ベ イタ ー 専 用 機 の 開発 
が 進め られ た 。 純粋 種 以 外 で も 、 相応 に 脳 量子 流し ベル 
が 高い 者 な ら 、 イノ ベイ ター 専用 模 を 操縦 可能 で ある 。 


園 純粋 種 イ ノ ベ イ ター の 出現 
西 礎 2912 年 の 戦乱 以降 、 純 粋 種 の イノ ペイ ター が 出現 
し 始め た 。 麻 量 子 波 を 中 心 と し た イノ ペイ ター の 能力 活用 、 
今後 出現 する イノ ペイ ター の 戦力 化 な ど が 模索 され た 。 


デカ ルト ・ シ ャ ー マ ン 

痢 那 以外 で は 初め て 確認 され た イノ ペイ 
ター。 西暦 2312 年 、 ト ラン ザム パー スト の 中 
で 覚醒 し た 。 地球 連邦 平和 維持 軍 大 尉 。 


ヴェ ー ダ が 下 め た 純 
粋 種 イノ ベイ ター で 、 
能力 も 突出 し て いる 。 
ガ デ ラー ザ の パイ ロッ 
ト を 任 さ れ た 。 


既存 の 機動 兵器 の 限界 

既存 の 機動 兵器 で は 、 イノ ベイ ター の 能力 を 十 全 に 発揮 
で き な か っ た 。 ダブ ルオ ー ガ ンダ ム や イノ ベイ ド 用 で すら 不 充 
分 だ っ た よう で 、 イノ ベイ ター 誰 応 の 新型 機 が 求め られ た 。 


きる が 、 イノ ペイ ター 用 と し て は 性 能 不足 。 


西暦 2312 年 当時 、 最 
強 の MS だ っ た 。 戦後 
CB は 粒子 受 蔵 タン ク 

『 -。 栓 供 型 に 改造 し 、 間 那 
が 4 来 し た 


MORE INFO! 
イノ ベイ ター 機 と ELS の 融合 


イノ ベイ ター 専用 機 と ELS が 融合 し 、 新 た な 姿 に な っ 
た 機体 が 存在 する 。 MS に ELS を 組み 込む の で は な く 、 
融合 ・ 一 体 化し て いる 点 が 特徴 だ 。 ダブ ルオ ー ク アン タ 
と ELS の 融合 体 で ある ELS ク アン タ が 知ら れる 。 イノ ベイ 
ター 専用 機 で は な い が 、 イ ノ ベ イド 用 の ガル ム ガ ンダ ム と 
ELS が 融合 し た ガル ム ガ ンダ ム E も 誕生 し た と 言う 。 


ク 計 邊 は ELS と 如 合 し た 

カル, イベ イタ ー、 い b 了 ゆる 「 ハ 

。 イブ リッ ドイ ン ベ イタ ー」、 

| すなわち [ハイ ブリッド 種 」 
が 多い よう で ある 。 


ELS クア ンタ 
ELS の 釣 星 に 量子 ジ ャ ンプ し 
た ダブ ルオ ー ク アン タ が 、ELS 
と 除 合 し た 座 。 ELS 同 機 、 定 
型 は 持た な い 模 欄 。 


ELS ガ デラ ー ザ 
ELS に 除 合 され た ガ デ ラー ザ と も 、 昌 が ガ デ ラー ザ に 近 隊 た 交 と 
も 言わ れる 。 西 礎 2914 年 、ELS 知 と 共に 地球 園 に 現れ た と され る 。 


SS CB で の 開発 


国 時 本 方 針 一 対話 の た め の 機体 

CB で は 、 イ ノ ベ イタ ー を 相互 理解 の た め の 存在 に 位置 
付け て お り 、 イ ノ ペイ ター 専用 機 も [対話 の た め の 機 体 」 と 
し て 開発 し た 。 専用 機 に 意識 共有 福 域 の 形成 能力 を 付与 
し 、 それ と イノ ペイ ター の 脳 量子 波 で 相互 理解 を 達成 する 。 


まま 


/【 
「 対 話 」 を 主 眠 と する が 、 圭 闘 衣 力 も 極め て 高い 。 実際 、 ダ ブル オー 
クア ンタ の 戦闘 能力 は ダブ ルオ ー ラ イザ ー す ら 姜 租 す る 。 


GNT-0000 ダブ ルオ ー ク アン タ 
午 那 専用 の 「 対 話 の た め の 機 体 」 
ダブ ルオ ー ラ イザ ー の 彼 継 機 に あ た 
り 、 重 識 共 有 祝 域 を 形成 可能 で ある 。 


画 戦闘 能力 の 追 水 

地球 連 孝平 和 維 持 軍 で は 、 イノ ベイ ター の 細 粋 な 軍事 利 
用 を 目指 し た 。 有 量 子 波 は 機体 や 兵 装 の 制御 に 用 いて お 
リ 、 戦闘 能力 に 反映 され た 。 開発 に は 、 西 礎 2312 年 の 維 
争 後 に 得 5 れ た イノ ベイ ド 用 動 兵 朋 の 技術 を 用 いて いる 。 


fj 
増加 が 予想 され た イノ ベイ ター の 軍事 利用 を 門 定 。 イノ ベイ ター の 
能力 は 、 軍 結 と 戦 回 能 力 の 維持 ・ 向 上 を 同時 に 達成 で きる 。 
GNMA-YOO02V ガ デ ラー ザ 


イノ ベイ ター 専用 MA で 、 次 期 主力 儲 醒 模 。 全長 S00m を 超え る 世 体 
に 無数 の 兵 装 を 備え る 。 MS5 個 小隊 に 区 敵 す る 浴 閣 能力 を 桂 つ 。 


[| 時 部 で の 剛 発 ( 西 居 2364 生 頃 ) 


和 利 用 

還 S 委 来 か 550 年 が 経 通 する と 、 イ ノ ベ イ ター は 人 類 の 
4 割 を 占め る に 至り 、 その 能力 は 宇宙 開発 や 宇宙 控 査 に 多 
用 され る よう に な っ た 。 イノ ベイ ター 専用 機 も 兵器 で は な く 、 
作業 用 と し て 開発 され る 例 が ほとん どの よう で ある 。 
て 


相互 理解 が 容 見 な イノ ベイ ター の 増加 は 、 夫 多発 生 の 可能 性 を 著 
し く 低下 させ た 。 イノ ペイ ター の 能力 は 字 宙 進出 に 多用 され て いる 。 


GNW-100A サキ フレ 
LS 搭載 の ワー クロ ー ダ ー。 正 秦 に 
は イノ ベイ ター 専用 で は な い が 。 ELS 
と の 連携 は イノ ベイ ター が 適する 。 


ダブ ルオ ー ガ ンダ ム に 続い て 2 
ツイ ンド ライ 
GN ドラ イヴ は ツイ ンド ライ ヴ 専 
用 に 新造 され た タイ プ 。 ダブ ル 
オー ガン ダム と 異な を り 、 外 部 安 
定 装置 な し で 稼働 で きる 。 


向 部 と GN シー ルド に 1 状 ず つ 
GN ドラ イヴ を 挫 載 し て いる 。 


クア ンタ ム パ ー ス ト に より 意 ODN 
識 共 有 和 領域 を 形成 する 。 ダブ アカ 
ルオ ー ラ イザ ー の トラ ン ザム パー に 
スト 以上 の 高温 度 GN 牧子 を な さ 
域 表 布 し 、 詳 量子 波 を 用 いて 沸 。 ラッ アァ ンタ ムー スト 時 、 村 体 各部 
力 な 意識 共有 を 行う 。 の GN コン デン サー を 属 開 する 。 
機構 男 


脱 量 子 波 で 操作 され る 遠 同 
兵器 GN ソー ド ビ ッ ト を 装備 。 連 
隔 攻 撃 だ け で な く 、 組 み 替 え に 
より 様々 な 兵 装 を 形成 で き 
GN フ ィ ー ル ド の 展開 、 量子 
ンプ に も 利用 可能 で ある 。 


人 同軸 以外 に も 、GN フ ィ ー ル 
ド の 履 凍 な ど が 可能 。 


動力 機関 と し て 7 基 の 疑似 太 
陽 炉 を 備え る 。 過大 な 粒子 発 
生 量 を 誇り 、 大 出力 の 兵 装 、 大 
推力 の GN スラ スタ ー に 充分 な 
粒子 を 供給 する 。 大 型 GN フ ァ 
ング 各 機 も 和 似 大 陽 が を 搭載 。 


れつ 5 


3 連 直 列 式 の 医 似 大 陽 配 を 2 
セッ ト と 、 調 体内 に 1 甘 を 搭 協 。 


機 情 GN ファ ッ グ 

大 型 GN フ ァ ン グ 14 機 と 小型 
GN ファ ング 140 模 を 搭載 (1 概 
の 大 型 GN フ ァ ン グ に 、 10 機 の 
小型 ファ ング を 格納 )。 膨大 な 数 
だ が イノ ベイ ター の 脳 量子 波 な らち 計 154 模 の GN ファ ング は 圧倒 
全 機 を 同時 に 台 腸 制御 で きる 。 的 な 総合 火力 発揮 する 。 


国 機構 臣 一 一 MA 本 体 の 兵 装 群 

MA 本 体 の 兵 装 も 充実 し て い 
る 。 長大 な 大 型 GN ブラ スタ ー、 
GN ビ ー ム サー ベル 薬用 の GN 
ビー ム 砲 を 備え る 4 本 の 隠し 
腕 、32 発 の GN ミサ イル な ど 、 大 GN プ ラス ター は . 再 
多彩 な 武装 を 有する 。 匠 の 上 恒 で も 一 遇 で 硬 す る 。 


動力 機関 と し て オリ ジ ナ ル 
の GN ドラ イヴ を 搭載 。 木星 で 
新た に 開発 製造 され た も の で 
ある 。 GN ドラ イヴ の 代わ ゎ り に 、 
GN コン デン サー (粒子 貯蔵 タ 
ンク ) を 搭載 する 機体 も ある ろ 。 


本 礎 2364 年 に 使用 きれ た も の 
は 地理 連邦 が 新た に 製造 し た 。 


ン ナル の GN ド ライ ヴ を 控 
埋 す る 機体 は 、 量 子 ジャ ンプ が 


豆 部 に ELS を 格納 し て お り 、 
人 間 と ELS が 連携 し て 操作 で き 
る (基本 操 綻 は 人 間 、 特 に イノ 
ペイ ター が 担当 する )。 ELS 単 
独 で 操作 され る タイ プ も 存在 す 
る よう で ある 。 


サキ ブレ は ELS の 共存 を 堪 的 
ETEEER 


OME サン ライ ズ ・MBS 
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ガイ ド 。 


機動 戦 十 ガ ンダ ム 
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Organization of U.C. 
補 画 世紀 の 組織 ・ 暁 カ 


を 問わ ず 、 ヘリ ウム 3 は 重要 物資 な の で ある 


用 化 き れ て お り 、 エ ネル ギー 供給 や 宇宙 開発 の た め 


に も 大 量 の ヘリ ウ , 
当初 、 月 面 か 


り 、 へ リウ ム 3 の 量 も | 
NON 
ルギー 戦略 は 成り 立た な い の : 
ヘリ ウム 3 を 用 いる 熱 楼 反 応 炉 と | 
側 盤 艇 ノ フ スキ ー・ イ ヨネ スコ 型 
熱 校 反応 炉 が 知ら れる た め . 需 物 次 
パネ ル が 


バネ ル を 展開 し に くい 施設 や 船 能 で 
応 坊 が 有用 な 発電 


宇宙 世紀 ガイ ド : 木星 船団 


a) m09 se け /| 


ルル 


環境 や 目前 に 迫る 木星 の プレ ッ シ 
は 少な く な い 。 一 

ー タ イプ 能力 を 開花 きせ た 者 : 
化 を 促す 存在 と の 見 方 も ある 。 


ーー も あっ て 、 精 神 


関連 ファ イル 
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Miustration by JUN WADA 


木星 船団 は 、 木 星 で の ヘリ ウム 3 採取 と 
地球 団 べ の ヘリ ウム 3 輸送 を 主任 務 と する 。 
核 反応 / 融 合 炉 の 漁 料 で ある ヘリ ウム 8 
の 入手 と 運 扱 が 目的 と いう こと だ 。 地球 園 と 
木星 園 の 連絡 も 、 重要 な 任務 と 言え る 。 


へ リウ ム 3 の 採取 ・ 博 送 

木星 船団 の 設立 目的 に し て 、 最 重要 任務 。 
ヘリ ウム 輸送 能力 を 持つ 超大 型 宇 更 船 を 地球 
園 か ら 木星 に 派遣 し 、 ヘ リウ ム 3 を 採取 ・ 策 載 
し た 後 、 地 球団 に 帰 時 させ る 。 地球 図 で は 、 へ 
リウ ム 3 が ほとん ど 採 取 で き な い た め 、 木星 で 確 
保 す る の が 確 人類 全 体 に 与え る 影 
響 カ の 大 まさ ( 旧 世 紀 で 言え ば 独占 的 産油 国 
の よう な も の ) か ら 中 立 勢力 と な っ て お り 、 南 極 
条約 で は 木星 船団 へ の 不可 俣 が 決め られ た 。 


木星 園 と の 連絡 

ベリ ウム 3 の 採取 施設 を 維持 する た め 、 木 
星 E 駐 し て いる と され る 技術 士 や 整備 員 、 
木星 園 に 建設 され た と いう コロ ニー 群 「 木 星 帝 
国 」 な ど 、 木星 園 に 住む 人 々 と 接触 し 、 地 球 園 
と の 連絡 を 取る の も 役割 と 考え て いい 。 


木星 替 団 が 運ん だ 
へ リウ ム は 、 軍事 中 


ーB 的 で 使用 きれ る と と 
地 国 では 多数 の 邊 


遷 反 店 融合 炉 が 
秩 馬 し て お り 、 へ リム 


A 


MS を は じ め と する 模 
動 兵 府 、 大 小 様々 な 
話 放 時 反 上 所 
を 扶 載 する た め 、 ヘ へ リ 
ウム 3 が 必要 で ある 。 


地理 国 と の 接触 が 黄 
し 木星 左 に も 、 人 問 
人間 | は 人 を ん で いる 。 林 星 


木星 船団 の 運行 


木星 開発 事業 団 が 管理 する 木星 船団 は 、 
地球 園 か 5 木星 へ の 航行 、 木 星 で の ヘリ ウム 
3 採取 と 積載 、 地 球 逆 へ の 帰還 航行 いう サ 
イク ル で 運行 され て いる (乗組 員 に は 地球 連 
邦 軍 特 兵 も いる )。 往 還 に は 最低 で も 3 年 、 通 
常 は 6 年 か えれ 以上 か か る 。 運行 に 関し て は 、 
ジオ ン 公 園 グ 共和国 の ヘリ ウム 輸送 船団 も 
同じ で あっ た 。 木星 帝 国 の 船団 は 、 さ ら に 高速 
で 航行 し た よう で ある 。 


木星 般 団 が 
する 


木星 船団 は 、 ヘ リウ ム 3 の 大 量 輸送 と 長 
期 航 行 に 対応 する た め 、 極め て 大 型 の 輸送 
導 (輸送 艦 ) を 使用 し て いる 。 乗組 員 た ちの 
生活 の 場 と な る た め 、 小 型 コ 匹敵 すず 
る 規模 の 居住 施設 や 工場 区 画 な ど を 持つ 。 


思 へ ヘリウム 貯蔵 タン ク 
木星 で 採取 積み 込ん だ ヘリ ウム 3 を 
計る タン ク 寿 。 タン ク ひ と っ が 、 
一 09 な 生地 導 より 大 きい 。 
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MS すら 回 造 可能 な レベ ル の 工場 区 
画 。 大 重層 および 凌 半 の 店 み 立 
て ば 信 理 が 上 的 と 思わ れる 


回 居住 区 画 
乗組 員 の 生活 の 場 と な 
Na 
箇 カ 
rte 


回 校 バ ルス ・ エ ンジ ン 
超大 質量 の 船体 を 入行 させ る た め 、 格 バ ルス ・ ユ : 


誠 備 。 本 玉 小品 量 な どの 移動 に 用 いる 推 。 


二 星 給 団 の 代表 


ゞ アン 


ュ ピ トリ ス 紙 は 2,000m も の 全長 を 
持っ て お り 、 突 出し た ペイ ロー ド 計 る 


戦争 へ の 協力 


木星 船団 は 中 立 で あり 、 直接 的 な 戦争 協力 は し な い (亡命 者 の 受け 入れ 、 自 術 の た め 
の 戦闘 は 行う ) 。 し か し 、 グリ プス 戦役 以降 の 戦争 で は 、 輸送 船 レベ ル の 判断 に よる 特定 
勢力 へ の 協力 や 、 木星 船団 規模 で 兵器 の 輸送 な ど に 関与 する と いっ た 事例 が ある 。 


U.C.0087 グリ ブス 戦役 期 

パブ テマ ス ・ シ ロッ コ 大 尉 指揮 の ジュ ピ ト リ ス 
が 、 テ ィ タ ー ン ズ の 指揮 下 に 入り 、 共 闘 し た 。 
技術 ・ 人 員 ・ 戦 力 面 で の 境 力 が 大 きか っ た よう 
=。 争 末期 に は ティ ター ンズ の 中 旋 艦 と か っ 
た が 、 戦闘 の 末 、 撃沈 され て いる 。 


U.C.0123 コス モ ・ バ ピロ ニア 建国 戦争 其 

地球 帰 選 直 後 の サ ウザ ンズ ・ ジ ュ ピ ター が 、 
クロ スポーン ・ バ パン ガー ド (コス モ ・ パ バビロニア ) 
に 協力 し た 。 ヘリ ウム 3 の 供給 能力 を 欲し た ク 
ロス ポー ン ・ パ バン ガー ド が 、 軍 事 力 を 背景 に 協 
2 させ た も の : 


U.C.0153 ザウス カー ル 戦 事 基 
林 星 船団 に 参加 し て いた ザン スカ ー ル 帝国 


与 し た どい う 。 木星 船団 は 、 木 星 連 合 共和 国 
構想 を 抱い て いた と の 設 が ある 。 


) 


直入 20km の 巨大 
兵器 エン ジェ ルイ 
ロ ゥ 。 木星 船団 が 地 
理 国 の 外 で 書 
び 3A ん だ と きれ る 。 


代表 的 な 木星 船団 と 参加 者 た ち 


木星 船団 に は 軍人 ./ 民 間 人 を 問わ ず 様々 な 人 々 が 参加 し て いる 。 中 | 
ス ・ シ ロッ コ 、 フ ォ ン セ ・ カ ガチ 、 ム ッ タ ー マ ・ ズ ガン の よう に 地球 園 の 趣 勢 に 昧 


た 人 物 が いた ほか 、 カイ ・ シ デン に 代表 され る ジャ ー ナ リス ト の 参加 も あっ た 。 


ジュ ピ ト リ ス 


意向 で 、 意図 的 に 符 
捕 Sji た と も 言わ れる 。 


ジュ ピ ト リ ス T 
第 一 次 ネオ ・ ジ オン 
畔 争 マ ガン ダム チー 


ドー アー シタ と ルー 
ルカ が 用 ふた り 
は ニュ ー タ イブ と 目 き 
TE 


船 名 不明 
ジオ ン 公国 の 船団 に 


ルス 
ル 帝 首相 兼 ガ 
半 半 首 フ ォ ン セカ 
チ が 大名 。 


OR サンライズ 
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斑 黒 歴史 と 最終 戦争 ー 


封じ られ た 
長い 戦争 の 歴史 


正 礎 開始 以前 の 、 数 百年 に 紳 る 最終 戦争 の 記 
録 が 「 黒 礎 史 」 と 呼ば れる 。 正 暦 開始 
以上 が 経過 し た 地球 
盾 無策 な お と ぎ 話 と し 
黒 歴史 は 確 み 


と きれ 、 財 歴史 と 
いい 

正 暦 2300 年 代 の 地 
ょ ず の 出 礎 
何故 、 黒 礎 


の 時 代 の 総称 と 考 
で 疑問 が 津 か ん て 
は 、 隔 絶 し た 超 技術 
* 終 筐 を 迎え た の は 何故 だ 


史 の 実態 を 知る 者 が ほとん どい な く な 


で 


や 
©» 


CY] meD3 mm 
x 
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か ? その 背 昧 に は 、 黒 歴史 の 各 了 時代 で 発生 し た が 少な か っ た 、 環境 破壊 は 防 が れ 
大 規模 字 宙 戦争 や 深刻 な 黒 境 破壊 、 て ター ン ムー ン レ ィ ス で も 時 歴史 は 封印 され て いる 。 月 の 


タイ プ MS の 「 月 】 度 な テク ノロ ジー は 継承 


蝶 ] に よる 世界 的 破滅 と 兆 化 、 意 住 環境 を 維持 する た め 


図 的 な 記録 と テク ノロ ジー の 封印 が 存在 する きれ た が 、 ソ レル 家 や メン テナー 家 と いっ た 支配 隊 
黒 歴史 末期 に 、 地 球 勢力 と ムー ン レ イ 幸 の 判 味 歴 史 は 禁忌 の 存在 


数 百 争 が な 
ムー ン レ ィ ス の 「 地球 帰還 


条 突 し た 際 、 地球 は 月 光 蝶 が 放つ ナノ マ 
れ 、 文 明 の 症 中 は 消し 去ら れ た 。 | ナノ マ 
ド 」 と 呼ば れる 地球 圏 規模 の 破 減 的 肖 厄 で あ - 
し か し 、 こ れ だ け で 過去 の 歴史 や テク ノロ ジ 
出 歴 史 と し て 忘れ 去ら れ た は な い 

ナノ マシ ン ハ ザー ド 後 、 地 球 に 
的 に 歴史 を 改 穴 し 、 人 口 分 布 の 調 乾 や 
解体 な どの 社会 操作 を 行い 、 数 々 の テク ノロ ジー を 土 
印 し た 。 地球 交 を 減 ほ し か ね な い 戦 争 や 環境 破壊 を 
防止 する 捕 軒 この 試み に より 、 過 去 の 記録 は 
遇 歴史 と し て 忘却 され 、 正 暦 が 始ま っ た の で ある 

歴史 ・ 社 会 操作 の 効果 は 極め て 大 きく 、 正 暦 2300. 
年 代 中 期 まで 、 北 アメ リア 大 陸 で の 神事 街 突 は 発生 
い (水利 権 を 芝 る 、 口 論 程 度 の 争い が 発 
生 す る 程度 文明 は 、A.D. (西暦 ) 1900 年 
代 初頭 レベ ル で 偽 潤 きせ られ た が 、 ナ ノ マ シ ン 技 術 
を 応用 し た 再生 可能 エネ ルギー の 普及 、 絶 対人 品 


こう し て 地球 
い 時 代 が 続い 
作戦 」 が 戦災 と 斉 


CC2347) 


チッ タ ・ ハ イプ リオ 


Mustration by ATSUSHI SHIGETA 4 Cotor by Yui 


Special Elect by Yui Backerond by ATELIER MUSA 


早 歴 更 を 巡る 
記録 の 混乱 


ナノ マシ ン ハ ザー ド に よる 旧 文 団 の 所 産 の 雷 没 や 
分 解 、 地球 月 を 則 わ な い 記録 の 款 印 に より 、 黒 歴 
史 を 知る 者 は ほとん どい な く な っ た 。 伝 承 や お と ぎ 話 、 
発掘 され た 遺跡 な どか ら 、 断片 的 な 情報 こそ 得 ら れ 
た が 、 実 砲 の 把握 に は 玉 ら な か っ 
社会 挫 作 に 従事 し た 者 た ちの 子孫 、 つ まり 北ア メリ ア 
各 領 の 領主 一 族 は 、 黒 歴史 時 代 の 一 部 情報 を 記し 
た 書物 を 保有 し て いる が 、 事情 は あま り 変 わら な か っ 
た 。 高 精 度 な 黒 麻 史 の 情報 を 持っ て いた の は 、 ム 
ン レ イス の 支配 者 階級 だ け だ っ : 

正 暦 2345 年 、 ムー ン レ ィ ス が 艇 了 し て いた 
開示 され る と 、 財 歴史 へ の 理解 は 進ん だ 


ン ハ ザー ド が 知ら れる 
は 、 こ の 事件 が きっ か け で あ 、 


地球 多 任 を 発する 地球 
と 月 の 由伸 で は 、 県 導 補 の 情報 
mm: 


MORE INFO! 
正 暦 世界 を 支え る 黒 歴 史 の 遺産 


正 礎 期 の 地球 で は 、 黒 歴史 時 代 に 需 われ た ナノ 
技術 が 生活 を 支え て いる 。 フロ ジス トー ン や 大量 発電: 
が 代表 的 だ が 、 自然物 の よう に 各地 に 散在 し て いる た め 
地球 の 人 間 は それ が 扶 術 の 産物 だ と は 考え て いな い 


自転 加 用 チェ ー ン の 挟 い 
ペル ト ]、 自転車 用 フレ 
ム の 「 挟 衝 」 土 電 放 中 用 
の 「 ド レク スラ う の 給 ] も ナ 
失笑 の 導入 


た 大 還 電 浴 。 発電 時 場 で 可能 で 重 


TT 


に 棒 置 れる 


数 百年 に 豆 る 宇宙 戦争 


AD.1900 年 代 か ら 、 徐 々 | 進出 を 始め た 人 類 は 
月 軌道 周辺 の ラグ ラン ジュ ・ ポ イン ト に スペ ー ス ・ コ ロニ ー を 
建設 する に 至っ た 。 し か し 、 西 術 か ら 宇宙 世紀 に 時 代 が 変わ 


りき Sk 時 代 に 移行 し て も 、 環境 汚染 は 続き 、 地球 
甘 想 模 の 宇宙 戦争 すら 何 度 も 発生 し た 。 特に 宇宙 戦争 は 
数 百年 も の あい だ 続き 、 最終 戦争 と 呼ば れる こと に な っ た 。 


人 口 の 記 國 増加 や 雷 境 
寺 に 対処 する た め 、 人 類 は 


還 歴 史 代 の 載 闘 の 中 
で 、 発 生 が 冬実 被 き れ て いる 
の が 、 現 アデ スカ の 軌道 エレ 
ペー ター を 通る 戦い で ある 。 宇 
宣 勢力 と 地上 勢力 が 奇 突 し た 


住 が 選ん だ も の の 、 宇 軍旗 住 
者 と 地球 居住 者 の 起 な ど 
原因 宇宙 畔 争 が 争 発 す 


スペ ー ス ノイ ド と アー ス ノ イ ド 、 ニ ュー タイ プ と オー ルド タイ プ な ど 
球 園 の 歴史 で は 度々 人 類 を 区 分 する 概念 が 生ま れ た 。 黒 歴史 時 代 
後期 に は 、 外 補 宙 脱出 組 と 地球 較 残 入 組 、 ム ー ン レ ィ ス と 地球 人 
類 と いう 新た な 区 分 が 誕生 し て いる 。 特に ムー ン レ ィ ス と 地球 人 類 は 
凝 度 も 交 埋 し た よう で 、 正 麻 時 代 に も 対立 する こと に な っ た 


住む 人 燃 と 交戦 。 正 痢 
各 の 夫 球 旬 夫 作戦 で も 
手 を 交え る こと に を る 


トレ ー ガ ー の 遂 用 周 
鉛 後 、 地 球 を 追わ れ た 人 類 2 
の 一 部 が 月 に 村 り 住み 、 ム 
ン レ ィ ス に な 


罰 有 を 邊 織 と し た ナ 


に 向かう 人 々 が 出現 し た ( ガ 
イア ー セン チュ リー で 実施 さ 
れ た も の と 賠 じ か は 不明 

度 恒 な る 戦乱 を 嫌っ た 多く の 
スペ ー ス ノイ ド が 地球 国 を 次 
れ 、 季 の 恒星 系 に 巡り 籍 いた 
人 々 も いた と 言わ れ 


人 中 の 分 吾 を 
呼ん だ と の 脱 も ある 」 


地球 文明 の 崩壊 
時 歴史 未 期 、 地 球 勢 力 と ムー ン レ ィ ス の 間 に 大 規模 な 昔 争 が 発生 。 そ 


の 最終 局面 に お いて 、 タ ー ン タイ プ MS が ナノ マシ ン 散 布 枝 能 「 月 光 暴 ] 
を 発現 し 、 地球 全域 が ナノ マシ ン で 埋め 尽く され た 。 結果 、 都 市 や 兵器 を 
含む 黒 歴史 時 代 の 所 産 は ナノ マシ ン に 埋もれ て 分 解 され 、 汚 染 さ れ た 環 
境 も 浄化 され て いっ た 。 これ が ナノ マシ ン ハ ザー ド と 呼ば れる 事件 で ある 、 


正 暦 の 開始 


ナノ マシ ン ハ ザー ド に より 、 地 球 勢 力 と ムー ン レ ィ ス は < 後退 させ て まで も 、 圭 争 が 起こ り 苑 い 社 会 を 作り 上 げ 
戦争 誰 続 が 田 難 と な り 、 最 終戦 争 も 終わ り を 通 えた 。 正 ムー ン レ ィ ス は 生存 の た め に 大 半 の リソー ス を 投入 し て い 
麻 の 始 まり で ある 。 その 後 、 地 球 勢力 は 文明 レベ ル を 大 き る 。 この 状態 は 、 正 礎 2300 年 代 ま で 続く こと に な る , 


地球 の 人 吾 は 、 意図 人 な 歴 
史 や 技術 の 封印 、 人 口 分 布 の 
画 整 を は じ め と する 社会 反 作 を 
行い 、 事実 上 埋 争 行為 を 消 濾 
させ た 。 文明 は 画 歴 1900 征 


お り 、 人 工人 要 に よる 活動 人 


代 初 棒 の レベ ル に まで 後退 し と 
た が. ナノ マシ ン 技術 を 用 いた ク 
い メリ ア 箇 大 屋 の 秋 市 ノック 
ン エネ ルギー に より 公害 は 。 バス を さも 自生 


最小 限 に 押え られ た は 電動 式 で ある 


女王 ディ アナ ・ ソ レル の 代 
に な る と ン レ ィ ス は 地球 

畑 軍 作戦 を 決定 し た 。 ムー ン 
レ ィ ス を 地理 に 朝 民 させ る 作 
戦 で ある 。 メ 5 
中 心 に 反対 議 も あっ た が 、 月 
面 生活 の 不 自然 さや 種 の 雑 
持 の 随 界 と いっ た 理由 か ら 
作 埋 準 備 が 進め られ た 


無線 通信 で 接触 し て 
領主 た ち が ム 


機動 戦士 Z く ガン ダム 


WORLD UIDE MS 運用 理論 : メー ル シ ュ トロ ー ム 作戦 と 


っ 世 の W [7 | nD3 snr28n 


時 用 理 メー ル シ ュ トロ ー ム 作戦 と 三つ巴 の 戦い Te History of WarreinUC 


字画 世紀 の 戦史 解説 


られ な る 和 戦 的 防御 戦 
勢力 が 滴 容 し た A 
グリ プス 戦役 末期 の 戦い 人 隊 を 昌 可 能 な 大 二 力 、 ラ グ 

区 撃 h 射程 、 一 日 発射 
れれ ば 事実 上 、 古 在 し な い 周 止 困 散 


エ 定 さ れる 問題 も 抱 : 

起 由 所 の 決着 か 、 況 戦 
コ 9 と に な いう 権 端 な 終結 を 通 
特に エ 4 員 と いっ : に サワ ー ド U.C0155. 
に おり 、 戦 力 の 大 

ゲス 涯 役 末 


関連 ファ イル 
勢力 が 同じ 戦域 で 衝突 し た 6 


ン 殿 争 


) 作戦 
戦役 未 期 の 双 
4 
て 外 戦 
有 組 織 が 何 度 カ 


最終 決戦 の 様相 を 決定 し た 
$ ふ つの ファ クタ ー 


グリ プス 胡 役 末期 の 混 況 が 現 乱 し た 原因 と じ 


ニー レー ザー (グリ プス 2) の 存在 が 汰 げ ら れる : 
れ 以 外 に も 提 数 の 要素 が 苦 ん で いる 
と ティ ター ンズ の 共 例 れ を 狙う Ts 
クシ ズ 、 ティ ター ンズ の 指揮 権堂 提 a * 
シロ ッ コ 大 内 の 存在 は 、 大 き な ファ クタ アク シス 
せる こと も 目 


国 の 再 柚 と 地球 園 で の 支配 体 確 
加 役 に 介入 する と 、 圭 況 に 合わ せ 
に 協力 、 引 . 和 は 長期 化 と 層 誠 に 上 枯 わか た 


ュ トロ ー ム 作戦 ] の 実 


は 捕 抵 し 。 軍 孝 系 細線 は 放 


よる 「 ゼ ダン の 由 」 世 人 加 の 波乱 の 中 
アハ イマ ン を 時 韓 。 短 に パス 1 


ンズ が 配備 し た コロ ニー・ レ ー ザ ー は 過 
直井 兵 条 で あり 、 邊 中 ・ 転 術 的 に 看過 で 


ゴ は 、 コ ー ザ ー の 


アク シズ 落下 財 止 


き を 作戦] 科 ' 
落下 コ 


ュ ロ ニー・【 
使用 し た た め 


だ と 思わ れる 


@ コロ 


で 、 三 勢力 が 直接 交戦 す 巴 の 戦 
三 勢力 と も に 、 他 勢力 を 捧 除 する こと 
せる 量 図 が あっ た よう た タ 


正 深 打開 の 作 要 性 に 周 ら れ た エゥーゴ が グリ プス 2) が 
ニー・ レ ー ザ ー の 合用 を 決 走 


ロッコ 尼 が 
ザー 内 で 族 境 MS 


2) に 保 入 


これ を 村 知 
コロ ニ RE 


よる MS 皿 が 康 問 され た 力 を 和夫 し て お り 


を 受け . エ ウー ゴ の 残存 師 隊 も 述 (エッ ー 
コ の 指導 


a 


は 未 帰 運 )。 音 敵 は 暫 
区 も 折 わ り を 務 え た 


大 規模 戦力 を 集中 


第 三 勢 力 の アク シズ 
果 的 に エゥーゴ か 


ズ の 主力 が コロ ニー 


ズ が 漁夫 の 利 を 得る 必 


4 入 し て の : 
大 規模 戦 カ 
替 

基 大 


レー ザー で 大 減 され た た め 


で 岐 い は 終 


各 勢 カ の 設 織 MS が 電 説 する と 


が 発 笛 き れ た 
1 生 を 受け た が 
共に 球 貞 四 経 は 時 


レー ザー が 再 使用 可 
た 要素 が 絡ん で いる と 


戦闘 に 乗じ て 各 勢 力 の 中 


ズ が 参戦 し な けれ 
可能 性 か 


所 戦 に 臣 ん だ の だ ろう 
を 投入 す 
概 を 叩く 戦術 を 探っ た 


ea 


人 @ 誠 機 同士 の 対決 


クワ ン バ ン を 外 ー ゴ 


灯 近 し た 
で 和 勢 か 


衣 借 MS を 発 さ せ た 
も 族 國 MS が 出撃 し た こ 
選 栖 MS 加 二 が 電 を 開 谷 


ュ ュ の 手 で 再 閑 され た テ 
到 の 利紀 う 符 力 が 、 余 皿 の た め に 筐 款 し た 


渦 対 勢力 の 中 相 
叩く 戦術 を 擦 用 


ら 凍 容 す る 壮絶 な 筆 軸 が 内 


軒 圭 力 は 夫 民 的 宗 旭 を 出し で ! 


~~ 
Rt 


: つ 思 の 戦い の 勝敗 と 
答 勢 力 の 動向 


「 三 つ 叫 の 戦い 」 は 、 アクシズ の み が 戦 略 目的 を 達 
成 し た 。 エッ ー ゴ は ティ ター ンズ を 撃破 し た も の の 、 1 
導 者 の シャ ア が 未 帰 司 と な っ て 求心力 を 低下 させ : 
戦力 の 大 半 を 寒 失 。 ティターンズ も 甚大 な 披 を 
し て 組織 的 活動 能力 を 失い 、 事 実 上 崩壊 し て いる , 

テク シズ の 勝因 は 、 正面 か ら 激突 し た エゥーゴ と テ 
ィ イタ ー ン ズ が 戦力 を 損耗 する 中 、 戦 力 を 温存 で きた 点 
に ある 。 (ダリ ブス 2) を 確保 し て いた エゥーゴ が 有利 
な は ず だ っ た が 、 グ ラナ ダ 訪 術 に コロ ニー レー ザー を 
使っ た た めか 、「 三 つ 巴 の 戦い 」 で は 属 開 終 般 まで 膨 
射 で きず 、 戦 力 損耗 に 繋が っ た 。 強大 な 破壊 力 を 持 
つ コ ロニ ー・ レ ー ザ ー だ が 本 質 的 に は 戦略 兵器 で あ 
り 、 埋 術 レベ ル で は 使用 が 困 散 と いう 間 題 も あっ た . 


ティ ター ンズ は 埋 開 序 装 か ら 医 
放 を 仕 柳 り 、 エ ッ ー ゴ を 圧 令 し た 
し か し 、 コ ロニ ー・ レ ー ザ ー の 呈 


ュ ィ コ "ftH よ で まず 、 科 
に 計 チー ンズ の は 
1 決定 的 と な っ た 


き 勢 力 の 旗 橋 MS 同士 直接 

交 理 し 、 百 式 と キュ ベレ イ の 一 

村 ち で シャ ア が 未 竹 明 た と なり).Z ガ 
だ 


ティ ター ンズ は 撃破 し た が 、 ア 
クシ ズ を 肘 ち 漏らし た うえ 、 超 織 
的 を 活動 が 困難 な レベ ル の 撤 
青き 受け た 。 グラ ナタ 防衛 宮 


戦 選 延 な ど が キッ ク と な っ た 


戦力 を 集中 配 
め 。 コロ ニー・ レ ー 
主力 話 隊 を 失っ た の が 


で き な か っ た の が 敗因 で ある 


エゥーゴ と ティ ター ンズ に 江 
し 合い を させ な が ら も 
存 し た アク シズ は 
い ] 唯 一 の 蘭 者 と な っ た 
の 利 持 る 花 で の 勝利 
投入 MS の は と ん ど を 失 
は 痛かっ た 
最小 限 と 言え た 


それ で も 彼 守 は 


Usaton by TAKUYA IO 


ティ ター ンズ を 沿 破 | 
地球 運 邦 政府 。 雷 へ 
力 を 高め た は ず の エゥーゴ だ か 
横 極 的 な 支援 は 受け 


エッ ー ゴ 以上 に 貞 力 を 容 失 し 
た うえ 析 講 者 を 失 
後編 ぐ 者 も な か っ た 
ズ は 商 載 し た 。 シロ 


ター ンズ 尾 在 
半 半 定 に 拘 未 。 ま 
ネオ ジオ 


= の 結果 、 グ リ 
プス 圭 役 する と 。、 ア クシ 
ズ は ジ 国 再 異 の た め に 


行動 を 開始 し た 。 具体 的 に は 
吾 サ イド へ 部 隊 を 派遣 し 、 地 球 
連邦 政 麻 や 講 会 に 圧力 を か け 
て いる 。 エゥーゴ な どの 反対 勢 
カ の 欄 対 も 同 始 し た 


機動 戦士 ガン ダム O00 


WORLD GUIDE a nD3 sr85n 


を 


中 東 諸 0rganization of AD 


、 決 定 的 な 解 ? 
同 連 お よび 地球 連邦 
実現 し な か 地球 連邦 に 参加 a 
20 世 紀 後 期 以降 の 中 東 は 、 産油 地域 と し て 世界 性 と 強度 に 優れ る E カ が と し て 弾圧 を 受け 
) 政 治 経済 v 1 る と レベ ー タ ー 開 k 地球 連 
中 東 諸 国 が 、 超大 回 に すら 強 便 な 吾 度 を ォ ン AEU 人 類 新 連盟 カ いっ た 
E 石浦 戦略 物資 の 存 J 、 ) 建 0 
ヵ 諸国 の 下 治 と 経済 を 支え て いた 石 し か 4 * ヽ 前述 の 石油 輸出 規制 
1 規制 
素 の 回 収 を 状 関連 ファ イル 
ts: 
+ の 消費 量 を - 建 設 に 反 
石油 輪 出 規 制 中 加 7 東 詳 国 は 規 
劇 的 に 悪化 きせ た の で , t 後 期 、 中 東 の 一 部 国家 が 
5 湯 も し た 


; Fue mwrew 
人 宙 の 往来 を 容 卓 


00.03.05 


性 光 発 電 
石河 輪 出 規 


| ed sm 


中 東 諸 国 の 衰退 


20 世 紀 後 期 以降 、 産 油 国 と し て 世界 nl 


大 還 光 発給 


の 牙 冶 妊 済 に 多大 な 影響 を 与え た 中 東 入国 に よる 近 
諸国 だ っ た が 、 二 道 エレ ベー ター と 大 陽光 a 
発電 シス テム の 建設 計画 を 契機 に 、 貸 田 rr 
と 不安 定 化 に 見 音 わ れ た で も 


地上 と 字画 を 短く ぐ 
下 大 貫 仁 体 。 暫 


表 エ レベ ペーター 

太夫 発電 シス 

テム の 友 欄 、 送 電 
プン ライ ン で も ある 


23 世 紀 中 期 三 大 勢力 が 誠 生 し 。 寺 道 エ 
レベ ー タ ー と 太 陳 光 発電 シス テム の 建設 計 
画 が 開始 され た 。 石油 の 衣 要 を 著しく 流 少 さ 
せる 計画 だ っ た た め 、 中 東 族 国 は 不参加 


国軍 で 石油 輸出 規制 が 講 決 さ れ た 。 軌 
道 エレ ペー ター 開発 不参加 国 へ の 制 無 の 
三味 も あっ た よう だ 。 石油 産業 に 経済 を 依存 
し て いた 中 東庄 国 は 反 付 し た 


三 大 勢 カ に 友 全 
西 英 2270 征 代 後 枯 石油 給 出 旭 制 に 反 する 団 や 細 織 
発し た 中 東 の 一 部 国電 が 剤 事 行動 を 
太陽 光 発 電 紛 争 が 基 発 し た 。 三 大 勢力 が 介 


入 し た も の の 、 紛争 は 長期 (し てい っ た 


テロ も 行わ れ 


西屋 2297 年 は 
発電 衣 争 
が 終結 し. 大 電光 
発電 シス テム の 
が 基 始 され 


西森 2297 征 、 委 度 に 詩 る 大 昭光 発電 紀 1 
多 が 話 結 し た (紛争 は 20 年 続い た )。 中東 
諸国 は 目的 を 果たせ ず 、 雪 道 エレ ペー ター と 
大 陽光 発電 シス テム は 稼 代 を スタ ー ト し た 


本 凍 2300 年 代 


太 暗 光 発 電 約 接 、 黄 団 と 渓 乱 に 見 折 
われ た 中 東 請 国 で は 、 国 家 の 再編 と それ に 
伴う 維 争 が 続い た 。 し か し 、 問題 の 根本 的 な 
な ら ず . 不安 定 な 状態 が 続い た , 


西暦 2300 年 代 、 再編 が 進ん だ 中 東 講 国 
だ が 、 エ ネル ギー 不足 や 国内 対立 な ど 問題 は 
山積 し て いた 。 西暦 2308 年 か ら 国 連 に よる 


み 、 地 球 連邦 が 成立 する が レジ 
参加 の 中 東 諸 国 は 弾圧 を 受け た 1A 介入 受け 


中 東 表 団 の 大 半 
は 地球 導 に 如 
tf (で きず ) 


西森 2311 年 、 地 球 を ほぼ 寺 一 し た 国連 
が 、 地球 達 邦 に 必 名 。 し か し 、 地球 連 邦 が 旧 


中 東 諸 国 の 再生 
西暦 2312 年 の 紛争 が 終わ る と 、 イ ノ ペ 


イド の 影響 力 を 拓 際 し た 地 束 連 孝 は 、 新 ーー 
政権 の 下 で 新た な スタ ー ト を 切っ た 。 旧 政 牙 履 は 対話 忠直 
権 下 で 弾圧 を 受け て いた 中 東庄 国 も 地 ンー 
球 邦 に 加 甘 し 、 問題 を 解決 し て いっ た PTY 


tt 
Te 
1 


対話 重複 の 地球 連邦 新政 皿 が 発足 する 
と 中東 語 国 も 地球 連 許 に 加 鹿 し た 。 旧 政 
権 天 代 に 実施 し た 中 東 語 国 
られ た め 、 外 的 な 要因 の 問 ! 


地 琴 連 邦 旧 政 権 時 代 の 中 東 謗 国政 策 の 
結果 、 発 生 し た 被害 の 回 牧 が 図ら れ た 。 通信 
射 名 用 GN ド ライ ヴ の 搬 去 、 都市 の 再 整 備 
雄 制 労働 従事 者 の 鯉 放 な ど が 挙げ られ る 


中 東 の 国々 


ほぼ 確定 され た と 思わ れ 
国境 線 だ が 、 太 陽光 発電 紛 3 
後 の 中東 再 編 に より 、 大 きく 変化 し て い . 
た 。 部 族 社会 の 影響 か 、 王 政 の 国 が 目 立 
つの が 特徴 と 言え る 


情報 産業 と 急 物 音源 
て 、 所 を 


條 も 繁栄 し た 数 少 


(ee が ァ ザ ァ アリ カ 北 

勢力 を 基 に し て いた た めか 、 中東 西部 の 基地 を 名 有 | )= 
地球 遅 施 に 不参加 で 黄 国 と 国際 は 続い た レス タル ピー y 

時 的 に 潜伏 た 場所 

イノ ベイ ド に 操作 され た 地球 達 邦 政府 は ? 
人 類 の 完全 続 一 の た め 地 球 連 者 非 加 拘 国 
や 反 連 邦 勢力 を 多 圧 。 中 東 請 国 も 弾圧 対 a te 
集 と な り 、 茜 都 を 焼 か れ た 国 も あっ た 
MORE INFO! 化 と 不安 定 化 較 ブレ イク ビラ ー 

アフ リカ に は 、 AEU の 軌道 エレ ベー ター が 建 計 れ た 。 この た 西暦 2312 年 、 ア フリ カ の 執 導 し) が 

アフ! め AEU の 保護 福 と され た が 、 地 中 海 沿岸 や 紅 滋 治 岸 、 婁 道 エ 。 硫 壊 され た 。 アロ ウズ が メメ ント モリ で 才 の が 真直 た 
アフ リカ の 状況 レベ ー タ ー が 建 訟 きれ た 中 各地 域 以外 は 、 不 安定 化し た よう だ 。 が 、 当 時 は テロ リス ト に よる 犯行 と 絆 道 され た 


石油 次 涯 の 佑 光 と 殺 輸 紅 
人 地域 を 除く 地 攻 学 的 な 価値 


下 な を ど に より 、 重視 き れ な 

く な っ た 中 東 と 美 な り 、 ア フリ カ 

は AEU の 影 に 置か れ た 

直道 エレ ペー ター の 着 投 地 
た た め だ が 、 地 域 に よっ て ター の 建 朗 に より 
9 る や 選 乱 が 見 られ た ET 


地政 学 
ツレ スタ ル | 


52.28 
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WORLD BUIDE 歴史 フォ ー カ ス : 地球 侵攻 作戦 と 戦線 の 妥 藩 3 sh 
@⑨ ” 


IN 


3 地 球 侵 攻 作戦 と 戦線 の 脱 着 EARTH eS 


ジオ ン 公 同 電 の 地球 降下 と に こ で シオ Wt mm ト に 

限界 に 達し た 進出 保 す る * BCSS 0 見 な か っ た 。 戦力 温存 策 に 出 
| 間 題 
戦線 は 『 


月 耗 戦 が 始ま 


UC0155 
資 の 確保 た 


作戦 を 実 放 


戦争 の 長 ! ある 。 短期 決戦 を 目 施し つ 8 を 関連 ファ イル 


9 


地球 連邦 入 本 8 


車 邦 に 術 打 を 
2 損 
この 状況 は * 1】 ) 
を と いた 。 ま 1 け * の 地域 は 5 月 上 旬 


南極 条約 直後 の 動き = E 


南極 条約 が 緯 両 軍 は 鞍 争 の 長期 化 を 想定 
新た な 動き も ジオ ン 公 国軍 の 行動 
速 か つ 積極 9 で あり 攻 作 戦 を 開始 し た 


球 


大 打撃 を 受け 


し まい 、 載 力 の 再編 に 手間 取っ た 


る 電撃 を 受け た 中 央 アグ ア 
の 重 薄 は 、 爽 州 や 南ア ジア 
方 へ 和 和 


Ame 結果 大 林 本 を 受け 
オン 公園 軍 も 大 き な 村 寄 を 出し て いた 


地球 へ の 戦力 投 


地球 優 攻 作 戦 開始 か ら 、 お よそ 3 週間 後 の 3 月 日 

国軍 は 第 1 次 降下 作戦 を 実施 し た \ の 実 
働 部 隊 投 入 が 結 ま っ た の で ある 。 その 後 も 、3 月 4 日 に 次 世 体 に 圧倒 され て 逃げ 出 
運 採 所 部 隊 、 3 月 1 1 日 に 第 2 次 降下 部 隊 、 3 月 18 日 に 第 オン 公国 軍 の 各 障 下 


快 進撃 を 続け 、3 月 末 ま 
3 次 陸 下 部 隊 、 4 月 4 日 に 補充 部 万 が 降下 し て いる , で に アフ リカ を 除く 主要 地域 を ほ ば 制圧 。 資源 地帯 や エ 


対す る 地球 連邦 軍 は 、 コロ ニー 落と し の 余波 や マス ・ ド 


の 軍事 拠点 な ど を 支配 下 に 置い た 


調 才 降下 部 隊 の 降下 ポイ ント 策 1 次 降下 ポイ ント 第 次 降下 A ポ イン ト 


ea 時 下 友和 : 生 1 地上 生還 叶 下 部 隊 : 逢 2、 第 3 地上 柏 動 師団 
マ ・ ク ペ 部 隊 降 下 ポ イン ト ( 艇 に 放 方面) に 北 抄 方 面 軍 ・ 畠 争 色 応 事 ) 
必 下 部 隊 : マ ・ ク べ 部 時 FANE :U.CO079.0301 
貢 隊 近 環 部 財 と も ) 
WF :U.C.0079.03.04. 
1 
i 
en 


征 ら 次 
降下 B ポ イン ト 


事前 了 動 部隊 
第 3 次 降下 B ポ イン ト 話 下 ポイ ント 


補充 部 隊 降 下 ポイ ント は 次 降下 C ポ イン ト 
Fm 
Pe ( 李 に アラ リガ) | 第 次 降下 A ポ イン ト 
FANE:UC O0790404 | | 計 下 WW: 第 地上 本人 
a - ( 相 に 中 央 アジ ア 方 面 
東 ア 方 面 宣 ・ 豪 州 方 面 軍 ) 
恒 下 天 生 日 :U.C.0079.03.18 
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fe 


| 地球 奨 却 定 の 失 き | 
地球 保志 作戦 を 受け た 地球 
連 示 軍 は 、 長 期 消 江 に 代え 
で 守 宙 軍 と 地上 軍 の 表 存 部 胡 
を 温存 し 、MS 開 発 計画 「V 作 
戦 」 と 宇宙 族 能 の 尋 向 計画 「 ビ 4 月 1 日 、V 作 起 と ど < 
ン ン ン 計画 を 実施 。 し ば 5 く の を 開始 。 ホワ イト 
問 、 大 規模 埋 闘 は 回 選 し た 手 雷 還 竹 化 も 進め られ 


地球 保 
勢 限界 に 較 
次 第 に 


作戦 か 


し は 2 53-24 


機動 戦士 ガン ダム 


WORLD EUIDE MS 運用 理 講 ミノフスキー・ イ ヨネ スコ 型 替 季 反応 妨 本 09 se Dn 
ーー 


間 ミノフスキー い イ ヨ ネ スコ 型 熱 核 反応 炉 に 


礁 進 剤 を 噴射 する 熱 核 ロケ ッ ト 
キー 粒子 の 特殊 電 こよ 気 圏内 用 の 熱 検 > 
、 後 者 は MY 型 熱 核 反 応 炉 熱 柏 
前 述 の MY 現 心から oda 『 指 お 
熱 入 反応 ト % が 、MY 型 熱 栓 反 
性 て こ り を 持つ た め 、 問題 せ 
wi しい 年 人 型 (新型 ) の MY 
検 反 | L を 下り も 
MY 弄 熱 


了 の 擬似 原子 、1 
擬似 原子 


当時 最大 の 技術 
)MY 型 熱 楼 反 応 炉 だ 


i 草 格 子 状 構 
品格 子 状 村 


力 変 換 は 高 効 ) え 、 放 射線 防 


MY 弄 熱 楼 反 応 炉 の 開発 は 、U.C.0047 設 立 の M 
&Y (ミノ フス キー& イ ヨネ スコ ) 公社 で 開始 きれ た 
MY 陣 熱 杜 友 応 炉 の 開発 に は ミノ フス キー 移 理 学 
の 父 、 ト レノ フ ・Y・ ミ ノ フ スキ ー 博 士 が 協力 し て いる , 

MS へ の 折 載 は 、 MS_04 プロ ト タ イプ ・ ザ ク が 初め 
て の 例 と きれ 、ZAS 社 の Z 型 が 搭載 され て い 
る 。 以後 、MIS の 動力 機関 は MY 書 熱 検 反応 炉 が 
標 准 と な り 、 ジオ ン 公 同 軍 の MS-06F ザク IIF 型 で は 
M&Y 公 社 と ZEONIC 社 が 共同 開発 し た MYFG- 
MLES F56-M3ES 型 が 、 地球 連邦 軍 の RX-78 ガン 
ダム で は タキ ム 発 動機 の NC-3 型 や NC-5 型 など が 
採用 きれ た 。 以後 の MY 型 熱 検 反応 炉 は 、 高 出力 
化し つつ MS に 搭載 され 続け た 

UC0100 年 代 に 小型 MS の 開発 が 進む と 、 小 問 
化 と 高 出力 化 を 両立 し た MY 爾 熱 柱 反応 炉 が 誕生 
し 、 葵 検 反応 炉 の 新 ス タン ダー ド と な っ た 。 


史上 初 の 実 昌 用 MS、MS05 
ザク 1 は 、ZAS 社 の ZAS-MIBB 
時 また ば M&Y 公 社 ・ZEONIC 
共同 開 先 の MYFG-MES 和 
き 衝 電圧 信 的 パワ ー で MS の 
理 人 を 必 明 し た 


MY RG MS TMA 
で どの 横 角 兵 基 だ だけ で な く 区 条 
の 的 力 杜 関 と し て も 特有 。 条 親 
の 大 推力 槍 信 凌 や 大 出力 ビー 
ム 兵 鞭 は 角 村 挟 店 古 の 大 
電力 代走 な し に は 本 億 し な い 、 


MORE INFO! 
熱 核 反応 炉 の 流用 と 特殊 利用 


動力 機関 と し て 定 将 し た MY 下 然 楼 反 応 炉 は 、 出力 や 
サイ ズ こ そ 違 っ て も 基本 的 に 同じ も の で あり , 高い 互 栓 性 
を 持つ 。 また 、 安 全 性 が 高い と は いえ 、 章 的 に 更 走 さ 
せる こと は 可能 で 、 生 走 を 利用 し た 兵 療 も 考案 


田 熱 核 反応 炉 の 流用 
特定 の 機体 用 に 開発 され た 鈴村 反応 炉 を 、 新 機 


転用 し た 例 は ジオ ン 公 国軍 な ど で 確認 され て いる 。 新 
樺 動 兵 巻 の 開発 昧 間 短 締 、 年 コス ト 化 が 主 目的 だ っ た 


軍 の モビ ルポ ッ ド 。 水中 本 用 MS アッ ガイ 。 ザク 
+ ッ ゴ な っ た ザク HIJ 占 J 重 用 を 2 基 枚 電 し 拓 
の 企 析 友 応 所 を 湾 用 し た じ て 種 者 枯 数 を 変更 で きた 


画 熟 核 反応 炉 の 特殊 利用 
ジオ ン 公 国軍 の 在 大 型 プラ ズ マ ・ ガ ン 、 ヨル ムン ガン ド 
は 「 紗 ) に MY 朋 欠 反応 炉 を 使用 。 反応 炉 を 最 坪 させ 
プラ ズ マ ・ ピ ー ム の 発生 を 可能 と 


応 


1 
の MY 時 錦 反 記 
問 。 ザク 3 性 の コス ト に 区 秋 


中 梨 出 力 20 


MY 型 熟 核 反 応 炉 の 構造 


下図 の 内 、 左 が 従来 の MY 型 然 柄 反 応 炉 、 右 が U.C.0100 年 代 以 後 
の 改良 型 で ある 。 共に ヘリ ウム 3 と 重水 の 杜 反 応 (融合 ) で 発生 し た 
エネ ルギー を 、1 フ ィ ー ル ド で 電力 に 変換 する 。 炉心 は 強力 な 1 フィ ー ル ド で 
保持 され 、 放 射線 は 漏 涼し な い 。 フィー ルド の 圧縮 に は 電磁 的 手段 (生計 >10 太 で を 略 え る こと な め る た め 。 枯 表 な と 
温 超 伝導 物質 の コイ ル で 作ら れ た ハイ パー・ マ グ ネ ッ ト な ど ) が 用 いら れる 。 凌 即 する 。 大 気 必 内 で は 空気 や 末 も 料 用 きれ る 、 


人 MY 弄 色 記 人 
1 ラ ィ ー ル ド シ リン ターA 
Ez 


へ り リウ jh3 と 重水 楽 が チャ ン パ バー 内 で 財 反 記 を 弘 こ す . ミノ 
フス キ 一 幸子 は 反応 を 横 大 、 さらに 発 等 し た エネ ルギー を 
電 包 へ と 秦 短 する 和田 を 持つ 。 また 、 チ ャ ン バ ー 内 は 1 
フィ ー ル ド で 漢 た まれ で て いる た め 、 族 震 能 が 人 部 に 散れ る | 
こと は な い (ミノ フス キー 雪子 と 1 フィ ー ル ド の 松村 は き 良 これ まで は ジェ ネ レ ー タ ー 内 で 生成 し て いた と た つの 粧 信 原 子 を 、 それぞれ 別人 避 の | 
IMV EIS TEM フィ ー ル ポジ シ リ ンダ ー に 野 蘭 し て お き 、 それ ら を チャ ン パ バー で 反応 させ て 、 電力 を 揚 る 。 


熟 核 反 応 炉 の 発展 と 細分 化 
旧来 の 然 本 反応 炉 と ミノ フス キー 物理 学 が 漁 合 し て 許 生 [ニー ニー 


し た MY 型 名 楼 反応 炉 は 、 高 出力 化 や 小型 化 を 続け 、 改良 。 MY 再 完 成 以前 に も 、 電 旋 


を 間接 的 に 取り 出せ る 熱 栓 反 
避 も 許 生 。 結果 、 様 々 な タイ プ が 開発 され 、 細 分化 も 進ん だ 応 信 は 存在 し た 。 旧来 型 の 然 


横 反 応 灯 は 、 単純 出力 で は 
MY 胡 に 匹 評 し た も の の 、 放射 
線 防 恒 に 専用 の 構造 を 必要 と 
し た た め 、 大 生化 せき ざ る を 委 な 


小 租 化 以 輔 の 性 芋 舎 炉 を 皇 
1.O0OwW に 壮 た ep っ た か っ た ( 容 界 あたり の 出力 が 低 0 


た モビ ピル タンク 、 ヒ ルド ル 


MS 用 MY 区 給 栓 反応 太 の 出力 。 い )。 こ の た め 、MS の 搭載 に 遅 プ 。 全 長 W35m に 遅し た の は 


は 軌 連 度 的 に 向上 。 MA 用 に | さなか っ た 。 大 年 基 の 括 載 が 一 思 。 
至っ て は 1 万 MW を 軽く 上 還っ た 


ミノ フス キー 物理 学 の 理 請 を MA や 杉 租 へ の 措 
導入 し た 新 届 符 柱 反応 炉 。 小 る 大 型 の MY 肌 鈴 栓 反応 師 、 
垂 か つ 高 出力 で 、 鎖 計 高 18m 機 価 香 部 へ の 分 削 括 載 が 容 
緩 の MS に 対応 し た モデ ル も 極 委 な 小 愛 反 応 炉 な ど 、 欄 々 な モ 


あて 大 出力 で ある 。 時 代 を 追う デル が 開発 さ れ た 。 中 で も 
ご と に 高 出力 化し 、 U.C.0080 良 モデ ル は MS の 侍 民 に 大 き な 
年 代 後 期 に は 出力 数 KW の 4 虹 某 を 与え 、 連 持 化 に よる ジェ 
MS 用 反応 炉 (時 ) すら 実用 生き ネ レー ター 出力 の 増大 や 、 兵 装 
化 。 UC.0100 年 代 に は 、 新 構 と の 一 体 化 に よる 高 出 カビ ピー ファ シネ ル な どの 反応 旭 描 載 
造 の 改良 型 が 誕生 し て いる 。 ム 火 幸 の 実現 な ど が な され た 。 援 珠 世 貢 価 素 すら 琴 理 。 


画 ガン ダム ・ タ イブ MS の ジェ ネ レ ー タ ー 出 力 の 変遷 


[a mee hmmepel ite mono 


R78.2 ガン 1.380wW | UCOO79 Rx 93 . UC 

| 78GPo1 FFLMMID | 1790KW | UCO083 | axo ュ ニュ ー ン シタ 4 は コー キー お | 34eow | ucooee 
RX178 ガン タム Mk 193OwW | ucoo67 Fo カン タム Fo w | ucoite 

[ MSZ.006 2 ガン タム ozowW | ucooe7 LMS12Vo4 V あ ンタ ム 。 | 47moww | ucoiss 
MS2.010 22 ガ ンタ ム 7340ww | ucooea UMS12V2 Ve が 7.51Okw 5 


出力 な の は 、 当 時 の 中 半鐘 に よる も の 。FS1 後 は 人 


搭載 位置 と 搭載 数 


通常 、 MS の 船 栓 反応 炉 は 、 胴体 また は パッ ク バ パッ 柄 体 や 、 ガ ンダ ム な ど 複 数 の 熟 枝 反 応 炉 を 並列 装備 する 
1 基 が 搭載 され る 。 だ が 、 高 機動 型 ザ ク な どの よう に バ パック こと で 高 出力 を 実現 し た MS も 存在 する 。 MA に も 、 超 大 
アッ プ 用 や 出力 底上げ 用 の コ ・ ジ ェ ネ レー ター を 搭載 し た 型 反応 炉 を 4 基 搭 載 す る ビグ ・ ザ ム の よう な 例 が ある 、 


生々 、 出 力 が 向上 し て いる の が わか る 。 ZZ ガン ダム 次 i し て 


MS-06 ザク I 


MSA_OO1 1 8 

剛体 内 (面部 ) に MY 捉 寺 欄 反 応 。 パッ クック に 考 載 。 外 庄 式 ジ ェ キ 商 居 と 末期 に 計 4 靖 載 。 出力 は ビグ ロ 本 体 と Ad 

人 ゲ を 1 基 衝 載る 。 反 記 炉 の 括 載 レー ター と 呼ば れ 、 弟 二 束 MS で は 7.1BOKW に も 直す る 。 合体 秦 百 を 捧 雷 。 Ad ユ ニッ ト の も の は 、 円 押 
位置 と 負 は 合 的 億 的 な 放 載 弄 式 で ある 性 尼 に 対応 し た も の と 言え る の 大 晴 モ デル で ある 、 


新人 ・ サ ン ライ ズ 


53-26 


機動 新 世紀 ガン ダム X 


Organization of AW. 


チャ ー 集 団 を 指す 。 正確 
> Hl 織 名 で は な ら 
「 ル プス 級 降 上 戦 
軍 戦 工 (いわ ゆる 「 フ リー デン 
で は 集団 名 と し て 解説 する 

7 リー デン は 良心 的 な パル 
- の パル チャ ー 
ル の 要請 に 応じ て 、 


ー ザ ー イ ン テ ン ツ 


その 後継 短 で ある 衝 
の 呼称 だ が 、 こ こ 


グリ ー 


行動 男 囲 が 
、 月 宴 域 | 
堂 げ られ る が 、 それ 以 
の 保護 


ニュ ー タ イプ の 


保護 を 目的 と し て お り 、 パ ルチャ ー 稼 業 の 中 で 


情報 綱 と 抹 動 細 囲 を 持つ バル チャ 8 
タイ プ の 探索 に 適 た め と 考え られ る 
*、 ニ ュー タイ プ の 保護 を 進め た の に は 理 


ャ ミル は 、 自分 の カ 
な と か ら 、 ニ 

用 に 反対 する 

的 扱 ! 

切り 拓 


ニュ ー タ イプ 


諸 劇 の 拡大 再生 産 を 否定 し た の だ 
第 7 次 字 宙 戦争 後 、> は 個人 レベ ル で 
ー タ イプ 保護 に 礎 走 する が 、 フ リー デン の クル ー 


7 任 が 信じ られ < 
何 の 収入 源 


が 理由 
ー タ イプ と 日 きれ た ティ ファ ・ ア ディ ー ル 
ジャ ミル は 自分 の 過去 と 目的 を 
リー デン と の 関わ り が 深い MS 乗り た 


の 保護 


語り 、 ク 
も も 彼 の 目的 に 同意 し た 。 
チャ ー 欄 茎 と 普 行 し て 、 ニ 


、 フ リー デン は バル 


ィ プ 保護 の た め 各 地 


| 03 sh 


府 再建 委 
宙 革 命 軍 の 暗 名 、 地 
『 事 行動 、 新 連 東 
革命 軍 の 全面 戦争 に も 反対 前 立 
欠 塩 結 と 昔 後 の 和平 に お け 


し た 。 ま た 


後 の 新 連 邦 音 礎 部 


関連 ファ イル 


EEE TE 
AW の お 


FE PREnPw 


sc = WE 還 還 還 oo ーー 


フリ ー デ ン は 、 ジャ ミル ・ ニ ー ト を リー ダー PAR RE AW.0015. タイ プ と 目 き 。 
と する バル チャ ー 集 団 と し て 誕生 し た 。 ジャ を 穫 備 する パル チャ 女 テ ィ フ ァ ・ ア ディ ー ル を 保護 し た フリ ー デ 
タイ ブ の 保護 も 想定 し て いた と し て 話 動 し て お り ン は 、 それ を きっ か け と し て 、 政府 再建 委員 
が 、 ジ ャ ミル が 真意 を 仲間 に 明か し た の は る moe バー 会 ( 新 連邦 ) や 宇宙 工 命 軍 が 絡む 地球 園 
AW.0015 の こと だ っ た MDG いな か っ た 規模 の 紛争 に 差 き 込ま れ て いっ た 


華 7 次 宇宙 埋 争 禁 結 後日 連邦 定 の ー 
タイ プ 部 藤 を 技 け た ジャ ミル ト は 、 パ . 
チ て 活動 を 開始 タイ プ 保 護 を 章 
た の か 、 パ バル チャ ー 迷 業 - 
困り 出し た の か は 不明 生き れ た 


正 目的 ーー バル チャ ーー 生生 て 
= 


保護 を 契機 に 、 彼 女 の 予 知 に - 
て ニュ ー タ イブ の 控 案 に 出 

タイ プ と 人 覚 し ま 者 に 出 会 

至ら な か っ た 。 政府 再建 委員 会 の エー 
が 至 杉 し 始め た の は 、 この 頃 が か 


通常 は バル チャ ー と し て 活動 し て いる 。 具体 共 二 の AS は 持た 政府 馬 鐵 委員 会 の 活動 が 活発 化し 、 新 寺 
的 に は 、 腐 穴 され た 兵 央 や 機電 の 回 収 < 売却 っ で の に デン 邦 政 府 の 樹立 が 宣言 され る と 、 エ スタ ルド 共和 
で ある ン の クル ー た ち も 、 パ バル チャー 陣 な ど で 、 新台 者 還 や 新 軍 参加 国 の 宣 隊 と 
生業 の た め に 集まっ た よう だ 。 事 質 な 行為 に は 交 埋 す な っ た 。 局 地 戦 で の 議 利 は 収め 


加 引 せ ず 、 濾 関 も 限定 的 に し か 行わ な か っ た 


虹 目的 ローー ニ ュー タイ プ の 梨 護 


た も の の . 閉局 を 隆 す に は 茎 


な か っ た 儲 9 の 導 癌 に 下っ た 


画 新 連 邦 と 宇宙 革命 宣 へ の 介入 


タイ ブ の 軍事 利用 を 人 めぐ た め , 主 軍 に 展開 し た 新 軍 者 宣 と 宇宙 重合 軍 が 両生 の 全 画 軒 
プ と 思わ れる 人 物 の 保護 に あたっ た . 全面 戦争 の 気配 を 見 せる と 、 宇宙 戦 藍 フリ ー デ テ 
個人 的 な 経験 が させ た こと だ が 。 クル - ン T で 宇宙 に 向かっ た 。 両 宣 の 戦 闘 に 介 


意 し . ニュ ー タ イブ を 探し て 各地 を 到 動 


た フリ ー デ ン は 、 月 の フ 
行 二 が 贅 府 理 詩 委 催 会 の 目 を 引く こと と な っ た 


た 徐 、 鞭 乱 を 操っ 


スト ニュ ー タ イプ と 対話 し 
て いた フロ スト 兄 凌 を 撃 感 し た 


他 の バル チャ ー 同 様 、 フ リー デン は 私 的 HO に Rt. 当初 の フリ ー デ ン は 、 陸 上 戦 散 のみ で 
で あり 、 いか な る 命令 系 続 に も 属さ な " MS 乗り の エニ 行動 し 、 必 要 に 応じ て MS 乗り を 雇う 方 針 
い 。 艇 の 運行 や バル チャ ー 答 業 に 必要 な る 、 ER を 探っ て いた よう で ある 。 ニュ ー タ イプ 保護 
メン パー は 、 ジャ ミル が 集め た よう で 、 必要 J の た め の 旅 が 本 格 化 する と 、MS 乗 り と 長 
に 応じ て MS 乗り を 雇っ て いた . 期 契約 し MS を 常駐 させ る よう に 


タイ レル アル プス 線 放 上 紙 功 フリ ー デ ン を 移動 村上 


クー の Bo es 半 に 人 する クル と し て 話 動 。 フリー デ ン 下 失 稚 、 宇 画 行 に 
が 7 不在 骨 に は 区 の の と V で 、 ム ー ド メー 1 A or og 
チャ ー や クル ー に 全 電 隊 っ た 、 員 か 人 在 。 や り 肖 きる ainsi trea 
eh て hi. Fak の つづ 和 和 で . 剖 戸 と も ある が 、 障 左 へ の 
AE 革 束 力も 何れ て い rate 
9 
侍 に 特攻 。 ク ルー は フリ ー 
= て To デン fR に 本 し た 
i 


MS を 装備 し な か っ た フリ ー デ 

4 を 保 座 し た 徒 . ガ ロー ド の ガン ダム X て 

Lt 名 宇 12 療 な が いた ふた り の MS 乗り が 持つ ガン ダム 、 新 運 邦 

で 、 最 年 藤 の クル ー。 的 柏 量 を 持つ メカ: 人 軍 か ら 奉 取 し た ガン ダム DX を 装備 する に 至 
マン 。 MS の 区 人 - 條 


モリ テ 


LE a 7 
を 問わ イ 99 確 に 本 で 


る 証人 叶 定 の た tt マ プ ム は 、 具 便 の 迷 で あっ 
PT 竣 直す る だ け で 6。 本 も 当 。 拓 に ナイ ン ペン OA I RI Crd 


的 な 表 近 も 行 っ た と ロコ コ が いる , 


GX.9900 ガン ダム X GT9600 ガン ダム レオ ルド 
数 の 由華 火 絆 き 伯 つ 重 給 般 宇宙 革 多 織 の 必 層 生 。 フリ ー 
ガン ダム 。 ロア ビィ が 訂 業 し た 。 の MG 乗り 、 エ ニ 


る た め に フ 
40 し た ガ 


ロー 再 評 の MS 集 


GX-9901-DX ガン ダム DX 
MI ツィン サテ ライ トキ ャ ン ン 交信 の ガト ラン スシ メ テ ム 靖幸 の 高村 
ーー = ンダ ム 。 ガロ ー ド が 措 業 空 W 用 機 。 ウィ ッ ツ の 旬 標 
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EVE WARS 


EVE WARS 
A.C.195 


戦乱 の 終結 と 
完全 半 和 主義 へ の 道 


期 、 地 球 を 中 心 に 支配 体制 を 築 
ロニ ー 過 激 派 [ ホ ワイ ト フ ァ ン グ 」 (以下 
し 、 全 面 戦争 の 気配 が 濃 太 と な っ た 
ルド : ピ ー ス クラ フト 率い る WF が 地球 の 
シェ リナ ー ダ を 元首 と する 


勢力 の G 
字 人 宙 戦 艇 ピー スミ リオ ン が 
介入 す す ペ レー ショ ン ・ メ テオ 」 に 始ま っ 


た 紛争 は 決 則 の 時 を 迎え た 
に 発生 し た 「EVE WARS 
WF と 世界 国家 の 指導 者 を 財 場 で 撃破 し 、WF が 


\ ガン ダム の パイ ロッ ト は 、 自分 
っ か け と な っ た オペ レー ショ 
っ けた 」 の だ 


アル ド 


トレ ー ズ は タク シュ リナ ー ダ 人 
フェ ラ 財 団 の 一 肌 、 
は ロー ム フ ェ ラ 財 団 代表 を 務 
の ミリ アル ド も 、 地球 岡 統一 連合 の 軍事 侵攻 で 内 壊 
し た サン クキ ンダ ダム の 王子 ゼクス ・ マ ー キ ス の 
で は 伯爵 号 を 与え と SN た 
生粋 の 質 論 同士 が 戦 
) は 権力 争い を 3 
得 権益 の た め に 戦っ て いた の で も な い 。 ふた り の 日 
的 は 完全 半 和 主義 の 実現 で あり 、 戦 争 の 赴 惨 き を 
全 人 類 に 見 せ 付け る こ 争 の な い 世 界 を 作ろ 


うと し た の だ っ た -。 瑞 同 は ず の トレ ー ズ と 
1 ド が 、』 て 戦争 を う 個 面 が 
EVE WARS に は ある (オペ レ テオ を 利用 

トレ ー ズ の 行 すべ て が 完全 平和 主義 実 


現 の た め の 計 画 に 沿っ た も の だ 
それ で も 、EVE WARS は 大 規模 か つ 危 険 な 戦 
争 で あっ た 。 特に 地球 へ の 憎 愚 を 抱く WF は 、 超 巨 
ラ の 主砲 で 地球 を 攻撃 し 、 主 砲 が 発 
) も の を 地球 に 落と そう と 
トド を 採っ た 。 リー プラ の 地球 落 

着 時 に 解放 きれ る エネ ルギー は 6.000 メ ガト ン 級 と 推 
定 さ れ 、 搭 載 さ れ た 反応 炉 の 爆発 が も た ら す 撤 害 も 
基 大 で 、 地球 が 大 打撃 を 枝 る の は 確 2 
リー プラ の 地球 投下 を 指示 し た の は ミリ アル ド で あ 
アル ド が 過 逆 な 作戦 ( 
ショ ッ ク ドク トリ ン 的 手法 に よる 完 


いら の 戦闘 意思 中 


は 行方 不明 と を 全 平 Ff 関連 ファ イル 
主義 は その 青 同 者 た ち に 受け 継が れ 世界 
還 家 の 後 区 組織 「 地 球 則 続 一 国家 」 も 完全 平和 
義政 策 を 進め た こ の 普及 は 決定 前 と な っ た 
(2 ズ 幸信 時 須 不 明 


Fe meweW 


hEVE WARSE 


Mustration by MANABU KATAYAMA Cokor by STUDIO ALPHA Spacial Efect by SHIN INOE 


EVE WARS は 、 宇 宙 民 散 リー プラ を 

言え る 。 0Z 宇 宙 軍 か らち リー プラ を 奪取 し 、 

圧し た WF、WF の 男 止 に 出 た G チ ー ム と 

JC ォ ン 、 WI 久 の た め に 宇宙 に 上 が っ た 世界 国 


この 内 、G チ 
界 国 家 軍 の あぁ 対立 し て ぃ 
先 。 世界 回 家 箇 も リー プラ 撃沈 

F が 有利 だ 
世界 国家 軍 と WF は 互角 に 戦 - 


スミ リオ ン は 、 WE お よび 世 
WF 撃 破 3 
備 発 し 


) 決 


時 ) 大 


| 園 世界 国家 軍 、 WF、 戦闘 を 開始 
ルド に 一 騎 討 ち を 申し 2 


両 軍 は 埋 貞 状態 に 入 
本 を カ と する WF が 吉利 た 


園 世界 国家 軍 、 宇宙 へ と 進出 
VF と 埋 剛 が 一 時 中 断 し た 
の 潮 入 を は じ め 


は 数 所 も の MS 機甲 郭 隊 を 宇宙 
責 源 軍 量 MO-W に 集結 させ た 


リー プラ の 地 天 落下 を 決 草 。 また 
め 世 界 国 齋 重 は 数 北 し 
ラ の 落下 を 止め な か っ た 。 ヒ > 
’ ココ ス 《 変 更 。 落下 コ 
和 区 軍 6 ウ イン カン ダム を ロ ゲ 答 撃て 絆 誠 
リガ ルド 自 下 じ 。. 行 方 不明 と な っ た 。 圭 従 本 大 因 杯 
側 の 弓 講 で 地球 続 一 還 察 が 押 生 レ た = 


世界 国家 軍 こ WF の 全面 衝突 


た 直径 、 世 界 国家 宣 が リ 


MORE INFO! 
も う ひ と つの 決着 


ィ ロ 


を 宇宙 に 演 中 し 
トレ ー ズ も 前 線 に 立つ た め 


上 MO 


人 国軍 は 親和 填 の 
に 立つ と 明記 委 伴 


ピー スミ リオ ン 特 攻 EVE WARS の 終結 に sr 
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機動 戦士 ガン ダム 


中 証 ベス バ の MS 開発 


MS 開発 の 倍 潜 を 
打ち 破っ た 画 期 的 MS 知 


た っ た 1 基 の ー (アメ リア ) か ら 始 まっ た ザン 
スカ ー ル 帝国 サイ ド 2 の 一 大 勢力 と 


地球 侵攻 まで 成し遂げ た 一 因 に 、 国 軍 ペ スパ と 独 
開発 の 新型 機動 兵器 本 の 存在 が 特に ベス メ 


の 主力 MS は 、 か 
E 力 MS を も 比 回 る 高 性 能 
宙 主 力 MS と し て 配備 さ 
は 基本 性 能 


> て の クロ スポ ー ン ・ パ バン ガー ド の 


よう だ 。 実際 、 べ 
1 た ZM-S06S ゾ 
気 園 内 用 主力 


スパ の 


を 上 岡 る 高 性 
ろう か 第 二 期 MS が 確 
ほ され た UC0120 年 代 以 後 、30 年 近く 地球 隊 の 
MS 開発 は 偽 浴 状態 に あっ た 。 サナ リィ ナハ イ 
ム ・ エ レク 社 (以下 、AE 

作 MS が 開発 され た あっ 7 
球 連 邦 軍 の 主力 MS は U.C.0150 年 代 『 
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History of MS Development in U.C. 
字画 世 紀 の MS 聞 発 史 


制式 化し た RGM-119 ジェ ム 
ジャ ペリ ン で あっ た (U.C0130 年 代 初 
木星 帝 図 が 独自 の 機動 氏 器 を 実用 化し て 
b 言 われ る )。 つま り 、 新 堪 MS 寿 の 開 % 
の た 
が 新型 機動 
く 分 け て ふ 
・ 生 産能 力 の 


ズ ガ ン 


た つの 理由 が 考え られ る 。 MS の 開発 


拡 MS 開発 組織 の 接収 が それ で ある 
開発 ・ 生 産能 力 の 拡散 は 、 MS 産業 に お ける AE 

の 施 占 状態 の 解消 に よ 起こ きれ た 。 地球 連 

孝 軍 が 目指 し た MS 産業 の 再 構築 、 サ ナリ ィ に よる 


期 MS の 開発 を 受け た AE は 、UC0130 年 代 
か ら 周 辺 企業 へ の OEM 供 給 な ど を 積極 的 に 推進 
開発 


化 が 進ん 
MS が 生産 可能 に な 
も う 一 方 の MIS 開 人 
ンス カー ル 策 国 が 建 回 宣言 し た 除 、 
国 宣言 時 
サナ リィ の 一 機関 
部 隊 を 接収 。 こ れ が 、 


トム パ の 前 身 で ある . 


LU ne03 sr iin 


地球 隊 各 地 に 分 散 し た MS 生産 納 設 を 利用 し つ 
つ 、 地 球 剛 屈指 の MS 開発 能力 を 持つ 機関 を 全 下 
に 収め た ザン スカ ー ル 帝国 は 、 
と 量産 を 実現 し た (ブッ ホ ・ 
が 流入 し た 
時 は 、 コ ン ビ ピュ 
機体 が 多 か 
門 国 の 敵 進 を 


ッ ェ ルン な どの 技術 
べ ベスパ の 機動 兵 


・ カ ル テ ン パッ ハ 


U.C.0155) 


ベス バ の 発足 と MS 開発 


軍事 力 に よる 地球 連邦 の 打破 、 宇 宣戦 
国 時 代 が 招い た 混乱 収 捨 な どど の た め 、 ザ ン 
スカ ー ル 帝 園 は 高 性 能 な 新型 MS を 必要 と 
し た 。 これ を 受け て 、 ペ ス パ は 空間 戦 ゃ や 地球 
侵攻 を 棚 定 し た 要 動 兵器 を 開発 し て いっ た 


| 広範 な MS 開発 ”。 4 
ミ ョ ン 先 


サナ リィ の 一 部 機関 の 接収 な ど に より 
MS 開発 技術 を 持っ た ベスパ は 、 過去 の デー 
タ を 基 に シミ ュ レ ーション を 実施 し 、 多 種 多様 
な MS を 開発 し て いっ た 。 開発 速度 は 速く 、 試 
來 中 に 次 の 機体 が 配備 され る 例 すら あっ た 


wmvsoma | 


コロ ーー 固 家 で ある ザン スカ ー ル 宙 国 は 当初 . 字 
冥 用 主力 MS の 開発 を 優先 。 下辺 宇 域 の 制圧 や 
励 章 地球 連邦 宇宙 宣 へ の 研 割 を 主 目 と する . 


ZMSOBS YO アッ 
ベス パ 初 の 宇 宝 還 周 泊 
用 MS。 性 態 パラ ンス に 
傑 か て お り 送 圭 ま で 
IMSCL て 活躍 し た 


間 必 の 


| 2 | 大 気 画 内 用 MS の 開発 


地球 保 攻 用 の MS。 大 気 国内 で の 運用 性 を 考 
意 し て 、 単 外層 行 能 力 を 持つ 機体 が 多い 。 飛行 
能力 は 新 技術 の ビー ム ・ ロ ー タ ー で 揚 て いた 


本 尼 を 持 た ず . 遍 選 


ZMSO8G ソロ 
へ り 氏 大 に 客 可 能 な 
合体 ・ 可 変 MS。 相 仁 


自由 箇 行 能力 を 持た 


個 侍 とし て 、 ソ ロア ッ ト の 
LCLED LDP 
ア 、 水陸 両用 の 可変 
レグ イ ユ が ある 


アイ ン ラ ッ ド 対応 MS の 開発 


SFS の 一 種 アイ ン ラッ ド と の 協同 運用 を 起 定 し 
た MS。 大 気 内 用 に 分 上 され る が 、 実 質 的 に は 
宇宙 地上 を 問わ な い 軍 用 性 を 持つ 


徐行 する 試作 


アイ シラ ンド 内 に 桂 休 を 

必 倫 する 都合 上 . 全 間 

は 低い 。 他 の MS で も ア 
ド 


可能 な 小 製 MS。 MS 単 


価 で も 誠 い 性 轄 を 桂 つ 。 ん で 痛 部 に 病 備 する 


国営 研究 機関 「 ス ネー パー サイ コ 研 究 所 」 で 凍 某 
され た ハイ エン ボ 械 。 ニュ ー タ イプ 強化 人 間 用 
吉 7 で を <. 一般 人 用 の 機体 も 剛 発 され た よう だ 


ZS29 ザン ネッ ク 
地上 を 末 


が 、 バイ ロッ を 胃 お 織 


ン 自由 行 可能 を 
価 で も ある * 


ペー ス を 内 っ 


少数 な が ら MA も 開発 され た 。 局 地 務 闘 能力 の 
追求 、 指揮 ・ 管 制 用 、 電電 視察 用 、 特 炊 兵器 開 
発 の デー タ 収 筐 用 な ど 、 機体 ご と に 目的 は 異な る 


ZMAOSG リカ ー ル 
大 気 画 内 用 MA。 半 
カ に よる 軌 坦 補 
再 . 大 型 メガ 和子 連用 
中 存 可 ま 揚 な ど に 


モト ラッ ド 生 開発 の 


ベス バ 系 MS の 特殊 技術 


戦術 理 請 の 実現 、 既 存 の MS の 問題 衣 
決 な ど を 目的 と し て 、 ベ スパ の MS に は 独自 持 
術 が 導入 され た 


限界 を 打ち 破っ た 技術 が 目立つ , 


デュ アル セン サー マル チ セ ン サ ー 

林 合 宰 限 式 マ ル チ セ ン サ ー。 モ ノア イ 相 洋 
の 光学 部 品 と 可視 光線 以外 の 湾 長 を 本 名 
する 素子 が 、 デ ー タ 補完 し 合う タイ プ で ある 。 
還 押 時 に は セン サー 
の カバ ー ゲ 間 き 、 電 
音 区 需 全 体 を サー 
チ す る 。 こ の 氏 計 
ず 馬 (よう に 見 える 、 


アン 


和久 も の 7 パ 
が 配置 され て いる 。 >) 


ゼー ム ・ ロ ー タ ダニ 


フス キー クラ フト を 貞 合 させ た 技 閑 
で . 単体 で 浮 林 と 推 僅 が 可能 で ある 。 


Gece 
ター の よ 下 に 立方 
子 の 二 放 差 を 先生 さ 
で 。 浮力 と する 。 


一 あ に 結 負 長寺 
備え る 機体 すら 
在 在 する 


ピー ム ・ ス トリ ング ス 
控 般 し た 旦 典 に 高 電 圧 を の ける 電撃 ワイ ヤー 
(幸子 ピー ム 兵 閉 で は な い ) 宰 数 本 を 靖 列 壮 
借 す る た め 、 普 弱 の 縛 縛 に も 効果 を 発 科す る 。 
旧 ジ ィ ネン 公休 理 の ヒー 

トド ・ ロ や チ ィ ター ンズ 

の 洛 へ ビ に 振 た 特性 の 

藤前 だ が . 二 が 区 力 。 


ソロ アッ ト tt10 キ も N 

の P- ム - ス ンク | 

を 剛 古 貫入 する 。 

2 コテ G9 ま | ん 

納 才 し て いる 。 

ア ィ ン ラ ッ ド ノ / ツ イン ラッ ド 

車 輸 型 の SFS。 宇宙 地上 水中 を 間 

わ ず 和 用 可能 な 万 能 模 で ある 。 攻 宙 や 防 

告 力も 高く MS の 生存 性 を 大 きく 向上 させ た 。 
RTM 
中央 に 誠二 。 字 
We 
アイ ラボ の 上 CM 
S ツ 切る こと も ある 。 


本 本. ビー ム 放 
を 信人 可能 と し た ビー ピー ム 机 や ミサ イル に よる 変 
ムール 人. 有 力も 持つ 。 近 近 滞 カヤ 
Ci 1 光男 で の 有用 性 を 謝 め た イ 
LT シラ (7 も を 。 
ベス ババ 系 MS の 開発 系 統 図 


ペ ス パ の MS 開発 は 、 初 の 宇宙 軽 用 汎用 機 プロ アッ ト ( プ 
まる 。 ゾロ アッ ト は 、 陸戦 用 の ゾ リ ディ ア 、 飛行 型 可変 機 の ゾロ 、 ア 


の 流れ を 波 む と も ) に 始 
ン ラ ッ ド 装備 の ブル ッ 


ケン グ な どの 原型 と な っ た 。 以後 、 スパ の MS 開発 は 数 年 で 加速 度 的 に 進ん だ 


| 証 だ ョ 


ZrrsieG 

| ポー 

wsogGE >» Zrs27G 
トム リア ッ ト 條 詩 ク イプ ド ドム リア 
PT 


シャ イタ ー ン 


ZsoeGp 
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機動 戦士 ガン ダム OO 


WORLD BUIDE ン ン AEU 人 華 運 [| nc03 sr fn 


ユニ オン グ AEU 人 革 連 店 


大 勢力 最大 の 国 枢 を 占め が 、 民族 
と する 紛争 は 多く 、 不 安定 要素 で あ 


も 導 の 体制 こそ 


家 連 合 M i 
AEU (ADVANCED EUROPEAN UNION 非 人 道 的 行 ぬ を 非 怠 され < 
ブハラ は 、 IHEU か 北欧 や 東 これ ら 三 大 勢力 は 、 程 度 の 差 こ そ あ れ 対 立 関係 
i | 西部 な ど - あ っ た 。 大 国 同上 の 直接 交 埋 と な か 


の 、 代 理 戦 争 や 水面 下 で の 争い は 行わ れ て ! 
の は 、 ソ レス タル ヒ も 


参加 国 の 総 面 積 は ユ 
を 保護 領 に 【 
範囲 に 配置 


た め に 誕生 か 

2 の 関 家 連合 体 ュ ニ オン 。 AEU 。 人 額 人 
湊 新 連 田 (以下 、 人 其 宮 ) で ある 。 こ の 三 大 勢力 は 

24 世紀 初頭 に か け て 世界 を 三 分 し て 統治 

i 暦 2308 年 に 協力 体制 を 構築 。 世界 国家 

と し て の 国連 、 地球 連邦 の 二 体 と な っ て いっ た 

大 勢力 の うち 、 最 大 の 軽 事 力 


! 項 、 帆 道 


2 


AD2364 


RD 


た の が ユニ オン こと 「 太 陽 エ ネル ギー と 自由 国家 の AEU に は 存在 し な 
間 全 (UNION of SOLAR ENERGY and FR 加 各 国 の 思 友 = 
NATIONS 計略 経済 連 6 K、 帆 道 


完成 や 宇宙 開発 ヵ 


すけ て 


東生 
Fae RE 
1 


車 は 、 中 国 し 
な どか ら 成 る 国家 連合 で あっ た 。 当初 、 皿 道 エ 
ー タ ー 建 設 が 目的 の 一 時 的 組織 と さ 
もら た め 完 成 後 も 継続 
7、 科 学 技術 の 


3 ヶ国 が 人 単 連 の 中 


メリ カ の 力 が 突出 
の 不満 を 担 き や す ォ ン や AEU に 対抗 す 
政治 の 中 国 、 軍 事 


* う 住み 分 け カ 


が JUN WADA 


LC 


WORLD GUIDE 


西荻 2307 年 の 時 楽 で 50 ヶ 


男 以 上 が 参加 。 アメ リカ を 含む 
南北 アメ リカ 大 本 の 全国 表 、 日 
本 、 オ ー ス トラ リア 、 ニ ュー ジー ラ 
ンド な と a J 


南北 アメ リカ 大 陸 を 中 心 


は 日 本 、 オ ー ス ト 
地上 で 国境 弥 を 本 


た 支配 地域 を 特 
ア 、 一 秀 の 鳥山 な ど を 細 持 
な い の が 、 国防 上 の 強み 


ュ ニ オン が 海外 派 
枝 張 状態 が 発生 し て いた 。 AEU 
ー ン ラン 沖の 国 圭 線 な ど を 巡 


も あり 、 人 草 軍 


て 性 突 が あ 


た と 思わ れる 


メ り カ の 筐 向 を 拭く 反 帳 し た 澤 兵 は 、 青 欄 状 埋 を 作り は 


ギ 宙 開発 の 資本 問題 、 ク 


世界 の 区 共 ] を 自 謎 する アメ や も に 、 三 大 勢力 の 中 で 
も 最高 度 の 軍事 カ を 計る 。 禁 め て 高 な 軍事 力 を 有 し . 箱 和 MS 
の 間 発 と 配備 が 早い ほか 、 海外 へ の 浅 兵 能力 に も 優れ て いた 

他 才 


と 発表 


対 


周 久恒 人 内 


古 似 太陽 后 科 MSE 入 手 す る と 他 勢 人 


ら ず . 北欧 や 東欧 、 ト ルコ 、 モ スク ワ を 倉 
I ロロ シア 西部 まで 圭 力 園 に 収め た (アフ リカ は 保護 領 
ロシア 方 面 の 国境 線 は 、 地上 で 人 革 較 と 接し て いる 


人 和束 生 新 連 昭 (人 革 連 ) 


西暦 2307 年 の 多加 国 は 
困 、 ロ シア 、 イ ンド 
ア 、 東 南 


が 位置 する 大 


平 洋 市 西 の 島 納 は 、 多く が 人 六連 の 支配 下 に 置か れ た 


中 栓 入 が 同相 に 


夫 を 探す る 人 幸運 と は 、 緊張 状 三 に あっ た よう た 
科 底 か ら 幸 半 エレ ベー ター 開発 に 局 れ 
天 柱 』 へ の テロ に 関与 し た 録 い が 持 た れ 


成 され る 大 規 標 軍 。 領内 の 
も 部 隊 を 配置 し た 


みな ら ず 


多加 国 の 


還 を 派遣 する も タリ ビア 共和 国 へ 
様 、 同 還 還 領内 の み 防 
他 勢 力 と 協同 し . 国連 


で 征 の 派遣 を 行う こと も ある 


科学 技術 は イ 
5 だ 。 領内 に # 
人 草加 は 当事者 の 
的 な 時 じ 込 め を 回 っ た 


正午 2307 征 時 の 


Ee に 


他 勢 カ 


の 対 提議 を 胡 き な 
て が 、 最 大 勢 


太平 洋 地 域 の 利権 多い を 
ライ バル 心 を 桂 つ 
画 接 的 な 対立 関係 に ある 


AEU と 


i 


事 は ロシア を 中 心 に 組織 きれ た 根 欄 。 軍事 技術 で 他 勢 力 
運 れ を 取っ た た めか 、MS は 時 載 タ イプ が 多い 。 人 体 実験 で 
兵 ] を 生み 出す な ど . 非 人 道 的 行為 も 行っ て いた 


ガン ダム 直 底 に よる 一事 的 優位 の 確保 や 看 
の 対決 変 勢 を 変え な か っ た 。 単色 で の 
判断 する と 、 他 勢 と 愉 


デム 画 


上 、CB に 一 勢 を 示 


た が 、 直 穫 作 埋 で は 人 動力 


E 
1 


の 直 狂 作 埋 を 立 字 し た 


54.26 


54-2Z 


各 勢 力 の 重要 地域 


| 


三 大 勢力 は 、 支 配 地 域 に 重要 な エリ ア を 数 多く 抱え て 
いた 。 各 エリ ア の 重要 性 は 政治 的 経済 的 ・ 軍 事 的 な 
も の に 分 類 で きる が 、 軌道 エレ ベー ター の よう に 複数 の 側 
こ お け る 重要 性 を 持つ 場合 が は と ん ど で あ っ た 

紛争 地域 や テロ 組織 の 根 搬 地 も 、 三 大 勢力 の 領内 に 


タク ラマ カン 砂 沿 
選 村 ウラ ン 近 人 最 が 1 
護 。 王 大 勢 


モラ リア 共和 国 

RE 
中 湯治 岸 の 国 。 CB の 武力 
介入 を 受け た 


多数 存在 し た 。 ユニ オン の 場合 は 南米 、 AEU は 北ア イル 
ラン ド な ど 古 く か ら テ ロ が 続い て いる 地域 に 見 られ た 。 人 
基 連 の 場合 、 数 百年 単位 で 紛争 が 続い て いる 地域 や 
行政 の 手 が 行 店 か な い 島 内 が 点 在 し て お り 、 他 勢力 と 
比べ て も 不安 定 な を エリ ア が 多かっ た と 言え る 


太平 洋 島 山 

テロ 組織 ラ ・ イ デン ラ の 拘 
京 や CB の 一 時 的 柚 き が 
か れ た 


勢力 が 対立 する 時 代 に あ 


会 の 揚 点 ど 


た 生計 


AEU 軍 は 、 AEU 参 加 各国 
軍事 組織 か ら 成 る が 作 埋 
要 62 国 が 主力 と な る ク 


よう で ある 。 MS パイ 


人 革 較 の 還 務 


が 大 し 


ト テム は 、 他 勢力 を 上 回 っ て いた ュ ニ オン と 同じ <、 空 寺 可 能 な 可変 機 が 主力 MS だ が 、 勾 

主力 MS は 飛行 可能 な 可変 機 で . 高い 性 態 を 桂 つ 。 空母 や 自 の ドク トリ ン に 基づい た 機体 だ っ た 。 AEU 傾 内 や アフ リカ 

MS 輸送 欄 な ど 。 海外 へ の 膨 開 を 意 議 し た 氏 器 が 多 の 運用 を 雷 視 し た よう で 遠 和寿 向き の 
RRMS. [1 ET 3 つの 大 製 コン テ ナ を 1 
PPTT IEY1 


ET 1 MS 地名 の 下 


a + Me 54.28 


ン ガ 明知 を 出し 


か れ 主 義 


隊 が 対処 に 乗り 出 
制圧 され る 可能 性 


ャ ア の 演説 と 艦隊 の 出港 
UC.0093.03.07. 
| 演 成 を 実施 、 士気 を 鼓舞 
算 箇 は 区 謗 を ふた つ 
せ た 。 な お 、 ル ナツ 
数 を 偽装 し て いた が . 達 孝 関 係 者 は これ に 気付 か な か - 


國 ル ナツ 一 襲撃 と アク シズ の 符 取 
ET < ン 条 隊 
する 地球 連 施 軍 に 


準備 を 整え た 。 な 
出港 し た 


( ク ェ ス 坦 ) テ 

he Moos 

(ギュ ネイ 本 ) 

だ | 固 ア クシ ズ 電 下 昌 上 
旦 後 退 し た ロン ド ・ ペ ル 隊 は アク ニュ る 

作 載 を 立 重 。 ネオ ・ ジ オー は 。 矯 生 に 駐留 する 連邦 還 入 
隊 が 出撃 し た tard テー っ [=i 
ンド ・ ベ ル 隊 は 内 部 か ら の 1 
功 。 地球 へ の 落下 軟 道 に 乗っ た ア 


発現 焦 で 替 首 を 変更 化 作 波 は 失敗 し た 


ネオ ・ ジ オン 能 隊 の 出港 ルナ ツー 苗 撃 と アワ シズ 確保 


多 彼 的 作 球 だ っ た 。 各 
オン は 、 MA を 出 豆 
を 撃 議 さ れ た 

+ 灯す 


時 幸 開 を 伸 」 較 道 を 変更 。 


に っ | ・ 


張 昌 、 地 球 連 朋 


素 冷 化 作戦 


う 状態 
の 終息 間 


人 慌 パ ルス エン ジン を 科 壊 し て 
地球 へ の 落下 を 組 止 し よう と 
た 。 その た め 、 非 合 


は 後 授 を 余儀 を < 


MORE INFO! 


その 後 の ロ ンド ・ 


ベル と ネオ ・ 


機動 戦士 ガン ダム SEED 


WORLD BUIDE Neat: ra ッッ ピン 


の 


(~~ 


QU ー と 


う ーー 


ーー Sa 


久 講 ドラ ブー ン と ガン バレ ル 2 


ジ 攻 撃 が 可能 な 上 


オー ルレ ンジ 攻撃 用 の 
吉 隔 攻撃 端 本 


独自 に 推進 器 
関連 ファ イル 


MA か ら 遠 ド の 
DRAGOON SYSTE 


り 御 高 連 機 
1 尼 の 機 


ブー ング ガン バレ ル の 運用 


パレ ル は 、 MS や MA に 搭載 され る 遠 呈 ー ン と ガン バレ ル は 、 オ ー ル レン ジ 攻 撃 全 周 因 
グー ンプ ガン バレ ル 自 体 は 、 ピ ー ム 本 を 下 定 し た 兵器 で ある 。 複数 の ドラ グー ンプ ガン パレ 
砲 や 実体 列 火 呈 、 ス ラス ター な ど を 備え る 無人 攻撃 機 と ル で 目標 に 包囲 攻撃 を 仕掛 ける (包囲 陣 に 、 搭載 母 機 
も の で あり 、 非 使用 時 に は 母 機 と な る 機動 兵器 と ある 機動 兵器 を 加え る 場合 も ある )。 ド 
ドッ キン グ し て いる 。 使用 時 に は 分 離 ・ 射 出さ れ 、 機動 兵 の 死角 に 配置 され 


問 本 体 の パイ ロッ ト に よっ て 遠 隅 操作 )、 回 選 は 難しく な る 2。 桂介 v ガン レル 
『 6 ドラ グー ン 


ドラ ブー ング ガン バレ ル の 特性 


柄 を 攻撃 


固 す る よ 


ッ ル 射出 
た 箇 に 対し て 、 挫 雷 得 機 か ら カ 


て 電 出さ れ - 目 履 を 
覆 直 療 蜂 を 使用 で きる タイ 


mn by TOKIKO YUZAWA Twin Be 


バレ ル 


機動 兵 次 本 体 め ら の 制 人 ・ 接 靖 方 式 と 
が ある 。 有線 式 は エネ ル ギ 
で 勝っ て いる 。 授 信 手段 


な 空間 拓 提 能力 者 に よる 挫 
レル 同様 、 有線 制 簡 式 で あ 
連 寺 大 で . た 


2 的 低 火力 


の 


パレ ル に 拓 載 され る 兵 義 は 、 ビ ピー 
ガン や ミサ イル を 含む 実体 再 兵器 な ど 様 々 で ある 。 投 兵 雑 以 
外 に 。 ビー ム サ ー ペ ベル 機能 を 持つ モデ ル も 存在 する 
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仁 動 カ MSFL 
用 株 

に 格 銀 の ビ ドラ グ . 

それ に ピ 


相馬 を 所 加 し た モデ 
鍋 と ミサ イル を 符 列 

も 存在 

マッ ク へ の 外装 式 で 、 閑 Ax 
計 代 全体 の 邊 転 が PS 装 申 制 で ある 


形成 する 性 本 ル ガ 
) 科 上 


され た 「 
) を 備え る 


ガン パレ ル や 初 
っ 者 し か 性 能 を 引き | 
の 制限 は な く な っ た が 


ーー 
同和 力も 符 つ 者 と し て 、 地 | TTYTTESF 
N 7 FTTTA 


a 55-24 


i ネオ ・ ジ オン (シャア ) 


55-25 


機動 戦士 ガン ダム 逆 紅 の シャ ア 


ジオ ント 


ン 昔 争 後 、 ネ オ ・ 
ム ・ ダ イタ クン の 下 
ー ト を 切っ た 
) ネ オジ オン の 目的 は 、 地 球 ) を 才 の 
の 自治 権 確 立 に あっ 7 
ノイ ド の 走 清 


ご 骨 編 


を 目的 と する ) 
時 代 に 標 橋 され た 
は 、 目 的 で は な か * 
・ ダ イク ン の 億 殺 犯 
、 多 く の ス ペー ス ノ イ 


は 扱わ れ な か っ た ( 


は な か 


Organization of U.C. 


字面 選 紀 の 組織 ・ 勢 力 


つま り 、 シャ ア 時 代 の ネオ ・ ジ オ 
時 代 の 組織 トッ プ を 批判 
パ が 残 
い 行 る に 思 える 。 し か し 、 
・ ジ オン の 総帥 


投稿 、 座 を 消し 
た 。 だ が 、 世 持 て 人 に な っ た の で は な い 。 地球 連邦 
の 打倒 と アー ス ノ イ ド の 上 趣 清 、 そ し て 好敵手 アム ロ ・ 


は 、 ネ オ ) 幣 体 化 が ある 。 第 一 次 ネオ ・ シ + 
ン 戦 争 、 ネ オ ・ ジ ォ ン は 戦力 の 多く を レイ と の 決着 の た こめ 削 伏 の 時 を 道 ご CR つい 
家 失 し 者 の ハマ ー ン と ザビ 家 の 血 統 を 。 に ネオ ・ ジ オン の 総帥 と し て 
っ た 。 し か も 、 組織 の 銀 菩 で ショウ ・ ド ゥ ULCOI10) 
行方 不明 まで も が 発信 し 、 
し く 低下 関連 ファ イル 


で 自 羽 の 矢 が 立っ た の メ 
運動 の 旗手 ジ 
メオ ン 全 国軍 の "赤い 娠 星 "、 
『 の 指導 者 と いう ネー ム パ リュ ー 
ょ 、 ネオ ・ ジ ォ ン の 教 世 主 た 
シャ ア の 総 師 誠 任 に より ネオ ・ ジ オォ ン は 無期 
請 胃 きれ 、 ア ナハ イム - エ レク トロ ニタ クス 社 (AE) 
) 関 係 構 革 、 NSP や エグ ム を は じ め と 
織 の 紅 合 に も 成功 し た 邊 技 、 


の 門 児 
細 織 エッ ー 


ー ン と ミネ バ に 匹敵 する 求心力 を 持つ 人 間 な ど 、 


lusaion ty TAKEHIRO MURA 


ネオ ・ ジ オン の 目的 


アア 指揮 下 の 
ス ノ イ ド の 自治 権 8 


ォ ー タ ー) 建設 用 の 島 1 
も 利用 し た と され る 


ン ャ ア 時 代 の ネオ 
より 小 規 司 で 
の 組織 
ミネ パ は 行方 不明 だ 


シ ) ネ オジ 
欄 や 反 邦 組織 を 吉 
た 。 AE や ルオ 商人 


に e) 


第 一 次 ネオ 
UC.0090.05. 
馬 を 進め 


ナダ で 開発 され た 


た 地球 連 才 政府 は 


に 肖 枯 
地理 連 邦 軍 


区 解 昧 を 約 東 
完全 に 騙さ れ た 


wa 


55 
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機動 武 同 伝 G ガ ンダ ム 


シャ ッ フ ル 同 昭 


人 類 の 守護 者 


遂 か 普 か ら 、 人 上 の 誠 亡 を 購 止 し て きた 秘 鶴 結 
ャ ッ フ ル 同 園 で ある 。 た っ た 5 人 の 戦士 か ら 成 
ャ ッ フ ル 同 民 だ が 、 そ の 務 闘 力 や 政 竣 介入 能力 
は 圧倒 的 で あり 、 人 占 の 存亡 に 関わ る 職 記 伯 に 
介入 し 、 決 定 的 破 減 を 同意 > れる 

本 来世 紀 だ け シャ ッ プ ル 同 盟 は 世界 的 
0 で は 、 第 13 同 ガン ダ 
シャ ッ フ プル 同 
ネオ アメ リ 


社 


四 の 活動 と し て 知ら れる 。 衝突 寸 前 
カ 第 MS 畿 際 と ネオ ジャ パン の オオ バシ 幡 隊 が 、 謎 
の 部 隊 の 攻撃 を 受け て 撤退 し た 事件 、 ネ オフ ラン ス 
MS 部 隊 の 配備 が 、 正 体 不 胃 の MS の 区 還 で 送 延 し 
た 事件 、 ガン ダム プ ME に 「 カ オス 」 の 
ピ 男 が 関与 し 
、 未 来世 紀 に お ける シャ ッ フ ル 同 屋 最 大 の 
人 と され る の が 、 ガ ンダ ム フ ァ イト 成立 へ の 支援 だ 
E・C・ デ ュー サー 教授 が 提唱 し た ガン ダム ファ イト 


末広 世 紀 ガ イト 


Organization of FC 


が 、 当 初 、 荒 唐 無精 な も の と きれ 
事項 と な 
岡田 の 存在 と 暗躍 が か 
サー 和 授 が 度 生 な る 生命 の 施 機 か ら 生 選 し た 
アデュー サ ー 教 授 と シャ ッ フ ル 同 時 の 
イロ ン ・K・ ハ ー ト が 友人 関係 に 
か ら の 推 絆 で ある が 、 説得 力 の な 
ら に 、 ガン ダ . ト 自 体 が 、 シャッフル 同 陳 の 発案 存在 か 
る 説 ま で 唱え られ て いる 

て 、 4.000 年 と も 言わ れる 活動 期間 を 持つ に 
E っ た シャ ッ プ ル 同 還 だ が 、 当 然 な が ら 何 度 も メン 
る 。 キン グ ・ キ オプ ・ ハ ー ト 、 クイ 
ャ ッ ク ・ イ ン ・ ダ イヤ 、 ク ラブ ・ 
ー カ ー の 各 称 号 を 持つ 5 人 の メン 
) 紋 意 を 継承 する て 替わり し 
前 述 の マイ ロン ・K・ ハ ー ト も キン グ ・ 

ト の 称号 を プル 同軸 の ひと り と き 

れる が 、 株 は マス ター モン ・ 
カッ シュ へ と 受け 継が れ た 

シャ ッ フ ル 同 盟 の 存在 が 世界 に 知ら れる よう に 
の も 未来 世紀 に 入 ら で あ る 。 マイ ロン ・ 
K・ ハ ー ト 、 ドモ ン ・ カ ッシュ ら キ ング ・ オ ブ ・ ハ ー ト の 和 株 


号 を 持つ 者 が 、 コロ ニー 格闘 技 の 囚 者 
た だ し 、 この 時 点 で 
格闘 技 の 員 者 と 
シャ ッ フ ル 同 盟 の 実態 を 知る 者 は 、 
ほとん どい な か っ た 。 F.C.60 に な る と 、 全 メン パー が 
ガン ダム ファ イト の 決勝 パト ルロイ ヤル まで 勝ち 残っ 
対 ア ビル ガン ダム 戦 で 活躍 し 
* ク ロー ズ ア ッ プ きれ る 。 


4 
= 
“半生 


(シェ ン ・ フ ー FC61 


関連 ファ イル _ 


て いる わけ だ 


ォ プ ブ ・ ハ 


liksstration ty TOMOTAKE KINOSHITA 


ヤツ フル 同盟 の 目 


シャ ッ フ ル 同 一 は 、 革 い に よ る 人 類 減 亡 を 阻止 する 艇 型 結 
社 で ある 。 歴史 上 、 あ ら ゆ る 戦い を 監視 し 続け 、4.000 年 の 
長き に 頁 っ て 人 吾 の 滅亡 を 防い で きた 。 戦争 を 消 減 さ せる の 
で は な く 、 戦い を 制限 する こと で 人 類 を 守っ て きた の だ 。 メン 
パー は 最大 で も 5 人 し か 存在 な い が 、 恐る べき 戦闘 能力 と 政 
治 へ の 介入 力 に より 、 その 目的 を 達成 し て きた 。 


F.C.60 ま で の シャ ッ フ ル | 


F.C.30 年 代 (推定 ) 一 60 年 まで 
に 活躍 し た シャ ッ フル 同 
格闘 技 五 天 王 と 呼ば れる 格闘 家 た ち 


で . 並 の ガン ダム ファ イタ ー な ど 赤 攻 に | 2 
も 掛け な い 戦 関 能力 を 誇っ て いた (全局 留 の リー ダー。 第 子 
員 が ガン ダム ファ イタ ー いう ) の ドモ ン に 称号 を 主 っ 
デビ ル ガ ン ダム を る 事件 の 中 、 全 員 た 欄 デビ ルカ ガン ダム 
が 命 を 落と し 、 後継 者 に 後 を 託し た を 利用 し た 地理 軸 生 


を 且 欄 し た 。 


グー オブ ・ ハ ー ト の 


マス ター アジ ア と 
寿 り の 4 人 が 装 
立 。 シャ ッ フル 同 
士 ず 半 容 し た 


イン ッ ス バド 義 コ ッッ ェ ス 則 3 


短 交 二 刀 流 の 使 夫 法 の 達人 で 
い 手 で あり )、 人 属 は 率 一 肢 で 何 発 も の 鑑 を 
族 妊 落 。 愛 機 シ ャ ッ プ 継 り 出 す 。 愛 機 シャ ッ 
ルス ペー ド で も スペ ー フル クラ ブ の スパイ ラ 
ド ダ ガー と 呼ば れる ルプ ロウ は 。 両 亡 か ら 
光 の 知 持 を 円 使い 、 赦 無 得 の 光 弾 を 南幸 と 
AEG 本 ち 出 す . 


= 


第 13 回 ガン ダム ファ イト の 中 、5 人 


の ガン ダム ファ イタ ー か ら 成る 新た な に ドモン カッ シュ 。 | 


シャ ッ フ ル 同 明 が 護 生 し た (ドモ ン の 
み 大 会 前 か ら 称 号 を 持つ ) 。 ドモ ン 以 


外 の 称号 編 承 が 急 だ っ た こと も あ 」 騰 往 の 間 者 で 、 ネ オ 
か 、 先代 まで と 異な り 、 歴史 の 表 上 台 "ジャ バン の ガン ダム 
で 活躍 。 大 会 中 は シャ ッ フ ル 同士 で ファイ ター。 シャ イニ 
た が 、 で は 共 関 し た 。 ング ガン ダム と ゴッド 
想っ た が 、 対 DG 軍 団 で は 共 関 did 
Fk モン UDA 
区 は 、DG 細 胸 に 共 き 
れ た 林 、 先 代 シャ 
フル の 命 を 綺 て た 
動 身 で 笑 。 称号 
を 合い で 


竹林 寺 で 修行 し た 
中 国 才 法 の 使い 手 
で 、 ネオ チャ イナ の が ガ 
ンダ ム フ ァ イタ ー。 党 


グ の チャ ン ピ オ ン に し 
て 。 ネ オア メリ カ の ガ 
ンダ ム フ ァ イタ ー。 


撃 も 提 便 と する 。 挫 機 ド ラゴン ガン ダム を 
乗 MF は ガン ダム マッ 弁 使 し 、 様 々 な 奥義 を 
7 スタ 絆 り 出す 。 


「 理 い の 栓 を 受 け 赤 ぎ 守る 者 」 で ある シャ フル 同 


し 状況 に よ 


ュー | EZZZEE2USS 再 9E 


介入 。 ガン ダム ファ イト の 制定 に 


者 士 状 と し た 立ち 
大 撫 る 舞い と 、 鋭い 
昌 原 良 を 併せ 持つ 
火炎 使い 。 者 機 シ ャ ッ 
フル ダイ ヤ は 、 ダイ ヤ 
モン ド パ ー ン で 燈 を 杜 
きた くす 


周明 唯一 の 女性 
で . マス ター・ ア ジア 
が 去っ た 後 の 中心 人 
物 。 愛 村 シ ャ ッ プ ル ・ 
ジョ ー カ ー の チェ ー ン 
ドラ イブ は 、 妥 所 の 鐘 
を 放つ 必殺 技 . 


創 術 を 得 音 と する 
ネオ フラ ンス の ガン ダ 
ム フ ァ イタ ー。 人 機 
は ガン ダム ロー ズ で 、 
吉 阿 攻撃 錯 末 ロー 
ゼス ピッ ト を 自在 に 機 
作 し た 。 


か つて 宇 軍 海 帳 を 
夫 い た 囚人 に し て 
ネオ ロシア の ガン ダ 
ム フ ァ イタ ー。 パワ ー 
ファ イト を 得 量 と する 。 

ボ ポルト ガ ン 


司 加 6] 08 sm 人 


ヤツ フル 同盟 の 歴史 


人 類 の 絶滅 回 避 を 目的 と する シャ ッ フル 同 胃 は 、 戦 争 
行 旋 や 軍備 状況 を 監 提 し 、 半 争 ル ー ル の 破壊 や 逸 有 の 
動き が あっ た 場合 に 阻止 し て きた 。 ガン ダム ファ イト 制定 
後 は 、 その 守 族 者 と な っ た 。 また 。 後 怒 者 の 発見 、 称 号 の 
継承 も 重要 な 任務 と し て 、 代々 受け 継が れ て いる , 


4.000 年 前 か ら 、 今 日 知ら れ 
る シャ ッ フル 岡田 の 活動 は 開 嬉 
きれ た 。 5 人 の 格 義 素 か ら 成 る 
は 、 公 弄 中 の あら 
ゆる 理事 行為 を 監視 し 、 戦 い の 
秩序 を 守っ て きた 。 特に 大 規 機 


rg TDS 
の 叉 が あり 名 人 天 が 生き 准 い た の も 
し 続け て きた の で シャ BP 寺 が a い 


罰 ガン ダム ファ イト 制定 


未来 世紀 に 入る と 。 シャッフル 同形 は ガン ダム ファ イト の 制定 

に 関 司 し た よう で ある 【 発 実 者 ヒ ・C・ デ ュー サー 部 授 の 保護 . 
反対 各国 へ の 徐 制 な ど )。 ガン ダム ファ イト が 実施 され る よう に な 
る と 、 著しい ルー ル の 途 脱 車 拡 に よる 国家 則 の 繋 痛 な ど 、 ファ 
イト の 存在 を 握る が し か ね な い 行 為 を 阻止 し た と 思わ れる 


回 旧 ジ シャ ツ フ ル 同 盟 の 活 忠 


マス ター- アジ ア が 参加 し た 
時 代 の シャ ッ フル 同 題 は 、 主 に 
ガン ダム ファ イト の 幸 持 を 目的 に 
考え られ る 。 F.C.60、 


が 、 自 ら の 党 見 し た 矢 。 國 <1 
組 者 た ち を 助け る た め 、 ド モン ・ ご : 

a デビ ル ガ ン ダム の 抽 用 を 條 6 マ 
カッ シュ を 除く シャ ッ フ ル 生業 は スー を す る ン 
命 を 投げ 出し た ジュ ク に 剛 


硬 新 シ ヤッ フル 同盟 の 活躍 


いた F.C.60、 先 代 か ら の 
称号 継承 に より 新た な シャ ッ フ 
ル 同 回 が 謀 生 。 全 メン バー が ガ 
ンダ ム フ ァ イタ ー だ っ た た め 、 メ 
ン バ パー 市 士 で ファ イト を 織り 広げ 
た が 、DG 軍 団 と の 才 開 で は 共 


ライ バル た ちと 出会っ た シャ ッ プ 


関 。 大 会 直後 に も デビ ル ガ ン ダ ーー ムル 局 可 は 、 ファ イト の 
ム と 死 本 を 線 り 広げ た 妖 を 洋 め 、 共 括 する に 至っ た 


MORE INFO! 
F.C.32 の シャ ッ フ ル 同 盟 


機動 戦士 ガン ダム UC 


よる ガル ダ 興 撃 の 黙認 、 ネ ー が ガマ を 用 いた が 
ラン シェ ー ル の 宇宙 引き 上 げ を 提 染 し 、 ガ ラン 
ル 側 も これ を 了承 し た (ビス ト 財 団 の 商売 英 で ある 
財団 と 参謀 本 部 の 拍 着 を 快く 思わ な 
) 硝 景 も 介 任 し て いる ) 

ガラ ン シ ェ ー ル が ガル ダ を 負 撃 。 ガル ダ の 周 
、2 機 の ユニ コー ン ガ ンダ ム が 英 
突 す る 事態 に 発展 し 


("ネー ムレ ス " 


パ の 地球 熊 脱 、= 
ダ に 移送 し て の 座標 特定 を 図 - 


U.C.0155) 


ス ・ ギ ア 級 学 宙 戦 杉 ゼ ネ ラ ル ・ レ 
に 関与 し た ロン ド ・ ペ ベル 隊 所 尾 義 


に 撃沈 し ょ うと た 
スト 財団 の 横 本 部 と の 関係 強 関連 ファ イル 


の 精 」 の 「 鍵 」 は 、「 逢 』 の 開 庄 


し と し な い 地 球 連 孝 政 府 、 地 球 連 孝 包 洋 緒 ( 機 動 戦 四 < ンー ーー ーー 
イン の 指揮 下 に 置か れ 7 、 ロ ンド ・ ベ ル 隊 た CE =~ ーー UC.0201 | 


の 前 線 指揮 
Li 


を 錠 る 争乱 に 
に ナス 議長 と の 接触 、 素 盤 へ の ビス ト 財 団 乗り 
込み を ユニ コー ン ガ ンダ ム の 漬 入 、 ル オ 商 全 
た 情報 収集 な ど ナ て 、 者 自 の 行動 を 
会 や フリ ー ジ ャ ー ナ リス ト の カイ ・ シ デン を 介し て . 

克 回 を 目指 す 「 補 付き 】 の 偽装 輸送 船 が ラン | 


ー ル と 連絡 を 取っ た プラ イト は 、 ガラ ン シ ェ ー ル に 


利害 は 


義 林 品 千 の 輸送 を 主 業 衝 と する 
MM 7 を 所 有 


by AKIKO YAMAKAWA (ASAHI PROOUCTION 
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ration by SHINGO ABE Color by TAKAKO SUZUK 


袖 付き 』 の 象 艇 ミネ パ ラプ ラス の ガン ダム 輸送 任務 に 就き な が ら も 財団 と 参謀 本 部 の 
ロン ド ・ べ ベル 恋 の 不 パ 箱 』 の 「 舞 」 ユ ン ガ ンダ ム 、 コー ン ガ ンダ ム 撤 着 を 警戒 し た ロン ド ・ ベ ル 隊 が 、 「 袖 付き ] の ガラ ン 
ド 隊 4 分 入 と 唯一 の バイ ロッ ト 箱 』 の 次 な る 座標 を 知る バ シェ ー ル と 接触 。 き 移送 任務 優先 を 名 目 に 『 補 


すべ て を 失っ た ビス ト 財 団 


ナー ジリ ンク ス 。 「 箱 』 を 肥 る 争乱 に お ける 重要 ファ ク 
ター の すべ て を 入手 し スト 財団 だ が 、 ユ ニコ ー ン 


付き ] と が ル ダ の 翌 闘 に 介入 せ ず 、 ミ ネバ 
ユニ コー ン ガ ンダ ム の 宇宙 離脱 を 助け 


が 履 開 され た 。 戦闘 の 肖 乱 の 中 、 が ガラ シ シ 
x ル 角 長 の スペ ロア ・ ジ ン ネ マン が ガル ダ へ の 謀 

入 を 試み て いる 。 また 、 ユ ニコ ー ン ガン ダム は 線 

自 に 行動 を 開始 、 バ ン シ ィ と 半 闘 状 聴 に 克 っ た 。 


埋 馬 発生 地点 


| 略 ブラ イト の 思 三 
ルオ 商会 を 通じ て ビス ト 財 団 と 参謀 林 導 大 
し て いた ブラ イト 大 仁 は 、 両者 の 起義 を 区 革 
ち に 、 パナ ー ジ と の 会 話 か ら ミ ネバ の 存在 を 知る 
と 再び ルオ 商会 を 介し て ガラ ン シ ェ ー ル と の 匠 
周作 埋 を 成立 させ 、 ネェ エル ・ ア ー ガ マ に も ガラ ン 
シェ ー ル を 宇宙 に 引き 上 げ る よう 剣 令 を 出し た 。 


2 い SSe 
7 ド 国 ガルダ で の 戦闘 
“ (バン ン ィ ガラ ン シ ェ ー ル の 宇宙 帰 衣 

エニ ニー ガン ダム と バン シィ の 購 福 は 、 カル 
放 六 上 で 民間 され た 。 さら に ガル ダ 内 で は 、 リ 
の 介入 や ジン ネ マン の 消 入 な ど 、 様 々 な 
放 信 が 玩 中 。 その 後 、 ミネ パ バ を 共助 し た ユニ 
コー シ ガ ン ダム は パン シィ を 佑 止 させ る と バイ 
ロッ ト の マリ ー ダ ・ ク ルス を 教 助 し た 。 一 轄 の 
所 脆 の 終結 竹 。 ガ ラシン シェ ー ル は 、 ネ ェ ル ・ 
アー ガマ と の 連 周 に よう て 字 宙 に 引き 上げ ら 
れ た 。 し か し 、 宇 軍 で = ルアー ガマ 藻 沈 


テス トロ イモ ー ド ) 


男 ユニ コー ン ガ ンダ ム の 移送 と 、 

マー サ と ミネ バ の 密談 
バン シィ に 本 摘 き れ た ユニ コー ン ガン ダム は 、 イラ ム へ 
と 移送 され た 。 ラプ ラス プロ グラ ム は 新た な 座標 も 示し た が 、 
パナ ー ジ は 新座 栖 を ロッ ク し 、 穫 間 に も 沈 就 を 通し た 。 同時 
加 、 ガ ル グ で は マー サ と ミネ パ の 会 談 が 持た れ た 。 し か し 、 マ ー 


ルル 


証 | ユニ コー ン ガ ンダ ム 、 ラ ー: カ イラ ム へ 移送 


提 宏 を ミネ バ が 紅 総 し た た め 、 交渉 は 成立 し な か っ た 。 


隊 | フラ イト の 中 = | 


で 上 終わ ゼネ ラル ・ レ ビル が 和 ち 構え で いた 。 


UMuewation by AKIO UNUMA 


| 

オー スト ラリ ア 戦 で バン シィ に 夫 捕 され た ン ガ ンダ ム 参謀 本 部 の 意向 で 動い て い カイ ラム (ガラ ン シ ェ ー ル MORE INFO J 

は 、 ビ スト 財団 が 同乗 する ロン ド ・ ペ ル 隊 族 杉 ラー・ カ イラ ム に 捜 案 が 本 業 の 任務 ) だ が 、 状 況 が 不明 な こと 、 ビ スト 財団 が 回 x = アセ 
され た 。 オ ー ス トラ リア で の 指定 座 林 に 和 違 し た こと で 、 ユ ニ 。 乗 し て いる こと な どか ら 5、 ク ルー の 間 に 不 満 が 高まっ て いた ガル ダ 級 に よる 防空 構想 
ン ガ ンダ ム の ラブ ラス ・ プ ログ ラム は 新た な 座標 を 示し た が 、 商会 を 通じ て ビス ト 肝 団 や 連邦 写 の 動き を 手 査 し て いた 人柄 綴 で の 長期 生態 


バナ ー ジ は 新 族 標 の デー タ を ロッ ク し た うえ 、 更 問 さ れ て も 口外 し 
な か っ た 。 その 頃 、 ガ ル ダ で は 、 マー サ と ミネ バ の 話し 合い が 持た 
れ た 。 マー サ は 『 栓 付き 」 の 安全 と 引き 換え に . バナ ー ジ の 説得 
を ミネ バ に 佑 輌 。 し か し 、 ミネ バ パ は マー サ へ の 協力 を 拒否 し た 


バン シィ に 凍り 部 きえ られ ー ン カン 
す ト 過 団 と 「 挫 付 き ] の 共生 提示 し た 


岬 | ガル ダ VS ガ ラン シェ ー ル 


ー カ イラ ム へ 。 マー 
ネバ は 拒絶 


大 佐 は 、 財団 と 参 放 本 部 の 午 番 を 警 葉 。 パナ ー ジ と の 会 話 で ミ 
ネバ の 存在 を 知る と 、 ル オ 商会 を 人 
共同 作 胃 を 成立 させ た 。 この 中 で プラ イト 大 佐 は 、 ビ スト 財団 か ら 
ミネ バ 、 パナ ー ジ 、 ユニ コー ン ガ ンダ ム を 切り 離す つも ! 


ラー・ カ イラ ム か ら ガ ル ダ へ 、 ユニ コー ン ガ ンダ ム と バナー ジ の 
性 送 が 開始 され た 。 ラー カイ ラム か ら は ナイ ジェ ル 牝 の 3 機 が 出 


ガル ダ は MS 部 隊 と 牙 
柚 財 撃 で 応 埋 し た が ・ カ イラ ム は 移送 任 季 を 名 目 に 甘 開 
に 不参加 。 戦 醒 の 選 乱 の 中 、 ガ ラン シェ ー ル 船長 スペ ロア ・ ジ 
ン ネ マン は ガル ダ へ の 潜入 を 試み 、 パ ナー ジ の ユニ コー ン ガン ダ 
ム は 独自 行動 を 開始 し て パン シィ と 弄 突 する 


マー サ は ガル ダ か ちの 脱出 準 代 を 差 め る が 、 個 人 的 思 記 
介入 、 ジ ン キ 
ンダ ム に よる 教 助 の 結 業 、 ミネ パ は ガラ ン シ ェ ー 
ル ( こ 和民 容 され た 。 ユニ コー ン ガ ンダ ム と の 戦 穫 の 未 。、 バ ン シ ィ も 
停止 し 、 パイ ロッ ト を 強制 され で いた マリ ー ダ ・ ク ルス も 『 摘 付き 
が 回 収 し た 。 直後 、 ガ ラン シェ ー ル は ユニ コー ン ガン ダム の 活躍 
で ネェ ルアー ガマ と 合流 、 宇 軍 
ル ・ ア ー ガ マ 撃 沈 を 目指 す ぜ ネ 


ガン ダム は ミネ バ の 


3 


持つ ガル ダ 診 超大 型 輸送 
い 手 と 


ンー デ 


機動 戦士 ガン ダ 


商 主 C.E. の ガン ダム 
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地球 連合 軍 を 発端 と する 
最強 の MS 群 


- 般 的 な 主力 MS を 圧倒 する 高 性 能 、 導 入 さ れ 
た 最新 テク ノロ ジー、 そ し て 人 間 の それ を 思わ せる 
頭 部 を 持つ こと で 知ら れる MS が 「 ガ ンダ ム 」 で ある 
た だ し 、 ガ ンダ ム と いう 名 称 の MS は 存在 せ ず 、 同 
様 の 特徴 を 持つ MS が 、 地 球 連合 軍 、 ザ フト 、 オ ー プ 
連合 首長 固 な ど で 見 られ る 。 つま り 、 ガ ンダ ム は 単 
の MS で も 、 特 定 の MS シ 、 様 々 な 開発 
系 続 に 属す る 多様 な MS の 通称 な の 
ガン ダム の 通称 も 、 史 上 初 の ガン ダム で ある 地球 連 
合 軍 の GAT-X シ リー ズ に 童 入 され た OS 「General 
Unilateral Neuro-Link Dispersive Autonomic 
Maneuver ( 単 方 向 の 分 散 神経 接合 に よっ て 自筆 機 


史上 初 の ガン ダム は 、 上 地球 連合 軍 が 
開発 し た 。 CE.71.01.20 に ロー ルアウ ト し た 「G」、 ま た は 


"= 


lopment History in C.E 
リフ ・ イ ラ の MS 開発 史 


型式 番号 か ら GAT-X シ リー ズ (第 1 期 GAT- ペ シリ ー 
ズ ) と 呼ば れる MS 群 が そ れ で ある , 

MS 機 が ロー ルアウ ト し た 「G」 は 、 ナ チュ ラル 用 OS 
問題 を 抱え て ぃ 、 大 火力 か つ コ ン パク ト な 
MS 用 ビー ム 兵 回 、 実体 弾 に 対し て 絶対 的 防 卿 力 を 
発揮 する PS (フェ イズ シフ ト ) 装 申 な どの 草 新 的 技術 
が 導入 きれ て いた 。 こ れ ら は MS の パイ オニ ア で ある ザ 
用 化 で き て いな い 技 術 


明 さ きれ 
の MS で あっ た 。 換装 パッ ク バ パック 「 スト ライ カー バ パック] 
を 初め て 採用 し た GAT-X105 スト ライ ク 、 
ロイ ド 」 に よる 高度 な ステ ルス 性 能 を 持つ GAT-X207 
ブリ ッッ 、MA 形 感 へ の 変形 機構 を 備え る GAT-) 
イー ジス な ど が 、 初期 の 「G」 と し て 知ら れ て いる 

その 擬 、 地 球 連 邦 軍 で 改良 型 の 「G」 や 第 2 期 
GAT-N シ リー ズ が 開発 きれ る 一 方 で 、 ザ フト で も 克 
取 し た 「G」 の 技術 を 用 いた 
が ザフト 製 ガ ンダ ム と 言え る 超 

当時 の ザフト 製 ガン ダム の 特徴 は 、MIS 川 ビー ム 兵 
疾 や PS 装甲 な どの 地球 連合 軍 系 テク ノ を 導 
入 し つつ 、 N ー ト ロン ) ジャ マー キャ ン セ も ラ 


エン ジン の 細 み 合わ せ に より 、 半永久 的 な エネ ルギー 
供給 を 可能 と し た 度 な 機 


端末 「 ド ラグ 
ブロ ヴィ デン ス が 代表 的 な ザフト 製 ガ ンダ ム で あり 、 そ 
の 性 能 は 地球 連合 軍 の 「G」 を も 上 回っ て いた 
こう し で ガン ダム は 勢力 を 聞 わ な い 最 強 MS と し て 
韻 訪 し 、 以後 も 多数 の 新型 機 が 開発 され て いる 
(カイ ム ・ ア ッ パ C.E.74) 


関連 ファ イル 
GATx1os ユ う 72 カン タッ 
26MFXOA 
2GMFX42S 


SEED-01-01 還 


SEED.G9.20 時 
ー sEEDo321 還 


ド 
ト が 開発 し た イン パル 


Mustration by TAKUYA IO 


I SSS 


ET > 

ユニ ウゥ ウス 条約 期 以 後 の ウー 
ュ 地理 連合 軍 に お ける ガン ダム の 開発 は 、「GJ こ と GAT-X 
ガン ダム 開発 ツリ ー ズ の 改作 太夫 に 送 め 5 れ た 。 MG 導 じ ビ ー ム 


兵器 や PS 装甲 な ど に より 、 圧 個 的 高 性 衣 を 誇っ た 第 1 期 
GAT-X シ リー ズ だ が 、 エ ネル ギー 消費 や 性 能 上 の 優位 性 
CE70-71 の 紛争 が 終息 し 、 ユ ニウス 条約 が 籍 の 紅 下 と いっ た 問題 に 突き 導 た っ た 。 これ を 琶 け て 、 第 2 期 


張 さ きれ て も 、 各 勢力 は 既存 の ガン ダム の 改良 と 新型 。 。 GAT.x シ リー ズ や 再 設計 機 が 開発 され た 

ガン ダム の 開発 を 続け た (ユニ ウゥ ス 条 約 に よっ て MS 

の 配備 数 が 制限 され た た め 、MS 単 体 の 高 性 能 化 

が より 重視 きれ る よう に な っ た こと が 一 因 で あろ う ) ーー 
地球 連合 功 で は 、GAT ペ シリ ー ズ を 最新 技術 ーー 

で 強化 する 「 ア クタ イオ ン ・ プ ロジ ェクト | が 実施 き も あり 、 ナ チュ ラル 用 と し て 開発 され た 。 ビ と PS 装甲 を 森 

れ た ほか 、GAT-X シ リー ズ の 量産 化 の 配備 が 続 準 装備 し て ちり. 当時 、 最高 クラ ス の 攻 凛 力 を 張っ た 

いた 。 新規 機 と し で は 、 戦 略 拓 回 級 の 大 星 可 変 機 計 の 2 

GFASX1 デス トロ イ が 開発 され る に 


ビーム 兵 義 (ビー ムラ イフ ル 、 ピ ー ム サー ベル な ど 
PS 装甲 ( 相 転 移 革 甲 ) の 探 用 
用 OS の 指 載 (未完 


ナチ 


新型 ガン ダム の 開発 に 積極 的 だ っ た の は ザフト で 、 
シル エッ ト 」 を 採用 し た ZGMF.X56S イン パル ス 
に 代表 され る セカ ンド (や 、 デュ ー ト リ 
オン ピー スム ステ ム と 検 動力 の ハイ プリ ッ ド 機構 


ー ト リオ ン 」 を 採用 し た ZGMF-X42S 
ー な どの 新型 機 が 試作 され て いる . 


ts N 

スス 条約 で 直さ れ 

地 東生 。 ザフト 共に 
信吾 カ M5 を 縛 世 。 ガン 


は 、 ザフト の テス 


デ 


信和 の ・ 第 1 期 GAT-X シ リー ズ の 基本 フレ ー 


・ 第 1 期 GAT-X シ リー ズ の デー タ 反 映 
・TP 装 中 の 採用 


する 内 矯 り 式 PS 績 甲 =TP 装 甲 を 探 
る 。 第 1 期 GAT:X シ リー ズ と 異な り 、 任 務 特 化 形 の みか が 


性 模 を 主力 化し て 
時 の 主 カ 貝 M1 
ィ 、 ユ ニウス 条約 後 の ム 
LT 3 
胡 用 対 多 果 を 宣 視 し た 


i 
TYP 


地理 運 合 軍 の GAT.X シ リ 
た 間 発 時 期 に よる カテ ゴ ラ イ ズ だ 


第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 編 寺 徐 、 第 1 期 GAT-X シ リー ズ の 再生 
計画 「 ア クタ イオ ン ・ プ ロジ ェクト ] で 開発 され た ガン ダム 。 VPS 装 
甲 を は じ め と する 新 シ ステ ム を 靖 入 し て お り 、 大 幡 な 性 能 向 上 に 成 
Yh に ネロ プリ ッ ツ や ロッソ イージス が 知ら れる 


・ 莉 1 期 GAT-X シ リー ズ の 問題 旧 改 矢 
新装 備 の 追加 (ノワール スト ライ カー、 国定 式 フ ォ ル テス トラ な ど 
VPS 走 甲 、 パ ワー エク ステ ンダ ー の 採用 


X300 和 の 重信 
る ー ド な X100 系 


近接 埋 用 / 扱 時 
多用 され る 。 技 覆 性 も 電 


テア ドク カ ー フ ・ メ カノ イン ダス トリ ー が 開発 し た 可変 式 巨 大 織 重 打 PC 
(GAT-x シ リー ズ と は 別 系 続 の 兵器 )。 単 書 市 級 の 目 様 を 硫 トド TT 
神 可 能 な 再 凶 村 生 兵 岩 で あり 、 火力 の みな ら ず 防 衝突 出し て 

高い 。 デス トロ イ 1 機種 の み が 確 話さ れ 


・ 巨 大 可変 機 
・ ド ラグ ー ン 系 剖 了 攻撃 区 末 
・ 陽電子 リフ レク ター 


a - 5624 


m09 SW 人 地 
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ザフト 製 ガ ンダ ム の 開発 は 、 第 1 期 GATX シ リー ズ 究 取 後 
に 進め られ た 。 コン パク ト か つ 大 火力 の ビー ム 兵 器 や PS 閉 
甲 と いっ た GAT-X シ リー ズ の 技術 を 採り 入れ つつ 、N ジ ャ マー 
キャ ン セ ラー と 配分 製 エ ンジ ン の 組み 合わ せ に より 、 戦術 レ 
ベル で は エネ ルギー 切れ の 心配 が な く な ユニ ウス 条約 
後 は 一 般 動力 型 も 開発 し た 


N ジ ャ マー キャ ン セラ ー と エ 
ンジ ン に より 。 フェ イズ シフ ト 
ダウ ン な し で PS 終 時 を 入 用 
可能 と な っ た 。 ピー ム 兵 装 の 
信用 雪 も 大 起 に 人 


PS 装 皿 を は じ め と する 銀 1 期 GAT-X シ リー ズ の テク ノロ ジー を 湯 
入 し つつ 、 ニ ュー トロ ンジ ャ マー キャ ン セ ラー と 株 分 灯 エ ンジ ン を 控 用 
し た ウル トラ ハイ エン ド MS。 槻 エ ンジ ン の 大 出力 に より 、 一 般 的 な 
MS で は 困難 生起 閉 や 特殊 半 備 の 胡 時 間 使用 を 可能 と し た 


YMF.XOO0A ドレ ッ ド ノー ト 


ユニ ウス 条約 科 に 試作 され た 新 丈 ガン ダム 群 。 全 根 種 が 可変 

機 横 と VPS 坪 甲 を 備え 、 高 柏 向 性 ピー ム を 用 いた 外角 充 電機 模 
「 デ ュー トリ オン ピー ム 送 電 シ ステ ム 」 に 対応 し て いる 。 ユニ ウス 条 
約 で 芋 止 され た N ジ ャ マー キャ ン セ ラー は 搭載 し な い 、 


ZGMF-X56S イン バル ス 
ザフト 前 スト ライ 
カー と 言え る 「 シ ル 
ェ エット}. コ アス プレ 


模 セカ ンド ステ ー ジ シリ ー ズ (株 動力 搭載 ) 
栓 エン ジン と デュ ー ト リオ ン ピ ー ム 送電 シス テム の ハイ プリ ボ 機 
午 『「 ハ イ パ ー デ ュー トリ オン を 格 載 。 障 発 系 請 上 セカ ンド ステ ー 


ジ シリ ー ズ に 属す る の は 、 ユニ ウス 条約 連 反 の N ジ ャ マー キャ ン セ 
ラー 搭載 機 で ある こと を 世 項 する た めで ある , 


・ ハイパー デュ ー ト ドリ オン 搭 載 
・ セ カン ドス テー ジ シリ ー ズ の 技術 (VPS 半 甲 ど ) 導入 
・ 可 恋 機 模 の 不 採用 (従来 市 セカ ンド ステ ー ジ シリ ー ズ と の 相違 


ZGMF-X5668 
し ジェ ンド 


イン バルス の と シルエット の 幅 
才 を 紅 人 し た 大 火力 ・ 
し ETTG1 


プロ ヴィ デン ス 季 の 次 民代 胡 
ドラ グー ン シ メ テム 本 二 林 。10 
半 の ドラ ゲー ン を 装備 する 。 


ZGMF.X 10A フリ ー ダ ム 


・N ジ ャ マー キャ ン セ ラー 搭載 
・ 楼 分 製 エン ジン 搭載 
・ 第 1 期 GAT-X シ リー ズ の 技術 導 , 


ZGMF-X1 1A リジェ ネ レ イト 

全 記 35m 角 の 大 裂 可 要 MS。 コア ユニ ッ ト 
の 中 必 が 本 体 で 、 パ ー フ の 槍 疾 に よる 「 再 
生 」 可能 だ っ た 。 


大 火 カ と 融和 動力 
ま 合 せ 析 フカ ガン ダ 
ム 。 調 部 ウイ ング 
を 肛 開 し た ハイ マッ 
トモ ー ド ( 共 析 動 空 
吾 形 粗 | が 可能 。 


デュ ー ト リオ ン ピ ー ム 送電 シス テム 対応 
・ VPS 装甲 ( 可 式 相 転 移 装甲 ) 控 用 
・ 可 変 機構 搭載 


ZGMF-X24S カオ ス 


次 民代 ドラ グー シシ 
ステ ム を 手 雷 し た 
可変 式 ガ ンダ ム 。 
MA 埋 は 、 大 第 面 
内 で の 間欠 行 が 
可能 。 


ユニ ウス 条約 の 総 誠 開発 姜 結 され た 動力 機 を 、 ク ライ ン 


派 が 客 取 し 、 秘 宅 工 踊 「 フ ァ ク トリ ー」 で 改修 、 完成 させ た 機体 と 
言わ れる 。 ハイ バー デュ ー ト リオ ン や 次 世代 型 の ドラ グー ン シ ス テ 
ム な ど 、 セカ ンド ステ ー ジ シリ ー ズ 系 の 技術 も 導入 し た 」 


・ ハ イ パ ー デ ュー トリ オン 搭載 
・ セ カン ドス テー ジ シ リー ズ 季 技 条 の 採用 
ピー ムシ ー ル ド の 搭載 


ZGMF-X20A 
スト ライ ク フ リ ー ダ ム 


ZGMFX19A 
イン フィ ニッ ジャ ステ ィ ス 
1 


NI 


フリ ー ダ ム 系 の 大 火力 ・ 尼 
動 冬 。 ド ラグ ー\PS 計 
内 部 フレ ー ム を 持つ 。 


格 奇 理 馬 力 に 秀 で る ジャ ス 
ティ ス 系 MS。 分 柳 式 パッ ケ 
バック は ジャ ステ ィ ス か ら 丸 。 


sumee 


MORE INFO! 
「GUNDAM」 の 意味 


「 ガ ンダ ム =GUNDAM」 と は 、 第 1 期 GAT-X シ リー 
ズ の 0S 名 の 頭 文字 か ら 付 けら れ た 夢 株 だ っ た { 弟 2 期 
GAT-X シ リー ズ や オー プ 系 MS も 同系 続 の 改 仙 OS を 打 用 
る ) 。 ザフト 系 ガン ダム は 開発 系 計 こ と に OS が 異な 
る が 、 や は り OS 名 の 王 文 字 を 投 ぐ と 「GUNDAM」 と な る 。 


ーー 


量産 仕様 の 
ey Md ガン ダム 


ガン ダム の 多く は ハイ エン ド の 試作 MS で あり 、 そ の 量 
導 仁 欄 機 は スト ライ ク か ら 派生 し た GAT-01 スト ライ クダ 
ガー や GAT-01A1 ダガー (105 ダ ガー) の よう に 非 ガン 
ダム タイ ブ の 外見 を 持つ (オープ の アス トレ イ 系 主力 MS 
は 、 例 外 的 に ガン ダム タイ プ の 外見 を 持つ )。 特に ザフト 
の 場合 生産 仕様 と 呼べ る ガン ダム は 確認 され て お ら ず 、 
ガン ダム 試作 幾 と いう イメ ー ジ が 強い 。 し か し 、 地 球 連 
合 宣 で は 、 カ ガン ダム タイ プ の 外見 を 持つ 第 2 菜 GAT-X シ 
リー ズ の 生産 仕 様 機 が 何 機 和 か 確 記さ れ て いる 。 


トー 本 


季 2 周 GAT-X シ リー ズ が 任 季 特 化 宰 で も る な め 、 そ の 生 」 
相 も 同様 。TP 給 中 な どの 草 


フォ ビ ド ゥ ン の 水中 用 清 生 可 
フォ ビ ド ゥ ンプ ルー の 便座 仁 
本 民生 圧 用 に ゲ シ ュ マイ 
ディ ッ ヒ ・/ セ ツァ ー を 線 財 , 


補 折 用 の 可変 MS で . レ イダ ー 
の 鹿 。 外 開 オプ ショ ン と レ 
て . 委 孝和 人 と 所 行 愉 
向上 用 の 六 軸 を 持つ 。 


オー ブ 、 軍 合 構成 国 の ガン ダム 


第 1 期 GAT-X シ リー ズ の 開発 ・ 製 造 に 関与 
し た オー プ 、 地球 連合 の 構成 国 で ある ユー ラ シ 
ア 連 邦 で も ガン ダム の 開発 が 行わ れ た 。 オー ブ 
の ガン ダム は 、 アス トレ イ 系 と し て 発展 し て いく 


ー ズ の 技術 を 用 用 し 、 自 
ラル 用 ガン ダム タイ プ MS を 開発 。 PS 装 技術 は 
得 ら れ な か っ た た め 、 振 邊 技術 に よる 装 四 を 採用 


GAT-X シ リー ズ の 技術 転用 


PS 装甲 の 不 控 用 ( 発 環 人 金属 義 甲 な ど 
改良 型 ナチ ュ ラル 用 OS の 導入 


MBF_M 1 M1 アス トレ イ 


全 麻 人様 の アス トレ イ で . オ ー プ 
の 主力 MS。 性 能 は 、 地 玉生 
全 や サト の 主力 MS に 区 部. 


アク タイ オン 社 の 協力 の 下 、 猛 自 の が 
発 。 独自 技 条 の 光 渡 太 午 需 シ ー! ト を 搬 


モノ フェ ー ズ 光 注 防 独 帯 シー ルド の 搭載 
パワ ー セ ル 式 兵 義 の 採用 


= 


5 幼 の 談 作 アス トレ イ の 1 央 で 
本 守 底 な が ら ナ チュ ラル 用 OS を 
一人 産 機 の 欠 仙 と な っ た 


ORB-01 アカ ツキ 


アル 


ー レ 
を 全 周 国 に 展開 可能 で ある , 


MORE INFO! 


地 は 1 


LCTT | 


その 他 の 組織 の ガン ダム 


機動 戦士 ガン ダム ZZ 


字 直 世紀 
ガイ ド 


グレ ミー 軍 


第 一 次 ネオ ・ ジ オォ ン 戦 争 に 
混乱 を 招い た 反乱 軍 


オ ・ ザ ビ (も っ と も 


底 堪 する 正統 性 を 持っ 


の 仁 例 、 そ し て 
は 反乱 の 


56.27 
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a 


Organization in U.C. 
字画 世紀 の 組 紅 ・ 芋 


員 の 質 は ハマ ー ン 
映 晶 基地 アク シズ と 
推移 っ た 作 胃 採用 し た 


、 グ レミ ー 軍 の 反乱 は ネ 


の 際 、 彼 は ハ オ ・ ジ オォ ン の 了 力 の 分 散 と 内 乱 を 意味 し 、 結果 的 に 
は ネオ ・ ジ オン 全体 の 員 体 化 を 招 り に 、 ガン 
の 戦死 は 組織 の 


角 媒 に 駆 られ た グレ ミー は 自身 
事実 上 の だ 遅 一 一 主流 派 か 
る CUC.00881 ネ 


(コル ギ オ ・ ア ンダ ー ソ ン 


UC0092) 


この 時 期 は 、 
・ 地 球 連 邦 連 


け の 戦力 を 乾 。 2 ミ の se 


ょ じ め と する 


独自 戦力 と し て 、 プ ブル 
ー タ イプ {強化 人 間 ) 部 際 と NZ.000 クイ ン 
ン サ 、ANX.01G 量産 型 キ キャ ペレ イ を 保有 
ラカン ・ ダ カラ ン 大 尉 の 率い る スペ ー ス ・ ウ ルフ 隊 と 
AMX-014 ドー ベン ・ ウ ルフ な ど が 参加 し 7 


後 、 自身 を 頂点 
ォ ン の 再 異 
の 打破 も 視野 に 入れ て いた と 


U.C.0088.12.25 の 決起 以 


の 後 、 ハ 

ー 昌 後退 。 14 

栖 を 投入 、 さら に コ 
ズ と モウ サ を 投身 。 そ 


画 グレ ミー 軍 の 対外 姿勢 


抜 意 を 窟 知 
後に 敵対 


の 人 を 
OO で あり 、 そ れ ぞ れ 
専用 機動 兵 替 
あっ た 。 単体 で の 埋 且 
パイ ロッ ト と 機動 兵 問 が グ し 

軍 の 装備 の 特徴 と 言え る 


MORE INFO! 


ニュ ー タ イプ 部 隊 の 未 路 


W は 


打倒 を 目指 す 


w 


る 


5Z-21 


機動 戦士 ガン ダム 


WORLD GUIDE 


宇宙 へ の 戦線 移行 


TO THE NEXT BATTLEFIELD 
U.C.0079 


字 宙 反攻 作戦 の 兆し と 
岡部 隊 の 出港 


ジャ プロ ー 攻 略 作戦 の 失敗 に よっ て 、 

軍 は 地球 に お ける 軍事 的 優勢 を 完全 に 失っ た 。 勢 
っ た 地球 連邦 軍 は 地球 各地 で 反攻 作戦 を 

ソロ モン 攻略 を 目指 す 「 チ ェ ン バ ロ 
、 宇宙 へ の 部 隊 派 遣 の 間 備 を 進め て 
た 対し 、 ジ オン 公国 軍 も 「 機 動 交 撃 作戦 」 
を 展開 し た が 、 限 定 的 な 戦果 し か 挙げ られ ず 、 


し で も 、 作 戦 目標 を ジオ ォ ン 公国 軍 に 窪 知 され る わけ 
に は いか な か っ た た め 、 地 球 連 邦 軍 は 本 隊 で 
ティ アン ム 艦 際 の 打ち 上 げ の 直前 に 、 因 部 隊 を 
へ と 送っ て いる 。 打ち 上 げ は UC.0079.12.02 
れ 、 本 隊 に 先行 し て 4 つの 青 立 部 隊 が 困 
へ と 派遣 きれ の ひ ワイ トペ ー ス 隊 ( 以 
ド WB 隊 ) こと 、 第 13 独 立 部 隊 (第 13 独 立 戦 隊 と 呼 
ば れる こと も ある ) が あぁ - 当初 は 小 羅 隊 と し て 編 
制 さ れる は ず だ っ た 第 13 独 立 部 際 だ っ た が 、 実 春 
は ホワ イト ペース 単 胃 
ー タ イプ 部 隊 と 考え られ て し 
公国 軍 が 同 隊 を 高く 評価 し て いる と 連邦 
が 関係 し て いる (これ 以外 に 
面 も あっ た ) 
っ て 単 教 で 宇宙 へ と 
WB 隊 だ 同時 期 に 地球 を 苑 れ . Y 
ア ・ ア ズ ナ ブル 大 佐 が 指揮 する ザン ジ バ ル 級 機 動 通 
洋 鞭 、 そ し て 大 佐 の か つて の 部 下 で ある ドレ ン 大 周 
を 指揮 官 と する キャ メル ・ バ パトロール 胃 隊 に よる 拓 
を 受け た 。 WB 隊 が 単音 で あっ た の に 対し 、 ジ オン 
公国 軍 艇 紙 は 計 4 僅 で 、MS 数 で も 勝っ て いた 。 し か 
し 、WB 鐘 の アム ロ ・ レ イ 少 尉 の 戦闘 力 は 英 の それ 
を 違 か に 上 同 り 、 キャ メル パト ロー ル 幡 隊 と 所 属 MS 
を 全 誠 させ て いる 。 そし て WB は ザン ジ パ バル 級 の 追 
撃 を 振り 切り サイ ド 6 へ と 向かっ た 
WB 隊 と いう 「 エ サ 」 に 喰い 付い た ジオ ン 公国 軍 
部 隊 は 、 他 に も 存在 し た 。 それ が コン スコ ン 盤 隊 ( コ 
ンス コン 提 動 艦隊 と も ) で ある 。 チ べ 級 重 錠 洋 胃 と 3 
集 の ムサイ 級 軽 宮 洋 妖 、 12 機 の MS-09R リッ クタ ドム 
を 搾 する 畿 隊 で 、 ド ズル ・ ザ ビ 中 将 の 勅 合 に より 宇 
宙 要 窪 ソ ロモ ン か ら 派 遣 きれ て いた (コン スコ ン 幡 
隊 の 派遣 は 、 ド メル 中 将 の 私 門 と キシ リア 少将 へ の 
し て WB 隊 の サイ ド 6G 到 着 と 前 後 
300 戦 隊 が フラ ナガ ン 機 関 この 
接触 の た め コ ロニ 入港 。 そし て 、 コ ンス コン 般 隊 
も サイ ド 6 第 域 に 到着 し て いた 。 特に コン スコ ン 盤 隊 
の 存在 は 、 中 立 コ ロニ ー で ある サイ ド 6 に お ける 軍事 
ほ を 高め る 結果 と な っ た 
、 サ イド 6 B 隊 の アム ロ ・ レ イ 少 尉 
は 、 行 方 不明 だ テム ッ レイ と 再会 。 それ 以上 に 
重要 だ っ た の が 、 第 300 戦 隊 所 属 の ニュ ー タ イブ 、 ラ 
・ ス ン と の 出会い で チェ ン パ ロ 作戦 」 を 


事態 が 推移 する こ 


も 厄介 払い と v 
うし た 内 外 の 評価 


(スィ ー ダ ・T・ ダ ー パ ヴィ ル ULC0090) 


関連 ファ イル 


SE [R」 m09 mml 


_FG 01.03 末 
FGO1-12 本 


ホワ イト 
拉 の 結果 、 は ば 民間 


FGO2. 


味 


ー タ イプ 痢 隊 」 と 呼 


Mustration by MASAKAZU KAWAZOE 


Cotor by STUDIO ALPHA Speciel Etect by FUMIE MAEBAYASHI Background by YOSHINORI HISHINUMA 


E 力 艦隊 の 


陵 部 隊 の 戦闘 


員 茂 中 の キ 
橋 隊 (ドレ ン 大 肝 
ゲ 本 ) と 連絡 を 取り 合 


を 窪 知 し た WB 隊 は 月 へ と 
向 か 


手 宙 に 上 が っ た WB 隊 だ が 、 シ ャ ア 
幸 に 発見 され て いる 。 大 佐 は 呈 

パト ロー ル 乾 際 と 玉 
た 。 時 間 の 制約 の あ 2 
、 英 坊 隊 を 役 破 し 、 巡 撃 を か わす と 


し た WB 隊 は 、 コロ ニー の 
隊 と 交 埋 、 敵 組 隊 を 全 誠 さ 


部 隊 と し て の 役割 を 


画 キャ メル ・ バ パトロール 艦 隊 と の 戦闘 
WB 隊 の MS は 献 MS 部 隊 を 迎撃 、WB は 問 箱 区 
と 和 戦 を 展開 し 問 芽 1 集 を 撃沈 。 単独 行動 を 
ダム は 、 天頂 方 向 より 生 双 隊 に 接 
近 、MS と 2 集 の 戴 衝 キャ メル を 撃沈 | 
戦 問 は ザン 終結 
i 


園 サイ ド 6 で の 出会い 
12 月 中 旬 (13 日 と も )、W ア 大 佐 の 第 30 
入港 。 中 立 コ ロニ ー で ある サイ ド 6 

の 補給 すら 制限 さ れ た 


キャ メル ・ リ バト ロー ル 第 了 
(ムサイ 経 之 洋 能 ) 


園 サイ ド 6 宙 域 で の 戦闘 
サイド 6 か ら 出向 し た WB を 

コン 共 隊 が 師 撃 。 先 に サイ 全 6 頒 
空 内 を 出 到 WB は 測 艦隊 の 攻 
撃 を 同 始 し た 。 れれ に 著 り コン スゴ 
入隊 は 領空 内 か ら 友 撃 を 開始 


MORE INFO! 
北米 掃討 作戦 


に 対し 、WB 際 の 


残る 2 信 に 接近 し た ガ 
キャ メル 政 鐘 を 壊 江 
間 す る と 宙 域 を 


a + 


5 
1 


機動 戦士 ガン ダム 


器 謀 オデ ッ サ 作戦 


旧来 兵器 が 主役 と な っ た 
更 上 最大 の 地上 戦 


公国 軍 が 占 抑 す る 黒海 北 
大 規模 攻撃 時 けた 。 い わ 
地球 連 施 軍 の 目的 は 

HI 


山 防衛 隊 を 排除 し 


UC0079.11.07、 ジオ 
半 へ と 、 地 球 連 邦 軍 
サ 作 戦 
心 と し た 黒海 


ゆる 「 オ テ 


地球 連邦 地上 軍 は 
を 入 し 、 作 戦 を 成 


光 信 が 
結 の 維 50 日 後 、 ジ オン 

こう し て 、 一 年 戦争 の ター ニ + 
特 珠 性 が 指摘 きれ る 
上 最 大 級 の 大 戦力 が 投 


The History of Warfare in U.C 
字画 世紀 の 埋 史 解説 


の ジオ ン 公 国軍 の 敗北 は 特に 重 9 
ォ デ ッ サ 作戦 の 規模 は 、 両 常 の 投入 戦力 に 顕著 


地球 連邦 軍 の 動員 兵力 は 770 詞 人 以上 (この う 
ち 、400 万 人 以上 は くも 参加 ) 
に 達する 。 投入 兵 トレ ー 級 隊 埋 細 12 令 

ミ ガ が サス 級 強 襲 拉 除 算 1 令 、 痢 制 用 海上 把 隊 6 戦 
隊 、 戦車 5800 悼 以上 、 そ の 他 戦 闘 車輌 9.000 輌 以 
5 千 門 以上 旨 1 万 基 以上 、 対 地 
万 発 、 戦闘 機 1.A00 機 以上 、 対地 攻撃 ・ 爆 
00 機 以上 、 補 助 航空 機 300 機 以上 。 MS は ホ 
『 蔽 の RX シ リー ズ 3 機 の ほか 、RGM-79 
\ 験 的 に 投入 きれ た と 言わ れる 
国軍 の 動員 兵力 は 98 万 人 で 、 う ち 8 万 人 
後方 要員 と し て 配置 され た 。 投入 兵 剖 は 、 ダ 
プ デ 級 陳 四 店 、 ギ ャ ロッ プ 級 陸戦 軽 8 朝 
級 潜 水 幡 8 供 ( 率 制 任務 )、 賠 定 メガ 欄 子 砲 座 約 
E 力 戦車 2.000 帆 以上 、 そ の 他 戦 闘 車輌 1500 帆 
以上 、 火 砲 1 万 門 前 後 、 ロ ケッ ト 念 2.000 基 以上 、 対 地 
ミサ イル 2 万 発 、 戦闘 機 600 機 以上 、 対 地 攻 撃 ・ 爆 撃 
機 800 機 以上 、 補助 航空 機 500 機 以上 。 MS は 1.100 
機 以上 が 配置 きれ た 。 な お 、 両 軍 の 投入 戦力 に 関し 


肖 接 カ 


RU mE09 sr 


| 


文字 通り 空前 の 


ほ の 陣 戦 強 租 型 ガン タン ク や 


K の ガウ 級 や マッ ド ・ ア ンダ 


球 連 孝 軍 の 


職 力 は 絶大 ジン 公国 
が 圧倒 し < ば 、 地 連邦 
軍 が | 地球 連邦 軍 
の 物量 は 、 MS の 優位 性 を 梓 す 規模 に 達し て 


ザウ ・ サ ワー ト 


関連 ファ イル 


UC0154) 


= の 、 多 節 ゲ 配備 用 きれ て いた 


ustration py KEISUKE SAS 


AKI 


地球 連邦 軍 の 目的 と 戦術 


オン 公国 軍 が 占拠 し て いた 欧州 の 資 
源 ・ 工 業 地帯 を 審 時 し 、 ジ オン 公国 の 戦 
争 紙 続 能力 を 低下 さ な る の が 、 オ デ ッ サ 作 
戦 に お ける 地球 連邦 宣 の 目的 だ っ た 。 攻 
撃 目標 は 、 欧 州 随 一 の 工業 地帯 を 有する 
オデ ッ サ や 、 肝 大 な 埋蔵 量 を 諸 る 鉱山 茎 地 
と され た 。 作戦 実施 に あたっ て 地球 連邦 軍 
は 、 地 上 軍 の 3 割 に 相当 する 大 戦力 を 投入 
し 、 ジオ ン 公 国軍 へ の 攻撃 を 進め た 


作戦 の 指揮 は 地球 守 


年 に 計っ て 大 規 
作 寺 を 控え て いた 地 
天才 重 だ が 。 骨 
の 膨 基 を 破っ て 大 概 
性 二 に 


地表 連邦 宣 は 、 装 四半 闘 車 輌 で 航空機 な ど 
の 従来 兵 誠 を 主力 と し た 。 移動 指 短所 や 窒 
挫 プ ラッ トー ム を 葉 ね る 陸戦 交 (村上 凌 能 ) を 中 
栓 と し つつ 、 多 数 の 吉 空戦 カ と 覆 四 部 評 を 編 使 ピッ グ - ト レー 和 可 寺 ( 衣 上 戦 

する 昧 閑 を 揉 っ た 。 MS の 投入 数 は 少な か っ た 。 桶 動 指 庫 所 。、 火 カプ ラ ホ ホー ム と し て 栖 失 する 五大 


パー クラ ト 、 族 馬 パ ター ン 下 12 党 が 投入 きれ た 
NE "1 


画 還 は 圧 側 的 な 物 便 で 攻勢 に 出 た 。 MS は RX シ 
リー ズ や 時 罰 各 ラ ム な ど が 少数 の み 投入 され た 。 


61 式 軸 
150mm 大 を 2 計 人 
する 主力 連 車 。 重用 
法 療 索 で は MS を 本 
琶 可能 。 155mm 放 
TTY 二 す の 
名 の 5 更 も 光 和 


画 地球 連邦 軍 の 編制 


地球 方 面 還 司令 ガル マ - ザ ビ 大 佐 の 潜 死 に より 、 ジオ ン 公 
国軍 地上 部 離 が 選 乱 する 中 、 欧 州 に 寺 到 し た 地球 連邦 軍 
は 3 日 で オデ ッ サ を 別 落 させ た 。 特に 1 1 月 9 日 は 大 きく 戦局 が 
動き 地球 較 邦 軍 第 4 宣 に よる 包囲 敵 突 硫 技 立 混成 第 44 
旅団 の 痛 144 高 地 攻 貼 は 、 地 球 連 邦 重 の 葵 利 に 調 喜 し た 


イギリス より 、 し ビル 特定 の 指揮 する 地 坪 邦 
ELCT 】 

地球 連邦 科 3 軍 。 ドー バー 海 坪 を る 。 人 部 
礎 も 7 方 面 より に 向かい 、 出 再 す る 
ET 
る た め 、 オス ロ よ り . 業 隊 南下 させ る 

オデ ッ サ 作 明 . 開 引 了 日 

地球 誠人 訂 、 基 結 地点 の ワル シャ ワ に 
必 苦 、 野 夫 部 を 技 交 
| rantie. m 


可 餅 を 音 地 に 派 中 


稀 空 枝 力 中心 と し た 天 手 部 属 が 到 電 
2 休 寺 水族 陸上 


EE 
イデ 
地球 者 基 3 東 、 ジ オ 
大 を 守 . ジ オン 公国 束 
條 出し た 地球 提 導 3 
0 る 


北方 より 高 を 行う 地球 館 寺 軍医 4 定 、 色 軸 0 第 3 軍 の 出発 

tT 月 10B18WW 、 し ん 生 
者 攻 重 の 放 撃 ぴ 結 ま る 
ジオ ン 公 人 電 所 千奈 を 細 


の 地 画 間 も 入 結 地 の け ルン 


R d < 
の ら 地 球 連 施 還 條 名 が 南 計 オ 
人 国電 の 水 艦 包 を 


上 | DRMN EKNTS 


Miustration by AKIO UNUMA 


ジオ ン 公 国軍 の 目的 と 戦術 OT tT 

し た マー クベ 。 キシ リ 
ジオ ン 公 国軍 は 、 欧 州 に 伊 攻 する 地球 ア ・* ピ 笠間 
連邦 軍 を 迎撃 する 方 針 を 探っ た 。 主力 と RE 


久生 本 が 買 な る 


を な っ た の は 、 マー クベ 大 佐 (少佐 ) 指揮 の 資 
示 控 振 部 隊 と 鉱山 防衛 隊 、 ユ ー リ ・ ケ ラー 
ネ 少 科 指 揮 の 欧州 方 面 宣 、 アフ リカ な どか 
ら の 増援 部 隊 で ある 。 し か し 、 ガル マ ・ ザ ビ 
大 佐 の 死後 、 地 球 の ジオ ン 公 国軍 は 混乱 
ほか 、 マ ・ ク ペ 少 佐 の 思惑 も 
に 抵抗 が で き な か っ た . 


ケラ ー ネ タ 香 の 区 州 
方 男 事 は . 地球 方 画 
東横 庶 す る 一 軍 
マ ・ クベ と の 連 捕 は 
上手 


地球 連 富 欄 、 指 間 所 華 用 の 鐘 径 を 六 の. 和 


動 失点 つつ 、MS、 半 四 二 車輌 術 空 機 を 展 ム を 業 ち る 。 株 を 代 
開 し 、 防 戦術 を 採っ た 。 従来 兵器 は 地球 連邦 し た 義 も 存在 し た と いう 
定 よ り 選 か に 少な か っ た が 、 1.100 機 も の MS を 投 4 

入 し た と きれ 、 MS 副 力 で は 圧倒 的 に 有利 だ っ た 


導 語 > 


ヨー ロッ 方 面 
作戦 司令 本 部 


ザク 1 の 中 散 用 パリ エー ショ 

ン 坦 。 相対 的 性 態 は 低下 
っ つ あ っ た が 、 陽 来 兵 者 

より 侍 倒 只 に 妹 だ っ た 


作戦 開始 直前 の 動き 


ジオ ン 公 国軍 地球 方 面 宣 司令 ガル マ ・ ザ ビ 大 佐 の 載 
死に より 、 地 球 方 面 軍 は 混乱 状態 に 用 
と 見 た レビ ル 特 軍 は 、 戦力 の 再編 を 終 
アフ リカ ・ ア ジア の 地球 連邦 車 を 動員 し 、10 月 15 日 の 作 


理 開 始 を 目指 し た 。 し か し 、 地 球 連邦 軍 各 部 隊 の 行動 は 
遅延 。 迎撃 に 出 た ジオ ン 公 国軍 も 、 地球 方 面 重 の 混乱 、 
欧州 方 面 還 と 資源 採 社 部 隊 ご 釣 山 防 箱 隊 の 足並み の 
乱れ に より 、 徹底 を 欠 


これ を 好機 
つつ あっ た 欧州 ・ 


@ 作戦 の 最終 確認 
10 有 25B、 ワ ル シ ャ ワ ト 


地 寺 較 孝 軍 第 3 軍 


Wa サンタ イズ 


5Z.24 


57.25 


オデ ッ サ 作戦 の 開始 


11 月 7 日 、 地 球 連邦 重 は オデ ッ サ 作戦 を 開始 し た 。 ワル シャ ワ か ら 進 撃 し た 地球 連邦 軍 奇 態 替 を 固め て いた こと (6 日 に は 、 鉱 山 基 地 防 衛 隊 に "黒い 三連星 "が 合流)、 地 形 や 
は 、 ジオ ン 公国 軍 欧 州 方 面 軍 と 衝突 。 アジ ア ・ 中 東方 面 か ら 侵入 し た 部 隊 は 黒海 東岸 ・ 配 御 陣地 を 利用 し た ジオ ン 公 国軍 の 包囲 戦術 、 ジ オン 公国 軍 の 斉 報 細 が 地理 連邦 宣 の 
西岸 か ら 黒 海 北岸 に 向け て 優 攻 し 、 統 山 基地 防衛 隊 と 交戦 し て いる 。 ジオ ン 公 国軍 が 防 作戦 情報 を 掴ん で いた こと な どか ら 、 8 日 に は 戦線 が 謗 着 し た 。 


3 3 
LMTTTIT け 9 
に 


作戦 開始 
11 月 7H69W、 地 間近 軍 ゲオ 
す 放 光 を 開始 。 オデ ッ サ 画 部 か 
ビル 幸 軍 指 近 の 地球 連邦 重 革 3 
再 や 地 中 衝 経 店 報 カ の 本 所 が . 北 
画 部 か ら 彰人 靖 7 宣 が 、 北 細め 5 病 
4 軍 が 。 主 部 に は アジ ア 方 面 か ら の 
者 位 が 人 


EYE Ti 


き 玉 連 還 各 導 陸 ゲ 放 界 に 出 
13 時 40 分 、 地 画 還 生還 
田上 1 了 の 防 軍 を 突 圧し た 
TTY1 


Miustration by AKIO UNUMA 


LE. Case Fle 世紀 事件 MORE INFO! 


謀 報 員 の 活躍 前 線 の 変化 
ォ デ ッ サ 作 埋 は 大 規模 肖 記 の 中 で 6 護 オデ フサ 作戦 の た め 、 地球 連 捉 が 欧州 に 展 本 し 色 
公国 軸線 は 基 実 東進 を 続け た 。 区 


軍 に 、 地球 連邦 軍 の 狼 攻 を 章 し 止め る カ 
だ 。 結果 、 作戦 が 開始 され た 1 月 


と 言 
東欧 を 除く 欧州 
れ て いた 。 以後 、 ジ オ 
な く 、 欧州 か ら 転 拉 され で 
半 抑 軍 の クラ イド ・ ベタ 


婁 情報 を 


ヌー 


第 144 高 地 の 戦い 


ォ デ ッ サ 作戦 終 痢 の 11 懇 
打開 すべ く 問 攻撃 を 指 け た 由 
第 4 旅団 だ っ た 。 狂 立 混成 第 44 洗 団 は 
た 数 少な い 地球 連 孝 軍 の 部 隊 と し て 知ら れる 


オン 公男 宮 久 山井 


に に の しい 
第 144 項 地 葉 凍 
で きず . 症 戦 を 内 


オデ ッ サ 作戦 の 終結 


11 月 9 日 、 地 球 連邦 軍 の 第 4 重 が 包囲 綱 を 突破 。 これ を 契 麻 着 状態 が 
球 連邦 事 が 攻勢 を 強め た 。 同日 17 時 . オデ ッ サ の 放 
ジオ ォ オン 公 国軍 は 事実 上 敗北 し 、 残存 部 | 軍 や 黒海 方 面 に 離脱 し て し 


= 


' の 光 球 連 孝 軍 第 3 軍 | 7 ja 


Mustration by AKIO UNUMA 


作戦 の 結果 と 各 勢 力 の 動向 


球 連 邦 重 有 利 に 傾い 

対す る ジオ ン 公 国軍 は 、 好 
根 換地 を 失っ た うえ 戦力 の 損 
以降 の 活動 に も 大 き な 影響 が 出 た 


地球 連邦 軍 の 動向 


サ 作 皿 を 成 基 さ せ 、 戦 多 の 主 半 析 を 
舞っ た 夫 球 較 孝 軍 は 、 大 きく 分 け て ふた つの 方 
を 同時 人 


紅 物 次 慰 を キ 
To 
ほじ は 


初旬 宇宙 六角 を 月 較 道 
年 半 争 の 繧 で 提 耗 し た 宇宙 橋 鐘 1 
に より 王寺 


9 軍 ラ イン を 楠本 し 本 夫 を 可 えた 


5Z-2Z 


V ガ ンダ ム 


WORLD GUIDE 


Organization in C.C 


「 月 光 蝶 」 を 遂 れ た 


月 の 民 の 生活 と その 歴 更 

地球 則 で 何 育 年 と 続い て 最終 戦争 」 の 影 
堅 に より 、 人 類 の 大 多数 は へ と 離脱 し て いっ 
た 。 だ が 、 一 部 の 人 々 は 地球 園 に 残り 、 き + 款 
を 拠点 と する 勢力 と 、 月 を 括 点 と する 勢力 に 分 か れ 
て 対立 し て いた る 。 その 草 い の 最 中 、 ター ン ・ 
タイ プ MS の 1 機 (ター ン エ ー ガ ンダ ム と 推測 され る ) 
が 文明 を 破壊 する 特殊 装置 「 月 光 尋 を 発動 し 、 ナ 
し まう 


ン ・ ハ ザー ド 」 を 引き 起こ 3 
款 勢力 は 全滅 し た が 、 月 の 勢力 に と 


ー ン レ ィ ス は 、 


ナノ マシ ン ・ ハ 
地球 の 豊か な 資源 や 技術 力 ・ 
文化 を 失っ た 。 特に 大 き な 間 題 と を っ た の は 食糧 面 


ン レ ィ イス は 月 で 生き 長 ら これ まで 


培っ て きた 技術 力 を 行使 し て いく こ その 甲 
斐 も あっ て 、 ソレ ル 家 が 小惑星 ミス ルト ゥ で の 食 粒 生 


正 飛 の 組織 ・ 姜 カ 


勘 に 成功 。 これ に より 、 食 粒状 況 は か な り 改 善 され 
た が 、 す べ て の ムー ン レ イス を 安 
で は! 不可 能 で あっ 
ど を 育成 で き 、 人 々 * ら 防御 する 運河 構 
造 的 都市 (トレ ンチ シテ ィ ) の 構築 や 、 最 長 で 千年 
以上 、 寿 命 を 引き 伸ばす こと の で きる 人 工 冬眠 施設 
冬 の 育 護 」 の 建造 た ども 普 行 し て 進め ぐい っ た の 
で ある 。 一 方 、 社会 シス テム も 種 の 維持 を 念頭 に 忠 
いた も の に 変化 し て いき 、 ソ レル 家 、 メ ン テ ナ ー 家 、 ギ 
ン ガ ナム 家 の 3 大 王家 を 頂点 と し ミッ ド 列 階 織 
社会 を 戦 く よう に な る 。 運河 人 を 含む 下載 市 民 と 呼 
ば れる 最 下 届 の 人 々 は 、 人 工 冬 展 すら 満足 に 取れ 
ず 出 産 制 限 も 敷 か れ て いた が 、 月 社会 を 維持 する 
に は 仕方 の な い 下 業 と : 
月 光 蝶 」 の 発動 か ら 数 千年 、 ム ー ン レ ィ ス は 月 と 
いう 限定 され た 場所 で 厳格 な 社会 制度 を 死守 し 、 
は 自 の 発展 を 舌 げ て いた 。 だ が 、 月 の 女王 で ある 
ディ アナ ・ ソ レル は 、 月 で の 発展 に 限界 を 感じ る と 同 
時 に 、 人 類 の ふる さと で ある 地球 へ の 想い を 強め 
た 。 彼女 は メン テナー 家 や ギン ガ ナ ム 家 の 反対 
を 押し 切り 、 地 球 帰 加計 画 を 発動 。 幾度 か の 試験 
的 な 地球 降下 や 地球 備 勢力 と の 交 育 を 経て 、 正 魔 


(C.C.) 2345 に は 、 本 格 的 な 為 還 計画 を 開始 し た の 
で ある 。 北ア メリ ア 大 際 に 存在 する サン ベル ト 地 藻 
へ の 入植 を 試み た 彼ら で あっ た が 、 イ ング レッ サミ リ 
シャ を は じ め と する 地球 勢力 の 抵抗 を 受け る 。 その 
ミリ シャ と の 対立 が 、「 月 光導 」 が 封 肥 し た 過去 の 歴 
史 「 昧 歴 喝 」 の 存在 を 明らか と する な ど 、 結 果 的 に 
ムー ン レ ィ ス の 社会 を 描 る が すこ と に な り 、 彼 ら の 生 
話 は 大 き な 変 齋 を 余儀 な くさ れ た の で 4 

(リポ ッ ゥ ・ キ ヌ ワ リカ C.C.2346) 


Miustration py TOMOTAKE KINOSHITA 


ムー ン レ ィ ス は 、「 最 終戦 争 」 期 に 入 
世界 に あ 地球 で は な く 月 を 拠点 と し て 
いた 人 々 で ある 。 地球 勢力 と は 対立 し て い 
た が 、「 月 光 雑 」 に より 地球 が 破壊 され た こと 
で 三立 し 、 独自 に 社会 を 筑 い て いっ た 。 


奏 ち は 月 と いう 限定 
きれ た 理 境 で の 生活 
き 林 備 な くさ れ た が 

侍 れ た 禁 訂 用 い 
て 危 織 を 華 り 越え で 
た 。 


レイ ス の 社会 体制 


ムー ン レ ィ ス は 月 で の 生活 を 実現 する た 」 


、 高度 に 規格 化 さ れ た 社会 シス テム の 構築 


と 共に 、 種 の 維持 を 最 優先 と し た 政策 を 導入 。 その 主眼 は 、 最 低 限 の 人 口 を 確保 し つつ 、 


人 為 的 に 出生 を 調整 


ソレ ル 素 の ほか 政治 を 司る メン テナー 素 、 謀 
門 を 司る も ギンガ ナム 家 の 3 大 王家 を 頂点 と し た 
ピラ ミッ ボド 製 社会 を 構 休 。 下層 に 行く は ど 「 人 工 
人 華 ] な どの 彼 命 措 圭 が 答 底 され ず . 寿 今 も 長 
く 保つ こと が で き な い 


管理 し 、 食糧 問題 の 不安 を 解消 する こと で あっ た 。 


限定 環 環 下 で の 人 口 管理 


ムー ン レ ィ ス の 人 口 管理 式 策 で 特 特約 な も 
の と し て 、 人 工科 扉 が 挙げ られ る 。 人 工科 
せ は 、 を の 宮下 に ある 特殊 な 閑 置 に 入る こと で 
可能 と な る シス テム で 、 最長 で 100 年 程度 コー 
ルド スリ ー プ 枯 馬 を 訂 持 で き 、 結 果 的 に 寿命 を 
大 3{ か せる こと に 氏 が っ た 。 また その 付随 的 な 
シス テム と し て . 下 雇 民 の 出産 制 陣 と 、 文 配 局 
に よる 人 工 授精 政策 が あり 、 国 齋 運営 側が 恋 
密 に 人 口 の 管理 を 行っ て いた 。 


| ムー ン レ ィ ス の is ーー 


月 社会 の 階 胃 は 、3 大 王族 に 加え 、 国 
家 環 営 側 の 元老 院 ・ 長 老 、 さら に 市 民 側 
も 上 級 市 民 、 下 級 市 民 の 4 つ に 分 か れ て 
お り 、 頂 点 へ 行く ほど 人 数 が 少な い 。 下 約 
市 民 よ り 下 の 階 弧 も あっ た と 言わ れる , 


ソレ ル 家 な ど . 支配 者 個 
の 人 々 。 メン テナー 家 と ギ 
ン ガ ナ ム 京 は 、 デ ィ ア ナ が 
進め る [地球 邊 計画] に 
反対 の 立場 で あっ た 


に 


月 社会 に お ける 一 答 市 
胡 で 、 傘 袖 の ある 暮らし が 
| 可能 だ っ た と 言わ れる 。 人 
| エエ 人 冬 駅 を どの 捕 還 も 享受 
する こと が で きた 


月 の 痢 市 に 設置 きれ た 
を の 宮 租 一 般 市 殿 は 
人 で 人 工 秋 に 入る 
レス テム だ っ た 。 


拓 者 へ の 提 恒 と し て 

杜 次 が 湊 用 され 。 コ レ 

ン ・ ナ ンダ ー は 導 凍 衝 
れ て いた 


メリ ー ペ ル ・ ガ ジッ ト 
は 。 下 具 市 民 に カテ 
ゴ ラ ィ ズ さ れる 運 油 
人 より も さら に 下 の 
弁 胃 の 出身 で あっ た 
と 言わ れる 、 


ミッ ド 捉 社会 の 中 で 
は 最も 下 計 に あたる 人 々 
で 、 重 河 人 も も 


ムー ン レ イス が 暮らす 月 で は 、 2 千年 以上 
的 な 社会 が 氏 か れ て いた 。 だ が 、 危 機 が まっ た く な か っ た わけ で は な 
ター 未 達 事件 が 答 発 する な ど 、 時 と し て 社会 を 揺るが す 事 件 も 発生 し た 


地球 と 


机 し て いた 勢 革 


ムー ン レ ィ ス は 元々 、 地 球 に 
と 菩 し い 埋 隊 状態 に あっ た と 言わ れる 。 だ が 
ター ン エー ガン ダム が 発動 し た 月 光 編 に より 、 好 
吾 の 文明 が こと ご と < く 破壊 され た た め 、 戦 会 も 終 
結 す る こと に な っ た 。 


較 ディ アナ 階 尊 未 送 事件 


ディ アナ が か つて 地球 帰 軍 計画 を 実行 に 移 
し た 析 、 一 部 の 兵 が ディ アナ 唱 玉 を 企 て 
ー は 未遂 に 終わ り 、 逆 に ディ 


アナ に 時 議 を 誓う コレ ン ・ ナ ンダ ー が 反逆 者 を 呈 人 
訂 乏 する 事態 へ と 発 属 し た いで 


ディ アナ は 初め て 地球 へ 隆 下 し 、 地球 民 で ある 
ウィ ル ・ ゲ イム と 恋 に 落ち た 。 だ が . 月 の 内 政 が 
悪化 し 、 月 へ と 戻っ て いる 。 0 


a 電 を かぐ ホ お キ 
プ ガ ナ ム 宮 や メン テ 
夫 の 反発 を 時 
$4 王 給 須 圭 が 対立 
ムー ン レ イス の 軍事 組織 


ムー ン レ ィ ス の 軍事 組織 と し て は 、 武 門 を 司る ギン ガ ナ ム 家 が 挙げ られ る 。 彼ら は 2 千年 
以上 に 言っ て 演 避 を 織り 返し 、 そ の 起 力 を 雑 持 し て きた 。 だ が 、 デ ィ ア ナ 確 訂 示 送 事 件 を 
機 に 月 の 市 民 重 ディ アナ ・ カ ウン ター が 誕生 し 、 ギ ン ガ ナム 家 は 憶 子 を 外さ れ た 形 と な っ た 


| デイ アナ ・ カ ウン ラー。。。 | 


ディ アナ を リー ダー と し て 、 月 の 市 民 た ち 
が 結成 し た 宣 隊 。 地球 笑 較 計画 に お いて 
は 彼ら が その 先 遺 部隊 を 担っ て いる , 


ギ ム ・ ギ ン ガ ナ ム を 覆 大 有 と する 事 事 細 
纏 。 マヒ ロー や ズ サ ン の ほか 、 月 の マウ ン テ 
ン ・ サ イク ル か ら 玩 掘 し た ターン X を 保有 し た 


)NCEPT-X 6-1-82 


FLAT-LOGD 
ト 


信吉 半 画 で 用 いら れ た 
可変 MS。 自 カ で の 大 気 
突入 が 可能 で ある 1 


月 2 人 を 性 畔 する ター ンタ 
イブ MS。 ター シ エ ー の 兄 刈 
し 


4 } 
ディ アナ 組 画 粒 と 時 


» 


ムー ン レ イス の 技術 


月 で の 生活 が 実現 し た の は 、 ム ー ン レ ィ 財 
ス に 高い 技術 力 が あっ た こと も 大 きか っ 


人 類 が 生活 で きる だ け の 環境 と な っ 


| トレ ンチ シラ ティ 旧 四 


半 地 下 の 月 面 都市 で . 月 で は 重力 の 介 制 を 有 
天井 部 分 に 運河 を 有する 。 効 利用 する べく 人 工科 記 | ン ・ コ ン セ フト ・ フ レー ム 」 に 
ナノ マシ ン を 用 いて 都市 を 。 施 破 「 冬 の 宮 其 を 寺 通 より 高い 運動 性 を 得 た MS 
構 貸し た だ け で な く 、 大気 任意 で 科 包 期間 を 変え る ご や 、 効 素性 を 重視 し た 作業 
を 作り 出す こと に も 成功 。 と が 可能 で あっ た 機 各 な ど を 名 保有 する 。 


衣 骨 状 の パー ツ 「 ス パイ 
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申立 囲 オ ー プ と 
地球 軍 の 全面 衝突 


地球 連合 軍 は 、 ザフト の 侵攻 に よっ て パナ マ 閑 地 
を 失い (ザフト に よる パナ で マ 攻略 層 )、 宇 宙 へ の 困 
け 橋 と な る マス ドラ イ バ ー を 失っ て し まう 。 彼ら は マ 
ス ド ラ イ バ ー を 確保 すべ く ビ クト リア 克 司 作戦 を 実行 
し た ほか 、 オ ー プ 連 合 首長 国 に ある マス ドラ イ 
パー を 狂い 、 軍事 的 圧力 を 強め て いっ た 。 中 で も 強 
硬派 で あっ た の が 、 ブ ルー コス モス の 江 主 で あり 、 地 
球 軍 の オブ ザー バ いた ムル タ ・ ア で 
ある 。 地球 軍 首 勝部 に は オー プ と の 開戦 に 慎重 な 
声 も あっ た が 、 ア ズラ エル は オー プ に 武装 解除 と 首 
尺 部 の 退陣 を 要求 。 48 時 間 以 内 に この 提案 が 受 
け 入 れ ら れ な い 場 合 、 オ ー プ へ の 侵攻 を 開始 する と 
し た 。 

ウズ ミ ・ ナ ラ ・ ア スハ を は じ め と する オー プ 首 脳 部 
は 、 あ まり に 理不尽 な 地球 軍 の 要求 に 翌 り を 覚え る , 
ギリ ギリ まで 交渉 を 続け る 一 方 で 、 彼 ら は 地球 軍 の 
婦 撃 に 備え 、 市 民 に 危 隙 地域 か ら の 退 夫 を 促し た 
き | 宙 か に 軍備 し て いた MI1 ア スト レイ 部 隊 を 展 
開 し た ほか 、 地 球 軍 を 離脱 し た アー クエ ンジ ェ ル 部 
隊 の 協力 を 取り 付け 、 地 球 軍 と の 徹底 抗戦 に 向け 


た た 


力 を 強化 し た 生体 CPU が 乗り 込む 3 機 は 、 圧 倒 的 
な 戦 関 力 を 発揮 。 こち ら も 初 の 実 湯 と な ーッ 
軍 の MIS、M1 ア スト レイ 部 隊 を 圧倒 し て いく 。 だ が 、 
フリ ー ダ ム や ヤス トラ イク 、 ザ フト か ら 合流 し た ディ アッ 
か: エル スマ ン が 乗る パス ター な ど 、 高 性 能 機 が 揃う 
アーク エン ジェ ル 隊 の 活躍 も あり 、 オ ー プ 軍 は な ん と 
か 五 分 の 戦い を 見 せ て こ 、 ザ フト を 離脱 し 
た アス ラン ・ ザ ラ の ジャ ステ ィ ス が オー プ 側 に 加担 し 
た こと も あり 、 地球 軍 は 一 時 拭 退 を 余 鎌 な くさ きれる, 
地球 軍 は 撤 刀 し た も の の 、 物 量 で 劣る オー プ 草 
は 停戦 交 閉 を 粘り 強く 続け る , 『、 地 球 軍 は これ 
を 受け 付け ず 、 世 び 侵攻 を 開始 する 。 オー プ 軍 や 
テーク エン ジェ ル も これ に 対応 する が 、 戦 況 は 徐々 
に 不利 と な り 、 了 敗北 は 免れ な い 状 況 と な っ て いっ た 
これ を 見 た ウズ ミ は 地球 軍 へ の 降伏 を 決断 する と 
彼ら へ の 反抗 の 意思 と し て 、 モ ル ゲン レー テ 
社 と マス ドラ イ バ ー「 カ グ ヤ 」 の ある オノ ゴロ 鳥 を 爆破 
する こと も 決意 。 アー クエ ンジ ェ ル と 、 オ ー プ 軍 の 残 
存 勢 力 を 搭載 し た 戦艦 クサ ナギ を 宇宙 に 打ち 上 げ 
オノ ゴロ 鳥 の 糧 破 を 敢行 


し 、 自 ら も その 爆風 の 中 
ゴロ 鳥 を 舞台 と し た 戦闘 に | 
は 地球 軍 に 編入 され て し まう 。 以降 、C] 
の 舞台 は 、 地球 か ら 宇 軍 へ と 移る こと と : 

(マリ キン ・ ト パーCE72) 


関連 ファ イル 
2G SEED OI 
ME SEED 01 21 箇 


ナラ ・ ア ス SEED-02.22 


で ディ キイ ター 
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| 園 戦闘 の 一 時 信 止 


ェ ン ジェ ル 部 隊 の 活躍 も あ 


本 桂 。 この 結果 、 戦 回 が 長期 化 . 
生体 CPU の 茎 が 切れ た た 

2 期 GAT シ リー ズ が 部 脱 。 これ に 
続い て 


式 力 解 鈴 と 首脳 陣 の 退路 を 折 天 し た オ 
で 衝 疾 が 病 
し て 生体 CPU が 反 乗 
期 GAT-X 


回 地球 、 再 度 の 出撃 


地球 軍 の 少 退 を 呼び 込ん だ オー ブ 重 と アー クエ 
だ が 、 弁 闘 で の 座 寺 度 や 理 力 の 消 上 
受け れ ば 医 し い 情勢 で あっ た 


名 を 衝 字 乱 ケ サナギ 


地球 軍 は 、 オ ブザー パー の 


に 4 転 や 潜水 閉 を 動員 部 隊 
て 、 弟 2 期 GAT-X シ リー ズ 3 機 や 初 の 制式 採用 


な っ た スト x 対す る 


イク ダ が 


ZGMF 


を 間 始 、 オノ ゴロ 島 近 
戦闘 が 始ま っ た 。 第 2 期 
むと ずる 区 理事 た 肖 替 を 強い 
だ っ た が 。 ア : ジェ 部 隊 の 
ク の 活躍 で 、 楓 を 箇 し 撤 め で いた 


生体 CPU 
ー ズ は 戦場 を 区 上 。 続 


困 | オノ ゴロ 島 の 爆破 


生 邊 CPU の 没 生 と 放 軸 
保 攻 を 淫行 。 対し て オー フ 6 
倫 ら の 佐 買 を 仙 


レー テ 社 製 の MS・M1 ア スト レ 


し て オノ ゴロ 


\ う 高 性 能 機 を 捧 し た 
地球 軍 に 対応 し 


に より 


打ち よ 上げ 、 その 機 


アー クエ ンジ ェ ル の 
宇宙 離脱 と 、 オ ノ ゴロ 島 爆 破 
生体 CPU を た 戦力 を 再編 し た 


は 、 オノ ゴロ 島 を 坦 破 し 
利 し た 地球 宣 だ っ た が 
の 巡 人 
WR 


MORE INFO! 
ビク トリ ア 鶴 還 作 
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機動 戦士 ガン ダム 0080 ポケ ッ ト の 中 の 戦争 


ロ 
明 
回 


ES 


LS 
MS Technology in U.C 
宇 画 世紀 の MS の 技術 


誤 謀 フル アー マー・ オ ペレ ーション 


増加 装 叩 の 域 を 超え た < ネー 『 
MS 用 複合 増加 装備 、 グ リア 貞和 2 


、 そ の 特性 か ら 低 スペ ッ ク の 
コス ト 面 の 則 題 な ど 


つま り 
錠 」 と 思わ れ が ち 申 は 県 


ル 兵 装 
火 問 管制 装 骨 推進 吾 
が 一 体 化し た 複合 増加 シ 


の 機能 を 損 な 
既存 の 


の 反乱 」 期 に 計画 が 存在 し 、「 決 職 兵 稚 」 と タイ ブ NIS 以 外 


ダム (へ | 
ど が 知ら れる 
攻 備 機 の 暗 久 
ある 。 RX-78 


ム が 構想 され た の は 、 一 年 

れ た 「FSWS 計 画 」 (FSWS=Full 

armor System and Weapon System、 装 甲 お よび 

武装 強化 シッ の 計画 で は 、 増 加 
オプ ショ ン に よ ’ 


案 が 提示 され 


る 
UC0155) 


[MS 用 の 鎧 ] と 言え る 外装 式 複合 オプション が 「 フ ル 
アー マー」 で ある 。 MS や フル アー マー の 種別 に よっ て 装 
着 位 置 は 異な る が 、 頭 部 ・ 上 腕 ・ 大 艇 部 を 除く ほ ば 全身 
に 枝 乱 する ケー ス が 多く 見 られ る 。 当 疾 、 MS の 耐 弾性 を 
大 きく 向上 させ る ほか 、 増加 義 甲 と 一 体 化し た 兵 装 ・ 推 進 
問 ・ 特 殊 装 備 な ど に より 性 能 全 般 が 増強 され る 。 MS に 外 
装 し て ある だ け な の で 、 任 便 の タイ ミン グ で パー ジ で きる , 


MR の MM TEC ルド ・ 
や 大 ビー ムコ ー テ ィ ン 


2 フタ イブ 6 存在 。 


還 フル アー マー・ オ 
本 図 は フル ア - PO 
と ん どの 到 に 湊 計 昌也 り 付け られ て 
ザ 、 胸部 や 腹部 な ど に 動き を 胡 害 し な い 柏 / 


MS 本 体 
フル アー マー・ オ ペレ ーション 
ず 衝 入れ る 投信 。 拉 0 


も の で ある 、 
特に 調 体 を だ の バイ タル エリ ア 
Tt 4 


坦 が 0 半 下 に よる 代価 生還 の 電 0 に 人 
する た め 、 肢 吉 に スラ スタ ー 付 き の 講 時 を 
科 和 一 年 昔 以降 は 、 機 人 性 能 の 向 
い 、 堪 加 凌 を 付 ( 
性 の 低下 は 見 られ な 


Mhustration by TOKIKO YUZAWA (Twn Befl) 


利点 と 欠点 


向上 させ る フル アー マ - 、 採 用 例 は 一 部 の 
高級 機 に 限ら れる 。 MS 本 体 に も ハイ スペ ッ ク を 要求 する うえ 、 費 用 対 効果 の 面 で は 火器 
内 蔵 シー ルド な ど に 劣る と 判断 され て いる こと が 理由 の よう だ 。 挫 進 器 が 追加 され る と は い 
え 、 大 質量 化 に 伴う 機動 ・ 運 動 性 の 低下 を 充分 に 補え な い 点 も 問題 と 考え られ る 


| フル クー マー の 和 点 。。=。 旧 識 フル アー マー の 上 


増加 終 備 に 一 体 化 され た 兵 義 親 、 増 加 ほぼ 全身 を 竹 う 待 型 の 装甲 に 、 多 稚 の 兵 


年 戦争 時 、 地 球 連 邦 定 が 立案 し た と いう 「FSWS 計 
画 ] 以後 、 ガ ンダ ム ・ タ イプ MS を 中 心 に フル アー マー 機 
が 提案 、 実用 化 さ れ た 。 下記 以外 に も 、 多数 の 兵 装 と 増 
加 ブ ー ス ター を 捕 載 し た 現地 改修 査 フル アー マー・ ユ ニ 
コー ン ガ ンダ ム (ULC.0096) 、 ABC マ ント の 積 礎 装甲 や 
フィ ー ル ド ・ ジ ェ ネ レー ター を 装備 し た クロ スポ ー シ ガ ンダ ム 
X1 フ ルク ロス (U.C.0133) な ど が 存在 し た と いう 。 


RX-78 ガン ダム の 強化 を 目指 し た 「FSWS 
計画 」 に より 、 フ ルアー マー 装備 の MS が 許 生 
し た 。 以降 、 地 球 連邦 凍 は ガン ダム タイ ブ MS 


を 中 心 に 数 機種 の フル アー マー 機 を 検討 、 開 と 


発し た が 、 ア レッ クス 以外 は 確 対 さ な て いな い 


タイ プ 。 ジム ・ キ 
で 先行 家用 る れ た 


グリ プス 戦役 以降 、 ア ナ 
ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 柏 
が フル アー マー 機 の 検討 
開発 に 重樹 的 に な っ た よう 
だ 。 AE 前 フル アー マー は 
FSWS 計 画 の も の に 近い 
模造 だ が 、 兵 評 の 書 化 が 


目立つ 。 ティ ター ンズ で は 日 
来 製 の 流用 が あっ た とい 
内 7 

AE 制 フル アー マー 機 の AE が [最高 の ガン ダム 
間 発 が 幼 続 。 和 四 世代 M で ある V ガ ンダ ム 用 と し 

S の 登場 を 受け て 、 フ ルアー ルアー マー を 計 本 し た が 宮 
マー の 武装 も きら に 強化 き AN 現し な か っ た 。 サイ コ ・ フ 
れ で いる 。 確認 され て いる al ー ム を は じ め と する サイ 


暴 一 の 橋 体 で も る フル アー 
ー ア アガ ンダ ム は 、 多 艇 の 
ミサ イル と ハイ ・ メ ガ ・ キ ャ ノ 
ン \ を 増設 し て いた 


FAO10S 
フル アー マ 
アガ ンダ ム 


HGMB9S スタ ー ク 
に 圭 か MS を ペー ス に 
マー 和信 を 施し た 村 体 も ある 


技術 を 導入 し た も の 3 


EE 各 時 代 の フル アー マー 


装甲 を は じ め と する 防御 機構 に より 、MS の 
攻防 力 を 増強 する 。 MS の 手 部 を 春 が な い 
場合 が 多く 、 手 持ち 兵 義 を 併用 で きる 点 . 
必要 に 応じ て フル アー マー を パー ジ で きる 点 
な ど 、 季 衝 な 箇 用 性 も 利点 で ある 。 


フル アー マー に 男 
定 村 殿 さ きれ る 抽 坪 


NZ 2 せ 、 ピー ム 火 者 や 


Rt 


凌 や 推 凡 毅 な ど を 盛り 込ん で いる た め 、 引 
め て 高 コス ト で ある 。 パワ ー ア シス ト が な く 
MS 本 体 に 大 出力 を 要求 する こと 、 大賀 量 
化 に よる 模 動 ・ 運 動 性 の 低下 が 発生 し ゃ す 
いこ と も 、 欠 上 導 と し て 括 捨 で きる 。 


「 シ ャ ア の 反乱 」 以降 の 
フル アー マー は 、 部 分 的 な 
ュー ニッ ト や それ を 複数 組み 
合わ せ て 装備 する タイ プ が 
多く な っ た 標 様 。 V2 ガ ンダ 
ム 用 は 元 来 の 拡張 機能 を 
利用 し た も の で 、 防 全力 重 
宰 の アサ ルト と 火力 重複 
の バス ター が ある 


フル ア 


フル アー マー 相当 部 と MS 本 体 
が 分 天 不 可 な タイ ブ 。 直接 還 装 皿 

製 と 呼ば れる 。 フル アー マーZZ の 
評価 用 久作 欄 FAZZ な ど が 絡 当 


RMS-179 
ジム (セミ スト ライ か 


へ 
5 を 導入 し た MS 
外装 オプ ショ ン の 換 半 に より 
性 能 緒 向 を 論 化 させ る MS。 林 
型 . 高林 動 突撃 半 を ど に 換 RxetST 


可能 な RX.81( ジ ー ラ イン ) が 有名 。 ジー ライ ン ・ ス タン ダー ド 
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WORL BUIDE コズミック ・ イ ラ ガイ ド : ア ー ク エン ジェ ルン エタ ー ナ ルン クサ ナギ 


2 アー フエ ンジ ェ ル ノエ タ マー ナル ノ ク フサ ナギ So 


図式 
地球 連合 と プラ ント 
当時 の プラ ント は 、 対 ナチ 
周防 委員 長 が 、 穏 健 派 
エル 以下 、 プル E ス が 軍 譲 会 議長 に 夫 わ っ て 議 明 
状態 に あっ た ゲル の 娘 ラ クス は 、 過激 な 壮 法 を 
レ 元々 地球 連合 軍 は 、 プ クラ イン 派 
英機 動 特 半 艇 4 ヽ の 核 攻撃 を は じ め と する 過激 な 戦術 を 採っ て と を 確保 し 、 独自 行 9 
宙 艇 クサ る v 但 健 派 \ ン 准 将 が ・ ア ルカ 
の 台頭 に より 危機 的 状態 に あっ た 戦 き 戦死 し た 戦争 後期 、 より 一 層 の 過 瑞 化 が 進ん だ 
早期 終戦 特 
隊 ご と ザフト 部 | 
) 事 前 情報 も 、 


ェ ル は 地球 
12 


宙 に 苑 脱 、 独 自 勢 


周辺 組織 と の 閲 


アー クエ ンジ ェ ル エタ ー ナ ルン クサ 
ナギ の 3 艦 は 、 ブ ルー コス モス の 影響 下 
に 置か れ た 地球 連合 重 、 ホリック - ザラ 
語 長 が 尚 埋 する ザフト の 双方 と 対立 。 軍 
事 力 を 用 いた 介入 、 排除 を 目指 し た 


3 條 は 地球 連合 や ヤ プ ラ ント その も の で は な く 


和則 


宮 艦 の 動き と 合流 後 の 戦 し 


当初 の アー クエ ンジ ェ ル エターナル クサ ナギ は 、 そ れ ぞ れ が 別 の 国家 ( 軍 ) に 所 履 
し て お り 、 完 全 に 別個 の 存在 だ っ た 。 し か し 戦争 末期 に な る と 、 地 球 連合 お よ げ プラ ント 
の 過 油 化 に 危機 牙 を 強め て 結束 し 、 独自 の 軍事 組織 と し て 活動 し た 

= 


EE 


FE 


地球 合 宣 初 の MS 「G」 の 軍用 再 箕 と し 
韻 柚 で 正規 の ! 提 和 員 の ほとん ど を 失い 少数 
の 事 人 と オー プ 国 進 の 少年 た ち に よっ て 運用 
きれ た 。 奇 誠 的 に 満載 を 洪 り 失 け た も の の 


アラ スカ 圭 で 接 て 須 と し て 租 わ れ た こと か ら 軍 不明 に な LN 
に 人 

— 

半 便 派 の パトリック ・ ザ ラ が 最高 評議 会議 Ny 2 
表 と な っ た プラ ント は 、 地 球 連 合 軍部 攻 時 

作 埋 「 オ ペレ ーション - ス ピッ トブ レイ ク 」 を 実施 

する も 失敗 。 ザラ 講 長 は 前 議長 シー ゲル ・ ク 

ン と 栓 ラク ス が 地球 層 合 に 通じ て いた と し 6 


ゲル を 百害 し た が 、 ラ クス は エタ ー ナ ル 
ント 脱出 し た 


マス ドラ イ バ ー を 数 
含 へ の 参加 を 中 立国 オ 


が 折 枯 し た た め 、 地 球 之 合 軍 は 「 オ kz 

任 を 属 開 し 、 オ ー プ は 落 し た 

3 1 前 国吉 代表 ウズ 

ーー と Aa 2 所 の 己 動 MS の 天 短 ぶ あ っ た ザ 、 較 合 宣 の 導 還 で 
っ て いる オー プ は 多 基 。 クサ ナ キ は 本 軍 た 


プラ ント を 訣 脱し た エタ ー ナ ル と 合流 
地球 会 軍 ザフト の 双方 に 生 事 介入 する 
こと で 役 争 の 早期 終結 を 図っ た 。 最終 決戦 と 
た 近 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻防 戦 で は 、 画 
替 カ 大量 和 壊 失 競 を 央 止 する だ け で は な プッ ント 
く 、 両 勢力 の 指導 者 の 死に 関与 し た ネ 


( 


の 相 攻 撃 の 宮上 巨大 ガン マ 
ス 」 の 還 壊 に 再 南 し 、 アズ ラ エル も 没 


御 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻 恩 畔 が 終わ る と . 
クサ ナギ だ けが オー ブ プ 軍 径 筐 と し て 制式 配備 
が で ある アー クエ ン 


た 。 CE73. 再 


ORME 「 デ ス 
] を 通 止 する こと に な っ た 


伏 。 重 組 員 は オー プ で 身 を 大 す 者 が 多く 見 られ た 


医長 の マリ . ペ ベテラン パイ 
ト の ム の ・ ラ ・ フ ラガ な ど 、 (へ リオ ポリ ス ) 脱 / 
出 後 の 信組 員 が 多く 参加 し た 


指 近 写 の ラク ス ・ ク ライ ン を 角 け ば 、 ア ンド 
リュ ー・ バ ルト フェ ルド 苑 長 以下 、 クライン 派 の 
ザフト 将 琴 が 全開 し 


到 大 氏族 で 指揮 穴 の カガリ 、 オ ー 
レ ド ニ ル ・ キ サカ 散 長 ら が 乗 箕 。 オー 


凍 和 の 


尊重 MS と し て 、 ナ チュ ラル 用 OS を 搭載 
た スト ライ ク を 持つ 。 ディ アッ カ 参 加 後 は 、 パ ス 
ター も アー クエ ンジ ェ ル を 揚 拭 と し た 


ソ / 


アー ク ェ ン 
最 当 の 半 台 
で ある 馬子 克 
[ロー エン プリン] を 2 


円 休 葬 た 


合 渡 後 
ティ ス を 拭 載 。 エタ ー ナ ル 自 体 が 、 フ 
ジャ ステ ィ ス の 軍用 閉 と し て 紅 造 され た 


ZGMF-X10A フリ ー ダ ム 2GMFXO9A ジャ ズ 


カ ガ り の 上 乗 橋 と な っ た スト ライ ク 
は か 、 3 格 の M1 アス トレ イ を 拉 載 し た 
中 で は 、 最も 多く の 胡 載 MS を 有 し た 


TT 


で 、 ロー エン グリ ン を 


折っ MBF-02 Ah3- 


MBF-MY M1 ア スト レイ 


マー ティ 
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話 史 
ワオ ニカ ス 
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機動 新 世紀 ガン ダム X 


ガン ダム X 起 動 


ニュ ー タ イプ を 巡る 
省 礁 戦 の 始ま り 


地球 連邦 と 2 
共生 軍 が 箱 2 


スコ ロニ ー (クラ ウド 9) の 宇和 


宇 戦争 が 勝敗 ボ 


施し た 「 コ ロ 


た 地球 環境 も 、 ようやく 安定 期 に 入っ て いた 

か つて 100 億 を 誇っ た 人 口 は 、9.800 万 
少し 、 地球 連邦 の 大 帆 な 簡体 化 に 伴 
が り 、MS を 装備 する 無法 
な ど 、 政 治 的 不 素 が 山積 し 
も 、 地 球 各地 で は 戦後 独立 国家 と 呼ば れる 小国 格 
が 生ま れ 、 都 市 レベ ル で の 復興 が 進 人 類 は 
昔 争 の 道産 た 


と 共に 再生 へ の 道 を 


た ち が 将 兵 
う 兵 士 」 と 


Miustration by OSAMU KAME! “Coior by STUDIO ALPHA 


歴史 フォ ー カ ス 


The beginning of New War 
A.W.0015 


終戦 と 共に 姿 を 消し た ニュ ー タ イプ だ 
事 利 用 を 模索 する 勢力 も 存 
信田 コ ング ロマ リッ ト の アル タネ イ テ 
ル タ ネ イ テ ィ ヴ 社 は 、 戦後 の 軍事 産業 を 牛耳る べく 、 
ニュ ー タ イプ の 軍事 利用 を 模索 タイ プ と 思 
われ る 人 物 を 拉致 し 、 実験 体 と 
タイ プ の 保護 を 目指 す 者 
\ た 。 パル チャ ー 艇 
ミル だ が 、 第 7 次 字 宙 戦争 で 
【 度 な ニュ ー タ イプ 能力 と 当 


バル 


は 旧館 邦 
時 最強 タラス 
使 し て 活躍 し 


ィ プ の 少女 ティ ブ 
社 に 拘束 され た 
ル は 、 フ リー デン と フリ ー の 
ファ を 教 出 し た 

アル タネ イ テ ィ ヴ 社 は これ を 受け 、 追 撃 部 隊 を 投 
人 する ティ ファ の 奪還 を ある 人 物 に 依頼 し 
た 。 民間 の 少年 ガロ ー ある 

府 守 15 歳 の ガロ ー ト ド 『、 生 身 で MS を 


事件 の き 
ディ ー ル が 
た 。 これ を 


テル タネ イ テ ィ 
因 っ た ミ 


ガン ダム X 起 動 


Soecia Enect by SHIN INOIE 


[Xe09 serD2n 


ほど の 技術 を 持っ て お り 、 フ リー デン に 潜入 し て ティ 
ファ の 身柄 を 確保 、 脱 出 に 成功 。 し か し 、 ティ ファ が 
アル タネ イ テ へ の 帰 避 を 拒ん で いる と 知 
は 、 ティファ を 伴っ て 人 逃し た 

ガロ ー ド と ティ ファ は アル タネ イ テ ィ ヴ 社 の 追 
、 ティ ファ の 導き で 「 戦 争 の 遺産 」 を 人 
7 ロー ド は 危機 を 脱 す る 。 ガロ ー ド が 手 に し 


ガン ダム X」 と い 


手 し 
た 遺産 の 名 は 


ジー A.W.0024) 


関連 ファ イル 


Backeroumd by EN WAKAMATSU (KUSANAGI 


ー タ イプ と 目 き され た 少女 ティ ファ を 人 る 、 ア ル タ 入手 で 、 ガ ンダ ム X の 強奪 を 目指 す MS 乗 り 、 ガ ンダ ム 
ネイ ティ ヴ 社 と フリ ー デ ン に よる 争奪 戦は 、 が ガロ ー ド の X の 情報 ば く 情 報 屋 な ど が これ に 介入 し 
参加 で 複雑 化し た (ガロ ー ド は アル タネ イ テ ィ ヴ 社 の 。。 いる 。 特 話 動 する MS 乗り が 多数 参加 し 、 が 
依頼 を 受け な が ら も 独自 行動 に 出 た )。 さ ら に 事態 が ンダ ム X を 前 に MS 乗り 同士 、 陸 上 吹 項 を 
宰 雑 化す る 契機 と な っ た の が 、 ガ ロー ド の ガン ダム NX 投入 し て 砲撃 を 加え た り と 乱戦 が 結 り 広げ られ た ー 


売り 


、 セン トラ ンジ ェ で MS を 撃破 

北米 の 小 圭 市 セン トラ ンジ ェ を MS 業 り ク OO 
業 す る ジェ ニス が 打撃 。 これ に 奇 し 、 痢 市 の 自 | 
仙 を 試み る も 軒 が 立た な か っ た 。 この 状況 下 に 
ガロ ー ド は MS を 無力 化す る と 、 機体 を 客 取 し た 


a ' | - 園 ガン ダム X 起 動 
画 MS 乗り と の 戦い と ガロ ー ド 、 ライ ク ・ ア ント か ら の | 加 | ガロ ー ド は 、 ティ ファ の 身柄 を アン ト に 引き 渡 そ うと する が 、 彼女 が 
サテ ライ トキ ャ ノン の 発射 依頼 を 受け る | を 拒 綴 。 彼 は ティ ファ を 遅れ て 遂 亡 し た 。 アン ト が 指揮 を 畔 る 
ガロ ー ド は 、 ガ ンダ ム X の 和 チャ ー 華 フリ ー デ クキ | 隊 に 追撃 され る が 、 謗 げ 込ん だ 上 
女 を 替 取 て の 
を 依頼 され た 
ファ の 身柄 
補 で G コ ン を 


埋 敵 発生 地点 


Mustration by AKIO UNUMA 


し | | セン トラ ンジ ラ ェ の 理 い = 凍 上 2| カロ ー ド 、 ティ ファ を 硬 保 


AW.0015、 北 米 の 夏 渡 地帯 に 位置 する セン トラ ンジ ェ を クロ ンカ 機 を 鶴 取 し た ガロ ー ド 。 ライ ク ・ ア ント か ら 依頼 を 受け る 


MS 乗り の クロ ッ カ が 敵 軸 。 セ ント ラン ジェ の 自 需 団 が 対応 する 。 (アン ト は アル タネ イ テ ィ ヴ 社 の ラボ 室長 だ が 、 正 体 は 明か さ な 
が 、 ま っ た く 竹 が 立た な か っ た 。 この 幼 、 ガ ロー ド が 生身 で クロ か っ た )。 依頼 は 、 バ ルチャ ー 艇 フリ ー デ ン 者 回 する 
カ 憎 を 無力 化し 。MS を 替 い 取る と いう 葉 業 を 見 せ た (フラ ッシュ と いう も の だ っ た 。 一 方 の フ プリー デ ン は 、 ア ル タ ネ イ テ ィ ヴ 社 の ラ 
グレ ネー ド で MS の カメ ラ シ ステ ム を ホワ イト アウ ト さ せる こと で 、 コ ボカ ら テ ィ ファ を 替 取 後 。 追 中 部 隊 を 探り 切り 、 セ ント ラン ジ 

ク ピ ッ ト ハ ッ チ の 開放 を 痛 避 し 、 パ バイ ロッ ト を 降伏 させ た )。 ガロ ー 向かっ て いた 。 ガロ ー ド は その フリ ー デ ン に 潜入 する と 、 テ ィ ファ 


ド が 甘い 取っ た MS は 、 流れ メカ 屋 に 売却 され た の 身柄 を 確保 し て 脱出 し た 


X.9901-DX ガン ダム DX の 開発 
ミル 機 と DX は 別 の 機 人 


宇宙 聞 命 重 の 主 力 MS ジェ ニス 。 一 般 釣 な MS だ が 非 
MS 圭 力 で は 一難 で . カロ ー ド の 吾 条 で よう や く 無力 化 し た 


13| カン タム ハム x59 = ーー 凍 痢 上 | サテ ラ ィ トキ ャ ノン % 員 。 ] 


ティ ファ を 引き 渡す た め ア ント と 合流 1 


ロード は 、 本 大 宇 で G コ ン (ガン ダム X の 胃 給 画 
は 生計 の 見 た 予知 夢 か ら 、 ガロ ー ド に 古っ て 邊 を 離れ た 


ガロ ー ド だ が 、 ティ ファ ガロ ー ド と ティ ファ は 、 ガ ンダ ム X の 秦 取 を 狂う MS 乗り た ち ( ヴ ェ 
が 職 が っ て いる こと を 松 知 し て 拓 亡 、 ア ント 手 揮 の MS 部 譜 の 追 。 ド パ ・ モ ル テ 他 ) に 前 撃 さ れる 。 この 攻 、 則 開 を 確 庄 し た フリ ー 
撃 を 受 ( の 敢 、 テ ィ ファ の 指示 で | 上 連邦 の MS 工場 に 透 = デン も 戦域 に 接近 し 、2 機 の ガン ダム を 出 軸 さ せ た も の の 戦 
げ 込 ん だ ガロ ー ド は ガン ダム X を 発見 、 指 人 華 し た 。 だ が 、 ガン ダム は 参加 し な か っ た 。 MS 乗り 同士 の 綾 敵 ま で 始ま る 混戦 の 中 、 ガ 
X で アン ト の MS 名 訂 を 没 結 し た 直後 、 フリ ー デ ン に 発見 され て し ロー ド は 苦戦 する が 、 テ ィ フ ァ の ニュ ー タ イプ 能力 で ガン ダム X の 

ラッ シュ ) シス テム が 起動 。 直後 、 ガン ダム X は 広域 破壊 兵 
に 通 走 し 、 フリ ー デ ン も 追撃 を 断念 し た 半 サ テラ イト キャ ノン を 発射 し 、 交 寺 中 の MS 乗り を 理 減 し た 


ティ ファ の 和 各 有力 と 導き に より 、 カロ ー ド は カン ダム X を 入手 。 2 機 の 
ンダ ム と の 区 で は ティ ファ を 打 に し た が 、 ティ ファ も 了承 の 上 で あっ た 


ガン ダム X 宴 取 の た め 、 多 手 の MS 乗 り が 坦 絡 。 カロ ー ド は サテ ライ トキ ャ 
作 機 を 用 し た が 、 多く の 人 間 の 死 を 右 じ 取っ た 


a . +1234 59.22 


機動 戦士 ガン ダム O083 スタ ー ダ スト メモ リー 
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MS けし コ ダ 発 三 MS Development History in U.C. 
運用 理論 力 ジノ ム 1 画 字画 世紀 の MS 関 発 定 


伝説 を 継承 し た 
新型 ガン ダム の 開発 計画 


年 戦争 終結 後 、 地球 連邦 
し た 新 境 ガン ダム 開発 プロ 7 する ュ ド 9 更に も 着手 し た 。 MS の 
で ある 。 開発 自体 は 、 地 球 | (を 3 る 。 MS の 感 力 が 証明 
家 力 を 持つ よ 年 職 も 、 地 球 連 孝 軍 で は 、 字 古稀 
「 大 秒 巨 砲 主 義 」 派 が 根 
の 指揮 の か て い 
AE が 独自 に 試作 


失 こ う MIS の 配備 数 増大 に 資 結 す 
が れ た と 考え られ る 

COO8I.1020、「 ガ ンダ ム 開 発 計 商 」 が 
週間 前 の 10 月 13 昌 に 地球 連邦 議 

U.C.0080 年 れ た 、「 地 球 連 邦 軍 再 建 計画 」 の 一 環 と し 


の 2052 和光 の TP 
て お り 、「 オ 前 述 の よう に 、 新規 が d 
EONIC 社 を は じ \ 
ム 開 発 計画 1 的 は 、MS の 高 性 能 化 華 だ け で な く 「RX 計 画 
S を 組み 込 も あっ た 寿 が AE の 傘下 ! 


hustration b TAKUYA KC 


「 ガ ンダ ム 開 発 計画 ] の 目的 と し て 、 最高 
の 性 能 を 持つ MS (連邦 系 と ジオ ン 系 が 融 
含 し た 高 性 態 MS) の 開発 と 、 地 球 連邦 軍 
の 戦 恩 に MS を 細 み 込む 
MS の 性 能 向上 は 、 旧 ジオ ン 公国 軍 の 技術 
を 取り 入れ た 結果 、 達 成 可能 と な っ た 。 戦 
路 へ の MS 組み 込み と は 、MS 中 心 の ドク トリ 
ン の 探 用 を 意味 する 。 大 艦 巨 秦 主 義 が 根 
強かっ た 地球 連邦 軍 を 、MS 時 代 の 新 戦術 
に 適し た 体制 に 移行 する も の だ っ た よう だ : 


ンダ ム を 開発 する 形 で 
同 開発 と いう AB 
ダム 各 機 の 基本 仕様 の 提示 は 
生 い 、 開 発 全般 は AE が 提 
た 。 AE で は 、 社 内 の 各 開発 部 門 、BOWA 


た が 、 軍 内 の 政争 な ど 
国軍 残党 に 情報 が 泥 混 し た 


立案 と 実施 


UC.0081.10.20、 地 球 連邦 軍 と AE に 
よる MS 開発 プロ ジェ クト と し て 「 ガ ンダ ム 開 
発 計画 」 が 開始 され た 。 接収 し た 旧 ジ オ 
国軍 の 技術 の 解析 ・ 研 究 に より 、 技 
の 是正 に 目 送 が つい た こと か ら 実施 され た も 
“ 計画 自体 は 、10 月 13 日 に 地球 連 
会 で 可決 され た 地球 連 邦 宣 再建 計 
一 環 で ある 。 た だ し 、「 ガ ンダ ム 開 発 計 
存在 その も の が 橿 移 扱 いと され 、 複 数 
機 の 新型 ガン ダム が 開発 され て いっ た Nt 先進 開発 事業 部 (連邦 軍 系 ) 第 二 研 究 事業 部 (ジオ ン 公 国軍 系 ) 


「 ガ ンダ ム 開 発 計画 」 に お ける 地球 回 孝 宣 は グル ー プ 企業 


SPY BOWA 社 | ハー ビッ ク 社 | ZIMMAD 社 (AE/ZIM 社 ) 答 
て いな い 。 この 吉 が 、 民間 企業 だ け で な く 
術 部 門 を も 投入 し た 「RX 計 画 」 や 、 地球 画 各 地 
に 分 前 する 軍 の 開発 拠点 で 書 自 に 研究 開発 を 
行う 、U.C.0080 年 代 中 期 
租税 点 で ある 。 この 背 量 に サイ コミ ュ 関 連 を 
除く 楓 動 兵 義 の 開発 全般 を 民間 企業 に 委託 し よ 
うと いう 、 当時 の 地球 達 邦生 の 方 針 が あっ た 


mE 


GP シ リー ズ の た め 宇 宙 と 地球 に 試験 場 
が 確保 され た 。 無重力 試験 用 の ドッ ク 能 ラビ 
アン ロー ズ 、 著 力 下 試験 用 の トリ ント ン 基 地 
で ある 。 試作 1 号機 が 宇宙 仕様 に 換 
た 際 は 、 リバ モア 試験 場 が 使わ れ た 


詳 還 カ 下 凡 内 用 の 華 


AE は ガン ダム 各 機 の 開発 ・ 製 造 を 一 人 
地 坪 連 人 


た 。 ハー ビッ ク 林 を は じ め と する 「RX 計 画 」 に 関与 し た 
リサ け で な く <、ZEONIC 社 な どの I は ジオン 公国 宴 系 企業 を も 集 下 に 収め で 0 
か 存在 し な か 
を 完結 で きる た め 、 EMTs 計画 の 管理 が 容 品 と いう 、 地球 連 攻 軍 側 の 


地球 連邦 生 の 開発 チ 
作 1 号機 と 試作 3 号機 の - 
時 争 以前 は 、 邊 長 王 熊 用 の 制 電 理 鐘 析 8 CPDIRMiribnk, #4. 
件 府 ド ロー ン 、 ピ ー ム 揚 乱 潤 の 用 布 機 . サラ の アレ キサ ンド ル ・ ピ ウツ スキ ら イ ・ フ リー ト の 抽 撃 を 党 ける が 
エン ジニ ア が 多数 在 称し 、AE の MS G PO PP 


ス 引 補 軍 之 洋 艦 の ステ ルス 化 ( 失 贅 TTT 
を 担当 連接 術 の 向上 に 大 き な 影 響 を な えた よう で が 大 愉し た 
ー・ ジ ョ ン ソ - し ら が ある 。 先進 開発 事業 部 バル 関係 

は か . SE あっ た か て いた よう だ 


MORE INFO! 
地球 連邦 系 旧 ジ オ ガン ダム 試作 0 号機 
GP シリ ー ズ の 開発 拠点 と な 大 MA ガン ダム 試作 3 号 蛋 を 試験 する た め に 
工場 。 試作 1 号機 3 号機 は 、 フ ォ ン - 3 し ガン ダム 開発 計画 ] 自体 が 極 

ルアウ ト が 確認 され て た 


4 機 の GP シ リー ズ 


「 ガ ンダ ム 開 発 計画 ] で は 、 最 高 の 性 能 を 持つ 機動 兵器 の 開発 が 目指 され 、4 機 の ガン 沿っ て 開発 され た 点 な ど が 特徴 で あり 、 全 機種 が 当時 最強 クラ ス の 機動 兵器 と し て 完成 し 
ダム が 試作 され た (試作 4 号機 は 計画 か ら 外さ れ た 機体 だ が 、AE が 独自 に 開発 を 進め て ぐい た 。 な お 、 計 画 と 機体 に ガン ダム の 名 が 冠 され た の は 、 伝 説 的 を ガン ダム の 名 を 持ち 出す 
た ) 。 地球 連邦 系 と ジオ ン 公 国 系 の 技術 を 懸 合 、 導 入 し た 点 、 各 機 が 異な る コン セプト に こと で 予算 を 通し や すく する と いう 、 地球 連邦 宣 の 目論見 が あっ た 


・ 宇 軍用 オプ ショ ン 装 備 
・ ユ ニ パ ー サ ザル ・ ブ ー ス ト ・ 示 水 得 業 


・ ガ ンダ ム の コン セプト 継 氷 
・ コ ア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム の 採用 


大 直し た ガン ダム 護 作 1 号機 
を 修理 ・ 改 修 し 、 宇 密 仕 様 と し 
た 機体 コア ・ フ ァ イ ター は 
AMBAC シ ステ ム 兼 個 向 失 進 中 
の ユニ バー サル ・ ブ ー ズ スト ・ ポ 
ド を 指 載 し た 宇宙 用 と され た 。 概 
勢 制御 バー ニア も 才 設 


RX78 ガン ダム の コン セプト 
を 受け 継ぎ 、 コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ス 
テム を 採用 し た 汎用 MS。 左 図 
は 想 戦 仕様 で 、 コ ア ・ フ ァ イ ター 


・ 最 強 の 攻撃 力 を 持つ MS 
・ 本 兵 甘 軍 用 関連 綱 備 


検 兵器 の 運用 に 特 化し た 強 
護 用 午 MS。 信 償 玉 発 綱 用 の ア 本 
ク ・ バ ズー カ 、 発射 ポイ ント 指 点 師 害 ・ 攻 結 用 の 宇宙 用 巨大 線 動 兵 


に 強行 突入 する た め の フ レキ シ 翌 で . 基 本 形 は MA。 超 MA 細 の 攻防 力 機 
の ブル ・ ス ラス ター・ パ バイ ンダ ー、 耐 ・MS の 分 類 を 息 動 性 を 司る アー ム ド ペ ー ス "オー キス "に 、 管 
M 傘 発 用 の 大 喪 シー ルド や 重 ・ MA と MS の 区 全 前 ユニ ッ ト 葉 用 の MS "ステ ィ メン ” を 格納 し 

甲 な ど を 備え て いた 近 村 昔 闘 に 関す る MA の 欠点 を 模 っ た 


・ 自 兵 埋 用 ・ 強 製 用 MS 
・ シ ュ ツ ルム ・ ブ ー ス ター 装備 


・ 試 作 3 号機 の 中 概 
試作 3 号 凌 の 管制 、 等 備 等 


大 誰 力 で 目標 に 接近 し 、 攻撃 

を 加え る 強 醒 用 MS。 推進 問 と 

ンク が 一体 化し た 

こよ り . 煙 

発 的 推力 を 発 大 す る 。 試作 1 号 

機 と コン セプト が 重 権 する た め 
計画 か ら 外さ きれ た 


以 作 3 号機 の 中 奏 と し て "オー 
キス " に 組み 込ま れる MS。 "オー 
キス " の 管制 や 戦 肌 中 の 整備 ・ 
修理 な ど を 担う は か 、 近 接 格 敵 
凌 能 力 を 補う 。 脱出 機構 と し て も 
機 押 し 、 単 体 で 試作 1 号機 クラ ス 
の 性 能 を 持つ 


GP シ リー ズ の スペ ッ ク 


GP シ リー ズ は 、 グ リプ ス 埋 役 期 の 高級 機 と 比較 し て も 避 色 な い ス ペッ ク を 持つ 。 一 年 戦 合計 値 が 記述 され て いな い )、 垂 視 さ れる 性 能 が 変わ っ た り し て いる た め (グリ プス 戦役 期 
争 期 の MS と 比較 し た 場合 、 文 字 通り 「 飛 武 的 ] な 性 能 向上 を 果たし た 。 も っ と も 、 時 代 に の 方 が ピー ム 兵 器 の 出力 は 高い )、 必 ず し も 性 能 差 に 直結 する わけ で は な い 。 特殊 な パー 
よっ て 性 能 諸 元 の 記述 方 法 が 違っ た り (グリ プス 戦役 期 は 、 スラ スタ ー 推 力 に 全 推進 舌 の = ツ が 多い GP シリ ー ズ は 、 長期 的 な 運用 に 支障 を 来たす 可能 性 も 指摘 され る 


RX.78 ガン ダム 


RX.78GPO1 FAA 置 108.000kg 


| Por FAM I TZ | uGOo83 [asm aotay | 234000%g 
| arogn タム 729 則 ucooes | jagm raeoqy | sszooe 
| LMI uicooes | doom sesoow | zzesooowe | 
z | Ue | ism aooow | iemooow | 
ucws | mew | 結 mew | 8 | 
ucogs7um] nagn | Saa san | issoww | suaooetwe| 
"アラ 


Mustration by TOKIKO YUZAWA (Twin Be 
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LT 


ガン ダム OB3 スタ ー 


計画 の 推移 と 抹 


其 新 的 な 要 動 兵 状 耕 を 生み 出し た 「 ガ ンダ ム 開 発 計 
画 だ が 計画 は ペン ディ ング と な り 完 了 し な か っ た 。 地球 
連邦 政府 や 地球 連邦 軍 の 公式 記録 に 計画 の 記述 は な 
く 、 GP シ リー ズ で 埼 われ た テク ノロ ジー も 封印 され て いる 
この 背景 に は GP シ リー ズ の 試験 中 に 発生 し た 
紛争 と 、 それ を 利用 し た 地球 連邦 軍 内 の 政変 が あっ た 


U.C 008O 年 代 接 期 まで 
地球 連邦 車 で は AE を 外 
電 夫 如 間 分 が 多く 見 = 


ロー で 


U.C.0083.10.07、GP シ リー ズ の 重用 | 
1 号 村 と 試作 2 号機 を 受領 し 、 午 力 下 試 杜 の た め 書 州 ト : 
地 に 向かっ た 。 10 月 28 日 に は ドッ ク 艦 ラビ ピア ン ロ ー ズ で 
3 号 貫 の トラ イア ル が 開始 さ れ た 。 し か し 、 ア ルビ オン 
茎 地 に 到着 し た 10 月 13 日 デラ ー ズ ・ フ リー ト が 試作 2 号機 を 扶 
穴 し た た め 、 3 号 覇 以外 の 試験 は 実施 され な か っ た 


TTY 
が 笠 発 。 アル ビオ ン は 拭 作 2 全 模 の 失地 に 親 き 、 試 馬 は 未 実に 


MS 運用 理論 : ガン 


| 」 | GP シ リー ズ の ロー ルアウ ト 


U.C 0081.10.20、「 ガ ンダ ム 開 発 計画 ] が 開始 され た 。 約 
2 年 後 の U.C.0083.09.18 に ガン ダム 試作 2 号機 が 、9 月 9 日 
ニア ン 用 換装 部 品 が (実際 に は 9 月 8 日 
10 月 4 日 に 試作 3 号機 が ロー ル 
ブラ ウン 工場 で の こと だ っ た 。 計画 か ら 外さ 
た 試作 4 号機 も 完成 し た が 、 ロー ルアウ ト 日 時 は 不明 で ある 


地 挟 連 部 宇 示 で 韻 発 され た 3 栓 欄 は 、U.C.0083.09 一 10 に 条 中 


の 仁 様 ゲ 開発 され た 


3 [Om 


計画 責任 者 の コー ウェ 
ン 中 将 が 更 乏 さ れ 、 野 画 は ジー ン ・ コ リ ニ ー 大 将 の 管理 下 に 置か 
れ た ( 栓 攻 撃 直 徐 、 試 作 1 馬 機 と 試作 2 号 村 は 誤 失 )。 この 舞 
試作 3 号機 の トラ イア ル も コリ ニー 大 料 の 命令 で 中 止 され 、 計 画 
は 姜 結 され た 。 紛争 箱 、 デラ ー ズ 紛争 に 間 わる 事件 の 真相 や 計 
画 は 封印 され 、|7 開発 計画 | も 公式 記録 か ら 森 消さ れ た 


試作 2 号機 が 夫 相 式 を 枝 攻 撃 する と 


ルビ オン 欄 の 失 自 判 本 で 持ち 出 まれ 
計画 の 株 条 予算 は 、 ティ ター ンズ の | 


ダム 開発 計画 
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Mstration by TAKUYA IO 


試作 3 全 機 と の 
ダム 開発 
術 も 土 印 され た 
計画 


Ce Et 
抹消 


計画 で 増 わ + 
0 戦役 期 の 新 穫 MS の 
見 受け られ る 機体 も あ 


機動 戦士 ガン ダム O083 スタ ー ダ スト メモ リー 


アル ピオ ン 隊 


連 孝 軍 内 の 政争 に 凛 章 され た 、 
悲運 の MS テス ト 部 隊 


U.C.0083 に 勃 先 し た 「 デ ラー ズ 紛 争 」 に は アナ ハ 


ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (以下 AE) が 開発 し 


U.C0083 年 度 試作 MS 群 


【 美 揚 陣 7 番 轄 アル ビオ ン と 
ルビ ピオ ン 際 の 存在 で ある 


ム 開 発 計画 」 で 利 造 され た 数 機 の 


ウェ ン 中 将 が 総 資 任 者 と し て 推進 きれ 、 ア 
建造 が 進め られ た 。 建造 後 、 ア ルビ 


キン は 第 3 起 道 艦隊 に 組み 込ま れ 、 乗 組員 も 同 組 隊 


アル ビオ ン 隊 の 任務 は 、 


Organization in U.C. 
字画 世紀 の 組 壮 ・ 発 カ 


ガン ダム 開発 計画 」 で 開発 きれ た ガン ダム 試作 1 
号機 と ガン ダム 試作 2 号機 の 実地 試験 
か し 、 計 者 ト リン トン 基地 で の 重力 
その 後 の アル ビオ ン 隊 の 運命 を 決 ? 
発生 する 。 アデ テー ズ ・ フ リー ト を 名 乗る 旧 ジ オン 
軍 残 党 に 、 核 を 装備 し た ガン ダム 試作 2 号機 が 奪取 
され た の で ある 。 この 事件 は 、 地球 連邦 
5 当 きき と も 


ご っ た が 、 彼ら の 追撃 を か わ し 
は コン ペイ トウ で 挙行 中 だ っ た 
、 迷 昌和 隊 に 大 打撃 を 与 
この 事件 は コー ウェ ン 中 将 の 権限 帝 小 中 和 
は 「 ガ ンダ ム 開 発 計画 」 か ら 外 され て いる ) に 繋が っ 
た 。 そし て 、 こ の 事 感 に 乗じ て 軍 内 の 影 医 力 拡大 を 
画策 する 反 コ ー ウ ェ ン 派 の 圧力 に よっ 
隊 の 活動 に も 制限 が 加え られ る , 
これ で 事 書 は 終息 する か 

= く 地 


ダム 試作 2 


作 3 号機 を 入手 する と それ まで の 肌 克 一 一 ガン ダム 
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号機 の 強奪 、 規 艦 式 押 累 一 一 を 晴らす た め 、 
ーー 落と し の 軌 止 を 目指 す -. 
オン 隊 の 活躍 も 虚しく 、 コ ロ 

量 の 周 」 作戦 の 全容 
連邦 軍 内 部 の 政争 が あっ た 
は デラ ー ズ 紛争 その も の を 事故 と し 、 
ガン ダム 開発 計画 」 を 封印 


Miustration by TAKUYA IO 


アル ビオ ン 隊 の 発足 LET の 

3 

前 述 の 通り 、 ア ルビ オン 隊 は 生 3 地 球 軌 as ご が 

こ CR いい 制 有 の 

道 共 隊 に 所 属す る 人 員 を 中 心 に 可 制 され て TS 
いる 。 た だ し 、MS パ イロ ッ ト だ け は 、 こ の 時 れ た 。 


で は 未 配 属 の まま だ っ た 。 誤 制 後 、 慣 部 
訓練 を 経て 、 実 戦 配備 され た よう だ 。 公式 に 
知ら れる アル ビオ ン 隊 の 最初 の 任務 は フォ 
ン ・ ブ ラウ ン に お ける ガン ダム 試作 1 号機 と 
試作 2 号機 の 受領 で ある 。 機体 の 受領 徐 
アル ビオ ン は フォ ン ・ プ ブラ ウン を 出港 、 奉 州 ト 
リン トン 基地 に 向かっ 


フォ シ ・ ブ ラウ ン へ の 
入 準 は 10 月 7 日 。 そ 
れ 以 前 は 恒 束 本寺 
な ど を 行っ て いた と 
思わ れる, 


第 3 地球 軌道 散 議 に 所 属す る 人 員 か ら 
選抜 し た こと か ら 、 当初 は 「 寄 り 合い 所 整 」 
で . 実 際 に それ を 口 に する クル ー も し 
お 、 ここ で は 紹介 し て いな い が 、 答 術 要員 
の アリ スタ イド ・ ヒ ュー ズ 大 射 も 知ら れる 


MS パイ ロッ ト の 配 呈 
な ロ 訂 科 は 、 他 の 乗組 員 

と パイロット た ちの 間 
陸 で WW い が こる < 


イワ ン ・ バ サロ 
馬 引 は 大 計 。 巨 源 
で 客 然 な 人 物 だ が 
巡 か な 欄 和 枝 術 の 
持ち 主 。 放 書 宮 で 
本 を 読み な が ら 、 給 
志す る こと も あっ た 


り 仕 切っ て いた 
特 本 か な 人 物 で 、 


アク ラム ・ ハ リ ダ 
馬 克 は 中 届 。 葉 の 
式 主任 
と し て いた 。 任務 を 
きか ジャ ブロ ー 
DL 3 
へ の 不 汗 を 口 に し 
て いた 


馬 研 は 生生 。 シモ ン 
は 本 畔 、 ピ ビーター は 
右 転 を 細 者 し た 。 洒 


果 直 は 中 映 。 軸 

ビオ ン の 軍 話 人 クル ー を まとめ 

CT て いた 。 半 則 人 

と 人 が 上 

て いた 。 また 、 生 ご i 

CET TTT も ト す る 坦 画 も 多く 
し て い 見 られ 


で 。 人 1 相 

る 2 あす 由 の 開発 に 

構わ っ た 。 紛争 

の 最 災 段 際 まで 

に 韻 業 し た 。 
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全員 が トリ ント ン 革 
夫 か ら 昌 攻 。 コウ と 
キー ヌス は テス トバ パイ 
ロバ だ っ た 。 パニ ン 
グ と モン シア ち 
生 四 を で 小隊 を 内 
A 


アル ピオ ン 隊 の 装備 ビン 大生 中 


試作 MS の 面 用 母艦 で ある アル ビオ ン 
は 、 通 常 の 族 艦 の よう に 逆 載 MS を 持た な 
い 。 し か し 、 ガ ンダ ム 試 作 2 号機 強 奏 以 降 
は 、 追 撃 任務 を 行う た め に ガン ダム 試作 1 号 
機 や RGM-79N ジム ・ カ スタ ム を は じ め 、 散 
載 MS が 配備 され た 。 これ に より 2 個 MS 小 
隊 が 編制 され 、 実 光 に 対応 可能 と な っ た 
以降 、 試 作 MS の 変更 は あっ た も の の 、 紛 
争 終結 まで 新規 に MS が 配備 され る こと は な 
か っ た 


ペガサス 綾 強 遇 提 蜂 紫 7 番 笹 。「 ガ ンダ ルム 
開発 計画 ] に お ける 試作 MS の 幸 用 母 笑 と し 
て 看 通 され た 。 両 越 に カタ バル ト を 備え る ほ 

メガ 科 子 容 や 対空 銃 な どの 対 MS・ 
それ ぞ れ に 対応 し た 武義 が 施さ れ て いる 


当初 の アル ピオ ン 可 は 2 機 の 試作 MS の み 
を 配備 。 し か し 、 試 條 2 全 機 が 強 雄 され て 以降 
は 、 試 作 1 号機 も 実 湯本 備 と な り 、 他 に も 2 樺 
類 の MS が 配備 され で いる 。 また 、 試作 1 号機 
が 大 破 し た の ち は 、 試作 3 号機 を 肢 領 し た 


RX-7BGPO1 
ガン ダム 試作 1 号 相 
区 人 1 生 低 の 守 軍 戦 人 
本 で 


RX-7BGFO3 

ガン ダム 試作 旨 機 
可 了 電 用 に 藤 発 
作 織 。 アー ム ド ・ べ ー 
名 の 臣 半 を 内 癌 する 。 


フォ ン ・ ブ プラ ウン で 試作 MS を 受信 し た アル 
ピオ ン は 、 醒 カ 下 試 葵 の た め に 要 州 トリ ント 
ン 革 地 へ と 引い た 


アル ピオ ン 隊 の 動 


回 [ -5 と し 


アル ビオ ン 隊 は 観 馬 式 へ の 攻撃 を 防げ な 
か っ た 。 その 後 の コ ロニ ー 落 と し で も 、 肉 靖 す 
る まで 追 る も の の 、 矯 苦 の 阻止 に は 失 


アル ピオ ン 人 は 欠 炎 | 
で 旗 作 3 を 室 人 
それ を 用 いて コロ ニ 
の 地理 へ の 落下 を 
ご 2 と し た 。 


ワイ トペ ー ス を 入 稚 させ る シ 


よし た 小澤 と . モン 


が 編 机 され た 


バニ ング 大 射 の 
将 死 に より MAS も 
失わ れ た が . 新 
の MSW パ イロ 
ト ダ 配備 され る こ 
は な か っ た 


ル エ ッ ト を 持つ 


RGC83 
+ I 
キャ ノン の 曹 閥 化 を 


パイ ロッ ト 用 と も カ 
言わ れる 機体 。 ア ルビ 
オン 侵 に は 3 槍 び 配備 


ュ ア ・ フ ァ イ タ ー 
填 上 で は GPO1 用 が 。 宇 


軍 で は GPO1F 用 が 配 人 
きれ た 


トリ ント ン 基地 で 試作 2 号機 が 強 導 され る 、 
その 接 、 アル ビオ ン は 者 撃 命 令 を 受け 、 アフ 
リカ 。 宇宙 に 上 る 


約 争 終結 後 、 シナ プス 親 長 、 ウ ラキ 少 肝 
は 軍法 会 議 に 。 し か し 、GP シ リー ズ の 登録 
抹消 に 伴い 、 ウラ キ 少尉 の 罪状 も 消え た 


PAM 
と な りり 隊員 は 拉 抽 
きれ た ば か り の ティ 
ター シズ に 編入 きれ 
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機動 戦士 ガン ダム UC 


WORLD BUIDE EE (ce OA 


紅 謀 トリン トン 基地 


$ 雷撃 戦 


BATTLE of TORRINGTON BASE 
U.C.0096 


吉 発 し た 
ジオ ン 残 沈 軍 の 癌 念 


が 確保 し て お り 、「『 親 』 の 


開放 囲 止 と 確 1 H う ビス ト 財 団 、 地 球 連 邦 破 府 、 


地球 連邦 軍 ガン ダム の 奪回 を 目指 す 


地球 連邦 中 央 議会 の ロー 
ナス 議長 が 自宅 1 た ミネ 


林 が 疹 州 リ ント ン ( 一 年 戦争 で コロ 
地域 ) に 位置 し た こと が 、 事態 
地球 上 の 新座 標 の 存在 は 、 香 
た ン ガ ンダ ム を 確保 し 
欲し て いる 以上 、「 袖 付き] が 新座 標 [ 
ダム を 移送 する の は た 。 し か も 、 新 座標 の トリ 
は 地球 連邦 軍 の 基地 施設 が 置か れ て いた 
墨 化 き せ た の が 、 地 球 の ジオン 
ある 。 地球 の ジオ ン 残党 は 、MS を 装備 し 
地 に 潜伏 し 、 一 年 戦争 以降 も 活動 を 
で いた 。 第 一 次 ネオ ・ ジ ォ ン 戦争 や 「 シ ャ 
乱 」 で 話 是 し 損ね た ジオ ン 残 党 軍 は 、 地 球 連 用 
撃 を 加え る 機会 を 狙っ て いた 。 つま り 、 必 要 以 上 
戦火 を 拡大 する 可能 性 が ある 
その 代表 が 、 カ ー ク ス 隊 の 
ロニ は 、 地 球 連 邦 信 に よる 残党 狩り で 両親 を 失っ た 
地球 連 朋 し い 憎 悪 を 抱い 
ュ 指 載 の MA 


トロ ー ル 可 
実際 、 


都 ダ カー ル を 和製 撃 し 、 ロニ が 駆る シ 
事 念 、 防 衛 隊 に 大 き な 披 3 えて いる 
オン 残党 軍 を 「 拉 付き ] の 首 舟 フル ・ フ 
ロン タル は 利用 し た 。 新型 水際 両用 MS の 提供 
を 通し て カー クス 隊 と 接触 し て い 7 
ニコ ー ン ガン ダム の トリ ント ン 移 送 に | 
トリ ント ン 基 地 攻略 作 
オン を 統率 する フロ ンタ ル 
命令 する 権利 は な いと いう 理央 で ある 
結果 、 カ ー ク ス 隊 の 呼び か け に 応じ て 、 地 球 各地 
か ら ジ オン 残 芝 軍 が トリ ント ン へ と 集結 。 ジオ ン 残党 
自体 が 書体 化し 
年 戦争 当時 の 
年 戦争 以来 の 戦い の 
『 興 幅 術 、 ロニ が 指 乗 する シャ ンプ ロ の 参戦 、 そ 
し て 恐る べき 執念 に より 、 ジ オン 残党 軍 は 地球 連邦 
軍 の 防衛 線 を 突き 崩し た 。 だ が 、 そ の 対価 は 命 で 支 
払わ れる こ 


プロ は 市 
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指定 席 標 「 ト リン トン 」 と 
箱 』 を 巡る 購 賠 


の 本 縛 、 も し く は 和 壊 を 要 
な 活動 を 行っ て いる 。 


訂 湯 地帯 に 不 た ガラ 


残党 軍 、 ダカール を 黄 撃 

拓 | ェ ー ル か ら 較 孝 軍 ラー 
の 目 を 光ら す た め に 、 ジ オン 手 党 事 が 陽動 を 実 放 。 ーー 
ダカール に MS や MA を 投入 し 、 項 市 と 訪 箱 MS 部 


天地 震 厩 


ラプ ラス : プ ログ ラム が 示し た 新座 森 、 操 州 トリ ント ン 
基地 は 、 地 球 則 全体 か ら 見 れ ば 重要 地域 で は な い 。 
に も 拘ら ず 『 生 を 軍 る 指定 座標 と され た の は 、 
戦争 の 新 陣 に お いて コロ ニー が 藻 下 し た 地域 と いう か 
歴史 的 背景 が 大 きい (前 の 指定 座 森 、 首 相 官 肛 ラ プ 


園 トリ ント ン 基 地 蘭 撃 

ラブ ラス ・ プ ログ ラム が 指示 し た 

ル と ユニ コー ン ガ ンダ ム が 移動 。 ユニ : 

させ る た め 。 ジ オン 鐵 東 も 基地 に 対生 を 住 描け た 
地球 連邦 電 が 新 放 標 に 関す る 情報 を 韻 ん で いな か っ た こ 
や 、 基地 の 防衛 生 勢 が 整っ て いな か っ た こと な どか ら 、 運 
宇 は 大 兵 を 詩 し て し まっ た 。 


トリ ント ン 天 地 組 撃 戦 、 終結 
トリ ント ン 基 地 で の 埋 闘 は 、 
よっ で i ジ オン 
あっ た 。 また 、 市 符 地 に 優 入 し た : 


ラス の 残 喜 も 、 


ャ ンプ ブロ も ユー 
けた うえ 、 ロン ド ・ ペ ベル 隊 の MS に よっ て 撃 確 され た 。 直後 、 ユ 


| ne wer An 


字 宙 世紀 の 重要 な 史跡 で ある ) 
オン 残党 軍 が 向かう 中 、 地 球 連 邦 政 


トリ ント ン 


府 と ピスト 財団 の 動き も 慌しく な る 。 マー モナ ス 議 長 


\ ら ピスト 財団 へ の ミネ バ の 身柄 引き 渡し 、 マー セナ 


ス 議長 と ロン ド ・ ベ ル 隊 の 接触 が それ で ある 


基 季 の MS や ロン ド 


ー ン ガン ダム の 介入 を 要 
ガン ダ 


の ラプ ラス ・ プ ログ ラム は 新 産 様 を 提示 。 ガラ ン シ ェ ー ル も 埋 培 を 区 脱し た 。 


RX-0 の 進路 


隊 に 大 き な 袖 害 を 与え た 。 な お 、 同 動 は 成功 し: 連 1 


抑 車 は ガ ー ル を 発見 で き な か - 


EE | 


ジオ ン 独 守 間 の 和 


| 連邦 政府 と ビス ト 財 団 の 動き 


ラプ ラス の 東路 に お ける 電 閲 に より 
の 教 助 に 当たっ た 『 袖 付き 』 の 偽 閉 賀 物 船 ガ ラン シェ ー ル が 地 
王 に 苑 下 、 ア フリ カ の 契 江 地帯 に 不 時 拓 し た 。 この 際 、 ガ ラン 
シェ ー ル か ら 地 球 軍 邦生 の 目 を 光ら す た め 、 ジオ ン 獲 覚 宣 の カー 
クス 隊 が ダカール を 調 撃 し 基 大 な 彼 守 を 与え た 。 央 動 は 成功 
し 、 地 球 層 者 重 や ビス ト 有 財団 は ガラ ン シ ェ ー ル を 発見 で き な か - 
た が 、 ガ ラン シェ ー ル も 外部 と の 通信 や 待 陵 が 不可 能 に な っ て 
いた 


ガラ ン シ ェ ー ル は 砂 選 に 不時着 し 、MS を 類 ろ せな い 状 東 と な っ た 。 ダ 
カー ル は 、 MA シャ ンプ ブロ の 基 理 で 市 舌 地 や 議事堂 に 裕 寿 を 出し た 


ET TT 


シェ ー ル が 新 族 標 の トリ ント ン へ と 克 動 。 ジオ ン 斑 沈 軍 
は 、 ユニ コー ン ガ ンダ ム を 安全 に 隆 下 させ る た め 、 トリ ント ン 基 地 
の 制圧 作 埋 を 実施 し た (「 抽 付き 」 か ら の 要請 で は な く <、 地 東 の ジ 
オン 斑 沈 軍 が 自発 的 に 実施 ) 。 作戦 直前 、 地 球 連 邦 車 の 潜水 
馬 が 環 表 海 で 撃沈 され る 事件 が 起こ っ て いた が 、 地 表 連 邦 軍 が 
新座 禁 を ん で いな か っ た こと 、 ト リン トン の 孔 守 態勢 が 充実 し て 
いな か っ た こと な どか ら 、 清 涯 基地 (内 鐘 の トリ ント ン 基 地 と は 別 
の 施設 ) は ジオ ン 残党 軍 の 礎 肛 を 許し た 。 


男 各 地 の ジ ネン 仁 覚 軍 が . ト リン トン 
Ee. PT 次 々 と 王 締 され で いっ た 


ピスト 時 団 の 当主 代行 マー サ ・ ビ スト ・ カ ー パ イン が 、 秒 符 | 
バ を 保護 し て いた ロー ナン ・ マ ー セ ナス 桂 長 に 連絡 し 、 ミネ 
パ の 3| き 濾し を 要求 。 マー サ は 『 裕 付き 』 と の 交渉 材料 に ミネ バ 
を 利用 する つも り 一 方 の マー セナ スズ 議長 は 、 ロン ド - ペ ベル 
磁 の 析 揮 定 プ ライ ト ・ ノ ア と 綾 熊 ず すると. 「 閣 』 の 「 紅 」 (ユニ コー 
ン ガ ンダ ム ) を 確保 し て いる ガラ ル の 探 雪 と 奉 捕 を 委 病 
し 最 丁 の 場合 、 破 壊 も 許可 し た 。 その 直後 、 ガラ ン シ ェ ー ル は 
地球 の ジオ ン 贅 党 宣 と の 接 般 に 成功 し 。 船体 を 立て 直し た 


IN アッ 
「 得 ) を 知り 、 ビス ト 牌 回 と 連邦 政 床 の 要 人 が 接触 。 ミネ パ が マー セナ ス 
部 を 受 ま する 事件 が あっ た が . 昌 終 的 に ば ビス ト 野 に 移送 され た 。 


界 | 上 リン トン の な 結 。。=。=。 | 


上 鞍 記 隊 と は 別 ル ー ト で 進ん で いた MA シャ ンプ ブロ が 、 市 千 地 
無 差 別 攻撃 を 間 始 。 直後 、 菩 岸 基地 
で は 地理 連邦 軍 の 反撃 が 開始 され | ロン ド ・ ベ ル 隊 の MS 
部 隊 が トリ ント ン 地 区 に 進入 し た 。 これ を 契機 に 、 ジ オン 残 覚 軍 
の MS が 次 々 と 撃破 され て いき 、 指 揮 官 の カー クス が 埋 死 。 シャ 
ンプ ブロ も 戦 生 休止 を 目指 す ユ ニコ ー ン ガン ダム の 介入 で 差 撃 を 
右目 され た うえ 、 ロ ンド ・ ペ ル 所 属 頂 の 攻撃 で 撃 起 され た 。 結果 
ジオ ン 手 守 電 は 手 庄 され. ガラ ン シ ェ ー ル は 埋 域 を 離脱 し た 


II 


シャ ンプ ブロ の 穫 疾 に より 、 市 和 地 は 広重 画 に 買っ て 確 壊 。 ユニ コー ン ガ 
ンダ ム は 新た な 首座 棒 を 拉 た が 、 ジ ォ ン 環 発 軍 は 壊 押し 


ラム MS 卿 礎 の 進路 


"を 


吾 還 発生 地 放 
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MORE INFO! 
ジオ ン 残 党 軍 の 装備 


トリ ント ン 圭 に 参加 し た ジオ ン 上 発 軍 は [動く 吉 争 博物 
館 」 と 許さ れる は ほど 、 旧式 が つ 雑多 を 禁 動 兵 導 を 凌 備 し 
て いた 。 一 年 浴 争 時 の ザク ・ タ イプ や ドム ・ タ イプ 、 水 
内 両用 MS な ど が 目立っ た は か 、 ガ ルス 系 や カブー ル と 
いっ た 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 埋 争 期 の 機体 も 散見 され た 
少数 だ が 、 束 施 素 の 直 狂 機 も 確認 され て 


ZEN その 他 
の 旧式 械 ば 9 だ っ た 


AMAX7 


矢 一 ネオ ・ ジ オン 四 委 時 
に 設計 され た サイ コミ ュ 手 
加水 衝 洒 用 MA。 ジオン 
株 濾 宴 が 完 放 させ で いた 
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eeia- ャ ニラ ィ メ 


機動 戦士 ガン ダム OO ER 
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MS M A History of MS Development in AD 
運用 理 議 の 西暦 の MS 開発 史 


MS より 伯 か に 大 軒 で 、 と 
MS と は 異な る 中 話 - イノ ベイ ド の 技術 を 入手 し 
A RE に 中 用 MA シュ は その 任 能 を 高く 評価 し 
際 な 機動 兵器 体系 4 再開 能力 の み を 追求 する な ら 、MS よ DMA 
ド 、 地 球 連邦 平和 維持 】 
装甲 戦闘 車 帆 や 軍用 航 和 3 は 、 補 且 は MA と し て 開基 
半 人 間 型 機動 兵 ビル 装甲 戦闘 車山 空 を DOm 載 の 巨大 MA ガ が 
も 、 広 義 の MA と し て 認識 され る よう 
・Dy 執 穫 時 期 不 明 ) 
つ 大 弄 機 動 兵器 
タイ プ は 鉄 乗 の MA と の MA が 出現 し た の は 、 太 陽 炉 と GN 粒子 関 
西崎 2307 年 頃 ま 技術 の 普 友 以後 で ある 。 そ れ 以前 に も ソレ スタ ルビ ー 関連 ファ イル 
、GN 欄 子 技術 を 導入 し た MA SMA 
グリ ッ サ の よう な 大 型 MA が 開 
ター 専用 の 主力 機動 兵器 で た MS と の 合体 や 支援 カ 
狭義 の MA が 誕生 
後 、MS の 完成 前 の こと だ っ た (MS の 支 西 磨 2308 年 に 太陽 妨 の 技術 が 流出 する と 、 国 連 
衝動 不可 能 な 水中 な S 3 軍 (地球 連邦 平和 維持 軍 ) は 医 似 太陽 炉 搭載 隙 
MIA を 開発 し た ほか 、 西 歴 2312 年 に は イノ ベイ ド 替 
= 大 起 MA を 開発 し た 。 これ ら の MA は 、 
硫 似 太 陽 炉 を 
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実戦 に お ける a 
に 
人 問 樺 と いう 基本 形 が 存在 する MS と 異な り 、MA に 特 
や ビル アー マー 定 の 規格 は 存在 せ ず 、 戦 術 上 の 位置 付け も 読 一 され て い 
| 。 な い 。 装 甲 を 持つ 再 体 に 一 対 の マニ ビュ レー ター を 持つ 
シル エッ ト 、 特定 の 入 域 の み に 対応 し た 局 地 仕様 と いっ た 
領 向 は ある も の の 絶対 で は な く 、 サイ ズ も まち まち だ 


JMA と 言っ て も 、 基 ピュ レー ター が 償い た よう 


選 道 エレ ベー ター の 開発 と 前 後 し て 実用 化 され DE っ て も 。 共に 大 ニュ レ ー タ ー が 9 いた 1 


た と 見 られ る 狭義 の MA は 、 旧 来 理 と 共に 太陽 光 発 
電 紛 争 時 の 様々 な 戦場 で 活躍 し た 。 特に 代 奉 兵器 
が 少な い 宇 宙 や 水中 で は 、 重要 な 戦力 と な っ た 
だ が 、 EE カーボ ン 製 の 装 申 を 持つ 人 型 兵 咽 MS が 
出現 する と 「MS に 対抗 可能 な 兵器 は MS の み 」 と い 
う 図 式 が 定着 し 、 MA は MS の 補助 ・ 支 援 兵 器 や 局 
地 典 用 兵 状 、 廉 価 兵 器 と し て の 性格 を 強め た 。 MA 
は MS の 下位 兵 問 と 見 な きれ る よう に な っ た の だ 
MA の 位置 付け が 変化 する 正 機 と な っ た の が 、 太 
電炉 の 流出 で ある 。 巨大 MA アル ヴァ トー レ は 、 計 8 
基 の 喉 似 太陽 を 卑 載 し 、 当時 最強 の MS ガン ダム 
すら 圧 全 す る ほど の 浴 関 能力 を 発揮 、「MS に 対抗 
可能 な 兵器 は MS の み 」 と いう 常識 を 輸 し た 。 以後 、 
医 似 太陽 炉 措 載 の 大 型 MA が 度々 開発 きれ 、 イ ノ 
ペイド デ イノ ベイ ター 用 は 特に 高度 な 性 能 を 示し た 


ペー ス に 開 飲 され た 柏 体 も 存在 する 。 


大 隔 発 給 争 擦 も MA の 
皿 信 は 続い て お り 、 MS を 出 
撃 きせ る は ど で も な い 小便 
渦 、MS の 守 種 . 者 MA に 圭 
し た 周夫 戦 に 答 入 され た 
MA 困り が 、 MS の / パ イイ ロホ 


に 転 科す る 人 も 見 られ た MA と MS の 性 能 傾向 


畔 略 : 戦 術 上 の 位置 付け の 違い か ら も わか る よう に 、MA 
と MS は 、 埋 車 能 カノ 運 用 性 コスト な ど で 大 きく 傾向 が 
異な る 。 旧来 型 MA と 太陽 炉 搭 載 型 MA の 違い も 大 きい 。 


より 層 か に 大 火力 で ある 、 
CB 時 江 作 昔 や 、 イ ノ ベ イ ド 
や で 放 特 禁 イ ノ ベ イタ ー な | 
ー 居 地 載 用 の 机 動 兵 競 。 局 地 笠 用 栖 と し て 開発 され る た め 汎 


用 性 に は 備 れ ず 、 潜 前 能力 も MS と 比較 し て 低い 。 低 コス ト で 数 
を 指 え や すい ほか 、 投入 嶺 域 に よっ て は MS の 代替 と な りう る 


[mxmemuuom 
MORE INFO! 


太 磁 放 を 描 載 し た MA で .MS の 技術 も 民 入 され た 。 数 十 m 綴 


MA 的 な MS ガ ガ の 大 重機 が 多く . 複数 の 太 隅 炉 を 搭載 する モデ ル も 目立つ 。 高 


コス ト だ が 、 火力 防御 力 ・ 機 動力 は MS を 湊 評 し で いる 


人 革 連 の シャ オシ ョ ウ の よう に 、 半 人 間 型 の 林 動 兵 問 
は MA に 分 類 さ れる 舗 向 に ある の だ が 、 回 林 の > エト TTT 


き 控 ち な が 6MS に 位 概 付 け 6 れ る 貫 栖 び 存在 する > そ 18m 邊 の 人 型 機 重 兵 疾 。 攻防 力 や 機動 力 は 旧来 詞 の MA を 
+ イノ ベイ ド の 特 導 兵 着 ガ ガ で ある イノ ベイ ド 用 MS 圧倒 する 。 攻防 力 は 太陽 炉 搭載 王 MA に 劣る も の の 、 還 胡 旧来 型 MA 本 太陽 炉 竣 載 型 MA 還 MS 
プリ シリ ー ズ の 7 リエ ーション に 当たる カ - 汎用 性 ・ コ スト の パラ ンス に 健 れ 、 運用 可能 領域 も 広い 、 


重曹 能力 (火力 ) 


MA の 火力 は 機体 サイ ズ に 
よる 差 が 大 きい が 、 上 旧来 早 は 


対応 地 弄 に お ける 旧 素 型 
MA の 機動 力 は 低く な い が 、MS 


IMS と 同等 か それ 以下 、 大 了 と 上 べ る と 支 る よう だ 。 大 誠 包 
テー 灯 搭 載 型 は MS 以上 と いう 個 括 載 型 MA の 多く は 、 MS 以上 
手持 ち 兵 義 を 装 可 能 3 ii EF i 
RR 向 が 見 られ る 。 太陽 炉 型 MA な MS と 護り). MA は 本 兵 結 の 大 推力 を 持ち 、 舌 責 飛 行 の 大 パワ ー を 光導 カ に 回 こと 


れ た イノ ベイ ド 。 講 才 | の 火力 は 、 特に 高い 。 が まく. 選択 の 幅 が 少な い 、 能力 を 持つ 機体 も ある 、 


LR be ECT00000 


含 の 汎用 性 と は 、 運 
半 備 し た 巨大 思 割 で 直 林 [| 少 二 時 の ま 様 性 や オプ ショ ン 
合う] 能力 。 クロ ー ア ー ム を 装備 の 運用 能力 を 示す 。 MA 
持つ MA も 存在 する が . ピ ビーム は 局 地 載 用 機 と し て 設計 され 
サー ベル な ど を 貫 信 し 小回り いい キク ナー ウッ シーム | で いる うえ 、 茜 備 も 困 定 式 の 
が 利く MS に は 劣る 。 サー ベル な ども ある 。 た め 汎 用 性 は 低い 。 


mm カ 生生 
カー ポン 製 准 軸 を 栖 天 的 モデ ル に も よる が 、 旧来 悪 
に 待つ MS に 比べ て 、 旧 来 MA は MS より 低 コ スト で 、 大 
MA の 防御 力 は 低い 。 太陽 炉 。 生 配 備 に 疾 す る 。 太 議 炉 搭 
挫 埋 型 MA の いく つか は 、 強 四 型 は 。 連 半 化 し た 大 螺 炉 や 

大 出力 MA が 桂 つ GN フィ ー ル ド 大 糧 全 の 番長 凡 前 、 昌 拉 刀 の 
カカ GN フィ ー ル ド を 展開 可能 で は. 広 疾 横 か つ 大 隊 秋 力 。 身 喘 大型 兵 装 、 特 珠 機 問 な ど を 持 MA は 「 給 」 を 答え る 兵 震 と いう 
あり 、 防御 力 に 條 れる , 机 以外 で の 美 三国 押 だ つた め 高 コス ト 化し て いる 。 箇 軍 が か っ た 。 


で . 介 多 省力 を 発 了 。 


旧 楽 抽 MA は 扇山 少 機 と し て 
の 性格 が 珠 く . 泊 用 性 は 振舞 大 
全 胡 は 軍用 全 二 び ま 少 広い 。 
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外地 軍馬 息 ソ 
EE 


9。 下半身 に 貞 包 ユ 
ニッ ト は 株 た ず 。 駐 競 の 代わ り 
に 細部 相当 部 を 設置 


a 234x-Mes 60.24 


本 8 slMM 


旧来 型 MA 


太陽 炉 な どの GN 燈 子 技術 を 洛 入 し て いな い MA。 西暦 
2307 年 以前 、 特 に 太 障 光 発電 紛争 期 に 開発 され た 機体 
が 多い 。 地上 水中 宇宙 な ど 、 特 定額 域 で の 運用 
化し た 局 地 載 用 機 が ほとん ど だ が 、 航 空 機 タイ プ は 知ら れ て 
いな い 。 MS と の 合体 機能 を 持つ 槻 体 も ある 


アグ リッ サヤ ラン ドス トラ イ 
カー パッ ケー ジ の よう に 、 AE 
U の MA は MS と 合体 可 能 な 


水中 ・ 水 上 用 MA 


海中 や 水上 な ど 、 水 国 で 運用 可能 な MA。 水中 で 十 全 な 性 
旋 を 発 挫 で きる MS は 少な いた め 、 太 隔 炉 括 載 MS が 普及 し た 時 
代 で も 有用 性 は 高い 。 下記 以外 に も 水上 ホバーMA が 存在 。 


AEUOSLS クラ ウス 直 イ ナク ト 
うう イカ ーッ ター 

イナ クト に ホバー 基 の バディ ク ラ 
を 接 鞍 。 水上 に も 対応 。 


太陽 炉 搭載 型 MA 


動力 に GN 科 子 を 用 いる MA。 太陽 炉 や GN コ ン デン サー 
(粒子 生 蔵 タン ク ) を 搭載 し て お り 、 沿 料 電 池 式 より 圧 令 的 に 
大 出力 で ある 。 圧縮 料 子 ビーム 砲 、 防 御用 の GN フ ィ ー ル ド 
大 推 カ の GN ス ラス ター、 質量 軽減 な ど に GN 粒 子 を 利用 で き 
る た め 、 | 旧来 の MA と は 比較 に な ら な い 高 性 能 機 と な っ た . 


MAJ-O3 シュ ウェ ザ ァ イ 


人 基 達 の 旧式 水 申 必 MA。 装 
| や 恒 審 用 と し て 用 いら れ た 。 


全 綱 燈 +m の 大 起 機 が 多 
い が 、 大 方 数 の 出 力 $ も っ て 
すれ ば 間 題 な く 種 者 で きる 、 
GN8 子 の 前 本 に より 、 摘 
行 可能 な MA も 存在 す る 、 


EC 
可変 機構 に より 、MS 形 自 
と MA 形態 を 使い 分 けら れる 
模 動 兵 半 大 と の MA が 原型 
で ある た め MS 形 台 も 通常 の 
MS より 選 か に 巨大 で ある 


MS 表 雷 の 導入 に より 、 折 綾 幸久 。 イノ ペ 人 系 の 大 型 MA。 
華 を は じ め と する MA の 礁 款 の 射 可能 な ピー ム 和 を は じ め 
解決 を 葬っ た GN ファ ング な 


60.25 


主 に 軸 道 エレ ベー ター の 随 
条 ・ 机 備 な ど を 担っ た MA。 宇 
軍用 MS や 全 領 域 型 MS の 
実用 化 に 伴っ て 一 継 か ら 外さ 
れ 、 作業 用 や 民間 用 と され た 。 


に ある 引 

クラ フト や 車輪 を 用 いた 機体 が 
多い 。 MA の 中 で は 、 最も 安価 
な シリ ー ズ と 考え られ る 。 


加山 で は 、 陸 畔 タイ プ の MS と 共 


同村 給 を 放 間 する こと が 地 い 。 錠 
相当 で MS を 支 糧 す る 。 


MA-T1SHT 
ユニ オン リア ルド ホバー タン ク 


MS ユニ オン リア ルド の 上 半身 を 利用 
し た 、 ホネ パー タン ク 投 の 箇 二 手機 。 


ガン ダム 支援 人 


CB 系 ガン ダム の 支 接 欄 
正確 に は MA で は な い )。 ガ 
ンダ ム と の 合体 を 想定 し た パ 
ワー アッ プ マ シン で ある 。 GN 
コン デン サー 卑 電機 が 多い , 


ガン ダム エ 
アー マー タイ 


し て 軍 用 され る 二手 


GN 役 子 技術 の 渡 出 を 受け て 太陽 炉 搭 載 裂 の 水中 用 MA 


も 開発 され た 。 全 領域 対応 の 太陽 人 搭載 MS で も 水中 で は 能 
カ が 制限 され る た め 、 水 中 用 の 太陽 炉 搭載 MA は 有用 だ っ た 


イノ ベイ ダー 環 打 MA 
イノ ベイ ター 専用 に 開発 さ 

れ た 趣 高 性 能 MA。 純粋 竹 イ 

ノ ベ イタ ー 特 有 の 建 力 な 脳 量 
子 疫 を 、 操 座 ・ 火 問 管 制 系 に 
取り 入れ て いる 


イペ イタ ー の 敵 時 子 深き 履い 、 


Pere 


アァ と 合体 そる こと で . GN 


飛 行 ・ 隊 戦力 MA 


飛行 能力 と 歩行 能力 を 倍 せ 持つ MA。 AEU の アグ リッ サ が 
この タイ プ で ある 。 アグ リッ サ は 、 ク ロー 兼用 脚 部 の 先 俊 に 電 
右 フ ィ ー ル ド を 発生 させ 、 浮遊 と 歩行 を 可能 と し た 。 


ン ジ エ ル 用 の 合体 式 二 。 
吉 必 革 末 GN プ ロト ビ ピット を 導 信 


ガン ダム スロ ー ネ ドラ イ を 格 貞 可能 
必 介 大 障 人 1 基 を 多 自 に 導 載 する 


合体 式 云 欄 
イグ の 安定 装置 を 失 載 


宇 電 空間 の みな ら ず 、 大気 園 内 で の 飛行 能力 を 併せ 持つ 
MA GN 給 子 技術 を 活か した 全 領 域 型 MA で ある 。 下記 の エン 
プラ ス 以 外 の 太陽 炉 括 載 MA も 、 全 領 寺 盲 が 多い と 起 わ れる 


イノ ベイ ド が 開 倒し た 大 
拉 MA。 謝 度 な 攻 動 力 と 
大 所 人 温 能力 を 持つ 


翌 宣 の イノ ベイ ター 音 用 
MA。 本 体 に 7 基 、14 揚 の 
大 型 GN フ ァ ン グ に きき 1 あの 


大 耐 GN フ ァ ング THT TE 


MA 的 特性 を 獲得 し た 
可変 


MA 的 特性 を 導入 し た MS の 経 称 が 可変 MS で  ( 誤 形 馬 
ある 大 気 開 内 外 で 間 達 潤 行 。 無 朱 行 形 明 は ほど で は な い が 居 

可変 MS の 歴史 は 古く 、 大 陽光 和夫 名 枯 に に 
は 、 飛 行 形 態 に 変形 可能 な ユニ オン リア ルド や AEL 
へ リオ ン と し て 実用 化 き れ て いた 。 同時 期 、CB も 可 
変型 ガン ダ タム の ガン ダム アブ ルコ を 試作 し 、 同じ 
く 可 変 MS の ガン ダム キュ リオ ス 、 ア リオ スガ ンダ ム 、 が 
ンダ ム ハ ル ー ト へ と 式 が 

リア ルド と へ ヘリ オン は 、 変 形 に 基地 施設 で の 換装 
作業 を 必要 と し た が 、MIS と 航空 機 の 機能 の 両立 


は 高く 評価 きれ た (CB の ガン ダム は 単独 で 変形 可  GNR1O1A GN アー チャ ー GNR-101A GN アー チャ ー 
能 )。 結果 、 ユニ オン と AEU は 新型 可変 MS の ユニ 間 玉 MS 

航空 ・ 漁 宙 購 モー ド 。 箇 行 筑 ー 信 研 の 
オン フラ ッ ク グ と AEU イ ナク ト を 開発 し た 全 の か タム ア リオ ス に 人 人 1 


火力 や 機 欠 性 を 向上 させる. 


加 航 共 。 随時 代 の 可変 融 ガ = ブレ イヴ の MS 
ダム を 送 ぐ 村 重 運動 性 を 挫 ラオ の 系 庫 に 
系 可 恋 MS の 


MORE INFO! 
無人 兵器 オー トマ トン 


モー ド 
AE カカ や 電導 


was 


60.26 


60.27 


Technology in U.C 


電 民 を 問わ ず に 使用 され た 、 
個人 用 スラ スタ ー・ シ ステ ム 


は 、 無 重力 下 で の 活動 に 使用 さ 
ぁ る 。 この ペー 
な っ た も の は 中 世紀 に 開発 ・ 使 用 きれ た EVA 
前 外 括 動 ) 用 の 機 
鯉 で ある MMU (Manned Mancuvering Unit= 有 
人 飛行 ユニ ッ ト ) や SAFER (Simplified Aid For 
EVA Rescue) と 考え られ る 。 これ ら は 共に 宇宙 必 
の 硝 部 に 背負 う 装備 する タイ プ の 個人 用 スラ ス 
ター ィ ラ 
いう 問題 を 抱 
SAFER で 、 重 

話 動 時 間 が 短く 


Fxtravehicular Activity 


の が 
量化 され て いる 
* う 抽 害 は あっ た が 、 充 分 な 


学 宙 移民 政策 の 推進 
開始 は 、 宇宙 開発 に 携わる ビル ディ ング ・ ス 
に 生み 出す と 共 ( 
同 の 進化 も 促し た 。 EVA や SAFER を 始 相 と する 
質 人 用 スラ ス も 大 き な 進 化 を 果たし 
た も 学 宙 世 紀 へ の 改 礎 
は 、 か つて の EVA に 
た 。 以降 、 行 動 時 

て 、 高 い 実用 


で は な く 軍 


の の ひと つ で ある 。 も 


が 官 言 き れ た U.C.0001 党 
似 た タイ プ の も の が 使用 され て 
間 の 延長 や 軽量 化 な 


事 用 っ た 。 「 ラ ンド ムー 
れ 始 め た 時 期 に 行わ 
旋 用 の ラン ドム ー パ ー は 、MS 
も 標準 装備 され 、 パイ ロッ ト 
いも の と な 


改良 は 続け られ 、 小 悪化 や 多 機能 化 な 

イプ が 登場 する に 至っ た 。 特に MS の パイ ロッ ト 用 は 
スー ツ の パッ ク パ バッ ク に 接続 する タイ プ や 、 
イブ な ど 、 多 様 な モデ 


よ ょ っ て 要求 され る 仕様 が 異 
し ル を 生み 出し た 要因 と 思わ れる 。 ま 
た 、 関連 技術 が 成熟 し 
展開 を 容易 に し た 


の メー カー も あっ た 


定 の 市 場 


使用 され る 


方 、 そ の 


ー ソ ナル ・ シ ト と 呼ば れる も 
ォ ン 会 国 軍 の 双方 
多様 な 発展 


関連 ファ イル 


詩 借 (U.C.007S- 


TLE REV 


Mustration by TAKUYA IO 


PT 


WORLD GUIDE 


ドム 


の 分 類 


ラン ドム ー バ ー は 装備 形態 に よっ て 、「 接 続 型 」 一体 7 
型 」 「 ペ ルト 型 」 の 3 つの タイ プ に 分 類 きれ る 。 これ 以外 に 入庫 し 
宇宙 用 の ラン ドム ー バ ー と 重 二 下 用 の パー ソナ ル ・ ジ ェ ッ 暇 と 一 体 化 し た モデ ル し か 存 
ト と いう 使用 領域 で の 区 分 が され る こと が ある 。 な お 、 ここ 店 し て いな か っ た 。 
で は 装備 形態 に よる 分 類 で 解 譜 す る に 
A 
HKRSG や や = < EEN 
ノー マル スー ツ の パッ ク バッ ク 下 部 に 閉 こ ご >」 ウー ュー 
類する タイ プ で 、 長 時 間 の 活動 が 可能 。 2 nie 
MS パイロット の 脱出 用 と し て も 用 いら れ た 。 CO078-UCOOB3 こ 
多様 な モデ ル が 開発 され 、 Ne 
EG [U フ ィ ッ ボム ー バ ー や パー ジ ナ ル ・ - 
と 時 ば れ 、 時 衝 ジェ ッ ト が 軍用 と し て 使用 さ 77 
を ィ れ 始 め た 時 期 に あたる 。 / 


ae oo 9 


コン パク ト だ が 、 推 基 弄 量 が 少な く . 長 時 間 


UCOO87-UC.OOB9 


親 格 続 一 が 進ん だ と 見 ら 
れ 、 軍用 は ほぼ 同じ モデ ル が 
使用 され た 。 また 、 MS の コク 
ピッ ト に 党 代 され た 。 


ペル ト を 用 いて 体 に 固定 する タイ プ で 、 


パー ソナ ル - ジ ェ ッ ト に 和 多く 見 られ る 。 宇 軍用 } UCO093 
で も 牧 に ベル ト 型 の モデ ル が 存在 する 。 下 間 し て 借用 8 れ て いた 
_1 扶 続 柏 は 見 らち れ な く な が "一体 

フー マル メー ツ と の 1 型 が 若 及 し て いる 。 関連 技術 
時 を 才 間 し て いな | の 向上 が 想 因 と 考え られ る 。 
い 。 廃れ る こと は な 
て 、 各 年 代 で 像 用 さ 
ば コ 


MORE INFO! 


ワイ ヤー ガン 
UC.0150 年 代 まで この 福 
叶 宙 径 館 の MS デッキ な どの 無重力 環 境 で 用 いら れ た 向 は 続く こと と な る 。 ア 
移動 株 置 が 。、 ワ イヤ ー ガ ン で ある 。 マグ ネッ ト ・ ヘ ッ ド 付 き 


の ワ ィ ヤー を 抽出 する 装置 で 、 目 憶 に ヘッ ド を 射出 ・ 宙 半 D N 
させ た 筑 。 ワイ ヤー を 疹 きき 取 っ て 移動 する 。 小豆 か つ 安 価 4 
で ある た め 、 様々 な モデ ル が 開発 され 、 広く 益 及 し て いる oe ーーーー ペー と 
ンー 人 本 和 し アーム 自 性 を 折り 時 と 同じ タイ プ 。 和 付き の ネ 
で こと も 可能 オン 6 人 じ モデ た を 人 用 


パイ ロッ ト 用 は 一 体型 が さい 
主流 で 、CV の 一 般 橋 校 用 


と し て ペル ト 重 も 見 られ た 。 の | 
民間 用 で は 却 式 を 使用 。 a 】」 
地球 連邦 憲 モ デル (U.C.0093 頃 ) が A + 
リプ 上 功 の ボタ ン に 離れ る と 、 レ ー ダ ー サ イト が a 
6 と マク ポッ A Lig 
1 = ュ て 民間 で 全 
が) た 。 靖 了 用 トー チ を 押え た 
う ネオ オン モデ ル (U.C.0093 頃 ) 尼 術 型 で 、 強 特 の 形状 が 特 本 


、 の 中 央 に TV あぁ ラ 、 グリ ッ プ に 新 り 業 み 式 
の 区 学位 える 。 ワイ ヤー 胡 は 約 200m ES 


香 タ イプ と も これ まで と は 

5 ) 形状 が 大 きく 異な っ て いる 。 
に | 
] 


OCG 反 続 型 は 「 エ アガ ン ) と 呼ば ー 
が 半 き 取れ られ る れ 、 軍民 問わ ず に 普及 し た 。 
J 
箇 民 両用 モデ ル (U.C.0153) オー サッ ク ・ テ クニ カル 社 凍 の 
の 光 方 で 使用 きれ た モデ ル で EM.28」 で 、 二 幹 「U フ ィ 涼 j。 条 
pt 巻 の 叶 向 を 失 も 、 両 藤 に コン ト 
( ) っ ロー ター を 人 える 
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ム SEED DESTINY 


地 奈 軍 非 正規 部 隊 に よる 
ザフト 新型 機 の 強 竹 事件 


ュ ズ ミッ ク ・ イ ラ ) 73.10.01、 ザ フト の 軍事 新 
量 リー ワン で は 、 プラ ント 最高 評議 会 議長 ギ 
ル バ ー ト ・ デ ュ ラ ンダ ル と 、 オープ 連合 首長 国 代表 首 
・ ユ ラ ・ ア スハ に よる 非 公式 会 談 が 持た れ よ 
いた 。 慣 久 的 な 世界 平和 を 求め る か カ がり の 
開か れ た この 会 ; 、 ウス 条約 ] 連 
次 々 と 新型 機 を 開発 する : ンダ ル の 戦略 
に 対し 、 カ が り は その 真意 を 聞い た 上 で 開発 の 中 止 
を 申し 入れ る 予 っ た 。 だ が 、 会 談 が 開始 され 


て 間もなく 、 大 き な 衝 繋が アー モリ ー ワ ン を | 地 
球 連 合 軍 の 非 正 規 部 隊 で 、 地 隷 軍 を 和牛 下る ロゴ ス 


の 直轄 組織 で あ - 
イン 」 の 一 部 隊 が 、 ア 
地 を 舞 撃 し 、 ザ フト が 開発 し て い 
カオ ス 、 ガイ ア の 3 機 を 奪取 し 

3 機 の MS を 春 取 され た こと に より 、 
に 駐 信 し て いた ザフト は 対応 を 開始 


81 独 立 機 動 本 「 フ ァ ント ムペ 
モリ ー ワ ン へ と 鞭 入 。 軍事 基 
新型 MS の うち 、 


モリ ー ワ ン 坦 束 


アク 


ATTACK OF ARMORY ONE 
C.E.73 


安全 な 場所 へ と 誘導 し つつ 、 当 地 の MS を 次 々 と 先 
進 きせ る 。 だ が 、3 機 へ の 対応 が 後手 に 回 っ た 結果 、 
多数 の MS が 破壊 され た ほか 、 整 備 工場 に も 基 大 な 
被 書 が 出 て し まう 。 その 後 、 シ スカ 搭乗 の イン パ 
ルス 、 レイ ・ ザ ・ パ レル 搭乗 の プレ イズ ザク ファ ント ム 、 
ルナ マリ ア ・ ホ ー ク 搭乗 の が ナー ザク ウォ ー リ ア な ど 
の 提 撃 を 受け 、 地 球 軍 が 悲 取 し た 3 機 は アー モリ ー 
ワン を 離脱 する 。 対す る ザフト は 、3 機 を 回 収 す る た 
め 、 アー モリ ー ワ ン に 寄港 し て いた 新鋭 次 ミネ ル バ パ を 
発進 させ 、 離 脱し た 3 機 を 追撃 す る の だ っ た 。 この ミ 
ネル パ に は 、 デュ ラン ダル の ほか 、 襲撃 を 逃れ た カ が 
り と 、 そ の 護衛 を 抽 っ て いた アレ ックス ・ デ ィ ノ (アス ラ 
ン - ザラ ) も 緊急 訂 埋 的 に 乗 茎 し て いた 
ミネ ル バ は 、 奪 取 さ れ と その 母艦 の 追撃 を 
開始 する (この と き ミ ネル バ は 、 機 体 を 奪取 し た 勢力 
が ファ ント ムペ イン だ と は 特定 で き て お ら ず 、 そ の 母 邊 


ガー ワン ] と 呼称 し て 
パ は ポ ギ 奴 撃 を 仕掛 ける が 、 ボ ギー ワン は 
戦況 が 悪 る と 予備 の 推進 タン ク を 切り 離し て 戦 


場 か ら 苑 脱し 、 戦 闘 は 一 時 中 断 さ れる 。 だ が 、 ボ ギー 
ワン は ミネ ル バ 撃 破 を 諦め て お ら ず 、 ミ ネル バ パ は デズ 
リ 芝 で 興 撃 を 受け る 。 カオ ス 、 ガイ ア 、 アビ ス の 3 機 の 


や 


中 3 neD3 ser D2n 


猛攻 の 前 に 、 足 止め され る ミネ ル バ の MS 部 隊 。 一 方 
で ミネ ル バ も 、 岩 石 を 巧み に 利用 し た ポ ギー ワン と の 
盤 隊 戦 に お いて 苦戦 を 強い られ て いた 。 だ が 、 ア スラ 
ン に よる アド バイ ス で ミネ ル バ は 危機 を 免れ 、 両 者 親 
み 分 け で 戦闘 を 終え る 。 「 プレ イク ・ ザ ・ ワ ー ル ド ] 事 
件 の 直前 に 起き た この 軍事 条 衝 は 「 ア ー モ リー ワン 
事変 ] と 呼ば れ 、 地 球 軍 と ザフト の 新た な 戦争 を 予感 
きせる" 前哨 戦 " と な っ た の で ある 

(ピー ト ・ ロ ッ ク 


CE.74) 


フレ イク ・ ザ ワー ルド 
PLEPNEWEW 


条 。 以 和 大 まな 補 動 を 
くさ れ た 供 界 と 。 その 軍事 情勢 
いて 解説 する 


Mustration ty KOUTA MOROISHI Color ty AZUSA SASAKI Spaciel Ellect by ATELIER MUSA Background by AKIKO YAMAKAWA (ASAHI PHODUCTION 


地球 軍 ( ロ ゴス ) が アー モリ ー ワ ン を 襲撃 し 

トル バ パ ョ 部 隊 と に は 、 ユ ニウス 条約 を 遵守 する 体 を 取り つつ も 、 

9 備 増 強 を 進め る ザフト に 対す る 謗 制 の 意味 が あっ アー モリ ー ワ ン に 壮 入 し た メン バ 3 名 に エク ス 

実際 の 興 撃 は 、 地 球 軍 の ~ 非 正規 " 部 隊 と さ デッド (強化 人 間 ) を 投入 。 限り な く 時 に 近い 久 猟 な 
れ て いる ファ ント ムペ イン が 淫行 し て いる 。 彼ら は 非 手段 を 用 いて いた の で ある . 


景 


Mustration by AKIO UNUMA 


画 ア ー モ EH 彫 計 取 され た 3 欄 に よる 量 地 独 
| 
アー モリ で カガリ と デュ ラン ダル が 会 誌 中 、 当 地 へ 密か ファ ント ムペ イン が 奉 取 し た 3 機 に 対し 、 ザ フト は イン パル ス MORE INFO! 
に 潜入 し て いた ステ ィング ・ オ ー ク レー、 アウ ル ・ ニ ー ダ 、 ステ ラ ・ や ザク 5 ら 高 性 能 機 を 情 し く 投 入 し 、 反 撃 を 開始 する 。 一 方 
ル の エク ステ ド 3 名 が 還 事 基地 の 肌 撃 を 開始 。 警 で . アー モリ ー ワ ン 宙 域 で 待機 し て いた ファ ント ムペ イン 純 医 ガ ザフト の 軍事 力 整 備 


就 いで いた ザフト 兵 を 次 々 に 殺害 する と . 最 終 調整 中 で あ - ティ ー ル ー は 、 ザ フト 斉 衝 算 鐘 を 撃沈 。 これ を 織 に 。 エ クス テン 
た カオ ス 、 アビ ス 、 ガイ ア の 3 機 を 奏 取 。 その まま MS に 乗り 込ん 、 デッド 3 名 は アー モリ ー ワ ン か ら の 的 退 を 開始 する 。 対す る ザフト 
だ 3 名 は 、 反撃 馬 勢 が 整わ な い ザ ブ ト 名 隊 を 尻目 に 、 軍 事 施設 。 も 、 タ リア ・ グ ラディ ス が 指揮 を 執る 新鋭 散 ミ ネル パ を 発進 させ 
や MS を 次 々 と 破壊 し て し ガー ティ ・ ル ー と 審 取 され た 3 機 の MS を 追う の だ っ た 


7 ス 条 約 」 の 締結 様 も 、 ザ フト は 地球 軍 へ の 敬 
惑 を 組め て いな か っ た も 新芽 機 を 間 発 す 
イル の 何 感 か ら プラ ント を 守る た め 
を 開発 し て いる 


は 1 
欄 ミ サイ ル を 婦 発 


栓 分 宙 を 誘発 し 、 射 氏 上 の 


人 あ 的 に 身 人 和 力 を 強 付 さ れ クス テン デッド 3 名 は 、 コー ディ キ 


アビ ス 、 ガイ ア に よる アー モ 止め た の は 、 3 相 と 同 
イタ ー の 上 を 行く 軽 区 を 有 有 し 


ズ の 新 務 機 で 、 シン が 搬 業 する イン パル ス で あっ た 


還 アー モリ ー ワ ン 再 域 で の 戦闘 四 デフ リ 帯 で の 交戦 


レン の イン バル ス を は じ め 、 レ イ 、 ル ナマ リア の ザク タイ プ は . ル パ か ら 出 撃 し た イン パル ス や ザク は 
ー モ リー ワン を 苑 股 し た 3 機 の MS を 記 買 する 。 だ が 、 フ ァ ン ト 。 用 いて 変 を 消し た 
ン の リー ダー、 ネ オ ・ ロ アノ ー ク が 乗り 込む MA・ エ グ ザ ス た 。 だ が . デ ブリ 帯 で 待ち 伏せ て いた カオ ス ら 3 機 の 請 撃 を 当り け て 
に 半 穫 され て し まう 。 その 後 、 発進 し た ミネ ル パ が 宙 域 に 到着 し 2。 母 謀 で ある ミネ ル パ も デブ リ 薄 で の 鬼 行 に 若 載 し て いた 
戦闘 は 用 基 杖 能 と な る 。 ガー ティ ・ ルー は 圧 取 し た 3 機 と エグ ザ 上 、 ガ ー テ ィ ・ ル ー が 前 方 か ら 飼 り 、 身動き の 取れ な い 状 態 と な 
ス を 竹 工 させ る と 、 紡 か ら 予備 の 推進 タン ク を 切り る 。 だ が 、 ミ ネル バ パ は 一 青 に 発射 し た 火砲 の 健 圧 を 用 いて デブ リ 
を 素 制 し 、 場 か と 各 を 苑 肢 、 ガー ティ ー ル ー に も ダメ ー ジ を 与え る こと に 成功 する 。 


la i . 


ダメージ を 得 え た ミネ ル バ だ が 、 さち = SPP) 
ちら ず . 葉 抽 は その まま 終 引 し た 


ジュ コロ イド を 
を 追い 、 デ ブリ 帯 に 突入 し て い 


ZGMF-X999A ザク 量産 試作 幸 


長 は イア ン ・ リ ー( 右 ) で あっ た が 、 誠 賀 的 な 拍 栖 は 
エグ ザ ス を 軍用 し て いた ネオ () が 軸 っ て いた 


wa サラ ィ ィ 61.22 


の 


間 セカ ンド ステ ー ジ 


61-23 
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ユニ ウス 条約 に 適応 し た 
ザフト の 新型 MS 拓 


ユニ ウス 条 交 連結 後 
ド 試作 MS 群 が モ カン ド シリ ー ズ 、 新 主力 MS 
語 が ニュ ー ミ レニ アム シリ ー ズ で ある 。 商 シリ ー ズ と も に 、 
条約 下 の 了 戦略 環境 に お ける 運用 を 想定 し て いた 

第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻 罰 戦 直後 の 停戦 を 受け 
と プラ ント は 、 C.E.7203.10、 事実 上 の 終 
戦 条約 と し 条約 」 を 締結 し た 

ユニ ウス 条約 は 、 大 きく 分 っ の 側面 を 持 
つ 。 ひと つ は 戦後 処理 の 修 面 で 、 国 境 同 復 や 賠 信 
金 放棄 と いっ た 条項 に 顕著 に 表れ て いる 。 も う ひ と 
つが 、 電 備 制限 条約 と し て の 個 面 で ある 

ユニ ウス 条約 の 軍備 制限 条項 で は 、 兵 器 の 保 
有数 制限 、 コロ イド ステ ルス の 使用 茜 目 、 
ニュ ー ト ロン ジャ マー キャ ン セ ラー( 以 下 NIC) の 軍事 
利用 禁止 な ど が 決め られ た 。 つま り 、 各 軍 の 主力 兵 
咽 と な っ て いた MS は 、 数 も 投入 技術 も 制限 され た の 
だ 。 これ を 受け た 地球 連合 軍 と ザフト は 、 ウス 条 


、 ザフト 


完成 きせ た ハイ エン 


MS 運用 理論 : セカ ンド ステ ー ジ 


リー ズ と ニュ ー ミ レニ アム シリーズ 


約 に 抵触 し な い MS を 和 欲し 、 新 型 MS の 実用 化 を 目指 


し た (その 裏 で は 、 両 震 力 と も に ユニ ウス 条約 佑 反 
の 兵器 を 秘密 奏 に 開発 、 製造 、 保 有 し て いた ) 

還 備 制限 条項 の 影響 を より 深刻 に 受け 止め た の 
が プラ ント だ っ た 。 兵器 の 保有 数 は 、 総 合 的 な 国力 
で 上 限 が 決め られ た た め 、 ザフト の MS 数 が 地球 連 
= の で ある 
を 最大 限 に 活用 する 


で ある 。 こう し て 開発 され た の が 
リー ズ と アム シリ ー ズ だ っ た . 

モカ ンド ステ ー ジ シリ ー ズ は 、 デ ュー トリ オン ビ 
ステ ム や VPS 装甲 と いっ た 最新 技術 
し つつ 、 可 変 揚 構 や 地球 連合 軍 の 「 ス トラ イカ ー」 
に 相当 する 換装 バッ ク バ ッ ク を 採用 し て いた (いわ ゆ 
る 「 ガ ンダ ム 」 タイ プ の 外見 を 持つ 点 も 特徴 で ある ) 
NjIC が ユニ ウス 条約 に 抵触 する た め 核 動力 こそ 採 
用 され な か - 、 そ の 戦闘 能力 と 多用 途 性 が 最 
高 レベ ル に あっ た こと は 間違い な い . 
シリ ー ズ は 、 前 大 戦 末 期 の 主力 
MS ゲイ ツ を 義手 する 高 性 能 主 力 MS で ある 。 その 1 
慣 積 で ある ザク は 、 前 大 戦 末期 の 主力 MS ゲイ ツ を 上 


8 ncD3 sr 15A 


コズミック ・ イ ラ の MS 技術 


回 る 基本 性 能 を 持ち つつ 、 換 装 バッ ク バ ッ ク 「 ウ ィ ザー 

ド ] を 採用 する こと で 高度 な 多用 途 性 を 獲得 し た 
モカ ンド ステ ー ジ シリ ー ズ は 3 機 が 地球 連合 軍 に 部 
取 き れ た が 、CE73 一 74 の 戦争 で は 数 々 の 戦 半 で 
活躍 し 、 地 球 連合 軍 や オー プ 軍 の MS を 圧倒 し た 。 
伝説 的 MS フリ ー ダ ム す ら 刺 破 し た 事実 か ら も 、 その 
性 能 が 理解 で きよ う 。 ニュ ー ミ レニ アム シリ ー ズ も 宇宙 

地上 を 間 わ ず 話 訣 し プラ ント を 有利 に 導い た 
(カイ ム ・ ア ッ パ CE75) 


関連 ファ イル 


_DES01.01 村 

ム oeSoi: 

SEED.03.17 午 
D0319 言 


人 めも 全 れ て お り 、 NOC や 

有 詳 ミラ ー ジ ュ コ ロイ ドス テル ス の 灯 
止 、 きら に は 保 有 MS 飲 の 拓 時 な 
ど が 両 勢力 に 居 せ られ た 


Mustration by TOSHNRO TSUCHIYA 


戦 贈 上 舞 境 の 変化 と 
ザフト 新型 MS の 開発 


CE.70 一 71 の 戦争 郊 般 、NIC の 実用 化 と 流出 に 
より 、 次 世代 MS は 核 動力 機 が 主流 に な る か と 思わ 
れ た 。 し か し 、 ユ ニウス 条約 で NJC の 軍事 利用 が 茜 
止 され 、 ザフト は 次 世代 MS を 通常 動 力 型 と し た 。 


前 大 較 期 、 ザ フト が 開発 し た NJC は 
マー の 疹 響 下 で の 村 分 裂 を 可能 と し た 。 これ に より 強力 な 
柱 動 力 MS が 試作 され 次 世代 標 は 栓 動力 末 が 目 柏 さ れ た 。 

カ 化 きれ た MS 
は . 押 限 の エネ ル 


NN: 


ST 
回 


地球 連合 と ザフト の 間 に 佑 戦 が 成立 し た 後 、 ユ ニウス 条 
約 が 締結 され た 。 ユニ ウス 条約 で は 、 MS の 保 有 数 が 朝 さ 
れ た うえ 、 NJC の 宣 事 利用 な ど が 茜 止 され た 


NOC に より 機 穫 


コロ イド ステ ルス も 
FT や 


次 世代 主力 MS と し て 、NJC 描 載 の 株 動力 MS を 試作 し 
た ザフト だ が 。 ユ ニウス 条約 に より 通常 動力 MS の 開発 に シ 
フト 。 兵 次 保有 宮 制 恨 に より 高 性 能 化 と 多用 活化 も 図る 


MORE INFO! 


セカ ンド ステ ー ン に 義 が る ザク 


に は LT 人 


し ボス テー ジ ズ の 実用 化 に 多 
大 な 責 献 を し た と 言わ れる 
に 分 類 さ れる 栓 
ド 。 その 前 和 
機 は ザウ ー シ リー ズ の 必修 林 


ィ デ ンス ザク で あっ た 


CE70 一 71 の 戦争 末期 、 ザ フト は GAT- 
デー タ を 反映 し た 主力 MS ゲイ ツ を 実用 化し : 
性 能 な 主 カ MS だ っ た が 、 地 球 連 合 が 健在 だ 
ザ ナ ト は さ 5 に 高 性 能 な 新 主力 MS の 研究 開発 を 進め た 。 

こう し て 誕生 し た の が 、ZGMF.X999A ザク 量産 試作 


ゲイ ッ の 後継 と な る 主力 MS 
を 歌 し た ザフト は 、NJC 搭 載 の 
杜 動 カ MS ザ ク 量 産 試作 型 を 


プラ ント 側 不利 の MS 保 
有数 抽 展 まで 課せ られ た 。 こ れ 
を 受け た ザフト は 、 ザ ク 挟 産 試 
作 型 ペー ス の 通常 動力 MS ザ 
クウ ォ ー リ ア と グフ イグ ナイ テッ 
ド を 開発 。 これ が ニ 
アム シリ ー ズ (型式 番号 か ら サ 4 X999A 
ウザ ンド シリ ー ズ と も ) で ある 。 も 


王 で ある 。 ザク 量 疾 試作 型 は NJC 搭 載 の 枝 動 力 MS で 、 
PS 装甲 まで 備え る 超 高 性 能 機 で あっ た 。 

し か し 、 ユ ニウス 条約 で NJC の 軍事 利用 が 休 止 され た 
た め 村 動力 の 主力 MS は キャ ン セ ル さ れ 、 遂 常 動力 の 新 
主力 MS ニュ ー ミ レニ アム シリ ー ズ が 開発 され る に 至っ た 。 


ザク ウォ ー リ ア と グフ イグ ナイ テッ ド は 、 次 期 主力 MS を 送る コ 
ン ペ ティ ショ ン に 供 さ れ た 。 勝利 し た の は 、 多 用 疾 性 に 侍 れ る ザ 
クウ ォ ー リ ア で ある 。 グフ イグ ナイ テッ ド は 近 失格 抽 戦 に 特 化し 
た 仕様 や コス ト が 問題 後 さ れ 、 選ば れ な か っ た 


パンク パック [9 イザ が ー ド ] の 内 に より 、 高度 な 用 性 を 竹 た サク 
グフ ほ 基 本性 通 に 健 れ る が 、 用 庄 ・ 泊 用 性 は 低かっ た 


ザク フウ オー リア の 開発 


ザク 量産 試作 型 を ペー ス に 開発 され た 通 窟 動力 MS 
(前 身 機 が 備え て いた PS 装甲 は 不 採用 )。 高 性 能 か つ 
スタ ンダ ー ド な 仕様 の MS 本 体 に 、 換 装 バ ッ ク バ パッ ク [ウィ 
ザー ド ] を 搭載 する こと で 、 様 々 な 運用 形態 に 対応 する 。 
これ は 「 ス トラ イカ ー」 対応 の 地球 軍 合 軍 系 MS と 同様 
の 発想 で ある 。 兵 疾 保有 数 が 制限 され る が ゆえ 、MS 単 
体 の 戦闘 能力 と 多用 科 性 が 重視 され る ユニ ウス 条約 下 
に 適し て いる と 言え よう 。 な お 、 ザ クニ ZAKU と は 「Zaft 
Armed Keeper of Unity] の 貼 で ある 


ウィ ザー ド 来 装 信 状 態 。 上 位 林 
粒 と し て ZGMF-1001 ザク ファ ン 
トム (下がる 。 


ウィ ザー ド 対 応 シス テム を 
持つ こと を 欠け ば 。 MS 本 
体 は スタ ンダ ー ド な 大 気 園 
内 外 両 用 機 で あり 、 目 立っ 


く 、 ザク ウォ ー リ ア の カタ ログ 
スペ ッ ク は 、 地 球 轄 合 車 の 
GATX シ リー ズ を 上 回 っ て 
いる 


Cf ロッ + の 
ドス テー ジ 


「 ウ ィ ザー ド 」 を 装 偽 可能 。 
高 機動 仕様 の プレ イズ ウィ 
ザー ド 、 商 戦 仕様 の ガ ナ ー 
ウィ ザー ド 、 近 控 格 闘 戦 人 
検 の スラ ッシュ ウィ ザー ド な ど 
が 用 開 さ れ て お り 、 多種 和 
極 な 運用 形態 に 対応 する , 
他 に も 、 水上 用 ウィ ザー ド や 
広中 型 ウィ ザー ド な ど が 実 
用 化 され た と 


了 行 置 ウィ ザー ド こそ 醒 化 され て 
いい が . 近 挫 寺 か ら 渡 音 まで 
本 6 生 員 スラ イル が 選択 で きる 


、 近 接 格闘 戦へ の 特 化 、 大 気 園内 で の 単 教 飛 
行 能力 な ど 特殊 仕様 の MS で ある 。 依っ た 仕様 や コス ト な 
ど が 嫌 わ れ て 次 期 主力 MS 競争 に 敗れ た が 、 ザ ク 以 上 の 
基本 性 能 が 評価 され て 開発 は 継続 。 先行 試作 機 の 生産 
を 経て 、 高 線 度 パイロット 用 と し て 量産 され た 。 な お 、 グ フ 


ーGOUF と は 「Guardian Of Unity Forerunmer (統一 の 
守 証 た る 先 騨 者 ) 」 の 貼 で ある 。 


た 格 全 氏 夫 と 合 れ た 基本 
性 態 を 持つ 近接 幸 用 MS。 先生 
里 作 筐 の ZGMF-x2000 ( 下 ) 
も 量産 機 と は 同じ 仕様 。 


属 問 兵 閉 を 用 いた 近接 
載 還 を 重視 。 実体 刃 と レー 
ザー 刃 を 併せ 持つ MS 用 刀 
閉 テ ン ペ スト 、 高 周 度 発 生 
式 黄 の スレ イヤ ー ウ ィ ッ プ を 
装備 し 、 近接 格闘 昔 で は ハ 
イエ ンド 機 に 当る 性 態 を 発 
探す る 。 火 叶 と し て ドラ ウブ 
ニル 4 連装 ビー ム ガ ン を 持 
つが 射程 は 短い . 


ダク 以上 の 基本 性 能 と 強力 な 格 
皿 兵 半 の 組み 合わ せ に より 時 電 
チリ フレ クタ ー 緒 備 健 すら 摘 し た 


得意 の 近接 格 里 戦 に 持 
ち 込 む 必 要 性 も あっ て 。 グフ 
イグ ナイ テ ボ の 機動 性 は 高 
て 、 ザ ク を 姜 震 する 。 大 気 画 


内 で は 単 飛 行 も 可能 で あ 
リ 、 空戦 MS ディ ン と 同等 の 
機動 性 を 発 捧 で きる 。 グフ 
の 材 動 性 は 、 専 用 の 有 押 = 

バッ ク バ ンク 本 侍 の みな ら 主 匠 や 
型 バッ ク パ ッ ク に よる 部 分 ユ ッ ピ レー タテ に も 内 
が 大 きか っ た すべ て 価 向 槍 進 者 と し て 購 能 する 。 


Wi サー ティ テ 
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MG 運用 理 


ユニ ウス 条約 の 影 紅 a 


| 最新 技術 を 導入 し た 
ハイ エン ド 試 作 MS 群 


ユニ ウス 条約 を 受け て 「 単 機 で 複数 の 機能 を 有 
する MS」 と し て 開発 され た ハイ エン ド 試 作 MS 寿 が 、 
セカ ンド ステ ー ジ シリ ー ズ で ある 。 検 動力 に 依存 せ 
ず に 長 時 間 作戦 を 可能 と する 外部 充電 機構 、 防御 
力 と 低 消費 電力 を 両立 し た 新規 PS 装甲 、MS 単 機 
の 多用 進 性 を 高め る 可変 機構 な ど が 特徴 だ - 


投入 技術 と 兵 藩 の 保有 
数 を 制限 する ユニ ウス 条約 
は 、 MS 開発 に 大 き な 影 響 を 
与え た 。 特に ザフト は 、MS 単 
体 の 高 性 能 化 と 多用 達 性 
同上 の 必要 を 尊 感 し 、 セ カ 


ニュ ー ミ レニ アム シリ ー ズ と は 列 素 
読 の ハイ エン ド MS と し て 開発 。 前 
時 最 栓 の シリ ー ズ で あっ た 。 


プシ ッ プ 機 群 だ っ た 。 


オン ゼー ム 送 電 シ ステ ム や コ 。 
アス プレ ンダ ー を 搭載 し た 技 所 
術 実証 弓 ザ クス プレ ンダ ー、 
MA 形 租 の 球 闘 性 態 実 証 

横 プ ロト カオ ス 、 セ イ バ ー の プ 
ロト 機 で ある プロ ト セ イ バ パー な 
ERELT い る , 


訂 新 の 宮入 に より 、 高 性能 用 人 性 を 両 。 オー ブ か ら の XMF-192P プロ トカ オス 


凍 者 が 間 玩 に 参加 し て お り 、 GAT.X シ リー ズ に 態 人 し た 外見 と な っ た 。 


イン バル ス の 開発 


合体 ・ 可 変 機構 と 換装 パック 
パッ ク 「 シ ル エ ッ ト ] を 採用 し た MS。 
MS 本 体 は 、 小 樺 戦闘 機 管 制 モ 
ジュ ー ル で ある コア スプ レン ダー、 
上 半身 の チェ スト フラ イヤ ー、 下 半 
身 の レ ッ グ フラ イヤ ー が 変形 ・ 合 体 
する こと で 完成 する 。 


イン バル ス の コク ピッ ト ユ ニッ ト を 業 ね る 小型 軸 敵 機 コア スプ 
レン ダー を 中 心 に 、 上 半身 ユニ ッ ト と 下半身 ユニ ッ ト が 購 曲 傘 
形 ・ 合 体 する 。 生存 性 が 高い の が 特徴 で ある 。 


ン パ ルス の コク ピッ ト で も ある 。 


分 杖 馬 で 釣 代 か 
う 革 半 、 飛行 中 に 
合体 する 。 分 果 状 
人 
し 、 埋 尋 で 合体 し た 


ぞ す の 
8 zGMF xses イン ルス ペ 


他 の 間 閉 パッ ク バッ ク 対 応 MS と 同じ <、 
MS 本 体 は スタ ンダ ー ド を 性 和 箇 缶 。 た 
だ し 、 容 出し た 基本 人 性能 を 有する 。 


セイ バー の 開発 


了 飛 行 型 MA 形態 へ の 可変 標 構 を 持つ 
MS。 大 気 園内 で の 空戦 能力 に 秀 で る ほか 、 
ビー ム 火 器 を 搭載 し 攻撃 力も 高い 。 


カオ ス の 開発 
| MA5 嘩 ( 民 )ps= 


大 気圧 内 で の 飛行 、 空中 軽 を 強く 硬 議 し 
た 形 人 (宇宙 埋 も 可 駿 )。 シリ ー ズ 屈指 の 空 
戦 能力 を 持ち 、 火力 に も 秀 で て いる 。 


iMFX23S 

セイ パー 

プロ セイ バー を 禁 て 開発 され 
た 可変 MS。 MS 形 甘 で も 則 
半生 可 能 で ある 。 


カオ 


7 四 の 火 本 を 前 方 に 集中 配置 。 全 れ た 析 替 力 
で 剖 械 を 村 欄 し 、 一斉 記 符 を 0 


MA 形態 へ の 可変 機構 を 採用 し た MS。 
次 世代 ドラ グー ン を 搭載 し た 点 も 特徴 。 MA 
形態 は プロ トカ オス で 有効 性 が 実証 され た 。 


宇宙 虹 に 対応 し た 設計 が 施さ 
れ た 可変 MS。 MA 形 吉 は 火力 
生 視 、MS 氏 能 は 万 態 タイ プ 。 


me se 15a 


セカ ンド ステ ー ジ シリ ー ズ は 、 それ ぞ れ 想定 する 戦 関 形 態 が 
異な る も の の 、 共 通し た 新 技術 重 が 投入 され た 。 他 に も 新 技 
新 で は な い が 、 全 機種 (名目 上 の セカ ンド ステ ー ジ シリ ー ズ や ヤー 
卿 の プロ ト 機 を 除く ) が 可変 機構 を 拝 用 し て いる 。 


= 
『 


2 に 人 する の 大 
時 間 の 作戦 行動 が 可能 。 


VPS 載 甲 
ヴァ リア ブル フェ イズ シフ ト 詩 


" 


ル エ ッ ト シ ステ ム 


専用 の 換装 バッ ク バッ ク 「 シ ル エ ッ ト 」 に 対応 。 シル エッ ト の 
栓 装 に より 、 近 接 格 合戦 や 克 撃 戦 な ど 地 様 な 軽 況 に 対応 す 
る 。 万 能 ・ 裕 合 虹 の デス ティ ニー シル エッ ホ も 存在 し た 。 


フォ ー ス シル エッ ト プラ スト シル エッ ト 
現 眉 鈴 タ イブ の シル エッ ト 。 大 相 再 圭 タ イプ の シル エッ ト 。 ケ 
気 画 内 で は 理緒 飛行 が 可能 。 ル べ ロス 高 エ ネル ギー 長身 
で ある 。 イン パル ス の 便 誰 的 。。 ビーム 商 ま は じ め 、 大 火力 ・ 
シル エッ + ト と し て 多用 きれ た 。 長生 准 を 多数 貸 え る 。 


侍 な 空間 
能力 を 必要 と し を し い 


ーー li 
| アビ ス の 財 先 = / 
水中 特 化 型 MA 形態 へ 変形 可能 な MS。 内 四 足 歌 憧 MA 形態 へ の 可変 機構 を 持つ ザフト 挫 自 の 四 足 献 概 MS (バク 9、 ラ ゴウ ) 


水中 用 GAT-X シ リー ズ を 姜 軒 する 水中 戦 
関 力 と . 高度 な 宇宙 地上 戦 能 力 を 持つ 。 


林 中 用 機 失 若 と し て 
は 最 六 度 の 析 動 を 持 
つ 。 水上 や 上 空 へ の 
門流 も 可 能 で ある 。 


ガイ 


MS。 宇宙 畔 に も 対応 する が 、MA 形 熊 の 
仕様 上 、 地上 江 で 高い 戦闘 能力 を 発揮 。 


iMF-XBBS 


属 軸 理 用 の 可 亡 MS。 MA 江 
の 局 名 ・ 計 人力 は 特に 高い 。 
時 芝 兵 装 も 槍 を 超え て いる 。 


の ノウ ハウ を 盛り 込ん だ MA 形態 。 地上 で の 
機動 性 は 、 二 足 式 や 履帯 式 を 圧 令 す る 。 


・ 実 宮 力 に プ リ フォ ン 2 ピー ム プ レイ 


MA 記 穫 の 枯 
1 組み 含 わせ た 記 い 衝 村 性 能 を 有する 。 


IRO TSUCHIYA 


高 任 能 MS 導 


ー ジ シリ ー ズ 


シリ ー ズ と 呼ば れる 高 性 能 MS 放 も 開 
ニウス 条約 信 反 の 技術 を 導入 し た た 
め 、 分 類 の 変更 や 開発 が 中 止 き れ た 機体 も ある 。 


MORE INFO! 
天下 し な か っ た シル エ 5 ッ ド 杜夫 
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機動 戦士 ガン ダム 


"7 ププ / ノ レノ ププ ZZ。/ 
7 アア LL 
/ 4 
ンプ ググ 


Wi 


ソー ラ ・ シス テム Super Weapon in UC 


利用 可能 と な 
と 護 わ れ た 理由 の ひと 


中 世紀 以来 、 の 頂点 に 苫 臨 し 
ご が 、 U.C.0079.01.31 に 締 結 さ れ た [南極 
て 使用 が 禁止 
の 緒戦 に あたる 


WE 
中 世紀 に 核兵器 は 、 所 有 す 
| する 極め て | 政治 的 な 


直 隊 や 字 再 要 笑 
人 する 事例 カ 


ず 宙 世紀 に お ける 戦術 に 大 き 
する 地球 連邦 
と つが ソー ラ ・ シ で ある 
栓 兵器 に 代わ る 大 規模 破壊 兵 て 選択 きれ 
原理 は 40 万 枚 (400 万 
で 思 面 鏡 を 構成 
目標 に 照射 する と い 
し 刻 度 は 4000| 
ソロ モン 攻略 戦 
ン の 第 6 
度 は 中 世 
れ よ り も 巨大 な サイ ズ (全長 12km、 


も 運用 上 の メ 


[R] me09 貴州 


いる 。 絶大 な 威力 を 


、 わ ず か な 使用 例 


デン ダー ソン ULC.0090) 


Mustration by JUN 


ソー ラ ・ シ ステ ムー 一 大 陽 光 を 利用 し た 巨大 太陽 炉 照射 プロ セス EE 


前 述 の 通り 、 ソ ー ラ ・ シ ステ ム と は 40 万 請 昌 その 三 力 は 宇 画 世 記 ソー ラ ・ シ ステ ム 、 ソ ー ラ ・ シ ステ ム II と も も 照射 が 可能 な 点 
枚 も の ミラ ー に よっ て 太 了 光 を 反射 させ 、 相 2 六 四 信 さ れ た 朱 枯 に ,、 周 射 プロ セス は 同じ で ある 。 具体 的 に は も ソー ラー シス テム 
手 に 昭 時 する 兵器 で ある 。 一 年 半 争 で 用 上 で で 一 の” ( 少 開 、② 医 涯 、③ 二 笛 の 3 邊 時 で 構成 
きれ た ソー ラ ・ シ ステ ム と 、 デ ラー ズ 褒 争 で Basi れる 。 ソー ラ ・ シ ステ ム II で は 、 ミラ ー の 展開 
使用 きれ た ソー ラ ・ シ ステ ム H も 基本 的 に は 0 洋 度 の 向上 や 、 ミ ラー の 制御 の た め の コ ント 


同じ 仕組 み で ある 。 メリ ッ ト は 単純 な シス テム 
で 高い 感 カ ゲ 期 待 で きる こと だ が 、 デメ リッ ト 志紀 に ちる 名 
と し て シス テム が 巨大 と な る が ゆえ の 可 性 ない 
の 低 さ な ど が 挙げ られ る 。 0 られ る の み で ある 


ー - Ck 
リーラ ・ シ ステ ム を 本 成す る 要 器 CM CFT 2, IM 
き な いた め 、 展開 位置 に 関し て は 、 草 


ソー ラ ・ シ ステ ム は 、 大 量 の ミラ ー と それ を 制 本 し て 礎 する な どの 方 法 が 取ら れる 
斬 す る コン トロ ー ル シス テム の み で 構成 され 
る 。 この シン プル な 構成 が この 兵器 の 最大 
の 特徴 で ある 。 し か し 、 こ れ 以 外 に も 運 拭 用 
の 和 態 胡 や 設置 部 隊 、 守備 位 も 必要 と な る 。 


ロー ル 艦 の 配置 、 十 字形 に 配置 し た 
ご に よ 迅速 を 射 が 


され る ミラ ー が 異な っ て いる 。 前 者 の ミラ ー は 辰 装 
時 に 20mx10m と な る 折り 崇 み 式 で . 後 者 の も の 
は 継 }5mX 横 3Om の ロー ル 杖 で ある 。 それ ぞ れ 
に 製造 法 も 異な る よう だ. 


ステ ム 有 の コン トロ ー ル 筑 は 、 コロ ンプ 
ス 改 超 輸 送 馬 を 改装 し た も の を 使用 し て いる 。 前 と こら 人 びき 


体 か ら 突き 出 た 3 本 の 長大 な アン テ ナ が 特 エー akko 
複数 の コン トロ ー ル 畑 で 40 万 枚 を 直 え る いた め BD 間 介 較 が 
耕 各 し て いた 。 名 要 不 可 多 と な る 。 


BCG システ 
する 李 々 な 電子 織 苦 
括 載 き h て いる 、 


ソー ラ ・ シ ステ ム は ソロ モン 攻略 戦 で 1 度 
ソー ラ ・ シ ステ ム TI は デラ ー ズ 紛争 で 2 度 、 そ 
れ ぞ れ 使用 され て いる 。 し か し 、 運用 上 の 欠 
点 と 新兵 器 の 誕生 に よっ て 、 こ れ 以 外 の 使 
用 例 は 知ら れ て いな い , 


レー ザー に 比べ ソー 
ム の 射程 は 短い 。 ソロ モン 攻略 戦 に お ける 
使用 か ら 、 同 一 ラグ ラン ジュ ・ ポ イン ト 内 が 最 
大 射程 だ っ た と も 考え られ る 。 威力 は 絶大 で 、 
F 軍 要 変 に も 致命 的 な 打撃 を 与え る 。 


UC 0079.12.24 19.00、 ソ ロモ ン 攻 還 埋 地球 理 孝 還 弟 1 夫 道 区 隊 が 、 国 止 限 界 
き 目 指す 地球 連邦 車 第 2 運 合 生 隊 が 使用 点 合用 。 半身 の タイ ミン グ 
要 垂 の 第 6 ゲー ト を 消滅 させ て いる , の 確 壊 に は 失 贅 し た 


サイ ド 1 の 残 埋 に 旨 
HB 


半 て 必 同 され た ソー 


向け て 請 笛 れ た 。 


機動 戦士 ガン ダム ZZ 


ズ は 、 短期 間 の う 
を 支配 下 に 茂 い 


『 実 上 の 指 姓 
< 毅 隊 が 、 地 球 


年 戦争 時 の 地球 侵攻 作戦 の 
で は な か っ た . 
地下 資 涯 の 奪取 も 
シズ に は 、 地球 侵攻 人 
を 施す る 戦力 な な か っ た 
シズ の 和 狐 いと は 何だ っ た の 
言え ば 、 地 球 連邦 の 首都 ダカール を 制 肝 
地球 連邦 政府 や 議会 、 地 球 連 邦 】 
#、 サ イド 3 の 譲渡 を は じ め と する 
要求 を 承諾 させ よう と し た の で ある . 


INVASION BEGINING 


グリ ブス 戦役 で 大 打撃 を 受け た と は いえ 、 地球 連 
才 軍 と エゥーゴ が 協力 すれ ば 、 ア クシ ズ 艇 隊 を 阻止 
で きた 可能 性 は ある 。 に も か か わら ず 、 ア クシ ズ 胃 隊 
が 地球 降下 を 実施 で き に は 、 地球 連邦 政府 
の 楽観 と 較 腰 、 そ し て アク シズ の 工作 活動 が あっ た 

高圧 的 琴 度 で 知ら れる 地球 連邦 政府 だ が 、 軍 事 
的 圧力 に は 橿 め て 絢 く 、 事 態 を 過度 に 楽観 する 括 
ヽ 「 超 
「 最 問 の 事態 を 
の 発生 を 大 前 提 と する 」 とい. 

こう し た 体質 を 知っ て いた 

* 出 港 する 1 ヶ月 以上 前 の UC.0088.06.06、 

道 部 隊 は 、 地 球 の 

旧 ジ オン 国軍 残党 や ティ ター ンズ 残党 の 取り 込み 
地球 連邦 政府 ・ 斉 会 へ の 理 十 作 も 担 
れる 。 この 際 、 先遣 8 部 隊 は 軍事 侵攻 を ちら 
\「 平和 的 」 な ダカール の 開城 を 追っ た よう 
事 術 突 を 嫌っ た 地球 連邦 政府 ・ 議 会 は アク 5 

し 、 ダカール 入り を 認め る こと に な る 

姿勢 を 示す 勢力 も い 
は 、 地 球 隆 下 を 砺 止 す 
『、 投 入 戦力 は アー が 


っ て 欲し く な い 事態 は 、 起こ ら な い 
最良 の 事態 


こと に する l 定 せ ず 、 


マ の み で あり 、 その 戦い は 源 し いも の と な っ た . 

な お アク シズ は 、 放 般 サ ダラ ー ン が 小 感 量 基地 
ネオ ・ ジ オン に 改称 
ジオ ン の 名 称 が 対外 
は 、 確 認 さ れ で いる 限り 


お ける 初 の 使用 例 も 地球 降下 直 間 
で は 「 ア クシ ズ 」 で 統一 し た 
(ギィ ・ メ イケ ル 


UC0103) 


関連 ファ イル 


MSZ-010 ZZ ガン ダム 
AMX.004.2 キュ ベレ イ Mei 


FEPNevew 


UC.0088、 ネ オ 
り 、 地球 面 の 和 圧 に 可 り 出し た 


Mustration by MASANORI SHINO Color by AKIKO SHIBATA Speclal Efiect by MASANORI SHINO 


Background by ATELIER MUSA 


国 グラ ナダ で の 
戦闘 の 終結 

07.09. 

し た ゴット 


国 アー ガマ 、 アク シズ 艦隊 と 交戦 


月 を 苑 説 後 . エッ ー ゴ を 
ズ 衝 隊 の 放 態 サ 


9 分 に 健 入 する が 撤 
) 韻 本 を 受け サダ 


男 アー: グマ 、 グラ ナダ に 入港 


ナダ 潜入 と アー 
ガマ 時 撃 作戦 を 客 で 出撃 する と 、 ア 
クシ ズ が 使用 し て いた ブラ ン の 港 を 凍 撃 、 半壊 させ た 
AMX-OOB 


アー ガマ 、 プラ ナダ に 入港 姦 | エエ ンド ラ 隊 の 壊滅 


U.C.0088.07.08、 エッ ー ゴ は 機動 連 洋 旗 ア ー 
ラナ ダ に 入港 させ た 。 柱 結 後 
2 地球 降下 を 実施 させ る つも 
果 引 内 の 一 


基 と す 無 差別 糧 撃 で 
ZZ ガン ダム の 之 替 を 受 
た 。 この 際 、 脱走 し た 


て し ま 


が で 条 撃 作 圭 を 知る ケー ス を 持 ズ 機 に 取 
ゴット ン が 使用 糧 発 に 着き 込ま 


トー レズ の 伸 褒 セ シリ ア も を 
IMS1 析 を 抽 結 、 洪 を 半 境 も 


アー ガマ 対 ア フシ ズ 艦 隊 


アク シス 態 隊 、 地球 に 降下 


月 を 部 詳し た アー ガマ は 、 吉 を 受け る と 7 月 20H、 グ レミ ー・ ト ト 指揮 の サン ドラ が Re 
ゴ 参 朗 本 乾 目 耐性 特 導 た 
た ア 作 活動 


3 満載 し た ZZ ガン 削 備 に 人 
i シズ 医 隊 に 内 喘 、 没 和信 を 投 沈 し 、 サ 
杉内 に 健 入 し た が 妹 リィ ナ を 発見 で きず 閣 退 し が 

た が 回 選 し 、 埋 本 


MS 部 
し 切れ 


で も 3 億 、 
、 軒 は 困難 


園 アク シズ 艦隊 、 アー ガマ 、 
地球 に 降下 
往 隊 に トト 指 
流 。 3 集 体 圭 と な っ た ア 
衝角 は 、 財 和夫 導 上 で 持 機 し 
て ダカール 制圧 な ど を 3 
へ の 準備 に 移っ た 


m by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
双 用 大 所 囲 突入 装備 


必要 を 


a + 
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機動 戦士 ガン ダム ZZ 


| 


MS_ 「) > MS Development History in UC 
重用 M S 、 宇 世 紀 の MS 凍 発 史 


ェ ネ レー ター 直結 型 メ ガ 


を 搭載 し た MS 群 を 指す 。 攻撃 力 を ー を 直接 利 
則 求 し た MS 本 で 、 エ ゴイ の MSZ-010 ZZ 用 ・ ジェ ネ レ - 出 力 の 飛 中 的 
ォ ン の AMX.014 ドー MIS で も 稼働 可能 と な っ た 


熱 検 反応 炉 の エネ ル 


国軍 の 技術 を 継 


型 化し 


) サ イコ ミュ 
研究 所 ( 
> で ある オー ガス タ 研 


は サイ コ ・ が ガンダム 
第 四 世 代 MS の 最初 期 】 
産 弄 サ イコ ・ ガ ンダ ム は 、 
顕著 
MS 化 さ れ た サイ 

( ォ オッ ー 


関連 ファ イル 


EER 
Ft PREmEW 


(2) ncD3 wm 


第 由紀 代 MS の 
戦略 戦術 的 必要 性 と 運用 


よっ て 完成 し た 。 た だ し 「 技 術 的 に 可能 だ か ら 遊 っ た 
で は な く 、 戦略 最 術 的 必要 性 か ら 開 発 され 
第 四 世 代 MS が 開発 きれ た 背景 に は 、「 火 力 こ そ 

が 戦場 を 征 す る 」 と いう 戦 殺 的 鉄則 の ほか 、 単 機 で 

多数 の 蔵 機 を 撃破 し つつ 、 英 対 組織 の 超 高 性 能 機 

動 兵器 と 対決 可能 な 決戦 兵器 の 必要 性 が ある 。 特 

に 後者 は 、 少 数 精製 主義 を 取ら ざる を 得 な か っ た エッ 

ー ゴ や ネオ ・ ジ オン に と っ て 重要 で 、 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 

戦争 で 第 四 世 代 MS が 活躍 し た 要因 | て いる 。 
第 四 世 代 MS の 戦術 と し て は 、 高 出力 型 メガ 粒子 

砲 や サイ コミ ュ 攻 撃 端末 (ファ ン ネ ル や インコム) で 敵 

部 隊 を 掃討 し つつ 、 そ れ を 回 避 し て 接近 し て くる 高 性 

能 尼 を 、 大 パワ ー を 活か し た 格闘 戦 や サイ コミ ュ 攻 撃 

端末 を 用 いた 一 矯 討 ち で 撃破 する 形 が 考え られ る 。 


対 サ イコ ・ ガ ンダ ム 用 兵 状 の 渡 
を 表せ ZZ ガン ダム は 決 財 兵 


大 火力 を 特 考 と する 箇 四 民代 


で 


CORR TERE TS 


MORE INFO! 
第 四 世 代 MS に 近い 高 0 


KMS へ の 過 六 誠 
條 


AMX-O11S 
ザク 本 

イオ センリ ー 革 人 の 守 人 
i 
TTY カ を 示す 


第 四 世代 MS の 構造 


第 四 世 代 MS の 条件 と し て 、 ジ ェ ネ レー ター 直結 型 の 高 出力 型 メ 方 電 
子 確 の 固定 装備 、 サ イコ ミュ また は 準 サイ コミ ュ の 搭載 が 挙げ られ る ( 高 
出力 熱 楼 反 応 炉 の 搭載 が 加わ る こと も ある )。 第 二 世代 MS で 標準 化し 較 議 
た ムー パブ ル ・ フ レー ム を 中 心 に 、 最 新 の 大 出力 火 業 や サイ コミ ュ 失 = 井本 丘 吾 の 関 和 条 も め 。 炎 カ ゲ 
サイ コミ ュ を 搭載 し て お り 、 ある 意味 、 MS の 謝 当 な 進化 形 で あっ た 符 補 され た 結果 、 唆 力 な 男 定 兵 装 を 多数 皇 電 すみこ 至っ た 


大 出力 衣 科 反応 炉 

を 人 か し be (ジェ ネ レ ー タ ー) 
タイ プ 専 用 の 舞 重 区 で も 4.000kW ク ラス の 出 放 
ン ネ ル が 代 責 的 。 際 サ イコ | td 莉 尋 を 計る 欠 酸 記 記 。 一 般 90MS 
ビーム 人 碑 の 「 イ ンコ ム ] を 備え る こと が ある , の 供 以 上 の 出力 を 裕 つこ と が 箇 
い 。 大 出力 損 メ ガ 科 子 権 や 多 
曹 の ビー ム 兵 器 を 間 研 を く 醒 借 


ター フェ イス で MS に 岳 電 
可能 な まで に 小 化 。 MS 
ン ネ ル な どの 癌 製 に 用 い 
<。 休め き し くし た 一 
は じ め と する 実体 誠 導 
TT 


高 出力 製 メ ガ 和 子 克 


ハイ ・ メ ガ ・ キ ャ ノン な ど 。 出力 


6 と 、 エネ ルギーCAP 式 の オプ 
ショ ン 其 ピー ム 兵 療 で も 、 大 出 
なら 醒め られ る 坦 合 が ある 


Musration by TOKIKO YUZAWA {Twin Bel) 


は 、 性 能 傾向 に 大 き な 違い が 見 られ る 。 第 四 世 代 MS は 火力 ムー バブ ルフ レー ム 、 ガ ン 
や 転 笑 能力 を ひたすら 追 来 し て いる が 、 第 二 世 代 MS は 「 汎 ダリ ウム V (ガン マ )、 全 天 周 
用 白兵戦 用 兵 毅 」 と し いう MS の 基本 形 を 守り 、 第 三世 代 MS 
は 潜 申 機動 性 の 向上 や 一 撃 茜 脱 戦 法 を 生 視 し て いた 。 


第 一 世代 MS と 比べ て 拘 挟 
性 、 紙 覆 性 、 撃 借 性 が 大 き 
く 向 上 し て いる 。 以後 の MS 
の 基礎 技術 を 確立 し た 


アガ ンダ ム や S ガ ンダ ム の よう 
に 合体 ・ 可 変 機構 を 持つ 秋 男 
世代 MS も 存在 する が 側 外 的 
多く の 場合 長 下 区 禁 動 能 

休 棋 や SFS に 依存 し . 戦 策 二 世代 MS の 技術 を 発 
動 性 は 村 二 世代 と 大 診 が か 展 さ せ た 可 変 MS。 MA 形態 
へ の 変形 に より 、SFS に 疾 ら 
ず に も 二重性 が 飛躍 的 に 向 
上 する 。 MS 形態 の 性 態 は 
新 二 世代 MS を 上 占 る 。 第 
代 MS か ら 汎用 製 で も 2 
画定 兵 半 が 充実 し 始め た 。 壮 二 世 代 以 よ の 邊 を 計 る 


力 腸 メガ 科 子 秦 や サ 
を 搭載 し た 攻撃 力 重 
宰 の MS。 編 豆 まで 戦 開 能 
カ を 半 求 し た 「 至 間 的 進化 
の 結果 、 コス ト 面 
頭 を 抱え た が 、 実 
を 持つ 。 M 
失っ て いな 


Ma +z 62.24 


剛 地球 連邦 軍 系 の 第 四 世 代 MS 


第 四 選 代 MS に 先 東 を 着け た の は 、 地 球 連 邦 各 系 の 組 
纏 で ある (開発 に お いて は 、AE が 果たし た 役割 が 大 きい ) TR.6 の 義信 バリ エー サイ コ ・ ガ ンダ ム Mkc を ペー 
グリ プス 戦役 後期 、 す で に 最初 期 列 の 第 四 世 代 MS を 実 開発 され た と し 


用 化し 、 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 で も 初期 か ら 運用 し た の 非 変形 入 サ イコ ・ ガ ンダ 
ム 、。 聞 初 抽 措 の 落 四 世代 MS 
で ある 。 全高 は 30m 越 に 小型 


化 さ れ た 。 非 プ の 括 

J へ ふ 、、 業 を 相 定 し て いる た め 、 イ ンコ 

仁 兵 問 を ム や 有線 ビー ム 克 と いっ た 替 

ティ ケ 能 で ある 。 他 の 装備 バリエ サイ コミ ュ 兵 続 を 挫 芽 。 開発 
件 代 MS を 変 用 化 . ショ ン に も 、 草 中 世代 MS 的 で 、 製造 


ファ カン ダ 


な 形 頑 が 存在 し た 


「Z 計 画 ] か ら 漆 生 し た 第 四 供 代 
MS。 ZZ ガン ダム と 同じ く 、3 機 の 
航空 べ 魅 画 機 か ら 成 る 合体 ・ 変 形 
械 模 、 分 淫 配 置 型 ジェ ネ レ ー タ 


で 開発 され た 華 四 世代 MS 
合体 ・ 変 形 機 楊 を 持ち 、 MS を 機 成す る 
若 約 機 と ダブ ル ・ ピ ー ム ・ ラ イブ 

に ジ を 分 攻 配 置 し た 。 挫 
き 細 み 込 ん た 


コム を 備え る 。 EX.S ガ 
レダ ム に 8 つの 強化 
來 叶 し た 重 装 形 馬 で 
ター- イン コム を 凌 備 し て いる , 


MS の 性 能 を 重視 し た ネオ ・ ジ オン だ が 、 第 四 世 代 MS 

の 戦力 化 は 第 一 次 ネオ * ジ オン 戦争 末期 と な っ た 。 サイ コ ・ ー 析 / ャ イロ ッ ト の 拉 仙 を 湯 定 し た 導 

ガン ダム Mk-I【 な どの 回 収 や 研究 、 地 球 連 邦 写 (ティ ター 中 世代 MS。 替 サイ コミ ュ 兵 病 イ ンコ ム 
ンズ ) 亡命 技士 の 協力 に より 、 実用 化 に 至っ た よう だ を 2 基 備 える は か 、 前 院 も 遠 大 放 式 
と きれ た 。 ガン ダム Mk-V を 原 
ガン ダム の 系 絆 に 属す る 


幸 の 火 天 を 装備 し た 、 生 


暫 を 半 還 。 季 一 
オー ジオ ン 貝 争 に あけ 
402MWD 4 る 時 大 明 の 尋 合 火 


ォ ン 残 飲 「 補 付き ] が 保有 し た 、 ニュ ー タ イプ 専用 の 第 
) 近 用 や 多 機 生 バ イン ダー の 増設 
20m 維 の ボディ に 収め て いる 


搭載 MS (製造 は AE 
高 出 カ ビー ム 兵 養 や ファンネル に よる 
攻撃 力 . 多 委 の 椎 進 問 に よる 機動 ・ 宣 
ュ に よる 師 科 性 に 優れ る 


MORE INFO! 


が 復 秩 
も 


6225 


第 四 世 代 MS の 
出現 と 誤 妃 


N80 年 代 擬 期 に 実 


MS は 、 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 接 の 戦略 蘭 境 に 


例 は 激減 


グリ プス 戦 栓 末期 、 第 ニ ・ 
Ea 1S や 可変 MA な 
どの 技術 革 柄 を 受け て 、 第 
相性 代 MS が 開発 され た 
MS 単 休戦 全能 力作 
求 、 巨大 可変 MA の 重 産 化 MS 
な ど が 問 発 の 斉 旦 に あっ た 。 放 の 衣 本 


グリ プス 埋 役 来期 か ら 背 
次 ネオ ・ ジ オン 戦争 に 

け て . ZZ ガン ダム や S ガ ンダ 

ム が 給 大 な 性 能 を 発揮 。 報 

多 末 期 に は ネオ ・ ジ ネン 

複数 の 衝 四 世代 MS を 投入 

し 、 天 戦 を 織り 広げ た 


た 。 MS を 


ステ ム 


柏 能 MS を 求 


機動 新 世 紀 ガ ンダ ム X 


歴史 フォ ー カ ス : アル タネ イ テ ィ ヴ 社 可 人 mr093 sm09 
き \ 


可 識 アル タネ イ テ ィ ヴ 社 凍 撃 Si 


8 体 は 、 地 球 連 邦 の 復活 と 戦後 
ティ ファ を 近 る 激闘 と ンダ ム AX を 手 に * 斉 山 で あ 論 む 「 政 府 瑞 好 委 員 会 」 の エー 
> 1 に . 人 ト 見 弟 は 政府 有 建 委員 会 の 斉 幸 
政府 再建 委員 会 の 彫 四 東 も ガロ を 肥え K 、 ニ ュー タイ ブ の 確保 を 目 折 す 眉 府 再 
\ 会 の 一 部 勢力 の 指示 を 受け 
\ 弟 は 政府 再建 委員 
兄弟 は 独自 の 目的 を 持 


兄弟 は 
思考 の み で 
終息 特殊 能 カ 関連 ファ イル 


ヴ 社 に 送り 届け た 


ン に 再び 鶴間 され 
、 アル 7 社 は 甚大 な 技士 こ 
の 透 休 行 に 克 恒 と 対 フリ ー 
社 へ の 廊 選 を 
人 的 刀 


フロ スト 兄弟 の 出現 と 
ティ ファ 争 礁 戦 の 終結 


琶 フォ ー カ ス : ア ル タ ネイ ティ ヴ 福 畑 撃 [| 


ティ ファ を 保護 し た フリ ー デ ン だ っ た が 、 フロ スト 兄 
弟 の 策略 に よっ て ティ ファ が 深刻 な 縛 睡 状態 に | 
た た め 、 ア ル タ ネ イ テ ィ ヴ 社 の ラボ に 取っ て 返し た 。 ラ 
ポ の 話 所 施設 で 、 テ ィ ファ を 治療 する た めで ある 。 結 
果 、 テ ィ フ ァ を 芝 る 争い が 再燃 し 、3 信 の バル チャ ー 


国 ラボ で の 戦闘 
ティ ファ を 者 取 し た オル / 


アル タネ イ テ ィ ヴ 社 に 性 
出る 前 に 其 撃 を 開始 し た ミル が ガ 
MS 部 礎 と バル チャ 


XE 
時 に ガロ ー ド を 拘束 し た 
ギア が アル タネ イ テ ィ ヴ 社 に 
の 故障 を 閑 っ た 利 


オル パ が 


が ジャ ミル と 共 叶 
示 。 サテ ライ トキ ャ ノ 


バル チャ ー 細 の 送 
GX-9900 の 進 


GW-9800 
GT-9600 の 進路 


フロ スト 兄弟 の 進路 


MA-06 の 進路 MA.06: 


+ す すす ! 


畔 本 発生 地点 NRX-0013 の 共 刺 


1 

ガロ ー ド と ティ ファ が 乗る ガン ダム X は 、 交 雷 中 の MS 乗り た ち 
を サテ ライ トキ ャ ノン で 科 送 する が 、 あく の 人 間 の 死 を 知 じ 取っ た 
ティ ファ が 竹 個 。 直後 、 フリ ー デ ン は ガン ダム X を 取り 押さ え 、 ティ 
ファ を 再び 保護 下 に 置い た 。 同時 に ガロ ー ド も 拘束 し て いる 、 
直後 、 フ ロス ト 兄 部 の 見 シャ ギア が アル タネ イ テ ィ ヴ 社 に 接触 し 
て ティ ファ 故 還 を 申し 出 、 旬 オル バ が MS の 故障 を 装っ て フリ ー 
り 込ん だ 。 ティ ファ の 容 艦 は 安定 し て いた 


ジャ ミル は 生身 で ガン ダム X を 無力 化し. ティファ を 圭 苗 。 フリ ー デ ン は バ 
Ip れ で いた オル バ を 莉穂 し た が 、 これ は 諾 だ 


般 の 助力 を 得 た フリ ー デ ン と 、 フ ロス ト 兄 弟 が 加勢 
し た アル タネ イ テ ィ ヴ 社 が 交戦 し た 。 戦闘 の 中 で ティ 
ファ は ラボ に 連れ 去ら れ た も の の 、 ガ ンダ ム X が アル 
タネ イ テ ィ ヴ 福 の ラボ を 壊 減 さ せ せ た うえ ティ ファ を 考 
い 出 し 、 争奪 戦は フリ ー デ ン の 勝利 で 華 を 閉じ た . 


取っ た た め に 答 全 Ps フリ ー テ デン 
ティ ファ を 保護 する と 出 
同時 惹 。 フ ロス ト 兄 第 の 兄 シ 
ティ プ rT MS 


他 の バル チャ ー と 共同 


ルチャ ー 自 と 合流 し た フリ ー 


ダム X の サテ ライ トキ 


決する 手短 と な っ 


て いた 


田内 容 は オル パ バ を 滞 じ 
信光 し て お り 、 従 は 月 が 出る 前 に フ 
リー デン へ の 攻撃 を 実 縮 し た 


[ 妥 | ティ ファ の 病状 悪化 


オル パ が 答 守 真行 っ た 投 若 に より 、 テ ィ フ ァ の 容 惑 が 急 連 
に 一 化し 放置 すれ ば 2 日 以 内 の 死亡 が 確定 交 と な れ を 
受け た ジャ ミル は 、 アル タネ イ テ ィ ヴ 福 の ラボ を 駐 撃 し 、 話 大 施設 
の 確保 を 目 柏 し た 。 この 際 、 ジャ ミル は 旧 束 邦 重 人 時 代 と ニュ ー 
タイ プ と し て の 自分 の 過去 を 語り . ブリ ー デ ン の クル ー た ちち も 作戦 
に 司 意 する 。 し か し 、 契約 し て いた MS 乗り の ウィ ッ ツ ・ ス ー と ロア 
ビィ ・ ロ イ は 参加 を 拒 舌 し 、 租 を 離れ た 


ティ ファ の 神経 引 織 は 基 寺 を 夫 め 、 放 年 すれ ば 死 が 大 
ツ と ロア ビィ が 去る 中 、 ティ ファ 宮 訂 を 目 論 じ オル パ は 本 


ふた り の MS 乗り に 去ら れ た フリ ー デ ン は 、 軸 旋 拡充 の た め バ 
ルチャ ー 仲 間 に 孝 拉 を 要請 し 、3 儲 の パル チャ ー 算 が 合流 し 
ラボ 細 撃 に 交 し 、 埋 力 を 一 分 し て の 克 机 後 、 全 MS を 出撃 させ て 
ラ ギ の 正面 で 合 湾 、 一 気 に 突入 する 作戦 が 立て られ た 。 作戦 は 
septs ジャ ミル 括 業 の ガン ダム X の サテ ライ トキ ャ ノ 
オル バ と の 共鳴 で 作 
臣 K 知 っ た シャ キア は 、 月 出る 香 に ブリー テン を 叩く こと と し た 


# 
Ky 


グリ ー ツ ・ ジ ョ ー ち も 立た る バル チャ ー が 合 渡 し 作 載 は 4 儲 の 陸上 生 
で 族 格 され る こと に 。 し か し 、 作 直 内 容 は 澤 洪 し て いた 


造反 し た オル パ は 。 ティブ ァ を 拉致 し て デル タネ イ テ ィ ヴ 社 に 引 
き 濾し た 。 シャ ギア 率い る MS 部 隊 は 、 月 が 出る 前 に フリ ー デ ン ら 
を 赤 浜 させ る べく 明 負 を 開始 。 ガロ ー ド に 任 され た ガン ダム X 以 
下 、 バル チャ ー の MS が 抗戦 し た 。 アル ク ネ イ テ ィ ヴ 社 は MA グラ 
シン ディ ー ネ を 投入 し 、 パル チャ ー と フロ スト 兄弟 を 挟 輸 し よう と する 
が 。 ガン ダム X の サテ ライ トキ ャ ノン を 堂 け て ラボ は 境 減 。 填 織 
治 栖 され て いた ティ ファ は ガン ダム X に 保護 さ れ た . 


天 挫 治 値 され は 、 シ 
し 、 カロ ー ド が サテ テイ トキ ャ ノン 全身 。 ウィ 


と 共 層 し て 攻撃 族 覆 を 失 示 
ら 6 中 需 


固 フリ ー デ ン 、 次 の 行動 を 決定 
オル パ の 投 舟 に よ 
ル は アル タネ イ テ ィ ヴ 社 の ラボ に あ 
夫 で の 治 着 を 決定 し た 
報 に 同 但 する 中 、 MS 乗り の ウィ 
《 拒 本 開か ら 区 説 し た 


ティ ファ の 病状 が 矯 化 。 こ の た 


リー テン の クル ー 
た ロア ビィ は 参加 


‘Minstration by AKO UNUMA 


MORE INFO! 
政府 再建 委員 会 


旧 連 邦 軍 の 生き 残り を 中 心 に 組織 され た 結社 が . 政府 
再建 委員 回 孝 の 再編 、 地 球 の 統一 目的 と 
た 。 軍 組 織 の 再訪 、 新 兵器 の 開発 を 秘密 護 に 進め て 

共 全 宣 と 軍 突 し た 


NRX-0013 
ガン ダム ヴァ 


NRX-0015 

ロン ダム アシ ュ タロ ン 

人 調 本 半 会 の 新 提 
の 1 機 。 トラ ンス 

を 信 え 性 性 に 何れ る 、 オ 
が て] 


63-24 


機動 戦士 ガン ダム 


WORLD GUIDE に 販 当 nc03 sm9Mh 


に グ = 


テーー 


MS 型 [一 ! MS GUIDE IN U.C. 
運用 理 謗 ョ ュ ルー』 字 軸 世紀 MS ガイ ド 


型式 番号 の 末 選 に 、 タ イブ (サブ タイ プ ) や 仁 
ド ファ ベッ ト や 数 字 が 付き れる 
a * > mn 体 的 な 機体 を 表す 。 汎用 機 の ザク ド 弄 ょ い 。 例え に 7 
所 属 な ど を 示す 記述 方 式 06F、 際 戦 用 支援 型 の ザク キャ ノン を 表す MS.06K、 x ちよ ん 」 と 読む こと 
ず 宙 用 動 仕様 機 の 改修 型 
MS や MA な どの 機動 兵器 | 型式 番号 」 と 呼 8 る < 機動 兵器 だ が 
ば れる 機種 識別 が の 機体 ヽ と ・ と り ぶ お 
水中 用 な どの パ こと が ぜ っ と ・ ぜ ぼろ 」 と も 読 
1 N EP め 、 現 式 番 号 3 2 トー・ カ ル テ ン パッ ハーU.C.0154) 


ュー タ 要求 し た は ず が 、 地 上 戦 用 の 際 戦 
の 単式 番 タク が 誤っ て 配送 きれ る 可能 性 も ある (3 
の 反乱 ] 期 説 す < と し て 陸戦 用 MS の 配備 * 
型式 番号 は 、 ト 、 数 字 、 記号 放 下 作戦 に 従 る 


ザク II の MS-06 な ら 仕様 3 型式 番号 が あれ ば 、 説 
の 可能 性 は 融 減 する 。 上 述 の 例 な ら 、 宇 鶴 用 の 高 
6 番目 の 機動 型 ザク (R-1 7) は MS.06R-1A、 隆 戦 高 機 
と 言わ れ * 明確 が あり 、 誤 認 
か 職 車 な の カ M シ 0 も る 可能 性 は 低い 。 書類 の 都合 上 、 懇 式 番 号 は 
も っ と も RGM と 


Mustration by KATO OOMOTO 


- | 地 放 の 東 番 


| 一 年 戦争 基 の 型式 番号 / = 


一 年 潜 争 時 に MS を 実用 化し た 地球 運 孝 
軍 は 、 ジ オン 公国 宣 と は 異な る 方 式 の 型式 
番号 を 採用 し た 。 地球 連邦 軍 の 特徴 は 、 試 
作 MS と 主力 MS を 明確 に 区 分 し た 点 に ある 。 
以後 、 こ の 区 分 は 連綿 と 受け 継が れ て いく 


MS と MA に 下 式 秋 
昔 の 区 分 存在 し 
な いも 特 往 。 MA 
分類 さ れる 兵 疾 
で も.RX ナ レバ パー が 
付き れ て いる 


試作 MS /MA 


試作 旨 に は 、 試 作 を 表す 「X」 が 与え られ る 。RX 

に 続く 2 桁 の 開発 番号 は 、 計 画 の 系 統 や 年 次 を 
示す 。 ガン キャ ノン 便 産 悪 の よう に 、 革 産 仕様 機 
で も RX ナン パー が 付 さ れる 場合 が ある 、 


RX-00-0 


当 1 は 「RX 計 画 系 + 
の MS で ある こと を 表 | 

し た 析 欄 財 寺 議 | 生 
柚 ガ ンダ ム の よう に 

「RTX) ナン パー の 
半 式 MS も 人 


ET a # 


地球 連邦 軍 で は 、 試作 機 を ー ズ を 表す 「RGM」 の 
主流 2 系 統 が 制定 きれ て お り 、 そ こ に 開発 番号 (開発 馴 と は 必ず し も 関係 な い ) を 
笠 み 合わ せる 方 式 を 採用 。 UC.0080 年 代 に は 「RMS」 も 使用 きれ た 


U.C.0080 年 代 の 型式 番号 


一 年 戦争 後 、 地 球 連 邦 軍 は 従来 の 列 式 PO 
番号 を 継承 し つつ 、 新 た な 型式 番号 と 記述 方 ム 系 以外 の 便 半 
式 を 制定 し た 。 ニュ ー タ イプ 研究 所 の 機動 兵 WMS WU. RG 
召 に も 、 独自 の 型式 番号 を 与え で いる 。 新型 テー サー ビン 

ジオ ン 公 国軍 的 記述 も 採用 し た ELS 


試作 MS の 「RX」、 ジ ム 系 以外 の 主力 MS を 示す 
「RMS」 に の 数 字 を 付す 新 逢 式 番号 を 控 
用 。 開発 番号 の 上 二 因 は 開発 基地 を 表す 。 U.C 
0080 年 代 開発 の 機動 兵器 に の み 採 用 され た 


「RXH1 画 系 MSG は 
ET も KEMS 

1 は RX ナン パー と され 

た 。 可 恋 MS も 誕生 し 

た が 可 江 各 号 か ら 仕 | 生 上 
re 


7s ZZZZPTTYSTT'3 
= 0( 
ET ETT ET eu EE に = 
| 11( ゆ ナッ ー) ガブ スレ イフ キン]。 ガブ スレ イ の 商人 ( フス キー 甘 ) 導 知 織 を 請 信 。 
= = ピ ガル ババ ルディ 四 ジ オン 公男 章 の ガル バル テディ B 抱 の 作 機 。 
ーー 年 下 光電 に 同 作 る か た 自 名 本 所 MA FEzZSic) E 
専用 MS_ 
の pps 
TT 13 (セタ ン の 息 ) TS 


ハンプ 3 だ 、 


地理 吉孝 軍 の 主力 MS で ある ジム ・ シ リー ズ 
に 与え ら れ た 型式 番号 。 多く が 「RGM」 ナン パー 
を 与え られ 、[GM] 郎 は ジム を 示す 。 開発 番号 は 
「79」 で 、 ほぼ 続 一 され て いた 


RGM-00A 


MR 
1 te ta 

TRGML79] 部 は 周 ti 

ー で 、 去 履 の アル 

ファ ベッ ト や 筐 字 で け 本 | a 


内 和 を 区 分 , 支 手 用 


カス タム 。 経 人 性能 

LLCPTTLOESHYH TL 
トレ ー ナ ー。 量 謗 族 MS、 

| ジム ・ キャ ノン 。 本 柱 軸 MS. 


拍 合 増加 装備 MS 以外 の 型式 番号 と し て 、. 圭 開 機 の 「FF』 
「 フ ルアー マー 緒 ナン バー が 知ら れる 。 FF-X7 コア ・ フ ァ イ タ ー 
堪 慢 に は 「FA] を ( 下 ) . FF-4 トリ アー エズ な ど が 配当 する , 
付与 。 FA-78-1 7 
ルアー マー・ ガ ンダ 
ム ( 右 )、FA-78.2 
へ ビー・ ガ ンダ ム な 
ど が 知ら れる 。 


RMV: 


地上 車輌 的 標 モビ ルポ ッ ド に も 
動 兵器 「 モ ビル ピー 分 類 さ れる 支 舞 兵 
クル 】 は [AMV] を 問 ま ポー ル ・ シ リー ズ 
与え られ た 。 RMV は 、「HB」 ナ ン パー を 
1 ガンタンク) 持つ 。 RB-79 ボー 
RMV.3M 局 地 抽 ル ( 右 )、 RB-79K 
圧 買 ガン タン ク な ど ポー ルド K 型 な ど が 輸 
が 論 当 する 知ら れる 


14( ペ スン) セク ・ ア イン 。 X シ リー ズ の 1 由 栖 。 4 


15 (ニュ ー キ ギ : 5 パー ザム 。 カン ダム Mk-H の 便 産 仕様 剛 に あたる 。 
16(4 ァ to) | tec160 | 
RX.178 
(2 リアス) Ssn7 
( レ ィ フロ ー) | nwSrigN の ] 


19 (ジャ ブロー) | RMS1g2M 


ー タ イプ 研究 所 が 抽 自 開発 し た 機動 兵 状 
に は 、 特殊 な 重 式 番 呈 が 与え られ た 。 開発 研究 


所 を 示す アル ファ ベッ ト と 「RX」、3 桁 の 開発 革 号 
を 組み 合わ せ た も の で ある 


MS で も 可変 MA 
で 6、 同 系 の 間 式 
番号 。 開発 
は 同人 笑 馬 を 示す 
が . ニク 研二 部 は 
下 2 を 紙 一 する 


RAR 


パプ テマ ス ・ シ ロッ コ 大 敵 が 設計 し 木星 軟 通 船 
ジュ ピ ト リ ス の 工場 区 画 で 製造 され た ワン オフ 機 
動 挫 部 に 対し て 、 地 球 連邦 定 は 持 自 の 給 式 番号 
を 与え た 。 「PMX」 と 3 桁 の 開発 番号 か ら 成る . 


PMX-000 


に 


PMX-000 メッ サー 
ラ か 5PMXC003 ジ ・ +R 
0* で の 計 4 想 、 メッ 


サーラ は 可変 MA 
他 3 機 は MS だ が 柚 
式 番 易 で は 区 別れ 


MR 
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MS 査 明 期 か ら 一 年 戦争 其 


オン 公国 軍 で は 、 ミ ノ フス キー 圭子 散布 環 
境 対 応 兵器 (次 期 主力 汎用 戦術 兵器 ) と し て 
MS を 採用 し た 時 点 で 、MS の 可 式 番号 が 制 
定 さ れ た 。 ZEONIC 社 の ZLXA3 に 与え られ た 
「MS-01」 が . MS の 型式 番号 と し て 初め で 
も の で ある 。 MA が 開発 され る と . MS と 同様 の 
方 式 の 政 式 番号 が MA に も 与え ち れ た 

ジオ ン 公 国軍 で は 兵 問 種 別 を 表す アル ファ 
ペナ オ 、 開発 番号 の 数 字 2 桁 、 タイ プ を 
ルフ ァ ベ ッ ト や 数 字 か ら 成 る 。 シン プル だ が 機 
動 兵 義 の 基本 型 か ら 仕 様 まで 判別 で きる 。 


[MS.06J』 と い 

シン プル な 事 式 才 
FT. MS ザク 
1 の 末吉 虹 だ と 理 
CS 


= 角間 ・ 間 
1M= 水 中 用 な ど 、 数 
式 番 号 示 尾 の アル 
ファ ベト で 仕様 が 
槍 演 可 能 。 


兵 問 別 を 示す 「MS」、 開発 番号 を 表す 2 析 
の 秩 字 、 タイ プ ブ (7 0 リエ ーション 、 仕様) を 表示 する 
アル ファ ベッ ト や 数 字 か ら 成 る 。 開発 番号 は 、 開 
発 類 に 付け られ る こと が 多い 


YMS-00A 


きき 


付け 方 は 同じ 。 只 一 
の 違い は . 問 秋 号 
の 先 束 に 生 く 「Y」 


プロ ト タ イプ ず ク 。 実用 レベ ル に 直し た 初 の MS。 還 力 人 は され ず 。 
IA 穫 。 初 | 


MS 開発 の 中 で 、 水陸 両用 (水中 用 ) MS の 
[MSM」 ナン バー と NT 用 MS の [MSN] ナシ 
バー が 制定 され た 。 兵 靖 輸 別 の 末尾 に アル ファ 


ペッ ト が 追加 きれ た 以外 は 、 他 と 同じ で ある 、 


MSM-00A 


る 肛 番 号 で . 通 第 " [ 
の MS と 明確 に 区 別 


MS の バイ オニ ア で ある ジオ ン 公 国軍 は 、 初 め て MS や MA に 憶 ] 式 番号 を 与え た 
幸 寺 で も ある 。 ジオ ン 公国 軍 の 型式 番号 は シン プル な だ け で な く 、MS と MA の 区 別 、 
ニュ ー タ イブ 専用 や 水 陣 天 用 な どの 仕様 が わか りや すい 点 が 特 委 | て いる 


ー 示す MAI の 胡 
を MK け ば 、MS と 同じ 法 名 で 提 式 番号 が 付け られ 
る 。 MS 同様 、 水 中 用 の MAM」 ナンバー、 ニ ュー MAM-00 
タイ プ 用 の 「MAN」 ナン パー も 制定 され た 2 誠に 1 
動 主 の フォ ー マ ッ ト を = 円 


桂 た な い MA だ が . 缶 
需 号 の 付け 方 は 寺 i 
され て いる 。 拓 生 

の 設 式 秋生 UMS と 仙 

じ 寺 時 に 和 う , 


mi 
MA の 前 股 其 に あたる . 飛行 克 的 健生 

ザク レロ 。 手 更 用 の 試作 MA。 | 
| ビグ ロ 、 軍用 の 攻 介 動 MA 少 吉 が 生産 され た 

ピグ ・ ル フ 。 ブースター 搬入 欄 の ビグ ロ 。 | 
EAC TT TE 3 
ビブ ・ ザ ム 。 ジャ ブロ ー 不 用 MA 突出 し た 必 里 を 桂 つ 

ク 用 MA 

プラウ ・ ブ ロ ニュ ー タ イブ 用 44A。 大 齋 メ 和子 和 を 人 える 。 
ニュ ー タ イブ 専用 喜作 MA。 サイ コミ ュ 振 剖 式 放 再 導 末 ビッ ト を 大 埋 。 


MORE INFO! 
特殊 な 型式 番号 


変更 され た 
$、 開発 中 に MS-11 
だ っ た 製 式 番号 が MS-14 に 変更 され て いる 


肝 発 中 に MS.16X た 


参 剛 )。 MSN ナ 


例 が 


国軍 の に 


CN 


タン ク は 、 ジ オン 


公国 軍 の 条 四 用 機 
玩 式 番号 示 


は 、 兵 只 
合わ せ 


ナハ イム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (AE) が 反 地 球 連 孝 政府 組織 エッ ー ゴ に 提供 
た MS や 支援 兵器 に は 、 地 球 連 邦 軍 や 則 ジ オォ ン 公 国軍 と は 異な る 型式 番号 が 
えら れ た 。 開発 計画 や 開発 者 特殊 表記 が 含ま れる 例 も 確 


エ ウ ー ゴ 用 MS 


エゥーゴ 用 に AE が 開発 し た MS は .「MS@ 


MSZ-000@ 


MSzZ.006 TEE 


の 大 半 は 、「MSA] と 三条 の 数 SA 0008 [wszooex | EZ x 二 尾 
わせ た 和 式 番号 を 持つ 。 [MSA] の M | Wsz.006P2736 | Li a 


エレ クト ロニ クス 社 の 全 


"開発 主人 社 か ら 移 


2 FXA-00@ 
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0 護 ラ ザ 秘 密 工場 星 地 
@ 攻略 戦 


_CAPTURE of SECRET BASE 


オン 公国 軍 の ラサ 秘 審 工場 
、 地 球 連 邦 軍 極 東方 
方 面 軍 の 目的 


UC0079.12 上 旬 、 
基地 (以下 ラサ 基地 )t 
面 軍 が 大 規模 攻撃 を 仕掛 けた 
は ラサ 


戦争 示 央 
公国 軍 所 対 作 戦 の 
d 軍 に よる ジャ プロ ー 隆 


路 天 握り 紋 山 を 利用 し た 地下 
年 戦争 後 、 旧 ジオ ン 公 固 軍 残 
名 設 し た キン パラ イト 統 山 似 
て いる 。 た だ し 、 ラ サ 基 地 の 規模 は 何 め て 大 きく 、 ほ 
ちら 開発 可能 な 機動 兵器 建造 施設 を 有 し て 


)、 地球 連邦 軍 と し て は 戦略 的 に も 戦術 的 
ラサ 基地 (と アプ サラ ス ) を 放 首 


ラサ 基地 の 攻 
連 孝 軍 極 東方 面 軍 総司 令 イ ー サ ン 
キ 指 揮 を 執り 、 投 入 戦力 
幅 東 方 面 軍 の 並々 な 
ライ ヤー 大 

レビ ル 将 軍 を ライ 
事態 を 短期 
アプ サラ ス の 
玲 備 を 進め で い 
可能 性 いふ 以上 、 
品 態 は 凌 け た か 
サ 基 地内 部 へ の 通路 を 確保 すべ く 
無視 し た 強 攻 策 を 採り 、 機 械 化 泥 成 大 隊 (コシ 
隊 ) は MS 部 隊 の 多 失 
も 、 個 人 的 思 
を 進め る 男 か ラサ 基地 


ス の 開発 責任 者 だ っ た ギニア ス ・ サ ハリ ン 技 術 少将 


極東 方 面 軍 の 攻撃 の 中 、 ア プラ サス の 最 凌 礎 
サラ ス 田 」 を 完成 させ た サハ リン 技 
彼 は 尋 淀 な 精神 状態 に な 


er 


用 対 


尼 動 芝 洋 が 飛 


A" ジョン ・ ス ミス UL.C.0154) 


64.23 usrat 


ラサ 基地 の 攻略 に あたり 、 地 球 連 邦 軍 極 東方 面 
軍 は ビッ グ ・ ト レー 緒 際 三 艇 を 中 心 と する 陸戦 部 隊 、 


最大 20 数 機 以上 の MIS を 擁する コジ マ 大 隊 、 


ナイ パー 装備 の クロ フォ ー ド 幸 略 突 役 大 隊 、 多 目的 
由 闘 機 ジェ ッ ト ・ コ ア ・ プ ー ス ター を 多数 配備 し た 386 


を 没 破 、 相 林 ち 


昌和 
体 は 戦 区 、 戦 敵 は 終結 


アプ サラ ス 皿 の 出撃 と 連邦 軍 と の 交渉 


ラサ 地 の 位置 を 特定 し た 酔 東方 面 軍 は 、 大 問 民 戦力 を 投 


入 し た 攻略 作戦 を 実施 。 指 林 は. イー サン ・ ラ イヤ ー 大 体 が 執 
た 。 竹 東 方 面 宣 は ラサ 基地 に 猛 旭 撃 を 加え て 久山 地上 部 を 制 
圧し 、 坊 道 か ら MS 部 障 を 送り 込ん だ 。 これ は . 投 入 MS が 撃破 さ 
れ た 梱 、 欠 楼 反応 尋 の 講 吉 で 山頂 を 吹き 飛ば し 、 侵 入 経路 を 確 
保 し よう と いう ライ ヤー 大 佐 の 葉 康 だ っ た 。 だ が 、 振 楼 反 応 炉 の 
誘電 は 起こ ら ず 、 計 4 回 の 突入 は 失 牙 。12 橋 も の MS を 失っ た 


ライ ヤー 大 洗 は . 其 入 作 戦 を 変 許 。 ラサ 基地 
出 事 代 と アプ サラ ス 田 の 】 


村 近 洋 和 ケ ル ゲ レ 
壁 が 居 ん で いた 


アプ サラ ス 相 出撃 


し た アプ ラサ ス 皿 が 、 ギ ニア ス ・ サ ハリ ン 技 宝 少 表 と 軍 
軒 ア イナ ・ サ ハリ ン の 提 杏 で 出 軸 。 アイ ナ は 技 下 で 工 財 責 を 
行っ た の ち 、 幅 東方 面 軍 に 一 時 休戦 を 車 し 入れ た 。 績 加 船 と 
な っ た ケル ゲ レ ン を 、 宇 宙 に 送り 出す た め の 描 置 で あっ た 。 ライ 
ヤー 大 仁 は 回 答 を 避け つつ 、 アプ サラ ス 皿 と ケル ゲ レ ン を 攻撃 す 
る 狂 油 MS を スタ ン パ バイ させ た が 、 ア イナ は 体 戦 が 成立 し た と 判 
断 。 ケル ゲ レ ン も ラサ 基地 か ら 発進 、 南陵 し た 


中 は . 左 令 約 火 カ で 蛋 東 方 面 重 を 性 止め し た 。 一 時 休戦 が 旋 


機動 返 洋紙 ケル ゲ レ ン を 用 いて 宇宙 へ の 税 出 を 決定 し た ラ 
サ 茅 地 だ っ た が 、 基 地 に 隣接 する 鉱山 都市 に 極東 方 面 軍 の 
MS 部 ( 鹿 08MS 小 破 と 長 距 誤 支 援用 MS3 様 ) が 配置 され て 
いた た め 、 説 出 ルー ト 確 保 の 必要 性 に 迫 ら れ た 。 話 山 都市 に 派 
守 さ れ た ラサ 共 地 MS 邦 層 は 填 減 し た が 、 後続 の ノリ ス ・ パ ッ カ ー 
ド 大 佐 機 が 兵 環 離 支 援 MS を 全 機 買 確 。 08 小 隊 と の 理 庄 で 
パッ カー ド 大 価 模 は 黄 結 され た が . 脱出 ルー ト は 確保 きれ た 


長 軸 の 支 宜 MAS と 08 小 随 の ビー ム 兵 居 筑 MS は 、 ケ ル ゲ レ ン を 二 
する 能力 ど あ っ た た め ラ サ 基 地 は MS を 泊 直 その 條 胃 方 を 


還 上 | 晶 い の 終結 


ギニア ス 技 術 少 梓 が アプ サラ ス 四 の メガ 粒子 次 を 発 穫 し 、 多 
数 の 赦 MS を 撃 統 。 対す る 軽 東方 面 軍 も ケル ケレ ン を 撃沈 し た 
これ を 磁 に 戦闘 が 再開 。 アプ サラ ス 田 は 指 傷 し な が ら も 格 事 
方 面 軍 の 旬 室 MS を 韻 洲 し 、 獣 本 琴 へ の 攻撃 を 意図 し た 。 し か 
し 、 軍 を 騰 走 し た 08 小 隊 限 長 シ ロー・ ア マダ 少 財 が アイ ナ を 導 
動 し た うえ 、 ア プ サ ラ ス 還 と 相討ち と な っ た 。 この 際 。、 ア プ サ ラ ス 
田 の 最後 の 秦 撃 で テイ ヤー 大 体 は 戦 光 し 、 江 闘 は 終結 し た 。 


虹 赴 兵 と な 
DE ET 


た アマ ダグ 制 は の 回 上 を 拓 
アプ ザラ スロ を 夫 


固 鉱山 都市 で 
二 で ざ * 


連隊 な ど を 投入 し た 。 対す る ラサ 基地 の ジオ ン 公 国 
軍 は 、MA ア プ ブサ ラス 田 を 完 茂 させ た も の の 、MS を 
合 む 江 力 は 極東 方 面 軍 に 上庄 倒さ きれ て いた 。 ア 
ス 四 は 一 撃 で 栃 東方 面 軍 の 本 陣 を 破壊 可能 
が 、 航空 修 勢 を 失っ て いた た め 有 崎 算 は 低 か 


ラサ 秘密 工場 基地 
攻略 戦 、 開始 


た 規模 
埋 


の 戦闘 
都市 に 配置 
層 と 量産 
を 撃 


四 還 発生 地点 


liumyaton ty AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
アマ ダ 少 尉 と アイ ナ の 行方 


間 ラサ 基地 内 部 に 薄 下 。 行方 本 
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光 圧 を 用 いる 
半永久 的 推進 問 


太陽 風 な どの プラ ズ 
ヴォ ワ チ ュ 

の 意 。 以下 VL 

える 。 西 磨 時代 から 存在 す 

ル ) の 一 種 で 、 DSSD (Deep 

smnd Development Org 


在 開 発 機構) が 実用 化し た 


Space Survey 


が 異な る た め 
搭載 し た も の を 例 
スタ ー ゲ イザ ー の VL 


め た 太陽 ネル ギー 変換 する こ 
圧 を 得る 。 この 光 庄 が 推進 力 に な る わけ だ 

受信 fi る が VL の 初 則 加 補 
力 は 低い 


か 進ま な い 


由 
商号 惑星 間 推 進 シ ステ ム 「 ヴ オ ワ チ ュー ル ・ リ ユミ エー ル 」 


VL の 利点 は 、 こ の 半永久 的 な eet 
推進 剤 と な る 太陽 風 を 100% 外 澤 
っ つまり 失 進 放 が 不要 ある . 補給 が ae 
wi 軍 探 査 機 や 外字 宙 航 行 胃 に 適し た 
上 同 の みな ら ず 恒星 上 航行 に も 有用 ある 
ター ゲイ ザー 用 VL の 構造 を 見 て いこ 
スタ ー ゲ イザ ー の VL は 機体 各部 に 設置 され た パ 
ロ テ ナ と 偏向 推進 器 を 茎 


ラス 」 な どか ら 成 る 


シス テム 


ング 状 構造 体 「 ト 
(に 量子 の 内 が 展 間 
推進 品 と 
起動 時 に は 周囲 の 空間 構造 に エネ ルギー 沙 
を 引き ま 、 機 体 の 周囲 に リン グ 状 の 発光 現象 が 
発生 する 。 この リン グ 状 発光 現象 は 単なる 光 で | 
、 攻 防 一 体 の 障 議 と し て る 。 その 攻防 力 
用 MS の PS 装甲 すら 切断 可能 で 、 
例 な ども 知ら れ て いる 。 
な く 、 各 種 レー 
利用 で きる 


、 光 正 推進 
SSD ト ku* 
事 作 で は 、 レ ー ザ ー 発 振 ス テ ポ 
スタ ー ゲ イザ ー を 加速 し た 


[WW ] 本 | 』0A 


MS Technology in CE 
コズミック ・ イ ラ の MS の 技術 


この 事実 は 、VL に レー ザー 推進 埋 と 
が ある こと を 意味 する 
搭載 MS や VL の 技術 を 採り 入れ 7 
機体 内 の レー ザー 発振 器 を 利用 し て 
発 的 加 可 力 に 優れ る モデ ル ょ と 
象 を 伴う た め 隊 医 性 が 低い と いう る が 、 推 
カ は 一 般 的 スラ スタ ー を 竣 角 し て お り 、 今後 著 及 す 
る 可能 性 も ? た ない. 


し で の 側面 


スタ ー ゲ イィ ザー 以 


Fh ル 


aration by FUNBOLT 


燃焼 機関 に 依存 し な い 
VL の 稼働 プロ セス ン SR ご h で 大 時 


基本 洗 作 は コン ピュ 


スタ ー ゲ イザ ー の VL は 、 太 隔 風 や ビー ム の 受信 、 
特殊 な エネ ルギー 変換 に よる 光 圧 の 発生 、 光 圧 に よ 


る 推進 と いう プロ モス で 柏 作 する 。 太陽 風 を 「 推 : Sa.491FW 
剤 」 と する た め 、 機 体 に プロ ベラ ント タン ク を 搭載 す 1 
る 必要 が な く 、 半 水 久 的 な 加 連 が 可能 で ある 

背部 の リン グ 状 構造 休 


トー ラス 」 に 量子 の 艇 を 
展 同 。 太陽 風 を 受信 する 準 
備 が 壁 う 。 季 本 制御 


ピュータ ー が 司る ノ 4 


太 昌 浅 を エネ ルギー 変 横 

て 確 力 な 光 圧 を 発生 。 挫 
差す る 。 初期 加 達 は 層 
い が 、 大 語 風 を 受け 続け る 
限り 半永久 的 に 加速 する , 


の 開発 組織 


VL は DSSD に よっ て 実用 化 され た 。 火星 軌道 以 達 令 VL 技 術 が 他 組 織 に 提供 され た 結果 、DSSD 以 外 で も VL を 指 載 、 ま た は 
域 の 探査 と 開発 を 目的 に 設立 され た DSSD に と っ て 、 理 技術 を 転用 し た MS が 許 生 し た 。 下記 以外 に も 、VL 搭 載 ャ ンク 屋 
論 上 無限 の 航続 虹 離 を 持つ VL は 、 必要 な 技術 だ っ た ロウ ギュ ー ル が 開発 し た MMF-JG73L ター ン デ ル タ な ど が 、 問 連 技 術 を 導 
VL の 技術 は プラ ント や 火星 コロ ニー 群 に 提供 され た 入 し た MS と し て ザフト の ZGMF-X56S/9 デス ティ ニー イン パル ス が ある 


GSX-401FW ス ター ゲイ ザー 計画 ] で は 、 火 量 軸 道 以 
直 で の 筆 査 を 可能 と する 無人 MS の 開発 が 目指 され た 。 こ の 
歴 、 自 待 虹 MNS ス ター ゲイ ザー の 推進 閑 と し て 搭載 され た の 
が VL だ っ た 。 MS 用 の 電 氏 推進 シス テム を 前 身 ど 


A 


の 同 発 者 の ひと り と し < 依 記 Key Word 
知ら れる 。 モリ セイ 

ワ 侍 士 に VL ユ ト 

の 開発 を 依頼 の 

が 、 計 画 の 中 心 持 師 


機 勢 性 向上 や 運用 理 境 へ の 最適 化 の た め 、 特 衝 な 推進 
器 を 持つ 機体 が 存在 する 。 スケ イル モー ター を 搭 筑 し 、 夏 を 振 


の 5 動 、 溢 状 竹 る ザフト 地上 戦 義 な ど が 特に 知ら れる 
AN 
0 NN a 
1 
ee i 
| 肌 剛 に 外装 し た x 
"| る ター。 腸 電子 確 を 赦 っ た 空 
\ ュ 本 を 用 し . 高速 を 得 た 
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牙 嗣 「 ブ プレ イク ビラ ー」 事 件 癌 


「 ブ レイ クビ ラー」 事件 で あ - 
イィ イノ ベ イ ド に 利用 され た EN 
に 9 ング ・ ハ ー キ ュ リー 大 佐 率い る 地球 連邦 平和 
クー デ タ ー 軍 の 決起 軍 の 一 部 勢力 に よる クー デ タ ー だ っ た 。 地球 連邦 政 で アフ リカ タワ ー を 攻撃 。 これ に よ 
府 と アロ ウズ が 実施 し た 反 連 邦 勢力 掃討 や 中 東 再 壊 注 し 、 ア フリ カタ ワー の 崩壊 に 参 
西 歴 2312 話 動 を 調 開 し た ソレ スタ ルビ ー イ ン 編 計画 の ! 数 百 万 人 規模 の 虐殺 が 行わ れ な が き 込 まれ て 人 質 の 一 般 市 民 も 残ら ちず 死亡 し た 。 し か 
グ (以下 CB) は 、 地球 連邦 政府 直 還 の 独立 冶 安 維 ら も 、 そ の 事実 が 隠蔽 され て いる こと を 知っ た クー デ も 、 事 件 は すべ て 反 連 邦 勢力 の 犯行 と 発表 きれ 、 地 
持 部 隊 ア ロウ 地球 連邦 政府 と アロ ウズ を 瑞 ター 軍 は 、 ア フリ カタ ワー の 低 四 道 ス 球 連 施政 府 は アロ ウズ の 権限 を 強化 し て いく 
操る り リポ ンズ ・ ア ル マ ー ク を 中 心 と し た 「 イ ノ ベ イ 掲 。 6 万 の 一 般 市 民 を 人 買 に 、 世界 (アリ ステ ラ ・ デ クシ ア AD.2614) 
ド ] 勢力 と の 問 に 激闘 を 線 り 広げ し か し 、 捧 
子 坦 演算 処理 シス テム "ヴェ ー ダ ~ を 「 イ ノ ベ イ 
存 わ れ て いた こと 、 太 陽 炉 搭載 MS の 普及 に より 軍 
事 的 優位 性 を 究 失 し て いた 留 ター 軍 の 動き を 事前 に 難 知 し て いた : 
半 て CB の 情報 が 漏洩 し て いた か ら 、 し た 。 この 事態 を 利用 し 、「 イ オリ ア 計 画 
CB は 普 戦 を 強い られ た 人 類 の 意思 統一 」 を 加速 させ よう と 
それ で も 反 連 孝 組織 カタ ロン の 協力 や 新 敢 ガン 、 地 球 連 邦 政 府 は 正規 の 聞 球 連邦 平和 維 
ダム の 活躍 に より 、 辛 うじ て 水際 で 作戦 を 成功 きせ 科 軍 に よる クー デ タ ー を 隠 項 し 、 反 連邦 勢力 に よる 
て も いた 。 そ の 代表 が アロ ウズ の 人 衛 時 兵器 メメ ント モ テロ 行 あ と 発表 する 。 さらに 、 ア ロウ ズ は 低 軌道 ス 
リ の 破壊 だ が 、 メ メン トモ リ に は 2 号機 が 存在 に 無人 兵 替 オー トマ トン を 投入 し 、 人 質 と 
その メメ ント モリ 2 才 て いた 一 般 市 民 ご と ター デ タ ー 軍 を 葛 り 去 ろ うと 
フリ カタ ワー ( 帆 道 エ レベ ペー ター 地球 連邦 政府 と アロ ウッ ズ 、 事 態 を 操作 する 「 イ 
壊さ せ 、6 万 の 民間 人 を 含む 多数 の 人 命 が 失 われ た ノ ベ イ ド 」 に と っ て 、 事 知っ て し まっ た 一 般 市 民 


すら 「 反 地球 運 邦 勢力 」 と 見 な し た の で ある 
ー」 事件 の きっ か け と な っ た の は 、 パ テロ ウズ に よる 掃討 作戦 を 受 ー デ ター 軍 は 
般 市 民 の 退避 を 進め た が 、 アロ ウズ は 


人 質 と し た 市 民 を 脱出 させ る 手 舌 も 整え で は いた ) 
"ヴェ ー ダ " を 掌 所 する 「 イ ノ ベ イド 
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プレ イク ビラ ー」 事件 に 至る クー デ タ ー に は 、 政府 、 独立 治安 雑 持 部 隊 ア ロウ 
クー デ タ ー を 包 る く 分 け て 反 連 邦 勢力 と 地球 連邦 系 勢力 が 関与 し 維持 軍 の 大 半 


いる 。 反 連 施 勢 力 は 、 ク ー デ ター を 引き 起こ し た 地球 反 連 施 勢 力 は 実情 の 暴 吉 と 地球 連邦 政府 の 
答 夫 力 の 意図 連邦 平和 維持 軍 の 一 部 、 反 連邦 宙 織 カタ ロン 、 そ し 是正 (CB は 方 向 性 カ 、 地 球速 邦 系 勢力 は 
て CB で ある 。 地球 連邦 系 勢力 と し て は 、 地 球 連 邦 人 類 の 意思 統 、 押 久 平和 ) 加 連 を 目指 し 


1 


GNA-0000+ 
GNRO10 


1 旭 


③ アロ ウズ 、 

クー デ タ ー へ の 対処 を 開始 
アロ ウズ は 無人 兵藤 オー トマ トン を 稚 道 エレ ベー ター 
内 に 投入 、 真実 を 知っ た 市 民 を も 攻撃 対生 
これ を 受け た クー デ タ ー 軍 は 市 民 を 選 器 させ 始め た 


Mswaon by AKIO UNUMA 


上 アロ ウズ 、 プトレマイオス 2 を 性 机 上 2) 古道 ステ ーション 制圧 


メメ ント モリ 攻略 埋 の 後 [イノ ベイ ド 」 の 攻撃 を 太 算 以下 、 地球 連 郊 平和 終 持 宣 の 一 錠 MORE INFO! 
nrg 「 ブ レイ クビ ピラー 」 後 の 4 ヶ月 


前 市 民 6 万 を 析 東 し た 


ルン ケ ハ ー キ 
デ タ ー き を 妃 


な が ら も 性 計 する 中 


CB 
を 雷蔵 すべ < カテ 
ス 2 を 開 燈 。 昔 衝 が 合 3 
双 北 ササ 前 に まで 過 い 込ま れ た が か 
et 


OETTEETT = / 
フリ カタ ワー に 人 


事態 を 雇 知 し た プトレマイオス 2 が 
も 単 狂 で 地球 軍 吉 
を 包囲 し 、 ク ー デ ター 軍 に か 
無人 兵器 オー トマ トン を 替 首 エレ ベ リ 、 市 民 の 避 暴 が 進む 
た 市 民 を も 提 対 対象 と する 攻撃 を た これ を 受 1 
ター 宣 は 市 民 を 誠 佑 させ 給 め た トバ パー ジ を 開始 
が 真実 を 結 る こと で 事態 を 打開 で きる と 考え で ウズ が 落下 す 
は 反 直 訂 勢力 に よる 市 民夫 を 提 知 し た 固 に 納 え られ た が 


撃 は 秒読み 自陣 
球 較 孝平 和 妖 持 軍 と C 


HB の 山上 
本 を 名 整 に 硬 清 
皿 、 素 馬 を 生 し た た め 。 館 
財 の 閑 甘 に ア # 


私 
まい 
きれ . 丘 軍 硬 勢 カ ダ 市 民 を 。 CB が メメ ント モリ の 太目 を 訪 み た ゲ 和 履 、 ピラ ー の で アフ リカ タ 
装 末 を 実 放し / ワー は 誠 . 遂 午 朋 を 穴 失 し 、 リニア トレ イン で 半 難 中 の 市 民 も 死亡 


信介 


TOT 
半 さ れ た 。 ク 
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学生 進出 と 
N ド ライ ヴ の 彫 響 


て 「 畿 回 x 起 ゃ 鞭 水 間 
i 過 紀 現在 、 字 宙 で の 運用 が 可能 な 
れ に 含ま れ 2 
MS を 括 載 機 と する 空母 和 的 和 牙 艇 も 普及 し た 
は 、 大 型 航空 機 も 著 柳 種 と し て 紹介 【 
水 艦 が 大 半 を 占め た 胃 罰 


伴う 戦略 環境 の 空 化 、MS の 戦力 
技術 の 療 肥 
ヒ を も た 


設 と 宇宙 開 
化 、GN ド ライ 
艦 経 に 大 き な 変 
、 由 道 書 設 
い 。 皿 道 エレ < 地上 と 
通 機関 、 大 陽光 発電 シス テ 
宇宙 開発 の 的 点 と いっ た 様々 な 側面 を 持 - 
重視 戦力 
全 商 5 万 m 寺 の 幸 道 エレ - 全 域 の 防衛 
可能 で あっ た 用 化 きれ た の が 、 宇 宙 用 


MG 運用 理論 : 西 臣 の 朋 [| mM9 sm22M 


Conventional Weapon in AD 
西暦 の 一 般 兵 回 


チ 調 自 
と 宇宙 開発 の 現場 
、 宇 生 航 路 の 防衛 
MS の 央 力 化 も 艦 
た MS だ が 、 飛 行 タ 
動 性 ( 長 更 離 移動 能力 ) は 6 
長 が 求め ら + 
】 棋 場 陣 胃 、 幅 送 艦 が 
この 傾 問 は 、 海 上牧 の みな ら ず 学 宙 艦 抱 
| わ ず MS 運 用 艦 加 し 
この 條 質 の 変化 以外 単純 性 能 の 


兵器 と 


‘GN 粒子 に 3 7 
F が MIS の 性 能 を 飛躍 的 に 
ツ 指 載 MS が 多数 配備 され る 


子 の テク ノロ > 

GN ド ラ ィ 
秘 龍 も 出現 L 

の MS 運用 全農 

イオス が GN 
和子 関 

似 太 陽 炉 が 流出 す 大 勢力 が 国連 、 地球 連 

平和 維持 軍 が GNT 


畔 MIS の 運用 能力 も 備 


・ ド ゥ & り 
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し る 坦 
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完全 電力 化 さ れ た だ 海上 態 と 輸送 弁 か ら 始ま っ た 宇宙 能 能 


24 世 紀 初 頭 、 石 池 輸 出 規 制 や 大 陽光 発電 シス テム の 初期 の 宇 軍艦 近 は 、 軽 武村 ・ 大 ペイ ロー ド の 輸送 艦 タイ 
答 作 に 伴い 。 化石 角 料 や 原子 力 を 動力 と する 船 租 は 洪 濾 。 。 プ が 目立っ た 。 当時 の 戦 路 環 境 で は 、 宇宙 で の 大 規 松 
し て いた 。 民間 角 船 で は 、 電 旋 受 信 ア ン テ ナ や 太陽 電池 脱が 相 定 に こと 技術 的 な 懇 界 、 輸 送 能力 や MS 
パネル 、 和 電池 な ど を 併用 する こと が 多く な り 、 軍 の 海上 華 搭載 能力 の 重視 な ど が 背景 に あっ た 。 重 臣 款 の 宇 軍用 時 comeh っ CB の 人生 て 
能 笠 も 同様 の 動 カ 方 式 を 採用 し た よう で ある 同 語 は 、 GN 科 子 技術 に よっ て 初め て 実用 化 され た よう だ 。 基 林 は 、 水 華 プ ラベ マジ ェ ら ど を 拉 用 する こと が ま か っ た と 移り れる 


大 拓本 


12307 年 と 
前 の 能 男 


化石 葉 料 の 輸出 規制 康子 力 へ 
の 呈示 か ら 完全 電動 式 の 艇 舞 が 増 
加 。 雪 道 エレ ベー ター の 建設 に より . 
宇 宣 柳 艇 も 実用 化 され た 。 GN 科 子 


技術 招 用 旗 は CB の も の 4 けた る | オレ マイ オス 
宇宙 本 上 と も に MS 用 能力 6 つ 人 連 に = 
還 は すでに 尊 生 し て いた 。 LTTT1 AL 


2312 年 需 の 前 舞 
( 太 語 妨 芋 及 期 ) 


CB か ら GN ド ライ ヴ が 玉出 する と 、 そ 
の 接 成 立 し た 地球 連邦 平和 締 持 間 
は 、GN 科 子 技術 を 用 いた 理 謀 丁 を 雪 Fa A 
用 化し た 。 CB は 火力 増強 型 の 万 由 いな 1 
義 を 建造 し . 艇 虎 の 皿 可 角 力 は 向上 


GN 替 子 持 術 の 導入 杉 は 組 力 大寺 ウラ ル 組 連邦 指 手 官 用 s 
月 GNF う イヴ 奄 MSE も 記し た 、 世紀 太子 面 輸送 yror < | 引き 


西暦 2314 年 頃 の 既 軽 
(地球 民 安 定期 


イノ ベイ ド と の 紛争 が 終結 する と . 
地球 較 邦 が 事 二 方針 を 探っ た こと も 
あり 、 新 斑 能 の 建 半 は 減少 。 旧来 疾 
の 改修 髪 が 多く 運用 され た 。 この 個 


向 は CB も 同じ で あっ た 。 [| 


GN 子 線 | CB 以外 で も 、 ト 
ラン ザム 可能 な 入 穫 が 表 用 人 上 まれ た 


MORE INFO! 木星 探査 船 MORE INFO! 外 宇宙 航行 艦 


区 林 」 で は な い が 、 2 世紀末 其 
23 芝 紀 に は 木星 探査 給 が 邊 人 
た 。 いずれ も CB が 秘 宙 斉 に 関 
与 し た 宇宙 船 で あり 、GN ド ライ ヴ の » 
製造 や その 情報 究 取 に 使用 きれ た = 


イオ リア 計画 で は 、 人 問 の 
人 類 と 異 林 
来る べき 対話 」 が 目指 され た 。 そ 


細 補 便 符 の た め 寺 


地 二 連 放 が 琴 革 し た 下 笠 軍 行 義 スラ ぎ ギ 。 釣 宇 軍 
大 楽に 堪え る た め 、 生業 細 嗣 が イノ ペ イタ ー と され た 
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WORLD GUIDE st ne03 wer13 


Organization of U.C. 


、 人 口 の 増減 、 森 林 資 源 量 
恒 造 材 


変動 な と 


る 。 数 百度 に も 


職 の 経年 劣 1 


ライ フラ イン を 含め 
5 保守 ・ 管 理 が 一 括 し 
社 だ け の 事業 は 人 類 が 宇宙 
する 限り 継続 され る の で 
LU.C126 


関連 ファ イル 
て 


Turneyiw 


OE | 


計画 が 来 許 され た 後 。 護 訟 め 
ト する 。 暗 計 に 必要 
神代 は 月 面 衝 市 な を どか ら 人 


動 を 


コロ ニー 公社 の 歴史 コロ ニー 公社 の 関連 施設 


備 が 置か + 


AD2045 ロ 
MC 1、 L4 に サ * 
MC0099E リイド 3 ま 

UC 


uc 


MC05  . 
OR 


UC0052 


UC007012 
MC07805 


IUC006205 


IUC008301 


NG009 吉孝 議会 、 名 再編 
WW7 也 球 


UC085 
9 


UC009002 


luC009 


Mc 人 発 が 決 人 
UC01112 サ ロ 


4 65.26 
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WORLD BUNDE 歴史 フォ ー カ ス : コス モ ・ バ ピロ ニア 建国 直言 (1 mg09 mM 


時 詞 コス モ ・ バ ピロ ニア 
® 建国 宣言 


コス モ 貴 族 主 義 固 家 衣 生 と 
地球 連邦 政府 の 楽観 


サイ ド の 大 半 を 割 圧し 、 
) 協 力 を 取り 


CV が 想定 


係 者 ご っ た 
識 が 個 向 する の は 当然 
ド 英 堅 時 、 民 間 人 へ 


関連 ファ イル 


全面 の 


て 、 地球 連邦 政府 の 楽観 
建国 定 言 


L」 フロ ンティア 1 内 部 で の 戦闘 
は フロ ンティア T の 男山 面 星 部 分 の 制圧 


内 に 保 入 


フロ ンティア 1 宙 域 の 戦闘 


ィ ロナ 、 鉄 伯 面 (カロ 


仙 修 主 着 


フロ ンティア を 陥 夷 きせ た CV は 、 絞 
ティ ア II と フロ ンティア 和田 を 制圧 下 
資源 税 サ ウザ ンズ ・ ジ ュ ビ ター 
3 の 確保 も 可能 
フロ ンティア ・ サ イド の 実効 支配 を 治め た C 


フロ ン 


、 本 星 


H 社 式 無 差 別役 二 兵 器 「 パ グ 


2 鉄 仮面 の 意図 が あっ た 


| フロ ンティア T 宙 域 に お ける 戦闘 
フロ ンティア ・ サ イド を 制圧 し つ 6 
球 連 孝 胃 租 の 掃討 を 進 


コス モ ・ バ ビ ロ ニ ア 建 国 宣言 

レティ ア 』・ 四 の 制圧 し て 木星 次 析 
船 サ ウザ ン か ら の 悩 力 を 取 
り 付け た C 回 
宣言 を 行 

で ある 鉄 仮面 は 演説 の d 

地球 吉孝 宣 批判 と 地球 連邦 
ちの 改革 を 断 え て いる 


フロ ンティア WM 


地球 運 邦 軍 の 対応 
事 選 が 提 移 する な か 、 地 再 運 革 政 麻 本 2 琴 
長官 が コメ ント を 出す 還 その 症 疾 は 失 表 放 主 選 
楽 錯 に 漠 ち た も の で 。 虹 間 ポ 証 請 攻 杯 才 泰 
胃 さ せ た 。 そう し ね 証 還 上 記 二 杏 大地 人 
ロン ティ ア MV の 好守 合 を 穴 。 周辺 の <] 
キャ ンプ ビ 和 者 が 中 だ ー 


MORE INFO! 


残さ れ た フロ ンティア 1 
a a 
時 還 部 秦 の 克 存 力 x 


発言 に 下 志 の 連 多 本 兵 や 民 了 人 を 失 仙 させ た 
TET の 特 半 を 才 庫 し な 


コス モ ・ バ ビ ピロ ニア | 


ロン ティ アル 制圧 後 . 3 月 2 
E19 木星 資源 
カ 隊 人柄 た CV 
TEE 


Pere 
1 
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1] mg09 mm 


MS Development in UC 
字 再 世紀 の MS 開発 史 


章 m 第 二 期 MS 


苔 コ スト 化 に 画 止 め を 掛け た 
遍 任 能 小型 M 


期 MS」 と は 、 ULC.0100 年 代 以後 に 実用 化 
15m 級 の 小型 MS を 指す 


MS (頭頂 高 は 18~20 数 m 


変 MS と 第 四 世 代 MS= サ イ 


用 柔軟 性 や 火力 を 中 


第 三 ・ 第 固 世 代 MS の 高 コ スト 化 の 主 な 想 因 は 、 この > た の が 、ULC0) 
高 性 能 化 の 弊害 と 言え る も の だ っ た 。 可変 シス テム サナ リィ が MS の 小型 化 提言 で ある 。 これ を 
ハイ ・ メ ガ が ・ キ ャ ノン に 代表 きれ る 大 出力 兵 装 、 サ イコ 受け た 地球 連邦 軍 は 、 小 型 MS の 開発 を アナ ハイ 
ヽ っ た 新 機構 は 第 三 ・ 第 四 世代 MS の 高 性 能 k 加 し 、 特 殊 部 隊 用 小型 
が 、 製 造 コス ト の 高騰 に も 直結 し た 。 これ 画す る 。 小形 MS 
で て 、 新 機構 の 搭載 は MS の 複雑 化 と 大 弄 化 を ルン も 
こめ 、 整備 ・ 維 持 コス ト も 増大 た レ 

コスト 化 が MS と で 、 革新 的 な 第 二 期 MS が 誕生 
5 ヽ の 負担 増大 が 代 オッ トー・ カ 

3 げ ら れる が 、 既存 の MS 運 
用 設備 が 使用 不可 能 と な る 
大 最 化 が 続け ば 、 サ イズ 上 <c 
用 設備 の 更 

第 

ヽ の 反省 か 
し た 。 地球 連邦 
世代 MS も 開発 き 
は ず の 第 


【 下 CV) 用 MS の 


U.C009 
頂 高 22m の 大 型 機 た 


第 二 期 MS の 量 本 特性 


第 二 期 MS は 、 U.C.O100 年 代 か ら 実 用 
化 され た 平均 頭頂 高 15m 組 の 小 製 MS を 指 
す 。 単に 小型 化 され 
入 に よっ て 高 性 能 化 し て いる 点 も 特 往 で ある 。 


15m 給 の 小型 MS 


間 二 燥 MS 旦 大 の 特徴 は 、 頭 頂 高 15m 算 
に まで ダウ ン サ イジ ング され た 機体 で ある 。 業 
還 に 至っ て は 旧来 欄 の 半分 程度 に まで 軽量 
化 さ れ て お 運用 上 の 制限 は 大 幡 に 纏 和 。 


UC.0090 年 作 以 間 
に も 宋 境 吉 15m 織 


旧来 迷 の MS と 比較 し て 性 態 も 向上 し て い 
る 。 軽量 な た め ./" ワ ー ウ ェ イ トレ シオ (単位 章 


量 あ た り の 出力 ) が 高い こと が 特種 だ が 、 
純 出 力 や 失 力 に も 佑 れ る 令 向 に ある 。 


副 出 カ な 外 村 サ 
a 式 ジェ ネ レ ー タ ー 


一 期 MS は 、MS 本 案 の 用 達 で ある 「 白兵戦 
用 逢 兵 ]、 汎用 兵 舌 と し て の 仙 面 を 強く 持つ 。 第 
一世 代 MS を 小 措 軽量 化し た 機体 と 言っ て 良く 
第 三世 代 MS に 見 られ る 突出 し た 運用 疾 軟 性 、 第 
四 選 代 MS の よう な 超大 火力 は 求め 5 れ て いな 
穫 二 期 MS の 利点 は 、 MS と し て の 基本 機能 の 線 
桂 . 小 製 軽 量化 に よる ( 運 テム を 含む ) 低 コ 
電化 、 高 出力 化 と 優れ た パパ ワー ヴェ イト レシ オ に よ 
る 幸 合 性 能 の 向上 な ど に ある 。 一 方 で 、 小 可 軽 量 
化 が ペイ ロー ド の 泌 少 に 甘 が る と いう 間 題 も ある 


模 各 世代 の 性 能 傾 向 


世代 の 必 租 人 抽 
いる も の を 謝 い 和 値 で 表 


苗 用 性 


( 


CE 


桂 に 見 られ る 由 向 で 
ある 


革 二 期 MS の サイ ズ 


期 MS の 平均 的 頭 頂 高 は 約 15m に 所 ぎ 
むい 。 導 二 期 MS 出現 直前 の 汎用 主力 MS が 吾 
頂 高 19 一 20m 双 、 一 年 紅 争 期 で も 18m 衣 だ 
た こと を 考え る と 、 大 租 な 小型 化 で ある 。 重量 に 
至っ て は . 半分 以下 に まで 軽量 化 され て いる 


末 表 MS と 箇 二 期 MAS を 上 
の サイ ズ 差 びあ る 。 1013m 衣 の 機 習 も 存在 す 


る 


1 


。 介 / 


・ 書 , し 圧 。 


臣 
ij 峰 ! 


MSZ-006 Z ガ ンダ ム ( 只 i955 
@F90 ガン ダム F90 (im 4 8m 
MSZ-010 ZZ ガン ダム (mm19 pen 


ORX-93 V ガ ンダ ム mim 
(©LM312V04 V ガ ンダ ム (Mmimm15 2m 


まま お 


第 二 期 MS は 、 グ リプ ス 戦 役 期 か ら 顕 著 化 
し た MS の コス ト 高 農 と 大 午 化 に 対処 する た 
め 開 発 さ れ た 。 特に 第 第 四 世 代 MS 
は 、 コス ト 面 で の 間 題 が 大 きか 


第 二 期 MS の 記 生 育 景 肢 み っ a= ftuet 


MS の 融 コ スト 化 と 大 雄 化 


一 年 戦争 後 の 禁 術 司 嘩 。 グ リプ ス 戦 役 
期 以後 の 開発 吉 争 に より 衝 四 選 代 
MS な どの 高 性 能 MS 群 が 議 生 。 当時 の MS 
の 差 化 は 、 高 コス ト ・ 大 和製 化 と 不可 分 だ っ た 


MS の 原点 回 帰 と 大 型 化 の 在 続 


MS の 高 コス ト 化 と 大 型 化 へ の 反 慎 か ら 、M 
S の 康 喜 で ある 白兵戦 用 歩兵 兵 震 へ の 回 
帰 が 叶え られ た 。 結果 . 靖 二 世 代 MS が 性 権 
た が 大 午 化 傾向 に 仁 止 め は か ら な か っ た 


LC 1 ドー 
大 出力 火器 の 内 ガ な どの 午 二 洛 代 
衣 大 電 パ ッ ク バ 遼 び 主力 と な っ た 
ク の 休載 な ど が 大 信楽 織 より 大 幸 
胃 化 し た で あっ た 


第 二 期 MS の 誕 


第 二 世 代 MS の 拉 権 に より 、 決定 的 な 高 
コス ト 化 は 回 避 さ れ た が 、 大 到 化 傾向 は 解 
決 の 和 口 が 見 えな か っ た 。 これ を 受け て 、 高 
性 能 な 小型 MS の 開発 が 進め られ た 


U.C.0080 年 代 種 期 か ら U.C.0090 年 代 k 
少数 だ が 頭頂 謝 15m 綴 以下 の 小 措 
MS が 開発 され た 。 だ が 、 才 備 や 運用 上 の 制約 
か ら 一 般 化 は し な か っ た 


生 用 才 の 更新 な ど 


MS の 小型 化 提言 


UC.0102. 地理 連邦 政府 に 対し て サナ リィ 
が MS の 小 遇 化 を 提言 し た 。 提 に サイ ズ ダ ウン を コロ ニー 調 潤 

性 能 を 殺 持 向上 させ て の 小生 転用 する 直交 
門 の 大 転 紛 が 必要 と され た 


系 民 する MS の 間 
ET 
0 し て 2 1 


U.C.0105.11、 地 理 軍 者 軍 の 委託 を 受け 


た AE は 、 小型 MS の 開発 を 開始 。 U.C.0109. 

ト し た が 、 満足 が いく 性 態 は 得 ら れ な か っ た 

「F 計 画 」 の 推進 に 

リィ が 、 連邦 軍 の 承 計 の 下 。 独自 の 小型 MS 

賠 発 プロ ジェ クト 「F (フォ ー ミ ュ ラ ) 計画 を 実施 

| 連 が 東 未 第 MMS の 売 | 
サナ リィ と AE の 魚 争 試 

F90 が 草 利 し た 。 た 

主力 MS に は AE 製 の 新 


量 字 其 措 の 第 二 期 MS へ ビー ガン が ロー ルアウ 
AE 製 小 年 MS の 性 能 に 不満 を 持っ た サナ ~~ 

U.C.0111.09 に が ンダ ム F90 を ロール アツ し た 

作 は 。 サナ リィ の ガン ダム 

欄 尼 が 株 用 され て いる 


を 四 に 同 


サナ リィ で HF シ リ 


新型 借 が 開 当 され 


コス モリ パピ ビ ロ ニア 砕 国 戦 争 欄 、 地 電 園 
薄 鞭 MS の 開発 は 俸 漏 し た 。 一 方 木星 園 の 木 
星 深 国 で は 新参 絆 の 開発 が 居 ん で いた と され る , 


| 2 | ベス バ の 新型 MS 開発 


U.C.0149 に 夏生 し た ザン スカ ー ル 爾 園 で は 
国軍 べ ス パ が 新型 MS を 開発 。 これ に より 、 俸 澤 
区 に あっ た 地 列国 の MS 濃 例 は 加速 され た 


| 3 | リガ ・ ミ リティ ア の 新型 MS 関 発 

反 ザ ンス カー ル 組 織 の リガ ィ ア が 、 独自 
に MS を 間 発 。 サナ リィ や AE を どの 協力 の 下 、V シ 
リー ズ や ガン イー ジ を 実用 化 


守 才 重 の MS で は 
スパ の 新 和 欄 に 赤 
た が 、V シ リ 


UC.0090 年 代 以前 か ら 、 頸 頂 高 15m 以 下 の 小 息 
MIS は 存在 し た 。 古く は MS.04 アー リー- ザ ク ( プ ロト タ 
ィ プ ・ ザ ク と は 別 の 機体 )、RNX-75 ガン タン ク と その 系 
列 機 が 設 当 する 。 た だ し 、 第 二 基 MS に 分 類 で きる 


各 時 代 の 第 二 央 MIS と 
4 性 能 峰 向 


当初 、 鎖 頂 高 18m 級 だ っ た MS は 、 グ リプ ス 圭 役 期 か ら 大 環 
化 を 始め 、 UL.C.0090 年 代 に は 19 一 20 夫 mm 破 と な っ た 。 15m 
編 以 下 の 小型 MS も 少数 開発 され た が 、 当 時 の 技術 力 で は 
性 能 の 妖 持 と 向上 を 両立 させ て の 小 正 化け 還 枚 で あっ た 。 


1.C.0100 笠 民 中 生ま で . 
MS の 高 性 杉 と 大 蝶 化 は 
不可 分 の も の だ っ た 。 包 講 
一 が eK て も 、 バ ッ ク ァ ンク な 
と 大 時 人 上 する こと が あい 。 


UC 01 10 凍 後 ま で ( 尊 二 期 MS 机 作 央 ) 


AMX-10g ズ サ Dr50G ロト 


U.C.0100 年 代 中 期 ま で は 。 旧来 の サイ ズ の MS が 開発 
され て いた と 見 られ る 。 し か し U.C.0105 以 竹 小 股 MS の 開 
発 が ス ター ト し 。 次 期 主 力 MS の 小型 化 が 決定 的 と な っ た 。 
UC 0110 頃 に は . 壮 二 期 MS の 基本 形 が 完成 し た 。 


F90 ガン ダム FgO 


UC0110 一 012O 年 代 ( 第 二 期 MS 半 及 其 ) 


倒 初 期 王 で 培 わ れ た 投入 を 基 に 、 舌 二 期 MS の 完 大 度 
と 性 散 は 向上 。 カタ ログ スペ ッ ク は 当 燃 の こと 、 ビー ム ・ シ ー 

ルド の 禁 還 終 備 に より 防 艇 力 が 大 幅 に 雄 化 され た 。 
地球 才 軍 で は 、 高 境 に 分 類 さ れる サナ リィ 系 (ビシ 
の リー ズ )、 力 MS で ある AE 系 の 股 発 と 配信 が 選ん だ 。 CV 
の 第 二 期 MS は 、 作 業 用 MS デ ッ サ ・ タ イプ を 原型 と する 高 
性 能 機 で ある 。 オー ルズ モビ ル は 旧来 研 の MS を 合 有 し た 
が 、 CV の 撤 術 提供 で 開発 され た 高 性能 織 も 細 し て いた 。 
EE gt 
二天 MS の 全備 が 運 


れ . UC.0123 に 垂 
も ヘビ ピー ガン と 旧式 


ZEEEML て いた XM-01 デ ナ ン 


UCO140 年 代 ー015O 年 代 


UC0130 年 代 の 地 侍 連邦 軍 で は 、UC.0120 前 後に 
期 MS の 配備 が 進み 、 超 高 恩 機 ガン ダム 
ら 生産 され た 。 し か し 、 コ スモ ・ パ ピロ 
ニア 建国 戦争 欄 . 他 天 画 で の MS 同 発 は 大 消 。 UC.0140 
年 代 末 期 、 ザ ンス カー ル 短 国 が 部 紅 する と MS 開発 は 再び 
加 達 。 可変 機構 。 ビー ム ・ ロ ー タ ー、 ミノ フス キー・ フ ライ ト 
フス キー・ ド ライ ブ . 遂 号 制 御 兵 装 な ど を 備え る 新た な 薄 
ミリ ティ ア に よっ て 実用 化 さ れ た 。 


ペ ス バ は 果 健 


XM-06 ダ ギ ・ イ ルス 


ラボ の 二 用 垂 カ を 
MS に 人 し た 


性 に 俺 れる [マル チ 
プル MSj を 佐 人 


ZM-SO6S 


66-2Z 


XMLO3 ベル ガ ・ ダ 


機体 は CC.O100 年 代 以 後 の も の に 限定 きれ る 。 第 
- 期 MS 用 化 さ れる と 、 旧 来 の サイ ズ の MS は 油 

誠 し 、U.C0120 年 代 に ほぼ 退役 し た よう で ある 。 第 

期 MS の 大 逢 配 備 も 同時 期 に 始ま っ た と 思わ れる 。 


ZM-S24G ゲド ラフ 


品 時 代 の 自 党 。 大 替 サ イズ 


第 三 ・ 第 四 世 代 MIS 的 な 
第 一 期 MS の 出現 


第 一 ・ 第 二 世 代 MS に 近い 「 和 白兵戦 用 歩兵 」 兵 回 
と し て 誕生 し た 第 二 期 MS だ が 、 ザ ンス カー ル 戦 争 
時 代 に 入る と 異な る 性 格 を め た 

まず 、 出現 し た の が 可変 タイ プ で ある 。 第 三世 代 
MS 的 な 第 二 期 MS と 言っ て いい 。 ベス パ の 場合 は 、 
大 気 剛 内 で の 行動 半 筆 拡大 、 リ が ミリ ティ ア は 多用 
途 性 と 機動 性 の 向上 を 主 目的 と し て お り 、 第 三世 代 
MS (と 可変 MA) に 似 た 許 生 経緯 を 持っ て いた . 

戦争 末期 に 火力 MS や サイ コミ ュ 系 MS も 
投入 きれ た 。 第 四 世 代 MS 的 な 第 二 期 MS で あり 、 旧 
来 刑 MS の 頭頂 持つ 機体 


LM314V23/V24 
VAP YI ルト C2 スタ 
V2 ガ ンダ ム の 格 電 加 生 休 。 あ 
ちゆ る 画 で 聞 伴 クラ ス の 性 打 を 失 
つ 、 生 回 性 代 MS 約 で 構体 で ある 、 


ZMT-S28S 


Key Ward 


a + 66-28 


歴史 
ワオ ー ニ カス. 


67-23 


機動 戦士 アガ ンダ ム 


テイ ター ンズ 暴走 


民間 人 を 攻撃 対象 と し た 
ティ ター ンズ の 戦 陥 


月 曽 都市 フォ ン ・ プ ラウ ン の 制圧 、 全 地球 連 施 軍 
の 指揮 権 獲得 に より 、 テ ィ タ ー ン ズ の 葵 力 は 他 大 化 
し た 。 地球 連邦 軍 は ティ ター ンズ の 指揮 下 に 置か 
れ 、 地 球 連 者 政府 や 連邦 議会 と いえ ども ティ ター ン 


ズ に 異 を 唱え る の は 難し く な っ た の ンプ 
ラウ ン 市 を エ 放さ きれ る と い そ あ っ 


た が 、 プ レッ クス ・ フ ォ ー ラ 准将 の | 
の 求心力 を 低下 きせ た こと は 大 きく 、 グリ プス 戦 
お ける ティ ター ンズ の 俊 位 は 確 装 た る も の に な - 

それ で も 、 エ ゥ ー ゴ は な ん と か 踏み と ど ま 
た 。 織 口 令 を 布 い て プレ ックス 准将 の 死 を 表し た 
い 最大 の スポ ン サ ー で ある アナ ハイ ム ・ エ レク トロ 
タス 社 ( 以 下 AE) も エゥーゴ を 支持 し 続け た 。 フォ ン ・ 
プラ ウン 市 の 解放 に より 、 月 面 都市 グラ ナダ へ の 橋 
願 便 を ティ ター ンズ に 維持 させ な か 
ゴ の 命 除 を 音 の 度 一 枚 で 疫 い で 
は AE と エゥーゴ の 木 拠 地 で あり 、 フォ ン ・ フ 


f 


Indiscriminate Attack by TITANS 
C.0087 


で あっ 


ロッ コ 


を 抑え られ た まま で は エゥーゴ の 敗北 は 確 3 
た 。 だ が 、 戦争 の 長期 化 を 隆 う パプ テマ 2 
大 尉 の 暗 虫 も あっ て 最悪 の 事態 は 回 避 さ れ た . 

- 方 の ティ ター ンズ は 、 グ ラナ ダ 市 へ の 橋 頭 優 を 
失っ た こと で 報 術 を 変更 。 都市 ある い は 民間 人 を 二 
接 的 な 攻撃 目 概 と し た 作戦 を 採り 婦 め た の で ある 

民間 へ の 枝 害 を ィ タ ー ン ズ だ が 、 
30 パ ンチ 事件 や 都市 の 目標 を 嬢 
渡す る 作戦 は 採用 し な か っ た (ゲリラ の 損 点 と 目 さ れ 
た 、 小 規模 な 村落 を 壊 減 さ きせ る こと は あ - 
し か し 、 フォ ン ・ ブ プラ ウン 市 解放 直後 に 実施 し た 作戦 
で は 、 グ ラナ ダ 市 へ の コロ ニー 落と し を 試み て いる 
的 点 を 嬢 蔵 する こと で - の 息の根 を 止め る 作 
戦 だ が 、 成 功 す れ ば グラ ナダ 市 は 壊 減 的 打撃 を 被 
り 、 住民 も ほぼ 全 汰 する こと は 間違い な か 

この 作戦 は 、 フォ ン ・ プ ラウ ン 市 を 失っ た ジャ マイ カ 
ン ・ ダ ニン ガン 少佐 が 、 汚 名 返上 の た め 仙 人 的 に 立 
案 ・ 実 施し た も の で あっ た 。 コロ ニー 落と し は エッ ー 
ゴ に 阻止 され た も の の 、 以後 ティ ター ンズ は 「30 バ ン 
チ 事 件 」 を 礼 穏 と きせ る 殺 拓 作戦 を 実施 し て いく 
未 騰 に こそ 終わ っ た 5 パン チ へ の 災 
ス 攻 撃 ま で 行わ れ た ゴ 寄 り で こそ あっ た が 


L7 | me09 mg07 


民間 コロ ニー に 過ぎ な い 25 パ ンチ を 、 ティターンズ 
は 欄 ガス で 族 減 し よう と し た の で ある . 

この 背景 に は 早期 終戦 を 望む ティ ター ンズ の 方 
針 が あっ た 。 エゥーゴ の 支持 薔 般 で ある スペ ー ス ノ 
イド を 司 喝 し 、 足元 か ら 突 き 崩 そ うと し た の だ , 

スペ ー ス ノイ ド を 人 質 に きれ た エゥーゴ は 、 旧 ジ オ 
ン 公 国軍 残党 の 最大 勢力 「 ア クシ ズ 」 と の 連携 を 模 
索 す る が 、 こ れ に より 戦局 は さら に 民 逐 し て いく 

(ゴウ ・ ゴ ー ダ ULC0109) 


関連 ファ イル 


‘Mustration by MASAHIKO KANEDA Colcr by AZUSA SASAKI "Spacial Elect by KAORI SATOU Backgound by EI WAKAMATSU (KUSANAGI 


対 民 間 施 設 作戦 と 
シロ ッ コ 大 尉 の 購 虫 


土 定 ( サ 


1 


力 吾 に より 
は 、 こ の 人 情報 を エ 


チ が 買 押 者 と し て 像 時 され た 


MDE TS 
了 | サイ ド 2・25 バ ンチ へ の 毒ガス 攻撃 
9 月 21 日 . テ 


テ カス 攻 本 を 


司 に 設置 され る 事 和 と な 
ボンベ は 


に 欠 弾 の 存在 も 館 二 し て いた た め 。 揚 発 の 


フォ ン ・ プ ラッ ウン 市 解 放 直 後 の U.C.0087 年 8 月 中 介 も 並行 し て 


て 行わ れ た 


か ら 10 月 上 旬 に か け て 、 ティ ター ンズ は 大 きく 分 け で て 、 コロ ニー 落と し は シロ ッ コ 大 尉 の リ 
3 つの 作戦 を グラ ナダ 市 へ の コロ ニー 薦 止 き れ た が 、 乱 清 爆 破 を 実施 きせ た の 
と し 、 サイ ド ヽ の 林 が ス 攻撃 、 フォ ン ・ プ 尉 で ある ) 殖 に は 、 ター ンズ 内 < 


ン 市 の 洪 


中 核 藍 上 を 目指 す シ ロッ コ 大 尉 の 思 感 が あ - 


園 クワ トロ 大 尉 、 ーー 


大 肝 


ザビ アロ フ 雅 長 ) ま エゥーゴ の カミ ー ユ 
撃 を 受け た 。 ジャ トル か ら ク ワ ト ロ 天 科 を 


けり) た エゥーゴ 草 整 は. 寺 境 を 難 8 


RMS-ioe 次 唐 " 


園 サイ ド 2 へ の 老 ガ ス 攻撃 
09.21、 ア レ 寺 サンドリア 隊 は 、 サ イド 2 市 
長 の 降伏 を 無視 
攻撃 大 放 。 フ 
飲 で 才 ガ ス 放 和 を 

ュ は サイ ド 2 

作戦 を 実施 。 作 理 生研 巡 し 、25/ 


ッ ン 178 
CA 


25 バ ンチ 


上 詳 | フワ トロ 大 尉 の 宇宙 帰 


MORE INFO! 
8 月 中 旬 か ら 10 月 上 旬 の 小 戦闘 


作 肖 直後 の 昔 間 で 
が 指 近 


トル は ティ ター 


臣 長 ) 
少 施 設 を 破壊 し て いる 
臣 表 と 挫 触 時 限 研 9 
ガマ は 場 発症 前 に 


新 機動 戦記 ガン ダム W 


WORLD BUIDE MT 


: ] 


MS A Cc 能 Conventional Weapon in A.C. 
運用 理論 " . の ん .C. の 一 般 兵 器 


方 で 、 いい 


MS 母 艇 の 普及 と 枝 ] は は と ん と 同人 玩 され な か 
大 稲 巨砲 主義 の 不在 


ある 。 宇宙 戦艦 が 
ず 、 宇 宙 皿 隊 戦 が 発生 する 可能 性 も な 
起義 は 、A.C. に 7 で も 、 何 像 か の 宇宙 戦 散 が 開発 さ 
旧 量 依 - 胃 だ けが 配備 ~ ょ な サジ タリ 
E 生 し た 「 字 軍 般 回 」、MS の : ある (姉妹 力 に 「 ケ ンタ ウル ス 
3 た 「MIS 母 艦 (MS 運用 艦 は 超 巨 大 載 車 と 言う 
な ど 、 新た な し 以上 の 巨体 50 ミ り 3 連装 個 v 
重力 下 用 の 胃 綴 は 、 旧 来 型 の 延長 線上 に ある 水 100 基 、 そ し て 1.300 ミ リ 巨 大 ビー ム 関連 ファ イル 
上 幡 や 潜水 幡 が 多く 配備 = 


母 タイ プ や 潮 水 で 、 ALC.186 に 発 4 月 末 戦 闘 で Mi 
や 水中 用 MS を 運用 する 7 サシ 0 買 の 意 W 
MS の 発展 に 伴い 、 運 用 四 も 進 ご も 建造 され < 
ほ も 、MIS 母 幡 や MS 答 送 胃 と し t リオ ン 
軍船 は 
R ー ド を MS 搭載 
比較 的 簡単 


D3 il 1 


宇 寄 条 艇 は 軽 ( 非 ) 式 閉 の MS 母 慈 が 多い 。 長 距離 航 
行 や 長期 作戦 を 考 上 護 せ ず 、 戦域 に MS を 輸送 する だ け の タ 
イプ も 見 られ る 。 宇宙 態 隊 戦 が 発生 する 可能 性 が な いこ 
と 、 月 や 各 コ ロニ ー に 連合 宇宙 軍 の 駐 久 部隊 が 存在 する た 
め 、 遠 隔 地 に 都 隊 を 送り 込む 必要 性 が 低い こと な ど が 理由 
だ ろう 。 大 措 宇 宙 戦 能 も 洪 造 され た が 例外 的 兵 替 で ある 。 


較 合 宇 軍 軍 経 司令 の 要 
請 に 応じ 、 ハワード が 設計 し 
た と いう 大 笠 宇 宣 埋 艇 。 引 
め て 高 性 能 な 指 進 問 を 持 


ち 、 太陽系 外 ま で 衣 行 可能 
と の 悦 が ある 。 工 装 と し て 
務 数 の ビー ム 確 を 僅 え る 。 


リー オー 用 宇宙 砥 
12 村 も の リー オー を 搭載 可能 な 宇宙 修 艇 。 搭載 スペ ー ス と 
出入 口 は 、MS ご と に 独立 し て いる 。 0Z (スペ シャ ルズ ) と 連合 
宇 軍 軍 の 共用 装備 で ある よう だ 。 


トー ラス ・ ク ルー ザー を 中 
心 に 、 MS 用 ピー ムラ イフ ル 
シャ トル な ど 
を 組み 合わ せ た 私 製 宇宙 
散 。 「 マ リー メイ ア の 反乱 」 \ 」 
に 隊 し 、 ガ ンダ ム パ イロ ッ ト た 
ち が 使用 し た 。 


水上 艦 と 満水 艦 


MS が 主力 兵器 に な る と 、 MS の 輸送 ・ 運 用 能力 を 持つ 水 
土 艇 や 潜水艦 が 増加 し た 。 飛行 型 MS に 対応 し た 空母 、 水 
中 用 MS を 運用 する 潜水 族 、 陸戦 用 MS の 上 陸 作 戦 に 用 い 
られ る 強 製 措 陸 艦 が 代表 的 な MS 末 艦 で ある 。 大 気 園 突入 
艦 な ど と 比べ て 即応 能力 に 劣る が 、 措 載 数 や 長期 運用 能力 
に 勝る 。 旧来 の 巡 洋 艇 や 駆 娠 艦 な ども 配備 され て いる 。 


MORE INFO! 
特殊 な 艦艇 と 民間 般 


宇宙 艇 能 に も 水上 ・ 潜水 艦 に も 区 休 さ れ な い 艦 能 と 
し て 、 連 念 軍 の 飛行 船 が ある 。 民間 船 に も 特 珠 な も の 
は 存在 し 、 由 船 や 無人 藻 水 話 な ど が 使用 され た 


飛行 ー N 

コル シカ 基地 の ボナ ー バ 語 作 a - つ コー 

信 革 し た 時 生 逢 人 f > 

入所 と し て 用 いら れ た ティ ーー ee ン 
P/ 


、 ク レー ン 新 

民国 の 大 吾 サ ル ペー ジ 般 
ハワード が ガ ンダ ム の 到 

誕生 に 人 用 し た 


OZ が. ガン ダム を 開発 し 
た 5 人 の 情 士 に 睦 計 させ た 
古 大 宇宙 鞭 箱 。 ホワ イト ファ 
ング が 替 取 し 移動 基地 と し 
で 運用 し た 。 リー ブラ 砲 と 呼 
ば れる 主 栓 の ほか に 、 無 数 
の ビー ム 砲 を 備え て いた 。 


NN 
リア ルド ・ ピ ー ス ク 
ラフ ト や G チ ー ム が 
時 臣 と し て 判 用 し 


た 。 MS の 加代 
夫 が 可能 な 格 博 庫 
持つ 。 


可変 式 MS トー テス を 3 午 
打 載 可能 な 内 透 機 。 パラ ノ 
ル の よう な シル エッ ト で 、「 柄 
の 部 分 に 飛行 形 悪 の トー ラ 
ス を 接続 する 。 先端 に シー ル 
ド を 持ち 大 気 園 突入 も 可能 
で ある 。 


策 突 入 輸 送 箇 


生 軍 か ら 大 気 園内 へ と 。 
MD ビル ゴ や MS を 輸送 す 
る 。 搭載 待 は 約 10 層 大気 
園 突入 時 に は ノズル を 地表 
側 に 向け 、 パ リュ ー ト を 尊 開 し 
つつ 降下 する 。 0Z の 義 備 
だ が バー トン 財団 も 使用 。 


ウィ ナー 素 が 所 有 し た 長 旗 離 居 衣 用 宇宙 如 で . 定 用 で は な 
い 。 務 数 の 推進 剤 タン ク を 備え . 感性 間 航 行 も 可能 で ある 。 太 
障 に 向け て 投票 され た ガン ダム を . 回 収 す る 栗 に 使用 され た 。 


アラ グ 


て ve, 


0Z の 宇宙 藩 舞 。 推定 100m 綴 。 指揮 王 が 乗 態 し 、 域 筑 
方 か ら 措 示 を 出す た め の 族 で ある 。 プリ ッ ジ に 窟 は な く 、 カ メラ や 
レー ダー で 外部 情報 を 得る 、 デッキ 上 に 4 機 の MS を 積載 可能 。 


火力 と 高達 性 を 醒 要 し た と 思わ れる 戦 主 。 MS は 1 機 の み 
搭載 可能 だ が 、 長大 な ビー ム - キ ャ ノン と 対 MS 用 3 連装 ピー ム 
窒 を 備え る 。 ピー スミ リオ ン に 描 つ 載 さ れ て いた 。 


ミリ オン 地 宇 宙 戦 穫 の ひと つ で 、 綿 利 な シル エッ ト が 
特 者 。 ロー ム フ ェ ラ 解 団 本 部 商 博 部 陸 [0Z プ ライ ズ 】 
が 母 村 と し て 曹 用 し た 。 散 首 に 蛋 力 な ビー ム 奏 を 備え る 。 


宇宙 船 。 見 た 目 は 輸送 船 だ 
が 。、 少 な く と も ビー ム 可 2 門 で 
を 備え る ほか 、 コ シテ ナ 型 
の 19 達 ミサ イル ポッ ド を 16 


舞 捕 載 可 能 で ある 。 
航空 憶 だ け で な く 、 哲 行 _。 ーー) 水中 用 MS の 用 能力 を に ピーン > 

樺 MS や 陸戦 用 MS の 軍用 « 持 つ 昼 軸 型 潜水 工 。 0Z の ノー ンプ デン ン > 
に も 対応 し た 空 民 で 、 0Z ゲ ( 町 低 だ が 、 連 合 軍 も 所 有 。 水 XS ゝ で ¥ 
保有 し た 。 ふた つの 区 を 回 中 用 MS に 対応 し た 注水 ドラ A 
結 し た 構造 持つ た め ペ イ ク を 持つ 。 甲板 上 の へ ヘリ ポー > 
ロー ド が 相 め て 大 きく 、 同時 ト に は MS も 拓 可 能 。6 標 て) p33 
発着 雇 力 に も 優れ て いる 。 ン の MS を 反 載 で きた 。 ジ 
ET CEC 


槍 子 辻 付近 の 連合 軍 が 装備 し た 運 洋 杉 。 排水 量 は 7.000 
ー6.000t。 2.000! 引 の 騙 逐 航 も 配備 され た 。 空母 坪 外 の 水 
士 監 舞 で は 大 き な 部 類 に 入る が 。 ガン ダム の 般 で は な か っ た 。 


ー SS で 。 


OZ 上級 特 佐 ト レー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ 調 用 の 相 用 艦 舞 。 
デッキ に プー ル ま で 備え る 本 華 審 舶 民 の 格 組 で 、 試 付 も 見 られ 
な い 。 全長 200m、 全 徐 3Om. 措 水量 20.000 い 概算 値 )。 


ニニ 


a 


に ーーー 


南 JAP 地 区 に 配備 され た 達 合 還 の 空母 。 棒 水量 は 30.000t 
弧 で 、 空 練 と し て は 比較 的 小 製 。 近接 凛 御 兵 閑 に 加え 、 坦 宣 
投 貞 禁 も 備え る 。 MS 用 設備 は 持た な い 。 


ドッ ク 列 輸送 揚 隆 尋 


上 時 作戦 に 対応 し た 音 叶 穫 。 藍 の 前 半 郎 は MS な どの 拭 
載 ス ペー ス に な っ て お り 、 費 陸 叶 に は 箕 韻 の 訳 を 解放 し て 兵 疾 
を 降ろ す 。4 基 の クレ ー ン に よる サル ペー ジ 能 力も 持つ 。 
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[me) neD3 mM 


ア ・ バ オア ・ ク ー 脱 出 戦 計器 引 


ン 公国 神 の 興 撃 を : 
・ タ ー 宙 域 の 情報 を 


に 痛 打 を 与え る に は 充分 な 威力 を 持 ・ 
る 以上 、 ハロ ウィ ン 隊 


は ソー ラ ・ レ 
、 民間 人 
・ レ イ の 発射 を 敗 止 し な けれ ば な ら : 
- 困 難 な 状況 に 直面 【 

ムレ ス " ジョ ン ・ ス 


も 第 3 
侵入 し た 後 、S フ ィ ー ル ド 訪 衛 の 
ン 公園 軍 が 投入 し た ドロ ス 級 超大 型 内 
ほ 坪 ドロ リ の 艦内 


UC0155) 


路 を 取っ * 
戦 の 


な る 。 直後 、 民 間 人 
隊 (隊長 ジャ 
昔 域 


指す づ 
ー 笛 域 か ら の 脱出 は 困難 この ソー ラ ・ レ イ は ミニ ・ 


レイ と も 呼ば れる 


iustration by MANABU IMURA Colgr by YUICHI KUBOKI 2 Special Effect by KAORI SATOU Backpourd by YOSHINORI HISHINUMA 


INDAM THE RIDE 


民間 人 の 移送 任務 に 款 闘 が 始ま る と 、 接 方 据 乱 の た め 削 艦隊 の 擬 衣 や 個 


面 回 攻 没 を 掛け る 部 隊 が 現れ た り 、 全 


敗 し た 部 隊 が 仕切 り 直 し の た 濾 域 の 外線 に 飛 
HH し 交戦 中 の 部 隊 が 思わ ぬ 場 所 に 移動 し て 
し まっ た りす る こと も 、 スル ガ に と っ て の 不幸 で あっ た . 


トル 7 クー CD 


せ た が ス ル ガ は ば 撃沈 し た rp ン ベル ・ ケ デー 


by AKIO UNUMA 


スル ガ 、 攻撃 を 受け る 


C0079.12.31、 移民 者 や コロ 


MORE INFO! 
地球 連邦 車 輸送 艇 スル ガ が 


を 広げ の 5 フィ ー ル ド に 時 び 込ん で | a 4 
ド 6 で あっ た 。 出港 直 後 、 議 箱 と し て 民間 人 を 漆 衛 し て いた た め 0 を la * ジャ ッ ク ・ ベ アー ド の その 後 


隊 が 合流 し 月 軍 域 を 経由 し た L5 か ら L4 ER 
ア ・ バ オア ・ ク ー の 戦域 を 回 避 す る 予定 だ っ た が 、 
男 事 の 敵 補 6 受 


ケ ナ ー 艇 抹 


ア ・ バ オア ・ ク ー 内 剛 軸 | ア ・ バ オア ・ ク フー 脱 出 
ら 重 出し た ハロ ウィ +、 ア バオア 
本 の 上 を し た 表 と 入り 込ん だ 。 この 陳 、 ホ 


イ の 得 発 を きっ か . 
た 。 末吉 上 で 半 補 し た ホ 


ス ) 組 強 生 楊 入 


Sn ウィ ン 胡 機 は 
民間 人 も 無事 救助 され た 
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WORLD GUIDE MS 運用 理論 : AW の 一 角 兵 加 mw wiBn 


4 NM | 
| すす A 
NM / に も A 
\ a 
\ 
A 。 


MS A W の Conventional Weapon in AW. 
運用 理論 = = アフ ター・ ウ ォ ー の 一 般 


な けれ ば な 
し た 無政府 地帯 
f 火 器 、 特 に 対 MS 克 
えれ ば 合理 的 で ある で MS に 対抗 する に は 高 
た 際 、 新 連邦 1 戦後 立 国家 低 コス ト な た め 少 
流通 時 が うだ )。 側 人 用 携行 
残存 生産 施 


ス が 製造 する 


い し AMW.0021 
、MS の 出 1 1 き Kk 視 
う 。 MS 重視 傾向 は 、 忌 間 に 出回っ て い < 
MS 用 運搬 車 ) 程度 


の 世界 
設 


! 
府 青 建 委員 会 


地上 車輌 


MS の 主力 化 に 伴っ て 重 埋 名 車 輌 の 重要 性 は 低下 し 、 重 
用 車 全般 が MS の 支援 兵器 、 ま た は 軽 戦闘 用 と し て の 性 格 を 
強く し た 。 第 7 次 宇宙 戦争 後 、 民 間 に も 流出 し た が 装甲 則 
車輌 の 放出 品 は 少な いよ う で 、 MS 用 運 拭 車 が 毅 見 され た 。 


高台 商品 と し て 取引 
きれ る MS の 輸送 の た 
め 、 民 置 で も MS 肝 の 
大 吉 宣 和 還 を 使用 。 
主力 還 車 は MS の 柄 
台 兵 震 に 近く な っ た 。 


MS 用 の 大 爾 選 少 車 。 MS1 模 を 圭 天 状態 で 接 澤 する タイ プ 


で 、 ベッ ポ ド に は パッ ク バ パッ ク を 収め る 凹み が ある 。 AW の 世界 で 
は 民間 に も 流出 し 、 商品 化し た MS の 輸送 に 用 いら れ た 。 


政府 再 音 要員 会 ( 接 の 新台 部 軍 ) が 、 ソ ンダ ー エ プ タ に 配 
任 し て いた 軍用 車 の ひと つ 。 軽装 甲 ・ 軽 式 続 の 四 輪 束縛 で 、 
AFV と し て は 攻 罰 力 が 低い 。 債 束 用 だ っ た と 思わ れる 。 


MS キャ リア ー 

エス タル ド 人 民 共 和 国 な ど が 所 有 し た MS 用 輸送 車 。 MS 用 
輸送 車 と し て は 最大 綾 の も の で 、 着 産 状態 の MS を 複 短 積 載 
可能 で ある 。 移動 方 区 は ホバー クラ フト を 採用 し て いる 。 


政府 再建 委員 会 の 六 輸 誌 四 事 。 MS や 主力 戦 間 ほど で は な 
い が 攻 罰 力 に 優れ 、 店 上 で の 機動 性 が 高い 。 ソン ダー エ プ タ で 
の 東 製 中 に 専 取 さ れ 、 主 裕 で 軽装 甲 束 を 机 引 し た 。 


軍用 で は な く 、 民 間 で 多用 され る 地上 車輌 。 戦前 に 開発 され 
た 民生 品 が 多い よう で ある 。 サン ド ・ パ ギー や ホバー・ バ イク な 
ど . 不 勅 建 で の 走破 性 に 人 張れ た モデ ル が 知ら れる 。 


飛行 能力 を 持つ MS は 少な いた め 、 
多く 、 様 々 な 軍事 組織 が 保有 し て いる 。 た だ し 、 滑 走路 や 航 
空 管制 機構 な どの 設備 投資 の 必要 性 、 戦 後に お ける 残存 
数 の 少な さ な ど が 理由 で 、 民間 で は わずか な 運用 例 し か な い 。 


空想 用 MS も 保有 し な 
い エ スタ ルド で は 、 款 
空 杜 カ と し て 東 敵 尼 
を 軍用 。 和夫 
能力 を 持つ へ り は 大 
方 面 で 重用 され た 。 


用 携行 兵 装 


人 間 が 携行 で きる サイ ズ の 兵 装 。 小銃 、 挙 銃 と いっ た 対 
人 用 だ け で な く 、 パ ズー カ 砲 を は じ め と する 対 MS 用 も 含む 。 
各 軍 で 広く 普及 し て いる ほか 、 戦 後 の 混 乱 の 中 、 民 間 に も 
多数 が 流出 し た 。 ハン ド メ イ ド 火 療 も 流通 し て いる よう だ 。 


軍用 航空 機 の 族 要 は 


自軍 の 必要 に 人 られ ッ の 


た パル チャ ー を 押下 LL 


記 地 薄 の 必 住 者 が 
封入 し た は か 、 反 新 
才 レジ スタ ンス で も 
多用 され て いる 


ワイ ヤー・ ガ ッ 
所 行 式 ウイ ンチ の 一 種 。 貴 落 式 の 射出 体 と 続 本 性 は ワイ ヤー 


で 連結 され て いる 。 南 出 体 を 発射 、 目 標 に 吸 炒 させ た 後 、 ワ イヤ ー 
を 筐 き 取っ て 3| き 寄せ た り )、 読本 体 と 射手 を 移動 させ た りす る 。 


新 連邦 車 が 装備 し た 爆撃 機 の 一 種 。 エス タル ド へ の 空 坦 に 
騨 し 、 多数 が 投入 され た 。 専用 の 爆撃 機 で は な く 、 輸送 機 の ペ 
イロ ー ド に 航空 爆弾 を 搭載 し た 村 体 と も 考え られ る 。 


サブ - マシ ン ガ フン 
生計 弾 を 運 射 する 携行 火 問 。 コン パク ト で 携行 性 に 健 れ 、 


突撃 銃 の 代わ り に 使わ れる こと が あっ た 。 フォ ー ト セパ ー ン 市 
(大 左 ) と 新吉 還 (お ) の モデ ル が 知ら れ て いる 。 


対物 ライ フル の 一 疑 。 ボル ト ア クシ ョ ン 式 で 、 殖 竹 と 狗 中 箇 
に よっ て は MS を 損傷 させ る こと も 可能 だ っ た 。 無政府 地帯 で 
エ の 住民 が 邊 衛 用 と し て 所 有 し て いた 。 


アル タネ イ テ ィ ヴ 社 が MA グラ ン デ ィ ー ネ の 空輸 に 使用 し た へ 
リ 。 3 疾 式 の ロー ター を 二 重 反 転化 し た 高 推力 織 で あり . 4 機 で 
重量 721 の グラ ン デ ィ ー ネ を 召還 、 輸送 で きた 。 


最も コン パク ト な 携行 火器 。 ダブ ル ア ク ショ ン の 自動 委 統 が 
ほとん ど 。 戦前 の 軍用 モデ ル や 民生 モデ ル が 流通 し て いる よう 
だ が 、 弾 委 は 新規 に 製造 され た も の が 多い と 思わ れる 。 


自動 丈 の グレ ネー ド ・ ラ ンチ ャ ー。 複数 発 の グレ ネー ド を 彼 め 
る 竹 食 を 桂 ち 、 対 物 ・ 対 人 用 の 双方 で 感 力 を 発 筐 する が 、 対 
MS 用 と し て は 火力 不足 。 セン トラ ンジ ェ の 住民 が 装備 し た 。 


大 王 ロ ケッ ト 弾 な ど を 発射 する 兵 鞭 。 人間 が 携行 する 火器 と 
し て は 最大 又 の 火力 を 持ち 、 邊 用 次 靖 で は MS に 大 き な ダ メー ジ 
生え られ る 。 セン トラ ンジ ェ の 住民 が 装備 し て いた 。 


皿 坦 供 、 結 瑞 な 内 光 を 発し 、 一 時 
的 に 目 礎 の 禄 李 を まく 非 致 寺 性 兵 。 
問 。 MS の モニ ター を ホワ イト アウ ト さ 

せる こと も で きる 。 右 図 は ガロ ー ド - ラ 

ン が 自作 し た も の の よう で ある 。 


門 里 ・ 戦 条 超 の 広域 村 圭 兵 導 も 了 存 、 また は 新造 され 
た 。 和 7 次 宇宙 昔 争 中 に 宇宙 半 金 重 が 開発 し な が ら も 放 
研 さ れ 、 戦 徐 に 完成 し た コロ ニー・ レ ー ザ ー な ど が 


補 字 谷 宣 の ニュ ー ク リア ミサ イル 
本 粒子 反 応 更 )。 6 発 で サテ リコ ン 
の 小間 星 基 地 を 補 全 看 し た 


OHA . 93 1x 
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アデ 


UC007901.13 
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生活 可能 な 
上 其 、 英 
好 衛 量 


攻め 寄せ る 地球 連邦 
方 面 か 
申立 化し 


ヽ の 橋 頭 保 
.C.007' 
戦争 後期 に ま 


宇宙 世紀 ガイ ド : ソロ モン 
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用 され た 
月 周辺 に 脱 み を 利 か せる 鎖 守 府 と な 
挙行 きれ た 観 藍 式 
、 観 園 畿 隊 が 壊 池 的 
、 以 後 も 運用 は 続い 7 
) 重 要 性 は 低下 し た 
も 主戦 


UC.0096) 


関連 ファ イル 


08 


攻略 


ソロ モン の 立地 a 


ソロ モン は L5 宙 域 に 固定 され て いる 。 し 


撮 終 了 に 伴っ て 廃棄 され た 資源 小惑星 資料 に よる 


ド 4 ( 新 サ イド 6) か 7 を 宇宙 要 春 に 改造 し た も の で ある 。 内 部 に は 資 押 小 感 星 設 な ど が 設 
じ 雪 道 を 必 時 代 の 需 道 を 利用 ・ 撤 張 [ な 空間 が あり 、 大 きく 分 。 の ソロ モン 王 か 
ょ 、 地 球 連邦 重 けり て 6 つの 階層 で 構成 され て いた (U.C.0079 時 の 


L4、 L5 の 
軍 の 主要 宇宙 基地 
り 、 最 終 防 衛 ライ 


ナツ ー に 近い 位置 に あ 
線 と いえ る 存在 


TT 


月 方 本 の 直 満 中 
含 、L1、 し 2. 月 を 箕 宰 ・ 地 着 で 


MORE INFO! 
工 版 と し て の ソロ モン 


幸 的 小 規 林 モン に も 


き 給 きれ た 准 江 出入 
し た 。 面 
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U.C.008808.01、 主 力 起 隊 を = 隆 ろ し た アク 
乗り ル を 事実 上 制 
先 首部 隊 に よる 地球 連邦 政府 や 議 


、 旧 ジ ォ ン 公 国軍 残党 


年 下 作戦 

し か し 、 ネオ ・ ジ オン が 地 
圏 の 支配 者 に な 
球 連邦 の 継続 を 約 


8 月 29 日 に 
ザビ (の 彫 武 者 
ま 行 され る 事 胡 


MIS 部 隊 が 市 内 の 


府 や 議会 、 軍 は ネオ ・ 


DAKAR ASCENDANCY by NEO ZEON 


、 抵抗 し 


ジ ォ ン の 行動 を 雅 戒 し 


達成 し 
ン へ の サ 

ダカール を 水 統 6 
な い ネ オ ・ ジ オン と し て は 、 旧 
事 技 術 の 軟 取 、 サ イド 3 人 
り の 半 備 、 Pts 示 感 を 進め た か っ た 
実際 、 ダ カー ル ・ ジ オン は アフ リカ 
ダカール を 解放 


戦役 終結 の 時 点 で 上 
ドラ 隊 の 一 員 と し て サイ ド 1 


人 位 は 
の 准 
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備 を 進め 
名 家 で あ 
と 思わ れ 


ノド 
説 ある ) と 
も 彼 の 出 
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ト 家 の 子息 と い 


EC0103 


聞 生 中 


1 株 覧 と 民 素 


CL 


WORLD GUIDE 


ネオ ・ ジ オン に よる 地球 連邦 音 都 制圧 と いう 歴史 
的 事件 が 発生 し - 次 ネオ ・ ジ オン 帳 争 時 の アフ 
リカ 大 陸 だ が 、 当 時 の アフ リカ に は ネオ ・ ジ オン 以外 
の 反 地 球 連 施 勢力 も 活動 し て いた 。 一 年 戦争 後 、 
了 アフ リカ 各地 に 潜伏 し て ゲリラ 活動 を 続け た 旧 ジ オ 


ン 公国 軍 残 党 は 有名 で 、 ネオ ・ ジ ォ ン に 合流 し た 部 
隊 も 多い 。 非 ジ オン 系 の 友達 邦 勢力 と し て で は 、 ア ブフ 
リカ 解放 戦線 を は じ め と する 民族 系 ゲリラ 組織 が あ 
り 、 MS を 人 手 し て 戦闘 を 線 り 返し た 。 アフ リカ に 入っ 
た エゥーゴ は 、 これ ら の 組織 と も 交戦 し て いる , ー 


非 ネ キオ ・ ジ オン 勢力 が 
賠 歩 する アフ リカ 大 陸 


ダカール に 入城 
ン が ダカール を 占 携 。 その 2 日 後 の 8 月 31 日 、 ハ 


回 ダカール で の 戦闘 
の 夜 、 ダカール の 運 旨 部 で は / パ 人 
開催 され た 。 そこ へ 、 ガ ンダ "チー 
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| 


| 
| 


| we 
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ンー | 


| メル リル 湖 で の 攻防 戦 


10 月 21 日 、 メ ルリ ル 湖 に ある が 
地 に アー ガマ が 入港 、 そこ 


隊 が 攻撃 を 仕掛 けた が 、 ガ 


ガル ダー ヤ の 戦い 
23H 


隊長 が 転 死 
放 戦 線 が ガル ダー ヤ 


ュ ン 
Isyaton by AKOO UNUMA 
岬 上 | アフ シス カ 邊 、 下 に 成功 上 | ロン メル 隊 と の 戦い 上 還 | プル ググ の 医科 | ハマーン 、 ダ カー ル に 入城 
エゥーゴ の 攻撃 を か わし た アク シズ 主力 族 ダカール 解散 を 目指 す デ ー ガ マ 李 は 部 本 を 砂漠 を 移動 中 、 水 不足 に 史 っ た ガン ダム ・ 6 月 29 日 、 ネオ ・ ジ オン が ダカール を 「 占 額 」 
克 は 地球 へ の 陸 下 に 成功 。 ネオ ・ ジ オン を 名 リマ は 海路 で 、 紫 載 MS 部 隊 の ガ チー ム は 、 地元 の 女性 マサ イ に 教え られ た 村 し 、| 旧 ジオ ン 公 国 凍 残党 と ティ ター ンズ 球 党 を 
乗っ た アク シズ は ダカール を 事実 上 制 正 し て お ! 鞭 広 で ダカール へ と 向かっ に 立ち 寄る が . 水 を わけ て も ら え な か - 一 年 六合 し た 。 これ に より ダカール か ら 反 ネオ ・ ジ オ 
リ 、 地球 連邦 政府 や 講 会 も 慎 預 され で いた 。 た 。 8 月 9 日 、 “秦漢 の (デザート) “ロン メル 中 佐 転 争 で 埋 き 込 まれ 、 少 な か ら ぬ 補 害 を ン 勢 力 は ほぼ 皿 軍 され 、 地球 連 孝 政府 講 会 
U.C.0088.08.02、 アク シズ 主力 能 度 の 了 止 率い る | 日 ジ オン 公国 軍 残 党 が ガン ダム チー ム 受け た こと か ら 村 で は MS を 失っ で いた た めで あ は ネオ ・ ジ オン を 受け 容れ た (ネオ ・ ジ オン は 到 
に 失 歌 し た エゥーゴ 中 村 能 アー ガマ も 、 ダ カー を 敵 芋 。 一 年 戦争 時 の 旧式 機 な が ら 多 数 の る 。 直 科 、 疹 人 の ジオ ン 公 国定 軍人 タグ が 適 府 ・ 講 会 要 人 の 身柄 の 安全 、 地位 の 保障 な ど 
ル の 南 400km の ポイ ント に 落水 。 電 徒 、 旧 ジ 秦漢 ・ 閑 革 戦 用 MS を 装備 し 、 大 漢 戦 を 詩 知 し た ゲル ググ を 皿 り 、 マ サイ が ガン ダム ・ チ テー ム と 思わ れる )。 2 日 後 の 31 日 、 ミ ネバ - ラ 
オン 公国 軍 粒 覚 の 水 吐 両用 MS 部 大 の 散 刺 し た ロン メル 隊 は ガン ダム ・ チ ー ム を 苦し め た も を 講 撃 。 タグ の 正 し さ を 村人 に 知ら し め る の が 
を 受け た が 、 これ を 選 け て いる 。 の の . 新 筐 代 MS と の 性能 差 も あり 遼 減 し た 。 目的 だ っ た が 、 ガン ダム ・ チ ー ム が 勝利 し た 
ネオ ・ ジ オン か ら 水 革 ロン テル 歴 は 一 年 幸 マサ イ ほ 大 護 の 地 
西 用 MS を 受 儲 し て い 多 太 アフ リカ に 寺 伏 弄 を 利用 し 、 秦 台 箱 
た 旧 ジ オン 公国 軍 丈 し た 旧 ジオ ン 公 国 草 を 光 8 と し た 株 湊 で 
完 が 地元 耕二 用 し の 一 泊 。 経 待 9 年 間 
で アー ガマ を 攻撃 し た に 結っ て 反 夫 邦 話 動 
が 笑 冬 に 経 わ っ た 。 を 織 け で いた 。 
| 各 | カー ル の 戦い (EE ガル ダー ヤ の 戦い | メル リル 消 の 戦 
31 日 後 、 ダ カー ル の 池 香 館 で 、 ハ マー ちら ネオ ・ ジ オン 牙 隊 は 。 グレ ミー・ ト ト 指 近 の サ 9 月 23 日 、 民族 系 ゲリラ 「 青 の 郎 礎 」 が グレ 10 月 21 日 、 カ ラバ の 補 結 基地 が 位置 する 
ネオ ・ ジ オン 要 人 と 地球 連 邦 政 府 ・ 講 会 関係 ンド ラ を エゥーゴ ・ カ ラバ 追 対 に 派遣 。 9 月 21 ミー を 保護 し 、 ガン ダム ・ チ ー ム が オイ ル 祖 給 と メル リル 輝 に アー ガマ が 入 誰 し 、 ガ ル ダ ー ヤ 以 
者 に よる パー ティ が 開か れ た 。 パー ティ の 聞 催 日 、 サン ドラ は 身 施 設 が ある と いう エル ゴ レ ア へ ルー 捜 雪 の た め ガ カルダー ヤ に 向かっ た 。 この 到 、 別 行動 だ っ た ガン ダム ・ チ ー ム も 合流 を 目 
中 、 エッ ー ゴ と カラ バ の 含 同 宣 が ダカール に 攻 と MS 部 区 を 送り 込ん だ 。 ネオ ・ ジ オン 括 隊 を 正 、 ガ ンダ ム ・ チ ー ム と 交 幸 し た 「 青 の 部 藤 」 指し て 棋 、 ノ ルウ ェ ー に 向かう 科 上 
撃 を 仕掛 けた 。 エッ ター ゴ は アー ガマ と ガン ダム ・ 間 け て 移動 し て いた アー ガマ 、 ネ オ ・ ジ オン の の 隊長 ディ ドー・ カ ルト ハ が 戦死 。 10 月 14 日 だ っ た アー ガマ は 、 地球 連邦 高官 が 逢 げ 込ん 
チー ム を 、 カ ラバ は アウ ドム ラ と その 衣 載 MS エル コレ ア 講 撃 情 報 を カラ バ か ら 受 け 、 MS 者 二 力 関係 を 短い た ミン ドラ 李 と アフ リカ 将 散 戦 ダ プ リン 行き を 指示 され て いる 。 同日 . アー ガ 
部 職 を 投入 し た 。 埋 力 的 に は 供 勢 だ っ た ネオ ・ 隊 を 派遣 東 脱 の 結果 、 目的 を 果たし た サン ド 線 が ガル ダー ヤ を 攻撃 し 、 ガ ンダ ム ・ チ ー ム お て 貢 沈 を 目指 す サ ンド ラ MS 隊 が メル リル 注 其 
ジオ ン だ が ダカール か ら 巧 れ 、 ア フリ カ 各 地 や ラ 隊 は 失 過 し た が 、 グ レミ ー は 砂漠 に 取り 残さ よび 「 青 の 印 隊 】 と 交 凌 し た 。 この 際 、 参 奈 し 地 を 芝 撃 し た が 、 罰 け 付け た ガン ダム ・ チ ー ム 
贅 州 に 部 上 を 移動 させ た 。 れ た 。 アー ガマ で も ルー・ ルカ が 艦 を 区 れ た - た 民族 系 ゲリラ は 壌 減 的 打撃 を 被っ た . と 交 菱 し た 未 、 全 投入 MS を 失っ た 
トト を ガン ダム ・ チ ー ム が エル ゴ レ ア は 硬 に 大 ガン ダム ・ チ ー ム の 儲 
A 先行 栓 入 さ れ 、 アー き な 栓 害 を 出し 、 多 革 の 局 れ 。 ピー チャ 
ガマ と アウ ドム ラ が 前 の 備 の 午 走 に より 詩 胃 を 
4 和 。 アー カマ の 避 た 。 ミン ドラ 能 は ー 纏い SA エッ ーー 人 
M 4 bs タタ ラー 応 の 目的 を 條 し ジュド の 
bm a ン は 考 よ へ 設 選 . 答 財 し て いる で 電導 し た 
maa っ 6922 
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MS Technology in U.C. 
字画 世紀 の MS の 技術 


自己 学習 する 
MS の 基本 動作 シス テム 


教育 型 コン ピュ ー タ ー」 と は 、MS 用 機体 
操 支 援 ジ の 一 種 で 、 江 闘 デー タ を 基 
の 動作 を 最適 化す る 自己 学習 タイ プ の も の を 指す 
地球 連邦 軍 の RX シ リー ズ に 採用 きれ た の が 最初 
期 表 で 、 他 の 軍事 組織 で も 同機 能 を 持つ モデ ル を 


し ゃ が む 
、 間 と 同等 の 各種 
- 用 いた 精密 作業 な 
ども 行う じ を 実 複雑 な 操 


刀 鉛 類 


弓 美 置 が 4 
操 縮 装置 は 簡素 で ある 。 MS の コク ピッ ト は 的 空 ・ 約 


宙 機 に 近い も の で 、 操 疑 装置 は 2 本 の 


ー が 状況 を 判断 し 
イロ ッ ト は 搾 縦 に よっ て 「 何 を 大 ま か ( 
示し 、MS に 搭載 され た が 状況 
た 動作 を 選択 し 再現 する の だ 。 他 に も 、 手 持ち 

で え 方 の 変更 や 地面 の 額 仙 
ョ ン の 調整 、 重 量 物 4 


選択 する 。 パ 


する か 


軍 の 「AMC 
ある 。 AMC は バイ ロッ ト の 操作 と 状況 を 了 ら し 


る 。 AMC の 動作 バター 最初 
MS 開発 や 教導 機動 大 隊 で の テス ト 運用 の 中 
定 さ きれ た も の で 、 そ の 実用 性 は 一 週間 戦争 で 
宙 戦 や コロ ニー へ の 核 パル ス ・ エ ンジ ン 設 置 作業 、 
地球 侵攻 作戦 に お ける 重力 下 陽 闘 や 各種 重 作 業 
で 証明 され た 。 し か し 、AMC は 問題 も 
NMC は デー タバ ンタ 内 の 動作 パタ ー ン を 実行 


、 つ まり 最初 期 幹 の 教育 型 コ 
1ICN は 揚 ら れ タ の 鞭 積 と 自己 解析 
て MS の 動作 を 最適 化す る シス ティ ら る 

すれ ば する | 


く な る 」 と 言 
想定 外 の 状 
動作 パター 


換 を 生 


た あの 手 乱 で も あっ た 


99.23 Miustration by JUN WADA 


ジオ ン 公 国軍 の MS 用 機体 制御 ・ 操 縮 支 援 シス テム . 
パイ ロッ ト の 操 縮 を 基 に 、 デ ー タ パン ク か ら 最 適 な 動作 バ 
ター ン を 選び 出し 、 実 行 す る 。 動作 パタ ー ン の 選出 に は 
MS 本 体 や 身 機 の 杖 況 、 周辺 環境 な ど が 加味 され る , 


作 の 違い は 、 AMC が 過 択 し た 
動作 バターン に よる 


(て ロッ ト の っ た 作 作 を 、 フ ォ 


間 所 し た プロ グラ ム の 補正 を バイ ロッ ト が 


教育 型 コ ンピュータ マー の 発展 


ICN の 完成 後 、 地 球 連 孝和 軍 で は ICN の 改良 が 進み . 
一 年 戦争 後 も 教育 型 コン ビ ピューター を ペー ス と し た 新 シ ス 
テム の 開発 が 行わ れ た 。 ジオ ン 公国 軍 で は AMC の 問題 
点 を 改善 し た 新 機体 制御 シス テム の 研究 開発 が 行わ れ 
ICN と 同等 の 性 能 を 持つ 発展 型 AMC が 実用 化 され た 。 


AAMC と NICN 


ジオ ン 公国 軍 は AMC の 問題 上 を 改善 し た AAMC を 、 地 
東芝 邦生 は ICN の 改良 型 に あたる NICN シ ステ ム を 実用 化 
し た 。 これ に より MS の 横 体 制 名 機能 は さら に 改 短 され た 。 


』 
1CN と 同 如 の 由衣 を 持つ AAMC は 、 ド ム 系 MS や 氷 本 両 用 MS に 


槍 用 。 NICN は G.3 カ ンダ ム や アレ ックス に 


| 生き れ た と 藤 わ れる , 


MS の 無人 化 を 号 指 し た 舞 似 人 和 略 シ 
ステ ム 。 U.C.0080 年 代 後 其 に 試作 さ 
れ た 。 教育 型 コン ピュ ー タ ー と 組み 合わ 
きれ 、 S ガ ンダ ム に 搭載 され た 


! YT 
Nt 
MSA-0011 っ 1 


末 全 に は 、AUCE に 対応 し た 間 
性 能 セン サー 凍 を 本 


MS 運用 理論 : 教育 型 - 


地球 連邦 軍 の MS 用 機体 制御 ・ 挫 縦 支援 シス テム 。 一 
般 に は 教育 型 コン ピュ ー タ ー と 呼ば れる 。 パイ ロ - 小 の 操作 
に 対応 し て 、 状 況 に 適し た 動作 パタ ー ン を MS に 取ら せる 
点 は AMC と 同じ だ が 、 凌 闘 デー タ の 番 積 と 解析 を ICN 自 
体 が 行い 、MS の 動作 を 最適 化し 続け る 。 デー タバ ンク 内 
の 動作 パタ ー ン で 対応 困難 な 事 懲 に 遺 遇 し た 場合 、 鞭 策 
デー タ か ら 状 況 に 適し た 新 動作 パタ ー ン を 推測 し 、 作 成 ・ 


実行 で きる 。 こう し た ICN の 機能 は 、 ニ ュー タイ ブ が 持つ 「 先 
鞍 み の 力 ] も 理 議 化 し た 「 先 取 的 行動 予測 理論 」 を 採り 入 
れ た も の で 、 パ バイ ロッ ト の 意図 を 生み 取っ て 行動 パタ ー ン を 


選択 する 。 ミノ フス キー 粒子 の 影響 を 受け な い 高 性 能 演 算 
処理 装置 、 光 集積 回 路 (GMO) に よっ て 実用 化 さ れ た 。 


ラム の 吸 さ れる 


ガン ダム の ハー ドウ : 
ICN の 


pu i | 
tM か SE 


RRA 


Er る 


バイ ロッ ト の 半 作 を 選択 され た ブロ グラ ム が 層 


新た な 機体 制御 ・ 操 縦 支援 シス テム 


AMC や ICN、 その 発展 型 で ある AAMC (アド バン ス ド ・ 
アク ティ ブ ・ ミ ッ シ ョ ン ・ コ ント ロー ル ) や NICN ( 新 推 論 弄 
ナビ ゲー ショ ン ・ コ ント ロー ル ) が さら に 発展 する 一 方 で 
従来 と は 異な る 発想 の 機体 制御 ・ 操 紀 支 援 シス テム も 開 
発 さ れ て いっ た 。 いわ ゆる 「 サ イコ ミュ 」 が 代表 9 な も の で 


ニュ ー タ イプ が 放つ 「 感 応 渡 」 を 機 人 衣 衝 に 利用 する シス 
テム 。 パイ ロッ ト の 思考 が 直 模 的 に 機体 提 作 に 反 咲 され る は 
か 、 サイ コミ ュ を 介し て 機 価 外 の 情報 を 直 生 前 に 得 られ る 


る ETRE RET 
的 す る こと で 剛体 基 人 
する 。 パイ ロッ ト や サイ 
の 馬力 に よっ て は 思考 だ け 
で 細 価 を 補 全 生還 で きる 。 


サイ コミ ニュ ( 戦 間 強 制 耐 ) 


パイ ロッ ト の 章 ! 係 な < 戦闘 を 強制 する サイ 
イロ ッ ル は 量 応 流 の 送受 信 機 と し て 用 いら れる 。 サイ コ 
・ シ リー ズ の サイ コ ・ コ ント ロー ル ・ シ ステ ム が 有名 


ユニ コー シンガ ンダ ム の NT.D 


は 、 ニ ュー タイ ブ と 思わ れる 
者 と 対 岩 し た 原 に 発動 。 パ 
イロ の 意思 に 関係 < 発 
動 し 、 デ スト ロイ モー ド へ と 移 
する 。 


パイ ロッ ト の 思考 を ダイ レク ト に 機体 操作 に 結び 付け た り . 
パイ ロッ ト の 記憶 や 感情 の 領域 に まで 貴 み 込ん だ 機体 制 
御 を 試み た り と 、 人 と 機械 の 一 体 化 を 狙っ た 技術 が 目 立 
つ 。 シス テム が バイ ロッ ト へ の 戦闘 の 強制 や 支配 を 行う 技 
術 も 開発 され た こと か ら 、 その 危険 性 が 指 搬 さ れる , 


特定 バイ ロッ ト の 戦闘 パパ ca 


ン や 人 格 的 
由 畔 云 畠 シス テム 。 ALICE と 半 
で り 完 全 自筆 制御 は 目指 され て {/ 
いな いよ うだ が 独自 の 判 戸 能 カ 
持っ て いた 


FBO ガン ダム F90 1 号 村 
押収 入村 コン ピュ ー タ ー「ARI を 衝 
章 、 双 記 な オプ ショ ン を 使用 する 必 
本 性 も あっ て 採用 され た 


バイ オ ・ コ ン ビ ピュ 


人 と 械 を 直接 的 に 結び 付け る 生 住 型 コ ンピュータ ー。 パパ 
イロ ッ ト の 記憶 や 感情 を 横 柱 的 に 機体 拉 作 に 反映 する も の 
で 、MS の セン サー と パイ ロト の 硬 間 を リン ク で きる の も 特 牧 。 


UC0O110 年 代 に 実 用 化 
きれ シリ ー ズ に 捕 載 。 バ 
イロ ッ ト の 半生 に 合わ せ て 
リミッタ ー の 身 誠 や 者 候 的 
な 権 杉 支 畠 を 行う 
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下村 所 ガイ ド : 弟 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 | nD3 ser2Dn 


殖 環 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 ee 


弟 一 次 ネオ ・ ジ オン 帆 争 が な いつ か ら 始 まっ た か は 譲歩 は 続い て いっ た 。 そし て 、 ネオ ・ ジ オン に サイ ド 3 を 


対抗 意識 な き 地 球 達 邦 と 判 類 と し な い 。 ネオ ・ ジ オン は 地球 連邦 に 宣戦 布告 。 制 譲 する 事態 へ と 先 展 する 。 ソ フト ラン ディ ング と 言え 
3 NR し て お ら ず 、 グ リプ ス 畔 役 が 勃発 し た グリ ー ン ・ オ ア ば 開 こ えがい い が 、 地 球 連 邦 政 府 や 議会 、 軍 上 層 
ネオ ・ ジ オン の 内 戦 シス 事変 の よう な 決定 的 事件 も 知ら れ で いな い 。 あ 。 部 は ネオ ッ ジオン の 軍事 力 に 須 し た の だ っ た 。 グ リプ ス 


えて 第 一 次 ネオ 
U.C.0088~0089 に か け て 、 ハマ ー ン ・ カ ー シ 指 近 "する な ら 、 ネ オ 


オン 了 昔 争 が 勃発 し た 時 期 を 特定 戦役 後 の 権力 争い が 一 邊 落し 、 楽観 主義 に 
ジ ォ ン が 各 サ イド に 制圧 部 隊 を 派遣 れ て いた の も 理由 で ある 。 内 戦 と エッ ー ゴ の 抵抗 に よ 
の ネオ ・ ジ オン が 引き 紛争 が 、 第 と な ろう (時 期 的 に は グリ プス 戦 。 り ネ オ ・ ジ オン が 例 れ た の は 、 地 球 連 邦 政 府 と ネオ ・ 
オ ・ ジ オン 戦争 で ある 。 主要 な 参加 勢力 は ネオ 、 本 稿 で は この 時 期 か ら 第 一 っ て 想定 外 の 出来 事 に 過ぎ な か っ た 。 
オン 、 エゥーゴ (と カラ バ ) 、 地球 連邦 だ っ た 、 次 ネオ ・ ジ オォ ン 戦争 が 始ま っ た も の と し て いる ) (ゲオ ル グ ・ マ ト ヴ ェ ー ジ ュ ワ UC0155) 
ot ii ba: 剛 此 打 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 圭 争 の 開戦 時 期 が 不明 確 な 
の は 、 ネオ ・ ジ オン と 地球 連邦 政府 の 姿勢 に も 理由 


割 議 さ せ た ネ が ある 
オン だ っ た が 、 突 先生 し た 内 幸 と エゥーゴ の 介入 に 意外 な こと だ が 、 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 勃発 前 - 人 
よっ て 崩壊 する と いう 経 紳 を 辿っ た 。 戦争 末期 まで 大 後 の ネ オ ・ ジ オン は 地球 連邦 と 敵対 し て いな い 。 グリ 03-35 言 
ー 規 橋 な 戦闘 は あま り 発 生 せ ず 、 エ ッ ー ゴ や カラ バ が 散 プス 戦 役 で は エゥーゴ 、 ティターンズ と いっ た 地球 連合 生 ーー ジ テ OS 
発 的 抵抗 を 継 り 返し た に 過ぎ な い 点 も 特徴 で ある 。 部 軍 の 一 派 と は 戦っ た が 、 地 球 連 邦 破 府 と 敵対 す 人 22.03093 
な お 、 木 和 本 で は アク シズ 時 代 に まで 財 っ て ネオ ・ ジ る 意図 は な か っ た の で ある 。 ET 女 .0911 本 
オン の 名 称 を 用 いで いる 。 アク シズ が ネオ ・ ジ オン を きら に 、 ダ リプ ス 羅 役 で の 戦力 損 示 、 テ ィ ター ンズ 瓦解 5 


名 乗っ た の は 、U.C.0088.07.13 の こと で ある 。 主力 幡 後 の 権力 争い な ど を 理由 と し て 、 地 球 連 孝 政 府 や 地 
隊 の 地球 隊 下 に 先行 し で て 、MS 部 隊 が 地球 に 隆 下 
し 、 自 称し た と 言わ れる 。 エッ ー ゴ の 前 線 部 
際 が 名 称 を 知っ た の は 8 月 2 日 の こと だ っ た 


昔 力 の 大 学 を 突 


アック シズ の み 畔 を 所存 し て お 
を 用 いて 夫 球 昭 の 玉 配 に 
NN し た の だ っ た 


69.25 Miustration by TAKUYA IO 


ネオ ・ ジ オン の 軍事 的 圧力 を 前 に 、 地球 連邦 政府 の 


次 ネオ ・ ジ オン 戦争 は ネオ 
ジ ォ ン 公 国 の 復興 9 
に は ザビ 家 派 を 駆 層 し 、 ニ ュー タイ プ 国 
H 指 す 目 的 が あ こ ネ 
ン は 、 グ リプ ス 戦 
を 次 々 と 達成 し 


中 存 し た 軍事 力 


カ の 民 作 系 ゲ 
埋 を 幸い られ た 


各 勢 力 の 目的 と 戦略 


3 
玉 泊 と 


健生 の た ゆ 安 最 
地表 
半角 


UF 部 隊 を 派遣 
UC 0068 0229. ネ | 


本 を 地球 に 隊 下 させ た 


© ネオ ・ ジ オン 主力 第 際 、 地球 へ 
ucCooe80801、 ハ 
る キオ ・ ジ オ 


で を 投入 、 時 下 時 止 を 
試み る 失敗 し た 


Oc 


圧する た 


人 S カ ンダ ム の 地名 持 
の 戦 好 で 使用 きれ た 


8.01 2 
教導 団 が 武装 桂 引 | 


0 作 季 部 謙 に 配備 され た 茜 四 座り 


ル に 入 ⑯ ダ ブ プリン へ の コロ ニー 系 と し 


戦争 中 期 の 動き 


@ ダ カー ル 誕 放電 
8 月 31 日 

カラ バ 較 合 軍 が 
を 講 麗 し た 。 これ を 室 


ネオ タカ ー 


立 連 才 訂 
二 控 の 下 、 バ 


⑯ ア ー ガ マ 、 アフ リカ 西岸 に 着 水 


タカ ー U.C.0088.08.02, 

0088.08. ー カ ガマ ほ アフ リカ 部 
還 水 。 ネオ ・ ジ 

古 圧 され た ダカール | 

帰 境 する た め 、 大 ど MS 

分 員 を 9 ルート で 析 


戦争 後期 の 動き ー 


2 
地球 » を 割 語 さ れ た ネオ ・ ジ オ @ ネ オ -: 月 ラ 
手合 1 / 地球 か ら 肖 
ucooe81f 
圭 較 都 政府 か 
の 拓 議 を 正式 に 決 規 


089.01.18 


は が 戦死 。 直後 
アク シズ と 皇 元 し た コア 
3 は 基 壊 し た 


" mr 
⑯ ハ マー ン の 戦死 リ 4 の 
la 


⑥ ネ オジ オン 、 コ ア 3 の 拠点 化 を 違 め る 
サイ ド 3 に 入っ た ネオ ・ 匠 

ジオ ン は 、 コ ア 3 に 次 

季 小 記 最 キケロ 連絡 

し 生 豆 化 の た め 改 村 | 

を 間 始 し た が 。 作者 


CO088.1225. ザ 
ビ 家 の 血 二 を 名 業 る グ 
ー・ ト ト ザ 部 反 ! 


可動 瑞 士 ガ ンダ ム Z ズ 


第 一 次 ネ オ ・ ジ オン 戦争 
勝者 と 敗者 


発し た 内 戦 と エ 
が 月 壊す 


へ の 議 歩 を 重ね た 
ン 戦 争 の 最終 的 な 勝者 と な っ た 


下部 目的 を 違 成 し つつ あ 
あく と 者 を 宰 失 。 依 笑 の ミネ バ まで も の 


還 放 の 新政 権 に 深 
いた 存在 意 


オン の 浜北 


連邦 政府 や 


MORE INFO! 
ネオ ・ ジ オン の 復 
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北米 の 激闘 


The Battle Casualty of GARMA ZABI 


の 本 部 
ワイ トペ 
め 北 来 犬 障 < 

当時 の 北米 大 際 は 、 地 球 方 
ト 佐 が 駐屯 する ジオ ン 公国 の 
ス は 単 箕 で 敵 中 に 飛 
た 地球 方 面 
\ る 部 隊 を 出撃 き 


ャ プロ ー に 


ホワ イト 


れ を 


・ ザ ビ 大 佐 自ら カ 
ス に 鑑 攻 撃 を 加 
測地 の 北米 大 陣 に 隆 
国字 宙 攻 撃 軍 の シャ 
ちっ た 。 サイ ド 7 以 前 


[3 


も 失敗 し た 


5 気 園 座 入 戦 で 
失敗 を 想 人 


ー ス の 突入 コー ス 


『 の 任務 は 終わ 
革 由 で は な いか ら 


立 を 模索 し な が 
・ ダ イク ン の 息子 で 


に 直結 する ジオ 
ャ ア は 数 々 の 』 3 
まで 昇進 、 専用 載 す ら 与 えら 


球 方 面 軍司 令 
代 の 友人 


可能 性 は 高 
"を 


を 受け 


関連 ファ イル 


TT meew 


Fe 


y YOSHINORI HISHINUMA 


on by MASAHIKO KANEDA Color by CHIEKO UCHIYAMA Special y SHIN INOIE /Background b 


ホワ イト ペー ス 隊 が 見 せ た | 2m 


Fk 


MS の 新 戦 術 


に 


園 プリ ンス ル バ ー ト で の 
局 地 戦 


垢 疾 で ある プリ ンス ルパート に 向 
か っ た アム ロ は 、 難 表 キ ャ ンプ で 殺 


り 行わ れ た 
ラル 隊 が 地理 に 時 
を 所 探す る 


U.C.0079.09 
だ っ た が 。 職 下 し た 
た 。 同日 14 時 10 分 
を 知っ た 地 直方 面 還 


を 琶 


| プリ ンス ル バ ー ト で の 局 地 戦 
» 


同 地 球 方 面 軍 の 地上 機動 師団 ( 北 用 され る よう 


軍 ) と の 戦闘 に お 


自 兵 戦 用 MS と 支援 用 MIS 
戦闘 


異な る 戦術 を 見 せ た 


国 感 発 揚 を 目的 と し た も の た 


PTCTTOS 
が 決定 条 を 


アム ロ ・ 


ホワ イト ペー ス レイ の ガン ダム が 成功 きせ た 史上 初 の MIS の 空中 職 
度 紀 型 地上 帳 と (MS に よる 識 対 空 工 開 ) は 、MIS の 戦闘 能力 を さ 
め る 戦 打 と し て 認知 きれ 、MS パ イロ ッ ト の 教本 
実戦 で 合 に 探り 入れ られ る まで に な 


還 シア トル で の 戦闘 

ホワ イト ペー ス 捕 肖 の 報告 を 室 けた が 
ル マ は 。 シ アト ル に 寺 入 糧 演 を 加 系 
シャ ア 指 押す る MS 部 全 を 出撃 させ 
た 。 し か し 、 シ ャ ア は ホワ イト ペー ス の 
位置 を 便 っ て 音 告 。 それ を 信じ た ガル 
マ ば は 、 痛 筐 か ら キ ワイ トペ ー ス の 対空 
次 火 を 受け 部隊 は 全 減 、 自 身 も 理 死 
し た 。 10 月 4H21 時 50 分 だ っ た 。 


MORE INFO! 
北米 戦 に お ける 異 


隊 を 持 入 する 作 0 の 
情 筆 を 偽っ て 方面軍 と の 交 綴 回 数 や マチ ル ダ 杯 
埋 死 し た 筐 な る は bk 


グレ ー ト ・ キ ャ ニオ ン の 戦い 
| EN 


set ite + DREW 


対 ダ ロタ 隊 戦 


MS 
運用 理論 
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[ 還 ] mg09 sg92h 


メガ MS Technology in U.C. 
字画 世紀 の MS の 技術 


ミノ フス キー 物理 学 を 応用 し た ; 
粒子 ビー ム 兵 咽 的 に 


IS 携行 用 メ 
る 。 縮退 状態 
可能 な エネ ルギーCAP の 完 』 
短期 間 で 普 


ちな が らち も 著 用 化 

て わら れ た り し UC0O08O 年 代 中 

世 配 が 上 が っ た これ 以降 も 、 メガ 
2 


強力 な メカ 


メガ 粒 了 
ご メガ 粒子 砲 は 、 ナ ノ 光 学 コー 
で 気化 骨 除 剤 シー ルド 、 隊 具 半 透 価 技 親 
抑 技 術 の 向上 を 
つと 言わ れ 、 旧 玉 型 


) 六 載 メガ 科 子 克 
る が 、 MS 川 の | 
メガ 粒子 砲 の 
] 軍 だ っ た 


世代 攻撃 兵 


天体 弾 兵 品 


ェ ネ ル ギ 


粒子 砲 は 、UC0070.05 に 完 
に (地球 連邦 軍 も 同時 期 に 実用 人 5 
イン ト で の 成 力 が 核 』 


こめ 搭載 (使用 
以後 し ば らく 、 メ ガ 粒 子 砲 搭載 MS は 大 出力 ジェ ネ 


載 可 能 な 水陸 両用 MS に 限ら ちら れ た が 


ガ 粒 子 砲 の 構造 


右 の 図 は 、 個 向 型 メガ 境 子 砲 の 内 部 図解 で ある 。 ミノ フ 


スキ ー 和 粒子 を 縮退 ・ 上 合 させ て メガ 粒子 を 発生 させ る 発生 
発生 し た メガ 粒子 を プー ル す る 薔 積 区 画 (@). 
解放 され た メガ 粒子 ピー ム を 収束 ・ 加 速 する 成長 区 画 (で) 
発射 時 の 軌道 を 調整 する 射出 区 画 (人 の) で 構成 され る , 


アガ 子 碑 に は 標 々 な 導 汰 の も の が ある が 基本 横 舟 は 同じ 。 メガ 生子 の 


昌紀 度 調 り 


用 本 8 sn 82 


本 に な る ミノ フス キー 松子 や 練 剖 エネ ルギー は 多 械 ( 細 角 など ) ちら 民夫 


発射 プロ セス 


た ミノ フス キー 粒子 と 負 の 電荷 の ミノ フ 
スズ キー 粒子 か ら 成る 立方 格子 (1 フィ ー ル ド ) を 電磁 的 な 手 
段 で 圧縮 し 爾 合 さ せ せ る と 、 メ ガ 粒 子 へ と 変 を 変え る 。 圧縮 
の た め に 付与 され た エネ ルギー は 質量 に 転換 され て お り 
メガ 粒子 の 見 か け 上 の 質量 は 極め て 大 きく な っ て いる 。 ま 
た 、 見 か け 上 の 質量 の 一 部 が 消滅 し て 運動 エネ ルギー と 
な る 。 一 定量 薔 積 され た メガ 科 子 は 電 盛 的 な 拘束 を 解 か 
れる と 成長 区 画 (メガ 粒子 砲 の 「 砲 身 」) に 入り 、 エ フィ ー ル 
っ て 収束 と 加速 を 繰り 返し て いく 。 ビー ム の 威力 に 
直結 する 収束 率 と 速度 を 向上 させ る た めで ある 。 砲 口 に 
あたる 射出 区 画 で ビー ム の 最終 的 な 軌道 が 決定 され 、 亜 
光速 に 迫る 速度 の メガ 粒子 ビー ム が 発射 され る 


正 の 電荷 を 帯び ) 


ド に 


メガ 和子 次 は 、 他 の 指向 性 エネ ルギー 兵 問 や 実 
価 弄 兵 震 と 比べ て も 高い 評価 を 生 え ちら れ て お り . 最 
友 の 通常 兵 義 と し て 細 知 され て いる 。 特に 火力 
5 て も 宇 
軍 義 龍 や MS の 主 兵 続 し て 採用 され 続け て いる 。 


関す る 評価 は 高く 、UC.O150 年 代 に 


メガ 幸子 奏 の 火力 は 絶大 で . ピン ポイ ント 
の 感 力 は 村 兵 器 趣 と まで 言わ れる 。 対 MS 
だ け で は な く 対 算 用 で も 主 兵 装 と な る 。 


ンプ モデ ル に よっ で は 地 
上 の 地形 を 変え お)、 
| 
MA 


こと が で さき ない 、 贅 種 の 変更 が で き な い 、 


列 兵 凌 と の 使い 分 け で 角 決 され る こと が 多い 


メガ 畔 子 竹 の 直撃 に 処 え る 『 フ ィ ー ル ド 発 
生 問 や や 械 ビー ム ・ コ ー テ ィング が 実用 化 さ れ 、 
攻撃 は 相対 釣 に 低下 する 場面 が 増え た 。 


UC.0】20 年 代 か ら 
赤 及 し た ピー ム ・ シ ー 
ルド は ビーム ・ ラ イフ 


最強 の 肖 常 兵器 と し て 普及 し た メガ 粒子 束 に 
も 欠点 は ある 。 直線 的 に し か 攻撃 で きず 「 韻 げ る 」 
対抗 手 
段 の 出現 な ど が 謎 当 す る 。 これ ら の 欠点 は 実体 


の 操 退 ・ 滴 合 . 


し ビー ム の 達 度 は 研 
光 達 に 達する と まで 
言わ か . 発 肌 を 確 計 ) 
し て 2 回生 に 


も 明け の れ な 
いも 侍 れ で いる . 


特殊 な 加速 項 を 必要 と し な いた め 、 小型 
化 が 容 委 。 サイ ズ に 比 し て 高三 力 と いう こと 
で も あり . MS に 大 火力 を 与え る こと と な っ た 。 


阜 線 的 に し か 層 ば な い ピ ビー ム 


発音 され た メガ 納 子 ピー ム は 意図 | 
け げ られ な いた め 、 身 を 隅 し な が ら の 攻撃 や 層 
士 物 に 召 れ た 坪 和 へ の 攻撃 が 男 敵 で ある 。 


の ょ うに ビー ム を 反 
料 、 屋 折 さ せる 兵 問 
も 存在 する が 極め て 
例 交 な 装備 


中 メガ 粒子 砲 の 発射 プロ セス 


ー ロ に メガ 幸子 砲 と 言っ て も 、 エネ ルギー 
CAP の 有無 、 発射 する ビー ム の 形態 、 秦 身 
の 形状 な だ に よっ て 様々 な タイ プ に 分 ける こ 
と が で きる 。 これ ら の 分 類 の 条件 を 複数 満た 
す 多 機能 タイ プ の メカ 粒子 確 も 存在 する 。 


a | 生成 * 困 蔵 
[| 


⑩ メガ 粒子 発生 区 画 
@⑨ メガ 粒子 秋 積 区 画 


U.C.0080 征 代 林 
財 に 実用 化 
が ・ コ ン デン サー に よ 
で 直結 生 * カ 台 子 析 
は 、 笠 素 型 の 10 眉 
の 出力 を 発作 し た 


ガ 幸 子 確 や 
MA 用 メガ 重子 確 は 大 
出力 ジェ ネ レー ター で 
直接 的 に 四 動 する た 
め 、 エネ ルギーCAP を 
持た な い 。 通 滞 の メガ 


水陸 両用 MS が 情 載 する 
タイ プ な ど 、MS 用 で も 内 
陳 式 は エネ ルギーCAP を 

" 場合 が ある 。 


徹 般 を 折 え た 収束 
ピー ム を 撃つ タイ プ 。 
エネ ル : に 信 
中 し て お り 、 貫通 力 
合 れ る 。 通 命 の メガ 輸 
子 麹 は 、 ピ ビー ム の 収束 
率 を 重視 し て いる 
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KM 束 ビ ー 
Mi; 


実体 苦 式 火砲 の よ 
うな 確 身 が 存在 し 、 秦 
腔 内 に 加速 ・ 収 東 攻 
の フィールド を 展開 す 
る タイ プ 。 加 達 ・ 収 素 
リン グ を 設置 し ゃ すく 

一 般 化 し て いる 


柚 身 を 持ち . 外見 は 実体 


如 幸 ・ 収 東 装 置 で ある 


エネ ルギーCAP に 
より 、 メガ 答 子 贅 の 竹 
動 が 容易 に な っ た 。 エ 
ネル ギーCAP に は 細 
過 状 態 の ミノ フス キー 
潤子 が 事前 に 充填 を 
れる 


臣 
収束 率 を 下げ 、 シャ 
ワー 状 の ビー ム を 発 装 
する タイ プ 。 一 度 に 広 
軸 因 を 攻撃 可能 で あ 
る 。 ビー ム ・ マ シン ガン 
は 収束 と 拡散 製 の 
白 宮 的 タイ プ だ 


| 開放 

碑 身 の 代わ り に ガイ 
ドレ ー ル 整 の 軸 子 誘導 
球 置 を 持ち . 必要 に 応 
じ て ! フ ィ ー ル ド を 展開 


する タイ プ 。 大 型 ・ 大 
威力 モデ ル で 採用 され 
る ケー ス が 目立つ 。 


ーー 


エネ ルギーCAP を カー ト 
リッ ジ 化 し た E パ ッ ク も 実 
用 化 きれ - ビー ム ・ ラ イフ 
ル の 軍用 性 は 向上 


クー ベル メ の よう に . 
東 型 の メガ 埋 子 四 を 較 
義 化 し 拓 航 型 と し た タイ 
プ も 林 計 され て いる , 


ル ・ ア ー お マ の ハイ 


子 春 が この タイ プ 。 


CMA + 


Z024 
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7 0 ICE 
疾 8 ファ ント ム ベ イン フー に 導 導 六 語 as 


る 目標 の 破 


ロゴ ス 直 属 の V 還 へ の 侵入 と 破壊 工作 な ど が 汚れ 仕事 
E する 。 地球 連合 軍 も 同様 の 任務 
地 款 連合 軍 独 立 部 隊 2 ファ イン は より 簡 底 1 
- れ 仕事 が 多い の は 、 
起 選 の 不正 規 特 殊 痢 際 が 地下 4 Rt 得る ロ - 多用 し 
動 余 通称 「 フ ァ ン イン 」 で ある ( フ ご が 、 する 友 し 、 度 重なる 作戦 
肢 導 ] の 間 が t > も 大 の 弱体 化 も 陳 な っ て 填 減 し 
部 (ワニ コー - ルル テ セ 
地球 連邦 軍 の 
ft スモ ス 


数 所 属し た 。 また 、 幼 少 器 。 関連 ファ イル 


装備 の 人 る の 施設 で 育成 され た 特殊 調 練 
も 複数 確 
の 仙 面 も 強い 組織 と 言え る 


Fe PREVEW 


EE 
同体 と な っ た 幅 細 


ファ ント ム ベ イン と 周辺 組織 人 間 ーー 


ー コ スモ ス 主 沸 で 組織 され た ファ ント 
ムペ イン は 、 地 球 連 合 軍 の 一 部 隊 で あり な 
が 直属 と し て 運用 され た 
スモ ス の 私 兵 集 ) 側 面 も 強 か 


プルー コ スモ ス (や ロゴ ス 
受け た ファ ント ムペ イン は 、 地 
般 部 隊 よ り 強 力 な 兵 若 を 保有 
ス 条 約 に 違反 し た 兵器 も 確認 され て いる 


地球 運 合 軍用 MS の マイ ナー チェ ンジ 機 を 


備 す る 一 方 高大 度 に て 高 性 能 
な 機体 も 配備 し GAT-X シ リー ズ の 改良 手 や 
サ の 直 佐 機 は 、 特に 高 性 能 た 
アフ タイ ンプ ロジ ェ ワ ト 系 (系 1 区 GAT-X ウ リー ズ 共 計 和 ) 


トム ペイ ン は 少数 輔 鋭 部 礎 と 
締 さ れ て お り 、 埋 術 面 に Pr 
が 多い 。 ブ ルー コス モス に 共感 し 、 コ ー 

ー《 憎 癌 する 者 が 多い の も 特徴 だ 


RR 
朋 作 


リー ズ ( 下 胃 模 ) 


い 
ネオ は 借 れ た 指 竹 宮 
も 信二 


スモ ス の 同調 者 で あ 
アキ ン 中 佐 が 指揮 する 部 


開 請 放 設 を っ た ブル ー コ スモ ス の 軍事 
沖 所 で 育て られ た 兵士 。『 到 化 ] の レベ ル 
は 低く 、 洗 局 と 軍事 致 線 で 育成 され る 


AAI 容 取 の た め ホ アキ ン 隊 か 
DSSD の トロ ヤス テー ショ ン を 
mY. BIN 


エフ ステ ン デ テッ ド 
ブル ー コ スモ ス が 撮 助 する ラボ で [開発 は れ 
徹 用 強化 人 間 。 還 事 才 線 、 矯 物 投与 
外科 手 衝 な ど で 第 力む 兵士 て 育成 され た 
| | a 
| er 
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年 、 地 球 連 施政 府 は 中 東 地域 の 再編 
、 中 東 諸 同 の 多く は 地球 連邦 に 加 


症 礎 2 
に 着手 


毛 し て いな か 、 中 東 を テロ の 温床 と 見 な す 好 
球 連 邦 破 府 と する 強引 な 手段 で 中 
責 、 改 閑 し て 安 維 持 部 


より 百 万 人 規模 の 虐殺 が : 
年 われ 、 少な か 
訓 き せら れ た の だ っ た . 


て 投入 され た 和 新星 兵 


の 中 東 再編 計画 


器 が 「 メ メン トモ リ 」 で あっ た 。 メメ ント モリ は 、 軌道 
ェ レ ベー ター の 低 較 道 リン ダグ 上 を 移動 する レー ザー 
攻撃 新 地上 の 都市 級 タ ー ゲ ッ ト 


を 持っ て いた (宇宙 個 の | 
地球 連邦 政府 の 許可 の 下 、 ア ロウ 
よる 反抗 勢力 の 掃討 を 実施 し 、 反 地 球 連 邦 
帯 を 破 寺 
、 周 辺 の 難 


可能 ) 


tion by HIROSH 


BATTLE OF MEMENTO MORI 


民 キ ャ ンプ ご と 焼き 払っ た 。 勤 結 な し の 攻撃 で 、 百 万 
人 以上 の 非 戦闘 員 が 科 牲 に な っ た と 見 られ る , 

人 類 の 意思 統一 ] に よる 屋久 和平 が 目的 だ っ た 
え 、 無 差別 大 量 虐殺 を 行っ て 世論 が 黙っ て 
は な い が 、 作 戦 の 実 怠 は 一 般 に 知ら れ で 
し た 。 GN 粒 子 の 広域 散布 に よっ て 中 東 
が 無線 封鎖 状態 に あ . 量子 型 注 算 処 理 > 
ステ ム ダ " に よる 情報 統制 が 行わ れ て お り 、 
を 知る 連 邦 回 民 は ほとん どい な か っ た 
晴 忠 す る リ : 
動 の 成 
が 用 意 し た 兵器 で あ 
散 対 する ソレ スタ ルビ 
ダ (以下 CB) と 地球 連邦 政府 の 打倒 を 目指 す 反 連 
邦 組織 カタ ロン は 、 メ メン トモ リ の 破壊 を 目標 と し た 
戦闘 の 未 、CB は メメ ント モリ の 臣 破 に 成功 。 ツイ ンド 
ライ ヴ シ ステ ム の 安定 稼働 を 果 た 
ィ ザ ー の 存在 も 、CB の 戦力 を 増大 きせ た 
類 の 「 共 新 ] の 第 も あ - 
地球 連邦 政府 や アロ ウズ 、 そし て イノ ベイ 
た 。 メメ ント モリ の 存在 を 随 
メメ ント モリ の 破壊 を 


申 東 の 実 
ご 。 地球 連邦 政府 ヤ ア ロウ ゥ ズ の 陰 
ク ら [イノ ベイ ター」 の 
メメ ント モリ も 彼ら 
アロ 


あり 


な 中 
な 中 、 


し か し 
ター の 優位 は 動か な か 
典 し て いた 地球 連邦 政府 は 、 


SAWA 3DCGI by TAKAHISA YOKOYAMA (SANZIGEN 


[WW] 09 ser12n 


静止 術 量 軌 道 上 で の テロ と し て 発表 し 地球 
連邦 平和 維持 軍 を アロ ウズ の 管 峰 下 に 移行 させ 始 
め て いた 。 「 イ ノ ベ イ ター」 主 導 に よる 「 イオ 

は 、 よ り 強 硬 な 形 で 進め られ よう と し て いた の で 
持た CB に は イ 
ド の スパ イ が 侵入 し D 結 果 、CB は ラク 
の 秘 審 基地 を け 引 プ トレ マイ オ 
定 き れる 事態 と な 
(アリ ステ ラ ・ デ クシ ア 


AD2314) 


関連 ファ イル _ 


GN.0000 ダブ ルオ ー ガ ンダ 


lr by AKEMI TE 


メン トモ リ 攻 略 昔 直 前 、CB は ツ 
テム の 安定 欄 作 


ンド ライ ツ シ ス ダ プ ルオ ー ラ イザ ー の 性 能 は 圧倒 的 
に 成功 し た 。 ツイン ドラ イヴ シス テム ター 専用 機 す ら 竣 鈴 し た 。 し か し 、 
える 支援 尼 オ ー ラ イザ ー を ダ 能力 以外 の 部 分 に ある 
ダム に 接続 、 ダ プル オー と 成す る 意識 共有 領域 、 そ 人 類 を 
ベイ ター」 へ と 覚醒 させ る 能力 で あ 


イノ ベイ 


価 は 戦闘 


純粋 種 の イノ 


人 秘密 基地 で の 改修 作業 と 、 メメ ント モリ の 使用 
トレ マイ 入港 。 業 地 で 
イザ ー と ド と っ た 。 また 中 東 で は 王国 が 地球 軍政 府 
| 更 瑞 計画 に 反発 。 これ 1 ウズ モリ を 使用 、 普 に 圭 減 的 な 視 害 を 与え た 


ie 導 Nl 


MAY OO 


3 を 7 
GNW:20000 語 8 


プトレマイオス ら 、 地球 へ 降下 

吾 寺 を 見 展 し た プトレマイオス 2 だ っ た が 、3 科 の イノ ベ 
ター 専用 林 か ら の 攻撃 を 避け る た め に 地球 に 旗下 。 事 本 
を 知っ た 誠 狗 も ダブ ルオ ー ラ イザ ー で 地球 に 降り 


作り 誰 まれ る が 
に よっ 導入 機 を 


メメ ント モリ 、 スイ ー ル 王国 を 攻撃 ララ ンジ ユ 3 の 戦い 
3 ao 3 > ザー 人 MEKX0 し ACBl MORE INFO! 


RY 切り 札 「 ト ラ A 


メメ ント モリ 攻略 戦 ブ プトレマイオス 2、 地球 へ 


戦力 を 投入 概 破 後 、 寺 域 を 離脱 し た プ ト 
専用 根 を 人 3 


メメ ント モ ! 
3 機 の イ 
束 に 放 下 


の 引き 渡し を 要求 され る 
派 が 反乱 の 準 備 を 進め て いた 


人 の 
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WORLD ME MS 運用 理論 : ツ イン ドラ イヴ シス テム (0} mm09 mm2 伺 


\ 


理 謀 ツイ ンド ライ ヴ シ ステ デム msisSie 


初 貝 力 化 され た 。 「 世界 


世界 を 変革 し た れ た GN-0000 ダブ ルオ ー ガ ンダ メ 
os Pf 度 は 壊 濾し た CB が 水面 た ダフ 2 t の 形成 
GN ドラ イヴ 連携 機構 + 、 ツ イン ドラ イヴ シス } て が 搭 の み 発 動 す る 
圧倒 的 な 性 能 を 期待 され 【 ラ | は 、 識 共 有 和 領域 
3 1 ター 化 を 促 【 


関連 ファ 


) 不 完全 な 機体 と な っ て し まっ た ォ 0000 タダ 


は トラ ン ザム が 


Lt た ダブ ルオ ー ガ ンダ ム 
用 の 支援 機 GNR-010 オー ライ ザー に は 、 ツ イン ドラ 
4 る 制御 機能 と 


、 量 子 革 が 搭載 され た 。 ダ プ ルオ ー ガ ンダ ム 
ンズ プア 合体 、 NR-010 ダ 


ム の 安定 稼働 を 可能 と し た 


ツイ ンド ライ ヴ シ ステ ム の 特徴 


GN ドラ イヴ 同様 、 イオ リア ・ シ ュ ヘ ン ペ ル グ が 理論 
を 構築 し た ツイ ンド ライ ヴ シ ステ ム は 、GN 科 子 の 発生 
量 を 爆発 的 に 増加 させ る 効果 を 持つ 。 ツイ ンド ライ ヴ 
シス テム 採用 機 と 同様 に 、 2 基 の GN ド ライ ヴ ( ほ 似 太 
電炉 こと GN ド ライ ヴ [T] ) を 持つ MS は 存在 する が 、 そ 
れ ら の ほとん ど は 単に 双発 化し た に 過ぎ な い , 


GN 和子 を 僅 見 者 で あり 、 ツ イン ドラ イヴ 
の 革 辻 理 識 を 購 球 し た イオ リア 


2 基 の GN ド ライ ヴ を 同調 さ せる こと で 、2 倍 で 
な く 二乗 量 の GN 秒 子 を 発生 させ る 。 さら に トラ > 
ザム 状態 で の 畔 子 族 出 時 は 、 座 計 理 詩情 を 超 
同 讃 率 が 低い と 生 働 し な い 


共存 類 載 と イノ バイ タラ 


トラ ン ザ ム 状 態 で は 、 凡 域 内 の 人 間 の 意思 主 
通 を 可能 と する 「 章 議 共有 全域 」 を 形成 する 。 
イン ドラ イヴ の み が 可 能 な を 子 発生 量 は 、 人 天 
の イノ ベイ ター 化 を 強く 促進 する 効果 も ある , 


ト の 中 で 江 林 し た 
イノ ベイ ター、 デ カ 


2 基 の GN ド ライ ヴ の 性 能 に バラ つき が ある 場合 、 ツ 
イン ドラ イヴ シス テム の 稼働 が 離し く な る 。 そこ で 2 基 
の ドラ イヴ を 同調 させ 、 シ ステ ム を 安定 化 させ る た め の 
捕 機 が 開発 され た 。 な お 補 機 を 必要 と し た の は ダブ ル 
オー ガン ダム だ | 後発 の ウツ イン ドラ イヴ 機 は MS 単 
独 で の シス テム 征 働 を 可能 と し た 


ダブ プル オーク 
フル セイ パー 用 の : 
塁 類 。 ツイ ンド ライ ヴ 


nf 安定 紅 民 を 押え る が 
(し 不要 だ っ た 
/ / GN/( ス ター ソー ド I 


BNRO10 オー ライ ザー 
ダブ ルオ ー ガ ンダ ム と 和合 錯 し 、 ツ 
ィ 


ダブ ルオ ー ガ ンダ ム 
セブ プン ソー ド [だ G) 


A TONES 用 の 大 箇 僕 。 -G 用 
の 電 四 を 司る 。 合体 状 参 は 「 ダ で フイ ンド ライ ヴ 
ブル オーラ イザ ー」 と ば れる 。 の 安定 本 を 拓 


イヴ 機 ダブ ルオ ー ガ ンダ ム で は 、 オ リ 
ジ ナ ル の GN ド ライ ヴ 2 基 が 用 いら れ た 。 だ が 、 オ リ ジ 
ナル の GN ドラ イヴ の 損失 な ど に より 、GN ド ライ ヴ [T] 
や GN コ ン デ ン サ ー( 和 粒子 貯 虐 タン ク ) を 用 いた ツイ ンド 
ライ ヴ 機 も 開発 され た 。 た だ し 過渡 期 的 な 処置 で あり 


畠 似 太 婦 炉 こ と GN ドラ イヴ 
ンド ライ ヴ 。 ツイ ンド ライ ヴ の 技 新 情報 を 入手 し 
た も の の 、 オリ ジ ナ ル の GN ド ライ ヴ を 持た な い イ 
ノ ベ イ ド が 実用 化 。 笠 子 量 は 有限 で あっ た 


2 基 の 大 容量 GN コ ン デ ン サー を 用 し 
ドラ イヴ で 、 ツ イン コン デン サー と で も 言う べき シ 


ステ ム 。 対 イノ ベイ ド 載 で 2 基 の 太 也 炉 を 失っ た 
CB が 。 和 全 の 笠 と し て 実用 化し た 


IN ドラ イヴ と GN コ ン テ ン サ 


オリ ジ ナ ル の GN ド ライ ヴ 1 基 と GN コ ン デ ン 
サー1 基 に よる ツイ ンド ライ ヴ 。 対 イノ ベイ ド 戦 穫 
セブ ン ソ ー ド プ G で 試験 され 
た が 、 ト ラン ザム 棒 代 時 間 は 極め て 拘 か 


GN ドラ イヴ 双発 機 と の 差 


先 に も 述べ た 通り 、 ツ イン | 
と 単に GN ドラ イヴ 2 基 を 搭載 
人 違い が 存在 する 。 GN ドラ イヴ を 双発 化 
ライ ヴ は 同調 せ ず 、 粒子 発生 量 も 2 倍 に な る だ け で あ 
る 。 これ に 対し て ツイ ンド ライ ヴ 和 採用 模 は 常 議 外 の 科 
子 発生 量 を 実現 し て お り 、 大 き な 差 が あっ た 


イヴ 単 基 の 季子 発生 量 を 100 と する と 双発 機 は 
200 だ が 、 ツ 7 枯 は 10.000 に 達する 


GN 科 子 の 発生 量 は 、 約 子 滞 度 の ミー 細か 
布 皿 囲 の 拡大 に 直 崎 する 。 ツイ ンド ラ ご も の i 
得失 有 編 域 の 形成 。 人類 の イノ で ト は 特に 勉 果 ゲ 大 

も 実現 し た = et 


3 機 の み の ツ イン ドラ イヴ | 


歴史 上 、 ツ イン ドラ イヴ シス テム を 搭載 し た MS は 3 機 
し か 確認 され て いな い 。 うち 2 機 は CB の 、 も う 1 機 は イ 
ノ ベ イ ド の 機体 で あり 、 地 球 連 邦 平 和 鈴 裕 軍 へ の 配 
備 は 知ら れ て いな い 。 ウイ ンド ライ ヴ シ ステ ム に 関す る | 


技術 情報 は ダ " が 厳重 に 管理 し て い : 
事実 上 、 CB 系 組織 の 独占 技術 と な っ て 
eZ 
J ヾ 
W 
GN.0000 GNT-0000 CB-0000G/C 
ダブ ルオ ー ガ ンダ ム ダブ ルオ ー ク アン タ リボ ポー ンズ ガン ダム 


切 の ウイ ンド タイ ヴ 機 。 真 の カ を 
発 環 する に は トラ ン ザ ムラ イザ ー 
に な る 必要 が あっ た 


ブル オー ガン ダム の 徐 舞 壮 。 GN ドラ イヴ [T] に よる ツィ ンド ラ 
イノ ベイ ター の 角 力 を 引き 出せ る イヴ を 実現 し た 構体 。 イノ ベイ ド 
装 馬 の た め の 村 体 」 TT 
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機動 戦士 V ガ ンダ ム 


WORLD GUIDE 


軸 引 越 公社 と 太陽 電池 公社 


ちの 元 に 届け る べく 、 その 打ち 上 げ ・ 輸 送 乗 務 に 宇 


コロ ニー 公社 と 並ぶ | 直 公社 が あたる こと と な っ た 

に 衝 引 越 公社 が 扱う 財産 は 、 土 地 を 除く あら ゆる 

- 大 NGO 品 が 対象 と な る 。 た だ 財産 の 移送 完了 の 目途 は 
付い て いな い 。 法人 や 各種 団体 の 依頼 に も 応じ で 

字 軍 引越 全社 と は 宇宙 移民 者 が 地球 り いる こと 、 移 民 者 の 総数 が 膨大 な こと 、 一 年 戦 争 な 


どの 戦乱 で 数 十 借 人 単位 の 移民 者 が 亡くな っ た も 
の の 「 財 産 ] は 残っ て いる こと な ど が 要因 で ある 
それ で も 、 宇宙 移民 者 の 私 有 有 財産 を 移送 する 学 
宙 引 越 公社 の 存 任意 義 は 大 きく 、 ジ ォ ン 公国 軍 も 宇 
軍 引 越 公 人 
字 宙 引越 公社 が 、 ニー 公社 と 並ん 
民政 策 に 不可 欠 : ng て 認知 きれ る 中 、 木 量 
船団 と 共に 宇宙 世紀 の エネ ルギー イン フラ を 支え て 
いる NGO が 太陽 電 池 公社 で ある 。 3 
人 在 する 太陽 電池 衛 上 の 管理 ・ 運 営 を 担っ て いる 。 
世紀 の 電力 事情 を 支え る 主要 技術 と し て は 


財産 を 移民 先 に 送り 届け る 組織 で ある 。 3 
数 策 の 一 環 と し て 誕生 し た (地球 連邦 政府 の 一 機 
関 で ある フロ ンティア 開 免 移民 局 が 前 身 。 UC0030 
の 民営 化 に 伴い 宇宙 引越 事 乗 団 に 改組 され た 後 、 
は 地球 連 加 政府 が 主導 する 形 で 再編 
引越 会 社 が 話 生 する ! <) 
宙 引越 公社 が 必要 と な っ た 背景 に 
民政 策 の 加速度 前 な 推進 が あっ た 
UC.0050 の 時 点 で 
た こと か ら も 理解 で 
宙 移 民政 策 は 急 ビッチ で 
軍 へ の 移民 に は 多数 の 宇宙 船 が 利用 きれ た 
の 数 と ベイ ロー ド に は 限界 が ある た め 、 移民 者 が 持 
ち 出 せる 荷物 は 限ら れ た 。 結果 、 地 球 に は 移民 者 電池 衛星 を 設置 で 
た ちの 財産 が 大 量 に 残さ きれ て し まっ た 。 そこ で 地球 の 設置 宙 域 
き 夫 り に きれ た 財産 を 、 持 ち 主 で ある 移民 者 た な る こと な ど が 理由 で 、 太 陽 電 池 公社 は : 


熱 模 反 応 炉 と 太陽 他 が あり 、 特に 後者 は 重視 き 


れ て いる 。 広大 な 


neD3 sm2 


0rganization of UC 


字画 世紀 の 組 計 ・ 勢 力 


: 要 不可 欠 な 存在 と な っ て いる 。 

太 | 地 術 量 は 地球 の 新兵 軌道 上 や スペ ー ス 
コロ ニ どの 近傍 に 、 様 々 な サイ ズ の も の が 多数 
設置 きれ て お り 、 そ の 保守 ・ 管 理 や 運用 を 担う 太陽 電 
他 公 社 は 地球 岡 全域 に 影 維 力 を 及ぼ し て いる 。 た 
だ し 、 宇 宙 引 越 公社 同様 に 中 立 の NGO で ある た め 、 
地球 連邦 役 府 ヤギ サ イド 政 F 的 介入 を 行う こと 
は な く 、 (表向き は ) 他 勢 力 か ら の 介入 も 受け な い . 
(シン リ ヌ ・ ス ッ ゥ ノ ト U.C.0155) 


の 生活 


Mumwation by JUN WADA 


宇宙 引越 公社 の 業務 


宇宙 引越 公社 は 、 宇 宙 移 民 者 が 地球 

に 残し た 財産 を 輸送 し 、 移 民 者 の 元 に 届 
ける こと を 業務 と する 。 打ち 上 げ 施設 お よ 
び シ ャ トル の 保守 ・ 運 用 も 担っ て いる , 


宇 軍 引 内 公社 が 援 う 
「 半 産 は . 土地 以外 
の 


打ち 上 げ 用 と し て アー 
ティ ・ ジ プラ ルク ル を 
は じ め と す で 手 軍 浴 を 
管理 ・ 運 菅 。 シャ トル 
も 保有 する 。 


・ 皇 宙 電 民 者 が 地 束 に 表 し た 解 産 の 打ち 上 げ 
・ 宇宙 移民 者 へ の 肝 産 還 送 
・ 打 ち 上 げ 施 設 の 保守 ・ 運 用 


宇宙 引越 業者 の 職員 


宇宙 引越 公社 は 、 打ち 上 げ 施 設 を 搬 す る 経 
局 ( 支 部 ) を 地球 上 の 各地 に 持っ て いる 。 各 経 
局 に は 綴 義 以下 、 各 種 議員 が 所 属し て お り 、 事 
季 作 業 か ら 輸 送 作業 まで を 行う 


輸送 する 古 の 区 理 、 打 いい 
ち 上 げ 誠 座 ヤ シャ トル の マン デラ ・ ス ー ン 錠 比 
宇 軍 引 想 公 社 ヨー ロッ パ 
直属 の 記 坊 。 中 立 性 を 香 
禄 し リガ ・ ミ リティ ア を ベ 
へ の 償 を 折 理 


NN saneuaons 
上 げに 利用 する シャ トル 
も 配置 。 機体 に 書か れ た 
「PCST」 は 宇 客 強 公 
社 \ 馬 し て いち 


宇宙 引越 公社 ヨー ロッ パ 総 局 の 本 部 に 
し て 、 主 軍港 や 空港 の 機能 を 有する 大 規 
模 施 設 が アー ティ ・ ジ ブラ ル タ ル で ある 。 イ 
ペリ ア 半 島 の 南端 に 締 設 され た 


還 アー ティ ・ 


ジブ ラル タル 全量 


引越 公社 本 社 ビル 


ヨー ロッ / 軽 選 の 中 で 、 純 
苦 の 机 季 室 な ど を 備え る 。 宇 
も 恒夫 する 


MORE INFO! 


アー ティ ・ ジ ブラ ル タ ル 以 外 に 
も 地球 上 に は 複数 の 宇宙 港 が 存 
在 する 。 ホン コン ・ シ ティ 、 ケネディ 
な ど が 芝 ら れる 。 く は 打ち 上 げ 


に 有利 な 赤道 付近 に 位置 する 


思 叶 に は 本 ち 上 げに 向 か な い 北 粧 な 
ど に 事 用 宇宙 を 設 し た 人 も 
半 宙 溢 の 夫 失 な ど ゲ 訂 還 だ っ た 


太陽 電池 公社 の 業務 マイ 2 ロウ ェ ー ブ 所 電 
可能 な 大 二条 
太陽 電池 公社 は 太陽 電池 知性 群 を 控 


する 巨大 電力 会 社 で ある 。 大 陽 電 洗 条 星 
を 使っ た 発電 と 送電 、 大 隅 電 池 礎 星 の 保 
守 ・ 管 理 な ど を 業務 と し て いる 
EE 
新星 に よる 発電 


太陽 電池 公社 の 人 々 


太陽 電池 衛星 の 運用 を 行う 組織 で ある 
た め 、 技 術 者 が 多く 所 属す る 。 家族 で 休眠 
状態 の 太陽 電池 衛星 に 住み 、 い つ で も 本 
働 で きる よう に 保 字 点検 する 人 々 も いる 。 


EL 1 1 
本 星 ハ イラ ンド に 
還 


太陽 電池 公社 が 管理 する 太陽 電 池 箱 
星 の ひ と つ で 、 全長 120km に 着 す る 巨大 
建造 物 。U.C.0153 時 に は 休 明 状態 に あ 
た が 、 再 株 働 が 可能 な よう 管理 され て いた 


バハ イラ ンド 全 業 


. 圭 作業 に 対応 で きる 


1 ドー ーー 
: SEIENCE 
、 ey Word 
L LL 
密閉 製 コロ ニー ば か り で 構成 され た サイ ド 人 工 太 隊 や コロ ニー ビル ダー な ど を 椅 働 


3 は 、 太 隔 電 池 状 性 の 設置 に 特に 横 極 する 必要 も あっ て 、 大 型 で 幼 長い 形状 の 
的 で 、 充電 する ほど の 余生 電力 を 揚 た 。 


コロ ニー に 設置 され た 
太陽 電池 衛星 


太陽 電 池 パ ネル を 4 粗 備 える 


一 稼が im 引 の 巨大 醒 遺 特 で . コ ロニ ー 購 辺 に 
導 設 年 され た 。 マイ クロ ウェ ー ブ 肖 生 に 33 記 
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[Ff] neD3 mm]3M 


me 一 ーー 

e ーー we 

っ ws ーー と ン 
ン ン 0 ンタ ク メ 

a - \ ご 

ンプ 4g 
w * 

( 


4 
ーー 


了 識 一 年 戦争 の 終結 と ジオ ン 残 党 の 動向 生計 


7 ラナ EL } が その よう な 状況 に 置か れ た こ 
> 大 和 国 の 連 
地 慰 岡 に 山 ら ば っ た 火 人 な どの 交 は 計 られ か ガ 
t 不問 に 付き され 
UC0079.12.31 * ・ ク ー の | リ 共和 国 の 存 られ た 。 条約 締 
れ た 戦後 購 償 
戦争 の 総 披 | 


/ サ 


早期 請 和 が 住ま 関連 ファ イル 


戦後 、 地 球 連 邦 箇 ! 
ジ ォ ン 共 和 国 軍 ( 旧 
その 場合 、 地球 連 


ア ・ ク ー の 陥落 と よっ て 、 
ォ ン 共和 国 へ と 体制 を 変え 、 地 球 連 邦 
地球 連邦 政府 と ジオ 


族 は 短 時 間 で まとまり 、 終 
こ あ た る U.C.0080.01.01 に 終戦 
年 戦争 は 終結 し た 


協定 が 締結 、 
ジオ ン 共 和 国 の 承認 (制限 付き の 自治 権 承認 
ジオ ン 共 和 国 の 地 喜連 部 へ の 衝 必 
ジオ ン 共 和 国 の 軍備 制限 (自衛 可能 な 
両国 の 理 争 責任 の 不問 

ジオ ン 共和 国 の 辿 人 請求 権 放 要 
地球 運 孝 主導 に よる 旧 ジ オン 公国 軍 埋 狗 の 連 捕 、 痕 判 
シ 共和 国 に よる 公 的 機 ) 征 信 (締結 後 の 追加 項目 


終 教 時 、 ジ オン 共和 国軍 
300 万 人 が 残っ て いた 


国軍 残党 は 宇宙 地上 を 問わ ず 様 々 
最大 勢力 が 小惑星 帯 の 


を 求め る 者 も 多かっ た 。 そ 旧 ジ オン 
兵器 を 装備 し た まま 行方 不明 と 


MORE INFO! 
AE と | 旧 ジ オン 公 


夫 球 園 最大 の 複 


MORE INFO! 
i 旧 ジ オン 公団 軍 残 党 の 将兵 た ち 


公国 


後 、 旧 ジオ 
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MS ーー ーー MS Technology in U.C 
運用 理論 駆動 シス プ ム 字画 世紀 の MS の 技術 


の ーーーー 
MS 用 関節 氷 動 装 軒 MS EW 


で MS の 
ミ させ る 機構 、 い わ ゆ る に 相応 し い 新 た 
MS 用 の 団 動 装 流体 内 バル ス 
内 ヶ 
の 作動 ス 
半 動 装置 と 


E 関連 ファ イル 


換 検 反応 坊 の 大 区 
ジオ ン 
MS は 、 流 体内 パル ス ・ シ ステ 
眼 型 を 主 駅 動 装置 と し 、 圧倒 的 性 能 を 


JE rnevew 
FO-03H14 モ に 


用 化し 


) 開 義 
開 開 


が な が カ の H 中 i 力 の 向上 
相互 作 


各 関 


より MS を 動作 さ 
、 MS の 大 


、 可 変 


ー ル ド ・ 
動 装 置 


駆動 機構 は 改 


EM ] 変 MS 


U.C.0099) 


流体 内 バル ス ・ シ ステ ム 


ジオ ン 公国 軍 の 駆動 シス テム 。 小型 ・ 
軽量 か つ 作 動 ス ビード が 速い 。 替 栓 反応 炉 
で 発生 し た エネ ルギー を 電力 に 変換 せ ず 
バル ス 状 の 圧力 と し て 各部 を 駆動 させ る 


・ 高 速 な 作動 スピ ー ド 流体 内 バル ス ・ シ ステ 
か つ 単 純化 可能 な 構 選 用 に より 、 替 株 
・ 動 作 に 飛 妙 な 力 の 差 を 再現 可能 と 


は 、 浴 休 内 バル ス ・ 
テム の 動力 伝 寺 
MW を て いる 


開 生 部 か 


加重 


Mustration by TOKIKO YUZAWA (Twin Bedl 


流体 内 パル ス ・ シ ステ ム は ジオ ン 公 国軍 MA や フレ キシ ブル ・ 


の MS で 広く 探 用 され た ( 補 機 と し て 油圧 シ > Wa 
リン ダー な ども 併用 )。 戦後 に も 、 ジオ ン 系 に 
技術 の 継承 機 で 控 用 例 が 見 られ る 


無用 し て いた と され る 


MS.05 ザク 1 
宏 上 初 の 実 埋 用 MS。 そ で に 医 
体内 「Q ル ス ・ シ ステ ム は 捕 載 され 
で て か がり 総 大 な / パ フー を 謎 っ た 。 


MS.OG ザク 

ヤク 1 の 補 押 主力 MS。 大 待 の 還 
カバ イプ 本 出る せ 。 溢 休 内 バル 
ス ・ シ ステ ム の 人 性能 も 向上 し た 


MS-18E ケン ブフ ァ ー 
村 合 軸 供 計画 の 影 響 下 で 完成 
し た 半 本 用 MS。 流体 内 パル ス ・ 


シス テム を 雑 来 し て いる 


MORE INFO! 


流体 バル ス ア クセ ラレー ター 
体内 バル ス の 発 放 型 
を ルギー を 番 柄 し て お き 

政則 最大 的 な 大 を 香 ら れる 


る 系統 の 能動 装置 の 併用 
国軍 


年 二 争 後 、 ジ オ 
れる 中 、 流 6 
双方 を 指 載 す 


地理 軍部 軍 の 技 


フィー ルド と ミノ フス キー 粒子 の 相互 
作用 を 利用 し た 、 モ ー タ ー 式 アク チ ー 
ター。 マグ ネッ ト ・ コ ー テ ィング 処理 を 行う 
と 較 度 や 反応 性 が 向上 する 
主 な メリ ッ ト 
に HLL TL 
・ 科 電動 モー ター より 高 出力 ーー ニー 
・ 小型 か っ の スペ ー ス を 志保 し 
・ 還 香 多 で 衝動 庄 軒 と な りう る や す <、 拉 の 


格 土 を 容 時 と する 


フィ ー ル ド ・ モ ー タ ー が 連動 


フィ ー ル ド ・ モ ー タ ー ot rr グー 敵 還 語 
MS に 広く 採用 され た 。 油圧 シリ ンダ ー や リ 
ども 併用 する 2 
軍機 で も 採用 例 が あっ た と 伝 


ブ 


RX-78 ガン ダム 
試作 MS と し 
大 の フィ ー ル ドー モー ター 拉 堪 人. 
ザク II を 湊 殺 す る ワー を 侍 . 


科 防 兵 寺 や 推 泊 を 


可変 機構 と の 融合 


TTYTT GT 


Mustration by TOKIKO YU 


kK 

ID 

れ た 新 和 MS、 両 
馬 人 盆 で も 採用 し た 


RX-7BNT-1 アレ ックス 


ー ル ド ・ モ ー タ ー の 控 用 で 確 ジオ 
便 さ れ た 全 琴 スペース を 利用 し 


RP の エネ ル ギ 
の で 発生 


AwA Fas ge 


a 計 き せ 
x も 給 


征吾 多 六 に 姓 発 る 


MS-11 アク ト ・ ザ ク 
軍 の MS。 マグ ネッ ト 


駆動 シス テム の 発展 


機動 新 世 紀 ガ ンダ ム X 


WORIDGUDE  。 ター クー ガイド :2 ラ ウ FB と 太守 。 jr 有 3 on22A 
i 


殺 紗 クラ ウド 9 と 宇宙 革命 軍 Sm 


を 伸ばし た も の の 、 最終 


地球 了 岡 を 壊滅 に 追い 込ん だ | ぅ 中 
学 夫 努力 


四 昔 争 を 
た 行 し 地球 圏 を 壊 


全域 を 統治 
ス ノ イ と し 作戦 の 結果 、 地 球 は 壊 減 的 な 披 
、 人 口 の 90% 以 上 が 失わ れ た 。 旧 連 # 


上 連邦 
則 連 邦 


と 字 宙 革命 ザイ アル ・ ラ ッ 
ド で 国力 の 回 複 と 再編 を 進め 、 地 款 


< 地 隊 鍋 と の 和平 


・ リ ュ < 


第 7 次 宇宙 寺 争 以前 か ら 存在 し 、 戦 後 
も 生き 残っ た 数 少な い ス ペー スコ ロニ ー で 
ある クラ ウド 9 は 、 宇宙 革命 軍 の 根拠 地 で 


あり 、 反 地 球 の 中 心地 で あっ た 


台 新旧 連邦 と 対立 し た コロ 


クラ ウド 9 は 、 和 7 次 字 軍 戦争 以前 か ら 反 連 
っ た 。 クラ ウド 9 の 彼 
導 発 する きっ か け 


孝司 情 が 強い コ | 
立 運動 は 第 7 次 宇宙 圭 争 が 
と な り 、 宇 軍事 念 軍 と 卓 連 邦 宴 が 衝突 し た 。 


間 連 者 と 対立 し た 
ド 9 は 宇 軍 載 争 を 起こ 
た 。 クラ ウト 9 に 笠 わ な い 


還 宇 再 革 古 一 の 存在 


宇 軍 革 合 軍 は 実質 的 な クラ ウド 9 軍 で ある 
政 軍 は 一 体 化し て いた よう で 、 ク ラウド 9 は 還 事 
狼 毅 と 言え る 状態 に あっ た 。 規模 は 旧 補 痢 車 よ 
っ て いた 


新旧 孝 に 対 拓 す る 軍 
事 胡 織 、 宣 共 定 。 ク 
‘9 の 帳 的 上 、 宇 宣 間 
例 宇 に は 優先 し て リソー 
ス が 割り 探 られ た 禁 


ユー タイ ブフ ブ 主 矯 


スペ ー ス ノイ ド を 人 類 の 革新 「 ニ ュー タイ プ ] 
と 位置 付け る ニュ ー タ イプ 主義 を 掲げ た 。 これ 
に より クラ ウド 9 の 住民 に 選民 意 織 を 構え 付け 
対地 球 戦 争 を 正当 化し た の だ 


第 7 次 宇宙 戦争 後 の 動 向 


第 7 次 空軍 戦争 で 、 地 球 に 大 打撃 を 与 
えた 宇宙 革命 軍 だ が 、 自 身 も 深刻 な 被害 を 
受け た 。 以後 十 数 年 、 宇宙 生命 軍 は 法力 
を 再編 し な が ら 再戦 の 機会 を 狙っ て いた 。 


_ 

更 7 次 字 軍 吾 争 来期 、 旧 連邦 軍 に 人 

飲め られ た 宇宙 基 合 写 は コロ ニー 項 と し 作 埋 
を 決行 。 この 本 残存 電 カ の あく を 失っ た 


旧 連 者 に 話 伏 き 追 る 
た め の っ コロニー 時 と し 
作 埋 だ っ た が 、 周 い 財 
た 守 下 和合 軍 


TET WE 
AW.0015、 戦力 二 組 を 終え た 宇宙 事 人 
宇 は 、 地 球 保 攻 を 目的 と する ダリ ア 作戦 の 
畔 備 を 完了 し た 。 新 連邦 と の 血 突 も 弄 定 。 


宇宙 生命 宣 は 地球 
便座 を 護 め て ちら ず . 
LTTYE 
に 森 導 を 的 本 まれ た 
コロ ニー レー ザー を 
実成 させ て いた 


MORE INFO! 


サテ デリ コン 
地球 で 新 較 孝 に 反 撤 する 勢力 が 出 環 し た 
ょ うに 、 キ 軍 共 使 軍 に 紙 撤 す 


ジス タン ス が 存在 し た 。 サテ リコ ン が それ 
ダリ ア 作 戦 の 事 止 を 目指 
イブ 主義 や 強硬 な 対地 球 圭 由 は 
スペ ー ス ノイ ド に 支持 され 


I 


ザイ デル 把 弥 は ニュ ー タ 
イブ の 握 全 を 政 汐 
利用 。 ニュ ー タ イプ と 目 さ 


ルル は 集 動 的 存在 だ 


梨 7 次 呈 下 雪 林 期 に 
レー ザー の 建 
LL 

の られ た が 、 示 達成 に 電 

わっ て いた 


EETT 上 作 活動 = | 
第 7 次 宇宙 寺 争 が 計 結 する と 、 宇宙 革命 
軍 は 戦力 の 再訪 や 新兵 善 の 開発 を 進め た 
地球 へ の 工作 員 の 演 遺 も 実施 し た 
a 夫 元 量 の ニ . 
El プ 研 究 所 に 所 属し た 
| ニコ ラ ・ フ ァ フ ァ ス の 
や て 1 
プ 要 栖 関 に 入り 込ん だ 
f Ft 
F に < トー = 


ダリ ア 作 明和 攻 後 宇宙 に 属 開 し た 新 連邦 
軍 と 衝 突 し 、 第 8 次 宇 軍 戦争 に 発 属 し た 。 ザイ 
デル 経 続 の 胃 死 に より 胃 謎 は 短期 間 で 終結 


RO.OME iE 
て 宇宙 間 病 生 と 新 


ガン ダム 用 赤 提 織 G フ ァ ル コン の 
パイ ロッ ト 。 サテ リコ ン の 生き 区 
= LU 


が 、 軒 中 目的 を 達成 で き な い 例 が 多かっ た 


宇 笛 革命 軍 の 人 々 


茎 硬 に 反 地 球 を 噛 える ザイ デル ・ ラ 
ン 給 続 を は じ め 、 地 球 に 否定 的 な 者 が 多 
く 見 られ る が 、 ラン スロ ー・ ダ ー ウ ェ ル の よ 
うに 対地 球 戦争 に 否定 的 な 者 も いた 


二 持 き 筐 め た 


| 宇 軸 革 命 軍 の 装備 。 / 


新旧 連邦 と 比較 し て 国力 に 劣る クラ ウド プ 用 MS や MA 
だ で は 勝っ て いる 。 手 軍 た も 中 面 
9 だ が 、 科 学 技術 で は 勝っ て いる 。 宇宙 nl 


命 軍 の MS や MA が 高 性 能 な の は この た め 
で 、 ガン ダム に 匹 身 する MS も 見 られ た 


宇 宣 半生 の 信 導 | 
ーー 医 。 サイ デル 桂 紙 が 本 


MUAYDOMEEE 
ー る 還 い で 芋 沈 され た 


地球 上 に 丹 土 を 持た な い 宇 宙 革 命 軍 は 、 際 ge- 
上 特区 や 水上 漠 水 閉 を 保有 し な か っ た よう で 


は ば 字 宙 工 条 の み で 艇 隊 を 編制 し て いた . 


4 


に 


新旧 連 孝 軍 同 欄 、 主 力 兵器 ば MS で ある 。 連 
邦 系 MS より 高 性 態 と され る 機体 が 多い 
タイ プ 用 MS や MA も 実用 化 き れ た が 、AW. 
入る と 一 般 パ イロ 用 の MS ば か り に な っ た 


RMS-019 クラ ウ ダ 
AW に 入っ て か ら 宮 用 化 き 
れれ た 新 主 力 MS、 カン ダム 
素 MS の ビー ムラ イフ ルト 
耐え る 閑 中 び 特 笛 で ある 、 


礎 仕 粒 MS と され 
二 軍 用 の 誤 動 デ バイ ズ 
伴 つ 。 経時 タイ プ も 存在 


RMS-006 ジ 
新光 宇宙 電 争 時 代 か ら の 
宇 軍 聞 使 軍 の 主力 MS。 性 
態 の パラ ンス と 汰 用 性 に 俺 れ 
る 。 宇宙 用 上 用 が 大 在 


MAN-003 パト っ 
ライ ラッ ク 作 本 
作 雪 の 失 路 に お 


甘 さ れ た 
x キ 下 | 


タイ プ 用 巨大 MA 
で は 軍用 され な か っ た 


宇 軸 時 命 軍 の 軍事 作戦 


宇宙 か ら 地 球 を 攻略 する 必要 性 か ら 、 吉 


第 7 次 宇宙 埋 争 末期 、 多 数 の コロ ニー を 
度 に 言 り 大 規模 な 対地 球 作 畔 を 実施 し た 


地球 に 投下 。 例 鳴 に より 旧 連 孝 を 降伏 きせ る 
こと が 背 一 目的 だ っ た が 、 攻撃 は 実施 され た 


末 利 を 集 っ て 作 馬 を 家 


アカ で 地 8 和 る 
人 する 、 、 詳 6 
必要 性 み ら 、「 引 兵 基 」 NN に ーー っ ーー 
クラ ス の 東大 を 用 2 


いる 側が 見 られ た 


| の ライ ラッ ク 人 = 


コロ ニー 落と し と 連携 し た 作戦 。 コロ ニ AW.0015 に 実 放さ れ た 地球 人 攻 作戦 

落と し 直前 、 ニュ ー タ イブ 部 大 を 地球 に 旗下 。 コロ ニー レー ザー で 地球 直接 攻撃 後 . 大 規 

させ 、 工作 部 歴 と 合流 する は ず だ 栖 部 藤 を 地球 に 陸 ろ す も の だ っ た が 失敗 
地 束 上 名 作 震 の ひと つ ガン ダム DX の 攻撃 で 


パト ゥ ー リ ア や ペル ティ ゴ 
を 地表 に 純 下 させ た ゲ 
連邦 軍 に 程 止 され 作 
” 吾 は 捧 数 し た 


ロニ ー レ ー ザ ー が 無力 
人 され 人 則 は 宙 還 
華 に 。 新吉 軍 も 作 壇 
TT 


MA、 ッ シラ ィ 


72.28 


機動 戦士 ガン ダム O083 スタ ー ダ スト メモ リー P 


WORLD GUIDE 歴史 フォ ー カ ス : コロ ニー・ ジ ャ ッ ク [前 ] 本 09 mml 
= ご 
較 凌 コロ ニー・ ジ ャ ッ ク | 3 


倫 The Seized COLONY 
U.C.0083 


観艦式 削 刺 直後 に 発生 し た 
コロ ニー 落と し の 人 危機 


規 艦 式 角 撃 直 後 の U.C.0083.11.10 16 7 
Z リ ー ト 指 搾 下 の シ ー マ 肖 中 の コ 
奪取 し た 。 地球 連邦 
宙 
草々 と コロ ニ 


- ズ ) の 検 パ ルス ・ 


内 路 を 地球 へ と 災 


紛争 後 の 地 球 連 

シー マ 畿 隊 も コリ 
星 の 周 」 作戦 
切る 手 答 と な 


事実 上 の 拘 殺 状 
ルビ オン は ガン タダ 
独自 の 判断 
は 地球 
(ネー ムレ ス " バ UC0155 関連 ファ イル 


人 3 Fue revew 


完璧 」 な 作戦 と 
シー マ の 策動 


ムサイ 引 軽 補 洋 衝 
検 財 型 ( シ ー マ 算 ) 


アイ ラン ド ・ 
フレ イド 


へ の と り 始め 4 と 間際 アッー ズリ ト 
iE a 検 、 デラ ー ズ ・ フ リー ト 
地 替 落下 まで は 2247 分 と 推定 9 ~ “ 
el まで は 22 監 林 ) が 移送 中 の 2 務 
マゼラン 必 貫 コン ペイ トウ 
宇和 


時 間近 く が 経過 し アル ピオ 
れ を 発見 し て いる 


ラビ アン 
ロー ズ 


ul 
ト 』 


401 管 理 中隊 
さら に 追撃 任 季 を 前 か れ た 。 し 
末 で 試作 3 号機 を 確保 する と 


上 用 | コロ ニー 同士 が 衝突 


21 時 1 分 艦隊 が 2 革 の コロ ニー の ミラ ー ド 
より ミラ ー1 基 を 

21 時 26 分 た 。 結果 

直道 に 乗っ て し まっ た 。 落 時 間 [ 

ロモ ン 海 を 離れ て いた 多 拉 和義 アル ビオ 


と MORE INFO! 
コロ ニー 奪取 の 手 


モン を 例 っ た 地球 連邦 重 残 存否 隊 は この 事 6 は 人 
かかっ た 還 が 手間 ": 拓 


た が 、 阻止 に は 補 


機動 戦士 Z く ガン ダム 


WORLD GUIDE 


ビッ 
mm 準 サ イコ ミユ 


~ 般 人 で も 使用 可能 な 
簡易 サイ コミ ュ 技 術 


ー タ イプ 用 イン タ 1 て 開発 きれ 

コミ ュ を 応用 し 、 一 般 人 で も 使用 可能 と 
準 サイ コ 
の 性 能 は 期待 で き 


用 化し た イコ 
ー タ イプ の 路 
ビット 


前 件 を は じ め 、 


MS 運用 理論 : 準 サ イ 


/ 


MS Technology in U.C 
字画 世紀 の MS の 技術 


ト が 晃 走 、 自 爆 し 


国電 は サイ コ 
時 の 根本 的 角 年 戦争 が 終結 す 
ぇ の 技術 は 地球 較 


し 、 地 球 連 邦 軍 診 下 の 


タイ プ を 人 る 的 に 生み 出す 研 
つま り 強化 人 間 の 育成 
プ で も 扱え る 新 虹 サイ 


(ORX. 012 ガン ダム Mk 
ザン ダム Mk-V に は 准 サ イコ 
ム 砲 「 イ ンコ ム 」 が 搭載 され 、 疑 似 的 な オー 


ー [7 09 ser2Bn 


残党 の 
行わ れ た が 充分 
ン 埋 争 期 に 


クト ロニ クス 社 (以下 AE) 

と 呼ば れる 装 サ イコ ミュ が 開発 

これ は パイ ロ ト の 思考 を 機体 制 犯 に 用 い 
が 、 純 正 の サイ コ 近い 挙動 も 示し 

(オッ トー・ カ ル テ ン パッ ハーU.C.0155) 


る 技術 


関連 ファ イル 


AMX-014 ド | 


準 サ イコ ミュ の 機能 は 、 基 本 的 に サイ コミ ュ と 同じ も 
の 一 一 挫 載 機動 兵器 の 操 縮 補助 と 遠隔 攻撃 端末 の 操 
作 一 一 で ある 。 相 條 点 は 、 非 ニュ ー タ イプ (感応 波 レ ベル 
が 低い 人 間 ) で も 扱え る こと 、 フ ルス ペッ ク の サイ コミ ュ ほ 
どの 性 能 を 持た な いこ と だ っ た 。 サイ コミ ュ ほ ど 能 大 な 情 
報 芋 は や り 取 り で き な い が 、 パ イロ ッ ト の 橋 流 を サン プリ ン 
グ す る こと で 、 特 定 の 命令 を リア ル タ イ ム で 指示 可能 と な 
る た め 、 機体 の 反応 ・ 造 従 性 は 大 きく 向上 する 。 


サイ コミ ュ こ と の 比較 


サイ コミ ュ と 準 サイ コミ ュ を 比較 し た 場合 、 総 対 性 能 で サ 
イコ ミュ が 募る も の の 適合 者 の ニュ ー タ イプ が 少な い 。 準 
サイ コミ ュ は その 逆 で 、 サ イコ ミュ ほど の 性 能 は な い が パイ 
ロッ ト を 選ば な い 。 コス ト 面 で は 準 サ イコ ミュ に 軍配 が 挙 が 
る よう だ 。 後 玉 な 感応 流 で も 受信 で きる サイ コ ・ フ レー ム の 
実用 化 に 伴い 、 サ イコ ミュ と 準 サイ コミ ュ の 垣根 は 取り 払わ 
れる か に 思わ れ た が 、「 シ ャ ア の 反乱 」 後に 関連 技術 が 封 
印 さ れ た こと に よっ て 両者 の 点 合 技術 は 共 及 し な か っ た . 


多 谷 の 押 給 式 区 軸 英 末 を 同時 線 作 で きる サイ コミ ュ に 装 し 
の 攻 抽 久 島 は 少な い 。 それ で も 水 サイ コミ ュ に は 友人 


t 《 ) サイ コミ 
r= 
4 | 準 サイ コミ ュ 的 な 
1 ey Word シス テム 
" 全 サ イコ ミュ ロー 和 」 ー タ イプ 態 の 
門人 能 力 を ちえ る 、 ま た は 対 ニュ ー タ イブ 用 
の シス テム と も 潮 え る 。 準 サイ 機 以外 


に も そう し た 機能 を 持つ MS は 存在 し た 


恒 人 M9 に ニュ ー タ イブ の 香 
販 能 を 再 現す る EXAM 
シス テム ] を 手 載 。 パイロ 
ト を 導 ぶ 機体 だ っ た 


押 業 者 の 妖 化 人 間 化 
を 促し て し まう 。 


操縦 補助 系 

パイ ロッ ト の 思考 情報 を 読み 取り 、 旨 癌 を 橋 助 ・ 支 援 す る 。 提 
和 な ど を いる 提 継 より 反応 性 に 仁 れ る 。 た だ し 、 純正 の サイ 
と 諾 な り 、 財 才 の み で の フル コン トロ ー ル は 困難 で ある 


サイ コミ ュ ほ どの 人 性 


マン プリ ング する こ 
と で 、 特定 の 合金 
を 析 示 で きる 。 


適 隅 攻 撃 喘 末 の 操作 


府 サ イコ ミュ の 洪 継 礼 能 を 発 属さ せ た 機能 。 主 
達 攻 撃 端末 を 用 いて 、 妊 仙 的 を オー ルレ ンジ 攻撃 を 行う 。 だ が 
コン ピュ ー タ ー サ ポー ト を 用 いて も 二 次 元 的 な 動き が 限界 と され た 
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の 革 勢 に より 、 有 夫 式 共 戸 疾 末 な ど を 用 
可能 


搭載 根 は グリ プス 戦役 期 か ら 出現 し た と 見 
られ る 。 バイ オ ・ セ ン サ ー (の 相当 模 問 ) の 搭載 機 と し て 
MSZ-010 ZZ ガン ダム や PMX-003 ジ ・O な ど が 、 直 隔 
攻撃 端末 搭載 機 と し て ORX-013 ガン ダム Mk-V と その 


画 MSZ-006 Z ガ ンダ ム 


推 林 系 に バイ オ ・ セ ン サー を 搭載 し た 
ン サ ー は 簡易 サイ コミ ュ と も され 、AE が ニュ ー タ イプ 兵 系 械 雪 
の た め 秒 守 諾 に 搭載 し た と の 説 も 中 え られ で い る 。 


村 春 の ZZ ガン 
ダム も パ バイオ ・ セ 
ン サ ー せ 妹 。 ジ ・ 
0O や ザク mi 必 を ど 
も 失 電 し た 


画 ORX-013 ガン ダム Mk-V 


地球 軍 邦 軍 傘 下 の ニ タ 研 、 オ ー ガ スタ 研究 所 が 開発 し た 
替 サ イコ ミュ 搭載 MS。 準 サイ コミ ュ を 介し て 博 御 する 有線 ビー 
ム 克 「 イ ンコ ム 】 を 、 パッ ク パ ッ ク に 2 基 括 載 し た 。 


画 ARX-014P ラル ヴァ - バレ ト (ファ ン フネ ル 試 工 号 ) 


AE に よる ドー ペン ・ ウ ルフ の 改修 構 ARX.014 シル ヴァ ・ バ 
【 中 に 、 大 型 ファ ン ネル を 搭載 し た テス ト 機 。 大 型 ファ ン ネ ル は 
フィ ン ・ フ ァ ン ネル の 前 身 に あたる が 有線 式 と され た 。 


発展 型 や MRX-011 量産 型 サイ コ ・ ガ ンダ ム な ど が 知ら 
れる 。 ULC.0150 年 代 に も 、 ベ スパ の ZM-S14S コン ティ 
オ の よう に 疑 個 オ ー ル レン ジ 攻 撃 が 可能 な 機体 が 開発 さ 
れ た が 、 準 サイ コミ ュ 機 に 分 類 され な い 場合 が 多い 


画 MSA-001 1 [Ext] Ex-S ガ ンダ ム 


フレ クタ ー・ イ ンコ ム 1 基 (左右 合わ せ て 2 基 ) を 備え る 。 リフ レ 
クタ ー・ イ ンコ ム は MS 本 体 が 発 骸 し た ビー ム を 反射 する 緒 人 。 


イセ コム トル 


画 AMX-014 ドー ベン ・ ウ ルフ 


ネオ ・ ジ オン の 当 相 世代 MS。 ガン ダム Mk-V を 陣 型 と し て 
開発 され た MS で 、2 基 の イン コム も 奴 承 し て いる 。 前 愛 は 有 
団 ハ ンド ・ ビ ー ム に な っ て お り ,、 電 自 兵 問 と し て 使用 で きた 。 


マ サイ コミ ュ 式 ハン ド ・ ピ ビー ム 


イィ 中 
式 の 詞 撃 考 素 は 
7 


較 YAMS-132 ロー ゼン ・ ズ ー ル 


ネオ ・ ジ オン 残党 「 補 付き 」 が 、 サ イコ フレ ー ム を 用 いて 
AMS-129 ギラ ・ ズ ー ル を 改修 し た 機体 。 両 腔 に イン コム を 
背部 に 対 サイ コミ ュ 載 備 「 サ イコ ジャ マー| を 備え る 。 
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西暦 2314 年 の 世界 と その 後 


地球 連邦 体制 の ドド で 世界 情勢 は 
グ が 出現 
も 確認 され 始め 、 人 類 は 確 
と 踏み 出し 
の 旧 政 権 時 代 や そ # 


いた 。 イ 


生ま れ た 問題 は 残 
て 「 イ オリ ア 計 画 


まっ 取り を 企 
部 が 壊 減 し 、 
ド 地 款 連邦 勢力 へ の 
奈 連 邦 旧 政権 お よび 独立 治 
ズ が 解体 きれ た 


恒久 平和 の 
圧 や 目 殺 


問題 は 山積 し 


タル 


西森 ガ イド 


見 た わけ 
問題 は 過去 
突如 出現 し 


っ ゆ る 「 旧 人 類 
、 新 政府 は 対応 に 追わ れ た 
る 間 題 は 大 きく 、 イ ノ ベ イ ター を * 
る 勢 力 の 則 で 昔 争 が 勃発 す 


地球 連邦 の 新政 


= の 


た 肖 


和 路 線 を 取り 、 


* 旧 政権 時 


西暦 314 年 の 世界 と その 後 


(m0) ncD3 sr45I 


World Scene of AD. 


3 も 状況 改善 に 貢献 


、 外 字 宙 航行 皿 が 外 竹 
出航 し た 。 ELS と の 共存 関係 も 成 
連邦 政府 の 政策 は 成功 し た と 
ト 画 」 が 成功 を 収め つつ ある 
後 、 時 代 が 逆行 する 可能 性 は 低い : 


府 は 爾 
保護 も 
こめ 地 
代 


硬 路線 も 放棄 


量子 規 注 算 処理 装置 "ヴェ 
情報 収集 や 情報 操作 が 容易 
和 政 策 の ハー ドル を 下げ ~ 
イオ リ 
強制 労働 者 の 処 財 を 
ELS の 出現 に 伴う 大 規模 
戦争 と いっ た 栖 局 は あ 、 
府 の 政策 は 実 を 結 


タダ "の 直接 


支援 に 


地球 連邦 の 変化 西暦 2314 年 以後 の 地球 圏 


還 西 暦 314 年 以降 の 地球 圏 の 状況 


ss E2314¥b 


は イノ ベイ ド が 手 占 し て いた 量子 翌 演 邊 処理 シ 
連邦 政府 が 直接 利用 で きる よう に 。 合用 可能 
定 き れ た が 、 情報 収集 や 情報 挫 作 


新政 府 は 前 和 政 策 を 基本 と し た 。 中 東 論 国 の 強制 学 作 者 返 
遂 間 古 、 反 吉 邦 的 立場 を 取る 勢力 へ の 対処 な ど で も 強硬 な 馬 
度 に 軍事 力 を 用 いな グ を 目指 し た 


¥ る 対 季 は 量 禁 の 手 成 
PUT1 


を 修理 ・ 改 修 す 


3 機種 が 開発 


な っ た 。 中 で も イノ 


し た 結果 
の 活動 は 継続 


力 介入 も 実施 し た 


発 賢 に より 、 条 立 治 安 a 
の 手 稼 下 に 置か れ て いた 地球 連邦 平 紀 総 持 軍 は 、 国軍 


(eR I 


TTPPTT TP 
アズ 


KA の MS を 使用 
も 実施 し た 


確保 し た 外 宇 軍 壮 行 能 ソレ 
ビー イン グ 号 や "ヴェ ー ダ "を 通じ て イ 
イド の 技術 を 舞 得 し た 地球 連邦 平和 
夫 持 本 は 、 その 技術 を 導入 し た 新兵 問 西暦 2314 一 2364 年 の 
の 開発 を 進め た 。 軍縮 に よる 兵 問 散 

江 少 を 高 性 能 化 で 笑う こと が で きた 


西暦 2314 年 、 エ ネル キ 


で すら ELS の 意図 を 理解 で 


変 理 式 の 諾 作 MS プ レイ ヴ の よ nc 
に 、 旧来 の 扶 和 系 遼 に 諾 す の きず 連邦 政府 は 宣 
る 新兵 問 も 開発 され た を 0 を 決定 


て の 能力 に も 合 れ る こと か 
軍事 利用 が 模索 され た 。 撤 検 
ャ ー マ ン 大 射 が 用 いら れ た 


が 発生 。 CB 
右 の MS が 使用 され た 模 
様 )、 イ ノ ベ イ ター 容 語 派 が 


a 73-26 
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トレ ー ズ の 復権 と 
WF 指 導 者 ミリ アル ド 


THE OVERTURE to WAR 


- 担 ぎ 出 き れ た 
ト が 、 地 球 
賠 統 一 連合 に 替わる 続 治 機構 と し て 世界 国家 の 設 
立 を 寅 言 し た が 、 地 球 了 岡 の 泥 起 は 収まる 気配 を 見 
せな か っ た 。 地球 上 で は 0Z 財 団 派 
掃討 作戦 が 続き 、 i 
定 軍 を 排除 し つつ あっ : 
ナ に 、 事態 を 終息 させ る 力 は な か っ た の で ある (コロ 
の 大 多数 も ホワ イト ファ ング を 支持 し 
- が 、 意思 表示 も 実力 に よる 阻止 も でき な か 

事 感 を 愛 褒 し た リリ ー ナ は 、 完 全 平和 主義 的 方 
針 を 採り ロー ム フ ェ ラ 財 団 を 取り まとめ , 
武力 に よる 地球 岡 支配 を 目論む デ 
ア 公 身 は リリ ー ナ の 影響 力 を 排 
離脱 を 余儀 な くさ れ た 。 だ が 、 地球 の 世界 国 
軍 の ホワ イト ファ ング は 対立 し 、 地 款 隊 は 戦乱 の 匂 
い を 漂わ せ て いく 。 この 際 、 世 界 国家 の 代表 と し て 
の が トレ ー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ 、 ホワ イト ファ ング 


か ピク ス を 名 乗っ て 0Z 加 し た 
ミリ アテ ルド は 、0Z を 苑 脱 後 、 各 地 を 放浪 し 独自 の 行 
動 を 取 た コロ ニー 過激 派 の 重 鎖 カ ー 
ンズ の 葵 誘 を 受け た ミ 、 ホ ワイ トブ ファ ング の 
えて 宇宙 か ら 0Z を 
下行 動 を 進め た 
ム フ ェ ラ 財 団 の 方 針 に 反 
ター デ タ 思 こ し て リ 


世界 国家 を 常 所 し た 


地球 に 対す 


リー ナ を 更 洛 する と 財団 お 
トレ ー ズ を 出 閉 し た デル は 、0Z 宇 宙 軍 を 
指揮 する た め 宇 1 隊 、 ホ ワイ ト フ ァ ン グ の 
攻撃 を 受け 死亡 し た ) 。 きら に トレ ー ズ は ホワ イト ファ 
ング の 打倒 を 覚 訓 し 、 ホワ イト ファ ング の 軍事 力 に 佐 
機 感 を 失い た 地球 の 謗 勢力 を 統合 し 
うし て 、 世界 国 家 軍 と ホワ イト フ 

時 間 の 間 題 と な 世界 国 
と 学 宙 へ の 展開 に は 時 間 が 必要 だ っ た . 
ト フ ァ ン グ を 危険 視 し 
止 行動 に 出 た こと な 
た も の の 、 か つて 肢 友 と し で 共闘 し た トレ ー ズ と ミリ ア 
ルド の 攻 突 は 不可 避 だ 
トレ ー ズ が 自身 の 言動 
披 の 真意 は 別 の と 
と 央 し て お り 、 参謀 の カー ンズ や : 
第 ら な か 
の 意図 は 究極 前 じ 
れ を 理解 し て も いた 関連 ファ イル 


軍 か ら 地 球 
ラ を 地球 へ と 接近 させ 
類 最 後 の 戦 争 」 の 


wo2og 

7 Wo38 
EVE WARS 
回 ーー 三 


Mustration by SAYAKA ONO / Color by AKIKO SHIBATA “Background by SADAYUKI ARA 


= コ 
本 され x 


代表 に 間 任 


VF と の 対決 座 勢 を 告 め た 


0&3 
| 財団 代表 就任 に よ 


声明 の 中 で 地球 を 

WF の 指導 者 

役 破 し 、 その 後 宇 宙 要 本 パル 
ダム の が イロ フト た ち は 


リリ ー ナ の 躍進 


を 東 取 し た ホワ イト ファ た 0Z 宇 軍 
軍 、 そ し て ガン ダム が 字 1 ら 半 
代表 リリ ー ナ が 地球 側 の 定 事 力 放 案 を 提言 。 時 団 が 率先 
事 を 放 寄 する こと で の #0 娠 を 寄 

カ に よる 地球 園 支配 を 目 放 ィ 
村 


OZ 宇宙 車 は 組織 立 
地球 に 対す る 軍事 


誠 代 奏 と な っ た か し 
と の 婦 決 盗 を 表し た 


復権 する 前 後 (ホワ イト ファ ング が 0Z 生 

、5 機 の ガン ダム と そ 
別 行動 を 取っ て 
ハワード が 指揮 する 
ミリ アル ド 率 


国 ト レー ズ の クー デ タ ー こ と 復活 


画 リリ ー ナ の 累進 と デル マイ ユ 侯 の 動 
放 乗 を 提言 し た りー ナ は 、 財団 綴 
コ 還 事 の に よる 支配 を 目 読も 
の 不利 を 何 り .0Z 宇 宙 宇 を 指 探す る 名 
プラ を 宮入 


園 WF と 「G」 チー ム の 戦闘 


7 球 へ 向け リー ブラ 理科 動 させ た 


で 地球 を 攻撃 し た 
時 的 に リー ブラ の 中 を 正 め る 
- も 描 借 を 受け た 


MORE INFO! 
ロー ム フ ェ ラ 財 団 の 盛衰 


は 宇宙 に 上 
0Z 宇 軍 軍 の 最後 の 球 と な 


= イィ ユ ュ - es 
仙人 SA 
上 国 は 、 軍事 
棋 大 な 財 を 大 > 
EM の LE = 


w+ 
まさ 上 ゃ レン 

PF * 

中 
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押下 MD( モ ビル ドー ル ) 


人 間 性 と は 無 寺 の 
器 


無人 の 人 型 兵器 が 「 モ ビル ドー ル 」( 以 下 MDJ) 


仙人 
ル ゴ の よ 9 開発 され る よ 
MD 最大 の 利点 は 「 人 間 が 乗っ て 


MS Development History in AC. 
アフ ター・ コ ロニ ー の MS 開発 史 


肢 行 動 全 般 で は 、 一 般 的 な パイ ロ : 
( 西 麻 期 に 開発 きれ 
術 的 限界 に より 偵察 や 対地 攻撃 を 
NID の 自筆 機能 は 対 MS 戦 闘 が 可 
有人 機 の 運用 デー タ の 移植 、 ホ 


理性 以外 の 面 で SMD 
の 代表 が 、0Z の 総 師 
を 開発 し 
ら は 、 MD の 主力 化 
な れ ば ば 、 在 争 カ 


れ ば 、 人 問 が 戦争 の 息 か 学ば な 
完全 平和 主義 的 思想 を 持つ 彼ら に 


MS 運用 理論 : MD (モビ ルド 


ル 


CW m03 mm18M 


人 則 同 士 の 和 棄 す べき も の だ っ た の だ 
結果 、 ト レー ズ が 率い た 世界 国家 軍 は MD を 運用 
ング は 新型 MD の 
ゴロ を 大 苦 配 備 し て 敵 戦 を 締り 広 
国家 の 兵 販 廃棄 政策 に よ 
A.C.19 メイ 
て 運用 し た ほか 、 移 住 格 
伝え られ る 
執筆 時 期 不明 ) 


関連 ファ イル 


2-13MSX1 ヴァ イ 


初期 
も あっ た 


ion by TOMOTAKE KINOSHITA 


| Mi D の 特性 。 4 | MD の 運用 方 法 。 4 用 方 法 


MD と は 無人 化 さ れ た MS で ある 。 自律 
剃 御 機 能 (いわ ゆる Al 人 工 知 能 ) に よ 
り 、 人 間 の パイ ロッ ト な し で の 幸 敵 行動 が 
可能 と な っ て いる 。 人 間 が 搭乗 し な いた め . 
コス ト や 性 能 馬 界 に 関す る 利点 を 持つ 


和 人間 の パイ ロッ ト が 特 
し うる 。 MD に は パイ ロッ ト が 搭乗 | 
ロッ ト の 再 成 や 維持 な ど に か か る コス ト が 不要 と 
な っ た 。 生身 の 人 間 で は 耐え られ な い 、 強 列 な 引 
動 に 対応 可能 な 点 も 優れ て いる 


人 間 が | 


を 占め る 人 件 費 を 
カッ ト で きる 。 反応 
土 度 に 何れ る 点 も 
利点 と 言え る 


a 


MDG, M$ の 
形 午 を 一 変 さ せ う る 
本 的 戦 抽 兵 だ 


た が . 完全 平和 主義 
と は 相 容 れ な か っ た 


対 MS 埋 が 可能 な まで に 高度 な 自筆 能力 を 
持つ MD だ が 、 人 間 ほど 生 軟 な 判断 力 は 持た な 
い (有人 機 と の 協同 運用 で 角 決 で きる )。「 パ バイ 
ロッ ト の 役 死 」 と いう 要 炒 が な く な る た め 、 戦争 の 
ゲー ム 化 を 拍 く の で は な いか と の 危 慣 も あっ た 


電子 的 手話 で フル 
トロ 
る た め 、 偽 の 大 
信久 愛 け て 同士 
講 ち する 可能 幅 も 
あっ た 


| 有人 MS と の 比較  / 


戦闘 能力 を 比較 し た 場合 、MD は 有人 
MS を 上 回 る 傾向 に ある 。 人 体 の 限界 を 
無 揚 し た 機動 が 可能 な うえ 、 反 応 達 度 に 
勝る た めで ある 。 だ が 、 状 況 判断 能力 に 劣 
り 、 単独 で は 柔軟 に 戦術 を 変更 で き な い 
MD きれ た MS は 
有人 弱 を 圧倒 する 
性 人 を 示し た 。 MD 
の 業 体 と な る MS 自 
休む 高 性 能 だ っ た 


| 1 

い ザ 、 欄 に 悪 考 ル ー 

チン の 久 を 突い た 対 
報 穫 が 確立 され 
1 


し シロ 
(8: 6) 


反応 度 状況 判断 能力 
(@ :5) ⑮:8) 


ョ MD MS 


の 開発 


MD の 開発 は 、0Z 一 級 特 過 の ツバ ロ 
フ * ビ ル モ ン 技師 長 の 主導 で 行わ れ た 。 当 
初 リー オー で テス ト さ れ た が 、 こ の 時 は 外部 
か ら の 有線 操作 式 だ っ た 。 トー ラス で シス 
テム が 機体 内 に 内 蔵 され 完成 を 見 た 


MD の 開発 


無人 機 シス テム (ソフ トウ ェ ア ) の 開発 


0Z.06MS 
ITT) ト 


ハー ドウ ェ ア と し て の 開発 


Oz1awsXt 
ヴァ イエ イト 
ガン ダム 生 
MS 
OZ.13MSX2 
メリ クリ ウス 


当初 、MD の 生 侍 は 
夫人 MS だ っ た 。 その 
侍 . MD シス テム 専用 
の 無人 織 ビ ルコ が 識 
TTY 1 
性 能 化 を 業 た し た 


罰 モビ ルド ー ル 


MD の 基本 戦術 は MS と 大 差 な い 
用 面 に お ける MD の 特殊 性 は 9 
指揮 艦艇 か ら の 指示 で 攻撃 目標 や 展開 
位置 を 決定 ・ 変 更 す る こと で ある 。 MD の 
近傍 や 後方 に は 有人 機 が いる 場合 が 多い 


MOG 直 較 こ そ 
orert 


MD の 戦 


MD が 運用 され 始め た の は 、「 オ ペレ ー 
ショ ン ・ デ イブ レイ ク 」 後 の 反 0Z 勢 力 掃討 
戦 か ら で ある 。 多く の 戦闘 で 、MD は 有人 
MS に 勝る 畔 名 能力 を 見 せ 付 けた が 、 ガ ン 
ダム 相手 に は 千載 を 強い ら 


まで に 多数 の MAD が 実 
れ た 団 に 給 入 され た 


MD の 運用 を 開始 し た OZ は 、 地 球 に お ける 
反対 勢力 掃討 を 目指 す 「 オ ペレ ー シ ジョ 

ヴァ ] を 実施 し た 。 こ の 共 、MD 専 用 機 と し て 開発 
し た ビル ゴ を 地球 に 多数 隆 下 させ 、 反 対 勢 力 を 
時 工 し て いっ た 。 ビル ゴ は 当時 最 往 クラ ス の 貫 MD 
動 兵 疾 で あり 、 性 能 上 の 俸 位 は 圧 例 的 だ っ た 


よる 大 夫 健 な 空 
穫 印 困 を 打 る に 


0Z 軍 宣 か ら 月 基地 を 奉 取 し た ホワ イト 
グ は 、 MD 製造 施設 を 使 
ある ピル ゴ I を 大 恒 生 産 。 ビル 
シス テム の 組み 込み や 、 ゼ ロ シ ズ 
た 続 合 指 揮 シ ステ ム に よる ビル ゴ 
司 挫 作 な ど で 、 転 科 能 力 を さら に 高 


EVE WARS 徒 に 成立 し た 地球 還 引 一 国 案 
が 全 兵 問 の 解体 を 進め た た め 、MD の 無 は 菩 
減 。 看 匿 され て いた MD 自動 生産 工 場 「 ウ ルカ 
ヌス ] も 。 ガ 話 雇 で 候 案 され た 
に 残っ た MD は マリ ー メ イア 軍 や ホワ イト ファ 
本 沈 が 運用 し た が 、 目 立っ た 活 足 は し て いな い 
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反 地 球 連邦 組織 カタ ロン ee of AD 


7 ロウ ズ に よる 弾圧 も 容認 し た 連 の 非 連 邦 勢 府 に よ 
で 数 百 万 の 人 命 が 失 われ た 情報 統制 を 味方 | 
太陽 光 発 結果 カ 
連 


件 が 偽装 され た 可能 性 も ある )、 世 論 


ステ ム の 送電 権 を 』 
独裁 体制 を 確 
こう し た 時 代 背 景 9 
る 。 中 東 や 欧州 な 球 連邦 政府 へ の 反感 
見 られ 『 東 語 国 の 元 政 放 ‘る : 地球 隊 の 変 
者 政府 に ト し た カタ ロン は 、 地 球 連邦 政府 の 打倒 を (9 ョ ー 
統治 形態 の 是非 
る 政府 (政権 
加 邦 政府 ギア ロウ ズ の 間 
が 、 カ タロ ン は 


や 地 休 


登 
イン グ 号 


軸 を 提 


ll 織 が カタ ロ 
を 飛 き 、 西暦 2312 年 項 ま 
が 結成 され 
よる 非 連邦 勢力 へ の 絢 圧 が 3 

ソレ スタ ルビ ー イ ング (以下 CB) 壊 池 後 、 国 連 は 
も 強引 な 手段 で 、 地球 岡 の 大 
そし て 西暦 2311 年 、 国連 
軸 年 の 西暦 231 


- ナ リス 


軍事 力 を * 


カタ ロン は 当初 、 連 孝 政 府 の 政策 で 直接 的 な 被 
中 東 で 勢力 大 し た よう だ が 、 欧州 や 
で も 多く の 賛同 者 を 得 た 。 多数 の MS や 宇 


組み 
) た め 人 上 類 の 

この 際 、 地球 連邦 政府 2 
た 。 連邦 政府 の 政策 に 
散布 し て 経済 活動 


連邦 平和 維持 軍 の GN ド ライ 
球 連 邦 政 府 の 非道 
報 手 機関 は 地球 連 孝 政府 の 続 割 下 に あ 
カタ ロン の 中 に は テロ 行為 に 走る 者 も お り (連邦 政 


74.2Z 


西 万 ガイ ド : 反 地球 連邦 組織 カタ ロ 


目的 と 組織 " 


カタ ロン は 西暦 2312 年 まで 活動 し た と 見 直 の 引 横 を 計っ た 
られ る 反 地 球 連 邦 政 府 組 織 で 、 地 球 連邦 
政府 (政権 ) の 打倒 を 目的 と し た 。 地球 連 
邦 政 府 を 打倒 し 政策 の 変更 を 促す こと で 
中 東 謗 国 な ど へ の 紗 圧 や 虐殺 を 阻止 し よう 
と し た の で ある 。 カタ ロン の 目的 は 正当 な も 
の と 言え た が 、 地球 連邦 政府 の 情報 統制 と 
軍事 力 の 前 で は 、 そ の 力 は あま り に 概 弱 だ っ 
た 。 イノ ベイ ド の 存在 も 知ら な か っ た 


アロ ウズ や 地球 連邦 平 引 雑 持 軍 に 対抗 す 
る た め 、 カ タロ ン は 多数 の MS を 挿し た 。 全 機 
が 旧 ユ ニオ ンプ AEU - 人類 半 新 運 贈 の MS 


他 組織 と の 関係 で あり 、 GN ド ライ ヴ 益 及 以前 の | 


地 東 轄 邦 夏 府 の 打倒 を 目指 し た カタ ロ 
ン だ が 、 連 邦 体制 を 其 壊 させ る つも り は な 
か っ た 。 非 連邦 勢力 へ の 弾圧 と 庶 殺 を 担う 
アロ ウズ も 苑 視 し て いた が 、 連邦 政府 の 打 
倒 が 優先 され た た め 主 な 身 と は し な か っ た 


307 年 
化 


MMS 同様 、 旧 三 大 勢力 の 宇 軍 芽 艦 の 改修 穫 
(正規 軍 と 同系 の も の ) を 配備 し た 
合 渡し た 旨 三 大 勢力 の 将兵 、 ま 
平和 紅 持 宣 の 将兵 が 、 持 ち 込 ん だ し 


カタ ロン 構成 員 の 出自 は 様々 で 、 中 東 諸 
国 や 欧州 を は じ め と する 民間 人 、 中 東 諸 国 の 
元 政 府 関係 者 、 旧 三 大 勢力 の 軍人 な ど 多 圭 
に 計っ た 。 連邦 系 組織 に 入り 込ん だ メン パー 
も いた よう で ある 。 中 東 以 外 か ら の 参加 メン 
バー も 多かっ た 理由 は 、 正 義 感 だ け で は な い 
太陽 光 発 電 シ ステ ム の 送電 権 を 盾 に 連邦 
参加 国 を 言い な り に し 、 角 米 体 記 を 猿 まき つつ 
あっ た 地球 連邦 政府 へ の 警戒 感 も あっ た 


ー ジ = 圭 コ 
則 ユ ニオ ン の 多目的 直送 上 
門 半 を 追加 。 穫 誠人 を 衝 め る 


カタ ロン 構成 員 ら 反 連 孝 活 動 家 が 収監 さ 箱 星 兵 其 メメ > 
れ て いた コ ! プラ ウド ) を 杜 撃 。 カタ ロー ため 、 カ タロ ン 
ン 矯 較 の 勢 き は アロ ウズ に 察知 され て いた 入 。 だ が 。 メメ ント モリ の 
た め 、 大 き な 裕 害 を 出 じ た 。 だ が 、CB の 参 理 に 大 打撃 を 受け た 
に より 全滅 を 免れ 、 少な か ら ぬ 同志 を 解 設 の 参 綾 に より 、 メ 


本 カタ ロン の 主 な 構成 員 


O 5 
1 


字 下 牙 と MS 


地球 連邦 平和 維持 軍 の 一 部 が クー デ 
ター を 引 こ し 、 アフ リカ タワ ー を 右 操 。 この 情 。 た CBK 


ー ダ "を 赤軍 する た め 月 軍 域 に 向 か 
I ウズ が 凍 珍 在 を 展開 。 こ 


を 事前 に 揚 て いた カタ ロン は 、 ク ー デ ター の 上 、 反旗 を 閣 し た 地球 連 所 平和 維持 還 
発生 儀 に 全 流 し た 。 し か し 、 メメ ント モリ の 掃 カタ ロン が アロ ウズ と 区 電 
層 晶 射 を 受け 、 アフ リカ タワ ー は 崩壊 CB の “ヴェ ー ダ 鞭 馬 を 支援 し た 


Ma +3 4x MES 
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WORLD BUIDE ER (1 63 el, 
ー 


較 識 30 バ ンチ 事件 と エ ウ ー ゴ の 活発 化 店 


5 は 間 に 華 ら 
ティ ター ンズ の 暴走 と i 持つ 者 も た と 軍 は 以後 、 テ 


反 達 邦 活 動 の 組織 化 


ド の 間 で 友 地 球 * の 協力 を 得 て 
連 才 気運 が パ 、 エ ゥ ッ ー ゴ (AEU.G= ニ Anti Earth の 人 命 が 失 われ た 、 民 間 コ ロ 球 連 邦 政 
United Group。 反 地 球 連 邦 政 府 組 織 ) が 軍事 組 。 ニー に 過ぎ な い 30 パ ンチ が 壊 減 さ せら れ た る 地球 疾 は 新た な の 時 代 に 
チ 事 件 の 実行 * "| (ゴウ ・ UC0108 
ー 再 生計 画 : 
* さ れる か に 人 ド に 対す る 紗 圧 組織 と 

思わ れ た 。 し 、 ジャ ミト フ ハ イ 
で 大 打撃 を 受け た こ が 講 か れ た * の 政治 力 に より 潤沢 な 

地球 連邦 軍 の 一 般 部 

る な ど 、 独自 勢力 と し て の 人 性格 が 強 か . 


関連 ファ イル 


残党 が 絡ん だ 低 強 度 紛 争 
前 より 少な か っ た 


の まま で は 、 反 地球 連邦 運動 


| ティ ター ンズ の 1 『 2 JCOO85.0908 


ET 
30 パ ンチ 事件 は ティ ター ンズ 前 線 部 隊 9 


の 時 走 の 結果 だ っ た が 、 針 圧 を 依頼 し た 
地球 連邦 軍 ど 軍 を 誌 括 す る は ず の 地球 
連邦 政府 は 、 ティ タ 行動 を 就 認 し 
事件 の 真相 を 賜 散 し た 。 自身 に 責任 が 及 
ぶ の を 恐れ た の で ある ( 反 地 球 連邦 勢力 
1 の 控 対 と いう [汚れ 仕事 を 一 任 で まる 上 2geeq 

も 重視 され た と 思わ れる )。 到 み を 所 られ ンズ 条 自 の 新 時 
る 形 と な っ た 地理 連邦 政府 と 地球 連邦 軍 の AoT 和 


グリ プス 制 の ガン ダ 
は 、 ティ ター ンズ の 拡大 を 許し て いっ た 有名 


| 地球 固 の 状況 悪化 。 / 本 


デラ ー ズ 紛争 後 、 地 球 園 の 宇宙 政策 は 
ー 年 戦争 以前 と 同等 か それ 以下 に まで 悪化 
地球 連邦 政府 の 宇宙 軽視 政策 が 完 
全 に 復活 し た だ け で な く 、 ス ペー ス ノ イ ド を 弾 
圧する ティ ター ンズ が 結成 され た た めで ある 


デラ ー ズ 紛争 直後 、 昌 ジオ ン 公 国 車 残党 の 
搬 計 を 主任 藤 と する ティ ター ンズ が 結成 され た 
地球 吉孝 軍 の 特 珠 部 月 と いう 位置 付け た 

た 。 その 実 湯 は 、 アー ス ノ イ ド の エリ ー ト に よる 地 
束 必 経 半 を 揚げ る 地球 至上 主義 組織 で あり 

強い 反 ス ペー ス ノ イド 的 性 衝 を 有 し て いた 


反 地 球 之 邦 
30 パ ンチ 


後に 発生 し 
= 頂 直 が 
業 じ 中 、 地球 


テラー ズ 褒 信 を 間 


呈し た 政治 工作 の 
末 、 テ ィ ター シス ゲ a 
医 生 。 デラ テ メ を に: ディル 1 む ょ 】 
の x は 、 テ ィ ター ンズ と の 軍事 衝突 に 動い た た と 


れ て し まっ た 


30 バ ンチ 事件 後 、 克 走 する ティ ター 
れ を 寄 語 す る 地球 連邦 政府 や 


年報 争 下 後 、 戦争 で 指 偽 
の 修論 と サイ ド の 再編 を 目 
再生 計画 ] が 実施 され 
- の 移送 や 修理 が 行わ れ て 
可能 な コ ! 
軍 移 民 下 策 も 大 きく 前 進 す る 


葉 の 復活 は 決定 的 と 
較 孝 の 気運 が 高まっ た 


居 


| 反 連 邦 デ モ の 発生 。 4 


U.C.0084 頃 か ら ス ペー ス ノ イ ド の 間 で 
反 地 球 連邦 気運 が 高まり 、 各 サイ ド や 月 で 
反 達 孝 デ モ が 実施 され た 。 その 鏡 圧 に 当 
た っ た ティ ター ンズ は 、 反 達 革 分 子 の 摘発 
や 捕 討 を 行っ た 


ET CE 


の 性能 を 持つ 苗 角 や MS が ロ 


モ ゃ [Z 計 看 」 系 の 
可変 MS も 寅 用 人 
きれ で いっ た 


サイ ド 1・30 パ ンチ で 反 達 邦 集 会 が 行わ れ 
その 全 麻 化 に 秋 義 し た 地球 連 孝 宣 は 、 ティ ター 
ンズ に 針 圧 を 依頼 。 UC.0085.07.31、 テ ィ 
ター ンズ は 30 パ ンチ に G3 ガ ス を 注入 
形 万 人 の 住民 を 護 輸 し た 。 護 吉 行為 の 発 
乱れ た 較 邦 政 麻 は 、 事件 の 真相 を 男 六 | 


ター ンズ 実科 


の 放電 前科 で 
公 指 畠 す る こと も 
Hatt - か ーー 


en CT1 


イズ 75-24 


LV | mM09 sr16n 


/ 
MS 正 層 の 和 熊 Conventional Weapon of C.C 
運用 理論 正 暦 の 一 般 兵 回 


技術 格差 を 体現 する [ 
月 と 地球 の 艦船 CE ano 


イス の 「 聞 球 娘 思 作 戦 礎 1900 年 代 初 
地球 仙 
編制 の 中 で 、 赴 男 の 媒 千 も 進め た 
対数 は 少な く 、 宇宙 引 打 
洲 上 用 の 戦 胃 ( 西 麻 期 の ドレ 


nc03 grrr 1 Ba 


ムー ン レ ィ ス は 、 黒 歴史 時 代 の 技術 を 継承 し た 宇宙 艦艇 を 女王 ディ アナ ソレ ル の 座 業 藤 。 数 百年 を か け て ナノ マシ ン ディ アナ ・ カ ウン ター の 主力 艇 。 独 行 突入 任務 を 下 定 し た 
保有 し た 。 大 気 園内 外 で の 運用 能力 、 MS 母艦 と し て の 機能 が 機 筑 し た 能 だ と 言わ れる 火力 に 凌 で る だ け で な く 、 1 フィー 箕 で . 近 逢 引用 の ビー ムカ ッ タ 備え る 。 牙 首 に 族 橋 を 
を 持つ 租 が 標的 で 、 ナ ノ マ シン 技術 を 用 いた タイ プ も 存在 で 才 い 訪 拍 力 を 岩 る 。 右 部 に 婦 出 析 村 を 代え る 板 中 央 に 加 達 答 を 配置 する 折 自 の 設計 が 成 さ れ た . 


る た め 、 MS 用 デ 
を 桂 つ タイ プ が 雪夫 
重 だ っ た 


ジャ ンタ ルム 


大 気 較 箇 船 。 大 気 加 有 ギン ガ ナ ム 家 の 主力 臣 。 リン グ 汰 の 船体 と 中 内 部 の MS 用 地 揚 作 務 時 、 一 般 ム ー ン 
時 に は 、 ブ ー ス ター と 船用 カタ バル ト が 物 叙 で 、MS 軍 用 能力 に 秀 で る 。 建 時 期 は ア 。。 レ ィ ス の 地球 降下 に 使用 され た 
ル マ イ ヤー より 後 で 、 ムーン レ ィ ス 胡 で は 最新 型 に 落す る 船 。 大 気 弄 突入 専用 で 小説 能 
ーー カ は な い 、 時 下 後 は 分 身 さ れ 、 
ノー ンー、。 ーー 落 住 衝 設 と し て 使用 され た 
) 


ショ ン を 使用 する 。 地球 で は 「 激 衣 
の 船 ] と し て 言い 伝え られ て いる 。 


1 フィー ルド 発生 装置 を 兼ね る オプ 
y s - 


ュー 


地球 の 旗 拘 9-0 人 


っ キン グ ス レー の 谷 か ら 出 二 し た 宇宙 手 舶 。 発見 者 ウィ ル ・ ゲ の へ 
正大 時 代 の 衣 角 イム の 死後 、 ミリ シャ が 握り 出し た 。 合 箇 団 と ミリ シャ の 月 
再生 可能 エネ ルギー と 電 4 に 使用 され 。 戦 筑 は ロー ラ ・ ロ ー ラ 号 に 性 造 さ れ た 。 
動 モ ー タ ー が 多用 され て いる 


こと を 除け ば 、 正 六 期 の 地球 
の 技術 レベ ル は 西森 1900 
年 代 初 期 の も の に 近い 。 第 
船 に 関し て も 同じ こと が 言え 
る た め 、 理 細 載 艦 (水上 紙 ) 
の 建造 が 限界 だ っ た 。 当 医 
ムー シレ ィ ス に 対抗 可能 な 
半 過 で き な か っ た 


回 発 所 され た 能 胃 

ミリ シャ ダ 発 所 し た 角 戦 幼 。 同 製 衣 が 竹 数 発 据 され た 。 ホ 
パー クラ フト に より 地上 を 高宮 走行 で きる ほか 、MS を 搭載 可 
能 。 連 終 ロケ フト を 搭載 し 、 ギン ガ ナ ム 拓 と 文 封 し た 。 


ムー ン レ ィ ス の 地球 族 思 
作戦 が 賠 始 され た 梓 
シャ は ディ アナ ・ カ ウン ター 
に 対 技 可 能 な 黒 歴史 の : 
物 を 求め て 、 マ ウン テン ・ 
イク ル の 発 所 作業 を 行っ た 
この 中 で 持 歴 史 還 代 の 艇 閑 
が 出土 し に 配備 され 
た 。 戦術 次 第 で は ムー シレ ィ 


で 出土 。 ムーン レ ィ 
ス に 渡り 合え る ね の も あっ た 。 きえ あれ ば 、 本 可能 な 杖 


大 型 飛行 則 EE SC 


充 境 し た へ リウ ム ガ ス で 浮力 を 得る 飛行 舶 。 船体 上 部 の 大 ル ジ ャ ー ナ 舞 軍 が 保有 する 海上 四 六 ル ジ ャ ー ナ ミリ シャ の 海上 輸送 を 担う | 
細 発 電 芝 で 半 電 し プロペラ と 帆 で 推力 を 発生 させ る 射 級 戦 編 に 相当 し 、5 基 の 12 イ ンチ 次 渡 。 。. 毅 。 旧式 商 般 を 転用 し て いる 。 推進 方 式 | 
元々 は 胡 間 用 で 、 ミリ シャ で は 検 方 支援 に 使用 され た を 備え る 。 スク リュ ー ブ ロ ベ ラ で 推進 する 。 + は 畔 と 外車 で . 必要 に 応じ て 使い 分 ける 。 // 


こく wy 
る 


MORE INFO! 


き 輸送 用 や 観 
生 > 
ご Z、 は 小型 船舶 


yr 7526 


機動 戦士 ガン ダム 


(Ov) 本 8 sr 1BA 


マリ ア 主 義 


The Metamorphsis in UC 


で 平和 な 世界 を 目 
門 国 の 国家 思想 と な 
地球 神 人 
が 、 個人 志 拝 や 宗教 
リア 主義 組織 の 前 身 カ 


前 述 の 「 女 性 中 
世界 の 実現 


くき も の と きれ る . 


申 心 の 社 人 
で の 男性 中 必 


で いた (サク ラ の 動員 に 
た 可能 性 が 指摘 きれ る ) 
ー の 貧民 詳 の 肌身 


こ 接 触 社会 変革 の 同 お と 
- ル 帝国 音 相 に 
tS 
布教 に 努め 、 短 


カ が ガチ の ガチ ナ 党 


後 の ザ ンス 


関連 ファ イル 


+ voe18 TEPmEmEw 


宗教 ) と し て の マリ ア 主 義 は 、 竹 
や か な 平和 世界 の 実現 を 目指 し て いる 。 母 
性 を 強く 意 講 し 、 高 い 価値 を 与え て いる 点 
が 特徴 で 、「 母 な る 存在 」 に よる 「 厨 耐 と 箇 
し ] 、 男性 中 心 社会 か ら 女 性 中 心 社会 へ の 
シフ ト を 事 想 の 骨子 と し た 


マリ ァ 主 
や サイ ド 1 の 


主 に も 仁 二 寿 ゲ 存 
し た 


人 舌 の 最 か る を 払拭 する た め 、「 結 な る 存 
在 ( き マ リア ) 」 に よる 「 才 計 と 癒し | が 必要 
と され る 。 母性 や 母 起 の 帳 念 自体 が 重 被 き 
れ て いる 。「 笑 族 と 線 し ] は 、 マ リア の 説法 や 
ヒー リン グ 朋 力 に よっ て 与え られ る , 


マリ ア の み が 失 つ ビー 
リン グ 能 力 は 理世 
合 と し て 機能 。 マリ ア 
TEE. HAE 
1 と 相まって 鍵 周 者 を 
TE MRL. 


マリ ア 主 義 の 政治 利用 


ザン スカ ー ル 帝 団 は マリ ア 主 義 
営 に 利用 し 
を 女王 と す 


国家 夢 
引力 な 求心力 を 持つ マリ ア 
で 国民 の 意思 を 統一 し 、 そ 


の 教義 を も っ て 戦争 行為 を 正当 化し た の で 
ある 。 ギロチン に よる 恐怖 政治 も 、 マリ ア 主 
義 に よっ て 正当 化 さ れ た 


リア は 


の 合体 は 項 放 閣 を 
生み 出し た 


選 の 級 負 ーー 
女王 マリ ア の カリ スマ 性 や 説法 、 ヒ ー リ ン 
ク 馬 力 を 用 い 、 ザ ンス カー ル 幣 国民 や 人 
局 者 を 終 制 。 マリ ア 主 義 者 と な ち 
は 高い ガバ ナビ リティ ( 撤 経 治 性 ) を 示し 、 ザ | 
ンス カー ル 下 争 を 模 李 的 に 支持 し た 。 


埋 争 は マリ ア 主 義実 
次 の た め の も の と さ 
た 。 人 年少 女 も 本 
HCE 
疹 0 し た り 、 前 款 で 


ザン スカ ー ル 帝国 に お ける マリ ア 主 義 
は 、 男 家 思 起 と し て 国民 や 仙 同 者 た ち を 統 
制 し 、 埋 争 に 法 り 立て た は か. 過激 な 手法 を 
ガチ 党 の 正当 化 に も 利用 され た 。 これ 
は 女王 マリ ア が ガチ 党 に お も ね っ た の で は 
な く 、 マ リア 主義 が 目指 す 得 和 で 平和 な 世 
界 の 実現 の た め の 捕 置 だ っ た 


時 下面 の マリ ア と 政 
治 面 の カカ チ は 、 平 


A 

届 析 目的 で 同業 し て 

お り 載 力 体制 貫 財 
A 


リア 箇 の 4 民間 時 代 か 
の マリ ア 主 義 の 歴史 は 、 そ の 提 唱 者 で あ 
る マリ ア ・ ピ アァ ・ ア ー モ ニア の 人 生 と 重 な 
て いる 。 マリ ア の 能力 覚 男 直後 に 形成 さ 


れ 始 め 、 死 と 共に 衰退 に 向かっ た 


層 マリ ア 主義 の 成立 と 終 薄 


コス モ ・ パ ピロ ニア 建 周 還 争 の 筆 年 に あたる U.C.0124、 サイ ド 1 の アル バニ アン : コ 
に て マリ ア ・ ピ ァ ・ ア ー モ ニア 田 生 。 U.C.0136、 両親 の 詩 婚 に より 、 ひと り で 弟 の クロ ノ ク ル ・ 
アシ ャ ー を 育て な が ら 、 黄 国生 活 を 送る こと に な っ た 


この 時 期 に マリ ア は 寺 補 能力 を 間 花 させ た と 言わ れる 。 さら に 妊 同 し て いる こと も 着 明 。 ク 
ロ ノ クル の 怪我 を 医者 の 数 信 の 早 さ で 治 閑 させ た こと か ら 。 自ら の 待つ 治 第 能力 を 知る 。 出 
導 表 用 を 持 出 する た め に 治 尊 能 力 を 売り 物 に し た 相談 所 を 開設 し た 


U.C.0142 マリ ア 、 ア シリ ア ・ カ リン を 出 度 


出産 に 儲 い 、 マ リア は 幅 談 所 を 一 時 間 合 す る 。 同年 、 弧 
アシ リア (シャ クティ ) - カリ ン を 出産 する と 、 生 活 の た め 相 議 


所 を 毅 開 し た 
と サイ ド 1 天 代 の マリ ア と アジ リア 」 \ 


U.C.0143 月 5 の 束 理 を 伝え 向 め る 


マリ ア は 治療 行為 を 行う た め に 宗教 団体 を 開設 。 所 入行 鍋 の ほか 、 圭 補 や 人 生 相 恋 も 行 
う よ う に な り 、 マリ ア 主 義 の 原 筐 と も 言え る 思想 を 伝え 始め た 


U.C.0144 マリ ア 主 義 団体 、 ア ル バ ニ アン 政庁 に 厩 体 結成 を 店 


索 雪 団 体 「 マ リア と 光 の 教団 ] の 信者 が 、 数 千 人 に 人 達する 。 マリ ア が 才 義 を 診る AV ディ ス 
ク 『 マ リア の 店 る 人 生 、 光 砂 の 道 」 を 発売 、 その 後 教団 スタ ッ フ が マリ ア の 言 筑 と キリ スト 雪 
的 背 業 を 組み 合わ せ た 孝 典 を 作成 。 この 乾 欄 。 正式 に 団体 結成 の 申請 が 行わ れ た 


U.C.0145 フォ ン セ コカ ガチ マリ ア に 挫 短 


本性 資源 船団 の 元 商 員 で ある フォ ン セ ・ カ ガチ が マリ ア と 挫 能 し 新 時 代 開 操 の た め の 協 
力 を 要請 。 マリ ア は カカ チ の 要請 を 受け 入れ る と 、 カ ガチ が 政治 活動 を 行う サイ ド 2 へ 移民 す 
る が 、 こ の 駅 , 貫 ア シリ る 。 アシ リア は 地球 の 東 ヨ ー ロ ッ 7 に 向 


U.C.0146 マリ ア ま 導体 、 旬 進 的 に 研 無 


マリ ア が サイ ド 2・ ア メリ ア に 移民 し た 後 、 そ の 散 え と 直流 的 能力 も あっ て マリ ア 主 義 団体 
が 葉 連 に 成長 。 同時 に 政治 的 式 調 集団 ガチ 沈 が 結成 され 、 ア メリ ア 政 麻 
る 。 マリ ア 主 義 団体 は ガチ 郵 の 後押し を 受け . アメ リア 内 で の 影 編 力 を 紙 大 し て い 


.0149 ザン スカ ー ル 帝国 筐 園 理 詩 


U.C.0147、 ガ チ 腕 は ギロチン に よる 族 清 を 間 始 し 、 マ リア 主義 団体 は これ を 拉 護 。 同年 
ガチ 借 は アメ リア の 政権 与党 と な る 。 この 結果 、 矯 時 間 の うち に アメ リア と いく つか の サイ ド 2 
の コロ ニー が 挑 合 され 、 ザン スカ ー ル 帝国 の 建国 が 宣言 され る 。 マリ ア は 女王 に 就任 


性 力 的 な 手 眉 で (アメ リア ) U.C.0152 1 20MN6 


の 与党 と な っ た ガチ 沈 は 、「 母 ザン スカ ー ル 帝国 は 周辺 コロ ニー を 統合 する と 同時 に 、 地 球 へ の 侵攻 を 開始 する 。 女王 マ 
を る 存在 ] の 守 竹 者 に 位置 で リア は 、 こ の 理 争 を マリ ア 主義 実現 の た め の 凌い と 捉え 、 国 民 を 夫 世 し た 。 郊 手 的 マリ ア 主 
付け られ た 。 ギロチン に よる 処 牙 者 が 多かっ た 帝 園 国民 も 、 戦争 を 支持 し て いた 


| 女性 中 心 社会 

マリ ア 主 閉 に お いて 、 勇 性 社会 せ 改 め る 
べき も の と され 、 女 性 中 心 社会 へ の 移行 が 
合 ら れ た 。「 母 を る も の ] の 保護 が 凍 宙 され 
て いる と 言っ て も いい 。 歴 眼 な い 争 乱 や 環 
填 引 壊 を 宜 止 する た め の も の 


スモ: =F 
還 電 以来 の 宇 軍 
埋 画 時 代 、 サ イド 間 
の 縛 作 や 訂 な | 
と の 要因 は 。 マリ ア 主 


刑 も 正当 な も の と され た 
UC.0153.06.22 | 連発 吉 
ー 『 マリ ア 、 エ ンジ ェ ル ・ ハ イロ 9 で の 作戦 中 に 緑 反 を 引 , 
td re タシロ ・ ヴ ァ ゴ 大 体 に 撃た れ 死 亡 。「 母 な る 存在 」 で ある 女王 
ン ( 箇 台 )。 和 者 は マ マリ ア の 死に よっ て 、 マリ ア 主義 は 鐘 化 を 全備 な くき れ た 


リア 主義 実現 の た め の 「 企 
IS 


女王 マリ ア だ け で がく 帝 還 の 主 桂 メン バー が 死亡 し た 


MORE INFO! 


マリ ア 主 義 的 兵器 
マリ ア 主 義 は 竹 や か な 平和 世界 を 
・ マ リア の 「 箇 し 」 に レ し て いる が 、 ザ ンス か 


よる 人 の の 補 提 対 の も の だ 


句 本 能 を 抑制 する エン 
協 児 過 行 の 未 に 死 を 


ん * 間 接 作 し カー| が サイ コミ ュ を 


RKBETE ティ 9 


| マリ ア 主 義 の 民 史 。 


の 
0 生き 別れ に な っ て いた マ 


ガン ダム 


WORLD GUIDE EE (1 03 se 2 


葬 務 地球 帰還 作戦 の 
8 実施 


MESSENGER FROM THE MOON ~~ 


C.C.2345 KG - 


月 の 民 の 地球 降下 と 
渉 


司 作 戦 」 を 実施 し 
移民 団 の 第 一 庫 
北ア メリ ア の 地 倉 地 帝 「 サ ン ペ ベルト 地 


交渉 期限 が 1 ヶ月 前 に 切れ て いた 
ー ン レ ィ ス は 地球 帰 選 作戦 を 強行 し 
ムー ン レ イス が 地球 帰還 作戦 を . 
き 5 の 管理 社会 の 存在 、 
上 前 の 散 盾 で ある 地球 へ の 想い 、 
ス の 女王 ディ アナ ・ ソ 


を 与え た 末 、 居 玉 区 
被害 が 出 た 要因 は 、 


レ ィ ス の 押 き は 
の 市議 


背景 に 柚 
相手 の 


も 名 代 を 季 め る イン グレ ッ サ 領 や ル 
し か 知ら れず 、 技術 的 限界 も あっ 


事 技術 に お いて 絶対 伺 位 に ある は ず の ムー ン レ ィ 
ス は 、 サ ン ベ ル ト 地 薄 の 占領 を な か な か 進め られ な Bg TFPmevew 
か っ た . 
代 の MS を ミ 
カ の 間 に 奇妙 な 均 符 が 生ま れ 

(チッ タ ・ ハ イブ リオ C.C2347) 


Mustration by W iolor by YUKI Soecial Eect by YUKI Background by YOSHINORI HISHINUMA 


V ガ ンダ ム が も た らし た 
地球 と 月 の 均衡 


「 地 球 帰 過 作 戦 」 の 実施 当日 、 イ ンダ レッ サ 人 額 の 
テー タク 山 か ら 購 歴史 時代 の MSTV ガ ンダ ム 」 が 出現 
し た 。 以後 、 ロラ ン ・ セ テッ ク に 任 き れ た \ ガ ンダ ム は 
ミリ シャ の 中 心 戦力 と し て 運用 きれ た が 、V ガ ンダ ム 
の 存在 は 兵 問 以上 の 意味 を 持つ こと に な 


地球 人 と ムー ン レ ィ ス 、 交渉 を 開始 
正 構 2343 年 、 サン ペル ト 地 起 へ の 移民 を 目指 す ム ー シ レ ィ ス と 地球 人 が 交 涼 


を 開始 し : 
帳 の 領主 名 代 の グエン ・ 


ムー シレ ィ ス か ら 無 線 通 信 機 を 受け 取っ た 地球 借 は 、 イン グレ ッ サ 


が 交 涼 に 当たっ た 。 交 際 と 並行 


し て ムー ン レ ィ ズ は 少年 た ち を 礁 境 テ スト の 検体 と し て 地球 に 降下 き 


加 交渉 の 失敗 

大和 区 を 確保 し た ムー ン レ ィ ス | 

民 を 既成 事実 化し で いた 。 また 
一 次 狂 思 般 団 の 風下 短 、 両者 は 交 
薄 を 行う が 愛情 案 は 提示 され な か っ 
た ば か りか 、 ア ジ 大 佐 と イル の 長老 
が 死亡 する と い : な 
お 、 ミリ シャ は MS を 発問 


人 地球 帰 週 を 巡る 交渉 開始 


散 2343 年 、 女 王 ディ アナ ・ ソ レル の 章 思 を 受け た ムー ン 
レ ィ ス が 、 サン ベル ト 地 赤 へ の 移民 を 目指 し て 地球 側 と 交 涼 を 間 
哲 。 北ア メリ ア の イン グレ ッ サ 領 で 交渉 に あたっ た の は 、 額 主 名 
代 グ エン ・ サ ー ド ・ ラ イン フォ ー ド で あっ た 。 地球 個 は ムー ン レ ィ ス 
か ら 無線 遂 信 機 を 受領 し 、 両 勢力 は 顔 を 合わ せな いま ま 秒 密 裏 
に 交渉 を 続け た 。 交渉 と 同時 に 、 ムー ン レ ィ ス は 環境 反応 テス ト 
の 検体 と な る 少年 た ち を 地球 に 降下 させ て いた 


地球 降下 に 伴う 戦闘 


帰 送 船団 の 種 需 に 投入 され た ディ アナ ・ カ ウン ター の MS ウォ 
ドム が 、 ミ リ シ ャ の 攻撃 を 受け て 反撃 。 ウォ ドム の 火力 は 著しく 高 
く 、 イ ング レッ サ 儲 の 若 都 ノッ クス や 郊外 の 町 ビシ ニテ ィ な ど に 甘 
大 な 投 害 を 出し た 。 この 果 、MS の 前 来 に 呼応 する か の よう に 
アー ク 山 に 婦 さ れ て いた V ガ ンダ ム が 紀 動 し て いる 。 V ガ ンダ ム 
の 存在 を 知っ た ディ アナ ・ カ ウン ター は 、 フィ ル ・ ア ッ カマ ン 大 身 
の 判断 で V ガ ンダ ム の 直 手 を 試み た が 失敗 し た 


林 埋 で は 、 デ ィ ア ナ ・ カ ウン ター と ミリ シャ が 渡 及 窒 午 を 観 みな い 紙 を 


風間 。 W ガ ンダ ム の 存在 は 、 ムー シレ ィ ス に と っ で 偶 三 と な っ た , 


園 開か れ た 戦端 
帰 遂 引 団 と 共に 旗下 し た ウォ ドム が . 
反 掌 。 イン グレ ッ サ 徹 の 者 
発生 し た 。 また 、 ア ー ク 
山 か 5V ガ ンダ ム が 出現 。 その 存在 
を 知っ た ムー ン レ ィ ス は 画 獲 を 試み た 
が 失 数 し て いる 。 


(人 @) 地球 帰還 作戦 の 実施 


期限 が 過ぎ て も 立 江 は まとまら な か っ た 。 交渉 期 限 が 所 ぎ た 
場合 、 地理 帰 運 を 強行 する と 宣言 し て いた ムー ン レ ィ ス は 、 期 明 
か ら 約 1 ヶ月 が 経過 し た 正 扇 2345 年 、 地 球 放 作戦 の 実施 に 
称し た 。 これ を 緊 知 し た グエン は 、 正 歴 2345 年 の 重 到 の 日 、 ガ リ 
ア か ら の 保 攻 に 備え る 名 上 で 編制 し た [ミリ シャ 」 の パレ ー ド を 実 
話し て いる 。 同日 、 ムー ン レ ィ ス は 軍事 組 締 デ ィ アナ ・ カ ウン ター 
と 背 一 次 帰 半 船団 を イン グレ ッ サ 領 に 降下 させ た 


ン ャ を 画 棚 し 、 和 空 林 や 科 車 
レ ィ ス は 、MS 台 隊 を 送り 込ん だ 


グエン は ムー ン レ ィ ス の 凍 
本 を 生 麻 。 地球 才 還 を 天 匠 


捕 二 次 坦 還 船団 の 降下 後 、 イン グレ ッ サ 側 と ディ アナ ・ カ ウン 
ター が 交渉 に 細 ん だ 。 交渉 で は 、 ム ー ン レ ィ ス 側 が 高度 な 科学 
力 を 謗 示し 、 一 方 的 に サン ベル ト 地 帯 の 鞭 斉 を 追っ た 
ディ アナ ・ カ ウン ター の 攻撃 で 身内 を 亡くし た イル の 長老 が アジ 
大 佐 を 青 音 。 満員 し た フィ ル 大 尉 は グエン を 銃撃 する が 、 イ ル の 
長老 が グ ェ ン を 研 っ て 死 記し た 。 交渉 の 継 寺 は 約 素 さ れ た が 、 結 
騙 は 出 な か っ た 。 その 頃 、 ミリ シャ は MS の 発 握 に 成功 し て いた 


地球 帰 加 作戦 が 開始 され た 時 点 で 、MS は ムー ン 
レ ィ ス の み が 装 備 し て お り 、 サン ベル ト 害 議 交 渉 で は 
有効 な カー ド に な る と 思わ れ た 。 し か し V ガ ンダ ム の 
存在 が 、 ム ー ン レ ィ ス の 軍事 オプ ショ ン の 有効 性 を 低 
下さ きせ 、 一 時 的 な が ら 両 勢力 に 均 条 を も た らし た 


較 地球 帰 通 作戦 、 実施 

正和 2345 年 。 半期 陣 か ら 1 ヶ 月 が 経過 し 
た こと を 受け た ムー ン レ ィ ス は 、 地 球 介 作 
幸 を 実施 。 夏至 の 日 に 月 の 軍事 引 織 「 デ ィ 
アナ ・ カ ウン ター] と 攻 一 次 衣 鯛 団 が イン 
グレ ッ サ 領 に 隆 下 し た 。 同日 、 グ エン は [ミリ 
シャ 」 の 軍事 パレ ー ド を 実施 し て いる . 


Miustration py AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
暦 2345 年 の 北ア メリ ア 


VMN (WOM 


7622 
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機動 戦士 ガン ダム 


MS Technology in UC 
宇宙 世紀 の MS の 技術 


複雑 な MS を 操縦 可能 な 
ト 


新生 代 コ クビ 


MS の コク ピッ ト は 基本 的 に 単座 で 1 体 の 
し ば 非常 に シン プル な 構造 と な っ て い 
ー ス 内 に 設置 され 
て お り 、 パ バイ ロッ ト が 着座 する シー ト 、2 本 の コン トロ ー 
ルス ティ ッ ク と ふた つの ペダ ル か ら 成 る 主 操 継 装置 、 
陽 面 に 設置 きれ E ニ ター か ら 構 成 さ きれる. 
挫 作 モー ド の 切換 な ど に 使用 する コン ソー ル 類 な ど 
も 俳 設 さ れ て いる が 、 最小 限 に 過ぎ な い 。 U.C.0150 
年 代 に は 物理 的 な コン ソー ル す ら 廃 止 き され 、 シ ンプ 


フル コン 
人 型 兵器 で ある MS は 
能 だ が 、 バイ ロッ ト の 動作 を ト 
レー ス す る 技術 や 思考 に よる 操縦 技術 を 用 いな い 
限り 、MS の 動作 は 制限 され て し まう よう 
イロ ッ ト の 思考 に よる 操 絡 や 招 疑 補助 は 、 サ イコ ミュ 
系 テク ノロ ジー で 実現 する こと に な っ た ) 


る ( バ 


結語 か ら 言 えば 、 現 在 の 操 綱 装置 だ け で MS を 
制御 で きる 。 コン トロ ー ル ステ ィ ッ ク と ペダ ル だ 
MS を 歩か せる こと も 、 武器 を 使っ て 攻撃 する 
こと も 、 重機 と し て 使用 する こと も 可能 な の だ 

これ が 可能 と な っ た 背景 に は 、 教 育 型 コン ピュ ー 
ター を は じ め と する 機体 制御 ・ 操 縮 支 援 シ ステ ム と 、 
モー ド 切 換 機能 が ある 。 特に 機体 制 彼 ・ 捧 終 支 接 シ 
ステ ム は 重 パイ ロッ ト の 操作 と 周 半 の 状況 を 時 
らし 合わ せ て 、 自 動 的 に MS を 動作 させ る 。 さら に 、 
重 作 業 や 柄 密 作業 、 支援 機 の 連携 す 応 す 
る モー ド 急 其 機 能 を 併用 する MS の 全 動 作 
を 実行 で きる , 

史上 初 の 実戦 用 MS ザク 1 が 誕生 し た 時 点 で 、 
MS 用 コタ ピッ ト の 基本 形 は 完成 し て いた 

MS の コク ピッ ト に 最初 の 変化 が 訪れ た の は 、 ジ 
ォ ン 公国 軍 が 実施 し た 統合 整備 計画 で の こと 
た 。 統合 乾 偽 計画 で は 、 計 画 の 一 環 と し て コタ ピット 
の 共通 化 が 目指 きれ た 。 それ まで 機 異な っ 
て いた MS の コク ピット を 共通 化す る こと で 、 生 産 性 
の 向上 だ け で は な く 機種 転換 も 容易 と 

第 二 の 大 き な 変化 は 、 全 天 周 囲 モ ニタ ー. 
シー ト だ < - 年 戦争 末期 に 試作 され 、 U.C,0080 


年 代 中 期 か ら 普及 し た 技術 で ある 。 コク ビッ ト の 内 
避 す べ て を モニ ター と する こと で 死角 を な くし た う 
え 、 リニア シート に より 出 G 性 能 を 大 きく 向上 きせ た 

以後 、MS 用 コクピット は 全 天 周囲 モニ ター と リ り ニ 
ア ・ シ ー ト の 組み 合わ せ が ス タン ダー ド と な り 、 モ デ 
ル チ ェ ンジ を 継 り 返 し な が ら U.C.0150 年 代 に 至る ま 
で 使用 され 続け て いる 。 特 原 な コク ビッ ト を 搭載 する 
機体 も ある が 、 基本 形 は 変わ っ て いな い . 

(オッ トー・ カ ル テ ン パッ ハ 


UC0155) 


IDX:78.2 ガン ダム 
MS-06F ず ク 本 


国軍 が 要 有 


新 授 の 兵 癌 。 人 昌 を 人 
を 折 ち 革新 的 な 運用 性 を 用 す 


Mustration by TAKUYA IO 


コク ピッ ト の レイ アウ ト ー ョ 


| 還 一 年 戦争 型 コ フワ ピッ ト コン 
MS の コク ピッ ト は 、 2 本 の 操 縮 桶 と ふた つの ペダ ル か ら 成 

る 主 操 給 対置 、 広 面積 の モニ ター、 小 弱 の コン ソー ル な どか 
ら 5 構成 され る 。 基本 的 に 単座 で 外部 は 装甲 で 種 われ で いる 。 


年 理 争 型 コ ワ ピ ッ ト 


最初 期 タイ プ の MS 用 コク ピッ 。 単座 毅 空 ・ 級 宙 機 の も の を 
思わ せる 構造 が 特 竹 で ある 。 コク ピッ ト は 対 忠 ハッ チ で 開 三 され 
る た め 、 提 界 は モニ ター に 投 団 し た 外 吉 映像 で 和 る , 


スプ レイ 


将 申 され て いる 点 は AFV の 層 転 
\ ど 、 広 面 本 ・ 村 魏 の モ 
ニタ ー に より 視界 を 確 像 。 初 
に は シー ト 前 方 に 給 権 を 桂 つ 
モデ ル も あっ た 。 


画 全 天 周 囲 


コク ピッ ト の 内 吾 す べ て を 
論 席 は 理 G 性 態 に 健 れ る リニア ・ シ ー ト を 採用 し た 。 一 年 光 争 型 
の コク ピット か ら 機 装 す る だ け で 大 幅 な 性 能 向 上 が 可能 。 


バイ ロッ トー 上 ーー ト † 
細 休 各 屋 の カメ ラ で 竹 た 映像 を 和久 の コク ピッ ト は の 腹面 が す 

村人 、CG 私 理 し て 全 天 周 園 モ ュ を 備え る 情報 表示 用 と 思わ れる 
ニタ ー に 投 軒 する 。 球形 コク ピ ク の 基 痢 に まとめ られ て いる 


ト 自体 が 脱出 用 の イジ ェクション ・ 
ボボ に な る 


MS 用 コウ ビット の 層 


U.C.0070 年 代 後期 に か け て MS と 共に 誕生 し た MS 用 コク ピッ ト は 、 一 年 戦争 中 に 規 MS や MA の 中 に は 、 特 殊 な コク ピッ ト を 採用 し た 機体 も 存在 する 。 コク ピッ ト の 統一 が 意 
格 の 続 一 が 進ん だ 。 戦後 数 年 は 一 年 戦争 型 の コク ピッ ト が 使わ れ 続け 、U.C.008O 年 代 講 さ れ て いな か っ た 蒙 明 期 の モデ ル 、 サ イコ ミュ 搭載 機 な ど 非 物理 イン ター フェ イス を 搭載 
中 期 に 入っ て 全 天 周 囲 モ ニタ ー と リニア シー ト が 普及 し た 。 以降 、 こ の タイ プ の コク ピッ ト が し た モデ ル 、 合 体 ・ 可 変 機 用 の モデ ル な ど が 代表 的 で ある 。 AG ユニット 操 作用 機器 を 持 
スタ ンダ ー ド と な り 。 モデ ル チ ェ ンジ を 継 り 返 し て 使用 され 続け で いる つ ビ ピグ ・ ラ ング の コク ピッ ト の よう に 、 特殊 装備 に 対応 し た モデ ル も ある 


LEPEZrraET 


パー チカ ル 式 の コア ・ プ ロッ クシ ステ ム に 対 。 ユニ コー ン モ ー ド (上) と デス トロ イモ ー ド ( 下 
応 し た コク ピッ ト 。 MS 時 (上 ) と コア ・ フ ァ イ タ ー で コク ピッ ト が 変形 する サイ コミ ュ 対 応 モデ ル 。 
時 ( 下 ) で シー ト の 廊 度 が 変更 され る ほか 、 槍 底 デス トロ イモ ー ド で は イン テン ショ ン オー トマ チッ ク 
椅 も 各 モ ー ド 専用 の も の が 使用 され る , シス テム に 対応 し 、 朋 造 の み で の 制 側が 可能 


克 戦 用 MS の 複 産 コ ク ピ ッ ト 。 和 次 軸 手 と 坦 縦 士 "コクピット と ハッ チ の 間 に エア ロッ ク が 存在 す 
が 同業 する た め の モ デル で ある 。 他 に も 対面 禁 る モデ ル 。 ザク HI 系 の み が 採用 し 、 他 の MS で は 
卒 コク ピッ ト の シャ ンプ ロ 用 モデ ル な ど が 知ら れる 。 ダイ レク トイ ン (間接 対 央 ) 式 コ ク ピ ッ ト を 振 軸 


TT LS ET : 


受け た と 診 測 され る も の 


a +x 


正基 ガ イド : 月 と トレ ンチ 


esp N ン 
ペ < シ 


月 と トレ ンチ シテ ィ 絆 絆 府 


満 パ 性 の 支柱 の 製造 な ど 
る と 運河 内 に 塩基 を 含ん だ 


ン は 小 感 星 の 資源 を 触媒 と し 
含ま れる 本 化 物 を 加 元 し 、 酸 考 や 穴 
月 の 民 ム ー シ レ イス が 人 ッ a 採光 : 人 間 が 生存 可能 な 大 気 で 
ティ ( 潮 弄 都市 )」 と 呼ば れる 。 トレ ィ 
M 3 り 、 天 井 部 
吾 る まで 機能 し 続け て いる 
ィ は 3 り 、 の (執筆 者 、 執筆 時 期 不明 ) 
km、 帆 ド b、 水 の 対流 


ンチ 内 の 気温 く い 品種 改良 種 の 魚 関連 ファ イル 
通 綱 と し 


ュ 大 な も の は 月 する 介 類 や 薬 類 の 繁 交 に よる 食料 供 
を 利用 (併用 ) し た \ し た 存在 と る 
ン 建 築 工学 が 


小 剖 星 が 月 の 
+ 延 々 人 、 9 R ’ 没 し た 小 感 量 に 

人 工 的 な 画 一 さ は 見 られ な い は 自己 増 巡 を 線 
だ 井 部 分 を 覆う 運河 は トレ ンチ シテ ィ の 特徴 で あ 、 分 子 ア モン プリ 

\ > 行い 、 トレ ンチ 

の 手前 や 基本 的 な 都市 建造 物 の 形成 、 運 河 や そ 


黒 歴史 時 代 、 月 治 軽 済 の 中 心地 で あり 


隆 立 状態 に 帳 っ た よう で ある 。 月 に は トレ ン 
チ シ テ ィ が 作ら れ 、 自給 自足 が 可能 に な っ た が 
に よっ て な ん と か 生存 し 


Em2345FOR トー 


名 前 
漆 き 1km の 潮 
お り 、 諾 部 の 電 画 第 は 35.00Okmet 達する 。 月 
分 分 は 運河 で 、 地 球 の 海水 に 近い 成分 の 水 が 流 れ 
の 下 の ト レン チ 内 に 区 が 点 在 する ほか 央 を 流れ 
川 、 丘陵 に 緊 殖 し た 植 生態 素 も 再現 され た 


MORE INFO! 
マウ ン テ ン ・ サ イク ル と ミス 


月 の マウ ン テ ン 


ルト ゥ 


サイ クル 


Tr 


機動 戦士 ガン ダム 


Operation ODESSA 


ガル マ 大 佐 の 似 放 
際 を 退け な 
国軍 の エー ス 剖 
飼 星 を 挙げ た 。 局 地 職 で は あっ た 
- ス 隊 が 果たし た 役 
国軍 で の 警戒 感 は 高 
隊 が 払っ た 代償 も ま 


も の た め に 


U.C0079.11.07 06:00、 し ビル 将軍 指 半 の 最 忌 面 で 箱 地 に 
邦 軍 地上 が 「 オ デ ッ サ 作 戦 水 吉 ミ サイ ル を 発 和 
あたる 大 際 力 を 投入 し た 作 陽 ド や 、 ジ オン タ 


の 地球 連 


\ た エル ラン 地球 連 。 た 大 きか っ た 
公 部 軍 中 将 が 速 捕 さ れ た ュ が 知ら れる 執 邊 者 、 執筆 時 期 不明 
の 異説 に 関与 し れる の が 、 ホ ワイ ト 
ス 隊 で ある (この 説 に よる と 、 水 爆 ミ サイ ル を 電 
っ た 戦局 は 地球 連邦 軍 有 准 み 始め た が 同 際 の アム ロ ・ レ イ の ガン ダム 、 エ ル ラ ン 
る * 国 軍 は ヨー ロッ パ か ら 駆 返さ れ ) ス パイ 行為 を 吉 捕 に 買 献 し た の も アム 
資源 が 英 減 。 オ ら の 撤 素人 集団 で あり な が ら 、 サ イド 7 遺 過 昔 
隊 を 指揮 - クベ 大 佐 ( 少 以降 の 活躍 と 職 巣 も あ ー 
佐 ) は 「 我 々 が キシ リア 様 に お 送り し た 鉱物 冥 源 の タイ プ 部 際 」 と の 評価 
量 で 、 ジ オン は あと 10 生 も ホワ イト ペー ス 隊 を 警 基 し て い 
オデ ッ サ 作戦 で 失っ た 北米 で 戦闘 中 だ っ た 
: ヨー ロッ パカ * 6 上 税 周辺 の 占領 地域 に 東方 面 か ら ユ ー ラ シア 大 陣 に 移動 させ る 
、 地 款 方 面 軍 の ッ サ 作 戦 に 投入 し た 。 地球 連邦 軍 の 主力 が 
地球 上 で 侵攻 し た オデ ッ サ 西 個 と は 逆 の 東 個 へ の 投入 で あ 
り 、 移 方 提 乱 や 遊撃 隊 へ の 対処 を 主任 務 と し た 


駆 須 し た ETF.GT TTPT 
資源 地帯 の 奪 司 に 成功 。 こ れ に より 、 朋 着 


作 昌和 能力 は 明 ら 
の 勝敗 は 事実 上 、# 


ration by KYOUTA WASHIKITA Color by CHIEKO UCHIYAMA Speciei ENect by AKIKO YAMAKAWA {ASAHI PRODUCTION) / Background by YO 


Ff nD gm 


前 館 の よう に 、 レ ビル 将軍 は ホワ イト ペー ス 隊 を ホワ イト ペー ス 隊 を 警 成 し て いた ジオ ン 公国 軍 も 、 

ホワ イト ベース 隊 を 巡る ニュ ー タ イプ 分 隊 と し て 謝 く 評価 し て いた 。 ホワ イト 職 力 不足 は 同じ だ っ た 。 そこ で オデ ッ サ の 多 山 地 各 
5 RA ペース! 人 に 右 の 後方 提 乱 を 任せ た こと か ら も 詳 。 を 管轄 する マク ベ 大 佐 は 、 指 提 系 統 が 異な る ラン バ 
両 軍 の 内 部 事情 価 の 高き は 明らか だ が 、 正 面 戦力 か ら 後方 提 乱 用 ラル 隊 に ホワ イト ペー ス 隊 の 伺 慎 情報 を 提供 し た 
の 部 隊 を 派遣 する 余裕 が な いこ と も 事実 だ っ た 厄介 払い と 戦力 の 節約 を 同時 に 巣 た し た : 


国 西 ア ジ ア で の 戦闘 

両 車 が オデ ッ サ 作戦 の 季 備 を 行う 中 、 西 アジ ア を 移 

動 中 の ホワ イト ペー ス は ラン バ ・ ラ ル 角 の 放 遇 を 受け 

国 オ テッサ 戦 の 結 と 、 OE TT TT 
ラル 隊 残 存 勢 力 と の 戦闘 基地 へ の 攻撃 時 に も ラル 謙 と 均 を 行っ て いる 。 

11 月 9HO6:30、 角山 基地 後方 5 突入 し た ホワ イト ペー ス 

衣 は 、 作 埋 獲 に ラル 際 克 存 戦力 の 攻撃 を 受け た 。 [魚の 

先 鍼 」 を 用 いた 攻撃 に 其 筐 する が 、 リ ュ ウ の 突撃 を 橋 に 形勢 | 

は 六 転 部 和 隊 を 金 料 さ せ た 。 同日 1700、 公 国軍 マク ベ 

大 巡 は オデ ッ サ を 放 畠 、 作 戦は 達 孝 軍 の 勝 香 に 終わ っ た 。 


回 ラル 隊 、 M3 作戦 を 敢行 
病 租 の 位置 き 突き止め た ラル 障 は 
攻撃 を 実施 。 ホ ワイ トペ ー ス は 苦 埋 
を 強い ち れる が 。 ア ムロ と ガン ダム の 
介 四 で 民夫 は 逆転 ラル 際 を 笠 選 さ 
で せ た 。11 月 5 日 、 ラ ル 腰 は ゲリラ 表 術 
方 使 し た 「M3 作 翌 」 天池 。 生 和 
の 夫 捕 を 上 し て いた が 、 作 幸 は 失 迷 、 
ラル 大 重 も 戦死 し た 。 


園 "黒い 三連星 "と の 戦い 
11 月 6 日 、 マ チル ダ 了 と 推 棚 し 捕 給 を 受け て いた ホワ イト ペー 


usation by AKIO UNUMA 


EE I 昌 記 EE 


マ ・ ク ベ 大 価 か ら 情 報 を 得 た ラン バ ・ ラン パラ ル 際 が 、 ソ ド ン の 町 近 郊 で ホワ イト ペー ス を 抽 芝 。 処 MORE INFO! 


ビ 夏 満 ) で ま ワ イト ペー ス 隊 を 扶 届 . 通 に 不 潮 を 抱い た アム ロ が ガン ダム を 持ち 出 | トヨ — ー 1 EF 
と の 技 角 を 目指す セイ ラ ・ マ ス が ガン ダム で 無断 出撃 する アク シー め 、 ま ワイ トペ ー ス は 苦戦 する が . アム ロ の 帰還 に より ラル 魚 を オデ ッ サ 作戦 に 関連 する 諸 戦闘 


デン ト が 起こ っ た も の の 、 ホワ イト ペー ズ 隊 は 2 機 の ザク I を 撃 引 退き せる こ 


に 成功 。 11 月 5 日 、 ホ ワイ トペ ベース が カス ピ 才 本 オデ ッ サ 作戦 で は 大 規模 か つ 広 位 囲 に 転 半 
し 、 バ イロ ッ ト 1 名 を 摘 虜 と し た 。 直後 、 小 入山 基地 を 館 る 加護 。 民 民 同日 、 ラ ン パ ・ ラ ル 謙 は ゲリラ 軽 術 を 双 使 し た 「M3 伯 電 」 た た め 、 戦域 や 時 期 に よっ て 様々 を 肖 有 が 発生 
の 最 中 、 ホワ イト ペー ス と ラル 氷 が 再び 交 埋 。 則 本 中 、 失 麻 が 。 を 決行 し 、 ホ ワイ トペ ー ス の 生 捕 を 試み た 。 電 騰 は 杉内 で の 兵 牛 の 壮 替 が 決定 し た 終 、 欧州 方 面 章 司 信 ユ ー 
騰 走 を 回っ た が 死 記し 、 ラル 如 も 共 退 し た 束 に 発 属し た が 、 橋 揮 伺 の ラル 大 有 調 は 戦死 し 、 作 戦 も 矢 誤 し た ネル 和 が 行っ た 黒海 方 面 の 狗 時 戦 が 特 ( 


ラル の グフ を 撃 林 し た アム ロ だ が 、 脱 直 の 責任 を 間 わ れ て 装 房 に 入れ ら 
ラル は ゲリラ 久 で ホワ イト ペー ス の 事 を み た 。 
| 


上 | ラン バ ・ ラ ル 隊 残存 戦力 の 圭 減 
PY 雪 144 融 地 ダブ デ 経 も 配 代 さ れ 、 漠 術 上 業 本 な 堆 病 だ 


オデ ッ サ に 隆 11 月 9B06 時 30 分 、 ホ ワイ トペ ベー ス が 久山 基 夫 条 方 か ら 実 CT OU CCT CO が 舌 
っ た 。 11 月 7 日 、 地 理 較 孝 軍 が 入 。 作 転 終 算 、 ク ラウ レ ・ ハ モン を は じ め と する ラン パ ・ ラ ル 隊 の 
オデ ッ サ 作戦 を 開 結 。 同日 層 和 、 時 海 の 東 創 か ら 差 軍 し た ホワ イ 残存 戦 カ が ホワ イト ペー ス に 攻撃 を 仕 池 け た 。「 角 の 埋 法 」 を 和合 
ス 隊 は 。、 マ チル ダ 隊 か ら の 寅 給 中 に "黒い 三軍 主 " と 交戦 。 し た 決死 の 攻撃 で あり 、 ホ ワイ トペ ー ス 隊 は 危機 に 店 る が 、 リ ュ ウ ・ 
状態 と な っ た 。 雷 且 の 結果 、" 野 い 三連星 "の ドム 3 機 は 、 ア ムロ ホセ イ の 特攻 を 契機 に 形勢 は 逆転 、 ラル 了 の 残存 輪 カ は 壇 江 し 
の ガン ダム を 中 心 と し た ホワ イト ペー ス 隊 の 前 に 全 工 。 だ が 、 ガ ン た 。 同日 17 時 00 分 べ 大 佐 は オデ ッ サ を 放 玄 し 、 宇 軍 に 帰 
ダム を 底 っ た マチ ル ダ 隊 も 大 き な 裕 害 を 出し た . 思 。 オ デ ッ サ 作戦 に お ける 地球 連邦 定 の 大 利 は 決定 的 と な っ た 


多数 の HLV が 
作業 が 間 に 
め 彼 害 を 出 


北 が 決定 的 
けら れ た 。 だ が 、 雪 必 上 で 
計 夫 孝 宇 宙 軍 の 攻撃 で 


し て ホワ イト ペー ス 衣 を 去 え た リュ ウ ・ ま モイ が 
叶わ っ た ザ 、 凍結 の た め 座 衣 し た マチ ル ダ 中 | EE ジ オデ ッ サ 投 還 し 、 欧 八 か ら 的 必 し て いっ た 


sa 5x 77.22 


MS 
運用 理論 


77.23 


機動 戦士 Z く ガン ダム 


サイ コミ ユ ュ 制御 式 攻撃 端末 


人 方 位 攻撃 を 可能 と する 
如 隊 操作 式 攻撃 ポッ ド 


ビッ ト や ファ ン ネ ル 、 有 線 メ ガ 粒 子 砲 や イン コム な 
稿 で は サイ コミ ュ 制 御 式 攻撃 端末 と し て 紹 
ェ ま た は 玲 サ イ 
自己 推進 式 の ビ 


も 存在 する 
する 木 中 用 ビ 
ミュ で 誘導 する タ 
ド や 有線 式 ヒ ー ト ・ ナ タ な ど ) 、 誘導 装置 に サイ コ 
を 用 いた ミサ イル 類 (ファ ン ネ ル ・ ミ サイ ル や サイ コ 
ミ 存在 し た 
マー の よう に 剖 隔 操作 タイ プ で 
+ 制御 式 兵 装 は 、 別に 解説 する 
制御 式 攻 撃 進 末 は 複数 基 が 併 
用 きれ 、 一 斉 攻 撃 や 包囲 攻撃 な どの 連携 攻撃 を 行 
う 。 これ が オー ルレ ンジ 攻撃 ( 全 方 位 攻撃 ) で ある , 
サイ コミ ュ 制御 式 攻撃 端末 は MS と 比べ て 貼 か に 


ア ( サ イ 


制御 式 攻撃 端末 


"| 


小型 な 無人 機 な ら で は の 射 G 限 界 も 高い ( 有 
人 機 以上 の 機動 性 を 付 号 し や すい ) た め 、 目 視 が 
困難 で ある 。 その 攻撃 端末 が 、 目標 へ の 一 斉 ・ 包 
時 攻撃 や 死角 か ら の 攻撃 な ど を 行う の だ か ら 、 対 応 
く な る の は 当然 だ っ た 。 パイ ロッ ト や サイ コミ ュ 
は 、 攻 撃 准 末 の み を 超 遠 距離 に 送り 
込ん で 攻撃 する こと すら 可能 で ある 

攻撃 端末 の 制御 に 用 いら れる サイ コミ ュ は 当初 、 
ニュ ー タ イプ の 感応 波 に よる 機体 制御 を 目指 し て 開 
葉 き れ た 。 感応 波 に は 、 そ れ を 放っ た 者 の 思考 情報 
ー タ イプ は 考え る だ け で サイ コ 
ミュ 搭載 MS MA を 操作 で きる (パイ ロッ ト の ニュ ー 
タイ プ 能 力 の 高低 、 サ イコ ミュ の 価 能 な 


思考 の み で 制御 可能 な 男 囲 は 変わ っ て くる ) 
考え る 機器 を 制御 可能 と いう サイ コミ ュ の 
特性 は 、 MS や MA の 拘 続 だ け て 、 そ の 搭載 兵 


装 を サイ コミ ュ に よっ て 管 位 する 試み へ と 発展 し た 
年 戦争 後 用 イコ ミュ 搭載 MA が 試作 され た 
頃 に は 、 サ イコ ミュ 制御 式 攻撃 過 末 が 実装 され て お 
り 、 4 門 の 有線 誘導 メガ 粒子 砲 を 備え る MAN-03 ブ 
ラウ ・ プ ロ 、 12 基 の ビッ ト を 括 載 する MLAN-08 エル メ 
ス が 完成 。 攻 黄 端 末 を 用 いた 戦術 も 、 こ の 頃 に 基 
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本 形 が 生ま れ た 

UCQOO8O 年 代 中 期 に な る と 、 通 常 サイ ズ の MS に 
ファ ン ネ ル を 搭載 し た AMX-00】 キュ ペレ イ が 試作 ミ 
れ た は ほか 、 准 サイ と 有線 誘導 式 ビ ピー ム 克 の 一 
種 で ある イン コム を 備え る ORX.013 ガン ダム Mk-V 
が 芽生 、 サ イコ ミュ の 性 能 向上 と 共に 攻撃 
端末 の 小型 高 性 能 化 や 多様 化 が 進ん だ が 、 
へ の 搭載 例 は ほとん ど な い と いう の が 実 


(オッ トー・ カ ル テ ン バッ ハ 
関連 ファ イル 
MANLO8 エル メス 
AMDCOO4 キ 


RK93 VF 


ジャ ミン グ に 強い 
サイ コミ ュ 攻 撃 端末 


ン ン リモ コン 式 の 無人 攻撃 機 と 言 
コミ ュ 上 御 式 攻撃 端末 電波 障害 を 引き 起こ 
す ミ ノ フ スキ ーー 粒子 の 影響 使用 
MA と 直接 結線 され る 有線 ピー ム 砲 が 
強い の は 当然 だ が 、 無 齋 式 の 
フス キー 秒 子 を 含む 電波 障害 
、 MS MA と 無線 攻撃 交 末 を 繋ぐ 
ミノ フス キー 通信 が ある 。 ミノ フス キー 通信 と は ミノ > 
ーー 粒子 を 媒介 と する 通信 手段 で 、 感応 波 
な 長 距離 通信 が 可能 と な る 。 当然 
キー 粒子 の 特 丈 電磁 波 効 果 の 悪 
それ で も 、 無 線 攻 撃 端 末 の 制 卿 を 陣 害 する 手段 
は 存在 する 。 技術 的 な 阻害 手 徹 と し て は 、 他 の サ 
ィ コ 用 いて 攻撃 将 末 の コン トロ ー ル を 奪う 技術 
手法 ) が ある が 黄 易 度 は 高い 。 戦術 レベ ル で は 、 
バイ ロッ ト の 集中 力 を 乱す こと も 有効 な 手段 と な る 。 


MORE INFO! 
攻撃 端末 の 搭載 位置 


制 要 式 攻撃 后 末 は 


る 傾向 に ある 。 有 株 


時 本 構造 と 技術 


サイ コミ ュ 制 牧 式 攻撃 端末 は 、 サイ コミ ュ を 分 し て 遠路 
制御 され る 無人 攻撃 ポッ ド で ある 。 サイ 搭載 MS 
MA に 装備 され 、 遠 中 操作 で 目 憶 を 攻撃 する 。 パイ ロッ ト の 
思考 情報 を 含む 柄 応 波 (サイ コ ・ ウ ェ ー ブ ) を 受 1 サイ 
コミ ュ が 、 それ を 機械 語 電 気 信号 に 変換 し 、 葉 末 を 動か 
す 。 無線 式 の 場合 、 MS MA と 攻撃 次 末 は ミノ フス キー 
通信 で 情報 を や り 取 りす る . 


人 機体 外 へ 発信 
攻撃 葉 末 な ど を 旗 作 する 


ーー ニーーーーーーーーーー 一 


Mustration by TOKIKO YUZAWA (Twin Bel 


サイ コミ ュ 創 御 式 攻撃 端末 に は 、 久 機 で ある MS MA 
ブル で 黄 が れ た 有線 式 、 MS MA 本 体 と ミノ 


最大 失 数 哲 作 科 度 
(@:4) (2:6) 


た だ し 、 無 線 式 の 性 能 を 十 全 に 引き 出せ る パイ ロッ ト は 少 
数 の た め 、 有線 式 も 簡易 版 と し て 併用 され て いる , 


MS MA 本 体 と 物理 的 に 結 床 
る タイ プ 。 ニュ ー タ イプ 能力 
が 低い 者 で も 授 い や すい 。 物理 的 
な 制約 か ら 攻 撃 可能 男 固 や 自由 
度 は 低く 、 最大 搭載 盆 も 少な 


MS./MA 本 体 


イプ 。 提 作 に は 高度 な ニュ ー タ イプ 
能力 を 必要 と する 。 攻撃 前 囲 や 移 
動 邊 由 度 、 最大 搭載 数 に 優れ る 、 


有線 式 サ イコ 


攻撃 端末 の 運用 


サイ コミ っ ュ 制御 式 攻撃 端末 は 、 複 数 基 に よる 連携 攻撃 
る 。 敵 機 を 包囲 し た 後 の 一斉 攻 撃 や 薩 機 
は 多数 の 攻撃 区 末 に よる 回 避 国 
難 な 連 続 攻撃 を 行う 。 これ が [オー ルレ ンジ 攻撃 ( 全 方 位 攻 
撃 )」 で ある 。 他 に も 、 攻撃 端末 を 率 制 に 使っ て MS 〆MA 
本 体 か ら 攻 撃 を 行う こと や 、 超 吉 距 離 に 苑 末 だ け を 送り 込 
ん で 非典 閥 状態 の 目標 を 攻撃 する と いっ た 使用 法 も ある 


| 包丁 
模 数 の 攻撃 区 末 で 、 南 を 名 軸 下 見 の 目標 に 対し 、 攻撃 半 
4 囲 し 、 學 和 攻撃 を 行う 。 の ) 末 だ け を 向かわ せ 攻 撃て る 。 


PP ) 


+ 77.24 


運用 理論 


| 本 仙人 


ーー 年 戦争 時 、 サ イコ ミュ 搭載 MA MS と 共に 、 サイ コ 
ミュ 制 特 式 攻撃 端末 は 誕生 し た 。 一 年 戦争 の 時 点 で 基 
本 形 は 完成 し て お り 、U.C.0080 一 0090 年 代 に か け て 


U.C.0080 年 代 か ら 、 ビーム 確 以外 の 機能 を 持つ サイ 


高 性 能 化 ・ 小 型 化 ・ 多 様 化 が 進ん で いっ た 。 準 サイ コミ ュ っ ミュ 前任 光束 埋 叶 示 も 因 え た 。 下記 以外 で は 。 電 衣 
の 実用 化 に より 、 非 ニュ ー タ イプ 用 の 攻撃 端末 が 誕生 し 兵 類 と し て 使用 可能 な ドー ベン ・ ウ ルフ の ハン ド ・ ピ ー ム 
た の も 、 この 時 期 で ある 。 以降 も 攻撃 鑑 示 の 改良 、 発 民生 示 の 多 有 は 、 小 化し 特 珠 化 が 大 き な う ェ イト を 占め る 、 反応 を 格 MS 形 馬 に 変形 する ゲ ミ ヌス 用 の 「 ハ スタ ー」、 広 | 


は 続い て いっ た が 主力 MS へ の 搭載 に は 至っ て いな い 。 載 す る タイ プ が 「 ピ ビット 」、 エ ネル ギーCAP 式 が 「 フ ァ ン ネル 」 と 時 ば れ て いる 、 ム 陣 急 を 属 負 する パリ ア ・ ビ ッ ト な ど が 知ら れる 


1 フィ ー ル ド を 工 開 する こと で 、 ピー ム の 待 道 を 箇 げ る 敵 
末 。 敵 村 の ビー ム を 屈折 し て 妨 堆 し た り 、 旨 機 が 発射 


攻撃 端末 が 旗 生 。 ジオ ン た ビー ム を 曲げ て 全 包 囲 攻撃 し た り で きる 。 


公園 凍 の 殺 占 接 術 だ っ た 。 
技術 的 間 題 か ら 大 筐 で 、 
無線 式 の ビッ ト で すら 企業 
8.4m に 達し た 。 サイ コミ ュ 自 
体 の サイ ズ も 大 きく 、MA や 
大 型 MS の み に 装 備 さ れ た 。 


地球 連 施 症 へ の 技術 洲 
出 に より 、 開発 の 裾野 が 広 
が っ た 。 旧 ジオ ン 公 国 宣 残党 
(ネオ ・ ジ オン ) で は 端末 の 


イコ ミュ 用 端末 の 開発 が 拭 
ん だ 。 特殊 機能 整 も 届 軍 で 
開発 され た 。 通常 サイ ズ の 
の 1 ムタ サメ 研 究 所 の 可変 MA 

の は 、 こ の 時 期 で ある 。 2 A イコ ・ ガン ダム Mk が 挫 雷 
レフ レク ター・ ビ と 時 ば れる 


無線 ピー ム 克 と し て 使用 可能 な ほ 
か . 複数 背 を 族 局 する こと で パリ ア を 形 
成 で きる モデ ル 。 ファ ン ネ ル と し て は 珍 
し い ジ ェ ネ レー ター 搭載 調 で 、AMBAC 
シス テム を 代え る こと も あっ て 株 竹 時 間 
が 長い 。 リガ ンダ ム 用 が 有名 だ が 、 当 
初 は バリ ア 展 開 能力 や 変形 本 を 持 
た な い 有 線 式 と し て 試作 され た 。 人 A 


TE 


を オ ・ ジ ォ ン 系 の 無 末 関 連 「 コ の 字 」 に 。 パ リア 明 間 形 薄 で 
拉 術 を 入手 し た アナ ハイ ム ・ & 区 Ei ee 人 
エレ クト ロニ クス 社 (AE) が 、 
研究 開発 を 本 格 化 。 涯 サイ コ ルト 
ミュ も 高度 化し た 。 ネオ ・ ジ オ 


ファ ン ネ ル ・ コ ン テ ナ を 兼ね る マザー- ファ ン ネ ル と 、 モ 
結 さ れる 多数 の チル ド ・ フ ァ ン ネル か ら 成 り 、 広 男 
聞 で きる 。 ネオ ・ ジ オン の MS ゲー マル ク が 対 偽 。 


ン が 開発 し た サイ コ ・ フ レー 
ム に より 、 攻 撃 栗 末 は 格 綴 
に 挫 作 し や すく な っ た が 、 謎 
の 部 分 が 多い サイ コ ・ フ レー 
ム は 封印 され て し まっ た 。 


ム マ ザー ファ ン ネ ル 


マザー・ フ ァ ン ネ ル が 途 信 を 
中 幼 す る こと で 、 チ ルド ・ フ ァ 
ン ネ ル の 到達 幼 器 を 挫 大 。 = チル ド ・ フ ァ ン ネル 


ネオ ・ サ イコ ミュ に 対応 し た 多 機能 攻撃 敵 末 。 先 問 の 
ピー ム 絶 と チェ ー ン ソー、 自 在 に 可動 する ロッ ド 部 分 か ら 
成る 。 クロ スポ ー ン ・ パ バンガー ド の MA ラフ レシ ア が 捕 電 。 
Lt 
フレ シア は 
た 


AE の ファ ン ネ ル ・ ミ サイ 
ル 、 ク グロ スポ ー ン ・ パ バンガー 
ド の テン タク ラー・ ロ ッ ド な ど 
が 用 人 ah た 


ET | 


ザン スカ ー ル 夫 還 で サイ コ a | 
生玉 50 二 共 理 次 末 が 舌 朋 | < さて エ ゴイ * 
用 化 。 リガ ・ ミ リティ ア は 騙 


全 用 の リア ピッ ト を 使用 。 | 
一 gm 


tm 


を 写り た と 八 潤 され る EE EE 


可動 埋 士 Z ガ ンダ ム 


攻撃 端末 の 


大 型 MS 特殊 MA の 攻撃 端末 搭載 数 


攻撃 端末 の 搭載 数 は 各 時 代 の 戦術 理 


攻撃 端末 を 搭載 する こ 
性 準 よ り 多数 の 攻撃 敵 
け て 高い 。 最多 の 例 は 、 MA 


機動 戦士 ガン 


WORLD BUIDE 


コー ディ ネイ ター 


Metamorphosis 


・ イ ラ の 人 頭 の 要 尾 | 


遺伝 子 調整 に よっ て 生ま れ た 
人 類 の 新た な 形態 


遺伝 子 調整 が な され て 生ま れ た 人 間 を 「 コ ー デ ィ 
ネイ ター」 と 呼 ※。 知力 ・ 運 動 能力 ・ 括 病 へ の 奈 性 ・ 
外見 ・ 技 術 分 野 の 才能 な ど 、 遺伝 子 調整 を 受け て 
いな い 人 間 = ナ チュ ラル と 比べ て 、 ほ と ん どの 面 で 
優れ て で い る 。 コー ディ ネイ ター か ら 生 まれ た 子供 も 優 
れ た 能力 や オ 能 を 受け 継い で お り 、 人 遺伝 子 調理 を 
受け て いな く て も コー ディ ネイ ター と 見 な され る (こう 
し た コー ディ ネイ ター は 第 2 世代 、 第 3 世代 と 呼ば れ 
る 。 遺伝 子 調整 の 末 、 ナチ ュ ラ ル の 両親 か ら 生 まれ 
た コー ディ ネイ ター は 第 1 世代 に 位置 付け られ る ) 

コー ディ ネイ ター の 能力 の 高き は 、 史 上 初 の コー 
ディ ネイ ター で ある ジョ ー ジ ・ グ レン の 実績 か ら も 明 ら 
か で ある 。 CE-16.04.01 に 誕生 し た ジョ ー ジ ・ グ レン 
は 効 少 の 頃 か ら 各 方 面 で 驚く べき 才能 を 開花 きせ 、 
17 歳 で MIT の 博士 課程 を 修 了 し た 。 さら に 、 フ ッ ト 
ポー ル の 花形 選手 、 空 軍 の エー スパ イロ ッ ト 、 オリ ン 
ピッ ク の 銀 メ ダ リス ト 、 木星 往 眉 船 計 画 の 設計 主任 、 
木 量 探 企 へ の 参加 、 天 科 弄 コロ ニー の 構想 発表 な 
ど 、 天才 の 域 すら 超越 し た 実績 を 残す に 下っ た 

コー ディ ネイ ター の 存在 が 明らか 
木 量 探 企 船 が 地球 隅 を 発 - 


クレ ン が 自身 の 秘 


木 量 陣 へ 旅立つ 直前 、 ジョ ー 
寂 と コー デア ィ ネ イタ ー の 油 法 を 公開 し た の で ある 。 こ 
の 事 伯 は 「 ジ と 呼ば れる 。 


当初 人類 へ の 遺伝 子 操作 は 一 切 杜 止 さ きれ て い 
ジョ ー ジ ・ グ レン の 実績 を 知れ ば 、 自 分 の 子 
た いと 考え る 親 が 出る の は 
当 釣 で あっ た 。 結果 、 秘 容 理 に 誕生 する コー ディ ネ 
イタ ー が 増加 。 きら に 『Eyidence01」 の 発見 と それ 
の 権 感 低 り 、 コ ー デ ィ ネ イタ ー 寛 容 
論 が 広まっ た こと も あっ て 30 か ら 第 1 次 コ 
ネイ ター プー ム が 到来 し た 。 こう し て 、 CE.45 の 時 点 
で 1.000 万 人 を 突破 し た コー ディ ネイ ター は 宇宙 開 
発 を は じ め と する 各 分 野 で 能力 を 発揮 し て いく 。 

し か し 、 ナ チュ ラル と の 能力 差 や 人 間 へ の 遺伝 
子 操作 に 剛 悪 感 を 持つ 人 々 の 台頭 は 、 ナチ ュ ラ ル と 
コー ディ ネイ ター の 皿 肉 を 生ん だ 。 自然 保護 団体 と し 
て 誕生 し た プル ー コ スモ ス と その 殖 同 者 に よる コー 
ディ ネイ ター 排 兵 や 暗殺 、 地 球速 合 と コー ディ ネイ ター 
国家 「 プ ラン ト 」 の 戦争 は その 代表 的 な 事例 で ある 。 

コー ディ ネイ ター その も の も 、 少 な か ら ぬ 問題 を 抱 
えて いた 。 遺伝 子 調整 され る 分 野 や 程度 は 規 の 意 
向 や 経済 状態 に よっ て 異な る た め 、 個 体 ご と の 能力 
差 が 大 きか っ た 。 極端 な 場合 、 美しい 外見 の み を 与 
えら れ 、 知 力 や 身体 能力 は ナチ ュ ラル と 同等 の コー 
ディ ネイ ター すら いる の で ある 。 また 、 請 まれ た 能力 や 
外見 を 得 ら れ な い 事 例 が 散見 され る うえ 、 先天 的 障 
害 を 持っ て 生ま れ た コー ディ ネイ ター も 存在 し て いる 。 

最も 大 き な 問題 と し て 指摘 きれ る の が 、 第 3 世代 
以降 の 出生 率 低下 で ある 。 この た め プ ラン ト で は 、 
子供 が で き に くい カッ プル の 結婚 に 制約 が 課せ られ 
て いる 


(フー コー・ デ ルカ ッ モ C.E.74) 
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コー ティ ネイ ター の 定義 - 
rs 


コー ディ ネイ ター と は 、 遺伝 子 に 調整 を 受け て 誕生 し た 人 
間 を 指す 。 いわ ゆる 「 デ ザイ ン ベ イ ビ ー」 で ある 。 知力 ・ 運 
動 能力 ・ 外 見 の 美しき ・ 芸 術 分 野 な ど 、 大 半 の 面 で 通常 の 
人 間 = ナ チュ ラル 以上 の 能力 を 示す ( 主 撃 され た 遺伝 子 に 
よっ て .、 得意 分 野 や 能力 の 高低 は 異な る )。 た 容 変 は 
通常 の 人 間 = ナ チュ ラル と 変わ ら ず 、 外 観 か ら コ ー デ ィ ネ イ 
ター と ナチ ュ ラル を 見 分 ける の は 困 苑 で ある 


ィ ネ イタ ー の 「 創 出 」 は 、 博 子 と 雛子 の 段 陸 、 ま た は 人 工 近 
精 し た 受精 卵 の 状 筐 で 遺伝 子 を 槍 作 する こと か ら 始ま る 。 遺伝 了 
を 旋 壁 され た 受 叉 族 は 母親 の 子宮 内 に 記さ れ 、 以後 は ナチ ュ ラル 
と 缶 じ 手順 で 成長 義生 する 。 親 が 紐 む 能力 や 外見 を 得 ら れる ( 押 
承 で きる ) よう に 條 伝 子 揉 作 され る が 、 生 身 の 殺 体内 で 成長 する た 
め 不 確定 要素 も 多い 。 結果 、 渡 産 し た り . 望ん だ 能力 や 外見 が 得 
られ な か っ た り 、 先天 的 挨 を 抱え て 生ま れ て きた りす る 例 も ある 。 


ディ ネイ ター が 勝っ て いる 。 局 伝 子 操作 の 結 
イネ イタ ー は 先天 的 に 知力 や 体力 に 優れ る うえ 
情 款 面 で も 比較 的 安定 し て いる の だ 。 し か し 、 前 送 の よう な 
第 3 世代 以降 の 出生 率 低 下 、 遺 伝 子 操作 に 関す る 倫理 
的 問題 と 能力 差 か ら 来 る ナチ ュ ラ ル と の 確執 な ど が 在 化 
し て お り 、 社会 的 に は 不利 な 部 分 も ある 。 


コー ディ ネイ ター だ か ら と いっ て 、 特徴 約 な 外見 も 
的 な 詳 生 軽 剛 


イネ イタ ー が コロ ニー 田 束 「 


て いる わけ で は な い 


生 で た 


ト 」 に 層 住 する 


丘 子 携 作 で 生ま れ た コー ディ ネイ ター は 、 第 1 香代 に 分 類 き 
れる 。 第 1 世代 の 両 疹 か ら 生ま れ た 者 は 、 適 伝 子 調整 を 受け 
も 町 の 能力 を 受け 皿 い で お り 、 筑 2 世代 コー 
る ( 背 1 世 代 同士 の 婚 編 に よる 綴 系 第 2 世代 コ 
CE.41 か ら 許 生 し 始め 能力 の 細 承 も この 時 に 判明 )。 簿 2 世 代 
の 両親 か ら 生ま れ た 者 は 希 3 世 代 コー ディ ネイ ター と な る が 、 半 2 世 
代 同 士 の 間 に 子 供 が 生ま れる 可能 性 ば 低く 、 問題 視 き れ て いる , 


ば れ 
ネイ ター は 


ディ ネイ ター の 世代 分 類 で は 
叶 伝 子 概 され た 個体 が 基点 = 
箇 選 代 と な る 。 薫 3 人 代 

出生 信条 決する 決定 
見 - ら ず 、 プラ ント 

幅 に 問 す る 皇 約 が 訟 けら れ た 


人 的 に し か 厩 生 し な い 第 1 世代 や 出生 症 が 低い 衝 3 世 伯 陸 


問題 か ら . 
> ん より 理 属 


ディ ネイ ター の 維 対 人 口 は 少な い , 一 毅 的 合 
だ が 人 間 の 域 を 押え る も の で は な く 、 表 早 や 増長 も する 、 


Coordinator 


学 匠 能力 理解 力 、 記憶 力 、 状況 判断 
カカ など 知 力 や 知性 に 優れ る 。 穴 知 理解 
行動 と いう 入出 力 サイ クル も 達 い 

MS や N ジ ャ マー と 

た 新 福 絢 の 開発 。 簡 
四 が な と も 作 電 行動 
に 支隊 を 生じ な い ザ フ 
OEM GCE. コ 
ディ ネイ ター の 知力 や 
銘 性 が 間 供 し で いる 


まあ 溢 体 カ や 運動 能力 、 筋 力 、 肉 人 9 な 
硝 引 さ . 療 条 へ の 耐性 . 反射 神経 な ど 
ジ カ ル 面 の あら 座る パラ メー ター が 高い 
相 負 埋 で も コー ティ 
イタ ー が ナチ ュ ラル を 
左側 。 ナチ ュ ラ ル で あ 
れ ば 価 を 藻 と す 過 上 
状況 で も コー ディ ネイ 
ター は 生き 残る 可能 性 


層 伝 子 操作 に よっ て 外見 的 な 「 美 し さ 」 
の 妊 得 や 、 演 奏 や 歌 中 を は じ め と する 基 
新 分 野 の 才能 を 三 え られ た 者 も いる 


握 3 世 代 コ ー デ ィ ネ イタ ー 以 後 、 出生 束 
が 大 きく 低下 し た 。 結果 、 コー ディ ネイ ター 
の 自然 増加 は 期待 で き な く な っ た 。 

出生 低下 を 受け 、 プ 
ラン ト で は 子供 が で き 
に くい カッ ブル の 結婚 
EMMM MS 
デュ ラン タル 織 邊 が 
人 と 崎 嫌 し な か っ た の 
は これ が 療 因 。 


コー ディ ネイ ター の メン タリ ティ は 比較 的 
安定 し て いる 。 だ が 、 ナ チュ ラル と の 決定 
的 工 は な く 。 六角 さ を 失 うこ と も 。 

ナチ ュ ラル 臣民 を 寺 
え 。 地理 を 壊 蘭 させ よ 
うと した / ペ ホリック ・ ザ 
村長 。 コー ディ ネイ 
ター で も 弁理 性 的 行 
動 を 取る と いう 代表 


生命 倫理 に 抵触 し か ね な い 害 生 経 崎 や 
人 為 的 に 大 えら れ た 能力 へ の 由 箱 な どか 
らち 、 ナチ ュ ラ ルカ か ら 油 視 さ れる こと も 多い 。 

半 伝 子 際 作 を 優れ 
臣 力 に 対す る 友里 は . 
(し 杜 会 釣 租 氷 と 者 え る 。 


ネイ ター が ナチ ュ ラル を 
見 下す こと も ある 。 


特殊 な コー ディ ネイ ター =。 


イネ イタ ー に 施さ れ た 遺伝 子 操作 (や 失 数 ) は 一 
律 で は な いた め 、 能 力 上 の 個体 差 は 大 きい 。 オー プ の た め 
に 育成 され た サハ ク 宣 の 状 子 ロン ド 姉 部 、 外見 だ け 道 
子 払 作 され た イラ イジ ャ ・ キ ー ル 、 先天 的 に 視覚 障害 が あぁ 
る リー カ ・ シ ェ ダ ー な ど が 特殊 な 例 と し て 知ら れる 


MORE INFO! 
コー ディ ネイ ター 以外 の 特殊 な 人 間 


生体 CPU (強化 人 間 

イタ 月 成 さ 7 
投 本 、 晴 神 朋 人 過 全 な 
を 上 回 る 戦 且 


機動 戦士 ガン ダム ZZ 


ダカール や ダブ リン で の 戦闘 
幅 争 の 主戦 場 で 戦い 抜い た 
隊 時 代 の も の )。4 機 の ガン タム タイ プ M 
成る ガン ダム ・ チ ー ム が 所 属し て いた 


た 1 舌 で ネオ ジオ ン の 中 枢 を 攻撃 し 続け る ネェ ル 
U.C0088 未 、 


3) を 地球 連邦 政府 か ら 衰 遮 さ 
サイ を 実効 支配 し つつ あっ た 


オン 共和 国 の 政庁 コロ ニー( コ ア 


の 昇進 の 背景 に は 、 彼 の 能力 た 
ザビ 家 の 血 統 と きれ る 出自 が 関係 し て い : 


し 、 小品 必 基地 アタクシ ズ を 占拠 、 ハ マー ン ・ カ ー ン と 
の 対決 姿勢 を 明らか 元々 グレ ミー が ハマ ー 
ン の 排除 を 商工 し て \ それ を 寂 
知 き れつ つ あ っ た こと 、 サ イド 3 の 反抗 勢力 排除 や 地 
球 連 邦 対 策 


Miustration by KOUHE! YONEYAMA Co by AKIKO SHIBATA “Special Effect by HIROFUMI YAGI(ASAHI PRODUCTION) 


2 | neD3 serD8n 


て の 不運 は 、 内 部 対立 の 表面 化 
は な い 。 再編 が 進み つつ あ - 球 連 邦 軍 
の 存在 、 そ し て コア 3 宙 域 に 入っ た ネェ ル ・ ア ー ガ マ 


ら が 招い た 内 了 戦 【 


機 に 立た され た の で ある 。 
(ギィ ・ メ イケ ル 
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Background by ENN WAKAMATSU (KUSANAGI 


ハマ ー ン は 、 グ レミ ー の 坂 意 と 反乱 準備 を 知り な が 
ら 厚 過 に ン の 真意 は 不明 だ 
死亡 し た 場合 、 ザ ビ 家 の 面 統 た る グ ト 
す ・ ジ オォ ン の 象 往 に 据え ふる つもり だ っ た と の 説 が ある 
当時 、 ハ マー ン が 擁し た ミネ パ は 影武者 だ っ 


較 コア 3 で の 戦闘 


1 月 10 日 、 グレ 
た が 、 決着 


園 アク シズ で の 戦闘 
則 力 を 再編 し た ハマ ー ン 軍 は 
を 攻略 する た め 傍 撃 を 
の 生 休 勢 


ガマ 失 対 任 季 を 受け た グ 
の ドッ キン グ を 受け て 、 キ ケロ 内 


gc 了 チ 掃 討 が 開始 され る 
キン グ は 強制 施 除 され 
試み て 失 酸 し た が 


地球 較 都 軍 と エ 
届 直 の 帆 え を 真 


サイ ド 3 軍 域 の 手前 で 


ゴ の 宇宙 臣 隊 は 
た 。 強化 人 間 


投 制 。 ハ マー ン 事 
ッ イプ 箇 歴 で 各 全 邊 する 抽 親 を 反っ た 


キン グ 作 業 と 同時 期 


7 オン 内 戦 の 本 格 化 


宣 の 戦隊 が 開始 され 
連邦 還 も 内 電 


PxAOgR 


| 本 客 化す る ネオ ・ ジ オン 内 音 


12 月 25 日 の 反乱 を 受け た ハマ ー ン は 討伐 の た め 強 
化 人 間 キ ャ ラ ・ ス ー ン の 艦隊 を 差し 向け た 。 この 時 、 グレ ミー 軍 は 
アク シズ を 右 搬 。 翌年 1 月 10 日 、 ハマ ー ン 宣 と グレ ミー 軍 の 時 
が 開始 され た が 
内 牙 を 究 多 し た 地球 連邦 軍 も サイ ド 3 近 倍 に 展開 

夫 の 刊 を 狙っ て か 介入 し な か っ た の 際 、 ネェ ルアー 
ミネ バ 請 提 を 草 較 し て コア 3 に 潜入 し た が 失 敗 、 擬 退 し た 


西 重 と も に 決定 打 を 欠き 決 革 は つか な か っ た 
いた が . 要 | 


双方 が 戦力 再 選 の た め に 林 過 し 一 呈 中 思 . 
ァ ズ が 呈 涼 し た 


に よる 質 重 基軸 を 決行 し 、 ハ マー 
か 洪 入 し た ガン ダム - チ ー ム と の 戦 上 
ー が 埋 死 最高 手記 の 埋 死 と 圭 力 の 提 耗 を 
は 、 事実 上 培 減 し た 。 それ で も アク 

コア 3 と 接 角 結果 、 コ ア 3t 
ン 軍 も 拠点 を 失っ た 。 1 月 18 日 の 


A 


保険 と し て の グレ ミー の 価値 は 大 きか 
反乱 の 機会 を 玲 い 続け た 末 、 虹 発する 形 に な っ 
た グレ ミー だ が 勝算 は あ - 内 戦 を 回 避 し ネオ ・ 
オン を 没 揚 する た め 、 ハ マー ン 晴 殺 を 試み た 。 だ 
嗜 尊 は 失敗 し 、 事態 は 最悪 の 方 向 へ と 動く 


MORE INFO! 
We サンテ 78.24 
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j ン ダム 掃討 作戦 「FALLEN ANGELS」 


性 能 的 優位 を 失っ た 
CB の 戦い 


西 礎 2308 年 、 ユ ニオ ンズ AEU 人 類 革新 連 夏 
国連 軍 は 、 ガ ンダ ム 掃 討 作 戦 「FALLEN 
S」 を 公表 し 、 実 施し た 。 私 設 武装 組織 ソレ 
ィング (以下 CB) の 壊 減 を 目的 と する 作戦 

は 、 宇 宙 で 行わ れ た プトレマイオス 
と 国連 軍 の 戦闘 を 解説 し て いる ) 

か つて 三 大 勢力 が 協同 し て 実施 し た 「 ガ ンダ ム 貞 
獲 作戦 」 と 異な り 、 ガ ンダ ム 掃 討 作戦 は 実施 を 世 
公表 し た 点 が 特殊 だ っ た 。 国連 軍 に は 勝算 が あっ 
た と い ? が 、 そ れ ま で 三 大 勢力 は CB に 苦戦 を 
強い られ 
「 ガ ンダ ム ] が 圧倒 的 に 高 性 能 だ っ た た 

当時 、 CB の 母 紙 プ ト レ マ イ オ 
ム は 4 機 で 、 ガ ンダ ム 南 獲 作戦 攻 損 か ら は CB モカ ン 
ド チ ー ム [トリ ニテ ィ 」 の ガン ダム 3 機 も 出現 し た ( 他 
に も CB の 支援 組織 フェ レシ ュ テ が 4 機 の ガン ダム を 
装備 し て いた と いう が 、GN ド ライ ヴ は 1 基 し か 持た な 


か っ た た め 、 複 数 の ガン ダム を 同時 運用 で き な か っ 
た )。 三 大 勢力 が 開発 し た 最新 型 MS で も 、 ガン ダム 
守 抗 する こと は 困難 で あり 、 無 悲 な 介入 行動 を 
行う トリ ニテ ィ は 特に 恐れ られ て いた 。 

し か し 、CB の 造反 者 アレ ハン ドロ ・ コ ー ナ ー 国 連 
大 使 が 、 ガ ンダ ム と 同等 の 性 能 を 持つ MS ジン クス を 
= 大 勢力 に 提供 し た こと で 事態 は 一 変 す る 。 ジン ク 
ス は トリ ニテ ィ の ガン ダム スロ ー ネ と 同系 列 の MS で あ 
り 、 動 カシ ステ ム と し て スロ ー ネ と 同じ GN ド ライ ヴ [T] 
( 医 叙 太陽 炉 ) を 搭載 し て いた 。 CB の ガン ダム の 
大 半 と 異な り 汎用 性 を 重視 し た 機体 で 、GN ド ライ ヴ ツ 
の 紗子 発生 量 は 有限 だ が 、 ガ ンダ ム と 互角 に 戦え る 
っ た 。 その ジン クス が 、 GN ドラ イヴ [T] と モッ ト 
で 30 機 も 三 大 勢力 に 提供 され た の だ 
クス の 流出 に より 、CB の 人 性能 上 の 優位 は 月 
れ た 。 当然 、 数 の 面 で も 不利 で あっ た 。 し か も 、 アレ 
ハン ドロ を 裏 か ら 操 っ て いた り リボ ポン ズ ・ ア ル マ ー ク が 、 
ガン ダム と 量子 型 演算 処理 シス テム “ヴェーダ” の リ 
ンク を 連 断 し た こと で 、 ガン ダム は ソフ トウ ェ ア 上 で の 
ディ ス ア ド バ ン も 負っ て し まっ た の で ある 
CB の 数 少な い 希望 は 、 ガ ンダ ム と の 合体 機能 を 
持つ 支援 機 GN ア ー ム ズ 、 そ し て オリ ジ ナ ル の GN ドラ 


|』 


The History of Warfare in AD 
西 面 の 戦史 解説 


ヴ の み で 使用 可能 な 「 ト ラン ザム シス テム 」 の 存在 
だ - トラ ン ザ ム は 時 間 制 限 が ある も の の 、 ガ ンダ 
ム の スペ ッ ク を 3 人 司 に 引き 上 げ る シス テム で 、 ト ラン ザ 
ム 中 の ガン ダム は ジン クス を 圧 便 で きた . 

て 決戦 の 構え を 取っ た CB と 、 字 伸 開 し 
た 国連 軍 が 衝突 し た 。 戦闘 は 音 烈 を 極め 、 国 連 軍 は 
投入 し た ジン クス の ほとん ど を 失っ た が 、CB も 戦闘 能 
力 を 失っ て 撤 過 。 作戦 は 国連 軍 の 勝利 に 終わ っ た .。 
(ジョ ン ・ ド ゥ & り リチャード ・ ロ ッ 幸生 時 期 不明 ) 
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Ft rae 


に 提供 し な MS。 GN ド ライ ヴ [T 


を 手直し 
ダム に 区 貢 
の 中 栖 を 舞っ た 


その 性 散 は CB の ガン 
PTTT'1 


titustration py TAKUYA IO 


MS 運用 理緒 : ガン ダム 掃 対 作戦 「FALLEN ANGELS 0| ed snd 


作 時 ERO 


国連 軍 が 立案 ・ 実 施し た ガン ダム 掃討 作戦 [FALLEN L1 の 資源 衛星 群 で 、CB と 国連 軍 が 交戦 。 エク シア を 欠 軍 の 後退 後 、GN ア ー マ ーTYPE-D が 2 艦 を 撃沈 する も 、 ガ 
ANGELS」 は 、CB の 撃破 を 目的 と し た 。 作戦 が 可能 に 。 いた CB は 、 キ ュ リオ ス と ヴァ ー チ ェ を 出撃 させ て 対応 。 国連 ”" ンダ ム マ イス ター は 未 帰 時 と 
な っ た 背景 に は 、 質 的 ・ 数 的 に ガン ダム を 撃破 可能 な MS 
GN ドラ イヴ [T] 搭載 機 ジン クス の 入手 が あっ た 。 ジン ク 
ス は . CB の 監視 者 で あり な が ら イ オリ ア 計画 の 乗っ 取り を 
目論ん だ アレ ハン ドロ ・ コ ー ナ ー が 提供 し た 


た (デュナメス は 帰 違 ) 


供 さ れ 、 作 越 が 実施 され た 


スロ ー ネ の 條 基 を 介入 、 ジン ク 
ス の 提供 は 、 すべ て アレ ハン ド 
日 の 衣 書 き に よる も の だ っ た 。 
だ が 、 ア レ ハ ン ドロ も リポ ンズ に 
栓 られ て いた に 通 ぎ な い 、 


< の S に 
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Musration by TOKIKO YUZAWA (Twin Bet) 


両 勢力 と も に 、 MS は GN ドラ イヴ 搭載 機 の み を 投入 し た 。 


RE 第 2 次 攻撃 


| ja EE EO | 投入 し た 26 機 の MS の うち 15 機 、3 入 の 投入 乱 の うち 2 第 2 次 攻撃 を 実施 。 戦 闘志 減 戦 と な がり. 投入 兵 疾 の 大 半 


隻 を 失っ た 国連 軍 だ が 、 MA アル ヴァ トー レ の 補給 を 受け て が 未 帰 暫 と な っ た 。 CB は 壊 減 的 な 打撃 を 被り 、 敗北 し た 


箇 目的 

CB を 理工 させ る こと で . CB の 

「 テ ロ 行 為 W 箇 止 す る こと が (e コ 
目的 。 アレ ハン ドロ は CB の 提 で 
除 に より 、 イ オリ ア 計画 の 間 で 

を 細っ て いた 。 CONN 


硬 装備 
入手 し な ジン クス の うち 、26 林 
投入 。 他 に も アレ ハン ドロ の 
MA アル ヴー レ 、 グラ ハム ~ 
エー カー の ユニ オン フラ ッ グ か 
EE 


GNX-603T ジン クス 
GN ド ライ ヴ [T] 休載 MS。 ガン ダム に 
医 前 する 遇 負 能 を 持つ 。 


Wm SS 


久利 と 同 ク ラス の 性 能 を a 
考 か し 、 ガ ンダ ム 才 機 を 分 困 し 
1 に Q 
ーー asm の: > * う 
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Huswaton by TOKIKO YUZAWA (Twin Bel 


戦闘 の 結果 と 世界 へ の 影 


CB の 壊 華 、 ア レ ハ ンド ロ の 死に よ 
勢力 の 対立 構造 が 復活 す 
る か に 思わ れ た が 、 国連 で の 協力 体 


でも し 


還 装備 
4 倫 の ガン ダム と 2 機 の GN アー ム 


画 作 理 の 成否 画 作戦 で の 袖 害 DI) 
CB と ガン ダム の 旅 除 に より 、 投入 兵 苦 の うち 、 無事 
男 連 ま は 日 的 を 必 成 し た 。 以 の は 放 二 の み 。 機 兵 導 は 


ズ を 投入 。 プトレマイオス も 直義 し て 制 は 維持 。 作 欄 、 国 連 は 武力 
CR FAG 2 Et の Fe  / ペ ンダ い 
で - 負 少な い 優性 と なっ た 。 9 の 05 り 、 ア ルプ ァ トー レ で 参 し た ま を さい 

か アレ ハン ボロ も 内 死 し た の 走 に は 、 ヴ ェ ー ダ を 掌握 し 、 イ オリ 4 し 2 

ア 計 画 を 乗っ 取っ た リポ ンズ の 姿 が 

GN.OO1+GNR.OO1E A 
GN アー マーTYPEE ww 
ダム エク シア と ON アー ム XTYPEE の 人 | CO | 
LE 画 作 理 の 成 知 回 作 能 で の 被害 
下村 うた の 。 次 本寺 渡せ た も の の 、 3 畑 の ガン ダム ゲ 電 選 と な っ hg 
侍 を 利用 し て プ ト レ マ イ オ ズ CB も 埋 カ の 大 ギ を 間 失 し て た うえ 中 押 プトレマイオス も 捧 


ヴェ ー ダ の 生 休 区 地 「 イ ノ 


を 壇 短 し な が ら 、 相 部 隊 の 分 
本 を 握っ た 。 ガン ダム 各 禁 の 
尊 化 も 行っ た 。 


お り . 目的 は 事実 上 祭 成 で き = われ た 。 プ トレ マイ オス に 挫 っ て 
な か っ た 。 尼 、 電 両 剖 の = いた クル ー は 、 脱出 で きた の は 
た め の 潮 伏 笑 動 に 入っ た 3 名 の み だ っ た 


wm-es ィ rums 78.26 


機動 戦士 ガン ダム ZZ 


[z ] neD3 ser15n 


アフ リカ の 旧 公 国軍 残党 と 民族 系 ゲリラ 店 


を 遂行 する 
U.C0096 に は 


5 か 、 補給 を 受 
よう な 新興 の 友軍 


x も あっ た が 


カー クス 際 カ 


U.C0098 スィ イー ダ ・T・ タ ビル 


に 起因 す 


地球 


欧米 主導 の 旧 国 際 連 


関連 ファ イル 


5 組織 は 
体制 の 打 全 


宇宙 世紀 ガイ ド 


カゲ リラ は 反 運 孝 に 加え 
排 記 を 候 っ て いた が 、 ゲリラ 同士 が 反目 し 合う ケー ス 


代表 的 な 反 連 邦 勢 力 と 活動 範囲 


ジオ ン 公 国軍 残党 や アフ リカ ゲリラ を 含め 、 ア フリ カ に は 多 に 降下 し 度 、 オ デ ッ サ 戦 の 連邦 成立 以前 か ら 、 民族 主 義 を 斉 量 と する 反 欧 所 連 を 土 
数 の 反 連 孝 勢 力 が 活動 し て いる 。 活動 細 囲 は 勢力 に よっ て 後 の 衝 明 部 隊 な ど * て いる 。 装備 は 公 | S が は と し た 多 句 の ゲリラ 組織 が 存在 。 その 後 、 そ れ ら の 組織 を 製 合 す 
異な っ て お り 、 ジ オン 公国 軍 残 党 は アフ リカ 中 部 以 南 、 ア フ と ん ど だ が 、 ネオ ・ ジ オン か ら 計 備 を 提供 され る フリ カ 解 放 埋 株 が 誕生 し た 
リカ ゲリラ は 大 陸 北 部 の サハ ラ 砂 沿 周 辺 で 活動 し て いた 。 こ 
れ は 、 ジ オン 公国 還 残 党 は 南 施 に 落ち 延び た 部 際 が その ま 
まま 潮 伏 し た こと 、 ア フリ カゲ リラ は 攻撃 対象 と する 大 睦 北 部 に 
『 フ ラン ク 」 が 多かっ た た め と 思わ れる 。 な お 、 地中海 沿岸 部 
や ダカール 近傍 の アフ リカ 西岸 部 は 連邦 軍 の 車 事 基地 が 

当 談 地域 で の 活動 は 


カ 寺 立 暫 妹 」 と も 言わ か 


本 を 舞 点 と し て いた ジオ 


ジオ ン 公 周 錠 や ネオ ・ ジ オ リカ 二 東 部 入村 する ダイ ヤ 
re 


歴史 
ワ フォー カス 
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サバ イ バ ル 
イレ ブン ③ 


SURVIVAL ELEVEN ③ 
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デビ ル ガ ン ダム の 貼 現 と 
シン ジュ クシ ティ ー の 激 園 


細胞 (以下 DG 細胞 


し た MF や 人 間 を 発 只 


に 堪 減 状態 と な 


の 師匠 で 
候補 の 系 頭 


て 地球 の 惨 4 


地球 理生 


) 用 要衝 
必要 


関連 ファ イル 


歴史 フォ ー カ ス : サ バイ バル イレ ブン さき 


AU PRODUCTION 
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スタ ー・ ア ジア の 叶 明 を 、 最も 早い 時 期 に 具 知 と 、 7 うっ て 披 ら を 覆い 、 紋章 を 継承 させ た 

し た と 思わ れる の が シャ ッ フ ル 同 蝶 ル 同 関 と 入れ 替わる よう に 出現 | バ 

ー スタ ー と 共闘 し た 4 人 の シャ ッ フル 同書 は ルツ ・ プ ルー ダー は 、 以後 、 ド モン た ち を 支援 し て い 
の 行動 を 夏 止 す いた 正体 は 、 ド モン の 5 分身 と 


の 維 承 者 た もち が DG 細 胞 に 侵さ # し て 作り 上 げた DG 細胞 製 7 


園 シャ ッ フ ル 同 詳 、 GF を 教 出 画 ドモ ン 、 ギア ナ 高 地 へ 
シュ パル ツン の 電 告 を 無視 し た ドモ ン は 、 単 身 で マス 
の 師 宣 を 実 育 。 し か し 、 デ ス ア 分隊 の 
そ 著 沈 で 衝 機 に 移る 。 シュ バル に 和 助 けら れ た ド 
| マス ター ガン 5 こと ) — だ っ 館 上 、 フ ァ イ ト を 技 む が 反り 
だ に を 周 復活 し た デビ ル ガ ン ダム に 。 族 技 、 再 び デ 受 
た ー パ ー モ ー 疲 活 を 達 げた デビ ル ガ ン ダム は 、 志 較 り た ドモ ン は スー パー モー ド を 発動 させ る と これ を 抽 
K を 用 壊さ せる と 地上 に 出現 。 回 仙 屋 。 その 後 、 任意 で スー パー モー ド を 発動 させ る 必 
し た 4 人 の ファ イタ ー は マス ター と の た ホモ ン は 、 ギア ナ 高 地 へ と 向かっ 
A 皿 胃 で 行夫 不能 と な っ た が . 突出 
DG 押上 現し た シュ パル ツ の 堆 カ で ドモ ン は 
ヤヤ 。 し か し 、 ドモ ン は 画 シン ジュ クシ テ 
圧倒 を ロ シン ジュ クシ ティ ー で の 再会 
と semeret デビ ro 議 シン ン Go レ ピン 
全 后 助け る 納 貞 と な 折 眉 。 そこ で 合 匠 の マス ター・ ア ジ 
ア と 再会 し た ドモ ン は 、 徐 ら と 共に 行動 


ドモ ジン は 、 ガン ダム ロー ズ 、 そし て 反 る 3 禁 
の ガン ダム と も 交 埋 。 同じ 頃 。 レ イン は シ 
ンジ ュ ク シテ ィ ー の 地下 で 、OG 幼 朋 の か 
プ セ ル を 発見 、 マス ター の 晴 座 を 知っ た 。 
マス ター は ドモ ン を 洗 施し よう と する が 、 レ 
イン と シャ ッ フル 同 是 の 介入 で 洛 選 し た 。 


DG 奏 自 に 健 食 きれ た 
衝突 し 、 0 

ター を 師 

G 細 移 の 地 本 カプ セ 
1 


が イー ツイ シー ら は デビ ル ガ ン ダム に 池 編 る ト そ 
を 机 潤 。 マス ター ガン ダム は 圧 側 的 な 商 性 九 購 で あっ た 


の 未熟 き を 指摘 する り 
ー 分 隊 の 各 で 危機 に 


互角 の 雪 魚 を 訂 開 ド 


]) 79.18 


機動 武闘 伝 G ガ ンダ ム 


和音 DG 細 胞 


MS Technology in FC 
未来 世紀 の MS の 技術 


: 大 理論 機能 を 持つ 
ナノ テク ノロ ジー の 産物 


DG 細胞 が 単体 で 機能 する 


Do 細 有 ) 集 ま 


DG 細 胞 を 統 
分 裂 し た DG 細 


)G 細 
自動 的 に 修復 する 機能 で 
DGG 細胞 に 侵 】 


潜伏 期間 を 経て 
細胞 の DG 細 脆 化 


上 まわ っ た 状態 で 


る 存在 


GG 細 爵 


ne03 se 13n 


イル を 無尽 蔵 に 発射 可能 
が 自己 進化 の 合 と し て 知 
機能 は 、 い 征 命 力 
性 を アビ ル ガ ン 
用 、 より 発揮 
DG 細胞 の 機能 は 地球 再生 用 
だ が 、 地 球 テ 
巣 、 人 類 抹殺 


物 は 


関連 ファ イル 


DG 細胞 に 感染 し た 生物 


ネオ ジャ パン の ライ ゾウ ・ カ が F.C.60、 地 球 に 落下 し た デビ ル ガ ン ダム 圧 験 用 の ス を 
地球 再生 用 に 開発 し た DG 超 胞 は 、 ナ ノ は 、 無 数 の 人 間 に DG 細 区 を 感染 さ ee 


ガン ダム が 人 類 抹殺 を 目指 
目的 達成 の た め の 手 暫 を 必要 と 
し た こと か ら 感 染 者 が 増加 し た よう だ 


技術 を 畔 使 し た 極小 金属 体 で ある 、 い 
「 全 属 の 一 種 】 と 説明 され る が 、 分 串 や 増 
殖 、 有 機 物 ・ 無 機 物 と の 融合 が 可能 


TI 
の 同 生 を 突 か れ て 
DG 可 を 桶 柄 
れ た 者 が か 


中 再 生 、 人 畑 
笠 ど ) で 決ま る 


で T ロ ッ ト G 
れ た 兵士 。 完全 に DG 
| に 健 食 され 、 人 の 
心 は 失わ れ て いる 。 多 
数 の 人 間 が 強制 8 
ピ 兵 に され た 


ある 。 生体 組織 と 台 合 す 
る 場合 、DG 細 胞 の 全 司 細 


体 が 伸張 し て 者 機体 と 靖 ザ 友 胡 中 の OG 細 用. が 培 する 
みみ 合う の 機 式 図 。 性 部 分 が 伸 大 分 宙 


DG 細 府 は ダ ハ ー ル 
ムハマド の 死体 を 募 生 = 
させ た こと が ある 。 また 


格 を 移植 し た DG 組 胞 


婁 アン ドロ イド だ っ た 。 


騙 が DG 経 胞 に 綾 ま れる 
と 既存 の 手 
可 態 となり. 
完全 に デビ ルカ 
支配 に 


DG 細 胞 系 の 兵器 


DG 細 胞 機 の オリ ジ ナル と 呼べ る の は デ 
ビル ガン ダム だ け だ が 、 地 球 落 下 後に DG 


生き 


ゆめ と する 特 珠 陰 
| 三 大 理論 機能 。 人 ーーー- ーーー ーー 加給 の 分 右 や 感染 が 行わ れ た 結果 、 多 数 を 持つ 。 枚 者 
大 理 内 欄 の DG 細胞 系 兵器 が 生ま れ た 。 MF を 原型 ーー 
DG 細胞 に は 、 自己 再生 、 自己 増殖 自 0G 炉 用 の 場 と する 機体 は 、 特に 高 性 能 と な っ た 馬 務 6 移 他 し た 
誤差 化 の 
物 の よう な 再生 や 増殖 、 進 化 を 全 自動 で 行 
と が で きる の で ある 。 生体 ユニ ッ ト に 女 3 
性 を 用 いた 場合 能力 は さら に 高まる ーー 茂 し た 機体 で 、 本来 DG 給 用 に 保 食 され た 結果 、 訂 を 太め 


DG 細 四 の 集 ? 
令 才 と し て 機 | 


た MF。 4 機 カ 


DG 細 附 で 貸 成 さ 
ガン ダム や \DG 組 用 に 休 人 
を 気 けた 無 、 急 達 に 條 奏する 機 
畑 部 - 殺 館 ク ラス の 提 借 な ら 、 暫時 に 
修 憧 ・ 再 生 で きる 。 DG 細 胞 


に 再生 ド D 
長い 机 生 期間 ザ 必 要 yj 


させ る 機能 。 DG 細 自体 


も 行わ れる ィ ー6 DG 細胞 に 保 食 さ 3 誠人 
の っ 、 自 己 再 生態 力 の ょ 1 する 撤 珠 
に 上 な ど が な され た 装 展 と 無尽 惑 に も 型 える 


9 


DG 細 聡 の 複 


の 根 能 を 拭 張 ・ 変 


更 す る 機 紅 - 自然 の 選 応 、 款 詩経 
性 を 靖 ま えた 強 当 す る 。 生物 
の 送 化 と 股 補 全体 そ の も 
の が 「 拓 の 形 馬 変 化 を 起こ テヒ 


ビル ガン ダム が 自己 進化 の 一 例 。 楠 舌 こそ 名 人 


サー フィ ズ 


7920 


機動 戦士 V ガ ンダ ム 


還 記 
イド 


ザン スカ ー ル 戦争 


宅 全 能 国 時 代 に 起こ っ た 
ず すず 出湯 INYTM( に 中 こつ だ 


HL で 


アメ リア ) に 成立 し た ザン ス . 
10 に 欧州 東 


非 マリ ア 主義 勢力 (特に 地 
) 無 人 化 を 目指 
や り ガ ・ ミ リ テ 
が ら 継 続 し 

地球 」 


は 主戦 場 
8 月 後 の UCO153062 
帝国 首 簡 部 が 壊滅 し た 
形式 ト 、 ザ ンス カー ル 戦 争 は 
カー ル 憲 国 の 聞 で 行わ れ た 香 争 で 
束 連 邦 政府 と 地球 連邦 軍 は 統一 的 な 対 4 
か っ 7 カー ル 帝 国軍 ベス パ に 対抗 し た 
地球 の 有志 や 民間 組織 の り が ・ ミ リティ 7 
地球 連邦 と ザン 帝 図 の 全面 戦争 
国 も サイ ド 2 全 城 を 


ず 統一 戦争 と 対地 球 戦 


開戦 か ら 境 


の 起 関 で ザン ス 


x カー 


7921 


。 さき 


War and Conlict in U.C. 


し て 進め る な ど 特 珠 な 状況 に 置か れ て いた 
) に ザン スカ ー ル 隊 争 の 様相 は 複 堆 だ っ 
* あ る, 


の ょ 
た 。 その 脊 景 に は 当時 の 時 代 状 8 
U.C.0123 の コス モ ・ バ パ バビ ロニ アァ 建国 埋 争 勃発 時 、 
地球 連 府 は 有効 な 対策 を 打ち 出せ な か っ た 
地球 連 莉 の 危機 管理 能力 ロ 


群 は 、 地 球 連 邦 還 
お ける 月 面 胃 隊 投 入 を 求 だ が 、 地 球 連 損 政府 
が 要請 寿 は 自 邊 を 名 目 に 


地球 較 昨 政府 
は 自治 権 要求 


軍平 力 を 増強 
果 、 


め た (v 
E 義 の 浸 


ギ 宙 の 況 + だ 
結果 、 リ ー ダ ー シ ッ プ を 取る 者 カ 
財 に 「 字 市 戦 岡 時 代 」 が 到来 


武力 衝突 


ザン スカ ー 


る 、 新 た な 時 


ル 益 国 は 、 


この よう な 時 代償 
サイ ド 2 す ら 統 
ご が 、 宇 宙 了 固 時代 の 況 乱 
る 大 規 横 宴 事 行動 を 可能 と 
林寺 箇 半 と の 協力 関係 も 献 し た 

地球 連 


UC0153) 


関連 ファ イル 


ル 間 還 


戦争 を 可能 と し た Fe 
a ンス カー ル 戦 争 は 、 ザ ンス カー ル 帝 国 が 地球 に 侵攻 
ザン スカ ー ル 帝国 の 内 情 する 形 で 始ま っ た の rt 
式 で ある 。 だ が 、 地 球 連 邦 政府 と 地球 連邦 軍 は 対処 に 乗 
ー ル 帝国 が 、 字 条 か ら 地 球 に 及ぶ 戦争 tcp ghee 
を 実施 て は 、 い くつ か 理由 が ある 連 孝 軍 の 一 部 と 連 換 し 、 ザンスカール 帝国 に 抵 
木星 船団 と の 協力 図 係 恒 築 、 サ イ 留 の 地球 
連 才 軍 駐 留 部 隊 と サナ リィ の サイ ド 2 支 部 の 接収 は 、 
ザン スカ ー ル 帝国 の 軍事 力 の 拡 交 に 貢献 し た 。 こ 
れ が ザン スカ ー ル 帝 還 の 軍事 的 アド バン テー ジ の 根 
郊 で あり 、 開戦 を 決意 し た 一 因 で あぁ - 
国内 政治 的 な 理由 と し て は 、 ザ ンス カー ル 帝 国 の 
宗教 国家 的 性 格 と 恐怖 政治 が 汰 げ ら れる 。 ザン ス 
カー ル 和 普 較 の 国家 思想 で ある マリ ア 主 義 は 、 女 
を 教祖 と する 宗教 的 思想 で 
押し て も いた (女王 が 起こ す 目的 と 戦略 ・ 戦 術 


きせ これ に ガチ 党 の 武 


断 的 性 憶 と 悪 怖 政 治 が 加わ る こと で 、 戦 争 の 正当 = ザンスカール 時 争 は 、 ザ ンス カー ル 帝 国 が 横 李 的 な 奄 較 を 
も っ て 始め た 紙 争 で 、 地 球 連 邦 を は じ め と する 非 マリ ア 主 義 


し と 国民 を か 3 国民 の 多く 
生生 し た 。 人 際 国民 の 多く は の 放 際 を 目 拓 し て いた 。 リガ ・ ミ リティ ア と 地球 郊 重 の 

> 3 一 節 は その 陣 止 を 狙っ た が 、 地球 運 才 政府 と 軍 の 大 半 は 無 
急 無 策 だ っ た 。 コロ ニー 間 の 利益 調整 機 た 地球 連 
邦 庄 会 も 、 戦争 の 竹林 


MORE INFO! 
ザン スカ ー ル 戦争 期 


8 ベス バ の 機動 兵 養 


内 を 


准 国 大 
球 軍 孝 政 府 や 軍 、 企業 


TTYTIETTTHTT 
も 目的 


2M.SOBG Yt ERE EDL Wo た 


ooo 地球 軍 邦 一 一 千沙 方 針 
CLE 
政府 8 匠 連邦 定 は 、 ザン スカ ー ル 和 争 に 対し て 地球 達者 政府 ・ 軍 終 体 と 
方 針 を 持た ず 、 横 休 的 意思 を 示 た 。 リガ ・ ミ リ な か っ た が . 現 場 レベ ル や 部 麻 単 位 で 色 自 の 行動 を 記 っ た 。 軽 
憎 力 する 勢力 も 存在 し た が . 一 部 に 過ぎ な か っ た 局 の 進 属 に 伴い 、 リガ ・ ミ リティ ア と 共 器 する 事 隊 も 堪 70 し た 


et +23 79.22 


欧州 の 戦い 


特 珠 部 衣 イ 


UCO153.04。 替 別 区 ウツ 
が ベス パ に 電流 され た 
方 - ミ り ティ ア と の 半生 


グー ン 十 圧 


U.C.0152.10. 


テイ ア の 個 
補 工 増発 見 され た 
リティ ア は 簡 退 間 
納 。 李 計 寺 の オイ 
CT) 


: ラ ク 2 本 


※ し て 戦力 を 畑 伯 
ロナ き 経 山 し て 


る 価 理 協定 給 結 マー ee 


Bi tk 


① ァ ンダ ー フ ッ フ の 章 


5 高 高度 か ら の 攻撃 
地 王 昌代 を 選 め る リガ 


② 地 束 フ リー ン 作 凌 郊 

地味 ク リー ン 人 埋 を 開 錠 し た 

x セコ か ら 上 睦 。 り が 
FT 


軌道 上 か ら ア メリ アヘ 


皇 宏 に 所 


| 
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ンプ 


ーー 


サイ ド る 2 


エン ジェ ル ・ 
ハイ ロ ゥ 


⑥ 大 気 園 突入 戦 


3 タシロ 大 佐 の 反乱 


る アメ リア 画 域 の 戦闘 
n MS 部 
人. カイ 
に よる 介 生 人 も 草 
た ザ 朱 條 し . 埋 域 から 次 


④ マ ケド ニア 捕 囚 
あ ・ ミ リティ ア の 中 柏 
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低 四 道 会 戦 と 
地球 に 降り た アー クエ ンジ ェ ル 


開戦 か ら お よそ 1 年 が 経過 し た C.E.7102.13、 デ ュ 
ェ イ ン ・ ハ ル バ パー トン 提 稚 (准将 ) 指揮 の 地球 連合 
族 と ザフト の クル ー や 地球 の 低 軌道 
上 で これ が 「 低 軌道 会 戦 」 で ある 

低 軌道 会 昔 に お ける 第 8 幡 1 的 は 、 地 球 連 
合 軍 唯一 の 本 格 的 MS 運用 越 だ っ た 強 机 機動 特 
導 艦 アー クエ ンジ ェ ル と 「G IGAT-X105 ス 
トラ イク を 地球 の ク 
隊 の 目的 は アー クエ ンジ ェ 
ンジ ェ ル の 地球 降下 は 、 


思 に よる も の だ 


ァ ー ク エ 


局 の 意 


前 線 の 
くい 1 
ェ ル と ス 


ド 力 MS 


トラ イク (の 運用 デー タ と 、 
の 開発 ) が 今後 の 地球 連 
こ で ハル パー トン 提 償 は 、 


JOSHLA が 置か れ た アラ スカ 基地 へ と 、 


Mustration by KENTAROU AZ 


BATTLE of LOW ORBIT 
C.E.71 


う クエ ンジ 


種 と 言え た 

ル を 追撃 し て v 
り 、 戦術 限 に 優れ 
に 驚き を 隠せ な か 
も 、 第 8 組 隊 と の 合流 
作戦 内 容 は 完 
8 散 隊 は 旗 罰 メ ネ ラ オス を 合 む 岐 紙 群 
、 替 了 戦力 も 大 きか っ た 

第 8 編隊 は 不利 な 状況 に 置か れ て い 
力 を 増強 し た クル ー ゼ 隊 は 14 機 も の MS を 挫 
次 取 し た G で 
ト 、 字 宙 胃 


る 第 8 艦隊 は 数 に 
地 隷 降 


た の だ 

ェ ル を 護衛 する 第 
クルーゼ 隊 
る クル ー ゼ 際 が 


クエ ンジ ェ ル の 撃 ? 
た 。 兵器 と 将兵 の 質 
有利 に 進め た 


ァ ー ク エン ジ 


ェ ル が 想 


Color by CHNEKO UCHIYAMA 


Speciai Efect by AKIK 


) YAMAKAWA (ASAHI PHODUCT 


と 誠 下 し た 
ビ 隊 と の 由 闘 で 第 8 艦隊 は 壊 誠 し 
ン 提 師 も 戦死 i 
イク を 回 収 


定 よ り 早 く 大 気 問 突入 を 開始 し た こと な どか ら 、 アー 
ェ ル は 地球 


Backeyound by ATELIER MUSA 


ーー ドーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


第 8 濾 隊 と の 合流 時 、 ア ー ク エン ジ 
て いた ヘリ オ ポ リ ス の 人 避難 民 は 退 胃 
球 に 降下 する こと と な っ た 。 人 手 不足 か ら 7 
ジェ ル の 隆 時 乗 加 員 と し て 軍 務 ご 
た ち (サイ ・ ア ー ガ イル 、 ミ リア リア 


隊 
られ た 。 だ が 、 枝 ら の 友人 
少年 少女 た t 
を 任 さ れ た キラ 


第 8 区 隊 の 防 箇 株 を 容 太 アー クエ ンジ ェ ル 、 
『、 ア ー ク アフ リカ に 降下 

大 所 突入 時 の 電 較 で 、 自力 で の 介 胡 が 

田部 と な っ た スト ライ ク を 回 彼 す る た め 、 ア ー 

クエ ング ジェ ル は 進路 を 次 更 。 ク の 回 収 

に は 成功 し な が 、 ア ー ク エン ジェ ル は アフ リカ 

に 攻 下 、 ザフト の バル ト フェ ル ド 苑 と ゲリラ 組 閉 

明け の 砂 沿 」 に 発見 され た 。 また 。 ク ルー ゼ ぜ 

本 の デュ エル と パス ター も 地球 へ と 姓 下 し ょ ーー 


ガ モ フ 隊 の 追撃 


ゼ 層 の 生 組 ヴェ サリ ウ の 
き 流 し の た め に 後退 。 アー クエ > の 追尾 を 継続 し て いた ク 

7 は 、 拓 8 艦 冬 と 合流 する 前 に アー クエ 
決定 し た 。 合流 まで の 時 
は 3 林 の G で 鞭 流 を 掛け 


MORE INFO! 
ハル バー トン 提 償 の 業績 


DE: 


の 錦 に 劣る 部 8 
共 備 を 世 


| り 強 く 抗戦 を 続け 、 大 
を 守っ た 。 第 B 貼 隊 の 人 


状況 
より 早く 降下 を 開始 
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C.E. の MA 


MS に 追い や られ な が ら も 
新た な 形 で 復活 し た MA 


MS 以外 の 非 人 型 機動 兵器 が 「 モ ビル アー マー 
と 呼ば れる 。 一 般 的 に は MA と 貼 さ れる 
リー ズ が 最初 期末 で 、 
で 長らく 運用 きれ た 。 CE71 頃 
まで の MA は 、 宇宙 戦闘 機 や 空間 用 重機 の 発展 弄 
と 呼べ る も の で あっ た (全長 10 数 m 級 の 機体 が 多 
い )。 有線 式 適 隔 操作 兵 装 「 ガ ン バ レル 」 を 搭載 し 
た TSLMA2mod.00 メビウス ゼロ 、 様 々 な と 搭 
載 可 能 な TS-MA2 メビウス 、 多種 多様 な 空間 作業 
応 する MAW-01 ミス トラ ル な ど が 旋 当 する 

旧 プ ラン ト 理事 国 の 宇宙 軍 ) 地 球 連 合 軍 
に 配備 され 、 高 度 な 性 能 を 示し た MA だ に な 
兵 頃 カテ ゴリ ー の 出現 で 劣勢 ( 
が MS で 、MIA 以 上 の 性 能 を 有する 新兵 器 で あ - 

ザフト が 開発 し た MS は 、MA を 疲 粉 する 戦闘 能 
力 を 持ち 、 ザ フト の 主力 MS で ある ZGMF-1017 ジン 
と 地球 連合 軍 の 主力 MA メビウス の 戦力 比 は 1 : 3 一 


MS 運用 理 議 


MS Development History in C.E 
コズミック フ ・ イ ラ の MS 開発 史 


5 に 達し た 。 大 気 圏内 外 で の 連用 能力 、 五 本 指 マニ 
ピュ レー ター に よる 高度 な 作業 性 能 や 多用 途 性 も 持 
つ MS に より 、MA の 修 位 性 は 失わ れ た 。 MI 

MS と 比べ て 低 コ スト 、 コー ディ ネイ ター 専用 だ - 
時 の MS と 上 異なり ナチ ュ ラ ル で も 挫 終 可能 と い : 
は あっ た が 、MS よ り 「 員 い 」 点 は 如何 と も し 刺 か - 
の MA は ザフト の MS に 太刀 打ち 
対す る MA の 劣 位 は 、 CE6 
ント 理事 国 と プラ ント の 小 規模 戦 、CE70. 
£ ント の 戦争 で 証明 され 、 地 


成功 し た (後に 
ど で も 採用 )。 可 


ザフト の セカ ンド ステ ー 
変 MS の MA 形態 は 、MS 上 の 機動 性 や 火力 
を 与え られ る 例 が 多く 、 キキ 機動 戦 で 川 いら れ た . 

も う ひ と つが 大 型 ・ 高 性 能 の M 
格 が な く 、 サ イズ 上 の 制約 も 少な い M 
の 弥 宮 が 少な いと いう 利点 が 見 出さ きれ た 


大 電化 


E の MA 


En neD3 lil 


は 高 性 能 化 に 直結 する うえ 、 MS で は 指 載 困 多 な 実 
験 的 装備 の 搭載 を 容易 と し た 。 こ れ を 受け て 、 陽 電 
了 チリ フレ クタ ー を 装備 し 0 超級 MA の YMAF 
X6BD ザム ザ ザ ー、 ニ ュー トロ ンジ ャ マー キャ ン セ 
ラー で そ 無線 式 吉山 操 作 兵 装 「 ド ラグ ー ン 」 な ど を 備え 
る TSN-MA717/ZD ベル グラ ン デ 等 が 開発 され た 
今後 MA が 主力 兵器 の 座 に 返り 喘 く 可能 性 は 低 
い が 、 特殊 機 と し て 開発 は 続け られ て いく だ ろう . 
(カイ ム ・ ア ッ パ CE.75) 
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Mustration by FUNBOLT 


MA の 定義 


非 人 型 の 机 動 兵 准 が MA に 分 類 され る が 、 明 確 な 基準 
は 存在 し な い 。 人 型 で 統一 され た MS と 異な り 特定 の シル 
エッ ト を 持た ず 、 装 甲 化 され た 宇宙 戦闘 機 、 マ ニ ビ ピュ レー 
ター を 持つ 機動 重機 と いっ 見 の 機体 が 多い 


皇 軍 用 半鐘 兵部 と し て 革 生 し た MA は 旧来 兵 益 の 軍 失 的 和民 生 に あ た 
る ュ レー ター や オプション に より 台 竹 作業 に 生 所 し た 析 体 も ある 。 


CE.35 に 最初 の シリ ー ズ が 公表 され た MA は 、 30 数 年 
に 頁 っ て 宇宙 用 主力 兵器 と し て 君 氏 し た 。 より 強力 な MS 
が 益 及 する と MA は 主力 兵 状 の 座 を 倖 り た が 、C.E.73 頃 
か ら 大 型 ・ 高 性 能 な 新 憧 MA が 少数 な が ら 配 備 さ れ た 。 


CE.35 の 公表 以降 、 
し ば 5 く の 間 、 MA は 宇 寅 
用 主 カ 兵器 と し て 生 用 さ 
れ た 。 構造 は 凌 甲 化 さ れ 
た 宇 軍 戦 賠 機 、 また は 空 
同 用 機動 重機 と 言え る 
も の で 、 務 形 な 兵 装 や オ 
プシ ョ ン に よっ て 軍用 性 
も 高かっ た 。 全長 は 十 数 
mm 綴 の 機体 が 多い 。 


C.E.73 張 か ら の MA 

対 MS 能 力 が 低かっ た 旧来 の MA を 改め 、 地 球 連 合 軍 で 
は 大 型 ・ 高 性 能 な 新 憧 MA を 開発 。 より 大 感 力 の 兵 装 や 
MS で は 搭載 田 苑 な 特 珠 機 器 を 備え 、 特 殊 用 達 機 と し て 複 
活 を 果たし た 。 大 気 還 内 外 両用 性 も 獲得 し て いる 。 


MAS 引 の 大 財 カ 炎 、 箇 電子 礎 
すら 無力 化す る 得 子 リフ 
な ど を 衝 雷 し た 大 吾 縄 と な っ た 。 

t 


MS と の 比較 


CE 71 頃 まで の 旧来 型 MA は 、 大 半 の 面 で MS に 劣る 
特に 戦闘 能力 と 汎用 性 は 零 泥 の 差 が あっ た 。 大 型 ・ 高 性 
能 化 し た 新型 MA は 、 近接 凌 能 力 こそ MS に 劣る が 、 攻 恩 
は 上 回 っ て お り 、 単機 で MS 部 隊 を 圧倒 し た こと も ある 


YMAFXSBD 
ザム ザ ザ ー 


攻撃 力 ( 身 林 ) 
( ) 


コス ト 


炉 御 力 
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MA の 発展 


大 西洋 連邦 宇宙 宣 の 主力 兵器 と し て 誕生 し た MA は 、 地球 連合 軍 に 
受け 継が れ 、 開 発 が 続 けら れ た 。 C.E.70-71 の 戦争 で は 、 MS に 対す 
る 不利 が 証明 され た も の の 、 地 球 連 合間 の 一 部 勢力 は アド ゥ カー ファ カ 
フイ ンダ スト リー に 新型 MA の 聞 発 を 依頼 。 結果 、 大 型 ・ 高 性 能 の 新型 
MA が 記 生 し た 。 ザフト は 可変 機 の MA 形態 に 採用 し た 程度 だ っ た 。 
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定理 - 空 用 本 機 兵 疾 の ら . 特 妹 用 傍 機 
へ と 発展 。 エグ ザ ス の さ うな 旧 季 重 の 発 織 も 衣 生 し た 。 
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可変 MS の MA 形態 


大 型 ・ 高 性 能 化 以外 の MA の 発 履 と し て 、 可変 MS の MA 形態 が ある 。 
可変 MS は 、 変 形 機構 に より MS 形態 と MA 形態 を 使い 分 けら れる よう に 
し た 機体 で 、MA 形 態 は 火力 と 機動 力 に 優れ る 傾向 に ある 。 地球 連合 宣 
の GAT-X シ リー ズ の X300 系 フレ ー ム 頂 で 初め て 採用 され 、 以後 、 ザフト 


時 行 可能 MMA 背 休 は 天気 園内 で の 夢 用 性 に 秀 で る 。 


の セカ ンド ステ リー ズ 、 オー ブ 車 の ムラ サメ な ど で も 探り 入れ られ た 。 デストロイ は 大 束 MA と 可変 MS の 機能 を 併せ 持つ 。 
その 他 の 可 須 MS 
地理 連合 重 初 の MS: で ある 「G」 の うち 、 可変 フレ ー 地球 達 合 車 や ザフト 以外 で も 、 オ ー ブ 較 合 導 長 国 や 火星 
ム を 控 用 し た 系 列 。 史上 初 の 可変 MS 千 で ある 。 宇宙 向き の な ど で 可 変 MS の 採用 例 が 知ら れる 。 民間 醒 ア スト レイ アウ 


MA 形 悪 を 持つ イー ジス 、 大 気 園内 向き の レイ ダー が 知ら れる 。 ト フ レー ム は 「G フ ライ ト ] パー ツ に より 障 星 形 し た 。 
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オー プ の 半 主 MS。 前 進 抽 を 備え た MA 部 に 
変 理 し 、 大 気 還 内 で の 介 行 氏 力 に 優れ る 。 広い 

価 を 守る た め の 本 購 と 肝 わ れる 。 
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通航 表 ( 諾 較 )。 ク ロー 
アー ム を 履 間 し 大 型 ピ ー ム 
類 を 傘 出 させ た 強 只 弄 電 の 
ふた つの MA 表 考 を 桂 つ 。 


セカ ンド ステ ー ジ シリ ー ズ (ザフト 系 ) 

ユー ウス 条約 後に 開発 れ た ザフト の ハイ エン ド MS 群 。 全 健 
種 が 変形 機 横 を 備え 、 基 機 が 宇 軍 ノ 地上 水中 な ど 特 定 環 
模 に 通 応 し た 形 副 (「MAJ で は な い 機体 も 存在 ) に 変形 可能 。 
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と 呼ば れる MA 穫 馬 は 本 
で の 宣 用 性 に 便 れ る 。 
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林 に 層 わ れい た 
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で 行わ れる 国 の 意 


思 が 反映 きれ る ト ・ 未 教 前 対 か つて CB を 壊滅 に 追 
対立 民族 の 一 方 を コロ 画 」 を 乗っ 取 イノ ベイ ド 」 た ち だ 
ニー に 弦 制 移住 き 視野 に 入れ て イノ ベイ ター」 を 自称 する リポ ン イ 
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ロウ ズ の 繋 破 は 、 地 款 連邦 平和 維持 軍 の 侵攻 に よ ) た め の 施 華 た だ が 、 CB が イノ ベイ ド の 手 
量子 弄 令 壊 され 7 的 機関 が 麻 准 状態 両 勢力 は 対立 を 深め て いく 
事 技 術 上 の 後 、 地 球 連 者 政府 自 定 政権 が 誕生 し 、 ア ザ (アリ ステ ラ ・ デ クシ ア AD2364 
勝利 。 テ 王国 は 解体 きれ た の で ある 。 当然 、 軍 事 
) よ うな 圧倒 的 侵攻 に て 多数 の 人 命 が 失 われ 、 生 き 残っ た 者 の 
こ 、CB の 出現 を 利 相当 数 は 字 宙 開発 に 強制 従事 きせ られ た 
を 見 せ 、 地 球 連 邦 以降 も 中 東 再編 計画 は 音 烈 な 手 決 で 進め られ 、 
た し が 、 地球 の 完全 統 
面 の 最 重要 課題 
多く の 地球 連邦 市 民 
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中 東寺 編 計 画 の 開始 麻 後 か ら 、「 イ ノ ベ イター] を 
自称 する イノ ベイ ド が 人 間 の 前 に 次 を 現し た り 、CB 
の 関係 者 と 接触 し た りす る こと が 増え た . 

リポ ンズ - ア ル マ ー ク の 財 罪 パー ティ ー へ の 則 席 や 
リジェ ネ ・ レ ジェ ッ タ に よる CB の ティ エリ ア ・ ア ー デ や 


( きき カタ ロン の 拉 退 支援 
中 間 六 、 カ タロ ン の 生き 獲 3 だ 

バー が 裕己 を 開始 。 CB は 、 
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去 揚 に お ) 訪 タロ ン の メレ バー は 
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だ マリ テ だ っ た が 、 殺 国 は 中 
剤 二 に よっ て 破壊 され て い 
た た め 、 CB と 調合 流し て いる 


a I 


介 ) カラ ロン 第 三 支部 の 圭 泊 


プトレマイオス 2 を 団 杉 と する CB は 、 カ タロ ン の 随 三 支部 に 導 
触 し 、 保 護 し て いた マリ ナ ・ イ スマ イー ル を 引き 渡し た 。 カタ ロン 
催 ゲ CB に 共同 を 持ち 沿 け る が 、 アロ ウズ の 撃 本 を 目標 と する CB 
ど 夫 球 較 都政 府 の 打倒 を 目 梅 すず カタ ロン で は 見 解 の 一 致 を 見 な 
か っ た 。 この 瞭 、 マ リナ と 共に カタ ロン に 問 け られ る は ず だ っ た 沙 
・ ク ロス ロー ド が 地球 遅 孝平 和弘 振 軍 と 宜 般 し た こと か ら 、 苦 
三 二 部 の 位置 が アロ ウズ に 皿 見 。 アロ ウズ の 攻撃 を 受け た 第 三 
本 部 は CB の 去 手 を 受け た が 其 大 な 宰 害 を 出し た . 
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[イノ ベイ ター」 を 自称 する イノ ベイ ド の ひと り で ある リジェ ネ が 
CB の ティ エリ ア と 捧 部 。 イノ ベイ ター] の 存在 と イオ リア 計画 
けけ 、 テ ィ エリ ア 自身 も 「 イ ノ ベ イタ ー」 で ある こと 
の 頃 、 連 邦 政 府 が 中 東 再 編 詩 画 に つい て 発表 。 王 
れ ま で 実 を 現さ な か っ た アロ ウズ 上 揃 部 が 参加 する 
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カタ ロン 撤退 支援 戦 


CB の 協力 で 狂 国 の 途 に 款 い た マリ ナ だ っ た が 、 地 理 連 都政 
府 の 中 東 再 編 計 画 に より アザ ディ スタ ン 王 国 の 者 市 部 が 破壊 
れ で いた た め 、 カ タロ ン に 再 合流 し た (小菊 も CB と 再 合流 )。 生き 
狂っ た カタ ロン 穫 三 支部 の 人 々 は . アロ ウズ の 第 二 送 を 受け る 前 
に 鬼 選 を 開始 。 CB は カタ ロン に 述 退 手段 を 提供 し た うえ 、 拉 刀 
中 の カタ ロン か ら ア ロウ ズ の 目 を 介 ら す た め 障 と な っ た 。 CB と アロ 
ウズ の 寺本 の 未 、 カ タロ ン は 他 の アジ ト へ の 鑑 選 に 成功 。 戦 鐘 
中 に 行方 不明 に な っ た ガン ダム も マイ スタ ー と 共に 回 収 され た 


名 まれ 中 東 玉 計 の 一 環 と し て 解体 へ 
部 の 生存 者 た ち は 、 CB 支援 で 


較 ) プトレマイオス 2、 宇宙 へ 


12 時 間 以 内 に アロ ウズ に 色 囲 され る 可能 性 を 桂 知 し た プ ト レ 
マイ オス 2 は 、 補給 や 新装 備 碗 価 の 必要 性 も あっ て 宇 軍 へ の 帰 
天 を 決定 。 カテ ィ ・ マ ネ キ ン 大 体 が 指 探す る アロ ウズ 部 隊 は 、 プ 
トレ マイ オス 2 の 大 気 国 苑 脱 能力 を 予測 し 、 吉 中 空中 軌道 
上 か ら 成 る 三 入構 え の 作戦 を 決行 し た 。 トラ ン ザム 状 能 で 海中 
上 し た プトレマイオス 2 は 、 そ の まま 大 気 園 を 工 脱 。 こ の 隊 
イノ ベイ ド 用 MS の 砲撃 を 受け で 低 軌道 リン グ 配 置 秀 際 の 前 に 
誘導 され た が 、 ダブ ルオ ー ガ ンダ ム の 活 護 で これ を 股 破 し た 
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イノ ベ イ 用 MS ガ デ ッ サゲ 実 電 に 参加 。 カテ ィ の 転 新 に より 危機 に 導 
た 2 トレ マイ オス 2 だ が - 大 気 財 肛 時 に 発進 し た ダグ ブル オー が 対生 し た 


イド の 暗 雇 


0 8 mm lln 


王 留 美 と の 接触 、 そ し て リヴ ァ イ ヴ ・ リ パイ バル が ライ 
モン サー (独自 行動 を 許さ れ た 軍人 ) と し て アロ ウズ 
に 参加 と 事例 が 知ら れる 

も っ と も 、 正 体 が 大 間 に 知 られ る ケ 
で 、CB も イノ ベイ ド を 「 イ ノ ベ イタ ー」 
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© ティ エリ ア 、 

リボ ンズ と 悼 逝 
イノ ペイド の ひと り で ある リ 
ジェ ネ が 、 テ ィ エリ ア と 盾 殺 。 
彼 は 「 イ ノ ベ イタ ー」 の 存在 人 
その 役 害 を ティ エリ ア に 語っ 


ティ ー の 開 氏 を 知 ち きれ た 
C8 は 、 交 材 と ティ < エリ ア を を 
加 さ せ た 。 パーテ ィ ー の 中 . 
ティ エリ ア は 「 委 者 引 の 元 00 
で ある リポ ンズ を 才 生 する 。 


⑪ カタ ロン 第 三 支部 、 

アロ ウズ の 攻撃 を 受け る 
カタ ロン と CB が 接触 。 この 析 、 カタ ロ 
ン は CB に 共 再 を 持ち 授け る が 、 
で れ 目 憧 が 那 な っ て いた た め 、 両 
見 掴 は 一 至 し を か っ た 。 こ 


の 進路 | 下村 


Niastration by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
新た な 「 監 視 者 」 


リポ ンズ ら イ ノ ペ イド の 一 分 勢力 が 「 イ オリ ア 計画 を 江 
め る 中 、 ヴ ェ ー ダ は イノ ベイ ド の レイ ヴ ・ レ チタ ティ ー ヴ ォ 
に 「6 人 の イノ ベイ ド 探し 」 を 指示 し た 。 新た な 「 青 提 者 」 
の 選出 が 目的 で あり 、 最 療 的 に は 5 人 の イノ ベイ ド と ひと 
り の 人 間 が 監 福 填 と きれ た 


機動 戦士 ガン ダム 


苗 且 理 U.C. の 一 般 兵 器 


ミノ フス キー 粒子 時 代 の 


航 


・ 導 笛 機 と 戦闘 車輌 


も 必要 不可 欠 な 
射程 の 誘導 兵器 と 超 
、 長 大 な 航続 軍 離 と 大 き 
爆 身 機 、 口 径 百 数 十 mm の 砲 と 
優れ た 走破 性 を 持つ 主力 戦車 、 


MS 運用 理論 


Conventional Weapon in U.C 
宇 画 世紀 の 一 般 長 器 


の 戦力 化 が 状況 を 逆 変 きせ 
が レー ダー や デー タリ ン 
器 管 制 装置 な 


ミノ フス キー 粒子 に よっ て 戦闘 能力 を 次 われ 
も 、 有 提 界 戦闘 に 最適 化 き れ た MS は 問題 な 
戦闘 能力 の 面 で も MS は 優 # 


ト 利 だ 
明 期 の 航 
り 、 辛 うじ て 優位 性 を 保っ 7 
カカ は MS に 劣っ 


機 は 、 飛 行 可能 と いう 最大 の 
し か し 畔 闘 能 
飛行 する サブ ・ 


骨 は 生き 残っ た 
= MS の 支援 
せ 、 数 や 戦術 で 性 能 不 


の 活躍 は 期待 
不足 を 埋め 合 


の 一 般 兵器 


[R | mg09 sgAhM 


いっ た 用 きれ 続け た の た 地球 連 
の 6] 式 戦車 が 、 数 的 優位 と 待ち 伏せ 戦術 で ジオ ン 
全国 の MS に 対抗 し た エ ある 
【 サー の 強化 や 直接 視界 の 拡大 
に よっ パ 7 スキ ー 和 粒子 の 散布 環境 下 へ の 適 
や MS の 輸送 能力 っ うと いっ た 、MS 時 代 に 対 
た 新 削 の 一 般 兵 器 も 開発 き 
(オッ トー・ カ ル テ ン パ バッハ UL.CO155 


関連 ファ イル 


一 般 兵 器 の 主要 2 分 類 


宇宙 世紀 に お ける MS は 、 宇宙 、 空中 、 地上 ( コ 内 ) の 
3 祝 域 に 対応 する 万 能 所 用 兵器 と な っ て いる 。 し か し 一 般 兵 舌 
は 、 空 中 専用 の 航空 機 、 宇 軍 専 用 の 航 定 機 、 地 上 専用 の 戦闘 
車輌 と いっ た よう に 各 撤 域 の 専用 兵 閉 が ほとん ど で あ る ( 赤 空 


機 と 転 軍機 を ひと まとめ に し て 解説)。 航空 ・ 航 尼 と 絆 馬車 天 下 中 坦 回 邊 届 夫 ー コ 


は 一 般 兵 問 の 主要 な 2 分 類 で あり 、 戦術 の 基本 に な っ て いる , 


大 気 画 内 を 飛行 する 航空 機 と 宇宙 用 の 系 宙 . 
航空 機 と 航 軍 機 は 、 同一 機体 の パリ エー ショ ン の 場 
合 も ある 。 鬼 空 模 は 、 飛行 能 力 と 高志 移動 能力 
よっ て 、 地上 兵部 に 対し て 圧倒 的 優位 性 を 桂 


ELLL TH 
に 2 本 TTY 
補助 する 位 思 付 け に 
あっ た 大気 通 
の よう な 大 気 男 内 ・ キ 
宙 画 用 候 も 存在 する 


村内 式 . ま た は 装 圭 式 の 軍用 車輌 。 電 任 季 ニー 
用 の 主戦 車 、 兵 員 輸送 用 の APC、 債 報 や 連 

絡 に 用 いら れる バイ ク な ど が ある 。 吉 空 機 と 異な 

り 、 特定 の 場所 に 特 機 し 続け られ る 利点 が ある . 


6 内 バギー 


ーション. 155 
mmig2P 


CWCYTON 
本 的 青 式 は 田 世紀 た 同じ 


61 式 戦車 5 弄 
地球 運 放 軍 の 主 
力 畔 車 51 式 の バ 


自重 人 が 達人 で お 
食 負 は 2 名 の み 。 


地 旭 者 の 汎用 


半量 以 外 に 
も 琴 動 で 邊 夫人 
革 に 使用 きれ る 車 本 は 


畔 6 つの 車 
それ で れ サ 
スペ ンション が あり) 


不 華 地 で の 走破 
性 に 舘 れ で いる 、 


フス キー 幸子 の 広域 散布 技術 が 実用 化 さ れる と 、 電 子 棟 
問 に 依存 し た 旧来 の 一 般 兵器 は 大 幅 に 胡 体 化し 、MS が 各 徹 
域 で の 主力 と な っ た 。 これ に 伴い 、 一般 兵器 は 圭 申 ・ 戦 術 上 の 
位置 付け を 変化 させ 、 ミノ フス キー 寺子 散布 環境 下 へ の 対応 能 
の 付与 や MS の 支援 に 充 で られ る 例 が 増加 し た 。 MS の パイ オ 


ニア で ある ジオ ン 公 国軍 で は 、 その 傾向 が 特に 鯖 著 に 見 られ た 


馬 MS 時 代 の 航空 ・ 航 還 機 


ミン フス キー 粒子 船村 填 下 に 対応 する た め 、 直 
接 補 界 の 抵 大 、 空 江 能 力 の 竣 化 な ど が 図ら れる 価 
向 に ある 。 高 高 族 飛行 能力 は 偵察 ・ 哨 惑 に 適する 
た め 、 全 府 用 と し て の 策 要 は 少な く な い 。 高 吉 必 開 
眉 カ を 活か し た 輸送 機 も 軍用 され 続け た 。 


MS 人 の 


イ @ ど の SFS、G フ 
イタ クー ゃ G デ ィ フ ェ 
Yi 


性 MS 時 代 の 地上 車輌 
M 


コア ブー スタ ー 


MS と 還 替 の 技 親 を 半 
天気 弄 内 外 画 財 杜 も 出 民 


ジオ ン 公国 章 の 局 好 


RETR 


TTP 


ルッ グン 
ジン 公国 軍 の 戦術 


わ ず 休 人 信 可 能 。 
1 想 の MS を 多年 し て 
池 和 可能 。 


マ ゼ ラ ・ ア タッ ク 

現 梓 の 定 用 車輌 の うち 、 新型 の 装 四 戦闘 ジ ネ ン 公園 軍 の ま カ 

車 幅 は MS の 火力 支 畠 を 、 大 生 車 は MS の 内 送 を 前 生還.175mm 無 反 

に 開発 され る ケー ス が 見 られ る 。 債 察 や 軽 戦 鐘 ・ bore eg 
まで と 変わ ら ず 重要 任 2 1 

生か らし て 上 


ICV や APC、 幅 送 車 は 広く 配備 され で 


ン 


OO 


Mustration py TOKIKO YUZAWA (Twin Bel 


ジオン 公国 軍 の 輸 居 
を 横 吉 能 で ある 。 失 庄 辺 は 、 キ バー 
寺 行 式 お サム ソン ・ ト ッ プ と し て 分 離 で きる 。 


殺 計 行 が 可 能 で ある 。 


[ 台 に 1 構 の MS 


MS 時 代 の 一 般 兵 器 の 役割 


MS の 出現 に 伴い 、 則 開 機 や 主力 電車 に 代表 され る 一 般 兵 
毅 は 主力 兵 炭 か ら 補助 的 兵器 へ と 役割 を 変え た ( 債 窪 筐 や 輪 
送 機 な どの 支援 ・ 補 助 兵器 は 子 前 布 環境 下 や 
MS へ の 対応 を 目指 し た ) 支援 、 偵察 、 輸送 、 幸 制 や 男 
近 回 攻撃 な ど が 主任 季 だ が 、MS の 数 が 不 充 た り 、MS が 
未 配備 だ っ た り し た 場合 に は 、MS と 直接 交 圭 する こと も あっ た 


大 品 待 砲 に よる 砲撃 や 航空 
撃 と いっ た MS の 壇 拓 や 村 生 を 行 
う 。 ソナ ー に よる 系 獣 な ども これ | 
含ま れる 


層 郊 宣 の ホバー 
た 委 を 実 放 . 


ち 伏せ と いっ た 圭 術 を 用 いる こと で 
MS に 対抗 する こと も 可能 で あっ た 
し か し 、 損害 も 大 きか っ た 


に 


61 式 香車 5 製 の 部 餅 が ザク 
アロ 


ロー ド f 村 つ 車輌 や 航 富 は 、MS を 
は じ め 大 量 の 物資 の 輸送 が 可能 


ジオ ン 公園 古 の サム ソン や ファ ッ ト ・ ア 
クル な ど ザ 知 られ る , 


人 間 用 の 携行 火器 


81.26 
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イタ ー も 2 


了 型 演算 処理 シス 
ダ の 生体 端末 と し て 生み 出 き れ た 存在 
た 人 間 と 同じ だ が 、 脳 量子 波 の 途 受信 
や 不老 か つ 強 朝 な 肉体 を 人 為 的 に 与え られ て お 
)、 総 合 能力 は 出現 を 予見 され た 新人 類 「 イ ノ ベ イ 
に 吾 ず る 。 な お 、 イノ ベイ ド と い 


ペイ ター に 「oid= も どき 」 を 合成 し 


イノ ベイ ド は 、 イオ リア ・ シ ュ ヘ ンベルグ の 箕 同 者 た 『 
提供 し た 道 伝 子 (塩基 配列 パタ ー ン ) を 基 に 「 製 


造 ] さ れる 。 製造 に 際 し て は 、 遺 伝 子 操作 技術 ヤナ 
、 純 粋 種 の イノ ベイ ター に 
* る 。 基本 と な る 塩基 配列 バ 


ャ イス ター 
ィング (以下 
CH ヽ の 参加 、 人 類 に 代わ っ て の 宇宙 進出 な ど が 

げ ら れる 

この うち 、 最 も 多い 任務 が 情報 収集 で 、 ほとん ど 
の イノ ベイ ド は 自身 の 正体 を 知ら な いま ま 、 情 報 端 末 
と し て 人 間 社 会 で 幕 ら し て いる 。 情報 収集 任務 に 
財 い た イノ ベイ ド は 、 記 憶 の 書き 換え や 配置 転換 な 
ど に よっ て 、 イ ノ ベ イド と し て の 自覚 を 与え られ る こと 
ちる 。 記憶 の 書き 換え と 配置 転換 は 、 不老 の た め 
局 じ 人 間 と し て 長期 間 の 活動 が で き な い イノ ペイ 
特性 に よる 。 イノ ベイ ド と し て の 営 醒 は ー ダ 
ら 新た な 任務 を 与え られ る 場合 > れる 

連 の 任 >、 戦 闘 タイ プ 情報 タイ 
プン 特 珠 能力 タイ プ と いっ た 任務 特 化 型 イ ノ ベ イ ド 
も 生み 出 きれ た 。 任務 特 化 型 以外 の 特殊 な カテ ゴ 
リー と し て 無 性 別 タイ プ ブ が あり 、 人 問 社会 へ の 浸 舌 
を 想 い 個 体 で 確認 され る 。 な お 、 任務 特 
化 形 と 無 性 別 タイ プ は 排他 的 関 な く 、 戦 闘 タイ 
2 無 性 別 タイ プ と いう イノ < ドイ ド も 存在 し た 
イノ < SPER 


な 存在 と 人 も いる か も し れ な い 。 だ か 
イノ ベイ ド に も 人 間 同 様 の 感情 や 判断 能力 が ある , 
イオ リア 計画 の 進展 と いう 目的 こそ 共有 し て いる が 、 


ィ イノ ベイ ド に も 喜明 真 楽 牧 碧 の 
イド 同士 で 意見 が 異な る 場合 
実際 、 ガ ンダ ム 、 イス ター と し 
ベイ ド の リポ ンズ ・ テ ル マ ー ク は 、 自 身 の 記 む : 
+ リア 計画 を 進め る < ー ダ と 計画 を 乗 - 
た 。 CB の 壊 減 と ガン ダム マイ スタ ー の 死 が 、 イ オリ ァ 関連 ファ イル 
計画 に 織り 込ま れ て い . 知っ た リポ ンズ は 、 < 
身 の 死 を 同 遊 すべ く 計画 を 能 正 し た の で ある 
計 青 参 正 は リ ボンズ 個 人 の 「 恐怖 」 を 発端 と し 
り 、 リポ ンズ に 反発 する イノ ベイ ド も いた 
・ ウ エダ AD2364) イィ 


Maiio by TAKUYA IO 


イノ ベイ ド の 特徴 


イノ ベイ ド と は 遺伝 子 操作 や ナノ マシ ン 技 術 に よっ て 生み 
出さ きれ た 人 遺 生命 体 (人 間 ) の 一 種 で 、 イ ノ ベ イタ ー に 迫る 
能力 を 持っ て いる 。 「 イ オリ ア 計画 ] 知行 の た め の 存在 で あ 
り 、 長らく その 存在 は 公 に な っ て いな か っ た 


イノ ベイ ド の 基本 交 位 置 付け は 、 量子 型 演算 処理 シス テム 
~ の 生体 穫 末 で ある 。 硫 重子 流 で ヴェ ー ダ と リン ク し て お 
ダ に 情報 を 提供 し 続け て いる 。 ヴェ ー ダ か ら 情報 引き 出 
せる イノ ベイ ド も いる が 、 絶対 数 は 相 め て 少な い 


見 た 目 は 仙 常 の 人 間 と 恋 イノ ベイ ド は 「 イ オリ ア 計 


わら な い (を が イノ 探す る 存在 で 
右 ゲ が 人間) 。 だ が 、 抽 | 

誠 秀 力 、 不老 か っ 確 生 な いち 。 ヴェ ー タ に と 
内 俸 を ど を 料 ち 、 イ ノ ベ イ 要 不 可 欠 な 情報 


ター に 近い 存在 で ある 全 穫 末 で ある 


イン ベイ ド は 、 い くつ か の 者 基 配列 パタ ー ン を 基 に CB 関連 の 施 
訟 で 「 製 廷 」 され る 。 この シス テム を 利用 し て 、 同 じ イ ノ ベ イド の 短 
勘 則 で の 大 量 生 産 や 、 ヴ ェ ー ダ に 保存 され た 人 格 デ ー タ を 新 中 し 
た イノ ベイ ド の 肉体 に ダウ ン ロ ー ド ずる こと も 可能 で ある 、 


イノ ベイ ド の 人 格 デ ー タ は ヴェ ー ダ に 保存 され て いる 。 この た め イ 

イド が 死亡 し て も 、 新た な 肉体 に 人 格 デ ー タ を ダウ ン ロ ー ド する 
再生 が 可能 で ある 。 た だ し 、 ヴ ェ ー ダ が 許可 し な い 限 り 再 生 
れず 、 CB 所 属 者 の み が 許 可 さ れる 帆 向 に ある 


イノ ベイ ド の 内 竹 は カプ セル 型 の 彰 葉 絆 軒 で 紅 舌 され る 。 リボ ンズ は 寺 
攻 胡 回 ガガガ の / パ セイ ロット と し て 同 タ イプ の イノ を RL た 
役割 
イノ ベイ ド は 「 イ オリ ア 計 画 ] の 進 人 間 の イノ ベイ ター 
化 の 補 動 な ど を 目的 に 生み 出さ れ た 。 遅く と も 2 世紀 後期 


に は 活動 を 開始 し て いた よう で 、 GN ド ライ ヴ や ガン ダム の 開 


人 間 社 会 で 生活 する こと で 、 広 二 む 情報 を 収集 し ヴェ ー ダ に 送 
人 値する 。 コン ピュ ー タ ー に 過ぎ な い ヴ ェ ー ダ が 人 間 を 理解 する うえ で 
も 重要 な 任務 で ある 。 イノ ベイ ド の 大 半 が 従事 する 任務 だ が 、 は と 
ん どす べ て の 個体 が 自分 の 正体 を 知ら な いま ま 生活 し て いる , 


太 業 子 流 に よる 対話 能力 、 不老 長寿 命 、 強 生 
ー の 能力 を 人 女 的 に 発 
脳 量 子 和 能 力 は イノ ベイ ター に こそ 玉 6 


は 比 


で 大 兵 な ど と 本 


本 光 する 
ィ ン カ ル 面 も 強く 、 戦略 や 軍 症 に 居 す る 


ーーー 


TEETTTS SI 


イノ ペイ ド の 中 に は 任務 特 化 型 と 呼 


べ る 個性 も 存在 。 戦 喘 タイ ブ 、 情 報 タ イ 
プ . 特 末 能 カタ イブ が 主要 な も の だ 。 特 イヤ 
殊 能 力 は 封印 : いる 場合 も ある . 
NN XE EF 
の イノ ベイ トド 。 由 有 ク 
a 


塩基 配列 バタ ー: 


イノ ベイ ド は 、 イ オリ ア の 同調 者 た 
ち が 提 供し た 中 伝 子 (塩基 配列 パ 
ター ン ) を 基 に 作ら れる 。 塩基 配列 パ 
ター ン に は 限り が ある た め 同 じ 遺 伝 
子 の イノ ベイ ド が 多数 存在 する が 、 固 
価 差 も 与え られ た 


22 慌 紀 筐 期 の 本 
性 有 人 探査 計画 
6 Fe で 地政 放 を は じ め と する 公 
rE 
0 | ーー 
ドラ イヴ の 製 攻 て 生活 で き な い た め 、 記憶 時 代 を 生き 
イノ ベイ ド が 間 与 し 書き 換え と 丁半 転 柏 が 稼 英 に た 測 調 者 。 旨 供 し た 潮 
Fm Hm FPW 
ーー 
イノ ベイ ド の 長い 青 命 と 不老 は 、 人 間 に 代 わっ て 宇宙 進出 を 揚 CB に は イノ ベイ ド も 参加 し ガン ダム マイ スタ ー や メン パー 
うた め の も の だ ( 列 処 な 両 体 も 宇宙 進出 に 有用 で ある ) 。「 来 の スカ ウト を 担っ た は か 、 兵 療 開 発 な ど に 関与 し た 例 も ある 。 当初 
る べき 対話 」 異種 生命 注 と の 道明 に は 座 大 な 時 間 が か か る と 武力 介入 用 ガン ダム マイ スタ ー の 候補 は イノ ベイ ド が 有力 だ っ た 
: め 、 通常 の 人 間 で は 達成 不可 能 と 考え られ て いた が 、 リ ボン ズ の 介入 を 愛 け て 人 間 の マイ スタ ー が 中 心 と な っ た 
に 買 欄 生 合体 と の 接 族 は 数 百 答 
TO Rn 
TA 
紀 成 まれ た 。 それ で 1 
1 12 て 84 の > コア の 人 
まま 、 ガン ダム マイ スタ ー と し て 参 竹 し た 
Fr A 
SCIENCE ーー MORE INFO! イノ ベイ ド と イノ ベイ ター 
/ Word イン ベイ ド の LL 
Way 技術 転用 人 道 イ ノ ベ イ ター と 言え る イノ ペイド 
レ ー ーー 1 は 、 純 暫 種 の イノ ペイ タ て 星人 必 屋 子 波 レ ベル 
イノ ベイ ド を 生み 出し た 退 伝 子 操作 技術 や ナノ マ 。 子 渡 レ ベ 劣る . は ( ) 
シン 技術 は 、 他 方 面 に 転用 され た 可能 性 が 指 横 さ % ぇ 老化 する イノ ベイ ター と 異な り ee 
れる 。 関連 技術 の 人 間 へ の 必 入 や イノ ペイ ド の コ 。 イド は 不老 で 理論 上 寿命 が な いと 
ピー が 試み られ た よう で ある 。 MA | 桂 竹 が あり 有利 に 働く 
ウー 
され た デザ イ 特 珠 能 ガ 天命 
る よう ド を コピ ビー し た 個 価 ( ) ( ) 
ヴェ ー ダ を 介し た 
再生 可能 性 
HAREMTS? COM et 
フィ シン を 落 用 し た 未 - の 権 種 官 。 厄 翼 度 の GN 幸子 
想 旦 子 革 寿 カ を 楊 た ん 7 | EZ ィ 
RO 
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サイ ド 7 を 郊 っ た 地球 連邦 軍 の 強 揚 除 胃 ホワ イ 
トペ ー ス は 、UC.0079.09.23、 地球 へ と 降下 し た 。 連 
プロ ー が 目的 地 だ っ た 


FE す る と 単純 に 事態 が 推 和 し た よう に 
見 える が 、 実態 は 深刻 な も の だ っ た 。 サイ ド 7 出航 時 
の ホワ イト ペー ス に は 正規 軍人 が ほとん ど 乗 っ < 
ら ず 、 士 官 候補 生 や 民 間 人 が 中 心 と な っ 


時 、 唯 
Ss ん 
ドレ 


の 秩 働 Mi 
トロ レイ に 任 き され て お り . 
脱出 は 奇跡 と 』 
イト ペー ス が 向かっ た の は 、 サ イト 7 と 
同じ ラグ ラン ジュ ・ ポ イン ト に 位置 す る 地表 攻 半 の 
宇宙 要 楽 ルナ ツー チ ツ ー は 当時 、 
残さ きれ た 数 少な い 地球 連 孝 軍 の 提 点 で あ - た 
ルナ ツー へ の 入港 に より 、 ホ ワイ トペ ベー ス を 運用 せ 
ざる を 持 な く 民間 人 や サイ ド 7 か ら の 意 難 民 
は 、 解放 きれ る か に 思わ れ た 。 し か し 、 地球 連邦 軍 


‘Mustration by JUN SHIBATA 


Color by YUKI ATSUM (WISH) 


ATMOSPHERE ENTRY 


本 部 か ら の 指示 を 受け た ルナ ツー は 、 ホ ワイ トペ ー 
ス の 現状 維持 と ジャ プ ブロー 行き を 命令 する 。 ホワ イト 
ペー ス は プラ イト ・ ノ テ 少 尉 以下 少数 の 士官 候補 
そし て アム ロ や モイ ラ ・ マ ス ら 多数 の 民間 
の 


や 調 練 生 、 
の 少年 少女 に よ 地 隷 へ の 降下 を 
た (負傷 に より 任務 遂行 が 困 


! 尉 た ち し か いな く な っ た ) 

、 素 人 集団 に 機密 兵器 の ホワ イト 
に は いく つの 理由 
| せる 正規 戦力 が ほ と 
それ 以上 に 軍 本 


部 が 前 線 の 実情 を 理解 し て いな : 
方 の ジオ ン 公国 軍 も ホ ワイ トペ ー ス ス の 3 
化す る わ | 
ス の 追跡 と 撃破 を 
て お ら ず 、 摘 料 を e け て 戦力 を 増強 し て いた ., 
ホワ イト ベー ス の 地球 降下 
佐 は 追撃 の 手 を 繊 め な か っ た 
隊 突 入 准 備 に 専念 し て いる ホワ イト ベー ス の 孤 を 突 
いて 、 前 代 未 義 の 攻撃 を 仕掛 けた の で ある . 
それ まで 、 大 気 岡 突入 を 目前 に し た 状況 で 、 戦闘 


Special EWect by AKIKO YAMAKAWA (ASAHI PHODUION) 


ne03 sr DBn 


が 発生 し た 事例 は な か っ た と 言わ れる 。 大 気 較 突 
入 準備 中 の 目標 を 攻撃 する 場合 、 一 歩 間違え ば 攻 

撃 側 も 地 款 に 落下 する と いう 危 際 も あっ た 

年 戦争 時 、 大 気 岡 突 入 能 力 を 持つ 艇 虹 や MS 
く 、 ジ オン 公国 軍 の ザク もそ 能 を サ え 

な か っ た 。 それ で も シャ アプ 少佐 は 、 リス ク を 地 

A ge te a 


ス CCO155) 


Backgro.nd by YOSHINORI HISHINUMA 


大 気 賠 突入 直前 の ホワ イト ベ ペース を 攻撃 する に 名 で ある (コム サイ は MS を 搭載 し て の 火気 岡 突 人 

多段 的 な た っ て 、 シ 佐 は 「 保 険 」 を 用 意 し て いた が 可能 )。 また 、 繋 破 で た 場合 に 対処 する た 
" ホワ イト < 分 と 見 積 も ら れ た 限界 時 間 め 、 ホ ワイ トペ ー の 勢力 陽 (北米 大 

〆 ャ ア の 戦術 内 に 帰 艦 で き な く な っ た ケー ス を 坦 定 し て 、 大 気 剛 障 ) に 請 導 し て も ホワ イト < i た 


突入 カプ モル 「 コム サイ 」 を 出撃 きせ てい 


断念 させ る こと も 考 


ここ と は 有 気 岡 突 入 


時 大 据 和 下 前 の 戦 アー 
2* 
ムサイ 級 軽 運 洋 細 
償 信 に 専 す る た が ーー 
に 運 れ が を 見 款 し た 作 


RECOMM CK ND 
軌間 限 界 時 間 が 4 分 見積 も 
者 隊 が 授 毅 、 則 本 が 開 


証 | ホワ ィ イト ペース 、 ル ナツ ー ヘ へ 


UC 0079.09.18.16 時 50 分 、 サ イド 7 パン 虚 し た ホ 
シャ アタ 6 と の 系 
に 入っ た 。 対す る シャ ア 少 佐 の 導 隙 は 、 少佐 専用 機 以外 の MS 
を 失っ て いた も の の ホワ イト ペー ス の 追 誠 を 総 行 。 ルナ ツー 宙 域 
で ガ デ ィ 竹 の 本 絵 部隊 と 挫 舟 し 、 補 欠 を 腕 けた 

体 の 追 中 に 気付 さき ながら 手 を を 出せ な か っ た ホホ 
無事 に ルナ ツー に 入港 し た 。 20 日 11 時 40 分 の こ 


MORE INFO! 
ルナ ツー か ら 大 気 圏 突 


休 補 生 や 訓練 生 、 
22H06 時 20 分 讃 秦 の 宇宙 
ルナ ツー を 発 


te 
本 
オロ 艦長 の 死 
内 お 
地球 の 近 情 に 避 し た ホワ イト 2 + 7 の 部 隊 は いっ 
プロー へ 向け た 大 気 園 突入 を 行っ た ャ ア ピル を 共 撃 し つつ 、 シャ ア 少 休 欄 が カ = = 
の ザク I に 加え . ク I を 失っ た う ぇ 、 限界 時 間 に 疾 | ま 
補 を 仕掛 地球 へ と 降下 。 ホワ イト し 攻 
え 尽 きた 

セル に 誘 導 さ れ 


reser 
ED 


戦 還 は 未 決 重 で 結 了 


地 間 方 和 マ ・ ザ ビ 大 人 に 情報 を 提 備 し た 
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[my ne03 ser2Tn 


『 ンプ | 


& 4 / らい へ 


MS The History of Warfare in U.C 
運用 理論 アボ ロ 作 戦 字画 世紀 の 埋 史 解 鐘 


キ 配置 を 利用 し て 独自 の 行動 に 出 た 


学 側 艦 隊 に よる [ティ ター ンズ に 
月 面 都市 制圧 作戦 こう し た 背景 を 持つ 
基本 戦術 は 力 押 ! 3 

ULC.0087.08.10、 ティ ター ンズ 【 5 市 フォ ン ・ プ 月 に 送り x 短 時 間 < ・ プ ラウ t ポロ 作戦 を 成功 
庄 作 戦 「 ア ポロ 作戦 」 を 実施 し た うぅ の = アラ ウン 市 の 解放 を 
7 者 は 字 宙 を 制す と ま ナダ 市 な どの 防 閑 に 
ま 地 球 了 圏 の 政治 経 清 ッ 攻撃 目標 の 特定 が 六 # 以上 、 ウ ド UC0155) 
され る エゥーゴ 


庄 を 多 


判断 され た 
展開 し た ティ ター> 


< の 権限 
市 の 制 庄 


ティ を 


・ プ ブラ ウン 市 を 代 っ 

プラ ウン 制圧 作 載 [ゼタ > 制圧 する こと に より . 組織 の 力 を 地球 較 り 、 月 面 都市 ダラ ナダ 下 重 の 橋 評 條 を 

の 尼 革 グリ プス 2 の コロ ニー・ レ ー ザ ー 原 へ の 改造 、 析 良和 や 他人 に 反し 村 ST 

拡大 法案 の 提出 を ど 、 テ ィ タ ー ン ズ が 目論ん だ 宣 事 計 着 国 の 二 導 不在 軍事 的 人 杏 だ っ た 。 フォ ン ・ プ ラウ ン 市 の 立 好 は 。 

表 規 設 の 一 環 と し て の 性 格 を 持っ て いた 政 麻 や 講 会 の 体質 に より 可能 と 地 圭 雇 映 に も 通し て いた 
TE 
独力 を 紙 大 し て いた 放題 。 勢力 
tr 頂 画 に 及 ん た 


人 赤 参 加 稀 の ドコ ス ・ ギ ア は 情 誠 
全 締 の 必要 性 も あっ て 、 単 
攻 憎 に 向かっ て いた 


で 軍事 紙 親 国家 を 人 
條 限 革 大 を 休 
ある 


回 アポ ロ 作戦 の 推移 


エッ ー コ MS 部 
を 則 結 。 エッ ー ゴ ビフォー 
向かう 4S き を 穫 中 充 撃 | 


る ② エゥーゴ 、 フォ ン ・ プ ラウ ン 市 へ 
ティ ター シズ に よる ブフ ォ ン プラ ウン 市 全 波 を 訂 
し た エッ ー コ 葉 ラ ー デ ィ ッ シュ 、 グ ラナ グ を 出 江 。 
信 馬 アー ガマ も フォ ン ・ プ ラウ ン 赴 に 向かっ な 、 


フォ ン ・ プ ラウ ン 市 周辺 べ の 
Ti 1 

ター ンズ 義 億 ば は 、 フィ ン ・ プ ラウ ンジ 市 末 
下着 補 行い つつ 、MS 部 際 麻 


キア た YE 


5) ド ゴ ス ・ ギ ア の 某 下 
洪 定 打 の @ い 坦 押 が 本 く 中 。 フ ォ ンプ ラウ クー 
っ トコ ゴス ・ ギ アゲ MS 部 了 本村 全 し た うえ 、 モヤ 


アボ ポロ 作戦 で の ティ ター ンズ 本 アポ ロ 作 戦 で の エ ウ ー ゴ 


アポ ロロ 作戦 に お ける ティ ター ンズ の 目的 は ティ ター ンズ の フォ ンプ ラウ ン 市 作 攻 を 導 知 | 
< 市 の 試 力 制圧 だ が 、 孝 市 機能 た エゥーゴ は 、 そ の 昭 止 に 出 た 。 ティ ター ンズ 牙 
組織 の 特性 。 AE 抽 の 箇 二 菩 代 MS マ 較 の 月 軍 域 接近 こそ 春 知 し て いた エゥーゴ た 還 生 の 数 が 少な い 
上 、 ター ゲッ ト を 雷 減 する こと が ー ン ズ ラサ イ 、 旧 式 化し つつ あっ た ラワン 市 を 攻撃 目 禁 と 特定 し た の は 作 も あり 、 参 加 MS 鈴 は 
と し て は 、 玲 し い 作戦 で あっ た が 配 代 夫 の 多い ハイ ザッ ク 時 人 直毅 で 、 完全 に 出 軍 れ る 形 と な っ た た 。 主 カ は AE 抽 
が 主力 。 MS の 買 は エエ 内 世代 MS ネモ で 、 高 
と は 互角 だ 


の 遅れ か 6 


成 埋 軸 を 用 いて う ンズ に 交え られ た エッ ー ゴ は T 
せよ うと し た 。 エゥーゴ の 介入 が あっ た 場合 。 埋 訟 の アレ キサ ンド リア の 他 に 、 才 の 込ん だ 。 MS 部 隊 は 和 を 押上 
力 差 で 押し 切る つも り だ っ た よ ロッ コ 大 ン 共 和 和 国軍 の ムサイ 慎 下 する MS の み を 生 友 す る 圭 鶴 を 揉 っ た が ド 
講 は ドコ ス ・ ギ ア 単 覆 で の 降下 を 目 計 ん た 租 ゲ 参加 。 ド ゴス ・ ギ ア 六 | み 投入 ゴス ・ ギ ア の 犯 走 に は 対処 で き な か っ た 


アポ ロ 作 戦 で は シロ ッ コ 
に 任 さ れ た 新 捉 下 
1 
る っ て 8 っ た 


RGAEEER 
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フォ ン 玲 回 作戦 


ティ ター ンズ に よる フォ ン ・ プ ラウ ン 市 制圧 は 、 政 治 ・ 軍 
事 の 両面 で エゥーゴ を 不利 に し た 。 これ を 受け た エゥーゴ は 
フォ ン ・ ブ ラウ ン 市 を 解放 すべ く 新た な 作戦 を 立案 し 、 実 施 
し た 。 アポ ロ 作戦 発令 か 58 日 後 の B 月 18 日 の こと で ある 

アポ ロ 作 入 度 落 の 39 秀 者 
大 量 だ ヴ 、 そ の 獅 
イカ ン 少 体 か ら 和 貞 生け た 


避 フォ ン ・ ブ ラウ ン 奉 回 作戦 の 推移 


め ド ゴス ・ ギ アァ 
フ オ ンプ ラウ ン を 出 筑 
ロコ 大 箇 の ドコ メキ アザ 。 フ ォ 
ン ・ ファ ウン 向 湊 (た 。 これ に より 
ティ ター ンズ の 可 埋 カ は 庄 少 し た 。 


午 回 作戦 で の ティ ター ンズ 


ロ 作 戦時 と は 正 反 
アァ ギ ポロ 作戦 の 参加 
・ 市 を 苑 れ て 


PT 
か 件 。 確 


ェ 来 に 備え て 哨 民 を ピー 
行っ て お り 届 人 を 発見 z 
後 、 細 的 に 層 撃 する - 

た よう だ 。 し エゥーゴ 族 隊 を 


発見 し た 哨 式 MS 部 隊 が 独断 で ユー 
FFPLTTTTYY 

電 外 を 始め て し まっ た た め . 選 を ル 中 (当時)。 中 

傘 備 な くさ れ た 彼 直 戦局 を 翌 乱 さ せ た 


の 政 洛 室 は 地球 に 住む 
感 を 見 せ 付け られ た うえ .、 友則 権益 の 保護 を 約束 され た と 判断 し た 
地理 軍 邦 政 放 を 地球 連邦 講 会 は 、 テ 
限 拡大 法案 の 可決 に 値 い で いっ た 


アボ ロ 作 力 の 成功 
カ 下 に 置い た 。 こ 


ィ ミ ト フ 義信 は 
2 FT 


6) 発 E 
MS 軸 が 続く 中 、 ニ 
発作 二 を 二 拓 し た 
6 こと を 

ラウ ン 市 か ら 


ィ ク ターン ズ に 軍事 割 圧 され た 
フォ ン ・ プ ラウ ン 市 の 解放 を 目的 と 
し た 。 都市 か の ら テ ィ ター ンズ 駐 鶴 
莉 隊 を 排除 する と いう こと で ある 
グラ ナダ 市 が 中 株 描 点 の エッ ー ゴ 
フォ ン ・ プ ラウ ン 市 が 革 
は 障 止 し た か っ た 


? 市 近 傘 ま で 接 
近 し た 六 議 か ら MS 部 隊 が 出 軸 
ティ ター ンズ 填 角 豆 を 素 制 ・ 誘 
天 し 、 凍 部 隊 を 引き 付け て いる 間 
に 。 市 の 発電 施設 を 制圧 する 計 
画 だ っ た よう だ 。 作 偽 
要員 を 市 に 潮 入 さ 


き 」 と の 誌 話 を 発表 


肖 電 となり. フォ 


ハイ マ 


プティ ト ノア 大 人 と 
タナ ー 中 体 び 中 
て 作 畔 を 立 二 . 誠 放 


ティ ター ンズ の 誠 


フラ ウン 
| に 補 珍 を 出し た の は 


ティ ター ンズ の フォ ン ・ ブ ラウ ン 市 制圧 を 受け た エゥーゴ は 、 即 産 
に 走 回 作戦 の 準備 に 入っ た 。 連邦 政府 竣 会 に 出席 する プレ ッ ク 
ス 状 料 を 座 衛 する た め ク ワ ト ロ ・ パ ジー ナ 大 有 尉 が 地球 に 降り た は 
の 補給 不足 と いっ た 問題 も あっ た 
ンズ に グラ ナダ 市 へ の 棋 頭 優 を 確保 され て し ま 
回 作戦 を 実施 せ ざ る を 福 な か っ た 


TO 
か 全 か っ た エッ ー ゴ だ が し 


は 末 導 笛 を 間 千 し て いる 。 


フォ ン ・ ブ ラウ ン 礁 回 作戦 の 結果 と その 後 の 世 界 


フォ ン ・ プ ラウ ン 有 究 回 作戦 は エ 
ティ ター ンズ は フォ ン ・ ブ ラウ ン 市 か ら 排除 され た 。 これ に よ 
リグ ラナ ダ 市 へ の 橋 頭 仁 を 失っ 
拡大 法案 の 可決 に は 成功 し て いる 。 さら に 法案 可決 の 直 


エッ ー ゴ の 攻 軸 を 受け 、 ア ポ 
ロ 作 下 で 制圧 し た フォ ン ・ ブ プラ 
ウン 市 を 放 琶 。 グラ ナダ 市 

の 機器 催 を 失っ た た め 、 エ ゥ ー 
コ の 本 没 地 を 
別 の 手 詳 が 必要 と な っ た 


ー ゴ の 勝利 で 終わ り 前 に は 、 エ 


後 、 連 施政 府 総会 で 権限 拡 ブラ ウン 市 を 解放 し た 
大 法案 が 可決 され た 。 法案 可 エゥーゴ の 本 提 地 で ある 

ダ 市 が 攻撃 を 受け る 可能 性 は 
低下 し た 。 月 全体 と し て 見 た 場 
合 、 エゥーゴ 寄り に 戻 


仙 の 耳 に 入っ て いな か っ た 


ラナ 市 だ け で な く 人 地理 へ の 3 
全 間 虚 も 失っ た ティ 


UC 0087.08. 旧 ジ ネン 公国 軍 竹 沈 ア クシ ズ が 、 本 換地 で あ 
る 小 右 星 基 地 アク シズ と 共に 地球 園 に 欄 近 ( フォ ン 


ラウ ン 奉 回 作 埋 和 民間 へ の 無 差別 攻撃 を 開始 し 
て いた 10 月 12 日 、 つ 地理 園 に 寿 達 する 。 エゥーゴ 
と の 接触 を 機 リプ ス 埋 技 に 参加 する 形 と な 


リ り 、 時 に は テ ズ と 、 ある 時 は エゥーゴ と 連携 し 、 埋 涙 を 混 列 。 っ. 


させ る 一 因 と な 


ゴ の 指導 者 プレ ックス ・ フ ォ ー 
され て お り 、 テ ィ ター ン ズ の 優位 性 は これ まで 以上 に 高 ま 
ィ タ ー ン ズ だ が 、 権 限 て いた 。 これ を 受け た エゥーゴ は | 旧 ジ オン 公国 軍 残 党 アク シ 
ズ と の 同盟 に 動き 、 地球 園 の 混乱 は 加速 する こと に な る , 


フォ ン ・ ブ ラウ ン 草 作戦 欄 、 チ ィ タ 
アク シズ が 地球 国 に 特 潤 。 着 三 勢力 と 


准 料 が 量 条 


| プレ ックス 准 持 の 死 | 


容 回 作戦 中 。 連 施政 府 友 
会 に 参加 する た め ダ カー ル を 
訪れ て いた ブレ ックス 浴 有 が 
晴 科 され た 。 ティ ター ンズ の 色 
行 と 言わ れる 。 准将 の 死に よ 
ー ゴ の 組織 力 は 低下 


りり. エ 


死 の 間 導 椅 は エゥーゴ の 析 理 
キン シャア に 任せ た 


ズ が さら な る 弱 雪 手段 に 出る 中 
て グリ プス 転 栓 に 参 杏 し た 


Case Fl Ea 
ティ ター ンズ の 月 面 


を 解放 され た ティ ター シズ は 、 月 面 
如 市 に 対す る 作 青 を 度々 実施 し た 。 ティ ター ンズ 司令 部 
の 重量 で は な く 、 前 線 指 官 が 立 ・ 実 施し た 点 が 特 
等 だ っ た 。 司令 部 の 許可 は 得 た と 思わ れる が 前線 指導 
記 の 個人 的 思 感 が 民間 を 巻き込ん だ 作戦 に 直結 する の 
が 、 ティ ター ンズ と いう 組織 だ っ た の で ある 


フォ ン ・ プ ラウ ン 


グラ ナダ 市 へ の コロ ニー 落と し 未 運 


UL.C 0087.0B 24. ティ ター シズ が グラ ナダ 市 へ の コロ ニー 基 
作 想 を 実 許 し た が 、 エ ッ ー ゴ の 紙 貫 で 月 画 問 市 へ の 直志 は 
還 直 され た 。 ジェマ イカ ンタ 性 が 立案 ・ 実 橋 し た 作 圭 で ある 、 


フォ ン ・ ブ ラウ 
UC.0087.10.10. 
i 
閣下 ゲフェ 


本 沈 す る た め 。 誠信 
市 他 に 大 きく 入 宮 を 


82.26 


機動 戦士 ガン ダム SEED 


ブル ー コ スモ ス 


Organization of CE 


ネイ ター を 掲げ る 政 冶 団体 が 「 プ ルー 
で ある 。 ナチ ュ ラル の 大 半 は 、 程 度 の 渡 こ 
ネイ ター へ の 反感 を 持っ で いる が 、 ブ 
* は それ が 過 制 な レベ ル に 
自 類 環境 保護 団体 か ら 発展 し 
は 、 道 伝 子 哲 作 に よっ て 生ま れ た コー ディ ネイ ター は 
自然 の 摂理 に 反する 存在 と し ディ ネイ ター や 
その 盲 生 に 関与 し た 者 の 殺害 すら 話 容 し た 

政治 印 f の プルー コス モス の 加 著 
に も 、 痢 自 に ブル ー コ スモ ス 
無数 に 存在 し て いる 。 ブ プルー コスモス 
ネイ ター 主義 者 の 代名詞 に な っ て いる の で ある 。 こ 
うし た 事実 は 、 プ ラン ト 最 高 詳 議 会 議長 だ っ た ギル 
, os も 理解 で きる 

アル ー コ スモ ス は 組織 と いう より 主義 者 だ ろ 。 いく 
入間 を 弘 化し た と ころ で テロ は 防ぎ 切れ ん よ 
期 の 一般 的 な ブル ー コ 
克夫 な の は 、 プ ルー 
いる 


CE.10 年 代 後半 か ら 上 発し 
た "ファー スト コー ディ ネイ タ 
事 伯 に も 、 ブ ル 

それ 以上 に 深刻 だ っ た の が 、 因 部 へ の 
設 舌 で ある 。 元々 、 上 人 夫人 護 を 誠 え る カ 団 
と も あり 、 ブルー 


大 な 影響 力 を 持つ アズ ラ エル 財 間 の 
エル 財 内 は 、 軍 産 複合 
て も お り 、 最 上級 メン パー も 


存在 が あ - 
体 ロ ゴス の 
疹 出 ! 
スモ ス の 周 主 が 政治 家 や 軍部 を 
ン の 展開 や ト へ の 
こっ た 。 C.E.70- 


CE73-74 の 戦争 で は ブルー コ スモ ス 新 時 主 に し て 
楼 メ ン バ ー の ロー ト 


も 、 書 上 の 指示 を 受け た ブルー コス モス の 
六 和 め に を 


コ いた 実際 っ プ 
ァ ン ト へ の 核 攻撃 参加 し た ゲル ー コ スモ ス の パイ 
) が ガー を 引い た と 
ド は 就任 し て 
ス の 活動 は 続 


Fu PREWEW 


プルー コス モス は 反 コ ー デ ィ ネ イタ ー を 掲 
げ る 政治 団体 で ある 。 本 来 、 政 治 団体 と し 
属し て いる 者 が 正 
外部 の 同 詩 者 も 多 し 


邊 衣 再 境 保 記 を 目的 と する 圧力 団体 か ら 
発情 し た ブル ー コ スモ ス と 、 そ れ に 所 属す る メ 
ン パ ー が 「 狂 疾 の ブル ー コ スモ ス 」 と 言え る 。 
「 田 主 | と 呼ば れる 最上 趣 幹 卿 、 地 球 連合 
軍 の 上 圭 李 松 の 一 独 な ど が 庄 当 する 


CE71 頃 の ブル ー 


夫 迷 恒 の 反 コー 
ディ ネイ ター 活 替 を 
1 


ブル ー コ スモ ス は ロゴ ス (アズ ラ エル 時 
癌 含む ) か ら の 資 全 接 助 き 指示 を 受け 
コー ディ ネイ ター へ の テロ を 行っ て いる 。 大 
西洋 連邦 ら 地球 連 合 に も 圧力 を 加え る 


環境 保護 団体 を 打 流 と する ブル ー コ スモ 
ス は NGO 的 組織 で あり 、 ア ズラ エル 町 補 
動 資金 を 宴 て い 
六 活 動 の 一 


プルー コス モス で | 


は 、 対 コー ディ ネイ ター 用 
と し て 正規 軍 大 な る 兵 語 を 開発 し 
* た 。 国防 連合 企業 体 を 奉 下 に 収め る ア 
ル 財 鐘 が 、 兵 番 開 発 と 直接 的 な 関 人 
に あっ た た め 可 能 に な っ た よう た 


TSXMA717/ZD ペル 
プル ー コ メモ ス 
還 生 し た MA で 


団体 D ブ ルー コス モス に は 参加 し て 
いな い が 、 強 い 反 コー ディ ネイ ター 事情 を 持 
ロロ や 最 力 行為 を 行う 者 た ち が 「 広 閉 の 
プルー コス モス 」 と 言え る 。 C.EE68 の 時 点 
で 数 十 万 人 規模 に 達し て いた 


代り る な 


ブル ー コ スモ ス の メン バー や 同調 者 は 、 民 
間 の みな ら ず 大 西洋 較 孝 軍 を 中 心 と し た 地 
玉吉 合 還 に も 多数 存在 する 。 深 衣 続 囲 は 
意 級 交 校 か ら 未 爺 の 兵士 に まで 及び 、 対 ブ 
ラン ト 戦 争 で は 容 寺 な い 寺 全 を 線 り 広げ た 


ブルー コス モス に 同 訂 
コー ディ ネイ ター に 
憎み 衝 兵士 『. プ 

ト へ の 本 
FT 


コー ディ ネイ ター に 対抗 する た め 、 特 殊 兵 の 
育成 を 行っ た 。 統 児 へ の 反 コ ー デ ィ ネ イタ ー 
教育 や 過 酸 な 講 緑 、 非 人 道 的 な 外科 手術 
本 神 割 御 枝 術 6 ナチ ュ ラ ル で あり 
な が ら 浪 ま じい 才 且 能力 の 手 得 に 成功 し た 


に より 


| フル ー コ スモ ス の 者 成員 ーー EE 


公家 こそ され て いな い が 、 ブ ルー コス モ 
の 器 主 は ハイ ソサ エ テ ィ 出 身 者 が 上 相 
は 高級 軍人 が 目立つ 。 軍人 は 対 コー 
ディ ネイ ター 戦 で 重要 な 存在 の よう だ 


ブル ー コ スモ ス の 長 。 ロ 
ゴス と 強い 笛 が り を 持つ 者 を ィ 
が あい よう で 、 


大 西洋 連 施 一 


大 西洋 較 孝 軍 凌 で 見 ら 


同調 者 。 コー テ 
濾 の た め に は 
作戦 も 実行 する 


4 2 
A > 
4 py > 

ブルー コス モス の 歴史 
CE.15、 コ ー デ ィ ネ イタ ー 技 術 に 反対 


を 表明 し た 自 熱 環境 保護 団体 ブ プルー コス 
モス は 、 コ ー デ ィ ネ イタ ー や 関連 施設 へ の 


テロ を 開始 。 埋 争 へ と 誘導 し た 


ィ ネイ ター 生 大 が 迷 計ら き 
れ 、 話 館 や 和 者 ら が 死 。 ブル ー コ メモ ス の 個 ち 
が 桂 わ れる が 、 真帆 は 不明 


| C.E.40 道人 | 


スモ ス の 未 貢 と 見 られ る 旋 選 人 子 基 
主 球体 が 、 地 下 で 結束 を 工 め る 。 世界 は 
の 情 相 を 量 し で 


| C.E.41 ムル ラ ・ ア スズ ラ エル 誠 生 | 
EE 


4 Es nan 
= し っ アァ アズラエル 抽 回 
ia 


C.E.41.10.01 ロー ドラ ブリ ー ル 乾 を 


a 


機動 戦士 Z ガ ンダ ム 


(az) neD3 mm 


』 キリ マン ジャ ロ 
【 ) 攻略 戦 


Turning Point of GRYPIOS CONQUEST 


大 規模 


軍事 施設 と し 


球 連邦 政府 や 地球 連邦 議会 カ 


会 
の 実 感 告 発 
< 気運 の 形成 な 


し た 模様 


の 破壊 工作 
央 壊 


攻勢 と か ラノ 


ホー ム グ ) 地 球 と 切 苑 きれ 、 エゥーゴ ・ カ ラ 関連 ファ イル 


6 明 走 と 軍民 を 


UC0109 ティ タ z 
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キリ マン ジャ ロ 攻 略 戦 に お いて 、 エ ゥ ー ゴ ・ カ ラバ パー 。 ヤ ト ・ コ バ ヤ シ と い - 

攻略 作戦 に 参加 し た 運 合 軍 は 多数 の 持 兵 を 投入 し て いる が 、 そ の 中 に おり 、 彼 ら は 作戦 で 重 須 な 役 を 演じ で いる 。 エッ ー 
は 軍 歴 の 長い ベテラン も 散見 され た ー ゴ で は 。 ゴ の 中 楼 パ イロ ッ ト だ っ た 新 世代 の ニュ ー タ イプ 、 カ 

新旧 の 英雄 た ち プラ イト ・ ノ ア 大 佐 や クワ トロ ー バ ジー ナ 大 尉 こと シャ 。 ミー ユ ・ ビ ダン も 作戦 中 に キリ マン ジャ ロ に 巴 下 し 
了 ア ・ ア ズ ナ プル が 、 カ ラバ で は アム ロ ・ レ イ 大 尉 や ハ お り 、 新 旧 の 英雄 た ち が 実戦 に 参加 し た の だ 


年 戦争 の 英雄 が 参加 し て 


14) キリ マン ジャ ロ 基 地 、 

陥落 
エッ ー ゴ ・ カ ラバ 和合 車 ほ 指揮 
析 を クワ トロ に 委 紀 。 再度 の 攻 
屋 の タイミング を 対 る 中 、 カ ミー 
キリ マン ジャ ロ 放 還 戦 恋 所 の た め 、 ア ー ガ カマ ユ は 単色 で キリ マン ジャ ロ 基 地 
ゲ 地 豆 財 回 執 道 上 に 到達 。 対地 ミサ イル に に 潜入 、 フォウ ・ ム ラサ メ を 連れ 
の コ 出 そ う と する 。 し か し 、 攻 黄 主 間 
が 目的 だ っ 、 ア ー ガ マ を 追 買 する アレ に よっ て 不安 定 と な っ て いた フォ 
近 す る と 同時 ウ は サイ コト ガン ダム で 時 識 に 参 
に . MS 部 概 の 出撃 準備 を 進め て いた 。 加 。 一 生 は 正気 を 取り 戻す が 、 
wp カミ ー ユ を 底 っ て 埋 移 し た 。 基 
地 は カラ バ 郭 隊 の 確 謙 工 作 で 


U.C.0087.11.02、 ア ー ガ マ は 国 回 較 導 上 か ら キリ マン 
ジャ ロ 基 地 に 向け て 対地 ・ 償 道 ミサ イル 攻撃 を 実施 。 アレ 
キサ ンド リア か カ ら 出撃 し た MS 部 脱 に 対応 する た め 、 アー ガ 
で も MS 部 馬 を 出撃 させ た 。 MS 戦 が 行わ れる 中 、 クワ トロ 
大 年 機 が 地球 に 落下 する と いう アク シ デ ン ト が 発生 。 し か 
し 、 Z ガ ンダ ム に 教 筋 きれ 地 束 に 預 下 、 カラ バ と 合流 し た 。 


| キリ マン ジャ ロロ 基地 攻略 戦 、 開始 

カラ バ 部 隊 が キリ マン ジャ ロ 基 銘 に 攻撃 を 行う a 

が 、 サ イコ ・ ガ ンダ ム の 投入 も あっ て 。 拉 人 を 謝 j ro 

備 な < され た 。 な お 、 戦 眠 中 に 基地 近 修 に 着 交 し と 

た クワ トロ と カミ ー ユ が 基地 内 へ と 潜入 。 ふた り は = 

ジャ ミト フ 総 本 と 道明 する が 暗 答 に は 失 区 、 カ ラ 

バ 部 謙 と 共に 搬 退 し た 2 K ュー 


Mstration by AKIO UNUMA 


還 | アー ガマ 、 周 回 地道 へ 到達 


5 | 
ドッ ク 医 ラビ アン ロー ズ を 発っ ー ガ マ が 、 カ ラバ の キリ マン ジャ U.C.0087.1 1.02、 周回 較 道 上 に 入っ た アー が カナ リ MORE INFO ーー 
ロロ 基地 攻 中 作戦 を 支援 する た め 、 地 球 の 周回 夫 道上 に 殖 較 。 対 。 ア 諸島 か ら 対空 ミサ イル 導 還 を 征 け な が ら も 、 キ リマ ンジ ャ ロ 基 a as? 
イル 攻撃 に より 、 キ リマ ンジ ャ ロ 基 地 の 目 を 宇宙 に 向け させ る 。 地 へ 対地 ・ 殖 道 ミ サイ ル 妊 を 撃ち 込ん だ 。 この 門 、 アレ キサ ンド キリ マン ジャ ロロ 基地 
と 同時 に カラ バ W 支 授 す る こと に な っ て いた ザ .、 舞 載 MS 部 酸 の 地 =。 リア か ら 発 遂 し た ティ ター ンズ MS 部 朋 が アー カマ を 負 各 し 、 ア ー a 


理 陸 下 は 想定 し てい な か っ た 。 アー ガマ 追撃 の た め 、 テ ィ タ ー ン ズ ガマ 旗 載 MS 部 詳 が 応戦 し た 。 MS 胃 の 中 クワ トロ 大 尉 の 百 式 x の 押 点 で あ 4 a 
の 重 通 洋 華 アレ キサ ンド リア も 周回 軌道 に 接近 し て おり 、 ヤ ザン ・ が 地球 に 落下 する アク シ デ ン ト が 発生 し た が 、 カ ミー ユ の Z ガ ン 勢力 任務 だ け で な fs 
ゲー プル 大 調 指 揮 の MS 部 隊 が 出撃 塗 備 を 進め て いた - ダム と 共に 無事 に 地球 へ 想 下 し 、 カラ バ と の 合流 を 上 指 し た . ゃ で A も } 
4 
か > | \ は. ™ 
1 < N Net 
WM に 9 
か っ た > や 大 小幅 


アー ガマ で は MS パ パイ ロット た ち に 作 寺内 容 が 説明 され た が + ロ あ 作 に 折る カラ 1 
な か っ た 。 アレ キサ ンド リア で は 、 的 10 尼 の MS が 7 に は 本 外 の 事 電 だ っ た i KA 


|| エゥーゴ コ ・ カ ラバ 連合 、 一 時 撤退 且 誠 | キリ マン ジャ ロ 是 地 の 陥 落 
カラ バ MS 分 材 が キリ マン ジャ ロロ 基 地 に ご 肉薄 する 中 、 形式 と Z 指揮 権 を クワ トロ に 移 題 し た エゥーゴ - カラ バ 遠 合 還 が 、 攻 


ガン ダム が 其 地 近侍 の 非 圭 闘 エリ ア に 藩 錠 。 MS を 障 り た クワ ト 。 撃 タイ ミン グ を 探る 中 、 カ ミー ユ が 独断 で キリ マン ジャ ロ 基 池 に 洪 
口 ヒ カミーユ は 基地 に 潜入 し 、 ジ ャ ミト フ 引 全 と 中 過す る が 語 入 。 カミ ー ユ は 猪 化 人 間 フ ォ ウ ・ ム ラサ メ 少 肝 と 策 会 し 彼女 を 
に 失 迷 し て いる 。 基地 を 違 る 潮 開 は 、 遂 障 拘 作 か ら 下 裕 要衝 に 連れ 出 そ う と する が .、 エ ウー ゴ ・ カ ラバ 連合 宣 の 再 攻撃 が 始ま る RX-16 
切り 替え た 可変 MA サイ コ ・ ガ ンダ ム の 本 栓 投入 も あっ て 、 ラ と 不安 定 な フォ ウ は サイ コー ガン ダム で 玲 闘 に 参 加 し た 。 この PT i 
ター ンス が 徒 勢 と な っ た 。 これ を 受け た カラ バ パ は 一 圭 莉 退 。 基地 臣 関 の 中 、 ジ ャ ミト フ 綴 帥 は 宇 軍 に 見 脱し 、 フ ォ ウ は 理 混 。 カラ バ * De 補記 
を 脱出 し た クワ トロ と カミ ー ユ も 、 カラ バ と 共に 拉 選 ! 突 軸 部隊 の 破壊 工作 に より . キリ マン ジャ ロ 基 地 は 了 交 落し た 


Cr 83.22 


二 用 理 = シー ルド 


83.23 
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小型 軽量 か つ 高 防御 力 の 
新 世 代 シ ー ル ド 


面 状 の ビー ム 際 壁 に よっ て 、 英 族 を 防ぐ 装備 が 
ビー ルド で ある 。 構造 的 に は 放射 状 に ビー 
・ サ ー ベ ル で 、 高 濃度 の ミノ フス 
ー ム 障 層 を 維持 する 1 フィ ー ル ド 
間 わ ず 防 卿 可能 だ 。 人 
に 装甲 板式 シー ルド と 比べ て 耐 弾 
複数 の ビー ム ・ サ ー ペ ベル を 東 ね た よ 

ネ レ ー タ ー (発生 息 置 ) 


生 す る セン サー 系 ヽ の 一 
謙 虐 の 光源 化 に よる 彼 発見 率 の 上 昇 な 
と の 間 是 点 も 指摘 され る 。 し か し 、 メ リッ ト が 上 回 る と 
間断 され て お り 、UCOI20 年 信 降 MIS の 槍 防 
牧 デ バイ ス と 現 作 は 宣 民 
を 間 わ ず 字 も 増加 し 、 般 章 方 向 
の 防御 や デブ リ 宙 域 の 突破 な ど に 使用 きれ て いる 。 


MS Technology in U.C 
字画 世紀 の MS の 技術 


ビー ム ・ シ ー ル ド の 実用 化 は 、 第 二 期 MIS (頭頂 高 
as \ 民 MS) の 完 茂 と 審 接 に 関係 し て いた 

ム ・ シ ー ル ド の 玩 想 自体 は 、 比 較 的 古く か ら 
あ っ た と お え っ れる 。 し か し 、 装 甲板 式 シ ー ル ド と 錯 
ー テ ィング の 組み 合わ せ で 相応 の 防御 力 を 
ES か 
に こと な どか ら 、 実 用 
・ 弟 四 世 代 MS 
旦 や 吉 楼 推進 笠 ( 火 


な か 


力 や 機動 性 ) 
の 機体 が 多 測 さ れる 
この 流れ を 変え た た の が 、U.C.0100 年 代 以降 に 進 
期 MS の 開発 だ っ た 。 サナ リィ や プッ 
ホ ・ エ アロ ダイ ナミ クス が 開発 し た 第 二 期 MS は 、 小 
規 軽 恒 な 機体 と 新型 熱 栓 反応 炉 の 組み 合わ せ に よ 
り 、 面 期 的 な 出力 対 重 量 比 を 実現 
ー ル ド の 搭載 が 可能 と 
ルド 自体 の 技術 的 問題 で は な く 、MS 本 体 の 進化 に 
よっ て 実用 化 き れ た わ 


El neD3 sm0 


力量 産 仕様 機 に 至る まで t 
装 八 し て お り 、 性 能 上 の アド 

地球 連 施 軍 の MS は ビー メ 
れ 、 コス 
は 少な い . 


お よび ジ 


ー ル ド を 標 状 

パン テー ジ と な っ た 

シー ルド の 装備 に 層 

ビ ロ ニ アァ 建 同 戦争 教 発 時 の 搭載 MS 

の 栓 、 新 漠 主 力 MS で ある ジェ ムズ ガン 
よう や く 標 准 装 備 さ れ . 


と な り 、 MS 戦は 防 久 餅 有利 の 時 代 が 続い て いる 


(オッ トー・ カ ル テ ン パッ ハ UL.C0155) 


MS に 


Mustrstion by TOMOTAKE KINOSHITA 


ピー ム ・ シ ー ル ド の 構造 

ピー ムシ ー ル ド は 、 放射 状 に ビー ム 議 
を 展開 する 防御 用 装備 で ある 。 ビー ム 障 壁 
に よっ て 、 実 体 弾 と ビー ム の 到 方 を 防御 可 
態 と な っ て いる 。 展開 する ビー ム は I フィ ー 
ルド に よっ て 雑 持 さ れる 高 濃 度 の ミノ フス 
キー 粒子 で 、 ビー ム ・ サ ー ベ ル の ビー ム 刃 と 
同じ も の と 考え て いい 。 


ビーム 刃 が 動 の ピ 


ム を 生 い だ り 、 実体 
理香 幸 し た りす る 
の と 同じ 理 計 . 


何 剛 へ の 尊 偽 が 一 
波 的 、 基 本 抹 術 は 
ビー ム ・ サ ー ベ ル と 
合わ ら な い 


時 ビー ム ・ シ ー ル ド と 発生 装置 の 構造 
ま 還 は ビー ム ・ シ ー ル 発生 経 半 の 区 を 仙 半 を ポ し 
た も の で ある 、 者 玩 の 頒 生 半 翼 の 多く は 下 必 備 に 商業 
され て いた が 、 内 に は スイ ング アウ ト す る タイ プ を や 仁 章 

本 す る も の ら ども 打 全 され た 。 これ は 、 ビーム" シー ルド 
ダシ ステ ム と し て は 実 庶 し て いた た め 、 四 全休 の 


牙 曽 押 所 で 相 店 ひど の 機 大 され た 本 と 基 え る 。 


防御 用 装備 と し て 見 た 場合 、 ピ ー ム シー 
ルド は 装甲 板式 シー ルド より 優れ て いる と 
考え られ て お り 、 第 二 期 MS の ほとん ど が 控 
用 し た 。 防御 力 と 小型 軽量 性 は 高く 評価 さ 
れ て お り 、MS 圭 は 孔 御 側 有利 と な っ た 。 た 
だ し 、 セン サー 系 へ の 悪影響 、 補 発見 素 の 
上 上昇 な どの デメ リッ ト も ある 


守 体 列 ビー ム 兵 問 を 問わ な い 高度 な 
防 衝 と 小型 軽 時 な 点 が ピー ムシ ーA ル ド の 
メリ ッ ト で ある 。 ビー ム 陣 角 は ビー ム ・ サ ー ベ 
ル の ビーム 刃 と 剛 媒 の 性 質 を 持つ た め 、 格 
馬琴 続 と し て 転用 で きる 点 も 佑 れ て いる 。 


ル も 受け 止め られ る 


Bh 
フ 可 能 な た め MS の 
和 他 を 話し 本 く 。 
参 で も 使い やす れい 


性 能 傾向 


旧来 の 装甲 板式 シー ルド と 比較 し た 場 


装着 本 

初耳 の タイ ブ :! 

の も の が 

給 講 び 裕 供する 可 

慣性 も 謝 か っ た 。 ザ 

スカ ー ル 戦 名 央 に 

なると. 発生 本 還 の 

小 措 化 や 租 竹 ( 手 毅 
\ の 内 熟 な ども 
れ . 考 竹 な タイ 
し た 


ピー ム 時 時 の サイ ズ 

せ 要 更 し た り 、 都 分 

前 に 同 欠き せ た りす 
も で きる 。 


高 エ ネル ギー 状態 の ピー ム を 広 面 横 に 
風聞 する 都合 上 、 セ ン サ ー 系 へ の 重 時 や 
袖 発 見 素 の 上 昇 と いっ た デメ リッ ト が ある 。 
筑 二 期 MS の ょ うな 高 出力 機 で な けれ ば 
安定 的 に 丁 働 で き な い 点 も 問題 と 言え る 


債 古 の 大 MS 
は せ 、 セ ン サー へ の 昌 書 
才 訂 し て ピー ム ・ シ ー 
ルド を 性 埋 し な い 


委 人 箇 用 の MS 
も 和 発 貞 囚 の 上 昇 
TI1 

シー ルド を 半 備 し た 


合 、 防御 や 取り 回 し の 良さ は ピー ム ・ シ ー サイ ズ 
ルド が 詳 っ て いる 。 た だ し 、 コ スト 面 や 構造 uo 
の 簡易 さ 、 拡張 性 で は 装甲 板式 シー ルド が 
優れ て お り 、 絶対 的 優位 に は な い 

ビー ムシ ー ル ド は 事 曽 カ 岳 比 性 


と コン バク ト 性 を 両立 し 
て いる 。 重用 人 性 も 高い 


mix シド ty 較 証 
ズ が 大 W. 試 や 人 人 
TS Te 


ピー ム ・ サ ー ベ ル の 発展 型 と 言え る ビー 
ム ・ シ ー ル ド は 、 他 の ミノ フス キー 物理 学 系 
デパ バイス の 機能 を 夏 り 込め る と いう 利点 を 
持っ て いる 。 この 特性 を 活か し て 、 ビ ー ム 礁 
や ピー ム ・ サ ー ペ ベル 、 特殊 推進 器 な どの 模 
能 を 備え る タイ プ も 開発 され 、 ザ ンス カー ル 
戦争 期 を 中 心 に 使用 され た 


特別 な 付加 板 能 を 持た な い タイ プ 。 ピー ム ・ 
シー ルド の 基本 形 で あり 、 ク ロス ポ ボーン ・ パ ン 
ガー ド や 地理 連邦 軍 な ど で 多 く 見 られ る 


i 
カー ル 臣 多 で も 現役 


ピー ム ・ サ ー ペ ベル の 機能 を 併せ 持つ タイ プ . 
椅 準 も 格 本 大 鞭 と し て 機 開 する が 、 こち ら は 
ピー ム 丸 の 形成 も 強く 意 議 し て いる 


も 自負 な い 義持 つ 


パリ ア ・ ピ ビッ ト と 呼ば れる 系 末 を 展開 する こと 
で 、 芯 大 な ビー ルム 障壁 を 形成 する タイ ブ 。 自 機 
だ け で な く 広 二 較 を 防 件 可能 で ある 。 


革 の 機能 も 伴 せ 持つ 


宇宙 義 如 が 指 載 する 大 型 ビー ム ・ シ ー ル ド 
枢 途 的 に は 欄 浴 型 と 同じ だ が 船首 に 搭載 す 
る 点 が 特殊 。 | 旧式 弟 に 追加 練 備 し た 例 も ある 


ey Word 
シー ルド を 展開 する 
こと で . 大 気 較 突 入 時 の 高 元 を 軽 浅 で き 
る 。 ビー ム ・ シ ー ル ド 実 用 化 当初 か ら 期待 さ 
れ た 機能 で 、 U.C.0130 年 代 に 実現 し た 
uicosoWK 
CT 
的 に 使用 。 工 | は 
FR 


アイ ン ラ ッ ド や ザン ネ 
ク ・ ペ ー ス な ど 、 ピ ー 
ん ド を 江 剛 可 
な SFS も 存在 


ピー ム 確 と 一 体 化し た タイ プ 
に ピー ム 


ピー ム 次 義 用 
シー ルド ・ ジ ェ ネ レー 
ター と ピー ム 容 が 分 離し た モデ ル も ある 。 


けり で は な く 


ピー ム ・ シ ー ル ド ・ ジ ェ ネ レー ター を 機体 内 
た タイ プ 。 主 に 胸部 に 内 続 し 、 艇 出し た 
スリ ッ ト か ら ピ ー ム 墜 を 形 同 する 」 


内 多 化 きれ て いる た ゅ 、 例 生 4 
本 置 へ の 窒 措 率 が 低 > 
ペル の MS で 見 られ る ニー 


ベス パ の 大 気 男 内 用 飛行 シス テム 。 ビー 
ム ・ シ ー ル ド を 高速 回 転 させ 、 回 転 面 の 上 下 で 
ミノ フス キー 粒子 條 度 を 変更 、 洋 カ を 福 る 、 


er 


格 鉛 兵 装 療 用 の 宇宙 邊 能 用 ビー ム ・ シ ー ル 
ド 。 自 艦 へ の 被害 を 度外視 し た 特攻 兵 舟 で あ 


往 外 用 ピー ム ・ シ ー ル ド 
同相 吐 党 は 拭 章 の 妙 


ピー ム 細 を 
に 収束 する こ 
な り 用 の 面 角 


複数 の ビー ム 隊 台 を 連結 する こと で 

広い 防御 面積 を 得 ら れる 。 2 基 以 上 の 
ム ・ シ ー ル ド を 持つ MS1 機 で も 、1 基 搭載 
の MS が 視 数 機 悦 力 する こと で も 可能 


PT 
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WORLD GUIDE 


地球 外 変 異性 金属 体 ELS 生計 


立 し な い 場合 、 融 合 相 手 こめ る 子 波 に 引か れ て 移 生 
除 、ELS と 初 章 過 し た 地球 人 類 ELS は 彼ら な り の コミ ュ ニ ケー 
の 死者 を 用 し て し ま 地球 天 
5 被害 は 、 イ ノ ベ イ ター に まで 及 地球 連邦 政府 は 危機 感 を 区 
の 間 に 則 闘 が 発生 し 、 
人 類 は 蔵本 前 


解 し 、 人 類 と ELS の 共存 が 成立 し 
リョ 


は 系 の ガス 感 星 ! 


書 設 し 宇宙 
時 が 属す る 
多数 の ELS が 


S の 探査 隊 
地球 時 間 


環境 が ELS の 母 是 
本 量 に 到達 し た ELS が 次 に 目指 し た の か 
必 話 性 が あ : 人 類 が 発 す 


| ELS の 特性 。 4 問 の きえ る 凍 


は 箇 村 の 在 在 だ 
ELS は 太陽 系 外 の 恒星 系 に 生ま れ た 例 相互 理 錠 に よる 共存 

履 生 命 体 で ある 。 (地球 側 の 分 析 で は ) 組 な に 

成 、 槽 造 と も に これ と いっ た 特徴 は な い が 

群 全 体 で の 意識 情報 共 有 、 他 の 生命 体 や 

物体 と の 融合 に よる 能力 猿 香 、 単 半 称 宙 能 

カ 、 訂 量 子 流 能力 な ど を 待ち 合わ せ て いる , 


ECT TE 


上 LS は 。 太 陳 乗 と は 異な る 恒 屋 系 の ガ 
スズ 癌 量 に お いて 謀 生 し た 。 ガス 語 星 に 存 
在 す る 深 体 全 属 か ら 発 生 し た ELS は 、 惑 
硬 の コア で 開化 後 、 表層 に 進出 し た 。 地 
圭 の 高 等 生物 の よう に 複 剛 な 身体 構造 は 
持た な いよ うだ が 、 人類 と 異な る 精神 と 強 
軸 な 価 を 持つ 。 


生物 、 無 生物 を 問わ ず 接 秀 物 を 融合 。 サイ 
ズ を 大 きく する た め 、 ELS 同 士 の 醒 合 も 行う 


例 丁 色 の 体 か ら 分 か る よ 
うに 、 多 若 で 柄 旋 され て い 
る 。 特定 の 引 代 替 半 中 
本選 村 た な いよ うだ 


誠 動 人 止血 の ELS は 
組成 や 侍 廷 に これ と い 
た 博 杭 が な く 、 夫 抽 の 元 
華 も 含ま れ て いな い , 


淫 合 物 ま た は 麗 寂 対象 の 形状 や 諸 力 を 模 
人 す る 。 こ れ は 理解 J の 一 格 で 、 本 能 で も ある 


地球 達吉 宣 と の 控 
の 結果 、MS や 半 


LS 大 の 揚 蛋 に ょ っ て 

せ 琶 夫 模 の 條 体 すら 

意 人 知れ た 経 果 
た 生 析 も いる 


ピー ム 挟 震 を 
ルド すう 三代 


画 雷 2314 年 . 学 球 男 
た ELS の 堤 は 
地理 箇 孝 軍 の 一 万 儲 


ELS は 大 型 中 午 小型 の 3 種 を 基本 と 
する 。 ELS の 中 枢 と いえ る 大 型 は 1 体 の み 
確認 され て お り 、 未 交 に 位置 する 小型 ELS 
は 能 大 な 数 が 存在 し て いる 。 中 形 お よび 小 
型 に は 、 形状 が 異な る も の が 存在 する が 、 機 
能 や 位置 付け の 相 條 は 不明 で ある 


送れ る ま 


全長 数 mー10m ク ラス の 全長 数 育 m ク ラス の ELS、 直 符 3.000km ク ラス の 
ELS。 群 で は 未 交 に 位 燃 手 を 持つ タイ プ が 目立ち ELS で 否 の 中 酸 。 他 の ELS 
る 「 働 き 線 ] で 、 数 も 多い 居 独 で 進 洋 著 を も 法 合 する と 融合 . 花 型 に 変容 し た 


ン ン 


合 と 擬態 


上 述 の 通り 、ELS は 峡 合 対象 の 外見 や 能 
を 横 仙 する こと が で きる 。 模 像 に よる 擬 艇 
に は 2 種類 あり 、 融合 と 同時 に 対象 物 と 置き 
換わる 場合 と 、 剛 合 対象 の 情報 を 基 に 時 間 
が 箇 過 し て か ら 舞 態 する 場合 が 確認 され て 
いる 。 地球 と の 接触 で は 兵器 に も 押 態 し た 


調合 導 象 と 見 分 けが 
つか な い は ほど 正確 
導電 。 放 介 
愉 能 を 有する 


悪 する に は 、 目 秩 


ジン クス M と の 松 合 、 で 簡 た 
全 を に 、 小 ELS 寿 が 合体 i tt, っ っ 
eTe HLT 

中国 の 内 に 得る 

ELSyMA カ デラ ーー ta 
と 穫 る し た を も -— PTT す T 
情報 を に ELS ゲ 凍 a mC きる 


直し た 雪 と も 言わ れる 。. 


西暦 ガイ ド : 地球 外 変 異性 金 施 体 EL 


| mr09 sm47A 


[生身 」 で 寺 画 補間 を 移動 する 。 ワー ム 】 
ル を 作り 出し て の 陣 則 黄 研 移動 も 可能 


光 と 物質 全般 を エネ ルギー 拓 と する 。 物 信 
の 破 合 は 「 食 事 」 と し て の 凍 味 も ある 。 


底 合 の 来 。 ELS の 質 業 手 軍 安間 に お ける 小 
8 ft し i 晶 ELS の 電動 性 は 、 西 
ば 、 差分 は エネ ルギー 憩 2314 年 時 の 


本 欄 さ れ た と 考え られ る 、 的 MS を 湊 攻 て 


ELS の 最小 サイ ズ は 人 間 大 で 、 そ れ 以 下 
の 大 きき に 分 割 され る と 活動 を 停止 する 


馬 全 子 波 導 力 を 持つ 。 ELS 同 士 の 「 会 攻 」 
だ け で むく. 苗 笑 と の コン タク ト に も 使用 


イノ ペイ ター と の 量 早 
壮 潤 も 可能 だ が 、 加 考 
事 能 の 擬 が 蜂 害 と な り 
相 万 触 が 居れ た 


柄 神 性 や 思考 形 左 こそ 人 天 と 異な る が 


充分 な 大 きる が 梨 ら れ 
な いと 活 動 を 俸 上 する 」 
活動 青 間 に ELS 合 
TEY27 


| 綱 体 で の 看 放 情報 用 。。 | 
全 包 LS が 生肉 と 情報 を 共有 し て お り 、 個 の 
個人 が 薄い . 


合 で 得 た 情報 も 共有 され る 高度 な 知能 ・ 知 性 を 持つ 。 敵 争 本能 は 強い 


[eT FP 
ター すら 作り 上 げ . 計 
Tag と ox 
胃 を 末 き 上 げた 
ELS の 歴史 


| 


た ELS だ が 、 恒 星 の 寿 命 が 尽き か けた た め 

ELS は 、 地理 と は 別 の 恒 尾 和束 に 属す る ガス 
新天地 の 探索 に 出 た 。 その 中 で 地球 と 近 店 に また の 休 呈 系 に 属 て る が 
触 し た ELS は 、 人 吾 と の 共存 を 選択 し た 。 ELS は 生化 の 示 . 間 星 表 面 で 文明 を 猿 いた 


地球 軍 時 事 と の 東 困 
で 、 ま 数 の ELS が MS 
に 抽 二 し た の は 、 共 有 さ 
た 部 情報 に よる 


3 PE 
を エネ ルギー 浦 と する の 六 休 人 司 に 作 
ELS に と っ て 、 人 性 の 色 S が 本 生 。 替 半 エ 
量 送 少林 の 大 を 相 ター を 野江 する まで 
を だ っ た k 


ELS の 国 星 が 属す る 恒星 が 赤色 巨 甘 と な 


た 素 、 白 色 苦 星 に の 名 、 還 星 に 基 大 な 裕 寄 
が 出 た うえ 、 得 ら れ - ルギー も 減少 し た 中 IS は 長い 時 間 。 宇 軍 を 族 注 する 、 な る . 
i ET 】 還 屋 に 半 没 し た 大 箇 
に 。 8S の 馬 星 に も 炎 も . 新天地 礎 生 < 
寄 が 胡 げ 、 多 く の 小 可 冗 へ 
| | 大 了 系 へ の 出 下 。 開 5| 人 下 と の 
新天地 控 系 の 中 、ELS は 大隊 素 の 本 星 に 出 ELS の 前 に 人 類 は 滅亡 の 危機 に 満た 
現 。 この 除 、ELS は 握 量 子 渡 に 引か れ て 地球 に 醒 、ELS の 実情 を 知っ た イノ ベイ ター が 母性 | 


向かっ た が 、 人類 は ELS の 意図 0 ら な か っ た 。 か っ た こと か ら 、LS は 作 と の 共存 を 選択 し た 
FDAELS 4 呈 導 に ELS 間 し た 
は 、 人類 を 理 多 す る た め サキ ブレ 。 人 史 ( イ ノ ペ イ 
に 栓 朋 を 吉 み た が 、 人 ター) と ELS の 革 在 を 
HELS を 介し た re 
人 類 と の 協和 的 融合 会 っ た 異種 生命 体 
相 評 理 多 が 成立 し た 状態 の (の 中 、ELS は 地球 人 類 
は 、 互 い が 生 きた まま で の 護 全 外 の 異種 生命 体 と も 性 時 し た と いう 。 ELS 
わ ゆ る ハイ ブリ ッ ド イノ ベイ ター で ある 同様 、 人 類 の が 多かっ た 


2 
MMALEL SB 


る 。 ELS2 
代表 


OU YX: 


83.26 


84-1Z 


機動 戦士 ガン ダム MS IGLOO 一 年 戦争 秘録 


歴史 フォ ー カ ス 


Evaluation Test of JORMUNGAND 


ルウ ム 戦 役 の 激 閲 と 
期待 され ざる 新兵 回 


年 戦争 勤 発 か ら 12 日 後 の U.C.0079.01.15、 サ 
ジオ ン 公国 軍 が 衝突 し 
ある 。 戦闘 の 結 残 
を 被っ た 地球 連邦 字 軍 軍 
台 に 追い 込ま れ 、 ジオ 
戦 培 定 の テー ブル に 着 か 


戦役 
存 了 戦力 的 打撃 
は 、 媒 織 的 活動 が 困 散 
ン 公国 は 地球 
せ た の だ 


ト 戦 役 


年 職 争 の 勝 攻 が 決し か けた 幅 い 
戦術 面 で も 特別 な 意味 を 持っ る 。 それ が 
史上 最大 の 宇宙 胃 隊 戦 の 発生 ノ フ スキ ー 
粒子 散布 環境 下 に お ける MS の 総 対 的 性 能 の 証 
基 で ある 。 MS の 性 能 は 一 週間 波 争 で も 証明 され て 
ウム 戦役 こそ が MS の 優劣 論 に 決着 を つ 


、 戦 役 の 勝敗 は MS に よる 部 分 が 大 きい も の 
国軍 は MS 以外 の 兵器 も 軽視 【 な 
軍 の ドク トリ ン は MS を 中 心 と する 


U.C.0079 


が 、MS の 運用 母 胃 委 支 援 攻撃 プラ ッ ト ホ ー ム と し て 
多数 の 字 宙 艦 紙 も 建造 し て お り 、 ル ウム 小 役 の 宇 導 
盤 隊 戦 で は 地球 連邦 軍 加 隊 と 砲火 を 交え た 


が 行わ れ て お り 、 ジ オン 
で の 間 、 両 軍 は 砲 埋 
そん な 中 、 ジ オ 
は 異な る 「 こ の 戦争 の 帰 妖 を 決め る 重要 な 」 兵器 が 
ki れ Ng 
・ ガ ン 「QCX. 
2310mb の を 長 を 誇る ヨル ムン ガン ド は 、 A 
砲 と は 異な る 技術 で 2 


巨大 で 機動 性 が 皆無 砲弾 」 と な る 使い 挫 
て 熱 栓 反応 炉 が 高 コス 、 環境 に よっ て 射程 
変動 する こと な どの 問題 点 ち も あっ た が 、 当 時 
な く 、 字 軍 
然 と 言え る 

技術 本 部 直轄 
きれ 、 ル ウム 戦 
は ヨル ムン ガン ド の 


艦隊 戦 で の 活 叫 が 期待 きれ た 

試作 段階 だ っ た ヨル ムン ガン ド は 、 
の 第 6 3 失 第 基 了 (で 、60: 
役 で 


ウム 戦役 町 本 09 sm 


評価 試験 を 還 家 の 重大 事 と 捉え て お り 、 先 の 「 こ の 
昔 争 の 帰 直 を 決め る 重要 な も の 」 と の 評価 も 、 同 隊 
所 属 の オ ・ マ イ 技 術中 尉 に よる も の : 
だ 3 の 認識 に 反し オン 公国 軍 上 PF 

は ヨル ムン が ガン ド に 期 持 を 掛け ・ > た 。 由 場 の 
半 役 は MS に 移行 し て お り 、 ヨ ルム ン ガ ンド の 評価 試 
険 は 形式 上 の も の に 過ぎ な か っ た の で ある 。 603 は 、 
それ を 知ら な いま ま 』 

(“ネー ムレ ス ~ ジョ ン ・ ス ミス 


UC0154) 


IGLo1 01 
IaLot11 


me 
ET 
memovew 


ルウ ム 戦 役 は ジ 
月 的 は 地 
あっ た 。 この 際 、 ジオ ン 
作戦 を 偽装 し 


固 生 か ら 仕 掛け た 戦 
『 生 の 残存 戦力 を 叩く 
国軍 は 第 二 次 
球 連 邦 軍 艦隊 を 請 き HL 
度目 の プリ ティ ッシュ 作 夫 


多 立 戦争 の 科 昔 に > 6 
補 本 部 直 連 の 部 隊 を 押し た 。 第 603 技 術 
た 部 除 の ひと つ で あり . 栗 に 配 

マイ 技術 申告 は 、 サイ ド 3 

ャ ハト 技術 少 香 と 面 


* CT て . ヨ ル 


国 ルウ ム 戦 役 の 開始 
1 月 15 日 、 サ イド 5 直 域 で 両 宣 の 艦隊 が 条 突 、 ル ウム 軒 
還 類 泊 の 後方 に 展開 し た 


ー タ の 入手 を 目的 に 観 沸 が 出 


國 MS 部 隊 の 出現 と ルウ ム 戦 役 の 終結 
戦域 へ と 向 S 部 隊 と 貴明 。 MS 部 感 の 投 
た も の で あ 4 の 後 、 モニ 
員 ゲ 芽 打 し 
れ 、 移 が アレ 


EEEL I 本 | 603、 ヨル ムン ガン ド を 受領 


年 戦争 の 開戦 に 上 し 、 ジオ ン 公国 軍 は 技術 
作 兵 半 評価 試験 部 隊 を 新設 し た 。 新兵 開発 を 加速 する た め 


作 兵 甘 の 試験 運 用 デ 


pr 


タ を 得る 


ガン の 失 和 情報 を 


ルウ ム 戦 役 の 勃発 


)C.007901.15. サイ 


本 部 直 輸 の 試 U.C.0079.01.04 


和議 
末 奉 横 吉 合 


603c 


中 肝 に 人 


本 で 地球 連邦 宴 と 
史上 初 
機 方 


上 最大 の 
た 603 
戦 軸 韻 始 後 も 味方 穫 三 
の 汰 用 を 任 され た ヘン メ 


MORE INFO! 
超 高 出力 の 戦術 ビー ム 兵 器 


届 各 限 界 で も 大 穫 


戦 ま 援 慈 ヨ 
た 。 この 必 
宙 軍 哨 直 基 
ガン ド を 統 補 給 本 が 没 沈 さ 4 
ド 愛 蛋 後 、 寺 便 府 直 旦 の モニ ク ・ キ ャ テ 
603 ラッ ク 特務 大 慰 や 技術 試 験 科 の ヒデ ト ・ ワ シヤ 中 肌 ら が 

て イム に 乗り 込み 、603 は 全 員 が 集結 。 直後 

は プリ ティ ッシュ 作 王 で 地球 に 落 コロ ニー と 中 


分解 状 租 の ヨル ム 
宙 之 洋 穫 2 客 か 


+ 


ォ MS 部 隊 に 通 
な か っ た 作戦 計 画 に 骨 
価 試 験 は 形式 上 の も の ぎ 
地球 連邦 生還 私 

門 後 、 至 近 絢 


wa 


機動 戦士 ガン ダム 


MS 運用 理論 : 一 週間 戦争 と ルウ ム 戦 役 mM9 ser 42n 


ー 週 間 戦争 と ルウ ム 戦 役 ee 


奇襲 と な っ た 。 ジオ > 


『 戦 布告 直後 に 攻 ウム 戦役 で の こと だ っ た 。 一 週間 戦争 に お け 


WIS の 絶対 的 人 位 性 を 示し た | を し (「3 贅 財 の 告 」 と 言わ れる )、 サ トド 旋 と し (プリ ティ ッシュ 作戦) で 目標 を 洋 成 

RS 2 を 急 興し た 。 地球 連邦 の 30 分 の 1 の 国力 レ 『 ン 公 還 策 は 、 二 度 晶 の コロ ニー 導 

年 戦争 の 緒戦 み 持 た な 戦術 的 優位 を も た と し を 目指 和 寺 に 侵攻 し た (地球 連邦 
す 左 は 不可 欠 だ っ た の だ 。 ジオ ン 公国 軍 の 庁 残存 賊 力 撃 統 が 目的 と の 説 も ある ) 


そ 失 敗 し た ジオ ォ ン 公国 
に シフ ト し た MS 部 際 は 地球 
役 は 、MS の 


UC00790103 か ら 8H 間 
幸 争 」、1 月 15 日 カ 
発生 し た 戦闘 が 
争 の 結 湯 に あたり 
死亡 きせ た 史上 最 加 

戦術 面 で は 


に 由 園 が 「 一 週間 牟 と ミ ミノ フス キー 欄 子 の 広 城 散布 、MS の 前 に 度目 の コ 
+ て 旧 サ イド 5 魏 域 で 各 サ イド の 地球 連邦 軍 駐 留 部 際 と パト ロー 
年 潤 は すす 術 な く 壊 滅 し た 
人 題 の 半数 を 喘 と 化学 兵器 の 無制限 使用 で 多数 の 
5 れ で いる 。 の 侍 民 を 焼 減 き せ た う え 、 * 

了 の 本 格 的 実 ンド ・ イ フィ ッシュ ) を 地球 < 


性 能 を 完全 に 証明 する 、 
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隊 投 入 、 し た 正規 埋 、 検 角 。 に 北大 な 枝 害 を 与え た の だ っ た 関連 ファ イル 
学 民 器 の 無制限 使用 、 攻撃 や コロ ニー き 
人 紀 特有 の 戦術 が 初め て は 、 MS の 存在 CT TT 
柱 兵 MS 


* 運 用 性 、 


RE CT 


違 間 戦争 は ジオ ン 
完勝 を 治め 、 ルウ ム 戦 役 で は 両 し 、 人 時 連 4 は 敗因 を 奇 舞 戦術 
沖 に よる 史上 最大 の 宇宙 胃 隊 戦 が 展 | 戦争 の 時 点 で は MS の 威力 を 理解 1 

週間 戦争 は 、 ジ オン 公国 軍 と し て は 理想 的 な 地球 連邦 軍 の 認識 が 一 変 し た の は 、 続 し 


財 間 
か っ た 
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U.C.0069 の 座 園 後 、 加 速度 オン ・ ズ ム ・ ダ イク ン 時 代 以来 、 サイ 
地球 連邦 と の 開 圭 を 短期 決戦 を 目 ド 3 は 地球 軍 者 か ら の 独立 を 目指 し て し 
公園 は 、 地 球 連邦 と ジオ 同調 し な い ス た 。 ダイ クン 普 相 の 死 徐 に 成立 し た ジオ 


時 連 施 を 打 師 す 


に 英 対 し 、 宣 を 増強 。 軍事 カ も 大 幅 
ペー ス ノ イ ド 勢 力 を 同時 に 履 減 す べく と サイ 
Ao っ オン 公園 の 新兵 器 MS の 開発 ・ 量 産 も 果 た 
ド 群 の 破壊 を 含む 週間 戦争 を 引き 孝 も 経 洒 抽 直 や 宣 で も 地球 力 差 は 大 き 
本 で 記 じ . 両 勢力 則 の 晃 痛 か っ た た め 、 短 其 決 埋 を 求め て 「 ブ リ テ 
本人 用 。 地 芝 放 に 半 す る た 任 」 を 立 寄 す な っ た 


まま カ の 財 示 時 も あっ た 
= 季 和 的 手 訂 で 傘 立 
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地球 達 邦 宣 の ミ ー 科 子 前 布 環境 下 に 地 半 1 一 遂 間 埋 争 に お ける 地 二 連邦 宣 は 、 サ イド 宇宙 区 細 を 主力 し 、 序 

内 を 目指 し MS を 、 初 め て 大 規 枯 に 投入 。 対 拭 ・ 対 コロ ニー 2-8 バ ンチ の 落下 胃 止 、 つ まり 「 プ リティ ッシュ 作 の 5 人 税 に 悦 

用 と し て . 柏 兵部 と 化学 兵 和 を 無 大 使用 し た 彼 」 の 阿 止 を 目的 と し た 
許し た 時 点 で 、 換 上 
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中 彼 科 点 で ある 
た 。 ジオ ォ ン 公国 の 軍事 力 を 見 せ 付 
サイ ド を 軍 減 し た が 
人 口 山 減 生 の 


。- 際 昌 
8 の 
て お り 。 ジオ ン 公国 と 
て は 軍事 ・ 必 理 の 
本 醒 で その 区 硫 を 
打 じ て いた 


TS s+ 
ャ プロ ー へ の 戦略 粒 撃 と し て 「 プ リ テ [ 1 1 由布 告 直後 の 攻撃 で は 、 地球 回 部 軍 は 組 人 ma に 
作戦 ] を 実施 。 これ は 、 コロ ニー を 本 ーー た 反撃 を 行え な いま 致命 的 打撃 を 寝 っ | T ] 
地理 に 松下 する 作戦 だ っ た サイ ド 2・8 パ ンチ が 地球 へ の 落下 直道 に に | 
と 地球 較 邦 借 コ ロニ ー へ の 無 差 束 T ~ 1 軍 軍 の 残存 戦力 や 地上 軍 | = | 
基 決 圭 の た め の 感 戦 号 の | | * 0 
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ウム 戦役 


財 間 則 争 終結 の 5 日 後に あたる U.C.0079.01.15 呈 戦 争 で サイ ド 1 
生 発 し た 。 ジオ ンタ 度目 の コロ 孝 字 密 軍 箇 癌 際 を 琶 
通 間 戦争 で 達成 で き な か ャ ブロ ー の 大 の 目的 m FE 
た と し は 2 peas 衝 と し に は 突 敗 し て いた 。 これ を 受け た キ 分 隊 は ほ ば 温存 され で いた 。 吉江 
ロロ ニー 落と し は ダミ ー で 、 地球 孝 料飲 は 、 当 初 の 作 呈 計 画 に 好 っ て 納 還 を 探る ジオ ン 公国 は 壮族 
所 対 が 目的 だ っ た と する 説 も ある 第 二 次 プリ ティ ッシュ 作戦 を 命じ た 。 埋 軒 で きず 、 弟 ニ 次 ブリ ティ ッシュ 作戦 を 代 
電 定 宙 城 は 、 一 遂 間 香 争 で 放送 け 半 し て 連 孝 宇宙 軍 を サイ ド 5 に 講 き | 
た | 旧 サイ ド 5 (ルウ ム ) と され た 決 圭 を 紀 ん 
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ルウ ム 戦 役 で の ジオ ン 公 


オン 公 還 守 攻撃 軍 圭 カ を 分 本 し た CT 
司令 。 中 和 、 4 ウム 東入 半 則 交 争 凌 な り 司令 で 中 得 。 名 拉 
で は 靖 1 皿 役 で は 公園 定 ど サド 5 侵攻 
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止 目 的 と し た 。 開戦 前 か ら 邊 視 体制 を 強化 し に 達する 宇 密 胃 を 投入 。 桂 動 兵 競 の 裕人 参 
た た め 礎 調 は 許さ ず 、 大熊 互 確 主義 的 ドク 加 は な く 、 MS に 対し て 極め て 腕 琵 だ っ た 


て 整備 し た 宇宙 散 隊 に よっ て 。、 ジ オ 
可能 と 判断 


通則 四 争 の 
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呈 bh | www PL 
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ウム 戦役 は 、 ジオ ン 公 国軍 の 勝利 で 終わ っ た 。 「 コ ロ 
と し の 阻止 」 と いう 側面 だ け 見 れ ば 、 目 | 

っ た が 、 レ ビル 将軍 を 捕 府 に さ 
入 兵力 の 8B0% を 失っ て お !. 
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を 達成 し ほ 落と し に 失敗 


重利 と は 言え な か っ た 
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宇宙 宣 の 拉 詩 は は ば 完全 


の 双方 に 基 大 な 神 寄 を 
地 大 な 流血 を 強 


ー 度 の コロ ニー 落と 
と っ て 深刻 な 事態 を 招い た 


地球 達 孝 宣 の 最 億 先 事項 だ っ た コ 


の 失 攻 は 、 運 げ た (コロ ニー の 暫 道 変更 すら 念 い だ )。 し か 


連邦 は 宇宙 軍 地上 還 
勝利 を 太め た ジオ ン 公 国軍 も 
落と し は 不可 能 と 


地球 連邦 だ っ た が 、 し 


一 週間 戦 争 と ルウ ム 戦 役 


地球 連邦 宇宙 軍 に 壊滅 的 打撃 
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テラ ン 和 将兵 を 奉 失 。 理想 的 勝利 


地球 連邦 宇宙 
車 は 極め て 震 拓 な 打 甘 を 符 っ た うえ 、 サイ ド 5 も 博 減 し た 
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N は 地 束 人 人間 に 生き. 雪 胡 基 化 の 本 相 を し た 
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高度 な 技術 力 を 持つ 
申立 国 守 


ソロ モン 諸 鳥 に 位置 する 中 立国 が オー プ 連 合 首 
長 国 (以下 、 オ ー プ ) で ある 。 日 本 
彫 土 の 大 半 は 火山 性 の 鳥 典 で 居住 や 農耕 に 適 
する 土地 は 少な いか ディ ネイ ター の 受け 入れ も 
重工 業 を 中 心 に 高度 な 技術 力 を 持つ に 

を の 技術 力 が 反映 きれ た の が 、 国 党 の 区 大 重 
上 業 企業 モル ゲン レー テ 振 で 、 地 球 連 合 や プラ ント 
に 劣ら な い 兵器 開発 能力 で 知ら れ て いる 。 カ グ ヤ 鳥 
イィ バー や 軌道 エレ ペー ター( ア メ ノ ミ ハシ ラ 

宇宙 と の 福司 能力 、 
リス ) の 保有 (CE710 
赴 開 系 に も 積極 的 
政治 体制 は 立 意 君主 制 の 一 積 と 』 
也 大 氏族 」 の 各氏 族 の 長 か ら 選出 され る 代表 首 
長 、 大 氏 放 の 有力 者 、 国 民 選 挙 で 選ば れ た 上 院 
お よび 下院 が 国家 運営 を 担っ て いる 。 図 家 の 中 概 
は 五大 氏族 の 独占 状態 に ある が 、 国民 か ら 原 い 支 


0rganization of CE 
コス ミッ ク ・ イ ラ の 組織 ・ 替 力 


持 を 寄せ られ で いる, 
これ ら の 、 刀 大 氏族 は 古く か ら 存 在 する 有力 家 
系 本 で ある が 、 血 続 へ の 拘り は 薄い よう で 、 人 後継 者 と 
て 五大 氏族 の 外 か ら 人 美子 を 迎え る こと も 多い 。 実 
摩 、 現 在 の 代表 首長 カ が リ り ・ ユ ラ ・ ア スハ は 、CE71 
まで の テア スハ 家 当 主 に し て 代表 首長 も 務め た ウズ 
ミ ・ ナ ラ ・ ア スハ の 義 女 で ある 。 また 、 大 氏族 の 立 
場 は 水 続 的 な も の で は な く 、 途絶 や オー ブ か 
ら の 離脱 の 隙 に は 下級 氏族 と 入れ 替え られ る 
政治 、 経 済 と も に 安定 し た オー プ は 、 地 球 連 全盲 
生 畔 日 の CE.701 事態 が 起こ 
ろう と も 、 オ ー プ は 独立 ・ 中 立 を 買 く 」 と 定 言 し ([ ア 
スハ 代表 の 中 立 宣 言 ] と 呼ば れる )、 直 後に 発生 
し た 地球 連合 と アプ ラン ト の 争い に は 介入 し な か っ た 
「 オ は 他国 を 侵略 し な い 。 他国 の 侵略 を 許さ 
な い 。 そし て 他国 の 堂 い に 介入 し な い 」 と の 同 基 に 
沿っ た 方 針 だ が 、 ナチ ュ ラ ル コー ディ ネイ ター の ど 
ちら と も 舌 対 し ょ いと の 判断 も 働い て 
り 商 で オー プ は 、 大 西洋 連邦 か ら GAT-X シ 
リー ズ や その 運用 母 工 の 開発 ・ 製 造 を 受注 し て 
いた 。 中 立 ゆ え に 単 敷 で の 国家 防衛 を 強い られ た 
オー プ は 、 MS の 技術 を 入手 する た め 、 中 立 を 危う く 


Eo) ne03 sm 


し か ね な い 他 国 の 兵器 開発 を 請け 負っ た の で ある 
こう し た 中 立 政 策 と 国防 の 勢力 に も 拘ら ちず 、 オ ー 
プ は 二 度 戦 火 に 巻き 込ま れ た 。 一 度目 は CE71 に 
A K が 実施 し た 「 オ ー プ 解放 作戦 」、 二 度目 
ザフト が 実行 し た 「 オ ペレ ーション : フ ュー 
ある 。 一 度目 は マス ドラ イ バ ー を 欲し た 地球 
に よる も の だ が 、 二 度目 は 中 立 を 放棄 し て の 
大 西洋 連邦 と の 同 製 や ヤ ロ ゴ ス 引 人 の 受け 容れ が 
理由 で 、 国家 の 能 取り に 失敗 し た 結果 だ 
(フー コー・ デ ルカ ッ セ CE74) 
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は 半 宙 
そ 3 し た 凌 乱 の 中 に あ 
を 室 午 し て いた オー プ だ 
地 珠 合 の 了 撃 を 彼 り 、 オ ー 
は 国土 に 大 き な 半 守 を 受け た 
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オー ブ 連 合 蓄 長 国 は 、 太 平 洋 の ソロ モ 
諸島 に 位置 する 。 大 小 
国土 の 特性 上 、 入 海 は 広く 


本 (ロモ ン 謗 島 に 位置 宇宙 開発 に 積極 的 を オー プ は 、 宇 宙 に も 
島 財 か ら 成 る 大 画 横 の 委 は 消 。 凡 土 を 持っ て いる 。 コ ロニ ー の へ リオ ポリ 
ry 完成 の 軌道 エレ ベー ター で ある アメ ン 


で 、 重工 業 施 設 と し で 


し L3 に 位置 し た オニ ー ル 憶え ス 
に 填 設 され た モル ゲン レ 
は .GAT.X シ リ 
用 族 ア ー ク エン ジェ 


CE58 に 建 誰が 
ペー ター。 耐性 軌道 部 分 の 
いる 。 サハ ク 軍 
下 に あり . 扶 自 勢力 の 


置 オー ブ の 本 土 


箇 市 が . オ ノ ゴ ロ 島 に 
TTF 
見 られ る 


プ に は 国選 選 倒 で 

能 と 下院 が 存 

間 長 (オー プ 定 の 最 放 

を まね る 大 氏族 か ら 選 出 
国家 の 中 和 枢 も 五大 氏 搬 
有力 者 た ち が # 


CE73 前 林 の 五大 
氏族 で 補 相 。 大 本 
科 連 夫 と の 加 震 さ 半 
め た は か 、 ロ ゴス 義人 
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地球 岡 続 一 連合 を 滅ぼし た 
0Z の クー デ タ ー 


ALC.195.05.20、 ス ペ シ ャ ルズ (0Z) が クー デ タ ー 
を 起こ し 、 地球 圏 統一 連合 の 解体 が 始ま っ た 。 これ 
ペレ ーション ・ デ イプ ブレ イク 
し た の は スペ シャ ルズ 司 


で ある 。 計画 を 立 


組織 で あり 、 ~ 視 きれ る 
フェ ラ 時 団 の 人 に ある こと か ら 推測 で 
オペ レー ショ ン ・ デ イブ レイ ク は 財団 本 六 部 の 音 向 が 大 
きく 反 喘 きれ で いる 。 具体 的 に は 、 ロー ム フ ェ ラ 財 団 
代表 代行 の デル マイ ユ ・ カ タロ ニア 公 内 が 実施 させ 
財団 に よる 地球 剛 支 配 を 見 撮 
re 連 含 は ゴ 

に 。 その 中 心 人 物 が 地球 剛 
統一 連合 軍 の 最高 司令 官 ノ ベン タ 元 師 で あり 、 地 上 
軍司 令 の ベン ティ 将 軍 も 同意 見 だ っ た 。 ガン ダム に よ 


る 対 0Z 作 戦 や 管 輔 区域 の 問題 も あっ て 、 宇宙 軍司 
ニー に 蛋 硬 な 姿勢 を 取っ 

に 人 怖 き 、 和 将来 的 な 

考慮 され て いた 


武力 の 完全 放棄 を 表 定 し た 軍縮 も 
し た 地球 圏 統一 連合 の 骸 和 変 勢 を 凌 ま し く 感 
の が 、 ロー ム フ ェ ラ 財団 だ っ た 。 コロ ニー や 
地球 の 非 主 流 勢 力 と 地球 賠 続 一 連合 の 対立 を 利 
用 し 、 軍 雷 産 業 を 中 心 に 英 大 な 利益 を 上 げ て いた 
ロー ム フ ェ ラ 財 団 は 、 融 和 ・ 非 武装 路線 を 受け 容 
れる わけ に は いか な か っ た 。 “ロー ム フ ェ ラ 財 
団 は 、 地 球 園 支配 の 目論み も あっ て 、 ト レー ズ に オペ 
レー デイ ブレ イク を 実施 させ た 
トレ ー ズ が 立案 し た 計画 は 、 0Z ス ペ シ ャ ル ズ の 臣 
か れ た 環境 、 そ し て ガン ダム を 利用 し た も の だ っ た 
まず トレ ー ズ は 、0Z 首 脂 部 が ニュ ー エ ド ワ ー ズ 基地 
に 集結 する と の 僧 情 報 を 流し 、 ノ ベン タ 元 師 ち 地球 較 
統一 連合 軍 の 中 心 人 物 を 会 談 の 名 目 で 同 基 地 に 梨 
め た 。 そ し て 、 基 地 に 現れ た ガン ダム に 地球 圏 統一 連 
合 軍 の 首 願 部 を 媒 滅 させ 地球 各地 の 運 
合 軍 基地 を 0Z ス ペ シ ャ ル ズ が 制圧 し て いっ た 。 ルク 
モン プ ブルク 基地 な ど 、 いく つか 頑強 に 抵抗 し た 基地 は 
あっ た も の の 、 各 軍 の 司 や っ た 地球 則 統 一 夢 


と ころ で 、 


0peration DAYBREAK 


A.C.195 


合 軍 は 各地 で OZ の 軍門 に 下っ た の で ある , 

こう し て 、 地球 は ロー ム フ ェ ラ 財 団 素 いる 0Z の 支 
配下 に 置か れ て い - ド 、 作 戦 を 指揮 し た トレ ー ズ 
に は 別 の 思惑 が あっ た 。 し か し 、 ト レー ズ は 胸中 を 誰 
に も 語ら ず 、0Z は 地球 全域 の みな ら ず 宇宙 へ も 熊 
手 を 伸ばし て いく 。 地 隷 賠 に は 紛争 と 偽り の 長 和 の 
時 代 が : 列 来 し コロ ニー の た め に 戦う ガン ダム の バ 


(スト ー・ グ ラー ズ 執 筐 時 期 不明 ) 


関連 ファ イル 


Mustration by MUNEDAKA ABE Color by CHIEKO UCHIYAMA Specal Effect by SHIN INOIE 


更 上 、 笑 に 見 る 
広域 クー デ タ 


国 連合 軍 首 脳 部 
クー デ タ ー 計 画 を 折 揮 
を 抹 租 させ る こと を 企図. 


れ た 


(OB 


ユー エド ワー ズ 基 地 に 集結 
ズ は 、 ガ ンダ ム に 連合 宣 首 祝 部 
ー ユ エド ワーズ 基地 に 0Z 半 原 部 が 集 
結 す る と いう 仙 情 報 を 流し た 。 基地 に 集 引 し た 連合 軍 音 許 分 は 、 
装 コ ロニ ー 赤 勢 き 討 詳 し 、 大 半 は 和平 牙 線 に 頒 ま つつ あっ た 。 


回 ヒイロ 、 自爆 シス テム を 解除 
補 れ て 基地 に 到 基 し た 婦 五 蘭 か ら 事実 を 知ら さ 
ム の パイ ロッ ト の うち 
ズ を 追撃 、 デ ュ オ と カト ル は ヒイロ を 請 震 し 
つつ 、 疹 地 守 供 隊 と 戦闘 を 幼 続 し 
ー エ ド ワ ー ズ 基地 が 自 娘 する と の 情報 を 神 
た ヒイロ は 、 地下 格納 庫 に 潜入 、 自 和 対 置 を 角 
除 し た 。 その 後 、 3 人 も 基地 か ら 区 脱し て いる 。 


固 五 飛 、 ト レー ズ と 一 騎 討 ち を 行う 
ルク セン ブル ク 基 地 に 便 入 し た 0Z の ゼクス ・ マ ー キ ス 
ピース クラ フト) が 、 ダイ ゴ ・ オ ネ ゲ ル 准 香 を 毅 害 し 、 基地 を 娠 伏 き 
せ た 。 その 直後 、 五 飛 と トロ ワ は 老 上 を 移動 中 の OZ 衣 了 を 要 
トレ ー ズ の 暗 輪 を 試み た 。 し か し 。 到 飛 は トレ ー ズ と 生身 の 一 符 対 
ち に 敗れ た が 晃 和 され 、 ト ロワ と 共に 戦 載 を 苑 朋 し た 


「 オ ペレ ーション ・ デ イプ レイ ク 」 で は 、 地球 喚 統 一 
連合 軍 の 首 願 陣 を 抹殺 し た うえ 、 地 球 各 地 の 連 合 
軍 基 地 で OZ スペシャル ズ が 決起 し 、 連 合 軍 を 排除 
し つつ 基地 を 制圧 する と いう 手 られ た 。 注目 
すべ き は 、 地 球 全域 の 主要 な 連合 軍 基 地 で 0Z ス 


平次 消 の 具 体 客 の 討議 


wu 


五 抄 と トロ ワ は 
2 織 の ガン ダム の 出現 に より 、 


その 取 


ミリ アル ド ・ 


ED Er | 


クー デ タ ー 計 画 を 指揮 する トレ ー ズ は 、 ニ ュー エド ワー ズ 基 地 に 
0Z 首 訪 部 が 業 ま る と の 偽 情 報 を 流す 。 人 情 報 で ガン ダム を 読ま 
出し 、 基 地 に 集 っ た 地 幸 国 練 一 連合 定 の 首 寿 部 を 抹 条 さ せる 
の が 目的 だ っ た 。 基地 に 集結 し た 連合 宣 首 厨 部 は 対 コロ ニー 方 
針 を 計 講 し 、 和 平 - 可 和 路 線 を 打ち 出し た うえ 、 重 紀 と 将来 な 
軍備 施 突 に も 言及 し た 。 組織 上 . 連合 宣 の 一 員 で ある トレ ー ズ も 
エド ワー ズ の 会 議 に 参加 し 、 ガン ダム の 出現 を 待っ た 


旧 | ニュ ユー エ ド ワ ー ズ 基地 の 危機 

5 機 目 の ガン ダム が エド ワー ズ 基 地 に 出現 。 その パイ 
ロッ ト の 強 五 飛 に 事実 を 知ら され た 他 の ガン ダム パイ ロッ ト た ち 
は 、 基地 か ら の 苑 朗 を 試み た 。 この 時 、 五 飛 と トロ ワ は 輸送 機 を 
竣 寺 し て トレ ー ズ を 追撃 。 デュ オ と カト ル は 放心 状態 の ヒイロ を 
護 大 し つつ 、 基 地 全 備 諾 と 交 圭 を 続け た 。 その 際 、 ニ ュー エド 
ワー ズ 基 地 が 自 和 する と の 情報 を 得 た ヒイロ は 、 放心 状態 か ら 
還 看 し 自 灯 シ ステ ム を 解除 。 直後 、 球 る 3 人 も 基地 を 苑 れ た . 


T 
ヒイロ ユイ は 基地 の 地下 格納庫 に 革 入 り 


自 電 夫 半 の 伴 止 に 上 


| の | カン タム の RW = | 


頭 が 和平 交 水 の 具体 案 に 及 ん だ 時 、2 森 の ガン ダム が 
エド ワー ズ 基 地 に 出現 し 、 寺 筐 を 開始 。 これ を 受け た トレ ー 
ズ は 「 オ ペレ ーション ・ デ イプ レイ ク 」 の 開始 を 命令 し 、 0Z (スペ 
シャ ルズ ) は 世界 各地 の 連合 軍 療 地 を 攻撃 、 癌 圧し 始め た 。 新 
た な ガン ダム 2 機 が 出現 する 中 、 ト レー ズ の 進言 を 受け て 語 出 を 
試み た 地 天 計 一 連合 軍 の 音 語 拉 だ 脱出 に 使用 し た 
シャ トル を ガン ダム に 没 斉 され 、 全 減 し て し 


まっ た 


の 硬 護 を 放送 し た 赴 筐 , 0Z 衝 校 に 暗 埋 さ れ た . 


0Z の ゼクス ・ マ ー キ ス こ 
宣 本 部 の ルク セン ブル ク 基 地 に 健 入 し 、 か つて サン クキ ング ダム 
を 壊 減 さ せ た ダイ ゴ ・ オ ネ ゲル 准将 を 殺害 、 基地 を 降伏 させ る , 
その 直 偽 、 下 飛 と F ロ ワ は 海上 を 移動 中 の 0Z 箇 了 を 凍 連 し 、 指 
枚 杉 に 乗る トレ ー ズ の 命 を 狂っ た 。 戦い を 優勢 に 進め た 五 飛 と ト 
ロワ の ガン ダム だ っ た が 、 トレ ー ズ と の 生身 の 一 茶 討 ちの 末 、 五 
性 は 敗北 。 見 授 さ れ た 石飛 は 、 トロ ワ と 共に 昌 域 を 区 展 し た 


トレ ー ズ 株 輪 を 紅 み 
され 失 章 の まま 本 隊 を 苑 れ た 


較 ガン ダム 、 基地 を 攻撃 
ん だ 時 、2 栖 の ガ 
ンダ ム が 基地 を 本 演 。 これ を 機 に トレ ー ズ は 「 オ ペ 
・ デ イプ レイ ク 」 を 長 動 させ る と 、 手 手 下 
の 名 隊 に 各 夫 の 基地 を 制圧 させ た 
合 は 基 
地 か ら の 脱出 を 試み た が 、 挫 乗 し た シャ トル が ガン 
ダム に 替 訂 さ れ 、 和平 涯 の 将校 は 全 減 し た 。 


ペ シ ャ ル ズ が 決起 し た た め 、 文字 通り 地球 規模 で の 


ター デ タ ー. る 。 0Z の 将兵 が 少な い 
エリ ア に ! シャ ルズ の 浮 隊 ( ゼ ク 
ス 隊 が 該当 ) を 事前 ほ 派 遣 し て お り 、 オ ペレ ーション ・ 


デイ プレ イク 発令 と 同時 に 戦闘 行動 を 開始 し た 


6z O7ANS 議 還 
3) eo 
CE 


7AN ら 
Wa 


a 


Mustration by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
5 デ タ ー に よる 連合 軍 の 被害 


連 念 軍 は 
涯 乱 と 昧 心 輸 昌 の 中 で CYS で 
も 連合 軍 は すでに 組織 的 戦闘 力 を 失っ て いた 


画 連合 宣 組 織 較 


較 合 軍 続 括 本 部 


セ プ テ ム 折 軍 
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新 機動 戦記 ガン 


A.C. の ガン ダム 


ガン ダニ ュ ウ ム 合 金 製 の 
最 張 MIS シ リー ズ 


「 ガ ンダ ム 」 と は 、 特 珠 マ テリ テル 「 ガ ンダ ニュ ウム 
合金 ] を 用 いて 建造 され た MS を 指す 。 な お 、 ガ ンダ 
ム の 名 は 特定 の MS 浴 体 を 指す も の で は な く 、 ガ ンダ 
ム ニ ュ ウム 合金 製 の MS 全般 の 総称 だ っ た 

すべ て の ガン ダム は 、 地 球 圏 統一 連合 軍 の 王 力 
MS リー オー を 由 か に 上 回 る 性 能 を 持っ て いた 。 そ 
の 戦闘 能力 は 圧 便 的 で 、 た っ た 1 機 の ガン ダム が 0Z 
スペ シャ ルズ の 軍事 基地 を 磁 誠 し た 例 も ある 。 

ガン ダム は 単に 高 性 能 な MS で は な く 、 歴 史 に 与 
えた 影響 も 大 きか っ た 。 主 に コロ ニー 勢力 に よっ て 
建造 きれ た ガン ダム は 、 あ る 時 は コロ ニー の 意思 表 
示 と し て 、 ま た ある 時 は 平和 の 敵 と 名 指し きれ な が ら 
も 戦い 続け 、AC.195 の 戦乱 を 終結 に 導く と 共に 、 完 
金平 和 主 義 的 世界 へ の 道標 を 打ち 立て た 。 その 
後 も ガン ダム は 歴史 の 舞 有 則 で 世界 を 脅かす 勢力 
と 帳 い 続け 、AC.196 に 発生 し た 「 マ リー メイ ア の 友 
乱 」 の 鎖 庄 を 最後 に 、 座 を 消し た の だ っ た 


History in AC 
の MS 開発 史 


トー ル ギ ス は 、 極め て 高 性 能 な MS だ - 、 そ 
の 機動 性 は 人 間 の 身体 能力 の 限界 を 超え て お り 、 
最大 限 に 性 能 を 発揮 し た 場合 、 パ イロ ッ ト が 死亡 
する 可能 性 すら あっ ギ ス の 開発 元 で ある 
ロー ム フ ェ ラ 財 団 は この 問題 を 考慮 し 、 本 機 の 性 能 
限定 型 と で も 言う べき リー オー を 開発 し た 
- 方 、AC.175 に ロー ム フ ェ ラ 財 団 を 志 っ た 5 博士 

ー オ ー と は 異な る 手法 で の 問題 解決 を 目指 し つ 
ょ る 高 性 能 MS を 設計 し て いる 。 そ の MS こそ 、 
ガン ダム の オリ ジン で ある ウイ ング ガン ダム ゼロ 

突出 し た 防御 力 と 奈 久 性 を 実現 し た 
ム 合 金 製 の 機体 、 爆 発 的 機動 力 を 実現 し た 可変 機 
構 と 箇 硬 機動 デバ イス 、 コ ロニ ー す ら 一 貞 で 破壊 
する ツイ ン パ スタ ー ラ イフ ル な ど を 備え る ウイ ンダ ゼロ 
は 、 トールギス すら 義 旬 する 超々 高 性 能 MS だ っ た 
- に 操 護 が 困難 な 尼 体 と な っ て 
し まっ た が 、 戦 況 予測 機能 を 持つ 「 ゼ ロ シ ス テム 」] の 
採用 に より 則 題 は 解決 と 見 られ た 。 


は 、 


| 本 09 sm12I 


し か し 、 当 時 の 技術 で は 建造 不可 能 だ っ 
5 博士 が 危機 感 を 覚え る ほど の 破壊 力 を 持 - 
いら 、 設 計 か ら 20 年 後 の A.C.195 に な っ て 、 よ う 
や く ウ イン グ ゼ ロ の 実機 が 建造 され た 。 

ウイ ング ゼロ 設計 後 、 各 コロ ニー に 散っ た 5 博士 は 
ウイ ング ゼロ を 基 に 独自 に 新 弄 ガ ンダ ム を 開発 する 。 
この 5 機 の ガン ダム こそ 「 オ ペレ ーション ・ メ テオ 」 で 
地球 に 隊 下 し 、 歴 喝 の 流れ を 変え た 機体 だ っ た 。 


(ツク モ ・ ペ ベー リ 婁 筆 時 期 不明 ) 
関連 ファ イル 
XXXG-O0W0 ウイ ング ガン ダム ぜ ロ WO1.01 本 
XX6.01W ウイ ング ガン ダム W0102 画 
0Z-00MS トー ル ギ キス Wot2 下 
オペ レー ショ ン ・ メ テオ 后 引 Ww.0302 言 
AG の MS WOSr11 重 
ゼロ シス テム W0314 言 
ICE ご 3 WO325 叶 


実 上 初 の 実戦 用 MS で ある トー ル 
ギ ス は 。、 そ の 性 族 履 え に 盾 印 


れ 、 本 桂 の 性 能 を 名 定 する で 
リー オー が 靖 學 きれ た . 

は 便 れ た 導 性 を 直し 

の パリ エー ショ ン を 生み 出し た 。 


Mustration by TAKUYA IO 


ガン ダム の 根幹 


ガン ダニ ュ ウ ム 合 * 


と な る 
す 且 


ガン ダニ ュ ウ ム 合金 と は 「 宇 宙 で の み 生 成 可能 な 
特定 の 製法 に よる 特殊 合金 」 類 の 全般 を 指し て お 
り 、 単 一 の 物質 や 素材 の こと で は な い . 

共通 の 特性 と し て 、 種 類 や 環境 に よっ て 物理 的 に 
様々 な 振る 舞い を する 点 が 挙げ られ る 。 一 般 的 な MS 
の 装 四 や 駆動 部 分 に 用 いら れる チタ ニュ ウム 合金 や 


し 3 


ンダ ム の 圧倒 的 戦闘 能力 


ガン ダム は 、 一般 的 MS と は 比較 に な ら な い 高 性 能 楼 で ある 。 ガン ダム 
と 代表 的 MS の アビ リティ レベ ル (リー オー を 基準 値 
人 値 ) を まとめ た 下 の 表 か ら も 、 その 高 性 能 が 理解 で きよ う 。 特に 地球 園 続 
連合 宣 の 主力 MS リー オー と は 隔 即 し た 性 能 差 が あり 、 ガ ンダ ム 単 機 で 
リー オー 部 隊 を 易 々 と 鐘 減 する 。 な お 表 の MS の うち 、 リ ー オ ー 以 外 は ガン 
ダム の 始祖 、 また は 派生 機 に あたり 、 ガン ダム に 迫る 性 能 を 持っ て いる 


ガン ダム と アビ リティ レベ ル 


100 と し た 性 能 数 


倍角 能力 身 花 力 機 生 性 出力 際 価 な 
と. あらゆる 新 で 高度 な 性能 を 計る 。 仁和 を 十 全 い 
る た め 調 用 兵 装 が あい が - 他 の MS の 導 備 も 用 で る 


ネオ ・ チ タニ ュ ウ ム (ルナ ・ チ タニ ウム ) 合金 を 義和 揚 す る ウイ 


xxxeonw | 130 | 140 | 150 


120 | 130 | 沢 用 可変 MS 


強度 、 金 品 搾 知 機 や レー ダー に ほとん ど 反 応 し な いな 


PPTTTT 半 人 


どの ステ ルス 性 が 具体 的 な 性 質 と し て 知ら れる ER 


G01D: 


150 | 120 | 170 | 120 | io 


Genetic on Universal Neutraly Different ーー 


Alloy、 つ まり | (電気 的 に ) 中 性 な 異種 構造 の 宇宙 製 


soiH | ino | ie 140 | 14 


合金 」 が 名 称 の 由来 と され 、 開 発 当初 は GND 合 金 と 


120 | 170 | 120 | 140 | ao 
] 


呼ば れ た 。 便宜 上 、 合金 と 呼ば れる が 、 非 金属 や 希 


上 類 、 分 析 不 可能 な 物質 を 含む 組成 も 見 られ る , ガン 


XXGHO1SR2 


ム 合 全 の 醒 鐘 に 初 ロン カ 
は 、 コ ローー 才 


xxxetS | neo | ino | iaa | is 


だ と きれ る 。 0Z の ガン ダ 


xxxeos2 | 170 | tao | 130 | iao | 120 


ム 間 人 を 環 止 する た め 、 月 本 マリ 
ウス ・ プ ラン ト の 事件 を 引き 


ozoows | ioo | 110 | 150 ETE 
か oztaMsxt | iio no | ia 
ACT95 に は 、 カ ンダ ム 外 の ーー デー = ーー = 
ガン ダニ ュ ウ ム 含 本 制 MS や = L ュー 
MD も 同人 きれ 、 お る べき 作 区 を ga ozoeo | iso ET ] 
示し た 。 ガン ダム た る 条件 に は 1 
人 間 の それ を 書 わ せる 「 顔 」 も 太 FAw フ ァ イ ティ ング アピ リティ 。 協 記 力 を 義 す wA= リティ 。 武義 を 枯 す SA= ス ピー ドア ビリ ティ 。 スピ ー ド を 表す 


まれ る と 考え で いい 。 PA=/ で ワー アビ リティ 。 パワ ー を 表す 


ガン ダニ ュ ウ ム 合 全 抽 
の 秋 申 は 柚 宇 で あり 
ドー バー ガン や トラ ゴス 
の キャ ノン 軸 で も 再 財 
TN 


ガン ダム は 、 ガ ンダ ニュ ウム 合金 を 用 い リ ト 
て 建造 され た MS で ある (ガン ダニ ュ ウ ム 合 。 
全 製 の MS で ある た め 、 ガン ダム と 命名 され 
た ) 。 ガン ダニ ュ ウ ム 合 人 金 の 採用 入所 は 装 
甲 や 駆動 系 の みな ら ず 、 ジ ェ ネ レー ター や 
ビー ム 発 生 装置 な ど に も 及び 、 ガ ンダ ム 特 
友 の 高い 防御 力 や 大 出力 兵 誌 の 実現 に 
責 献 し て いる 。 ガン ダム の 被 発見 率 が 低い 
の も 、 ガン ダニ ュ ウム 合 全 の 特性 に よる , 


ガン ダム が 異常 に 高 性 能 な の は 、 単 独 
戦闘 を 起 定 し た こと が 一 因 で ある 。 トー ル ギ 
ス の 「1 機 で 数 千 の を 相手 に する ] と いう 
コン セプト の 影響 と 思わ れる が 、 各 コ ロニ ー 
に 英 っ た 科学 者 が 他 の 科学 者 と 連絡 で き 
な い 状 態 で 開発 し た こと . 当初 の 「 オ ペレ ー 
ショ ン ・ メ テオ 」 で は コロ ニー 落下 後 の 混 乱 
し た 地球 に ガン ダム を 派遣 する 予定 だ っ た 
こと な ども 関係 し て いよ う 


的 に 他 の MS と の 連 光 
を BE てい 


サン ドロ ンク は 入国 


導 2 が デ スナ イズ の え : 
ルス 性 な ど 堆 備 
区 カ も ある 


ガン ダム の 多く は 、 特定 の 寺 闘 形態 を 強 
て 意識 し て いる 。 ステ ルス 性 と スピ ー ド を 重 
視 し た 格闘 機 ガン ダム デス サイ ズ 、 多 数 の 
火器 に よる 射撃 ・ 制 圧 を 想定 し た ガン ダム 
へ ビー アー ムズ 、 近 接 格 闘 戦 に 特 化し た 
シェ ン ロ ン ガン ダム な ど 、 機体 ご と の 性 格 が 
大 きく 異な っ て いる 。 各 機 の 設計 者 が 求め 
た 理想 的 運用 形態 が 異な っ た こと が 原因 
で 、 「 正 解 ] は 存在 し な い 、 


ウイ ング セロ と ウイ ング 
ガン ダム は パラ ンス k 
作れ た 人 ( 泊 用 ) 標語 


で . MS と し て の 軽 人 
能生 拉 さ れ た 


ん Ne アー マー ドア ピリ ティ 。 防 処 力 を 琴 す 


ガン ダム の 戦歴 


ガン ダム の 戦い は AC.195 に 始ま る 。 当初 、「 コ ロニ ー の 代弁 者 」 と し て 5 機 が 投入 され 
た ガン ダム だ が 、 ロー ム フ ェ ラ 財 団 と OZ に よる 地球 園 支配 、 コロ ニー の 背信 、 ホワ イト ファ 
ング の 決起 な どの 混乱 を 経て も 戦い 続け 、 完全 平和 主義 実現 へ の 道 を 開い た 


コ の 反 地 球 勢力 が 実施 し た 「 オ ペレ ー 0Z が クー 
ショ ン ・ メ テオ 」 に より 、 5 機 の ガン ダム が 地球 に 壊 識 。 コ ! 
隆 下 。 地球 各地 で 0Z の 軍事 施 融 を 幸 注 し た 


ター を 記 こ し 、 地球 周 統 一 合 は 
が 前 0Z に 帆 い た た め 、 ガ ンダ 
た っ た が 、 0Z と の 吾 韻 を 続け た 


震 コ ロニ ー を 発っ た 5 
蛋 の ガン ダム は 、 弓 石 


き ガ ンダ ム は 末 自 に OZ 


し 7 
ング セロ と エピ オン が 完 
万 し . 各地 の 電 上 に 参 
9 て いる 


地球 人 の 世界 国吉 と コロ ニ 
ト フ ァ ン グ 」 が 全面 衝突 。 5 機 の ガン ダム は この 
戦闘 に 介入 し 、 埋 直 終 結 に 貢献 し た 


氏 り の 4 蛋 は 投 栗 さ れ 
た ゲ . 回 名 R 


ホワ イト ファ ング の 巨大 
暫 監 リー ブラ が 地球 へ 


難し 地球 を 教 っ た 
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ガン ダム 開発 史 
史上 初 の 実戦 用 MS トー ル ギ ス の 開発 で 中 心 的 役割 を 


果たし た 5 博士 が 、 0Z 出 郁 径 に 設計 し た ウイ ング ガン ダム ニニ ビュ レー ター 搭載 式 の 空間 ん C.175、 ロ ー ム フェ ラ 財 団 を 去っ 
ゼロ か ら ガ ンダ ム の 歴史 が 始ま ガン ウム 合 人 用 重機 だ IS に 兵器 と し て の 可 た 5 情 士 は 、 史上 初 の ガン ダム で ある 
は 、 AC.180 年 代 中 頃 に コロ ニー で 精 針 技術 が 完成 し た 能 性 を 見 出し た ロー ム フ ェ ラ 骨 団 は ウイ ング ガン ダム ゼロ を 設計 し た 。 が 

の に a ンー AC.173、 軍 用 MS の 開発 に 往 手 し ンダ ニュ ウム 合金 の 探 用 、MS の 寺 
と され る 。 これ に より 初め て ガン ダム の 建造 が 可能 と な り 、 た 、 コロ ニー 出身 の 5 博士 と マイ ク ・ を 引 え た 火力 、 泡 況 予 油 機 橋 「 セ ゼロ 


各 コ ロニ ー に 散っ た 5 情 士 に よる 開発 が 加 吉 し た よう だ 。 ハワード 情 士 が 中 心 と な っ た 開発 の テム 」 の 棒 載 な ど 、 画 大 的 な MS 

な ね M.C. (マーズ セン チュ リー) 0022 の 火星 で は 、 エ ピ 結果. 史上 初 の 実戦 用 MS トー ルギー の 軍用 MS トル キス 。 。 だ が 、 則 制 々 破壊 力 へ の 千 ニン タム の すり ジン 、 ウ イン ケ 
オン の 同型 機 エピ オン パ イ の ほか 、 白 雪 尋 (スノー ホワ イ スゲ 刻 生 し た も の の 、 そ の 人 性 能 は 人 「 夫 人 」 的 な 人 動 性 を 失 ち . 雑 葉 - 当 時 の 技術 的 問題 か ら 実 機 は 制品 。 天 が 製造 され た 20 
ト )・ 魔 法 使い (ワー ロッ ク )・ プ ロメ テウ ス ・ シ ェ ヘ ラ ザ ー 回 の 身 人 的 限 大 を 直 え て いた 。 四 は 極め て 軸 本 。 造 され な か っ た 年 像 に お いて も 最 但 の MS。 


RB 。。 。 ECSEZYSz27 で 


実 内 は よく わか っ て いな い 

AC.195、OZ と の 埋 闘 で の 揚 備 
や 宇宙 難 へ の 対応 が 必要 に な っ た 
ガン ダム は 、5 博 士 で ハワード の 手 
で 強化 改修 され た 。 (ーー 
トレ ー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ の 指示 に 


分 艇 し た 5 和博 
二 は 、 ウ イン グセ ゼロ を 原型 と する 的 弄 
カン ダム を 開発 。 5 朝 士 が 1 幅 ず つ 
開発 し た た め 、 5 機 の ガン ダム が 誕生 
し で いる 。 5 械 の ガン ダム は ウイ ング 
ゼロ ほど の 破壊 力 を 待た な か っ た 。 し yy. PR TS 
か し 、0Z の 現用 MS を 選 か に 上 回 る の れ た ガン ダム エピ オン も 護 造 され て い 
Gte 較 凍 能力 持ち 、[ オ ペレ ーション る 。 ウ イ ング の 拓 林 が 抽 各 まれ た と 
rs テオ 」 で 攻 央 を 振る っ た - ステ ム 8 泉 攻 だ っ の 。 ”。 の も この 時 須 。 TETPTYYS 


UI 4 | 
ウイ ンク ガン ダム や を 対し た ドク ター コ 、 プ ロ 
天池 誠 。 まう は 。 そい それ に 新た な ガン 


計 ガン ダム の 開発 系 AI | 
トー ル ギ ス の 開発 テ 上 初 の が 


ウィ i 『 ロ 0 上 初 の 実 香 用 MS。 細め ーー 6 仙人 
て 放 度 な 橋 動 性 を 寿し 、 パイ a ie な 

ロッ ト を 死亡 ざか ら な い 

ロー ム フ ェ ラ 肝 国 の 6 誠 

士 と ハワード が 間 各 し た 


ョ ン 史上 初 の ガン ダム 。 一 で 
一 は 衣 間 ロニー を 6 も 太 款 する ウイ ン 
バス ター ライ フル 、 戦況 也 
直 愉 ゼロ ンス テム | を 手 埋 
する 万 能 MS 


レタ 
ム 。 泊 用 性 と 在 合 馬力 を 革 


プロ フェ ッ サ ーG が 開発 し た 
ガン ダム 。 機動 性 と ハイ 


H 避 授 が 開発 し た ガン ダム 
パワ ー と 装甲 を 重要 し た 性 


所 0 が 開発 し た ガン ダム 。 
CE) 


っ . 可変 幅 借 に よる マー に よる ステ ルス 性 を 生生 で ある 。 送 を 中 心 征 韻 より リー チ が 長い 属 関 
慣 動 性 を 加え 、 協 火力 の パ 重 接 し て いる 、 戦 敵 形 短 は し た 局 地 箇 能 力 、 指 箇 通 休 末 を 持つ 。 ウイ ング に 次 で 
スタ ー ラ イブ ル を 装備 近 林 本 載 が 中 心 加重 補 型 で ある 。 能 に も 媒 れ る 引用 性 も 特価 で ある 。 


~ 02-1: OZ13ws 

ヴァ イエ イト ガン ダム エピ オン 
われ た 5 人情 士 が トレ ー ズ の 指示 で 製造 きれ た 
笠 え る MS と し て 開 |4 | ガン ダム 。 ゼロ シス テム (と 山 


XXXGrO102 
ガン ダム デス サイ ズ ヘ ル 


5 二 士 に よる デス サイ ズ の 訂 
人 必修 。 新 装備 アク ティ 


ハワード に よる へ ビー アー ム ハワード に よる サン ドロ ッ ク の に よる シェ ン ロ ン の 縛 
ズ の 強化 必修 様 。 ビーム ガト 奏 化 改修 横 。 字 宙 用 バー ニ 属 層 兵 凌 が 大 


人 。 パス 


ライ 等 の イン ター フェ イス ) と 可変 プク ロー ク に より 、 ス テル ス 性 リン グ ガ ン の 連 紅 人 宙 用 ア の 待 者 ピー ム マ シン ガン 
価 模 を 后 載 し た 、 主格 | | と 釣 ビ ー ム を 中 心 と し た 肪 全 | | パー ニア の 追加 が な され 、 許 の 彼 糞 に より 、 汎用 性 が 本 器 も 共 完 され て お り 、 き ら 
¥) 特 化 MS で ある , WRAEMS. カカ が 大 電 に 向上 合 性 能 ゲ 向上 し た よし た に 本 的 な MS と か 


85.25 


レン 


4 
攻 
a 


a 


G ユ ニッ ト の 開発 


| オペレーション . メ テオ ] が 実行 れ た AC.195、 ウ ィ イン | 
グロ 系 と は 異な る 技術 系 芝 に 属す る ガン ダニ ュ ウ ム 合 | ュー 

全 製 MS シリ ー ズ も 開発 され て いた 。 それ が 、 資源 工業 術 | ぁ る [カン タム 」 と 呼ば れ 

時 都市 MO の ハー マン イン ダス トリ が 開発 し た [G ュ ニッ | る の は 、 テ スト バイ ロッ ト の 

ト ) で ある G ユ ニ 2 ト 特定 の アビ リティ レベ ル を 持た ボ | アデ ティン ・ バ ーネット に よる 

頭 部 や 四 誌 , 各種 オプ ショ ン な どの 換装 に より 、 各 徹 域 の | きち ゲ が 理由 < 

専用 機 と 互角 以上 の 性 能 を 発揮 する 。 ウイ ング ゼロ と は ジェ ミナ ス 01 の 同 抽 林 オア 


コン 未緒 備 の 刀 用 タイ プ だ 
異な る 発想 の 万 能 機 だ っ た の で ある 。 9 の づき 闘 発し た ガ | | が 、5 情 士 の ガン ダム に 区 人 
する 性 穫 を は つ 。 


0Z の 庄 作 可変 MS, MA 形 | | 火力 と 機動 力 に 優れ る 字画 0Z プ ライ ズ に よる ジェ ミナ ス 
考 と アサ ルト モー ド に 変形 可 02 の 革 織 で 大 所 内 外 
能 で ある 。 レレ | | 監 に 変 球 可能 。 ジェ ミナ スネ 両用 。 水中 戦 に 條 する 接近 
ステ ム MSCS 柱 幸 し て いる 。 | | 01 か 5 の 給 終 で 実 理 き れ た 。 覧 モー ド に 変 吾 可 能 で ある 。 


LIM LEENE 3 
し た ジェ ミナ ス 。 桂 箇 協 用 の | 
火 普 野 で 坦 吉 圭 申 、 キ パー 
走行 シス テム な どき 代え る 。 


| 


アス クレ プ オ ス の 発 性 凍 
発 者 は ドク ター・ ペ ル ゲ 。 より 


ーーーー ツ : 凌 的 な 玩 衝 


ema-1+>1x 85.26 


機動 戦士 ガン ダム 


/ ロロ Technology In U.C. 
字画 選 紀 の 技術 ー 


端末 と 同等 の 価格 番 の 不一致 の た め 、 普及 に ナー ジ ・ リ ンク ス 
は 至ら な か っ た 。 この た め 、SUN 社 の 生産 ライ ンド を 戦っ た り が ・ ミ リティ ア の ウッ ソー エ ヴ ィ ン な ど 、 ガン ダ 
縮小 を 余儀 な くさ れ た 。 さら に 一 年 戦争 に よっ て 初 ・ タ イプ MIS の パイ ロッ ト の 『 持 し 
期 ロッ ト の 大 半 が 焼失 戦火 を 免 ん た の は わずか 13 て いた の で ある 。 ハロ が パイ ロッ ト の 戦 梨 に 直接 的 
セッ ト の み た 。 し か し な 影 攻 を ら を は 無理 が ある 。 し か いし 、 彼 
そし て MS、 これ ハロ を 市 場 に 送り 出す 原動力 と な っ た ら の 傍ら で 戦い を 見 つめ 続け た ハロ は 、 宇 宙 世 紀 
て 知ら れ 年 戦争 の 英雄 ア f が 所 有 し に お ける 戦史 の 証人 と も 存在 な の で ある 

- 匹 英 す る ほど の 認知 度 と ある 。 彼 の ハロ は 、 一 般 販 スィ ー ダ ・T Ir ビル ULC0155) 
AI の 改良 に よ 


ム を 駆り ザン スカ ー ル 戦争 


ど が ハ 


5 ぅ は 学 宙 世 紀 

で いる 。 し か し 、 ズ 

5 存 作 が 

ハロ は U.C.0078 に SUN 社 か 

式 の Al 搭載 型 ペッ ト ・ ロ ボッ ト 
前 かな AU に よ ムロ が 所 有 し 付加 価値 も 関連 ファ イル 

し いい 会 語 が 中 ) 人 気 は 百 燃 し 、SUN 社 は アム ロ の モ 

われ る 。 し か し 、 初 期 ロッ ト は わずか デル を 傍 ラ イセ ンス し て 「 ハ ロロ I』 を 発売 。 本 モデ ル 

) 後 、 ハ 初期 型 よ り 用 し ョ ン 展開 

る な ど 、U.C0150 年 代 に な っ て も 販売 され る ロン ーー 


の 「 ハ ロ 」 で ある 自 の 改造 
発売 され た 組み Y 
ある 。 最初 期 の 


で 装備 さ # 


パリ エ 


も ハロ は 少な か ら ず 関 
條 然 か ら 
ムロ か 


ラプ ラ 


How wonder speac 
登場 し 、 そ の 認知 度 
、SUN 社 が ター ゲッ ト と 【 

ハロ の 価格 一 一 組み 
ビジ ネス ユー ス の 高級 携帯 ス の 新 


め 
いた 年 ハロ II を 拾っ た コ ミ 
て 式 の ら 3 代 目 の ハ ロ を 譲ら れ た ハ 
騒乱 の 中 心 人 物 | 


ハロ の 基本 的 な 機能 


ハロ の 特徴 の ひと つが 、 重 力 無重力 下 で の 移 
動 能 力 を 持つ 点 と 言え る 。 これ 以外 に も 、 喘 像 や 音 
声 で 個人 を 識別 で き 、 中 世紀 の 自律 型 ロボッ ト と は 

- 線 を 画 し て いた 。 こう し た 点 か ら も SUN 社 が 非常 
に 高い 技術 力 を 有 し て いた こと が わか る , 


製造 :SUN 社 区 分 : 細 み 立 て 式 自社 型 天体 ロボ ポット 

直径 : 27.3cm (40cm 説 も あり ) 重量 : 1.23kg 

機能 : 映像 音声 収集 に よる 自己 判断 、 簡 遇 会 話 、 
移動 (回転 、 歩 行 、 金 容 ) 


人 間 に 作 可 能 な 秒 和 
を 持つ ほか. 個人 丘 陸 も 
可能 な ど 、 極 め て 高 性 
だ っ た 


八 口 の 歴史 


70 年 も の 歴史 を 謗 る ハロ だ が 、 当 初 は 販売 数 が 伸び 
な と に 加え 、 一 年 戦争 な ども あり 、 その まま 消え て 
し まう か に 思わ れ た 。 し か し 、 ア ムロ ・ レ イ が 所 有 し て いた 
こと が きっ か け で 人 気 が 再 径 、 ロ ング セラ ー 商 品 と し て 央 
売 が 続け られ て いる , 


一 年 戦 年 に あたる 
U.C 0078. 玩具 メー カー で あ 
る SUN 社 が ら 発売 され た 。 発 
売 当初 は その キャ ラク ター 人 性 
か ら 人 気 を 介し た が 、 価 格 難 
の 問題 も あっ て わずか な 数 が 
出荷 きれ た の み で 、 そ の あく が 
載 火 で 焼 和 天 し た 


販売 数 こそ 伸び な か っ 
ロロ だ が 、 許 知 度 と 人 気 は 高 
う で コロ ニー 公社 が 
宣伝 用 マス コッ ト に 採用 し て 
いる 。 ハロ が コロ ニー 内 の 環 
境 や そこ で の 生活 を 季 説 する 
と いう も の だ 


地球 だ け で は な く 、 コロ ニー や 月 本 
市 で も 暫 売 され て いた よう だ 


の ち に RX.76.2 を 紅 っ て 総 
大 な 臣 果 を 夫 げ る こと と な る 
アム ロ ・ レ イ も 。 ハ ロ を 所 有 
し て いた 。 邊 は 市 販 モ デル に 
様々 な 改 半 を 加え て お り 、 夏 
の ハロ は 信人 識別 や 体 誤 ・ 語 
情 の 変化 を 吉孝 可能 な 機能 ショ ッ ク が 加 の アム ロ を 「 屋 波 オチ 
も 者 し て いた テル 」 と 科大 し た 


一 年 財 争 後 、 ア ムロ が 所 
有 し で いた こと に より 、 ハ ロ の 
人 気 が 再 雷 。 SUN 社 は 彼 の 
モデ ル を 「 ハ ロ Il] と し て 販売 
その 検 、 こ の モデ ル を マイ ナー 
チェ ンジ する 形 で 、 還 発 と 販売 
が 続け られ 、U.C.0150 年 代 
も その 変 を 確認 で まる, 


介 衣 を 限定 し た 喝 音 才 の モデ ル な 
ども 、 馬 売 され て いた よう だ 


男 ハロ の 各部 の 機能 


カメ ラ ・ ア イ 


外 導 情報 の 入力 秋 置 。 人 

絆 や 不 損 叶 に は 族 洪 する 
の モデ ル は 服装 が 宮 人 
吉 情 を 商 理 し た 


宮 時 代 の ハロ 


アム ロロ の モデ ル 以 降 、 各 時 
代 の ハロ は 、 そ の 時 に 活躍 し た 
ガン ダム の パイ ロッ ト た ちと 密 
扶 な 関係 に あっ た 。 また 、 基 本 
的 な 形状 こそ 変化 は な い が 
時 代 ご と に 機能 面 
る 点 が 特徴 と 言え る だ ろう 


マス コッ ント か ら 、 拓 析 
で 、 ハロ は 性 々 な 本 割 を 析 っ た 


マン の ジャ ンク ヤー ド で 


ー ユ が 捨 っ た ハロ I。 修理 時 


UC.0085 央 に パナ ー 
た ハロ 。 児童 用 の モデ ル で 


メカ ー デ 


- 年 竹生 


SCIENCE 
key Word 


ハロ 以外 に も AI を 搭載 


ボット が 存在 する 


J 
ギ デ ィ 上 者 御 西 の 礎 周夫 が 


x 


ポポ ディ カラ ー 
テイ ト グ リー ン 和 の 重里 が 次 さ 


つ 。 AI や 電子 機 問 の 綴 化 が 
女性 グル ー や 子供 と 行動 を 折 


て いる 


Ma の 


な され 


グ ・ エ ヴィ ン か ら 詩 られ た ハロ 。 写真 電 
移動 の は か 、MS7 


手 写 補 入 栖 を 持つ 
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は オデ ッ サ 


@ 撤退 部 隊 支 援 


Evolution Test of ZUDAH 
U.C.0079 


MS ヅダ の 評価 試験 と 
- 年 戦争 の 転換 点 


地球 連邦 軍 が 一 大 反攻 作戦 「 オ デ ッ サ 作 昔 」 へ と 
動い て いた ULC.0079.10 下 旬 、 ジオ ン 公国 軍 の 第 603 
技術 試験 隊 (以下 603) は ZIMMAD 社 の 新規 MS、 
EMS-10 ツ ダ の 評価 試験 を 実施 し た 。 ツ ダ の 存 作 は 
ジオ ン 同 営 放送 (ZwPA) を 通じ て 大 々 的 に 報道 き 
れ 、 ジ ォ ン 公国 の プロ パガン ダ の ) 一 興 を 担っ て いた . 

そもそも ツ ダ は 、 か つて EMS.04 の 型式 番号 で 開 
発 さ れ 、 ZEONIC 社 の YMS-05 ザク j と の 競争 試作 
に 供 き れ た 機体 で ある 。 重 元 素 を 挫 進 剤 と する 「 木 
星 エ ンジ ン 」] を 搭載 し 、 ザク I を 圧 例 する 性 能 を 見 せ 
た ENMS04 時 代 の ツ ダ だ っ た が 、 高 コス ト と 空中 分 
解 事故 が 問題 視 され 制式 化 を 見 送ら れ て いる 
EMS_10 と し て 復活 し た ゾ ダ は 、 機 体 構造 を 見 直し 
に ドム 系 MS に も 採用 され た | 土星 エン ジン 」 を 
搭載 する こと で 、 強 力 か つ 信頼 性 の 高い MS と な っ 
た 一 一 は ず だ っ た 。 だ が 、 実際 
問題 は 解決 され て お ら ず 、 6 
も 再び 空中 分 解 事 散 を 起こ し て し まっ た の で ある 
に は 知ら きれ て いな か っ 軍 上 局部 や テ 


旭 を 把握 し て いた る に も か か わら 

ず ツ ダ の 評価 試験 が 行わ れ 、 国 営 放送 に 1 

伝 さ れ た 郁 最 に は 、 プロ パガン ダ の 必要 性 が ある , 
戦争 の 長期 化 に 伴い 上 戦 気運 へ の 対処 を 必要 と 

し た ジ ォ オン 公 国 は 、 一 般 将 兵 を 含む 国民 を 戦争 に 協 i 


力 さ せる べく 、 数 々 の プロ パガン ダ を 実施 し た 。 ギレ 24 “2 

ン ・ ザ ピ 協 師 に よる 反 地 束 之 施 演 ン 公国 軍 M yh 

の 由 条 を 過大 に 伝え る ZwPA の 報道 、 地 球速 暑 へ In 4 
の 淫 意 を 煽っ た ガル マ ・ ザ ビ 大 佐 の 国交 子供 向け 
コン テン ツ 『 キ ャ プ ブテン ジオ ン 』 の 放送 お よび 出版 な ど 1 

が 談 当 する (開戦 の プロバ ガン ダ も 含む ) 四 


ザク タロ 以 上 の 高 性 能 と 
ダ の 報道 も 、 そ う 
ォ ン 公国 軍 ( 
な い 戦 局 か ら 国 民 の 目 を 介 ら し 、 戦 意 高揚 に 利用 す 
に ヅダ の 評価 試験 を 実施 し た の で ある 
し 、 ツ ダ の 評価 試験 が 行わ れ て いる 聞 に も 状況 
は 悪化 し て いっ た 。 前 述 - 評 価 試験 中 の ツ ヅダ 
が 空中 分 解 事故 を 、 地球 連邦 軍 の 「 モ 


ダラ 放送 」 に その : れ て し まっ た の だ 
で は な い 。 地球 連 に 
柴 、> 


悪化 し 
R 傍 され て し まう 
ら は 多数 の ジ ォ ン 公 国軍 将兵 が 衣 脱 
し 脱出 し た 者 も 多かっ た 。 し か し 、IILV で 関連 ファ イル 


3 よそ) お ) 


- fpEPmEWeW 


ML 将兵 の 多く は 、 地 球 軍 邦 字 宙 軍 の 格好 の 8.40 び ーー Er914 


オリ ヴァ ー・ マ イ 


1eLG21 


て し まっ た 。 この 際 、 脱 出 部 隊 の 救援 に 
駆け 付け た の が 、603 と 正体 を 暴 加 さ れ 出 撃 偽 止 処 
分 を 受け た は ず の ヅダ で あっ た 


ムレ ス " ジョ ン ・ 


癌 式 化 を を っ た 。 し か し 


間 作 は 催 聞 と は 言え ず 、 う イ バ ル を 
析 鐘 し よう と する こと も あっ た 


UCOI54) 


8621 CG Wes by SUNRISE DID 


連邦 ・ ジ オン 間 の 情報 戦 と 
MS 開発 企業 同 土 の 確執 


区 紀和 謗 で の 密 
胡 導 撃 試験 
ル 少 佐 機 ) が 覆 
命令 を 無 


事故 を 受け た 
EMS-049#t 
欠 隊 絆 で ある と 見 抜き 、 地 東邦 
アロ ババ シダ も ツタ の 実 避 を 放送 し 人 と 


a 


| ジグ 、 連邦 軍 モ ビル ボッ ド 隊 と 壮 明 


U.C.0079.10.24、 3 儲 の パプ ア 引 輪 
国軍 の 輸送 引 角 が 地球 連 バ 孝一 の サラ ミス 級 


見 され た ス 格 は オハ イオ 小隊 (3 末 9 
制 ) を 出撃 させ た が 、603 で 評価 試験 中 の ツ ダ 3 機 が これ を 府 知 
輸送 小隊 を 守る た め ポ ー ル 隊 を 鐵 撃 し た 。 初期 
で 実 弄 を 練 墳 し て いな か っ た ヅダ は 素 制 する だ 
を 知ら な い ポ ボー ル 隊 は 手刀 し て 時 に ZwPA は 


ク T を 上 回 る 新 衰 MS と し て ツタ 


| ソ の 空中 分 解 事故 


11 月 9 日 、 ツ ダ 3 機 に よる 対馬 攻撃 旗 験 が 行わ れ た 。 標的 攻 
な っ た ムサイ 開 経 洋 馬 に 計 し 少 仁 の 1 番 機 が 旬 
時 下 し た 軌 . 2・3 番 機 に は 支 舞 が 命じ られ た が , 3 番 機 は これ を 
無 寝 し て 名 陸 下 。 この 砂 、 1 番 機 を 越え る 加 溝 を 行っ た 3 番 機 は 
コン トロ ー ル 不能 に 始 り 、 空 起こ た 。 これ を 受 


けた マイ 払 和 中 肝 は 、 ツ ダ が EMS-04 時 代 と 登 わら な 
機 」 で ある こと を 和 破 し 直入 に 行わ れ た 地球 連邦 宣 
ンダ 放送 で も マイ の 仮説 を 衣 定 する 電導 され た 


OA — Wl 


グ ダ が 絡ん だ 地球 連邦 軍 と ジオ ン 公 国軍 の 戦い 
『 報 戦 の 側面 を 強く 持っ て いる 。 ZwPA (Zeon 
War cstablishment Propaganda Association) こ 
と ジオ ン 国 覚 放 送 が ツ ダ を 利用 し た プロ バ パガン ダ 放 
送 る と 、 地 球 連邦 宇宙 軍 が ロン ドン 発 の カウ ン 


や アー 


OMS 間 発 企 素 同 上 9 
E 際 、 


オデ ッ サ の 簡 著 を 受け た ジオ シン 公 国電 は 、 地球 近海 
の 全 艦 上 幼 に 地球 軸 道 へ の 度 開 を 命じ た 。 これ を 受 
り た 603 も 地球 軌道 上 へ 向かう が 地球 よ り 苑 脱し 
た HLV は 書 孝 軍 の 攻撃 で 撃 太 さ れつ つ あ っ た 。 無 
抹 圭 止 命令 を 多 除 され た ソ ゾ ダ は 、 味方 部 三 の 寺 出 
を 行う と 同時 に 、 地 百 連 邦 車 MS 部 胡 と 交 圭 。 遂 部 
克 を 幸江 さ せ た が 、 急 加速 に 入 え られ な か っ た 1 番 棚 
が 失わ れ 、 デ ュ バ ル 少 佐 も 戦死 し た 。 残さ れ た 2 機 の 
ツ ダ は ヨー ツン ヘイ ム の 監 載 欄 と な っ た 。 


国 マイ 技術 中 尉 、 少将 と 面会 


初期 評価 任務 を 終え た 603 は 


オハ イオ 小隊 を 接 選 だ ゾ ダ 隊 が 

ノン ヘイ ム に 帰投 。 これ に より 初 黄 評 価 任務 を 終え 
整備 と 桶 論 の た め サイ ド 3 へ の 得 路 に 式 

た 603 の オリ ヴ 守衛 中 尉 は 

伝え た が 、 技術 本 部 長 の アル 

が プロ パガン ダ で ある こと 、 


向け て 地球 補 施 軍 が 健 攻 


マイ 林 中 居 
を 衝 細 。 貞 者 の 邦人 


止 処 置 を 解除 す 動 に あ 
の 誠 、 デュ バル 少佐 の ヅダ 1 番 機 は 、 地球 連邦 
付け て 圭 潤 させ た が 、1 番 機 も 加 達 に 耐え 切 
分 解 。 放 助 作業 後 、 ゾ ダ の 評価 試 陸 は 中 止 され た 


eer 


の 実 本 は 昌 問 いて 


た 。 衝 各 作 華 の 件 、 ソ ダ 1 番 析 人 


卒 を 仕 掛 ル 時 人 
接 多 。 実科 を て に も 関わ ら 
し た 機動 性 で 


MORE INFO! 


オデ ッ サ か ら の 撤退 
1 オン 公国 意 の 多大 
6 財 道 に 難民 し 、 
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gi 商 


六 識 ジオ ン 公 国軍 の MS 開発 Es 


短期 間 で 成し遂げ た 0 6 は k 戦 用 MS で ある MS05 ザ 発 


ae 3 が ト す る 。 前 例 の な CADCAM: 
加速 度 的 MS 開発 7 子 骸 布 環境 対応 の 開発 開始 計 ・ 開 発 ・ 生 産 > * 
ら MS 誰 生 か ら わ ず か ] 年 で は る と 言わ れる 。 当初 の 開発 体 
わずか 10 年 > / 、 や と 0 2 1 た が 、 MS 開発 な 各種 デ 
期 の MS 開 覧 9 も の と 言 n い v ク を ) 有 機 的 活用 を 可 
軍事 力 に よ 議連 孝 の 
公国 は 、 精 害 電 子 機 問 - 類 に 依存 し た 地球 侵攻 作戦 を 前 提 
\ MS の 開発 と 
U.C.00700: 
成功 し これ を 受け た の キキ 力 MS を 務め る MS.06 ザク 
は MS-06A ザク IA 其 ) が ロー 
年 戦争 開戦 
こと も あり 、 了 開戦 直前 こそ 新型 MS が ロー ル 


結果 | と 、MS の 開発 は 等 び 加 較 し て いく 
れ た 6 E 、 水際 両用 MS の 
ZEONIC 社 が 試作 し た ZI-XA3 こ そ 、 全 MS の が MSM.03 ゴ 
含む MS の 基本 形 を すでに MS-14 ゲル ググ 、 サ イコ 
新規 MS 


公国 箇 は 、MS-01 の 共 式 番号 


村 国 直後 、 ミ ノ フス キー 粒子 の 軍事 利用 を 棋 案 する 中 ジオ ン 公 国軍 用 の 機動 兵器 開発 は 、 主 に サイ ド 3 の 重工 業 企業 に よ 
で 、 ジ オン 公国 は MS の 開発 に 着手 。 ザク I の 完成 で MS 。 て 行わ れ た 。 ZEONIC 社 .ZIMMAD( ツ ィ マ ッ ト ) 社 、MIP 社 が 代表 的 な MS 
の 戦力 化 に 目途 を 付け た ジオ ン 公 国軍 は 、MS の 開発 を 。 メー カー で 、 ジ オン 公国 成立 以前 か ら の 重工 業 推進 政策 で 成長 を 遅 げ 
多様 化 さ せ 、 一 年 戦争 中 に も 多数 の MS を 完 と で 知ら れる 。 他 に も 、 技 術 本 部 や フラ ナガ ン 機関 と いっ た ジオ ン 


も あり 


細 織 、 M&Y 公 社 や グラ モニ カ 社 と いっ た パー ツメ ー カ ー も 開発 トン ーッ テ Ye 
MS を 生み 出し た 企業 。 MS.01 * < 
ZIXA3) か ら プ ロト タイ プ ・ ザ ク イン 
下る 初 順 の 央 作 機 を 経て 、 実戦 用 rs  E 
ザク 1、 ザク 1 を 完成 させ た 


MA の 苦 技 


業 。 MS 
3 する 水 時 
が 有名 。 メガ 電子 砲 の 技術 に も 優 れる 


を 軍 事 カ で 打 
ミノ フス キー 幸子 の 敗 
た 新兵 状 を 歌 
1C0071 


根 動 兵 問 の 技術 開発 ス 突撃 禁 動 軍 位 下 の 
居 胡 な ど を 管轄 す 

部 司 。 MA ビク 
ルッ ボ 、 オン ゴ の 開発 を 主 し た 


1 号 機 が 、U.C.0077.08 

ク TA 生 の 試作 幾 が ロ 
主力 MS で ある ザク 

ズ の 和 量 


当初 . ジオ ン 公国 軍 の MS 開発 は サイ ド 3 本 国 で 行わ れ 
た 。 習 閉 型 の コロ ニー が 機密 保持 に 有利 に 働い た こと 
様々 な 環境 の コロ ニー が テス ト に 適し た 理由 で 
ある 。 その 後 、 ア ・ バ オア ・ ク ー や ソロ モン と いっ た 宇宙 
要 窪 が 開発 拠点 と し て 利用 され 、 一 年 戦争 が 開戦 する と 
グラ ナダ や キャ リフ ォ ル ニア ・ ペ ー ス と いっ た 新 拠点 で も 開 
発 が 行わ れ た 。 開発 ・ 生 産能 力 を 持つ 巨大 プラ ント 船 も 
存在 し た と いう が 、 実態 は わか っ て いな い , 


が 行わ れ て 


長期 化 が 決定 的 
の 開発 し 
高 性 征 標 の 高生 
呈 用 の サク 


と な 開発 計画 と し て 推進 する 事例 も 散見 され た 


ジオ ン 公 国軍 の MS 開発 は 、 軍部 の 要求 を 受け た 企業 合 し 、 章 
が 行う こと が 療 通 で 、 複 数 の 企業 に 重 争 試作 させ た 例 も 設計 段階 で は 、CAD-CAM シ ステ ム や 高度 に ネッ ト 
多い (ザク 1 と ツ ダ 、 ゲ ル グ グ と ギャ ン の 競争 試作 な ど ) 。 一 化 され た 設計 ・ 開 発 ・ 生 産 ム を 用 いた と 
年 戦争 後期 に な る と 、 技 術 本 部 が 複数 の プロ ジェ クト を 続 て 短期 間 の うち に 新橋 機 や 改修 機 を 開発 で きた 


完 局 し た 婁 内 民間 用 バー ツ を 半 品 
槍 動 兵 吉 の 開発 を 人 束 


作動 吾 用 バー ツ の 開発 を 依頼 


幅 動 丘 器 を 納品 
2 a 


最 攻 の 軸 上 カ を 


1 は 2 8624 


ジオ ン 公 固 軍 に お ける 
ー | MS の 開発 系 講 


ZI-XA3 (MS.01) を 原点 と し て 始ま っ た ジオ ン 公 国 
浅 の MS 開発 は 、 ザ ク [ の 時 点 で 実戦 用 MS の 基本 形 
が 定まり 、 ザク MM に よっ て 一 且 の 完成 を 見 た 。 その 後 、 
ザク II を ペー ス と し た 泊 生 機 が 多数 開発 きれ 、 そ れ が 


さら な る 新型 MS の 原型 や 試作 機 と な っ て いっ た 。 
ドド 図 は 、 そ うし た ジオ ン 公 回 軍 の 開発 系 講 の 一 

部 を 示し て いる 。 ザク II の パリ エー ショ ン 機 が 、 他 系 

列 の MS に 与え た 影響 の 大 き さ が 理解 で きよ う 。 


本 


経 合 性 能 向 上 タイ プ 。 ザク IF 弄 を ペー ス 
と し 、 2 一 3 者 の 性 能 向上 を 果たし た 。 字 
軍 地上 を 間 わ ず 条 を 身近 する 。 


と 


| 軍用 の 高林 生 タイプ 。 ザク 特有 の 大 | 
人 店 外 放 性 を 度 し 空間 才 
大 きく 向上 させ た 。 禁 基 の 仁 欄 が ある 。| 


間 動 型 ザッ R.2 タ イプ に 、 試 作 和 隊 の 
ゲル ググ の 部 品 を 幼 み 込ん だ MS。 デー タ 
の み ぁみ ゲルググ の 新 親 論 詩 に 笠 用 され た 。 


~~ ザク 『 の 役 舞 主 カ MS。 ジオ ン 公国 還 の 
主力 MS と し て は 、 ビーム" テイ フル を 初め て 
| ジン ダム に 区 草 す る 性 人 を 持つ 。 


ゲル ググ の 高橋 動 タ イプ 、 一 和 細 民泊 
を 吾 定 し て 、 オ プシ ョ ン の 増 束 用 ブース 
バッ ク を 措 し た 。 


バック も 導 加 維 備 し た は か 。 講 部 を セン 
ず ー 林 紅 化 に 換 対し で いる 。 


| ダル ググ の 支 折 タ イプ 。 ビーム ・ キ ャ -: 


Vs.oeM (MSM.O1) 
用 ザク 
に _ ゃ ] 


ず ク の 水際 間 用 クイ プ 。 永江 エン ジン の 
覆 載 病人 の 防水 名 理 な ど が 壮 さ れ た 。| 
テ 葛 剛 の 簡 先 に 用 いら れ た 。 


| MS-02、 MS-03 に 次 いで 開発 きれ た 試 


作 MS。 兵 圭 の 交換 に よる 多用 吉 化 - 新 


軸 反 応 合 に よる 高度 な 機動 性 が 特 全 。 | 


| 補 上 初 の 実 軸 用 MS。 プロ ト タ イブ ・ ザ ク 


の 芝 処 橋 に あたり . 健 れ た 汎用 性 と ミノ フ 
スキ ー 特 子 環境 下 で の 持 作 力 を 持つ 。 


| 1 の 最初 区 右 。 ザク! で 開 是 援 さ れ た 


出力 と 和 仙 時 間 を 属 智 し. さら な る 汎用 性 
と 押下 性 を 付与 。 垂下 に は 未 対 


- 


| ザク 2 の 本 和風 。 人 
| カカ 下 軍 用 能力 を 付与 され て いる 。 


ザク 0 の スタ ンダ ー ド モデ ル 、 C 型 か ら 硬 | 
性 対 休 を 拓 し 、 番 部 の 補 全 装甲 人 


マク 1 の 陸 虹 タイ ブ 。F 措 か ら ギ 軍用 装備 
き 誠 し. 夫 栓 反応 炉 の 補 洗 人. 関節 の 
殖 (E な ど を 施し て いる 


中 軸 苑 推 タイ プ 。 キャ ノン 大 一 


相 央 尊 の バー ツリ り サイ クル し た 作業 | 


用 MS。 ザク 1 の 上 半身 と マ ゼ ラ ・ ペ ー ス 
を 用 し . 前 株 で 制 造れ た 。 


ず ク か ら 源 生 し た 区 載 用 MS。 対 MS 白 
兵 務 ( 衝 闘 戦 ) を 強く 全 護 し 。 作 主 - 接 近 


| 用 兵 閉 を 机 定 義 備 し てい る 。 


『 コ 
| AD の MS、 ザク I と の 前 
| 多 慰 作 に 攻 れ た 。 改修 機 の EMS-10G3. 
| ドム 4 抹 と 同じ 「 土 星 エン ジン | を 捕 。 


オン グ の テス ト 機 。 サイ コミ ュ を 橋 載 し 。 
| 出力 、 挫 力 と も に 妖 化 きれ た が 。 一事 の 
デー タ 彼 雪が 議 し か っ た 。 


イイ コミ ュー シス テム 愉 用 サク の 直人 
で . 下半身 を 導 林 鮭 パ 
ング の 攻 2 評 案 に 基づい た 仕 種 で ある 。 


ュー タイ プ 理 用 試作 MS。 和 有 琴 | 
える 。 敵 部 の 替わり に 高村 
を 層 往 する 仕様 で 完 。 


プロ ト タ イ ブ ・ ド ム 開 発 の た め の デ ー タ 選 
全 憎 。 陸 報 MS の 高 殖 前 を 目指し 、 香 
生 と 細部 の 殿 堪 状 を 半 化 ・ 溢 枝 し た 


近 探 居 闘 昔 と 四 生 性 能 を 重利 し た 諾 作 
MS。 ピー ム ・ ラ イフ ル の 秋 打 載 な ど が ネッ 
TU TS 


必 直 用 の 在 MS。 プロ ト タ イ 
て 姜 獅 きれ た 。 的 ホ バ 
り . 高 連 で 地上 を 生 動 で きる 。 


ドム の 興和 化 時 で 、 昌 終生 | 


し めす る 議 電 用 呈 休 を 要 目 し 。 欠 株 ロ 
ケッ ト な どの 軍用 半 偽 を 捕 


た る 。 陵 軽 力 の 向 上 、 ネバ パー 


ラン ド セ ル を 導 載 す る 。 対空 防 痢 用 と し て の 二 人 00 了 呈 られ た 。 


職人 先 を れ た が 、 計 MS 用 と し て 完成 。 


ーー 


ーー ツ 回答 的 


| 生 区 メガ 答 子 確 台 と し て の 性格 を 持つ | 
水生 画 用 MS。 機動 性 は 皇 い が 9 門 も 
| の 和子 材 に よる 総 大 な 火力 を 振る 。 


の て 実用 化 さ れ た 量産 仕様 の 水 諸 両 | | 高度 な ステ ルス 性 を 持つ 水 天 市 用 MS。| | 最高 ラス の 性 能 を 持つ 水村 本 用 MS。 
用 MS で . メガ 和子 克 を 狼 仙 庄 を 考え | | ザク 本 有用 尊 反 恋 炉 な どの 速 用 パー| | メガ 軸 子 交 の 約 様 陸戦 能力 な ど 、 大 拉 
設 を され て いる た ゆめ 楓 次 力 が 構 の て 畜 い 。| | ツ に より 。 低 コ スト 化 に 成功 し た 。 の 画 で 名 全線 竹 の ゴ ッ グ を 上 回 る 。 


本 4 は 5 拉 委 まで オー ル ラウ ンド に こせ TIMSE す 。 5 と 2 し た MS で も 、 コロ ーー 内 中 心 と し た 悪用 了 力 衣 つ 電信 が あい 、 は キュ ン ン な ジ に よる 中 玉吉 みち の 衝 持 つ MS を 本 


py KONOMU SEKI 


ミ い 評 価 を 受け た 機体 
下記 の 長所 は 汎用 主 カ MS に 多く 該当 する も の 
だ が 、 一 部 の 特殊 機 に も 当て は まる 要素 も ある 


サク や ゲル ググ に 負 革 な 特徴 と し て 高度 な 撤 性 が 
ユー オト の 交換 な ど に よっ て 、 異 な る 特性 を 持つ 機体 へ の 湊 生 
が 容易 で ある 。 パリ エー ショ ン 機 の 多様 化 は 、 これ が 一 因 。 


ザク 『 で 秋 補 され た 肪 用 性 は 、 碑 性 に よっ て 必 成 され た 。 ケル グ 
ビラ ンド セル ・ 靖 部 新生 義 備 な ど を 宇 時 に 失 寺 可能 で ある 


在 帝 ・ 然 間 用 水 陵 布 用 な ど 、 局 地 載 用 MS の パリ エー 
ショ ン が 坦 維 。 これ に より 砂 渡 や 海洋 と いっ た 環境 で の 作 
政行 動 は 、 地球 連邦 軍 以 上 に 容 虹 と な - 


寺 油 ・ 欠 攻 で 馬力 を 先陣 する ドム 系 MS。 KMS 
ジオ ン 公 還 軍 の 清香 ぜ 寺町 に 当っ た も の だ 


公国 軍 MS の 特徴 的 技術 


ジオ ン 公 国軍 の MS に は 、 地 球 連 邦 軍 で 採用 され な か 
た 技術 が ある 。 特に モノ アイ と 動力 バイ プ ( 流 体内 バル ス ・ 
シス テム ) は 、 公国 軍機 の 外見 的 特 特に も な - 


1 モク イィ の 
Me 


光学 カメ ラ . 赤 外線 イレーザー 
セン サー な ど を 収束 配置 し た 、 
単 襲 式 の 外部 語 議 シス テム 。 


内 バル ス ・ シ ステ ム | 


鈴村 反応 類 で 発生 し た エネ 
ルギー を 直接 、 関節 転 動 に 用 い 
る シス テム 。 軽量 か つ 高 ルク 。 


に し と と 307 3 


生産 性 と 貞 性 ・ 動 性 の パラ 
ンス に 像 れる マテ リア ル 。 転 甲 
(の 基 材 ) に 多用 され た 


- 
レー 


MORE INFO! 
MA の 開発 
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諾 較 ELS と の 戦い eS 


ELS は 、 大 規模 な 自然 と 言え る 存在 だ 目指 す ELS が 衝突 し 、 史 上 か 


斉 解 が 呼ん だ は 知性 を 持ち 、 人 類 に 危 \ 4 まっ た 。 最終 人 的 に 地球 に 所 


時 を ド EI 彼ら の 母 尾 の 数 は 、 地 球 連 邦 平 和 維 持 
異種 岡上 の 衝突 個 昨 の 療 命 が 尽き つつ あっ た た め 、 新 天地 を 求 り 、 人 類 は 地球 ご 
ま 宙 を 0 , に 
西暦 2314 年 、 木 量 に し 球 外 変 異性 体 = 木星 に 辿り 着 v 
金属 体 ELS (Extraterrestrial Livingxmetal ショ 用 する 脳 量子 (ター 竹 著 の 、 人 類 と ELS は 
b 球 圏 に 押し ヽ の 内 子 を 持つ 地球 人 類 が 放つ 遥 量 子 波 で あ < 相 再 理解 へ の 3 こう し て 西暦 
、 地 球 連 邦 平 和 維 持 軍 お よび ! れる 性質 を 持つ ELS は 2314 年 の 混乱 は 、 
グ (以下 CB) は 、 数 回 に 旧 と = 向かっ た 、 接 - 中 く AD2364) 


に 。 最終 的 に ELS と の 意思 貴 通 


イノ ベイ ター、 利 邦 ・F・ 


瑞 は 収 捨 し た の だ っ た 。 【 ~ と い ょ ELS も 同じ だ 
情報 を 共有 する ELS と 異な り 
に 。 地球 人 類 と 「 字 宙 CF 脳 量子 波 を 使え 
ELS の 意 


地球 人 類 と ELS の 意図 


地球 人 類 と 
で き な い まま 進展 し た 。 人 類 と ELS の 間 に 相 必要 
は 電 事 力 で ELS を 提 


LS の 衝突 は 、 到 方 が 相手 国 是 が 属す る 全景 の 寿命 が 尽き か け て いた こと か ら 、 新天地 を 

た ELS は 、 宇 宙 各 地 に 控 衣 を 注 遺 し た 。 西暦 2314 

LS は 、 奈生 | か れ て 地球 に 押し 寄せ 
A る た め の 行為 だ っ た 


西暦 2314 年 の 混乱 の 推移 


遼 2312 年 の 紛争 の 終結 後 、 地 球 田 は 安定 し て い ELS が 太陽 系 に 到達 。 母 』 
た 。 季 時 放 の 新人 が 取 た 没 和 的 政 ELS は 、 拉 條 3 

に 行わ れ た CB の 活動 ) が 、 功 を 委 し 
様々 な 問題 が 衣 決 に 向 か 


人 @ ELSI 
地球 
森尾 に 出 理 し ELS、 未 還 近 上 
喜 秀 エッ ロバ と 濃 人 する と 困 " で 
に 引か か で 書 束 AN の CC 
は 連邦 車軸 結 れ た も 
は 地球 に 落下 し た 


PPT CB の 
BRMRC. CB 

ある 奈 革 が 大 EL 
相互 理 角 の 

ERNIEL 


TM HT 

す ELS ゲ 電装 

た が CB 軍 は 月 帆 適 の 外側 に 総計 
I し 8 EIR TR LL 
灯 妥 し た 清き か た 


の 老 欠 人 
析 査 匠 を 宇 証 


LS の 性 質 こ そ 理解 し た も の の 、 目 的 を 知ら な か っ た 地球 連邦 政 
特 は ELS を 矯 傾 模 し た うえ 、 較 者 軍 が ELS を 普 性 勢力 と 判断 し て 攻 


撃 。 ELS ば 人 類 と の 援 本 を 試み 、 3 回 に 古っ て 砂 れ を 放 
回目 は 連邦 軍 の 1 万 倍 の 物量 で 地球 
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7 思わ れ た 
1 アナ 高地 の 死 半 と 計 v それ で も 、 シ ュ バ ルツ の 協 
新た な MF 「 ゴ ッ ド ガン ダム い 6 


FC60、1I ヶ 用 選 期 間 「 サ バイ 
トモ 
彼 の 師 攻 
ンタ ダム 軍団 
スタ ー の 目的 は 、 デ 
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部 隊 ) に 苦戦 。 ドモ 
明鏡 止 水 


ガン ダム ファ イト で は 、 各 [| 
入 (交換 ) が 認め られ て いる 。 第 13 回 大 


デー タ を 移植 可能 だ が 、 ガ ンダ ム の 交換 は この 一 度 
し か 認め られ な い 。 当 妨 、1 機 目 と 2 機 目 の 同時 投入 
は ルー ル 違 反 で 、 交 換 前 に 敗 授 し た 国 は 2 機 目 を 用 
ガン ダム が 2 機 目 の ガ ンダ ム に あたる 意 し て いて も 大 会 に 複 女 で き な い 。 また 、 コ スト や 信 
2 機 目 の ガ ンダ ム は 1 機 目 の ( サ ポイ パル イレ ブン の ) 閑 必 な どの 問題 か ら 2 機 目 を 投入 し な い 国 も 多い ー 


2 機 目 の ガ ンダ ム を 巡る 
レギ ュ レ ーション 


ドモ ン と チ ボ デ ー、 ギア ナ 高地 で 再会 
ン は 信行 の た め 、 ギア ナ 高 好 を 入れ て いた 。 また 、 ギ 
アナ 高地 に 向 ルー た ち を 適っ て 同好 に 走 い た チ 
ー は 、 ド モン と 両 会 。 ファ イト を 通じ て デビ ル ガ ン ダム 
出し た 徒 は 、 難 便 を 取り 戻し た の だ っ た 。 


較 サイ シー と アル ゴ 、 
奏 。 ドモ ン の 介入 で 正気 を 取り ファ イト を 行う し 
シャ ッ フル の 力 で ギア ナ 高地 に 入っ て いた ネオ ロシア の 
チー ム が 、 デ ス ド ラゴン の 三 欧 を 受け 半 還 新生 シャ ッ フ ル 同 望 、 
る 。 それ を ネオ チャ イナ に よる も の と 謎 柄 の 包囲 網 を 突破 
解 し た アル ゴ が 、 サ イシ ー と ファ イト を | ネオ ロシア の キャ ンプ に 徐 退 し た 新生 
実施 。 ファ イト の 療 和 消し た 調 者 ャ ラッ フル 同盟 は 凶 較 帳 勢 を 取る が 
は デス ドラ ゴン 部 陸 に 攻撃 され る が 、 箇 の 物 箇 の 前 に 過 い 込ま れ て し まう . 固 明鏡 止 水 の 境 地 と 
ルツ と ドモ ン が これ を 芝 刀 し し の し 、 シュ パル ツ が 河 を 油 刻 させ 、 本 新た な MF 
の 大 半 を 撃退 、 この 泥 乱 を 利用 し て ド マス ター と の 決着 の た 准 。 ひと り ギ アナ 
モン 隙 く 新生 シャ ッ フル 同 田 は ギア 高地 に 銭 っ た ドモ ン は 総体 絶命 の 危 機 
宮寺 の ら 多 有 し た の 中 で 、 つい に 明 練 止 水 の 横地 に 自 
る 。 ドモ ン は 諾 の スー パー モー ド で マス 
ター を 追い 詰め る と 。 デビ ル ガ ン ダム を 
机 太 。 さら に 検体 を 華 り 抱え る と マス ター 
を も 抽 退 する 。 その 後 、 ギ アナ 滴 好 
発っ た 彼 は . ネオ ホン コン へ と 向かっ た = 


新生 シャ ッ フル 同盟 、 デビ ル ガ ン ダム 軍団 の 莉 撃 を 受け る 
シュ パル ツ は 、 ド モン を 死 の 半 戸 記 に 追い 込み [ 明 止 水 ] の きっ か け を えた 
出現 
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| 人 ドモン テ ボ テー = 還 謙 サイ サイ シー ルコ | 


トウ キョ ウ で の 畔 い を 通 


不足 を 導 台 し た ドモ ン は 、 修行 の ネオ チャ イナ と ネオ ロシア の チー ム も ギア ナ 高地 に 入っ て い ギア ナ 高 地 入り し た ジョ ル ジ ュ だ が 、 デ ビル ガン ダム と の 遺 遇 


た め ギ アナ 高 地 へ と 向かっ た 。 その 頃 、 デビ ルカ ガン ダム へ の 麗 作 た 。 戦 概 を 失っ て いた サイ シー は 圧倒 的 パワ ー を 短 る アル ゴ に を きっ か け に っ の 悲劇 (ガン ダム ファ イタ クー 選出 試 合 
か ら 法 け 出せ な い チ ボデー を 心配 し た シャ リー ら ネ オア メリ カ の ク 私 逢 心 を 抱き 、 そ れ を 払拭 する た め フ ァ イ ト を 申し 込む が 拒否 され で 発生 し た 誠 吉 事件 ) の トラ ウマ が 再発 。 そこ セイ ュ の 
ルー た ち も ギア ナ 高 寺 を 訪れ た 。 シャ イニ ング ガン ダム の デー タ を る 。 喜 後 、 ネ オロ シア の キャ ンプ を ガンダム ( に 手 休 し た デ 枝 机 を 引き 起こ し た 強 本 人 で 、 本 国 に 収 葉 され 

入手 し 、 チ ポ デ ー を 勝た せる こと で 自信 を 取り 戻さ せる つも り だ っ ス アー ミー) が 本 撃 し た こと 」 サイ シー と アル ゴ の ファ イト が 成 ボー が 出現 、 DG 幼 用 に 保 食 され た 

た 。 シャ リー た ち を 迫っ て ギア ナ 高 地 に 来 た チ ボデー は 、 一 心 林立 . 両 者 は 赤 不能 な 状態 と な る まで 回 っ た 。 そこ を デス ドラ ゴ 時 っ た 。 怒 居 状態 


ー を 南座 し た ジョ ル 
乱 に 修行 る 


陰 む ドモ ン と 再会 、 フ ェ イト を 通し て 幸便 を 取り 戻し た ン 部 隊 に 壮 撃 され る が 。 シュ バル ツ と ドモ ン の 活躍 撃 候 し た 


a 
NS 


引導 か ろ 給 まっ た サイ シー と アル ゴ の ファ イト は 織 炊 を 作 め た に 
の シャ イニ ング カン ダム だ っ た が 、 ド モン は スー 


た が 、 ド モン の 介入 で 正気 を 取り 


ギア ナ 高 地 は 、 か つて マス ター- ア : 3t だ っ た 
ン と チ ネ デー の ファ イト は 、 レイ ン た も を 打 動 する た ぬ 中 止 され た 


IUD vs デビ ル ガ ン ダム 軍団 
修行 を 完成 させ る た め 、 ド モン が 単 殺 行 動 に 出 て 


過 、 決 腸 大 会 の 間 草 まで あと 3 日 に 迫っ て ! 
は 任 章 で スー パー モー ド を 発動 させ 


内 事 の レイ モン ド | \ よ うと 表 二 。 危機 を 業 
り 組 え た ジョ ル ’ 


モン 、 明鏡 止 水 の 境地 に 達する 


マス ター の 細 る デビ ル ガ ン ダム と 対内 し た ドモ ン は 、 マス ター の 
本 発 で 打 り の スー パー モー ド を 発動 させ る も 、 シュバルツ の アド バ 
イス と 総体 命 の 座 尋 を 受け て 明仁 止 水 の 境 地 に 遅し 、 真 の 


ヤッ フル | 


ドモ ン 
が で きず 、 修 行 に 行き 


ム の 叙 理 が 終わ 


いま ま 始 まっ た 潜 本 で は 


詰まっ て いた 。 これ を 宰 知 し た シュ バル ツ は 、 ド モン を 死 の 河戸 本 同名 は 閉 戦 する も 徐々 に 追い 込ま れる 。 し か し スー パー マス ター を 適 い 詰め 、 つ い に デ ビル ガン 
に 自 い 込み 「 基 殺 止 水 ] の きっ か け を 与え る 。 その 時 、 マ スタ ー で 治 川 を 池 溢 させ 、 デビ ル ガ ン ダム 軍団 の 大 半 を 直後. 業 機 が 機体 の 限界 を 直 え た た め 、 ド モン 
率い る デビ ル ガ ン ダム 軍団 が ギア ナ 高 地 に 出現 。 ドモ ン を 含む の 混乱 を 利用 し て 新生 シャ ッ フ ル 同 吉 の 面々 は ギア た 新 下 機 ゴッド ガン ダム へ と 乗り 換え 、 マス ター 
新生 シャ ッ フ ル 同 副 が 抗戦 し た が 、 後退 を 余 備 を くさ れ た ナナ 高地 を 環 説 。 一 方 、 ド モン は マス ター と の 決着 の た め 残 錠 し を 玲 圭 。 首 限 時 間 一 杯 で 、 ネオ ホン コン に 至 舌 し た 


テー 4 4 
ア つ い に 明 角 上 の 旭 寺 に 詳し た 。 レイ ー の 新人 で 
信 さ か た ゴ ホ カン ダム お 動 、 マ スタ ー も 倒す と キオ ホン 


シュ バル ク の 訟 け で 明鏡 目 水 の 弄 地 に 洋 し か けた ドモ ン だ が . 蛋 行 が 完 ネオ ロシア の キャ ンプ 地 を 包 
ング ガン ダム は 行 秋 不 施 と 机 で 寺村 され た 。 ドモ ン ま 除く 


mean シラ 87.22 


較 コア ・ ブロ ッ ク ・ シス テム 


87-23 


機動 戦士 ガン ダム 
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脱出 用 の 航空 毅 仙 機 と | 
それ を 内 蔵 する MS 


脱出 用 航空 / 航 宙 機 コア ・ フ ァ イ タ ー と 、 コア ・ フ ァ 
イタ ー と 合体 可能 な MS か ら 成 る 脱出 機構 が 、「 コ 
ア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム 」 で ある 。 RX-78 ガン ダム に 代 
表 き れる RX シ リー ズ が 初め て 採用 し 、 以降 、 ガン ダ 
ム ・ タ イプ MS を 中 心 に 度々 導入 され た 。 コア ・ ブ ロッ 
ク ・ シ ステ ム の メリ ッ ト は 、 パ イロ ッ ト の 生 避 率 と 戦闘 
デー タ の 回 収束 が 高い 点 に 集約 され る 

行動 不能 や 誘爆 寸前 に MS か ら パ イロ ッ ト 
を 逃がす た め 、MS は 脱出 シス テム を 持つ こと が 
迷 的 で ある 。 し か し 初期 の 脱出 シス テム は 、 肉 
バイ ロッ ト を 射出 し た り 、 パ イロ ッ ト 自 身 が ラン ド 
パー を 装着 し て 自力 脱出 し た め と 、 高 い 生 温 事 が 期 
待 で きる も の で は な か っ た 。 U.C,0080 年 代 中 期 に 入 
る と 、 球 形 の コク ピット 区 商 そ の も の を 脱出 カプ モル と 
する イジ ェクション ・ ポ ッ ド が 一 般 側 と な り 、 生 間 率 は 
向上 し た 。 それ で も タイ ミン グ に よっ で は イジ ェ ク シ ョ 
ン ・ ポ ッ ド が 射出 きれ な い ケ ー ス や 、 射 出 きれ で も 回 


字画 世紀 の MS の 技術 


収 され な いな ど 、 パ イロ ッ ト が 未 帰 加 に な る ケー ス は 
多かっ た 
これ に 対し て コア ・ プ ロッ ク ・ シ ステ ム は 、 コク ビット 
を 含む MIS の 中 板 区 南 そ の も の が 航空 / 航 宙 機 = 
コア ・ フ ァ イ タ ー に な っ て いる 。 コア ・ フ ァ イ タ ー は 人 科 行 
航 宙 能力 を 持つ た め 、 自力 で 母 散 や 基地 に 考 投 
可能 で あり 、 生 門 率 が 極め て 高い 。 地球 の 海 や 砂 
漠 、 ミ ノ フ スキ ー 炒 子 が 散布 きれ た 宇宙 で MS が 行 
動 不能 に な っ て も 、 救 動 を 待た ず に 炉 避 で きる の だ 。 
蘭 述 の よう に コア ・ プ ロッ ク ・ シ ステ ム は 、 地球 連邦 
澤 の 試作 MS 佑 RN シ リー ズ で 初め て 採用 され た 
教育 燃 コ ンピュータ ー の デー タ 同 収 と テス ト パ イ ロ ッ 
ト の 生 層 を 目的 に 導入 きれ た も の だ っ た 
通常 の コタ ビッ トノ 脱出 シス テム と 比較 し て 極め 
て 高 コス ト な うえ 、 醒 造 上 の 脆 紅 性 も 指摘 され た こと 
か ら 、 コ ア ・ プ ロッ ク ・ シ ステ ム が 普及 する こと は な か っ 
た 。 それ で も 利点 は 失わ れ て お ら ず 、 ガ ンダ ム ・ タ イ 
プ MIS を 中 心 と し た ハイ エン ド 試 作 MIS に 度々 採用 さ 
れ た 。 一 年 幸 争 終戦 直後 の 「 ガ ンダ ム 開 発 計画 ] で 
も 、 ガ ンダ ム 試 作 0 号機 や 試作 1 号機 、「P ス ペッ ク 」 
と 呼ば れる 仕様 の 試作 3 号機 (ステイメン) が 、 コア ・ 
プロ ッ ク ・ シ ステ ム を 導入 し て いる 。 UC.0080 年 代 後 


MS Technology in U.C 
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期 に は 「Z 計 画 ] 系 の ZZ ガン ダム や S ガ ンダ ム が 、MIS 
の 合体 変形 機 自 と コア ・ プ ロッ ク ・ シ ステ ム の 融合 を 
果たす な ど 、 シス テム の 高度 化 が 進ん だ 
せ C.0100 年 代 以 後に 薄 及 し た 第 二 其 MS は 、 小 
型 MS ゆえ に コア ・ ブ ロック シス テム の 導入 が 区 か と 
思わ れ た 。 だ が 、 ネオ ・ が ガン ダム や クラ スタ ー・ ガ ンダ 
ム な ど で 採 川 きれ 、U.C.0150 年 代 に は V シ リー ズ が 
合体 変形 機構 お よび 小型 化 と の 両立 に 成功 し た 
(オッ トー・ カ ル テ ン パッ ハ ULCO155) 


関連 ファ イル 


BC78.2 ガン ダム 
78GPO) ガン ダム 庄 作 1 呈 蛋 
MSZ.010 ZZ ガン ダム 


FG.01.03 
830101 Wm 
20101 画 


M312V04 V ガ ンダ タム EE V0101 時 
計画 と 人 w 電 ( 夫 者 東 の MS 商人 FG3.15 昼 
コク ピ FG0327 還 


EPREWEW 


大 の コア - ブ ロッ クィ シス テム 振 用 


軸 は で の 介 具 が 前 者 だ っ た 
の 竹 . 全 天 周 園 モ ニタ ー% 
肪 に よっ て コク ピッ ト 


Juswetan by TAKUYA IO 


シス テム の 特徴 


コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム は 、 航空 ./ 航 画 
機 タ イプ の 脱出 ポッ ド を MS に 内 蔵 し た 機 本 
で ある 。 通常 の MS 用 脱出 機構 と 比べ 
パイ ロッ ト の 生 選 率 と デー タ の 回 収束 が 高 
い 。 一 方 で 、 高 コス ト 化 と 機構 の 複雑 化 に 
伴う 短所 (構造 の 脆 憶 化 、 整 備 性 の 悪化 な 
ど ) も 指 横 さ れ 、 療 及 に は 至っ て いな い 


BBTEC 


坦 で MS と 全体 する と い 
う 軍 用 も な きれ た 


MAS か ちの 鹿 肛 は オー ト 
の ほか . コク ピッ ト か ら の 
拘 作 . 機体 外 で の 時 間 
槍 作 な ど で 全う 


MS の 合体 プロ セス 


ここ で は コア ・ フ ァ イ ター と ガン ダム の 合体 ( 補 中 梁 ) 
Hon. DFI ADB YE 


プロ ッ ク と B パ ー ツ の 全休 


コア ・ ファイ ター が コア ・ ブ ロッ ク に 偶 形 (コア ・ チ ェ 


きき 人 パー ツ の 投下 され る 。 直 条 


人 骨 入 を 解 認 す る 。 まず 、 レーザ ー サ ー チ ャ 


ー⑨ コ ア ・ プ ロッ 8B バ パー ツ が 同 坦 


パー ツ と ドッ キン グ す る 。 合 片 の 用 は A パ ー ン を 拓 殺 後 。 コア ー プ ブロック を 時 出す る の が 衣 基 の 手 匠 


コア ・ プ ロッ ク ・ シ ステ ム の 中 杜 と な る の 
が コア ・ フ ァ イ タ ー で ある 。 MS 用 を 兼ね る 
コク ピッ ト 、 コ ア ・ ブ ロッ ク へ の 可変 機構 な 
ど を 備え る 点 が 特徴 。 戦闘 機 と し て は 小型 
で 、 兵 装 も 強力 で は な い が 、 熱 柄 ハ イプ リッ 
ド ・ エ ンジ ン を 搭載 する 例 が 多く 、 機動 ・ 運 
動 性 に 優れ る 。 


埋 時 欄 を そ の まま MM 
合 僚 させ る の ば 国 世 
た め 、 コア ・ ブ ロッ クベ 
の 可 革 尼 を 詩 つ 


ほとん どの 則 全 大半 を 
柏 つ も の の 重用 や ミ サ 
イル が 多い 。 ビー ム 兵 
短 を 借 え る 機体 も ある 。 


部 な どの 折り 旦 み 


備え る 


(EE 昌 . 


MORE INFO! 
コア ・ フ ァ イ タ ー の 活用 


コア ・ フ ァ イ ター の 合 僚機 構 を 活か 


の 兵器 も 開発 され た 。 コア ・ フ ァ イ タ 
ター が 合 佑 し た コア 


MS 以外 
張 プ ー ス 
スタ ー が その 代表 例 で ある 


CT 

れる 。 鬼 皿 

個 向 に ある 。 VTOL 艇 の 
きま 持つ 企 休 も 


コア ・ 
ファ イタ ー で 出 和 株 、 


2 種類 の 合体 方 式 


コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム は 、 MS と の 合体 方 式 で 大 きく ふた つ に 分 類 で きる 。 「 バ ー チ カ 


ル ・ イ ン ・ ザ ・ ポ ディ 方 式 ] と 「 ホ リゾ ン ・ イ ン ・ ザ ・ ポ デ ャ 方 式 」 が それ で 、 合体 時 の コア ・ 
流行 り 廃 り も ある 。 


ブロ ッ ク の 方 向 を 指す 。 それ ぞ れ 一 長 一 短 が 指摘 され る ほか 


バー チカ ル ・ イ ン ・ ザ ・ ポ ディ 方 式 


MS と の 合体 時 コア ・ ブ ロッ ク が 地面 方 向 に 
対し て 生 直 に な る 仕様 。 コア ・ プ ロッ ク は MS の 貞 


介 初 弄 の コア ・ ブ 
ロッ ク 


ネ テム 


体内 に 収 病 さ れる 。 RX シ リー ズ で 控 用 され た 後 に で る シャン 
U.C.0080 年 代 ま で 主流 の 食 価 方 式 だ っ た ry 
LE IW 代表 69 な MS 
G Ms 
人 に 和 同 され る 。 疾 い 生 


存 性 に 加え 、MS が 
Co 
る な どの 和音 点 も 持つ 


シュ テム 本 用 


) 


CML 


MSZ-0 
ZZ ガン タム 7 
合体 要 青 代 借 の 中 

ァ ・ プ | 


コア ・ ブ ロッ ク が MS の 肌 体 内 に 彼 貫 され 


る た め 、 生 通 補 が 高い 。 脱出 機構 と し て の 
要 能 を 重 補 し た 仕様 と 言え る 。 


コア ・ プ ロッ ク が MS の 調 体内 に 収 界 さ れ 
る た め 、 含 体 時 に コア ・ ファイター の 装備 を 
使用 で きず 、 デッド ウェ イト と な る 。 


コア ・ ブ ロッ ク の 條 出 
本 最小 人 八角 を 最小 抽 と し た 
半 も 右 さ れる た め 、 分 
可 和 に 稚 不 浅 と な 


る 可能 性 は 低い し 


MS と の 合体 時 、 コア ・ ブ ロッ ク が 地面 方 向 に 装 
し て 水平 に な る 仕様 。 コア ・ ブ ロッ ク の 大 半 が 、 MS 
の 外部 に 狼 出 する 。 UL.C.0100 年 代 以 繁 。 第 二 


RX フ BGPO1 
ガン ダム 試作 
IL | 

PD 


の ホリ ソン 
ザ ・ ギ ディ 方 
コア ・ フ ァ イ 
ター『 の 性 任 が バ 
クタ 52 と な る 


LM312V04 
V ガ ンダ ム 

全体 変 末 を 持つ 拓 > 
IMS。 末 操 と 主導 半 、W 放 
拉 を さじ 前 は 、 コア ・ プ 


ロッ ク ぎ 構成 し て いる 3 8 


以 稼 も コア ・ ブ ー ス ター 式 の 強化 策 は 度々 様 用 され 
コア ・ フ ァ イ ター の 性 能 を 拡大 し た 


と 汰 線 雇 離 び 大 細 
に 妹 化 され た 


G ア ー マ ー の 前 六部 を 転用 
的 較 持 。 帝 


な AFV 
TT 


二 凌 と 推進 器 を 中 心 と し た コア ・ フ ァ イ 
ター の 装 緒 を 、MS と の 合体 中 に も 使用 可 
態 で . デッド ウェ イト が 少な い 。 


コア ・ フ ァ イ ター の 准 
頒 攻 が . その まま MS 
の バッ ク バ パック に を 
る 。 兵 装 も 折 用 化 8 
れ て いる 。 


導 


コア ・ フ ァ イ タ ー の 重要 部 分 が MS の 表面 
に 引出 する た め 、 生 率 は 高く な い 。 禄 弾 状 
況 に よっ て は 分 杏 後 の 自 走 も 不可 能 と な る 。 


條 出し た コア ・ プ ロッ 

ク に 下 買 を 受け る と 

遇 出 シス テム が 生か 

ず . その まま 重層 され 
へ 折る 人 地価 も あっ た 。 


サン ライ 


87.24 


機動 武 周 伝 G ガ ンダ ム 


未来 世紀 
ガイ ド 


F.C.60 の 世界 


第 13 岡 大 会 に よっ て 
さら な る 破壊 が 進ん だ 地 否 


FC.60 は 、 第 13 回 カ 


) の 緒 果 
甚大 な 披 害 を 出 
頭頂 高 16m ク ラス の モビ 7 
同士 が 波及 披 害 を 考慮 せ ず 畔 う 
生 し た 撤 


ま 環 境 再 生 用 と し て ネ 
集 部 に よる 独占 を 黄 れ た 


ィ メ ダム た 


で 開発 され た 


World Scene of FC 
素 径 世紀 の 世界 情勢 


ティ ー は 、 無 数 の アス アー 
、 地 下 か ら ア ビル ガン ダム が 浮上 し た 


昔 同 の 畠 
出し た 
は 第 13 回 
両 磨 後期 以後 の 加 連 
- の 津 上 と カオ ス 戦 争 に よ 
ァ イ ト に より 、 地球 


度 的 な 環境 破壊 、 コロ 
る 巧 許 、 そし て 庶 東 
は 西暦 時 代 の 廃 尋 
ある 
EL 


清 軍 か 


m03 ml 人 


/ 


地球 の 環境 破 
地球 を ガン ダム ファ 
建築 物 の 破壊 を 許 ! 
コロ ニー 国家 倍 の 優 慢 き が 理解 で ら う 
地球 の 住人 7 期間 中 の 下 
も あり 、 コ ロニ ー 国 家 の 態 度 


、 ガ ンダ ム 


関連 ファ イル 


ERE 
LT 


F.C.60 の 政治 体制 


F.C.01 の コロ ニー 浮上 と その 後 の カ オス 戦争 を 通じ て 、 コ ロニ ー 国 家 群 が 地球 を 支配 国家 は 地球 の 旧領 土 を 飛び 地 と し 1 
する 体制 が 確立 し た 。 F.C.60 時 も この 政治 体制 は て いな い が 、 コロ ニー 国家 連合 。 。 上 し 、 直 後 の カオ ス 戦争 が コロ 合 の 勝利 に 終わ る と 、 コ ロ 
の 主導 (支配) 権 は 、 ガン ダム ファ イト の 優勝 国 に 与え うに な っ て いる 。 が 決定 的 と な っ た た めで ある 。 結果 、 コロ ニー は 繁栄 し 、 地球 は 没落 


ロニ ー 国 家達 合 の 主導 権 は 、4 年 に 1 cie 
度 開 催さ れる カ 地 百 園 の 政治 経済 を 
持つ 。 莉 13 回 大 ャ バ エネ ルギー を 独占 
れ を 放 要 3 


下 の 図 は 、F.C.60 に 第 13 回 ガン ダム ファ イト が 開催 され て 7 ョ 自然 一 境 の 確 壇 も 進ん て 
F.C.60 の 地球 (の 地球 で ある 。 国家 名 が 記さ れ て いる 場合 、 その コロ の コー ナー ポス ト 型 人 工 衛 星 が 
国家 の 地上 字 土 で ある こと を 意味 する 。 は ほとんど すべ 


OM neD3 sn 3h 


サン ベル ト 地 帯 を 
巡る 交渉 と 戦闘 


Adevent of The Moon Queen 


E 麻 2345 年 の 
学力 と 軍事 力 を 
ルト 地帯 を 確保 し 


ャ が 入手 し た V か 


ナ ・ ソ レル が 地 
山 し た の だ 


の 事前 交 落 < 
きせ る な ど 無 理 な 相談 だ 
と 北ア メリ ア の 領主 た ちの | 


定 的 な 違い 


な サン 


比 ア メリ ア の 
ルト 地 簿 は 先 相 代々 の 土地 た 


領主 た ちと ン レ ィ ス 備 の 札 


ィ ス が 有利 で は あ . 
は 、 両 勢力 の 対 
と ム え 側 の 


し さり 利 め 
、 他 の 有力 者 た ち は 軍 事 力 に よる メ 
区 し い 蓄 取り を 


指揮 下 
も 、 グ エン の 命令 を 無視 し た 


々 な 問題 か 


球 帰 選 作 職 」 反 対 派 の 行 穫 


ディ アナ ・ カ ウン ター の 


サン ベル ト 地 薄 を 迄 る 交 涼 が 本 格 化す る と 、 デ ィ 
アナ ・ カ ウン ター は 民間 居留 地 や 駐屯 地 を 拡大 し つ 


殺 作 戦 、 治 安 出動 や 偵 奉 を 名 目 と し た 戦闘 を 実施 し 
て いる 。 こう し た 行動 は ディ アナ ・ カ ウン ター 内 で も 則 


つも 、 戦闘 行動 を 自衛 的 な も の に 限定 し た . 
し か し 、 ミ リ シ ャ を 危 際 損し た フィ ル ・ ア ッ カ マン 大 
尉 は 指揮 下 の 部 隊 を 独自 に 動か し 、 ガン ダム の 博 


題 提 き され た が 、 アッ カマ ン 隊 の 行動 の 結果 、 ミリ シャ 
の 戦力 増強 や マウ ンチ テン ・ サ イク ル の 存在 が 判明 し 
て お り 、 処 間 は 行わ れ な か っ た よう で ある , ン 


戦闘 意図 と 続 制 問題 


③ ディ アナ 、 殿 撃 を 受け る 
両者 の 関係 寿 化 を 要 い た ディ アナ の 発案 で 、 パ ー 

ティ ー が 開催 され た 。 その 最 中 、 ミリ シャ の 将兵 が ディ ア 

ナ を 関 い 多 走 、 銭 撃 犯 は ムー シレ ィ ズ の 槍 式 前 病 
娠 を 落と し て いた 。 な お 、 ディ アナ に 傷 は な か 


る 月 の 女王 、 地球 へ 
地球 に 和 下 し た ムー シレ ィ ス の 女王 ・ デ ィ ア ナ ・ ソ レ ミリ シャ 、 独断 で 居留 地 を 攻撃 
ル は 、 交 潜 の た め ポス トニ ア 地 に 向 答 の イン グレ っ サ 値 で の 理 全 は 小康 状態 と な っ 
ノッ クス で 小 規 模 な 一 人 た が 、MS の 究 取 を 目論む ミリ シャ は グエン の 

グエン は 彼女 を 守っ て ボス トニ ア 城 ( 命令 ディ アナ ・ カ ウン ター の 履 留 

た り は 交渉 を 渡っ た が 、 意見 は 一 致し ブー ネン ンー 地 を グエン は これ を 知っ た が 深 え 

休 電 中 も 両者 は 交戦 し て いる , 電工 な ど 受 けた グ エ ッ て 放置 し た 答 は ハリ ー・ オ ー ド と の 

に 立 と うと し た 。 し か し 、 デ ィ ア ナ ・ カ 弄 の 中 で 2 年 の 交渉 の 無効 を 申し 立て 

ウン ター も 麻 個 地 を 拡大 し 、 北 アメ リ 

ア の 実名 支配 を 強め て いた 。 そう し 

中 、 フ ィ ル 大 尉 の 序論 が 衝 断 で 動い 

た ほか 、 地球 に 鍵 ! レン ナン ダー 


が ミリ シ + き 病名 が 発生 し た ー 一 MSpoen \ 


NN 


U11p 
Mawation by AKIO UNUMA 


EDT 
5 wy 


(@) ティ アナ 、 地球 に 降下 


ムー シレ ィ ス の 女王 ディ アナ ・ ソ レル が イン グレ ッ サ 領 に 話 下 
し 、 交 小 の た め ボス トニ ア 城 に 向かっ た 。 これ を 受け た ミリ シャ 
は せ 、 独 断 で ディ アナ 拉 独 計画 を 立替 、 理 行 に 移し た 。 ディ アナ 
を 拉 数 する た め 、 ミリ シャ は ノッ クス で 小 規模 戦 を 族 開 し た が 、 グ 

に ディ アナ を 補っ て ボス トニ 


MORE INFO! 
イン グレ ッ サ 領 の 首都 / ックス 


イン グレ ッ サ 頒 に お 
小 上 汰 能 と な る 中 . 


ミリ シャ と ディ アナ - カ ウン ター の 番 突 が 
シャ が ムー ン レ ィ ス の 司 万 地 を 尊 酸 し た 
が 、 これ は 交 理 を 芋 じ た グ ェ ン の 命 傘 に 
挟 す る も の で あっ た 。 この 株 、 ミリ シャ の ひと り が ディ アナ ・ カ ウン 
け 付け た V ガ ンダ ム が 宴 回 し て 
いる 。 その 頃 、 ディ アナ 棚 和 の ハリ 
は 、 2 年 間 の 交渉 の 無効 を 市 し 出 て いた -. 


ディ アナ と 六 水 を 桂 っ た が 両者 の 章 見 は 一 数 し な か っ た 


グエン の 橋 竹 下 に 填 か れ た は ず の ミリ シャ だ 
し た 。 それ を 知っ た グエン も 、 


FTSJ 
リシン ャ の 生生 を 故 置 し て い 


シャ は ディ アナ 技 吾 を 氏 み る も 時 た せ ず 、 周 勢 力 は 次 沙 の た の 休 香 。 
人 昌 中 も 、 全 麻 に 出 た ディ アナ ・ カ ウン ター と ミリ シャ が 区 害し て いる 


(@⑳) 進 良 し な い 交 渉 と 新た な 戦闘 


北ア メリ ア の 領主 た ちと ムー ン レ ィ ズ の 交渉 が 長引き 、 休戦 が 
続い て いた 。 そん な 中 、 ミリ シャ の 戦力 増強 と 布 孔 の 進 民 を 受け 
て 、 グ ェ ン は 交 水 を 有利 に 運ば うと し た が 、 ディ アナ ・ カ ウン ター 
は 選 休 地 を 紅 大 し 、 北 アメ リア の 実効 支配 を 確実 な も の と し つ 


(⑨ ティ アナ 暗殺 未遂 事件 


両 勢力 の 交渉 が 平行 線 を 辿る だ け で な く 、 デ ィ ア ナ ・ カ ウン 
ター が ミリ シャ の MS 紙 方 増強 と 好 球 の マウ ン テ ン ・ サ イク ル の 
存在 を 知り 、 北 アメ リア 各地 の 債 主 が 主 理 議 に 個 く な ど 、 状 況 
|( ヒ の 兆し を 見 せ て いた 。 これ を 要 座 し た ディ アナ の 発寒 に よ 


り 両 勢力 に よる パー ティ ー が 開 供 さ れ た 。 パー ティ ー の 最 中 、 ミ 、 つ あ っ た 。 だ が 、 ム ー ン レ ィ ス も 一 枚 岩 で は な く 。 フィ ル 大 尉 の 館 
リ シ ャ 笠 兵 が ディ アナ を 疾 い 款 走 し た が 、 犯 人 は ムー ン レ ィ ス で 楼 が また も 符 断 で 動い た うえ 、 ディア ナ の 間 思 と は 無間 係 に 地 
ある 可能 性 が 指摘 きれ た 球 に 降ろ され た コレ ン ・ ナ ンダ ー が ミリ シャ を 甘 湯 し た 


FULLY CONECT/ 


パー ティ ー に は 、 ク エン の 橋 示 で 女 開 し た ロ : 0。 ディ アナ 


も を 地味 人 と セー シレ ィ ズ の 確 雪が 送 まる 中 ミ 
突破 し た 寺 幸 者 は 、 ムー シレ ィ ス の 搬 式 吉 抹 明生 を 落と し て いた 。 が ムー ン レ ィ ス だ と 表 か す 。 ま た. 休 野 中 な が ら 現 場 の 者 
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WORLD GNIDE MS 運用 理論 : 陽電子 砲 と 階 電子 リフ レク ター 本 09 sr 1Tn 


A EE 


の 
ha 
ーー マー ズ * 
. 
た こ 


MS Technology in CE 
コズミック ・ イ ラ の MS の 技術 


反 粒 子 ビ ー ム 砲 と 1 S で 
その 対抗 手段 子 が 存在 し 、 1 備 だ が 、 他 


ai ず : 火器 や 実体 弾 兵 
は 無数 の 分 チ や 自由 電 F る s 以 陽電子 砲 同様 、 
前 に 対 清蔵 は 発生 す H ま fF を め 通 常 の MS に は な 題 を 抱 
生 、 対 無効 化 で きる 数 少な い 装 備 
と 電子 の 接 く こ と な % で 心 に 採用 例 が 知ら れる 
ジェ の 量 の | 【 
ズ モ 級 学 宙 戦 矢 の 陽電子 硫 城 陽電子 の 生成 に 
棋 掲 陣 対 消 減 時 に 発生 す 


電 の QZX-1 [タン 3 な * か ね な 
た 兵器 が ザフト の 巨大 レ 
と いっ た 問題 点 が 


は 沙 


や 固定 砲台 と 


で ある 。 対 消 減 で 発生 する エネ ! GFAS-X1 デスト ロイ 7SX1021、 ド 
主 新 和 竣 の 秩 載 タイ プ な ど が 知ら れ 


CU 
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es 大 気 詳 内 で は . 
陽電子 ビー ム を 発射 し 、 対 消滅 に より 絶 含 中 し な く と も 周辺 に 大 
大 を 破 境 を 生み 出す 兵 舌 が 、 陽 電子 克 PP 
で ある 。 陽電子 チェ ン バ ー (陽電子 バン ク 
チェ ン パ ー、 磁 場 チ ェ ン パー と も 言わ れる ) 
内 に 陽電子 を 司 訣 ・ 落 横 し た 後 、 ピー ム と し 
て 発射 する 。 ピン ポイ ント の 火力 は 栓 兵器 
すら 義 訪 し 、 凛 御 が 困難 と いう 特性 を 持つ 。 


橋田 タラ イプ 


大 友 工 に 搭 筑 する タイ プ 。 移 搭 式 で は な 
べく 、 艦 の 正面 に 向け て 国定 装備 され る 。 大 出 
カ の 胡 載 発電 根 な ら 明 香子 大 も 棒 働 で きる 。 


ee 


オー プ の モル ゲン レー テ 
桂 が 開発 。 演 費 エネ ル 
ギー と サイ ズ の 衝 全 上 
し て 株 用 きれ る 


ロー エン グリ ン (地球 軍 ) 
| 
ー ク エン ジェ ル 骨 が 2 邊 
CT 


ロー エン グリ ン ( オ ー ブ 還 ) 3 
RE RT 
デル 。 各 失 借 に 2! る れ た 


タン ホイ ザー 

ザフト の ミネ ル バ パ 明 が 措 幸 する 
モデ ル 。 連合 ・ オ ー ブ 系 と 買 な 
りり 条 痢 に 1 貼 の み 捕 二 。 


MS が 装備 可能 に ま 2 
で 小 肢 化 し た タイ プ で 、 一 


代 出 させ る 。 右記 
切 外 に も ジャ ンク 麻 
の 艦 舞 、 り ホー ム が | 
LT 


要衝 培 / 砲 合 ウ イブ 


ガル ナハ ン の 地球 連合 宣 基 地 に 設置 さ 
れ た 砲 基 拭 ロ ー エ ング リン が 恋 当 する 。 火 
秩 と し て の 構造 は 工 協 タイ プ と 同じ だ が 、 上 
下 右 に 可動 壌 を 持ち 、 攻撃 鈴 囲 が 広い 。 


タレ ランチャー 
たよ っ て 介する 。 


実戦 で 絶大 な 感 力 を 示し た 了 則 電子 克 だ 
が 、 搭 載 例 が 少な いこ と か ら も 推測 で きる よ 
うに 実験 的 兵器 の 域 を 出 て いな い 。 隔 電 
子 史 が 最強 クラ ス の 火力 を 持つ こと は 間 違 
いな い が 、 単 に 高 火力 な だ け で は 使い 諾 い 。 


リッ ト ① 総 大 な 火力 


呈 面 電算 を も 選 々 と 事 江 する 。 だ ゲ 連 条 性 
いう え 園 汚 始 の 吉信 も あり . 使い 所 が 林 し い 。 


デメ リッ ト ① 大 き な 莉 費 エ ネル ギ | 


| ees 用 電子 の 生成 に は 
| ら す 半 大 を エネ ルギー 悟 め て 大 きま な エネ ル eee es 
| により Eー ギー が 必要 。 連 抽 性 | 
で 火 義 の 中 で も 実 出 の 作 き (長い チャ ーー ーーー 
時 半 ) に も 舌 が る 。 | 


し て 高い 火 カ を 示す 。 

メリ ッ ト ⑦ | メリ ッ ト の ② 則 上 困難 性 ”。。 | 

ーー 
反応 が 】 


MORE INFO! 


則 電 子 確 を 利用 し た 推進 衝 置 アー クエ ンジ ェ ル 越 が 大 
気 贅 脱 に 使用 し た プラ ズ マ ブー スタ ー が 知ら れる (イズ モ 組 用 の 
予備 ブー スタ ー を 利用 )。 陽電子 克 を 発射 し た 空間 を 突進 む も の 
で . マス ドラ イ バ ー を 使用 せ ず と も 天気 国 衣 脱 が 可能 で あっ た 


陽電子 砲 を 利用 し た 推進 器 


を 引き 尼 こ し 、 さち に 加 連 


陽電子 リフ レフ ター 


陽電子 傘 の 実用 化 に 伴い 、 地 球 軍 合 軍 
が 開発 し た 対抗 技術 が 陽電子 リフ レク ター 
で ある (光波 防御 帯 技術 を 発展 させ た も の 

思わ れる ) 。 ピー ムシ ー ル ド の 一 種 で 、 ビ ー 
ム 隊 欄 を 展開 し て 陽電子 砲 を 無効 化す る 。 
飛 電 子 克 の みな ら ず 、 指向 性 エネ ルギー 兵 
替 や 実体 光 兵 問 を 防ぐ モデ ル も ある 、 


2 


恒子 守 を 信人 E で き 
る 名 少な い 穫 だ 


IE 


GU 


晶 MAL 上 の 大 電導 
に の み 捕 圭 き れ て いる 


ET 
像 価 上 耐 に 3 攻 の 隆 電子 リフ レク ター を 備え 


デストロイ 匠 
墓 電 チ リフ レク ター「 シ ュ ナイ ド 

シュ ッ ツ SX1021] を 3 差 条 = か 
埋 す る 。 舘 の 想 動 兵 半 


と 護り. 1 基 だ け で "kK 


も 充分 6 防 曽 カ を 
発禁 で きる 。 


9 の 2 


パッ クック 導 の 還 電 チリ 
フレ クタ ー は 、MA 形 勤 で の 
正男 防 硬 に 使用 きれ る 。 


ドレ イク 訳 凍 人 

地球 連合 車 の ドレ イ に 1 A 
の 電子 リ フレ クタ ー を 内 間 し た イプ. 
が ある 兵器 と し て は . 馬原 の 人 画策 を 桂 つ 。 


ピー ムシ ー ル ド 素 防御 デバ イス の 中 で も 
屈指 の 防衛 力 を 持つ 陽電子 リフ レク ター 
だ が 、 や は り 長 短 は ある 。 骨 電 子 克 同 様 、 
消費 エネ ルギー が 大 きく 、 小型 化 が 困難 な 
点 は MS へ の 搭載 で 問題 と な る 。 


メリ ッ ト 高度 な 防御 力 
性 電子 克 以 外 に も 、 
尊 向 性 エネ ルギー 兵 計 
北 や 実 休 紗 兵部 に 対 
し て も 配 御 力 を 発 探す 
る 場合 が 多い 。 I 


を 


再 に 対す る 防御 策 と し て 有効 な 
子 リフ レク ター だ が 、 他 に も 大 電 
子 字 を 阻止 可 能 な 技術 が ある 。 どれ も 確 
実 な 効果 は ある が 一 般 的 な 技術 で は な い 」 


5. 区 約 に 鏡子 
克 を 肪 ば る 場合 が あ 
る も の の 、 そ れ も 妨 時 


圭 出 時 に 
し クタ ー と し て 合用 可能 


で 大 制 MA。 半 二子 克 を 計 わ ほす は 、3 基 
そ 同 典 し 、 上面 を 攻 軸 方 向 に 測り る 。 


ユー クリ ッ ド 

休 人 箇 面 に 1 まつ 、 計 2 の 靖 電 チリ フレ 
クタ クー 備え る 大 型 MA。 リフ レク ター は 開 間 
式 で あり . 必要 に 応じ て 病 條 ・ 放 剛 する 。 


Pr 


メサ イア 
ザフト の 宇 害 要 字 メサ イア 


> 
| 
ES : 


を 本 的 に 大 所 寺 欠 太 器 や 各地 竹 府 の 編 折 用 


ダイ ダ ロ ス 葉 地 の レク イエ ム 傘 前 口 に も 配 汗 さ れ 


デメ リリ ト 障 定 され る 押田 王 愉 


臣 伯 議 明 が 広 面 =" ーー 
杜 (発生 装置 が 大 き | 
い ) で 、 必 要 な エネ ル 
ギー が 多い た め 、 大 型 
機 し か 橋 載 で き な い 。 レコ | 


性 電子 リフ レク ター 以外 の 
対地 


付 ピ ー ム 妹 指 [や タ ノ カ 
ミ 』 と シー ルド の 供用 
は. 陳 電子 次 に 大 え た 。 


88.26 


Ia- ャ マン テイ ズ 


88.2Z 
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「 費 族 」 に よる 
続 制 社会 を 目指 す 新 思 想 


「 貴 族 」 に よる 統制 社会 を 目指 し た 宇宙 世紀 の 思 
基 が 、「 コ スモ 沿 族 主義 で ある 。 その 目的 は 、 人 
類 と 地球 圏 の 退廃 を も た らし た 棄 存 の 社会 制度 と 
価値 観 を 廃し 、 人 類 の 水 統 的 生存 を 図る こと に あっ 
た 。 U.C0123 に コス モ ・ バ パピ 外国 戦争 を 引き 起 
私 設 軍事 組織 クロ スポ ー ン ・ バ パン ガー ド (以下 
CV) と 、 それ を 指 畠 し た ロナ 家 の 根本 思想 だ っ た 。 

上 迷 の よう に 、 コ スモ 貴族 主義 は 既存 の 社会 制度 
と 価値 観 に 耕 定 的 で ある 。 平等 論 は 大 上 衆 の 欲望 に 
基づく も の 、 自 由 主 義 は 人 類 の 腐 敢 を 抱い た も の 、 資 
本 主義 は 大 量 消費 社会 を 生み 出し 地球 賠 の 汚 入 
を 招来 し た も の と きれ る 。 当 #% し た 制度 や 価値 
規 に 基づい た 地球 連邦 は 耕 定 き れる べき 対象 で 、 
地域 連邦 の 政治 家 ・ 宣 僚 ・ 大 衆 は 上 趣 者 と 断 じ ら れ た 。 

そこ で コス モ 世 族 主義 が 提示 し た 社会 体制 が 、 
「 貴 族 ] に よる 統制 社会 だ っ た 。 た だ し 、 コ スモ 綿 
族 主義 が 語る 「 党 族 ] と は 血統 世 肛 伝統 に よ 


The Metamorph 


る 昌世 紀 的 な 吐 族 で は な く 、「 高 中 な 精神 」 を 持つ 
者 を 指す 。 事態 の 先頭 に 立つ 覚悟 と 能力 、 笑 身 を 人 
し 犬 衆 の 手 本 と な る 潤 高 さ な ど を 兼ね 備え 、「 ノ ー ブ 
レス オプ リー ジュ ( 高 買 な 者 の 義務 ) 」 を 果たせ る 者 
が 、 コス モ 賞 族 主 義 に お ける 「 引 族 」 と きれ た 

こう し た 「 吐 族 」 の 為政者 に よる 管理 社会 こそ が 、 
地球 運 邦 の 総計 義 と 秒 思 政治 を 正 し 、 力 
を 持ち 過ぎ た 人 類 を 存続 させ る と 考え られ た の で あ 
る 。 CV の 名 称 に 含ま れる 「 バ ン ガ ー ド (vanguard= 
前 箱 、 先陣 )」 の 語句 か ら も 、 コス モ 弓 族 主義 者 が 
自身 に 課 し た 役割 と 覚悟 を 推測 で きよ う 、 

コス モ 吐 族 主 義 の 原点 は 、 一 代 で プッ ホ ・ コ ン ツ ェ 


ルン を 築き 上 げた "ビッグ ・ プ ッ ホ ~ こと シャ ルン ホル ス 
ト (ロナ ) に ある 。 ジャ ンク 屋 稼業 で 財 を 成 し 
が 、 事業 の 中 で 無限 と も 思え る ジャ ン 


ク = 旗 棄 物 を 日 に す る 中 で 、 数 治 家 や 家父 へ の 不 
信 感 を 夢 ら せ 、 大 上 の 最 味 さき を 感じ る よう に な っ た 
人 類 の 欲望 や エゴ の 拡大 再生 基 、 人 類 総 体 の 麻 
履 と 随 落 、 そ れ か ら 来 る 地球 圏 の 破壊 と 人 類 減 亡 を 
回 避 す べく 、 ブッ ホ は 社会 改 事 を 志す 。 ブッ ホ は 、 他 
人 の みな ら ず | 漁 し い 人 物 で あり 、 そう し た 性 
司 が 「 高 賀 」 な エリ ー ト 集団 に よる 管理 社会 た いう 発 


[本 | mg09 mg12i 


に 結び 付い た こと は 想像 に 克 く な い 。 実際 、 ブッ ホ 
に は 自ら を 「 高 綱 」] た らし め る 気 械 が あり 、 名 門 貴族 
ロナ 家 の 家 名 買収 も そう し た 文庫 上 の 行 ぬ だ っ た 

プッ ホ は 志 半 ば で 世 を 去っ た が 、 彼 の 次 男 マイ ッ 
ツァ ー・ ロ ナ が 中 心 と な っ て プッ ホ の 遺志 と 計画 を 継 
承 し て いく 。 マイ ッ ツァ ー の 代 に な る と 、 プッ ホ の 思想 
は コス モ 貴 族 主 義 へ と 昇華 し 、 さ ら な る 衣 同 者 を 集 
め る こと に な っ た の だ っ た 。 

(ナイ ト ・ マ ンカ ッ ド ULCO154) 


関連 ファ イル 

外面 ( ヵ ロ ッ ソ ・ ロ ナ F91.02.12 箇 

7 家 の 人 さ F9102-13 男 

zortEr1 F910301 言 
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ロナ 家 は 。 自ら の 信奉 する コス 


Mustration by JUN WADA 


政治 体制 と 目的 ーーー 


コス モ 貴 族 主 義 は 人 類 の 永久 的 存続 
を 目指 す 思想 で 、 そ の 手段 と し て 「 貴 族 」 
主導 の 統制 社会 を 提唱 し て いる 。 一 種 
の エリ ー ト 思想 で あり 、 目 的 の た め に は 上 
灯 を 容認 す る 危険 性 も 務 ん で いた 


基 下 な 柄 社 と 佑 れ た 
天国 を 村 治 する 。 議会 害 民主 


[ 革 綱 な 精神 」 と 優れ た 能力 を 併せ 持 條 の 江 占 9 折 わす 
族 」 が 終 抽 社会 を 集 き 、 統 治す る こと ーー 
で . 地球 国 の 計 問 題 を 解決 する 。 終 構造 の 人 主 呈 ど 
講社 会 と な る が 、 実力 が 最 重 視 さ れる 。 計 す る 「 表 株 で る 


地球 連邦 の 政治 宣 や 宮 僚 、 大 東 の エゴ を 
槍 座 する こと で 、 問題 解決 策 の 一 環 と する 
特に 桂 境 琶 壌 の 要因 で ある 大 量 消費 社会 
は 、 解 俸 され る べき も の と され た よう だ 


人 蜂 存 続 の た め に は 


人 導 約 で 宣 思 の 天 化 
や 人 口 請 撃 を 目的 と 
た 看 香 まで 生 容 。 人 
FTTH DES 


的 で ある 。 人 類 の 過 向 増加 も 的 式 
大 重 護 組 計 画す ら 半 備 され て いた 


の 思想 だ っ た コス モ 綱 族 主 義 だ が 、 民 間 
の みな ら ず 地球 連邦 政府 や 議会 、 NGO 
に まで シン パ を 得る に 至っ た 。 ブッ ホ ・ コ 
ン ウ ェ ルン も 普及 に 寄与 し て いる 


ロナ 訓 や CV 笠 兵 の 多く は . 大 年 が コス モ 壮族 主 基 に 村人 


し て いる 。 プッ 本 ・ コ ン ウ ェ ルン は コス モ 綱 族 主義 の 寺山 


の は と ん ど は その 事実 を 各 ら な か っ た 


ロナ 家 べ CV 笠 兵 / 案 教団 体 コス モ ・ ク ルス の ビッグ. ブッ ホ の 次 見 、 コ 
信者 と いっ た プッ ホ ・ コ ン ツ ェ ルン 関連 だ け で な く モ 下 族 主義 を 信人 
政府 機関 や NGO に も コス モ 貫 族 主 義央 所 者 ET OO 
は 存在 。 徳 らち は 庄 計 画 を 支援 し た CVOMENTLRE 


ュ 

1 ザ お リ 、 フロ 

の 御代 み を コス モー 
ロン に 相応 し いも 


ピッ グ ・ プ ッ ネ が 役立た 巨大 析 人 企業 


コス で 頁 


旅 主義 替 旋 中村 ェ ルン の 基 と ひっ た 

プッ 本 ・ ジ ャ ング ・ イ ンク 量 工業 企業 の プッ ホ ・ エ ア 

ロダ イナ ミク ス や プッ ホ ・ エ アロ マシ ン 、 馬 革 し 人 自 の 宇和 箇 や 希 

きど を を ま 下 に 桂 つ は か 、 マス コミ を 含む まく の 周辺 全 FE すす 【 1 

Cr 局 夫 戦 で は 堆 球 
幸 氏 重圧 偽 し た 


プッ ホ エア ロダ イナ ミ 
クス を プン ホ ・ エ アロ マ 

(の MS | コス モ 綱 折 主 義 的 導 革 を 持つ 導 団 休 。 サイ ド 
や 失 天 を 同 発 、 生 ) ロン デニ オン に 神内 が 座 設 され た 。 シェ リ 
直し て いた ン ) ・ ロ ナ が 代 本 を 導 め た 


コス モ 責 族 主 義 替 の 計画 4 


ロナ 家 を は じ め と する コス モ 人 貴族 主義 


勢力 は 、 思想 上 の 理想 を 実現 する た め 
いく つか の 計画 を 立案 、 実 施し た 。 知ら 
れ て いる 計画 は 、 い ずれ も 軍事 力 が 必要 人 不可 能 
な も の で CV が 投入 され た B は ご (一 郎 で し か 


新 異 コ ロニ ー ティ ア ・ サ イ 人 口 管理 の た め 、 人 類 の 9 割 を 抹 間 す る 
を 軍事 制 甘 買 族 主義 国 誠 画 。 自筆 式 の 無 差 列 条 

コス モ ・ バ ビ を 樹立 する 計画 入 す て いた 
U.C.0123.03.16 に CV が 実行 し 、 電 意 的 を 
に フロ ンティア ・ サ イド を 制圧 の 雑 作 


コス モ 貴 族 主 基 は 、 ピ ビッ グ ・ ブ ッ ホ が 
ジャ ンク 回 収 薬 に 就き 、 宇 宙 の 実情 を 
まっ た と 言え る 。 以後 、 品 


CV を 編制 し た り と 理想 実現 の た め の 行 
動 を 取っ た 。 木星 導 国 や オー ルズ モビ ル 
と の 問 が り も 持っ た よう で ある 


秒 人 に る も 較 放 され る 。 


TT 


ハウ ゼリー・ ロ ナ 。 晴夫 され る 、 
プ >、 旧 吹 放 の 名 誠 ロ ナ 凍 の 


14F A 


内 の 共 全 絆 及び 周辺 人 
に よる 組織 が 信朗 され る 。 確 寺 
ソン ガー ド 設 立 新 尋 コロ 
ティ ア ・ サ イド ) の 全 作 禁 醒 が 決定 する 


プッ キ ・ エ アロ ダイ ナミ クス 社 、 小型 MS デ ッ サ ・ タ 
イブ の 1 号 枝 を ロー ルアウ ト [XMLO1 デ ナ 
の ペー ス 箇 | 


meme. 


様々 な 新 技 乏 が 
投入 きれ で いる 


ETE 


ェ ン ゲイ スト ロナ 


い 社 の 上 本 基 に 証人 


全国 式 
モ ・ バ (E ロ 
ピー tbh 


ア ・ サ イド 寺 設 開始 ( 栓 の 


ハウ セ リー・ ロ ナ に よる 地代 全 法 、 肖 当 攻 
陳 府 止 案 本 案 と る, 


ア 寺 本寺 、 叶 低 全 法 宙 標 由 


88.28 
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ガン ダム の 竣 巡 と 
ゼクス の 覚悟 
0Z ス ペ シ ャ ル ズ ) 施し た ター ディー 作戦 「 オ ペ 


レー ショ ン ・ デ イプ レイ ク 」 に より 、 地球 圏 統一 連合 軍 
は 地球 各地 で 駆 迄 され で いっ た 。 &.C.133 の 成立 


崩壊 を 始め た の 
も そ も 当 時 の 地 妹 障 統 一 連合 は 縦 び が 類 著 
ト 腕 崩壊 に 向かう 組織 だ っ た 。 国家 や コロ ニー 
の 紛争 を 解決 する た め 誕 生 
紛争 解決 の 一 手段 だ っ た は ず の 軍事 力 が 異 
常に 増大 し 、 連 合 参 加 各 国 の 経済 は 軍国 主義 的 
政策 で 圧迫 され て いた 。 0Z の クー デ タ ー に は 、 こう 
し た 地球 隊 統 一 連合 の 支配 体制 か ら 各国 を 解放 
する と いう 名 目 が あっ た の だ . 

し か し 地球 因 統 一連 合 の 軍事 力 増大 は 、0Z の 
MS 部 隊 が も た らし た も の で あり 、 タ ー デ ター は 0Z の 
自作 自演 的 行動 と 受け 取ら れ で も 仕方 が な か っ た 
実際 、 地 球 剛 統一 連合 の 参加 国 に は 、 連 合 の 名 が 


ちる 
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The World after Operation Daybreak 


こう し た 括 念 や 不安 を よそ に 、 0Z に よる 地球 岡 統 
族 は 続い で いた 。 連合 軍 の 残存 部 隊 
は 地球 各地 で 抵抗 を 続け た が 、 そ の 多く は 0Z の 軍 
門 に 下っ た か 、0Z の 指揮 下 に 入り 新 体制 に 葵 順 し 
た 。 旧 中 国内 陸 部 の ブン ト 共 和 国 の よう 7 
攻 が 行わ れ て いな い 国 で は 内 乱 や クー デ タ ー が 発 
生 し で おり 、 地 球 全体 が 混 各 状 態 に あっ た の だ っ た 
地球 各地 の 地球 賠 続 一 連合 軍 を 屈服 させ る 
方 で 、0Z は ガン ダム 対策 も 進め て いた 。 「 オペ レー 
ショ ン ・ デ イプ ブレイク] の 発端 と な っ た ニュ ー エ ド ワ リー 
ズ 基 地 で の 戦闘 後 も 、 ガ ンダ ム は 戦闘 行動 を 続け て 
お り 、 0Z と し て は 放置 し て お け な か っ た の で ある , 
そこ で 0Z の レデ ィ ・ ア ン 二 載 特 佐 は 、 宇宙 用 MS 
トー ラス の 輸送 計画 を 意図 的 に リー タ し て ガン ダム を 
誘き 出し 、 壮 減 す る 作戦 に 出 た 。 し か も 誘き 出し た が 
ンダ ム を 隆 伏 さ せる べく 、 コロ ニー へ の 攻撃 を 示唆 し 
て いる 。 ヒ イロ ・ ユ イ の 自爆 を きっ か け に レデ ィ ・ ア ン の 県 
を 脱し た ガン ダメ ーー を 盾 に きれ て は 積 李 
的 な 行動 を 取れ ず に 鞭 伏 を 余儀 な くさ れ た の だ 
ガン ダム に 拘っ て いた 0Z 将 校 は し ディ ・ ア ン だ 
で は な い 。 ガン ダム と の 因縁 を 持つ ゼクス ・ マ ー キ ス 


A.W.195 


こ 執 特 佐 は 、 ガン ダム パイ ロッ ト の ヒイロ ・ ユ イ と 決着 
を 付け る べく 、 自 堪 し た ウイ ング ガン ダム を 修復 する 
と 共に 、 ヒイロ を 上 南 板 の バー クレー 基地 に 舞い た 

ゼクス の 行動 は 、 ロー ム フ ェ ラ 財 団 の 意向 に 反 す 
る も の で あり 、 李 川 を 含む 厳 員 が 下さ れ て 粘る べき 
も の だ っ た 。 それ で も ゼクス は ガン ダム = ヒイロ と の 
決着 を 望み 、 ヒ イロ も 決闘 を . が 、 決 
関 の 場 に 実妹 リリ ー ナ ・ ビ ー ス クラ フト と 調査 ・ 師 撃 
隊 が 現れ た こと で 、 事態 は 変化 し て いく 

(スト ー・ ダ ラー ズ 拉 華 時 期 不明 ) 


関連 ファ イル 


由 
ス は 幼生 下 の 部 隊 を 線 起 させ る 
と 各地 の 拓 を 抽 圧 、 き さらに 


た ダム に 和平 涯 を 和 


Mustration by MASANORI SHINO Coor by CHIEKO UCHIYAMA / Special Elect by MASANORI SHINO 


新島 動 還 記 ガ 
計 め られ 


た 連合 と ガ 


ニュ ー エ ド ワ ー ズ 基地 の 戦闘 後 、5 人 の ガン ダム バ 
ィ ロ ッ ト の 多く は 単 敷 行動 を 取っ て いた (ベー リン グ 
海馬 で トレ ー ズ を 興 撃 し た トロ ワ と 石飛 は 、 戦闘 後 も 
- 時 行動 を 共に し た が 、 更 飛 は ひと り で 去っ た 
シ ペ リア で の トー 


ガン ダム パイ ロッ ト た ちの 
協力 と 放浪 


国 サン クキ ング ダム を 巡る 戦い 

ルク セン ブル ク で の 戦い の 後 . ゼ クス 素 い る MS 部 評 は サン 
クキ ング ダム 攻 熱 に 投入 され た 。 ト ー ル ギ ス で 出撃 し た ゼクス 
だ っ た が 、 一 時 衝 退 を 余 備 な くさ れ た が 、 サ ンク キン グ ダ ム を 解 
放 。 な お 、 ヒ イロ と デュ オ は 中 国 の 沿岸 要塞 を 攻撃 し て いる 。 


固 ブレ ー メ ン 会 合 と マル セイ ユ で の 戦闘 

フレ ー メ ン で 開か れ て いた ロー ム フ ェ ラ 肝 団 の 会 合 で 、 デル 
マイ ユ 公 は 軍事 に よる 世界 支配 を 奏 明 。 同じ く 会 合 に 参加 
し て いた リリ ー ナ は 反 計 し た 。 同時 期 0Z は マル セイ 
ユ の 連合 宣 MS 部 隊 を 攻撃 、 こ れ を 圭 減 状態 に 過 い 込ん だ 


罰 リリ ー ナ 、 

レデ ィ ・ ア ン を 銃撃 
宇宙 へ 向かう た め モス クワ に 
立ち 寄っ た レデ ィ ・ ア ン は 、 同 じ 
パー ティ ー 会 場 に いた リリ ー ナ 
に 名 撃 され る 。 彼女 は 無事 で 、 リ 
リー ナ も ルク レツ ィ ア ・ フ イン に 保 
放さ れ て いる 。 また シベ リア か ら 
脱出 し て いた ガン ダム の パイ ロン 
ト た ち は 、 洪 伏 を 続け で い ! 


南極 で の 再戦 

商 格 に お いて 、 ヒ イロ は ゼクス と 再戦 。 ウイ ング ガン ダム は 
修 衝 され て いた が 、 ヒ イロ は 、 へ ビー アー ムズ で トー ル ギ ス と の 
ー 時 対 ち ( 。 し か し 、 リ リー ナ の 介入 や ゼクス へ の 追撃 
旦 隊 の 出現 に よっ て 、 ヒイロ た も は 南極 を 振 隊 。 


の は 、 ヒイロ 、 デ ュ オ 、 トロ ワ 、 カ トル (と マ 
隊 ) の 4 人 だ っ た 。 戦闘 後 、 ト ロワ は 負傷 し た ヒイロ を 
救助 し 、 南極 脱出 まで 行動 を 共 デュ オ と カト 
ル は 中 東 で 合流 し 、 イ ンド 方 面 に 向かっ て いる 。 所 


グ ア ナ ッ ク 


尽 は 、 中 国内 陸 部 の 戦闘 で 戦意 を 取り 戻し た , 


る シベ リア で の ガン ダム 殿 工 作戦 

トー ラス 輸送 計画 を 松 知 し た ガン ダム は 空路 
と 陸路 の 画 方 か ち そ の 明 止 に 出 た 。 ヒイロ の 
虹 る ウイ ング ガン ダム と トー ル ギ ス の 一 緒 対 ちの 
最 中 、 レ ディ - アン は コロ ニー へ の 攻 楓 を 示唆 
し . 竹 伏 を 造っ た 。 し か し 、 ヒイロ は 業 機 を 場 確 
し 、 残る ガン ダム が 彼 を 回 収 し て 戦域 を 菊 れ た 。 


国 モ ガ デ ィ ジ オ 要 構 で の 戦闘 
ゼクス と その 部 下 で ある アレ ックス と ミュ ー ラ ー が 、 モカ ディジ 
オ 要 空 を 攻 向 。 その 礎 、 投 食し た 連合 軍 昔 兵 を 虐 稔 し た アレ ッ 
ーー ラー は. 机 江 さ れ た 。 その 頃 、 デ ュ オ は 南 
ロシア の OZ 基地 を 攻撃 、 ヒイロ は 視 と 行動 を 共に し て い 


‘Mustraton by AKIO UNUMA 


2 ET | 


0Z 反 似 ト レー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ の 人 節 下 レ ディ ・ ア ン は 、 宇宙 
を シ ペ リア 基地 に 輸送 する と 共に 、 ネ その 阻止 に 出 


0Z に よる 規 球 転 一 連合 軍 織 濾 が 続く 中 、 ル グセ ンブルク 
を 制圧 し た ゼクス ・ マ ー キ ス 指 揮 の OZ 部隊 が 、 サン クキ ング ダム 


の 攻略 に 向かっ た 。 この 際 。、 ゼクス は MS トー ル ギ ス で 出撃 する ダム の 礁 江 を 企 国 し た 。 ト 

も 。 多発 的 な 加 達 力 に 肉体 が 耐え 切れ ず 、 サ ンク キン グ ダ ム の 。 し た ガン ダム は 、 ヒ イロ と トロ ワ が 空路 で 、 デュ オ と カト / 

達 合 軍 基地 の 蜂 反 撃 も あっ て 一 時 扶 退 し た 。 直 従 . ゼ クス の 部 。 輸送 計画 の 困 止 に 出 た 。 潜 迄 の 中 レデ ィ は コロ ニー へ の 攻撃 
下 オッ トー が トー ル ギ ス に 搭 集 し 、 独 断 で サン クキ ング ダム 基地 を 宣言 し 、 ガン ダム 適っ た が 、 ヒイロ は 乗 村 を 場 確 。 残 


特攻 。 この 結果 、 サン クキ ング ダム は 回 合 か ら 解 放さ れ た り の ガン ダム は 、 ヒイロ を 回収 し 音域 か ら 表 碗 し た 


オッ トー の 特 埋 馬 に より 。 サ ンク キン グ ダ ム の 濃 事 基地 は 合作 。 は 
結 同 時 期 。 ヒイロ と デュ オ は 中 国 の OZ 海上 革 地 を 攻撃 結 壊 し て いる 


MS 輸送 時 画 は E 座 出生 内 も あっ た 


Er TE TA ST TT 
具 | モカ ティ ラオ 要 宴 攻略 戦 。。 


日 gp 
ソマリ ア 暫 線 で 地球 間 越 一 連合 車 の 残存 載 力 を 叩 いて いた 
0Z 圭 宮 ア レッ クス と ミュ ー ラ ー が 、 達 合 事 モ ガ デ ィ ジ オ 要 土 の 到 会 合 に 参加 . 


に フェ ラ 射 団 の 
昧 団 代 表 代 行 デル マイ ユ 公 や トレ ー ズ は 


中 へ と 移行 。 この 礎 、 レイ クビ クト リア 基地 で 精 給 を 受け た ふた 財団 主導 の 軍事 力 に よる 世界 支配 を 表明 。 リリ ー ナ は 、 財団 の 
り は , ゼクス の トー ル ギ ス を 加え て モ ガ デ ィ ジオ 攻 還 戦 を 実 放 方 針 に 反対 し て いる , 同時 期 .0Z は 較 合 軍 が 集結 し て いた マル 
クス の 活躍 に より モ ガ デ ィ ジ オ 世 実は 猟 伏し た も の の 、 ア レ セイ ユ を 攻撃 し 、 同 地域 の 連合 軍 MS 部 訂 を 殖 減 し た が 、 ト ロワ 


ス と ミ 
クス は 


ー は 投 時 し た 連合 軍 得 兵 を 虚 徐 
ふた り を 協 清 し た の だ っ た 


幸 引 し た ゼ と 交替 の 来 、 全 苦し て いる 


は 修論 中 の ウイ ング ガン 


その 頃 、 財団 の 


会 を 受け た ゼクス 


も 


0Z の / パ ッ ク ポ ボー シン で 5 る 


ノン タ 析 を 憶え る モ ガ デ ィ ジ 0Z に よる 地味 紳 が 華中 


団 が 会 会 を 開 代 。 ヒイロ は ノ 


ンタ 元 的 の 衝 給 に 会 い 、 事実 を 和 げ た 


3 レデ ィ ・ ア ン 暗 条 未 送 事件 


・ ア ン は 、 宇宙 に 向かう た め モ スク ワ に 立ち 寄る 
に リッ ジ 備 借 と の 会 見 に 陣 ん だ レデ 
同 鷹 し て い ・ ピ ビー 撃 され る も の の 部 を 廷 
れる (リリ ー ナ は 0Z 土 定 ル クレ ツィ アー フイ ン に 保護 され た ) 。 その 
頃 、 デ ュ オ と カト ル は 中 東国 の 支援 を 受け て イン ド 方 面部 
トロ ワ に 教 助 され で いた ヒイロ は 1 ヶ月 ぶり に 目 を 算 ま し 、 旧 中 国 
の ブン ト 共 和 国 に 入っ た 五 飛 は 双 呈 量 宮 を 取り 戻し た 


棋 入 の 似 で ある レデ ィ ・ ア ン を 幸 震 し は うど 
を 租 失 し 潜行 生 を 取っ て いた 政 蘭 は 、 ブン ト 軍 0; 


元帥 の 遺 攻 に 講 罪 する た に 入っ 
ロト ロワ ば 、 ノ イン の 推 衣 を 受 り て 南 凡 へ 向かっ た 
決着 を 縮ん だ ゼクス が 舞い た の だ っ た 
ム が 修 簡 さ れ て 


て いた ヒ イ 
ヒイロ と の 
南村 で は ウイ ング ガン ダ 
た が 、 ゼ クス の 覧 悟 が 鈍る と し て 、 ヒ イロ は へ 
クス の トー ル ギ ス と 対決 し た リリ ー ナ の 介 
(の 音信 行為 芝 知 し た 疾 各 隊 の 便 入 を 受け 、 ヒ イロ 
ち は 難 脱 、 ゼ クス は を 務め 、 交 才 後 、 投 録 し た 


宮 


本 


ゼクス は 、 調査 ・ 仙 部 隊 に 租 わ れ 


っ か ず 、 放 の ゼクス を 舞い て 南 和 を 区 条 し た 


Wa サー フィニ 
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機動 戦士 V ガ ンダ ム 


LU] 本 09 mm 


較 ミノ フス キー 物理 学 応用 式 飛行 ・ 推 進 シ ステ ムー i 


粒子 を 散布 する 用 する 高度 な 飛行 性 能 を 実現 【 


新た な 技術 体系 に よる 構造 (1 フ を 構成 し 、 洋 力 を 得る 。 ミノ フス この ふた つの シス 

a キー 紗子 の 立体 格子 構 造 が 持つ 、 エ フォ ー ス (タウ 当 な 発展 理 た 

画 期 的 飛行 ・ 推 進 機 構 フォ ー ス 。 特 珠 な 奈 力 ) や 導電 性 物質 に 浸 千 し に く に ミノ フス キー フォ ー ス フィ ー ル ド を 発生 きせ 、 そ の 反 | 

\ る 進 力 と し 用 する 。 宇宙 大気圏 内 を 

本稿 で は 、 ミノ フス キ > ず 機 動力 を 発揮 する こと 、20G に 達する 加 達 力 

と ? キー・ ク ラフ ト 座 系 技術 と 所 
な り 、 新 世代 の 推進 装置 と し て 期待 きれ て いる , 

(オッ トー・ カ ル テ ン パッ ハ CO155 


MAWS(Minovsky-theory applied Weapon syst 
ノブ スキー 理論 応 用 兵器 体系 ) 式 の 仔 行 ・ 推 進 

ステ ム を 解説 する 。 た ミノ フス キー・ イ ヨネ スコ 
式 熱 核 反応 坊 を 熱 楼 ロ ケッ ンジ ン 系 技 
術 は 別項 で 解説 し て v を 参照 きれ た い . 
MAWS 式 の 飛行 

年 戦争 時 に ( 
擬似 反 重力 
連 孝 軍 の ペガサス 
試作 MA アプ 
抽 


< 気 岡 離脱 能力 


部 の 幅 挨 や 大 
まっ た 。U.C.0100 年 

場 し た 人 第 広 世 代 MS で よう や く 普 及 す る 
思わ れ た 期 MS が 主流 と な り 、 ミ 関連 ファ イル 
ノ フ スキ ー・ ク ラフ ト 扶 産 化 は 見 送ら れ た = = 
この 事態 が 大 きく 変化 ) が U.C.0150 年 代 に 
実用 化 さき れ た 


ライ プ 
7 は UC.0130 年 代 に 試作 き 
こ に ため 実用 化 が 遅れ 


ロー ター は 、 貼 


ノ フ スキ 


低空 隊 行 能力 、 ホ パ 


リン ダグ 能力 は ミノ フ 7 ト に よる も の で 、 従来 式 | 
隊 行 ・ 推 進 K 現 則 難 な ・ ク ラフ ト の 機 i 層 軽 
ノ フ スキ ー・ ク ラブ フト の 理論 は 以下 の よう な も の と 工 行 シス テム 。 ミノ フス * イト は ミノ フス * 
/ フ スキ ー・ ク ラフ ト は 、 常 に ミノ フス キー クラ フト の 簡易 末 に あたり 、 異 や 通常 の 推進 器 を 併 
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4 種 の MAWS 系 飛行 ・ 推 進 技術 


最初 期 措 の MAWS 式 飛行 シス テム 。 党 
時 ミノ フス キー 科 子 を 淫 布 する こと で 、 下 方 向 
に ! フ ィ ー ル ド を 構成 し 、 浮 力 を 得る 。 導電 性 
物質 (地面 や 海 も 読 導 ) に 澤 通 し に くい と い 
う 、 ミノフスキー 粒子 の 特性 を 利用 し た 技術 
で ある 。 主 に 宇宙 大 舞 や 大 型 MA の 大 気 国 知 
内 徐行 シス テム と し て 用い られ た 。 


空力 を 舞 複 し た 物性 で も 容 最 に 浮 折 ・ 履 行 さ せる が 


任 ま (MA アプ サラ ス は 高地 行基)。 各 次 効 
エフ ェクト は 大 包容 入 に 利用 され る 。 


・ シ ー ル ド を 回 転 させ た 無 、 基 部 か 
ら 発生 する 立方 格子 状 構造 [フィー ルド より 


独力 ) を 利用 し 、 ピ ー ム 回 転 面 の 上 下 で 立方 
格子 の 密度 差 を 生み 出し 、 洋 力 を 得る 。 へ ヘリ 


べ ス の 大 所 知内 用 MS に 広く 樽 用 。 槍 人 机 の 消費 な し 
で 飛行 可能 な うえ 、 ビーム ・ シ ー ル ド と し て も 使用 で きる 。 
覆 特 の ロー ター 半 が する た め 、 礎 近 を 訟 知 され や すい 、 


コブ ター の ロー ター (| ) 同 欄 、 回 転載 を 
傾け る こと で 推 信 力 も 得 ら れる 。 


MAWS を 利用 し た 飛行 ・ 推 進 シ ステ ム は 、 以 下 の 4 つ 
が 知ら れる 。 いずれ も 既存 の 飛行 ・ 推 進 シ ステ ム で は 実現 
団 離 な 性 能 を 持ち 。 へ リコ プター の よう な 超 低 空 ・ 低 束 科 


行 、 ホバリング も 長 時 間 可 能 で ある 。 ミノ フス キー・ ド ライ ブ 
以外 は 、 大 気 園内 で の 飛行 が 主 な 用 途 で 、 シス テム 単体 
で の 移動 速度 が 遅い 傾向 に ある が 例外 も 存在 する 。 


フス キー・ ク ラフ ト の 簡易 虹 。 周囲 の 空 
問 に 存在 する ミノ フス キー 灯 子 を 利用 し て 洋 
を 得る ほか 、 可 流 部 果 に より 維 力 を 発生 さ 
せる (ミノ フス キー 輸 子 は 自然 界 に ほとん ど 存 
在 し な いた め 、MS の ミノ フス キー 和子 本 機 
能 を 利用 する よう だ )。 単色 で の 飛行 性 能 は 
低く 、 買 や 通常 の 推 渡 半 置 を 億 用 する 。 


小 走 か つ 軽量 で あり)、V が ンダ ム を 本 


の が ト ム ル な ど で 柱 時 
秒 の 情 仙 が 硬 弄 だ が 空中 


シス テム 単 生 で は 和 十 
誠人 ま 可 台 と し た 


大 気 國 内外 両 用 と し て 開発 され た MAWS 
系 推進 角 で 、 理 結 上 は 垂 光 達 まで の 加 達 が 
可能 。 ミノ フス キー・ ク ラフ ト 直 素 技術 と は 異 
な り 、 V 字 型 に 配置 され た ミノ フス キー・ ド ライ 
ブ ・ ユ ニ : ト の 則 で ミノ フス キー 答 子 の 方 場 を 
衝突 きせ 、 推進 力 に 変換 する 、 この 共 . 市 次 
効果 と し て 「 光 の 買 」 が 発生 する 。 


V2 ガ ンダ ム び 措 載 。 機動 性 は 虐 存 の 析 基 貫 
る 「 和 の 黄 ]i ビ 用 で きる は ひ . 前 
ノ フ スキ ー 較 子 の カ 場 を 圭 し 、 電子 械 娠 に 奏 昧 者 を な える 
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< 


A.C.1 95 の 超 兵 器 と 軍事 拠点 Super Weapon inAC 


は 性 力 を 地 
有事 即応 体制 の 確立 に 有効 だ っ 
群 の 配備 、 箇 事 基 
合 の 軍事 費 増 大 に 直結 し 
圧 導 し た 。 之 合 の 経済 規模 
巨大 臣 系 6 ヶ 砲 )、 = っ た の で ま 
bana dd レー ジョ ン ・ メ テ 軍国 主義 的 傾向 
EVE WARS」t で は 、 フェ ラ 財 団 の 思 
地球 岡 統 之 
国 主 義 的 傾向 が 
無視 で 要 性 が 低 
きれ た 。 宇宙 艦隊 陽 な ど 発生 し 


寅 軍 司令 (当時 )1 


5 の 
REPREYiPW 


い 4 提 
SS と ミ せ 、 武装 化 を 
上 する 目的 が あっ た と ょ 、 宇 軍 の 


A.C.195 ま で の 
超 兵 回 の 開発 状況 


今回 | 超 兵 器 」 と し て 紹介 する 兵器 の 多く は 戦略 概 
の 火力 を 備え て お り 、 開発 時 期 は 地球 了 統 一 国家 誕 
生 以 前 、 つ まり AC.195 以 前 に 集中 し て いる (今回 組 介 
し た も の 以外 に も 、 核 弾頭 搭載 の 攻撃 新品 存 
寿し た )。 開 発 時 期 と 建造 期間 が ほ ば 判明 し て いる 兵 
器 と し て は 、 移動 字 宙 要 楽 (パル ジ ) が 知ら れる 

バル ジ の 開発 開始 は AC.171 で 、 それ か ら 約 12 生 
徹 の AC.186.10.26 に 完成 を 見 た 。 基本 設計 者 の モ 
イス ・ ク ラー タク 技 師長 は 、 0Z の 兵器 製造 全般 を 任 さ 
れ た 人 物 で 、MIS リ ー オ ー の 開発 者 と し て も 知ら れる 
書 造 場所 は L-1 お よび L し 2 コロニー 評 宙 城 と きれ る 

バル ジ 同 様 、 字 軍 の 資材 と 人 材 を 投入 し て ロー ム 
フェ ラ 財 団 が 建設 させ た 巨大 宇宙 民 藍 ( リ 
は 、 極 め て 短期 間 で 建造 MC.195 に サン クキ 
ング ダム が 月 壊す る 直前 に は 建造 が 開始 され て お 
り 、 ホワ イト ファ ング に よる 占 失 科 に 完成 し て いる 。 


生生 "計画 
PTT 


AC.196 の 商 天 テロ 


MORE INFO! 
超 戦 術 兵 器 級 の MS 用 兵 装 


バルジ や リー ブラ の 火力 は 対策 用 と し て すら 過剰 な も 
の で あり 、 コロ ニー の 硫 壊 や 地表 に 拉 誠 な ダメ ー ジ を 与え 
る な ど 、 戦略 兵器 の 域 に 達し て いる 。 宇宙 要 章 や 巨大 
宇宙 昔 な ら で は の 火力 と 言え る が 、MS の 中 に も 埋 術 
眉 以 上 の 管 填 力 を 持つ 機体 が ある 。 それ が グ ガ ン 
ダム ぜ ロ と トー ル ギ ス 血 で 。 各 機 の 手 椅 ち 火器 の 破壊 力 
や 責 筆 小惑星 すら 一 机 で 破壊 し た 。 た だ し 
破壊 力 は 細 鶴 で あり 、 火力 重 視 の 
アー ムズ や ヴァ イエ イト で すら 、 そこ まで の 性 
な か っ た 


移動 字画 要塞 バル: 


地球 園 紙 一 連合 宇宙 軍 の 移動 宇宙 要塞 。 「 オ ベレ ーション ・ デ イブ プレ 
イク ] 時 に は OZ の 指揮 下 に あり 、OZ 宇 宙 軍 の 力 の 象徴 と な っ た 。 対 コ 
ロニ ー 宇宙 基地 用 と し て も 充分 な 威力 を 持つ 「 バ ル ジ 砲 (バル ジ ビ ピー 


ム 秦 )]2 門 の 他 、280 ミ リ 3 連 装 砲塔 と 2 連装 機銃 を 外壁 に 備え る 。 欄 
に より 強力 な 火器 を 備え る (パル ジ 改 ) へ と 改造 され た 


バル ジ 


パル ジ を 析 探 する 司令 所 で 、 宇 寅 
族 態 用 より 過 か に 大 列 。 0Z 宇 宙 軍 の 
司令 部 を 区 ね 「 オ ペレ ーション ノヴァ 」 
で は MD の 地球 降下 を 指揮 し た - 


MS デッキ 
バル ジ に 駐 禄 する MS の 格納 鹿 
多数 の リー オー や ト ー ラ ス (MD タイ ブ 含 
で ) が 配備 され た 。 誌 凌 ラッ ク に 詩 接 し 
て お り . 出 堆 時 に 兵 閉 を 選択 で きる 
= て 


バル ジ 時 代 

AC.186.10.26 の 完成 セレ モニ ー の 董 、 反 連合 事 の 攻 
撃 を 受け た が 0Z ス ペ シ ャ ル ズ と バル ジ 砲 に より . これ を 季 選 
AC.195 に は 、 シ ェ ン ロ ン ガン ダム の 議 酸 を 受け た ほか 、 連 
合 車 コロ ニー へ の バル ジ 秦 発射 (命中 せ ず ) 月 面 基地 へ の 
MS 本 摩 投入 な ど を 実施 し た 。 レデ ィ ア ン が 指揮 を 執っ た が 
彼女 の 負 偽 後 は ツバ ロフ ・ ビ ル モ ン に 任 さ れ た 


オペ レー ショ ン ・ デ イブ レイ ク 」 侍 、 レデ ィ ・ ア ン が コロ ニー 人 地名 
本 と し て も 利用 。 レデ ィ ・ ア ン と ツ パ ロフ の 対立 が 決定 的 に 月 
の 上 補 に 秒間 し 、 月 半 北 地 へ の 論 吾 才 点 と し て 軍 圭 され た 


バル ジ 玖 時 代 

ホワ イト ファ ング に 巨大 宇宙 埋 舞 リー プラ を 奉 取 され た OZ 
手 画 宣 は 、 対抗 策 と し て パル ジ を 既 化 導 邊 し た 。 この 董 、 セ 
ディ ッ チ 控 近 の ホワ イト ファ ング MD 明 隊 の 謗 撃 を 受け る も 
圭 面 MD 孝 隊 と パル ジ 克 を 転 使 し 、 こ れ | し か し その 下 
後 、 ボワ イト ファ ン クラ フト が 皿 る ガン 


新 融 の バル ジジ 符 は - ホワ イト ファ ング の 攻 夫 
の コロ ニ [作る せ た 。 だ が 本 2 軸 を 覆 つ 商 前 、 ガン ダム エビ ピオ 
ン の 区 攻 沿 を 受け て 沈 計 。 9 年 の 歴史 に 基 を 下 
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| 巨大 宇 四 戦 艦 リー ブラ / 


デル マイ ユ 公 の 指示 で 、 トレ ー ズ ・ 本 タム の 剛 発 者 で あ 
デル マイ ユ 公 の 指示 で 、 ト レ ク る 上 が 駿 衣 に 開 


シュ リナ ー ダ に 替わる 0Z の 集 竹 と し て に 
建造 され た 巨大 宇 軍 理生 。 宇宙 か ら ah た が.3500m6 も の 
1 


地上 を 直接 攻撃 可能 な 超大 出 カ ビー 
ム 火 毅 「 リ ー プ ラ 克 」 を 備え る 、 


て 完成 し 、 ま ワイ ト フ ァ ン 
グ が 軍用 し た 


ど 多 く が 搭載 され 
ビー を 販 問 する 


中 央 区 畜 の ビラ ミッド 状 

便 造 物 内 に 謝 置 され た 和 1 基 が 失 載 きれ 
ii の 半 還 。 1 基 で も 条 代 汰 和 
箱 を 含 ゆ 、 入 槍 だ け で は に あ h ば . リー プラ は 凶行 
ぼ す べ て の 揚 作 が 可能 。 可能 で まる 


0Z 宇 宙 宣 が 建造 し て いた リー ブラ だ が 、 ホワ イト 
ファ ング が 穴 取 し 完成 きせ た 。 ホワ イト ファ ング の 列 
令 名 華 戦力 中 西 と な っ た リー プラ は 世界 国 間 宣 と 
の 戦闘 に 投入 され 、 地球 へ の 砲撃 を 試み た が 決定 
打 に 至ら ず 和 失政 。 質量 秒 攻 撃 に も 利用 され た が - 
ピー スミ リオ ン と ガン ダム に より 阻止 され た 。 


地球 園 続 一 
ジオ 要 案 に 設置 され た 巨大 要 審 砲 。 そ 

の 名 は 、 連 合 軍 最 高司 令 ノ ベン タ 元 
伺か ら 取 られ て いる 。 地上 配備 の 固定 | 
砲台 と し て は 最大 約 の も の で あり 、 モ ガ 

ディ ジオ 要塞 の 防御 の 要 だ っ た / 


ば ペ レー ショ ン デ ィ ブ レ 
イク ] 時 . モカ ディジ オ 


モ ガ デ ティ ジオ 要 守 の 
秋 訂 で あり 、 対 宣 で 特に 


攻 に 設け られ た 。 多 移 
先代 する 


AC.192 に 究 成 し た 
が 計画 先 者 が 人 
し た た めか 封印 され て 
いた よう で .AC.195 に 
王 っ て 軍用 状 台 と な 
た 。 パワ ー ド 情 士 が 団 
EVOTS 7 


達 合 宇宙 軍司 令 の 計画 に 基づき 、 
マイ ク ・ ハ ワー ド 情 士 が 設計 忠 造 し 
攻撃 釣 宙 租 。 リー プラ に 区 表す る 巨大 
葉 逢 だ が 、 火 力 よ り 推 進 力 に 拘っ た 設 
計 で 、 外 宇 軍 ま で 航行 可能 だ と 言う 


全 示 を 業 ら る MS 本 
放 。 財 大間 親 は 多い よ 
3 だ が AC.195 の 幸 和 
で は 昌 大 7 纏 の MS を 拓 


馬 の 訓 杜 に は し て 人 弥 
で の 運行 を 可能 と し た 


析 。 1 
5 れ て ねり 侍 用 また は 
光村 に て 使い 分 る, 


AC195. ハ ワー ド 博 士 に よっ て 持ち 出さ れ 
スミ リオ ン は 緒 自 勢力 と し て 行動 。 ギク ス と 共に 活動 
し た 欄 、 5 機 の ガン ダム か ら な る 「G チ ー ム 」 の 純生 と 
な っ た 。 「EVE WARS」 で は ホワ イト ファ ング を 当面 
の 剖 と し 、 リ ー プ ラ に 対す る 口 止 作戦 を 族 闘 。 地 終 。 リー 
的 に は リー プラ に 特攻 し 、 主 編 区 画 を 酸 壊し て いる 。 


大 陸 間 弾道 弾 


地球 囲 統一 連合 車 の ニュ ー エ ド ワ ー 
ズ 基 地 に 、 47 基 が 配備 され て いた 大 陸 
間 弾 道 弾 。 50m 級 の 全長 を 持つ | 
は ウイ ング ガン ダム と の 比較 ). 

の ミサ イル で あり 、 核 弾 王 を 搭載 し た 。 
式 だ が 信頼 性 は 高い よう だ 。 


の た め 最 終 手 彼 し て 給 攻 。 その 
計上 っ て フフ の た 


「 オ ペレ ーション ディ ブレ 


イク ) 四 。 基地 の 和合 糧 半 
置 と し て OZ が 使用 。 ガン 
ダム 隊 基 が 目的 だ が 
偽 は 回 午 れ た 


基地 の 地下 格納 誠 に 林立 す る で 配置 。47 基 が 
大 時 区 し た 場合 半生 300m 本 内 が 基 例 する 


新羅 動 戦 記 ガ ンダ ム W 


195 の 超 兵 器 と 軍事 拠点 W E03 Fr4/| 


人 台 と も 、 中 東 の マグ アナ ッ ク 隊 の 地下 基地 、 較 
が D120.「EVE WAR 
後方 掲 点 と な っ た 資 習 箱 星 MO な ど 


納 庫 に 47 基 も の 
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機動 戦士 ガン ダム O080 ポケ ッ ト の 中 の 戦争 


クリ スマ ス 作 戦 


0peration CHRISTMAS 


新型 ガン ダム を 
戦闘 の 終 冊 


クリ スマ ス 作 戦 」 と は 、U.C.0079.12. サイ ド 6 
舞台 に RX-78NT-1 アレ ックス と 
で 行わ れ た 畔 闘 を 指 
正式 な 命令 下 


の リポ ボー コロ 


MS06FZ ザク Il 


を 阻止 する 」、 
北極 基地 か ら 搬出 され た 
リポ ー 出 か れ た UN メデ ィ カ ル ・ 
に 。 これ を 察知 し た ジオン 
的 と し た 「 ル ビ 


が 込ま れ て 
レッ クス の 容 取 、 ま 
コン 作戦 」 を 計画 、 グラ ナダ 基地 の キ 
リン グ 中 佐 は 作戦 を ) ボ ポー・ コ ロニ ー に 
特務 部 隊 「 サイ クロ プス 隊 」 を 潜入 させ た 。 この 隊 
の 一 員 と し て 作戦 の 直前 に 配属 きれ た の が 、 ワ イズ 
マン 信長 で あっ た 。 アレ ックス の 移送 先 を 特定 し た 
サイ クロ プス 隊 2.19、UN. メ ディ カル ・ モ ンタ ー 
バ マ ン 任 長 を 除く 全員 が 死亡 、 
キリ ング 中 佐 は 、 ル ビ 


それ が コロ ニー へ 
クタ ス の 容 取 が 失敗 し 
! 定 し 、 当初 か ら 作戦 に 盛り 込ま れ て いた 
、 この た め に キリ ング 中 佐 は 3 供 の 軍 洋 織 で 


脱出 を 護 み る 。 し か し 、 
て 作 


の 安全 の た め 、 彼 
MS-O6FZ ザク I 改 を 修理 
だ 。 「 ガ ンダ ム な く 
な っ た に 向け た メッ モ 
は 、「 ク リス マス 作戦 」 を 

ガン ダム と ザク 、 


で ある 。 し か し 、 


了 闘 の 納 
た ワイ ズ マ ン 何 長 だ っ た が 、 相 
催 を 散ら し た 。 を 年 戦争 の 歴史 の 中 
な い 小 規模 戦闘 で あっ た か も し れ な 
個人 的 な 思 勤 が 氏 線 し 
れ に 関わ っ た 


0 を 告げ ば た の だ っ た 


スィ イー ダ ・ 和 T・ ダ ー バ ヴィ ル DC152 


[80] nD3 sl9M 


関連 ファ イル 


RX78NT 


TE TT 


90.01.06 画 m 


ルビ コン 作 電 
す イ 2 ロ プス 三 


isiration by SHINGO ABE Color by CHIEKO UCHIYAMA Special Efiect by SHIN INOIE < Background by ATELER MUSA 


較 フォ ン ・ ヘ ル シ ン 


クス の 硫 壌 を 決 生 
戻る と アル に 連結 を 取 : 


ムサイ 組 経 洋 和 
(ジー ク フ リ ー ト 〉 


ス と と の 戦 関 の 


変わ り は 極め て 


ン 作戦 の 失敗 以降 
る 。 核 攻撃 の 情報 を 知っ た ワイ ズ 
脱出 し よう と 


ー 内 に 


の 事実 を 知ら 
改 で 出 圭 
戦 本 を 民間 し た 


ザク I 改 は 撃 研 さ れ 


画 キリ ング 中 佐 、 ee 
12.19、 ル ピコ ン 作戦 の 失 シン 


た 。 12.20、 ワ イス 


協力 者 か ら 柏 攻撃 を 知る と 


ワイ ズ マ フン 佑 長 、 核 攻 撃 を 知る 


破壊 の 失 唄 を 知 


13 日 の 埋 嗣 で 手 族 
を 同色 


れ と 普 行 
た MS 用 兵 装 を 回 


や 笛 の 商店 か ら 送 ん だ サン タ 型 アド 
用 し て 地球 半 邦 軍 
の 半 備 を 遂 め た 


ワイ ズ マ ン 作 長 、 ア レッ ワ ス の 没 破 を 決意 


事態 は 目 ま 


SL 


め の 涯 備 を 


何 長 も 昔 死 


グ 中 佐 が 知 


ン 佐 長 の 唯一 の 味方 


て も 核 攻撃 え 


H に の の ym サン 


ン や MS 用 ハン ド ・: 
プ を 仕掛け て いる 


MORE INFO! 
「 ク リス マス 作戦 」 時 の 】 


機動 戦士 ガン ダム 00 


mE03 sr OBn 
ラジ デー 


ーー 一 


、 パ 2 
医員 CB セカ ンド チー ム 出 現 庄 結 結 詳 


エ vw コ が ガン ダム スロ ー ネ 
勢力 の 了 協 l or en 
アレ ハン ドロ の 購 躍 


高 帆 道 リン グ 宙 域 の 戦 仙 タム の 歯 氏 に 失敗 
新 連 盟 (以下 人 革 連 ) は 、 ユ ニオ 


4 機 の ガン ダム は 、 


いい に 虚 獲 さ れ て し ま 


(以下 CB) を 共 F イオ リア 計画 ] が 想定 | 3 は 壊 
こ な り 始め た の で あ . る か に 思わ れ た が 、 想定 外 の 伏兵 が 出現 し た 
が 進む チー ム [ 2 ティ 」 で あ 
計画 」 で t て いた 。 CB は 式 
争 根 総 
に 集め て て 人類 の 意思 統 


筋書き 通り の 戦闘 と 
想定 外 の 増援 


は GN ステ ルス フィ ー ル ド を 展開 す 
る と 圭 域 を 区 交 、 ガ ンダ ム も タ 

ン 硝 漠 し た 。 また 
の [「 馴 視 者 」 た ち は 討 請 の 未 、 チ ー 
ム ト リ ニテ ィ を 承認 , 


③ ガン ダム 、 


な か っ た が 
数 に あり 押 


CB の 送 呈 ms 天 


介 ) 三 大 努力 、 ガ ンダ ム の 直 狂 


三 大 勢力 境 同 の ガン ダム 下 末 作 理 「 プ ロジ ェクト G」] が 決定 き 
れる 。 公 に は タク ラマ カン 在 章 で の 合同 軍事 演習 と 発表 され た 
が 、 同 地域 の 濃 細 ウ ラン 埋設 施設 へ の テロ を 然 計 し 。 その 限 止 
に 動い た ガン ダム を 下 舞 する 計画 だ っ た (大 戦力 に よる 長 時 間 較 
后 葉 撃 で ガン ダム マイ スタ ー を 六 替 させ 、 趣 理 す る つも り だ っ た )。 
三 大 勢力 の 各 軍 が タク ラマ カン 満 へ 向かう 中 、 テロ を 褒 知 た 
CB は 、 戻 の 存在 を 知り な が ら も ガン ダム 4 機 の 投入 を 決定 。 ガン 
ダム マイ スタ ー た ち を 召集 し 、 タク ラマ カン 夏 江 へ 向かわ せ た 


| 育 6 


大 勢 力 は 史上 補 の 合 全 人 胃 を 決定 し 、 空 前 大戦 を 派遣 。 CB は 
凍 の 章 を 見 株 いて いた ザ . そ の 存在 宣 間 も 吾 け て ガン ダム を 投入 し た 


3) 丘 狂 され る ガン ダム 


臣 録 開始 か ら 5 時 間 が 許 過 し た 時 点 で 、 ガン ダム 各 機 は 防 埋 
ー 方 に 追い 込ま t で いた も の の 、 三 大 雷 力 宣 は 攻撃 を 継続 
ガン ダム マイ スタ ー の 体力 を 雲 っ て いっ た 。 確実 に ガン ダム を 歯 
獲 す る た めで ある 。 軸 闘 開始 か ら 15 時 間 が 経過 し た 頃 、 三 大 勢 
力 定 は 攻撃 を 停止 し 。 つ い に ガ ンダ ム の 直 猪 に 動い た 。 この 時 
点 で も 、 間 断 の な い 才 撃 に 片 さ れ 続け た は ず の ガン ダム 各 機 は 
健在 だ っ た 。 し か し 、 ガン ダム マイ スタ ー は 生 労 の 弓 致 に あり 、 油 
足 な 抵 杭 も で き な い まま ガン ダム 各 機 は 南 獲 され て いっ た 。 


科 吾 机 池 や 但 業 を 中 心 に 攻 笛 され 続け た ガン ダム だ が 、 これ と いっ た 


指 仙 を 生 け な か っ た 。 だ が マイ スタ ー の 徒 学 は 避け 反 く 。 直 郊 され た 


画 獲 され る 
戦闘 開始 か ら 5 時 間 を 経過 し た 時 点 で 
只 を 幼生 。 15 時 


タク ラマ カン 砂漠 に お ける 三 大 勢力 協同 軍 と CB の 
戦闘 は 、 三 大 勢力 個 の 筋書き 通り に 進ん で い - 
ンダ ム を 撃破 で き な い 以上 、 長 時 間 の 攻撃 で ガン ダム 
マイ スタ ー を 披 調 さ せ た 後 、 ガ ンダ ム を 画 獲 する 戦術 
で ある 。 ユニ オン の 技術 者 ピリ ー・ カ タ ギ リ か ら 作 戦 


る 「 プ ロジ ェクト G」 


テロ 攻撃 は 2 構 の ガン ダム に よ 


た 。 その 直後 勢力 
を 開始 。 832 機 


至 に 培 潮 を 断 た れ た ガン ダム 
過 い 込ま れ 、 脱 出町 回 な 状況 と な 


SVMS-O1E 
ET 


上 三 大 努力 、 攻 殆 を 開始 


三 大 勢力 、 演 百 夫 域 の 空中 と 陸上 に 大 量 の 取 方 向 条 信 シス 
テム を 配置 し つつ 、 独 隊 紙 数 52. 832 機 も の MS を 民間 。 現地 
時 間 の 年 頃 . 選 款 ウラ ン 埋 設 失 設 へ の テロ 攻撃 が 発生 する が 
2 機 の ガン ダム が これ を 誠 止 し た 。 その 間 後 三 大 勢力 は ガン ダ 
ム へ の 集中 攻撃 を 開始 (現場 の 将兵 は 、 テロ 攻撃 に よる ガン ダ 
ム の 謎 痢 を 知ら きれ で いな か っ た )。 残る ガン ダム 2 機 が 鋭 出 支 
援 に あたっ た も の の 、 三 大 勢力 車 の 先 別 が つ 絶 え 間 な い 放 撃 に 
より 、 ガン ダム は 連携 を 絶た れ 移動 すら 国難 な 状況 に 置か れ た 。 
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性 関連 施 訟 へ の テロ を 鶴屋 に 細 止 し た ガン ダ 
時 あら やる 圭 術 プラ ン を 昌 使 し て も 所 出 は 団 隊 な 状 台 と な っ た 


チー ム ト リ ニテ ィ の 介入 


4 機 の ガン ダム が 直 猪 、 ま た は 画 紙 寸前 に 造 い 込 まれ 
CB セカ ンド チー ム 「 チ ー ム トリ ニテ ィ 」 が 出現 3 機 の ガン ダム ス 
ロー ネ を 有する トリ ニテ ィ は 、 圧 側 釣 な 載 訂 力 で 4 機 の ガン ダム を 
解放 する と 、GN 答 子 を 広域 全て 埋 域 を 攻 展 。 解放 され た 方 
ンダ ム 4 棲 も タク ラマ カン 夏 選 か ら 脱出 し 、 
は 失 迷 に 終わ っ た 。 「 イ オリ ア 計 画 
を 受け た CB の 「 芽 被 者 」 た ち は 、 討議 の 未 、 チー ム ト | 
放 。 宇宙 に 帰 運 し た CB は 、 チー ム ト リ ニテ ィ と の 接 能 を 目指 し た . 


C8 プトレマイオス チー ム や 息 補 者 すら 存在 を 知ら な か っ た チー ムリ ニテ ィ 
天 和 . 代 に 介入 し . 三 大勢 か の ガン ダム 走 拓 作 昌和 2 


情報 を 提示 され た こと も あり 、CB の 戦術 予報 上 ス メ ラ 
ギ ・ 季 ・ ノ リエ ガ は 三 大 勢力 の 戦 打 を 理解 し て いた 
が 、 効 果 的 な 対策 は な く 、 敗 北 を 覚悟 し て いた 。 この 
状況 を 一 変 さ せ た の が 、 三 大 勢力 、CB と も に その 存 
企 す ら 知ら な か っ た チー ム ト リ ニ ティ の 介入 だ っ た . 


て 骨 止 され 


ダム へ の 攻撃 
MS に よる 間断 の な い 攻 
次 芳 に 攻勢 に 


MSJ-OED-C/B 


科 生 MsJ 06n 4 


ひ 


SOGHSp, 


① 三 大 勢力 、 
「 プ ロジ ェクト G」 の 実施 を 決定 
宏 上 初 の 共同 作 埋 「 プ ロジ ェクト G」 の 実施 を 
ト 勢力 は 、 テロ 情報 を 流す と 共 
ン 砂 油 に 大 畔 力 を 添 遺 。 テロ 情報 
CB は 、 そ れ が 鹿 と 知り つつ も ガン 
ダム の 投入 を 決定 し た 


lswation by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
スロ ー ネ の 動力 機関 GN ドラ イヴ [T] 


イオ スト 


備 さ れ た 4 機 の ガータ < 
ニテ ィ の ガン ダム スロ ー ネ (アイ ン 、 ツヴァイ 、 ド ライ ) も GN 

イヴ を 指 載 する 。 た だ し スロ ー ネ の ドラ イヴ は 、「 夏 個 
た 。 GN ド 
イヴ [T] は 、 い く イヴ と 
異な る 特性 を 持ち 。 中 で も 暫 子 発生 量 が 決定 的 に 異な 
GN ドラ イヴ [T] の 畔 子 発生 量 は 有 陣 で 、 充 電 ま た 
子供 給 シ ステ ム が 不可 欠 な 
高い た め 、 稼 に 量産 され る こと と な 


生 苗 性 。 | 算 ( 評 力 境 が 必 要 )| 麻 
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地球 連邦 軍 と の 上 繋がり が 強い 、 
L3 の 小 規 模 コロ ニー 放 


サイ ド 7 は 、 月 の 反対 側 に ある ラグ ラン ジュ ・ ポ イン ト 
3( 以 下 L3) に 置か れ た スペ ー ス ・ コ ロニ ー 群 で ある 。 
で は 最も 新しい サイ ド だ が 、 他 の サイ ド 
に 比べ て 開発 の 連 度 は 遅かっ た よう だ 。 その 理由 と 
月 か ら 吉 か - と が 挙げ られ る 。 地球 を 挟ん 
で 月 の 反対 側 に 位置 し た サイ ド 7 は 、 月 で 採掘 ズ 加 
上 し た 資材 や 人 員 の 運搬 が 困難 で 、 さ ら に 他 の サイ 
ド (ラグ ラン ジュ ・ ポ イン ト ) と 比べ て 、 交 通 網 の 整備 
が 性 れ て いた こと も 開発 の 送 延 要因 と 言え る だ ろう 

サイ ド 7 の 開発 は 、UC.0067 に スタ ー ト し 
年 に 開発 計画 が 発表 きれ て 以 職 、U.C0070.1 
資源 調達 用 と し て 小 癌 星 基地 ルナ ツー が !L: 
きれ て で いる 。 し か し 、 その 後 の 開 発 は 進 々 と し て 進ま 
ず ーー こ れ は ルナ ツー の 軍事 基地 と し て の 役割 と 次 
流 供給 地 と し て の 役割 の ふ に お いて 、 軍事 的 ・ 
政治 的 な 折り 合い が 付か な か っ た こと が 原因 の よう 
だ ーー、1 パ ンチ の 建設 開始 は U.C.0076 に な っ て か 


こ 移 動 


ら で あ っ た 。 し か し 、 コ ロニ ー の 約 半 分 が 完成 し た 時 
点 で 建設 は 中 断 し て いる 。 これ は 、 連 邦 政 府 が 宇宙 
開発 に 積極 的 で な か っ た た め と きれ る 。 ULC007805 
に は 移民 が 開始 され た "年 戦争 中 ンチ 以 
隆 の コ が 建設 され る こと は な か - 

L3 と いう 地球 隅 の 鮮 地 と も 言え る 場所 に 位置 す 
る サイ ド 7 だ が 、 その 建設 に は 地球 連邦 軍 の 思 患 が 
介在 し て いた と いう 説 も ある 。 U.C.0051 の 新規 コロ 
を 解除 し て まで 建設 が 行わ れ た と 
い 事 基 地 で あっ た ルナ ツー が 
移動 され この ふた つの 事実 か ら 連 孝和 軍 は サ 
イド 7 と ルナ ツー を 用 いた 軍事 ブロ ッ ク の 形成 を 考え 
て いた と も 言わ れる 。 確か に 他 の ラグ ラン ジュ ・ ポ イン 
ト か ら 也 絶 し た L3 は 機 索 保 持 が 富 易 で 、 後 方 提 点 
と し て の 機能 も 持た せる こと も 可能 で ある 。 事実 、 一 
年 戦争 の ほとん どの 期 面 、 宇 宙 に お ける 連邦 軍 の 
勢力 下 に ある 唯一 の サイ ド で あり 、 同 時 に RX シ リー 
ズ の 試験 地 に 選ば れ て いる 。 また 、 一 年 戦争 中 期 に 
あたる ULC.0079.09.18、 同 コロ お いて 、RX-78- 
2 ガン ダム と MS06F ザク IF 型 に よる 史上 初 の MS 
同士 の 戦闘 が 行わ れ て お り 、 戦 史 的 に 見 て も 重要 
な コロ ニー と し て 知ら れる よう に 


ニー の 建設 纏 結 
3 そし 


戦後 に な る と サイ ド 7 は 「 グ リー ン ・ オ アシ ス 」 と し て 
再建 きれ 、 サイ ド ! も 完成 し 「 ダ リー ン ・ ノ ア 】」 と 改称 


きれ た 。 また パン チ で ある 「 グ リー 
設 き れ た が 、 これ は 軍事 用 の 密 閉 型 コ で 
ター ンズ の 宇宙 に お ける 抑 点 と し て 、 グ リプ ス 戦 役 に 


お ける 争点 の ひと つと な っ た 。 この . 、 サ イド 71 
建設 当時 か ら 、 連邦 軍 と の 強い 結び 付き に よっ て 運 
件 され て いる と 言え る の で ある 


(コル ギ オ ・ ア シン ダー ソン UL.C.0089) 
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成 の 1 


0088 に は 


細 U.C.0088 頃 の サイ ド 7 


チ は テ 


2 バッ 


MS や 艦艇 が 建造 され て | 
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独立 治安 維持 部 隊 
アロ ウズ 


ization of AD 


連邦 政府 直 輸 の 
内 名 高き 戦闘 部 隊 


地球 連邦 政府 走 峰 の 独立 治安 維持 部 隊 が 、 ア 
ロウ ズ で ある 。 地球 連邦 平和 維持 軍 と 同等 以上 の 
高 性 能 兵器 を 有する カウ ンタ ー テ ロ 部 隊 と し て 認知 
きれ て いた が 、 西 歴 2312 年 の 紛争 が 終結 する まで 、 
その 実態 を 知る 者 は ひと 掘り に 過ぎ 

確か に アロ ウズ は 、 カウ ンタ ー テ |! 
し て いた 。 その 一 方 で 、 中 東 諸 国 を 中 心 と し た 非 連 
施 参 加 国 や ー 最 市 民 す ら 攻 撃 対象 と し 、 数 百 万 人 
規模 の 席 殺 を 実施 し て いる 。 アザ ディ スタ ン 王 国 の 
首都 の 壊 工 や 、 難民 キャ ンプ を 含む リ り チ エラ 王国 の 
軍事 基地 や スイ ー ル 王国 の 首都 に 対す る 衛星 兵 
器 メ メン トモ リ で の 破壊 、6 万 人 も の 地球 連邦 市 民 
を 人 質 と し て ター デ タ ー 軍 が 立て 牙 も っ た 軌道 エレ 
ベー ター の 崩壊 と 、 時 を 経る ご と に 作戦 も 過 科 化 し 
て いっ た 

この 事実 が 万 蔵 きれ で いた 背景 に は 、 量 子 服 注 
條 処理 シス テム ~ ヴ ェ ー ダ "と 地球 連邦 政府 に よる 徹 
座 し た 情報 統制 、 そ し て 地球 連邦 市 民 の 目 の 届 か 

な い 地 域 で 虐殺 行為 が 行わ れ た 事実 が ある 。 アロ 
統 が 地球 連邦 平和 継 持 軍 と は 
超 法規 的 行動 が 許さ れ た こと 
= 地球 衝 導 平 YS “も アロ ウズ 

定 的 な 情報 や 物証 は 
持っ て お ら ず 、 接 害 を WOWbG| NN 粒子 の 
大 量 散布 に よる 無線 寺 鎖 状態 に あり 、 実 態 を 外部 
に 報せ る 手段 は ほとん ど な か っ た (報せ た と し て も 、 
ヴェ ー ダ の 情報 統 視 、 ア ロウ ズ や 治安 局 に よる 統 庄 
で 隠蔽 きれ る 可能 性 が 高かっ た こと も ある ) 

過 敢 な アロ ウズ の 作戦 行動 は 、 地球 連邦 政府 の 
命令 で 実施 され た が 、 地球 連邦 政府 も 別 の 存在 の 

指示 で 行動 し て いた 。 その 存在 こそ が 、 リ ポン ズ ・ ア 
ル マ ー ク を は じ め と する “イノ ベイ ド " で ある . 

ヴェ ー ダ を 常 提 し 、 草 新 者 イノ ベイ ター~ を 自称 す 
る イノ ベイ ド た ち は 「 イ オリ ア 計 画 」 を 成し遂げ る た 
め 地 球 連 邦 政 府 を 操っ て いた 。 イオ リア 計画 の 進展 
に あたっ て 、 イノ ベイ ド は 「 人 類 の 意思 統一 を 目指 
し た が 、 そ の 手段 と し て 採用 し た の が 非 連 邦 勢力 
の 掃討 だ っ た 。 この 方 向 性 が 明確 化し た の が 、 地 
球 連 邦 政 府 に よる 「 中 東 再編 計画 (中 東 再編 制 
面 ) 」 で 、 中 東 詳 国 で の 大 量 媒 栽 、 中 東国 民 の 宇宙 
開発 へ の 強制 従事 な ど が 行わ れ た 

中 東 再 札 計画 に お いて も 、 ア ロウ ズ は 実行 部 隊 
の 中 核 と し て 動い で いた 。 つま り 、 制 度 上 地球 
之 邦 政府 の 門下 に 前 か れ た アロ ウズ だ が 、 実 質 的 
に は イノ ベイ ド の 私 兵 だ っ た の で ある 。 
アロ ウズ 将兵 も 自ら の 非 人 道 的 行 あ を 認識 し て 
に が 、 人 類 の 意思 太一 と 屋久 半 和 の 実現 、 非 連 
邦 勢 力 へ の 敵意 な どか ら 任務 を 許容 し て いた . 

(リョ ー コ ・ ウ エダ AD2364) 
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アロ ウズ の 兵 二 


2 スハ レプ ィ 


プレ イィ クビ ピラー 事件 


本 2312 年 の 誠 争 


CB が 天 動 を 休止 し て か S5 年 、 世 


活動 \ 再 剖 。 その 戦い の 中 で 作 
大 の 並み と 計時 する こと と な る 、 


Jsweon by TAKUYA IO 


| アロ ウズ の 組織 と 目的 


アロ ウズ は 地球 連邦 政府 直轄 の 独立 
治安 雑 持 部 隊 で ある 。 反 達 邦 勢力 の 覆 減 
を 目的 と し て お り 、 軍 事 力 を 持つ 非 連 孝 参 
加 園 、 反 達者 組織 カタ ロン 、 ソ レス タル ビー 
イン グ (以下 CB) な ど を 攻撃 対象 任 
和 務 の 都合 上 、 MS や 艦 症 と いっ た 兵 類 を 保 
有する ほか 、 克 兵 の 練 度 も 高かっ た 


任 凌 較 葉 の た め に 
は 手 陵 を 選ば ず . 非 
LCLE TEYSN 
の 起 殖 すら 実施 


MSGNFS 
手 畠 杜 ば か り を 装備 
専用 の 人 性 馬 誠 
同 先 きれ た 


ウズ は 地球 連邦 政府 の 直轄 
組織 で 、 連邦 重 は 措 栖 系 続 が 倫 な 
る 。 CB 出現 直 和 . 連 孝 保 安居 を 間 還 
組織 と する な ど 給 織 の 拡大 を 


た 立場 に ある 、 導 放 宣 
護り け で は な く . 多久 を 下す こと も あっ た 


プレ イク ピラー 事件 後 、 ア ロウ スズ は 
地理 連邦 平 箇条 持 軍 を 橋 揮 下 
重き 、 大 きか 権 限 を 揚 た 。 イノ ペ ベイト 


電導 和 倒 は . 地 革 放 〒 和 導 洒 を デ 
ロウ ズ の 直 二 に 。 意 事 力量 と し た |「 人 
燃 の 生 思 談 一 } は . より 先 幸 化し た 


連 か ら 地球 連邦 へ の 体制 
ズ は 基 生 し た と 昧 われ る 。 活 
時 点 で 、 す で に 任 本 を 実施 し で いた 


反 連 部 


1 コ 
する 条 


イノ ベイ ド か らき 
アロ ウズ は 、 中東 請 
メン トモ リ を 使用 し た 


中 東 再 組 計画 に あ た 
な る 協力 を 取り 


て CB 母 馬 プ トレ マイ オ 
李 補 や 撃沈 に け 至 と 


これ を 呈 ( 
ロウ ズ を 解体 


独立 冶 安 維 持 部 隊 ア ロウ 


アロ ウズ は 高 線 度 の 将兵 を 多数 抱え 
て お り 、 エ リー ト 部 隊 と し て の 側面 を 強 
持っ て いた 。 将兵 の ほとん ど は 、 地 球 連 


孝平 和 継 持 軍 か ら 挟 扱 さ れ た 者 だ っ た 
戦 尊 予報 土 綴 の 百 校 で 、 前 線 レ ベル で 作 載 の 立 
案 や 部 隊 指 近 を 担う 2。 アー パ ・ リ ント の よう に . 芋 光 


a 
ホー マー・ カ タ ギ リ 司令 ら 、 アロ ウズ の 意思 決定 に 
換わる 高 幼 騰 絞 。 イノ ベイ ド ( 当 時 の 純 識 で は イノ ベ 
イタ ー) の 存在 を 知っ て お り 協力 を 仰い だ 
¢ = 
" 全 の 意思 紙 一 と 
よる 電 久 平和 実 環 の た 
か つ 非 人 道 的 革 術 を 得 草 と する 香 絞 わ いた 
6 の 各 
性 能 兵 苦 を 者 する CB と 
キン ら 章 韓 手近 宜 の 存 
在 は 栃 め て 重要 だ っ た 


に 


アロ ウズ と 同和 
の 電 央 で は 、 の ティ 


アロ ウズ の 任 季 を 存 接 的 に 実行 する 機動 兵 震 の 
バイ ロッ ト 。 エー ス 級 の パイ ロッ ト が 多数 在 客 し て お 
リ 、 新 製 の GN ドラ イヴ [T] 搭載 機 を 操っ た 


a 1 
を 持つ 者 も 存在 。 MS 
に よる 対 能 ・ 計 MS 替 

で な く 、 基 才 時 


アロ ウズ の 中 で も 、 独 内 行動 を 許 
令 無 視 や 埋 過 析 耕 を し て も 琉 せ られ : 


実現 す 
る た め ア ロウ ズ に 参加 し た 
イン ベイ FE、 ライ ャ ン サ 


て 活 嘉 。 イノ ベイ ド 理 


用 


アロ ウズ 用 MS を 開発 
の は 、 ジ ンク ス や CB 系 の 一 部 
技術 を 入手 し た 旧 三 大 替 力 
の 技師 た ち で ある 。 イノ ベイ ド 
専用 剛 に は 関与 し て いな 


MS や 艦艇 (宇宙 大気 剛 内 用 ) と いっ た アロ ウズ の 兵器 に は 、 地球 連邦 平和 維持 軍 
用 と 同じ も の が 見 られ る が 、MS を 中 心 に 新型 棲 も 開発 され た 。 中 で も アロ ウズ の 新型 MS 
は 、 敬 太 型 の GN ド ライ ヴ [T] 搭載 MS ジン クス 田 を 上 回 る 高 性 能 を 示し 、CB す ら 苦し め た 


全 戦 本 用 MS は GNF ラ イヴ [搭載 標 。 アロ 
ウズ 専用 覇 で ある アヘ ッ ド や マス ラオ な ど 、 部 三 
世代 ガン ダム 以上 の 高 性 能 林 も 配備 され た 


計 宙 大 気 周 内 用 と も に 新 和 
ュ ニ オン 娠 代 か ら の 対人 兵 勘 オ 
ルモード で 使用 され 、 圧電 全員 も 多く 旨 作 し た 
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機動 戦士 ガン ダム MS IGLOO 黙示 録 0079 


時 グラ ナダ 管 制 区 の 戦い 


ジオ ォ ン 公 固 の 総 望 的 劣勢 と 
苦 肉 の 「 決 職 笑 器 」 


兵器 で あり 、 ジ オォ ン 公国 
戦 兵 器 ] だ 
EM A-08 ビ ゲ ・ ザ ム や MSN-02 ジオ ング の 
る が 、 モ ビル ポッ ド 
仙 委 機動 
方 で 、 MS 


挙げ られ る 
る “の 1 機種 で 、 
ォ ッ プ 最 大 の 特徴 は 、 


歴史 フォ ー カ ス 


ア 


Evaluation Test of 0GGO 
U.C-0079 


宇宙 へ の 戦 線 移行 
06j ザク 町 事 の 熱 検 反 | 
シン ガン や ザク ・ パ ズー カ と v 
し に より 低 コ スト 化 と 開発 期間 
* る (異な る 生産 ライ ン や 企業 で 
ジェ クト 語 の 合同 も な され た 


以上 に 限 | 
る 必要 性 が あっ た 

し た 兵 問 と 言え る 
で 注目 きれ る の は 、 
る 。 つま り 、 試 作 

は 無縁 の は ず の 兵器 だ 
"わら ず 603 が オ 評価 試験 を 命 
、 当 時 の 埋 況 が ある 。 ソロ モン が 


グラ ナダ 管制 区 の 戦 


ナダ の 突撃 機動 軍 が 動 


技術 本 部 直 輸 
2 の 条 が 人 し 6 れ バ オ 


誠 験 が 名 


れ 、 事実 上 


(BL me09 sr OGn 


うと し な か っ た 


年 


の 全 技術 試験 隊 に も ア ・ パ オア ・ 
ター 防 和 新品 
) 参 戦は オッ ゴ の 評価 
a 戦闘 大 隊 に 赤み 
の 戦 閲 時 


グラ ナダ 管制 区 で の 道 周 戦 は 、 モ ビル ポッ ド の み 能力 に 劣る モビ ルポ ボッ ド は う 名 目 の 

月 TR まで 展開 され た で 編制 され た 部 際 同 士 が 交戦 し た し い 事 例 数 合わ せ に 過ぎ な か っ ド の み が 
2 も だ っ た 。 兵器 いて は 興味 溢 い 戦闘 だ が 、 当 。 少数 投入 きれ た 戦闘 に 、 大 き な 意 味 が ある は ず も な 
モビ ルポ ボッ ド 同 王 の 戦闘 時 の 状況 か ら 考 えれ ば 、 重 要 度 は ゼロ 両 。 か っ た の で ある 。 地球 連邦 は 陽動 が 目 


軍 で MS が 持 力 化 さ れ て いた 一 年 戦争 来期 、 戦 闘 


、 戦闘 自体 発生 し な いと 見 て いた よう だ - 


ア ・ バ パオ ア ・ ク ー 


ーー 園 603、 新た な 命令 を 受 人 
(カス ペン 大 佐 生 ) カス ペン 幸 前 
i 落 。 年 少 兵 で ある 笠 


和 陸 が ある は ず も ) 
駐 - MPOeA 再 剛 経験 が ある は ず 


男 戦闘 の 結末 


に 記憶 お れ た 。 癌 補記 要 寺 で 先制 葉 の 成功 や 部 パ イロ ボド の 線 具 が 代 が 3 だ 


馬 大 隊 に 組み 込ま れ 
が 生 
れ た 


ustrat O UNUMA 


還 | 603、 カ スペ ン 戦 闘 大 隊 の 指揮 に 較 計 良 | 603、 フラ ナグ 管制 区 へ 


宇宙 要 審 ソロ モ 落 傘 、603 は 技術 本 部 か ら モビ ルポ カス ペ 


MORE INFO! 


百 敵 大陸 の 隊員 33 名 


FMP.02A オ 評価 試験 を 命じ られ 選 人 する 寺 況 を し カス ペン 大 佐 の 期待 に 反 に | Bo 
受け て すでに 拓 式 化 さ れ て いた オ - 本 来 な ら 評価 試験 の 兵 ) ば か り で 埋 経 験 も な か AS し た F 有 
対 銀 外 が 『 ) 「 星 一 号 作戦 」 の 目標 。 本 分 の 命令 を 受け た ヨー ツン 月 上 空 に 島 入 する 地球 1 J 型 の 鉛 4 

が ア で ある と 見 な し た ジオ ン 公国 府 は 、 オ ッ 軍手 動 隊 を 没 婦 す る た め 、 グ ラナ ダ 管 - 

ゴ の 評価 試験 を 名 目 に 、603 を ア ・ バ パオ ア ・ ク ー に 配備 し た 地球 連邦 軍 能 隊 の 是 様 が ア ・ パ オア 


UiC.0079.12.28 の こと だ っ た 。 き 5 に 603 は カス ペン 人 大人 
に 紐 み 込ま れ 、 実質 的 に 戦 鍋 趣 隊 と し て 振 わ れる こと に な 


\ て いた が . 月 面 基地 グラ ナダ に 所 軍 を 徹 促 
て 作戦 は 実施 され た 。 12 月 30 日 の こと で ある 


ダダ 管制 区 に 入る 直前 、 ヨ 
は オッ ゴ 1 個 小隊 =3 機 の 出 


地球 連邦 宣 側 に も 初陣 の 
の 成功 、 そ し て 予 
この 戦 員 で の 誕 ニ 
失 、 撃破 5 橋 、 投 名 1 概 
いる 。 し か し 、 月 を 周 5 ス 統 
面 長 機 と 投降 し た ポール が 撃破 
た 。 な お 、 画 車 隊 動 部 区 の サラ 
+、 グラ ナダ を 発っ た 突 軸 機動 宮 能 隊 に 撃沈 され た 


超 以 上 の オッ ゴ の 性 態 に より 優位 
村 術 トラ ブル が 床 因 で 1 
いう 戦績 を 錠 し 


地表 連邦 性 生 如 藤 ( ボ 
2 信 ) 発見 の 割 を 受け た ヨー ツン ヘイ ム 、 
た 。 交 思 を 棒 定 し て 
) 遺 台 を 受け て ポー ルク 個 


we 


た 補 放 動 隊 も 
模 を 発進 させ で いる, 


ta . + うえ 91-24 
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m09 sm 


MS ーー に MS Development History in U.C. 
運用 理論 フ i oe 4 | 画 字画 世紀 の MS 競 発 史 


体 は 大 型 化 製造 コス ト と 両 


サナ リィ に よる も 増大 に 。 機体 の 複雑 化 に よる メン テ ナ ン で AE の MSA-I 
に ヒ 、 MS 太 散 や 基地 施設 の 更新 の 必要 性 制式 採用 きれ た 
小型 MS 開発 計画 


1S 群 も 開発 
就 邦 軍 祭 下 の 誘 問 機 関 サ ナリ ィ (SN.R.I= 結 後 、 地 球 連邦 軍 ) 能 化 が 模 
tegic Naval Research Institute= 海 軍 戦 略 第 二 世 代 タ イプ の MIS が 重視 きれ た も の の 、 大 型 化 キ で の MS 限界 性 能 
が 実施 し た 第 二 期 MS 開発 計画 が 傾向 は 改め られ な か っ : ソ > 以後 
計画 ] る 。 多種 多様 な 拡張 : サナ リィ イ は U.C0102 に MS の 小 規 化 を 提言 5 新た な 第 二 期 MS が 研究 ・ 開 発 され 
載 可 能 な 90、 し 、U.C0105.11、 地 球 連 者 ォ ッ ト ー・ カ 
A た 新 技 術 AE に 依頼 す 
革新 的 な B 期 MS、RGM-109 < 4 関連 ファ イル 
か し 、 サ ナリ ィ は < = 、 ニー 
ょ 、 MS の 大 型 EE2 
ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 ( 以 < っ た た めで 
剤 MS の 性能 不足 、AE 王 洛 に ナリ イィ は 、 MS 産業 
制 を 快く 思わ な い 地 球 連 邦 箇 


開発 する TE rmeew 


ULC.0111.09 に 1 号機 が ロー ル 


、 ガン ダム F90 だ っ た 


な く 、 外 部 の 技術 


や 技術 者 
90 は 9 化 と 席 


性 


| F 計 画 と 周辺 組織 の 関係 / 周辺 組織 の 関係 


サナ リィ に よる 小型 MS 開発 プロ ジェ クト RE 
が 『F 計 画 」 と 呼ば れる 。 F90 の 開発 に は 
木星 支部 を 含む 技師 が 投入 され た ほか 、 外 
部 か ら 人 員 や 技術 の 協力 も 仲 い だ 


ル マ イア 
グッ ゲン バイ ガー 教授 | 


計画 の 進展 


F 計 画 の 開始 時 期 は 判 禁 と せ ず 、U.C.0090 年 代 に 特殊 部 隠 用 小型 MS (F50: 
ズ ) を 開発 し た 時 点 で 、 計画 が 存在 し た 可能 性 も ある 。 F91 の 完成 に より 計画 は 節目 を 迎 
えた が 、 その 後 も F90 シ リー ズ を 中 心 に 新 半 機 の 開発 は 続け られ た と 見 られ る 。_ 


| | | MS の 小型 化 舞香 


AE 
油 を 持っ た 


90 WW 


| 


UCO11607, 


F 計 画 で 採用 され た 新 技術 


「 性 能 を 落と すこ と な く 調 達 が 容易 な 小型 MS を 開発 する 」 と いう 地球 連邦 軍 の 要求 を 
満た す た め 、F 計 画 で は いく つも の 新 技術 を 導入 し た 。 中 で も MS の 揚 座 を 支援 する コン 
ピュ ー タ ー 技 術 は 、 クロ スポ ー ン ・ パ バンガー ド を も 上 回 っ て いた と 見 られ る 」 


セン サー を はじ め と する 章子 機器 KC 0 


マイ フロ ハル . 


ム 技 条 


本 材 織 度 を 向上 る せ 。 の 機能 を 桂 つ まま 禁 相模 和 。 


MS の 小林 - 任 蝶 化 を 容 昌 と し た 。 


考 生 な ミッ ショ ンー バク 補 用 ET 
する た め F90 に 析 


用 。 1 代 の セン サー で 仙人 情 
「AR] と 2 人 織 の 「CAJ が 在 向 加 を パイ ロッ ト に 直 欄 
し た 。 伝導 する 枝 和 。 

[ヴィ スル た eee | 
90 の 拉 人 大 。 ミ | が 
ン ・/ ウ ク の 交 給 で , 参 販 な 任 可 芝 式 ビー ム - ラ イ 


小生 人 n A 
の 可 楼 を 容 虹 と し た ‘Et 人生 
4 新作 の 夫人 Wh 
介 。 パッ クック 天体 中 を 加わ ず 
ms Bd uo s, 各 い 知 仙 力も 示す 


還 較 :F 計 趣 で 実用 化 され た 杯 閑 。 本 較 - 固 時期 に 実用 化 され た 技術 


F 計 画 に お ける MS 系 列 


F 計 画 ( サ ナリ ィ ) で 開発 され た MS は 、 型 
式 番 号 に 記さ れ た 「F@ 〇 」 の @ 部 分 の 数 
字 で 系 列 が 分 か れる . 


ここ で 解 閲 する も の 


燈 反応 炉 搭 攻 の 


トイ 
以外 で は 、 汎 用 の F8O シ リー ズ 、 局 地 載 型 AFV( 導 下旬 
格闘 用 の F60 シ リー ズ (廃止 ) が ある 。 天 MS。 U.C.0090 年 代 
に 開発 され た D-50C は 
抽 式 番号 が FOO で あれ も 含む 。 可変 欄 の 一 種 
だ が 特 丈 任 務 用 以外 
2 昌 天 議 | で は 実用 性 が 低かっ た 。 
杉 MS 「F70 シ リー ズ 」 
の 2 番目 の 模 体 と いう こ F5OD (RXR-44 ガン タン ク R-44) 
主力 戦闘 MS。 次 基 
主 カ MS 試作 桂 の F9O 
た F70 キャ ノン ガン ダ に 結 ま り 、 高 械 動 格 柚 抽 
ム に 始ま る (F905 MS 試作 機 の F97、 次 世 
ズ よ り 新 し い 系 列 )。 い 代 コ ン セ ブ ト MS 試作 機 
わ ゆ る 「 キ ャ ノン タイ ブ の F99 な ど が 施す る 。 全 
MS」 で 大 考 支 揚 火 般 的 に ハイ エン ド の MS 
状 を 備え る 。 で ある 。 
『FB1 ガン ダム FB1 
は 、 PO 以降 の F90 シ リー ズ だ FSOVGF91 へ 、F9OWY は F97 へ 、F9OW は F99 へ と 和 
シリ ー ズ の 始祖 と な っ て いる , 生 し た 。 V ガ ンダ ム 、 V2 ガ ンダ ム と の 例 も 指 滴 さ れる 
ョ fg 
rs | 
1 次 期 主力 MS 生 浴 本 
I 
各 Fg 
EEE | tte7s 
(7 EL 
F97 Cx F907 E0410) 
LU に じい に い に 3 L ュ 電 林 動橋 倒 移 MS 
Ei EL 
MORE INFO! シル エッ ト ・ フ ォ ー ミ ュ ラ ・ ブ ロジ ェクト 
F 時 画 の 存在 を 可 却 し な がら ンー 
も 、F9O と の 競 争 試作 に 数 れ た 
邦 軍 の 管理 体制 の 甘 
計画 の 機密 情報 を 迄 用 
番 二 期 MS の 研究 開発 計 
を 実施 し た 。 これ が 「 シ ル エ ッ ト 
フォー ミュ ラ ・ プ ロジ ェクト で あ 
る 。 プロ ジェ クト で は 、F91 の 設 
時 を 転用 し た デー タ 収 集 欄 の 開 
2 ガー ド と 
と 同等 の 技術 力 を 嬉 っ た 
x 9126 


91.2Z 
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Super Weapon in C.E 


原子 核分裂 を 巡る 
ふた つの 新 技術 


ここ で は 、 原 子 核 分 遇 抑 制 技術 ニュ ー ト ロン ジャ 
ー (以下 、N ジ ャ マー) と 、 そ の 対抗 テク ノロ ジー で 
ュー トロ ンジ ャ マー キャ ン セ ラー (以下 、N ジ ャ 
ー キ ャ ン セ ラー) を 紹介 する 
原子 検分 杉 を 抑制 する 技術 が N ジ ャ マー で ある 
果 男 障 を 持つ N ジ ャ マー は 、 検 兵器 の みな 
電 る うえ 、 剛 次 効果 
の 戦略 層 


境 と エネ ルギー 事情 た 
は 核 融合 兵器 も 事実 上 無力 化す る 。 検 峡 合 兵器 の 
概 の 要 と な る た めで ある ) 

に 解説 し て お 
、 な どの 重い 
サ 製 する 反応 を 指 
す 。 この 際 に 放出 され る エネ ルギー は 極め て 大 きく 、 
検 捧 器 や 原子 力 発電 な ど に 利用 され て きた - 

迷 に 原子 核 分 奏 反応 の 引き 鉄 と な る の は 、 中 
性 子 (ニュ ー ト ロン ) で ある 。 ウラ 
| 個 を 捕獲 し て 検分 裂 を 起こ す 

達 を 言え ば 、 中 性 子 (自由 中 性 子 ) の 動き を 崩 害 
すれ ば 核 分 界 は 起き な い 。 この 理論 に 立っ て 開発 
きれ た 技術 が 中 性 子 団 震 装置 、 つ まり N ジ ャ マー 
だ た め 愉 体 的 な 構造 は 不明 ) 
用 化し た 勢力 は プラ ント だ っ 
た 。 CE 700214、 地球 連合 軍 の 核 攻 撃 で コロ ニー 
ユニ ウス モブ プン) と 24 万 3721 も の 人 命 を 失っ た プ 
検 攻撃 へ の 対抗 手段 を 模索 し た 。 その 結 
完成 し た の が N ジ ャ マー た ある 
E70.022 世界 構 攻防 戦 」 で N ジ ャ マー の 
実用 性 を 証明 し た プラ ント は 、 同 年 4 月 日 、 赤 道 圭 
鎖 作 戦 「 オ ペレ ーション ・ ウ ロボ ロス 」 に より 地球 各地 
に N ジ ャ マー を 散布 ・ 埋 設 する 。 この 結果 、 原子 力 
玩 電 に 依存 し て いた 地球 各国 は 深刻 な エネ ルギー 
危機 に 見 畠 わ れ た うえ 、 副 次 効果 の 電波 障害 に より 
通信 イン フラ の 多く も 使用 不能 と な っ た 
N ジ ャ マー を 使用 する 一 方 で 、 プ ラン ト は その 効果 
を 免れ る テク ノロ ジー も 研究 し 、 完 成 さ きせ た 。 それ が 


ャ マー 


は 栃 め て 鉄 い 趣 囲 で は あ 
マー の 効果 を 打ち 消し 、 原子 模 分 製 反 
る 。 ペ N ジ ャ マー キャ ン セ ラー を 搭載 すれ 
ー の 趣 囲 内 で あっ て も 核 動力 (原子 力 
発電 ) 機 や 核兵器 が 使用 可能 と な る の だ , 
戦争 の 長期 化 と ナチ ュ ラテ ル 婚 滅 方 針 を 受 
ント が 、 昼 の 力 を 必要 と し た 結果 、 生ま れ た N ジ ャ マー 
キャ ッ その 技術 は 地球 連合 に 流出 
世界 が 減 ビ し か ね な い 事 態 を 招来 し て し まっ た . 
(フー コー・ デ ルカ ッ セ CE74) 


関連 ファ イル 


Fx10A フリ ー タ ムカ ガン タッ SEEDO1.11 FE rmevew 


Nmwetion ty KONOMU SEKIYAMA 


中 性 子 の 動き を 表 審 し 、 槻 分 数 を 起こ ら cr 


な くさ せる 技術 が N ジ ャ マー で ある 。 狂 置 を 


地球 全 よ に 投下 さ 


人 に 直人 
青 m に 埋 議 され る 。 
5 に 才 する 2 
出し は 柏 め て 画 難 。 
夫人 も 委 り 付け な い 


原子 欄 分 裂 その も の を 封じ 込む N ジ ャ マー は 、 史 上 最高 の 棲 兵 問 対策 と な 
マー を 起動 させ て お くだ け で 、 極 め て 広い 苗 囲 で 原子 本 分 裂 が 発生 し な いた めで , 
し 、 効果 鞭 囲 内 の あら ゆる 原子 杜 反 恋 を 阻害 する た め 、 選 択 的 な 使用 が で きず 、 原子 
発電 を 中 心 と し た 平和 利用 を 目的 と し た 原子 杜 分 裂 も 不可 能 と し て し まう 


EC ECE el 

灯 委 固 内 の 子 分 回 が ご ピン ポイ ント で は 使用 で きず 、 民生 用 の 原 
確実 本 装 策 と な る (N ジ ャ マー 子 力 発 電 す ら 梓 作 不能 と し て し まう 。 遇 次 
セラ ー を 除く )。 半永久 的 に 効果 を 発 | 多 果 の 電流 了 穴 も 途 信 イン フラ に 多大 な 
舞 で きる 上 も 便 れ て いる 時 を 市 民生 活 を 吉 化 きせ た 


N ジ ャ 


5 る 。 し か 


N グ ジャ マー に よる 弧 分 
遇 の 骨 止 電導 地代 
は バッテリー 思 符 の 
MS の 有用 性 を 著しく 
向上 きせ た 


遇 の た め 二 畠 に も 哲 


ラ - 相 本 国 や 宇宙 要 奉 な どの 
防衛 用 に 配備 され た ほか 、 地 球 に 多数 投下 
され た 。 主 に 電流 障害 を 利用 する : ザフト 
地球 連合 宣 双 方 の 艦 能 も 搭載 し て いる . 


宇宙 と 地上 の 運用 状況 


本 陣 で 守 軍 
| ET TrTTO 
が. 電導 旬 

ク が 目的 で 


マー キ 
ラー を 描 載 すれ ば 
する 株 エン ジン 


キャ シセ 


和 果 因 は 縮め て 任 く 
時 大 で も 拉 生 剛 の 


A(Twm Bet 


開発 され た N ジ ャ 
定 通 り の 性 能 を 発揮 
効果 男 囲 が 狭い うえ 、 栓 戦争 
こす 可能 性 も 無視 で き な か っ た 


N ジ ャ マー の 影響 下 で あっ で も 自由 中 性 
子 の 動き を 表 害 せ ず 、 柱 動力 や 株 兵器 を 
使用 で まる 。 地球 上 に お いて も 、 麻子 力 発 
電 に よる エネ ルギー 供給 が 可能 と な っ た 


k pp 
DTZ1 
華 と な り . 総 大 な 性 拒 


| 六 を 話 る 欄 エ ンジ ン 捕 
し し LOTT3 


ヤマ ー キ ャ ン 
で の N ジ ャ マー キャ は 原子 
発電 施設 に . 軍 で は 機動 兵器 や 杜 兵 問 に 描 
載 さ れる 。 条約 で 還 事 利用 は 打 じ られ た が . 連 
合 と ザフト の 双方 で 搭載 兵器 が 開発 され た 


搭載 機 


ヤラー を 実用 化し た ザフト は 、 ドレ ッ ド ノ ー ト 以 也 、 柏 矯 の 株 動力 MS を 開発 
た ( 軍 合 は 少数 の み 開 発 )。 杜 動 力 MS の 全 産 化 も 計 sh N ジ ャ マ ラー 横 エ 
ンジ ン ノ 憶 動 力 内 御 用 OS を セッ ト で 授 載 する の が 一 般 


" 


地球 運 含 軍 は 生産 し た N ジ ャ 
セラ ー の 多く を 杜 兵 基 に 捧 四 ト ( ザ 


地球 連 信 宣 が 松生 力 細 の 開発 に 本 人 
的 で な か っ た た めか 、N ジ ャ マー キャ ン セラ 
搭載 MA は 少な い 。 ブルー コ 
スモ ス の ペル グラ ン デ は 例外 
的 存在 だ っ た 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


HI フォ ー カ ス : ブレ [MS] mg09 serD3n 


ら ず 、 攻 撃 対 
も 言い 切れ な い 。 テロ リス ト た 


いう 最 書 の シナ リオ は 回 避 き # 
新た な 戦乱 を 呼ん だ し か し 、 近辺 を hrC に 上 Di 
6 で プン の 破片 岩 は 、 地球 全域 に 多大 な 被害 を 7 
コロ ニー 落下 テロ た 。 ユニ ウス モブ ン 導 下 下 後 、 プ ラン ト は 地球 各地 に で は な く 数 も 多かっ た 。 
し 、 最 災 者 の 支援 に あたっ た が 、 ナ チュ の 誰か が テロ リス ト を 支援 し 
CE73.10.03、 ス ペー スコ ロニ ー プン ラル ィ ネ イタ ー 感 情 が 
の 残 泡 が 地球 に 落下 し た 。 これ が 「 プ レイ ク ・ ザ ・ っ 
ワー ルド 」 と 呼ば れる テロ 事件 て 
こし た の は 、 バ パトリック ・] 
ディ ネイ ター 集団 で 、 地 球 
テロ リス ト は 前 大 戦 終 結 ま 


デュ ラン ダル 最高 評議 会 議長 で ある が 、 彼 の 真意 


ょ る の は まだ 先 の こと た 


ES こ 
産業 複合 体 「 ロ ゴ 


リス ・ ト ウ ハ 


kU- うつ 、 大 本 
プル ー コ スモ ス の 慎 主 に 
ロー ド ・ 


リー ル は 、 


は 、 軌道 変更 は 不 7 
ザフト 部 際 を 投入 し 、 コ ロ ニー の 破 原 作業 を 実施 し り 、「 プ レイ ク ・ ザ ・ ワ ー ル ド 」 を 利用 し て 地球 連合 と 
スモ プン を 破壊 ・ 細 分 化 - 地球 プラ ント の 戦争 を 再開 と と し た の で ある 

よう と いう 作戦 だ っ た プレ イク ・ ザ ワー ルド] 当時 、 地球 の ほぼ 全域 は 
S を 装備 し 、 高 い 紳 度 を 誇る 元 ザ 大 西洋 連 孝 の 強い 影響 あり 、 オ ー プ 連合 首長 
り 、 破 砕 作業 は 琴 航 し た ( そ も そ 国 すら 大 西洋 連邦 に 接近 し て いた 。 そし て 大 西洋 
安定 軌道 を 外れ た 理由 連邦 の 大 統領 人 『 の まま に 操る ロゴ ス が 対 フ 
‘な か っ た 開戦 は 不可 避 
ニウス セブ ン は 多数 の 破片 に 分 断 き され 、 地球 壊 滅 と と 、 ブラ ント は 地球 を 救っ た に も か か : 


\ の 技 1 害 を 最小 限 に 食い 止め 
旧式 
7 ト 折 氏 の 攻撃 
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ユニ ウス セ プ ン 戦 に お ける 
答 勢 力 の 意図 


zeMF 


ee 


画 ユニ ウス セブ ン 、 

地球 へ の 落下 コー ス に 入る 
過 基 浜 コ ー デ ィ ネイ ター の テロ リス ト が 、 プレ アモ ー タ ー 
を ユー ウス セブ ン に 設置 。 その 結果 。 ユニ ウス セブ プン は 
安定 電導 を 外れ 、 地 丈 へ の 落下 コー ス を 取り 給 め た 。 
対 記 策 を 討議 し た プラ ント で は 、 デュ ラン ダル 名 長 が 破 
歴 工 作 を 決定 、 ミ ネル を 派遣 す る と 共に 地 二 各 国 に 
鞭 千 を 発し た 。 一 方 、 ロ ゴス 幹部 の ロー ド ・ ジ プリ ー ル 
は 状況 を 利用 し 、 対 プラ ント 軒 争 を 決 草 し 


ュ 


ウス モ プ ブン 落下 は 、 過 向 派 コ ー デ ィ ネ イタ ー 
た ち が 意 図 し た ナチ ュ ラル 佐 液 テロ 
ー デ ィ ネ イタ ー 勢 力 で も 、 電 億 派 が 中 心 の 
プラ ント 最高 評議 会 は 地球 の 壊滅 を 良し と せ ず 、 ザ 
フト を 動員 し て ユニ ウス セブン の 破砕 に 動い て し 


が zoe 
6D1R 


園 対 プ ラン ト 戦 争 、 秒読み 段階 と な る 
ユニ ウス セブ ン 落 下 の 夷 犯 人 が コー ディ ネイ ター で 
ある こと が 報道 され 、 夫 球 で は 反 コ ー デ ィ ネ イタ ー 
機運 が 高まっ て いた だ 。 章 埋 を 決定 的 な も の と する た 
め 、 地 球 側 は プラ ント ト 受け 入れ 不可 能 な 要求 を 
突き 付け た 。 な お ス ャ ブン と 共 

ル バ に 同乗 し で いた カガリ 代表 は 、 オ ー プ ブ 


過 漠 注 コ ー デ ィ ネイ ター の テロ リス ト た ち が 
徐 道 を 変更 し 
策 が 討 講 さ れ 、 ザフト 
圭 告 が 出さ れ た 

に よる ブ ラン ト 四 を と を 決意 。 直後 

ザフト は テロ リス ト の 攻撃 を 受け た 


当初. 夫 恋 更 の 理由 は 着 明 ! 
を 洪 定 し ミネ ル パ を 動か す 中 、 ジ 


園 ユニ ウス セブ ン の 破片 群 、 地球 に 落 半 


ザフト MS 部 藤 に よる 破 女 作業 、 ミネ ル パ の 砲撃 の 結果 、 ユニ 
ウス セブ ン は 原形 を 留め な いま で に 破砕 され た 。 だ が 、 大気 園 突 
入 時 の 空力 加熱 で も 糞 え 尽き な か っ た 破 二 格 は 地球 各地 に 落 


双 を 利用 


下 し 、 未 管 有 の 大 表 を 引き 起こ し た 。 これ を 受け ト の 対 
記 は 業 早 く 、 地球 各 フト を 書 派遣 し 教生 ・ 攻 区 彼 災 
寺 の 支援 に あたっ た 。 その 頃 、 ロゴ ス は 事件 の 犯人 が コー ディ ネ 


イタ ー で ある 証 抑 を 棚 み 、 る 


ント 戦争 の 計画 を 只 人 化 し た 


地表 各地 に 半 な 神 窟 え . 克 
は ザフト を 雇 客 泊 遺 し で いる 


小 天体 坪 砕 装置 「 メ デオ ブレ イカ 
の ジュ ー ル 隊 と 、 そ の 支援 に 到 基 
ウス セブ ン 上 で テロ リス ト の 攻撃 を 受 
も 、 フ ァ ン トム ペイ ン MS 部 長 が 出現 し 
圭 況 は 潜 乱 し た 
ン は 分 断 さ れ 

も の の . 大 小 多 


ネル パ 隊 だ っ た が 、 ユ ニ 
民 砕 作業 は 遅延 。 し か 
ザフト と テロ リス ト を 董 
地 珠 各 国 が 状況 を 報道 する 中 、 ユニ ウス セブ 
ミネ ル バ も 地 加 に 降下 し つつ 破砕 作業 を 続け た 
仙 の 失 久 が 大 気圧 に 突入 し た の だ っ た 


大 西洋 連 孝 や オー プ 
ミネ ルル では 地球 に 時 


賠 反 ブ ラン ト 気 運 の 高まり 


は. カガリ 代表 を 送り 届け る 
た め オー プ に 入港 。 その 頂 、 ユ ニウス セブ プン 落下 が コー ディ ネイ 
ター に よる テロ 行為 だ と 閑 道 され 、 地球 で は コー ディ ネイ ター に 
対す る 反 牙 と 対 プ ラン ト 戦 争 の 気運 が 高まっ て いた 。 これ を 受け 
た オー プ は 大 西洋 連 孝 と 歩 講 を 合わ せつ つ あ り 、 カガリ 代表 で も 
流れ を 変え る こと は で きず 。 その 技 、 地 球 側 は プラ ント に 受け 入 
れ 不 可能 な 要求 を 突き 付け 、 開戦 は 秒読み 段階 に 入っ た 


大 西光 寄り の セイ ラン 二 が を 持ち 
り リ 代表 の 縛 条 アア 


当 久 、 デ ュ ラ ンダ ル 議 長 は 披 吾 の 軽減 に 努め た が 、 
その 克 で は テロ リス ト と 繋が っ て いた と 見 られ る 

偵察 を 兼ね で ス セ プン の 戦闘 に 介入 し 
ファ ント ムペ イン は 、 ナリ スト と ザフト の 区 
て お ら ず 双方 を 攻撃 、 事態 を 混乱 きせ た 


つい 


時 下 し て し まっ た 。 状 
況 は 地球 各国 で も 報道 され て いる 


還 地球 へ の 破片 落着 
大 気 国 で 思え だ き な が た =- 
ブン の 破片 が 地球 各地 へ と 落 落 、 基 
大 が 寝 書 が 発生 し た 。 これ を 受け た プ 
ラン ト は ザフト を 泌 遣 し 、 教 共 活 動 に 
あたっ た 。 し か し 、 尋 人 が コー ディ ネイ 
ター で ある こと を 無 ん だ ロゴ ス は 、 対 ブ 
ラン ト 埋 争 計画 を 員 休 化し た 


Niustration by AKIO UNUMA 
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大 気 圏 突入 用 装備 
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難 謀 アフ タイ オン ・ プ ロジ ェクト 
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機動 戦士 ガン ダム SEED C.E. 


WORLD BUIDE 


第 1 央 CAT-X シ 
強化 改造 計画 


「 ア タタ イオ ン ・ ブ ロジ ェクト ] と は 、 アク タイ オン イン 
ダス トリ ー 社 を リー ダー カン バニ ー と する 企業 チー ム 
に よっ て 実施 きれ た 、 弟 1 期 GAT- ペ シリ ー ズ の 強化 
改造 計画 を 指す 。 本 計画 は 、 ファ ント ムペ イ 地 
球 連合 軍 第 8] 独 立 機動 格 の 興 求 で 実施 され た 。 ス 
トラ イカ ー バ パッ ク 対 応 機 105 スト ライ ク の 発 
展 型 で ある GAT-N105E スト ライ ク E、 ス テル ス 機 
GAT-X207 プリ ッ ツ の 器 化 改造 弄 に あたる GAT- 
X207SR ネロ プリ ッ ツ な ど が 、 ア クタ イオ ン ・ プ ロジ ェ ク 
ト で 開発 され た 機体 と し て 知ら れる 

アク タイ オン ・ プ ブロ ジェ クト が 実施 され た 背 量 
は 、 ユ ニウス 条約 に よる ニュ ニトロ ンジ ャ マー キャ ン セ 
横 動 力 機 の 開発 を 
、 ユ ニウス 条約 に 
て それ が 困難 に な る と 、 通 常 動力 機 の 配備 に 動 
いた 。 この 茶 、 フ ァ ン トム ペイ ン は 地球 連合 OE 
部 隊 と 同 ヒ ダガー 系 明 産 仕様 機 を 主力 化す る . 


リー ズ の 


に 、 エ ー ス 専用 の ワン オフ カス タム 機 の 開発 を 決定 

エー ス 専 用 機 の 開発 ベー ス と きれ た MS が 、 5 機 の 
第 1 期 GAT-X シ リー ズ で ある 。 スト ライ ク を は じ め と する 
第 1 期 GAT ペ シリ ー ズ は 、CE.70 一 71 の 戦争 に お いで 
最強 タラ ス の 通常 動力 “が 、 ザ フト 機 の 高 
性 能 化 は 著しく 、 第 1 期 GAT-X シ リー ズ で あっ て も 通用 
し な く な る の は 時 間 の 問題 で あっ た (実際 、 キラ ・ ヤ マ 
ト が 搭乗 する スト ライ クル ー ジ ュ で あっ て も 、 ザ フト の 新 
主力 機 ZGMF-1000 ザク ウォ ー リ アテ や ZGMF-2000 
グフ イグ ナイ テッ ド に は 苦戦 を 強い られ た ) 

そこ で アク タイ オン ・ イ ンダ スト リー 社 を は じ め と す 
る 企業 チー ム は 、 過 去 の 運用 デー タ 、 第 1 期 GAT-X 
シリ ー ズ 再生 機 に よる 模擬 戦 や 実戦 を 通じ た 収集 

ー タ を 反 喘 し つつ 、VPS 装 甲 な どの 新 技術 を 投 
入 す る こと で ファ ント ムペ イン 用 の 新型 機 を 開発 す 
る 。 結果 、 誕 生 し た の が スト ライ クタ E や GAT-X1022 
プル デュ エル 、GAT-N103AP ヴェ ル デ パス ター と 
いっ た 強化 改造 機 で あり 、 プ ルー コス モス の 関連 
施 成 き され た 特殊 訓練 兵 が 搭乗 する こと で 、 
C.E73~74 の 戦争 に お いて も トッ プク ラス の 通常 動 
力 機 と し て 活躍 し た 。 

な お 、 本 計画 で 中 心 的 役割 を 演じ た アク タイ オン ・ 


本 09 sr D3n 


MS Development History in C.E 
コズミック ・ イ ラ の MS 賠 発 史 


イン ダス トリ ー 社 は 、 元々 、 地球 連合 軍 と ザフト の 及 方 
に 軍用 車 帽 を 納入 する 軍事 企業 だ - CE71 に は 
MS 開発 に 参入 し て お り 、 ザ フト 向け >) 
ト を 試作 し た ほか 、 ユ ー ラ シア 連邦 と 協同 


ゲル フ 
で CA (2、3) /3 ハイ ベリ オン を 完成 させ て いる 。 


し か し 、 いずれ も 不 採 用 に 終わ り 、 企業 規模 を 縮小 。 
以後 は アク タイ オン ・ プ ロジ ェクト の 実施 、 ハ イベ リオ ン 
の 論戦 用 量産 試作 機 CAT1-XGI(2)/12 ハイ ベリ オ 
ン G の 開発 な ど を 手掛け る こと と な っ た . 

(カイ ム ・ ア ッ パ CE75) 


関連 ファ イル 

GAT-X105E スト ライ SGO1.03 遼 
Arxio22 プル ーー 倍 G4 | 
GAT0SAA AGS 1.187 箇 
で 所 の ガン タム SEED O319 


テ 


PS) 株 中 


JEPREWEW 


枯 の 中 で 実 厳 し た MAS を 裕 
た 。 パイロット は 特 多 


Mtration by JUN WADA 


PT 


EED CE 73 


MS 運用 理論 


」 の 強化 改造 計画 計画 で 完成 し た 強化 改造 機 


ファ ント ムペ イン の 要求 に より 実施 され た 、 第 1 期 GAT.X 第 1 期 GAT-X シ リー ズ の 再生 機 (OS 以外 、 原 型 機 を 忠実 
ー ズ の 強化 改造 計画 が 「 ア クタ イオ ン ・ プ ロジ ェクト ] に 再現 し た MS) に よる 模擬 戦 、 実戦 通用 を 経て 、 アク タイ オ 
で ある 。 エー ス 専 用 の ワン オフ カス タム 機 を 目指 し て いた た ン ・ プ ロジ ェクト の 強化 改造 機 が 謀 生 し た 。 計 5 機 種 が 開発 
イオ ン ・ プ ロジ ェ ク 
イン が 折 人 。 異人 


め 、 ダ ガー 系 量産 仕様 機 で は な く 、 高 性 能 か つ 達 用 デー タ され た 強化 改造 機 は 、 それ ぞ れ が 康 型 機 の 設計 思想 や 長所 
を 受け 継ぎ つつ 


完成 し た 


の 条 化 作 様 の は ほとん 
より 高度 な 戦闘 能力 を 実現 し て いる な 


る 泊 成 部 隊 で 基 用 され る 例 が か 


が 充実 し て いた 第 1 期 GAT-X シ リー ズ が 原型 柚 と され た 


GATX105. 
スト ライ ク ガ ンダ ム 


ユニ ウス 和 約 に より 析 動 カ MS の 開発 が 画 要 に な っ た た め . 導 全力 億 の 
舎人 計 本 を 拓 施 。 誠 昌 欄 に 所 ば れ た の は 人 軍 衝 交 の [IX 


強化 改造 方 針 


第 1 期 GAT-X シ リー ズ は 、 ユ ニウス 条約 締結 時 に お い 
て も 最強 クラ ス の 通常 動力 MS だ っ た 。 だ が 、 ロ ー ル アウ ト 
か ら 1 年 以上 が 経過 し 、 関連 技術 が ザフト や オー ブ に 流出 
し た こと も あり 、 性 能 上 の 優位 性 は 失わ れつ つ あ っ た 。 そ 
こ で 各 機 の 特徴 を 活か し つつ 、 さらなる 強化 が 図ら れ た 


GAT-X105E 
スト ライ ク E( ル カス 械 ) 
VPS 革 申 ワー エク ステ 
ンダ ー. 人 の 制御 用 AT 
など 打電 し 、 大 橋 な 性 
向上 を 時 た し た 。 


GAT-X105E 

スト ライ クノ ワー ル ガ ン ダム 

新 間 発 の ノワ ー ル スト ライ カー を 装 

雷 し た 万 本 弄 坦 。 VPS 終 四 は スト 
書 化 し た 業 と な っ た . 


GAT-X105E 


イア ルソー ドラ ィ 2 


TDSTTT3 


弄 撃 力 ・ 防 御 力 ・ 機 動 
カ ・ パ パワ ー・ 虹 動 性 な ど を 
経 合 的 に 強化 する こと で 
戦闘 能力 を 大 幅 に 向上 き 
せ た 。 強化 改革 の 結果 
ザク ウォ ー リ ア を は じ め と す 
る ザフト の 新 主力 MS 以上 
の 高 性 態 を 実現 し て いる , 


強化 臣 の 一 理 と し て 、 各 
1 期 GAT-X シ リー ズ の ロー 
ルアウ ト 筐 に 実用 化 さ れ た 
新 半 術 を 導入 し た 。 新型 
PS 約 叩 の VPS 閑 甲 . ザ フト 


GAT-X10g 
デュ エル ガン ダム 


GAT-X1022 

ブル デュ エル 

ガン ダム 

本 増加 秩 備 の フォ ル テ 
スト ラ を 同定 装備 し た 人 
儲 。 放 凛 の みな ら ず 村 
重力 も 化 きれ て いる 。 


イク E ソワール ) の よう に 、 新 団 
個 び 作 加 され る 例 も あか っ た 


GAT-X207 


の MS 用 増加 閉 備 アサ リト ラル チラ 放 培 の ん 

シュ ラウド を 参考 に し た フォ ん ル 、 デュ ェ ル アサ ルト シュ ラウ ド の 

ル テ ス トラ な ど が 知ら れる 。 放 林 下 に ある MS で ある 、 GAT-X207SR 
ネロ ブリ ッ ツ 
栓 エン ジン と NN ジャ マー キャ 
ン セ ラー を 格 載 し 。 ミ ラー 

3mmmoss | ジュ a コロ を 用 

ナチ ュ ラル 用 0S の 未成 TS 

最大 き な エ ネル ギー 洒 邊 


旦 な ど . 策 1 期 GATX シ 
ズ に は いく つか の 間 題 点 が 
折 機 され る 。 アク タイ オン ・ プ 
ロジ ェ 條 で は 、 支 推 用 AI の 
改良 、VPS 装 甲 の 探 用 な ど 
で 問題 を 欠 決 し た 。 


MORE INFO! 


オー ブ 連 合 首長 国 
大 西洋 連 友 

オー プ は 、 ス ト 

し て 縮 途 し た の が 


和則 発 の 大 | 
を 作 載 し た 。 交 四 人 
も の 叉 に よる 6 


5 押 1 期 GAT-X シ 
予備 パー 


名 前 棒 雷 の ビー ムラ イフ ル に よ 
り . 面 模 の 近 失 恒 肖 力 不 
を 便 っ た ヴェ ル デ バ スタ ー。 


ライ ブラリ アン 
証 の 情報 収集 組織 「 ラ イブ ラ 
カ や 性 造機 を 装備 し て ちり 、 そ の 中 
の 栓 自 改 計 南 も 存在 。 多く が ス 


既存 の MS の レフ 
は 条 1 期 GAT-X 


を 保有 


GAT.X103 
パス ター ガン ダム 


X103AP 

デバ スタ ー 
ダム 

パス ター の 半身 カ を 残 


GAT 


& 


ロッ ソイ ー ジ ス 


他 の 強化 型 GAT-X シ リー ズ 


フジ ヤマ 社 


wa + 


92.26 


機動 戦士 ガン ダム 逆 組 の シャ ア 


ル 
次 ネオ ・ ジ オン 戦争 後 の U.C,0090.03、 
導 新 1、 ネ オ ・ 
する 反 連 邦 武 装 勢力 と 交戦 し 続け 
大 佐 リー レイ 大 慰 けけ ー 


『 の 反乱 
要 な 役割 を 演じ た こ 
昇 情勢 が あっ か 


年 戦争 以来 


7 当時 の 世 
次 ネオ ・ ジ オン 戦争 の 終結 に 
C0080 年 代 後半 の 大 
、 閣 体 化し た は ず の ネオ 
プル を 坦 師 に 通 画 
、 ネ オー ジ ォ ン に 呼応 する 形 で エ 
了 か ら 離 反し た 反 連 攻 過 激 派 ) や NSP 
設 軍隊 静 成 組織 ) な どの 反 連 才 武 装 勢力 が 動 


\ 小 規模 戦闘 が 上 頼 発し た 。 え 
ジ ォ ン を 支援 し た の だ っ た 
ほ 央 と し て 、 地 球 連 
民政 府 の 地球 重視 政策 と コロ ニー に 対す る 纏 硬 次 
勢 が あ し か し 、 地球 連邦 政府 は 方 針 を 改め ず 、 
軍事 力 に よる 反 連 施 起 装 勢 力 の 摘発 ・ 鎖 圧 に 出 た 
と も 、 提 点 す ら 判 明 オ ・ ジ オン 
協力 組織 の 摘発 を 統一 的 に る の は 淫 【 
うし た 任務 は UC.008O 年 代 中 期 で あれ ば 
が 高く 、 フッ トワ ー ク が 軽い ティ ター ンズ が 揚 
ター ンズ は す 
記者 政府 と 軍 は 、 ネ オ ・ ジ オン や 旧 シ 
っ た 反 連 者 武装 勢力 に 対処 す 


ンズ ) べ き 部 隊 を 設立 する 


装 勢力 が 


隊 は 、 上 規模 や 権限 こそ か つて の ティ タダ 
の の 、 既存 の 軍 管 に 縛 : 


押し 


な )。 任 
手先 と 見 な き 
れる た め 、 * ー 

設立 当初 は 比較 的 小 規模 な 
"の 反乱 直前 に は 増強 が 図ら れ 、 以 後 は 教 立 機 
動 胃 隊 の 名 に 耶 じ な い 規 模 を 持つ . 


(ショ ウゥ ・ ト 


UC0110) 


関連 ファ イル 


RC93 リガ ンダ 


Fue rnemew 


Wustration by KONOMU SEKiY 


ロン ド ・ ベ ル 隊 の 概要 ーー ri 


ロン ド ・ ペ ル 隊 の 主任 務 は 、 ネオ ・ ジ オン 国防 族 の ジョ ン ・ パ ウ ア ー 講 員 に よる 支 
や | 旧 ジ オン 公国 軍 残 党 と いっ た 反 孝 武 援 や 、 ア ナハ イム クト ロニ 
装 勢力 の 接 索 ・ 授 討 で ある 。 地球 連邦 軍 吾 が り が ある ロン ド ・ ベ ル 隊 は 装備 


て 設立 され 、 宇 宙 稀 ! 


の 外 革 新 上 部 隊 と し まれ て いる 。 も っ と も 、 初期 に は が 
克 と MS 部 隊 を 捕 す る 。 任 季 は | 日 ティ ター ン 宇宙 艇 般 と MS を 装 ・ タ イプ MS の 配備 を 事実 
る も の で 、 高 度 な 独立 性 を 持ち 、 し 相 四 り 、 通 常 の 部 隊 で は 運用 困難 


宣 管 区 を 越え た 作戦 行動 も 可能 で ある ー 企 秀 麻 を 上 記 る し 付け られ た り も し て いる 


周辺 組織 と の 関係 箇 一 次 ネオ ・ ジ オン 理 争 後に 開発 され た 新 穫 


を 多く 保有 する 。 プラ イト が 指 舞 する 旗 能 ラ - 
ロン ド ・ ペ ル 隊 は ネオ ・ ジ オン (と ネオ ・ ジ 7 は 、 繁 に 第 13 独 立 郭 議 の 放散 と な っ た 
オン 残党 『 補 付き 」 ) を 主 敵 と する が 、 任務 
の 特性 上 、 一 般 の スペ ー ス ノイ ド か ら は い 『1 
い 感 情 を 持た れ て いな い 。 地球 連邦 内 で ネェ ル ・ ア ー ガ 
は ジョ ン ・ パ ウ ア ー 購 員 の よう な 有力 な 支援 A で] 
者 も いる が 、 地 球 連邦 政府 や 車 か ら は 重宝 用 きれ た 


が られ な が ら も 戚 まれ て も いる 
主 カ MS ほ は ジェ ガン で 、 以 前 の 主 カ 
未確認 。 [シャ ア の 

レイ 大 間 の 要 講 で リ ・ ガ 


ズ ィ と リガ ンダ ム を 配備 し た 


月 


\ 


大 届 が 秋本 設計 


所 属 和 兵 om 


任務 の 人 性質 上 、 エ リー ト 部 隊 と 思わ れ 
が ちな ロン ド ・ ペ ル 隊 だ が 、 所 属 将 兵 の 質 
に は パラ つき が ある 。 ブラ イト 大 佐 や アム 
ロ 大 昧 は 例外 と 言っ て いい 存在 だ っ た 


ま z 
可変 機 リ ゼル や 


司令 に は プラ イト ・ ノ ア 大 佐 
不 任 。 ブラ イト 大 佐 の 参加 
U.C.0092 末 の 増強 時 の こ 
(に も 立っ た 。 隊員 


ら の 信 額 は 極め て 高かっ た 


前 隊 の 拡大 に 伴い 交 艇 が 増加 し た た め 、 北 長 
クラ ス の 衝 校 も 増え た 。 挨 長 が 前 來 で の 作戦 指 控 
を 琶 任 し 、 制 長 ( 出 族 長 ) が 補佐 する 例 が 多かっ た . 


0090.03、 反 達者 武装 勢力 の 控 ( 
月 21 日 、 既存 の 


反乱 」 で アム ロ 大 肝 以 下 あ く の バ パイロット ア 給 《 


示 放 選 、 寺 死な っ た 。 その 後 、 人 員 の 本 充 が 行 
充分 な 数 の パイ ロッ ト が 所 攻 . 
ず 


れ 、UC.0096 時 に 
用 し て し まっ た 例 も ある 


っ U.C.0093.03、 ネオ 
化 作 香 を 実 放 
動き 、 アク シズ の 地球 落下 


艦船 を 基本 単位 と する 部 職 で も る た め 
答 術 料 や 機関 科 の 要員 . メカ ニ 
が 参加 。 任務 に よっ て は 人 部隊 


機動 新 世紀 ガン ダム X 


LUI EE (1 0 er Oh 


A battle in the SUN ANGEL suburbs 
A.W.0015 


旧 連 邦 の 動力 施設 の 収奪 に 向かっ た ガロ ー ド フリ ー デ アン は 、 ガ ンダ ム 
た が 、MS 畔 の 末 、 動 力 施 設 が 爆発 。 が ロー ト X の 不在 ゆえ に 危機 に 障 で ある 
。 に や い 自身 は 無事 だ < 牙 助 に 出 た 結果 、 サン ェ ロ 市 
存 有 下 在 が 呼ん だ 危機 6 8 6 ao 5 2 4 
9 装備 の M 数 保 
味 の 攻撃 に より 、 大 規模 な 礎 栖 火 
X の 存在 > ト 火 が 発生 する 中 、 
の 次 取 を 狙っ て + コッ ト ・ 状況 に 置か れる 。 こ 
の は 、 ガロ ー ド の 複 ! 
に 。 し か し 、 特 珠 な 感知 能力 を 持 
5、 ) 居 住地 を 特定 
保護 活動 は 行き 詰まっ た 


関連 ファ イル 


存在 が 、 フ リー テ 
専属 MS 乗り と て 事態 は ガロ ー ド の : 


7 リー デン は 危 陣 


ut pnevew 


ト 兄 第 は nit 


『 ち 切れ な 
得意 の 単 腹 行動 て ル は ザコ ッ ト 


新た な 問題 を 引き 


al Effect by SHIN INOIE Ba 


サン ・ ア > 


ェ ロ 近郊 の 戦闘 で は 、 ザコ ッ ト 一 味 と に 結ん で いた 。 ザコ ッ ト 一 味 に 協力 し て いた 


ん フロ スト 兄弟 が フリ ー デ ン を 興 撃 し た 。 ザコ ッ ト 一 味 エル は 、 自分 を 拒ん だ ガロ ー ド ・ ラ ン へ の 報 復 (と 改 
は ガン ダム X の 誘導 と 謎 靖 が 目的 で 、 フ ロス ト 兄 弟 は 。 め て の 動 講 ) の た め 、 フ ロス ト 兄 弟 は アル タネ イ テ ィ ヴ 
J 彼ら の 計画 の 一 環 と し て の 行動 だ っ た .。 


社 組 撃 事 件 で の 失敗 敗北 に 雷 情 する た め 、 ガ ン 


し か し 、 押 持 を 抜き に し た 引 恨 も 、 フリ ー デ ン 組 敵 ダム X と の 戦い を 望ん だ の で ある 


較 ガロ ー ド 、 フ リー 
の 負 伺 が 自身 の 独 戸 再 f 


ft. MS 
ン は ロア ビィ と 青 夏 約 を 結ん で 


不 注意 から クル ー を 貸借 させ 
は 、 そ の 責任 感 か ら 単 多 で 旧 較 邦 の 動 
力 施 設 の ハン ト を R 


GT-geoo 


園 フリ ー デ ン 

ザコ ッ ト 一 味 の 責 撃 を 受け る 

ザコ ッ ト ー 味 か ら 金 境 を 取り 房 し た ウィ 

全 湾 。 これ に より フリ ー デ ン 

\ は ふた り の MS 還 り と 2 機 の ガン ダム が 所 生生 2 
= と この 0 記 X5S0o 
ドリ エス テ 給 2 HM HNC 
EL 


fpr.e800 


ustration py AKIO UNUMA 


を 去る 。 


し ば 一 命 を 取り 劉 め た 。 し か し 、 狂 匠 専行 が ジャ ミル の 仙 
が っ た こと 、 サラ の 叱責 、 ティ ファ に 拒絶 され た (と 思い 込 


電 当 孝 の 動力 施設 を ハン ト し 、 爆発 させ た 
接 艇 、 ガン ダム X の 審 取 に 画業 し た 。 その 頃 、 プリ ー デ ン は | 旧 連 
邦 の 工場 を 探 生 す る が 、 ガロ ー ド の 不 注意 か ら ク ルー を 負 価 させ な ど が 原因 で 、 ガロ ー ド は ガン ダム X と 共に フリ ー デ ン を 
て し まう 。 次 任 を 感じ た ガロ ー ド は 、 フリ ー デ ン が サン ・ ア ンジ ェ ロ MS 乗り の 欠員 を 受け た フリ ー デ ン は 、 ロア ビィ と の 再 契 
か う 中 、 電 狐 で 旧 連 邦 の 鼓 力 施設 か ら の 収 夫 を 試み た 。 だ 約 を 決定 。 ウ ィ ッ ツ は 動力 施設 電 例 の 余 流 で . 婦 し て いた 全 境 を 
が 、 エニ ル の 抽 還 を 受け 動力 施 設 が 旭 発 。 カロ ー ド は 動 。 ザコ ッ ト 一 味 に 発見 され て し まっ た 。 サン ・ ア ンジ ェ ロ に 碧 基 し た 
か っ た が 、 教 助 に 向かっ た ジャ ミル が 業 係 を 負っ た ガロ ー ド は 、 ガン ダム X を 剖 売 に か けた 


移動 能力 と 
四 用 だ っ た 


エス テ 野 水 障 間 用 克 
ソン の 反動 章 用 し て 攻 直参 。 カロ ー ド を 4 
サラ の 不買 を 買っ た 


fF. KE 


も 1 
殺生 が こ 


a 


フロ スト 兄弟 の 支援 に より . ザコ ッ ト 一 昧 か ら 信夫 を 取り 戻し て ザコ ッ ト 一 味 が 発生 させ た 立 林 火災 に より 、 フリ 
脱出 し た ウィ ッ ツ が 、 例 境 を 捕 ける た め フリ ー デ ン と 合 演 。 これ を 断 た れ た 。 ウィ ッ ツ と ロア ビィ の 宝 震 、 ガ ロー ド の 衣 週 
より フリ ー デ ン は 、 ロア ビィ 機 を 含め て ガン ダム 2 析 を 哲 え る こと と も 戦局 は 好転 せ ず . フ ロス ト 兄 弟 の 参 凌 に より 事 能 は 混乱 。 さら 
な っ た 。 一 方 。 エニ ル か 5 ら 協力 を 申し 出 られ た ガロ ー ド は 、 フ リー に. 火災 を 選 け る た め に フリ ー デ ン が 向かっ た 閉 に は 。 ザコ ッ ト の 
デン へ の 未練 も あっ て これ を 拒否 し て いる 。 ガロ ー ド を 逆 島 み し 弓 攻 が 待ち 構え て いた 。 総体 絶命 の 念 機 に 除 っ た フリ ー デ ン だ 
た エニ ル は 、 ザ コッ ト 一 味 と 共に フリ ー デ ン を 調 撃 。 フロ スト 兄弟 が 、 サ テラ イト キャ ノン の マイ クロ ! を 利用 し た 水 基 気 間 発 
に も 明 わ れ た フリ ー デ ン は 、 危機 に 則っ た で ザコ ッ ト 族 を 撃破 。 走 科 の 時 雨 で 火災 も 針 ま っ た 


球 の 得策 を 受け た ウィ ッ ツ だ が 、 フロ スト 完 弟 の 介入 で 解 
ト 兄 状 は 、 大 曽 の た め ガ ロー ド を 計測 そ うと し て いた 


夫人 を 水 基 近 発 を 
生き し て いる 


wa っ 93.22 


MS 
運用 理論 


93.23 
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WORLD GUIDE 


| F( フ ラッ 


胃 連 閉 の ニュ ー タ イプ 用 
戦闘 シス テム 


フラ ッシュ シス テム (以下 F ド シス テム ) と は 、 旧 連邦 
軍 の ニュ ー タ イプ 用 戦闘 シス テム で ある 。 MS へ の 
載 が 確認 され て お り 、 ビッ ト MS の 操作 、 サテ ライ ト 
シス テム へ の 機体 登録 な ど に 用 いら れる 。 

ド シ ステ ム が 開発 きれ た 背景 に は 、 第 7 次 宇宙 戦 
谷 の 玉 化 、 旧 連邦 軍 に よる ニュ ー タ イブ の 戦力 化 方 
針 が あっ た と 考え られ る 。 

スペ ー ス コロ ニー( ク ラウ ド 9) の 独立 運動 に 寺 を 多 
し た 第 7 次 字 宙 戦争 は 、 旧 連作 軍 と 旧 革命 軍 
が 衝突 する 形 で 激化 し た 。 この 中 で 「 ニ ュー タイ プ ]」 
と 呼ば れる 特 珠 能力 者 の 存在 が クロ ー ズ アッ プ き れ 、 
旧 連 邦 軍 と 旧 字 宙 革 命 軍 の 邊 方 が 戦力 化し て い 
る 。 ニュ ー タ イプ 能力 の 表れ 方 は 様々 だ が 、 短期 的 
な 予知 能力 や 優れ た 次 則 把握 能力 を 持ち 、MS や 
MA の パイ ロッ ト と し て 特に 優秀 だ っ た の で ある 

し か し 、 一 般 パ イロ ッ ト 川 の 機動 兵器 で は 、 
タイ プ の 能力 を 発揮 し 切れ な い 。 そこ で 各 勢 力 の 


シ ユ ュ ) シ ステ ム 


ニュ ー タ イプ 研究 機関 は 、 ニ ュー タイ プ そ の も の の 
研究 だ け で は な く 、 ニ ュー タイ プ の 能力 を 最大 限 に 
引き 出す 戦闘 シス テム の 研究 開発 を 実施 し た 。 
この 中 で 、 旧 連邦 軍 が 生み 出し た 技術 が F ド シス テ 
ム で ある 。 ド シ ス テム の 機能 は 、 ふ た つ に 大 別 で きる 。 
ひと つ は ビ ピット MS の 操作 で ある 。 ビッ ト MS と は ド シ 
ステ ム を 介し て 遠隔 制 卿 され る 無人 MIS で 、 
イプ の 精神 濾 の み で 完全 割 御 可能 : 
ム 搭 載 MS と 複数 の ビッ ト MS が あれ ば 、 ニ ュー タイ プ 
ひと り で 中 隊 規 模 以 上 の MS 部 隊 を 制御 で きる の だ 。 
も う ひ と つの 機能 は 、 サ テラ イト シス テム へ の 機体 
登録 で ある 。 サテ ライ トシ ステ ム は 、 月 面 の マイ クロ 
ウェ ー ブ 送 信 施 設 か ら の 受信 を 可能 と する 、 高 出力 
エネ ルギー 供給 シス テム と し て 知ら れる (これ に よっ 
て 揚 ら れ た 肝 大 な エネ ルギー を 利用 し た の が 、 コ ロ 
も 一 繋 で 破壊 する サテ ライ トキ ャ ノン で ある ) 。 
だ し 、 ニ ュー タイ プ が 必要 な の は 「 機 体 登 録 」 の 
時 の み で あり 、 以後 は 非 ニ ュー タイ プ が 扱っ て も マイ 
クロ ウェ ー ブ 送 電 は 受け られ る 。 また 、 マ イク ロウ ェ ー 
プ 受 信 能 力 を 持つ ビッ ト MIS へ の 送電 も 可能 と する 。 
この ド シ ス テム を 搭載 する 機体 が 、 旧 連邦 軍 最 
強 の MS シリ ー ズ 「 ガ ンダ ム 」 だ っ た 。 中 で も サテ ライ 


LX neD3 sr TA 


トキ ャ ノン を 装備 する ガン ダム X (と 政府 再建 委員 会 
開発 の ガン ダム DX) は 、 ド シ ス テム の 機能 を 最大 限 
に 医用 可能 な 「 決 戦 兵 器 」 と し て 知ら れ て いる 。 

た だ し 、 あ ら ゆ る ニュ ー タ イプ が F ド システム を 使用 
で きる わけ で は な い 。 旧 連 邦 軍 の ニュ ー タ イプ 研究 


機関 で は 、F シ ステ ム を 起動 で き な い ニ ュー タイ ブ を 
「 カ テ ゴ リ ーF」 と し て 区 分 し 、 軽 損 ま た は 冷 周 す る 
傾向 に あっ た 。 これ は 新 連 邦 時 代 も 同様 で ある 。 
(エド ウィ ン ・ レ ビー A.W.0021) 
関連 ファ イル 
GX 9900 ガン ダム X xQ10i WW 
GX.9901.DX ガン ダム DX X.O1-03 午 
ティ ファ ・ ア ディ ー ル X0202 本 
舌 7 信 宇宙 埋 争 と 地球 国 の > 得 魔 XQ301 
AW の ダム XS13 
DOME X0327 半 


到 交 天 難 争 に は 、 入 


決 二 半 と し て . 大 まな 電 を 
M1 


げた 。 また 、 三 載 き れ な か 
全 は 戦後 も 宮 用 され で いる 。 


Mustration by TAKUYA IO 


F シ ステ ム 搭 載 機 と ピット MS 


F シ ステ ム は 旧 連 邦 宣 が 開発 し た 技術 
で あり 、 そ の 搭載 機 は 旧 連 邦 ま た は 新 連 邦 
(政府 再建 要員 会 ) の MS に 限ら れる 。 F 
シス テム を 介し て 制御 され る ピッ ト MS は 、 シ 
ステ ム 搭 載 機 を 原型 と し た 機体 が 多い 


旧 運 者 の ニュ ー タ イプ 用 戦闘 シス テム 
が 、F (フラ ッシュ ) シス テム で ある 。 旧 連 邦 
軍 最強 と し て 知ら れる ガン ダム ・ タ イプ MS 
や その 系列 機 に 槍 載 され た 。 突出 し た ス 
ペッ ク を 謗 る ガン ダム 、F シ ステ ム 、 ニュ ー タ 
イプ パイ ロッ ト の 組み 合わ せ は 、 圧 倒 的 凌 
同 能 力 を 示し た の だ っ た 


2 種類 の 機能 
F シ ステ ム の 機能 は 、 ふ た つが 知ら れ 
て いる 。 サテ ライ トシ ステ ム へ の 機体 登録 


{サテ ライ トシ ステ ム の 起動 ) と 、 ビ ッ ト MS 
の 依 司 操作 が それ で ある 。 それ ぞ れ が 高度 | 
な 戦 敵 力 を 有する シス テム で ある 菅 中 丘 療 載 の 到 用 すら 可能 た な る 、 


F シ ステ ム 絡 載 MS に 乗っ た ニュ ー タ イプ は . 
束 抑 作 可 能 


F シ ステ ム を 介し 、 ニ ュー タイ ブ の 精神 衝 で 
條 呈 制 御 さ れる 無人 MS。 G ビ ッ ト と も 呼 
る 。 ガン ダム を 基 に し た 機体 が は と ん と 
や 機動 性 を 含む 人 性能 


トピ ビット の ょ うに 


サテ ライ トキ ャ ノン を 発射 する に は 、 サ テラ イト シス テム へ の 登録 、 月 面 施 設 か ら の (スー 


バー) マイ クロ プ 受 信 と チャ ー ジ 、 発射 と いう プロ セス が 必要 で ある 。 一 度 シス テム に 
登録 する と . 次 回 以降 は 登録 不要 で 、 非 ニ ュー タイ ブ で も 使用 可能 と な る , 


旧 宇 宙 革 命 軍 の NT 専用 機 


旧 連 邦 軍 が F シ ステ ム を 開発 する 一 方 
で 、 旧 宇宙 革命 車 タイ ブ 専 用 機 
動 兵 器 を 開発 し て いた 。 性 能 上 は ガン ダ ヴ 
ム に 比肩 する 高 性 能 機 ば か り だ が 、 ピ ッ ト ココ ニー 生 と し 人 回 や ライ ラッ ク 人 直 
MS や サテ ライ トシ ステ ム に は 対応 し な い 。 する 重大 作戦 へ の 栓 入室 施 また 


特殊 な ニ 
カ を 与え られ た 人 工 


a -¥ ン ラ ィ イデ 93-24 


(sm) ne03 mM 


、 に プー 
BREAKING NEWS (IN 
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J C.E.71 の 世界 World Scene of C.E 


も 存在 し た 。 戦争 来期 に は 、 地 球 の 
こ 統一 を 目指 す 地 球 連合 が 、 強 引 な 手法 で 
ザフト は MS > ’ 置き 、 地球 の 勢力 図 は 激変 し 
合 軍 に 対抗 し 、 地 球 き 町 は プラ ント が 圧 価 的 に 優勢 
戦時 、 地球 連合 軍 は 大 規模 な 
CE71、 地 球 岡 は 地球 連合 と る 戦 は 、 着 状 、 ザフト と の 左 重 な る 戦 | 
各地 で 大 小 様々 な 戦闘 が 発生 。 これ ント 
『 散 布 し 7 71.09 の 状態 は 終戦 間際 ま 
原子 力 発電 が 使用 不可 能 に な て 見 る は コ フー コー・ デ ルカ か 
に 見 角 わ れ 、 ト 
進 派 の 計 
前 最 造反 と 関連 ファ イル 
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CE70.0207、 理 事 国 f 
代わ る 国際 組織 と し て 地球 


リカ 合衆国 、 地 球 連 合 軍 と ザフト が 争奪 
戦 を 縄 り 広げ た 者 アフ リカ 統一 機構 の よ 『 必 が 


WORLD GUNDE 


C.E.71 の 世界 情報 


PFTTPTITTRZPRPTTT 
USILIC Co Phi 
で 

rT ET Tt RR 


rrr rr 
rr 


性 電電 ガ ンダ ム SEED 


CE70 以 前 の 戦闘 

で 破壊 、 放 棄 さ れ た 施設 も 残骸 や 史跡 と し て 

\ る も の は 記し た 地 衛 晶 放 
いな い 施 設 は 未 記述 


要 要 。 舌 一 次 ヤキ ン ド 
PhCT 電 すす 1 た 
宣 午 和 ま に 導 姜 さ きれ た 
た 


グリ マル ディ クレ ー タ ー 
ツリ マル ディ 電線 の 


出し 


コズミック ・ イ ラ ガイ ド : C.E.71 の 世界 


失わ れ 、 し 4 コロ. 


戦争 末期 


機動 戦士 ガン ダム 


WORLD GUIDE ーー 了 nm _ _ 4 LU j 本 09 mM 


生計 マリ ア 主 義 の 台頭 と 
リガ ・ ミ リティ ア の 結 


MM 


学 笛 戦 国 時 代 と 


ザン スカ ー ル 戦争 へ の 道 


ULC.0140 年 代 、 サイ ド 2 の コロ ニー (アメ リア ) で は 
ガチ 人 和伸 と いう 政党 が 腺 進 し た 。 平和 主義 的 な マリ ア 
義 を 掲げ な が ら も 玉 : 怖 雅治 を 布 いた ガチ 党 は 、 皮 

こ ( ア メリ ア ) の 政権 与党 と な り 、U.C.0149 に は マ 
リア 主義 国家 ザン スカ ー ル 癌 国 の 建国 を 宣言 。 そし 
て UC0152.10、 4 ッ ト を 

きせ た こと で 、 ザン スカ ー ル 戦争 が 本 格 


うし た 歴 喝 的 流れ の 背景 に は 、 コス モ ・ パ ピロ 
ニア 建国 以後 の 地球 連邦 外 府 の 無策 、 コロ ニー 主 
義 の 吾 頭 、 そ し て 宇宙 戦国 時 代 の 到来 が あっ た 

た コス モ ・ バ ビ ロ ニ ア 建 国 戦争 


過ぎ ず 、 一 年 戦争 や グリ プス 戦役 の よう 
城 を 巻き 込ん だ 大 戦争 に は 事 
存 ビ を 懸け た 「 最 立 戦 争 」 な ど " 
それ に も か か わら ず 、 コ スモ ・ パ ピロ 


7 建国 戦争 は 
地球 隊 の 様相 を 一 変 さ せる 契機 と な っ た 。 地球 連邦 


政府 の 対応 が 、 お 粗末 か つ 無 資 任 だ っ た た めで ある 

コス モ ・ パ ビ ロ ニ ア 7 建国 戦争 の 勤 発 に 内 し て 、 地 
球 連 邦 政 府 は 事態 を 軽視 し 、 連邦 軍 の 派遣 も 運 古 
し た 。 これ に 危機 感 を 芝 え た 各 コ ロニ ー は 、 地 球 連 
孝 軍 駐 劉 部 隊 の 強化 と 有事 に お ける 月 面 艇 隊 投 入 
の 確約 を 連 施政 府 に 求め で いる 。 し か し 、 地球 連邦 


【 事 組織 が 、 無数 に 誕生 し た た めで ある , 

そ も 地球 連邦 政府 は これ を 黙殺 し 、 各 コロ 
ニー で は 自治 権 請求 運動 が 再燃 し て し まう 。 国民 
の 保護 と いう 国家 の 上 義 椅 を 地球 連邦 が 果たさ な い 
の 統治 を 拒否 する の は 当 括 の 成り 抹 き 
た 。 結果 、 各 コロ ニー を 国家 と 見 な す 「 コ ロニ ー 
義 」 が 、 ス ペー ス ノ イ ド の 主要 な 思想 と な っ て いく 

この 流れ を 加速 させ た の が 、 コ 間 の 対立 で 
靖 格差 や 住民 意識 の 隅 た りか ら 来 る 
間 の 対立 は 匠 化 し て お り 、 地 球 連 邦 政 府 
に 自衛 権 を 認め る に 至っ た 
自 商 権 の 承 各 を 拡大 解釈 する の 
国家 主義 の 浸透 も 
各 コ ロニ ー は 国家 と し て の 自治 権 を 行使 する 
ド る が 、 地 球 連邦 政府 を 黙殺 。 つい に は コ 
ー 同 土 が 軍事 衝突 する 宇宙 戦国 時 代 が 到来 
し た の で ある 

この 宇宙 戦国 時 代 に お いて 吾 珠 し た コロ ニー 国 
家 が ザン スカ ー ル 帝国 で あり 、 マ リア 主義 と 恐怖 政 
有 に よる 支配 、 そ し て 軍事 力 を 硝 最 に 強大 化し て アン ステ 
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NU KAME Color by YUKI ATSUMI (Wish) 2 Special Efiect by SHIN INOIE Backgound by ATELIER MUSA 


| 宇 軸 戦国 時 人 の 到来 / 時 代 の 到来 


コス モ ・ ニア 建国 戦争 は 、 地 球 
連邦 その も の の 羽 体 化 を 知ら し め た 。 結 
の 後 20 年 近く を か け て 、 コロ ニー ひ 
を 国 室 と する コロ ニー 主義 が 広まり 
戦国 時 代 が 到来 し た の だ 


行使 する 時 代 
と 衝 行 し た 


の 決起 を 人 小計 価 
し 、 朱 験 を 必 | 
の 不全 を 租 


地球 連邦 の カ が 三 え 、 コロ ニ 
が 評 傘 持 拠 する 宇宙 戦国 時 代 の 中 、 コロ 
ニー 国家 の ザン スカ ー ル 帝国 が サ 
イド 2 に 旗 生 [ サイ ド 2 の コロ ニー 国家 
の 中 で も 特に 強力 な 存在 で あっ た 


_ rks ms 


= 女 モ マリ ア ( ミウ ァ UZ) 
恒 


フォ ン セ ・ カ ガチ は 。 か つ 
| に 所 属し て いた 。 地 東園 に 放 財 する 
的 な も の 」 を 排除 し 、 人 類 を 再生 する た め 動き 出し た 


ULC.0146、 カ ガチ が 政治 的 直 本 集団 の 政治 結 
社 「 ガ が チ 覚 」 を 結成 。 翌年 、 ア メリ ア 政 庁 を 中 心 と し た 
基 松 申 事 件 に 開 し 、 首 現 グ ルー プ を 狼 剤 する な 
て 、 ガ チ 覚 は 加 達 度 的 に 座 進 政権 与党 と な 


実現 に よる 平 
カ ガ チ の 接 郊 を 生 け た 
沈 の 思想 面 を 
主義 を 愛 容 し た 


U.C.0149, アメ 
団 を 定 言 。 女王 マ ! 


コロ ニー は ザン スカ 


法 は カチ 党 前 相 は カ ガ チ だ っ た 
リア 主義 を 両 内 と し た 軍国 主義 的 国家 で あっ た 


建国 を 宣言 し た ザン スカ ー ル 帝国 は 、 サイ ド 2 の 地 
理 運 邦 事 駐 入 部 障 や サナ リィ の サイ ド 2 支 

国生 に あたる ペ ベスパ を 組織 し た 。 ペ . 
ょ 四 必 か ら も 勤 集 ・ 徐 用 され て いる 


リガ ・ ミ リティ ア の 結成 
落 怖 政治 を 布 く ガ チ 党 の 躍進 愛工 
た 民間 の 有志 や 地球 連邦 車 の 一 部 ら は 
民間 軍事 組織 リガ ・ ミ 
スパ と の 戦闘 を 直 
新型 MS の 開発 を 進め て いっ た 


ギロチン を 用 いた 私 性 政党 
沈 は 、 少な く な い 人 々 の 危機 
織 「 神 事 同 吾 」 の メ > 
ア 出 身 者 を 中 心 に 反 ガ チ 沈 運動 に 動い た 


で すす すす 1 


アメ リア ・ コ ロニ ー を 和牛 耳 る ガチ 発 を 軍事 カ 
すべ <. 神 加 同 副 は 実戦 的 な 引 織 り 
軍事 同 震 こと り ガ ・ ミ リティ ア が 結成 され た 。 民 
みな ら ず 、 連 孝 軍人 や 政府 関係 者 の 参加 も あ 


1 1 
BRL 


1 
ザン スカ ー ル 帝国 の 樹立 と 重 武 寺 化 に 対処 する に と 
た め 、 地 球 邦 軍 の 主力 MS 以上 の 高 性 能 MS a 


た リガ ・ ミ リティ ア は 
プロ ジェ クト 「V (ヴィ 


UC.0149、 独自 の M 
画 ] を 発動 し た 


5 開 人 次 


寺 。 半 時 、 和 人 


ザン スカ ー ル 戦争 の 勃発 


地球 園 レ ベル で の マリ ア 主 義 的 価値 と の で 
観 の 肖 透 、 そ れ を 実現 する た め の 非 マリ ア TTY 
主義 勢力 の 打倒 な ど を 目的 に 、 ザ ンス カー 
国 は 宇宙 地球 の 双方 で 湯 閲 を 展 
ザン スカ ー ル 戦争 の 吉 発 で ある 


アメ リア の コロ 
帝国 は 、 サイ ド 2 き 制圧 す 
軍事 行動 を 起こ コロ ニー 本 は 憎 
同 し て 、 ザン スカ ー ル 帝国 に 対抗 し て いる 


a 94.20 


機動 戦士 ガン ダム 


MS Guide in U.C. 
字画 世紀 MS ガイ ド 


地球 連邦 軍 が 付け た 
他 細 織 の 型式 番号 


ジオ ン 帳 争 以 隆 の 地球 連 


リティ ア 、 ザ 
の 機動 氏 器 の 列 式 番 労 を 
【 の 型式 番 


動 兵 器 の 型式 番号 は 
ナン パー と 開発 拠点 を 示す 数 


郊 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 の 終結 
の 解体 に 伴っ て 、MSA ナ 
MSZ ナ ) 新 型 MS も ほぼ 見 られ な く な っ た 
時 、 特 株 機 を 除い て 、 地球 連邦 軍 の 機動 
兵器 の 型式 番号 は RN ナ と RGM ナ ン パ ー に 


派生 ・ 量 産 仁 
系 MS の 上 


が 採 


用 数 は 少な い 
UC0080O 年 代 中 期 一 ダリ プス 了 役 
型式 番号 の 基準 変更 
配備 が 続い た 機体 は 、 旧 米 の 型式 番号 の ま 
用 きれ た 。 その 改造 機 も 同様 で 、 旧来 の も の を 基 に 
し た 型式 番号 を 与え られ て いる 。 MSA-003 ネモ 、 
RY-160S パイ アラ ン ・ カ スタ ム な ど が 該当 する 
ャ ア の 反乱 ] が 純 結 し た 頃 か ら ! 
式 番号 も 増加 し た 。 汎用 MS の FD-03 グスタフ ・ カ ー 
ル に 見 られ る FD ナ ン パ ー、 サナ リィ の フォ ー ミ ュ ラ ・ 
こ に 与え られ た FF ナンバー が 有名 で 
後 共 組織 で ある ネオ ・ シ クジ 
スモ 貴族 主義 勢力 の 失 兵 タロ ス 


リー ズ 


の 新型 機動 兵 新 
た 型式 番号 が 与え られ で ネオ ・ ジ 


ン ガ ー ド の XM-06 ダ 
1 
] 軍 時 
新 


004 キュ ペレ イ 、 ク ロス ポー ン ・ 
ギ ・ イ ルス な ど が 知ら れる 。 特 
争 以前 の ネオ ・ ジ オン (アク シズ 
代 の MIS ナ ン パ 
た な 基 准 の 規 式 番 


第 一 次 ネオ ・ ジ オ 


(Ff) me09 sm985 


宜 的 i た 「 連 邦 軍 式 」 の も の 
で は 解説 し て いな い が 、 
PMX シ リー ズ も 地球 連邦 軍 が 付 し 
た )。 ネ ォ オン の 型式 番号 は 
ンズ の 同盟 の 際 に 付与 され た も 
は MMS ナ ン バ パー や MMT ナ ン / 
クロ スポ バン が ガード の 型式 番 5 
本 来 の 『 が 不明 で 、 地 球 連邦 

し た 順に 数 字 を 割り 振っ ? 見 られ る 
ォ ッ トー・ カ ハ UCQ154 


関連 ファ イル 


テム Fg1 F91.01 


M312V04 
n 


69) | 


ティ ター ンズ の 壊滅 や エゥーゴ の 解散 に 伴い 、 地 球 連邦 軍 は 再編 され た 。 こ の 中 
で 地球 連邦 宣 の 機動 兵器 の 型式 番号 は 、 分 式 に 差し 戻さ れる こと と な っ 


試作 MS を 示す 査 式 番 号 。 付与 法 遇 の 差し | 


し に より 、 著 字 都 分 は 開発 年 次 や 開発 ( 計 
策 続 を 示す も の と な っ た 。 開発 拠点 を 示す 数 字 RX-0 -0 
は 次 止 され た た め 、RX-104FF ペー ネロ ペー で も ーー ーー 一 
グラ ナダ で 開発 され た こと を 意味 し な い 、 
に [3 
リガ ンダ ム の RX.93 示説 和 
BRE a - ga 回 a 


だ っ た と 思わ れる 。 


ジム の 系 証 に 属す る MS を 表す 型式 番号 。 量 
産 住 欄 の 汎用 主 カ MS に 用 いら れる ケー ス が 箇 
い 、 数 字 卿 分 ( 了 発 番号 ) は 開発 年 次 . ま た は 究 
式 化 年 を 示す 例 が ほとん どの た め 、U.C.0100 年 ーー ーーーー 
代 以後 は 三 析 の 数 字 が 付 さ れ て いる 。 


se i 


第 一 次 キオ 


オン 戦争 後に 新設 され た 型式 
番号 で , Z ガ ンダ ム を は じ め と する 「Z 計 画 ] 系 MS 
か ら 泊 生 、 再 恋 喜 され た 量産 仕 四 機 を 示す 。 確 認 
きれ て いる 機体 は すべ て . 何ら か の 形 で 可変 機構 


を 代え る 。 似 た 可 式 番号 に RAS ナ ン バ ー が ある 。 
刻 員 OR 
地雷 
アガ ンダ ム の 再 設 計 性 生 稚 
栓 RGZ.91 リ - カ ズ ィ 4. 7 は 
生 座 性 を 草 複 し た 可 5 ‘Ge な 
WRGZ.95 リゼ ル 


が 放 当 。 生 状 数 は 
KON 


直政 し た ネオ ー ジ オン (アク シ 
ズ ) 弁 の MS を 、 地球 運 邦 軍 や 
アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 
が 改造 し た 機体 。 牧 字 部 分 は 
麻 質 機 の も の が 用 いら れる 。 


ARXO14 

シル ヴァ ・ バ レト 

アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 
社 に よる ドー ペン ・ ウ ルフ の 


空 才 可 恋 MAS i 
示 式 縮 用 され な か っ た AE 終 MS 


MSA ナ シバ ー| MSA129 


| ネオ ・ ジ ォ ン (ハマ ー ン ) 


旧 ジ オン 公国 軍 残 党 「 ア クシ ズ 」 時 代 、 そ し て ハマ ー ン ・ カ ー ン が 換 政 を 務め た 
時 代 の ネオ ・ ジ オン で 用 いら れ た 型式 番号 。 よく 知ら れる AMX ナ ン バ ー は 地球 連 
施 軍 偽 の 呼称 で あり 、 ネオ ・ ジ オン 内 で は MMT や NMIMS が 使用 され た 


AMX ナ ン バ 


れ た 際 、 地表 連邦 軍 は アク シズ の 機動 兵 凌 に 
「AMX」 と 3 桁 の 数 字 か ら 成 る 重 式 番号 を 付 し 
た 。 これ は 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 由 争 時 代 に も 用 い 
られ た 。 な お 、 旧 ジ オン 公国 軍 の MS の 改修 機 に 
は 、 | 旧来 と 同じ MS ナン バー が 与え られ た 。 


ティ ター ンズ と アク シズ の 協力 関係 が 柄 筑 さ | 


FID LI 
同和 を ホ す 。 全 4 
えば AMX-005 ガザ 
DEAMX103 ハシ 
マ ・ ハ ンマ で は 周作 
Pc 

MMT ナ ン バ ー こ MMS ナ AMA ナ ン バ 

アク シズ (ハマ ー ン 時 代 の ネオ ・ ジ オン ) アク シズ (ネオ ン ) 製 の MA に は . 

内 部 で は 、 自 生 の 新 工 MS に MMT ま た は AMA か ら 始ま る 型式 番号 が 与え られ た 

MMS か ら 公 ま る 短 式 番号 を 与え た 。 例え AMA に 続く の は 、1 析 3 本 の 数 字 、 ア ル 


ば 、 地球 連邦 軍 式 の 型式 番号 で は AMX- 
003 の ガザ C は アク シズ 内 で は MMT-1、 


ファ ベッ ト で ある 。 数 字 の 佑 数 は 機体 に よっ 
て 違う ほか 。、 ア ルフ ァ ペ ッ ト が 付く 位置 も 異 


AMX-007 の ガザ E は MMT-3 と な る 。 な る な ど 計 一 性 は な か っ た 
MT ナンパ ー ロ 可 AAMAX7 シャ 
本 MS に . MMS ナ ン AMAOOGR や 
バー は 大 可変 式 MS アー ル . AMA-100 ソ 
に ちえ られ た と 見 ら ディ アック 6 ど ハイ フ 
れる 。 MMT-1 こ と ガ 中 の 文才 に 赤 
ダ C が 知ら れる 。 fee 

ゃ *% ご 


第 一 次 ネオ ・ ジ ォ ン 戦争 後 、 シャ ア ・ ア ズ ナ ブル の 下 で 研 寺 され た ネオ ・ ジ オン で 
は 、 新 た な 型式 番号 の AMS ナ ン パ バー が 放 い られ た 。 た だ し 、 ニ ュー タイ プ 専 用 MS 
に は 旧 ジ オン 公国 軍 と 同じ MSN ナ ン パ バー を 与え られ た \-04 サザ ビー な ど ) 


ネオ ・ ジ オン の 新 主力 MS に 生え られ た 再 式 番 
号 。 ギラ ・ ド ー ガ の AMS-119 が 有名 で ある 。 ハ 
マー ン 時 代 の AMX ナ ン パ ー 模 と 同じ く 、 数 字 部 分 
の 上 一 桁 は 開 発 部 門 を 表し て お り 、 ギ ラー ドー ガ の | 
場合 、 AMX-100 系 列 と 同じ 開発 部 門 で 設計 され だ だ 
た こと が 理 多 で きる 。 た だ し 製造 は AE が 担当 し た 。 


AMS-000 


er 
ネオ ー ジ オン 狂 宣 
『 欠 付き 】 の AMS 


A ( 開 介 間 線 


通常 の MS の フォ ー マ ッ ト に 拘束 され な い ウ ルト 
ラ ハ イ エ ンド 機 に 与え られ た 型式 番号 。 ハマ ー シ 
時 代 の ニュ ー タ イプ 専用 巨大 MS NZ-000 クィ 
ン ・ マ ン サ で 初め て 用 いら れ 、 シャア 圭 代 に も 継 
承 さ れ た 。 3 桁 の 聞 発 番号 は 同じ 数 字 を 並べ る 
が 、 その 意味 に つい て は 判明 し て いな い 。 


区 別 な くら えら れ た 。 


94.22 


94.23 


園 サナ リィ (シリーズ) 


地球 連邦 軍 傘 下 の 技術 研究 機関 サナ リィ が 聞 発 し た MIS に は 、 新 規 の 型式 番 
号 の F ナ ン バ パー が 与え られ た 。 な お 、 ア ナハ イム ・ エ レク トロ ニク ス 社 の RXF ナ ン 
パー 機 は 、 サナ リィ の 技術 を 盗用 し て 試作 、 建造 し た MS で あっ た 。 


[po ニー 


サナ リィ が TF (フォ ー ミ ュ ラ ) 計画 に お いて 開 
発し た MS、 また は その 系 列 機 に は 、F と 数 字 2 衝 
か ら 成る 処 式 番号 を 付 し た 。「F」 は 「 フ ォ ー ミ ュ ラ 
=Fomula] の 豆 文 字 で ある と 共に 、 開 発 計画 で 
は 「 フ ァ イ タ ーーFighter」、 つ まり 次 期 主 力 MS と 
いう 電 図 も 込め られ て いた 


数 部分 の の 位 


シリ ー ズ な ら 主 格 
MMSLG る . 


次 天主 力 MS 試作 機 と し て 開発 され た F90 に は 26 種 類 の ミッ ショ ン パ ッ ク が 用 重 さ れ 、 装備 
番号 の 末尾 に アル ファ ベッ ト が 付与 され る 。 


ーー 
§ Bomberd oO 
Cm 
p Deswoy Go 
し ニー 
F Fe s Sunoort 7F70、F71 に 発禁 
a a 
し Hover u Up-WW 
ゞ Jacket Ww War bed 
ーー 
上 Lore raree Y Young star (F9ONo.3) 
" Waa | z zero (FoNo1 

| 

8 | タロ スポ ボーン ・ パ バン ガー ド 


プッ ホ ・ コ ン ツェ ルン 系 重工 乗 企業 で 開発 ・ 製 造 き され た クロ スポ ー ン ・ バ パン ガー ド 


の 機動 兵器 に は 、XM に 始ま る 型式 番号 が 付き され た 。 た だ し 、 ア クシ ズ の AMX ナ 
ン バ パー と 同じ く 地 球 連 邦 軍 に よる も の と きれ 、 本 来 の 型式 番号 は わか っ て いな い 。 


パン ガー ド の MS に 与え られ た 製 


式 番号 は 、 記 属 組 織 と 兵 剛 種別 を 表す XM | 
2 販 の 間 発 番号 か ら 成る スタ ンダ ー ド な も の で XM-00A 

旧 ジ オン 公団 式 や 地球 連 孝 軍 式 に 近い 。 バ ーー トコ 

リエ ーション を 表す アル ファ ペッ ト が 未 選 に 付く 上 

も 、 本 的 な 表示 方 法 で あっ た 。 


貸 事 用 MS も 理 用 に 
設計 周 胡 され て いる 
た め . 香 球 な 抽 式 和 
号 は 給 た な い 、 開発 
基 史 は 邦 還 が ' 
ST の 5 


| mg sm 


リガ ・ ミ リティ ア 


ザン スカ ー ル 帝国 に 対抗 する た め 軍 事 力 の 式 備 を 進め た 民間 軍事 組織 リガ ・ 
ミリ ティ ア は 、 サ ナリ ィ 系 の 技師 や アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 の 協力 の 下 、 独 
自 の MS を 開発 し た 。 その 型式 番号 は 、 それ まで に な い 独 特 の も の だ っ た 。 


リガ ・ ミ リティ ア の MS の 型式 番号 は 、 それ を 見 た だ け で 所 組織 や 機種 だ け で な く 、 合体 変形 弄 
か 舌 か 、 MS を 構 度 す る ユニ ッ ト 数 、 ジェ ネ レ ー タ ー や メイ ンス ラス タ ム の 描 載 数 まで も が 判別 
で きる 。 製 式 番号 が 重 他 的 な スペ ベック 表 に な っ て いる と 言っ て も いい だ ろう 。 


時 衝 LMooovoo 


「LM) 分 は リガ ・ ミ リティ ア の 中 ” し 
で 。 その 答 に 機 人 村 各 に 関す る | 

ES. MS の タイ プ (則竹 を 示す c 

鳥 字 や アル ファ ベッ トゲ 読 く 。 柏 タ = 
弘 か つ 乾 し い 記 可 方 式 で ある 。 L 


LM に 続く 3 析 の 数 字 は 、 左 か ら ユ 

ト 数 (これ が 2 以上 な ら V ガ ンダ ム コア ・ ラ ァ イ ター。 トッ プ ・ リ 

ム 、 トム" り ム が 合 人 し て 完 

で 放す る V ガ ンダ ム は 、 ユニ ッ ト 

2 extraFy 3) と な る 。 

ジェ ネ レー ター は コア ・ フ ァ イ 
ター に 捕 報 する 。 


ジ 系 は シン プル で 「111」、V ガ ンダ ム は 
「312」 と 宰 雑 で ある 。 


昌 式 番 号 末尾 の 3 文字 は 、 前 の 2 
文字 が MS の タイ プ (基本 的 な 本 、 
最後 の 1 文字 が 型式 ナン バー (パリ 

ョ ン ) を 表す 。 VO6 な 5V ガ ンダ 
ム へ キサ 、E02 な ら ガ ン イ ー ジ な ど 、 こ 
の 部分 を 見 れ ば 村 体 名 が わか る 。 


まく の 毅 式 番号 で は 島 字 人 
ンー リ 
イア の MS は 機 必 と 


TT 
REE AAE, 2 の 3 
ETTTSYT 


0 イー ジ ゼ ロ (ガン イー ジ 系 
w ヴィ クト リー ゼロ (V ガ ンダ ム 系 ) 
ヴィ クト リー2 (V2 系 ) 


た ィ ア の MS は 、 機体 本 来 の も の に 加え て 、 増加 装備 (付加 機能 ) の 
製 式 番号 を 記 達 する 場合 が ある 。 その 場合 、MS の 製 式 番号 と 増加 凌 備 の 型式 番号 を 「 二 で 黄 い 
で 表記 する 。 V ダ ッシュ ガン ダム の 「LM-312V04+SD-VB03A] が 代表 的 な も の で ある 。 


SD-VB00A 


用 衣 示 ( 表 介 
SD-VBQ3A の 場合 、「V ガ ンダ ム tute ジイ 
届 サ ポート デバ イス の 03 式 ブー ス 2 
ター 攻 還 製 } と な る 。 V2 アサ ルト や 
場合 MS の 琶 番 号 
末尾 の 宙 字 が 変更 きい る の み 。 


を な っ て いる 。 オー バー・ ハ ング ・ キ ャ ノ い ィ ア の MS 用 
ン を 備え る V ダ ッシュ ガン ダム 用 サポ ー まず MA は 
ト デ バ イス の 場合 、A= ア タッ ク (攻撃 
用 ) を 意味 する 。 他 に も B /C プ D が 
ある が 実装 例 は 知ら れ て いな い 。 


到 買 用 の 「Al だ っ た 。 


[ レコ ン (代用) 


2 


ペ ベスパ の 機動 兵器 の 型式 番号 は 、 旧来 の シン プル な も の に 近い が 、 兵器 種別 
と 使用 環境 を 必ず 記述 し て いる 。 ベス ァ 
と 、 字 宙 特 化 型 と 地上 特 化 凍 の 私 方 を 必 


型式 番号 の 「ZM」 は 「 ザ ンス カー ル 国 の 機動 兵 問 ) と いう 意味 が あり . ハ イフ ブン を 挟ん だ 1 立 字 目 
K 発 番号 、 最後 の 1 文字 が 使用 環境 を 素 | 3 
の 前 ) に T を 追加 する が 、 重 産 仕様 織 に は 何 も 付 け な い 


MORE INFO! 
オー ルズ モビ ル の 型式 番号 


動 


軍 相 を 本 


oc122 | OMS-00RF 


= し た MS。 穫 天 番 号 も 


MS 用 兵 装 の 型式 番号 


t 


状 に も 


ET UT 


[m120A5 
MMP-78 


a . + 94.24 


ン 


94.25 


機動 戦士 ガン ダム SEED 


WORLD GUIDE 


コー ディ ネイ ター の 
学 宙 固守 


ここ で は コー ディ ネイ ター 回 家 「 プ ラン ト ] に つい て 
解説 し て いる 。 プ ラン ト の 軍事 部 門 「 ザ フト ] に つい て 
は 概要 の み 紹 介し 、 別 横 で 改め て 詳細 を 解説 する 
コー ディ ネイ ター が 人 口 の ほとん どす べ で を 占め 
国家 が 、 プ ラン ト (PL. Productive 
Location Ally on Nexus Technology。 結合 テク 
ノロ ジー に よる 生産 的 配列 集合 体 ) で ある 。 L5 の 天 
竹 民 コロ ニー 群 を 本 土 と し 、 地 球 上 を 含む 地球 圏 
各地 "軍事 拠点 を 築い て いる 。 な お 、 天 衝 弄 
コロ ニー 自体 も 「 プ ラン ト 」 と 呼称 きれ る 
プラ ント は テク ノロ ジー 全般 
模 生 産 基地 と し て 機能 し て いる ほか 、 
人 文 科学 な ど で も 優れ た 研究 成果 を 出し て いる 
CE70 時 、 地球 隅 の 全 人 口 150 億 の 内 、 6.000 万 人 
程度 が プラ ント の 住民 と 考え られ る が 、GNP は プラ ン 
『 が 占め て お り 、 その カ が 交え る 

プラ ント 本 国 は 12 の 市 で 情 成 きれ る 。 各市 は 10 基 


る 3 


よっ て 増 滅 が ある )、 天 竹 型 コロ ニー1 基 が 区 に 位 
置 付け られ る 。 コロ ニー の 構造 上 、 区 の 独立 性 が 高 
く 、 市 は 相互 扶助 会 と し て の 性 略 が 強い . 

政体 は 共和 制 で 、 各 市 か ら 選 出さ れ た 


2 人 の 主任 
主 員 か ら 成 る プラ ント 最高 評議 会 が 、 最高 意思 決定 
機関 と し て 存在 する 。 主任 議員 の 任期 は 3 年 で ある 
長 と し て 最高 詳 恋 会 議長 が 前 か れ て いる が 、 こ れ 
は 議事 進行 を 円 壮 に する た め の 存 在 で 、 各 市 の 主 
任 詩 員 が 持ち 回 り で 担当 する 。 任期 は 1 年 
ド 任 議員 の 死亡 や 更 廷 、 有事 の 処 久 な 
議長 が 他 の 役職 を 業 任 する 場合 も ある 。 た だ し 、 
人 類 を 減 ほ し か けた バト リッ ク ・ ザ ラ へ の 反 . 
省 か ら 、 議 長 と 国防 委員 長 の 兼任 は 認め られ な く 
な っ た . 
最高 評議 会 の 下 は 、 最高 評議 会 議員 を 含む プラ 
ント GO 人 議会 (議員 は 各市 か ら 5 人 選出 ) が 設置 き 
れ た 。 60 人 議会 と 並ん で 各種 中 央 官庁 も 存在 する 
が 、 行 政 AI の 集合 体 と 呼べ る も の で 、 専 門 の 官僚 は 
茶木 的 に 存在 し な い 。 さ ら に その 下 に は 、 コ ロニ ー 単 
位 で 選出 され た 区 長 と 行政 チー ム が 軒 か れ て いる 。 
区 長 は 、 洋 性 を 見 出さ きれ た 成人 住民 (15 歳 以上 ) 


[SEED mg09 mg 


に 


> 


の 中 か ら 、 互 選 制 に よっ て 選出 され 、 立 投 補 は で き 
な い 。 任期 は 3 年 で 、 任 誠 満 了 後 の 再 寺 任 は 原則 
禁止 され て いる が 、 有事 は この 限り で は な い 。 

区 長 を 補佐 する 行政 チー ム は 、 成 人 住民 全員 が 
持ち 回 り で 担当 する 。 区 長 同様 任期 は 3 年 で ある 。 メ 
ン パ バー は 毎年 、 因 分 の 一 が 入れ 震え られ る (結果 、 ほ 
ほぼ すべ て の 住民 が 行政 チー ム を 経験 する こと に な る 
た め 、 一 種 の 義務 と 言え る )。 な お 、 区 長 ・ 行 政 チ ナー ム 
と も に 特別 な 理由 が な い 限 り 、 辞 明 は 禁止 きれ て いる 。 

(フー コー・ デ ルカ ッ セ C.E.74) 


関連 ファ イル 
CD の SEED 2.19 弄 
シータ ル 2 ライ ン SEED O219 看 
レート デュ ラン ダル OeS02.11 看 
地球 と プラ ント の 対立 SEED.03.02 
CE の を 弄 SEEp og.31 
で CE. の スペ ー ス コロ ニー SEED.03-32 
コー ディ ネイ タダ. SEED-03-33 
ut ren 

技 子 講 替 を 堆 さ れ て 生ま れ た 


性 の 直 称 。 笠 冬 の 人 誠に 比 
べ 、 あら る 能力 に 秀 で る 。 その 
多く は 天寿 型 コロ ニー (プラ ント ) 
に 住み 、CEE70 年 代 に は 地球 
連合 と 圭 打 を 聞い た 。 


My a 


Mustration by TAKUYA IO 


国家 体制 


ど が コー ディ ネイ ター で 構成 され 
生活 基盤 の 天 笠 型 コロ ニ 
ター の 能力 に 依存 し た 社会 と な っ て 


住民 の ほとん 


国生 に 相当 する 細 計 
で ある 。 兵員 数 


5 を 実用 化し 、 物 
戦 『 民 同 


大 規 禁 生 産 基地 と いう 硬 味 か ら 命名 さ ント は 
当初 、 プ ラン ト 理 事 国 の 管理 下 に 置か れ た 宇宙 工場 群 
た 独立 し 、 2 度 に 言っ て 地球 連合 と 戦争 し た 


や 伯 号 日 主 権 の 容 介 を 訴え 、 プラ ント 内 
周 留 が 結成 され る 。 食 引 生 産 制限 
軍 動 を 友 め た 。 中 想 メ 


ト の 対 理 事 国 埋 
ト 答 立派 勢 カ が MS 
を 活発 化 


を 下層 

が 再 け 報 欠 杖 
壁 に 。 テ ル 議長 の 死に よ 
り 、 填 上 きれ た 


EE 


| 『 


プラ ント は L5 宙 域 に 鐘 設 され た 天 笠 表 コロ ニー 群 を 「 本 国 ] と する が 
それ 以外 の 負 域 や 地 し うか の 基地 施設 や 拠点 を 保有 する 。 
本 国外 の 拠点 は 、 地 球速 合 と の 畔 争 を 通じ て 整備 し た り 、 占 拠 し た り し た 

特に ヤキ ン ・ ド ゥ ア な どの 資 若 衛星 を 転用 し た 
ー 度 の 戦争 で 極め て 重要 な 戦 申 拠点 と な っ た 


最高 評議 会 の メン ト 12 市 


ント 最高 評議 会 に は 12 人 の 主任 講 員 (評議 員 ) が 
役職 が 与え られ 、 欠 員 が 出 た 場合 は 60 人 議会 議員 
貼 輸 の 主任 議員 が 兼任 する 。 議長 
主任 講 員 の 任期 は 3 年 だ が 、 準 
た ( 下 の 表 を 参照) 


と 


前 速 の よ 
いる 。 各 主 任 議員 は 
か ら 格上げ され る よう だ が 、 有事 
の 任期 は 1 年 (主任 議員 の 持ち 回 り 制 
戦時 や 戦時 に は 、 この 規定 は 無視 され る 


C.E.70-73 の プラ ント 最高 評議 会 

IE 
昌 高 計 放 全長 | シー ケ ィ + ッ 
外交 要員 EZ 
行政 委員 長 。 | オ + 
行政 委員 [ ェ 
司法 要員 長 
司法 要員 
| 立法 委員 長 
EE 
国防 委員 長 
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田 防 委員 ュー リ 
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プラ ント の 12 市 


sl 


ヤ ヌ ア リウ ス 市 


基 選 細工 学 


| フェ フラ リウ ス 市 | 医学 、 外 床 生物 学 、 応用 生体 工 学 | 


マテ ィ ウ ス 市 | 航空 宙 工 学 、 和 和 工 の 血 
a RS 導 才 。 最高 本 議会 議事 ぅ 
アプ リリ ウス 市 #、 宇宙 物理 学 re ocean 
キー 用 林 械 工学 、 基 培 全 学 、 応用 MSe 才 
ポット 工学 福 の 押 点 と 思わ れる 
| ユニ ウス 市 。 | 天水 導 放尿 リュ が 電信 | 
クイ ン テ ィ リス 市 | 攻 化 学 記 用 化学 


学 、 理 議 物 理学 、 素 笠 子 物理 学 


情報 工学 、 人 


ディ セン ペル 市 


初 和孝 育 全般 
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詳 議 開戦 と 対 プラ ント 核 攻撃 SS 


た 事態 に 、 プ ラン ト 市 民 の 対地 球 感 情 は 悪化 。 地球 
と 引き 渡し 、 箇 5 の 戦利 ン 
ル 数 権 の 解体 、 プ ラン ト 最 高 評議 会 へ の 監視 員 派 発生 し た 
遺 (監視 員 は 地球 連合 理事 国 か ら 派遣 きれ る ) だ っ 
犯 が 全員 死亡 し 、 最初 の 
ト に は 受け 容れ 不可 能 な 要 3 
つま り 地 球 連 


か っ た 


- オ リス ー ト ウ ハ CE 
対し て 武力 に よる 排除 
あり 、 月 面 の アル ザッ ヘル 基地 を 発 - 関連 ファ イル 
軍 四 隊 は 対 プ ラン ト 作戦 「 フ ォ ッ ーー と 
を 発動 、 戦 闘 行動 に 移っ た の た 
球 連 人 
『 軍 は 栓 攻撃 を 仁 


ア ず 


し か し 、「 息 の パレ ンタ イ 『 来 させ か ね な か っ 


Mustration by MASAKI HIRAOKA Color by AKIKO SHIBATA < Special Effoct by AKKO YAMAKAWA (AS 


宜 戦 布告 し た 地球 連合 軍 は 、 プラ ント の コロ ニー 
すし て 無 敬 告 で 核 攻撃 を 行っ た 。 CE.70.02.14 
ウス モブ ン を 破壊 し た の と 同じ 戦術 で 


数 士 発 の 検 ミサ イル を 投入 し 
て プル ー コ スモ ス 娘 | 


固 地球 運 合 宣戦 を 布告 
去 和 布 呑 と 同 叶 に 地球 連合 衝 隊 
二 行 勧 を 開始 、 プ ラン ト 宙 
大 規 修 な 甘 全 が 行わ れ た 
合 は 栓 攻撃 部 藤 も 投入 する 
フト が 開発 


(ティ 


ドレ イク 統 訂 導 
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i Foie nd 
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宣戦 布告 と 核 攻撃 


地球 連合 軍馬 際 は 理 本 行動 


地球 連合 軍艦 隊 、 月 を 出発 


ィ 連 搬 と 引き 3 ト ゲラ ント 軍 域 で 大 規模 な 
起因 角 除 。 下 政権 の 角 F、 待 標 し て いた 地球 合 軍 の 本 

ら に 月 の ア 6 " 対し て 想 ミ サイ ル 藻 を 発 
再任 季 を 帯び た 地球 連合 片 隊 が 出発 し た 。 こ て し た 。 し フト の 輸 ミ ロン スタ ン ピ ー ダ ー に よ 
ト は 、 ザ フト を 二 員 し て 防 害 が る 自 性 し た うえ 、 杜 攻 軸 
其 解 決 も 目 括 し た か 地球 連 人 軍 擬 隊 は 月 季 地 に 舌 選 し た 


= 


PTTTTT1 
理生 され た 


[ 画 | 偽 ラ フス に よる 説得 


る 中 、 突 名 

彼女 は 演 朗 の 中 
を 求め た 。 この 結果 、 プラ ント 市 
モ 6 流 人 


栓 攻撃 に 失 数 アラ ント 市 民 の 
退 を 余儀 な くさ れ た が 
連合 宣 の 親 み る 

攻撃 


た 地球 連合 軍 区 
上 を 中心 と し て 、 ザ 
合 軍 の 入 退 


区 は 冷 玩 さき を 取 り 戻 


人 坦 を 委 請 さ か 謗 うこ と 


壊滅 的 打撃 を 受け る 
、 ザ フト は 強制 的 


の 指 7 


行わ れ た | 


還 能 性 の 高 か 


トロ ンス 交代 
東 の 検 攻 撃 部 隊 は 自爆 


上 国 プ ラン ト で の デモ 、 
玲 夫 化す る 


記 ザフト へ の 作 帰 を 要請 し た 


アッ カ 李 


MORE INFO! 
マー シャ ン の 参戦 


埋 較 が 発生 し た 時 RK 


s 女 
/ す 
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雇 柄 メサ イア の 決戦 


95.23 


ハイ エン ド MS 知 と 
超 兵 器 が 交錯 し た 最終 戦闘 


ュ ニ ウス セブ プン 蔽 下 テ ロ 事 件 「 ブ プレ イク ・ ザ ・ ワ ー 
ルド 」 を 契機 と し た C.E.73~74 の 戦争 は 、 プ ラン ト が 
優位 の まま 推移 し 、 月 と その 周辺 宙 城 が 最終 
の 場 と な 地球 連合 軍 の 月 曽 軍事 施設 ダイ ダ ロ 
ス 基 地 を 巡る 戦闘 、 ザ SA に ダイ ダ ロ ス 基 
地 お よび 機動 要 案 
それ で ある 。 な お 
な る 。 ダイ ダ ロ ス 戦 で は ロゴ ス 幹 部 ププ ルー コス モス 
盟主 ロー ド ・ ジ ブリ ー ル に 主 痴 さ れ た 地球 運 合 軍 と ザ 
オー プ 連 合 首 長 国 や 地球 連 
医 と ザフト が 交戦 し て いる 


職 術 面 か ら 見 た ダイ ダ ロ ス 戦 と メサ イア 戦 の 特 徹 
は 、 分 けら れる 。 両 軍 の ハイ エッ 
戦闘 多 大 な 影響 を 与え た 


広域 彼 壊 兵器 を 巡る 戦闘 と な 
ひと つめ の ハイ エン ド MS の 投入 は 、 作 戦 の 成 耕 
に 直結 し た と 言え る ほど 大 き な も の だ っ た 。 越 高 性 


MS 運用 理論 : メサ 


The History of Warfare in CE 
ミッ ク ・ イ ラ の 戦史 出 説 


能 MS 同士 に よる 戦闘 の 勝敗 が 、 両 軍 の 勝敗 に 軸 
も 不思議 は な い の だ 

3ー74 の 戦争 で は 、 各 軍 が 超 高 性 能 の ハイ 
エン ド IS を 投 人 し た 軍 の GFASX1 デ 
スト ロイ 、 ザ フト の ZGMF-X42S アス ティ ニ 
イン 派 の ZGMF-X20A スト ライ ク フ リー ダム ( オ 
箇所 属 と し て 参戦 ) が 代表 的 な ハイ エン ド MS と し て 
知ら れる ウス 条 約 に 條 反し た 栓 動力 機 が 多 
い 点 も 特徴 で ある 。 

数 は 極め て 少な い が 、 ウ ルト ラ エ ー ス 級 パ イロ ッ ト 
に 与え られ た こと も あり 、 一 般 的 な MS を 知 か 『 
する 性能 を 発揮 し 、 単 歌 で 戦域 を 支配 し た 
自 で は な い 。 1 橋 で ユー ラ シ ア 連邦 の 都市 刊 と ザ フ 
ト 防 新 隊 を 贅 江 し た 、 デス トロ イ の 力 は よく 知ら れる 

こう し た ハイ エン ド 機 同士 の 勝敗 が 大 規模 戦闘 
の 勝敗 に 繋が る 頒 向 は 、 へ プン ズ ベ ペー ス 戦 か ら 顕 
者 ダイ ダ ロ ス 戦 や メサ イア 了 で は 英 防 術 
綱 の 突破 や 超 兵 替 の 破壊 で も 活 中 し 、 作 戦 レ ベル 
に 与え る 影響 の 大 きき さも 広く 認識 され て いる 
道 間 全 方 位 戦 略 砲 「 レ クイ 
を 芝 る 浮 闘 と な っ た 点 も 、 これ ら の 戦闘 の 特徴 
メサ イア 戦 で は 、 巨 大 (ガンマ) 線 レー ザー 


08 sl 


シス 」 も 戦術 レベ ル で 使用 きれ て いる 


ダイ ダ ロ ス 基地 の 臣 大 ビー ム 砲 と 5 慈 の ビー ム 偏 向 
ステ ーション か ら 成 る レク イエ ム は 、 地球 障 の あら ゆる 


場所 を 攻撃 可能 で あり 、 
上 の 絶対 的 戦略 兵 替 と な | 
世界 の パワ ー バ ラン 
両 焦 は レク イエ ム の 確保 や 破壊 に 動い た 


これ ら の 特徴 は か つて の 第 2 次 ヤキ ンド 


st 大 際 問 弾道 糸 以 


りえ た 。 その 存在 は 、 戦後 


に 決定 前 影響 を 生え る た め 、 


た 
ー エ 攻 


防 昔 に 通じ る が 、 よ り 鍵 著 化 し て いた 


運 フ ァイル 


(カイ ム ・ ア ッ パ CE74) 


Mustration by KENKI FUJIOKA 


ペー ス 埋 と オー ブ 戦 を 生き 疲 で Y 
げ 、 月 の ダイ ダ ロ ス 基地 に 避 げ | 
ロー ド ・ ジ プリ ー ル 6 


は 、 ブル ー 


考 に し て ブル ー 
還 主 。 コー ディ ネ 
プリ ー ル は 地球 全 宇宙 軍 を 間 村 指 畠 し 。 イタ ー に 憎しみ を 逝き 、 そ 
プラ ント 本 国 へ の 量 放 の 電 基 を 目 拍 し た 


に ) 


フォ ー レ 防衛 の た め 、 通 
党 の MS だ け で な く 性 電子 リ 
クタ ー 搭 載 MA も 多数 


ダイ ダ | 


Lt 9 
電 で [ グ 
起 吾 。 この 


ザフト 月 義 隊 が フォ ー レ に 集中 攻撃 を 仕掛 け て 
戦場 を 形 葉 し 、 手 尊い 


ば 成功 する 作戦 
ジ 時 間 が 不明 な た め 杏 られ た 


a 
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ラン の 発表 に 国生 し 、 横 
ス ナビ ア 王 園 は 反対 意見 
て W の ジョ セ フ ・ コ ー プ ラン ド 大 継 績 も 反 人 
に プラ ント が レク イエ ム を 使用 
2 た 3 が が こ た ME ・ 修 復 し た レク イエ ム を 合 
に < 6 ラン ド 大 待 帆 を 庫 清 し た 。 これ に 装 
回 陣 は レク イエ ム の 酸 村 に 敵 い た LU プ と クラ イン 泊 や 夫 球 連合 軍 の 一 郎 な どか ら 成 る 協同 
リー ル に と 大玉 を は 、 レク イエ ム の 破壊 を 目 拍 し て 月 軍 域 に 保 攻 し た 
TT 


イエ ム の 破 壌 
料 で 軸 了 を 裕人 し た 


レ 特に ダイ ダ 発 拓 
の 奄 電 + レク イ 
が 直接 的 な 目的 だ っ た が 、 プ ブラ ライ 
デス ティ ニー プラ ン の 撮 回 要 玉 + た 当時 、 オー プ を < こと 


た 作戦 だ っ た ォ ー ブ の アカ ツキ と 


ラン 勢力 を 封じ 込め る 狙い が あ 


た ハイ エン ド MS が 電力 
の 中 典 を 成 し た 


時 連合 軍 
者 も 合 回 し た 入 
局 事 が 者 埋 さ れ 事務 


本 
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オー ブ 信 同 軍 に 対処 する 形 で 月 六角 を 二分 

し 、 レク イエ ム 本 体 と 中 紅 を 守っ た 

た 時 電 子 初 措 載 本 が 箇 ステ ーション ワン 貼 区 1 テ ウー を 
る AA と エタ ー ナ ル は 中 押 。 珍 配 置 メサ イア の ネオ ジェ ネ シ ス で レク を 投入 。 新 和 . 
イエ ム 本 価 を 枯 導 レクイエム 発 買 を 目指 し た 。 ワナ も 生理 し た が 
月 曽 に 落下 し た 


7 描 舞 郷 枯 と し て 横 動 要 密 メサ イ 


自力 央 且 能力 を 持 
LGS 1 ティ ニー プラ ン の 
を 果たし 。 月 


所 生ん 
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MS 運用 理論 : メサ イア 


勝因 と 敗因 ダイ ダ ロ ス 戦 


J) 
地球 連 合 軍 


ザフト 

ダイ ダ ロ ス 潜 で は ザフト が 、 メ サイ ア 戦 で は オー プ 憎 同 軍 IDA アス に に に 人 8hA3 皇 の アス トロ RE 
が 勝利 を 収め た (作戦 目的 を 達成 し た )。 勝敗 を 決し た 要素 ニー と レジ ェ ンド が デス トロ イ 策 電 の 人 電子 リフ レク ター 詳報 MA は 下 9 153 村 が 桂 入 きれ と も に デス トロ イヤ 生 
は いく つか ある が 、「 超 兵器 」 の 有無 は あま り 間 係 が な い . 部 隊 を 奄 減 し た 。 イン パル ス | 打 貢 受け た 。 ガー ティ ・ ル ー も 撃 芝 され で いる | 隊 を 生 し 、 基地 内 部 の 寺 境 な ど で も 医 中 
重要 だ っ た の は 、 戦域 を 支配 する ハイ エン ド MS の 存在 と そ も レク イエ ム の コン トロ ー ル を 
の 潰し 合い 、 超 兵 問 を 無力 化す る 戦術 に あっ た と 言え る 。 破壊 する 活躍 を 見 せ た 5 $ 

の 

フト の デス ティ ニー や レジ ェ ンド 、 地 珠 連 合 軍 の デス トロ イ と v " 


た ハイ エン ド MS は 、 単 半 で 埋 映 の 凌 勢 を 法 す る ほど の 性 能 を 有 WE G 
し て いた 。 ハイ エン ド MS 周 士 の 戦 敵 の 騰 散 は 、 そ の まま 作戦 の ピー サー テ a | ラメ ト 


成 百 に 身 が る と 言っ て いい 。 実際 、 ダ イダ ロス ズ 戦 と メサ イア 戦 で 。 フォ ー レ 圭 で は 、 短 電子 リフ レッ ター 
は 敗北 代 ゲ 全 ハ イエ ンド 機 を 失っ た (右記 昭 本 埋 MA ゲ sn 
ハイ ェ ン FMSd、 一 
TTY 
3 配本 イエ ンド MS 
ーー 1 = ペッ オー プ 軍 (協同 軍 ) を ザフト 
コ な と で 心 と な っ た ステ ー 
な プリー ダム と ジャ ステ ィ ス の 発生 に あたる 2 機 ダイ タロス 埋 に 継い て. ミネ ル バ 謙 の ハイ エン ド 
ン レク イエ ム 本 体 、 メ の 作動 MS、 オー プ 軍 の 放 村 ア カッ ツキ が 参 般 MS 本 が 参加 。 だ が 、 オ ー プ 憎 興 宮 の ハ イエ ンド 
サイ ア の いずれ も が 、 オ ー ブ 協 。。 眉 動 力 4S は ミー ティ ア 付 人 状 束 で も 寿 用 され た MS と の 戦 司 に 迷 れ 全 相 が 電 不 能 と な っ た 
司 軍 の ハイ エン ド MS の 攻撃 
ダイ ダ ロ ス 間 と メサ イア 戦は 、 超 兵 間 レク イエ ム を 人 る 戦い で で 破壊 。 ザ 最強 の ハイ エン ラム ~ っ 回 
ある 。 攻 撃 割 は いか に レク イエ ム を 無力 化す る か . 防 折 個 は いか ド MS 格 も 、 ス トラ イク フリ ー ダ 
に レク イエ ム を 守り 、 発射 する か が 要 謗 だ っ た 。 上 記 の 要素 と 衝 ム ら と の 埋 本 で 撃 樽 され た . 
複 す る が 、 ハ イエ ンド MS の 活 護 が 起 兵 器 の 無力 化 に 直結 し て 3 EE 
お り 、 ダイ ダ ロ ス 江 で は イン パ バルス が 、 メサ イア 幸 で は イン フィ ニ N ! ーー 
ト ジ ャ ステ ィ ス と アカ ツキ が その 役割 を 担っ た 
本 ~~ b G た 
- め PTT ・ 宮 ix 才 罰 
1 人 ER Wa oes *Seesssse FE 
2 ンー か 識 ー す | エン ジェ ラル 
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機動 戦士 ガン ダム F91 


WORLD GUIDE 


本 8 
地 奈 連邦 軍 座 下 の 研 究 


- 期 MIS を 実現 し た 
関 


地球 連邦 軍 傘 下 の 講 間 ・ 研 究 機関 と し て 設立 き 
れ た 組織 が 、 サ ナリ ィ (SNIRL=Strategic Naval 
Research Institute の 賠 で 海軍 戦略 研究 所 の 意 ) 
で ある 。 地球 運 邦 軍 に MS の 小型 化 を 提言 し 、 第 二 
期 MS 開発 プロ ジェ クト 「 フ ォ ー ミ ュ ラ 計画 (以下 、F 
計画 ) を 実施 。 F91 ガン ダム F91 や F70 キャ ノン ガン 
ダム な どの 「 ド F シ リーズ 」 を 開発 し た こと で 知ら れる ,。 

MS 業界 を 率 引 し て きた アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク 
ス 祉 (以下 、AE) 以上 の 高 性能 MS を 生み 出し : 
ナリ ィ だ が 、 そ の 歴史 は サイ ド 1 の 建設 に 携わっ た ス 
ペー ス ・ コ ロニ ー 建 設 企業 連合 体 に まで 肖 る 。 コロ 
ニー 建設 に は 、 宇 宙 プ コロ ニー 用 重機 の ノウ ハウ が 
必須 で あり 、 こ の 中 で MS に 通じ る 技術 を 培っ た よう 
だ 。 当 鍛 、 コロ ニー 公社 と の 関係 も 深 か 

その 後 、 地球 連邦 軍 に 買収 され 、 宇 宙 修 隊 の 戦 
術 や 新兵 器 の 開発 な ど 、 軍 事 研 究 に 従事 する こと と 
な っ た 。 地球 連邦 軍 克 下 の 請 間 機 関 「 昔 略 戦 術 研 
た の は 、 こ の 時 期 の こと と 思わ れる 。 た 
公社 の 下請 け 乗務 も 続け で いた こと 
らち 紛争 に 巻き 込ま れる こと を 嫌い 、 内 職 に は 中 立 の 
立場 を 取っ た 。 また 、 技 術 的 に は 可能 だ っ た も の の 、 
独自 に MS を 開発 する こと は な か っ た よう で ある . 

この 方 針 を 変え た の が 「 シ ャ ア の 反乱 」 の 終結 に 
よる 世界 情勢 の 変化 だ っ た 。 ネオ ・ ジ オン 残党 な どの 
反 地 球 連 邦 組織 の 活動 は 続い て いた が 、 そ の 力 は 
減退 し 、 平和 な 時 代 が 訪れ つつ ある と 考え られ た . 

UC.009309、 戦 略 戦術 研究 所 は 「 サ ナリ ィ ] と し 
て 請 編 され る と 、 MS の 研究 開発 を 推進 し て いく 。 た 
だ し 当初 は 、AE と の 謎 合 を 人 ける た めか 、 特 珠 部 
謙 用 小型 可変 機 DC-50C ロト を は じ め と する 特殊 
な MS を 開発 し た に 過ぎ な い 。 U.C.0090 年 代 の サナ 
リィ は 、 MS 産業 の 傍流 で し か な か っ た の で ある 。 

し か し UC.100 年 代 に 入る と 、 こ の 状況 は 激変 す 
る 。 か ね で て より 指 岳 き され て いた MS の 高 性 能 化 に 伴 
う 大 型 化 を 問題 視 し た サナ リィ は 、 U.C.O102、 MS の 
小型 化 を 地球 連邦 軍 に 提案 し た 。 これ を 受け た 地 
球 連 邦 軍 は 、 頭 頂 高 15m 載 の 主力 MS の 開発 を AE 
に 依頼 する 

邊 果 、 疾 生 し た RGM-109 へ ビー ガン は 地球 連邦 
補 に 制式 採用 され た が 、 人 性能 は 不 充 分 だ っ た 。 サ 
ナリ ィ も へ ビー ガン の 性 能 に 満足 せ ず 、「F 計 画 ] の 
中 で 画 期 的 第 二 期 MS、F90 ガン ダム F90 を 試作 す 
る 。 その 作 能 は 極め て 高く 、U.C.0111.10 に は AE の 
新 王 機 MISA-120 と の 模 拓 戦 に 勝利 し 、 制式 採用 と 

以後 、 サ ナリ イィ は ガン ダム F91 に 代表 きれ る 高 性 能 
な 第 二 期 MS を 開発 し 続け て お り 、 その 技術 力 は 地 
球 岡 屈指 の も の と し て 認知 きれ で いる 

(ナイ ト ・ マ ンカ ッ ド ULCO154) 
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地理 軍 氏 事 の MS 周 代 (0U.C.0102-0153) 
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0307 午 


サナ リィ が 推 半 し た 小 錠 MS 出 人 
計画 の 経 和 。 


ズ ま で 、 各 竹村 | 
問 者 が 開発 され た 。 中 で も ガン ダム 
"F900 は AE の MS-120 と の 農業 
ETETTT RT 


Mustration by TAKUYA IO 


栓 年 


| サナ リィ と 周辺 組織 4 


地球 連邦 宣 傘 下 の 語 問 ・ 研 究 機 圏 の 
サナ リィ だ が 、 コ ロニ ー 公 社 や AE、 各 サイ 
ド な ど と も 関係 が ある 上 、 地 球 園 外 に も 
広い ネッ トワ ー ク を 持つ . 


AE と は 主力 MS 出発 
を 遂 る ライ バル と な 

た が 、 人 材 や 系 硬 
の 交 湊 ( 和 用 )、MS の 


OEM 生 藤 を ど 欄 
な 間 係 が 構 秋 ま れ た 。 


て mr | フロ ンティア kts 1 


EE + 1 | 


技術 と 開発 機 


コロ ニー 建設 企業 連合 の 時 代 か ら 、 サ 
ナリ ィ は 宇宙 コ | 用 重機 や 宇宙 構 
適 物 の ノウ ハウ を 培っ て きた 。 また 、 払 い 
下げ や ジャ ンク の 形 で 民間 に 流出 し た 軍 
用 MS の 転用 、 連 邦生 傘下 と な っ て か ら の 


還 事 研究 な ども サナ リィ の 基礎 技術 を 向 メン ァ 「9! を ロー 
上 きせ た よう で 、 MS の 開発 を 可能 と し た 。 AE を も 凄 喜 し て いた 


「 シ ャ ア の 反乱 直後 の U.C.0093.09. サナ 
リィ と し て の 再編 が 行わ れれ る と 、MS の 開発 を 
施し た 。 この 中 で 柏 程 庶 に 開発 し た 機体 が 。 符 
析 部 麻 用 の 小 時 可 変 MS ロト で ある 。 F50 シ リー 
ズ に 全 類 され る こと に な る ロト は 、 柏 動力 の AFV 


虹 MS と いう 特 珠 を 分 類 に 工 す る 機体 で 、 独自 
研 発 の 直 小 型 新 杜 反応 炉 を 描 載 し た 。 サナ リィ 
は すでに 小型 MS の 実用 化 に 動い て ちり 、 その 
発 事 は 後 の 策 二 期 MS 開発 で 間 花 し て いく 。 


UCO116.07 に は 


の ノウ ハウ が 填 わ 


た と 区 われ る 。 


D50C ロト 


タン ク 表 本 に 変 前 可能 な 特 天 
導 隊 用 MS で 、APC( 閉 財 
検車) 的 特性 も 持つ 。 緒 還 
性 を 信光 し. MS 時 の 迷 席 高 は 
122m と な っ た 。 


四 U.C.0100 年 代 以 後 の 開 発 


AE の 最初 期 型 第 二 其 MS へ 
ピー ガン の 性 能 に 痢 足し な か っ 
た サナ リィ は , 独自 の 第 二 期 MS 
職 発 プロ ジェ クト 「F 計 画 」 を 推 


六 。 小型 化 と 飛躍 的 な 性 能 向 
上 を 果たし た F シ リー ズ を 実用 化 
し て いる 。 特に 主力 戦 症 MS の 


『F90 シ リー ズ は 高 性 能 だ 


後発 の サナ リィ が 、AE す ら 凄 手 す る 高 性 
能 小 失 MS を 実用 化 で きた 背 業 に は 、 その 技 
折 カ が あ る 。 遅く と も U.C.009O 年 代 か 5MS 
の 小型 化 を 前 提 と し た 研究 調 発 を 行っ て きた 
こと も ある が 、 ヤ シマ 重工 や AE な どか ら 技術 
や 人 村 を 受け 容れ て お り 、 U.C.0110 頃 に は 
F シ リーズ に 用 要 な 基礎 技術 を ほぼ 完成 させ 
で いた 。 特に MCA 情 造 や 新 碧 然 杜 反 応 灯 
は . 稼 二 期 MS の 根本 技術 と な っ て いる 


smam | 

聞 村 の 強度 を 午 し く 向上 族 と が 
EN 
術 、 装 甲 に セン サー な どの kz | 
機能 を 疾 り 5A ん だ MCA ( 多 
可能 装甲) 構造 が 有名 EN 


ガン ダム Fg1 pC | 
MCA 横 作図 メ 作 折 
MCA ア ウタ ー シ ェ ル ブ ロッ ク ( 外 か イリ 
天 ) と MCA ペ ー ス フレ ー ム プロ ET 


CT 


ガン ダム F9O 

無 初期 の 本 格 伯 計 二 期 MS。 
栖 但 人格 コン ピュ ー タ ー 少 莉 
の ミッ ショ ン パ ッ ク 十 応 村 


FGOv5 和 放し た 次 時 
MS、 バイオ: コンピ ュー ター や 
TERT 


双 様 な ミッ ショ ン パ ッ ク の 運用 に 対応 し た 


笑 似 人 格 コ ンピュータ ー、 サ イコ ミュ に 似 た 作 

まき を する バイ オ ・ コ ンピュータ ー が 知ら れる 。 
と 1 バイ サー コン ピュ ー 
ター は ババ Oz ト の 
に ご - 記 信 や 吉 情 を 槍 
> 坪 に 取り 込む 。 元 
は 婦 末 者 用 の 析 

ー 新 で あっ た 


ET 
F90 用 と し て 、 多 様 な 軍 
用 形態 に 対 店 する ミッ ショ 
ン パ ッ ク を 考案 。 外 半 可能 
を 可 恋 達 式 ビ ー ム ライ フル 
の ツェ スパ ー も 実用 人 


FBOV カン ダム FQ 


ヴェ スバ パー 義人 備 製 を 外 義 し た 


P90。 F91 の 琴 表 織 に あたる | 


宇宙 機器 、 コン ピュ ー タ ー、 材料 工学 な ど 
様々 な 分 野 の 技術 者 が 参加 。 技術 者 た ち 
は 、 夫 球 園 全域 の みな ら ず 木星 園 に まで 点 
在 する 施設 に 分 散 し 研究 を 続け て いる , 


『 


ー ラ ・ ミ ゲル は 
サナ リィ に 所 
司 に ミノフスキー ドラ 
イプ の 研究 に 関 な し 
た と 言わ れる 


り ガ が ・ ミ リティ ア の 「V 
計画 ] や ベス バ の 
MMS 開発 に 関し 
た . サ ナリ (出血 の 扶 
時 も 多かっ た よう だ 


本 部 と 支部 


サナ リィ の 研究 施設 は 地球 、 月 、 各 サ イド 
と いっ た 地球 園 だ け で な く 木星 国 に も 存在 
本 部 を 本 社 、 支 部 を 支社 と 呼ぶ こと も ある 。 


た 中 心 的 MS 所 発 施設 。 本 朗 は 地球 に あっ 
た が 、 連 邦 の 選 都 に 伴い 宇宙 に 柳 転 し た . 


ー タ ー 重 件 
の た 9 ガン ダム 
『91 が 著 入 きれ て 
いた 


歴史 


企業 連合 体 め ら 軍 の 語 問 機関 と な - 
MS 開発 に 参入 し た サナ リィ は 、 U.C.0150 年 
代 に 入っ て も その 技術 力 を 示し 続け て いる 。 
EC 
サイ ド 1 の 建設 | わっ た 企業 連合 体 を 


前 身 と する . 圭 競 軽 術 研究 所 が 誕生 。 地球 
連邦 定 傘 下 の 語 間 機 関 で あっ 


宇宙 竹本 の 埋 紅 や 
馬 挟 開 飲 を 貼っ た 
形容 所 。 ネ 
の 軍港 は 、 コ コニー 旨 
設例 重 連 合体 に まで 
HH 


UC.0102、 サ ナリ ィ は MS の 小 杏 化 を 連邦 


軍 に 提言 。 MS の 高 性 能 化 と 大 型 化 、 それに 
伴う コス ト 増 大 を 解決 する た め の も の だ っ た 


本 昔 の 結果 。AE 
w が 問 代 し た 小 製本 
MS へ 
小型 化 の メリ ッ ト こ 
そ 確 記さ れ た が 
評価 は 低かっ た 。 


バイ オ ・ コ ンピュータ ー FOO の 便 発 多 当 を 導 
の 大 大 。 フロ ンティア 1 の た サナ リ 。 幹 部 で 開 
の MS 研究 相本 楓 分 チー ム の 軍 棒 も 旨 
に 声 馬 。 ガ ンダ ム F91 た 。 上 記 は 年 江 争 
の 開 革 に 病む Cr 


WiiRF90Y RE 
れ た と いう 


和 

ザン スカ ー ル 帝国 に 接収 され た サイ ド 2 支 
部 、F90 の の 開発 スタ ッ プ を 泌 遺 し た 木星 支部 
な ど 、 人 類 の 生存 園 全域 に 支社 が ある 


サナ リィ の サイ ド 2 
支 租 は ベスパ の 母 
人 の 一 朗 と な っ た 
ベスパ の MS 還 発 
を 下っ た の も 周 じ 
Cr 


F シ リー ズ の 完成 を 
も っ て MS 時 時 の 頂 


a 


は は CE 間 し な 


UC.0093.09、 幹 崎 戦術 研究 所 が 再 織 さ 
れ サ ナリ ィ に 。 紛争 の 流 少 MS の スピ ン オフ 技 
尊 の 活用 な ど を 受け て 、 MS 研究 機関 を 発足 。 


この 順 み 5MAS の 小 
再見 押え て いた 
よう で 、 特 拍 重 隊 用 
の 小野 可 語 MS 
に 代表 ま れる 小型 

(mems. 


ヘビ ピー ガン の 性 態 に 満足 し な か っ た サナ リィ 
は 、F 計 画 で 次 期 主力 MS 試作 森 F9O を 開 
信吉 争 試作 の 結果 、F9O が 評 利 し て いる 。 


F9O の ヴェ スパ ー 
隊 (V) タイ ブ の ら 人民 
し た ガン ダム F91 
制式 近 用 を れ 、 療 
散 カ MSC し て 
各 が 生産 され た 


新型 機 を 開発 。 高 機動 格 閲 型 の F97. ミ ノ フ 
スキ ーー ドラ イブ 搭載 の F99 な ど が 知ら れる 。 


和 果 的 に AE の ジェ 
ムズ ガン や ジャ ペリ 
ン が 夢 孝 宴 の 主 カ 


模様 。 リガ ミリ ティ ア や ベス パ 
関与 し た 者 も 少な く な い 。 


株 術 者 の 洋 出 や 
皿 向 の 庄 業 . ザン 

ー ル 出 争 で は 
サナ リィ の 技 林 業 
生 し た MS 


マー イメ 


95.28 


機動 戦士 ガン ダム ZZ 


_ 症 HM 間 用  。 (7 上 9 sr OB 


ーー 


肥 表 ダブ リン 壊滅 


ォ ・ ジ オン の 強硬 災 勢 と 
【 邦 上 層 部 の 楽観 


ネオ ォ ン は 新 サ イド 4 の コロ 
ド 地区 の 主要 都 

の 目的 は 、 圧 例 的 な カ 

ジオ ン 勢 力 の 抵抗 意思 


ン は 戦争 の 第 一 目的 を 達成 
政府 は ネオ ・ ジ ォ ン へ の サイ ド 3 
、 ネオ ・ ジ オ 


で は 、 サ イト 


A Battle in Dublin 
U.C.0088 


松 堪 アー 
こう し て 見 る と エゥーゴ と カラ バト 
オン の 和 水 す 過 激 
、 反対 勢力 封じ に 込め の た め と は いえ 、 コ ロニ 
和 的 組織 と 考 
オン は 、 コロ ニー 草 と し の 
拉 必 者 を 増やす ダ プ リン を 封鎖 し 
め て 強硬 か つ 非 人 道 的 な 姿勢 を 
だ が 、 コ ゴロ. 受け た 
怒 し 、 サ イド 3 詩 流 の 撤回 、 ネ オ ・ ジ オォ ン へ の 徹 区 抗戦 
事 5 か 地球 連 


情報 を 握 み 
な か っ た 。 無為 無策 の まま 、 ダブ リン が 壊 減 す 
や 、 地球 連邦 政府 の 
に ダブ リン 周辺 か 脱出 


の 対応 の 硝 最 に は 、 護 
累 観 論 が ある 。 ダカール 
無血 開城 を 許し た き 
ォ ン 戦争 時 の 地球 連邦 上 礎 、 8 
グリ プス 戦役 


コロ ニー 落と し を 巡る 
個人 レベ ル の 思惑 


AMx 107) 


絢 ZZ ガン ダム vs 

サイ コ ・ ガ ンダ ム Mk-L 
ダブ リン へ の コロ ニー 落着 を 受け た 
7 が 、 ア ー ガ マ の 南 衣 の た め 
に ブル ツー が 様 る サイ コー ガン ダル 
MK 一 I を 出撃 させ た 。 ZZ ガン ダム 
と キュ ペレ イ Mk:I と の 戦前 で サイ 凍 
コ ・ カ ンダ ム Mk-HI は 黄 三 され た が 
者 市 は 壊 壮 し 、 カ ラバ の メン バー 
の 多く と ブル が 命 を 


が 狭 
uc 


| アー カマ 、 タ フリ ン へ ーー | 


国 ダブ リン で の 戦闘 
ネオ 
決定 。 さら に 被害 を 大 きく する た め 


アー ガマ と 衝 2 パ は 民間 人 の 覆 動 を 試 
みる が 、 ネオ 中 と の 攻 刺 で 成 業 は 上 
が ら な か 


ダ プ リン へ の コロ ニー 蒼 と し に 際 し て 、 ネオ ・ ジ オン 
は で シェ マー・ モ ロ に コロ ニー の 移動 と 落下 作業 を 、 
ラカン ・ ダ カラ ン 大 尉 に ダブリン の 圭 希 を 任せ た 。 グレ 
ミー・ ト ト 6 ダカール 近傍 に 展開 し て いた が 、 作 戦 に 
は 関与 せ ず 、 名 准 換 回 の た め に アー ガマ で 撃沈 を 目 


3| ダブ リン に お ける 
戦闘 の 行方 

理 闘 で 都市 に 科 害 が 出 た こと も あり 。 ダ プ 
リン 市 長 は アー ガマ の 接収 に 業 り 出し た 
が 失 数 。 この 様 エル ピー・ ブ ル は サン ド 
う の 接近 を 想 吉 し 出 撃 する が 、 替 に 人 
い 込 まれ る 。 し か し 、 ガ ンダ ム ・ チ ー ム の 
参 球 も あり 、 サン ドラ は 施 退 し て いる 。 


ジオ ン ば ダブ リン へ の コロ ニー 落と 


の 装 針 を 実施 し た 。 これ に 対し 


その だ 箇 。 多 数 の 民間 人 
る ダブ リン に コロ 寺 ー が 滅 
0088.10.31 の < まだ っ た 。 


ノル ウェ ー に 向かっ て いた アー ガマ は 、 コ ー ス を 変更 し て ダブ リ 
ン へ 移動 ( 拉 中 、 ネ オ ・ ジ オン の 攻撃 を 受け る も 離 隊 に 成功 ). 
ネオ ・ ジ オン に 半身 な 讃 歩 導 勢 を 見 せ た 、 地球 連邦 政 座 ・ 宮 の 
高 補 と 誌 判 する た め だ っ た 。 ブラ イト 大 佐 は 「 ブ ナ 屋 敷 」 を 訪れ 
ネオ ・ ジ オン の 危 際 性 を 訴え た が 、 乱入 し た ジュ ドー ご と 監禁 され 
て いる 。 直後 。 ネオ ・ ジ オン MS 議 が ダブ リン に 侵入 し 、 アー ガマ 
醒 と MS 理 を 放 開 。 ブラ イト 大 佐 ら は 選 乱 に 業 じ て 脱 り 


環 孝 下 麻 や 軍 の 高富 は 事 表 を 修 紗 に 素 失 梓 。 だ び 、 ア ー カ マ も 短 う ネ 
オ ・ ジ オン MS 閣 が ダ プリ ン を 攻撃 し 。 フナ 屋 答 の 高官 た ち も 死 性 し た 


EE 


アー ガマ 隊 の 岳 戦 に より ネオ - ジ オン MS 部 隊 は 後退 し た が 、 ダ 
ブリン 市 千 に も 究 害 が 出 た 。 これ を 受け た ダブ リン 市 長 は 、 地球 
連邦 政府 と 交渉 の 未 ア ー ガ マ の 接収 を 試 みた も の の 、 クル ー の 
抵抗 で 失敗 し て いる 。 この 直後 、 グレ ミー・ ト ト 指標 の 刀 洋 艦 サ 
ンド ラ の 挫 近 を 導 知 し た エル ビー・ プ ル が 単 疲 で 出撃 、 サ ンド ラ 
に 攻撃 を 仕 構 けた 。 艇 的 不利 か ら 危機 に 陥っ た プル だ っ た が 
ガン ダム ・ チ ー ム の 参戦 で サン ドラ は 後退 を 条 備 な くさ れ た 


粒 半生 回 し て いた 
ン か ら 送 られ た サイ コ ・ ガ ンダ ム Mk. は が 格 載 さか 


サン ボラ に な. ハマ 
いた が 出 開 し な か っ た 


| コロ ニー 下 の 昌 韻 = | 


ネオ ・ ジ オン は 、 ダ ブリ ン へ の コロ ニー 落と し を 決定 。 反抗 勢 
の 抵抗 章 思 を 浴 く の が 目的 だ っ た 。 地球 連邦 政府 は これ を 補 
知 し な が ら も 情報 公開 し な か - ダブ リン 市 民 の 半 筆 は 遅 
れ た 。 さら に ネオ ・ ジ オン は 折 衝 者 を 増やす た め ダブ リン を 時 人 
アー ガマ と カラ バ の 連 含 軍 は 、 ダ ブリ ン 市 民 の 教 助 作戦 を 展開 
し た が 、 ネオ ・ ジ オン の 攻撃 で 役 動 は 思う よう に 進ま な か っ た 。 結 
果 、 多数 の 民間 人 が 撮る ダ プ リン に 、 コロ ニー が 落下 し た 


コロ ニー 落と し 作戦 発 健 翌 日 の U.C.0088.10.31、 コ ロ 
が ダブ リン に 座 華 。 これ を 受け た グレ ミー は 、 ア ー ガ マ 琴 沈 の た 
め 強 化 人 間 プ ブル ツー が 駆る サイ コ ・ ガ ンダ ム Mk-I を 出 軟 させ て 
いる 。 戦 開 の 末 、 サ イコ ・ ガ ンダ ム Mk-I! は 撃 確 され た が 、 コ ロ 
一 牙 と し と ネオ ・ ジ オン の 攻撃 で ダブ リン 市 民 の 多く が 死亡 。 ア 
ウド ムラ に 教師 きれ た 形 間 人 は 無 が 、 孝也 に あ た 
ラバ の メン バー は 全 巧 し プル も 圭 死 し た 


コロ ニー 落と し に より ダブ リン は 覇 通 。 グレ ミ 
MIG, ZZ ガン ダム と キュ 


人 短 下 の サイ コ ・ ガ ンダ ム 
レイ Mk と の 埋 較 で 守 破 され た 


指し た 。 この た め に 投入 きれ た の が 、 ハマ ー ン 
ン か ら 送 られ た サイ コ ・ ガ ンダ ム Mk-Il だ っ た 
テー ガマ 隊 は 苦戦 を 続け た が 、 ダブ リン 
の カミ ー ユ ・ ビ ダン の 導き で 生き 残っ た 
ピー・ プ ブル と カラ バボ の ハヤ ト ・ コ バ ヤ シ を 9 


僚 美 中 


れ で も エル 


て いる 


虹 アー ガマ 、 
ダブ リン に 向かう 
アー カマ は ネオ : ジ オン へ の 
EF 
咽 計 運 に 走 克 判 する た 
9 へ の 区 品 を さま 
し 2 向かっ た . ク 
プリ ン の 記 舞 数 」 を 
れ た ブラ イト だ うた が 。 ジュ 
ドー と 共に 監 款 され る 。 板 
タ し 、 そ の 直後 。 ネネ ・ グ 大 
ン の 攻撃 に ょ り プ ナ 琴 数 
は 破壊 され 、 男 高 塵 の 
くも 死亡 し た 。 


RGM-gGR 


MORE INFO! 
連邦 政府 ・ 軍 の 護 民意 識 の 低 さ 

ダブ プリ ーー 落と 星 し た の が 、 地理 連 邦 
政府 と 地球 連 都 車 の 護 民 意識 の 低 さだ っ た 。 コロ ニー の 
落下 を 知り な が ら 公 表 も 阻止 ちせ ず 、 上 歴 部 の み が ダ ブ 
リン か ら 脱 出し た の だ 。 も 未 府 や 事 上 刻 部 は 
か ね て か ら 民間 へ の 和裕 害 を 無 第 ・ 軽 梓 し た 牙 策 や 作戦 
を 実施 す が 多く 、 無数 の 民間 人 の 命 が 失 われ た 
サイ ド 3 住 R 条 看 ポ 
東 其 兵 の 後 寺 C を 議 た す た の 

生じ た 者 
30 バ ン : 
MA - ラズ 96.22 


機動 武闘 伝 G ガ ンダ ム 
WORLD GUIDE A | C6 mm09 中 1 


nk ブ 


| / クワ フン Ri 
A レン 


六 詩 デビ ル ガ ン ダム 軍団 店 結 


て こ き を 修復 し つつ 、「 地球 環境 の 再生 」 を 開始 。 し か し 、 
人 の 野望 に 影響 され た ン 主 部 の 魔手 か ら 和 逃れ た デビ 利用 し よう と する 者 た ち が 現 # 
= シー 7 地球 落下 時 地球 か ら の 人 類 駆 遂 を 志 し 
雑 走 マ シン 軍団 の メー し まっ た の r、 ア ビル ガン ダム を 利用 し て の 世界 支配 を 企ん 
取り 込ま れ 、 7 イシ カワ で ある 
こと JDG-00X アル ティ メッ ト 自我 を 失っ た キョ ウジ の 憎悪 ( 
に 規模 組織 が 、 ル ガ ン ダ た ) が 暴走 の 一 因 と : 
志 ) と 呼 デア は 、 地 球 環境 の 再生 と い 
ずっ た が 、 人 類 を 任務 の 障害 、 環 
する 存在 と 見 な 結果 、 アデ 
コ ち に DG 細胞 を 移植 、 制 多 
再生 」 だ が 、 暑 い う ょ よう - 骨 き 、 使役 する 。 各国 代表 の ガン ダ 


元々 は 地球 環境 1 ン だ っ : > DG 細胞 の 侵食 
ム が DG 軍団 を 生み 出し 、 世 界 を 破滅 の 額 に 怒る べき 狂 戦 二 と 化し て し まう 。 同時 に DG 細胞 に 
その きっ か け ! る や 、MS デ 大 量 に 生み 測 
リン ダム 接収 計画 だ っ た り 等 以上 の 兵力 を し 
開発 し て ルッ リン ダム 本 体 も 凄まじ い 戦 間 能 力 3 
九 配 きれ た 無数 の 人 間 
【 団 」 と 呼ば れる ほど の 規模 


朝 主 の 息子 キ き 
球 へ と 造 亡 。 軍事 利用 を 尋 | 7 3 数 に 増 列 し た 
の 真相 は 際 蔽 され 、 キョ " ダム を 奪っ *) ル ガ ン ダム 本 体 


DG 軍団 は デビ ル ガ ン ダム に 支配 され て 
お り 、 人 間 の 凍 志 と は 無関係 に 行動 する 
し か し 、 そ れ を 利用 し よう と する 人 間 を 受容 
する 傾向 に あっ た . 


目的 


DG 軍団 は 、 デ ビル ガン ダム 本 素 の 機能 
で ある 「 地 球 環境 の 再生 」 を 目的 と する 。 デ 
ビル ガン ダム の 利用 を 目論む 者 に 対し て も 、 
本 来 の 目的 と 人 致す る な ら 受 け 容れ た 


| デビ ル ガ ン ダム の 目的 =。 | 


デビ ル ガ ン ダム の 基本 機能 で ある [地球 
[ 域 の 再生 」 が 目的 。 し か し 地球 落下 時 に 
面 撃 で 聞 走 し . 人 間 を 壮 う よう に な っ た 


* 人 則 の 押 芝 は 、DG 加 
自 に 才 染 させ る こと で 
毛 時 を 場 や 三味 も 
あっ た 。 その 衝 基 も . 林 
電 西 生 の 肥 壮大 
に に TI 


歴史 


DG 軍 団 の 歴史 は 、 デ ビル ガン ダム の 地 
球 落下 に 始ま る 。 暴走 を 始め た デビ ル ガ ン ダ 
ム は 地球 を 危機 に 陥れ た が 、 シャ ッ フ ル 同 是 
や 世界 ガン ダム 回 合 と の 戦闘 で 壊 浅 し た 


デビル ガン ダム は ゴッド 


| 2 | マス ター アジ ア の 介入 | 


デビル ガン ダム と 導通 し た マス ター- ア ジア 

は 、 そ の 利用 を 画策 。 地 二 環 填 の 破壊 を 委 
えた マス ター は 、 デ ビル ガン ダム に よる 人 炎 
相本 を 目 指し 、 DG 軍団 の 指揮 官 と な っ た . 


マス ター は 、 デ ビル ガン 
ダム の 修復 や 人 間 の 
ソン ビ 兵 化 き 選 め た 。 
ガン ダム ファ イタ ー を 
DG 幼 用 で 保 廊 し 、 指 
手下 


| 2 | ネイ ホン コン に よる 理名 | 


本 校 さ れ た デビ ル ガ ン ダム を ネオ ホン コン 
が 回 収 し . 矯 後 を 進め た 。 ガン ダム ファ イト 決 
局 大 会 の 最終 パト ルロイ ヤル 時 に は 復活 し 
た が 、 再び ドモ ン に 撃破 され た 


きら に 多く の ガン ダム 
ファ イタ ー を DG 机 
合 食 。 ネオ ホン コン 
は 、 デ ビル ガン ダム の 
加算 の 一 部 を 疫 可 
能 な まで に し て いた 


キョ ウジ ・ か 
本 され た か に 時 われ 
DG 事 還 だ が 、 答 は 
w 
| GF が ンタ 
ET 


枚 設 害 を 9 う 


ピル ガン ダム の 生体 ユ 
に 過ぎ な い 。 間 団 


デビ ピル ガン ダム の 方 を 利用 し よう と する 者 
も 現れ 、 地 球 か ら の 人 類 衣 着 や 世界 支配 を 
目論ん だ 。 DG 軍 団 な ら 可能 な こと だ っ た 。 


理 境 再生 と いう 目的 
に 含 灯 する な 5、 デ ビ 
ル ガ ン ダム は 利用 秋 
と も 規 力 、 世界 の 
配ら 合理 的 と 章 
FL た よう, 


| 1 | デビ ル ガ ン ダム の 基 赴 と 押 走 | 


手 13 回 ガン ダム ファ イト 開始 の お よそ 3 ヶ 
月 前 、 アル ティ メッ ト ガ ンダ ム が 地理 へ 落下 。 
だ が . そ の 臣 に 機能 の 一 部 が 指 借 し て 最 走 、 
「 デ ビル ガン ダム 」 と {tL て し まう 


ネオ ジャ パン 宣 施 の 手 
あれ て 地理 へ 。 施 下 
ELT SS 【 193 
デビ ルカ ガン ダム は 少佐 


シン ジュ ク の 地下 で 自己 修 覆し て いた 
ル ガ ン ダム が 、 ドモ ン の 走り エネ ルギー を 唄 相 
し て 完全 復活 。 だ が その 穫 、 ギ アナ 高地 の 
抽 で ドモ ン に 敗れ 、 一 時 的 に 能 を 停止 し た , 


完全 必 活 を 挟 た し 、 臣 
大 な 数 の デス アー ミ 
を 生み 出し た デビ ル ガ 
ワル 同時 
(の ¥. DG 軍 
団 は 一 昌 凍 識 し た 。 


靖 13 回 大 会 の 終了 直後 、 ネオ ジャ パン の 
ウル ペ 少 條 が デビ ル ガ ン ダム を 確保 。 新た な 
生体 ユニ ッ ト を 得 た デビ ル ガ ン ダム は 複 活 と 
縮 化 を 果たし た が 、 机 破 きれ 機能 を 儲 止 し た 。 


ネオ ジャ パン コ | 
と 一 條 化し た デビ ル ガ 
ンダ ム 。 DG 軍 団 の カ 
を 皇 に 入れ た ウル ペ 
13 1 10 
た が 。 シャッフル 同 
に Mt れ た 。 


DG 軍団 の 人 間 


生体 ユニ ッ ト を 取り 込ん だ デビ ル ガ ン ダム 
は 宏 全 自律 機能 を 持つ が 、DG 細 脆 が 生み 出 
し た 別個 体 は その 限り で は な い 。 この た め DG 
細 胸 を 移植 し た 生物 人 間 を 手駒 に し た 


DG 画 穫 に 健 食 きれ た 
生物 は 身体 和 カ が 県 


上 する うえ 0 


画 利用 者 

デビ ル ガ ン ダム の 存在 を 知り 、 そ の 利用 (| 
を 画策 し た 者 。 マス ター・ ア ジア は 秋 初 の 

下 紛 め 的 利用 者 で . 准 球 か ら の 人 末 皿 を 

目 拓 し た 。 また 、 は か の OG 生還 の 人 間 と 

異な り 、DO 細 朋 に 健 契 され て いな か っ た 。 


| 


CR で ある 全島 DOG 細 
きれ た 博識 . 人 て の 意 


の 存在 と な っ た 。 デス ア 
パイロ ホ な ど を 務め る 


一 生体 ユニット 
デビル ガン ダム の 生体 ユニ ッ ト と し 
て 取り 込ま れ た 人 間 。 デ ビル ガン ダ 


ム の 且 符 拍 針 に 球 位 を 与え る が 自 
称 守 失わ れ て いる た め 、DG 重 大 の いる 。 ゾン ピ 兵 と 出 な り 、 
最高 析 涯 訓 と いう わけ で は な い DG 細 用 を 党 け 容れ た 著 も いた 


be 1 


py 


7 で り 


DG 軍団 の 戦力 は 、 デ ビル ガン ダム の みな 
ら ず 多数 の MF や MS で 構成 され て いる 。 全 
機 が DG 細 胞 で 構成 、 ま た は 保 食 され て お 
り 、 芝 る べき 戦闘 能力 を 発揮 し た 


画 テア ビル ガン ダム 

DG 軍団 の 中 慌 。 自己 再生 、 件 
己 増 殖 、 自 己 差 仁 の 三 大 理 謗 標 
能 を 持ち 、 引 化 久 計 けた 。 昌 | 
体 で も 知る べき 埋 拓 能力 を 


GF13.001NHE 
マス ター ガン タム 


で a る MF や MS も 用 
と 電灯 され た よう た 


し.3 


poX 


侍 と し て 知ら れる 。 元々 は 各国 が ガ 
ンダ ム フ ァ イ ト に 送り 出し た MF だ が 
より 原型 を 午 め な い は ほど 
る 、 括 業 員 は 原 臣 幾 の が 
テイ タ ー が 千 め る 人 が 多い 


回 デス テ 
デビ ル ガ ン ダム が 生み 出し た DG 

EMS. デビ ルカ ガン ダム や DG A 
相反 化し た MF と 異な り 、 再生 能力 

を 持た な い は か 。 戦 敵 能 
約 MS と 大 差 が な い 
ショ ン 栓 坪 で ま 欄 な 軍 
記す る うえ 綴 燈 が 医大 で 
邊 で MF すら 人 構 に 圧 い 込ん 


9624 


機動 戦士 ガン ダム ZZ 


第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 期 の 世界 


を 行う だ け の 戦力 を 持た な か っ た 
\ ら ULC.0089 初 各 ま で 、 地 球 喚 で は 第 介入 し な が ら も 戦力 を 温存 し て 

ン 戦 争 が 力 り 広げ られ の 戦争 
邦 の 首都 ダ カ ー 


対し て 2 的 戦術 を 採る こ 
小 感 量 基地 アク シズ や ネオ 
キ 力 艇 隊 に 対し 、 単 笑 で 攻撃 を 仕掛 けた 例 
で ( 強 身 迄 洋 散 ア ー ガ マ や 強 細 用 宇和 
艇 ネェ マ の 話 躍 は 広く 知ら れ て \ 
少な い 大 戦力 の 投入 例 と し て 、ULC.0088.10 
< 攻略 戦 が これ は ハマ ー ン ・ カ 
不在 の 小 飛地 一 返 の 作戦 


ま 連 邦 軍 上 
落と し の 情報 を 
周 止 作戦 すら 実施 し な か 
本 方 針 は 過度 な ソフ 
唆 で 和平 カ 


戦闘 は 戦争 末期 
も られ で いる 。 し か も 戦争 末期 の 大 


[2] mw09 se 12n 


World Scene of UC 


当 拡 、 戦 闘 の 多く は 小 規模 と な り 、 短 時 間 で 決着 ! 
た 。 ま た 主戦 場 は 限定 きれ て お り 、 ネ オ ・ ジ オン 派遣 
軍 の 前 に 無 箇 開 城 を 決め た 市 すら 珍 ! 
く ピ 落と し の ょ うな 局 地 的 惨劇 は 起 
第 一 次 ネオ ・ ジ オン 則 
の 連 統 、 一 種 の 限定 戦争 と 考え て | 

の よう な 戦争 形態 の 結果 次 ネオ ・ 
戦争 時 の 地球 岡 は 、 附 争 の 只 中 
的 安定 し な 


宇宙 世紀 ガイ ド : 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 圭 争 期 の 世界 


世界 の 状況 各 組 織 の 思惑 と 関係 


グリ ブス 戦役 の 終結 と 前 後 し て 、 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 潜 第 一 次 キオ ・ ジ オン 戦争 は 、 地球 連邦 政府 の 黙認 や 過 た 年 ネオ 
争 が 始ま っ た 。 明確 な な 剰 な 務 軟 誠 勢 の 下 、 ネオ ・ ジ オン が 軍事 行動 を 進め る と ゴ と カラ バ が 、 地 球 連邦 政府 
球 連邦 政府 が ネオ ・ 5 奇妙 な 形態 で 進展 し た 。 | 邦 政府 は ネオ ・ ジ オン の いる 点 も 特殊 だ っ た 


た め 、 な し 項 し 的 


め に サイ ド 3 を 謀 渡 


し た 。 だ が 、 エ ゥ ー ゴ 
5 政府 は 確固 た る ヒ サイ ド 3 の 詩 渡 を 追 る 


ET 
ERR や 


スー シロ ンコ 大 設 が 戦死 し た うえ 、 シャ ア ・ ア ズ ナブ ル 6 未 旬 
り . 地球 連邦 


の 打倒 を 進言 


プリ プス 戦役 で 人 助 ち を 収め た ズ ( 後 の ネオ - ジ オ 
了 を 派遣 し た 後 、 地 球 に 主力 無 隊 を 降下 エゥーゴ は ネオ ・ ジ オン の 撃破 (特に ハ 
の 行動 を 舌 謎 し て いた ー ン カーン の 殺害 ) を 目指 し た 。 地球 
た 。 事 


栓 の 権力 争い や 上 
の 埋 力 損耗 
で 中 上 必 部 


+、 サイ ド 3 の 拓 請 を 策 


工人 選 在 し で いた アク: 
始 。 較 苑 軍 は アク シズ の 四 止 に 齋 横 的 で 、 エ 


第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 期 の 宇宙 と 地球 


グリ プス 圭 役 の 経 結 と 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 緒 争 下図 
が 始ま っ た た め 、 地 球 園 の 様相 は U.C.0087~0088 初 地域 と 


て いな い 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 の 関連 
シャ ング リラ ) 以外 の サイ ド 1 の コロ ニー (アク 


旬 と ほとん ど 変わ っ て いな い 。 た だ し 、 開戦 時 に 小惑星 基 シズ に 制圧 まれ た アル カ デ ィ ア 、 エル ドラ ド 、 ブリ ガ ド ー ン な 

地 ア クシ ズ が 位置 し た 月 近傍 、 制 圧 穫 隊 が 派遣 され た サイ ど )、 旧 ティ ター ン が 立て 徳 も っ て いた グリ プス 1、 カ 

ド 1、 地上 で の 主戦 場 と と っ た アフ リカ 、 ネオ ・ ジ オン が 占 ラバ の 基地 が 置か れ た も の の ネオ ・ ジ オン に 占拠 され た 北 7 和 全 する アフ リカ 大 衣 び 中 和 
拠 し た サイ ド 3 な ど 、 グリ プス 戦役 と は 蒲 た 米 ニ ュー ヤー ク 市 な ど が ある た サイ ド 3 な っ た - 人 地 載 で も 過 地 が 健 和 


te ずる 待 多 未 穫 
CT 


96.26 


機動 新 世紀 ガン ダム X 


町 革 合 軍 の 
ュー タイ プ を 光る 戦い 


政府 再建 委員 会 2 
に 準備 する 中 、 パ / 
戦後 独立 国家 


理 局 


漠 用 MS、 RMSN-008 


や MS 乗り 
因 は カリ ス の 戦闘 能力 


伏せ 
世界 続 


ん な 中 、 


歴史 フォ ー カ ス 


カリ ス 以 上 i 


フォ ー ト セ バ ー ン 市 の 戦闘 


CX 09 mM5 


THE BATTLE OF FORTSEVERN 


AW.0015 


、 ノ モア 市 長 
カ と は 旧知 の 人 
7 ロー ド の 採 殺 が 、 ) 
ノ モ ア 市 長 の 旧 
性 の MS 乗り が ガロ ー ド 


peciat Efoct by YUMI NOMURA Backgound by EUI WAKAMATSU (KUS 


フォ ー ト セ バ ー ン 市 で の 戦い で は 、 ノ モ ア 市 長 、 フ フリ ー デ ン は 、 拉致 きれ た ティ ファ の 区 回 と 暴走 す 


ノ モ ア 市 長 フリ ー デ ン リー デン 、 ブ フロ スト 兄弟 が それ ぞ れ の 思惑 で 動い た る ノ モ ア 市 長 の 購 止 な ど を 目指 し た 
od フォ ー ト セパ バー ン 市 長 ノ モア ・ ロ ング こと ドー ラッ ト 隆 フロ スト 兄弟 は プリー デン タイ プ 保 護 を 甘 
フロ スト 見 弟 の 意図 上 上 は 、 テ ィ フ ァ を 利用 し て MA バトゥ ー リ ア を 起動 し 、 。 認 し つつ 、 陽 力 を 殺 ぐ た シャ ギア の 負 


地球 人 類 を 鹿 清 する つも り だ 


国 ガロ ー ド 、 単身 で 
フォ ー ト セ バ ー ン 市 へ 

単身 で フォ ー ト セパ バー ン 市 に 入っ た ガ 

ロー ド は 、 市 庁舎 に 潜入 。 トゥ ー リ ア 
Eg の 存 を や か リス が 人 エニ ュー タイ プ で ふみ 
の フロ スト 兄弟 が 、 フ リー デン に る こと な ど を 知る と 、 カ リス の 説得 と ティ 
攻撃 を 仕掛け た 。 出 琴 し た ウィ ッ ファ の 究 悦 を 計画 。 フリ ー デ ン と オル バ 
ッ と ロア ビィ だ っ た が 。 的 雷 一 方 の 帳 軸 の 泥 乱 を 利用 し 。 ガ ロー ド と ティ 3 
と な る 。 ベル ティ ゴ と の 甘い で 自 ファ は 市 庁舎 か ら の 取出 に 成功 し た 。 フォ ー ド セハ 


休 を 家 失 し て いた ガロ ー ド だ っ ョ ジン 


ダム X の 強化 改 迄 蛋 で ある ガ 回 ウィ ッ ツ と ロア ビィ 、 
ダム X デ ィ バイ ダー で 出 浴 」 フ ロ リロ それ ぞ れ の 故郷 に 戻る 
・ | 体 四 を 取 イッ ツ と ロア ビィ は 
それ ぞ れ 旋 郷 し た 。 母 の 再 衝 を 
知っ た ウィ ッ ツ は 洛 員 する が 、 最 終 
的 に は それ を 受け 入れ 、 施 全 を 人 
ニニ $ に し て いる 。 また 、 ロ アビ ィ も 訟 和 
国 ガロ ー ド 、 カリ ス を 教 助 に 帰る が 、 本 席 の 玄 性 は すでに 人 
一 人 を 取 り 前 め た カリ ス だ っ た が 、 界 し て いた 。 その 後 、 ふ た り は 信 流 
3 か ら 宮 回 され 、7 す ゥ ー し 、 フリ ー デ ン へ と 謀っ た 。 
ト と きれ で し まっ た 。 超 
市 ア は フォ ー ト セ バ ー ン 市 
を 攻撃 。 ガン ダム X デ ィ バ イダ ー が カリ ス 
i を 殺 出 し た こと で 機 秀 を 停止 、 大 引 し 
が 、 テ ィ フ ァ の 統 
数 を 企 回 し た 周 刷 の カリ ス ・ ノ ー 
ティ ラス の 幸い る MS 部 評 の 馬 団 ガロ ー ド 、 カリ ス と 再戦 
再 を 所 ける 。 3 機 の ガン ダム を 再び ティ ファ の 者 思 を 目 柏 し コ 
も っ て し て も カリ ス の 乗る ペル スシ ンド ロー ム に 関わ れ で 失 退 。 きら に オル パ も シャ キア 
ティ ゴ に は 朋 で ず 、 ガ ンダ ム X は 庶 し て いる 。 その 後 、 す べ て の 事実 を 知 
中 破 に 近い ダメ ー ジ を 受け た ダム X デ ィ バ イダ ー に 敗れ た うえ 、 硬 図 的 に ガロ ー ド (8 昌 た れ 、 重信 を 負っ た 。 ー 


Miustration by AKO UNUMA 


| 妥 | ガン ダム X テ ィ バ イツ ーvs フ ロス ト 兄 弟 詳 議 | ガロ ー ド 、 フ ォ ー ト セ バ ー ン 市 に 洪 入 


ー タ イプ た 出会う た め ティ ファ が 示し た フォ ー ガロ ー ド の 命 を 救う た め 、 テ ィ フ ァ は カリ ス の 求め に 応じ て フォ ー サラ と トニ ヤ は 、 フ ォ ー ト セパ バー ン 市 に 潜入 し て 自 区 部隊 の 配 
市 へ 向かう 。 フォ ー ト セ バ ー ン 市 の ニュ ー タ イプ 、 カ リト セパ ー ン 市 へ 。 その 頃 、 新 連 純 政府 村立 を 下 前 と し た 政 座 再 。 置 を 確認 し た 。 ビ ッ ト 対 策 の 訓練 を 吉 り 返し な が ら も 結果 を 出せ 
・ ノ ー テ ィ ラ ス は フリ ー デ ン の 援 近 を 知る と 、MS 部 障 を 率い て 古 委 員 会 は 活動 を 活発 化 させ つつ あり 、 エ ー ジ ェ ント の フロ スト て いな か っ た ガロ ー ド は 、 単 身 フォ ー ト セパ ー ン 市 庁舎 に 潜入 し 
ティ ファ の 技 致 に 動い た 。 ティ ファ を 利用 し て MA パト ゥ ー リ ア を 兄弟 は 戦力 削減 を 目的 と し て フリ ー デ ン に 攻撃 を 仕掛け た 。 カリ = パト ゥ ー リ ア の 存在 、 ノ モア 市 長 の 出自 . カリ ス が 人 ー タ イ 
起動 きせ 、 宣 事 カ で 世界 の 温 乱 を 収 捨 する の が 目的 ノモス と の 戦闘 で 自信 を 春 失 し て いた ガロ ー ド だ が 、 ジ ャ ミル の 久 吐 ” プ で ある 事実 を 知る と . カ リス の 説得 と ティ ファ の 奏 回 に 動い た 
アー ロン グ 市 長 の 真生 は 戦 橋 で ガロ ー ド の ガン で 圭 章 を 取り 戻し 、 改 入 機 ガン ダム X デ ィ バ イダ ー に 搭 業 。 フ ロス フリー デン と オル パ の 戦闘 が 市 術 地 まで 及 ん だ 婁 乱 を 利用 し 、 ガ 
ダム X は 、 カリ ス の ニュ ー タ イブ 専用 MS ペル ティ ゴ に 完 由 し た 。 ト 兄 弟 を 撃退 し 、 ウィ ッ ツ と ロア ビィ を 教 っ た ロー ド と ティ ファ は 市 庁舎 か ら の 脱出 に 成功 し て いる , 


ノ モ ア 市 角 と 自 衝 礎 隙 藤 カ リス は 、 フ ォ ー ト セ バ ー コ 
3 枯 の ガン ダム を も っ て し て で も 、 カリ ス の ペル ティ ゴ に は 尊 


[| カロ ー ド 、 カリ ス を 東 破 [| ウィッツ と ロア ビィ の 里 帰 

再度 ティ ファ の 黄 取 を 関 る カリ ス だ が 、 ジ ャ ミル の ガン ダム X フリ ー デ ン に 教 動き れ た カリ ス だ っ た が 、 エニ ル に 乾性 され 、 パ フリ ー デ ン の 専属 と で ウィ ッッ ツ と ロア ビィ が 体重 を 取 
ディ バイ ダー に ビッ ト の 動き を 読ま れ た うえ 、 シナ ッ プス ・ シ ンド ロー トゥ ー リ ア の 制 傷 ユ ニッ ト と され る 。 これ に より パト ゥ ー リ ア を 息 動 り 、 各々 婦 握 。 ウィ は 還 夫 の 瑞 を 知り 滝口 す る が 、 再編 相 
ム ( 定 舌 的 に 発生 する 人 エニ ュー タ イブ 特 胡 の 苦 疹 ) に 抽 わ れ し た ノ モ ア 市 長 は 地球 人 類 を 権 洪 す べく 、 手始め に フォ ー ト セ 手 の パ バ パー テン と の 会 話 、 故 首 の 村 を 疹 っ た MS 乗り と の 戦 閥 の 
て 答 退 。 オル バ も シャ ギア の 設 得 で 後退 し た 。 ティ ファ を 失っ た ノ パー ン 市 を 攻撃 し た 。 トゥ ー リ ア の 笑 攻 の 前 に 若 載 し た ガン ダ 末 、 内 心 で 再婚 を 受け 容れ る と MS 乗り と し て 述 い だ 全 壇 を 置い 
モア 市 長 は カリ ス を パト ゥ ー リ ア の 制御 ト に し よう と する が . ム 各 村 い だ っ た が 、 ガ ンダ ム X デ ィ バ パイ ダー が ソト ウゥ ウー リア に 突入 し て 去っ た 。 ロア ビィ は 各地 の ガー ルフ レン ド た ち に 会 っ た 稼 、 放 細 
地球 入 題 の 抹殺 と いう 市 長 の 真壁 に カリ ス は 気付 いて いた 。 直 て カリ ス を 教 出 。 この 際 、 ノ モア 市 長 は 自決 し た 。 戦闘 後 、 カ リス し た も の の 、 本 命 の 女性 は す で C いた 。 その 棒 、 合流 し 
棲 . 単 勢 出 設 し た カリ ス は ガロ ー ド と の 一 内 討 ち に 敗れ : は ほ フ ォ ー ト セ バ ー シ 市 に 残り 、 フリ ー デ ン は 出航 し た 。 た ウィ ッ ツ と ロア ビィ は フリ ー デ ン へ の 帰 絡 に 凌い た 


es 


チ ィ ファ は 保 座 の 名 目 で フォ ー ト セ バ ー ン 市 へ カリ ス と の 埋 欄 で 中 て 六 の 還 佑 だ っ た ノ モ ア 記 長 (ボー ラッ ト 博 士 ) に 漠 力 。 リズ は 
奄 し た お ンダ ム X は 『 デ ィ バ イダ ー」 に 多 化 放 造 まれ た イフ ァ ザ 邊 先生 し た ニュ ー タ イブ だ と 季 り . ショ ッ ク を 滞り た 


の 替 実 を 知り 。 カ ロー ド と の 一 艇 討ち を 望ん だ カリ ス は ブリ 
へ 婦 本 た カリ ズ は 琴 座 の た 意図 的 に ガロ ー ド に 再 た れ 、 和 傷 を 負 


シス テム に 全 物 を 宣 わ れつ つ あ っ た カリ ス だ が 、 ガ ロード に こよ n て い MS 3 
リス と ノ モ ア 市 長 を 失っ た トゥ ー リ ア は 地上 に 舌 下 大層 し た た の 性 の 知り 灯 の 糧 を 語 め た 


max 9Z.22 
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新 機動 戦記 ガン ダム W 


戦術 レベ ル を 超え た 
戦況 予測 シス テム 


俊 め て 高度 な 戦況 予測 能力 を 持つ 、MS 用 琉 方 
向 イ ンタ ー フ ェ イ ス が 「 ZERO シス テム 」 (以下 ゼロ シ 
ステ ム ) で ある 。 ウイ ング ガン ダム 載 さ れ 、 圧 
側 的 な 戦闘 能力 を が で 知ら れる 。 ガン ダム 
エピ オン の 「 エ ピオ ン ム 」 も 同様 の 技術 で 、 ゼ 
ロ シ ス テム の ひと つと 見 な きれ て いる 。 その 歴史 は 
古く 、AC 上 -1 コ ロニ ー の 学生 トマ ス ・ カ ラ 
ント が 「 周 囲 の 状況 を 即座 に 判断 し て 高 連 演算 処 
理 」 する 量子 コン ピュ ー タ ー 式 人 工 知 能 と し て 完成 
に 近付け て と 言わ れる . 

ゼロ シス テム は 、 最 適 な 戦術 を パイ ロッ ト に 提示 する 
利 を 達成 する 。 その 戦術 は 極め て 高 精 度 か 
つ 効 素 的 な も の で あり 、 了 予習 が 外れ る 可能 性 は 極め 
て 低い 。 仮に 外れ た と し て も 、 デ ー タ の 更新 と 最適 化 
を 続け 、 短 時 間 で 新た な 戦術 を 組み 立て られ る 

戦術 の 選択 は 、 英 や 地形 、 幸 闘 の 推移 な ど を 含 
め た 周囲 の 戦況 、 ゼ ロ シ 


ャ その バ 


MS 運用 理論 : ゼロ シス テム 


MS Technology of AC 
アフ ター・ コ ロニ ー の MS の 技術 


イロ ッ ト の コン ディ ショ ン な ど を 総合 的 に 判断 し て 行 
われ る 。 中 で も パイ ロッ ト が 求め る 「 勝 利 ] の 形態 や 
「 地 」 の 刻 は 、 戦術 の 選択 に 大 き な 影響 を 与え る 
ゼロ シス テム が 導き 出し た 戦術 は 、 予知 ・ 感 覚 的 
な パイ ロッ ト に 示さ れる 。 パイ ロッ ト の 脳 に 、 直接 
指示 が 与え られ る の だ 。 これ に より パイ ロッ ト の 戦闘 
能力 も 高め られ 、 一 般 的 な パイ ロッ ト で あっ て も MD 
(モビ ルド ー ル ) クラ ス の 反応 速度 を 種 る 『 で き 
る 。 ガン ダム を 開発 し た 5 人 の 科学 者 の ひと り 、 昌 教 
授 の 言葉 を 借り る な ら 「 戦う 精神 波 を コッ クビ ピッ ト で 
増幅 させ 、 バ イロ 通常 能力 以上 の 結果 を 出さ 
せる 装置 」 な る 
ゼロ シス テム は MS 用 イン ター フェ イス の 
城 を 超え た 技術 で あり 、 地 球 圏 統一 連合 軍 の 最高 
機 の 予測 や 、 パ イロ ッ ト に 「 未 来 」 や 「 戦 うべ き 英 」 
を 見 せる と いっ た 機能 も 持つ 。 MD 部 隊 の 遠隔 視 
斬 、 過 去 の 事象 や シス テム 内 の 「 残 劉 思 念 ] を 元 に 
し た パイ ロッ ト の 人 格 の 再現 : 用 され た 。 ゼ 
ロ シ ス テム の 本 体 は コン ビ ピューター| 
ラム に よっ で 多目的 に 利用 う 
方 で 問題 も 指摘 され る 。 パイ ロッ ト に 強い 精神 
カカ や 明確 な ビジョン が な いと 暴走 を 招き か ね な い の 


[LW mM9 wl 


で ある 。 勝利 の た めで あれ ば バイ ロッ ト の 安全 や 倫 
理 を 無 規 する ケー ス や 、 脳 を 刺 問 する ケー ス も ある 
ウイ ング ガン ダム ゼロ に 搭乗 し た ガン ダム パイ ロッ ト 、 
カト ル ・ ラ バー バ ・ ウ ィ ナ ー が 、 コ ロニ ー の 破壊 や 他 
の ガン ダム パイ ロッ ト と 同士 討ち を 演じ た の は 、 ゼ ロ シ 
ステ ム に 精神 を 侵食 きれ た た め だ っ た 。 ウイ ング が ガン 
ダム ゼロ の 開 与 し た ドク ター]j] に よれ ば 、 ゼ ロ 
は 「 人 間 の 思考 の パラ ンス を 狩 わす 」 た め 、 
上 」 で な けれ ば 扱え な い 代物 な の だ 
(ツク モ ・ 剛 生 時期 不明 ) 


ベー リ 


関連 ファ イル 


XXXG-OOWO ウイ 
ロロ を 結 福 と する AC 
ム 。 吉村 は それ それ 


Miustration by TAKUYA IO 


了 間 所 所 こ 各所 


極め て 高度 な 電 


測 能 カ 


用 相 ター が AEN 絶対 的 と 言え る 戦況 予測 能力 を 持つ ゼ 
互 イン ター フェ イス が せ ! タバ ンク | 最強 の MS 用 イン ター フェ イ 
る 。 パイ ロッ ト に 「 助 利 45. イロ 人 
を 提示 し 、 実行 させ る こと が で [A 生 e ステ ム を 握 い 切 


ず 、 自 減 の 危 栓 性 も 高 


高度 な 清 


あら ゆる 情報 を 精 青 
ず 、 転 域 全体 を 


自律 制 牧 を も 


ゼロ シス テム の 挙動 ーー - 


戦闘 に 原 
の 「 坪 を 撃破 可 
イロ ッ ト に 伝え る 。 畑 機 の 挙動 を 
め 、 パイ ロッ ト の 反応 も 高速 化す る 


シス テム は 、 パ イロ ッ ト kp シス ティ 
き 「 交 と 自 


セロ シス テム の 人 性能 を 引き 出す 沙 要 性 ち 
あっ て 、 高 性 能 MS 「 ガ ンダ ム 」 へ の 扶 温 人 
が 多い 。 下記 以外 に も 「 白 寺 尋 (スノー ホワ イ 
ト )」 や エピ オン パイ が 搭載 し た と 見 られ 


d.MD 
の 


HO 
に 利和 で 


搭載 機 の コク ピッ ト 
部 神馬 性 は それ は ほ 


ィ エ PT AM 
A | て ' ュー < 


2 ーー 
ゼロ シス テム の 運用 例 
最初 期 型 の ゼロ シ 


器 の 運用 例 は A.C.195- 
ム の 扱い に は ガ 


ぃ 搭載 機 「 ワ 
196 に 集中 


と を 
MD 名 


埋 還 で 決着 半 利 


ma っ 97.24 


er 
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機動 戦士 だ ガン ダム 


暗譜 ダカール 


の 大 都市 が 甚大 な 披 害 を 受 ! 、 地 球 連 邦 軍 ハイ マン 総帥 に 迎合 する 政治 家 や 官僚 が 増加 し 、 グ 


7 7 大 陸 に 置 カ た と の 位置 関 5 リプ ス 戦 役 で は ティ ター ンズ の 権限 拡大 法 
Ht 。 b の し て し まう 。 し か し 、 そ の 22 月 後に は シャ 7 
* ど Ff 擬 か ら ア フリ カ は 反 連 邦 ル の ダカール 演説 が 行わ れ て で 


K 装 状態 の ネオ ・ 
や 粗 迎 式典 を 源 
、 地 球 連邦 上 礎 部 の 麻 
ある 

ノ ト UCO153) 


フリ カ 民 族 解 放 戦 線 を は オォ ・ ジ オン 戦争 で は 、 情 喝 に 必 し 
動 を 続け て い ジオ ン を 受け 容れ た う 
て 、 ア フリ カ 各 地 に i 行 する っ た 。 ダカール 

国軍 残党 も 地球 連邦 軍 基 地 な ど 敗 を 体現 する 都市 に な っ 
る 攻撃 を 仕掛 けた 
系 武装 組織 と 連携 を 


首都 と な 2 


ダカール は 地球 連邦 


テ フ リカ 大 際 西 岸 の セネガル 地区 に 
ダカール 


AD.1500 一 1800 年 代 に 奴 線 賀 易 の 
清 都 市 で あり 、 大 西洋 航路 と 宰 路 
AD.1900 年 代 後期 
関口 "と 呼ば 
発展 し た ダカール の 重要 性 は 、 宇 


な か っ た ら る 
の 
は (アフ リカ 大 際 内 で は ) 比較 


クア フリ カ の 


関連 ファ イル 


| 
遅 都 が 行わ れ 、 地 球 連 
部 の 新 な っ た の で ある 
ダカール に 選 都 きれ た 理由 ほし て は 、 一 年 則 争 後 
の 新 時 代 を 人 類 発 祥 の 大 陸 で 始め る こ . 
の 危機 的 状 再 確認 し 、 宇宙 移民 完遂 
部 官僚 の 志 が あっ た . 
床 大 西洋 地域 と ブラ ッ ク ア フリ カ を 撃 
る 重要 性 年 載 争 で 先進 国 


われ る 。 し か 


部 官僚 が 、 地 球 環境 の 悪人 i 移民 の 
必要 性 を 抽 認 識 さ せる た め 、 夏 漠 化 し つつ あっ た ダ 
3 う 側面 も 無視 で き な い . 
息 の 下 で 地球 連邦 の 新 首都 と 
数 年 と 絆 た ず し て 選 都 の 理 多 
ター ンズ の 台頭 順に は 、 ジ ra 


っ > た ダカール ガ 
失わ れ た 。 テ 


97-25 Mustration by KEISUKE SASAKJ 


ダカール の 立地 < a ル の 歴史 


昌 昌 ダカール の 位置 導 
地球 導 の 首 孝 ダカール は アフ リカ 西岸 セネカ ル 地 区 較 生 了 生 下 選者 後 、 ダ カー ル で は 数 々 の 事件 が 発生 し 、 光 闘 の 舞 
台 と な っ た こと も あっ た 。、 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 圭 争 後 


の ヴェ ル デ 岬 に 位置 する 港湾 都市 で 、 セ ネガ ル の 首都 で っ 時 あま mi と sz | 
も あっ た 。 U.C.0080 一 0090 年 代 に か け て 、 ア フリ カ 大 ) % へ の 再選 都 が 失敗 し た た め 再 び 首都 と な っ た 
一 年 戦争 覆 ダカール へ の 末 者 


時 自体 は 民族 系 武 凌 集団 や 旧 ジ オン 公園 軍 残 党 の 活動 
一 年 圭 争 後 、 地 球 連 施 が 行 
た 運 都 に より 、 ダカール が 新 普 都 
な っ た 。 官庁 茜 は 既存 の 施設 を 改 


が 活発 な 地域 だ っ た が 、 ダ カー ル 周 辺 は 比較 的 安定 し て 
條 転用 し た 。 し か し 、 砂漠 化 の 宮 彰 証 


いた 
度 が 間 定 以上 に 早く . 再 居 者 が 構 ーー 
直さ れる よう に な っ た 


4 ダカール に は 地球 
放 束 の 基地 が ある が 、 閣 度 


り .C.0087.08B.18 ティ ジー ンズ 電 剛 大 注 の 可 深 


グリ プス 戦役 中 期 の U.C.0087. 
08.18、 ダ カー ル で 開催 され た 連邦 
政 麻 寺 ィ タ クー ンズ の 権 昌 


アフ リカ 昌 本 交 に 
か から, 導 と 空 の 東 

| 

アフ リカ 内 好 分 へ の 区 

点 で も ある 。 画 囲 に 連 才 の = 三 
大 燈 模 な 基地 は な い 


ダカール の 施設 


ダカール の 街 は 細 の 西部 (プラ トー 地区 や アル マデ ィ 郡 ) まで 広がっ た 
洪 満 都市 で あり 、 全 長 数 百 m 級 の 船舶 が 複数 本 劉 可 能 な 大 規模 港 江 
施設 が 特徴 。 街並み は 多く の ビル ディ ング が 林立 し て お り 、 極 め て 近代 
的 な 都市 と な っ て いる 。 選 都 に 原 し て 議事 堂 が 建築 され た ほか 、 迎 館 


状 大 法案 が 可決 され た 。 その 前 日 
に は エゥーゴ 指導 者 プレ ックス 准 禁 
が 暗殺 され て いる 。 


て.0087.11.16 ダカール 演 譜 


UC.0087.11.16、 エゥーゴ - カ 
ラバ 運 合 軍 が ダカール の 較 施 請 
会 を 一 時 占拠 。 シャ ア ・ ア ズ ナブ ル 
が ティ ター シズ の 実 馬 を 告発 する 
清 説 を 行っ た 。 これ に より 世 議 は 反 
ティ ター シズ に 傾い た 


北 備 に 扶 前 科 は 聞 、 東 人 
が 用 意 さ れる な ど 、 地球 連邦 の 普 都 に 相応 し い 機能 が 充実 し た TTY 


加 寺 上 ダカール を 制圧 し た (5 
割 圧 は 8 月 29 日 )。 表向き は 無血 
開 域 に 近く 、 地球 軍 邦 政府 や 

は ネオ ・ ジ オン に 屈し た 


U.C.0088.08.31 ダカール 艇 放電 


U.C.0088.08.31、 ネ キオ ・ ジ ネオ 
ン の 潮 迎 パー ティ が 開か れ て いた 
ダカール の 裕 責 部 を 、 エ ゥ ー ゴ ・ カ 
ラバ 連合 軍 が 鐵 撃 。 当初 の 目的 を 
中 成 し て いた ネオ ・ ジ オン は 、 ダ か 
ル か ら 旗 刀 し た 


U.C.0096 I 旧 ジオ ン 公 国 宣 独 党 の ダカール 黄 軸 


U.C.0096、 ネオ ・ ジ オン 栖 党 軍 

裕 付 き の 活発 化 に 時 記し た 旧 

ジオ ン 公国 還 球 沈 カ ー ク ス 隊 の 、 壮 訂 三 三 
ダカール を 希 柚 。 ニュ ー タ イブ 専用 計 
MA の 投入 も あっ て 、 市 番地 と 議事 < 

室 が 深 剤 な 被害 を 裕 っ た 


た 港 薄 施 訟 。 大 
西洋 的 中 臣 易 拠点 で ある 
に 軍 池 お 業 ね て お り 、 編 め て 大 親 


La MORE INFO! 


国東 梁 で か 


地球 連邦 政府 ・ 
ダカール 以外 に も 、 地球 連 才 5 
に UP 人 yYWTR 
が 本 か 
Pe TT 


EA - + イズ 97.26 
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機動 戦士 ガン ダム SEED 


肝 細 アフ リカ の 激闘 


98.21 


夏 漠 の 局 地 了 戦 と 
プラ ント の 内 部 対立 


CE.7102.13 の 低 軌道 会 工 の 最 中 、 地 球 連 合 軍 
の 強 相 機動 特 装 編 7 ンジ ェ ル は 、 地 球 へ の 


隆 下 に 成功 し た 。 し 下地 点 は 目標 の アラ ス 
カ で は な く 、 ザフト の 勢力 下 に 置か 
体 の 砂漠 で あっ た 


クト リア 攻防 戦 」 の 結果 、 南 了 
トリ ア 宇 宙 港 が ザフト の 手 に 共 
球 連合 軍 は 著しく 科 体 化し 
ル は 敵 中 に 孤立 し て し まっ た の 

数 少な い 救 い は 、 地 元 の 反 ザ フト ・ レ ジス タン ス 
“明け の 砂漠 " と の 間 に 協 力 関係 を 築け た こと た 


フリ カ 大 陸 の 地 


テー クエ ンジ ェ 


た 。 ザフト と の 正規 月 け の 砂 
漠 " の 戦力 は 期待 で き な か っ た が 、 地元 勢力 な ら で 
は の 情報 網 や ゲリラ 戦 術 は 、 地 球 連合 軍 か ら の 増 
援 や 補給 が 期待 で き な い テー クエ ンジ ェ ル に と っ て 
重要 だ っ た 

し か し 、" 明 け の 夏 江 "の 協力 が あっ て も 突破 不能 


Battle of AFRICA 


える ほど の 俊 威 が 、 ア フリ カ 共 同体 に は 存在 し 

た 。 ザフト の "砂漠 の 虎 " ア ンド リュ ー・ パ ルト フェ ルド 

率い る バル ト フェ ルド 隊 ー ク エン ジェ ル の 降下 
地点 の 近傍 
夏 上 を 自 


戦 用 MS パク ゥ を 装備 する バル ト フ ェ ル ド 隊 は 砂 洪 戦 
を 得意 と し 、 地 上 に 配備 され た ザフト 陸戦 部 隊 の 中 
で も 屈指 の 戦闘 能力 を 許 - 
れ な 環境 と 相まって 、 
ルー ゼ 隊 以上 に 厄介 な 英 
それ で も アー クエ ンジ ェ ル は 、 ザフト の 勢力 園 を 
破 で きる 可能 性 が (少し は ) あっ た 紅海 方 面 に 出る 
に 立ち 括 が る バル ト フ ェ ル ド 隊 の 撃破 を 
パル ト フ ェ . 3 目的 と する 
"明け の 砂漠 "も 協力 し て お り 、 ア ー ク タク エン ジェ ル と 
パル ト フ ェ ル ド 隊 の 激突 は 、 パ ナディ ー ヤ 周辺 の 支 
配 権 を 辿る 畔 いと も な っ た . 
の 頃 、 プ ラン ト 本 国 で も 大 き な 動 き が あっ た 。 最 
高 評議 会 で 赤道 封 銀 作戦 「 オ ペレ ーション ・ ウ ロボ 
ロス 」 の 強化 が 決議 され た うえ 、 そ の 一 環 と な る パ 
ナマ (実際 に は アラ スカ ) 攻略 作戦 「 オ ペレ ーション ・ 
スピ ッ ト プ レイ ク 」 の 実施 が 決定 的 と な っ た の で ある 


Nlustration by MASAHIRO YAMANE 


カ の 潤 鍋 


(sf ) red se 0 


- 軍 の 決議 は 戦線 拡大 に 直結 する も の で 、 プ ラ 
ント が きら な る 強硬 路線 に 傾 v と を 意味 し た 。 プ 
ラン ト 市 民 も 強硬 路線 に 同調 し 、 急進 派 を 代表 する 
バト リッ ク ・ ザ ラ 国 防 委員 長 が 支持 を 集め て いた 。 こ 
うし た 最高 評議 会 の 動き は 、 梨 健 派 と 急進 派 の 確 
執 、 特 に シー ゲル ・ ク ライ ン 最 高 評議 会 議長 と バト 
リッ ク ・ ザ ラ の 対立 を 表面 化 き せる こと に も な っ た 

以後 も ブラ ント は 許 硬 路線 を 採り 続け 、 戦 局 は 文 
字 通 り の 「 娠 減 職 争 」 へ と 移行 し て いく 
(ノイ ・ タ ルゥ カ 


CE74) 


関連 ファ イル 
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地域 に 纏 点 が 放 
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で 時 が 織り 返さ れ て 
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バルト フェ ルド の 
続 治 と 戦術 


ピク トリ ア 基 地 【 皇 軍 坊 | アー クッ ェ ン > 


re チー 際 3 
ザ フ ド 


MS 


アー クエ ンジ ェ ル 、 
突破 作戦 を 決定 


フリ カ 大 隆 か ら 離 脱 す る た め ! 
席 " と の 較 換 に よる 「 レ セッ プス 実 硫 作 胡 」 を 
決定 。 その 大 。 プラ ント で は いく つか の 作戦 


折 と 巧 進 太 の 対立 が 表面 化し つつ あか. 


5| レセ ッ プス 突破 作戦 、 実施 
2 月 28 紅海 方 面 へ の 次 
"明け の 夏 満 "の 二 力 の 下 、 パ ルト フェ ルド 
指し た 対す る OK フェ ルド は 3 箕 の 放 上 音 和 を 
ェ ル の 机 破 に 硬い た 。 ルト フェ ルド 可 
2 模 の 「G] が 参加 し て いた が 、 戦闘 の 周 生 部隊 
は 載 減 し 、 アー クエ ンジ ェ ル は 紅 海 方面 に 向 か - 


Pd 


EE 


エル と バル ト フ ェ ル ド | 


周 ア 初 交戦 

CE71.02.15、 ザ フト の バル ト フェ ルド 想 が 砂漠 に 竹下 し て 
いた アー クエ ンジ ェ ル を 捕捉 し 、 攻 撃 に 移っ た 。 アー クエ ンジ ェ ル 
と スト ライ ク の 性能 評価 を 目的 と し た が 、 撃沈 も 選択 枝 に 入れ て 
いた 。 アー クエ ンジ ェ ル は 砂漠 で の 夜間 戦闘 だ っ た こと も あっ て 
普 戦 し 、 砂 濃 戦 用 装備 を 持た な い ス トラ イク も 抽 弄 され た 。 だ 
理生 ブロ グラ ム の 変更 に よる スト ライ ク の 強化 や レジ スタ ンズ"* 明 
け の 砂 源 " の 参 問 を 受け て . バル ト フ ェ ル ド 隊 は 接 選 し た 。 


バル ト フ ェ ルド 隊 の 攻 四 中 測 MS パク っ の 前 に スト ライ ク は 知 再 
し 、 追い 館 め られ た 。 し か し ^ 明 け の 砂 注 "の 参戦 で 合 挫 いし た 。 


プラ ント 内 の 対立 


2 月 22 日 、 プ ラン ト 最 高 評議 会 で 赤道 圭 鎖 作戦 「 オ ペレ ー シ ョ 
ン ・ ウ ロボ ロス 」 の 強化 が 決議 。 パナ マ (実際 に は アラ スカ ) 攻 
略 作戦 「 オ ペレ ーション ・ ス ピッ トブ レイ ク 」 も 事実 上 、 決 定 され 
た と 考え て いい (正式 な 可決 は 同年 4 月 1 日 )。 この 中 で 、 シ ー ゲ 
ル ・ ク ライ ン 以 下 竹 鍵 派 と パト リッ ク ・ ザ ラ を 代表 と する 旋 進 汽 
の 対立 も 表面 化し て いる 。 その 頃 、 ア ー ク エン ジェ ル は "明け の 
秦 漠 "と 較 手 し て の 「 レ セッ プス 容 破 作戦 」 を 決定 し た 。 


あっ た 。 地球 に 詳 り な か っ た クル ー ゼ 隊 隊 員 は 休 重 で 本 国 に 戻っ て いた 


国 アー クエ ンジ ェ ル 、 
バル ト フ ェ ル ト 隊 と 交戦 


ザフト の パル ト フ ェ ルド 隊 は 、 ア フリ カ 共 同体 の バ 
ナディ ー ヤ 周辺 を 事実 上 、 統 治し て いた 。 バル ト フェ 
ルド の 統治 方 針 は 反抗 勢力 の 武力 鎖 圧 を 含む も の 
で 、 レ ジス タン ス の 拠点 と な っ て いた 村落 へ の 攻撃 
も 辞 さなか っ た 。 た だ し 民間 地域 へ の 攻撃 の 際 は 


"明け の 砂漠 


バル ト フ ェ 
の 進路 コジ ks の 進路 


地球 
ルド 際 に 締 提 され 、 攻撃 を 受け た 、 反 


固 キラ 、 バル ト フ ェ ル ド と 出会う 


I 


事前 通告 を 行う な ど 、 相応 の 配慮 は 払っ て いた 。 
パル ト フ ェ ルド 隊 の 基本 戦術 は 隆 戦 用 MS パク ッ 
E70.05.30 の 「 ス エズ 攻 防戦 」 
シア 連邦 の 大 戦車 部 隊 を 幣 破 し た 
で も 知ら れる 。 


香代 生地 点 無 


アデ ク レセ ッ プ ス 級 
ED X105 戦闘 ヘリ 大 型 地上 | 
4 1 に 表 み め 9 PA 
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固 バル ト フ ェ ルド 隊 、 
タッ シル を 攻撃 
"明け の 砂 演 " の 亀 点 で ある タッ 
の 町 を バル ト フ ェ ル ド 隊 が 攻撃 。 事 
前 の 医 告 に より 死 借 者 は 出 な か 
が 、 都 市 は 晃 全 に 破壊 され た 
を 急 け た "明け の 砂 肖 "は 過 下 戦 を た 
う も . 戦力 差 は 礎 類 で 多数 の 死 働 者 
た 。 2 月 16 晶 の こと で ある 。 


2R20 日 、 ア ー ク エン ジェ ル は 物資 の 補給 の た め ) 


けり の 夏 江 "の 仲介 で パナ ディ ー ヤ の 間 デ ィ 
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大 際 送 本 
(ヴァ ルフ ァ ゥ ) 


賠 | ダッ シル の 戦い 


* 明 け の 砂 濃 " と 接触 し た アー クエ ンジ ェ ル は 、 イ ンド 洋 ・ 大 平 
洋 方 面 へ の 苑 脱 を 模索 。 その 頃 、 バル ト フ ェ ル ボ 隊 は 先 の 戦 凍 
の 報復 の た め 、 "明け の 砂 漢 "の 手 点 タッ シル の 町 を 攻撃 挫 収 
し た 。 前 線 基 地 で 攻撃 を 知っ た “明け の 砂 濃 " は タッ シル で 役 害 
を 巡 認 し た 後 、 バ ルト フェ ルド 可 を 追撃 し て いる 。 スト ライ ク が こ 
の 追撃 戦 に 参加 し 、 パ バル ト フェル ボ 隊 に 打撃 を 与え た が 、 "明け の 
破 演 "は 大 き な 報 害 を 出し た 。 2 月 16 日 の こと で ある 。 


バル ト フ ェ バ ド 隊 の 特 告 
だ が 、" 明 け の 秦 油 "は 無 放 な 師 没 戦 を 行い 、 な か ら ぬ 死 働 者 を 出し 


| レセ ッ プ ス 突 破 作戦 


2 月 28 日 、 パ バル ト フ ェ ル ド 隊 は 放 逢 レセ ッ プ ス 以 下 3 隻 の 夫 上 
心 覆 を 投入 し 、 ア ー ク エン ジェ ル の 撃破 | た 。 これ に 対し て 
アー クエ ンジ ェ ル は "明け の 夏 記 "の 協力 の 下 、 紅海 方 面 に 
べく パル ト フェ ルド 隊 の 突破 を 目指 し 、 両 車 は 薄 突 し た ("明け の 
耕 漢 " も バル ト フ ェ ル ド 隊 の 誠 陸 を 目的 と し た )。 パル ト フ ェ ルド 隊 
に は 、 地上 に 職 り て いた 2 機 の 『G」 が 参加 し て いた が 、 戦 閥 の 
末 。 隊 胡 機 を 含む 載 力 の ほとん ど を 失い 壊滅 し た 。 


バルト フェ ルド 衣 の 本 撃 作 組 に 所 い 結 め られ た アー クエ ンジ ェ ル だ が 、 
か た 航 空 電力 と スト ライ ク の 圧倒 的 還 能 力む ど に より 勝利 を 彼 め た 。 


Miustration by AKIO UNUMA 


| 較 バナ ディ ー ヤ の 所 衝 


2 有 20、 物 近 福 給 の た め アー クエ ンジ ェ ル の クル ー と "明け 
の 破 漢 " の メン パー が 、 パナ ディー ヤ の 街 に 入っ た 。 パナ ディ ー 
ヤ は バル トブ フェ ルド 藤 の 拠点 と な っ て いた が 、 兵器 も 扱う 間 デ ィ ー 
め "明け の 砂 注 "の 仲介 で 秘 型 護 に 潜入 し た の だ 
た 。 この 也 、 キラ ・ ヤ マト と カガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ が アン ドリ ュー 
バル ト フ ェ ルド と 出会い 、 司令 部 と な っ て いた 婦 宅 に 招 か れ た が 
短 時 間 で 解放 され て いる 。 


アー クエ ンジ ェ ル は 聞 デ ィ ー ラ ー ら 弾 華 な ど を 入手 。 キラ と カガリ は 、 ブ 
ルー コス モス の テロ を まっ の け に /( ル ト フ ェ ルド の 屋 穫 に 抽 か れ た 。 
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MS すら | 一般] 兵器 と な っ た 
ガン ダム ファ イト の 影響 


で は 、 MS や MA、 航空 機 、 地 上 車輌 と いっ た 
- 般 兵器 ] を 紹介 し て いる (民間 機 を 含む )。 MF 
= ガン ダム や 盤 抑 は 別 稿 を い 
ガン ダム ファ イト が 制 FC の 世界 に 
お いて は MF こそ が 最 ; 


他 の 兵器 の 必要 性 ! 
力 な MS や 宇宙 艦 拭 を 配備 し よう と も 、 
ト が 存続 3 、 国 家 肌 紛争 の 抑止 力 


い 所 が 限ら ち れ て し まう の 
- 般 兵器 の 存在 意 姜 は ある 。 テロ や 武 
強 庶 紛 争 へ の 対応 、 放 置き され が 


効果 は 


い 一 般 兵器 が 適し て いる ( れる 反面 、 
数 が 少な く 乗り こなせ る 者 も ほとん どい な い MF に は 
不向き な 任務 で ある ) 。 また 、 ガ ンダ ム ブ ァ イ ト の 制定 
国家 同士 の 不信 は 払拭 され て ヽ 
征 来 の 軍備 を 保有 し 続け る 一 因 と な っ た 


Conventional Weapon of FC 
未来 世紀 の 一 般 兵 回 


軍事 産業 の 維持 と いう 側面 も 無視 て 
こう し た 一 般 兵器 の 特に 強力 な 存在 が 豆 
項 高 15m ク ラス の 人 型 兵 器 MS で ある 。 MF の 母体 
と も な っ た MS の 歴史 は 古く 、 西 麻 2070 年 頃 に は 人 
型 作業 用 汎用 ロボ ッ ト と し て 誕生 し た と され る ( 奇 し く 
も 同時 期 に 重力 制御 機関 が 完成 し スペ ー ス 
ーー の 建設 が 開始 され て いる ) 
事 転用 が 決定 きれ た の は F.C.01 の こと 
ー 移 住 権 を 選 る テロ へ の 対策 と し て 採用 
上 後 の 地 上 の 混乱 を 尻目 に 、 
F.C.02 の 各 ゴ 国家 は MS の 飛躍 的 な 性 能 向 
上 を 成功 きせ 、 本 格 的 な 軍事 転用 が 進ん で いっ た 
i 用 MS は 、F.C.03 の 第 
- 次 カオ ス 了 戦争 で 猛威 を 振る っ た 。 世界 大 戦 化 し つ 
つ あ っ た 地球 上 の 紛争 解決 の た め 、 コ ロニ ー 国 家 
連合 は 大 規模 な MS 部 隊 を 編制 し 、 地 上 に 投入 し 
た 。 紛争 状態 に あっ た 地上 の 諸 勢 力 は 結束 し 、 コロ 
ド 『、 地上 軍 は 壊滅 状態 


MS と その 集団 運用 に あ - 
第 一 次 カオ ス 戦 争 後 の F 
次 世代 MS の 開発 競争 を 激化 させ 、F.C005 


5] D3 se IA 


戦争 の 危機 が 再来 する 。 第 二 次 カ オス 戦争 の 主役 
に な る か と 思わ れ た MS だ が 、F.C06 に 発表 され た ガ 
ンダ ム フ ァ イト 構想 と F.C.08 開 催 の 第 1 回 が ガン ダム ファ 
イト に より 、 兵器 と し て の 役割 は 縮小 し た の だ 

航空 機 や 地上 車輌 も 兵器 と し て の 重要 性 を 低下 
きせ た (MS の 軍事 転用 に 伴い 、 役 割 を 変え て いた 
が )。 その 中 で 各種 兵器 や コロ ニー に 採用 され た 重 
制御 機関 は 、 民 間 機 に も 転用 きれ る こと と な っ た 
FC61) 


(シェ ン ・ フ ー 


関連 ファ イル 


ガン ダム フ に 
機体 の 吉 称 。 仕 欄 


Mustration by TAKUYA IO 


scu。 WCWWi 


MF が 兵器 の 頂点 に 立つ 時 代 
に な っ て も 、MS や MA の 配備 は 続 
き 、 兵 療 体 系 の 中 心 と な っ て いる . 
絶対 性 能 こ そ MF に 劣る が 、 優 れ た 
汎用 性 、 攻 防 力 、 立 体 的 移動 能力 
は 旧来 の 兵器 の 追随 を 許さ な い 。 


MS より 一 回 り 大 二 


は モビ ルト レ 
テム の 有利 


ネオ メキ シコ の 水 
隊 西 用 MS、 魚雷 と 
バル カン 砲 を 試 凌 と 
する 。 抽 水 圧 外 融 
を 持つ よう だ が 、 MF 
の 攻撃 で 欧 々 と 撃 


ガン ダム ファ イト 制定 後 の 軍 用 
航空 機 は 、 戦 闘 ・ 攻 撃 用 が あま 
り 見 られ な く な っ た ほか 、 重 力 制 
御 橋 関 を 搭載 する タイ プ が 増加 し 
た 。 回 転 皿 機 (へ リコ プター) な ど 
の 従来 和 ニ 航空 機 も 残っ て いる 。 


ネオ ホン コン の 輸送 用 へ 
リコ プター。 大 朝 は 4 基 、 中 
型 は タン デム で 2 基 の ロー 
ター を 搭載 する 。 デビ ル : 


ダム の 超 森 空輸 に 使用 さ 
れ た 


中 型 へ リコ プター 


重力 制御 ( 反 重 力 ) 機 関 の 一 般 
化 に より 、 大 半 の 地上 車輌 は 極 低 
空 を 浮遊 走行 する ホバー 式 と な っ 
た 。 地面 の 凹凸 が 激しい 場合 で 
も 、 浮 遊 高度 を 上 げ る こと で 充分 
な 不 束 地 走破 能力 を 発揮 で きる 。 


乗用 車 か ら 貨 物 
用 トラ ッ ク まで 、 旧来 
の 装 輸 車輌 の ほ と 
ん ど は 反 重 カタ イプ 
と な っ て いる 。 貴 寅 
用 や バト カー な ども 
同じ 領 向 に ある 


旧来 の オー トバ パイ 
に あたる 車輌 も 、 反 
陳 カ タイ プ が 大 半 を 


団 ] の 反 重 カバ イク 
は 、 合体 し て 前 型 に 
な る 特殊 メカ だ っ た 


MS な 作業 用 ロボ ッ ト と し て 
現在 で 民間 用 


話 生 し た 
た し て の 凍 要 ばい 。 


間 例 概 問 が も た ら す 反 
で 浮 問 ・ 押 行 する 垂直 
相 和 人 機 が 一般 化し て いる 。 


= 


束 還 を は じ め と する 舞香 量 級 
の 車輌 で は 半 輸 式 も 必 い ら 
れる が 、 極 め て 例外 69 で ある 。 


ネオ ジャ パン の 宇 


ネオ アメ リカ の 可 
MS で 、 へ ! 形 右 か 
ら 人 柚 に 変形 する . 
兵 閉 は 75mm パ バル 
カン 次 と 語 間 ミサ イ 
ル 。 MS 時 の 頭頂 高 
は 10 Bm 


ジョ ン ブ ル ガ ンダ 
ム の 支援 に 投入 き 
た 幸 随 操作 式 無人 
MS。 人 工 の 直 C 

れ 、 部 本 単位 で ジョ ン 


ネオ ジャ パン や ネオ ホン < 
コン な ど で 使用 され て いる 
並列 模 産 式 の 反 雷 力 機 
軍民 双方 で 使用 され て お 
り 、 幸 道 枝 関 が 使用 する 
例 も あっ た 


径 13 回 が 
ト 決勝 大 会 で 


ガン ダム 


推進 ・ 浮 入 用 に 反 重 力 
型 推進 機関 を 搭 


CO 


MF の バッ ク バ 
ク と コク ピッ ト で 構成 
され る 反 重 車輌 
MF か ら の 見 脱 だ け 
で な く 、 フ ァ イ タ ー の 
長 王 離 移動 用 と し 
で て も 用 いら れる 


グ ガ ンダ ム 用 


ネオ ジャ パン の 地 
上 防 害 用 MS。 ビ 


ムラ イフ ル と ノブ ッ シ 


サン ボ 家 の 執 事 
イモ ンド ・ ピ ショ ッ プ が 
相 る 民生 用 MS。 自 
動車 と 同じ ハン ドル を 
操 継 に 用 いる が 、 預 
由 か つ 多 須 な 動作 
が 可能 で ある , 


ネオ ロシア の 軍用 無人 * ラ ー 
債 替 機 。 重力 制 得 機 関 
を 搭載 し 、 反 重力 で 柏 行 
する 。 ギア ナ 高 地 で 、 デ 
ピル が 


の ーー 
VTOL 同様 、 第 と 
13 回 ガン ダム ファ イト 決 
勝 大 会 で 使用 され た 者 
ら は 反 量 カタ ク 
ツ ・ ブ ルー 
ダー の 教主 に 使わ れ た 
か で > 
信 < 
ドラ ゴン ガン ダム 用 ム ガ ン ダム ロー ズ 用 


MORE INFO! 
F.C. の 銃器 紀 


軍隊 や 臣 穴 


Ui 


98-24 


CNA. 


機動 戦士 ガン ダム 


reD3 mml 


時 地球 連邦 (A.D. 未 期 U.C.0096) 計 結 叶 


地球 岡 を 続 治す る ー ス ペー スン イド 
し レッ る (| と みう 7 で 9 の れ な いと い . 1 。 が 頭 著 化 と 
国 守 連 合 た . 0 他 に も / 怪 視 と 宇 


笛 移 民政 策 の 事実 | 
文民 統 
連邦 が 内 包 す る 
1 組織 を 再編 し た 地球 連邦 軍 ト 3 > な い , 
び 、 史 上 量 大 の 国家 組織 と な . 設立 きれ た 
連邦 の 設立 の E ト く 大 国 主導 の 体制 、 軍 事 力 を 
ある が 、 中 で も 宇宙 移民 は 最 重要 課 に 移民 に 伴う 既存 の 共同 体 
れ て いた 地球 環境 宇宙 移民 者 へ の 英 大 な 移民 費用 の 貸し 付 
食料 及び エネ ル ギ ら 、 武 力 放 径 を 含む 反対 運動 が 各地 
み 、 人 類 渋 亡 は 現実 的 i 【 典 で は 軌道 上 の 首相 官邸 ( ラ 


コロ ニー の 建設 や 100 億 
移民 に は 、 脚 大 な マン パワ ー 1 に 。 手 法 
き ド の 人 口 を 字 


地球 連邦 議員 、 官 僚 、 高級 軍人 と いっ た 人 間 が 


邦 政 府 の 宇宙 移民 
地球 の 住 環 


宇宙 移民 が 強制 的 に 
行わ れ と 、 特 権 階 載 化し 
が 自身 の 宇宙 移民 を 回避 し ど を 
藍 み て も 、「 研 民政 策 」 と の 批判 が 事実 無根 と は 言 


な い だ ろ う 


の 他 の 地球 連邦 ・ 


の 批判 と し て は 「 総 対 民主 
主義 ] が 知ら れる ー ス ノイ ド は 地球 連邦 (中 
炭 ) 政府 の 選挙 権 が な いた め 、 絶対 多数 派 の は ず 
の スペ ー ス ノイ ド の 意見 が 政策 に 反映 きれ な い 、 
いう 意味 の 言葉 で ある 。 各 サ イド は 自治 権 を 
れ て いる も の の 、 首 長 の 任命 権 を 地球 連邦 政府 が 
撮っ て いる た め 、 ス ペー ス ノ イ ド に よる 自治 が 空 文化 
し て いる 点 も [絶対 民主 主義 と 同様 の 文脈 で 語ら 
れる 


WH 
する 自活 人 


画 アー ス ノ イ ド と スペ ー ス ノイ ド の 
統治 体制 の 違い 


馬 員 を 選出 


地球 連邦 の 主要 機関 


地球 連邦 は 地球 ・ 月 ・ ス スコ ロニ ー 群 (サイ ド 


る 国家 連 地球 各国 、 月 面 都市 、 サ イド t 
扱わ れる 。 # 域 を 管轄 する 主要 機関 と し ド 

中 央 政府 連邦 議会 (中 央 議会 所 - 
社 を は じ め と を 行 


地球 線 一 政 疑 の! 
時 発 是 叶 


地球 国 全域 に 展開 
巨大 軍事 組織 。 指 近 権 は 


穫 役 軍人 が 
還 析 を 持つ 
接 な 関係 と 竹 妙 な パフ 
直孝 政府 
スペ ー ス ノ 
f ド や 地球 の 反 連 邦 勢 力 か ら 
み 嫌 われ 地球 重視 ・ 
宇宙 軽視 信 向 、 既 得 権益 の 調 
モモ 的 な 温度 と 過度 な Fa 
要因 で ある た 
地球 連邦 軍 だ が 、 指揮 権 は 
て お り 、 文民 
な い 。 現役 
中 に 立 人 
と っ て 、 軍 
に 振 碁 う 事 
et. + 98.26 


98.27 


地球 連邦 軍 の 編制 


連邦 参加 国 の 軍事 組織 を 統合 ・ 再 編 す る ご 生 し た 地球 連邦 軍 は 、 宇宙 を 管轄 す 
る 地球 連邦 宇宙 軍 (E.F.S.F.=Earth Federation Space Force) と 地上 を 担当 する 地 
球 連邦 地上 軍 (EF.GF.=Earth Federation Ground Force) で 構成 され る 


宇宙 算 隊 を 控 し 、 地球 の 衛 性 軌道 ・ 月 
各 サ イド ・ 小 一 星 共 地 な ど 宇宙 全域 を 管轄 
する 。 吉 サ イド に 駐 入部 感 を 置い て いる 


地球 上 (大 気 岡内 ) を 管 較 す る 軍 で 、 上 上 
来 の 陸軍 ・ 海 軍 ・ 空 軍 な ど で 構 成 され 
担当 地域 ご と に 分 けち れる 


MS の 配 供 欄 、 革 大 
型 航空 模 (空中 MS 


画 一 年 戦争 開戦 時 の 編制 
i | 


マ トス 
EE EDRSRT EE 


Em 


gg 1 

ATTEN 

の 円 

し クリ プス カ 面 東 

MR 
木田 

ラオ ン 共 和 国 軍 


地球 運 邦 軍 の 特殊 部 隊 


宇宙 軍 や 地上 軍 の 指揮 下 、 ま た は そこ a PP 
か ら 独 立 し た 形 で 特殊 (特務) 部隊 が 置か 旧 ジ オン 人 国人 の 提 を 任 攻 どす 
れ た 。 旧 ジオ ン 公 国 還 残党 な どの 反 速 邦 3 馬 の 折 埋 必 を 移 良 され る に 至っ た 
勢力 へ の 対処 を 目的 と する 部 隊 が 多い エゥーゴ と の 内 戦 に 敗れ 、 解体 され た 
ee 
a LT 
PT 
PT 
ネオ ・ ジ オ 連邦 宇宙 軍 特 殊 作戦 格 ECOAS (Earh 
掃討 を 任務 と COlony ASierold。「 作 戦場 所 を 間 わ ず 
解 の 意 )。 ネオ ・ ジ オン 残党 の 柄 発 と 掃討 を 任 


で 、 狼 自 の 判断 に よる 行動 が 許さ か 季 と し 、 軍務 か ら 警 穴 権 まで カ パ ー す る 


れる 。 組 細 上 、 地 
球 拉 宙 生 に 所 薩 
する が 地球 上 で 行動 


地球 連邦 軍 の 変遷 


西暦 末期 に 護 生 し た 連邦 軍 は 、 お 
よそ 100 年 を か け て 装備 を 近代 化し て きた 
特に 一 年 戦争 時 に 行わ れ た MS の 配備 は 
連邦 軍 の 兵器 体系 を 一 変 さ せ た 


地球 連邦 の 樹立 と 同期 に 地球 較 も 


孝 軍 も 謀 生 。 警備 隊 レ ベル だ が 宇宙 
車 も 編制 され 、 宇 宙 航 が 配信 され た 


履 購 式 供 の 時 
柳橋 が 、 地 上 で 


サイ ド 3 と の 間 に 可 嫌 が 高まる 中 、60 大 秀 巨 奏 主 凌 的 ドク ト ! 
年 代 軍 供 増 強 計画 や を 70 年 代 軍 備 増 に 沿 軍 郊 。 レー 3 
絢 計 画 を 実施 。 大 虹 字 宙 租 衣 を 配備 依存 度 が 高 


地球 連邦 軍 初 の 主力 MS 
RX78 ガン ダム の 量産 仁 
様 に あたる 白 兵 載 用 MS で 
多数 の 派生 型 が 作ら れ た 


HB-79 ポー ル の 搭載 機 
憶 を 追加 し た サラ ミス 綴 
MS 搭載 能力 を 持 


(の 改造 型 


年 争 徒 も 、MS 
トリ ン を 継承 。 MS と 中 
修 機 だ が 、 大 能 E 


ジム 本 来 の 性 能 を 引き 出 
し た MS。 一 年 戦争 末期 
に 開発 され て いた が 、 広 
載 配 備 は 戦後 と な 


公国 軍 の 技術 
た PMS:1 


ジム の 強化 改修 と 誤 行 し て 、 旧 ジオ ン 公国 宣 の 
技術 を 本 格 導 入 し た MS も 広く 配備 。 宇宙 族 艇 は 上 
MMS 軍用 紙 が 本 準 と な っ た 6 の | 


最初 か ら MS 運 用 艦 
て 設 計 さ れ 


グリ プス 埋 役 で の ダメ 


ジ か ら 回 復 す る た めか 、 新 
て お ら ず 、 U.C.0080 年 お 
代 中 期 の 兵 維 を 流用 、 ま た は 発展 型 を 配備 し た 


兵 凌 の 開発 は あま り 行 われ 


RX-178 ガン ダム Mk 
技術 を 導入 し た ジム 系 MS 
で 、 カ ラバ で 開発 。 連邦 軍 
で も 採用 し た 


皿 を MS 運用 艦 
修 し た タイ プ 
U.C.0080 年 代 中 期 か 


2 下 Weh た ま カ 邊 


年 載 争 者 の 強化 必修 を 留め 、MS、 字 軍艦 rd 


と も に 完全 新設 計 モ デル の 配備 を 開始 。 し か で は 新吾 の 可 度 MS 
地球 な ど で は 旧式 機 も 広く 配備 され 続け た も 本人 


宇 軍 軍 を 中 心 に 配備 され 
た 新 主 力 MS ジ ェ ガ ン の 
開発 は アナ ハイ ム 


第 一 次 ネオ 


地球 連邦 の 歴史 


の 年 豆 は 、 地 球 連 邦 の 設立 か ら U.C.0096 に 到 る 
約 100 年 の 歴史 で あ 球 連邦 政府 に 
不満 が 、 宇宙 移民 政策 の 停滞 で 加 
後 の 紛 争 に 繋が っ た こと が 見 て 取れ る , 
om 


夫 地 政府 は スペ ー ス ノイ ド の 不満 を 式 力 で 押 き 人 
状況 は さら に 硬化 。 キ れ が ジオ ン 系 組織 の 武力 時 友 に 昔 


|]zmwenoep = | 


西 天 宇 軍民 洋 必用 セレ モニ ー が 
行わ れ て いた 首相 


テロ で 


UC.0050 の 時 点 
た 地理 民 畠 引 麻 で . 衝 人 口 110 介 の 

た が 、UC.O 90 介 が 宇宙 
章 規 に 衝 民 。 牙 反 旭 


3 ザ 竹 立 へ の 動き を 見 
天 半 化 を 加 遅 する 
層 才 麗 府 和 前 


サイ ド 3 の 、 地球 
て 球 立 戦争 を 仕 析 
地球 連邦 は こ 


国交 | テ 
ラー ズ . フ リー ト 」 が 大 内 
模 テ ロ を 実 放 。 各部 軍 
は 後手 に 還っ た 


多久 を 利用 ! ター ンズ ば 「30 
た 贅 変 で 、 半 邦 宣 内 チ 事 伯 
RTT き 起 こし 、 地球 較 
’ 地球 本 上 よ 技 夏 府 や 宣 も それ 
凌 欠 カゲ が 8 メ が 


板 得 を 受け て エッ 
ゴ に 血 い た 


1 や 連邦 軍 の 狂 
信人 を 受け て 、 ネオ ジオ 
が 軍 邦 直 府 を 人 TTF 
補 天 は 蛋 地 放 を 


符 


Mustration by TOMOTAKE KINOS 


ノッ クス 崩壊 


lapsed NO! 
C.C.2345 


入れ 替わっ た 


ディ アナ と キ エ ル 


サン ベル ト 地 薄 を 巡る ムー ン レ イス と 北ア メリ ア 側 
の 交渉 は 進展 を 見 せ ず 、 停 戦 期 間 が 続い て いた . 
し か し 、 つ い に 両 勢力 の 均衡 が 破れ る 事態 が 発生 
する シャ か ら の 攻撃 を 契機 と し て 、 イ ング レッ サ 
領 の 首都 ノッ クス に 駐留 し て いた ディ アナ カウ ンタ ー 
が 、 独 断 で サン ベル ト 地 帯 に 移動 し た の で ある 。 

こう し た 事態 の 変化 に よっ て 、 北 アメ リア 側 の 交渉 
の 窓口 と な っ て いた イン グレ ッ サ 領主 名 代 グ エン ・ サ 
ー ド ・ ラ イン フォ ー ド の 上 雷 力 も 水 光 に 帰し た 。 グエン 
は 、 ムー ン レ イィ イス へ の サン ベル ト 地 帯 譲渡 を 回 避 で き 
な いと 考え 、 少し で も 有利 な 条件 で 交渉 を まとめ よう 
と し て いた 。 マウ ン テ ン ・ サ イク ル か ら 兵 器 を 発掘 し 、 
ミリ シャ を 増強 し て いた の も 、 北 アメ リア 仙 の 軍事 力 
を 見 せ 付 ける こと で 、 ム ー ン レ ィ ス か ら 可 能 な 限り の 
議 歩 を 引き 出す 目的 が あっ て の こ う 
ング レッ サ の 近代 化 を 進め た 
も あっ た が )。 ポス トニ ア 城 の 半分 を ムー ン レイ ス 
明け 渡し た の も ムー ン レ ィ ス 対策 の 一 環 で 、 ノ ックス 
を 戦場 に し な いた め の 配 慮 だ っ た と 思わ れる 。 

、 状況 は グエン の コン トロ ー ル を 受け 付け な く 

な っ て いた 。 長期 化す る 交渉 に 乗 を 煮やし た ムー ン 
レ ィ ス の ミラ ン ・ レ ックス 執政 官 は 、 旗 盤 ソレ イ ユ を サ 
ン ベ ル ト 地番 に 移動 させ る こと を 進言 し 、 ミ ハエ ル ・ 
ゲル ン 大 佐 を は じ め と する イン グレ ッ サ ミリ シャ も グ エ 
ン の 意向 を 無視 し て 行動 を 過激 化 き せつ つ あ っ た 

その 結果 が 冒頭 で 解説 あり 、 暴 走 し 
・ ミ リ シ ャ が ノッ クス に 駐屯 する 旗艦 ソ 
区 を 攻撃 し 、 ソ レイ ユ は 
に 入っ て し まう 。 さら 
感 い こと に 、 戦闘 の 最 中 に ディ アナ - カ ウン ター の コレ 
ン ・ ナ ンダ ー が 暴走 し 、 ノ ックス の 街 を 破壊 。 これ に 
より イン グレ ッ サ 貿 は 無政府 状態 に 陥り 、 グ エン は チ 近 
隣 の ル ナ 領 に 退避 する し か な か っ た 

こう し て 「 地 球 帰 還 作 戦 」 を 巡る 状況 が 激変 する 
裏 で 、 そ の 後 の 歴 史 に 大 き な 影 響 を 与え る 事件 も 起 
こっ て いた 。 ムー ン レイ ス の 女王 デイ アナ ・ ソ レル と グ 
エン の 秘書 宮 キ エル ・ ハ イム が 入れ 桂 わ っ た の だ 

この 事件 は 、 が 飛行 船 で イン グレ ッ サ 人 徹 を 
遊覧 し た 時 に 起こ っ た 。 進 覧 飛行 の 直前 、 キ エ ル と 
ふた りき り の 時 間 を 過ごし た ディ アナ は 、 ち ょ っ と し た 
悪 項 心 と 息抜き か ら 互い の 服 を 交換 し 、 ア ディアナ が 
キ エ ル に 、 キ エ ル が ディ アナ に 変装 し た の で ある 。 

し か も 、 服 を 戻す タイ ミン グ を 逸し た ふた り は 、 入 
替わっ た まま で の 生活 を 余儀 な くさ れ て し まう 
り の 容姿 や 声 が 私 ふ た 
で すら 入れ 替わり に 気付 か な か 

し か し 、 ディ アナ が キ エ ル と し て 、 キ エル が ディ アナ 
と し て 振舞 い 続け る こと で 、 最悪 の 事 馬 を 回 避 す る 
た め の 状況 が 生ま れる こと に も 繋が 

(チッ タ ・ ハ イプ リオ CC 
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Mustration by ATSUO TOBE 


関連 ファ イル 


ul se DA 


アニー ン 


YotQ1 遼 


TLE mevew 


ン レ ィ ス に よる 槍 球 電 天 作 

よっ て 、 地 球 は 遂 和 杖 態 へ 

期 っ た 。 そし て 、 両 者 の 対立 は 

力 条 突 へ と 発 属 し 、 地球 、 そし 

て 字 宙 へ と 江 火 は 稚 大 の 一 達 を 
た 


Cotor by CHIEKO UCHIYAMA Special Efect by AKIKO YAMAKAWA (ASAHI PRODUCTION) /Background by ATELIER MUSA 


マガン ダム を 狙う 
4 ナナ ・ カ ウン ター 


さ 


 ~ 地 下 回 廊 "で の 戦闘 
ノッ クス を 破 楽 し た グエン は ル ジ ャ 


ナ 領 へ 、 また 
は ル ジ ャ ー ナ 


@ ディ アナ と キ エ ル 、 入 れ 替 わる 
人 時 交渉 が 行わ れる 中 、 デ ィ アナ を 乗せ た 
倍 覧 飛行 が 行わ れる こと と な っ た 。 選 牙 鐘 
行 に は ディ アナ の 要請 で グエン と キ エ ル も 可 
選 さ れ た 。 飛行 船 の 中 で ディ アナ と キ エ ル は 
互い に 服 を 交換 し 変 李 SEE 
覚 せ ず 、 選 質 政 行 は 予定 遂 り に 行わ れ た 


飛行 始 の 進路 mm 
FF 


(⑧⑨O ディ アナ と キ エ ル の 変装 

北ア メリ ア 側 と ディ アナ ・ カ ウン ター の 停戦 と 交渉 が 長 3 く 中 、 
ディ アナ ・ ソ レル を 業 せ て の 飛行 船 の 遊覧 飛行 が 行わ れる こと 
に な っ た 。 ディ アナ の 要請 で グエン ・ サ ー ド ・ ラ イン フォ ー ド と キ エ 
ル ・ ハ イム が 吾 吹 され る こと に な っ の 障 、< きり に な っ 
た ディ アナ と キ エ ル は 互い の 服 を 交換 し . デ ィ ア ナ が キ エ ル に 、 キ 
エル は ディ アナ に 変装 。 ふた り の 変装 は 発覚 する こと な く 、 予定 
通り に 遊覧 飛行 が 行わ れ た 。 


ディ アナ は 性 び 心 か ら キ エル と 押 を 交換 。 雄 あ ふたり の 入れ 替わり に 気付 
か な か っ た 。 看 覧 夫 行 の 傍 中 . デ ィ ア ナ た ち は ハ イム 寄 の 一 参り を 行っ た 。 


イン グ ブレッツ サ の 陥 


ミリ シャ の 攻撃 を 受け た ディ アナ ・ カ ウン ター は 、 サ ン ペ ルト 地 
帯 へ の 移動 を 強行 。 この 也 、 ミ リ シ ャ の 攻撃 を 口実 と し て 、 デ ィ ア 
ナ ・ カ ウン ター の 一般 命令 系 続 に 属さ な い コレ ン ・ ナ ンダ ー 隊 が 
独自 に 行動 を 開始 し 、 ノッ クス の 街 を 破壊 し た 。 ディ アナ ・ カ ウン 
ター の フィ ル ・ ア ッ カ マン 隊 は 移動 を 開始 し た ソレ イ ユ と の 合 涼 を 
目 紋 し た が 、 こ の 才 中 、 ミ リ シ ャ の 兵器 供給 源 と な っ て いた マウ ン 


痢 替 ノッ クス の 療 境 に より 、 価 主 名 代 の グエン も 族 刀 を 全休 な くさ れ た 。 


ディ アナ ・ カ ウン ター は 、 な し 放し 的 に サン ベル ト 地 巻 へ 向 か 


イン グレ ッ サ ・ ミ リ シ ャ の 対ソ レイ ユ 攻 撃 に 始ま っ た 
現 乱 で は 、 ディ アナ ・ カ ウン ター の 一 部 が 事態 を 利用 
し 、 独自 の 行動 に 出 た 。 フィ ル ア ッ カマ ン 大 尉 は 、 サ 
ン ベ ル ト 地帯 に 向かっ た ソレ イ ユ と 合流 する 道程 で 
マウ ン テ ン ・ サ イク ル を 攻撃 し た が 、 これ に は ミリ シャ 


の 市 心 職 力 で ある V ガ ンダ ム を 上 画 獲 する 狙い も あっ 
た 。 コレ ン ・ ナ ンダ ー 大 尉 も 因縁 ある V ガ ンダ ム を 誘き 
出す た め ノ ックス の 街 を 破壊 し て いる が 、V ガ ンダ ム 


は ソレ イ ユ へ の 攻撃 に 参加 し て お ら ず 、 マウ ン テ ン ・ 
サイ クル の 地下 空洞 で よう や く 交 戦 し た 。 


EAE 陥落 
ミリ シャ の 攻撃 
ン ベ ル ト 地帯 へ 
の 移動 を 強行 。 また 、 コレ ン ・ ナ ンダ ー 
隊 も 独自 の 行動 を 則 鉛 し 、 ノッ クス を 基 
還 、 破 壊し た 。 また . フォ ル ・ ア ッ カ マシ 
は 、 ソレ イ ユ と の 合 天 を 目指 す 途中 
ヾ の 兵 加 供給 湖 と な っ て いた マウ 

サイ クル へ の 攻撃 を 実施 = 


@ ミリ シャ と ディ アナ ・ カ ' 
独自 の 目的 で 動く 

長期 化す る 交渉 に 業 を 煮やし た ディ アナ ・ カ ウ 

ンタ ー と ミリ シャ は 、 挨 自 の 思 惑 で 活動 を 開始 し 
ディ アナ ・ カ ウン タ ・ レ ックス 執 

政官 の 主 滞 で サン ベル ト 地 帯 へ の 移動 を 検討 

し 始め た 。 また gai 

し 、 ソレ イ ユ へ の 攻勢 に 出る こと を 決定 b た 。 な 

お 、 デ ィ ア ナ と し て ソレ イ ユ に 入 - 

は 、 ディ アナ と の 面会 を 申し 出 て い 
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昔 本 
発生 聞き 甘 だ 


ディ アナ ・ カ ウン ター 


か ら の 導 撃 『 il) 


ブー 


uswation by AKIO UNUMA 


(@) 停戦 破 束 の 動き 


ディ アナ と キ エ ル の 入れ 替わり は 続き 、 デ ィ ア ナ は キ エ ル と し て 
ハイ ム 家 に 残り 、 キ エル は ディ アナ と し て 放 艇 ソレイユ に 戻っ て 
いた 。 そん な 中 、 交 涼 の 長期 化 に 薬 を 凍 や し た ディ アナ ・ カ ウン 
ター は 、 北ア メリ ア 側 の 同意 を 得 な いま ま サ ン ペル ト 地 帯 へ の 和 


MORE INFO! 
V ガ ンダ ム の 機能 回 復 


アー ク 山 か ら 出土 し た 当時 は 、 能力 が 著しく 捉 融 され て 
動 を 検討 始め た レッ クス 執政 の 主導 )。 一 方 の : ガン ダム だ が 、 詩 備 の 発 舞 や 自己 履 任 に より 本 来 
も 、 グエン の 意向 を 無 授 し て の 攻撃 を 決 大 。 ソレ イ ユ の 奉 醒 、 ま 能 を 取り 戻し 始め た 。 今回 解説 し た 事件 の 直前 


た は 破壊 を 目的 と し て 攻勢 に 出る こと と し た 。 は 、 発 所 され た ビー ム サ ー ベ ル を 装備 ・ 使 用 し て お り 、 高 


度 な 近接 格闘 戦 能力 を 発 探す る よう に な っ て いた 


が 発 舞 され た 
MS EHR 


C.C 2345 当 間 
ツガ ンダ ム に 情 れ た 菅 を 付す る こと に な っ た 


ディ アナ に 入れ 符 ね 


ナ と の 看 全 を 共 望 。 ミリ シャ は V ガ ンダ ム な し で の 攻撃 を 決定 し た 


(g “地下 回 万 "で の 戦闘 


ノッ クス を 放棄 し た グエン は ル ジ ャ ー ナ 領 
ル ・ ゲ ルン 大 佐 以 下 の イ ング レッ サ 
と の 連携 を 目指 し た 。 マウ ン テ ン - サ イク ル を 右手 し た ディ アナ ・ カ 
ウン ター の フィ ル 酸 は 、 ゼノ ア 隊 に その 計 査 を 任せ る と 、 コレ ン 磁 
を V ガ ンダ ム の 妃 買 に 投入 し て いる 。 この 結果 、 マウ ン テ ン ・ サ イ 
クル の 地下 空 で VY ガン ダム と コレ ン の MS イー ゲル が 交戦 。 戦 
関 の 未 、 イー ゲル は 責 破 され 、 コレ ン は 行方 不明 に な っ た 。 


イン クレ ッ 
エル に 変革 し た ディ アナ は コレ ン の 追 没 を 骨 け た 


T' き シャ は 他 個 へ 。 ガンダム の ロラ ン と キ 


SWGa・ サ ン ライ ズ 


99.22 


中 講 ター ンタ イブ MS 


V ガ ンダ ム 


用 世界 を 消し 去っ た 
超 ハ イエ ンド MS 舌 


時 歴史 未 期 に お いて 、 最 強 の 機動 兵器 と し て 
君 陣 し た の が 「 タ ー ン タイ プ 」 と 呼ば れる MS 群 で 
\( タ ー ン エー) ガン ダム と 
2 ター ン X の 2 機種 が 該当 する 、 

この うち 、V ガ ンダ ム は 時 歴史 末期 に 「 月 光 蝶 」 を 
発現 きせ て ナノ マシ ン ハ ザー ド を 引き 起こ し 、 地 球 の 
文明 を 消滅 させ た 機体 で ある 。 この 際 、V ガ ンダ ム は 
地球 の 、 ター ン X は 月 の マウ ン テ ン ・ サ イク ル に 埋没 し 
て いる 。 ムー ン レ イィ ス が 「 地 球 帰 避 作 戦 」 を 実施 し た 
C 5、2 機 と も に 不 完全 な が ら 再 稼働 し て 交戦 
状態 に 陥り 、 再 び 世 界 を 消し まり か けた 。 し か し 、V か 
ンダ ム と ター ン X は 自身 が 展開 し た 「 月 光 媒 」 の 「 尊 
の 中 に 消え 、 再 稼働 の 見 通し は 立っ て いな い ,。 

ター ンタ イプ MS の 特徴 は 、 動 力 機 関 と し て 縮 過 
炉 (DHGCP。 不運 続 超 振動 ゲー ジ 場 縮退 炉 と も ) 
を 搭載 する こと 、 駆動 方 式 に IFBD (I Field Beam 
Drive=I フ ィ ー ル ドビー メ 駆 動 ) を 採用 し た こと 、 ナ ノ 


ment 


眉 の MS 開発 史 


マシ ン に よる 自己 修復 能力 を 持つ こと 、 そし て ナノ マ 
シン 散布 機能 「 月 光 蝶 」 を 備え る こと に ある 。 な お 、 
ター ン X の 場合 、 上 述 の 搭載 テク ノロ ジー は 推測 が 
多い うえ 、「 月 光 召 」 は V ガ ンダ ム と の 接触 で 発現 可 
能 に な っ た と 見 られ て いる 。 

こう し た テク ノロ ジー の 集合 体 で ある ター ンタ イプ 
MS の うち 、 最 初 の 機体 に あたる ター ン X は 太陽系 
内 で 作ら れ た 機体 で は な いと 言わ れる 。 この 説 に よ 
る と 、 タ ー ン X は 外 宇 宙 に 旅立っ た 人 類 が 開発 し た 
A 何ら か の 理由 で 太陽 系 に 漂着 し た と され る 。 

ター ン X の 特徴 は 特殊 能力 ュー タイ プ と きれ 
る ) に 対応 し た 精神 感応 シス テム に あり 、 機体 を 分 次 
し て の オー ルレ ンジ 攻撃 「 プ ラッ ディ ・ シ ー ジ 」 が 可能 
だ っ た 。 正 歴 に お いて は 、 肝 心 の 特殊 能力 者 が 確 
認 き れ て いな いこ と も あっ て 性 能 を 発揮 し 切れ な か っ 
た が 、 そ れ で も ディ アナ ・ カ ウン ター 最強 の MRC-F20 
スモ ー す ら 寄 せ 付 け な い 戦闘 能力 を 示し た 。 

も う 1 機 の V ガ ンダ ム は 、 外 宇宙 勢力 へ の 恐怖 心 
か ら 地 球 固 で 開発 され た MS だ と 考え られ て いる . 
紀 着 し た ター ン X の 人 性能 に 恐れ を 抱い た 人 々 が 、 そ 
の 技術 を 応用 し 、「SYSTEM- V 構 想 」 の 実証 機 と 
し て 建造 し た の が \ ガ ンダ ム と いう こと だ ろう 。 


V| mM9 se 5n 


V ガ ンダ ム の コン セプト は 「 単機 で の 作戦 行動 」 の 
徹底 に あり 、DOC (デバイス: オペ レー ショ ンコ ント ロー 
ル ) ペー ス と 連携 する こと で 、 完 結 し た 職 術 シ ステ ム と 
し て 機能 する 。 た だ し 、 CC2345 に は DOC ペ ー ス は 
機能 し て お ら ず 、 十 全 な 性 能 は 発揮 で き て いな い 。 

ギ ム ・ ギ ン ガ ナム が ター ン X を 「V の お 見 さん]「V 
の 監視 役 」 と 評 し た の は 、 こ うし た 事情 が 関係 し て お 
り 、 両機 は 黒 麻 史 時 代 か ら 戦闘 を 線 り 広げ て いた と 
推測 され る 。 


(執筆 者 、 執筆 時 期 不 明 ) 
関連 ファ イル 


上 地球 人 と ムー ン レ ィ ス の 間 で 和 起 
こっ た 戦乱 は 再び 地球 へ と 舞台 
を 移し て 行わ れ た 。 そ の 最 決 電 
で V ガ ンダ ム と ター シメ が 者 月 
が 光代 の 発現 に より 、 再 び 池 史 
』 が 訪れ る か に 思わ れ た が 


IswaWon by TAKUYA IO 


ーー 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


ター ンタ イブ MS の 特徴 ダーン X と V ガ ンダ ム 


「 タ ー ン タイ プ 」 と 呼ば れる MS 群 は 、 黒 歴史 未 期 に 開発 確認 され て いる ター ンタ イプ MS と し て 、 タ ー ン X と V ガ ン の 「X ニ 10] で 、「10(X) 番目 の 星 に より 道 を 曲げ (ター 


され た ウル トラ ハイ エン ド MS で ある 。 ター ン X と り ガ ンダ ム ダム が ある 。 2 机 と も に 酷似 し た 基礎 技術 を 採用 する が 、 ン ) ち れ た も の 」 と の 由来 が ある と いう 。 V ガ ンダ ム の 「V」 は 
の 2 機 が 知ら れ 、 黒 歴史 時 代 と C.C.2345 に も 死 関 を 演じ 。 開発 軽 緯 が 異な る 。 な お 、 タ ー ン X の 「X] は ロー マ 数 字 「 す べ て を 含む ] と いう 意味 を 持つ 。 

た 。 設計 思想 こそ 異な る が 、 基 本 テク ノロ ジー は 酷似 し て 
お り 、 姉妹 (兄弟 ) 機 で ある 可能 性 が 指摘 され る 。 


宇 軍 に 旅立っ た 人 々 が 開発 
し 、 何 ら か の 理由 で 太陽系 に 漂 病 
し た と いう 。 度 凍る 損 作 と 修復 
の 未 、 現在 の 形状 に な っ た 
較 機体 
特殊 能力 者 に 対応 し た 精神 攻 
応 シス テム を 持ち 、 オー ルレ ンジ 攻 され た 。 兵 装 ステ ーション の DOC 
撃 が 可能 。 多種 多様 な 兵団 を 備 1 ペー ス と 肢 部 マル チ ・ パ ー パ ス ・ サ イ 
え 、 単 凌 で 様々 な 戦局 に 対応 する 。 ロロ に より 、 兵 装 を 自由 に 交換 で きる 、 


怖 心 を 抱い た 
地球 隙 の 人 々 が 、[SYSTEMLV 
構想 」 の 実証 機 と し て 開発 し た 機 
体 が V ガ ンダ ム だ っ た と 見 


ター シタ イプ MS は 時 歴史 時 代 末期 の ハイ バー テク ノロ ジー が 
結集 され た 購 動 兵 療 で . そ の 性 能 は 突出 し て いる 。 正 画 時 代 は 当 
然 だ が 、 財 歴史 来期 に も ター ンタ イプ に 克 前 する 機動 兵器 は 存在 
し な か っ た よう で 、 特に V ガ ンダ ム は 文明 を 清 し 去っ て し まっ た 。 


ター ン X と V ガ ンダ ム の 性 能 庄 元 


0 ター シ X Y カ タム 
務 栖 杯 と 兵 装 を 神幸 する は か 、 空 人 転 李 が 可能 な 機体 で も ある 。 性 CONCEPTX 6.1 SYSTEM-vgg 
PAR し た ター ンタ イプ に 硬 て も 人 は は と ん と な なし な いい rolect dviacn1 bock 2) (シャ で WDMO1 
20.5m 200m 
50.6 (稼働 重量 30 2 28.6t ( 棒 働 重量 17.50 
ナノ マシ ン 散 布 機能 「 月 光 映 」 を 持つ 。 負 歴史 末期 、V ガ ン グレーター タイ ブ 不 月 | PHGCP ( 給 局 加 ) 
ダム が 地球 の 文明 を 消 減 させ た の は 、「 月 光 羅 」 の 機能 に よる 。 CE LN 68.000kw (+5.000~500.000+ 27.000kW (+5,000) 
ター ン X は 本 来 「 月 光 如 」 を 発現 で き な い よう だ が 、C.C.2345 に 弁 動 方 式 IFBD_ IFBD 
V ガ ンダ ム の 情報 を 読み 取っ た 共に 、 能力 を 香 われ る 。 装 ナノ スキ ン (詳細 不明 | ナノ スキ ン (FE 生 ) 
| 0 Ei 青 部 ウェ ポン プラ ッ ト 』 y | 
かー | マル チー バー バス ・ サ イロ 
! 病 ピ ー ム 撤 綱 シス テム (ビーム ボラ イブ ユニ ッ ト 、 ミ サイ ル 等 を 搭載 可能 ) 
月 光 雑 シス テム 
に 分 離し て の オー ルレ ンジ 攻撃 が 可能 
ビー ムラ イフ ラル 


様 め て 広い 前 周 に ナノ マシ シン を 般 古 し, 人 工 物 を 木 食 ・ 分 釘 す る 。 ター ン 
タイ プ の 育 狗 か ら 、 起 の 級 の よう に 展開 され る こと か ら 奄 名 され た よう だ 


ビー ムラ イフ ル ピー ム サ ー 
バズ ー カ ハン マー 


ルル x2 


シー ルド (1 フィ ー ル ド 展 開 能 力 を 持つ ) 
ユニ ッ ト 兼 説 出 装置 ター ン x ト k ッ プ コア ・ フ ァ イ タ ー 
MORE INFO! V と の 挫 誤 で 発現 あり 
ー C.C.2345 叶 の 運用 組織 ギン ガ ナ ム 箱 隊 ミリ シャ 
ター ンタ イプ に 近い MS 
月 光 螺 
es st ター ンタ イプ MS は [月光 氏 と 呼ば れる ナノ マシ ン 英 布 。 布 す る 族 大 な 量 の ナノ マシ ン は 、 人 工 物 を 分 解す る 機能 
MS の 技術 を 転用 し た 可能 性 も 指摘 され る が 機能 を 備え て いる (ター ン X は 、V ガ ンダ ム と 接 均 し 機能 を 。 を 持ち 、 か つて 地球 の 文明 を 消し 去っ た 。 その 際 に 形成 さ 


月 光 幼 」 や 精神 感応 シス テム 分 析 し た 後に 使用 可能 に な っ た と され る ) 。 「 月 光 氏 」 が 前 れ た 地形 が 、 マウ ン テ ン ・ サ イク ル で ある 。 


採用 され な か っ た 


転移 能力 


ター ンタ イプ MS の 育 部 に 、 虹 名 の 頑 の 羽 の よう な 形 で 発現 す 。「 月 光 蝶 ] の 使用 例 は 、 歴 史上 、2 度 確 衣 さ れ て いる 。 1 度目 は 
る 。 ナノ マシ ン の 供給 源 は 分 か っ て お ら ず 、 ナノ マシ ン 同 士 の 拡大 時 歴史 末期 の ナノ マシ ン ハ ザー ド 、2 度 目 は C.C.2345 に 発生 し た 
再生 産 や 別 の 場所 か 5 の 転送 の 可能 性 も 考え られ る 。 ター ン X と V ガ ンダ ム の 直嗣 で の こと だ っ た 


量 歴 史 末 期 の 埋 匂 に お し 
て 、 地 球 文 明 の 抹消 を 洪 ん 
だ 勢力 が 、V ガ ンダ ム の 「 月 光 
蝶 j を 使用 し た 。 こ の 尻 、 地 球 
全域 に ナノ マシ ン が 散布 され 
た 結果 、 文明 は 消 減 、 また は 


イブ と の 類似 
0 
カ ザ 上 下す る 栓 重量 


ナノ マシ ン を 大 量 艇 誠 し な が ら 地 
行 。 それ 以前 の 歴史 は 
て 埋 き れ た 


HPHGCP 


2 ネー ター タイ ブ il 新 時 代 開拓 の た め に 既存 
場 統 退 炉 ) の 世界 の 抹消 を 狙う ギ ム ・ ギ 


ン ガ ナム が 、 タ ー ン X で 月 光 


ーー ナノ マシ ン 表 太 培 は 極め て 広 a > 
FB0 jFBD て 周辺 の 空 の 名 を 交え て し *  、 昧 を 記 動 。 その 阻止 に 出 た V 

[ ジェネレーター 田 力 の | ぁ り か ガン ダム も 月 光 葉 を 発動 させ 

IEHLETTTCE ぁ り た 結果 、 両 機 は ナノ マシ ン の 


頭 」 に 包ま れ 封 印 さ れ た 


cltm・ ャ シラ ィ イッ 99.24 


機動 戦士 ガ フ ダム 0083 スタ ー ダ スト メモ リー 


WORLD GUIDE 


公国 軍 残 党 
・ フ リー ト 。 U.C.0083 に 「 星 の 局 」 作 


か つて サイ ド 5 が 存在 し た 
“ある 。 ルウ ム 戦 役 に よ っ て 発生 し 
* 艦 右 の 残 毅 が 集 する L1 は 「 暗 値 宙 城 」 
- 年 濾 争 当 行 の 難所 と し て 知ら 


クー 攻防 戦後 、 
ジオ ン 公 因 軍 残党 を 幸 合 し た エギ ー ユ ・ デ ラー ズ 


宇宙 世紀 ガイ ド 


は 艦隊 を 詩 編 す < 


半 と いう 期間 は デ 
ULC.008108.15 か ら 
茨 の 彫 」 
われ る 小 意 こ に 畿 艇 用 の 検 橋 や 太陽 
ある 。 また 、 工 場 っ 

褒 や 整備 作業 も 可能 で あっ た 
充分 な 機能 を 有 し て い 
な い 。 その ひ 
が 居住 性 の 低 き ー の 残骸 を 利 
は いえ 、 内 前 する こと は 不可 能 
W さ れ た 邊 生 内 で の 組 司 を # 


- 時 期 は フォ ン ・ ブ ラウ ン で 生活 し て いた こと が 知ら 
い 

、 新 設計 機 の 開発 や 生産 が で き な い 点 も 間 

こ 既 存 の 機体 や 艦艇 の 整備 や 補 

『、 新設 計 機 の 開発 や 生産 に 必 

と な る 設備 や リソー ス を 入手 、 維 持 す る こと は 困 


茨 の 園 


(8) mE09 sm 


に へ 


難 で あっ た (シャ ア プル の ネオ ・ の よう 
に アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 に 生産 を 委託 する 


の 局 」 作 戦 以降 の 「 茨 の 園 」 に つい て は 知ら れ て い 
な い 
アン ダー ソン 


(コル ギ オ UC.0097) 


関連 ファ イル 


Mustration by KONOMU SEKIYAMA 


「 茨 の 園 」 製 の 機動 兵器 


茨 の 園 」 
備 は な ヵ 


新型 機 の 開発 や 生産 を 行う ほど の 設 
既存 得 の 改修 は 可能 で あっ た 。 MS 
『「 茨 の 園 」 製 の 機動 兵器 と し 
に と っ て 人 貴 便 な 戦力 と し て 活 朋 


吉 公 が 設定 され て いた 
末路 も 開拓 し て いた 


団 
選 
ド に 
ら 
溢 
Ii 


MORE INFO! ジオ ン 公 | 


mm ラメ 99.26 


機動 戦士 Z く ガン ダム 


WORLD GUIDE 
ダカール 演説 


DAKAR SPEECH 
U.C.0087 


戦争 の 転換 期 と な っ た 


ダカール 議会 占拠 事件 ン 
U.C.0087.11.16、 エッ ー ゴ ・ カ ラバ 連 


合 軍 が ダ カ ー 
生 し た 。 こ 


ル の 地球 連邦 議会 を 占拠 する 事件 が 


は 、 自 身 の 素 
を 行っ て いる 。 以下 は 、 その 一 部 で ある 

(前 略 ) 私 は エッ ー ゴ の クワ トロ ・ パ ジー ナ 大 尉 で 
あり ます 。 話 の 前 と つ 知 っ て お いて も らい た 
が あり ます 。 私 は か つて 、 シャ ア ・ ア ズ ナ ブル と 
呼ば れ て いた こと の ある 男 だ 


も ちろ ん ジオ ォ ン 

く 、 ジオ ン ・ ダ イク ン の 子 と し 
ジ ォ ン ・ ダ イク ン の 道志 は 、 ザビ 家 の よ うな 欲 

根差し た も の で は な い 。 ジオ ン ・ ダ イク ン が ジオ ン 公 


いる 事実 は 、 ザ ビ 家 の や り 方 より 悪質 

人 が 宇宙 に 出 た の は 、 好 球 が 人 間 の 重み で 沈む 

ーー の を 時 ける た め だ 。 そし て た 人 類 は 、 そ の 
生 話 圏 を 拡大 し た 、 人 類 そ の も の の カ 

ザビ 家 の よ うな 勢力 を の 
っ 。 それ は 不幸 だ 。 も 


歴史 を 
の 歴史 を 繰り 返し 
て 、 人 間 は その 能力 を 広げ る こと が で きる と 、 
信じ られ な い の か . 

我々 は 地球 を 人 の 手 で 汚す な と 言っ て いる 。 ティ 
ター ンズ は 地球 に 魂 を 引か れ た 人 々 の 集まり で 、 地 
球 を 食い 潰 そ うと し て いる の だ 

人 は 長い 間 こ の 地球 と いう 播 り 籠 の 中 で 戯れ て き 
た 。 し か し 、 時 は すでに 人 類 を 地球 か ら 巣 立た せる 


な ぜ 人 類 同 士 が 戦い 、 地 球 を 
簿 集 し な けれ ば な ら な い の だ 。 地球 を 自 希 の 掘り か 
、 人 間 は 学 1 ょ けれ ば 、 地球 
は な く な る の た 
さえ 砂漠 に 在 み 込ま れ よ うと し て い 
と に 地球 は 入れ 切っ て いる 

今 、 誰 も が この 美しい 地球 を 残し た いと 考え て い 
る 。 な ら ば 、 自 分 の 欲求 を 果たす た め だ け に 、 地 球 に 
ば りつ いて いて 和良 いわ けが な い . 
ンズ は 、 こ の よう な と き に 戦 開 を 仕掛 


彼ら は か つて の 地球 連邦 軍 か ら 肛 れ 上 が り 、 遂 ら 
う 者 の す 悪 と 称し で てい る が 、 そ れこ そ 悲 で あ 


覧 の 方 々 は お わか り に な る は ず だ 。 こ れ が ティ ター ン 
ズ の や り 方 な の で 


式 力 で 制圧 し も た の も 古い の で す 。 し 
ズ は この 議会 に 自分 た ちの 味方 と な る 
議員 が いる に も か か : が 、 破 壊し し て いる 

この 事件 を 受け て 、 連邦 謙 会 と 世論 は エゥーゴ に 
人 額 き 始め 、 ティ ター ンズ は 活動 を 過 蔽 化 さ 
(ゴウ ・ ゴ ー ダ ULCO109) 


Zoo0g CT 
ロ 
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カラ バ の バッ クボ ー ン と 
7 と する ルオ 商会 は 地 


ティ ター ンズ の 軽 挙 な 影響 力 を 持つ 組織 で 、 カ ラバ の スポ ン サー 
いた 。 地球 連邦 議員 に も ルオ 商会 の 息 が 掛か っ た 


政府 や 岡 民 に 白 喘 視 さ きれ る 一 因 と な 


] | la。 シャ Zd 正 人 較 国 エタ ー ゴ と カラ バ 、 

園 アー ガマ と か す と 同時 に ティ ター シズ の 非 遂 間 ” ダ カー ル へ 向かう 
アレ キサ ンド リア の 戦闘 と 地理 園 の 実 坦 を 千 発 し た . ティ 協 孝 議会 の 占 的 を 目的 と し た エゥーゴ 
吉本 光 を 確認 し た シャ プ ター ンズ の (メロ ウド ) は 中 細 基 地 と の ラバ 達 合 宣 の (アウ ドム ラ ) が 、 ダ 
ふた り の 参 ¢ の 破 玉 を み た が 稚 。 シャ ア の カー ル に 向かっ た 。 ダカール 郊外 に 

有利 に 債 い と も あっ て 、( ア レ 請 設 に よっ て 、 連邦 講 会 と 世論 は 

キサ ンド リア ) は 戦域 がち 麻 隊 た な 反 テ ィ タ ー ン ズ に 持 い て い 供 隊 の 人 近 撃 を 愛 け る が 、MS 部 隊 を 
シャ ア は (アレ 二 交 RIN の 表 研 区 展開 し 対応 。 シャ ア は アム ロ の 手 
講堂 と 湊 み る が 四 選 きれ て いる 、 電 | て 地上 に 時 り 、 議事 堂 に 向かう 


に シャ ア と カミ = 
ユ を 坦 還 させ る た め の 葉 備 を 行う 
アウ ド ムラ ) DO が 攻 
叶 を 仕 質 けた | しか し じ 、 ア ムロ た 
ち カ ラバ MS 和 隊 の 防 胃 も あり 
シャ トル の 打ち 上 げに 成功 。 ふた 
り は 宇 軍 へ と 向かっ た 。 同時 
(アー カマ ) は 地球 近侍 で ティ 
の 攻撃 を 受け で いた 。 - ンク 


ニー ニョ 


MORE INFO! 
その 後 の シ ャ ア と アム ロ 


UG.O087.11.16. エゥーゴ 
が 鞭 道 武道 で ダカール へ 人 


カラ バ 連 


り 、 作 
ダカール 銘 外 に 差し 指 か っ た 
ャ ア を 地上 に 降ろ し 、 諸事 


3 | ヤ ア と カ 


ビダン を 得 骨 させ る た めで あ 
リド メサ 中 用 が 析 手 する (メロ ウド ) の 追撃 を 受け た が 、 アム 
ロ を は じ め と する カラ バ MS 銘 の 辺 名 に より 、 シ ャ トル は 無事 に 打 
ち 上 げ ら れ た 。 その 頃 2 
ガマ ) は 、 地理 近 備 で ティ ケタ 


憶 | アー ガマ VS アレ キサ ンド リア 

地球 に 接近 し た ( ア マ 
ャ ザン ・ ゲ ー ブ ル 大 居 提 
理 症 光 を 確認 し た 
いた MS で 寺本 宙 域 に 向 か カ ユ が 
昌 し た 結果 、 戦局 は 有利 に 同 き . 長 正 離 棚 撃 を 
うじ て 回 遅し た (アレ キサ ンド リア ) は MS 部 屋 を 回 収 し て 科 退 
合流 し た (アー ガマ ) も 戦域 を 苑 説 し た 


参 


a - + 100.22 


虹 調 ZZ 計画 


AE と エゥーゴ に よる 
画 期 的 可変 MS 開発 


最高 傑作 機 
最強 の ガン タ 
を 生み 出し 
ド 開 発 さ れ た 
F 代 中 期 


チ 事 件 


で げ の 依頼 を 受 シズ カ 
きれ た 新 素 材 7 


主力 MS よ 
に は 他 の 不安 要素 カ 


を 用 い 、 新 


MS Development History in UC 
宇宙 世紀 の MS 開発 史 


球 連 厄 軍 の 可変 MA の 存 人 
U.C0085、 地 球 
MA)、 


邦 軍 は 史上 初 と され < 


NRXO0l4 


気 咽 内 用 の アッ 


MS と 

評価 され 、 試 

ェ ゥ ー ゴ も 可変 MA の 性) 
や 地球 連邦 軍 が 投入 す 


距離 
すれ ば 底 
な 機動 


持つ 可変 尼 が 又 力 的 な 存在 だ 


ー の よう な 可変 MA で 


変形 可能 な MS、 


つま り 可 変 MS 
可変 MA は 


ー ス の 可変 


MIS は 従来 の MS と 同等 の サイ 
軽 双 や 施設 で も 運用 可能 な \ 
U.C.008O 年 代 中 期 、 地 


性 能 を 両立 可能 な 差 礎 技 術 が 
MS 用 基本 構造 「 ム ー 
ー ム ( 戦 動 内 骨格 )」 を 用 いた 可変 機 の 開発 を 目 
て 和 多 の 困 華 が 待ち 


Fu meuew 


リベンジ と し て 


「Z 計 画 」 


UC.0O80 年 代 中 期 、AE は 地球 連邦 軍 の MS 開 
発 の 主流 か ら 外 きれ て いた 。 ティ ター ンズ 創始 者 た 
ちの 政敵 だ っ た ジョ ン ・ コ ー ウ ェ ン 中 将 と 深い 役 が り 
が あっ た こと 、U.C.0080 年 代 前 期 に コー ウェ ン 中 将 
の で 「 ガ ンダ ム 開 発 計 商 」 を 進め た こと 、UC.O083 
の 「 デ ラー ズ 紛 争 ] を 帝 る 責任 追及 の 結果 、 コ ー ウ ェ 
ン 中 将 が 失 財 し た こと な ど が 理由 と され る 。 ま 
ンダ ム 開 発 計画 ] で 完成 し た 曽 期 的 な 機動 兵器 や 
技術 は 、 地球 連邦 政府 ・ 軍 の 決定 で 村 消 され 、 AE 
の 技術 開発 自体 が 「 な か っ た 」 こと に され て い 

こう し て 在 週 な 状況 に 皿 か れ た AE の MS 開発 部 
門 だ っ た が 、 エ ゥ ー プ に 依頼 きれ た MS 開発 を 非 機 に 
状況 は 好転 し て いく 。 そし て 、 エゥーゴ 用 主力 MS や 
「Z 計 画 」 系 の 高 性 能 MS の 開発 ・ テ ィ タ ー ン ズ の 解 
体 * 国 防 族 議 員 ジ ョ ン ・ パ ウ テ ー と の 繋が りな ど に より 、 
AE は 地球 連邦 偽 の MS 開発 を 者 占 す る に 至っ た 。 

「 ガ ンダ ム 右 発動 画 」 で AE が 中 
作 し た 機動 兵 舌 寺 は 、 ブ リプ ス 
相補 思 の MS 本 区 する カタ ロ 
プス ペッ クタ を 柏 


CT 
アス と の 聞 連 も 電 さ れる 」 


リッ ク ・ デ ィ ア ス の 開発 や 「Z 計 
画 」 に は 、 か つて [ガン ダム 靖 
計画 に 鉛 与 し た AE の 技術 
た ち も 参加 。 ティ ター ンズ ヤ ア ク 
シズ (ネオ ・ ジ オン ) と 三角 以上 
の 間 林 を 補 成 させ た 


MORE INFO! 
他 組織 の 可変 機 開発 


還 アク シズ 
作例 用 MS を 


夫 必 に 問題 を 


タイ プ 研 究 所 
REST ィ 
Fr 


百 式 の 直接 的 な 前 身 機 で ある デル タ ガ ン ダム や 、 そ の 強い 影響 下 に 
ある Z ガ ンダ ム 以 後 の 「Z 計 画 」 系 の 可変 MS に は 、 共 通 点 が ある 。 特殊 
プル ・ フ レー ム の 採用 、 ロン グ ・ テ ー ル ・ ス タビ ライ ザー 


な 可変 機 用 ムー 


を は じ め と する 四肢 以外 の AMBAC シ ステ ム の 凌 備 、 分 第 配置 型 ジ ェ ネ 
レー ター の 搭載 な ど が 代表 的 な 特徴 と し て 知ら れる 。 実験 機 メ タス は こう 
し た 特徴 を 備え な い が 、 ZI や リゼ ル な どの 簡 遇 可変 機構 に 繋が っ た 


SCIENCE 
key Ward 


Z 計 画 ] 内 、 また は 周辺 計画 と し て 、 MS と 軍 損 する 
非 MS 兵器 ( 還 半 機 や 二 扱 標 ) が 開発 され て いる 。 ZZ 
ガン ダム や S ガ ンダ ム の コア ・ フ ァ イ ター 各 管 制 ズ 脱出 
標 、MS と 合体 する 支柱 機 や 特殊 SFS な ど が 証 当 する 


DOTTT 


エ 
式 


AE で は 「Z 計 画 ] と 同時 其 に 
MSA-003 ネモ や RMS-108 


ゴ 向 主機 だ は 


ライ ン を ヒン ジ 


式 系 や S ガ ンダ ム 系 の 生産 仕様 織 も 開発 され た 


は (ガン ダム 了 時 | 時 代 か ら 


系 の OR 


凍り 


支援 機 と 


他 の MS 開発 計画 も 選 展 し て 
ISA_002) マラ サイ と いっ た 


[Z 計 画 ] 系 MS か ら 泊 生 し た 百 


ガン ダム Mk.』 に 各 伯 も 受け た 次 


世代 MS 主 
制 全 ユ ニ 


回 定 火 基 や 益 和 


ト が 充実 し て いる 


見 られ る 


アデ へ 


100.25 


Z ガ ンダ ム に 至る 計画 の 推移 


エゥーゴ に 可変 MS の 開発 を 依頼 され た 
AE は 「Z 計 画 ] を 開始 し た 。 リッ ク ・ デ ィ ア 
ス を 実用 化し て いた AE だ が 、 可変 MS の 根 
埋 を 成す ムー パブ ル ・ フ レー ム は 発 謀 枯 上 
に あり 、 開発 は 難航 。 そし て 偶 類 か ら ガ ンダ 
ム Mk. の ムー パブ ル ・ フ レー ム を 入手 し た 
こと で 、 開発 は 加速 度 的 に 進ん だ 


メタ ス 、 デル タカ ンダ ム と 
た 実像 で は 、 AE 
が 鹿 む 可変 シス テム を 


実現 で き な か っ た 


AE に よる リッ ゥ ク ・ デ ィ ア ス 関 

頒 と ほぼ 同時 期 、 地 球 運 孝 軍 
[府下 の ニュ ー タ イプ 研究 所 ) 
が 可変 MA の 開発 に 成功 。 定 
上 初 の 可変 MA アッ シマ ー は 
大 気 園内 で の 医用 に 特 化 し た 
根 体 で 高度 な 空力 と 多 
用 送 ・ 即 応 性 を 持っ て いた 


MA 人 の アシ マー UW 


高度 な 多用 進 性 を 論 る アッ シマ ー の 出現 
を 滞り た エゥーゴ は 、 狂 自 の 新 弄 可変 を 
欲し た 。 MS の 問題 だ っ た 行動 半径 の 狭 き に Is 昌和 
を 補い つつ 、 軸 能力 を 向上 させ た 可変 mL の 


高 性 義 だ っ た が 、 可変 栖 
栓 は 、 少 数 勢力 和え に 単 槍 の 性 能 を 求め る は どの 介 例 入 多用 
コ に 鞍 し て いた の だ 


エゥーゴ は 可変 MS の 間 発 を AE に 依頼 

し た 。 可変 MA で は な < く 可変 MS を 求め た の 
は 、 既 存 の MS と 局 サ イズ に で きる こと か ら 
宇 用 に 関す る 制約 が 少な か っ た た め と 考え 
られ る 。 この エゥーゴ の 依頼 を 請け た AE は 
UC.O086 初 名 、 「Z 計 画 ] を 開始 し た 


可変 MS の 同 発 に 薩 手 し た AE は 、 実 機 メタ ス を 
開発 。 さら に M・ ナ ガ ノ 傘 士 を 毅 計 主任 と する チー 
が 、「 ウ ェ イ ブ ・ ラ イダ ー」 (WR) に 変形 する デル タ ガ ン 
ダム を 設計 し た 。 デル タ ガ ン ダム は 本 格 的 な ムー パブ 
ル ・ フ レー ム を 控 用 し た 、 最初 期 の AE 製 MS だ っ た 


MA 形 各 に は 大 気 園 実 
入 芝 力 が 事 め られ た 。 宇 
箇 を 鬼 点 と する エゥーゴ 
SL 
放し た た めで る. 


メタ ス は 宇 画 理財 疑 クイ 
DMA 下 吉 に 変形 する 
に 本 MS。 実 内 性 に 信 

TT SN-001 
いも の で は な か - し 


破 針 上 、 極 め て 高い 完成 
を 衝 っ た デル クタ ガン ダム だ が 
変形 時 に お ける ムー パブ ル ・ フ 
レー ム の 奏 度 に 問題 が あっ た 
打 間 人 策 は 見 出さ れず 計 パ 
少し た も の の 、 エ ウー ゴ か ら も た ら テル タカ ンダ ム は 可 講 
され た ガン ダム Mk- 且 と 設計 案 を 主 重 an、MSNOO100 
が 間 題 角 決 の 来 口 と な っ た 


ティ ター ンズ が 開発 し た ガン ダム Mk-LI の 
ムー パブ ル - フ レー ム は 、 示 完成 で は あっ た が 
財前 的 な 設計 で 季 款 性 に 優れ て いた 。 AE 
は その 技術 を 転用 し 、 デ ル タ ガ ンダ ム の 問題 
吉 を 鍵 決 し た 可変 MS 用 ムー パプ ル ・ フ レー 
ム を 設計 。 Z ガ ンダ ム の 実成 に 


カミ ー ユ ・ ビ ダン の 航 対 
も 大 き さ な 影響 を 写 え 
た 。 Z ガ ンダ トム の WR 
坦 の 前 身 し て SFS 式 
の フラ イン グ ・ ア ー マ ー 
EM 


ムー パブ ル ・ フ レー ム の 確度 
問題 を 解決 する こと で 、Z ガ ンダ ム 
は 完成 に 至っ た 。 UC.0087.0 か 
初旬 の こと だ っ た 。 ノン オプ ショ 
ン で の 大 気 画 突 入 が 可能 な WR 
形 散 、 詞 部 の 強度 を 重視 し た 楠 
鞭 に 件 う 両 個 へ の メイ ン ・ 
レー ター 格 載 な ど 、 それ まで の MS 
に は な い 雑 特 な 構造 と 高 性 能 を 
中 成 し て いた 


プ の 能力 8 出し も し た 


| 7 カン ダム 開化 1 計画 2 計画 」 


2 ガ ンダ ム は 「Z 計 画 ] の 結実 だ っ た が 、 
その 産生 後 も プロ ジェ クト は 継続 し た 。 
戦争 の 長期 化 と 戦局 の 変化 、 兵 器 開 発 
葛 争 の 溢 化 と いっ た 要因 か ら 、 さ ら な る 高 
性 能 MS が 必要 と な っ で ある 


す サイ コ ・ ガ ンダ ム に 代 
表 さ れる ウル トラ ハイ エ 
対校 する た め 
に も 、Z ガ ンダ ム 以 上 
され て いた 
Z ガ ンダ ム の 性 能 が 訪 く 評価 され た 結 
還 、 門 接 洲 生 里 ゲ 数 机 条 開 例 さ れ た 。 オ 
リ ジ ナ ル の Z ガ ンダ ム の 基本 性 能 を その ま 
ま に 特 束 装備 に 対応 し た 3 号 村 
WHR 背 態 へ の 変形 禁 購 を 蘭 し つつ 、 大 気 
国内 、 また は 宇宙 で の 運用 に 特 化 し た 量 = MSZ.0 A MSZ 
産 仕様 林 ン プラ ス な ど が 有名 で ある 2 6 Zz 


通常 兵 競 で は 撃破 不可 能 と まで 斉 わ 
れ た サイ コ ・ ガ ンダ ム ・ シ リー ズ へ の 対 
杭 手 段 の 必要 性 . MS 単 模 に 種 限 の 性 
態 を 求め る 傾向 を 受け て 、ZZ ガ ンダ ム が 
本 発 され た 。 ハイ ・ メ ガ ・ キ ャ ノン を は じ め 
と する 大 火力 を 考え つつ 移動 手 邊 
て 合体 変 形 則 模 を 梱 用 し て いた 


フ ア ガン ダム 同様 、3 機 の 航空 ・ 航 軍 
機 が 合体 変 秒 す る 第 四 世 代 MS と し て 
S ガ ンダ ム が 開発 され た 。 ZZ ガン ダム で 

間 征 江 さ れ た 構成 各 機 の 出力 不 夫 
を 朋 決 し た は か 、 撤 狂 性 に 価 れ る ムー 


ずい 


ブル ・ フ レー ム に より オプ ショ ン 損 練 を 容 1 k t 
人 工 知 態 「ALICE』 も 秩 載 . 


尼 と し た 


カン ダム や S ガ ンダ 


ム の ょ うな 千 正 世代 

ネオ ・ ジ オン 理 争 期 で [< 計画 」 MS は は 宴 を 注 し た 

は 一 旦 の 終了 を 見 た と され る 。 戦 入 に な の 
る と 、 高 コス ト か つ 大 型 の MS は 傍流 間 析 様 ザ 開 葬 ま れ た 。 


いや られ 、「Z 計 画 」 の 流れ を 波 む 機体 は 
試験 機 や 量産 仕様 機 が 中 心 と な っ た 


i 


尊 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 後 、 地 球 較 
孝 車 の 要請 に より デル タ ガ ン ダム ニ 吾 
式 系 の 可変 MS が 開発 され て いる 。 百 
式 の 運用 デー タ を 反映 し た 全 全域 ・ 万 
族 攻 撃 機 デ ル タ プ ラス 、 和 新型 サイ コミ 
装置 [ntJ_o( ナ イト ロ ) 」 拓 埋 の ガン 
ダム デル タカ イ が 知ら れる 」 


和 一 次 ネオ 


ジオ ン 理 争 材 、 高 コス ト 
ンダ ム は 地理 連邦 軍 
が . 転 多 末期 に 損 作 
し た 機 條 は 邊 必 さ れ 、 幼 々 な が ら 運用 が 
続い た 。 失わ れ た コア ス ( 下 半身 
と パッ ク バ ッ ク ) を 東 半 ・ 流 用品 で 構っ た A 
ZZ-GR が 知ら れ て いる , し 


埋 後 、 第 世代 MS を 重視 し た 地球 連 

者 軍 だ が 、 少 委 な が 人 KMS= 可 1 
変 MS も 採用 し た 。 その 1 カテ ゴリ ー が [Z 
計画 】 の 系 覆 に 属す る ARGZ シ リー ズ た 
た 。 Z ガ ンダ ム の 量産 仕様 機 に あたる 本 
品 可 変 織 り ・ ガ ズ ィ . 主力 MS ジ 
部 品 の 共用 化 を 還っ た り ゼル が 
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画 」 の 開発 系 譜 


下 の 図 は 「Z 計 画 ] と その 派生 プロ ジェ クト で 開発 され た ガン ダム に 発展 し た こと が わか る 。 
MS、 そ し て 「Z 計 画 ] に 影響 を 与え た 機体 を 含む 開発 系 Z ガ ンダ ム 完 成 後 も 「Z 計 画 」 は 進め られ 、ZZ ガ ンダ ム や 
読 図 で ある ( 百 式 改 を は じ め と する 百 式 系 の 非 可変 式 漆 S ガ ンダ ム な どの 超 ハ イエ ンド 機 だ け で な く 、 RGZ-95 リゼ 
生 機 や 、S ガ ンダ ム の 一 部 パリ エー ショ ン な ど は 洗 申 し て い 、 ル や MSZ-007 量産 型 ガ ンダ ム と いっ た より コス ト の 低 
る )。 ガン ダリ ウム Y 制 MS リッ ク ・ デ ィ ア ス を 出発 点 と し つい 可変 MS や 非 可変 MS も 開発 され た 。 当 拉 、 エ オー ゴ の 全 争 と むる フラ ッ プ シッ プ ャ シン の 前 を 葬 し た ず 、 の 
つ 、 ガ ンダ ム Mk-I の ムー バブ ル ・ フ レー ム を 揉 り 入れ た 末 、 ち に 生 性 を 構 裸 し た 凍 導 林内 の 間 発 へ と シフ ト し て し 


本 「Z 計 画 」 の 全体 像 記 で 
この 系統 図 の うち 、 リッ ク ・ デ ィ アス と が a cad 
ンダ ム Mk-H を 除け ば 、「Z 計 画 」 か 、 そ 

= ER 
の 関連 プロ ジェ クト で 開発 され た MS で Aa 


ある 。 開発 年 代 は U.C.0080 年 代 中 
期 一 .C.0090 年 代 中 期 に 及ぶ 


ティ ター ンズ 拓 
ムー パプ ブル ・ フ レー ム 


7 ミー ュ ・ ピ ダン の 
WtE 


Es ma 


審 実 織 は 「 直 棒 的 な 疹 作 」、 確 線 は 「 間 扶 的 な 影響 」 


ma 1321x100:26 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


= の: 和 
ガイ ド 


クラ イン 派 と 


世界 の 破滅 を 較正 し た 
有志 に よる 傍 携 細 織 


マ 導 CE.73 頃 ( 
柄 、 自 称 で 


) 風 止 、 非 
人 道 的 世 罪 の 打破 な F 和 な 世 
界 の 構築 を 支援 する た め の 非 政府 組織 と 言 
『 和 団体 の 一 種 と 考 い が 、 超 一 線 幸 9 
を 宇宙 赴 畠 を 保有 し て お り 、 目 的 達成 や 自 新 の 


と 活動 は 地球 連 

『、 C.E.70~71 の 戦争 擬 は 
評議 会 議長 (C.E 

追求 は 回 けら れ て 

、 CE.70 一 71 の 戦争 


暫定 政権 
, 際 の 活動 


ミナ ル 


革 決 戦へ の 介入 、C.E.73 
ン 」 困 上 戦 
派 は 元 
健 派 で 
進 派 と 対 


ZGMF-X10A 
イン の 関与 、 
間 す 


プラント を 脱出 
動力 MS 運用 乾 
が 武装 化す る 


パト リッ ク ・ ザ ラ を 中 心 と 


0rganization of C.E 
コズミック ・ イラ の 組 統 ・ 替 カ 


チュ ラル 娠 譜 を 目指 す バ トリ ッ ク ・ ザ ラ の 暴 
ー デ ィ ネ イタ ー の 抹 肖 を 
戦 間 も 展開 する 
ライ ン 派 は 武装 解除 す < 
の 
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LT) 


Mt] が 事業 
引 を 手法 を 拓 
る 場合 基 行 信 む 誠 


目的 と 周辺 組織 


クラ イン 派 は 、 世 界 の 破 減 や 非 人 道 的 政策 
の 阻止 、 自由 か つ 平和 な 世界 の 実現 と 人類 評 
和 を 目的 と する 独立 武 凌 組 織 だ 


デ 


シー ゲル (ラク ス ) ・ ク ライ ン に 偽 同 する 有 赤 連合 で ある クラ イン 派 
ト 内 を 中 心 に 多く の 憶 力 者 を 得 て い る 。 オー ブ 遅 合 首長 国 や 地球 連 合 軍 
ル な ど と も 協力 関係 に あり . 協同 作 駐 を 展開 し た 。 地球 連合 宣 の 一 朗 と も 己 力 し 


で アス ラン の プ 


ラク ス 5 ら と 行動 を 共に する 元 ザフト 笠 兵 だ け で な く 、 プ 良 出 な と を 手引 
ラン ト の 各 機 間 に 憶 力 者 が いる 。 各 機関 の 協力 者 た ち の も ザフト 内 
は 、 機器 情 報 の 収集 や 兵 問 調 遅 な ど を 担っ て いる ン 拓 だ っ た 


ミナ ル の 人 貞 は る 
CE 72 頃 に 幼 織 され た と 見 られ る 、 ク ライ ン 湊 の 情報 9 cr 
相生 引 給 (2 ラ イン 未 の 引 村 る と し て 用 いら れる こと も る 


る )。 ザフト の 試作 ・ 未 完成 MS の 夏 取 で も 活躍 し / 


クラ イン 拍 の 陸 守 兵器 工場 L5 に 近い デブ リ 茂 に 
位置 する 。 容 取 し た 未完 成 の 機体 や 情報 を 基 に 。 スト 
ライ ク フ リ ー ダ ム や ドム トル ー パ ー な ど を 確 造 し た 


層 CE.71 の クラ イン 派 と 他 組織 の 関係 


プラ ント 


き 
キル バー ト ・ テ ュ ラン ダル 


ロコ ュ 


シー ゲル ・ ク ライ ン 最 高 評議 会 講 長 を トッ プ と する プラ ニ ト 各 健 注 の クラ イン 派 だ っ た が 、 参 選 派 か 
ちら 弄 凍 を 秋 け る と レジ スタ ンス 化し 、 ふ た つの 戦争 の 最終 局面 に 介入 し た 。 ラク ス が 最高 評 請 会 
掴 か れ て プラ ント に 欄 国 する と 、 クラ イン 泊 の 面々 は ラグ ス の 支 手 に 回 っ た よう だ 


プラ ント 内 の 政変 の 未 、 元 最高 評 請 会 請 
貢 シ ー ゲ ル ・ ク ライ ン が 急進 泊 に 幸 され た 
で CE71.06 の こと だ っ た 。 ラク ス ・ ク ライ 
ザフト の 一 茎 本 兵 と 共に 宇 画 径 エタ ー ナ ル を 
替 っ て プラ ント を 脱出 し 、 レ ジス タン ス と な っ た 


ラク ス 主 いる エタ ー ナ ル は 、 オ ー プ を 説 出し 
た クサ ナギ お よ げ アー クエ ンジ ェ ル と 協力 関係 
を 探 で 、 C.E.71.09.26~27 の 笑 2 次 ヤキ ン 
ドゥ ー エ 攻防 埋 に 介入 。 載 闘 の 未 、「 姓 江 昔 
や 」 を 阻止 し 世界 を 落っ た 


陳 裏 反 傍 界 に 関わ エタ ー ナ ル 休載 の MS 
シー ゲル は 遇 書き ぇ H、 ザフト の 巨大 
スロ プラ ya 

2 RM 
ン 洋 の 歴史 が 始ま っ た a < 


プラ ント 箇 定 政府 の 計 5 い で 追求 を 授 れ た テ 
クス は オー プ で 鏡 遂 生活 を 送り 、 ク ライ ン 派 は 有 
事 に 備え て 組織 と 武装 を 加え て いた 。 CE73 
に 戦争 が 再 剛 する と 、 ギ ルパート ・ デ ュ ラン ダ 
ル 講 長 に 疑問 を 挫 き 、 活動 を 活発 化 させ た 


ダル 議長 が 利用 し て いた 偽 ラ クス 
ビ 放送 で 告発 し た 後 、「 デ ステ ィ 
の 環 止 に 動い た 。 月 宙 域 の 電 
ー ム 妃 「 レ 


畑 基 生 苦 を 送っ て いた ラ 
クス が 、 サ フト 特 森 部 隊 
の 商科 を 受け た , 活動 
側 傘 . エ ター ナル は ザフト 
に 8 われ てい た 


フラ イン 派 の メン / 


クラ イン 派 は 同志 が 細やか に 巡 携 し た も の で 
あり 、 確 回 と し た 組織 は 存在 し な い 。 た だ し 、 エ 
ター ナル の 主 ク ルー は ほぼ 固定 化 


シー ゲル の 死 複 、 ク 
派 を 素 い た の は 線 の ラク ス 
だ っ た 。 その カリ スマ 性 と 確 
囲 た る 意思 で クラ イン 述 を ま 
と め 、 罰 場 に も 立っ た 


クラ イン 派 が 保有 する 柄 動 
カ MS は 、 元 地球 較 合 軍 の 
志 騒 兵 キラ ・ ヤ マト と 元 ザフト 
の アス ラン ・ ザ ラ に 任 さ れ た 
ふた り の 実 出し た 雑 交 技 術 と 
性 動力 MS の 組み 


RR の た 


メン パー の ほとん ど は コー 
ディ ネイ ター で 、 エ ター ナル の 
還 員 に は 元 ザ フト 和寿 兵 が 目 
立つ 。 マー チン ・ ダ コス タ は 
バル ト フ ェ ルド の 再 室 で 、 情 
報 収 集 や 潜入 工作 な ど 地 株 
な 任務 に 吉 い た 。 新 型 MS 

新た な パイ 
て いる 


クラ イン 派 は 、 ザ フト の 宇宙 艦 艦 と MS を 終 
備 し て いる 。 CE.73 一 74 の 戦争 で は 、 フ ァ クト 
リー で 建造 し た 新型 標 も 装備 ・ 運 用 し た 


ト か ら の 服 出 に 用 いた 株 
動力 MS 運用 能 エ ター ナル を 、 中 
柄 農 と し て 運用 。 エタ ー ナ ル の 確 
堪 を 切る 杜 動 カ 
MS の アー ム ド モ ジュ ー ル で ある 


ザフト 制 の 栓 動力 MS な ど を 半 
備 。 ジ ャ ステ ィ ス と フリ ー ダ ム は 失 も 
れ た が 、 フ ァ ク トリ ー で 完成 し た 新 
措 尽 動力 MS と ザフト の 次 世代 主 
MS 価 補 標 を 新た に 配備 し た 


全 抹 鍛 に 同行 


に は 
ある 。 時期 6 


と すら ある 


歴史 


ワオ ー カ ス 


機動 戦士 ガン ダム MS IGLOO 黙示 録 0079 


ジャ ヤブ ロー 上 空 
の 狼 撃 戦 


MOBILE DIVE OPERATION 
U.C.0079 


ジャ ブロー 上 準 で 展開 され た 
道人 | 


101-23 


ジャ プ ブロー 攻略 作戦 が 失敗 に 終わ っ て か ら 数 日 
後 の 12 月 初旬 、 第 604 技 術 試験 際 は モビ ル ダ イ バー 
シス テム 験 を 実施 し た 。 し か し 、 モビ ル ダ イ 
パー シス テム の 投下 後 、 試験 支援 艦 ム スペ ル ヘ イム 
が 撃沈 され 、 評 価 試 験 は 第 603 技 術 試験 際 (以下 
603 試 験 隊 ) に 引き 継が れ た 。 3 鹿 に 豆 っ て 行わ れ た 
評価 試験 は 、 宇 宙 へ と 打ち 上 げ ら れる 5 焦 の 地球 
連邦 軍艦 艇 を 撃沈 し 、 モ ビル ダイ バー シス テム の コ 
ン セ ブ ト と 性 能 を 示し た 。 し か し 、 この 評価 試験 に は 
も う ひ と つの 側面 が あっ た 。 

それ が 「 軌 道 泊 撃 作戦 (モビ ル ダ イ プ ) 作戦 」 で 
ある 。 本 作戦 は 、 宇 宙 べ へ の 展開 を 進め る 地球 連邦 
軍 を モビ ル ダ イ パー シス テム で 迎撃 する と いう 作戦 
だ っ た 。 ジオ ン 公 国軍 の 目論み と し て は 進軍 する 地 
球 連邦 軍艦 艇 を 少し で も 減ら し 、 宇 宙 で の 戦闘 を 有 
利 に 進め る こと に あっ た 。 も っ と も 、 ジオ ン 公 国軍 も こ 
れ で 地球 連邦 軍 の 宇宙 進出 を 阻止 で きる と は 思っ 
て いな か っ た 。 だ が 、 ジ ォ ン 公国 軍 に と っ て は 宇 宣 
戦 の 準備 を 整え る 時 間 を 少し で も 稼ぐ 必要 が あっ た 
こと も 確か で あっ た 。 

オデ ッ サ の 戦い 、 そ し て 起死回生 を 狙っ : 
ロー 攻略 戦 が 失敗 に 終わ り 、 地 球 各地 で 
公国 の 敗走 が 始ま っ て いた 。 特に ジャ プロー 攻略 
戦 で の 敗北 は オデ ッ サ 戦後 も 戦力 を 維持 し て いた 
北米 方 面 軍 が 瓦解 する 契機 と な っ た 。 大 規模 な 作 
戦 で の 敗北 と 、 そ れ に 伴う 戦力 の 消耗 に よっ て 、 ジ 
オン 公国 軍 は 組織 的 な 作戦 行動 が 取れ な く な りつ 
つ あっ た 。 戦局 は 地球 連邦 軍 有 利 に 傾き 始め 、 そ 
れ は 戦線 の 宇宙 へ の 移行 を 示し て いた の で ある 。 
「 束 道 撃 作戦 」 が 実施 きれ た の は 、 こ の よう な 状 
況 下 に お いて で あり 、 了 戦局 が 地球 上 か ら 宇 宙 べ と 
移行 し っ つ あ る 境 に ある 時 期 で あっ た 。 

作戦 の 中 核 を 成す モビ ル ダ イ パー シス テム は 管制 
ノ 機 動 ユ ニッ ト で ある MSM.-07Di ゼー ゴ ッ ク と 兵 装 プ 
ラッ ト フ ォ ー ム と 揚 カ コン テ ナ で ある L.W.C. (Logistics 
Weapon Container) で 構成 され で お り 、 オ デ ッ サ 戦 
後 、 約 1 ヶ月 で 開発 ・ 製 造 さ れ た 。 また 、 ゼ ー ゴ ッ 
ク は 型式 番号 か ら も わか る 通り 、 戦 線 の 移行 に 伴 | 
不要 と な っ た MSM-07 ズゴック の 上 半身 が 流用 さ 
れ た 。 し か し 、 わずか 9 機 し か 製造 きれ ず 、 し か も 使 
い 捨 て と いう 兵器 が 、 次 々 と 打ち 上 げ ら れる 地球 連 
邦 軍 剃 艇 を 阻止 で きる は ず も な か っ た 。 さら に 、 モビ 
ル ダ イ バー シス テム が 試作 兵 問 で あっ た こと も あり 、 
作戦 は 技術 試験 隊 に よる 評価 試験 と いう 名 目 で 行 
われ た 。 

試験 の 結果 、 上 述 の 通り ジャ プ ブロー か ら 打 ち 上 げ 
られ る 5 令 の 敵艦 の 撃沈 と いう 戦果 を 挙げ た 。 し か 
し 、 ジ ャ プ ブロー だ け で は な く ル ナッ ー で 艦艇 の 建造 は 
実施 され て お り 、「 軌道 肖 撃 作戦 」、 そ し て モビ ル ダ イ 
パー シス テム が 戦局 に 影響 を 与え る こと は な か っ た 。 

(スイー ダ ・T・ ダ ー バ ヴィ ル ULC0105) 


関連 ファ イル 


中 ne03 mmlAM 


MSM-07 ズゴック (生産 型 ) FGO1-158 時 
MSM-07Di ゼ セー ゴ ッ ク 1GL.01.04 
エル ナー ホル パイ ン TaL-0211 画 
宇宙 へ の 戦線 移行 FG-08.10. 
ジン 人 国軍 の MS 開発 FGros_1e 
第 603 技 術 試験 隊 1GL-03.08 


FE PREVIEN 


ジオ ン 公国 軍 技 術 本 部 に 所 属す 
る 技術 試験 除 の ひと つ で 、 試 験 
支援 舌 ヨ ー ツ ン ヘ イム を 包 紙 と し 
た 。 一 年 戦争 を 通じ て 評価 試 
を 行っ た が 、 戦 争 後 期 に は 事実 
上 の 実戦 部 隊 と し て 運用 され た 。 


CG Works by SUNRISE D.L.D. 


単機 で 行わ れ た 
軌道 導 撃 作戦 


モビ ル ダ 
第 603 


サ 3 
ょ スペ ル ヘイ ム A FE 


国 ム ス ペ ル ヘ イム 、 撃 沈 
U.C.0079.12 月 初 句 、604 試 
験 隊 が 、 モビ ル ダ イ パー シス テム 
の 運用 試験 を 行う が 、 試験 支援 
能 ム スペ ル ヘ イム は 敵艦 の 攻撃 
を 受け 、 撃沈 、 試験 も 失敗 
この た め 、 運用 試験 は 603 試 験 
隊 に 引き 交 が れ た 。 


間 上 | 604 記 隊 の 和光 と 、603 試 了 隊 へ の 引き 引き 


術 試験 隊 の 進路 


K 隊 、 そ し て 603 試 験 際 が 評価 試験 と し て 
実施 し た 軌道 攻撃 作戦 は 、 モビ ピル ダイ パー シス テム 
単機 で 行わ れ た 。 投下 後 の パ バックアップ 体制 こそ 整 
えら れ て いた が 、 試 験 支援 艦 、 そ し て 投下 後 の 回 収 
艇 で ある ガウ 攻撃 空母 に も 護衛 は な か っ た 。 地上 に 


正中 イー 
り 攻 繋 


固 夜間 会 敵 ミッ ショ ン 
第 2 次 運用 試験 は 夜会 敵 


ム は 、 衛星 速度 


い 


[2| 第 1 次 運用 試験 凍 沼 。 | 


UC.0079.12 初 旬 、 モ ビル ダイ バー シス テム の 評価 試験 を 
604 試 験 隊 が 実施 。 テス トバ パ イロ ッ ト は 、 突 撃 機動 定 海 兵隊 の 
ヴェ ルナ ー・ ホ ル バ イ ン 少 尉 が 務め た 。 テス ト 開始 直後 、 モビ ル 
ダイ バ シス テム を 投下 し た $04 度 験 支援 能 ム スペ ル ヘ イム は 
測 の 攻撃 を 受け て 撃沈 され 、 試 験 は 中 止 され . 
オン 公国 軍 技 術 本 部 は 、603 技 術 試験 隊 
テム の 評価 試験 引き 継が せ た 。 それ に 伴っ て ゼー ゴ ッ ク な どの 
機材 し に ホル バイ ン 少 尉 が 603 試 験 隊 に 着任 し て いる 。 


ム ス ペ ル ヘ イム の 服 
ル バ イン 少尉 の 態度 は キャ 


3 第 2 次 運用 試験 開始 


4 弱 の ゼー ゴ ッ ク が 失わ れ た 。 着任 後 の 本 
ッ ク 特 務 大 慰 の 起り を 買っ た 。 


12.03、 司令 部 か ら の 暗号 通信 を 受け た 603 試 験 隊 は ジャ ブ 
ロー 上 空 で の 会 英 ミ ッ シ ョ ン を 実施 。 L.W.C. に は [マル 
ル パ バス 」 が 搭載 され た 。 高度 8.000m キ まで 成層 囲 ダ イブ を 行っ た 
徐 、 高 度 4.000m で 垂直 上 昇 中 の 敵艦 へ の 攻撃 が 予定 され た 。 
し か し 、 マ イィ 技術 中 内 は 接 病 時 間 の 短 さ な どの 理由 か ら 成 功 確 
率 へ の 疑問 を 口 に し て いる 。 その 疑問 を 証明 する か の よう 
度 4.000m と 比較 的 低 高 度 で の 試験 だ っ た : 
は すべ て 外れ 試験 は 失敗 


ホル バイ ンク 月 は 区 を 引き 付け た 拓 況 で ミサ イル を 発射 する が 、 フレ ア な 
ど に 骨 ま れ 命中 し な か っ た 。 試験 後 、 ゼー ゴ ッ ク は ガ り に 回 収 され た 。 


| 第 3 次 運用 試験 開始 


高度 10.000m で の 夜間 会 奥 ミ ッ シ ョ ン と し て 行わ れ た 況 2 次 
通用 試験 で は 、 オ ブザー バー と し て ワシ ャ 中 尉 も 同乗 し た 。 これ 
は 第 1 次 運用 試験 で 見 せ た 少尉 の 行動 一 一 試験 時 に 少尉 は 
奇声 を 発し て いる 一 一 を 監視 する た めで も あっ た 。 出撃 し た モビ 
ル ダ イ バー シス テム は 水平 飛行 を 行う 敵艦 隊 の 後方 か ら 攻 撃 す 
る と いう 、 理想 的 な 攻撃 形態 を 採っ た 。 し か し 、 攻撃 の 直前 、 地 
対空 ミサ イル を 回 避 し た た め に 
発 も 命中 し な か っ た 。 


第 2 次 運用 試験 で は 4 基 の 28 連 


イル ポッ ド が 指 載 され た 。 対空 


ミサ イル に よる 攻撃 は 、 聞 が 対策 を 取り 始め で いる こと の 記 


12.07、 第 3 次 運用 試験 一 一 上 昇 中 の 敵 第 艇 に 対し 垂直 
交差 を 行い 、 目 標 の 後方 か ら 攻 撃 す る ーー を 実施 。 兵 装 は 拡散 
ビーム 砲 「 ク ー ベ ル メ ] が 用 意 さ れ た 。 作戦 開始 の 直前 、 ヨ ー ツ ン 
ヘイ ム は 醍 か ら の 攻撃 を 肢 け る が 。 プロ ホ ノ ウ 艦長 は 作戦 を 純 
皇 、 1 9220aUR 革 直 降下 を 行う モビ ピル ダ 


ペル メ の 民 開 直前 、LW.C の 一 
に 見 者 われ た が 、5 憲 撃 秦 と いう 大 戦果 を 挙げ た 、 


部 が 脱落 し な いと いう アク シ デ ント 


ーー 


お ける 敗北 が 
つつ ある 状況 で | 


は 電球 近海 の 8 宙 権 も 失わ れ 


、 MA 用 の 試作 ビーム 砲 
ペル メ 」 が 使用 され た 。 投 
下さ れ た モビ ピル ダ イ バ ー シ ス テム 
は 上 昇 中 の 英 艦 隊 と 交差 する と 
ビー ム 砲 を 昌 射 、5 隻 の 敵 衣 
沈 せ し め た 。 そ 
流 の 直前 、 英 航空 の 
肢 け 、 少尉 と 機体 は 失わ れ た . 


し つつ ある 南 導 隊 の 背後 か ら の 攻撃 を 試み る が 、 地上 か 
ら の ミサ イル 攻撃 を 回 避 。 その た め に 高度 を 失い 、 迎撃 は 不可 能 と な っ た 。 


ISMO ZD 
EEED 


Miustration by AKIO UNUMA 


MORE IN 


FO! 


る 。 U.C.0080 年 代 
も 大 気 園 再 
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1 


サシ イズ 


中 詩 C.E. の 態 朋 


機動 戦士 ガン ダム SEED 


WORLD GUIDE 


一 般 的 な 局 地 戦 用 肖 艇 と 
普及 が 進ま な い 万 能 角 


101-25 


CE. に お ける 艦艇 の 劇 的 な 変化 と し て 、 宇宙 艦艇 
と MS 運用 盤 の 出現 が 挙げ られ る 。 宇宙 へ の 生存 了 
大 、 画 期 的 な 戦闘 能力 と 多用 途 性 を 併せ 持つ 
MS の 誕生 が 、 戦 略 環境 と 戦術 の 変化 を 促し 、 そ れ が 
宇宙 艦艇 と MS 運用 艦 を 生み 出し た と い 

上 述 の よう に CE. の 艇 艇 の 変容 は 、 
出現 を 契機 と し た も の だ が 、MS 運 用 シス テム を は 
し め と する 新 技術 は 水上 艦 や 潜水 艦 に や 影響 を 与 
え 、 新 カ テ ゴ リ ー の 艦艇 を 生み 出し も し た 。 MS 運用 
能力 を 持つ 水上 潜水 艦 、 陸 地 を 移動 する 地上 戦 
艦 な ど が 該当 する 。 

CE. 移 行 後 の 艦艇 は 、 ①MA 運 用 型 を 含む 宇宙 
艦艇 3③MS 運 用 型 宇宙 艦 疾 、③MS 運 用 型 潜水 艦 
と 地上 戦艦 (ほぼ 同時 期 に 誕生 ) 、 ⑪MS 運 用 型 水 
上 艦 の 順 で 実用 化 き れ た と 思 

① の 宇宙 艦艇 は 、 大 西洋 連邦 に 
ント 理事 国 が 開発 し た と され る 最初 期 型 の 武装 字 


MS 運用 理論 : C.E. の 艦 朋 


Conventional Weapon in C.E 


ミッ ク ・ イ ラ の 一 般 兵 回 


宙 船 で あり 、MA 運 用 型 へ の 発展 こそ あっ た が 基本 
的 な 役割 は 変わ ら な か っ た 。 ② の MS 運用 型 生 宙 
盤 北 は 、MS を 実用 化し た の が 宇宙 勢力 の プラ ント 
だ っ た こと か ら 誕 生 し た も の で 、 仮 に MS と いう 兵器 
カテ ゴリ ー の 創始 者 が 地上 勢力 だ っ た な ら 、 大気 園 
内 用 既 艇 が 最初 の MS 運用 艦 に な っ た こと だ ろう 。 

3③ の MS 運用 型 潜水 艦 と 地上 戦艦 は 、 地 球 侵攻 
の 必要 性 か ら プ ラン ト で 開発 きれ た 。 特に MS 運用 
型 港 水盤 は 、 水中 用 MS や 飛行 型 MS の 運用 プラ ッ 
ト ホ ー ム の 必要 性 か ら 開発 きれ て いる 。 ここ で も 、 
MS が 新た な 盤 艇 の 誕生 を 促し た の で ある 。 

④⑪ の MS 運用 型 水 上 艦 は 、 意 外 な こと に 最後 発 
の カテ ゴリ ー と 見 られ る 。 ノッ ハウ の 問題 か ら か ザ フ 
ト が 水上 盤 の 開発 に 積極 的 で な か っ た こと 、 地 球 
連合 や オー プ 連 合 首長 国 の MS 開発 が 遅れ た こと 
な ど が 理由 と 考え られ る 。 特に 地球 勢力 の 飛行 弄 
MS の 広域 配備 が CE72 以 降 に な っ た の は 大 きく 、 
当初 は MS 用 航空 母艦 と し て の 運用 は 困難 で あっ た 
(地球 勢力 に 空 を 飛べ る MS が ほとん ど 存 在 し な か っ 
た た め 、「 空 母 」 と し て は 使え な か っ た 点 が 大 きい )。 

この よ : の 艦艇 は 、 局 地 戦 用 が 
CE71 に 入る と 宇 人 第 と 大 気 園内 の 双方 


Eo 本 骸 sb 


な 万 能 艦 が 出現 し た 。 地球 連合 軍 の アー クエ ンジ ェ 
ル 赤 強 毅 機 動 特 装 艦 や ザフト の ミネ ル パ バ 赤 MS 勤 
星 強 租 揚 際 艦 が 代表 例 で ある 。 
こう し た 万 能 艦 は 、 紙 宣 だ け で な く 単独 で の 大 気 
周 突 入 、 大 気 圏 内 で の 飛行 、 洋上 航行 に まで 対応 
する が 、 こ れ ま で に 数 令 し か 確認 きれ て いな い 。 高騰 
せ ぎ る を 得 な い コ スト 、 六 艇 が 宇宙 と 地上 を 往来 す 
る 必要 性 が 低い こと な ど が 問題 と 考え られ る 。 
(カイ ム ・ ア ッ パ C.E75) 


関連 ファ イル 


アー タ エ ン ジェ ルド ミニ オン 
地球 連合 軍 の 戦 穫 

ヴェ サリ ウス ガ モ フ 
ザフト の 戦艦 

地球 合憲 と オー プ 還 の 一 和夫 
地理 連合 

オー ブ 連 合理 長 国 
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EE 
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- 能力 を 持つ 艦艇 は 当初 、 存 在 し 
な か っ た 。 その 後 、 既 存 紙 龍 を 改 
修 し 、 MS 運用 能力 を 付与 、 戦 カ 
の 再編 に 努め た 。 


Miustration by JUN WADA 


軍用 の 宇宙 船 。 MS 運用 型 の 宇宙 艦艇 は 、 ザ フト の 
MS 開発 に 伴い ブテン ト 外 で の 運用 プラ ッ ト ホ ー ム の 必要 
性 か ら 開発 され た 。 MS 運用 型 で あっ て も 、 単 態 で 完結 し た 
戦闘 単位 と する た めか 高い 火力 も 併せ 持つ 場合 が 多い 。 


NN 


ココ 


地球 連合 箇 の MA 軍用 型 宇宙 胡 は 、MS 人 用 各 
ゴワ ナ 経 は 、MS の 大 規模 軍用 と 作戦 指 控 に 


知れ た 。 ザ フト の 
化し た 巨大 交 だ っ た 。 


長期 的 に 滞空 で きる 「 飛行 弄 径 艇 」 が 存在 し な い 以 上 、 
広大 な 海洋 が 広がる 地球 で は 水上 艦 は 不可 欠 な 兵器 で 
ある 。 C.E.71 以 後 は 、 MS 運用 型 も 広く 配備 され て いる 。 


まっ 
= を 


地球 全域 に 権益 を 持つ 地球 連合 ( 


西洋 連 邦 ) や 、 広 大 な 失 海 を NM 


し けれ は ば ならない オー プ 還 に と っ て 、 上 穫 は 必要 不可 欠 な 兵 癌 で ある 。 


地上 戦艦 


C.E.70 頃 に 実用 化 さ れ た と 思わ れる 地上 用 艇 艇 。 サ 
イズ の 都合 上 、 運 用 で きる 地域 は 限定 され る が 、 地 上 用 


文字 通り 地上 用 の 算 能 。 あま り に 巨大 な た め 砂 帝 地 否や 平原 な どの 間 
けた 地形 で し か 運用 で き な い が 、 不 本地 走 磁 能力 は 高い 。 


高度 な 隠密 性 と 三次 元 航行 能力 で 海 を 制 し た 潜水 艦 
に も 、 MS 運用 型 が 誕生 し た 。 し か し 、 MS 運用 型 溢水 艦 
を 配備 し た の は ザフト の み で あっ た 。 


水中 用 MS の 運用 艦 と し て 有用 だ が 、 飛 行 型 MS 発進 時 に は 則夫 性 が 
秩 牧 に な る 。 ニュ ー ト ロン ジャ マッ ー の 影響 原子 洪水 艇 は 捧 を 消し た 。 


トコ 
ザフト の 准 水 艦 。 潜行 し た まま 水 
中 用 MS を 発進 させ られ る が 、 他 
の MS の 射出 に は 浮上 が 必要 
を | 


ザフト の 補給 任務 用 洪水 箕 。 ボ 
ズ ゴ ロ フ 級 数 食分 の 物資 を 輸送 
可能 。 補給 作業 時 は 浮上 する 。 


る 


胴 船体 方 式 を 採用 し た . 
球 連 合 軍 の 攻撃 型 潜水 
14 基 も の 魚 雪 発 射 管 を 備え る 、 


き 
DDMH (MS 搭載 弄 工 逐 組 の 


略 と され る ) に 分 類 さ れる ザフト 
の 主力 艦 。 速い 船 足 が 特徴 。 


地 珠 連 合 軍 最大 級 の 宇宙 反 。 
MA 射出 用 の リニア カタ バル ト を 
備え る 。 後に MS 運用 型 に 改造 。 


を 


ザフト の FFM (MS 搭載 型 フリ ゲ 
イト )。 船底 の MS 運用 区 画 は 
降下 カブ セル と し て 使用 で きる 。 


地球 連合 軍 の 小型 箕 。 サ イズ に 
反し て 火力 が 充実 し て いる うえ 、 
MA( 後 に MS) 搭 載 能力 も 持つ 。 


s ト 2 
オー プ 軍 の 主力 宇宙 艦 。 アー クエ = 
ンジ ェ ル 級 に 通じ る 構造 や 兵 読 を 
備え 、MS 運 用 能力 も 付与 され た 。 


球 連 合 軍 の 宇宙 補給 輸送 
息 。 族 首 は アー クエ ンジ ェ ル 組 へ 
の 物資 引き 渡し に 適し た 構造 。 


% $ 


MS を 搭載 可能 な 地球 連合 軍 地球 連合 軍 の イー ジス 艦 。 旧式 
の 強 杜 揚陸 能 。 飛行 甲板 は 航 化し つつ ある が 多数 が 配備 され 
空 機 用 で 、MS は 徹 側 ハッ チ か ら て いる 。 ピー ム 砲 搭載 型 も ある 。 
出撃 。 


s 
オー ブ 軍 の 大 型 空母 で 、 最 大 級 
の 水上 艦 。 多数 の 可変 MS や 
飛行 型 MS を 運用 可能 だ っ た 。 


オー ブ 軍 が 得意 と する 三 胴 船体 
方 式 を 採用 し た イー ジス 自 。 ヘリ 
の 発着 甲板 も 3 つ を 備え る 。 


E3 を 


ザフト の 大 型 地上 戦艦 で 、 主 に レセ ッ プ ス 級 に 代わ る ザフト の 新 
砂漠 地帯 で 運用 され る 。 推進 方 型 地上 戦艦 。 移動 方 式 は 履帯 
式 に スケ イル モー ター を 採用 。 


を 


ザフト の 標準 的 地上 戦旗 。 レセ ッ 
ブス 赤 と 同じ く 、 砂 を 液状 化す る 
スケ イル モー ター を 搭載 


地球 連合 軍 の 地上 戦艦 で 、 移 
動 方 式 は 履帯 。 デス トロ イ を 搭 
幸 、 運 用 可能 な 大 型 北 だ っ た . 


宇 軍 と 大 気 園内 の 双方 に 対応 する MS 運用 藍 。 ハイ エ 
ンド の 艦 族 の た め 、 高 コス ト 化 を 避け られ な いう え 戦 術 的 
な 必要 性 が 低い こと な どか ら 、 配備 例 は 極め て 少な い 。 


MORE INFO! 
民間 に 転用 され た 艦艇 


地球 回 合 と プラ ント と の 戦争 の 中 で 、 多数 の 北 艇 が 矢 
われ た り 、 行 方 不明 に な っ た り し た 。 そう し た 艦 角 の 中 に 
は 、 民 間 の 手 に 渡っ た も の も ある 。 ジャ ンク 屋 組合 に 回 
取 さ れ た も の が その 代表 だ が 、 サ ー ペ ント テー ル の ロー ラ 
シア 級 改 の よう に 民間 軍事 会 社 が 装備 し た 例 も あっ た 


標準 約 に ノン オプ ショ ン で の 大 所 園 突入 能力 を 持つ っ 。 アー クエ ンジ ェ ル 
級 に 至っ て は 潮 水 機能 も 追加 され 、 完全 な 人 領域 運 用 性 を 獲 福 し た 。 


GAT-X シ リー ズ の 運用 試験 能 。 
陽電子 砲 な ど を 装備 し 火力 も 高 
い 。 開発 は モル ゲン レー テ 社 。 代わ る ロウ た ち 
B。 コー ネリ アス 門 
本 来 
は ジャ ンク 回 収用 だ が 
大 電 子 座 を は じ め と する 
門 疲 も 備 


を 


フト の 万 能 艦 。 セカ ンド ステ ー 
リー ズ の 運用 を 想定 し た 設 
火力 に も 秀 で る 。 


火星 園 オ ー ス トレ ー ル コロ 
の 惑星 間 航 行 船 。 軍用 MS の 
運用 能力 や 火砲 も 備え る 。 


GMR VX 
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罰 田 ア ・ バ オア ・ ク ー 上 較 中 


この うち 、 防 テム は 、 ア ・ バ オア ・ ク ー を 中 の は 、 グ ダリ ブス 戦役 中 の こと だ: ジオ ォ ン 共和 国軍 
ジオ ォ ン 公園 の 本 園 を 守る た タグ N の 4 フィ ー ル ド ) を 指揮 下 に 置い た ティ ター ンズ は 、 ア ・ パ オア ・ ク ー 
i か ら 構成 きれ る も の で 、 各 フィ ー ル ド の 境界 面 を 中 心 の 再 武装 化 を 進め 、UC.0087.06.08、 宇 宙 要 完 「 ゼ 
最終 字 箇 要 法 火 器 放 を 世 全 し て 財 乏 か っ 強力 ダッ の 門 ] の 日 7・ パ オア ・ ク ター 自体 
- ーーー 端 の 境界 面 か ら ”「 セ ダン の 門 ] と 呼ば れる こと も ある )。 
パオ ア ・ ク ター は グリ プス と 共に ル の 人 宙 域 に 移動 
ば れ 、 最 も 火力 が 集中 する 場所 と と は 完 り 離さ れ て いる 。 
記 了 ア ・ バ オア ・ ク ー の 防衛 火器 
オン 公国 の 最終 防衛 ライ ン を 形成 し 、 一 年 戦争 の 最 は ミサ イル を 中 心 [ 字 砲 火 
終戦 の 地 られ る 。 その 名 前 は イン の 火力 は さら パオ アー クー 攻防 戦 で 猛 
ド の 伝説 で 語ら れる 勝利 の 其 に 住む 不定 形 生物 に 8 
る が 、 命 名 の 経 線 に つい て は 分 か っ て いな い 。 ( レイ が 隠 きれ で いた 関連 ファ イル 


と し て は 一 般 的 な 資 前 に 破壊 され て いる 。 Msn.02 24- 
し た 簡 


クター は 地球 
"オン 公国 の : 地球 較 孝 軍 
角 ン (1 に MP 
お り 、 資源 小惑星 と し て 使用 され る こと と な : た 


llusation by TAKUYA IO 


アバ オア ・ フ ー の 店 


ア ・ パ オア ・ ク ー は サイ ド 3 と 同じ L2 宙 域 に 設置 され 、 他 の 小惑星 転用 型 の 宇宙 要 寒 と 同じ く 、 ア ・ パ オア ・ ク ー 
ジオ ン 公 国 の 本 国 を 守る 最終 要 室 と な っ て いた 。 グリ プス 。 に は 高度 な スタ ンド アロ ー ン 機能 が 求め られ て お り 、 無 数 の 
戦役 時 に は L3 に 移動 され 、「 ゼ ダン の 門 ] を 構築 し た 。 防衛 用 火器 や 宇宙 艦 衣 用 の 港湾 群 ・ 指 揮 施設 ・ 工 遍 能 
将兵 居住 用 の 簡易 コロ ニー 機能 な ど を 備え で いた 。 採 所 

中 の 資源 小惑星 を 要 誠 化 し た た めか 、 内 部 に は 大 小 様々 な 上 義昌 と 下 施 小 


通路 が 張り 巡ら 5 され て お り 、 さながら 巨大 迷路 と な っ て いる 。 レイ が 問 さ れ で て いた と も 言わ 


画 一 年 戦争 時 と グリ ブス 戦役 時 の 
ア ・ バ オア ・ ク ー の 位置 


控 旋 訟 は 上 部 の 円 角 型 小 履 す る 中 央 短 制 タワ ー。 図 は 
惑星 に 集約 され た よう だ 。 戦闘 で 損傷 し た も の 。 


5 フィ ー ル ド 、 メイ ン ・ ゲ ー ト 付近 の 
入り 江 に ある 出入 口 群 。 各 開 品 


1] 


光源 小惑星 を 改造 し た ア ・ パ オア ・ ク ー は 、 ジオ ン 公国 二 . 上 wsfWG と アラ アー クー を 
軍 の 戦略 拠 オン 共和 国 の 資源 調達 先 、 テ ィ タ ー ン 体 を 指揮 する 司令 所 。 ギレ ン ・ ザ ビ と キシ リア ・ 
ズ の 軍事 拠点 を 経て 、 グリ プス 戦役 時 に 破壊 され PE RNR 


要 窒 内 に は 抗 省 を 利用 ・ 補 強し た 通 [ 
きれ 


いる 。 人 間 用 たけ で な く 、MS が 通過 


呈 下 守 に 改造 れ 、 北 は 送 小 可能 な 大 型 の 通路 も 名 し 


思 下 で 軍事 基地 と し で 再 利用 され た 。 


ーー 年 戦争 以前 か 5 ア ・ パ オ 
ア ・ ク ー の 工 應 は 入 状態 に 
あり 、 ザク UF 型 や ザク 強行 偵 
察 型 な ど を 製造 し た 。 開発 能 
KC 力も 持ち 、 一 年 戦争 末期 に は 
ド の 両端 か ら 45 度 の mm ジオ ング や ビグ ・ ザ ム と いっ た 
0 火力 が 集中 する 二 の に MG 紀 8hA ハイ エン ド 和 機動 兵器 が 試作 さ 
字 砲 火 s 


(管制 区 ) が 存在 し 、 各 フ ィ ー 
ルド の 境界 面 に 重点 的 


中 に 地球 連邦 と ジオ ン 共 和 国 は 
半 戦 属 定 に 動い た 
ャ 


一 年 戦 針 後 、 資 療 小 惑星 と し て と な っ て いた 。 較 邦 軍 は 突 奄 し て いる 。 れ て いた 。 
ジオ ン 共 和 国 に 
アク 
タ を 


選 さ れ た ア ・ パ オ 
だ が 、 グ リブ プス 戦 役 で は ティ 
ズ の 宇宙 要塞 「 ゼ ダン の 門 」 

転用 され た 。 U.C.0087.05 か ら 
作業 が 進ん だ 


クリ プス 埋 役 末期 の UC.0088, 
01.18、 エ アク シズ 連合 
陳 が 小 基 星華 地 アッ シズ を 「 セ ダ 
ン の 門 ] に 衝突 させ た 。 これ に より 
旧 ア ・ パ オア ・ ク ー は 破壊 され 、 機 
能 を 喪失 し た 。 


ニュ ー タ イプ 専用 MS。 
2 機 の 繊 作 機 の 内 . 
模 は 撃 議 され 
機 は 除 落 前 に 運び 出 
され た 機 機 


宮 

| 

| 
U.C.0079.06、 ア ・ パ オア ・ 
クー の 要 案 化 が 終了 。 探 撮 休 業 
中 の 資源 小惑星 2 個 を 連結 する 
形 で 一 中 の 完成 を 見 た 。 こ れ に よ RA 
リサ イド 3 本 国 を 守る 最終 防衛 ラ 
イン が 完成 し て いる 

ピ ア ・ バ オア ・ ク フー 工 席 製 の MS 

U.C.0079.12.31、「 星 一 号 ア ・ パ オア ・ ケ ド 
bei を 中 心 と し た 4 つの フィ ー ル ド き 
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機動 戦士 ガン ダム MS IGLOO2 重力 戦線 


ヨー ロッ パ 南 方 戦線 で 展開 し た 、 
対 MS 特 技 兵 小 除 の 戦い 


年 戦争 の 緒戦 、 一 週間 戦争 と ルウ ム 戦 役 に 騰 
ジオ ン 公 国軍 は 、 そ の 勢い に 乗っ て 地球 侵攻 
C.007903.01 の 第 1 次 降下 作戦 
第 1 機動 師団 が ヨー 3 EF (2 
前 部 隊 が 降下 し て いる ) 。 それ 以降 、 都 合 
5 回 に 豆 っ て 行わ れ た 降下 作 
国軍 は 地球 の ほとん ど 勢 力 下 【 


軍 を 混乱 に | 
公国 軍 の 新 (以下 MS) 
高度 な 汎用 性 と 運用 性 を 備え た MS は 、 1 


Battle of “ZAKU HUNTER' 
U.C.0079 


を 消耗 し 続け で てい た 。 そ れ は 、 ヨ ー ロ ッ パ 南 方 戦線 
に 展開 する 第 44 機 拭 化 混成 連隊 も 同様 で あっ た 。 

他 の 部 隊 と 同じ く ジ オン 公国 軍 の 前 に 劣勢 を 強い 
られ て いた 第 4 機械 化 混成 軍隊 は 、 補 給 と 防衛 線 
構築 の た め の 後 退 を 余儀 な くさ れ て いた 。 し か し 、 
味方 の 退路 は 部 隊 か ら は ぐれ た 3 機 の ザク に 分 断 
きれ て いた の で ある 。 こう し た 状況 下 
款 連 孝 地上 軍 の 数 少な い 対 MS 兵 
車 な ど が 対 MS 戦闘 に 当たる こと が 通常 で ある 。 し 
か し 、 連隊 の 指揮 官 で ある ミケ ー レ コレ マッ タ 少 佐 
は 、 機 甲 戦力 の 再編 を 理由 に 61 式 戦車 を 投入 せ 
ず 、 その 代り に 対 MS 特 技 兵 小 隊 に 敵 MS の 排除 を 
命じ た の で ある 。 

「 対 MS 特技 兵 」 と は 、 そ の 名 の 通り 対 MS 戦 を 専門 


め 5 名 の 人 貞 と 1 基 の リ ジ ー ナ で 構成 され 、 
3 一 4 個 分 隊 で 構成 され る 小隊 単位 で 運用 され た 。 


2) RE D3 sg 


け だ っ た 。 コレ マッ タ 少 佐 か ら 命令 
出し 、 ザ ク を 撃 候 せ よー を 受け た 対 MS 
特技 兵 小隊 は 、04.27、 マ リア ー E 郊 に 進出 する 
と 部 隊 を 展開 、 ザ ク と の 戦闘 を 繰り 広げ た 。 結果 、 小 
隊 は 2 機 の ザク を 撃破 し た が 、 部 隊 は 全 濾し 中 尉 も 
の 戦闘 は 、 対 MS 特 技 兵 の 過酷 さ を 示 
と し て 後世 に も 語り 継が れ て いる 。 


(スイ ー ダ ・T・ ダ ー バ ヴィ ル U.C.0084) 
関連 ファ イル 
ML101A3 リタ ー ナ GL2.01.01 男 
対 MS 特 技 兵 小隊 IGL2-02-01 太 
地球 保 攻 作 畔 と 戦 埋 の 鐘 間 FG.03.04 
地球 軍部 (AD. 来期 一 U.C.0096) FG-03-51 
信人 用 閥 帯 装備 (UC.0079-~0096) FG-03-62 
対 MS 特技 兵 IGL2-03-04 
Fe nav 


| 隊 を 芳 制 する 。 
PT 


CG Works by SUNRISE DD 


拉 刀 を 重ね る 地球 連邦 軍 と 、 
進撃 する ジオ ン 公 国軍 


回 攻撃 の 開始 

発射 準備 を 整え た 各 分 隊 は 、 

狙っ て り ジー ナ を 発射 。1 発 は 外れ る が 残 
る 3 発 が 命中 し 。 ザク を 中 破 さ きせ た 

後 、 中 尉 は 第 3 第 4 分 隊 に 和 


宇宙 に お ける 2 度 の 大 敗 で 制 宙 権 を 失っ て いた 
地球 連邦 軍 に 、 地 球 降 下 作戦 を 阻止 する は な 
か っ た 。 その た め ジ オン 公国 軍 は 大 し た 損害 も 受け 
ず に お よそ 2 ヵ月 に 芋 っ て 部 隊 を 降下 させ 続け た 。 
MS の 威力 も あっ て ジ ォ ン 公 国軍 は 快 進撃 を 続け 、 


対す る 地球 連邦 軍 は 戦線 の 縮小 を 余儀 な くさ れ 
た 。 第 1 次 降下 作戦 の 舞台 と な っ た 欧州 で は 、 それ 
が 特に 顕著 で あり 、 搬 退 時 に 対 MS 特技 兵 小隊 を 
投 和 人 する こと で 瑞 の 足 を 止め 、 部 隊 の 瓦解 に 歯 止 
め を か ける こと が 精いっぱい の 状況 で あっ た 。 


4 戦闘 の 終結 


至近 弾き 与え る た め 


国 | 小隊 、 全滅 の 危機 に 陥る 


対 MS 特技 兵 の 存在 を 察知 し た 2 機 目 の ザ タク 


5 の 攻撃 


第 2 全滅 < 第 1 分 
さら に 移動 し て いな か - 


た 第 4 分 隊 も ザク HL の 攻撃 で 全 減 、 小隊 の 生 
き 残 り は 中 尉 以下 3 名 と な っ た 


対 MS 特技 下 隊 ( 各 分 有 ) 
還 半 W8 の 通 閣 


間 旧 対 MS 特 技 兵 小隊 、 マ リア ー ジ ユ ュ へ 展開 


MS-06J | 
| 


対 MS 特 技 兵 小隊 
( 各 分 隊 ) か ら の 攻撃 


ESN 


ヨー ロッ パ 南 方 戦線 に 展開 する 第 44 機 械 化 混成 連隊 は 、 捕 
論 と 防衛 線 の 構築 の た め に 撤退 を 決定 。 し か し 、3 機 の ザク の 
店 は 分 断 され で いた 。 そこ で 、 大 職長 の ミ 
マッ タ 少 佐 は 、 ペン ・ パ ー バ リー 中 尉 指揮 の 対 MS 特 技 兵 小隊 に 
ザク I の 排除 を 命令 。 これ を 受け た 中 尉 は 、 部 隊 を 率い て 廃 城 と 
な っ た マリ アー ジュ 郊外 へ 進出 する と 、 各 分 隊 を 展開 、 対 MS 重 
誘導 弾 り ジ ー ナ を 設置 する と 対 MS 戦 の 準備 を 行っ た 。 準備 完 
了 後 、 ザク T が 出現 し た が 、3 機 で は な く 2 機 の み が 確認 され た 。 


中 は 部 上 に 残れ た 61 式 昔 車 の 泊 遺 を 見 する が 、 少 佐 に 反 下 さ 1 
た 。 出現 し た ザク I『 は 較 邦 軍 の トラ ッ ク を 追っ て いた 


EE 


ザク T と の 射線 上 に 味方 分隊 が いた た め 、 対 MS 特技 兵 小 際 
は 射撃 を 見 送っ た 。 し か し 、 ザ ク 1[ が 味方 部 隊 を 排除 し た こと か ら 、 
攻撃 を 開始 。 各 分 隊 ( ゲー ナ の 一 埋 射 に よる 同時 着弾 を 
狙っ た も の だ っ た 。 発射 し た うち の 1 発 が 外れ る が 、 残 る 3 発 は ザク 
に 命中 、 ザ ク ・ マ シン ガン を 破壊 する と 共に 機体 を 中 破 させ た 。 
攻撃 後 、 中 尉 は 第 3 第 4 分 隊 に 撤退 を 命じ る が 、 その 直後 、2 
機 目 の ザ ク II が 出現 。 ザク から の 攻撃 に より 第 3 分 隊 が 全 減 し た 
が 、 革 1 分 隊 の 必 撃 に よっ て 1 機 目 の ザク T の 遇 破 に 成功 し た 。 


で 


ザク T が この 場 を 立ち 去る 可能 性 も あっ た た め 、 攻 撃 を 中 止 する 選択 受 
も 残さ れ て いた 。 し か し 、 中尉 は 攻撃 を 続行 、 1 機 を 撃破 し た 。 


上 | MS 戦闘 の 終結 


ザク I へ の 攻撃 に よっ て 対 MS 特 技 兵 の 存在 が 赴 見 し 、 待 ち 
伏せ 攻撃 の 利点 は 失わ れ た 。 2 機 目 の ザク I は 周囲 に ザク ・ マ シ 
ン ガン を 斉 射 し 、 直撃 弾 を 受け た 第 2 分 隊 が 全 減 、 第 1 分 隊 も 至 
近 絢 に よっ て 2 名 の 戦死 者 を 出し た 。 唯一 、 無 事 だ っ た 第 4 分 隊 
は 、 高 所 に 陣地 を 構築 し て いた こと も あ | 動 し て いな か っ た 。 
その た め ぬ ザ ク H に 発見 され 、 ヒ ー ト ・ ホ る 攻撃 で 全 減 し た 。 


これ に より 、 小 隊 の 生き 残り は 第 1 分隊 の パー バリー 中 尉 と ルイ 
ス 章 長 、 ほか 1 名 の み と な っ て し まっ た 。 


存在 が 発 郵 し た ば か りか 、MS の 攻撃 に 対す る 凶 御 手下 を 持た な いた 
め 、 対 MS 特技 兵 た ち は 為 す 親 も な く 皿 硫 さ れ て いっ た 。 


ルイ ス 昔 長 は り ジ ー ナ に よる 宇 近 距離 か ら の 攻撃 の た め ザ ク 
I に 接近 する が 、S マ イン を 受け 坦 死 し た 。 ひと り 生き 残っ た パー 
バリー 中 尉 は リ ジ ー ナ で の 攻撃 を 試み た 。 照準 の た め 身 を 晒し 
た 中 尉 を 東 制 する た め に ザク II は フッ ト ・ ミ サイ ル を 発射 する が 、 
命中 し な か っ た 。 さら な る 攻撃 を 試み た ザク II だ っ た が 地下 空洞 
の 天井 を 踏み 抜き 、 落 下 。 この 隙 を 突い て 中 尉 は リ ジ ー ナ を 発射 
し 、 ザ ク H『 を 撃 確 し た 。 し か し 、 そ の 直 徐 、 地 下 か ら 出現 し た 3 機 
目 の ザク の 攻撃 に より 中 尉 は 戦死 、 小隊 も 全 減 し た 。 


に と コ 


中 尉 は 、 ザク T の 身動き が 取れ な く な っ た 隔 を 突い て 、 敵 提 を 撃破 。 し か 
し 、 3 機 目 の ザク 『』 が 地下 か ら 出 現 、 対抗 手織 の な い 中 尉 は 戦 索 し た 。 


戦闘 
ーー | 式 ws % 


2 に 接近 し た ル 
S マ イン を 肢 け 電 


+ く な っ た ザク を 


れ を 撃破 し た 。 し か し 、 そ の 直後 
地下 か ら 3 機 目 の ザ ク 上 が 出現 、 攻 撃 す る 
術 の な い 中 尉 は 戦死 、 部隊 も 全 減 し た 。 


国対 MS 特技 兵 小隊 、 展開 
味方 部 隊 の 後退 踏 を 分 断 す る ザク の 排除 
一 中尉 指 探 の 対 MS 特技 


llustation by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
両 軍 の 機甲 戦力 


戦車 や AFV ( 戦 関 車 輌 ) は 、MS の 出現 に より 陸戦 の 
主役 の 座 か 5 退 い た 。 し か し 、 兵 員 の 輸送 や 砲撃 支援 な 
どの 任務 は 残さ れ て お り 、 一 年 綾 争 を 通し て 地球 連邦 軍 、 
ジオ ン 公 国軍 と も に 戦車 や AFV を 活用 し て いる 、 


| 、| 地域 連邦 軍 1 ア 


主力 戦車 で ある 61 式 主力 音 車 5 隊 議 = 
型 を は じ め 、 各 種 車 輌 を 配備 し 、 
運用 し て いた 。 A 


[ 吾 | ジオ ン 公国 軍 
国家 の た 
の 開 革 ウ ハ ウ に 天 
タイ プ の も の も 散見 さ 】 


PVN.4g/4 
マ ゼ ラ ・ ア タッ ク 


で 前 通 ・ サ ン ライ ズ 


102.20 


症 地球 フリ ー ン 作戦 


機動 戦士 ガン ダム 


「 バ イク 戦艦 」 に よる 
地球 忠 嗣 作戦 | 


102-21 


パイ ク 型 艦艇 「 モ トラ ッ ド 盤 」 の 跡 員 攻 撃 に より 、 
地球 上 の 都市 や 人 工 物 を 破壊 し た 作戦 が 「 地 
球 クリ ー ン 作戦 」 で ある 。 ザン スカ ー ル 戦争 中 の 
( ーー28 に か け て ベス パ が 実施 し た 。 
作戦 の 中 校 と な っ た モト ラッ | は 、 地 球 ク リー ン 
作戦 の た め に 開発 され た 兵器 だ っ た 。 モト ラッ ド 艦 
計画 は 、 ドゥ カー・ イ ク 大 尉 (後に 少佐 ) が 発 


古 掲 際 由 盤 と 全長 200m 綾 の リ 


の 7 アド ラス テア 7 紗 
シテ ア 級 宇宙 揚陸 巡洋艦 が 誕生 し た 。 

モト ラッ ド 盤 最大 の 特徴 は 、 地上 を 走行 可能 な 地 
上 形態 の 存在 に あっ た 。 「 バ イタ 戦艦 」 と いう 俗称 
は 、 ふ ミ 


E 戦 に お ける モト ラッ ド 艦 は 、 そ 
こつ の 車輪 に よる 「 地 な 
らし 」 で 都市 や 敵対 勢力 を 踏み 潰し た の で ある 。 


The History of Warfare in U.C. 
宇宙 世紀 の 戦史 解説 


モト ラッ ド 艦 の 恐ろし さ は 、 地 上 走行 能力 と 巨大 
車輪 に よる 味 嗣 攻撃 だ け で は な い 。 ミノ フス キー・ ク 
ラフ ト に よる 飛行 能力 ・ 普 水 航 行 能力 ・ 航 宙 能 力 ・ 
大 気 圏 突入 能力 まで 併せ 持つ 万 能 艦 だ 


喝 上 最強 の 病 と いえ る モト ラド 般 を 投入 し て 行 
われ た 地球 クリー ン 作戦 だ っ た が 、 効 率 の 面 で は 疑 
問 符 が 付か さる を 得 な い 。 単に 都市 を 破壊 し た い の 
で あれ ば 核兵器 を 使用 すれ ば よく 、 コロ ニ 
どの 巨大 質量 弾 攻撃 も 確実 性 が 高い た めで ある 。 

それ に も 拘ら ず 、 モ トラ ッ ド 艦 を 開発 し て まで 地球 
クリ ー ン 作戦 が 遂行 され た 背景 に は 、 ザ ンス カー ル 
帝国 の 国家 思想 で ある マリ ア 主 義 、 そし て 非 ザ ンス 
カー ル 勢 力 掃討 作戦 の 「 本 命 」 の 存在 が あっ 

作戦 の マリ ア 主 義 的 側面 と し て は 「 母 な る 存在 」 
の 対極 に ある 地球 の 都市 笑 を 、 環 境 破 壊せ ず に 
残 滅する こと で 地球 を 「 地 な らし 」 し 、 女王 マリ ア ・ 
ピ ァ ・ ア ー モ ニア を 好 え る 下 準備 と する 意味 が あっ 
た 。 地 球 の 都市 群 な ど 、 マ リア 主義 者 に と っ て は 「 焼 く 
も の は 焼き 、 腐 ら せ る も の は 磨 ら せる 」 対象 で し か な 
か っ た が 、 地球 へ の 被害 は 抑え た か っ た の で ある 。 


それ と は 別に 「A 了 作戦] まで の 時 間 稼 ぎ と し で 
の 意味 も あり 、 現 実 的 に は こち ら が 重視 され て いた 
と 思わ れる 。 精神 退行 兵器 「 エ ンジ ェ ル ・ ハ イロ ゥ 」 
を も っ て 非 ザ ンス カー ル 菱 力 を 東 消 する 「AH 作 戦 」 
は 、 フォ ン セ ・ カ ガチ 首相 ら 帝 国 ト ッ プ の 「 本 命 」 だ っ 
た 。 し か し エン ジェ ル ・ ハ イロ ッ の 建設 に は 時 間 が 必 
要 だ っ た た め 、 地 球 タ リー ン 作 戦 を 陣 と し 、 地 球 連 邦 
政府 を 偽り の 休戦 協定 の 席 に 引き ずり 出し た の だ 。 

(ザウ ・ サ リード UC0155) 


関連 ファ イル 

アド ラス テア 他 V-01-41 遼 
あー イク Vo29 
地球 ダリ ー ン 作戦 V-03-06 置 
ミン フス キー 物理 学 応用 式 徐行 推進 シス テム Vo3-12 
ザン スカ ー ル 帝国 と パス パ V03-19 
Et vos 
Fue nenew 


2 
ア 坂 と り シテ ア 級 の 2 種類 が 書 


Jluswation by TAKUYA IO 


機動 戦士 V ガ ンダ ム 


地球 リー ン 作 戦 の 前 哨 温 


リガ ・ ミ リティ ア の 抵抗 活動 の 結果 、 宙 対地 衛星 兵器 U.C.0152.10 に 地球 侵攻 を 本 格 化し 
「 カ イラ ス ・ キ リー」 を 失っ た うえ 、 政 庁 コロ リア ) た ザン スカ ー ル 帝 国 だ が 、 地 球 の 制圧 は 
肥 党 し 、 計 地球 隔 は 見 直し を 迫 ら れ て 

i 0 i だ 。 いた 。 その 一 環 と し て フォ ン セ ・ カ ガチ 首 
反 拉 才 制圧 必要 性 に 所 られ た 。 この 中 で 実行 され た 電 を は じ め と する ザン スカ ー ル 帝 加 和 用 
の が 、 ベス パ の [地球 クリ ー ン 作戦 で あっ た 部 は 地球 クリ ー ン 作戦 を 立案 し た 


ドウ カー・ イ と 
て 完成 に 至っ た 。 開発 期間 は 短く 
電球 クリ ー ン 作戦 実施 の 1 ヶ月 半 は ど 前 
の バイ ク 型 機動 兵器 の : 


ザン スカ ー ル 帝国 間 


の 党首 地球 
欧州 の ラ ゲ ー ン を 基地 化し た ベスパ だ が 、 地 戦 を 認可 し た 
球 制圧 は 決定 打 の な いま ま 続 いて いた に は 別 の 目的 も あ 


4 月 20H、 女 王 に モ 
た 。 末 兵 面 が 強 語 さ れ た 


旗艦 (アド ラス テア )》 、 出港 
本 国 を 出港 し た モト ラッ ド 散 隊 族 弟 ( ア 
ドラ ステ ア )》、 り リガ 


モト ラッ ド 艦 隊 の 集結 
月 宙 虹 で り ガ - ミリ ティ ア と 交 音 後 、 
月 に 降下 し た (アド ラス テア ) は ネオ 
カタ ル ヘ ナ 基 地 で 


回 アン ダー フッ ク の 戦闘 


ティア の MS 者 隊 が 、 モ トラ 
ド 能 障 の 月 区 脱 を 陽 止 する た め 攻 
晃 を 仕掛 けた 。 し か し 、 モ トラ ンド 第 


Jr) を 細 刺 。 由 問 の 中 、 両 箇 は 地球 は わずか な 損害 を 受け た だ け で 月 を 
の メキ シコ 湾 に 降下 し た (5 月 21 昌 


回 (アド ラス テア 〉 、 ド ッ ク 艦 と 接触 
月 画 戦 で 事 輪 を 投 杯 し (アド ラス テ 


職 は 離脱 し て いる 


「 地 球 ク リー ン 作 戦 」 実施 の た め 、 モ トラ ッ ド 盗 リガ が ミリ ティア 艦隊 は モト ラッ ド 艦隊 の 地球 降 
隊 の 地 二 降下 を 目指 し た 。 モト ラッ ド 艦 の 多く は 下 因 目指 し た 。 作戦 の 全容 を 把握 し て いた 
月 面 で テス ト 中 : : め 、 月 の ネオ カタ ル ヘ へ ヘナ 地球 クリ ー ン 作戦 実施 わけ で は な い が 、 モト ラッ ド 艦 隊 の 目的 地 が 地 ] 月 進入 直前 に 配備 し た 
基地 で の 第 隊 編制 の 必要 性 も あっ た 。 追撃 し て の 都合 上 、 艦 載 MS は 地 で あこ と は 掴ん お り 、 その 阻止 は 必要 で 新鋭 機 V2 ガ ンダ ム を 中 心 
くる リガ ・ ミ リティ ア に も 対処 せ ね ば な ら な か っ た 。 上 用 だ た 宙 で も 相 、 リガ ・ ミ リティ ア の 戦力 は 少な か - CV グン AE フワ ラス 


応 の 埋 同 能力 を 持つ た 
め 、 近 撃 戦 に 投入 され 
カイ ラス ・ ギ リー を 用 い 
アメ リア ) 張 減 
誠人 の 弟 了 
司令 に は アル ペ オ ・ 


モト ラド 艦隊 の 新型 
対抗 可 能 な 機体 が 多く <、 パ バ 
イロ ッ ト の 線 度 も i 


ゴー ラ も 2 機 投入 。 だ 
模 と も に 理 三 され 

リティ ア の 追撃 を 胃 上 し つつ 、 道中 で ラッ 艦隊 を 追 す る リガ ・ ミ リティ ア 艦 際 

モト ラッ ド 艇 隊 の 編制 と 慣 丈 を 進め た 。 モト ラッ ド の 艇 能 は ( リ ス Jr) と 小 利 竹 ホワ イト 

艦 は 作戦 の 要 8 め 、 散 載 の 機動 兵 疾 。 地球 クリ ー ン 作戦 ]】 の 中 棒 と な る モト ラッ アー ク ) し か お ら ず 、MS 部 隊 に よる 対 坪 攻撃 を = エト ラッ ド 艦隊 を 追撃 し た リガ ・ ミ リティ 

を 中 心 と し て 意 有 痢 隊 の 半 目 を 目指 し た が 、 散 。 地 を 投入 。 地球 降下 まで は 軸 カ と 探 8 し みな か っ た 。 月 第 は 放 遷 ( ア ドラ 2 を し か 在 で す 、 月 で 

nits 待 せ ず 、 護 箱 対 象 で す 5 あっ た Eis 艇 隊 を 組 止 する の は 困難 で あっ た 


月 戦闘 で の (アド ラー アト 


ステ ア ) は 押 仙 た 証 全長 400m 紛 の 大 9 の 
栓 を 投 業 し た うえ 、 使 モト ラッ ド 攻 。 総 放 ア の 中 人 で 大 所内 
で 邊 電撃 5 選択 = 


牙 隊 放散 (ラス テオ ) で の 運用 が 可能 


手際 ば な か な ど が 参加 し を 軒 止 で き な か っ た 。 


102.22 


102-23 


地球 フリ ー ン 作戦 


メキ シコ 湾 に 旗下 し た モト ラッ ド 艦 隊 は 、 北 米 大 陸 を 北上 サ 
た 。 リガ ・ ミ リティ ア と 地球 リガ 


する 形 で 地球 クリ ー ン 作戦 を 進め , 


連邦 軍 の 一 部 は 苦戦 し 、 戦 局 は ペ ス パ 優位 で 進展 し て い 
る 。 だ が 、 地 球 クリ ー ン 作戦 その も の が 「AH 作 戦 ] まで の 時 
間 季 ぎ と いう 側面 が あり 、 停戦 に より 戦闘 は 終結 し た 。 


ン 作戦 が 開始 され る と 、 リガ 


の 一 部 も 協力 し て いる 。 


北米 大 陵 に 上 陸 し た モト ラボ 態 隊 


(2 個 北 隊 ) は 、 


都市 や 人 工 物 を 


「 地 な らし 」 し な が ら 北上 し た 


地球 クリ ー ン 作戦 と その 後 の 体力 
期間 の 裏 で は 、 エ ンジ ェ ル ・ ハ イ 


回 停戦 直前 の 激闘 


ティ ア の 徹底 抗 昌 
は 苦 臣 。 北米 中 | 

M アド 

に 対し 、MS を 株 爆 


①ー ン ネー ス y) に 
ア や 地球 吉孝 軍 の 一 部 も 戦闘 


サイ ド 2 宙 城 に 始ま っ た モト ラッ ド 艦 隊 と 
リティ ア の 戦闘 は 決着 を 見 ず . 両 
軍 の 地球 降下 後 も 継続 し た 。 地球 クリ ー 
ミリ ティ ア に 
は 地上 部 隊 が 参加 し た 他 、 地 球 連邦 軍 


え 、 地上 の リガ 


ロベルト コメ ス 大 尉 
J ス Jr) の 艇 
長 で 、 地 球 連 邦 軍 ロン ド 
ン ヌ リー 隊 の 出身 。 リガ - 
ティ ア の 前 線 指 揮 官 
と し て 活躍 し た 。 


ティ 


「 地 な らし 」 で 、 
く 都 市 矯 を 破壊 する 地球 タリ ー ン 作戦 
TAH 作 戦 ] まで の 時 間 稼ぎ と いう 
側面 が 強かっ た 。 作戦 目標 を 未 達 成 の 
まま 、 地 球 連 邦 政府 と の 休戦 協定 に 同 
竜 し た の も 同様 の 理由 が か! 


圧倒 的 優位 の ベス パ だ た が 休 生 協定 に 応じ 、 
作 光 を 中 止 。 時 間 稼ぎ き に は 成功 し て いた 


環境 を 汚染 する こと な 


ザン スカ ー ル 帝国 の 婦 王 。 
作戦 の 実感 や 経過 の 真 
相 に つい て は 知ら され て お 
5 ず 、 地球 グリ ー ン 作戦 と 
AH 作 戦 を 承認 し た 。 


第 一 艇 隊 の 動 さ 
第 二 艇 隊 の 動き 


リー ン ホ ー ス 除 の 動き 
人 ん 人 人 ん A A リガ ミリ ティ 防衛 


xX = 


ド 科 の 行 動 ポイ ント 


田 モト ラッ ド 艦 隊 、 北 米 に 上 陸 


下 ラ ッ ド 艦 に より 、 地球 を 汚染 せ ず に 都市 群 
を 破壊 する こと が 地球 クリ ー ン 作 埋 の 目的 。 反 
抗 勢 の 鐘 圧 も 目的 に 含ま れ た 。 た だ し 、 
スカ ー ル 帝国 上 礎 部 は 地球 連邦 政府 と の 休戦 
協定 に 動い て お り 、 作 戦 自体 が 田 で も あっ た 。 


モト ラッ ド 拒 が 持つ 
答 は 、 付 随 補 容 を 最小 


めで 「 マ リア 主導 的 」 な | 
兵器 で あ - 


モト ラッ ド 能 は 貴 嗣 攻撃 に よっ て 都市 や 敵 を 
破壊 。 MS 部 隊 は 、 作 戦 の 中 校 で ある モト ラッ ド 
艇 の 防衛 を 優先 し た 。 た だ し 環境 汚染 を 局 限 す 
る た め 、 核 爆発 な し に 敵 MS を 撃破 する 必要 に 
迫 られ る な ど 戦 術 上 の 制約 は 多かっ た 。 


路上 の 人 工 物 を 破壊 
し な が ら 進 南 。 和 


宇宙 戦 で は 温存 

陸戦 用 艦載 MS 
を 投入 。 ゲ ドラ フ も 続い 
て 運用 され た 。 


タイ ヤ 型 SFS 「 ア イン ラッ 
ド | と 共に 運用 され 、 便 れ た 
攻防 力 と 機動 性 を 発 畠 


モト ラッ ド 艦 の み で 編制 され た 2 個 紅 隊 を 投入 
し 、 ア ドラ ステ ア 約 1 備 と リ シ テ ア 級 2 依 で 構成 
ほか に 捕 給 型 の アド ラス テア 越 も 見 られ た 。 


ド 艦 。 比較 的 小型 だ が 

臣 叶 攻撃 の 成 力 は 総 
大 。 ドゥ カー イク 少佐 の 
(WM が 知ら れる 。 


地球 クリ ー ン 作戦 の 阻止 目的 と し た 。 具体 
的 に は モト ラッ ド 艇 隊 の 撃破 で ある 。 (リー ン 
ス Jr.) や 地上 部 隊 と いっ た リガ ・ ミ リティ ア の 戦 
を 投入 し た だ け で な く 、 地球 連邦 軍 の 一 部 の 
協力 も 得 ら れ た が 、 それ で も 戦力 不足 だ - 


リカ "ミリ ティ ア と 地球 
曽 邦 軍 の 一 郎 が 本 
格 的 に 連携 。 し 


通常 の 手段 で は 撃沈 困難 な モト ラッ ド 散 を 隅 
止 する た め 、 MS の 府 村 反応 訪 に 直撃 弾 を 与 
て 村 爆 発 を 引き 起こ し た り 、 ダ ム を 決壊 させ た り 
と いっ ぷり 構わ な い 戦 術 が 採ら れ , 
が 、 い ずれ も 効果 は 薄かっ た 。 


意 回 前 な MS の 「 枝 
礁 弾 」 化 は 、 地 上 戦 
で は 「 葉 じ 手 |。 だ 
その 戦 索 を 探 ら ざ る を 
えな い ほ ど 追 い 詰め ら 
h て いた 。 


V ガ ンダ ム 系 や ガン イー ジ 系 と いっ た リガ ・ ミ リ 
ティ ア 独 自 の MS だ け で な く 、 地球 連邦 軍 の MS 
も 参加 。 連邦 軍 は 地上 艦隊 も 投入 し た よう ) 


イー ジ の 宇 宮本 
重力 下 で も 何れ た 本 
を 


機 防戦 十 ガン ダム 


WORLD GUIDE 


地球 ワリ ー ン 作戦 の 結果 と 影響 


成功 を 収め つつ あっ た 地球 クリ ー ン 作戦 だ だ が 、 ザ ンス 
カー ル 帝 国 と 地球 連邦 政府 が 休戦 協定 を 締結 し た こと で 
中 止 さ れ た 。 モト ラッ ド 艦 隊 の 大 半 も 宇宙 に 帰 選 し て い る 。 
一 見 する と り リガ ・ ミ リティ ア が 目的 を 達成 し た よう に 思え 
る が 、 作 戦中 と 休戦 の 期間 を 利用 し た ザン スカ ー ル 帝国 は 
「AH 作 戦 ] の 準備 を 進め て いた 。 


地 玉 連邦 政府 が ザン スカ ー ル 帝国 と の 休戦 協 定 に 同意 し た 理由 は 不 
も っ と も 作戦 が 継続 し た 場合 、 被害 が 拡大 し た こと は 間違い な 


地球 クリ ー ン 作 埋 終結 後 の 各 組織 の 関係 


回 CZ 


MS 運用 理論 : 地球 クリ ー ン 作戦 


\ わ っ た 地球 タリー ン 作戦 だ が 、 

最大 の 利益 は 、 作 戦中 と 休戦 の 時 

間 を 利用 し て 「AH 作 戦 ] の 準備 が 進ん だ こと に ある 。 精神 退行 

兵器 「 エ ンジ ェ ル ・ ハ イロ ゥ 」 を 投入 する AH 作 戦は ザン スカ ー 
帝国 の 切り 札 で 、 非 マ リア 主義 勢力 を 一 掃 で きる も の ; 


'、 休 戦 が ザン スカ ー ル 帝国 の 時 間 稼ぎ で あ : 
て いた 。 指導 者 ジン ・ ジ ャ ハナ ム (ハン ゲル グ ・ エ ヴィ ン ) の 
主導 で 、 地球 較 邦 軍 の ム パ ラク 艦隊 と 連携 し た リガ ・ ミ リティ ア 


ンジ エル ・ ハ イロ 2 の 情 
協力 関係 構築 に より 、 か 


ム パ ラク 艇 隊 と の 
に 失 む こと に な っ た 


休 


戦 協 


定 中 の 戦闘 


Cv] aed jm19M 


Miustration by TAKUYA IO 


中 に も 
休戦 発 
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西暦 ガイ ド : 西 暦 G31 ら 年 の 世界 


太陽 光 発 
用 も 旧 


国 の 中 東 諸 国 を 再編 し 
な 宇宙 開発 へ の 


百 万 人 由 換 の 機 者 を 出し て いる 。 地 
府 と アロ ッ ズ の 実態 を 告発 し よう と し た も 


し た も の で は な い 。 地球 連邦 政府 や アロ 
ら 操っ て いた の は 、 イノ ベイ ター を 自称 す 
「 イ ノ ペ イド 」 た ち だ っ た 
LS 2 DU 
ル マ ー ク を 筆 
頭 と する 部 の 勢力 は 自ら の 手 で で 「 イ オリ ア 計 画 」 を 
進め る ヴェ ー ダ " を 乗 り 、CB を 壊 蔵 に 追い 
や っ た 。 そし て 「 イ オリ ア 計 画 ] の 一 段階 で ある 「 人 
め 、 地 球 之 邦 政府 の 』 
の で ある 。 その 際 に 取 
法 が 、 少 数 球 連 邦 勢力 の 排 
に 頃 の 地球 圏 の 実 


店 09 WW 


る 。 CB は 地球 岡 各 地 で アロ ウズ と 交戦 し た 
た イノ ベイ ド に 苦戦 を 強い ら 

地 載 や 水際 作戦 を 続け ざる を 得 な か っ た 。 
組織 同様 、 CB も テロ 組織 と し て 報道 され 


と で 地球 了 癌 の 情勢 は 変化 し て いっ た 。 
(リョ ー コ ・ ウ エダ AD.2364) 


関連 ファ イル 


Mlustration by JUN WADA 
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西 居 2312 年 の 世界 情勢 


地球 園 の 大 半 は 国連 か ら 発展 し た 地球 連邦 の 統治 下 
に 。 これ に より 国家 間 紛 争 は 激減 し 、 三 大 勢力 時 
平和 な 
連邦 政府 は 

非 連邦 参加 国 を 弾圧 し 、 多数 の 冬 性 者 が 出 て も いた 


は 地球 連 孝 政 
分 子 ( 非 連 


中 東庄 国 を 中 心 し た 非 容 
邦 参加 国 は 、 三 大 勢力 時 
代 以上 に 国有 連邦 政和 
の 中 東 再編 制 計画 に より 
国土 と 国民 は 分 断れ た 


西暦 2312 年 の 地球 と 宇宙 

下 は 西暦 2312 年 時 の 地球 圏 の 地図 で ある 。 地球 連 と 地球 規 僕 の リソー ス の 集約 に より 宇宙 開発 も 進み 、 コ 
邦 へ の 移行 に 伴い 、 地 上 の 国境 『、 ロニ ー の 建設 が 本 格 化し つつ あ - で も 未開 発 宙 
太陽 光 発 電 シ ステ ム の )! 
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嗣 トロ ヤス テー シヨ ン 可 軸 


774、「 フ ァ ン トム ペイ ン 」 こと 地球 連合 軍 第 81 
独立 機動 群 が DSSD (Deep Space Survey and 
Development Organization= 深 宇宙 探査 開発 機 
構 ) の 研究 施設 で ある トロ ヤス テー ショ ン を 租 撃 。 目 
的 は DSSD の 外 宇 宙 擦 査 用 MS、GSX-401FW ス 
ター ゲイ ザー の AI ユニ ッ ト 琴 取 で あっ た 。 

中 立 機関 で ある は ず の DSSD に 対し 、 フ ァ ント ムペ 
イン が 攻撃 を 仕掛 けた 背景 に は 、 当 時 の 戦局 が あ 
る 。 地 球 連 合 と プラ ント に よる 2 度目 の 戦争 が 進展 し 、 
プラ ント の 優位 が 明らか し て いた C.E74、 地 球 
連合 (正確 に は 、 そ の 豪 で 暗中 し て いた ロゴ ス と プ 
ルー コス モス ) は 抵抗 を 続け 、 戦 局 の 打開 を 狙っ て 
いた 。 その 一 環 と し て 実施 きれ た の が 、 フ ァ ン トム ペイ 
ン に よる トロ ヤス テー ショ ン 制 圧 作戦 
: お ける DSSD の 拠点 と な っ て いた ト 
ョ ン で は 、 い くつ か の 研究 と 開発 が 行 
われ で いた が 、 中 で も 外 宇 宙 探 査 朋 の 無人 MS ス 


Mlustration by KANTA SUZUKI 


ター ゲイ ザー に は いく つか の 画 期 的 な 技術 が 導入 
きれ て いた 。 太陽 風 を 推進 力 する 「 ヴ ォ ワ 
チュ ー ル ・ リ ュ ミ エー ル 」、 メ ン テ ナ ンス フリ ー で の 長 
期 軍 用 を 可能 と する 自己 修復 型 マイ クロ マシ ナリ ー 
テク ノロ ジー な ど が 該当 する 。 

ー 連 の スタ ー ゲ イザ ー の 技術 の うち 、 地球 連合 軍 
が 上 を 付け た も の が AI だ っ た 。 ス ター ゲイ ザー に 導入 
きれ た 技術 は 無人 無 補給 で の 外 宇宙 探査 を 可能 と 
する も の で あり 、 中 で も 高度 な 自己 判断 能力 と 学習 能 
力 を 持つ AI は 育成 途中 な が ら 、 優 れ た 自律 機能 を 
獲得 し つつ あっ た 。 地球 連合 軍 は 、 ス ター ゲイ ザー 
の AI か ら 軍 用 無人 MS を 実用 化し 、 戦力 を 増強 し た 
か っ た の だ ろう (ファ ント ムペ イン の 背 坊 に いる ブルー 
コス モス に は 、 コ ー デ ィ ネ イタ ー が 多く 所 属す る DSSD 
に 打撃 を 与え る 目的 た の か も し れ な い )。 

こう し て ファ ント ムペ イン の ホアキン 隊 が トロ ヤス 
テー ショ ン に 派遣 され た 。 新鋭 盤 ガ が ガー ティ ルー 赦 《 ナ 
ナパ ルク) を 旗艦 と し 、2 機 の 改造 型 GAT ー ズ 
と 多数 の GAT-1A2R 105 ス ロー ター ダガー を 装備 
する ホアキン 隊 は 、DSSD の 防衛 部 隊 が 太刀 打ち で 
きる 相手 で は な か っ た 。 他 に も 工作 員 を トロ ヤス テー 
ショ ン に 侵入 させ て い 、 ト ロ ヤ ステ ーション と 外 . 


Color by YUKI ATSUMI (Wish) 


Special Eflect by AKIKO YAMAKAWA (ASAHI PRODUCTION) 


SURPRISE ATTACK ON TOROYA STATION 


部 を 上 繋 ぐ 通信 衛星 を 無力 化す る な ど 事前 准 備 も 万 
全 で あり 、 DSSD の 勝算 は 薄かっ た の で ある 。 トロ ヤ 
員 抹殺 が 、 フ ァ ン トム ペイ ン に 許可 き 
も DSSD 側 を 不利 に し て いた 。 

トロ ヤス テー ショ ン は 易 々 と ファ ント ム ベ イン 
の 侵入 を 許し 、 ス ター ゲイ ザー の AI ユニ 
れ た 。 し か し 、 トロ ヤス テー ショ ン の 被 
中 、 スタ ー ゲ イザ ー が 有人 で 起動 する 。 これ を 契機 


と し て 、 戦況 は 大 きく 動く こと と な っ た 。 
(エス タ ・ オ リス ・ ト ウゥ ハ CE75) 

関連 ファ イル 

88X401FW スタ ー ケ イザ ー が > ダム SGo1.01 画 

GAT-XK105E スト ライ クノ ワー ル ガ ン ダム SG.01-03 本 

レー ネ 、 マ クダ リフ SG681 

スウ ェ ン ・ カ ル ・ バ ヤン SG02-03 
G0304 
SG03-05 

ムペ イン seose 
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凡 加 軍 拭 の 探査 を 的 に 開 
宜 織 地球 連合 を は じ 


Background by ATELIER MUSA 


\ る 。 こ の 


か ら 始 ま 一 計画 に 横 格 を 人 れる こと 


南米 の フォ ル タ レ ザ 郊 外 の DX 


技術 開発 セン ター で 開発 が 進ん で いた 。 開発 拠点 立 プ ルー コス モス 本 手 
が トロ ヤス テ LAS た の は (ユニ ウス セブン ジ プ ブリー ル が 逃亡 する と 、 地 球 連 合 


畜 下 事件 直後 の こと で 


そこ で AI の 成熟 や ヴォ ワ す た : 


GSX- 
アポ ロン A 401FW 


ナナ v2| 園 ト ロ ヤ ス : 
多 鈴 殖 す 


ョ ン で の 戦闘 
地球 連合 軍 (ロゴ スマ ブ 


的 は スタ ー ゲ イザ ー: 
トロ ヤス テー 
トム ペイ ン は 、DSSD の 六部 上 と 


タレ ザ る 天 規 模 な 
の 混 逢 終 利用 し 


園 ファ ント ムペ イン の 転戦 と 、 

スタ ー ゲ イザ ー ガ ンダ ム の テス ト 
活動 を 活発 人 し させ た 第 81 狂 立 機動 格 「 フ ァ ン トム 
ベイ ン 」 の 部隊 、[ ホ アキ ン 隊 は 、 エ ル ギ ス 到 地 
教授 を は じ め 、 いく つか の 任務 に 従事 。 ユー ラ シ ア 
反攻 作戦 の 支援 で は 、 僚 機 を 失う が ほとん どの 任務 
を 成功 させ で いる 。 同時 期 、 フォ ル タ レ ザ か ら 打 ち 上 
けら れ た MS 一 一 スタ ー ゲ イザ ー ガ ンダ ム は DSSD 
ロ ヤ ステ ーション に お いて 完成 に 近づき つつ あっ た 。 


oily レー サー 同 
幸 域 外 に 離脱 させ 、 第 2 肘 で ファ ー ト ム 
放 折 を 沈 。 これ に より 、 事態 は 終息 


GAT- コン ブ ト シ 級 
103AP 4pE > a 大 型 地上 戦 穫 
な 
難民 キャ ンプ 


戦闘 発生 


liustration by AKIO UNUMA 


器 フォ ル タ レ ザ の 混乱 


CE.73.10.03、「 プ レイ ク ・ ザ ・ ワ ー ル ド 」 と 呼ば れる (ユエ 
ウス セブ プン) 落下 事件 に より 、 地 球 各地 に 基 大 な 被害 が 出 た 
その 最 中 、 南 アメ リカ 合衆国 ブラ ジル 地区 フォ ル タ レザ 郊外 の 
DSSD 技 術 開発 セン ター か ら 、 後 に 「 ス ター ゲイ ザー」 と 呼ば れる 
外 宇宙 探査 用 MS が 打ち 上 げ ら れ よ うと し て いた 。 フォ ル タ レザ 
で は (ユニ ウス セブ ン ) 落下 の 混乱 を 利用 し た 対 ナ チュ ラル テロ 
が 発生 し た が 、 地球 連合 軍 と の 戦闘 で = テロリスト の MS は 撃破 さ 
れ 、 スタ ー ゲ イザ ー を 振 戦 し た シャ トル も 無事 に 宇宙 に 上 が っ た 。 


ユニ ウス セブ ン ) 落下 の 余波 で て 、 フォ ル タ レ ず も 漂 波 に 鏡 わ れ た うえ 、 テ 
ロロ が 発生 。 テロ と 水害 の 中 、 開 発 中 の え スターゲイザー ガン ダム は 宇 客 


引 | トロヤ ステ ー シ ヨ ン 臣 撃 


CE 74、 プ ラン ト 最 高 評議 会 議長 ギル バー ト ・ 
に よる 告発 や ザフト の 伸張 の 結果 、 追い 庄 

スン ブル ー コ スモ ス ) は 打開 策 の 一 
入 DSSDNY ス テー ツ ョ ン の 抽 出 た 
力 増 強 の た め 、 ス ター ゲイ ザー の AT を 香取 す 
た 。 中 立 機関 の DSSD へ の 攻撃 は 禁じ られ て い 
イン は 宇 軍艦 艇 と MS 部 隊 を 投入 し て DSSD の 防衛 MS 部 隊 
戦 し た 後 、 トロ ヤス テー ショ ン 内 に 侵入 し た 


調 | ファ ント ムペ イン の 転戦 


(ユニ ウス セブ ン ) 落下 の 前 後 か ら 、[ フ ァ ン トム ペイ ン ] 
地球 連合 軍 第 81 独立 機動 智 は 活動 を 活発 化 させ て いた 。 ファ 
ント ムペ イン の 一 部 隊 「 ホ アキ ン 隊 ] は 、 ザ フト の 攻撃 を 受け た 
キル ギ ス 基地 の 救援 、 テ ロリ スト の 潜伏 地 と 見 な され た ユー ラ シ 
ア 中 部 の 難民 キャ ンプ 工 減 、 GFAS-X1 デス トロ イ を 中 心 と し た 
ユー ラ シ ア 反攻 作戦 の 支援 な ど に 従事 し て いる 。 その 頃 、DSSD 
トロ ヤス テー ショ ン で は スタ ー ゲ イザ ー ガ ンダ ム の 開発 が 進み 、 
新型 推進 器 「 ヴ ォ ワ チュ ー ル 」] の テス ト に 成功 し 


反 太 勢力 の 拡大 に 手 を 投 イン を 投入 。 フォ ル タ 


スタ ー ゲ イザ ー ガ ンダ ム 、 地球 へ 


ファ ント ムペ イン の 醤 攻 を 野 け た DSSD 職 員 セ レー ネ ・ マ ク グリ 
フ 5 は 、 スタ ー ゲ イザ ー ガ ンダ ム を 有人 モー ド で 起動 する と 骨 撃 に 
ン 陸 戦隊 は スタ ー ゲ イザ ー の AI ユ - 


ト を 確保 し た うえ 、 ト ロ ヤ ステ ーション の 完全 排除 に 移っ た 。 直後 、 
トロ ヤス テー ショ ン 併 設 の レー ザー 発振 奇 星 (アボ ロン A) は ブロ 


パル ジョ ン ピ ー ム を 照射 し 、 ス ター ゲイ ザー ガン ダム ご と ファ ント ム 
ベイ ン の MS1 機 を 戦域 から 部 脱 させ た うえ 、《 ナ ナ バ ル ク ) を 撃 
3 (に より ホアキン 隊 は 境 減 し 事態 は 終息 に 向かっ た 


ER 


- ル ガン ダム と 共に 戦域 外 へ 離脱 
ビー ム 攻 撃 を 受け て 族 沈 し た 


ュー 
スタ ー ケ ゲイ ザー ガン タム は スト ライ クノ 
(ナナ バル 2) は レー ザー 発振 衛星 


MORE INFO! 


トロ ヤス テー ショ ン 


i 


宮 ・ サ ン ライ ズ 


機動 戦士 ガン ダム SEED 


WORLD GUIDE 


コ 
型式 番号 と 略称 


103-23 


特定 の 法則 を 持つ 


機動 供 器 の 副 式 番号 


本 稿 で は 、 MS や MA を 中 心 と し た 機動 兵器 の 型 
式 番号 と 、 それ が 持つ 意味 を 解説 する 。 型式 番号 
に 付 さ れる 特定 の アル ファ ベッ ト と その 意味 (X: 
機 、A= 核 動力 搭載 型 な ど )、 型 式 番号 で は な い 崎 称 
(GUNDAM DRAGOON な ど ) は 別 稿 で 解 する 。 
地球 の 


自体 は 、 官 民 を 問わ ず ほ と ん どす べ て 
けら れる も の で 、 \ と いえ ども 例 


で 充分 だ と も 考え られ る が 、 機 体 
名 称 は シリ ー. 共通 の 記述 が 含ま れる ケー ス 
が 多く 、 そ れ た は 混乱 を 招き や すい 。 前 線 部 隊 
が メビウス ・ ゼ ロ を 要求 し た の に メビウス が 届け られ 


MS 運用 理論 : 型式 番号 と 略称 


MS GUIDE in C.E 
コズミック ・ イ ラ MS ガ イド 


た り 、 長 距 離 強行 條 宗 複 座 型 ジン を 要求 し た ら ノ ー 
マル の ジン が 到着 し た りす る 可能 性 が 無視 で き な い 


ほど 高く な る の だ 。 こう し た 問題 は 、 ひと つの 機体 か 
ら 多種 多様 な バリエ ーション 機 が 開発 され る MS で 
は 、 特に 大 き な 崩 秋 を 担 きか ね な い 。 


カー は TMF/S 
S-1 と な っ て いる 。 
は 陸戦 用 MS の 、 
系 列 に あり 、 
式 番号 を 付 し て も いた 。 

一 方 の 地球 連合 軍 は 、 ほとん どの MS 
か ら 始 まる 型式 番号 を 与え た 。 GAT は [Gressorial 
Armament Tactical (戦術 装 脚 兵 装 )」 の 遇 で 、 
MS を 表し て いる (型式 番号 前 部 の アル ファ ベッ ト 列 
が 兵器 種別 の 略称 で ある 点 は ザフト も 同じ ) 

その 後に 機種 を 特定 する 英 数 文字 列 が 並ぶ の 
だ が 、 試 作 機 と 一 部 の 特殊 機 で は 3 桁 の 数 列 が 六 
まれ る 。 この 3 桁 の 数 字 は 、 頭 1 桁 が 基本 フレ ー ム や 


ジン ワスプ の も の は 水中 用 MS の 
ザフト は 局 地 戦 用 シリ ー ズ に 特殊 な 型 


lm ne03 mm 


仕様 の 種別 、 後 の 2 桁 で 開 苑 順 (コン ピュ ー タ ー ト 
の み で シミ ュ レ ー ト され た 機体 を 含む ) な ど を 表し て 
いる 。 スト ライ ク の GAT-X105 で あれ ば 、「 汎 用 型 の 
ー ム を 採用 し た 5 番 機 」 と いう こと に な り 、 
り で 機種 と 基本 設計 を 判別 で きる の だ 。 
同じ 系 統 の 型式 番号 を 用 いる 都合 上 、 ザ フト ほど 
機種 識別 は 明確 で な い が 、 後 部 の 英 数 列 だ け で 充 
分 に 識別 で きる ほか 、 追 加 さ れる 英 数 列 で 特 
仕様 を 表せ る た め 大 き な 問題 は な い 。 


定 の 


(カイ ム ・ ア ッ パ 
関連 ファ イル 
GAT-X105 スト ライ ク ガ ンダ ム SEED.o1.01 
ZGMF-1017 ジン 


還 存 
の 兵器 を 凄 考 する 性 能 を 詩 っ 
た 。 対する 地球 連合 軍 は ナチ ュ 
ラル 用 08 の 開発 に 難航 し た が 


Mustration by JUN WADA 


地球 連合 軍 の 機動 兵器 の 型式 番号 は 、MS を 示す [GAT」 と MA の 「TS-MA」 
を 基本 と し 、 ほか の も の は 例外 的 で ある 。 ザフト と 異な り 、 局 地 戦 用 機 や 派生 型 に 


地球 連合 軍 初 の 試作 
MS 詳 、 第 1 期 GAT-X シ 
リー ズ の 時 点 で すでに 制 
定 。 そ の 後 、 ダ ガー 系 を は 


地球 連合 軍 の MS の ほとん ど に 与え うれ 
る 型式 番号 。 試作 機 と 一 部 の 特殊 機 で は 
GAT の 後 の 数 字 が 3 本 、 量 産 仕様 機 で は 2 
桁 と な る 。 数 字 部 分 に は 、 仕 様 や 生産 形式 な 


与え られ る 専用 の 型式 番号 は な く 、 後半 の 英 数 表記 に よっ て 区 別 さ れる 。 


地球 連合 軍 の MA に 与え られ る 型式 番号 。 
当然 、GAT シ リー ズ よ り も 歴史 が 古い 。 兵器 
分 類 を 示す 「TS-MA」 の 後に 、 機 種 を 表す 


一 般 パ イロ ント 用 の 
ウス だ け で 4<、 特 殊 な 
空間 還 遇 力 を 持つ パ 
イロ 小 用 の x ビ ウス ・ セ 


じ め と する 量産 仕様 機 に 英 数 が 付 され る シン プル な も の で ある 。 類似 や エグ ザ ス も TSLMA 
どき 示す アル ファ ベッ ト が 付 され る こと も ある 。 相 未 され た 。 の 型式 番号 と し て 「TS-MB」 が ある 。 シリ ー ズ と な る 。 
GAT Gressorial Armament Tactical 戦術 装 脚 兵 装 に 3 拓 Theater Suppression-Mobile Armor a 
GAT-X102 デュ エル TS-MA2 メビウス 
GAT-X105E スト ライ ク E (スト ライ クノ ワー ル ) TS-MA2 mod.00 メビウス ・ ゼ ロ 
GAT-X133.01 ンー ドカ ラミ ティ 初 号機 TS-MAMF エクス 
GAT-X207 ブ プリッツ TS-MB1B ユー クリ ッ ド 
IRO に 3 TSXMA7I7/2D ベル クラ ン デ 
GAT1 スト ライ クダ ガー 
GAT/A1E2 バス ター ダガー その 他 の 型式 番号 
に 8 GAT シ リー ズ の 用 生後 、 新 分 類 の 機動 兵 スカ イグ ラメ バー 系 
GAT-333 レイ ダー (制式 仕様) 器 の 開発 に 伴い 、 新 た な 型式 番号 が 制定 さ ID 
GAT-707E フォ ビ ドゥ ン ヴ ォ ー テ クス れ た 。 中 で も 新 タ イプ の MA (に 相当 する 兵 は 、TS.MA シ リーズ と は 
問 ) は 独自 の 型式 番号 を 持つ 。 上 獲 機 に も 和 
特殊 な 型式 番号 を 与え る 場合 が あっ た 。 
「G」 の 意味 数 字 3 桁 部 分 の 意味 
スト ライ ク や イー ジス に 代表 され る 第 1 期 GAT シ リー ズ の 中 に は 、3 机 の 数 字 が 写 MAW シ リー ズ 


えら れ た 型式 番号 が ある 。 この 数 字 3 桁 は 
採用 し た フレ ー ム の 種別 、 ま た は 弱体 の 仕 
様 を 表し て いる 。X100~X300 系 は 当初 か 


| GAT-X シ リー ズ は 「G 兵 器 」 と も 呼ば れ た 。 こ 
| の 「G」 と は 0S 名 の 「G.UNIDAM] の 豆 
| 文字 で ぁ る と 共に 「Genesis」 「Genocide」 


| を 意味 し て も いた 。 存在 し た が 、 700 系 は 後に 新設 され た 。 
PB フレ ー ム 後列 性 
30288 X100 系 汎用 穫 
X200 系 特殊 粒子 運用 型 
Genocide ed 回 
3 水中 用 人) 


地球 連合 の 参加 国 ユ ー ラ シア 連邦 の MS 
に 与え られ た 型式 番号 。 2 機種 が 確認 され て 


CAT シ リー ズ の 1 機 、 ハ 
イペ リオ ン 1 号 機 ( カ ナー 
ド ・ パ ルス 機 )。 列 式 番 
号 未 尾 が 「2/3」 の 2 号 
覇 、「3/3」 の 3 号機 も 存 
在 し た 。 


ちの 〇 号機 と いう 意味 に な る 。 


CAT Composition Armament Tactical 


機体 名 
ン 1 号機 


ハイ ベリ オン G (本 専用 境 ) 


ムイ 


現在 唯一 の GFAS シ リー 


地球 連合 軍 の 巨大 可変 橋 に 与え られ る 旨 で ある デス トロ イヤ 
型式 番号 。 デス トロ イ 1 機 種 の み が 確認 され RS 江本 1 乱 融 DC 
て いる 。 戦術 兵器 の GAT シ リー ズ と は 異な ra 
り 、 戦 略 兵器 と し て 新規 に 開発 され た た めか 、 明らか に 位置 付け が 中 
新た な 型番 号 が 与え られ る こと に な っ た 。 を を 
1 戦略 装 肢 
Gressorial Fortress Armament Strategic 
| 兵 装 要 族 


GFASX1 デス トロ イ 


メビウス 以前 の MA に 与え られ た 型式 番 
号 で 、 ミ スト ラル の MAW-01 が 知ら れる 。 メ 
ピウス 以前 の MA は 空間 重機 で も ある こと か 
ら 、 型 式 番 号 の 「W」 は 作業 用 を 意味 する と 
思わ れる 。 


CE 73 一 74 の 戦争 期 に 実戦 投入 され 
た 新型 MA の 型式 番号 。 大 型 の ボディ 、 大 
気 圏内 外 で の 両用 性 、 隅 電子 リフ レク ター 
の 搭載 と いっ た 新た な 特徴 か ら 、 新 規 の 型 


式 番 号 が 制定 され た よう だ 。 
YMAF-XBBD 
た が ザー 


MORE INFO! 


スト ライ ク 系 MS に 採用 され た 拡張 
バッ ク バッ ク [スト ライ カー」 に も 型式 特 
紹介 する AQM/ 
ズ 以 外 に も 、 マ 
ル チ ラ ンチ ャ ー パ ッ ク の Mk438/B、 オ オ 
トリ (オー プ 製 ) の EW454F が 知ら れる 。 


AQM, 


P200 シ リー ズ 

地球 連合 軍 の スト ライ カー 
BAQM/E か ら 治まる 穫 式 番 
号 を 持つ 。 た だ し 、 同じ モデ ル 
で あっ て も オー ブ 連 人 首長 国 
で 製造 され た も の は 、P200 
和 務 の 型式 番号 が 付 され る 。 


AQM/E-X02 


GAT-X105 スト ライ ク の 天気 匿 内 用 支 
振 機 に し て スト ライ カー パッ ク を 搭載 可能 な 
戦闘 機 ス カイ グラ スル ー ズ の 型式 
番号 。 宇宙 用 の コス モグ ラス パー も 同系 の 
型式 番号 だ 。 


FX-550 
スカ イグ ラス パー 


ザフト か カ ら の 直 猪 機 の う 
ち 、 い わ ゆる [ガン ダム 」 タ イ 
プ の 機体 に 与え た 型式 番 < 
号 。 ZGMF-X12A テス タメ 
ント の RGX-00 か 5ZGMF- 
YX21R プロ ト セイ バ パー の 
RGX-04 ま で が 知ら れる 。 


RGX-01(ZGMFX24S) カオ ス 


スト ライ カー の 型式 番号 


較 合 軍 の スト ライ カー に は 型 
式 番号 が ある が 、 ザ フト で は 
搭載 MS の 型式 番号 末尾 に 
文字 を 追加 する の み で ある 。 


AQM/E-X09S | ノワ ー ル スト ライ カー 


AQM/E-M1 P202QX 


AQM/E-A4E1 | シェット ス トラ イカ ー 


P204QX ライ トニ ンク スト ライ カー 


OME サラ イズ 


103-24 


103-25 


ザフト 機 の 型式 番号 


ザフト の 吊 式 番号 は 、ZGMF を 基本 と する が 、 局 地 戦 用 の 機体 に も 独自 の 型式 
番号 が 付け られ た 点 が 地球 連合 軍 と の 最大 の 違い と 言え る 。 数 字 部 分 の 表記 は 
様々 で 、 シリ ー ズ や 局 地 戦 用 機 で 異な っ て いる 。 


AMF /AMA: 3 


ザフト の MS に 付 さ れる 一 般 的 な 型式 番 空 況 用 MS の 型式 番号 。 AMF は 戦闘 型 TAR 
号 。 宇宙 用 MS や 大 気 園内 外 両用 MS は 、 < AMA は 攻撃 型 に あたる 。 ZGMF/TAR-X1 ラ 1 の 
ZGMF の 型番 号 で ほほ 統一 され いる, 第 生か は 1000」 や ジン 物 条 和 空 人 宗 タ イプ を 経て ディ ン が 剛 革 PA か 4 
半 の 数 字 部 分 の 数 値 や 桁 数 は 、 開 発 系 続 や [2000」 と いう 4 桁 で 続 ” され だ 際 、 制 定 され た と 思わ れる 。 一 部 の 機体 よう な 大 気 国内 外 両 用 
開発 時 期 、MS シ リー ズ な ど に よっ て 異な る 。 ー&h て いる 。 を 除い て 、 数 字 部 分 は 3 桁 で 統一 され て いる 。 機 に は 付 され な い 。 
x AMA Aerial Maneuver Attacker 航空 攻撃 型 
Zero-Gravity Maneuver Fighter = 
AMF Aerial Maneuver Fighter ーー 
型式 番号 筐 体 名 
ZGMF-1017 シ 
GFFLRR704p 長生 座 型 ジン AMF_11 
2GMF/TARLX1 ジン 簡 術 航空 人 穴 タ イブ AMF-103A 
ZGMF-601R ERE AMF-WACO1 時 ・ 空 中 指 近 型 デ ィ ン 特電 子 和仁 
ZzGMF-1000 アウ ウォー リア AMmFtet AWACSF TS 
ZGMF-X10A フリ ー ダ ム AMA-953 バビ 
2GMF-Xe6S イン ルス 
ZGMF-X588S PS 
ZGMF-XX09T FA パー 
ZGMF-YX21R プロ トモ イ バ ー 水中 用 MS に 与え られ る 型式 番号 。 グーン 型式 番号 が 示す 通り 水 


ZGMF-X56S イン パル ス に 代 
表 さ れる 「 セ カン ドス テー ジ シ リー 航空 機 系 読 


2 
ズ 」 の 型式 番号 の 数 字 部 分 は 、2 
条 で 統一 され て いる 。 この 数 字 部 。 i 
分 の 10 の 位 は 機体 の 仕様 を 示し 4 不明 ( 杜 動 カ 型 ?) 
で お り 、 それ を まとめ た も の が 右 較 5 ネン ル エ 小計 応 
で ある 。 た だ し 、20 番 台 以 外 の 仕 p 
林 分 類 は 推定 情報 に 過ぎ な い 。 - 半生 
事実 上 、 バ クゥ ヤラ ゴ ッ 
陸戦 用 の 戦闘 攻 撃 用 MS に 与え られ る 型 a 
時 6 2 号 と な っ て いる 。 
as) で の RR 
, 導 が 異な 5 た め 、 新た 
と 思わ れる TMF/TH、 戦闘 ・ 支 A 
援 機 を 指す と 考え られ る TMF/S が ある 。 た よう だ 。 


| ブ 昼 「errestria| Maneuver Fighter/Attacker ニニ 


EE ll 村人 名 
TMF/A802 2 
TM/A_0zWe AEA GI 
T/A 802p-Mod Ww CC TE 
バク 2 内 術 代 穴 タ イプ 
¥ シン キー カー 


履帯 で 走行 する 「 タ ンク 
モー ド 」 へ の 可変 構 
疫 的 MS を 浅 艇 する 
大 火力 が TFA シ リー ズ 


陀 戦 型 砲戦 用 MS の 型式 番号 。 ザウ ー ト 
や ガ ズ ウ ー ト な ど 、 作 業 用 MS か ら 発展 し た 可 
変 MS で の み 確 認 され で いる 。 TMF/A シ リー 


動 性 や 近接 戦闘 能力 
は 低い 。 


Tra2 プー 
mame | 


中 戦 を 想定 し て お り 、 対 
穫 軸 で 成 力 革 揮 し 
た 。 水 の 抵 抗 や 水圧 を 
滑ら ちか な シル 


や ゾ ノ な ど が 該当 し 、 水 中 戦 の みな ら ず 上 陸 作 
戦 で や も 多用 され る 。 型式 番号 の 数 宇部 分 が 、 
1 桁 で 統一 され て いる の は 珍し い 。 ジン ワスプ 
の UWMF/S-1 も 同系 列 の 型式 番号 で ある 。 


Underwater Maneuver Fighter = 


樽 式 番号 


Ed 
エッ ト の 機体 が 多い 。 


UMF-AA 
UMF-S 
UMF/SS0-3 
UWMF/S1 


アッ シュ の 型式 番号 に 含ま れる 「SSO] 
と は 、「Support/Special Operation ( 特 
珠 支 援 )| の 略 で ある 。 アッ シュ 以外 に 
「SS0」 の 記述 を 含む 型式 番号 の 機体 
は 確認 され で いな い 。 


その 他 の 型式 番号 = 


UTA/TE: 
地 中 信 航 型 MS の 型式 番号 。 
は 様々 な 型式 番 水中 用 MS グー ン か ら 湊 生 し た 機 
号 が ある 。 特に 多彩 な の 体 で ある た めか 、 型 式 番号 の 付与 
が 試作 MS の 型式 番号 


法則 は 水中 用 MS に 個 て いる 。 


で 、YF /YMF /YFX 
葉 作 穫 の 型番 号 は 、 
XMF な ど が ある が 、 明  ZGMFCX の 組み 合わ 


UTA/TE-6P ジオ グー ン 
確 な 違い は 不明 で ある 。 せ 以 外 に も 存在 する 。 2 


ザフト の 試作 MS で 見 られ る ザフト の 最初 期 型 ガン ダム で 
型式 番号 の ひと つ 。 水中 用 MS っ 因 見 られ る 型式 番号 。 ザフト 系 
グー ン 目 の 始祖 と な っ た ジン フェ ンダ ム 目 の 賭 矢 と な っ た ドレ ッ ド 
ムウ ス の 型式 番号 が 該当 する 。 ノー ト が 、 この 型式 番号 で ある 。 


フェ ムウ ス 『 。 YMF-XO00A ドレ ッ ド ノ ー ト 


ズ 

可変 MS 開発 用 の 試作 MAC 
与え られ た 型式 番号 。 MA の 有効 
性 を 証明 する た め に 試作 され た プロ 
トカ オス が 、 こ の 型式 番号 を 持つ 。 


シ 器 
運用 試験 型 ゲイ ツ 改 が 知ら れる 。 


YFX-600R 火器 軍用 試験 型 ゲイ ツ XMF-P192P プロ トカ オス 


オー プ 軍 で も 、 独 自 の 型式 番号 を 
自軍 の 機動 兵器 に 与え た 。 国家 名 
| が 型式 番号 に な っ た 例 す ら あ る 。 


較 識 アス トレイ 5pkz ス 
上 較 「 レ イ 中 系 の 非 到 形 式 
思い SbivBF、 ム ラサ > な と 

の 可変 MS は MVF。 スト 

上 ライ ッ ルー ジュ に は MBF 

の 番号 を 付 し た 


オー プ 軍 の 主 カ MS な ど に 与え られ る 型式 
番号 。 MBF は 非 変形 式 MS に 、MVF は 可変 
MS に 付す 。 第 1 期 GAT-X シ リー ズ と 並行 し 
て モル ゲン レー テ 社 が 開発 し た アス トレ イ の 
時 点 で 、 MBF の 型式 番号 は 決定 し て いた 。 


ee 


MBF-Po1 アス トレ イ フレーム 
MBF-P03 second し アス トレ イ ブル ー フ レーム セカ ンド L 
WMBF_M1 MI アス トレ イ | 
MBF02 トラ イク ルー ジュ 
MVFM11C ムラ サメ 
MVF-M12A オオ ッ キ ガタ 


CE.74 の 時 点 で 、 ア カツ ウキ に の み 確認 さ 
れ て いる 型式 番号 。 国家 名 (オー ブーORB) 
が その まま 型式 番号 に な っ て いる こと か ら 、 国 
家 の 象徴 と な る MS、 ま た は 代表 首長 用 MS 
に 与え られ る ナン バー だ と 思わ れる 。 


その 他 の 組織 の 型式 番号 


深 宇 宙 探 査 開 区 機構 
DSSD の 外 宇 宙 探 査 用 無 
人 MS スタ ー ゲ イザ ー に 与え 
られ た 型式 番号 。 型式 番号 
の 由来 は 不明 だ が 、 シ ステ 
ム 給 体 が 「GUNDAMI と 申 
され る こと に 関本 し で いよ う 。 


GSX-401FW スタ ー ゲ イザ ー 


オー ブ か ら 流出 し た 技師 て 
が . ジ ャ ンク 屋 組合 な どの 協 
カ を 受け て 開発 し た 民生 用 
MS の 型式 番号 。 レイ スタ 
や シビ リア ン ア スト レイ が 訪 
当 し 、 モビ ピル ワー カー の 意 を 
含む と 思わ れる 。 

MWF-JG71 レイ スタ 


火星 園 (オー スト レー ル ・ 
コロ ニー) で 開発 され た 機 
動 兵器 の 型式 番号 。 QSF 
は デル タ アス トレ イ や ガー ド 
シェ ル と いっ た 戦闘 用 MS、 
GSW は マー ズ タ ン ク な どの 
MA で 確認 され て いる 。 


esFYAMO1 FS アス トイ aS i 


Miustration by JUN WADA 


非 政 府 組織 や 民間 組織 な ど が 
入手 、 開 発し た 機動 兵器 に も 独自 
の 型式 番号 を 持つ も の が ある 。 


アク タイ オン ・ イ ンダ スト 
リー が 自社 製 MS に 付 し た 
型式 番号 。 ゲ イツ の 可 合 機 
と し て 開発 し た ゲル フィ ニー 
ト が 該当 する が 、 ほ か の 採 
用 例 は 知ら れ な い 。 や は り 旧 

型式 番号 の 由来 は 不明 。 
NMS-X07PO ゲル フィ ニー ト 


民間 軍事 会 社 の MS の 型式 
番号 。 正規 軍 と の 連携 や 交戦 
の 際 に 必要 に な る の だ ろう 。 民 
問 軍事 会 社 の 社員 レオ ンズ ・ グ 
レイ ブス の 乗 機 アー ムズ アス トレ 
TPMC カ スタ ム が 知ら れる 。 

PMC-1L アー ムズ アス トレ イ 
IPMC カ スタ ム 


型式 番号 。 GAT-X シ リー ズ や ー 
ZGMF シ リー ズ の 再生 ・ 改 造機 
に 与え られ る 。 L は 組織 名 の 路 。 
に は 機体 名 の 頭 文字 (アル 
ファ ベッ ト ) が 入る 。 
LG-GATX105 
ゲイ ルス トラ イク 


で Am・ サ ン ライ ズ 


103.26 


機動 戦士 ガン ダム 0080 ポケ ッ ト の 中 の 戦争 


サイ クロ プス 隊 


Organization of U.C. 


E03 sm 0 


・ ザ ビ 少 将 庭 下 の 突撃 機動 軍 は 多数 の 
馬 事 させ 
っ が 、 こ の 「 サ イク ロ プ : 
ある 隊 の 名 季 は ー ド ネー 
付け ら # 


PR が 
発見 され て いる 。 それ に よる 
01 に 開始 さ # 


1 次 降下 人 

ピレネー 地方 7 取 し 

動 師 団 南 方 8902 MSN 

に も サイ クロ プス 際 が 従 
第 1 地上 機動 師団 と 


第 1 機 
ズ 春 取 作戦 
『 わ れ て いる 。 


うに サイ クロ プス 隊 が 、 
の ヨー ロッ パ 方 面 に お ける ジオ 
大 きく 貢献 し た こと は 間 人 違い な い 。 し か し 、 彼 と 
Rd 弦 旨 に よる 際 の 損耗 
も 大 ト 況 で 
溝 っ た 理 上 と し 
か な か - 


第 1 次 降下 作戦 で 


反感 が あっ た 


れる 大 慰 の 状況 判断 と 力 

が 上 層 部 に 疎 ま れ た し て は 「 ル ビ コ ン 作 

戦 補充 兵 と し て 配属 され た の が 新兵 で 
か ら も 明らか で あ . 


地球 降下 作戦 か ら 戦 】 に か け て の 彼ら の 
活躍 は 知ら れ て いな い 。 し か し 、 過酷 な 任 
けた サイ クロ プ 


FLE PREVEW 
8009.02 


サイ フロ プス 隊 の 指揮 系 統 


サイ クロ プス 隊 は 突撃 機動 軍 に 所 属す る 
特殊 部 隊 の た め 、 グ ラナ ダ 基 地 を 拠点 と し で 
いた と 考え られ る 。 直属 の 上 官 は キリ ング 中 
佐 だ っ た 。 で は な か っ た よう だ 。 
画 サイ クロ プス 隊 

部 隊 章 


創設 当初 は 12 人 程度 の 部 隊 だ っ た と さ 


れる が 、 定 数 は 決ま っ て いな か っ た 。 下 の メ 隊員 の う 5、 氏 を が 
ン パ バー 以外 に 、 ジ ェ ー ム ズ ・ 商 (ホワ ン ) 臣 ed 
長 が 知ら れ て いる 。 か 6 名 の み で ある 。 

八 ミミ に 4 

1 八 ン 

に | ヒポ 

ィ ル ィ 

る る 

3 

1 キ ス 
サイ クロ プス 騰 の 隊 長 で 、 階 直 は 隊 の 副 窒 的 な 存在 。 階 級 は 少尉 。 北極 基地 妥 撃 作 いて ハ 


大 慰 。 叩き 上 げ の 軍人 で 、MS の 
埋 疑 か ら 歩 兵 電 問 まで を こなす 
技量 の 持ち 主 。 愛煙 家 で も ある 。 


RE 
駐 好 き で コク ピット に 
ee ッ ト ル を 持ち 込ん で いた 。 


イ ゴ ッ グ に 搭乗 。 基地 防衛 部 隊 
に よっ て 垂 線 を 撃 研 さ れ h。 戦死 し 
た 隊 超 は 少尉 。 


# ( 
y FE 0 
直 i ルル 
ゥ g 
ネ 選 
る え 
ン ル 
A3 


放 級 は 還 間 。 氏 誠 と 提 発 物 、 ナ 
イワ の 扱い に 長け た 人 物 。 粗野 
を 振る 買い が 目立つ が 、 新 兵 を 
気性 う 一 面 も あっ た 。 


ルビ コン 作戦 に あたっ て 隊 に 配属 
され た 提 充 兵 で 、 隊 骨 は 何 長 。 作 

埋 失 牙 後 、 誰 一 の 生存 者 と な る 
が 、 新 廊 ガ ンダ ム と 変 戦 し 、 戦 死 。 


人 の 5 導 ガン ダム 
し た こと で 、 サイクロプス 隊 と 
か か わり を 持つ よう に な る 。 


MORE INFO! 
公国 軍 の 特殊 部 隊 


に も 、 ジ オン 公国 軍 は 多数 の 特殊 部 隊 を 編 
いる 部 際 以 外 に 、 任務 ご 


を 慣 け 、 地球 に 


理由 の ひと つ に 


戦力 の 効 
げ ら れる 。 特に 地球 降下 作戦 以降 
っ た 


果 的 な 運用 を 志向 | 
は 、 情報 収集 や 後方 所 


、 物 部隊 の 重要 な 任 季 と 


人 意 と する 部 除 で 、 素 手 


サイ クロ プス 隊 の 装備 地球 上 で は 電車 


を 運用 。 埋 争 末期 
特殊 部 隊 と いう 性 格 上 、 サ イク ロ プ ス 隊 は MS を 使用 する ご 
有 の 装備 を 持た な い 。 任務 に 応じ て も 多く な っ た 。 
MS を は じ め と する 必要 な 機材 が 配備 され 、 - 
それ を 運用 し て いた 。 


MSM-OSC 
ハイ ゴッグ 


サイ クロ プス 隊 が MS を 運用 
基地 股 軸 作戦 と ルビ コン 作戦 の ふた 

知ら れる 。 前 者 で は 2 種類 の 水陸 両用 MS を 、 
後者 は 新型 の 強 醒 用 MS を 運用 し て いる 。 また 、 
クリ スマ ス 作戦 で は 、 佑 長 が 鬼 自 に MS-06FZ 
ザク Hak を 使用 し た 。 


MSM.07E 
ズゴック E 


隊員 た 
1 うみ Yo 


画 その 他 の 装備 


の 潜入 に 月 い 5 れ た 。 銃器 も ソー ド ・ オ フ 
ト ガ ン な ど 、 正規 の 装備 品 で な いも の を 使用 。 


デ " al ly 
コロ ニー 内 
ち 込 ん で いる 。 ま 
基 を ど は 現地 剛 連 され 


る こと も あっ 


サブ マシ ン ガ ン 


大 型 畑 弾 


サイ クロ プス 隊 の 活躍 


前 述 の 通り 、 サ イク ロブ プス 隊 は 第 1 次 降下 
作戦 か ら 特殊 作戦 に 従事 し て いた こと が 判明 
し て いる 。 し か し 、 詳 細 は 不明 の た め 、 こ こ で は 
北極 基地 前 撃 作 戦 以 降 の 作戦 を 紹介 する 。 


| UC0079.209 人 | 

サイ クロ プス 隊 は 新型 ガン ダム 奉 
取 の た め 、 北極 基地 を 議 撃 。 し か し 、 
作戦 は 失 了 し 隊員 1 名 が 混 し た 。 


9 ルビ コン 作 昌 | 
に 潜入 し た サイ ク 
ロブ ス 隊 た っ た が 、 任 季 を 果たせ ず 
何 長 ひと り を 残し て 全 減 し 


0079.12.24 フリ スマ ス 作 
正式 な 作戦 で は な い 。 独力 で ザク 
THRK を 修理 し た 佑 長 が ガン ダム と 交 
戦 、 相討ち と な っ た 。 


ダム を 撃 確 する が 、 何 


長 も 命 を 落と し た , 


シー で マ 艦 隊 
突 机 機動 軍 所 属 の 海兵 上 陸 
の 毒ガス 入 


事 ] に 従事 する こと が 多かっ た 


機 を 理 く 塗 
青い 巨星 」 の 異 


デラ ー ズ お 
邦 軍 に 情報 を 流し て いた 


人 箇 ・ サ シラ ィ メー103-28 


歴史 


フィ カス) 


104-19 


機動 戦士 ガン ダム F91 


ラフ レシ ア 計 画 実施 


RAFFLESIA PROJEGT 


旬 撃 的 に EZ サイ ド に 侵 
‘ ド (以下 CV) は 、 〈 フ 
ロン ティ ア H〉 、( フ ロン ティ ア 四 〉、〈 フ ロン ティ 7 
圧する と コス モ 貴 族 主義 上 
の 建国 ロン ティ ア 1) が 未 制 圧 な ま 
まで の 建国 人 *、 こ れ に は 理由 が あっ た 
CV は 無人 兵器 [ 、 (フロンティア 
1) を 磁 江 する つも り た ある 
ほとん どの 槽 成員 に は 秘 容 に きれ て いた が 、CV 
i を 合せ 1 ラッ レッ 7。 Ps] 


に 代表 きれ る 詳 間 題 を 解 
球 隊 人 口 の 9 割 削減 を 目指 す 

大 量 破 壊 兵器 や コロ ニー 
する な ら 、 数 十 俺 の 人 間 を 短 期間 で 抹殺 可能 
る 。 この 戦術 の 感 力 は 、 争 の 緒戦 と な 
週間 戦争 と ルウ ム 戦 役 下さ れ て いる が 、 地 球 環 
化 を 招く コロ ニー に も 致命 的 打 
撃 を 与え ある 。 地球 環境 の 必 
普 を 見 握 え た 理性 を 欠い て いる の だ 
(「 シ ャ ア の 反乱 」 時 の 「 地 球 案 冷 化 作戦 」 は 、 地球 
環境 の 決定 的 悪化 に より 全 人 類 を スペ ー ス ノイ ド 化 
に 7 計画 と は 方 向 性 が 異な る ) 
鉄 仮面 " こと CV 司令 官 カロ ッ ゾ ・ ロ ナ は 、 
電信 や ロニ ヽ の 被害 を 最小 限 と し つつ 地球 軟 
の 人 口 を 削減 すべ く 、 ある 兵器 を 開発 する 。 それ こ 
そ が 上 述 し た 「 バ パグ 」 で あっ た 

バグ は 直 従 数 m の 円 散 弄 無人 兵器 で あり 、 自 動 
で 人 間 を 見 つけ 出し 殺傷 する 。 大 気 圏内 外 の 双方 
で 運用 可能 な 大 行 を 持ち 、 集 団 昔 法 
を 用 いる こと で MS すら 届 褒 する な ど 恐 
能力 を 有 し て いた 

し か し 、 コス モ ・ パ ビ ロ ニ ア 建 国 戦争 勃 発 当時 の 
バグ は テス ト 段 階 に あり 、 和 実戦 で の 人 性能 は 未知 数 
だ っ た 。 そこ で カロ ッ ゾ を は じ め と する CV 上 層 部 は 、 
300 万 の 人 口 を 擁する 〈 フ ロン ティ ア 1) に バグ を 投 
入 し 、 テ スト と 人 貼 削 減 を 並行 し て 進め る こと と し た 
フロ ンティア 1) へ の パグ の 試験 投入 は 開戦 前 か ら 
決定 きれ て お り 、 だ か ら こ そ 制 圧 が 避け られ て いた 
の で ある (作戦 の 実 部 を 知ら な い CV 将兵 た ち は 、 
いう (フロ ンティア 1) の 特性 が 上 選 部 
て いる と 考え て いた よう だ ) 

そし て 開戦 か ら 2 週間 後 の 3 朋 30 日 、 (フロ ンティア 
1) に パグ が 試験 投入 さ # フロ ンティア 1) に 逃 
ば げ 込ん だ 地球 連邦 軍 駐 留 部 隊 や レジ スタ ンス は 、 
CV の 過剰 人 口 掃討 方 針 や 低 人 兵器 の 存在 を 察知 
し て は いた 1 と いっ た 対策 も 取れ な いま ま バ パグ 


ま 


neE03 se 0A 


の 攻撃 に 晒さ れ で し まっ た の で ある 関連 ファ イル 
ラ ・ ロ ナ の 造反 を 知っ た カロ ッ ゾ は 、 ES12 と FB1.01-04 男 FUEPmEWEW 
画 の 結実 で ある MA ラフ レシ 7 を 駆っ て 出撃 っ SR F9101-13 画 
ロン ティ 71) 軍 域 は 狂気 渦巻 戦場 と 化し 記 3 
RE E F910212 
(ネーム レス” ジョン ・ ス ミス ULC!O155) Oe 
F9103-10 


Miustration by MASAHIRO YAMANE Coor by MAKO KUMADA (Wish| ~ Special Effect by SHIN INOIE 


機 呈 戦 士 ガ ンダ ム FS1 


CV の (フロ ンティア 1) 掃討 作戦 は 、 コロ. 
続 さ れ た 資源 小惑星 の 制圧 と コロ ニー 内 へ の パグ 
投入 か ら 成 る 。 この うち 、 パ グ の 投入 は カロ ッ ゾ の 
独断 で 行わ れ で いる (CV 総帥 マイ ッッ ツァ ー ロ ナ す ら 
「 バ パグ 」 の 正体 を 知ら な か っ た と され る ) 


に 接 


戦闘 発生 地点 


國 バグ 、〈 フ ロン ティ ア 1 に 投入 


コロ ニー 内 で の 戦闘 
を 起動 させ た カロ ッ ゾ は . 
コロ = 内 に 投入 され た バグ は 、 


に 


< 中 、 ガル > ラウ 
が グ の 投入 準備 


レジ スタ ジス や 多数 の 民間 大 を 殺傷 。F91 


で は じ 


MS 部 隊 が この 排除 を 試み る が 


較 ラフ レシ ア と の 戦闘 
バグ を 撃破 し な が ちら コ ロニ ー 
に 出 た シー ブッ ク 機 と ぶ 友 機 
は 、 ガル ・ プ ラウ を 鍵 見 する と こ 


地球 連邦 軍 能 隊 を 全 江上 
、 ベ ラ 概 な 証 馬 き 下 
、 シ ー ブ ッ ク 機 だ の 許 間 の 
末 、 学 破 さ 8 


この 際 、 ナ ディ ア は カロ ッ ゾ 
や 実父 マイ ッ ツァ ー と 10 年 振り の 再会 を 果たし 、 フ ロン ティ ア ・ 
サイ ド 能 撃 を 批判 し て いる 。 ナディ ア の 目的 は 里帰り で は な く 銀 
ペラ ・ ロ ナ を 連れ 戻す こと だ っ た が 、 ペラ は CV 笠 兵 と し て の 道 を 

ナディ ア も CV に 拘束 され て し まっ た 。 以後 の ナディ 


バグ の 投入 


(フロ ンティア 1) の 太陽 側 の 戦闘 は 続い て いた が 、 カ ロッ プ は 
資源 小惑星 部 の 核 融 合 発電 機 を 用 いて ガル ・ ブ ラウ を 起動 さ 
せ 、 バ パグ の 投入 準備 に 入 CV は 、 バ グ で (フロ ンティア 1) の 
人 口 300 万 人 を 工 減 する に は 2~3 日 を 要する と 想定 し て し 
地球 連邦 軍 の 療 習 能 ( ス ペー ス : ア ー ク > が (フロ ンティア 1) を 出 


2 の 旋 際 投入 が 実施 され た 。 パグ 詳 は 無 差別 に 人 間 を 符 休 
軍 の MS も 、 バグ の 入団 戦法 に 敗れ た 


ロナ は 、 カ ロッ 


な お (フロ ンティア 1) 残 減 は バダ の テス ト と し て の 
意味 合い が 強く 、 テ スト の 結果 が 良好 で あれ ば 地球 
や 月 に パグ を 降下 
ティ 7T) 宙 域 の 戦闘 で カロ ッ ゾ 
の 後 の パ グ 投 入 作戦 は 立ち 消え に な っ た . 


園 < フロ ンティア I〉 で の 戦闘 
(フロ ンティア 1) の 制圧 に 乗り 出 
MS 部 隊 で 資源 小惑星 を 制圧 。 そ 


ア ・ サ イド 柚 撃 を 批判 。 彼女 の 目的 は ベタ あ ・ ロ ナ を 連 


れ 戻 すこ と ベラ は CV に 残る 


CV、〈 フ ロン ティ ア 1)〉 に 橋 頭 焦 を 確保 


CV は 、 残 る (フロ ンティア T) の 制圧 に 乗り 出し た 。 MS 分隊 で 
(フロ ンティア 1) の 資源 小惑星 部 分 を 制圧 旗艦 (ザム 
ス ・ ガ ル ) の 一 部 「 ガ ル ・ ブ ラウ 」 を 接触 させ 、 橋 頭 佑 を 午 く こと 
が 目的 と きれ が パグ の 投入 シ 
ステ ム で あり 、 そ の 正体 は カロ ッ ゾ と ご くわ ず か な 部 下 し か 知ら な 
か っ た 。 この 作戦 に は CV の MS パイ ロッ ト と | も 参加 し た 
が 、 (フロ ンティア 1) 内 の 戦闘 で 級友 シー ブッ ク ・ ア ノー に 再会 し 
た 際 に 、 地球 連邦 軍 に 投降 し て いる , 


池 全 の 未 、CV は (フロ ンティア 1) の 次 小間 星 部 を 制圧 
ウ を 接触 。 カロ ッ ゾ に 不信 を 抱い て いた ペラ は 、 連邦 事 に 合流 し た 。 


カロ ッ ソ 戦死 


シー ブッ ク 機 と ベラ 機 は 、 バグ を 撃破 ・ 誘 痢 し つつ (フロ ン テ ィ 
ア 1) の 外 に 出 た 。 直接 、 ベ ラ 機 は ガル ・ プ ラウ を 発見 、 撃 沈 し 
て いる 。 ガル ・ ブ ラウ の 撃沈 を 娘 ペ ラ の 仕業 だ と 鼻 破 し た カロ ッ 
ゾ は 、 自ら MA ラフ レシ ア を 駅 っ て 出撃 し た 。 カロ ッ プ の ラフ レシ ア 
は 、 月 方 面 か ら 設 入 され た 地球 連 邦 軍 増援 部 隊 を 紅 減 し た 徐 . 
ペラ 機 と シー ブッ ク 機 を 詞 っ た 。 戦闘 の 未 、 カ ロッ プ は : 


ー ブ ッ ク 
機 に 撃破 され 戦死 。 これ を 受け た CV 残存 部 隊 は 、 コス モ ・ パ バビ 
ロニ ア に 名 施し た 。 3 月 31 日 の こと だ 


2 


間欠 で 地表 隊 を 可 選 し た 
北 。 戦闘 て 宇 軍 に 放り 出さ れ た 


を 選択! 


Mustration by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
その 後 の コ スモ ・ バ ビ ロ ニ ア 
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新 機動 戦記 ガン ダム W 
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MS MS Development History in A.C. 
運用 理論 A. C ロロ の M S アフ ター・ コ ロニ ー の MS 開発 史 


最強 護 < 器 に 変 級 し た この 状況 を 一 変 きせ た の が 、 ト レー ズ ・ ク 
と sd As 8 ’ 8 IS 戦術 の 確 
巨大 人 型 ロボ ッ ト a 


頭頂 高 16m 級 の 人 型 兵 器 が 「 モ ビル スー ツ ] ( 以 
の 戦闘 用 MS トー ル ギ ス カ 
し か し 、 ハリ ー ド 博士 以外 の 5 人 の : > 以後 、 連合 軍 や 反 : 
ス の 開発 は 中 止 。 その 後 、 機 進め 、 戦 場 は MS に よ っ て 支配 
見 る が 、 殺 人 的 加 中 
ら ず 運用 は 不可 能 


Build and Indust 
Suit (建設 及び 工業 労働 用 有 腕 式 撤 
i 前 の 長物 」 3 
各 機 種 1 機 と いう 配備 状況 、 連 合 軍 上 隊 部 が | 
の 部 隊 に MS を 組み 込ん て 限定 する 形 
発 近 


っ た 。 レ ジス タッ ス が 地球 
ず 持 ち 出 


104-21 Illustration by KONOMU SEKIYAMA 


最強 兵器 MS 


AC.170 年 代 後期 に 実用 化 さ れ た 人 型 兵 
器 MS は 、 主力 戦車 や 戦闘 機 と いっ た 旧来 弄 
兵器 を 駆逐 し 、 最強 の 戦術 兵器 と し て 君臨 。 
MS な し で の 還 事 行動 は 難し く な っ て いっ た 。 


年 代 中 期 、 

i ) MS が 誕生 し た 直後 の AC.170 年 代 後期 革 Fan 

ger = ーA.C.180 年 代 前 期 に か け て 、MS へ の 評 erties 以 

和幸 以 外 で は 

背 化 。MS 特 有 の 戦術 価 は 低かっ た 。 AC.180 年 代 中 期 に 運用 方 標準 的 な 運用 形態 と 
も 埼 わ れ て いっ た 法 が 確立 され る と 、 その 評価 は 一 変 し た 。 な 


NSH 人間 に 季 公 し た シル エト も 持つ 有人 問 で 、 シト を 持つ 有人 兵器 で 、 
が も た ら す 
圧倒 的 な パワ ー、 五 本 指 マ ニ ビ ピュ レー ター に よる 汎用 
性 な ど を 持ち 、 優 れ た 戦闘 能力 を 発揮 する 。 汎用 タイ 


頭頂 高 は 16m 級 に 達する 。 大 出力 


の みな ら ず 、 局 地 戦 用 仕様 も 多数 開発 され て いる 。 


特定 の 軍用 祭 域 や 任務 に 儲 
ら な い 、 オ ー ル ラウ ンド の MS。 高 
払機 は 標 江 備 で 多様 な 運用 
准 域 に 対応 する が 、 量産 仕様 
機 単体 の 限界 性 能 は 高く は な 
く 、 オ プシ ョ ン 装 備 で 運用 領域 を 
拡大 し て いた 。 


ノン オプ ショ ン で の 飛行 能力 
を 桂 つ MS。 他 の MS と 比べ て パ 
ワー を 防御 カ に 劣る も の の 、 空 
中 で の 機動 性 と 立体 的 作戦 能 
力 価 め て 高い 。 科 行 能 を 活 
か し た 偵察 や 上 空 作 戦 な 
和香 意 と する 。 


優れ た 機動 性 を 持つ こと か ら 、 
海洋 で は 最強 の 兵器 と な る う 
え 、 水中 探査 機 と し で も 使 れる 。 
陸戦 能 力 は 厩 定 的 、 ま た は まっ 
が 持た な い 。 


大 口 竹 の 長 妹 落 砲 を 備え 、 
に 特 人 し た MS。 MS カテ ゴ 


が 、 接 近 昔 能力 は 限定 的 だ っ 
た 。 汎用 白兵戦 用 MS に 先 
祭 を 任せ 、 矯 方 か ら 窒 支援 する 
運用 形式 が 一 般 全 で ある 。 


字 軍 で の 運用 を 想定 し て 開 
発 され た MS。 量産 仕様 の 汎 
用 MS と 異な り 、 ノ ン オ プシ ョ ン 


史上 初 の 実戦 用 MS トー ル ギ ス は 、 単独 
で 大 部 隊 と 交 戦 す る 機体 だ 戦 兵 
問 、 移 動 要 審 と し て の MS で ある 。 し か し 、 
トー ル ギ ス を 扱え る パイ ロッ ト が お ら ず 、 こ の 
コン セト は 一 般 化し な か っ た 。 


ー ロ に MS と 言っ て も 様々 な タイ プ が 存在 し 、 運 
用 地域 や 任務 に 牡 化し た 機種 が 多く 見 られ る 。 


トー ル ギ ス を 基 に 開発 さむ た 汎 
用 MS。 陸 革 用 の 重 半 四 MS と 
生 し 、 オプ ショ ン に より 宇 
宣戦 や 空 に も 対応 


ガン ダム と し て 復活 。 超々 
高 性 能 機 で の み 見 られ る 


運用 形 秀 と な っ た 
0z-0¢ ル ギ ス 

OZ-0ZAMS 
エア リー ズ 
半 包 の 折り 介 み 栖 醒 に お / 飛 
行 に 適し た 形態 を 取れ る MS。 MS の 歴史 
買 ! : 装 を 推 載 可能 な た 
め 、 フ ル 装 備 時 の 火力 は 高い 。 作業 用 宇宙 服 に 始ま っ た MS の 歴史 は ロー 


ム フ ェ ラ 財 団 に よる 兵器 化 を 経て で 、 AC.180 年 
代 中 期 に 主力 兵器 と し て の 地位 を 築い た 。 
この 状況 は A.C.190 年 代 中期 ま で 続い た 。 


反 連 合 レジ スタ ンス が 、 
と MS と 呼ば れ た 動力 付 き 作 
^ 馬 用 宇宙 厩 を 兵 品 に 転用 

し 、 戦 果 を 挙げ た 。 連合 軍 g 
の 技術 士官 は これ に 注 上 、 


潜行 形 能 に 変形 可能 な 水中 
用 MS。 12 基 も の 魚 電 人 貞和 
を 持つ 他 、 マ ニ ビ ュ レー ター! 


MS に 近い 形態 と な る 。 


ロー ム フ ェ ラ 財 団 と 挟 を 分 か っ た 5 人 の 科学 
者 は 、AC.175 頃 、 史 上 初 の ガン ダム で ある ウ 


0Z-12SMS イン グ ガ ンダ ム ゼ ロ を 設計 し た 。 


に 


当時 の 技術 レベ ル で は ウ 
イン グ ガ ンダ ム セ ゼロ の 建 
造 は 不可 能 で 、 設計 か ら 
20 年 後 の AC.195 
うく 実機 が 建 され た 。 


で 宇宙 戦 に 対応 する 。 MS と し 可 放 機構 を 備え る 宇宙 用 
て の 機能 は 過 不 足 な く 備 えて MS。 ガン ダニ ュ ウム 合金 製 
いる た め 、 地 球 上 で の 用 に も MS すら 軸 彼 可能 な 、 高 出力 
耐え 5 こと が で きる 。 問 が 用 曹 され た 
MS に は 、 武装 ・ 防 御 力 ・ ス ピー ド な どの 各 性 能 を 数 値 化し た アピ リティ レベ ル が 存在 する 。 アビ 


リティ レベ ル は リー オー を 「100] と し て 算出 され て で おり 、 
よう に どの アビ リティ レベ ル が 高い (低い) か に よっ て 、 MS の 性 能 傾 向 を 読み 取る こと が 


A.C.177.04、 飛 行 型 MS エア リー ズ が ロー ル 
アウ ト し た 。 これ に より MS の 基本 3 機種 が 揃っ 


数 値 が 高い ほど 高 性 能 と 考え て いい 。 この 


型式 番号 型式 番号 = FA WA SA AA 種別 た が 、MS の 運用 法 は 確立 され て いな か っ た 。 
リー オー 0Z-06MS | 100 | 100 | 100 | 100 | 100 bs 
= 単独 乗 行 能力 を 持つ MS 
= 5 ' エア リー ズ 。 ト ー ル ギ ス か 
トラ ゴス 0Z.07MS | 90 | 110 | 110 | 110 | 110 RN 
a と 言え る が 、 他 の MS 同 
エア リ oz-07AMS | 100 | 110 | 110| go | eo ds 
キャ ン サ ー 0Z-08MMS | 90 | 100 | 110 | 110 | 100 
パイ シー ズ oz-09MMS | 90 | 110 | 100 | 100 | 100 17 |5 き 
3 っ ; 7 ol トー ル ギ ス と ウイ ング ガン ダム ゼロ の 開発 に 
= re Bp id 携わっ た 5 人 の 科学 者 が 、 そ れ ぞ れ ガ ンダ ム を 
トー ル ギ ス 0Z.00MS | 100 | 110 | 150 | 130 | 120 開発 。 ガン ダム は A.C.195 の 戦乱 で 活躍 し た 
マグ アナ ッ ク WMS.03 110 | 110 | 100 | 100 | oo 
馬 イー ク カン タム セロ の 
ウイ ング ガン ダム ゼロ | XXXG-00WO | 150 | 150 | 160 | 140 | 140 柔 続 に 属す る 5 機 の ガン 
ダム は 、 既 存 の MS を 寄せ 
FA= フ ァ イ ティ ング アビ リティ 。 戦闘 力 を 表す 。 武装 を 表す 。 SA ニス ピー ドア ビリ 付け な い 超 々 高 性 能 模 
ティ 。 スピ ー ド を 表す 。 PA ニ パ ワー アビ リティ 。 パワ ー を 表す ー マ ー ド アビリティ 。 防御 力 を 表す 。 


AC.180 年 代 中 期 、0Z ス ペ シ ャ ルズ の 
トレ ー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ が MS の 戦術 を 確 
導 に 運用 され て いた MS を 、 ひ と つの 
集中 運用 する も の 


MS の み で 編制 され る MS 
部 隊 は トレ ー ズ の 発案 。 当 
初 は 3 機種 の 協同 郎 隊 
だ っ た が 、 単 肛 種 の 部 隊 も 


MS の 戦術 が 確立 
れる と 、 MS に 対抗 可 
能 な の は MS の み に い 
う 構図 が 成立 。MD 
要 生 送 も 根本 払 に は 
変わ 5 な か っ た 。 


Je は CD と する 5 
側 科学 者 と マ 
イク ハワード 博士 の 協力 の 
下 、 史上 初 の 軍用 MS ト 一 
ル ギ ス が 開発 され た 
AC.175、5 人 の 科学 者 が 
逃亡 し 、 開 発 は 中 止 さ れ た 。 


A.C.176、 0Z の セイ ス ・ ク ラー ク 技 師長 が 
初期 型 陸戦 用 MS リー オー を 開発 。 ツバ ロフ ・ 
ビル モン は 支援 用 MS トラ ゴス を 開発 し 


リー オー は トー ル ギ ラ の 前 
史 生産 型 に あたる 。 生産 

性 ・ 戦 回 能力 ・ 操 幼 性 な 
どの 面 で バラ ンス が よく 、 
多数 が 生産 され た 。 


MS の み で 構成 され る MS 部 隊 が 信 設 され 、 
戦術 も 確立 。 A.C.186 の モ ガ デ ィ ジ オ 攻 略 戦 
で その 威力 が 証明 され た こと で 普及 し た 


MS の る を 配備 し た NS 部 
隊 は 、 後 の 0Z 綴 人 レー 
ズ の 発案 、 ト レー ズ の 理 
用 は 実 内 で 証明 され 、MS 
へ の 人 評価 を 欄 し た , 


「EVE WARS] 後に 成立 し た 地球 較 統 一 
国家 は 完全 平和 主義 政策 を 探り 、 兵 器 を 順次 
廃棄 し た 。 その 中 で MS も 次 を 消し て いっ た 。 


地 東国 統一 回 家 成 立 和 


政情 不安 定 な 火星 で は 、 
増加 傾向 に あっ た よう ) 


CE 4 


104-22 


機動 戦士 ガン ダム F91 


WORLD GUIDE 宇宙 世紀 ガイ ド : コス モ ・ パ ピロ ニア 建国 戦争 期 の 世界 03 mm21u 


コス モ ・ バ ピロ ニア 建国 戦争 期 の 世界 壮 計 


織 へ の 弾圧 と 思想 統 抽 を 強め て い - 果 、 反 
地球 連邦 運動 は アン ダー グラ ンド 化し 、 表 面 上 は 沈 
静 化 し た 

この 時 代 に あっ て も 地球 連邦 政府 の 力 は 極め て 


UC0100、 ジ ォ ン 共和 国 の 自治 
地球 施政 府 は 戦乱 の 3 ) 
た 権 を 獲得 し て いく 。 そし て 、 コ ロ 
て 、 地球 連邦 政府 と 地球 連邦 氏 下 衝突 する 「 宇 宙 戦 国 時 代 」 が 到来 する こ . 
ド す 紛争 が 発生 する 6 (ゲオ ル グ ・ マ トウ ヴ : 


関連 ファ イル 


官 の 職権 乱用 が 社 
邦 政府 直轄 の 人 間 以 外 の 地 
切 認 め な ょ い 「 地 球 帰 選 に 関す る 特 例 法 


*、 連邦 政府 ・ 
っ て いた 。 「 デ ラー ズ 和 紛争 」 時 の 


Mlustration by KONOMU SEKIYAMA 


U.C.0100~130 年 代 の 世界 情勢 


13 較 
U.C.0100 年 代 以 後 の 地球 図 の キー ワー ド は 「 地 球 連 doris 
都政 府 ・ 軍 の 副 体 化 ] で ある 。 U.C.0100 年 代 に 入り 、 ジ UO EIT 


RA 6 地球 連 孝 
0 eA 箱 ] を 選 る 紛争 の 結果 、 ネ オ 

オン 共和 国 の 自治 権 旗 地球 の 不法 居住 者 の 摘発 結 | 1 でる の 本 すす 

化 、「 地 球 帰 時 に 関す る 特例 法案 」 の 可決 に 代表 され る 紀生 評 を 拉 り UC.0100 に 

既得 権 の 拡大 、 マ フ テ ィ ー ら 反 地 球 連邦 組織 の 弾圧 と 思 に 共和 国 が 自治 権 を 

想 統 制 な ど を 進め た 地球 運 邦 下 府 だ が 、 その 力 は 次 第 に 


訪 ま っ て いっ た 。 地球 圏 規模 の 政府 
巨大 さゆ ぇ に 機能 的 限界 を 迎え つつ あ - 

地球 連邦 政府 の 副 体 化 を 世界 
U.C.0123 勃 代 の コス モ ・ パ ビ ロ ニ ア 建 国 戦争 だ 
まし 、 地 球 連 者 


官僚 機 橋 は 、 そ の 


孝 政 J 


言 し た 。 の 下部 組織 た 
ライ バル 


U.C.O09O 年 代 前 期 の よう な [面倒 ] 「 コ ロニ 
心配 ] と いっ た 理由 だ け で は な 
た 続く U.C.0130 年 代 の 木星 
示す : ド で きず 、 コロ ニー 国家 群 の 台頭 を 招い た 


ブッ ホ ・ コ ン ツ ェ ルン (ロナ 家 ) 
建国 戦争 引き 起こ し た 


クロ スポ ー ン - バン ガー ド ビ 


コス モ ・ ク ルス 
武力 蜂起 し た CV は 双 く 間 


に フロ ンティア ・ サ イド を 制圧 
し 、 コ スモ ・ パ バビ ロニ ア を 潤 
国 。 地球 連邦 政府 と 軍 は 事 


ブッ ホ ・ エ アロ ダイ ナミ クス 


態 を 楽観 視 し て 初動 が 泌 れ ブッ ホ ・ エ アロ マシ ン 
う 確固 た る 対 

策 を 打ち 出せ ず 、 コロ ニー 群 内部 有 壊 。 反 中 

の 不信 を 招い た 海賊 と し て 本 


C.0120 年 代 頃 の 地球 


下 の 図 は 、 コ スモ ・ パ ピロ 


SEIENCE 
jey Ward 


ア 建 国 戦争 が 勃発 し た U.C.012O 年 代 


頃 の 地球 圏 で ある (重要 性 が 低い ラグ ラン ジュ ボイン ト 3 な ど は 省 い た ) 。 
時 代 の 都合 上 、 CV の 母体 と な っ た ブッ ホ ・ コ ン ツェ ルン の 関連 施設 が 目 


立っ で いる 。 地球 園 以外 で は 、 独 立 火星 ジオ ン 軍 こと オー ルズ モビ ピル の 


拠点 と な っ た 火星 、 木星 謝 国 (ジュ ピタ ー・ エ ン パ イア ) の スペ ー ス ・ コ ロ er 
ニ され た 木星 較 が 、 この 時 代 の 重要 エリ ア に あたる 。 星光 役 で は 地球 近 


血 邦 軍 の 月 艦隊 が 駐 負 
枝 は フロ ンティア ・ 


MM - サンライズ 
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も か ココ ロニ ー ぶ レー ザー 発 射 IE LASER 


ダカール 【 説 を 受け た 


要 性 も な 
か わら ず 、 
に は 、 先 の 「 ダ カー | 


た 。 (グリ フ を 改造 
用 い 、 エ ッ ゥ ー ゴ の 中 枢 拠 
ラナ ダ を 破壊 する 「 グ ラナ 2 


対 側 の ラグ ラン 
4 を 狙 林 可 


それ が 後に 「 ハ ッ テ 大 由 条 と 呼ば れる こと に な 
に SS 


、 陽動 こそ が 


グラ ナダ 狙撃 作戦 を ダ ャ ミト フ ・ ハ イマ ン 交 師 に 上 申 
れ た の は 、 総 帥 の 右腕 バス クオ ム 大 佐 上 
メタ 大佐 は 、 か つて 30 パ 
人 で あり 、 テ ィ タ ー ン 2 


[mu 


ダラ ナダ 市 を 狙撃 する た め 〈 ダ リプ ス 2) の 移動 を 
開始 し た パス ク 大 佐 は 、 コロ レー ボー 砲 で サイ 
8 パン チ を 破壊 し た 後 、 
し つつ 意 ガ ス (G3 ガス ) 攻撃 を 
毒ガス 攻撃 は 陽動 と し て の 意味 


ス 攻 撃 を 仁 挫 砂 た 
ズ の 間 で MS 戦 が 行わ 


内 に 注入 され 。 季 数 の 住民 が 犠牲 と な 


園 18 バ ンチ 、 
コロ ニー・ レ ー 


2) の 安全 な 移動 に 貢献 し て いる 
- 連 の 作戦 に は 、 ダ カー ル 演 説 後に 編制 され た 
部 上 加 。 中 で も 強化 人 間 の ロ ザ ミ 
ア ・ バ ダム は 、 エ ウゥ ー ゴ の 中 核 バ イロ ッ ト の : 
ビダン の 暗殺 任務 を 命じ られ て いた よう 


ダリ プス 8 


// 
/ | サイ Re・18( ン チ 


ザー を 腕 け る 


ティ ター ンズ は 、 グ ラナ ダ 狙 撃 の た 的 (グリ 


開始 。 エ 


代 と 攻 MB と の 


グリ プス 2). の コロ 


め 、 (モル ガル テン )〉 
で 強化 人 間 の ロ ザ ミ ッ 


エゥーゴ の 
進路 


〈 モ ル ガ ル テン )〉 の 戦闘 


ハイ マン の 許可 を 受け た パス ク ・ オ 
2) を 改造 し の 移動 準 
た 。 U.C.0087.11 


ァ ー ガ マ ) は サ 
補給 物資 を 受領 


《 リプ スズ 2) の 代入 を 
、 (タリ プス 2) の コロ 
2 


ター ンズ MS 隊 と 、 偵察 に 出 た - 
戦闘 は コロ ニー 内 に 及び 、 


クウ トロ パパ ジー ナ 大 肘 機 が : 
(モル カル テン ) に 被害 が 出 


の 人 2 087 チロ ( ア 
是 後 退 し た 。 12 月 7 日 の こと だ 


ーー ガマ) 


| サイ ド 2・21 バ ンチ へ の 毒ガス 攻撃 


12 月 1 日 、 ティ イタ ー ン ズ は サイ ド 2・21 パ ンチ に 毒ガス を 注入 
住民 を 虚 稔 。 サイ ド 2・18 パ ンチ の 破壊 と 同様 、 エ ゥ ー ゴ ら 


し 


ンズ は き 5 る 者 ガス 攻撃 を サイ ド 2 に 実 


の 反抗 意思 を 符 ぐ こと が 目的 だ が 、 陽 動 の 意味 も あっ た 。 素 カ ガス 施 いい ティ ター ンズ は 強化 人 間 部 際 も 投入 し 
注入 を 巡る ティ ター ンズ と : ゴ の 戦闘 の 最 中 、 (モルガ ル テ ゴ の 初動 が 早 : ニー へ の 毒 方 ス 注 
ン ) 以来 、《( ア ー ガ マ ) に れ ! ザ ミア ( ロ ザ ミ ィ ) ・ パ ダ て いる 。 も っ と も 、 サイ ド 2 へ の 攻撃 は (グリ プス 2) を 移動 させ る 


ム が 強化 人 間 と し て 芝 醒 し 、 カミ ー ユ ・ ビ ダン 模 を 負 概 。 作戦 終 


ンズ と 合流 し 後退 し た 


た め の 陽 動 の 意味 が 強く な っ て お り 
ラナ ダ 市 を 射程 内 に 収め つつ あっ た 


この 間 に ( グ リプ ス 2) は グ 


は 失敗 し た 。 ご の 間 に 
も (グリ プス 2) は 移動 を 続 
ラナ ダ を 射程 に 収め 


サイ ド g・ 
13 バ ンチ 


生地 点 


liustration by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
戦略 級 の 指向 性 エネ ルギー 
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叫 メメ ント モリ 攻防 戦 _ 


CB の み に 可能 な 
衛星 兵 導 破 嬢 作 戦 3 


攻略 戦は 大 きく 
メメ ント モリ 1 号機 の 攻略 戦 と 同 2 号機 の 攻略 戦 が 
や 戦術 が 異な る 。 

機 の 攻略 戦は 、 ア ロウ ズ が メメ ント モリ 1 号機 
5 諸国 を 攻撃 し 

連邦 政府 が 中 東 再編 計画 を 推進 

反抗 する 中 東庄 国 を E リ 

か も 攻撃 は 無 警 告 


た CB と カタ ロン は 


MS 運用 理論 : メメ ント モリ 攻防 戦 


ーー < 
The History of Warfare in A.D. 
西暦 の 戦史 解説 


正面 決戦 で は 勝ち 目 が な いと 判断 し た 
俺 と 一 撃 離 脱 戦 法 で 対抗 。 先行 投入 し た 
ダブ プル オー ライ ザー で イノ < 
母艦 プトレマイオス 2 の トラ 
を か わし て 突入 。 最後 は 、 
攻撃 で メメ ント モ り を 破壊 し 
ガン ダム を 駆 CB の 戦術 は 、 
に は 最適 の 、 
ドム が 可 


唯一 の 手段 
ナル の 太陽 
し つつ その 中 枢 を 狙 繋 で きる 


の ガン ダム 以外 に 存在 し な か っ 7 
続く メメ ント モリ 2 
は 様相 が 異な る 。 


mE09 wm2Wi 


攻撃 し た 。 この 時 の 戦術 は 、MSi 
2 号機 を 上 下 か ! 
ライ ザー ソー 
抗 が 弱かっ た 
・ ド み & り リチャード ・ ロ ウ 


と も あり 、 作戦 は 成功 し て いる . 
執筆 時 期 不 明 ) 


関連 ファ イル 写 


Miustration by lustration by KEISUKE SASAKI 


前 項 で 述べ た よう に 、 メ メン トモ リ 攻 略 作戦 に お け 
る CB の 勝利 は ガン ダム の 性 能 に よる 部 分 が 大 きい 。 


し 、 了 アロ ウズ や 地球 連邦 平和 維持 軍 が ライ 
ヴ [T] 搭載 MS を 主力 化し て いた た め 、 が ガン ダム に 
西暦 2307 年 時 の よう な 圧倒 的 な アド パン テー ジ は な 


ガン ダム の デー タ か ら 開 発 さ れ た イノ 
ベイ ド 専 用 MS は 、 パ ワー や 射程 な ど で ガ ンダ ム を 上 
回 っ て いた うえ 、“ ヴ ェ ー ダ "か ら の バッ クア ッ プ を 受け 
られ る と いう 利点 を 持ち 、 CB を 苦し めで いた 
それ で も ガン ダム が 最強 の MS シリ ー ズ と され た 要 
因 は 、 ガ ンダ ム の み 使 用 可能 だ っ た 「 ト ラン ザム 」 に 求 
め ら れる 。 実際 西暦 2312 年 時 の CB は 、 ト ラン ザム の 
使用 を 前 提 と し た 戦術 を 多用 し て いた 。 性 能 上 の 絶 
対 的 優位 が な い 以上 、 少 数 戦力 で アロ ウズ に 立ち 
向かう に は 、 ト ラン ザム 要 だ っ た の で ある 。 
傾向 が 顕著 だ っ た の が 、 メメ ント モリ 攻略 戦 た 


オリ ジ ナ ル の 太陽 炉 を 搭載 
する MS に の み 使 用 可能 だ っ 


ガン ダム の 性 能 は 、 特定 の 
軍用 形態 を 重視 し た 設 
ヴェ ー ダ の 支援 な し で も : 
ダム を 制御 する ガン ダム マ 


ク ら イノ ベイ ド が 開発 さ 
臣 理 も イノ ベイ ド が f B り 
ザイ ノ ベ イ ド に 助 カ を 求め た 隊 
た 


見 
・ カ タ ギ リ 司 
アロ ウズ に 提供 され た 


メ 
% 
ト 
業 
J 
を 
供 


衛星 兵器 メメ ント モリ ー x 


メメ ント モリ は 、 太 陽光 発電 シス テム を 利用 し た | 
衛星 の 一 種 で ある 。 軌道 エレ ベー ター の 低 軌道 リン グ の 上 を 


自由 に 移動 で きる た め 、 地球 上 の あら ゆる 場所 を 攻撃 可能 な 
点 も 特徴 だ っ た 。 その 存在 は 秘匿 され 、 稼 働 す る まで CB や カ 


タロ ン は メメ ント モリ の 配備 に 気付 か な か っ た 


因 メメ ント モリ の 構造 と 機能 


に いい リピ 


地上 へ の レー ザー 攻撃 
区 夫 道 リン グ 上 を 移動 


低 有 道 リ ング 


メメ ント モリ は 、 地 球 連邦 政府 が (イノ ベイ ドカ ら の 指示 
で ) 進め 中 東 再編 計画 


「 人 人類 の 意思 未 一 と [紛争 の 根絶 」 を 目指 す 地球 遂 
府 が 、 非 連邦 加盟 国 が 集中 する 中 東 地域 を 改 引 す べく 、 中 
東 再編 計画 を 推進 し た 。 この 計画 は 中 東 諸 国 や 反 達 邦 組 
織 の 抵抗 を 呼ん だ が . 地球 連邦 政府 は 軍事 力 で 対抗 。 反 3 
邦 活 動 の 活発 化 を 受け て 、 イ ノ ベ イ ド か ら メ メン トモ ! 
れ た アロ ウズ は 反対 勢力 の 環 減 に 動い た 。 


中 東 屈指 の 国 カ を 持つ ス 
イー ル 王 国 が 、 中 東 再編 計画 
に 反対 を 表明 。 他 の 中 東 語 国 
の 追随 を 防ぐ た め 、 ア ロウ ズ は 
スイ ー ル 王国 の 首都 を メメ ント 
モリ で 攻撃 硫 填 し た 


メメ ント モリ に よる 対 中 東 攻 撃 を 知っ た CB と カタ ロン 
れ 以上 の 被害 を 防ぐ た め メメ ント モリ の 撃破 に 動い た 
し 、 CB と カタ ロン の 簡 力 関係 は 限定 的 た 
は 立案 され な か っ た 。 先行 し で 
投入 し て いる 。 だ が アロ ウズ の 務 撃 で 大 打 繋 を 被り 、 筐 続 の 
CB が メメ ント モリ 攻略 を 担う こと と な っ た 


し < 低い 低 埋 道 リン グ ケ 上 か ら 、 自 由 電 チレ ー 
その 成 力 は 、 一 国 の 普 都 も 謗 時 に 壊滅 させ る 。 


陽光 発電 シス テム 。 
(人 9 て 軍 カ の レー サー も する 


A 


上 空 へ の 攻撃 
レー ザー 砲 は 上 部 と 下部 に 配備 さ 


ショ ン に 過ぎ な か っ た よう だ 。 アロ ウズ が メメ ント モリ を 運用 
し た 硝 景 に は 、CB の 復活 に 始ま る 反 連 邦 組織 の 活発 化 
や 、 アロ ウズ 司令 ホー マー・ カ タ ギ リ が イノ ベイ ド に 助力 を 
求め た こと な ど が あっ た 。 


動 を 再開 し 
: 主 な 敵 と し - 
カタ ロン 


を 与え 、 反 地球 連邦 活動 は | 
いた 


た 。 中東 語 国 の 国民 を 、 宇宙 
で の 強制 協 に 琵 事 さ 


中 東 の 軍事 力 を 殺 ぐ た め 、 
PO TE 
ラ 王 国 を 攻撃 。 攻 軸 目 標 は 
事 基地 rt 地 の 到 憶 に は 百 万 人 単位 の 
民 キ ャ ンプ も 巻き 込ま れ 、 腔 大 芋 民 が いた が 、 メ メン トモ リ に よる 
な 死傷 者 を 出し た 攻撃 の 巻き 添え に ! 


105-24 


メメ ント モリ 1 号機 攻略 戦 


① カタ ロン 艦隊 の 侵入 
全 宇 宙 戦 力 を 投入 し た カタ ロロ 


5 プトレマイオス 2、 レ ー ザ ー を 回 避 


アロ ウズ 第 隊 の 縫 攻撃 に 


アリ オズ 
名 加速 し 、 メ メン トモ リ か ら の レ 


メメ ント モリ 1 号機 を 巡る 戦闘 は 、 攻 撃 を 仕掛 
ン が アロ ウズ の 迎撃 を 受け る 形 で 始ま っ : 
オー ライ ザー を 先行 投入 し た 後 、 カ タロ ン か ら の 情報 を 基 に 


る ダブルオー 


アロ ウズ MS 部 | 
危 上 


イザ ー の 到着 
も り の 


④ CB、 戦術 プラ ン を 立案 


ソレ スタ ルピー イン グ 


た カタ ロ 戦術 プラ ン を 立案 し 、 即 座 に 攻撃 に 移っ て いる 。 情報 入手 
CB は ダブ ル か ら 作戦 実行 まで 、 ほとん ど 時 間 が な か っ た が 、CB は メメ ン 
トモ リ 1 号機 の 破壊 に 成功 し た 


カタ ロン 艦 職 、 大 打撃 を 被る 
[ 射 は 不可 能 と 判断 し 
隊 は 、 低 軌道 リン 
ガ デ ッ サ の 長 距 区 
メメ ント モリ へ の 
れ た 。 


GN.0000+ 
GNR-010 


勢力 の 反抗 意思 を 
く こ と が で きた 


ゃ 


戦 で 
の 射線 上 に 押し 出し 、 掃射 する つも り で あっ 


対 カ タロ ン 戦 で は 、 メ メン トモ リ の 対空 攻撃 機能 
ガ デ ッ サ の 長 距 離 射撃 で 敵艦 隊 に 打 刺 を 与 
MS 部 隊 で 
艦 栓 射 疫 で プトレマイオス 2 


目的 は メメ ント モリ の 破壊 。 戦術 杜 兵 器 ク ラス 
の 威力 を 持ち な が ら 、 司 喝 の 手段 で は な く 実際 


に 使用 され る メメ ント モリ は 、 必 ず 破 壊せ ね ば な ら 


本 的 な 事態 の 打開 に 


ベイ ター (大 
ペイ ド ) の 存在 


カタ ロン に よる メメ ント モリ 攻略 戦中 
E。 プトレマイオス 2 に よ 
トモ リ の 回 
撃 を 中 心 と し 
の 使用 が 大 前 


一 設 離 騰 の 戦 条 


ト ホ ー ム の メメ ント モリ 
宇宙 能 隊 と MS 部 隊 を 展開 。 配備 
7 ヘッ ド と ジン クス が 多かっ 
イノ ベイ ド 専 用 MS ガ デ ッ サ が 1 機 参加 し 
艦長 距離 攻撃 て 威力 を 発揮 し た 

底 隊 は 、 放 秀 を 人 
バイ カル 紅 ! 
| 能 で 編制 。 だ が 、 プ ト 
レ マ イオ ス 2 を 介 


戦術 の 立案 と 指揮 は アー バ 
当 


メメ ント モリ の 大 火力 と MS 部 隊 を 組み 合わ 
は 、 炉 減 戦 を 得意 と する リン ト 少 佐 な ら 
MS パイ ロッ ト で は 、 ラ イセ ン サ ー 


し 、 先 行 投入 され た ダブ ルオ ー ラ 
イザ ー は ガ デ ッ サ の 阻止 に 回 っ た 。 メメ ント モリ 
へ の 攻撃 は 、 残る 2 機 と 母艦 が 担当 し て いる 。 


人: 


メメ ント モリ 2 号機 攻略 戦 


ブレ イク ビ ピラー 事件 の 4 ヵ月 後 、CB は メメ ント モリ 2 号機 を 攻 
撃 し た 。 メメ ント モリ 2 号機 は ブレ イク ビラ ー 事 件 時 に 存在 が 発 
覚 し て いた が 破壊 に 失敗 し て お り 、 改 め て の 攻略 戦 と な っ た 。 
アロ ウズ の 防御 は 強 瑞 だ CB は 上 下 か ら の 挟撃 作戦 


パイ カル 寺 
宇宙 地 


艦 


『 GNXG609T 


GN-0000+ 
GNRO10 


GNR-101A 


GN-007 


アロ ウズ 個 は イノ ベイ ド 在 用 MS が 参加 せ ず 。 CB は 計ら 5 模 の MS: 
ンド 


を 採り 、 メメ ント モリ 2 号機 を 破壊 し て いる 。 ザム ライ ザー の ライ ザー ソー| り を 破壊 し た 


GN.006 


『 GN008 


CB の 進路 


CB の 砲撃 


llustation by KEISUKE SASAKI 


わっ た 。 作戦 目的 を 達成 し た の も CB で ある 。 し か し 、 ア ロ 
ウズ は ブレ イク ピラ ー 事 件 まで メメ ント モリ 2 号機 を 維持 し 、 
権限 の 集約 に 成功 し た 。 つま り 、CB の 勝利 は 戦術 的 な も 
の に 過ぎ ず 、 ア ロウ ズ は 2 基 の メメ ント モリ を 失い な 
戦略 的 勝利 を 収め た の で ある 


術 的 敗北 を 喫し た アロ ウズ だ が 
で 地球 連邦 平和 維持 軍 を 指揮 下 に 置い で お り 、 衛 星 兵器 の 
必要 性 は 著しく 低下 。 中 東 再訪 や 反 連 邦 組織 狩り も 線 


地球 連邦 政府 の 指揮 権 拡大 を 決定 
争 の 棋 絶 は 、 イノ ペイド の 影響 


メメ ント モリ 1 号 導 と 同 2 号機 を 破 』 
攻撃 の 可能 性 は な く な 
ず 、 水際 作戦 で し か な か 


で 、 対 地 レ ー ザ - 
だ が 事態 の 根本 的 解決 
と が 明らか に な っ た 。 


な ら 


請 果 的 に イノ ベイ ド と アロ ウズ の 勢力 を 強化 
江 は 危 事 能 打開 の た め 、CB は ヴェ ー ダ の 審 思 を 目 指し た 


MB サラ イズ MBS 


105.26 


機動 戦士 ガン ダム 00 


本 09 se Don 

ーー 

大 束 アザ ディ スタ ダン 王 国 
人 の 内 紛 


Confusion of Countries in The Middle East 
A.D.2307 


» 
に 


世界 に 見 捨て られ た 
中 東国 の 混乱 


私 設 武 イン ダ (以下 CB) の 

介入 が 始ま っ た 西 中 東 の アザ ディ 

タン 王国 。 宗教 指導 者 マ 

スー ド ・ ラ フ マ デ ィ ー が 正体 不明 の 武装 集団 に 拉致 
され た こと を 契機 に 、 軍 の 一 部 が 決起 し た の で : 

中 東 の 状況 は 以下 の よう な も の で 

あっ た 。 西 麻 、 ア ザ デ ィ ス タン 王国 を は 

じ め と する 中 東庄 国 の 多く が 、 上 


シス テム の 恩恵 を 
ある 。 軌道 エレ ベー ター と 大 | 
の 建設 計画 が 
せ 、 さら に 二 酸 1 
が 石油 輸出 規制 


その 間 に も 軌道 エレ 
粉 争 末期 に は 太陽 


中 車 講 国 は 最 委 国 へ の 坂道 を 
を は じ め と す 

済 的 価値 を 著しく 低下 
要 は な く 、 太陽 光 発電 


24 世 紀 初 頭 
ディ スタ ン 王 国 た 
国教 の 解釈 の 店 
立 し 、 主 体 的 政策 を 採れ 。 改革 派 
は 外国 勢力 を 招き 入れ て で も 国力 の 増進 を 目指 す 


点 は 見 出せ に 
マリ ナ ・ イ ス 


設 の 建設 に 清 ぎ 着け た 。 エネ ル ギ 


の 処置 で あり 、 議 会 の 承認 も 


関連 ファ イル 


0003.35 中 東国 


Mustration by SE JUN KIM Color by MAKO KUMADA (Wish) /Special Eflect by AKIKO YAMAKAWA (ASAHI PRODUCTON) 


アザ ディ スタ ン の 混乱 と 
ユニ オン の 借入 意図 


No 上 


GN-001 
GN-002 の 進路 


武装 集団 a 
PMC ト ラス ト の 六 路 。 覆 


マス ー ド 救出 作戦 
クー デ タ ー は 終息 し た が 、 

の 影響 で 国内 の 混 
肛 : 


スト が 関係 し て いる こと を 突き 止 
ぬ め た CB は 、 漆 使 先 と 見 らち れる 地域 を 放 
撃 、 マ スー ド を 救出 し た 。 


人 1) マス ー ド . ラフ マテ ィ ー、 投 致 さ れる 
国連 の 支援 の 下 、 太陽 光 保 1 テム の 受信 アン テ ナ 施 設 
を 建設 中 だ っ た アザ ディ スタ ン 王 国 だ が 、 改 半 派 と 保守 派 の 対 
立て 国内 の 意思 統一 は 進展 し な か っ た 。 外国 勢力 の 力 を 借り て 
近代 化 を 進め よう と する 改革 派 と 、 異 民族 の 侵入 を 嫌う 保守 派 
の 間 に 、 現 実 的 な 妥 博 点 が 見 出さ れ な か っ た た めで ある 。 そん な 
中 、 保 守 派 の 精神 的 支柱 で あっ た 宗教 指導 者 マス ー ド ・ ラ フ マ 
ー が 何者 か に 拉致 され た 。 これ を 改革 派 の 陰謀 と 見 な し た 
保守 派 (特に 超 保守 派 ) は 強硬 に 反発 し 、 国内 は 混乱 し た 。 


穴 教 指導 者 マス ー ド の 技 政 事件 を 巡り 、 デ モ が 発生 。 CB は 2 機 の ガン ダ 
ム を 地上 に 旗下 させ て いた が 、 プトレマイオス と の 連絡 は 取れ な か っ た 。 


CB マス ー ド を Ri 


CB の 介入 、 ユニ オン 軍 の 展開 に より 、 クー デ タ ー 自 体 は 終息 
に 向かっ た が 林 陽 光 発 電 関 連 の 技師 が 撤退 し た うえ 、 競 発 的 
な テロ が 続く な ど アザ ディ スタ ン 国 内 の 混乱 は 続い た 。 マ スー ド 
の 行方 不明 が 要因 だ っ た 。 太陽 交 発 電 ア ン テ ナ 施設 の 破壊 に 
PMC ト ラス ト の MS が 関与 し て いた 事実 を 知っ た CB は 、 そ の 洪 
伏 先 と 見 られ た 地域 を 攻撃 。 攻撃 を 之 け た 武装 集団 は 応戦 し つ 
コマ スー ド を 連れ て 撤退 し た が 、 そ れ を 予想 し て いた CB は 撤退 
中 の 武装 集団 を 前 撃 し 、 マ スー ド を 救い 出し た 。 


履 斑 派 の 陰謀 と 見 な 


マス ー ド が 拉致 され た 直後 、 履 草 洲 の 求め に 応じ 
ン 軍 が アザ ディ スタ ン 王 | っ た 。 介 入 す 
る 価値 の な か っ た 中 東 に ユニ オン 軍 が 派遣 きれ た 背 
景 に は 、 出現 が 予測 きれ た ガン ダム へ の 対処 が ある 。 


し て おり 、 ユ ニオ ン と し て も 対応 の 必要 が あっ た 
アザ ディ スタ ン の 内 紛 に は 、 ユ ニオ ン 以 外 の 外部 

勢力 も 関与 し て いた 。 拉致 実行 

る 。 PMC ト ラス ト の アリ ー 


ンダ ム 画 獲 作戦 を 実施 
@ 王国 で クー デ タ ー が 発生 
保守 涯 と 改革 派 が それ ぞ れ の 思惑 で 動い た 
こと も あり 、 国 内 の 情勢 は 急速 に 悪化 。 内 戦 
の 勅 発 を 予想 し た CB は 2 機 の ガン ダム に 内 
幸 介 入 の 準備 を 開始 させ た 。 改革 派 の 要請 
軍 の 入園 を 契機 し て 、 保 
は CB が 拝 除 し た が 、 
光 発電 受信 アン テ ナ 施 設 が 破壊 され た 。 
) マス ー ド 、 王宮 に 上 帰 選 
CB は 事前 通告 を 行っ た 後 、 マ スー ド の 身柄 
を 返 思 し た 。 帰 選 し た マス ー ド は 投 到 実生 
包 の 正体 を 公表 し た 後 、 マ リナ イス マイ ー ル 
皇女 と の 共同 声明 で 内 埋 お よび テロ 活動 
の 中 止 を 呼び か けた 。 これ に より 事態 は 一 
両派 の 対立 は 続い た 
@ Po 
投 致 され る と いう 事件 が 発生 。 保守 派 が a 
た こと も あ 
混乱 。 CB は 2 機 の ガン ダム を 派遣 し て いた ュ ン 
ustration by AKIO UNUMA 
OE 
保 派 が 講 会 を ボイコット し た うえ 、 故 若 派 は ユ 5 MORE INFO! 
度 的 に 高まっ て いた 。 これ を 党 け た CB は 、 エ ー ジ ェ ント の 王 劉 美 と その 後 の ア ザ デ ィ ス タン 王国 
地上 に 留まっ て いた 2 機 の ガン ダム を 中 心 に 、 葵 発 が 予 想 れ た 
内 戦へ の 介入 準備 を 進め た 。 改 基 派 の 要請 で ユニ オン 軍 が ア 
ザ デ ィ ス タン 王国 に 入っ た 直後 、 アザ ディ スタ ン 軍 内 の 保守 派 が 
決起 。 太陽 光 発 電 受 信 ア ン テ ナ 施設 の 破壊 を 契機 と し て クー デ 
ター が 発生 し た が 、 CB ヒ ユ ニオ ン の 介入 で 針 表 化 に 向かっ た 。 
i 政府 の 横 立 を 経て 、 よ う や で 
4 罰 西暦 312 年 の アザ ディ スタ ン 和 王国 
。 マ ズー ド の に よし. 人 の 上 
を た く 立 た な 地球 参加 し な か っ た た 
CB と ユニ オン の 介入 で 守ら れ た か に 思わ れ た 太陽 光 発 電 受 信 ア ン テ ぁ で の 
第 三 勢力 に より 破壊 。 クー デ タ ー 軍 は ガン ダム に 排除 され た 。 
4) マス ー ド 、 ア サテ ディス タン 王宮 へ 
プトレマイオス と の 連絡 が つい た 地上 の CB は 、 戦術 予報 士 ス 
RE RE or マリ ナ 邊 が 邊 
事前 通告 の 後 、 非 武装 の ガン ダム 1 機 が アザ ディ スタ ン ER 
El マス ー ド を 引き 渡す と いう も の だ っ た 。 この ミッ 男 西暦 314 年 の アザ ディ スタ ン 王 国 
、 紛争 が 仕組 まれ た も の で あっ た こと を 公表 。 その 後 、 マリ 地球 連邦 新政 府 の 融和 的 政策 に より 、 回 情 は 少し 
ナ ・ イ スマ イー ル 和 皇女 と マス ー ド は 共同 声明 で 、 内 戦 お よび テロ つ 安 定 に 向かっ た 。 中 東 再編 計画 制約 に 中 
活動 の 中 止 を 呼び か けた 。 だ が 、 内 紛 は その 後 も 継続 し た 。 画 労 動 に 就 か され た 還 民 の 帰 通 も 進め られ た 
マリ ナ 畠 自ら 中 
世界 が 見 中 る 中 、 ガ ンダ ム が 王 
これ に より 事態 は ー 
ema・9> ラ ィ x・Mes 106.22 


機動 戦士 ガン ダム 
WORLD GUIDE Es neD3 se 29p 


コ と 


匠 庫 セン サー と 通信 シス テム 癌 還 


MS の ハン ド シ グ ナル は 、NMIS の 身振り 手振り で 情 それ で も 戦闘 中 以外 の 無線 通信 が 好ま れ な い の 


人 型 臣 喘 の 特性 を 活か し た | ほえ る 手段 だ 。 敵 機 を 発 J 遂 和 内 容 の 湯 
の た 危険 性 を 無視 で 


アナ ログ な 通信 方 法 0 た ポイ キー 


く テム を 解説 する ( モ 
いて は 別 稿 を 参照 の こと ) 。 
ノ フ スキ ー 粒 子 の 散布 工 術 が 一 般 化し : 


機体 同士 を 接触 させ る こ 
と で 、 一 衝 可能 と する も の 用 
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で も 根本 的 解決 を 見 で て いない. 接触 回 線 も 、 人 型 
一 般 的 無線 通信 ほど の 利便 性 航 宙 機 や 准 甲 戦闘 


使用 され る ほか 、 アナログ 

手段 も 広く 使わ れ て いる 。 ノ フ メキ ー 粒 子 の 存在 が 

7 手段 を 発達 させ た わけ た は 無線 
され て いる 。 短 距 離 限 


Mlustration by TOMOTAKE KINOSHITA 


通信 シス テム の 笠 体 化 em : 


可視 光線 を 除く 、 多く の 電磁 波 を 減衰 さ 
せる ミノ フス キー 粒子 に より 、 無 線 通信 は 著 
し く 使 い に くく な っ た 。 結果 、 旧来 の 通信 手 
段 が 見 直さ れ 多用 され て いる 。 


ミノ フス キー 欄 子 の 聞 


ー 直 に 時 き 


た 新兵 器 MS。 特殊 
電磁 波 効果 の 中 で 
も 、 充分 を 短 葛 交 通 
信 能 力 を 発揮 する 


まう 。 この た め 、 可 視 光 線 を 除電 互 流 を 用 いた 
無線 通信 (特に 長 距 離 無線 ) は 使い に くく な る 


ミシン フス キー 粒子 の 影響 下 に お ける 短 四 離 通信 
は 、 光 通信 や 信号 弾 な ど が 確実 視 さ 
合 . 人 型 兵 器 の 特性 を 活か し て ハン | 


SEIENCE 
key Word 


一 般 的 索敵 


。 一 週間 戦争 時 、 外部 
と 連絡 が つか な いま ま 
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フス キー 
環境 下 fA 
手段 は 「 有 家 可能 な 
も の が 多い 。 総じて ア 
ナ ロ グ を な 手段 だ が 確 


ハン ド シ グ ナル 
ター を 使 


フス キー 粒子 対応 の 


通 


フス キー 幸子 散布 環境 下 に 対応 し た 
東 敵 ・ テム は 、 車 載 用 や 個人 携 
行 用 も 広く 配備 され て いる 。 デー タ ボッ ド や 
通信 簡 (手紙 )、 口 頭 で の 伝 悦 と いっ た ア 
ナク ロ に すら 思え る 手法 も 、 傍 愛さ れ 難 いと 
いう 特徴 か ら 使用 され 続け て いる 。 


上 部 民 を 中 必 に 上 


ン フス キー 粒子 に 
する 防護 装置 を 組 


| み 込 ん だ こと も あり 
軍 の 個人 用 無線 械 
は 大 型 な まま だ っ た 


シフ スキー 失 衝 布 雷 條 下 0 通 信 手段 


ミノ フス キー 粒子 の 散布 環境 下 で 多用 さ NE 
れる 通信 手段 と し て 、 以下 の も の が 挙げ ら » EE 
れる 。 長 由 離 で の 無線 離 通信 手段 は 限定 も Log か 
され る た め 、 至近 一 短 距 離 用 が 多い 。 通信 手段 の 一 種 


特定 の 周 流 致 の 電器 泣 を 月 いた 無線 通 


音声 や 映像 な ど を や り 取 りす る 。 ミノ フス 
キー 粒子 の 影響 下 で も 短 距 離 以内 な ら 充 分 
に 使用 可能 で 、 戦 開 中 を 中 心 に 多用 され る 
MS の 身振り 手振り で 
MS の マニ ピュ レー ター を 用 い 、 様 々 な ジェ ス NH 
チャ ー で 意思 貴 通 を する 。 人 間 が 手 tb な ど 簡 単 な 
の と 同種 で ある 。 MS の 挙動 だ け で : 本 に 
で きる た め 、 無線 封鎖 時 の 通 適する 行動 時 に 有効 
機体 同士 を 接触 、 また は 通信 用 ケー ブル で し 
線 通 信 を 行う 。 物理 的 に 接触 し ゲ が 
な いた め 通 信 可 能 距離 は 極め て て いれ ば 何 機 
短い が 、 傍 自 さ れる 可能 性 が 皆無 で ある 。 通信 可能 な 
回線 と 異な り 
MS の カメ ラ ・ ア イ や 投光器 を 点 減 を せ 、 間 AO 
思 を 伝 : 減 させ る | れる 。 モノ 
いる こと で 長文 を 送る こと が oe アイ を 用 いた ジオ ン 
減 を 伴う た め 商 機 に : 発見 され る リス ク も ある 。 公国 軍 の 例 が 有名 


ERE 


の 間 で ET 

2 は 
生 

rr 


特定 の 色 の 関 光 弾 や 発煙 弾 を 打ち 上 げ る 
通信 手段 で 、 旧 世紀 か ら 使わ れれ 続け て いる 。 
「 全 部 隊 撤 退 」 な ど 、 戦 域 全体 の 味方 に 命令 
を 出し た り 、 情報 を 伝え た りす る 際 に 用 いる 


レー ザー を 介し て 情報 を や り 取り する 通信 手 
フス キー 粒子 の 影響 下 で も 長 距離 逝 


レー ダー と 無線 通信 を 無力 化す る ミノ フ 
スキ ー 粒 子 だ が 、 そ れ を 逆 用 し た 案 英 手段 
や 通信 技術 も 開発 され た 。 一長一短 が あ 
り 、 従来 の シス テム と 俳 用 され る 。 


ミノ フス キー 粒子 を 媒介 と する 通信 
手段 。 当然 、 ミ ノ フス キー 粒子 
阻害 され な い 。 ビッ ト や ファ ン ネ ル 
フス キー 往 子 散布 理 境 下 で も 使え る の 
は 、 ミ ノ フ スキ ー 通 信 を 用 いる た めで あ 
る 。 安定 化 に は 強い 感応 波 ( 高 レ ベル 
の ニュ ー タ イプ ) が 必要 な た 


UC 180 和 の 人 9 
は 、 分 離し た 無人 
ユニ ッ ト の 制御 に 使用 


ミノ フス キー 粒子 の 変化 を 観測 する 
こと で 、 目標 を 探査 する シス テム も 開発 
され た 。 尊 子 違 度 の 変化 や 干渉 波形 
を 基 に 導電 物質 の 位置 と サイ ズ を 調 
* る ミノ フス キー 王 小波 形 分 析 式 逆 探 
知 シ ステ ム 、1 フ ィ ー ル ド の 崩壊 状態 を 
製 測 し 前 布 源 の 位置 を 予 財 する ミノ フ 
スキ ー・ レ ー ダ ー が 詩 当 する 。 


目標 と ダミ ー の 判別 が 次 
し いな ど 、 間 題 点 も 少な か 
ら ず 抱え 
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War and Dispute in U.C. 


反 地 球 連 邦 プ ロバ ガンダ と し 
時 面 も 見 逃 せ な い 。 


の テロ リズ ス 型 大 
5 知ら れ て いな 

期間 は 約 1 ヵ 7 リー ト は 「 星 の 居 」 作戦 を 

ジオ ォ ン 公国 軍 3 作戦 の 成 香 に か か わら ず 了 戦力 を 


を 舞 撃 し 
大 な 被害 を 与え た ー ズ ・ ワ リード 2 
「 画 は 「 星 の 居 」 作戦 と 呼ば れる 


フリ ー ト の 意図 を 
攻撃 側 の 
は いえ 、 観 艦 式 へ の 述 
F うた 


- 部 は 「 星 の 居 」 作戦 の 全 


by JUN WADA 


。 これ に より ジ ォ ン 公 国 は 
南極 条約 も 失効 し て いる 。 
、 地 球 連 邦 政 褒 残 
党 は 、 武 装 テ ロ 組 織 と いう 位置 付け に な っ た うえ 、 核 
兵器 の 運用 に も 法 的 問題 は な いこ と に な 
だ が 、 デ ラー ズ ・ フ リー ト は これ を 認め な か っ た 。 
ジ ォ ン 共 和 国 は 便 偶 政権 で あり 、 ジ ォ ン 公国 は 残 
党 組 織 に よっ て 継続 し て いる と する 立場 を 取 = 
だ 。 南極 条約 が 有効 で あり 、 連 邦 軍 の 核 
MS 開発 を 絆 弾 す る た め に も 必要 な 解釈 だ 
その 一 方 で デラーズ ' フ リー ト も 、 南極 条約 違反, 
コロ ニー 落と し を 実施 し て いる 。 た だ し 、 デ て 紛 
争 で デラ ー ズ ・ フ リー ト が 壊 減 し 、 生き 残っ た : 
アタ シズ 先 道 杉 隊 に 回 収 され た 
で 正当 化し て いた の か は わか っ て 


一 年 争 間 藤 か ら 1 月 徐 に 締 
結 さ れ た 南極 条約 は 、NBC 兵 
用 や 落と し な ど 


MORE INFO! 
ガン ダム 開発 計画 


一 年 款 争 直 後 、「 連 邦 軍 再建 計画 ] の 一 環 と し て 進め 
られ た 新型 MS 開発 プロ ジェ クト が 「 ガ ンダ ム 開 
だ っ た 。 ジョ ン ・ コ ー ウ ェ ン 連邦 軍 中 村 の 管理 下 で 、 ア 
ナハ イム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (AE) が 実施 し た 


系 の 技術 徐 全 を 上 
を 試作 。4 機 目 は ガン ダム と | 


RX-78GP02A 
ガン 
が 


オサリバン 常務 


号機 


各 勢 力 の 目的 ご 戦術 


ズ 紛 争 は 、 反 連邦 プロ パガン ダ や 地球 連邦 へ の 
打撃 に 伴う スペ ー ス ノイ ド の 地位 向上 を 目指 し た と 見 られ 
る ・ フ リー ト が 引き 起こ と し た 。 デラ ー ズ ・ フ リー ト に 
主導 権 を 握ら れ た 地球 連 孝 軍 は 「 星 の 居 ] 作戦 に 振り 回 
され 続け た 。 し か し 、| 旧 ジオ ン 公 国軍 残党 で は シー マ 艦 隊 
が 、 地 球 連邦 軍 で は コリ ニー 派 が 事態 を 利用 すべ く 暗躍 
し て お り 、 両 勢力 と も に 一 枚 岩 で は な か っ た 。 


レプ 


ズ ・ フ リー ト は 、 か つて の 半 個 艦隊 ( 
地球 連邦 軍 は 作戦 意図 や 戦術 を 読み きれ ず 、 場 当たり 的 な 対応 に 終始 


地球 連邦 軍 が ガン ダム 開発 計画 で 
開発 し た 、 枝 兵 問 運用 MS を 奪取 。 こ 
れ は 後 の 観艦式 舞 撃 に 用 いる だ け 
な <、 観 重 式 吉 撃 と 合わ せ て コ | 
落と し の 陽動 と し て の 意味 も あっ た 。 


杜 兵 器 運 用 MS 
列 頭 ご と 束 取 。 これ は 作戦 の 


当初 は 棲 兵器 運用 MS (ガン ダ 
ム 試 作 2 号機 ) の 奏 回 、 観 式 時 
は 核 攻 撃 の 阻止 、 コ ロニ ー 落 と し 
時 に は その 阻止 と デラ ー ズ ・ フ リー 
ト の 掃討 を 目的 と し た 。 


ガン ダム 開発 計画 の 責 
任 者 ジョ ン ・ コ ー ウ ェ ン 中 
的 は 責任 を 問わ れ た 


デラ ー ズ ・ フ リー ト の 動き を 単 な 
る ゲリラ テロ 活動 と 判断 し て い 
た た めか 、 場 当 
始 。 結果 、 


ジョ プロー へ の 広 撃 を 共 れ 
る 一 方 で , デラ ー ズ フリ ー 
ト を 過小 評価 し て いた 。 


シー マ 理 隊 か ら の 情報 提供 を 
愛 け 、 紹 争 を 派閥 の 勢力 拡大 に 
- 中 将 を 更 


参謀 の ジャ ミト フ ・ ハ イマ 
ン 淫 将 が 、 実務 面 を 取り 
仕切 っ て いた よう だ 


コロ ニー 落と 


コン ペイ トウ へ の 楼 攻 撃 や コロ 
ャ ッ ク を 意図 的 に 見 過ごし た 


地球 近海 で の コロ ニ 
この 際 . 
ラ ・ シ ステ ム H を 投入 し て いる 。 


コロ ニー 避 撃 戦は 、 
ー トラ 准 笠 の 右 腹 バク ス * 
オム 大 佐 が 指揮 し た 


毒 取 し た 核兵器 運用 MS を 投入 し 、 
コン ペイ トウ で 挙行 され た 地球 連邦 軍 だ 
の 観 能 式 を 撃 。 核 攻撃 を 実施 し 、 観 


で は コロ ニー ジャ ッ ク が 進め られ た 


地球 連邦 軍政 府 


EE 


| 


協 を 要 計 


壇 カ 
畠 


デラ ー ズ ・ フ リー ト 


伴い 移送 中 
ク し 、 北米 
に 落と し た 。 当初 、 月 へ の コロ ニー 落と 
の 衰 し を 偽装 し て 地球 連邦 軍 の 追撃 を か わ 


[ 星 の 大] f 


の 最終 段階 。 目標 は 北米 


行為 で あり 、 プロ / イ ガン ダ で も あっ た 。 だ っ た が 、 当初 は 月 へ の 軌道 に 乗せ た . 


デラ ー ズ 中 将 の 理想 に は まっ た 
嶋 し て お ら ず . 自己 利益 を 追求 


旧 ジ オン 公国 に 良い 
情 を 持た ず 、 自己 利益 の 
最大 化 を 目指 し た . 


く 、 地球 連邦 軍 の コ 
リーー 派 と 通じ て いた 


デラ ー ズ の 求め に 応じ て [ 星 の 


デラ ー ズ ・ フ リー トカ ら の 要請 に 
応じ た アク シズ は 、「 星 の 選 」 作戦 
援 を 決定 。 た だ し 戦力 の 
再編 中 だ 、 後 方 支援 の み 


試作 MA を デラ ー ズ ・ フ 
手 不足 の アク シズ と し て も 、 ペ テラ リー ト に 提供 し た の が 、 只 
ン 将兵 の 参加 は 歓迎 し た 一 の 戦力 支援 だ 


員 天 ・ サ ン フィ ズ 


106-26 


106-2Z 


[ガンダム 開 発 計画 ] に お ける 核兵器 運用 MS の 試作 、 コ 
ン ベ イ トウ で の 観 「 コ ロニ ー 再 生計 画 ] に 伴う コロ ニー 
の 移送 と いう 3 つの 条件 が 描 と で 、 ー ズ ・ フ リー ト は 
「 星 の 局 ] 作戦 を 実施 し た 。 その 第 一 弾 と し て 実施 され た の 
が 核兵器 運用 MS の 奪取 だ ー ズ ・ フ リー ト は スパ イ 
を 通じ て 「 ガ ンダ ム 開 発 計画 ] の 詳細 情報 も 得 て い た 。 


重力 下 試験 の た め 、 ガン ダム 試作 1 号機 と 枝 兵 義 運 用 型 の 同 | 
作 2 号 機 、 運用 試験 母艦 (アルビ ピオ ン ) が 豪州 トリ ント ン 基 地 に 入っ 
た 。 これ を 受け た デラ ー ズ フリ ー ト は 「 星 の 居 」 作 戦 を 発動 する と , 試 
作 2 号機 を 奪取 し た . 


地 に 潜入 し た アナ ベル ・ ガ トー 少佐 が 、 試 作 2 
強敵 。 追 戦 の 末 、 試作 号機 は HLV で 大 気 因 を 名 


観艦式 机 


ガン ダム 試作 2 号機 を 回 収 し た デラ ー ズ ・ フ リー ト は 、 そ の 
存在 を 地球 園 全域 に 公表 し た 後 、 コ ン ペ イト ウ で 挙行 され た 
観 秀 式 を 前 撃 し た 。 地球 連邦 軍 も 観艦式 論 撃 の 可能 性 を 
重視 し 、 コ ン ペ イト ウ の 防衛 を 密 に し て 待ち 構え た 。 ほぼ 同時 
ー ト の 主力 艦 光 や シー マ 艦 隊 も 、 作 戦 の 最 
落と し の た め 行 動 を 開始 し て いた 。 


UC.Q083.11.10 UC.0083.10.23 


U.C.0083.10.31 


誠人 2 号機 回 収 後 、2 遂 間 ほど 柄 李 行動 に 出 な 4 な 
・ っ た が 、 コン ペイ ト 、 作 2 号機 を 中 心 と し た 部 隊 を es 
・ フ リー ト に よる コン ベイ トウ 問 撃 は 観 艇 式 の UCQO83.11.02 
最 中 に 行わ れ 、 試作 2 号 棋 は 坊 箱 旨 を 突破 し て 令 攻 撃 に 成功 1 6 
観 間 艦 隊 の 3 分 の 2 に 、 航行 不能 以上 の 被害 を 与え た 。 > ラ 
U.C.OO083.1 1.04 


観艦式 朋 撃 直径 、 デ ラー ズ ・ フ リー ト は 「 星 の 居 ] 作 戦 の 本 
命 で ある コロ 一 落と し に 移 月 へ の コロ ニー 落と し を 偽 
装 し 、 に は 地球 の 北米 大 陸 に 落下 させ る も の だ っ た 


造反 し た うえ 、 コ ロニ ー が 迎撃 を 生け る アク シ デ ント が あっ た 
が 、 計 画 通り コロ ニー は 落下 し た 。 


UC.0O83.11.10 


2610 
空 で 核 パ ルス エン ジン 


り 切 り 、 地 球 へ 。 


を 晒さ せ # た も の の 失 攻 。 コロ ニー は 北米 の 電信 地帯 を 直 処 し た 


U.C.O083.11.18 
21:47:51 


フリ ー ト だ が 、 中 将 の 死 を 
を 実 硫 し 、 地 球 に 落下 し た 
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llustetion by JUN WADA 


紛争 の 結果 と その 後 4 


い .C.0083.10.13 に 半 発 し た デラ ー ズ 紛争 は 、11 月 13 日 に 終わ っ た ee 

(テロ リズ ム 型 紛争 アク シズ の 内 部 対立 
戦闘 終結 日 が 紛争 の 終わ っ た 日 だ と 考え て いい ) 。 デラ - 1 

「 星 の 層 」 作戦 を 完遂 し た が 、 そ れ を 地球 連邦 軍 の 一 部 = デコ 


一 年 戦争 後 2 で 戦力 を 拡 売 し て 
利用 され る 形 と な り 、 地球 園 は 新た な 弾圧 の 時 代 に 入 - 


っ て いっ た 。 


ず 、 相 織 B9 放 動か 還 
グリ プス 戦役 期 ま で 残党 勢力 は 静 体 化し 


9 人 の 
の も 滑 


馬 蘭 国連 軍 結 成 - 
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世界 結 一 へ の マイ ル 久 トー と な た 
較 澤 の 鍋 凡 


西暦 2308 年 、 三 大 勢力 は 国軍 軍 を 結成 し 、 ソ レス 
タル ビー イン ダ (以下 CB) 残 減 に 動き 出し た 。 この 直 


前 、 勢力 は 合同 で ガッ ダム 南 獲 作戦 「 プ ロジ ェ 
クト G」 を 実施 し な が ら も 失敗 し て いる が 、 そ れ に も 


か か わら ず 新 た な CB 対策 が 行わ れ た の に は 理由 
が ある . 


「 ブ ロジ ェクト G」 の 結果 、 三 大 勢力 が 確認 し た か 
ンダ ム の 数 は 7 機 と な っ た 。 7 機 も の ガン ダム は 三 大 
勢力 が 結集 し て も 対処 困難 、 新 た に 登場 


し た チー ム ト リ ニテ ィ の ガン ダム スロ ー ネ 3 機 は 、 民 問 
人 へ の 披 害 を 願 み な い 過 敬 な 戦術 で eR 


六 さ れる し か な か っ た 。 
受け 入れ を 考慮 し 始め た 
吉報 が も た ら さ れ た 。 CB の 内 通 


頃 、 思い も 寄ら な い 
者 が 、 ガ ンダ ム と 同等 の 性 能 を 持つ MS を 三 大 勢力 
に 提供 し た の で ある 。 


歴史 フォ ー カ ス : 国連 軍 結 成 


The Encircling net to CB 


クス と いっ イィ 
i こと GN ドラ イヴ [T ( タ 

2 MS で ある 。 し か も 、 そ れ が 30 機 も 提 
供 き れ た こと で 、 両者 の 戦力 差 は 一 明 で 逆転 し た 。 


の 間 ンク ス の 人 性能 を 確認 し た 国連 軍 
は 、 本格 的 な CB 磯 減 作 戦 「FALLEN ANGELS」 
を 発表 。CB の 壊滅 は 時 間 の 問題 と な っ た 。 


定 さ れ て いた 。 CB の 武力 介入 、CB に 対 
NAS の 


「 イ オリ ア 計 面 」 の 中 間 フ ェ イ ズ だ っ た の で ある 。 
し 起こ っ た CE 壊 波 へ の 動き は 、 第 三 
っ て 変質 させ られ た も の だ っ た 。 「 イ オリ 
「 画 」 の 准 明 期 か ら 計 画 の 乗っ 取り を 画策 し て きた 
コー に 家 の 一 員 、 ア レ ハ ン ドロ ・ コ ー ナ ー 国 連 大 使 
一 族 の 野望 を 実現 すべ < 陰 謀 を 巡ら し て いた の た 
アレ ハン ドロ は CB の 監 者 を 季 め つっ 、 GN 
ィ ヴ [TI ON き を 秘 審 裏 に 進め 、 リ 
ニア トレ イン 公社 総裁 ラグ ナチ ・ ハ ー ヴ ェ イ を 操り チー 


ml09 se D7 


ム ト リ ニテ ィ の 編成 と 武力 介 和 を 行わ せ も し た 。 そし 
で て 、 トリニティ の 過激 な 武力 介入 で 世界 の 危機 感 


トリ ニテ ィ 、 そし て CB を 破 減 へ と 追い や っ て いく 。 
こう し て 「 イ オリ ア 計 画 」 の すべ て を : に 収め る 
か に 思わ れ た アレ ハン ドロ だ が 、 イオ リア ・ シ ュ ヘ ン ペ 
ル グ の 遺志 が 思わ ぬ 形 で 立ち 塞がっ た 。 
(レイ モン ド ・ ポ ボー ダナ イン 


関連 ファ イル 


MIO 42 ロ - ネ アイ ン / GNW02 ダム 2G- ネ ツヴァイ 00-01-22 
GNW.003/GNW.003/SH ガン ダム 2 ロー 社 ラ イリ イ アツ) 00.01.24 
N603T ジン クス 90o125 
CB セカ ンド チー ム 出 現 00.03.06 計 
西 届 の ガン ダム 90.03.20 計 
ガン ダム 畠 対 作戦 「FALLEN ANGELS」 
イオ リア 計画 
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AD.2363) 


イサ リア トシ ュ ハ ン ペ ル グ が 立案 
た も の で 、「 来 る べき 対話 を 最終 


Miustration by YOSHIKAZU SAMURA Color by AKEMI TESHIMA (Wish) Special Efiect by AKIKO YAMAKAWA (ASAHI PRODUCTION) Background by EMI WAKAMATSU (KUSANAGI) 


機動 戦士 ガン ダム OO 


WORLD GUIDE 


アレ ハン ドロ に よる 
“ツェ ー タ ” 確保 


地球 へ と 降下 し 。 
MSWAD 基 地 を 攻撃 し た 。 


SVMS:01 


Lu 年 促 


(GNWI002 


O 
和 


プトレマイオス 
ガン ダム の 進路 


トリ ニテ ィ の 六 路 m 雪 


戦闘 発生 地点 x 


還 り トリ ニテ ィ 、 プトレマイオス と 接触 


勢力 に よる ガン ダム 直 獲 作戦 「 プ ロ : ト G] を 生き 抜 
ンダ ム マ イス ター た ち が プ トレ マイ オス と 信 流 、 同 じ く 宇宙 
ー ム トリ ニテ ィ と 接触 し た 。 し か し 、 ト リ ニ ティ は 裕 
ダム スロ ー ネ や GN ド ライ ヴ [T] の 出自 を 秘匿 
し た うえ 、 彼 ら に 指示 を 与え て いる 人 物 の 存在 を ほのめかし て い 
る 。 さら に プトレマイオス チー ム の 方 針 を 否定 する と 、 狂 自 路線 
で の 武力 介入 を 宣言 し た 。 この 直後 、 ト リ ニ テ ィ は ユニ オン の 
MSWAD 到 地 を 攻撃 し 壊滅 さ せ た , 


ey 


プトレマイオス に 入っ イ は 独自 に ヴェ ー ダ と 接触 。 MSWAD 基 
地 へ の 攻撃 で は 、 真相 に 気付 いた レイ フ ・ エ イフ ェ ン 教 提 そ 和 害 し た 


OETTT = =  / 


勢力 が 国連 管理 下 で の 軍事 同 障 を 締結 し 、CB の 掃討 
連 軍 の 結成 で ある 。 30 機 も の ジン クス を 得 て 
提供 の 事実 は 伏せ や られ て いた 。 ほぼ 同時 に アレ 
ハン ドロ は 、 ヴ ェ ー ダ の ホス ト の 確保 、 ト リ ニ テ ィ と それ に 命令 を 下 
し て いた トレ イン 公社 結 裁 ラウラ ナ ・ ハ ー ヴ ェ イ の 切り 栓 て に 動き 


シン クス 部 陣 を 配信 し た 三 大 勢力 は 国連 軍 を 結成 し CB は 戦力 上 の ア 
を 得 失 。 トリ ニテ ィ も ジン クス 隊 に 笠 昔 を 強い られ た 


が CB 圧 減 に 動く 中 、 黒 幕 の ア レ ハ ン ドロ は 
“ヴェ ー ダ " の 確保 を 進め て いた 。 "ヴェ ー ダ " と の リ 
ンク 能力 を 持つ 少年 り ボ ポン ズ ・ ア ル マ ー ク を 利用 し て 
"ヴェーダ" の ホス ト が 隠さ れ て v に 入り 、 その コ 
ント ロー ル を 春 お うと し て いた の で ある 。 “ヴェーダ "が 


⑧ プトレマイオス , た 


: ム を 使用 し た こと も あり 、 
し 終結 し た 。 同時 期 、 ア レバ ンド ロ 国 連 大 使 が 、 
に 接触 入 RGN ラ 9 と も OAMGE 家 に 


IGNWooi 


@ 新 シ ステ ム 、 トラ ン ザ ム 

国連 軍 は 、 NN ANGELS」 を 公表 。 ト 
リ ニ テ |ー ネ ツヴァイ を 礁 
われ た うえ 、 ーー ネ ア イ ン を 加太 され る 。 
また 、 ア レビ ハン ドロ は ヴェ ー タ を 確保 する が 、 イ 
オリ ア の プロ グラ ム が 発動 し 、 プ トレ マイ オス 
の カン ダム (は トラ ン ザ ム を 発動 可能 と な っ た 。 


上 2) トリ ニテ ィ の 所 =  / 


ィ は 世界 各地 の 軍事 基地 や 軍事 工場 へ の 攻撃 を 実 
施 。 この 際 . 目標 を 完全 に 磯 感 し た うえ 、 軍 属 ( 軍 で 働く 民間 人 ) 
へ の 被害 も 願 み な いな どの 問題 行動 を 繰り 返し 、 つ い に は 意味 
も な < 民間 人 を 殺 衝 す る に 至っ た 。 当然 、 三 大 勢力 は その 対抗 
策 を 模索 し た が 戦力 差 は 種 し 難く 、 忠 是 さ れる 一 方 だ っ た 。 唯 
オン の グラ ハム ・ エ ー カ ー 上 級 大 尉 機 が スロ ー ネ アイ ン 
の 胸部 を 破壊 し た も の の 、 それ 以上 の 戦果 は 望め ず 、 世界 は 絶 
望 的 状況 に 追 


勢力 の 首脳 部 は 対 拡 乗 を 模索 し た 
任務 の スト レス か ら 、 ト リ 


[5) CB、 国 連 の 括 攻 を 受け る 


ジン クス の 配備 を 知っ た アレ ハン ドロ は ラグ ナ を 抹殺 し 、 ト リ ニ 
ティ を 見 捨て た 。 アフ リカ の 秘密 基地 に 潜 人 し で いた トリ ニテ ィ 
は 人 蘭 連 の 、 呈 宙 の プトレマイオス は ユニ オン と AEU の 攻撃 を 
特に プトレマイオス の ガン ダム は 、 戦闘 中 
ヴェ ー ダ と の リン ク を 途絶 され て し まい 、 一 時 行動 不能 と な 
ヴェ ー ダ に 依存 し な い シ ステ ム に より ガン ダム は 再起 動 
再起 動 が 遅れ た ヴァ ー チ ェ を デュ ナメ ス が 旗 い 損傷 。 この 際 、 マ 
イズ ター の ロッ クオ ン ・ ス トラ トス が 負傷 し た 。 


プトレマイオス の ガン ダム は 、 ヴェ ー ダ と の リン ク が 不要 な 新 シ ステ ム と 支 


画 ] の 中 枢 で ある 以上 、 当 然 の 行動 で 
は あっ た 。 結果 的 に “ヴェーダ” の 大 半 を 支配 し CB 
を 追い *、" ヴ ェ ー ダ " の 生体 
端末 イノ ベイ ド " で も あっ た リボ ンズ の 裏切り に よっ 
て で 、 破滅 へ と 向 か 


国連 軍 、 結成 され る 
大 勢力 が 宣 事 同盟 を 締結 し た こと で 、 
国連 軍 が 結成 され た 。 難 軍 は ジン クス を 割 
り 当 て られ 、 人 革 連 の 部 隊 は 広和 方 面 軍 
駐屯 基地 を 攻撃 する トリ ニテ ィ と 交 載 、 英 を 
後退 させ で て いる 。 な お 、 ア レ ハ ン ドロ も ヴェ ー 
ダ の 確保 を 目指 す な ど の 活動 を 開始 し た 。 


対す る 三 大 勢力 は 、 圧 倒 的 な 戦力 
差 か ら 対抗 手段 を 持た ず 、 世 界 は 危 
機 的 な 状況 へ と 突入 し つつ あっ た 。 


Mustration by AKIO UNUMA 


3 り プトレマイオス 対 ト に リ ニテ ィ 


箸 閉 ・F・ セ イエ イ が トリ ニテ ィ を 武力 介入 対象 と 見 な し 攻撃 を 
仕掛 けた と と で 、 プ トレ マイ オス と トリ ニテ ィ の ガン ダム が 交戦 状 
態 に 陥っ た 。 戦闘 は ガン ダム ナド レ が トラ イア ルツ シス テム を 使っ た 
うえ 、 計 6 機 の ガン ダム が 交戦 する 事態 に まで 発展 し た が 
ティ 側 の 撤退 に よっ て 一 応 の 収束 を 見 た 。 その 頃 、CB の 監視 
者 アレ ハン ドロ ・ コ ー ナ ー 国 連 大 使 が 三 大 勢力 に 接 削 し 、 計 30 
基 の GN ドラ イヴ [T] と 同数 の GN ドラ イヴ 対応 MS ジン クス を 提 
供 。 CB と 三 大 勢力 の 戦力 差 は 、 一気に 逆 転 へ と 向かっ た . 


OE / 


国連 軍 、 ジンクス に よる 対 ガ ンダ ム 軟 の 成果 を 受け て 、 そ の 存 
在 と ガン ダム 媒 減 作戦 [FALLEN ANGELS」 を 公表 し た (ジン 
クス の 入手 経緯 は 伏せ られ た )。 後 授 を 続け て いた トリ ニテ ィ は 、 


リ ァ イ を 本 われ た うえ 、 
レ ハ ン ドロ は ヴェ ー ダ の 掌握 に 成功 する が 、 イオ リア ・ シ ュ ヘ ン ペ 
(ステ ム ト ラ ッ プ が 起動 し 、 プ トレ マイ オス の ガン ダム は トラ 


援 兵 疾 GN ア ー ム ズ に よっ て 各地 を 脱し た 。 トリ ニテ ィ も 時 に 成功 


ME: サイ XMS 


107.22 
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に 
モビ ピル タ ンク と モビ ピル ポッド 


堪 流 に 追い や られ た 
機動 戦車 と 簡易 機動 兵器 | 


モビ ルウ ェ ポ ン = 機 動 兵器 に 分 類 さ れる 
ち 、 戦 車 タ イプ の も の が 「 モ ビル タン ク 」、 宇 宙 ポ ッ ド 型 
簡易 タイ プ が 「 モ ビル ポッ ド と 呼ば れる 。 と も に ジオ ン 公 
国軍 の 兵器 分 類 だ が 、 地 球 連 邦 軍 で も 同種 の も の 
が 開発 きれ た (運用 数 は 地球 連邦 軍 の 方 が 多い )。 

U.C.0070 年 代 初 頭 以 フス キー 粒子 の 散 
ヽ 人 玲 兵 器 
た 。 し か し 、MS 以 外 の ミノ フス 
て お り 、 MS の 競 
合 機 MIP-XI が MA に 発展 し た こと は 有名 で ある , 

モビ ル タ ン ク も 、 ジ オン 公国 軍 が ミノ フス キー 粒子 
環境 対応 兵器 を 模索 する 中 で 族 生 し た 。 月 画 や コ 
ロニ ー 内 を 含む 、 陸 戦 用 の 機動 兵 喉 と し て 開発 き 
れ た と 見 られ る り 戦 能力 は 持た な い 
そう し た モビ ル タ ン ク の 中 で も 最も 有名 な 機体 が 、 
上 初 の 核 融合 炉 搭載 戦車 YMT-05 ヒル ドル ブ 
ある 。 要 塞 や ビッ グ ト レー 級 際 上 戦艦 (陸戦 艇 ) 


更 
で 


MS 運用 理論 : モ ビル タン ク と モビ ルポ ッ ド 


な どの 戦 閑 目標 を 攻撃 する た め の 超 矯 赤 戦 車 で 、 
U.C0072 に 開発 計画 が 開始 され て いる 。 
級 の 巨体 に 宇宙 戦艦 用 の 30 サ ンチ 砲 を 備え な が ら 、 
核 藤 合 灯 が も た ら す 大 出力 に より 機動 性 に も 優れ た 
ヒル ドル プ は 、 史上 最強 の 装甲 戦闘 車輌 と 言 

し か し 、 ヒ ルド ルプ の 任務 を 兼任 可能 な MS が 実 
用 化 さ れる と 、 その 必要 性 は 激減 し た 。 その 後 、 半 
MS 化 と いう べき 改造 を 加え られ た ヒル ドル プ だ が 不 
わり 、 モビ ル タ ン ク と いう 兵器 その も の も 陸 


ポッ ド と いっ た 外観 を 持つ 兵器 で ある 。 陸戦 能力 は 
持た な い 。 白兵戦 能力 や 汎用 性 こそ 限定 的 だ が 火 
力 は MS と 同 クラス で 、 運 用 次 第 で は MS に 対抗 可能 
だ っ た 。 MS より も 低 コス ト な こと も メリ ッ ト に 挙げ られ る 。 
モビ ルポ ボッ ド の 歴史 は 一 年 戦争 時 に 始ま っ た と さ 
れる 。 MS 不足 を 補う 簡易 兵器 と いう 位置 付 
け に ある た め 、MS の 主力 化 後に 誕生 し た 比較 的 新 
し い カ テ ゴ リ ー の 機動 兵器 と 考え られ る の だ (連邦 
軍 の RB-79 ボー ル の 場合 、MS の 広域 配備 以前 に 
実用 化 さ れ 、 初期 に は MS の 不在 を 埋め て いた ) 。 
ジオ ン 公 国軍 の モビ ルポ ッ ド と し て 知ら れる 機体 


剛 ne03 wmH7 


MS Developmemt History in U.C. 
宇宙 世紀 の MS 開発 史 


に 、MP-02A オッ ゴ が ある 。 一 年 戦争 末期 、 地 球 連 
邦 軍 の ポ ボール の 特性 に 注目 し ン 公 国軍 が 、 兵 
力 増強 の た め に 開発 し た 「 決 戦 兵 器 ] だ っ た 。 
総合 性 能 は MS に 及ば な い が 、 戦 線 の 後 
6] ザク 還 弄 の 熱 核 反応 炉 や 
ょ ど を 流用 する こと で 、 低 コス ト 化 と 高い 生産 
性 を 実現 し た 。 また 、 活 動 限 界 時 間 が 長く 、 ボ ポール 
以上 の 戦闘 能力 を 発振 し た 。 


(オッ トー・ カ ル テ ン バッ ハ UL.C.0155) 
関連 ファ イル 
YMT.05 ヒル ルプ leL.on.oe 
MP-05A オッ ゴ 1GL01.05 
ウエ ー ル ラン ネン 1GLO2.7 下 
コルヴィン ・ キ ャ ディ ラッ ク 1GL02-13 画 
ES TGL03.02 重 
プラ ナダ 管制 区 の 戦い 
EE 
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ーー 年 戦争 時 に 試作 兵器 の 評価 
試験 を 行う た め に 設立 され た 試 
際 部 隊 。 第 603 技 術 試 験 隊 は 、 


砂 に も 組み 


Mustration by JUN WADA 


モビ ピル タ ンク と モビ ルポ リッド の 性 能 傾向 


同じ 機動 兵器 で も MS と MA が 大 きく 異な る よう に 、 モビ 
ル タ ン ク と モビ ルポ ッ ド も 独特 な 兵器 と な っ て いる 。 モビ ル 
タン ク は 隆 戦 兵器 、 モ ビル ボッ ド は 宇宙 用 の 簡易 兵器 で 
あり 、MA 同 様 に 局 地 戦 用 兵器 に 分 類 で きる 。 と も に MS 
の よう な 汎用 性 に こそ 欠け る が 、 高 度 な 陸戦 能力 や 優れ 
た 生産 性 な ど 、 MS に は な い 利 点 を 持っ て いた 。 


攻撃 
(8:1o: の 


宇宙 戦 能 力 
(2:0: の 


| 紀 MS( モ E ル スー ツ ) 証 MT( そ ビル タン 2 の) 
MP (モビ ルポ: 


MORE INFO! 
地球 連邦 軍 の 特殊 機動 兵器 


モビ ル タ ン ク や モビ ルポ ボッ ド に 相当 する 兵器 は 、 地 球 
回 邦 軍 に も 存在 し た タン ク に 類する 兵器 と し て は 
RX-75 ガン タン ク と その 派生 機 (モビ ルピー クル ) が 、 モ 
ピル ポッ ド は HB-79 ポー ル が 誌 当 する 
MS に 対抗 する た め 、 ま た は MS の 不在 ・ 不 足 を 補う た め 


に 開発 され た 機体 が 多い 。 地球 連邦 軍 は こう し た 機動 兵 
問 の 運用 に 積極 的 で あり 、 一 年 戦争 後期 に は 多数 を 実 
電 投 入 し 、 少な か ら ぬ 幸 果 を 挙げ て いる , 


ジオ ン 公 国軍 の 内 笑 を 浴び る 
MS を 撃破 し た 事 


RX-75 ガン タン ク 

RX 計画 」 で 開発 され た 最初 期 の 
MS。 MS に 対す る 旋 識 不足 か ら 誕生 
し た が 、 支 援用 MS の 缶 福 


RB-79 ボー ル 
用 作業 ポッ ド か 
た 簡易 MS。 生産 コス ト は 主 
カ MS デ ム の 4 分 の 1 と も 。 > 
ム の 支援 機 と し て で: 


活躍 し た 


Miustration by TOKIKO YUZAWA (Twin Bell 


モビ ピル タ ンク に 関し て は 残さ れ た 資料 が 少な く 、 想 像 の 域 
を 出 な い 部 分 が 大 きい が 、 装 甲 戦闘 車 還 型 の 陸戦 用 機動 
兵器 と し て 、 ジ オン 公国 軍 が 開発 し た 事実 が 確認 され て い 
る 。 主力 戦車 以上 の 攻防 力 や 走破 性 を 持ち つつ 、 パイ ロッ ト 
ひと り で 運用 可能 な 点 が 特徴 と 考え られ る 。 


U.C.0072 に 開発 が 開始 され た 、 史 上 初 
の 本 全 哲 搭 穫 埋 車 が ヒル ドル ブ 
要塞 や 陸上 戦艦 な どの 大 型 目標 を 攻撃 する 
た め の 「 超 表 戦 車 」 で 、 存 在 が T 認 され て 
いる 唯一 の モビ ル タ ン ク で ある 。 全長 35m 級 
の 巨体 に 30 サ ンチ 砲 を 備え る うえ 、 核 爾 合 妨 ビルド ルプ だ が 、 攻 戦 能力 に 特 化 。 
の ハイ パワ ー が も た ら す 機動 性 も 高かっ た 。 特に 火力 と 笛 程 は 群 を 抜い て いた 。 


戦車 や 自 走 交 を 思わ 
と し て モノ アイ を 採用 し で ! 


MS の 実用 化 に 伴い 不 反 用 と な っ た 


AFV 的 外観 が 特徴 。 当初 か ら 外部 認識 装置 
う で 、 一般 的 AFV よ り 捜 界 が 広い 。 
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MS の 実用 化 後 、 砲 塔 を マニ ビュ 
千 。 車 高 可変 機構 を 利用 し た 衣 


宇宙 用 の 簡易 機動 兵器 が モビ ル : “ある 。 低 コ スト 化 
を 重視 し て いる た め 、 形 状 や 機能 が 簡素 な うえ 、 白 兵 戦 能力 や 
汎用 性 を 中 心 と し た 性 能 も MS に 劣る 。 火器 は MS と 同 ク ラス 


の も の を 搭載 する た め 、 対 MS 火力 は 必要 充分 な レ ペ ベル に 培 oonemw>、 な わ ゃ の 生 


し て いる 。 一 年 戦争 期 の 地球 連邦 軍 が 多用 し た 兵器 だ っ た 。 


一 年 戦争 末 基 公国 軍 の 技術 
本 部 が 開発 し た 駆逐 モビ ピル ポッ ド 。 ザク TLJ 
型 の ジェ ネ レー ター や 作業 用 ポッ ド の 簡易 マ 
ご ュ レ ー タ ー な どの 既存 の 部 品 を 流用 する 
こと で 、 低 コ スト 機 と し て 完成 し た 。 大 容量 の 
プロ ペラ ント ・ タ ンク を 備え る た め 、 活 動 限 界 
時 間 が 長い 点 も 優れ て いた 。 


推進 ユニ ッ ト の 外線 
可能 を アタ ッ チ メン ト を 持つ 。 火器 は 


、 兵 装 を 装着 


と し て の 側面 が 強い が 、 集 団 幸 時 の 


力 は 衝 れ な い 。 低 練 度 パイ ロッ で も 扱い や すい と いう 利 吉 も ある 。 


MP.02A 


eM サ o ラ イズ 107-24 


機動 戦士 ガツ ダム 00 


ES 08 or hh 


弥 較 軌道 エレ ベー ダー と 太陽 光 発 電 シ ステ ム 


笛 と 地上 上 を 上 緊 く 
悪 巨 大 構造 物 
5 万 km 級 の 長大 な 構 
軌道 エレ ベータ 


太陽 光 発 電 
架け 橋 


人 類 革 新 連盟 
る (勢力 名 と エレ 


宙 ・ 地 上 往 選 路 と し て の 特性 は 、 軌 道 エレ 


開発 の こと も 意味 する 


107-25 


発電 衛星 が 並び 、 そ 
ベー ター 内 の エネ ル 


て 地上 に 


テム の 支 相 


そもそも る 軌道 


由 は 、 


た 軌道 エレ < 


人 革 運 の 


いっ た ( 


= 大 勢力 に よっ て : 


= 大 勢力 自体 か 


Et 


Essential Technology of AD 
西 圧 を 支え る 技術 


区 


関連 ファ イル 


イオ リア 


FILE PREVIEW 


00.03-34 ユニ オン AEU 人 舌 符 新 連 


Mustration by KONOMU SEKIYAMA 


悪 道 エ レベ ー タ ー は 、 巨 大 な 塔 や 柱 で は な い 。 
「 タ ワー」 や 「 天 柱 」 と いっ た 名 称 か ら そ 
ち だ が 、 実 体 は 極端 に 細長 い 静 止 術 押 
球 の 自転 と 軌道 エレ ペー ター の 周回 
て いる うえ を 、 末 端 が 地表 と 接続 き て て いる た め 、 地 
上 に 建っ て いる よう に 見 える だ け な の だ , 
明 題 と な る の が 、 軌道 エレ ベ ペー ター が 静止 
衛星 軌道 か ら 「 ぶ ぷら 下がっ て いる 」 こと で ある 。 この 
た め 、 よ ほど の 強度 を 持つ 材料 で な いと 、 自 重 
られ ず 軌 道 エ レベ ー タ ー が 千 切 れ て し まう 。 これ が 
建造 に お ける 最大 の 技術 的 ネ ょ り 、 長 らく 軌道 
エレ ベー ター が 実現 し な か っ た 要因 だ 
そこ に 登場 し た の が E カ ー ボ ポン で ある 。 E カ ー ボ ン 
は 軽量 性 と 強 揚 さき を 併せ 持つ 画 期 的 な 新 素材 で 、 
経年 劣化 に も 強い 。 この 量産 化 に より 、 軌 道 エレ ベ 
ー タ ー 建 談 は 一 拳 に 現実 味 を 帯び が た の だ っ た 。 


MS へ と 発展 し た 。 


軌道 エレ ペー ター は ELS 
の 母性 で も 載 造 され た よ 
うだ 。 妃 LS 同様 、 金属 光 
派 を 持つ 素材 で 構 計 され 

る が 体 は 分 


MORE INFO! 
軌道 エレ ベー ター の 管理 


AEU / 人 半 連 の 各 


地球 連邦 時 代 : 一 括 管理 


軌道 エレ ベー ター の 機能 エー 


軌道 エレ ペー ター は 全高 5 万 km 級 の 超 巨 大 構造 物 で あ 
る 。 地上 と 宇宙 を 疫 ぐ 高速 鉄道 と 、 大 陽光 発電 シス テム の 送 
電 施 設 ( エ ネル ギー チュ ー ブ ) を 備え る 点 が 最大 の 特徴 だ が 、 そ 
れ 以 外 に も 高 // 低 軌道 ステ ーション を 中 心 と し た 観光 施設 や 
軍事 施設 、 舞 重量 状態 を 利用 し た 工場 な ども 併設 され で いる 。 


史上 重大 の 代物 。 内 難 に 複数 > 用 路線 を 備え る ほど 
の 直筆 を 持つ が 、 全高 が 5 万 Kn に も 遅 す る た 9 得 英 に 租 長 く 見 える 。 


内 部 に 設置 され た リニア トレ 
イン に より 、 地 上 と 宇宙 を 行き 
来 で きる 。 ロケ ッ ト を 打ち 上 げ 
る より 低 コ スト か つ 安 全 で 、 環 
境 へ の 悪影響 も 少な い 


太陽 光 発 電 衛星 群 が 設置 
され た 高 軌道 リン グ を 支え る だ 


アト レイ ン を 用 いれ ば 、MS 
ス の 大 型 物資 も 地 
画 間 を 簡単 移送 可能 。 


介し て 地上 に 送電 も する 


地上 の 資材 や 機材 を 、 低 コ 
高度 まで 移送 可能 な 
点 を 利用 し 、 高 軌道 ステ ー シ ョ 
ン を な ど が 宇宙 開発 の 拠点 と な 
る 。 宇宙 工場 研究 所 の 特 
性 も ある 


太陽 光 発 電 シ ステ ム の 機能 


太陽 光 発 電 シ ステ ム は 、 軌道 エレ ペー ター の 高 軌道 リン グ 
上 に 設置 し た 巨大 太陽 電池 (発電 衛星 ) 群 で 半永久 的 に 発 
電 する 機構 で ある 。 地球 上 の 太陽 電池 と 異な り 、 自 然 条件 
や 時 間 帯 に 左右 され ず に 発電 し 続け られ - 巨大 な 発電 
衛星 を 多数 設置 で きる 点 が メリ ッ ト で ある 。 


発電 符 星 は 高 委 道 リ > 
が 低い 。 発電 量 も 店 大 


れる 可能 性 
し て 利用 で きる 


太陽 電池 に よる 発電 で ある 
た め 、 太 陽 が 存在 する 限り ( つ 
まり 半永久 的 に ) 電力 を 供給 
で きる 。 火力 発電 や 原子 力 発 
電 と 異な り 、 環 境 に 与え る 影響 


も 小さ い 。 


軌道 エレ バー ター の 立地 - 


軌道 エレ ペー ター は 地球 の 赤道 上 に 3 基 が 建設 さ 
れ た 。 各 雪 道 エ レ ペ ー タ ー は 等 間隔 


赤道 上 の 軌道 エレ ペー ター 詳 
を オー ビタ ルリ ング で 接続 する 
重 カ の 儲 り を 無 要 し て 安 
定 する 。 この アイ デア 自体 は イ 
へ オリ ア の オリ ジ ナ ル で は な い , 


軌道 エレ ペー ター は 南ア メリ カ 、 アフ リカ 、 ソロ モン 諸島 の : 
上 に 建設 され た 。 ご の 立地 は 、 ユニ オン //AEU 人 革 連 の 勢 カ 
囲 と 合致 し て お り 、 建設 当時 の 政治 状況 を 示し て も いた 。 


高 軌 道 リン グ に 沿っ て 、 無 
数 の 巨大 発電 衛星 が 設置 
れ て いる 。 公 電 衛星 が 基 積 
た 電力 は 、 軌道 エレ ペー ター を 
介し て 送電 する 、 


23 志 紀 末 に 稼動 を 開始 し て 以 
来 . 地 球 で 消費 


寺 サン ライ ズ ・MBS 


10Z-26 


軌道 エレ ベー ター の 各部 


画 天 柱 


固 ラトゥール 


西暦 ガイ ド : 軌道 エレ ベー ター と 太陽 光 発電 シス テム 


/ ゾ プ / 
ん リン グ 
各 軌 道 エ レベ ペー ター の 高 軌 首 ス テ - 
を 敵 ぐ オー ビタ ルリ ング 。 発電 町 
電力 を 受信 し 、 軌 道 エ レベ ー タ ー 
に 導く 「 電 線 ] の 役割 も 持つ 。 発電 条 
多 
/ 
グ /4 


ED mm 


高 道 リン グ に 沿っ て 多数 が 設置 され た 巨 
大 太陽 電池 。 直径 は 1.000m に 違 す る 。 発 
電 を 効率 化す る た め 発 電 素 子 を 太陽 の 動き 
に リン ク さ せる は ほか 、 デ ブリ 対策 と し て 電 域 ネッ 
ト を 設置 じ で いる 。 高 寺 道 リン グ 

接続 きれ で お ら ず 、 箇 横 し 


ピラー 
軌道 エレ 


供給 を 受け 
が 発し だ マイ クロ ウェ ー ブ を 受信 し 、 


電力 に 変換 する 。 エネ ルギー チュ ー 6 
よる 直接 送電 より 効率 は 区 ち 
ン | る 。 国連 の 支援 で 、 ア ザ ディ スタ ン 王 シン 
国 に 建設 され た も の が 知ら れる 。 a ~ 


リニア トレ イン 
軌道 エレ ベー ター 内 


A 
7 ンク フン ンプ 
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ナン ッ 


ショ ン 。 軌道 エレ ベー ター「 天 柱 」 の 
「 真 柱 」 が 該当 する 。 軍事 施設 だ け 
で な く 、 商 業 ・ 重 光 施 設 や 実験 施 
設 な ど が 併 訟 され た 。 礎 巳 台 は 回 転 
重力 区 画 と な っ て いる | 


ステ ーション 全体 を 高度 
に 留め て いる 。 各種 入 工 衛星 が 配置 され る ほか 、 西 
暦 2312 年 に は 衝 量 兵 状 メメ ント モリ が 、 西 言 2314 
年 に は 朋子 渋 條 断 施設 が 設置 され た 


/ 


法 道 エレ ベー ター と 地 家 の 接続 部 理夫 

道 エレ ベー ター を 地表 に 「 軸 き 留め で 」 い る 。 ! 

ンス テー ショ ン を は じ め と する 交通 施設 や 商業 施設 が 設 

置き れ て いる 。「 タ ワー」 と 「 ラ ・ ト ゥ ー ル 」 の 基部 は 地上 
存在 する が 、「 天 柱 」 は 海上 の 人 工 島 に 接続 され た 。 


その 他 の 施 
高低 電 道 ステ ーション や 基部 の 商 
葉 施 設 . 軍事 施設 、 研 究 棒 な どの 他 
に も 、 款 道 エレ ベー ター 内 に は 様々 な 
施設 が 作ら れ た 。 アレ ハン ドロ ・ コ ー 
ナー が GN ド ライ ヴ [T( タ ウ )] 搭載 MS 
を 開発 ・ 製 造 し た 秘密 工場 も 、 電 道 
エレ ペー ター 内 に 存在 し 


軌道 エレ ペー ター と 太陽 光 発 


い ほ ど 戦 略 的 価値 が 高い 施設 で あり 、 防衛 の た め に 軍 が 


駐留 する の は 避け られ な が かっ: 


家 戦 略 の 都合 上 、 それ を 破っ た 


高低 軌道 ステ ーション に は 軍事 施設 が 
置か れ 、 宇 宙 散 艇 や MS が 常駐 し て いた 。 防 
衛 が 目的 だ が 、 軍 の 研究 機関 も 置か れ た 。 


中 で も 人 富合 用 人 が 名, 人 
閉 鉛 


指 陸 技 条 研 究 所 の 支部 も 置か れ : 


大 陽光 発 電 シ ステ ム か ら の 間接 的 マイ クロ 
ウェ ー ブ 送 電 に より 、 半 永久 的 な 活動 時 間 を 


得 た MS も 誕生 。 ユニ オン の フラ ッ グ と AEU の 
イナ クト が 該当 する 。 


受信 連携 体制 の 整備 に より 、 
勢力 園内 な ら 半 永久 的 活動 
時 間 を 実現 し た イナ クト 


三 大 勢力 間 の 協定 で 、 
軌道 エレ ベー ター の 駐留 戦力 に 上 限 が 設け られ た が 、 国 4 洛 エ レベ ー タ ー へ の テロ が 散発 
例 も 散見 され る 。 


た た め 、 軍 の 駐 罰 は 必要 だ っ た 


宇宙 、 大 気 園内 を 問わ ず 防 衛 用 の Mt 
備 。 人 革 連 は 、 軌道 エレ ベー ター の 防 街 
適 化 さ れ た MSJ.06T-ED ティ エレ ン 雪 道 エレ 
ペー ター 守備 型 を 開発 し 、 運用 し て いた 。 


字 宙 用 MS を 運用 。 GN ドラ イ 
ヴ 番 及 後 は 万 能 機 を 配備 。 


西暦 2312 年 に は 、 ア ロウ ズ が 衛星 兵器 *X 
メン トモ リ を 配備 、 運 月 し た 。 太陽 光 発電 シス 
テム を 利用 し た 自由 電子 レー ザー 砲 で 、 一 撃 
で 地上 の 都市 を 破壊 可能 だ っ た 。 


低 電 道 リン ケ 上 を 移 

し 地球 上 の あら ゆ 
る 場所 を 攻撃 可能 
CB の 攻撃 で 破壊 さ 


Miustration by KONOMU SEKIYAMA 


の 拠点 や 史上 最大 の エネ ルギー イン フラ と し て 人 類 の 発展 を 支え 続け て いる 。 


西 慎 2090 年 、 イ オリ ア ・ シ ュ ペ ン ペ ル グ 博 
士 が 軌道 エレ ベー ター な どの 構想 を 発表 。 だ 
が 、 技術 的 問題 な ど で 実 現し な か っ た 。 


軌道 エレ ペー ター 構想 
を 義家 し た 頃 の イオ リ 
ア 、 秩 朗 用 人 型 マシ ン 


も 提唱 し て いた 
23 世 紀 中 期 、E カ ー ボ ン の 量産 化 を 受け た 
世界 は 三 大 勢 編 さ れ 、 軌 道 エレ ペー ター 
と 太陽 光 発 電 シ ステ ム の 建造 に 着手 し た 
軌道 エレ ペー ター 建 
設 の た め 、 ユニ オン 
AEU 人 草加 の 三 
大 勢力 が 医 生 し た 
23 世 紀 末 か ら 太 陽光 発電 シス テム 


し 、 地上 へ の 送電 が 開始 され 
大 勢力 の エネ ルギー 問題 は 解決 され て いっ た 。 


人 草加 の 天 柱 」 の 送 
電 開 始 は 、 大 陽光 発 電 
紛争 が 終結 し た 西暦 
2297 年 の こと だ っ た 


軽量 性 と 強 朝 さき を 持 ち 合わ せ 、 経 
強い 新 素材 だ カ 
より 軌道 エレ ベー ター 


a に 
れ 、 加 速度 的 に 准 及 。 


太 同 光 発 電 計 画 に 反発 し た 中 東国 が 暴発 
し 、 友 陽光 発電 紛争 が 勃発 。 紛争 は 20 年 に 
玉 ん だ が 、 軌 道 エ T レ ベー ター の 開発 は 進ん だ 


建設 中 の 埋 道 エレ ベー 
証 半 ター へ の テロ 攻撃 も 行 
N 


西暦 2312 年 、 ア フリ カタ ワ 
が メメ ント モリ の 攻撃 を 受け 、 連 邦 軍 の クー デ 
ター 派 と 内 部 の 民間 人 が 虐殺 され た 


9 
< 天 し た 


痢 遂 ・ サ ン ライ スズ ・MBS 


10Z-28 


鞭 表 カイ ラス 
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機動 戦士 V ガ ンダ ム 


WORLD GUIDE 


戦略 衛 
リ が ミリ ティ ア と ベス パ の 戦い 


: を 敢 る 


U.C.0153.04.27、 宇宙 に 展開 し た リガ ・ ミ リ テ 
ベスパ の カイ ラス ・ ギ リー 艦隊 が 交戦 し 
リティ ア が 攻撃 を 仕掛 けた も の で 、 宇宙 
ス ・ ギ リー」 の 組み 

当時 、 ベ スパ が 組み . 
は 超 巨 大 4 子 (ビー ム ) 砲 [ビッ ダ ・ キ ャ ノン ] を 備 
接 攻 撃 可能 で あっ た 。 か つて の 
ー 同 様 、 一 是 発 射 され れ ば 阻止 困 
都市 クラ ス の 目標 すら 一 瑞 で 破壊 する 威力 
上 応 し い 絶対 兵器 と 見 な され た 。 
当然 、 カ イラ ス ・ ギ リー は 漢 然 と 大 火力 を 求め た 
は な い 。 その 開発 目的 は 、 対 地球 攻撃 計画 
「 カ イラ ス ・ ギ リー 作戦 ] に あっ た 。 

E 戦 は 、 カ イラ ス ・ ギ リー の ピッ グ ・ 
地球 の 都市 を 狙撃 する も の で 、 
地球 制圧 を 想定 し て いた 。 旧 世 紀 の 戦 略 核兵器 と 
同じ く 、 存 在 そ の も の が 敵対 組織 へ の 司 喝 村 料 に 


ギリ ー 人 奪取 戦 


ギリ ー 


U.C.0153 


な る た め 、 
われ る 。 

ザン スカ ー ル 戦争 時 、 地 球 連 邦 の 中 央 議会 Ji 
フォ ン ・ プ ラウ ン 市 に 移さ きれ て お り 、 地球 を 攻撃 し で : 
Po 
地球 が 地球 連邦 政府 の 拠点 と いう 図式 は 変 
わっ て いな か っ た し 、 司 喝 の 成 理 に か か わら ず 、 カ イ 
ラス ・ ギ リー の 存在 が 有利 に 働く こと は 間違い な か っ 
に ( 司 喝 が 成功 すれ ば 各 コ ロニ ー を 取り 込み や すく 
実 射 に 至っ て で も 「 地 球 連 邦 政 府 が 地球 を 見 捨 
と し て 、 反 地 球 連 邦 勢力 の 絆 合 を 進め る 材料 
に な る )。 カイ ラス ・ ギ リー の 砲 口 を “ けれ ば 、 
ほか の コロ ニー を 従属 させ る の に も 役立つ うえ 、 本 国 
と 地球 を 繋ぐ 中 継 ・ 補 給 拠点 と し て も 運用 で きた 。 

この 事態 に 危機 感 を 強め 、 カ イラ ス ・ ギ リー 攻略 
作戦 に 出 た の が 、 反 ザン スカ ー ル 帝国 の 旗 を 掲げ る 
非 政府 軍事 油 織 リガ ・ ミ リティ ア だ っ た 。 

カイ ラス ・ ギ リー の 建造 開始 を 知っ た リガ ・ ミ リティ 
テア は 、 宇 宙 に 戦力 を 展開 する 。 当時 、 リガ ・ ミ リティ 
ア の 宇宙 戦力 は 極め て 少な か っ た が 、 カ イラ ス ・ ギ 
リー 盤 隊 と 交 賊 し て 敗れ た 地球 之 者 の パグ クレ 隊 
の 生き 残り を 取り 込め た ほか 、 地 球 連 邦 軍 の 一 部 勢 


実際 の 運用 は 想定 し て いな か っ た と も 言 


本 9 mmlAM 


The Battle of KEILAS GUILIE 


力 の 協力 を 得 て で 宇宙 艦艇 《 が ウン ラン ド 》 と 合流 する 
な ど 、 規模 を 拡 大 し つつ あっ た 。 

地球 連邦 年 
者 が り が ガミ 
る 。 た だ し 、 情報 操作 の も あっ て ジ : 
ナム を 名 乗る 人 物 は 複数 存在 し て お り 、 カイ ラス ・ ギ 


リー 攻略 作 

ハナ ム も "偽者 

舞台 に 現れ る の は 戦 事 末期 の こと と な る 。 
("ネー ムレ ス " ジョ ン ・ ス ミス 


UC0155) 


関連 ファ イル 

ジン ・ ジ ャ ハナ ム (影武者 ) 他 
ヴァ ゴ 

キャ ノン 発射 


ンス カー ル 戦 争 に お ける 大 規模 
会 戦 の 解 台 と な っ た 


llustratlon by SHINGO ABE Color by CHIEKO UCHIYAMA Spscial Efiectby YUICHI FURUICHI 


還 分 遺 能 隊 と の 戦闘 


UCO153.0424 
は ベス パ ザ 有 


《 リ ーッ ホ ー ス ) vs カイラス ・ ギ リー 分 遺 能 隊 | 


サイ ド 2 


ザン スカ ー ル 専 国 の 首都 (アメ リア ) で 、 


大 園 電 決 衛 星 ハイ 
ンド ) の 参戦 に より 、 リガ ・ ミ リ テ - 


ア は 、 ウ ッ ン が 提案 し た ハ 
条 の 採用 を 決定 し 、 カ イラ 
を 察知 し た ベス パ の 偵察 


ティ ア MS 部 隊 の 凶 撃 を 受け て 撤退 。 リガ 
を 知っ た カイ ラス ・ ギ リー 族 隊 司 念 タ シロ ・ ヴ ァ ゴ 大 何 は 。 カイ ラ 
ス ・ ギ リー の 組み 立て を 中 断 し 迎撃 準備 に 入っ た 。 


カイ ラス ・ ギ リー 作戦 は 、 ベス パ の タシロ ・ ヴ ァ ゴ 大 
佐 の 主導 で 進め られ た 。 カイ ラス ・ ギ リー 艦隊 の 司令 
を 務め る タシロ 大 佐 は ザン スカ ー ル 帝国 の ナン バー3 
と 目 ぶ され る 人 物 だ っ た が 、 宣 相 フ ォ ン セカ ガチ や 帝国 ナ 
ン パ ー2 の ムッ ター マ ・ ズ ガン 将軍 の 方 に は 、 タシロ 大 


ら は ベスパ に 救助 きれ て お 
ティ は 女王 マリ ア の 娘 と 判明 し : 


佐 を 国家 の 中 枢 ( る つも り は な か っ た 
佐 は 「 戦 争 屋 」 と し て 扱わ れ て いた の だ 
心 家 の タシロ 大 佐 の 方 も 
も り は な く 、 地位 向上 の た め カ イラ ス ・ ギ リー 作戦 を 


園 ハイ ラン ド 宙 域 に お ける 戦闘 


リガ 


路 の 準備 に 入 
ド へ の 攻撃 を 実施 する が 


リティ ア は ウッ ソ の 提案 を 受け 入れ 、 カイ ラス ・ ギ リー 攻 
これ を 琶 けた ベスパ 征 守 部 隊 は 、 ハ イラ ン 


敵 の 迎撃 を 受け 撤退 。 タシロ 大 佐 


は カイ ラス ・ ギ リー の 組み 立て を 中 断 し 、 迎撃 能勢 を 取 - 


| シン フ テ ィ の 捜索 


この 事実 を 知ら きれ た ウッ ソ ・ エ ヴ 
艇 を 持ち 出し 、 シ ャ クティ た ち を 拉 索 し 
スパ の 哨 基 部 陸 が 

で 退け て いる 。 リガ 


シャ クティ が 、 女 王 マ リア の 4 
手掛かり を 掴め ず 


カイ ラス ・ ギ リー 艦隊 に 落 助 きれ 
明 。 捜索 に 出 た ウッ 


[ティア が カイ ラス ・ ギ リー 艦隊 に 攻撃 を 仕 
ンド か ら の マイ クロ ウェ ー ブ 


幸 韻 の 結果 、 カイ ラス ・ ギ リー 艇 隊 放 艇 (スク イー ド 1 
と カイ ラス ・ ギ リー は リガ ・ ミ リティ ア が 制圧 。 タシロ 大 佐 は く ス ク 
イー ド 2) で 本 国 に 搬 退 し た 。 


ー ド 1) に 接 般 し た うえ 白兵戦 で 制圧 。 攻 わ れ 
ル 本 国 に 向かっ た 


MORE INFO! 
・ カ イラ ス ・ ギ リー 


と フル 装備 状態 を 


主 用 の 大 出力 ビー と 


Miustration by AKI0 UNUMA 


機動 戦士 ガン ダム 
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ー ツ ) 


VIS の 稼働 に 直結 する 、 | 
機体 の 冷 弄 シス テム 
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本 稿 で は MS の 冷却 問題 と 、 そ れ に 対処 する た め 
の 冷却 シス テム に つい て 解説 する 

MS の 熱 間 題 は 、MS が 誕生 し 
と っ て いる 問題 で ある 。 大 出力 ジェ ネ レ ー タ ー や 大 
推 カ ステ スター な ど を 搭載 する MS は 、 勝 大 な 熱 を 
発する た め 、 様 々 な 冷却 シス テム が 採用 きれ で い 
る 。 MS05 ザク [が 性 能 不足 と 判断 され た 理由 の 
ひと つ に 、 冷 元 問題 に 起因 する 稼働 時 間 の 短 き が 
あっ た と され る 。 この こと か ら も MS と 熱 問題 は 切り 
離せ な い 関 係 に ある こと が 理解 で きる 。 

機体 の 冷却 問題 は 運用 環境 に も 大 きく 関係 し て 
いる 。 大 気 岡 内 や コロ ニー 内 な ど で あ れ ば 、 空 気 や 
水 を 用 いた 病 却 が 可能 と な る 。 これ に 対し 、 宇 軍 空 
磁 波 と し て 放出 する 「 放 射 ] と いう 手 
段 が 採ら れる 。 し か し 、 放 射 で は 満足 な 冷却 効果 が 

持 で き な い 。 これ に 対処 する た め 、 ザ ク 1 で は 推進 
使用 し 、 これ を 噴射 する こと て 


機体 


S 運 用 理論 : MS 


MS Development History in U.C. 
宇宙 世紀 の MS 開発 史 


外 に 排出 する 方 法 を 採っ た 。 この 方 法 は スラ スタ ー 
の 多用 に 繋が り 、 推 進 剤 の 搭載 量 も 限ら れ て いる た 
め 、 充 分 な 冷却 効果 が 得 られ な いと いう 問題 も あっ 
た 。 MS-06 ザク II で は 、 この 方 式 に 加え 、 装甲 に 熱 
を 伝導 きせ 帰 選 後 に 冷却 する 方 
よる 機体 各部 へ の を 採用 し た 。 複数 の 俗 元 
シス テム の 採用 は 功 を 春 し 、 ザ ク II の 稼働 時 間 の 延 
長 を 成し遂げ た の で ある 。 これ 以外 の 冷却 シス テム 
と し て 、U.C.0085 に 地球 連邦 軍 が 開発 し た RMS- 
106 ハイ ザッ ク が 装備 し た ラジ ェ ー タ ー バ ネル が あ 
る 。 これ は バッ ク バ ッ ク に 搭載 きれ だ な 放熱 板 
高い 放熱 効果 を 機体 に 付与 し た 。 
yy 空間 に お ける 機体 の 冷却 は 、MS 本 
体 に よる 部 分 が 大 きい 。 こ れ に 対し 、 大 気 圏内 に お け 
る 重力 下 用 MS は 、 空 気 や 水 な ど を 利用 で きる た め に 
浴 却 は 大 き な 問題 と な ら な い 。 水 隆 両 用 MS を は じ め 、 
胸部 な ど に 大 き な エ アイ ン テ ー ク (吸気 口 ) を 有する 地 
球 連 邦 軍 製 MS は 特に 高い 益 却 効果 を 発揮 する 。 
U.C.0100 年 代 に 入り 小型 MS が 登場 し 


リス ラス ター を 搭載 する 小型 MNS は 、 そ の サイ 
ズ の た め 冷 穫 能 力 が 低い と いう 問題 を 抱え で いた 。 


モビ ルス ズー ツ 


(fB) e083 se 175 


また 、MS に 搭載 する コン ピュ ー タ ー (特に CPU) 
の 高 性 能 化 、 特 に 全 天 周 囲 モニ ター の 採用 は コン 
ビ ピュー ター へ の 依存 度 を 高め る 結果 と な っ た 。 ここ 
か ら 、 コ ンピュータ ー が 大 き な 熱 源 に な る と いう 間 是 
も 発生 し た 。 
この よう に MS の 高 性 能 化 と 准 元 問題 は 、 トレ ー ド 
オフ の 関係 で あり 、 そ の 解決 の た め に 様々 な 技術 が 
投入 きれ て いる の で ある 。 
(コル ギ オ ・ ア ンダ ー ツ ソン UC.0126) 


関連 ファ イル 
BRX782 カン タム 
MS-06F ザク IIF 型 
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ミノ フス キー 料 子 前 環境 下 用 
の 兵 状 と し て 生み 出さ れ た MS 
は 、 極 め て 高い 汎用 性 を 示し 、 主 
兵器 と し て の 地位 を 確立 し た 。 
し か し 、 機体 の 冷却 な どの 問題 も 
見 され た 。 


Mustration by TAKUYA IO 


MS や MA に 搭載 され て いる 冷 テム は 、 旧 世紀 か ら 計 さ れ て いる た め 、 複 数 の 冷却 シス テム を 搭載 し て いる 点 
MS /MA の 主要 な 冷却 シス テム ある シス テム を 改良 ・ 発 展 さ せ た も の が ほとん ど で あ る 。 ま 。 も 特徴 で ある 。 また 、 運 用 領域 が 限定 され る MA は 特定 の 
た 、MS は 宇宙 空間 と 重 カ 下 の 双 方 で の 運用 を 前 所 に 設 。 冷却 シス テム の み を 搭載 する 例 が 多い よう だ 。 


う 冷却 剤 が 特 
環 し 、 准 が 放 遇 
され る 


放熱 板 内 
冷却 剤 が 帯 熱 する 


と で 放熱 す 
準 人 を 消費 する と いう 


5 水 も し < は 空気 を エア | | 革 雪 し た げた プロ ペラ > 
イン テー タク か らし 気 を 放出 し 、 \ 進 剤 ) を 叶い 放 護 す る 
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特殊 な 冷却 シス テム 
バイ オ ・ コ ンピュータ ー を 搭載 する F91 ガン 
ダム F91 は 、 肩 部 の 放熱 フィ ン や 頭 部 の 開放 
機構 、 腹部 ラジ エー ター な ど 、 
し た 熱 対 第 が 施さ れ て いる 


武装 の 冷却 方 法 、 キャ な と 
0 
03AIZARad る 。 


F91 の 版 部 ラジ エー 
ター も F9OTH で 但 られ 


初期 の ビー ム 兵 器 に は 、 オー バー ヒー ト や 
バレル の 破損 を 防止 する た め 、 専 用 の 冷 ~ 
剤 タン ク や 交換 用 パレ ル な ど が 用 意 さ れ : 


旧 し て 上 を <。 
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が 、 サ イド 


頭 
マリ ア 教 団 と 密接 
SO 
急 成 長 し た 


護 者 と いう 名 目 の ガ チ 党 が 、 
ん | の 建国 
は 武装 化 路 線 を 強 1| 
は べ ベス パ 機 
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U.C.0155) 
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VO3-10 V 計 画 ( り ガ ・ ミ リティ ア の MS| 


宣戦 士 V ガ ンダ ム 
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リガ ・ ミ リ テ イ ア の 組織 と 目的 


リガ ・ ミ リティ ア は ザン スカ ー ル 帝国 (の が 
チチ 党 ) に 抵抗 する 民間 軍事 組織 で ある 。 独 
自 に MS の 開発 ・ 運 用 能力 を 持ち 、 ベ スパ 


に も 対抗 可能 だ っ た 。 


本 
| 


ザン スカ ー ル 帝国 (特設 怖 政治 を 布 く が 
チ 党 ) の 打倒 を 目的 と する 。 地球 連邦 政府 
や 軍 を 束 滴 し 、 再起 させ る こと も 目指 し た 。 


月 生起 に よる ザン スカー 
ルル 帝国 の 打倒 を 目指 し 
た 。 ガチ 党 の 性 賀 を 部 
知 し 、 平 和 的 手段 は 考 
万 し な か っ た 。 


民間 ネッ トワ ー ク を 母体 と する リガ ・ ミ リティ 


ア は 、 横 の 連携 が 強い 組織 で ある 。 た : 


完全 な 民間 組織 で は な く 、 地 球 連邦 政府 や 


軍 、 NGO な ど と の 繋が り も あっ た 。 


ヒッ ンター 


リガ ・ ミ リティ ア 中 字 宙 引越 公社 
太陽 電池 公社 (ハイ 
PFs 


ユ 、 で トワーク 型 の 組 . 
5 理加 連 技師 や 軍人 の 
参加 な ど に より . MS の 
運用 すら 可能 に し た 。 


民間 ネッ トワ ー ク の 神聖 同盟 が 原型 で 、 
軍事 組織 化 後 も 民兵 的 性 格 が 強い 。 地球 
連邦 軍 将 兵 や 軍 関 係 技師 の 参加 も あっ た 。 


| 可 休 化 が 著しい 地 玲 連 
孝 軍 より 、 土 気 や 線 度 


地球 軍 才 政府 や 軍 
で がく 、 宇 

宙 引 越 公社 を 太陽 
池 公 社 と いっ た 中 


立 NGO の 協力 5 得る 
に 至っ た 


aE 


サナ リィ 


各種 NGO 


リガ ・ 三 


(アメ リア ) コロ 
ガ : 


イア の 歴史 
6 


に お ける ガチ 党 の 躍進 を 警戒 し 、 民 間 ネ ットワーク か ら 発 展 し 
ティ ア は 、 数 年 間 で 軍事 組織 と し て の 再編 を 終え 


当初 、 戦力 は わずか で ゲリラ 


戦 を 余儀 な < され た が 、 地球 連邦 軍 と の 連携 に より 正規 戦 が 可能 に な っ た 。 


U.C.0139、 民間 の ネッ トワ ー ク 内 で 神聖 


同 玉 構 想 が 発足 し た 。 当初 は 、 地 東 恒 規模 
の ウェ ブ コ ミュ ニテ ィ の 一 種 で あっ た 。 


リガ ・ ミ リティ ア の 中 心 

a 大物 や 主 本 スタ ッ フ の 
多く は 、 神 斑 同 時 構想 
村人 か ら の メン バー と 時 
われ る 。 


U.C.0153.04、 欧 州 の 秘 宙 工 場 を ベス 
パ に 発見 され た り ガ ミリ ティ ア は 、MS を 運び 
出し て 球 走 。 始 撃 を 線 り 返し つつ 移動 し た 。 


1 イニ ュ ング 伯 員 指揮 

の カミ オン 隊 が 区 民 。 人 
中 、 折 朗 が ギロチン に か 
ラル タル 


U.G.0153.05、 ベ スパ の 地球 クリ ー ン 作 
戦 を 阻止 すべ く 、 月 か ら 北 米 に か け て 連戦 。 だ 
が 、 連邦 が 休戦 協定 に 応じ て 戦闘 は 停止 。 


モト ラッ ボド 箇 に 義 四 し 、 村 
電 発 や ダム の 決 震 すら 
利用 。 ザン スカ ー ル 帝国 
と 運 邦 が 結ん だ 休戦 協 
定 に は 従っ た 。 


ザン スカ ー ル 帝国 窟 言 
の 前 年 、 神 型 同盟 が リ 
ガ ・ ミ リティ ア に 再起 。 
MS 開 僅 プ ロジ ェクト 「V 
計画 」 も 進ん だ 。 


る も 、 後 退 を 守備 な くさ 
な 
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U.C.0153.06、 地 球 連 邦 軍 の ム バ ラク 
艦隊 と 合流 し 、AH 作 戦 を 阻止 。 ザン スカ ー 
ル 帝 国 を 一 挙 に 画 体 化 さ せ た 。 


AH 作戦 を 阻止 する 中 
で 、 女王 マリ ア や カカ 
了 チ 普 相 が 死亡 。 こ れ に 
見 より ザン スカ ー ル 帝国 
1 は 前 壌 に 向かっ た 。 


宇宙 世紀 ガイ ド : リガ 


ミリ ティ ア 


民間 人 だ け で な く 、 地 球 連邦 の 将兵 、 地 球 
連邦 政府 の 元 役人 や 軍 関 連 技師 な ども 参加 。 
短期 間 で の 軍事 組織 化 を 可能 と し た 。 


「 ジ ン ・ ジ ャ ハナ ム ] の 名 で 
呼ば れる 指導 者 は 複数 存 
在 。 中 で も ハン ゲル グ ・ エ ヴィ 
ン は " 真 の "ジン と され る 。 支 
部 レベ ル の リー ダー も 存在 。 


大 型 艦 疾 の 運用 と な る と 一 朝一 タ に は いか 
な いた め 、 地 球 連 邦 軍人 が 艇 長 と な る 例 が 多 
か っ た 模様 。 小型 艇 は 民間 メン バー に 任 さ れ た 


MS 開発 すら 可能 な エ 
ン が 参加 し 、 リ ガ ・ ミ 
た 。 元 サ ナリ ィ の 技師 も 参加 


ジニ ア や メカ ニッ クマ 
の 作戦 行動 を 支え 
た と いう 。 


ロ 
R 
ル 1 
ト 所 = 
| ミ 
ヌ NP 
ネ V シ リー ズ の 開発 や 生産 
還 は エンジニア た ちの 
が 牙 長 を 季 め た が に きい スズ 
MS パイ ロッ ト は 女性 の 民 ウ 2# 
間 メ ン バ ー を 中 心 と する が 、 ソ イィ 
ン ェ ラ ン バ ー で は な い ナ 
士気 ・ 練 度 と も に 塞 邦 軍 よ り 二 利之 7 で は な 7 
9 > sy ) 1 ム ら の 要請 に 応じ (の 連 
高い 。 ウッ ソ - エ ヴィ ン を は じ め ご は 押 軍 人 や 部隊 が 共有 》 
と する 少年 も 一 線 で 活 忠 。 = ジン a 
に 4 = | 
ラ 和 コメ ス 大 尉 や ユカ ・ マ イフ 
コ は 2WR の 』 う cg し MLD | 還 記 
ュ ラ クタ 隊 は 女性 パイ ロッ ト ば か 0 4 
リ の 部 記 。 ンジ 明 人 | ム バ ラク ・ ス ター ン 和 将軍 
し な が ら 終戦 を コ 2 


装備 


艦艇 は 連邦 軍 の も の を 流用 する 傾向 に あっ た 
が 、 MS は 独自 の 新型 機 を 開発 ・ 配 備 し た 。 戦力 
不足 か ら 連 邦 軍機 や 直 獲 兵器 も 運用 し て いる 。 


の MS は 、 ペ スパ 枯 と 
互角 以上 に 


主 に 地球 連邦 軍 の 艇 能 を 流用 。 建造 
に 膨大 な 時 間 と コス ト が か か る こと 、 旧式 
な が ら MS を 運用 可能 だ っ た こと な どか ら 、 
採用 すれ た よう で ある 。 


中 栓 艦 


ク 
は 牧 少 な い 新 信明 


「V 計 画 ] で 開発 し た V シ リー ズ 、 地 球 
バー ツ を 共用 し た 非 変形 MS 


「 マ ル チ デル MS」 と 呼 
ば れる 合体 変形 穫 ヴ ィ ー 閣 1 鐘 
クト リー ガン ダム と V2 ガ (1 LM814Va1 
ャ ンダ ム は 、 画 期 6 な 運 草間 Vo ガン ダム 
! 用 和 交 性 を 持つ 5 


LM111E02 


ベスパ か ら の 画 獲 兵 器 も 運用 。 画 獲 後 
は カラ ー リ ング や 識別 信号 を 変更 し た が 、 交 
戦時 に は 英 部 隊 の 混乱 も 狙っ た 。 


量 大 の 下 獲 兵器 カイ ラス ・ 
ギリ ー。 直 猫 研 ス クイ ー ド 
1 は 、 リ ー ン ホー ス Jr. の 尋 
人 千 に 利用 され て いる 。 
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詞 ロ ナ 家 の 戦争 準備 


【 】 ACHIEVEMENT OF AMBITION 
U.C.0119 


コス モ 貴 諾 主義 の 雇 計 と 
ツン ・ パン ガー ド の 舞 成 


・ ズ ム ・ ダ イク ン や ザビ 家 が サイ ド 3 の 独立 
0055、 地 球 園 の 片 陽 で ひと り 


と 子孫 た ちの 上 想 の 根本 を 成 し て いく 。 
諭 を 大 衆 の 欲望 し た も の と 
し て だ し 、 自由 主義 も 人 類 の 脇 敗 と 堕落 を 招い て 
いる と 指摘 し 自 他 と : し く 接する の 


成 不可 能 で あ . 
E 現 の た め の ド 


コス モモ 貴族 主 義 
会 変革 の た め の 布 石 を 打っ て いく 。 地球 連邦 政府 


E 邦 打倒 の た め 、 娘 圧 カ 
"じじ て 私 設 軍 タ クロ スポ ボー ン ・ パ バンガー ド を 」 : 
た ちの 決起 の 時 か 関連 ファ イル 


TUC.0155) 


を 作り 上 げ て いっ た の で ある 。 
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夫 


ルン と 周辺 組織 


コス モ ・ バ ビ ピロ ニア 建国 戦争 へ の 道 ブッ ホ ・ コ フン 


レン の 創始 者 シャ ルン ホ 』 上 の 人 を 連 の 計画 を 進め る た め 、 ロ ナ 家 は ブ 地球 連邦 政府 を 生 提 す 
0 ブッ ホ (ロナ ) は 、 ジャ ンク 回 収 業 を 2 = 示 ・ コ ン ツ ェ ルン と その 傘下 企業 ・ 組 織 を 活 た 
通じ て 人 類 の 束 味 さ を 施 感 。 彼 の 後継 者 BRRO 。 用 アナ ハイ ム エ レク トロ ニク ス 社 と の 取引 


5 ず 人 類 全体 の 軸 


た ち が 社 会 も あっ た 。 木星 帝国 と の 繋が り も 噂 され る 。 


因 ロナ 家 の 周辺 組織 の 関係 


等 論 や 自由 主義 を 批判 する シャ ルン 
ルス ト ・ ブ ッ ホ が 、 U.C.0068、 ヨー ロッ パ の 
名 門 貴族 ロナ 家 の 家 名 を 買収 。 以後 、 ブ 
本 の 子 環 も ロナ の 


職業 基線 校 の 卒業 生 を | 


スト の 次 男 マイ ッ ツァ ー が . 


次 な 業 ね 備え た 者 に よる 統制 
社会 を 雇 5「 コ 上 を 打 58 し た 
ャ イ は 、 そ の 世 


コス モ ・ バ ビ ピロ ニ ア 建 国 戦争 へ の : 


地球 較 が サイ ド 3 を 巡る 動乱 に 向かい つ 税 
つ あ っ た 時 代 、 ロ ナ 家 の 歴史 が 始ま っ た 。 較 計 
ロナ 家 は 歴史 の 舞台 裏 で 準備 を 進め 、 『 1 
ULC.0128、 つい に 決起 する こと に な 


年 
U.C.0055 ト 
U.C.0068 シャ ルン ホル スト 、 ロナ 家 の 家 名 を 
ヤダ 2 ト の 1 9 UiG0081 | 0314 | フ ン ッ エル ン 、 職 業 訓練 校 を 

ロナ 家 生 間 UiC.0084 | 07.08 | フ レン の 球形 コロ ニ 


建設 再開 決定 
上 訓 


U.C.0106 04 
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U.C.0120 | 10.28 


10.30 


03.25 | 第 13 独 立 機動 艇 | 


第 13 独 立 機動 艦隊 、 っ 
03.26 | ル の 火星 基地 も オリ 


U.C.0121 
数 精鋭 と な ら ざ る を 得 な か 
バン カー ド は 03.31 
07 
ブッ ホ ・ エ アロ マシ ン で は 、 独 自 設計 0⑫27 
けた MS が 開発 製造 され て いる af 


U.C.0122 | 10.22 


大 (第 2 次 オー ルズ モビ ル 戦 ? 


いて シル エッ ト ・ フ ォ ー 
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クロ スポ ボー ン ・ バ パン ガー ド の ダー クタ イガ ー 隊 、 ゼ ブラ 
02.15 i 
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電送 ・ サ ン ライ ズ 
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部 mm ピー ハ ・ ラ イフ ル 
【 ) MS Technology in U.C. 
宇田 世紀 の MS の 技術 


謙 代 や 設計 思想 で 変化 する 
ビー ム ・ ラ イフ ル の 性 能 個 向 


- 年 戦争 時 に 実用 化 さ れ た MS 携行 用 メガ 粒子 
砲 = ビ ー ム ・ ラ イフ ル は 、 多種 多様 な パリ エー ショ 
生み 出し な が ら 発展 し 、U.C.0150 年 代 の 現在 に 至っ 
E 兵 装 と し て 使用 きれ 続け て いる 。 
イフ ル を 成立 させ て いる 基礎 技術 は 
年 戦争 時 か ら 変わ っ て いな い 。 エ ネル ギーCAP を 収 り =/ 
外し 可能 と し た エネ ルギー・ バ パッ ク が 普及 し 
け ば 、 一 年 戦争 時 と ザン スカ ー ル 戦争 時 代 の ピー ム ・ 
po っ て も 過言 で は な い の だ (エネ _ 
ルギーCAP の 代わ り に 、 メガ が ・ コ ン デ ン サ ー ヤ ジェ ネ 
レー ター を 搭載 する タイ プ も 開発 され た が 例外 的 ) 

それ で は 、 ビ ー ム ・ ラ イフ ル は まっ た く 進 化し な か っ | 
きえ ば 、 そ う で は な い 。 ビー ム ・ ラ イフ ル の 
発展 と 変化 は 、 MS や 戦術 の 変化 と 共に あり 、 時代 
状況 を 如 実 に 反映 し て いた 。 UC01004 
第 二 央 MS の 普及 =MS の 小型 化 を 受け て 、 ピー ム ・ 
ライ フル も 小型 化し た の が 代 5 
ビー ムラ イフ ル の 大 威力 化 も MS の 進化 ( 耐 弾性 
の 向上 ) を 受け て の 変化 だ が が 、 そ の 推移 は 少々 複 
雑 で ある 。 

ビー ムラ イフ ル の 威力 は 、MW (メガ ワッ ト ) で 表 き 
れる 「 出 力 ] で 推測 で きる 。 RX-78 ガン ダム 用 の ビー 
ム ・ ラ イフ ル の 出力 が 19MW、 ガ ンダ ム MkcH 用 が 
22MW、Z ガ ンダ ム 用 が 5.7MW、ZZ ガ ンダ ム 用 の ダ 
プル ・ ビ ピー ム ・ ラ イフ ル が 106MW *2 ヒ 革 代 を 重ね る 
ご と に 大 出力 化し て いる が 、 ガ ンダ ム 用 に 議 
V と 急落 し て いる 。 これ は ガン ダム 用 ビー ム ・ 
い 」 の で は な く 、 戦 術 環境 の 変化 を 受 

て の 「 低 出力 化 」 だ っ た 。 

(60000 代 後 期 、MS の 黄 竜 的 進化 の 中 で 
ビー ム ・ ラ イフ ル の 高 出 力 化 も 加速 度 3 
グリ プス 戦役 か ら 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 に か け て 
は 、 ジェ ネ レ ー タ ー や ビー ム 兵 器 の 数 値 上 の 出力 が 
重視 され で いた の だ 

し か し 第 一 次 ネオ ン 戦 争 後 、 機 動 歩兵 と し て 
の MS が 見 直さ れる と 、 新型 MS の カタ ログ スペ ッ ク は 
維 じ て 落ち 着い た 数 値 ガン ダム 用 ピー ム ・ 
ライ フル の 出力 が 低 る の も 、 こ れ が 理由 だ っ た 。 

た だ し 、 リ ガン ダム 用 ビー ム ・ ラ イフ ル の 威力 は 決 
し で 低く な い 。 単 射 モー ド 時 の 成 力 は 艦 砲 射撃 と 見 
紛 う レベ ル に 達し て お り 、 連射 モー ド で も ネオ ・ ジ オン 
の MS を 易 々 と 映 | < ワイ 
フル の 設 が 変化 し 、MW 出 力 より BSSR (ビー 
ム 照 射 面積 比 。 単位 中 離 当たり の ビー ム 照 射 面積 
の 比率 ) が 重視 され 

も っ と も ULC.0090 
力 を 重視 し て いた よう で 、 サザ | 


ライ フル は 10.2MW、 主力 MS ギ 関連 ファ イル 
RX-78-2 ガン ダム FG-01-03 蘭 
MSZ-010 ZZ ガン ダム ZZ-01-01 桂 
る 0 ユニ ュー ン ガン ダム UC0101 画 
で て お り 、 今後 も MS の 進化 に 合わ せ て 新た EE ルス ー> 記 生 FG.03-14 
想 の ビー ム ・ ラ イフ ル が 開発 きれ る だ ろう 2 9332 


Fg 
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(オッ トー・ カ ル テ ン バッ ハ UL.C.0155) 


ビー ム 火 器 の MW 出 力 と 
現実 的 な 威力 の 憧 離 


ビー ム ・ ラ イフ ル を 含む メガ が 料 子 砲 の 「 出 力 」 と 現 
実 の 威力 は 、 必ず し も 合致 し な いこ と は す で ! 
た 。 顕 着 な 例 で は 、 出 力 38MW の ガン ダム 用 ビー 
ム ・ ラ イフ ル と 出力 78MW の V ガ ンダ ム 用 ビー ム ・ キ ャ ノ 
ン ( シ ー ル ド 内 蔵 ) を 比較 し た 場合 、 前 者 が 圧倒 的 に 
高 威力 と 評価 きれ る 。 ビー ム ・ ラ イフ ル は 最大 出力 で 
戦艦 の 主砲 の 感 力 な の に 対し て 、 ビー ム ・ キ ャ ノン 
戦争 時 の ピー ム ・ ラ イフ ル 級 で し か な い の だ 。 
威力 の 差 は 、 設計 思 
想 、MS の ジェ ネ レ ー タ ー 出 力 や 状態 (パワ ー ダ ウン 
し て いな いか な ど )、 粒子 収束 加速器 の 性 能 、 発 
射 モー ド の 違い と いっ た 理由 で 起こ る と 考え られ る 。 
逆 を 言え ば 、 MS に 少々 問題 が あっ て も ビー ム ・ ラ イ 
フル 側 で 出力 を 得 ら れれ ば 、 相 応 の 威力 を 持つ ビー 
ム を 発射 可能 と な る 。 MS の 設計 と は 、 こ の よう な 要 
素 を 手 案 し つつ 、 投 入 可 能 な り リソース の 中 で 行わ れ 
る の だ 。 


~~ BMC の He 半 6 ガ ゲ 
の ナッ クル ・ バ パス ター も 、 
ジェガン D 型 の シー ルド で 放 
単に 防 が れ た 。 開発 時 
よる 性 能 差 も 、 ビ ー ム 火器 
の 優衣 に 関わ る 。 


ユニ コー シ ガ ン ダム の ビー 
ム ・ マ グ ナ ム は 、 1 回 の 身 軸 
で エネ ルギー・ パック 1 個 を | 

出す る 


問 の 成 力 を 左右 する 。 


SCIENCE ビー ム ・ ラ イフ ル の 
A ハラ 

May rd 発射 モ 

ビー ム ・ ラ イフ ル と いう と 線 杖 に メガ 粒子 を 発射 する 兵 


モー ド 切 替え で 特殊 な 形式 の ビー ム を 放つ 機 
種 、 特殊 モー ド を 主 直し た 機種 も 存在 する 。 


単身 
線 状 に メガ 秘 子 ビー ム を 例 射 する 、 


いも の か ら 長 い 
も の まで 機種 に よっ て 様々 で ある 。 
連射 

(の ビー ム を 連射 する 。 ビー 

この モー ド を 主 二 と 

で ある , 単発 の 威力 は 

単 射 モー ド に 劣る が 手数 が 多い た め 、 
目標 の 足止め な ど に も 用 いら れる 。 


合 中 率 炎 力 に 優れ る 。 ジム 用 の ビー 
ム ・ ス フレ ー ガ ン は 、 抜 表 モ ー ド 専用 
の 小型 ビー ム ・ ラ イフ 


高 出力 照射 モー ド 
収束 ビー ム を 長 時 間 照 射す る こと 
で 、 長 大 な ビー ム ・ サ ー ベ ル の よう な 
効果 が 得 ら れる モー ド 。「 キロ チン ・ 
バースト] と も 評 ば れる 。 ULC.0090 
年 代 中 期 を 中 心 に 使用 され た 


その 他 


VDT 


ビーム ・ ラ イフ ル の カタ ログ スペ ッ ク に は 、 MW で 表記 され る 出力 ・BSSR 
ー ビ ー ム 照射 面積 比 ・ 射 程 ・ 装 弾 数 ・ 推 圧 ジェ ネ レ ー タ ー 出 力 な どの 項目 
が ある 。 出力 ・ 射 程 ・ 装 弾 数 は 数 値 が 大 きい ほ ど 、 推奨 ジェ ネ レー ター 出 
力 は 数 値 が 小さ い ほ ど 、BSSR は 1 に 近い ほど 優れ て いる 。 た だ し 、 チ ャ ー 還 
ジ 時 間 や 発射 キ ド の 種類 、 デ バイ ス の 消耗 率 や 整備 性 と いっ た 要 末 も の が る なの 湊 訂 や オプ ン 


ポ 2 の ン 機 能 な ども 重要 。 ZZ ガン ダム 用 は 突出 し た 火力 を 持 
重要 で あり 、 スペ ッ ク 表 だ け で は ビー ム ・ ラ イフ ル の 真価 は わか ら な い 。 反面 、 砲 身 寿 命 が 短 いと いう 問題 が あっ た , 


BSSR (ビー ム 上 照射 面積 比 ) 出 カ 
ム の 成 カ の 折 詩 と な る 久 。 単 
位 は MW 
高 性 能 と され る 。 


ビ ピー ム ・ ラ イフ ル の サイ ズ は 、 一 般 的 に MS 用 無 反動 砲 
ロケ ッ ト ・ ラ ンチ ャ ー (いわ ゆる パ バズーカ ) より 小型 で 、 MS 
用 マシ ン ガ ン と 同 程度 で ある 。 スト ッ ク ( 銃 床 ) の 有 有 : 
て も 異な る が 、 第 一 一 第 二 世 代 MS 用 ビー ム ・ ラ イフ ル の 
全長 は 9m 程 度 で あり 、 火 力 と 携行 性 が 高い レベ ル で 両立 
し て いた 。 火力 や 射程 、 冷 却 性 能 な ど を 重視 し た 大 型 モ 
デル も 開発 され 、 主 に 高 性 能 MS や 狙撃 用 MS が 装備 し た 
が 一 般 的 で は な い 。 第 二 期 MS が 開発 され る と 、 ビ ー ム ・ 
ライ フル も MS 本 体 に 合わ せ て さら な る 小型 化 が 求め られ 、 
全長 7m ク ラス 以下 の モデ ル が 普及 する こと と な っ た 。 


ジム 用 の ビー ム ・ ス アレー ガン 
袖 、 地 球 之 部 軍 は 短 學 身 モ デ 
ル を 好 ん だ 。 単 克 身 モデ ル は 低 

な 反面 、 取り 回 し 容 星人 な 
うえ 生産 性 に 佑 れ て いる 。 


大 民 ラ イフ ル は 搭載 MS に 高 性 
能 を 求め る が . 茂 力 や 射程 に 優 
れる 。 MS 自体 が 大 型 の 場合 、 
専用 ビー ムラ イフ ル も 大 型 モデ 
ル と し て 設計 れる 例 が 多い 。 放 


下 の 表 は 、 一 年 戦争 か ら 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 期 に お ける 代表 的 
な ビー ム ・ ラ イフ ル の 一 覧 で ある 。 カタ ログ スペ ッ ク に 関し て は 、 出力 と 装 
弾 数 (1 チャ ー ジ 、 また は エネ ルギー・ パ ッ ク 1 個 あ た り の 発射 可能 回 数 ) 
の み 記述 し 、 不 明 な 項目 は | 一 ] と し た 。 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 終結 
後 の モ デル と し て は 、 ギラ ・ ド ー ガ 用 ピー ム ・ マ シン ガン の X-119NZ-D1 
(MIP 社 製 。 出力 6MW、 装弾 数 60) な ど が 知ら れる 。 


ク 式 は 所 備 バッ ク を 携行 する こと で 装弾 
発射 甘 数 に 関す る 制約 は 少な い 。 ジェ 
ネネ レー ター 内 戴 式 は メガ ・ ラ ンチ ャ ー 系 の 火器 で ある 。 


[Ecarmm 


(ECAP 


ジム 『 用 ビー ム ・ ラ イフ ル 


貞二 ・ サ ザン ライ ズ 
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機動 戦士 ガン ダム F9 1 


か ら 移 行 し た コス モ ・ パ バビ 
CV) で ある 。 時 系 
ー ド が 設立 され 、 


景 に ある コス 


後 の り が ・ 


ティ ケア 同様 、 独 自 開発 の MI 
組織 で ある クロ スポ ボーン ・ 
規模 こそ 小さ い が 地 球 連 邦 軍 以上 の 練 度 と 戦 


装備 


・ コ ン ツェ ルン の 創業 者 
H 織 で あり 、 コス モ ・ パ ビ ピロ 
当面 の 目標 と 
クロ スポ ボーン ・ パ ン ガ ー ド の 源流 は 、 プ ッ ホ ・ コ ン 
ツェ ルン の 中 核 企業 プッ ホ ・ ジ ャ ンタ ・ イ ンク に ある , 


族 ロ ナ 家 
ア の 建国 と 


109-25 


器 較 コス モ ・ バ ピロ ニ ア と フロ スポ ボー ン ・ 


スペ ー ス ・ ジ ャ ンク の 回 収 を 生業 と 
の 中 で も 大 規模 事業 者 で ある プ ジャ ンク ・ イ ン 
で 破壊 ・ 放 棄 さ れ た 宇宙 艦艇 や MS だ け 


担い 、 果 て は 
アス テロ イド ・ ベ ルト の 小惑星 を 捕獲 し 地球 圏 に 移 
送 する 業務 まで 行っ て いた 


“あり 、 作 業 員 人 以上 の 練 謀 と 精神 力 、 チ ー 


も っ と も 、 そ うし た 技術 と 精神 力 を 持つ 作業 員 を 
確保 する の は 、 容 易 で は な い 。 そこ で プッ ホ ・ コ ン ツ ェ 
ルン は 、 ULC.0081.03.14、 利益 の 社会 避 元 と 作業 員 
の 育成 を 目的 と 


義 
訓練 の 後 、 地 球 連 邦 軍 の 士 こ 送 り 込 まれ 、 
本 格 的 な 軍事 技術 を 習得 する 。 そし て U.C.0106、 
職業 訓練 学校 や ブッ ホ ・ コ ン ツ ェ ル ン の 周辺 企業 か 
ら 選 抜 メ ン パー め ら れ 、 ク ロス ボー ン ・ パ ン が ガー 
成 きれ た 


STSS 


reD3 mm17 


プン 
2 


人 の ィ に 上 
/ し ガ ド Organization of UC. 


・ コ ン ツ ェ ル ン 外 の リ 
ソー ス を 集約 し つつ 集中 的 に 運用 し 、 ロ ナ 家 の 理想 
を 実現 する た め に 』 コス モ ・ パ ビ ロ ニ ア の 
国策 と し て は 地球 連邦 の 打破 は ある が 、 そ の 理 で 
は 人 類 齋 清 計画 も 準備 され て いた 

(ナイ ト ・ 


関連 ファ イル 
Mo ラテ ンー シン 
XMA01 ラフ レシ ッ デ 
チャ る F9102.02 
F9102-1 


マン カッ ド ULC.0154) 


区 
ド ・ コンツェルン と ロナ 
FILE PREVIEW 


INustation by KEISUKE SASAKI 


コス モ 下 族 主 義 を 掲げ る 宇宙 国家 ' コス モ 足 族 主 義 勢 カ 
が コス モ ・ パ バビ ロニ ア で ある 。 L1 宙 域 8 を 地球 組 避 姜 の 相 
の フロ ンティア ・ サ イド を 制圧 する 形 で い 
証 生 し 、 地球 国 の 改革 を 目指 し た 


クロ スポ ボーン ・ パ バンガー ド の 上 層 部 を 占め る ロ 
ナナ 家 が 。 ほぼ その まま コス モ ・/ バ パ バビロニア の 首脳 


部 を 兼任 し た 。 
統 仙 社会 を 証 う コス モ 貴 族 主義 か 
され た た めで ある 。 一 種 の 軍国 主義 流血 を わす 自ら 先頭 に 立 


決定 と 実施 の タイ ムラ グ は 少な か 


主義 の 選 


団 補 上 礎 部 は 


コス モ ・ パ バビ ロニ ア の 首脳 部 は 、 クロ 
ン ガー ド 指導 部 の ロナ 家 が 中 は 
基本 的 に コス モ 貴 族 主 義 者 で あり 、 必 導 的 に 軍人 と 
な っ た た めで ある 。 し か し 、 買 族 主 義 者 と 反 貴 族 主 義 
者 の 対立 に より . コス モ ・ パ ビ ロ ニ ア は 建国 の S 年 後 
に 骨 壊 


と な る 


コス モ ・ 
部 は ロナ 家 
も っ と も ロナ 寄 の 面々 は 
いずれ も 有 能 で 、 政 軍 の 
双方 で 実力 を 示し た 


の 指 交 作戦 立案 な ど 
の 還 事 面 だ け で な て 
工作 も 担っ た 


ビ ロ ニ ア の アイ ドル ト 
パイ ロッ ト 。 友貴 族 主 
回 家 少 壊 の 要因 を 作 | 


コス モ ・ バ ピロ ニア は L1 宙 域 に 
位置 し た 。 地政 学 上 の 要 衛 で ある 
と 共に 、「 ラ フレ シア ・ プ ロジ ェクト | 
に 伴う 地球 と 月 へ の 軍事 侵攻 が 容 
易 と いう メ リッ ト が あっ た 


フロ ンティア ・ サ イド は 、 媒 設 期 か ら 5 コス 
・ パ ビ ロ ニ ア 化 が 前 提 と な っ て いた 


コス モ ・ パ バビロニア は 、 4 基 の コロ ニー か 5 成 
る フロ ンティア ・ サ イド を クロ スポ ー ン ・ バ ン ガー 
ド が 制圧 する こと で 誕生 し た 。 国家 規模 は 小さ 
い が 、 層 体 化し つつ あっ た 地球 連邦 相手 な ら 
勝 覚 は ある と 判断 され た よ 


クロ スポ ー ン バフ ガー ド 


ロナ 家 ら コス モ 貴 族 主義 勢力 の 暴 
力 装 置 が クロ スポ ー ン - パ バン ガー ド で あ 


コス モ 責 族 主 義 国家 を 樹立 し 、 地 球 連邦 を 
打倒 する た め の 私 設 軍 が クロ スポ ボーン パン ガー 
ド で ある 。 構成 員 は コス モ 貴 族 主 義 者 が 多く 、 土 
気 や 線 度 に 優れ る が 、 一 方 で 人 類 の 大 規模 
清 を 準備 する な ど 選民 主義 的 組織 で も あっ た 。 


H 区 3 季 思想 上 、 護 民意 議 の 


を 持ち 、 戦闘 能力 
も 連 孝 軍 の 艦艇 以上 だ っ た 。 


地球 連邦 車 機 以上 に 高 性 
能 な 第 二 期 MS を 配備 。 ビー ム ・ 
シー ルド も 標準 装備 し た 。 開発 ・ 
製造 は 、 ブ ッ ホ ・ コ ン ツ ェ ル シン 傘 
下 の ブ プッ ホ エ アロ ダイ 


指揮 官 用 MS。 ベル ガ ・ 


:、 ク ロス ポ ボーン ・ パ ン ガ ー ド の 部 隊 編 制 と さ 
れる も の で ある 。 1 個 戦闘 大 隊 は 5 個 MS 小隊 、1 個 MS 
小隊 は MS3 機 か ら 成 る が 、 必 ず し も 守ら れ て いた わけ で 
は な (増減 が あっ た 。 戦闘 大 隊 の 下 に 置か れる こと が 
多い 偵察 MS 隊 は 小隊 編制 で 、 偵察 戦隊 と 呼ば れる 。 


ヘリ ウム 3 自 替 能 力 


コス モ ・ パ バビ ロニ ア の 国 章 
古代 壁画 の 巨 鳥 を 思わ せ 
意匠 を 採用 。 侯 と 交差 し た 
骨 の 海賊 旗 調 の マー ク は クロ 
と とら バン ガー ド の も の で 、 
コス モ ・ パ バビロニア と は 異な る 


マス ・ ド ライ バー 
制圧 作曲 本 部 
ドレ ル 大 隊 目 ザ ビー ネ 大 職 ゼル ゲス 大 隊 
オー ルズ ・ モ ビル 


アン ナマ リー 総計 ジョー 


シェ ルフ 中 隊 還 國 シュ ティ ン 中 隊 


ホワ イト 隊 


アソ リー 潤 コウ ドリ アン 


前 時 ・ サ ン ラ イズ 


109-26 


新 機動 戦記 ガン ダム W 


本 09 mM 


0 と 世界 国家 設立 


DECISION of RELENA 


ザ 和 主義 を 掲げ て 復興 を 遂げ た サン クキ ン 
、0Z 財 団 派 の 攻撃 を 受け て 降伏 し 
ト 、 亡国 の 王女 と な っ た リリ ー ナ ・ ビ ピー ス 
クラ フト だ が 、 ロ ー ム フェ ラ 財 団 か ら 厚 過 を 受け る 。 
し か も 、 財 団 代表 に 擁立 きれ 、 地 球 賠 統一 連合 の 
後 泡 と な る 巨大 政体 「 世 界 国家 」 の 元首 に 就任 し 
た の だ っ た 。 

リリ ー ナ を 巡る 一 連 の 政治 的 動き は 、 ロ ー ム フェ ラ 
財団 の 代表 代行 を 務め て で てい ル マ イ ユ ・ カ タロ ニ 
ア 公 時 の 策 護 に よる も の だ - 

地球 賠 統 一 連合 に 対す る クーデター 計画 「 オ ペ 


ル マ イ っ 公 0 総帥 トレ ー ズ ・ タ シュ 
リナ ー ダ の 幽閉 を 契機 に OZ が 分 像 、 財 団 派 と トレ ー 
ズ 派 に よる 内 戦 が 始ま っ て し まう 。 そこ で デル マイ ユ 
公 は 、 MD (モビ ルド ー ル ) の 大 量 投入 を 主軸 と し た 
反対 勢力 掃討 作戦 「 す ペレ ーション ・ ノ ヴァ 」 を 実行 
きせ 、 そ の 中 で 財団 に 従わ な か い サ ンク キン グ ダ ム を 


陥落 きせ た 。 
こう し て ロー ム フ ェ ラ 財 団 は 、 世 界 の 支配 者 と し て 
っ て いく が 、 き な 問 題 が 


歴史 の 表 押 
発生 する 。 
て お り 、 世 界 の 新 指導 者 と し て は 弱 財 ぎ た の だ 。 
そこ で デル マイ ユ 公 は 、 完 全 平 和 主 義 の 象徴 と し 
て 世界 的 注目 を 集め て いた リリ ー ナ を 財団 代表 と し 
て 擁立 する 。 この 際 、 サ ンク キン ダダ ム 侵攻 を 正当 化 
する た め 、 勝 手 に 戦闘 を 拡大 する 0Z ト レー ズ 派 や コ 
ロニ ー 過 激 派 か ら リ リー ナ を 救出 し た と いう 大 義 名 
分 まで 用 意 し て いた 。 そし て 、 女王 (タイ ー ン ) リリ ー 
ナ を 操っ て 世界 国家 の 設立 生き させ た 
し か し 、 こ の 策 は デル マイ ユ 公 の 上 尽 元 を 換 い か ね 
ウェ リッ ジ 使 時 を は じ め と する ロー スム フ ェ ラ 
和 勢 力 を 中 心 に リリ ー ナ へ の 支持 が 集 ま 
り 、 デル マイ ユ 公 を 排除 する 動き が 加速 し た の だ , 


幹部 の デル マイ ユ 公 は カリ スマ 性 


ホワ イト ファ ンダ は 、02Z 生 
を 徴用 し て 建設 『 戦 艦 リ ー プ ラ や 
MD の 生産 拠 ほ 地 を 制圧 し た う 
え 、0Z 宇 仙 軍 司令 ツ パ ロフ ・ ビ ピル モン を 拘束 (ガン 
ダム の 介 人 時 に 死亡 ) する な ど 、 勢力 岡 と 戦力 を 扱 
大 し て いく 

ホワ イト ファ ング に も 問題 は 存在 し た 。 組織 


の 求心力 と な る 指導 者 が 不在 だ っ た の で ある 。 関連 ファ イル 
そこ で 幹部 の カー ンズ ・ カ ラン ト は 、 ある 人 物 に 接 リリ ー ナ ・ ド ー リ アシ Ww-02:07 Si, 
触 す る 。 その 人 物 こ そ 、 リ リー ナ の 実兄 で あり 、0Z の ーー ーー 守 全 平和 主人 を 富貴 する 北 区 
"ライ トニ ング カウ ント " ゼクス ・ マ ー キ ス と し て 恐れ ら ト フ ァ ン グ の 構成 員 W218 : 送 の 小国 で 、AC.182 に 減 ぼ され 
に ミ 1 ド ・ ピ ビー スケ クラ こま ンダ ム 崩壊 WO3-07 
れ た ミリ アル ド ・ ビ ピー スク ラフ ト だ っ た 。 C195 の 志和 a : = 
(スト ー・ グ ラー ズ 執筆 時 期 不 明 ) ラン ラキ ンタ タム W324 EE Ee. 
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XXXG-01Dg 


園 ホワ イト ファ ング の 決起 = 
月 量 地 で の 戦闘 
ナ の 財団 代表 就任 前後 し 
軍 で は ホワ イト ファ ング が 決起 。 彼ら は 宇 
宙 戦 艦 リー ブラ と 月 基地 を 占拠 。 し か し 、 


0z-06Ms 


sk 鍋 oznsws 
2】 


決起 し た ホワ イト ファ ンダ は 、 短 期間 
主要 施設 を 制圧 し 優位 に 立っ た 。 OZ 宇宙 軍 内 部 に 
ボワ イト ファ ング の 構成 員 が 入り 込ん で いた 
因 だ が 、 ホ ワイ ト フ ァ ン グ も 0Z を 
い 。 新型 MD の 供給 を 断 た れ 


ガン ダム パイ ロッ ト 


の 進路 


トロ ワ の 居る 
コロ 


XXX-O1SRa 


固 
財団 内 部 の 暗闘 


0Z-12SMS 
(ノイ ン 機 ) 


た サン クキ ング タム の 民 還 は 、 ヒ イロ の 乗る カン ダム ェ エピ 
ン と ゼクス の 操る ウィ ング ガン ダム ゼロ が 交戦 し た 後 ョ 還 還 


が 機体 を 交換 し て 戦域 を 離脱 し た こと で 終息 


リリ ー ナ 、 ロー ム フ ェ ラ 財 団 代表 へ 


リリ ー ナ "ビー スク ラフ ト が ロー ム フ ェ ラ 財団 に 拘束 され た も 、 
サン クキ ンダ ム で の 戦闘 は た 
リリ ー ナ は . 財団 代表 代行 デル マイ ユ ・ カ タロ ニア 公明 か 
代表 へ の 就任 を 要請 され 難色 を 示し た が 、 最 終 的 に は これ を 綴 
税 
グ ガ ンダ ム セ ゼロ の - 
交換 し て 戦域 を 離脱 し た 


ト ファ ング と 0Z 宇 宙 軍 が 衝突 し : 
大 、 民 間 コロ ニー まで も が 軽い 


] か っ た 。 ロム フェ ラ 和 財団 


本 拠 プ レー メシ 


ホワ イト ファ ング 決起 


リリ ー ナ が ロー ム フ ェ ラ 財 団 代表 へ の 就任 を 受 諸 し た 頃 、 宇 
激 派 "' ホ ワイ ト ファ ング "が 決起 し た 。 0Z に 潜伏 


月 基地 で は ッ 
け 抗 する 事態 が 発生 し た が 
張 五 飛 の アル トロ ン ガ ンダ ム の 乱入 で 戦闘 は 終結 し た 


カー フ ズ 、 三 リア ルド に 接 豚 


ホワ イト ファ ング の 幹部 カー ンズ ・ カ ラン ト が 、 地 球 で ゼクス こ 
と ミリ アル ド ・ ビ ー ス クラ フト に 接触 し 、 ガ ンダ ム エ ビ オン と 共に ご 


パイ ロッ ト の デュ オ ・ マ ックス ウェ ル に も 接触 し た が 
を 拒否 され て いる 。 その 頃 、 ロ ー ム フェ ラ 財 団 
する 勢力 が 過半 数 に 遅し 、 実質 的 に 財団 


リー ナ を 支持 


いる デル マイ ユ 公 


ー が 、 
“発生 する な 
5 WARS] へ の 布石 と な 


較 宇宙 で の 戦闘 の 激化 と 
or 


' ワ イト ファ ング の 動き と 


トワ イト ファ ング の 指導 者 、 カー ンズ が 地球 

ド ) と 接触 。 仲間 が る を 國 

デュ オ と も 控 前 る 誠 較 還 携 を 

否 さ れ て いる 。 ロー ムラ 団 放 mizami の | 

暗躍 に より 、 リリ ー ナ 支 派 勢力 を 拡大 させ 、 
デル マイ コ 公 拓 除 の 動員 られ 痛め た 。 


サジ クキ ング ダル 


Miustration by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
反 地 球 レ ジス タン ス の 系 譜 


pa: 


i00WO) 


110.20 


機動 戦士 ガン ダム 008B0 ポケ ッ ト の 中 の 戦争 


WORLD GUIDE TE neD3 sm D5 


ン テ 


人 
足早 フル アー マー・ オ ペレ ー ジ シ ヨン Go 


"て 二 : 装甲 型 。3 つ 目 は 、 フ ル ア や 、 運 用 性 を 向上 させ る 。 グリ プス 職 役 期 に エッ ゥ ー 
ブフ ルアー マー と の 機能 を コン パク ト 化し 、 ウ ェ ポン プラ ッ r 
I | E 
MS 用 強化 装備 の 進化 Pi 
ここ 異 に する MS 用 9 
MS-14C ゲル グ 


的 な 拡張 パッ ク パ ッ ク よ り 居 か 
分 の 性 能 向上 を 実現 する モデ ル も 存 寿 する 
Om [ 7 (4 ・ カ ル テ ン パッ ハ ULC0158) 
込ん だ MS も 開発 きれ た 。 し か し 、 る 
関連 ファ イル 


ルク ラス 以上 の MS に も 維 ? : FG-03-15 Rd 直り 人 (学事 の VS 


普 た っ て は 、 大 きく 分 け て : に 、 M た 地球 
目 は 、 増 加 装甲 と し て の 機能 の み 4 輪 を 主 目 記 
を コン パク ト 化し て 搭載 する 簡易 増加 装甲 電 3 oe こ テイ タ 攻 援 機 は 、 
つ 目 は 、 増 加 装備 相当 部 を MS と 一 体 化 し た 直 


Miustration by KEISUKE SASAKI 


高 コス ト な フル スペ ッ ク の フル アー マー・ 
オペレーション が 敬遠 され る 一 方 で 、 簡 易 
型 を 搭載 する MS は 増加 し た 。 多く は 、 ア ッ 

パー ミド ル の ジム 系 高級 機 で 採用 され た 。 


パイ タル エリ ア や 被弾 率 が 高い 部 位 の み に 、 
増加 装甲 を 施し た タイ プ 。 増加 装備 は ぼぼ 装甲 
の み で 構成 され 、 兵 装 や 推進 器 は 搭載 し な い 。 
機体 重量 の 増加 を 最小 限 に 抑え られ る うえ 、 
ルス ペッ クモ デル より 悦 か に 低 コス ト と な る 。 


手持 ち 式 の シー ルド と 
異な り 、 増加 装甲 を 森 
体 に 直 挫 外 義 。 被 
後 は マニ ュ ア ル 操 作 か 
オー ト で パー ジ す る 。 


増加 装備 と MS 本 体 が 不可 分 の タイ プ 。「FSWS 
計画 ] 系 MS の 一 機種 、FA:78-2 ヘビ ー・ ガ ン 
ダム で 初め て 採用 され た よう だ 。 フル スペ ッ ク の フ 
ルアー マー・ オ ペレ ーション 搭載 機 の 影響 下 で 開 
発 さ れ た 、 重 装 砲戦 型 MS で 多く 見 られ る 。 


外装 式 装 甲 や 兵 装 を 
信 む 増加 導 備 が MS 本 
体 と 一 体 化 し て いる た 
め 、 マ ッ シ プ な フォ ルム の 
機体 と な る 。 


フル アー マー 
を 部 分 的 に 搭載 


す オペレーション 同様 の 複合 装備 
タイ プ 。 増加 装備 の 占有 面 


筑 の 都合 上 、 防 御 カ の 向上 は 限定 的 。 全般 的 な 
性 能 向 上 を 目指 す フ ルス ペッ ク 機 と 異な り 、 既 存 の 
MS を 支援 機 な どの 特定 任務 型 に 仕様 変更 する 。 


貞 理 な どの 通常 の 運 
用 形態 に 対応 で きる 


正規 に 開発 され た 機体 で は な く 、 前 線 で 急造 
し た タイ ブ 。 火力 や 戦闘 継続 時 間 を 拡大 する た 
め 、 あり 合わ せ の パー ツ を 用 いて 強化 し た 。 複 雪 
の ミッ ショ ン パ ッ ク を 混成 装備 し 、 フル 装 
備 」 と 呼ば れ た 仕様 の ガン ダム F90 も 該当 する 。 


あり 合わ せ の パー ツ で 
強化 する 都合 上 、 財 存 
の MS 用 兵 装 や ブー ス 
ター を 追加 で 装備 で き 
る が 、 載 加 装 甲 は 施し 
虹 い 。 


オペ レー ショ ン の 搭載 を 前 提 
に 開発 され た MS。 MS 本 何と 並行 し て 、 専用 フ 
ルアー マー・ オ ペレ ーション も 開発 され る 例 が ほ 
と ん ど で あ る 。 MSA-0011 8 ガン ダム や RX-81 
ジー ライ ン な ど が この タイ プ に 分 類 で きる 。 


「FSWe 計 画 の 影響 


下 で 開発 され た アレ ッ 
クス も 、 フル アー マー・ 
オペ レー ショ ン を 前 提 
と し た 機体 で ある 。 


ジム の 陸戦 用 カス タム 機 。 
「 ウ ェ ア ラ ブル ・ ア ー マ ー」 
と 挟 ば れる 落 有 式 増加 半 
を 機 人 各部 に 備え る 。 


ノン I 
中 写 此 支援 用 MS。 装甲 
ほ ア レッ クス 用 チョ バム ・ 
アー マー の 老人 を 採り 入 
れ た も の 


ジム ・ キ 


を 施し た パリ エー ショ ン の 
ひと つ 。 対 族 攻撃 用 だ が 
特務 機 と し て も 使わ れる 。 


2 基 の 大 型 ブー スタ ー は 
94 式 ペー スジ ャ バー の 

兵 壮 は ユニ コー 
ン 用 や ジェ ガン 系 MS 用 
な ど を 混成 装備 。 


ンダ ム フ 号 
ルダム 7 号機 に ファ ー ス 
ト ア ー マ ー と セカ ンド アー 


マー を 装備 し た MS。 半ば 
MA 的 な 機体 と な 


90 ラプ ラス の を 時 


Ck 
加 義 
アー マー 仕様 と 言え る 。 


アナ ハイ ムー エレクト 


クス 社 製 を 含む 地球 連 
邦夫 MS で の 採用 例 が 
ほとん ど 。 ジオ ン 系 組織 
は 奈 を 示さ な か っ た 。 


RGM-89De 
ジェ ガン ( 
特殊 部 隊 用 の ジェ ガン 。 
階 部 に 増加 装甲 を 施し 
頭 部 に は セン サー と 一体 
化し た バイ ザー を 追加 


FEA-010A 
FAZZ 

フル アー マーZZ ガ ンダ ム 
用 増加 半 備 の 試験 機 
増加 装備 は MS と 一 体 化 
し て お り 着脱 不能 。 


て 、 ネ ェ ル ・ ア ー ガ マ 
村 を 集中 
備 し た 。 現地 改修 の フル 


LM314V23/ 
V2PHIN) Bh 
V2 ガン ダム に 防御 重視 
の 「 ア サル トバ ー ツ ] と 攻 
刺 重 視 の 「 パ バス ター バー 
ツ 」 を 搭載 し た 形態. 


MS と の 合体 機構 を 備え る 支援 用 航 宙 ・ 
航空 機 。 MS と の 合体 に より 、 攻撃 力 や 機 
動 性 を 中 心 と し た 性 能 を 向上 させ る 。 可変 
MS 的 な 機体 特性 も 付与 する 。 


RX-78 ガン ダム 用 の 合体 式 支援 
航 宙 ・ 航 空 機 。 ガン ダム の コア ・ ブ 
ロッ ク ・ シ ステ ム を 併用 する , 
用 戦 用 の G ブ ル 、 簡 易 攻 撃 機 の G ス 
カイ ・ イ ー ジ ー な ど 様 々 な 形態 を 取る 
こと が 可能 


RX-178 ガン ダム MK-T 用 (MSA- 
003 ネモ 用 と も ) の 合体 式 支援 航 
軍機 。 ガン ダム Mk-T と 合体 し 
パー ガン ダム は 火力 と 機動 性 に 秀 
で 、 第 三世 代 MS と 同等 の 戦闘 能力 
を 与 付 し た 。 


HGZ-95 リゼ ル 用 の 合体 式 支援 
兵器 (正確 に は バッ ク パ ッ ク の バリ 
エー ショ ン ) 。 ハイ パー・ ビ ー ム ・ サ ー 
ペル と マイ クロ ・ ミ サイ ル を 装備 し 、 
近接 戦闘 で 感 力 を 発揮 する 


リゼ ル 用 の 換装 用 バッ ク バ ッ ク の 
ひと つ 。 ディ フェ ン サ ーa ユ ニッ ト と 同 
じ ペ ー ス を 共用 し つつ 、2 基 の メガ ・ 
ビー ム ・ ラ ンチ ャ ー を 搭載 する 。 中 一 
長 距離 攻撃 用 の 装備 で ある 。 


SCIENCE 


モン スタ ー 化 する 
Key Word eve 


ガン ダム 7 号機 の 超重 直 装 型 で ある 量 装 フ 
ルアー マー・ ガ ンダ ム 7 号 機 の 頃 か ら 、MS 用 
増加 装備 が 極端 に 大 型 化す る 事例 が 散見 
れる よう 全長 140m も の アー ム ド ペ ー 
ス に 対し て 、MS 本 体 が 18m の RX-78GP03 
ガン ダム 試作 3 号機 は その 顕著 な 例 で ある 。 グ 
リブ プス 戦 役 期 の 6 ガン ダム や RX-124 ウー ンド 
ウォ ー ト に も 、 同様 の プラ ン が 弟 つ か 見 られ た 。 


ジオ ン 公 国軍 の モビ 
ル ダ イ バー シス テム 
も 、MS は 管制 機 
動 ユニ ッ ト に 過ぎ な 


単体 で 科 機 と し て 機 
能 す る 例 も ある 。 


SFS と フル 


ガン ダム TR-1 を 中 心 に 、G パ ー ツ [フル ドド ] 2 機 
や ギャ プラ ン 用 ブー スタ ー な ど を 装 供し た 形 


ke 


TR-6 の 決戦 形態 。 同 [ファ 
イ バ ー 四 と [ダン ディ ライ ア 


110.22 


EM Tx 


psal 
ガイ 


110.23 


欧州 の 王 全 貴 族 を 中 心 と し 
体 が ロー ム フ ェ ラ 財 団 、 事 部 門 た る 秘 審 
結社 が る 。 財団 は 地球 圏 統一 連合 に ! 
な 影響 力 を 持ち 、 実 質 的 に 地球 陶 の 政治 経済 を 牛 
耳 っ て いた 。 

ロー ム フ ェ ラ 財 団 は 様々 な 形 で 
に 影響 力 を 行使 し た が 、 相 当 
て いた 。 象徴 的 な の は 、 地 球 陶 統 一 


球 隊 統 


(スペ シャ ル モ ビ ルス ー ツ 隊 ) の 設 
中 で る スペ シャ ルズ は 地球 閥 統一 連合 軍 を 構成 
する 3 軍 の ひと つ で 、 の も の 
シャ ルズ の 将兵 は 基本 的 に ロー ム フ ェ ラ 財 団 の メン 


られ た 。 スペ シャ ルズ 自体 も 独 
あり 、 地 球 賠 統 一 連合 宇宙 地上 
軍 を 差し 置い て の 単独 行動 すら 許可 きれ て いた 。 


Organization of A.C. 


MS と いう 兵器 を 生み 出し 、 量 産 化 に 成功 し た の 
も り 、 そ の 事実 は 大 半 の MS の 型式 番 * 
「0Z」 の 文字 が 含ま れる こと か ら も 推測 で きる 

3 生み 出し た MS は 、 ロー ム フ ェ ラ 財団 に 英 大 
らし も し た 。 財団 は 様々 な 分 野 で 既得 権 
ヽ た が 、 中 で も 大 き な 利益 を 
産業 で あり 、 MS の 大 量 配備 と 共に 収益 も 


増大 し : 

こう し て 裏 か ら 地 球 因 菊 一 連合 を 操り 
じ て で 0Z ス ペ シ ャ ル ズ を 動か し て いた ロー ム フ ェ ラ 財 
地球 と コロ ニー の 対立 を 煽り こそ すれ 歴史 
の 表 舞 台 に 積極 的 に 立つ こと は な か っ た 。 この 方 
針 が 変化 し た の は A.C 

コロ ニー の 一 部 勢力 ガ 
メテオ 」 を 利用 し 、0Z は ター デ タ ー 計 画 「 オ ペレ ー 
ショ ン ・ デ イプ レイ ク 」 を 実行 する 。 紀 地球 賠 統 
- 連 合 は 瓦解 し 、 ロ ー ム フェ ラ 財 団 主導 の 世界 が 
構築 され て いっ た 。 し か し 、 財 団 代表 代行 デル マイ 
ユ ・ カ タロ ニア 公 講 が 0Z 総 部 トレ ー ズ ・ タ シュ リナ ー 
ダ を 更 送 ・ 北 陸 す る と 、OZ は 財団 派 と トレ ー ズ 派 に 
分 裂 し て 内 戦 状態 


ト 要 に 応 


(Ww) FLE 03 SHEET 22A 


内 戦 を 優位 に 進め た デル マイ ユエ 公 は . f 和 
主義 国 サ ンク キン グ ダ ム の リリ ー ナ ・ ビ ピー スタ ラフト 
女 を 財団 代表 に 据え 、 地球 陶 統 一 連合 に 代わ る 地 
球 国 家 の 設 立 を 宣言 させ た 。 だ が 、 コ ロニ ー 過 激 派 
ホワ イト ファ ング の 決起 と リリー ナ の 影響 力 増大 を 受 
ル マ イ ユ 公 は 戦死 する 

その 直後 、 復 帰し た トレ ー ズ は リリ ー ナ を 廃し て 世 
界 国家 の 元首 と な る が 、 こ の 時 点 で ロー ム フ ェ ラ 財 
団 は 著しく 弱体 化し て お り 、「EVE WARS」 で トレ ー 
ズ が 戦死 する と 影響 力 を 失っ て いっ た 

( 哉 筆者 、 執筆 時 期 不明 ) 


関連 ファ イル 

wozo7 
wozoe 
WO29 


AC.195 の 戦 想 Wo83e 
FLEPNEVEW 


liuswation by JUN WADA 


ロー ム フ ェ ラ 財 団 
ロー ム フ ェ ラ 財 団 は 地球 交 一 連合 に 対し て 絶大 な 影響 力 を 持ち 
対立 を 利用 し て 英 大 な 利益 を 上 げ て いた 。 か つて は 財力 を 利用 し 
と し て いた が 、 A.C. 期 に は 既得 権益 の 維持 ・ 拡 大 の た め の 組織 と な っ : 


Pt 


欧州 を 中 心 と し た 王侯 貴族 の 連合 体 で あり ほとん 人 斉 二 
どの メン パー は 世 商 の 特権 階級 に 属す る 。 完全 平和 , 奈 
主義 の 同調 者 も いた が 、 主 流 は 既得 権益 を 重視 し た 。 


修 騰 と いっ た 大 貴族 が 
目立つ 。 ほ と ん ど が 


的 側面 も 持っ て い 


sR 
| 証 へ の を w カ は 大き 


直接 ・ 間 接 的 に 地球 園 統一 連合 に 干渉 し 、 そ の 
政策 を 与え た 。 地球 と コロ ニー の 対立 を 煽り 、 


ロー ム フ ェ ラ 財 回 ( 


了 半 を 語 導 も し て いた 


数 々 の 既得 権 半 を 持ち 、 中 で も 軍 帰 産業 に お ける 
利益 が 大 きい 。 傘下 の 0Z で 開 IS は 、 ほ と ん ど 
が 地球 国 統 一 連合 軍 に 納入 され て いた 。 


ズ を 含む 地球 国 統一 
Ts 


0Z 


ロー ム フ ェ ラ 財団 の 軍事 を 司る の が 秘密 結 圭 OZ で ある 。 連合 軍 特 殊 工作 班 を 前 身 と 
する 組織 で 、 地 球 国 統 一 連合 軍 で は 宇宙 軍 や 地上 軍 と 並ぶ 3 番目 の 軍 「 ス ペ シ ャ ル ズ ] 
を 構成 し た 。 AC.195 に トレ ー ズ が 幽閉 され る と 、 2 派 に 分 裂 し て 内 戦 を 線 り 広げ た 。 


we 


0Z は ロー ム フ ェ ラ 財 団 の 軍事 部 門 で 、 秘密 結社 で 
も あっ た 。 財団 の 意思 を 体現 する 凌 力 呈 置 と いう 側面 
は 「 オ ペレ ーション ・ デ イブ レイ ク ] 以後 、 顕 著 化 し た 。 


0Z は 、 ス ペ シ ャ ル モ ビ ピル スーツ 隊 こ と | スペシャル 
一 連合 軍 の 1 車 を 構成 し た 。 MS 
た 、 独立 性 の 高い 部 隊 だ 


コロ ニー 倒 技師 の 話 カ 
の 下 、 史 上 初音 時 
MS トー ル ギ ス を 開発 。 
汎用 機 リ ー: の 
量産 仕様 に あたる 


宇宙 用 重機 だ っ た MS を 、 兵器 と し て 完成 させ た 組 
織 で も ある 。 MS の 量産 化 に 際 し て は 、 セイ ス ・ ク ラー 
ク と ツバ ロフ ・ ビ ピル モン の 功績 が 大 きか っ 


組織 問 ・ 組 織 内 関係 - 


財団 は 代表 に 選出 され た 貴族 の 下 、 
活動 し た 。A.C.195 に は 代表 代行 の デル 
マイ ユ 公 が 指揮 し 、 世 界 支配 を 目指 し た 
が 、 ホワ イト ファ ング の 決起 や OZ の 分 裂 、 
トレ ー ズ の 台頭 を 経て 崩壊 に 向かっ た 


1 バー = = 4 


ロー ム フ ェ ラ 財 団 の メン バー は 牙 州 の 王侯 
貴族 が 中 心 と を っ て いる 。 傘下 組織 の OZ も 貴 
族 と は いか な く と も 上 流 階 級 出身 者 が 目立つ 。 


2 の 人 間 を B 下 


財団 幹部 は 公爵 や 伺 最 と いっ た 大 貴族 が 多 
い 。 中 で も 財団 代表 (代行) を 破 出 し 
ナー ダ 家 や カタ ロニ ア 家 の 影響 力 は 大 きか - 


eu 
に に) 
ロー ム フ ェ ラ 財 団 の 替 部 で も ある 総 全 を 頂点 ト 
に 外 位 と 特別 背 級 を 持つ 持 兵 で 構成 。 ト レー 5 
ご の 教え に より 、 各 将兵 が 高い 判断 力 を 持つ 、 ズ 4 
‘ 
3 に " 人 
NN 。。 Nh 
貼 2 
0 7 
移 一 連合 時 代 、0Z の メン バー は ほぼ 自動 L 
ルズ に 参加 。 MS ババ イ ロ : 小 と し て の 技量 に 特に 僚 れ た 。 古 
2 


LO 正史 = 4 


昧 団 は 長い 歴史 を 持ち 、 地球 囲 紋 一 連 
設立 に 関与 し た と の 説 も ある 。 
A.C.195 の 紛争 で 加速 度 的 に 弱体 化し た 。 


財力 を 双 使 し て 自然 保護 を 目指 し た 財団 
が 、 奴 得 権 益 の 
6 球 と コ ローー の ※ 


現 使 し て 地球 回 を 支配 し 
記 て いっ た が 、 世 界 国家 放 


1 箕 と 共に 画 休 化し た : 


サン カン ト ・ ク シュ リナ ー ダ が 財団 代表 
だ っ た 時 代 は 、 組 織 の 改革 も 行わ れ た 。 
A.C.172、 サン カン ト 公 は 死去 し た 


ンカ ント 公 の 死後 
yi 団 代 表 は 置か れず 
レル マイ ユ ・ カ タロ ニ (2 
kt ne 
行 に 就任 し た P ユイ を 時 殺し た 


クー デ タ ー で 地球 園 統一 連合 を 崩壊 に 
導き 、 財 団 自ら が 地球 圏 の 支配 に 乗り 出し 
た 。 だ が 、 0Z が 分 裂 し 内 乱 が 発生 し た 


レー ズ が リリ ー ナ 6 
その トレ ー 
WARS」 で 戦死 し 、 財団 は 衰退 し 


財団 代表 世界 国家 
し て リリ ー ナ を 疹 
団 は リリ ー ナ を 


MORE INFO! 


0Z の 持 兵 に は 、 独 自 の 用 級 と 秋 位 が 与 
えら れ た 。 ロー ム フ ェ ラ 凡 | 
関係 し た る 


A サン ライ 


機動 戦士 ガン ダム MS IGLO0 ら 重力 戦線 


ULC.0079.07.26、 地球 連邦 地上 宣 欧 州 方 面 軍 第 
4 機械 化 混成 連隊 の 機甲 部 隊 と 、 ン 公 国軍 欧 
州 方 面 入 の MS 部 隊 が 交戦 し た 。 こ の 戦闘 に お ける 
地球 連邦 軍 側 の 戦力 は 戦車 小隊 2 個 (本 来 な ら 8 輌 
だ が 、 了 臨時 編制 で 9 輔 ) ン 公 国軍 側 は MS 小隊 
1 個 (MS8 機 ) に 過ぎ ず 、 戦 闘 規模 は 大 きく な い 。 そ 
れ で | a GSS 


& い な い だ ろ う 。 
戦争 の 中 期 に 


攻 作 戦 を 展開 し 地球 各地 の 重要 地域 を 占領 し た ジ 
オッ 公国 軍 だ が 、 進 出 限界 を 迎え て いた の で ある 。 

つま り 、 ジオ ン 公 国軍 は 攻め る も 退く も で き な く な っ 
で いた わけ だ が 、 地 域 に よっ て 例外 も 見 られ た 。 そ 
の 代表 が 欧州 戦線 ン 公 国軍 が 地球 連邦 地 
上 宣 を ドー バー 海峡 方 面 に 追い 込ん で いた 。 

この 徐 地 に 際 し 、 地球 連邦 軍 も 手 を こま ね いて い 

た わけ で は な く 、 師 り 来る 敵 部 隊 を 退け る 作戦 を 半 

7 備 し て いた 。 地 球 連 邦 地上 軍 に と っ て 問題 だ っ た の 
は MS だ っ た ジオ ン 公国 軍 の み が 制 式 配備 
し て いた MS は 、 ミ ノ フ スキ ー 粒 子 散布 環境 下 に 対 
応 し た 超 高 性 能 兵 器 で あり 、 地 球 之 邦 軍 を 苦戦 き 
せ で いた の だ 。 

そこ で 地球 連邦 地上 軍 の 欧州 方 面 軍 は 、 阻 で 
MS 部 際 を 誘き 出し た 化 、 厳 本 隊 を 叩く 作戦 に 出 た 。 ~ 
この 際 、 渦 本 隊 を 撃破 すべ く 投 入 さ きれ た の が 、 第 44 
機械 化 混成 連隊 の 戦車 大 隊 で ある 。 

MS の 出現 で 優位 性 は 減少 し て いた と は いえ 、 火 
力 ・ 防 御 力 ・ 機 動 性 の 三 要 素 を 高い レベ ル で 散 ね 憶 
える 主力 戦車 は 「 際 の 王者 」 と 呼ぶ に 相応 し い 兵 器 
だ っ た 。 そ の 戦車 ば か り で 編制 きれ 大 隊 
は 、MS き え 相 手 に いな けれ ば 充分 に 作戦 目的 を 達 
成 可能 と 判断 され 、 実 際 に 敵 本 隊 に 肉薄 し て いる 。 

し か し 、 昭 に 誘き 出さ れ 「 留 守 は ず の 敵 MS 
部 隊 は 残存 し て いた 。 結果 、 戦 車 大隊 は MS の 猛攻 

きい le aoi 2 


喧伝 し 、 地 球 連邦 地上 軍 欧 州 方 面 

機 に 陥っ た が 、 第 4 機械化 混成 連隊 は 即 
失 を 放つ 。 新 た な 協 動 で 貞 MS 部 隊 を 誘き 出し 、 残 
れ た 戦車 聴力 の 一 部 で 訟 倒し ょ うと いう も の だ っ た 
S に 第 4 機械 化 混成 
際 役 人 し た 戦力 は 較 ウ 側 (プラ 21 本 に 誠 
ぎ ず 、 先 の 作戦 と 比べ る と 余り に も 規模 が 小さ い 。 
や 考え られ る 。 

言 し た 第 301 戦 車 中 隊 第 1 小隊 関連 ファ イル 


長 ハ ー マ ン ・ ヤ ン デ ル 中 尉 は 、 本 気 だ っ た 。 ヤン デ MG1A561 式 車 5 天 1GL2.01-02 画 

4 MS-06 アク US (は ワ イト オ ーー) 他 TSLz.01-07 画 5 
ル 中 尉 は 個人 的 紙 恨 か ら “ホワ イト オー ガー” エル 拓 34 林 化野 胃 | leLz.0202 MS の 理 電 以前 で は 人 光村 を 際 
マー・ ス ネル 大 尉 の 白い ザク [を 狙っ て お り 、 ス ネル UC: FG 3-41 i 
大 尉 も 強敵 と の 戦い を 求め て いた の で ある 。 地球 連邦 (AD 未 期 -UCO096)  FGQ351 革 伴い 、 ぞ も いら は 主力 の 麻 を 菩 り た 


が 、 それ で も 限定 され た 用 送 で 使 


("ネー ムレ ス " ジョ ン ・ 用 きれ 続け た 。 


ス U.C0154) 
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第 44 機 械 化 混成 連隊 
戦車 大 隊 " 機 甲 部隊 の 進路 


ジオ ン 公 国軍 
MS 部 隊 の 進路 


= と 


第 1 小隊 、 模擬 戦 に 参加 
欧 放 方面軍 第 44 械 化 混成 際 葛 301 
戦車 中 隊 第 1 小隊 に 、 軍 
曹 が 落 任 。 小隊 長 で ある ハー マン ・ 
ル 中 尉 の パー トナ 小隊 長 機 の ドラ 
イ バ ー を 務め た 。 着任 直後 、 ス ラー 軍 理 は 
模 艇 戦 に 参加 し 、 そ こ で 戦車 兵 と し て の ヤ 
ン デ ル 中 尉 の 技量 を 目の当たり に し た 


第 1 小隊 、 出撃 
索 


攻 を 屋 けた 葛 44 枝 村 人 混成 連 隊 は 、 ヤ ン デ 中 


ー テ 


第 4 機械化 混成 連隊 に 配備 され て いた 主力 戦 
車 は 、61 式 戦車 5 弄 (通称 は TYPE-61 5+ と も 。 正式 
名 称 は M61A5 MBT) で あっ た 。61 式 戦車 の 改良 パ 
リエ ーション の ひと つ で 、 主 他 で ある 連装 式 155mm 
沖 腔 砲 、 車 長 兼 砲手 ドライバー の み の 搭 乗員 、 人 


第 44 機 械 化 混成 連隊 オン 公国 軍 


戦車 大 隊 / 機 四部 隊 か ら の 】』 


攻撃 


IS-06J 


= 93 な 補 如 を 受 ける 


PVN4274 
MS.O6J( ス ネル 大 司 尼 ) 


情け て 新た な 陽動 作戦 を 実施 = 松 四 部 訟 を 較 
寺 


加 車 大 隊 が 撃破 され 
よっ ジオン 公 国軍 MS 部 隊 も 展開 する が 


デル 中 慰 が 宿 英 と する 


NG 内 か ら の 導 和 


工 術 星 を 利用 し た デー タリ ンク な ど を 特徴 と する 。 
ミノ フス キー 粒子 の 影響 下 で は 戦闘 能力 が 低下 
する も の の 、 火 力 に 優れ て お り 、 戦 術 に よっ て は MS 
に 対抗 可能 だ っ た 。 も っ と も MS ほど の 戦闘 能力 や 汎 
用 性 は 持た ず 、 MS の 配備 と 共に 姿 を 消し て いっ た 。 


戦闘 発生 地 吉 


HE 


| 癌 隊 を 用 いた 陽動 に より 、 戴 MS 
部 隊 を 誘い 出し た と 考え だ 第 44 機 
械 化 混 成 連 隊 は < 煮 本 体 を 攻撃 す 
る べく 、 戦 車 大 隊 を 出撃 させ た 。 し 
か レダ 下車 大 隊 は MS 部 隊 の 攻撃 
を 玩 け 壊滅 状態 と な り 、 戦 術 の 変 


甲 部 隊 と ザク の 戦い 


3 機 の ザク TT に 対し 、 機 四部 隊 が 攻撃 を 開 


5 


ン 公国 軍 の 猛攻 を 受け た 地球 連邦 地上 軍 欧 州 方 面 還 
が 追い 詰め られ る 中 、 同 軍 第 44 機 械 化 混成 連隊 第 301 戦 車 
中 隊 第 1 小隊 に 、 レイ バン ・ ス ラー 軍 旨 が 着任 。 同 小隊 指揮 官 
ハー マン ・ ヤ ン デ ル 中 尉 の パー トナ ー と し て 、 小 隊長 機 の ドラ イ 
パー を 務め る こと と な っ た 。 落 任 直後 、 ス ラー 軍曹 は ヤン デル 中 
笛 と 共に 51 式 戦車 5 型 を 駆っ て 模擬 戦 に 参加 し て いる 。 型 中 
りな ヤン デル 中 尉 だ っ た が 車 長 業 砲手 と し て の 技 軒 は 極め て 高 
く 、 模擬 戦 で は 仮想 英機 に 次 々 と 命中 弾 を 与え た 。 


se 


ヤン デル 中 尉 の 戦車 は エン スト し て いた 
因 不 明 の まま 始動 。 栓 明香 で は 2 日 人 


、 ス ラー 宣 面 が 搭乗 する と 原 
中 弾 を ケ え た 。 


上 上 | 導 た な 陽動 作戦 。 


電 車 大 隊 の 敗北 を 尼 け た 第 44 機 械 化 混成 連隊 は 、 信 情報 
を 流し 、 こ れ に 誘導 され た 敵 MS 部 隊 を 叩く 作戦 を 実行 に 移し 
た 。 ヤン デル 中 尉 の 差 言 受 け て の 作戦 で 、 中 居 の 第 1 小隊 を 
含む 特別 編制 の 機甲 部 隊 が 投入 され た 。 夜半 に 出撃 し た 機甲 
部 隊 は 、 先 の 戦闘 で 戦車 大 隊 が 敗れ た 場所 で 待機 。 一 方 、 偽 
情報 を 受け て 出撃 し ン 公 国軍 MS 部 隊 は 、 一 部 が 機関 不 
調 を 偽装 し て 離脱 し この 喜 脱 部 隊 の 中 棲 こ そ ヤ ン デ ル 中 
尉 の 宿 曽 * 本 ワイ ト オ ー ガ ー" エル マー・ ス ネル 大 尉 だ っ た 。 


ヤン デル 中 言 は 個人 的 絶 恨 か ら ス ネル 大 肝 機 を 狙っ て いた 。 スネ ル 大 
尉 も 陽動 作戦 を 見 抜き 、 強敵 と の 戦い を 求め て 章 図 的 に i 


U.C.0079.07.25、 ジ オン 公国 軍 欧 州 方 面 軍 の MS 部 隊 が 
較 の 方 に 向かっ た と 判断 し た 第 44 機 械 化 混 成 達 隊 は 、MS 部 隊 
が 不在 の 内 に 英 本 隊 を 叩く べく 戦車 大 隊 を 出撃 させ た 。 この 際 、 


ヤン デル 機 が 原因 不明 の エン ジン スト ー ル を 起こ し た た め 、 第 1 小 
隊 は 出撃 中 止 と な り 整 備 を 行う こと に 。 一 方 、 出撃 し た 戦車 大 隊 
は 敵 部 隊 を 圧倒 する か に 思わ れ た が 、 不 在 と 思わ れ た MS 部 隊 


の 農 撃 を 受け て 大 打撃 を 被っ た 。 戦闘 の 結果 、 第 44 機 械 化 混 
成 連隊 は 機甲 戦力 の 半数 を 失い 、 戦 術 の 変更 を 余儀 な くさ れ た 。 


ジ ォ オン 公 国軍 の 本 に 掛か っ た 戦車 大 隊 は 、 基 大 な 被害 を 受け て 激走 。 
埋 半 の 結果 は 、 ジオ ン 国 営 放送 を 通じ て 大 々 的 に 喧伝 され 


61 式 戦車 VS ザク I 


7 月 26 日 、 スネ ル 大 尉 機 を 含 な ザク HS 擬 に 人 入 する と 、 
ヤン デル 中 尉 の 機甲 部 隊 が 迎撃 し 戦闘 が 始ま っ た 。 数 の 上 で は 
有利 な 模 甲 前 隊 だ っ た が 、 火力 ・ 防 御 力 ・ 機 動力 に 勝る ザク T の 
前 に 苦戦 。 戦闘 は ジオ ン 公 国軍 側が MS2 機 を 失い な が ら も 機甲 
部 隊 を 天 減 し た か に 思わ れ た が 、61 式 戦車 の 総数 を 読み 誤っ て 
お り 、 生き 残っ て いた ヤン デル 中 尉 機 の 攻撃 で スネ ル 大 尉 の ザク 
も 撃破 され た 。 直後 、 ジ オン 公国 軍 パ トロ ー ル 部 隊 の 攻撃 で ヤ 
ン デ ル 中 尉 棋 も 撃 紅 され 、 両 部 隊 壊 減 の 形 で 戦闘 は 終結 し た 。 


敵 ホ ロー ル 部 隊 か 
曹 は 生き 残っ た 


つい に スネ ル 大 尉 機 を 撃破 し た ヤン デル 中 | 
ら の 攻撃 で 戦死 。 直前 に 戦車 を 降り て いた スラ ー 


四部 隊 は 2 機 の ザク を 最 破 する が 


機 四 者 隊 の 総数 を 読み 
て ヤン デル 中 尉 は スネ ル 大 告 を 撃 
に ェ ル 隊 の 


Mustration by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
ジオ ン 公 国軍 の 機甲 部 隊 


MS の 実用 化 に 遅れ た 地球 連邦 地上 軍 が 、 一 年 戦争 
中 期 ま で 機甲 部 隊 に 強く 依存 し た よう に 、 ジ オン 公国 軍 も 
機甲 戦力 を 軽視 し て いな か っ た 。 ジオ ン 公国 軍 の 場合 、 陸 
戦 用 MS の 不足 を 補う 補助 戦力 と し て の 側面 が 強かっ 


ジオ ン 公 国軍 と いえ ども 陸戦 用 MS を 河 
時 汽 用 MS の 十 迷 不 足 は 、 装甲 戦 且 車 輸 


に は 配備 で き な か っ た 
寅 わ れる 例 が 多い 


PVN.42/4 
マ ゼ ラ ・ ア タッ ク 

ジオ ン 公 国軍 の 主力 戦車 。 克 
塔 の マ ゼ ラ ・ ト ッ プ は 車体 か ら 
分 荻 し て の 単独 欠 行 が 可能 で 
トッ プア タッ ク な ど に 用 いら れ た 


マ ゼ ラ ・ ア イン 
公園 軍 の 空手 戦車 。 他 
コロ し か 
型 AFV だ が 易 な こ 
も あっ て 地味 に も 投入 8 れ た 


PVN.44/1 

WEASEL (ヴィ ー ゼ ル ) 

Fe tiie 0 
馬 動 で 破 性 に 優 


at 1 
兵員 輸送 を ど に 用 いら れ た 


で Wa・ サ ン ライ 
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機動 戦士 ガン ダム SEED 


WORLD GUIDE 


a 


員 議 型式 番号 と 略称 


政和 を 問わ ず 
多用 され る 障 


111.25 


ここ で は 、 型 式 番号 に 付 さ れる 特定 の 文字 の 意味 、 
組織 名 や 兵器 名 な ど に 用 いら れる 貼 称 を 中 心 に 解 
説 し て いる 。 型式 番号 の 総論 は 別 稿 を 参照 の こと 。 

機動 兵器 の 型式 番号 は それ だ け で 機種 を 特定 で 
きる も の だ が 、 機 種 以外 の 情報 も 含ま れる 。 例え ば 
MS フリ ー ダ ム の 型式 番号 ZGMF-X10A に 含ま れる 
「X」 は 「 試 作 機 、「A」 は 「 核 動力 」 を 示し て いる 。 こ 
れ ら 文字 は 、 試 作 機 の X な ら 「eXperiment、 核 動力 
の A な ら 「 Atomic」 の よう に 、 仕 様 を 示す 敵 単 語 の 頭 
文字 や 象徴 的 文字 が 用 いら れる の が 普通 で ある 。 

仕様 を 示す 文 : ご と に 決ま っ て お り (試作 機 
の X の よう に 、 地球 連合 軍 と ザフト で 同じ 文字 を 使っ 
で いる 例 も ある )、 混 乱 を 来 す こと は な い 。 通常 、 ひ と 
つの 仕様 を 1 文字 で 表す が 、 他 の 仕様 
複 や 特別 な 仕様 を 示す 場合 は 、2 文 字 以 上 
する 。 例え ば アサ ルト シュ ラッ ド 装 備 機 を 示 
「AS」 で あり 、 こ うす る こと で 核 動力 の 「A」 と 区 別 


MS 運用 理論 : 型式 番号 と 略称 


MS Guide in C.E 
コズミック ・ イラ の MS ガイ ド 


で きる の だ 。 

長い 名 称 や 
で 短縮 表記 する は 、 型式 番号 以外 で も 見 られ 
る 。 組織 名 や 兵器 名 な ど で 多 用 され る も の で 、 各 単 
語 の 頭 文字 や 象徴 的 文字 を 繋い で 表記 する の だ 
が 、 これ に は ふた つの パタ ー ン が ある 。 

ひと つ は 単純 に 各 単語 の 頭 文字 を 羅列 し 、 表 記 
を 短縮 する パタ ー ン 。 「Deep Space Survey and 
Development Organization ( 深 宇宙 探査 開発 機 
構 )」 を 示す 「DSSD」、「Zaft Armed Keeper of 
Unity」 を 略し た 「ZAKU= ザ ク 」 は この 例 に 当たる 。 

も う ひ と つ は 、 各 単語 の 頭 文字 を 繋い で 、 意 味 を 持 
で ある 。 前 述 の パタ ー ン 
で は 洛 記 自体 に 意味 は な い が 、 こ の パタ ー ン で は 略 
【 語 と し て 成立 し て いる の だ 。 「Disconnected 
Rapid Armament Group Overlook Operation 
Network System (分離 式 統合 制御 高 可 機動 兵 装 
群 ネッ トワ ー ク シス テム )」 を 申し た 「DRAGOON」 は 、 
この パタ ー 当 す る 。 ま た 、DRAGOON は 元々 
「 意 騎兵 ] と いう 意味 を 持ち 、 一 種 の 語呂 合わ せ と 
な っ て いる 。 

こう し た 省略 表記 の 歴史 は 古く 、A.D.1900 年 代 に 


は すでに 多用 きれ て いた 。 [Central Intelliigence 
Agency (アメ リカ 中 央 情報 局 )」 を 示す 「CTA」、 
「Helicopter Launched Fire and Forget (へ リコ 
プター 発射 型 撃ち 放し ミサ イル )」 と 「 業 火 ] の 意味 
を 併せ 持つ 「HELLFIRE」 な ど が 代表 例 で ある 。 
CE. で も 広く 使用 きれ て お り 、 特 に プラ ント や ザフト 
が 好 ん で 使っ て いる よう だ 。 プラ ント =PL.A.NLT. や 
に 泊っ 


も 興味 深い 。 
(カイ ム ・ ア ッ パ CE75) 


関連 ファ イル 


GAT-X105 スト ライ ク ガ ンダ ム 
2GMFX204 スト ライ ク フ リー ダム ガン ダム 
GEMS 

CE の ガン タム 

ドラ グー ン と ガン パレ ル 

地球 連合 

プラ ント と ザフト 

FLEPREMIEW 


SEED 01-0 WE 
DES01.22 


SEEDroS35 計 


CE71 か 5C.E73 に が け で 、 地 球 連 
匠 良 人 と サフ ト の 私 方 で [GUNDAM] 
の 名 を 持つ MS が 補 数 機 開発 され 
た 。「GUNDAMJ と いう 名 称 は OS 
の 時 称 で 、 機 体 の 仕様 に よっ て それ 
それ 異な る 意味 を 持つ 。 


Mustation by KEISUKE SASAKI 


| 型式 番号 に 付与 され る 文字 / 


機動 兵器 の 型式 番号 に は 、「GAT」 
「ZGMF」 な どの 兵器 種別 を 表す 文字 列 
以外 に も 、 仕 様 を 示す 文字 (特に 英 表記 の 


バー ン 


通常 、 仕 様 を 示す 単 
請 の 句 文 字 が 付 さ れ 
る が 、 フ ォ ー ス イン パ 
ルス の 「/al の よう に 

SE 


アル ファ ベッ ト ) が 含ま れ て いる 。 記 合 も ある 。 
EE Atome - 2GMF X10A (2 リー ダム ) 
C( 未 必 ) Cary 。 レ ド ー ム 保持 AMRF-101C (AWACS デ ィ ン ) 


| 地球 運 合 軍 の 方 位 表記 / 新た な 測 模 の 察知 や 


地球 連合 軍 で は 、 東西 南北 や 軌道 平面 
と いっ た 「 総 対 方 位 」 の 他 に 、 上 下 左 右 な 
ど を 示す 「 主 観 方 位 」 が 用 いら れる 。 自 機 か 
ら 見 て 、 ど の 方 向 の どの 位置 に 敵 機 が いる 
か と いっ た 状況 を 示す も の で 、 絶 え ず 位置 
や 姿 替 を 変え る 艦艇 や 機動 兵器 に は 必須 
で ある 。 正面 左上 な ら 「 グ リー ン ア ルフ ァ 」 
と いう 表現 に な る 。 


イル の 牧 玉 を 確認 
し た 場合 、 オ ペレ ー タ ー 


Drectional Emission 指向 性 放射 


TFA-4DE ( ガ X ウ ー ド ) 


‘Enhanced 人 人 了 


GATxios (Gt ライ? 


modee 


TSJMA2mod 00 (E ウ 2 せ ロ ) 


Prototype ~ MK 作 下 


IMBFPO2 (アス トレ イレ 3 トラ レー ム 0) 


RE) | Renforoed - 弄 化 きれ た 2GMF SO1R( ゲ イッ) 

EE3.) Second stage series 2GME-X23S (ts で =) 

エ ( 未 記 Third stage seree ZGMF-XX09T (FA トル ー パ バー) 
5 | eXperiment 作 筆 GATXI02 ( デ = ェ リロ) 


| 「GUNDAM」 の 意味 / の 意味 


デー 


勢力 を 問わ ず MS 用 OS と し て 用 いら れ て で て 
いる よう に 思え る 「GUNDAM」 だ が 、 還 や 
搭載 MS に よっ て 全く 違う 仕 欄 で あり . 名 称 
の 意味 ( 何 の 略 称 か ) も 大 きく 異な る 。 


機体 系 列 N 意味 
ee は 
ee 
2S oon unesene [newerc|_ owe | acant | oge, ER 
nited | ue ee 有人 
PP 
ott | age | Nemoeg | pepioment| Atomc ama A" fi RR 


| 褒 衝 と その 意味 / その 意味 


本 来 の 名 称 が 長い 場合 、 名 称 を 構成 す 
る 単語 の 頭 文 字 や 象徴 的 文字 を 繋い で 、 
略称 と する 場合 が ある 。 [FAITH」 な どの よう 


F 


ラン ト =PLANT は 
「( 宇 軍 の ) 工 場 ] の 意 
味 だ っ た が 、 国 家 へ の 


“ 発展 の 中 で 別 の 意味 
に 語呂 合わ せ に な っ で いる 例 も 散見 され る 。 を 持つ 周 称 と な っ た 。 
cE Cosmie Er 
po Dauntiess Obliterator Magnificent ドム (MS 名 。「 寺 大 な る 不 必 の 抹殺 者 の 意 ) 
Deconnected Rep Amament Group Overook | ドラ クーン (人 共生 
SM Operaticn Network System | ネッ トワ ー ク シス テム ) 
Daap Space suvey and Dovatopment 
pssp ei 本条 
FAITH | Fast Acting imegrate Tctee ilesemertes | フェ イス 
cues | Gam Enitsion by Nuckar Exploson Stmiate | 
Goue Guwrdan OF unay Forerunner アフ (MG 名 、 続 一 の 虹 た る 先 馬 者 」 の) 
uwsp Intogratod Weapons Srker Pack ほほ ト ライ カー パック 
METEOR | Mobmesut Embedded Tactical EnfoRcer | ミー ティ ア (MS 次 モ ジュ ー ル 
MPFN Mt Pupose Fight Moduie SHR モール 
MNL | oppose Mtaney & Neuraize twason (Entorcen [sR OF) 
し AT | Preduetve Lacaton Aly on Nexus Technolopy | プラ ント (は 村人 的 アン ロジー に よる 
上 ANT | Peope Liberation Acting Naton of Technolegy | 生玉 人 | の 者 は 国名 ) 
RCWe Reconstruetion War i 
SEED | Superior Eroutionary Element Destned-factor | シー ド 
ZAFT. Zodiac Aliance of Freedom Treaty ザフト (「 自 由 条約 黄道 同 製 」 の 凍 ) 
2Aku Zatt Amed Keeper of Unity | (Ns) 


4 つの 小 セク ター 


各 方 位 セ クタ ー は [回 1 の に Sh を 
上 が Aー ア ルフ ァ 、 右 上 が ロー プラ: 
を 下 が D: el 


Charlie 
i 


6 つの 方 位 セ クタ ー 


自 族 か ら 見 た 、 上 下 前 後 左右 の 6 面 が 方 位 セ クタ ー と な 
る: 


る 。 主観 方 自 艦 の 中 で し か 通用 し な い 、 


が 主観 方 位 を 責任 者 
に 知ら せる 。 
> プイ 
目標 と の 相対 下 離 が 
遠い 場合 方 位 を 示す 
色 と 数 字 を 組み 合わ せ 
た エリ アコ ー ド を 用 いる 
場合 が あい 。 
ーー 
前 方 セク ター 
ena. totz 111-26 


111-2Z 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


WORLD GUIDE 


デス ティ ニー プラ ン 


POLITICAL SYSTEMin CE. 


フ ・ イ ステ ム 


ンダ ル が 提示 し 、 初 期 段階 まで 計画 は 進ん で 
いた 。 し か し 、 オ ー プ 連合 首長 国 を 中 心 と し た 反対 
勢力 と の 戦闘 で シス テム 中 枢 が 破壊 され た 
ラン ダル 議長 が 死亡 し た こと で 中 止 き まれ た の だ っ た . 

デュ ラン ダル は 、 個 人 レベ ル の 処遇 へ の オイ 
争 の 根本 原因 と 考え て いた 。 これ を 解決 する た め 
に は 、 息 統 や 地縁 、 コ ネ ク シ ョ ン や 個人 的 政治 力 と 
いっ た 「 雑 音 」 に 左右 きれ ず 、 最 適職 と 立場 を 提 

供する 社会 シス テム が 必要 と いう 結論 に 辿り 着く 
この 際 、 デ ュ ラ ンダ ル が 最適 職 提供 の 基準 と し た 
の が 、 彼 が 研究 に 携わっ て いた 遺伝 子 
ディ ネイ ター を 見 る まで も な く 、 道 伝 子 は 先天 的 能力 
を 解析 すれ ば 有職 


庭 環 境 か ら 最 底辺 の 生活 を な くさ + 
物 が 、 突如 、 大 企業 の 管理 職 に 抜 握 さ れる 可能 性 


択 の 基準 を 遺伝 子 の み に 
が 介在 する 余地 が まっ た く な い の だ 。 ま 
く と も 努力 に よっ て 職 を 得 て 、 戦 資 を まっ 
て いる 人 物 が 、 疲 制 的 に 転職 させ られ る 事態 すら 
起こ っ て し まう 。 デス ティ ニー プラ ン は 全 世 界 的 
施さ れ 、 遺 伝 子 基準 の 管理 社会 を 招来 する た め 、 こ 
の 欠点 か ら 逃 れる 術 は な い 
、 こう し た 社会 シス テム の 導入 は 容易 で は な 
か っ た 。 地球 圏 は 統一 状 眉 に な か っ た うえ 、 プラ ント 
の 支配 地域 は 鉄 く 、 デス ティ ニー 
は な か - で ある 。 プラ ント 内 の 
、 デュ ラン ダル の 一 
を 施行 する の は 不可 能 な うえ 、 仮 に 施行 で き て も 世 
界 的 恒久 平和 の 構築 と いう 目的 は 達成 で き な い 。 
ラン ダル は 「 プ レイ ク ・ ザ ・ ワ ー ル ド ]| を 契 
機 と する 戦乱 の 中 、 ロゴ ス の 告発 と 駆逐 を 通じ て 世 
界 的 支持 を 集め て いっ た 。 そし て ロゴ ス 和 概 滅 後 、 ロ 
ゴ え 時 代 と 異な る 世界 的 社 ム と し て 、 秘 密 
に 準備 し て いた デス テ - を 提示 し た (「 ブ 
レイ ク ・ ザ ・ ワ ー ル ド ]」 E ュ ラ ンダ ル 議 長 が 関 
与 し て お り 、 ティ ニー プラ ン を 実施 する た め 、 世 
界 的 紛争 を 引き 起こ し た と 見 られ る ) 

新 世界 の 盟主 と な っ て いた デュ ラン ダル へ の 支持 
は 厚く 、 デ ステ プラ ン は 実行 に 移さ れ た 。 し か 
し 上 述 の 通り 、 デスティニー プラ ン に 反対 する 国家 や 
組織 の 抵抗 に より 、 中 止 を 余儀 な くさ れ た の だ っ た 

(フー コー・ デ ルカ ッ セ CE.75 


ク ・ イ ラ ガイ ド : デス ティ 


関連 ファ イル 
ラン タル DES.02-11 
SEED.03.33 

SEED.03.35 
DES.03- 

DES.03.27 生 


ギル バー ト ・ 
コー ディ ネイ ター 
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Miustration by JUN WADA 


デス ティ ニー プラ ン は 、 遺伝 子 分 析 で 判 
明 し た 最適 職 を 各 人 に 提供 する 社会 シス 
テム で ある 。 遺伝 子 基準 の 管理 ・ 統 制 社会 
を 目指 す 政策 で 、 究 極 的 に は 世界 平和 を 
実現 する と され た 。 遺伝 子 工学 の 技術 者 
で あり 、 ユニ ウス 条約 締結 後 か ら C.E.74 ま 
で プラ ント 最高 評議 会 議長 だ っ た 5) 
ト ・ デ ュ ラ ンダ ル が 提示 し た も の だ っ た 。 


の 利 


最大 の メリ ッ ト は 、 出自 や 政治 力 な ど に 左 
右 さ れず 、 各 人 に 最適 4 職 が 与え られ る 点 
に ある 。 結果 、 処 過 に 関す る 不満 が 解消 さ 
れる こと で 、 紛 争 の 原因 が 取り 除 か れ 、 恒 
久 平 和 が 実現 で きる と 考え られ た 。 プラ ン 
は 世界 規模 で 実施 予定 だ っ た た め 、 そ の 
効果 は 極め て 高い と 期待 され て いた 。 


最大 限 の 才能 発揮 


遺伝 子 解析 で 判明 し た 最適 職 が 各 人 に 
与え られ る た め 、 才 能 を 最大 限 に 発揮 で き 
る 。 本 人 も 知ら な い 才 能 が 発見 され る 可能 
性 が ある た め 、 特に ナチ ュ ラ ル に 適する 。 


出自 や 政治 力 な ど と 関係 な く 、 最 適職 


全 人 類 の 才能 と 財 業 (と 立場 ) が 合致 す 
る た め 不 満 と 不安 が 取り 除 か れ 、 同 時 に 紛 
争 の 要因 も 排除 され る と 考え られ た 。 社会 
の 最適 化 に よる 平和 の 確立 で ある 。 


長い こと 尽く め に 思え る デス テ - 
ン だ が 、 遺伝 子 至上 主義 と いえ る 管理 ・ 統 
制 社会 を 招来 する シス テム で あり 、 自 主 性 
や 自由 を 重んじ る 人 々 に は 警戒 され た 。 国 
レベ ル で は オー ブ や スカ ンジ ナビ ア 王 国 な 
ど が 、 組 織 で は クラ イン 派 な ど が 反 意 を 示 
し 、 プラ ント と 対立 し て いる 。 


管理 社会 の 到来 


シス テム の 都合 上 、 適 伝 子 が 基準 と な る 
管理 統制 社会 が 構 筑 さ れる 。 
も 管理 され 、 デ ステ ィ ニ ー プ ラン の 運用 組 
織 が 全 人 類 の 情報 を 独占 する こと と な る 。 


職業 選択 の 自由 の 不在 


適 伝 子 分 析 の 結果 、 判明 し た 最適 職 の 
み が 各 人 に 与え られ る (強制 され る ) た め 、 
職業 選択 の 自由 は 存在 し な く な る 。 当然 、 
本 人 の 意志 や 和 努 力 は 無 意 味 と な る 。 


遺伝 子 査 定 で 選ば れ た 人 間 が 新た な 職 
に 就く 以上 、 現職 者 は その 地位 を 追わ れる 。 
才能 に 欠け る に も か か わら ず 勢 力 に よっ て 職 
を 得 た 人 間 が 、 強 制 的 に 転職 させ られ る の だ 。 


幅 伝 子 工学 に 長け た 
プラ ント な ら で は の 政 
策 で あり 、「 人 類 存 亡 
を 醒 け た 最後 の 隊 箱 
策 ] と され た 。 


ゴス 壊 直後 まで デ 
ステ ィ ニ ー プ ラン の 存 
在 は 伏せ られ 、 最 高 評 
講 会 の 評議 員 す ら 知 
ら さ れ て いな か っ た 。 


に 宣伝 。 宣伝 用 アニ メー ショ ン も 用 意 さ れ た , 


先天 的 能力 が 判明 し 
て いる コー ディ ネイ ター 
と 異な り 、 ナ チュ ラル 
の 才能 は 未知 数 な 部 
分 が 大 きい 。 


道子 柱 査 で 、 ほ ば 巡 
実 ご 最 遂 隊 が 提供 され 
る た め 、 将 来 89 な 不安 
を 抱か ず に 済む 。 一 種 
の 社会 主義 と 言え る 。 


国 や 人 種 を 飛び 越え で. 
導 伝 子 が 新た な スタ ン 
ダー ド と な る た め 、 旧 


た 模様 


NN 


デュ ラン ダル 議長 が 区 替 に 転じ 、 反 対 勢力 の 武 
制圧 に 出 た 点 も 反対 拍 の 旬 感 を 師 っ た 。 


幅 伝 子 に は 義 府 性 
や 性 格 の 情報 も 含ま 
れる た め 、「 不 適合 ] と 
判 護 さ れ た 人 間 が 排 
され る 可能 性 も ある 。 


大 望 と 疾 性 が 合致 する 
と お 根 ら な い 以上 . 人 
子 上 の 最適 工 の 強制 
が 、 本 人 の 不幸 や 不満 
を 招く 可能 性 も 高い 。 


民主 選挙 で 選ば れ た 
政治 家 、 国 家 試 験 を 経 
て 登用 され た 公務 員 な 
ど 正 当 な 手続 を 経た 公 
和央 も 失 音 し か ね な い 。 


ES] 09 sm22i 


発案 者 と 意 


デス ティ ニー プラ ン を 考案 し た の は 、 研 究 
者 時 代 の キ ギルバート ・ デ ュ ラ ンダ ル だ っ た .。 
最 
実現 が 目的 だ っ た よう で ある 。 


ES ドッ ーー] 

遂 伝 子 学 の 研究 者 で 、 後に プラ ント 最 
高位 長 と な っ た や ギルバート ・ デュ ラン 
ダル が 発案 し 、 準備 を 差 め て いた 


りー ト 


デュ ラン ダル 


会 議長 を 務め 、 プ ラン 
を 主導 し た 。 


プ ブラン の 実行 過程 

デス ティ ニー プラ ン は 、 大 きく 分 け て 3 つ 
の フェ イズ に より 最適 職 の 提示 に 至る 。 提 
示 後 に は 、 新 た な 職 に 対応 する た め の 職 
業 訓練 も 予定 され て いた よう だ 。 


職業 決定 の デー タベース と な る 遺伝 子 
を 、 地 球 園 の 全 人 類 か ら 採取 する 。 ナチ ュ 
ラル コー ディ ネイ ター を 問わ ず 採取 され る 
が 、 プラ ント 住民 に 関し て は 不明 。 


EE 

採取 され た 遺伝 子 情報 は 、 メ サイ ア の メ 
イン シス テム (サー バー) な ど で 解 析 さ れる 。 
遺伝 子 採取 チー ム と 分 析 チ ー ム は 、 ネ ッ ト 
ワー ク で リン ク し て いる よう だ 。 


門人 子 分 析 の 結果 、 判 明 し た 最適 職 を 
各 人 に 提示 する 。 提示 され た 最適 職 へ の 
転職 は 強制 で あり 、 拒否 は 赴 定 され て いな 
い 。 法 的 強制 力 が あっ た と も 考え られ る 。 


1 
た め 、( メ ン デ ル ) に も 
計画 の 情報 は は と ん 


ELS TT STEER 
子供 が で き な い 男女 問 の 結婚 を 侍 じ る プ 
ラン ト の 政策 に より 、 恋人 タリ ア ・ グ ラディ ス と 
結 販 で まき な か っ た こと が 一 因 だ | 


クロ ー ン と いう 出自 を 中 
い 、 世 界 の 硫 江 を 願っ 
た ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ と 
の 出会い も 関係 し て い 
る と 見 5 れる 。 


周 伝 子 情報 の 収集 や 
解析 を 司る メイ ン シ ス テ 
ム は 、 機 動 要素 メサ イ 
ア に 設置 。 予備 > ステ 
ム も 存在 し た と 推測 さ 
+ る 


次 伝 子 の 採 下 自体 は 
昼 め て 縛 単 な 作業 , 


な い 。 分 析 作 業 は 自動 
9 に 行え る 模様 。 


遺伝 子 採取 に 応じ た 
者 は 、 分 析 の 結果 判明 
し た 最適 職 に 転職 す 
有る 示 底 学 見 童 の 場 
合 、 教 育 内 容 が 変更 さ 
れる よう だ 


導入 へ の 道 と 頓挫 


世界 規模 で の プラ ン 実 施 を 目指 す デ ュ ラ 
ンダ ル 議 長 は 、 秘 密 裏 に プラ ン を 準備 し つ 
つ 、 新 世界 の 盟主 と な っ た 。 だ が デュ ラン 
ダル は 死亡 し 、 プラ ン も 空中 分 解 し た 。 


訓 テス ティ ニー ブラ ン の 発表 


ロゴ ス 盟 主 ロ ー ド ・ ジ ブリ ー ル を 戦死 させ 、 
新 世界 の 最高 権 研 と な っ た デュ ラン ダル 議 
長 は 、 デス ティ ニー プラ ン を 発表 し た 。 


ロゴ っ 壊 江 後 、 自身 


回 プラ ント の 強硬 姿勢 


プラ ン へ の 反対 を 表明 す : 
ト は 強硬 次 勢 に 出 た 。 大 本 
地 アル ザッ ヘル へ の 攻撃 も その 一 環 で ある 。 


アル ザッ ヘル 基地 に い 
た コー プラ ンド 大 統領 も 
死亡 、 これ に 危機 感 を 
抱い た オー プ 軍 は 、 宇 
軍 に 者 隊 を 展開 し た 。 


イン の 只 導 を 目 拉 し た 
が 失敗 し て いる 。 


目 フラ ン を 巡る 混乱 

ン の 発表 を 受け て 世界 は 混 天 し た が 、 
デュ ラン ダル を 支持 する 国 や 地域 は プラ ン を 
受諾 。 反対 し た の は 数 ヵ国 に 過ぎ な か っ た 。 


オー プ 首 長 国連 邦 、 ス 
ンジ ナビ 大 


大 大 を 示し た 。 


医 テス ティ ニー ブラ ン の 頓挫 


オー ブ 軍 を は じ め と する 反対 勢力 と の 戦闘 
で メサ イア が 史 落 し た うえ 、 デュ ラン ダル が 丈 
葉 。 結 果 、 プラ ン は 中 止 を 作 備 な くさ れ た 。 


デス ティ ニー プラ ン の シ 
ステ ム 中 柏 を 撫 し た 機 
動 要 案 メ サイ ア だ が 、 
デュ ラン ダル に 
比 た 。 


OR Yo イズ 


111-28 


医員 北米 貴明 戦 


112-23 


機動 戦士 ガンダ ム MS IGLOO 一 年 戦争 秘録 


長期 化す る 一 年 戦争 と 
モビ ル タ ン ク の 「 詳 価 試 験 」 


09、 ジ オン 公国 軍 の 試作 モビ ル タ ン 


コ - 年 戦争 の 主 
行 し て いた 。 南極 条約 条 


球 連邦 軍 が 
威力 を 発揮 し : 3 
4 月 に は ジオ 


的 に 占領 地 を 拡大 し て 
ン 公 国軍 の 侵攻 . 諾 は 多く な LN つい に は 
着 し て し まう 。 ま た も や 短期 決 敗 し た ジ ォ ン 公 


国軍 は 、 泥沼 の 長期 消耗 職 に 突入 し た 
ー 年 戦争 の 長期 化 が 、 国 力 に 劣る シ 


公国 軍 


歴史 フォ ー カ ス : 北米 生還 戦 


Evoluation Test of HILDOLFR 


{ た こと は 言う まで も な い 。 進出 限界 
に 達し た ジオ ォ ン 公国 軍 は 、 戦線 を 維持 する だ け で 膨 
大 な 物資 を 消費 する よ 、 然 、 物 資 
は 不足 気味 に な り 、MK れ な い 部 隊 
も 続出 し た 。 地球 方 面 入 の 司令 部 れ 、 ジ 

ロー 攻略 の 最前 線 と な っ て 
況 は 芳しく な か っ た (地球 方 面 
大 佐 直轄 の 部 隊 も 、 隆 戦 用 MS ザク 丁 型 の 不足 を 
主力 戦車 マ ゼ ラ ・ ア タッ ク で 袖 っ て いた よう で ある ) 。 
ジオ ン 公 国軍 は 、 あ ら ゆ る 手段 を 講じ て 兵 
り 一 環 と し て 持ち 出 きれ た 


ら 不 採用 に 終わ っ た 超 疹 級 戦 車 ヒ ルド ルプ だ : 

全長 30m 級 の 巨 『 戦 艦 用 の 30 サ ンチ 砲 
と 動力 用 の 旧 反応 炉 、 そ し て 半 MS モー ド 
「 モ ピル 形態 」 へ の 変形 機構 を 備え る ヒル ドル プ は 、 
て 強力 な 陸戦 用 機動 兵器 だ っ た 。 制式 化 


た 。 


それ で も 制式 化 さ きれ な か っ た 兵器 を 前 線 に 持ち 


本 09 mm0h 


出す に は 、 相 応 の 名 目 が 必要 7 オン 公 
国軍 は 評価 ヒル ドル プ を 地上 に 降下 さ 
せ た 。 こ の 「 評 価 | 担当 し た の は 、 ル ウム 戦役 


大 弄 核 融合 プラ ズ マ ・ ガ ン 「QCX-76A ヨル ムン 
ガン ド 」 の 試験 を 行っ た 第 603 技 術 試験 隊 で あっ た 。 
ご tad 降下 


前 際 一 も モ ペ ッ テ 了 は 、 画 獲 し た 


MS を 装備 し て いた 。 
("ネー ムレ ス " ジョ ン ・ ス ミス ULC.0153) 
関連 ファ イル 
iaL9-o2 
1GL01-11 
地 人 作 中 
モビ ル タ ン ク と モビ ル ボ ポッド 
時 603 技 術 試験 隊 


ALE PREVIEW 


識 験 中 に 実戦 を 行い 、 大 破 し た 。 


CG Works by SUNRISE DD 


3 


北米 で ヒル ドル プ と 交戦 し た 
セ モ ペン テ 隊 (フェ デリ コ 
ある 。 セ モ ペン テ 隊 は 上 画 獲 し た ザク 可 型 6 機 と 61 式 戦 
車 2 輔 を 装備 する 部 隊 で 、 ジ オン 公国 軍 の マー ク を 付 
けた まま 物資 集積 所 を 鎧 っ て いた 。 つま り 、 ジ ォ ン 公 


) は 、 地球 連邦 軍 の 
アー ノ 中 佐 指揮 ) で 


避 603、 ヒル ドル ブ の 評価 試験 の 義 佑 を 妥 ば る 
es 2 


603 は YMT-05 ヒル ドル プ の 評 
この 評価 試験 は ビル ドル ブ の 現 
オン 公国 軍 の 究 状 を 現す も の で 


佐 を 戦 せ 、 地球 近海 0E 向 が た 


投下 カラ セル 


、、 司 


装 し た 地球 連邦 軍 MS 部 隊 に よる も の だ っ た 。 ほぼ 同時 期 、 第 
603 技 術 試験 隊 は 物資 輸送 任務 に 参加 し 、 地 球 軌 道上 に 進 
出 。 多数 の 物資 コン テ ナ を 地球 に 投下 する と 同 宙 域 を 離脱 し 
た 。 この 頃 、 ジ オン 公国 は 地球 優 攻 作 戦 の 進度 を 大 々 的 に 喧伝 
し 、 同年 8 月 に は 地球 全土 を 掌握 可能 と し て いた が 、 実 際 に は 騰 
着 杖 態 に 陥っ て お り 、 泥沼 の 長期 消 和 昔 に 突入 し つつ あっ た 」 


業 策 所 を 交 し ン テ 隊 は 、 直 其 し た ザク HI3 機 を 狼 備 し ジオ ン 公 
田 電 を 偽 革 。 第 603 技 術 試験 滋 は 評価 試験 以外 の 任務 も 担っ た 


| 回 | ヒル ドル プ 、 北米 へ 降下 


5 月 9H、 ヒ ルド ルプ と ソン ネン 少佐 は 妖 下 カプ セル ・ コ ムサイ 
で 北米 に 旗下 し た (コム サイ に は 第 603 技 術 試験 隊 の 
キャ ディ ラッ ク 特務 大 肘 と オリ ヴァ ー・ マ イ 技 術中 慰 が 同乗 )。 こ 
の 麻 、 試験 地域 に 指定 され て いた お 、 セ モバ 
ン テ 隊 の 攻撃 で 壊滅 し た うえ 、 陸 下 中 の コム サイ も 攻撃 を 受け て 
し まう 。 事態 の 急変 を 受け た ヒル ドル ブ は 、 コ ムサイ か ら 空中 投 
下さ れる と 戦闘 用 勢 に 入っ た 。 セ モ ペン テ 隊 は コム サイ の 被弾 
こそ 確認 し て いた が 、 ヒル ドル ブ に は 気付 いて いな か っ た 


ーー 


人 
ペン テ 徹 は 前 回 と 同じ 手口 で 、 第 67 物 所 を 否 重 の 存在 
ト 條 は 、 評 価 試 財 を 業 ね た 没 関 の 実施 を 僚 借 な くさ れ た 


m67 ee = 
物 貢 集積 所 , > 


< 


り 
' 第 128 
物資 集積 所 


ん 
ンー [| 
ら し 


a に 9 国 コ ムサイ 


= 


ニク 


に ーー 
YM 
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琶 部 隊 に 発見 され る 
地球 近海 に 到達 し た (ヨー ツン へ 
イム )》 か ら 、 ヒ ルド ルプ を 載せ た コ 
ムサイ が 地球 べ と 降 下 し か し 、 旗 
談 地 で ある 第 67 物 次 集積 所 が 、 


国軍 を 装っ て 敵 へ の 奇 製 を 繰り 返し て いた の だ 。 

ヒル ドル プ は 物資 集積 所 (の 近傍 地域 ) を 試験 場 
と する 予定 で 、 モモ ペン テ 隊 と の 遺 遇 は ある 意味 必 
だ っ た 。 こう し て ヒル ドル プ は 、 自 身 の 制式 化 を 阻 
と 砲火 を 交え る こと と な っ た の で ある 。 


略 ヒ ルド ル ブ の 戦い 

ヒル ドル プ の 先制 攻撃 に より 、 戦闘 が 
開始 され た 。 セ モ ペ ン テ 隊 は ヒル ドル 
ブ に 責 薄 する と 、 近接 紙 に 持ち 込む こ 
と に 成功 。 し か し 、 ソ ン キネ ン 少 佐 は 自 
身 の 技量 と 乗 根 の 機能 を 明 使 し て 敵 
部 砂 を 壊滅 に 追い 込ん だ 。 た が 。 最 
維 に 少佐 は 戦死 、 し ルド ルプ も 原生 
さき 評価 試験 も 中 止 さ れ た 。 


セ モ ペン テ 隊 の 攻撃 で 壊 減 。 さら 
に コム サイ も 攻撃 を 受け 被弾 、 こ 
の 状況 に ヒル ドル プ は 空中 投下 さ 


En 


和 弟 603 技 術 試験 隊 
YMT-05 の 進路 


mb | で モ べ 


の 進路 


ヒル ドル プ 評 価 試験 の 決定 


サイ ド 3 に 帰還 し た 第 603 技 術 試験 隊 は 、 試作 モビ ル タ ン ク 
YMT-05 ヒル ドル プ の 評価 試験 を 命ぜ られ た 。 も っ と も 、 ヒ ルド 


た の で ある 。 技術 本 
603 技 術 試験 隊 は 、 ヒル ドル プ と テス トバ 


イロ ッ ト の デ ( 佐 を 母艦 (ヨー ツン ヘイ ム )》 


村 反 応 炉 搭 田 型 直交 級 戦 車 と し て 開発 され な が ら 、 不 探 用 
ヒル ドル プ 。 キャ ディ ラッ ク 特務 大 膨 と ソン ネン 少佐 に は 困 妹 も あっ た 


| モビ ル タ ン ク VS モビ ルス ー ツ 


ヒル ドル プ と セ モ ペ ン テ 隊 の 戦闘 は 、 約 10km 先 か ら ヒ ルド ル 
ブ が 先制 攻撃 する 形 で 始ま っ た 。 これ に より ヒル ドル ブ の 存在 に 
気付 いた セ モモ ペン テ 隊 は 、 ジャ ンプ を 駆使 し て 肉薄 、 MS が 有利 
と な る 近接 戦闘 に 持ち 込む 。 それ で も ソン ネン 少佐 の 技量 と モビ 
ル 形 態 へ の 変 弄 で 褒 戦 し た ヒル ドル プ は 、 数 的 不利 に も 拘ら ず 
セ モ ペン テ 隊 を 壊 減 させ て いる 。 た だ し 、 ソ ン キ ン 少佐 も 戦死 し た 
た め 評 価 試験 は 中 止 さ れ も 、 ヒ ルド ル ブ は 廃棄 扱い と な 戦闘 
後 、 キャ ディ ラッ ク 特 務 大 尉 と マイ 技術 中 尉 は 宇宙 に 戻っ た 


A 


| 


単機 で ザク 6 機 と 61 式 戦車 2 績 を 刺 蓄 し 、 恋 る べき 陵 澤 能 力 を 示 ! 
ヒル ドル プ だ ソン ネン 少佐 を 失っ た こと で 配信 は 中 上 され た 


テ 隊 | YMT-05 
| か ら の 攻撃 


埋 闘 
発生 地点 


Mustration by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
装 軌 ・ 装 輸 式 機動 兵器 


D51C Ok 
UC.0090 年 代 
た 所 


MS-12 ギガ ン 
軍 の 装 輸 式 MS。 要 
防衛 用 と し て 開発 


112-24 


機動 戦士 ガン ダム SEED 


オペ レー ショ ン ・ ス ピッ ト プ レ イク _ 


The History of Warfare in C. 


ン ・ ス ピッ ト プ レ イク 」 
レー ショ ン ・ ウ ロボ ロス 


機 ・ 際 戦 用 ・ 水 中 用 - 
が 投入 きれ 、MS を 未 配備 の TOSH-A を F 
月 8 日 、 ザ フト の 侵攻 部 


」 で JOSH-A を 自爆 させ 、 侵 攻 


部 隊 は 壊滅 し て いる 。 
5 日 に 発動 され な が ら 


し て お り 、JOSH- 
匂 滅 する 
を 自爆 きせ る 選択 は 不 合 
で ある 以上 
理 的 な 選択 7 


し か し 、 地球 連合 軍 上 層 部 の 判断 は 合理 前 で こ 


そ あ れ 、 あ まり 


スピ ッ ト プ レイ クタ だ が 、 その 暗部 に は 別 の 目的 

人 物 が 介 有 人物 こそ 、 ザ フト 

ウ ・ ル ・ タ ル だ つっ た. 

報 を 漏らし 作戦 失敗 の 原 > 

の は プラ ント の 敗北 で は な く 、 世界 の 破滅 で あ - 
(執筆 者 、 執筆 時 期 不 明 ) 


関連 ファ イル 
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Mustration by JUN WADA 
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ザフト が 実施 し た 、 地 球 連 合 軍 本 部 
JOSH-A 侵 攻 作 戦 が 「 オ ペレ ーション ・ ス 
ビッ トブ レイ ク ] で ある 。 赤道 圭 鎖 作戦 「 オ ペ 
レー ショ ン ・ ウ ロボ ロス 」 の 一 理 と し て 計画 さ 
れ 、C.E.71.04.01 に パナ マ 侵 攻 作戦 と し て 
プラ ント 最高 評議 会 で 可決 され た 。 発動 は 5 

月 5 日 、JOSH-A へ の 侵攻 は 5 月 8 日 に 行わ 行 型 と いっ た 多 朋 を 
れ で いる 。 ザフト に よる 地上 基地 攻略 作戦 と 所 用 MS が 失 | 
し て は 最大 規模 の も の で あっ た 。 x. | 


スピ ッ ト フ ブレイク へ の 道 人 旨 5 庄 較 


戦争 の 長期 化 を 受け た プラ ント は 、 オ ペ 


アプ の 制圧 に 続い て ザ 
フト が 実施 し た 、 大 規 
任 地 上 戦 と な 


バキ リッ クー ザラ に 代表 
レー ショ ン ・ ウ ロボ ロス の 見 直し を 進め 、 その され る 急進 派 が 勢力 
一 環 と し て パナ マ 侵攻 作戦 と し て の オペ レー ( 1 詳 WHO 


ショ ン ・ ス ピッ トブ レイ ク を 許可 し た 。 ピッ トブ レイ ク を 実施 


地球 連合 と の 開戦 に 踏み 切っ た プラ ント は 、 宇 
宙 で の 埋 還 を 有利 に 進め る と 、 地理 俣 攻 を 本 格 
化 きせ た 。 この 陣 、 実 施さ れ た 赤道 封鎖 作戦 「 オ 
ベレ ーション ・ ウ ロボ ロス 」 は 、 地球 に お ける ザフト 
の 優位 を 確立 し た が 、 C.E.71.02.03、 戦争 の 長 
期 化 を 愛 け て 見 直し が 検討 され 始め た 。 


ス は 地上 拠点 の 確保 、 宇 軍港 
ャ マー の 散布 か ら 構成 され た . 


最高 評議 会 の オペ レー ショ ン ・ ウ ロボ ロス 見 直 
し 方 針 を 受け て 、 ア フリ カ 戦 線 の 強化 、 第 2 次 ビ 
クト リア 攻防 戦 に よる ビク トリ ア 宇宙 港 制圧 (2 月 
13 日 ) な ど が な され た 。 地球 上 に お いて ザフト が 攻 
勢 を 独 め て いた 4 月 1 日 、 最高 評議 会 は オペ レー 
ショ ン ・ ス ピッ トブ レイ ク を 承 説 し た 


プラ ント 内 で 急進 派 が 力 を 強め る 中 、 ウ ロボ ロス を 列 


化 。 地球 上 で は ザフト が 活動 を 活発 化 させ た 


ル タ ・ パ ナマ 」 を 搾 する パナ マ 
茎 地 の 制 圧 作 戦 と し て 承認 され た オペ | ョ ヨン ・ 
スピ ッ ト ブ レイ ク だ が 、 実際 に は アラ スカ の 地球 連 
合 軍 本 部 JOSH.A の 攻略 を 目的 と し で いた 。 この 
加 32 す リック ・ ザ 2 回 防 和 員 長 ごく 少数 の ルク < ナマ の 江 は 9K ロ ス の と 
部 下 し か 知ら な か っ た 。 た が 、 ザ ラ 国 防 委 員 長 は JOSH-A 制 圧 を 優先 


急進 派 の 拡大 PP 5 


穏健 派 の 代表 。 最高 
プラ ント 内 で 急速 に 支持 を 拡大 し た 起 進 と し て 
派 は 、 最高 評議 会 で も 穏健 派 と 並ぶ 勢力 を に 
確立 し た 。 戦争 が 長期 化す る と 旋 進 派 は さ 
ら に 勢力 を 広げ 、CEE.71.04.01 に 最高 評 パトリック ・ ザ ラ 

会議 長 に 就任 し た パト リッ ク ・ ザ ラ は 、 即日 信 進 派 の 代表 .CE71 

オペ レー ショ ン ・ ス ピッ トブ レイ ク を 提案 、 承 
認 させ た 。 た だ し 、 移 健 派 残 購 し て 強硬 策 
を 進め る た め 、 真 の 作戦 内 容 を 伏せ て いた 。 


の 選挙 で 最 意 評議 会 
議長 と 回 防 委 員 長 を 
人 し 埋 争 を 洪 化 させ て 


いっ た 。 


時 戦争 初期 


上 オペ レー ショ ン ・ ス ピッ トブ レイ ク 時 
最高 評議 会 (議長 : バト リッ ク ・ ザ ラ ) 


急進 派 
(パト リッ ク ・ ザ ラ 他 ) 


圧倒 ・ 優 勢 


の 暗躍 


パト リッ ク ・ ザ ラ の 側近 ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ 
は 、 オ ペレ ーション ・ ス ピッ トブ レイ ク の 情報 
を 地球 連合 軍 (の 背後 に いる ムル タ ・ ア ズ 
ラ エ ル ) に 漏らし て いた 


て 作戦 情報 を 流 
地表 連合 軍 
店 も 知ら され て 


地球 連合 軍 の 反応 


オペ レー ショ ン ・ ス ピッ トブ レイ ク を 察知 し 
た 地球 連合 軍 は 、 攻 撃 目標 と され た パナ マ 
に 大 部 隊 を 派遣 し 、JOSH-A に は ほとん ど 戦 
力 を 残さ な か っ た 。 ザフト の 罠 に 欧 っ た よう に 
見 えた 地球 連合 軍 だ が 、 事 前 に 真 の 作戦 
情報 を 得 て おり 、 迎撃 作戦 を 準備 し て いた 。 


ブルー コ スモ ス の シン パ 


の 地球 運 合 重 上 層 孝 
は 衛 宰 政 に 脱出 。 基地 
を 自 糧 させ 、 届 部 隊 を 二 
潤す 


アル ・ ダ ・ フ ラガ の クロ ー ン で 
ザフト の 白 服地 球 連 合 と プ 
ラン ト の 戦争 を 激化 させ 、 世 


国防 産業 連合 理 

スモ ス の 型 主 。 実質 

軍 を 操っ JOSH-A 自 糧 可 術 
) も 、 徹 の 指示 に よる 処 が 大 きい, 


大 本 洋 連 孝 所 属 の 地球 和合 軍 
大 佐 。 ブル ー コ スモ ス の 一 員 で も 
あり 、 ザ フト 畠 減 の た め 味 方 を 見 
挫 で て の 自 坦 困 を 富有 


ザフト の 部 隊 展 開か ら パ ナマ 侵攻 を 予見 し た 
地球 連合 軍 は 、 マス ドラ イ バ ー「 ポ ル タ ・ パ ナマ | 
防衛 の た め 戦 力 を パナ マ ャ 基地 に 集結 させ た 。 ビク 
トリ ア 宇 宙 港 が ザフト の 手 に 落ち て いた 当時 、 ポ 
ル タ ・ パ ナマ は 地球 連合 唯一 の マス ドラ イ バ ー 
基地 で 、 その 下 失 は 地球 連合 軍 が 地球 に 閉じ 込 
め ら れる こと を 意味 し て いた 。 も っ と も 地球 連合 軍 
は 、 スピ ッ ト プ レイ ク の 真 の 攻撃 目標 を 知っ て お り 、 


地球 連合 軍 が パナ マ に 主力 部 隊 を : 
と で 、JOSHLA の 防衛 埋 力 は 極 攻 に 少な く な っ 
た 。 も っ と も 地球 連合 軍 は 、 事前 に 
作戦 情報 か ら ザフト の 目標 が JOSH: 
て お |!、 意 図 的 に アラ スカ を 手薄 に し て いた 。 そし 
て JOSH-A に ザフト 侵 英 部 隊 を 読 き 寄 せ 、 マ イク 
口 波 発 進 装置 複合 体 「 サ イク ロブ プス 」 で 基地 ご と 
葬り 去る つも り だ っ た の で ある 。 この 作戦 の た め 、 
ユー ラ シ ア 運 者 を 中 心 と し た 防衛 部 隊 は 失 て 暫 


JOSH-A ( 流 合 アラ スカ 最 間 
置か れ た 地球 連合 宣 の 総司 令 部 
地下 要 室 で あり 、 本 来 の 防衛 戦力 が 
ト 侵 攻 部 隊 で も 制圧 で き な か 
後 、 司令 部 は へ ヘブンズ ペー ス に 置か れ た 。 


EL 


令 部 ) は 、 ア ラス カ に 
極め て 強固 な 
いれ ば 、 ザ フ 
可能 性 が 高い 。 自爆 


マス ドラ イ バ ー は 、 低 


実用 化 され た ば か り 主 
の 量産 仕様 MS 部 隊 
も 、 パナ マ に 投入 き 4 
た 。 MS 部 隊 は スト ラ 


後 し て 共 地 脱出 


で 。 


る 


ユー ラ シ ア 連邦 中心 
0 


1 用 の 才 プ 3 剛 に 


JOSH-A の 模造 

弟 横 の サス 

地 箕 ( ゲ 3 
才 市 が 設け 5 れ 、 さ 5 に その 下 に は サイ ク 
ロブ ス が 設置 され 


MR 
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宇和 宙 世紀 ガイ ド : オ ペレ ーション ・ ス ピッ トブ レイ ク 


詳 絢 ザフト の 戦略 と 戦術 


汎用 MS だ け で な 用 : 水 中 用 ・ 空 電 
用 な どの 大 気 園内 用 MS を 多数 投入 し た 。 能 
租 は ポ ズ ゴ ロフ 節 潜 水 母 能 の み 各 
され た (宇宙 で は 宇宙 能 筐 も 考 加 し て いる ) 
レ PE 多く の 所用 MS は 、M 
地球 軍 S 支 援 空中 機動 層 
展 間隔 止 が 導体 グ ウ ル に 乗っ て 
の 理由 。 M 戦闘 に 多 加 


ES 


ED me08 mm2M 


ザフト の 大 規模 部 隊 を 基 茂 す 
リタ リー パラ ンス を 一 変 させ る と と が 目的 と さ 


MS は パナ マ 方 面 に 投入 され た た め 、 海 
上 艦艇 ・ 戦 闘 機 ・AFV・ 砲 台 と いっ た 旧来 
の 兵器 が 主力 と な っ た 。 ザフト の MS 相手 
劣勢 を 強い られ 、 多く が 撃破 され て し : 


コー ディ ネイ ター に 
残 い 身 章 を 持つ 上 
居 部 は 、 戦 酢 上 の 


つつ あっ た 地 


理由 だ 
情 的 を 面 
PH 


振り を し て JOSH-A に ザ フ 
サイ クロ プス で 基地 ご と 基 滅 
する 戦術 を 採用 。 スピ ッ ト ブ レイ ク の 本 当 の 
目的 は 、 内 通 者 か ら 知ら され て いた 


部 


JOSH-A の 
= 隊 置 され た 
プス 。 同様 の > ステ 
る 自得 間 術 
マル ディ 則 
で も 使用 きれ た 


聞 球 連合 軍 の 主力 前 


グー ン 以 外 に も 水中 
MS は ゾ ノ が 参戦 し て いる 


作戦 発令 時 、 目 標 を バナ マ か ら JOSH-A に 変更 し た た て の 主力 を 送り 出し た 地球 連合 軍 は 劣勢 に 立た され た 
め 、 実 際 の 侵攻 まで 72 時 間 を 要 し た が 、MS を 駆使 し た が 、 作戦 の 情報 を 掴ん で いた 軍 上 層 部 は 防衛 部 隊 ご と 
立体 的 戦術 に より ザフト が 圧倒 的 優勢 を 確保 し た 。 パナ 


JOSH-A を 自爆 させ 、 ザフト 侵攻 部 隊 の 嘆 減 に 成功 し た 。 


2GMEHIIOjy/ 


CE71.0505、 ザフト は オペ レー: 


ME 


A 


を 開始 し た 。 


パナマ に 主力 を 派遣 し 

運 合 箇 は 苦戦 。 も っ と も 、 

軍 上 悦 部 は パナ マ 価 攻 が フェ イ : 
ce と 相知 し て お り 、 JOSH-A を 自 振る 

る つも 


ザフト 軍 7 スカ 基地 軌 衛 部 
地上 侵攻 コー ス (海上 は 艦隊 
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Mustration by JUN WADA 


空前 の 大 部 隊 を 展開 し た ザフト だ っ た が 、 投入 戦力 の 8 割 
を 失い 、 オ ペレ ーション ・ ス ピッ トブ レイ ク は 完全 な 失敗 に 終 勢力 の 動向 
わっ た 。 地球 連合 軍 も JOSH-A と 防衛 部 除 の ほとん ど を 失っ 
ss ペー オペ レー ショ ン ・ ス ピッ トブ レイ ク 後 、 地 球 連合 は 事 
、 可 入部 機能 は 他 に 移転 可能 だ っ た うえ 、 主 部 除 も 宮 し て 苔 抽 に 利用 し 、 プ ラン ト は パナ で 休 攻 を 
パナ マ に 派遣 し て いた た め 、 被 害 は 最小 限 に 抑え て いる 。 戦 


実施 し た 。 特に パナ マ 島 攻 は 事実 上 の 幸 簡 作戦 で あり 
術 ・ 戦 略 の 両面 で 地球 連合 軍 が 勝利 し た と 言え よう 。 滞 。 アー クエ ンジ ェ ル が 地球 連合 軍 か ら 離 反する 要因 と も な 「 工 減 戦争 」 へ の 道 が 開か れ た 
K は 
パト リッ ク ・ ザ ラ 講 長 ズ 国防 委員 長 が 、 最 高 評 会 を 炊い て 地球 連合 軍 最大 の 勝因 は 、 事 前 に オペ レー ショ ン ・ ス ピッ ト 


る 。 非情 に 徹し た 自爆 
名 隊 将 兵 の 不信 を 
に 働い た 。 


まで 実行 し た 作戦 だ が 完全 に 失敗 し た 。 作戦 情報 の 漏 流 が 直 ブレ イク の 作戦 情報 を 入手 で きた こと 
接 的 な 敗因 だ が 、 オペ レー ショ ン ・ ウ ロボ ロス と の 整合 性 が な く 、 湯 術 も 功 を 奏し た が 、 こ れ は 生き 残っ 
JOSH-A 攻 略 の 必然 性 が 低かっ た こと も 大 きか っ た 。 招く こと に も 敵 が り 、 長期 的 に は マイ ナ - 


パナ マ 攻 略 を 偽 皇 し た JOSHHA 
政略 作戦 と いう 奇策 を 採用 し た 
オペ レー ショ ン ・ ス ピッ トブ レイ ク 
作戦 情報 が 地球 連合 軍 


アラ スカ を 訪れ た 
ゼ を 通じ て 、 作戦 2 
の 詳細 を 知り 得 た こと が 決定 的 

な 勝因 で ある 。 事前 情報 が あ 


に 漏れ た た め 作戦 を 3 た か ら こ そ 、 パ ナマ へ の 派遣 を で と し 
都 隊 の 軍人 違 も 可能 と 

JOSH-A 洋 壊 を 。 ザ フト の 新吾 大 量 破 壊 兵器 に よる も の 

と 幸 道 させ 、 ナ チュ ラル の 支持 を 集め た 。 一 方 で は 地球 の 

全国 家 を 指揮 下 に 収め る べく 、 軍事 力 を 含む 対応 に 出 た 

| J 

ザフト が カシ ュ オ ン 宇 軍港 と ビ サイ クロ プス を 用 いた JOSH-A y. 
クト リア 宇 軍港 を 制圧 し て いた の 自爆 は 完全 な 礎 詳 と な り 、 ザ 
当時 、 パ ナマ こそ が 攻略 すべ き フト 侵攻 部 隊 に 深 対 な 打撃 を 与 


だ っ た 。 パナ マ を 制圧 すれ リル キオ 導師 の 「 オ ル パ ー た 。 この 際 、 ユー ラ シ ア 連邦 を 
連合 軍 を 地球 に 封じ 込 この 上 末 」 も 隊 た ザラ 中 心 と する 防 新 部 隊 も 壊 減 し た 
ある 。 JOSH-A 攻 議長 は 、 埋 多 を 早期 導 結 さ が 、 大 西洋 連邦 は その 被害 も 織 

う せる 必要 に り 込 み 済み 


ema ttz 112-28 


フッ クス 崩壊 後 、』 

但 口 と な っ て いた イン グレ ッ サ 領主 名 代 グ 
エン ・ サ ー ド ・ ラ イン フォ ー ド が 行方 不明 に な 
で ある 。 また 、 当事者 以外 は 知ら な か っ た が 、 ム ー ン 
レ ィ ス の 女王 デイ アナ ・ ソ レル と イン グレ ッ サ 領 ビ シ ニ 
ティ の ハイ ム 家 長女 キ エ ル - ハ イム が 入れ 替わっ て お 
は 不 邦 明 の 度 を 増し て いた 
うし て 交渉 相手 を 失 ー ン レ ィ ス だ が 、 不 

領土 交渉 その も の が な く 
事 力 を 持つ 以上 、 誰 の 許可 
く サ ン ベ ル ト 地 葵 を 我 が 物 と で きる た 
っ て は 、 サン ベ 
建国 アナ (と 入れ 第 
わっ た キ エ ル ) に 進言 し 、 親衛 隊長 ハリ ー・ オ ー ド 大 


4 


ncentrared Militia 


尉 も この 意見 に 同 * 
た キ エ ル は 、 グ エ 

- 方 、 ノ ックス 崩壊 の 間接 的 原因 を 作っ た イン ダグ 
レッ サ v は 、 グ エン と の 連絡 が つか な く な っ た 
こと も あっ て 独自 の 行動 を 加速 させ た 。 ミハエル ・ ダ 
ルン 大 佐 指揮 の 主力 部 隊 が , ・ ミ リ シ ャ と 連 
携 し た の は 、 その 一 環 で あっ た 。 

ミハエル 以外 の ミリ シャ 部 隊 の 動向 と し て 有名 な 
の は 、 中 と ロラ ン ・ セ アッ ク が 駆る WD- 
MO1(SYSTEM-V99) ヤダ ゲン ダム と キ エ ル (と 入れ 替 
わっ た ディ アナ ) 、 そ し て 山師 シド ・ ム ン ザ を 中 心 と し 
た マウ ン テ ン ・ サ イク ル 発掘 部 隊 で ある 。 マウ ン テ ン ・ 
サイ クル の 地下 回 廊 を 使っ て 後退 し て いた ロラ ン た 
ち 一 行 は 、 ディ アナ ・ カ ウン ター の コレ ン ・ ナ ンダ ー 隊 
を 退け た 後 、 キン ダス レー の 谷 に 出 た 。 

キン ダス レー は マウ ン テ ン ・ サ イク ル 地 形 が 多い 地 
域 で あり 、 そ こ で は ウィ ル ・ ゲ イム と いう 男 が 黒 歴史 時 
代 の 宇宙 船 (後に ウィ ル ゲ ム と 命名 され 、 
運用 され た 艦 ) を 発掘 し て いた 。 この 人 物 こそ 、 約 
100 年 前 に ディ アナ が 地球 を 訪れ た 際 、 恋 に 落ち た 
初代 ウィ ル ・ ゲ イム の 子 = 代目 ウイ ル で あっ た 。 

初代 と 瓜 ふ た つの 容姿 の ウィ ル と 出会い 、 か つて 


シャ で 


(Ov) neD3 se DDn 


自分 る っ て きた ディ アナ は 、 亡き 初代 
ウィ ル へ の 想い と 過去 の 自分 の 判断 に 思い 悩む 。 そ 
し て 、 純 粋 が ゆえ に ディ アナ ・ カ ウン ター に 利用 され 
る ウィ ル に 心 を 痛め 、 戦い か ら 遠 ざけ よう と し た . 

し か し 、 発 掘 中 の 宇宙 船 を ミリ シャ に 利用 され まい 
と する ディ アナ ・ カ ウン ター の ル ジ ャ ー ナ ノイ 
ング レッ サ ・ ミ リ シ ャ 協 同 部 隊 の 成立 は 、 ディ アナ の そ 
ん な 順 い を 打ち 砕く の だ っ た 。 

(チッ タ ・ ハ イプ リオ 


CC2347) 


関連 ファ イル 
SPA51 ギャン ン イル ラート 他 oi.o9 下 
ウィ ル ゲ ムダ ギャ ロッ プ V01-13 還 
3 の 上 則 人 (ウレ ゲイ ムン アニ スー へ) V02-10 
サン ペ ベルト 建国 宣言 YO3-06 
り ア と 周辺 地域 の v03-22 
VO3-23 


Yos25 


北ア メリ ア に は マウ ン テ ン ・ サ イク 
な ど 、 柴 歴史 の 道産 が 埋没 し 
か 、 イ ング レ 


Ilustration by ATSUSHI SHIGETA Color by Yuki / Special Effect by Yuki /Background by ATELIER MUSA 


テテ ス の 賠 忠 


ウィ ル ・ ゲ イム の 夢 は 、 デ ィ ア ナ を 愛し た 初代 ウィ ル 
の 想い を 叶え る と 共に 先祖 の 伝説 を 証明 する た め 、 
発掘 し た 宇宙 船 で 用 ご た 。 ディ アナ と 初代 
ウィ ル の 恋 物 語 は 普 話 と し で 伝え られ て いた が 、 ウ イィ 
ル に と っ て は 現実 的 な 先 視 の エピ ソー た の だ 。 


@ キン グ ス レ ー の 谷 に お ける 戦闘 


ディ アナ ・ カ ウン ター の 4 
を 発見 する と 攻撃 を 仕掛 
ガンダム の 近 撃 を 受け 、 後 退 を 人 
『 お 、 デ ィ アナ ( キ エ ル ) を 載せ 


た 。 し か 
備 な くさ れ て いる 。 


・ エ イジ 隊 は 、 キン グ 


た (ソレイユ) は 、 サン ベル ト 地 薄 へ と 向 


ディ アナ 


ン ン ル ジ ャ ー ナ 
イン クレ ッ サミ リ シ ャ の 人 区 | の 中 


シャ の 一 部 と 共に 地下 回 太 
を 西進 し 、 キン クス レー の そこ で ディ アナ は 、 宇 宙 船 を 
発掘 す る ウィ ル ・ ゲ イム に 出会っ た 。 この ウィ ル こ そ 、 ディ アナ が 
100 年 前 に 出会っ た 初代 ウィ ル ・ ゲ イム の 子孫 で か. 山師 シ 
ド ・ ム ン ザ を 中 心 と し た ミリ シャ の 発掘 隊 は 、 ウ ィ ル に 壇 力 し て 発 
掘 作業 を 進め る こと に な っ た 。 


か つて 恋人 で あっ た 初代 ウィ ル ・ ゲ イム の 子 独 と 出 


③ ウィ アデナ カウ 


栓 の テテ ス ・ ハ レ に そそ の か され た ウィ ル は 、MS キ ャ ノシ イル 
フー ト を 持っ て ディ アナ ・ カ ウン ター と の 合流 を 目指 し た 。 ロラ ン た 
ち は ウ ィ ル を 止め る べく 迫撃 し 、 師 いつ いた も の の 、 デ ィ ア ナ 親 箇 
隊 の ハリ ー・ オ ー ド と ル ジ ャ ー ナ ノイ ング レッ サ 
隊 に よる 戦闘 に 巻き 込ま れ て し まう 。 この 戦闘 は 決着 が つか な い 
まま 終結 し 、 ウィ ル は ハリ ー と 共に ディ アナ ・ カ ウン ター に 合流 す 
る こと と な っ た 。 


= を 


その ウィ ル を ディ アナ ・ カ ウン ター に 協力 させ た の 
が 、 妻 の チ テ ス ・ ハ レ だ っ た 。 テテ ス は 、 100 年 前 に 
ディ アナ が 月 に 連れ 帰っ た 地球 人 と ムー ン レ イス の 
ハー フ で ある 。 差別 を 受け た こと も あっ て ディ アナ を 
恨ん で お り 、 ディ アナ 暗殺 計画 に も 関し た 


ウイ ルケ 


ディ アナ ・ カ ウン ター に 合流 し た ウィ ル は 、 
フィ ル - ア ッ カマ ン の 指揮 下 に 置か れ 、 ミ リ 


近郊 で の 
明 と な っ て い 


オ 
(の 協同 部 隊 と の 戦闘 に 巻き 込ま れる 。 
イル は ディ アナ ・ カ ウン タ 


ウィ ル ・ ゲ イム 


イト my | RMR 生地 a 汰 


(@ の 戦闘 


旗艦 (ソレ イ ユ 》 と 別 行動 を 取り 、 潤 回 ルー| っ 
ナ ・ カ ウン ター の ボゥ ・ エ イジ 隊 は 、 コ レン 隊 を 提 索 し な が 


シャ を 追撃 し て いた (コレ ン 隊 の MS と 后 凡 は 確認 し た も の の 、 パ 
イロ ッ ト は 発見 で きず ) 。 キン ダス レー に 抜け た ポ ゥ 隊 は 発掘 作業 


ム が ロラ ン の V ガ ンダ ム に 務 繋 され 、 鬼 退 を 祭儀 な くさ れ た 。 戦 
開 後 、 ロラ ン た ち は ウ ィ ル 部 に 招 か れ て いる 。 


RTE CY は 、 サン ペル 地震 へ と 
"や V ガ ンダ ム 本 手 に 矢 欠 を 演じ 、 措 人 


と な っ た (ディ アナ ・ カ ウン ター と し て は 、 宇宙 船 の 技術 を ミリ シャ 
。 ボゥ 隊 と 共闘 し た ウィ ル だ が 、 ル ジャ ー ナ 
協同 部 隊 と の 畔 闘 で 戦死 し 隊 は 描 退 
し た 。 戦闘 後 、 ミリ シャ は 宇宙 能 の 発掘 を 進め る と 共に 、 周辺 の 
マウ ン テ ン ・ サ イク ル で も 発掘 作業 を 行っ た 。 


再起 を 図る グエン は 、 リリ 


ジャ ー ノ と 行動 を 共に し て いた 。 発 握 し た 


戦闘 は 決 


宇宙 船 を 発 坦 する ウィ ル ・ ゲ イム と 出 会 
う 。 100 年 前 に 地球 を 訪れ て いた ディ 
アナ は 彼 の 先祖 で ある 初代 ウィ ル ・ ケ イ 
ム に 恋人 同士 で あっ た 。 その 後 、 ミ リ シ ャ 
の 発掘 隊 は 彼 の 発掘 作業 を 手伝っ た 。 


Jiustralon by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
キン グ ス レ ー の 位置 

ウィ ル ・ ゲ イム が 発 提 作 業 を 行 
イン グレ ッ サ 領 の 西側 


近 に 位置 する 
近傍 に あっ 


て いた キン グ ス レ ー の 
ナ 撤 と の 


ル ジ ャ ー 


ウィ ル が 住ん で いた 


koma 
VIAL 


宇 軍 船 で の 月 行き を 夢見 た ウィ ル ・ ゲ イム だ が 、 敢 え な く 戦 死 し た 


ceAMa サン ラ ィ ズ 


113.22 


機動 戦士 ガン ダム 


MS Development History in U.C 


制御 や 動力 を 司る 
MS の 忠和 棋 ユ ニッ ト 
える 病休 は 、 MS の 


ぁ る 。 頭 部 や 四肢 ユ 
ル ) な ど を 接合 ・ 制 御 す 


最 重 要 の 
ト 、 パ ッ ク バ パック (ラン 
も 、 駆動 系 の 中 枢 と な っ て いる 

人 型 兵器 の M 、 各 主要 ユニ ッ ト を 人 間 の 相 
当 部 位 の 名 で 野 ぶ こと が 多い 。 頂上 部 セン サー 集 
合体 ユニ ッ ト は 「 頭 ]」、 マ ニ ビ ピュ レー ター は 「 腕 


は 左右 の 区 別 や 「 記 
「 足 」 と いっ た 細 
MSi 、 当 然 「 胴 体 」 
も ある 。 や は り 月 体 コ D も の に 近い シル 
エッ ト を 持つ が 、 機 能 や 役割 ( 見 られ る 
頭 が 最 重要 な 部 位 と な る 人 間 り 、MS で は 


胴体 が 最も 重要 な ユニ ッ ト と な 
に は 、 動力 機 関 の 熱 栓 反応 炉 
る 主 推進 器 ( を 搭 


宇宙 世紀 の MS 閲 発 史 


ン の コン ビュ ー タ ー フ レー ム や パイ ロッ ト が 乗り 込む コ 
クビ ピッ ト が 設置 され て いる た めで ある 。MS の 胴体 に は 


の 中 で 、 特 に 堅 年 な 装 
性 が 理解 で き 
艇 と し て 機能 する 
、 も う ひ と つの 特徴 が ある 。 当然 の こ 
接合 ブロ ッ ク で あ 
胴体 ユニ ッ ト 
夫人 が 多く 、 


ダメ ー: の 稼動 不能 に 
ザク 中型 用 胴体 ニ 


で あり ( 豆 部 や 四 用 と 異な 0、 
直結 する 可能 性 が 高い た め )、 
ニッ ト の ZA-B06 
凌 甲 が 採用 され る な ど 、 訓 く か ら 画 # 
な され て いた 。 股 関節 周辺 を 保護 する た め 「 ス カー ト 」 
と 呼ば れる 腰部 装甲 を 採用 し た 機体 も 多く 存在 する 
当初 、 ほ ぼ MS の 中 枢 機 能 の み で 構成 され た 胴 
だ が 、MS の 発展 と 共に 変化 が 見 られ る よ 
コテ ・ ブ ロッ ク ム 搭 載 型 、 胴 体 


U5] ne03 sm17e 


体 化し た タイ プ 、 
内 蔵 し た タイ プ 、 


と 頭 部 が 
型 、 大 型 


分 離 機構 を 価 え る タイ プ な ど が 

胴体 ユニ ッ ト の 変化 は 、 第 二 世代 MS = 世代 MS 
(可変 MS) 、 第 四 世 代 MS (サイ 戦型 重 装 
MS)、 第 二 期 MS (小型 MS) と いっ た MS の 変遷 に 


合致 する と 共 


持つ 機体 、 パ ッ ク バ ッ ク の 換装 を 想 
仕様 に よっ て も 違っ て くる 


(オッ トー・ カ ル テ ン パ バッハ! UC.0155) 
関連 ファ イル 
X782 が FG01.03 画 
FG01.08 
2Z0118 画 


F9101-06 画 
203-18 
2Z.03-10 

F9103.05 


Miustration by TAKUYA IO 


剛 に よる 陣 体 ユニ ッ ト の 居 本 醒 造 
央 に よる 
下 の 図 は 、 標 準 的 胴体 ユニ ッ ト の 構造 を 示し た も の で あ パッ ク )、 サブ ・ セ ン サ ー な ど を 備え て お り 、 単独 で 宇宙 艇 と 


る 。 MS の 胴体 ユニ ッ ト は 、 コ クビ ピッ ト 、 メ イン ・ コ ン ビ ュー し て 機能 する だ け の 能力 を 持っ て いる 。 胸部 腹部 ノ 腰 
= ター フレ ー ム 、 血 柱 反 応 炉 、 主 推進 器 (を 搭載 する バッ ク 部 か 構成 され 、 各 部 が 可動 域 を 持つ 場合 も ある 。 


同じ ょ うに 見 える MS の 胴体 ユニ ッ ト に も 、 派 生 型 
や 生産 時 期 に よっ て 少な か ら ず 差 が ある 。 
例え ば 、 外 見 か ら 見 分 ける こと が 困難 な ザク IC 
型 /F 型 /」 型 は 各 型 で 胴体 の 構造 が 大 きく 異な 
る 。 下 型 は C 型 か ら 核兵器 運用 装備 を 排除 し 、 胴体 
に 複合 装甲 を 採用 。 ] 型 は F 型 か ら 空間 運用 装備 を 
排除 し た 代わ り に 、 空冷 式 熱 核 反 応 炉 や 防 座 フ ィ ル 
ター な どの 大 気 了 交 内 運用 装備 を 施し 、 近 接 防 御用 
の 対人 兵器 も 追加 し て いる 。 同じ く F 型 か ら 派生 し 
た 総合 性能 向上 タイ プ の S 型 も 、 ほぼ 同 じ 外 見 の 胴 
体 ユ ニッ ト な が ら 高 出力 熱 核 反応 炉 を 搭載 する と 
共に 、 特殊 材 料 製 の 構造 材 や 大 容量 プロ ペラ ント ・ 
タン ク を 採用 し た 。 
同じ 型式 の MS で も 、 アッ プ デ ー ト を 反映 し た 生産 
時 期 や 生産 施設 の 都合 で 仕様 が 異な る 。 胴体 ユニ 
ッ ト は この 傾向 が 顕著 で ある 。 
ザク 2 の スカ ー ト は ゴム 製 の も の 
が 多い と され る が 、 耐 久 性 の 間 
題 か ら か 全 属 製 も 増加 し た 。 所 
用 の F 型 、 高 性 能 仕 様 の S 型 、 
陸戦 用 の J 型 で は 搭載 する 然 


| 松 反 応 本 が 異な っ た 。 
た 


1 ザク ・ シ リー ズ に 代表 され る スタ ンダ ー ド な モデ ル 以 外 に も 、 胴 体 ユ 
ドム と リッ ク ・ ド ム も 外見 上 判別 3 ニッ ト に は 様々 な バリ エー ショ ン が 存在 する 。 MS の 世代 分 類 、 水 陸 両 用 
が 基 し い 機 体 だ が 、 殺 村 反 記 】 "| MS や 可変 MS と いっ た 仕様 に よっ て 一 定 の 傾向 が ある 。 コア ・ ブ ロッ ク ・ 
本 シス テム 型 と 可変 型 と 全休 分 区 型 の 構造 を 併せ 持つ ZZ ガン ダム や S ガ nn 
ク ・ ド ム 『 に 至る と 外見 上 の 差 も ンダ ム の よう に 、 複数 の パリ エー ショ ン に 踏 る 胴体 ユニ ッ ト も 存在 する 。 ・ バイ ンダ ー を 搭載 する タイ プ が ある 。 


コク ピッ ト 、 メイ ンコ ンピュータ ー 


MORE INFO ! フレ ー ム 、 主 熟 核 反 応 炉 、 四肢 接 


肌 体 を 中 心 と し た 合体 人 区 機能 
を 備え る タイ プ 。 ネオ ・ ジ オン の バウ 
が この タイ プ に 相当 する 。 分 離 時 


き 丈 な 胴体 ユニ ッ み を 備え る 、 標準 的 仕様 の 胴体 ユ に は 各 ユ ニッ ト が 独立 し た 航空 
特殊 な 胴体 ッ ト ニッ ト 。 機能 を 必要 最小 限 に 絞っ 炎 再 機 と な る 例 が ほとん 
機種 ご と に 異な る MS の 胴体 ユニ ッ ト の 中 に は 、 極め て て お り 、 コス ト パ フ ォ ー マ ンス や 整 9 や コア ・ ブ ロッ ク ・ 


特殊 で 採用 例 が 少な い タ イプ も ある 。 コク ピット と 熱 村 反 備 性 な ど に 優れ る 。 
応 炉 を 備え る 点 は スタ ンダ ー ド な モデ ル と 同じ だ が 、 装 甲 
や 機能 を 中 心 に 特異 な 構造 を 持っ て いる 


型 の 機構 を 併せ 持つ 事例 も 多い 。 


AMX-109 カブ プール 


ma 脱出 用 戦 間 機 コア ・ フ ァ イ ター 
| を 胴体 に 合体 する タイ プ 。 朋 体 内 
に コア ・ ブ ロッ ク を 内 蔵 す る タイ プ 
と 、 パッ ク パ ッ ク な どの 形 で コア ・ ブ 
ロッ ク が 機体 外 に 録 出す る タイ プ 
が ある 。 ガン ダム ・ タ イプ MS に 多 


水 了 両用 MS と し て の 機能 を 持ち っ を 革 く 見 られ る 。 
礎 の 義 甲 は 開閉 式 で 、 閉 合 時 に 


D-50C ロト ; 


AFV/APC タ イプ の 小型 可変 MS。 月 体 に は 複 族 コク ビ 
える ほか 、 車体 後部 に は 8 名 を 収容 可能 な 兵員 スペ ー ス 


胴体 に 大 火力 兵 装 を 固定 装備 
する タイ プ 。 水陸 両用 MS・ 支 援用 
代 MS で 多く 見 られ る 。 
ジェ ネ レー ター の 大 出力 化 と 大 火力 
ビー ム 兵 器 の 小型 化 が 進ん だ 第 
四 世 代 MS は この タイ プ の 究極 形 
で ハイ バー・ ガ 粒子 砲 すら 備え る 。 


胴体 に コク ピッ ト を 備え な い タイ 
プ 。 基本 フレ ー ム の 構造 上 、 頭 部 
に コク ピッ ト を 設置 せ さる を 得 な い 
場合 や 、 胴体 に 各種 デバ イス を 集 
中 させ た い 場 合 に 用 い 5 れる 。 リッ 
ク ・ デ ィ アス 系 MS や クィ ン ・ マ ン サ 
な どの 大 型 機 で 採用 され た 。 


胴体 と 頭 部 が 一 体 化し 、 不 可 分 
と な っ た タイ プ 。 ほ と ん どの 場合 、 
水圧 や 水中 抵抗 へ の 対策 を 理由 
に 水陸 両用 MS で 採用 され た 。 ズ 
ゴ ッ ク の 場合 、 頭 部 6 連装 ミサ イル 


PMX.003 ジ ・0 


可変 機構 を 備え る タイ プ 。 可変 
MS・MA で 多用 され 、 胴体 自体 に 
可変 キミ ッ ク の 一 部 を 持つ 場合 が 


第 二 期 MS に 見 られ る 小型 の 胴 
体 。 第 五 世代 MS 以前 と 比 
回 り 以 上 コン パク ト 化 し | 


多い 。 Z ガ ンダ ム 系 可変 MS の 場 装 密度 が 高く な り . ネ レ ー タ 

っ 合 、 月 体 に 可変 フレ ー ム を 集中 さ は バック バ ッ ク に 備え る の が 標準 

度 な 訟 と 提 性 を 併せ 1S。 同体 は 極め せ 、 メイ ン ・ ジ ェ ネ レー ター は 両脚 を 的 。 スペ ー ス の 都合 上 、 胸部 に コ 
て 重 訂 な 装甲 で 隆 わ れ 、 各 部 に 多数 の 高 機動 バー ニア を 偽 と に 搭載 する 。 クビ ピッ ト を 持つ 例 が 増え 


ei サン ラズ 113-24 


機動 戦士 V ガ ンダ ム 


ーー 回 E03 ml 


アメ リア ・ コ ロニ ー い 
【 _ Geography of UC. N 


ーー ww 


、 石 造り 風 の 街 並み を 持 
は な か っ た ( ア 
た の は 、U.C.0140 年 代 の こと だ っ た 
・ パ バビロニア 建国 戦争 を 契機 と し 
国 時 代 と コロ ニー 主義 の 台頭 は 、 地 球 隊 
サイ ド 1 と の 経済 格差 な 抽 因 と 
に 包ま れつ つ あ っ た 
ー( ア メリ ア ) で 、 ひ と っ 
木星 帰り の 男 
的 武 半 集 団 が 
ん だ ガチ 党 は 、 清 廉 な イメ ー 
ジ と マリ ア 主 義 の 救済 や 感 、 支 持 を 集め て 


収 貼 事 件 の 首班 グル ー プ を 粛清 
は 政権 与 

年 後 の U.C.0149、( ア メ 
国 の 建国 が 宣言 され 女王 

順 く コロ ニー 国家 が 誕生 


- 般 


標準 的 な 島 3 号 型 コ ロニ ー と 
特殊 な 市 街 地 


(アメ リア 〉 の 立地 


(アメ リア )〉 は 、 サイ ド 2 の コロ ニー の 中 で 、 月 か ら 最も 
遠い 位置 に ある (地球 か ら も 最も 杏 れ て いる こと を 意味 
する )。 か つて 、 地球 か ら 最も 離れ た コ 
で ジオ ン 共 和 国 と ジオ ン 公 国 が 誕 
ア 〉 の 地勢 が 独特 な 気風 を 生み 出し 、 ザ ンス カー ル 帝 
国 の 誕生 に 繋が っ た と 考え て いい の か も し れ な い 。 防 
衛 や 機密 保持 の 面 で も 有利 に 働い : 


コロ ニー の 地上 部 と 港 
湾 を 軸 ぐ 大 型 エレ ペー ター 
の [駅 ]。 エ レベ ー タ ー は 上 
り と 下り の 計 2 基 設置 され 
た 。 「 駅 ] も 複数 が 置か れ 
て いる 。 


港 注 と 地上 を 等 ぐ 数 少な い 交 


けら れ た 格納 庫 。 点検 
修理 用 の 機材 や 空間 

生計 か れ て いる 。 ア 信平 形状 の た め 的 いよ うに 
クセ ス 方 法 に よっ て は 、 見 える が .MS や 小型 宇宙 艇 で 
コロ ニー 内 へ 出 られ る 。 も 充分 収納 可能 で ある 。 


MORE INFO! 
G マ の 三家 本 三 ー 


(アメ リア ) の 近傍 に 位置 する 独立 コ | 
(マケドニア ) で ある 。 マリ ア 主 義 に こそ 共鳴 し 
が 、 ザ ンス カー ル 帝 国 に は 所 属し て いな か っ : 
リガ ・ ミ リティ ア の メン パー (正確 に は シャ クティ 
の 引渡 し を 巡り 、 ベス パ に よる 侵攻 を 受け た 


は 対 撤 不 能 で : 


広大 な 縛 護 下 容 所 を 有 
し リガ ミリ ティ ア 上 (リー 
ン ボ ホー ス Jr.) の 乗組 員 た 
ち を 拘束 し た 


スパ か 5 の シャ クティ 5 引渡 し 
Pe li 


ラス テア 能 陸 に よる 
侵攻 を 招い て し まう 


画 捕 滴 収 容 所 
= 


(アメ リア ) の 外観 や 機能 は 、 居 住 用 と し て 一 般 的 
な 鳥 3 号 型 コロ ニー (アイ ラン ド 3) で あり 、 決 し て 特別 
な も の で は な い 。 他 の サイ ド 2 の コロ ニー 同様 、 一 週 
間 戦 争 で 致命 前 被害 を 免れ ん た た め 、 使 われ 続け て 


サッ ノ ゼ ファ クト リー 
高梨 下 に 存在 する 町 

工場 ベス パ の 下請 け 

企業 の ひと つ で 、MS を 四 

修理 する 技術 を 持っ て 

いな た 。 邊 狂 き れ た V ガ ン の 請 

ダム が 運び 込ま れ た 。 


ザン スカ ー ル 帝国 内 
外 の 重要 人 物 が 宿泊 す 
る 「 城 ]。 女王 の 娘 と 判 
時 し た シャ クティ ・ カ リン 不 州 風 の 複 釜 の 建物 か ら な 
や その 友人 ら が 留め 置 る 。 等 護 隊 が 置か れ た が 、MS 
か れ た 施設 で も ある 。 は 未 配 備 だ っ た よう で ある 。 


た が 、 そ れ 


警備 ロボ ッ ト ・ コ コロ ム 


〈 ア メリ ア 〉 の 警備 体制 

女王 マリ ア や ガチ 党 の 昌 部 が 住む だ 
て 、( ア メリ ア ) の 辻 備 は 賠 重 
の 内 と 外 で は 警備 レ 
哨 工 MS 部 隊 の パイ ロッ ト 
年 少 兵 が 目立つ な ど 、 問題 も 抱え て いた 


の 編 壁 内 向 路 な ど を 区 筐 する 無人 ロ 


人 則 が 見 回 る ご と が 次 し い 際 内 送 論 を 芝 備 。 あ 
くま で 警備 用 の た め 、 武装 は 非 致 死 性 タイ プ . 


うだ (U.C0153 の 時 点 で 、 サ イド 2 に は 70~80 
基 の コロ ニー が 存在 し た ) 。 内 部 は (フロ ンティア MV〉 
の よう な 石造 り の 街並み が 目立ち 、 他 の サイ ド 2 の コ 
ロニ ーー と は 異な る 景観 を 作り 出し て いる 。 


急 な 傾斜 地 に 建設 さ 
れ た 一 般 居 住 区 。 建物 全 
は 石造 り 風 の も の が 多 計 j 
く 、 道 路 も 石田 と な っ て い 科 
急 色 配 の 地域 に 作ら れ た 。 空 
る 。 マリ ア と シャ クティ が 向 の よ 2 人 FE い を 持つ 
再会 し た 場所 で も ある 。 が. 観光 地 で は な い 。 


国軍 ベスパ の 司令 部 
に し て 本 拠 地 。 ムッ ター 
マ ・ ズ ガン 将軍 を は じ め と 上 
する 軍人 だ け で な く 、 フ ォ 
ン セ ・ カ ガチ 首 相 も 参加 
し て の 会 議 が 行わ れ た 。 


女王 マリ ア - ビ ァ - ア ー 
モー ア が 「 思 窟 の 儀式 ] 

を 執り 行っ た り 、 ギ ロ チ ン 

に よる 反 ザ ンス カー ル 帝 全国 の 権 成 を 示す 様々 な 式典 
国分 子 の 処刑 が 行わ れ 。 が 行わ れる 。 その 也 、 宮 破 前 — 
た りす る 場所 。 広場 に は 国民 が 集め られ た 。 


コロ ニー・ シ リン ダー の 
南 頑 に 設置 され た 宇宙 租 
用 港 海 施設 。 ザン スカ ー 
ル 埋 争 中 は 軍港 の スペ ー 一 な 補正 租 よ り 大 弄 の 中 
ス ザ 折 大 され 、 コ ロニ ー 内 人 も 癌 和 人 く 守 。 娘 
に まで 機 橋 が 作ら れ た 。 王 を 招い て の 式典 も 行わ れ た 。 


アメ リア ) の 警備 に 
差 が あ N 
低 練 度 の 


アロ リア) 内 を 回 敬 備 し て いた 
対人 用 て は 強 カ だ が 、 MS 相手 


113-26 


CNA サンライズ 
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WORLD GUIDE (1 nc03 se 12A 


時 議 「 ゼ ダン の 門 」 出 壊 


ティ ター ンズ 、 


戦 隆 兵 益 と 中 欄 拠 


足 を 止め て いる きら に 「 誤 射 」 の 上衣 


ミト フ の 暗 試み : 


力 し た わけ で も な か っ た 。 エッ 
共倒れ を 狙う アタクシ 
が 好ま し く な か っ た に : 


MMINAGATA y B ial Effect 


行動 は : 
ズ は 他 組 織 と の : 
= つ 巴 の 決戦 へ と 移行 し て いく 。 
.0109) 


軍事 損 点 
FLEPREWEW 


03.13 メー ル シ ュ トロ ー ム 作 時 


by AKIKO YAMAKAWA (ASAHI PRODUCTION) 


アク シズ 
の 進路 


エゥーゴ 、 アク シズ と 連携 


エゥーゴ の 出資 者 代表 メラ ニー・ ヒ ュー・ カ ー バ イン AE 長 
は 、 アク シズ と 連携 し て の (グリ プス 2) 阻止 を エゥーゴ 実 人 部隊 
に 命じ た 。 これ を 受 ガマ ) ら は 、U.C.0087.12.26 に 


アク シズ 族 第 ( グ ワ ダン 》 と 接触 し 、 ア クシ ズ 畠 政 ハマ ー ン ・ カ ー 
ン も 要求 を 受け 容れ た リプ ス 2) 周辺 
で エゥーゴ と ティ タ が (グリ プス 


2) の 核 パ ルス ・ エ ンジ ン 1 基 を 破壊 、 作戦 は 成功 し た 


誤 時 を 装っ た 砲 光 で (グリ プス の 下載 し た の 
ズ に (グリ プス 2) を 制圧 ・ 運 用 する 意図 が あっ た た め だ っ た 


「 ゼ ダン の 門 」 崩壊 


U.C.0088.01.18、 エ ゥ ー ゴ と アク シズ は 「 ゼ ダン の 門 」 の 攻 
路 に 出 た 。 小惑星 基地 アク シズ を 「 ゼ ダン の 門 」 に 衝突 させ 、 テ ィ 
ター ンズ の 中 板 費 点 と 宇宙 能 隊 を D 


こ に 基地 アク シズ を ぶつ ける 形 で 、 
作戦 の 結果 、 小 惑星 基地 アク シズ の 直撃 を 受け た 「 ゼ ダン の 
門 」 は 破壊 され 、 搬 退 中 の ティ ター ンズ 職 も 大 打撃 を 受け た 


ター は 破壊 され 、 基 地 林 能 を 失 。 戦 関 後 、 え 
が アク シズ と 接 能 し 、 テ ィ ター ンズ と の 決戦 は 時 間 の 問題 と な 


止 戦 を 契機 と し て 、 アク シズ は 同軸 
関係 に ある は ず の ティ ター ンズ 敵対 関係 


ティ ター ンズ も アクタ シズ を 信用 し て お ら ず 、「 ジ オン 再 


興 」 の 協和 
甘く 見 て も お り 、( グ リプ 


戦 凍 
EE 


ん 
22 門 」 に 


に 会 談 を 申し 込み 、 ( グ ワ ダン ) 単独 で 「 ゼ ダン の 門 ] 
オン 再興 の 協約 を 守る 


際 、 (アーガマ) は ( グ ワ ダン )》 の 後退 を 支援 し て いる 。 


アク シズ を 


が な いと 看 
小惑星 基地 アク 
ミト フ 暗 殺 を 試み る が ご 
は 「 ゼ ダン の 門 」 宙 域 か ら 艇 脱し た 


この 


を 隊員 する 名 目 で 「 ゼ ダン の 門 」 に 入っ た ハマ ー 
ミト フ 只 条 を 計 み た 。 暗 胡 失 貼 稚 、 ハ マー ン 5 は 宙 培 を 区 


会 談 と ジ ヤ ミ ト フ の 死 


1 月 25 日 
み 、 それ を 知 
) 内 と され た 。 会 8 


パプ テマ ス ・ シ ロッ コ 大 尉 が ハマ 
ト フ も 会 謎 に 参加 し 
中 、 シロ ッ コ が ハマ ー ン 
ラオ ・ ザ ビ と の 接見 の た め 《 グ ワダ ン ) を 訪れ で いた 


ン と の 会 見 に 臣 
会 談 場 は ( グ ワ ダ 
統 を 向け た 際 、 ミ 


Fe 


アズ ナブ ル が 乱入 。 さら に シロ ッ コ 配下 の MS に よる 攻撃 が 生じ 


き 
(ワダ ン 》 は 撃沈 され た が 、 パ マー ン は 脱出 し て いる 。 


能 内 が 混乱 だ りき り ) 
マー ン の 旨 行 と 発表 。 ハマ ー ン 


た シロ > ッ コ は ジャ ミト ラフ を 哨 


内 の 混乱 に 乗じ 、 シ ロッ コ は ジャ ミト フ を 暗殺 し た 。 直後 


は ( グ ワ ン バ ン ) に 移乗 し た 


を 許す 事態 と な っ て し 
エッ ゥ ー ミ 


市 の 壊滅 を 避け る に は 他 に 


に 「 ゼ ダン の 門 ] を 直撃 し 
グラ ナダ 市 へ の 5 


選択 肢 が な 
基地 アク シズ が 、 


園 

「 ゼ ダン の 門 」 に 衝突 
M.C.0088.01.18、 エ 9 一 

きき と ア は 「 ゼ 

門 ] 攻略 を 実施 。 MS 部 隊 


ワン バン) 


MORE INFO! 


の グ 3 の AE 


AMX-102 ズ サ 


AMX-101 ガル ス J 
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HE 時 sie 175 


Ms C E M に 1 MS Development History in CE. 
運用 理論 ロロ =F の コズミック ・ イ ラ の MS 開発 史 


= 3 ーー 距離 攻撃 が 困 
MS に 新た な 性 能 を 与え た ム サ ー ベ ル 、 あ ら ゆ る 


ミラ ー ジ ュ コ ロイ ド 兵 状 の 軌道 を 曲げ る エネ ルギー 偏向 装 申 [ゲッ 
イデ ィ ッ ヒラ パ 、 制 放出 
MS に 関連 する 重要 技術 の ひと つ 段 て 創 御 装置 「 マ ガ ノ イ クタ チ 」 な ど が 該当 する 
コロ イド 状 (粒子 コロ イド は 9 > を 発 セン ま 反し た コロ イド ステ ルス 
3 搭載 兵器 も 開発 ス 条 約 鞍 結 
多 に も 数 擬 種 が 
敵 基地 や 敵 織 へ の 接近 時 に も 、 絶 大 な 効 ( カ * CE75) 
す な 警戒 く 基地 施設 や 艦艇 
状態 の 機体 を 発見 


FLE PREVIEW 
SE 


ド 期 か ら 本 格 的 に 
明 ある 。 敵 の レ 


= 


by TAKUYA Io 


2。 うな 大 型 機 が ジュ 
ミラ ー ジ ュ コ ロイ ド は 機体 の 隠匿 ニス テ と / ジュ コロ イド ステ ブリ ッ ツ 以後 、 地 球 連合 軍 グ ザ フト を 問 コロ イド ス テル ス を 採用 


ルス に 用 いら れる 。 \ー ジ ュ コ ロイ ドス テ ルス を 起動 し : か わ ず ミ ラー ジュ コロ イド ステ ルス を 採用 する 
ルス を 起動 し た 機体 は 、 可視 光線 ・ 赤 外線 イラ は 当 欠 兵器 が 開発 され た 。 MS は ブリ ッ ツ の 系 列 


て し まう 。 機 や パー 


流用 機 が 目立つ 。 


ジュ コロ イド を 機体 に 付着 させ る 


。 補 
ステ ルス 搭載 坪 と 思わ れる 


は 、 ス テル ス 以 
外 へ も 派生 し た 。 多く は 特殊 機 向け の も の 


目標 に 接近 する 普及 し た 技術 も ある 。 


マイ ディ ッ ヒ ・ パ ン ツ ァ ー | を 制御 ・ 定 着 さ せる 
な ど 、 ミ ラー ジュ コロ イド の ey 
実用 化 に 先王 を 付け た | の は ステ ルス と 同じ 
運 含 の 技術 が 目立つ 。 で ある 
Eo na 目標 の エネ ルギー ZGMF-X42S 
が 、 内 区 し て いる こと が は! を 強制 放出 させ る 装 デス テ [ 
た め 、 凍 に 大 打撃 を 与え られ る 。 備 で 、 村 動力 機 すら の 皿 」 は 、 航 野上 に 
ダウ ン さ せら れる 。 空 MS 本 体 と 同じ 残像 
制御 能力 も 持つ を 残す 。 最大 稼働 
ゴー ルド フレ ー ム 天 が 生 す る も の 
初め て 装備 し た で 、 ミラ ー ジ ュ コロ イ 
が ルー! 天 | | ド を 利用 し て いる トペ 
ゝ > デ 
特殊 ミラ ー ジ ュ コ 敵 模 に 量子 コン ピ 
ロイ ド を 光学 迷彩 を 送り 込む シ 
旧来 型 ステ ルス の よう な レー ダー 流 へ の 対応 テル ス の 機体 を 発見 に 用 い 、 外 見 を 別 ュ コ ロイ 
称 光 学 ※ 彩 (赤外線 や 可視 光線 す S の 同上 の 機体 に 見 せ か け ド は ウィ ルス の 爆 介 に 用 
は する ステ ルス ) も 施す こと が で きる 。 ミラ ー ジ ュ 視 計 を (宇宙 る 。 ライ ブラ リア ン いる 。 試作 MS ゲル フィ 
コロ イド ステ ルス は 必要 に 応じ て オン オフ 可能 だ 92RU20 ミ ラー 
ジュ フレ ー ム が 装備 4 


し た ー ジ ュー」 IMS-X07PO 


ビームサーベル が ビー 
特殊 な 効果 を 有する ミラ ー ジ ュ コ ロイ ド の 特性 2 を 苦く の は 、 ゲ シュ マ F ティ 
を 利用 し 、 い くつ か の 派生 技術 が 開発 さ : イィ ッ ピュ シン ツァ ー 


が ビー ム を 信 向 する の 


派生 技術 の 中 に ジュ コロ イド 技術 か ら 


ビー ム サ ー ベ ル の よう に 


と 同 素 の 理央 と 思わ E 
MS の 標準 的 壮 備 と な っ た も の も 存在 する + る 人 
特殊 料 開 し 、 光 時 
理 時 ビー ム 兵 [レク 
学 兵 震 の 寺 道 曲げ る 。 面 = イエ ム | の 中 胃 メ テー GATX 
水圧 機構 に も 転用 され た 。 ショ ン に も 採用 ォ ヒ 


推進 叶 に は スラ スタ ー 周 辺 の ミ テラー ジュ コロ イ 
ド が 天 離 する 他 、 水 中 で は : ュ コ ロイ ド が 
機体 表面 に 定 靖 し な いな ど 、 状 況 に よっ て は ス 
テル ス 性 が 低下 する 。 音 を 消す こと も で き な い 。 


MORE INFO! 
ジラ - 光 コロ イド MX テ M 其 AOLS 


ダー クダ ガー し 


ラー ジュ コロ イド ステ ルス の 維持 に は 騰 大 な 
エネ ルギー が 必要 で 、GAT-X207 ゴリ ッ ツ の 場 
合 、 最 大 で B0 分 し か 継続 し な い 。 ステ ルス 起動 
中 は 、 PS 装甲 と の 併用 も 困難 で ある ドス テル ス を 可能 と し た 


ンド イエ ロ 
水中 用 の ブ 


交戦 中 に ステ ルス を ke 
技術 も 研究 され 、 一 部 が 実用 化し て い 加計 起動 され た 場合 、 効 F 
ジュ コロ イド デ テ クタ ー が それ で 、 周 団 Le “ 
に ステ ルス 中 の 機体 が いる 場合 、 そ れ を 感知 で 本 に 机 ち 込 (お We 


笠置 に 撃ち 込む な ど 
きる 。 た だ し 、 位置 や 機種 は 特定 で き な い . の 手段 が 探れ る , — 


前 寺 ・ サ ン ララ ィ ズ 114-22 


新 機動 戦記 ガン ダム W 


WURDE 


114.23 


入 区 、 農 工業 プラ ント 兼用 太陽 電池 、 宇 宙 港 、 マ 
2 な ど を 備え 、 単 独 (< 導 山 ロ 2o 林 用 おる 9 
- 般 的 な も の は | ド - ー] と 俗称 
時 1 ラス 型 員 
ある 。 の 
区 、 の 自転 面 と 並 
済 区 画 (港湾 区 画 は 自転 し な い ) な 
陽 電 池 と 一 体 化し た 農工 業 プラ ント は 円 環 
結 さ れ 、 居住 区 の 外周 笛 域 を 取り 巻い て いる 。 
居住 区 の サイ ズ は 直径 18km で 厚 さ 』km、 居 住 
A 2 


式 居住 区 重工 業 
きれ た ed 
な どか ら 成 る 。 太 


ー 自 体 の 全長 で も ある 。 
は 一 般 的 な モ 


上 述 し た コ 
様々 な タイ プ が 建造 され た 。 棒状 港湾 区 画 の 両端 


ル で 、 他 に も 


に 居住 区 を 設け た タイ プ 、 棒 状 港 浴 区 画 を 複数 設 
置 し た タイ プ 、 居 住 区 の 外周 に 巨大 な 可動 フィ ン を 
持つ タイ プ 、 居住 区 の 断面 が 円 形 で 棒状 港湾 区 画 
を 持た な い タ イプ な ど で あ る 。 こう し た 人 違い は 、 設 
者 建造 時 期 プ コ ロニ ー に 求め られ る 機能 コス 
ト な ど に よっ て 発生 する 。 
コロ ニー の 住 環境 は 地球 上 を 意識 し た も の で あ 
る 。 市 街 地 は 居住 区 外周 の 内 壁 に 設け られ で て おり 、 
居住 区 の 自転 に よる 達 心 力 で 1G の 擬似 重力 を 発生 
きせ て いる 。 昼夜 は 天井 両端 の 人 工 太 陽 で 再現 さ 
れ 、 人 工 太 陽 と 並列 配置 され た ダク ト は 其 天 や 雨天 
を も た ら す 、 
居住 区 の 構造 上 、 街 並み の 左 有 は 高い 壁 が 蛇 
立 し て いる うえ 天井 も 存在 する 。 また 、 内 壁 に 沿っ て 
と 自転 中 心 に 向かっ て 建て られ た a 
独特 の 景観 を 作っ て お り 、 宇宙 生 
括 者 の 気風 に 少な か ら ぬ 影響 を 与え て いる 。 
コロ ニー の 開発 が 始ま っ た の は 、AC 
だ っ た (コロ ー の 開発 開始 を も っ て 、 A 
コロ ニー 暦 が 制定 され た 」 
宙 ス テー ショ ン の 研究 
建設 が 始め られ た 。 地 球 各国 は コロ ニー 建設 を 助成 
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、 年 代 に 入る と 
地下 各 国 か ら の 支援 が 減少 し 、 コ ロニ ー 計 画 は 存亡 
れる 。 宇宙 で の 出産 が 困難 な こと も 、 


の 危機 に 立 
補 宙 移民 の 足 柳 に な っ て いた 。 


それ で も 中 東 語 国 の 


ALC.105 に 史上 初 の コロ ニー が 完 
(アダ ド ・ 


成 し 
ラー シャ ルイ 


関連 ファ イル 
ルー バサー 
粗 五 飛 

ん C. 定 と 人 界 の 和 向 
AC.195 の 世界 


の W 代 は 析 乱 の 引き 全 と な る 


Iiuswation by JUN WADA 


新 要 動 戦 選 ガ ンダ ム W 


下 の 図 は 、A.C. に お ける 一 般 的 な 宇宙 コロ ニー で 、 ト ー に 置か れ 、 昼 夜 の みな ら ず 曇天 や 雨天 まで も 再現 可能 で 
ラス 型 の 島 2 号 クラ ス に 当たる 。 気密 式 の 宇宙 都市 で 、 ある な ど 、 地 球 上 に 近い 環境 を 形成 し て いる 。 た だ し 、 密 
少な く と も 万 単位 の 人 間 が 生活 で きる 。 居住 区 は 1G 下 閉環 境 が 新た な 疾病 や 伝染 病 を 生み 出す 場合 も ある 。 


ドー ナッツ 型 の 自転 エア ポート と は 別 
式 居住 区 。 外周 部 の ィ の 面 に 配置 され た 
内 壁 は 、 自 転 の 遠心 滑走 路 。 電磁 


力 を 利用 し た 1G 環 境 as 宇宙 船 を 加速 し 、 


に ある 。 上 届 に は 重 が 、MS の 攻撃 に は 肥 可 。 。 | 格 半 電池 
工業 区 画 も 存在 。 化し た コロ ニー も ちる 。 バ で 高 発 進 さ せる 。 


居住 区 内 に 建設 され た 市 街 地 
は 、 外 周 内 壁 が [地面 ] と な る 。 人 
工 太陽 に よっ て 昼夜 が 再現 され 
る 他 、 人 為 的 曇り や 雨 も 発生 
する 。 地面 と 港湾 区 に 繋が る 天 


棒状 港湾 区 画 の 一 面 に 配置 
きれ た 低 款 道 用 機 橋 。 サイ ロ 型 
の ドッ ク が 多数 設置 され 、 直接 出 
入り で きる 。 


ディ スク 型 の プラ ント 。 主 に コ 
ロニ ー 内 で 消費 され る 農産 物 や 
工業 品 を 生産 する 。 外壁 は 太陽 


EE 思 時 大 き な 加 速 が 不要 な 低 軌 首 用 。 コロ 

居住 区 の 自転 軸 ほ 留 艦 能 が 利用 し た こと も ある 。 
の 未 革 に 配置 し 
た 宇 軍 般 用 浴 洒 
大 型 貨物 の 紫 入 用 。 ーー 
宇宙 前 の 出入 り が 、 の も の 0 レコ 
主 な 用 途 の よう だ 。 い 

プラ ント 群 は 円 環状 に 連結 され 、 居 

住 区 の 外周 害 域 に 置か れる 。 


コ の 配置 


し 1 か ら L-5 ま で の コロ ニー 群 は 、 各 ラグ ラン ジュ ポイ ント に 建設 され た 
(この 内 、 史上 初 の コロ ニー 群 と な っ た の が L-1 コ ロニ ー で ある ) 。 各 コ ロ 
ニー 群 を 構成 する コロ ニー は 基本 的 に 島 2 号 型 だ が 、 様 々 な サブ タイ プ 
が 存在 し て お り 、 中 に は 特殊 な 形状 の も の も 存在 する 。 また 、 各 コロ ニー 
に は 、 アル ファ ベッ ト と 数 字 か ら 成 る 名 称 が 付け られ て いる 


MORE INFO! 
資源 衛星 


中 各 コ ロニ ー 和 群 の 位置 
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WORLD GUIDE 


D ナ ビ と L シ ステ ム | 
を 巡る 戦い 


Battle overthe D nayi and L system 
A.W.0015 


新た な S シ ステ ム の 系 働 と 
政府 再建 委員 会 の 惑 動 


フォ ー ト セ バ ー ン 市 を 発っ た (フリ ー デ ン 》 は 、 テ ィ 
ファ ・ ア ディ ー ル が 新た た 場所 を 探し て 海岸 
線 に 出 た 。 そし て 、 ガ ロー ド ・ ラ ン の ガン ダム X と は 
別 の 機体 が 、 周 辺 海域 の どこ か で S (サテ ライ ト ) シ 
を 稼働 さ 事実 を 知る と 、 海 路 に 入っ た の 
S シ ステ ム へ の 登録 に F (フラ ッシュ ) シス テ 
ム の 起動 が 必要 で ある 以上 、 周 辺 海域 の どこ か に 
ニュ ー タ イプ が 存在 する と 考え られ た た めで ある , 
A.W.0015 の 海 は 、 地 上 より 通 か に 泥 池 と し て いた 
第 7Y 戦争 後 、 振 用 中 心 に 復興 が 
り 、 海 を 渡り 歩く 交易 商人 や i 
ジ す る シー バル チャ ー な ど が 
で は 統治 が 及ば ず 、 海原 
特に 「 オ ルク 」 と 呼ば れる 武装 集団 は 、 森 上 
艦 や 水陸 耐用 MS を 用 いた 海賊 行為 で 知ら れ 
凶暴 性 か ら 恐 れ ら れ て いた 。 中 で も 有名 だ 
ドー ザ ・ バ ロイ の 一 味 と マー カス ・ ガ イ の 一 味 
ドー ザー 味 は 海賊 行為 の 他 に 、 イ ルカ の 隙 を 用 
いた 超 高 性 能 ツ ナー 「D ナ ビ 」 の 製造 と 販売 で 知ら 
れ た 。 「D ナ ビ 」 な イル カ の 脳 を 確保 する た め 、 
「D ハ ント ば れる イル カ 狩 り も 行 
マー カス 一 味 は 、 深 水 艦 
用 MS を 駆 全 3 
が 極め て 高い 潜水 艦 と 水陸 両用 MS の 組み 合わ せ 
は 、 武装 し た シー バル チャ ー | だ っ た 。 
フリ ー デ ン ) は 、 こ うし た オル ク た ち が 数 大 する 海 
に 出 ざ る を 得 な く な り 、 実 際 に ドー ザマ ー カ ス の 両 
- 味 と 交戦 し て いる 。 特 ザー 味 は 《 フ リー デ 
ン ) が 装備 する ガン ダム を 舞っ て お り 、 戦闘 は 激しい 
も の と な っ た 。 
その 頃 、 連 孝 の 再興 を 目指 す 政 府 再建 委員 会 
も 、《 フ リー デン ) と 同じ 海域 で 活動 し て いた 。 前 述 
の 新 ステ ム の 稼働 も 、 政 府 再建 委員 会 の 計 
画 の ひと つ ( の で ある 。 その 計画 こそ | 象 
り 強 大 な 力 を 持っ た 新しい ガン ダム 」 で ある 


潜水 


DX の 開発 に 積 
ル 謀 報 統括 官 は 、DX 強 化 策 の 一 環 と . 
宇宙 戦争 


ジェ クト も 進め て いる 。 第 7 
レラ イ の 海 」 に 沈ん 
GX ビ ッ ト の サル ベ 

アイ ム ザ ッ ト 統 括 
ト ま 、 


、 それ 
の 指示 を 受 


マー カス ー 味 


告 「 上 シ ステ 
周囲 の 電子 機器 を 稼働 不良 と する し シ ステ ム の 


歴史 フォ ー カ ス : D ナ ビ と L シ ステ ム を 巡る 戦い 


x) reD3 se OBn 


中 枢 ユ ニッ ト に は 、 戦 争 で 精神 月 壊し た ー タ イ 


関連 ファ イル 


X02.02 画 


FLEPREEW 
x 


X0203 画 


プ 、 ルチル ・ リ リア ント が 利用 され て いた 。 この ルチル 
こそ 、 か つて の ト の 想い 人 で あり 、 ジャ ミ 


タイ ブ の 軍事 利用 の 結果 、 戦 
3 界 で は その 存 


ル は 思わ ぬ 形 で 自分 の 過去 と 向き 合う こと と な っ た 。 


X08.19 田 


(ジャ ワッ ・ パ ジ A.W.0023) 
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Mlustration by KEIZO ICHIKAWA 


Xcoso 計 


Color by AIKO MIZUNO Speci 


Eftect by AKIKO YAMAKAWA (ASAHI PRODUCTION 


Background by YUMIKD KONDO 


D3 sw 


フリ ー デ ン の 


La ト ・ 水中 肖 装 備 | 


国 フリ ー デ ン 、 海 へ i 
フリ ー デ ン は 、 ティ ファ が 感知 し た 海 着 を 特定 。 そこ で 休 | 寺 0 
息 す る が 、 単 独 行動 を 取っ た ティ ファ が ドー ザー 味 に 径 指揮 科 

見 され て し まう 。 彼女 を 救う た め 、 ガ ロー ド が MS で 出撃 す 


(フリ ー デ ン 》 は 、 オル ク と の 海戦 を 余儀 ター と レオ バル ド は 水中 戦 に 対応 し て いな か っ た 。 

この 際 、 問題 に な っ た の が 水中 戦 能 力 そこ で 《 フ リー デン )》 で は 、 GX に 防水 処理 を 施す 

の 不足 で ある 。 オル ク の 水陸 両用 MS に 対抗 する た と 共に 、 水 中 用 弾 を 発射 可能 な ハイ バー バズ ー カ を 

め に は 、 水 中 了 戦 能 力 を 持っ た MS が 不可 欠 だ っ た 搭載 。 レ オバ ルド に は 水中 用 の 「S-1 装 備 」 を 施し 、  、 
が 、 汎用 の GX で あっ て も 戦力 不足 な うた 、 エア マス 水中 で の 機動 力 と 火力 を 飛 虫 的 に 向上 させ た 。 > 


egao 


る が 、 初 の 水中 戦 に 苦戦 を 強い られ る 。 し か し 、 ティ ファ 
の 共感 し た イル カ の 介入 も あり 、 鶴 地 を 脱し た 。 


オル バ 
イ の 海上 

いた マー カス 一味 が | 

ステ ム の 中 枢 で ある ルチル ・ リ リア ント が 
ティ ファ と 共 只 。 その 指示 に よっ て (フリ ー 
デン ) も [ロー レラ イ の 海 ] へ と 侵 。 

スー 味 と 交 電 状態 と な っ た が 、 [シス テム が 
稼動 し 、 戦闘 は 停止 し た 。 


トー ツー ゅ coms。。 


ー タ イプ 探索 の 旅 を 続け て ぐい た (フリ ー デ ン ) は 、 テ ィ フ ァ 
が 新た に 感知 し た 海洋 を 探査 し 、 そ の 位置 を 特定 し た 。 息抜き 
の た め 《 フ リー デン ) 一 行 が 海 岩 で バカ ンス を 楽し ん で いい 
ニュ ー タ イブ と し て の 感覚 に 導 か れ た ティ ファ が 単 疲 で 海 に 出 た 
と ころ 、 オ ルク の ドー ザ ・ パ ロイ 一 味 に 発見 され て し まう 。 ドー ザ 
一 味 の 追 撃 を 受け た ティ ファ だ っ た が 、MS で 駆け 付け た ガロ ー ド 
た ちの 活躍 に より 、 無事 に 帰 艇 し て いる 。 


ティ ファ が 新た な 目標 地点 を 絵 で 指定 。 初め て の 水中 戦 に 苦戦 し た が 
だ っ た が 、 ティ ファ と 共感 し た イル カ た ちの 介入 で 事なき を 持た 。 


[|「 ロ ー レ ライ の ぁ 」o い 。 


政府 再建 委員 会 を 背後 に 持つ オル バ ・ フ ロス ト が 、 オ ルク の 
マー カス ・ ガ イー 味 に [ロー ラ レ イ の 海 ] で の サル ベー ジ を 依頼 。 
ビッ 小 MS の 回 収 を 目的 と し た も の だ が 、 作業 中 に 電子 機器 陽 填 
テム | を 発見 し た 。 直後 、L シ ステ ム の 中 枢 と され て 
ー タ イプ 、 ル チル ・ リ リア ント と 共 中 し た ティ ファ の 指示 
で (フリー デン) も 「 ロ ー ラ レイ の 海 ] へ 進入 。 この 際 、 マー カス ー 
味 と 交戦 し 危機 に 陥っ た が 、[ シ ステ ム が 稼働 し 戦 開 は 停止 し た 。 


政府 再建 委員 会 の 指示 で 、GX ビ ッ ト が サル ペー ジ : 
咽 し た ルチル は 、 [シス テム を 称 働 させ て (フリー デン) を 教 っ ; 


新た な サテ ライ トシ ステ ム の 稼 
動か 5、 (フリ ー デ ン ) は ニュ ー タ 


イル カ ] を 巡っ て 、 ド ー ザ ー 味 と 
交戦 。 [D ナ ビ ] を 所 有する 一 味 園 フリ ー デ ン 、 ーー 
に 苦戦 する が 、 白 イ ルカ に よっ て ルチル の 状態 を 知 
装置 が 機能 不全 に 陥っ た 陳 を PT は 
突い て 撃退 し て いる 。 し た ジャ ミル が ルチル と 共鳴 し 

に 成功 し た 。 間 且 徐 、( フ リー 


ピン ーー 


A 
6 有人 | 役人 地点 失 


Mlustration by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 


ガロ ー ド 機 以 外 に よる S シ ステ ム の 稼働 か ら 、 
イプ が いる 可能 性 を 知っ た (フリー デン 》 が 出港 。 まず は 物資 売 ウロ 
買 の た め セ イン ズ ア イラ ンド へ 向かっ た 。 途中 、 特殊 能力 を 持つ 各 軍 の ニュ ー タ イプ 研究 
「 白 い イ ルカ 」 を 保護 する た め 、 ドー ザー 味 と 交戦 。 超 高 性 能生 第 7 次 宇宙 戦争 期 に は すでに | 上 吉孝 定 と 呈 邊 革 人 
体 ソ ナー「D ナ ビ 」 を 持つ ドー ザー 味 に 苦戦 し た (フリー デン ) た 軍 が ニュ ー タ イプ の 軍事 利用 を 始め て いた 。 電子 拘 加 の 
が 、 自 い イル カ の 介入 で D ナ ビ が 機能 不全 に 陥っ た 結果 、 没 退 さき を 病 娠 する し シス テム も 、 そう し た 研究 か ら 問 発 され た 。 
に 成功 し た 。 


新旧 に よる 研究 

上 連邦 時 代 か ら ニュ ー タ イプ の 軍事 利用 に 積極 的 。 F 
(フラ ッシュ ) シス テム 搭載 MS [ガン ダム ] と MS ビッ ト を 
実用 化し 、 ニュ ー タ イプ を 部 隊 単 位 で 運用 し た 。 


いた ソナ ー 「D ナ ビ 」 を 製造 。 ガン ダム の 奉 
自 い イル カ の 介入 で 敗北 し た 。 


れ た ルチル が す で 
る こと を 嫌っ で いる こと を 知っ た (フリ ー デ ン ) は 、L シ ステ ムー ル 
チル の 奪回 を 目指 し た 。 GX ビ ッ ト と L シ ステ ム の 回 収 を 目指 す 政 \ 
府 再建 委員 会 の 介入 で 苦戦 し た (フリ ー デ ン 》 だ が 、 GX に 乗っ れ た が 、 新 連邦 が 指揮 下 に 置い 
た ジャ ミル が ルチル と 共鳴 し て GX ビッ ト を 起動 し 、 こ れ を 排除 。 戦 
開 後 、 ル チル を 海底 に 戻す と 、 セイ ンズ アイ ラン ド に 向かっ た 。 


イブ の 軍事 利用 に 積極 的 で 、 数 々 
の 専用 機動 兵器 を 開発 。 ニュ ー タ イ 
プ 専 用 MA パト ゥ ー リ ア を 用 いた 「 ラ 
イラ ッ ク 作戦 ] な ど を 計画 し た 。 


RMSN-008 ベル ティ ゴ 
政府 再 尋 委員 会 の アイ ム ザ ッ ト 謀 報 統括 宮 が 指揮 する 機動 部 隊 が 《 フ ニュ ー タ イブ 専用 MS。 造 陣 操作 式 攻撃 端末 ビッ ト を 12 至 搭載 
リー デン ) と 交戦 。 だ が 、 起動 し た GX ビ ッ ト 部 隊 の 敵 で は な か っ た 。 


smm・ ッ ラバ 115-24 


機動 戦士 ガンダム 


WORIDBUDE  " ED7 ド クリ フス 電 の 生 |」] ed sgh 


World Scene of UC 
宇 軸 世紀 の 世界 情勢 


次 ブリ プス 戦役 期 の 世界 


チ 事件 ]」 で ある 。 反 連 邦 デ モ が 行わ れ て 


ティ ター ンズ の 台頭 と イド 1・30 パ ンチ に 対し て ター ンズ が 
エゥーゴ の 武装 他 行い 、 住 を で た 人 た 


に れ か ね な い 事態 だ 
よる も の と 発表 され 、 


oR た る も の 0085.07.31 に 


- 年 戦争 直後 の 地球 隅 は 平 
を いで いた 。 「 コ ロニ ー 再 生 
・ コ ロニ ー の 再建 や サイ ナン 


ティ ター ンズ に 対す る 地下 
が 及び 腰 と な る 中 、D 
それ が 、 
特殊 部 隊 ティ ター ンズ が 
小 規模 な 戦闘 は 頻発 し て いた 


問題 と な っ た の は 、 カ ウン ター テ 


上 の 双方 を 舞 
り 、 民 間 コ ロニ ー や 月 面 都市 まで も : 
て いっ た 


(シリ ヌ ・ ス ッ ノ フト 。 UC 


関連 ファ イル 


クワ トロ ・/ 
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析 動 則 士 Z ガ ンダ ム 


ブリ ブス 戦役 期 の 政治 状況 


グリ プス 戦役 は 、 テ ィ タ ー ン ズ と エゥーゴ に よる 地球 連 孝 
の 内戦 だ が 、 途 中 で | 公国 軍 残 党 「 ア 
介入 し た こと で 、 巴 の 戦い へ と 変貌 し て 
連邦 政府 と 地球 連邦 軍 は 当初 、 テ ィ タ ー ン : 


中 資本 の 影響 


$$ 


て は 積極 的 意 
ンズ 寄り が 多い か 


プリ プス 戦役 期 に お ける 宇宙 の 状況 


本 図 は グリ プス 戦役 期 に お いて 事件 な ど が 起 

ーー な ど を 示し た も の で ある 。 戦役 初期 

は 月 な ど で の 局 地 戦 が 多かっ た が 、 テ ィ タ ー ン ズ 

が 地球 上 の 拠点 を 失っ た 戦役 後期 に た る と 、 コ ロ 

に 対し て コロ ニー・ レ ー ザ ー や 毒ガス 攻撃 を 行 

う よ う に な っ た 。 この 際 、 目 標 と な っ た の が サイ ド 2 で 
18 パ ンチ と 21 パン チ が 大 き な 被害 を 受け て いる 。 


半 和 1 
孔 戦 が 線 り 広げ ら : 


地球 連邦 軍 の 宇宙 pm 


要塞 。 旧 ジ オン 公国 軍 起こ っ た コロ ニー 

の ソロ モン を 転用 し た も 人 促さ れ 、 

の 。 ティ ター ンズ ・ テ スト ー も 停止 。 住民 の 

チー ム が 駐留 し た 半 人 も 放置 きも た ま (リプ 
| まだ っ た が 寄港 


旧 サ イド 5。 ルウ ム 
吉 役 の 被害 か ら は 回 
復 し て いな い 。 ジャ ブ 
ロー 侵攻 作 二 直前 

| エッ ー ゴ の 集結 ポイ ン 

| と な っ 


ンチ ラル 
プラ ナダ へ の コロ ニー 落と し に 
サイ ド 4 の 腐 コ ロニ ー が 用 いら 


地球 上 空 の 衛星 
軌道 。 太陽 電池 衛 
星 や 宇宙 ステ ー シ ョ 
ン と いっ た イン フラ 、 
低 電導 防空 衛星 な ど 
が 置か れ た 


| 国軍 か ら 接 
ーー | 収 した 地球 連邦 宣 の 宇 
宙 基 地 。 教導 団 が 置か 
れ た 。 乾 争 末期 、「 ペ ズン 
の 反乱 ] が 起 


名 リー 
(ダリ プ 


ガン ダム Mk-II 強 誰 事 件 が 
グリ ブス 戦役 部 発 の 地 と な 


コロ ニー 名 (グリ ー 
ン ・ ノ ア 2)。 ティ ター 
ンズ で は (グリプス) 
と 呼ば れ た 。 密閉 民 
コロ ニー を 改造 し た 
宇宙 基地 。 


古い 歴史 を 持つ 、 
地球 連邦 軍 の 宇宙 
要 宏 。 ティ ター ンズ の 
指揮 下 に 置か れ 、 後 
方 拠点 の ひと つと し 
て 機能 し た 


(ダリ プス 1)、 旧 ア ・ パ オア ・ ク ー 
と 共に 一 大 拠点 を 形成 し た 


llustation by TAKUYA IO 


ta 


U.C.0087. 
説 を 


事 革 | 

葵 地 が 自 糞 し た 後 ー 
ける ティ ター ンズ の * | ティ ター ンズ の 後方 の 
中 枢 換 点 と な っ た 。 の 攻撃 で 了 徐 し た 
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WORLD GUIDE 


棋 護 サイ ド 3 人 へ 癌 


ネオ ・ ジ オン の サイ ド 3 制 圧 と 
マ の 出航 


邦 政府 か ら 譲渡 され た サイ 
ーー (コア 3) を 拠点 に 地 問 を 

国 時 代 の 政 ) レ シ う 
し な か っ た 理由 は 不明 ト 和 国 の 首都 を 押 
3 オン の 正統 性 を 示す 


歴史 的 
国軍 人 の 
る 支配 体制 の 確立 を 補助 


初期 段階 か ら 少 な か 

オン の サイ ド 
3 制 
僚 も 


ジオ ン の 支配 体制 

4 パンチ (タイ ガー バ 
5 が 恭順 の : 
勢力 は サイ ド 3 


関連 ファ イル 


メガ 粒子 砲 や 、 より 高度 な 
、 少 数 の タル ー ・ 


・ オ レー グ 艦 長 代理 の 下 で 運用 きれ る こ 
ル ・ ア ー ガ マ ) の 体制 を 、 エ ゥ ー ゴ 
認 し た (プラ イト ・ ノ ア 大 佐 の 作 き 掛け 
に よる も の と 思わ れる ) 。 軸 本 部 は サイ ド 
- ジ オン の 打倒 を 命じ た が 、 サイ ト 3 方 


参謀 本 部 の 追認 と 
ォ ン の 防衛 体 ” 


園 アー ガマ 、 サイ ド 3 直 域 へ 
が イド 3 に 向 7 
1 集 は ヒカリ 族 の も の で 、 F 
オ ・ ジ オン の 偽装 船 だ っ た 。 偽装 船 に 搭載 され て いた 
ネェ ル ・ ア ー ガ マ ) は サイ ド 3 宙 域 へ と 到達 し 


画 
so 
ー ガ マ ) は (ラビ アン 

、 サ イド 4 宙 域 

に 留まっ て いた 。 し か し 、 再 拉 角 を 図 

る (ラビアンローズ ? が 信号 天使 っ 

a た た め に 敵 に 発見 され 交戦 。 さら 
= その 直後 、 再度 蔵 か ら の 攻撃 を 受け 
し PXAO8R る が 、 これ も 撃退 し 


2 
ml Rvs-0998 


較 | < ネェ ル ・ ア ー ガ マ 〉 の 出航 


ダブ リン へ の コロ ニー 落と し の 直後 、 ハ マー ン ・ カ ー ン が 宇 宇 
に 帰還 。 (アーガマ) 隊 の メン バー も 、 U.C.0088 11.02、 カラ 


| ブイ ド 4 赴 域 の 戦 加 


1 月 3 日 に (ラビアンローズ) を 離れ 、 サ イド 3 方 面 に 向かっ た 
アー ガマ ) だ が 、 敵 の 潜伏 を 寺 式 し て サイ ド 4 宙 域 に 
た 。 6 日 、 グ ラナ ダ で 捕 給 と サイ ド 3 の 情報 を 得 た (ラビ 
ネェ ル - アー ガマ ) と 再度 接触 し 、 エ ッ 

えて いる 。 この 際 、〈 エ ンド ラ T 
ネオ ・ ジ オン の 可変 MA 部 隊 の 「 ス リーD] 隊 と 交 
リーD」 隊 と 旧 ジ オン 公国 軍 残 党 の 攻撃 を 受け た : 


パ の ノル ウェ ー 基 地 か ら 宇 宙 に 戻り 、 サイ ド 4 の 暗礁 宙 域 で ドッ ク 
シタ ら 年 


艇 (ラビ アン ロー ズ 〉 は 接 般 し た 。 この 礎 、 ジュ ドー・ ア 
少 の 軍属 は 、 エー yp 
ガマ ) に 乗せ な い 予 定 た 


ビア ン ロ ー ズ ) が 
ネェ ル ・ ア ー 


還 | (マイ ガー バウ ム 〉 の 


11 月 11 日 


号 弾 を 使っ た 結果 、 ネオ ・ ジ 
ガマ ) だ が 、 因 退 に 成功 し 7 


周 || < ネェ ル ・ ア ー ガ マ 》、 民 問 船 を 教 助 


サイ ド 9 を 日 祝 可能 な 距 衣 に (ネェ ル ・ ア ー ガ マ ) は 、 ネ 


ル ・ ア ー ガ マ 》 は サイ ド 3 の 中 立 コ ロニ ー( タ 
た 。 救助 し た 民間 人 を 下 疾 さ せる の が 目 


ちの 身柄 を 拘束 し た こと 、 地 元 信 ェ 
ほ て) が 女性 た ちの 泰 回 に 動い た こと か ら 事態 は 混乱 し た 。 その 
こ 後 、 ス タン パ の 死 や (エン ドラ I『) に よる ハマ ー ン 救出 を 受け て 事 
態 は 沈 藤 化 し 、( ネ ェ ル ・ ア ー ガ マ ) も コロ た 


ジュ ドー と の 接触 を 目指 す ハ マー ン が 変装 し て 乗 
か 、 ハ マー ン の 安全 確保 の た め に 2 機 の MS が 隠さ れ て い 
の MS を 掌 破 し た 《 ネ ェ ル ・ ア ー ガ マ ) は 、 サイ ド 3 宙 域 . 


面 へ の 投入 が 確認 きれ て いる の は 《 ネ 
マ )》 と それ を 支援 する ドッ ク 艦 (ラビ アン ロー ズ 》 の み 
で あり 、 果 を 期待 し て いた の か は 不明 で あ 
る 。 一 年 戦争 時 の ホワ イト ペー ス ) の ょ うに 、 部 
隊 と し て 扱わ れ て い : 


ハロ 40 攻 性 の 身柄 を 
拘束 。 地元 住民 を 徐 カ し た 《 ネ エル ・ 
アー ガマ ) が 桂馬 し よう と し : 


戦闘 発生 地点 


% ヽノ 
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観光 コ ローー ど 宇 軸 世紀 の 史 中 


) 他 に も 、 観 光 


た 、 戦争 で 「 呈 
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WORLD GUIDE 


喘 苦 ジ ヤ ブ ロー 攻略 用 MA の 開発 


戦略 1 標 政 撃 用 の 
スー パー 機動 所 * 協 冬 


提 と し た 
解説 し て いな い 
年 か 


し た の が 、 


ン 公 国軍 が 
&」、 つ まり 「 コ ロ 


な 理由 

展開 し の 長期 消耗 戦 
決定 打 を 欠い た まま 戦 

公園 軍 は ジャ プ ブロー 攻略 の 新 


め る 。 その 中 


MS Development History of U.C. 
宇宙 世紀 の MS 開発 史 


ビグ ・ ザ ム と アプ サラ ス ・ 
Me 


関連 ファ イル 
ai 7 
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機動 戦士 ガン ダム 第 OBMS 小 隊 


ジ ヤ ブ ロー 攻略 の 必要 性 | 


軍事 力 に よる 地球 連邦 の 排除 を 目指 し た > アマ ゾン 川 流域 に 建 談 さ れ た ジャ ブロ ー は 、 全 
、 既 存 の 手段 で は 達成 国難 お 巨大 地下 空洞 内 に ほとん どの 施設 を ID め た 析 人 軍事 和 
MS を も っ て すれ ば 戦術 上 の 休 位 は 得 られ る か 長期 消耗 を 本人 上 外部 が 5 吉 地 の 全 科 を 知る こと 不可 能 な うえ 、 天 
湯 を 強い られ る 可能 性 が 高く 決定 的 解 策 に は な り 得 な で 所 
い 。 そこ で ジオ ン 公 国軍 は 、 地球 連邦 軍 の 中 板 で ある ジャ よる ジャ プロー 二 江 目 指し た が 失敗 。 続く ジャ ブロー 攻 略 用 機 
ブロ ー を 一 撃 で 陥落 させ 、 ご く 短 期間 の 内 に 地球 連邦 を 動 兵 器 の 開発 で は 、 岩盤 の 破壊 や 突破 を 重視 し た 。 

降伏 させ る プラ ン を 採用 し た 。 それ を 可能 と する 策 が 「 コ ロ 
ニー 落と し 」 と 、 ジ ャ プロー 攻略 用 機動 兵器 の 開発 だ っ た 。 


ギレ ン ・ サ ビ ピ 総 前 が 「 総 対 民主 
主義 の 本 撮 地 」 と 見 な し 地下 空洞 
参天 本 部 や 工場 、 宇 軍 租 ドック 
か っ た 。 地下 空 油 F な ど 各種 施設 が 置か れる 。 
住 区 まで も が 條 在 し 7 


画 アプ サラ ス に よる ジャ ブロ ー 攻 略 
プ ブサ ラス I で 数 値 ) で 絢 首 暫 首 を 飛来 、 ジ ャ 
ブロ ー 直 上 に 到達 後 、 メ ガブ 料 子 砲 発 射 、 地 表 の 岩 般 を 破 壇 
内 部 の 施 訟 に ダメ ー ジ を 与え る こと を コン セプト と し て いた . 


ラサ の 秘密 工場 基地 に お いて 、 ギニア ス ・ サ ハリ ン 技 術 
の 主導 で 開発 され て いた MA。 弄 道 軌道 で ジャ プ ブロー 上 ! 
入 し 、 メ ガ 科 子 克 で 地 家 の 岩盤 を 綱 通 、 地 下 空洞 内 の 放 
メー ジ を 与え る と いう コン セプト で あっ た 。 飛行 に は ミノ フス キー・ 
クラ フト を 用 いて お り 、 単独 で 大 気 園 を 甚 脱 後 、 マッ ハイ 1 以上 で 
再 突入 する と いう (アプ サラ ス 了 I で の 想定 数 値 )。 理論 上 、 地球 
上 の あら ゆる 場所 か ら ジ ャ プロ ー へ の 直接 保 攻 が 可能 で あっ た 。 弾道 軌 首 に よる 侵入 

列 道 暫 道 を 高速 で 上空 
弾道弾 の よう な 暫 道 で ~- 域 に 慢 入 する 。 極め て 高い 機動 性 
J 迎撃 手段 は 事実 上 、 存 在 し 


の メガ 和子 交 の 展 力 は 、 
ロー の 天 著 を 各 入 可能 だ 
⑧ メガ 粒子 砲 に よる 攻撃 
] 較 後 、 メ 粒子 克 を 照射 


要 誠 攻 撃 用 MA。 大 弄 6 っ た 後 、 大 ① 地 上 へ の 展開 
メガ 給 子 残 な ど 多数 の 火器 が も た ら す 圧倒 的 攻撃 力 、 エフ ィ ー ル 3 う 

ドジ ェ ネ レー ター に よる 絶大 な 防御 力 、 重力 下 で の 歩行 を 可能 
と する 脚 部 を 備え る 。 量産 仕様 機 で は 大 気団 突入 機能 と ミノ フ 
クラ フト の 搭載 が 予定 され て お り 、 宇 軍 か ら 地 球 に 陸 下 


だ し 、 あま り に 高 コス ト で 和 量産 化 は 非 現実 的 と の 指摘 


音 ビグ ザム の 試作 機 。 す i 
5 Rei 子 交 や 26 交 も の メ 科 子 砲 


エネ レー ター を 備え で い 


る 搭載 火 品 を 用 いた 攻撃 
大 型 メガ 竹 子 析 を は し 
26 門 も の 

ロ 


や アッ グ に よる トン ネル 舞 削 


ジャ ブロ ー 内 へ の 保 入 と 戦闘 を 想定 し た 特殊 戦 用 MS 群 。 地 
EMS-05 アッ グ が 騰 部 の ドリ 


下 空洞 内 へ の トン ネル を 掘削 する アッ グ 、 地 下 空洞 内 で 近接 格 
関 戦 を 担当 する アッ グ ガ イ と ゾ ゴ ッ ク 、 支援 攻撃 用 の ジュ アッ グ と 
いう よう に . 任 称 ど と に 異な る MS が 開発 さ れ た ( ゾ ゴ ッ ク は 別 計画 
か ら の 転用 )。 ジャ ブロー 降 下 作 戦 に は 投入 され な か っ た よう だ 、 


8| 


7 ャ ブロ ー 内 部 へ の 攻撃 
ル を 通っ て 島 入 し た MSM-04N ア 
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! 


正 歴 2345 年 に 実施 きれ た 
作 
ィ ア ナ ・ ソ レル が 地球 帰 量 
E 由 に つい て は 諸説 ある が 、 最も 
の が 、 住 環境 に 対す る . 


レイ ィ ス の 地球 移 


テ 
に は 限界 が あり 、 決 | で は な か っ た 


た め 、 


正 暦 ガイ ド : 地球 帰 思 作戦 


ウツ 


(Ov) ne03 sr2ln 


厳格 で あり 、 冬 選 施 設 「 
ドス リー プ 、 下 蔽 市 民 を 中 


そこ で 北ア メリ ア の サン ベル ト : 
まり 地球 帰 違 作 
っ た の で ある 。 当然 、 サ ン ベ ル ト 地 演 に 
は 地球 人 類 カ ムー ン レ イス は サン 
を 「 約 
て も 占拠 する つも り ) 
主 た ち と 接触 し 、 
地球 帰還 作戦 が 急 女王 ディ 
0 年 頃 、 
儲 ら し 、 現地 の 男性 ウィ ル ・ ゲ 


景 に は 


も た と 見 られ る 地球 帰還 


-。 作戦 実施 時 の 
側 に 


対す る ムー ン レ イス の 介入 、 
行 す 
な ども 状況 を 混乱 させ た 
(執筆 者 、 執筆 時 期 不明 ) 


関連 ファ イル 
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Mlustration by TOMOTAKE KINOSHITA 


マガ ンダ ム 
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地球 帰 早 作戦 の 要諦 


ムー ン レ ィ ス の 地球 移住 計画 が 、 地 球 帰還 作戦 で 
ある 。 北ア メリ ア の サン ベル ト 地 帯 へ の 入植 を 目指 し 
て いた 。 事前 に 北ア メリ ア の 領主 た ちと 領土 割譲 交渉 
を 行っ て いた が 、 文 明 の 格差 か ら 来 る 北ア メリ ア 側 の 
理解 不足 も あっ て 交渉 は 進ま な か っ た 。 その 結果 、 正 
暦 2345 年 の 夏至 の 日 に 作戦 は 強行 され て いる 。 ムー 
ン レ ィ ス と し て は 「 約 束 の 地 ] へ の 帰還 に 過ぎ な か っ た 
が 、 北 アメ リア 側 は 侵略 行為 と 握 えて いた 。 


ディ アナ ・ ツ レル (( 
地理 帰 運 作戦 を 推進 て 
し 


領土 鞭 大 で は な く . 月 へ の 帰投 


を 想定 し な い 移 民 と し て の 性 格 
が 強い 。 黒 歴史 時 代 を 振り 
返っ て も 、 宇 宙 か ら 地球 へ の 移 
民 計画 は 極め で 珍し か っ た 。 
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雪 王 自ら が 、 サ ン ペ ルト 地帯 へ の 移住 
の た ゆめ 地下 へ 降下 し て いる 。 


買 北ア メリ ア と 
サン ベルト 地帯 


MS や 宇宙 算 新 を 装備 
戦闘 力 は 北 


作戦 の た め の 組織 


地球 へ の 降下 、 移 民 の 保護 、 そ し て 北 
アメ リア 側 へ の 圧力 と サン ベル ト 地 帯 の 実 
効 支 配 の た め 、 デ ィ ア ナ 直 轄 の 市 民 軍 ディ 
アナ ・ カ ウン ター が 投入 され た 。 地球 帰 
作戦 と いう 名 称 か ら 推 測 で きる よう に 、 本 計 
画 は 軍事 力 と 不可 分 だ 。 多く の 将 
兵 は ディ アナ に 従順 だ っ た が 、 フ ィ ル ・ ア ッ 
カマ ン の よう に ディ アナ の 意思 を 無視 し て 、 の 滞 略 り 外 に も 過 
サン ペル ト 共和 国 建国 に 動く 者 も いた 。 た っ た 


| 作戦 用 の 機材 4 


地球 帰還 作戦 で は 一 般 ム な ー ン レ ィ ス の 
移住 も 同時 並行 的 に 行わ れ た た め 、 民生 
用 の 機材 も 多数 投入 され た 。 結果 、 イ ング 
レッ サ 領 で は 、 領 土 割譲 交渉 中 か ら ムー ン 
レイ ィ ス の 民間 居留 区 が 形成 され て いっ た 。 


し て もり 


一 邊 将兵 以上 の 窟 識 
と 株 度 E 請 る ディ アナ 
下 衛 障 も 参加 。 女王 


一 般 ム ー ン レ ィ ス 用 
の 屋久 区 は 、 月 あら 


次 


正 暦 ガイ ド : 地球 帰還 作戦 
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サン ベル ト 地 帯 へ の 帰還 計画 が 具体 化 
し た の は 、 デ ィ アナ - ソレ ル が 女王 に な - 
か 5: 


ディ アナ の 地球 生活 


正 礎 2240 年 順 、 デ ィ ア ナ が 北ア メリ ア に 潮 在 
し 、 ウィ ル ・ ゲ イム と 恋愛 関係 に な っ た が 、 月 へ の 」 
帰還 を 余 備 な くさ れ た 。 月 へ の 帰還 時 に は 、 レ ッ 隊 
(の 先祖 ) を 地球 に 残し た は が 、 地 球 人 の リン ダ ・ 
ハレ ( 後 の テ テス ・ ハ レ の 母親 ) を 連れ 帰っ た 。 


=・>NNI 


ー ボ ご ュ さ ャ 


V ロ F 
て 


ディ アナ と 恋仲 に な っ 
た 初代 ウィ ル ・ ゲ イム 
ディ アナ の た 


SXIN で パーテ Ir と 忘 生 


(Jー 


( 腕 ア sc) さ NM は 
(TT) LOD 


地主 
で て 、 デ ィ ア ナカ ウン ター 
の 再編 や 兵器 の 発 提 
1 も 進め られ た 模様 。 


地球 帰還 作戦 の 準備 を 急 が せ た 。 強制 的 に 月 
戻れ 、 ウ ィ ル ・ ゲ イム と 別れ ざる を 得 な 


ディ アナ が 作戦 の 準備 を 加速 させ する と 、 作 
反対 する 勢力 も 出現 し た 。 ディ アナ 家 と 並ぶ 王家 
の ひと つ 、 メ ン テ ナ ー 家 の アグ リッ パ が 反対 注 と し 
て 知ら れる 。 ディ アナ の 暗殺 未遂 事件 まで 発生 し 


三家 の ひ と つ 、 ギン 
ガ ナ ム 赤 も 地球 
作戦 に 反対 。 そ の た め 、 
ギン ガ ナ ム 自 除 で は な 

きく ディ アナ ・ カ ウン ター 
が 投入 きれ 


正 礎 2343 年 か ら 北ア メリ ア の 領主 た ちと 接 
触 し 、 無 線 通信 に よる 領土 割譲 交 涼 を 進め た 。 
だ が 、 北 アメ リア の 領主 た ちの 多く が ムー ン レイ 
ス の 存在 に 懐疑 的 で 、 交渉 は 進展 し な か っ た 。 


戦力 的 に は 圧倒 的 
優位 の は ず の ムー ン 
レ ィ ス だ っ た が 、 発 
撮 兵 峰 を 装備 する ミ 
リ シ ャ の 前 に 思わ 


正 暦 2345 年 の 夏至 の 日 、 ムー ン レ ィ ス は 
地球 帰還 作戦 を 実施 し 。、 イ ング レッ サ 領 に 
降下 し た 。 だ が 、 ミリ シャ の 抵抗 や ムー ン レ イ 
ス 内 の 混乱 に より 、 作戦 の 進行 は 遅れ た 。 


ディ アナ - カウ ンタ ー の 地球 降下 


2 年 に 渉 が 実 を 結ば な か っ た こと か | 
ら 、 ム ー ン レイ ス は 地球 帰還 作戦 を 強行 し た 。 
この 際 、 ディ アナ ・ カ ウン ター と ミリ シャ が 交戦 状 
態 と な り 、 北ア メリ ア 側 に 大 き な 被 害 が 出 た 。 


交 涼 継続 と 占領 地域 拡大 
両 勢 カ の 協 主 を 求め る 


一 般 ム ー ン レイ ィ ス を 地球 に 陸 下 させ る た め 
の 大 気 吾 突 入 艇 。 大 気 園 離 脱 能力 は 持た 
な い 。 地球 降下 後 は 分 解 さ れ 、 居 留 区 の 居 
住 区 画 に 転用 され た 。 非武装 で ある た め 、 
降下 時 は ディ アナ ・ カ ウン ター が 警護 し た 。 


さい 

ーー 全長 150m。 500 人 の 一 般 ム ー ン レ ィ 
CS 

プシ ョ ン ブ ー ス ター に 転用 され た 。 


| モビ ルリ 

作業 用 の 人 型 マシ ン 。 ディ アナ ・ カ ウン 
ター の MS と 異な り 、 火 問 や 戦闘 能力 は 持っ 
て いな い 。 居留 区 の 境界 線 を 示す フェ ンス 
の 設置 な ど 、 様 々 な 作業 に 用 いら れ た 。 運 
用 は ディ アナ ・ カ ウン ター が 行 


スト リー ム '。 胸部 に フェ 
ンス 数 設 機 や 整備 台 | 


シャ が 


地球 に 降下 し た ムー ン レ ィ ス は 、 北 アメ リア 側 
と の 交渉 を 継続 し た 。 この 間 、 デ ィ ア ナ ・ カ ウ 
ンタ ー に 交戦 を 閑 民間 居留 区 確保 な ど 
の 名 目 で 実効 支配 を 強め て いっ た 。 


サン ベル ト 地 帯 の 占拠 


ディ アナ ・ カ ウン ター の 暴走 で ノッ クス が 上 
壊す る と 、 交 渉 相手 を 失っ た ムー ン レ ィ スズ は 独 
断 で サン ペル ト 地帯 に 移動 し た 。 北ア メリ ア 側 


ター だ が 、 ギ : 
アナ の 帰還 や 地球 と の 連携 で 戦闘 を 終結 させ 
る と 、 帰還 作戦 は 実質 的 に 停止 され た 


動き 6 あっ た が 、 ミ リ シ ャ | 
の 攻撃 を 口実 に ディ ア 
ナカ ウン ター が 暴走 す 
る 場面 も あ - 


『 サ ン ペ ルト 共 : 
時 の 建国 を 宣言 。 


計 サン ペル ト へ の 国家 建 
人 設 は 実現 し な か っ た が 、 
多く の ムー ン レ ィ ス が 地 
球 に 移住 し 、 地 球 人 と 共 
財 に 生活 する こと と な っ た 。 
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紅海 か ら 南 太平 洋 へ 


摩 史 に 多大 な 影響 を 与え た 
運命 の 出会い 


"砂漠 の 虎 " アン ドリ ュー・ パ ルト フェ ルド 率い る パ 
ルト フェ ルド 隊 に 勝利 し た 《 ア ー ク エン ジェ ル 》 は 、 
CE7103.03、 ア フリ カ 大 除 を 抜け て 級 
部 JOSH-A に 向かう た めで 、 
汰 ける 計画 で 


人 物 が 同乗 し て いた 。 レジ スタ ンス 組織 “明け の 砂 
弄 " に 参加 し て いた 少女 カガリ と 青年 キサ カ で ある 。 
この 少女 こそ 、 オー プ 連 合 首長 国 元 代表 ウズ ミ ・ ナ 

ラ ・ ア スハ の 娘 カ ガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ だ っ た (も う ひ と 


り は カガリ の 護衛 兼 お 目付 け 役 の レ ド ニ ル ・ キ サカ ー 
佐 。 所 属 は オー プ 隆 軍 第 21 特 殊 空 挫 部 隊 ) 
オー プ に お いて 絶大 な 権勢 を 誇っ た アス ハ 家 の 
養女 で ある カガリ が 、 ア フリ カ で レジ スタ ンス 活動 に 
身 を 投じ て いた の に は 理由 が ある 。 その 最たる も の 
が 、 
国 基 に 反し て 大 西洋 連邦 に 協力 し 、MS を 共同 
開発 し た ガリ は 反感 を 抱い た 。 カガリ が ス 
ベー スコ ロニ ー〈 へ リオ ポリ ス 〉 に 赴 い た の も 、 オ ー プ 
の MS 開発 を 確か め る た め だ - 大 西洋 連邦 と の 
MS の 共同 開発 を 知っ た カガリ は 「 家 出し た 未 、 ア フ 
リカ に 辿り 着き 、 "明け の 夏 3 し た の で ある 。 
その カガリ が 《 テ アーク エン ジェ ル ) と 行動 を 共に し 
た の は 、 運命 だ っ た の か も し れ な い 。 (アー クエ ン 
ジェ ル ) に は 、 カ が ガリ の 双子 の 弟 で あり 、" 最 高 の コー 
ディ ネイ ター" キラ ・ ヤ マト が 同乗 し て いた (ふた り は 
〈 へ リオ ボリス) で も 出会っ て いた が 、 赤 ん 坊 の 時 に 
離別 し て いた た め 、 互い の 出自 を 知ら な か っ た ) 。 
キラ と (アーク エンジェル )》、 そ し て カガリ は C.E70 
ー71 の 戦局 に 多大 な 影響 を 与え 、 後 の C.E73 一 74 
の 紛争 で も 重要 な 存在 と な っ て いく 。 そし て この 時 
期 、 カ が り は 新た な 運命 の 相手 と も 出会っ て いる 。 
その 相手 こそ 、 ザ フト 士官 に し て プラ ント 最高 証 
会 議長 素 国 防 委員 長 パ トリ ッ ク ・ ザ ラ の 子息 アス ラ 
ラ で ある 。 パナ マ 攻 略 作戦 (に 偽装 され た アラ 
スカ 攻略 作戦 ) 「+ べ レー ショ ン ・ ス ピッ トブ レイ ク 」 の 
た め 地 球 に 降下 し た アス ラン は 、 イ ンド 洋上 の 遭遇 
戦 を 経て カガリ と 出会っ た (( ヘ リオ ポリ ス ) で の 「G」 
頃 礁 時 に は 直接 対 岩 し て いな い ) 。 
敵 同 士 と し て 出会っ た カ か がり と アス ラン だ が 、 不 時 
人 島 で の 一 対 一 の 接触 を 通じ て 、 次 第 に 
理解 し 合っ て いっ た 。 キラ の 友人 で も あっ : 
ン は 後に ザフト を 離れ 、 カ ガリ や (アー 2 
a 第 三 勢力 と し て 戦争 に 介入 する こと に . 
が 、 この 時 は まだ ザフト の 一 士官 に 過ぎ な い 。 
i カオ シュ ン や ビタ トリ ア の 陥落 に より 戦局 は 
再び 動き 出し て お り 、 カ ガリ や アス ラン 、 キラ を は じ め 
と する (アーク エンジェル) は 極め て 小さ な 存在 で し 関連 ファ イル 
か な か っ た 。 し か し 彼ら の 出会い が 、 後 の 歴 史 に 大 
き な 影響 を 与え た の は 、 皆 が 知る 通り で ある 。 
(ウイ ・ タ ルゥ カ C 


> 


SEED02.11 画 
SEED02.21 画 
ーー の SEED.03-10 計 
SEED037 重 6 
SEED.03-29 計 港 し た 。 し か し 、 そ の 直 


と ザラ | SEED.03-35 書 ・ ヤ マト が 行方 
チープ 基 全 普 胡 国 SEED03:36 牙 を 
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JOSH-A 攻 噂 薄 の 
ザフト の 動向 


較 モラ シム 隊 と の 戦闘 
《 ア ー ク エン ジェ ル ) は 紅海 上 で モラ シ 
ム 職 の 攻撃 を 受け た 。 空戦 用 と 水中 
用 MS の 混成 部 隊 で ある モラ シム 隊 
に 苦戦 を 浴 い られ た が 、 曽 MS を 3 機 
撃破 、 敵 を 後退 させ た 。 な お 、 プラ ント 
か ら は アス ラン ら が 地球 に 向かっ た 。 


開発 生地 点 気 


舞 


ー ワ クエ ンジ エル 》、 紅海 へ 


国 アー クエ ンジ ェ ル 、 紅海 へ と 離脱 
C.E.71.03.03、 バルト フェ ルド 隊 に 勝利 し た アー 
クエ ンジ ェ ル は 、 "明け の 砂漠 "の カガリ と キサ カ を 
伴っ て アフ リカ 大 陸 か ら 紅 海 へ と 移動 。 その 後 、 
キサ カ の 提言 を 受け 人 れ て イン ド 洋 に 向かっ た 。 


エル ) が アフ リカ 大 際 を 発っ た 頃 、 ザ 
ショ ン ・ ス ピッ ト プ レ イク 」 の 準備 を 進 
め て いた 。 具体 的 な 半 備 と し て は 実働 部 隊 の 地球 
降下 が 拳 げ ら れ 、 ア スラ ン や ニコ ル ら が 「G」 と 共に 
地球 に 降り た の も その 一 環 だ っ た 。 


る ザラ 隊 が 結成 され た 。 翌 7 日 、 


に が 、 これ を 退け て いる 。 ま 】 


ET 


ET | 


バリ ルト フェ ルド 隊 に 勝利 し た 《( ア ー ク エン ジェ ル 》 は 、" 明 け の 


砂 注 " と の 宴 や 埋 死 者 の 訓 い を 行っ た 後 、 紅 海 に 出 た 。 C.E. 
71.03.03 の こと 明け の 砂 漂 "に 参加 し て いた カガリ ・ 
ユラ ・ ア スハ と レ ド ニ ル ・ キ サカ も 同行 し た が 、 こ の 時 は まだ 正 


体 (オー ブ 連 合 首長 国 元 代表 の 枚 と その 護衛) を 明か し て いな 
か っ た 。 紅海 を 移動 し て いた 《 ア ー ク エン ジェ ル 》 は 、 キ サカ の 提 
案 も あぁ っ て イン ド 洋 を 次 の 航路 と し た 。 


アフ リカ 大 陸 を 出 た 当日 、( ア ー ク エン ジェ ル ) は 紅海 上 で ザ フ 
ト の モラ シム 隊 (マル コ ・ モ ラ シ ム 指揮 ) の 攻撃 を 受け た 
ロフ 級 洪水 母艦 パク スト ー) を 母 開 と する モラ シム 隊 は 、 空 戦 用 
MS ディ ン と 水中 用 MS グー ン を 2 機 ず つ 投 入 し 優位 


け に 劣勢 に 追い 込ま れ 、3 深 を 弄 失 。 生き 残っ 
ン も 被弾 し 、 撤退 を 余 備 な くさ れ た 。 


a 


洋上 攻撃 を 受け た 《 ア ー ク エン ジェ ル 》 
り 技 けた 。 その 頃 、 プラ ント で は アス ラン 


(、 ス トラ イク の 活躍 も あっ て 切 
75 が 地球 に 向け て 出発 。 


EE EE 


月 6 日 、 ザ フト の アス ラン ・ ザ ラ と ニコ ル ・ ア マル フィ が ジブ 
ラル タル 基地 に 降下 し 、 アス ラン を 隊長 と する ザラ 隊 が 編制 され 
た 。 7 日 PS クエ ンジ ェ ル ) は 再び モラ 

で 参戦 し な が ら も 被弾 


が 無人 島 に 不 時 落 。 大 し くも 、 輸送 機 に 乗っ て い 
ゲス も 同じ 島 に 降下 し て いた 。 


アス ラン と 遭遇 し た カガリ は 抵抗 し た も の の 、 彼 に 捕らえ られ 
た 。 この 際 、 アス ラン は カガリ の 言動 に 驚き 、 命 を 奪わ な か っ た 。 
カガリ の 未 帰 吉 を 受け た (アー ウエ ンジ ェ ル )》 は 捜索 を 開始 し 、 
カー ペン タリ ア 基 地 に 到着 し た ザラ 隊 の 面々 も 翌朝 か ら ア スラ 
ン の 控 索 を 決定 し て いる 。 3 月 8 日 の 朝 、 通信 状態 が 改善 する と 
ザフト は アス ラン (と イー ジス ) を 発見 し 、 回 収 に 成功 。《 ア ー ク エ 
ンジ ェ ル 》 の 艦載 機 も カガリ を 救助 し た 。 


《 ア ー ク エン ジェ ル 》 は 、 モ : DO 
た 、 攻撃 中 に 被弾 し た カ 
ガリ は 、 謝 投 中 に 輸送 機 と 層 骨 する が これ を 最 破 。 し 
か し 、 無 人 島 に 不時着 を 余儀 な くさ れ た 。 な お 、 輸送 
機 に 乗っ て いた アス ラン も 同じ 島 に 避難 し で いた 。 


地球 之 
擁する パナ マ が ザフト の 攻撃 目標 と 考え て いた 。 当 


合 軍 も この 動き を 察知 し 、 マ ス ド ラ イ バ ー を 


時 の ザフト の 動向 や 戦局 、 軌 道 封鎖 作戦 の に 


し て 認知 きれ た こと を 考え れ ば 妥当 な 判断 だ が 、 
ピッ ト プ レイ ク の 真 の 目標 は JOSH_-A で あっ た 


園 カガリ 、 ア スラ ン と 出会う 

無人 島 で アス ラン と 遭遇 し た カガリ は 、 

彼 に 捕え られ る 。 当初 は 対立 し て いた ふ 
が 、 次 第 に 打ち 解け て いっ た 。 


日 か ら の 捜索 を 決定 。 8 日 朝 、 ア スラ ン 
は 味方 部隊 に 回 収 きれ 、 カ ガリ も 《 ア ー 
クエ ンジ ェ ル ) 措 載 機 に 救助 され た 。 


ボス ヨロ ロラ 級 』 
Xs 油水 思 拓 


Miustration by AKIO UNUMA 


ザフト の 大 所 内 用 MS 


DN 

軍用 で あり 、 地 球 上 で は 運用 
PC オペ レ ・ ウ ロボ ロス を 進め る 中 
大 気 園内 で の 運用 に 特 化し た MS 群 を 開 発する 。 空中 戦 
用 "陸戦 用 = 水中 用 と いっ た 大 気団 内 用 MS の 威力 は 
絶大 で 、《 ア ー ク エン ジェ ル ) と スト ライ ク を も 苦戦 さそ た 


ザフト の 大 気 園内 用 MS は 「 局 地 戦 用 | が 目立つ 。 汎用 
限 さ れる が 、 起 定 さ れ た 軍用 領域 で は 地球 連合 軍 を 圧倒 


ディ ン 
空中 穫 用 の MS。 グッ ル の よう な 衣 機 が な 
く と も 下行 可能 で あり 、 地 球 連合 軍 の 間 機 
と 比較 し て も 空戦 能力 や 火力 に 優れ る 


JMF-4A グー D 
水中 用 MS。 計 交 戦列 
く < 意識 し て いる ほか 、 上 隊 
人 で 6 直 大 な 尋 ガ 5 友 
し た 。 制 権 の 確保 ! 
要 不 可愛 な Mi 


4 
|p メ 


人 用 の MS. の 持 人 9 シ エッ 
ト が 特徴 で も る 。 履帯 を 伴 用 する こと で 、 泥 
土 や 稚 地 で も 優れ た 機動 性 を 発揮 する 


OMA YI: 


x 


機動 戦士 ガン ダム F91 


WORLD GUIDE 


臣 馬 ラフ レジ シア 計画 


117-25 


人 類 の 9 測 を 朱 替 する 。 | ! 
狂気 の プロ ジェ クト 


無 差 別 攻撃 兵器 の 大 量 投入 に より 、 地球 岡 人 品 
の 9 割 の 抹殺 を 目指 し た プロ ジェ クト が 「 ラ フレ 3 
画 ] (ラフ レシ ア ・ プ ロジ ェクト ) で ある 。 コス モ 吐 族 
義 勢力 に よっ て 准 備 され 、 ク ロス ポー ン ・ バ パン ガー ド 
が その 実行 に 当たる こと に な っ て い : 

ラフ レシ アテ 計画 が 立案 され た 背景 に は 、 地 球 剛 
の 諸 間 題 の 元凶 を 人 口 増加 に 求め る 発想 が ある 。 
も っ と も 、 こ の 考え 方 は マイ ッ ツ ァ ー・ ロ ナ ら コス モ 貢 
族 主義 勢力 上 層 部 独自 の も の で は な く 、 宇 宙 世 紀 
国 の ギレ ン ・ ザ ビ 、 テ ィ タ ー ン ヌ 総 
マン 、 後に 出現 し た ザン スカ ー ル 帝 


フ ・ ハ イ 


そこ で マイ ッ ツ ァ ー は コス モ ・ パ バビ ロニ ア 計 画 と 並 
a a ン ・ パ ン ガ ー ド 司令 の 
“ に 「 人 類 の 9 割 抹殺 」 を 命じ る 。 護 民 
意識 が 強い 、 は ず の コス モ 黄 放 3 主義 に 反する よう な 


MS Guide in U.C. 
宇宙 世紀 の MS ガイ ド 


決定 だ が 、「 流 血 を 万 わな い 潔 さき 」 に は 非 戦闘 員 を 
も 手 に 掛け る 非情 さ が 含 まれ る の か も し れ な い 。 

義父 の 命 を 受け た カロ ッ ゾ は 、 義兄 ハウ ゼリー・ ロ 
ナ 購 殺 の 翌年 に あたる UC.0119、 ラ フレ シア 計画 を 
発動 する 。 し か し 元々 の ラフ レシ ア 計画 は 、 人 類 捧 
切 計 画 な ど で は な か っ た 。 カロ ッ ゾ が 構想 し て いた 
ラフ レシ ア 計 画 と は 「 人 間 の 意志 の 強化 策 ] で あり 、 
『 門 と し た バイ オ ・ コ ンピュータ ー と 人 間 の 琶 合 
す も の だ っ た よう だ 。 

この 計画 は 、 時間 と の 判断 か ら マ イッ ツァ ー 
に 止め られ た : 想 が 始動 する 。 
そし て ハウ ゼリー の 死後 、 人 頻 齋 清 を 命ぜ られ た カ 
ロッ ゾ は ラフ レシ アプ 計画 を 変質 させ て いっ た 。 

まず 、 カ ロッ ゾ は 自身 に 研究 の 成果 を 試し 、 身 長 2m 
を 超え る 強化 人 間 と 化し た 。 自ら の 小さ ER 
服 し 、 強 内 な 意志 と 肉体 を 手 に 入れ る た め だ : 
その 裏 に は 妻子 の 失 忠 や 義父 か ら の プレ 
ど に よる 精神 パラ ンス の 実 失 が あっ : 

きら に カロ ッ ゾ は 、 義 父 の 期待 に ! 
深化 きせ て いく 。 それ が ネオ ・ サ イコ ミュ 搭載 MA テラ 
A 攻撃 「 バ 

」 と その 大 量 運用 シス テム の 技術 確 


虐殺 計画 と いう 性 格 上 、 ラフ レシ ア 計 画 は 
パン ガー ド の こく 一 部 に し か 知ら され 
ず 、 ジレ ・ タ リュ ー ガ ー 大 佐 を は じ め と する カロ ッ ゾ 直 
属 の 部 下 の み で 準備 され て いっ た 。 人 類 粛 清 を 命 
し た マイ ッ ツ ァ ー や 実態 を 把握 し て いな か っ た よう 

そし て コス モ ・ バ ビ ロ ニ ア 建 国 戦争 が 始ま る と 、 
(フロ ンティア 1) に バグ が 試験 投入 され 、300 万 も の 
人 々 が 生命 の 危機 に 晒さ れる こと に な っ た 。 


(オッ トー・ カ ル テ ン バッ ハ ULC.0155) 
関連 ファ イル 
MA 0 ララ ルシア F910113 


祭 伯 面 (カロ ッ プ ・ ロ ナ ) 


バビ ロニ ア と 2 ロス ボー ン ・ バンガード 
フロ ンティア ・ サ イド 


バグ を 投入 し 多数 の 住民 も 調和 
し た 。 し か し 、 その 試み は シー プッ 


Mustration by TAKUYA IO 


ダム FB1 


いた 大 量 虐殺 計画 が ラフ レシ 


鍋 で 、 父 エン ゲイ スト の 理想 を 


ア 計画 で ある 。 ロナ 家 を 筆頭 と する コス モ 貴 族 コス モ 條 族 主 義 と し て 体系 人 
主義 勢力 と その 軍事 部 門 ク ロス ポー ン ・ パ ン Oe RR 


計画 され た も の で 、 地 球 圏 人 口 
の 9 吉 拓 殺人 目指 し た 作戦 地域 は コ 
月 、 地球 な どの 地球 圏 全域 を 想定 し て いた . 


| 別 笠 杏 で ある こと か ら 、 
カロ ッ ゾ は 「 護 の 良心 
も 痛め る こと が な い 、 良 


ラフ レシ ア 計 画 の 存在 
自 件 が 秘 展 され 、 カ ロッ 
プ ザ ジレ ・ ク リュ ー ガ ー 
ら ご < 一 部 の 将兵 の み 


クロ メス ボー 


回 人 間 の 発見 
- 得 入 し た バグ 
来 ・ 動 体 セ ン サ - 
人 間 を 探し 出す 。 


TE GD 


発見 し た 人 間 に 対し 、 体 当 
た りや 自爆 な ど で 放 撃 を 加 
え 殺 害する 。 バグ が 入り 込 
め な い 場 所 に は 、 小型 の 子 
バグ を 送り 込む 。 


画 だ が 、 当 初 カロ ッ プ が 構想 し て いた も 

っ た く 異な っ て いる 。 初期 の ラフ レ : 画 と は 「 人 
間 の 意思 強化 策 ] で あり 、 カロ ッ ゾ が 研究 し て いた バイ オ ・ コ 
ンピュータ ー と 深い 繋が り が し か し 、 開 父 マイ ッ 
に 人 類 の 9 割 を 抹 灯 する よう 命じ られ た カロ ッ プ は 、 ラ フ 
計画 を 大 きく 変質 させ 、 大 末 鐵 プロ ジェ クト へ と 生ま れ 回 
変わ ら せ た の だ っ た 。 


若き 日 の カロ ッ プ は 研究 に 没 
頭 する 実直 な 科学 者 た 
前 妻 と 次 指 後 、 マイ 
長女 ナディ ア と 結婚 し ロナ 家 


受け た カロ ッ ゾ は 、 翌 年 


へ 入っ た 
U.C.0123、 コ スモ 貴族 主義 勢力 が コス モ ・ パ ビ ロ ニ ア 建 
国内 争 を 引き 起こ し た 。 同年 3 月 30 日 、 カロ ッ ゾ は 300 万 人 
ト 短 の 9 割 打 和 が 住む 民間 コロ ンティア 1) に バグ を 試験 投入 し 
ツァ ー だ が 、 ラ フレ 相当 数 の 住民 を 殺害 し た 。 パグ の 投入 は カロ ッ プ の 外 断 で 
実態 を どの 程度 知っ 行わ れ た も の で 、 計 画 自体 が ほぼ 知ら れ て いな か っ た 


は 、 よく わか 


ン ・ パ バンガード が 想定 し た パグ の 運用 方 法 は 、 
ニー や 月 面 都市 、 地 球 の 人 口 密集 地帯 な ど 
パグ を 投入 し 、 住 民 を 残 減 す る も の だ っ た 。 クロ ス : 


8 し た 。 人 類 の ニ 
時 期 商 早 と 判断 し や め さ せ て いる 


男 の ハ ウ ゼ リー を 喧 殺さ れ た マイ ン 
族 主 義実 践 の た め 、 カロ ッ ゾ に 人 類 の 9 割 を 抹 燈 す る よう 命 
フレ シア 計画 を 発動 させ 、 自 身 の 肉体 と 精神 
を 強化 し た 。 さら に 人 類 二 清 の た め の 技術 開 発 も 進め て いっ た 


計画 の 機材 


ラフ レシ ア 計 画 に お いて 、 人 類 鹿 清 の 直接 

的 手段 と な っ た の が 自律 式 無 差別 攻撃 兵器 
「 バ グ 」 で ある 。 バグ は 直径 数 m の 円 角 型 兵 
器 で あり 、 人 間 を 発見 する と 、 外 周 部 の チ 
ソー プレ ー ザ ー 砲 自爆 小型 適 末 の 「 子 バ 
グ ] を 用 いて 殺傷 する 。 


無数 の パク を 投入 する 
こと で 、 短 時 間 で 作戦 
エリ ア 内 の 人間 の み を | 
幸 注 きせ る 。 集 団 了 法 
で MS すら 撃破 する 。 


NBC 兵 問 や コロ ニ . 
落と し を 用 いな い の は 
環境 硫 壊 を 避け る た 


数 の 


i 


男 増殖 シス テム の 設置 


大 殖 維 科 


・ パ ン ガ ー ド の 設立 や コス モ ・ パ ビ 
は 、「 人 間 の 意思 強化 策 」 と し 
ー タ イプ 化 研究 と 言え る も の 


埋 MA。 本 来 の ラフ レ 
シア 計画 の 系 詳 に 履 
する 機体 で ある 


ラフ レシ ア 計 画 の 中 杜 を 占め 
る 自律 式 無 状 別 攻撃 兵 右 


一 度 に 多数 が 投入 され る 。 


上 斬 バグ の 「 増 殖 」 


パン ガー ド は パグ を 常備 し て いる わけ で は な く 、 目標 の 近傍 


神 半 ・ サ ン ライ ズ 
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新 機動 戦記 ガン ダム W Endless Waltz 


WORLD GUIDE EE (Tr 03 or 0, 
7 ンー 


を 地球 に 落下 き 混乱 する 地 寺 
ガン ダム で 創 圧 する と いう も の で あっ た 


いた 。 古く は コロ 
の 影響 力 は L-3 コ ロニ ー の み 者 ヒイロ ・ ユ イヤ カー ンズ ・ カ ラン ト を は じ め 
ジス タン ス を 支援 し て お り 、A.C.173 

言 』( 非 暴力 ・ 非 


llusration by JUN WADA 


新 栖 動 戦記 ガン ダム W Encless Waltz 


WORLD GUIDE ー・ コ ロニ ー ガイ ド : バ ー ト ン 財 回 と マリ ー メ イア 軍 [町 ] mr 前 nM9M 


ム ・ バ ー ト ン マリ ー メ イア 軍 名目 の 最高 
バー ト > 時 回 の 六 で 、 十 (か 


球 園 の 支配 を 望ん で い オペ レー ショ ン ・ メ テオ を 想定 外 の 形 に は デキ ム が トッ プ 。 実態 
た 。 パ バー トン 財団 は 彼 の 野望 。 で 実行 され て し まっ た デキ ム は 、EVE し すん の 野人 を 成す 


に 8 7 の 租 基 
を 寄 現 する た め の 組織 だ っ た ARG の 後 、 私 設 軍 マ リー メイ ア 軍 を 編 NP 


L-3 コ ロニ ー を 拠点 と する 宇宙 資本 が バー ト 
ン 財 団 で ある 。 宇宙 の 宮 を 二分 する と いう デキ 
ム ・ バ パー トン に よっ て 支配 され 、 ロ ー ム フェ ラ 財 


と 言え る イイ 
団 や 反 (地球 ) 連合 レジ スタ ンス と 繋が り を 持っ 成 し た 。 代表 は 、 オペ レー ショ ン ・ メ テオ 
て いた 。 デキ ム は 、 オ ペレ ーション ・ メ テオ を 主 後 の ( 介 但 の ) 支配 者 に 予定 され て いた 
導 す る 立場 に も あっ た 。 マリ ー メ イア ・ ク シュ リナ ー ダ だ っ た 。 規 
模 は か つて の 0Z に 及ば な い が 、 地球 園 
バー トン 財団 は 多数 の 集 
下條 業 を 持つ 。 / 寺 一 国家 が 軍備 を 放棄 し て いた た め 、 
セキ ュ リ ティ ・ サ ービス は 民 相対 的 戦力 は 極め て 大 きか 
問 軍事 会 社 や 護 幸 機関 
: よ うだ 。 
マリ ー メ イア を トッ プ に 多数 の 衝 兵 が 在籍 。 職 
0 / 内 業 軍人 は (名 目 上 ) 存在 し な か っ た が 、IB0Z ト 
バー トン 時 思 の 党 カ の アー ムズ の パイ ロッ ト に 予定 き RE ER 
5 の 4 れ て いた が 、 真 の オペ ガン ダム パイ ロッ ト の 張 五 飛 ま で も 参加 し て いた 。 
で は 、 ド クト ル S の 指示 や ン ・ メ テオ に 反対 する 者 に 殺害 
バイ ロ 2 ト の 判断 で 運用 。 ? され た 
成人 の みな 5 ず 、 年 
も 多数 参加 。 マ リー メイ 
国 デキ ム の 家系 と 周辺 と の 関係 以外 、 廊 性 の 才 加 は 
知ら れ て いな い 。 制服 は 
旧 連 )Z と 異な る 
主力 MS と し て MMS-01 サー ベン ト を 装備 
IBOZ で 設計 され て いた 機体 を ベース 
ドク トル S に ガン ダム メイ ア 軍 (バー トン 財団 ) が 量産 
の 開発 指示 ・ 協 力 300 機 ほど が 製造 され た と 見 られ る 
サー ペン ト の 他 に 旧型 
MS の リー オー、MD タ イ 
プ を 含む トー ラス を 装備 
張 到 履 の アル ト ) 
ダム も 戦闘 に 参加 し : 
A 
マリ ー メ イア 軍 の 戦術 は 「 真 の オペ レー ショ 
ン ・ メテオ 」 と MS 部 隊 に よる 大 統領 府 制圧 。 し -3 の X-18999 コ ロニ ー を 地球 に 落下 さ 
主軸 と し た も の だ っ た 。 元 世界 国家 元首 トレ ー 真 の オペ レー ショ ン . メ テオ ] を 本 
ズ の 娘 と いう マリ ー メ イア の 出自 も 利用 し た 。 に し て 、 地 球 較 統 一 国 寮 を 司 喝 し た 。 
地球 に 対す る 個 喝 と 実際 
の 重 事 保 攻 お け で な がく 、 政 | 軍 
治 的 正当 性 を も 考慮 し た 
作戦 は 、 デ キム の 発案 に 
よる も の と 思わ れる 。 
MS 部 隊 を 地球 に 降下 させ 、 プ リュ ッ セル 
の 地球 較 絆 一 国家 大 六 撤 府 を 制圧 同時 
に 、 ブリ ュ ッ セル 市 街 も 制圧 下 に 置い た 
地球 国 の 支配 を 目論む お デキ ム は 、 少 な く と も 回 | 
A.C.170 年 代 か ら 反 連合 勢力 と 接触 を 持っ て 運 く と も AAC.170 年 代 か あら 、 デ キム は 反 地 1 
いた 。 娘 レ イア と トレ ー ズ の 間 に 子供 を も うけ た 球 勢 力 と 接触 し 協力 し た . 
の も 、 政治 利用 が 目的 だ っ た と 思わ れる 。 ング 幹部 カー ンズ と も 柴 が 
トー ル ギ ス や ウイ ング ガン NEE 電 
2 の の 同和 に し MORE INFO! マリ ー メ イア 軍 の 軍事 拠点 
ドク トル S を 受け 容れ 、 
へ ヘビー アー ムズ を 開発 さ 決起 に 当たっ て 、 マ リー メイ ア 軍 は ふた つの 軍 
事 接点 を 用 意 し た 。 X-18999 コ ロニ ー と 資源 箱 
星 MO- 四 が それ で この うち 、X-18999 コ ロ 
は 決起 時 の 陽動 と す ペ レ ンー・ メ テオ に 、 直前 の マリ ー メ イ 
回 MO 和 は 地球 隊 下 時 の 寺 集 結 ポ イン ト と し て 用 琶 力 を 入閣 させ た 。 叶 T 
コロ ニー の 投下 と ガン ダム に よる 地球 制 マリ ー メ イア 軍 を 組織 し た デキ ム は 、AC いら れ た 9 ー 
圧 か ら 成る オペ レー メテオ を 立案 し た | 196、 地 球 還 読 一 国家 の 大 未 撤 府 に 軍事 a 
が 、 別 の 作戦 と し て 実行 され た 侵攻 。 だ が 作戦 は 失政 し 、 デ キム も 死 記し た キ 
現場 の 判断 で 、5 機 の 「 真 の オペ レー: 
ガン ダム に よる OZ 幸江 テオ 」 を 5 
作戦 に 変更 。 デキ ム は 
地球 園 支配 計画 の 要 
更 を 余儀 な くさ れ た 。 
前 千 ・ サ ン ララ イズ 117-28 
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The earth which becomes the Battlefield 


する 。 カガリ - ユ ラー アス ハ 代 表 首 長 の 強硬 な 反対 に いた の は 明らか た 
も か か わら 条約 機構 へ の 加 軸 、 こう し て 、 最強 の 中 立国 オー プ す ら も 大 電 邦 
つま り 大 下 区 定 し た の で ある 。 と の 同盟 を 選択 する 中 、 プラ ント は 地球 に ザフト を 派 
中 立 の 国 赴 を 捨て 、 無 警告 で 松 攻 撃 す る よう な 遺す る 。 検 攻 撃 を 受け た 以上 、 何 も し な い 訳 に は い 
国 と 同 財 を 結 。 ー プ の 決定 に 、 カ ガリ か な か っ た の で ある 。 ル タ ル 基地 と カー ペン タ 

、 プラ ント へ の 検 攻撃 代表 を は じ め 多 く の 者 が 疑問 を 抱い た 。 リア 基地 を 防衛 する た め に も 必要 な 措置 だ っ た . 
小競り合い 程度 の 戦 そう で ある に も か か わら ず オ ー プ が | ザフト の 地球 降下 は 「 積 極 的 自衛 権 の 行使 」 と さ 
は 、 五 大 氏族 の ひと つ モ イ れ 、 戦線 拡大 は 葉 め られ た が 、 地球 に 反 大 西洋 連 
あっ た 。 世界 安全 保障 条約 機構 へ の 不参加 が 「 地 邦 国 が 出現 し た こと は 事態 の 複雑 化 を 招い 


ロー ド ・ ジ プリ ー ル が 企ん 
は 失敗 。 その 結果 、 宇 侍 
関し か 発生 し な く な り 、 地 上 で 
ペン タリ ア 基 地 攻 略 に 投入 され る は すず 


合 軍 が 待機 球 の 敵 」 と 見 な され る 行為 で ある 以上 、 大 西洋 連邦 (エス タ ・ オ リス トゥ ハ C 
し か し 、 こす ント が | に な っ た 訳 で は な に よる 再 侵攻 を 防ぐ た め に は 、 同 盟 の 道 を 選ぶ ほか 
い 。 ジブ リー ル ト 0 関連 ファ イル 
戦争 の た め 地 球 の 続 5 条約 機構 べ の 不参加 は 、 ニン エン テル SEED01.22 画 
安全 保障 条約 機構 に 加 B 実質 的 に 支配 する 大 西洋 連邦 の 軍事 5 リュ ラ - ァ スハ ーー テモ 
世界 安全 保障 条約 機 構 へ の 加 軸 区 攻 を 招く 可能 余 が あっ た 。 だ が 、 セ イラ ン 家 の 意 。 ラナ ・ ロ マ - や イラ と EN 
た 国 の ひと つ に 、 オ ー プ 連合 首長 国 が ある , 図 は これ だ け で は な い 。 セイ ラン 家 は オー プ の 実権 。 ンド 洋 OR カナ バン 苔 _OES0306 
前 大 戦 は 、 大 西洋 連邦 と の 同 各 を 掌握 すべ く 暗 躍 し て お り 、 内 閉 で は カガリ 代表 を E79 の 世界 DES-03-20 
を 拒否 し た よる 軍事 侵攻 を 受 孤立 さす つつ あぁ あ - ee 
さら に セイ ラン 家 は 、 宰相 ウナ ト ・ エ マ ・ セ イラ ン の プラ ント と 地球 連合 の 問 の 男 張 
息子 ユウ ナ ・ ロ マ ・ モ イラ ン と がり 代表 の 結婚 話 を に 人 
強引 に 進め て いた 。 国民 の 動揺 を 抑え に 3 $ | ese 
の が 口実 だ が 、 セ イラ ン は 9 
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オー ブ 沖 の 戦い | mm09 sr D5n 


この 時 期 、C:E.70~71 の 戦争 に お いて 活躍 し た 第 。 寄せ 、 隠 通 生 


『 を 送っ て いた 。 だ が 、 オ ー プ が 大 西 


再び 表 拓 台 に っ た | 三 勢 力 が 、 再 び 独 自 行動 を 開始 し た 。 命令 系 統 上 洋 連 施 と の 同 明 を 決定 し た うえ 、 プ ラン ト 主 導 と 思わ 
| は オー プ 軍 に 所 属す る 《 ア ー タ エン ジェ ル )》 で ある 。 れる ラクス 暗殺 未遂 事件 が 起こ る と (アーク エン ジェ て 
第 三 : 勢 力 (アー クエ ンジ ェ ル ) | 戦後 、 (アー クタ エンジェル) の タク ルー ヤラ クス ・ ク ラル 》 を 起動 し で オー プ を 態 脱 し た の だ っ た 。 そ の 際 、 、 ) 
3 | イン ら は 、 カ ガリ 代表 の 計ら いも あっ て オー プ に 身 を 結婚 式 に 乱入 し て ヵ カガリ 代表 を 「 投 致 」 し て いる 4 


アー クエ ンジ ェ ル 
フリ ー ダ ムカ ガン ダム の 進路 


ザフト の 進路 を 


国 オー ブ 、 同盟 を 決定 
ロー ド ・ ジ ブリ ー ル の 後押し に よっ て 戦争 は 幼 
硫 。 そう し た 状況 下 に お いて 、 オ ー ブ は カガリ 
代表 の 強い 反対 に も 関わ ら ず . 大 西洋 吉孝 と 


の 同 還 を 進め た 。 同時 棚 、 プ ラン ト で は 「 江 李 し 2 
的 自衛 権 の 行使 」 が 最高 評議 会 で 決定 され 、 
ザフト の 地球 降下 準備 が 進め られ た 4 問 
ブフ る 国 キラ 、 カガリ 代表 を 拉致 
カガリ と ユウ ナ の 結婚 式 の 最 中 、 キ ラ の 
乗る フリ ー ダ ム ガ ン ダム が 式場 に 乱入 。 
キラ は カガリ を 拉致 し 、( ア ー ク エン ジェ 
ル ) へ と 向かっ た 。 その 結果 、 オ ー ブ で は 
セイ ラン 家 の カ が 強まり 、 大 本 洋孝 と 
の 同時 関係 も より 強化 きれ た 。 BE 
(Nine 回 ミネ ル バ 、 2 ア 
地球 軍艦 隊 の 攻撃 を 受け る ME る 
オー ブ 領 海 を 出 だ ミ ネル / パ は 、 地 球 軍 艇 隊 の 
攻撃 を 受け た 。 数 で 勝る 胡 稀 隊 に 昔 緒 を 強い 
られ た が シン アス カ の 活躍 で 遇 を 軸 油 し た 。 と ロ 
な お 、 ザフト は [オペレーション ・ ス ピア ・ オ プ ・ へ 
トワ イラ イト 」 を 革 動 、 地 刺 に 降下 し た 部 隊 は 3 
ジブ ラル タル 、 及 び カ ー ペ ンタ リア 両 基地 の 
周辺 で 埋 闘 を 開始 し た 。 MVE 
| 必 GME:XOA MG 
MK ア < 
オー ブ で 暮らす キラ や ラク ス を 謎 の 特殊 部 隊 が 凍 クエ シン シェ ル 
ラ が フリ ー ダ ム ガ ン ダム で 堪 を 振 除 し た た 1 
ら は 事なき を 得 た が 、 その 正体 が コー ティ ネ Jr 
た た め 、 プ ラン ト の 関与 が 疑わ れ た 。 ま 語 記 G89 [4| 6 | 


~~ 


JiusraWon by AKIO UNUMA 


オー ブ 、 大 西洋 連邦 この 同盟 へ 賠 イ 中 の 戦闘 
MOR 


MC Ol 
プラ ント へ の 核 攻撃 の 失敗 に より 身動き が 取れ な く な っ た 地 スピ ア ・ オ ブ ・ ト ワイ ライ ト ] を 発動 し た ザフト MO 上 INFO 

球 運 合 軍 だ が 、 ロード ・ ジ ブリ ー ル の 強い 後押し に よっ て 戦争 は が 地球 に 、 ジブラルタル 基地 、 及び カー ペン タリ ア 基 地 周 お お: 赴 会 - a 
継続 され た 。 この 事態 を 受け た プラ ント 最高 評議 会 は 「 積 極 的 moo オー ブ 視 海 を 出 た ミ 77 は 地球 連 地球 連合 軍 の 新兵 器 
自衛 権 の 行使 ] を 決定 、 ジ ブラ ル タ ル 基 地 と カー ペン タリ ア 基 地 プラ ント 本 国 へ の 徹 攻 撃 で 一 挙 に 余 戦 に 持ち 込む は 
周辺 に 展開 する 地球 連合 軍 を 排除 する た め 、 ザフト の 地球 降下 3 i, ee hE 
準備 を 進め た 。 その 頃 オ ー ブ は 、 カガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ 代表 の 次 、 シ ン ・ ア スカ の MS イン パル ス の より 6 る と 新兵 訓 を 次 々 と 投入 し た 。 その 代表 が 陽電子 リフ レ 
い 反対 に も か か わら ず 、 大 西洋 連邦 と の 同時 に 動い で いた 。 隊 に 大 打撃 を 与え 、 撤退 に 追い 込ん だ の クタ ー を 凌 備 する 大 型 機動 挟 替 で あっ た 。 この 徐 も 地下 
連合 軍 は 陽電子 リフ レク ター 装備 機 を 配備 し 続け 、 巨 大 
MS デス トロ イ を 投入 する こと と な る 。 


| 4 a | 
突如 、 凄まじ い 戦闘 力 を 発揮 し た シン は 、 単独 で 地球 連合 艇 を 6 隻 撃 # 
ザ フ | 帰し FAITH に 登用 まれ た アス ラン は 、MS で 単身 地球 へ と 降下 。 a 


多 対 兵器 [ 昌 電 子 克 」 を 無力 化す る 園 電子 リフ レク ター 装備 柏 
は 、 単独 で も 邊 る べき 戦闘 能力 を 発 押し た 


[ 画 カガリ 代表 拉致 事件 
GAT-04 ウィ ンダ ム 
オー ブ で 世界 安全 保障 条約 機構 へ の 参加 (大 西洋 連邦 と の オー ブ で カガリ 代表 と ユウ ナ ・ ロ マ ・ セ イラ ン の 結婚 式 が 執り ダガー し の 後 妃 主力 MS yk) 


同時 決定 が 発表 され る 中 . セイ ラン 家 は カガリ 代表 と コウ ナ " ロ 生 、 ラ ・ ヤ マト が 搭乗 する フリ ー ダ ム が 乱入 し 、 ER < 
マセ イラ ン の 挙式 を 失 備 。 8 を 財 れ 去っ だ 。 その まま カガリ 代表 は 、 ラク ス や マリ ュー・ ラ の 1 二 。 
セイ ラン 家 が 実権 を 掌握 する た め の 計 画 だ 同時 上 オー ブ ジェ ル )》 で オー ブ を 苑 れ 、 独 月 の 行動 ブ N 

に 身 を 寄せ て いた ラク ス ・ ク ライ ン の 暗殺 未遂 事件 が 発生 。 正 結果 、 カガリ 代表 と ユウ ナ ・ 品 マ の 結婚 は う や む や に 


体 不明 の 特殊 部 隊 ( 
を 


: る も の だ っ た が 、 隊員 が コー ディ キイ ター の の 、 オー ブ で は セイ ラン 家 の 力 が 強まり 、 大 西洋 連邦 
っ た こと か ら プラ ント の 関与 が 疑わ れ た と の 同 描 関係 が より 強化 され て いっ た 。 


財 夫 了 チリ フレ クタ ー を 扶 載 する 大 型 MA 
ル パ ) の 陽電子 
PP 
強火 二 近 格 装 を 持 つ 


の 
も 


オー ブ 国 民 が 見 守る 中 、 カ ガリ 代表 と ユウ ナ の 結 紙 式 が 挙行 され る が 、 花 
夫 が 拉致 まれ る 事態 と な っ た 。 直 後 ( ア ー ク エン ジェ ル ) は オー を 去 


セイ ラン 家 は カ ガ が ) と ユウ ナ の 結婚 を 強引 に 進め た 。 ラク ス 暗 役 を 試み 
た 部 隊 は 。 作戦 失敗 後 。 自 細 し て 証拠 を 則 小 し た 
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第 四 共 力 が 介入 し た | 
近 放 軍 と 宇 軍 芝 の 接 争 
A.W.0015、 政 府 再 建 委 員 会 を 経て 誕生 し た 新 


ー ス コロ ニー (クラ ウド 9) が 武力 衝突 し 、 
RO RR 


第 三 ・ 


どの 反抗 で 地 
た なか 一 方 の (クラ ウド 9) も 、 コロ ニー・ 
よる 対地 球 攻撃 と 地球 へ の 部 隊 降 下 か 
ら 成 る 地球 侵攻 作戦 「 ダ リア 作戦 」 を 、 コロニー レー 
ザー を 雪 失 と で 失敗 し て いた の で ある 。 

この 再 態 を 受け た 新 連邦 で は (クラ ウド 9) と の 和平 
派 が 主流 と な り 、( ク ラウ ド 9) で も 第 7 次 宇宙 戦争 の 英 
雄 ラン スロ ー・ ダ ー ウ ェ ル 大 佐 ら を 中 心 に 和平 苗 が 唱 
えら れる よう た 。 最終 的 に は 戦争 に 辿り 着く と し 
で も 、 新 連邦 に は 地球 統一 の 5 
対地 球 戦略 の 見 直し と いう 優 2 

そう で ある に も か か わら ず 両 勢力 が 激突 し た 背 量 
に は 、 軍 事 的 合理 性 と は 別 の 理由 が あっ た 。 新 
で は 新 連 邦 軍 最 高 議会 の 和平 派 が 「 事 故 ] で 全 小 
し た 結果 、 主戦 派 の フィ タス ・ ブ ラッ ド マ ン 総司 令 が 
主導 権 を 掘っ た 。 (クラ ウド 9) で も ニュ ー タ イプ 主義 を 
唱え る ザイ デル ・ ラ ッ ソ 総統 が 、 和 平 論者 を 排除 し で て 
戦争 準備 を 進め させ た 。 両 勢力 と も に 、 狂 信 的 信条 
を 持つ 指導 者 に よっ て 率い られ た の で ある 。 そし て 、 
新 連 邦 軍 宇 宙 艦 隊 の 展開 を 察知 し た 宇宙 革命 軍 
が 、 待 機 中 の 戦力 を 動か し た こと で 両 勢力 は 衝突 す 


に 発見 され る と いう も の だ っ た 。 決戦 を 決意 し た 両 
た の で は な い 

人 の 旧 連 邦 軍 基地 を 攻撃 し た の 
敗 の 原因 と な っ た S( サ テラ イト ) シ ス 


大 な エネ ルギー を 得る た め 、 マイ 

施設 を 制圧 する こと が 理由 と され 
れ は 表向き の 目的 で あり 、 月 面 基地 の ニュ ー 
タイ プ 関 連 施設 「D.0.M.E. (ドー ム )」 を 確保 する こと 


で 、 国 


想 で ある ニュ ー タ イプ 主義 を 補強 し よう と し 
る 。 ザイ デル 総統 の 発案 に よる も の だ っ た 
新 運 邦 軍 を 指揮 する 反 ニ ュー タイ プ 論 者 プラ ッ ド 
マン 総司 令 も 、 D.O. 存在 を 知っ て いた 。 そこ 
連邦 箇 は 、 宇 守 革 命 軍 と D.O.ME の 接触 を 阻 
も あっ て 月 宙 域 で 戦闘 を 開始 する 。 
し て 両 軍 は 昔 烈 な 戦闘 を 線 り 広げ る こと に 
っ た が 、 そ こ に は 第 三 ・ 第 四 勢 力 が 関与 し て い 
た 。 プラ ッ ド マ ン 稔 司令 直轄 の フロ スト 兄弟 と 、 独 自 
勢力 の 《 フ リー デン (II) 》 で ある 
フロ スト 兄弟 は 新 補 邦 軍 の 所 属 な が ら 世界 の 破滅 。 関連 ファ イル 
eve 


を 望ん で お り 、 その 一 環 と し て プラ ボド マ ン 総司 令 を 新 。 ティ ファ ー テ ディ ー ル 上 
フロ スト 兄弟 


達 邦 の 代表 に 祭り 上 げた 。《 フ リー デン (I)》 は ニュ ー 0 ア 大 坦 と 9 テ リコ ン の 舞 
た を 知る た め 、 そ し て 新た な 戦争 を 阻止 す 。 殊 将 宙 争 和平 
5 芝 不 府 a 
謙 豚 し よう と し て いた の で ある 。 フラ ウド 9 と 証 人 ) の 
(執筆 者 、 執筆 時 期 不 明 ) DOME 生 時 の と つと も な っ た 
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地球 に 潮 入 し て いた 謀 報 員 の 帰還 を 
は 地球 侵攻 作戦 「 ダ リア 作戦 」 の 実 # 


に 移っ 


レー ザー で 地球 を 攻撃 後 、 降 下部 隊 を 派遣 し て 地球 を 制圧 
ジス タン ス 「 サ テリ コ 


する と いう 作戦 で ある 。 これ を 察知 し 
ン ] や 新 連 邦 軍 は 、 阻止 行動 ( 


て いた 


IF9) の ザイ デル 
タイ ブ 主 義 を 
列 天 に 主張 し た 


統 
連邦 の 排 


コロ ニー・ レ ー ザ ー は 
(と 地球 ) に 基 


新 軍 考 軍 


ラッ ン 総 
た 新 


レー ザー の 使用 が 大 
減 し よう と し て いな だ 
内 


ダリ ア 作戦 の 要 謗 は 、 ス 
造 し た 「 コ ロニ ー・ レ ー ザ - 
自体 は 第 7 次 宇宙 戦争 時 
て お ら ず 放置 され た まま | 
の が ザイ デル ・ ” 
成 に 至っ た 。 コロ 


よる 対地 下 攻 撃 は 、 新 
段 だ コロ ニー・ レ ー ザ ー 完 | 
部 隊 を 地球 の 新星 軌道 に 展開 し て お り . 
球 降 下 を 可能 制圧 部 隊 の 具体 的 な 昌 制 
入 艇 と MS 部 隊 を 中 心 と し て いた こと は 間違い な い 


ウド 9) の 近傍 宙 域 、 つ ま 
め 、 サ テラ イト キャ ノ 


・ コ ロニ ー そ の も の を 改造 し 
直接 攻撃 可能 で あり 、 その 湊 


トミ 


テイ ファ の 身柄 を 確保 
トキ ャ ノ 


ュ ン 
GX-9901-DX コロ ニー・ レ ー ザ ー の 完成 と 
制圧 部 隊 泊 中 
コロ ザー の 改造 作業 が 終了 す 
る と 、 ダ リア 作戦 が 本 格 化 。 ほぼ 同時 
に 、 地 球 隊 下 任務 に 当たる 制圧 部 隊 が 
戦闘 発生 地点 衛星 軸 首 に 派遣 れれ た 。 
Mustration by TOKIKO YUZAWA (Twin Bell 
宇宙 革命 軍 ガン ダム DX (ガロ ー ド ・ ラ ン ) 新 連邦 軍 
ダリ ア 作 戦 の 第 一 5 レー ザー に ダリ ア 作 戦 の 阻止 を 目的 と | 宙 で 準備 が 進め られ た ダリ 
地球 攻撃 を 実施 し よう と し た 。 発射 直 前 、 ツ イン サテ ライ トキ ャ ノ 拉致 これ アア 作戦 だ が 、 課 都 細 や 四 て 作戦 情報 を 把握 
ン 装 備 の ガン ダム DX (に 搭乗 する ガロ ー ド ) か ら 司 電 を 受 ル の 傘 、 そ し て コロ 。 て 
め 、 コロ ニー・ レ ー ザ ー の 防衛 が 一 時 的 な 目的 に 切り 替わっ た 作戦 の 隅 止 を 目的 と し た 
は 、 ダ リア 作戦 の , 
人 = 
下 地球 か 
作戦 の 阻止 は 
後に 人 
軽視 し て いな か っ た 
直 癌 距離 か ら 万 中 笛 撃 を 受け た ファ の 鶴 還 と ダリ ア 1 は 、 コ ロニ 
ム DX に 対し て 反撃 手段 を 持 か ら 、 ガン ダム DX の ツイ ン サテ ライ トキ ャ ノン に よる 個 喝 と 破壊 を 。 限 止 すべ < 宇宙 艦隊 を 派遣 し た 。 フロ スト 兄弟 の 
に 部 隊 を 集中 配置 し て い 』 実施 。 地球 の 影 に 隠れ た コロ ニー・ レ ー ザ ー を 狙撃 する た め 。 月 。 中心 に. 主力 MS も 新型 機 を 配備 する な 
阻止 も 困難 で ある 以上 、 ガ ロー ド の か ら の マイ クロ ウェ ー ブ を 受け られ る 位置 に 陣 取 が . ガン ダム DX に よる コロ ニ - 
Ma- サ 118-24 


118-25 


D.0.M.E. を 巡る 戦闘 


コロ ニー レー ザー の 衰 失 に より 、 宇 宙 革 命 軍 は ダリ ア 新 連 邦 が (クラ ウド 9) へ の 武力 行使 を 決定 し 宇宙 艇 隊 を 動か す 。 新 連邦 軍 と 宇宙 革命 軍 が 
作戦 の 断念 を 余儀 を くさ れ た 。 新 運 邦 も 地球 の 統一 に 手 こ と 待機 状態 に あっ た 宇宙 入念 軍 も ザイ デル 総統 自ら の 指 探 で 動 。 箇 突 す る 中 、 独 碧 の 思 感 で 動 。 9 
0 が 。 に 。 た だ し 新 連 孝 軍 の 撃破 を 目指 し た の で は な く 、 ニュ ー タ イ <: ト 勢 が 
が 人 HI だ が プン と 補い 関係 が ある と いう 朋 型 半 地 の D.O.ME に 接 角 す る ロ 2 が 兄 准 と く (フリー デン ()〉 
RT CD た 。 これ を 察知 し た 新 連 孝 軍 も 、 ブ ラッ ド マ ン 総 司令 指揮 司令 直 1 
連邦 も 主戦 涯 が 台頭 し 、 両 勢力 は 軍事 衝突 の 宇宙 約 隊 で 宇宙 甘 命 軍 を 追 設 し 、 両 軍 | で 衝突 。 これ で 昇進 し て いた フロ スト \ 
Ra に より 吉孝 と (ウラ ウド 9) は 15 年 振り に 交 し 、 再び 世 界 は 大 
の 危機 に 基 され る こと と 


わけ で は な い 
(エエ )》 は D.0.ME と 
の 持 触 を 目指 し た 。 


兄 の シャ ギア ・ フ ロス ト ( 右 ) と 弟 の オル 


新 連 孝 で 和平 泊 が [事故 ] で 全 庄 議 章 フロ スト ( 左 )。 カテ コリ ーF の 知 印 を 
流 。 主 埋 泊 の フィ クス ・ ブ ラボ マ 和議 論 を 変え な い ザ イデ ル ( 月 基地 に 向かっ た 。 DL.0.ME に ファ ー ス ト 押さ れ た こと を 人 恨み 世界 に 昼 終 する た 
局 久 が 主 首座 を 揚 っ た だ: お アゲ 「 存 在 」 する こと を 知る ブラ ッ ド マ ン 総司 久 も 月 へ 、 め 只 運 し て いた 


回 各 勢 力 の 重要 人 物 、 
月 軍 域 に 到着 し た 宇 暫 工 : 

を Dt 3 
DO.M.E. の 自動 防衛 シス テム で ある ビ : 
NMS の 地 を 琶 け 、 損 を 提 し 続け た 


デル 綴 統 ら を 月 基地 内 に 招い 
7 の 09、 理 は 休止 


曰 新 運 邦 軍 の 到着 
が 指揮 を 執る 新 軍 
孝 還 宇宙 邊 隊 が 月 宙 城 到 基 し 、 宇 宙 


と 区 W ほ 間 多 は 新 軍 凶 還 
NRX- NHX i i 
OO13-CBem9015-HC 


Mustration by TOKIKO YUZAWA (Twin Bell 


衝 は 単純 で 、MS 戦 で 宇宙 革命 軍 を 撃破 世界 の 壊滅 が 目的 。 特 丈 能 力 を 持ち な が ら 、F 新 連 孝 の 和平 派 を 葉 清 し た うえ 主戦 派 の ブ 

うだ 。 月 基地 に は 接近 せ ず 、 テム に 対応 で きず 、 認め られ な ラッ ド マ ン 総 司令 を 担ぎ 出し 、 新 軍 孝 と (クラ ウド | 
? ト を 利用 し て 宇宙 革命 軍 の と を 恨み 、 新 連邦 軍 (政府 再 半 和 員 会) 9) の 武力 衝突 を 引き 起こ させ た 。 ブラ ッ ド マン と 
戦力 を 減ら す 意 図 が あっ た と も 考え られ る 復讐 の 機会 を 班 っ で いた ザイ デル の 抹殺 は 、 予定 より 早まっ た よう 2 


新 主 力 MS ドー トレ ス ・ ー タ イプ を 利用 する マイ クロ ウェ ー ブ 送 信 施 
否定 する 者 、 そ し て 設 の コン トロ ー ル を 奪い 、 

ー タ イプ と 見 な され る サテ ライ トラ ンチ ャ ー を 使 

特 丈 能力 者 すべ て が フ 用 可能 と し た 。 両 軍 を 和 


ロス ト 見 弟 の 敵 だ 底 的 に 号 < つ も り だ 


宇宙 艦隊 の 機動 力 活 か し て 月 に 急行 し 、 新 


ー タ イプ を 巡る 問い 


と 思わ ダム を 含む 6 機 の MS を 有する と は 


る こと が 目的 連邦 軍 と 接触 する 前 に 月 基地 を 制圧 する つも り .0.M.E. と の 接触 、 そし て クル ー 全 員 の 生 た (フリー デン (HI) ) は 、 ツ イン 
目的 は 、 月 基地 の 制圧 に よ て サテ ラ シ ズ ム だ っ た 模様 。 し か し 、 自 動 防衛 シ ステ ム の MS ビッ 記 を 目的 と し た 。 新 連邦 と (クラ ウド 9) に よる 武 サテ ライ トキ ャ ノン の 発射 を 匂わ せる 行動 で 突破 
向 に 進ま な か っ た 力 街 突 の 阻止 、 鎮静 化 も 視野 に 入れ て いた 口 を 開き 、 ガン ダム DX を 月 基地 に 降下 させ た 。 


防 折 力 と 旨 動 性 に 便 れ 
る 新 主力 MS ク 
も っ て し て も 、D.0.M 


新 運 邦 と (クラ ウド 9) の 
間 で 軍事 的 緊張 が 高 ま 
る 中 、 D.O.ME と 感応 し 
ィ フ ァ の 提案 で 月 基 
向かっ た 。 


宇 四 導 ( フ リー デン (I) 》 
で 宇宙 に 上 が る と 月 宙 域 
へ 向かっ た 。 ガン ダム DX 
の マイ クロ ウェ ー ブ 恒 信 
[ 軍 を 退避 させ た 


機動 新 世 紀 ガ ンダ ム X 


MS 運用 理論 : 第 8 次 宇宙 戦争 


WORLD GUIDE 


作戦 目的 の 達成 ・ 未 達成 、 戦 力 の 損失 な ど 勘 案 す れ 
ば 、D.0.M.E を 巡る 戦い で 勝利 を 収め た の は 《 フ リー テン 
(0 っ た と 言え る 。 新 連邦 と (タラ ウド 9) が 指導 
者 と 少な く な い 戦力 を 失っ た の は 、 フ ロス ト 兄 弟 の 暗躍 が 


"EEEE2DEI 


ブラ ッ ド マ ン 総司 令 が フロ スト 兄弟 を 重用 し た の が 敗因 と 言え 
る 。 フロ スト 兄弟 の 暗躍 で 和平 派 を 失い 、 主 戦 派 の ブラ ッ ド マン 総 
司令 が 台頭 し た 時 点 で 「 贅 減 戦争 」 は 決定 的 と な っ て いた 。 


フロ スト 兄 刷 に よる 度 宣 な る 才 の 結果 、 新 連邦 軍 は 主戦 派 が 主導 する 
よう に な っ た 。 結果 、 無謀 な 対 (クラ ウド 9) 戦争 に 突入 し て いっ 


a 
也 計画 字 田 是 軍 の 改 四 


ダリ ア 作 戦 が 失敗 し た 時 点 で 、 宇 宙 革 命 還 が 新 連邦 車 に 勝利 
で きる 可能 性 は 低下 し て い が 、 強 硬 を ニュー タ イブ 主義 者 
の ザイ デル 総 続 は 、 勝ち 目 が 薄い 軍事 街 突 に 向かっ て し まっ た 。 


大 き な 理 由 で あっ た (強硬 な 指導 者 の 理 失 が 、 両 勢力 の 
和平 交渉 に 繋が っ た こと は 皮肉 だ し か し 、 その フロ 
スト 兄弟 も ガン ダム DX と の 戦闘 で 行方 不明 と な り 、 目的 を 
達成 で き な か っ た 。 


ーー 
画 フロ スト 兄弟 の 敗因 


新 連 孝 を (クラ ウド 9) と の 軍事 衝突 に 飼い や っ た フロ スト 兄弟 
は 、 サ テラ イト システム の コン トロ ー ル すら 奪取 し 「 税 減 戦争 」 を 実 
現さ せつ つ あっ た が 、 ガ ンダ ム DX に 敗れ た 。 


ぶた り 以外 に 89 を 共有 で きる 者 が お ら ず 、 組 紙 と し て は 芋 え な か っ 
困 、 MS 圭 で の 敗北 が 電 略 の 湖 壊 に 


画 《 フ リー デン (ID)》 の 勝因 
少数 勢力 な が ら 目 的 を 達成 で きた の は 、4 機 も の カン ダム の 存 


在 、 特に サテ ライ トシ ステ ム と ツイ ン サ テラ イト キャ ノン を 有する ガン 
ダム DX の 性 能 に 依る と ころ が 大 きい 。 


Mi 


新 軍 邦 軍 と 宇宙 革命 軍 を 突破 し て の 月 基地 降下 、 そ し て フロ メト 兄弟 の 
撃 は 、 ガロ ー ド の ガン ダム DX な くし て は 達成 不可 能 で あっ た 
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戦後 の 動向 


D.O.M.E. を 巡る 戦闘 が 終結 する と 、 新 連邦 と (クラ ウ 


ド 9) は 和平 に 動き 出し た 。 半年 を 経時 し た 時 点 
平 条 約 は 未 締結 で 、 各 地 で 小競り合い が 続い て い : 
の の 、 状況 は 徐々 に 改善 し つつ あっ た 


タイ レル も 参加 


フリ ー デ ン (I)》 クル ー の その 徐 
ガン ダム DX を 也 り 世界 を 教 っ た ガロ ー ド は 、 テ ィ フ ァ と 共に 旅 
に 出 た 。 他 の ン ⑪)) の 2 、 誠 卿 や MS 三代 
工場 を 開く な ど 、 それ ぞ れ の 道 も 3 
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a ラズ 


| ! 、 : ] ne03 am0 
ラー カス サン フン ベルト 建国 宣 | ] LL を 


械 Furor over the Founding Declaration a | 
C.C.2345 9 ) 


「 デ ィ ア ナ 」 の 独断 に よる 
建国 の 白紙 化 


ノッ クス 崩壊 後 、 独 断 で サン ペル ト 地 帯 に 入っ た 
ディ アナ ・ カ ウン ター は サン ベル ト 国家 の 設 
た 。 フッ クス 診 壊 の 際 、 北 アメ リア 側 の 中 
相手 だ っ た イン グレ ッ サ 領主 名 代 グ エン ・ サ 
ン フ ォ ー ド が 行方 不明 と な : え 、 そ の 後 、 サ ン ペ 
ルト 地 葵 の 領主 た ち が ム ー ン レイ ス と 交 ? 
に め 、 ディ アナ ・ カ ウン ター は 圧倒 的 
& て いっ た 。 そし て 、 つ い 
に 建国 を 強行 し よう と し た の で ある 。 

も っ と も ムー ン レ イス の 女王 デイ アナ ・ ソ レル (と 入れ 
替わっ た キ エ ル - ハ イム) は 、 力 尽く の 建国 に 難色 を 示 

KR の 交渉 継続 を 望ん だ ほか 、 書 
合 で も サン ベル ト 全 域 で は な く 、 支 | 
地域 を フロ リャ 令 各 度 に 収め る べき と 
し か し 、 デ イア ナカ ウン ター の 方 針 は 変わ ら ず 、 北 アメ 
リア 側 の 定 客 を 招い て 建国 式典 が 挙行 きれ た 
こ で 行わ れ た デ ァ 
「 す べ て の 、 命 を 分 か ち f の 人 々 よ 、 武器 
を 大 地 に 置い て 私 の 言 
い は 望み ませ ん 

か つて 私 た ちの 母 な る この 地球 は 、 人 が 住む こと 
きえ 許さ れ な い ほ ど に 荒廃 し た 惑 早 と な り まし た 。 そ 
の よう な 時 代 が あっ : て お り ます 。 

な の に 地球 の 皆様 方 は 、 そ れ を 忘れ て お り ま す 。 
何故 で し ょ うか ? ヽ 体 験 や 記 億 
は 忘れ て し まう と いう : ざい ます 。 


い 性 が 
私 た ち ム ー ン レ ィ ス は 、 地 球 が 再び 住め る よう に な 
る まで 月 で 非 ら し まし た 。 人 類 の 記憶 を 残す た め に 、 
新しい 人 の 再生 に 手 を 貸す た め に 、 で す 。 
そし て 今日 、 こ の 地球 は 三千年 に 及ぶ 
むこ と を 許し て 、 人 類 の 繁栄 築き上げる こと 
完全 と は 言え な いま 
で も 、 再生 いた し て お り ま す 。 な ら ば ムー ン レ ィ ス も 地 
球 に 帰 避 し て 、 地 球 の 再生 と 二度と 誤っ た 歴史 を 刻 
まな いよ うに 手 を 貸し た い の で す 。 
出し た 過去 の 歴史 を 、 地 球 の 人 々 は 天 


印 する こと で 時 力 を 身 に つけ 
過酷 な 記憶 だ け で は 、 人 は 再生 も 再起 も 不 可能 た 
ら で す 。 で すか ら 礎 史 的 事実 の 解 訳 を 
よっ て は 歴史 その も の も 書き 換え て し まう の で す 。 

私 た ち は 、 こ の 目鼻 も 辱 も 同じ で す 。 この 体 も 地 
球 人 、 ムー ン レ ィ ス の 違い は あり ませ ん 。 同じ 人 類 だ 
か ら で す 。 


言 する こと は 止め て 
と を アメ リア 大 陸 の 人 々 に お 願い 申し - げ : 

サン ベル ト 国 衝 の 邊 国 を 棚上げ し た この 質 朗 は 、 関連 ファ イル 
ディ アナ (実際 に は キ エ ル ) の 独断 で 行わ れ た 。 ディ エル ・ ハ イム 
アナ ・ カ ウン ター に は 不評 だ っ た が 、 ム ー ン レイ ス と 北 


正大 2345 年 、 か ね で 
行っ て いた ムー シレ イィ ス は 、 地 球 
帰 選 作戦 を 実 許し た 。 サン ベル ト 
地帯 へ の 入植 を 目指 し た が 、 地 
珠 民 と の 間 に 戦 還 が 発生 、 事態 
は 混乱 し て いく 
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グエン の 復活 と | 


ル ジ ャ ー ナ の 介 人 


固 ディ アナ 暗殺 未遂 事件 
上 大 部 に 反発 し た ディ アナ ・ カ ウン ター を 脱走 


EE = | 


建国 式典 が 行わ れ た 時期 、 行方 不明 に な っ て い 
た グエン が 表 舞台 に 復帰 し 、 式 典 に も 招待 され た 。 
ノッ クス 崩壊 を 契機 に ミリ シャ の 指揮 権 を 失っ て いた 
が 、 以後 、 徐々 に 影響 力 を 回 復 する こと に な る 。 

ル ジ ャ ー ナ 領 の イン グレ ッ サ ・ ミ リ シ ャ へ の 影響 力 


周 建国 式典 、 ミ リ シ ャ の 攻撃 を 受け る 
イン グレ ッ サ ノル ジャ ー ナ の 両 ミリ シャ が 

の 唐 撃 を 計画 。 爆発 な ど を 利用 し 、 

り 出 す と 、 ル ジャ ー ナ ・ 

パン レイ ユ ) を 攻撃 する も 反撃 を 受け 、 後 退 。 さら 
に 戦闘 の 混乱 の 中 、 テ テス が ディ アナ (に 変装 し た 
キ エ ル ) の 暗殺 を 試み る が 、 これ も 失 賊 し て いる 。 


は 反発 する が 、 事態 


レイ ユ )》 近傍 の デイ アナ 暗殺 未遂 事件 


サン ベル ト 地 帯 で の 新 国家 建設 を 決定 し た ディ アナ ・ カ ウン 
ター は 建国 式典 の 準備 に 入り 、 北ア メリ ア の 祭 主 た ち に 式典 へ 
の 招待 状 を 出し た 。 招待 状 は 、 ル ジ ャ ー ナ 領主 や イン グレ ッ サ ・ ミ 
リ シ ャ を 通じ で ダ エン ・ サ ー ド ・ ラ イン フォ ー ド の 手 に も 3 
その 頂 、 イ ング レッ サ ・ ミ リ シ ャ で は 秒 論理 
者 を 集め て いた が 、 ー ナ ・ ミ リ シ ャ は ム 
化し て お り 、 各 ミ リ シ ャ の 足並み は 揃わ な か っ た 。 


アナ と 入れ 替わっ 


填 国 式典 の 準備 中 、 元 コレ ン 隊 の ブル ー ノ と ヤ コ ッ プ が 上 層 
部 に 反発 し 、 デ ィ アナ ・ カ ウン ター を 脱走 し た 。 この 際 、 馴 染み 
の テテ ス ・ ハ レ と 再会 し た ふた り は 、 テテ ス の 誘い 
ナ ・ ソ レル 暗 務 を 決意 。 マガ ンダ ム の 迫撃 を 受け 
MS で 《 ツ レイ ユ ) の 宿営 地 に 飛び 込ん だ ふた り は 、 ディ アナ (と 
入れ 替わっ た キ エ ル | に 肉薄 し て いる 。 し か し 、 親衛 隊 と V ガ ンダ 
ム の 抵抗 を 受け て 推 退 し た の だ っ た 。 


グエン と キ エ ル ( に 入れ 替わっ た ディ アナ ) が 《 ソ レイ ユ 》 宿 営 地 に 向かっ 


に な っ て いた 。 


シヤ 、 建国 式典 を 攻撃 


た 際 、 暗殺 来 層 事件 が 発生 。 グエン は 調 見 を 果たせ な か っ た 。 


CE 


イン グレ ッ サ ・ ミ リ シ ャ と ル ジ ャ ー ナ ・ ミ リ シ ャ が 建国 式典 の 謀 
撃 を 計画 (グエン も 知ら 5 され て いな か っ た )。 酒屋 を 装っ て 式典 会 
リ シ ャ 兵 が 、MS の 暴走 や 爆発 に よる 混乱 を 引き 
起こ す と 、 ル ジャ ー ナ ャ の スエ サイ ド 部 隊 が 《 ソ レイ ユ ) を 
砲撃 し た 。 この 混乱 の 中 、 テ テス が ディ アナ (と 入れ 替わっ た キ 
エル ) の 暗殺 を 試み る が 失敗 し 逃亡 。 ミリ シャ も ディ アナ ・ カ ウン 
ター の 反撃 を 受け て 後退 し て いる 。 


内 の 前 交 、 ロ ラン は ディ イア ナ と キ エ ル の 入れ 符 わ り を らき 
シャ に よる 式典 前 股 、 テテ ス の ディ アナ 晴 殺 計画 は 失敗 に 終わ っ 


は キ エ ル ) は サ 6 に 駅 北ア メリ ア の 
領主 た ちと の 交渉 を 継続 する と 発表 し た の : 5 当然 、 = 
レッ クス 執政 官 や 親衛 隊長 ハリ ー・ オ ー ド ら デ ィ ア ナ ・ カ ウン ター 
が 反発 し た うえ 、 ミ リ シ ャ は 自分 た ちの 刺 撃 が 成果 を 挙げ た 
解 し た が 、 事態 の 決定 的 悪化 は 回 必 さ れ た 。 


規 言 は 、 月 と 地球 の 和解 を 目指 す も の 
アナ ・ カ ワン ター 用 9 間 に 和 5 き かな か 


これ 以上 の 悪化 は 回 避 さ れ た 


も 拡大 し て いた 。 サン ベル ト 地 帯 と は 無関係 の ル 
ジャ ー ナ 領 だ が 、 ム ー ン レ ィ ス が サン ベル ト 国家 を 建 
国 し た 場合 侵略 を 受け る 可能 性 が 高く な る 以上 

! で き な か っ た の だ 。 ル ジ ャ ー ナ ・ ミ リ シ ャ の 派遣 
や ムー ン レ ィ ス 若 り の 吾 に は 、 こ うし た 危 恨 が あっ た 。 


di i 
め 事 も 見 られ 始め 
ンタ ー 側 は 建国 式典 の 準備 を 進め て お 
各 領 主 に 招待 状 を 出す な ど | 
招待 状 は グエン の 手 


ディ アナ ・ カ ウン ター の 進路 = を 
ee 


スエ サイ ド 部 隊 か ら の 砲撃 ーー シー 


プルー ノ と ヤ コ ッ プ の 進路 


戦闘 発生 地点 > 4 


Mlustration by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
反 「 地 球 帰 還 作 戦 」 派 の 動向 


テテ ス ・ ハ レ に よる ディ アナ 暗殺 未遂 事件 は 、 彼 女 の 
独断 で 行わ れ た も の で は な い (テテ ス が ディ アナ に 個人 
的 恨み を 抱い て いた の は 確か だ が 裏 に は 、 ム ー ン 
家 の ひ と つ メン テナー 家 の ア グリ ッ パ ・ メ ン テ 
ナー の 存在 が あっ た 。 アグ リッ パ は 、 ム ー ン レ ィ ス の 地球 
帰還 が 戦闘 本 能 を 呼び 起こ し た 末 、 黒 歴史 が 再来 する 
と 考え 恐れ て いた の で ある 


テテ ス ・ ハ レ 
か つて ディ アナ が 月 に 連れ 


較 語 アナ 演 鐘 に 加担 し た 


OM ライズ 


A 


119.24 


機動 戦士 ガン ダム 


WORLD GUIDE 


MS 運用 理論 : MS の 分 類 
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て 配備 きれ る の は 、 ほ ば ぼ 例 外 な く 近 
戦闘 に 最適 化 きれ た 自 兵 戦 用 ( 汎 
| いて は 、 部 隊 単 位 


オン 公国 軍 の ザク TH 部 隊 の 場合 、 ザク ・ マ シン ガン 装 
備 の 機体 が 前 衛 を 務め 、 ザ ク ・ パ ズー カ 装 備 機 が 
攻撃 で 支援 を 行う 
部 隊 内 で の 役割 を 
変え る の : は 異な る アプ ロー チ が 
試み られ た 。 地球 連邦 軍 は 、 近 距 離 以内 で の 戦闘 
を 担当 する 白 兵 職 用 MS と は 別に 、 中 距離 以 可 か ら 
支援 攻撃 に 適する MS を 配備 し た の で ある 。 

その MS カテ ゴリ ー が 、RX-77.2 ガン キャ ノン に 代 
表 き れる 支援 用 MS で ある 。 支援 用 MS の 多く は キャ 
ノン 砲 を は じ め と する 長 射程 火器 を 備え て お り 、 白 兵 
戦 用 MS より 射程 や 火力 に 優れ る 。 反面 、 近 距 離 以 


つま り 、 武 


内 で の 戦闘 、 特に 対 MS 格闘 戦 を 苦手 と し て いる 。 
有 視 界 了 戦闘 、 つ まり 近 距 離 内 で の 戦闘 を 大 前 提 
と する ミノ フス キー 粒子 散布 環境 下 に は 不向き と 思 
われ る 支援 用 MS 戦 で は 有効 に 機能 し 
自 兵 戦 用 MS を 前 術 、 支 援用 MS を 後衛 と 
で 互い の 利 i 

これ は 、 


する こと 


ホワ イト ペー ス )》 隊 に お ける 白兵戦 用 MS ガン ダ 
ム と 中 距離 支援 用 MS ガン キャ ノン (と 長 距 離 支援 
用 MS ガン タン ク ) の 頑 同 運用 戦術 の 成果 を 受け た 
地球 連邦 軍 は 、 ガ ン キ ャ ノン の 量産 を 企図 し た 。 こ 
の 結果 、 誕 生 し た の が RGC-80 ・ キ ャ ノン で あ 
り 、 主力 MS ジム と の 協同 運用 を 目指 し た 

その 有効 性 
支援 用 MS を 完 K ザク ・ キ ャ フン が 
最初 期 の 機体 で ある 。 後に も ジ ォ ン 公 国軍 は 支援 
用 MS を 数 機種 開発 し た と され 、 MS-14C ゲル ググ ・ 
キャ ノン で は 、 ゲ ル グ グ や ゲル ググ 高 機動 型 を 前 衛 と 
し 、 後 術 に ゲル ググ ・ キ ャ フン を 置く 戦術 を 採っ た . 


、 独 自 の 


rED3 sm385 


こう し て 白兵戦 用 MS と 支援 用 MS の 協同 運用 戦 


の 部 隊 編 制 が 目 立 
自 兵 戦 用 MS で 支援 攻撃 し : 


や 180mm キ ャ ノン 砲 を 装備 する ボー ル で 代用 し た 。 

それ で も 両者 の 組み 合わ せ は 有効 と 見 な きれ て お 
り 、U.C.0150 年 でる 戦場 で 威力 を が し て いる 。 
・ カ ル テ ン パ バッハ UC.0156) 


関連 ファ イル 


RX-75 ガン タン ク 
RX-77.2 ガン キャ ノン 
X78.2 カン ダム 
モビ ルス ー ツ 話 生 
RX 計画 と V 人 作戦 (地球 連邦 軍 の MS 開発 ) 
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い S の 剛 発 と 実用 化 に 運 
球 連 邦 車 だ っ た が 


確立 させ せ 、 運 用 ドク トリ ン を 確立 
老 ょ て いっ た 。 


Mustation by KEISUKE SASAKI 


敵 MS と 直接 「 戦 闘 ] する の が 前 衛 、 遠 く か ら 「 攻 撃 ] す 自 兵 戦 用 MS は 同一 機種 (分類 ) 同士 で 軍用 され る ケー ス が 多い が 、 
る の が 後衛 だ と する と 、 前衛 は 白兵戦 用 MS が 、 後 衛 は 支 支援 用 MS は ほとん どの 場合 、 白 兵 戦 用 MS と 協同 で 軍用 され る 。 白 兵 
援用 MS が 担う こと に な る 。 前 衛 と 後衛 の 距離 が 長い 場 戦 用 MS を 後方 か ら 支 援 す る 運用 形態 が 多い た め だ が 、 支 援用 MS が 主 
合 、 中 間 に 中 衛 が 設け られ る 場合 も あり 、 中 衛 は 中 距離 役 と な る 砲撃 任務 で も 近接 格闘 戦 に お ける 脆 弦 さ を 補う た 


前 衛 と 後衛 を 担う MS と 兵 装 の 分 類 異な る MS 分 類 の 協同 運用 a - 


白兵戦 用 


支援 用 MS が 、 後 逢 は 長 距 次 支援 用 MS が 当て られ る 。 MS が 護衛 に 付く た めで ある 。 支援 用 MS の み で 編制 され た 部 隊 が いる a rh Edited 
白兵戦 用 (汎用 )MS の み で 編制 され る 部 隊 の 場合 、 場合 は 、 そ の 前 方 に 白兵戦 用 MS 部 隊 が 展開 し て いる の が 普通 だ っ た 。 人 も あい 


持ち 兵 装 の 種類 で 分 けら れ 、 前 衛 は ビー ム ・ ラ イフ ル や マ 
シン ガン 、 中 衛 は 無 反動 砲 プ ロケ ッ ト ・ ラ ンチ ャ ー や ミサ イ り フ ォ = 
ル 、 後衛 は 長 距 離 軸 と な る 。 


男 各氏 難 帯 に お ける MS の 


ーー に 3 本科 に まっ 人 Sh る 
白兵戦 用 MS と 支援 用 MS が 協同 運用 され る 場合 、 白兵戦 用 MS が 症 29 カ jp の Ja 『 そ 3 


前 衛 、 支 援用 MS が 後衛 と な る 。 中 距離 支援 用 MS と 長 距離 支援 用 
MS が いる 場合 、 後 者 は より 後方 に 置か れる ( 長 距離 支援 用 MS の 代わ 
り に 、 狙撃 用 MS を 配置 する こと も ある ) 。 各 MS を 、 最も 得意 な 中 次 幕 
で 戦わ せる た め の 処置 で ある 。 交戦 下 離 が 短い 格闘 戦 用 MS を 組み 
込む 場合 、 白 兵 戦 用 MS に よる 近接 支援 や 射 理 の 防御 な ど が 行わ れる 
こと も あっ た 。 


語 MB の 配備 と 攻撃 方法 


以下 に 提 る MS の 人 天 は とし た も の 0 ます 3 RS) 
で ある (白兵戦 用 MS より さら に 交戦 下 離 が 短い = 対 MS 近接 2 っ 

格闘 に 桂 化 し た 分 類 と し て 、 格 人 戦 用 MS が ある ) 長 次 
授 用 MS は 、 狂 撃 用 MS や 多 礁 射撃 で 代用 され る こと も 多い 。 


近 距 離 以内 で の 戦闘 (特に 対 
MS 戦 ) を 担う 分 類 で 、 敵 機 と 直 
接 対 賑 し て 戦闘 を 行う 。 いわ ゆる 
沢 用 MS で 、 大 半 の MS が これ | 
分 類 され る 。 


主 兵 装 と し て ピー ム ・ ラ イフ ル や ビー 
ム ' サ ー ベ ル を 多用 。 格 開 戦 を 想定 し 
て シー ルド を 装備 する 場合 も 多い 。 


男 狙 刺 用 MS を 配備 し た 隊形 
百 撃 用 MS は 、 長 距離 支 援 


敵 機 と の 距離 を 取っ て 攻撃 する 時 格闘 戦 用 白兵戦 用 MS の 共同 運用 


タイ ブ の MS で 、 白兵戦 用 MS を 後 
方 か ら 砲 刺 支援 する 。 長 出 程 兵 装 
を 装備 する が 、 目標 を 視認 し て 攻 
撃 す る 点 は 白 兵 凌 用 MS と 同じ 。 


| 


兵 装 は 主 に 長 貞 程 の キャ ノン 砲 。 実 


吉 MS 分 類 が 得意 と する 距離 帯 


画定 離 帯 に お ける 攻撃 力 の 違い 
高 * 低 


! 射 慢 が 長い 兵 装 を 備 
部 帯 も 存在 する 。 支援 用 MS 
近接 戦闘 能 力 が 人 
手 詩 ち 拓 装 より 身 朋 か 
狙撃 用 MS は 射 短 が 長い うえ 、 MS 本 体 は 白 兵 間 用 
な た め 針 問題 が ある 場合 が 


程 の 火器 を 有する 、 支 援用 MS の 一 
分 類 。 中 距離 支援 用 MS より 擬 方 
で 支援 任務 に あたる こと が 多い 。 問 
接 照準 で 攻撃 する 場合 も ある 。 


本 図 は 各 MS の 正義 
融 に お 


に 自 兵 
備 に よっ て 攻撃 カ が 
変化 する 京 が 特徴 と 
言 5。 


を な どの 本 日 様 だ 
く 基地 施設 な ど へ の 答 撃 も 担 


Miuetration by TOKIKO YUZAWA (Twin Bell > 
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地球 了 貼 の 旧 
再建 計画 」 で 地球 連邦 軍 の 再 整 備 7 地球 連邦 
オン 公国 人 戦力 は 低下 
ヤジ オン 共 
U.C.0080.01.01、 地 球 連邦 政府 と ジオ ォ ン 共和 国 臣 1 
時 政府 れ ( 終 陵 「 条 約 」 
は 2 月 18H)、 地球 岡 の 人 口 の 半数 ボ 失 われ た - 現 に 過ぎ な か っ た の 活動 は 、 グ リプ ス | 
Ks ゲオ ル グ ・ マ ト ヴ ェ ー ジ ュ ワ  U.C.0155) 
地 の 才 市 
第 一 次 コロ ニ 
NEC 兵器 を 無限 使用 し た 結果 、 施 k 移送 計画 ] で ある 。 人 し | ん. 
サイ ド 4 4 # 旧 サ イド 4 か ら 


に 。 ま 
の 恭順 


時 の 局 」 作 戦 を 利用 し た 地 和 


Mustration by FUDIROH 


あま り に 巨大 な 地球 連邦 軍 は 元々 派閥 争い が 
い 組 織 で あり 、 一 年 戦争 後 は ジー ン ・ コ リ ニ ー 大 将 の 派閥 。 イド 4 に 、 上 3R5E 改称 され た こと を 際 | は 、U.C.0083 頃 
(地球 至上 主義 派 ) と ジョ ン ・ コ ー ウ ェ ン 中 将 の 派 開 (ガン の 月 軌道 は 一 年 戦争 終結 時 と 大 差 が な い 。 デラ ー ズ ・ フ リー ト が 旧 サ イ 
ダム 開発 計画 の 推進 派閥 ) が 大 き な 力 を 持っ て いた 。 デ ド 5 宙 域 に 拠点 基地 [次 の 園 ] を 建設 する な ど 、 各 地 に 旧 
ラー ズ 紛 争 の 結果 、 村 兵器 運用 MS 強 奏 事件 の 責任 を 。 残党 が 潜伏 し て は いた が 、 サ イド 3 は 地球 連邦 の 使 但 と 7 


問わ れ た コー ウェ ン 中 将 が 失脚 し た た め 、 地 球 至上 主義 和 国 政府 の 統治 下 に あり 、 ジオ ン の 再興 は 困難 
派 勢力 が 加速 度 的 に 成長 し て いっ 


絶え な 


音 生 の MS 産業 を 独占 し た AE だ が 、 コ ー ワ ウェ ン 中 将 失 半 後 、 導 通さ れ 
球 還 最大 の 旧 公国 守 党 だ っ た が 壇 灘 し た 


地球 連邦 軍政 府 


に 用 


MORE INFO! 


C.0083 頃 の 地球 


一 年 戦争 後 、 地球 で も 復興 が 進ん だ が 、 コロ ニー 落と し で 形成 され た 
> まり に た きい 被害 地域 は 放置 され た 。 これ 
は ロサ ン ゼ ルス な どの 大 都市 で も 同じ だ っ た と 見 られ る 。 宇宙 同様 、 各 地 
(特に アフ リカ ) に は | 旧 ジ オン 公国 軍 が 潜伏 し て お り 、 時 折 、MS を 用 い 
a 


業 は 中 止 され た 


キン バラ イド 銃 山 量 地 
ヤ ャ モン ド 鉱 山中 を 利用 し た 旧 ジ 
オン 公国 補 残 党 の 秘密 基地 。 HLV 
ち 上 げた 

後 、 地 球団 邦 軍 に 降伏 し た 


最後 の 死闘 


120-23 
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WORLD EUIDE 


CB 対 同 連 電 


国連 軍 は ソレ スタ ルビ ー イ ング (CB) 掃討 作戦 
「FALLEN ANGELS (フォ ー リ ン エ ンジ ェ ルス )」 を 
つい に 発動 し 、 部 隊 を 宇宙 に 展開 し た 。 稼働 状態 
あっ た GNX-603T ジン クス 全 機 と 、CB の チー ム ト リ ニ 
ティ か ら 春 取 し た GNW-002 ガン ダム スロ ー ネ ッ ヴ ァ イ 
を 合わ せ た 、 計 27 機 も の GN ドラ イヴ [T] 搭載 MS を 装 
備 す る 大 部 隊 で あっ た 。 MS 部 隊 の 輸送 や 指揮 を 担 
う ヴ ツァ ー ジ ニア 級 多 目的 輸送 艦 3 集 も 参加 し て いる 。 

きら に 第 一 次 攻撃 に は 間に合わ な か っ た が 、CB 
の 監視 者 で あり な が ら 「 イ オリ ア 計 画 ] の 乗っ 取り を 
企ん だ アレ ハン ドロ ・ コ ー ナ ー 国 連 大 使 が 駆る GN ド 
ライ ヴ [T] 搭載 MA、GNMA-XCVII テル ヴァ トー レ 
と 、 GN ドラ イヴ [T] を 組み 込ん だ 既存 の MS の 改 覆 
機 SVMS-01X ユニ オン フラ ッ グ カス タム TI (通称 GN 
フラ ッ ク ) も 派遣 きれ て お り 、CB 娠 減 に 懸け る 国連 
軍 の 並々 な ら ぬ 意気 込み が 感じ られ た 。 

対す る CB は 、 母 艦 CBS-70 プトレマイオス を 中 心 


カス : CB 掃討 作戦 「FALLEN A 


に GN-001 ガン ダム エクシア 、GN-002 ガン ダム デュ 
ナメ ス 、 GN.003 ガン ダム キュ リオ ス 、GN-005 ガン ダ 
ム ヴ ァ ー チ ェ (GN-004 ガン ダム ナド レ ) の ガン ダム 4 機 
を 投入 し た 。 これ に 加え て エタ シア デュ ナメ ス 用 の 
合体 支援 機 GR アー ムズ 2 機 を 配備 し た ほか 、 キ ュ リ 
オス と ヴァ ー チ ェ の 重 武 装 化 、 プ トレ マイ オス へ の 強 
細 用 コン テ ナ 設 置 な ど 、 攻 撃 力 の 強化 を 図っ て いる 。 

投入 戦力 か ら 見 て も 、 明らか に CB が 数 的 不利 に 
あっ た 。 し か も 、 先 の 戦闘 で デュ ナメ ス の ガン ダム マ 
イス ター、 ロッ クオ ン ・ ス トラ トス が 利き 目 を 負傷 し て い 
た うえ 、 地 球 に 降り て いた エク シア が 未 帰 層 で あり 、 
CB 側 は より 不利 な 状況 に あっ た 。 

それ で も CB は 奮 苦 し た 。 GN アー ムズ や トラ ン ザ ム 
シス テム を 駆使 し た 戦術 に より 、 国 連 軍 の 第 一 次 攻 
撃 を 凌い だ の だ 。 この 戦闘 で CB は ロッ タオ ン ・ ス トラ 
トス を 失っ た が 、15 機 も の GN ド ライ ツ [T] 搭載 MS と 
艦艇 2 数 を 撃破 し て お り 、 国 連 軍 の 指揮 官 は 撤退 の 
意思 を 固め る まで に な っ て いた 。 

そこ に 現れ た の が 、 ア レ ハ ン ドロ コー ナー の MA ア 
ル ヴ ァ ト ー レ だ っ た 。 アル ヴァ トー レ の 増 授 を 受け た 国 
連 和 軍 は 第 二 次 攻 撃 に 移り 、 損 電 し て いた CB も その 
存在 を 世界 に 誇示 する た め 迎 撃 し た 。 こう し て 、 CB 


IGELS」 


HE 0 上 8 SHEET 0 


The Last Desperate Struggle 
AD.2307-2308 


と 国連 軍 に よる 最後 の 戦闘 が 展開 きれ た の で ある 。 
復帰 し た エタ シア を 中 心 に 獅子 礁 包 の 戦い を 見 
せ た CB は 、 図 連 軍 を 壊滅 状態 に 追い や っ た 。 し か 
し 、CB も 全 ガ ンダ ム が 大 破 し た うえ 、 プ トレ マイ オス 
を 撃沈 きれ て お り 、 組 織 的 活動 が 困難 に な っ て し 
まっ た 。 CB は 敗北 し 、 壊 減 し た の で ある 。 
こう し て 世界 は 国連 に よる 統一 に 向かい 、 CB は 5 
年 間 の 沈黙 を 強い られ る こと に な っ た 。 
(レイ モン ド ・ ポ ー グ ナイ ン AD.2364) 


関連 ファ イル 


GNX-603T ジン クス 

GNMAXCVI アル ヴァ トー レ 

フレ ハン ドロ コーナ ー 

画 連 軍 結 成 

還 :g 

GN 幸子 と GNF ラ イヴ 

ガー ダム 押 討 作戦 TFALLEN ANGELS] 
FLE PREVIEW 


入手 し た 三 大 勢力 は 、 統 合 軍 で 


ある 国連 軍 を 結成 する と CB と の 
全面 対決 に 乗り 出し た 


Miustration by MUNETAKA ABE Color by AKEMI TESHIMA ご Special Effect by AKIKO YAMAKAWA (ASAHI PRODUCTION) 


CB と 国 
の ほほ すべ て 


る 決戦 で は 、 両 勢力 が 投入 戦力 つつ あぁ り 、 活動 に な ん ら 支 障 は な か っ た の で 
戦術 的 に は 引き 分 け と 言っ イオ リア 計画 」 の 臣 礁 を 目論ん だ アレ ハン ドロ も 、 第 

、 了 戦略 的 勝利 は 国連 軍 の も SS た 。 こ の 結果 、 裏 か ら ア レ ハ ンド ロ 

た E 軍 は CB 壊滅 と いう 作戦 目的 を 達成 を を 確保 し た り リポ ンズ ・ ア ル マ ー ク ら 

た 、CN ド ライ ヴ [ 載 MS の 量産 化 に 移り [42« tk が ? 支配 し て いっ た . = 


@ 国連 重き ガ フ ダム 掃討 作戦 を 発動 戦闘 の 終結 と CB の 壌 浜 
TFALLEN ANGELS」 を 発動 させ た 国連 軍 は 、 部 され た 戦力 は 中 硫 し た キュ リオ ス と 帰し た エク シア (と GN アー ムズ ) だ け 
隊 を 宇宙 へ と 展開 し た 。 その 戦力 は 27 機 の MS と 3 戦闘 の 結果 、 キ ュ リオ ス と GN ア 

(アル ヴァ アロ ン ) を 撃破 


と ガン ダム の 強化 を 実施 。 だ 
や 未 帰還 も あり 、 厳し い 状況 に 置か : 


© 第 一 次 攻撃 、 開始 
ラグ ラン ジュ 1 の 資源 衛星 宙 域 に ちい て 、 両 者 は 戦 
入 。 戦力 差 か ら CB は 苦戦 する が 、 遅 
ッ ク オ ン が 2 借 の 敵艦 を 撃沈 


⑧ 第 二 次 攻撃 と 
アレ ハン ドロ の 参戦 
戦力 の 低下 に 国連 軍 は 
撤退 を 検討 し た が 、 ア レ ハ ンド 
| ロ の 馬 る アル ヴァ トー レ の 巡 援 


@ 


GNR-001D 3 [ 地 ーー 
か ら の 攻撃 7 bs 


Miustration by AKIO UNUMA 


ンダ ム 掃 討 作戦 「FALLEN ANGELS] に 動い た 国連 軍 
は 、CB 対 備 隊 を 宇宙 に 派遣 し た 。 国連 軍 の CB 討伐 基 は 27 諾 
の GN ドラ イヴ [T] 搭載 MS (ジン クス 25 機 と 画 獲 し た ガン ダム スズ 
ロー キネ ツヴァイ 1 機 ) を 装備 し て お り 、 そ の 総 電力 は CB を 遥か に 


MORE INFO! 
ェ カン ダム 掃 対 後 の 


クシ ア は 戦闘 開始 苦戦 し た CB だ 
上 回 っ た 。 対す る CB は ラグ ラン ジュ 1 の 資源 衛星 群 に 隠さ れ た だ が 、GN ア ー マ ーTYPE-D で 出撃 し た ロッ クオ ン が 敵艦 2 信 を 撃 
秘密 基地 で 捕 給 を 受け 、 ガン ダム を 強化 し て いる 。 し か し 、 地上 沈 し た は か 、 残 り の 2 機 が トラ ン ザ ム を 用 いて 審 開 し : 
に 降り た ガン ダム エク シア は 帰還 の 途 に あ - ロッ クオ ン ・ 連 軍 は 一 時 描 退 し た 。 し か し 、 ス ロー ネツ ヴァ 

スト ラ ト ス は 負 作 し た まま で あり 、 戦力 不足 は 否め な か っ た オン が 戦死 し 、CB の 戦力 は 低下 し た 


CB 壊 減 後 も 国連 軍 は 


GN ド 


還 勢 力 ( 


国 軍 の 猛攻 を 3 
イ と 相討ち に で 埋 死 


第 二 次 攻撃 の 開始 CB の 壊滅 


世界 に アド パン テー ジ を 見 せ 付け る た め 、 国 連 軍 の GN ド ライ ヴ と 国連 軍 の 戦い は 到 方 が 戦力 を 消耗 させ な が ら 続き 、CB 
[T] 搭載 MS 部 隊 を 壊 減 さ せる こと と し た CB は 、 戦闘 軍備 を 進 され た 戦力 は エク シア と GN アー ムズ TYPE-E、 被 弾 し た 
め た 。 MS を 12 機 に まで 減ら され た 国連 軍 は 撤退 を 検討 し た が 、 キュ リオ ス の み 戦闘 の 末 、 キ ュ リ オス と GN アー ムズ 
アレ ハン ドロ ・ コ ー ナ ー の GN ドラ イ MA アル ヴァ た も の の 、 エク シア が アル ヴァ トー レ を 撃破 し 、 
の 増援 を 受け て 戦 同 災 続 を 決定 し て いる 。 国連 軍 の 第 二 次 攻 。 辛うじて CB が 詳 利 を 収め た か に 思わ れ た 。 その 時 、 グ ラ ハ ム ・ 
撃 が 始ま る と 、CB は アル ヴァ トー レ の 火力 に 苦戦 。 相当 数 の ジー エー カー の ユ 29 グ カ スタ ム H が 現れ 、 
ンク ス を 撃墜 し た も の 『 ム ナド レ が 大 破 し 、 母 艦 プ ト レ マ イ 

オス は 撃 深 さ れ て し まっ た 。 それ で も 戦 開 は 終わ ら な か っ た 。 


潤 人 を 会 代 な くき れ た 


画 の 乗っ 取り を 企 お アレ ハン ド 多大 な 答 往 を 払い 、 レ ハ ンド ロ を 撃破 。 し か し 、 和 側 可 能 な 
戦 還 の 中 で プ ト レ ェ 3 る の し た ガン 事実 上 「 牙 北 」 し 


GNX-604T 
アド ヴァ ンス ドジ ンク ス 


ama・9 シ ラ ィ テ ・ues 120.24 
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mE03 mml7 


部 皿 モビ ルス ー リ Nm 


i ン レ イヤ ー の 機雷 散布 用 バッ タバ パッ クタ ク や MS.06D ザ パッ 時 代 と な っ : 


推進 器 か ら 江 生 し た クー イブ の 2 ツー ケー 区 レバ ク 
多目的 ユニ ッ ト 、 パ バック パッ ク | um 人 8 


MS の バック バ ッ ク を 重視 し 
) 砲 シス テム 一 体型 、 


(オッ ト 
間 用 の パッ 


関連 ファ イリ 


MS の バ 
は 主 推進 器 ユ ニッ ト . E 生 し 、MS-04 プロ ト タ イ 


大 型 パ ッ 
四肢 以外 の AMBAC シ ス 
用 化 され 7 
ェ ネ レー ター 出力 の 向上 


その 
され る 第 四 


に N 
WORLD GUIDE MS 運用 理論 : モビ ルス 


理 に 適っ た | 主 推進 器 し て 誕生 し た MS の パッ ク バッ ク は 、 。 た 。 下 の 図 で は 、 そ うし た 多用 途 化 の 頂点 に あ 

し Es ユニ ッ ト と し て 族 生 し た MS の パッ ク パ バック た 。 下 の 図 で は 、 そう し た 多用 途 化 の 頂点 に あっ た MSA- 
バッ ク パ ッ ク の 装着 位 軒 ジェ ネ レー ター の 内 蔵 、 大 火力 兵 凌 の 設置 、 バ イン ダー 0011 8S ガ ンダ ム の モデ ル を 例 に 、 パ ッ ク パ ッ ク の 機能 や 
系 AMBAC シ ステ ム の 搭載 な ど に より 多用 途 化し て いっ 構造 を 解説 し て いる 。 


パッ ク パ ッ ク の 搭載 位置 は 、 MS の 背部 と 決ま っ て 
いる (だ か ら こ そ 「 バ ッ ク 」 パッ ク な の だ が ) 。 頭 部 , 
腕 部 / 脚 部 と 同じ く 設計 上 の 制約 が ある た め だ . 生生 

バッ ク バ ッ ク の 搭載 位置 が 、 ほぼ 背部 に 限定 され 向 に あっ た U.C.005 
る の に は 理由 が ある 。 大 型 推進 器 を 設置 可能 な ス 
ペー ス の 間 征 、 主 推進 器 を 熱 校 スラ スタ ー と する 都 
合 上 、 熱 核 反応 炉 に 近い 場所 が 効率 的 で ある こと 、 
手足 の 動き を 阻害 し に くい こと 、MS 全 体 の 重心 に 近 [ 
いこ と な ど が 具体 的 な 理由 と し て 挙げ られ る 。 

これ ら の 理由 の うち 、 重 心 (の 軸線 上 ) に 近い 点 
は MS を 宇宙 船 に 見 立て た 場合 、 重 要 な ファ クタ ー 


が 、 陸戦 用 MS で も 搭載 位置 は 変わ ら な い 。 大 気 

戦闘 で も ジャ ンプ や 飛 中 で の 姿勢 制御 な 
ど に スラ スタ ー を 使用 する ほか 、 空中 で 手足 を 挙動 
させ る 必要 性 な どか ら 、 搭 載 位 置 の 変更 は 事実 


不可 能 な こと と 言え る 。 


スラ スタ ー と 指 進 剤 が 全 綱 に な 
る 宇宙 空間 で は 、 バ パッ ク バ パック 
の 重要 性 は 極め て 高い 。 特に 
推進 力 の ほとん ど を バッ ク パ ッ ク 
に 使 存 し て いた 初期 の MS は 、 
その 故障 が 死に 直結 し た 。 


tion by TOKIKO YUZAWA (Twin Bell) 


MS の 発展 と 共に 誕生 し た 様々 な バッ ク パ ッ ク は 、 そ の 機能 か らい くつ 

ME ググ N か の 系 列 に 区 分 で きる 。 主 推進 問 と し て の 機能 に 特 化 し た スタ ンダ ー ド 

ュ な タイ プ 、 強 力 な 火 品 を 備え る 重 火 カ タイ プ 、 四 肢 以 外 の AMBAC シ ス 

的 戦術 一般 テム を 搭載 する タイ プ な ど が 該当 する 。 特に 多 機能 化 が 進ん だ 第 四 世 ドム の よう に 主 推進 器 を 胴体 に 埋め 込ん だ 機体 。 調 体 と 、 ノ 
決し て 軽視 きれ て いな い 。 代 MS の バッ ク パ ッ ク は 、 複 数 の タイ プ の 特徴 を 併せ 持つ 例 が 多かっ た 。 パッ ク バ ッ ク が シー ムレ ス に 一 体 化し た 機体 も ある 


MORE INFO! 推進 器 と し て の 機能 に 特 タバ パック に 夫 棒 反応 
* 化し た タイ ブ で 、 MS 用 バック 炉 / ジ ェ ネ レー ター を 組み 込 
、 ロコ バッ ク の 基本 形 。 ザク MF 型 ん だ タイ ブ 。 搭載 ジェ ネ レ ー 
バッ ク バ ッ ク の 流 の よう な 汎用 主力 MS で の 採 ー は 主機 の 補助 用 が 多 
i 用 例 が 多い 。 推進 力 を 強化 が 、 第 二 期 MNS で は メ 

異な る MS で の 同じ バッ ク バ ッ ク の 採用 や 、 バック バ ッ ク 
を 他 の 用 途 に 流用 する 例 も ある 。 一 部 設計 や アタ ッ チ メ den ha 


ント を 共用 化し た 機体 同士 で 見 られ る . ク は 、 この 拡張 型 に 当たる 。 
正 バ ッ ク バ ッ ク の 共用 


異な る MS で 、 同 じ バ ッ ク パ ク を 搭載 し た 事例 。 下記 の EL 

バッ ク バ ッ ク は バー ザム の 一 部 で も 採用 され た 。 ザ ク TJ ピー ム 砲 や ミサ イル な ど を 
型 用 を 搭載 可能 な ザク ・ キ ャ ノン も 似 た 例 と 言え る , 挫 載 し た 重 火力 タイ プ 。 支援 
用 MS の パッ ク バ ッ ク と し て 誕 
生 し た が 、U.C.0080 年 代 後 
期 に MS の 大 火力 化 が 進む 
と 汎用 高 性 能 MS や 可 刻 
機 で の 採用 例 が 増加 し た 。 


パイン ダー 系 の AMBAC 
肢 を 搭載 し た タイ プ 。 リッ ク ・ 
ディ アス 以後 、 可 変 機 を 含む 
アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 
社 の MS で 採用 例 が 目 立 
た ア ・ ス タビ ライ ザー 
搭載 機 は 近い 仕様 で ある 。 


RX-178 、 RGMB6R 
ガン ダム Mk ジム 


還 バ ッ ク バ ッ ク の 流用 


コア ・ フ ァ イ タ ー の 一 
機体 外 に 外出 し 、/ 
ク を 構成 する タイ プ 。 ガン ダ 


ヒバ ッ ク バ パック を 脚 部 の 1 
ンダ ム (ブー スタ ー ユ ニッ ト 装 着 型 ) が 知ら 


戦型 ガン ダム や ザク HIS 型 の 
一 部 な ど で 見 られ た 。 


換装 機構 に より 、 複 数 の タ 
イプ の バッ ク バ ッ ク を 使い 分 
けら れる タイ プ ( 骨 密 に は パッ 
ク パ ッ ク の パリ エー ショ ン で は 
な く MS 側 の 仕様)。 ゲル グ 
ザク 四 、 ガン ダム F90 な ど 
が 恋 当 する 。 
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明 較 ホワ イト バース 隊 吉 較 


部 の 大 半 も ホ 
すら し て v 


上 タイ プ を 危 
EB は 、 隊員 を 閑職 に 追 V 


ムロ に 至っ て は 事 


関連 ファ イル 


が 10 代 の + 


オン 公国 軍 の ザク I 
令 ガ ル 
な か っ た ( ク 
少女 は 、 後 
ん 隊 も 参加 し た が 
の 、 和 0 


luswation by TAKUYA IO 


ホワ イト ペー ス 際 の 評価 


鋭 艦 と MS を 装備 し 、 絶 大 な 戦果 を 
ワイ トペ ー ス ) 隊 へ の 評価 は 、 敵 ど 味方 で 大 きく 異 
。 ジオ ン 公国 軍 が 精鋭 部 隊 と し て 恐れ た の に 
連邦 軍 上 層 部 の 主流 派 は 厄介 者 と し て 冷遇 し た の 7 


ハー ドウ ェ ア の 性 能 と | 
タイ プ 部 隊 と し て 危険 視 | 


サイ ド 7 遺 遇 戦 に お いて 正規 軍人 の CA サイ ド 7 に RX シリ ー ズ の 回 収 に 向 
乗組 員 の は ほとんど が 死傷 し た た め 、 ホ ワ た た (ホワ イト ペ ベース)》 が 、 そ の まま 戦闘 
イト ペー ス は 士官 候補 生 や サ イド 7 の 少 1 |! 3 に 参加 する こと に な っ た た め 、 基 本 装備 
年 少女 た ち が 運 用 する こと と な っ た 。 ほ | 上記 本 症 半 2 し に 人 に は サイ ド 7 出航 時 の 最新 鋭 の も の と な っ 
ぼ 全 員 が 10 代 の 若者 だ っ た 。 i 上 な っ た た 。 後に 補充 され た 兵器 も ある 。 


ホコ イト ペース 隊 の 能 
舞 


ホワ イト ペー ス 隊 は 単 艦 の 部 隊 で あり 、 当 
艦艇 は (ホワ イト ペー ス ) 1 艦 の み を 装備 し 
地球 連邦 軍 初 の MS 運用 艦 で ある うえ 、 ミ ノ 
フス キー・ ク ラフ ト に よる 単独 層 行 大 気 田部 
脱 突 入 能 力 、 高度 な 火 カ や ダ > トロ ー 
ル 能 力 な ど 、 画 期 的 な 機能 を 備え で 


サイ ド 7 駐 で 負 作 し た パオ ロー カシ アフ 穫 
長 が ルナ 土 官 候補 生 だ っ 
た ブラ イト ・ ノ ア が 艦長 代理 を 務め 、 その まき 秀 
長 に 就任 し た 。 サイ ド 7 出 航 時 、 堅 時 の 操 能 手 前 
と な っ た 少女 ミラ イ ・ ヤ シマ な どの 民間 人 も 、 ブ NN 
リッ ジ 要 員 と し て 任官 し て いる 。 } 


』 1 0 MS は AAA (最高 ラン ク ) の 機密 事項 で あっ に 
3 の 。 リル バイ 本 た RX シリ ー ズ 3 機種 を 装備 し た 。 元々 は 各 機 
計 の プラ イト も 宗 の を い 軸 生 に 導き すず 、 上 の 2 8 種 が 複数 機 存在 し た が 、 サ イド 7 道 遇 戦 ど ナ 較 庫 


来 人 同 拓 の クル ー た ち が プリ ッ ジ を か 3 ? ツー へ の 寄港 を 通じ て 、 各 1 機体 制 と な っ た 。 戦 5 
放 の うち に 和正 軍人 以上 の 人 きせ し ジ 妥 隊 機 コア ブー スタ ー は オデ ッ サ 戦時 に 1 機 、 ジ ャ RX-78.3 仁 
ブロ ー 北 脱 時 に 追加 1 模 が 配備 され て いる 


記 
最高 機密 で あっ た RX シリ ー ズ の パイ ロッ ト に 
搭乗 し た の も 民間 の 少年 た ち 当初 は 
RX シリ ー ズ の 高い 性 能 に 助け うれ \ 


MORE INFO! 
幻 の (ホワ イト ペー ズ 所 属 機 


IMS の 整備 や 甲板 作業 、 医 療 を 含む 能 内 生 
活 全般 の 調整 な ども 、 ほとん ど が 訓練 生 や 民 間 
上 が り の 少年 少女 が 担当 し た (数 少な い 例外 
が コッ ク 長 の タム ラ 中 尉 )。 慢性 的 に 人 手 不足 
機械 に 強い アム ロロ や カイ 5 パイ ロッ 


RX-78XX し は 
ピク シー a 


ta サラ イィ x 120-28 


121-23 
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[ 昌 ] 本 09 se DTA 


@ 新た な 強敵 だ ち 


New Formidable Enemies 


子 選 期 間 を 終え た 第 13 回 ガン ダム 
っ た 。 予選 期間 を 


ファ イト は 決勝 


カッ シュ も 、 
ダム ファ イト に 障 む 


・ メ キレ ル 、 ネ オス 
ン の ノー ベル ガン ダム と 狂 戦 士 ア レン ビー・ ビ 
豪 が 決勝 大 会 に - 進 出し て お り 、 


より 激闘 が 確実 抗 きれ た 決 
ウォン ・ ユ ン フ ァ 
世界 支配 の た め 、 デビ 


ウォ ン 首 相 は 
め る と 共に 、 ド モン に 敗れ た は ず の マス ター 
ネオ イタ リア の ミケ ロ ・ チ ャ リオ ッ ト 、 ネオ イン 

ル ・ チ ャ ッ プ マン 


の 候補 と 考え られ 
ャ ッ フ ル 同 盟 で あり 、 
通じ て 生体 コア と な る 最強 の ファ イタ ー を 選び 出す つ 
も り だ っ た の で ある . に 決勝 大 会 は マス ター に 優 
勝 き せ 、 コ ロニ ー 連 合 の 支配 権 を 維持 する こと も 忘 
れ て は いな か スタ ー が 生体 コア に 選ば れ な 
か っ た の は 、 彼 が 病 麻 に 時 きれ て いた こと が 理由 と 
され る ) 
こう し た 陰謀 な ど 存 在 し な いか の よう に 、 大 観 秒 
9 お JNN 全 が 始ま っ た 。 まず 
イタ ー を 選ぶ べ 


会 式 


関連 ファ イル 

GF13.017NJ ゴッド ガ ンタ ム GGQ1.02 男 

GF13-050NSW ノー ベル ガン ダム GG.01-09 
GG01-10 画 


GG.02.01 
アレ ン ピ ー・ ビ アズ スリ 1 
世界 の ガン ダム ファ イタ ー① 


源 13 回 ガン ダム ファ イト GG03.21 


Mlustration by KANTA SUZUKI Coor by AKEMI NAGAO (Wish) “Spectal Effect by ATUSHI SATOU (SHAMROCK) “Background by HIDEKI NAKAMURA (STUDIO COCOLO) 
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WORLD GUIDE 


決勝 カ条 


園 決勝 大 会 、 


ネオ ホン コン に お いて 、 第 13 回 


歴史 フォ ー カ ス : 決勝 大 会 ① 新た な 強敵 た ち 


決勝 大 会 は 、 前 大 会 優勝 者 の マス ター・ 
を 除く 全 フ ァ イ ター リー タ 戦 が 行わ れ 
< 後 、 リ ー グ 戦 の 上 位 入 質 者 と マス ター に よる 最終 
パト ルロイ ヤル が 行わ れる 形式 と され た 。 リー グ 戦 で 
は 各 フ ァ イ ト の 勝者 に 勝ち 引き 分 け の 場合 は 騰 


アジ アァ 


ネオ ネバ ー ル と の 戦 
ン は 、 ホ オ ネ パ キル の ファ イ 
キラ ル ・ メ キレ ル に よる 晴 導 


ガン ダム ファ ミト 決勝 大 会 の 開 


会 式 が 実施 され: 


較 ネオ ギリ シャ と の 戦い 
ドモ ン の 最初 の 対戦 相手 は 、 ネ オギ リ ジ シャ 
街 で 偶 散 、 対 戦 相手 の マー キ 
ドモ ン は 、 拳 を 交わ す が 手 
た 。 し か し 、 老 人 ハン の 言葉 
を 聞い た ドモ ン は 再起 、 ガ ンダ ム ファ イト で 
分 を 下 し 、 騰 和 


GF13. 
001NHK 


者 全音 


か 。 | 


037NCA 


国家 の 首脳 が 地球 に 降下 し 、 
ファ を 表 交 訪問 し た 直後 、 ネオ ホン コン の 地上 叙 二 
に お いて 第 13 回 ガン ダム ファ イト の 決勝 大 会 開会 式 が 挙行 さ 
勝 大 会 進出 者 の 中 に は 、 ド モン に 敗北 し た は ず の マス 
ジェ ント ル ・ チ ャ ッ プ マ ン の 次 
コク ビッ ト へ の 攻撃 許可 を 含む 決勝 三条 が 発 


も あっ た 。 また 、 
表 さ れ 、 波乱 含み の 幕開け と な っ た 。 


ン は 決勝 リー ケ で の 全勝 を 宣言 し 。 注目 を 集 


| | 細 | ゴッド ガン ダム vs マン ダラ ガン ダム 


っ た し か じ 』 シュ バル ツ の 

助け で 明鏡 止 水 の 境地 を 思い 出 
KR モン は 、 ガン ダム ファ 負 で キ 

ラル の 合 を 克服 し 、 コ | 

で 献 を 柚 研 し た 


国 ネオ イン ド と の 戦い 

2 回 戦 の 相手 で ある ネオ イン 

の 情報 を 得る と 、 フ ァ イ ト 前 日 

扉 み だ が 失敗 。 し カ し 、 モ ジ は コッ 
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決勝 リー グ 埋 が 開始 され る と 、 ドモ ン と ゴッド ガン ダム の 最初 の 
対戦 相手 が 決定 し た 。 相手 は 優勝 候補 ナン バー1 と され る ネオ 
ビリ シャ の ゼウス ガン ダム で あっ た 。 そん な 中 、 用 音 さ れ た 宿 が 


出会い DN き の め され て し ま 、 ジャ ン 
ク 組 に 住む 老人 ハン の 言葉 で 再起 し た ドモ ン は 、 ガン ダム ファ イ 
ト で ゼウス ガン ダム を 撃破 し 、 見 事 に 初戦 を 候 っ た 。 


黄 017NJ 


[85] e083 sm07 


ち 点 1、 敗者 は 勝ち 点 0 が 

また 「 決 勝三 カ条 」 と いう 新 ル ー ル が 採用 され 、 回 
数 制限 な し の 機体 交換 や 修理 ・ 改 造 、 コ タ ピ ッ ト へ 
の 攻撃 許可 、 優勝 者 に 「 ガ ンダ ム ・ ザ ・ ガ ンダ ム | の 
栄 堂 が 与え られ る こと が 取り 決め られ た 。 


た られ た よう で ある 。 


園 ネオ スウ ェ ー デ ン と の 戦い | 
ドモ ン の 次 の 対戦 相手 は 、 ネ 
レン ピー・ ビ た 役 | 


レト カン ダム を 池 破 
た 。 両 者 は ファ イト 


a し か し ドモ ン の 呼び 掛け で 正 
気 を 取り 戻す が 、 ファ イト は ドモ ン の 騰 利 
に 終わ っ た 


園 ネオ チャ イナ と 

ネオ デン マー ク と の 戦い 
ネオ チャ イナ と ネオ デン マー ク の 対戦 が 決定 。 し か し 、 
対 旨 相 手 で ある ハン ス ・ ホ ル ガ ー の 妹 セ シル に ひと め 


彼女 が 帰国 する こと を 知り 、 戦 意 を 表 失 。 し か 
ル の 激励 を 受 ファ イト に 臨み 勝利 を 得る の 
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ゴッド ガン ダム の 2 回 戦 の 相手 は 、 ネオ イン ド の コブ ラガ ンダ ム 
と な っ た 。 その ファ イタ ー の チャ ンド ラ マ は 、 対 戦 相手 の 
情報 を 事前 に 得る と 、 コ ファ イト 前 日 暗 物 を 試み た が 失 
敗 。 一 方 の ドモ ン は 、 ゴ ッ ドガ ンダ ム を 次 も うと し た 少年 を 助け た 
且 、 右 扇 を 負傷 し て し まう 。 その まま ファ イト に 臨ん だ ドモ ン は 右記 
巻き 付き 攻撃 で 拘束 され た が 、 右 眉 を 
じ て 勝利 を 収め た 


ー キ ロッ ト と 聞 を 変わ も し た ドモ ン だ が 手 も 足 も 出 な か 
ドモ ン だ が 敵 志 を 再燃 させ 、 セ ウス ガン ダム に 勝利 し た 


メイ ドガ フ ダ ム 


| [回 | ゴッド ガン ダム vs ノー ベル ガン ダム 


ゴッド ガン ダム の 次 の 対戦 相手 は 、 ネオ ネパール の マン ダラ ガ 
ンダ タム と な っ た 。 その ファ イタ ー、 キ ラル ・ メ キレ ル は ファ イト 前 に 
対戦 相手 を 暗殺 する こと で 、 不 戦勝 を 重ね て い 
日 前 、 キ ラル の 路 殺 を か わし た ドモ ン だ っ た が 、 そ 
うに な っ て し まう 。 し か し 、 シ ュ バ ルツ ・ ブ ルー ダー の 助け で 明科 
止 水 の 境 地 を 思い 出し た ドモ ン は 、 ガ ンダ ム フ ァ イ ト で キラ ル の 合 
を 阻止 し た 後 、 新 技 ゴ ッ 


自ら の 視力 を 奉っ た ガン ダム ファ イト を 憎み 、 ファ イタ ー の 暗 導 
で いた キラ ル 。 ドモ ン は キラ ル の 創 を 宮 服 し 、 ファ イト に 騰 利 し 


ー リ ー グ 戦 も 半ば に 入っ た 頃 、 ネ オチ ャ イナ の ドラ ゴン ガン ダム と 
ク の マーメイド ガンダム の 対戦 が 決ま っ た 。 し か し 、 
は 戦意 を 表 失 。 ひと め 惚 れ し た 少女 セシル が ネオ 
デン マー ク の ファ イタ ー ル ガ ー) の 妹 で あり 、 ハン ス が 


ト で マー メイ ドガ ンダ ム を 撃破 し た 。 


サイ シー が 出会っ た 少女 セシル 対 経 相手 の 旨 
が 得意 と する 水中 埋 に 持ち 込ま 


ゴッド ガン ダム の 次 の 対戦 相手 は 、 ネ オロ シア の ボル ト ガ ンダ 
ム を 撃 太 し た ネオ スウ ェ ー デ ン の ノー ベル ガン ダム (ファ イタ ー は 
格闘 ゲー ム を 通じ て 互い の カ 
、 フ ァ イ ト を 楽し み に し て いた 


ファ イト で は 、 バ ー シ ス テム の 強制 起動 で 最 走 し て し まっ 
た アレ ン ビ ー だ が 、 ド モン の 呼び 掛け と 拳 で 正気 を 取り 戻し た 。 
ファ イト は ドモ ン の 有利 に 終わ っ て いる 。 


バー サー カー シメ テム に 
支 わし た 直 和 


機動 戦士 ガン ダム 


WORLD GUIDE aED3 sr46n 


= 


捕虜 の 待遇 に 関し て は 旧 世 紀 の ジ ュ ネ ー プ 条約 
を く と し 、 中 立地 域 の 扱い は 特殊 


公国 の 間 で 締結 
5 る (南極 の 軍 
極 条 約 と 
る 巨大 質量 紗 MR を 、 三 度目 の コロ 
禁 ( ゲ ォ ル 


関連 ファ イル 上 


BC 兵 疾 
羽 が 共 倒 オ 


落と 


地 PLEPROWEW 


- 年 隊 争 の 新 


要 動 士 ガ ンタ ム 


宇宙 世紀 ガイ ド : 南極 条約 


WORLD GUIDE 


南極 楽 約 の 歴史 的 意義 


ルウ ム 戦 役 で 戦術 的 勝利 を 収め た ジオ ン 公 
国 は 、 サ イド 6 を 通じ て 地球 連邦 に 休 圭 条約 
の 総 結 を 打診 し た 。 事実 上 、 地 球 連邦 に 敗 
戦 を 認め る よう 迫っ た も の だ が 、 結 果 的 に は 
U.C.0079.01.31 に 戦時 国際 条約 と し て 締結 


| 南 李 条約 の 運用 


人 人類 の 決定 的 破 減 を 回 避 し つつ 戦 
争 を 続け る た め に 制定 され た 南極 条約 
は 、 大 筋 で 守ら れ た 。 た だ し 一 年 戦争 が 
終わ り に 近付く に つれ 、 戦 況 不利 に 陥っ 
た ジオ ン 公 国軍 を 中 心 に 、 進 反 行為 が 


画 南極 条約 以前 


地球 束 二 も 必要 と あれ ば 南 林 約 を 無視 し 、 病 陀 引 を 
撃沈 し た こと も ある 。 明確 南極 条 約 和 反 で は な い が 、 喘 


され た 。 明文 化 こ そ さ れ て いな いも の の 、 地 球 


連邦 が ジオ ン 公 国 を 独立 国 と し て 認め た 画 期 


的 条約 で も あっ た 。 


[地球 連 孝 は ジオ ン 公園 
を し て 初め て 宇宙 移民 者 


の 国家 を 


デキ ザビ 公 王 の 
言 穫 は 、 市 本条 約 を 室 け 
で の も の の よう だ 。 


戦時 国際 法 の 復活 


地球 園 全域 を 支配 する 地球 連邦 の 誕生 
に より 、 国 家 間 の 戦争 が 理論 上 勃発 し な く 
な っ た こと も あり 、 旧 世紀 の 戦時 国際 法 は 死 
文化 し て いた 。 し か し 一 年 戦争 が 勃発 し 、 戦 争 
の 長期 化 が 決定 的 に な る と 「 織 滅 戦争 を 回 
避 し つつ 継 戦 する た め 、 大 量 破 壇 兵器 や 捕 
磨 の 扱い な ど に 関す る 南極 条約 が 結ば れ た 。 


一 則 間 昔 争 と ルウ ム 胃 役 に お ける ジオ ン 公 国軍 は 、 コ ロ 
ーー 落と し や NBC 兵 問 の 無限 使用 な ど 「 禁 じ 手 」 な し 
の 攻撃 を 艇 行 。 継 戦 す れ ば 人 類 絶 減 の 危機 すら あっ た 。 


NBC 兵 器 の 使用 禁止 
NBC 生 問 の 使用 を 禁じ た 。 NBC 兵 器 と は 、 


サイ ル や MS 用 模 パ ズー カ と いっ た 核兵器 、 幼 菌 
問 に 代表 され る 生物 兵器 、 素 ガス な どの 化学 兵 閣 を 
指し て お り 、 MS や 能 艇 が 搭載 する 系 本 反 応 炉 や 准 
校 スラ スタ ー は 規制 され な い 。 接 に 完成 し た ソー ラ 


シス テム も 対象 外 で ある 。 


量 弾 攻撃 の 禁止 


レイ キッ 


巨大 


地球 や 月 に 対す る 巨大 質量 弾 の 投下 戦術 、 つ まり 
落と し | が 禁止 され た 。 スペ ー ス ・ コ ロニ ー 


ロニ 
の みな ら ず 、 小 惑星 な どの 投下 も 禁じ 5 れ て いる 。 


だ し 具体 的 な 質量 弾 の サイ ズ は 規定 され て お ら ず 、 
ジオ ン 公国 軍 は 地球 保 攻 作戦 に 際 し 、 月 か ら 地 球 へ 


の マス ・ ド ライ バー 攻撃 を 私 行 し た 。 


中 立地 域 に お ける 


中 立 宣 言 し た 地域 で は 軍事 行動 が 休止 され た は 
か 、 基地 の 建設 を どの 軍事 利用 に も 同様 に 禁止 
公国 軍 と も 
に 通過 や 一 時 的 洋 在 は 許可 され 、 兵 矯 関 連 以 外 の 
補給 も 受け る こと が で きた 。 中 立 宣言 し た 地域 に は 、 


だ し 、 地 球 軍 邦 軍 / ジ オン 


れ て いる 。 た 


これ と いっ た 義務 が 課せ られ な か っ 


月 画 都市 へ の 攻撃 禁止 


フォ ン ・ プ ラウ ン 市 を は じ め と する 月 面 都市 は 中 立 


地域 に 近い 扱い と され 、 撃 は 和 止 と まれ た 


ジオ ン 公 国 還 突 軸 林 動車 の 基地 が 置か れ た グラ ナ 
ジオ ン 公国 と も に 


ダ 市 は 例外 で あっ た 。 地球 連 郊 


木 ! 


木 時 租 団 (木星 資源 船団 ) へ の 等 は 鞭 目 され 
た 。 考 本 反応 煽 の 燃料 と な る ヘリ ウム 3 の 操 撮 ・ 運 
澤 を 担う 木星 船 困 は 、 太 陽 電 池 公社 と 共に 地球 国 
の エネ ルギー を 支え る NGO で あり 、 地球 連邦 - ジ オン 
9 ム 3 は 、 熱 杭 


公国 の 双方 が 必要 と し て い 
反応 炉 描 丘 中 の 各位 に も 必要 : 


* 


の 待 


捕 夫 と な っ た 和 兵 へ の 虐待 や 扶 問 は 禁止 され た 
購 細 に よる 持 通 の 区 別 、 尋 問 万 法 な ども 規定 され て 
いる 。 旧 世 紀 の ジ ュ ネ ー プ 条約 を ペー ス と し た も の 

で 、 病院 給 に 対す る 攻撃 禁止 な ども 語 ま れる よう だ 。 
戦争 の 長 方 化 に 伴い 、 捕 虜 と な る 稀 兵 が 増加 する 


以上 、 必要 と な る 条項 で あっ た 。 


両国 と も に 
問 の 応酬 は 回 人 | 


大 量 破 壊 


ーー が NBC 兵 器 に 対し て 


受 画 な の は 、 
ー その も の が 証明 し て いた 


落と し は 、 宇宙 か 
ら ジャ ブロ ー を 破壊 可能 
を 竹 少 な い 戦 術 。 し か し 、 
地球 へ の 被害 は 
地球 連邦 と し て は 絶対 に 
回 避 す べき も の だ っ た 


最大 の 中 立 勢力 と し て 、 
ジオ ン 公国 寄り の ラン ク 
政権 が 存在 し た サイ ド 6 
が 有名 。 両国 問 の 窓口 と 
な り 、 南極 条約 や 戦 和 
定 で 影響 カ を 示し 


アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク 
ス 社 を は じ め と する 宇 軍 
資本 の 根 芝 地 だ っ た 月 面 
都市 は 、 宇 宙 の 政治 経済 
に と っ て 必要 不可 欠 な 存 
在 で ある 


へ リウ ム 3 は 軍民 を 問わ 
ず 不 可 欠 な 戦中 物資 で 
あり 、 特 に MS や 宇宙 人 
能 に は 絶対 必 要 だ っ た 。 
も に 木星 船団 の 
配慮 せ ざ る を 揚 


戦争 と な れ ば 必ず 捕虜 は 
発生 する が 、 地球 連邦 人 
制 は 国家 同士 の 昔 争 を 要 
定 し て いな 将兵 の 
士気 を 保つ た め に も 、 捕 
膚 の 待 通 を 明文 化し 


顕著 に 見 られ る よう に な っ た 。 


守 に 偽 綾 し た MS の 運用 人 も 見 られ た 


に は 廊 央 規定 が な いこ と 、 戦 争 
に 勝た ね ば 意味 が な いこ と な どか ら 、 必 要 に 所 
られ れ は 地球 連邦 軍 グ ジ オン 公国 軍 を 問わ 
ず 南極 条約 の 條 反 行為 行っ た 。 捕虜 の 待 
通 に 関す る 店 反 は 現場 の 判断 で 行 れれ た 
例 が ほとん ど だ が 、NBC 兵 器 の 使用 や 中 立 
義務 違反 は 上 礎 部 が 関与 し た 例 も 見 られ 


李 条 約 は NBC 兵 器 の 使用 」 を 禁止 し 
け で 、 保 有 や 製造 は 禁じ て いな い 。 こ ( 
ジオ ン 公 国軍 は 相当 数 の 校 
兵 設 を 保有 し て お り 、 必 要 と あれ ば 使用 可能 
で あっ た 。 実際 、 オデ ッ サ 戦 で は マ ・ ク ベ 大 佐 
が 、 オデ ッ サ 挫 退 戦 で は ユー リ ・ ケ ラー ネ 少 将 
が 杜 兵 問 を 使用 し た と の 設 が ある 。 


地球 連邦 軍 と ジオ ン 公 国軍 は 、 立 
地域 に 関す る 違反 を 犯し で いた 。 特に ジオ ン 
公園 軍 は サイ ド 6 に フラ ナガ ン 機 関 を 設置 し 
ほか 、 一 年 戦争 末期 に は 同 サイ ド 内 で 戦闘 行 
動 を 繰り 返し た 。 結果 、 ジオ ン 公国 軍 は サイ ド 
6 か 撤退 せ ざ る を 得 な く な っ た (ジオ ン 公国 籍 
の 全 艦 船 に 退去 命令 が 出さ れ た )。 


南極 条約 の 違反 行為 の うち 、 最 も 多かっ た 
と 思わ れる の が 捕 膚 の 扱い に 関す る 違反 で 
ある 。 地球 連邦 軍 / ジ オン 公国 軍 と も に 、 捕 
虜 と し た 敵 兵 へ の 捧 問 や 、 正当 な 理由 な | 
殺害 し た 例 は 枚挙 に 暇 が な いと いう 。 (ホワ イ 
トペ ー ス ) 隊 が 脱走 し た 捕虜 追跡 中 に 殺害 
し た の は 、 違反 行為 と まで は 言え な いよ うだ 、 


MORE INFO! 


南極 条約 は 、 地球 運 邦 と ジオ ン 
は ば れ た 戦時 国際 条 
、 一 年 戦争 の 終戦 を も っ 
て 効力 を 失っ て いる 。 慣習 法 化 に 
より 効力 を 持ち 続け て いる と の 見 
解 も ある が 、 村 攻撃 や コロ ニー 落と 
し は 数 度 て 実施 され て お り 、 
事実 上 空 文化 し て いる 


核兵器 の 使用 

シャ ア ・ ア ズ ナブ ル 時 代 の ネオ ・ ジ オン が 「 地 
球 寒冷 化 作戦 ] に お いて 、 地 球 を 汚染 する 
に 核兵器 を 葵 備 。 地球 連邦 室 の ロン ドー- 
ペル 隊 も アク シズ 破壊 の た め 核兵器 を 使用 


化学 兵器 の 使用 


て G3 ガス ( 毒 ガ 

攻撃 目標 は 民 問 コロ 
あり 、 一 度 の 毒ガス 攻 
で も 数 百 万 人 も の 命 を 座っ 


し か も 


小惑星 落と し を 含む 巨大 質量 弾 攻撃 が 実 
施さ れ た 例 も 、 一 度 や 二 度 で は な い 。 少な く と 
も デラ ー ズ 紛争 、 グリ プス 戦役 、 第 
ジオ ン 戦 争 、「 シ ャ ア の 反乱 」 で 実施 され : 


する 違反 行為 は 「 手 軽 ] で あ 5 た め 特 に 多く 確 
て いる 。 NBC 兵 器 は 佐 官 久 の 笠 校 で も アク セス 可 


能 な た め 、 一青 校 の 判断 で 持ち 出さ れ た こと も あっ た 


突撃 機動 軍 の キリ ング 中 
体 も 、 独 戸 で 枝 兵 器 の 使 
用 和久 を 出し た 。 ほか に も 
オン 公国 軍 は . 組 兵器 
アス タロ ス ] の 使用 準備 
を し て いた と 言う 


地形 連邦 軍 も 、 サ イド B の 
(リポ ー) コロ ニー で 秘密 
更に 軍事 施設 建設 。 し 

Pn 型 MS を 運び 込み 

実際 投入 に 向け た 調整 を 


東南 アジ ア 
ン 公 国軍 の 秘密 兵器 支 
援 部 剛 が 、 捕 膚 の 地球 連 
邦 軍兵 を 鈍 尊し よう と し 
た 。 任務 の 都合 上 、 捕虜 
を D れ な い 部 隊 5 あ る 。 


戦後 の 南極 条約 


デラ ー ズ ・ フ リ 
取 し た 杜氏 吉 運用 MS 
を 用 い 、 地 球 連 邦 軍 
の 政 交 式 を 量 学 。 携 
間 隊 を 攻 撃 し た 


UCO085 の 「30 パ ン 
チ 事 件 ] で G3 ガス を 使 
用 。 グリ ブス 戦役 で も 


ネオ ・ ジ オン の [地球 
楼 准 化 作戦 ] で は 、 対 
地球 用 質量 弾 と し て 
小皿 星 フ ィ フ ス ・ ル ナ と 
アッ シズ が 用 いら れ た 


側 ・ サ ン ライ ズ 


機動 戦士 ガサ フイ ダム 0083 スタ ー ダ スト メモ リー 


WORLD GUIDE 


歴史 フォ ー カ ス : コロ ニー 沙 下 と 「 星 の 居 」 の 終 后 


時 コロ ニー 落下 と 「 星 の 悦 」 の 終 店 


122-23 


コリ ニー 犬 将 の 陰謀 と 
デラ ー ズ 紛争 の 終結 


ULC008311.12、 デラ ー ズ ・ フ リー ト の 「 是 の 司 」 作 


に 乗せ た 

3 ガン ダム 試作 3 号機 を 有 
ルビ オン)》 隊 の 攻撃 を 受 
く 、 コロ ニー の 地球 落下 は 時 


マガ 
ー ズ フリ ー ト 旗 
Si ス ・ a 


の 大 = は 、 J 大 テム 中 
第 WT ち 構 えて 


擁する 地球 連邦 
お り 、 コ ロニ ー の 迎 遇 準 備 は 整っ て いた 
シー マ 艦 隊 と 地球 連邦 軍 の 動き は 連動 し て いた 


シー で 艦隊 は 地球 連邦 箇 の ジー ン ・ コ リ ニ ー 大 将 に 
「 星 の 居 」 作戦 の 情報 を 漏らし 、 デ ラー ズ 中 将 の 首 


Mlustration by YOUICHI UEDA Color by YUKO KOBARI 


臣 に 地球 連邦 軍 
然 、 第 1 地球 軌道 艦隊 も コ 
中 (パス タ ・ オ ム 大 佐 ) が 指揮 を 執っ て いた 
フリ ー ト は シー マ 艦 隊 の 内 通 に 気付 か 
将 が 拘束 され る に 玉 っ て よう や く 思 に 
知っ た 。 デラ ー ズ 中 将 を 人 質 に 
フリ ー ト は 、 コロ ニー が 陸 目 限界 
を し た 直後 に 戦闘 停止 合 SR 今度 
は 地球 連邦 軍 と シー マ 艦 隊 ( 
が 起こ る 。 拘束 中 の デラ ー ズ 中 将 が 
示し た 末 、 シー マ 中 佐 に 殺害 きれ た の で ある 
FS フリ ー ト は 作戦 行動 を 再開 
で 艦隊 の 連合 

ム l は 順 射 され た が 
ラッド ・ イ ー ズ ) は 地 


時 か - っ て い 
され : 


が 可 
・ フ リー ト は 、 乾 埋 一 抑 
の 作戦 と し て 「 星 の 扉 」 を 実施 し た の で あり 、 そ の 目的 
も 反 連 邦 勢力 の 存在 誇示 や 食糧 供給 バラ ンス の 変 


8] D3 SE 中 


The Conclusion of a Conflict 
U.C.0083 


化 に よる スペ ー ス ノイ ド の 地位 向 
初 か ら ジ ャ プロ ー の 壊 減 な ど 考 


ジョ ン ・ コ ー ウ ェ ン 中 将 が 「 こ の 一 
大き な 角 昌 を 


UC.0155) 
関連 ファ イル 
区 78GPO3D 8301-04 
8301-15 


8302.09 画 


Special Eflect by SHIN INOIE < Background by EJI WAKAMATSU (KUSANAGI 


機動 戦士 ガン ダム O083 スタ ー ダ スト メモ リー 


「 星 の 居 作戦 の 素 
階級 ) と アナ ベル ・ ガ トー 
た れ で も あっ 
っ 試作 2 号機 強奪 事件 


中 尉 (戦時 
佐 の 因縁 に 終止 符 が 打 
州 トリ ント ン 基 地 で の ガン ダ 


へ と 移行 し て いた 


な お 、 連邦 軍 は 落下 軌道 上 ( 
1 展開 EC お り 、 辿 撃 は 可能 と 考え て ka だ デラ ー 


ズ 中 将 の 掲 
・2 リ ト だ 
シス テ Zamgi 


画 ガン ダム 試作 3 号機 


戦闘 を 僅 擬 させ ぜ ら れ て し 
甲 将 の 戦死 を 受け る と ソー 
止 すべ く 、 行動 を 再開 し た 。 


最後 の 戦闘 は 、 


機 、 ガ トー 少佐 が ノイ エ 
全 な 決着 は つか な か っ た 。 また 


が 完全 


固 「 星 の 局 } 作戦 = 終結 


に は 


ー ル と 接触 


UCO083.11.12.10: 


接近 し 


レダ ム 試作 3 号機 は 、 デ 


ト と 交戦 を 開始 。 10:50 に は ノイ エー 


1 ガン ダム 試作 3 号機 vs ノイ エ ー ル 


UC.0083.11.12 の 10 時 06 分 、 先 行 し た 
機 が 移動 中 の コロ ニー に 接近 し 、 デラ ー ズ ・ フ リー ト と の 戦闘 を 開 
10 時 50 分 に は 、 試作 3 号機 が デラ ー ズ ・ フ リー ト の MA 
ル と 交戦 を 開始 し て いる (この 時 点 で コロ ニー の 阻止 
CB 時 間 22 分 )。 だ が 決着 は つか すず 両機 は 一 日 後退 
その 頃 、 地 球 連邦 宇宙 軍 の 軌道 艦隊 は コロ ニ - 
結 し つつ あっ た が 、 そ こ は 地 球 と 阻止 限界 点 の 中 間 下 域 だ っ た 


連邦 軍 第 1 軌道 艦隊 と シー マ 艦 隊 が 共同 戦線 を 展開 する 
中 、 デラ ー ズ ・ フ リー ト は 戦闘 行動 を 継続 。 デラ ー ズ ・ フ リー ト の 
中 核 と な っ て いた ノイ エ ・ ジ ー ル は 、 ソ ー ラ ・ シ ステ ム II の コン ト 
ロー ル 秀 を 破壊 し て いる 。 21 時 47 分 、 ソ ー ラ - シ ステ ム H が 照射 
され た も の の 、 コ ント ロー ル 艦 の 不在 や 早 過ぎ る 照射 タイ ミン グ 
な ど に より 、 コロ ニー は 破壊 結果 、 は ソー 


コロ ニー 落と し 阻 の 切り 札 と し て 用 音 さ れ 
琴 に 失敗 。 地球 連 孝 ョ 6 だ 


ラ ・ シ ステ ム だ が 、 迎 
も 戦闘 で 全 減 し た 


いる 。 し か し 、 補 給 


シー マ 艦 隊 の 裏切り と 阻止 限界 点 突破 


17 時 15 分 、 地 球 連 邦 軍 の コリ ニー 大 将 と 通じ 
19 時 4 分 、 コ 


は ソー ラ ・ シ 


艦隊 が 造反 し 、 デ ラー ズ 中 将 の 身柄 を 拘束 し た 


23 時 11 分 、 軌 道 の 最終 調整 を 終え た コロ : 、 
で は な く 北 米 に 向かっ て 落下 。 戦闘 は 最終 局面 を 迎え 、13 日 00 
時 00 分 に は ソー ラ ・ シ ステ ム H の 第 2 射 が 放 た れ た が 、 こ れ は 第 
1 地球 委 道 胡 隊 で 行わ れ た も 
・ フ リー ト の 残存 部 隊 を 
落着 。 滞在 期間 を 


回 収 する 中 、 00 時 34 分 に コロ 
過ぎ た アク シズ 先遣 邊 隊 ! 


射 が 発 刺さ れ た が 


は 北 : 落 
翌 1300:0O 


ム I の 第 
これ は パス 


佐 は 撤退 戦 で 戦死 じ 


ウゥ ラキ 中 尉 が ガン ダム 試作 


全 


ー ル と いう MA 同士 の 


中 財 


・ ブ の 下 杜 と 

ジイ エー ル は 

ョ シズ ぇ ム T の コッ ト 

ロー ル 相 を 松寺 、a1.47 の ソコ 

ステ ム 了 I が 照 負 さ れる 

が 、 コ ント ロー ル 艦 を 失 ら で 

いた を な ども あり 、 コ ロニ ー 

は 失敗 、 地 球 ふ の 

落下 は 確実 と な っ が 春 ち 、 

コロ ニー を 巡る 戦 開 で ジー マ 
艦隊 は 全 減 し て いる 。。 


Mustration by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 


GP シ リー ズ の その 後 


本 人 3 
記 作 1 号機 | アン に 換装 。 11 朋 10 日 

と の 

デラ ー ズ フリ ー ト が 香取 。 11 月 10 
工作 2 号 林 | 計 作 1 号機 の 約 還 で 天 夫 
試作 3 号機 


(ステ イメ ン P ス ペッ ク ) 


試作 3 号機 


122.25 


MS (モビ ルス ー ツ ) 


(の メイ ンカ 


、 サ プ の コン ビュー ター・ フ レー ム 、? 
備え 、 そ れ ら を 装甲 で 響 
し て いる の は 、 
な ら 最 も 前 方 ) に 


も 高い 位置 ( 航 
。「 見 晴らし が 良い 
目 を 持つ の と 同じ 理屈 で ある 。 し か も 
Dm 級 の 高 所 か ら 得 ら れる 視界 で ある 

= 状況 把 提 を 素早 く 
で きる 。 有 視 : 、 味 方 と の デー 
タリ ンク を 期待 で き な い ミノ フス キー 粒子 散布 環境 
っ て 、 こ うし た 特徴 を 持つ 頭 部 は 重 


れ ば 、 そ の 重要 性 は 糞 
“ある パイ ロッ ト は 基本 的 


に 胴体 内 の コク ピッ ト に 座っ て いる うえ 、 メ イン の コン 
ビ ピュー ター・ フ レー ム も 胴体 内 に 収め られ て いる た め 
だ 。 頭 部 が 最も 重要 な 人 間 と 異な り 、 MSI 
最 重要 部 位 は 胴体 な の で ある (この こと は 


ニ て し まう 新人 バイ ロッ | 
、 これ は 胴体 と 比べ た 場合 の 話 で 、 頭 部 が 
破壊 きれ た 場合 、 MS に 与 
各部 に 補助 カメラ が 設置 され で いる た め 、 
壊さ れ て も 外部 映像 は 得 ら れる が 、 画 像 の 正確 き は 
低く な る 。 また 、 サ プ ・ コ ンピュータ ー・ フ レー ム や 火器 
管制 シス テム の 一 部 も 失わ れる た め 、 武 装 の 使用 に 
制限 が 課さ せら れる 場合 も ある 。 頭 前 
きれ た に も か か わら 
パイ ロッ ト も いる な が 
当然 、MS の 設計 
り 、 頭 部 . 重厚 な 装甲 を 施し て いる 。 比較 的 
脆弱 な セン サー 類 も 、 戦 闘 機 用 の 機関 砲 程度 で は 
破壊 され な い グ ラス カバ ー で 援 わ れる こと が 多い 。 
は 低く な い 。 


こと 、 の 直撃 に 辱 え 


m03 ser 17E : 


られ る ほど の 防御 力 は な いこ と 、 と 胴体 を 上 繋 ぐ 
「 首 」 が 比較 的 脆弱 な こと な ど が 理由 で ある . 

頭 部 の 損傷 が 、MS の 継 戦 闘 能力 を 
し まう ケー ス も ある 。 頭 部 の サ プ ・ コ ン ピ ュ ー 
ーー ・ フ レー ム の 破壊 に よる 胴体 の メイ ン - コンピュー 
ター の 機能 障害 や 、 頭 部 破壊 時 の 衝撃 で パイ ロッ ト 
が 負傷 する こと が 理由 と 考え られ る 

それ で も 頭 部 ユニ ッ ト の 重要 性 は 低下 し て お ら 


ず 、 MS の 進 人 と 機能 化し て いる . 
(オッ トー・ カ ル テ ン パッ ハ TUC.0155) 

関連 ファ イル 

MS-06F # ク WF 型 FG01.08 四 

MSM-07 ズゴック ( 硬 産 FGro-Tss 下 

MSZ-010 ZZ ガン ダム ZZ.01-01 一 

と メニ クン 介 生 呈 = ミー ビー ーー 9 
208.16 
2203-10 


FLE PREVIEW 
FG-03.14 モビ ルス ー ツ 衣 生 


Ilustration by TOSHIRO TSUCHIYA 


MS (モビ ル . 


重視 され る 
頭 部 ユニ ッ ト の 冷却 


頭 部 ユニ ッ ト に 内 蔵 さ れる サブ プ ・ コ ンピュータ ー・ ツ 
レー ム ( コ ・ プ ロ セ ッ サ ー) は 、 同じ く 頭 部 搭載 の セ シ 
サー や 照 准 器 な ど を 統合 制御 し 、: 胴 体内 の メイ ン ・ 
コン ピュ ー タ ー と 情報 を 店 り 取 りす る 例 が 多い 。 この 
た め サ プ ・ コ ンピュータ ー・ フ レー ム に 掛か る 負担 は 
大 きく 、 彫 大 な 熱 を 発する 。 この 熱 を 放置 すれ ば サ 
プ ・ コ ンピュータ ー・ フ レー ム は ダウ ン し 、 MS 全体 の 
機能 に 問題 を も た らし て し まう 。 

そこ で MS の 頭 部 ユニ ッ ト に は 、 高 性 能 な 冷却 シ 
ステ ム が 搭載 され る 。 ザク [の 口 史 部 ダク ト や 動力 
グズ 冷 却 パ イプ 、 ガン ダム タイ プ MS や ジム 系 MS の 一 
部 で 見 られ る クー リン グ ダ ク ト な ど が 、 そ うし た 冷却 シ 
こる 。 自 禅 式 制 御 機構 「 ALICE」 措 載 の 
MSA-0011 S ガ ンダ ム 、 バ イオ ・ コ ン ピ ビュー ター 搭載 の 
F91 ガン ダム F91 と いっ た 特殊 な シス テム を 持つ MS 
の 頭 部 で は 、 冷 却 シ ステ ム が 特に 強化 きれ て いた 。 

オン 公国 軍 や クロ スポ ー ン ・ バ 
ン ガ ー ド の MS で よく 見 られ る ロ 
区 部 の ダク ト は 、 頭 部 の 冷却 も 

う 、 ガン ダム F91 の フェ イズ 


ガー ド 開 放 ・ 冷 孝 剤 振出 シス テ 
ム は 特に 強力 な も の だ 。 


内 蔵 兵 装 は 然 源 と な る 。 ビーム 
兵器 を 搭載 する ZZ ガン ダム や 
ザク の 頭 部 、 洗 却 シ メデ テム を 
大 型 化し に くい 第 二 期 MS の 頭 
部 も 第 問 題 が 発 生 し や すい 。 


MORE INFO! 
豆 部 ユニ ッ ト の 流用 と 「 ガ ンダ ム ・ ヘ ッ ド ] 


異 機種 問 で の 頭 部 ユニ ッ ト の 融通 や 者 
搭載 する 例 は 前 見 され る 。 他 機 種 の 頭 部 . 
技術 的 ハー ドル が 低く 、 民間 の ゲリラ レベ ル で も 行わ れ た 。 


回 ザク I の 頭 部 の 流用 

ザク I の 頭 部 を 他 機種 が 搭載 し た 例 と し て 、 ジ オン 公 
国軍 の MA アプ サラ ス ・ シ リー ズ が 有名 。 頭 部 を 破壊 さ 
れ た Z ガ ンダ ム が 、 応急 処置 と し て 搭載 し た こと も ある , 


Et kg 
MSZ-006 Z ガ ンダ ム 
(ザク へ ヘッド 搭載 。 通称 「 プ ザク ]) 


アブ プラ サス 
(新型 MA) 
画 「 ガ ンダ ム ・ ヘ ッ ド 」 搭載 機 

MS を 改修 する 際 、 新 た に ガン ダム ・ タ イプ の 頭 部 ユニ ッ 
ト を 搭載 し た 例 。IH ジ オン 公国 軍 に 与え る 影響 を 調査 す 
る た め 、 ガ ンダ ム 型 の 頭 部 を 捨 載 し た ヘイ ズル が 有名 


RX-121 TR-1[ ヘ イズ ル 1 
(ジム ・ ク ゥ エル 原型 ) 


ARX014 シル ヴァ 
(ドー バン ・ ウ ルフ 原型) 


頭 部 ユニ ッ ト の 構造 

MS の 頭 部 ユニ ッ ト に は 、 光 学 カメ ラ を 中 心 と する セン 
サー 群 、 武 装 と リン ク す る 照準 装 置 、 冷却 シス テム 、 通信 
装置 、 サ ブ ・ コ ンピュータ ー・ フ レー ム な ど が 搭載 され る 。 


史上 初 の 実戦 用 MS、MS-05 ザク T の 頃 に は 完成 し て い 
た 構成 と 見 られ 、 第 二 期 MS で も 基本 的 に 変わ っ て いな 
い 。 武装 を 施し た タイ プ も 出現 し 、 広く 普及 し た 。 


頭 部 ユ 


当初 は メイ ン ・ セ ン サ ー な どの 基本 機能 の み を 備え た 頭 部 . 
が 、MS の 進化 や 多様 化 と 共に 、 様 々 な 機能 を 持つ タイ プ が 出現 し . 


いる 。 珍し い 例 と し て は 、 ゲル ググ の よう に 頭 部 その も の の 換装 を 想定 し 
た タイ プ 、 ブル ー デ ィ ス ティ ニー 系 な どの 特殊 シス テム 搭載 タイ プ が ある 。 


メイ ン ・ セ ン サ ー。 照準 装 
置 サブ ・ コ ンピュータ ー・ フ 
レー ム 。 冷 講義 置 な ど MS 用 


マル チ ・ ブ レー ドア ン テ ナ を 標準 装備 する グフ 用 、 サ イコ ミ 
送受 信 械 を 備え る キュ ベレ イ 用 も 特殊 な 頭 部 と 言え る 。 


頭 部 ユニ の 基本 機能 の み 
を 持つ タイ プ 。 熱源 が 少な い 近い 。 バル カン ・ ポ ッ ド な ど を 
うえ に 整備 性 も 高く 、 信 頼 性 搭載 可能 な ガン ダム Mk-I 用 < Nn 
に 優れ た タイ プ と 言え る 。 や ジェ ガン 用 が 該当 する 。 
En EE 
支援 用 MS や 狙撃 用 MS な 偵察 や 早期 警戒 を 任務 と 
ど 、 長 距離 射撃 を 想定 し た 機 する MS の 頭 部 ユニ ッ ト 。 巨 


体 の 頭 部 ユニ ッ 。 長 距離 セ 
ン サ ー や 照準 装置 が 強化 さ 
れ て いる 。 ザク エス ナイ パー・ タ 
イブ 用 の よう に 、 偵 察 用 MS 
の 部 品 を 流用 し た も の も ある 。 


レー ター 
を 含む ) を 備え 、 頭 部 と パック 
パッ ク が 一 体 化し て いる 場合 
も ある 。 アイ ザッ ク が 有名 。 


| 兵 装 搭載 型 


装備 する 
タイ プ 。 装備 位置 の 都合 上 、 
腕 部 ほど の 自由 度 は な く 、 奇 
柚 用 と し て の 意味 が 強い 。 様 
め て 珍し い 仕様 で 、 ラ ムズ ゴ ッ 
ク や ドム ッ ト リア 、 コ ゴト ラタン 程 
度 し か 知ら れ て いな い 。 


ム 系 の バル カン 砲 (機関 克 
な どの 補助 火器 が 多い が 、 
ZZ ガン ダム の ハイ パー・ メ ガ 
粒子 克 や S ガ ンダ ム の イン コ 
ム と いっ た 特 床 火器 も ある 。 


調 体 一 体型 | 
頭 部 ユニ ッ ト と 脱 体 が 一 体 | ヽ 
化し て いる タイ プ 。 構造 よ 、 首 


を 振る こと が で き な い が 、 耐 


頭 部 に コク ピッ ト を 持つ タ 
イブ 。 頭 部 自体 を 脱出 装置 
に 転用 し や すい ほか 、 胴体 の 


圧性 を 向上 させ や すい た め 、 設計 自由 度 が 高く な る 。 リッ 
水陸 両用 MS で 多く 見 られ ク ・ デ ィ ア ス 系 の ほか 、 ジオ ン 
る 。 ズゴック の よう に 頭 部 と 胴 グ や サイ コ ・ ガ ンダ ム な どの 大 
体 が 不可 分 の タイ プ も ある 。 型 MS で よく 見 られ る 。 


サンライズ 


122-26 


世界 に 劇 的 な 変化 を も た らし た 「 イ オリ ア 計 画 」 は 、 
1 世紀 後 と する 。 21 世 紀 の 地 球 は 、 大 国 
同士 の 牽制 や 各地 で 頻発 する 紛争 、 慢 性 前 な エネ 
ルギー 不足 な ど が 重なっ た うえ 、 その 状況 が 固定 化 
きれ で いた 。 人 類 は 長い 停 潮 期 の 中 に あっ た の だ 

そん な 時 代 に 現れ た の 天才 的 頭脳 を 持つ T 
学 ・ 物 理 博士 イオ リア i 
2090 年 、 当時 39 歳 の イオ リア は 皿 道 エレ ベ : 
陽光 発電 シス テム の 基礎 理論 を 発表 。 


が 、 関 連 技術 が 未成 

え 、 建 設 の た め の 脱 大 な リソー ス を 集中 的 
用 する こと は 困難 で あり 、 実現 に 至ら な か っ た 。 
軌道 エレ ベー ター 関連 の 発表 を キリ ア の 


真意 は 不明 だ が 、 同 時 期 に イオ リア は E・A・ レ イ を 
は じ め と する 徐 同 ある 秘密 計画 を ス 


ター ト き せ た よ A 設 武装 組織 ソレ ス 
タル ビー イン グ (以下 、CB) の 編制 と 武力 介入 に よる 
紛争 根絶 や 人 類 の イノ ベイ ター 化 、 そ し て 「 来る べき 
対話 な ど を 目指 す 「 イ オリ ア 計 画 ] だ っ た 。 究極 的 
に は 人 類 の 永久 的 生存 の た め の 計画 と 言え よう 
イオ リア 計画 的 な 税 密 計画 と し て 進め られ た 
の は 、 イ オリ ア が 基礎 理論 を 打ち 立て た 数 々 の 技 
術 が 、 大 国 の 軍拡 に 利用 され か ね な : た めで 
ある 。 半 水 久 機関 GRN ド ライ ヴ や それ を 搭載 する 機 
動 兵 器 ガ ンダ ム 、 イ フ ベ イタ ー に 近い 能力 を 持つ 人 
ノ ベ イド 、 量 子 型 演算 処理 シス テム "ヴェ ー 
に イオ リア 計画 の 関連 技術 は 、 世 界 の ミリ 


ンス を 淫 変 させ る も の だ っ た の で ある 。 
イオ リア 計画 が 開始 され た と 思わ れる 西暦 2100 
年 頃 、 中 心 人 物 の イオ リア は 死去 し た が 、 計画 は 笠 


同 者 よっ て 進め られ て いく 。 そし て 西暦 2307 
年 、 つ い に CB が 歴史 の 表 舞 台 に 姿 を 現し 、 紛争 行 
為 へ の 武力 介入 を 始め る が 、 約 200 年 の 間 、 イオ リ 
ア 計 画 は どの よ 、 
西暦 2100 年 頃 か 
の 動き は 、 大 きく ふた つ ( る 。 ひと つ は 
GN ド ライ ヴ と ガン ダム の 開発 を 含む CB の 編制 、 も う ひ 
と つ は "ヴェーダ" や ー 般 社 ん だ イノ ベイ ド 
ら に よる 情報 収集 で ある 。 特に 後者 は 単なる 情報 収 
留まら ず 、 和 軌道 エレ ベー ター 建設 へ と 世論 を 誘 
導 す る 情報 操作 も 行っ て いた 可能 性 が 指摘 され る , 
また 、 関 係 者 の 中 に イオ リア 計画 の 算 春 を 目論む 
者 (コー ナー 家 や リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク ) も 出現 し 、 西 
) 0 年 代 初期 の 混乱 の 要因 と な っ で いく 
- 方 、 世 界 で は 西暦 2200 年 代 中 頃 に ユニ オン 
AEU 人類 革 新 連 盟 の 三 大 勢力 が 誕生 し 、 軌道 
エレ ベー ター の 人 建設 も 進展 。 途中 、 太 陽光 発電 紛争 
が 勃発 し た も の の 、 軌道 エレ ベー ター と 太陽 光 発 電 
シス テム は 稼働 し 、 地球 は 新た 
(レイ モン ド ・ 
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00 年 の 局 


歴史 フォ ー カ ス : イオ リア 計画 の 立案 と 実行 


Me 


IGN 粒 子 の 発見 


イオ リア ・ シ ュ ヘン ペル グ が 、 意識 を 伝 遅 する 新た な 原初 鐘 子 (多様 変異 性 フォ トン ) を 発見 . 
この 原初 粒子 が 「GN 簿 子 」 と 命名 され た の は 接 の こと で ある 。 


IGN ド ライ ヴ の 大 末 理 論 構築 
GN 粒子 を 無尽 蔵 に 発生 くさ せる 半永久 機関 と し て 、 イ オリ ア が 基礎 理論 を 構築 し た 。 この 時 
点 で は 理 請 上 の 技術 に 過ぎ な か っ た が 、 ツイ ンド ライ ヴ や トラ ン ザム も 考案 され た よう 7 


量子 型 演算 処理 アス テム の 発明 


イオ リア が 発明 し た 量子 コン ピュ ー タ ー の 一 種 で 、 旧 来 の コン ピュ ー タ ー と は 一 線 を 画す る 演 
算 能 力 を 持つ 。 後に “ヴェーダ "へ と 発展 し 、 イオ リア 計画 全体 を 続 括 す る こと と な っ た 。 


軌道 エレ バー ダー と 大 陽光 発電 シス テム の 提唱 


国道 エレ ベー ター は 、 地 上 と 宇宙 を 直接 往来 可能 と する 起 巨 大 構造 物 。 大 陽光 発電 シス テ 
ム は 、 吉 道 エレ ベー ター の オー ビタ ルリ ング と 一 体 化し た 大 時 電池 衛星 群 で ある 。 


「 イ オリ ア 計 画 」 の 立案 ・ 実 施 


高度 な 奄 思 区 通 衣 カ を 持つ イノ ベイ ター へ と 人 類 を 進化 させ る と 共に 、「 来 る べき 対話 ] を 目 
指す イオ リア 計画 が 秘 補 衣 に 開始 。 参加 者 は イオ リア の 沼 同 者 た ち だ っ た 。 


じ る 能力 を 持つ 人 工 生 命 体 イ ノ ベ イド が 芽生 。 多数 の イノ ベイ ド が 製造 
入り 込ん で 情報 役 集 を 開始 し た 。 情報 は 量子 通信 で "ヴェ ー タ "に 送ら れ た 。 


大 


探査 毅 ( エ ウロ パ ) で 木星 園 に 派遣 され た CB の 技術 
GN ド ライ ヴ の 製 和 を 開始 西暦 2196 ト ボ ロジ カル ディ 
フェ クト に よる GN 較 子 の 発生 に 成功 し た と いう 


抽 導 開始 か ら 約 20 年 後 、 5 共 の GN ド ライ ヴ が 完成 し 地球 園 に 移送 され た 。 この 際 、 情 報 各 
匿 の た め 《 エ ウロ パ ) は 研 され 、 駐留 の 技術 者 た ち も 死 記し た と 言わ れる 。 


CB の 監視 者 コー ナー 家 が イオ リア 計画 の 重奏 を 企図 。 西 歴 
2230 年 、 破 棄 さ れ た ( エ ウ ロ パ ) の 独立 端末 か 5GN ド ライ ヴ 
の 情報 を 入手 し 、 後に GN ドラ イヴ [T] を 完成 させ る こと と な る 。 


CB の 共和 者 の ひど り 。 
リポ ンズ ・ ア ル マ ー ク と 
ーー 行動 を 共に し て い 

[イオ リア 計画 の 邊 奉 を 
狐 い 活動 。 GN ドラ イヴ [T] 

と その 搭載 MS を 三 大 勢 カ 
、 ウェー タダ 


最終 決戦 で は 自身 も 
MA に 拉 乗 し 出撃 する 
が 、 幸 死 し て いる 。 


西暦 2280 年 代 末 2390 年 代 初 頭 、 武 力 介 入 用 機動 兵器 の 
第 一 攻 代 に あたる 0 ガン ダム が 完成 。 イオ リア の 時 代 に は 兵 知 
の タイ プ は 決ま っ てい な か っ た が 、 MS と し て 完成 し て いる 。 


第 一 世代 の 0 ガン ダム の 第 を 受け て 、 
入 用 の 


少な く と も 4 機種 の 第 二 世 代 ガ ンダ ム が 完成 。 武力 介 
三世 代 ガ ンダ ム の テス ト 機 と な っ た 。 イノ ペイド 用 MS も 別 系 続 で 開発 され た 。 


ガン ダム マイ スタ ー 候 補 の イノ ベイ ド 、 リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク が イオ リア 計画 の 乗っ 取り を 画集 
ヴェ ー タ "に 介入 し 、 イノ ベイ ド で は な く 人 間 を ガン ダム マイ スタ ー に 選出 し た 。 


0 ガン ダム を 月 いた 武力 介入 の テス ト が 行わ れ た 。 クル ジス 共和 
国 に お ける テス ト で は 、 リ ボン ズ が ガン ダム マイ スタ ー を 務め た 。 
一 世代 ガン ダム が 実地 試験 を 行っ て いた 。 


し ) の 4 模 が 下 力 介入 に 用 いら れる ご ; 


CB の サポ ー ト 組織 と し て 、 フ ェ レ シュ テ が 編制 され た 。 3 機 ( 活 動 開始 時 
代 ガ ンダ ム を 装備 し た が 、 GN ドラ イヴ は 1 基 の み : め 、 運用 可能 状 | 


こ は 4 機 ) の 第 二 世 
制約 が あっ た 


下 の 年 表 は 、 21 世紀 未 期 か ら 24 世 紀 初 頭 まで の 
イオ リア 計画 と 世界 の 動向 で ある 。 イオ リア 計画 は 
200 年 に 理 っ て 準備 され た が 、 世界 の 動き は 軌道 エ 
レベ ー タ ー 開 発 を 巡っ て 23 世 紀 半 ば に 急 加速 し た 


点 が 特徴 で ある 。 な お 、 イオ リア 計画 の 正確 な 開始 
時 期 、 イ ノ ベ イ ド の 完成 お よび 活動 開始 時 期 な ど に 
関し て は 不明 な 点 が 多い た め 、 多分 に 推測 情報 が 
入っ て いる 点 を ご 留意 いた だ きた 


西 訂 2090 年 、 イ オリ ア が 牧 道 エレ ベ 
ム の 朱理 誰 発表 し た が 、 天 現し な か っ た , その 旨 設 ・ 保 


点検 用 マシ ン の 構想 は 、 矯 に MS へ と 學 属 し 
人 上 を 居り 、 和 放 の 

上 下見 に 忌 住 し て い 

た EA レ イ な と 仙 

同 者 が 「 イ オリ ア 計 


面 」 を 実 中 し た 。 


イオ リア ・ 

シュ ヘン ペル グ 
[イオ リア 計画 ] の 才 
寄 者 で ある と 共に 、 寺 
道 エ レベ ー タ ー や 大 
屋 光 発電 シス テム を 
電 唱 し た 科学 者 
れ ら の 計画 は 、 彼 の 
死後 、 実 現さ れる こと 
と な る 。 


彼 の 死後 、 その 肉体 は ヴェ ー ダ の 置か れ た 月 [ 
移さ きれ て いた 。 また 、 人 造反 者 の 出現 も 予測 し 3 
撤 挫 置 も 取っ て い ) 


有人 に よる 木星 探 可 計 画 が 実 許さ れ た 。 探査 船 (エッ ロバ) の 
乗員 は 事故 で 死亡 し た こと に な っ て いた が 、 実際 に は 生き 延び 、 
GN ドラ イヴ の 製造 に 従事 し た 


地球 の 石油 次 若 の 格 湯 が 世 
中 心 と し た 産油 国 群 は 新 エネ ルギー! 


り 、 火 力 発電 も 限界 を 迎え つつ あっ た 。 そ 
能 を 切れ ず 、 経済 を 石油 輸出 に 依存 し 


ある 祖 関 連 施設 の 事故 (中東 の 核 施設 が 紛争 に 着き 込ま れ て 発生 し た 放 笛 漏れ 事故 ) に 
より 、 全 世 界 的 な 株 アレ ルギー ゲ 発 生 。 結果 原子 力 発電 は 世界 規模 で 庭 止 に 向かっ ) 


石油 暫 源 の 格 温 と 反 杜 エ ネル ギー の 広がり を 受け て 、 軌 道 エレ | 
ベー ター と 大 貴光 甘利 シス テム の 必要 性 が 再 認識 され た 。 庄 果 、 
いら の 建 朗 の た め に 世界 が 再編 され 、 三 大 勢 力 が 生ま 


3 世紀 中 頃 、 ユ ニオ ン .“AEU 人 革 台 が それ それ 電 道 エレ 
ペー ター の 建設 計画 を 開始 し た 。 各 勢 力 の 暫 道 エレ ベー ター は 
イオ リア の 発案 に 治っ た も の で 、 基本 的 に 同じ タイ プ 


国連 で 石油 の 輸出 規制 が 採択 きれ た 。 石油 の 輸出 お よび 使用 に 、 同 量 の 二 徐 人 内 の 回 
収 を 義務付け た も の だ っ た 。 この 規制 に より 、 石油 の 輸出 は 極め て 困難 に な っ た 。 


中 東 義 国 を 中 心 と し た 産油 国 が 石油 出 規制 に 反発 (軌道 エレ ペー ター の 潜 設 に も 反対 )。 
一 部 の 中 東国 の 最 発 に より 、「 太 陽光 発電 維 争 ] と 呼ば れる 紛争 が 数 度 に 豆 っ て 発生 し た 。 


Ss 


太陽 発電 拘 争 中 に も 坂道 エレ ベー ター の 建設 は 拭 み 、 23 世 
紀 末 に は 太 還 光 発 電 シ ステ ム に よる 発電 と 送電 が 始ま っ た 。 軌 
道 エ レベ ペー ター の 全面 問 直 は 、 比 の こ と と な っ た よう で ある , 


た 大 陽介 紛争 が 終 千 。 中 東庄 国 は 戦略 目的 を 層 成 で きず 、 石 池 輸 出 規制 
は 継 統 し た 。 太陽 発電 シス テム の 答 働 に より 、 化石 燃料 の 必要 性 も 攻 下 し た 
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太陽 発電 委 和 人 、 黄 団 と 混乱 に 見 寿 わ れ た 中 東 褒 国 で は 国 
家 の 再編 が 進ん だ 。 クル ジス 共和 国 を 合併 し た アザ ディ スタ ン 
王国 の よう に 、 紛 健 に よる 国家 の 統廃合 も 行わ れ た 


EM サラ イズ MBS 
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MS Technoloqy in UC. 
宇宙 世紀 の MS の 技術 


MS を 生み 出し た 新 粒子 と |? 


その 応用 折 術 | 


最も 直接 的 か つ 広 範 に 受け た の は 軍隊 だ 
型 か つ 高 出力 の ミノ フス キー・ イ ヨネ スコ 弄 熱 核 反 
応 炉 や 、 そ れ ま で の 指向 性 エネ ルギー 兵器 を 変 紛 
する メガ 粒子 介 は 、 宇 宙 艦 艇 を 中 心 と し た 従来 型 
兵器 の 性 能 を 大 きく 向上 きせ た 
これ ら の ミノ フス キー 物理 学 の 産物 と 、 レー ダー や 
無線 通信 を 無力 化す る ミノ フス キー 料 子 の 特性 は 、 
新た な 兵器 カテ ゴリ ー を 生み 出し た 。 それ こそ が 
で あり 、 宇和 宙 世 紀 の 命 を 実現 し た の だ っ た 。 
(オッ トー・ カ ル テ ン バッ ハ UL.C.0155) 


重大 な を 
作動 きせ る こと で 知ら れる の が 
ある 。 この 粒子 の 特性 や 法則 を 研究 する : 則 は [ ミ 
ば れ 、 ミ ノ フ スキ ー・ イ ヨネ ス 
コ 型 熱 栓 反応 炉 や メガ 粒子 砲 、 ミ ノ フ スキ ー・ ク ラフ 

献 し て いる 。 な お 


関連 ファ イル 
theory Applied Weapon System= ミ マコ SE 
論 応 用 兵器 体系 )、 ま た は MBW (Minovsky Beam F910104 
【 磁 波 効 果 ミ FG03-17 甘 
~ AA At Go329 
ノ フ スキ ー 簿 子 特有 の 電波 を 著しく 減圧 させ る 効 FG03-32 言 
巣 ) が 確認 され た 後 、U.C0069、 つ い に ミノ フス キー 粒 ジフ スキ ー 符 理学 遇 行 ・ 推 進 シス テム V03-12 計 


の 存在 が 確認 され の 研究 成果 が サイ ド 3 


な か っ た 。 その ミノ フス キー 粒子 の 存在 を 


人 物 こそ 、 ロ ー ス ノイ ド の トレ ノ フ ・Y ミ ノ 政府 の 後押し で 行わ れ た こと 、 軍 事 機密 と し て 扱わ 1 フィー ルド を 展 司 する 
フス キー 博士 れ た こと な どか ら 発 表 は 部 分 的 な も の に 留まっ た が 、 か と な っ た 06 の 


き 二 は 、 旧 世 紀 以 来 の 難問 で あっ た ミン フス キー 物理 学 の 正しき は 証明 きれ た の で ある 。 
を 、 


ミノ フス キー- 
「 統 一 場 理 論 | (重力 電磁 強い カン 弱い カカ ミノ フス キー 蘭子 と ミノ フス キー 物理 学 の 
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ミノ フス キー 松子 が も た らし た 
科 の 変人 


ミノ フス キー 簿 子 の 特性 の うち 、 電 渋 を 著しく 減 半 
させ る 特殊 電磁 波 効 果 (後述 ) は 戦争 の 様相 を 一 
変 さ せ た 。 ミノ フス キー 粒子 が 高 濃度 で 散布 され た 
エリ ア で は 、 遠 距離 の 敵 機 の 発見 や 捕捉 、 ミサ イル 
が 端末 誘導 装置 と し て 使用 する レー ダー が 無力 化 
され る た めで ある 。 無線 通信 に よる 意思 尊 通 も 困難 
に な る た め 、 再 暦 1900 年 代 以来 の 電子 機器 に 依存 
し た 戦術 は 著しく 制限 され る こと と な っ た 。 

こう し た 特性 を 持つ ミノ フス キー 粒子 の 散布 環境 
に お いて 、 有効 な 索敵 ・ 捕 提 手 段 が 可視 光線 に よ 
る も の だ っ た 。 つま り 光 学 装置 で 得 た 映像 、 ま た は 
肉眼 で 「 見 る ] こと が 最善 な の で ある 。 

これ は 過去 の 有 視 界 戦闘 の 復活 を 意味 し て お 
最適 化 さ れ た 兵器 と し て 誕生 し た の が 
MS だ っ た 。 ミノ フス キー 粒子 散布 環境 下 で の MS の 
戦闘 能力 は 、 一 年 戦争 で 実証 され る こと に な る 。 


ミン フス キー 粒子 が 散布 され た 東 
境 で は 、 レ ー ダ ー や 精 宙 電子 機 


1S 
れ た の は これ が 主 な 橋 因 だ 


有 視 界 戦 較 と は 、 相 手 を 光学 カ 
メラ や 肉眼 で 縛 所 可能 な 下 革 
帯 で の 戦闘 を 指す 。 [白兵戦 」 と 
も 呼ば れ 、MS 同 士 が 巨大 な 用 
侯 で 町 り 合う ケー ス も 策 で は な く 


「 ミ ノ フ スキ ー 畔 子 散布 環境 下 で も 有効 な 通信 手段 が 
存在 する 。 それ が 、 ミ ノ フ スキ ーー 粒子 を 媒介 と し て 情報 を | 
違 り 取り する ミン フス キー 通信 (サイ コミ ュ 通 信 ) で ある 。 ミ 

ノ フス キー 粒子 の み を 用 いる た め 、 当然 な が ら ミノ フス キー 
粒子 に よっ て 減衰 し な い が 、 安 定 さ せる に は サイ コミ ュ が 
必要 で 長 四 通信 に は 向 か な い 。 


ピッ ト や ファ ン ネ ル は ミノ フス 


信 を 利用 し て 操作 され る 。 合 
儲 変 形 MS が 、 分 離し た パー ツ を 詳 導 する 際 に も 使わ れる 。 


ファ ン ネ ル 


プ の 存在 が 不可 欠 で ある 


フス キー 粒子 の 特性 


ミノ フス キー 粒子 は 様々 な 特性 を 持つ こと で 知ら れる 。 
中 で も 有名 な の は 電波 を 減衰 させ る 特殊 電磁 波 効 果 と 
強い 頂 過 性 で 、 レ ー ダ ー に 依存 し た 戦術 が 崩壊 する 要因 


と な っ た 。 下 で は 紹介 し て いな い が 、 縮退 ・ 圧 縮 す る と ミ 
フス キー 粒子 同士 が 融合 し て メガ 粒子 と な る 点 も 特徴 で 、 
新た な ビー ム 兵 器 「 メ ガ 粒 子 砲 ] を 成立 させ た 。 


ミノ フス キー 粒子 は 統一 場 回 FE CE 
理論 を 完成 させ る た め に 仮定 
され た 存在 で あり 、 当初 その 特 
性 を 知ら れ て いな か っ た 。 比較 


的 早い 時 期 に 判明 し た と 思わ 


信 の 電荷 を 振っ 正則 
れる 特徴 が エ 1 フィール ド の 形成 子 と 時 の 電 答 を 持つ 
で . UC.0047 に は それ を 利用 yo 友幸 そ が 存在 する 。 
し た ミノ フス キー・ イ ヨネ スコ 型 本 Ti 下地 と 反 和子 が 
殖 枝 反応 が が 完成 。 特殊 電 に | 
奄 波 効果 の 発見 は ULC0065 陸生 す る 。 
と 比較 的 軍 か っ た 。 
ero * pl ピン 
ES 。 ・・ 
」 EWR で Rm 
* as st 。。 。 明寺 折 は ほぼ セロ 。 + た 場合 正 粒 子 と 反 和 
a = た だ し 、 正 粒子 と 反 科 子 は 立方 格子 杖 に 難 
。 店 也 陳 合 し た 和子 1 用 する これ フィー 
nn 。 は 、 質量 が 大 きい ( 融 f ルド で ある 。 粒子 間 の 
s 信 の た め の 軍 動 エレ 」 訪朝 
ギー が 、 見 た 目 上 の 質 で 作用 の 圧力 (T フ ォ ー 
量 に な る た め )。 ス ) に よる 。 
強い 透過 性 境 度 と 立方 格子 の 前 壊 
理 導 電 性 の 物質 を 
過す る 。 この 特徴 と 導 度 は (発生 涯 から 
珠 電 誤 波 効果 に より の ) 中 離 の 2 此 に 比 
人 地 機 の 人 例 す る 。 発 生涯 か ら 的 
動 53| き 起こ す 。 間 100km 離 れる と 立方 
作物 其 が ー 定 油 度 の 格子 杜 造 が 彰 れ る う 
和子 中 に ある 場合 、 ミ え 大 きく し 、 最終 
ノ フ スキ ー 千 塗 半 が 発 的 に は 事 光 束 で 履 
する し Cu 


| 特区 電磁 波 効 果 。 4 効果 電磁 波 の 種類 と ミノ フス キー 粒子 の 影響 


電磁 波 が 1 フィ ー ル ド を 通過 する 際 、 大 きく 減衰 する 。 これ 電磁 波 の 種類 主 な 用 途 
が 特殊 電磁 波 効 果 で ある 。 影響 を 受け る の は 、 電 磁 波 の 5 
中 で も マイ クロ 波 か ら 超 長波 に 至る 「 電 波 ] だ が 、 粒 子 濃度 Y 株 (大 射 線 ) | 材料 検査 医療 
に よっ て は 赤外線 や 放射 線 も 遮断 され る 。 可視 光線 は 影 a 
等 を 受け な いた め 、 ミ ノ フ スキ ー 粒 子 の 散布 環境 下 で は 光 
学 装置 や 肉眼 に よる 息 視 が 重要 と な る 。 


医療 、 レ ント ゲン 写真 


医療 


光学 機器 


無線 通信 、 熱 探知 、 
暖房 機器 


無線 通信 


ミノ フス キー 粒子 散布 環境 下 で 
も 、 近 嘘 離 な ら 無 通信 は 可 


レー ダー、 無線 通信 
レー ダー、 無線 通信 


も ノイ ズ 交 じ り に な り が ち で ある 。 


AM 放送 
海上 ・ 航 空 機 用 通信 


海上 通信 


く は ほど 周波 数 が 小さ い 。 マイ クロ 湾 か ら 下 は | 電流] に 分 類 れ る 。 
者 を 受け な い 。 | : 影 上 は 少な い 。 国庫 : 温度 に ょ っ て は 影響 


mm 
を 受け る 。 較 還 影響 を 受け る 


MBE FI イズ 


ヽ ン 
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一 年 戦争 期 以 
い 兵 器 は な いと 言 


炉心 内 に T フ ィ ー ル ド を 展開 する タイ プ の 熱 枝 
反応 炉 。 小型 ・ 高 出力 な うえ 、 1 フィ ー ル ド を 介し 
て 直接 電力 を 取り 出す こと が で きる 。 


炉心 内 に 強力 な 1 フィ ー ル ド 
粒子 の 直結 晶 格子 構造) を 展開 する こと で , 
電力 の 取り 出し や 放射 線 の 遮断 を 容易 と し 
た 聞 柱 反応 炉 ジェ ネ レ ー タ ー。 U.C.0070 
年 代 以降 、 検 反応 炉 の 主流 と な っ 


太陽 光 発 電 の 効率 が 事 い 
エリ ア で 使わ れる は か 、 宇宙 
艦艇 の 動力 源 と し て も 使用 
され る 。 より 小型 の タイ プ は 、 
UC.0071 に 完成 し た 


U.C.0100 年 代 以後 、 第 二 期 MS 用 と し て 


開発 され た 新 構造 の タイ プ 。 頭 打ち 人 日 の も の より 小型 か っ 高 


出力 と な り 弟 二 期 MS( 融 頂 
高 15m 細 の 小型 MS) の 実 
用 化 に 質 志 時に 松 
イ 坦 甘 を 起こ す 場合 が ある 。 


縮退 ・ 融 合 に よっ て 高 エ ネル ギー 状態 と な っ た 
ミノ フス キー 粒子 を 使用 する 兵器 。 旧来 の 指向 
性 エネ ルギー 兵器 以上 の 性 能 を 有する 。 


正 と 負 の ミノ フス キー 粒子 を 縮退 ・ 融 合 き 


せる こと で 発生 する メガ 粒子 を ビー ム と し て MS が 携行 する モデ ル は ピー 


ム ・ ラ イフ ル と 呼ば れ 、 メガ 


発射 する 兵器 。 ビン ポイ ント の 威力 は 、 柱 兵 の 

粒子 化 直前 の ミノ フス キー 
器 す ら 上 回 る こと が ある 。 泡 台 や 能 答 、MS RR 
の 携行 ・ 内 蔵 用 な ど と し て 用 いら れる 。 CAP を 内 蔵 する の が 特徴 。 


ビー ム の 刀身 を 持つ MS 用 刀 刻 。 メガ 粒 
子 化 直前 の ミノ フス キー 粒子 を 、T フ ィ ー ル ド 
を 用 いて 刀身 状 に 形成 する 。 カタ ログ 上 の 
出力 は ピー ム ・ ラ イフ ル よ り 低い が 、 MS の 月 
体 を 両断 可能 な ほど の 威力 を 持っ て いる 。 


ビー ム 刃 の 半生 装置 本 
の ょ うな 形状 を 持ち 、 使 用 
ー ム 刃 を 形成 する 。 
イフ ル 同 様 、 エ ネ 
ルギーCAP を 用 いて いる 。 


板 杖 に 展開 し た ビー ム で 敵 弾 を 防ぐ 防御 の 
装備 。 ピー ム ・ サ ー ベ ル の ビー ム 刃 を 、 板 状 ES 

に 形成 し た も の だ と 考え て いい 。 後述 する I AN 
フィ ー ル ド ・ ジ ェ ネ レー ター と 異な り 、 ビ ー ム 、 装置 は 小型 で 必要 
実体 球 を 問わ ず 防 御 可 能 で ある ビー ム を 性 開 す る 。 


MORE INFO! 


最初 期 の ミノ フス キー 物理 学 応用 型 飛 
行 ・ 推 進 装 置 。 導電 性 物質 に 対す る 逃 過 
の し 難 さ 、T フ ォ ー ス と いう ミノ フス キー 粒子 間 
の 圧力 を 利用 し て 機体 を 浮 科 さ せる 。 大気 
園 離 脱が 可能 な モデ ル も 存在 する 。 


ミノ フス キー・ ク ラフ ト の 簡易 版 。 単独 で は 
充分 な 浮力 が 得 ら れ な いた め 、 通 常 の 推進 
句 や 婁 、 整流 効果 と 機体 形状 に よる 揚力 な 
ど を 併用 し て 浮遊 ・ 飛 行 す る 。 サイ ズ と コス ト 
は 、 MS に 無理 な く 搭載 で きる レベ ペル 。 


V 字 形 に 配置 され た ユニ ッ ト の 問 
スキ ー 給 子 の 力 場 を 衝突 させ 、 推 進 力 を 生 
み 出 す 飛行 ・ 推 進 装置 。 理論 上 、 亜 光束 
まで の 加速 が 可能 な ほど の 推進 力 を 発揮 す 
る 。 副 次 効果 と し て 「 光 の 散 が 発生 する 


ーー ルド を 高速 回 転 させ る ご 
方 格子 状 構造 の 密度 差 
を 作り 、 浮 力 を 得る 簡易 ミノ フス キー・ ク ラフ 
ト の 一 種 。 ビー ム ・ ロ ー タ ー の 立方 格子 状 構 
造 は 、 一 般 的 な 1 フィ ー ル ド より 強力 で ある 。 


対 ビ ピー ム 


防御 技術 
エフ ィ ー ル ド の 間 に 働く 礎 力 を 利用 し 、 メ ガ 
科 子 砲 や ビー ム ・ サ ー ベ ル を 防ぐ 失 術 。 ほぼ 


例 は 少な い 


稼働 に 膨大 な エネ ル 


ミノ フス キー 粒子 の 特性 を 利用 し た 飛行 推進 
シス テム 。 へ ヘリコプター の よう な 低空 ・ 低 速 飛 行 、 
空中 停止 と いっ た 機動 も 可能 で ある 。 


hi こと で 、 立 
方 格子 状 構造 の 上 に 浮か 
状態 と を る 。 和 症 や MA 
に 採用 例 が 多い 。 


場合 
行 ・ 垂 直交 陸 性 能 は 高 


か っ た 


UC.0130 年 代 か ら 研究 ・ 

試作 され 、U.C.0150 年 代 

に V2 ガン ダム が 装備 。 現 

在 、 最 高 レベ ル の 推進 装置 

だ が 、 徹 発見 素 が 高く な る 。 

UC.0150 年 代 、 ベスパ が 

大 気 国内 用 MS に 侍 備 。 飛 

! 行 特性 は へ リコ プター に 人 
る 。 当 祭 、 通 常 の ビー ム . 

ルド と し で も 使用 可能 。 


ミノ フス キー 物理 学 が 生み 出し た メガ 粒子 砲 や 
ビー ム ・ サ ー ベ ル は 、 同じ く < ミノ フス キー 物理 学 を 
応用 し た 対 ビー ム 障壁 で 防御 可能 で ある 。 


1 フー ルド に よる 対 ビー ム 障 
馬具 不可 能 な 3 え 、 は 
N 確実 に ビー ム を 防ぐ 
| で れ を 突破 する に は セロ レン 
ジ か ら 記 撃 する し か な い 


ミノ フス キー 物理 学 系 デバ イス の 搭載 位置 


う 5 
ミノ フス キー 
ドラ イブ 
ビー ム * 

シー ルド 

い し 1 \ ! 


その 他 の ミノ フス キー 物理 学 系 技術 


ここ まで に 紹介 し た も の 以外 に も 、 ミ ノ フス キー 物理 学 
を 応用 し た 技術 は 存在 する 。 ミノ フス キー・ イ ヨネ スコ 型 短 
核 反 応 炉 や メガ 粒子 砲 ほ どの 派手 さ は な い が 、 どれ も MS 
を 成立 させ た (させ て いる ) 重要 な 技術 で ある 。 


コー よう に 特定 の 組織 
の み が 用 い 、 技術 服 人 期 
祭司 を 見 せ た 技術 も ある 。 


クロ スポ ー ン ・ バ パン ガー ド が 部 了 
識別 や 士気 高揚 の た め に 用 いた 
ピー ム ・ フ ラッ グ は 、 ビー ム ・ サ ー 
ペル の 技術 系 列 に 属す る 


フス キー・ エ フェ クト 


フス キー・ ク ラフ ト の 副 次 効果 と し て 確 記 吉 代 断 能 
力 。 ミノ フス キー・ ク ラフ ト 搭載 機 が 宇宙 か ら 大 気 周 内 に 降下 し 
た 際 、 機 体 下面 に 展開 し た 立方 格子 状 構 造 が 熱 を 知 る 。 専用 
装備 が な く と も 、 大気圏 へ の 突入 が 可能 な 点 が 優れ て い : 


時 の 高熱 に 机 え た の は 、 ミノ フス 
キー・ エ フェ クト に よる 。 《 ホ ワイ トペ ベー ス 》 


フィ ー ル ド 


地球 連邦 車 の MS が 採用 し た 関節 駆動 装置 。 関節 自体 が 、 エ 
フィ ー ル ド と ミノ フス キー 粒子 の 相互 作用 を 利用 し た モー 
な っ て いる 。 従来 型 モー ター より 高 出力 な うえ 小型 ・ 軽 量 で あり 、 
ジオン 公国 軍 の 流体 内 パル ス ・ シ ステ ム と 双璧 を な し た 。 


ae 
ジオン 公国 還 で 8MS-11 アト ・ 
ザク や YMS-15 ギャ ン の 一 部 が 
採用 し た と の 説 が ある 


マブ ネッ ト ティ ング 

フィ ー ル ド ・ モ ー タ ー の レス ポン ス や 駆動 を 高速 化す る 磁気 沙 
膜 。 マグ ネッ ト ・ コ ー テ ィング 処理 され た フィ ー ル ド ・ モ ー タ ー は 、 
理論 上 、 無 限 に 加速 で きる 。 モノ ボー ル ( 厩 気 単 極 子 ) の 安定 
化 に ミノ フス キー 物理 学 が 責 献 し て いる 。 


長 さ せる 技術 。 ヤシ マ 重工 が 実用 化し た と され る 。 この 技術 で 生 
み 出 され た 金属 の 強度 は 極め て 高く 、 ム ー バ ブル ・ フ レー ム の 断 
面積 と 装甲 を 30% も 薄く で きる よう に な っ た 


サナ リィ の F シ リー ズ が 小型 か つ 
高 性 能 な の は 、 マ イク ロ ハ ニ カム 
技術 の 導入 が 一 因 で ある 。 


MN ・ サンライズ 
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砲火 を 交え る 事例 も 類 発 サン クキ ング ダム は 反 療 の 道 を 歩み 始め 
連合 勢力 の 入国 な 、 実力 で 排除 ンク キン の 医療 技術 を 
する こと も で き の が 6 


を 国士 と し た 
「 サ ンク タ キングダム 」 で ある 


筆者 、 執筆 時 期 不明 ) 
i に 就任 し 、 そ の 兄 の ミリ アル ド 
クラ フト が 宇宙 革命 組織 「 ホ ワイ ト フ ァ ン グ 」 の 指導 死亡 し た と 発表 きれ た が 、 実 に と 
者 と な っ て 戦闘 を 繰り 広げ た ら カテ リナ ・ ラフ ト (を 名 乗る サプリ ナ 。 か 関連 ファ イル 
清廉 な イメ 3 ナ は サプリ ナ の 双子 の 妹 ) の 帰 選 を 契機 に サン タキ 


た 。 地球 易 統 一 
ほか ら 英 大 な 賠償 金 され 、 そ れ を 受け 
か な く な っ た の で ある 。 
、 資 源 や サン タキ ング ダム の 悲劇 は 続く 。 結婚 し 娘 カ テリ ー ナ 
ー ド も な い 状 区 | リナ だ が 、 テ ロ | 


地球 陶 統 一 連合 が 誕生 し て か ら は 、 反 連合 勢力 
が サン タキ ング ダメ げ 込 み 、 地 球 園 統 


Mustration by JUN WADA 


ガイ ド : サン クキ ン 


| サン ワキ ング ダム の 概要 / EE © エド じ ビー スク ラフト 


北欧 の スカ ン デ ィ ナ ヴィ ア 半 島 に 位置 
する 王政 国家 が 、 サ ンク キン グ ダ ム で あ 
る 。 地政 学 上 の 要衝 に 位置 する 小国 で 
ある た め 、 大 国 に 翻弄 され 、 戦 場 と な る こ 
と も 多かっ た 。 ビー スク ラフ ト 王 (ミリ アル 
ド と リリ ー ナ の 父親 ) の 代 に 医療 国家 に 
能 を 切っ た うえ 、 完 全 平 和 主 義 を 唱え た 。 
地球 國 統 一 連合 軍 の 侵攻 で 崩壊 する も 
A.C.195 に 復興 。 同年 に OZ 財団 派 の 


家 か その 配 作者 か ら 
選ば れる 。 AC.195 
時 に は ミリ アル ド と リ 
リー ナ の 兄妹 し か 残っ 
て いな か っ た 。 


海 に 面 し て いる が 平野 
部 は 狭く 、 急 帳 な 地形 
が 目立つ 。 地球 国 赤 


侵攻 を 受け て 降伏 す る が 、 戦 後に 主権 を 
回 復 し て いる 。 


サン クキ ング ダム の 歴史 は 、 大 国 や 世 地球 降 続 一 合理 や 
界 の 政治 状況 に 午 弄 され た 歴史 で も あっ 
た 。 当初 は 地政 学 上 の 理由 と 小国 ゆえ の 
軍事 力 の 低 さ か ら 、 後に 政治 的 影響 力 の 
高き か ら 数 々 の 戦闘 に 巻き 込ま れ た の だ 。 


一 連合 軍 の 攻撃 で 首 
孝一 帯 は 故 壊 され た 。 


は 機 和 の 試 奈 に 見 押 
われ た 。 


大 国 や | 


資源 や 産業 に 恵まれ な か っ た サン クキ ング ダム は 必 振 的 に 小国 だ っ た が 、 地 政 学 上 の 要衝 
め 、 大 国 や 周辺 国 か ら の 干渉 を 受け 続け た 。 地球 較 統 一 連合 の 誕生 後 も 事態 は 変わ ら 
ず 、 反 連合 勢力 が サン クキ ング ダム 内 に 侵入 し て 防衛 線 を 張り 、 地 球 園 統一 連合 軍 を 迎撃 する と 
いう 事態 が 頻発 。 結果 、 サン クキ ング ダム は 夫 度 と な く 戦 場 に な り 、 少な か ら ぬ 被 害 を 受け た 。 


A.C.140 年 代 中期 の 紛争 


AC.145、 反 連 合 軍 が サン クキ ング ダム に 侵入 し た うえ 、 王族 を 拘 茜 す る と いう 事態 が 発生 し 
た 。 結 果 、 サ ンク タキ ング ダム は 戦場 と な っ た が 、 王女 サブ リナ ・ ピ ー ス クラ フト の 帰還 と 参戦 に より 
地球 較 統 一 連合 軍 は 搬 退 。 戦術 的 勝利 を 収め た サン クキ ング ダム だ が 、 英 大 な 賠償 金 を 請求 さ 
れ で いる 。 サブ リナ は 結婚 し て 一 女 を も うけ た が 、 テロ に 遭い 死亡 し た 。 


医療 国家 へ の 道 


サブ リナ の 娘 カ テリ ー ナ の 時 代 に な る と 、 サ ンク キン グ ダ ム 王 は 軍事 費 の すべ て を 医療 の 研究 
促進 に 転用 。 この 結果 、 サ ンタ キン グ ダ ム は 世界 一 の 医療 技術 を 確立 し た 。 国民 の 三 
医師 か 看護 師 に な る よう 教育 シス テム も 変更 し て いる 。 医療 分 野 に お ける 収入 も 劇 


弄 さ れ だ 時 1 


数 年 の うち に 周 償 全 を 払い 終え る こと と な っ た 。 紛争 地域 へ の 医師 団 派遣 に も 積極 


完 主 平和 王 義 の 提唱 


ALC.180. サン クキ ング ダム 王 が 完全 平和 主義 を 提 員 し 
平和 主義 は 、 軍 隊 解 体 や 兵器 の 処分 だ け で は な く 、 政 治 ・ 


軍備 の 撤廃 を 進め た 。 完全 
幸 会 シス テム の 変 草 な ども 含む 包 


括 的 思想 で ある 。 荒 店 無 稽 な 枝 空 事 か と 思わ れ た が 、 ロー ム フ ェ ラ 財 団 の 幹部 に も 支持 者 が 居 
た 。 同年 、 後に 完全 平和 主義 の 担い 手 と な る リリ ー ナ ・ ピ ー ス クラ フト も 相生 し て いる 。 


A.C.182、 サ ンク キン グ ダ ム が 地球 園 統一 連 
合 軍 の 攻撃 を 受け て 壊 減 。 この 際 、 行方 不明 と 
な っ た ミリ アル ド と リリ ー ナ を 除く ピー スク ラフ ト 案 
ピー スク ラフ ト 王 も 死亡 し た 。 


地球 国 二 一 連合 還 の 
攻撃 で 首都 一 帯 は 壊 
滅 。 以 科 、 王 国 は 連合 
軍 の 紙 治 下 と な っ た 。 


ヨン ・ デ イィ ブレイク に よる 解放 


A.C.195、 ク ー デ ター 計画 「 オ ペレ ーション デ 
イブ レイ ク 」 を 発動 し た 0Z が 、 各 地 の 地 球 較 統 
一 連合 軍 の 拠点 を 制圧 。 要 寒 化 され て いた サン 
クキ ング ダム も 、 0Z の 前 に 陥落 し た 。 


ピー スク ラフ ト だ っ た 


完全 平和 主義 の 実践 
を 試み た リリ ー ナ の 下 
に は 、 彼女 を 募 う 者 や 
ロー ム フ ェ ラ 財 団 に 反 
対す る 者 が 集まっ た 。 


0Z に よる 解放 後 、 リ リー ナ ・ ド ー リ アン こと リ 
リー ナ ・ ビ ー ス クラ フト が サン クキ ング ダム に 帰 加 
し た 。 リリ ー ナ は 国家 代表 兼 ビー スク ラフ ト 学 国 
理事 と し て 、 完全 平和 主義 を 実践 し よう と し た 。 


0Z 財 団 派 に よる 侵攻 


反対 替 力 授 討 作戦 「 オ ペレ ーション ・ ノ ヴァ 」 の リリ ー ナ の 問 向 に 反し 


一 環 と て 、0Z 財 団 派 が サン クキ ング ダム に 侵攻 。 
02 ト レー ズ 派 や ガン ダム ら が 対抗 し た が 、 リ リー ナ は 
王国 の 解体 と 自身 の 身柄 引き 濾し を 発表 し た 。 


地球 圏 統一 国家 の 下 で の 復 輸 


世界 国 寒 に 替わる 統一 政体 と し て 地球 園 統 
一 国家 が 誕生 する と 、 サ ンク キン グ ダ ム も 復興 。 
だ が AO.197、 サ ンク キン グ ダ ム 城 で テロ 事件 
が 起こ り 、 リリ ー ナ が 重傷 を 人 っ た と 言う 。 


人 工科 眠 に 入っ た 。 


| 市 街 地 と 施設 。 4 


城 や 医療 関係 施設 な ど を 擁し た サンク f 
キン グ ダ ム だ が 、 地 球 較 統 一 連合 軍 の 保 
攻 に より 首都 一 帯 は 廃寺 と 化し た 。 リリ ー 
ナ 帰 還 後 は 再 整備 が 進み 、A.C.196 以 
降 の 復興 は 特に 早かっ た よう で ある 。 


サン クキ ン ゲ ダム 前 壊 
徐 、 地 球 還 統一 連合 
軍 は 基地 を 建設 独 
自 に 多数 の ビーム 砲 

台 を 設置 する な ど 、 防 


術 力 を 高め て いた 


首都 

AC.195 時 の 首都 一 帯 。 中 央 の サン クキ ング ダム 城 

を 含め 廃 震 化 し で いた 。 右側 は サン クキ ング ダム 滴 、 

滑走 路 が 見 える 場所 は 地球 園 統一 連合 軍 の 基地 。 サン ワキ ッ 7 ダ ム 学 男 
リリ ー ナ の 帰 軍 後 、 完 
全 平 和 主 義 を 含む 教 
斉 われ た 学 
園 。 リ リー ナ 自 ら が 理事 
を 季 め 、 外 国 か ら の 劉 

中 学生 も 多く 見 られ 7 


市 街 地 

AC.195 時 の 首都 の 詩 地 。 埋 刀 で 礎 寺 と 化し て いた う 
え 、0Z 財 団 泊 の 侵攻 で さら に 破壊 され た 。 右 後方 に 見 える 
タワ ー は 、 地 玉 還 統一 辻 軍 の 基 地 の 一 郎 で ある 。 


サン クキ ング ダム は ビー スク ラフ ト 家 を 王族 と する 王政 国家 で あり 、 彼ら と その 側近 た ち 
が 重要 な 役割 を 果たし て きた 。 下 で 紹介 し た 以外 の 王族 と し て 、 リ リー ナ た ちの 祖母 サプリ 
ナ 、 サプリ ナ の 双子 の 妹 カ テリ ナ 、 サブ リナ の 娘 カ テリ ー ナ ら が いた 。 


( 壌 後 、 せ クス ・ マ ー キ ス の 名 で 0Z 
| | に 参加 。 ホワ イト ファング の 指導 
て | 者 と し て EVE WARS を 戦っ た 。 


リリ ー ナ ・ ピ ー ス クラ フト } 
(ドー リア ン ) リ 
| | | ミリ アル ド の 株 。 完 全 平 和 主 義 / 
m1 の 実践 や サン クキ ング ダム の 

複 興 に 尽 カ し 、 外務 次 官 と し て 
地理 時 統一 国家 に 参加 。 (<。。 


ルク レツ ィ ア ・ フ イン 
地球 園 統一 連 含 の 外務 次 官 で 、 リ リリ ー ナ の 親衛 了 長 を 務め た 元 0Z 


リー ナ の 差 父 。 王国 で は 元老 院 議 


リア ン 家 の 執 車 。 サプリ ナカ 
テリ ナ の 代 か ら 王 家 と 緑 が あ り 、 


員 と し て 王族 を 支え た 。 ピー スク ラフ ト 王 に も 仕え た 。 
1 ドク ターJ( 諾 ) 
MORE INFO! プロフェッサーG 
後に ガン ダム を 開発 
ンク キン に 王 宰 士 は 、AC.140 年 
サン タク キン ググ ダグ ム の 支持 者 た ちり WAMJSMW 
7 国民 で は な い が 、 個 人 的 紛争 で . RY 
人 々 も 多い 。 例え ば 若き 。 を サポー し た 


指導 者 ) は 、 カ テリ ナ 


の 家庭 赦 師 を 務め 、 サ ブリ ナ と も 親交 が あっ た と 
いう 。 A.C.195 の 紛争 以後 は ガン ダム パイ ロッ ト 
た ち も 、 


リリ ー ナ を 支援 し て いた 。 


か タム fn の E イ | ウェ 
ロ ・ ユ イ は 個人 的 に り 1 ビー スタ ラット 家 と 脱 交 が 

ー あっ た 中 族 。 サブ リナ の 
] 宇宙 行き や カテ リナ の 角 
通 を 助け た は か 、 リ リー ナ 
を 支持 し た 


Em サンライズ 
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年 国 の 疾 硬 姿勢 と 
ヶ に 動く プラ ント 


RC.War( 再 構築 昔 争 ) の 終結 後 
連邦 や ユエ ユーラシア 連邦 と いっ 


* と いう 親 の エゴ 以外 に 
速度 的 な 活発 化 が あっ た 。 

企業 は 多く の マン パワー 
で も 良い と いう わけ で は な い 。 職 
で 先端 技術 を 扱う 宇宙 労 


の は コー ディ ネイ ター その 多く が 宇宙 開発 に 


歴史 フォ ー カ ス : 地球 と プラ ント の 対立 


The Confused Situation 
C.E.42~70 


に 多く 集 っ た 現場 
正 .38 か ら 研 究 コ ロニ ー 

(Zodiac (ツァ ィ アッ ク )) が 大 規模 化し た 未 、 天 竹 
型 コ ロニ ー 群 が 開発 され て いっ た 。 

そし て CE.44、L5 に 10 基 の 天 笠 型 コ ロ 
完成 、 大 規模 邊 地 と いう 意味 か ら 「 プ ラン ト ] 
(P.L.AINT=Productive Location Ally on 
Nexus Technology。 “統合 的 テク ノロ ジー に よる 
生産 的 配列 集合 体 " の 意 ) と 呼称 され た 。 

プラ ント は 拡大 を 続け 、 その 出資 国 で ある 地球 の 
プラ ント 理事 国 (以下 、 理 事 国 ) に 英 大 な 利益 を も た 
らし た 。 し か し その 一 方 で 、 大 西洋 連邦 を は じ め と 
する 理事 国 は プラ ント で の 食料 生産 を 禁じ て いる 。 

コー ディ ネイ ター の 能力 と プラ ント の 独立 を 恐れ る 
理事 国 は 、 食料 自給 能力 を 封じ 2 こと で プラ ント を コ 
ント ロー ル し た の で ある 。 

当然 、 プラ ント は これ に 不満 を 抱い た 。 反 コ ー デ ィ 
ネイ ター 組織 に よる テロ 事件 が 発生 する よう に : 
か か わら ず 、 理 事 国 に よっ て 非武装 状 】 
か れ て いた こと も 、 プラ ント 側 の 不満 を 拡大 きせ た 。 

この 状況 を 改善 すべ く 、 プ ラン ト で は 自治 権 と 貿易 


男 09 sm 


自主 権 の 獲得 を 訴え る 「 商 道 同署 ] が 
当然 、 こ れ に 反発 し た 理事 国 は 黄道 
け 、 理 事 国 と プラ ント の 関係 は 


を 辿っ た 。 
その 後 、S2 型 イン フル エン ザ と コー ディ ネイ ター を 


革 び 付け た デマ の 拡 敢 、 プ ラン ト に 対す る ノル て の 
増加 な ど で 、 危機 感 が 齋 っ た プラ ント で は 貴 道 同時 
が 支持 を 集め て いく 。 独自 の 動き に 出 た プラ ント は 、 
武装 化 や 地球 の 非 理事 国 と の 貿易 関係 構築 を 進 
め た が 、 理 事 国 が それ を 黙認 する は ず は な か っ た 


関連 ファ イル 


EE 


れ 、 宇 宙 開 発 な ど に 従事 する 者 
が 多かっ た 。 ナチ ュ ラ ル か 5 の 排 
大 な ども あり 、 ほ と ん ど が プラ ント 
に 居住 し て いる 。 


Mustration by CHIKA NOUMI < Color by AIKO MIZUNO ./Special Eflect by ATUSHI SATOU (SHAMROCK) “Background by ATELER MUSA 


本土 ガン ダム SEED 


プラ ント の 建設 に 出資 し た 大 西洋 連邦 や ユー ラ シ 
了 連 邦 と いっ た 国々 は 、 理 事 国 と し て プラ ント を 支配 
し た ( 余 これ ら の 理事 国 が 後に 地球 連合 の 
中 心 と な る )。 エネ ルギー を 含む プラ ント の 生産 物 に 


C.E.44 プラ ント の 誕生 


CE.44、L5 に 10 基 の 天 衝 型 コ 4 
ロニ ー が 完成 し 、「 プ ラン ト 」 と 呼称 
され る 。 プラ ント の 生産 能力 は 極め 
て 高かっ た が 、 理事 国 は 食料 ( 特 
に 二 物 ) の 生産 を 禁じ た ほか 、 自 治 


C.E.50 黄道 同盟 の 誕生 


C.E50、 プ ラン ト に お いて 自治 
権 と 貿易 目 主権 の 獲得 を 訴え る 
治 結社 「 黄 道 同盟 」 ( 後 の ザ フ 
ト ) が 誕生 。 食糧 生産 制限 と 自衛 
権 の 獲得 を 目指 し て 活動 を 開始 し 


これ が プラ ント 側 の 不満 を 招い て いく の だ 
理事 国 は プラ ント に 対し て 一 切 譲歩 し な か っ た . 

背景 に は 、 プラ ント の 独立 を 警戒 する 理事 国 
の 思惑 以外 に も 、 理事 国 首 脂 部 に 影響 力 を 持つ 


た 。 理事 国 は この 動き を 圧 帝 し 、 黄 
道 同盟 は 地下 組織 化し て いっ た 。 


C.E.54 反 コ ー デ イネ イタ ー 感 情 の 拡大 


よる ナチ ュ ラル 残 
減 作戦 と の デマ が 流れ 、 地 球 で 対 
コー ディ ネイ ター 感情 が 著しく 悪化 
し た 。 プラ ント は ワク チン を 提供 し 
感情 悪化 は 止ま ら な か っ た 。 


C.E.57 独立 に 動く プラ ント 


CE.57 に 理事 国 の 宇宙 軍 が 
プラ ント 箇 域 に 駐留 する な ど 、 プ 
ラン ト へ の 軍事 的 圧力 が 強化 され 

プラ ント で は シー ゲル と ザラ が 
詳 議会 議員 に 選出 され た ほか 、 黄 
道 同 回 か ら ザ フト へ の 名 称 変更 
MS の 試作 な ど が 行わ れ て いっ た 。 


C.E.68 プラ ント 笛 域 の 戦闘 


C.E.68、 評議 会 が 自治 
権 と 貿易 自主 権 の 確立 を 最 優先 


と する 決議 を 行い 、 非 理事 国 と 劉 
易 協 定 を 結ん だ 。 理事 国 は プラ ン 
ト 半 の 貨物 船団 を 撃沈 し た うえ 
食糧 生産 を 始め た プラ ント | 


C.E.70 未開 理事 会 


ブラ ント が 完全 自治 権 と 貿易 自 
主権 を 要求 する が 、 結 論 は 出 な 
か っ た 。 回 答 期限 の C.E.70.01 
01、 理 事 会 に 向かう 評議 員 が テ 
Lal 『、 事 件 へ の 理事 国 の 
関与 が 明らか に な り 、 プ ラン ト は 地 
球 へ の 輸出 を 停止 し た 。 


経済 を 依存 する 理事 国 は 、 ント の 権限 を 極端 に ルー コス モス の 存在 が あっ た と 思わ れる 。 ご 
地球 と プラ ント の 動き 
C.E53、 各市 の 代表 か ら モス の 存在 が あっ た と 
成る 「 ブ ラン ト 評 議会 」 が 
誕生 し た 。 
5: = 
ン 


地球 で は コー ディ ネイ ター 
届 設 事件 が 後 を 絶た ず 、 
宇宙 に 出る 者 が 増加 し 7 


宇宙 軍 の 詩 留 と 
退 C.E.58、 オー プ 連 合 普 長 
ナラ ・ ア スハ が 代表 首 


エネ ルレ ギー 名 機 に 朋 っ た プ 
ラン に 対し て も 、 理事 国 は 
生産 要求 を 江 ら き な か っ た 


C.E.68、L4 の コロ ニー 
ル ) で バイ オ ・/ 
数 の 死者 を 出し 


れ た 。 (x> 


で ある 。 同時 に GARM R 
&D 社 は 倒産 し た 


も: 


AS 


長 国 の コロ ニー 
(ヘリ オ ポ ボリ ス ) へ 移住 し て いた 
CE.69.09.01 に は 、 キ ラ 


ポリ スズ 


理事 国 の 情報 操作 に より 、 
地球 で は 反 プ ラン トコ ー 
ディ ネイ ター 感情 が 加 較 
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MS に よる 超大 規模 会 戦 と | 2 ング は 最高 指揮 
(リー ブラ) を 巡る 戦闘 く ほ ほぼ す べ て の 機動 兵器 が MD で あっ 
f が 主力 と し た MD、WF * 世界 国 
と の 阻止 を 目指 す 


し た 。 これ が 「EV 
WARS の 特徴 の ひと つ は 、 世 界 国家 軍 ちり 、 ( ッ ク タモ ・ ペ ー リ 執筆 時 期 


史上 最大 規模 関連 ファ イル 


同年 の 「 オ ペレ 
国家 が 、 
は 0Z 財 団 派 と 反対 勢力 
MS (と MD) を 投入 し た が 、 同 時 多発 | 
ょ い 。A.C186 の 「 第 


an of 
MS 同士 の 大 会 戦 
5 機 、 反 、 K 
ける 投入 数 た る 。 落下 させ よう と し 
あり 、 MD 


llustration by KONOMU SEKIYAMA 


A.C.195、 オペ レー ショ ン ・ メ テオ を 発端 と し た 混乱 
の 末 、 地 球 圏 統一 連合 と ロー ム フ ェ ラ 財 団 は 崩壊 ・ 
隊 体 化し た 。 そし て 、 宇 宙 に 一 大 勢力 を 築い た 
イト ファ ング の 決起 を 契機 に 、 世 界 国家 や 「G」 チ ー 
ム が 軍事 行動 に 移り 、 EVE WARS へ と 発展 し た 。 


ホワ イト ファ ング 決起 直後 が 
格 的 軍事 行動 は 、 ト レー 


リン ダム は 対抗 し て いた 。 世界 国家 の 本 
就任 に 球 制 圧 伺 の こと だ 


画 EVE WARS 時 点 で の 各 勢 力 の 関係 
HEVE WARS に した 関し た も 
(を 


「G」 チー ム 
ピー スミ リオ ン 


ロー ム フ ェ ラ 財団 代表 代行 デル マイ ユ ・ カ タロ ニア 公 
鍋 が 、 リリ ー ナ ・ ピ ー ス クラフト を 元首 に 据え て 組織 し た 世 


地球 の 田奈 《 ゆ ー ブ 
ラ ) の 撃沈 を 優先 し つつ 、 ホ 
ワイ ト ファ ング の 撃破 を 目指 し 
た 。 ト レー ズ は 自身 の 死 
戦争 終結 を 想定 し て も いた 。 


資源 衝 星 (MO-II) に : 


た 史上 量 大 規模 の MS 部 隊 
に より 、 ホ ワイ ト フ ァ ン グ の MD 
部 隊 を 牽制 ・ 排 除 し つつ リー 
プラ ) の 撃沈 を 目指 し た 。 


世界 国家 元首 トレ ー ズ ・ ク シュ 
リナ ー ダ 自ら が 、MS ト ー ル ギ ス HI を 
馳 っ て 最前 線 に 立っ た 。 主力 MS 
は リー オー で 、 性 能 的 に 
ト フ ァ ン グ の MD ビル コ 
が VS 


リリ ー ナ を 廃し て 世界 国家 
元首 に 。 桁 兵 は OZ トレ ー 
ズ 派 や トレ ー ズ に 状 順 し た 
者 が 多 


サン クキ ング ダム 崩壊 直後 ( 
は 、 月 面 基地 や 建造 途中 の (リー 、0Z 宇 
宙 軍 を 駆逐 。 ミリ アル ド ・ ピ ー ス クラ フト を 指導 者 に 迎え る 
と 、 地球 の 排除 を 宮 言 し 軍備 拡張 を 進め た 。 


宇宙 の 革命 闘士 と し て 、 地 
球 の 排除 を 目指 し た 。 Pe 
戦闘 を 見 せ 付け 
る こと で 、 戦 争 そ の も の を 消 
渡さ せる つも り だ っ た 


MD で 世界 国家 軍 と 「G] 
チー ム を 排除 し 、 (リー ブラ , 
の 主 答 で 地球 を 攻撃 する 作 


戦 。 主砲 破壊 後 は (リー ブ 
う ) の 味 基 を が し た 。 較 還 粒 is 


華 闘 の 途中 か ら は 、 指導 
アル ド 自 身 が ガン ダム エピ オン で 
出撃 し て いる 。 有人 MS は ほとん 
ど 配 備 さ れず 、 月 基地 で 量産 し た 
MD ビル コ H が 主力 だ 
カー ンズ ・ カ ラン ト や ドロ 
ロニ ア は 指揮 に 当たっ た 。 


人 』 伺 ヵ 


ホワ イト ファ ング 


EVE WARS 以 前 か ら 、5 機 の ガン ダム は (ピー スミ リ 
ン ) に 集結 し 、「G」 チー ム と し て ホワ イト ファ ング と 交戦 
ホワ イト ファ 


宇宙 に 展開 し た 世界 国家 軍 と も 敵対 し た が 、 
ング の (リー ブラ )〉 の 撃沈 を 最 優先 と し て いた 


WARS 替 人 時 、 ヒ イロ は リリ ー ナ 教 出 の た め 《 リ ー プ ブラ: 


は (リー ブラ) の 
戦争 を 引き 起こ 
ワイ ト フ ァ ン グ 、 そ し て ミ 
リア ルド と トレ ー ズ の 没入 も 目 
指し で いた 


の (《 リ ー フ ブラ) 撃沈 を 
リー ブラ) が 地球 に 向け て 
移動 開始 す 


オン 》 が 特攻 し た 


保有 兵器 は 母 能 の (ビー スミ 
オン ) 、 ガン ダム 5 機 、 トー ラス 2 機 
(EVE WARS で の 参戦 は 1 機 ) で 


は 、 ハワード や サリ ィ 
揚 
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前 光 ・ サ ン ライ ズ 


MG 運用 理論 :EVEWARS [W]e08 mml/A 


es ホワ イト 


《 リ ー プ ラ ) を 巡る 旦 は 税 3 


に より 、E VARS が 勃発 
対地 球 攻撃 を 目指 す ホ ワイ ト フ 


Ms の 
る 一 撃て MS 部 際 の 一 部 と (MO- ド は (リー プラ) の 地球 投下 を 
) に 被害 を 出し た 世界 国 案 軍 だ が . (リー プラ ) | | 3 「G」 チ ー ム が 《 リ ー ブ ラ ) に 潜入 ・ 破 壊 
撃 作戦 を 仕掛 ける こと で 、 戦況 を 互角 工作 を 試み る 中 、 ガ ンダ ム と の 戦闘 で トレ ー ズ が 
し た 。 ホワ イト ファ ング は MD を 展開 し た 戦死 し 、 世界 国家 軍 は 欧 北 を 宮 言 し た 


議 6」 テー ム は ホワ イト 

ファ ング を 降伏 させ る 

ム べく 者 走 。 トレ ー ズ は 

ト フ ァ ン グ は 、 MD 部 隊 革 五 飛 と の 一 臣 討 る で 
で 時 間 栓 ぎ に 出 た 1 戦死 し た | 
i 


アル ド の | 
互角 の 戦況 を 見 た (ビー 
チー ム は (リー プラ) の 学 沈 も 
リー ブラ ) に 接近 し た 
アル ド は 3 機 の MD と 共に ! 


ミリ アル ド は 3 機 の MD 
と の フォ ー メ ーション で 
「GI チー ム を 本 弄 し た 
が 、 撃破 に は 至ら ず 


強力 な 火器 を 持た な い 

「 ER は 
宇 宣戦 北 に よる 特攻 
と いう 戦術 を 選択 


リー ブ 
イワ イト ファ ング は で" の 地球 挫 下 作 
戦 を 継続 。 五 情 士 の 尽力 で (リー ブラ ) は 符 道 
を 変更 し 、 地 球 に 落下 中 だ っ た 区 画 も ウイ ング 
セロ の 砲 軸 で 硫 寺 。 EVE WARS は 終結 し た 。 


介 較 的 に 主 克 の 時 株 ミリ アル Fi は ヒイロ と の 

上 に 居 た トレ ー ズ だ が 、 埋 凍 和 、 行 方 不明 に . 

EE EF mm < リー ブラ) の 地球 落 
身 で 評 を 逃れ た 。 下 も 則 止 され た 。 


ration by AKIO UNUMA 


いて 目的 を 達成 で きた の は 、 世 
オン 》 お よび 「G」 チ ー ム だ 
も っ と も EVE WARS 直 後に 世界 国家 は 解体 き 


れ た うえ 、「G」 チー ム も 表 押 人 か ら 姿 を 消し て お り 、 
真 の 意味 で の 勝者 は 存在 し な か っ た と 言え る 。 


世界 国家 軍 が 成し遂げ た わ 
け で は な い が 、《 リ ー プ ブラ)》 の 撃 
沈 と MD 部 隊 の 無力 化 に 成功 
し た 。 トレ ー ズ も 世界 国家 軍 だ 
け で 目的 を 達成 可能 と は 考え で 
いな か っ た よう で 、 ガン ダム の 介 
入 を 想定 し て いた 節 が ある 。 


ホワ イト ファ ング 


当初 は (リー ブラ ) の 主砲 

で 、 後 に (リー プラ) の 投下 で 地 
球 を 嘩 減 し よう と し た が 失 履 。 
戦争 の 悲惨 さ を 見 せ 付け る こと 
で 、 世 界 を 完全 平和 へ と 導く と 較 ー 
い 2 ミ リア ルド 個人 の 的 は 、 科 oO 
成 され た と 考え て いい 。 球 を 壊滅 させ る は ず ) 


トレ ー ズ は 完全 平和 へ の 道 略 
を 確立 し 自身 


EE リオ ン 》 と G チ ー ム 
(リー ブラ )》 の 撃沈 と ホワ イト 

ファ ング の 壊 減 、 ト レー ズ お よび 

ミリ アル ド の 撃破 に 成功 。 世界 


国 案 軍 と ホワ イト ファ ング の 戦 { 
開 を 利用 で きた こと 、 ガ ンダ ム の 人 四 PP 
高 性 能 と パイ ロッ ト の 高い 線 度 生ん ハワード サリ 5 も 人 
が 勝因 だ ろう 。 きく 人 し た 。 
| AGC. Case File | Case Fil6 eR 0 
戦後 の 兵器 の 状況 


EVE WARS 終 結 後に 成立 し た 地球 國 統 一 国家 は 、 ト 
レー ズ や ミリ アル ド ら が 望ん だ 完全 平和 主義 を 国 是 と し 、 
兵器 の 廃棄 を 進め た 。 だ が 、 世 界 の 掌握 を 狙う バー トン 
財団 や ホワ イト ファ ング 残党 な ど が 兵器 を 保有 し 続け た 。 
火星 国 で も 多数 の MS や MD が 運用 され た よう だ 。 


反 地 球 勢 力 の 兵 閑 保有 例 は 多い 。 


バー トン 財団 ン 
地球 園 の 支配 を 目 議 む デキ ム ・ パ バー ト 

ン が 、 私 設定 マリー メイ ア 還 用 と し て 峰 
IMS や ND、 そ の 運用 算 症 を 用 意 。 
MS サー ペン ト も 完成 、 量産 化し た 。 


ガン ダム 

名 ガ ンダ ム パ イロ ッ ト が ガン ダム を 保有 
し 、 対 地球 テロ の 阻止 な ど で 使 用 。 
AC.196 の 「 マ リー メイ ア の 反乱 」 後 、 
全 ガ ンダ ム は 破棄 され た 。 


Mustration by KONOMU SEKIYAMA 
ーー 


前 哲 ・ サ ン ライ ズ 


124.24 


機動 新 世紀 ガン ダム X 


反 新 運 都 ・ 宇 下 革 命 軍 圭 カー 


を 受け 、 戦 後 独 立国 家 級 の 組織 で も 


ら の 力 だ に 
LO っ た ) 
は 、 国 家 同 昭 
サレ ベル の も の ま 
A.W.0015、 新 連邦 政府 と 命 軍 (〈 ク ラウ ド 9 財 の 中 で も 北米 の 反 : * 特 に 、 に を 機 2 固 を 救い も し た 
W) が 5 発 両 勢 力 突 は 時 。 フォ ー ト セパ ー ン 市 が る て 、 反 新 連邦 ・ 
向け た 0 し いる パ 無駄 で は な く 、 新 世界 の 礎 に な っ た こ 
強引 な 手 * 
A.W.0023 


作戦 行動 に 入り 、 戦後 独 


いっ た 。 その 中 に は 、 再 


や ザイ デル ・ ラ ッッ 
5、 新 和孝 7 地球 第 殺 未 遂 ? E し 、 艦隊 と MS 部 隊 
し 、 旧 連邦 時 代 の 和 政 筑 や 白 連 
撃 、 人 た 国家 や 都市 る 関係 


Mustration by JUN WADA 


反 新 連邦 ・ 宇 宙 時 命 軍勢 力 の 関係 


新 連 邦 と 宇宙 革命 軍 の 軍事 行動 が 加速 する と 、 各 地 
に 反抗 勢力 が 出現 し た 。 地球 の 場合 、 軍 事 力 を 背景 と し 
た 新 連 邦 の 地球 統一 が 反発 を 招き 、 各 地 で 新 連 邦 軍 と 
反 連 邦 勢 力 が 衝突 し て いる 。 反 宇 宙 革 命 軍 勢力 は 以前 
か ら 存 在 し て し 地球 侵攻 作戦 「 ダ リア 作戦 」 の 準備 
を 受け て 抵抗 活動 を 活発 化し た 。 


第 8 次 宇宙 埋 争 を 見 据え た 新 軍 邦 と 宇宙 宰 命 軍 は 軍事 カ に よる 地 明 
固め に 弄 走 し 、 反 甘 を 招い た 。 な お 、 各 抵抗 宜 織 の 問 に 連絡 は 


パル チャ ー と し て 活動 し な が ら . 
イブ 探索 の 旅 を 続け て いた く 
は 、 政 府 再建 季 員 会 時 代 か ら 新 連 邦 軍 と 
交戦 。 宇宙 革命 軍 と も 対立 し 、 最終 的 に 
は 宇宙 で 両 勢力 と 交戦 し た 。 


| 


ニュ ー タ イプ を 保護 し た こと か ら 政府 再建 委員 
れ 、 最終 的 に は 第 8 次 宇宙 和 争 を 胃 止 し た 。 


新 連 邦 政 府 の 思惑 に 翻弄 され た 《 フ リー デ 


ン ) だ が 、D.0.M E と の 控 独 を 通じ て ニュ ー タ 
イブ の 真実 を 探る と 共に 、 新 連 孝 と (クラ ウド に 
9) の 戦争 (に よる 世界 の 硫 減 ) を 阻止 する た RE 


め 独 自 の 行動 
が 目的 と され た 


た 。「 世 界 を 見 届け る 」 こと 


(フリ ー デ ン ) 聞 長 の ジャ ミル ・ ニ ー ト を 中 
心 に ガン ダム の パイ ロッ ト た ち が 参 加 。 月 へ 向 
か っ た 際 に は 、 カリ ス ・ ノ ー テ ィ ラ ス や エニ ル ・ 
エル 5 も 同行 し て いる 。 


サラ ・ タ イレ ル や シン 


や 、 独自 改修 型 の ガン ダム な ど を 全備 し て お 
り 、MS の 買 で は 新 連 邦 軍 や 宇宙 革命 軍 を 
上 回 る 。 母 態 は 北米 の 反 吉 邦 組織 か 5 受領 
し た 宇宙 戦艦 (フリ ー デ ン (HI) ) と な っ た 。 


ガン ダム だ け で も 4 機 を 


が ンダ 
ム 用 支援 戦闘 機 G フ ァ 
を 運用 し た 


個人 レベ ル の レジ スタ ンス 新 連 邦 に 屈し た 
抗 し た MS 乗り も 降伏 し た り し た 

表 的 な 人 物 で を は じ め と する 南ア 

邦 軍 基地 を 単独 で 攻撃 し て いる 門 に 下り 、 制圧 まれ で いる 


ェ ニ ルー エル 人 蘭 エス タル ド 還 家主 語 ウ ィ リス 


北米 の 反 連 邦 組織 


立国 家 や 都市 な ど が 
連携 し た 反 新 連邦 組 
織 で 、 司 令 部 が 各部 
隊 に 指示 を 出し て い 
た 。 フ ォ ー ト セパ バー ン 市 
も 参加 し て いる 。 


参加 国 ・ 都 市 か ら 軍 人 や 軍属 が 吾 
集 され た 。 フォ ー ト セ バ ー> 


〈 フ リー テン ) の クタ ルー 


を 教 助 し た 


あく まで 北米 大 陸 か ら の 新 連邦 軍 の 排除 が 目 
的 で あり 、 そ れ 以 外 の 還 事 行動 に は 非 積極 8 
宇宙 革命 軍 に 対し て も 対処 に 乗り 出さ な か っ た 


し "7 1 a! 
総司 令 宮 の ロイ ザー( 下 ) 宇宙 戦艦 
スペ ー ス ノイ ド の 反 ヴァ ロー ナ ) の 艦長 ト グ サ ・ ア イン ら を 
(クラ ウド 9) 補 宙 草 擁し た が 、 パー ラ ・ シ ス 以 外 は 全 減 
命 軍 組 織 。 ザイ デル 総 
続 の ニュ ー タ イブ 主義 
に 反対 し 、 第 7 次 宇宙 a 
戦争 直後 に は すでに 活 押 7 湊 字 机 寺 | 
動 を 開始 し て いた 模様 。 星 を 基地 に し て いた . だ 1 


宇宙 戦 艇 (ヴァ ロー ナ ) や RMS-006 ジェ ニス 
な ど を 保有 し た が 、 い ずれ も 旧式 化 が 著しい 。 旧 
連邦 の ガン ダム 用 支援 機 G フ ァ ルコ ン も 装備 


AW.0015 に は 、 地 球 侵攻 作戦 「 ダ リア 作 
剛 」 の 阻止 を 目的 と し た 。 し か し 拠点 を 宇宙 攻撃 
軍 に 攻撃 され 、 組織 は 壊滅 し て し まっ 


ザイ デル 総 続 や 宇宙 入金 ご 
東 へ の テロ を 実 
ド の 協力 
I + it& bik Th 


民族 独立 戦線 


新 連 邦 に 制圧 され 


ビィ を 勧請 し よう と し た ユリ ナ ・ サ ノ ハ ラ / 交 還 員 
た 旧 エ スタ ルド の 一 部 ミル ら が 所 属 。 生存 者 は いな いよ うだ | 
で 活動 し て いた レジ ス 琴音 眉 \ 
タン ス 組 織 。 人 員 と 装 4 
備 を 集め 決起 の 準備 
を し て いた が 、 新 連邦 
の ゲリラ 狩り で 壊 減 。 


リー ダー の テッ サ ・ テ イン や 放 ロ ア 3 


ue 


潜伏 し つつ 人 員 と 装備 を 集め て いた が 、 強引 
な 手法 も 用 いた 。 ロア ビィ を スカ ウト し よう と し た 
が 失敗 し 、 組織 も 壊 減 し た 。 


小銃 や 拳銃 、 手 本 程度 
し か 保有 し な 
戦力 の 獲得 を 目指 し た 


< 124.26 


ワオ ニカ ヌス 


機動 戦士 ガン ダム MS IGLOO 黙示 録 0079 


E フ ィ ー ル ド 防 衛 戦 


「 ダ ラナ タダ 管制 区 に お ける MP-02A オッ ゴ の 評価 
試験 ] と いう 名 目 の 実戦 を 終え た 第 603 技 術 試験 隊 

ア ・ ク ー に 帰 量 
し が 試作 MA、 


する と 新た な 任 
MA-05Ad 


中 、 評 価 試験 と は 奉 気 な 話 だ が 、 
グラ ナダ 管制 区 で の オッ ゴ の 評価 試験 
様 、 603 は 実 了 部 隊 と し て 運用 され た の だ 

3 -14 ゲル ググ 1 
8 ・ ラ ング 1 機 
と いう 大 所 和 帯 と な 、 売 分 な 戦力 を 有 し て い 
た 。 それ で も 技術 試験 隊 と 年 少 兵 ば か り の 構成 は 
質 的 な 問題 を 抱え て お り (テス ト パ イ ロ ッ ト が 未 着任 
グ は オリ ・ マ イ 技 術中 尉 


' で は な い E フ ィ ー ル ド に 


機 、 


Evolution Test of BIG-RANG 


配置 され て いる 
と ころ が この 603 の 配置 が 、 ジ オン 


公国 軍 に 思わ 
ラン グ と オッ ゴ 


維持 され て いた E フ ィ ー ル ド が 、 ジ オ 
ン 公 国軍 艦隊 の 脱出 路 に な っ た の で ある 。 603 の 礁 
戦 が 、N フ ィ ー ル ド の ジオ ン 公 国軍 に も 生き 残る 道 を 
ちえ 


それ で も 603 の 戦い は 終わ ら な か っ た 。 ジオ ン 公 
国軍 の 各 艦 艇 判断 で の 行動 が 許さ れる と 、 


603 の 《 ヨ ー ツ ン ヘ イム )》 艦長 マル ティ イン ・ プ ロホ ノウ 
中 佐 相当 官 は 、E フ ィ ー ル ド の きら な る 維持 を 決定 す 
る 。 N フ ィ ー ル ド か ら の 全 脱 出 径 散 が 離脱 する まで 、 
方 衛 す る こと と し た の で ある 

i 方 部 隊 と 共に 最 
に 侵入 し た 地球 連 


ン 公 国 の : 
3、 部 隊 名 は 


ら の 活躍 の 場 を 得 
カス ペン 戦闘 大隊 ] と する べ 
戦闘 大 隊 に 組み 込ま れ た 
これ まで の 項 と の 整合 性 を 考慮 し と 記し た . 


(“ネーム UC.0154) 
関連 ファ イル 
MA-05Ad ビグ ・ ラ ング 1GLO1-06 男 
ウー マ IGLO21 
FG3-12 
FGos-4s 
テ FG03.53 年 
狗 603 生 GL03 08 


FLEPRBMEV 


1GL03.08 第 603 失 特記 


CG Works by SUNRISE DLD. 


機動 戦士 ガン ダム MS IGLOO 剤 示 録 O079 


を を 担当 し た ビグ ・ ラ ング 大 機動 兵器 る 。 Ad ユ ニッ ト は 、 前 線 で 味方 
は 、「 前 線 機 動橋 頭 保 (モビ ルフ ロン ト ヘ へ ヘッド) 」 と へ の 補給 お よび 修理 を 可能 
ン セ プ ト で 開発 され た 戦闘 支援 型 MA だ っ 成り 行き 上 、 マイ 技術 中 尉 に 任 さ れ た ビグ ・ ラ ン 
た 。 MS-05 ビグ ロ の 後期 タイ プ と Ad ユニ ッ ト (Ad= は 、 優 れ た 攻防 力 で E フ ィ ー ル ド 防 衛 の 中 心 と な | 
Ammunition Depot。 可 搬 補給 褒 ) を 接合 し た 巨 オッ ゴ へ の 補給 も 成功 させ て いる , 


MA-05Ad 


に 園 ア ・ バ オア ・ ク ー 攻 防戦 の 開始 と 603 の 動向 
Y ・ ク に 地理 連邦 軍 が 殺到 する 』 


較 部 隊 展 開 と ビグ ・ ラ ング の 到着 
E フ ィ ー ル ド の 前 線 を 横断 する ヨー ツン ヘイ ム は 、 
力 艇 


回 ビグ ・ ラ ング の 死闘 
戦局 は 地 東 軍 孝 軍 に 傾き つ - 
ゴ 隊 は E フ ィ ー ル ド を 礁 持 ke 


電 . 
uy 


園 味方 部 隊 の 撤退 支援 
外 Z Mroea ーー アー バオア ぁ グ 防空 司令 部 の 指揮 能力 間 失 中 


ea FB-79 a 
に クワ ジン 又 [4] 
大 昌和 


撃 


オツ コ の 出 還 と ビグ ラン グ の 衣着 
っ 。。 MOREINFOI 


U.C.0079.12.31、 地球 連邦 軍 が 宇宙 要塞 アパ オア ・ ク ー 2 隻 の ムサイ 級 軽 巡洋艦 と 共に 進行 し た (ヨー ツ 
へ と 侵攻 し 、N フ ィ ー ル ド お よび S フ ィ ー ル ド を 中 心 に 戦闘 が 開始 は 、 地 球 連 邦 軍 の 攻撃 に 晒さ れ な が ら 5 も E フ ィ ー ル ド の 前 線 を 横 


断 し 、 全 散布 フレ ー ム を 用 
一 斉 出 撃 させ た 。 最適 の タイ 


て 30 機 以上 の MP-02A オッ ゴ を ア ・ バ オア ・ ク ー の 防衛 体制 


る 。 グラ ナダ 管制 区 の 戦闘 直 
グ は 、 未 着任 の テス トバ イロ 
され る こと と な っ た 。 た 
ツン ヘイ ム 


・ バ オア クー 四 域 で 泊 戦 が 始ま る 中 、 8603 は 主 埋 場 で は な い E フ R 1 ツン ヘイ ム ) は 激しい 
ルド に 展開 , この 時 点 に お いて も ビグ ・ ラ ング は 調整 中 だ っ た オッ ゴ 隊 の 屋 開 に ング も 到着 し 


民 グ を と オッ ゴ 隊 の 戦い E フ ィ ー ル ド 撤 退 支援 戦 


巨大 輸送 空母 (ドロ ス ) の 撃沈 に より N フ ィ ー ル ド の 防衛 綱 衛 司令 部 か 
が 上 壊し 、 ア ・ パ オア ・ ク ー に 地球 連邦 軍 が 取り 付き 始め B 
グ と オッ ゴ 隊 は E フ ィ ー ル ド を 維 


た 。 この 際 、 脱出 路 と な っ 
、603 は 独自 の 判断 で 昔 闘 行動 を 
開始 し た 。 戦闘 の 結果 、 ビ ピグ ・ ラ ング や 多く の オッ ゴ が 失わ れ た 
(この 時 点 で 7 機 の オッ ゴ を 誤 失 ) も の の 、 カ スペ ン 大 佐 や キャ ディ ラッ ク 特務 大 尉 、 他 部 隊 の 有志 
来 の 任務 で ある オッ ゴ へ の 補給 を 行 ら の 参戦 も あっ て 脱出 路 の 雑 持 に 成功 。 最後 の 艦艇 の 脱出 を 
ヨー ツン ヘイ ム 》 は 、 味 方 の 回 収 を 進め て お り 、603 は 善戦 。 確認 し た (ヨー ツン ヘイ ム ) は 、 サ イド 3 に 帰還 し た 。 この 戦闘 で 
を 続け て いた 


持 し て お り 、 地 選 


ジオ ン 公 国軍 の 各 艇 角 独 判断 上 ド は 脱出 
に な っ て いた 。 503 は 損失 を 彼 り な が ら も 、 脱出 店 の 孔 条 に 成 


Miustration by AKIO UNUMA 


機 


ダグ 


り 、 


sz 125-24 


125-25 


機動 戦士 ガン ダム SEED 


WORLD GUIDE 
オー ブ 近 海 の 死闘 


Battle of ARC ANGEL 
C.E.71 


アー クエ ンジ ェ ル を 受け 信 れ た | 
オー プ の 思惑 


力 を 示し た ウズ ミ ・ ナ ラ ・ ア スハ が 退任 し 、 ウ ズミ 
第 ホム ラ が 代表 首長 と な っ た の で ある 。 

CE.58 の 代表 首長 現任 
加 退 任 し た の に は 理由 が 
標 覆す る オー プ だ っ た が 、 秘 害 裏 に 
兵器 開発 に 協力 し て いた こと が 
資 任 を と っ て 職 を 辞し た の だ 
(へ リオ ポリ ス 〉 に お ける 試作 MS 群 
と 強襲 機動 特 装 艦 (アー クエ ンジ ェ ル 
れ に 該当 する 。 

大 西洋 連邦 と の 共同 


ウ 


開発 は 、 ウ ズミ の 関知 
し な いと ころ で 行わ れ た と 言わ れる (オー プ 一 大 氏 
族 の ひと つ サ ハク 家 し た と の 説 る ある )。 し か 
し 、 国 策 に 反する 行為 が 行わ れ た に も 拘ら ず 代表 
首長 が 「 知 ら な い 」 で は 済ま され な 
は 代表 首長 の 


そん な 時 、 オー プ 近 海 で (アーク エン ジェ ル ) と が 
フト の ザラ 隊 が 交戦 する 事態 が 発生 する 。 この 際 、 


オー プ ブ は 領海 内 に 入っ た (アー クエ ンジ ェ ル 》 を 了 嫌っ 
た うえ 、「 《 ア ー ク エン ジェ ル )》 は 領海 外 に 出 た 」 と す 
る 公式 発表 を 行っ た 。 し か も 、《 ヘ リオ ポリ ス ) 以来 の 
戦闘 で 損傷 し た (アー タク エンジェル)》 と GAT-X105 ス 
トラ イク を 修理 し て いる 。 

明らか に 中 立 義 務 違 反 の 行為 だ だ が 、 オ ー プ に も 
守る 
軍事 力 、 特 に ナチ ュ ラル 用 MS を 必要 と し た 
アー クエ ンジ ェ ル 》 の デー タ と 人 材 を 欲し 


時 、 オ ー プ の モル ゲン レー テ 社 で は 主力 MS の 
MBF-M1 M1 ア スト レイ が 開発 中 で あり 、 ハ ー ド ウェ 
テア は 完成 レベ ル に 達し て いた 。 だ が 、 国 民 の 大 半 
まり 軍人 の 大 占め る ナチ ュ ラ ル 
用 0S が 未完 成 で あり 、 その 開発 を 急い で いた 。 
そこ で オー プ は 、 ス トラ イク の OS を 短 時 間 で 書き 
換え た キラ ・ ヤ マト の 協力 を 仰い だ 。 キラ の 能力 は 
突出 し て お り 、 わ ず か 4 日 イ の ナチ ュ ラ 
ル 用 OS は 実用 レベ ル EE 
アー クエ ンジ ェ ル )》 の 受け 入れ を 
代表 首長 の 座 を 退 い た は ず の ウズ 
クエ ンジ ェ ル 》 に 娘 カ ガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ が 乗っ て は 
いた が 、 そ れ は 考慮 きれ な か っ た よう で 、 オ ー プ の 防 
衛 力 強 化 の た め (アー タク エンジェル ) を 匿っ て いる 。 
人 港 か ら 約 3 週間 後 、( ア ー ク エンジェル 》 は オー 
プ を 発ち アラ スカ 基地 に 向かっ た が 、 そ こ に 待ち 橋 
えて いた の は これ まで 以上 に 過酷 な 状況 だ っ た 。 
(フイ ・ タ ルゥ カ CE74) 


た の は 、 


歴史 フォ ー カ ス : オー プ 近 海 の 死闘 mM9 sm 2 
| 


関連 ファ イル 


GAT-X105 スト ライ ク ガ ンダ ム SEEp.o1.01 RE 
アー クエン ジェル SEED.01.22 CO26: オ ー 
ャ マト SEED 0g 0 自負 で 構成 され た 国家 。 中 立 を 
・ ナ ラ ・ ア スハ SEED.02.2 国 時 と し て いた が 、 実際は 大 本 
OSH^A 彰 融 SEED-03-1 LT 
ーー SEED 93.39 MW た こと が 起因 と な り 、 接 に 国 二 が 


Mlustration by MASAKI HIRAOKA 


陽 と を る 


Color by NAGISA ABE Spcial Efict by YUICHI FURUICHI Background by ATELER MUSA 


新た な 因 命 に 相対 し た 
「G」 の パイ ロッ ト た ち 


園 プリ ッ ツガ ンダ ム 、 撃破 
キラ と の 再会 か ら アー クエ 

た アス ラン は 、 待 ち 伏せ を 届 

を 出港 し た アー クエ ンジ ェ ル に - 
、 ブ リッ ツガ ンダ ム と ニコ ル 
失い 、 搬 退 し た 。 同時 期 、 ブラ ン | 


IGAT:Xq| 0d] 


掛け る 


ザラ が 議長 


この 時 期 、5 人 の 第 1 期 GAT-X シ リー ズ の パイ ロッ 
ト た ち は 、 新た な 状況 に 置か れ た 。 

スト ライ ク の キラ は 、 ア スラ ン と の 戦闘 で 
きれ た が 、 マ ルキ オ 導 師 の 仲介 で プラ ント の クラ イン 
慌 に 魔 わ れ た 。 イ ー ジ ス の アス ラン は 乗 機 を 自 燥 させ 


愛 けた : 


就任 する と 共 


スピ ッ ト ブ レイク ] が 可決 され 


固 キラ 、 


MS 開発 に 協力 


キラ は オノ ゴロ 島 の 地下 施設 
1 アス トレ イ に 搭載 す る ナチ ュ ラ ル 用 OS 


ル と スト ライ ク ガ ンダ ム の 修理 を 行っ て い 


る 。 同 時期 


聞 が 自国 領 近 海 で 行わ れ て い 
る こと を 寄 知 し た オー プ は 、 領 
海 内 に 艇 隊 を 派 中 両 軍 を 東 


: ル を 自国 内 へ と 匿っ て い 
る 。 この 際 、 前 代表 の ウズ ミ | 
アー クエ ンジ ェ ル に 対し 、MS 開 


アー クエ ンジ ェ ル 
の 進路 


クエ ンジ エル 》、 オー ブ に 奇 港 


CE71.03.23、《 ア ー ク エン ジェ ル ) と ザラ 隊 が オー プ 近 海 で 
変 戦 。 これ を 受け た オー ブ は 艦隊 を 祝 海 内 に 展開 し 、 両 軍 を 率 
制 し た 。 戦闘 の 未 、 オー プ は 領海 内 に 着 水 し た (アー クエ ンジ ェ 
ル )》 を 共 捕 し た が 、 公 式 に は (アー クエ ンジ ェ ル 》 は 領海 外 に 出 
た と 発表 し て いる 。 この 際 、 オー ブ 前 代表 首長 ウ : 
スハ は 《 ア ー ク エン ジェ ル 》 に 対し 、 第 1 期 GAT-X シ リー ズ の 実 
戦 デ ー タ の 提供 と キラ ・ ヤ マト の 協力 を 要請 し : 


カガリ は 自身 の 正体 を 明か し (アーク エンジェ ル ) を 助け よう と ( 
の た め MS を 必要 と し た オー プ は (アー クエ ンジ シェ ル ) を 上 っ 


較 オー ブ 北 部 の 戦闘 


4 月 1 日 、 プ ラン ト 最 高 評議 会 で 講 胡 選 挙 が 行わ れ 、 


バト リッ 


ク ・ ザ ラ が 睦 長 に 就任 。 同時 に 「 オ ペレ ーション ・ ウ ロボ ロス ] の 


キラ と の 再会 か 5 (アー クエ ンジ ェ ル ) の 存 
は 、 オ ー ブ の 北部 海域 で 待ち 伏せ を 実施 。 
そし て 4 月 15 日 、 オ ー プ を 出 た (アー クエ ンジ ェ ル ) と 交戦 し た ザ 
ラ 隊 だ が 、 ニコ ル ・ ア マル フィ を 失い 撤退 し た 。 


直径 、 ジ 
た 。 この 戦 凌 で ブリ ッ ツ が 撃破 まれ 、 ニコ ル も 戦死 し て いる , 


ザラ 隊 も オー ブ に 侵入 し 


ジェ ル の 捜索 を 開始 し た 


園 キラ 、 アス ラン と 再会 する 
キラ の 協力 に よる ナチ ュ ラ ル 用 0S は 完 
アー クエ ンジ ェ ル を 捜 
が 、 発見 に は 至っ て 
いな か っ た 。 施設 の 周辺 を 捜索 する ア 
スラ ン は 偶然 か ら キラ と 再会 し て 


オー プ 軍 
の 進路 


Er 


峰 キラ 、 オ ー ブ の MS 開発 に 


オー ブ の 要請 を 受諾 し た (アー クエ ンジ ェ ル 》 が キラ を 派遣 。 キ 
ラ ほ オノ ゴロ 島 の 地下 に 建設 され た モル ゲン レー テ 社 の 施設 
お いて 、 オ ー ブ 軍 主力 MS の M1 ア スト レイ の 開発 に 協力 し た 
れ を 受け た オー ブ も (アー クエ ンジ ェ ル )》 と スト ライ ク の 修理 を 進 
め て いる 。 3 月 25 日 の こと だ っ た 。 ほぼ 同時 に ザフト の ザラ 隊 が 
オー ブ に 潜入 し 、 モ レ ゲ ン レー テ 社 の 社員 を 装っ て (アー クエ ン 
ジェ ル 》 の 捜索 を 開始 し 


は 、M1 ア スト レイ の ナチ ュ ラル 用 OS の 開 人 
、 協 力 者 の 却 援 に より オー ブ に 潜入 し て い 


ニコ ル を 失っ た ザラ 隊 は 報復 を 決意 し 、《 ア ー ク エン ジェ ル )》 を 
追尾 。 4 月 17 日 、 群 島 海 域 で (アー クエ ンジ ェ ル ) を 捕捉 し た ザ 
ラ 隊 は 攻撃 を 仕掛 けた 。 この 戦闘 で く ア ー ク エン ジェ ル ) は 不 時 


が 戦死 。 ザラ 隊 は パス ター の ディ ア > 
アス ラン が イー ジス を 自爆 させ 


キラ の 友人 トー ル が アス ラン の 攻撃 で 埋 死 。 アス ラン は 脱出 後 イ ー ジ ス 
を 自 頂 させ て スト ライ ク を 撃破 。 キラ の 生死 は 確 放さ れ な か っ た 


ーー 


て スト ライ ク を 上 没 破 し た 後 、 オー プ に 救助 きれ プラ ント 
本 国 へ と 帰還 。 デュ エル の イザ ー ク は 地球 に 残り 、 ラ 
き 流 。 パス ター の ディ アッ カ は (アー 
クエ ンジ ェ ル 》 の 捕虜 と な り 、 プ リッ ツ の ニコ ル は キラ に 
撃破 きれ 、「G」 パ イロ ッ ト 初 の 戦死 者 と な っ た 。 


AM 


固 アー クエ ンジ ェ ル 、JOSH-A へ 
油 の 接近 を 受け た アー クエ 
ブ に 教 難 要 請 を 出す と 戦域 を 離脱 。 これ を 
プ は 周辺 を 捜索 し 、 ア スラ ン 
トラ イク ガン ダム を 回 収 。 アス ラン は プラ 
ト に 引き 渡さ れ て いる 。 な お 、MIA7 

ラ は 、 プ ラン ト の クラ イン 邸 に 医 わ れ て いた 。 


エル は 、 オー 


語 2 ル Ahox 計 
ベリ コブ タニ 


回 キラ 、 未 帰還 と な る 

アー クエ ンジ ェ ル を 追尾 する ザラ 
隊 は 、4 月 17 日 、 群 島 海域 で 捕 
捉 す る と 攻撃 を 実施 。 この 戦 


ライ ク ガン ダム 

は 中 破 し 、 キ ラ も 行方 不明 と な っ 

な お 、 ザ ラ 隊 も イー ジス ガン ダ 

ム が 和 失わ れ 、 パス ター ガ ン ダム の 

イア ッ カ ・ エ ルス マン が アー クエ 
ンジ ェ ル の 捕虜 と な っ た 。 


ustration by AKIO UNUMA 


較 キラ と アス ラン の 再会 


オー ブ に 潜入 し た ザラ 隊 だ が 、《 ア ー ク エン ジェ ル )》 は オノ ゴロ 
島 の 秘密 ドッ ク に 格納 され て いた た め 発見 で き な か っ た 。《 ア 
クエ ンジ ェ ル 》 の クル ー と な っ た オー プ の 少年 少女 た ち は 、 
部 で 親 た ちと 再会 し た ( 隊 隊 し た わけ で は な く 、 少年 少女 た ちの 
軍 籍 は 変わ っ て いな い )。 キラ は M1 ア スト レイ へ の 開発 協力 を 
口実 に 両親 と は 会 わな が か っ た が 、 施 設 の 周囲 を 探っ て いた アス 
ラン と 介 然 再会 し て いる 。 3 月 28 日 の こと だ 


り 、M1 ア スト レイ の ナチ ュ ラル 用 0S は 実用 レベ ル に 遅し 
(は フェ ンス 越し の 再会 を 上 果たし た 


フト MS の 接近 を 察知 し た 《 ア 
ラ と トー ル の 捜索 も で き な いま ま 戦域 を 離脱 。 この 際 ( ア ー ク エン 
ジェ ル 》 は オー プ に 秒 難 要請 を 出し て いる 。 これ を 受け て 派遣 


アス ラン は オー ブ 
っ た た め 、 ザフト に 引き 渡さ れ た 。 MIA と 認定 され 
た キラ だ が 、 実際 は プラ ント の クラ イン 邸 に 衣 わ れ で いた 。 


戦域 を 離脱 し た (アー クエ ンジ ェ ル ) は アラ スカ 基地 の 防空 国内 へ 。 死 
上 を 演じ た キラ ヒア スラ ン は 、 ふた り 共 に 生存 し て いた 。 


ME サラ イズ 


125-26 


125-27 


北ア メリ ア と 周 


ン ハ ザー ド 後 、 北 米 大 陸 (北ア メリ ア ) に 
国家 は 置か れず 、「 ロ ー 
治す る 複数 の 領地 
フロ ジス トー ン や 太陽 発電 芝 を 
が 普及 し た 


を 利用 し 艇 能 や MS の 技術 は 意図 的 に 圭 還 

され た 。 

連 の 社会 操作 は 、 ナ ノ マ シ ン ハザード 以前 の よ 

LSW と を ら の も の で あり 、 状 況 

わっ て いな い 。 

に は 、 10 の 領地 が 存 

在 する 。 イ ング レ サ 伯 フロ リャ 領 プ グル ジ ャ ー ナ 和 領 

エリ ソサ 所 く 領 プ メ ジコ 人 
チャ パス 領 クッ パ 領 が それ で あ 

る 。 これ に サル パドル 領 と 2 箇所 の 無 属領 (Owner- 


辺 地域 の 勢力 


less Domain) を 加え る 場合 も ある 。 中 で も イン グレ ッ 
サ 領 と ル ジ ャ ー ナ 領 は 有力 な 地域 と し て 知ら れる 。 
北ア メリ ア 東岸 に 位置 する イン グレ ッ サ 領 は 、 領 主 


名 代 グ エン ・ サ ー ド ・ ラ イン フォ ー ド の 時 f 近 
代 化 が 進ん だ し 以前 も 他 領 と 同 クラ ス の 
文明 レベ ル を 、 機 械 技術 の 積極 的 開発 を 


推奨 し 産業 革命 を 目指 す グ エン の 政策 に より 、 首都 
ノッ クス を 中 し い 発 展 を 遂げ た の だ 

イン グレ ッ サ 領 で 工業 化 が 進ん だ 一 因 に は 、 ム ー 
ン レ ィ ス の 地球 帰還 作戦 が ある 。 サン ベル ト 地帯 を 
巡る ムー ン レ イス と の 交渉 を 通じ て 、 軍 事 力 の 必要 
性 を 感じ た 北ア メリ ア の 領主 た ち は 「 ミ リ シ ャ 」 を 組織 
し で も イン グレ ッ サ 領 は ミリ シャ の 整備 に 積極 
的 で 、 ダ エン の 皇 の 機械 化 も 行わ れ た 


イン グレ ッ サ ・ ミ リ シ ャ が 特殊 だ っ た の は 、 兵員 ・ 物 
資 輸 送 用 の トラ ッ ク だ け で な く 、 装甲 車 ゃ 長 算 離 師 、 
較 定 環 の 航 な ども 多数 配備 し ある 。 こ 
れ は グエン の 工業 化 政策 に よる 部 分 が 大 きい 

イン グレ ッ サ 領 と 力 : の が 、 北 アメ リ 


了 中 部 の ル イン グレ ッ サ 領 で MS 
の 発掘 が 始 ナ 領 も マウ ン テ ン ・ サ イク 
ル の 発掘 作業 を 進め 、 早 い 時 期 に MS 部 隊 「 ス エサ 


ナ 領 


る と 、 


(vy) aD3 we . 


Organization in 


イド 隊 」 を 編制 、 イ ンダ レッ サ シャ と 協同 し て ディ 
了 アナ ・ カ ウン ター と 交戦 し て いる 。 

北ア メリ ア 以 外 に も 人 間 の コミ ュ ニ ティ は 存在 す 
る 。 旧 ヨ ー ロ ッ パ の ガリ ア 、 旧 南 米 北部 の アデ スカ が 
有名 ら の 地域 と 北ア メリ ア の 交流 は 少な い 
(これ も ナノ マシ ン ハ ザー ド 後 の 社会 ・ 技 術 操作 の 
産物 と 思わ れる )。 デス カ の 文明 レベ ル は 巨 
石 文明 時 代 の も の と い . 支え な く 、 北 アメ リア 
と は 陶 絶 し た 世界 に 


つて いる 。 


(執筆 者 、 執筆 時 期 不明 ) 
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Fue PREMEW 
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信昌 レベル は 沈 っ て いた 


Mhustation by KAITO 00MOTO 


北ア メリ ア と 
周辺 地域 の 地勢 


ナノ マシ ン ハ ザー ド 後 に 決定 きれ た 北ア メリ ア の 分 
割 統 治 体制 や 文明 レベ ル な ど は 、 ほ と ん ど 変 化し て 
いな い 。 た だ し 、 正 暦 2340 年 代 に は イン ダグ レッ サ 領 や 
ル ジ ャ ー ナ 領 を 中 心 に 社会 ・ 技 術 的 な 変化 が 起き た 。 
北ア メリ ア の 外 で は 「 伝 統 的 」 な 社会 が 続い た よう だ 。 


穀 廊 地帯 や 無人 地域 が 占め る 面積 が 広い 。 アデス カ 以 外 の 北ア メリ ア 
の 外部 地域 と し て は 、 流 落し た グエン が 向 か - リア が 知ら れる 。 

イン グレ ッ サ 領 ル ジ ヤ ー ブ ナブ 領 

分 割 統 治 き れる 北ア メリ ア の 領地 の ひと Nc 1 ンス ルン ュー ノ ま が 洛 め る 張 地 。 北ア メリ ア 
つ 。 グエン の 工業 化 政策 に より 、 北 アメ リア 腺 に より 政体 化 。 の の 内 陸 部 に 位置 する が 、 イ ング レッ サザ 領 に 面 
の 誰 と 呼べ る カ を 培っ た が 、 ディア ナ ・ カ ウン ・ 仙 県 が 只 ん だ デル し て いる うえ 、 大 規模 河川 を 介し て 海洋 に ア 


ター の 攻撃 で 大 き な 損 害 を 被っ た 。 クセ ス で きる な ど 交通 の 便 は 悪く な い 。 


徹底 的 に 電動 化 きれ て いる こと を 除け ば 、 西暦 か 北ア メリ ア の 他 領 と 同様 、 西暦 1900 年 代 初期 
1900 年 代 初 期 の レベ ル に 近い 。 主要 な 産業 は 画定 且 機 が 利用 と 同 程度 で 、 動 力 は 太陽 発電 芝 や フロ ジス トー ン 
重工業 、 色 山 の 軍 党 採 拓本 製 )、 大 陽介 する 空港 まで 寺 設 , エ ニー を 利用 し た 電動 機 問 。 イン グレ ッ サ 頒 と の 交流 か 


の 落 需 、 フ ロジ スト ー ン の 採取 、 農 基 な ど で あ る 。 王 議 二葉 化 を 促 送 し た 。 


ノッ クス 

イン ダレ ッ サ 傾 の 首都 多 
大寺 貸 物 が 立ち 並ぶ 他 、 鉄 
道 " 水 路 ご 空路 な ど が 整備 


海軍 の 拠点 が 置か れ た 。 


ドレ ッ ド ノー ト 型 戦艦 | 
(シャ ン ゼ リー ノ )》 


MS-05 
(MS-06) 
ボル ジャ ー ノ ン 
テ \ 
フッ クス 部 外 の 田 番 町 。 ハイ ム 家 が 経営 する 鉱 
山 は 、 イ ング レッ サ 領 で 進め られ た 工業 化 政策 に 必 = 
i 旧 南 米 の 赤道 上 に 位置 する 王政 共同 
体 。 北ア メリ ア と の 交流 は ほとん ど な く 、 住 民 


住民 の 気質 や 文明 レベ ル は 大 きく 異な る 。 黒 歴 
領主 一 族 の ライ ン フ ォ ー ド 家 を 筆頭 に 、 第 一 史 時 代 の 事件 が 、 神話 と し て 残っ て いる 。 


次 一 第 三次 産業 に 従事 する 人 々 が 多数 大 
住 。 地球 帰還 作戦 の 直前 に は 、 ム ー ン レ ィ イス 
の 複 検体 も 送り 入 まれ 生 活 す る よう に な っ た 。 
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首都 マニ ュー ビ チ に は 黒 歴 中 時 代 の 適 物 が 
埋没 し て いる が 、 技 術 は 巨石 文明 レベ ル 。 電気 
も 利用 され て お ら ず 、 武器 は 刀 栓 や 弓矢 程度 。 


マニ ュー ビ チ は 食 地 に 位 
DE 置 し 、 他 の 地域 と は 呈 総 さ 

れ て いる 。 建物 は 石造 り 
生生 コ の も の が ほとん ど で 、 地下 
に も 石和 り の 水路 や 神 典 
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正 礎 2343 年 頃 か ら 、 ム ー ン レ ィ ス の 地球 
降下 を 想定 し た 軍事 組織 ミリ シャ を 結成 。 航 
空欄 や 装甲 車 な どの 兵器 も 配備 し た が 、 ディ 
アナ ・ カ ウン ター に は まっ た く 敵 わな か っ た 。 


地球 運 作 培 和 、 
ツガ ンダ ム や カブ ル な ど っ 
の 発 揚 兵 問 を 装備 し 、 SystemvV99 =。 マニ ュー ビ テ 

ディ アナ ・ カ ウン ター に 品 こ Y ガ ンダ タム アデ スカ の 中 心 都市 。 神殿 を 頂点 と する 傾 終 地 に 建 
寺 朱 可能 と な っ た a 3 議 さ れ た 。 向かっ て 後方 は 電流 し た マス ドラ イ / 


主 は ライ ン フ ォ ー ド 家 で ある 。 グエン ・ サ ー| 
が 領主 名 代 の 時 代 ( 正 暦 2340 年 代 前 期 ) に 、 重 工業 を 中 
心 に 大 きく 発展 し た 。 立地 的 な 問題 か ら 、 ガリ ア に 対す る 防 
壁 と し て の 役割 も あっ た よう で ある 。 


| 2 | ルウ ャ ー ナ 人 = 

北ア メリ ア の 内 陸 者 に 位置 する 領地 。 イン グレ ッ サ 領 と 
は 東側 で 境界 線 を 接する 。 無 属領 の ヒュ ー ズ は 飛び 地 で あ 
り 、 軍 港 が 置か れ た 。 首都 は オー ルト ン で 、 領 主 に 
ノ 家 で ある 。 領主 の 未 娘 リ リ ・ 
に な る な ど 、 イン グレ ッ サ 額 と は 深い 関係 に あ . 


置 する 箱 地 。 、 間 者 は ノ ツ 


方 、 旧 南ア メリ カ の 赤道 


ー ナ | 
入 。 正 大 


イン レッ 


由 楓 も 全 用 


文明 レベ ル の 都合 上 、 住民 は 第 一 


ロジ スト ー 
た 電動 和 動車 が 赤 及 
「 ロ ケッ ト 」 を どの 故 空 


クス で 、 


イン フォ ー ド 


ジャ ー ノ が グエン の 許 指 


首都 は マニ ュー ビ チ で ある 。 文明 レベ ル 
は 政文 明 に 近く 、 機 械 は まっ た く 使わ れ て いな い 。 政治 形 
態 は 王政 で ある が 世 凍 で は な く 、 新 王 が 「 力 を 失っ た 」 旧 王 
を 倒す こと で 王位 の 継承 が 行わ れる 。 


正 居 2000 年 代 、 ル 


領 は 無 属領 


の 港町 ヒュ ー ズ を 購 


12340 年 代 の 


ヒュ ー ズ は ミリ シャ の 軍 
港 と し て も 使わ れ た 


Ss 


領 同様 、 フ 
ン を 利用 し 


され た 


ス の 核 」 の 伝承 だ 


次 産業 の 


従事 者 が ほとん ど を 占め る 。 王 科 は 世 舞 で は な 
く 、 新 王 が 旧 王 を 倒す 「 王 殺し 」 で 継承 され る 。 


ょ 
2 
ウ 
ゥ 
ド 
ル 


、 伝承 や 迷 


MR サン ライ ズ 


ュ ン 


125-28 


機動 戦士 V ガ ンダ ム 
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ビ ピッグ ・ キ ヤノ ン 発 身 


U.C015305.06、 リ が ・ ミ リティ ア が 攻撃 衛星 カイ ラ 
ス ・ ギ リー の 巨大 ビー ム 砲 [ビッグ ・ キ ャ ノン 」 を 使用 
RE り 、 ザ ンス カー ル 帝 国 の 首都 コロ ニー 
( 了 メ リア ) 周辺 に 展開 中 の ベス パ 主 力 艦 隊 「 
ター マ ・ ズ が > 艦隊 」 が 大 打撃 を 寝 っ 
I コロ ニー の 近傍 で 戦略 ビー ム j 
る 暴挙 (そもそも の 攻撃 目標 は (アメ リア ) の 港湾 区 
画 ) 方 ・ ミ リティ ア が 出 た の に は 理由 が ある 

リガ ・ ミ リティ ア の 宇宙 へ の 展開 は 、 地球 陶 レ ベル 
の 短 威 と な る カイ ラス ・ ギ リー の 無力 化 を 第 一 目的 
と し た も の だ が 、 戦 局 の 中 で は 別 の 意味 を 持っ て い 
た 。 それ が 、 地 球 連 邦 軍 の 一 部 や サイ ド 2 の 反 ザ ン 
スカ ー ル ・ コ ロニ ー 群 と 連携 し た 、 ザン スカ ー ル 帝国 
の 包囲 ・ 封 じ 込 め 戦略 だ っ た 

この 戦略 で は リガ ・ ミ リティ ア が : 
隊 を 、 サ イド 2 連合 艦隊 が ムッ ター マ : 
戦 す る こと で 、 ザン スカ ー ル 帝国 の 宇 人 
する 予定 だ っ た と 思わ れる (地球 連邦 軍 は 、 必要 | 
応じ て リガ ・ ミ リティ ア か サイ ド 2 連 合 艦隊 に 協力 する 
な っ て いた 携 様 )。 し か し 、 地 球 連 邦 軍 が 総体 
は 動か な か っ た こと か ら 、 地 球 連 邦 3 


を | 
有 
第 隊 も ムッ ター マ ・ ズ ガン 算 隊 に 苦戦 し て し まう 。 

そこ で リガ - ミ リティ ア は サイ ド 2 連 合 艦隊 の 壊滅 を 
避け つつ 、 ベス パ の 戦力 を 縮小 させ る 必要 も あっ て 
(アメ リア ) へ と 侵攻 する 。 MS 部 隊 に よる (アメ リア 〉 
空襲 で サイ ド 2 連 合 艦隊 の 撤退 を 支援 し つつ 、 カ イラ 
ベス パ 宇 宙 戦 力 の 中 核 で ある ムッ ター 
マ ・ ズ ガン 艦隊 を 叩 こう と いう の で ある 。 

当時 の リ が ミリ ティ ア の 宇宙 戦力 は 、 改 造 艦 《 リ ー 
ン ホ ー ス Jr.) と その 艦載 MS 部 際 が ほほ すべ て で 
り 、 電撃 的 な 《 ア メリ ア ) 空 製 と 礎 取 し た カイ ラス ・ ギ 
リー に よる 攻 繋 は 、 少 な い 戦力 で 最大 の 戦果 を 挙げ 
られ る 作戦 で あっ た 。 カイ ラス ・ ギ リー に よる (アメ リ 
ア ) 港湾 部 へ の 攻撃 も 、 非 人 道 的 な が ら 
だ っ た こと は 間違い な か っ た 
アメ リア ) 港湾 部 の 破壊 こそ 免れ た も の の 、 リ が ・ 
ミリ ティ ア の 戦術 に 乗せ られ た ザン スカ ー ル 帝国 で 
は 別 の 問題 も 浮上 し て い 女王 マリ ア の 娘 シ ャ ク 
ティ ・ ガ リン の 存在 赴 兄 と 、 元 カイ ラス ・ ギ リー 艦隊 司 
令 タシロ ・ ヴ ァ ゴ 大 佐 の 処 財 で ある 。 

中 で も タシロ 大 佐 は 政治 闘争 に 敗れ 、 ギロチン で 
処刑 きれ そう に な (7 メリ ア ) 空 筐 で 処刑 は う や 
も む や に な っ た が 、 タ シロ 大 佐 は この 恨み を 忘れ ず 、 
戦争 未 期 の ザン スカ ー ル 帝国 に 混乱 を も た らし た 。 
シャ クティ も 女王 マリ ア に 準じ る 能力 を 持つ 「 代 替 」 
と し て 、 戦争 末期 の キー に な っ て いく 。 

("ネー ムレ ス " ジ ョ ン ・ ス ミス ULCO155) 関連 ファ イル 
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固 (アメ リア ) 内外 で の 事件 


園 (アメ リア 〉 へ の 再訪 
再度 (アメ リア ) に 潜入 し た 
ソ た ち は 、 女王 マリ ア を 人 質 に 
し て 法 走 し よう と する が 、 捕 張 き 


この 際 。 喚 と な っ た ウ 
スパ に 拘束 され る が 
出 

機 V2 ガ ンダ ム 6 


アー ク 


ウッ ソ vs "人 食い 虎 " 


UC.0153.04.28、(《 ラ ビア ン ロ ー ズ DV) と 接触 
ティ ア は 、 (リー ン ホー ス 》 と (スク イー ド 1 ) を | 

Jr.) の 建造 進め た 。 同時 に 周辺 宙 域 で 生存 者 の 提 
、 ウッソ は ペ ベス パ 土 官 ゴッド ワル ド ・ ハ イン 中 尉 と 再 
状態 と な る 。 リガ ・ (の 増援 を 受け て 一 時 質 
退 し た ゴッド ワル ド だ が 、 再 び 攻 撃 を 仕掛 けた 。 この 戦闘 で ウッ ソ 
は 、 ゴッド ワル ド 隊 を 壊滅 させ で いる 


ウッ ソ た ち 、 再び (アメリア 〉 へ 


旗艦 と の 合流 が 困 離 と な っ た ウッ ソ た ち は 、 再 び ( ア メリア) 
ガン 艦隊 の 履 骨 式典 が 行わ れ て いる 港 
ち は 、 女王 マリ ア を 人 質 に し て 送 亡 を | 
と マー ペッ ト は 補 ま っ た が 、 別 ルー ト を 選 
中 央 広 
ロ チ ン に か けら れ そ うに な っ た も の の オデ ロ た ち 
で 逃れ 、 替 回 し た MS に 乗り 込ん だ (5 月 6 日 


アメ リア ) 戦 
首都 へ の 空 敵 
び 戻 きせ 、 そこ を カイ ラテ 
砥 滅する も の と 考え て いい 
に より 、 壊滅 寸前 の サイ 


お ける リガ が ・ ミ リティ ア の 作戦 と は 、 
ムッ ター マ ・ ズ ガン 艦隊 を 本 国 に 呼 
ギリ ー の ビッ グ ・ キ ャ ノン で 

ズ ガ ン 盤 隊 の 本 国 帰 較 
合 艦隊 を 救う だ け で は 


結果 的 に ズ ガ | 
は モ 艦隊 に よる 
に 移し 、 ザン スカ ー 


争 2 


ホー ス Jr.》、 挟撃 を 受け る 


隊 と コン ティ オ 戦 隊 


か ら 兵 撃 を 受け た 。MS 部 隊 の 活躍 で 誰 地 を 脱 す る が 、 ウ ッ ソ 


を は じ め と する 小 部 隊 は 、 


に 失敗 し て いる 


園 ビッ グ ・ キ ャ ノン 、 
発射 

リガ ミリ ティ ア は 、 キャ 
(アメ リア ) の 港湾 部 

を 砲撃 する 作戦 を 実施 。 

発射 まで の 時 間 を 稼ぐ た め 
動作 戦 が 展開 され : 


グ ・ キ ャ ノン の 照準 が ずれ 
長 開 中 の ムッ ター マズ ガン 


SMB03A 


Neiis Se 


園 “人 食い 虎 " と の 戦い 
存 者 の 近 


ス Jr.》 の 建造 が 進む 中 、 周 辺 宙 域 で 生 
る ウッ ソ は 、“ 人 食い 虎 "の 異名 を 持 
つ ゴ ッ ド ワ ル ド ・ ハ イン と 接 藤 し 、 交 戦 状 


結果 、 ウッ ソ は ゴッド ワル ド 隊 を 壊 減 に 追い 込ん だ 


ウッ ソ 、〈 ア メリ ア )〉 に 潜入 


ザン スカ ー ル 帝国 | 
た め 、 ウ ッ ソ た ち が サ イド 2 百 
ル チ ナ ・ ク ラン スキ ー を 医者 ( th 
首都 コロ ニー (アメ リア ) に 潜入 し て いる (5 月 4 日 )。 その 頃 、 
メリ ア ) に 保護 され て いた シャ タテ ィ は 実母 で ある 女 玉 マリ ア と 百 
会 し た 。 同日 、 り ガ ・ ミ リティ ア 艦 隊 が (アメ リア ) を 空 本 し て 撤 
退 。 ウッ ツ た ち も 再 会 し た シャ クティ を 残し て 後退 し た 


、MS 前 隊 で (アメ リア ) を 空論 し ; 


リガ ・ ミ リティ ア 、 ビッグ ・ キ ャ ノン を 使用 


ベス パ の 拘束 か ら 逃 れ た ウッ ソ た ち が 脱 出 に 入る 中 、 リガ 

リティ ア は カイ ラス ・ ギ リー で (アメ リア の 洪 湾 部 を 砲撃 する 作 
アメ リア ) 内 お よび 周辺 に リガ ・ ミ リティ ア MS 部 
は 、 カイ ラス ・ ギ リー か ら ペ スパ の 目 を 逸らす 際 動 
)。 戦闘 の 未 、 カ イラ ス ・ ギ リー の 巨大 ビー ム 砲 [ピッグ ・ 
キャ ノン ] は 発射 され 、( ア メリ ア ) 軍 域 に 展開 し た ムッ ター マ ・ ズ 
ガン 艦隊 に 大 打撃 を 与え に は 命中 し な : 


liustration by AKIO UNUMA 


《 リ ー ン ホー ス Jr.》、 戦域 を 離脱 


(アメ リア ) 空 表 後 、 撤 退 に 入っ た リガ ミリ ティ ア の 旗艦 (リー 
ト ょ 、 サ イド 2 連合 艦隊 と の 戦闘 を 終え て 帰還 中 の 

ズ ガ ン 六 隊 に 発見 され た 。 結果 、 ム スガ 
を 発っ た コン ティ オ 戦 隊 (クロ ノ ク 
挟撃 され た 《 リ た 
これ を 突破 し た 。 し か し 、“ 


失敗 し て し まっ た 


ト 部 隊 が 合流 


〈 マ ケド ニア )〉 の 戦い 


ビッ グ ・ キ ャ ノン 発射 後 、 消 耗 し た 《 リ ー ン オォ 
13 日 、 サ イド 2 の (マケドニア ) に 寄港 し た 
Jr》 の 乗組 員 は 全員 拘束 され 捕虜 取 容 所 
の 身柄 確保 を 目的 と する ペ ス パ が ( マ ケ ド 
を 利用 し 、 脱出 し て いる 。 5 月 1 日 の こ 
た 示 、 ベ スパ の 】 
ンー ス Jr 


126.22 
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スペ ー ス ・ ア ー ク 隊 
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U.C 0123 に 勃発 し た コス モ ・ パ ビ ロ ニ ア 建 国 戦争 
に お いて 、 最 新鋭 MS で ある ガン ダム F91 を 運用 し た 
地球 連邦 軍 の 部 隊 が 、 通 称 ( ス ペー ステ ー タ ) 隊 で 
ある 。 フロ ンティア ・ サ イド 組 撃 を 生き 延び 、 タ ロス ボー 
ン ・ パ ン ガ ー ド 司令 官 で ある 鉄 仮面 (カロ ッ ゾ ・ ロ ナ ) 
の XMA-01 ラフ レシ ア を 渦 破 し た こと で 知ら れる 。 

F91 を 運用 し 、 鉄 仮面 を 戦死 に 追い 込ん 
ら エ リー ト 部 隊 と 思わ れ が ちな ヵ 
隊 だ が 、 実態 は 異な る 。 母艦 の 《( ス ペー ス ・ ア ー ク 》 
が 練習 盤 だ っ た こと か ら 理 解 で きる よ 
闘 部 隊 で は な か っ た の で ある 。 し か も 、 ク ロス ポー 
ン ・ パ バンガー ド に よる フロ ンティア ・ サ イド 租 撃 の 中 、 
教育 を は じ め と する 正規 軍人 の ほとん ど が 行方 不 
明 と な っ て お り 、 艦 長 代行 の レア リー・ エ ド ベ リ 中 慰 
(主計 准尉 ) を は じ め と する 士官 候補 生 や 訓 練 生 
が 中 心 と な ら ぎ る を 得 な か っ た 。 

さら に 驚く べき は 、F91 を 任 さ れ た シー プ ブック ・ ア 


期間 で F91 を 使い こなし 、 クロ スポ で 
に (突出 し た パイ ロッ ト 
れ て いる )。 

・ テ ー ク 》 に は 民間 
ブッ ク と 異な り 
艦 の 運行 を 


ク の 他 に も 《 ス 
の 少年 少女 が 多数 逃げ 込ん だ 
戦闘 任務 に あたる 例 は 少な か っ : 


補助 し 、 プ ロン ティ ア ・ サ イド か ら の 脱出 に 貢献 し た 。 
つま り (スペース ・ ア ー ク ) 隊 は 、 コ スモ ・ バ パ ビ ロ 
ニア 建国 戦争 緒戦 の 混乱 が 生み 出し た 臨時 編制 


抱え た まま 月 方 面 へ の 脱出 に 成功 し て いる 。 

E 官 候補 生 、 訓 醒 生 、 民 間 人 の 少年 少女 を 中 心 
と し た 編成 、「 ガン ダム 」 の 装備 、 白い カラ ー リ ング の 
は 艦 、 輝かしい 戦果 と いっ た 《 ス ペー ス ・ ア ー ク )》 隊 
戦争 時 の 《 ホ ワイ トペ ー ス ) 隊 を 之 
想 さ せる 。 も っ と も 《 ス ペー ス ・ ア ー タ )》 隊 に 、 それ 以 
外 の 特徴 が な か っ た わけ で は な い 。 (フロ ンティア 1) 
に 逃げ 込ん だ 際 、 コ ズ モ ・ エ ー ゲ ス 退 役 大 佐 を 中 心 


[ 剛 | mg09 mmlAM 


と する レジ スタ ンス が 《 ス ペー ス ・ ア ー ク )》 を 拠点 に 
し よう と し た の で ある 。 実際 〈 フ ロン ティ ア 1) に 入っ た 
《 ス ペー ス ・ ア ー タ ク )》 に 対し 、 コ ズ モ 退役 大 佐 は あれ 
これ と 指示 を 出し 、 シー プッ ク を F91 に 乗せ も し た 。 
も っ と も レア リー 艦長 代行 は 上 手 く 独自 行動 を 取 
り 、 艦 と レジ スタ ンス の 切り 離し に 成功 し て いる 。 彼 
女 の 判断 が な けれ ば 、《 ス ペー ス ・ テ ー ク )》 は (フロ 
ンティア T) の 戦闘 で 沈ん で いた か も し れ な い 。 
(ナイ ト ・ マ ンカ ッ ド UL.C.0153) 
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ジレ シア 軒 画 実施 


地球 軍 孝 (U.C.0096~0153) 
FILE PREVIEW 


MS も 配備 、 戦闘 も 行っ て いる 


Mustration by TAKUYA IO 


(スベ ー ス アー ク ) 隊 の 編成 


の 
混乱 を 受け て 、 練習 艦 (スペ ー ス ・ 
ク ) に 潜る れ た 土 窟 神 生 や 衣 線 生 ら 正久 の まく 


が 中 心 と な っ て 臨時 体制 で : 


ペー ス ・ ア 


ス や 難民 が 合流 し て いっ た 。 


艦長 以下 正規 の クル ー が 行方 不明 に 
、 士官 候補 生 と 訓練 生 が 秀 を 運 
決定 も 彼ら に よる と ころ が 大 きい 。 


(フロ ンティア 1) 入港 の 時 
ク ) は 、 ほぼ 士官 候補 生 や 
訓 線 生 の み で 運用 。 その 後 、 


/ いい 
後に MS は 5ongzz 


リィ か ら 回 収 し た も の 。 へ 


< EE 
ー ブ ッ ク た ち が 合 流し た 時 、《 ス ペー 
だ ス ・ ア ー ク )》 隊 の 装備 は 母艦 と 封印 が 


動 し た 。 


隊 の 母艦 は 練習 族 (スペ ー ス ・ ア ー ク ) 
練習 栖 と は 言っ て も ヶ ラ ッ プ 細 洋 径 の 泊 生 ce 
型 で ある た め 、MS 運 用 能力 を は じ め と する 機 a 
スペ ー ス ・ ア ー ク 隊 能 は 充分 な レベ ル に 達し て いた 
正規 の 乗組 員 ・ 教 官 
(行方 明 ) 


ce 1 に 2 
原生 を 持っ て お り 、 高度 
な 連用 性 を 有 し た 。 


サナ リィ の 施設 か ら 回 取 し た 新鋭 機 F91、 
ビル ギ ッ ト 少 出 の ヘビ ー ガ ン (24 番 機 ) 
載 。 クロ ス : ・ パ ン ガ ー ド か 5 投降 し た 機 


体 も 運用 し て いる 。 


F《 ス 


ワロン ティ ア T) 脱出 
で に F91 を 除く 3 模 
は 失わ れ 、 パ イロ ッ ト の 
半数 が 戦死 し た 


レジ スタ ン 大 が 枯 和 経験 の な い 軍 人 か 素人 。 途中 か ら 、 ペ ベラ 


ナ ら クロ 


操 艇 に す し な が ら 
も 、 な ん と か 《 ス ペー ス ・ \ 
ー ク 〉 を 軍用 。 上 級 桁 | ~ 
4 レジ スン ス の 相 示 』 に ポーン ・ パ ン ガ ー ド に よる フロ ンティア ・ サ イト 襲撃 の 
し 混乱 の 中 、 レ アリ ー 艦 長 代 行 の 下 で 臨時 に 編制 され た 。( フ ロン ティ ア I) 内 に 進入 後 、。 。 = 
ば らく そこ で 戦い 、 パ グ の 投入 時 に 月 方 面 へ と 苑 肝 し て いる 。 その 間 、 他 の 地球 連邦 軍 残 
存 部 隊 や レジ スタ ンス と 連携 し つつ 、 艦載 MS で の 防戦 を 線 り 広げ た 
F91 を 積み 込ん だ た めか 、 メ カニ ッ ク マ ン は 外 > 知 
充実 し て フ の ナン ト は 、 裏 方 と し て In ER 11 121 
て スペ ー ス ・ ア ー ク ) を 支え て も いた 。 | 
: Dy ス クロ スポ ボー ン ・ パ バン ガー ド の (フロ ンティア MV) か ら の 避 多 ン ・ バ パン ガー ド が 
リィ ズ ・ ア ノー の 助言 a + 保 攻 に よる 戦闘 の 中 で 正規 ク 。 民 の 合流 後 、 そ の 協力 に よっ て (フロ ンティア 1) の 制 に 動く と 


て 、F91 の バイ オ ・ 


正規 の バイ ロッ ト も 行方 不明 に な 
た め 、 他 の 部 隊 か ら 招い た 士官 や 民間 人 、 投 


降 兵 


(フロ ンティア 1) 進入 後 、 尊 難民 た ち が 《 ス p 
ベース ・ ア ー ク )》 に 集 っ た 。 (フロ ンティア MV 
の 子供 の よう に 軍 を 支援 し た 者 も いる 


パン ガー 
ド に 抵抗 する (フロ ン テ ィ 
プア 1) の レジ スタ ンス た ち が 


クロ スポ ー ン ・ 


(スペース ・ ア ー ク ) を 拠 
点 化 。( フ ロン ティ ア 1) か 
ら の 脱出 に は 同行 し て い 


な い 


(フロ ンティア 1 脱出 


ルー を 失っ た (スペ ー ス ・ ア ー F91 の パイ オ ・ コ ンピュータ ー ・ ア ー ク ) 隊 は 同 コ ロ 
ク )》 は 、 レア リー 艦長 代行 の 指 の F91 に は 民間 ら 脱出 。 MS 隊 で 英 部 隊 
押 で (フロ ンティア 1 へ ブッ ク が 搭乗 し た を 撃 鞭 し 、 月 方 面 へ 向 か 


F911 回 収 化 、 レ ジス タン ス の 顕 目 コ 2 の 辻 性 
ズ モ の 水先 案内 より 凄まじ い 坦 問 能力 を 
D) の 郊外 に 着陸 し た けた 


フロ ンティア 


F91 の 起動 と 
コロ ニー 内 で の 戦闘 


娘 べ う を 探す ナディ ア ・ ロ 
ナ ザ ー 時 身 を 寄せ た 


a 


機動 戦士 ガン ダム MS IGLO02 重力 戦線 
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が 比較 的 大 規模 な MS 部 隊 (RGM-79[G] ジ 中 尉 だ っ た が 、 囚人 部 隊 を 任 さ れる と ペタ ニー へ の 
ム を 装備 ) を 投入 し た e 復讐 を 胸 に 戦闘 を 繰り 広げ た 。 囚人 部 隊 の 部 下 も 、 
が 多用 され た こと な ど が 挙げ られ る 。 ジオ ン 公 国軍 の ネイ ズン 技術 中 尉 の 復讐 を 支援 し て いっ た 。 
ダ プ デ 隆 戦 艇 に よる 盤 師 射 貞 は 特 【 1 月 そし て 144 高 地温 に ベタ ニー が 参加 し て いる こと 
8 日 、 地球 連邦 軍 は 一 時 後退 せ ざ る を 得 な く な っ を 知っ た 囚人 部 隊 は 復讐 を 果 た : 自爆 や 特 
* 軍 の 突破 口 を 開い た の 攻 を も 原 わ な い 猛 攻 に 出 
戦 強襲 型 ガ ンタ ンク を 擁する 技術 中 尉 は 知ら な か っ 
の 情報 を 地球 連邦 軍 に 漏らし て いる こと を 
("ネー ムレ ス " ジョ ン ・ ス ミス ULC0154) 


- 年 戦争 後期 の U.C.0079.11.07、 地球 連邦 軍 は 
戦局 打開 の た め ヨ ー ロ ッ パ で 大 規模 な 反攻 作戦 を 
「 オ デ ッ サ 作 戦 」 で ある 
っ ト | 0 US 


者 


全 も 参 加 ) と いう オデ ッ サ 作 奄 は 、 そ の 前 段階 も 含め 関連 ファ イル 
て 欧州 か ら eh TX-440 陸戦 強 凍 型 ガン タン グ 1GL201-03 画 
方 面 か ら オ デ ッ サ に 迫る 中 で 、 ンク 小隊 が 、 死 関 を 繰り 広 EE IGL21-09 画 


連 星 "と 交戦 し た 《 ホ ワイ トペ ー ス 》 ガン タン ク 小 隊 は 囚人 兵 ば か ! ーーー 
、 よ く 知 られ て いる 。 多数 の 局 地 戦 が 重 な た 。 戦果 に よっ て は 特赦 が 与え られ る 可能 性 が FG03.44 
EGoSs1 


は の 作戦 が 形成 され た と ろう が 、 主 な 要 


そう し た オデ ッ サ 作戦 の 一 局面 が 


つて も いい も ヽ 土 気 の 一 因 だ 
144 高 地 を 巡 因 は 別に 存在 し た 


る 昔 開 だ っ た を 占拠 する ジオ ン 公 国軍 に 小隊 長 の アリ ー ヌ ・ ネ イズ > 技術 中 尉 は 、 恋 入 の UC.0079.1107 に 凍 始 され た 
対し 、 地 球 連 邦 軍 の 独立 混成 筑 44 旅 団 や 隆 上 戦 。 クラ イド ・ ペ ベタ ニー が 地球 連邦 軍 を 斉 rr 7 2 
艦 第 4 打撃 部 隊 な ど が 攻勢 に 出 た 戦い で ある 。 人 軍 に 放 っ た 際 、 資 任 を 問わ れ 投獄 され た 果 、 地 球 連 反 軍 が 勝利 を 収め 


。 陸戦 強壮 型 ガン タン ク 小 隊 は 
44 高 地 攻 略 に 投入 され て いる 。 


144 高 地 に お ける 戦闘 の 特徴 と し て 、 地球 連邦 軍 切り に 絶望 し 、 生 きる 気力 を 失っ て いた ネイ ズン 技術 


12Z-21 CG Works by SUNRISE DLD. 


144 高 地 戦 で 
_ 衝 成 を 据 る っ た 論 」 ト 戦艦 | 


飛行 型 MNS や サブ プ ・ フ ライ ト ・ シ ステ ム が 例外 的 な 
兵器 だ っ た 一 年 戦争 当時 、 超速 距離 か ら の 砲撃 が 
可能 な 陸上 戦艦 は 深刻 な 脅威 だ っ た 。 偵察 機 で 敵 
陸上 戦艦 を 発見 し て も 対空 砲火 で 撃墜 され た り 、 味 
方 陸上 戦艦 が 射撃 位置 に 辿り 着く まで に 敵 地上 戦 


較 144 高 地 攻略 戦 、 再開 
11 月 9H、 独 立 混 成 第 44 旅 団 は 144 高 地 の 攻 嘆 
を 再開 。 陸上 戦 能 に よる 艇 克 射 疫 の 後 、 MS 部 


回 ガン タン ク 小 隊 、 合流 


ダブ デ 災 の 往 挙 を 碗 け 足 止め され 


て 


卓上 | 円 人 部 隊 の 到着 


と の 汰 台 に コ レ マ ッ タク 人 
i :、 ガン タン ク 小 隊 が 出撃 。 トー チカ の 位 
GER DEF 


艦 が 移動 し て し まっ た り と いっ た 問題 も あっ た 。 
144 高 地 戦 で は 両 軍 が 陸上 了 戦艦 を 配備 し た が 、 
防衛 側 の ジオ ン 公 国軍 が 敵 部 隊 を 確認 で きた の に 
対し 、 地 球 連 邦 軍 は 厳 の 陣地 な どの 位置 を 把握 し ガ 
て お ら ず 、 陸戦 部 隊 を 直接 送り 込む も し か な か っ た 。 


国 ダブ デ 級 の 撃破 と 
新 目標 の 発見 


ガン タン ク 小 隊 は 、 ダ ブ デ 級 の 位 
置 を 予測 し 砲撃 を 実施 。 クズ ワ ヨ 


小隊 は 、 カ ルッ ビ 技 術 少尉 機 の 特 
攻 ぞ これ を 足止め 。 直後 、2 貨 目 の 


園 144 高 地 攻 略 戦 、 終結 


命令 を 無視 し た ネイ 


に 独立 混成 
1 1 月 BH の 時 点 防衛 細 を 突破 し : 
尉 は 自 糞 し 、 


同日 夕刻 、 アリ ー ヌ ・ ネ イズ ン 


尉 系 いる 囚人 兵 で 編成 され た 
ンタ ンク 小隊 が 合流 し : 


ゴゴ Pg トレ ー 級 


te 


・ フ ォ ー ク 級 プ ビッグ ・ ト レー 級 


Te =*¥ 
| 議 RTX.440 か ら の 交 軸 


| 2 | 攻略 の 再開 


UC.0079.11、 地 球 連邦 軍 は ヨー ロッ パ に お ける 大 規模 反 
作戦 「 オ デ ッ サ 作 理 」 を 開始 し た 。 目標 は 、 ジ オン 公国 軍 の 鉱 
山 資源 採掘 基地 が 置か れ て いた 黒海 北岸 オデ ッ サ で あっ た 。 こ 
の 作戦 に おい て 地球 連邦 軍 独 立 混成 第 44 旅 団 ( 旧 独 立 混成 
第 44 連 隊 。 MS の 配備 を 受け て 改編 ) は 144 高 地 の 攻略 を 命じ 
られ た が 、11 月 8 日 の 天 点 で 攻め あぐね で いた 。 8 日 刻 、 ア リー 
ヌ ・ ネ イズ ン 技 術中 尉 整い る ガン タン クタ 小隊 が 独立 混成 第 44 放 
団 に 合流 し 、 翌 日 の 攻勢 に 参加 する こと と な っ た 。 


独立 混 成 第 44 放 団 は 、 ダブ デ 破 了 胃 の 多 交 射 軸 を 守 け て 足止め され 
て いた 。 ネイ ズン 技術 中 肘 指 揮 の ガン タン ク 小 隊 は 囚人 兵 ば か り で 編制 。 


| < 等 目 の ダ タブ テ 約 の 学 見 


11 月 9 日 、 地 球 連 邦 軍 は 144 高 地 の 攻 略 を 再開 し た 。 地球 
連邦 軍 は 陸上 戦艦 第 4 打撃 部 隊 に よる 艦 克 射撃 の 後 、 多 数 の 
RGM-79[G] 陸戦 型 ジム を 前 面 に 展開 し て 攻撃 し た が 、 こ れ を 
予想 し て いた ジオ ン 公 国軍 は 対 MS ト ラッ プ を 駆使 し て 足止め し 
て いる 。 直後 、 独 立 混成 第 44 旅 団 指揮 ' ー レ ・ コ レ マ ッ タ 
少佐 の 命令 を 受け た ガン タン ク 小 隊 は 、 ト ラッ プ を 突破 し て 凍 陣 
に 切り 込み 、 ト ー チ カ の 位置 情報 を 送っ た 。 これ を 受け た 陸上 戦 
秀 第 4 打撃 部 隊 は 、 敵陣 地 に 対し て 砲撃 を 加え た の だ っ た 。 


TT 
了 5 二 


世 大 な 時 壇 と 地 軍 原 を 億 用 し た トラ ッ プ に より 、 陸 軟式 ジ ム 部 隊 は 大 き 
な 損害 を 被っ た 。 ガン タン ク 小隊 は これ を 易 々 と 突破 し て いる 。 


CEES 


トー チカ 陣地 へ の 碗 撃 の 直後 、 独立 混成 第 44 旅 団 は ダブ デ 
級 攻 戦 艇 か ら の 艦 砲 射撃 に 晒さ れ た 。 これ を 受け た ガン タン ク 
小隊 は ダブ デ の 予想 位置 に 長 距離 攻撃 を 加 、 ジ オン 公 
国軍 の 採掘 基地 を 突破 し 、 ド ロバ ・ ク ズ ワ ヨ 現 長 機 を 失い な が ら 
も 前 進 を 続け た 。 直後 、 ダ ブ デ 級 を 発見 し た ガン タン ク 小隊 は ミ 
ロス ・ カ ルッ ピ 技 術 少 尉 機 の 特攻 で これ を 足止め し た が 、 そこ に 
2 隻 目 の ダブ デ 級 が 出現 。 この 際 、 コ レ マ ッ タ 少佐 は 司令 部 命令 
と し て 、 ガン タン ク 小隊 に 2 宣 目 の ダブ デ 級 へ の 攻撃 を 打 じ た 。 


< 


クズ スワ ヨ 圭 長 機 と カル ッ ビ 技術 少尉 機 は 損傷 し た 末 、 自 爆 ・ 特 攻 し 、 ネ 
イズ ン 技 術中 膨 機 の み が 残 され た 。 ダブ デ 紙 は 2 余目 が 存在 し で い た 。 


ネイ ズン 中 尉 は 命令 を 無視 し 、2 隻 目 の ダ ブ デ 級 に 攻撃 を 仕 
に 元 恋人 で あり 、 自分 が 収監 され る 原因 を 作っ SEA 
、2 叙 目 の ダブ デ 級 に 乗っ て いる こと を 悟っ : 
内 ダブ デ 級 か ら の 銘 撃 と MS ・ 機 甲 部 隊 か ら 成 る 防 
破 し た ネイ ズン 技術 中 尉 は 乗 機 を 自爆 させ 、2 焦 目 の ダ ブ デ 紙 に 
航行 不能 以上 の ダメ ー ジ を 与え て いる 。 奏 跡 的 に 生き て いた ネ 
イズ ン 技 術中 尉 だ が 、 同 地域 に 地球 連邦 軍 が 秀 砲 射撃 を 行っ 
た 際 、 行 方 不明 と な っ た 。 ほぼ 同時 に オデ ッ サ 作戦 は 終了 し た 。 


Tr We 


ネイ ズン 技術 中 尉 は ダブ デ 趣 に 特攻 。 ペタ ニー は スパ イ と し て 公国 軍 に 
潜入 し て いた が 、 ネイ ズン が それ を 知っ た の は 自爆 後 の こ と だ っ た 。 


術中 尉 
は 、2 隻 目 の ダ ブ デ 級 に 攻撃 を 実 
施 。 敵 艇 か ら の 砲撃 や MS 部 隊 の 
ネイ ズン 技術 中 


ーー | ダブ デ 級 トー チカ | 座 凍 発生 地 吉 抽 


か ら の 奏 撃 


Niustration by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
地球 連邦 軍 と ジオ ン 公 国軍 の 情報 戦 


開戦 以前 か ら 繰り 広げ られ て いた 地球 連邦 軍 と ジオ ン 
公国 軍 の 情報 戦は 、 オデ ッ サ 作戦 時 に も 続い て いた 。 ス 
パイ に よる 謀 報 が 広く 知ら れる が 、 報 道 に よる プロ パガン 
ダ も 盛ん に 行わ れ た 。 


画 スバ パイ に よる 謀 埋 


=Hv 


公国 軍 A 4 高地 
連邦 軍 の 勝利 タ 

0 の 情 幸 上 5 し て 
た と いう エル ラン 中 将 ら が 有名 で ある 


NN 


蘭 


画 プロパ ガンダ 放 送 

EMS-10 ツ ヅダ の 報道 に よっ で 戦意 高揚 k 較 っ た ジオ 
ン 国 営 放送 ZwPA、 ツ グ の 実態 も 暴 忠 し オデ ッ サ 戦 の 勝 
利 を 報せ た ロン ドン 発 の 連邦 軍 の 公共 放送 が 知ら れる 。 


公国 軍務 兵 を 提 
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WRDBUDE 。 。。。 コマ クセ ァ ドラ フラ ekP Dd wa95 


プラ ン ト と ザ フ ト Organization of CE 


食料 生産 も 厳し く 制 限 さ きれ た 。 反 コ ー デ ィ ネ 7 し か し CE.69、 プ ラン ト で の 食料 生 
ロ が 頻発 し ず 対抗 手段 を 軍事 行動 を 起こ し た 理 ヨ 
も 、 コーディネイター の 不満 を 加速 きせ る こと に : し まう 。 新兵 器 MS と コー ディ ネイ ター 将兵 の 組み 合 
た 状況 の 打開 を 目指 す よう = プッ わせ が 、 理 事 国軍 を 圧倒 し た 
道 同盟 を 結成 する . 以後 も ザフト は 、MS と 
プラ ント の 国軍 に あ た ョ が り 谷 権 と 質 易 自主 権 の 獲得 で あり 、 設 立 者 ニュ ー ト ロン ジャ マー に よっ て 圧倒 的 陽 関 能力 を 示 
di lliance of Freedom Tre 自由 黄 シ ・ ク ラ パ ザラ し た 。 特に コー ディ ネイ ター の 能力 は ハー ドウ ェ ア で 
道 同盟 ) で ある 。 史上 初め て MS の 戦 7 次 道 同 四 は 理事 国 の 圧力 を 受け て 地 下 ( 人 の 代替 が 困難 で 、 ザフト 最大 の 強み と な っ て いる 。 

tk の ほぼ すべ て : の と さ と (フー コー・ デ ルカ ッ セ C.E74) 


闘 能力 は ナチ ュ ラ ル 主 体 9 合 軍 を E 回 る と に S の 試作 1 号機 を 秘 
中 タリ な が 60、 地 5 る と 共に 名 称 を ザフト に 変更 関連 ファ イル 
戦争 を 繰り 広げ て いる 。 a 攻め て いっ た z 
知 さ れ て いる ザフト 
を 目指 す 政治 
上 と し て の 性 格 は 
ト は 、 MS を 装備 する 和 軍事 的 組織 と な っ た の で ある 。 
RO RRR RT 理事 国 側 は それ 自体 


四 了 
ント 理事 国 (以下 、 理事 国 ) の 宇宙 工場 で し か な か っ を 理事 国軍 の 数 的 優位 < = に 


た 。 理事 国 に よっ て 統制 きれ た プラ ント は 、 劉 易 自 主 軍隊 と 浅い 組織 に 軍事 的 
権 や 警察 権 を 含む 自治 権 が 認め られ な か ~ ノウ ハウ が : < ある と は 思わ な か っ た の : 


Mustration by TAKUYA IO 


ザフト の 位置 付け = 


プラ ント 国軍 と し て の ザフト の 歴史 は 短く 、 
政治 結社 か 5 軍事 的 組織 に 改編 され た の 
は C.E.68 の こと だ っ た 。 以後 、 ザ フト は 最 
高 評議 会 (正確 に は 国防 委員 会 と 国防 事 
務 局 ) の 下 に 置か れ 、 最 高 評議 会 の 決定 に 
よっ て 行動 し た 。 部 隊 数 は 約 100 で 、 部 隊 
名 に は 隊長 の 名 の み が 付 され る 。 


ザフト に 徴兵 や 専 軍 
人 は いな いよ う で . 成 人 
(15 歳 以上 ) の 義 胃 兵 
で 構成 され る 


ラン ト 最 高 評議 会 
講 長 や 国防 委員 長 か 
ら 直 楼 命 今 を 受け る ザ 
ブ ト 将兵 も いる 。 


ザフト 将兵 の 種別 


ザフト に は 階級 が 存在 し な い 。 コ ネ 
イタ ー の 高度 な 能力 が 、 階 級 を 不要 と し た の 
で ある 。 た だ し 、 役職 や アカ 
よっ て 制服 (の 色 ) が 異な る た 
の 位置 付け は 明確 に な っ て いる 。 パイ ロッ ト 
スー ツ も 、 制 服 の 種別 に 合わ せ た 色 の も の 
を 着用 する ケー ス が 多い 。 


国防 委員 会 の 武宮 ( 国 
防 委 員 長 や 国防 委員 )、 そ れ 
に 準ずる 高 組 士 官 が 着用 す 
る 制服 。 ザフト の 軍 内 で は 最 
高 仁 の 制服 と 言え る 。 


部 隊長 や 一 部 の 艦長 が 
着用 する 割 服 。 赤 服 か ら 昇 
進 し た 者 が 多い 。 通常 は 白 
服 の 着用 者 の 名 前 が 、 部 隊 


基地 司令 、 艦長 、 副官 な 
どの 指揮 官 級 士官 が 着用 
する 制服 。 位置 付け は 白 服 
の 下 と する の が 普通 
職 に よっ て は 上 位 と な る 。 


高級 士官 や エー スバ 
イロ ッ ト は 、 独 自 の 色 の 
パイ ロッ トス ー ツ を 着る 
こと も ある 。 


正規 の 用 兵 と は 別 の 
制服 を 矯 用 する 。 


アカ デミ ー 卒 業 の 成績 作 
秀 者 上 位 20 名 に 与え られ 
る 制服 。 コー ディ ネイ ター 将 
兵 の 中 で も 特に 優秀 。「 ザ 
フト レッ ド 」 と も 呼ば れる 。 


一 般 ザ フト 兵 の 制服 。 整 
備 兵 の ツナ ギ も 同色 。 アカ 
卒業 時 の 成績 は 21 


最高 評議 議 長 直 轄 の 
ザフト 士官 。 [フェ イス ] と 読 
む 。 一 般 の ザフト の 指揮 系 
属さ ず 、 独 自 の 行動 
が 許さ れ て いる 


ザフト は MS の 戦力 化 に 初め て 成功 し た 
組織 で あり 、 宇 宙 空 ご 地上 水中 を 間 
わ ず MS を 主力 兵器 と し た 。 艦艇 も 各 領 域 
で の 運用 に 対応 し た も の で 、 基 本 的 に MS 
母艦 と し て 設計 され て いる 。 地球 連合 軍 や 
オー ブ 連 合 首長 国 な どの 同じ 位置 付け の 
兵器 と 比較 し て 、 高 性 能 な 機体 が 多い 。 


宇宙 で MS を 運用 する 艦 能 は 、 ザ フト が 先 閑 
ジャ ミン グ 用 ( 副 次 的 に 杜 兵 右 対 策 ) 
と し て ニュ ー ト ロン ジャ マー を 搭載 する 


MS セカ ンド ステ ー ジ シリ ー ズ の 開発 に 際 し て 、 
大 気 園内 外 両用 の 万 能 』 


ザフト は 地球 側 と の 戦力 差 を 種 す た め 、 
新兵 器 MS の 実用 化 と 主力 化 を 積極 的 に 
進め た 。 出現 当初 の MS は 極め て 高 性 能 
反面 、 コ ー デ ィ ネイ ター に し か 扱え な い 
代物 で あり 、 失 術 ・ 運 用 の 両面 で ザ の 専 
用 兵器 だ っ た 。 大 気 園内 用 の 局 地 戦 型 、 
絶大 な 出力 を 読 る 枝 動 力 機 も 配備 


地球 軍 と 比較 し て 数 に 
劣る ザフト は 、 質 で 対抗 
する し か な か っ た 。 その 
浮間 へ の 回 答 が MS で 
あっ た 


地球 軍 に 対抗 する 必要 上 、 ザ フト は プラ ン 
ト 本 国 以 外 に も 軍事 拠点 を 築い た 。 当初 、 
プラ ント の 軍事 拠点 は L5 宙 域 に 集中 し て い 
C.E.70 の 開戦 以後 、 他 の ラグ 
建設 し て 
それ を 記し た の が 下 の 図 だ が 、 数 は 時 


いる 。 
期 に よっ て 増減 が ある 。 


「 レ クイ エム ! 
中 継 ス テー ショ 


cxrxzuzos bo 


ma 


C.E.70~71 の 戦争 で 地球 に 降下 し た 際 、 大 
気 園内 用 艦艇 運用 を 開始 。 MS 運用 型 の 漠 
水 艦 と 地上 戦艦 を 配備 し て いる 。 


和 飛行 タイ プ の MS 母艦 は 開発 し な か っ 


も 維持 が 思 め られ た 。 
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Destination of WHITEBASE 
U.C.0079 


ず 介 出す る と 考え られ た の だ っ た 。 ホワ イト ベー ス 》 は 四部 隊 と し て 宇 が っ た 
オォ オデッサ 作 戦 の 事後 処理 と これ が 判明 すれ ば 、 長 期 消耗 戦 と す オデ ッ サ で の 。 後 、 ソ ロモ ン 攻 略 作戦 「 チ ェ ン バ ロ 作戦 ] に 投入 きれ 
2 3 2 敗北 に より 損耗 著しかっ た ジオ ン 公 国軍 で も 、 了 戦力 る こと いた の で ある 。 
ジャ プ ブロー 降下 作戦 の 足音 の 集約 で 事態 に 対処 し ゃ すく な る 3 し か し 、 ジ オン 公 ホワ イト ペー ス ) に 潜入 き せ た 民 間 人 の スパ イ 

国軍 の 課 報 網 を も っ て し て も 地球 連邦 軍 の 方 針 は か ら 、 そ の 行 

地球 の 一 大 反攻 作戦 「 オ デ ッ サ 作戦 」 は 判明 せ ず 、 時間 だ けが 経過 し て いた の で ある 大 佐 は 、 潜水 母艦 《 マ > グラ ー》 で (ホリ イト 

成功 し 、 ジ オン 公国 寅 は 東欧 を 含む ヨー ロッ パー 帯 そん な 中 、 あ る 部 隊 の 行き 先 か ら 地球 連邦 軍 全 。 ベース 》 を 追尾 し つつ 、 あ る 作戦 の 準備 を : 

か ら 駆 逐 され た 。 敗れ た ジオ ン 公 国軍 は 降伏 する 体 の 方 針 を 推し 量 ろ うと す 人 が い た 。 そ れこ そ が 、 地 球 上 に お ける ジオ ン 公 国軍 最後 
か 、 周 辺 地 域 や 宇宙 へ と 肉 脱 を 図っ た が 、 地 球 連 た 。 普 水 艦 部 隊 《 マ ッ ドア ング ラー) 隊 の 指 押 官 シャ の 賭け 「 ジ ャ プ ブロー 降下 作 戦 」 

邦 軍 の 追 繋 や 週 繋 を 受け て 少な か ら ぬ 指 害 を 披 る ア ・ ア ズ ナブ ル 大 佐 で ある ( 執 


、 執筆 時 期 不明 ) 


関連 ファ イル 


MSM.03 ゴッグ FG01-13 
FG-01-158 


U.C0079.11.09 以 降 、 上 述 の よう に 地球 連邦 軍 に 撃 軍 を 去 
と っ て の オデ ッ サ 作戦 は 終了 し 、 残 英 掃 討 任務 に 移 し て 復帰 し て 

E 戦 を 契機 に 戦局 は 地球 連邦 軍 優 ンダ ム を 有する (ホワ イト 、 
は 一 年 戦争 が 終結 する こと に 軍 の 方 針 を 図 


3 シー プロー 内 下 作 電 
て 高く ジオ ン 友 園 軍 の MS 開発 
ワイ トー ペース 
HLEPmEEW 
gg 


『 軍 の 動向 に 集まっ て いた . 
力 を 展開 
地球 の 平定 を 優先 する な ら 
規模 に 


地球 


攻 を 重視 し て いる と いう こと で ある 。 
リカ 掃討 作戦 が 大 地球 連邦 軍 主 流派 に よる 《 ホ ワイ トペ ー ス 》 へ の 
施さ れ 、 戦争 終結 を 急ぐ な ら 主 力 部 際 が 評価 は と も か く 、 シ ャ ア 大 佐 の 読み は 当たっ て いた 軍人 お を 岳 コ か 
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陽動 に 過ぎ な か っ た 
ベル ファ スト へ の 攻撃 


マッ ド ・ ア ン 
の 進路 


ホワ イト ペー ス っ | 
の 送 中 


その 行き 先 を 探る た め 、 シ ャ ア 大 佐 は 《( ホ ワイ ト 隙 を 突い て スパ イ を 潜入 きせ て いる 。 
ペ ベース) に 民間 人 の スパ イ を 浴 和 信 さ せる こと と し た 。 な お 《 ホ ワイ トペ ー ス )》 の 行き 先 が ジ ャ プロ ー だ 
軍艦 に スパ イ を 潜り 込ま せ 、 情 報 収集 きせ る の た 場合 、 シ ャ ア 大 佐 は 北米 キャ リフ ォ ル ニア ・ ペ ー ス 
は 容易 で は な い 。 そこ で 実施 きれ た の が フラ ナガ ン と アフ リカ 戦線 の 戦力 を 引き 抜き 、 ジ ャ プロー 降下 作 
隊 に よる ベル ファ スト へ の 攻撃 で 、 戦 闘 に よる 混乱 の 
| 埋 開 発生 地点 掴 2 14| 
y 航空 由 艦 | ラ |4 | 
IMAM3 史 
国 ミハル 、 行き 先 を 連絡 ER 


21 日 深夜 、 ベル ファ スト を 出港 し 


園 ベル ファ スト に お ける 攻防 

( ス ) を 確認 し た フラ ナガ ン 隊 
は 21 日 に 基地 を 攻撃 。 フラ ナガ ン 隊 は 2 機 
の 水陸 両用 MS を 上 陸 さ せ た が 共 | s 
さら に 潜水艦 と MS1 機 を 季 破 され 導電 


| (ホワ イト ベー ス 〉》、 ベ ルフ ァ スト に 入港 


ウド og ス ダラ 有三 級 
導水 母 駒 


国 (ホワ イト ペ ベース) 隊 と 
(マッ ド ・ ア ング ラー) 隊 の 動き 
U.C.0079.11.18、 ベル ファ スト 基地 に お い 
て (ホワ イト ペース) 隊 は レビ ル 将 軍 と 会 見 
ブ プロー 行き と ニュ ー タ イプ 適性 試 
方 、 ジ オン 公国 軍 ( マ ッ ド ・ 
隊 は 、 ス パイ か ら の 情報 を 確認 
する た め フ ラナ ガン 隊 に 偵察 を 命令 。 同時 
ャ ア も 隊 へ の 合流 を 目指 し た 


固 大 西洋 で の 戦 還 
(マッ ド ・ ア ング ラー) 隊 は 、 水中 用 MA 
の グラ ブロ を は じ め と する 攻撃 部 隊 を 
出撃 させ た 。《 ホ ワイ トペ ー ス ) は 苦戦 
を 強い られ た が 、 コ ア ・ プ ブー スタ ー や 方 
ン ペ リー の 活躍 で 英 を 撃破 。 し か し 、 戦 
開 中 に ミハル は 行方 不明 と な っ た 。 


Mustration by AKIO UNUMA 


[| ベル ファ スト の 戦闘 


UC.0079.11.18、《 ホ ワイ トペ ー ス ) が ベル ファ スト 基地 に 
入り 、 修 理 を 受け た 。 この 際 《 ホ ワイ トペ ー ス ) 隊 は レビ ムル 将軍 と 
会 見 し 、 ジャ プロー 行き と そこ で の ニュ ー タ イブ 適性 試験 を 命じ ら 
ペル ファ スト 駐在 の 民間 人 スパ イ 107 号 (ミハル ・ 
大 型 艇 入港 の 報告 を 葬 け た (マッド ・ ア ング ラー) 
ン 隊 に 偵察 を 命令 。 (マッド. アン グラ ー) 隊 指 揮 
官 シ ャ ア 大 体 も フラ ナガ ン 隊 と の 合流 を 目指 し た 。 


キシ リア ・ ザ ビ 少 寿 の 指 押下 で 復帰 し た シャ ア は 、 (マッ ド ・ ア ング ラー) 
隊 の 指 探 記 に な っ た ち は レ ビル 将軍 と 接見 し て いる 。 


| (ホワ イト ペース) の 行き 先 が 直 見 


MORE INFO! 
MS の 性 能 


19 日 に ベル ファ スト に 停泊 する 《 ホ ワイ トペ ー ス ) を 確認 し た フ 
ラガ ナン 隊 は 、 21 日 、 ペ ルフ ァ ス ト 基地 を 攻撃 し た 。 この 際 、 攻 
撃 の 混乱 に 乗じ て ミハル と 接触 し 、( ホ ワイ ト ベ ペース)》 へ の 潜入 と 
行き 先 の 特定 を 命じ て いる (シャ ア 大 佐 の 指示 に よる も の )。 フラ 
隊 は 2 機 の 水陸 両用 MS を ベル ファ スト 基地 に 上 陸 さ せ た 

、《 ホ ワイ トペ ー ス ) 隊 と の 戦闘 で 共に 栓 失 。 海上 戦 で も ユー 
コン 級 潜 水 北 1 借 と 水陸 両用 MS1 機 を 失い 、 撤退 し た 。 


水陸 両 


21 日 深夜 、 ジ ャ ブロ ー に 向け て 出港 し た (ホワ イト ペー ス 》 に 
は 、 連 邦 兵 に 変 対 し た ミハル が 潜入 し て いた 。 22 日 に は (マッ ド ・ 
> も (ホワ イト ペー ス ) の 追尾 を 開始 し た 


ワイ トペ ー ス ) の 行き 沈 が ジャ プロ ー で ある こと 
・ ア ング ラー) に 漏れ て し まっ た 。 


フラ ナガ ン 隊 指揮 官 ブー ン 大 選 が 民間 人 を ホワ イト ペー ス ) に 保 
入 。 カイ に 発見 され 、 甘 われ た ミハル だ が 公国 軍 に 情報 を 漏らし て し まう 


(ホワ イト ペース)》 の 行き 先 を 知っ た (マッド ・ ア ング ラー) 隊 は 、 
地球 連邦 海軍 の ヒマ ライ ヤ 級 航空 母 艇 を 撃沈 し た 後 、 ブ ー ン 大 
尉 の MAM-07 グラ ブロ を は じ め と する 攻撃 部 隊 を 《 ホ ワイ トペ ー 
ス ) に 差し 向け た 。 海中 ・ 海 上 か ら の 攻撃 に 苦 埋 し 
ペー ス ) 隊 だ が 、 コ ア ・ ブ プー スタ ー や ガン ペリ ー の 活躍 で 敵 を 退 
けた 。 し か し カイ と 共に 戦い 、 グ ラブ ロ の 撃破 に 買 献 し た ミハル は 
戦闘 中 に 行方 不明 と な っ て し まっ た 。 


画 陸戦 能 
専用 の 陸戦 用 MS 

も 必要 充分 な レベ ルト 

兵 装 や ピー ム 兵 器 も 、8 


陸戦 能力 
いる 。 クロ ー タ イプ の 格闘 


— 
ブー ン 大 慰 指 揮 の 部 隊 
リー に 同乗 し た ミハル は 


OA サンライズ 
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機動 戦士 ガン ダ 


WORLD MI 


MS 運用 理論 : U.C. の 艦艇 


Conventional Weapon of U 


MGS 洋 用 凌 備 を 要 準 装備 する | 
宙 紀 時 人 の 衣 | 
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MS の 出現 以来 、 宇宙 艦 を 中 心 と する 艦 竹 の 多 
く は MS 運用 能力 を 備え る よう に な っ た 。 MS 空母 的 
は 紀 の 艦 艇 な の で ある 
(た だ し 旧来 の 空母 と 異な り 、 多 数 の メガ 粒子 砲 や ミ 
SR 


と な っ て いる ) 
っ て 戦場 の 
欠 の 存在 で は な い 

て 挙げ られ る の が 、 戦 闘 


を 着 欠 する 戦闘 行動 時 間 を 
ド ュ ボ ポイ ント 間 の よう な 長 
距離 移動 は 難し く 、 ス ペッ ク 上 可能 な 機体 で も パイ 
ロッ ト の 疲労 を 考え れ ば 現実 的 で は な 議 の 理 
申 で 、 同 じ 衝 域 に 長期 間食 ま る の も 困難 で ある 

他 に も 、 補 給 や 修理 、 様 々 な 戦況 に 対応 可能 な 
各種 オプ ショ ン の 携行 、 戦 場 全体 の 把 提 な ど 、MS 
(同士 ) で は 実現 困難 な こと は 多い , 


宇宙 世紀 の 一 股 兵器 


これ ら の MIS の 欠点 を 補う 存在 が 、MS 運 用 能 力 
を 持つ 艦艇 で ある 。 艦艇 は 、 的 な 宇宙 巡洋艦 
で も 200m 寺 の 巨体 を 誇り 、 MS の 収容 や 整備 ・ 修 理 
を 可能 と する ハン ガー デッキ 、MS を 射出 する カタ バ 
ルト 、 指 揮 所 と いっ た MS 運用 設備 を 備え る 。 また 、 
その サイ ズ に 起因 する 長大 な 航 統 距 離 、 タ ルー の 」 

ペース な ども 有 し て お り 、 艦 艇 は MS 用 移動 
相応 し v な っ て いる の だ 。 
実際 (特に 宇宙 で の ) 長 距離 進出 を 伴う MS の 運 
に お いて 、 艦 艇 は 必要 不可 欠 な 兵 咽 と な っ て い 
週間 戦争 や ルウ ム 戦 役 で ジオ ン 公 国軍 の MS 
実力 を 発揮 で きた の は 、 ム サイ 級 軽 巡洋艦 に 代 
表 さ れる 宇宙 艦艇 の 支援 に 依る と ころ が 6 0 
球 連 邦 軍 の チェ ン バ ロ 作 戦 や 星 
こと が 言え る 。 

- 年 戦争 直後 に は 、 地 球 連 邦 
義 的 艦艇 へ の 回 帰 傾向 が 見 られ た が 、 こ れ は 一 時 
的 な も の に 過ぎ な か っ た 。ULC0080 年 代 中 期 に は ほ 
ほぼ すべて の 艦艇 が MS 運用 タイ プ と な り 、 地 球 連邦 
軍 の 主力 艦 は サラ ミス 級 宇 仙 芝 洋 艦 に MS 運用 能 
力 を 付与 し 履 越 に シフ ト し て いた 。 MS の 
運用 を 前 提 に 設計 きれ た 戦闘 空母 的 艦艇 (第 二 世 


号 作 


で 大 艦 互 砲 主 


ncD3 ser405 


代 艦 ) が 出現 し た の も 、 この 時 期 で ある 。 
その 後 、 艦 散 は 世代 を 重ね る ご と に 新た な 機能 
艦艇 =MS 運 用 タイ プ と いう 図式 は 崩れ 


ン - バ パン ガ ー ド や ザン ス 
用 タイ プ を 主力 艦 と し 
た こと か ら も 、 艦 艇 の 役割 の 普遍 性 が 理解 で きる 。 
今後 、MS の 位置 付け が 見 られ な いこ 
と か ら 、 艦艇 の 運用 形 頑 も 変化 し な い だ ろ う 。 


(オッ トー・ カ ル テ ン バッ ハ UC0O155) 

関連 ファ イル 

ホワ イト ペー ス FG01-27 
FG01-34 
GL01-16 

Fm 8301-20 

メガ 粒子 秦 FGO3-32 四 

二 週 間 義 争 じ し ウム 畔 彼 FGO3-42 革 


戦争 の 緒戦 に お ける これ ら 
た つの 大 規模 会 戦は 、MS を 


ジオ ン 公国 軍 の 圧勝 

MMS の 活躍 の 除 に は 、 
し てん サイ 
舞 の 存在 が あっ た 


Miustration by JUN WADA 


MS 運用 能力 を 標準 的 に 備え る 宇宙 艦艇 は 、「MS 用 
戦闘 空母 ]」 ま た は 「 移 動 基地 」] と 呼べ る 兵器 で ある 。 任務 
宙 域 まで MS を 輸送 する だ け で は な く 、 整 備 や 補給 を 含む 
MS の 管理 、 パ イロ ッ ト の 休養 、 任 務 実 施 に 際 し て の ブリ ー 
フィ ング 、 戦 闘 時 の 指揮 ゃ 火力 支援 な ど 、MS の 運用 に 関 
する あら ゆる ファ クタ ー を 総合 的 に 担っ て いる の 


画 MS 運 朋 母 艦 と し て の 艦艇 と その 運用 : 

本 図 は 、MS 運 用 還 艦 と し て の 宇宙 艦 能 の 役割 を 示し た も の 
で ある 。 これ を 見 て も 、 任 務 宙 域 へ の 輸送 を 、 
整備 や 修理 、 戦 況 に 合わ せ た MS へ の 指示 や 支援 な ど を 行 
また 、 パ イロ ッ ト や が 休息 を 取る も 充実 し て い 
る 。 こう し た 機能 を 備え た 宇宙 艦艇 は 、MS の 運用 に な く て は な 
ら な い 兵 器 と な っ て いる 。 


MS の 再 壁 備 と 修理 


える 。 戦闘 が 長 時 間 に 太 ぶ 場合 、MS は 出 婁 と 旗 
を 線 り 返す こと に な り 、 帰 和 時 に 整備 ・ 修 理 ・ 補 給 を 
受け る 。 任 季 ” 


で 修理 可能 で ある 


回 MS の 帰投 と 収容 

任務 終了 し た : は 戦闘 で 損傷 し た MS を 収容 
する 。 病態! カタ バリ ルト を 利用 し 

甲板 や 本 庫 へ の 直接 降下 E 
MS が いる 場合 、 状況 が 許す な ら 投 索 活動 4 行 


ょ 
WW 一 


TN) 


MS の 損傷 が 装い き 場 谷 = 


する 場合 は 、 落 芽 ネオ を 
用 as。 


MORE INFO! 


k 能 パ 


ペレ ー タ ー (通信 


乗 し て いる 。 な 


出撃 する ケー ス が 多い た め 、 戦 況 全体 を 把 所 し や すい 上 艦 
長 が 実質 的 な 指揮 官 を 兼任 する の が 普通 で ある 。 


この た め 宇 宙 艦 
も の の 運用 に 携わる クル ー だ け で な く 、 メ カニ ッ ク マ ン や オ 


は 、 艦長 や 操 能 手 


) な どの NS 運 用 に 不可 欠 な 人 員 も 搭 
、MS 部 隊 の 指揮 官 は 隊長 と し て MS 


回 出撃 し た MS の 支援 
MS を 出撃 させ た 後 、 宇 軍 衝 能 は 後方 に 待機 し 、 発 


進 し た MS の 


指示 、 艦 埋 兵 装 を 用 い 


状況 に 


所 を 行う 。 戦況 の 把握 や MS 部 全 へ 
支援 攻撃 な ど が 計 当 す 
は 艇 覆 も 前 方 に 移動 する 


所 還 | 回 MS の 発進 
直前 、 ま た は 進入 
タバ ルト で 射出 する の が 普通 で ; 


(MS を 出撃 さ 


カタ バル ト で 吉 中 、 ま た は 出 則 直後 の MS を 援護 す 
る た め 、 穫 を 行う 事例 も よく 見 られ る 


MS の 推進 剤 消費 を 抑え 

半 

させ る 。 カタ バツ ト で の 加 

吉 中 と 出 則 直 後 の MS は 
>> 入 時 備 に な りや すい 


司 久 部 の 命 金 を 受け て 、 

屋 、MS や パイ ロッ ト も す で ! 

で ある 。 艦艇 特有 の 長い 航 統 弄 離 を 活か し 、 遠 方 の 
任 季 軍 域 まで 艇 単独 で 航行 可能 だ 


5 任務 軸 域 へ 向かう 。 3 

常 は 、 出 航 時 に 散 四 MS 

| 部 隊 の 編制 は 終わ っ て 
は 5 


MS の 整備 (通常 整備 ) 
スク ラン ブル ( 邊 急進) に 備え る 必要 も あき で 打 
っ れる 。 整備 は 基本 的 


バル ト の 付近 に 置か れる 
と も ある 。 


仕様 を 調整 する 。 兵 凌 
テス ト 、 機 体 の セッ ティ ン 


大 気 園 実 入 用 オプ ショ ン 
の 搭載 、 サ ブフ ライ ト ・ 
ステ ム (SFS) や を 特 珠 兵 
装 の 用 意 、 主 兵 装 の 選 
所 な ど が 行わ れる 。 


大 気 圏内 用 艦艇 で の MGS 運 


趣 大型 航空 機 


liustration by AKIO UNUMA 


128-24 


128-25 


| 艦 阿 の MS 運用 設備 


備 を 備え て いる 。 
MS の 格納 や 整備 ・ 修 理 を する た め の ハ ン ガ ー デ ッ キ 、 MS を 射出 する カ 
タバ ルト 、 出撃 し た MS に 指示 を 出す た め の 指揮 所 (舟橋 兼 用 ) な ど で あ 
明 す る プリー フィ ンク ルー バイ ロッ ト 


艦艇 ( 折 


軍艦 艇 ) は 、MS を 運用 する た め ! 


る 。 パイ ロッ ト ら に 任務 に つい 
が 符 機 する ガン ルー ム な ども 運用 関連 設備 


指示 
を 出す 設備 多胡 が 実 的 


カタ バル ト 

MS を 加 加 し て 発進 させ る 射出 球 置 。 

出撃 時 の 指 信 剤 消費 を 却 え る こと が 
る 。 基本 的 に 宇 下 態 艇 と 大 気 園 

内 外 両 用 能 に の み 装備 され て いる 。 


MS の 整備 や 修理 の た め の 設 備 。 MS 用 格納 庫 を 華 ね る の 
が 一 般 的 で ある 。 直立 し た MS を 格納 する 都合 上 、 広 い ス ペー ス 
を 有する 。 巨大 な エア ロッ ク と な っ て いる 点 も 特徴 


大 型 設備 。 MS を 固定 し て お く ハ 
(ベト) の 数 で 、 その 角 艇 
の MS 搭載 数 を 推測 で きる 


MS が 発 艦 時 に 使用 する 加速 装置 。MS を 接続 する 「 ゲ タ 」 と 、 
「 ゲ タ 」 を 加速 する リニア レー ル で 構成 され る タイ プ が 一 般 的 で 
ある 。「 ゲ タ 」 に 足 部 を 接続 し た MS を 電磁 気力 な ど で 加 速射 出 


は 、 エ レベ ペー ター を 介し て 移 


動 す る タイ プ と 一 体 化し て いる タイ プ も ある 。 


艦 杉 か ら 指揮 する た め ! 


備 。 通常 、 艦 橋 と 一 体 化 さ れる 。 


戦況 の 把握 ゃ MS 部 隊 へ の 指示 の た め 、 充実 し た 通信 設備 を 
有する : ノ フ スキ ー 粒 子 の 影響 で 通信 困難 な こと が 多い 。 
ヽ に ーー / 
A 
‘a A 
A / - あ 


能 大 な 量 の 情報 を 公理 し 、 指 控 富 
(多胡 ) の 着 断 基準 と する た め 多 数 
の 大 型 デ ィ ス プレ イ を 設置 。 肉眼 に 
よる 外部 視 民 性 も 考 虚 さ れる 。 


する こと で 、 推進 剤 の 消費 を 抑え つつ 高い 初速 を 与え る 。 カタ バ 
ルト 用 レー ル が 艦 外 に 起 出 し た カタ パル ト デ ッ キ 式 が 多い が 、 能 
内 に レー ル を 内 装 し た タイ プ も 見 られ る 。 


アレ キサン ドリ ア 人 人 当 基 の MS 出 交 プロ セス 。 パイ ロッ ト が 控 果 し た MS が ハン ガー デッキ か ら カ 27 ツ ルト デッキ へ 移動 (し プラ に 接続 2D 。 


、 カタ バル ト で MS が 加速 ・ 射 出れ る (8I3 
履 級 な ど は ハン ガー デッキ が 覆 内 に . 


アレ キサ ンド リア 綴 の 場合 、 ハン が 
カタ バル ト デ ッ キ が 私 


キ と カタ ノリ ルト デッキ は 開閉 式 の 末 壁 を 介し 
苑 し て いる た め 、 MS は エレ ベー ター で 移動 する 


特殊 な MS 運用 設備 


U.C.0080 年 代 中期 、 旧 来 
の 空母 の も の を 思わ せる MS 用 
カタ バル ト が 一 般 化 し た 。 し か し 、 
MS 運用 艦 が 試行 錯誤 の 段階 
に あっ た 一 年 戦争 期 に は 、 様 々 
な タイ プ が 開発 され て いた 。 


一 年 争 後 の 大 弄 胡 に は 
カタ バル ト の 多 運 装 化 が な 
され た も の が 多く 見 られ る , 


[ゲタ] 以外 の 機 吉 で MS を 接続 し 射出 する タイ プ 。 ムサイ 級 の 
棒状 カタ パル ト 、《 ヨ ー ツ ン ヘ イム 》 の 吊り 下げ 式 な ど が 知ら れる 。 


LAW で リリ ー・ マ ルレ ー ン ) で 
5 は 片手 と 睦 足 を 接 梗 す 


| も る タイ プ を 使用 


ムサイ 級 軽 館 洋 第 の 桂 状 カタ パル 
ト は 、MS を 察 か なせ た ま ま 射出 で き 
る 。 た だ し ムサイ 級 の 最深 型 は 、 一 
般 的 な カタ バル ト に 変更 され た 


一 般 的 な 艦艇 の MS 用 カタ パル ト 数 は 1 基 か ら 2 基 
態 の 中 に は 4 基 以 上 の カタ バル ト を 持つ タイ プ も 存在 する 


コス ・ キ ア ) タイ プ 
620 基 以上 の カタ バ 
ルト を 備え て 


重力 を 考慮 し な い 宇宙 氏 租 は 、 艦 
住 の 上 下 に カタ バル ト デ ッ キ を 設置 
し や すい 。 アレ キサ ンド リア 粗 も 秀 
の 上 下 に 計 4 基 の カタ バル ト を 備え 
て いた 


多 連 カタ パル ト と は 違う 形 で 機動 兵 
器 の 同時 出撃 能力 を 向上 させ た 機材 
と し て 、 ジ オン 公国 軍 の 全力 散布 フ 
レー ム が 知ら れる , 


モビ ルポ ッ ド MP- 
02A オッ ゴ を 、 一 
本 中 補 させ る た の 
の 半 備 で ある 。 


32 機 も の オッ ゴ を 一 斉 出 芝 
る 全 散 訓 フ レー ム 。 巨大 な フレ ー 


カタ バル ト を 用 い ず 、 格 紹 庫 や MS の 待機 スペ ー ス か ら 直 接 出 
撃 さ せる タイ プ の 艦艇 。 沙 艦 用 デッキ を 持つ 艦艇 も ある 。 


グ ワ ジン 級 や その 系 列 艇 の 一 
カタ パカ ルト を 備え な い 発 工 ・ 着衣 ス 
ペー ス を 有する 。 大 型 MS・MAE 
対応 し た 発 艇 設備 も 持つ よう だ 


MS を 「 措 載 」 す る だ | 


宇宙 艦艇 の 中 に は 、MS「 搭 載 」 
も 存在 する 。 MS を 戦 せる こと | 
艦艇 で ある 。 一 年 戦争 末期 の 
MS 積載 能力 を 付与 


MS 家用 理論 :UC の 区 疾 | 還 | mM mh 


機動 武闘 伝 G ガ ンダ ム 


reD3 mW 


決勝 大 会 ② 陰謀 の 影 


The intrigue involving 
a final convention 


第 13 回 ガン ダム ファ イト 決勝 大 会 が 中 盤 に 
いた ある 晩 、 ネ オ ホ ン コン 地上 領土 に 巨大 コン テ ナ 
を 懸架 し た へ リコ プター の 一 団 が 飛来 し た 。 その コ 
ン テ ナ の 中 身 こ そ 、 ギ アナ 高地 か ら 回 収 さ きれ た デビ 
ル ガ ン ダム の 残骸 だ っ た 。 氷 続 的 な 世界 支配 を 目 論 
む ネ オ ホ ン コン 首相 ウォ ン ・ ユ ン フ ァ が 、 目 的 達成 の 
た め の 最大 の ピー ス を 手 に 入れ た の で ある 。 

し か し 、 ウォ ン 導 相 の 時 ほ 現 する に は デビ ル 
ネオ ホン コン の 店 
舎 で 自己 再生 を 始め た デビ ル ガ ン ダム 生体 コ 
ア の キョ ウジ ・ カ ッシュ は ギアナ 高地 の 戦闘 で 著しく 
消耗 し て お り 、 新た な 生体 コア が 

そこ で 生体 コア 探し に 利用 きれ た の が 、 ガ ンダ ム 
ト 決勝 大 会 で ある 。 ウォ ン 首 相 (と マス ター・ ア 
ジア ) は 、 デ ビル ガン ダム の 生体 コア と し て 強い 生命 
力 を 持つ 者 を 求め て お り 、 


じ め と する 新生 シャ ッ フル 同盟 に は 大 き な 期待 が 掛 
けら れ て いた 。 
こう し た 理由 に より 、 特 に 強い ガン ダム ファ イタ ー を 


選び 抜く た め 、 ウ ォ ン 首相 は ドモ ン た ち に 数 々 の 試練 
を 与 サパ イ パ ル イレ プン で 敗退 し た ミケ ロ ・ チ ャ 
リオ ッ ト トル ・ チ ャ ッ プ マン を DG 細胞 で 強化 ・ 
復活 させ た の も 、 その 一 環 だ っ た 。 
ウォ ン 首 相 は デビ ル ガ ン ダム と DG 細 胞 の 秘密 を 守 
る た め 、 合 3 法 を 問わ ず 様 々 な 手 を 打っ て い 
る 。 チャ ッ プ マン 人 復活 の 真相 を 知り 、 大 会 の 案 権 を 
主張 し た ネオ イン グラ ンド 領事 ウィ リア ム 卿 を 殺害 し 
た の は その 代表 的 な 事例 と (実行 犯 は 
チャ ッ プ マン 。 ネオ イン グラ ンド は 決勝 大 : 
続け る た め 、 ウ ィ リ アム 卿 の 死 の 真相 を 2 
が 。 


いた FE が 調査 を 始 、 
ピル ガン ダム を 包 る 真相 が 暴 か れ 始 め 


衝突 し た チャ ッ プ マン は DG 細 胞 に 侵食 され た 体 を 
見 られ 、 入 し た シュ バル ツ ・ プ 
ルー ダー は デビ ル ガ ン ダム を 確認 し て いる 

この うち 、 シ ュ パ ルツ の ネオ ホン コン 庁 生 潜入 事件 
は 、 ウォ ン 首 相 の 方 針 を わずか で は ある が 変化 させ 
て いっ た 。 侵入 犯 を ドモ ン (と アレ ン ビ ー・ ビ アズ リー) 
思い 込ん だ ウォ ン 首 相 は 、 証 拠 隠 減 の た め ドモ 
著しく 不利 な ファ イト を 強い た 。 ドモ ン が こ 


と 新生 シャ ッ フル 同盟 に よる 4 連戦 を 


関連 ファ イル 
で 第 13 回 ガッ ダム ファ イト 決勝 大 会 の 総 RR RE } 

サン ユン ファ G60213 
0 リー 戦は 終 散 に 突入 その 問 に 335 な る に 559 マス ター ガン ダム を は じ め と する デ 
大 人 ⑤ モン 人 シャ ッ GGso9 8 
“ビル ガン ダム は 着実 に 再生 し て い - DG 細 胞 GS ど で 構 成 され た 、 デ ビル ガン ダム 
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機動 起 間 伝 が 


WORLD GUIDE 


デビ ル ガ ン ダム を 巡る 
新た な 戦い 


同時 ネオ イタ リア の ケロ が 、 析 
の ガン ム ファ イ 和 一 ら と 新 ! 2 
フル 同 妨 を 講 撃 。 その 直後 の ドモ ン 
ケロ の ウ ァ fN は 、 突 名 


の ピロ の 税 好 に 周到 トラ ウマ 
が 庄 訪 追 い 送 まれ で い 7 細 その た 
め 、 彼 の 戦い は 丁 彩 を 人 0N て い ) 

Fw ルス の 声 割 で 戦意 
を 取り 戻 上 勝利 を 収め た 


WS 


| Sy GF13- 


&\ 055NI 


硬 | カン タム マッ フス ターvs ジ エス ター ガン ダム 
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密 GF13 


を 017NJT 


Hm 。 | 


ギ テ ナ 高 地 の 戦 いで ドモ ン に 撃破 きれ た デビ ル ガ 
ンダ ム は 、 一 是 は 活動 を 修 止 し た 。 これ を 受け て ネ 
オジ ャ パン は デビ ル ガ ン ダム の 回 収 に 当たっ た 
敗 し て いる 。 ネオ ホン コン が ネ ' 
を 壊 減 きせ 、 デ ビル ガン ダム を 奪取 し た 


漠 858 


も 006NA 
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鞭 王 当 芋 GF1 
ダラ ンド ガン ダム 貞 003NEL 


上 詳 | コッ ドガ ンダ ム vs ネ ロス ガン ダム 


チチ ボデー・ ク ロケ ッ ト と ネオ ポルトガル 代表 ロマ リオ ・ モ ニー ニ 
( 乗 機 ジ ェ ス ター ガン ダム ) の 対戦 が 決ま っ た 。 ロマ リオ は 対戦 
相手 の 動作 の コピ ー を 得意 と し 、 ジ : ド ・ サ ンド さえ 破っ 
た 強 厄 だ っ た 。 さら に ロマ リオ は 、 チ ボデー の 幼少 時 代 の トラ ウマ 
を 利用 し 、 試 合 前 か ら 彼 を 追い 込ん で いる 。 試合 開始 邊 も チ ボ 
デー は ロマ リオ に 苦戦 し た が 、 チ ポ ボ デー ギャ ルズ の 声援 で 戦意 を 
取り 戻し 、 ロマ リオ を 投 破 し た の だ っ た 。 


サー カス 小屋 の 台 生 で 外線 と 生ま 別れ た は 、 ビエ ロ に 深刻 な トラ 
ウマ を 抱い て いた 。 だ が 、 レ イン の 治療 ギャ ルズ の 声援 で 勝利 を 収め た 。 


貞 | ガン ダム ロー ズ vs ジ ョ ンプ ル ガ ン ダム 


ウォ ン ・ ユ ン フ ァ 首 相 が デビ ル ガ ン ダム を ネオ ホン コン 地上 領 
土 に 運び 込ん だ 頃 、 ミ ケロ ・ チ ャ リオ ッ ト は 他 の ガン ダム ファ イタ ー 
を 読 い 、 ド モン ら 新生 シャ ッ フル 同盟 を 襲い 始め た 。 直接 に 行わ 
れ た ドモ ン と ミケ ロ の ファ イト で は 、 0 
れる 中 、 謎 の MF ガ ンダ ム へ ブン ズ ソ ー ド が 出現 し 
め た 。 ドモ ン は 反撃 に 転じ ハブ ンズ ソー ド を 撃破 し た : 
了 後 に 倒れ で いた の は ネロ スガ ンダ 


a 


詳 旨 | 2 対 2 の ガン ダム ファ イト 


チャ ッ プ マン の 復活 に 尋問 を 抱い た ジョ ル ジ ュ が 、 ネ オイ ング ラ 
eo ウィ リア ム 卿 が 殺害 され た 。 直後 に 行わ 
ョ ル ジ ュ と チャ ッ プ マン の ファ イト で は 、 マ リア ルイ ゼ た ち を 
た チャ ッ プ マ ン が 戦い を 有利 に 進め た うえ . 戦局 が 逆転 
する と 煙幕 の 中 か ら グ ラン ドガ ンダ ム が 出現 し ジョ ル ジ ュ を 苦し め 
た 。 最終 的 に は ジョ ル ジ ュ が グラ ンド ガン ダム を 撃破 し た が 、 煙 攻 
が 晴れ た 後に 倒れ で いた の は ジョ ン ブ ル ガ ンダ ム だ っ 


ウィ リア ム 郷 を 殺害 し た チャ ッ プ マン は 、 DG 細胞 に 侵食 され て い 


イト の 最 中 に は 、 純 の MF グ ラン ドガ ンダ ム が 出現 し た 。 


ネオ ホン コン 庁舎 に 運び 込ま しれ た デビ ル ガ ン ダム は 復活 し つ 
つ あ っ た 。 それ を シュ バル ツ に 見 られ た ウォ ン は 、 犯 人 を ドモ ン と 
アレ ン ビ ー と 勘違い し 、 を 排除 すべ く 2 対 2 の ファ イト を 決 
定 。 ふた り の 対戦 相手 は 、 ネ オシ ン ガ ポー ル 代 表 の ラ セ ツ - ダ ガッ 


ツ ( 乗 機 アシ ュ ラガ ンダ ム ) と ネオ マレ ー シ ア 代表 の ガラ ・ ガ ー ラ 
( 乗 機 ス カル ガン ダム ) と な っ た 。 ウォ ン に よる 妨害 工作 も あっ た 
が 、 ド モン & ア レン ビー 組 が 勝利 を 収め て いる 。 


ウォ ン が 仕掛 けた 直 重 発生 紋 置 で 動き を まじ られ 】 
モー ド を 起動 する と アレ ン ビ ピー と の 連携 攻撃 で ラ セ ツ と ガラ を 撃破 


チャ ッ プ マ ン と ファ イト を 行う が 、 マ リ 
いら れる 。 戦局 が 逆転 する と 、 グ ラン 莉 ガ ンダ ム が 出現 。 な ん と か これ を 撃破 
する も 、 そこ に は ジョ ン ブ ル ガン ダム の 


守 GFi3 天 剣 総 
彫 pcoox 020NK 、 整 ガン ダム ヘブン ズ ソ ー ド 
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047NMA 


その 後 、 デ ビル ガン ダム は ネオ ホン コン 地上 領土 の 
庁舎 


" ゼ ら が 人 質 と な っ て お り 、 苦 戦 を 強 


玖 が あっ た 。 


ホン コン 庁舎 に 侵入 ! 
人 物 が 、 ド モン と アレ ン ピ ビー だ 
と 勤 違 いし た ウォ ン 首相 は 、 
彼ら を 排除 する た め 2 対 2 の 


る な ど 、 陰 謀 を 巡ら せ た 。 こ 
れ に より ドモ ン と アレ ン ピ ー は 
動き を 封じ られ る が 、 ハ イ バ ー 
モー ド を 起動 する と 、 敵 MF を 
撃破 し 勝利 を 収め た 。 


二天 へ リ fe 
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Miustration by AKIO UNUMA 


DG 細胞 に よる MF の 変容 


突如 、 ガ ンダ ム フ ァ イト に 出現 し た ガン ダム ヘブン ズ ソ ー 
ド と グラ ンド ガン ダム は 、 ネロ スガ ンダ ム と ジョ ン ブ ル ガ ン 
ダム が DG 細胞 で 変容 し た も の だ っ た 。 原型 を 留め な い 
変容 と 強化 は 、 DG 引 胸 特有 の も の で あぁ る 、 


グラ ンド 
ガン ダム 
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ma・ サ ン ライ ズ 


機動 戦士 ガン ダム ZZ 


a) 本 8 se dln 


/ ア 


\ 


叶 コア 3 宙 域 の 戦い Sea 


ジオ ォ ン Ys ジオ ン の 


大 規模 字画 戦 


配 体制 の ! 
興 」 は 順調 に 進 
が 発生 し 


全面 衝突 し 、 


1 以前 


の 指揮 AMX-004G 量産 
れ 、 強 化 人 間 (タロ ー ン ) 部 隊 


度 か 発生 | 

闘 に 過ぎ ず 

大 規模 な 事件 
発生 し 

の 戦闘 は さほど 大 : 


(ザウ ・ サ ワー ド UU.C.0155) 


も 拘ら ず 内 戦 4 
権 * 上 関連 ファ イル 
io 


Fe PREVEW 
22-0314 クレ ミー 


ジ キ ォ ン は 第 四 世 代 MS (と それ に 
MS) の 開発 に 積極 的 で 、 一 般 パ イロ ッ ト 用 の AMX- 
ー ベ ン ・ ウ ルフ や 多数 の 大 出力 火 
AMX-015 ゲー マル ク な 


長い 時 間 を 掛け て 決 
起 の 機会 を 用 

グレ ミー は (ネェ ル ・ 
アー ガマ)》 討 備 命令 を 
機 に 護 反 を 起こ し た 


の 能生 (ネェ ル ・ アー ガマ ) で ある 。 地球 
連邦 軍 も 大 規模 な 宇宙 艦隊 を 動か | 
イド 3 宙 域 に は 入ら ず 、 漁夫 の 利 を 狙っ 
機 し て いた 。 


は 逆転 し て 


時 コア 3 宙 域 > に お ける 澤 勢 力 の 動向 


(基本 的 に は 不 介入) 


指導 者 の 
議 夏 


(コア 3) 軍 域 の 旨い は 
戦 に エゥーゴ が 介入 し た 一 次 
ネオ ・ ジ オン 戦争 の 最終 決戦 と な っ た 。 戦 
後 の 主導 権 を 決する 戦い だ っ た の 


ハマ ー ン の 打倒 を 目指 す グ レミー トト が 次 
ジオ ン は 内 戦 状態 に 実 


ネオ ・ ジ オン 打倒 の た め サ イド : 
た エゥーゴ 艦 パネ エル ・ ア ー ガ マ ) が 
独 で 内 戦 に 介入 。 地球 も 艦隊 を 動か 
し た が 、 戦 闘 に は 介入 し な か っ た 


戦術 的 特徴 


(コア 3) 宙 域 の 戦い は ネオ ・ ジ オン の 内 
戦 と いう 側面 が 注目 され る が 、 第 四 世 代 MS 
の 大 量 投入 や 巨大 質量 弾 攻撃 の 連続 実 
施 と いっ た 特 珠 な 戦術 も 用 いら れ た 。 


第 四 世 代 MS や それ に 
相当 する 高 性 能 MS 
同士 の 戦い は 第 一 次 
ネオ ・ ジ オン 埋 争 玉 期 
特有 の も の だ っ た 。 


ゲー マル ク と 量産 型 
キュ ペレ イ 部 隊 の 戦い 
は 、 互 い に フ ァ ン ネル 
を 線 り 出す 燈 烈 な も の 
っ た 


ジオ ン の 内 戦 と いう 都合 上 、 双方 が ネオ ・ 
ジオ ン 製 の 兵器 を 投入 し て 交戦 。 ファ ン ネ ル な ど 
の ( 準 ) サイ コミ > 制御 式 攻撃 次 末 を 搭載 し た 機 
体 同士 の 戦闘 も 繰り 広げ られ た 。 


クジ ク 


ン 派 の ゲー マル 
泌 の ドー ベ 


世代 MS や ニュ ー タ イブ 専用 MS の み で 編成 され 
た 部 隊 を 実戦 投入 し 、 突 出し た 戦闘 能力 を 示し た 


対 拠点 ・ 艦 隊 戦 術 と し て グ | 
量 弾 攻撃 を 多用 し た 。 質量 弾 と し て 小惑星 基地 
の アク シズ と モウ サ が 用 いら れ た 。 一 度 の 会 戦 で 
一 度 も 巨大 質量 弾 攻撃 が 行わ れ た の は 珍し い 。 


へ の 攻撃 に 使用 。 グリ 
プス 戦役 の 「 ゼ ダン の 
門 ] 破 寺 作 戦 で その 感 
カ は 証明 済み だ っ た 


みあ っ た 場合 の 代替 に な り 得 た が 、 族 反 き れ た 
以上 、 排除 以外 の 選択 肢 は な か っ た 。 


存 の ネオ ・ ジ オン 製 MS を 主力 と し つつ 、 


2 ガン ダ 
ム と の 一 重 
ペレ イ に 搭乗 し た 。 


既 
四 選 代 MS ゲー ルク 人 人 間 用 の 2 
改 と いっ た ハイ エン ド 機 を 投入 。 カズ アル 、 カズ 
エル と いっ た ロイ ヤル ガー ド の MS も 参戦 し た 。 
4/ 1 
3 族 態 は (サダ ラー ン )、 
主 監 は エン ドラ 的 
N 


で * ュ AM 


園 | ハマ 戦略 ・ 戦 術 


戦死 後 は ZZ ガン ダム を 
狂っ た 


ハマ ー ン の 抹殺 を 重視 し つつ 、《 ネ ェ ル ・ ア ー 
ガマ ) (ガン ダム ・ チ ー ム ) の 李 破 も 規定 し て い 
た 。 目的 を 達成 し た 後 の ミ ネバ の 処 通 | 
は 不明 で ある 。 


いた 可能 性 も ある 。 そ 
実 の 公表 は グレ 
: 利 し た だ ろう 。 


ハマ ー ン 派 と 比べ て 少数 戦力 だ っ た グレ ミー 
派 だ が 、 ク イン ・ マ ン サ を は じ め と する ハイ エン ド 
機動 兵器 を 多数 装備 。 第 四 世 代 MS: 
イプ 専用 MS は 部 隊 単 位 で 運用 し て も い 


ー タ 


主力 MS は ハマ ー ン 
派 と 同じ ネオ ・ ジ オン 
の 一 般 機 。 議 別 の た = 
め 、 画 常 の 機体 は カ 
ラー リン グ を グレ ー に 
変更 し た 


け 、 戦 局 打開 の た め 巨 大 質 


に 劣る グレ ミー 
初 ハ マー ン の 障 殺 と アク シズ の 占拠 を 試 
殺 に 失敗 する と アク シズ を 拠 


派 は 、 当 


の 撃破 が 目的 。 元々 ネオ ・ 
サイ ド 3 入り し て いた 
『、 内戦 の 和 勃発 に 伴い 、 
も 撃破 対 象 と し た 。 


ハマ ー ン だ け で な く グ 


ミー の 反乱 以前 から 

ア 3) に 接触 し 、( コ 
ア 3) と 資 涯 小惑星 キ ケ 
ロロ の ドッ キン グ を 解除 し 
て いる 


エゥーゴ の 投入 戦力 は (ネェ ル ・ ア ー ガ マ ) 以 
下 算 秀 修 、 MS4 機 . MS 用 主 所 機 1 機 に 過ぎ 
か い 。 それ で も 4 機 の ガン ダム ・ タ イプ MS で 編成 
され た ガン ダム - チー ム の 戦闘 能力 は 高かっ た 。 


ZZ ガン ダム 用 と し て 複 
合 増加 装 備 「 フ ル ア 

が 用 介さ れ 、 グ レ 、 
と の 決戦 で 使用 


第 一 目標 は ハマ ー ン だ が 、 
が 直接 交戦 し た 場合 、 側 面 攻撃 で グレ : 


破 。 戦力 が 極め て 少な 
で 主 目標 を 狙っ た 。 


ネオ ・ ジ オン 両 泊 


A サンライズ 
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MS 運用 理論 : コア 3 下載 の 戦い | 7 | 9 wamrllM 


〈 コ ア 3)〉 和 軸 域 戦 の 推移 


そし て ガン ダム ・ チ ー ム と の 戦闘 で 
隊 争 は 終結 する こと と な っ - 一 騎 打 ち で ハマ ー ン が 
暗殺 未遂 と 小惑星 基地 アク 


固 〈 コ ア 3) 宙 域 で の 戦闘 に お ける 各 勢 力 の 動き 
本 図 は 、( コ ア 3 宙 域 ) で の 戦闘 に 参加 し た 3 勢力 の 動き を 示し た も の で ある 。 グ 
呈 三つ巴 に 近い 状態 で の 戦闘 
に 投射 する な ど 、 
大 質量 弾 を 用 いた 攻撃 も 実施 し で いる 。 し か し 、 グ レミ ー の 戦死 後 は ハマ ー ン 派 と 
エゥーゴ (ネェ ル ・ ア ー ガ マ ) の 一 騎 討 ち に 近い 形 で の 戦闘 へ と 移行 し た 。 


ハマ ー ン 3 ミー 派 の 討伐 を 優先 、 ハ マー ン コア 3) が 、 モ ウ 派 が 組織 的 埋 還 能力 を 失っ た た め 、 ハ 
は キャ ラ ・ ス ー ン 指揮 の 能 隊 を アク シズ 方 面 へ 派遣 の 一 騎 打 ちの 末 、 ハ マー | が よる 決 革 に 移行 
し 、1 月 10 日 に 算 隊 戦 が 開始 され た 。 (ネェ ル ・ ア ー ン も 戦死 し 、 根拠 地 と 指導 者 を 失っ た ネオ ・ ジ オン 王 5 

ガマ ) の ミネ バ 投 贅 未 遅 も この 時 期 に 発生 し 存 戦 力 は サイ ド 3 か ら 離 脱し て いっ た (17 日) 


派 は よく 持ち 増え て い 押 艇 位 が サイ ド d 下 城 
た が 、 戦局 は 数 に 勝る ハ に 入 3 
派 に 有利 と な っ て が 影武者 と 入れ 圭 わ 


覧 つい に ネオ ・ ジ オン 同士 の 4 


キャ ラ も 戦死 し た 


| 泌 


派 の 主 カ が 
タ | は 当 起 

ハマ ー ン を 嘱 殺 する こ し よう | を 強し . ハマ ー 
失敗 し 、 アク シコ も 占 揚 し も 


派 態 隊 を 般 間 させ 、 ニ ュ を | 
タイ プ 分 隊 で 各個 没 破 す に 多数 | 

と 到 化 
ーー 還 が 生 結 し た 


Miustration by KONOMU SEKIYAMA 


a オオ ・ ジ オン ( 八 
三 勢 力 の MORE INFO! 
時 | グレ ミー 派 の 撃破 を 優先 し て 《 ネ ェ ル ・ ア ー ガ マ 》) の 封じ 
勝因 と 敗因 込め が で き な か っ た こと 、( コ ア 3) の 防衛 に 失敗 し た こと 、 戦後 の MS の 変化 
ーー oy 


戦闘 に 参加 し た 三 勢 力 の 内 、 戦 略 目的 を 達成 で き 
た の は (ネェ ル ・ ア ー ガ マ た 。 ハマ ー ン 暗殺 
が 失敗 し た 時 ン の 内 戦 と 消耗 は 不可 
進 に な っ て お り 、 敗北 は 時 間 の 問題 だ っ た と 言 


(ネエ ルアー ガマ ) を 利用 し で 外さ ー の 軸 成功 し た が 戦力 の 損失 は 
大 連 孝 軍 と の 直接 交戦 は 困 如 と な っ た 


] 画 第 二 世 代 MS の 主力 化 
思 ネオ ・ ジ オン (グレ ミー 派 ) ・ 第 世 人 MS へ の 


ハマ ー ン 暗殺 に 失敗 し 、 電撃 的 決着 が 困難 に な 
と が 最大 の ネッ クト ュー タイ ブ 部 隊 の 投入 や 巨 
大 質量 弾 の 使用 タイ ミン グ も 遅かっ : ざる を えな い 。 
(ネェ ル ・ ア ー ガ マ 〉 の 放置 も 問題 だ 


参加 三 勢 力 の うち 、 最 も 戦力 が 少 っ た (ネェ 
ガマ ) だ が 、 ネオ ・ ジ オン 両派 の 戦闘 を 利用 し て グ | 


ュ ベ レイ 部 隊 、 臣 大 質量 弾 と い 


オン 両 泊 を 消耗 させ 、 両 指導 者 を ピン ポイ ント で 撃破 で きた 店 は 
は 活か せな か っ た 。 


ガマ ) に と っ て 理想 的 だ っ た 。 
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WORLD GUIDE 


宇宙 時 命 軍 の 暗躍 


The Stage of a Battle is to the space 
A.W.0015 


表面 化し た 
学 此 革 策 電 の 存 


A.W.0015、 政 府 再 建 委 員 会 か ら 移 行 し た 新 連 
邦 政 府 が 地球 圏 の 統一 に 乗り 出し た 。 その 手段 は 
強大 な 軍事 力 に よる も の で あり 、 地球 各地 で 戦後 独 
立国 家 を 屈服 させ て いっ た 。 比較 的 強力 な 戦後 独 
立国 家 だ っ た 南ア ジア 三 回 も 例外 で は な く 、《 フ リー 
デン )》 が 協力 し た エス タル ド 人 民 共 和 国 すら 降伏 を 
余儀 な くさ れ た 
、 新 連邦 の 地球 制圧 は 必ず し も 順調 に 進 
ん の で は な い 。 北米 で は フォ ー ト セパ ー ン 市 
を は じ め と する 戦後 独立 国家 群 、 バ ルチャ ー、MS 乗 
り が 協同 し て 新 之 邦 軍 の 侵攻 を 阻ん で いた (太平 
洋 北米 側 の セイ ンズ アイ ラン ド を 新 連 邦 軍 が 制圧 し 
た 際 、 多 数 の 政府 関係 者 を 処刑 し た 事例 が 、 北米 
各国 の 危機 感 を 煽っ た の か も し れ な い )。 


新 連 邦 に と っ て の 間 題 は 他 に も 存在 し た 。 中 で も 
大 き な 問題 革命 軍 の 存在 で ある 。 
当時 、 新 や 地球 居住 者 の ほ 


と ん ど は 知ら な か っ た が 、 第 7 次 宇宙 戦争 後 も 宇宙 
革命 軍 は 存続 し て お り 、 ス ペー スコ ロニ ー 2 


あっ た わけ だ 
新 連 邦 上 層 
組織 内 の も の で も 
1 実 福 さ れ て お り 、 スパ イ が 新 
る 可能 性 も 無視 で き な か っ 
『 草 命 宣 の 分 子 は 地球 に 
た 。 その 代表 が 、 新 連邦 系 ニ 
上 員 ニ コラ ・ フ ァ フ ァ ス で あり 、 新 
同時 期 に 活動 を 活発 化 さ せ て 
市 の ノ モ ア ・ ロ ング 市 長 こ 


も 地球 の 宇 f 
ブフ リー デン) 自体 は < 


- 時 的 に 協力 関係 を 
フリ ー デ ン 》 の 協力 の 未 、 が ロー 
の 本拠 地 ( タ 


A.W.0024) 


Mlustration by MASAKAZU YAMAGISHI /Color by MICHIYO OHTANI(Wish) 


歴史 フォ ー カ ス : 宇田 革命 軍 の 昭 也 nD3 mm 


fuEpnewew 


音 を 獲得 し た 


Special Efiect by SHIN INOIE Background by EJI WAKAMATSU (KUSANAGI 


ティ ファ 、 宇宙 に 連れ 去ら れる 
フロ スト 兄弟 は 、 ニ ュー タイ プ 研 究 所 の 破壊 を 企図 し て 、 


エニ ル ・ エ ル me | シャ トル 
進路 の 進路 


この 時 期 、 歴 史 の 舞台 裏 で は フロ スト 兄弟 の 陰 
謀 が 着 々 と 進ん で いた 。 「 カテ ゴリ ーF」 に 分 類 きれ 
光 * ら 世界 を 恨み 、 ニ ュー タイ プ と 既存 勢力 の 
嫌 滅 を 企ん だ フロ スト 兄弟 は 、 新 連邦 と ニュ ー タ イプ 
研究 所 を 翻 草 し て いた の で ある 。 


バシ タ ニル ロ 選 


回 政府 非常 事態 直言 、 発 令 さ れる 

ャ トル の 打ち 上 げ の 報せ を 受け た 新 連 邦 上 層 部 は 、 
政府 非常 事 能 宣言 を 発令 。 これ を 月 け て 、 新 連邦 軍 
は 待機 状態 と な り 、( フ リー デン ) を 攻撃 し て いた フロ ス 
ト 兄 弟 も 撤退 し た 。 その 後 、 宇 宙 行 き の 手段 を 探し て 
いた (フリ ル し から の 情報 で 、 宇 宙 革 命 
軍 が 制圧 し て いた 区 8 宇宙 基地 へ と 向 か . 


フロ スト 兄弟 


戦闘 
新 孝 宙 の 進 只 匠 | 芝生 地点 


ア か ら 苑 脱し た (フリ ー デ ン ) 
で 新 軍 邦 素 の ニュ ー タ イブ 研究 所 と の 接触 を 決定 。 その 直後 
新 連 邦 軍 の アベ ル ・ バ パウ アー 中 尉 が 駆る NRX-016 ラス ヴェ ー 
ト の 牙 撃 を 受け た 。 戦闘 の 中 、 ニ ュー タイ プ と し て 覚醒 し た アベ 
ル 中 尉 は F (フラ ッシュ) シス テム を 起動 し て フリ ー デ ン ) を 追い 語 
め 、 ア ベル 中 尉 は ティ ファ の 介入 で 撤退 を 余 億 な くさ れ 
戦闘 後 、 フ ロス ト 兄 弟 に 暗殺 され た 。 


l2|[ フリ ー テ ダイ ブ 研 究 所 に 接 朋 | 


フロ スト 兄弟 が ニュ ー タ イブ 研究 所 の 残 滅 を 企図 。 
プ 研 究 所 に は ティ ファ の 確保 を 3 3 


ー タ イ 
ヤミ ル は ニコ ラ ・ フ ァ フ ァ ス の 手引 き で 脱 
出し た が 、 その ニコ ラ が ティ ファ を 宇宙 に 連れ 去っ て し ま 


ニコ ラ は 生 四 共 命 軍 の スパ イ 
プ 研 究 所 は 條 壊さ れ 。( フ リー 


| 新吉 孝 、 政府 非常 事態 宣言 を 出す 


所 属 不明 の シャ トル (ニコ ラ が ティ ファ を 連れ 去っ た も の ) が 大 


に 。 これ に より 新 連邦 軍 に 衝 機 が 帝 じ られ 、( プ 
デン ) を 攻撃 し て いた フロ スト 兄弟 も 撤退 し た 。 ティ ファ 奪還 の 
め 宇 宙 行 まさ の 手段 を 欲し た (フリー デ ン 》 は 、 エ ニル か ら の 情報 
8 宇宙 基地 へ 向かっ た 。 血 
8 宇宙 基地 で は 宇宙 へ の 離脱 準備 が 進め られ て いた 。 


宇宙 命 軍 の スパ イ 活動 を し た 新 辻元 は 、 牙 非常 事 細 宮 言 を 
し た 。 エニ ル と 合流 し た (フリ ー デ ン 》 は 第 8 宇宙 基地 へ 向 


Es ー 
[| 第 8 宇宙 時 地 の 戦 

第 8 宇宙 基地 が 字 宙 革命 軍 に 占拠 され た 可能 性 に 気付 いた 
新 連邦 軍 は 、 基 地 寿 思 の た め 第 36 方 面 軍 (カザフ 大 将 指揮 ) を 
投入 し た 。 第 8 宇宙 基地 に 到着 し た 《 フ リー デン )》 は 宇宙 革命 箇 
と の 交渉 の 未 、DX の 譲渡 を 条件 に ガロ ー ド を 宇宙 船 に 同乗 さ 
せる ご 功 し て いる 。 第 36 方 面 軍 の 猛攻 に 晒さ れ た 第 8 宇 
宙 基 地 だ が 、《 フ リー デン ) と 宇宙 革 合 軍 の 防戦 が 功 を 奏し . ガ 
ロー ド が 同乗 する 宇宙 船 の 打ち 上 


エニ ル の 手引 き で (フリ ー デ ン ) が 宇宙 昔 合 軍 に 拉 角 直後 の 闘 で は 
フリー デン) の 特攻 で 第 36 方 面 軍 放 比 (バン ダー ル I 世 ) を 撃破 し た 


ュー タイ プ と し て 覚醒 し た アベ ル ・ バ パウ アー 中 慰 
の 暗殺 、 ク ター デ ター 計画 を で っ ち 上 げ て の ニュ ー タ 
イブ 研究 所 の 破壊 な ど が 、 こ の 時 期 の フロ スト 上 兄 
の 活動 と し て 知ら れる 。 だ が 《 フ リー デン ) の 織 江 に 

は 失敗 し 、 因縁 は 続い て ゆく こと と な る 。 マデ 


の 2 


/ 


[ガロ ー ド 、 宇宙 へ 
第 8 宇宙 基地 の 奏 品 を 目指 
す 新 連 邦 は 第 36 方 面 軍 を 
投入 。 (ブリー は 宇宙 
革命 軍 と の 交渉 の 未 、 宇 宙 
船 に ガロ ー ド が 乗る こと が 許 
可 さ れ 、 発 射 準 備 が 進め られ 
の 最 中 、 第 36 方 面 軍 
の 攻撃 を 受け る が 、《 フ リー 
デン ) と 宇宙 革命 軍 が 防 
戦 、 英 部 隊 を 撃破 し 、 宇 宙 船 
の 打ち 上 げに も 成功 し た 。 


RMS:014] 


接触 を 図っ た (フリー デン) 
は 、 新 連 邦 の NRX-016 ラ 
ズ ヴ ェ ー ト の 閲 撃 を 受け た 。 
戦 関 中 に ニュ ー タ イプ と し 
て 管 醒 し た アベ ル 中 尉 は 
F (フラ ッシュ ) シス テム を 用 
いて 《 フ リー デン 》 を 追い 込 
ん だ 。 し か し 、 テ ィ ファ の 介 
入 に より 概 弾 し 、 搬 遂 。 その 
後 、 フ ロス ト 兄 弟 に 暗殺 され 
て いる 。 ー 


Miustration by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
(2 リー デジ 
南 


の 新 体制 


ジア か ら の 苑 有 後 


フリ ー デ ン ) の 体制 は 少し ず 
ァ と ガロ ー ド の 一 時 的 離脱 以外 
新 MS 乗 り の 参加 、 母 艦 の 豆 失 


し 
、 艦載 MS の 改造 
a 


画 ガン ダム レオ バル ド の 改造 J 
南ア ジア 離脱 時 の > 
を 負っ た ガン ダム レオ バル 


GTgeoOD 
ガン ダム レオ バル ド 
スト ロイ 


画 エニ ル の 参加 

フリ ー の MS 乗り エニ ル ・ エ 
ル が 参加 。 新 連 邦 と の 戦 開 
の 中 で 字 宙 革命 軍 と 接触 し た 
が と の 合流 を 
選ん だ 3 


画 (フリ ー デ テン ) の 更 矢 
第 8 中 宙 基 地 の 了 戦闘 に お 


フリ ー 
確保 し 
紅 が れ た 
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aa サン ライ ズ 


表 コン ペイ トウ 柚 撃 事件 
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GUNDAM CRISIS 


WORLD GUIDE 


コン ペイ トウ 上 の 戦闘 と 
表 術 下 官 候補 生 の 奪 戦 


U.C.007912.25、 地 球 連 邦 軍 が 占拠 する 宇宙 要 
集 コ ン ペイ トウ ( 旧 ソ ロモ ン ) が 、 ジ オン 公国 軍 の 攻撃 
を 受け た 。 シャ ア : ア ズ ナ ブル 大 佐 指揮 の 独 
戦隊 に よる 攻撃 ュー タイ プ 専 用 MA の MIAN- 
08 エル メス の テス ト と し て 実施 され た 

今日 、 この 事件 は 戦史 マニ ア の 間 
も の で 、 ニュ ー タ イプ の ラ 
の 霊 " と し て 恐れ られ る 
て 有名 で ある し 、 コ ン ペ イト ウ へ の 攻撃 は 断続 
的 に 行わ れ て 、 テ スト の 度 に 異な る 逸話 を 
生ん だ と 見 られ る 

の ひと つと し て 注目 され る の が 、 
ィング 処理 中 
サイ ド 7 適 時 
性 能 で 
が 、 一 年 戦争 末期 に な る と 相対 的 な 性能 低下 が 否 
め な く な っ て いた 。 ジ ォ ン 公 国軍 の 新型 機動 兵器 が 


で 広く 知ら れる 
ソロ モン 
こと に な っ た エビ ソー ド と し 


ン 


‘る 


ガン ダム の マグ 
ネ 


歴史 フォ ー カ ス : コン ペイ トウ 襲撃 事件 


Bravel Technical cadet 
U.C.0079 


高 性 能 化 し て いた の も 一 因 
だ っ た の が ガン ダム の レス 


動作 する 


* か る 時 間 が 長い と い : 


と は 言っ て も 、 ガ ンダ ム の レス ポン ズ 
イロ ッ ト で あれ ば な ん ら 問 題 な い レ ベル だ っ た 。 
し タイ プ と し て 覚醒 し つつ あっ た アム ロ ・ レ イ 


の 反応 速度 は 常人 の 域 を 超え て お り 、 ア ムロ に と っ 
て ガン ダム は 「 遅 い 」 機体 に な っ て いた の だ 

この 報告 を 受け た 地球 連邦 軍 は 、 チ ェ ン バ ロ 作 
NS ザン ダム の 強化 を 試み 
た 


モー ター 式 
で 機械 的 な : 2 
ち 消 し 、 理 論 
る 。 これ を MS ンス 者 し く 向 1 
追随 可能 と 
グ 処 理 は 、 そ の 
ET の 新鋭 " モス ク ・ ハ ン 
われ た . 業 を 担っ た の は 、 ア ス 
ソ ら 技術 士官 候補 生 た ち だ っ た が 、 
ハン 博士 の 指導 も あっ て 作業 上 の 問題 は な か っ た 


Mlustration by SHINYA KUSUMEGI 


(BB) mg09 sD1 


に 思わ ぬ 事 態 が 発生 する 。 シャ テ 大 
3 オン 公国 軍 ボ コン ペイ トウ を 出撃 し た の 
だ 。 し か も 、 シ ャ ア 大 佐 は エル メス の テス ト 結 果 を 受 
け て 帰投 し た の MS が 攻撃 を 続行 し 、 コ ン 
ベイ トウ は 混乱 状 】 っ た 。 

それ で も 士 定 候補 生 RA ミグ ネ sh 
コー ティ ング 処理 を 


終 で 出撃 。 っ た 。 
UCO155) 
関連 ファ イル 
BK782 タム FG01.03 
EZ G3 カン タム ご 1GS01-02 
MSN-01 サイ コ : ステ ム 高 機動 試験 機 AGS-01-19 
モス ハン 名 FG02.14 馬 
ロモ ン 攻 遇 東 FG03-11 生 


FG-03-22 二 


陳 還 ジス テム 
fhEPREWEW 


ティ ング 」 か 0 


= 
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ガン ダム vs サイ コミ ュ ・ 
ステ ム 高 機動 試験 機 。 
防衛 綱 を 突破 し た サイ コ 


ト ・ コー ティ ング 処理 の 性 能 向 上 も 
あっ て 油 MS を 刺 破 し た 

港 湊 ブ ロッ ク を 離脱 し 、 (ホワ イト ペー 
ス ) と の 合流 を 目指 


| カン タム の マブ ネット ・ コ ー テ インノ 処理 開始 


U.C.0079.12.25、 [チェン パロ 作 戦 ] に より ジオ ン 公 国軍 の 
宇 下 要 寒 ソロ モン を 制圧 し た 地球 連邦 軍 は 、 要 実名 を コン ペイ 
トウ に 変更 。 コン ペイ トウ は 「 星 一 号 作戦 ] の 拠点 と し て 使用 さ 
れる こと と な っ た 。 ほぼ 同時 に コン ペイ トウ 内 で は 、 《 ホ ワイ トペ ー 
ス ) 所 属 の RX-78-2 ガン ダム へ の マグ ネッ ト ・ コ ー テ ィング 処理 
が 開始 され て いる 。 マグ ネッ ト ・ コ ー テ ィング 処理 を 指揮 し 
同 技術 を 考案 し た モス ク ・ ハ ン 博士 で 、 作 業 に は アス トナ ー: 
メド ッ ン 以下 多く の 技術 士官 候補 生 が 参加 し た 


ガン ダム の 反応 運 度 の 限界 (に 
クー ハン 情 士 を 泊 遣 し 、 マ グ 


する 報告 を 受け た 地球 運 孝 軍 は 、 モス 
ト ・ コ ー テ ィング 処理 を 実施 し た 。 


| コン ペイ トウ 宙 域 の 戦闘 


(ホワ イト ペー ス ) は ホス ト サ ー バ ー の 任 を 解 か れ 、 好 撃 に 当 
ガン ダム は コン ペイ トウ に 残さ れ 、 マ グ ネ ッ ト ・ コ ー テ ィ ン 
グ 処 理 を 続け られ た が 、 作 業 に は 制限 時 間 が 課さ れ た 。 制限 時 
間 が 5 分 を 切っ た 頃 か ら コン ペイ トウ 上 で の 戦闘 が 激しく な り 、 サ 

ミュ ・ シ ステ ム 高 機動 試験 機 以外 に も リッ ク ・ ド ム や ザク HI 
る 攻撃 も 始ま っ た 。 対す る 地球 連邦 軍 は ジム 
な く 、《 ホ ワイ トペ ー ス ) 所 属 の ガン キャ ノン 、 宇宙 圭 闘 機 や ボー 
ル な ども 投入 し て 迎撃 に 


ジオ ォ ン 公 固 軍 の 放 撃 で コ : 
ャ ノン (カイ ・ シ 


ウ の 要 室 火器 が 次 々 と 沈 杜 。 それ で も 
- 機 ) ら の 活躍 で 類 次 迎 吉 し て い - 


アム ロ の ガン ダム に 施 き れ た マグ ネッ ト ・ コ ー テ ィ 
ング は 、RX-7RNT-1 アレ ックス を は じ め と する 新鋭 
用 され た 、 地球 連 邦 軍 の 先端 技 e 
対す る ジオ ン 公 国軍 は 、 ニ ュー タイ プ の 感応 濾 を 
で 思考 を 操縦 に 反 喘 する サイ コ 


MSN-01 、 コン ベイ トウ に 進攻 
迎撃 に 当たる 中 、 ガ ンダ ム は マグ 
グ 処 理 を 継続 。 戦闘 は コン ペイ トウ 
ミュ ・ シ ステ ム 高 機動 試験 機 
・ ド ム も 進出 し て し 


ム な ど を 展開 し 、 迎撃 を 行 


Rd 
a に 基 | 計 2 


| ジオ ン 公国 軍 の 興 撃 


ラッ セル 哨 式 区 を パト ロー ル 中 だ っ た 第 24 哨 式 部 隊 
ザ ・ ハ ロウ ィ ン 隊 ) が ジオ ン 公国 軍 の MS と 遺 遇 し た 。 その MS は 
MSN-01 サイ コ : テム 高 機動 試験 模 で 、 防衛 網 を 突破 
する と コン ペイ トウ 方 面 に 進攻 。 これ を 有 厩 けた 第 24 哨 牙 部 隊 は 
追撃 開始 し て いる 。 ほぼ 同時 に 第 23 哨 戒 部 際 も シャ ア ・ ア ズ 
ナブ ル 大 佐 指揮 の 部 隊 と 遺 遇 し た が 、 反 撃 を 受け て 壊滅 。 シャ 
ア 大 佐 は 後退 を 開始 し た が 、 サイ ステ ム 高 機動 試験 機 
は 進攻 を 続け た た め 、 コン ペイ トウ 全域 に 警 式 警報 が 出さ れ た 。 


次 々 と ジオ ン 公国 軍 の MS が 撃墜 され る 中 、 防 御 綱 を 突破 し 
た サイ コミ ュ ・ シ ステ ム 高 機動 試験 機 が コン ペイ トワ 内 に 侵入 し 、 
内 部 か 5 要 寒 の 一 部 を 破壊 し た 。 その 直後 、 制 限 時 間 
グ ネ ッ ト ・ コ ー テ ィング 処理 を 終 : Fi 
ウ ウ の 港湾 ブロ ッ ク で サイ コミ ュ ・ シ ステ ム 高 機動 試験 機 と 交 力 。 
ネッ ト ・ コ ー テ ィング に よる 性 能 向 上 も あり 、 敵 機 を 戦闘 不能 
に 忠 い 込ん だ ガン ダム は (ホワ イト ペー ス ) と の 合流 の た め 港 湾 
ブロ ッ ク を 離脱 し て いっ た 。 


と ガン ダム 、 そ し て マグ ネッ ト ・ 


用 化し て いた 。 コン ペイ トウ 身 事 件 で 猛 
成 を 振る っ た MSN-01 サイ コミ ュ ・ シ ステ ム 高 機動 試 
験 機 や エル メス も 導入 し た 技術 で ある 。 
技術 と し て は サイ コミ ュ の 方 が 高く 評価 され る が 
両 技術 機 同士 の 戦闘 は 連邦 軍 に 軍配 が 上 が っ 


隊 が 、 ラ ッ セ ル 哨 戒 区 に お い 
公国 軍 の MS (MSN-01 サイ コミ ュ ・ シ 
機動 試験 機 ) と 遺 通 。 な お er 
部 隊 は シャ ア 大 佐 の ヨ 


Mustration by AKIO UNUMA 


ONE INFO! 


博士 は コン ペイ トウ 前 撃 事件 4 
だ が 、 後 の 消息 に つい て 


ルナ ツー に 向かっ た よう 


わか っ て いな い 
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アデ が 
ガイ ド 


機動 新 世 紀 ガ ンダ ム X 


A.W.0015 の 世界 
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第 7 次 字 軸 戦争 で 
破 嬢 され た 子 球 問 


A.W.0015 時 の 地球 の 人 口 は 、 か つて の 19% に も 


満た な い 9800 万 人 だ っ た 。 
A.W. 移 和 旧 連 邦 
は 機能 し て : 家 と 呼 


ば れる 小国 や | 


例外 が 月 の 裏側 に 位置 3 
命 軍 を 保有 ・ 
つた 原因 


戦争 で は 、 
全面 稀 突 し た 。 その 最終 段 
区 数 の コロ ニー を 地球 に 落下 き 


Word Scene in AW. 
アフ ター・ ウ オォ ー の 世界 情勢 


落と し 作戦 」 を 実施 する に 笠 
する 旧 連 邦 軍 は 、 サ テラ イト キャ ノン 搭載 MIS お よび ピッ 
ト MS で コロ ニー 落と し を 阻止 する 「 コ ロニ 
戦 」 を 展開 する が 、 こ 
より 徹底 的 な コロ ニー 落と し が 実行 され て し まこ 

この 結果 、 地 球 各地 に 多数 の コロ ニー が 落着 し 、 
大 規模 シェ ルター に 進 難し た 人 々 を 除い て 、 地球 居 
住 者 は ほぼ 壊滅 し た の だ っ た 。 当然 、 地 球 上 の 大 
都市 は コロ ニー 落と し の ター ゲッ ト と な っ た た め 、 跡 
形 も な く 消 減 し た ( 旧 連 邦 の 本 拠 地 が 置か れ た 南 


米 は 、 特 に 集中 的 に 攻撃 され た ) 。 
対す る 宇宙 草 命 軍 も 無傷 で は 済ま な か っ た 。 対 


地球 質量 弾 と し て 多数 の コロ ニー を 用 いた た め 、 ス 
ミー ス ノ イ ド の 居住 地 そ の も の が 大 幅 に 減少 し : 
戦争 に よる 消耗 も 激しく 、 し ば らく は 生き 抜く こと 

ト 置か れ て し まっ た の で ある 
字 宙 を 間 わ ず 破 減 的 状 
戦争 は 勝敗 も は っ きり し な いま ま 終 
人 々 は A.W. の 新 世 界 を 構築 し て いっ 
た 。 特に 、 コロ ニー 落と し を 受け た 地球 は 生活 イン フ 
ラ の ほとん ど が 破壊 きれ 落着 時 に 巻 
き 上 げ ら れ た 粉塵 で ! 


(xX) E03 mm 


まで 長い 時 間 を 必要 と し た 。 それ で も 沿岸 部 を 中 心 
に 復興 し て いき 、A.W.0015 に は 戦後 独立 国家 や 自 
治 都市 と の 間 で 交易 が 行わ れる まで に な っ た 。 

旧 連 邦 が 機能 不全 に 陥っ た 結果 、MS を 用 いた 
風 行為 が 横行 する 一 方 、 復 興 に 必要 な 資材 を 回 
収 す る パル チャ ー、 警備 を 請け 負う MS 乗り な ども 出 
現し た 。 特定 の 組織 に 属 き ない バル チャ ー や MS 乗 
り は 、 戦 後 の 混乱 の 象徴 で ある と 共に 、 復 尋 に 不可 
欠 な 任 在 で も あっ た 

( ル ァ ン ・ リ ュ ベ ア ALW.0024) 


関連 ファ イル 
カー Xcogr19 下 
エス タル ド 人 民 共和 国 X02-16 画 
Ei X-O3-01 
X-03-20 
[TE Xog21 
(クラ ウド 9) と 宇宙 生命 X03-22 
EC2dD* XS23 


人 お 7 次 宣夫 争 後発 廃 し た 地 

球 各地 に 生ま れ た 国家 群 エス 

タル ド 民 共和 国 を は じ め と する 

= 南ア ジア 三国 や フォ ー ト セ バ ー ン 
i 4) ppe ど が 知ら れる が 、 新 連 孝 に 必 


し た 園 も 多い 


Mustration by TAKUYA IO 


地球 と 宇宙 の 状況 | A.W.0015 の 主要 只 力 と 関係 / スタ ルド A 
AW.0015 は 、 年 号 が 示す よう に 第 7 次 宇 A.W.0015 ま で の 地球 | な ど 
宙 戦 争 終 結 か ら 15 年 後 の 世界 で ある 。 第 7 0 昼 生 。 国家 が 存在 せ ず 、 戦 後 独立 国家 が 各地 に 
次 宇宙 戦争 の 結果 、 | 連邦 や 宇宙 革命 交点 在 し て いた に 過ぎ な い 。 各国 の 支配 地域 


は 玲 体 化し 、 巨大 統一 国家 は 存在 し な い は 狭く 、 隣接 する 国 同士 の 軍事 衝突 も 限定 
的 だ っ た よう だ ( 略 鶴 を 狙う 悪 質 な バル チャ - 

や MS 乗り が 現実 的 な 間 威 たった)。 新 連邦 
が 樹立 され れる と 各地 で 統一 戦争 が 勃発 し 、 最 計 
終 的 に は 新 連邦 と 宇宙 革命 軍 が 対立 し た 。 介入 も あり 混迷 する 。 


宙 戦 争 末期 、 宇 宙 革 命 軍 が 実施 し た 

活 と し 作 越 ] の 結果 、 地球 全域 が 入 放 
的 に 破壊 され 、 巻 き 上 げ ら れ た 粉 慶 も 長期 間 日 光 
FOO 仙 を 中 っ た 人 口 も 


画 新 連邦 成立 後 の 状況 


旧 連 邦 が 統治 能力 を 失っ て い 
び た 人 々 は 独力 で 復 異 を 開始 し : 
し た の が 戦後 独立 国家 や 自治 都市 で ある る 。 た 
し 、 いずれ も 小 規模 な うえ 、 沿岸 部 に 作ら れ た も 


"| 

放 還 され た 軍事 基地 か ら 質 
材 を 回 収 する バル チャ ー、 
変 中 等 を 担う MS 乗り な ども 


出現 。 MS を 用 いて 
の が 多く 、 内 陵 部 は 無法 地帯 と な 為 に 出る 者 も 多 か - 
RA 
実質 的 ! 湊 壊 し た | 旧 連 孝 だ が 、 政 府 再建 委 連邦 価 制 の 復活 を 目指 す 
と し て 政府 再建 委員 会 は 


と し て 事 カ に 
よる 地球 統一 を 目指 し た 。 一 方 、 と 戦っ 
に 宇宙 革命 軍 も 存続 し て お り 、 新 連邦 政府 樹 
宣言 同時 期 に 大 規模 な 活動 を 再開 し た 


0015 に 新 当 邦 


に は 知ら され な か っ } 


A.W.0015 の 主要 地域 


第 7 次 宇宙 戦争 以前 と は 比べ る べく も な い が 、 地 球 各 の 形 で 巻き 込ま れ て いる )。 
地 で 後 異 が 進み 、 少 な か ら ぬ 寺 後 独立 国家 が 誕生 し た 。 な お 、 旧 連邦 の 本 拠 地 は 南米 に 置か れ て いた が 、 コロ 
新 連 邦 が 樹立 され た A.W.0015 は 世界 規模 で 見 て も 混 ニー 落と し で 徹底 的 に 破壊 され た た め 、 新 連邦 の 中 心 拠 
乱 が 多い 年 で 、《 フ リー デン 》 が 訪れ た 北米 や 南ア ジア の 点 は ヨー ロッ パ に 建設 され た 。 宇宙 革命 軍 の 拠点 は 第 7 
戦後 独立 国家 は 戦乱 に 巻き 込ま れる こと と な っ た (ほとん 次 宇宙 戦争 時 と 同じ (クラ ウド 9) で ある 。( ク ラウ ド 9) は 月 
どの 戦後 独立 国家 は 、 新 連邦 に よる 統一 戦争 に 何ら か の 反対 側 に 位置 し て いた 


セイ ンズ アイ ラン ド 


草加 サン シラ イメ 130.26 


新 機動 戦記 ガン ダム W 


WORLD GUIDE 


喘 異 0Z に よる コロ ニー 懐柔 直 還 革 


、 ガ ンタ ダム ・ パ 


0Z と 運 携 し る 地 5D、 『、 状 況 は ロ 
k に 対抗 する 必要 性 か ら 宇 事 力 を 。 いく 。 ロ ー ム フェ ラ 財 団 は 新た に 、 


武装 化し た コロ ニー 2 の E 事 。 を 掃討 すべ く [ オ ペレ ー ジ ョ 


で 、 コ ロニ ー 上 層 


「 オ ペレ ー 
が 財団 内 に 現れ る 。 その 
て 。 ク シュ リナ ー ダ だ っ た 
と の 協調 路線 


関連 ファ イル 


団 の 支配 体制 


この 時 期 、 


新 恨 動 戦記 ガン ダム W 


WORLD GUIDE 


歴史 フォ ー カ ス : 0Z に よる コロ ニー 懐柔 


5 機 の ガン ダム の 行方 と 
新 ガ ンダ ム [「 ウ イン グ ゼ ロ 」 


0Z に よる コロ ニ 
イロ ッ ト た ち は 、 宇 仙 
に 劉 避 し た ガン ダム は デ 
残り の 3 機 は 地上 に 残さ れ た 。 ウイ ング は 海中 に 投 可 
ムズ は 行方 不明 と な り 、 サ ンド ロッ ク 


デル マイ ユ 公 は 旧 連 合 宇宙 軍 の 磁 減 を 決 


MS 戦 の 最 中 、 ニ コル 特 球 は バッ 


[W] D3 se ODA 


茸 で 損傷 し た デス サイ 
ェ ン ロン は 五 博士 が 月 面 基地 で 強化 ・ 改 造 し 、 
ウイ ング と 0Z が 修復 中 だ っ た サン ドロ ッ ク は 、 反 02 
織 に よっ て 回 収 き れ た 。 ウ イン グ ゼ ロ は 、H 教 授 が 残し 
た 設計 図 を 基 に カト ル が 新造 し た 機体 で ある 、 


la る 。 そ の 後 、3 


園 し 4 コロ ニー で の 事 1 
親 0Z に 傾き つつ あ , > 


で 
表 。 同時 期 、 五 飛 は 自 機 を 損傷 させ る と OZ に 連行 され た 


1 


# 


故 で 暴走 | 0Z の 資源 衛星 を 
壊 減 させ る と 、 民間 コロ ニー の 


レデ ィ ア 


バル ジ か ら ュ ン ノ 
パル ジ か 5 | am 生地 吉 折 
0Z、 コロ ニー の 懐柔 を 進め る た に ち 、 宇 遇 で の 活動 を 再開 の 政変 
地球 の 実権 を 握り つつ あ - ム フ ェ ラ 財団 は 、0Z を 介し は 、 個 別に 行動 を 再 L4 コ ロニ ー で も OZ! 

て コロ ニー の 慎 柔 を 進め た 。 コロ ニー 上 層 部 の 説得 、 旧 地 球 国 ュ オ を 救出 し た 後 、0Z 月 面 基地 化 や 議会 へ の 0Z の 介 - 
太一 連合 宇宙 軍 の 撃破 、 宇宙 機電 の 排除 に よる コロ ニー 間 の に 拘束 され た 五 博 士 の 抹殺 に 動い た 。 五 飛 は 宇宙 要 実 パ バルジ ド ・ ・ ウ ィ ナ ー は 、 一 連 の コロ ニー の 動 や 東 事 工場 
交通 ・ 通 信 網 回 復 な ど が 行わ れ 、 コ | も OZ を 受け 入れ の 負 域 で 戦闘 を 展開 し た 役 、 離 脱 。 トロ ワ は 身分 を 偽っ て 0Z 宇 = SE 衛星 お 

対す る ガン ダム ・ パ イロ ッ ト た ち も 、 事 態 の 中 心 と な - 宙 軍 に 入隊 し 、 五 博 士 が 開発 し た 新型 MS の パイ ロッ ト に 選ば れ 
いた 宇宙 へ と 帰 昌 。 反逆 の 責任 を 問わ れ た ゼクス ・ マ ー キ ス は 、 た 他 、 五 博士 抹殺 の た め 月 面 基地 に 侵入 し た ヒイロ を 捕らえ て い 計る の 8 品 け て OZ が 区 
70 機 も の MS に よる 「 処 刑 」 を 生き 延び 0Z か ら 去っ て いっ た , っ その 頃 、 ゼクス は 地球 の 親善 大 使 と し て コロ ニ - で 

ーー 
De な っ て 、 コロ ニー の 人 呆 や 上 地 人 

除 を 推進 。 財団 は MD の 戦力 化 を 進め た が 、 ト レー- 

D- 120 コ ロニ ー の 戦い | 月 本 時 地 に 集う ガン ダム ・ バ イロ ッ ト た ち 

アン か ら 宇 宙 で の 自由 行動 を 許可 され た ゼクス は 、 旧 地 武 に ウイ ング ガン ダム セロ を 完成 させ 
球 園 統一 連合 宇宙 軍 の 3 令 癌 が 置か れ 、 残 存 戦力 が た テム に 翻弄 され 暴走 。 0Z と コロ 
も る D-120 コ ロニ ー へ と 向 稼働 し つつ あっ た 月 面 基地 の 破壊 、 五 博士 の 抹殺 を 目指 す デュ た カル は 、0Z の 資源 衛星 を 消滅 させ る と 、 民 間 コロ ニ - の 没 寺 
MA ] 旧 連合 宇宙 軍 の オ は 、0Z 志 願 拓 ヒル デ ・ シ ュ バ イカ ー の 協力 も あっ て 基地 へ の を 0Z に 予告 し た 。 これ を 受け た 0Z は 、 ト ロワ 指揮 の MS 部 隊 を 
「 令 を 碗 潜入 に 成功 。 だ が 、 デ ュ オ の 垂 機 を ンダ ム 2 機 が 五 博 士 派遣 する が 、 その 到着 前 に 民 問 コ | 1 基 が 破壊 さ : 
a バル ジ 砲 で D- つて 改造 中 だ と 知る と 、 意 | この 時 、 た 。 直後 、 カ トル の ウイ ング ゼロ と の 戦闘 
命中 し な か っ た 。 戦闘 後 、 レ ディ ・ ア : ヒイロ と 五 飛 も 月 面 基地 に 連行 され て いた 。 
ル 特有 を 内 
ma st 131.24 
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Super Weapon in U.C. 
宇 下 世紀 の 超 兵 器 


器 」 と 思 E る 3 の 3 パン チ ・ マハ ル ) か ら の 』 


更 上 最大 の この よう に 合成 を 誇 3 ソー ラー レイ 、 一 年 和久 基 に は (マハ ル ) の 
の 攻 人 作業 


指向 性 エネ ルギー 太 器 A 0 2 


大 
食い 止め る こと は で き な か っ た . 
(9 リ ヌー スッ フト UCO) 


は 不明 だ が 、UC.0079.08 に サイ 


機動 戦士 ガン ダム 
『 


ソー ラ ・ レ イ の 構造 


レイ は no に 


レイ は 一 年 戦争 末期 に 一 度 使用 され た 。 戦後 に は ティ ター ンズ が (グリ プス 
レー ザー 砲 に 改造 し U.C.0136 に は 木星 帝国 が 「 神 の 埋 計画 ] の た め 
ー ・ レ ー ザ ー 砲 を 用 意 し 、 木星 圏 か ら 地球 へ の 直接 攻撃 を 試み た 。 ー 


人 エエ 
太陽 を 転用 し た 電界 発生 装置 で 不安 定 
電子 ビー ム 砲 で 高速 スキ ャ ン す る 
射す る 。 シリ ン 
界 半 透 騰 は 、 特 
定 レ ベル 以下 の 光 を 反射 し 、 以上 の 光 を 透 
過 さ せる (また は その 逆 の ) 性 質 を 持つ 。 


U.C.0079.01.30、 ジオ ン 公国 軍 は 「 星 
戦 | の た め ア ・ パ オア 向かっ で いた 
邦 軍 の 主力 入 隊 ( ・ レ イ 人. 照 昧 し た 。 ご : 
より 地球 連邦 軍 角 隊 は 309% 以 上 の 戦力 を 


大 ソー ラ ・ レ イ の 。。 。 
使用 較 。* 


鏡 暗 界 半 遂 膜 


ソー ラー レ イ ンー ラル レイ 人 天 華 際 人 
( ぴ ル ・ ド (人 和香 コー ス (レビ ル 人 の 動き 予定 コー スズ 


ラ ・ レ イ (EX. ソ ー ラ ・ レ イ ) を 準備 し 
これ は (マハ ル ) と は 別 の も の で ある , 


は 一 年 戦争 中 期 か ら 後 期 に か け て 行わ れ . 
U.C.0079.08 に は (マハ ル ) か ら の 疎開 が 
開始 され て いる 。 サイ ド 3 特 有 の 密閉 型 コ 
は 、 シ リン ダー 内 壁 の 鏡面 化 (アル ミ 
な うえ 、 人 工大 陽 


SCIENGE 
key Word ; 


U.C.0080 年 f 
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EE) FLE D3 SHEET Ii 


開戦 と 「 血 の 作 ノ タイ フ 」 


Tragedy of VALENTINE 


CE.70 初 頭 、 大 西洋 連邦 を は じ め と する プラ ント 
理事 国 (以下 、 理 事 国 ) と L5 コ ロニ ー 群 「 プ ラン ト 」 と 
の 関係 は 、 一 触 即発 の 緊張 状態 に あっ た 。 出資 回 
ゆえ に プラ ント に 過酷 な ノル マ を 課 し 利益 を 独占 し て 
きた 理事 国 と 、 自 治 権 を 要求 する ブラ ント の 間 の 癌 
は 、 交渉 に よっ で も 埋まら な か っ た の で ある 。 

し 0.01.01、 理 事 国 は 自作 自演 の テロ 事 
件 を 起こ し 、 理 事 会 に 向かう プラ ント 評議 員 を 殺害 
する (この 事件 は | 未開 理事 会 」 と 呼ば れる )。 事 
の 背後 に 理事 国 の 存在 が ある こと を 知っ た プラ ント 
は 物資 の 輸出 を 倍 止 し 、 両 勢力 の 関係 は きら に 悪 
i て いく 
れ で も 理事 国 と プラ ント の 交渉 は 続い た 。 あく ま 
『 和 的 手段 に よる 自治 権 獲得 を 目指 し て いた プラ 
を 重 梓 し て いた た め と 思わ れる が 、 理事 
国 に 自治 権 容認 の 意思 は な か っ た 。 理事 国 が 生産 
の は ほとんど を プラ ント (. 
ラン ト に 自治 権 を 与え る わけ に | は いか な か っ だ の : 

人 の こよ り 、 理 事 国 を コン 
トロ ー ル 下 に っ た か は わか ら 
な い 。 し か し 、 を 時 
は 、 プ ブラ ント が 理事 国 の 箇 威 と 成り 得る こと を 証明 し 
輸出 休止 は 理事 国 の 自 泉 自 得 で ある )) 
[ 思 で は な く 能 力 に 備え る 」 の が 政治 の 基本 で 
ある 以上 、 理事 国 が プラ ント の 封じ 込め 戦略 を 強化 
果 、 理 事 国 は 軍事 力 に よっ 
て プラット の 独立 を 阻止 する 方 針 に 切り 震え て いく 。 

それ まで も 理事 国 は プラ ント に 対し て 軍事 的 司 賜 
を 度々 行っ た が 、 今 度 は 規模 と 徹底 き が 違っ て い 
を プラ ント に 派 


道 し 、 制圧 する つも り だ っ た と きれ る 。 

し か し 理事 国 で も 一 忌 偽 びに は 開戦 で き な か っ た 。 
非 理事 還る 参加 する 国連 が 理事 国 の 動き を 制約 し て 
いた ほか 、 開戦 の 口実 も 不 充分 だ っ た た めで ある 。 

そこ で 理事 国 は 、CE.70 生 し た 「 コ ペ 
ル ニ ク ス の 悲劇 」 を 利用 する 。 この 事件 は 、 月 面 都 
市 コ ベ ス 市 で の 交渉 (月 面会 議 ) の 席 で 爆弾 
テロ が 発生 し 、 理 事 国 代表 と 交渉 の ! 革 け 人 で 
ある 国連 務 夫 胡 和信 む 国連 首 遼 陣 が 死亡 し た も 
の だ っ た 。 議会 議長 シー ゲル ・ ク ライ 
遅 参 し た た め 無事 だ っ た 。 テ 


その 2 日 後 、 理 事 国 は 「 コ ペル ニク ス の 悲劇 」 を プ 
ラン ト の 犯行 と 発表 し た うえ 、 MM ト に よる ナ 
チュ ラル 全体 へ の 布 に 至っ た 。 
= これ が 「 ア ラス カ 定 言 」 で ある 
人 崩壊 し た 回 I 連 に 代わ る 国際 組 


関連 ファ イル 
TS-MA2mod.00 メビウス ゼロ TS-MA2 メビウス SEED-01-19 本 EPR 
ー ゲ ル ・ ク ライ ン SEED-02-19 に 
ウズ ミ ・ ナ ラ ・ ア スハ SEED-02-22 
航 す る が 、 そ の 1 回 地球 と プラ ント の 対立 SEED-08-02 


SEED-G8.34 至っ た 。 そし て 、 布 者 の 電 争 は 激 


と ダン ト 。 SBEDO99 し き を 増し 、 環 湾 戦 争 へ と その 様 
で 70 み 571 の 埋 争 SEED-03-44 i 相補 


は 大 秘 実 に 1 発 の 核 ミ サイ ル が 運び ー 
(フィ ・ タ ルゥ カ J 
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機動 戦士 ガン タム SEED 


連合 は 、 地球 対 上 層 部 と 繋が っ た ブルー コ スモ ス の 影響 が 大 きい , 


国連 の 崩壊 と 共に 誕生 し た 地球 


ブル ー コ スモ ス の 障 忠 と プラ ント そし て ナチ ュ ラ ル 対 コー 対 プ ラン ト 戦 争 に メリ ッ ト の な い 非 理事 国 
を 打ち 出す こと で 、 対 プラ ント 了 ず ぎし も 地球 連合 に 歩 問 を 合わ せな か < 

国際 関係 の 変化 た 人 年間 撤 当 前 な 上 争 抽 は 、 地球 各国 を 衝 合 し よ に 国 の 多く が 打 プ ラッ ト 国 ( 反 補 全国) や 中 立国 
うと する 地球 連合 の 思 看 だ け で な く 、 大 西洋 連邦 と な り 、 地球 は 視 数 の 陳 営 に 分 か れる こと と な っ た 


ET イー 衣 還 識 


| ma コル に クス の 前 


CE70 0205、 国連 事 務 夫 挟 の 呼 び か に 本 2 月 8 日 、 オ ー ブ 連 合 首 長 国 の ウズ ミ ・ ナ ラ ・ et 
より 、 よー アス ハ 人 表 が 、 事 熊 の 変化 に 拘ら な い 自国 の 独 スミ 
Je 中 立 を 宣言 。 これ は よ 「 ア スハ 代表 の 中 立 宣 2 
上 、 そ の カ を 論 失 , 言 ] と 呼ば れる 。 立 の 立場 を 取っ た 


固 「 ア スハ 代表 の 中 立 宣言 」 時 の 国際 関係 


2 月 7 日 、 理 事 国 代表 の 大 西洋 連邦 が プラ 『 の 重 | 2 月 11 日 、 地 球 連合 が プ 
ント を 「 コ ペル ニク ス の 悲劇 ] の 主犯 と し て 非 14 日 、 プラ ント 宙 域 で 戦闘 が 発 生 | 
奴 し 、 ナ チュ ラル 対 コー ディ ネイ ター の 図式 を を 連合 軍 は 農業 コロ ニー (ユニ ウス セブ ン ) を 核 攻 
撃 し 破壊 し た 符 者 を 出し た 


理事 国 は 国連 の 制約 


画 「 血 の バレ ンタ イン 」 時 の 国際 関係 
脱し 、 軍 事 活動 を 含む 独自 行動 が 容易 と 


時 地球 連合 成立 直前 の 国際 関係 宣戦 布告 / 攻 撃 


テロ の 主犯 と し て 非難 


MORE INFO! 開戦 時 の 地球 連合 軍 の 戦力 


画 地球 連合 成立 時 の 国際 関係 
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MS Guide in U.C. 


o タ 収 E 全 的 戦闘 
を 示し 、 その 活 
ム は 、 低 コス ト 化 
ウン グレ ー ド され 
ト に は 不具 合 が 
対 5 の 生産 数 は 少な く 、 各 機 。 多く 、 
! さ れ て いる の が 試作 MS と fj は E さ れ な い の が 普通 で 


決する な ど し て 量産 MS が 開発 さ 
ム の 直接 


FLEPREEW 


た 量産 
MS で ある ジム の 開発 を 進 


Miustation by TAKUYA IO 


MHDME 。。 


量産 MS の 開発 や 新 技術 の 実証 ・ 試 験 、 特 殊 計画 の 実 
行 な ど を 目的 に 製造 され る MS が 、 試作 MS で ある 。 本 来 は 
デー タ 収 集 用 だ が 、 長 期 的 に 実戦 投入 され る 事例 も 多い 。 


各種 テス ト を 受け て の 改良 の 後 、 量 産 
化す る こと を 想定 し た 試作 MS。 結果 的 
に 量産 に 至ら な い 試 作 MS も 見 られ る 。 


ー 


MS-06RP 
衣 動 加 ザ プロ ト タ イブ 


語 機 動 型 ザク の 直近 的 前 
に あたる 試作 MS 量産 
に 近い 仕様 の MS で お 


ジム の 旗 作 機 カン ダム 、 テ ィ タ ー ン シ 
ズ の 可 秋 MS な ど が その 作 表 。 


新 技術 の 実証 や テス ト を 目的 と し た 
試作 MS。 新 デ バイ ス の 搭載 や 異な る 
系 統 の 技術 融合 を 目指 し た MS も 含む 。 


MS-O 
グフ 飛行 試 弁 
MS の 単独 飛行 を 目指 し た 


機体 。 大 推力 の 然 村 ロ ケッ 
ト を 重視 し た 設計 だ っ た 。 


MS。 技術 的 な 問題 に 直面 し や すい が 、 
音 新 的 高 性 能 を 実現 し た 例 が 多い 。 


AE 初 の ガン ダリ ウム Y (ガン 
で) 採用 MS と され る 。 リッ ク ・ 
ディ アス の 直接 的 前 身 機 。 


V ガ ンダ ム の よう に 、 従 来 機 の 部 村 
を 流用 し た 機体 も 存在 する 。 


既存 の MS を ペー ス に 開発 され た 試 
作 MS。 開発 期間 を 短 線 で きる 反面 . 性 


AMS-120 
本 -97 コ コタ イブ 
ギラ が 原型 の 試作 
MS。 サ イコ ミュ の 小型 化 に 
航 い 、 失 改作 と な っ て し まっ た 。 


・ シ ステ ム 高 機動 試験 機 の 
を 倍 め な い 機体 も ちる 。 


試作 MS で 得 られ た 各種 デー タ を 基 に 開発 さて た 、 マ スプ 
口 仕様 の MS。 試作 MS の 問題 点 を 改善 し て お り 、 生産 性 
や 運用 性 、 操 縦 性 な ど に 優れ る 傾向 に ある 。 同機 種 で も 、 
生産 時 期 や 生産 拠点 に よっ て 性 能 差 が ある 例 が 多い 。 


は 


ジェ ガン の よう に 、30 年 以上 に 責 っ て アッ プ デ ー ト を 続け な が ら 運 用 され 
た 量産 MS も ある 。 先行 量産 型 は 試作 機 に 近い 量産 MS と 言え る 。 


試作 MS か ら 量 産 MS へ の 発展 


試作 MS の 問題 点 を 改善 する 形 で 開発 され る 量産 MS だ が 、 ど の 部 分 
を 「 改 善 ] する か で 量産 MS の 性 能 特性 は 大 きく 変わ っ て くる 。 通常 、 量 
産 に 適する よう 構造 上 の 複雑 さ を 改 め つ つ 、 性 能 は 維持 ・ 向 上 させ る が 、 
地球 連邦 軍 で は 絶対 性 能 を 低下 させ て まで も 生産 性 を 改善 し た 。 他 に 
も 重 武 装 化 や 小型 化 な ど が 量産 化 の 際 に 行わ れる こと が あっ た 。 


画 時 本 形 0 完成 と プラ リツ コア リブ 

技術 実証 機 な ど で 基 礎 技 術 を 培っ 
た 後 、 量 産 化 を 前 提 と し た 試作 MS を 
新た に 開発 し 、 そ れ を 原型 に 量産 MS 
を 開発 する パタ ー ン 。 最も 基本 的 か 


つ 堅 実 な 開発 系 譜 で ある 。 複数 の NS.01、 MS.02、 MS.03、 
試作 MS を 経て 量産 MS に 至る の は 、 MS.04 プロ L タ イプ ・ ザ ク を 
ザク ・ シ リー スズ な ど で も 見 られ る 。 経て 実用 化 さ れ た ザク 1。 


パウ や V ガ ンダ ム は 紅 作 機 と 量 導 機 の 着 が ほとん ど な い 。 
ガン ダム Mk-I ペ ー ス の バー ザム は 外見 が 著しく 変化 


の 4 


ドー ベン ・ ウ ルフ は 連邦 生か 
ら 入 手 し た ガン ダム Mk-V の 
強化 ・ 発 展 型 に あたる 


MS-07C-5 YMS-09 Ms.09 ME 
グフ 試作 実機 プロ ト タ イ プ ド ム ドム AMX-004 キュ ベレ イ AMX-004G 量産 型 キ ュ ペレ イ 


試作 機 の 性 能 低下 や 機能 の オ 
ミッ ト を 行い 、 簡 易 タ イプ と し て 量 
産 MS を 完成 させ る パタ ー ン 。 生産 
性 を 最 重視 する 際 に 採ら れる 手法 


悦 複数 の 試作 機 の 融合 


2 機 の 試作 MS の 設計 を 統合 す 
る 形 で 、 量 産 MS を 開発 する パタ ー 
ン 。 MSA-0012 (ラムダ) ガン ダム 
の 上 半身 と MSA-0011 (イオ タダ) 


で 地球 示 MS (AE 各 や ) ラン アム の ご ンダ ム に と S カ ンダ ム の 半身 の 度 ララ ェ アロ ロラ ィ ア 、 フ フ 

で 多く 見 られ る 。 量産 MS 低 性 能 ム 。 設計 通り の 後期 生産 弄 計 を 組み 合わ せ た MSA-007 ネロ ス と し つっ 高 機動 試験 機 の ラ 
と いう 印象 に 多大 な 影響 を 与え た 。 は 充分 な 性 能 を 持つ 。 が 、 この タイ プ の 量産 MS で あっ た 。 ンド セル の 設計 を 和合 
EE S07A YMS-08A MS-07B グフ 


RX-77-8 ガン キャ ノン RGC-B0 ジム ・ キ ャ ノン プロ ト タ イブ プ - グ フ 遍 機 動 型 試験 機 


多様 な 量産 MS へ の 発展 


1 機 の 試作 MS が 、 複 数 の 量産 MS に 派生 する 例 も あっ た 。 ガン ダム 
の 場合 、 簡 易 量産 型 の ジム 以外 に も 、 陸 戦 特 化 の RX-79 [G] 陸 圭 
型 ガ ンダ ム 、 ニ ュー タイ プ 搭 乗 時 の ガン ダム の 性能 の 再現 を 目指 し た 
RX-81 な ど が 存在 する (計画 含む )。 Z ガ ンダ ム に も 複数 の 量産 化 計画 
が あり 、 少な く と も 3 タイ プ の 量産 仕様 機 が 開発 され た よう で ある 。 


ガン ダム い ・ タ イプ MS は 、 数 紅 種 量産 MS が 計画 ・ 開 発 
れる こと が 多い 。 ガン キャ ノン も ジム ・ キ ャ ノン な ど に 派生 し た 


RX-79 [8] 
間 mm ンタ 


ンダ ム 
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地球 連合 軍 と オ 


答 勢 力 の 特 微 が 見 える | 
軍務 用 制服 | 


軍 と オー プ 軍 の 一 般 制 服 を 解 
還 服 に つい て は 別 


史 は 浅く 、「 血 の パレ ンタ イン 」 直 


前 の C. 連合 の 設立 か 


同時 \ い 。 地球 運 合 
は 、 大 西洋 邦 と い 
理事 国 の 軍 衝 で 誕生 し た が 、 複数 の 


国 の 軍隊 を 巨 組織 に 再編 する に は 、 い くつ 
か の 問題 を クリ ア し な けれ ば な ら な が 
その 問題 と し られ る も の が 、 指 揮 権 の 所 在 
の 明確 化 、 指揮 系 統 の 統一 、 担当 地域 の 決定 、 予 
算 配分 な ど で あ る 。 1 各国 の 独 
自 武 量 が 少な か ら ず 認め られ た た め (次 第 に 大 西 
洋之 邦 の 影響 力 が 増大 し 初 は 大 き な 問題 に 
な ら な か - 、 小 き な 問 題 と 
思え る も の が 「 制 服 の 統一 化 ] で あっ た 


ー ブ の 制服 と 宇宙 服 


地球 連合 は 統一 軍事 組 
設 し た 。 これ に 伴い 、 地 球 連 合 軍 と し て 
(軍服 ) が 必要 と な り 、 急 直 採 用 きれ た . 

地球 連合 設立 か ら 宜 戦 布告 まで 数 昌 し か な か っ 
- 年 足ら ず 後に は 地球 連合 軍 の 制服 が 普及 
制服 の 更新 は 滞り な 


の 統一 制服 


た 
し て お り 


。 若年 層 か ら は 「 ザ フト 
\ い 」 と の 意見 も や あっ た 


地球 連合 に 参加 せ ず 、 中 立 を 


合 首長 国 で は 独自 の 制服 を 採用 し て いた 。 


わら な い が 、 色 は 白 を 中 
ど 、 特 殊 な も の と 
五大 氏族 と いう 特殊 階級 


を 表し て いる も の と 言え る 


て いた 。 こう し た 意匠 は 、 


る オー プ の 国情 


本 09 sr4On 


Technology in CE 
コズミック ・ イ ラ の 技術 


70 か ら 71 に か け て の 戦争 = 第 1 次 連合 ・ プ ラン 
ト 大 戦 の 後 (お そら く ユ ニウス 条約 後 )、 オー プ 軍 で 
は 制服 の 更新 が 行わ れ た 。 色 は 藻 系 の 組み 
合わ 昌 き れ た ほか 、 宰 や 袖 の 据 が 大 型 化し 、 
スカ ー フ が 廃止 きれ る な ど 大 幅 に 変化 し て いる 。 志 
大 氏族 用 も 同じ デザ イン ライ ン の も の に 変更 され た が 、 
ペー スカ ラー は 白 で 紺 章 を 備え て お り 、 印 象 は 旧制 服 
制服 変更 の 理由 は 不明 だ が 、 地 球 連 合 軍 に 
よる 占領 が 終了 し た こと が 関係 し て いる と 思わ れる 
(フー コー・ デ ルカ ッ セ C 


SEED-0z-05 較 
SEED-02-21 画 


SEED-03.02 

SEED-03-34 
オー ブ 連 全音 長 園 SEED.03.36 
CE70 が ら 71 の 戦争 SEED-03-44 


西洋 
な ど 、 複 数 の 


制 さ れ た 


Mustration by TAKIYA IO 


に 地球 連合 軍 の 制服 / 軍 帆 は 慰 官 最 以 上 の 
再 校 (艦隊 ・ 基 地 司令 


地球 軍 合 軍 の 編制 時 、 構成 各国 の 軍隊 擬 長 な ど ) が 主 に 着用 。 
の 制服 か ら 更新 され た と 思わ れる 新制 服 。 も aa 
前 線 だ け で な く 作業 服 や 内 勤 服 と し て も 使用 
され て いる 。 モデ ル に よっ て 基 木 色 、 ボ トム ス 本学 


(男性 用 は スラ ックス 、 女 性 用 は スカ ー ト ) 、 前 如 レ し ペル で は 制服 
ベル ト の 有無 と いっ た 違い は ある が 、 基本 的 の 着 調 し が 黙 話さ れる 
に 同じ も の で ある 。 イン ナー も 地球 連合 東 指 も 


定 の も の が 存在 し て いる 。 する 者 も いた 。 


( 抽 隊 NNW 一) 退 表 凍 


MIE 


宮本 博 出 ・ 尾 藻 通 放 林 


地球 連合 軍 で は 、 将 官 か ら 兵 卒 まで 基本 的 
に 同じ 制服 を 着用 する た め 、 制 服 に 付す る 階級 
章 で 地位 を 示す 。 階 地 章 は 窒 章 と 肩 章 か ら 成 
りり 、 鶴 凍 が 具体 的 な 階級 を 示す 。 肩 章 は 将 官 

佐 官 尉 官 と いっ た 大 ま か な 立 場 を 表し て いる 。 


脆 章 も 存在 する が 、 同 じ 


回 | オー フ *ospg = に ERR 
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オー ブ 軍 の 制服 は 、 ス カー フ や 紫色 の 布 
地 、 大 き な 培 な ど デザ イン に 凝っ て いる の が 
特徴 で ある 。 第 1 次 連合 ・ プ ラン ト 大 戦後 、 
制服 の 更新 が 行わ れ 、 現在 の 薄紫 を 基調 と 
し た モデ ル と な っ た 。 国家 代表 や 軍務 に 携 
わる 五大 氏族 の 着用 例 が 多い 玖 軍 ・ 将 官 
用 は 、 カ ラー リン グ や 肩 章 の デザ イン が 変更 
され た 特殊 モデ ル で ある 。 


国家 代表 と な っ た カ ガ 
り ・ ユ ラ ・ ア スハ は 、 戦 
時 に お いて は 正装 を 
ね る 軍服 で 公 の 場 に 
姜 を 現す こと が あっ た 


j/ \ J} H 八 


下 の 図 は 、 オ ー ブ 軍 の 新制 服 に 付 さ れる 階級 
章 の 一 覧 で ある 。 階 組 章 は 、 胸 意 と 二 種 類 の 
胸 章 ( 左 胸 と 手 の 先端 ) で 構成 され て いる 。 オー 
プ 軍 は 殖 官 組 が 将軍 と 准将 し か 存在 し な いた 
め 、 地球 連合 軍 よ り パ リエ ーション は 少な い 。 


浴 和 と な っ た キラ ヤマ ト 
は 、 遂 常 の 刻 服 に 将軍 

用 の 洋 章 と 左 胸 章 、 信 
調 所用 の 容 間 、 定 
用 の 栓 口 つ けた 。 


で W・ サ ン ライ ズ 
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ORE NE 


cm, 


中 譲 アブ サラ ス 探 索 


戦争 の 転換 期 に 実施 され た 
アプサラス 南 獲 作戦 


- 年 戦争 前 期 の 地球 降下 作戦 以降 、 大 き な 動 き 
が な か っ た 東南 アジ 7 戦線 だ : 


上 場 基地 に お ける 戦中 ML A アプ サラ ス の 開発 、 そ の 
テス ト エ リア 確保 の た め 総 対 防 術 線 の 拡大 な ど が 
行わ れ た 地球 連邦 極東 方 面 軍 も 対処 に 乗り 
出し た た め 、 両 軍 の 交戦 が 増加 し て いた の だ 。 

れ で も 当初 は 極東 方 面 軍 の 対応 は 限定 的 
に 。 アプ サラ ス の テス ト エ リア と 担当 だ 


し か し 、 
面 軍 は コジ マ 
多く を 割 い て アプ サラ ス の 探 
せ た 。 U.C.0079.11 上 旬 頃 の こと だ っ た 。 
て 東南 SA 地 
た と 言わ ざる を 得 な い . 


方 
動か し 、 大 隊 戦 力 の 
早 共 作戦 を 実施 さ 
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歴史 フォ ー カ ス : アプ サラ ス 探 索 


Serch of ZEON'S New Arms 
U.C.0080 


ヨー ロッ パ で 地球 連邦 軍 の 一 大 反攻 作戦 「 オ デ ッ 
サ 作 戦 」 が 展開 きれ た た めで ある 。 

オデ ッ サ 作戦 は 開戦 後 初 と な る 地球 連邦 軍 の 大 
規模 反攻 作戦 で あり 、 そ の 勝敗 が 地球 の 勢力 図 を 
大 きく 塗り 替え 、 戦 争 の 帰 超 に 多大 な 与え る 
こと は 確実 だ っ た 。 実際 、 オデ ッ サ 作戦 は 一 年 戦争 
の ター ニン グ ポ イン ト と な り 、 これ を オン 公国 は 
敗戦 へ の 坂道 を 転げ 落ち て いく る 。 

当然 、 ER 
が 、 じ て い た 。 オデ ッ 
サ 作 戦 の 成功 に より 、 そ れ を 指揮 する レビ ル 将 軍 の 
評価 が 上 が る の が 面白 く な か っ た の だ , 
し た 将校 の ひと り が 、 極 
ライ ヤー 大 佐 で ある 。 後 の ラサ 秘 
明 し た よう に 、 ライ ヤー 大 佐 は レビ ル : 
識 が 強かっ た 


その ライ ヤー 大 佐 が 、 
の 低 き を 愛 恵 し 、 手 柄 を 欲し て アプ サラ ス の : 
獲 を 計画 し た と いう の は 無理 の な い 推 


オデ ッ サ 作戦 へ の 頁 献 度 


た 、 アプ サラ ス の 有 有 感度 が 高い ほど 、 
プ サ ラ ス 開 発 拠点 の 攻略 の 重要 度 が 


次 の 作戦 = 
増す 以上 、 大 


[前 ] D8 SHEET I1 


佐 の ステ ッ プ アッ プ の た め に も 必要 な 作戦 だ っ た こと 

は 間違い な い 。 
アプ サラ ス の 探索 ・ 南 閉 作 戦は 、 ア プ サ ラス の 自爆 
と いう 形 で 終わ っ た も の の 、 地球 連邦 軍 は その 残骸 
を 回 収 。 そし て 残骸 か ら 推測 され た アプ サラ ス の 性 
能 は 、 地球 上 の あら ゆる 場所 か ら 直 接 ジ ャ プロ ー に 
朗 攻 ・ 攻 撃 可 能 と いう 入 異 的 な も の で あっ た 。 その 
対処 を 任 さ れ た ライ ヤー 大 佐 は 、 極 東方 面 軍 を 投入 
し て の 一 大 作戦 を 実施 する こと と な る 。 
("ネー ムレ ス " ジョ ン ・ ス ミス 


関連 ファ イル 


FX7B【G 隊 埋 型 ガン ダム 


TUC.0154) 


ロー 攻略 用 MA の 開発 
で 大 隊 と 第 08MS 小 隊 
工場 基 地 


9809-8 寺 


剛 下 、 束 昌 アジ ァ で ジャ ブロ ー 攻 時 

用 MA の 開発 が 進め られ て いた 。 
その 性 能 は 地球 上 の あら ゆる 場 
所 か ら ジ ャ ブロ ー に 飛来 、 そ の 境 
上 法 が 可能 な ほど で あっ た . 


Miustration by MASAKAZU YAMAGISHI ~~Color by NAGISA ABE ~ Special Eflect by ATUSHI SATOU (SHAMROCK) 


イレ ギュ ラー な 
08 小 隊 の 鍋 抽 


アプ ラサ ス 探 索 ・ 画 獲 作戦 に 参加 し た 際 の 第 
08MS 小 隊 (コジ マ 大 隊 所 属 。 以下 、08 小 隊 ) は 、 通 
常 と は 異な る 編制 を 取っ て いた 。 先 の 戦闘 で 負傷 し 
た エレ ドア ・ マ シス 佑 長 が 一 時 的 に 戦線 を 離脱 し た 
た め 、 4 人 体制 と な っ で いた の で ある 。 


固 回 収 部 隊 に よる 戦闘 

不時着 後 、 ア イナ は アマ ダ 少 尉 を 敷 うた め 単 

披 行動 を 取っ た 。 再会 し た ふた り は 、 協力 

雪山 で の 一 夜 を 生き 延び 、 翌 日 だ は それぞれ 

の 回 収 部 隊 に 救助 され た 。 その 際 、 両 軍 の 部 
選 、 アプ サラ ス は 


08 小 隊 、 

射 爆 場 で 待ち 伏せ を 実施 
極東 方 面 軍 は 、 ジ オン 公国 軍 の 新兵 
器 で ある アプ サラ スズ の 盾 案 と 直 獲 の た 
め 、 部 隊 を 派遣 。 その ひと つ で ある 第 
08MS 小 隊 は 、 ゲ リラ の 協力 も あっ て エ 
リア 526 に 敵 の 射 婚 場 を 発見 


その 影響 で 、 通 管 は ふた り で 運用 する ホバー・ ト 
ラッ ク は ミケ ル ・ ニ ノリ ッ チ 信長 ひと り に A こ 
れ に 加え て 任 長 が 精神 的 に 不安 定 | 
ホバー・ ト ラッ ク に は テリ ー・ サ ンダ ー ス jr 入間 が 失 
乗 し 、 借 長 は 隆 戦 型 ガ ンダ ム に 配 岬 変更 と な っ た 。 


回 アプ サラ ス 、 出現 

待ち 佐 せ 開始 か ら 6 日 目 、 つ い に ア プ サ ラ 
ス が 射 爆 場 に 出現 。 08 小 隊 は 画 牙 の た め 
戦闘 を 開始 する が 、 敵 MA の 圧倒 的 な 戦闘 
能力 と 増援 部 隊 に より 苦戦 を 強い られ た 。 
戦闘 の 末 ッ チ 何 長 機 を 底 っ た アマ ダ 
3 只 材 が アブ サラ ス に 組み 人 


国 ア プ サ ラス と 隊 埋 型 ガン ダム 、 細 山 に 不 時 基 の 
アプ サラ ス の パイ ロッ ト が アイ ナ で ある こと を 知っ た アマ ダ 少 尉 は 、 彼 ンー 
女 か ら 補修 用 パー ツ を 受け 取る と 、 自 機 を 稼働 状態 に する こと に 成 
功 。 両 槻 は その まま エリ ア 847 の 雪山 に 不 時 落 し た 。 再生 と も に 数 
難 信 号 を 殆 信 し て お り 、 捜索 ・ 回 収 部 隊 の 展開 準備 を 開始 し て いる 。 
Xen 
地球 連邦 軍 トー 
才 08VS 小 衣着 反 本 紗 生生 地上 失 
Nusration by AKIO ONUMA 
間 | 08 隊 、 公国 軍 の 射 爆 場 を 発見 上 上 対 畑 場 の 戦 」 
アプ サラ ス の 存在 を 寮 知 し た コジ マ 大 隊 は 、 そ の 控 索 と 画 佐 8 小隊 が 待ち 伏せ を 開始 し て か ら 6 日 目 射場 に アプ サラ MORE INFO! 
に 乗り 出し た 。 探 康 ・ 直 猫 部隊 の ひと つと し て 持 入 され た 08 小 ス が 出現 し た 。 08 小 隊 は アプ サラ ス を 画 獲 す べく 攻撃 を 仕掛 け い い へ Ah 一 者 
隊 は 、 地 元 ゲリラ の 協 リエ リア 526 の 射 爆 場 を 発見 。 ア た が 、 ア プ サ ラ ス の 火力 と 機動 性 に 圧倒 さ : 、 敵 増援 の 出 砂漠 と 春 冷 地 に 対応 し た 局 地 戦 用 MS 
ブサ ラ ス が この 射 埋 場 で テス ト を 行っ て いる と 判断 し 、 待 ち 伏 せ 。 現 も あっ て 苦戦 し た 。 戦闘 の 未 、 ア プ サ ラ ス は 射 埋 場 か ら 飛 び アブ サラ ス と 08 小 隊 が 交戦 し た エリ ア 526 は 極 疫 な 
を 実施 。 5 日 経過 し て も アプ サラ ス は 現れ な か っ た うえ 、 ニ . 去っ た が 、 コン トロ ー ル を 失い つつ あっ た ば か りか 、 シ ロー・ ア マダ 乾燥 地帯 、 ア プ サ ラ ス と アマ : 機 が 不時着 し た エリ 
了 何 長 の 不 注意 も あっ て 小隊 内 に 不協和音 が 生じ た が 、 少尉 機 が 組み 付い た まま に な っ て いた 。 その 頃 ヨー ロッ パ で は 、 ア 847 は - | c 
か ら 流 れる マシ ス 何 長 の 曲 で 結束 を 取り 戻し た 。 オデ ッ サ で の 敗北 を 受け て ジオ ン 公 国軍 が 撤退 を 進め て いた 。 順に 最適 化 さ 
ーー る 妥 れ た 機体 も 存在 し て お り 、 特 に ジオ ン 公 国軍 は 多数 の 乾 
燥 地帯 (砂漠 ・ 熱 帯 ) 用 MS を 開発 し た こと で 知ら れる 
ョ ー ム の 穴 跡 か ら 、 ア プ サ ラ ス の テス ト 場 だ と 判断 。 08 08 小 の 不意打ち りら 科 還 は 、 ア プ サ ラス の 信 位 で 
は 画 獲 練 を 行っ た が 、 ミ ケル 何 長 の 不 注意 で ドロ ー ン を 束 失 し : ノリ ッ チ 何 長 を 底 っ た アマ ダ | 機 は 、 アプ サラ ス と 行方 不明 と な っ : 
旧 | アプ サラ ス 、 雪山 に 不時着 | 訓 軍 回 収 部 隊 の 交戦 RGM-79D ジム 府 準 地 仁 様 
極 低温 地帯 で の 運用 に 対応 
射 爆 場 か ら 飛 び 去 っ た アプ サラ ス (軍属 アイ ナ ・ サ ハリ ン 搭 不時着 後 、 自 軍 の 回 収 : 救 助 部 隊 と 接触 可能 だ っ た アイ ナ だ yr 
乗 ) と アマ ダ 少 膨 の 陸 型 ガン ダム は 飛行 を 続け て いた が 、 共 に が 、MS か ら 脱出 し た アマ ダ 少 財 を 救う た め 単独 行動 る 取っ た 。 時 
損傷 し て お り 、 安 全 な 着陸 は 困難 な 状態 に あっ た 。 この 事態 を 結果 、 ア マダ 少尉 と アイ ナ は 雪山 で の 一 夜 を 生き 延び た 。 翌 
受け た アマ ダ 少 肝 は 、 ア イナ と 直接 接 角 し て 補修 用 パー ツ を 受 。 朝 、 地 百 連 邦 還 と オン 公園 軍 の 回 収 ・ 示 部隊 が 員 明 戦 を 
け 取 り 、 乗 機 を 和 う じ て 標 作 可能 に し た 。 そし て 、 両 横 の パワ ー を 。 演じ る 中 、 ふ た り は 各 軍 に 救助 まれ て いる 。 この 陣 、 地 球 運 邦 軍 
虫 使 し て 不時着 に 成功 し た の だ っ た 。 だ が 、 不 時 基地 点 は エリ に よる 下手 を 防ぐ た め 、 ア イナ は アプ サラ ス 自 糧 さ きせ た が 、 そ の 
ア 847 の 雪山 で あり 、 両 機 と も に 稼働 不能 と な っ て し まっ た 。 残 航 は 地球 連 孝 軍 が 回 収 し て いる 。 
ke 0 a 
は 名 計 \ SO6D ザク デザ ー ト タイ プ 
a 砂漠 if 防 産 機 
1 が 特に 強化 
シン 
不時着 後 、 財 戦 枝 ガ ンダ ム は 上 典 下 に 落下 し た が 、 ア マダ 少尉 は 脱出 に 成 CT 残さ れ た た り は 、 ビ - 天風 呂 を 作る な 
功 。 救難 信号 を 確認 し た 両 軍 は 、 教 助 部 隊 の 派 遺 準備 に 入っ た 。 ど し て 生存 。 アプ サラ ス は 、 直 拉 れ る 直前 に 自 全 し た 。 
cw. っ ィ x 133.22 
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WORLD GUIDE 


に 
部 隊 と し て 活躍 し た の : 
る 。 その 名 の 通り 、3 
に 宇宙 戦艦 (リー ン ホ ー ス jr.) ) を 母艦 と し た 戦闘 部 
隊 で あり 、 i ギリ リー 攻略 電 以降 の ザン スカ ー 
参加 し 、 戦 争 の 
られ る 。 わ 
で リガ ・ ミ リティ ア の トッ プ エ ー ス の ひと り と 

・ エ ヴィ ン 、 地球 連邦 軍 以 上 の 土気 と 練 

3 フク 隊 ] が 所 属し た の も 、 


ミリ ティ ア の 中 核 


ず か 13 
な っ た ウッ 
度 


@ Ne 


ン ホ ー ス 隊 
ンク この 側面 が 強い 。 隊 
た の は 、 ペ スパ に 追わ れ 東欧 か ら 撤 退 
ン 隊 で あり 、 そ . ッ ソ を は じ め と する 進 
難民 の 少年 少女 、 オ リフ ァ ー- イ ノエ 指揮 の シュ ラク 
隊 、 ロ ベル ト ・ ゴ メス 大 尉 に 代表 きれ る 地球 連邦 宣 


宇宙 世紀 ガイ ド : リ 


Organization of UC 


り 一 部 、 大 陽 電 池 衛星 ハイ ラン ド の 住民 な ど が 順 
次 合流 する 形 で 規模 を 拡大 し て いっ た 。 レジ スタ ン 
ス 、 民間 人 、 正規軍 人 が 混在 する 戦闘 部 隊 は 正規 
軍 で は 考え 難い が 、 民間 ネッ トワ ー ク を 発端 と する リ 
ガ ・ ミ リティ ア で は 問題 捉 さ れ な か っ た よ 
ホー ス 隊 の 内 情 に 驚い た の は ベス パ の 方 だ っ た )。 

こう し 
制 時 期 は 特 

規 軍 で は な いた め 、 編 制 命 令 を 記し た 書類 も 存 存 し 

て いな い だ ろ う 。 
それ で も 、 お お よそ の 編制 時 期 を 推 し 
0153.04.20 頃 で ある 。 カイ ラ 


る 。 それ が ULC 
ギリ ー 放 略 の た 
ティ ア が 、 


地球 連邦 軍 か ら 入 手 し た (リー ン ホ ー ス 》 
ト 上 が っ た 時 期 だ っ た 。 

この 際 、 地球 連邦 軍人 ゴメ ス 大 尉 が (リー ン ホ ー 
ス 》 の 艦長 を 任 さ れ 、I 旧 カミ オン 隊 の メン バー は 参 課 
級 や 整備 士 な と ど と し て 乗艦 し た 。 シュ ラク 隊 は 《 リ りー 
ス 》 の 艦載 MS 部 隊 と な っ て いる 。 カミ オン 隊 
し た ウゥ ウッソ た ち が 不 参加 だ っ た の は 、 別 の 目 
先行 し た り 、 地 球 残留 を 装 ト つっ つっ 《 リ ー 
密航 し た り し た た め だ っ た 。 


ー ス 隊 


Ov 上 D3 si18n 


その 後 、 カ イラ ス ・ ギ リー 攻略 の 前 哨 戦 時 に ウッ ゾ 
た ち が 合 流し 、 カ イラ ス ・ ギ リー 奪取 後に (リー ン ホ ー 
ス Jr.) を 新 坪 艦 と し た こと で 、 リ ー ン ホー ス 隊 は 最終 
決戦 に 向け た 体制 へ と シフ ト し て いく 。 

ザン スカ ー ル 戦争 末期 の 「 エ ンジ ェ ル ・ ハ イロ ゥ 作 
光 ( 以 下 AH 作 戦 )」 阻止 戦 に お いて 、 リー ン ホ ー ス 
隊 は 崩壊 状態 に 陥っ た も の の 、 ベ スパ 上 層 部 の 壊 
減 と 「AH 作 戦 」 の 阻止 に 頁 献 、 そ の 名 が 戦史 に 刻 
まれ る こと と な っ た 。 


(ナイ ト ・ マ ンカ ッ ド UC.0154) 
関連 ファ イル 


LM312V04 V ガ ンダ ム 
キワ イト アァ アーク 


エル ・ ハ イロ 9 の 決戦 
リガ ・ ミ リティ ア の MS 開発 


の V ク イプ MS や 
バイ ロット が 措 っ て いた 


Miustration by JUN WADA 


リー ン ホ ー ス 隊 の 位置 付け 


リー ン ホ ー ス 隊 は 、 宇 宙 展 開 後 の リ ガ ・ 
核 戦力 で ある 。 | 旧 カ ミオ ン 隊 シュ ラク 隊 . 


少年 少女 を 含む お 民間 の 有志 な ど が 混在 し て し 


気 と 戦 置 能力 は リガ ・ ミ リティ ア で も トッ プ 級 


旧 カ ミオ ン 隊 が 東欧 か ら ア ー テ ィ ・ ジ プラ 
ル タ ル に 移動 する 中 で 合流 し た 、 リ ガ ・ ミ リ 
ティ ア の 構成 員 .… 地球 連邦 軍人 。 少 年少 
女 を 含む 民間 人 が 主 な メン バー と な っ た 。 


総 指揮 官 と し て 、 り ガミ リティ ア 幹 部 の ジ 
ン ・ ジ ャ ハナ ム ( 偽 ) が 常駐 。 リガ ・ ミ リティ ア 
艦長 は 地球 連邦 


ジン ・ ジ ャ ハナ ム 、 ゴメ 
ス 大 尉 と も に 当初 は 
問題児 | で あっ た が 
最後 は 秀 人 特攻 で 
死す る に 至っ た 


東欧 で MS の 製造 に 従事 し た 後 、 カ ミオ ン 


隊 を 経て ス 隊 に 参加 し た 老人 
上 ッ ク ) や 医師 で ある が 、 隊 の 
参謀 と し て 意思 決定 に も 携わっ た 。 ロロ 
ヌ 

カミ オン 隊 時 代 に は ロロ 

オイ ・ ニ ュ ン グ 伯 軸 を 

補修 。「AH 作 戦 ラ 

目 戦 で は 、 ジ ン や 穫 ババ 


長 と 共に 双 休 特攻 に ル 


参加 し た 


ュ ラク 隊 と 民間 の 少年 た ち が 、 主 

な MS パイ ロッ ト と し て 活躍 。 こ の うち 、 a 
ウッ ノ ・ エ ヴィ ン は 「 ス ペ シ ャ ル 」 と 呼ば オ 
れ 、 容 出し た 戦闘 能力 を 示し た 。 
ク 隊 は 戦死 者 が 多く 出 た た め 、 新 メン 
バー の 加入 も 鍵 繁 に 行わ れ た が 、[AH 
終結 まで に 全員 が 未 帰 軍 ど ィ 
ッ ト は 東欧 時 代 か ら の バイ ノ 
ロッ ト で 終戦 まで 生き 抜い た 。 


シュ ラク 隊 入 り 

イラ ス 下 長 。 リ 
の パイ ロッ ト の 線 度 は 替 じ 
て 高かっ た 


東欧 時 代 か ら MS の 製造 や 整備 に 携わっ 
lack も 、 カ ミオ ン 隊 ( 


正式 な メン パー で は な 
い が 、 ザ ンス カー ル 帝 シ 
男女 王 マ リア の 給 シ ャ ー ヤ 
クティ も 、 リー ン ホ ー ス | 
内 に 


ミリ ティ ア の 中 
地球 連邦 軍 


dE 


と 


に に 


老人 / 女 性 少年 少 
女 が 目立つ の も 特徴 
で ある 。 特に パイ ロッ ト 
は 、 ほ と ん ど が 女性 か 
少年 だ っ 


XXL・7 ど 2 ロマ 1 
人 


MsN ゃ 


Vt 


» 
£8 
1 全 記 
= I 
凡 | 
サ 剛 間 
i 
A 
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( 真 の ジン - ジ ャ ハナ ム 
(ハン ゲル グ エ ウ ヴィ ジ ) ) 


中 核 勢力 と し て 
期待 


リー ン ホ ー ス 隊 の 装備 に は 、 
ア が 独自 に 開発 し た も の の ほか 


リガ ・ 


た も の が あっ た 


当初 の 母 艇 は 旧式 艦 (リー ン ホ ー ス 》。 カイ 
ラス ・ ギ リー 埋 で 揚 作 し た 算 、 直 稚 し た スク イー 
ド 1 を 組み 合わ ト を 建造 


合体 変形 機 橋 を 有する マル チ プ ル MS の V 
シリ ー ズ 、 非 可 変 式 MS の ガン イー ジ シ リー ズ 
を 装備 。 リガ ・ ミ リティ ア が 独自 開発 し た MS で 


性 能 で 、 
可能 だ っ た 


ペ ス パ の 主 カ MSZ ロ 
アッ ト を 上 獲 し 、 カ ラー 
リン グ を 変更 し た ホワ イ 
ト ア ッ ト 。 マー ペッ ト が 
搭乗 


ミリ ティ 
地球 連邦 
軍 か ら 提供 され た も の や 、 ペ スパ か ら 直 猿 し 


MM 


戦歴 

リー ン : 
バー は それ 以前 に 集結 し て で いた 。 カイ ラス ・ 
ン 作戦 阻 上 戦 、 [AH 作戦 阻止 戦 な ど 、 


カイ ラス ・ ギ リー 攻略 戦 の 決定 を 受け て 、 
旧 カ ミオ ン 隊 や シュ ラク 隊 な ど を 統合 する 形 
で 誕生 。 編制 後 、 即座 に 宇宙 に 上 が っ た 。 


a 


「 地 球 ク リー ン 作戦 」 を 阻止 すべ く 、 モ トラ ッ 
ド 能 隊 を 追っ て 地球 へ 。 ザ ンス カー ル 帝 国 
と 連邦 政府 が 休戦 する こと で 戦闘 は 終結 。 


地球 回 邦 軍 か ら 入 手 し 
た 旧式 散 (リー ン ホ 


リー ン ホ ー ス 隊 と し て 初 
の 大 規模 地上 戦 。 柄 
爆発 や ダム の 決壊 を 利 
用 する も 、 モ トラ ッ ド 衣 
層 の 役 破 に は 至ら ず 。 


ー ス 隊 の 編制 時 期 は 、 カイ ラス ・ ギ リー 攻略 載 の 直前 と 考え て いい が 、 主 な メン 


ギリ ー 戦 後 、( ア メリ ア ) 宙 域 戦 、「 地 球 ク リー 
対 ザン スカ ー ル 帝国 の 最前 線 で 戦い 続け た 


カイ ラス ・ ギ リー を 奪取 し 完成 させ る と 、 そ 
れ を 用 いて (アメ リア ) 軍 域 に 攻撃 を 仕掛 け 
た が 、 充分 な 戦果 を 得 られ ず 3 


キャ ノン を 使用 し 
リア ) 宙 堪 の ムッ ター マ ・ 
隊 に 大 打撃 を 


宇宙 に 上 が り 連 孝 軍 の ム パ ラク 艦隊 と 連 
携 する と 、「AH 作戦] の 阻止 を 目指 し た 。 8 
は 壊 減 状 態 と な っ た が 阻止 に 成功 し て いる 。 


リー シン ホ ー ス J) は 算 
体 特攻 を 仕掛 け て 沈 
み 、MS 部 隊 も ウッ ン 
マー ベッ ト 5 少数 を 残し 
て 壊滅 し た 


MA サン 


ライズ 
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盟 萌 尋 ディ アナ ・ カ ウフ ター-0 齋 反 
uO Ctsionotwoon ES 


ディ アナ ・ ソ レル (に 挫 し た キ エ ル ・ ハ イム ) に よ 
り 、 ムー ン レ イス の サン ベル ト 国 家 設立 が 撤回 され た 
後 、 北 アメ リア の 系 張 状態 は 一 旦 緩和 され た か に 見 
えた 。 し か し 、 ロ スト ・ マ ウン テン で 発掘 きれ た 核 弾 
頭 の 爆発 を 契機 に 、 事態 は 再び 深刻 化 し て いく 。 

この 時 期 の 特に 大 き な 事件 と し て 、 ディ アナ ・ カ ウ 
ンタ ー の クー デ タ ー が ある 。 フィ ル ・ ア ッ カ マン 少佐 が 
女王 ディ アナ ・ ソ レル を 拘束 し 、 ディ アナ ・ カ ウン ター 
の 全権 を 提 - 

フィ ル 少 佐 景 に は 、 融和 
的 方 針 で サン ペル ト 地 帯 の 割譲 を 求め る ディ アナ へ 
軍事 力 を 主体 と し て サン ペル ト 共 和 国 を 設 
立 し よう と する 思惑 が あー の 核 爆発 事件 を 受 
けた 、 ミリ シャ へ の 警戒 心 の 高まり も 関係 し て いた こ 
と は 間違い な い (新た な 核 弾頭 を 入手 し 


が 思い 描く サン ベル ト 』 
ン レ ィ ス の た め の 国 家 ] で あり 、 その 
に 北ア メリ ア の 諸 領 を 組み 込む 二 重 国家 だ っ た 。 
その 支配 体制 は 軍事 力 を 中 心 と し た 抑圧 的 な も の 
で 、 北 アメ リア 側 の 抵抗 に 遣う こと は 確 た 。 し 
か し 、 フ ィ ル 少佐 を 支持 する ディ アナ ・ カ ウン ター 将 
も あり 、 タ クーデター は 一 応 の 成功 を 見 た 。 


則 国 は 「 ム ー ン 


ナ と 偽っ て 連れ 出し 、 デ ィ ア ナ 本 人 が 自分 を キ 
エル だ と 言い 張っ た た め 、 少佐 に は 判別 が つか な く 
て し まっ た 。 


まま に し て 、 デ ィ ア ナ に 代わ っ て 月 を 治 
め る アグ リッ パ ・ メ ン テ ナ ー が いた 。 アグ リッ パ は 、 地 
球 帰 還 作 戦 が 人 類 の 闘争 本 能 を 呼び 起こ し 、 
史 の 再来 に 疫 が る と 危 恨 し て v 
アナ ・ カ ウン ター に 充分 な 物資 を 送ら な か っ た の も 
リ シ ャ と 交戦 する ディ アナ ・ カ ウン ター を 孤立 させ る こと 
で 、 月 の 安寧 を 維持 する 狙い が あっ た た め だ っ た 。 
その アグ リッ パ が 、 地 球 帰 本 作戦 を 主導 する ディ ア 
ナ の 身柄 を 引き 受け る の は 不思議 る 。 アグ リッ 
パ と し て は ディ アナ 殺害 が 政治 的 マイ ナス 要因 に な る 
以上 、 月 で の コー ルド スリ ー プ が 最 療 と 考え た よう だ 。 
地球 と 月 で ムー ン レ イス 勢力 が 独自 の 動き に 出る 関連 ファ イル 


ャ は グエン ・ サ ー ド ・ ラ イン フォ ー ド 事 い る 学 エル ・ ハ イム v.02.04 FERREWW 
> デア ナン レル V02: 
負 散 (ウィ イル ゲ ム ) を 月 に 上 げ よ うと し て いた 。 (ウィ イル 5 ララ ーー ウン ター で ーー 
ゲ ム )》 に は ディ アナ を 名 乗る キ エ ル も 同乗 し て お り 、 アク リッ パ ・ メ ン テ ナー Yo02.20 
1 C ok 地球 帰 軍 作 埋 V03.21 ts 
事態 の 中 心 は 月 へ と 移行 し つつ あっ た 。 9 oC ムー レイ 
(チッ タ ・ ハ イブ リオ CC2347) TLE 
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《 ウ ィ ル ゲ ム ) の 南下 と 
され た 核 弾頭 


ご” RG 
NN ュー ⑨ フィ ル 少 佐 、 
IMRCUiMD) 

> 


反乱 を 起こ す 


EO フィ ル 少佐 に 枝 弾 頭 の 入手 
[次 痢 。 


を 命じ られ た ポッ ゥ 中 尉 は 、 ぜ ゼ 
ノア 大 尉 か ら の 奪取 を 試み 
た 。 し か し 、 大尉 は ロ 

村 弾 頭 を 託し て いる 。 この 直 
後 、 フ ィ ル 少佐 が 反乱 を 起こ 
し 、 デ ィ ア ナ を 拘束 。 ディ ア 
ナ と し て ハリ ー 大 尉 に 連れ 出 


MD 
に WU MACiF20) 


( ワ ソレイユ) を 離脱 し : 
と な っ た 。《 ウ ィ ル ゲ ム ) は マニ 


0 


TAY さ ニー コーー 請 


ロス ト : マ ウン テン で の 枝 糧 発 を 受け た フィ ル 少 佐 は 、 自 身 が 僅 
む 形 で 地球 帰還 作戦 を 進め る た め 、 核 因 頭 の 入手 を 命じ た 。 こ 
れ を 受け た ボゥ 中 尉 は 、 脱 出 中 の ゼノ ア 大 尉 か ら 核 弾頭 を 礁 お 
3 っ た 。 直後 、 フ ィ 
ーー を 起こ し て ディ アナ を 拘束 。 ハリ ー 大 尉 は 、 
キ エ ル を ディ アナ と 偽っ て 連れ 出し て いる 。 ディ アナ と し て 脱出 し 
た キ エ ル は 、 アグ リッ パ の 真意 を 確か め る た め 月 行き を 決意 し た 


2 発 の 村 弾 頭角 分 に 迫 ら れ た ゼノ ア 大 届 は 
(ソレ イ ユ ) で は 強硬 論 を 唱え る フィ ル 少 佐 が クー デ タ ー を 起 ご 


( ディ アナ 、 (ソレイユ 〉 を 離脱 


ミラ ン 執 政官 の 手引 き で (ソレ イ ユ 》 を 離れ た ディ アナ は 、 ア 
グリ ッ パ 指揮 下 の ミ ドガ ルド に 引き 渡さ れ 、 月 へ 向かう こと と な っ 
た (フィ ル 少 佐 は これ を 黙認 。 事実 上 の 厄介 払い 
ー ビ チ に 向かっ て いた 《 ウ ィ ル ゲ ム 〉 は 、 ヒ ュー ズ を 発っ た 直 
ッ ト 隊 の 舞 撃 を 受け た 。 レッ ト 隊 の 目的 は 本 弾頭 の 奪取 
だ が 、 ロ ラン と ソシエ の 防戦 と ディ アナ を 演じ る キ エ ル の 


\ N 


(ソレ イ ユ ) を 去っ た ディ アナ は ミド ガル ド の 管理 下 に 置か れ 、 月 へ 連行 さ 
れる こと と な っ た 。 同じ く 月 行き を 目指 す ミリ シャ は 、 ヒュ ー ズ を 発っ た 


宇宙 行き の 取り 止め を 訴え た 。 杜 弾頭 処分 の 地 に 宇宙 を 選ん だ 
ロラ ン も 、《 ウ ィ ル ゲ ム )》 と の 合流 


キ エ ル と し て の 立場 を 應 さ な い ディ アナ を 前 に 
ル は グエン 指揮 の (ウィ ル ゲ ム ) に 接触 し 、 デ ィ ア ナ と し て 迎え 5 れ た . 


ト 隊 と 遺 遇 し た 後 、 ア グリ ッ パ が 派遣 し た 
月 を 目指 すこ と と な る 。 (ウィ ル ゲ ム 》 は ボゥ 中 尉 の 追撃 を が わし 、 
マニ ュー ビ ピチ に 向かっ : 


キン グ ス レ ー の 谷 を 発っ た ミリ シャ の 《 ウ ィ ル ゲ ム 》 
は 、 北 アメ リア 大 際 を 離脱 すべ < く 南下 し て いた 。 月 行 
き を 希望 する グエン は 《 ウ ィ ル ゲ ム 》 の 打ち 上 げ を 望 
ん だ が 、 そ れ が 可能 な マス ドラ イ バ ー が 旧 
ニュ ー ピ チ に し か 存在 し な か っ た た めで ある 。 


同時 期 、 ロ ラン ・ セ アッ ク は ディ アナ ・ カ ウン ター の 
ゼノ アァ 大尉 か ら 、2 発 の 核 弾頭 の 処分 を 依頼 され た 。 
埋設 や 海中 投棄 で は 不 確 実 と 考え た ロラ ン は 、 核 を 
処分 する た め 、 月 行き を 目指 す 《 ウ ィ ル ゲ ム 
合流 。 た だ し 、 ミリ シャ に は 真 の 目的 を 告げ な か っ た 。 


(シャ ンタ ルム)) 


© 混乱 する ディ アナ ・ カ ウン ター 

アナ は 、 自身 を キ エ ル と 言い 張り 、 フ ィ ル 少 佐 
は 混乱 。 少佐 は ボゥ 中 尉 に 脱出 し た キ エ ル の 失 旨 
を 命じ た 。 その 頃 、 (ウィル ゲ ム )》 に キ エ ル が 接触 
宇宙 行き の 中 止 を 要請 も 《 ウ ィ ル ゲ ム ) と 
の 合流 を 目指 し 中 尉 の 尊 撃 を 受け る 
が 、 ハリ ー 大 尉 の 防 軟 で これ を 退け て いる 。 


MAC:F31 
OO 記 :) 


引き 渡さ れ 、 月 に 向 か 


ディ アナ ・ カ ウン ター の 混乱 


拘束 され な が ら も 自身 を キ エ ル と 言い 張る ディ アナ の 前 に 、 フ ィ 


ピチ 行き の た め 港 町 ヒュ ー ズ ( 


ディ アナ を 自称 する キ エ ル が 接触 、 グ エ 


を 目指 し た 。 そこ に ポ ゥ 中 尉 が 
、 ミリ シャ と ハリ ー 大 尉 の 防戦 で 弧 退 し た 。 


フィ ル 少 佐 は 温 乱 。 キ エ 


(@) フィ ル 少 佐 、 デ ィ ア ナ ・ カ ウン ター を 掌握 


ディ アナ を 放逐 し た フィ ル 少 佐 は 、 ディ アナ ・ カ ウン ター を 掌 所 


し 、 サン ペル ト 共 和 国 の 建設 に 動い た 。 指揮 系 統 が 異な る 親衛 
隊 に 対し て は 「 デ ィ ア ナ を ほ 渡 し た 裏切り 者 ] と し て 
非難 し た が 、 排 除 に は 至ら な か っ た 。 海路 を 採っ た ディ アナ は レッ 


ジャ ンダ ルム 》 に 移り 、 


ディ アナ ・ カ ウン ター を 指揮 下 に 置い た フィ ル 少 仁 は 、 地 球 . 
強硬 路線 明言 。 ディ アナ は 宇宙 租 ジャ ンダ ルム 〉 に 移譲 させ られ 


>: 義介 > | ハリ ー の 進路 mm 


⑧e フィ ル 少 佐 、 
サン ベル ト 共 和 国 の 建国 へ 


ー ビ チ へ 向かっ て いた が 、 レッ ト 了 の 負 撃 
を 受け で いる 。 レッ ト 隊 は ディ アナ (を 演じ る キ エ ル ) の 説得 で 撤退 し た 。 


* 開 
em 拓 


Ilustration by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
ムー ン レ イィ ス 内 の 対立 構造 


この 時 期 、 ム ー ン レ ィ ス 内 の 対立 構造 が 表面 化し て い 
地球 帰 選 作 戦 の 方 を ディ アナ と フィ ル 少佐 の 
帰 如 作 戦 その も の に 反対 する アグ リッ パ の 量 

ポ 制 圧 を 目論む ギ ム ・ ギ ン ガ ナム の 
イス と 、 地 球 に 降り 
える , 


軟着陸 志向 の ディ アナ 、 軍事 
力 を 用 いた サン ベル ト 共 和 国 
フィ ル 、 地 束 帰 
反対 する アグ リッ パパ 
D 間 の 洪 は 深かっ た 。 


で 前 台 ・ サ ン ライ ズ 


134.22 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


WORLD GDIDE ニン (5) neD3 se 2Dn 


生体 CPU と こ 
エク ステ フン デッド 


非 人 道 的 手法 で 生ま れ た | 
戦闘 用 ナチ ュ ラ ル 


パイ ロ ・ 

力 を 有 し た が 問題 も 少な く な か っ た 。 CE.73 か ら 74 
に か け て の 戦争 で 投入 され た タイ プ は |「 エク ステ ン 

ッ ド 」 と 呼ば れ 、 情緒 面 を 中 心 に 改良 され た 。 
その 戦闘 能力 は コー ディ ネイ ター 
"| て お り 、 生 身 の 肉体 を 駆使 
は な く 、 パイ ロッ ト と し て も 板 
て 優秀 だ っ た 。 パ イロ ッ ト 適性 は 特に 高く 、 コ ー デ ィ 
発 さ れ た MS も 難なく 操縦 で きる 。 
ィ ネ イタ ー と 生 付 
前 者 が 先天 的 に 遺伝 
て で 、 後 者 は 誕生 後に 「 改 造 処置 を 施 き れ た ナチ ュ ラ 
ル 」 だ と いう 。 生体 CPU を 「 製 造 」 す る た め 
に は 、 外 科 手 術 薬 物 投与 ./ 精 神 制御 と いっ た 処 
と 1 置 を ナチ ュ ラ ル に 施し 、 過酷 な 訓練 を 施す - 
る 。 改造 や 訓練 の 都合 上 、 生 体 CPU の 
ド 齢 の 子供 で 、 大 量 の 孤児 が 


が 、 そ こま で し て 生体 CPU: 
は 、 ブルー コスモス (と ロゴ ス ) の 存在 が あっ 

コー ディ ネイ ター の 残 減 を 目論む プル ー コ スモ ス だ 
が 、 兵 士 と し て も 強力 な コー ディ ネイ ター を 便 す の は 
容易 で な い 。 ナ チュ ラル 特有 の 数 的 優位 
ば 打倒 可能 で は ある が 、 飽 和 攻 撃 的 な 手 
も 採れ る と は 限ら な い 以 上 、 コ ー デ ィ ネ イタ 
上 の 戦闘 能力 を 持 欲し た の は 

そこ で プル ー コ スモ ス や その 影 妊 

軍 ( 後 の 地球 連 上 


ト 理 事 国 
闘 用 コー ディ ネイ タ 
反乱 が 相 次 


プル ー コ スモ ス が コー ディ ネ 
、 方針 は 転換 され で 


と する 生体 CPU だ っ た の で ある 。 
紙 多 の 失敗 の 末 、 と りあ え ず 
CPU は 強力 な 兵 
ネイ ター" キ ラテ ヤ マト を 追い 詰め た こと すら あ . 
半面 の 不安 定 、 定 期 的 な 投 柴 や 精神 制御 の 必要 性 
と いっ た 問題 は あっ た が 、 それ ゆえ に 反乱 の 可能 性 
は 低く 、 コ ント ロー ル し や すい と いう メリ ッ ト も あっ た 

し か し 、 非 人 道 的 な 生体 CPU 研究 が プラ ント に 関連 ファ イル 

よっ て : 露 され た うえ 、 出 資 る ロゴ ス が 壊滅 し GFAS-X1 デス トロ イガ ンダ ム DES-01-14 


研究 は 細 小 中 止 を 余 候 な くさ れ た 。 今後 、 生 ポ ーー ed 
生み 出 き れる か は 不明 だ が 、 育 ステ ィング ・ オ ー ク レー& ア ウル ・ ニ ー ダ 

事 転 用 され る 可能 性 は 高い ー ュ ーー オーーーー 

(フー コー・ デ ルカ ッ セ CE.74) ロゴ ス DES-03-23 講 
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生体 CPU の 基本 特性 


イン ブラ ント 処置 を 含む 外科 手術 薬物 投与 / 精 神 制 
御 ズ 戦闘 訓 隷 な ど に よっ て 、 コ ー デ ィ ネ イタ ー と 同等 以上 
の 戦闘 能力 を 得 た ナチ ュ ラ ル が 生体 CPU で ある 。 ブル ー 
コス モス や ロゴ ス の 出資 で 秘密 裏 に 「 開 発 ] され た も の で 、 
形式 上 は 地球 連合 重 に 所 属す る ケー ス が 多かっ た 。 


: よ る 戦闘 能力 向上 は 劇 的 で 、 ザ フト の エー ス 綴 と も 互 旋 に 渡 
り 合う 。 た だ し 、 生 物 や 記 人 層 改 全て 肉体 ・ 積 神 の 肛 寺 を 防ぐ 必要 が ある 。 


生体 CPU 


能力 と 特性 を 

脳 内 イン プラ ント に よる 反射 速度 の 向 
上 、Y (ガン マ ) - グ リフ ェ プ タン の 投与 、 心 
理 的 刷り 込み に より 、 コー ディ ネイ ター に 


匹敵 する パイ ロッ ト 適 性 を 獲得 し た . パイ ロッ ト 能 力 は 著しく 高い が 、 通 盾 な 攻撃 性 、 同 十 討 ち 
し 、 生体 CPU 同士 の 協調 性 は 低い 。 ”。 ずら 度 わ な い 価 い 箇 主 住い っ た 問題 も 鬼 えて い 
制御 ・ 安 定 化 技術 


グリ フェ ブタ ン の 常用 に より 、 強 化 
状態 を 維持 し た 。 この 薬物 は 精神 と 肉 
体 を 徐々 に 点 む が 、 投 与 し な いと 生体 


CPU は 深刻 な 苦痛 に 衣 わ れる た め 、 反 。 y ケ リ フェ ブタ ン な し で は 生 位 CPU は 生き られ な い 。 個人 
乱 防 止 策 と し て も 機能 し て いた 。 し ベル の 起 味 は 、 精神 安定 に 寄与 し た よう で ある 。 


戦力 化 され た 生体 CPU ココ 
ムル タ ・ ア ズラ エル 直轄 (所 属 は 地球 

連合 軍 ) と し て 3 人 の 生体 CPU を 投入 。 

オー ブ 解 放 作戦 な ど で 活躍 し た が 、 第 2 

次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻 恩 戦 で 全滅 し た 。 


& 


オル ガ は 強化 イン プラ 
ント Stage2、 ク ロト は 


クロ ト 
ブ エ ル 


生体 CPU 同 様 、 外科 手術 や 薬物 投 

与 で コー ディ ネイ ター を 超え る 戦闘 能力 を 宇 
実現 。 生体 CPU の 矢 点 だ っ た 精神 安定 
性 や 協調 性 は 大 幅 に 改善 され 、 エク ステ 
ン デ テル ボ 同 士 で 仲間 意識 を 強く 持つ 。 


制御 ・ 安 定 化 技術 

医 眠 カブ セル 「 ゆ ゆり か ご 」 で 記憶 を 改 
窟 す る こと で 、 戦 闘 や 生活 に お ける スト 
レズ を 低減 し 、 精 神 を 安定 させ る 。 反乱 
防止 な ど を 目 的 に 、 捕 神 の 安定 性 を 奪う 
「 ブ ロッ クワ ー ド ]」 も 設定 され た 。 


力 化 さ れ た エクステンデッド 
ファ ント ムペ イン の ロア ノー ク 隊 に 3 人 
が 所 属し た 。( 


MS 幸 だ け で は な <、 生身 で の 白 拓 : 負 戦 で も 高度 な 能力 を 
発 澤 。 仲間 意識 や 協調 性 が 高く <. 連携 攻撃 も 容 時 と な っ た 。 


「⑳ り か ご ] で の 「 最 適 化 ] は 、 薬物 に よる も の よ 
小さ い 。 長期 間 財 琴 を 受け な いと 、 最 終 的 に は 死に 


= 


外科 手術 、 径 物 投 与 、 精神 制御 や 洗脳 、 厳し 戦闘 訓 線 
な どの 強化 措置 に よっ て 、 コ ー デ ィ ネ イタ ー の 一 般 水準 を 遥か 
に 上 回る 戦闘 能力 を 大 得 。 先天 
ディ ネイ ター と 異な り 、 後天 的 な 改造 処置 を 受け た 者 で ある 。 


幼少 時 か ら 強 化 処置 と 調 款 を 受け 、 通 常 は 10 代 で 戦力 化 さ れる 。 成 
功 例 は 数 える ほど で 、 失政 作 と し て 「 許 素 」 され た 害 が 少な く な い 。 


生体 CPU は 、 機 馬 兵 器 の パイ ロッ ト と し て も 突出 し た 能力 を 生 
えら れ た 。 MS が 普及 する と 高 性 能 機 の パイ ロッ ト に 登用 され 、 圧 
倒 的 な 戦闘 能力 を 示し た 。 た だ し 「 生 体 CPU」 と 呼ば れ た こと か 
5 も わか る よう に 、 人 間 で は な く MS の 制御 装置 と し て 扱わ れれ た 。 


( 伝 子 を 操作 され た コー 


コー ディ ネイ ター 用 の 機体 で も 簡単 | 
用 の 機動 兵 吉 も 開発 され 、 実戦 で 和 成 を 振る っ た 。 


ント ロー ル で きる 。 生体 CPU 理 


生体 CPU の 研究 機関 


ブル ー コ スモ ス や ロゴ ス 、 地球 連合 軍 な どの 出資 に より 、 生体 CPU の 研究 ・ 育 成 を 行う 
秘密 機関 が 建設 され た 。 その 代表 が 黒海 近傍 の 「 ロ ドニ ア の ラボ ] で ある 。 エク ステ ン デ ッ 
ド と し て 知ら れる 3 人 は 、 この 施設 の 出身 で あっ た 。 


強化 所 軒 施 設 や 諫 
施設 を 持つ 。 法 や 倫 
理 上 の 問題 が ある た 
め 、 研 究 所 の 正体 は 
伏せ られ て いた 。 


生 体 CPU の 「 失敗 
作 は 廃棄 ] さ れ た り 、 


タグ 。 ーー サン プル と し て 研究 所 
「 の ラボ の 地上 部 全景 。 3 さき 取り 手 の な い 多 数 。 に 残さ れ た り し た 。 成 
の 見 音 が 入所 し 、 生体 CPU の 被 検体 と され て いた 。 功 例 は 少数 


生体 CPU 用 機動 兵器 3 
ハイ エン | 
生体 CPU 用 と し て 、 通 常 の パイ ロッ ト で は れる 。 扱い が 難し い 機 
操縦 困難 な 超 高 性 能 機動 兵器 が 開発 され es 
た 例 も ある 。 機動 兵器 に 適合 する よう 、 生 
体 CPU を 調整 する こと すら あっ た 。 


TSX-MA717/ZD 
ペル グラ ン デ 
GFAS-X1 

テス トロ イ 

制御 ユニ ッ ト に 生体 CPU を 用 いる 


巨大 可変 MS。 単 技 で 才 市 級 の 
目標 を 壌 減 させ る 。 


能力 を 高め 、 ド ラグ ー ン を 操る 。 


MORE INFO! 


ブル ー コ スモ ス や ロゴ ス の 影響 下 に 置か れ た 
地球 連合 軍 に は 、 生 体 CPU 以外 に も 幼少 時 か 
ら 特 別 な 育成 過程 を 経た 料 琴 や 、 人 為 的 な 手 
段 で 生み 出さ れ た 特殊 兵 が 存在 し た 。 当初 は 
戦闘 用 コー ディ ネイ ター の 育成 が 行わ れ た が 反 
乱 や 脱走 が 相 次 特殊 な 空間 
力 を 持つ 将兵 の クロ ー ン も 寿命 の 面 で 問題 を # 
えて いた 。 最も 安定 し て いた の は 、 洗 脳 と 過酷 
訓練 で 育成 され た 特殊 訓練 兵 だ が 、 コ ー デ ィ 
イタ ー へ の 過剰 な 憎しみ を 植え 付け られ て いた 


生体 CPU 以外 の 特殊 兵 


特殊 訓練 兵 A 


コマ 


NIE 4 


サン ライ ズ 


134.24 


機動 戦士 ガン ダム 


| 中 08 sar4MM 


宇宙 移民 へ の 反感 、 ひ いて は 地球 連邦 政府 へ の で 、 人 類 が 辿り 着く 進化 形 と さ # 
反発 で あっ た つま り 、 ス ペー ス ノ イ ド は ニュ ー タ イプ の 十 体 で あ 
そこ に 登場 し た の が 前 述 の エレ ズム で あり 、 ス ペー り 、 ス ペー ス ノ イ ド の アイ デン ティ ティ 確立 の 一 助 と 
ス ノ イ ド の アイ デン ティ ティ に 思想 的 正当 性 を 与え 始 ン ・ ダ イク ン の ニュ ー タ イ 
和 宙 移 民 に よっ て 地球 環境 の 改 と も 言わ れる ) 
ペー ス ノ イド は 、 エレ ズム に 適う 存在 だ エレ ズム 、 コン トリ ズム 、 ニ ュー タイ プ 論 を 包括 する 
ジオ ニズム で は 、 全 人 類 の 宇宙 移民 に 伴う 地球 の 
「 ニ ュー タイ プ 」 の 出現 予測 を 包括 し た 思想 が 「 ジ 環境 の 改善 保全 を 詩 っ て お り 、 スペ ー ス ノイ ド の 正 
オニ ズム 」 で ある 。 サイ ド 3 独 立 運動 の 中 心 人 物 で 、 オン ・ ダ イク ン は コン トリ ズム を 提唱 し 、 U.C. 当 性 を 担保 する 中 核 思 想 と な っ て いっ た 。 
サイ ド 3 の 首相 を 務め た ジオ ン ・ ズ ム ・ ダ イク ン が 提 サイ ド 3 に 移住 し て その 実践 を 始め た 。 (ナイ ト ・ マ ンカ ッ ド ULC.O154) 
思想 と し て 知ら れ て いる (正確 を 期 せ ば 、 コ ン サイ ド 国家 主義 と 5 呼ば れる コン トリ ズム は エレ ズム 
まで あり 、 スペ ー ス ノイ ド は 地球 関連 ファ イル 


地球 の 保護 を 掲げ る 「 エ レズ ム 」、 ス ペー メス フイ ド 
の 自治 権 獲得 を 掲げ る 「 コ ント リズ ム 」、 そ し て 新人 類 


トリ ズム と ニュ ー タ イプ の 概念 を 打ち 出し た の が ジオ の 影響 下 に ある 新 
で 、 これ ら の 思想 を 統合 し た の は ギレ ン ・ 連邦 政府 と 対等 の 自治 権 を 獲得 で きる と 訴え て いた 。 テン 人 
ザビ を は じ め と する 後世 の と 言え る )。 サイ ド 3 へ の ジオ ォ ン ・ ダ イク ン の 移住 は 、 思想 理論 上 ジェ ア ・ ア スチ ブル GAozo9 
ジオ ニズム の 誕生 経 線 と コ の 独立 気運 の の 可能 性 と 現実 の 自治 を 合致 させ る た め の 試 み で あ RT REE エー 
高まり は 、 お お よそ リン ク し て いた 。 b、 実 際 に サイ ド 3 は 独立 へ の 道 を 歩み 始め る 。 一 年 戦争 FG03.71 


CCA08-9 


地球 連邦 政府 主導 の < 
経過 する 


オン ・ ダ イク ン の 思想 は 、 新た な 側 
と 、 後 の 世に 大 き な 彫 響 を 与え る 新 思想 が 。 面 を 見 せる 。 ニュ ー タ イプ 論 の 展開 で ある 。 

生ま れ た 。 ULC.0040 年 項 に 誕生 し た エレ ズム で ある 。 ー タ イプ と は 「 物 事 の 本 質 を 認識 ・ 把 握 し 、 言 
F 守 移民 の 拡大 に 伴い スペ ー ス ノイ ド 気 ら ず と も 誤解 な く 理解 し 合え る 新人 類 ] を 指 
質 と いう べき も の が 漠然 と 形成 され つつ あっ た 時 期 「 す 。 ニ ュー タイ プ は 人 類 の 未来 像 で 現存 し な い が 、 
だ っ た 。 その 中 楼 と な っ た の が 、 径 民政 策 と し て の 地球 上 と は 異な る 感性 を 必要 と する 3 丘 の 中 


宇宙 の 各地 
の 独立 を 求め 
て 、UC. 
オン 公国 を 名 
乗っ て 独立 を 果たす こと と な る 、 


134.25 Mlustration by KONOMU SEKIYAMA 


オニ ズム 概論 


エレ ズム コン トリ ズム ご ニ ュー タイ プ 論 を 包括 ・ 統 合 し 
た 、 宇宙 世紀 の 思想 が ジオ ニズム で ある 。 宇宙 移民 の 推 
進 と スペ ー ス ノイ ド の 自治 権 獲得 、 それ に よる 地球 環境 の 
保護 、 人 類 の 進化 に よる 戦争 の 消 減 な ど を 提唱 し て いる s 
スペ ー ス ノイ ド を 中 心 に 支持 を 集め た 


= 


(な どの 地球 連邦 系 組織 で も : 
その 実現 が 開戦 理由 


持 者 が 


言え る 


織 
多い 。U.C.0100 年 頃 よ で の 戦争 


ズム (と サイ ド ズ ム ) の 影響 を 受け た ジオ ン ・ 
ダイ クン が コン トリ ズム を 唱え 、 そ こ | 
タイ プ 論 が 追加 され た 。 


画 宇宙 世紀 の 思 れ ね 


ム を 構成 する 主要 


地球 を 聖地 と 見 な し 、 その 環境 保護 を 計 
全 人 類 が 宇宙 移民 すべ き と す る 発想 に 繋が っ 
後世 の 思想 群 に 多大 な 影響 を 与え て いる 。 


スペ ー ス ノイ ド は 経済 ・ 政 治 的 に 自立 可能 で 
地球 連邦 政府 と 同等 の 自治 権 を 持つ と する 思 
想 。 行政 単位 「 サ イド 」 を 独立 国家 と 見 な す . 


宇宙 生活 の 中 で 誕生 する と され た 新人 類 。 物 
事 の 本 質 を 認識 ・ 把 握 し 、 誤解 な く 理解 し 合え る 
と いう 。 スペ ー ス ノイ ド の 未来 像 と し て 提唱 され た 。 


ム (を 構成 する コン トリ 
ー タ イプ 論 ) は 、 ジ オン ・ 
ズム ・ ダ イク ン に よっ て 唱え られ 
た 。 これ に より ジオ ン は 「 宇 宙 世 
紀 最 大 の 思想 家 」 と 呼ば れる 


地球 環境 の 悪化 に 伴 


立 の た め の 方 便 と も 


3 つの 思想 を 包括 する ジオ ニズム で は 、 スペ ー ス ノイ ド の 自治 
と する コン トリ ズム を 中 心 と し つつ 、 宇 宙 移 民 の 
完遂 に よる 地球 環境 の 保全 を 唱え た 。 人 類 の 進化 ・ 理 想 形 ( 

ー タ イプ は 、 将来 的 な 誕 3 な い 、 


サイ ド 3 独立 運動 の 中 心 人 物 で 
家政 治 宏 。 サイ ド 3 移住 
演説 新人 類 た ち へ ] を 各 


当初 は スペ 
に 宇宙 


ス ノ イド 狂 立 の た め の 思 想 と いう 側面 が 強かっ た が 、 次 和 


タイ ブ の 位置 付け 


ジオ ニズム の 最大 の 特徴 は . 内 当初 「 人 の 革新 ] と し 
ブ プ 給 に ある 。 た だ し 、 時 想 面 で で 靖 特 まれ た ニュ ー タ 
プ と 現象 面 で の それ が 同じ も の か は 不明 確 の 


で 、 現在 も 意見 が 分 か れる 。 葉 に な っ て いっ た 。 


上 スペ ー ス ノイ ド の 未来 

宇宙 生活 の 中 で 高度 な 洞察 力 と 状況 1 
把握 する 能力 を 持つ | た 「 人 の 革新 」。 スペ ー 
ス ノ イ ド の アイ デン ティ ティ 確立 の 一 助 と な っ た 


ne 
精神 波 の 一 種 で ある 感応 波 を 強く 放つ 人 間 を い 力 を 示し た 。 人 為 的 
指す 。 空間 認識 能力 や 先読み の 力 に 優れ る ほか 、 


サイ コミ ュ と 呼ば れる イン ター フェ イス を 稼働 可能 。 


スペ ー ス ノイ ド 独 立 運動 の 中 で 誕生 し た ジオ ニズム は 、 U.C.0100 頃 まで ス 
の 思想 の 中 核 と な っ た 。 その 成立 過程 上 、 当初 は コン トリ ズム の 部 分 が 中 心 だ 
代 や 支持 者 に よっ て は エレ ズム や ニュ ー タ イブ 論 の 比重 が 大 きく な る こと も あ 


タイ プ 能 力 を 
強化 人 間 も 


引き 出し 
「 製 造 ] さ れ た 。 


ム の 松明 期 。 スペ ー ス ノイ ド の 独 
立 気 運 が 高まる 中 で ジオ ォ ン ・ ズ ム ・ ダ イク ン 
が 唱え 、 サイ ド 3 の 独立 を 後押し し た 


継ぐ ザビ 家 に 指導 され る 
ジオ ン 公 国 国 民 は 、 ニ ュー タイ プ に 進化 する 
人 類 の 前 衛 ] と し 、 ザビ 家 の 正 当 化 に 利用 


人 性 人 類 生 存 賠 】 の 
中 で 独自 の ニュ ー タ イ 
ブ 論 を 展開 し た ギレ ン ・ 
ザビ 。 選民 思想 的 ジオ 
ニズム の 時 代 だ っ た 


ダイ クン の 遺児 シャ ア ・ ア ズ ナ ブル が 総 師 
を 季 め た ネオ ・ ジ オン で は 、 エ レズ ム 色 が 極 
め て 強く 、 アー ス ノ イド の 重 清 を 目指 


アー ス ノ イ ド の 者 清 と 地 
球 の 長 基 休 眠 が 目的 の 
「 地 球 震 冷 化 作戦 」 を 


ム の 兄弟 的 思想 群 


ジオ ニズム の 源流 に あ 
宇宙 世紀 の 他 


人 半 ・ サ ン ライ ズ 


134.26 


機動 武闘 伝 G ガ ンダ ム 


(6) D8 se hn 


Resurrection of DEVIL 


ゲ ャ パン 代表 ドモ 
じ た 。 これ に より 、 ネ オ 
連合 の 主導 権 を 
ほ が 発生 する 。 デ 
ル べ ・ イ シカ ワ 
/ ャ パン の 本 


ャ パン が 今後 4 年 間 の コ 
た の だ が 、 こ こ で 
ビル ガン ダム 回 収 の 任 
少佐 が 突如 クー デ タ ー を 起こ し 、 ネ 


ウル 少佐 が クー デ タ ー に 成功 し た 最大 の 要因 
は 、 デビ ル ガ ンダ ム の 復活 に あっ た 
コン 首相 ウォ ン ・ ユ ン フ ァ が 残し た し ポー ト 
ル ベ 少 佐 は 、 デ ビル ガン ダム 復活 の 具 
体 的 手段 を 知っ た 。 ウォ ン の レポ ー ト に よる と 、 
ガン ダム の 生体 ユニ ッ ト に 最適 な の は 「 侍 全 で 強い 
生命 力 を 持 の 世代 へ の 生命 を 生み 出 
す ほ どの パリ ー を 備え た 生 き 物 」 「 あ ら ゆ る 生物 の 
『 ち 、 新 し い 生命 を 生み 増やし 続け て いけ る 


べ 少 佐 の 手元 に は 、 デ ビル 
体 ユ ニッ ト 候補 者 が 摘 っ て い 
収 し 本 国 に ! 


ンダ ム と その 有力 な 生 
ラン タオ 烏 か ら 回 


ゞ 動 を 取っ て いた 。 父 ミ カム ラ 二 
事件 の 主犯 の ひと り だ と 知る と 、 
り 、 ウ ル ベ 少 佐 と 共 


ガン ダム を 人 復活 させ る 。 レイ ン を 
ビル ガン ダム は 劇 的 な | 
ンコ ロニ ー と 融合 し て デビ ル ガ ン ダム コロ ニー を 形成 
する まで に 至っ た 

この デビ ル ガ ン ダム コロ ニー 
は が ガン ダム フ 


破棄 の 動き を 見 せ , 
パン コロ ニー へ の 直接 攻撃 に 出 
"ビル ガン ダム コロ ニー の 力 は 絶大 で あ ! 
シャ ッ フ ル 同 盟 で すら 苦戦 を 強い られ た うえ 、 地球 も 
ガン ダム に 服 合 され つつ あっ た 

に 現れ た の が 、 ガ ンダ ス 連 合 (世界 ガン ダム 
連合 ) で ある 。 世界 中 の ガン ダム が 協力 し た ガン ダム 


連合 は デビ ル ガ ン ダム コロ ニー を 足止め し 、 こ の 支援 

を 受け た シャ ッ フ ル 同 盟 も ル ガ ン ダム コロ ニー の 

中 欄 と 見 な され た メイ ン 動力 炉 の 破壊 関連 ファ イル 

この 際 、 ウ ル ペ 少佐 は 戦死 し た が . GF13.017NJL ゴッド ガン ダム GG.01.02 画 OO 

JDG-00X デビ ル ガ ン ダム (アル ティ メッ ト ガ ンダ ム )  GG-01-15 画 ーー 
の 動き は むし ろ 活 発 化 し て し まっ た 。 レイ ン の ドモ ン = = 001 
に 対す る 罪悪 感 が そう させ た の だ 。 これ を 知っ た ド GG-02:02 
5 2 証 包 の 8 だ つけ GeGSrio 3 cS 
モン は 、 レ イン に 自身 の 想い を ぶつ ける の た i EU Oe us 
( ピ フ ・ ド クサ FE Geros 31 [en 


135-19 Mustration by TOMOKO MORI(STUDIO・LIVE) Color by SAYOKO YOKOYAMA Special Efiect by AKIKO YAMAKAWA (ASAHI PRODUCTION) Background by HIDEKI NAKAMURA(STUDIO COCOLO 


元々 、 超 モビ ルフ ァ イ タ ー 級 の 戦闘 能力 を 発揮 す 


る デビ ル ガ ン ダム だ が 、 第 13 回 ガン ダム ファ イト 決勝 
大 会 直後 に 復活 し た それ は 、 さ ら に 強大 


いた 。 巨 大 な 質量 と 超大 出力 動力 妃 を 持つ ネオ ジャ 


と の 融合 も - 因 だ が 、 ト に 適 


較 シャ ッ フル 同盟 、 


デビ ル ガ ン ダム コロ 


し た レイ ン を 取り 込ん 


と が 最大 の 要因 と 言え る 


この 結果 、 デ ビル ガン ダム の 中 枢 は デビ ル ガ ン ダム 


コロ ニー と いう 極め で ! 
り 、 シ ャ ッ フ ル 同 盟 
ば 有効 打 を 与え られ な く な っ て し まっ た 


ム の 動き は 止ま ら ず 、 さ ら に グラ ンド マヌ 
ター ガン ダム も 復活 を 果たし た 。 ひ どり 
> 向かっ た ドモ ン は 、 役 女 べ の 想い 


の 時 、 世 界 吉 国 の ガ 


ム か 5 成る 


同盟 は 。、 ウ ル ペ 少佐 に 立ち 向かう が 苦戦 を 強 


GF13。 遍 GF13- 
ti 細 oOonE 


請 GF13- 


GF13. 
011NGC 


006NA 
i p00x 


| 較 | レイ ン の 危機 


ホン コン 地上 鶴 土 で ドモ ン の 優勝 パレ ー ド が 行わ れる 中 
タオ 島 か ら デ ビル ガン ダム を 回 収 し た 
(ウル ペ 少 佐 指揮 ) は 、 ネ オジ ャ パン コロ ニ . 
この 際 「 女 性 」 が デビ ル ガ ン ダム の 生体 ユ 
た ウル ペ 少 佐 は 、 レイ ン を 新た な 生体 
ム を 再起 動 し た 。 地上 に 残さ れ て いた ドモ ン は 、 レ イン の 危機 を 
知る と 風 肢 再 起 を 駆り ゴッド ガン ダム と 宇宙 に 向かっ た 。 


宇 定 支 配 の 野望 を 抱く ウル ペ 少 佐 は 、 レイ ン を デビ ル ガ ン ダム の 生体 ユ 
だ 。 ドモ ン は 複 活 し た ウォ ン を 撃破 し 、 大 気 園 を 離脱 し た , 


ダム 連合 の 参戦 


保 入 し た シャ ッ フ ル 同 副 が トラ ッ プ に 苦戦 し デビル ガン ダム コ 
ロニ ー の 触手 が 地球 と の 融合 を 治め た 時 、 世界 中 の ガン ダム か 

ンダ ム 連 合 が 立ち 上 が り 、 デ ビル ガン ダム へ の 攻撃 を 
デビ ル ガ ン ダム 撃破 の た め に は 、 コ ロニ ー の メイ ン 動 
力 炉 を 停止 させ る 必要 が ある こと を 知っ ッ フ ル 同 盟 は 、 進 


ラ 博 士 の 捨て 身 の 行 
成功 し た 。 


科 GF13- 風 寺 
引 Grain (ma 衣 


グラ ンド マス ター 


| | 話 | ウル ベ 少 佐 の フー デ タ 


ビル ガン ダム と ネ 
ンダ ム フ ァ イト の 全面 撤廃 ヒネ 
宣言 し た 。 ウル ペ ベ 少 佐 に 
モン 、 遅れ て 宇宙 に 駆け 付け た シャ ッ フル 同時 は 
ムラ 博士 の 献身 で デビ ル ガ ン ダム コ | 
最後 の 戦い へ と 突入 する こと と な っ た 。 


ネオ アメ リカ は [自由 の 女神 秦 ] を 投入 する が 返り 討ち に 遺 う 。 シャ ッ フル 
同時 は ミカ ムラ 揚 士 の 助言 と 命 を 捨て た 地 身 で 、 内 部 に 侵入 し た 


| 


メイ ン 動 力 炉 を 破壊 し た に も か か わら ず 、 デ ビル ガン ダム コロ 
ニー の 動き が 活発 化 。 グラ ンド マス ター ガン ダム が 復活 し た うえ 、 
その 触手 が 地球 を 導い 始め た 。 さら に レイ ン の 下 に 向 か 
ン が 、 レ イン と 一 体 化し た デビ ル ガ ン ダム 最 半 形 能 の 攻撃 を 時 け 


居間 感 か ら 活発 化し た デビ ル ガ ン ダム コロ ニ 


は ガン ダム 連合 
最終 的 に は ドモ ン と レイ この 「 妥 に 取 れ た 


られ る こと と な 


一 内 に 侵入 し な けれ 


Miustration by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
デビ ル ガ ン ダム 撃破 後 の 世 界 
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135-20 


135-21 


機動 戦士 ガン ダム SEED 


WORLD GUIDE 


地球 連合 軍 と 
_ ガ オーブ の 制服 


Technology in C.E. 


は 、 地 球 連 合 軍 と オー プ 軍 の パイ ロッ ト 
スー ツ や 宇宙 服 、 民 間 用 を 含む 特殊 な 制服 な ど を 
紹介 する 。 同 軍 の 一 般 的 な 軍服 (制服) に 関し て は 
し て いる た め 、 そちら を 参照 きれ た い 。 
常識 に な っ た 現在 、 宇 宙 服 も ま 
宇宙 服 の 常用 は 
の エア ロッ 
了 財 時 な ど es 
ける 通常 勤務 で は 、 

上 軍 と 同じ 制服 や 作業 服 を 着用 する ) 。 

『 服 の 中 で も る 、 ハ イエ ンド の モデ ル が パ 
イロ ッ ト ス ー ツ で ある 。 その 名 の 通り MS や MA の パ 


や 奈 久 性 も 便 め て 高い た め 、 大 気 凌 内 用 の パイ ロッ 
トス ー ツ と し て も 広く 使用 され て いる 。 

地球 連合 軍 の パイ ロッ トス ー ツ も こう し た 特徴 を 兼 
ね 備え て お り 、C.E.71 時 に は 全 軍 が 同じ モデ ル を 配 
備 し て いた 。 宇宙 軍 を 擁し た プラ ント 理事 国 の 時 代 
に は すでに 配備 し て いた と 思わ れる が 、 そ れ が 地球 
連合 軍用 と 同一 モデ ル か は 不明 で ある 。 

地球 連合 軍 の 一 般 将 兵 用 パイ ロッ トス ー ツ は 、 少 
な く と も 第 一 次 連合 ・ プ ラン ト 大 戦 か ら 変わ っ て いな 
い ( ご く 小 規模 な モデ ル チ ェ ンジ は 行わ れ た と 思わ れ 
る が 外見 上 は 判別 で きず 、MS パ イロ ッ ト 用 と MA バ パ 
イロ ッ ト 用 の 差異 も な い ) 。 た だ し 新型 パイ ロッ トス ー 
ツ が 開発 され て いな いわ け で は な く 、 強 化 人 間 用 や 
特殊 機動 兵器 の バイ ロッ ト 用 な ど が 確認 きれ て いる 。 
これ ら の 新型 スー ツ は 特殊 な モデ ル 
般 将 兵 用 に 転用 ・ 改 良さ れる 可能 性 も ある だ ろう 。 

オー プ 軍 で は 、 同 軍 初 の 主力 MS を 開発 中 
CE.7103 の 時 点 で 、 独 自 の バイ ロッ トス ー ツ を 用 意 
し て いた 。 モル ゲン レー テ 視 の テス ト パ イ ロ ッ ト が 着 
用 し た モデ ル で ある 。 この スー ツ が 新規 に 開発 され 


た も の か 、 旧来 型 を 転用 ・ 改 良し た の か は 不明 だ 
され 


が 、MS の 職 力 化 に 伴っ て オー プ 軍 に 広域 本 
た (男性 用 と 女性 用 で カラ ー リ ング や 胸部 構造 
い が あ る )。 
ユニ ウス 条約 締結 期 に 行わ れ た オー プ 軍 の 制服 
更新 に 伴い 、 パ バイ ロット ス ー ツ も 新 モ デル に 切り 替え 
られ た 。 地球 連合 軍 の エタ ステ ン デ ッ ド 用 を 思わ せ 
る モデ ル で 、 全 般 的 な 性 能 が 向上 し た と 思わ れる 。 
エー ス 級 パイ ロッ ト 用 や 特殊 パイ ロッ ト 用 の カラ ー バ パ 
リエ ーション も 複数 確認 され て いる 。 
(フー コー・ デ ルカ ッ モ CE.75) 
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地球 連合 軍 の 宇宙 服 は 、 ヘル メッ ト と ワン 
ビ ピー ス 型 の 気 軍 服 か ら 成 る 一 般 的 な 構成 の 
も の で ある 。 パイ ロッ トス ー ツ は MS や MA. 航 
軍 ズ 航空 機 の 搭乗 員 に 与え 5 れる ケー ス が 
ほとん ど と で 、 大 気 園 用 の 耐 G ス ー ツ と し て も 
用 いら れる な ど 、 他 勢力 の も の と 機能 的 な 違 
い は な い 。 強化 人 間 用 を 中 心 と し た 新型 パ 
イロ ッ ト ス ー ツ も 開発 され て いる 。 
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地球 運 合 軍 の 特殊 制服 


地球 連合 軍 で は 、 通 常勤 務 や 後方 勤務 で 着 
用 する 一 般 的 な 制服 以外 に も 、 特 定 任 務 ・ 兵 科 
用 の 制服 が 用 意 さ れ て いる 。 ボディ アー マー や へ 
ル メッ ト を 組み 合わ せる 野戦 ・ 戦闘 服 、 メ カニ ッ ク 
マン が 着用 する ツナ ギ の 作業 服 な ど が 該当 する 。 
ファ ント ムペ イン こと 地球 運 合 軍 第 81 独 立 機動 
群 、 ブ ルー コス モス (ロゴ ス ) の 資金 援助 で 設立 さ 
れ た 強化 人 間 研究 所 で も 、 一 般 軍 と は 異な る 特 
殊 な 制服 が 用 いら れ た こと が ある 。 
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用 の パイ ロッ トス ー ツ は 、 
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と て も 転 用 きれ て いる 。 


一 般 的 な 宇宙 用 は 重 
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建設 途中 の 軌道 エレ ペー ター [アメ ノ ミ ハ 
シラ 」 や スペ ー ス コロ ニー (へ リオ ボリス) と 
宇宙 領土 を 持つ と と も あり . オ ー ブ は 


宇宙 戦力 を 保有 し て いる (宇宙 軍 は 常設 し て 
いな い 模 様 )。 当然 、 軍 用 の 宇宙 服 も 配備 し 
て お り 、 独 自 の パイ ロッ トス ー ツ を 開発 し た 。 
第 一 次 連合 ・ プ ラン ト 大 戦後 の 制服 の 更新 
ヽ 宇宙 服 も 変更 され た 。 
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固 オー ブ の 特殊 制服 


地球 連合 軍 同 様 、 オ ー プ 軍 も 任務 や 兵 : 
よっ て は 特殊 な 制服 の 着用 や 、 制 服 の 上 6 
殊 装 備 を 重ね 落す る ケー ス も 見 られ る 。 オー ブ に 
は 軍服 以外 に も 特殊 な 制服 が 存在 し 、 五大 氏族 
(首長 ) 用 の 制服 、 国 策 企業 モル 
の 制服 な ど が 確認 され て いる 。 特に | 
を 占め る 五大 氏族 用 の 制服 は 、 オ ー ブ 固 有 の 麻 
史 ・ 文 化 的 背景 、 箇 統 主義 と 実力 主義 の 融合 が 


生み 出し た 独特 の も の で 、 他国 で は 見 られ な い 。 
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広い 海上 動 務 用 の 制 
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兵 用 が 充実 し て いる の 
は 、 その た め だ ろ う , 
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年 戦争 後 の U.C.0083」 生 し た 、 地 球 連邦 
軍 の 特殊 部 隊 が ティ ター ンズ で ある 。 デラ ー ズ 紛争 


隊 と し て 


異例 の 規模 を 誇っ た 。 機密 性 の 
を 与え られ た ほか 、 部 隊 専 用 の 
を 保有 し 、 一 般 の 地球 運 
異な る 新 艦 比 や 新型 機動 兵 
いた の で ある 。 


(以下 、 一 般 軍 ) と は 
きす ら 開発 ・ 装 備 し て 


と の 協同 作戦 の 際 に は 、 人 
揮 権 が 与え られ た 。 これ に 加え て 、 ティ ター 
実際 の 階級 より 一 段階 上 の 扱い と され た 
ズ の 大 尉 な ら 、 一 般 軍 の 少佐 と 同格 と い 
る )。 階級 上 の 優遇 措置 は 、 一 般 軍 と の 協 
| 作戦 の 際 、 指揮 権 を 得る た め の も の で も あっ た . 
上 の 優 財 措置 の 多く は 、 テ ィ タ ー ン ズ の 任務 に 
有用 だ っ た 。 対 テ ロ 部 隊 と し て の 任務 上 、 即 応 性 が 
重視 され る ほか 、 複 数 の 軍 管 区 に 中 が る 作戦 行動 
も ある た め 、 高度 な 独立 性 は 必 た の だ ろう 
し か し 、 こ うし た 扱い は 口実 と し て の 側面 も 強かっ 
そもそも ティ ターン ズ は 軍隊 政 


っ た の は 、「 地球 至 
っ た 。 地 
よる 地球 
- 種 の 選民 思想 で ある 。 
義 は ティ ター 


件 」 を 引き 起こ し た 。 厳 前 が 下さ れ て 然るべき 大 ス 
キャ ンダ ル だ が 、 連 5 され た 地球 連邦 政府 と 軍 は 
事件 を 隠蔽 し 、 ティ ター ンズ の 伸張 を 許し て し まう 。 

結果 、 テ ィ タ ー ン ズ は 勢力 を 拡大 し つつ 、 ス ペー 
ス ノ イ ド へ の 弾圧 を 強め て いっ た 。 これ が 武装 組織 
と し て の エゥーゴ の 結成 と グリ プス 戦役 勃 爺 に 堅 
が っ た の は 、 史書 に 書か れ て いる 通り で ある . 

グリプス 戦役 中 、 地 球 連邦 軍 全 体 の 指揮 権 を 合 
法 ティ ター ンズ は 、 エ ゥ ー ゴ の 
反映 で 編 解 する 。 し か し 、 それ ま の スペ ー 
ス ノ イ ド (と 反 テ ィ タ ー ン ズ ・ 地 球 連 邦 の アース ノイ ド ) 
を 多数 殺害 し た の だ っ た 
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地球 連 孝 軍 内 の 内 乱 で あっ た 
第 三 勢 力 の 介入 な ども あっ 


Mustration py JUN WADA 


ティ ター ンズ の 位置 付け 


地球 連邦 軍 内 の 特殊 部 隊 で ある ティ ター ン 
軍閥 政治 の 結果 、 生 まれ た 独立 性 の 
高い 組織 で 、「 軍 内 の 軍 」 と 言え る 存在 に 


画 権限 委譲 前 


地球 連邦 政府 


構成 貞 


ティ ター ンズ の 実質 的 設立 
者 ジャ ミト フ . ハ イマ ン が 、 総 帥 と 
し て 粗 織 を 綴 括 し た 。 ティ タ 


フ の 意向 を 辱 け て 、 作 
戦 の 立案 や 前 線 指揮 を 担っ た 
将校 。 ジ の 右 院 バス ク 
大 佐 、 前 線 指揮 官 ジャ マイ カン 
少佐 らち が 有名 た が 、 独 新 で 過激 
な 作戦 を 行う こと も あり 、 ティ ター 
ンズ の 悪名 の 一 因 と な っ た 


ティ ター ンズ 実働 部 隊 の 中 
心 。 総じて 高 練 度 だ が 、 エ リー ト 
部 隊 ゆ え に 作 憎 な 者 や 振る 舞 
い が 幅 景 な 者 も 多く 見 られ る 。 治 
の 正義 を 信じ る 者 は 少な く な い 
強化 人 間 の 戦力 化 も 行わ れ た 。 


巨大 艇 の ドコ ス ・ ギ ア 細 、 最 


独自 開発 の 可変 MS、 ニ ュー 
タイ プ 研 究 所 の 強化 人 間 用 マシ 
ン 、 シロ ッ コ 開発 の ワン オフ 機 な 
ど 強 力 な 機動 兵器 を 配備 。 一 般 
軍 と 同じ MS は 色 を 変更 され た 


組織 の 特徴 


ティ ター ンズ の 主任 務 は 、I 旧 ジオ ン 公 国軍 残党 
を は じ め と する 反 地 球 連邦 武装 組織 の 掃討 、 一 
年 戦争 の 戦犯 の 摘発 だ っ た 。 任務 の 際 の 手法 は 
強引 で 、 一 般 人 を 死傷 させ る こと も 少な く な か っ た 


一 般 軍 の 指 近 系 続 に は 属さ ず 、 独 自 判 断 で 
作戦 行動 が 可能 。 軍 管 区 の 制約 ちほ と ん ど 受 け 
な い 。 予算 も 一 般 軍 か ら 独 立 し て いた うえ 、 専 用 
の 宇宙 基地 や 兵器 工 廣 、 造船 所 すら 有 し た 。 


首脳 部 を 中 心 に 地球 至上 主義 の 同調 者 が 多 
く 、 メ ン バ ー は アー ス ノ イ ド の みか ら 選 ば れ た 。 最 
終 的 に は 、 ア ー ス ノイ ド の エリ ー ト に よる 地球 園 支 
配 を 目指 し て いた よう で ある 


ティ ター ンズ 専用 と し て 建造 さ 
リー ン ・ ノ ア 2 (グリ プ ブス) ) 


ティ ター ンズ の 歴史 


デラ ー ズ 紛争 直後 の U.C.0088 未 、 ジ ャ 
ミト フ 准 将 の 提唱 に より 結成 され た 
ター ンズ は 、 反 地球 連邦 勢力 の 掃討 を 進 
め た 。 U.C.0085 の [30 バン チ 事 件 」 を 契 
機 に 勢力 の 拡大 を 加速 させ 、 グ リプ ス 戦 役 
中 期 に は 地球 連邦 軍 の 指揮 権 を 合法 的 
に 掌握 。 だ が 、 組織 の 実態 を 暴 圭 され た う 
え 、 エゥーゴ と の 内 戦 に 敗れ て 瓦解 し た 。 


サイ ド 1・30 パ ンチ で 発生 し た デモ の 針 圧 
を 依頼 され た ティ ター ンズ が 、 林 方 ズ 
を 謀殺 。 事件 の 真相 は 硬 蔽 され た 


民間 コロ ニー に 痢 の 
G3 ガス を 注入 。 連座 を 
連邦 政府 と 軍 は 
事件 を 回 項 し 、 テ ィ クー> 
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え 、 グ リプ ス 2 攻 防戦 で 戦力 の 大 半 を 
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DX を 返る 混乱 と 
聞 放 診 の 樹 


『.0015、 旧 連邦 の 流れ を 肖 む 政府 再建 委 
会 は 、 地球 統一 を 目指 し た 軍事 行動 
パ を 中 心 に 勢力 を 築い た 政府 再建 委員 会 は 、 ア フ 
の へ 進出 し て ぃ 
協同 し て 抵抗 し 、 地 


で は 、 資源 地 
こめ 、 オ ー ス トラ リア 侵攻 な 


行わ れる こと と な 


発展 型 
サテ ライ トキ ャ ノン を 連装 化し た ツイ ン サ テラ イト キャ 
ノン を 備え て お り 、 当時 最強 の MS と な っ て いた 

ー タ イプ の 戦力 化 を 重視 する アイ ム 


議会 は 「 象 徴 と し 
ダム 」 と し て の み DX を 


大 き な 見 解 の 相違 を 
ー タ イプ を 擁する 《 フ リ 
ト 回 収 任務 の 2 
発言 力 は 低下 し て お り 、 苦し い 立 場 に 追い や られ て 
いた (《( フ リー アデン) 捕獲 作戦 が イム ザッ ト の 手 
を 離れ た の は 、 こう し た 政治 的 状 
導 で 行わ れ た 《 フ リー 
戦 の 失敗 に より 、 アイ ム ザ ッ ト は 復権 を 
連邦 政府 樹立 宣言 の 前 倒し が 決ま 


これ を 受け た アイ ム ザ ッ ト は 、 つ い に 独 自 
ー タ イプ 研究 所 と の 接触 を 
に で ある 。 この 際 、 
DX を 持ち 出す と 関連 ファ イル 
・ ア ディ ー GxX-990 xX.01-0: 
こと と な る 。 ガ ゃ 
に DX を 春 わ れ た うえ 、 部 下 の フ ロス ト 兄 
を 狙わ れ て いた 


バジ A.W.0024) 


IMustraton by SHINYA KUSUMEGI < Color by CHIEKO UCHIYAMA 4 Special Efiect by KAORI SATOU .- Background by EIJI WAKAMATSU (KUSANAGI 


ゾン ダー エ プ タ 戦 と 
ブラ ッ ド マン 卿 の 判断 


国 ガン ダム DX、 起動 
アイ ム ザ ッ ト の 乗る 輸送 船 に 


政府 再建 委員 会 
ン の 戚 力 を 目の当たり に し て 


イム ザッ ト 
| MS 部 隊 の 進路 
5 


[ 入 し た ガロ ー| 

ち は ガ ンダ ム DX を 理 取 する と 、 く フリ ー デ ン ) と 合 
の 極東 軍 が 出現 する が 、 ゾ 
ンダ ー エ プ タ を 消 渡さ せ た ツ イン サテ ライ トキ ャ ノ 
搬 退 し て いる 。 な 
お 、 こ の 直後 、 新 連邦 政府 の 樹立 が 宣言 され た 。 


ター ブタ a 


アイ ム ザ ッ ト の 暴走 を 招い た 新 連邦 政府 樹 
の 前 倒し は 、 政 府 再 建 委員 会 (の 最高 審議 会) に 絶 
大 な 影響 力 を 持つ フィ クス ・ プ ラッ ド マ ン 卿 の 後押し で 
決定 され た 。 ブラッド マン 卿 は 旧 連 邦 時 代 か ら の 権 
力 者 と され 、 第 7 次 宇宙 戦争 後 は 宇宙 革命 軍 と の 決 


ガロ ー ド 、 アイ ム ザ ッ ト を 追想 


戦 の た め 、 軍 の 再 整 備 や 地球 続 一 を 進め て いた . 
この 時 期 、 正 体 を 現し た 人 物 と し て は フロ スト 兄弟 
が いる 。 アイ ム ザ ッ ト の 部 下 と し て 暗躍 し て いた フロ ス 
ト 2 本 部 直属 の 特務 隊 ) 
目的 は 「 世界 の 蔵 亡 ] で あ - た 


園 
新 軍 者 政府 樹立 宣言 の 前 倒し 決定 に より < ガン ダム DX の 建造 作業 は 待 
機 と な り 、 捕 えら れ た 《 フ リー デン ) の クル ー の 処分 も 保留 され た 。 その 隙 


し と ティ ファ 以外 の クル ニ は 脱出 を 計画 する が 、 
報 提 人 
し て 島 を 後に じ だ カロ ー ド は カト ッ 


エニ ル か ら の 情 
れ を 知っ た アイ ム ザ ッ ト は ニュ ー タ イプ 研究 所 と の 接触 を 目指 
助け られ 、 彼ら を 追跡 し て いる 。 


メー エ プ 2 に 向かっ : フリ ー デ : 
が 、 脱 走 し : 
押さ れ た うえ 、 アイ ム ザ ッ ト が 建造 し て 


いた 新 ガ ンダ 
司 喝 を 受け て 、 降伏 し た 。 


ンダ ム DX に よる 
NRX<oOi5 


国 アイ ム ザ ッ ト 、 《 フ リー デン ) の 


捕獲 作戦 を 実施 


サテ ライ トシ ステ ム が 使用 され た と 思しき 海域 に 


ツイ ン サ テラ イト 
キャ ノン の 交 撃 


北米 大 陸 を 発っ て 1 ヶ月 後 、《 フ リー デン ) は サテ ライ トシ ステ 
ム が 使用 され た と 思わ れる 海域 到達 し 、 捜 案 を 開始 し た 。 これ 
を 受け た ゾン ダー エ プ タ で は 、 政 府 再建 委員 会 の 指示 を 受け て 
《 フ リー デン 》 の 捕獲 作戦 に 入っ た 。 作 戦 を 任 さ れ た カト ッ ク ・ ア 
ル サ ミ ー ル 5 は 《 フ リー デン ) へ の 潜入 を 試み 、 同 8 


政府 専大 員 会 の 会 合 め ら 戻っ た アイ ム ザ ッ ト は 、 派遣 され で きた カト 
ク に (フリ ー デ ン ) 補 旨 を 命令 。 結果 的 に 作戦 は 失 必 し 、 部 下 も 全滅 。 


"エル か ら 新 ガン ダム の 存在 と その 位置 情報 を 
得 た 《 フ リー デン 》 は 、 新 ガン ダム の 島 ニ ゾン ダー エ プ タ に 向かっ 
た 。 これ を 察知 し た ゾン ダー エ プ タ で は 、 アイ ム ザ ッ ト の 指揮 で 防 
衛 体制 を 固め つつ 、 新 た な 捕獲 作戦 を 準備 し て し 
戦 の 失敗 を 受け 、 正 現 軍 の 増援 が 到着 )。 脱走 | 
リッ ジ を 占拠 さ れ 、 ガ ンダ ム DX の ツイ ン サ テラ イト キャ ノン に よる 
司 喝 を 戻 けた 《 フ リー デン 》 は 降伏 を 選択 し た 。 


- 


A 


ゾン ダー エ プ タ 近 位 で 両替 力 が 交戦 。 この 誤 、 ア イム 、 
ン サ テラ イト キャ ノン で 《 フ リー デン 》 を 后 喝 し 降伏 させ 


(31 》 フル ー の 脱走 計画 


pxww = = 


アジ ア 戦 線 で の 苦戦 を 受け た 政府 再建 委員 会 が 、 新 連邦 政 
府 樹立 宣言 の 前 倒し を 決定 。 これ に より 完成 間近 の DX の 作業 
フリ ー デ ン ) の クル ー の 処分 も 保留 
し と ティ ファ 以外 の クル ー は 、 透 亡 を 義 
て 作戦 情報 は 漏洩 し て お り 、 アイ ム ザ ッ ト は 
ジャ ミル と ティ ファ を 連れ て ゾン ダー エ プ タ を 出 毅 、 最 高 審議 会 の 
意向 を 無視 し て ニュ ー タ イブ 研究 所 と の 接触 を 目指 し た 。 


ガロ ー ド と カト ッ ク の 追撃 を 受け た アイ ム ザ ッ ト は 、《 フ リー デ 
ン ) の ガン ダム 3 機 を 積み 込ん だ コン テ ナ を 投 康 し て 逃 赴 。 し か 
し 、 船 に 潜入 し た ガロ ー ド と カト ッ ク 、 独自 行動 に 出 
は DX を 容 取 し て 逃し 、 ソ ンダ ー エ ブタ を 脱走 し > 

合流 し た 。 この 際 、 政 府 再建 委員 会 の 極東 軍 が 戦域 に 到達 
する も 、 カ ロー ド が 放っ た ツイ ン サ テラ イト キャ ノン の 威力 を 目 の 当 
た り に し て 撤退 。 直後 、 新 連 邦 政 府 の 樹立 が 宣言 され た 。 


アイ ム ザ ッ ト は フロ スト 兄弟 に 時 殺さ れ 、 カト ッ ク も ガロ ー ド た ち を 底 っ て 死 
で 。 ゾン ター エ ブ タ は ツイ ン サ テラ イト キャ ノン で 消 式 し た 。 


到着 し た 《 フ リー デン ) は 、 接 索 を 開始 。 一 方 、 ア 
イム ザッ ト は 政府 再建 委員 会 の 指示 で 、《 フ リー 
デン ) の 捕獲 作 戦 を 発動 し た 。 また 、 作 戦 を 実行 
し た カト ッ ク の 《 フ リー デン ) へ の 港 入 と 同時 | 
ゾン ダー エ プ タ MS 部 隊 が 攻撃 を 行っ て いる 。 し 
か し 、 ティ ファ に 察知 され 、 作 戦は 失敗 し た 。 
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Mustration by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
DX と ジャ ミル の GX の 関係 


あの DX と いう 機体 あん た ( ジ が 昔 
て いた GX を 
ル 機 を 直接 改造 し て | 
は GX を ペー ス と し た が 
テム を 中 心 と し た デー タ が 


用 され た の 


エ プ タ に 運び 
の GX。 サテ ライ トシ 


X9900 ガン ダム X 
イト 


開発 4 推進 。 


GX-9901-DX ガン ダム DX 


CA・ サ ン ライ ズ 


136-22 


機動 戦士 ガン ダム 


MS Technology in UC 
字画 世紀 の MS の 技術 


MS 用 や 補助 炎 器 と し て 


136-23 


普及 し た 小型 ビー ム 兵 叶 


U.C007005 に ジ ォ ン 公国 箇 させ た メガ 粒 
子 砲 は 、 高 い エ ネル ギー 効率 、 臣 界 半 穫 府 の 無力 化 
と いっ た 特性 に より 、 指 向 性 エネ ルギー 兵器 の 決定 
版 と し て 瞬く 問 に 普及 し た 。 ミ 
と し て 配備 され た メガ 粒子 砲 は 、 関連 技術 の 成熟 や 
エネ ル ギ 成 を 受け て 小型 化し て いき 、 
年 戦争 時 


ライ フル で あり 、 ULC.0150 
兵 装 と し て 使用 きれ て いる 
ビー ム ・ ラ イフ ル の 誕生 に より 、 メ が 粒子 砲 の 小型 
化 は 一 旦 終 息 する か られ た 。 MS の 主 兵 装 と し 
て 充分 な 威力 を 持つ ビ 艦載 メ 
ガ 粒 子 砲 と 比べ れ ば 低 火力 で 、 これ 以上 の 小型 化 
は メガ 粒子 砲 の 特長 で ある 威力 が 低下 し て し まう た 


、 よ り 小 型 な メガ 粒子 砲 は 開発 され て 
の 代表 的 モデ ル が E 9 ジム 用 の 


ピー ム ・ ス プレ ー ガ ン 「BR-M79C-1] で ある 

ビー ム ・ ス プレ ー ガ ン は 単 砲 身 ビー ム ・ ラ イフ ル の 
- 種 で 、 一 般 的 な ビー ム ・ ラ イフ ル よ り コ ン パ クト な う 
え 近 距離 以内 で の 命中 率 が 高く 、 低 線 度 パイ ロッ ト 
で も 扱い や すい 点 が 特徴 だ っ た 。 も っ と も 低 練 度 パ 
78 ガッ ダ 
07G」 が 高 コス ト 
を 型 と し て 採用 され た と い 


ライ ン を 転用 し て 「BR-S-85-C2」 も 製造 き 
れ た 。RGM-79Q ジム クゥ エル か ら RGNL-86R ジム 
まで 、 改 良き れ な が ら 装 備 さ れ 続け た モデ ル で ある 
生産 性 を 重視 する 方 針 が 生み 出し た 小型 ビー ム ・ 
ライ フル と は 、 別 の 観 』 
砲 も 存在 する 
MS の 前 腕 に 搭載 で きる ほど コン パク ト で ある 。 RX- 
78.4 ガン ダム 4 号機 の ハン ド ・ ガ ン 、 MS-I4JG 
ゲル ググ ] の ビー ム ・ ス ポッ ト ガ ン な ど が 該当 する 。 
MSM-07 ズゴック の 腕 部 メガ 粒子 砲 な ど と は 異な 
り 、 低 出力 ・ 短 射 得 の た め 補 助 火 器 と し て 装備 きれ 


03 wET92B 


2 だ し 、 バ ルカ ン 砲 に 代表 きれ る 機関 奄 の 方 が 
費用 対 効果 に 優れ る た め 、 クロ ス 7 ・ パ ン ガ ー ド 


以外 で の 採用 例 は ほぼ ハイ エン ド 機 に 限ら れる 
その 一 方 で ビー ム ・ ガ ン は 独自 の 発展 を 見 せ 、 
ゼー ム ・ サ ー ベ ル 兼 用 タイ プ が 実用 化 き れ た 。 RX- 
78GPOL ダム 試作 1 号機 や AMX-004 キュ ベレ 
イ な ど で 搭 載 例 が 知ら れる 。 ビー ム ・ ガ ン 、 ビ ー ム ・ 
サー ベル と も に エネ ルギーCAP を 導入 し た 武装 で あ 
る た め 、 両立 は 難し く な い . 


(オッ トー・ カ ル テ ン パッ ハ UC.0155) 
関連 ファ イル 
RGM.79 ジム FG1-06 年 
AMX-004 キュ ペレ イ テ 01.29 画 
セム ライ フル 
イコ ミュ 靖 何 攻撃 端末 ーー 
PLEPREMEW 


150 年 代 に お いて も MS 
て 運用 され て いる 


Mlustration by TAKUYA IO 


相生 


小型 ビーム 兵 器 の 特徴 
関連 技術 の 向上 に より 、 一 般 的 な ビー 
ム ・ ラ イフ ル よ りさ ら に コン パク ト な ビー ム 火 
器 (メガ 粒子 砲 ) が 実用 化 され た 。 ビー ム 火 
器 と 小型 兵器 の 特徴 を 持ち 合わ せ て いる 。 


メリ ッ ト 談 大 叶 

MS 用 メガ 粒子 砲 と し て は 最小 クラ ス の 大 き 
さ で 、 取 り 回 し や 内 装 化 が 容易 。 メガ 粒子 砲 
の 特性 上 、 威 力も 同 サイ ズ の 実体 弾 式 火器 
(時 に 機関 砲 ) を 上 回 る 傾向 に ある 。 ビー ム ・ 
ライ フル タイ プ は 砲身 を 艇 素 化し て いる こと が 
多い た め 、 フル スペ ッ ク モ デル より 低 コ スト と い 
ラメ リッ ト も あっ た 。 


同 サイ ズ の 実体 弾 式 兵 装 よ り 高 2 
え 、 フル スペ ッ ク の ビー ム ・ ラ イフ ル と 比較 すれ 
ば 火力 と 射程 に : 
で も いい 。 また 、 エ フィ ー ル ド や 耐 ピ ビー ム ・ コ ー 
ティ ング に 対す る 脆 語 性 、 大 気 園内 や 水中 に 
お ける 洲 誤 と いっ た メガ 粒子 砲 特有 の 怠 点 も 
倍 せ 持っ て いる 。 


MS 用 兵 装 こ し て の 位置 付け 


小型 と は いえ メガ 粒子 
宿 で ある た め , ビー ム ・ 

月 ラ イフ ル タ イプ は 近 距 
肖 以 内 な ら MS の 装 申 
を 貢 通 で きる 。 


i | 


(の 多く は コン パク ト 性 が 占め て いる 。 前 腕 内 装 
タイ プ は 、 手 を 寒 ざ 星 い 点 も 優れ る に 言え る 。 


小型 ビー ム 火 器 は 、 大 きく ふた つ に 分 けら れる 。 手持 ち 式 の ビー ム ・ ラ イフ ル タ イブ と 、 
固定 装備 式 の ビー ム ・ ガ ンタ イプ で ある 。 手持 ち 式 は 主 兵 装 と し て 、 固 定 装備 式 は 補助 
兵 装 と し て 用 いら れる 例 が 多い が 、 キュ ベレ イ の よう な 例外 も ある 。 


手持 ち 式 の 単 砲身 型 ビー ム ・ ライ フル や 
ビー ム ・ ス プレ ー ガ ン は 、 MS の 主 兵 義 と し て 
用 いら れ て いる 。 主 に ジム 系 主力 MS で 採用 
され 、 ハ イエ ンド 機 の 搭載 例 は 少な い 。 シス 
テム ウェ ボン の 中 核 ユニ ッ ト の 場合 も ある 


小 措 ピー ム ・ ラ イフ ル は 
基本 的 に 前 史生 産 タ イ 
プ で あり 生産 性 重視 
し た 主力 MS や ー 部 の 
和仁 指 が 主 挟 半 


短 射 程 や 低 火力 と いう 小型 ビー ム 火 器 
の 性 能 特性 上 、 運用 形態 は 限定 され 、 ビー 
ム ・ ラ イフ ル タ イ プ は 近 距 離 以内 で の 攻撃 、 
ビーム ・ ガ ンタ イプ は 牽制 が 主 と な る 。 


時 ビー ム ・ ラ イフ ル 上 


ほか 、 得 護 事 や 命中 
人 箇所 に よっ て は 英機 を 
全 可 能 で ある 。 


Mustration by TOKIKO YUZAWA (Twinbell 


固定 装備 式 の ビー ム ・ ガ ン は 、 高 級 機 
の 補助 兵 装 と し て 用 いら れる 例 が 多い 
ピー ム ・ ガ ン を 備え な が ら 手 持ち 火器 
を 標準 装備 し な い MS (キュ ペレ イ や メタ ス な 
ど ) で は 、 主 兵 状 と し て 使用 され る 。 


ガザ C や ガザ D は 、MA 
形態 時 に 主 兵 装 の ナッ 
クル ・ バ スタ ー と ビー ム ・ 
ガン を 併用 する こと で 高 
火力 を 室 現 し た 。 


近 短 離 、 も し く は 至 
近 忠 離 で の 素 制 
が 主 な 運用 法 と な 

、、 る 。、 繋 硫 が 困 牙 だ 
が 、 部 位 を 破壊 す 
る こと は で きる 


ここ で は 小型 ビー ム 火 器 を 3 種 に 分 類 し 、 
具体 的 な モデ ル も ) な お 、 小 型 で も 
ゲー マル ク の 親指 部 ピー ム ・ ラ イフ ル の よう 
式 の 主 兵 装 級 火器 は 省 いて いる 。 


ビーム ・ ガ ンタ イプ の 固定 装備 式 小型 ビー 
ム 火 問 。 一 年 電 争 後期 に は 、 ガ ンダ ム 4 号 
機 な ど で す で に 搭載 例 が あっ た 。 U.CO080 
年 代 前 期 に は ビー ム ・ サ ー ベ ル 兼 用 型 も 開 


小型 ・ 単 砲身 の ビー ム ・ ラ イフ ル 系 兵 装 。 

デル に あたり 、 高 い 生産 性 が 特徴 で 
スプ レー ガン 以降 、 ジ 
ム 系 MS を 中 心 に 採用 され た ほか 、 シ ステ ム 
ウェ ポン の 中 杖 ユ ニッ ト と し て も 用 いら れ た 。 


地球 部 軍 未 組 線 
で 好ま れ た が 、 ジ ム 由 
を 最後 に 採用 例 が 


ファ ン ネ ル や ピット と いっ た サイ コミ 


制御 
式 攻撃 端末 に 搭載 され る タイ プ 。 一 般 的 に 
攻撃 端末 自体 が 小型 な た め 、 搭載 ビー ム 砲 
も 必然 的 に 小型 モデ ル (ビー ム ・ ガ ンタ イプ) 
を 搭載 する 例 が 多かっ た 。 


攻撃 半 末 搭載 ビー 
ム 林 は 一 般 的 に 商 
火力 で は な い が 、 発 
射 モー ド は 目標 と の 


砲 は 、 そ の サイ ズ め え に 相対 
的 火力 が 低く な っ て いる 。 だ 
が 、 初 期 に 開発 され た MS 用 
メガ 科 子 砲 の 中 に は 、 標 準 
以上 の サイ ズ を 持ち な が ら 技 


国事 の MS で 例 が 見 られ る 。 


SCIENGE 


キュ ペレ イ の ビ 
ル 義 用 ビー ム ・ 
装 と し て 使用 され た 


リッ ク ・ デ ィ ア ス 用 (を ) と り ガ ・ 
トル ( 右 )。 撤 結 / 


2 


固定 装 供 式 (ビー ム ・ ガ ン 系 )、 手持 ち 式 (ピー ム ・ ラ イ 
フル 系 ) に 加え て 、 サイ 


敵 末 挫 載 式 も 分 類 し た 


GPO1 用 コア ・ フ ァ イ ター 

| の ビー ム ・ ガ ン 。 MS と の 

\ 合体 時 に は ピー ム ・ サ ー 
で ル と し て 使用 で きる 。 


ン 。 主 兵 
素 制 用 火器 で ある 。 


リティ ア 系 の ビー ム ・ ピ ス 
を 装着 する と ビー ムラ イフ ル に な る 
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あべ 


キュ ベレ イ 用 (た ) と ヤク ト ・ ド ー ガ サザ ビー 用 の ファ ン ネ 
ル ( 右 )。 搭載 ビー ム 交 は 、MS の 関節 や 推進 器 程 度 な ら 
充分 破 壌 で きる 。 


8S ガン ダム 用 イン コム 。 1 度 
の チャ ー ジ で 1 回 の 発射 が 
可能 な 小型 ビー ム 砲 を 3 門 
供え る 


直結 型 だ が 、 MS 月 
| パ バズーカ 程度 の 威力 
し か 発揮 で きず 射程 
も km 


Key Ward 
全高 15m 級 の 第 二 期 MS が 登場 する と 、 
MS 用 兵 装 も それ に 合わ せ て 小 玩 化 され た 。 


標準 兵 装 と し て 継承 し た | 
第 五 世代 MS 以前 より 大 ! 
る が 、 火 力 は 低下 し て いな い 
系 火器 も さら な る 小型 化 を 果 た 


で 


ー ム ・ ラ イフ ル も 、 
ト 型 化し て い 
ビー ム ・ ガ ン 


MS と ビー ム ・ ラ イフ ル の 相対 サイ ス が 変わ っ て いな 
いた わか り 区 い が 、 旧来 より 民 化 きれ て いる 


第 二 期 MS の 出現 に 伴う ビーム 兵器 の 小型 化 


F91 用 ビー ム ・ ラ イフ ル 。 スト ッ ク に 配置 され た 
E パ バック は 、 小型 化 に 伴う 配慮 の . 


ブル ッ ケ ング 用 ビ 

ム ・ ラ イフ ル 。 ゲド 
、 ラフ 月 同様 。 ブ ル 
バッ プ 村 造 採 用 
し た 


2 13624 


機動 戦士 ガン ダム 第 0BMS 小 隊 


gr seg 
gt 9 


War and Conflictin UC. 


) 一 大 拠点 「 ラ 東方 面 生 の 機械 化 混成 大 通称 、 コ ジマ 大 隊 ) に 
」 で は 、 MA アプサラス の 開発 が 所 属す る 第 08V る 中 時 戦 を 
に 行わ れれ て いた 。 ギニア ス ・ サ ハリ ン 技 術 少将 
アプ サラ ス は 、 地 球 上 の | 


施し た 地球 介 。 て 核 攻 撃 に も 耐え る を な 連邦 軍 は 、 そ の 玲 


作戦 の 舞 メ 仔 を 備え る ジャ プ ブロー 攻略 用 MA: ; 規模 
を ジオ ン 公 国 の 本 国 で は 、 ア プ サ ラス の 開発 = 攻略 を 進め て いっ た 
ア の 島 風 な オン 公国 軍 の 占領 大 き な 期待 は 寄せ て いな か 
し か し 他 の 地域 同様 、 地 球 侵攻 それ で も 、 サ ハリ 
ら 戦 線 は 用 着 し 、 その: 
ほ の 昭 み 合い が 続 し た る テス ト 『 け た 。 この 虹 関連 ファ イル 
7 


補 届 工場 基 地 
FLE PREVIEW 


08.03.08 ラサ 和枝 下 工場 基地 


Mustration by TOMOTAKE KINOSHITA 


ETLEPZZWEVEDN 


アジ ア 戦 線 の 推移 


一 年 戦争 中 期 ま で 、 ア ジア 戦線 の 重要 度 は 高い と は 
か っ た 。 し か し 、 ラ サ 秘 密 工 場 基地 に お ける 戦略 級 
MA アプ サラ ス の 開発 が 地球 連邦 軍 を 刺激 し 、 オ デ ッ サ 
作戦 頃 か ら 戦 闘 が 激化 し て いっ た 。 


が 、 大 規模 な 戦略 損 点 が 置か れ た 北米 や 南米 、 
ヨー ロッ パ と 比べ る と 、 その 重要 性 は 低く 見 積 も ら れ て いた 。 


> 


i 


地球 侵攻 作戦 の 部 
古 相 地域 を 獲得 。 


次 陸 下 作戦 に お いて 、 ジ オン 公国 軍 が 広大 な 
が 他 の 地域 同様 、 捕 替 線 は 引 び 切っ て し まっ た 。 


約 半年 間 の 腰 芽 状態 の 後 、 U.C.0079.10 頃 か ら アジ ア 
戦線 が 活発 化 。 ジ ャ ブロ ー 攻 略 用 MA アプ サラ ス の 開発 と テス 
ト を 契機 に 、 地 球 連邦 軍 極 東方 面 軍 が 攻勢 を 強め て いっ た 。 


ジオ ン 公 国軍 ラサ 秘密 工場 基地 と 地球 連邦 軍 極 東方 
面 軍 の 注目 は 、 ア プ サ ラ ス に 集まっ て いた 。 ラサ 秘密 工場 
基地 は アプ サラ ス の 完成 と 機密 保 持 に 寿 走 し 、 極東 方 面 
軍 は アプ サラ ス の 傘 捕 と 開発 基地 の 攻略 を 目指 し た 


アプ サラ ス の 存在 を 却 し た 
直後 は 、 その 発見 と 直 獲 を 目指 レ 
。 アプ サラ ス の 残 収 を 回 収 し 、 シ 
ーション に よっ て 性 能 が 判 
明 す る と 開発 基地 (ラサ 秘密 工 y 
場 共 地 ) の 控 索 を 、 基 地 特 定 後 は 条 東 方 面 還 可 
その 攻略 を 目的 と し た 。 特に 最終 
段 赴 で は 大 戦力 を 投入 し て いる 。 


ET EE 


、 ア ブサ ラ ス の 完成 を 的 と し た 。 
アプ サラ ス の 初期 タイ プ (メガ 粒 
子 窟 非 搭載 型 と 搭載 型 。 後者 は 
アプ サラ ス H! と 呼ば れる ) 開発 時 に 
は よそ の 情報 を 秒 工 し な が ら の テス 
ト を 実施 。 アプ サラ スス I 喪失 後 は 、 
最終 型 の アプ サラ ス 皿 の 完成 と 
基地 要員 の 脱出 を 目指 し た 。 


ー サ 
ン ・ ラ イヤ ー 大 佐 の 個人 
的 野望 も 育 早 に あっ た 。 


す 培 汗 し 、 
れ 以外 は 無視 し た 


画 アプ サラ ス を 巡る アジ アァ 戦線 の 動き 
紹介 する 戦線 の 動き は 、 アプ サラ ス ・ シ リー ズ と その テス 
ト 部 隊 、 地 球 連邦 軍 極 東方 面 軍 の 動向 を 中 心 に 記し た も の で ある 。 な 
お 、 対 アプ サラ ス 戦 で 大 き な 役 割 を 演じ た 第 08MS 小 隊 ( コ ジマ 大 隊 所 
属 。 以下 、 08 小 隊 ) の 動き を 中 心 に 解説 し た 。 
8 小隊 隊 アマ ダ 少 尉 が 着任 し た 時 点 で 、 ラサ 秘密 工場 基 
地 は アプ サラ ス の テス ト エ リア を 確保 と 陽動 の た め に 前 線 を 拡大 し て お 
h が コジ マ ャ 大 隊 の 行動 を 促し て いた 。 この 時 点 で 、 秘 密 工場 の 情 
マ 大 隊 も キャ ッ チ し て いた が 、 そ の 具体 的 位置 は 不明 で あっ た 
後 、 極 東方 面 還 は 、 ア プ サ ラ ス と の 遺 遇 戦 と 残 狼 の 回 収 を 経て 、 
秒 容 工 場 の 探 夫 と 攻略 に 乗り 出す こと と な っ た 。 


© 秘密 工場 基地 探 素 


が 、 これ を 撃破 し た うえ 
基地 の 位置 を お お よそ 特定 し た 


© ラサ 秘密 工場 量 地 の 攻防 


客 密 工場 基地 攻略 の た 
邦 軍 極 東方 面 軍 は ライ ヤー コ 
る 大 部 隊 を 投入 。 08 小 隊 は 鉱山 
で ガン タン ク 隊 の 護 術 に あたり 、 敵 MS = 
イヤ ー 大 佐 は MS を 基地 
部 隊 を 拓 除 し た が 、 ガ ンタ ンク 全 機 を みさ と の 了 
失っ よる 基地 攻略 も 狙っ た 。 


⑬ アプ サラ ス 自 爆 


アプ サラ ス が アマ ダ 少 尉 機 ご 
と エリ ア 847 の 雪山 


地球 連 孝 軍 が 回 収 する 
直前 、 ア イナ は アプ サラ ス 
を 自 坦 させ た 。 


て 生き 延び る が 、 画 獲 を 避け る た 
め ア プ サ ラ ス は 爆破 され た 。 


ラサ 秘密 工場 基地 


アプ サラ ス の 開発 が 行わ れ た ジオ 

山内 の 巨大 空 

洞 を 利用 し た 地下 基地 で 内 部 は 広 

く 、 ザン ジ バ ル 級 機 動 巡 洋 艦 の 滑走 

路 や アプ サラ ス の 開発 区 画 を 擁 す 
る 。 防御 ・ 隠 用 性 も 高い 。 


⑩ ラサ 秘密 工場 基地 の 崩壊 


4 WV リン 7 


5 池 し た と 
と か ら 、 位置 が 特定 


ライ ヤー 大 佐 と ギニア ス 技 
術 少将 は 戦死 。 アマ ダ 
行方 不明 と な 


136.2Z 


@ 軸 爆 場 の 戦闘 

アプ サラ ス と の 道 過 戦 を 受け 、 
コジ マ 大 隊 は 捜索 活動 を 強化 。 
エリ ア 529 で ジオ ン 公 国軍 の 身 
畑 場 発見 し た 08 小 隊 は アプ サ 
ラス の 直 導 作戦 を 展開 し た が 、 補 


アプ サラ ス と の 初 貴明 戦 


ラサ 秘密 工場 基地 の 部 隊 は 、 ア プ 
サラ ス の テス ト を 正 医 する た め 行 動 を 
活発 化 。 届 陽 動 部 隊 を 追撃 し て いた 
08 小 隊 は 、 エ リア 376 で アプ サラ ス と 
適 遇 戦 を 演じ た 。 アプ サラ ス は 損傷 し 
て 郊 脱 | 


BN 


機関 不調 で 高度 を 下げ 
た アプ サラ ス と 、08 小 隊 
が 初め て 交戦 し 


っ 人 
RO br 
6 | 


スパ イ 容 導 で 護 慎 中 の ア 


@ ゲリラ の 村 の 戦闘 


入 。 ゲリラ と 公国 軍 の 間 に 
戦 開 が 発生 し 、 双 方 に 多く の 被害 
が 出る も 、08 小 隊 の 介入 


ザジ ジ 村 解放 戦 
連邦 軍 の 補給 路 を 遅 断 する 形 
で ザジ ジ 村 を 占 者 し た ジオ ン 公国 宣 


アマ ダ 少 尉 が ゲリラ の 境 
を 取り 付け 、 ト ー チ カ を 
つ 村 を 解放 


ジマ 大 隊 こ と 地球 連 孝 軍 極 
東方 面 軍 機械 化 混成 大 隊 の 拠 
点 。 ジャ ング ル 地 帯 に 監 詩 に 避 


FT 
クリ ー ト 製 の 大 弄 建 術 物 


造 の MS 整備 施設 な ど を 擁し た 。 や 地下 施設 


0 08 小 隊 の 追 了 戦 
オン 公国 軍 和 場 の 未 確 
情報 、 公 国軍 の 前 線 拡大 を 受 
、 コ ジマ 大 隊 が 活動 を 活発 
化 。 出撃 し た 08 小 隊 は ザク 1 機 
が 単 折半 味方 < れ た 
で 中 撃 し 、 さ 5 に 1 機 を 撃 邊 し た 。 が. 員 破 


の W-208 エ リア の 戦闘 、 


先 の 遺 遇 埋 で 損 余 し た アプ サテ 
が W (ウィ スキ ー) -208 エ リア の 材 
た め 、 秘 容 工 場 基地 
は を 占拠 。 08 小 隊 は この 
に 優 入 し た が 、 ア プ サ ラス は 離脱 に 
成功 し て いる 。 


機動 戦士 ガン ダム 第 OBMS 小 隊 


アジ ア 戦 線 の 終息 
る 


地球 連邦 軍 極 東方 面 還 は 、 ア プ サ ラス (の 残 枝 ) の 確保 
や ラサ 秘密 工場 基地 の 探索 を 経て 、 基 地 の 攻 略 に 成功 し 
極め て 脅威 度 が 高い アプ サラ ス ・ シ リー ズ の 無力 化 に 


李 密 工場 基地 戦 で は 、 ラ 
イヤ ー 大 佐 の 判断 の 押さ 


U.C.Case File EE 0 
戦後 の アジ ア 


が 置か れ た 日 本 な 
に 地球 連邦 政府 ・ 軍 の 影響 カ が 大 き ヵ 


機動 戦士 ガン ダム 


詳 表 休戦 協定 下 の ヨ ー 


地上 上 を 切り 捨て 
ザン スカ ー ル 帝 因 の 決断 


し か 
つも り は な か っ た 。 地球 クリ 
AH 作戦 」 の 準備 期 上 
3 ェ ル ・ ハ イロ ッ 
を し よう と し て いた 


と それ に 続く 休 
きず 、 精 神 化 


『 国 は 、 休 戦 期間 を 利用 し 
・ ハ イロ ッ の 組み 


いな い 。 地球 ク 
の 大 半 を 宇宙 に 引き 上 げ 


tion by OSAMU KAMEI / Color by AIKO MIZUNO 


(Ov) | 


The Battle in KASARERIA 
U.C.0153 


ロッ ツバ 


過 し た り が ・ ミ リティ ア と 交戦 し た の だ っ た 
- 方 の リ が ミリ ティ ア も 、 ザン スカ ー ル 帝国 が 時 間 
況 は 変わ ら な い 。 
国 が 地上 の ベ 
SE 


それ を 知り な か 
スパ 関係 者 


邦 政 府 が 、 積 
と し て 休戦 協定 を 選 朱 


fn 
か 知ら ず か 、 地 球 


兵 の ! 


軍 i 手段 に 抗 
の 行為 


で ある リガ ・ ミ リティ ア ! 適用 きれ な い 」 と の 判断 の を 利用 し て 維 


Special Effect by ATUSHI SATOU (SHAMROCK) / Background by ATELIER MUSA 


体 戦 協定 締結 後 、 リ ガ ・ ミ リティ ア の 《 リ ー ン ホー ス つ 、 大 西洋 の 北 ル ー ト か ら ヨ ー ロ ッ パ に 入っ た 。 ウッ ツ ・ 


の で に (ホワ イト テー ク ) は ヨー ロッ パ に 移動 。 地球 連 。 エ ヴ ィ ン を は じ め と する 子供 た ち に 体 暇 を 与え 、 散 郷 
人 名 1 で 胸 州 邦 軍 に 投降 し た ラ ゲ ー ン 基地 に 入り 、 宇宙 へ の 帰 恒 の カサ レ リ ア を 訪れ きせ る た め だ っ た 。 だ が 、 モ トラ ッ ド 


戻っ た 《 ホ ワイ ト ア ー ク 準備 を 進め る た めで ある 。 北 隊 の イク 隊 ヤ ラ ゲ ー ン 大 地 脱 部 隊 か ら 休 隊 協 
ク ) は 修 戦 監視 に 従事 し っ 定 違 反 の 攻撃 を 受け 、 交 喘 を 余儀 な くさ れ た 。 


ーーーーーー ョ ーーー| 


団 ラ ゲ ー ン 耕地 、 空襲 を 受け る 
06.08、 ベ スパ の MS、 ザ ン ネ ッ ク が ラ ゲ ー 


園 ドゥ カー・ イ ク 、 
《 ホ ワイ ト ア ー ク ) を 追撃 
大 西洋 ・ 北 海 ルー ト で カサ レ リ ア に 
(ホワ イト アー ク ) を ドゥ カー・ イ ク 少佐 の 部 
リ シ no 北海 に お いて 攻撃 を 仕 
時 較 イク 隊 と の 戦闘 前 部 隊 の 増援 を 受け 
2NiS0SGE GS 09.03. 北海 に 潜 代 し て いた イク 隊 は 、 
ワイ ト アー ク ) の MS と 仙骨 戦 を 行っ た 第 、 
母艦 (M) で 待ち 伏せ を 実施 。 し か し 、 測 部 
隊 の 反撃 を 受け 、 イク 少佐 を 含む 隊 の 中 心 
メン バー を 失い 投降 し た 。 


園 カサ レ リ ア で の 適 遇 戦 

ヨー ロッ パ に 上 陸 し た 《 ホ ワイ ト ア ー ク 》 は 、 カ 

サレ リア に 向かっ た 。 その 動き を 察知 し た マ 
ge で 証 UM3ilvo4 
) を 追い 詰め た ワー カー 隊 だ っ た に 5 


が 、V 2 ガン ダム の 前 に 全 減 し た (06.05) 。 ・ ミ リ ドゥ カー・ イ ク 隊 ZMT-S29 ZMT-S29 a 
な の 進入 本 給 | か ら の 本 調 一 シテ | 戦 開 発生 地点 投 


Milustration by AKIO UNUMA 


間 | 北海 の 戦 し 


信 戦 協定 下 に あっ て も ペ ス パ に 動き が 見 られ る 中 、 休 暇 を 許 
可 さ れ た 《 ホ ワイ ト ア ー ク 》 は カサ レ リ ア へ の 航路 


1 
(伏し て いた イク 隊 、 偵察 中 の 《 ホ ワイ MORE IN FO 
ト ア ー ク )》 隊 の MS (オデ ロ ・ ヘ ン リ ー ク 機 ) と 遭遇 戦 を 展開 。 オ 大 

内 、 大 古池 北海 ル ー ト を 選ん デ ロ 機 を 見 失っ た イク 隊 は 、《 ホ ワイ ト アー ク ) 本 隊 を 誘き 出す と RE TE t 器 の 有効 性 
隊 の 少年 た ち へ の 配慮 が 理由 これ を 察知 し た ドゥ カー・ イ 母 策 (M) で 待ち 伏せ 攻撃 を 仕 刑 け 、 電 磁 ネ ッ ト で 《 ホ ワイ ト ア ー 
ク 少 佐 の 部 隊 は 追跡 を 開始 し 、 U.C.0153.06.01、 北海 で 《 ホ ク ) の 動き を 封じ た 。 し か し 、 戦線 復帰 し た オデ ロ 機 の タン カー を 
ワイ ト ア ー ク ) に 攻撃 を 仕掛 けた . 、 (ホワ イト アー ク )》 隊 の 使っ た 奇策 と 攻撃 で く M) の 艦橋 を 破壊 され 、 残 され た 乗組 員 は 
抵抗 と 連邦 軍 ロ ンド ン デ リー 隊 の 増援 を 受け て 撤退 し た 。 


Ep ここ 


モト ラ 小 稲 に 拘 泥 する イク 少佐 は 雪村 の 機 全 を 狙っ て いた 。 海 上 戦は イケ 


《 リ ー ン ホー ス Jr.) を 誘き 出す た め (ホワ イト アー ク ) を 追い 詰め た イク 職 
隊 が 有利 だ っ た が 、 ロン ドン デリ ー 隊 の 参戦 も あっ て 搬 退 を 祭 借 な くさ れ 7 


だ が 、 イク 少佐 を 含む 区 の 中 心 メン バー を 矢 い 投 称し た 


回 | ウレ ッ ァ oko。。 [EEE = | 


ヨー ロッ パ に 上 陸 し た (ホワ イト アー ク ) は ラ ゲ ー ン 行き を 命じ リガ ・ ミ リティ ア が 宇宙 へ の 展開 準備 を 進め て いた 6 月 B 日 、 リ 
られ た が 、 時 間 の 余裕 が あっ た た め 、 隊 の 子供 た ち は カ サレ リア ガ ・ ミ リティ ア の 制圧 下 に ゲー ン 基 地 が 空前 を 受け た 。 
へ 向かっ た 。《 ホ ワイ ト アー ク ) の 動き を 察知 し た ラ ゲ ー ン 基地 か = ベス パ の MS ザン ネッ ク が 部 高 高度 か ら 行っ た 、 大 出力 ビー ム 攻 
ちの 浮 脱 部 隊 (マチ ス ・ ワ ー カ ー 大 尉 指揮 ) は 、 カ サレ リア 近 俸 ” 撃 に よる も の だ っ た 。 直後 の 二 度 目 の 空前 の 際 、( ホ ワイ ト ア ー 
で 戦闘 を 開始 し た 。 旧式 な が ら ラ ゲ ー ン 基地 か ら 持ち 出し た 多 。 ク 》 隊 は 急上昇 し て 成層 園 の ザ を 捕捉 、 交 戦 し 後退 させ 
数 の 兵器 で 《 ホ ワイ ト アー ク ) を 追い 詰め た ワー カー 隊 だ が 、 ウッ で いる 。 ベス パ の 活発 化 を 受け た トー ズ Jr》 は 宇宙 へ 向 
ソ と V2 の 前 に 壊滅 し た 。 6 月 5 日 の こと で ある 。 か い 、《 ホ ワイ ト ア ー ク ) も カサ レ リ ア を 難 れ た 。 


リ シ テ ア 和 | 


ラ ゲ ー ン 基地 所 属 と し て V シ リー ズ に 個 み を 抱く ワ ー カ ー 隊 だ が 、 V2 に は ザン ネッ ク の 狙い は 、 ラ ゲー ン 茎 地 の 起 器 庫 や (リー ン 
淫 わ な か っ た 。 ワー カー は カサ レ リ ア を 居住 地 に し よう と し て いた 。 ウッ ノ は ワー カー 大 人 と その 嬢 た ち を 、 カサ レ リ ア の : 


サラ イズ 137-22 


13Z-23 


機動 戦士 ガン ダム 


地球 侵攻 作戦 


U.C007902.07、 ジ オン 公国 軍 は 地球 侵攻 作戦 を 
開始 し た 。 第 一 目的 は 地球 の 資源 地帯 の 確保 で あ 
り 、 工業 地帯 や 軍事 拠点 の 制圧 、 地球 連邦 軍 の 建 
て 直し の 阻止 な ど を 経て 、 ジ ャ プロ ー 攻 略 に 乗り 出 
す 計画 

開戦 以前 か ら 、 ジ オン 公国 は 地球 制圧 を 計画 し 
て いた が 、 実際 の 地球 侵攻 作戦 は 当 宙 2 
異な る 形 で 3 
争 の 長期 化 が 決 めで ある 

ジ ォ ン 公 国 の 当初 の 4 こと 
地球 連邦 を 降伏 させ た 後 、 無 血 開城 に 近い 形 で 】 
球 に 進駐 する つも り だ っ た と 思わ れる 。 この 際 、 想 定 
され る 戦闘 は 正規 軍 と の も の で な く 、 対 ゲリラ 戦 が 
主 に な る の は 自然 の 成り 行き で あろ う (第 一 期 際 戦 
用 MS 開発 計画 で 提示 され た YMS-08A 高 機動 試 
験 機 が 、 ゲ リラ 戦 を 重視 し た 機体 だ っ た こと か ら も 、 
ジオ ン 公 国軍 の 相 推測 する こと が で きる ) 。 


The History of Warfare i inU.C. 


や ルナ ツー の 地球 連邦 宇 
まま 進め られ た 。 特 
上 社 の 存在 で 、 コ 

と は いえ 、 その 戦力 規模 は 極め で 大 きか っ た の で あ 
る 。 これ に 加え て 、 ジオ ン 公 国軍 は 地球 上 で の 戦闘 
慣れ で あり 、 地球 に お ける MS の 性 能 が 
戦 が 予想 され た 。 

宙 か ら の 戦略 爆撃 に 
寺地 上 軍 に 打撃 を 与え た 後 、 
隊 を 泊 中 する こと と し た 月 の 埋設 型 マ ス ・ ド ライ ノ 
塊 を 地球 に 投射 し た 


“は 、 地 球 連 邦 軍 最 豆 
ロッ パ や 南 
ア 方 面 へ 移動 せ ざ る を 得 な く な っ た の だ っ た 。 マス ・ 
ドラ イ バ ー を 用 いた 攻撃 は 、 地 球 連 邦 宇 
ワ ロ ー ウ ルフ 作戦 ] で 施設 が 破壊 され る まで 続け ら 
れ 、 そ の 頃 に は 各地 の 地球 連邦 地上 軍 や 軌道 上 の 
礎 陽 発電 衛星 が 大 き な 】 つて いた 。 
マス ・ ド ライ バー を 失っ た ジオ ン 公 国軍 は 、 3 月 1 日 
に 第 1 次 降下 イ 施す る 。 つい に ジオ ン 公 国軍 


E03 mm49I 


ジオ ォ ン 公国 箇 は 
地球 の お よそ 半分 を 制圧 する 。 地上 戦 で 
力 を 発揮 し た MS、 低下 し て いた 地球 連 
邦 軍 の 士気 な ど が 、 それ を 可能 と し た の だ 。 

攻 な 占領 地 拡大 は 補給 線 ( 
を 掛け 、 戦線 は 腸 着 。 泥沼 の 長期 消耗 戦へ と 突入 
し た の で ある , 


(ザウ ・ サ リー ド ULC.0154) 


関連 ファ イル 

MS-06F ザク IF 型 FG.01-08 画 
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孝 軍 ! 
の 時 間 を 与え る こと と な る 


Mtustration by JUN WADA 


ーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーー 


開 是 ジオ ン 公 国軍 の 戦略 


ン 公国 軍 は 、 地球 侵攻 作戦 を も っ て 地球 全域 を 支 
配 し よう と し た の で は な い 。 資源 ・ 工 業 地 帯 の 確保 で 長期 
戦 が 可能 な 体制 の 構築 を 目指 し た の だ っ 


地球 全域 を 制圧 する 力 が な いこ と は 、 ジ オン 公国 軍 も 理解 し て いた 。 地 
球 侵攻 作戦 は 、 地球 連 打破 の 下 準備 と 言 


長期 戦 に 伴っ て 不足 する 戦略 物資 (レア メタ ル や 化石 燃料 な 
ど ) の 確保 が 第 一 目的 だ っ た 。 工 華 地 帯 や 各種 軍事 施設 の 制 
圧 、 地球 連邦 軍 の 戦力 再編 の 阻止 も 目的 で ある 。 長期 戦 体制 
の 確立 、 地球 軍 邦 軍 の 戦力 送 が 目指 され た と 言え る 。 


大 気 園 突入 カプ セル で 部 隊 を 地上 に 降下 させ た 。 地上 戦 の 主 
力 は 宇宙 と 同じ く MS で あり 、 突 出し た 性 能 で 猛威 を 振る っ た 。 各 
種 航空 機 や 地上 車輌 歩兵 部 了 も 支援 に 充て られ て いる 。 


ン っ 
1 機 の HLV に は 6 機 の MS か 10 輌 の 大 型 戦 関 車 輸 、 機 材 、60 名 の 兵員 
を 搭載 可能 。 小型 カプ セル や 突入 専用 の HHSL も 使わ れ た 。 
A 


MS-06J ザク Hu 弄 
ザク 『 の 陸戦 タイ ブ 。 宇宙 用 の F 型 
を ペー ス に 、 技 本 反応 炉 や セン サー 
な ど を 大 気 国内 用 に 換装 し て いる 。 


ミノ フス キー 粒子 族 和 環境 下 で の 175mm 無 反動 克 を 備え る 主 カ 
運用 を 想定 し た 航空 筑 。 空 対 空戦 。 戦車 。 碗 堪 は 航空 機 マ ゼラ 
関 で 統 空 優勢 の 確保 に 計 献 し た 。 = ブ プ と な る 。 MS の 不足 を 補っ た 


| 地球 連邦 軍 の 戦略 


球 連 邦 
地上 軍 だ が 、 マ ス ・ ド ライ バー に よる 戦略 爆撃 で 甚大 な 被害 
を 受け て いた 。 将兵 の 士気 も 低下 し て お り 、 後退 を 続け た 。 


es 
し = 


ミノ フス キー 粒子 の 影響 と 埋 力 の 減少 に より 、 降 下 作戦 の 事前 旧 止 に 
失敗 。 MS の 世 価 と 臣 カ を 前 に 、 土気 を 衰 失 し て 法 亡 する 将兵 も いた 


⑥ 地球 方 面 軍 の 設立 


南 李 条 約 弧 結 直後 の U.C.0079.02.01 \ 固 軍 は 地球 方 面 軍 
の 設立 を 発表 し た (地球 制圧 軍 、 地 球 攻撃 軍 と も 呼ば れる 。 地球 制圧 軍 
が 後に 地球 方 面 軍 に 再編 され た と も )。 突 没 機 動 軍 の 将兵 を 中 心 に 編制 き 地理 方 面 軍 企 


司令 に 。 に Ne た し た ガル マ ・ ザ ビ 大佐 。 地 
れ 、 司令 に は ザビ 家 の 末 落 ガル マ ・ ザ ビ 大 佐 が 就任 し た 和光 
和 ) 


事前 の 計画 と は 異な っ た よう だ が 、 地 球 侵攻 作戦 自体 は 戦前 か ら 5 準備 さ ( 局 久 キシ リア サビ 
れ て いた た め 、 地球 方 面 軍 の 編制 は 迄 速 に 行わ れ た の 下 に 置か れ 


地上 所 人 
地上 軍 x12 


MS 所 団 前 司 信箱 !iS 


1 


佐 (階級 は 当時 ) が 指 
@ 補充 部 隊 降 下 探す る 資源 控 所 部 隊 が 降下 し た 。 資 肖 撮 
4 月 4 日 、 地球 侵攻 作戦 を 締め くく 隊 は 鉱山 施 設 の 制圧 と 運営 を 担い 、 鉱 物 
地域 (紅海 む 送 いる, Kt 
充 部 隊 が 降下 し 。 採 援 部 隊 は 特殊 な 組織 で あり 、 工作 ・ 技 術 
当 行 部 隊 を 中 編制 され た 。 指揮 系 続 は 地球 
降下 後 、 部 隊 は 数 個 に 分 か れ て 
を 方 面 更 と 異な り 、 キ シリ ア ・ 直属 と な っ 
て いた 。 第 1 機動 師団 ( 後 の 欧 州 方 面 軍 ) と 
リカ 大 | 部 3 し に 。 は 指揮 系 統 が 異な る た め 、 後 の オデ ッ サ 作戦 
Mt tet tb で 防衛 体制 の 混乱 を 招く こと に な っ : 
か ら ぬ 被害 を 出 | 


ER / — 


指揮 官 は キシ リア 少 導 の 憶 刀 マ ・ ク 
資源 の 一 部 は 、 政 治 力 拡大 を 目 論 
が 隠 | 。 


茜 醒 な 理 境 の 中 、 コ ロニ ー 派 中 軍 が 激戦 を 線 り 広 
げた アフ リカ は 、 一 年 戦争 擬態 に ジオ ン 公国 軍 残 存 
部 隊 が 流れ 込み 、 戦後 は 多く の 残党 が 潜伏 
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@ マス ・ ド ライ バー に よる 戦略 爆撃 


2 月 7 日 、 ジオ ン 公国 宣 が 地球 健 攻 作戦 を 開始 し 、 同時 に 月 面 の 資源 輸送 用 
マス - ド ライ バー 施設 を 制圧 し た 。 直後 、 マス ドラ イ バ ー に よる 対地 球 戦略 爆撃 
が 開始 され 、 面 鍼 カプ セル で 守ら れ た 双 数 の 岩 者 が 地球 に 撃ち 込ま れ で いる 。 
当初 の 攻撃 目標 は 中 央 アジ ア を 中 心 と する ユー 大 陸 で 、 戦 力 再編 中 
球 連 邦 軍 地上 部 隊 は ヨー ロッ パ や 南ア ジア へ 後退 し た 。 その 後 も 地 

われ 、 地球 連邦 宇宙 軍 に よっ て マス ドラ イ バ ー が 破壊 


@ 第 一 次 降下 作戦 


3 月 1 日 、 第 一 次 降下 作戦 が 実施 され た 。 降下 目標 は 中 央 アジ ア 、 攻撃 目標 
り 地球 連邦 軍 と バイ コ ヌ ー ル 宇宙 基地 で 

て は 部 隊 を 乗せ た HLV や HRSL を 軌道 上 か ら 地球 に 降下 

この 際 、 降下 前 ・ 降 


、 宇宙 艦隊 が 軌道 爆 男 を 投下 し た と も 言わ れる 。 
一 説 に よる と その 戦 カ 
は 、 兵 員 3.200 人 、 MS220 機 、 戦闘 還 績 380 縛 で ある 。 MS は ザク IF 型 が 中 
た が 、 オー ル 時 に J 型 に 改修 され た 

バイ コメ ヌー ル 宇 宙 基 地 制 圧 後 、 そ こ を 利用 し て 航空 機 や 戦闘 車輌 を 地上 に 
下ろ す と 、 隊 を 二分 し て 西 廷 し て いる 。 分 割 理 力 の 一 方 は カス ピ 海 北洋 ルー ト を 
取り 、 鉱物 資源 地帯 の オデ ッ サ を 制圧 。 も う 一 方 は カス ピ 海 東岸 
化石 燃料 を 産 する 中 東 に 入っ た 

バイ コ ヌー ル 宇 宙 基 地 は 宇宙 と 地上 を 繋ぐ 橋 頭 代 と し て 稼働 し 続け 、 HLV や 
大 気 斑 思 シ ャ トル に よる 戦力 の ビス トン 輸送 が 行わ れ 7 


作戦 指揮 は ドズル ・ サ ザビ 中 将 が 執っ 
た 。 HLV や HRSL を 用 いた 戦闘 
隊 の 地上 降下 は 、 被 の 降下 作戦 で 
も 多用 され た 


© 第 三次 降下 作戦 


3 朋 18 日 、 降下 作戦 が 実施 され た 。 
投入 され た の は 第 4 地上 機動 師団 と 多数 の 
支援 部 隊 で 、 ア ジア か ら オ セア ニア に か け て で 


降下 作戦 の 段階 で 地球 侵攻 作戦 
は 所 期 の 目的 を ほぼ 達成 し つつ あっ た 


島 綿 が 県 在 する 項 境 は 、 ジ オン 公国 
『 だ っ た が 、 占領 地 の 拡大 は 順 


@ 第 二 次 降下 作戦 


3 月 11 日 、 第 二 次 降下 作戦 が 実施 され た 。 目的 は 軍事 ・ 工 業 施設 の 奉 取 と 
栽 倉地 帯 の 確保 だ っ た . 

比 米 大 陸 で 、 第 2 地上 機動 師団 と 第 3 地上 機動 師団 が 投入 きれ 
メキ シコ に 事前 陽動 部 隊 が 旗下 し 、 南米 の 地球 連邦 軍 を 率 
同時 に 地球 方 面 軍司 令 部 、 航 空 部 隊 と 海洋 部 隊 の 一 部 も 降下 し て 

お り 、 ジオ ン 公 国軍 最大 の 降下 作戦 
団 軍 は 北米 大 陸 の 東 に 降下 し 、 挟撃 する 形 で 内 鞭 部 に 侵 
北米 の 地 束 連 邦 軍 は 、 大 


工 店 を 擁する 複 
設 と し て 重力 戦線 を 支え た 
入手 し . 洪 


事前 陽動 部 隊 


機動 戦士 ガン タム 


吾 1 の 人 入 で cis 
れる 通常 の 師団 と 異な り 、 降 下 (上 陸 ) 作戦 の た め 
の 艦隊 も し く は 船団 の よう な 規模 で あっ た 。 

1 個 地 上 機動 師団 の 規模 は 、12 個 軍 編 制 (60 万 
人 規模 )、 MS の 定数 は 1.440 機 と な る 。 第 1 一 4 地上 
機動 師団 の 総 戦力 は 、 兵 員 240 万 人 、MS5.760 機 と 
な る が 、 あ くま で 理論 上 の 数 字 に 過ぎ な い 。 な お 、 資 
源 採 所 部 隊 は 20 万 人 、 補 充 部 隊 は 170 万 人 だ っ た 
と いう 。 

地球 侵攻 作戦 後 、 地 上 機動 師団 は 各 方 面 軍 へ 
と 再編 され 、 その 名 称 は 消滅 し た 。 


Miustration by JUN WADA 


開戦 時 、 総 大 な 空間 戦 開 能 力 を 示し た MS だ が 、 地 理 上 で の 性 地球 上 に 


・ 戦 闘 レベ ル で は 高度 な 
距離 移動 時 の 速度 は 遅かっ た 。 大 
き な 負 担 が 掛か る 脚 半 節 の 消耗 が 激しい 点 も 問題 


期 運用 に 耐え 得る か は わか ら な か っ た )。 結果 的 に 言え ば 、 地 上 戦 機動 性 を 発揮 し た Mi 
で も MS は 圧倒 釣 幸 闘 能力 を 発揮 し 、 地球 連邦 軍 を 追い 詰め た 。 


外 天 状態 で MS を 乗せ る 多 空 機 
も 発案 され 、 ド ・ ダ イ YS と し て 完 
成 。 SFS の 始祖 的 兵器 と な っ た , 


動 能力 の 問題 を 解法 し た 


主導 する 攻 攻 、 二 正和 機構 と ジャ ンプ に よる 高度 な 動 長 
灯 村 ホバー 搭載 MS ドム 。 


性 、 巨体 が 発揮 する 成 叶 感 は 、 地球 上 で も 導 成 を 振る っ た 。 


地球 侵攻 作戦 の 終結 と 戦線 肝 六 


地球 優 攻 作 戦は 電撃 的 に 展開 され 、 4 月 中 名 の 自 階 で 地球 の 
約 半分 を 制圧 する に 至っ た 。 3 月 1 日 実施 の 第 一 次 降下 作戦 か 
ら 、 わ ず か 1 ヶ月 半 の こと だ っ た 。 だ が 、 こ の 段階 で ジオ ン 公 国軍 は 
進出 限界 を 迎え て お り 、 戦線 は 半年 に 理 っ て 腰 着 し た 。 


U.C.0079.04 頃 の 地球 の 勢力 図 。 赤 の 部 分 が ジオ ン 公 国軍 の 占領 地 
、 オ レン で ある 。 ジ ォ オン 公国 軍 が 重要 る 資源 ・ 工 
ン 公国 軍 業者 薄 を 押さ えて い : 祝 地 域 の 増加 は 戦線 の 共 大 


急激 な 占領 地 撤 大 は 国 カ の 限界 を 直 2 
突入 し て し まっ た 。 に も 著 が っ て お り 、 捕 給 


の 摘 給 線 は 伸び 切り 、 徒 に 物資 を 消費 す 


送 ・ サ ン ライ ズ 
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南ア ジ 人 


Political Change in South Asia 
A.W.0015 


新 連 邦 の 地球 岡 続 
エス タル ド の 降伏 


A.W.0015、 地 球 交 統 一 を 目指 す 政 府 再建 委員 会 


計画 と 


は 、 南 了 ジ アァ 地域 で 頑強 な 抵抗 に あっ た 。 南ア 
国 一 一 エス タル ド 人 民 共 和 国 ガス タール 民 
国 プ フー ザン ベル 連合 王国 か ら 成 る 独立 同 明 


が 、 政府 再 條 委員 会 の 前 に 立ち 寒 が っ た の で ある 
は 、 新 連邦 政 


『 の 両面 で 攻 


f 連 孝 軍 は 、 空爆 拠点 の 
第 1 飛行 基地 を 失う な 戦 を 強い られ た 。 4 機 の 


ガン ダム を 探す る 《 フ 協力 し 
と も 大 きい が 、 独 的 に 機能 し て い 
た 点 が 最大 の 理由 で あっ : CA 


て 南ア ジア 戦線 は 一 


6 1 っ て いた 。 海上 交 

功 都 市 セイ ンズ アイ ラン ド は 新 連 乾 則 圧 さ 
米 大 陸 に も 戦火 が 広がり つつ あっ た の だ 。 

し て v 、 南ア ジア 3 国 の 陥落 も 時 間 

の 問題 だ っ た 。 そもそも 絶対 戦力 に 大 き な 差 が あっ 

た うえ 、 新 連邦 軍 の 「 サ クリ ファ イス 作戦 ]」 が 准 備 さ れ 

て いた た めで ある (サク タリファ 0 


的 反目 
も う 一 方 を 
南ア ジア 戦線 の 中 心 と な っ た エス タル ド に は 国内 
問題 も あっ た 。 エス タル ド 首 脳 部 で は 、 国 民 議会 議 
長 グ ラン ト ・ ス チュ アー ト に 代表 され る 和平 派 と 
を 筆頭 と する 
席 ウ イリ 
が 経過 し て お り 、 サ クリ ファ イ 
を 進め る 新 連邦 軍 か ら イ ィ ブ を 奪え 
な いま ま 、 事態 が 悪化 し て いっ た の カ 
の 戦 の 結果 
は 全面 降伏 を 選ん だ 。 降伏 決 


リー 将軍 の 戦死 ウイ リス 国家 主席 の 国外 脱出 計画 

(未遂 ) と い < クシ デン ト は あっ た も の の 、 国 家 ま 

席 補佐 F 作 に より 、 エス 

タル ド 首 用 され た の は 不幸 

中 の 幸い れ で も エス タル ド は 独立 を 

失い 、 新 連邦 政府 の 下 に 組み 込ま し た の で ある . 
こう し て 南ア 


ア の 戦い は 新 連 邦 の 騰 


連邦 の : 
デン 》 も その 渦 に 巻き 込ま れ て で いく, 

そし て 、 地 球 1 去っ て いた 第 7 次 
宇宙 戦争 の 亡 寺 一 一 ド 、 再 び 有 歴史 の 
表 舞 台 RE 


"パパ ジ A.W.0024) 


歴史 フォ ー カ ス : 新 連 邦 樹立 宣言 と 南ア ジア 侵攻 [ D3 sierr D8n 


関連 ファ イル 


= タ ドド 人 共和 の 人 々 ” ” … xcoele 還 WE 


信春 きれ 


likustration by MANABU KATAYAMA Color by NAGISA ABE < Special Efect by KAORI SATOU Backeround by EUI WAKAMATSU (KUSANAGI 


ニア ジア 戦線 の 衣 で 行わ れ た 
「 ニュ ー タ イプ 試験 」 


バシ ッ ー ル 


弧 化 する 南ア ジア 戦線 の 衰 で は 、 南ア ジア 方 回 


PIN 倒す ら 与 り 知ら な 
計画 が 進ん で 参謀 本 部 か ら 派遣 きれ た フロ ス 
ト 兄 弟 に よる 、 ニュ ー タ イブ 能力 の 試験 で ある 。 


これ は 、 ニ ュー タイ ブ 適性 を 持ち な が ら 能力 が 開花 


第 中 飛行 基地 
Sx 


を 


a 1 EL 
4 iE = 


に 


比 UN 電装 


固 ノ ー ザ ン ベ ル で の 戦闘 
新 連邦 富 は [サク リフ ァ イ ス 作 戦 を 実施 し 、 ノ ー ザ ン ペ ル 連 
合 共 和 国 の 首都 を 攻撃 A エス タル ド 、 ガ スタ ー ル 民主 共和 国 


新 連 邦 軍 
| の 進路 


本 


触 を 受け た 。 新 連邦 軍 の 番 威 に 晒さ れ て いた エス タル ド 政 府 は ( フ 
リー デン ) の 協力 を 要請 し 、( フ リー デン ) も これ を 有 / 庄 。 直接 、 新 連 
邦 軍 空爆 基地 ( 筑 11 飛 行基 地 ) の 攻略 作戦 が 開始 され 、 南 アジ 
ア 3 国 お よび 《 フ リー デン )》 の 同盟 軍 が 新 連邦 軍 と 衝突 し て いる 。 
戦闘 の 末 、 基地 は DX の ツイ ン サ テラ イト キャ ノン で 破壊 され た 。 


= 問 


同好 軍 が 英 を 引き 付け て いる | 
戦は フロ スト 兄弟 に 察知 され て い 


| 13|| エ スタ ルド 、 降伏 を 決定 

ガス ター ル が 新 連 邦 軍 と の 和平 条約 を 締結 し 、 新 連邦 政府 
の 傘下 ! っ た 。 再 立 し た エス タル ド が 和平 か 徹底 抗戦 か で 揺 
れる 中 、 新 連邦 軍 と ガス ター ル の 連合 軍 が 国境 地域 に 主力 部 
隊 を 展開 し た 。 ウィ リス 国家 主席 が 決断 を 下 せ な か っ た た め 、 主 
席 捕 佐 官 ルク ス ・ ハ ノ マ アク が 降伏 を 決定 し 、 閣議 で 承認 。 主 
戦 浜 の エス タル ド 軍 司令 官 リー クン ソン 将 軍 は 独断 で 出撃 
し 、 新 連邦 と ガス ター ル の 連合 軍 と 交戦 し た 未 、 戦 死 し た 。 


2 法人 


議会 と 軍 の 意見 が 対立 する 中 、 首 席 補 佐 官 ルク ス の 決定 で エス タル ド 


は 陸 伏 を 選択 。 リー 将軍 は 、 10 機 の MS で 無断 出撃 し 戦死 し た 。 


リー デン は 、 ウ ィ リ ス 国 家主 席 と 合 
か し 、 et 新吉 
軍 を 撃破 する も 、 ガ スタ ー ル ! 5 岳 さ れ た ウィ リス 国家 主席 は 脱 
出 を 中 心 し 、 投 降 を 決意 。 エス タル ド は 正式 に 新 軍 邦 に 降伏 し た 。 


国 エス タル ド 、 方 針 を 決定 

ガス ター ル が 新 連邦 傘下 に 入っ : 

スタ ルド は 孤立 し た 。 この 状況 

内 に 動揺 が が 広 が る 中 、 新 連邦 軍 と ガス ター 

ル の 同盟 軍 が 国境 地域 に 工 出 。 首席 補佐 

官 の ルク ス が 降伏 を 提案 し 、 韻 議 で 承認 され 
これ に 対し 、 ャ クソ ン 将 軍 が 無断 

で 出撃 い 商 部 隊 と の 交戦 の 結果 、 戦 死 し た 。 


[1 
イン サテ ライ ト 
ン の 砲撃 


リ / 


戦 開 
発生 地点 


x 


WP 


エス タル ド 首 脳 部 で は 、 新 連邦 政府 と の 交渉 を 主 え る 和平 派 
と 徹底 撤 戦 を 掲げ る 主戦 派 が 対立 。 国家 主席 ウィ リス ・ ア ラミ ス 
も 結論 を 出せ ず に いた 。 新 連邦 軍 は 、 南ア ジア 3 国 の 対立 構造 
を 利用 し た 制圧 作戦 「 サ クリ ファ イス 作戦 ] を 実行 に 移し た 。 南 
アジ ア 9 国 の ひと つ ノ ー ザ ン ペ ル 連 合 王国 の 首都 が 攻撃 を 受け 
る と 、 エ スタ ルド と ガス ター ル 民 主 共和 国 は 援軍 を 派遣 し た が 撤 
所 を 奈 備 な くさ れ 、 ノー ザン ベル は 新 連 孝 の 手 に 落ち た 。 


フリー テン ) か に 市 
人 性能 を 発揮 で き な か っ た 。 ノー ザン ベル は 新 連 却 軍 に 制圧 され ; 


| エス タル ド 、 新 連邦 に 帰属 | 

エス タル ド の 全面 降伏 決定 を 受け た 《 フ リー デン ) は 、 国外 へ 
の 撤退 を 開始 。 途中 、 国外 へ 脱出 する ウィ リス 国家 主 應 と 合流 
、 新 連邦 軍 の MS に 問 撃 され た うえ 、 国 家主 席 の 国外 脱 
計画 を 窟 知 し た ガス ター ル 軍 (正規 宣 で は な く 氏族 軍 ) が 動き 
出し て も いた 。 新 連 邦 軍 MS の 没 破 直後 、 ガ スタ ー ル 暴 族 軍 に 
肉薄 され た ウィ リス 国家 主席 は 脱出 計画 の 取り 止め と 投降 を 決 
意 し 、 直 後に エス タル ド は 正式 に 新 導 邦 に 降伏 し た 。 


ルク ス 本 佐 官 は エス タル ド 政 府 を 自身 の 億 任 政 権 に 偽装 し 、 国 宮 主 席 の 
戦争 責任 を 回 思 。 エス タル ド の 降伏 に より . 南ア ジア の 戦乱 は 終結 し た 


し で いな い 新 連邦 軍 将 兵 を ガン ダム DX と 交戦 させ 、 
戦闘 の 中 で ニュ ー タ イプ に 覚醒 させ る と いう も の : 
アジ 7 戦線 で は 、 ディー・ グ ライ フ 少 尉 、 ド ゥ エー 
グラ フ 少 野 、 ミル ラ ・ ド ライ ド 少 尉 の 3 人 が 実戦 
試験 に 供 さ れ た が 、 能 力 を 示せ ぬ ま ま 全 員 戦 死 し た 。 


NRXSOOiI3 
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NEXGOOII5 


園 敵 基 地 攻 略 作戦 

エス タル ド 人 民 共 和 国 と 接 前 を 持っ 
だ フサ ー デ ン は 、 協 力 の 申し 出 を 杏 
諾 。 首都 に 赴 い た フリ ー デ ン は 、 そ こ 
で 新 連 孝 電 から の 空爆 を 受け た 。 そ 
の 後 、 フ リー デン は 南ア ジア 3 国 が 実 
施し た 空爆 基地 攻略 作戦 に 参加 、 
ガン ダム DX が 基 地 を 破壊 し 


\ ue 
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エゥーゴ の 制服 


Technology in uc. 


U.C.008507.31 の [30 バ ンチ 事件 | を 契機 に 誕 』 
し た 反 地 球 連邦 政府 組織 エッ ー ゴ は 、 正 規 
ーー こ 。 当初 、 エゥーゴ は 
さき 


ア ・ ア ズ ナ ブル も 、 この 例 に 該当 する 
エゥーゴ が 地球 連邦 軍 の 体裁 を 保っ て いた の 


制 の ほか 、 地 球 連邦 政府 を 改革 する た め の 政 : 
配慮 、 そ し て 法人 制度 上 の 問題 な ど が 理由 で あろ う 。 
グリ プス 戦役 開戦 まで 組織 を 隠匿 し た エッ ゥ ー 

が 、 あ くま で 合法 的 な 存在 と し て ティ ター ンズ ( 


ッ ー ゴ は 内 関 に お いて る 合法 
る こと を 求め た 。 テロ リス ト や 犯罪 者 で は な く 
軍 と 戦闘 員 と し て 活動 する と い - 
上 、 戦 闘 員 と 認め られ る に は 制服 
まず る 微 章 の 着用 が 必須 と な る 。 そこ で 
エゥーゴ も る 制服 を 用 意 する が 、 あく まで も 所 属 は 地球 
連邦 軍 で ある こと 、 全 将 兵 ・ 軍 必用 割 服 の 新規 調達 
は コス ト や 組織 隠匿 の 面 で 難 が ある こと か ら 、 既 存 
の 地球 連邦 軍 の 制服 を 流用 する こと に な っ た よう だ 。 
これ で エッ ー ゴ は 地球 連邦 軍 所 属 と いう 立場 と 国 
際 法 上 の 合法 性 を 両立 し た わけ だ が 、 一 般 軍 ヤ テ 
ィ タ ー ン ズ で は 見 られ な い 独 自 の 制服 も 用 意 し て い 
た 。 白兵戦 要員 や 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 期 の バイ 
ロッ ト ら で 見 られ た 防弾 チョ ッ キ 風 ベ スト 、 パ イロ ッ ト を 
含む 女性 将兵 が 着用 する ベス ト 型 (前 述 の 防弾 ジ 
ャ ケッ ト 風 ベ スト と は 異な る ) 、 第 一 次 ネオ 
争 期 の 指揮 宮 ・ 艦 長 級 将校 の コー ト 型 ( エ = 
マー ク が 付く 。 男女 RE ) な ど で あ る 。 パ 


ルー・ ルカ が 着用 し た モデ ル 、 
タ 用 ヘル メッ ト な どの マイ ナー チェ 、 


れ た と 思わ れる が 、 
地球 連邦 政府 ・ 和 の 日 大 を 
嫌っ て 、 独 自 型 を 広く 配備 し た の か も し れ な い 。 
独自 の カラ ー リ ング の 制服 や 私 服 の 着用 、 制 服 の 
着 月 し が 大 目 に 見 られ た 点 も エゥーゴ の 特徴 で 、 組 
織 の 気風 を 表し て いた 
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将兵 ・ 軍 属 用 制服 


地球 連邦 軍 と し て の 立場 と 国際 法 上 の 合法 性 を 両立 
する た めか 、 エ ウ ー ゴ で は 一 般 の 地球 連邦 軍 と 同じ 制服 を 
広く 採用 し た 。 一 般 の 地球 連 孝 軍 と 同系 列 だ が 、 わ ず か 
に 意匠 が 異な る タイ プ も 多く 見 られ 、 ペ スト 弄 
型 な ど が あっ た (若年 兵 を 中 心 に 着用 例 が 多 
型 は 、 ティ ター ンズ 用 の カラ ー パ リエ ーション の よ : 

独自 の 制服 も 採用 し て お り 、 特 に 女性 用 の ペスト 型 制 
服 は 正規 の 地球 連邦 軍用 と は まっ た く 異 な る 。 男性 用 の 
独自 型 ベス ト も 配備 され て お り 、 当初 は 陸戦 ・ 白 兵 戦 要 
員 用 と し て 用 いら れ 、 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 期 に は パイ 
ロッ ト の 着用 例 も 増え た 。 地球 連邦 軍用 の 同系 列 モ デル 
を 含め 、 ペ スト 型 制服 が 多い の は エゥーゴ の 特徴 だ っ た 。 


柏 動 務 の 秀 兵 は 、 地 玲 連 邦 軍 
系 意匠 の ペスト 事 制 胎 の 着用 
例 が 多い 。 女性 用 は 、 標 準 で 地 
球 連 都 軍 と は 異な る ベス ト 型 で 
あっ た 


地球 連邦 系 と 

ン の 新型 制服 も 支給 され 
球 連 孝 政 麻 ・ 軍 の 影響 力 増大 
を 嫌っ た 結果 と 考え られ る 。 


メカ ニッ フ マ ン / 作 業 用 


クマ ン の 作業 着 は 、 地球 連邦 軍 や ティ ター ンズ 
と 同じ デザ イン の ツナ ギ が 基本 (カラ ー リ ング は 異な る 場 
合 も ある )。 パイ ロッ ト が MS の 整備 を 補助 する 際 も 、 ツ ナ 
ギ の 作業 落 を 着る 場合 が ある 。 


(AE) か ら 派遣 きれ: ウ 
R 別 と は 異な る 作業 基 
た よう だ 。 作業 着 の 補 に 
エゥーゴ の マー ク が 入っ て お り 
軍属 と し て 扱わ れ た 模様 。 


特殊 型 


軍医 を は じ め と する 特殊 兵科 の 常勤 服 は 、 通 常 の 地球 
連邦 軍 と 基本 的 に 同じ で ある 。 一 般 将兵 で も 特殊 な 制服 
(カラ ー リ ング 、 形 状 の パリ エー ショ ン 含 む ) や 私 服 の 落 
用 例 は 少な か ら ず 確認 され て お り 、 容認 され て いた よう だ 。 


請 ティ ター ンズ ヤジ オン 公国 軍 組 
織 で も 制 朋 の カス タマ イズ は 
ゴ 


た 。 潜入 
用 する 笠 


ノー マル スー ツ 


ノー マル スー ツ は 、 一般 の 地球 連邦 軍 や ティ ター ンズ と 
同じ モデ ル で ある 。 これ は パイ ロッ ト 用 、 一 般 用 と も に 変わ 
ら な い 。 一 般 パ イロ ッ ト 用 は 黄色 の カラ ー リ ング を 採用 す 
る こと で 、 他 軍 と 差別 化し て いた 。 


任務 
兵 や 軍属 も 存在 し た 。 


パイ ロッ ト に よる カラ ー リ ング パリ 


エー ショ ン も 存在 。 第 一 次 ネオ ・ 


確認 され て いる 、 
か っ た 


用 数 は 少な 


EDUEEOE1 に 3 


時 了 一 避 | ヽ 恒 舞 洲 玉 ・ 舞 咽 


通い 4NSI は 


一 > ご く | 一 ヽ 通 了 で ロ ユ . 


通 オ ー ペ ニ ・ ロ アロ さて 


隠 了 2 泌 押 送 座 巡 生 


(ビー) 民 了 で ロ ユ ) 


障 了 7 こ すす 上 泌 側 送 隊 演 
( 下 謀 細 ) 品 医大 ロ ー コ H 


( 表 麻 汗 ) 町 凌 夢 ロー 


バ A 
EN 還 
ロ 系 
メ 

カ 
用 三 
作 
業 軒 ク 
着 用 


サマ ) や (ネェ ル ・ ア ー ガ 
クル ー は 様々 な 着 
私 服 と 見 紛 う も の 
だ が 他 の 艦 で も 採用 し て いた こと 
か ら 、 制服 だ っ た よう だ 。 
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カラ バ の 制服 


連邦 地上 軍 の フラ イト ジャ 
用 いた 。 パイ ロッ ト 用 ノー マル 
ー ゴ と 同じ 黄色 の モデ ル だ っ た 。 
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5 剛 決戦 へ の 足音 


【 ) Political Change in PLANT 
C.E 


プラ ント の 博幸 統制 と 
地球 連合 軍 の 宇 側 展 開 


地球 連合 軍 の 「 オ ー プ 解放 作戦 」 に より 、 オ ー プ 

は 陥落 し た 。 この 結 地球 の ほぼ 全 
域 が 地球 連合 ce プラ ント で も 国家 の 
立 = 


強硬 に 異 を 唱え 、 ザフト を 合 も 公 内 組 弧 
く の 准 同 者 を 得 て も いた 。 
議長 は クラ イン 派 を 敵視 し 、 そ 
き 出 す 。 「 オ ペレ ーション ・ え ビ ッ ルプ レイ タ 」 失 
け て 旭 清 する と 共に 、 


FMS、ZGME- 
ち 出 きれ た 件 


ラク タス の 反戦 放送 を 疎ましく 感 
の 急進 派 は 、 ザフト を 投入 し : 
42 し か も 、 その 場 で 殺 
、 シ ー ゲ ル の 死 は 報道 きれ な が 

議会 の ラク ス へ の 非難 も 「 ナ チュ ラル に 利用 さ 
れ で いる 」 と いう トー ンダ ウン し た も の と な 民 
的 人 気 が 高かっ た クラ イン の 死 (し か も 裁判 も な し で 
の 殺害 ) と ラク ス へ の 徹 庶 的 批判 は 、 国民 に 動揺 を 
招き か ね な いこ と か ら 、 情報 統制 が 行わ れ た の . 
う 。 同 ヒ コー ディ ネイ ター で ある クラ イン 派 の 東 
プラ ント 内 の 対立 構造 を 顕 存 化 させ 、 ザラ 議長 の 唱 
える コー ディ ネイ ター 対 ナ チュ ラル の 構図 を 崩し て し 
まう 点 も 問題 捉 さ れ た の か も し れ な v 

訴 長 は クラ イッ の 殺 ぎ 、 


対す る 地球 人 
べ 攻勢 を 活 め て いた 
イ バ ー を 破壊 され た 地球 、 
か け て の 第 
を 擁する ビク トリ ア 基 地 を 春 
二 へ の 大 是 輸 送 手 段 を 確保 し た 地球 連合 


ピク トリ ア 基 地 か ら は 、 国 防 産 
コス モス 盟主 ムル タ ・ ア ズラ エル も 3 
アズ ラ エ ル の 目的 は コー ディ ネイ ター の ! 
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国 前 線 の 宇宙 へ の 移行 
第 3 次 ビク トリ ア 攻 防戦 に 勝利 し 
た 人 軍 マ 2 ド ライ ババ ー キ 


TUNDyIN だ 
ゲル クラ イン は 殺害 され 、 娘 の ラク 


出 た 《 ク サナ ギ )》 と 《 ア 


球 連 合 軍 が 勝利 、 
見 中 


強化 され 
トリ ア か ら 宇 宙 に 向かっ た 


ン デ ル ) で (クサ ナギ 


が 命ぜ られ た 


ウェン 
を 追う ダル ー ゼ 隊 も L4 下 域 に 入っ て いた 


ズラ エル 
目指 し た 。 ラウ は 漁夫 の 利 を 3 


クエ ンジ ェ ル )》 は 、 
活動 に 耐え る 物資 (特に 水 ) を 確保 する た め L4 コ ロ 
か っ た 。 CE.71.06.18、「 第 3 次 ビク トリ ア 攻 防戦] が 発生 し 地 
より 地球 連合 軍 は 宇宙 へ の 展開 を 容 
国家 反逆 罪 で 指名 手配 され て い : 
議会 議長 が 殺害 され 、 同罪 に 問 : 


流 。 地球 連合 軍 で は 、 ア ー 
オン )》 (秀長 ナタ ル ・ パ バジ ルール 少佐 ) に (アー クエ ン 


ズ の 3 機 も 同乗 し いる 。 直後 、L4 に 入 . 
し ) ら 3 集 が 戦闘 を 開始 


ダム も コロ ニー 内 に ハ 戦闘 の 未 、 ラウ 、 ム ウ 、 キラ は 遺伝 

の 際 、 アズ ラ エ ル と 生体 CPU、 第 子 研究 所 に 入り 込み 、 ラ ウ に よっ て 自身 と キラ の 出生 の 秘密 が 
っ 明らか に され た 。 ほぼ 同時 | ニオ ォ ン ) に よる 攻撃 が 再開 さ 

エタ ー ナ ル : ラウ も 戦 準 供 を 進 め いる 。 この 際 、 ラウ は 


地 


と プラ ント が 最終 決戦 に 向け た 準備 を 
ら し な ょ い 独 自 勢力 が 誕生 し 
クサ ナギ )、 地 球 連 
せ た 強 租 機 動 特 装 編 


語 2ZGMF_1017 


問 kd 


AT IGATO1 
1GYUGAiLXG70 


3 信和 交 。 な お NL4 軍 域 に 
Mb に 佐和 いた 


る と と な る る 。 
の 攻撃 の 再 | 


ラク ス 、 ブラ ント を 離脱 


ビク トリ ア 基 地 奏 還 を : 
クサ ナギ ) と 合流 し て いた 
パト リッ ク の 真意 を 質 す の が 目的 
を 変え ず 、 戦争 に 疑問 を 抱く ア - 
で 奉 取 し た クラ イン 派 は 、 ア スラ ン を 救助 し て プラ 
中 (エターナル) は ザフト の 迎撃 を 受け た が 、 キ ラ 
ダム の 揚 護 を 受け て 次 脱 に 成功 し た 


が 。 バ トリ ッ ク は 吹替 
エタ ー ナ ル : 

ト を 脱出 。 途 
ャ マト の フリ ー 


地球 の クル ー セ 隊 


戦況 不利 と な っ 
内 で は クル ー ゼ 隊 と 


ン ) は 一 旦 撤退 し た 
ー ク エン ジェ ル 》 の MS が 


戦 し 、 フ 


ター の 返還 を 


オン ) に 申し 出 た 


と ムウ 、 イ ザー ク と ディ アッ カ が 激突 。 コロ ニー 内 の 中 
製造 ] され た 場 


ン 派 の 高速 戦闘 艦 (エタ ー ナ ル 》 の 連合 で ある 。 
の メン / は 、 オ ー プ の 次 期 代 表 首 長 カガリ ・ ユ 
アス ハ 、 プラ ント の 歌姫 ラ 

織 減 戦争 の 阿 止 を 目指 
ラン ト の 戦い に 介入 し 


ヴェ サリ ウゥ ウス 
MORE INFO! 
特殊 な スト ライ カー パッ ク 
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\ 
韻 am MS (モビ ルス ー ツ ) sme 


大 弄 兵 器 も モジ ュー ル の 
管 宙 ユニ ッ ト と し て の MS | 2 
ー ーーーー ーー ニー 存在 3 7 


の 中 に は 、MS 本 体 よ り も 巨大 な 複 4 で あり 、 前 線 で 大 型 
ー ル (以下 、 大 型 モジ ュー ル 。 武装 や | 
- 体 化し た MA 的 月 外装 
体 の 開発 計画 は 古く か と 
能力 と Mi 
位置 付け られ 


開発 計画 
ス 「 ォ ー 
78GP0 


S ue PR 
で 
(客観 的 に は 、 大 型 ュー ル 式 の 方 が 設計 上 9 “\ | と は 別 


見 える ) は 、 性 めやす い ( 反 箇 


る 機体 も 
て 知ら れる 


Mvstration by KONOMU SEKIYAMA 


ガン ダム 試作 3 号機 は 宇 
軍 で の 製 点 防 新 ・ 攻 略 


損 工 を 前 提 と し な い 大型 モジ 


的 凌 を 前 提 と する 大 型 モジ ュー ル 権 


一 ピル タイ バー シス テム 
の LWC は 第 1/ 第 2/ 弟 


1 機種 の MS に 対し て 、 複 数 の モデ ル の a 3 兵 装 で 仕様 が 異な る 。 1 機種 の MS に 対し て 、 大 型 モジ ュー ル も を 目的 する た め 、 ア ー ム 
大 型 モジ ュー ル が 存在 する タイ プ 。 兵 装 ご と 2 用 1 機種 の み 存在 する タイ ブ 。 MS で ある ステ RM 


イメ ン と アー ム ド ペ ー ス 「 オ ー キ ス ] を 組み 合 
わせ る ガン ダム 試作 3 号機 、 車 輪 型 SFS 
アイ ン ラッ に 最適 化す る 形 で 設計 され た ゲ 


と 異な る L.W.C. (揚力 コン テ ナ ) が 用 意 さ 四 
れ た モビ ル ダ イ バー シス テム 、[ イ ン レ ] [ ク 
イン リィ ] [ダン ディ ライ アン I] な ど 任務 に 


よっ て 複数 の 大 型 モ ジュ ー ル を 使い 分 け  sFs 示 の 大 g モ 8. ドラ フ な ど が 計 当 する 。 宇宙 専用 や 大 型 モ 
る ガン ダム TR.6 が 該当 する 。 多用 途 性 に ル は 推 重 MS を 問わ な の ー ル の 汎用 性 が 高い と いっ た 理由 で 、 
優れ 、 シ ステ マチ ッ ク な 連用 が 可能 だ が 、 5 To 視 数 の 拡張 装 備 を 必要 と し な い 。 コス ト 面 
パイ ロッ ト に 高い 技量 を 要求 する 。 る パタ ー ン と 言え る 。 の 問題 も 関係 し て いる と 思わ れる 。 


大 型 モ ジュ ー ル が 後発 の タイ プ MS と 大 型 モ ジ ユ ー ル が 同時 設計 の タイ プ 


MS が 先 に 存在 し て お り 、 大 型 モ ジュ ー ル が 後に 開発 され た 機体 。 既存 の 機体 に 、 新 設 特定 の 大 型 モ ジュ ー ル の 搭載 を 前 提 に MS を 開発 、 ま た は 統合 運用 シス テム と し て MS 
計 の 大 型 モ ジュ ー ル を 追加 装備 する 際 に よく 見 られ る 。 MSN-06S シナ ンジ ュ を コア ユニ : と 大 型 モ ジュ ー ル を 同時 設計 し た 機体 。 設計 段階 で 双方 の 最適 化 が 図ら れ て お り 、 そ の 
ト と する NZ-999 ネオ ・ ジ オン グ は 、 この パタ ー ン に 当て は まる 。 戦闘 能力 や 運用 性 は 高い 傾向 に ある 。 MS は 、 管制 ユニ ッ ト と し て の 性 格 が 特に 強い 。 


は | | 


FSWS 計 画 で 考案 
され た 、MS を 管 逢 

ユニ ッ ト と する 自 走 メ Rs 

粒子 砲 。 ジオ ン ン は シス テム 全体 
公国 軍 の スキ ウレ の 管制 、 ア ー ム ド 
エゥーゴ の メガ ・ ラ イ ペー ス の 整備 、MA 
ダー も 同系 の 兵 問 の 型 点 で ある 近接 
で ある 。 格闘 戦 な ど を 担う 


長 下 衣 用 ビーム ・ キ ャ ノン や 推進 が 一体 化し た 上 
大 型 モ ジュ ー ル と 、 ハ イザ ッ ク 先行 量産 型 が 合体 リッ ク ・ デ ィ ア ス に 車 輸 型 SFS アイ ン 万能 化 換装 シス 
し た 機体 。 ハイ ザッ ク は 管制 用 に 過ぎ な い 。 ロン グ ・ シ ー ル ド ラボ の 装備 を 前 提 テム |」 の 中 概 で ある 
と ブー スタ ー や 拡張 に 開発 され た | ガン ダム TR.6 の 提 
4 装備 桁 か ら 成 る 大 頭 謝 高 は 13.8m に 装 パ リエ ーション 。 ミ 
N 樺 モ ジュ ー ル を 疾 まで 小型 化 され て フフ スキ ー・ ク ラス 
加 し た 機体 。 MA お り 直立 状態 で も を 備え る ほか 6 機 の 
形態 を 取る こと も アイ ン ラ ※ ホ の 内 周 [キハ ー ル を 特 
可能 で ある 、 に RR まる 載 可 能 で ある 


巨大 ユニ ッ ト を MA05Ad ピ グー ラン グ 
追加 され た MA や MP 


本 積 で 解説 し た MS の よう に 、 本体 よ 
り 巨 大 な ユニ ッ ト を 追加 され た MA や MP 
モビ ル ボ ッ ド ) も 存在 する 。 MS と 異な 
a り 、 本体 と ユニ ッ ト は 不可 分 な 例 が 多い , 
メガ ・ バ ズー カ ・ 
ラン チャ ー 
用 の 長 距離 メガ 燈 子 次 運 
は 折り 纏 ま れ て お り 、 発 半 時 
に 宿 身 ヤ グリ ッ プ を 展開 する 。 移 
動 用 の 福助 推進 


ライ フル より 長 射程 ・ 


・ ラ イズ 
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使用 を 禁じ られ た 
"生物 ・ 人 学 大 


と も 呼ば れる こと か ら 理 解 で きる 


上 回 る 威力 を 持ち 、 一 発 の 


0 ある 


細菌 ウィ ル 
れ ら が 発生 きせ る 
天然 意 ウ イィ ルス 


リシン な * 的 な 生 : し て 知ら れる 。 カプ 
セル や 砲弾 な ど を 用 いで 散布 され る が 、 運 用 環境 に 
面 も ある 。 


と その 前 駆 物質 が 大 半 を 占め る 。 VX に 代表 され る 
神経 剤 、 イ ベリ ッ ト を は じ め と する 麻 襲 (が らん ) 剤 、 シ 
合 物 な どの 血液 剤 が 広く 認知 きれ て いる 。 
は 生物 兵器 に 似 て お り 、 気 象 条 件 

E 右 きれ や すい 、 
西暦 1900 年 代 前 期 か ら 中 期 に か け て 実用 化 き 
大 戦 で 多く の 人 命 を 春 BC 兵 
で 保有 と 使用 が 制限 きれ た 。 それ 
中 究 や 配備 が 続け られ た の は 、 戦 略 兵 
り 有効 性 か 、 大 き 過 
不 確 実 


戦 で は 衝撃 波 が 発生 
叶 の 破壊 力 は 減少 する が 、 放 射 


[| 


能 汚染 が 大 き な 問 題 と な 


と し て の 


用 が 容易 と な る 。 


mE09 wm4WB 


な いこ と か ら 、 


Mustration by FUDROH 


核兵器 


吉本 反 応 (核分裂 、 醒 融合 ) を 利用 | 
兵器 。 熱 核 反 応 で 発生 し た 膨大 な エネ ル 
ギー は 、 熱 線 ゲ 衝撃波 放射 線 と し て 攻 
撃 に 用 いら れる が 、 宇 宙 空 間 で は 衝撃 波 
が 発生 せ ず 、 放射 線量 も 減少 する 。 

南極 条約 で 楼 兵 器 の 使用 が 禁止 され 
た 背景 に は 、 戦術 レベ ル で の 核兵器 の 多 
用 が 、 戦 略 レ ベル で の 村 兵 器 の 応酬 に 繋 
が りか ね な いと いう 危 恨 が あっ た よう 


一 週間 戦争 し ウム 戦 
役 で は 、 横 バズ ー カ 桂 
米 の ザク IIC 型 が 投入 
多数 の 連邦 軍 族 


MS の 部 村 反 応 妨 を 読 
畑 せ 、 松 兵器 て 用 
いた 例 も ある 。 第 二 期 
MS の 新型 反応 炉 は 村 
雷 発 を 起こ ご し や すか っ た 


桜 融合 兵器 は 、 旧 世 紀 と 同様 の 糧 縮 型 が ほとん ど を 占め る 。 爆 縮 型 と は 枝 分 裂 式 杜 兵 問 
爆弾 ) 作 末 時 の 高温 ・ 高 圧 を 利用 し て 、 杜 融合 を 起こ す タ イプ で ある 。 宇宙 世紀 | 


枝 弾 束 そ の も の 、 ま た は 非 誘導 式 の 材 奏 弾 
杜 弾 頭 を 射出 する MS 用 兵 装 「 棲 バズ ー 
用 いて 運用 され る ケー ス が 多い 。 栓 バズ ー カ 装 
備 の MS と し て は 、 一 年 戦争 の 緒戦 で 活躍 し た 
ザク HOC 型 、 戦 後 の [ ガ ンダ ム 開 発 計画 ] で 開発 
され た ガン ダム 試作 2 号機 が 有名 で ある (アク シ 
ズ で も 新型 機 が 開発 され た と の 説 が ある ) 


宇宙 艦艇 や 基地 施設 と いっ た 大 型 ブラ ッ ト 
ホー ム か ら 発射 され る 核 ミ サイ ル 。 MS 用 と 比 
べ て 大 型 で 射程 も 長い 。 ミノ フス キー 粒子 の 
艇 布 が 常態 化し た 宇宙 世紀 の 戦場 で は 、 電 子 
機器 に よる 誘導 性 能 が 著しく 低下 する た め 、 運 
用 性 は 低下 し て し まっ た 。 大 型 核 弾頭 を 搭載 
で きる た め 、 破壊 力 は 高い 傾向 に ある 。 


棲 バ ズー カ 以 外 の MS 用 棲 兵 問 や 戦闘 機 


だ と され る 。 専用 装備 を 持た な く と も 、 小型 杭 兵 
器 で あれ ば MS に 搭載 可能 な 場合 が 多い 


ガン ダム 試作 号機 拉 載 の 


内 


こぶ) 
= ツリ 】 
上 性 能 は 低下 し て 
一 年 上 争 や 
プ の 栓 兵 詳 が 傍 用 き 


が 、 破 壊 力 は 著しく 高 
反乱 な ど で こ れ 5 の タイ 


バウ の 下半身 が 分 部 変形 し た 無人 村野 大 紗 
吾 重 量 は 1.800k8 で 、 村 兵 器 も 充分 搭載 で きる 


核 弾頭 の 有効 な 運 折 手 段 
網 を 撮 い 潜り 、 目 標 に 肉薄 し て 核 氏 頭 を 投射 で 
きる MS こそ 、 最高 の 村 運 搬 手 段 と 言え よう 、 


MS に よる 和枝 攻 軸 
核 パ ズー カ き を 導 備 し た 
は 、 融 防衛 部 隊 * 完 
撃破 し て 目標 に 接近 


Mustration by TOKIKO YUZAWA (Twin Ball) 


生物 ・ 化 学 兵 器 


微生物 や 寄生 虫 、 ま た は それ ら が 生み 出 
す 毒 素 を 転用 し た も の が 生物 兵器 、 人 為 
的 に 調合 し た 灰 性 化学 物質 や その 前 駅 
物質 を 用 いた 「 毒 ガス 」 が 化学 兵器 で ある 。 
双方 と も 人 間 や 家畜 な ど を 殺傷 する 兵器 
で 、 核兵器 の よう な 直接 的 破壊 力 は な い 。 

核兵器 同様 、 南 極 条約 で 使用 が 禁止 さ 
れ た が 研究 ・ 製 造 ま で は 禁じ られ な か - 
め 、 新型 BC 兵器 も 誕生 し た と 言わ れる , 


MS 用 の 手持 ち 式 ガ ス 弾 ラン チャ ー。 ガス 
を 充填 し た ロケ ッ ト 弾 や 窒 弾 投射 、 拉 裂 し 
て 充填 され た ガス を 散布 する 兵 装 で ある 


ef 


GG ガ ス を 瑞 布 する ロケ ッ ト 贅 。 この ロケ ッ ト を 2 
3 発 搭載 し た ラン チャ ー を 、 MS が 携行 する 


宇宙 世紀 の 生物 ・ 化 学 兵器 は 、 コロ ニ . 
対し て 使わ れ た ケー ス が 多い 。 密閉 環境 な うえ 
内 で は 、 散 


LE. Case File EE 


宇宙 世紀 の 
は 即効 性 の 神 


身 用 と し て 
醒 ガ ス 入り の イヤ リン 
を 用 


よっ て 
に 設置 され 


Miustration by TOKIKO YUZAWA (Twin Bell) 


NBC 兵 器 の 運用 例 


一 年 戦争 開戦 以後 、NBC 兵 器 は 度々 使用 され た 。 多く の 場合 、 戦 術 攻撃 に 用 いら れ た 


が 、 民間 人 を 攻撃 対象 と し た こと も 


U.C.0079 本 週間 戦 逢 庄 必 交 皮 戦 科 
| ー 年 則 争 の 導 戦 で 
em 庄 は 枝 兵 鍛 が 舞 制 限 
使用 され 、 多 数 


の 連邦 軍 艇 艇 や コ 
| 


下 で 紹介 し た も の 以外 で は 、 UC.0136 の 「 神 の 
雷 」 作戦 時 止 戦 、U.C.0153 の カイ ラス ・ ギ リー 攻防 


枝 兵 器 が 使用 され た と いう . 
UC.0083 i 


デラ ー ズ 紛争 の 観 
双 式 名 要 事 件 で 
連邦 宣 の 観閲 
隊 が 凌 攻 軸 を 詩 け 
た 。 結果 、 誠 隊 の 

沈 ・ 大 破 


| UC.0093 対 アク シズ 核 攻 撃 | 


Mi: a 
敗 を 


前 還 ・ サ ン ライ ズ 


接 角 大 引 後 


至る, 致 
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ラーカス メー ル ジ シュ トロ ー ム 作戦 | 


エゥーゴ と アク シズ が 衝突 し た 
(ダリ プス 2) 答 取 作戦 


塞 「 ゼ ダン の 門 」 が 陥落 し 、 テ ィ タ ー ン ズ 総 
フ ・ ハ イマ ン が 謎 の 死 (実際 は 、 パ プ テ マ 
ロッ コ 大 尉 《 大 佐 と する 説 も ある 〉 に よる 購 殺 ) 
を 遂げ た 直後 の U.C00880 反 地 球 轄 邦 政府 
組織 エッ ー ゴ は 「 メ ー ル シュ トロ ー ム 作戦 」 を 実施 し 
た 。 その 目的 は 、 アク シズ が 制圧 し て いた (ダリ プス 
2) の 制 圧 、 そ し て 7 クシ ズ 摂政 ハマ ー ン ・ カ ー ン の 
抹殺 で あっ た 


シロ ッ コ 派 と パス タク ・ オ 
ティ ター ンズ を 放置 し 
ユ ト ロ ー ム 作戦 」 を 実施 し た の 
p 理 由 が あっ た . 


エゥーゴ が 
に は 、 大 きく SY 


ひと つめ は 、 を 放置 し て ティ ター ンズ を 攻 
2 内 乱 状態 の ティ ター ンズ 


エゥーゴ は 少な い 補 


勝利 で きる 
な けれ ば ] と 
| ぎ な い 。 エゥーゴ が ティ タ 


可能 性 が 高い 
いう 条件 付き の 庫 


Operation MAELSTROM 
U.C.0088 


ズ に 主力 を ぶつ けれ ば 、 ア クシ ズ は (《 グ リプ 
ロニ ー・ レ ー ザ ー を 発射 し 両生 の 主力 の 撃 減 
の は 確実 で あっ た 。 つま り 、 エ ッ ー ゴ が ティ ター 
決戦 を 挑む た め に は 、 そ の 前 に 
する 
ふた つめ の 理由 は 、 移 動 中 
クシ ズ の 存在 で ある 。 「 ゼ ダン の 門 ] ど 
星 差 地 ア タク シズ は 、 月 面 基地 ダラ ナダ つの 苦 PE 
に あっ た 。 本 拠 地 グ ラナ ダ を 既 滅 する こと で エゥーゴ 
の 力 を 大 きく 殺 ぎ 、 グ ラナ ダ に 畜 下 し な か っ た と し て も 
エゥーゴ は 阻止 作戦 に 戦力 を 割く 必要 が ある 以上 、 
無駄 に は な ら な いと テク シズ は 判断 し た の だ ろう 。 
そこ で = ゴ は 小惑星 基地 アク シズ の 皿 
変更 する た め 、( グ リプ ス 2) を 奪取 する こと と し た 。 
(グリ プス 2) の コロ ニー・ レ ー ザ ー を 撃ち 込み 、 軌 
道 を 修正 し よう と いう の だ 。 
マー ン ・ カ ー ン の 抹殺 で アク シズ を 混 
み 、 ティ ター ンズ と の 決戦 時 に 介入 
る 判断 も あっ : 
こう し て エゥーゴ は 、〈( グ リプ ブス 2) 奪取 作戦 
ル シ ュ トロ ー ム 作戦 」 を 展開 し た 。 結果 を 言え ば 、 
エゥーゴ は ハマ ー ン 抹殺 に こそ 失敗 し た も の の (ダリ 


(タリ プス 2) を 攻略 


Miustration by KYOUTA WASHIKITA <Color by MICHIYO OHTANI (Wish) 


プス 2) を 占領 下 
た グラ ナダ 防衛 
し か し (グリ ブ 
ター ンズ や アク シ 


に 置き 、 コ ロニ ー・ レ ー ザ ー を 用 い 
も 成功 し て | 

2) の 制圧 NE 
て 人 矯 先 す べき 攻撃 対象 に 
な っ て し まっ を 確保 し た アタ シズ を 、 
エゥーゴ が 危険 視 し た の と 同じ 構図 だ っ た 。 そし て 
戦局 は エッ ー ゴ 、 テ ィ タ ー ン ズ 、 ア クシ ズ に よる 三つ巴 
の 決戦 へ と 移行 し て いく の で ある 

( ゴ ゥ ・ ゴ ー ダ UC0109) 


関連 ファ イル 


MSZ-006 Z が ンダ ム 


AMX-004 キュベレイ 


8303-10 言 
03-14 講 
5 テ 03.35 革 


、 エ ッ ー コ と 
下 TT 
の 凍っ た の だ 


Special Efect by YUIGHI FURUICHI 


園 アク シズ の 軌道 変更 
Zz ガン ダム 


サイ コ ・ ガ 
MkcT を 撃破 。 さら | 


ゴ は (グリ プ 
を 実施 し た 。 作 
グリ プス 2) を 取 
を 送り 込ん だ 。 その 動き 


は 迅 速 で 、 短 時 間 で (ダリ 
困難 に し て いる 。 戦況 の 悪 


た め の 陽 動機 と し で. 
クワトロ 5 が 


《( ア ー ガ マ )、 小惑星 時 地 ア フシ ズ に 接 骸 
月 面 都市 グラ ナダ へ の 落下 コー ス に 人 


お マ ) が 接 能 
隊 と 連結 を 取り 


DZ ガン ダム が 先行 
ス 2) の 電気 系 続 を 破壊 し た 


小惑星 基地 
小惑星 基地 アク シズ の 通 
グリ プス 2) の コロ 
同 下 域 に 展開 中 た 
マ ) 撃沈 の た め サ イコ ・ ガ ンダ ム 
Mk-T を 投入 し で シロ ッ コ 派 ティ ター ンズ 

宙 域 に 入っ て お り 、 ティ ター ンズ 布 派 が 交戦 状態 に 突入 し た . 


エゥーゴ が 実施 し た 「 メ ー ル シュ ト 
グリ プス 2) を 包囲 す る 盤 列 が 油 
か ら 命 名 さ こう し た 艦 別 を 維 ま 
闘 は 困難 で あり 、 通 常 は 選択 されない 作 

es ゴ 艦 隊 は 数 々 の 湯 


ム 作戦 」 は 、 
ある こと 
な が ら の 戦 


て きた 高 練 度 の 将兵 た 
力 を 持つ プラ イト 
迅速 か つ 確 

方 の アク 
MS 戦 の 双方 で 苦戦 。 


rh 


園 (アー ガマ )、 ア タ シ ズ の 
軌道 変更 任務 に 着手 

アク シズ の 月 面 都 術 グ ラナ ダ へ 人 

落下 を 阻止 する だ め 、( ア ー ガ 〆〉 


撃破 ため サイ コ ・ ガ ンダ 必 Mk-I を 
投 爽 | し か し 、 ティ ター ジス ズ も 肉芽 


園 メー ル シ ュ トロ ー ム 作戦 、 開始 


U.O.QoB8.02.02、 エ ッ ー ゴ は (グリ プス 2) 


(グリ ブス 2) を 玲 取 
先行 し て 出撃 し た Z ガ ンダ ム が 
ハマ ー ン の キュ ベレ イ と 接触 。 
し み し 、 撃破 に は 至ら ず ハ マー 
ン は 撤退 し て いる 。 その 後 、 戦 
局 は エッ ー ゴ 有利 に 進み 、 追 
詰め られ た アク シス 艦隊 は 後退 
し 、 MS 部 隊 は 降 供し た 。 ( グ 

2) は エゥーゴ が 制圧 し 


ln by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 


リプ ス 2 


追い 込ま れ 、 ア クシ ズ 牙 強化 人 間 の 「 マ スタ ー 設 定 
に 域 に 残っ た アク シズ MS 導 化 人 間 の 安定 化 拓 3 
部 隊 は (グリ プ が 、 最 終 的 し て い 
る 。 これ に ゴ の 制圧 下 に 置か れ 、( ア ー ガ 


タ シ ズ の 軌道 変更 任務 に 着手 し た 


小惑星 星 地 アフ シズ の 動 道 変更 


2 ガ > 


ム と サイ コ ・ ガ ンダ ム Mk-L する 中 、 ティ ター ン 
ズ 両 派 一 一 バスク ロッ コ 派 の 戦闘 も 激化 し て 

し 、 サ イコ ・ ガ ンダ ム Mk-T は パイ ロッ ト の 強化 人 | 
末 、Z ガ ンダ ム に 撃破 され た 。 パス ク 派 本 隊 も 旗 穫 て ド ゴ ス ・ ギ 
ア ) が 沈ん だ うえ 、 パス ク ・ オ ム 大 佐 が 戦死 し た こと に より 壊 江 し 
て いる 。 小惑星 基地 アク シズ は コロ ニー・ レ ー ザ ー の 照 笛 に よ 
て 軌道 変更 し 、 グラ ナダ に は 落着 し 


パス ク の 戦死 
ド 昌 止 し た 


ロッ コ 主 導 で 再編 され た 。 エゥーゴ 


140.24 


機動 武闘 伝 G ガ ンダ ム 


決勝 大 会 ④ 
戦 


ラン タオ 島 最終 決 


| FE | sr 1On 


Last Fight of MASTER ASIA 
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60、 ネ オ ホ ン コン 地上 領土 で 開催 きれ て いた 
回 ガン ダム ファ イト 決勝 大 会 は 、 ラン タオ 
決勝 パト ルロイ ヤル に 移行 し た 。 シー ド 選 手 
前 大 会 勝者 国 代 表 マ スタ ー 含む 11 人 の 
ファ イタ ー が 、「 ガ ンダ ム ・ ザ ・ ガ ンダ ム 」 の 栄光 と 国 
家 の 命運 を 懸け て 、 最後 の 戦い に 臨ん だ の 

決勝 パト ル ia を 進め た 11 人 の ファ イ 
ター は 、 以下 の 通り で ある 


ある 


画 決勝 パト ルロイ ヤル 進出 者 


ネオ ジャ バン 代表 ドモ ン ・ カ ッシュ 
ネオ アメ リカ 代表 チ ボ デ ー・ ク ロケ ッ ト 
ネオ フラ ンス 代表 ジョ ル ジ ュ ・ ド ・ サ ンド 
ネオ チャ イナ 代表 サイ ・ サ イシ ー 

ネオ ロシア 代表 アル ゴ ・ ガ ルス キー 
ネオ ギリ シャ 代表 マー キ | 
ネオ イン ド 代 表 チャ ンド 
ネオ ポル ト ガ ル 代 表 ロマ リオ ・ モ : 
ネオ イン グラ ンド 代表 ジェ ント ル ・ チ ャ ッ プ マン 
ネオ イタ リア 代表 ミケ ロ ・ チ ャ リオ ッ ト 
ネオ ホン コン 代表 マス ター・ ア ジア 


決勝 パト ルロイ ヤル 進出 者 は 決勝 総 当たり リー グ 
戦 の 成幸 定 さ れ た 。 ネオ ドイ ツ 代 表 : 
プル ー ダ ー や ネオ スウ ェ ー デ ン 代表 アレ ン ビ ー・ ビ ピア 
ズリ ー も 進出 権 を 得る に 充分 な 成績 を 残し た が 、 負 
を 理由 に (公式 に は ) 参加 し て いな い , 

\ に 始ま っ た 決勝 パト ルロイ ヤル だ が 、 ラ ンタ オ 
鳥 の 地下 で 再生 し て いた デビ ル ガ ン ダム の 出現 に よ 
り 、 そ の 様相 を 激変 さす る 。 ファ イタ ー た ち に よる バト 
ルロイ ヤル か ら 、 シ ャ ッ フル 同盟 と デビ ル ガ ン ダム 軍団 
7 する 構図 に 移行 し た の で 4 
ラン タオ 詞 で の 戦い は 堪 列 を 極め 、 シ ャ ッ フル 同 婦 
線 を 離脱 し 


て の 勝 

戦い は 終わ っ て いな か っ た 。 ラン タオ 

外 の 7 ) 残 っ て いた の 

ドモ ン の 師 3 ある. 

不敗 の 師弟 は 、 最後 の ガン ダ 
で マス ター は 、 デ ビル 

それ は 環境 破壊 を 続 


ル ガ ン ダム を 用 いた 


ける 人 類 へ の 絶望 、 
人 類 胡 減 と 地球 環境 の 再生 た 


ン は マス ター の ! 
5 定 す る 。 師弟 の 戦い は 互い の 理念 の 衝 
あっ た の だ 


( ビ ノ ・ ド クサ EC62) 


Mustration by TOMOKO MORI (STUDID・UIVE 


関連 ファ イル 


GF18-017NJ ゴッド ガン 
GF13-001NHIE マス ター ガン 
ダム (アル ティ メッ ト ガ ンダ ム ) 


ガン ダム 運 合 vs デビ ルカ ガン ダ タム GG-03-11 
3 回 ガン ダム ファ イト GG03.21 


Color by SAYOKO YOKOYAMA Special Eflect by AKIKO YAMAKAWA Background by HIDEKI NAKAMURA (STUDIO COCOLO} 


i 
に 1 


月 


園 決勝 バト ルロイ ヤル 開始 
決勝 バト ルロイ ヤル が 開 始 され ー ラ ンタ 
ト が 繰り 広げ られ る 中 、 


ム が 復活 を 
する が 、 状 況 は シャ ッ フル 同盟 と デビ ル 
ガン ダム 軍団 の 戦い へ と 移行 し て いた 


| | | バト ルロイ ヤル 開始 | 


ラン タオ 島 に お いて 決勝 戦 た る パト ルロイ ヤル が 開始 され 
バト ルロイ ヤル に 駒 を 進め た 11 人 の ファ イタ ー は 、 島 の 各地 で 
ファ イト を 線 り 広げ 、 ドモ ン は ネオ ギリ シャ 代表 ゼウス ガン ダム を 撃 
破 し て いる 。 だ が 、 再生 を 逐 げ た デビ ル ガ ン ダム が 出現 し た こと 
か 5 事態 は 一 変 し 、 戦 い は シャ ッ フル 同盟 VS デビ ル ガ ン ダム 軍 
団 の 構図 へ と 移行 し て いっ た 。 その 頃 シ ュ バル ツ (キョ ウジ ・ カ ッ 
シュ ) の 正体 が 、 DG 細 胞 製 の アン ドロ イド で ある こと が 判明 し た 


バト ルロイ ヤル の 最 中 、 デ ビル ガン ダム が ラン タオ 島 に 出現 。 ド モン に 倒さ 
れ た ぜ ウ スガ ンダ ム は DG 細胞 に 侵食 され 復活 し た が 、 再び 遇 破れ た 
デビ ル ガ ン ダム 撃破 


レイ ン と シュ バル ツ の 乱入 に より 、 
ター アジ ア 8 デ ビル ガン ダム 、 そし で レイ ン 対 ア レン ビー が それ ぞ 
れ 戦 闘 に 実 入 。 戦闘 の 中 ル ガ ン ダム の 独占 を 目論む ウォ 
ン は マス ター の 排除 も 狙っ た が 時 た せ ず 。 ドモ ン の 攻撃 を 受 けた 
デビ ル ガ ン ダム は 生体 ユニ ッ ト を 失っ て 停止 し た 。 デビ ル ガ ン ダ 
ム の 新た な 生体 ユ 


ドモ ン & シ ュ バ ルツ 対 マス 


キョ ウジ と シュ バル 


本 決勝 パト ルロイ ヤル の 舞台 裏 で は 、 
ダム に 絡む 謎 の 真相 も 明らか に され た 
まず 、 デ ビル ガン ダム 強奪 事件 の 真実 で ある 。 強 
大 事件 は ネオ ジャ パン 軍部 と ミカ ムラ 博士 が デビ ル が 
ンダ ム の 独占 を 企み 、 キ ョ ッ ジ は 皿 急 避 苑 的 に 地球 


デビ ル ガ ン 


シュ バル ツ の 進路 


リオ ッ ト 搭乗 ) が 立ち 率 
サイ ・ サ イシ ー は 、 ド モン を 先 
行か せる た め ガ ンダ ム へ フン ズ ソ ー ド と 相討ち と な る 。 その 頃 、 


デビ ルカ ガン タム を 矢 っ た マス ター は 、 ド モン と の 一 騎 討 ち に 中 
ん だ 。 第 13 回 ガン ダム ファ イト の 真 の 決勝 試合 で あっ 
中 で マス ター は 真意 一 一 環境 破壊 を 続け る 人 類 へ の 絶望 、 デ 
ピル ガン ダム を 用 いた 人 類 抹 殺 に よる 地球 再生 一 一 を | 
る 。 激闘 の 末 、 師弟 対決 は ドモ ン の 勝利 
この ファ イト の 結果 、 優 勝田 は ネオ 


に 逃走 し た 末 、 デビ ル ガ ン ダム に 取り 込ま れ た 

な い 。 ド モン の 母 ミキ ノ を 殺害 し た の も 
また 、 シ ュ バ ルツ は DG 細 胞 製 の アン ドロ イド で 、 キ ョ 

ウジ の 人 格 を 」 され た 存在 だ っ た 。 結果 、 ふ た り 

の キョ ウッ ジ が 普 在 する 状態 に な っ て いた 。 に 


| 半生 地 上 に 


Mustration by AKIO UNUMA 


ダム 


デビ ル A ント ルチャ ッ プ 
デー と ジョ ル ジ ュ の 支 


ウォ ン が 送り 込ん だ アレ ン ビ ー (DG 細胞 に 作例 さ で 
再び 足止め され て し まう 。 だ が 、 パリ ア を 突破 し 


デー と ジョ ル ジ ュ は 、 起死回生 の 一 緊 で ダラ ンド ガ 
は 盟 走 する アレ ン ピ ビー の 攻撃 に 馬 さ れ た 


ンダ ム を 本 破 。 ドモ ン 


MORE INFO ! 生き て いた ウォ ン 
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は ウイ ル ゲ ム 防衛 戦 The Divided DIANA CI 


これ に 加え て 、 地 球 帰 選 作戦 

メン テナー 家 の 存在 、 メ ン テ ナ ー 

アナ 暗殺 計画 や 月 か ら の 補給 物資 や 食料 ・ 物 資 の 

減 し て 地球 帰 呈 作戦 の 遅延 に 伴う 離反 

増加 リ シ ャ の 戦力 増強 な : 

女王 ディ アナ ・ ソ レル (実際 に は キ エ ル ・ ハ イム ) カウ ンタ ー の 眉 元 を 播き ぶっ て いた を 派遣 
の 建国 拉 加 ー ン シレ ィ ス の サン ペル ト 共 和 国 そ イア ナ ・ カ ウン ター は 、 4 同士 が 交戦 する 可能 性 を 示唆 し て お り 
樹立 は 保留 と な っ た 。 結果 、 北 アメ リア 側 と ムー ン レ ィ すべ く 強 引 な 手段 に 出る シャ の 戦力 を 浦 減 し 隊 の MS が 好戦 派 の 攻撃 を 限 止 する こと と な る 


に も 甚大 な 被害 が 出る こと は 明らか 
家 の 主 導 に よる ディ ディ アナ ( キ エ ル ) は ディ アナ ・ カ ウ 
行動 を 溝 肘 で き な か っ た が 、 別 の 作戦 
キ エ ル と し て 発掘 現場 に いる と 思わ れ た 
テ ナ を 救助 す 


は 回 の の 、 両 者 り 問 の つつ サン ベル ト 地 帯 か ら 駆逐 すべ 《、 ミリ シャ が 発掘 (チッ タ ・ ハ イプ リオ CC.2347) 
潮 が 埋まる こと は な か っ た 。 ムー ン レ ィ ス が 荒地 に 。 し て いた 宇 軍艦 工 (ウィ ル ゲ ム 》 の 破壊 作戦 を 実施 
村 し 開発 する な ら まだ し も 、 北 アメ リア 人 が 千 数 百年 し た の だ っ た 。 発 所 現場 に は リ シ ャ に 合流 し た ムー * 
以上 を か け て で 灯 倉 地 各 と し て 開 折 し た サン ペル ト 地 = ン レ イス の 技術 者 た ち も お り 、 こ れ 以 上 の 離反 者 の 関連 ファ イル 


則 議 させ る な ど 無 理 な 話 た ニー テー 


アッ ク ら 地球 帰 時 作戦 の 献体 4 


増加 を 限 止 する 目的 も あっ た 

し か し 当時 、 デ ィ ア ナ は ミリ シャ と の 自衛 目的 以外 
の 戦闘 た 。 当 アナ ・ カ ウン ター 好 
戦 派 の 作戦 は 命令 途 反 で ある 
そ フィ ル は 、 禁じ られ て いる の は 「 了 戦闘 ] で 
「 爆 撃 」 は 適用 範囲 外 と いう 読 弁 を 弄 し て 作 
施す る 。 (ウィ ル ゲ ム 》 の み を 破壊 する 作戦 と 


骨 題 に 直面 し て いた の は ムー ン レ イス だ っ 


た ナ ( キ エ ル ) の サン ベル ト 建 E の 撤回 、 そ れ に 投入 きれ た の は ジェ ネ レ ー タ ー の 
に より 、 フィ ル マン を は じ め . 培 より メガ 粒子 砲 を 大 出力 化し た 強化 型 ウォ ド 
ンタ ー の 好戦 以上 ム で あり 、 ミ リ シ ャ の みな ら ず 発掘 現場 の ムー ン レ イス 


141-23 lHustration by SHINGO ABE Color by TAEKO KUMAGAI Special Effect by KAORI SATOU Background by ATELIER MUSA 


WORLD GUIDE 


戦闘 の 中 核 と お な っ た 
発掘 克 (ウィ ル ゲ ム ) 


ミリ シャ と ディ アナ ・ カ ウン ター の 動向 
ャ は (ウィ ル ゲ ム )》 の 防衛 態勢 整え る と 共に 、 グ 


いて の 討議 
近傍 の 野戦 病院 へ と 移動 し て いる 。 


の 人 人 贅 | アナ カウ ンタ ー mm 


る た め 。 ボ ポッ ゥ の 強化 型 ウ ド 


| 強化 型 9 
か ら の 砲撃 


当時 、 キ ング ダス レー の 谷 で は ミリ シャ が 宇宙 戦 半 艦 


《 ウ ィ ル ゲ ム 》 の 発掘 を 終え 、 ム ー ン レ ィ ス の 技術 者 


の 協力 の 下 、 戦力 化 を 進め て いた (エン ジン 点火 の 
に は 、Y ガ ンダ ム が 用 いら れ た ) 。 イン ダレ ッ 


4 代 グ エン ・ サ ー 


ライ ン フ ォ ー ド は 《 ウ ィ ル 


を (ウィル ゲ ム ) 

遺し 、 本 物 の ディ アナ を 救出 させ よう 

ディ アナ ・ カ ウン ター は (ウィ ル ゲ ム ) を 破壊 す 
を 投入 。 し か し 、 ロ ラン 
ちら の 防戦 に よっ て 3 な 


(ギャ ロッ プ 隊 》 と ボゥ 隊 の 戦闘 

ィ ア ナ ・ カ ウン ター 好戦 派 の フィ ル ・ ア > 
マン 指揮 下 の ポ ボゥ 隊 が (9 ウィル ゲ ム ) 撃沈 の 
た め 出 疫 NY は ボッ 隊 と 


ーー や | 戦闘 発生 地点 抽 
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(⑨ (ギャ ロッ プ )》 の 遭遇 戦 

サン ペ ベルト 建 国 の 撤回 を 受け た ディ アナ ・ カ ウン ター の 好戦 派 
が 独自 の 動き を 見 せ 、 フ ィ ル ・ ア ッ カマ ン 指 揮 下 の ボゥ ・ エ イジ 
隊 が (ウィ ル ゲ ム )》 撃沈 の た め 出撃 し : 
し た 陸戦 征 (ギャ ロッ プ ) (艦長 ロラ ン ・ セ アッ ク ) も 困 任 務 の た 
め 出 撃 し 、 移 動 中 の ポ ゥ 隊 と 道 遇 。 結果 、 (ギャ ロッ プ ) 隊 と ポ ゥ 
隊 は 交戦 状態 と な り 、 ボ ゥ 隊 は 損害 を 出し て 後退 し た 。( ギ ャ ロッ 
プ ) 隊 に も 戦死 者 が 出 て いる 。 


「 音 撃 ] は 「 戦 開 ]」 で は な く 命 久 違反 に 当たら な いと の 理 恒 で ポ ら 隊 が 出 
撃 。 戦 開 中 、( ギ ャ ロッ プ ) は 宿 座 の 野人 事故 で 兵員 を た 


(⑨) (ウィ ル ゲ ム )〉 発掘 現場 と 野戦 病院 の 動向 


ディ アナ ・ カ ウン ター が (ウィ ル ゲ ム ) の 破壊 を 計画 し て いる ご 
と ま を 知っ た ミリ シャ で は 、 防 衝 能 勢 を 充実 させ る と 共に グ - 
ド ・ ラ イン フォ ー ド を 招い て 今後 の 方 針 を 検討 
の ロラ ン た ち は 、《 ウ ィ ル ゲ ム )》 発 所 現場 の 近傍 に 位置 する 野戦 
病院 が 戦闘 に 巻き 込ま れる 可能 性 を 懸念 し 、 野戦 病院 に 移動 
この 際 、 キ エル ・ ハ イム (に 変装 し た ディ アナ ) は 野戦 病院 で 
雑務 や 医療 補助 な ど を 経験 し て いる 。 


(ソレ イ ユ ) で は 、 メン テナー 案 の 謀反 に つい て 討議 。 
ゲ ム ) が 攻撃 を 受け る 可能 性 を 考慮 し 防 和 体 制 を 整え で いた 


(@) 間食 地帯 で の 戦闘 


、 サン ベル ト の 埋 廊 地帯 で 戦闘 が 発生 。 2 ッ サ お よび ル 


中 、 ロ ラン は 戦場 の 隣接 地域 に 住む 民間 人 

た が 、 彼 女 の 畑 まで 戦闘 が 拡大 。 これ を 長け た ロラ ン は V ガ ンダ 
ム で 参戦 し 、 レ ッ ト 隊 を 後退 させ た 。 戦闘 後 、 ア ニス は ミリ シャ の 
助け を 受け て 疎開 し て いっ た 。 


レト 隊 は ディ アナ ・ カ ウン ター へ の 合流 を 目指 し て い 


(⑳ 《 ウ ィ ル グ ム 発掘 現場 の 戦闘 


ディ アナ ( キ エ ル ) は 《 ウ ィ ル ゲ ム ) 発掘 現場 
を 派遣 し 、 本 物 の ディ アナ を 救出 させ る こと と し : 
ン レ イス の 脱走 の 増加 


ツー・ オ ー ド 
一 方 、 ム ー 
を 素 や し た ディ アナ ・ カ ウン ター は 、 
《 ウ ィ ル ケム ) 破壊 の た め ポ ら の 強化 型 ウ ォ ドム を 投入 。 ポッ 機 
は 単独 で 発 所 現場 を 凍 撃 し た が 、 発 所 現場 に 潜入 し て いた ハ 
リー、 そ し て ロラ ン を は じ め と する ミリ シャ の 防戦 を 受け て 撤退 し 
た 。 戦闘 後 ハリ ー は 帰 思 し た が 、 ディ アナ は ミ 


ツガ ンダ ム の 補 
の ディ アナ を 連れ 戻 そ うど | 


りり (ウィ ル ゲ ム ) の エン ジン が 始動 。 ハリ ー は 本 物 
ディ アナ は 自身 の 意思 で 留 ま 


ゲ ム 》 の 配備 に よっ て ミリ シャ の 戦力 を 増強 する と 共 
に 、 用 に 直接 乗り 込む つも り だ 

な お 《 ウ ィ ル ゲ ム ) の 艦 名 が 発表 され た の は 、 こ の 
時 期 で ある 。 艦 名 は 、 初 期 の 発掘 作業 を 行っ た ウィ 
ル ・ ゲ イム に 由来 し た も の だ っ た 。 


FEAT- 
Loep 


に 避難 を 促す が 、 彼女 は それ を 拒否 。 し か し 、 
ス の 畑 に 戦火 が 及 ん だ の を 見 た ロラ ン は V ガ ンダ 
ム で 出撃 、 レッ ト 隊 を 撃 】 


(ツレ イコ 》 


アル マイ ヤニ 級 戦 | 


Mustration by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
ムー ン レ イス の 亡命 者 た ち 


地球 帰還 作戦 が 停滞 する 中 、 居留 区 を 離れ て 地球 側 
に つく ムー ン レ ィ ス が 現れ 始め た 。 食料 や 物質 の 
ディ アナ ・ カ ウン ター の 強引 な 手法 と 横柄 
その 理由 : ムー ン レ イス の 技術 者 を 欲 | 
秘密 斉 に リク ルー ト し た こと も 関係 し て いた 


地 更 に 時 り た 一 般 ム ー ン 
レ ィ ス の 中 に は 、 横 柄 な 
態度 を 取る ディ アナ ・ カ ウ 
ンタ ー に 不満 を 抱く 者 も 
増え 始め て いた 


人 


ホレ ス ・ ニ ー ペ ベン 


Wa・ サ ン ライ ズ 


141.24 


141-25 


機動 戦士 V ガ ンダ ム 


マリ ア 主義 を 根本 思想 と する サイ ド 2 の コロ ニー 
国家 が ザン スカ ー ル 帝国 、 そ の 国軍 が ベス パ で 
る され 、 ザン スカ ー ル 戦争 
を 引き 起こ し た こと で 知ら れ て いる 

ザン スカ ー ル 帝国 を 特徴 付け て いる の が 、 マ リ 
ア 主 義 と 恐怖 政治 の 並存 で ある 。 宗教 的 イデ オロ 
ギー と 呼ば れる マリ ア 主 義 、 そ の 「 教 主 」 た る 女王 マ 
リア ・ ビ 7・ ア ー モ ニア の カリ スマ 性 と ヒー リン グ 能 力 で 
国民 を 団結 きせ る と 共に 、 ギ ロ チ ン を 用 いた 政権 与 
党 が チ 党 の 恐怖 政治 で 反対 勢力 を 封殺 し た の だ , 
特に 女王 マリ ア の カリ スマ 性 と 彼女 が 語る マリ ア 主 
義 は 多く の 民 を 従わ せ 、 宗教 色 の 強い 一 独 攻 還 
カー ル 帝 国 を 成立 させ て いた 。 
こう し た ザン スカ ー ル 帝国 の 体制 は 、 権 感 を 女王 
、 権 力 を が チ 党 が 担う 二 重 構造 示す だ け 
で は な い 。 マリ ア 主 義 が 唱え る 「 女性 中 心 社会 へ の 
移行 に よる 、 穏 や か な 世界 の 実現 ] を ティ ッ ク 


Organization of U.C. 


に 達成 する 手段 を 、 ザ ンス カー ル 帝 国 上 層 部 は 採っ 
て いた の で ある 。 特に ガチ 和 党 党 首 に し て 帝国 首相 
フォ ン セ ・ カ が ガチ は 、j 地 球 疾 の 諸 問題 の 根幹 を 人 類 
の 過剰 増加 に 求め 、 人 類 の 大 量 刀 清 計画 を 進め た 
(帝国 上 層 部 の 多く も カ が ガチ 首相 の 方 針 に 同意 し 
て いた ほか 、 木星 船団 の 協力 も あっ た と 見 られ る ) 。 
地球 圏 の ほとん どの 人 問 は ザン スカ ー ル 帝国 上 層 
部 の 意 に 治 わ な い 存在 で あり 、 その 粛清 に は 強大 な 
軍事 力 が 必要 だ っ た 。 宇宙 戦国 時 代 を 生き 抜く た め 
装 化す る の は 当 拓 
軍事 力 は 特に 強大 で あり 、 
兵 の 質 は 地球 連邦 軍 す ら 湊 夫 し て いた 。 
ザン スカ ー ル 帝国 の 軍事 力 を 司る 組織 こそ が ペ 
スパ だ っ た 。 その 名 称 は 、 前 身 組織 と な っ た サナ 
リィ の 試験 部 隊 「Bal ipment & Space 
Fatrol Armory (弾道 研 貨 察 部 隊 )」 の 略 
称 BESPA と 、 ラ テン 語 で スズ メ バ パチ を 意味 する 「 ベ 
し た も の で ある 。 前 身 組織 か ら わ か 
る よう に 、 ベス パ は サナ リィ の 技術 や 人 員 を 継承 し て 
お り 、 草 新 的 な 機動 兵器 を 次 々 と 生み 出し た 。 
マリ ア 主 義 的 価値 観 と 女王 マリ ア へ の 忠誠 心 に 
裏付け られ た 高い 上 上 気 を 誇る ベス パ は 、 強 力 な 機 


り 、 ザン スカ ー ル 帝国 の 勢力 は 拡大 し て いっ た 

だ が 、 地球 陶 制 圧 の 切り 札 「 AH 作戦 」 が 失敗 し 
た うえ 、 作 戦中 に 女王 マリ ア や カ ガ チ 首相 と いっ た 
帝国 上 層 部 が 全 減 。 これ に より ザン スカ ー ル 帝国 は 
月 壊し て いき 、 地 球 了 門 は 新た な 局面 に 向かう こと に 
な っ た 。 


(ナイ ト ・ マ ンカ ッ ド ULC.O155) 
関連 ファ イル 
ZS プロ Vofr11 画 
ザ V.01-42 画 
Vozra 
ミリ = ピア ニモ ニア Vo2.19 
ミリ ア = 生 の 台頭 と り ガ ・ ミリ ティ ア の 結 Vosi 
2 の MS 剛 各 Vo3-11 
マリ ア 主 義 V.03-16 


Fl EW 


Miustration by TAKUYA IO 


ザン スカ ー ル 帝国 の 概要 信 


ザン スカ ー ル 帝国 は 、 コ スモ ・ パ ビ ロ ニ 
ア 建 国 戦争 後 の 宇 宙 戦 国 時 代 の 中 で 誕 
生 し た コロ ニー 国家 の ひと つ で ある 。 マリ 
ア 主 義 を 国 是 と する 一 党 独 裁 国家 で 、 本 
国 は サイ ド 2 の (アメ リア ) コロ ニー だ 


者 コ ロ 


国家 形態 

ザン スカ ー ル 帝国 の 国家 体制 の 特徴 は 、 女 王 マリ ア が 唱え る マリ ア 主 義 と ガチ 党 の 恐 
怖 政 治 に ある 。 マリ ア 主 義 の 慰謝 と 癒し ] と それ を 体言 する 女王 マリ ア は 帝国 の 求 心 カ 
と な り 、 ギロチン を 用 いた 下 頂 政治 は 反 帝 国勢 力 を 圧 殺 し た 。 


女性 中 心 社会 へ の 移行 や [8 
特徴 と する 帝国 の 根本 思想 色 が 強い 
女王 マリ ア は その 「 教 主 」 で 、 彼 女 の カ リス マ 性 
や 特殊 能力 を 用 いた 思想 統制 に 利用 され た 


謝 と 癒し ] を 


で 国民 を 基き 人 


プチ 党 は マリ ア の 宇 度 


ザン スカ ー ル 帝国 に 一 沈 独 裁 体制 を 布 く ガ が rR 


チ 党 は 、 反 抗 勢力 を ギロチン で 公開 処刑 する こ 


と で 束 必 政治 を 行っ た 。 ギロチン は マリ ア 主 義 の 
と 共に 、 帝国 の 車軸 の 両輪 を 成 し た 。 と し て 正当 化 


女王 マリ ア は 帝国 の 象徴 に 過ぎ ず 、 実 務 は 
カ ガ チ 首相 を は じ め と する ガチ 党 が 取り 仕切 っ 
て いた 。 ガチ 党 の 上 級 幹部 の 多く は ベスパ の 
軍人 で あり 、 政治 と 軍事 は 一 体 化し て いた 


女王 マリ ア は 権限 を ほとん ど 有 さ ず 、 ガ チ 
党 が 実質 的 に 帝国 を 支配 し た 。 政治 ・ 軍 


ズ ガ ン 将 軍 、 ナ ン バ ー3 は タシロ 大 佐 で 、 女 孝子 党 ・ ベ スパ 上 腹部 の 権力 争い は 激しく 


王 の 弟 ク ロ ノ クル の 虫 進 も 閉 し か た こと も ある 。 末期 に は 反 宮 も 
5 往 < 【 
4 \ 


ベス 人 バ の 義 備 年 


帝国 軍 ベ スパ は 、 地 球 連 邦 軍 以 上 の 高 
性 能 兵 器 を 多数 保有 し て いた 。 特に MS は 
高 性 能 で 、 U.C.0120 年 代 以後 の 開発 停 
滞 を 打破 し た と まで 言わ れる 。 棲 を 用 いな い 
戦略 兵器 を 保有 し た こと で も 知ら れる 


艦艇 は 独自 開発 の 新造 艦 を 配備 し た 。 宇 
再 秀 能 は 上 下 を 意識 し な い 設 計 で 、 MS カタ バ 
ルト や 兵 装 の 配置 の 自由 度 が 高い 。 装 輸 式 の 
モト ラド 艦 は 「 地 球 作戦 ] 用 だ が 、 航 
軍 ・ 飛 行 能力 も 備え て いた 


MS は 地球 連邦 軍 の 旧式 機 を 圧倒 
性 能 を 詩 り 、 宇 宙 用 主力 MS の ゾロ ア . 
ら F97 (U.C.130 年 代 の 高級 機 ) 以上 の 
性 能 を 持つ と いう 。 MS に 単独 飛行 能力 を 与え 
る ビー ム ・ ロ ー タ ー、 万 能 サ ブ ・ フ ライ ト ・ シ ス 
テム の アイ ン ラ ッ ド と いっ た 野心 的 装備 を 持つ 
機体 も 多く 確認 され て いる , 


サナ リィ の 技術 を 線 


新型 の 戦略 兵器 を 開発 ・ 配 備 し て いた こと 
で も 知ら れる 。 カイ ラス ・ ギ リー は 対地 攻撃 用 の 
戦略 衛星 兵器 (巨大 ビー ム 答 )、 エ ンジ ェ ル 
ハイ ロウ は サイ コ ・ ウ ェ ー ブ 照 射 エ リア の 生物 
に 精神 退行 を 引き 起こ す 特 殊 兵器 だ っ た 


火器 を 使用 する 

く 反 対 替 カ を 無 カ 化 す 
る エン ジェ ル ・/ 

は 、 李 


政治 的 武闘 集団 ガチ 党 が 贈 収 崎 の 主犯 グル ー プ を ギロチン で 処刑 
権 与党 と な っ た こと で ザン スカ ー ル 帝国 は 誕生 し た 。 その 過程 で マリ ア : 
、 ザン スカ ー ル 戦争 末期 の 「AH 作 戦 ] で 


面 を 司る こと と な っ : 


U.C.0149、 サ イド 2 に お いて ザン スカ ー 
ル 帝 国 の 建国 宣言 が 行わ れ た 。 首都 コロ 
ニー は ガチ 党 の 根拠 地 (アメ リア ) と され た 


U.C0152.10、 ベ スパ の イエ ロー ジャ ケッ 
が 欧州 の ラ 
ザン スカ ー ル 戦争 の 開始 時 期 と 重なる 


U.C.0153.05.24、 ベ スパ が 「 地 球 タ リー 
ン 作 戦 」 を 展開 。 同月 28 日 、 帝国 と 連邦 政 
府 が 休戦 協定 を 結び 、 作戦 は 停止 され た 


味 の 痢 市 富 
砂 壊 。 実態 は [AH 
作戦 」 の 時 間際 ぎ 


機動 戦士 ガン ダム 0D083 スタ ー ダ スト メモ リー 


WORLD GUIDE ne03 wm 


試作 2 号機 強 姓 


The Beginning 0f New War 


142-23 


摩 更 の 転換 点 と な っ た 
核兵器 運用 型 MS 強 春 事件 


2.0083. 
年 トリ ン 
トン 基地 を 上 ン 公国 軍 残 党 が 細 撃 。 重力 下 試 
験 の た め 撤 入 きれ て いた 核兵器 運用 型 MS、RX- 
78GP02A ガン ダム 試作 2 号機 を 強奪 し た 。 当時 、 地 
球 岡 最大 の 旧 ジ オン 公国 軍 残 党 組 織 だ っ た デラ ー 
ズ ・ フ リー ト が 、 「 星 の 辱 」 作 職 を 開始 し た の た 

デラ ー ズ ・ フ リー ト が 目論ん だ 「 星 の 居 」 作戦 と は 、 
ガン ダム 試作 2 号機 の 奪取 、 宇 宙 要 塞 コ ン ペ イト ウゥ で 
挙行 され る 観艦式 へ の 核 攻撃 、 コ ロニ ー 再 生計 画 
で 移送 中 の スペ ー ス ・ コ ロニ ー の ジャ ッ ク 、 地球 へ の 
コロ ニー 落と し か ら 成 る 一 大 軍事 作戦 な その 
主 目的 は プロ パガン ダ : 氷 連 邦 軍 
へ の ダメ ー ジ 、 北 米 殻 倉地 帯 の 壊 減 に よる 食糧 需 
前 パラ ンス の 変化 な ど に より 、 ス ペー ス ノ イ ド の 地位 


何故 、 地 球 連 邦 軍 は 核 兵 
だ ろう か ? 一 年 戦争 の 終 
南極 条約 は 効力 を 失い 、 核 兵器 の 使 
上 の 間 題 が な く な っ た こと は 確か 
だ が 、 それだけ が 理由 で な いこ と は 明らか だ っ た . 


オン 公国 は 存在 し な 
党 は 各地 に 潜伏 し 、 終 


邦 活 動 を 続け て いた 。 この 事 
者 政府 は 、 U.C.0081.10.13、 新 
再編 な ど を 骨子 
再建 計画 ] を 可決 する 。 

連邦 軍 再 建 計画 の 裏 に は 、 地 球 連邦 軍 の 派 疹 
争い も 介在 し て いた 。 その 中 で 一 歩 抜 きん 出 た と 言 


える の が 、 ジョ ン ・ コ ー ウ ェ ン 中 将 の 派 間 
ー ウ ェ ン 中 将 は 
MS の 重要 性 を 理解 し て お り 、 連 邦生 再建 計画 の 一 


環 と し て 「 ガ ンダ 開発 計画 」 を 推進 し た 。 MS を 装備 
する | 旧 ジ オォ ン 公国 箇 残 党 に 対処 する た め に は 、 新 型 
MS が 必要 だ と コー ウェ ン 中 将 は 判断 し た よう で ある 

ガン ダム 開発 計画 その も の の 目的 は 、 最高 の 性 能 
を 持つ 機動 兵器 の 開発 だ - 計画 の 性 格 上 、 存 
在 す ら 隠 し て 進め られ た )。 地球 連邦 軍 系 列 の みな 
ら ず 、 接 収 し た 旧 ジ オン 公国 軍 の 技術 も 導入 し た が 
ンダ ム 開 発 計 画 で は 、 あ ら ゆ る 制約 を 取り 払っ て 最 
高 性 能 の 機動 指し た 。 な お 、 実 際 の 開発 は 
アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (AE) が 担当 し て いる 


- 体 化し た ガン ダム 試作 
中 将 は 良識 
は 分 け て 考え て いた の だ ろう 。 の 
その 試作 2 号機 の 拉 報 が 関連 ファ イル 
ト に 漏 渉 し て し まう 。 そし て 、 活動 の 限界 FX-78GP02A ガン ダム 計 作 2 呈 機 eoros FT 
i テ ナ ペ ル ・ が ー 8302.17 正 
"ラー ズ ・ フ リー ト は 乾 地 一 折 の 「 星 の 計 」 作 。。 二条 千 オン 玩 の 向 [RE HG 
し 、 実行 に 動 v っ た 。 チン ダム 開 発 計画 8303.08 講 や の 中 で も 明太 の 失 横 も 
と 、。」。=、 アア E2 胡 8303-11 計 5 
トー ム ん ミ 失 党 勢力 が デ 
("ネー ムレ ス " ジョ ン ・ ス ミス U.C.0155) 8303-12 計 あり 、 彼 ら は U.C.008: 
8303-16 ー 局 」 作戦 を 実行 し た の 


Miustration by MASAKAZU YAMAGISHI “Color by TAEKO KUMAGAI Special Effect by ATUSHI SATOU (SHAMROCK) 


ほ の 肩 」 発 動 直前 の 動 山 と 
オー スト ラリ ア の 戦闘 


撃破 する が 、 


ホ バ ニ クラ ウド 


| 1 | (アル ビオ ン 》、 ト リン トン 基地 に 到着 


の 降下 を 確認 し 
試作 2 号機 に は 逃げ ら 


れ て し まっ た (14 日 未明 )。 


RX:78GPO2A 


2 2 DEE 上 


「 星 の 局 」 作 戦 の 第 一 段階 の ター ゲッ ト と な っ た が 
ンダ ム 試 作 2 号機 は 、 U.C008309.18、AE の フォ ン ・ 
プラ ウン 工場 で ロー ルアウ ト し た (試作 1 号機 は 9 月 29 


ルビ オン /。 


固 試作 1. 号 機 と 試作 ら 号機 の 戦闘 
(アル ピオ ン ) か ら て U-801) の 所 在 を 知ら され 
が 、 ス レー ブ 満 で 敵 の 奇 
グ 小隊 は 予想 され た 回 


《 ア ルビ オン 》 は 試作 1 号機 と 2 号機 を 受領 し 、 重 カカ 
ド 試 験 の た め 豪 州 の トリ ント ン 基 地 に 向かっ て いる 。 
試作 2 号機 准 取 命令 を 受け た デラ ー ズ フリート の ア 


日 、 試 作 3 号機 は 10 月 4H に ロー ルアウ ト ) 。 10 月 7 日 、 ナベ ル ・ ガ トー 少佐 は 10 朋 9H に アフ リカ に 隆 下 し 、 」 
フォ ン ・ プ ラウ ン に 寄港 し た べ カ サス 級 強襲 揚 際 艦 。 現地 の 旧 ジ オン 公国 軍 残 党 と 合流 し で いた ct 
テス ド 坦 

語音 作る 団 試作 2 号機 、 ト リン トン 基地 に 搬入 較 | RGM Z9 

トリ ント 基地 の 2 人 MS 小隊 が 拓 作 U.C.0083.10.13.15:00、 試 作 1 号機 と ら 号 機 

ER の 重力 下 試験 の た め 《 ア ルビ オン ) が トリ ント ン で 
じ hg : 地 に その 直後 、 (の シナ ブス 大 佐 は ~ 

追想 部 隊 に 通知 。 それ を 受け た パ ri a 

ニン グ 小 隊 は 次 陸 能 勢 の コム サイ を を 受領 。( ア ルビ オン ) の 基地 到着 を 確認 し た デ IMS:06E2 


ラー ズ ・ フ リー ト は 「 星 の 層 」 作戦 を 発動 し た 。 


Ms:09/TROP, 回 


SS ッ ンク 


固 試作 2 号機 の 奪取 と 基地 へ の 醸 撃 


デラ ー ズ ・ フ リー ト の 交 一 少佐 が 大 


地 へ と 潜入 し 、21:00 


に 試作 2 号機 を 奪取 し て (アル ビオ ン ) か ら 難 脱 。 その 場 に 
居合 わせ た ウラ キネ 少尉 は 試作 1 号 役 に 挫 乗 し 、 試 作 2 号機 
の 離脱 を 阻止 し よう と する が 失敗 。 さら に 、 | 旧 ジオ ン 公 国軍 
残党 が 少佐 の 支援 の た め 、MS で 革 地 に 突入 する と 同時 
に 長 距離 砲撃 を 実施 、 基地 は 混乱 状態 と な っ た 。 


アル ピオ ン ) 
地球 連邦 軍 MS 部 隊 の 進路 


ET TI 


UC.0083.10.13 15 : 00、 地球 連邦 軍 の 強 誤 揚陸 第 《( ア 
ルビ オン 》 が トリ ント ン 基地 に 到着 。 目的 は ガン ダム 試作 1 号機 
お よび 2 号機 の 重力 下 試験 で : 基地 殖 着 後 、( ア ルビ オ 
ン )》 艦長 エイ パー・ シ ナ プ ス 大 佐 は 、 基地 司 今 ホー キン ズ ・ マ ー 
ネリ ー 准 将 に 棒 時 蔵 庫 の 開封 を 要請 し 、Mk-82 枝 絡 頭 を 胡 信 し 
た 。( ア ルビ オン 》 の トリ ント ン 入り を 確認 し た デラ ー ズ ・ フ リー ト の 
アナ ベル ・ ガ トー 少佐 は 「 星 の 局 」 作戦 を 発動 させ た の だ っ た 。 


型 ジム の 試験 が 行わ れ て お り 、 
林 す る コウラ キツ 月 加 し て いた 


| 記 | [リン トン 量 地 MS 部 隊 、 追撃 を 開始 


AE の 技師 ニッ ク ・ オ ー ビ ル の 手引 き で 、 トー 少佐 が トリ ント ン 
基地 に 潜入 。 同日 21 時 00 分 、 ガ トー 少佐 は Mk-82 核 弾頭 を 装 
填 し た 直後 の 試作 2 号機 に 乗り 込み 、《 ア ルビ オン 》 か ら 離 脱し 
た 。 同時 に 、 旧 ジオ ン 公 国軍 残党 は トリ ント ン 基 地 に 長 距 離 攻 
撃 を 加え る と 共に MS 部 隊 を 送り 込み 、 ガ トー 少佐 の 後退 を 支援 
し て いる 。 この 際 、 ウラ キ 少 尉 が 試作 1 号機 に 搭乗 し 、 2 号機 の 
准 思 を 試み た が 、 失 致し て いる 。 


ウラ キ 少 尉 の 試作 1 号機 は 、 ガ トー 少佐 の 2 号 届 の 前 肛 と 許し た 。 トリ ント 
ン 基 地 は 溢水 抵 と 支援 MS の 長 衣 攻 撃 を 受け 、 革 地 司令 が 戦死 。 


試作 2 号機 、 豪 州 を 離脱 


同日 21 時 46 分 、 トリ ント ン 基 地 の 残存 MS 部 隊 が 試作 2 号機 
の 追撃 を 開始 。 追撃 に 参加 レ し た の は 2 個 MS 小隊 で 、 パ ニン グ 隊 
に は ウラ キ 少 尉 の 試作 1 号機 も を の まま 参加 し て いる 。 ほ ば 同時 に 

《 ア ルビ オン 》 は 、 試 作 2 号機 回 収 の た め に 降下 中 の コム サイ を 
bg 追撃 部 隊 に 通知 し た 。 パニ ング 小隊 は 、 試作 2 号機 を 扶 
に 入っ の 2 も の の 、 2 号機 は 爆散 
た 。 


革 地 本 人 戦死 に より 、 ト リン トン 基地 は (アル ビオ ン 》 が 中 心 と な っ て 広 
処 に 東 り 出し た 。 試作 1 号機 が コム サイ を 破壊 し た ザ 、 2 号機 は 脱出 。 


旧 ジ オン 公国 軍 の 潜水 第 (U-801) の 位置 を 推定 
ピオ ン ) は 、 情 報 を カレ ント 小隊 に 通達 。 だ が 、 ス レー プ 
岩 ) 方 面 に 向かっ た カレ ント 小隊 は ガト ー: 
て 壊 減 し た 。 遅れ て スレ ー ブ 湾 に 
され た 民代 2 呈 尼 の 回 8 点 で 東生 と な り 、 旧 ジ オン 公国 
軍 の MS2 機 を 撃破 し て いる 。 試作 2 号機 は 〈U-801) に 
回 収 され 豪州 を 離脱 し て いっ た 。 14 日 早朝 の こと で ある 。 


¥s = 
佐 に 一 矢 報い た ウ だ が 、 試 作 2 号機 を 取り 逃 が 1 
り の 隊員 を 失い 、 バニ ング 大 慰 も 仙人 


小隊 は 一 連 の 昔 上 


RNN 


ズ ・ フ リー ト 
軍 残 党 の 進路 


mm 紗 - | 間 発 生地 点 戴 


Miustration by AKIO UNUMA 


エー スパ イ r ロ y ト の カ 
試作 号機 強 礁 の 中 心 と な っ た ガト ー 少 佐 に 代表 され 

る 趣 エ ー ス 級 バ イロ ッ ト は 、 が 

戦闘 を 支配 し うる 存在 で あっ 


ガン ダム 騙り 100 機 以上 の ジオ 
ン 公国 軍兵 問 を 撃破 し た エー ス 
高い ニュ ー タ イプ 能力 を 発 哲 し た 


bh た 
四宮 の エー ス 。 ル O ム 臣 役 では 
5 個 の 寺 邊 を 没 


aaryo っ ox 142.24 


機動 戦士 ガン ダム ZZ 


142-25 


ザビ 家 の 間 児 を 洪 す る 
唱 ジ オン 公 岡 軍 残 売 組織 | 


本 稿 で は 、 旧 ジ オン 公国 軍 残 党 組 織 ア クシ ズ と そ 
オ ・ ジ オン に つい て 解説 し て いる 。 な 

3 ネオ ・ シ いで は 、 ハ マー ン ・ カ ー ン が 摂政 
グズ 副 総帥 を 務め た 時 代 に 限っ て 紹介 し た 。 シャ ア ・ 
アズ ナブ ル 時 代 以後 は 別 稿 を 参照 され た い 。 

一 年 級 争 化 、 ア ステ ロイ ド ・ ペ ルト の 小惑星 基地 ア 
クシ ズ を 根拠 地 に 活動 し た 旧 ジ オン 公国 軍 残 党勢 
力 が 、 その 拠点 名 か ら 「 ア タ シ ズ 」 と 呼ば れる 。 旧 ジ オォ 
ン 公国 軍 残 党 の 最大 勢力 で あり 、 デ ラー ズ 紛 争 と グ 
リプ ス 戦 役 に 介入 後 、 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 で は ネ 
オ ・ ジ オン を 名 乗っ て 地球 に 侵攻 し た こと で 知ら れる 。 

一 年 戦争 の 終戦 前 後 、 ジオ ン 公国 軍 の 一 部 は ジ 
オン 共和 国 へ の 帰順 を 良し と せ ず 各地 に 潜伏 、 反 
地球 連邦 ゲリラ バテ ロ 活 動 を 開始 し た 。 旧 サ イド 5 
の 障 礁 宙 域 ! 英 の 園 」 を 建設 し 、 デ ラー ズ 維 
争 を 引き 起こ し ー ズ ・ フ リー ト は 有名 で ある 。 

し か し 「 ジ オン 独立 戦争 ] を 再開 する に あたり 戦 


宇宙 世紀 ガイ ド : ア クシ ズ と ネオ ・ ジ オン (ハマ ー ン ) 


ジオ ン ( 八 マー ン ) 


力 再編 に 注力 すべ き と する 勢力 も あっ た 。 その 代表 
が 7 クシ ズ で あり 、 地球 連邦 軍 の 介入 を 受け 難い 小 
惑星 基地 アク シズ へ 向かっ た の だ っ た 。 

アク シズ が 他 の I 旧 ジオ ン 公 国軍 残党 勢力 と 一 線 
を 画 し て いた の は 、 活動 方 針 だ け で は な い 。 他 の ジ 
オン 公国 軍 残 党 に は な い 重 要 な ふた つの 特徴 を 、 
アク シズ は 持ち 合わ せ て いた の で ある 。 

まず 、 ア クシ ズ に は ドズル ザビ の 遺 
オ ・ ザ ビ が いた 。 一 年 戦争 終結 の 時 点 で 
赤ん坊 だ っ た が 、 確 認 さ れ て いた 唯一 の ザビ 家 直 
系 の 生存 者 で あり 、I 旧 ジオ ォ ン 公国 残党 の 頂点 に 立つ 
「 生 女 ] だ っ た (ザビ 家 の 血統 だ と いう グレ ミ 
も 7 クシ ズ に 参加 し て いた ) 。 ジオ ン 公 国 が ザビ 家 の 
独裁 国家 だ っ た こと を 考え れ ば 、 ミ ネバ が 持つ 政治 
的 意味 が 極め て 大 きい こと は 容易 に 理解 で きよ う 。 

も う ひ と つの 特徴 は 、 小 惑星 基地 アク シズ を 中 心 
に 大 規模 な コミ ュ ニ ティ を 築い た こと だ っ た 。 他 の ジ 
オン 公国 軍 残 党 で も 地元 勢力 に 接近 し 、 コ ミュ ニ 
ティ を 形成 し た 例 は ある が 、 ほ と ん ど は 「 村 」 レベ ル 
の も の に 過ぎ な い 。 これ に 対し て 小惑星 基地 アク シ 
ズ は 、U.C.0081 に 地球 岡 か ら 旧 ジオ ン 公 国軍 残党 
が 流入 し た 時 点 で 3 万 の 人 口 を 擁する 巨大 コミ ュ ニ 


[2 | 09 mg 


Organization of 
宇 直 世 紀 の 組織 ・ 有 勢 力 


ティ と な り 、 短 期間 で 「 国 家 」 規模 に まで 発展 し た 。 

大 規模 と いう こと は 、 マ ン パ ワー が 大 きい こと を 意 
味 す る 。 これ に 技師 た ちの 技術 力 が 加わ る こと で 、 
小惑星 基地 アタ シズ は 加速 度 的 に 発展 。 一 年 戦争 
時 か ら 存 在 す る 工 語 で の 新兵 器 開発 も 進み 、 画 期 
的 な ニュ ー タ イブ 専用 機動 兵器 や 新型 主力 MS も 
生産 され た 。 

こう し て アク シズ は 残党 勢力 最大 の 戦力 を 構築 し 、 
「 ジ オン 再興 」 の た め 地球 圏 に 帰 届 す る こと と な る 。 


(U.C.0111 ショ ウ ・ ド ゥ ) 
関連 ファ イル 
ハマ ー ン ・ カ ー ン ZZ-02-13 
一 年 戦争 の 終結 と ジオ ン 狂 党 の 動向 FG-03-13 蘭 
アク シズ の 地表 園 帰 選 Z.03-08 較 
アク シズ & ネ オ ・ ジ オン の MS 開発 Z-03-22 講 
グレ ミー の 反乱 ZZ-03-08 攻 
2 呈 ez2 シ デ ZS.17 
第 一 次 キオ ・ ジ オン 戦争 ZZ-03-20 講 
ruErerew 


2 レイ 
務 湊 させ た 。 し か し 、 


ゴ と の 戦 問 に より 壊 減 し た 。 


Mustation by TAKUYA IO 
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アク シズ は 、 U.C.0080 年 代 に お ける 旧 
ジオ ン 公 国軍 残党 の 最大 勢力 で あり 、 後 に 
「 ネ オ ・ ジ オン 」 と 改名 し た 。 「 ジ オン 再興 」 を 
掲げ て 地球 園 に 帰還 し た が 、 度 々 内 部 抗 守 5 
争 が 起こ っ て お り 、 内 戦 の 末 に 崩壊 も た 。 過 香 


開 征 ト 4 


し た 社会 を 形成 。 小 星 基地 アク シ 
物 賀 が 不足 し て お り 、 市 民 の 不満 も 多 。 


目 U.C.00B0 年 代 前 期 の 


アク シズ の 状況 の 


I + 


還 グリ ブス 戦役 期 の 
アク シズ の 状況 


ハマ ー ン カー シ 


利用 . 散 対 利用 - 逆 放 


アク シズ (ネオ ・ ジ オン ) は 、 | 旧 ジ オン 公 
国 の 支配 層 や 高級 将校 官僚 、 そ の 血 


2 操 に は シャ アァ アァ 


ズ ナ ブル も 参加 し た 
族 が 上 層 部 を 形成 し て いた と 言え る 。 旧 ジ が 、 地 束 国 の 人 を 
オン 公国 軍 の 将兵 も 多く 参加 し た が 、 新 er 
兵 の 多く は 低 練 度 で あっ た 。 理由 と 言わ れ て いる 
B 導 者 。 < 4 
EC 
ミネ パ が 最高 権力 者 だ が 、 年 欠 的 な 問題 で n 7 牙 
に 前 に ・ 総 ン 時 
灰 任 し た マハ ラジ ャ ・ カ ー ン 提督 が 紅 括 責任 者 4 カ 冶 
と 提 吉 の 死後 は 娘 の ハマ ー ン が ミネ バ ・ 1 ご 
が ン 
1 
< 
氷 
パパ や カー ン 家 ら を 直接 的 に 支え 、 政務 や 02 
軍務 に あたる 上 級 幹部 。 前 弥 で 指 探 を 執る こ ト 
と も ある 。 ザ ビ 家 の 血 続 と いう グレ ミー・ ト ト は 八 
」 
ス 
し > か 
ー キ ラ 
前 線 で 実 人 部 陸 を 指揮 する 将校 で 、 運 常 は Ah 
開 艇 1 集 と その 艦載 MS 部 隊 を 任 さ れる 。 「 崎 ス タ 
土 ] と 呼ば れる 特殊 将校 も お り 、 カス タム メイ ド の 1 カ 
制服 を 交 用 し て いる こと が 多い 。 旧 ジ オン 公国 ン ラ 4 
軍 か 5 の ペ テ ラ ン だ け で な く 、 ア クシ ズ 時 代 に 入 = 
隊 し た 新人 で も 優秀 で あれ ば 部 隊 を 任 さ : 
[ach Pr : 1 
ア サ 
地球 還 帰 選 ゃ 地球 休 攻 に 際 し て は 、 地 球 3 よ 
還 に 区 留 し で いた 旧 ジ オン 公国 軍 と 接 表し 協 8 隊 隊 
力 を 求め た 。 彼ら は 装備 こそ 旧式 だ っ た が 高い MN 長 
| 土気 と 練 度 を 誇り 、 ア クシ ズ (ネオ * ジ オン ) の 兵 4 


員 不 足 を 補っ た 。 グリ プス 戦役 末期 以後 行き 
場 を 失っ た ティ ター ンズ 洗 兵 の 参加 も あ - 


小惑星 基地 アク シズ に 逃れ た | 旧 ジ オン 
公国 軍 の 技師 た ち は 、 基地 の 工 店 を 用 い 
て 新兵 器 を 開発 し た (基地 所 属 の 技師 も 
協力 ) 。 ジオ ン 公 国 の 重工 業 技術 を 継承 ・ 
発展 させ た 兵器 は 極め て 高 性 能 だ っ た 。 


旧 ジ オン 公国 軍 の 艦艇 の 発展 型 に あたる 
新型 第 を 開発 。 当初 は ( グ ワ ン バ ン 〉 や 《 グ ワ 
ダン ) と いっ た グ ワ ジン 系 の 発 民 型 が 優先 され 
た よう で ある 。 その 後 、 地 球 侵攻 想定 し 
フフ スキ ー- ク ラフ ト を 搭載 し た (サダ ラー ン ) や 
(エン ドラ ) 級 が 建造 され て いる 。 


地球 賠 帰 思 後 の 対 連邦 軍 戦 や 地球 侵攻 を 
想定 し 、 新型 の MS や MA を 開発 。 初期 の 独自 
に La 


性 能 で 
時 重 MS の ドラ イセ ン な ど 、AE 製 MS と 
也 角 以上 の ハイ スペ ッ ク 機 を 多数 実用 化し た 
U.C.0083 の 時 点 で 圧 
的 攻防 力 を 謗 る ノイ 
を 開発 。 サイ 
> 報 MS も 開発 

の て た 


年 埋 争 期 の MS は U.C 0080 年 代 中 期 ま 
で に 一 線 を 退 い た が 、 後 方 用 と し て 用 いら れ た 。 
グリ プス 戦役 未 期 頃 に な る と 、 直 獲 ・ 接 収 し た 
ティ ター ンズ 地球 連邦 軍 系 機動 兵器 を 運用 
する ケー ス が 増加 。 ドー ベン ・ ウ ルフ の よう に 、 
連邦 系 の 発展 型 に あたる MS の 開発 例 も ある 。 


旧 ジ オン 公国 軍 残 党 組 織 と し て の アク シ 
ズ の 歴史 は 、U.C.0081.03.28 に : 
ザビ が 到着 し た s 
当初 、 統 括 責任 者 で ある マハ ラジ ャ は 穏健 
な 方 針 を 採っ た が 、 マ ハラ ジャ の 死 と ハマ ー 
ン の 摂政 就任 な ど を 通じ て ザビ 家 再 尋 派 
が 台頭 。 結果 、 アク シズ は 地球 
イド 3 を 手中 に 収め る が 、 内 戦 で 崩壊 し た 。 


デラ ー ズ ・ フ リー ト の 「 是 の 居 ] 作戦 に 費 
同 し 、 先 通 艦 隊 を 派遣 し た 。 マハ ラジ ャ の 死 
後 、 娘 ハ マー ン が ミネ バ の 摂政 に 弥 任 。 


アク シズ の 最高 権 
力 者 と な り 始め た ハ 
ハマ ー 
拍 政 に 推挙 し た シャ 
プア は 、 アク シス を 可 
れ 地 球 園 へ 移動 を 

開始 


第 一 次 ネオ ・ ジ オン 圭 争 初期 、 ネ オ ・ ジ オ 
ン に 改名 。 地球 に 侵攻 する と ダカール を 制 
圧し 、 連邦 政府 に サイ ド 3 を 可 渡 させ た 。 


半 邊 開発 の ガン ダム 
リウ ム Y (ガン マ ). 
地球 国 か ら 入所 


AMX-003 ガ #C 
(可変 式 主力 MS) 


AMX-107 バウ 

(合体 ・ 可 変 式 MS) 
ジャ ムル ・ フ ィ ン 
(可変 MA) 


RMS-106 
ハイ ザッ ク 


MRX-010 
サイ コ ・ ガ ンダ ム MkT 


、 ア ステ ロイ ド ・ ペ ルト の 小吉 
星 基 地 ア クシ ズ に 旧 ジ オン 公国 軍 残 沈 が 
流入 。 提 点 の コロ ニー 化 を 進め た 。 


BRS 

i の の 
Sn 

イン も 吉備 され た 


U.C.0086.02.06、 小惑星 基地 アク シズ 
が 地球 園 に 向け て 発信 翌年 10 月 12、 
地球 | 達し グリ プス 戦役 に 介入 し た 。 


ティ ター ンズ の 敵 寺 
と エゥーゴ の 戦力 減 
少 に より 、 ア クシ ズ 
は 最小 限 の 損失 で 
グリ プス 戦役 の 勝 
者 と な っ た 。 


サイ ド 3 入 り し た ネオ ・ ジ オン だ が 、 グレ ミー 
の 反乱 で 内 較 状 態 に 突入 。 ハマ ー ン と グレ 
ミー が 戦死 し 、 ネオ ・ ジ オン は 瓦解 し た 。 


| の BE で ホ 


前 時 ・ サ ン ラ イズ 


142.26 


143-21 


新 機動 戦記 ガン ダム W 


LW] D8 se Dln 


Open the New Generation 


地球 で 紛争 が 頻発 する 中 、A.C. (アフ ター コロ 
ニー) 歴 が 制定 され 、 ス ペー スコ ロニ ー の 開発 が 始 
まっ た 。 紛争 や 環 ヒ と いっ た 間 題 へ の 対処 、 新 
投資 先 の 模索 、 国 威 高揚 な ど が 動機 と な っ た よ 
う で 、 先 進 国 の 援助 の 下 、 コ ロニ ー の 開発 は 加 
地球 の 紛争 を 嫌っ で 上 が り 、 コロ ニー 


筋 縄 に は 行か な る 者 の 間 に 夢 延 す 
る 疾病 、 坪 子 と も に 死亡 率 が 高い 宇宙 で の 出産 、 未 
開発 コロ 生 に 起因 する 開発 計画 
の 失敗 な ど に より 、 計画 が 遅滞 し 始め た の で ある . 

』 題 以外 に も 、 コ ロニ ー 開 発 の ハー ドル 
地球 の 紛争 か も 飛び 火 し 、 散 
| 士 が 軍事 衝突 する 事態 に まで 発 
ほ を 受け 、 各 国 も コ | 
べ へ の 援助 を 減少 させ て いく 。 この 結果 、 企 
家 の 後 ろ 盾 を 失う 形 と な り 、 移民 


えた コロ ニー 開発 計画 を 救っ た の は 、 石 油 経済 か ら 
の 脱 東 を 目指 す 中 東 諸 国 た これ に より 計画 は 


そし て A.C.102、 人 類 初 と な る 
する 。 同時 期 、DNA 操 作 に より 宇宙 で の 出産 が 容 
易 と な り 、 コ ロニ ー 生 まれ の 第 一 世代 が 誕生 し て いっ 
た 。 こう し て コ 時 代 が 幕 を 開け た が 、 そ こ に 
待っ て いた の は 新た な 困難 。 地球 の 紛争 解 
決 の た め に 設立 きれ 
軍事 力 を も っ て コロ ニー 
の 背景 に は 、 コロ ニー を 仮想 敵 に 4 
で 地球 の 結束 を 促 そ うと いう 目論み の ほか 、 
コロ ニー へ の 「 蔵 み 」 と 「 妖 如 」 が あっ た 
地球 賠 統 一 連合 か ら の 圧力 に 対し 、 コ 


の 後 コ ロ 
安定 期 に 入る が 、 地 球 圏 統一 連合 の 支配 は 強まり 、 
コロ ニー 側 の 不満 は 高まっ て いく 

そこ に 現れ た の が ヒイロ ・ ユ イ 
題 協 議 機関 の 代表 に 選出 さ # 
と 地球 の 非武装 化 に 動き 、 多く の 支持 を 集め た 。 

し か し A.C.175、 ヒ イロ は 暗殺 され る 。 ヒイロ の 影響 
力 を 恐れ た 地球 隊 統 一 連合 軍 の 将校 が 、 連 合 軍 
特殊 工作 班 ( 後 の 0Z) に 暗殺 を 依頼 し た の で ある . 

ヒイロ の 死後 、 地 球 で は サン クキ ング ダム が 完全 


平和 主義 を 提唱 し た も の の 、 こ ちら も 連合 軍 に よっ Wo2-16 
て 壊 減 。 以後 、 地 球 陶 統 一 連合 は 地球 と コロ ニー Wo に 混 
は 乱 に 乗じ た 地球 制圧 作戦 で あ - 
の 支配 を きら に 強め る が 、 ヒ イロ と サン クキ ング ダム Wo320 ER 
’ K 面 下 で 実 を 結び つっ wos:21 
が 遣 し た 理想 は 水面 下 結び つつ あ - 7 = 3 
執筆 時 期 不明 ) タタ ムー W324 


Tlueration by KOUJI NAGATOMI Color by AIKO MIZUNO / Spesial Efect by AKIKO YAMAKAWA Background by EIJI WAKAMATSU (KUSANAGI) 


勢力 の 台頭 門 が 


コロ ニー 建設 が 軌道 に 乗る 一 方 で 、 地 球 の 紛 
争 が 続く 中 、A.C.190 年 代 の 歴史 に 大 き な 影響 
量 を 与え る 勢力 が 台頭 し た 。 地球 囲 統一 連合 
OZ コロニー 独 立派 ご サン クキ ング ダム で ある 。 
この うち 、 コ ロニ ー 独 立派 か ら は 非 暴力 非武装 に 
よる コロ ニー 独立 を 訴え た ヒイロ ・ ユ イ が 現れ 、 サ 
ンク キン グ ダ ム は 完全 平和 主義 を 打ち 出し た 。 だ 
が 、 これ を 危険 視 す る 地球 園 統一 連合 軍 は 0Z を 
使っ て ヒイロ を 暗殺 、 さ ら に サン クキ ング ダム を 軍 
事 制圧 し 、 地球 囲 の 非武装 化 は 遠のい た 。 


スペ ー ス コロ ニ 


乗 


ロー ム フ ェ ラ 財団 の 下部 組 
繕 0Z は 地 珠 較 一 連合 軍 
に 入り 込み を 拡大 


ヒイロ ・ ユ イ 
コロ ニー 問題 協 機関 の 代表 で 、 コ 


ー の 
指導 者 。「 宇 軍 の 心 宣言 」 で コロ ーー 独立 の 
道 契 を 示す が 、0Z の 前 身 組 編 に 昭 条 され た 


アフ ター コロ ニー(A.C.) 暦 が 制定 され 、 コロ 
ニー 開発 が 開始 され た 。 A.C.022 か ら は 、 永 
住 型 宇宙 スズ ョ ン の 研究 結果 を 基 に 、L-1 
で 本 格 的 な コロ ニー の 建設 が 始ま っ て いる 。 


地球 で は 紛争 が 痕 発 し 
て いた 。 コロ ニー の 建設 
が 開始 され る と 、 紛争 を 
嫌っ て 宇宙 に 上 が る 人 々 
が 増加 。 地 球 各国 は コロ 
ニー 開発 を 援 生 し た 。 


コロ ニー 建設 現場 の 過 融 な 環境 、 新 種 の 疫 
病 、 未 開発 コロ ニー 群 の 不安 定 さ に 起因 する 
(4 『 に より 、 計 画 の 遅延 停滞 
AC.040 年 代 か ら は 地球 の 給 争 
及 し た 結果 、 敵 対す る コロ ニー 同 
土 が 武力 行使 し 、 建 設 途中 の コロ ニー が 多数 
損傷 。 A.C.050 年 代 に は 宇宙 移民 の 三 退 、 地 
球 名 国 か ら の 援助 減少 な ど に より 、 移 民 計 画 の 
見 直し や 宇宙 開発 の 中 断 ・ 延 期 が 相次い だ 。 


回 

石油 産業 か ら の 移行 を 目指 す 中 東庄 国 の 
参入 に より 、 コロ ニ 
1 以外 の ラグ 
発 が 開始 され た 。 AC.070 年 代 に 入る と 建設 
資材 の 調達 を 巡っ て 紛争 が 発生 し 、 国 家 
コ 間 で の 資材 の 強 礁 が 頻発 する よう に 
な っ た 。 この 事態 を 受け た 中 東 諸 国 は 仲介 に 
乗り 出し た うえ 資源 小惑星 を 調達 ・ 提 供し 、 コ 
ロニ ー 開 発 の 継続 を 成功 させ た 。 


a 


対立 (後に 解消 ) 


ポイ ント ご と の コロ ニー 共同 体 ) が 形成 され る 。 
一 方 で 地球 上 の 紛争 が 激化 の 一 途 を 辿っ た こ 
と で 総 人 口 の 15% が 宇宙 に 上 が り 、 地 球 
家 群 は 衰退 傾向 に な っ た 。 危険 だ っ た 宇宙 で 
の 出産 も DNA 操 人 
ニー 生ま れ の 第 一 世代 が 誕生 し て いっ た 。 


地球 
(紛争 の 激化 ) 


の 開発 が 地球 各国 や 企業 の 出 
資 で 実施 され た 以上 、 地球 と コロ ニー の 関係 は 前 者 
が 強く な ら ざ る を 得 な か っ た 。 それ で も コロ ニー の 運 
り 、 地 球 の 紛争 か ら 切り 離さ れ 、 平 和 


る と 、 コ ロニ ー 市 民 の 間 に 


は 牧歌 的 な 雰囲気 す 
代 頃 に は コロ ニー 独立 運動 も 起こ っ た : 
ロー ニー 住民 の 注目 

だ が 、 地 球 陶 統 
字 宙 軍 を 駐留 きせ る な ど 、 状況 は 悪化 し て いっ た 。 


め る こと は な か っ 
が コロ ニー 


AC140 年 
、 一般 の コ 


言う 。 


モモ 力 を 加え 、 


A.C.133、 地 球 お よび コロ ニー の 紛争 解決 
を 目的 と する 地球 園 統 一 連合 が 発足 。 同時 に 
地球 園 統一 連合 軍 が 編制 され た 。 A.C.139 に 
は 、 コロ ニー 側が コロ ニー 自治 機構 を 発足 し た 。 


A.C.140、 軍 事 力 を 増強 し た 地球 圏 統一 連 
合 の 圧力 に より 、 コ ロニ ー 自 治 機構 は 解体 され 


た (コロ ニー の 自治 権 放棄 )。 コロ ニー の 一 般 
市 民 は 大 き な シ ョ ッ ク を 受け な か っ た が 、 独立 
運動 は 地下 に 潜伏 し て 活動 を 継続 。 AC.145 
の 地球 使節 団 行方 不明 事件 を 契機 に 地球 の 
反 コ ロニ ー 気 運 が 高まり 、A.C.147、 各 国 の 委 
一 連合 軍 (宇宙 軍 ) 
力 制圧 を 行っ た 。 


圧 カ 
宇宙 軍 の 進駐 


A.C.150 年 代 か ら 、 地 球 男 統一 連合 
支配 へ の 反感 が コロ ニー 
調停 の た め コロ ニ . 
た 。 A.C.165、 コロ ニー 問題 協議 機関 の 代表 
に 選出 され た ヒイロ ・ ユ イ の 下 、 コ ロニ ー 問 の 
連帯 意識 が 高まっ た 。 A.C.173、 ヒ イロ は 非 暴 
カ ・ 非 基 装 に よる コロ ニー 独立 を 凶 う 「 宇 宙 の 
心 宣言 ] を 行い 、 2 年 後 の 採択 を 決定 し た 。 ヒ 
イロ の 費 同 者 は 地球 に も 増え て いっ た 。 


S 画 」 


[mW 回 


A.C.175、 ヒイロ ・ ユ イ 暗 殺さ れる 。 ヒイロ の 
影響 力 拡大 を 恐れ た 連合 宇宙 軍 将 校 の 依頼 
に より 、0Z の 前 身 組織 が 暗殺 を 実行 し た 。 コ 
ロニ ー 独 立派 は 過激 化し て いっ た 。 


ヒイロ 晴 条 を 実行 し た 連 
合 軍 特殊 工作 抵 は 、 直 
後に OZ へ と 発展 。 MS 
を 主力 と する 「 ズ 
ルズ 」 と し て 、 地球 国 続 

含 軍 の 三軍 の ひと 


A.C.180、 サ ンク キン グ ダ ム の ピー スク ラフ ト 
王 が 完全 平和 主義 を 提唱 し 支持 を 集め る 。 し 
か し 、 AC.182、 地球 園 統一 連合 軍 の 攻撃 を 
受け た サン クキ ング ダム は 崩壊 し た 。 

ピー スク ラフ ト 王 以下 


王族 の ほとん ど は サン 
キン グ ダ ム と 運命 を 共に 


し た 。 し か し 、 王子 ミリ ア 
ルド と 王女 リリ ー ナ の 生 
死 は 確認 され ず 生 方 不 
明 と な っ た 


前 交 ・ サ ン ライ ズ 


143-22 


143.23 


VV ガンダム 


WORLD GUIDE 


5 年 時 で 確認 され て いる 地球 と 
月 の 一 般 兵 機 / 地上 車輌 小銃 を は 
じ め と する 携行 兵 ーー の ほか 、 民間 用 ヴィ ー 
クル を 解説 する 。 宇宙 艦艇 海上 艦艇 飛行船 
民間 船舶 な どの 艦船 は 別項 で 紹介 し た た め 、 そ 
ちら を 参照 され た い 。 

地球 帰 四 作戦 が 実施 され た 正 礎 2345 年 、 地 球 
と 月 の 技術 力 に は 、 文 字 通 り 天 と 地 ほ どの 差 が あっ 
た 。 意図 的 な 社会 操作 に より 西暦 1900 年 代 初期 レ 
ベル の 技術 の まま 停 沙 し て いた 北ア メリ ア と 、 最 盛 期 
k 下 し た と は いえ ナノ マシ 
駆使 する ムー ン レ ィ ス で は 、 差 が あっ て 
北ア メリ ア と 月 の 技術 力 の 差 は 、 拳 
て も 明らか で ある 。 ミリ シャ の 制式 拳銃 
アク ショ ン の 中 折れ 式 リ ボル バー 対し て 、 
ディ アナ ・ カ ウン ター の も の は リニア 駆動 の オー トマ 
チッ ク 参 銃 で あり 、 狭 所 で の 使用 を 想定 し た 減速 


正 暦 ガイ ド : 正 暦 の 一 般 兵 器 


Conventional Weapon in C.C. 


蹴 引 防 止 機構 を 備え て v 

も っ と も 、 技 術 力 の 差 に も 拘ら ず ム ー ン レイ ス は 昔 
戦 を 強い られ た 。 ム ー ン レ ィ ス が 地球 人 を 條 っ て いた 
こと 、 デ ィ ア ナ ・ カ ウン ター 将兵 が 実戦 や 地球 環境 
に 慣れ て いな か っ た こと 、 デー タリ ンク な どの 情報 共 
有 技 術 を 積極 的 に 活用 し た 様子 が な いこ と 、 資 : 
エ 作 の 不 徹底 、 ヒ ュー ミン ト (人 目 る 情報 収集 
で は 地の利 に 勝 
の 発掘 兵器 の 存 
大 きか っ た の は 、 地 球 人 に と っ て の 
の 不在 で あろ う 。 

意外 な こと だ が 、 北 アメ リ テ の 人 々 は MS や 宇 笛 艦 
艇 を 除く ムー ン レ ィ ス の 兵器 や ヴィ ー ク ル に 大 き な 衝 
撃 を 受け な か っ た よう だ 。 確か に 地球 人 は 「 舞 
だ っ 、 当時 の 北ア メリ ア に も 水素 エン ジン 駆動 の 


ン レ ィ ス は 、 物 質 転 送 技術 や 精 
技術 な ど を 用 いた 超 兵 器 を 保有 せ ず 、 対 


LM | neD3 ml7 
a 


か っ た 。 ある 意味 、 ディ アナ ・ カ ウン ター は 北ア メリ ア 
人 と 同じ 土 依 で 戦っ て お り 、 技 術 的 な 城 位 性 を 自ら 
発揮 で き な く し て いた の で ある (限定 され た 環境 で 


る り リソース が な か っ た と いう こと だ ろう ) 。 

本 来 、 技 術 レベ ル が 隔絶 し た 文明 同士 の 正規 戦 
は 一 方 的 な 結果 に な り が ち だ が 、 地 球 帰 避 作 戦は 
例外 的 事例 と し て 戦史 に 刻ま れる こと と な っ た 。 

(執筆 者 、 執筆 時 期 不明 ) 


関連 ファ イル 


し た 。 地球 民 を 和 
"| 技術 力 を 有 し . 帰 明 作 戦 に 当 
た っ て は MS な ども 投入 し て いる 。 


llusration by JUN WADA 


北ア メリ ア で 独自 開発 され た ヴィ ー ク ル の 中 で 、 最 高 
度 の 技術 を 投入 され た の が 航空 機 だ っ た 。 イン グレ ッ 
サ 領 で の 研究 と 開発 は 特に 活発 で 、 グ エン ・ サ ー ド ・ ラ 
イン フォ ー ド の 殖産 興業 政策 、 ク ン 一 族 が 保有 し て い 
た 技術 や 設計 較 、 そ し て ミリ シャ の 編制 が 開発 を 後押し 
し て いた 。 機動 力 、 火 力 と も に 北ア メリ ア 最 高 の 兵 器 


と いえ る 級 空 機 だ が ディ アナ ・ カ ウン ター 相手 に は ほ と 直球 ン ッ ンー ンー 
ん ど 効 果 が な く 、 機械 人 形 の 支援 任務 が 多く な っ た 。 は 有 四 式 航空 機 を ほとん ど 装 備 し な い 。 


【 ロケット 

正 暦 2345 年 の 戦乱 未 期 に 投入 され た 新 
型 機 。 複葉 機 で 引き 込み 脚 を 持た な いな ど 
古い 設計 だ が 、 洗練 され た スタ イル を 持つ 。 


【 し し クズ ロッ ク TP.003 
ル ジ ャ ー シャ が 運用 し た 大 型 
輸送 機 。 高覧 配置 の 単葉 式 5 発 機 と 
へ 、、 い 2 完 践 度 の 高い 航空 付 で あっ た 。 


地上 車輌 ・ 陸 戦 兵 器 


北ア メリ ア で は 乗用 車 ト ラッ クン バス な どの 水素 エ 
ンジ ン 自 動車 が 普及 し て お り 、 ミ リ シ ャ 向 け 軍 用 車 の 開発 
は 問題 な く 進 ん だ よう で ある 。 た だ し 、 主力 戦車 を は じ め と 
する 重 AFV (戦闘 車輌 ) に 関す る 技術 は 存在 し な か っ た a 
た め 、 そう し た 兵器 は 開発 され な か っ た 。 高射 懲 、 機 関 砲 
な どの 火器 は 「 古 文書 ] か ら 再現 され た と 言わ れる 。 極め 
て 高度 な 攻防 力 と 機動 性 を 持つ MS を 配備 する た めか 、 
ディ アナ ・ カ ウン ター は AFV の 配備 に 積極 的 で な か っ た 。 


ETT 

数 少な い ミ リ シ ャ の AFV。 武装 は 機関 銃 
2 門 。 従来 の 乗用 車 に 防弾 板 を 取り 付け た 
だ け で 、 限定 され た 汚 闘 能力 し か 持た な い 3 


RE 内 すん の 
を 意識 し た た めか 、 ミ リ シ ャ の 陸戦 兵 
装用 が 多く を 語 め て いた 


電力 供給 用 の 補助 車 
輌 。 大 型 の 水素 タン ク と 発 
電機 を 備え て お り 、 外 部 へ ーー 
の 給電 に 対応 する 。 牽引 
式 で 自 走 能力 は 持た な い 。 


ミリ シャ 最大 の 地上 火器 で 、 射程 ・ 火 力 に も 優れ る 。 本 来 は 対 
空 用 だ が 、 対 地 攻 繋 に も 使用 され た 。 設置 型 と 牽引 式 が ある 。 


| 対空 攻撃 用 の 機 

) 関 砲 。 小型 の 高射 

| 砲 と いえ 、 相対 的 な 
火力 は 低い 。 地上 
に 設置 する 単 凌 秦 
型 や トラ ッ ク 搭載 の 
連装 型 な ど が 配備 
され た 。 


ど に 用 いる 測 下位 
(車載 型 も 存在 ) 
と 対空 用 の サー 
チラ イト 。 他 に も 
対空 警 式 用 の 聴 
音 機 が 開発 、 配 
備 さ れ て いた 。 


Kixss = 応 】 


[ヒッ フ ハ ピー 上 K コ フン  。 | 


ライ ン フ ォ ー ド 99 
式 戦闘 爆 調 機 。 ヒ ッ ーー 
プ ヘ ビー 同様 、 ク ン = 
一 族 が 完成 させ た 。 
地球 帰 思 作戦 時 、 
すでに 旧式 化し て い 
- ン て が 坦 再 任務 な ど に 1 
あたっ た 。 


ッ シ ャ ー エ ン テ 型 の 複葉 機 と いう 
特異 な 形状 を 持つ 。 
= 


9 
ィ イア ナ ・ カ ウ に 3 ディ アナ ・ カ ウン ター 旗艦 (ソレ イ ユ 》 の 艦 
ンタ ー の 個人 用 浮 ニー ば 橋 構 造物 の 一 部 が 離 腕 、 変 形 し た 航空 横 。 
導 機 高度 と そ と 女王 の 此 急 脱出 な ど に 月 いら れる 。 
れ も な い が 、 重 直 離 | 
着陸 を 含む 飛行 が 
可能 で ある 。 民生 
用 を 転用 し た も の 


兵員 や 物資 の 輸送 に 用 いら れ た 6 輪 トラ ッ ク 。 荷台 に 火器 を 搭載 し た 簡易 戦 開 車 輌 、 調理 器具 
を 積ん だ 野戦 放 飯 車 な ど と し て も 使用 され た 。 


ンタ ー の 移動 ・ 休 4 
察 用 小型 オフ ロー 
ドカ ー と 汎用 6 輪 
トラ ッ ク 。 タイ ヤ は 
イン ホイ ー ル モー 
ター を 採用 し た よ 
う で ある 。 
MS 用 兵 装 
MS と 共に 、 そ の 携行 ・ 内 装 兵 装 も 開発 し て いた ムー 
ン レ ィ ス と 異な り 、 北 アメ リア 側 は 機械 人 形 (MS) 用 兵 
装 の 製造 技術 を 持た な か っ た 。 そこ で ミリ シャ は 兵 装 の 
発掘 と 並行 し て 、 非 MS 用 兵 装 を その まま 、 あるいは 改造 
し て MS に 装備 する 方 針 を 探っ た 。 北ア メリ ア 製 と し て は 
大 炎 カ の 火 和 、 糞 結 類 な ど が 搭 幸 さ れ て いる 。 ほとんど 2 
の 場合 、 専 用 の MS 用 兵 装 より 低 威力 だ っ た が 、 一 定 の の 人 9 で 半 作 し だ し 
効果 が 見 込ま れ て いた 。 MS に 搭載 し た り と いっ た 例 も ある 。 
$ FEET CSET 。 | 
地球 帰 較 作戦 開始 後 、 新 た に 開発 ・ 製 木 逢 に 爆 生 な ど を 積め た 糧 否 。 6 個 程 度 
竹 さ れ た 爆弾 。 本 来 は 航空 棋 用 だ が 、MS 。 | を 系 ね た まま 投 条 し 、 空 中 で 的 机 後 爆発 
が 装備 し 手 栖 弾 の よう に 使う 場合 も あっ た 。 する と いう 収束 手相 弾 の よう か 使用 方 法 が 
掴 5 れ た 。 
【】 
0 
協力 で 開発 され た 燃焼 兵 
問 。 周 困 に 末 い た 和 性 部 サイ ロ に 搭載 され 、 小 湯 旦 の 志 
要 末 を 火器 な ど で 引火 させ 壊 に 用 いら れ た 。 
る こと で 、 高 夫 を 発し な が ら 
仙 焼 する 。 3) 」 
5 ) ーー 
em の っ 14324 
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イア ナ ・ カ ウン ター と も に 人 間 用 の 携行 武器 
(特に 季 銃 と テラ イフ ル ) を 広く 配備 し て いる 。 MS が 戦場 
の 主役 と な っ た た め 使 用 頻度 は 高く な い が 、 制圧 ・ 占 領 
任務 や 内 乱 鎮圧 に は 重要 な 装備 だ っ た 。 紛争 が 消 減 し 
て いた 北ア メリ ア の 場合 、 警 察 機構 の 装備 や 狩 狐 用 と 
し て 使用 され て いて た め 、 軍 用 へ の 転用 は 容易 だ っ た と 
思わ れる 。 ムー ン レ ィ ス で も 時 折 発 生 する 反乱 に 対処 す 
る た め 、 人 間 用 の 小 火 状 は 使用 され 続け て いた 。 


る 9 


ミリ シャ 用 は 中 折れ 式 の シン グル アク ショ 
ン ・ リ ボル バー、 デ ィ アナ ・ カ ウン ター 用 は リ 
ニア 駆動 の オー トマ チッ ク 式 だ っ た 。 


ディ アナ - カ ウン ター の 小 火器 は 対地 球 
人 用 と し て だ け で な く 、 移 住民 の 反乱 に 
備え る 介 味 も あっ た よう だ 。 


マ ディ アナ ・ カ ウン ター 用 


る 9 区 7 


ミリ シャ 用 は 拳銃 同様 の 中 折れ 式 リ ボル 
バー。 ディ アナ ・ カ ウン ター 用 は 5.56mm ケ ー 
スレ ス 汗 を 使う ブル パ バップ 式 で 、 ギ ン ガ ナム 
家用 と は 異な る 。 


北ア メリ ア 、 月 と も に 移動 ・ 輸 送 手段 と し て 地上 車輌 
を 中 心 と し た ヴィ ー ク ル が 普及 し て いる 。 西暦 1900 年 
代 前 期 ク ラス の 文明 レベ ル の 北ア メリ ア だ が 、 モー タリ 
ゼー ショ ン は 進ん で お り 、 パ バス や 鉄道 な どの 公共 移動 手 
段 は 決し て 珍し く な い 。 な お 、 動 力 機関 は フロ ジス トー ン 
式 の 水素 エン ジン が 主 で ある た め 、 ヴ ィ ー ク ル の 量 に 反し 
て 公害 は 少な い 。 閉鎖 環境 で 暮らす ムー ン レ ィ ス の 地上 
車輌 も 、 基本 的 に 無 公害 タイ プ で ある 。 


イン グレ ッ サ 祝 の 首都 ノッ クス と も な る と 、 
邊 動車 の 交通 量 は 極め て 多い 。 長 中 
浮 鉄 道 や 路面 電車 も 運行 され て いる 。 


フッ クス 市 内 で は 公 
共 交 通 機関 と し て 路面 
鉄道 が 走っ て いる ほか 、 
都市 間 を 結ぶ 長 距離 
鉄道 も 敷設 され た 。 

下 離 鉄道 は ミリ シャ の 
輸送 用 と し て も 活躍 。 


軽 車 輌 の バイ ク や 三輪 車 も 普及 し つつ あり 、 ミリ シャ で も 連用 され た 。 水素 エン ジン を 持た な い 


自転 車 も 民間 中 心 に 利用 され て いる 。 


@ IDZZZ7 と 6 
輸送 用 の トラ ッ 

ク は 個人 商店 な 5】 

ど で も 広く 利用 さ 。 

れ て お り 、 一 般 的 

な 輪 送 手段 と な っ 

て いる 。 乗り 合い 

パス も 珍し く は な 

か っ た 。 


PO 


/ ムー ン レ イス の トラ ッ ク ノ バス 


ren = 詳 2 

銃器 や 刀 全 類 は 、 個 人 レベル で 保有 し て いる 
場合 も ある 。 法規 制 が 緩やか な 北ア メリ ア で は 、 
狩猟 用 や 護身 用 に 銃器 を 持つ 例 は 珍し く な い ほ 
か ナイ フ 類 も 生活 ツー ル と し て 多用 され る 。 長大 
な 刀剣 は 基本 的 に 美術 品 の よう で 、 上 流 階級 に 
属す る 者 の 所 有 例 が 多い よう だ 。 ムー ン レ ィ ス 社 
会 で は 、 一 般 人 が 銃器 を 持つ 例 は 少な い 。 


塞 河 人 の モリ の よう 


に 生活 に 密着 し た 物 
を 除け ば 、 一 般 ム ー ン 
レ ィ ス が 武器 に な る 
物 を 持つ こと は な い 
アデ メカ の 民 が 持つ 
アデ スカ の: MA の っ 9 
スカ は 、 に まっ た < 無 か 
アデ スカ は 、 正大 2345 年 の 時 点 で も 巨石 本 


文明 クラ ス の 社会 を 形成 し て いる 。 当然 、 武 句 
の 持 術 レベ ル も それ に 準じ て お り 、 北 アメ リア 
で すら 廃れ た 刀 槍 や 弓 が 主要 な 装備 に な っ て 
いる 。 甲 軍 や 盾 と いっ た 防具 も 現役 で ある 。 


型 MS な ら 軸 
だ っ た 。 


アデ スカ の 民 の 武器 侯 / 檎 / 弓 が 主 な 装 に 本 
代 。 武器 が 強力 で な いた 
め 、 甲 朝 や 慎 も 使わ れ 続 。 ! 
け て いる 。 式 の 強 妖 
は 装 物 有 の 武義 で あ 5 7 | コル 


技術 上 の 限界 か ら か エ : 
きい 。 スポ ー ツ カー や リ 
れ ば 講 入 は 難し い 。 


ジン ルー ム と ボン ネッ ト が 大 
ジン も ある が 、 上 流 階級 で な け 


飛行 和解 、 ショ ペル カー と いっ た 特殊 な ヴィ ー ク ル も 少数 な が ら 使用 
され て いる 。 ショ ベル カー は 履帯 式 で 、 重 機 技術 の 向上 を 寮 わ せる 。 


管理 社会 と いう 特性 か ら 画 一 的 に 思わ れ が ちな ムー 
ン レ イス だ が 、 自 動車 を 含む 民生 品 は 多様 。 公 的 組織 
で は 特殊 な 車 も 使わ れる 。 


ムー ン レ ィ ス と い 
えど も 移動 ・ 答 送 手 
段 は 必須 で あり 、 乗 
り 合 い バ ス や トラ ッ 
ク は 広く 利用 され て 
いる 。 デザ イン は 黒 《 
歴史 時 代 の も の に 5 こ 2 
近い 。 


般 兵 器 の サイ ズ 


全高 20m が 当たり 前 の MS と 比べ て 、 一 般 兵 器 は 大 きく て も 全高 数 m 
程度 に 過ぎ な い (当然 の こと な が ら 、 宇 宙 艦 族 と は 比較 に な ら な い ほ ど 小 
さい ) 。 戦闘 爆撃 機 に な る と 全長 10m 以 上 の 機体 も ある が 、 そ れ で も MS 
より は 小型 だ 。 小 サイ ズ は 設計 上 の リソー ス の 少な さ に 直結 し て お り 、 単 
純 に 言え ば MS より 「 弱 い ] こと を 示し て いる 。 


人 人間 と 比べ て 逝か に 大 きい 戦時 や 車輌 だ が 、MS か ら 
見 れ ば ミニ チュ ア も 同類 戦 開 能 力も 段 科 いで ある 。 


| MS と 一 般 兵 器 の サイ ズ 比 較 

MS と 比較 し た 場合 、 一 般 兵 器 が 極め て 小さ いこ と が 分 か 
る 。 MS が 巨大 な の は 人 型 兵 器 が [直立] し て いる た め だ が 、 
体積 が 大 きい こと も 確か で ある 。 大 型 の 一 般 兵 器 は 、 全 高 で 
は な く 全長 が 大 きい (長い ) の が 普通 で ある 。 


40m 


人 型 兵器 と いう 形式 の 都 
合 上 、MS の 正面 投 吉 面積 
は 大 きい 。 対し て 一 般 兵 器 
は 正面 投影 面積 が 小さ く 、 
被弾 率 を 低く で きる 


Miustration by JUN WADA 


MORE INFO! 
され た 艦 砲 と MS 


は 別格] の 艦艇 と MS だ 
の 一 部 が 他 の 用 途 に 転用 され た 
ビ ピチ 防衛 の た め デ ィ アナ 
が それ で 、 尊 砲 や MS の 兵 半裸 合 ユ ニッ ト ( 頭 部 ) を 取り 
転用 し て いた 。 当然 、 機 動 カ は 普 無 だ 
般 的 な 火 交 を 知 か に 決 衣 し た 


OM ・ サ ン ライ ィ ズ 
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[z] 09 sm 山 


Defeat of NEO ZEON 


を 撃破 し た こと で 、 ハマ ー ン ・ カ ー ン は ネ 
MK 


軍 が 多大 な 失 
内 部 の 問題 で を 
ジオ ン 自 体 の 規模 が 


こ 、 再編 され た 地球 連邦 軍 - エ ゥ ー ゴ 艦隊 が 
FE 地球 連邦 軍 ・ エ ゥ ー ゴ 
加 せ ず 、 その 動 


“の 再生 は 不可 能 な 状態 と 


弾 と し て 投身 


きれ な が ら ゃ 決 
地 モウ サ が 、 再び 〈 ゴ 
お り 、 そ の 陣 止 は 困難 な 状態 
了 ア 3) の 崩壊 は 避け られ な い 

それ で も 、 ネオ ・ ジ オン は サイ ド 3 か ら 描 退 し な か っ 
た 。 有力 な 後背 地 を 持た な い ネ オ ・ ジ オン に 
サイ ド 3 撤 退 は 、 アス テロ イド ・ ベ ルト 時 代 と 5 じ か そ 
れ 以 上 の 厳し い 生 活 を 意味 し て いた 
い 雌 伏 の 時 を 経て 還 し た サイ ド 3 へ の 愛着 も 、 ネ 
オ ・ ジ オン に 撤退 を 忠 踏 きせ た 理由 
ヽ SS 上 敗北 し て い 


9 被害 を 出さ な か 
3) へ の 所 突 
2 


た こと が 判明 し た の 
クリ プス 昌和 六 叶 に シ ャ 
言わ れる ) 

ン が サイ ド 3 か ら 
艦隊 が サイ ド 3 を 制圧 
戦争 は 終結 し た 。 勝者 


関連 ファ イル 


| FE PAEVEW 


争 末期 の 立ち 回 り が 要因 だ っ た . 
7202-13 


- 方 の 勝者 の エゥーゴ は 、 終戦 直後 に 


03-35 
心 力 を 失っ て 解体 。 結果 、 第 一 次 ネ 220308 

オ ・ ジ オン 戦争 は 地球 志 攻 の 独 り 勝ち で 終わ っ た 。 2 kL 
(ギィ ・ メ イケ ル TUC.0103) 第 一 次 キオ ・ ジ オン 戦争 = ZZ-03-20 


144.21 Miustration by MASAKAZU YAMAGISHI ご Color by TAEKO KUMAGAI "Special Effect by AKIKO YAMAKAWA 


「 待 ち 」 の ネオ ・ ジ オン 


グレ ミー・ ト ト 肉 死 直後 の U.C.0089.01.17、 ネ オ ・ ジ オン と 
エゥーゴ の 《 ネ ェ ル ・ ア ー ガ マ ) は コア 3 を 挟ん で 布陣 し 、 対 振 し 
主導 権 を 握っ た は ず の ハマ ー ン ・ カ ー 
し ・ ア ー ガ 
妥 知 し て 
いた ジュ ドー は ZZ ガン ダム を 駆っ て 単独 で 出撃 。 ハマ ー ン も キュ 
ちの 条件 は 整っ た 


ル ・ ア ー ガ <) の 的 衛 に 衝 
を 知っ て いた ハマ ー ン は 


八 マ 戦死 


マー ン は 戦死 。 決着 
が 、 プ ルツ ー の 指示 で 行わ れ た (ネェ ル ・ 
中 に 成 、 導 に 所 抽 し た 。 直後 Fan 


ミ 者 
ジオ ン 戦 争 の 勝者 


判明 。 地球 連邦 は 戦わ ず し て 第 一 次 ネオ 


力 を 残し て いた 
ン が 総 攻撃 を 行わ な か っ た の は 、 
戦力 の 損耗 回 遊 以外 に も 理由 が あお: 


な 二 他 の 軍属 の クル ー は 故郷 へ と 帰 
いる 記 あ = ゴ は 解体 れ 、 ネ オ 
内 乱 の 後 、 シャ ア の 主導 で 再編 され た 


(コア 3〉 と モウ サ の 衝突 


間 過 直後 、 グ レミ ー 軍 残党 の 抽 撃 を 受け た ジュ ドー と ハマ ー ン 
だ が 、 ネオ ・ ジ オン 親衛 隊 の 介入 を 受け て 、 移動 中 の 小惑星 基 
地 モ ウサ に 戦場 を 移し た 。 モウ サ 内 で ジュ ドー と ハマ ー ン の 一 騎 
直後 、 モ ウサ は 半壊 し た (コア 3) と 衝突 。 この 結 
コア 3) は 完全 崩壊 に 向かい 
残存 艦隊 も さら な る 被害 を 出し て いる 。 衝突 を 受 
ハマ ー ン は モウ サ を 苑 脱 し 、 外 部 で 軸 開 を 再開 し た 


次 ネオ ・ ジ オン 戦争 後 、( シ ャ ング リラ ) 出身 の 軍属 の ほ 
と ん ど は 除隊 し 故郷 に 帰 ジュ ドー と 志 
木星 船団 に 志願 し 、U.C.0089.03.15、《 ジ ュ ビ トリ ス II で 木 
星 画 へ 向かっ た 。 終戦 直後 に エッ ー ゴ も 解体 され て いる 。 ネオ ・ 
ジオ ン で は 同年 12 月 、 ハ ・ ア スナ ブ 


1 
ーー ガマ 隊 で 活躍 し た 
H 航 直前 、 ジュ ドー は 


る も の が 、 ハ マー ン ・ カ ー ン の 個人 的 』 

ZZ が ンダ ム の パイ ロッ ト 、 ジ 
ニュ ー タ イプ 能力 を 高く 評価 し 、 
ハマ ー ン は 、 被 と の A 


互い に 高度 な ニュ 
闘 の 索 : 
域 か 5 の 見 説 が 不可 能 と 思わ 
も (ネェ 比 アー ガマ ) か 引 の 砲撃 
その 産後 、 地 球 連邦 軍 
艦隊 が サイ ド 9 を 制圧 、 こ うし て 第 一 
ネオ ・ ジ オン 戦争 は 終結 し た の だ 


Mkustration by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
(ジュ ピ ト リ ス T) の 戦い 


ビ ト リス TL 
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Technology in GC EE 


独立 運動 組織 | 黄道 同盟 」 か ら 発展 し た プラ ント の 
軍事 組織 ザフト で も 制服 (いわ ゆる 軍服 ) を 採用 し て 
いる 。 国際 法 上 の 戦闘 員 資格 を 満た す 以外 に も 、 身 
分 の 明確 化 、 軍 
「 格 好 具 き ] や 「 精 慢 き ] で プラ ント 国民 の 支持 を 集め 
る 意味 な ど が ある (これ は 他 の 軍事 組織 で も 同様 )。 

ザフト の 制服 が 他 の 勢力 の も の と 大 きく 異な っ で 
は 、 階級 章 の 不在 と 「 色 分 け 」 に ある 。 

ザフト は 階級 (中 将 . 大佐 少尉 神 環 と いっ た 
も の ) が 存在 し な い 組織 で ある た め 、 当 然 、 階 赤 章 
も な い 。 ある 程度 の 役職 や 地位 を 示す 役 章 を 左 胸 
に 付す ほか 、 プ ラン ト 最 高 評議 会 議長 直属 を 示す 
FAITH 微 章 を 着用 する 場合 も ちる が 、 地 球 運 合 軍 
や ヤオ ー プ 軍 の 階級 章 ほ ど 細 か い 規 定 は な い 。 

ザフト に お ける 啓 越 の 不在 は 、 プ ラン ト 住民 の ほとん 
どす べ て を 占め る コー ディ ネイ ター の 能力 と 関係 し て 
いる 。 あら ゆる 面 で 高度 な 能力 を 持つ て いる コー ディ 
人 それ は 強 
No いつ た フィ ジル ル 面 だ け で は 


意味 する 。 
低下 させ : 


EC i 


交渉 | 
た 面 で 問題 と 成り 得る が 、 少 な く と も プラ ント に お いて 
問題 は 知ら れ て いな い 。 プラ ント が 能力 を 重視 し た 社 
会 で あり 、 コ ー デ ィ ネ イタ ー た ち も そ れ を 承知 し て いる こ 
と 、 コ ー デ ィ ネ イタ ー の 情 寺 の 安定 性 が 「 妖 妨 」 と は 縁 
遠い 性 格 を 形成 し て いる こと な ど が 要因 だ ろう 。 
制服 の 「 色 分 け 」 も 階級 前 の 不在 と 関係 し て いる 。 
ザフト で は 将兵 の 役 江 や 位置 付け 、 士官 アカ デ 
で の 成績 な ど を 基 | 
緑 評議 会 
用 する 青 緑 を 最上 位 と する 場合 も ある ). 
地球 連合 軍 や オー プ 軍 に お ける 下士 官 ・ 兵 が 将校 
より 圧倒 的 に 多い の と 同 ザフト で も 紫 服 は 4 名 し 
3 ら ず 、 緑 服 が 将兵 の ほとん ど を 占め る 
色分け の うち 、 紫 ./ 白 / 黒 は 地球 連合 軍 の 指揮 
官 級 以 上 に 相当 し 、 線 は 下 ラス に あたる 。 
特 訂 の が 5 ボ や 所 計 の 成績 上 位 
ド 服 、 ア カ な ど と 呼ば 


E 科 は MS パイ ロッ ト が 多く 、 部 隊長 を 任 され る 
例 も 珍し く な い 。 も っ と も 除隊 まで ザフト レッ ド を 着用 す 
る 将兵 は 少な いよ う で 、 上 昇進 に 伴う 白 や 黒 へ の 変化 
や 、 問 題 行動 か ら 緑 に 降格 し た 例 も 確認 され て いる 
意外 な の は 、 制服 の カス タマ イズ 例 が ほとん ど な い 
こと で 、 特殊 制服 が 多い 地球 連 儲 軍 と の 明確 な 差 と 
な っ て いる (女性 将兵 の スカ ー ト や 靴 の 選択 肢 は 広 
い )。 バイ ロ 引 スー ツ の 改造 例 も 少な い が 、 カ ラー リン 
グ の 変更 に は 寛容 で あり 、 エ ー ス 級 を 中 心 に 様々 な 
色 の パイ ロッ トス ー ツ が 存在 する 。 
(フー コー・ デ ルカ ッ セ CE.75) 


ラ ガイ ド : ザフト の 制服 と 宇宙 服 画 nD3 sm 


関連 ファ イル 


アス ラン ・ ザラ 
ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ 


fhEPmgEw 
EE 


と 当 補 は 地球 人 軍 を 圧倒 す 
る 軍事 を 誇っ た 


プラ ント と ザフト 


Mustration by TAKUYA IO 


| ザフト の 制服 4 ort far 
する 


ザフト の 制服 は 色 に よっ て 分 類 さ れ 、 上 位 
か ら 紫 白黒 ご 赤 緑 と な っ て いる ( 役 
職 に よっ て は 白 と 黒 が 逆転 する こと も ある )。 
紫 は 最高 評議 会 の 国防 委員 ( 長 )、 白 は 部 
隊長 や 秀長 、 団 は 基 地 司 令 や ( 副 ) 艇 長 、 
赤 は 部 隊長 や MS パイ ロッ ト 、 緑 は 下士 官 ・ 兄 館 ・ 隆 格 に よる 抽 肥 
兵 クラ ス な ど で ある 。 な お 、 赤 服 (ザフト レッ ド ) の 変更 も ある 。 ラウ や イ 
は 特殊 な 位置 付け で 、 ア カテ ミー 卒業 時 の 2 ば 赤 か ら 邊 へ 衝 


イア ッ カ は 操 に 
成績 が 1 位 か ら 520 位 まで の 者 に 与え られ る 。 降格 し た 例 で ある 。 


名 


Pe 
【 計 居 


1 
4 


一 M は ) 


た ニョ ラリー _ 


MORE INFO! 
軍 幅 と コー ト 2 


制服 の 付属 物 と し て 、 軍 帽 や コー ト が あぁ 重 
る 。 軍 帽 は MS パイ ロッ ト や メカ ニッ ク 以 外 
の 桂 兵 の 着用 例 が 多く 、 常用 され る 。 


陸戦 要 員 や 警備 兵 な ど 
は ヘル メッ ト や 防弾 ジャ 
ケッ を 秒 用 。 電電 地帯 
の 地上 動 務 兵 も 特殊 な 
軍 帽 を 着用 する 。 


Qt er 


地球 連合 軍 と 同様 に 、 ザ フト の 宇宙 服 
は パイ ロッ ト 用 と 一 般 用 に 大 別 で きる 。 パ 
イロ ッ ト ス ー ツ の 基本 色 は 制服 の 色 と 同じ 
で 白 服 用 スー ツ は 白 、 赤 服 (ザフト レッ ド ) 
用 スー ツ は 赤 、 緑 服 月 は 縁 と な る ( 黒 服 
は パイ ロッ ト を 務め る こと が ほとん ど な い ) 。 
エー ス 級 や 特殊 な パイ ロッ ト は 、 ス ー ツ の カ 
ラー リン グ の 変更 を 許可 され る よう で 、 様 々 
な カラ ー バ リエ ーション が 生ま れ て いる 。 


と いう 特殊 が 
は パイ ロッ ト で な 
用 色 の スー ジ を 持つ 


非 パ イロ ッ ト 用 の 宇宙 
服 は 、 役 華 に 関係 な く 
同じ ちの で ある 。 バイ 
ロッ ト 用 と 異な り 大 型 で 
狂 所 で は 使い 召 い 。 


MORE INFO! 


プラ ント 最高 評議 会 議長 直 履 の 
ザフト 将兵 が FAITH (Fast Acting 
Integrate Tactical Headquarters 
の 略 で 、 フ ェ イス と 読む ) で ある 。 服 
の 色 に 関係 な く 最高 評議 会 議長 
の 指名 で 就任 する 。 制服 自体 は 従 
来 の も の と 同じ だ が FAITH 答 章 を 着 
ける こと で 、 身分 を 証明 し て いた 。 


FAITH の 制服 


FAITH 答 章 は 、 制 
股 の 場合 は 左 の 神 


衣 バ 
還 る 
F 
A 和 
1 な 
1 
鉱 内 
章 3 
角 人 
四 T 
/ 呈 
有用 と パイ ロッ トス ーッ 用 で デザ イン は 変 。 / | 日 
わら な い が 、 サイ ズ が 異な る 。 パイ ロッ トス ー | 
ツ 用 は 失 装 や 抽 練 の 可能 性 も ある 。 9 NN 租 


OR サラ イズ 
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ダリ ア 作 戦 と サテ リコ ン の 抵抗 


ー (第 7 次 宇宙 戦争 時 に 開発 され な が ら 未 先 に に 用 いら れ た 新 
成 き せ た も の ) の 成 力 は 、 惑星 基地 を 粉砕 し て いる ) 


終わ っ た も の を 、 改め 


> 地球 統 2 RE 


新 連邦 1 


っ まり 


革命 軍 内 部 に も 反対 者 が いた 
手 宙 戦争 の 英雄 ラン スロ 


イン ト か ら で も 地球 の > 大 都市 を 消滅 


た 施さ きれ た 場合 、 
般 の アー ス ノ イ ド が 被る 被害 は あま り に 大 きい ・ 
作戦 は 極め て 非 人 道 的 な 作戦 で あ ADX の 
その 代表 レー ザー の 発射 準備 中 で あっ : 
ダー ウェ ル 大 し た 


(x) reD3 mM 


1 
Movement of Each Faction 


き ・ 荷 粒子 反応 弾 は 、 サテ リコ ン 


た は ず の 宇宙 革命 軍 
ル 春 還 の た め 
ン と 、 サテ リコ ン の 生 は き 多 


イト キャ の コ 


事 


対 時 


だ 


スバ イ の 帰 選 を 受け て 、 佐 や スパ イ と し て 地球 に 派遣 され て いた (ジャ ワン AW.0023) 
と し て いた の で あぁ る 地球 攻略 に 執る 
が 計画 し て いた 地球 攻略 作戦 NE ラッ ツ 総 統 を 止め る に は 非 ナ 関連 ファ イル 

作戦 の 囲 止 は 9 よる も の と な っ 5 
5 宣 以外 に も 阻止 作戦 を 計画 し た 組織 X02-10 NE 

し た それ が 反 宇 笛 革 命 軍 組 織 「 す サテ リコ CM 

制圧 部 隊 を 地球 に 隆 下 させ る こと と な た 用 で ある 。 サテ リコ ン は 、 ザ イデ ル 総 統 の ニュ ー タ イ X0922 

対地 球 戦 略 攻撃 と 第 赴 戦 争 末 主義 に 反対 する スペ ー ス ノイ ド た ち が 結 成 し た 武 
期 の 「 コ ロニ ー 落 と し 作戦 ] に 通ずる も の が ある た も テロ や 海賊 放送 を 繰り 返し で いた , 


だ し 、 コロ 


と し 作 時 は 手段 た ダリ アァ 作 戦 を 察知 し た 


実際 の 戦略 攻撃 に エス カレ ー | で 、 の 暗殺 を 試み る が 失敗 し て し まう 。 この 事 
の 直接 攻撃 を 大 前 提 と する タリア 作戦 と は 上 な る た ザイ デル 総統 は 、 ダ リア 作戦 の 直 


ダリ ア 作 戦 に 投入 すべ く 改造 きれ た : 


テリ コン は 、 ザ イデ ル 総 統 


ー・ レ ー に サテ リコ ン の 掃討 を 命じ 、 残 減 に 成功 し た (この 際 の 存在 は 否定 され て いる 
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ニュ ー タ イプ を 巡る 
両 箇 トッ プ の 思惑 


NRX 
0018-CB 1 


アオ ヤギ 級 
宇宙 戦艦 


ex 
XsZ69o1 


@ フ ァ ルコ ン 


NRX-O182 


NRX- 
0015-HC 


歴史 フォ ー カ ス : ダリ サテ リコ ン の 抵抗 
宇宙 革命 軍 は 「 ス ペー ス ノ イ ド こ そ ニ ュー タイ プ 新 連 邦 軍 総司 令 プ ラッ ド マ ン 卿 は ニュ ー タ イプ の 
で ある 」 と する ニュ ー タ イプ 主義 を 掲げ て いた 。 だ 能力 を 認め 軍事 利用 し な が ら も 、 自 身 の 政治 的 立 
が 、 ザ イデ ル 総 統 が 考え る ニュ ー タ イプ と は 政治 利 場 を 春 い か ね な い 「 敵 」 と 見 な し て いた 


用 が 可能 な 道上 
プ を 感じ きせ る 存在 」 


り 、 大 衆 受 け す る 「 ニ ュー タイ 
を 求め て いた に 過ぎ な い , 


ミル 5 と 人 流し に ガロ ー ド は 、 
5 同時 期 、 宇宙 革 命 還 で は ザイ デル 
吉 体 制 を 確立 、 cm ET 


軸 命 、 
i 
ne 


ある 意味 、 ニ ュー 名 イプ を 現実 的 に 捉え て いた ふ 


画 ガ 
放 四 革命 軍 と 交戦 
ザ Cy 
争 の 準備 を 開始 。 同時 期 。 
ウド 9) の 第 7 番 コ ロ 
7 
、 ラ ンス ロー 大 條 指揮 の 部 悦 と 
この 戦時 で ロー ド は 重 作 
サテ リン 教 還 さ れ 


れ て いた ジャ ミ 

の 直前 に 北米 の 玉吉 

助け られ た 。 な お 、 両 勢力 Ro < “A 
れ ぞ れ の 理由 か ら 和平 計 が 坦 
5 れる ょ 2 に 43 て いた 


TTY 宇宙 革命 
| 軍 は 間 子 反応 弾 を 使用 し 、 曽 の 提 点 
。 を 破壊 し た 。 な お 、 ガロ ー ド と パー ラ ・ シ ス 


RMS-009 
(サテ リコ ン ) 


し | (フラ ウド 9) 下 域 の 戦 半 。 


地球 に 派遣 され て いた スパ イ の 帰 運 を も っ て 、 宇 宙 革 命 軍 総 
未 ザ イデ ル ・ ラ ッ ン は 対地 球 埋 争 の 準備 を 始め た 。 帰還 船 第 二 
便 で 第 7 番 コ ロニ ー に 入っ た ガロ ー ド は 、 拘 束 を 避け る た め ガ ンダ 
ム DX で 脱出 。 この 際 、 ラ ンス ロー・ ダ ー ウ ェ ル 大 佐 指揮 の 部 隊 

な 戦 し 、 初 め て の 空間 戦 ヒラ ンス ロー 大 佐 の 技量 に 苦戦 し た 。 
直 獲 と 生命 の 危機 に 晒さ れ た ガロ ー ド だ 
ファ ルコ ン x で - シス 搭乗) に 回 収 き 


ザイ デル 経 続 は 、 地 理生 まれ の ニ 
蕎 。 ティ ファ 宮 骨 を 目指 し た ガロ ー ド 


タイ ブ で ある ティ ファ の 存在 を 和 
が 、 重傷 を 仙 っ て し 3 


ガロ ー ド フリ ー デ 
タル ー の 進路 


< 前 ウ テリ コン 
の 拠点 


GX-9901-DX 
から の 訟 撃 


J イデ ル 総 統 
サテ リコ ン は 荷 粒子 反応 弾 を 党 け て アジ ト ご と 壊 注 


[15| 和平 派 の 朱 除 と 開戦 へ の 動き 


が 「 ダ リア 作戦 ] の 阻止 に 成功 し た 頃 、 
ト 以下 (フリ ー テ ン ) の グルー た ち は 到 治 衝 と し て 新 者 
に 拘束 され で いた 。 地球 に 降り た ガロ ー ド と ティ ファ が 新 連邦 軍 
総司 令 宮 フ ィ ク ス ・ ブ ラッ ド マ ン 劉 と 会 見 し た 頃 、 ジ ャ ミル た ち は 
処刑 され そう に な る が 、 北 米 の 反 新 連邦 勢力 に 救助 され た 。 新 
連邦 で は 地球 統一 の 未 芝 成 を 、 宇 宙 革 命 還 で は 「 ダ リア 作 埋 」 
の 失敗 を 受け で 和平 論 が 唱え られ る よう に な 


マン 半 と 接見 し た ティ ファ は 、「D.O.M.E.| の ビジ ョ ン を 見 た 。 ま 
勢力 で 和平 へ の 動 さ が 見 らち れる よう に も な っ て いた 


脱走 し た ガロ ー ド ら は フロ スト 兄弟 の 追 


撃 を 避け な が : ちと 合流 し 、 反 新 連邦 勢力 の 拠点 
ニュ ー オ ー リ ンズ 基地 に 入っ た 。 同じ 頃 、 宇 宙 革 命 軍 は ザイ デル 


総統 が 押し 切る 形 で 対地 球 終 争 を 決定 し 、 和 平 を 直 放 し た ニコ 
ラフ ァ フ ァ ス を 拘束 。 新 連 邦 政府 は 、 宇 宙 革 命 宣 の テロ (実際 
に は フロ スト 兄弟 に よる 暗殺 ) で ブラ ッ ド マ ン 剰 を 除く 政府 上 礎 
部 が 壊滅 し た 結果 、 宇宙 革命 軍 に 対す る 武力 介入 に 動い た 。 


ザイ デル 総 続 の 独 吉 体 制 が 布 か れる 宇宙 革命 軍 は 、 開 戦へ と 動い た 
新 直 邦 で も 短 委 派 の フラッド マン 郵 が 権力 を 内 所 し 、 理 争 準備 に 入っ た 


陣頭 に 立ち 「 ダ リア 作戦 」 の 

シ 退避 し て いた ガロ ー ド と パー ラ は 、 

穴 知 する と 介入 を 開始 。 DX の ツイ ン サ テラ イト キャ ノン で 
ファ の 身柄 を 返 選 させ 


ー 訪 オリ ア 作 旨 昌 上 の た め 新 的 ま も 


過去 の 宇宙 革命 
藻 7 次 宇宙 埋 争 で も 、 宇宙 午 合 軍 は 百 種 の 地球 攻略 
作戦 を 実施 し た 。「 コ ロニ ー 落 と し 作戦 ] と 「 ラ イラ ッ ク 作 


戦 ] が 代表 的 な 対地 球 作 戦 と し て 知ら れる 


ライ ズ 
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機動 戦士 V ガ ンダ ム 


CO153.06、 サイ コ ・ ウ 照射 エリ ア の 生物 
を 引き 起こ す 戦 略 級 サ イコ ミュ 兵 

・ ハ イロ ッ 」 (以下 、 AH) を 用 いて 敵対 勢力 
と 始動 し た べ ベスパ は 、 地 


ン ゲ ル グ ・ エ ヴィ ン 率 いる り ガ ・ 
(以下 、 連合 艦隊 ) が 阻止 作 
隊 の 先 鐘 を 務め る ビビ ニー デン 艦隊 を 殆 破 し 、AH 
つつ あっ 
だ が 、 ビビ ニー デン 艦隊 が 浴 わ れ た 時 点 で も 戦局 


は べ ベスパ バ 有利 で 進ん で いた 。 ベス パ に は 、 ム ッ タ ー 
シロ 艦隊 、 タロ ノ ク ル 艦 隊 (アド ラス 
小 艦隊 と も 言わ れる ) の 3 艦隊 が 残っ 
、 AH る 稼 作 状態 に 入っ て いた た めで ある 
、 ザ ンス カー ル 帝 国 は 大 き な 問題 を 抱え で 


Ov) nD3 sr Dgn 


The conclusion of ZANSCARE WAR 


も いた 。 その 最 た 
ヴァ ゴ 大 佐 の 協 


も の が 、 タ シロ 艦隊 司令 タシロ ・ 


そし て 、 大 佐 は 「AH 作 戦 」 中 に 反乱 を 起 
こす 。 連合 艦隊 の 猛攻 を 利用 し て AH まで 後退 する 
と 、AH の キー ルー ム に 居 た 女王 マリ ア ・ ピ ァ ・ ア 


モニ ア を 連れ 去り 、 戦線 を 離脱 し た 
、 こ の 事態 は ザン ス 
合 艦隊 が タシロ 艦隊 を 
スパ は 地球 へ の コ 
シャ クティ ・ カ リン を キー ルー スム 
稼働 し 続け て お り 、[「 AH 作戦 ] は むし ろ 
だ っ た (連合 艦 際 の 追撃 を 受け た タシロ 艦隊 は 培 減 
し 、 女王 マリ ア と タシロ 大 佐 は 命 を 落と し た が 、 「 AH 
作戦 」 に は 支障 は な か っ た ) 

連合 艦隊 の 抵抗 に も か か わら ず 、 AH は 地球 に サ 
イコ ・ ウ ェ ー プ 7: 時 し な が ら 進 行 し 、 つ い に 大 気 財 


国 に 有利 に 働 
追撃 し た た め 、 ベ 


内 へ と 降下 する 。 その まま 「AH 作 戦 ] は 成功 する か 
合 艦隊 の 決死 の 攻撃 で パス パ は 


に 思わ れ た : 
「 、AH も コント ロー ル を : 
結果 、「 AH 作戦 」 


た ザン スカ ー ル 帝国 は 周 壊 に 向かっ た の で ある . 


Ilustraticn by 0SAMU KAMEI / Color by SAYOKO YOKOYAMA 


こう し て ザン スカ ー ル 戦争 は 終結 し た の だ が 、 地 
球 圏 の 混乱 は 収まら な か っ た 。 地球 連邦 の 弱体 化 
は 歯止め が 掛か ら ず 、 コ ロニ ー 国 家 同 士 が 対立 す 
る 宇宙 戦国 時 代 を 収拾 する 勢力 も 出現 し て いな い 

この よう に 地球 陶 の 未来 は 不透明 で あり 、 地 
邦 の 消 減 も 時 間 の 問題 と 思わ れる 。 コロ ニー 国 3 
群 の 合議 に よる 地球 降 の 運営 も 模索 され て いる よう 
< それ と て 可能 性 の ひと っ 過ぎ な い 
ス UC155) 


vo202 
v02-19 
vo22i 
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デンス カール 理 争 vo324 
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機動 戦士 ガン ダム 


WORLD GUIDE 


ザン スカ ー ル 帝国 と 
リ が か が ・ ミ リティ ア の 崩 剛 


男 AH oie 


リン グ の 一 部 が 破壊 され た 
TN 
ル を 前 倒 。、 大 気 園 へ を 突 

し て いる 


周 | タシロ 大 佐 、 女王 マリ ア を 拉致 


歴史 フォ ー カ ス ! エ ンジ ェ ル ・ 人 ハイ ロッ ゥ の 決戦 [V0 wmMMM 


「AH 作 戦 」 に は 、 ズ ガ *、 タ シロ 大 佐 、 ク タロ ノ ク 
ル 大 尉 と いっ た ベスパ 上 層 部 の みな ら ず 女王 マリ ア > 力 を 失い 崩壊 へ と 店 
や フォ ン セ ・ カ ガチ 首相 まで 参加 し て いた ( 女 ミリ ティ ア も 指導 者 の ハン ゲル グ ・ エ ヴ ィ ン が 
了 ア は AH の 制御 中 枢 、 カ ガチ 首相 は 作戦 の 直接 指 行方 不明 ンス カー ル 帝 
揮 と ベスパ 上 層 部 に よる A 奪取 陸 止 が 目的 存在 意義 を 失い 、 自然 消滅 し て いっ た よう で ある . 


その 全員 が 死亡 し た た め 、 ザ ンス カー 


マリ 


5 
面 タ 
連合 艦隊 に 押さ れる 形 で 後退 
し た タシロ 艦隊 は 、 クロノ クル 
艦隊 と 合流 。 旗艦 < シュ バッ 
テン 》 が AH に 接 和 角 。 AH の 稼 
働 直 口 大 佐 が 女王 マ 


リア を 拉致 し 、 離脱 し た 
デア LM111E03 
9 本 
ンタ ルク (リー ン ホー ス Jr 


が 追い 付い 
も あり 、 タ ジロ 隊 蘭 は 追い 詰め ら 
れ て いっ た 。 ま : 

代わ り シャ クティ が キー 


AH ベス パ 艦 隊 


Miustration by AKIO UNUMA 


日 EETTW:Brtrihn 較 kox = 


タシロ 大 仁 か ら ザ ンス カー ル 帝 国 の 魚 徴 と な る よう 依頼 さ 
シャ クティ が クロ ノ ク ル 艦隊 に 向かい 、 タ シロ 艦隊 も 連合 能 際 
に 押さ れる 形 で 後退 。 結果 
(U.C.00153.06.20) し た う 


が 反乱 を 起こ し 女王 マリ ア の 身 相 を 拘束 し た た 
いる 。 その まま タシロ 大 佐 は 女王 マリ ア を 連れ て AH を 部 れ た , 


女王 マリ ア に 代わ っ て シャ クティ が キー ルー ム に 入っ た こと で 、 V2 ガン ダム に 肉薄 され た こと で タシロ 大 佐 は 鉛 乱 し 、 女 王 マ リ 
AH が 稼 人 を 再開 し た 。 月 (サイ ド 2) 方 面 に 向かう タシロ 艦隊 の ア を 殺 枯 。 こ の 直後 、V2 ガ ンダ ム の 攻撃 を 受け タシロ 大 佐 は 戦 


動 さ を 察知 し た 連合 艦隊 は 、 その 追撃 を 開始 。 V2 ガン ダム は 女 。 死 し 、( シ ュ バ パッ テン ) も 高 沈 し た こと で 、 タ シロ 艦隊 は 壊滅 し た (6 
斑 マ リア を 連れ 艦隊 を 捕捉 し た 後 、 ゲ ン ガ オ ゾ を 撃破 し 月 22 日 )。 連合 艦隊 の 主力 が タシロ 艦隊 を 追 - 地球 へ の 
一 上 後退 し て いる 。 直後 、( ジ ャ ン ヌ ダル ク ) や 《 ホ ワイ ト ア ー ク ) ルー ト を 確保 し た べ ス パ は 、 ム ッ ター マ ・ ズ ガン 散 隊 と クロ ノ ク ル 
な どの 連合 艦隊 の 一 部 が タシロ 艦隊 に 追い つき 、 攻 勢 を 強め 能 隊 を 集結 させ 進撃 を 続行 。 連合 艦隊 は AH の 地球 降下 を 阻 
た 。 これ に より タシロ 艦隊 は 追い 詰め られ て いっ た . 止 すべ く 、 増援 を 待た ず 印 座 に 追撃 を 開始 し た 


連合 艦 剛 の (ホワ イト アー ク ) 隊 と シュ ラク 隊 が ベス パ の 防衛 綱 
を 突 足し 、 V2 ガン ダム が AH に 接触 し た 。 この 際 、 近衛 師団 の 防 
戦 で AH の リン グ の 一 部 が 破壊 され た が 、 カ ガチ 首相 は AH の 地球 
降下 スケ ジュ ー ル を 前 仙 し し て いる 、 ティ 教 出 の た め AH 内 に 

ソ は 、 生 身 の 近 術 師 団 の 肉薄 攻撃 と 画 狂 機 を 用 いた 
術 に 牙 れ され た も の の 、 そ れ を 振り 切っ て AH の 中 枢 


で 両 軍 は 揚 織 的 戦闘 能 力 を 束 
囲 の 艦 能 や MS を 巻き 込ん で 
で 戦闘 は 終結 し た (6 月 23 日 ) 。 この 戦い の 


スパ の ズ ガ ン 艦 隊 と クロ ノ ク ル 艦隊 に 
ガン ダム を 中 心 と の 

ティ が キー ルー ム 
)。 戦闘 再開 役 、 シ ャ クティ の 帰 
を 始め た が 戦闘 は 継続 され 、 連合 艦隊 は 中 枝 艦 の 《 ジ ャ ン ヌ ダル た 国家 上 履 部 を 失っ て 崩壊 に 向かい . 
ク ) と (ゆー ン ホー ス Jr ) を 喪失 。 ベス パ も クロ ノ ク ル 艇 隊 を 失っ た 戦争 も 終結 た. 


a 


Nr) の 特攻 で クロ ノ ク ル 艦隊 は 壊 渡し た 。 AH は 引 定 十 軍 は 組織 的 戦闘 が 村 召 と な り 、 コ ント ロー ル を 失っ た AH も 宇宙 へ 。 シ ャ 
し な が ら 、 分解 を 開 鉛 k の 生存 者 は 、 カサ レ リ ア で 生 
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VV ガンダム 


ORE GDIDE 


正 暦 ガイ ド : ナ ノ マ シ ン 


| nD3 sae 19A 


「 ナ ノ マ シ ン 」 と は 、nm= ナ ノ メ ー ト ル (10 
1m) クラ ス の サイ ズ を 持つ 、 超 小型 機械 の 総称 で あ 
。 膨大 な 数 が 集 ま ヽ 番 物 の 構築 

< 療 と い - 機能 を 

ムー シレ ィ ス に と っ て は 普遍 的 な 技術 で あり 、 ト レン 
チ シ テ ィ の 建設 や 2 自己 修復 装 
甲 / 艦 船 の 建造 な 


後に 再生 用 や 人 公演 
< や の が 


を 知ら な い が 、 単に 便利 な も の と し て 採集 し 、 増 殖 さ 
せ 、 利用 し て いる 。 


ン や 都市 建造 用 ナノ マ 」 
活動 求め られ る 


期間 か つ 大 規模 な 
自己 増殖 機能 は 必須 で ある 。 
ー シ ス (自己 死 ) 機能 も 付与 
な いと ナノ マシ ン は 際限 な く 増 


マシ ン は プロ クラム に 党 っ て 目 逢 す る の で ある 
影響 は 深刻 で 、 時 歴史 時 
ほし か ね な 


ナノ マシ ン ハ ザー ド と は 、 V: 
た ナノ マシ ン に より 、 地 球 上 の 文 前 が 清 減 し た 事件 
た V ガ ンダ ム が 地球 全域 に 散布 し た ナノ マシ 
ン は 分 解 機能 を 持つ も の 都市 を 含む 人 工 物 を 
分 解 し 「 新 表土 」 の 下 : 没 させ て し まっ た 。 
こう し て 誕 』 形 が マウ ン テ ン ・ サ イク ル で 、 
地下 に は 分 解 を 免れ た 黒 歴史 の 所 産 が 埋まっ て い 
ま 史 の 所 産 を 株 働 可 能 な 状 台 
存 し て いる の も また 、 ナ ノ マ ある 。 
(執筆 者 、 執筆 時 期 不明 ) 


関連 ファ イル 


Miustration by TOMOTAKE KINOSHITA 


ナノ マシ ン と は 、 ナ ノ メ ー ト ル 級 の 趣 小 弄 
機械 を 指す 総称 で 、 機 能 は 設計 や プロ グラ 
ム に よっ て 異な る 。 単体 で は な く 、 膨大 な 数 
が 集まる こと で 機能 する 。 MS の 自己 再生 
装甲 に 月 いら れる ナノ スキ ン が 有名 だ が 軍 
事 専用 で は な く 、 燃 料 電池 朋 の 水素 吸収 
剤 、 医療 用 な ど と し て も 普及 し て お り 、 地球 
で は 天 療 物 の よう に 扱わ れ て いる 。 


体 は 目視 で き な い が 、 
その 隻 合体 は 閉 過 的 


通 作戦 開始 後に それ 
が 標 械 だ と 判明 し た 


ソレ イ ユ や トレ ンチ 


機能 分 類 


ナノ マシ ン の 主機 能 は 設計 や プロ グラ ム に よっ て 、 大 きく 5 つ に 分 類 で きる 。 構築 グ 修 
復 / 保 存 / 分 解 べ 医療 で ある 。 複数 の 機能 を 併せ 持つ 例 、 機 能 が 変異 し た 例 も ある 。 
基本 機能 と し て 、 自律 村 能 自己 増殖 機能 プア ポト ー シ ス 機 能 を 持つ こと が 多い 。 


周囲 の 物質 を 利用 し た 分 子 ア セン 
ブリ ング (分 子 レ ベル の 組み 立て 作 
業 ) に より 、 プ ログ ラム で 指定 され た 
品 を 作り 上 げ る 。 ディ アナ ・ カ ウン ター 
の 旗艦 (ソレイユ ) や 月 の トレ ンチ シ 
ティ は 、 こ の 手法 で 作ら れ た 


構造 材 な ど が 損傷 し た 場合 、 損 傷 
者 位 を 修復 する 検 能 。「 模 築 ] に 似 た 
機能 で 、 や は り 分 子 アセ ン ブ リン グ を 利 
用 し て いる よう だ 。 MS の ナノ スキ ン 装 
甲 や ウー ジィ ・ ア ー マ ー に 用 いら れ て い 
る も の が その 代表 で ある 。 


物品 の 劣化 を 防ぎ つつ 、 長 期間 保 
存する 。 ナノ スキ ン に 覆 わ れ た 機械 は 
千年 単位 の 時 間 を 経て も 稼働 可能 な 
状態 で 保存 され る 。 マウ ン テ ン ・ サ イク 
ル で は 宇宙 艇 能 や MS だ け で な く 、 杭 
兵器 すら 稼働 状態 で 保存 され た 


物質 を 分 子 レ ベル で 分 解す る 機 
能 。 金属 や 樹脂 、 土壌 な ども 比較 的 
う 分 解 で き 
に よる 文明 破壊 トレン 
チ シ テ ィ 建 設 初期 の 掘削 や 酸化 物 の 
還元 な ど に 用 いら れ た 


人 体 に 注入 する こと で 、 体 内 か ら 治 
療 す る 機能 。 体質 改善 な ど に も 用 いら 
れ 、 地球 帰 遇 作戦 で は ムー ン レ ィ ス を 
地球 環境 に 対応 させ る た め に 使用 され 
た 。 注入 式 の 暗殺 用 ナノ マシ ン も 開発 
され た よう で ある 。 


Mlustration by TOKIKO YUZAWA (Twin Bell 


正 暦 ガイ ド : ナノ マ 


用 され た 。 地球 の 場合 、 天 然 物 の よう な 形 で 世 
界 中 に 存在 し 、 生活 と 密着 し て いる 。 


乾 的 軽 著 な 損傷 な ら 修復 で き コウ 2 ドム の 用 膨 を 
る 。 修 簡 部 位 は 装甲 の み で 、 内 有機 的 な 形状 は 、 ナ ノ マ シ ン 
部 機器 に は 効果 が 及ば な い 。 に よる 再生 の 宏 踊 で ある 。 


物品 の 劣化 を 防ぎ つつ 、 長 
期間 保存 する 機能 を 持つ ナノ ス 
キン 。 マウ ン テ ン ・ サ イク ルカ ら 
の 発掘 物 を 種 っ て いた も の で 、 
空気 に 前 れる と 自 壊し 


た 直後 の 可 
ナノ スキ ン に 姓 わ れ て お り 
ーー ンー 条 品 同様 の 状態 


燃料 電池 用 の 水素 吸着 ペ 


レッ ト 。 本 来 は 水質 改善 用 ナノ マー 深い ら 補 まさ れ 大 
シン の 集合 体 で ある 。 地球 で は 流通 し て いる 。 水 系 放 (も て 
車輌 や 小型 般 空 機 な ど に 不可 。 出 後 水 に 居 し て p< パー 
欠 な 電力 供給 源 と な っ て いる と 再 利 用 可能 と な る 


ナノ マシ ン 式 の 太陽 電池 パ 
ネル 。 芝 の よう な 外見 を 持ち 、 自 
己 増 殖 機 能 を 利用 し た 「 栽 培 」 

行わ れ て いる 。 フロ ジス トー ン 
同様 、 商 取引 され る 。 


家屋 の 屋根 に 設置 
\ れ 、 電 力 を 逢う 。 飛行 
船 は 気 栓 の 上 面 に 備 
えて お り 、 推 進 用 モー 
ター を 又 動 する 、 


炭素 織 維 の 一 種 と され る 「 黒 
人 | 入力 上 の 出力 が 得 ら れる 
「 黒 い ベ ルト] も ナノ マシ ン 技術 
の 所 産 と され る 。 地球 で は 天 無 
物 の よう に 産 する 。 


黒竹 は 自転 車 の フレ ー 


土壌 敗 良 用 ナノ マシ ン 。 地球 
で は 、 山師 が 売り 歩く 「 黒 い 粉 」 

と し て 知ら れ 、 北 アメ リア の サン 

ベル ト 地 番 の 土壌 改良 に 広く 3 
利用 きれ て いる 。 ¥ 


北ア メリ ア を 環 っ た 「 新 
表土 ] は 作物 の 六 
に 適 きず 、 長年 の 土壌 
改良 で 今日 の 角 信 地 
帯 が 形成 され た 


ター ンタ イプ MS の V ガ ンダ ム 
が 持つ ナノ マシ ン 広域 散布 シス 
テム 。 膨大 な 量 の ナノ マシ ン を 
地球 全土 に 散布 し 、 黒 歴史 時 
代 の 文明 を 消 減 させ た 。 


ナノ マシ ン が 生み 出し た 地形 
量 さ え あ れ ば 、 ナ ノ マ シ ン は 地形 を 変え る ほど 『ー ド に よっ て 放 


ザー ド に よっ て 看 生 し 
の 力 を 発揮 する 。 実際 、 地 球 と 月 に は ナノ マシ 和装 
ン が 形成 し た 地形 が 広がっ て いる 。 


昌和 り 、 下 の 意味 で 自 拓 を 
に 地形 は 意外 と 少な 


赤道 を 一 周 す る 形 で 建設 され た 月 面 都市 
トレ ンチ の 掘削 か ら 大 気 成分 の 調整 に 至 
工程 の ほぼ すべ て を ナノ マシ ン が 


地球 と 月 の 双方 に 存在 。 独特 の 砂 っ ぽい 地層 
は 、 アポトーシス し た ナノ マシ ン の 残骸 で ある 。 


の 印 
Ku 


A 


火 I 性 を 人 折り 重なっ た 地 地 細 滑る ど が 特 和 


MS を は じ め と する 県 歴史 の 記 産 が 埋没 し て いる 。 大 所 や 水 も ナノマシン が 選 元 し た も の で ある 。 


し 


146-21 


機動 戦士 V ガ ンダ ム 


ULC.015304.17 か ら 18 に か け て 、 宇 宙 引 越 公社 の 
ヨー ロッ パ 総 局 が 置か れ た アー ティ ・ ジ ブラ ル タ ル に 
お いて で 、 リ ガ ・ ミ リティ ア と ベスパ の イエ ロー ジャ ケッ ト 
が 戦闘 を 繰り 広げ た 。 アー ティ ・ ジ ブラ ル タ ル は 、 宇 
宙 移 民 者 が 地球 送り 届け る 
た め の 巨 大 打ち 上 げ 施 設 で あり 、 そ の 重要 性 と 中 
立 性 は アー ス ノ イ ドス ペー ス ノ イ ド を 間 わ ず 広 く 認 
識 さ れ て いる 。 不可 侵 の 「 聖 域 ] と 呼べ る 施設 で 、 か 
の ジオ ン 公 国 で すら 接収 を 避け た こと で も 知ら れる , 

その アー ティ ・ ジ プラ ル タ ル が 了 戦場 に な っ て し まっ た 
の は 、 ベス パ の 地上 戦略 だ け で な く 、 成り 行き も 少な 
か ら ぬ 理由 と な っ で て v 

まず ベス パ 側 の 
点 と し て マス ・ ド ライ バー を 有する アー ティ ・ ジ プラ ル 
タル を 和 欲し た と いう 理由 が 考え られ る 。 意外 な こと だ 
軸 へ の 大 規模 移動 ・ 輸 送 


スカ ー ル 帝国 と 地球 連邦 の 休戦 
戦 」 を 控え て いた ベス パ が 地上 部 隊 を 引き 揚げ させ 
な か っ た の は 、 宇宙 へ の 帰 避 手 段 が 乏しかっ た こと 
因 の , 
こ で ベス パ は 、 ア ー テ 
越 公社 ヨー ロッ パ 


中 の 戦略 衛星 カイ ラス ・ ギ リー と 地上 の イエ ロ 
ケッ に より 、 宇 宙 引 越 公社 を 隆 伏 に 追い 込む の が 
見 られ る )。 

ケッ ト が 追跡 中 だ っ た リガ ・ ミ リ テ 
宙 引 越 公社 の も の に 偽装 し た 輸送 機 を 用 
ラル タル に 入っ た こと も 、 戦闘 を 誘 


いて ア : 


発 き せる 要因 と 

その リガ ジブ ラル タ ル に 入っ 
た の は 、 ベ スパ が 準備 中 : イラ ス ・ ギ リー へ の 
対処 の 必要 性 、 構成 員 の 宇宙 派遣 な ど が 理由 だ っ 
た 。 き ティ ア は テイ ル ラ ンド 方 面 を 目指 し 


て いた が 、 西 ルー ト を ベス パ に 封鎖 され た た め に 、 南 
プラ ル タ ル 方 面 ) を 取ら ざる を 得 な 


現地 入り し て いた ラ ゲ ー ン 基地 司令 ファ ラ ・ グ リフ ォ ン 
中 佐 と し て は 、 リ が ・ ミ リティ ア を 撃破 し た うえ 、 リ ガ ・ 
宙 引 越 公 社 を 料 弾 する 流 
ティ ・ ジ ブラ ル タ ル を 制圧 する つも り だ っ 


ト の 挑発 に リ が ミリ ティ ア が 乗る 形 
/ プ ラル ダル の 戦闘 は 、 二 度 | 
が 、 イエ ロー ジャ ケッ ト は マ 
を 破壊 する と いう 失態 を 演じ た うえ 、 大 
害 を 出し て 後退 し た 。 そし て 、 主戦 場 は カイ ラ 

ス ・ ギ リー 艦隊 が 展開 する 宇宙 へ 移行 し て いっ た . 
("ネー スム レス 
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ET va201 

デン ダー フッ ク と 宇田 引 引 公社 の 和信 々 Ver16 

ーー た V03.04 軸 移 民 者 の 時 産 を 宇宙 へ と 運 
mn 宙 引 越 公社 や 、 地 球 へ の エ 

ザン スカ ー ル 帝国 と パス パ V-03-19 


手下 引 直 人 = | 供給 の 面 で 大 き な 役割 
字画 引 赴 公社 と 太陽 電池 V03.30 太陽 電 と 
下 の NGO が 組織 され 、 地球 園 の 

生活 持 の た め 活 重 し て いた 


llustration by OSAMU KAMEI Color by AIKO MIZUNO “Special Effect by AKIKO YAMAKAWA “Background by ATELIER MUSA 


委 祉 総裁 の 張 硬 姿勢 と 
ファ ラ 甲 佐 の 学 箇 行き 


園 ウッ ソ 、 宇 宙 へ 

花 の 層 晶 ティ ア の マー ペッ 

ン が 宇宙 へ その 直後 、 ウ ッ ン は 白 
ン ヾ 軍人 の ゴッド ワル ド 中 尉 と 数 助 | 


ギリ ー 艦 隊 と 交 電 し た が 、 降伏 し て いる 


カリ スト 級 
下館 洋 艦 |2」 


ReM-122 


し た が 、 公社 総裁 マン デラ ・ 
軍 引 越 公社 の 機体 に 偽装 し 
ティ ・ ジ ブラ ル タ ル に 入り 
と か ら 戦 闘 が 発生 し た 。 ア 
6 機 も の MS を 失 


は パグ レ 隊 を 名 乗る 連邦 軍 の 一 部 が 、 カ イラ ス ・ ギ リー 艦隊 と 交戦 し た , 


EI | 


宇宙 引越 公社 ヨー ロッ パ 総 局 を 頂 か る マン デラ ・ 
スー ン 総 裁 は 、 ベ スパ だ け で は な くり が ガ ・ ミ リティ ア の 


を 譲 疲 す る な どの 斉 工 作 も 行っ て いる 。 
ファ ラ 中 佐 は 公社 の シャ トル 


RE し た 。 中 立 性 が 重視 され る 公社 の 性 質 これ は 軍法 会 議 を 受け る 
特定 の 武装 勢力 を 受け 容れ る こと は で き な か っ ス ' ギ リー 艦隊 と 合流 し た ファ ラ 中 佐 は 、 直 接 の 上 官 タ 
ュ タ ロ ノ タル 中 尉 に 宇宙 行き の チケ ッ ト シロ 大 佐 か ら : 流刑 を 言い 渡さ れる こと と な る 。 


園 リガ ・ ミ リティ ア 、 
ベス バ と 交戦 
リガ ・ ミ リティ ア の アー ティ ・ 
ジブ ラル タル 入り を ベス パ 
の イエ ロー ジャ ケッ ト が 確認 
し た こと か ら 、 戦 開 が 発生 。 
戦闘 の 結果 、6 機 も の MS を 
失っ た ベス パ は 後退 を 余儀 
な くさ れ た 。 な お 、 こ れ 以前 
に ベスパ は 、 宇宙 引越 公社 
に 投 降 を 要求 し て いる 。 


zm ) 
Ne - CR 3 
守 


Gt 紋 字 還 巡 洋 能 


タル 
(宇宙 引越 公社 ) 


Niustration by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
宇宙 世紀 の 巨大 NGO 


4 月 18 日 、 イ エロ ー ジ ャ 
攻撃 し 、 投 隊 を 要請 し ; 


リガ ・ ミ リティ ア も 宇 軍 引 越 公 


社 に 壇 力 を 要請 し た が 、 マ ン デラ 総 圭 は 中 立 を 守り 、 ど ちら に も 
協力 し な か っ た 。 戦闘 の 中 で マス ・ ド ライ バー が 損 俺 し た も の の 、 i 
リガ ・ ミ リティ ア 機 の 補助 で 破 寺 は 免れ ペリ 


エロ ー ジ ャ ケッ ト は 指揮 官 機 を 投 江 され て 搬 旧 し 、 リ ガミ リティ ア 


複数 存 を 
も 戦死 者 (前 日 と 合わ せ て 2 名 ) を 出し た 2 


E 活 と 密接 に 関わ 


特に コロ 


有紀 | (リー ン ホ ー ス )、 宇宙 へ 


ファ ラ 中 佐 ら が 宇宙 に 上 が っ た 直接 、 パ クレ 隊 は カイ ラス ・ ギ 
リー 能 隊 に 投降 。 カイ ラス ・ ギ リー 艦隊 と 合流 し た ファ ラ 中 佐 は 
宇宙 漂流 刑 に 処 さ れ た 。 リ : リティ ア 構成 ベッ ルト ・ フ ィ 
ン ガ ー ハ ッ ト は 指導 者 ャ ハナ ム と の 連絡 の た め 宇 宙 ヘ 上 
が る こと と な り 、 ウ ッ ソ ・ エ ヴィ ン も 両親 探し の た め [ 
19 昌 、 マ ー ペ ッ ト た ち は ハ イジ ャ ッ ク を 装っ て 宇宙 8 
トル に より 宇宙 へ と 上 が っ た (オデ ロ と ウォ レン は 密 


リガ 


4 月 19 日 、 リガ ・ ミ リティ ア の カミ オン 隊 が 地球 連邦 軍 ア イル ラ 
ンド 駐留 部 隊 の 巡洋艦 < リー ン ホ ー ス ) と 合流 。 翌 20 日 、 
ン ホ ー ス ) は ベスパ の 攻撃 を 受け な が ら も 宇宙 に 上 が っ 
は カイ ギリ ー 艦 隊 の 阻止 で あっ た 。 同じ 頃 、 太陽 電 
ハイ ラン ド に 接近 し た ウッ の シャ トル は 、 ベス パ の 小 部 隊 に 
の 機転 で 拘束 を 逃れ 、 ベス パ 部 隊 eg 
て いる の エネ ルキ に 大 


オン 隊 を 中 心 に 編制 
社 管 轄 の 大 糧 電 池 箱 星 ハイ 


前 約 ・ サ ン ライ ズ 
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和則 HH TTS (0 03 4 
晃 記 イノ ベイ ター 


[ 】 The Metamorphosis in AD 
西 革 の 人 類 の 変容 


理解 能力 客 
「 イ オリ ア 計 画 ] の た め に 
イノ ベイ ド 、 
強化 され た 超 兵 な ど と は 異な り 、 葵 の 人 則 が 公 
天 的 か つ 自 岳 発 生 的 に 覚醒 し た も の で ある (西暦 
08 か ら 世 界 を 支配 
ンズ ・ ア ル マ ー ク ら も イノ ベイ ター を 自称 し た 
に は イノ ベイ SN 
ら 発 生 し た イノ < 


見 を 持つ が 、 そ の 能力 
イノ ベイ ター の 歴史 は 浅く 、 喝 上 初 の 1 イノ ベイ ター 


し た の は 西 麻 2312 年 

ー の 能力 と その 出現 は 、 
FCB) の 創始 者 イオ リア 
末期 に 予測 し て いた 


る べき 対話 」 を 見 
の 中 に は 人 類 の イノ ベイ 
画 の 一 環 で ある 粉 争 の 根絶 、 そ し て 異 
の 対話 の た め 、 極め 互 理解 能力 を 持 
イノ ベイ ター が 必須 と 判断 さ と は 間違い な い 
(紛争 の 根絶 は 、 BR の 7 入 に 端 を 発する 人 
類 の 意思 統一 で 加速 され る 予定 る 

永続 的 維持 に イノ ベイ ター 
う )。 な お 、 イ ノ ベ イタ ー 

* は 西暦 2100 年 1 
更 演 算 処理 シス テム “ヴェ ー ダ " の 情報 端末 と し て 
計画 に 携わっ た 


る 者 
に 増加 し 、 西暦 2364 年 現在 、 人 類 の 約 4 割 が イノ ペ 
イタ ー と な っ て いる 。 
旧 人 類 と 呼ば れる 非 イ DR 戦争 
し 


関連 ファ イル 


FLEPnEEW 
CO0s39 + 


近く な いと 考え られ て 
る 可能 性 は 低い だ ろう 


(執筆 者 、 執筆 時 期 不明 ) ー| の 出現 も 予 江 
言わ れる 


Miustretion by TOMOTAKE KINOSHITA 
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WORLD GUIDE 


西 圧 ガ イド : イ ノ ベ ィ イタ ーー [0 8 se 4B 


ノ ベ イ ター の 能力 


イノ ベイ ター は 脳 量子 波 を 用 いた 通信 、 つ まり 意思 革 
通 が 可能 な 人 類 で ある 。 身体 的 に も 優れ て おり 、 独 東 か 
つ 長 命 と いう 特徴 を 持つ 。 こう し た イノ ベイ ター の 特性 は 、 
紛争 の 回 避 や 宇宙 開発 に 適する と 考え られ て いる 。 


脳 量子 波 の 送 屋 信 に より 、 言 葉 を 用 いな く と も コミ ュ ニ ケー 
ショ ン が 可能 。 騰 量子 流 に よる 対話 は 、 高 度 な 意思 疎通 と 相 
互 理解 が 可能 で ある 。 その 能力 は イノ ペイ ド や 超 兵 より も 高い 。 


老化 が 遅く 、 寿 命 が 長 い 。 身体 的 な 強 初 さと も 通ずる 能力 
で あり 、 西 暦 2364 年 出航 の 外 宇宙 航行 散 て スメラギ)》 の 全 
乗組 員 が イノ ベイ ター な の は 一 連 の 能力 が 理由 だ 


西暦 2312 年 以後 、 イ ノ ベ イタ ー の 因子 を 持つ 者 が 多数 確 

認 さ れ た 。 中 で も 有名 な の は 史上 初 の イノ ベイ ター、 首 那 ・F・ 

セイ エイ で ある 。 西暦 2364 年 現在 、 人 類 の 約 4 割 が イノ ベイ 

ター に 覚醒 し て お り 、 珍し い 存在 で は な く な っ て いる 。 

| FM スラ) OR 
高 間 任 者 クラ ウス ・ グ 
2 ロン の 


て 手 撤 運動 を 属 昌 し た 擬 、 地 球 
連邦 政府 に 参加 し た 。 


イノ ベイ ター の 諸 能 力 は 、 パ イロ ッ ト 適 性 の 高 さも 意味 し た 。 
そこ で 地球 連邦 平和 維持 軍 で は 、 イ ノ ベ イ ター の 能力 を 十 全 
に 発揮 で きる 専用 の 機動 兵器 が 開発 され た 。 これ に 対し て CB 
で は 、 脳 量子 流 能力 に よる 戦闘 停止 を 重視 し て いた 。 


。 
ki 


イン ベイ ター の 能力 を 僧 動 兵 委 較 
の パイロット と し て 用 いた 場合 


Miustration by TOKIKO YUZAWA (Twinbell) 


な お 、 イ ノ ベ イ ター と 旧 人 類 一 非 イノ ベイ ター 


類 と 大 差 な い が 、 協調 的 な 性 格 の 者 が 多い よう だ 。 


旧 人 類 よ り 全体 的 耐久 力 が 高い ほか 、 怪我 や 病気 の 治癒 
能力 に 秀 で る 。 こう し た 能力 は 、 宇宙 開発 や 長期 的 な 空間 航 
行 に 適する と 考え られ る 。 パイ ロッ ト 敵 性 の 高き も 彦 味 し た 。 


生ま れ な が ら の イノ ベイ ター は 存在 し な いよ う で 、 覚醒 は 第 
天 的 な も の と な る 。 高 濃度 の GN 粒 子 、 脳 量子 波 の 干渉 な ど 
が イノ ベイ ター 因子 の 発現 を 促す と 考え られ る 。 


CB の ガン ダム マイ スタ ー。 ダ 
ブル オー ガン ダム の ツイ ンド ラ 
イヴ シス テム の 影響 で 、 イ ノ ベ 
イタ ー に 覚醒 し た 。 ELS と の 
対話 を 成功 させ た 功労 者 。 


デカ ルト ・ シ ャ ー マ ン 
トラ ン ザ ムラ イザ ー の 意 
議 共 有 領 域 の 影響 
覚醒 し た イノ ベイ ター。 
実験 体 と し て 扱わ れ た 
た めか 、 番 屈し た 性 格 ど 
な っ た 。 ELS に 同化 さ 
戦死 。 


GNT-0000 
ダブ ルオ ー ク アン タ 
痢 那 専用 に 開発 され た 
ツイ ンド ライ ヴ シ ステ ム 
搭載 MS。 ダブ ルオ ー ガ 
ンダ ム の 後継 機 に あ た 
る 。 クア ンタ ム パ バー スト 
に より 意識 共有 領域 を 
形成 する 。 


GNMA-YOOOBV ガ デ ラー ザ 
地球 連邦 平和 維持 軍 の イノ ベイ 
ター 専用 MA。 イノ ベイ ド の 技術 を 流 
用 し て いる 。 戦闘 能力 追求 し た 横 
体 で 、 全長 は 300m を 引 え る 。 


外見 上 
の 違い は ほとん ど な い ( 脳 量子 波 を 用 いる 際 に 瞳 が 畑 く 
が 、 こ れ は イノ ベイ ド な ども 同じ で ある ) 。 メン タリ ティ も 旧 人 


イラ ター の 歴史 


イノ ベイ ター は 西暦 2312 年 に 初め て 確認 され た 存在 


で 、 歴 史 は 浅い 。 し か し 、 西 暦 2100 年 頃 に は イオ リア ・ シ ュ 
ヘン ベルグ が 出現 を 予測 し た と され 、CB の 「 イ オリ ア 計 画 ] 
で は 人 類 の イノ ベイ ター 化 が 目標 の ひと つと な っ た 。 


西暦 2100 年 頃 、 イ オリ 
ア ・ シ ュ ヘ ン ペ ル グ が イノ ペ 
イタ ー の 出現 を 予測 。 直後 
に 組織 され た CB は 、 人 類 の 
イノ ベイ ター 化 を 含む [イオ 
リア 計画 ] を 開始 し た 。 


22 世 紀 に は CB が イノ ペ 
イド を 開発 し 、 量 子 型 演算 
処理 シス テム “ヴェ ー ダ "の 
端末 と し て 一 般 社会 に 送り 
込ん だ 。 イノ ベイ ド の 能力 は 
イノ ベイ ター に 準ずる 。 


人 類 の 相互 理 角 を 強く 望 お イオ 
リア は 、GN 科 子 の 研究 の 中 で 
イン ベイ ター に 気付 いた 模様 。 


イノ ベイ ド の 開発 ペー ス と な る 
選 伝 子 は 、 E・A・ レ イ 5 イ オリ ア 
の 費 同 者 た ち が 提供 し た 。 


| イノ バイ ター の 出 束 | 

西 甘 2312 年 、CB の ガン 
ダム マイ スタ ー で ある 痢 那 
F・ セ イエ イ が イノ ベイ ター と 
し て 覚醒 。 ツイ ンド ライ ヴ シ 


ダブ ルオ ー ガ ンダ ム に 搭乗 する 
ステ ム が 放つ GN 粒子 が 引 (覆し て いき 、 史 
き 鉄 に な っ た 模様 。 ター と を っ た 。 


痢 那 の イノ ベイ ター 化 の 
後 、 イ ノ ベ イタ ー の 因子 を 持 
つ 者 が 多数 確認 され た 。 そ 
の 致 は 増加 し て いき 、 西 暦 
2364 年 に は 人 類 の 約 4 割 
が イノ ベイ ター と な っ た 。 


地球 連邦 政府 の 保護 政策 も 
あっ て イノ ベイ ター は 増加 。 社会 
的 に も 認知 され る 存在 と な っ た 。 


MORE INFO! 
イノ ベイ ター に 近い 者 た ち 


CB が 開発 し た イノ ベイ ド 以 外 に も 、 人 為 的 に 詳 量 子 
波 能力 を 引き 出さ れ た 者 た ちがい た 。 中 で も 有名 な の が 
人 類 革 新 連 盟 軍 の 超 兵 で 、 非 人 道 的 な 手法 で 開発] 
され た 。 他 に も 、 イ ノ ベ イド の 技術 を 応用 し た デザ イン ペ 
イ ビ ー や 強化 兵士 が 存在 し た と いう 。 


か 8 
上 置 を 加え 5 れ 、 和 失敗 作 と し て 
「 訂 案 ] さ れ た 者 も 多い 」 


に 4 


ND 


[=Y NVC 
ー ク 
Raw 
NII に テー サー 


i 
| 2 | 
| \ 
| と } 月 0! " 
| A は 
し ( 
ミル ェ マ イル 
ヤセ ま ノ 
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まれ た こと か ら 人 類 全体 を 恨 
は 、 世界 を 破滅 きせ る 手段 と 


選ん だ 。 地球 連合 = ナチ ュ ラ ル と 
る 戦争 を エス カレ ー ト 
大 量 破 壊 兵器 の 応 配 に よっ て 人 類 を 抹 


E 合 軍 は プラ ント を 壊滅 させ る 大 草 
開戦 菱 頭 、 ザ フト が 地球 


lustrafion by KOUHEI YONEYAMA 


NN 


mE09 mml 


Beginning of Ful-Scale Collision 


ー ト ロン ジャ マー を 無 
を 実用 化し た ザフト は 、 
は じ め と する 核 動力 MS 


NJC は 、 鉄 い 範囲 な が ら . 
効 化 する 技術 で ある 。 NJC 
ZGMF-X10A フリ ー ダ メ 
群 を 試作 し た ほか 、 ジェ 

NJC は プラ ン 
察知 し た 
の ムル タ 
を 尋 滅 する 
機動 特 装 艦 
ンジ ェ ル ) を 追撃 し 

こう し て 大 硬 破 明 
る 中 、 ク ルー ゼ は N]C を 地球 
捕虜 の フレ イ ・ ア ルス ター を 返す る 際 、 NIC の デー 
タ を 与え た の だ 。 ブルー ス が 強い 影響 力 を 持 
つ 地 球 連 合 軍 が NJC を 入手 し た 場合 、 核 攻撃 を 主 
体 と する 攻勢 に 出る と クル ー ゼ は 判断 し た の だ ろう 
E 際 、 タ ルー ゼ の 読み は 的 中 する 。 NJC 搭 載 型 核 
イル を 多数 配備 し 球 連 合 軍 は 、 プ ラン ト 本 
ズ で 了 


ズラ エル は 、 核 了 』 
め に NIC を 欲し 


復活 させ プラ ント 
ラ エ ル が 強襲 


2 う は 、 これ が 理由 で あっ た 
不 均衡 」 が 顕在 化す 


リッ ク ザラ 自ら が 
シス の 発射 準備 に 入っ た 


Color by NAGISA ABE “Special Effect by ATUSHI SATOU (SHAMROCK) 


量 破壊 兵 
アー クエ ンジ ェ ル )》 以下 
勢力 の 介入 に より 、 
施 き れ た ノラ ント 本 国 へ の 柱 下 人 
ス は 発射 され 、 
中 の 地球 連合 軍 に 大 打撃 を 与え た 。 こ 
っ て も 、 両 軍 に 大 量 破壊 兵器 の 使用 を 
は な く 、 人 類 は 滅 記 の 淵 に 立 


り 戦 局 は 、 タル 


これ に よ | 


者 の 記 本 : へ 移行 し て いく 


プラ ント 


され る こ 


(ウイ ー タ ルッ カ CE73) 


SEED.02-09 画 
SEED-02-15 


EED-O: 
SEED-03-42 


Background by ATELIER MUSA 


earxese We 


GAT.X370 [1 Oe 
3 
GATo1 GAT- 


ーー 


ドレ イク 細 和 和 


ルー ゼ 隊 の 介入 


CE.71.07.12、 (メンデル) 宙 域 で (アー クエ ンジ ェ ル ) と 《 ド 
> 戦 する 中 、 ク ルー ゼ 隊 が 捕虜 フレ イ - アル スタ ー 

オン ) に 申し 出 、 戦闘 に 介入 。 クル ー ゼ の 狙い 

じ て NJC を 地球 連合 車 に 提供 する こと 、 そ し て 

量 破壊 兵器 の 応酬 て 世界 を 減 ぼ すこ と に あっ 

隊 の 3 義 は (クサ ナギ ) 、 お 

ル )〉 と 対 崎 し 、 MS は (アー クエ ンジ ェ ル ) を 攻撃 し た 


還 要 寒 ( ボ アズ)、 お 
本屋 の 攻 財 作 昌 を し た に 。 政財界 に 強い 影響 カ 
を 持つ アズ ラ エ ル と ブル ー コ スモ ス の 後押し に 
まず プラ ント 本 国 を 守る (ボア ズ ) の 攻略 に 乗 
軍 は 、NJC 搭 載 核兵器 を 投入 し 易 々 と ( ボ 


) を 無力 化し て い 


胡 自 ら 


戦略 弥 


9 月 1 地球 和合 箇 が [エル ビス 作 電 」 を 人 動 。 9B23B、 地球 人 
が 使用 し た NJC 挫 検問 に より 


放 エタ ー ナ ル 

4 1 し NN 
SATX102 

0 


メン デル ) 笛 域 戦 か ら ( ボ アズ) 攻略 戦 まで 70 日 以 
上 の 空白 期間 が ある が 、 そ の 間 に も 事態 は 動い て い 用 日 の 「 八 ・ 八 作戦 」、「 エ ア 
た 。 ラク ス ・ ク ライ ン ら は 、 各国 の 和平 派 と 連絡 を 取り ど に より 地球 連合 軍 は 地球 の 制圧 を 進め 、 
早期 終戦 を 目指 し た 。 だ が 7 月 6 日 、 地 球 連 合 首脳 フト は 地球 を 放棄 し た 。9 月 11H に は プ 
会 議 で NJC 搭 載 型 核 ミサ イル の 開発 開 始 な ど が 客 


本 国 攻 撃 
を 最終 目標 と する 「 エ ルビ ス 作 戦 」 が 発動 され た 


画 地球 連合 軍 、 NJC を 入手 
(クサ ナギ や ) と 6 王 = チ ル 》 が (のり 9 
包囲 只 W* ア ー ク エン ジェ 
圭 韻 の 終結 直後 、 摘 誠 
時 、 


zor.515 


画 タン デル )〉 再 域 で の 戦 間 


X191 5 ン デル ) 更 城 で 


酸 兵 器 (NdC を 3 
HE EI た 


Mustration by AKIO UNUMA 


クル ー ゼ 隊 の 攻撃 を 受け た 《 ク サナ ギ )》 と (エタ ー ナ ル ) が 、 ク 


MORE INFO! 
ルー セ 隊 放 能 (ヴェサリウス) を 撃沈 し て 包 思 網 を 突破 し 、《 ア ー ‘ 
クエ ンジ ェ ル ) も これ に 後続 し て 戦域 を 離脱 。 直後 ニオ 他 ル ー ト で の NJC の 流出 
ン ) が 人 を 断念 し 、 クル ー ゼ 隊 も 導 退 し た こと か ら 紙 較 は 千 
し た 。 フレ イ は め 、NJC の デー タ は 
ムル タ ・ ア ズラ エル の 手 に 渡っ て いる 。 戦闘 後 、 ラ クス ・ ク ライ 
ン ら は 圭 争 の 早期 総 結 に 向け た 工作 活動 に 入っ た 


アデ ス 租 長 は (ヴェ サリ ウス ) と 運命 
れ た フレ イ は 、 NJC の デー タ を アメ 


ント 宙 域 の 戦闘 
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YMF-XO00A 
ドレ ッ ド ノー ト 


地球 連合 軍 が プラ ント 軸 域 に 侵入 し 、 ザ フト と 交 


JC 搭 載 M 


地球 連合 軍 は その 後 も 村 設 を 続け た が 、 通 
同じ 頃 こ プラ ント 本 国 近傍 の 宇宙 要 (ヤキ ン ・ { 


ZGMF-X11A 
リジェ ネ レ イト 


147-22 


147-23 


機動 戦士 ガ ンダ ム SEED DESTINY 


第 1 次 連合 ・ プ ラン ト 大 戦後 の C. 
ニウス 条約 で は 、 
マー キャ ン セ ラー (以下 、 
た 。 これ に より 、 第 1 次 連合 ・ 
EURO 
いっ た 「 超 MA 立 


プラ ント 大 戦 未 期 に 


爆弾 を 用 いる た め 、NIC な し で は 成立 し な 
ジュ コロ イド を 利用 し た ステ ルス も 禁止 き 
れ た た め 、 ジ ェ ネ シス の よう の 隠 麻 も 難し 
く な り 、 地 球 連 戦力 を 中 心 と 
戦術 に 回 帰す る こと と な 


は 疑問 が 時 され 
保有 数 制限 条項 
ンク し た 査察 条項 、 監 視 団 常駐 基地 設置 条項 
な ども 取り 決め られ た か は 地球 連合 軍 ・ ザ 
フト と も に NIJC 搭 載 MS を 秘密 裏 に 開発 ・ 配 備 し て い 


て いた 。 ユ . 


(5) 本 8 snr Abn 


Super Weapon in C 


た 。 これ に 加え て で 、 核 に 頼ら な く と も 戦略 級 の 威力 を 
発揮 する こと は 可能 で あり (サイ クロ プス ・ シ ステ ム 
が その 代表 的 な 例 と し て 知ら れる )、 新 た な 超 兵 器 
を 開発 する か 否 か は 各国 の 判断 ひと つ だ っ た 。 
#、 地 球 連合 と プラ ント は (ユニ ウス セブ プン) 番 
ド 事 件 「 プ レイ ク ・ ザ ・ ワ ー ル ド ] を 契機 と する 二 度 
目 の 戦争 で 超 兵器 を 投入 し た 。 開戦 敵 頭 、 地 球 連 
合 軍 が 使用 し た NIC 搭載 型 本 ミ サイ ル は ザフト の 
ニュ ー ト ロン スタ ン め 、 
以降 の 投入 は 進 け られ た 。 し か し 、 他 の 超 兵器 は 
度々 使用 され 人 類 の 作 威 と な っ た の た 
中 で も 匠 威 度 が 高かっ た の が 、 地 球 連 合 軍 の 軌 
道 間 全 方 位 戦略 砲 「 レ クッ イ エム シス テム 」 で ある 。 レ ルク 
イエ ム は 、 月 の ダイ ダ ロ ス 基地 に 建設 され た 巨大 ビー 
ム 砲 と 、 オ ニー ル 型 コロ ニー を 改 ゲーム 偏 向 用 
中 継 ズ ン か ら 成 る 戦略 攻撃 兵器 で 、 地球 隊 
の あら ゆる 場所 を 攻撃 可能 こ 。 感 力も 凄まじ く 、 
や 月 面 基地 を 破壊 で きた 。 
RR RE 


委ね られ た こと が 挙げ られ る 。 特に 運用 者 の 問題 
は 深刻 で 、C.E.74、 プ ルー コス モス 盟主 ・ ロ ゴス 幹 
部 の ロー ド ・ ジ プリ ー ル は レク イエ ム で プラ ント 本 国 を 
攻撃 し 、 レ タイ エム を 制圧 し た ブラ ント 最高 誠 
長 ギル バー ト ・ デ ュ ラ ンダ ル も 「 デ ー プ ラン 」 
に 反対 する 勢力 の 掃討 に 用 いた 
オー ブ 軍 の 攻 繋 で レク イエ ム は 破壊 され た が 、 同 
様 の 超 兵 器 が 秘 こ 開発 され た 可能 性 は 無視 
で きず 、 世界 の 新た な 項 戚 に な る か も し れ な い . 
(フー コー・ デ ルカ ッ セ C 


関連 ファ イル 
GFAS-X1 デス トロ イガ ンダ ム DESO1-14 本 
26MFX20A スト ライ ララ リー ダム ガン ダム 、 DESO122 


スプ ン ズ ペ ー ス 攻略 本 DES03-11 
宇 画 要 守 メサ イア の 決 引 DES3-14 
周子 泡 と 間 電 子 リ フレ クタ ー DESQ3-17 
E73 か 5CE74 の 戦争 DES03.27 


お まい ーッ た 


UMuswanon by TAKUYA IO 


地球 連合 軍 と ザフト に 見 る 
趣 兵 器 の 傾向 の 違い 


開戦 と 同時 に NJC 搭 載 型 核兵器 を 投入 し た 地球 
連合 軍 だ が 、 ザ フト の ニュ ー ト ロン スタ ン ピ ビー ダー に よ 
り 投入 し た 全 機 が 自爆 し た こと か ら 、 核 挟 問 の 運用 
を 進 け る よう に な っ た (ニュ ー ト ロン スタ ン ビ ー ダ ー は 
使い 捨 で で 、 か つ 1 基 し か 有 な か っ た が 、 地球 
連合 軍 は それ を 知ら な か っ た )。 以後 、 地球 連合 軍 
は 破壊 力 を 核 に 依存 し な い 大 量 破壊 兵器 = 超 
を 重視 する よう に な っ た よう で ある 。 レタ イエ ム や ニ 
ー ベ ルッ グ も そう し た 文脈 上 の 存在 だ と 考え られ る 。 

一 方 の ザフト は 「 血 の パレ ンタ イン 」 に よる 核 アレ ル 
ギー も あっ て か 、 NIC 搭載 型 核兵器 は 運用 し な か っ 
た ( 核 動力 MS は 秘 審 裏 に 開発 し て いた が )。 た だ 
の 開発 ・ 配 備 を 放棄 し た わけ で は な く 、 ネ 
ス を 搭載 し た 機動 要 購 (メサ イア ) を 建造 
し 実戦 運用 し た ほか 、 レタ イエ ム を 地球 連合 軍 か 
ら 春 い 発 射す る な ど 、 積極 的 に 利用 し て いる 。 


地球 連合 車 の 起 兵 器 は 、 ブ ルー 
コス モス 映 主 ロ リー ル 


を 、 部 を 「 総 | 

せる も の だ っ た 。 ザフト の 場合 

nf hs 柄 喝 手 段 と し て の 側面 が 強い 
全員 わな か っ た 。 


電 
申 級 の 超 兵器 を 持っ て いな い 。 


MORE INFO! 
C.E.73~74 の 軍事 拠点 


第 1 次 連合 ・ プ ラン ト 大 戦 で 失わ れ た 、 JOSH-A (アラ 
スカ 基地 )、 プ トレ マイ オス 基地 、 宇宙 要 春 ポア ズ を 除け 
ば 、 他 の 大 規模 軍事 拠点 は ほぼ その まま 残っ て いる 。 新 
た な 軍事 拠点 と し て は 、 地 球 連合 軍 の 新 中 枢 基地 へ ブ 
ンズ ペー ス 、 月 の アル ザッ ヘル 基地 な ど が ある , 


男 宇宙 の 軍事 拠点 


ンズ ベース 、 そ こ に ある 対空 防御 兵器 が ニー ペル ング で あ 
る 。 第 1 次 連合 ・ ブ ラン ト 大 戦 で 自爆 し た JOSH.A に 替わる 
つた 。 地球 連合 軍 の 地上 提 点 と し て は 最大 
級 の も の で 電力 や 施設 が 充実 し て いた が 、 C.E.74、 ロー ド ・ 
ジブ リー ル が 逃げ 込ん だ こと で ザフト の 攻撃 を 受け 陥落 し た 。 


港 滋 を 近 す る 複合 軍事 施設 。 大 型 可変 MS デス トロ イ 5 機 と ニー ベル ン 
2 中心 と し た 双 力 で 、 ザ フト や その 友好 国軍 に 多大 な ダメ ー ジ を 与え た 。 


建設 され た 複合 軍事 施設 。 港 江 
施設 だ け で な く 、 後 方 の 山岳 ・ 丘 陵 地 帯 の 地下 に まで 基地 は 広 
が っ て いる 。 特に 主要 施設 や 機動 兵器 の 格納 庫 は 地下 埋設 型 
が ほとん ど で あ り 、 祭具 以上 の 載 力 が 配備 され て いた 。 


し た 地上 


6 上 放 区 の 人 再 の 山岳 丘陵 
地帯 に は 、 デス トロ イ すら 格納 ・ 


お り 、 容易 に は 発見 で き な い 


i 
浴 病 施 訟 と そ 
負 大 半 は 地下 に 埋 穫 され て わり 
地上 か 5 全体 を 奄 えな い 。 右 は = 

海中 の 水 用 MS 人 < し 


へ ブン ズ ペ ー ス の 対空 防御 用 と し て 建造 さ 
ム 格 が 、 対 空 掃射 ベル ング 」 で ある 。 ビー ム 発振 装置 中 
心 と し て 、 多 数 の ミラ ー が すり 鉢 状 に 設置 され て いる 。 一 般 的 な 対 
空 克 や 対空 ミサ イル と 異な り 、 基地 上 空 の 全域 に ビー ム を 放射 す 


ニー ベル ング 全体 を 完全 に 隠 医 す 
る 巨大 シャ ッ ター。 シャ ッ ター は 丘 
陵 に 倫 枝 され て いる た め 、 外 部 か 
らち の 発見 は 困 苺 で ある 。 


すり 鉢 状 の 鋼 面 に 多数 が 配置 され 』 
ビー ム を 反射 し 励起 ・ 増 幅 す る 。 各 反 身体 は 自由 に 角度 を 変更 可能 。 


ら 地球 上 に MS を 降下 させ 、 そ の まま 地上 戦 に 移 
』 し て 特に 有効 だ っ た 。 事実 、 使 用 時 に は 多数 の 
ザフト MS 部 隊 を 撃破 。 その 効果 を 実証 し た 。 


vS 
溝 体 。 表面 に は 多数 の 照 時 装置 が 
あり 、 全 周囲 に ビー ム を 放っ 。 x 


ャ ッ ター の 開放 と ビー ム 発 振 シ ステ ム の 寺 出 、 照射 角 の 
設定 、 ビ ピー ム の 励起 ・ 増 幅 、 発 射 と いう プロ セス で ニー ベル ング 
は 発 敵 さ れる 。 ビー ム の 照射 用 は 極め て 広く 、 基 地上 空 の 敵 機 を 


一 綱 打 】 
レー ショ ン 
隊 を 一 撃 で 


きる が 、 連 射 は で き な いよ う で ある 。 C.E.74 の 「 オ ペ 
ナ ロ ク ] 時 に は 、 軌道 上 か ら 降 下 中 の ザフト MS 部 
消 減 」 さ せ て いる 。 


回 降下 MS 部 隊 を 撃破 
原 時 WS の 和 MS や 油 衝 租 は 


14Z-25 


ダイ ダ ロ ス 基地 と レフ イエ ム _4 


月 の 裏側 に 位置 する 地球 連合 軍 の 軍事 拠点 が ダイ ダ ロ 
ス 基地 、 ダ イダ ロス 基地 を 基点 と する 戦略 ビーム 兵器 が レク 
イエ ムシ ステ ム で ある 。 戦争 末期 、 ダ イダ ロス 基地 と レク イエ 
ム を 巡る 戦い が 繰り 広げ られ 、 ま ず ザ フト と ブル ー コ スモ ス の 
影響 下 の 地球 連 合 軍 が 、 直 後に ザフト と 反 デ ステ ィ ニ ー プ ラ 
ン 勢力 (オー ブ 連 合 首 長 国 他 ) が 衝突 し た 


月 の 裏側 に 建設 され た 地球 連合 還 の 生 事 拠点 。 元々 は 六 山 
基地 だ っ た が 、 ロゴ ス の 支援 で レク イエ ム の ビー ム 発 振 シ ステ ム と 
コン トロ ー ル 施設 が 置か れ た 。 ジブ リー ル の 死後 、 ザフト の 勢力 下 
に 置か れ た が 、 直 徐 の オー ブ 軍 と の 戦闘 で 歯 壊し た 


月 の 表側 の アル ザッ ヘル 基地 
の 存在 、 レク イエ ム の 秒 障 に おり 

た な い 施設 だ っ た 。 だ が 実 
は 重要 な 戦略 基地 で 、 デ スト ロ 
イ や 大 型 MA も 多数 配備 され た 


ダイ ダ ロ ス 基地 の ビー ム 発 振 シ ステ ム と 、5 基 の ビー ム 偏向 ス 地球 園 の あら ゆる 場所 を 攻撃 可能 
テー ショ ン で 構成 され る の が 意 道 間 全 方 位 暗 砲 「 レ クイ エム ( シ 屈折 を 経て も 一 撃 で コロ ニー や 月 面 基地 を 在 壊 で きる 
ステ ム )」 で ある 。 ビー ム 発 振 シ ステ ム が 発射 し た ビー ム を 偏向 ス ンス タン ピー ダー を 警戒 し て 、 NJC と 棲 エ ンジ ン は 動力 機関 


ショ ン 群 で 屈折 させ る こと で 、 月 の 裏側 か ら で も 地球 上 を 含む な か っ た と 考え られ る 


感 力も 絶大 で 、 数 度 の 


利用 し た も の と 思わ れ 、 底 部 に 発 
畠 部 、 加西 に 連 約 置 を 備え る 


ダイ ダ ロ ス 基地 が 発射 
し た ビー ム を 屈折 き 
る 宇宙 施 設 。 ゲ シ ュ マ 
イデ ィ ッ ヒー 

展開 し た コ リン 
ダー 内 を 通過 する ビー ビー ム を 屈折 、 リ レー し な が ら 目 標 に 馬 導 す る 。 オニ ー ル 型 コ 

ム を 條 向 させ る 。 り に し . 価 向 装置 姿勢 装置 搭載 し た も の 。 5 基 が 寺 設 され 7 


いる 際 は 、 攻 撃 目標 の 指定 、 使 用 する ビー ム と 誘導 、 目 標 へ の 着 理 と いう プロ セス を 経る 。 CE.74、 地球 連合 
ョ ン の 決定 と 変 勢 制御 . ビー ム 例 振 シ ステ ム の 起動 軍 が プラ ント 本 国 へ の 攻撃 (本来 の 目標 に は 命中 せ ず ) に 用 いた 


(ビー ム の 発射 )、 ビ ー ム 偏向 ステ ーション 辞 に よる ビー ム の 屈折 後 、 ザ フト が アル ザッ ヘル 基地 残 減 に 利用 し た 。 


信和 3 
その 章 後 ) で 、 ビ ー ム 
が 屈 箇 その 際 、 大 
は 低下 し な い . 


目標 に 命中 


レク イエ ム か ら 価 向 ステ ーション に 
補 了 還 の 信 向 ステ を 経由 する 向け て 、 ビー ム が 発射 され る , 

た め 、 制 区 は 低下 する が 、 コ ロ 2 

を 撃 す る 屋 力 を 発 押す る 。 


MORE INFO! 
戦略 装 脚 兵 装 要塞 デス トロ イ 


地球 連 「MS 版 超 兵器 」 と 呼べ る 機体 も 開 人 
され た 。 60m 近 い 全高 を 持つ 生体 CPU 用 可変 
ロイ が それ で 、 怒 大 攻防 
目標 を 大 減 可能 で あっ た 。 


ドル リン 戦 
市 を 信二 


GFAS-X1 デス トロ イ 
可変 機構 を 備え る 巨大 MS 
の 大 出力 火器 と 電子 リフ レク タ 
を 備え 、 絶大 な 破壊 力 を 示 


新 世代 の 核 動 力 MS 


単独 で 戦域 を 支配 可 ウル トラ ハイ エン ド の 述 動 
力 MS も 新型 機 が 開発 され た 。 ザフト 系 の 核 ・ デ ュー トリ 
オン ビー ム 送 電 シ ステ ム 併用 型 は 特に 高 性 能 だ っ た 


ZGMF-Xx42S デス ティ ニー 


SEIENCE 
Key Ward AS 


地球 連合 軍 に よる 核 攻撃 を 警戒 し て いた プラ ント は 
棲 分 裂 反応 を 促進 し 自爆 させ る - トロ ンス タン ピー 
ダー を 開発 。 これ に より 地球 連合 軍 は NJC 搭 載 型 村 兵 
器 を 使用 が 離し く な り 、 劣勢 の 一 因 と な っ た 


it 


KK 


自 提 。 栓 動機 が 了 人 を 
に いこ 9 


受け た 場合 も 、 核 エンジ 


ナス カ 級 に 搭 穫 さ れ 


機動 要 杜 (メサ イア 〉 


C.E.74、 ザフト が 総合 指揮 施設 と し て 利用 し た 小惑星 能力 を 与え る 大 型 推進 器 を 併せ 持つ 「 機 動 要 寒 」 
転用 型 宇宙 要 寒 が (メサ イア ) る 。 要 寒 砲 「 ネ オジ ェ デス ティ ニー プラ ン の 中 核 シ ステ ム も 内 部 に 存在 し 
ネ シ ス 」、 ビ ー ム シー ルド を 備え る 防御 リン グ 、 巨 体 に 自 走 り 、 政治 的 な 重要 性 も 極め て 高い 施設 


MORE INFO! 


ネオ ジェ ネ シ ス 

第 1 次 運 合 ・ ブ ラン 大戦 で 使用 
され た ジェ ネ シ ス の 小型 版 。 本 体 
は 小 陸 星 部 に 内 蔵 きれ た 。 


ジェネ シス より 小型 で は ある が 、 7 で (| メサ イア の 後部 に 設置 され た 巨 
ーー 撃て 宇宙 艦隊 に 深刻 な 打 撃 ) 大 推進 間 群 。 メサ イア の 巨体 を 
そえ る 成 力 は 健在 < 移動 させ る に 充分 な 推力 を 持つ 。 


防御 リン グ 
ー ム シー ルド (リフ レク ター) と 防 
を 備え る 複 可 防御 設備 。 
人 。 


その 他 

全 周 団 に シー ルド を 展開 する こと 穫 疾 や MS な どの 入出 航 に 対応 
で 、 名 中 の 防御 力も 示す 。 隅 電 する 洪 滴 、 居 住 用 な ど と し て 用 
子 克 す ら 無力 化す る 標 様 。 いる 回 転生 カフ ロック も 備え る 。 
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E = - 


ーー た 1 
ティ ター ンズ 誕生 
The Elite Force in Black 
U.C.0083 


新た な 戦乱 の 契機 と な っ た 
地球 至上 主義 組織 の 出現 


UCI08312.04、 地球 連邦 軍 内 に 特殊 部 隊 テ ィ 
治安 維持 を 目的 
は じ め と する 
す 、 破壊 活動 の 防止 、 
省 に お ける 戦争 犯罪 人 の 追及 な ど を 任務 と 
- 連 の 任務 に 対応 する た め 、 テ ィ タ ー ン ズ は 

合 系 統 に 属さ き な い 独立 性 の 高い 組織 と な 
まで も が 一 般 の 地球 連邦 軍 と 分 離 


され て いた 


デラ ー ズ 紛争 の ショ ッ ク が あっ た 
ズ ・ フ リー ト が 引き 起こ し 
は 、 観 径 式 へ の 核 攻 撃 や 北米 へ の コロ ニー 
が 実施 きれ 、 地 球 連 邦 軍 に 大 き な 衝撃 を 与え 
れ に より 反 連 邦夫 力 へ の 対処 の 』 
れ 、 短期 間 で ティ ター ンズ の 設立 
が 教科 h 書 的 な 歴史 の 解釈 で ある 、 

し か し 、 こう し た 合理 性 だ けが ティ ター ンズ を 生み 
出し た の で は な い 。 ティ ター ンス 設立 の 裏 に は 、 地 球 


大 将 の 派 
一 大 将 は デラ ー ズ ・ フ リー ト の 
ら 放置 し て 多数 の 犠牲 者 を 出し 


の 次 任 を 取ら せる 形 
将 を 更 送 に 追い 込ん だ 
用 し た ショ ッ 


つま り 、 テ ィ タ ー ン ズ は 一 種 の 軍 周 だ 
話 は ここ で 終わ ら な い 。 コリ ニー 大 将 の 派 内 
され 、 テ ィ タ ー ン ズ 総 帥 と な る ト フ 准将 は 地球 
義 者 と し て 知ら れ 、 テ ィ タ ー ン 
E 義 的 側面 を 強く 持っ て いた 。 ティターンズ が アー ス 
ノイ ド の み で 構成 され て し 見 て も 、 組織 
の 性 格 は 明 ら : う 

活動 を 開始 し た ティ ター ンズ は 、 確 か に 旧 ジ オォ ン 
公国 軍 残 党 を は じ め と する 反 地 球 連 邦 組織 の 摘 
発 ・ 掃 討 で 実績 を 上 げ : 兵 の 練 度 と 装備 の 質 
に 優れ る うえ 、 参 誠 本 部 の 指示 が な く と も 独自 に 行 
動 可能 な フッ トワ ー ク の 軽い 組織 は 、 対 テロ 部 隊 と し 
で 有効 
し か し 、 ティターンズ の 作戦 行動 は 波及 被害 を 大 
みな いも の で 、 反 連邦 活動 と は 無関係 の 一 般 人 
ET 特 ( a 
っ て いい レベ ル に 発展 し 
は 、 体面 を 重視 す 本 
の 


3 2.02.34 画 
ジィ ミト ラフ ・ ハ イマン 5.35 画 


30 パ ンチ 事件 と エッ ー ゴ の 活発 人 Z03.01 本 EN 
ター ンズ の N6 開 人 0829 店 7】 
ター シズ 0334 本 PD で 

戦役 の 遠因 と も 言わ れ て い : 
ティ ター ンズ の 軍事 拠点 Z-03-38 講 0 の 
ター ラズ の 琶 20341 守 
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ズ 結 成 前 後 の 世界 


U.C.0083 後 期 、 地 球 圏 は 一 年 戦争 の 被害 か ら 回 復 
あり 、| 旧 ジオ ン 公国 軍 開 党 に よる テロ 活動 も 小 規 
横 な も の に 終始 し て いた 。 そん な 中 、 地 球 連邦 政府 に よる 
地球 囲 統治 の 固定 化 や 反 地球 連邦 運動 の 消滅 を 危 恨 
し た デラ ー ズ ・ フ リー ト が 「 星 の 居 」 作戦 を 立案 、 実 施 に 
動い た 。 これ を 察知 し た 地球 吉孝 軍 の コリ ニー 大 将 関 は 、 
事態 を 利用 し て ティ ター ンズ を 結成 。 以後 、 反 地球 連邦 
組織 と スペ ー ス ノイ ド へ の 締め 付け は 厳し く な っ て いっ た 。 


地球 園 は 戦災 か ら 回 復 し つつ 
反 連 邦 テ ロ も 発生 し て は 


に 基 
(4 月 30 日 と も ) に は 月 面 都市 エ 


ガー 工業 生計 を 針 圧 し た 


ティ ター ンズ 設立 に 向け た 陰謀 


ター ンズ 立 を 構想 し て いた コリ 
ニー 大 将 問 は 、 デ ラー ズ ・ フ リー ト の 「 星 の 
周作 戦 を 察知 する と 、 これ を 利用 し て 派閥 
間 抗 争 を 加速 させ : 


内 通 に より 「 星 の 大] 作戦 の 情報 を 入手 
し た コリ ニー 大 将 開 は 、 これ を 利用 し た ショ 
ク ド ク トリ ン 的 手法 で 地球 連邦 政府 の 操作 
と 替 力 拡大 を 目指 し た 


較 孝 軍 内 に 一 大 派 問 を 和 
いた 衝 校 。「 星 の 層 」 作戦 
を 知り な が ら 放 I 

の 勢力 拡大 に i 

は ジャ 


ズ 紛 争 で 発生 し た 観艦式 へ の 核 
攻撃 と コロ ニー 落と し は 地球 連邦 政府 ・ 軍 
に 大 き な 衝 撃 を 与え 
れ を 利用 し て ティ ター ンズ を 設立 し た 。 


デラ ー ズ 維 争 後 、 事 件 に 関す る 一 切 の 情 
報 は 隠蔽 され た 。 コロ ニー 落と し の 阻止 失 敗 
な ど が 地球 連邦 軍 の 奈 信 を 失墜 させ る も の 
で ある 。 U.C.0084.03.10 に は た 
落 芽 の 真相 と 「 ガ ンダ ム 開 発 計画 」 
消さ れ . 関係 者 へ の 覚 入 
一 連 の 隠蔽 は ジャ ミト フ 准 
: よ る も の と され 、 地 球 連邦 政 
ンズ の [共犯 関係 ] が 深 ま 


発表 され た 


大 
と な っ た 「 ガ ンダ ム 開 発 計画 ] の 責任 者 コー 


し 特 軍 の 後 者 と 目 き 


へ の 枝 攻 撃 な どの 責任 を 
間 わ れ 、 更 送 さ れ た . 


コロ ニー が 北 
0083.11.16、 
が 、 テ ィ タ ー ン ズ の 必要 性 を 訴え る 演説 を 行っ 
12 月 4 日 に は ティ ター ンズ が 結成 され た 


、 コリ 


も 担当 。 
ンチ 事件 を 引き 起 ご 


一 年 戦争 後 の 地球 較 は 、 地球 連邦 政府 ・ 軍 の 再建 、| 
国軍 残党 の 層 体 化 な ど に より 紙 前 の 状況 に 回 帰し つつ あっ 
連邦 政府 ・ 軍 内 で は 反 地 球 補 邦 勢 カ へ の 対策 の 必要 性 が 認識 され 
軍 問 問 の 勢力 争い も あり 対処 は 各 方 面 軍 に 任 さ れ た 模様 


デラ ー ズ ・ フ リー ト の 壊滅 に より 、 地球 較 の 反 連 邦 活動 は 
体 化 。 軍 問 間 の 勢力 争い は コ | 
連邦 政府 へ の 影響 力 が 増大 し た 。 反 : 
コリ ニー 大 将 問 の 新設 特殊 部 除 ティ ター ンズ が 当 


推進 


アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 


祭 晶 資金 を 流用 


オン の 残党 狩り 部 隊 」 と し て 組織 され た 
ティ ター ンズ は 反 地 球 連 邦 武 装 勢力 の 摘 
発 ・ 掃 討 で 実績 を 上 げ て いく が 、 地球 至上 
主義 の 失 兵 と いう 側面 を 強く 持っ て いた 
エリ ー ト 意識 か ら 来 る 父 慢 な 態度 や 強引 な 
方 法 を 用 いた 事態 の 解決 と いっ た 事例 も あ 
リ 、 一 般 の 地球 連邦 軍 将 兵 や ー 般 人 と の 
間 に 皿 剛 が 生じ る こと が 多かっ た 。 


内 は 、「 星 の 圧 」 作戦 の 発端 


ティ ター ンズ 本 来 の 任務 は 、 旧 ジオ ン 公国 
軍 残 党 に 代表 され る 反 地 球 連 邦 武 装 組織 の 
摘発 破壊 活動 の 防止 、 一 年 戦争 に 
お ける 戦争 犯罪 人 の 追及 で ある 


明言 こそ され な い が 、 ティ ター ンズ は 地球 至 
上 主義 を 根 恨 と し て いた 。 反 連 邦 組織 
の みな ら ず 一 般 の スペ ー ス ノイ ド ま で 攻撃 対象 
た の は これ が 要因 だ っ た 。 


ガン ダム 試 


の 地球 連邦 軍 と は 異な 
し 、 軍 管区 を 越え た 活 入 宮 較 

2 これ に 付随 し て 一 般 軍 に 対す る 立 

場 の 優越 、 独 自 の 予算 な ども 認め 5 られ: デバ 


| ガン ダム 開発 計画 ] 
の 中 止 に 伴い 、 そ の 
球 予 軍 は ティ ター ンズ 
の 設立 に 流用 され 


MORE INFO! 
T3 部 隊 


次 世代 主力 MS の 
計 験 な ど 


汗 し た 3 日後 の U.C 
大 将 関 の バ スク 大 佐 


人 
ズ 」 と 呼ば れる 機 重大 
ノリ プス 戦役 末 期 の (グリ プス 


ー ペ コー ス ・HN 


億 ・ サ ン ライ ズ 


148.20 
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WORLD GUIDE 


残 と いっ た 友 地 邦 勢 に よる テ 
*、 そ の 力 は 普 日 の レベ ル に な く 、 
ジオ ン 共 和 国 の 自治 権 返還 も 決定 し て お り 、 地球 交 
全域 は 大 いな る 「 現 状 維持 」 の まま 、 緩やか に 地球 
連邦 の 統治 を 受け 容れ つつ ある か に 見 えた . 

この 時 期 、 地 球 隊 が 大 枠 で の 安定 化 に 向かっ て 
E 由 は 、 地 球 連 邦 政 府 や 周辺 組織 の 方 針 に 求 
め ら れる 。 当時 も 地球 連用 2 シャ ア の 
反乱 』 以前 と 大 差 な か っ た が 、 水 面 下 で 『 補 付き 」 と 
接触 し て その 存在 を 容認 し つつ 、 コ ント ロー ル 可 能 
な 「 危 機 」 と し て 利用 し て いた 。 地球 圏 の 政治 経済 
に 多大 な 影響 を 与え る アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 
(以下 、 AE) も 、 地球 連邦 政府 ・ 軍 の 同意 の 下 、 電 
事 産 業 の 維持 な ど を 目的 に 「 袖 付き | を 援助 し て お 
り 、 一連 の 勢力 は 共犯 関係 を 築い て いた の で ある 。 


宇宙 世紀 ガイ ド : U.C.0096 の 世界 


Worlld Seene of 


球 連邦 政府 ・ 軍 は 、 U.C.0100 に 予 
ジオ ォ ン 共和 国 の 自治 権 返 量 に 向け て 、 
減 を 画策 し て も いた 。 その 一 環 
あり 、 ニ ュー タイ プ 神 話 を 葬り 去る 兵 
回 RX.-0 ユニ コー ン ガ ンダ ム の 開発 で あっ た 

この 状況 に 一 石 を 投 し た の が 、 地 球 連 邦 政府 に 
太い バイ ブ を 持つ ビス ト 財 団 の 当主 カー ディ アス ・ ビ 
スト で あっ た 。 地球 連邦 政府 を 共 か す 秘 害 を 秘め 
た 「 ラ ブラ ス の 箱 』 を 持つ こと で 、 栄 華 と 繁栄 を 極 
め た ビス ト 財 日 カー ディ アス は 『 箱 ] (正確 に は 

箱 」 の 「 鍵 」) の 譲渡 を 決定 し た 。 

「 箱 」 の 正体 と は 、U.C.0001 の ラブ ラス 事件 で 失 
われ た 「 本 物 の 宇宙 世 
伏せ る こと で ビス ト 財 団 は 地球 連 非 
引き 出し て 事態 を 複雑 に し 
効 で あり な が ら 採 消さ れ た 宇 
が 、「 新 人 類 」 を 地球 連邦 政府 させ 
る 。 つま り 「 箱 』 が ニュ ー タ イプ 論 を 唱 

『 に 渡っ た 場合 、 反 地球 連邦 運 
動 に 利用 され 、 一 年 戦争 の よう な 超大 規模 戦争 が 
起こ る 可能 性 が 高かっ た の だ 。 し か も 、 カ ー デ ィ ア ス 
は 『 袖 付き] に 「 釘 の 「 鍵 」 ユニコーン ガン ダム を 


(we) neD3 mml 


譲り 流 そ うと し て いた (結果 的 に は 、 カ ー デ ィ ア ス の 
に 渡っ て で いる) 。 

を 危険 視 し 、 現 状 維持 を 望ん だ 地球 連 
カー ディ アス 亡き 後 の ビ スト 財団 当主 代 
の 重 鎖 マ ー サ ・ ビ スト ・ カ ー バ イン 、 そし 
の 利用 を 企む 「 袖 付き] か の 争 
礁 戦 を 演じ て いっ た 。 そし て 、 「 箱 」 の 所 在 を 示す ラ 
プラ ス ・ プ ログ ラム の 開示 情報 に 沿っ て 、 地 球 圏 各 
地 が 第 大 戦 の 舞台 と な っ た の だ っ た 


(ショ ウ ・ ド 9 UCO120) 

関連 ファ イル 
カー ディ アス ・ ビ スト UC-02-0g 蘭 
フレ フロ ンタ ル UC02.13 下 
ラプ ラス 事件 と ビス 財団 の 瑞生 Uc0301 計 
計画 UC-03-07 還 
ビスト 昌男 U603-12 還 
サラ オン (『 和 付き UC03-13 重 
ラブ ラス の 箱 」 を 週 る 紛争 UC-O3-17 講 


FE PREWEW 
り 


手 し 成 
よっ て 連邦 政府 に も 強い 式 
YY 


Miustration by TOMOTAKE KINOSHITA 
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「 答 」 を 巡る 密約 


EO 


容 取 (後に 破壊) 


| 
「 SES 


開放 を 目指 す 


る 紛争 で は 、 ユ - 
し た 場所 が 次 々 と 戦場 に な - 


画 大 き な 変 化 が な い 地 球 圏 
北米 の 山中 に 位置 する 地球 連 「 シ ャ ア の 反乱 』 期 と 比較 し て も 、 地球 園 の 状況 は ほとん ど 変 化し て 
孝 宣 の 軍事 導 設 。 施設 の 大 半 | いな い 。 か つて ネオ ・ ジ オン の 替 講 で 大 き な 被 害 を 被っ た ルナ ツー は 機 
は 地下 に 存在 し て お り 、 上 空 か 5 | 能 を 回 復 し 、 月 面 都市 グラ ナダ も AE の 中 心 拠点 で あり 続け て いる 。 
基地 の 全体 像 を 把握 する の は 困 | 
し た 隊 に 損傷 し た が 、 地球 連邦 軍 離 。 修 兵 され た (グリ プス 2) の コン 
が 秘 害 理 に 修理 し て いた . トロ ー ル セン ター が 置か れ て いた 。 


| 
| 年 戦 後に 開設 さ 


に ] 


捕虜 と し た 格付 き ] の 強化 人 
| | 人 人間 の 研究 を ビ が 続 問 ブ ルト ッ エル プ を 再 絹 加 し た 施 
重要 拠点 だ っ た た めか 可変 MS けら 5 れ て いた 。 設 。 直 械 し た ニュ ー タ イプ 専用 機 
の Z プ ラス や 新型 MS グスタフ ・| た 
カー ル が 配備 され た が 、 料 兵 の 二 
気 は 高く な か っ た よう だ 。 


AE が 運営 する 工業 コロ 

で .U.C.0096 の 時 点 

| で 本 完成 連結 され た コロ 
| ビル ダー 巨大 航 


舶 (メガ ラニ カ ) は ビス ト 財 

地球 の 高度 200km を 周回 し て 団 の 中 概 で あり 、 コー: 
いた 地球 吾 政 府 首相 宮邸 。 ス ン ガン ダム と 「 箱 』 が 保管 
タン フォ ー ド トー ラス 型 の 小型 コロ れ て いた 場所 。 
ニー ン 宇 宙 ス テー ショ ン で 、 居住 に 参 数 の 死 信者 が 出 た 。 
区 画 の 直径 は 500m。U.C.0001 | 
の ラブ ラス 事件 で 破壊 され た 。 


[sh- ル 
オー スト ラリ ア の シド : に 面 | | 地球 連邦 の 首都 。 周 辺 の 砂 
に = し た 地球 連 却 軍 の 軍事 施 股 。 洪 | | 江 化 が 著しく 運 都 が 検討 され た も 
テロ を 偽装 し た 破壊 工 漠 部 と 内 陸 部 か ら 成る 。 周辺 地 | の の 再開 発 が 行 われ 、 首都 と し て 
れ 、 残 評 は 低 財 回転 道 域 は 一 年 戦争 時 の コロ ニー 落と | | 機能 し 続け て いた 。 議事 堂 の 前 
され た 。 ラプ ラス ・ プ ログ ラム が 開 し で 茸 大 な 補 書 が 出 た が 、 戦 後 | | に は 、 宇 宙 世 紀 事 章 を 記し た 石 
示し た 場所 の ひと っ で ある 。 の 開発 で 市 が 区 償 まれ た 。 | | 碑 の レプ リカ が 設置 され た 


ラブ ラス ・ ブ ログ ラム が 示し た 場所 | | 『 補 付き 」 の 協力 を 受け た ジオ ン 
の ひと つ だ っ た た め 、 地球 連邦 軍 | 残党 軍 の カー クス 隊 が 攻撃 を 行 
と ジオ ン 隆 沈 宣 が 交戦 し 、 都 市 部 ご | い 、 講 事 室 を 富む 者 市 の 一 郎 を 
に も 大 き な 被 害 が 出 た 破壊 し て いる 。 バラ オ 
「 補 付き の 拠点 聞 資 
源 衛星 。 三 鑑 状 の 小三 
星 カ リス 2() を 中 心 に 、 カ 
ロー ラ (人 冠 ) と 呼ば れる 3 
つの 岩 塊 を 連結 し て いた 。 | 
全長 30km 以 上 、 最 大 直 | 
径 15kms 行政 区 分 上 は ナー ジ 導出 の た め 《 ネ ュ ル - ア ー ガ 
サイ ド 6 に 属す る 。 マ ) と エコ ー ズ が 攻撃 。 以後 も 後 
し て 使用 され た 。 


Tiustration by AKIO UI 
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LM] ne mg27』 


772- ウー O M Super Weapon in AW. 
ガイ | D ロ ロ ロ E ロ アフ ター・ ウ ォ ー の 超 兵 器 


で bc さら 5 | ど が 該当 する (一連 の シス テム は GX 側 か ら の アク 
更 上 初 の NT が 封 部 され た セス で 自動 付 に 稼働 する が 、 意 識 の み の 存在 と 
= た ファ ー ス トニ ュー タイ プ か ら も 制御 可能 な よう だ ) 
月 面 基地 施設 つま り 、GX は サテ ライ トシ ステ ム の 北 末 、 月 画 基 
= の イト キャ ノン 装備 の GX や 
施設 内 に 設置 きれ た GX ビッ ト は 複数 機 存在 する が 、 マ イク ロウ ェ ー ブ 送 に 
(ドー ム ) で ある 。 マ | 信 施 役 を 持つ 月 面 基地 は ひと つ し か 林 単なる 軍 以上 の 計っ て し まっ た 
月 面 基 地 全体 を 、 ら も 、 そ の 重要 性 が 理解 この 事実 が 判明 する の は 、A.W.0015 の 第 8 次 宇 
ト 上 初め て 確認 され た 宇宙 間 て は 制圧 す 側 戦 争 危機 の こと と な る 。 
タイ プ 」 が 、 チレ 月 面 基 地 に は マイ クロ ウェ ー プ G ビ ッ ト と 呼 (ルアン ・ リ ュ ベ ペア A.W.0025) 
‘2。 て る ビッ ト MS が 多数 配置 され 、 強 力 な 自動 迎 没 5 


ー タ イプ と いう 言葉 は 


が て いっ た 。 ニュ ー 


っ 


月 の マイ タロ ウェ ー プ : 
半球 状 の 空間 が 、D.0. 
イク ロウ ェ ー ブ 送信 施設 を 
DO.ME と 呼 


れ 保存 され て 


含む 月 面 基地 は 第 MS 宙 戦 第 に ステ ム を 構築 し て いる た め 攻 略 で き て いな か っ た 。 関連 ファ イル 
旧 連 邦 軍 が 建設 し た も の と され 、< 月 面 基地 の 政治 的 意義 は 、 フ ァ ー ス トニ ュー タイ 


X01.01 画 


軍事 的 な も の と 政治 的 な も の に 二分 で : x02.02 画 
月 面 基地 の 軍事 的 意 開 は 、 サ テラ イト シス テム の 変異 的 の 特殊 能力 者 と 見 な され て いた 

中 枢 と いう らし い ニ ュー タイ プ だ が 、 そ れ を 「 人 の 草 新 ] 
サテ ライ トシ ステ ム の うち 、 月 面 基地 に は ガン ダム X 付け る 思想 が 出現 する SS 想 の 代表 が 字 


ュー タイ プ 
、 コ クラ ウド 9) を 中 心 に 支持 を 集め た 。 


が 搭載 する 戦略 級 攻 撃 兵器 サテ ライ トキ ャ ノン の パッ 


クア ッ プ シス テム が 整備 され て いる 。 0 軸 


ム の 認証 シス テム 、 誰 証 を 受け た GX の 位 この 状況 を 惑 れ た 旧 加 邦 は 、 ニ ュー タイ プ の オリ i 
尾 シ ステ ム 、 サ テラ イト キャ ノン の 使用 を : ジ ナ ル と 言え る ファ ー ス トニ ュー タイ プ を : 0 遺 お 戦い が 線 り 広げ られ た : 


に エネ ルギー を 供給 する マイ タロ ウッ ェ ー プ 送信 施設 。 伝 子 レベル まで 解体 し 、 月 面 基地 の シ 
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で 解体 され た ファ ー ス トニ ュー タイ プ 
を 保管 し た D.0.ME. は 、 旧 連邦 の 月 面 基地 お よび サテ ラ 
イト シス テム と 一 体 化し た 存在 で ある 。 つま り 、 戦 略 兵器 シ 
ステ ム の 中 枢 と 言え る の だ が 、 ファ ー ス トニ ュー タイ ブ の 解 
体 ・ 保 管 と ニュ ー タ イプ 主義 の 出現 に より 、 極め 
政治 的 意味 を 併せ 持つ こと と な っ た 。 

第 7 次 宇宙 各 争 は IH 連 所 と 宇宙 


D.OME. を 知る 者 は 極め て 少な 
思 代 は wh られ た 在 を と な っ て 

に れ を っ 

OTD 


アプ ター 


- NH 大 に する D. .0.M.E. に は 、 史上 初 の 
ー タ イプ で ある 「 フ ァ ー ス トニ ュー タイ プ 」 が 遺伝 子 レ ベル ま 
で 解体 され た 状態 で 保管 され て いる 。 D.O.MLE. は 月 面 基地 の 
シス テム 群 と 一 体 化 し て お り 、 フ ァ ー ス トニ ュー タイ プ の 特殊 能 
を サテ ライ トシ ステ ム の 制御 な 


D.OME. は 、 その 名 の 通り 半 半 
の 一條 


7 プ の 「 人 所 


生物 と し て は 死亡 し た ファ ー ス ト 

タイ プ だ が 、 そ の 精神 は 生 
き て ぉ り 特 貴 能 力も 健在 。 月 面 
茶 地 の 制御 を 担っ た と 思わ れる 、 


月 面 量 地 


軍事 基地 と いう と 戦力 集結 拠点 や 中 継 拠点 が 多い が 、 月 面 基地 は サ 
テラ イト シス テム の 中 枢 機 能 に 特 化し た 施設 で ある 。 宇宙 革命 軍 の 根拠 
地 で ある (クラ ウド 9) と は 、 地 球 を 挟ん だ 反対 側 に 位置 する (宇宙 革命 
か ら の 攻撃 を 違 け る た め の 処 置 で あろ う ) 。 戦後 も 生 働 し 続け て いる が 、 自 
動 防衛 シス テム が 存在 し て お り 、 勢力 を 問わ ず に 侵入 者 を 排除 し て いた 。 


一 見 何 も 存在 し 
な い 空 間 だ が 、 フ ァ ー ス トニ ュー タイ ブ が 遺伝 子 レ ベル に まで 解 
体 され た 状態 で 保管 され て いる 。 サテ ライ トシ ステ ム や 自動 防御 
シス テム を 含む 月 面 基地 と 一 体 化 され 、 制御 を 担う と され る 


ra ファ ー ス トニ ュー タイ ブ の 実体 は 
存在 し な い が 、D.O.ME 
入っ た 人 間 と は 超常 能力 で コミ 

| ニケーション 本 能 で る る 


a 


D.OME. 全 景 。 人 間 用 の 
出入 口 の サイ ズ カ から. その 巨 
大 さ が 寮 える 。 壁面 に は 壮 
何 学 状 の パタ ー ン が モー ルド し 
され て いる 。 


月 面 量 地 と MS 


月 面 革 地 の 全景 。 マ イ 
クロ エ ウ ェ ー ブ 送 信 ア 
ーー ン テ ナ を 中 心 に 、 多数 
の 大 陽 電 池 パネ ル を 
配置 し て いる 。 


サテ ライ トキ ャ ノン 搭載 機 に エネ ルギー を 供給 する 設備 。 エネ 
ルギー 供給 は マイ クロ ウェ ー ブ 送 電 の 形 で 行わ れ 、 遮蔽 物 さえ な 
けれ ば 月 か ら 地球 上 へ の 送電 も 可能 で ある 


CA 
月 面 基地 に は 「 マ イク ロウ ェ ー ブ G ビ ッ 
ト 」 と 呼ば れる ビッ ト MS が 多数 配備 され 、 
自動 防衛 シス テム を 形成 し て いる 。 その 
戦闘 能力 は 極め て 高く 、 A.W.0015 時 の 


新 銀 機 きえ 撃破 し た 。 ピット MS の 制御 は 
ファ ー ス トニ ュー タイ ブ が 担う 。 


月 面 基地 と サテ ライ トキ ャ ノン 搭載 機 が 揃う こと で 、 初 め 
て サテ ライ トシ ステ ム が 機能 する 。 月 面 基地 は 8 
テラ イト キャ ン ン 搭載 機 の 位置 を 追尾 し 
て マイ クロ ウェ ー ブ 送 信 施 設 か ら 送電 を 行う 。 


月 面 共 地 は サテ ライ トシ ステ ム の オ 
トシ ステ ム 対 応 MS で あっ て も 、F (フラ ッ 
認証 ・ 登 録 を 受け な いと エネ ルギー チャ ー: 


体 と 呼べ る 存在 で ある 。 サテ ライ 
シス テム を 起動 し 、 月 面 基地 の 
許可 され な い 。 マイ クロ ウェ ー ブ 


サテ ライ トシ ステ ム の ホス ト 、 サ テラ イト キャ ノン 搭載 機 は 
端末 に 相当 する と いう こと で ある 。 

な お 、 月 面 基地 以外 の マイ クロ ウェ 
在 し な いと 思わ れ 、 唯一 舞 


送電 施設 は 存 


認証 は 受け られ な い 。 


月 面 基地 は 誠 証 登録 機 


・ ウ ォ ー ガイ ド : D.0.ME 


テム に 語 証 登録 され た MS の 位置 情報 は 、 月 面 基地 に 送信 
され る 。 以後 、 月 面 基地 は 認証 し た MS を フォ ロー し 続け る 。 電流 障害 に よる : 
通 や 誤 送信 を 回 避 す る た め 、 フ ァ ー ス トニ ュー タイ プ の 精神 流 や レー ザー 通信 
を 用 いた リン ク を 形成 し て いる と 思わ れる 。 


の 位置 を 正確 に 拒 所 で き 
る た め 、 月 ・ 地 球 間 で も ビ 
ン ポ イン ト で マイ クロ ウェ ー 
ブ 送 信 が 可能 で ある 


に 


サテ ライ トシ ステ ム に 語 証 ・ 登 録 さ れ た MS か ら パ ワー チャ ー ジ の 要請 が ある と 
(サテ ライ トキ ャ ノン の 使用 が 決定 され る と ) 、 月 面 基地 は マイ クロ ウェ ー ブ 送 信 
を 行う 。 これ は 電波 の 形 で 行わ れる 送電 で あり 、 サ テラ イト キャ ノン を 発射 する 
の に 充分 な 電力 を 供給 する こと が で きる 。 に 


応 炉 で も 、 サテ ライ トキ ャ ノ 
ン を 発射 する 出力 は な い 。 
月 面 攻 地 か ら の 送電 は 、 析 
違い の 出力 を 発揮 する 。 


LX 」 aD3 Fr4/| 


ブラ ッ ド マン 卿 に よる と [地球 
に 対し て 劣等 感 を 抱く スペ ー ス 
ノイ ド が 、 ニュ ー タ イプ の 発生 と 
宇宙 移民 を 結び 付け た 、 自 己 


下心 的 な 思想 の 広がり を 男 む 間 運 孝 は 兵士 と し て の ニュ ー 


た め 」、 ファ ー ス トニ ュー タイ プ を タイ プ を 求め て お り 、「 人 の 素 
D.O.ME に 封じ た と いう 新 ] と いう 側面 は 圧式 し て いた 、 
タイ プ を 同一 視 す る ニュ ー タ イ 7 
プ 主 義 を 掲げ て いた 。 そ の 宇宙 | 
革命 軍 に と っ て の D.0ME は 、 DOME の 存在 を 知る 宇宙 ま 
新旧 連邦 の 非道 を 示す 証拠 と り 

し で 利用 打 値 が あ 


AW.Ease Fle 


マイ クロ ウェ ー ブ 送 信 施 設 の 制圧 


AW.0015、 D.0.MLE. の 制圧 を 目指 す 宇宙 革命 軍 が 
月 面 基 地 に 侵攻 し 、 そ こ に 近 邦 定 が 介入 し た こと で 第 
8 次 宇宙 戦争 の 危機 が 発生 し 際 、 新 連 孝 軍 は 
マイ クロ ウェ ー ブ 送 信 施 設 を 制圧 し 、 認 証 ・ 登 録 の な い 
MS で の サテ ライ トシ ステ ム の 運用 を 可能 と し た 


サテ ライ トラ ンチ ャ ー 准 備 
の ガン ダム アシ ュ タ 


シャ ギア ・ ブ ロス ト (な ) 
オル バ ・ ブ ロス ト ( 右 ) 
カタ ゴリ ーF に 分 類 さ 原 能 力 
者 の 兄弟 。 世界 の 減 亡 を 望み 、 新 
命 軍 の トッ プ を サテ ラ 
1 地 と 
* 2 生 
ey Word ラッ ト g) の 位置 
"か つて 月 周辺 は 旧 連 邦 軍 の 勢力 園 だ っ た よう で 、 サ テ 
| ライ トシ ステ ム の 中 枢 は 月 面 基地 と し 
と の 間 に 障 害 物 が ある と パワ ー チ ャ ー ジ で き な い た め 、 サ 
テラ イト キャ ノン を 使用 で きる エリ ア は 限ら れる , 
ガン ダム DX 目標 (コロ 
ary 148.24 
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まれ た こと か ら 人 類 全体 を 恨 
は 、 世界 を 破滅 きせ る 手段 と 


選ん だ 。 地球 連合 = ナチ ュ ラ ル と 
る 戦争 を エス カレ ー ト 
大 量 破 壊 兵器 の 応 配 に よっ て 人 類 を 抹 


E 合 軍 は プラ ント を 壊滅 させ る 大 草 
開戦 菱 頭 、 ザ フト が 地球 


lustrafion by KOUHEI YONEYAMA 


NN 


mE09 mml 


Beginning of Ful-Scale Collision 


ー ト ロン ジャ マー を 無 
を 実用 化し た ザフト は 、 
は じ め と する 核 動力 MS 


NJC は 、 鉄 い 範囲 な が ら . 
効 化 する 技術 で ある 。 NJC 
ZGMF-X10A フリ ー ダ メ 
群 を 試作 し た ほか 、 ジェ 

NJC は プラ ン 
察知 し た 
の ムル タ 
を 尋 滅 する 
機動 特 装 艦 
ンジ ェ ル ) を 追撃 し 

こう し て 大 硬 破 明 
る 中 、 ク ルー ゼ は N]C を 地球 
捕虜 の フレ イ ・ ア ルス ター を 返す る 際 、 NIC の デー 
タ を 与え た の だ 。 ブルー ス が 強い 影響 力 を 持 
つ 地 球 連 合 軍 が NJC を 入手 し た 場合 、 核 攻撃 を 主 
体 と する 攻勢 に 出る と クル ー ゼ は 判断 し た の だ ろう 
E 際 、 タ ルー ゼ の 読み は 的 中 する 。 NJC 搭 載 型 核 
イル を 多数 配備 し 球 連 合 軍 は 、 プ ラン ト 本 
ズ で 了 


ズラ エル は 、 核 了 』 
め に NIC を 欲し 


復活 させ プラ ント 
ラ エ ル が 強襲 


2 う は 、 これ が 理由 で あっ た 
不 均衡 」 が 顕在 化す 


リッ ク ザラ 自ら が 
シス の 発射 準備 に 入っ た 


Color by NAGISA ABE “Special Effect by ATUSHI SATOU (SHAMROCK) 


量 破壊 兵 
アー クエ ンジ ェ ル )》 以下 
勢力 の 介入 に より 、 
施 き れ た ノラ ント 本 国 へ の 柱 下 人 
ス は 発射 され 、 
中 の 地球 連合 軍 に 大 打撃 を 与え た 。 こ 
っ て も 、 両 軍 に 大 量 破壊 兵器 の 使用 を 
は な く 、 人 類 は 滅 記 の 淵 に 立 


り 戦 局 は 、 タル 


これ に よ | 


者 の 記 本 : へ 移行 し て いく 


プラ ント 


され る こ 


(ウイ ー タ ルッ カ CE73) 
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EED-O: 
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Background by ATELIER MUSA 


earxese We 


GAT.X370 [1 Oe 
3 
GATo1 GAT- 


ーー 


ドレ イク 細 和 和 


ルー ゼ 隊 の 介入 


CE.71.07.12、 (メンデル) 宙 域 で (アー クエ ンジ ェ ル ) と 《 ド 
> 戦 する 中 、 ク ルー ゼ 隊 が 捕虜 フレ イ - アル スタ ー 

オン ) に 申し 出 、 戦闘 に 介入 。 クル ー ゼ の 狙い 

じ て NJC を 地球 連合 車 に 提供 する こと 、 そ し て 

量 破壊 兵器 の 応酬 て 世界 を 減 ぼ すこ と に あっ 

隊 の 3 義 は (クサ ナギ ) 、 お 

ル )〉 と 対 崎 し 、 MS は (アー クエ ンジ ェ ル ) を 攻撃 し た 


還 要 寒 ( ボ アズ)、 お 
本屋 の 攻 財 作 昌 を し た に 。 政財界 に 強い 影響 カ 
を 持つ アズ ラ エ ル と ブル ー コ スモ ス の 後押し に 
まず プラ ント 本 国 を 守る (ボア ズ ) の 攻略 に 乗 
軍 は 、NJC 搭 載 核兵器 を 投入 し 易 々 と ( ボ 


) を 無力 化し て い 


胡 自 ら 


戦略 弥 


9 月 1 地球 和合 箇 が [エル ビス 作 電 」 を 人 動 。 9B23B、 地球 人 
が 使用 し た NJC 挫 検問 に より 


放 エタ ー ナ ル 

4 1 し NN 
SATX102 

0 


メン デル ) 笛 域 戦 か ら ( ボ アズ) 攻略 戦 まで 70 日 以 
上 の 空白 期間 が ある が 、 そ の 間 に も 事態 は 動い て い 用 日 の 「 八 ・ 八 作戦 」、「 エ ア 
た 。 ラク ス ・ ク ライ ン ら は 、 各国 の 和平 派 と 連絡 を 取り ど に より 地球 連合 軍 は 地球 の 制圧 を 進め 、 
早期 終戦 を 目指 し た 。 だ が 7 月 6 日 、 地 球 連 合 首脳 フト は 地球 を 放棄 し た 。9 月 11H に は プ 
会 議 で NJC 搭 載 型 核 ミサ イル の 開発 開 始 な ど が 客 


本 国 攻 撃 
を 最終 目標 と する 「 エ ルビ ス 作 戦 」 が 発動 され た 


画 地球 連合 軍 、 NJC を 入手 
(クサ ナギ や ) と 6 王 = チ ル 》 が (のり 9 
包囲 只 W* ア ー ク エン ジェ 
圭 韻 の 終結 直後 、 摘 誠 
時 、 


zor.515 


画 タン デル )〉 再 域 で の 戦 間 


X191 5 ン デル ) 更 城 で 


酸 兵 器 (NdC を 3 
HE EI た 


Mustration by AKIO UNUMA 


クル ー ゼ 隊 の 攻撃 を 受け た 《 ク サナ ギ )》 と (エタ ー ナ ル ) が 、 ク 


MORE INFO! 
ルー セ 隊 放 能 (ヴェサリウス) を 撃沈 し て 包 思 網 を 突破 し 、《 ア ー ‘ 
クエ ンジ ェ ル ) も これ に 後続 し て 戦域 を 離脱 。 直後 ニオ 他 ル ー ト で の NJC の 流出 
ン ) が 人 を 断念 し 、 クル ー ゼ 隊 も 導 退 し た こと か ら 紙 較 は 千 
し た 。 フレ イ は め 、NJC の デー タ は 
ムル タ ・ ア ズラ エル の 手 に 渡っ て いる 。 戦闘 後 、 ラ クス ・ ク ライ 
ン ら は 圭 争 の 早期 総 結 に 向け た 工作 活動 に 入っ た 


アデ ス 租 長 は (ヴェ サリ ウス ) と 運命 
れ た フレ イ は 、 NJC の デー タ を アメ 


ント 宙 域 の 戦闘 


9 有 26 


YMF-XO00A 
ドレ ッ ド ノー ト 


地球 連合 軍 が プラ ント 軸 域 に 侵入 し 、 ザ フト と 交 


JC 搭 載 M 


地球 連合 軍 は その 後 も 村 設 を 続け た が 、 通 
同じ 頃 こ プラ ント 本 国 近傍 の 宇宙 要 (ヤキ ン ・ { 


ZGMF-X11A 
リジェ ネ レ イト 


147-22 


147-23 


機動 戦士 ガ ンダ ム SEED DESTINY 


第 1 次 連合 ・ プ ラン ト 大 戦後 の C. 
ニウス 条約 で は 、 
マー キャ ン セ ラー (以下 、 
た 。 これ に より 、 第 1 次 連合 ・ 
EURO 
いっ た 「 超 MA 立 


プラ ント 大 戦 未 期 に 


爆弾 を 用 いる た め 、NIC な し で は 成立 し な 
ジュ コロ イド を 利用 し た ステ ルス も 禁止 き 
れ た た め 、 ジ ェ ネ シス の よう の 隠 麻 も 難し 
く な り 、 地 球 連 戦力 を 中 心 と 
戦術 に 回 帰す る こと と な 


は 疑問 が 時 され 
保有 数 制限 条項 
ンク し た 査察 条項 、 監 視 団 常駐 基地 設置 条項 
な ども 取り 決め られ た か は 地球 連合 軍 ・ ザ 
フト と も に NIJC 搭 載 MS を 秘密 裏 に 開発 ・ 配 備 し て い 


て いた 。 ユ . 


(5) 本 8 snr Abn 


Super Weapon in C 


た 。 これ に 加え て で 、 核 に 頼ら な く と も 戦略 級 の 威力 を 
発揮 する こと は 可能 で あり (サイ クロ プス ・ シ ステ ム 
が その 代表 的 な 例 と し て 知ら れる )、 新 た な 超 兵 器 
を 開発 する か 否 か は 各国 の 判断 ひと つ だ っ た 。 
#、 地 球 連合 と プラ ント は (ユニ ウス セブ プン) 番 
ド 事 件 「 プ レイ ク ・ ザ ・ ワ ー ル ド ] を 契機 と する 二 度 
目 の 戦争 で 超 兵器 を 投入 し た 。 開戦 敵 頭 、 地 球 連 
合 軍 が 使用 し た NIC 搭載 型 本 ミ サイ ル は ザフト の 
ニュ ー ト ロン スタ ン め 、 
以降 の 投入 は 進 け られ た 。 し か し 、 他 の 超 兵器 は 
度々 使用 され 人 類 の 作 威 と な っ た の た 
中 で も 匠 威 度 が 高かっ た の が 、 地 球 連 合 軍 の 軌 
道 間 全 方 位 戦略 砲 「 レ クッ イ エム シス テム 」 で ある 。 レ ルク 
イエ ム は 、 月 の ダイ ダ ロ ス 基地 に 建設 され た 巨大 ビー 
ム 砲 と 、 オ ニー ル 型 コロ ニー を 改 ゲーム 偏 向 用 
中 継 ズ ン か ら 成 る 戦略 攻撃 兵器 で 、 地球 隊 
の あら ゆる 場所 を 攻撃 可能 こ 。 感 力も 凄まじ く 、 
や 月 面 基地 を 破壊 で きた 。 
RR RE 


委ね られ た こと が 挙げ られ る 。 特に 運用 者 の 問題 
は 深刻 で 、C.E.74、 プ ルー コス モス 盟主 ・ ロ ゴス 幹 
部 の ロー ド ・ ジ プリ ー ル は レク イエ ム で プラ ント 本 国 を 
攻撃 し 、 レ タイ エム を 制圧 し た ブラ ント 最高 誠 
長 ギル バー ト ・ デ ュ ラ ンダ ル も 「 デ ー プ ラン 」 
に 反対 する 勢力 の 掃討 に 用 いた 
オー ブ 軍 の 攻 繋 で レク イエ ム は 破壊 され た が 、 同 
様 の 超 兵 器 が 秘 こ 開発 され た 可能 性 は 無視 
で きず 、 世界 の 新た な 項 戚 に な る か も し れ な い . 
(フー コー・ デ ルカ ッ セ C 


関連 ファ イル 
GFAS-X1 デス トロ イガ ンダ ム DESO1-14 本 
26MFX20A スト ライ ララ リー ダム ガン ダム 、 DESO122 


スプ ン ズ ペ ー ス 攻略 本 DES03-11 
宇 画 要 守 メサ イア の 決 引 DES3-14 
周子 泡 と 間 電 子 リ フレ クタ ー DESQ3-17 
E73 か 5CE74 の 戦争 DES03.27 


お まい ーッ た 


UMuswanon by TAKUYA IO 


地球 連合 軍 と ザフト に 見 る 
趣 兵 器 の 傾向 の 違い 


開戦 と 同時 に NJC 搭 載 型 核兵器 を 投入 し た 地球 
連合 軍 だ が 、 ザ フト の ニュ ー ト ロン スタ ン ピ ビー ダー に よ 
り 投入 し た 全 機 が 自爆 し た こと か ら 、 核 挟 問 の 運用 
を 進 け る よう に な っ た (ニュ ー ト ロン スタ ン ビ ー ダ ー は 
使い 捨 で で 、 か つ 1 基 し か 有 な か っ た が 、 地球 
連合 軍 は それ を 知ら な か っ た )。 以後 、 地球 連合 軍 
は 破壊 力 を 核 に 依存 し な い 大 量 破壊 兵器 = 超 
を 重視 する よう に な っ た よう で ある 。 レタ イエ ム や ニ 
ー ベ ルッ グ も そう し た 文脈 上 の 存在 だ と 考え られ る 。 

一 方 の ザフト は 「 血 の パレ ンタ イン 」 に よる 核 アレ ル 
ギー も あっ て か 、 NIC 搭載 型 核兵器 は 運用 し な か っ 
た ( 核 動力 MS は 秘 審 裏 に 開発 し て いた が )。 た だ 
の 開発 ・ 配 備 を 放棄 し た わけ で は な く 、 ネ 
ス を 搭載 し た 機動 要 購 (メサ イア ) を 建造 
し 実戦 運用 し た ほか 、 レタ イエ ム を 地球 連合 軍 か 
ら 春 い 発 射す る な ど 、 積極 的 に 利用 し て いる 。 


地球 連合 車 の 起 兵 器 は 、 ブ ルー 
コス モス 映 主 ロ リー ル 


を 、 部 を 「 総 | 

せる も の だ っ た 。 ザフト の 場合 

nf hs 柄 喝 手 段 と し て の 側面 が 強い 
全員 わな か っ た 。 


電 
申 級 の 超 兵器 を 持っ て いな い 。 


MORE INFO! 
C.E.73~74 の 軍事 拠点 


第 1 次 連合 ・ プ ラン ト 大 戦 で 失わ れ た 、 JOSH-A (アラ 
スカ 基地 )、 プ トレ マイ オス 基地 、 宇宙 要 春 ポア ズ を 除け 
ば 、 他 の 大 規模 軍事 拠点 は ほぼ その まま 残っ て いる 。 新 
た な 軍事 拠点 と し て は 、 地 球 連合 軍 の 新 中 枢 基地 へ ブ 
ンズ ペー ス 、 月 の アル ザッ ヘル 基地 な ど が ある , 


男 宇宙 の 軍事 拠点 


ンズ ベース 、 そ こ に ある 対空 防御 兵器 が ニー ペル ング で あ 
る 。 第 1 次 連合 ・ ブ ラン ト 大 戦 で 自爆 し た JOSH.A に 替わる 
つた 。 地球 連合 軍 の 地上 提 点 と し て は 最大 
級 の も の で 電力 や 施設 が 充実 し て いた が 、 C.E.74、 ロー ド ・ 
ジブ リー ル が 逃げ 込ん だ こと で ザフト の 攻撃 を 受け 陥落 し た 。 


港 滋 を 近 す る 複合 軍事 施設 。 大 型 可変 MS デス トロ イ 5 機 と ニー ベル ン 
2 中心 と し た 双 力 で 、 ザ フト や その 友好 国軍 に 多大 な ダメ ー ジ を 与え た 。 


建設 され た 複合 軍事 施設 。 港 江 
施設 だ け で な く 、 後 方 の 山岳 ・ 丘 陵 地 帯 の 地下 に まで 基地 は 広 
が っ て いる 。 特に 主要 施設 や 機動 兵器 の 格納 庫 は 地下 埋設 型 
が ほとん ど で あ り 、 祭具 以上 の 載 力 が 配備 され て いた 。 


し た 地上 


6 上 放 区 の 人 再 の 山岳 丘陵 
地帯 に は 、 デス トロ イ すら 格納 ・ 


お り 、 容易 に は 発見 で き な い 


i 
浴 病 施 訟 と そ 
負 大 半 は 地下 に 埋 穫 され て わり 
地上 か 5 全体 を 奄 えな い 。 右 は = 

海中 の 水 用 MS 人 < し 


へ ブン ズ ペ ー ス の 対空 防御 用 と し て 建造 さ 
ム 格 が 、 対 空 掃射 ベル ング 」 で ある 。 ビー ム 発振 装置 中 
心 と し て 、 多 数 の ミラ ー が すり 鉢 状 に 設置 され て いる 。 一 般 的 な 対 
空 克 や 対空 ミサ イル と 異な り 、 基地 上 空 の 全域 に ビー ム を 放射 す 


ニー ベル ング 全体 を 完全 に 隠 医 す 
る 巨大 シャ ッ ター。 シャ ッ ター は 丘 
陵 に 倫 枝 され て いる た め 、 外 部 か 
らち の 発見 は 困 苺 で ある 。 


すり 鉢 状 の 鋼 面 に 多数 が 配置 され 』 
ビー ム を 反射 し 励起 ・ 増 幅 す る 。 各 反 身体 は 自由 に 角度 を 変更 可能 。 


ら 地球 上 に MS を 降下 させ 、 そ の まま 地上 戦 に 移 
』 し て 特に 有効 だ っ た 。 事実 、 使 用 時 に は 多数 の 
ザフト MS 部 隊 を 撃破 。 その 効果 を 実証 し た 。 


vS 
溝 体 。 表面 に は 多数 の 照 時 装置 が 
あり 、 全 周囲 に ビー ム を 放っ 。 x 


ャ ッ ター の 開放 と ビー ム 発 振 シ ステ ム の 寺 出 、 照射 角 の 
設定 、 ビ ピー ム の 励起 ・ 増 幅 、 発 射 と いう プロ セス で ニー ベル ング 
は 発 敵 さ れる 。 ビー ム の 照射 用 は 極め て 広く 、 基 地上 空 の 敵 機 を 


一 綱 打 】 
レー ショ ン 
隊 を 一 撃 で 


きる が 、 連 射 は で き な いよ う で ある 。 C.E.74 の 「 オ ペ 
ナ ロ ク ] 時 に は 、 軌道 上 か ら 降 下 中 の ザフト MS 部 
消 減 」 さ せ て いる 。 


回 降下 MS 部 隊 を 撃破 
原 時 WS の 和 MS や 油 衝 租 は 


14Z-25 


ダイ ダ ロ ス 基地 と レフ イエ ム _4 


月 の 裏側 に 位置 する 地球 連合 軍 の 軍事 拠点 が ダイ ダ ロ 
ス 基地 、 ダ イダ ロス 基地 を 基点 と する 戦略 ビーム 兵器 が レク 
イエ ムシ ステ ム で ある 。 戦争 末期 、 ダ イダ ロス 基地 と レク イエ 
ム を 巡る 戦い が 繰り 広げ られ 、 ま ず ザ フト と ブル ー コ スモ ス の 
影響 下 の 地球 連 合 軍 が 、 直 後に ザフト と 反 デ ステ ィ ニ ー プ ラ 
ン 勢力 (オー ブ 連 合 首 長 国 他 ) が 衝突 し た 


月 の 裏側 に 建設 され た 地球 連合 還 の 生 事 拠点 。 元々 は 六 山 
基地 だ っ た が 、 ロゴ ス の 支援 で レク イエ ム の ビー ム 発 振 シ ステ ム と 
コン トロ ー ル 施設 が 置か れ た 。 ジブ リー ル の 死後 、 ザフト の 勢力 下 
に 置か れ た が 、 直 徐 の オー ブ 軍 と の 戦闘 で 歯 壊し た 


月 の 表側 の アル ザッ ヘル 基地 
の 存在 、 レク イエ ム の 秒 障 に おり 

た な い 施設 だ っ た 。 だ が 実 
は 重要 な 戦略 基地 で 、 デ スト ロ 
イ や 大 型 MA も 多数 配備 され た 


ダイ ダ ロ ス 基地 の ビー ム 発 振 シ ステ ム と 、5 基 の ビー ム 偏向 ス 地球 園 の あら ゆる 場所 を 攻撃 可能 
テー ショ ン で 構成 され る の が 意 道 間 全 方 位 暗 砲 「 レ クイ エム ( シ 屈折 を 経て も 一 撃 で コロ ニー や 月 面 基地 を 在 壊 で きる 
ステ ム )」 で ある 。 ビー ム 発 振 シ ステ ム が 発射 し た ビー ム を 偏向 ス ンス タン ピー ダー を 警戒 し て 、 NJC と 棲 エ ンジ ン は 動力 機関 


ショ ン 群 で 屈折 させ る こと で 、 月 の 裏側 か ら で も 地球 上 を 含む な か っ た と 考え られ る 


感 力も 絶大 で 、 数 度 の 


利用 し た も の と 思わ れ 、 底 部 に 発 
畠 部 、 加西 に 連 約 置 を 備え る 


ダイ ダ ロ ス 基地 が 発射 
し た ビー ム を 屈折 き 
る 宇宙 施 設 。 ゲ シ ュ マ 
イデ ィ ッ ヒー 

展開 し た コ リン 
ダー 内 を 通過 する ビー ビー ム を 屈折 、 リ レー し な が ら 目 標 に 馬 導 す る 。 オニ ー ル 型 コ 

ム を 條 向 させ る 。 り に し . 価 向 装置 姿勢 装置 搭載 し た も の 。 5 基 が 寺 設 され 7 


いる 際 は 、 攻 撃 目標 の 指定 、 使 用 する ビー ム と 誘導 、 目 標 へ の 着 理 と いう プロ セス を 経る 。 CE.74、 地球 連合 
ョ ン の 決定 と 変 勢 制御 . ビー ム 例 振 シ ステ ム の 起動 軍 が プラ ント 本 国 へ の 攻撃 (本来 の 目標 に は 命中 せ ず ) に 用 いた 


(ビー ム の 発射 )、 ビ ー ム 偏向 ステ ーション 辞 に よる ビー ム の 屈折 後 、 ザ フト が アル ザッ ヘル 基地 残 減 に 利用 し た 。 


信和 3 
その 章 後 ) で 、 ビ ー ム 
が 屈 箇 その 際 、 大 
は 低下 し な い . 


目標 に 命中 


レク イエ ム か ら 価 向 ステ ーション に 
補 了 還 の 信 向 ステ を 経由 する 向け て 、 ビー ム が 発射 され る , 

た め 、 制 区 は 低下 する が 、 コ ロ 2 

を 撃 す る 屋 力 を 発 押す る 。 


MORE INFO! 
戦略 装 脚 兵 装 要塞 デス トロ イ 


地球 連 「MS 版 超 兵器 」 と 呼べ る 機体 も 開 人 
され た 。 60m 近 い 全高 を 持つ 生体 CPU 用 可変 
ロイ が それ で 、 怒 大 攻防 
目標 を 大 減 可能 で あっ た 。 


ドル リン 戦 
市 を 信二 


GFAS-X1 デス トロ イ 
可変 機構 を 備え る 巨大 MS 
の 大 出力 火器 と 電子 リフ レク タ 
を 備え 、 絶大 な 破壊 力 を 示 


新 世代 の 核 動 力 MS 


単独 で 戦域 を 支配 可 ウル トラ ハイ エン ド の 述 動 
力 MS も 新型 機 が 開発 され た 。 ザフト 系 の 核 ・ デ ュー トリ 
オン ビー ム 送 電 シ ステ ム 併用 型 は 特に 高 性 能 だ っ た 


ZGMF-Xx42S デス ティ ニー 


SEIENCE 
Key Ward AS 


地球 連合 軍 に よる 核 攻撃 を 警戒 し て いた プラ ント は 
棲 分 裂 反応 を 促進 し 自爆 させ る - トロ ンス タン ピー 
ダー を 開発 。 これ に より 地球 連合 軍 は NJC 搭 載 型 村 兵 
器 を 使用 が 離し く な り 、 劣勢 の 一 因 と な っ た 


it 


KK 


自 提 。 栓 動機 が 了 人 を 
に いこ 9 


受け た 場合 も 、 核 エンジ 


ナス カ 級 に 搭 穫 さ れ 


機動 要 杜 (メサ イア 〉 


C.E.74、 ザフト が 総合 指揮 施設 と し て 利用 し た 小惑星 能力 を 与え る 大 型 推進 器 を 併せ 持つ 「 機 動 要 寒 」 
転用 型 宇宙 要 寒 が (メサ イア ) る 。 要 寒 砲 「 ネ オジ ェ デス ティ ニー プラ ン の 中 核 シ ステ ム も 内 部 に 存在 し 
ネ シ ス 」、 ビ ー ム シー ルド を 備え る 防御 リン グ 、 巨 体 に 自 走 り 、 政治 的 な 重要 性 も 極め て 高い 施設 


MORE INFO! 


ネオ ジェ ネ シ ス 

第 1 次 運 合 ・ ブ ラン 大戦 で 使用 
され た ジェ ネ シ ス の 小型 版 。 本 体 
は 小 陸 星 部 に 内 蔵 きれ た 。 


ジェネ シス より 小型 で は ある が 、 7 で (| メサ イア の 後部 に 設置 され た 巨 
ーー 撃て 宇宙 艦隊 に 深刻 な 打 撃 ) 大 推進 間 群 。 メサ イア の 巨体 を 
そえ る 成 力 は 健在 < 移動 させ る に 充分 な 推力 を 持つ 。 


防御 リン グ 
ー ム シー ルド (リフ レク ター) と 防 
を 備え る 複 可 防御 設備 。 
人 。 


その 他 

全 周 団 に シー ルド を 展開 する こと 穫 疾 や MS な どの 入出 航 に 対応 
で 、 名 中 の 防御 力も 示す 。 隅 電 する 洪 滴 、 居 住 用 な ど と し て 用 
子 克 す ら 無力 化す る 標 様 。 いる 回 転生 カフ ロック も 備え る 。 


エク リフ ス ) 


フレ イク ピラー 事件 か 547 月 後 、 ア フリ カタ ワー へ の 送電 が 再 
開 さ し 
大 型 テロ 阻止 を 名 目 に 地球 連邦 平和 的 持 軍 の 指 控 権 を アロ ウー た 。 ダブ 
ズ に 集約 する こと を 発表 し た , 


ント モリ 2 号 弱 は 破壊 され た が 


オス 2) 内 で 反乱 を 起こ し 、 リ ヴァ イヴ は オー ライ ザー を 堆 っ て ) 
走 。 結果 | 
は 部 脱 ! 


手間 取 
受け て 後退 し 


イノ ベイ ター を 自称 し た り ボ ンズ た ち が 、 実 際 に は 
イノ ベイ ド で ある こと は すでに 述べ た 。 そもそも 当 
時 、 真 の イノ ベイ ター は 存在 し な か っ た の だ 


し か し 、 イ ノ ベ イ ター に 覚醒 し つつ ある 者 は いた 
CB の ガン ダム マイ スタ ー、 利 那 ・F・ モ イエ イ で ある 


GNW.003 


a 小型 宇宙 艇 
ーー 
@ 


(プトレマイオス 2) を 急 杏 
イノ ベイ ド と し て 党 本 し た TA 
ヴ が (プトレマイオス 2) を 郊 脱 。。 氏 らち は アロ ウ 
合流 する と 、( プ トレ マ 印 オス 2》 
を 仕掛 けた 。 戦闘 は イノ イド 優勢 
ブル オー ライ ザー の 参戦 に よ - 


@ "ヴェ ー ダ " の 位置 情報 を 入手 
(プトレマイオス 2) と の 接触 を 目指 す 王 留 美 
召 。 人 信者 不明 の 通信 を 受け た 
イザ ー を コロ ニー に 派遣 し た 。 ゴロー 
て 脱出 する が 、 ネー ナ の 豚 没 を 受け 死亡 。 な お 、 章 那 は 、 コ 
ブシ ドー と 接触 、 彼 か ら 一 騎 討 ち を 申し 入れ られ て いる 


CB は 、 地 上 に 誇る 牙 三 と な メメ ント モリ 2 号機 を 破壊 。 同 

時 北 計 地球 連邦 平和 維持 軍 の 指揮 権 を アロ ウズ 約 す る こと 
RR TS, CB、 イノ ベイ ド と アロ ウズ の . 

攻撃 を 受け る 

CB の 位置 を 特定 し ノ ベ イ ド と アロ ウズ が 

(プトレマイオス 2) を 攻撃 。 MS 部 隊 の 括 

武 も : アロ ウズ を 撤退 させ る と 同時 に 

イノ ベイ ド を 捕虜 と し て いる 。 


へ _。eNroooo+ GNR- 
GNR-010 010A 


「 イ ノ ベ イ ド 」 の 捕縛 


脳 量子 流 に よる アニ ュー と の リン ク に より 、CB の 位置 を 特定 
し た イノ ベ イド と アロ レ マ イ オス 2) に 攻撃 を 仕掛け 
た CB の MS 部 譜 の 抗戦 に よ 


それ に 合わ せ て 挙行 され 


典 で 地球 連邦 政府 は 、 


同時 刻 、CB が メメ ント モリ 2 号機 を 
球 上 へ の 戦略 攻撃 は 回 放さ れ た が 、 反 地球 連 
アロ ウズ か カ ら の 度 重なる 攻撃 


ヴ ・ リ バイ バル ) が CB の 捕虜 
いる カタ ロン の 一 組織 が 保 


て いる 


ムラ イザ ー が 民 
拓 乱 状態 に 


"ヴェ ー ダ "の 位置 情報 を 入手 


"ヴェ ー ダ " の 位置 情報 を も た ら すべ く 《 プ トレ マイ オス 2》 と の 
接触 を 目指 し て いた 王 留美 は 、 ネ ー 切ら れ ラ グラ 
完成 コロ ニー (エク リプ ス ) へ 必 此 。 発信 者 不明 の 


アロ ウズ 
一 方 で イノ ベイ ド 周 士 の 不 和 が 筆 在 化し つ 


に オー ライ ザー は 容 退 され た が 、 リ ヴァ イヴ と 

ロウ ズ と 合流 し た 。 直後 、 ダ ブル オー ガン ダム 南 獲 の プトレマイオス 2) ジュ 5 に 向かい 、( エ タク リプ 

一 を 含む イノ ベイ ド 3 人 と ルイ ス が (プトレマイオス 2) プル オー ライ ザー が 派遣 され た 。 王 留美 は (エク リプ 
に 攻撃 を 仕掛 けた 。 イノ ベイ ド は 優勢 に 戦闘 を 出撃 に 着 し た 章 那 に "ヴェ ー ダ "の 位置 情報 を 託し 脱出 す 


\ い た ダブ ルオ ー ラ イザ ー の 参戦 と アニ ュー の 戦死 を ナ の 負 撃 で 死亡 。 その ネー ナ も 、 特 命 を 受け て (エク リプ ス 


軍 域 に 入っ た ルイ ス の 攻撃 で 死亡 し た 


5 を 中 し 入れ た 


タブ ルオ ー ガ ンダ ム を 
シス テム が 放つ 高 濃度 の GN 粒子 の 影響 で 


F さ れ た 利 邪 は 、 ッ イン ドラ イヴ 
ノ ベ イ 


子 波 能力 は 一 般 


衣 醒 し つつ あり 、 そ の 脳 量 


Mustration by AKIO UNUMA 
MORE INFO! 
軌道 エレ ベー ター の 防衛 
ブ 事件 
MSJ-O6I-ED 
ィ エ レン 軌道 エレ ベ 
MAJ-S08 シャ オシ ョ ウ 
人 天才 キ 
a サラ イズ MBs 150-20 


(Ov) ME 時 slWh 


/ 
《 
\ 
Nf/ 


~~ 
〆 AA 
ロス ト 只 マウ ン テ ン の 琴 劇 The threat of Nuclear Weapon 


リッ パ が 月 か ら の 補給 
て いた 残り の 


きた 正 暦 234 
ン ル は 月 へ の 
3 歩 する と 中 
ー ナ 領主 ボル : 
作戦 の 再 
背景 に は 、 女 王 の 個人 的 経験 が ある と 見 られ る 。 か 


女王 が 月 
し の 憎悪 と 死 


旨 B 25 な 
勢 に 出 な いこ は nuEmmEvw 


闘 は 小 規模 な 局 地 | 


ぁ れ ば 戦端 が 


。 7 


ノッ クス 崩壊 期 に 入れ 替わっ て 以後 、 デイ アナ ・ ソ 
レル は キ エ ル ・ ハ イム と し て 、 キ エ ル ・ ハ イム は ディ ア 
ナ ・ ソ レル と し て 生活 し た まま に な っ で し 
わり を 知っ て いた の は 、Y ガ ンダ ム の 搭 
セア ッ ク と 親 所 隊長 ハリ ー・ オ ー ド だ 


Syem。 


AMXlog 


る ) 。 月 へ の 帰 避 を 決心 し た ディ アナ は 、 行動 を 共に 
し て い : シャ と 別れ 《 ソ レイ ユ 》 ( 
ル は ミリ シャ と 合流 せ ず ディ アナ の 影武者 と な る よう 
人 た 別 行動 こそ 取っ て いた が 、 ふた り は 信 
頼 し 合っ て いた の で ある 。 


球 と 月 の 交 六 も . 地球 側 の 代表 者 が 


③ 《 ウ ィ ル ゲ ム )》 、 部 陸 に 成功 
ミリ シャ は 発 揚 し た く ウ ィ ル ケム > の 次 陸 準 備 を 進 


選出 され ず 滞 っ て し 
中 


ヤ の 内 部 換 乱 を 狙う が 、 撃 
退き され て いる 。 


め る が 、 そ の 貞 獲 を 狙う ディ アナ ・ カ ウン ター の 凍 撃 
2 当初 戦闘 は ディ アナ ・ か シタ が 優 


NM RS 狙撃 され る 
し で 出来 上 が っ た 
2 の (tr ロッ の に 、 テ 
彼女 は V ガ ンダ ム の 強奪 を 
リド に 狙撃 され - 死亡 し た 。 


ロラ ンプ ミリ シャ デ 
の 進路 dE 


キー ス ・ レ ジェ の パン 屋 「 ド ン キ ー」 が 、 地球 と 月 の 双方 を 商 
売 相手 と し た こと も あり 、 その 周囲 は 中 立地 帯 と な っ て い 
シャ は その 近傍 で 待機 し 、 ロ ラン の (ギャ ロッ プ ) が 偵察 と 食料 
受領 の た め 中 立地 帯 に 入っ た 。 この 隙 。、 パン 屋 で 働い て いた 
ムー ン レ ィ ス の テテ ス ・ ハ レ は V ガ ンダ ム 強 容 を 狙っ た が 失 欧 し た 
うえ 、 狙撃 され 死亡 し た 。 テテ ス を 撃っ た の は 、 パン 屋 の 工場 長 
と し て 潜伏 し て いた アグ リッ パ 派 の ミー ム ・ ミ ドガ ルド だ っ た . 


ら 奪 っ た MS の 東 備 を 進め て いた 。 名 准 
ダム の 強硬 に 失敗 し 和 さ れ た 。 


( ロラ ン 、 ティ アナ を 発見 


ウィ ル ゲ ム ) が 修理 を 受け る 中 、 両 軍 は 新た に 発 
た ・ サ イク ル の 調査 ・ 発 所 。 ロラ ン は 祭り 
が 開催 され て いる 村 で ディ アナ を 発見 し 、 合 流し て いる 。 記憶 を 
失い ディ アナ に 同行 し て いた コレ ン ・ ナ ンダ ー が V ガ ンダ ム の 山 
車 を 見 て 最 走 する 事件 を 起こ し た が 、 デ ィ ア ナ の 所 在 を 突き 止め 
た ハリ ー の 介入 で 大 事 に は 至ら ず 。 その 後 、 山 車 を 破壊 も ヒ コレ 
ン が 暴走 を 止め た た め 、 事態 は 終息 し た 。 


ディ アナ が 立ち 寄っ た 村 で は 、 地 球 人 と ムー ン レ ィ ス が 人 協同 
て いた 。 V ガ ンダ ム の 山 を 破壊 し た コレ ン は 独り で 旅立っ て 


ディ アナ 
| コレ ン の 進路 


ロス ト ・ マ ウン テ > 
ロス ト ・ マ ウン テン の 発掘 を 生 
の ゼノ ア 隊 が 、 核兵器 を 発見 


の も ちっ て い に は 析 
発し 、 スエ サイ ド 部 隊 の ギャ パン 隊長 が 戦死 し た 。 


⑳ ロラ ン 、 ディ アナ と 合流 


両 軍 が マウ : 
8 は ディ アナ を 発見 し 、 
し て いた 


サイ クル の 発 舞 を 続け る 中 、 
合流 し て いる ディア, 
レン . ナ ンダ ー が V ガ ンダ ム 


し た 全 の を 見 て 暴走 し た が 大 事 に は 至 


本 | 表 半 発生 地点 


(@ レッ ト 隊 の 破壊 工作 


収穫 が 終わ っ た ば か り の 農村 の 倉庫 を レッ ト 隊 が 襲 繋 す る な 
ど 、 デ ィ ア ナ ・ カ ウン ター に よる 物 貨 強奪 事件 が 発生 。 月 か ら の 
シャ の 軍備 拡大 に 伴う 後方 提 乱 の 必要 性 な ど 
北ア メリ ア 側 で は 大 陸 を 取り まとめ る 大 統領 を 選 
『 現 実 的 な 話 で は な か っ た た め 、 地 球 と 月 の 
た 。 レッ ト 隊 は V ガ ンダ ム に 擬装 し た フラ ッ ト で ミリ 
シャ の 内 部 提 乱 を 狙っ た が 、 撃退 され た 。 


レッ ト 隊 は 、 か つて ディ アナ が 地理 に 残し し ィ ス の 子 珠 。 ミリ シャ で 
は 、 スエ サイ ド 部 隊 隊 長 ギャ バン と ソシエ の 半 妖 話 が 持ち 上 が っ て い 


S: ロス ト ・ マ ウン テン の 戦 し 


ィ ア ナ は 、 ハ リー と 共に (ソレイユ) に 戻っ た 。 
ィ ア ナ ・ カ ウン ター の ゼ 
ノア 隊 は 配 兵 器 を 発見 。 その 際 、 スエ サイ ド 部 隊 と 遺 遇 し 、 戦闘 
状態 に な っ て し まう 。 スエ サイ ド 部 隊 に よる 栓 兵器 の 強奪 、 レッ ト 
隊 の 介入 で 事 能 が 混乱 し た 未 、 ス エサ イド 部 隊 が 持ち 出し た 枝 
兵器 が 提 発 (爆発 に 巻き 込ま れ 、 隊 長 ギャ パン が 戦死 )。 核 兵 和 | 
は ゼノ ア 際 が 確保 し た も の が 残っ て いた 。 


ディ アナ は キ エ ル と 再会 。 杜 兵 問 の 港 力 を 知ら な い 
Er i AT TT 


の 後 、 コレ ン は 独り で 旅立っ た 。 


に 
IMR-SPIO5Q 
SET STREAM* 


Mustration by AKIO UNUMA 


(⑧ (ウィ ル グ ム ) の 離陸 】 


戦争 を 止め る た め 、 月 へ の 帰還 を 決意 し た 
ミリ シャ の 陣地 か ら 離 れ た 。 ディ アナ ・ カ ウン タ 、 
く 中 、 ミ リ シ ャ は 《 ウ ィ ル ゲ ム 》 の 苑 陸 準備 を 進め て い : 
ゲ ム 》 の 画 獲 を 狙っ て いた ディ アナ ・ カ ウン ター は 、 


イア ナ が 、 独り で 
に よる 路 礁 が 続 
CZ 


ナ ・ カ ウン ター が 優勢 だ っ た が 、 V ガ ンダ ム の 活躍 で ミ 
位 に 立ち 、《 ウ ィ ル ゲ ム ) は 離陸 に 成功 し た 


アナ ・ カ ウン ター の 攻撃 に 晒さ れ な が ら も (ウィ ル ゲ ム 》 が 苑 陸 


MORE INFO! 
マウ ン テ ン ・ サ イク ル の 発掘 作業 


り 中 心 で マウ ン テ ン 
掘 し た が MS) を 多用 する よ 
ン レ ィ ス は 当初 か 5 ら MS や モビ ルリ プ を 多用 | 


表 通 ・ サ ン ラ イズ 
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WORLD BUIDE [W] mM9 siln 


プ 


] SENS リッペ ンス 


エコ ー ズ ( ECOAS) Organization of U.C. 


革 を 受け 続け た 。 精 負 の エコ ー ズ と いえ 
ネオ ・ ジ ォ オン 年 摘発 ・ 掃 討 に 限ら ず 、 正 。 上 ざる を と も 理 E 週 陳 さき 、 そ れ に 反する 
用 の 箇 事 作戦 で は 消化 し きれ な い 作 明 を 提 当 すれ 以 を いっ た E 半 ら 隊員 た 、 920 部 隊 


査 の 権限 すら 与 
の 歴史 は 比較 的 浅く 、 


テ の 反乱 』 直 新設 され た 
| 機動 隊 ロ ン 


の 児童 が 元 記 し 、 4 
調査 委員 会 は 限 石 の 稀 突 事故 と 
が 、 連 邦 軍 特 丈 部 隊 の 関与 も 噂 きれ た ) 
* 乗 っ た スタ ー ル バス が 現場 
視 班 が 


星 の 略 ) の 前 隊 
と いう 信条 が 見 て た ち を 殺し た の で は な い 。 し か し 事件 の 衝撃 は あま 


Mustation by TOMOTAKE KINOSHITA 


[シャ ア の 反乱 』 直後 に 編成 され た 、 地 
球 連邦 軍 の 特殊 部 隊 が エコ ー ズ で ある 。 ネ 
オ ・ ジ オン 軍 残 党 の 摘発 と 掃討 任務 の ほ 
か 、 他 の 反 連 邦 勢 力 へ の 対処 に 投入 され 
る ケー ス も 少な く な い 。 任務 の 性 質 上 、 軍 
季 の みな ら ず 警察 権 や ー 部 の 公安 調査 権 
すら 与え られ て いる 。 


工作 な ども 行 


ら 贅 中 され てい 


シャ ア の 反乱 』 て 


Ss 帥 シャ ア ・ ア ズ ナ ブ 
ル と 戦力 の 多く を 失 - オン だ が 、 
反 連 邦 テロ を 準備 し で いた 。 これ ら の 対処 
も 含め て エコ ー ズ が 新設 され た 。 


反 連 孝 組織 の 要 人 や メン バー の 暗殺 ・ 
拉致 、 関 連 施 設 へ の 破壊 工作 な ど を 行 
う 。 任務 の 際 に は エコ ー ズ の 戦闘 員 だ 
で な く 、 MS が 投入 され る ケー ス も 多い 


ネオ ・ ジ オン 軍 残 党 と 直接 関係 な い 任 
務 に 就く こと も ある 。 [ラブ ラス の 箱 」 を 巡 
る 争乱 に か ら み 、 
ニカ) に 潜入 、 交 戦 し 


位置 付け と 役割 の 特殊 性 


エコ ー ズ と 同じ 反 地 球 連邦 勢力 の 摘発 ・ 掃 討 を 担う 
部 隊 と し て 、 過 去 に ティ ター ンズ が 、 同 時 代 で も ロン ド ・ 
ベル 隊 が 存在 し た 。 エコ ー ズ は ティ ター ンズ や ロン ド ・ ペ 
ル 隊 ほど 大 規模 な 部 隊 で は な <、 権限 が 大 きい も の の 独 
立 性 も 低い 。 表立っ た 任務 が まっ た く な い 点 、 軍 の 中 央 
情報 局 と の 連携 が 多い 点 も 特殊 で あっ た 。 


た 事例 は 特に 有名 


ティ ター ンズ や ロン ド ・ ペ ル 隊 の よう な 独自 反 地 球 連 : 
行動 は 認め られ て お ら ず 、 参 斉 本 部 に 代表 


され る 軍 上 放 部 の 命令 の み で 動く 。 ほぼ す 。 ル 隊 と | 
べ て の 任務 が 汚れ 仕事 で ある た め 、 存 在 は 潜入 破壊 
公 に され で い を か っ た よう 交 


法規 的 部 隊 だ っ た 。 


過酷 な 任務 に 従事 する エコ ー ズ の 隊員 は 精 
鋭 揃い で あり 、 白 兵 戦 か ら 潜入 ・ 破 壊 工作 、 
MS 戦 ま で こなす 。 し か し 、 任 務 の 特性 か ら 精 神 
的 プレ ッ シ ャ ー が 大 きい うえ 、 他 の 地球 連邦 軍 
拘 兵 か ら 尽 み 嫌 わ れ て いる 。 そう し た 隊員 の メン 
タル 面 を 支え て いる の が エコ ー ズ を 構成 する 各 
部 隊長 で 、920 部 隊 司 令 ダ グ ザ ・ マ ッ ク ー ル 
の よう に 人 物 、 技 量 共 に 優れ た 者 が 多く 見 られ 
た 。 他 の 部 隊長 と し て 、729 部 隊 司 令 ナ シリ ・ 
ラ ザ ー 中 佐 が いた と され る 。 


ほ ヒ 4 どの エコ ー ズ 隊員 


20 部隊 本 


三 度 | 
電電 


人 久 も 湯 死 し て いる 


咲 和 / 投 致 破 料 


「 人 獅 ) 部 層 ] と し て 
般 の 連邦 軍 人: 


の 摘発 ・ 提 討 も 任務 で ある 
じ 。 極秘 の 要 人 の 暗 禁 や 拉致 


同人 
共に 汚名 責任 を 負い 続け 
ダク ザ の 克 人 を 


う で 知る 者 は 少な い 。 
報 半生 な ど に 着け られ る 


< ハマー ン 時 代 、 シ ャ ア 時 


一 般 の 地球 連邦 軍 以 
上 に 世論 の 反発 を 招き 
や すい 任務 の 特性 上 

具体 的 な 任務 内 容 が 
発表 さ 


れる こと は な い 


ンド 
鶴 の 小 規 人 隊 だ っ た 


邦 勢力 (特に: 


は 、 ロ ンド ・ ペ 


工作 も 含み 、 大 部 隊 と の 直接 


は ほとん ど 想 定 し な い 模様 。 


MS 戦 に も 対応 する 柄 


920 部 隊 司 令 。 数 々 の 電 
人 道 的 か っ 過酷 を 任務 を 
位 行 し た が 冷酷 な 人 物 で は 
な く 、 部 下 か ら の 信頼 も 厚 


ダク と 


目 の (> 
い 披 い た 


潜入 作戦 や 白兵戦 が 多い エコ ー ズ で は 、 
装備 も それ に 対応 し た 特殊 な も の と な っ て い 
る 。 中 で も MS ロト は 、 潜 入 工作 や 高速 展開 
)、 エ コー ズ の 代 名 
た 。 戦闘 服 も 一 般 部 隊 用 と 
異な り 、 パイ ロッ ト 用 ノー マル スー ツ を さら に ス 
マー ト ( よう な 特殊 モデ ル で ある 。 


装甲 を 増設 し た 特務 
仕様 の ジェ ガン D 型 。 MS と の 交 
戦 が 想定 され る 任務 で 使用 する 
機体 で 、 遂 常 は 投入 され な い 。 


タン ク 形 馬 へ の 変形 機構 を 価 え 
る 12maTMS。 の 更衣 K 

他 、 兵 員 輸 
聞 と し て も 人 用 8 れる 


上 エコ ー ズ 隊員 の 装備 
ェ ー へ ル xy ト 


ホル スタ ー 


愉 肥 江 用 時 は 目 
抜き 式 の マス ク を 伴 
用 . 隊員 の 素性 * 則 
す た め の 描 


用 きれ た スナ イ バ パー 仕様 で 、MS 
本 体 の 武 は 扶 近 寺 用 だ が 才 い 。 


920 部 隊 の 戦歴 


活動 内 容 が 伏せ られ て いる エコ ー ズ だ 
が 、920 部 隊 の 活躍 は 有名 で ある 。 ここ 
紹介 する 『 釘 」 を 巡る 争乱 以外 に も 、( ス 
ウィ ー ト ウォ ー タ ー) で の 作戦 や シナ ンジ ュ 
強奪 事件 の 事後 調査 な ど に 関与 し た , 


ユニ コー ン ガ ンダ タム と バ 
ナー ジ ・ リ ンク ス を 回 収 する 
た め 、《 ネ エル ・ ア ー ガ マ 》 
と 729 部 隊 と 共に 資源 衛 


ル ・ ア ー ガ マ ) を 右 換 し た 
「 補 付き と 容 を 別 ち 、 牙 の 
クル ー5 ら と 共に 交戦 。「 補 
付き | は 手 退 し た 


入 
(イン ダス トリ アル 7) 内 で も 
神 付 き 』 と 交戦 し た : 
知 」 は 確保 で き な か っ た 


= や 
区 戦い で 部 了 司 
ザ 中 休 が 戦死 し た に 


[| 吾 了 R の / 
ガラ ニー か に 向かっ た 人 
き | と 交 凌 。( ネ ェ ル ・ ア ー 
ガマ ) 防 箱 や (メガ ラニ カ ) 
内 旨 闘 に 従 事 し 
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Shock by The First Coordinator 
A.D. ~ C.E.41 


R.C (8 War 後 の 国家 再編 と 


コー ディ ネイ ター の 護 生 
本 期 、 回 家 了 ・ 守 民族 旨 争 、 そ し て S 弄 


イン フル エン ザ の 流行 に より 無数 の 機 牲 を 出し た 
ar (Reconstruction W: 
、 世界 は 再編 され 大 規模 国 
群 が 成立 し た 。 北米 と イギリス で 構成 され た 大 西洋 
連邦 、EU 諸 国 や ロシア な どか ら 成 る ユー ラ シ ア 連 
施 、 中 国 や 日 本 と いっ た アジ ア 諸 国 で 構成 され る 東 
アジ ア 共 和 国 な ど で あ る (南ア メリ カ 合 衆 国 、 太 平 洋 
、 南 アフ リカ 統一 機構 、 新 興国 の オー プ 運 合 首 
長 国 な ども 同時 期 に 成立 し た と 見 られ る ) 。 
こう し て 未 箇 有 の 大 戦争 が 勃発 し 、 現 在 に 至る ま 
で 続く 国家 の 枠組 み が 形 成 き れる 中 、 後 の 世界 に 
多大 な 影響 を 与え た 人 物 が 誕生 し た 。 R.C.War の 
最 中 、 統一 礎 C.E.(Cosmic Era) へ の 移行 の 16 年 
前 に 生ま れ た その 人 物 こ そ 、 ジョ ー ジ ・ グ レン で ある 。 
17 歳 で MIT の 博士 課程 修 耳 、 オ リン ピッ ク の 銀 メ 
ダリ スト 、 ア メリ カン フッ ト ボ ポー ル の スタ ー プ レイ ヤー. 
ほ 軍 の エー スパ イロ ッ ト 、 ノ ー ベ ル 党 候補 
TREN 3 


第 


グレ ン ひ と り の 実 症 で “あり 、 ME 
成し遂げ て いる 。 歴史 上 、 最も 才能 と 能力 に 
恵まれ た 人 物 だ : う 
『ー ジ ・ グ レン の 能力 に は 秘密 が あっ た が 、 長 ら 
公開 され な か っ た 。 それ が グレ ン 自 身 の 口 か ら 明 
ら か に され た の は 、 彼 が 参加 し た 木星 {w+ 
オル コフスキー) の 出航 時 の こと だ 

ジョ ー シ 受精 卵 の 段階 で 遺伝 子 操作 を 


す 「 ナ チュ ラル 」 も 彼 の 言葉 が 発端 の よう だ )。 

ファ ー ス トコ ー デ ィ ネ イタ ー と し て 出自 を 明か し た 
シ /・ グ レン は 、 世 界 に さら な る 衝撃 を も た らし た 。 
ネイ ター の 製造 マニ ュ ア ル を 公開 し た の だ 。 
間 に 対す る 先天 的 追 伝 子 操作 の 基 非 は 世界 
的 な 議論 を 呼び 、 生 命 倫理 宗教 環境 上 の 理 
由 、 そ し て コー ディ ネイ ター へ の 恐怖 や 雄 始 か ら 多く 
の 反対 論 が 噴出 し た 。 結果 、 人 間 へ の 遺伝 子 操作 
は 禁じ られ た (医療 目的 の も の は 許可 きれ た 模様 ) 
が 、 子供 に 高度 な 才能 と 能力 を ち 
エゴ は 多数 の コー ディ ネイ ター を 生み 出し 

能力 に 劣る ナチ ュ ラ ル の 中 に 、 反 コ ー デ ィ ネ イタ ー 
過激 派 が 生ま れる の は 当然 の 成り 行き だ っ た 。 その 
急 先 録 が 環境 保護 圧力 団体 「 プ ルー コス モス 」 で 
あり 、 反 コー ディ ネイ ター テロ が 頻発 し て いく 。 ジョ ー 
グレ ン が 示し た 人 間 の 可能 性 の 具現 化 は 、 新 た 
立 の 図式 を も 生み 出し て し まっ た の だ 。 

(ウイ ・ タ ルゥ カ CE74) 


Miustration by KASUMI KIKUCHI /Color by NAGISA ABE 


歴史 フォ ー カ 


ス : コ ー デ ィ ネ イタ ー の 出現 と C.E. の 制定 


D3 se Dln 


| 


oe 


ae 


関連 ファ イル 
ラー ャ マト 
ほ と プ ラン ト の 対 

ee [ 伝 子 操作 に よっ て 生ま れ た 新 
C.E. の スペ ー ス コロ ニー た な 人 東 。 顕 詳 や 身体 能力 に 優 
EE れ 、 字 画 開 発 な ど で その 能力 を 発 

ラン と ザー 押し た 。 し か し 、 その 能力 は 旧来 
ER の 人 類 ナチ ュ ラル ) と の 上 を 
チー モス SEED.G9.57 邊 


生む こと と な る 。 


Special Effect by HIROFUMI YAGI (Asahi Production) “Background by ATELIER MUSA 


歴史 フォ ー カ ス : コー ディ ネ - 


西 礎 か ら CE へ の 移行 は RC.War の 最 中 に あ た 歴史 を 閉 っ て の CE 和食 定 に 笑 間 を 持つ 方 も いる 

歴 昌 を 遡っ た る 。 た だ し 、CE1 当 時 に CE が 制定 され た の で は な だ ろう が 、 西 麻 (AD) や 紀元 前 (BC.) が イエ ス ・ キ リ 

3 い 。 CE9 当 時 、 RC War で 核兵器 が 使用 され た 年 スト の 誕生 期 に 制定 され た も の で な いこ と を 考え れ 

C.E. へ の 移行 を CE1 と する 形 で 、 新 た な 統一 暦 が 制定 され た の ば 納得 で きよ う 。 な お 現在 は 、 山 麻 の 年 号 を CE の 
で ある 。 国連 主導 に よる も の だ っ た 。 マイ ナス 表記 で 示す 場合 が ある 。 


石油 資源 は 枯 渦 、 環境 汚染 も 深刻 化し 、 全 世界 的 に 不況 の 嵐 が 吹き 荒れ る 。 諸国 家 は 排他 的 経済 ブロ ッ ク を 作り 、 この 影響 で 地球 は いく つか の 代表 勢力 に よる 分 
割 が 行わ れる こと に 。 また 、 民族 ・ 宗 教 紛争 も 激化 し 、 世界 は 後に R.C.War (Reconstruction War 再 構築 戦争 : 第 三次 世界 大 戦 と も ) と 呼ば れる 国家 統合 ・ 再 
編 を 促し た 大 戦 に 突入 する 。 S 型 イン フル エン ザ 、 世界 中 に 流行 。 戦争 と 相まって 、 多く の 死者 を 出す 。 

クレ ン 、 未だ に その 氏名 が 明か され ぬ 科 学者 (科学 者 グル ー プ と も ) の 手 に よっ て 誕生 。 

中 央 アジ ア 戦 線 (カシ ミー ル 地 方 ) で 、 枝 兵 器 が 使用 され る (「 最 後 の 核 )。 これ を 機 に 、 以後 世界 中 で 紛争 総 結 の 機運 が 高まっ て ゆく 。 

ジョ ー ジ ・ グ レン 、 ノー ベル 沿 候 補 に 。 

ジョ ー ジ ー グレン 、 海軍 に 入隊 。 

RC.War 終 結 。 それ まで の 国家 の 枠組 み が 大 きく 変わ り 、 米 ・ 英 ・ 加 に よる 大 西洋 連邦 、 EU 諸国 に よる ユー ラ シ ア 連邦 、 中 ・ 日 ・ 電 な どの アジ ア 共 和 国 等 が 成立 。 
国連 主導 下 に 、 新暦 と し て 統一 大 (Cosmic Era) 制定 。 同 軍 開 発 計画 遂 和 され る 。 元 年 と 設定 され た の は 、「 最 後 の 杜 」 が 使用 され た 年 。 

| 世界 大 戦 で 凍結 され て いた L1 の 第 四 世 代 ISS (国際 宇宙 ステ ーション ) 「 世 界 樹 」 の 建造 が 再開 。 

コロ ニー 構想 本 格 化 。 資材 調達 ・ 組 立 基地 と し て 月 面 基地 「 コ ベル ニク ス 」 建造 開始 。 

※ 新 た な フロ ンティア と し て 停滞 し て いた 宇宙 ビジ ネス が 本 格 化 。 投資 が 盛ん に 。 

※ 大 西洋 連邦 、 FASA (Federal Aeronautics and Space Administration 連邦 航空 宇宙 局 ) に ジ グレ ン 招 徳 。 

事 大 西洋 連邦 、 連邦 宇宙 軍 (FSF : Federal Space Force) 設立 。 ユー ラ シ ア 連邦 、 ア ジア 共和 国 も これ に 追随 。 

市 し! に 、 手 宙 部 市 「 世 界 樹 ] 完成 。 

初 の 一 般 居 住 が 可能 な 月 画 都 市 「 コ ペル ニク ス | 完成 。 

FASA、 木星 探査 プロ ジェ クト 発動 。 木星 往 寅 船 「 ツ ィ オ ルコ フス キー] 計画 発表 。 

※※ ジ ョ ー ジ ・ グ レン 、 設計 主任 と し て 計画 の 中 枢 に 。 

建造 基地 と な っ た の は 、 L1 の | 世界 樹 」。 

木星 往 選 船 「 ツ ィ オ ルコ フス キー| 完成 。 

] に 外 骨 格 ・ 構 助 動 力 装備 の 宇宙 作業 服 、 通称 「 モ ビル スー ツ 1 ES これ が モビ ルス ー ツ の 元祖 と され る 。 

イオ ルコ フス キー」 出航 。 この 際 に 『 ジ 


ジョ ー ジ 


を 訴え る 圧力 団体 「 ブ ルー コス モス 」、 コー ディ ネイ ター 技術 に : 革 し て 反 直 を 表明 ( 大 の ロン セ 大 当地 の アズ ラ ェ リ ) 


コー ディ ネイ ター 問題 を 論ずる 「 国 連 道 伝 子 資源 開発 会 議 | 開催 。「 人 類 の 遺伝 子 改変 に 関す る 議定書 」 が 採択 され 、 人 間 の 遺伝 子 を 操作 する こと は 一 切 が 禁じ ら 
れる 。 ま 


ー ジ ・ グ レン 自身 の 取り 扱い に つい て は 、 7 年 後に 彼 が 帰還 し た 際 、 決定 され る こと と な っ た 。 

※ だ が 、 一 部 の 裕福 層 は 極秘 理 に 我 が 子 を コー ディ ネイ ター 化す る 者 も 。 = | 
秘密 裏 に コー ディ ネイ ター 生成 を 行っ て いた シカ ゴ の 病院 が 焼き 討ち に 遺 い 、 医師 ・ 看 護 士 、 入院 皿 者 ら が 虐殺 され る 事件 が 発生 。 ブル ー コ スモ ス と の 関係 が 取り 沙 
湊 され る も 、 真 相 は 不明 。 

大 西洋 連邦 、 南ア メリ カ 合衆国 の 共同 国家 プロ ジェ クト と し て 、 中 米 の パナ マ に マス ドラ イ バ ー 基 地 [ポル タ ・ ポ ナマ | 建設 開始 。 

ユー ラ シ ア 連邦 、 南ア フリ カ 統 一 機構 と 合同 で ビク トリ ア 湖 畔 に マス ドラ イ バ ー 基 地 「 ハ ビリ ス ] 建設 開始 。 


「 ツ ィ オ ルコ フス キー| 木星 園 に 到達 。 エ ウ ロ パ 付 3 、 限 石 の 中 か ら 「Evidence01」 発見 の 報 。 


< 世界 は 再度 混乱 に 。 FASA は 化石 の 持ち 帰り を 指 
シー ケル ・ ク ライ ン 、 スカ ンジ ナビ ア 王国 に て 極 秒 裏 に コー ディ ネイ ター と し て 誕生 。 
トリ ッ ク ・ ザ ラ 、 大 西洋 連邦 に て 極秘 裏 に コー ディ ネイ ター と し て 誕生 

ジョ ー ジ . グ レン 、 Evidence01] を 伴い 、 木星 園 より 帰還 。 化石 は L5 の 研究 コロ ニー 「Zodiacl に 運び 込ま れ 、 詳細 な 調査 が 実施 され る 。 語 査 委員 会 は 「 偽 物 で あ 
る 可能 性 は 全く 発見 で き な か っ た と 発表 。 また 「 ク ジラ レベ ル 、 ある い は それ 以上 の 知性 を 持っ て いた 可能 性 が 高い ] と も 。 これ に より 、 各 宗教 界 は 混乱 に 陥る 

各 宗 教 界 の 権 戚 が 一 同 に 会 し た 「 パ レス ティ ナ 信 会議] が 開催 され る が 議論 は まとまら ず 、 宗教 界 は その 権威 を 失墜 。 

常 以後 、 コー ディ ネイ ター 寛容 論 が 世界 に 草 延 。 第 一 次 コー ディ ネイ ター ブー ム 起 こる , 

※※ 宇 軸 ! 活発 化 。 多く の コロ ニー が 建設 され る 。 


※L4 に 多数 の コロ ニー 建設 開始 (「 メ ン デル ] も この ころ 建設 開始 ) 。 
合 首長 国 、 マス ドラ イ バ ー 基 地 「 カ グ ヤ 」、 資源 衛星 「 へ リオ ポリ ス 』 建設 開始 。 


・ グ レン 、 拘束 を 解 か れ 、「Zodiac」 に て クジ ラ 石 の 調査 を 開始 。 同 コ ロニ ー は 異 星 生物 研究 機関 か ら 、 宇宙 で の 一 大 研究 施設 へ と 成長 を 遂げ て ゆく 


大 西洋 連邦 の 月 面 軍事 基地 (「 プ トレ マイ オス ) 建造 が 発覚 。 国際 的 非難 を 浴び る が 、 連邦 は 開き 直り 「 宇 宙 の 警察 署 | で ある と 発表 、 最 初 の モビ ルアー マー 
ズ が 公開 され る 。 

※ 各 勢力 に よる 宇宙 軍備 失 争 始ま る 。 

※ ユ ー ラ シア 連邦 は 、「 ア ル テ ミス ] 建設 開始 。 


| 5 の 研究 コロ ニー 『Zodiac」 は 大 規模 、 複数 化 。 ジョ ュー ジ ・ グ レン に より 新型 の 天 衝 型 コロ ニー 構想 を 発表 。 建造 が 開始 され る 。 
京 大 西洋 連邦 、 アジ ア 共 和 国 、 ユー ラ シ ア 連邦 が 主 に 出資 。 [5 新型 コ 群 の 動 藤 は これ 5 出資 国 に よる 「 理 事 会 で 決定 され る こと に 。 
極秘 裏 に 創 られ た 第 一 世代 の コー ディ ネイ ター が 成長 し 、 学術 ・ 芸 術 ・ ス ポー ツ 各 方 面 で 活躍 。 だ が 、 それ に より コー ディ ネイ ター と ナチ ュ ラ ル の 「 ヒ ト と し て 」 の 差 が 礎 
状 と な り 、 批判 勢力 が 活発 化 。 


※ 狂 信 的 カト リッ ク 集団 や 、 イ スラ ム 原 理 主義 過激 派 、 また 、 ブル ー コ スモ ス の 未 端 と 目 され る 武装 適 伝 子 差別 主義 団体 が 地下 
の 色 を 見 せ 始 め る 。 


鹿 系 一 世代 コー ディ ネイ ター 同士 の 妖 如 に よる 、 純系 第 二 世 代 コ ー デ 


結束 し て ゆき 、 時 代 は や が て で 、 混迷 


ター 護 生 。 能力 の 恋 水 が 明 ら 


- な り 、 新た な 議論 を 巻き 起こ す 。 


青色 の 視 は 、 コー ディ ネイ ター 関連 の 出来 事 
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る 正規 戦 が 主 で あっ た / が : ト を 疫 破 し た う 
恒 魏 し た こと で 、 ガ ンダ ム が 孤立 し た 点 も 特 、 和 宇宙 戦 盤 (リー ブラ 》 の 地球 落下 を 阻止 する な 
第 3 期 は 、 オ ペレ ーション ・ る 。 少数 勢力 と は 思え な い 活 躍 を 見 せ 
トレ ー メ WARS の 終結 に より 、AC.195 の 戦乱 も 終 
乱 は 無数 の 人 命 を : 
者 ヒイロ ・ ユ イ 暗 末 か ら 20 年 後 の =。 無人 兵器 MD (モビ ルド ー ル ) の 4 の の 、 世 界 国 家 か ら 移 行 す る 形 で 許 生 し た 地球 圏 
0Z 財 団 派 が 、 0 | 和 主 義 的 政策 を 採り 、 世 界 の 紛 
争 は 毅 減 し た 。 尊い 犠牲 は 決し 
区 乱 に 見 掴 われ た 。 A. 戦 合 の 特徴 は 、 
に 特定 の 国 や 組織 同士 が 軍事 に | (執筆 者 執筆 時 期 不明 ) 
な く 、 戦争 の 形態 や 当事者 が 目 


つの 時 期 に 分 け て 解 


第 1 期 は 、 オ ペレ ー: り る 臣 を 打ち 出し て いた 
勢力 が 限 石 ァ ン グ が 決起 し 地球 の 排除 
5 機 の ガ *、0Z を 奇 舞 し 続け た も の で 、 


た 


『 戦 を 展開 し た 
な お 、 ガン ダム は いずれ の 時 期 


IMustration by TAKUYA IO 
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AG.1 連 の 紛争 の 発端 と を っ た の が 、 。 で ある 。 事 前 情報 を 得 な が ら も 、 た っ た 5 機 の ガン ダム ( 
コロ ニー の 一 部 勢力 が 地球 戦 を 強い られ た OZ だ が 、 OZ 総帥 トレ ー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ 
に 85 機 の MS ガン タム を 送り 込み 、 0Z を 奇襲 し 続け た 作戦 事態 を 利用 し た を 立案 し て いた 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー ーー 


95 に 発生 し : 


突 和 、 地 攻 に 肌 下 し た 引 
高 性能 MS ガン ダム を 前 

地球 に ガン ダム を 送り 込ん だ コロ ニー の 一 ( こ エ リー ト 部 隊 で ある は ず 
部 勢力 の 目的 は 、 か つて ヒイロ ・ ユ イ を 暗殺 の 02 ス ペ シ ャ ル ズ は 若 
し た OZ の 蔵 減 で あり 、 地 珠 較 統一 連合 は 主 人 っ 
な 前 で は な か っ た 。 し か し 、 作 戦 上 、 地 球 園 
統一 連合 軍 と 交戦 し た 事 全 も 多かっ た 。 指 
シャ ルズ が 地球 

ある 。 も っ 
と も 0Z と 地球 園 統一 連合 軍 (地上 軍 、 字 宙 
軍 ) の 関係 は 悪く 、 対 ガ ンダ タム の 共同 作戦 に 
積極 的 で は な か っ た ドー リア ン を 時 科 し て いる 


する 形 で 事態 は 進展 し た 。 ガン 
側 と | | 式 だ が 、 ガ ンダ ム が コロ ニー の 経 意 を 
て いた わけ で も 、 0Z を 含 も 地球 | いた わけ で も な い 。 


ワイ ト ファ ング を 組織 する 
激 派 が 中 心 と な 
ム を 地球 に 派遣 ( バ 
け て いな だ 


場 の 独断 で 対 0Z 作 戦 に 変 


表立っ て は ガン ダム の 撃破 ・ 直 獲 、 バ イ 
ロッ ト の 拘束 を 目指 し た が 、 事 態 を 利用 し た 
クー デ タ ー 計 画 を 水面 下 で 準備 。 コロ ニ 
と の 和平 派 の 排除 も 進め た 
ヨン ・ メ テオ の 情報 を 掴ん 
ガン ダム の 攻撃 で 多く の 戦力 を 失っ た 


相 蘭 mH 補 涯 


OZ 同様 、 ガ ンダ ム 
上 げ ら れず 。0Z と の 関 人 
携 作戦 は 現場 レベ ル が 精 一 株 
連合 内 で も (ガン ダム の 背後 に いる ) コロ 
の 対応 は まち まち だ っ た 。 主体 的 か 
っ 総合 的 な 対処 は で き で 


抗 する も 成果 を 


クー デ タ ー 計 画 「 オ ペレ ーション ・ デ イブ レイ ク ] を 実施 し いた うえ 、 地 球 園 統一 連合 の 残党 の 抗戦 、 地 球 園 統一 連 
ヨン ・ デ イブ レイ ク 期 た 0Z は 、 地球 囲 統一 連合 を 月 壊さ せる と 共に 、 コロ ニー を 合 の 支配 を 脱し な が ら 0Z に 不審 を 抱く 地球 の 国家 群 の 
懐柔 し ガン ダム を 独立 させ た 。 し か し 、 ガン ダム の 抵抗 が 続 存在 な ども あり 、 状況 は 予断 を 許さ な か っ た 。 


02 の 急 を 尽 け た 地球 

ーーー 一 ーーーーーーーーーーーーーーーー 連合 軍 は 各地 で 

0Z に よる クー デ タ ー で 地球 園 統 一 連合 降伏 。 この 中 で , 完全 平 (が 計画 し た クー デ タ ー は 完璧 と いっ て よく . 地球 園 続 一 連合 ( 軍 ) の 貢 壊 。 コ の 懐 

( 軍 ) は 崩壊 に 向かい 、 コ ロニ ー が 07 を 曳 和義 国家 サン クキ ング 。 秒 と ガン ダム の 預 立 な ど を 成し遂げ た 。 し か し 、 地球 の 完全 平定 を 目指 す ロ ー ム フェ ラ 財 団 が MD の 
で ガン ダム も 孤立 し た 。 地球 還 RT 主 カ 化 を 進 0Z 内 部 の 不協和音 が 大 きく な り 始 め た 。 ガン ダム パイ ロッ ト の ひと り 、 カ ト 

全域 が 0Z (の / ン で ある ロー ム フ ェ ル ・ ラ パー バ ・ ウ ィ ナ ー が ウイ ング ガン ダム ゼロ を 製造 し た の は この 時 期 で ある 

ラ 肝 団 ) の 支配 下 に 入り つつ あっ た の で あ , 

る 。 ガン ダム の パイ ロッ ト が 0Z に 拘束 され た 


ほか 、 見 せしめ と し て ガン ダム が 破壊 され る こ と カン ダム を 開 人 し いと | 
2 っ 内 すく 導 が を / Oz に) ブン ダム を 害 用 し て 地 一宮 
クス ・ マ ー キ ス こ と ミリ アル ド ・ ピ ー ス クラ フト 料 源 者 た ち は 導 名 の 朋 2 


も OZ を 脱退 し 、 独自 行動 に 


いる , 発 に 協力 きせ ら れ た 


政治 的 な 怖 条 章 観 / 批 間 
交戦 


各個 和 破 し 、 ク ー デ ター を 成功 させ た 
宙 で は コロ ニー の 全 柔 に 成功 し た が 、 その 
一 方 で コロ ーー 市 民 を 兵士 と 
る な ど 、 軍備 の 増 列 を 進め て い 


OZ の (表面 上 の ) 和平 方 
地球 園 統一 連合 へ の 悪 印 
て 、0Z を 受け 容れ た 。 0Z に 敵対 す 


ジ 戦 略 を 受け て 
ニー 住民 は 多かっ た よう で ある 


連合 軍 (連合 ) 


和平 方 針 が 決定 され : 
軍 上 麻 部 が 全 減 。 以後 、 連 合 軍 の : 
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だ 。 トレ ー ズ 解任 の きっ か け と な っ た MD を 大 量 投入 し た 


トレ ー ズ の 山 閉 、 ト レー ズ の 


参 誠 レデ ィ ・ ア ン の 負傷 に 
0Z 曇 本 トレ ー ズ が MD の 戦力 化 に 公 状 と より MD 人 
反対 し た こと か ら 、 ロ ー ム フェ ラ 肝 団 代 表 代 フ ・ ビ ル モ ン 技 | 
イ ユ ・ カ タロ ニア 公 遇 は 、 トレ ー ズ の e a 
解任 と 細 閉 を 3 し か し 、 ト レー ズ を 募 


う 0Z 桂 兵 が これ に 反発 し て 武装 決起 し た 結 
果 、0Z は 財団 派 と トレ ー ズ 派 に 分 か れ て 内 
戦 を 開始 し た の 財団 派 は MD 部 隊 を ガン ダム バイ ロ 


も っ て トレ ー ズ 派 を 攻撃 する 他 の 反 トル い 復 上 
抗 勢力 を も 駆逐 する 「 オ ペ ! リヴァ 
を 実施 。 財団 派 は 地球 の 大 半 を 平定 し た 


集 と な っ た 。 MD の 大 量 投入 に よっ て 地球 
平定 は ほぼ 達成 され 、 地球 の 統一 国家 樹 
軍 対 策 に 乗り 出し 


a 


トレ ー ズ の 更 送 と 忠義 を 受け て 、 披 を 信 
奉 す る OZ 将兵 が 決起 。 トレ ー ズ 派 と し て 
財団 派 と 交戦 し 、OZ 同 士 の 内 戦 を 演じ 
た 。 トレ ー ズ 派 の 目的 は 、 財団 派 の 排除 と 
トレ ー ズ の 復権 だ っ た と 思わ れる が 、 トレ ー 
ズ 本 人 は どちら に も 肩入れ し な か っ た 


OZ トレ ー ズ 派 地球 周一 連合 か ら 解放 され た 後 、 リ 
リー ナ の 帰 選 に よっ て 優 尋 。 ロー ム フ ェ ラ 


分 裂 


財団 に 疑問 を 持つ 国々 の 指導 暦 が 、 自身 
の 子供 を 留学 させ た こと が 、 財 団 の 警戒 を 
ロン タム エレ オン の 提供 招い た 。 侵攻 を 受け た リリ ー ナ は 国家 の 角 
NE 体 を 宣言 し 、 自 身 の 身 本 を 財団 に 預け た 


トレ ー ズ の 解任 お よび 幽閉 は 、0Z の 分 裂 と 内 戦 を 呼ん どの 反対 勢力 を 駆逐 


な 支持 を 集め た 
ング が 決起 し 
いた 。 し か し 、 便 介 元 首 の は ず の クイ ー ン ・ リ リー ナ が 大 き 。 い 状況 と を っ て いっ た 。 


地球 の 続 一 を ほぼ 完了 。 復 暴 し 


全 平和 主義 国家 サン クキ ング ダム も 、0Z 財 団 派 の 侵 
0Z 財 団 派 は 0Z ト レー ズ 派 や 地球 囲 統一 連合 軍 残 党 な 。 攻 を 受け て 国家 の 解体 を 選択 し た の だ 


財団 派 の MD ビル ゴ は 、 そ 
の 数 と ガン ダム に 正英 する 
住友 で 反 
ロッ ト 

レー ズ 派 の 離反 も 大 き な 
問題 と 見 な され な 


際 力 を 時 


レー ズ 派 は 各地 
と 交戦 し な 
革 戦 を 強い られ 


| 補 全 平和 主義 を 学ぶ ^ 

く 、 各国 指導 必 

0 た 。 秘 志 東 

肪 和 力 を 整備 し 、 ガ ンダ ム 

や トレ ー ズ 派 な ども 協力 し 

た が 、 財 団 派 の 保 攻 を 了 
Pl ean 


か 、 宇 宙 で は コロ ニー 過激 派 ホ ワイ ト フ ァ 
地球 園 は デル マイ ユ 公 の 操作 を 受け 付け な 


便 信 の 指導 者 と し て ロー ム フ ェ ラ 財団 | 
地球 で は 、 デ ル マ イ の の は 的 方 針 で デル マイ ユ 公 か ら 実 権 を 礁 い 取 
リリ ー ナ が ロー ム フ ェ ラ 時 5 ル マ イ ユ 公 の 味方 は ほとん どい な か っ た 

リオ ン )》 


姿勢 を 明らか に し 


公 の 要請 を 届け 


ー 組 織 「 世 界 国家 」 の 設立 を 
ナ が 示し た 軍事 力 放棄 は 支持 を 集め 、 影 響 
カカ を 失っ た デル マイ ユ 公 は 宇宙 に 苑 脱 する 
が ホワ イト ファ ング の 興 撃 を 受け て 戦死 し た 
= が アル ド を 指導 者 に 迎え 

ァ ン グ は 、 地球 の 排除 を 


ンク キン グ ダ ム 解体 後 、 デ ル マ イ ユ 
公 の 求め に 応じ て ロー ム フ ェ ラ 財 団 代表 と 
な り 、 世 界 国 家 の 設立 を 宣言 し た リリ ー ナ 
は 、 軍 事 力 の 放棄 を 打ち 出し て 支持 を 集 
め た 。 し か し 、 宇 宙 で の ホワ イト ファ ング の 
決起 に 対し て は 無力 だ っ た 


基地 を 制圧 
実勢 


ホワ イト ファ ング 

自身 に カリ スマ 性 が な 
ル マ イ ユ 公 は 、 新 た な OZ の 象徴 と 
し て 宇宙 昔 艦 て リー ブラ 》 を 建造 させ る と 
共に 、 財 団 代表 に リリ ー ナ を 招い た 。 し か 
し 便 但 の は ず の リリ ー ナ に 実権 を 鶴 わ れ 
た 未 、 逃走 し た 宇宙 で 戦死 し た 


を 理解 し て 


地球 へ の 復讐 を 次 いつ つ 、0Z 宇 宙 軍 


地球 の 排除 を 宮 言 し た 。 主戦 力 は 月 基地 
で 製造 し た 新型 MD ビル ゴ I で あっ た 。 


て し まっ た 。 トレ ー ズ 失脚 後 の 状 況 に 近い 状態 
公 が 戦死 し た こと で 
結 し つつ あり 、 ホワ イト 


、 その カリ スマ 性 と 完全 平和 主義 
、 デ 
ガン ダム パイ 


型 は 避け られ 


グ と 対 崎 し た 


地球 団 一 連合 の 後継 


リリ ー ナ を 備 信 と し 、 還 事 カ 


二 配 する つも り 


の 座 も 
て 権 を 杏 失 。 合力 の 
ツ ( ロ フ も 戦死 し て いた 


ホワ イト ファ ング を 率い た 
カー ンズ ト は 、 カリ 
スマ 性 と 実力 を 備 


滞 者 と し て ミリ アル ド き 迎 
えた 。 地球 の 排除 を 目的 と 
し た 戦 開 行 動 を 加速 し た 


EVE WARS 期 


0Z 宇 軸 軍 の 宇宙 要 講 バ ル ジ を 陥落 させ 
た ホワ イト ファ ング は 、 (リー ブラ 〉 の 主管 で 地 
球 を 直接 攻撃 すべ く 進撃 。 トレ ー ズ 率い る 世 
界 国家 軍 は ホロ イト ファ ング と の 対決 湊 勢 を 
明らか に し 資源 衛星 MO-I を 中 心 に 布陣 す 
る に 迎撃 作戦 を 展開 し て いる 。《 ビ ー ス ミリ オ 
ン 〉 を 母 艇 と する G チ ー ム は 、 ホワ イト ファ ング 
の 要 破 を 優先 し て 介入 し 、 両 勢力 の 指導 者 
の 撃破 に 成功 、 地球 へ の 《( リ ー ブ ラ )〉 
落下 を 阻止 し た 


地位 を 剥 准 


5 機 の ガン ダム を 縮 す る G 


リリ ー ナ を 廃し て 世界 国家 元首 に 就任 し た トレ ー ズ が 対 
、 世 界 国家 と ホワ イト ファ ング に 
よる 戦争 が 勃発 し た 。 地球 対 宇宙 と いう 図式 の 大 規模 宇 


決 姿勢 を 明確 に し た 


Ilustation by TAKUYA IO 


EVE WARS は 勝者 の な いま 
世界 国家 と ホワ イト ファ ング は 解体 。 世界 国家 
の 後 提 織 と し て 、 地球 較 統 一 国家 が 誕生 し た 。 


世界 国家 と ホワ イト ファ ング が 掲げ た 戦争 目的 と 、 両 勢力 の 指導 者 の 究極 的 目的 は 異な っ て い 


理解 し 合っ て いた トレ ー ズ と ミリ アル ド は 「 最 後 の 戦争 ] を 
入江 的 戦術 を 危険 提 し 、 戦力 の ほとん ど を 対 ホ ワイ ト フ ァ 


リリ ー ナ を 自由 に し 、 ロ ー ム フェ ラ 和 財団 代 


表 と 世界 国家 元首 を 菜 任 し た トレ ー ズ は トレ ー ズ 自ら が 最前 線 


数 千 も の MS 機甲 部 隊 を MO-T た 
MD を 持た な いた め 、 戦力 は ホワ イ | ガン ダム と 一 路 打 ちの 
っ て いた 未 、 戦 し た 


主砲 が 破壊 され る と 、《 リ ー ブ 
う ) を 地球 に 投下 し よう と し た 


集結 を 時 た し た 5 模 の 


、 五 飛 は 因 緑 が あ 
母 艦 業 バ パッ ク 
) も (リー ブラ) 晶 


上 の た め 特 到 し て て いる 


ライズ 


151.24 


フイ オニ カス 


152-19 


ガン ダム 新 体験 -0087- GREEN DIVERS 


プロ スベ ロー 号 事 件 


リプ ス 戦 役 後 期 の U 


低 軌 道 ス 


向かっ て いた 民間 宇宙 旅客 船 (プロ ス 
ベロ ー) が ティ ター ジ ズ の 攻撃 を 受け 、 地 球 に 落下 し 


た 。 いわ ゆる 「 プ ロス ペロ ー 」 で ある 。 


事件 、 同年 9 月 21 日 の サイ ド : 
ス 攻 撃 示 遂 事件 な ど を 見 て も 分 か : 
ンズ は 民間 る 無 差 別 攻撃 を 路 踏 し な か っ た 
が 、 旅 客船 映 沈 は 珍し い 。 こ 
戦役 後 期 の ティ ター ンズ の 政治 前 攻勢 が 
同年 11 朋 16 日 、 エッ ー ゴ ・ カ ラメ 『 軍 が ダカール 
の 地球 連邦 
た 「 ダ カー ル 
いた 。 こ の 事 
中枢 
り 、 3 


受け た ティ ター ンズ は 、 地 球 に お け 
2 つて いた こと も あ 
た 。 その 代表 的 作戦 


Miustration by HIROTAKA TOKUDA Color by AIKO MIZUNO /'Special Efect by ATUSHI SATOU (SHAMROCK) 


PROSPERO SHOOT DOWN EVEN 


が 、 コ ロニ ー・ レ ー ザ ー 人 砲 〈 ダ リプ ブス 2) を 用 いた グラ ナ 
ダ 狙 撃 作戦 で 、11 月 29H に は 〈《 グ リプ 
始 し て いる 

プロ スペ ロ 


事件 も ティ ター ンズ の 反攻 作戦 の 
- 環 と され 、 乗客 と し て 乗り 込ん で いた 連 電 人 
官 を 暗殺 する た め (プロ スペ ロー) を 攻撃 し た (ティ 
ター ンズ と エゥーゴ の 戦闘 が 、 民 問 航路 上 の 《 プ ロ 
飛び 火 し た 「 押 克 ) と 見 る 向き も ある ) 


詰め られ た 状況 を 物 』 
ンズ 派 へ の 翼 喝 の 】 


っ て いる が 、 反 非 テ ィ ター 


人 以外 に も 、 多数 の 乗員 ・ 乗 客 が 乗り 込ん 
プロ スペ ロー) が 攻撃 を 受け た 際 、 回 転 重 
力 ブロ ッ ク の 展望 宅 に いた プリ ッ ダス 姉 弟 (当時 15 
歳 の アサ ギ ・ プ リッ グ ス と 10 歳 タク ヤ ・ プ リッ グ ス ) も 危 
機 に 陥り 、 船 と 運命 を 共に する か と 思わ れ た 。 

し か し 、 テ ィ タ ー ン ズ の (プロ スペ ロー) 攻撃 部 隊 と 
交戦 し た エゥーゴ の MS が 、 ブ リッ グ ス 姉 弟 を 発見 し 
て 回 転 重力 区 画 を 切り 離し 、 脱 出 用 大 気 圏 突 入 カ 
プ セ ル に 誘導 し た 。 (プロス ペロー) は 大 気 岡 に 突 


| ME 03 sn Dn 


入 し 爆散 し た も の の ( 他 の 乗員 乗客 は 脱出 に 成功 
し た 模様)、 プリ ッ グ ス 姉 弟 は 突入 カプ セル で 地球 に 
許 『 い カラ バ の 救助 を 受け て 生 選 し た の だ っ た 。 
で プロ スペ ロー 号 事 件 は 終結 し た が 、 翌 7 日 
に コロ ニー・ レ ー ザ ー 人 砲 の 直撃 を 受け た サイ 18 
バン チ が 破壊 され 、14 昌 に は サイ ド 2・21 パ ンチ 
ス を 注入 きれ る な ど 、 テ ィ タ ー ン ズ に よる 民間 の 披 
害 は 拡大 し て いっ た 


(ザウ ・ サ リー ド ULC.0155) 


関連 ファ イル 

NSZ.006-3 カレ ダム 38 引 GD01.01 画 

BS179 な 仁 p0102 画 
エア リア ル GD.01-03 画 

29 ギ 822 ヤ - プ ブリッグス ‘GD.02-01 

2 カー ル 演 要 


EE 


FE PREMEW 


れる も 、 無事 地 款 へ の 生 
区 し て いる 


Background by EIJI WAKAMATSU (KUSANAGI 


地球 陶 規 模 の 大 戦争 と な っ た 年 戦争 と 異な り 、 


グリ プス 戦役 は 中 期 項 が 多かっ 
た め 了 戦争 中 で も 民間 旅客 船 は 運行 され て お 
だ け で は な く 観 光 コ ロ 

し か し 戦時 中 で あ 


ー へ の 渡航 も 行わ れ て いた 


園 (プロ スペ ロー) 被弾 
U.C.0087.12.06、 民 間 旅 客船 (プロ ス 
ペロ ー》 乗る 連邦 政府 高富 の 暑 条 を 


園 ブリ ッ グ ス 姉 弟 、 
大 気 圏 へ の 突入 を 実施 


の の 《 エ アリ アル ) に 移乗 。 自動 操 終 法 
置 は 故障 し て いな 
よっ て 大 所 園 突入 に 


込ま れる 可能 性 は 杏 定 で き な 
作 の 場合 、 テ ィ ター ンズ が 意図 的 に 攻撃 し た 可能 性 


貴 間 が 高い カ 


上 、 民 間 船 が 攻撃 に 巻き 


ヽ 。 プロ スペ ロー 号 事 


U.C.0087.09 上 旬 に は ゴ と ティ ター 
巻き 込ま れ て 民間 シャ トル が 撃墜 され 


の 戦闘 


て いる (ティ ター ンズ が 放っ た 流れ 弾 に よる も の ) 


『、 展望 
れ た ブリ ックス 姉 弟 を 発見 。 有線 通信 


タク ト し た 彼 は 、 


りり を 脱出 租 に 向 


に 回 転 重力 ブロ ッ ク を 船体 か ら 切り 元 し た 。 
後 、《 プ ロス ベロ ー) 本 体 は 大 気 国 へ と 突入 し た 。 


( 還 ブリ ッ グ ス 姉 弟 、 生 過 

減速 用 ドラ ッ グ シュ ー ト の 稼働 不全 に よっ て 、《 エ アリ アル ) は 敵 
落 の 危機 に 胎 っ た 。 し か し カラ バ の 可変 MS や ティ ター ンズ の 可変 
MA な どの 連携 に よっ て 、《 エ アリ アル ) は 《 ガ ウ 改 ) に 収容 され : 
その 後 、 姉 弟 は AC. ク ラー ク 革 地 に 移送 の の ち 、 保 護 さ れ で いる 。 


SS 


《 プ ロス ベロ ー)、 攻撃 を 受け る 


U.C.0087.12.06、 地 球 近海 (高度 約 220km の 低 周回 秩 
道 ) を 航行 


ェ ッ ー コ の 叶 時 


《 プ ロス ベロ ー)》、 地球 へ 落下 


落下 を 始め た 《 プ ロス ペロ ー) の 回 転 重 カ ブロ ッ 2 に 
が 徹 弾 。《 プ ロ 生徒 ブリッ 2( EMT 
官 を 暗殺 すべ く 、 テ ィ ・ と が 

た の で ある 。 ティ ター ンズ を 阻止 する た め 


ロス ペロ は 航行 不能 の ダメ ー ジ を 時 け て 潜 度 を 雑 持 
な り 、 地球 へ と 落下 し 始め て し まっ た 


戦域 を 離れ て 航行 中 だ 
の 攻撃 を 受け 


季 弟 に コン タク ト し 、 脱出 を 捕 
プロ スペ ロー) 本 体 は 突入 し 、 炎上 し て いる 


ド 機 の 郊 脱 後 、 ブリ ッ グ ス 姉 弟 は 脱出 用 シャ ト 
に 向かっ た 。 途中 、 回転 重 カブ ロッ ク と D-300 
エア リア ル ) の 間 の 宇宙 空間 を 生身 で 移動 する ア 

に 見 掴 われ た が 、《 エ アリ ア 


た 。 その 際 、 カ ラバ の 可変 MS や ティ ター ンズ の 可 
変 MA、 地 球 運 邦 軍 の MS 部 隊 が (エア リア ル ) を 強制 減 巡 さ 
せ 、 地球 連邦 軍 の 巨人 輸送 機 
アサ ギ が 負傷 し た も の の ブリ ッ グ ス 姉 弟 は 生存 し て お り 、AC. ク 
ラー ク 基 地 に 移送 ・ 保 護 され た の だ っ た 


英 が る エア ロ 


カラ バ 
アァ 


ほ 。 生 近 装置 も 才 | 


発生 地 g 


Mustration by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
宇宙 世紀 の 旅客 事情 


a ラス 152-20 


152.-21 


機動 戦士 ガン ダム F91 


316、 コ スモ 中 族 義 勢力 の 私 設 軍 ク 
ア ・ サ イド ( 新 サ イ 


だ が 、 そ の 内 情 は 特殊 だ っ た 
紛争 を 引き 起こ し 


目的 は 、 フ ロン テ スモ 貫 族 主義 国家 
コス モ ・ パ バビ ロニ 開戦 の 10 日 後に 
「 コ ス + 『 言 ] が 行わ れ て いる 。 そし て 


最終 的 に は 、 コス モ ・ パ ピロ 
拡大 し 、 人 類 の 9 割 を 拓 
の ザビ 家 の 計画 4 


U.C.0106 の こと で 、 計 画 そ の も の は 長い 時 間 
て 準備 され て いた ) 


本 wm21 


s 計 る 地球 連邦 政府 ・ 軍 は 、 ク ロス ポー ン ・ パ バン 


ガー ド に 対し て 確固 対策 を 取ら っ た 。 フロ ン 防衛 力 を 整備 し 、 地 球 
ティ ア ・ サ イド 駐留 部 隊 は クロ スポ ボー ン ・ パ バンガー ド 連邦 政府 も これ : 間 の 経済 格 
の 奇襲 の 前 に 無力 で 、 開 戦 の 一 週間 後に は < フロ 其 や コロ ニー 国家 主義 の 広まり が 重なり 、 コ ロニ ー 
ンティア 17 ト 込ま れ て し まっ た 。 し か も 、 地球 連 国家 同士 が 衝突 する 宇宙 了 戦 国 時 代 が 始ま っ た 
邦 政 府 高 1 に to 宇宙 戦国 時 代 の 呼び 水 と な っ た コス モ ・ パ ビ ロ ニ ア 
上 の 喧嘩 み も 内 部 分 豚 を 期 に 表 解 し 、 地 球 閥 は 混乱 の 度合 い を 
増し て いく 。 地球 連邦 政府 ・ 軍 の 型 体 化 に も 歯止め 
が か か ら ず 、 新 時 代 の 兆し は 未だ に 見 えて いな い , 
ン ガ ー ド の MA ラフ レシ ア に 壊 減 的 打撃 を 披 ( け ナイト ・ マ ンカ ッ ド UC.0153) 
奇 械 を 受け な が ら も 危機 感 を 持 
押 く の は 地球 政府 が 締 し て きた 歴史 た 関連 ファ イル 
で は 地球 連邦 政府 AO 27 レシ 7 ーー 
の 員 体 化 も 明らか に な っ て し まっ た 。 U.C.0090 年 代 F9103.03 
な WO 2 ーー 
低 練 度 化 が 進ん だ こと れ 以 上 に 連 > > _F91.03-18 
邦 政 府 の 危機 管理 能力 が 著しく 低下 し て お り 、 地 球 ER 


連邦 その も の の 次 て いた の た 


お ける 地球 


軍事 的 底 護 の 強化 を 求め た 
続け た 。 コロ ニー 群 の 要求 


巡 国 し た 。 少数 勢力 で 
ぁ 士気 ・ 練 度 と も に 連邦 
重 よ り 勝っ て いた 


邦 政府 は 無視 し 
る だ け の 力 が 無 


Mlustration by KEISUKE SASAKI 


[wits SQS5S〔5SGSS マ "⑨S ド … EEE 


戦争 直前 の 世界 の 状況 


U.C.0090 年 代 を 最後 に 大 規模 な 争乱 は 発生 せ ず 

9 自治 権 を 放棄 し 
で 、 地 球 園 は 安定 期 に . = U.C.0105 の マフ ティ 
騒乱 の よう な テロ 事件 は あっ た が 、 地 球 園 の 均 御 を 崩す 
に は 至ら な か っ た 。 し か し 、 水 面 下 で は ブッ ホ ・ コ ン ツ ェ ル 
ン の ロナ 家 が クロ スポ ボーン ・ パ ン ガ ー ド の 編成 を 進め 、 火 
星 圏 や 木星 較 で も 反 連 郭 勢力 が 三 動 し て い 


反 連 邦 の 最大 勢力 だ 
を 巡る 争乱 で 大 打撃 を 被 
棄 。 ジオ ニズム も 論 退 し 、 


対す る 影響 は 後世 で 


判断 が わか れる 


ブッ ホ ・ コ ン ツェ ルン の 創業 者 一 族 ロ ナ 家 が 、 連 
込み nn is Mb 


宇宙 世紀 ファ イル 


Case File 
オー ルズ モビ ル 戦 役 


コス モ 貴 族 主義 勢力 が 「 コ スモ ・ パ バビ ロニ アァ 計画 」 を 
準備 し て いた U.C.0120、 火 性 を 根拠 地 と する ジオ ン 残 沈 
「 オ ー ル ズ モ ビル (独立 火星 ジオ ン 軍 ) | が 決起 し 、 地 球 
連邦 軍 と 交戦 し た 。 オー ルズ モビ ル 戦 役 は 火星 を 主戦 場 
と する 第 1 次 と 、 地 球 に 直接 保 攻 し た 第 2 次 が あり 、 第 2 
次 オー ルズ モビ ル 戦 役 で は クロ スポ ボー ン ・ パ バン ガー ド の 支 
援 を 愛 け て いた 


第 1 次 

オー ルズ モビ ル 戦 役 
UC.0120、 オ ー ル ズ モ ビル が 
が 


火 
地球 を 攻 豆 し ょ うと し た 。 軍 拘 軍 
の 介入 で 作戦 は 失敗 し た 


火星 独立 


軒 第 2 次 オー ルズ モビ ル 戦 役 


し た オー ルズ モビ ル が 月 面 の 人 ) 
マス ドラ イ バ パー 交 地 を 制圧 し 


UC.O122、 地 球 國 に 進出 A 4 
地球 を 攻撃 。 クロ スポ ー ン ・ 


OMS-14SRF 幼 
シャ ルル 専用 4m 芝 3 
FF ゲル ググ 全 ま デ 


= 


戦争 を 決意 し た ロナ 家 は 、 コ スモ 貴族 主義 
スモ ・ パ ビ ロ ニ ア の 建国 を 目指 す 「 コ スモ ・ バ ビ ロ ニ 
画 」] と 人 舌 直 清 作戦 「 ラ フレ シア 計画 ] を 準備 し - コ ス 
モバ ビ ロ ニ ア 建 国 戦 争 を 引き 起こ し た 。 地球 連邦 政府 や 


連邦 議会 を 通じ 
関連 法案 を す ^ 
ロナ を 時 殺 され た 
に 一 本 化し 


改革 も 目指 し た ロナ 家 
、 連 邦 議員 ハウ ゼリー・ 
至っ て ロナ 家 は 軍事 力 に よる 改革 
画 を 加速 させ て い 


半 ロナ 。 マシ ャ ルン ホル スト の 思 
想 を 、 コス モ 條 人 
せ た 人 物 で も ある 。 


NSH 


全 攻 ご 卒 和 一 ご) 


クロ ス ボ ー ン ・ 


30 年 近く も 大 規模 な 維 争 を 経験 


公社 に も コス モ 貴 族 主義 の 分 子 は 浸透 し て いた 
が 、 その 活動 は 水面 下 ず も の で あり 、 連 邦 政府 が 何 の 対 
策 も 取ら な いま ま 紛 争 が 勃発 し た の だ っ た 。 紛争 勤 発 後 も 
連邦 政府 は 後手 に 回 り 続 け 、 威信 を 低下 させ て いっ た 


政府 ・ 軍 は 平和 に 慣れ きっ て お り 、 危機 
た 。 ロナ 家 の 戦 争 準備 に 関す る 情報 を 部 分 的 
た も の の 、 具体 的 な 対応 は まっ た く 取 


i 


ct0k 必 生計 朴 上 
選 商 時 S 沙 基 


バン ガー ド 
開発 に 介入 


CV を 任せ る 〆 
人 類 の 赴 清 を 
指示 


クロ スポ ボー ン ・ バ 人 バン ガー ド の 戦略 と 戦術 


コス モモ 貴族 主 義 を 国 是 と する 宇宙 国家 コス モ ・ バ パ バビロニア 
を 、 フロ ンティア ・ サ イド に 建国 する こと を 第 一 目的 と し た 。 コス 
モ ・ バ パピ ロ ニア 建国 後 は 、 そ こ を 拠点 に 地球 や 月 、 反対 派 の 
ど に 侵攻 し 、 最 終 的 に は 人 類 の 9 割 を 粛清 。 地球 
諸 問題 を 解決 し た 理想 社会 を 形成 する つも り だ っ た 。 


独自 開発 の 第 二 期 MS (頭頂 高 15m 級 の 小型 MS) を 装備 
し 、 和 将兵 の 練 度 ・ 士 気 も 高い クロ スポ ボーン ・ バ ン ガ ー ド を も っ 
て 電撃 的 に フロ ンティア ・ サ イド を 制圧 し た 。 人 類 の 大 量 赴 清 
は 、 ご く 一 部 の 将兵 の み が 知る 「 ラ フレ シア 計画 」 が 担っ て お 
り 、 自筆 式 の 無 差別 攻撃 兵器 パグ が 準備 され て いた 。 


地球 連邦 政府 ・ 軍 の 戦略 と 戦術 


ド ・ バ ン ガ ー ド の フロ ンティア ・ サ イド 侵攻 に 際 | 
て 、 地 球 連 邦 政府 ・ 軍 は 実態 の 把握 に 遅れ 、 危 機 感 が 薄かっ 
邦 軍 の フロ ンティア ・ サ イド 駐留 部 隊 も 、 組織 的 
れ た 。 事態 が 明らか に な る と クロ スポ ボーン ・ パ バンガー 
ド の 排除 に 動い た が 、 それ も 遅かっ た うえ 不 徹底 : 


奇 柚 を 受け た 地球 連邦 軍 駐 留 部 隊 に 戦術 と 呼べ る も の は な 
く 、 各個 没 破 され て いっ た 。 地球 連邦 軍 の MS が クロ スポ ー ン ・ 
パン ガー ド の も の より 低 性 能 だ っ た の も 一 因 だ が 、 そ れ 以 上 に 
将兵 の 土気 と 練 度 に 問題 が あっ た 。 (フロ ンティア 1) に 撤退 し 
た 頃 か ら 組織 的 抵抗 を 見 せ 始 め た が 、 大 き な 戦果 は な か っ た 


NEO5 の スト アスト 
ィ ア ・ サ イド 往 呈 部 隊 6 


152-22 


宇 軸 世紀 ガイ ド : コス モ - バビ ロニ ア 建 国 戦 当 本 0 親 2 


フロ ンティア ・ サ イド 戦は 、( フ ロン ティ ア M 以下 3- 
ニー の 制圧 と コス モ ・ バ パピ ロニ ア の 建国 、 バグ の 稼働 試 


フロ ンティア ・ サ イド 戦 の 推移 2 に 2 3 


【 験 地 と する 


・ パ バンガー ド と 地 玲 連 孝 軍 駐留 部 隊 3 月 2 日 に (フロ ンティア ID (フロ ンティア ) を 制圧 し 、 
の 宇宙 戦 が 続く 中 連邦 軍 や 共 民 が 流れ 込ん だ | 24 に は 木星 輸送 船 サウ ザン ズ 
こと で 、( フ ロン ティ ア 1) は 連 孝 軍 や レジ スタ ンス か ら 協 力 を 3l き 出し た クロ ス : 
の 狂喜 な っ た 。 ガン ダム F91 を 積み 込ん だ 練習 フロ ンティア ・ サ イド を コス モ ・ パ バビ ロニ ア と し た 。 
能 スペース ・ ア ー ク ) も コロ ニー 内 に 入っ た 。 ティ ア IV) は 首都 コロ ニー (コス モ ・ パ ピロ ン ) と され 2 


| フロ ンティア I | 


| バグ の 試験 地 と する た め 放置 され て 
ロン ティ ア 1) だ 、 ク ロス 】 ・ バ パン 
ガー ド の ドレ ル 大 隊 が 独断 で 制圧 作戦 を 展 る | 間 人 の ! 
開 。 し か し 、 民 間 の 少年 シー ブッ ク ・ ア ノー が es | 
ERR ed TY Rn 
0 め 、 民間 へ の 被害 も 増大 。 子 この 際 、 民 間 人 と し て : 
供 を 利用 する 連邦 軍 将 兵 す た ロナ は 2 ロス ・ パ ン 
5 存在 し た 。 被害 だ け を 増 や に 匿 収 さ れ た 。 16 日 の ( フ 
し 、、《 フ ロン ティ ア M) 駐留 部 ロン ティ ア M) 住民 の 死者 は 500 
| 隊 は 搬 退 に 入っ , 人 以上 で 、 44 万 人 が 遊 難し た 。 


フロ ンティア ・ サ イド 
UCO12303.16、 クロ スポー ン ・ パ バンガー | 
| ド が フロ ンティア ・ サ イド を 壮 撃 。 (フロ ン テ ィ 
ア M) に 侵入 し た クロ スポー ン ・ パ バンガー ド 
MS 部隊 は 、 遇 々 と 地球 連邦 叉 久 隊 を 
排除 し て いっ た 。 


ロナ 家 の 拠点 され た (フロ ンティア MV) の 地 責 
館 に 対し 、 地 下 連 邦 軍 が コロ ニー 外 か ら の 克 撃 
を 実施 。 凶 害 館 の 周囲 に は 鈴 民 キャ ンプ も あっ 
が 、 大 き な 人 的 損害 は 出 な か っ た 桂 様 。 


(フロ ンティア 1 の 
クロ スポ ー ン ・ パ バンガード が (フロ ンティア 1) に 侵攻 し 、 換 源 小 下 星 部 に 
構 頭 停 を 確 係 。 パグ の 散布 シス テム 《 ガ ル ・ プ ラウ を 控 角 さそ た 。 MS 
パイ ロッ ト と し て 参 較 | ロナ は 、 コ ロニ ー 内 戦 関 の 未 、 地 隷 達者 軍 
et | 


、F91 の 内 
れ この 際 , カロ ッ 
半 後 、 シ ー プ ッ ク と べ 

トー] 38 スペース ・ ア ー ク 


ーー = ウジ 出撃 
⑩ バグ の rn | 
3 月 30 日 、 カロ ッ ゾ ・ ロ ナ の 指示 に よ が MA ラフ レシ ア で 単独 出撃 。 
り 、( フ ロン ティ ア 1) を 対象 と し た バ | M - 戦域 に 到達 し っ つつ あっ た 地球 
グ の テス ト が 開始 され た 。 大 量 の バ | 9 連 孝 軍 の 月 能 了 を 悦 若 する と 、 
々 を 開い 謀殺 。( フ ロン ティ ア T) 内 に | | グ の 起動 に は 、 資源 小 違 星 部 の 新 ーー ベラ 機 の 撃 剛 に 向かっ た 。 
携 っ て いた F91 や ベラ ・ ロ ナ の MS ビ ギ ナ ・ キ ナ ら | | 村 反 応 炉 が 用 いら れ て いる 。 (フロ へ 
は バグ を 李 ・ ば 付け つつ コロ ニー 外 に 脱出 | | ンティア I) の 人 口 300 万 人 を 工 江 
し 、 (カル ・ ブ ラウ )〉 を 撃沈 し た 。 | | する に は 2 一 3 日 を 要する と され た 。 


フロ ンティア 


戦闘 発生 地点 


フロ ンティア ・ サ イド 前 撃 か ら コ スモ ・ バ ビ 
至る コス モ ・ パ ピロ ニア 建国 戦争 の 緒戦 は 、 ク ロス ボー ン ・ 
パン ガー ド の 勝利 に 終わ っ た 。 地球 連邦 軍 を 排除 し 、 コス 


F91 と の 交戦 の 未 、 クロ ス 
ナ が 戦死 し た リラ フレ シア 計画 は 事実 上 頼 挫 し 、 秒 客 
裏 に 準備 され た 人 類書 清 プ ラン も 白紙 と お 、 新 司令 に 
は 帰 選 し た ペラ ・ ロ ナ が 就任 し て いる , 


ラフ レシ ア 計 画 は カロ 
担う 部 分 が 多く 、 彼 の : 
が 団 族 に な っ た 紳 欄 。 ベラ に 計 
画 を 細 承 する 意思 も な か 


し 、 カロ ッ ゾ の 死 で パグ を 用 いた 人 類 粛 清 は 困難 
ど 、 計画 に は 大 き な 修正 が 必要 と な っ た 。 


ULC.0123.04 後 も コ スモ ・ パ ビ ロ ニ ア は 雑 持 され た 。 し か し 、 
総帥 マイ ッ ツ ァ ー の 死 、 新 司令 ベラ に よる コス モ 貴 族 主義 の 否 
定 に より 、 クロ スポ ボー ン ・ パ バンガー ド は 分 裂 。 この 事態 を 受け て コ 
スモ ・ パ バビロニア も 座 退 、 消 減 し て いっ た . 


の 
勃興 と 衰退 と いう 形 で 総 結 し 、 コ スモ 貴族 主義 が 後世 に 
与え た 影響 も 少な か っ た 。 し か し 、 地 球 連邦 政府 ・ 軍 の 


コス モ ・ パ ビ ロ ニア 戦 争 二 発 時 の 地球 連 反 政 府 の 無策 、 地 
球 連邦 軍 の 土気 ・ 練 度 の 低 さ は 、 その 威信 を 地 に 落と し た 。 地 
球 吉孝 政府 の 危機 管理 能力 が 低下 し て いた の は 確か : 
れ 以上 に 地球 之 邦 の 国力 が 明 ま っ て いた と いう こと だ 


30 年 に お よぶ 平和 に 慣れ きっ て 
いた 地球 軍 邦 軍 の 士気 と 株 度 
人 は 著しく 低下 し て お り 、 一 般 市 民 
の 失 忌 を 買う こと に な っ た 


怠 体 化 を まざまざ と 見 せつ け 、 宇 宙 戦 国 時 代 到来 の 引き 
鉄 と な っ た 点 は 、 大 き な 歴 史 的 意義 が あろ う 。 木星 帝国 の 
地球 侵攻 に も 、 少な か ら ぬ 影響 を 与え た よう : 


コス モ ・ パ ピロ ニア 戦争 時 の 地理 連邦 政府 の 対応 に 不安 を 成 
じ た コ ロニ ー 群 は 、 軍 事 的 旗 護 の 強化 を 求め た が 連邦 政府 は 無 
視 。 自衛 の 必要 性 に 迫 ら れ た 各 コ ロニ ー が 独自 に 武装 化し た 結 
国家 同士 が 軍事 衝突 する 宇宙 戦国 時 代 が 到来 し た 


連邦 政府 の 層 信 化 、 コ ロニ ー に 
武装 化 、 コ ロニ ー 主 義 の 台頭 . コ 
ロニ ー 間 の 渦 四 が 宇宙 戦国 時 
代 を 呼ん だ 。 その 中 で 出現 し た の 
が 、 ザン スカ ー ル 容 国 で あっ た 


Mlustration by KEISUKE SASAKI 


| UC. Cass File | Case File 宇 下 世 志 フ ァイル 
ゼ プ ラ ゾ ー ン 事件 

UC.0122.11、 ア ナハ イム ・ エ レク トロ ニタ ス 社 の 「 シ 
ル エ ッ ト ・ フ ォ ー プロ ジェ クト 」 で 開発 され た MS 
群 の 試験 が 、 月 の 裏側 の ゼブラ ゾー ン で 開始 され た 。 
U.C.0123.02.15、 こ の 試験 部 隊 が クロ ・ 
ガー ド の ダー クタ イガ ー 隊 と 接触 し 、 交戦 状態 


チラ ayai 

シル エッ ト ・ ガ ンダ ム 

サナ リィ の 「F 計 画 ] の デー タ を 盗用 
し 、 AE が 開発 し た デー タ 収 信用 MS. 
F91 と 同等 の 総合 性 能力 を 持っ. 


RX-99 ネオ ・ ガ ンダ ム 

シル エッ ト ・ フ ォ ー ミ ュ ラ ・ プ ロジ ェクト 
の 成果 を 受け て 開発 され た 、AE 製 コ 
ア ・ フ ァ イ ター 搭載 MS. 


| ベル ガ 素 MS の 最終 型 。 ウイ ング 状 
の シェ ルフ ・ ノ ズル を 備え 、 ベ ル ガ 
ギ ロ ス 以上 の 機動 性 を 実現 し た 
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仙 半 ・ サ ン ライ ズ 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


WORLD GUIDE EO e038 erD7n 


a ダー ダネ ルス 海 峡 の 戦 \ Batie of Dartaneles 


の の 、 地 球 連 合 軍 の 戦 


りか ね な か - 


= 邦 大 統領 に 対処 を 座 | 


大 西洋 較 邦 の 劣 替 と 力 に も 限界 が あっ た し て オー プ 軍 司令 ユウ ナ ・ ロ マ ・ セ イラ ン が 措 

nea ws 揮 す る オー プ 和 軍艦 隊 は 本 国 を 出 般 し 、 喜 塵 峰 毅 路 

ォ ー プ 艦隊 の 地 貼 湊 派 中 で 地中海 に 入っ た 。 そし て 、 ス エズ 基地 で 待機 し て 

ーー いた 地球 連 谷 軍艦 隊 (ファ ント ムペ イン こと 地球 連 


合 軍 第 81 独 立 機動 中 心 と する 部 隊 ) と 合流 す 
る と 、 ダ ー ダ ネル フト と 交戦 し た 。 その 交 
戦 相手 こそ 、 か つて カガリ 代表 を 救助 し オー ブ 本 国 
ネル バ )》 で あっ た 。 


| の 大 戦 の 最 中 、 接 的 な 理由 は 、# 人 保障 条約 
合 首長 国 が 。 イク ・ ザ ・ リ ワー ルド] 直後 、 大 
交戦 する 事態 と され た 反 プ ラン ト 同 時 機構 の 世界 安 
は 、 地 球 の 国家 の ほとん ど が 参加 し て いる 。 以前 か まで 護送 し た ザフト 


地球 連合 と プラ ント に よる 
軍 者 の 求め ピ 


邦 に 接近 し て いた オー プ も 加盟 し た 。 (エス タ ・ オ リス ・ ト ウゥ ハ CE75) 
了 障 条約 は 軍事 同 量 の 性 格 を 強く 持 

ち 、 大 西洋 連邦 の 要請 を 受け た オー プ は 、 関連 ファ イル 
6 人 か ら を 地 中 人] 
護衛 艦 6 借 か ら 成 る 角 隊 を 地中海 k ーー 
西洋 連邦 寄り の 政策 を 進め る 宰相 一 族 モ イラ ン 家 DES 02-7 條 
の 存在 、 中 立 許 持 を 掲げ る 代表 首長 カガリ ・ ユ ラ ・ a DES02:19 還 
アメ ハ の 行方 不明 な ど が 決定 の 背 2 DES 生 
者 が プラ ント の 上 回 (イッ [ 和 、 ジブ ラル タル 基地 、 は 間違い な い 。 こ れ に 加え て 、 オ ー プ 沖 へ の 強 上 機 ES DSO 


反 地球 連合 運動 が 高まっ て いた ユー ラ シ ア 連邦 西 2 る UR プ の 政 


部 ) の と っ た 。 また 、 反 地球 連合 の 象 


動 特 装 艦 (アー タ エ ン 


国 ど 
の 3 人 


艦 で あり 、 そ れ 
り ナ キレ ス 腫 に な 


に 入っ た こと も 愛 慮 され て いた 。 大 戦 で 地球 連合 軍 を 離脱 し 
者 や | プリ ー ル は 大 西洋 連 "を オー プ が 際 っ て いた 事実 は 』 


バ 》 が 
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可動 遇 十 ガ ン 


SEED DESTINY 


WORLD GUIDE 


歴史 フォ ー カ ス : ダー ダネ ルス 海峡 の 戦い | 


mM9 SHEET 7/ 


入 。 大 西洋 連邦 や セイ ラン 家主 導 の オー プ は 当然 
の こと 、 プ ラン ト す ら 信用 せ ず 独 自 行動 を 取っ て いた 
(アー クエン ジェ ル )》 は 、 再 び 第 三 勢 力 の 道 を 歩ん 


] 2 代表 事件 後姿 を 消し で いた (アーク 
| エンジェル) が 、 突 加 ダ ー ダ ネル ス 海 綱 の 職 闘 に 出 
| 現し た 。 そし て (アー クタ エン ジェ ル 》 に 工 わ れ て いた 


伝説 的 功労 能 


《 ア ー ク エン ジェ ル ) の 代入 | カリ 代表 昌 ら が オー ブ W の 折 過 を 命じ た が 、 そ れ で いた の で ある 。 こ う も て 、 二 度目 の 大 隊 で も (アー . 
Ee 8 、 | が 受け 容れ られ な いと 見 る と 、 隊 敵 人 止 の た め に 介 。 クエ ンジ ェ ル ) は 二 要 な 役割 を 担う こと と な っ て いく 。 
人 トト ザフト の 進路 mw 維 。 | オー フ の 信和 暫 。| 埋 較 発 生地 示 近 


Ch ーー 
あり 、、 負 分 に 失敗 し 放置 され て いた も の だ っ た 。 調査 
トム ペイ ン の MS の 柚 撃 を 受け る が 、 シ ン た 


IAMAg53 


IZGMFx249. 


国 シン 、 ス テラ と 出会う 

ミネルバ) の ディ オキ ア へ の 寄港 時 に 、 シ ー 

た ち は 休 暇 を 与え られ た 。 その 際 、 彼 は 崖 か ら 
エ を 救出 し た が 、 
彼女 は 他 の ファ ント ムペ イン の 隊員 に 引き 取 
られ て いっ た 。 な お 、《 ミ ネル バ )》 は デュ ラン ダ 
ル 議 長 と 接触 、 彼 は パイ ネ を 派遣 し て いる 。 


落ち た 少女 ステ ラ ・ ル 


ロロ に と と 
プラ ント へ 向かう 

デュ ラン ダル 議長 と プラ ント の 真意 
を 確認 する た め 、 ラク ス は プラ ント へ 
向かう こと を 決意 。 ミー ア の 宇宙 行 
き の 情 報 を 得 た 彼女 た ち は 、 シ ャ ト 
ル を 乗っ 取っ た 。 途中 、 ザ フト の 攻 
撃 を 受け る が 。 キラ の フリ ー ダ ム の 
控 准 も あっ て 無事 に 憶 出 し て いる 。 


(アー クエ ンジ ェ リ 
固 ア スラ ル ) が 介入 。 さら に カガリ 代表 が オー プ 
カガリ や キラ と 会 談 軍 に 戦闘 停止 と 失 退 を 命 ! 
アス ラン は カカ リ や キラ と 扶 欠 EC 固 オー ブ 軍 、 地 中 海 へ 展開 
彼ら は 話し 合う も 、 両者 の 満 は 埋 ロー ド ・ ジ ブリー ル か ら の 派兵 要請 を 受け た オー 
まる こと は な か っ た 。 また 、 『 は 、 ユ ウナ 司 希 が 指揮 を 執る 艦隊 を 送り 込ん 
ン の 行動 は 艦長 の 許可 を 得 だ だ ぁ 艇 締 は スエ ズ 基 地 で 地球 軍 態 隊 と 合流 っ ご 
の '、 ル ナマ リア に 監視 き れ を 穴 知 し た ザフト も 部 隊 を 動 | 、 
ダー ダネ ルス 海峡 に 防衛 線 を 展開 し た 。 
Mustraton by AKIO UNUMA 
EERE 略 オー フ 、 地 中 海 へ 園 ダー ダネ ルス 海峡 の 戦 困 
ディ オキ ア に 容 港 し 、 ギル バー ト ・ デ ュ ラ ンダ ル 議 長 か ら 接触 を 戦争 の 長期 化 な ど に 業 を 煮やし た ロー ド ・ ジ ブリ ー ル は 、 大 西洋 戦闘 は オー ブ 軍 艦隊 と 《 ミ ネル バ ) が 衝突 する 形 で 始ま っ た 。 
、FAITH の ハイ ネ ヴ ェ ステン フル ス が 配属 連邦 の 同 副 国 で ある オー ブ に 派兵 を 要請 。 こ れ を 受け た オー ブ は ネル パ ) が 陽電子 砲 の 発 身体 替 に 入っ た 麻 、( ア ー ク エン 
され た 。 ほぼ 同 時 に デュ ラン ダル 議長 と ミー ア ・ キ ャ ン ペ ル (ラク ユウ ナ ・ ロ マ ・ セ イラ ン 司令 が 指揮 する 艦隊 を 地中海 に 送り 込み 、 エル )》 が 戦闘 に 介入 し 、 カ ガリ 代表 が オー ブ 軍 に 戦闘 停止 と 
ス の 影武者 ) は ディ オキ ア を 去っ て いる 。 休暇 を 与え られ た シン ・ スエ ェ ズ 基地 で ファ ント ムペ イン を 中 心 と する 地球 推 退 を 命じ た 。 し か し 、 ユ ウナ 司令 は 洗 闘 継続 と (アー クエ ンジ ェ 
アス カ は 、 正体 を 知ら を いま ま フ ァ ン トム ペイ ン の ステ ラ ・ ル ー シ ェ た 。 こ れ を 窟 知 し た ザフト は 周辺 地域 の 部 隊 を 動 呈し ル ) へ の 区 区 を 命令 し 、 地 球 合 軍 も 出 軸 。 これ に より 戦は 
を 救助 し た 。 その 後 、 ス テラ は 他 の ファ ント ムペ イン 隊員 (当然 、 ダー ダネ ルス 海峡 に 防衛 線 を 展開 。 地球 連合 軍 と オー ブ 軍 も 同じ 再開 され た が 、 戦 闘 停止 を 目指 す (アー クエ ンジ ェ ル ) が 介入 を 
正 休 は 隅 し て いた ) に 引き 取ら れ て いっ た 場所 を 胃 場 と 見 な し 、 先 録 を オー ブ 軍 が 、 側面 を 地球 軍 が 和 務め た 。 。 総 続 し た こと で 遇 況 は 混乱 し 、 両 軍 は 損害 を 出し て 後退 し た 。 
デュ ラン ダル 講 長 は 期生 を 寄せ る ER 大 還 洋 回 孝 か ら 泊 兵 要請 を 避け た オー ブ プ は , ユウ ナ 司 例 の 判 販 で 能 隊 を カガリ 代表 自ら が 介 畔 を 呼び 掛け た も の の 戦 較 は 溢 化 。 オー プ 東 と 地球 
記 な 0 を 半 2 プ アム べそ 李 志 に ディ オア に 太っ て い 7。 人 二条 人 人 は 区 方 が 多大 な 盾 害 を 出し (ミネルバ) で は ハイ ネ が 戦 
較 アス ラン 、 カガリ こと 接触 園 ロ ド ニ ア の ラボ の 戦い [ 画 ラフ ス 、 皇 電 へ 
フリ ー ダ ム を 凛 す る (アー クエ ンジ ェ ル 》 の 介入 に より 、 ダー ダ アス ラン が カガリ 代表 た ちと 振 触 し た 頃 、《( ミ ネル バ ) は 地球 ステ ラ を 捕虜 と し た ラ 
ネル ス 海 峡 の 戦闘 は 決着 が つか ず 、 (ミネ ル バ パ )》 は ポー ト タ キ ウ 連合 軍 系 の 不審 施設 の 調査 に 乗り シン ・ ア スカ と レイ ・ クス は プラ ント 行き を 決意 
ス へ 、 オー ブ 第 隊 と 地球 連合 軍 は 近隣 の 基地 に 後退 し た 。 ダー ザ ・ バ レル を 派遣 し た 。 この 施設 は 「 ロ ドニ ア の ラボ ] と 呼ば れる 見 極め 、 今後 の 方 針 を 決め る た めで あっ た 。 
ダネ ルス 海峡 秋 で の 行動 を 不審 に 思っ た アス ラン ・ ザ ラ は 、 カ ガ 。 強化 人 問 研究 所 で 、 地 束 連 合 軍 が 処分 に 失敗 し 放置 され た も 宇 軍 放電 を 知っ た テク ス たち は 
リ 代表 お よび キラ ・ ヤ マト と 接触 。 だ が . ラク ス 暗 殺 未 送 事 件 や の だ っ た 。( ミ ネル バ ) を 中 心 と し た ザフト に よる 施設 の 調査 が 進 ル を 乗っ 取り 、 大 気 園 を 離脱 し て いる 。 離陸 直後 、 ラク ス が 乗っ 
ミー ア の 存在 の 5 デュ ラン タル 議長 に 如 を 招く キラ た ちと の 潮 。 む 中 、 ス テラ が MS で 単独 出撃 レラ ボ に 向かっ た も の の シン と アー た シャ トル は ザフト の 攻撃 に 晒さ れ た が 、 キ ラ の フリ ー ダ ム の 失 護 
は 埋まら ず 、 話 し 合い は 物 別れ に 終わ っ た 。 スラ ン に 迎 疫 され 、 ザフト の 捕虜 で 無事 に 脱出 し た の だ 
ーー ン 
店 し 合い の た め 、 ア スラ ン が キラ や カガリ 代表 と 接 能 。 アス ラン の 行動 は 撤 栓 価 の 反乱 で 処分 に 失敗 し た ロ ド ニ ア の ラボ は 、 ザ フト の 手 に 落ち た 。 ラク ス は . ミ ー ア (人 飛 ラク ス ) を 演じ る と いう 逆転 の 発想 で 地球 を 元 脱 。 入 
タリ ア 能 長 の 許可 を 得 た も の だ が 、 科 密 宮 に 監視 が ガイ ア を 了 止 し た シン は 、 ス テラ が 地 寺 連合 軍 の 兵士 だ と 初め て 知 れ 夫 わり は シャ トル 人 時 に 発 和 し た が 、 キラ の 活 中 で 守ら れ た 。 
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機動 戦士 ガン ダム MS IGLO02 重力 戦線 


WORLD MI て (m2) neD3 mM 


時 


1 ア 
ーー 
MS x M S Conventional Weapon of U.C. 
運用 理論 に 字 軸 世紀 の 一 船 兵器 


ーー バーバ パリー 中 尉 の よ スケ ー ル アッ プ し た も の で ある 。 

膨大 な 指 書 を 入っ た | を 持つ 者 も 確認 され て いる (その パー パリー 中 時 5 の ミッ ショ ン は 小隊 (3~4 個 分 隊 ) で 行わ れ 、 
3 【 、 貝 州 南 方 戦線 の マリ ア % H 

対 MS 攻撃 部 隊 で いる )。 他 に も 、 コ ジマ 


対 MS 重 放 導 弾 「M-101A3 リ ジ ー ナ 」 を 装 S 
する 地球 連邦 地上 軍 の ” 3 ン だ 。 それ で も 、 彼 ら 「 ザ クハ ンタ ー」 が 一 年 戦 
これ を 中 心 と する の が 対 1 で 、 き の 地球 連邦 地上 軍 を 支え た の は 間違い の な 
一 年 戦争 初期 、Mi 


の 策 と し て 対 MS 
・ 配 置 ・ 移 動 は 人 力 で 行わ れ こう し て 誕生 
甲 防御 力 ( 小 の 分 際 は : 
、 移 記 率 は 極端 | 


高く 、 工 多 の 兵士 が 命 を 痢 
それ で も * 兵部 隊 は 、MS な 
球 運 邦 軍 3 
機械 化 混 


Mlustration by TOMOTAKE KINOSHITA 


機動 戦士 ガン タム MS IGLOO2 重力 台 線 


MS 特技 琴 と は ? | 


対 MS 重 誘導 弾 リ ジ ー ナ を 装備 ・ 操 作 す る 地球 連邦 軍 対 MS 特技 兵 が 装備 する 対 MS 火 器 が 、 対 MS 重 誘導 
の 歩兵 の 一 種 が 対 MS 特技 兵 、 対 MS 特技 兵 を 中 心 と する 。 弾 「M-101A3 リ ジ ー ナ 」 で ある 。 対戦 車 放 導 弾 を 負 
部 隊 が 対 MS 歩兵 部 隊 で ある 。「 ザク ハン ター」 と も 俗称 さも スケ ー ル アッ プ し た 有線 誘導 ミサ イル で 、 ラ ンチ ャ ー 部 の 
る 。 一 年 戦争 初期 、 対 MS 戦力 の 不足 を 受け て 育成 ・ 戦 力 全長 は 157cm、 口 径 139mm、 ミサ イル カー トリ ッ ジ を 含 
化 され 、 地球 連邦 軍 の 役 退 支援 な ど に 投入 され て いる 。 少 。 で 重量 は 47kg と 歩兵 用 火器 と し て は 大 型 だ っ た 。 他 に 
な か ら ぬ ジオ ン 公 国軍 MS を 撃破 し 、 劣勢 の 地球 連邦 軍 を 。 も. 自衛 用 と し て ブル バップ タ イプ の 制 地 アサ ルト ライ フル 
『、 対 MS 歩兵 部 隊 の 損耗 も 極め て 多かっ た 。 手 弾 な ど を 装備 し て いた 。 


対 MS ミサ イル で ある 。 組立 や 和 動 
で 行わ れる 。 射手 は 1 名 の 
移動 に は 2 名 が 必要 


リ ジ フス キー 幸子 散布 環境 下 で も 追尾 ・ 話 導 が 可 
も 同様 の 兵種 が 見 られ 馬 の 人 人 ま は 、 289 投信 し て いた 


部 隊 の 最小 ユニ ッ ト で ある 分 隊 は 、 分 隊長 の 指揮 家 1 
名 、 リ ジー ナ を 運用 する 対 MS 特 技 兵 3 名 、 分 隊 支 援 機 関 
銃 手 1 名 の 計 5 名 で 編制 され る 。 一 般 的 な 対 MS ミッ ショ 
ン に あたる 小隊 は 3 一 4 個 分 隊 で 構成 され 、 第 1 分 隊長 が 
小隊 長 を 兼任 する 。 ベン ・ バ ー バ リー 中 尉 が 小隊 長 を 務 
め た 第 44 機 械 化 混成 連隊 の 対 MS 特 技 兵 小隊 、 極 東 
方 面 軍機 械 化 混成 大 隊 の 対 MS 歩兵 中 隊 (301 一 304 
の 4 個 小隊 で 編制 ) が 代表 的 な 部 隊 と し て 知ら れる 。 


ス い 
リ ジ ー ナ の 射手 は 指揮 官 を 補佐 する こと も ある 。 分 隊 支 援交 手 は 
待ち 伏せ 時 だ け で は な く , 軽 還 績 で 秒 動 中 の 周辺 可 葉 も 担当 する 


ーX 州 時 回 落 員 肖 用 


人 膨 和 予 備 夢 失 


[aA 


^ 射手 ・ 補 助 ( ミ サイ ル の 装填 な ど ) え 周 巡 氏 予 天 和 


リ ジ ー ナ (と 対 MS 歩 兵部 隊 ) の 防御 力 と 9 リ ジ ー ナ は MS の 正面 装甲 を 通 する 成 AA 内 
機動 力 は 苦し く 低い た め 、 待 ち 伏せ 攻 軸 が 基 年 利 だ が 、 カカ を 持た な いた め 、 モノ アイ 、 推 進 導 、 関 后 放 記 pte a 
本 と な る 。 MS の 侵入 が 予測 さ れる 開け た 場 骨 け 。 と いっ た 非 装甲 箇所 を 狙う 。 分 潤 ご と に 狙う は イロ を 
所 に 小隊 規模 で 布陣 し 、 集 中 攻撃 を 加え る 。 箇所 を 案 え る の が 普通 で ある 可能 


画 対 MS 攻 撃 シ ミュ レー ショ ン 


有効 射程:3500m (最大 香 程 :4200m) 
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EP 新 連 邦 政 府 Organization of A.W. 
a アフ ター・ ウ オー の 組織 ・ 勢 力 


係 者 、 旧 連邦 軍 上 層 部 


産業 界 の リー ダー は 生き て で お り 、 状 況 に 応じ た 対応 が 
て お り 、 か つて の 栄光 と 権力 を 取り 戻す べく 活 こう し て 新 連 邦 政府 は 和平 に 傾い て いく が 、 新 連 
動 を 再開 する 。 こう し た 経緯 で 誕生 し た 組織 が 、 新 邦 軍 最 3 『 故 」 で 填 減 し て し まう 
連邦 政府 の 発足 を 目指 す 政府 再建 委員 会 で ある (事故 」 の 実 台 は 、 新 連邦 軍 特 務 機 関 の フ ロス ト 

eg 旧 連 邦 時 代 の 将兵 を 含む 。 兄弟 が 独断 た 条 )。 ee 独 坊 体制 を 築 


第 7 次 字 宙 戦争 で 壊滅 状態 
の 後継 組織 が 、「 新 た な る 世界 国 


た 旧 連 邦 政 府 


地球 統一 作戦 を 実施 する 
絶大 な 軍事 力 を 誇る 政府 再建 委員 会 

カ を 皮切り に 東進 する が 、 南 アジ ア や i 
引き 起こ し た 撤 を 受け で し ま 地球 統一 後に 行う 予定 

政 府 樹立 家 言 を 前 倒し 、 さ ら な る 攻勢 。 関連 ファ イル 


さっ た 新地 球 連 孝 宣 の MS x01-12』 画 
出 た の だ っ た 。 政府 再建 委員 ee 新地 球 運 孝 宣 の MS る X0128 画 
宇宙 草 命 軍 を 


全 宙 戦争 の 危機 が 訪れ た の だ っ た 
(ルアン ・ リ ュ ベ ペア AL.W.0024) 


争 の 危機 を 9 

か つて の 旧 連 邦 は 地球 圏 全域 を 統治 し て いた 
が 、 宇宙 革命 軍 の 決起 を : と する 第 7 戦 
の 瓦解 し た 命 軍 が 実施 し た 「 コ ロ AN - を 足掛かり に 


x0208 
地球 圏 の 99% 以 上 の 人 = 地球 岡 の 再 統一 を 成し遂げ よう と し a 
で き な く な っ た の で ある ( コ AW の MS xo832 箇 
ロニ 一 とし 作 戦 を 2 施し た 手 宙 車 命 軍 も 甚大 な し か し 、 北 米 を 中 心 と する 組織 的 抵抗 で 地球 統 CC PS 
被 受け 、 戦争 継続 が 不可 能 と な っ た ) 。 旧 連邦 が 潮 っ た こ . 軍 の 地球 攻撃 作戦 「 ダ リ 
の 中 枢 が 置か れ た 南米 が 、 コ ロニ ー 落 と し の 集中 。 ア 作戦 」 が 失敗 し 当 i 面 の 危機 が な く な っ た こと な どか 
攻撃 を 3 軸 革 命 軍 と の 和平 を 模索 し 始 


DC ら 、 新 連邦 政府 は 人 


旧 連 邦 の 
後 独立 国家 


上 の 消滅 を 
勃興 し て いっ た が 、 旧 連 邦 の 政府 関 新 連 邦 政府 だ 


教条 的 組織 と 思わ れ が ちな 
、 実 際 に は 現実 主義 者 が 多く を 占 


153-25 Mustation by JUN WADA 


政府 再建 委員 会 の 時 


ン 装 備 の ガン ダム DX 
が 開発 され た が 、 パ ル 


チャ ー に 奉 : 


第 7 次 宇宙 戦争 で 壊滅 状態 と な っ 軍 の 再編 の 中 で 、 旧 連邦 時 代 の 兵器 の 修 
連邦 政府 の 後継 組織 が 、 新 連邦 政府 で あ 復 増産 を 進め つつ 、 多数 の 新兵 器 を 開発 。 ガ 
る 。 政府 再建 委員 会 は 新 連邦 政府 設立 の ンダ ム 級 の 性 能 を 持つ 新兵 器 も 配備 し た 。 

た め の 組 織 で あり 、 そ の メン バー は 新 連 邦 


政府 の 中 央 議会 [新吉 邦 軍 最 高 議会 」 で 
も 重要 な 役割 を 担っ た 。 旧 連 邦 と 同様 の 地 
地球 記 減 を 


球 較 統 一 政体 を 目指 し て お り 、 
掲げ る クラ ウド 9 と は 敵対 し た 。 


平定 を 目指 す 


第 7 次 宇宙 戦争 を 経験 し た | 旧 連 邦 政 府 
関係 者 や 旧 連 邦 軍 上 層 部 を 中 心 と し て い 
Mo 一般 


る た め 、 組 織 の 性 格 は 旧 連 邦 
将兵 に 戦後 入隊 の 者 が 多い よう 


政府 再建 委員 会 か ら 移行 し た 新 連邦 
政府 の 中 枢 メ ン バ ー。 実質 的 に 新 連邦 
政府 ・ 軍 の 意思 決定 を 行っ た 者 た ち で 、 
| 旧 連 邦 政 府 関係 者 、 軍 上 大 部 、 産 業界 
の 重 祭 な ど で 構成 され て いた 。 


権力 志向 が 強い 一 方 で 
0 な 守っ メ 
最高 


Pe TDM 
2 半生 論 者 も いた 。 


政府 再建 委員 会 軍事 部 門 ・ 新 連邦 
軍 の 方 面 軍司 令 ク ラス 。 旧 連 邦 軍 時 
代 か ら の 宣 歴 を 持つ バテ ラン が 多い 。 
カザフ 大 特 の よう に 前 線 で 了 死 し た 者 
も いる 。 


天上 人 の 
者 メン バー 

ント 便 幸作 本 
前 株 指 畠 も 担当 し た 珍 
し いい 例 で ある 。 


政府 再建 委員 会 軍事 部 門 お よび 新 
連邦 軍 の 実戦 力 と な っ た 土 官 、 下 士官 、 
兵 の ほとん ど は A.W 移行 後に 入隊 し た 
「 新 兵 ] だ と 見 られ る 。 旧 連 邦 軍 時 代 の 
将兵 の 多く は 第 7 次 宇宙 戦争 で 戦死 し た 
うえ 、 生存 者 の 多く も 年 齢 的 問題 で 前 線 
勤務 に 耐え ら 


将兵 も 、40 歳 前 後 それ で 
も 、 旧 連邦 軍 時 代 か ら の ベテラン 将兵 が 
少な か ら ず 参加 し 、 戦 後 独立 国家 や 宇宙 
革命 軍 な ど と の 戦闘 で 戦果 を 挙げ た と さ 
れる 。 新兵 の ' ー タ イプ を 入 後 
と させ る 超 エ ー ス が 出現 し て いる 、 


昔 い 慣れ し た 

国家 群 . パ バル 

乗り は 強力 で あり 。 新 連 
邦 軍 の 新兵 た ち を 苦戦 
きせ た 


(政府 再建 委員 会 ) 


地球 鞍 一 と 宇 宙 革 合 
軍 の 排除 を 目指 し て お 
り 、 そ の 手段 と し て 新 連 
邦 軍 を 整備 。 多数 の 新 葵 & 。 ~ 
兵 吉 を 開発 し て いた 。 


宇宙 革命 軍 と の 戦闘 を 想定 し た 宇宙 
態 旋 だ け で な く 、 地 球 統一 戦 用 の 海上 
艦 、 巨大 航空 棋 、 陸上 戦艦 も 配備 し た 。 


陸上 戦 慈 は 第 7 次 字 
軍 戦 争 時 の も の だ け 
移動 枯 と 呼 
べ る パン ダー ル 組 を 新 
た に 配備 し て いた 。 


新 連 邦 政府 


旧 連 孝 軍 の 主力 MS ドー トレ ス を 継 統 配 
備 し つつ 、 より 強力 な 新型 機 を 多数 開発 。 
空戦 用 な どの 局 地 埋 用 機 も 見 られ る 。 


上 連邦 時 代 か ら の 政 
麻 ・ 軍 幹部 や ベテラン 


将兵 、 第 7 交 宇 宙 戦 
に は 人 写し な か 
人 歴史 
第 7 次 宇宙 戦争 末期 の コロ ニー 落と し 作 戦後 の 混乱 期 、 新 連邦 政府 の 樹立 を 目指 


戦 で 地球 は 壊 減 。 旧 連 邦 政 府 も 瓦解 し た 。 


旧 連 邦 政 府 の 根 各地 
だ っ た 南米 は 、 集 中 的 
落と し を 受け 
た 。 旧 連 邦 政 府 は 組織 
的 活動 が 困 雅 に. 


地球 団 再 統合 の 第 一 歩 と し て 、 ア フリ カ 
を 皮切り に 地球 統一 作戦 が 開始 され た 。 


強大 な 軍事 力 を 背景 
に 、 地球 各地 で 戦後 
独立 団 家 を 平定 。 南 ア 
x 括 サ ジア や 北米 で は 頑強 な 
TE, 着く 抵抗 を 受け て いる 


新 連邦 軍 最 高 議会 の 和平 派 が 「 事 故 死 」 
し 、 強硬 論者 の ブラ ッ ド マン 懇 が 政府 を 掌 所 


地 珠 練 の 居 池 、 宇 宙 
間 命 軍 の 危険 度 低下 
を 受け で 和平 論 が 唱え 
られ た が 、 和 和平 派 は フロ 
スト 兄弟 に 一 掲 され た 


MORE INFO! 
新 連 邦 政 府 の ニュ ー タ イプ 観 


旧 連 孝 財 代 、「 超 能力 兵士 ] と し て の ニュ ー タ イ 
プ は 高く 評価 され 、F (フラ ッシュ ) シス テム 搭載 MS 
ガン ダム と 共に 戦力 化 され た 。 新 連 邦 軍 は ニュ ー 
タイ プ の 戦力 化 に 積極 的 で な か っ た が (例外 は 
ガン ダム DX の 開発 を 主導 し た アイ ム ザ ッ ト 情 報 統 
括 官 )、 関 連 技 術 の 管理 は 徹底 され 
イブ を 危険 視 す る ブラ ポ ボ マ ン 卿 の 昧 | 


FU 


す 政 府 再建 委員 会 が 発足 し 、 活動 を 開始 


旧 連 邦 政府 ・ 軍 の 関係 
者 を 中 心 に 、 軍 邦 体制 
の 再 構 生 を 推 基 。 軍 の 
再編 と 新兵 器 の 開発 も 
進展 し て いっ た 


地球 統一 の 運 滞 を 受け て 、 続 一 後に 行う 
市 宮 言 を 実施 。 


南ア ジア 三国 の 抵抗 を 
受け た 政府 再建 委員 
会 が 、 新 連邦 政府 の 劇 
立 を 宣言 。 政治 的 な 束 
抽 の 意味 が 強かっ た 。 


NN 


D.OME お っ て 宇宙 革命 宣 と 衝突 。 こ の 


共 . ブ ラッ ド マ ン 郷 が 戦死 し 、 和 平 論 が 台 避 
| フロ スト 上 の 攻 加 で 
ブラッド マン 卿 が 戦死 
に TTY 
i 戦後 独立 国家 群 と の 
和 に 休 い た 


暫 後 民間 の | 
管理 下 に 。 旧 連 孝 の 研究 者 も 参加 し て いた 


GWg・ サ ン ラ ィ ズ 
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大 参 第 7 次 宇宙 
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機動 新 世紀 ガン ダム X 


WORLD GUIDE 


世界 を 滅ぼし た 学 宙 戦争 と 
魔 雄 か ら の 復興 

旧 連 邦 時 代 未 期 、 地 球 を 挟ん で 月 の 反対 側 に 位 
思 す る スペ = A 3 


命 軍 の 緊張 は 高まっ で 
= 面 衡 突 す る 形 

. て し まう 。 これ が 次 宇宙 戦争 

状 戦 力 に 勝る 旧 連 邦 と 優れ た 科学 技術 を 持つ 
宇 の 戦争 は 長期 化し 、8 ヶ ) 
危機 感 
を 地球 に 落下 させ る 「 コ ロ 
備 し 、I 旧 連邦 に 降伏 を 迫っ た 。 
華 の 恒 喝 を 擬 ね 除 
け 、 和 抗 戦 の 析 え を 見 せ た 。 そし て 、 秘 密 青 に 
開発 し て いた ニュ ー タ イプ 用 MS ガン ダム を 大 量 投 


戦争 と 地球 


歴史 フォ ー カ ス : 第 7 次 宇宙 戦争 と 


の 荒廃 


に 「 コ ロニ ー 迎 撃 作戦 」 を 実施 する (この 際 、 コ 
ょ っ た の が サテ ライ トキ ャ ノン 装 


この 事 上 態 利 を 焦っ た 
一 苦 と し 作戦 を 強行 。 旧 
な も の の AS 多数 の コロ ニー 


化し た コロ ニー 群 が 地上 に 降り 注い だ 結果 
ほな 都市 や 地域 の ほとん ど は 破壊 され 、 
落下 時 に 巻き 上 が っ た : aa 
上 象 を も た らし た 。 作戦 を 実施 し た 
も 、 居住 地 で ある コロ ニー の ほとん ど を 
昌之 施政 府 ・ 軍 は 壊滅 状 
宇宙 革命 軍 も 戦争 継続 が 不可 能 と な り 、 第 7 次 宇宙 
戦争 は 勝者 の な いま ま 終結 する 。 そし て 、100 代 を 
た 地球 圏 の 人 口 は 、 ほ と ん ど が 失わ れ で てい 

絶望 的 状況 の 中 、 わ ず か に 生き 残っ た 人 々 は 、 
面 の 荒野 と 化し た 地球 で 新 歩 を 踏み だ し た 。 
大 規模 シェ ルター へ の 避難 に より 戦災 を 免れ た 万 
単位 の 人 々 は 、 各地 で 小国 や 都市 (いわ ゅ る 戦後 
ド ) を 形成 し 始め る 。 アフ ター ウォ ー(A.W.) 


LX | 09 sOln 


World to reconstruction 


A.W.0015 


= 戦後 世界 の 始ま り で ある 。 

巻き 上 げ ら れ た 粉 護 に よる 太陽 光 の 進 思 、 疫 病 
の 流行 、 旧 連邦 軍 や 宇宙 革命 軍 の 兵器 を 装備 す 
る 強盗 団 の 横行 な ど 復興 を 妨げ る 要因 は 無数 に 
存在 し た 。 宇 仙 も 似 た 状況 に あり 、 戦争 が 終わ っ た 
は ず の 地球 岡 で は 無数 の 命 が 消 えて いっ た 。 

それ で も A.W.0015 に は 地球 各地 で 浴 後 独立 国 
家 が 勃興 し 、 世 界 人 口 は 9.800 万 人 まで 回 復 。 だ が 、 
その 問 で は 新た な 戦争 0 
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第 7 次 宇宙 戦争 戦後 の 復興 


旧 連 邦 時 代 末期 、 ス ペー スコ ロニ ー( ク ラウ ド 9) の 独立 第 7 次 宇宙 戦争 の 終結 を 
運動 を 発端 と し て 、 地 球 (一 旧 連 邦 ) と コロ ニー (= 宇宙 草 も っ て 、 A.W.(After War) が 始 
命 軍 ) が 全面 衝突 する 第 7 次 宇宙 戦争 が 勃 玩 し た 。 宇宙 ” まっ た 。 コ の 集中 投下 で 
革命 軍 が 実施 し た 「 コ ロニ ー 落 と し 作戦 」 で 地球 園 は 壊 壊滅 し た 地球 だ が 、 大 規模 シェ 
減 状態 に 陥り 、 戦 争 は 勝敗 が つか な いま ま 終 結 を 迎え た 。 ルター に は 万 単位 の 人 々 が 生 
存 し て お り 、 各 地 で 復興 を 開始 。 
連邦 体制 復活 の 動き も 見 られ コロ 
た 。 宇宙 で も (クラ ウド 9) を 中 心 


コロ ニー 落と し を 生き 建 び た 
わずか な 人 々 は 、 徹 底 的 に 破壊 
で れ た 地球 で 穫 作 業 を 開始 し 
た 。 コロ ニー 落下 時 に 巻き 上 げ 
られ た 粉塵 に よる 太陽 光 の 代 
断 、 異 常 気 象 の 発生 、 疫 病 の 
流行 な ど に より 、 さ ら な る 人 命 が の ICAO 
失わ れ た が 少し ずつ 復 具 は 進ん 象 の 沈 胃 化 は AW 0018 


(クラ ウド 9) に お いて 、 反 連邦 の 独立 運動 が 活発 化し に 復興 作業 が 始め られ た 。 人 口 は 1% 未 満 に まで 小作 だ 。 宇宙 も 似 た 状況 に あっ た 。 頃 の こと と な っ た 
ー タ イブ 主義 を 標 椅 す る 宇宙 壮 命 軍 が 組織 され 旧 連 者 
軍 と 衝突 . 第 7 次 宇宙 戦争 が 勃発 し た 。 回 回 
旧 連 邦 が 瓦解 し て いた こと 、 生 復興 地域 が 拡大 し 、 戦 後 独立 


存 者 が 少な か っ た こと な どか 
挫 地 域 は 極め て 狭い 範囲 と な っ 
た 。 結果 、 地 球 上 の 大 半 は 舞 政 


回 家 と 呼ば れる 小国 家 や 大 都市 
が 誕生 。 アフ リカ 、 ア ジア 、 北 米 
の 沿岸 地域 な ど で 多 く 見 られ た 。 


人間 府 地帯 と な り 、 第 7 次 宇宙 戦争 これ に より 地域 間 の 経済 交流 が 
入 す る [ライ ラッ ク 作戦 計画 了 の 兵隊 を 全 する 半生 が 林 2 二 ィ ル チャ ー ャ Ms 生 5 人 E し た は が 、 穫 生計 
きれ た 。 行 。 戦争 の 遺物 を 回 収 し て 売買 J が 復興 地域 を 納 う 事例 は の 対処 も 容易 と : その 一 方 語 家 は 地域 の 安定 1 
する パル チャ ー も 生 し 、 戦 和 本 に 夫 ア を < 時 軸 も で 、 戦 後 独立 国家 同士 の 反目 も 呈 セ イン スティ 
異 の 一 臣 を うこ と と な 拡大 し て いっ た 少な か ら ず 発生 うな 経済 者 も 眉 生 し た 


8 ヶ月 の 戦線 認 着 後 、 宇 宙 革 命 軍 は 「 コ ロニ ーー 落と し 作 埋 」 を 準 
備 し 、 旧 吉孝 政府 に 降伏 を 迫っ た 。 し か し 、 旧 連邦 政府 が 徹底 杭 回 
戦 に 出 た た め 、 宇 宙 革 語 軍 は コロ ニー 落と し を 実施 。 この 結果 、 
地球 園 全域 が 壌 減 状態 と な り 、 戦争 も 自然 消 減 的 に 終 半 し た 。 旧 運 邦 政 府 の 関係 者 | 
東上 大 部 、 産 業界 の リー 
人 中 心して 、 連 邦 体制 の 復活 内 
連邦 政府 の 樹立 ) を 目指 す 政府 
再建 委員 会 が 設立 され た 。 ヨー 
ロッ パ を 根拠 地 と し て 再興 を スタ ー 


甚 


どこ ろか 生存 すら 危ぶま れる 状態 
いた 。 戦後 は (クラ ウド 9) 
と し た 復興 と 軍 の 再 整備 


ト さ せ た 政府 再建 委員 会 は 、 還 の 用 党 導 時 た の 用 者 が た を 進め つつ 、 地 球 に スパ イ を 送り 


再 整 備 を 優先 的 に 進め . 短 期間 で 芋 信 軍 の 理 硫 を 含む 地球 込む な ど 、 地 球 へ の 再 人 攻 を 見 所 


多数 
の コロ ニー が 和 失わ れ 、 生 活 中 強大 な 軍事 力 を 構築 し て いっ た 。 園 再 統一 を 目論ん だ 。 えた 戦略 を 探っ た 。 
培 は 閉 し く 悪 化し て し まっ た 。 


旧 連 都政 府 の 上 選 部 を 除 
け ば 、 アー ス ノ イド (地球 人 
民 ) の ほとん ど は 軍人 
軍 の 存続 を 知ら な か っ た 。 


MORE INFO! 
ニュ ー タ イプ と ガン ダム 


第 7 次 宇宙 戦争 時 、 旧 連邦 軍 と 宇宙 革命 軍 は 特殊 
ー タ イプ 」 を 機動 兵器 の パイ ロッ ト と し て 投入 


落と し 作戦 に よる 被害 で 、 コ ロニ ー の 直撃 を 受け て 「j 
多数 に 上 っ て いる 。 各地 で 誕生 し た 戦 第 独 立国 家 や 復 穫 都 市 は 、 コ ロ 還 較 
ニー の 直撃 エリ ア 外 に 作ら れ た も の が 多く (そもそも 直 柚 エリ ア の 生存 者 コロ ニー 活 と し の 結果 地 革 各地 に 多数 の クレ ー タ ー 

は 皆無 だ っ た )、 地域 に よる 復興 の 違い に も 影響 する こと と な っ た 。 に 集中 し て お ! り 、 内 隊 部 は 無政府 地帯 が 広がっ て いる 。 


00 ガン ダム X 


oa 41x 154-22 


機動 戦士 ガン ダム F91 


ーー 
nw 


cs 


衣 品 地球 連邦 (U.C.0096 


受け た 政治 的 対処 で も 失敗 を 犯す こと と な っ た 。 の 勝利 は 幸運 が も た らし た も の に 過ぎ な い 
ほ 国 戦争 に お ける 地球 連邦 その 後 も 地球 連邦 政府 は 、 ジ オン 系 残党 勢力 を 
じ た コ ロニ ー 群 は 、 連 邦 政 意図 的 に 存続 きせ な が ら 、 軍事 ・ 警 察 力 と いう 伝統 
【 間 的 克 護 の 強化 を 求め た 。 し か し 、 地 球 連 的 手法 で 反 連 邦 勢 力 に 対処 し て いっ た 。 直後 、 ジ オ 
群 は 独自 に ン 共 和 国 の 自治 権 放棄 」 の カー ド は 切れ 
ULCO150 年 代 現在 、 地 球 連 邦 政 府 の 中 央 は 、 連 、 粉 争 事 変 の 減少 で 既存 の 手法 は 通 
は 月 面 都市 フォ ン ・ ブ プラ ウン に 置か れ 、 事実 上 、 コロ 邦 政 府 が コロ ニー の 武装 化 を 湯 肘 し な か っ 、 アー ス ノ イ ド 中 心 の 既得 権益 
ニー 国家 群 の 調整 機関 と な る 。 この た め 地 球 だ っ た 。 す て ロニ ー 和 群 を 忠 止 する 意 重視 型 の 政治 シス テム と 巨大 化し 過ぎ た 官僚 機構 
連邦 政府 が 主体 的 行動 を 取る こ き な か っ た ) の 化 に つい て いけ な か っ た 
た っ て 地球 連邦 軍 が 組織 的 に 投 ( け イ ト ・ マ ンカ ッ ド UCO153) 
激減 し た 。 が し 、 地 球 陶 を 
治し た 連邦 政府 は 確実 に 層 体 化し て いた の た 単位 の 国家 主義 (コロ ニー 主義 ) の 台頭 、 コロ 
邦 政府 の 表 体 化 を 印象 づけ た Hl 観 の 相違 な ど が 加わ り 、 
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制圧 し た コス モ ・ パ ビ ロ ニ ア 建 国 戦 争 に 際 し て 、 連 つま り 、U.C.0120 年 代 の 時 点 で 地球 連邦 政府 は 
邦 政 府 は の 把握 に 遅れ た 2 邦 軍 が クロ 著しく 麗 体 化し て お り 、 地 球 圏 の 統一 政府 と し て 機 
スポ ボー ン ・ に 惨敗 し た の で ある 能 し な く な りつ つ あ っ た の だ が 、 こ の 時 期 

対 ク タロ スポ ー ン ・ バ パン ガ ー ド 戦 で の 敗北 は 、 長 年 の PB 政府 の 比 体 化 は 連 : 
平和 が も た らし た 地球 連邦 軍 の 士気 ・ 練 度 の 低下 


が 理由 と し て 指摘 され る 。 そし 邦 政府 ・ 軍 は 、 紛 「 シ ャ ア の 反乱 』 


154-23 Mustration by TOMOTAKE KINOSHITA 


WORLD GUIDE 


地球 連邦 政府 の 変遷 


一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 直後 か ら 反 連 
邦 勢 力 や 地球 の 不法 居住 者 の 摘発 を 強 
化し た 地球 連邦 政府 は 、 ジ オン 系 テロ 組織 
を 利用 し つつ 地球 園 を 掌握 し よう と し た 。 だ 
が 、 連邦 政 府 は 次 第 に 弱体 化し で いく 。 


U.C.0093~ ヲ オ ン 系 テロ 組織 の 利用 


「 シ ャ ア の 反乱 | 後 、 地 球 連 邦 政 府 は 『 袖 付 
きゃ 旧 ジ オン 公国 軍 残 沈 を [操作 可能 な 危機 」 
と し て 政治 利用 すべ く 、 真 取引 き し た 。 軍 科 産業 rt 
の 維持 も 目的 だ っ た よう で 、 新型 MS や 接収 し た 再 が 取引 8 で 人 
ジオ ン 系 兵器 を 横流し し た 例 も あっ た 。 し た 機体 で あっ た 。 


.C.0090 年 代 中 期 以後 記 6 計 画 


UC.0100 の ジ ォ ン 共 和 国 の 自治 権 返 肖 に 合 
わせ て 地球 国 か 5 ら ジオ ニズム を 一 掃 し 、 あ る べき 宇 
宇 世紀 を 取り 戻す (地球 較 を 安定 化 さ せる ) 計 画 。 
上 述 の ジオ ン 系 テロ 組織 の 利用 は 、 計 画 を 推進 さ 
せる に 相応 し い 「 敵 を 約 持 する 意味 が あっ た 。 


U.C.0090 年 代 の 危機 を 械 り 赴 え 
が 、 U.C.0120 年 代 に は か つて の カ を 失っ て し いり 


「 補 付き が 刺 取 し た 


U.C.0096 を 巡る 争乱 


地球 連邦 政府 の アキ レス 妥 「 真 の 宇 直 世紀 
宏 章 ] が 封印 され た 「 ラ ブラ ス の 箱 ]。 それ を ビス ト 
財団 が 流出 させ よう と し た こと か ら 、 地球 連邦 軍 や 軍 は コ a 
「 補 付き 』 な ど が 衝突 する 事態 発展 。 最終 的 が = 箇 (づり リプ ス の を 
「 箱 』 は 開示 。 後世 へ の 影響 は 判断 が 分 か れる 。 も 使用 。 


C.0100 共和 国 の 自治 権 返還 


ジオ ン 共和 国 が 自治 権 を 返 軍 し た こ ど Pe 
園 全域 が 地球 較 者 体制 下 に 置か れ た 。 これ に 連 因 を 受 け て 、 
.C.0090 年 代 まで の 紛争 で ジオ ン : De 
連邦 ネッ トワ ー ク が 畜 壊 し た 3 


ド 3 は 連邦 の 行政 単 
た め 、 連 邦 政府 の 対 テロ 戦略 も 変更 を 迫 られ た 。 位 の ひと つと な っ た 


U.C.0105 マフ ティ ー 動 乱 


反 達 邦 組織 マフ ティ ー が 「 地 球 帰還 に 関す る 
特例 法案 」 の 破棄 を 求め 、 ア デレ ー ド で 開催 され る 
連邦 中 央 開 僚 会 議 を 攻撃 。 事件 を 受け た 連邦 族 
府 は 、 反 連邦 運動 に 対す る 弾圧 と 思想 統制 を 強 
化 。 表面 上 、 反 連邦 運動 は 針 静 化 に 向かっ た 。 


地球 園 各地 で 渦 癌 
が 発生 。 ly 
を 胃 上 する 7 


マフ ティ ー 沈 の 首 講 者 
マフ ティ ー・ ナ ビー ュ ・ 
エリ ン の 正体 は 、 ブ ライ 
ト ・ ノ ア 大 佐 の 息子 ハ 


サウ ェ イ だ 


U.C.0113~ 改革 法案 の 否決 


地球 園 の 改革 を 志す ロナ 家 の 一 員 に し て 連邦 
議員 の ハウ ゼリー・ ロ ナ は 、 地 球 保全 法案 と 過 
当 医 療 廃止 法案 を 連邦 議会 に 提出 する も 否決 。 
U.C.01 16 に 地球 保全 法案 を 再 提出 する が 再び 
否決 され た 。 その 翌年 、 ハ ウ ゼ リー は 暗殺 され る 。 


ハウ ゼリー の 欄 殺 を 
受け た ロナ 家 は 、 合 
法 的 


化 を 加速 し て いっ た 


U.C.0121~ 第 1 次 ・ 第 2 次 オー ルズ モビ ル 戦 役 


オー ルズ モビ ル (独立 火星 ジオ ン 軍 ) を 名 乗る 
間組 織 が 決起 し た も の の 、 地 球 軍 邦 軍 に よっ 
て 鎮圧 。 U.C.0122 に は クロ ス ボ ポーン ・ バ ン : 
の 支援 を 受け て 2 度目 の テロ 活動 を 行う が 、 こ ちら 
も 短期 間 で 制圧 され た 。 


第 1 次 戦役 で は 、 
星 か ら の 対地 球 質 
量 絢 攻撃 を 目指 し た 


が 失 路 。 人 2 次 夫役 
で は 月 の マス ・ ド ライ 


C.0123 コス モ ・ バ ビ ピロ ニア 建国 戦争 


コス モ 壮 族 主義 勢 力 の 私 設 軍 クロ スポ ー ン 
バン ガー ド が フロ ンティア ・ サ イド を 制圧 し 、 コ スモ ・ ーー。 運 導 政府 の スト アス 
バビ ロニ ア の 建国 を 宣言 し た 。 地球 連邦 政府 は ET 
事態 の 把握 に 遅れ た うえ 、 連 孝 軍 も 易 々 と 撃破 


れ 、 実 旨 的 な 対処 が 取れ な か っ た 。 


U.C.0120 年 代 一 運 邦 政府 の 弱体 化 と 宇宙 戦国 時 代 


コス モ ・ パ バビ ロニ ア 建 国 戦 争 で の 地球 連邦 
政府 の 対応 に 不安 を 感じ む た コ ロニ ー 群 は 、 軍 事 
的 底 護 の 強化 を 求め た が 、 連 邦 政府 は これ を 無 
視 。 これ を 受け た 各 コ ロニ ー が 独自 に 武装 化 と 自 \ 


な 
定 化 。 木星 戦 科 で 
治 を 始め た こと で 、 宇宙 戦国 時 代 が 始ま っ た 。 


も 存在 感 を 示せ 


U.C.0140 年 代 ~ 


コロ ニー 国家 群 の 独立 と 衝突 )、 国力 を さ 
下さ せ た 地球 連邦 は 民 体 化 を 加速 。 連邦 
攻 府 は コロ ニー 国家 間 の 利益 調整 機関 と し て の 
側面 を 強く し た 。 連邦 講 会 が 月 面 都市 フォ ン ・ ブ 
ラウ ン に 置か れ た の は 、 これ が 要因 で あろ う 。 


連邦 政府 の 調整 機関 化 


U.C.0150 年 代 現在 
も 連邦 軍 は 存在 する 
が 、 ザ ンス カー ル 単 争 


た の み だ っ た 。 


『 シ ャ ア の 反乱 」 後 、 反 連邦 活動 の 縮小 
を 受け て 、 連 邦 政府 の 軍事 予算 は 減少 。 結 
果 、 新 型 MS・ 艦 艇 の 開発 は 滞り 、 既 存 の 兵 
器 の バー ジョ ン ア ッ プ が 増加 。 U.C.0120 
年 代 以後 の 弱体 化 の 一 因 と な っ た 。 


サイ コ ・ フ レー ム 搭 載 機 や サナ リィ の F90 シ リー ズ の よ 


る | 
第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 後に 開発 され 
た カイ ラム 級 や クラ ッ プ 級 を 最後 に 、 新 設 
計 の 艦艇 は ほとんど 建造 され な く な 
U.C.0070 に 原型 若 が 吉 穫 した: 
改 級 は 、U.C.0150 年 代 に 至っ て も 改良 
を 受け つつ 運用 され 続け で いる クラ ッ プ 舟 所 洋 用 ス 改 和 宇 軸 巡 洋 稀 


SYOHRSPSNE キー YE DS 計 ee 


デー ト を 繰り 返し て 配備 。 部 隊 こ そ 限 定 さ 
れる が 、 可変 リゼ ル も 配備 され て いた 。 


は 完了 し て お ら ず 、 部 
隊 に よっ て は 第 一 次 ネ 
オ ・ ジ オン 戦争 期 以前 
の 旧式 機 を 装備 し た 。 


0100 年 代 
U.C.0097 配 備 開 始 の グスタフ 
ル や U.C.0109 完 成 の 小型 MS へ 


RGM-890 
ジェ ガン D 型 


RGM-89A2 
ジェ ガン A2 型 


サナ リィ の MS 小 化 
提言 を 受け て 開発 され 
た RGM-109 へ ヘビー 
ガン は 、 第 二 期 MS と し 
て は 任 性 能 で あっ た . 


へ ヘビー ガン の 配備 数 が 増加 し た も の 
の 、 数 的 な 主力 MS は ジェ ガン ・ タ イプ が 
担っ た 。 サナ リィ 製 の 高 性 機 ド シリーズ ( 特 
に F90 系 ) は 、 極 端数 が 少な か 


ジェ ガン ・ タ イプ クス タフ ・ カ ー ル — 


支援 機 と し て F71 G 
ん ン の 人 
され た も の 
7092 っ 


RGM-8gM 
ジェ ガン B タ イブ 


RGM-109 
へ ビー ガン 


ムズ ガン と ジャ ベリ ン を 、 30 年 に 奄 っ で 
用 し 続け て いる 。 この 2 機種 の 後 、 新 主 
MS は 採用 され な か っ た 模様 。 


RGM-119 
ジェ ムズ ガン 


ジェ ムズ ガン は 地上 用 、 
ジャ ベリ ン は 宇宙 用 の 
主力 MS。 ベス パ の 新 
型 機 相手 に 、 不 利 な 戦 
い を 強い られ た 


MORE INFO! 


反 連 邦 勢力 


画 ジオ ン 系 

「 シ ャ ア の 反乱 後 も ネオ ・ ジ オン 残党 
『 袖 付き 」 が 活動 し て いた が 、 そ の 勢力 は 
連邦 体制 を 揺るが す も の) っ た 。 そ 
の 後 、「 袖 付き | の 壊滅 と ジオ ン 共 和 国 の 自 
治 権 放 府 に より 、 ジ オン 系 組織 の 反 連 邦 
オー ルズ モビ ル ( 独 
ト な い 例 外 と 言え る 


画 新 己 勢力 
UC0100 年 代 以 後 の 新 軸 反 連 孝 符 


ド ( コ スモ ・ パ ビ ! 木星 国 ザン 
スカ ー ル 帝国 な ど が 出現 し た 。 ほとん どの 
勢力 が 電 略 目的 を 達成 する こと な く 交 壊し ヽ 


活動 は ほぼ 消滅 し た 
立 火星 ジ ォ ン 軍 ) は 数 


「 補 付き 』 は 『 籍 の 
確保 に より 、 軍 孝 政 
府 に サド 共栄 園 村 
想 を 承認 させ る つも りり 
だ っ た が 、U.C.0096 
に 填 減 し た 
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OME・ サンライズ 


2- カ ス 人 ハブ ズ ベー ス 攻 略 戦 
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WORLD GUIDE 


ロゴ ス の 劣勢 と 
デュ ラン ダル 議長 の 野望 


プラ ント 最高 評議 会 議長 ギル バー ト ・ デ ュ ラ ンダ ル 
が 行っ た ロゴ ス の 告発 に より 、 反 大 西 
て いた 世論 は 、 反 ロゴ ス と し て き 
この 結果 、 東 アジ ア 共 和 国 を は じ め と する |I 旧 プ ラン ト 
理事 国 で すら 対 ロゴ ス 同 時 軍 に 参加 し 、 ザ フト と 共 
同 戦線 を 展開 する こと と な っ た 。 

そし て C.E.74、 ジ プラ ル タ ル 基 地 に 集結 し た ザフト 
と 対 ロ ゴス 同盟 軍 は 、 ロ ゴス 幹部 が 逃げ 込ん だ 地球 
連合 軍 本 部 へ プン ズ ペ ー ス を 攻略 すべ く 「 オ ペレ ー 
ショ ン ・ ラ グ ナ ロ ク 」 を 実施 する 。 ロゴ ス 埋 部 兼 ブ ルー 
コス モス 野 主 の ロー ド ・ ジ プリ ー ル こそ 逃し た も の の 、 
へ プン ズ ベ ペー ス の 制圧 と ジ プ リー ル 以 外 の ロゴ ス 幹 
部 の 身柄 拘束 に ザフト は 成功 。 作 戦後 に 
ル が 逃げ 込ん だ オー プ を 攻撃 する こと と な - 

こう し て 、 RA 1 
持 を 集め た 
治 わ な い 人 物 や 組織 の 粛清 を 進め て いた 。 オー ズ 


Miustration by SHIGEKI IWASAKI 


ペー スズ 攻 略 戦 


Operation RAGNAROK 
C.E.74 


に 隠棲 し て いた ラク ス ・ ク ライ ン の 暗 栽 未遂 事件 が 
事例 と され る が 、 へ プン ズ ベ ペー ス 攻 略 戦 
も 例 が ある 。 それ が 、 第 三 勢力 と し て 戦争 
入 する 《 ア ー ク エン ジェ ル ) の 幣 沈 を 目指 す 「 エ 
ジェ ル ダ ウ ン 作 戦 」 と アス ラン ・ ザ ラフ の 処分 だ っ た 。 

武装 勢力 
が ザフト の 軍事 行動 に 介入 し 続け た うえ 、 プ ラン ト と 
の 交渉 に 応じ な いと いう 大 義和 名 分 が あっ た 。 

し か し 、 ア スラ ン の 場合 は 違っ で いた 。 ザフト の 
FAITH で ある アス ラン に スパ イ の 汗 れ 衣 を 着せ で 
回 捕 し よう と し た うえ 、 そ れ を 知っ た アス ラン が MS を 
奪っ て 逃亡 する と 追撃 ・ 撃 隊 し た の で ある (アス ラン 
と 彼 の 逃亡 を 助け た メイ リン ・ ホ ー ク は オー プ 軍 に 救 
助 き され た 後 、( ア ー ク エン ジェ ル 》 に 移送 され て いる )。 

アス ラン が 処分 対象 と きれ た の は 、「 エ ンジ ェ ル ダ 
ウン 作戦 」 頃 か ら 、 デ ュ ラ ンダ ル 議 長 の 方 針 に 疑問 
を 抱き 始め た こと が 大 きい 。 特に 、 キ ラ ・ ヤ マト を 戦 
上 上 と し て の み 評 価 し 、 彼 の 生き 方 を 否定 する 議長 の 
言葉 は 、 アス ラン の 反 意 を 招い た よう で ある 。 

公明 正大 な リー ダー と 思わ ん れ た デュ ラン ダル 議長 
が 反対 を 許さ な い 独裁 者 だ と 悟っ た アス ラン の 心 
は 、 議長 か ら 離 れ て いっ た 。 デュ ラン ダル 議長 も 、 期 


(55) D3 sr Tha 


待 し た 戦士 と し て の 役割 か ら 外 れ て いく アス ラン に 

見 切り を つけ 、 処分 に 踏み 切っ た の だ っ た 。 
そう まで し て デュ ラン ダル 議長 が 目指 し た も の と 
は 、 何だ っ た の だ ろう か ? それ こそ が 遺伝 子 基準 
の 管理 社会 を 構築 する 「 デ ステ - プラ ン 」 だ っ 
た 。 高度 な パイ ロッ ト 適 性 を 持 
ン を 重用 し た の も 、 デ ステ 
し て の 意味 が あっ た と 考え られ で いる 。 
(エス タ ・ オ リス ・ ト ウ ハ CE75) 


関連 ファ イル 


ギル バー ト ・ デ ュ ラン ダル 


DES.92-11 画 
SEED.03-34 計 


エン ジェ ル ダ ウ ン 作 臣 
EL 

フラ イン 派 ヒ ター ミナ ル 

で E73 の 邊 兵器 と 事 事 拠 上 
FLE 


、 は 、CE73 か 574 に お ける 戦乱 
の 争点 の ひと つと も な っ た 


| 


Color by NAGISA ABE Special Effect by ATUSHI SATOU (SHAMROCK) /Backeround by ATELIER MUSA 


デュ ラン ダル 議 評 が 船 成 する 
第 三 勢力 の 動向 


(メン デル ) を 調査 させ で いた ラク ス だ 
本 査 失 が 首尾 きれ た こと で 基地 の 所 在 が 款 見 。( エ 
ii Gs 喚 る が 、 宇 宙 ( 時 


園 反 ロ ゴス 運動 の 加速 


ザフト の [エンジェル ダウ ン 作 次 」 を 生き 延び た (アー クエ ン 
ジェ ル ) だ が 、 艦 体 に 大 き な 損傷 を 受け : IMS フ リー ダム を 失 
い 、 当面 の 間 。 間 陸生 動 は 困 菊 と な っ た 。 デュ ラン ダル 議長 の 
告発 を 契機 と し て 、 世界 各地 で は 反 ロ ゴス 運動 が 盛り 上 が り 、 品 
ゴス 電 部 が 暴徒 に 襲わ れる 事態 に まで 発 属し で いた 。 (アーク 
エン ジェ ル ) に 勝 和 リル パ ) は 、 次 の 作戦 の た め ジブ ラル 
タル 基地 に 入港 。 デュ ラン ダル 議長 も 同 基地 を 訪れ て いた 。 


反 ロ ゴス 運動 が 激化 する 中 、 ジ ブラ ル タ ル 林地 に 地球 軍 の 一 部 を 含む 
対 ロ ゴス 同盟 軍 が 集結 。 (ミネルバ パ ) に は 新型 MS が 2 機 配備 され た 。 


ヘブン ズ ペ ー ス 海域 に 展開 し た ザフト お よび 対 ロ ゴス 同 晴 軍 
に 対し て 、 地球 連合 軍 は 攻撃 を 開始 。 回 答 期限 前 の 攻撃 は 礎 
柄 と な っ た うえ 、5 機 の 巨大 MS デス トロ イ を 中 心 と する 戦力 と 対 
空 撮 射 秦 「 ニ ー ベ ルン グ 」 に より 、 ザ フト と 対 ロ ゴス 同名 軍 は 危機 
に 陥っ た 。 し か し (ミネ ル バ ) MS 部 隊 の 突入 を 契機 と し - 
逆転 し 、 へ ブン ズ ペ ー ス は 陥落 。 陥落 直前 
は 他 の 幹部 を 残し て 基地 を 脱出 し 、 オー プ に 向 か 


JOSH-A に 替わる 地球 軍 合 軍 本 部 へ ブン ズ ペ ー ス に は 大 潜 力 が 集結 し 
いた が 、 ザ フト の 攻勢 で 階 落 。 展 出 し た ロゴ ス 幹 部 は ジブ リー ル : た 


ベル ング ] を 使用 し 、 敵 6 
ネル バ ) MS 部 隊 の 活躍 に 


この 時 期 、 第 1 次 連合 ・ プ ラン ト 大 戦 


た 第 三 勢力 (( ア ー タ エンジェル) 、《 エ ター ナル ) 、 


オー プ ) は 、 予 想 さ れ た オー プ 攻 略 作戦 に 対処 する 


た め 、 新た な 行動 を 取っ て いた 。 
「 エ ンジ ェ ル ダウ ン 作 戦 」 で 損傷 し た 


| ER 
wmo® 男 


世界 を 救っ 


ジェ ル 》 は オー プ の 秘密 基地 に 入り 、 ザフト を 離反 し 


た アス ラン を 受け 容れ 、《 エ ター ナル 》 は 旧 ク ライ ン 
派系 の 「 フ ァ ク トリ ー] と 接触 し て 戦力 を 整備 し つつ 、 ら 
デュ ラン ダル 議長 の 狙い を 探っ た 。 ファ クト リー で は 


キラ と アス ラン の 新型 MS の 開発 も 進ん で いた 。 


国 (ミネ ル パ 5》 、 
ブラ ル タ ル 基地 に 入港 


ウー 
と 4 回 | ーーー J 
画 オペ レー ジョ ナ ロ ク 、 発動 > 


基地 周辺 代 展 開 する ザ フ 


打撃 を 与え 


ブリ ー ル は オー ブ へ と 逃亡 し た 。 サト 


DOSE 


還 | アス ラン 、 救 助 さ れる 
ラジ ダル 議長 は アス ラン の 

撃 内 を 許可 。 区 闘 の 結果 、 ア 

スラ ン は 撃墜 され た が 、 ラ 


軍 河 校 の キサ カ に メイ リン と 共 
に 救助 され 、 事なき を 得 た 。 ザ フ 


ト は へ フン ズ ペ ー ス 攻略 作戦 の 
準備 を 開始 し た 。 


TD 


略 アス ラン 、 ザフト を 離脱 


念 を 抱い て いた アス ラン の 不信 感 は 
達 | 


デュ ラン ダル 議長 に | 


ンダ ル 議 長 は 、 ア スラ ン の 如 分 を 決定 
た アス ラン は 、 ジブ ラル タル 基地 か ら の 脱出 を 決意 。 グフ イグ ナ 
ラン は 、 脱出 を 手助け し た メイ リン ・ ホ ー ク 


8 
Rg ツ 
へ 


デュ ラン ダル 議長 は 、 反 プラ ント に 動き か ね な い ア スラ ン の 処分 を 決定 
は ザフト か ら の 半 脱 を 決意 し 、 基 地 を 拉 出 し た 


が っ て い 
し て いた コロ ニー (メンデル) を 調査 させ た 。 この 隊 、 調査 員 が ザ 
フト に 追尾 され 基地 の 所 在 が 外見 し て し まう 。「 フ ァ ク トリ ー」 の 
保護 、 新 型 MS スト ライ ウフ リ ー ダ ム の 地球 投下 の た め 、( エ ター 
ナル ) は ザフト の 追撃 を 充 け つつ 苑 脱 。 捕捉 され た (エタ ー ナ 
ル ) は 危機 に 陥る が 、 宇 宙 に 上 が っ た キラ が スト ライ ク フ リ ー ダ ム 
に 乗り 込ん で 応戦 し 、 ザ フト の 追撃 部 隊 を 無力 化し た 。 


ナル ) が ザ フ | 


GEASEXl 


回 アス ラン 、 基地 を 脱出 

アス ラン が 自身 へ の 不信 感 を 募ら せ 
て いる こと を 察知 し だ デュ ラン ダル 講 
長 は 、 彼 の 処分 を 決定 。 ミー ア か ら 5 そ 
れ を 団 い た アス ラン は 、 ザ フト か ら の 離 
脱 を 決意 し た 。 MS を 玲 取 し た アス ラ 


Mustration by AKIO UNUMA 


[ 園 アス ラン 、 没 墜 され る 


デュ ラン ダル 議長 は 、 追 跡 に 出 て いた レイ た ち に 対し 、 ア スラ ン 
(と メイ リン ) 機 の 撃墜 を 正式 に 許可 。 戦闘 の 未 、 ア スラ ン 機 は 
撃隊 され た が 。、 ア スラ ン と メイ リン は 対 ロゴ ス 同 副 軍 を 琶 っ て ジブ 
ラル タル 基地 に 入っ て いた レ ド ニ ル ・ キ サカ (オー ブ 軍 将校 ) に 救 

に 。 ザフト を 中 心 と する 対 ロ ゴス 同 避 軍 は 、 ロ ゴス 幹部 が 
NS 「4 ペ ラ 


接 隊 され た アス ラン と メイ リン だ が 、 キ サカ に 救 助 され 一 命 を 取り 暫 め た 
ザフト は ヘブンズ ペ ー ス 攻略 に 動き 、 ロゴ ス 電 各 の 引き 渡し な ど を 要 。 


MORE INFO! 
へ ブン ズ ベ ー ス に 配備 され た MS 
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歴史 
ワ ォ オー カヌ. 


ラブ ラス 事件 と 
ビスト 財団 の 誕生 


Tuming Point of The History 
U.C.0001 ~ U.C.0096 


自 年 に 及ぶ 
「 周 い 」 の 始ま り 


と 、 その 和 活動 を 支援 する 反 連 邦 ・ 分 苑 主 義 


[A 
場合 、 そ 
」 と いう 


跡 延び 、 石 碑 を トイ ア ム ( 後 

の サイ アム ・ ビ スト ) は 、 そる: PD 
ら 便宜 を 引き 出し た 。 その 後 、 サ イア ム は I 旧 フラ ンス 
入り し た 後 AA 
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右 ス 事件 


ULC.0001、 改 暦 セレ モニ ー が 行わ 
れ て いた 連邦 政府 首相 宮 慌 (ラプ ラ 
ス ) が 爆破 され る 事件 が 発生 。 分 離 主 
が 、 連 邦 
議会 の 極右 派 に よる 陰謀 だ っ た と 見 ら 
れる 。 事件 の 際 、 後 の サイ アム ・ ビ スト 
は 宇宙 世紀 憲章 の 石碑 を 入手 し た 


ビス ト 家 は BI フランス 足 族 


2 | ビス Llom 和 4 


連邦 政府 は 、 宇 宙 勢 力 を 有利 に し 
か ね な い 最終 条項 を 削除 し た 宇宙 世 
紀 宮 章 を 発表 。 サ イア ム は 「 ラ ブラ ス 
の 親 』 一 真 の 宇宙 世紀 副 章 の 石碑 を 
も っ て 連邦 政府 か ら 便宜 を 引き 出し 
共生 関係 を 構築 。 その 後 、 ビ スト 家 に 
婚 入 り し 、 ビ スト 財団 を 発足 させ た 


アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニ 
クス 社 も サイ アム と 連邦 
政府 と の 在 取 引き で 者 
奏し た 企業 で ある 


宇宙 世紀 協 草 | 


当時 の 連邦 政府 の スキ ャ ンダ ル 程 
度 の 意味 し か な か っ た 「 逢 ] だ が 、 一 年 
戦争 の 勃発 と 大 き 過 ぎる 戦災 、 一 年 戦 
争 で 確認 され た ニュ ー タ イブ の 存在 な ど 
が 、 削 除 さ れ た 条項 の 意味 を 変え た 
年 戦争 の 再来 を 恐れ た 連邦 政府 は 
箱 ] を 絶対 に 開示 で き な く な っ た 


in3 


者 へ の 「 箱 
決定 。 これ を 察知 し た 地球 連邦 政府 ・ 
軍 と AE の 会 長 一 族 に 嫁い で いた マー 
サ ・ ビ スト ・ カ ー バ イン は 、 秘 密 を 守る 
べく <「 釘 』 の 確保 に 動い た 


箱 ] の 「 鍵 | の 譲渡 を 目指 す 


真 の 宇宙 世紀 副 章 
ラプ ラス の 箱 
サイ アム ・ ピ スト | 
カー ディ アス ・ ピ スト 
マー サ ・ ビ スト ・ カ ー バ イン 


アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 


箱 | の 開示 を 陽 示 


開放 に 動く 


MORE INFO! ビス ト 家 と その 家系 


中 ビス 


カー ディ アス の 父 
(次 男 ) 故人 


アル ベル ト 
・ ビ スト 


パ バナー ジ ・ リ ンク ス 


マー サ ・ ビ スト ・ カ ー バ イン 
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自衛 戦争 すら 誕 
求め る 完 極 の 平和 
AC.180、 サ ンク タ キングダム の ビー スク ラフ ト 
A.C.195 末 に 発足 し た 地球 軟 統 


中 
- 国 家 に 採り 入 


ミリ アル ド ・ ビ ー ス クラ フト に よれ ば 、 
達成 する た め に は 、 以下 の 三 要 素 を 満た 要 が 
ある と され る 。 兵器 の 廃棄 戦闘 意思 の 排 
互 理解 で ある 。 いずれ も 難題 で ある う 
密接 に リン クタ し て いる 以上 、 提唱 当時 は 実現 困難 と 
E 事 力 に よる 支配 体制 を 構築 し た 地 
で 英 大 な 利益 を 上 げ る 
ロー ム フ ェ ラ 財 団 、 字 宙 の 富 を 二分 し 世界 支配 の 
野望 を 抱く バー トン 財団 、 地 球 へ の 復讐 に 燃え る コ 
ロニ ー 過 激 派 ( 後 の ホ ワイ ト フ ァ ン グ ) と いっ た 武力 と 
窪 接 に 繋が っ た 勢力 に と っ て も 、 完 全 平和 主義 は 受 
容 で き な い も の だ っ た 。 


完全 平和 主義 


平和 主義 は 、 少 な か ら ぬ 支持 を 集め た 。 サン タキ ン 
0 し の 対外 医 
連 の 事業 を 成 


統一 連合 の 軍事 力 拡張 に 
が 理由 だ っ た 。 
.C.182、 ビー スク ラフ ト 家 の 影響 力 を 区 れ た 
が 、 サン タキ ング 系 ム を 和 軍事 制圧 し 
の 全員 が 死亡 また は 行方 不明 と な 
E 義 は 歴史 の 間 に 発 り 去ら れ て し まう 。 
それ ce 全 平和 主義 は 不死 島 の ご と < く 殴っ た 。 
A.C.195、0Z の 「 オ ペレ ーション ・ デ イプ レイ タ 」 で 地球 
連合 が 崩壊 する と 、 サ ンタ クキ ング ダム は 連合 の 
支配 か ら 解 放さ れ 復 興し た 。 そし て 、 ビー スク ラフ ト 王 
の 蛋 児 リー ナ ・ ピ ビー スク ラフ ト が サン クキ ング ダム に 戻 


定 的 な 国 の 増加 な ど 


に 攻 旧 を 鬼 く 国 4 の 指導 9、2 
ら の 子息 を サン クキ ング ダム ( 
ー ム フェ ラ 財 団 代表 代行 
は 、0Z を サン タキ ンダ ダム に 投入 。 侵攻 


デル マイ ユ 公 


を 受け た り リ ー ナ は サン クキ ング ダム の 解体 を 
た うえ 、 地 球 隊 統一 連合 の 後継 組織 世界 国家 の 元 
首 薬 ロー ム フ ェ ラ 財 団 代表 に 札 り 上 げ ら れ て し まう 。 
し か し 、 人 局 儲 の は ず の リリ ー ナ は 思わ ぬ リ ー ダ ター 
シッ プ を 発揮 し 、 軍事 力 の 放 識 を 中 心 と する 完全 
和 主 義 的 方 針 を 打ち 出し た 。 直後 、 ト レー ズ ・ タ シュ 
リナ ー ダ に よっ て リリ ー ナ は 解任 され る が 、 世 界 国家 
の 後継 組 載 ・ 地 球 隊 続 一 国家 平和 主義 的 
政策 を 探り それは 現在 も 継続 され て いる 
(執筆 者 、 執筆 時 期 不明 ) 
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リリ ー ナ ・ ド ー リ アン W02-07 
セク スー マー キス W0208 
トレ ー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ W.Q2-09 
EEZZSZZZATT wo307 革 
ん AC.195 の 世界 W:03-18 還 
ンク ネン タタ ム Wo324 計 


PLEPReWEW 


Mustration by TAKUYA IO 


完全 平和 主義 の 概要 


a 
完全 平和 主義 は 、 例 外 な く 戦 闘 行為 を 旧来 の 平和 主義 より 
否定 し 、 全 世界 の 平和 を 目指 す 思想 で あ 負 相 th た [完全 
る 。 ミリ アル ド ・ ピ ー ス クラ フト に よる と 、 その rar 
実現 に は 以下 の 三 要素 が 必要 だ と いう 。 語 め て いな い 
画 兵器 の 廃棄 地球 還 練 連合 時 代 


殺 価 ・ 破 壊 に 用 いら れる 兵 問 の 生産 ・ 保 有 を 認 
め ず 現存 兵 品 は 棄 和 分 と する 。 自衛 名 目 の 兵 器 
も 例外 で は な い 。 軍 や ロー ム フ ェ ラ 財 団 を は じ め と する に MS、MD が 増加 し て 
軍 押 産業 に と っ て は 、 尼 容 し 匂い も の だ っ た 。 いた 。 


画 戦闘 意思 の 排除 


人 々 か ら 戦 う 意思 を 排除 する 。 当然 、 人 間 の 戦闘 
本 能 を 消 
ある 。 第 三 項 と も 再 が る ご 。 


ここ で 言う [戦う 意思 」 
と は 戦闘 本 能 だ け で な 
< 民族 ・ 国 家 上 部 


に よる 戦争 の 決定 も 
レベ ル で の 「 敵意 」 の 制御 も 目指 し た よう 含む と 思わ れる 。 
画 相互 理解 ] 
他人 を 慮 り 、 理 解す る 。 紛争 の 背後 に 相互 不信 vad 
が 存在 する 場合 も 多い た め 、 スム ー ズ な 意思 大 送 は ee 
不可 欠 だ っ た 。 も っ と も 口 で 言う ほど 箱 単 で は な く 兵器 の 硫 生 は 、 相 吾 理 


他人 の 理解 に は 強い 心 が 必要 と され た 。 


完全 平和 主義 へ の 道 


周辺 国 に 翻弄 され て きた サン クキ ング ダ 
ム の 歴史 、 ビ ー ス クラ フト 家 と 革命 家 の ヒ イ 
口 ・ ユ イ の 交流 、 宇宙 の 心 宣言 」 な ど が 完 
全 平和 主義 成立 の 育 景 に あっ た 。 


ピー スク ラフ ト 家 と ヒ イ 
ロロ ユイ に は 古く か ら 交 
流 が あり 、 ピー スク ラフ 
ト 王 と ヒイロ は 度々 会 
談 し た と いう 


ヒイロ ・ ユ イ 


[宇宙 の 心 宣言 | 
(非武装 暴力 ) 


完全 平和 主義 の 歴史 


ピー スク ラフ ト 王 に よる 提唱 後 、 完全 平和 主義 は サン クキ ング ダム の 崩壊 と 共に 途絶 え 
た か に 思わ れ た が 、A.C.195、 リ リー ナ ・ ビ ー ス クラ フト の 実践 に よっ て 再び 注目 され た 。 
戦後 、 完全 平和 主義 は 地球 剛 統 一 国家 の 中 核 思想 と な り 、 以後 も 継承 され て いる 。 


EE BE 


AC.180、 ヒイロ ・ ユ イ と 交流 の あっ た サ AC.195, 
ンク キン グ ダ ム の ピー スク ラフ ト 王 が 完全 平 
和 主 義 を 提唱 。 地球 園 捧 一 連合 軍 の 反発 
を 招く が 、 他国 や 宇宙 の 支持 者 も 多かっ た 。 


連合 の 雇 壊 と 共に サン クキ ン 


全 平 和 主 義 の 実践 を 開始 。 だ が 、0Z 財 団 
派 の 侵攻 を 受け 、 リ リー ナ は 王国 を 解体 し た 。 


リリ ー ナ が 唱え る 完全 
平和 主義 は 寺 持 を 集 
め ゆ 、 他 国 か ら の 留学 が 
増加 。 リリ ー ナ の 管轄 
外 で は 防衛 力 も 整備 
れ た 


AC.182、 地 東国 続 一 
連合 軍 の 攻撃 で サン ク 
キン グ ダ ム は 壌 減 。 幼 
いき ミリ アル ド と リリ ー ナ は 
行方 不明 と な っ た 。 


| 3 | 世界 加 家 補間 言 | 
ロー ム フ ェ ラ 財 団 の 主 痢 に より 、 地 球 圏 統 
連合 の 後継 組織 世界 国家 が 誕生 。 元首 
タイ ー ン ・ リ リー ナ は 、 完全 平和 主義 的 方 針 を 
打ち 出し 、 財団 の 半数 以上 の 支持 を 受け た 。 


世界 国家 の 後継 組織 と し て 発足 し た 地球 
園 統一 国家 は 、 兵 器 の 廃棄 や コ ロニ ー と の 
対話 を 始め と する 完全 平和 主義 的 政策 を 実 
施 。 次 第 に 平和 思想 を 浸透 させ て いっ た 。 


億 価 と し て 控 立 され た リ 
リー ナ だ が 、 臣 人 放 還 な 
どの 方 針 を 発表 。 世界 
規模 の 完全 平和 主導 
を 模索 し た 。 


完全 平和 主義 的 政 筑 
を 進め る 一 方 で 、 移 習 
組織 プリ ベン ター を 編 
制 し 、 式 装 組織 の テロ 
に 対抗 し て いた . 


アフ ター・ 


コロ ニー ガイ ド : 完 全 平和 主義 


実践 者 と 支援 者 


サン クキ ング ダム 崩壊 と ビー スク ラフ ト 王 
の 死後 、10 年 以上 、 完 全 平和 主義 は 歴史 
の 表 舞 台 か ら 消え た 。 し か し 、 その 思想 と 支 
持 者 た ち は 存 続 し 、 地 球 賠 統一 連合 か 
壊し た A.C.195 を 契機 と し て 、 再び 語ら れる 
よう に な っ た 。 ピー スク ラフ ト 家 に 代表 され る 
完全 平和 主義 の 実践 者 だ け で な く 、 そ れ を 
補佐 する 支援 者 も 増加 し て いる 。 


1 2 


ビー スク ラフ ト 京 の 王族 
に 


完全 平和 主義 の 実践 に は 数 々 の 障害 が あり 、 
勢力 の 出現 で 危機 に 陥っ た 例 は 枚挙 に 由 が な い 。 


し た 危機 を 教 っ た の が 、 武装 化し た 支援 者 た ち だ っ た 。 
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MORE INFO! 


画 トレ ー ズ と ミリ アル ド 
革命 家 の ヒイロ ・ ユ イ の 血 線 に あたる ト 
レー ズ ・ ク シュ リナ ー ダ と ピー スク ラフ ト 王 


完全 平和 主義 社会 を 夢見 た よう で ある 。 た 
だ し 直接 的 に 実践 し た の で は な く 、 ま ず 反 
戦 世論 の 形成 を 目指 し : 


し て 
i さも 見 せ 付 け 、 非 
を 実現 し よう と し た 


完全 


大 続 賃 と し て 完全 平 
和 主 義 を 実践 し た 。 


ウェ リッ ジ 侯 外 ら ローム 
フェ ラ 財 団 の 古株 の 中 
ビー スク ラフ ト 衣 と 
完全 平和 主義 を 支持 
する 者 が いた 


計 議 た の 式 カ の が 本 さえ 
MI 間 WWcAhcux。 


と 

ド 
大 ロ 
拓 シ 
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イロ ッ ト の 


そう 
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1 
和 主 義 へ の アプ ロー チ 
画 バー フェ クト ブロ グラ ム (P・P・P) 
AC.140 年 代 、 戦 争 根 絶 を 目指 す 技術 
的 アプ ロー チ が あっ た 。 それ が PP'P-P( プ 
ロト タイ プ ・ パ ー フ ェ ク | 
ム ) で 、 戦争 が 開始 され る と それ に B 
人 問 を 数 百 万 単位 で 死亡 させ る サイ バー テ 
口 と し て 計画 され た 。 
よる 強制 服従 シ 
ステ ム 「 パ バー フェ クト ・ 
ピー スプ ロ 3 
PP 
Ea tz 155-24 


V ガ ンダ ム 


WORLD GUIDE 


クー マニ ユー ピチ 攻略 戦 


Battle in he Legendary Ground 
C.C.2345 


戦略 拠点 と な っ た 
伝承 の 地 の 戦 闘 


、 北 アメ リア 側 の 使節 団 を 
ウィ ル ゲ ム 》 が 大 気 岡 を 離脱 し た 


ディ アナ に も 月 に 向かう 理由 は あっ た 。 アグ リッ パ の 
確か め よ うと し た の だ 。 地球 帰還 作戦 に 端 を 
発する 北ア メリ ア の 混乱 を 収拾 する 意思 も 持っ て お 


リッ パ が ディ アナ の 移送 用 に 
ジャ ンダ ルム )》 は 、 独 力 で 計 
造 ロー タ ベ ペーター( ザ ッ ク ト レー ガ 
(ウィ ル ゲ ム 


め 、 そ れ を 利用 す 
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アナ ・ カ ウン ター の 増援 が 到着 する の も 


が 現れ る 。 その 人 物 こ そ 、 ア デス カ の 王 で あり な が ら 
ー ビ チ を 離れ て いた クワ ウト ル 
(チッ タ ・ ハ イプ リオ C.C.2347) 


歴史 フォ ー カ ス : マニ ュー ビ チ 攻 略 戦 


Miustration by TSUKASA DOKITE 


color by N, 


(vy) nD3 wl 


ial Elect by SHIN INOIE Background by ATELIER MUSA 


戦闘 に 彫 響 し た 
アデ スカ の 文化 形態 


(ウィ ル ゲ ム )》、 


準備 を 行う ウィル ゲ ム 》 は 、 ボ ポッ 
隊 の 攻撃 を 受け た が 、 こ れ を 退け 難 陸 に 
成功 し た 。 また 、 ディ アナ を 乗せ た 
ンダ ルム 》 も 宇宙 へ と 上 が っ て いる 。 


⑨ ミリ シャ 、 砲台 を 破壊 


ウト ル を 「 新 し い 王 」 タル : 
oi 


マニ お 

族 は 、 巨 石 文明 を 思わ せる 社会 を 形成 し て いる , 
明 ・ 技 術 レベ ル は 高く は な く 、 攻 尼 を 持つ ツー 
タル は 当然 の こと 、 電気 すら 使用 され て いな v 
- 方 で 7 デス カ の 民 は 特殊 な 共感 能力 を 持ち 、 全 


じ 夢 を 見 る こと が 確認 され で いる 。 黒 歴史 時 
敬 覚 者 の 血統 に 属す る の か も し れ な い 。 
政治 制度 は 王政 だ が 、 十 い 王 を 殺し た 者 が 新 王 
に な る 「 王 殺し 」 の 文化 が 見 られ る 。 砲台 攻略 の 
クワ ウト ル が 意図 的 に 殺さ れ た の は この た め だ 。 


ディ アナ ・ 


パリー mm カウ ンタ ー | 忠昭 
の 進路 の 進路 発生 地点 し 】 


イン バブ ニラ の 山 | 


ラビ ピ ィ 隊 の 支援 で 砲台 は 破壊 され た 。 


ン バ パ ブー ラ の 山 に は 多数 の 砲台 が 設置 され て お り 
シャ は 足止め を 強い られ た 。 ダ エン は 当日 夜 まで の 攻略 
大 候 の 侵入 すら 困難 な 杖 


(ジャ ンダ ルム 
a MD 
独 [DE 


(人 W ミリ シャ 、 足止め を 受け る 


_ 宇宙 に 出る た め 、 黒 歴史 時 代 の マス ドラ イ バ ー が 存在 する マ 
チ に 向かっ て し 3 1 


を 股 。 高 所 に 位置 する こと も あり 、 ミ リ シ ャ は 砲台 群 の 寄 息 に 
失政 し 一 時 撤 上 直し た 。 グエン は 当日 夜 まで の 攻略 を 命じ た が 、 左 
候 す ら マ ニュ ー ビ ピチ に 入れ な い 状 態 で あっ た 。 


ピチ 隊 条 用 の 和合 季 は 、 紙 克 や MS を 送 用 し た 強力 な もの だ っ 
え に 高 所 に 配置 され た め 、 機 械 人 形 部 隊 で すら 突破 で き な か っ 


秘密 通路 か ら マ ニュ ー ビ チ に 向かっ た ロラ ン と クワ ウト ル 王 た 
ち だ が 、 ア デス カ の 民 に 捕縛 され た 。「 古 き 王 」 クワ ウト ル を 「 新 
王 」 候補 タル カ に 殺さ せる た め : し か し 、 ロラ ン た ち は 脱走 
に 成功 し た うえ 、 ク ワウ トル 王 の 真意 を 知っ た タル カ た ちと 、 独自 
行動 に 出 た スエ サイ ド 部 隊 お よび ジャ ラビ ィ 部 隊 の 支援 を 受け 
て 、 デ ィ ア ナ ・ カ ウン ター の 砲台 群 の 破壊 に 成功 。 これ に より ミ 
リ シ ャ は 、 最小 良 の 被害 で マニ ュー ビ チ に 入っ た 。 


グエン は 拓 克 射撃 に よる 砲台 破壊 を 準備 し た 


、 坊 害 に より 実行 され な 
答 の 砲 全 は クワ ウト ル 王 (と 従 者 マヤ リト ) の 筑 往 で 破壊 され た 。 


か っ た 


、 ク ワウ トル 王 と 箇所 
王 ク ワウ トル と 出合 っ 


(@ フワ ウト ル 王 と の 出会い 『 


ロラ ン た ち が ア デス カモ クワ ウト ル と 避 逝 。 アデ スカ の 民 全員 
が 破滅 を 示す 同じ 夢 を 見 た こと か ら 、 クワ ウト ル 王 は マニ ュー ビ チ 
を 去り 、 死 の 時 を 待っ て いた の だ っ 1 
を 警戒 し た クワ ウト ル 王 だ 


伝承 と 軌道 エレ ベー ター 


軌道 エレ ベー ター と 黒 歴史 期 の 戦争 を 


天 と 地 を 貫き そびえ る 樹 が あっ 
た 。 それ が アデ ス の 樹 
の 樹 の 下 、 大 地 の 女 神 


は 天 の 世 界 を 手 に 入れ よう と 今 い 合っ 
地 に は 変 病 が 満ち 、 天 の 月 も 
祖 達 は 大 地 の 女 宰 を 救う 


、 誠 を 交え る 中 で ロラ ン を 信じ る に 至っ 
た グエン は 、 マニ ュー ピチ へ の 被害 を 織り 込み 済み の 作戦 も 用 意 ! 


の 枝 が は じ 
吹き 返し 
て か ら 2 
を 招 か ぬ よ うに 守っ て きた が 、 


を 取り に 来る と 伝え られ る よ : 


(⑧ 〈 ウ ィ ル グ ム )、 宇宙 へ 


ディ アナ を 乗せ た (ジャ ンダ ルム )》 が 離陸 し 、 ザ ッ ク ト レー ガー 
へ と 向かっ た 。 その 頃 、 核 兵 誠 の 保 肥 わ れ た ミリ シャ が 月 に 
向かう こと を 知っ : ン 執 政官 は 、 月 面 都市 へ の 杜 攻 撃 を 人 避け 
ィ ア ナ ・ カ ウン ター の ポッ ゥ 隊 を マニ ュー ビ ピチ に 派遣 させ 
た 。 マス ドラ イ バ ー を 発掘 し 、 打 ち 上 げ 準 備 に 入っ て いた 《 ウ ィ ル 


アデ スカ の 軌道 エレ ベー 
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嘩 議 第 2 次 ヤキ フン ・ ド ウー 工 攻 防戦 SSGtk 


] ン 4 
大 量 破 時 兵 器 の 応 棚 に よる | Wei 4 ekLc.N 
「 贅 減 戦 ] の 行方 2 る が 、 そ 戦 で は プラ ント 本 国 ^ 重用 いら れ で いる 
物 で K 6 大 莉 破 寺 兵 問 9 F 棚 は 、 
態 」 と な っ た 第 1 次 運 合 ・ プ ラン ト 大 附 末 期 の 
そし て その 前 哨 戦 4 4 体現 する と 共に 、 
面 の みな ら ず 戦術 ステ ィ ス 上 界 を 術 的 特性 を 物語 


関連 ファ イル 


‘Gamma Emission 
imulate Inducing 


、 交 間際 の オー ブ プ 辻 首長 国 か ッ 
『 般 《 タ サナ ギ ) の 3 生か ら 成 る 小 経 隊 用 いる 巨大 レー で あり 、NIC が な < て 商 語 gm 
は 成立 し な い 。 その 威力 は 地球 上 の 生物 を 一 掃 で 
北 隊 や 月 面 基地 プ ト レ 


カ な 
が ら も ハイ エン ド MS を 装備 し 、 戦 
乱 終 結 の 中 心 と な っ た 


り 直接 的 に 用 い 、 


Ilustation by TAKUYA IO 


機動 戦士 ガ 


ダム SEE 


ヤキ ン ・ ド ウー エ 戦 概論 

第 1 次 連合 ・ プ ラン ト 大 戦 末 期 の 
CE71.09.26 一 27、 L5 の 宇宙 要塞 ヤキ 
ン ・ ド ゥ ー エ 宙 域 を 中 心 に 発生 し た 大 起 模 
戦 開 が 「 第 2 次 ヤキ ンド ゥ ー エ 攻防 戦 ] で あ 
る 。「 エ ルビ ス 作 戦 」 発動 後 、 宇 宙 要 寒 ボ 
アズ を 突破 し 、 プ ラン ト を 核 攻撃 (失敗) し 


NJC 技 術 を 入手 し た 地 
球 連 合 は 、 杜 戦略 を 復 
活 さ せ 械 減 戦 を 志向 。 
プラ ント も NNC 兵 半 
よる 天光 を 目 指し た 


| 戦術 面 の 特徴 。 4 


第 2 次 ヤキ ンド ゥ ー エ 攻防 戦 で は 、NJC 搭 
載 兵器 が 多用 され た ほか 、 地球 連合 宣 と が 
フト の 戦闘 に 第 三 勢力 (3 信 艦 隊 ) が 介入 す 
る な ど 、 戦 術 面 に 特異 な 傾向 が 見 られ る 。 特 
に NJC 型 大 量 破壊 兵器 の 応酬 は 珍し い 。 


NJC は フリ ー タ ダム 
ジャ ステ ィ ス プロ 


ヴィ デン ス と し 
ンジ ン 式 MS だ 
な く 、 柱 ミ 


プラ ント 講 長 の 側近 で 


地球 連合 軍 を 阻止 する た め 、 ヤキ ン ・ ド ゥ ー あり な が ら 地 球 連合 軍 
工 宙 域 に ザフト が 展開 。 ザフト は ジェ ネ シ ス CE 提 多 た ラウ ーー 旨 1 次 連合 ・ プ ラン 
に よる 対地 球 攻 撃 を 狙っ た 。 は 世界 の 破 減 だ 地球 連合 軍 が NJC 搭 載 型 柱 兵 器 を 、 ザフト が ト 大 戦は 人 種 間 戦 


争 の 性 格 が 強く 、 プ 
ラン ト は ナチ ュ ラル 
地球 運 合 は コ 

ディ ネイ ター を 互い 


ジェ ネ シ ス を 無制限 投入 し た 結果 、 大 量 破壊 兵 
笑 の 応酬 と いう 事態 に 。 ザフト の 独占 技術 だ っ た 
NJC が 地球 連合 軍 に 流出 し た こと 、 両 勢力 の トッ 


プ が 敵対 勢力 の 克 減 を 意図 し 


に 大 濾 し よう と し た 。 
NJC を 提供 . ーー NIC 搭載 の 枝 動 力 
牙 減 戦争 に 導く ザフト と 3 隻 艦隊 は 、NJC 搭 載 の 核 動 カ MS を < MS は 、 主 カ の 通常 

運用 し 大 き な 戦 果 を 挙げ て いる 。 3 令 艦 隊 が 、 プ MS を 圧倒 する 


ブル ー コ スモ ス 盟 主 ヘ ル タ ・ ア ズ 
エル に コン トロ ー ル され て いた 地球 連合 は 、 プラ 
ント 本 国 に 核 攻撃 を 加え て 破壊 し 、 コ ー デ ィ ネイ 
ター を 大 洲 する つも り / 


ロラ ン + 理事 男 の 
4 時 全 す る は が 
の 理 争 だ っ た が 、 大 
西洋 連 才 を 中 心 に 
ブル ー コ スモ ス の 替 
カ が 拡大 し て いき 
電波 争 に 和民 し 
で いた 


反 ナ チュ ラル 強硬 派 の パト リッ ク ・ ザ ラ 最 高 
評議 会 議長 の 主導 に より 、 ナチ ュ ラ ル 蘭 減 を 目 
的 と し た 。 能 術 面 で は プラ ント の 防衛 を 目指 し た 
が 、 ザ ラ 議 長 は 対地 球 攻撃 に 固執 し た 


当初 は 地球 軍 寺 
じ 込 め つつ 、 プ ラン ト 
の 自治 格 を 地球 連 
奉 させ る 防 
術 独立 衝 争 だ 

が 、 政 減 戦 略 を 探る 
よう に な っ て いた 


国家 で は な く 、 地球 連合 軍 か ら の 脱走 開 、 プ ラ 
ント の 非 主 流派 、 オー ブ の 脱出 艇 が 連携 
志 連 合 。 戦争 の 早期 終 結 、 大 量 破壊 兵器 
る 被害 拡大 阻止 な ど を 目的 に 戦争 に 介入 し た 。 


過 炎 化す る 地球 運 
合 ヒ プラ ント の 内 部 
反対 派 が 、 早 期 終 


戦 の た め に 軍事 力 を 
も っ て 合流 し 、 較 携 


ラン ト へ の 核 攻 撃 や 地球 へ の ジェ ネ シ ス 照 射 を 阻 
止 で きた の は 、 核 動力 MS に よる と ころ が 大 きい 。 
地球 連合 軍 は NJC 搭 載 MS を 投入 し て いな い 。 


者 で 


る , パイ ロ 涼 の 練 度 
も め て 高かっ た 


第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻防 戦は 、 地球 連合 軍 
と ザフト が 全面 衝突 する 中 、3 集 態 独 が 介入 す 
る と いう 特異 な 戦闘 と な っ た 。 3 隻 艦隊 は 極め て 
小 戦力 だ っ た が 、 彼 ら の 孝 闘 は 両 勢 カ トッ プ や ク 
ルー ゼ を 阻止 する 要因 と な っ で いっ た 。 


き 


3 区 靖 は アズ ラ エ 
ル と クル ー ゼ を 戦死 


SK リック ザラ 


が 撃た れる 直接 的 
原因 を 作り 、 世 界 の 
確 減 回 遅 に 多大 な 


貢献 を し た 


主力 MS スト ライ クダ ガー を 大 量 に 投入 し 、 秀 
能 も MS 軍用 型 を 配備 。 柱 ミ サイ ル は ピー スネ 
メー カー 況 の MA メビウス が 運用 | 


b 
> 
合わ 
3 


イタ ー の 嘩 減 を 目的 と し た 。 際 
で 71.0911 に は プラ ント 本 回 へ 

の 攻撃 を 最上 的 と する 「 エ ルビ ス 作 
避 | を 発動 し て いた 。 ブル ー コ スモ ス | 
の 昧 挿 力 が 拡大 し て いた た め 、 合 理 n 
性 に 基づく 埋 略 で は な か っ た 


) 和 長 ナタ ル ・ パ ジル ー ル 少 休 
牙 配 筐 の 3 人 の 生体 CPU、 村 攻 繋 の た め 
に 編制 され た ビー ス メ ー カ ー 叱 な ど が 参 


WN 
ルー ゼ が 提供 し た NJC で 成立 し た 
械 ミサ イル を 用 い 、 プ ラン ト 本 国 を 枝 
攻撃 する 作戦 だ っ た 。「 エ ルビ ス 作 
戦 | 自体 が NJC の 入手 に よっ て 立案 
され た 作戦 で 、2 ヶ 月 近く を か け て NJC 
搭載 各 横 ミサ イル を 製造 し て いた 


ン ) 配備 の 第 2 
期 「G」 の 1 機 。 ビー ム 人 
向 装 四 を 備 える 。 


プル ー コ スモ ス 加 主 
合 軍 の 実質 時 トッ プ 。 ( 
ニオ ン ) に 同乗 2) 8 


本 団 の 防衛 と ナチ ュ ラ ル の 工 減 % 目 的 
と し た 。 栓 兵器 を も っ て 本 国 に 所 る 地 
球 軍 を 阻止 する こと は : ナチュ 議 
ラル 環 減 は 不 合理 な 胃 器 と 言え る 。 地 
球 連 合同 欄 、 過 潤 な 強 礎 派 が 国家 中 
枯 を 占め て いた の が 理由 で ある 。 


ン な どか 5 成る MS 
エ 直 培 に 配備 し た 。 


= 
プラ ント 本 回 近 傍 の 宇 宙 委 委 ヤキ ン ・ 
ドゥー エ 《 中 必 に MG 部 人 と 中 軍 和 
を 展開 し 、 本 国 を 陸 箱 。 その 一 方 で ヤ 
キン ・ ド ゥ ー エ 軸 域 に 戦中 レー ザー 兵 
問 ジ ェ ネ シ ス を 配置 し 、 最終 移 に は 地 
球 へ の 下 失 3 っ た Eg 


クル ー セ 搭乗 の NJC 搭 最高 評議 会 議長 療 国 時 
生 型 動力 MS。 委員 長 。 強 重 泊 の 当 
テ 最前 線 で 指 迷 を 執っ た 


テム を 搭載 する 。 


過激 強硬 派 の 台 で 江 化 する 戦争 
の 早期 終結 、 大 量 破 寺 兵器 の 無 制 
限 投 入 に よる 世界 の 破 減 阻止 を 主 目 

第 2 次 ヤキ ンド ゥ ー エ 到 防 埋 


LI H 
3 儲 の 垂 組員 と MS パイ ロッ ト で 構成 。 元 オー 
ブ 代 表 首長 ウズ ミ ・ ナ ラ ・ ア スハ の 遺 旧 カ ガ 
も 指揮 官 、 MS パイ ロッ ト と し て 参戦 し た 。 


リー ダム と ジャ ステ ィ ス 、《 ク サナ ギ ) の M1 アス 
トレ イ 部 隊 な ど を 装備 し た 


人 入 の 的 動機 に な っ た よう だ 。 


3 隻 の 宇宙 牙 筑 と その 秘 載 MS で 構 
成 され る 小 規模 部 隊 で ある た め 、 要 所 


ン ポ イン ト で 狙う 特殊 な 戦術 を 採ら 
3 儲 と MS フリ ー ダ クラ イン 派 が ザフト か ら 


元 ブ ラン ト 議 長 の 遺児 で プ 
" 歌 "。 指揮 官 と MN 


動力 MS。 支援 
ィ ア と 合体 可 能 。 


ME サンライズ 
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シス で 地球 連合 軍艦 隊 を 
敵対 者 を 


回 の 防衛 に あたる ザフト が 福地 芝 人 は 再 
び ビ ピース メ ー カ ー 隊 を 投入 し 、 プ ラン ト の コロ ニー 群 に 松 
ミサ イル を 発射 し 全校 ミ サイ ル は 介入 し た 3 令 
私 隊 と ザフト に よっ て 撃 溢 さ れ た 。 


ピー ス メ ー カ ー| 


| cE71.07.16, Nuc の デ 呈 宇 穫 隊 や (ドミ ニオ ン ) 穫 載 MS 部隊 な ど 
手 を 受け て 、NJC 搭 載 到 の 放 撃 で 突破 口 を 開い た 地球 連合 軍 は 、 
ル の 開始 と な 区 導 員 [ビー | 栓 攻撃 を 実施 。 ボ 
ス メ ー カ ー 隊 」 の 成 が 地球 連 | < て と の 事態 を 受け た 

| 人間 司会 議 で 決 際 。 | 


C.E71.09.11、 地 球 連 合 軍 ⑩ ボア ズ 攻 略 戦 の 開 % 

司令 部 が プラ ント 本 国 へ の 攻 CE71.09 23. 地 球 軍 合 軍 は 月 

到 を 最 紅 目標 と する 「 エ ルビ ス | 第 6・ 第 7 寺 首 和広 ) を 没入 し 

作 虹 ] を 発動 。 プラ ント も ジェ ボア ズ お よび プラ ント 本 団 へ の 直近 

ネッ ス を ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 男 域 | 攻撃 を 開始 。 最初 の 攻撃 目標 と な っ 
た の は 、 プ ラン ト 本 国 を 防衛 す る 字 
軍 要 圧 ボ アズ た 


本 還 へ の 失い 3 を 生 けた ザフト は 、 ジ ェ ネ シ ス を 出 カ 
| 60% で 徐 射 。 プラ ント 軍 接 に 俣 入 し て いた 地 玉 全紙 隊 は 
40% 以 上 の 戦力 を 失い 、 一旦! 
し つつ プラ ント へ の 再 攻 撃 を 目指 し 


射 を 受け た ¥ と '. 連合 軍 し な い 場合 、 ジ 


地球 連合 軍 は ジェ ネ 
r 撃 に 出 


月 暫 基 地 と 増援 半 夫 を 失っ た 地球 連合 

軍 は 危機 に 了 っ た が 、 戦 闘 災 続 。 アズ 
/ーー] エル は ビー ス メ ー カ ー 隊 の 投入 を 指示 し 
は (アー クエ ンジ ェ ル ) が 地 

ご 処し 、( エ ター ナ 

ル ) と (クサ ナギ ) が ジェ ネン シス に 向かっ た 。 


ザフト お よび 3 艇 隊 の 攻撃 に より 、 
地球 連合 軍 は 組織 和装 同 が 困 交 | 
に な りつ つ あ っ た うえ 、 横 兵器 の ほ と 
ん ビ を 消 大 。 アズ ラ エ ル の 町 ドミ | 
ニオ ン ) も (アー クエ ンジ ェ ル ) と の 


| で 地 沈 &h た 。 | zoMFxogA gArxno5 


撃て な か っ た 。 内 操 に 島 和 した ジャ ステ ィ ス が 、 杜 
電 発 引き 紀 こ し た た めで ある 。 この 陣 、 ク ルー ゼ = アー ク 
も フリ ー ダ ム に 机 税 され て いる 。 直後 、 プ ラン ト 上 エン ジェ ル 
時 量 宮 評 有 会 半周 停 止 を 呼び 掛り 、 地 球 連合 
軍 も それ を 生け 容れ た 。| 


ザフト が ジェ ネ シ ス の 第 2 射 を 実施 、 

これ に より 、 地 球 連 合 軍 の プ ト レ マ イ 

オス 基地 (月 面 基地 ) が 壊 江 。 同 基 戦力 を 再編 し た 地球 連合 軍 が . 再 び 
地 から 増 所 に 向かっ て いた 地球 プラ ント 箇 城 に 侵攻 し 、 ザフト は ヤキ 
艦隊 も 、 半 数 を 失っ た 。 直後 、 ザフト ン ・ ド ゥ ー エ を 中 心 に 防衛 戦 を 展開 
は 第 3 射 の 準備 に 入っ た 3 箕 族 隊 も 昔 城 に 入っ た 


戦闘 の 結果 と 勝因 ・ 敗 


第 1 次 連合 ・ プ ラン ト 大 戦 最後 の 大 規模 戦 と な っ た 第 2 次 ヤキ ンド ウー 
工 攻 防戦 は 、 地 球 連 合 ゲ プラ ント と も に 目的 を 達成 で き な い まま 終結 し 
た 。 これ が 停戦 に 繋が っ た 背景 に は 、 両 勢力 の 過激 派 トッ プ の 死 、 ザ フト 

ス の 破壊 、 地 球 連合 軍 の 宇宙 戦力 が 被っ た 壊 
的 打撃 な ど が あっ た 。 両 勢力 と も に 大 量 破 壊 兵 器 を 無制限 投入 し な が ら 
目的 を 達成 で き な か っ た の は 、3 隻 艦隊 の 介入 が 直接 的 原因 だ っ た 。 


プラ ント 本 国 へ の 攻撃 ( 核 攻撃 ) を 目指 す 「 エ ルビ ス 作 戦 ] は 、 
最終 目的 を 達成 で き な いま ま 終了 し た 。 第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻 
防戦 に 先立つ ボア ズ 攻 略 戦 で 、 NJC 搭 載 型 核 ミサ イル の 戚 力 は 
証明 され た が 、MS に 撃破 され る 可能 性 は 無視 で き な い ほ ど 高く 


杜 戦 略 は 見 直し を 迫 られ る こと と な っ た 。 
戦略 目標 | 戦略 目標 
達成 | 未 吉成 


ント の 防衛 と プトレマイオス 基地 の 破壊 は 成功 し た も の の 、 
長 が 拘 泥 し た 対地 球 攻撃 と ナチ ュ ラ ル の 残 滅 は 実現 し な 

6 トシ ス の 有効 性 は 確か な も の 
「 す る 脆弱 性 が 改め て タロ ー ズ アッ 


3 隻 隊 の 戦闘 介入 は 停戦 に 役 が っ : 
阻止 に より 世界 の 破滅 も 阻ん だ 。 ヤ キン 
勢力 の 中 で 、 唯 一 目的 を 達成 し た の で ある 。 停戦 自体 は 地球 連合 
と ブラ ント の 間 で 狗 され た が 、3 宇 能 隊 が 介入 し た 戦 樹 の 結果 、 停 
戦 を 受け 容れ ざる 得 な く な - は 大 きい 。 


旬 戦中 目標 | 戦果 MS 部 隊 と 宇宙 艦隊 で 突 
達成 | 未 達成 破 口 を 開き 、 桂 攻撃 部 隊 を 送 


り 込 む 戦 術 は 合理 的 だ 
が 、 発 射 後 の 核 ミ サイ ル は 全 
模 が 3 隻 能 隊 と ザフト に 撃墜 さ 
れ た 。 アズ ラ エル が ナタ ル 少 
人 の 反抗 を 肢 け 、 輸 死 し た 点 も 
目的 未 達 成 の 一 因 と な 


地球 連合 軍 同 様 、3 隻 艦 
隊 を 撃破 で まき な か っ た の が 目 


が. 部 の を 提 
も 無視 で き な い 。 


少 革 戦力 で の 介入 は 、 地 
球 連 合 軍 と ザフト を 同時 に 敵 


る エー ス の 存在 が 、 小 戦力 で 
の 目的 達成 を 可能 と し た 。 


アズ ラ エ ル と ザラ 議長 の 過激 な 交替 は 、 部 下 の 反 逆 を 招 


いた 。 電球 連合 と プラ ント を 大 


き 、 世 界 を 破 流 き 


せる と いう クル ー ゼ の 野望 も 硫 の 死 で 演 え た 。 


揚 坊 た 


3 信和 除 E 封 林 で き な か - 
と が 、 戦術 の 崩壊 に 直結 し た 


高 趣 機 に 対抗 可能 な の は 高級 


ウラ 図式 も 明確 化し た 。 
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MORE INFO! 
法制 度 と 戦術 の 変化 ・ 継承 


第 1 次 連合 ・ プ ラン ト 大 戦 、 
エエ 攻 防戦 の 戦 各 を 受け た 地球 
の 再来 を 阻止 する た め 法 制度 上 で 
ドゥ ウー エ 戦 を 受け て の ! 


画 法制 度 の 変化 
NJC を 用 いた 


危険 視 され 、 ユニ ウ 
止 され た 。 プラ ント で は 最 
の 薬 任 が 認め られ な く な 


画 戦術 の 変化 ・ 継 承 
ユニ ウス 条約 の NJC 禁 止 条項 を 受け て 
MS が 重視 され る よう に な っ た 。 その 一 方 で 、 戦局 に 多大 
な 影響 を 与え る ハイ エン ド 機 の 開発 が 加速 され た 


機動 戦士 ガン ダム 第 DBMS 小 隊 


WORLD GUIDE 


台 記 オデ ツ ザ 撤退 部 隊 


の 迎撃 戦 


ASearch of Secret Base 
U.C.0079 


ァ アァ マ タダ 少尉 の 如 疑 と 
ラサ 基地 提示 


ヒマ ラ ヤ 山脈 に 墜落 し た MA アプ サラ ス を 芝 る 地 
球 連 邦 軍 と ジオ ォ ン 公国 軍 の 戦闘 の 未 、 アプサラス は 
自爆 、 そ の 残骸 は 地球 連 が 回 収 し た 。 残骸 回 
収 後に 行わ れ た シミ ュ レ ーション の 結果 、 アプ サラ ス 
の ジャ プロ ー 侵 攻 能 力 を 現実 的 狼 威 と 判断 し た 巡 
方 面 軍 は 大 戦力 を 動員 し 、 ジ ォ ン 公国 軍 
(ラサ 秘密 工場 基地 ) の 攻略 に 移っ た 。 し か し 、 
場 基 地 が 地下 施設 化 さ きれ て いた こと も 
あっ て 、 連邦 軍 は その 位置 を 特定 し て お ら ず 、 まず 


基地 振 
こう し て ア まほ が 新た な 展開 を 見 せる 中 、 連 
邦 軍 極東 方 面 軍 で は 別 の 問題 が 筐 上 し て いた 。 ア 


プ サ ラ ス 回 収 の 功労 者 で ある は ず の 極東 方 面 軍 
機械 化 混成 大 隊 第 08MS 小 隊 隊長 シロ ー・ ア マダ 
\ 掛け ら # だ 。 
容疑 は 、 アマ ダ 少 尉 と 公国 軍 の 軍属 ア 
イナ ・ サ ハリ ン が 内 通し て いる と いう も の で あっ た 。 実 
際 、 ふた り は 恋愛 感情 を 持っ て お り 、 アプ サラ ス が ヒ 
マラ ヤ 山 脈 に 墜落 し た 後 、 協 力 し て 雪山 の 一 夜 を 生 
き 延 び た の だ 
個人 的 感情 は と も か く 、 『 機 を 漏らす 意 
図 は な か っ た も の の 、 テ マダ 少尉 が AAA (トリ プル 
エー) 教 の 軍事 機密 で ある RX-79[G] 陸戦 型 ガ ン 
ダム を 、 ア イナ が ジャ ブロー 攻略 用 試作 MA アプ サラ 
ス を 任 さ れ て いた 事実 は 、 事 態 を 複雑 に し た 。 し か 
会 に 掛け られ た アマ ダ 少 尉 が 戦闘 拒否 と 取 
られ か ね な い 発 言 を し た こと か ら 、 連邦 軍 極 東方 面 
軍 は 少 財 に 謙 慎 と 追っ て の 処分 言い 渡し を 決定 し 
て いる 。 


改め て 軍事 裁判 が 開か れる 可能 性 が 
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合い ケー 


ス だ が 、 連 邦 軍 極 東方 面 軍 は アマ ダ 少 尉 の 証 慎 を 


定 的 証拠 が な か - 
え ジ オン 公国 


ー サ ン ・ ラ イヤ ー 大 佐 は 、 ア マタ 少尉 指 押 の 08 小 上 
を 差 地 換 索 の 最前 線 に 送り 込ん だ 。 08 小 隊 単 独 
ジ ォ ン 公 国生 の 勢力 圏内 に 降下 し 、 基 地 を : 
る と いう 危険 な 任務 で ある 。 スパ イ 容 疑 が 掛か 
上 官 を 敵 中 に 送り 込む か の は リス クタ が 高かっ た が 、 ラ 
イィ イヤー 大佐 は テマ ダ 少 尉 と 会 国軍 の 接触 を 
望ん で いた 節 が あり 、 状 っ て は 利用 する つも り 
だ っ た 。 こ れ に 加え て ライ ヤー 大 佐 は 、08 小 隊 隊 員 
に アマ ダ 少 財 の 監視 と 離反 し た 場合 の 射殺 を 命令 関連 ファ イル 


HX79(GJEz6 ガン ダム Ez8 oeot-oz 画 
で = の 08.01-09 
ジオ ン 公 国軍 欧州 方 面 軍 の 残存 og.Gzo 画 
お に eS 本 SR 公国 軍 の 新兵 た 
隊 も ラサ 基地 周辺 に 流入 し て お り 、 ア ジア 戦線 は 項 0802.08 還 本 
| を 見 せ て いく の だ っ た 東 義 アジア 更 起 の 運 元 還 高 世 08.02.09 画 美 抽 点 の 捜索 を 開始 。 場所 の 
戦 の 様相 を 見 せ て いく の だ っ た ラサ 秒 工 場 基地 08-03.04 言 特定 に 伴い 大 規模 な 攻略 作戦 
("ネー ムレ ス " ジョ ン ・ ス ミス UL.C0154) ブロー 攻略 用 MA の 開発 08-03-06 店 が 展開 され た 。 
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08 小 隊 進 路 還 垢 > | 欧州 方 面 軍 の 進路 還 垢 | 狙撃 


ラサ 基地 の 提 索 が 始ま っ た 頃 、 オ デ ッ サ 戦 で の 敗 
北 を 受け た ジオ ン 公 国軍 欧州 方 面 軍 の 一 部 が アジ 
ア 方 面 に 流入 し て いた 。 欧州 方 面 軍 の 残存 部 隊 を 


選 に 用 いる と 宣言 し た うえ 、 
を 指 
し か し 、 アプ サラ ス 完 成 に 拘 泥 す る ラサ 基地 司令 


アプ サラ ス の 開発 中 止 


指揮 する ユー リ ・ ケ ラー ネ 少 将 は 、 ラ サ 基 地 の ザ ン 
ジ バ ル 級 機 動 巡 洋 艦 《 ケ ル ゲ レン 》 を 将兵 の 宇宙 帰 


ギニア ス ・ サ バリン 技術 少将 は これ を 無視 し た うえ 、 


1 トッ プ 小 隊 と の 交戦 
外 に カレ ン ・ ジ ョ シュ ワ 画 
Jr 軍 敵 を 下 撃 要員 と 
は 単身 
に 攻撃 を 
う 1 機 の ザク I『 を 狙撃 で 無力 化 。 残っ 


| 生地 


エリ ア 847 の 雪山 で 発生 し た アプ サラ ス 争 礁 戦 を 巡り 、 地 球 
連邦 車 コジ マ 大 隊 基 地 で は シロ ー・ ア マダ 少尉 の スバ イ 行 為 に 
関す る 審問 会 が 開か れ た 。 ほぼ 同時 期 、 軍 属 アイ ナ ・ サ ハリ ン 
も ジオ ン 公 国軍 ラサ 基地 で 基地 司令 の 兄 、 ギニア ス ・ サ ハリ ン 
技術 少将 の 詰問 を 連 け て いた 。 連邦 軍 の 審問 会 は アマ ダ 少 肝 
を 「 有 罪 ] と は し な か っ た が 、 自 室 で の 護 慎 と 追っ て の 処分 決定 
を 言い 渡し た 。 アイ ナ も 処分 保留 の まま 解放 され る こと と な っ た 。 


スバ イ 容 放 を 拒 け られ た アッ タダ 少 膨 は 、 敵 と で も 理解 し 今 え る と いう 持論 
を 履 開 し 、 失笑 を 買っ た 。 アイ ナ も 同様 の 見 解 を 持っ て いた 。 


シミ ュ レー ショ ン の 結果 、 アプ サラ ス に よる ジャ プロー 攻略 を 現 
実 的 全 石 と 判断 し た 地球 連邦 軍 極 東方 面 軍 は 、 アプサラス の 
基地 (ラサ 基地 ) の 捜索 ・ 紙 減 作戦 に 入っ た 。 護 慎 を 解 か れ た 
アマ ダ 少 尉 の 08 小 隊 も 基地 接 索 に 投入 され て いる 。 も っ と も ス 
パイ 容 縫 が 晴れ た わけ で は な く 、 わずか 1 個 MS 小隊 で 戴 中 に 降 
下す る 極め て 危 陸 な 任務 だ っ た うえ 、D8 小 隊 隊 員 テ リー・ サ - 
ダー ス 軍 牙 ら は アマ ダ 少 尉 の 監視 を 命じ られ て いた 。 


極東 方面 は 空戦 力 の みな ら ず ライ ヤー 司令 の 旗艦 ピッ グ ・ ト レー 級 ま 
で 投入 し 、 帳 基地 を 技 索 。 08 小 隊 は 、 単 凌 で の 部 中 提 宏 を 命じ られ た 。 


オデ ッ サ 戦 で の 敗北 を 受け 、 欧州 を 脱出 し た ジオ ン 公 国軍 の 一 
部 が アジ ア 方 面 に 流入 し つつ あっ た 。 その ひと つ で ある トッ プ 小 隊 
は 、 食 料 調達 の た め ア マダ 少尉 が 懇意 に する ゲリラ の 村 に 侵入 
し 、 制圧 下 に 置い た 。 この 情報 を 得 た アマ ダ 少 尉 以下 08 小 隊 
は 、 偽 造 命令 書 を 使っ て 出撃 。 アマ ダ 少 肝 は 敵 MS の み の 無力 化 
を 狙っ た が 、 ト ッ プ 小 隊 隊 員 の 暴走 で ゲリラ た ち が 激 発し 戦闘 が 
発生 。 結果 、 ト ッ プ 小 隊 は 壊滅 し 、 ゲリラ も 多大 な 披 害 を 受け た 。 


欧州 方 軍司 信 ケ ラー ネ 少 殖 は ラサ 基地 へ の 挫 角 を 打 訟 。 プリ ラ の 守 の 
危機 を 知っ た アマ ダ 少尉 は 、 護 民 命 令 を 破っ て 出撃 し 、 戦 開 に 参加 し 


軸 | 08 小 除 、 ラサ 旦 地 を 発見 


輸送 機 か ら 降下 し た 08 小 隊 は 、 欧 州 か ら 撤退 中 の ガウ 級 攻 
撃 空母 と 間 刀 し た うえ 、 陰 下 直後 に カレ ン ・ ジ ョ シュ ア 章 長槍 が 
中 踊 す る アク シ デ ン ト に 見 舞 わ れ た 。 アマ ダ 少 周 機 と サン ダー ス 
軍門 機 の み で の 技 索 活動 を 強い られ た 08 小 隊 は 、 欧 州 か ら ア ジ 
ア に 入っ た ジオ ン 公 国軍 の 攻撃 を 受け つつ も 、 ラサ 基地 の 位置 
情報 を 入手 。 これ は 、 ア プ サ ラ ス の 開発 停止 を 嫌っ た ギニア ス 技 
術 少将 が 、 味方 を 斉 殺 し た 際 の 爆 煙 を 確認 し た も の だ っ た 。 


臣 州 か ら 導 中 の ジ ォ ン 公 回 軍 に 導通 し た 08 小 除 は 、 苦 遇 を 独 いら れ 
た 。 アプ サラ ス に 固執 する ギニア ス 持 術 少 持 は 、 ケ ラー ネ 和 5 を 証 和 。 


Miustration by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
ミラ ー ズ ・ リ ポー ト 


取 を 行っ て いる 。 戦後 も 
U.C.0083 の ガン ダム 試作 2 号機 強 礁 事件 で は 、 ベ ガサ 
ス 級 強襲 揚陸 佐 (アル ビオ ン ) 散 長 エイ パー・ シ ナ プ ス 
大 体 ら を 聴取 し た と の 説 も ある 


情報 部 所 医 の 衣 報 員 。 アマ 
ダウ 尉 へ の 鞍 取 時 に 自白 剤 
入り の コー ヒー を 飲ま せる な ど 
手 内 を 選ば な い 個 向 が ある 


少 時 に 手錠 を 持 
ラー 少佐 の 起り を 買っ | 


157-20 


ASE ・ サン ライ ズ 


157-21 


機動 戦士 ガン ダム 逆襲 の シャ ア 


サイ コミ ュ の 機能 を 持つ フレ ー ム 材 と し て 誕生 し 
た サイ コフレ ー ム は 、MS の 性 能 を 飛躍 的 に 向上 き 
せ た 。 し か し 、 原 因 不 明 の 発光 現象 、 そ の 物理 的 
な 力 へ の 転化 な ど 、 : < 
ら 「 シ ャ ア の 反乱 」 後 、 開発 は 中 止 さ れ た 
イコ フレ ー ム の 共鳴 現象 「 サ イコ ・ フ ィ ー ル ド 」 に 
小惑星 基地 アク シズ の 地球 落下 阻止 は 、「 ア クシ ズ ・ 
ショ ッ ク 』 と し て 地球 連邦 政府 に 大 き な 衛 撃 を 与え 、 
開発 中 

も っ と も 開発 中 止 は 表向き で 、 地 球 連 邦 軍 の 管理 
の 下 、 アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 を 中 心 発 
は 続け られ て いた 。 製造 も アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク 
ス 社 の グラ ナダ 工場 で の み 行わ れ て いる 。 

「 シ ャ ア の 反乱 」 後 、 サ イコ フレ ー ム 機 の 開発 の 主 
流 は 「UC 計 画 ] に お ける も の と な っ た 。 その 完 極 形 
が フル サイ コフレ ー ム 実装 試作 MS、RX.0 ユニ 
ン ガ ンダ ム で ある 。 それ 以前 は コッ クビ ッ ト 周 辺 や 関 


MS Technology in U.C 


ED 


節 部 な ど に の み サ イコ フレ ー ム が 用 いら れ た が 、 ユ 
ニコ ー ン ガン ダム は ムー バブ ルフ レー ム の すべ て が 
サイ コフレ ー ム で 構成 され て お り 、 最 大 限 に 性 能 を 
発揮 で きる デス トロ イモ ー ド 時 の カタ ログ スペ ッ ク は 
「 計 測 不能 ] の レベ ル に 達し た 。 
こう し で と し て の 研究 開発 が 進む 一 方 で 、 
サイ コフレ ー ム の 特性 を 攻撃 や 防御 な ど に 転用 す 
る 試み も 見 られ た 。 それ が 、- ユ ニコ ー ン ガン ダム と 
同時 普 行 的 に 開発 され た 増加 サイ コフレ ー ム 装備 
「 ア ー ム ド ・ ア ー マ ー」 で ある 。 

アー ム ド ・ ア ー マ ー に は 、 腕 部 外装 式 ビー ム 火 器 
の アー ム ド : ア ー マ ーBS、 近接 格闘 兵 凌 の アー ム ド ・ 
アー マーVN な ど が あり 、 い ずれ も ユニ コー ン ガ ンダ 
ム 専 用 と し て 開発 され た 。 ビー ム 妨 発生 装置 と サイ 
コフレ ー ム を 組み 合わ せ た ハ イ バ ー・ ビ ー ム ・ ジ ャ ベ 
リン 、1 フ ィ ー ド ・ ジ ェ ネ レー ター と サイ コフレ ー ム を 並 
列 装備 する ユ . ガン ダム 用 シー ルド も 、 アー ム 
ド ・ ア ー マ ー の 近 縁 と 考え て いい 。 
で ある た め 、 性 能 が バイ ロッ 
E 右 され や すい と いう 問題 は 
に は な い 特 性 を 持っ て いる 。 また 、 
サイ コフレ ー ム の 搭載 量 が 増加 する 点 だ け を と っ て 


FLE 0 sm 


も 、 充分 に 有用 な 装備 と 言え よう 。 
- 連 の 兵器 と し て の 発展 以外 に も 、 注 目 さ れる ベ 
き 特 性 が 確認 きれ て いる 。 それ が 前 述 し た サイ コ フ 
レー ム の 共鳴 現象 = サイ コ ・ フ ィ ー ル ド で 、 大 気 較 
に 突入 し つつ あっ た アク シズ を 再 肖 上 させ る と いっ た 
「 奇 跡 ] を 引き 起こ し た 。 に 全容 不明 の 現象 で 
ある が 、 操 似 的 に サイ コフィー ルド を 発生 きせ る 「 サ 
イコ シャ ー ド 」 が 実用 化 き れ て いる 。 
(執筆 者 、 執筆 時 期 不明 ) 


関連 ファ イル 


A uco1.0t 画 
UC0102 画 


アナ ハイ ム - エレ クト ロニ クス 往 Z03-36 
UGC 計画 UC03-07 
ビス ト 昌 団 ueoer12 


BLEPREWEW 


Ilusration by TAKUYA IO 


サイ コフレ ー ム の 共鳴 、 オ ー バ ー ロ ー 
ド に よっ て 形成 され る サイ コ ・ フ ィ ー ル ド 
は 「 イ メー ジ を 増幅 ・ 具 現 化す る 空間 」 
と 言え る が 、 そ の 実態 は 不明 。 これ を 
擬似 的 に 再現 で きる も の が 、 ネオ ・ ジ オ 
ング の サイ コシ ャ ー ド で ある 。 


大 気 園 に 突入 し つつ あっ た アク シズ の 
軌道 を 変化 させ 、 地 球 へ の 落下 を 回 避 し 
た 。 リガ ンダ ム の サイ コフレ ー ム 量 が 相対 
的 に 少な いた め 、 参 数 の 人 間 の 意志 の 集 
中 で よう や < く フィール ド が 形成 され た よう だ 。 


ユニ コー ン ガ ンダ ム が 、 宇 宙 の (ネェ 
ル ・ ア ー ガ マ ) と 成 雇 園 を 上 昇 中 の (ガラ 
エー ル ) を 笛 ぐ テザー の 一 部 と な っ た 。 
ガン ダム は 規格 外 の 強度 を 示 
シェ ー ル ) の 率 引 に 成功 し た 。 


ユニ コー ン ガ ンダ ム と パン シィ が 形成 し 
た サイ コ ・ フ ィ ー ル ド が コロ ニー レー ザー を 
大 きく 減 奏 ささ 、 コロ ニー ビル ダー (メガ ラ 
ニカ ) と それ に 接続 され て し 
リア ル 7) を 救っ た 。 


た サイ コ ・ フ ィ ー ル | 
ンダ ム と パン シィ ・ ノ ルン の 武器 が 胡 壊 
れ た 。 フル ・ フ ロン タル の 「 敵 の 火力 を 礁 
う | イメ ー ジ が 具現 化し た も の と きれ る 。 


ユニ コー ン ガ ンダ ム と の (精神 的 な ) 時 
空 移動 の 後 、 ネ オ ・ ジ オン グ が 自 壊し た 。 
これ は フロ ンタ ル が パナ ー ジ - リ ンク ス の 想 
い を 理解 し た 段階 で 、 サイ コ ・ フ ィ ー ル ド が 
作用 し た 結果 だ っ た と 言わ れる 。 


サイ コフレ ー ム 機 の 発展 


開 革 は [シャ ア の 反乱 ] 後 も 、 連 邦 軍 の 『UC 計 画 ]、 『 袖 
付き 』 に よる 既存 機 の 改造 と いっ た 形 で 継続 され た 。 


H 、 対 ニュ ー タ イプ 用 ハン ティ ング ャ シン と し て フル 
サイ コフレ ー ム 実装 試作 MS ユニ コー ン ガ ンダ ム が 開発 され た 。 


シナ ンジ ュ で 得 
を 


大 『 袖 付き 」 に よる 開発 


シャ ア 時 代 に アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 か ら 提 供 さ れ た 
サイ コフレ ー ム を 用 い 、 独 自 に 搭載 機 を 開発 。 バウ な どの 既存 の 
機体 を 、 サイ コフレ ー ム 搭載 機 に 改造 し た 例 も ある 。 


デア 
に 


質 は 変化 する よう 
で 、 ネ カテ ィ ブ 4 思 
、、、 ノ 強い と 破 寺 的 
所 を 5a こし 
NN 


「 提 球 を 狼 い た い ] と い 
う 人 々 の 意思 が サイ コ 
フレ ー ム を 共鳴 きせ 、 ア . 
クシ ズ を 浮上 させ た と 考 
え 5h る 。 


= ダム が 
展開 し た サイ コ ・ フ ィ ー 
ルド は 、 《 ネ エル : ア ー ガ 


レー ザー 阻止 時 、 ユ ニ 
コー ンカ ンダ ム の サイ コ 
フレ ー ム が 増殖 し た う 
え 、 パイロット が 「 真 の 
ニュ ー タ イプ 」 と な っ た 。 


ー ン ガン ダム と パ 
ン シ ィ ・ フ ルン の 兵 装 が 
畑 発 。 武装 タイ プ で は な 
い ア ー ム ド : アー マーXG 
も 破壊 され て いる 。 


人 の 可能 性 を 信じ る パ 
ナー ジ の オー エム 想い 
を フロ ンタ ル が 理解 し た 
結果 、 サ 


MS 運用 理論 : サイ コ ・ フ | 


サイ コフレ ー ム を 組み 込ん だ 機動 兵器 
用 装備 。 サイ コフレ ー ム 同士 の 共鳴 性 、 超 
常 的 な 強度 な ど 活か し た 装備 で 、 一 般 装備 
と は 異な る 性 質 を 示す こと も あっ た 。 


ユニ コー ン ガン タム 用 
シー ルド は ファ ン ネ ル の 
よう な 加山 弱 作 北 末 と 
し て も 機能 し た が 、 想 定 
外 の 使用 方 法 だ っ た 。 


空間 デー タ を サイ コミ ュ で パイ  / 
ロッ ト に 伝 較 し 、 高 度 の [予測 身 「 7 が 
最 ] を 可能 と する ピー ム 交 。 


ンダ ム 用 シー ル 
ド に 、 メガ ・ キ ャ ノン と スラ スタ ー 
を 増設 し た 多 機 能 装 備 。 


| ハイ バー・ ビ ピー ム ・ ジ ャ バリ ン | 
サイ コフレ ー ム を 組み 込ん だ ec た 
ビーム 刃 式 格闘 居 装 。 アー ム ド ・ 党 
アー マー の プロ ト タ イプ に あたる 。 
に 0 
} 


サイ コフレ ー ム を X 字 型 に 配 
置 じ I フィー ルド 発生 装 


アー ム ド ・ ア ー マ ーVN_ 
感応 波 受 信 時 の サイ コフレ ー ム の 強 紛 
性 に の み 注 力 し た クロ ー 型 格 開 兵 装 。「 超 


ジェ ネ レー タ ー の 出 
強化 、 NTD 発 動 
の 条件 緩和 、 サ イコ 
ミュ と の 親和 性 維持 
な どの 機能 を 持つ 。 


サイ コフレ ー ム を 増殖 させ 、 擬似 
コ ・ フ ィ ー ル ド を 発生 する 装備 。 


MSN04 
サザ ビー 


MSN06S 
シナンジュ ・ ス タイ ン 


RXo 
\ ニュ ーッ ル 342 暗 2 


NZ-666 
クシ ャ トリ ヤ 


15Z-.22 


Em・ サ ン ラ ィ ズ 


機動 戦士 ガン ダム 第 OBMS 小 隊 


WORLD BUIDE 宇宙 世紀 ガイ ド : コジ マ 大 隊 と 第 OBMS 小 隊 上 8 se OTA 


“人 6 


画 コジ マ 大 隊 と 第 08MS 小 隊 吉 


[G] 陸戦 型 ジ ム で 、 最 終 的 に は 12 機 ずつ の 配備 
の RGM-79 ジム が 生産 ライ ン 
中 時 で は 現実 的 な 機種 だ が 、 
特に 総 生 産 数 が 十 数 機 一 


場 基地 攻略 職 で 
戦闘 中 に 行方 不 
。 し か し 、 ア マ 


、 連 邦 軍 上 層 部 の 期待 の : 
全 か っ た (コジ マ 大 隊 基 : 
っ た と の 説 も ある )| 

大 隊 の 中 心 職 力 と し 


款 FO 
) 機 械 化 混成 計 が 培 東 方 面 軍 
で あり 、 彼 の ラプ ロマ ンス と 


( ゲ ォ ル グ ・ マ ト ヴ ェ ー ジ ュ ワ UC.0155) 
関連 ファ イル 


べ ト ナム 地区 ハノイ 
期 の ラサ 秘密 工 
箇所 属 部 隊 と 共に チベット まで 遠征 し て いる 


箱 っ 0801.01 
Ne _ 08o1.02 

5 0802.01 画 

地球 連邦 (AD 来期 ご U.C.0086) FG03.51 甘 

ラサ 秘 容 工 場 基 地 略 埋 08-03-04 置 

ジャ ブロー 攻略 用 MA の 開発 08.03-06 甘 

に 特 化し た 性 質 か ら 中 アア 0803.09 革 


隊 2 個 (MS 小隊 8 
こ 『 邦 軍 の 配 隊 1 個 (小隊 4 個 = 分 隊 12 個 一 16 個 ) が 配備 きれ た 

MS 中 隊 2 個 、 つ - 四 の コジ マ 大 隊 構 成 部 隊 の 中 で も 、 特 に 有名 な 
部 隊 が 第 08MS 小 隊 で ある 。 軍人 の 適性 を 疑わ せる 
いり で 編成 され 特に 10 月 着任 の 小 
配 代 MS は RX-79 [G] 陸戦 型 ガ ンダ ム と RGM-79 隊長 シロ ー・ ア マダ 少尉 は ジオ ン 公 国 の 軍属 と 恋人 


個 ) を 有する 大 部 
備 MS 数 が 極め て 少 


な か っ 
先行 配備 と は いえ 装備 し 


[MA 開発 の 飲 僅 
TT 


15Z23 Mustration by TOMOTAKE KINOSHITA 


機動 戦士 ガン ダム 第 08MS 小 隊 


コジ マ 大 隊 の 編制 


コジ マ 大 隊 は 、 一 年 戦争 時 の 地球 連邦 軍 陸 戦 部 隊 と 
し て は 極め て 特異 な 編制 で あり 、 か つて の 戦車 大 隊 に 近 
い (戦車 が MS に 置き 換 わ っ た も の と 言え る )。 これ は 、 対 
MS 戦闘 に 特 化し た MS 運用 部 隊 と いう コジ マ 大 隊 の 集 
団 性 に よる も の で あり 、 MS が 大 隊 の 中 心 と な を っ て いた 。 

MS 部 隊 は 2 個 中 隊 (8 個 小隊 、MS24 機 ) か ら 成り 
IMS の 配備 が 不 十分 で あっ た 当時 の 地球 連邦 軍 で は 、 極 
め て 多い 装備 数 だ これ に 加え て 、 MS2 機 (ジム ・ ス 
ナイ バー、 陸 戦型 ジム ) か ら 成 る 「0 部 隊 ] が 存在 し 、 ビー 
ム ・ ス ナイ パー・ ラ イフ ル の 試験 に 従事 し て いた と の 説 も 
ある 。 た だ し 、 ホ ワイ トペ ー ス 級 強 義 揚 陸 艦 の よう な MS 輸 
送 手 段 は 保有 し な いた め 、 遠征 能力 は 限定 的 

MS 部 隊 の 運用 を 円 滑 に する た め 、MS 整 備中 隊 が 4 
個 と 充実 し て いる 点 も 特殊 で 、MS の 稼働 率 を 極め 
も の と し た 。 基地 外 で の MS の 修理 ・ 整 備 、 基 地内 施設 
で の 改修 も 比較 的 容易 だ っ た と 見 られ る 。 

対 MS 歩兵 部 隊 は 、 大 隊 と し て は 極め て 多い 1 個 中 隊 
が 配備 され た 。 これ も コジ 大隊 の 集団 性 が 理由 だ 


コジ マ 大 隊 の 名 MS 小 隊 は 、 陸 


れ た 機械 化 混成 部 隊 と な っ て い 
た 。 隊員 の 定数 は 5 名 


ら 派遣 れ た 模様 情報 収集 ・ 
較 給 用 の 運 絡 國 ディ シン ュ 、 陸 路 
の 保有 し 


MS 小隊 


画 コジ マ 大 隊 の 編制 


極東 方 面 軍 
司令 本 部 


1 令 
イー サン ・ ラ イヤ ー 大 佐 
参 課 
ピー ター・ カ ムリ ン : 
甘 父 
ロバ ー ト ・ キ ャ リカ ー ト 大 佐 
ラン ・ バ ウス ター 少尉 


大 隊長 コジ マ 中 佐 
参謀 キー ナン ・ ウ ィ ン 


本 部 管理 中 隊 
対 MS 歩兵 中 隊 


ら 33 機 甲 中 隊 
配属 機 MST-61 


MS 第 1 中 隊 


第 3MS 整 備中 隊 
第 4MS 整 備中 隊 


$$ 


コジ マ 大 隊 の MS 小隊 の ひと つ に 、 第 08MS 小 隊 が あっ た 
08 小 騰 の 隊員 の ほとん ど は 軍人 と し て の 適性 を 疑わ れ か ね な い 
者 U.C.0079.10 に 着任 し た 小隊 長 シロ ー・ ア マダ 少 
尉 の 下 、 新 戦法 を 駆使 し て 数 々 の 戦果 を 挙げ て いる 。 理 
語る アマ ダ 少 尉 を 「 せ ちゃん] と 軽 ん じ て いた 隊員 た ち も 、 


アマ ダ 少 尉 の スパ イ 蜂 惑 、 命令 書 信人 造 と 無断 出 黄 
了 チ 佑 長 の 無断 外泊 と ジオ ン 公国 軍 に よる 捕縛 な ど 数 々 の 
し た 。 し か し 数 々 の 危険 な 任務 に 


画 第 08MS 小 隊 の 編制 


シロ ー・ ア マダ 少尉 
(運用 機 : 陸戦 型 ガ ンダ ム 08 小 隊 1 号機) 


カレ ン ・ ジ ョ シュ ア 曽 長 
(運用 機 : 陸戦 型 ガ ンダ ム 08 小 隊 ら 号機 ) 
サン ダー ス 4Jr 軍政 


運用 機 : 陸戦 型 ガ ンダ ム 08 小 隊 3 号 機 ) 


小隊 長 の アマ タタ 
シュ ア 草 長 、 サ 

ス 軍曹 の 3 人 が 
担当 。 元 宇宙 軍 の ア 


パ バックアップ を 担当 し た 。 ニノ 
リッ チ 何 長 は 、 サ ンダ ー ス 軍曹 
と 配置 交換 し た こと も ある 


捜索 任務 で 頭 部 を 失っ 
た ジョ シュ ア 曹 長 機 は 
陸戦 型 ジム の 豆 部 に 
換装 


アン ダー グラ ウン ド ・ と 
ソナ ー に よる 情報 収 eT 
集 と 小隊 の ネッ トワ ー > 
ク を ー 式 MS 
支 拓 戦 車輌 を 1 直 

NS の 
装備 。 乗員 は 2 名 が SS 小 導 の 「 下 と し 
一 般 的 で 、 う ち ひ と り シス 何 長 が 担当 す 
ソナ ー 手 を 務め た 。 = ケース が 多かっ た 


通信 小隊 
医療 天 等 


301 小 隊 
小隊 長 ゼ エ ブ ・ ゴ ー ル ド マ ン 少 硬 


302 小 隊 303 小 隊 304 小 隊 


第 1 小隊 

小隊 長 エリ ッ ク ・ ブ レイ ドン 中 購 

第 ら 小隊 

配属 機 プ HGM-79 [G] 

第 3 小隊 

配属 機 ZRGM-79 [G] 

第 4 小隊 

配属 機 グ RGM-79 [G] 
ーーRX79 [G] 

小隊 長 リウ ・ メイ リン 少尉 


第 5 小隊 

配属 機 プ HGM-79 [G] 

第 6 小隊 

配属 機 プ RGM-79 [G] 
ーRX-79 [6] 

第 7 小隊 

配属 機 プ RGM-79 [G] 

小隊 長 ロブ 少 財 

第 8 小隊 

配属 機 RX-78 [G] 

小隊 長 シロ ー・ ア マダ 少尉 


ナカ ミ ジ ゾ 分 隊 


整備 担当 機 
小隊 長 ジョ ニー・ ナ カ : 


MORE INFO! 


08 小 隊 以 外 の 装備 と 人 員 
国 コジ マ 大 隊 の 装備 


ホバー トラ ッ ク (輸送 用 ) 


RGM-79[G] 
本 戦型 ジム 者 


還 コジ マ 大 隊 の メン バー 
コジ マ 大 隊 バー は 大 隊長 の コ 
曲 者 揃い と いえ る 状態 だ っ た 。 中 で も 
07MS 小 隊 は 084 


で 第 4MS 整 備中 隊 ナ カ 


ナカ ミゾ 中 尉 ら が 知 


二 呈 LU 須 用 汗 


157-24 


15Z-25 


ジマ 大 地 全景 と 施設 


この マッ プ は 一 年 戦争 当時 の コジ マ 基 地 を 示し た も の で ある 。 マッ プ 右 の 
滑走 路 が 北 、 マ ッ プ 左 隅 の 兵舎 群 が 南 に 相当 する と 考え られ る 。 建造 物 は 
MS 用 倉庫 や 整備 工場 、 監 視 蒼 を 除く と 、 二 階 建 以 上 の 建物 は 司令 部 と 管 
制 塔 程度 し か 見 られ な い 。 基地 の 外周 に は 地雷 原 と 鉄条 綱 が 設置 され て いた 
が 、MS に 対す る 防御 力 は 皆無 で あっ た 。 さら に 、 地下 化 や 防弾 処理 が 施さ れ 
た 建造 物 も 少な く 、 本 格 的 な 攻撃 に は 耐え られ な か - 


=。 基地 内 の 衝動 は 車両 や 自転 
車 が 月 いら れる こと も 多かっ た 。 また 
緊急 時 の 防御 用 と し て 、 基 地内 の 各 

所 に 土間 や 和幸 も 見 られ た 。 


兵舎 

下士 官 や 兵卒 用 の 兵舎 。 各 MS 小隊 
や 対 MS 歩 兵 小隊 、 整 備 班 な ど 、 滑 走 
関 人 EN あい 全員 


酒 保 

コジ マ 基 地 で 唯一 の 
酒 保 で 、 中 に は ピア ノ が 
NS 飲酒 も 可 


コジ で 差 地 の 中 | 設 。 二階 建 の 建 
物 と 一 階 建 の も の が 1 棟 、 さら に 4 本 の 大 型 
アン テ ナ が 設置 され て いた 。 他 の 基地 や 出 繋 し 
部 隊 と の 連絡 や 、 基 地 の 運 営 が 行なわ れ - 

本 部 管理 中 隊 も ここ を 拠点 と し て いた と 考え られ る 。 


置 さ 
般 用 の 施設 。 コジ マ 基地 
河川 哨戒 用 の ガン ボート 
グル ボー ト と も いわ れ 
る ) が 配備 され で いた こと が 


MS 整備 施設 

MS の 修理 や メン テ ナ ン ス を 行なう 整備 所 で 、MS 格 納 庫 と も 
呼ば れる 。 名 前 こそ 整備 施設 と され る が MS を 収納 可能 な 大 型 の 
プレ ハブ 小屋 に 過ぎ ず 、 設 備 も クレ ー ン や 金属 パイ プ で 出来 た 
簡易 MS ペッ ド と 思わ れる も の が 設置 され 

部 に は クレ ー ン の コン トロ ー ル ルー ム 

が 設け 5 れ て いた 


ア 輸 送 機 や 観 油 機 ディ ッシュ な ど が 離 

を リー 部 分 に は 2 機 分 

けち られ て いる 。 STOL 能 力 を 持 

用 する た め 、 滑 走路 は 数 百 

メー トル 程度 の 長 さ し か な か っ 2 
用 も 可能 


航空 機 格納 庫 
滑走 路 に 併設 され 格納庫 で 、MS 人 
の 実体 は 大 型 の プレ ハブ 
滑走 路 の ロー タリ ー 部 分 
所 に 航空 機 が 入れ な い 場合 や | 
物 の 集積 航空 拉 に 乗り 込む 
所 な ど に 使用 され る 
軍法 会 議 が 行なわ れる 場所 で も ある 。 
回 収 きれ た アプ サ 
ス の 残 谷 が 置か 
れる な ど 、 大型 物 
資 の 保管 
られ た 。 


に 本 上 する 人 が 
置か れる こと も 。 


Mustation 0 TOMOTAKE KINOSHITA 


08 小 隊 の 戦い 
アマ タダ 少尉 . サ ンダ ー ス 軍曹 回 < 回 
ニノ > チ 何 長 の 赴任 MA アプ サラ ス の 試験 の た め 、 アプ サラス と 共に 護 落 し た ヒマ と EE 


ds が 活動 を 活発 化 。 ラ ヤ 山原 か ら 生 通し 

問 は 2 ヶ月 に 満た な い 。 ラサ 秘 し 3 MG 

宰 工 場 基地 攻略 戦 で の アマ ダ 部 隊 を 派遣 し た 。 敵 陽 動 部 隊 を 

少尉 に 脱走 に より 、08 小 隊 は 計 。 追 撃 し た 08 小 隊 は 、 エ リア 376 欧州 か ら 撤退 中 の ジオ ン 公 国軍 


解散 と な る が 、 活 動 期間 中 の 戦 i LS で アプ サラ ス と 遺 遇 戦 を 演じ た 。 


MS 小隊 に 占拠 され た 。 これ を 知っ 5 下 の wMSe を 方 に 答 機 を 
果 は 極め て 大 &K、 出 版 物 な を 失 この 戦闘 で 損傷 し た アプ ブサ ラス 


た 08 小 隊 は 偽造 命令 書 を 使っ て 村 に 侵入 し た アマ ダ 少 尉 は 計 


通じ て 後世 に も 伝え 5 れ た 。 の 肝 は 飛び 去っ た 。 出 遇 し 、 毅 部 遇 を 大江 し た 。 起 事 兵 涯 で MS を 無 カ 4E し た 。 
アマ ダ 少 届 、 サ ンダ ー ス 軍 痺 、 ニ エリ ア 376 で 損傷 し た アプ サ アマ ダ 少 尉 の スパ イ 嫌 疑 が 晴 


ラス が 、 ウ ィ ス キー208 エ リア の 
村 に 墜落 。 村 は ジオ ン 公 国軍 が 
これ を 知ら ず に 村 を 


ノッチ 全長 が 赴任 し た 後 の 初任 
務 。 先行 し た 第 06MS 小 隊 の 支 
援 の た め 森 地帯 に 侵入 し 、 ザ ク 
2 機 か ら 成る ジオ ー 公 国軍 MS 部 
隊 と 交戦 、1 機 を 撃破 し た 。 残る 1 長 が 公国 軍 に 捕縛 され て し まう 。 
機 を 深追い し た アマ ダ 少 尉 が 行方 て 事態 を 察知 し た アマ ダ 少 尉 た ち 
不明 と な る が 、 接 日 ザク 6 刺 筐 半生 の し た は 村 の 公国 軍 と 交 し 、 何 長 
コジ マ 大 隊 基 地 に 帰還 し て いる 。 ザク TI を 撃破 し ち を 救出 し た 。 


れ な い 0OB 小 隊 は 、 ア プ サ ラス 開 
発 革 地 の 提案 任務 に 提 入 され 
た 。 英 中 に 空 攻 降下 する 危険 な 
作戦 だ オデ ッ サ で の 敗 
北 を 受け て 欧州 方 面 か ら 流入 し 
た ジオ ン 公 国軍 部 隊 と 交戦 し て ここ が 

いる 。 2 の MS に 損傷 を 生け な 320 の 舞 了 な 人 だ っ だが 
が ら も 、 基地 の 位置 を 特定 し た 。 戦死 者 ゼロ で 達成 し た 。 


回 回 

4 人 体制 と な りな が ら も アプ サ アプ サラ ス 開 発 基地 (ラサ 和 
ラス 捜 雪 任 務 に 就 いた 08 小 隊 密 工 場 基地 ) 攻略 戦 で の 08 小 
は 、 エ リア 526 の 射 爆 場 で 待ち 層 は 、 ガ ンタ ンク 部 潤 の 護衛 と し 
伏せ を 実施 。 待ち 伏せ 開始 か ら て 参戦 し た 。 し か し ガン タン ク 部 
6 日 目 、 姿 を 現し た アプ サラ ス と 隊 を 全 減 させ られ アマ ダ 
アマ ダ 少 尉 は 部 下 を 英 正 面 に 張 交戦 し た 08 小 隊 ) アプ サラ 少尉 が 軍 を 謀 脱 。 直後 、 ア マダ 
り 付け つつ 、 自 身 は 危険 な 近 回 戦 ス は アマ ダ 少 尉 機 を 組み 付か せ 少尉 は MA アプ サラ ス 皿 と 相打ち 
術 を と っ た 。 地元 ゲリラ の 協力 も ちあ 局 だ が 務 に 協力 を 取り 付け 、 ながら 飛び 去り 、 そ の まま 行方 下 に な り 、 少尉 も 生死 不明 と な っ た 
り 、 作戦 は 成功 し た 。 ザジ ジ 村 を 解放 し た 。 明 と な っ た 。 


地 と され た ザジ ジ 村 を 開放 すべ く 、 
08 小 隊 が 投入 され た 。 地球 連邦 
軍 と し て は 、 補 給 中 を 寒く 形 で 存 
在 す る トー チカ 陣地 が 問題 だ っ た 。 


厩 史 
レオ ニカ ス 
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機動 戦士 ガン ダム SEED 


-A 崩 壊 


両 勢 力 の 狂気 が 油 巻 いた 
アラ スカ 基地 の 攻 誠 


ト 最高 評議 会 は パナ マ 攻 略 作 

スピ ッ ト プ レイ ク 」 を 許可 し 、 そ の 実行 段階 に 移り つ 
そし て 、 マ ルキ オ 導 師 経 由 で 持ち 込ま れ 
た 「 オ ル バ ー ニ の 譲歩 案 」 を 援 ね 付け た ブラ ント は 、 
攻 繋 目標 を JOSH- 


な ]0SH.A を 攻略 する こと で 戦争 の 早 
で ある 。 


内 
人 
KG 
Ra 
き 
S 


の 目標 が 
で 地球 軍 
力 を 集中 
する と 、 手 薄 な JOSH-A に ザフト を 誘い 込ん だ こと 


Battle of the Alaska Base 
C.E.71 


だ っ た 。 し か も 、JOSH-A 地 下 の 巨大 マイ クロ 波 発 
振 装 置 複合 体 「 サ イク ロ プ スシ ステ ム 」 を 暴走 きせ 、 
基地 ご と ザフト 侵攻 部 隊 を 残 減 し た の だ (地球 軍 の 
本 部 機能 は JOSH-A か ら 移 転 ミ れ て お り 、 最終 的 
は へ プン スベ ー ス に 集約 され る こと と な っ た )。 
戦闘 後 、 この 事実 を 地球 軍 が 隊 蔽 し た の は 、 作 
戦 で 失わ れ た の が JOSI け で は な か っ た こと に 
よる 。 当時 、JOSH-A に は ユー ラ シ ア 連邦 な どか ら 成 
る 防衛 隊 が 配備 され た が 、 作 戦 内 容 を 知ら され な 
いま ま 防 衛 任務 に あたり 、 ザ フト の 猛攻 を 耐え 抜い 
た 部 隊 の ほとん ども サイ クロ プス の 暴走 に 巻き 込ま 
備 隊 は 、 ザ フト 城 滅 
ある 。 し か も 、 作 戦 
を 主導 し た ウィ リア ム ・ サ ザー ラン ド 大 佐 以下 司令 癌 
の 将校 団 は 事前 に 脱出 し て お り 、 作 戦 の 真実 は と て 
も 公表 で きる も の で は な か っ た 
うし た 非 人 道 的 作戦 が 実施 され た だ: は 、 プ 
ルー コス モス の 存在 が ある 。 当時 、 地球 軍 上 層 
プル ー コ スモ ス の メン バー や シン パ が 浸 秀 し て いた う 
え 、 デュ エイ ン ・ ハ ル バ ー ト > 提督 以下 、 軍 良識 派 の 
戦死 や 航 体 化 、 国 防 産 理 事 切 プ ルー コス モス 盟 
ドム ル タ ・ テ ズラ エル の 圧力 な ど に より 、 地 球 軍 の 過 


ilustraton by YOUICHI UEDA Color by YUKO KOBARI Special Efect by SHIN INOIE 


還 E03 mm 


ト 、 地 球 軍 は コー ディ ネ 
の 手段 を 問わ な く な っ て お り 、 地球 

連合 構成 国 の 軍隊 すら 「 生 賞 ] と し た の だ 。 
ハル バー トン 提 曽 の 死 の 影響 は 、 提 が 命 を 懸 
け て で 地球 に 降ろ し た 《( ア ー ク エン ジェ ル ) に も 出 て い 
た 。 多大 な 犠牲 を 払っ て アラ スカ に 到着 し た (アー ク 
エン ジェ ル ) だ が 、 プ ルー コス モス 派 の 地球 軍 上 層 
『 在 に 過ぎ ず 、JOSH-A 和 守備 

込ま れ て し まっ た の で ある 。 

(ウイ ー タ ルゥ カ CE74) 


関連 ファ イル 

ZGMF-X10A ラリー タム ガン ダム SEED-01-11 下 
アー クエ ンジ ェ ル SEED-01-22 画 
キラ ・ ヤ マト SEED.0z.01 
ムル タ ・ ア ズラ エル SEED-02-09. 
ラウ ・ ル クル ー セ ゼ SEED-02-15 画 
オペ レー ショ ンス ピッ トブ レイク SEED.03-29 
万 710 下手 と 加点 SEED-03-43 


第 1 次 連 


数 々 の 趣 兵 器 が 使用 され た 。 特 


に NJC: 
用 も 可能 と な り 、 械 江 戦 争 の 様 
相 を 強め る 結果 と な っ た 。 


流出 後 は 杜 兵 器 の 合 


Background by ATELIER MUSA 


議会 すら 學 い た 
ザラ 議長 の 雷 走 


ーー 
園 アー クエ ンジ ェ ル 、 JOSH-A に 到着 
JOSH.A に 入っ た アー クエ ンジ ェ ル だ っ た が 、 待機 を 
命じ られ た うえ 、 ク ルー へ の 査問 が 決定 。 また 、 プ ラ 
ント は 「 オ ル バ ー ニ の 主 歩 案 ] を 拒否 し 、JOSH-A を 
攻撃 目標 に 定め た 。 地球 軍 は パナ マ 攻 略 の 準備 と 
JOSH-A の 自爆 を 計画 し て いた 。 


ZGMF-X10A の 進路 


ザフト の 開路 


CE.71.05.02、《 ア ー ク エン ジェ ル )》 が JOSH-A に . 
が 、 後 ろ 置 の ハル バー トン 提督 を 失っ て いた こと も あっ て 、 現状 の 
まま で の 待機 を 命じ られ た 後 、 ク ルー へ の 査問 が 決定 。 一 方 、 ブ 
ラン ト で は アス ラン が 、 ネ ビュ ラ 勲 章 を 授与 され る こと と な っ た うえ 
国防 委員 会 直属 の 特務 阿 へ の 配属 が 決定 し 、 


ト は 「 オ ル パ バー ニ の 衰 歩実 ] を 中 り 、 攻 略 目 標 の JOSH-A を 偵察 。 地 
球 軍 は パナ マ 攻 略 を 準備 する 一 方 で 、 JOSH-A の 放 案 香る 画 焦 し た 


彫 イベ スピ ッ ト ブ プレ イク 


5 月 5 日 、 ザ フト が オペ レー ショ ン ・ ス ピッ トブ レイ ク を 発動 。 攻 
略 目標 を 予定 の パナ マ か ら JOSH-A に 変更 し た た め 、 ザフト は 再 
準備 に 72 時 間 を 要 し た 。 5 月 5 日 、 ス ピッ トブ レイ ク の 第 一 陣 が 攻 

、 す で に 地表 軍 上 遼 部 は JOSH-A を 放 乗 し て 脱出 


ザフト の 和 の 上 人 抽 し て い 人 46、 馬 いん た 


ー 
蘭 茂 する た め 基 地 の 自 爆 を 準備 。 残さ れ た 太 箱 除 は それ を 知ら な か っ た 


パナ マ 攻 略 作 


オペ レー ショ ン ・ ス ピッ ト プ レ イク は 、 
F 可 され た 。 これ を 


戦 と し て プラ ント 最 
JOSH 
高 評議 会 議長 


園 アー クエ ンジ ェ ル 、 
戦域 を 離脱 
地球 軍 は 敵 部 隊 の 基地 内 部 へ の 侵攻 を 
許し て し まう 。 軍 上 有 礎 部 は メイ ン ゲ ー ト が 破 
壊さ れ た と 判断 し サイ クロ プス を 遠 鍋 起 動き 
せ 、JOSH-A を 自 埋 さ せる と 英 部 隊 を 天 江 し 
な お 、 ア ー ク エン ジェ ル は フラ ガ 少 佐 か ら 
情報 を 得 て い た こと 、 帰還 し た キラ の 助け な 
| ども あっ で 音域 か ら の 難 脱 に 成功 し た 。 
RS 


ボス ヨロ ラ 級 庄 地 ジス 肖 
ウル ラウ 14| 
と 3 
D 
放電 <GME= 
章 X10A 


(アー クエ ンジ ェ ル ) の クル - 
会 が 開か れ た 。 査問 会 を 主 少し た ウィ リア ム ・ サ ザー ラン ド 大 佐 は 
ブル ー コ スモ ス の 一 員 で あり 、 反 コー ディ ネイ ター 議 を 主軸 と し た 


ほぼ 同時 刻 、 人 康 の た め アラ ズ カ に 上 妥 じ て いた クル ー 
で は 、 工作 員 と 接 態 し JOSH-A に 関す る 情報 を 入手 | 


つた が 、 サザ ー ラ ンド 大 佐 は (アー クエ ンジ ェ ル > 
クル ー セ は 債 察 の 名 目 で アラ スカ に 上 障 


、 基 地 司 令 本 部 の 
要員 が すでに 脱出 し て いた こと も あっ て JOSH-A 守 備 隊 は 苦戦 
し 、 ザ ナ ト 侵攻 部 隊 の 基地 内 侵入 を 許し て し まう 。 基地 の メイ ン 
ゲー ト が 突破 され た と 判断 し た ブル ー コ スモ ス 派 の 地球 軍 上 麻 
部 は 、 追 隔 操 作 で サイ クロ プス を 起動 させ 、 JOSH-A と 守備 隊 ご 
と ザフト 侵攻 部 隊 を 鍼 減 し た 。( ア ー ク エン ジェ ル )》 は 帰還 し た フ 
ラガ 少佐 か ら の 情報 提供 や キラ の 参戦 で 戦域 を 脱出 で きた 


/ 
i 


ザフト 保 部 陸 と 地球 宣 の 革 地 守備 隊 が JOSH-A ご と 寺 層 。 生き 表 - 
た の は (アー クエ ンジ ェ ル ) や クル ー ゼ 隊 な ど ご く 少 数 の 部 譜 だ け だ っ た 。 


ラル 織 硬 派 の ザラ 講 長 は 、 プ ルー コス モス の 影響 下 
の 地球 軍 同 様 、 目 的 の た め に は 手段 を 選ば な く な っ 


ト プ レ イク 失敗 後 、 ザ ラ 議 長 
こう える 、 各 健 派 (タラ イン 
過激 化し て いく 。 


ザフト の 核 動力 MS の 系 譜 


ラク ス の 仲介 で キラ の 手 に 渡 
ン に 与え られ る こと に な E 
GAT の 技術 を 導入 し た 核 動力 MS で ある 。 枝 
動力 MS は 同時 期 に 数 機種 が 開発 され て いた 


前 泊 ・ サ ン ライ ズ 
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機動 戦士 ガン ダム MS IGLOO 一 年 戦争 秘録 


謙 較 地球 連邦 系 の 軍事 企業 


の 関係 組織 
) の 兵器 開発 ・ 製 造 を 
や 艦艇 を 解説 する 。 

し た 地球 連邦 は 、 
全 世 界 の 企業 を 内 包 す る 、 っ た 。 各 国軍 の 兵 
器 開発 ・ 製 造 を 担 っ て いた 軍事 企業 も 例外 で は な 
納 人 先 は 地球 連邦 軍 に 統一 。 これ に 加え 
地球 連邦 軍 の 編制 事 企業 の 統合 ・ 再 
時 代 の 新兵 
より 、 軍 雪 は 新 7 


業 と し て は 、 ア ナハ イム ・ エ 
レク トロ ニク ス 社 (以下 、AE7 が ある 。 に て さ 0 


府 と の 関係 が 深い ビス | 


運動 へ の 対処 に 迫 ら れ た 地球 連邦 
軍 が 60 年 代 軍備 増強 計画 を 進め 、 本 格 的 な 宇宙 


ァ アン コ 
= 
Organization of U.C. 


艦船 時 代 が 到来 する と 、 総 合 


的 な 放 船 ノウ ハウ と 


い ハ ー ビ ッ ク 社 | は 比較 明度 が 高 
され る こと が 多かっ た 。 

D 地 上 和 軍 を 維持 し ろ つつ 、 大 盤 巨 砲 
主義 的 ドク トリ ン を 支え た 地球 連邦 系 の 軍事 企業 
開発 プロ ジェ クト 「RX 計 
- 年 戦争 の 開戦 を 受け た MS 関連 総合 
、 そ の 様相 が 大 きく 変化 し た 。 
MAD 社 と い 


だ が 、MS の 初期 研究 ・ 
軸 そし て - 


そこ で 地球 連邦 軍 は 、 技術 部 門 を 中 心 と し 
つつ 各 分 野 の 専門 企業 を 取り まとめ る , 
開発 ・ 製 造 を 実施 する 。 テム ・ 
れ た 発想 と 自動 設計 機構 
各 企業 の 分 業 と 技術 的 統合 
軍 は 極め て 短期 間 の うち 
と 主力 MS ジム ・ シ リー ズ を 完 


MS の 
レイ 技術 大 尉 ら の 優 
CAD=CAM シ ステ ム は 、 
可能 と し 、 地 球 連 邦 


(nD sn 


(> リ ヌメ ・ ス ッ ク フト OUCO153) 
関連 ファ イル 

RK-78-2 ガン ダム FG-01-03 画 
下 ル スー ッ 則 生 FG814 
ジオ ン 公 国軍 の MS 開発 FGr-03-16 
5 の Me 間 人 03.19 
ティ ター ンズ の MS 開発 03-20 
ゴン 回 系 の 軍事 を 業 ieroso 
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Mlustration by TOMOTAKE KINOSHITA 


連邦 軍 の 兵器 開発 企業 


西暦 期 近代 以降 の 兵器 は 複雑 化し 、 ひと つの 兵器 開 
発 に 複数 の 企業 が 参加 する ケー ス が 標準 化し た 。 軍 の 
指導 の 下 、 機 体 本 体 を 開発 する 企業 が 中 心 と な っ て 、 エ ン 
ジン 武装 電子 機器 射出 シー ト な どの 再 門 企業 に 
分 業 され る 例 が 多かっ た 。 国 や 時 代 、 兵 器 の 種類 な ど に 
よっ て は 軍 の 技術 研究 機関 が 中 心 と な っ た 例 や 、 公 人 的 組 
織 の み で の 開発 例 も 少な か ら ず 確認 され て いる 。 

地球 連邦 軍 の 兵器 開発 と 企業 の 関係 も 、 当 初 は 似 た 
状況 だ っ た が 「RX 計 画 ] と 「V 作 戦 ] に お ける MS 開発 は 
軍 が 中 心 と な っ た 。 当時 、 地球 連邦 に MS の ノウ ハウ を 持 
つ 全 業 や 機関 が 存在 し な か っ た た め (AE で は MS の 基礎 
研究 が 行わ れ て いた と いう )、 軍 の 技術 部 門 が 中 心 と な り 、 
各 分 野 の 専門 企業 と 連携 する 方 式 が 探 ら れ た の で ある 。 

MS は 、 航 空 ・ 航 軸 機 や 装甲 戦闘 車 連 以 上 に 複雑 な 
兵器 で あり 、 投 入 され る 技術 も 多岐 に 計る た め 、 参 加 企 
業 も 膨大 な 数 に 上 っ た 。 熱 欄 反応 炉 の タキ ム 社 、 フ ィ ー 
ルド ・ モ ー タ ー の サム ソニ ・ シ ム 社 ( 車 技術 部 と の 共同 開 
発 )、 無 段 階 方 位 ア ン テ ナ の スー ズ 社 、 教育 型 コン ピュ ー 
ター の AE、 コア ・ フ ァ イ ター の ハー ビッ ク 社 、 ビー ム ・ ラ イ 
フル の フラ ッシュ 社 な ど が 該当 する 。 


空 賠 重機 / 航 軒 ・ 航 空 標 べ 三 
甲 吾 開 車 轄 な どの 特性 を 億 せ 
持つ MS の 開発 に は 、 様々 な 技 
術 に 長け た 組織 の 参加 が 不可 


和 軽 争 容 、 序 々 の 相 動 兵 訂 
関 條 業 を 傘下 に 収め た AE が 、 
グル ー プ 内 で の MS 開発 を 可能 
と し た 。 UC.0100 年 代 に は 
邦 軍 傘 下 の サナ リィ が 

一 時 MS 開発 の 中 心 と な 


連邦 系 の 機動 兵器 関連 企業 


地球 連邦 に は 旧 世 紀 以 来 、 また は 宇宙 世紀 移行 後 の 

統合 ・ 再 編 を 経て 誕生 し た 企業 が 数 多く 存在 し 、 軍事 企 
業 も この 例 に 漏れ な い 。 特に 電子 戦 環境 に 対応 し た 艦 
艇 、 航 空 ・ 航 宙 機 、 地 上 車輌 と いっ た 旧 世 紀 来 の 兵器 体 
系 の ノウ ハウ を 持っ て いた 企業 が 多い の が 特徴 で ある 。 
し 、 当 初 の 地球 連邦 軍 が MS の 開発 に 非 積極 的 
だ っ た こと も あり 、 一 年 戦争 以前 に は MS や MA の 総合 的 
開発 能力 を 持つ 企業 は 一 社 た り と も 存在 せ ず 、 ZEONIC 
社 、ZIMMAD 社 、MIP 社 な どの 機動 兵器 メー カー を 多く 抱 
える ジオ ン 公 国 と の 技術 格差 は 大 きか っ た 。 これ は 一 年 
戦争 以前 の AE も 同じ で ある 。 それ で も 各 企業 が 持つ 技 
術 は 、MS を 完成 させ る た め の 基 礎 テ クノ ロジ ー を 構築 す 
る に 充分 な も の で あり 、 ビ ー ム 兵器 や 熱 核 反 応 炉 な どの 
特定 分 野 で は ジオ ン 公 国 系 企業 すら 上 回 っ た 。 

一 年 戦争 後 、AE が ジオ ン 公 国 系 企業 を 吸収 ・ 合 併 し た 
結果 、 オ リ ジ ナ ル 機 動 兵器 の 独自 開発 能力 を 持つ 地球 
連邦 系 企業 は 、 ほ ぼ AE の み と な っ た (企業 で は な い が 、 連 
邦 軍 の 技術 部 門 や ニュ ー タ イプ 研究 所 も 近い 能力 を 持 
つ )。 他 の 企業 や AE の 傘下 企業 は 、 熱 核 反 応 炉 や MS 
用 兵 装 と いっ た 特定 分 野 に 特 化す る 傾向 が 見 られ る 。 

MS の 広域 配備 に 件 


地球 
吉孝 の 軍 事 産業 の 様相 は 大 き 
べく 変化 し た 。 ほとん どの 連邦 系 


MS 産業 以外 の 連邦 系 軍事 企 計 e 
業 と し て は 、 制 式 夫 人 M71 シ 

リー ズ や 制式 アサ ルト ライ フル 
M-72A1 の CALT 社 、 牙 載 メ ガ 

粒子 次 用 スタ ビラ イザ ー の エー 

ピン 社 な ど が 知ら れる 。 


サム > 社 、 サム & サ ンズ ・ モ ー テ ィ ブ 社 


BOKD A 技 術 研究 所 、 タチ カワ 電磁 工業 株 式 会 社 


ファ ー ダ ゲー ル 社 ミダ レン 


MS や 宇宙 艦艇 だ | 


や 工 店 、 ニュ ー タ イプ 研究 所 も 近い 能力 を 持っ て いる 。 


宇宙 世紀 移行 後に 意 成 長 し た 地球 園 規模 の 巨大 コ 
ング ロマ リッ ト 。 一 年 戦争 後に ZEONIC 社 を 始め と する 
旧 ジ オン 系 MS 企業 を 吸収 ・ 合 億 し た り 、「RX 計 画 ] 
に 関与 し た 地球 連邦 系 軍事 企業 を 傘下 に 収め た りす る 
こと で 、AE グ ルー プ の み で の 機動 兵器 開発 を 可能 と し 
た 。 グリ プス 戦役 に お いて エゥーゴ と ティ ター ンズ に MS 
を 提供 し た の ち 、 地球 連邦 軍 の MS 開発 の 中 心 的 存在 
と な り 、 数 十 年 に 上 っ て 主力 MS を 供給 し 続け て いる 


名 門 ヤ シマ 寮 の 一 族 会 社 で 、 地球 連邦 政府 に 総 
大 な 影響 力 を 持つ こと で 知ら れる 。 船舶 技術 全般 に 強 
く 、 中軸 艇 艇 の 建造 、 火 砲 の 製造 な ど で 大 き な シ ェ ア 
を 誇っ た 。 グルー プ 会 社 に 「RX 計 画 ] に 関し た ヤシ 
マ 吾 全 属 が ある 他 、 サ ナリ イィ の 「F 計 画 ] で は マイ クロ ハ 
ニカ ム 技術 を 提供 し て いる 。 初期 の MS 産業 で は 、YF- 
MG100 100mm マ シン ガン な どの MS 携行 用 実体 染 式 
火器 を 開発 ・ 製 造 し た が 、 主流 に な る こと は な か っ た 


正雄 に は 企業 で は な く 、 地 球 連邦 軍 傘 下 の 詰問 ・ 
研究 機関 海軍 戦略 研究 所 」。 その 歴史 は サイ ド 1 の 
建設 に 携わっ た コロ ニー 建設 企業 連合 体 まで 遡り 、 サ 
ナリ ィ と し て の 再編 は U.C.0093.09 の こと 当初 
は 小型 可変 MS ロト な どの 特殊 用 途 機 を 手掛け た が 
ゼ .C.0100 年 代 に 入る と MS の 小型 化 を 連邦 軍 に 提案 。 
AE 製 小型 MS の 性 能 が 充分 で な いと 見 る と TF 計画 ] を 
推進 し 、 画 期 的 な 第 二 期 MS 群 F ッ リー ズ を 開発 し た 。 


で な く 、 そ れ に 関す る 多種 多様 な 
技術 を 併せ 持つ 企業 。 地球 連邦 軍 各 基地 の 技術 部 門 


傘下 に 収め 


スタ ー フ ィ ー ル ド 造 船 


パイ ン ケー ブ 


ブラ ッシュ 社 、 ボウ ワ 社 、 ノー フォ ー ク 


首 業 、AE・BR 社 


ホリ フィ ー ル ド ・ フ ァ ク トリ ー・ ヴ ウェ ボン 


ズ 、 ヤシ マ 重 工 、 NF 社 


ヤシ マ 重工 、NF 社 


ナハ イム - エ レク トロ ニク ス 社 、 コロ 


ド 社 他 


か れる こと で MS 関連 技術 を 得る 例 が ある 。 


する 反 連 孝 組織 に 兵 笑 
を 提供 し た こと も 


マ 箇 工 の マイ クロ ハ 
ニカ ム 技 術 は マテ リア ル 


胃 コン ビ ピュー ター ヤ や ヴ ェ ス 


開発 能力 こそ AE を 超え 
て いた が 生産 施設 は 充 
実 し て お 5 ず 、F70 


AE が 担当 し た 。 


新興 勢力 ゆえ に 既存 の 
発想 に 縛ら れず 、 バイ オ ・ 


バー な どの 新装 備 も 実用 
化し た 


定 の 技術 に 強い 企業 を 吸収 ・ 合 併 し た 
する 例 と 、 サ ナリ ィ の よう に 軍 の 傘下 に 置 
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ハー ビッ ク 社 、 ヴ ィ ッ ク ウェ リン トン 


社 、 ア ナハ イム エレ クト ロニ クス 社 


アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 


ニッ コル 光 各 


アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 ・ 
重工 共同 


イー クル 製造 


タキ ム 発 動 槻 、 ハイ ウェ ル 重 工業 


UC. Cass He 1 Case File WE 邊 Ei 


多大 な 影響 力 を 持つ 非 製造 茶 者 | 


軍事 企業 、 特 に AE や ヤシ マ 重 工 の よう な 大 企業 は 地 | 
球 連 邦 政 府 ・ 軍 と の 間 に 太い パイ プ を 持ち 、 時 に は 連 
邦 政府 の 政 筑 に すら 影響 を 与え る 。 こう し た 軍事 企業 以 
上 に 多大 な 影響 力 を 持ち 、 韻 社会 と すら 接点 が ある と い 
う 組 織 と し て ビス ト 財 団 や ルオ 商会 が 知ら れる 。 


画 ビス ト 財 団 
美術 品 や 和 攻 品 な どの 世界 巴 産 を 、 地 球 よ り 安定 し た 
環境 に 移送 する 財団 法人 。 だ が これ は 表向き の 業務 に 過ぎ ず 
実際 に は マネ ー ロ ンダ リン グ の 集 全 案 品 や 連邦 政府 の 家父 の 天 
| 、 下 り 先 と な っ て いた 。 地球 連邦 政府 の 秘密 を 封じ た [ラブ ラス の 
| 箱 1 を 所 有する こと で 、 連邦 政府 か ら 便 宣 を 引き 出し て も いた 


ey 


初代 の 当主 サイ アム ・ ビ スト が 設立 し 、 AE の 路 進 を 
「 箱 』 の 中 誠 、 開放 を 試み 維 争 の 切っ 掛け を 作り も し : 


画 ルオ 商会 

ンコ ン を 中 心 と し て 世界 中 に ネッ トワ ー ク を 持つ 華 作 系 次 
本 。 U.C.0080 年 代 後 類 の 代 吉 ルオ ー ウー ミン が 家 舞 台 に 立つ 
こと は 積 で 、 女 の ステ ファ ニー・ ル オ が 名 代 と し て 実務 を 取り 仕 
切っ て いた 。 グリ ブス 戦役 で は カラ バ に 兵 問 と 情報 を 提供 する な 
と し て バッ クア ッ プ し 、 後に は 間接 的 に ロン ド ・ ペ ベル 鱗 を 支援 し た 。 


航空 ・ 航 軍機 、 地上 車輌 な どの ヴィ ー ク ル の 開発 能力 、 ま た は MS の 改造 技術 を 持つ 


企業 。 


以外 で は 航空 ・ 航 宙 機 の ヴィ ッ ク ウ ェ リ ント ン 社 、 グリ プス 戦役 期 に ティ ター ン 


ズ に 接近 し 、 MA ダー グ ウ ェ を 開発 し た ラウ ・ カ ン パ ニー な ど が ある と いう 。 


コア ・ フ ァ イ タ ー・ パ リエ ーション (FF 
ー ズ ) を 手掛け た 航空 ・ 航 宙 機 
ー。 経験 が 浅い 企業 で 、 新 機軸 


x 
の 実験 機 を 任 さ れる 事例 が 多 か 
U.C.0082.06、 AE に 中 収 合併 。 


一 年 戦争 後 、 地 球 
力 し た MS 
改 ペ ー 
ス の 訓 球 機 ジム ・ カ 
ナー ル や ジム ・ カ ン ヌ を 
開発 。 スタ ッ フ の 一 部 
は AE に 移籍 し て いる 。 ジ 


ま 1 


MORE INFO! 


還 トル ロ 社 四 M 社 

MS の [トロ ハチ | こと ト 。 エレ カメ 70 年 代 未 
ル ロ 800、「 ベ ル ・ ド ロ 」 シリ ー に 発表 され た スポ ー ツ オフ ロー 
ズ な ど を 開発 ・ 製 、 ド 2 シー ター 型 が 有名 


トー 


と 
“2 


見 事 採用 され で いる, 


に 


北米 の 零細 自動 車 
メー カー。 大 手 重工 業 


画 オー サッ ク ・ テ クニ カル 社 
通称 「U フ ィ ッ ト ] 


ソナ ル バ パー ニア) の メー カー 


MS 用 部 材 開発 


熱 村 反 応 炉 、 ラン ド セ ル (バッ ク バ ッ ク ) 、 電動 モー ター と いっ た MS の パー ツ を 開発 、 製 
造 する 企業 。 民生 向け 中 心 の 企業 が 、 開 発 に 参加 し た 例 も 少な く な い 。 下記 の 企業 は 
パー ツメ ー カ ー の 極 一 部 に 過ぎ ず 、 RX 計 画 だ け で も 最低 数 十 社 が 参画 し た と 見 られ る 。 


船舶 、 航 宙 ・ 航 空 
機 な ど を 手掛け る 重工 
葉 メ ー カ ー。 軍用 で は 


旧 世 紀 創 集 の 重工 
業 メー カー。「RX 計 画 ] 
で は 、 軍 技術 部 と 共同 


熱 核 反応 坊 が 有名 で 、 で フィ ー ル ド ・ モ ー タ ー 
ガン タム の NC 型 ジェ ネ を 開発 し た 。 後に AE グ No 
レー ター な 開発 ルー プ に 参加 。 
RX78 ガン ダム の 連 孝 軍 系 MS の モ 
無 段 階 方 位 ア ン テ ナ ー 通信 装置 
「 ス ー ズ 79 タ イプ 」 な シス テム 類 の 開発 ・ 製 
ど を 開発 。 以後 連邦 ィ 、 造 メ ー カ ー。「RX 計 画 ] テン 
製 MS の アン テ ナ 製 造 の スー スネア | に 参加 し 、 ガ ンダ ム 用 ンク ステム 
を 宇 業務 と し て いる 。 シテ ナ も 生計 機材 な ど を 開発 し た 。 と 思わ ha。 
民生 用 品 メ ー カ 
画 BrW- イ ンダ スト リア ル 社 画 SUN 社 画 マク ダニ エル 


ホモ アビ ス と 呼ば れる 一 人 
用 軽 モ ー タ ー グ ライ ダー 「 フ ラ 
イヤ ー86J] の メー カー 


AI 搭載 型 ペ ッ ト ロボ ッ ト 「 ハ 
ハロ I は 逆 ラ 


月 と コロ ニー を 中 心 に 展開 
する ハン バー ガー チェ ー ン 。 牛 
肉 は 提携 牧場 が 供給 


WMS、 航空 ・ 般 軍機 、 覆 杉 と も に 一 戦争 下村 ま で の 参加 企業 


Miustration by TOMOTAKE KINOSHITA 


ン 公国 同様 、 人 型 兵器 MS の 開発 に 
入っ た 地球 連邦 軍 は 、 そ の 搭載 (携行 ) 兵 
装 も 必要 と し た 。 ヤギ シマ 重工 や HFW と いっ 
た 名 門 企業 が MS 用 実体 弾 式 兵 装 を 開発 
する 一 方 で 、 ブ ラッ シュ 社 な どの 新進 気鋭 の 
企業 が ビー ム ・ ラ イフ ル を 実用 化し て いる 。 
MS 用 以外 の 兵 装 メ ー カ ー と し て は 、 艦 載 
メガ 粒子 砲 の フッ ド 社 、 航空 機 用 ロケ ッ ト 弾 
の ビー ツ 社 な ど が 知ら れる 。 


AE 傘 下 の ピ ー ム ・ ラ イフ ル 製造 企業 。 オリ 
ジ ナ ル モ デ ル は 開発 せ ず 、 ブ プラ ッシュ 社 や ボッ 
ワ 社 の 製品 を OEM 生 産 し て いた 


ボウ ゥ ワ 社 と 協同 で アレ ックス 用 ビー ム ・ ラ イフ 
ル XBR-L TYPE-3 を 開発 。 本 来 は AE グ ルー 


XBRL TYPE-3 で MR 


東 装置 と ハウ ジン グ を 
担当 し た が 、 アレ ックス 
の 損 作 で 実 埋 投入 きれ 


実体 弾 式 火砲 の メー カー。 MS 関連 で は 
陸戦 型 ガ ンダ ム 用 の ハイ パー・ パ バズ ー カ を 開 
発し た 他 、 ヤシ マ 重 工 製品 を OEM 生 産 し た 。 


NFHI・EPHB-type. 
poc-047380mm ハ イ 
バー・ パ ズー カ が 、NF 

の 人 設計 品 の よう 
で あろ 。 


機関 砲 を 得意 と する 火器 メー カー。 連邦 
軍 製 MS の 頭 部 に 搭載 され る 「 バ ルカ ン 砲 」 
の 多く が 、 ト ト ・ カ ニン ガム 社 製 と され る 。 


| 60mm カ ー ト レス 3 競 
身 畑 パル カン ASG86- 
B3SIV が 有名 。 より 大 
型 の XGC84.D5J 同 
社 製 で ある 。 


一 年 戦争 後 、 クレ イ ・ パ ズー カ の AE/ZIM 
社 ( 元 ZIMMAD 社 ) の よう に 、 納 入 先 を 連邦 
軍 に 切り 替え た 旧 ジ オン 系 企業 も 多い 。 


ザク マシ ン ガ ン 改め 元 
ZEONIC 社 ( 現 4E の 
ー 部 盾 )、 フェ ダー イン ・ 
ライ フル の アル バー ト 社 
ebi 


エネ ルギーCAP を 実用 化し 、 ビ ー ム ・ ラ イフ 
ル の 開発 に 初め て 成功 し た 企業 。 実体 弾 式 
火砲 の 技術 も 持ち 合わ せ て い 


ガン ダム 用 ビー ム ・ ラ イ 


一 年 鞍 争 期 か ら の ビー ム ・ ラ イフ ル 開 発 ・ 
製造 企業 。 簡易 生産 型 の 単 克 身 型 か ら 狙撃 
用 の 長 栓 身 型 まで の ライ ン ナ ッ プ を 展開 し た 。 


% 


プリ プス 埋 甚 に は 
ビー ム ・ サ ー ベ ル 攻 
の Z ガ ンダ ム 用 や 百 
式 用 、 各 和 量 産 MS 

( 馬 用 な ど を 製造 し た 


名 門 兵器 メー カー。 MS 用 手持 ち 機関 稔 を 
開発 し た が 、 実 体 弾 兵 器 へ の こだわ り が 業績 
不振 を 招き 、 U.C.0095、 AE に 買収 され た 。 


ビー ム ・ ラ イフ ル が 基 及 
し て いな か っ た 80 年 代 
まで は 、HFW 計 で 
シン ガン の 装 番 例 が 極 
め て 多かっ た 


OME サン ライ ズ 


158-22 
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WORLD GUIDE 


5 平和 主 
地球 内 統 
支配 し た 巨大 組織 は 複数 存在 し た 
連合 、 0Z (ロー ム フ ェ ラ 財団 )、 世界 国 
この 内 、 世界 国家 


国家 以前 に も 、 地 球 隊 また は 地球 を 
地球 了 統 一 
で ある 。 


実 的 ] な 組織 だ っ た (初代 元首 クラ イー ン ・ リ リー ナ 、 二 
代目 元首 トレ ー ズ ・ ク シュ リナ ユー ダ の カリ スマ 性 で 維持 
きれ た 政体 と いう 側面 が 強い )。 し か し 地球 岡 統一 
連合 は 地球 各国 と コロ ニー 


各国 の 軍事 平 


つま り 地 球 圏 紙 一 連合 と 0Z は 、 地球 回 規 棋 の 1 3 


アフ ター・ コ ロニ ー ガイ ド : 地球 圏 統一 国家 と プリ ベン ター 


( 凶 ) D3 SHEET Dn 


Organization of A.C. 


用 意 し て いた 。 その 保険 が 「 プ リ ベ ン ター」 で ある 。 
大 統領 直属 の プリ ベン ター は 紛争 の 抑止 を 目的 
と する 秘密 情報 反 国 家 武 装 勢 力 の : 

廃棄 され た は すず 


省 か ら 、 地 球 賠 統 国家 で は 区 の 紛 
保有 す 2 


国家 時 代 ま で に 寺 計 時 器 も 廃棄 され た 。 

より 地球 肉 統一 国家 政府 は 、 構 成因 や コ 
の 間 の 問題 解決 し 、 ほ ば 交渉 の み を 
用 いる こと と な っ た 。 戦後 保障 、 雇用 問題 、 経済 復 
興 、 技術 開発 と いっ た 山積 し た 問題 に 対し て も 、 平 
和 的 手段 で の 解決 が 目指 され て いる 。 

し か し 、 地 球 圏 統一 
[ 場 は 少な か ら ず 存在 し 
家 組 織 も 暗 忠 し て お り 、 
持つ 組織 が 
と いう 問題 が あっ : 
AC」 196 の [マリ ー メ イア の 友和 あり 、 プリ ョ ッ 
の 大 統領 府 が 占拠 され る 事態 と 

も っ と も 、 地 球 門 統一 国家 政府 も 一 
全 平 和 主 義 が 実現 で きる と は 考え 


アー クシ ュ リナ ー ダ デキ ム ・ バ ー ト ン 
メイ ア の 長吉 
バー トン 時 団 と マリ ー メ イア 軍 
マリ ー メ イア の 反乱 (A.C.196 の 前 争 ) 
FE PAVEW 
E 


Mustration by TAKUYA IO 


地球 圏 統一 国家 概論 


地球 圏 統一 国家 は 、 地 球 の 各国 と コ 
ロニ ー 群 を 包括 する 巨大 国家 連合 体 で あ 
る 。 A.C.195 未 の EVE WARS 直 後 、 世 
界 国家 の 後継 組織 と し て 誕生 し た , 

地球 園 続 一 連合 に 近い 組織 だ が 、 連 
合 ・0Z 時 代 の 軍事 国家 的 性 格 は 引き 継が 
ず 、 完全 平和 主義 を 事実 上 の 国家 思想 と し 
た 。 政策 も 完全 平和 主義 的 で 、 軍 隊 の 解 
体 、 兵 器 の 廃棄 が 進め られ た 。 武 力 に よる 問 
題 解決 は 避け られ 、 地 球 各 国 や コロ ニー と の 
問題 は 、 交 


軍部 の 消 蔵 に より 政 


性 平和 維持 な ど だ 


援 


ガン ダム バイ ロッ ト 


地球 園 統一 国家 政府 防ぐ べく 、 大 統領 直 輪 の 
謀 報 部 ) と し て 組織 され た の が 
る 。 任務 は 以下 の 3 つ に 


、 戦 闘 に 発展 する 場合 も あっ た 。 


メン バー と 装備 


METRE = 


世界 国家 | 0Z 時 代 に ほぼ 統 一 


地球 国 統 一 連合 | 軍事 カ に よる 抑圧 | 軍事 力 に よる 抑圧 | 危険 視 
| | 


0Z (ロー ム フ ェ ラ 財 団 ) | 「 箇 事 力 に よる 制圧 | 懐柔 と 軍事 工場 化 | 誠 陵 視 し つつ 利用 


| 地球 園 統 一 連合 軍 や OZ の 元 将兵 を 中 

Ts バー が 集め られ た 。 士気 ・ 練 度 と 
高く 、 探索 活動 か の ら MS 戦 まで こなす 隊 
貞 も 少な く な い 。 指揮 官 (後に 大 統領 補佐 
官 ) レデ ィ ・ ア ン の [ゴー ルド] の よう に 、 隊 
は 棄 を 提案 上 員 に は コー ド ネ ー ム が 与え られ 、 通 信 な ど で 


地球 国 続 一 国家 対話 | 


は こち ら を 用 いた と 考え られ る 。 
積極 的 に 押 用 


ブリ ュ ッ セル 大 統領 府 

地球 園 統 一 国家 の 首都 は ベル ギー の 
ブリ ュ ッ セ ル に 置か れ た 。 大 統領 府 も 、 同 
じ < ブ リュッセル に 存在 する 。 旧 地 球 園 多 
一 連合 や ロー ム フ ェ ラ 財 団 の 根拠 地 に 近 
い 地域 に 首都 が 置か れ た 背景 に は 、 政 
府 機能 に 必要 な 施設 が 転用 可能 だ っ た 
と 、 旧 体制 の 有力 者 た ちの 意向 を 完全 に 
は 無視 で き な か っ た こと な ど が あろ う 。 


プリ ュ ッ ル に は 西 
居 期 の 等 造物 が 
多く 残り 、 落 ち 着 い 
た 街並み と な っ て 

IS マリ ー 
メイ ア の 反乱 ] で ! 

NN tsc 


政府 関係 者 3 


軍 が 廃止 され た た め 、 地 球 圏 統一 連合 
時 代 に 強かっ た 軍部 の 影響 力 は な く な り 、 民 
主 選 挙 で 選ば れ た 大 統 福 以 下 、 文民 が 国 
家中 枢 を 占め る こと と な っ た (それ で も 旧 体 
制 の 有力 者 た ちの 影響 は 小さ く な か っ た ) 

の ちの 大 統領 と し て 「 ネ オ ・ チ タニ ュ ウ ム 
の 女 ] と 津名 され る ドロ シー・T・ カ タロ ニア 
が 知ら れる ほか 、 大 統領 補佐 官 レデ ィ ・ ア 
ン 、 火星 大 使 シル ビア ・ ノ ベン タ 待 、 旧 体 
制 時 代 の 有力 者 の 血族 や 関係 者 が 多く 見 
られ る 。 、 地球 園 統一 国家 の 完全 平 
和 主 義 的 政策 は 絶 続 さ れ た 。 


「 マ リー メイ ア の 反 
人 肌 ! 後 カン ダム バイ 
の 本 


地球 園 統一 国家 の 政策 で 兵 問 は 廃棄 
され た が 、 任 務 上 の 必要 性 か ら プ リ ベ ン 
ター は MS や 艦艇 な どの 兵器 を 装備 し た 


MS は 旧 地 球 囲 統一 連合 軍 あ る い は IHOZ 
の も の が ほとん ど だ が 、 火 星 支部 で は 老師 ・ 
張 こと 張 五 飛 の エピ オン パイ を は じ め と する 


地球 園 絶 一 国 ガン ダム を 運用 し た と の 説 も ある , 


は 地下 シェ ルター と 
な る が 、 防 箱 用 の 
胡 本 備 きれ て 
いな か っ た 
公表 きれ で いな 
a 衝 上 に は 民間 
a に 冶 に 価 装 し た も の 
WW 『 も 在 する 本 
で 2 


ここ で は 地球 較 統 一 国家 の 誕生 と 、 そ 
れ 以 後 、 地球 圏 で 発生 し た 紛争 事変 を 紹 
介し て いる 。 ガン ダム パイ ロッ ト の 介入 で 

決し た 事件 が 、 ほとんど で ある 。 


/ 


AC.196 奉 、 地 球 攻撃 
用 コロ ニー 型 ビー ム 砲 
が 科 働 段 矯 に 入る も の 
の . ガン ダム パイ ロッ ト 
の ヒイロ ユイ に よっ て 
= 確 壊さ れ た 


AC196.1225、 パ 
ン 時 団 を 背後 に お 


マリ ー メ イア 軍 が 大 時 
祝 府 を 制圧 。 ガン ダム 
に る _ 隊 


家 と 完全 平和 主義 を 臣 装 勢力 が 投降 せ ず 攻撃 に 
田 か す 武 装 勢 力 を 持 索 、 摘 発 す 移っ た 場合 、 こ れ を 撃 厳 する 
る 。EVE WARS 後 も ホワ イト ファ 戦闘 の 際 は 、 相 手 を 殺傷 し な い 
ング 残党 な ど が 活動 し て いた 。 よう 心掛け る よう だ 


ンタ ー 甘 地 は 
連合 0Z 時 代 の 月 
面 基地 を 用 ・ 必修 


軍事 工場 を 処分 する 。 
通常 の 解体 処理 で は な く 、 爆破 
処理 の 場合 、 プ リ 
務 内 で 行わ れる よう だ 


国家 が 発足 し た 


ング 残党 の 
要 人 テロ を 到 機 と 


ウル カヌ ス を 箇 る 間隔 


生 。 ガン ダム の 介 
決し た 


AC.197.04.07、 サン 
クキ ング ダム 城 を 「 交 の 
政府 ] が 占拠 。 避 々 日 
に は 解決 し た が 、 リ リー 
ナ が 冷凍 族 眠 を 余儀 な 
くき れ た 


ー の 任 
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SS 次 宇宙 戦争 の 
交 発 と 終 計 


A.W.0015、 対 立 関係 に あっ た 新 連 邦 政府 と 宇宙 
革命 軍 を 擁する (クラ ウド 9) の 双方 で 、 利 
えら れる よ 、 て いた 。 新 連 邦 
軍 戦 争 の 誰 備 授 階 と し て 進め た 地球 統一 作戦 の 
F 宙 革命 軍 の 地球 攻略 作戦 「 ダ リア 作戦 」 の 
た 敗 と コロ ニー レー ザー の 宮 失 に より 、 両 勢力 と も に 
戦争 の 実施 が 困難 は て し まっ た た めで ある 。 
新 議会 は 地球 統一 の 遅 
慮 し で お り 、 和 平 派 が 大 半 を 占め る に . 
6 連邦 軍 総 司令 官 フィ クス ・ プ : 


下草 命 軍 
表 さ れ た 事件 だ が 、 そ の 真相 は 新 連 邦 と (クラ ウド 
を 望む フロ スト 兄弟 が 和平 派 を 排除 し た も 


の だ っ た 


Miustration by TOMOHIRO KAWAHARA Color by SAYOKO YOKOYAMA Special Effect by ATUSHI SATOU (SHAMROCK 


ス : 第 次 宇宙 戦争 と 和平 協定 


[x] 本 9 ml 


The Arrival of The New Generation 
A.W.0015 


この 事態 を 受け た プラッ ド マン 上 卿 は 、 事 件 の 真相 
を 鶴 知 し な が ら も これ を 開戦 の 口実 と し 、 新 連邦 軍 
を 宇宙 に 
で 指揮 を 執る べ 
宙 草 命 軍 も 和 コ 


ら が 指 提 


と の 会 戦 を 避け 、 
用 に 向かっ た 。 マイ クロ ウェ ー 信和 を f 布 する 
連邦 の 月 面 基地 を 占拠 する こと で 、 サ テラ イト シス テ 
ム を 封じ る と ほ を 確保 する こと が 目 
的 と き 、 ザイ デル 総統 に は 別 の 思惑 が あっ : 
串 の 人 間 し か 知ら な か っ た が 、 月 面 基地 に こ 

は ニュ ー タ イプ の E 
在 し て いた 。 ザイ 
と で 、 ニュ ー タ イプ 主義 を 補強 し 、 場 
連邦 を 弾 効 する 政治 材料 と する つも り だ 
D.OME の 秘密 を 知る プラ ッ ド マン 制 も 、 
に よる 月 基地 制圧 を 警 式 し 、 新 連邦 軍 
進路 を 月 に と っ た 。 結果 、 月 面 基地 を 攻略 中 の 宇宙 


革命 軍 が 新 連 邦 軍 と 会 敵 し 、 商 軍 に よる 宇宙 艦隊 


戦 が 展開 され た が 、 に 第 力 が 介入 する . 
ジャ ミル ・ ト 以下 、 旧 《 フ ン ) の クル ー や 
トモ バー ン 市 の カリ ス ・ ノ ー テ ィ ラ ス が 参加 し た 


『 戦 盤 も 科 
る 本 稿 で は 《 フ リー デン [I》 で 統一 
E PA 
FON に より フリ ー デ ン II) が 参戦 し た こ 
と で 、 戦況 は 思わ ぬ ぬ 方 向 に 動く こと と な っ 
(ジャ ワン バジ 


0025) 


関連 ファ イル 


GK-9901-DX ガン タム DX 
ドラ ン 


Zr-0g 上 
X-0201 画 


ティ ラテ 


テテ ディル 


第 
戦争 
DOME 
AW.0015 の 戦乱 
FE PREWEW 


X0327 DOME 


a | " 
ニ ーー- < 凌 され て いる 。 また 、 


軍 埋 争 の 集 点 の ひと つと 


Background by HIDEKI NAKAMURA(STUDIO COCOLO 
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と は 、 史 上 初 の ニュ 
ュー タイ プ が 遺伝 子 レ ベル に ま 


ェ ー タ イプ は 自身 の 特殊 能力 こ 
人 を 超え た 力 と 「 人類 の 革新] は 
施設 だ っ た 。 A.W 0015 の 時 、 ザ イデ ル 慈 統 の ニュ ー タ イプ 主 業 を 否 
で も ファ ー ス トニ ュー タイ プ は 「 生 き て 」 お り 、 月 基地 十 い 価値 観 に 固 幸 する 者 に 未来 は 創れ 
の シス テム に 組み 込ま れ て いた な いと も 語り 、 プラ ッ ド マ ン 帰 の 方 針 に も 異 を 唱え た 。 


園 第 8 次 宇宙 戦 第 \ 終結 N 
月 四 城 で の 電化 の 条 下 | 


] 第 8 次 宇宙 戦争 は 終結 向かっ た 。 地球 
画 宇宙 へ の 展開 = 側 の 代表 に ジャ ミル 、 (Kg 位 の 代表 
新 連邦 政府 命 軍 は 共に 艦隊 を 展 に ラン スロ ー が 幸い た 、 計 ほか の フリ ニ デ | 
人 は 月 付近 で 自動 防御 シス ンク ルー は それ それ の 道 緒 め た 

、 新 連邦 軍 と 会 


も 反 連 邦 勢 力 の 宇宙 


ow 
a | az 
フタ トー に 着 ex:ggo1-DX 
> 6 ラ ァ ルコ ン っ 人 


DT-.6800 


各 勢 力 の 指導 者 は 月 基地 か 4 Ei 
ら 離 騰 す る が 、 フ ロス ト 兄 第 [ 
よっ て 殺害 きれ が 
り は 新 連 邦 軍 と 中 | も 


た 
前 


が 月 甘 地 に 招 か れ た こと で 
か し 、 フロ スト 兄弟 は 独自 の 行動 に 出 た - ン 


Jiustration by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
A.W.0024 の 危機 


ン 狼 に 率い られ た 新 軍 邦 政府 か 
も 和平 派 を 足 清 し 、 ザ イデ ル ・ ラ ッ ソ 総 続 の 親 率 宇宙 艦隊 を 出 
繋 さ せ た が 、 ザイ デル 総 元 が 目指 し た の は D.O.M.E. を 第 する 月 
基地 で あっ た 。 ザイ デル 総統 の 出陣 を 知 
軸 に 上 が り 、 前 線 に 立 
反 新 連邦 勢力 の 宇 


ガン ダム DX が マイ クロ ウェ ー ブ 送 1 
ラッ ド マ ン 劉 も 字 。 ツイ ン サ テラ イト キャ ノン の 発射 を 警 茂 し た 新 連邦 軍 ど ' 
いる 。 元 (フリ ー デ ン ) の クル 一 等 も 。 軍 が 一 時 後退 し て いる 。 こ の 限 DX が 月 に 降下 する と 
花 を 奪取 し 、 宇宙 に 向かっ た の だ っ た D.O.ME は 宮 軍 の 指導 者 と (フリ ー デ こ に 摺 いた 


れ 、 新 軍 孝 軍 峰 、 ザ イデ ル 総 続 、( フ リー デン 『》 の クル ー 等 が D.0.ME へ 
害 へ と 向かっ た N、 倍 戦 と され た が フロ スト 兄弟 は 独自 に 行動 を 起こ し た 


和平 協定 


a 

7 ラッ ド マ ン 婚 、 ザ イデ ル 総 交 
ル ら を 前 | 
プ を 人 の 革新 と 見 な す 
直後 、 月 基地 の マイ クロ ウェ ー ブ 送 1 
ロス ト 兄 弟 が 、 基 地 を 苑 


固執 する 者 を 否定 
を 制御 下 に 置い た フ 
マン 脚 と ザイ デル 総 寺 を 


の クル ー は 、 ガ ロー ド と ティ フ 
: 他 、 メカ ニッ クチ ー ム が 整備 
道 を 歩み 始め た の だ 


GB9700 
ガン ダム ベル フェ ゴー ル 
連邦 軍 の テ 
搭載 MS 


え 両 軍 の 殖 小 を 狙っ た フロ ス 
和 息 に 向かっ た 
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昌 叶 理論 地球 連合 軍 と オー ブ 軍 の 一 般 兵 器 


159-19 


MS な き 時 代 を 支え た 
地 菊 勢力 の 兵器 格 
本 稿 で は 、 地球 連 


- 般 兵器 (MS /MA 


する 。 こ 


軍 と オー ブ 連 合 

艦艇 以外 の 思 

に 含む こと も ある ト 

ル 、 地 球 連 合 お よび オー プ の 民生 2 
空 機 、 地上 車輌 な ども 紹介 し て いる . 

第 1 次 連合 ・ プ ラン ト 大 戦 開 戦時 、 地球 
『 は MS を 装備 し て お ら ず 、MA や いわ ゆる 
が 各 領 域 の 主力 を 務め て いた 。 例え 
で は 、 宇宙 用 の MA、 航空 戦力 の 戦 
ッ ド 、 陸 戦 の 王者 た る 主力 戦車 リニア 
CTS 大 き な 成 力 を 示し た 。 
ラン ト 大 戦 が 開戦 する と 
れ ら の 兵器 は MS に 一 虚 き れ で し まう 。 一 般 導 は 
MS 相手 に 無力 と まで は 言わ な く と も 、 極め て 不利 な 
戦い を 強い られ た の で ある , 

地球 軍 も MS の 存在 を 知ら な か っ た わけ で は な 
い 。 プラ ント 理事 国 時 代 の C.E.69 に は 、 プ ラン ト に 対 


し て 成功 に 出 た 理事 国軍 の MA 部 隊 が 、 少 数 の ザ 
フト MS 部 隊 に 翻弄 され 撤退 を 余儀 な くさ れ て いた 
し 、MS の 有効 性 を 見 抜い た 大 丁 
の デュ エイ ン ・ ハ ル バ ー ト ン > 大 佐 は 、MS 群 
「G シ リー ズ 」 の 開発 を 上 申し た 。 軍司 令 部 は これ を 
却下 し た も の の 、 大 佐 の 尽力 と 一 部 議員 の 援助 に よ 
開発 は 極秘 斉 
『 合 軍 の ナチ ュ ラ ル 用 主力 MS スト 
ライ クダ ガー が 大 量 投入 さ 
の パナ マ 攻 略 戦 で の 
試作 MS や 南 獲 MS 
MS 配備 まで の 間 、 地 寺 
戦線 を 支え た の は 「 路 者 」 に 転 
あっ た 。 当 然 、MS に 対し て は 不利 で あり 、CE: 
の スエ ズ 攻 防戦 で は 、 ユ ー ラ シア 連邦 の 大 戦車 
が 善戦 し な が ら も 、 隆 戦 用 MS パク ゥ と アン ドリ ュー・ 
バル ト フ ェ ル ド の 人 奇策 の 前 に 敗北 を 映し た 
も っ と も 、C.E.700: A 
見 て も 分 か る よう に 、 戦 術 や 状況 、MS 保 有 勢 
ス に よっ て は 、 一 般 MS に 吉 能 な 
が あり 、 ま っ た く の 無力 で は な い 。 これ に 加え て 第 1 
次 連合 - プ ラン ト 大 戦 で は 、 長期 間 の 戦線 腸 着 が 


進ん で いっ 


く 一 部 の 


Eo 03 Fr4/| 


Convenlional Weapon of CE. 
ウ ・ イ ラ の 一 般 兵 器 


や 傾 
か 、 
充分 に 通用 する た めで ある 。 ユニ ウス 条約 の 兵器 
保有 数 制限 条項 も 、 一 般 兵 器 の 重要 性 を 高め る 要 
因 の ひと つと な っ て いる 


(カイ ム ・ ア ッ パ CE74) 


Aa ル 


ロロ TS.MA2 > ビ ウ ス SEED.01-19 男 
ET タイ ン 」 SEED-03-03 
SEED-03-34 
SEED-03-36 
SEED-03-39 
SEED-03-44 
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地球 連合 軍 の 航空 ・ 航 宙 機 


戦闘 機 タ イプ は MA 的 な 位置 付け に あり 、 
MS に 対し て も 威力 を 発振 する 。 輸送 機 タ イ 
プ は 大 気 園内 用 の 長 距離 ・ 高 速 輸送 手段 
と し て 、 MS 戦術 と 密接 に 関わ っ て いる 。 


回 指 タイ ブ の 旗 空 
機 は 統 空 用 MA と 言え 
5 る 存在 で 、 MS や 入 
の 撃破 例 が 少な ない 。 
だ し 不利 な の は 変わ 
ZN 


FXet-565 コス モグ ラス バー 


スカ イグ ラス パー を 宇宙 用 と し て 再 設 計 し た 
単座 戦闘 機 で 、MA メ ビ ウ ス の 後継 機 に あ た 
る 。 原型 機 同様 、 ス トラ イカ ー・ パ ッ ク を 搭載 
可能 だ が 、 通常 は エー ル ・ ス トラ イカ ー の モデ 


ファ イ 了 を 村 備 する 。 
っ 
AA 
TT 


2 機 の MS を リク ライ ニ 
ング 状態 で 搭載 可能 な 
航空 輸送 機 。 後部 ハッ 
チ か ら MS を 空 描 降 下さ 
せる こと が で きる 。 


F-7D スピ アハ ッ ド 
大 気 園内 用 の 複 座 
式 VTOL 戦 闘 機 。 地 球 
連合 重 の 主力 戦闘 機 
に 位置 付け られ 、 艦載 
機 と し て も 用 いら れ た 。 


ん 


戦闘 へ ヘリ コブ ター 


機体 下部 に 2 基 の ー ス 
Er アン 
リ 。 対地 攻撃 を 得意 と 
する が 、MS か ら の 対 
空 攻撃 に 対し て は 脆 生 


欄 さ を 見 せ た 。 


大 型 輸送 機 より きら 
に 巨大 な VTOL 式 輸送 
機 。 直 立 状 態 の MS を 
4-5 機 搭載 可能 。 ハ ッ 
チ は 機体 の 前 後に ある 。 財 


FX-550 スカ イブ ラス バー 


スト ライ カー・ パ ッ ク を 
搭載 可能 な 大 気 園内 
用 戦闘 機 。 スピ ビア ヘッ 


ド を ペー ス に 開発 され 、 
VTOL 能力 も 継承 する 。 


広大 な 海域 を 監 梓 ・/ ト ロー ル 可 能 な 軍 
用 杜 。 空中 早 癌 区 管制 機 の 機能 を 持つ 
と 思わ れる 。 アラ スカ 配備 の 機体 が 知 Sh る 。 


機 。 管理 ・ 運 用 は 、 地球 連合 軍 (大 西洋 連 

邦 軍 ) が 担当 し て いる よう だ 。 他 の ロゴ ス 幹 

部 も 個人 用 航空 機 を 持つ 例 が 多かっ た 。 
テ 


7/, I 
=/ 


【 


地球 連合 軍 の 地上 車輌 
ETP リニア 昼 
か つて 地球 連合 軍 の 装 困 辞 ーー ニ PP 
は 地上 戦 の 中 核 と な っ て いた が 、MS の 登 9 砲 。 竹 は リニア ガン 


場 に より 補助 兵器 の 側面 を 強く し た 。 輸送 
車 や 電源 車 の 重要 性 は 変わ っ て いな い 。 


a 
pe 一 


で きる AFV ( 双 闘 車輌) 
だ が 、 優 れ た 攻防 力 を 持 
hc ち 三 次 元 機動 が 可能 な 
MS 相手 で は 効果 的 な 
戦術 を 探れ な か っ た 。 


対 MS ミサ イル 搭載 トラ ッ ク 。 ミサ イル の 合 
中 精度 は 悪く な い が 、 短 射程 か つ 低 火力 。 
車体 の 耐 弾性 は 極め て 抵 く 、 対 MS 戦は 無謀 
だ っ た 。 


野戦 時 # ど 、 電 源 
を 確保 し に くい 状況 で 
MS に 急速 地 電 する 車 
給 。 本 来 は 電動 車輌 
の 充電 用 と 思わ れる 。 


度 な 衝撃 行動 力 を 発揮 
する 4 条 の 履帯 を 待つ 
が 、MS 相 手 に は 不利 。 


Js 
続 する カー 


汎用 の 8 輸 率 引 車 。 後部 に 
ゴ に は 、 MS コン テ ナ 、 村 弾頭 キャ ニス ター 運 
擁 トレ ー ラ ー、 レ ー ダ ー 車 な どの 種類 が ある 。 
サイ ズ の 都合 上 、 運 用 地域 に 制限 が ある 。 


トラ ッ フ 
汎用 6 輪 ト ラッ ク 。 
物資 や 兵員 の 輸送 に 
用 いら れ た 。 ガル ナハ 
ン 駐 禄 部 隊 の 車輌 が > や 
知ら れる 。 ティ ンー 


で 、 電 圧 調整 の み で 
射程 の 変更 が 可能 だ 
と 思わ れる 。 


軍用 エレ カ 

基地 内 な ど 比較 的 短 
外苑 の 移動 に 用 い 5 れ 一 
る 軍用 車 。 N ジ ャ マー の 語 


影響 を 考慮 し 、 無 線 装 
置 が 強化 され た 。 


地球 連合 軍 の シヤ トル 、 ラ フチ 

宇宙 ・ 地 球 間 の 往 刀 や ラグ ラン ジュ ボ 
イン ト 間 の 移動 ・ 輸 送 な ど に 用 いる シャ トル 
と 、 宇 宙 空 間 で の 艦艇 間 お よび 宇宙 基地 ニー 
内 の 移動 に 用 いる ラン チ (小型 艇 )。 


重用 シャ トル は 地球 各 
人 地 の マス ドラ イ バ ー 基 地 
動 ・ 答 送 


用 シャ トル 。 ブー スタ ー と 
マス ドラ テイ バー の 併用 
で 、 数 機 の MS を 格納 し 
て の 打ち 上 げ が 可能 。 


アガ メ ム ノン 級 (メラ 
ネオ ス ) に 搭載 され て い 
た 大 気 園 突入 船 。 40 
人 以上 を 移送 する こと 
が で きる 。 


ププ 


連絡 用 小型 シマ トル 
で アー クエ ンジ ェ ル 》 
搭載 の 連絡 機 。 ブース 
矯 時 に は 、 ラ グ 
ポイ ント 間 の 
移動 も 可能 な 模様 。 


宇宙 第 能 間 や 宇宙 
基地 内 の 移動 な と に 用 
いる ラン チ 。 艇 首 に ドッ 
キン グ ベ イ を 、 下 部 に 作 
業 用 アー ム を 持つ 。 


回 天 式 の 人 員 拉 送 
用 ラン チ 。 左右 に 3 名 
ずつ 、 計 6 名 ( 操 士 
を 含め あれ ば 7 名 ) を 載 
せる こと が で きる 。 


地球 連合 軍 の その 他 の 兵器 


で ここ で は 地球 連合 軍 の ミサ イル 、 砲 台 、 
個人 用 携行 火器 な ど を 紹介 する 。 特に 砲 
台 は 地球 連合 軍 の 重要 拠点 に 多数 建設 
され て お り 、 防衛 コン プレ ックス を 形成 し た 。 


基地 作 設 防衛 用 の 国定 
式 ミ サイ ル ・ ラ ンチ ャ ー や 
各種 砲台 は 畠 続 され で て 
いる も の が ほとん ど 。 対 
NS 地 寺 も 配置 され た 。 


ヘル ダー ト タ イ プ の 地 
対空 ミサ イル 発射 機 。 
寿 使 用 時 に は 岩肌 な ど 
に 擬装 され 、 使 用 時 の 
み 展 開 され る 。 


対空 防御 ミサ イル 。 通 £4 


常 、 多 連 式 発射 機 か ら 連 内 


ル ラン チャ ー が 用 いた 。 


の 


オー ブ 軍 の 航空 機 


広大 な 領海 を 持つ オー ブ だ が 、 制 空 戦 
闘 機 の 存在 は 不明 。 C.E.71 の 「 オ ー ブ 
解放 作戦 」 で は 航空 優勢 を 地球 連合 軍 
に 握ら れ 、 出番 が な か っ た と も 考え られ る 。 


、 ーー 
Ba 大 戦後 は 、 可 変 MS ム 
ラサ メ や M1 アス トレ イ 
シュ ライ ク 装 備 の 配備 
ー 減少 し た よう で ある 


横 列 双発 ロー ター を 持つ 艇 載 戦 闘 へ 
リ 。 格納 時 に は ロー ター を 前 後に 移動 さ 
せ 、 コ ン パク ト 化 で きる 。 後部 スペ ー ス を 用 
い 、 要 人 を 移送 する こと も ある 、 


アル バト ロス 

輸送 や 救命 作業 に 用 いら れる 軍用 大 
型 飛 行 艇 。 広大 な 海域 に 島 喘 が 点 在 す 
る オー ブ に と っ て 、 有用 な 装備 
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フォ ー ク リフ ト の 機能 
基 


地 対 宅 75 ミ リバ ルカ ン 砲 シス テム 

投 光 機 と 併用 され る 対空 ・ 対 地 機関 砲 
塔 。 搭載 機関 砲 は 「 イ ー ゲ ル シ ュ テル ン ] と 
同系 列 と 思わ れる 。 


ピー ム 唄 取 - 提 乱 
粒子 を 散布 。 ア ー ク エ 
ンジ ェ ル 級 の 多目的 
入出 機 か ら 発射 する 。 


オー ブ 軍 の 地上 車輌 


オー ブ 軍 は 地球 連合 軍 と 同じ AFV を 装 
備 し て いる 。 そう し た 兵器 が 連合 製 の ライ 
セン ス 品 か 、 その 遡 か は 不明 。 な お オー ブ 
は 右 ハ ンド ル で 、 軍用 車 も それ に 準じ る 。 


タン ク や 自 走 リ 
柱 人 人 を 装備 。 携 

行 火 器 は 連合 軍 と 

元 が 同じ 倒 も あ - 


オー ブ 軍 東 用 車輌 


4 輪 の 汎用 車 。 偵 
察 ・ 哨 戒 、 人 員 輸 送 
な ど 用 途 は 広い 。 哨 
靖 ・ 拘 扶 し た ユウ ナ の , 
移送 に 使用 され た 。 


給 ・ 輸 送 の 中 心 と な る 
大 型 車輌 。 地球 連合 
軍 や ザフト の トレ ー ラ ー 
と 比べ る と 小型 で ある 。 


パナ マ 基 地 に 配備 され た 大 型 稀 。 リ ニア 式 


で は な いよ う 一 撃 で MS を 撃破 で きる 。 


50 ミ リガ トリ ング 砲 銃座 
固定 式 連装 バル カン 砲 。 機関 砲 と し て は 
MS 相手 に は 火力 不足 。 


艦 対 艦 ミサ イル 「 ス レッ 
ジ ハ マ ー」 や 対空 防御 ミ 
サイ ル 「 コ リン トス M44 上 
な ビ が 、 こ の タイ ブ の ミサ 
イル に 該当 する 。 


地球 連合 軍 で 使用 さ 
れ て いる ブル パッ プ 式 ラ 
イフ ル 。 左右 対称 の 控 
作 系 で 、 利 き 腕 に 関係 
な く 使用 で きる 。 


軍事 技術 に 秀 で た オー ブ だ が 、 す べ て の 
兵器 が 自国 製 と いう わけ で は な い 。 保守 的 
な 装備 と 独自 開発 の 新鋭 兵器 が 混在 し て 
いる 点 も 特徴 と 言え る 。 


他 勢力 同様 小 印 や 業 
飲 な どの 携行 火 問 は 保 
守 的 な 傾向 に 

ハ 式 百 は 地球 軍 や ザ フ 


ト で も 見 られ な い 特 丈 
で ある 。 


地上 設置 式 の 対 「 
空 火器 。 MS な ど に 
よっ て 運搬 、 設 置 さ 
れる タイ プ の よう だ 。 


想 実 か つ 保守 的 な 設 
計 の 制式 小銃 。 信頼 性 
と 生産 性 を 重視 し た モデ 
ル と 思わ れ 、 オ プシ ョ ン 類 
も 少 を いと 考え て いい 。 


栖 散 漠 を 散布 し 、 広 
範囲 を 同時 攻撃 する 大 
型 ミサ イル 用 弾頭 。 対 
ブ プリッツ 戦 で 《 ア ー ク エ 
ンジ ェ ル ) が 使用 。 

た 


Sx19mm 弾 を 使用 する 拳銃 。 装弾 数 
10 二 1 発 。 携帯 性 と 任 通 力 を 重視 し て お り 、 
使い 手 を 選ば な い 。 


空 約 《 タ ケミ カツ 
チ ) に 多数 挫 載 され て 
いた コム ポート 。 臣 
時 の 脱出 な ど に 用 い 


艦 碑 用 の 砲弾 。 飛 
翔 中 に 爆発 し 、 多 数 
の 自己 鍛造 弾 を 散布 
する 。 引 通 力 に 優れ 


地球 連合 軍 モ デル と 同じ く 、 6x19mm 弾 
を 用 いる オー ブ 軍 制式 拳銃 。 地球 軍用 より 
銃身 が 長く . マス ルプ レー キ を 持つ 。 


機動 戦士 ガ ンダ ム SEED 


民間 用 ヴィ ー ク ル 


宇宙 ・ 地 球 間 の 往来 は 民間 で も 活発 に 
な っ て お り 、 航 空 会 社 の シャ トル 運航 は 珍し 
く な い 。 一 方 、 中 東 か ら アフ リカ に か け て レジ 
スタ ンス の 武装 化 や 活動 も 目立っ て いる 。 


和信 国 と 人 団地 域 の 格 
差 は 、 C.E に お いて も 大 


きい 。 その パロ メー ター 
の ひと っ が 、 知 及 し て い . 
る ヴィ ー ク ル で ある , 


民生 用 スポ 
ハン ドル で ある こと か ら 、 
輸入 品 と 思わ れる 。 


た AFV。 45mm パ ルカ ン 砲 を 備え る ほか 、 装 
甲 も 強化 され て いる が 、MS 相 手 に は カカ 不足 


ライ ン ) の 宇宙 往 財 機 

民間 人 の みな ら ず 、 五 
大 氏族 や その 関係 者 も 
利用 する 


ファ ント ムペ イン の 強化 人 間 た ち が 。 ディ オ 
キア で の 秘密 活動 に 利用 し 
当地 の 交通 法規 に より 、 右 : 


「 明 け の 夏 江 」 や 反 ロゴ ス 武装 勢力 が 
装備 し た 半 装 軌 式 車輌 。 不吉 地 で の 走 
破 性 が 特に 高い 。 荷台 


オー ブ 五 大 氏族 の 
ひと つ だ っ た セイ ラン 
家 の 自 家用 シャ トル 
ロー ド ・ ジ ブリ ー ル が 
軍 へ の 脱出 に 使用 


Mustration by JUN WADA 


DSSD ( 深 宇 軍 探 
査 開発 機構 ) の シャ ト 
ル 。 MS スタ ー ゲ イザ ー 


を 搭載 し 、 フ ォ ル タ レ ザ 
打ち 上 げ ら れ た 


hm 


アフ リカ の レジ スタ ンス 「 明 け の 砂漠 」 が 合 
用 し た パ ギー。 この 右 ハ ンド ル 版 が 、 オ ー ブ の 
モル ゲン レー テ 社 で 使用 され た 


ガル ナハ ン の レジ スタ ンス だ っ た コ 
が 、 連 絡 の た 


車体 は 小 


固定 愉 機 と へ リ の 折 表 的 機体 
トル ク は 左右 エン ジン の 出力 差 


いる よう だ 


報道 機関 


1 
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機動 戦士 ガン ダム AGE 


「 ツ ェ イ ガン | で ある 。 地球 人 押 を 「 地 寺 竹 と 呼ん 


で 修 蔵 ・ 敵 視 し 、 度 重なる 破壊 活動 の 未 、 地 球 連 
邦 と の 戦争 を 引き 起こ し た こと で 知ら れる 。 

ヴェ イガ ン の 源流 は 、 ^ の 移行 を 促し た コロ 
ニー 国家 戦争 より きら に 前 に 実施 され た 火 時 較 移 
人 092 スニ 1225 上 』 に 首 る 


5D 移民 に 了 な 
この 事態 を 受け た 当時 の 政府 は 、 プ ロジ ェクト 失 
敗 の 責任 を 回 避 す る た め 移 住 者 を 火星 岡 に 置き 夫 
り に し て し まう 。 これ に 加え で て 、 火 量 移住 者 は 無事 
『 選 し た と いう 偽り の 発表 を 行い 、 マ ー ズ バー ス 
と 開 に 葬っ た の だ っ た 。 
火星 閥 の 人 々 は マー ズレ イ に : 


し か し 、 


し め ら れ 


な が ら も 生き 延び 、 ヴ ツェ イガ ン を 組織 する に 至っ た 。 
その 中 で 台頭 し た の が 初期 移民 の ひと り で 、 ヴ ェ イ が 
エ ザ ー ル ・ イ ゼル カン ト で ある 。 

A.G80 年 代 、EXA-DB を 発見 し た イ ゼ ル カ ント 
は 、 そ の 一 部 の 確保 に 成功 する 。 そし て EXA-DB 
の 技術 を 利用 し て 高 性 能 な MS を 開発 する と 、 電球 
圏 に 戦闘 部 隊 を 派遣 し 破壊 活動 を 実施 し た 
た 。 その 最初 の 活動 が 、ALG.101 の スペ ー ス コロ ニー 
(エン ジェ ル ) 破壊 事件 「 天 使 の 落日 ] で ある 。 

「 天 使 の 落日 ] の 実行 犯 が ダ ェ イガ ン だ と 知っ て 
いた 地球 連邦 政府 だ が 、 マ ー ズ バー ス デ ー 計 画 
の 真相 を 隠し て いた こと 、 政 府内 に ヴェ イガ ン の 内 
通 者 が いた こと な どか ら 、 謎 の 敵 「 UE (Unknown 
Enemy) 」 に よる 犯行 と し て の み 発表 し た 。 UE に 対 
抗 す る た め 地 球 連 邦 軍 を 復活 させ も し た : 
杯 条約 で ほとん どの 軍事 技術 を 失っ て いた 
らく ヴェ イガ ン の MS に 対抗 可能 な 兵器 を 持た ず 苦 
戦 を 強い られ た 。 


地球 連邦 と の 総力 戦 に 突入 し た の た 
その 背景 に は 、 イ ゼル カン ト が 提示 し た 「 プ ロジ ェ 


(ME) nD se D8n 


クト ・ エ デン 」 が あっ た 。 ツェ イガ ン 市 民 は 、 プ ブロ ジェ 
クト ・ エ デン を 地球 稚 還 ・ 帰 還 作 戦 と 考え て いた が 
態 は 異な る 。 イ ゼ ル カ ント は 、 ヴ ェ イ ガン と 地球 種 
の 双方 か ら 選別 し た 優良 な 人 類 に よる 戦争 な き 世 
界 の 構築 を 目指 し て いた の で ある 。 
A.G.164、 イ ゼル カン ト の 死に より プロ ジェ クト ・ エ 
デン は 停止 し 、 地 球 と ヴェ イガ ン の 戦争 は 終結 する 。 
AG.201 に は イヴ ァ ー ス ・ シ ステ ム に よっ で マー ズレ イ 
が 無効 化 さ れ 、 火星 岡 も 安定 化し た の : 
ロ ・ ド ラ 


問 旧 2 の 


AGEO1-12 四 
AGEO1-13 画 
AGEO1-17A 看 
AGE.01-19 画 
AGE-02-248 

AGE02.29 

AGE.03-06 講 


EXA-DB の 技術 を 用 いた ヴェ イ 
ガン ギア や 、 電球 侵攻 を 主 限 


お いて 多数 の MS を 開発 変形 
を 人 


用 な ど 、 地 球 較 孝 軍 より も 多彩 な 
介 バリ エー ショ ン が 特価 。 


Mustration by TAKUYA IO 


アド バン ス ド ・ ジ ェ ネ レー ショ ン ガイ ド : ヴェ イガ ン 


兵器 


イ ゼ ル カ ント が 入手 し た EXA-DB の 
デー タ や マー ズバ ー ズ . 画 で 培 わ 
クノ ロジ ー に より 、 地球 連邦 軍 
以上 の 高 性 能 兵 器 を 開発 し て いた 。 


が 建国 し た の が ヴェ イガ ン で ある 。 


(セカ ドド ムーン) を は じ め と する 火星 園 の コロ 
ニー 群 が 生活 の 中 心地 だ っ た 。 EXA-DB か ら 得 
られ た 技術 に よる 兵器 は 強力 だ が 、 物資 は ; 
と は いえ ず 、 一 般 市 民 の 生活 は 苦し か っ た 。 


MS の 母艦 と し て 多用 され た 宇宙 艦艇 。 光学 
ステ ルス 技術 「 見 え ぎ る 傘 」、 地 球 ・ 火 星 間 の 往 
能力 な ど を 持つ 。 本 国 か ら 人 遠く 離れ た 地球 で 戦 
闘 行動 を 実施 する 7 、 必要 不可 欠 


火星 の テラ フォ ー ミ ング の 失敗 が 生み 出し た 
不 治 の 死 病 で あり 、 薬 も 病気 の 進行 を 


ぎ な い 。 ヴェ イガ ン が 肉親 へ の 


有情 を 押し 殺し 、 地 款 を 條 も 理由 と な っ て いた 。 


六 字 通り の 不可 視 を 
実 


RRR ERA EES RE る 
住ん で いて も 避け る こと は で き な い , 


画 ヴェ イガ ン と 地球 の 関係 


ーー 
(セカ ンド ムー ご ) の 街並み 。 建物 は 低 階 層 か つ 舌 素 
着衣 は 、 着物 の よう に リサ イク ル が 容易 な も の が 多い 
EXA-DB の 技術 を 反映 し た 
ン ギ ア を 発端 に 、 地 球 侵攻 用 の MS 和 群 
を 開発 。 局 地 戦 闘 用 や X ラ ウン ダー 用 な 
ど 独特 な コン セト の 機体 が 目立つ 。 


ヴェ イガ ン 市 民 は 地球 移住 計画 と 考え て いた 。 
だ が 実際 に は 、 ヴ ェ イ ガン 、 地 球 種 を 問わ ず 良 質 な 
人 類 の 種 に より 、 戦 争 な き 理想 社会 を 形成 する も 
の だ っ た 。 イ ゼ ル カン ト 以外 、 ほ ぼ 内 実 を 知ら な い 。 


ovvf ガ フ ラン 
(初期 主力 機 ) 


af ダナ ジン 


[天使 の 落日 ] を は じ め と する 地球 | 


対地 球 埋 金 も 、 プロ ジェ クト ・ エ デン の 一環 で あ , ダム レギ ルス 


AG. へ の 移行 の 50 年 以上 前 
行 され た マー ズバ パ バースデー 計画 の 未 、 
星 圏 に 取り 残さ れ た 人 々 の 子孫 た ち 。 
地球 居住 者 を 憎悪 する 者 が 多かっ た 。 


ーー ーー に 画 の 失敗 を 源流 と 
初期 移民 と され る イ ゼ 上 級 将校 。 地球 園 に 


する ヴェ イガ ン の 歴史 は 、 火星 環境 や 地球 
ルカ ント が 、 政 治 指導 者 お ける 作戦 指揮 や 基地 と の 戦い の 歴史 で も あっ た 。 
と 軍 最 高司 令 を 兼任 。 司令 を 務め た 者 が 多い 。 
マー ズレ イ に 侵さ れ 、 コー MS の パイ ロッ ト や 潜入 工 
ルド スリ ー プ を 線 り 返し な 60 和 以上 に 及ぶ ヴェ イ 


作 員 と し て も 極め て 優秀 


が ら 正 命 し て いた 。 で あっ 
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カリ スマ 性 と 実行 カ で ヴェ イ 
ガン を 支配 し た X ラ ウン ター。 
ゼ ハ ー ト を 穫 継 者 指名 。 


間 カン 夫人 の うち 、 符 カ 
設 は 後期 に の み 行 われ 
た 。 それ まで は 局 地 戦 
や 情報 工作 が 多い 


AG.115、 地 球 園 の 活動 失 吉 宇宙 枯 


イセ ゼル カン ト の 副官 サザ ナル ド * 
ペイ ハー ト の よう に 、 他 人 を 
中 落と そう と する 者 も いた 。 


フェ ザー ル ・ 
イ ゼ ル カ ント 


アン バッ ト が 、 地 球 連 邦 軍艦 艇 (ディー ヴァ 》 
等 の 攻撃 を 受け て 隊 J 落 


に っ 拠点 アン バッ ト と 前 線 
に - 指揮 宮 ギ ー ラ ・ ゾ イ 以 
戦力 の 中 楼 と な る MS = TO 
の パイ ロッ ト 。 土気 ・ 練 度 し た 地球 人 類 。 地球 を 理 4 al 
に 高く 、 イ ゼル カン ト へ 切っ た 理由 は 、 地球 連邦 『 
“厚い 者 が 多 軍 へ の 憎 、 保 身 、 家 族 
い 。 X ラ ウン ダー が 積極 を 助け る た め な ど 、 人 に 回 
的 に 登用 きれ た 。 よっ て 様々 だ っ た 。 
A.G.164、 イ ゼル カン ト が 地球 連邦 に 宮 
畔 布告 。 (セカ ンド ムー ン ) を 地球 園 に 移動 さ 
=~ せ た 総 力 戦 を 行う も 、 両 軍 が 協調 し て 終戦 
) ヴェ イガ ン ギ ア ・ ジ ド の 
内 信 時 走 で (セカ ンド ムー 


ン ) が 危機 


る も 


マジ シャ ンズ 8 の ょ うに 、X ラ 


a 地球 軍 孝 首相 フロ イ ・ オ ル 地球 側 の 協力 で 切り 
ウン ダー の み で 編制 され た 部 デシ ル フェ ノア すら ヴェ イガ ン と 内 通 計 抜け た 。 
隊 よ で 存在 し た ガレ ッ ト し て いた 


(中 後期 主力 MS) 


アス ノ 家 の ガン ダム 


AGE-1 が 


で d、 地球 連邦 軍 の 


ヴェ イガ ン 戦 穫 


mR 


vy 


ウロ ッ ソ グル ドリ ン 
水陸 両用 MS 


( 高 機動 MS 


2WEXX 


G.101、 炎 星 移 民 者 た ちの 国家 ヴェ イ 
ガン が 、 地 球 で の 磁 壊 活動 を 開始 。 コロ ニー 
(エン ジェ ル ) を 前 撃 し 、 破壊 し た 。 


以後 も A.G.108 に ( オ 
ヴァ ン ) を 壮 没 する な 

と 破 寺 活 動 を 続 
地理 で は UE と 呼 


A.G.141、 移 動 要 寄 ダ ウネ ス と コロ ニー 
(ソノ ー ト ラム を 結合 し た 攻撃 拠点 の 構築 を 目 
、 地球 連邦 軍 の 抵抗 で 阻止 され た 


| 


報 を 集約 し た 「 イ ヴ : 
マー ズレ イ の 無効 1 


ー ス ・ シ ステ ム 」 に より 、 
功 し た 。 


マー ズレ イ の 無効 人 
火星 園 の 信 
= 改善 


か クム A8ESO 下 
タ を 探り 入れ 
に の 月 意 


ヴェ イガ ン ギ ア 
(最初 期 型 MS) 


159.24 
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Progress of A Unification Enterprise 
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歴史 
フォ ー カ ス 


事業 の 進行 と 


イノ ベイ ド に よる 支配 


形 で 地球 連邦 " F 和 稚 提 軍 が 誕生 
地球 連邦 の 成立 は 、 軌道 エレ 


大 勢力 の 誕生 が 


CB を 補助 する 人 造作 


な が ら 、 ア レッ 


連なる 人 類 統合 


リボ ッ ンズ た ち は 、 
ド " の ひと り で あり 


め る た め 京 か ら 国 


[へ と 誘導 し た の だ : 
リボ ンズ は 「 イ オリ アァ 計画 」 の 一 段 


事 力 お よび 人 
豊国 を 排除 し 始め 
る 世界 統一 も 、 


られ る ) 。 


立 し 、 反 地 球 
殺し て いく 
殺 


施政 府 は 恒 
を 進め て いく 。 し か し 、 こ 


地球 連邦 組織 や 非 連 邦 加 
等 代 の 軍事 ナ 
同様 の 発想 の 下 に 実施 きれ た と 見 


関連 ファ イル 


ロウ ズ の 兵士 


せら れ 、 世界 は 表面 
(アリ ステ 


Ilustation by HIROMITSU MORISHITA Color by AKEMI TESHIMA (Wish) 


歴史 フォ ー 


カス : 地球 連邦 の 誕生 


[| D3 sgh 


Special Efiect by AKIKO YAMAKAWA Backerourd by EIJI WAKAMATSU (KUSANAGI) 


| CB の 動向 。 4 オリ ジ ナ ル GN ド ラ 


する 勢力 は 、 昨 似 GN ド ライ ヴ 搭 載 MS を 多数 
装備 する 国連 軍 に よっ て 制圧 され 、 地 球 園 の 
ほとん ど が 国連 の 管理 下 に 置か れ て いっ た 。 
西 礎 2311 年 、 国 連 は 地球 連 却 に 移行 し . 世 
界 規模 の 統一 政府 が 初め て 実現 し た 。 
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W 


CB 揚 対 の た め 国連 軍 を 組織 し た 三 大 勢 
討 作 穫 後 も 国連 と し て 夫 同 歩調 を 取 


を h た 還 

ーー TE Ao 
西 必 2308 年 、 国連 軍 の CB 所 作戦 「FA 失 載 MS 部 時 

LLEN ANGELS (フォ ー リ ン エ ンジ ェ ルス )」 に ka 

より CB (の (プトレマイオス ) チー ム ) が 壌 減 。 が 還 和 な 泥 

CB 残存 勢力 は 表立っ た 活動 を 停止 し た 。 と な っ た . 

時 国連 軍 の 維持 ER 


目的 と され た CB 掃討 に 成功 し 

解体 され る こと な く 組織 を 維持 。 ユー 
AEU 人 類 草 新 連盟 は 共同 歩調 を 取り 、 
GN ドラ イヴ [T] 搭載 MS の 量産 と 国連 生 の 拡 
大 に 努め た 。 この 背景 に は 、 リ ボン - 
マー ク を は じ め と する イノ ベイ ド の 存在 が あっ た 。 
ヴェーダ を 掌握 し た リボ ンズ た ち は 自 分 た ち 
の 存在 を 隠匿 し つつ 、 国連 を 操作 し て いく 。 


国連 に よる 世界 統一 方 針 が 打ち 出さ れ 、 軍 
備 溢 小 と 平和 維持 の た め 国 連 軍 に 軍備 を 集 
約 すべ き と の 世論 が 高まっ た 勢力 の 解 
体 も 進め られ た が 、 各 国軍 や モラ リア の PMC 
な ど に は 不満 を 抱く 者 も 多く 、 
抵 法 し た 。 この 事態 を 受け た 
ライ ヴ [T] 搭載 MS ジ 


に よる 反 地 球 統一 勢力 排除 に より 、 
国軍 は 地球 園 の 大 半 を 統治 下 に 置い た 。 西 
暦 2311 年 、 国 連 は 地球 連邦 へ と 移行 し 、 地 
球 連邦 政府 に よる 統治 が 始ま っ た 。 翌年 の 
西 礎 2312 年 に は 、 連 邦 参加 各国 の 軍隊 を 
解体 、 再 編 し た 地球 連邦 平和 維持 軍 が 誕生 。 
イオ リア 計画 ] の 一 環 で ある [人類 の 意思 統 
一 | の た め 、 リポ ンス が 介入 し た 結果 だ っ た 。 


時 アロ ウズ の 誕生 時 


地球 連邦 政府 直属 の 治安 雑 持 部 剛 ア ロウ 
ズ が 結成 され た 。 折 兵 は 地球 連邦 平和 維持 軍 
か ら 選 抜 され 、 独 自 行動 権 を 持つ ライ セン サー 
も 置か れ て いる 。 アロ ウズ の 作戦 は 反 連 孝 組 
織 を 徹底 的 に 工 減 する も の で 、 以 降 、 百 万 人 
規模 の 死傷 者 を 出す こと に な る が 、 その 実態 は 
伏せ られ た 。 リボ ンズ た ち が 求 
に よる 人 類 の 意思 圭一 が 進め られ た の で ある 。 


MORE INFO! 


CB を 壊 減 に 追い や っ た 
リア 計画 の 邊 を 目 


フェ レシ ュ テ の 行方 

CB の 支援 組織 「 フ ェ レ シュ テ 」 は 、CB の 壊 浅 後 も 行方 不明 と な っ た 。 

活動 を 続け た 。 ガン ダム マイ スタ ー の フォ ン ・ ス パー ク が 

ガン ダム と 失 | 

後に ガン ダム の み が 2 0 
YVR 
¥ NN 
ツル 

ヒ ク サー・ フ ェ ル ミ | | 」 滞 ア 


の GN ド ライ ヴ 、 ガ ンダ 
ムキ ュ リオ ス の GN ド | 
ライ ヴ も CB に 返還 さ 
れ た 


ド の 再生 体 。 ガン ダム 上 | 
する が 、 後 に フェ レシ ュ 放 
合流 し た 。 


イヴ の 位置 、 CBx 
ン パ バー と 施設 の 情 
軍 は " ヴ ェ ー ダ を 介 
し て も 見 えな く (な っ 
て いた 


留美 は CB へ の 境 
続け な が ら 、 イ 


国連 軍 と の 戦闘 で 壊滅 し た CB だ が 、 組 
紋 は 辛うじて 維持 され て お り 、 復 活 の た め 
水面 下 で 行動 を 開始 し た 。 母艦 ( プ ト レ マ 
イオ ス ) や その クル ー の 大 半 、 そ し て 計画 
の 中 核 "ヴェ ー ダ "を 失っ た も の の 、 エ クシ 
ア 用 以外 の オリ ジ ナ ル の GN ド ライ ヴ 4 基 
を 確保 し て いる 。 また 、 技 術 者 の 大 が 
無事 だ っ た こと から 、 新 型 ガン ダム の 開発 
も 水面 下 で 進め られ た 。 


西暦 2308 年 の 国連 軍 と の 電 関 の 際 、CB A 


母 能 く プトレマイオス 》 の チー ム は 多く の メン バー 士 で エン ジニ ア 。 ダブ ルオ ー 以 下 、 
を 失っ た うえ 、 示 帰還 者 も 少な か ら ず 生じ た (11 新型 ガン ダム 開発 の 中 心 人 物 と 
人 の 《 プ トレ マイ オス 》 クル ー の う 『 ee 


死 また は 未 帰 還 と な り 、 擬 | 
いる )。 特に ガン ダム マイ スタ ー の 損耗 は 激しく 、 | 
) は ティ エリ ア ・ ア - ひと り の み 


ミレ イナ ・ ヴ ァ ス ティ 


イア ン の 婚 で CB の 新 メン バー。 /、 
健二 織 オペ レー ター と し て ( プ ト 
し マイ オス 2) に 乗り 込ん た だ, \ 


【CB 主 要 メ ン バ パー の 行方] 


ロッ クオ ン ・ ス トラ トス ガン ダム マイ スタ ー 西暦 2308 年 の 戦闘 で 死亡 
アレ ル ヤ ・ ハ プティ ズム | ガン ダム マイ スタ ー 国連 軍 に 因 わ れる 

ティ エリ ア ・ ア ー デ ガン ダム マイ スタ ー | CB に 政 劉 

スメラギ ・ 地 ・ ノ リエ ガ 戦術 予報 士 CB を 雑 脱 

クリ ステ ィ ナ ・ シ エラ 戦況 オペ レー ター 西暦 2308 年 の 戦闘 で 死亡 
フェ ルト ・ グ レイ ス 戦況 オペ レー ター CB に 残留 

リヒ テン ダー ル ・ ツ エー リ 操 能 士 西暦 2308 年 の 戦闘 で 死亡 
ラッ セ ・ ア イィ イオン 予 人 パイ ロッ ト 等 CB に 姓 留 

イア ン ・ ヴ ァ ス ティ 総合 整備 十 CB に 残留 

JB・ モ レノ 医師 醒 暦 2308 年 の 戦闘 で 死亡 


9 は CB に 残留 、 は 生存 する が CB と は 別 生 動 、 品 は 死亡 


| 連 軍 地球 連邦 平和 維持 軍 の GN ド ライ 
ヴ [T] 搭載 MS に 対し 、CB の 第 3 世代 ガン ダム 
は 性 能 上 の 優位 性 を 失っ て いた 。 そこ で CB は 
組織 の 再建 再編 に 際 し て 、 よ り 高 性 能 な 新 
型 ガン ダム を 開発 し た 。 中 で も 、2 基 の GN ド ラ 
イヴ に よる ツイン ドラ イヴ シス テム ] を 搭載 し た 
ダブ ルオ ー ガ ンダ ム は 画 期 的 な 機体 だ っ た 。 だ 
が CB が 持つ 4 基 の GN ド ライ ヴ は 、 どの 組み 合 
わせ で も 充分 な 同調 率 を 得 ら れ な か っ た 。 


攻防 に 却 で る 
の 擬 維 機 。 ト ライ アル シス テ 
ム 搭 載 の セラ フィ ム ガ ンダ ム 
を 月 部 に 授 し て いる 。 
【5 基 の GN ド ライ ヴ の 行方] 
CB 壊 江 時 の 挫 載 MS 
カン ダム エク シア 機体 と 共に 行方 不明 
ガン ダム デュ ナメ ス デュ ナメ ス と 共に CB が 保有 。 後に ケル ディ ム ガ ン ダム に 搭載 
5 | フェ レシ ュ テ が 回 収 し 、 第 2 世代 ガン ダム 等 搭載 
ガン ダム キュ リオ ス 後に CB に 返還 され 、 アリ オス ガン ダム に 搭載 
Se CB が 回 収 し 、 セラヴィー ガ ンダ ム (セラ フィ ム ガ ン ダム ) に 搭載 
0 ガン ダム フエ レ シュ テ が 活動 に 使用 し た 後 、 フォ ン ・ ス パー ク が 一 時 持ち 出 
(第 2 世代 ガン ダム ) し 。 後に CB に 返 司 きれ 、 ダブ ルオ ー ガ ンダ ム に 搭載 
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斑 バナ マ 攻 略 戦 


政治 的 意図 が 見 え 隙 れ し た 
マス ドラ イ バ ー 基 地 下 略 
ク 」 の 失敗 か ら 17| 


き 軍 の パナ マ 共 
イ パ バー 基地 「 


neD3 mml 
N ヾ ッ 


llustration by MASAKAZU YAMAGISHI /Color by SAYOKO YOKOYAMA < Special Efiec 


Capture War in Panama 
C.E.71 


オペ レー ショ ン ・ ス ピッ ト プ レ イク と 同時 期 


と され る の が 、4 月 1 日 に プラ ント 
E し た ば か り の パト リッ ク ・ ザ 
関連 ファ イル 


2 み 


ザラ 議長 は 、 オ ペレ 
る つも 0 り だ っ た が 、 情 報 》 
役 入 戦力 の ほとん ど を 


断 で JOSH-A 攻 略 作戦 に TuErnenw 


SEED 03-43 
つま り 、 オ 


は 戦略 と 内 政 の 問 
攻略 作戦 を 


答 載 MS フリ ー 


by SHIN INOIE “Background by ATELIER MUSA 


ピッ ト プ レ イク 後 の 
地球 連合 軍 の 動向 


ZGMF-X10A 


HY 
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オペ レー ショ ン ・ ス ピッ ト プ レ イク を か わし た 地球 連 
合 軍 は 、JOSH-A の 崩壊 を 「 ザ フト の 新型 大 最 破壊 
」 に よる も の と 発表 し 、 反 プラ ント (コー ディ ネイ 
ター) キャ ン ペ ー ン を 展開 し た 。 、 ア ラス カ 戦 の 
真相 を 知っ た ユー ラ シ ア 連邦 と 東 ア ジア 共和 国 は 不 


較 キラ 、 アー クエ ンジ ェ ル 
ルー と 再会 


ラ と 再会 し た アー クエ ンジ ェ ル の ク 
ツー は 、 彼 を 受け 入れ た も の の 今後 の 
行き 先 を 決め 5 られ に いた 。 また 、 授 亡 
中 の ラク ス か ら キ ラ の 生存 を 聞か され た 


アズ 


ン は 、 ジ ャ ステ ィ ス で プラ ント か ら 


地球 へ と 向かっ て いる (5 月 1 1 日 )。 


スピ ッ ト プレ イク の 失敗 、 そ れ を 決定 付け た 作 
戦 情報 の 漏洩 、NJC 搭 載 MS フリ ー ダ ム の 流出 を 受け た プラ ント 
最高 評議 会 パト リッ ク ・ ザ ラ は 、 シー ゲ イン 5 穏健 派 を 内 
通 者 と 断定 し 接 発 に あたっ た (特に ご : : ラ クス は 国家 反逆 
罪 で 指名 手配 され た )。 また 、 特務 隊 ア スラ ン ・ ザ ラ に NJC 持 | 
MS ジャ ステ ィ ス を 与え 、 フリ ー ダ ム の 奪還 、 その パイ ロッ ト お よび 
接触 し た 可能 性 が ある 人 物 ・ 施 設 の 排除 を 命じ た 。 


スピ ビッ ト フ レイ ク 和 失 履 で 混乱 する ブラ ント 本 国 で は 、 ザラ 議長 が 概 健 派 の 
意 済 に 動い た 。 アス ラン に は フリ ー ダ ム 奉 過信 が 出さ れ た 


彫 ( ア ー フ エン ジェル)》 、 オー ブ ヘ 


5 月 15 日 、 地 球 連 合 軍 に 合流 し な か っ た (アークエ: 
が オー プ に 入港 。 オー ブ の 実質 の 前 代表 ウズ ミ 
アス ハ も (アー クエ ンジ ェ ル ) を 迎え 入れ た 。 この 頃 、 大 西洋 連 
邦 は オー ブ に 代表 され る 中 立国 へ の 圧力 を 強め て お り 、 地 球 連 
合 軍 と し て 参戦 し な い 場合 、 敵 対 国 と 見 な す と の 通告 を 出し て い 
し か し 、 ナチ ュ ラ ル と コー ディ ネイ ター を 分 け 隔 て : 
を 直孝 の 要請 を 民 け 入れ る つも り は な か っ 


(アー クエ ンジ ェ ル ) が 秘密 理 に オー ブ に 入港 し 、 ウズ 


連合 は JOSH-A 則 の 真相 を 陽 項 し 、 反 プラ ント キャ ン ペー ン を 展開 。 


園 アー クエ ンジ ェ ル 、 オー ブ に 入港 
5 月 15 日 、 アー クエ ンジ ェ ル は オー ブ に 入港 し 、 ウ ズミ 、 
前 代表 も これ を 迎え 入れ た 。 同時 期 、 大 西洋 連邦 は 
反 プ ラン トキ ャ ン ペ ー ン を 行う と 同時 に 、 中 立国 へ の 
圧力 を 強め て お り 、 対 プラ ント 戦争 に 非 参戦 の 場合 
は 、 敵対 国 と 見 な す と いう 通告 を 出し て いた 。 


ザフト アス ラン の 進路 mm 朝 > | 戦 開発 生地 吉 舞 


困 ザフト 、 バナ 


も 例外 で は な か っ : 


脱走 航 (アー クエ 


5 月 25 日 、 マ ス ド ライ バー 

軍 の パナ マ 基 地 に 対し 、 

施 。 スト ライ クダ ガー を 投入 す 

的 に は 有利 だ っ た 地球 連合 

「 グ ング ニー ル 」 を 使用 し た た め 、 


だ が 、 地 


CE71.05.11、 ユニ ウス 市 区 の 劇場 ホワ 
アス ラン が 逃亡 中 の ラク ス と 再会 。 だ 
を 持ち 独自 の 道 を 歩み 始め た 
を 説得 で きず 、 自 身 の 目 で 現状 を 確か め る 意味 も あっ て 、 NJC 搭 
載 MS ジ ャ ステ ィ ス で 地球 に 向かっ た 。 


デール 
ル ) は フリ ー ダ ム の 店 際 性 を 知り つつ 、 キ ラ と 共に 受け 
ン は ラク ス か ら キ ラ の 生存 を 知ら きれ 、 地球 へ と 降下 


園 バナ マ 攻 略 戦 


5 月 25 日 、 マス ドラ イ バ ー 基 地 「 ポ ル タ . パ ナマ ] を 擁する 地球 
連合 軍 の 重要 拠点 パナ マ 其 地 に 対し 、 ザ フト が 攻撃 を 実施 。 ザ 
マス ドラ イ バ ー の 破壊 に よる 地球 連合 軍 の 宇宙 
た が 、 スピ ッ ト プ レイ ク 和 失敗 の 報復 、 ザラ 政権 の 維 
地球 連合 軍 は 制式 主力 MS 
スト ライ クダ ガー を 初め て 実戦 投入 し た が 、 ザ フト の EMP 兵 器 「 グ 
ング ニー ル 」 に より ボル タ ・ パ ナマ は 破壊 され た 。 


較 合 軍 だ Di 
こよ る 地球 連合 衝 兵 の 虐 和 が 多発 し た 。 


を 相 機 に 敗北 。 戦闘 後 、 
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マス ドラ イ バ ー を 破壊 され た 。 


の 


プラ ント 最高 
プラ ント で は 、 オ ペレ ー シ ョ 
を 拉 機 と し て 穏健 派 の 衣浦 が 


* 合 首長 国 
合 軍 の 
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会 の 変化 


・ ス ピッ トブ レイ ク の 失 池 
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機動 戦士 V ガ ンダ ム 


カイ ラス ・ ギ リー と エン ジ エ ル ・ ハ イロ ウ 


ザン スカ ー ル 帝国 の | 
戦略 毅 巨 大 兵器 
ル 帝 国 の 戦略 
グ ・ キ ャ ノン を 
、 生物 に 精神 


「 エ ンジ ェ ル ・ ハ 


サイ ド 2 の コロ ニー 国家 ザン スカ ー 
回 と し て 、 巨大 茶 科 子 砲 
要 案 「 カ イラ ス ・ ギ リ 
退行 を 引き 起こ す リ ンダ ・ サ イ 
イロ ゥ 」 が 知ら れる 。 共に 絶大 な 威力 を 持ち 、 ザン ス 
カー ル 戦 争 に 多大 な 影響 

単純 に ザン スカ ー ル 普 | 器 と し て 語ら 
れる カイ ラス ・ ギ リー と エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ だ が 、 そ 


ス ・ ギ リー は 、 か つて の コロ ニー 
近い 発想 の 戦略 級 指向 性 エネ ルギー. 


連 器 か ら 構成 きれ 、 作 密 
閉 型 コロ レー ザー 人 砲 より 店 
か 型 で は ある が 、 単純 威力 は ソー ラ ・ レ イ や グリ 
プス 2 を 上 回 る と きれ る 。 こ # 、 分 解 状態 な 
ら 数 衝 程 度 の 小宇宙 艦隊 で も 運搬 可能 で あり 、 世 


運用 形式 は 、 地 球 の 衛星 軌道 上 
対地 ・ 対 コロ ニー 攻撃 と な る (地球 と が ザンスカール 
常 国 本 国 を 繋ぐ 中 継 基地 と し て も 期待 され た ) 。 も っ 
と も 実際 に 使用 する つも か は 不明 で 、 地 球 


と 見 られ る 。 つま り 旧 世紀 の 大 量 破壊 兵 
うに 「 強 力 過 ぎる が 族 
た の で 
ル ・ ハ イロ ゥ は 、 物理 的 な 破壊 力 を 
の 精神 に 影響 を 与え る 精神 
た め の 兵 器 」 だ っ た 。 形状 は 
体 が 重なっ た 円 盤 (リン グ ・ サ イコ 
ミュ の 起動 状態 に よっ て 各 リ ング の 角度 が 変更 され 
る ) で 、 直 径 は 20km に も 及 ん だ 。 

約 2 万 人 の サイ キッ カー が 放つ サイ コ ・ ウ ェ ー ブ を 
制御 、 増幅 し て 発振 する エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ は 、 照 
射 エリ ア 内 の 生物 、 特 了 を 引き 起こ 
ウェ ー ブ ( サ 


て 広く 、 宇宙 か ら を 影響 下 に 置く 
こと が で きた 。 また 、 単独 で の 航 宙 ・ 飛 行 能力 も 持つ 


Super Weapon inU.C 
宇宙 世紀 の 超 兵器 


た め 、 理 論 上 の 影響 箇 囲 は 無制限 と 言え る 。 

エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ の 利点 は 、 付随 被害 を 局 限 し 
つつ 敵対 勢力 を 無力 化 で きる 点 で 、 あ る 意味 | 使い 
や すい 兵器 」 だ っ た 。 計画 の 主導 者 フォ ン セ ・ カ ガチ 
首相 は 「 穏 や か な 人 類 の み を 再生 し 、 戦 いし か 知ら 
な い 人 々 は 自 減 さ せる | と いう 思惑 や 、 マ リア 主 義 的 


な 地球 保護 を 実現 する た め 、 エ ンジ ェ ル ・ ハ イロ ゥ を 
欲し 、 運 用 する こと と な っ 
( け イ ト ・ マ ンカ ッ ド UC0155) 
関連 ファ イル 
Voz_e 
Va2-19 
vosos 
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ハイ ロ ゥ な どの 戦略 趣 巨 大 兵 疾 
と で も 知ら れる 


還 が 全 用 さ 


liustration by JUN WADA 


ザン スカ ー ル 帝国 が 開発 し た 巨大 荷 粒 
子 學 タイ ブ の 宇宙 要塞 戦略 衛星 が 、 カ 
イラ ス ・ ギ リー で ある 。 宇宙 要塞 と は いっ て 
も 、 ほぼ ビーム 砲身 と 2 基 の 粒子 加速 器 の 
み で 構成 され て いた 。 


中 カイ ラス ・ ギ リー の 構造 


直径 500m ほ どの 粒子 加速 器 。 ビー 
ム の 発生 と 加速 を 担う 熱 村 反 応 炉 一 価 
型 と 思わ れる 。 加速器 は 渦巻 き 状 と な っ 
て お り 、 本 来 の 全長 (推定 約 10km) と 比 
べ れ ば 遥か に 小型 。 2 基 が 用 意 さ れ た 。 


カイ ラス ・ ギ リー に 連結 され た スク イー ド 
級 大 型 宇宙 戦艦 が カイ ラス ・ ギ リー の 管 
制 シス テム を 兼 わる 。 連結 が 解除 され 
場合 、 砲 身 部 の コン トロ ー ル ルー ム : 
マニ ュ アル 操 給 で 発射 可能 , 


宇宙 要 寒 や 戦略 衛星 に 分 類 され る こと 
カ ら 推測 で きる よう に 、 カイ ラス ・ ギ リー は 自 
力 航 行 能力 を 持た な い 。 この た め 特 定 の 
宙 域 や 軌道 上 に 固定 する か 、 宇 宙 艦 艇 に 
よる 牽引 が 想定 され て いた 。 


2 隻 の スク イー ド 級 大 型 宇宙 戦 
艦 を 中 心 と し た 秀 隊 で 、 砲 身 な ど カ 
イラ ス ・ ギ リー の パー ツ を 移送 する 。 
目標 電 域 に 到達 後 、MS や 作業 艇 
を 用 いて 組立 作業 を 行う 。 


カイ ラス ・ ギ リー 
下 磯 と 推進 力 に 秀 で る スク イー ド 各 が 運 
搬 す る 。 建設 作業 の 指揮 所 も 兼ね る 。 


へ 粒子 加 避 吉 


通常 は カイ ラス ・ ギ リー の 存在 自 
全 を 后 昌 ・ 座 制 に 用 いる 。 発 示 に 
は 本 国 と 艦隊 司令 の 許可 が 必要 と 
され る 。 発射 が 決定 する と 、 科 子 生 
成 ・ 加 速 器 を 欄 働 させ る 。 


* グ ご 
カイ ラス ・ ギ リー の 熱 村 反 応 炉 や 外部 入 ・ や 加速 され た 粒子 
力 に より 、 粒子 発生 区 画 が 稼働 加速 
区 画 の ドラ イブ も 開始 され る 。 
発射 ボタ ンプ トリガー が 操作 され る 
カイ ラス ・ ギ リー と スク イー ド 級 大 型 中 全長 1.320m の 茶 粒 子 克 身 。 狂 状 で イー 
宇 戦 艦 の 連結 、 各 ユニ ッ ト の 接続 を ど に は 、 こ の 砲身 の み が 「 ピ ッ グ ・ キ ャ ノン ] と され た 粒子 は ビー ム と し て 発射 
用 いい る 超大 型 ケー ブル 。 スク イー ド 起 か ら 議 呼ば れる 。 荷 粒子 の 発生 や 初期 加速 は OR 
|- の 制御 、 エネ ルギー 供 加速 句 で 行わ れる が 、 偏 向 用 の 宿 身 に も ¢ EN 
給 な ど に 用 いら れる 模様 荷 鐘 子 加速 機 能 が 備わっ て いる 。 
じ ュ 4& 
スク イー ド 緩 か ら の 管制 が 不可 能 な 場 
合 、 カイ ラス ・ ギ リー 本 体 の コン トロ ー ル 
ルー ム で 起動 と 発射 操作 を 行う 。 
\ SCIENCE = | 型 糧 子 加 速 難 を 備 
\Key Word 。 MS 版 カ イラ ス ・ ギ リー 人 はり ナル の カイ カイ ラス ・ ギ リー を 容 取 
V ザン ネッ ク ・ ギ リー と 同じ 2 基 ミリ ティ ア は 、U.C.0153.05.06、 
< E (アメ リア ) 軍 域 の 戦闘 で 使用 。 
カイ ラス ・ ギ リー は リガ ・ 
3 N ニ カイ ラス コー 0 この 際 、 ズ ガン 能 隊 に 多大 な 梓 
ク が 開発 され た 。 火力 こそ 本 来 の カイ ラス ・ ギ リー に 及ば な 害 を 与え て いる 。 
い が 、 理 用 季 軟 性 に 
静止 新星 軌道 か 5 で も 地 
上 を 攻撃 可能 。 ザン ネ 、 
ペー ス は 大 気 園 上 礎 
降下 、 その 後 の 宇宙 ! 程 砲 口 の 至近 距離 で 発生 し た MS の 明 人 
まで 可能 な SFS で あっ : に より 、 - ム が 屈曲 され た 。 それ で も 
(アメ リア ) 近 億 の ズ ガ ン 秀 隊 に 命中 
ay 160.22 


サイ コ ・ ウ ェ ー ブ の 照射 に より 、 生 物 の 
積 神 授 行 を 9 き 起こ す 昔 略 サ イコ ミュ 兵 
器 。 物理 的 な 破壊 力 は 持た ず 、 精 神 に の 本 来 は 移民 船木 
み 影 響 を 及ぼ す 。 直径 20km も の 巨体 を 詩 て 
る が 、 単独 で の 航 宙 ・ 飛 行 能力 を 持つ 。 た と の 説 も ある 。 


帝国 首相 フォ ン セ ・ 
ガチ が 計画 を 主 


運用 方 法 
エン ジェ ル ・ ハ イロ に 乗り 込ん だ 約 2 万 
人 の サイ キッ カー の 意識 を 緒 一 する こと 


# 較 革 計 は サイ キッ カ 
3 ーー の 意思 を 統一 する 
の み で 、 射 エリ ア 


き な い 。 エ リ 


生物 に 精神 後退 を 引き 起こ す サ イコ ・ ウ ェ ー 
プ を 照射 する 。 サイ キッ カー の 統率 者 に も 、 
ニュ ー タ イブ 的 能力 が : 


リン グ 群 が 重 な ミュ | と も 呼ば れる 。 セン ター・ サ ー 
クル 以外 の リン グ は 、 内 側 か ら 順 に 第 1 から 第 5 まで の 番号 が 割り 振ら れ て お り 、 そ れ ぞ れ が 独自 の 
可動 域 を 持つ 。 さら に 各 リン グ は 「 リ ング ・ ブ ロッ ク ] と 呼ば れる パー ツ の 集合 体 で あり 、 サイ キッ カー 
用 の 冬眠 チュ ー ブ な ど が 格納 され た 。 乗り 込む サイ キッ カー の 総数 は 約 2 万 人 。 


艦 笑 の よう な 形状 を 持つ 、 中 
央 モジ ュー ル 。 中 央 部 に は キー 
ルー ム や コン トロ ー ル ルー ム 、 主 
見 の 問 な ど が 設置 され て いる 


沸 了 シン グー ブロック の 
フォ ト G50 話 の 解 
する エン ジェ ル ・ バ ハイ 
Ds. To 
ウル | の フト 51 話 
の で 和 行 する セ 
シラ ー・ サ ー ク タル 。 


リン グ を 構成 し て いる リン グ ・ ブ 
ロッ ク 。 外部 の リン グ ほ ど 幅 が 太 
に よっ て ブロ ッ ク の サイ 

ブロ ッ ク 同 士 の 結合 面 に 

は 、 ド ッ キン グ ・ ア ー ム や 

配線 、 通 路 な ど が 見 える 。 


御 や 各部 の 監 複 を 行う 
本 体 で ある リ 


ェ ル ・ ハ イロ 9 は 
セン ター・ サ ー ク ル と 、 リ ング ・ サ イ 

グ 部 分 の ふた つ に 大 別 で きる 。 この た め 、 中 央 モ 
ジュ ー ル 内 部 に は キー ルー ム な どの 中 枢 部 分 が 、 リン 
グ 部 分 に は サイ キッ カー 用 チュ ー ブ が ' 収 りら れ で いる 。 


レ 
半 率 者 で ある 女王 マリ ア が 、 サ イ - 
に 待機 する 底 見 の 問 


眼 状 態 の サイ キッ カー を 収容 する チュ ー ブ は 、 ひ と り に つ 
1 基 を 設 告 。 MS が 移動 可能 な 内 部 通史 も 存在 する 。 


SCIENCE 


エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ の 
Key Wnrd | 
ル ・ ハ イロ ウゥ の サポ ー ト 用 MS リグ ・ リ ング が 計画 さ 


れ た と の 説 も ある 。 エン ジェ ル ・ ハ イロ ウゥ が 放つ サイ コ ・ ウ ェ ー 
プ を 共鳴 ・ 夫 幅 し 、 地球 全 士 に 行き 渡ら せる こと な 目的 と し 
た も の の 、 開発 は 中 止 され : れる 


エン ジェ ル ・ ハ イロ 9 の 効 


小型 の リン グ ・ サ イ 
し 、 単 体 で も 低 出 カ の サイ コ 
ウェ ー プ を 照射 可 能 


を 搭載 
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リン グ 群 が 平行 に 配置 され た 待 
機 形態 か ら 、 各 リン グ が 放射 状 に 展 
開 する 発振 下 行 す る 。 その 
後 、 サ イキ ッ カー た ち を エン ジェ ル ・ 
ハイ ロ 2 内 の チュ ー ブ に 配置 する 。 


和 建造 時 は 待機 状 能 で 、 徐 々 に 震 リ ング 
の 角度 を 調整 。 サイ キッ カー た ち は 宇 宙 
ステ 且 集 め ら 


約 2 万 人 の サイ キッ カー を 束ね る 
率 者 が キー ルー ム へ 入る 。 統率 
者 が サイ キッ カー た ち に 呼び 掛け 、 
意識 が 統一 され る と サイ コ ・ ウ ェ ー ブ 
を 発振 可能 と な る . 


王 マ リア 、 科 に 棋 の シャ クティ 
が 季 め た 。 チュ ー ブ に 収容 され た サイ キッ 
カー は 笠 半 トラ ンス 状態 に 置か れる , 


コン トロ ー ル ルー ム で 目標 エリ ア を 
決定 し 、 サイ コ ・ ウ ェ ー ブ を 照射 。 低 
出力 の 場合 は 感受性 の 強い 人 間 に 
し か 効果 が な い が 、 高 出力 状態 で は 
通常 の 人 間 も 影 響 を 受け る 


サイ コウ ェ ー ブ の 
馬上 を 選 け た 人 々 


陣 抽 を 受け た 生物 は 精神 退行 の 示 、 事 
要 死 を 辿 え る 。 細菌 兵器 「 エ ンジ ェ ル コー 
ルル] を 併用 す る つも り だ っ た と も 言わ れる . 


実戦 で の 運用 


U.C.0153.06 実 施 の 「AH 
作戦 ] に 投入 。 地球 に サイ コ ・ 
ウェ ー ブ を 照射 し 効果 を 上 げ る 
も 、 大 気 園 に 突入 し た エン ジェ 


起動 し た 
イロ ッ は サイ コウ 
を 発し な が ら 、 地下 


S アド ラス テア 、 
ル ・ ハ イロ 9 は 空中 分 解 し た 。 1 2 き 


戦略 お よび 戦術 面 で の 有効 性 


カイ ラス ・ ギ リー と エン ジェ ル ・ ハ イロ ウ の 威力 は ザン スカ ー ル 戦争 で の 
実戦 で 証明 され た 。 だ が 、 強 力 な 兵器 が 必ず し も 有用 と は 限ら な い 。 ま 
た 、 戦術 兵器 と し て は 有用 だ が 戦略 兵器 と し て は 不向き で あ - 
た りす る 場合 も ある 。 カイ ラス ・ ギ リー と エン ジェ ル ・ ハ イロ ウ は そう 
し た 性 格 が 標 敵 な 兵器 で 、 通常 の 目的 で は 使い に くい 側面 も あっ た 


逆 だ 


戦略 兵器 と し て の カイ ラス ・ ギ リー 


っ た り 、 その 


戦 略 兵 状 と は 本 来 、 強力 退 ぎ る が 故に 「 実 戦 で は 使わ な 
い 兵器 ] 世紀 の 戦争 で は 度々 実戦 投入 さ 


罰 戦略 兵器 と し て の エン ジェ エル ・ 人 ハイ ロウ ゥ 


カイ ラス ギリー の 来 の 上 的 は 、 その 巨体 と 火力 で 地球 連 _ 
政府 お よび コロ ニー 国家 群 を 個 喝 ・ 素 制す る こと だ 
る 。 つま り 、 旧 世 紀 の 戦 略 核 の よう な 位置 付け だ 


カイ ラス ・ ギ リー は 本 来 「 使 わ 
な い 兵器 だ が 、 
ンス カー ル 帝 国 の 恐怖 政 央 
が リガ ・ ミ リティ ア を 警戒 させ 
宇 取 作 温 に 刺 が っ : 


男 戦術 兵器 と し て の カイ ラス ・ ギ リー 


使う た め の 兵器 」 と し て 開発 され 
に も 、 そ の 性 能 が 実戦 証明 さ 
: め 、 外 交 材料 に は 使い に く か っ た の だ ろう 。 


カイ ラス ・ ギ リー と は 反対 
喝 


史上 初 の 分 類 の 兵 

た ゆ 、 敵対 側 の 理解 が な いと 
戦略 兵器 所 て の 有効 性 は 低 
く な る 。 カ ガチ 首相 も 柄 喝 材料 
と は 考え て いな か っ た よう た 


層 戦術 兵器 と し て の エンジ エル ・ ハ イロ ウ 


戦略 級 指 向 性 エネ ルギー 兵器 と し て は 小型 で 、 防 衛 艦 隊 も 常駐 
する な ど 運 用 は 比較 的 容易 。 だ が 、 小 型 ヒ は いっ て も 全長 1.300m 
以上 の 巨体 で が )、 戦術 レベ ル の 戦闘 で は 妨害 を 受け や すい 


火力 は 対 婚 隊 用 と し て も 充 
分 。 た だ し 、MS や 工作 員 レ ベ 
で 列 道 を そら され た 
震 管 制 系 を 破壊 され た り 
る 可能 性 は 無視 で き な い 


エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ の 精神 退行 効果 は 絶大 で あり 、 周辺 エリ 
ア に サイ コ ・ ウ ェ ー ブ を 照射 する な ら 、 戦術 級 の 戦闘 で も 極め て 
有効 。 だ が 「AH 作 戦 ] で は 、 地球 へ の 照射 が 優先 され た 。 


直入 20km の 巨体 の 防 新 は 
た 場 
合 、3 昌 間 足 ら ず 較 洛 する 


きれ 


CVT 


Ilustetionby JUN WADA 


MORE INFO! 
サイ キッ カー と ニュ ー タ イプ 


エン ジェ ル ・ ハ イロ ッ 


画 ニュ ー タ イブ 
UC.0050 年 代 頃 、 ジオ ン ・ ズ ム ・ 

測 し た 「 人 の 革新 ]。 空間 認識 能力 

優れ 、 一般 人 より 感応 波 (サイ コッ ウェ ー ブ 
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宙 閣 ・ サ ン ライ ズ 
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機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


WORLD GUIDE 
イン ド 洋 の 戦 


MINERVA Goes to a New Battlefield 
C.E.73 


大 西洋 好 球 の 普 堪 
ユー ラ シ ア 西 i の : 化 


地球 上 で の ザフト の 恒 上 和服 小 限 だ っ た に 
も か か わら ず 阻 止 で きず 、 戦争 が 長期 化し つつ あっ 
た の 

も っ と も 、 こ の 戦争 は 大 西洋 連邦 が 望ん だ も の で 
は な か っ た 。 大 西洋 連邦 を 裏 か ら 操る ロゴ ス 埋 部 で 
あり 、 ブ ルー コス モス の 製 主 で ある ロー ド ・ ジ プリ ー 
ル の 強い 意向 に より 、 望 ま ぬ 開 戦 を 強い られ た ジョ セ 
フ ・ コ ー プ ラン ド 大 統領 は 、 明 確 な 戦争 プラ ン を 持っ 
すけ で は な い 。 実際 、 プ ラン ト 本 国 へ の 核 攻 
、 各 地 で 泥 幼 式 な 対応 を 続け た 


以前 か ら ユ ー ラ シア 7 西部 で は 、 政 治 介 入 を 繰り 返 
す 大 中 孝 へ の 反感 が 高まっ て お り 、 開 戦 を 契 
機 に - 部 の 地域 が 分 区 求め て 武装 蜂起 す 
る に E 事 力 で この 動き を 圧 
殺し よう と し た が 、 レ ジス タン ス 側 は 大 き な 披 害 を 出し 
つつ も 、 頑強 に 抵抗 を 続け て いた の で ある 。 

アァ 西部 の 混乱 は 、 局 地 的 な 問題 に 留 ま 
ら な か っ た 。 スエ ズ 基 地 に 大 戦力 を 集結 させ 、 ザ フ 
ト の ジブ ラル タル 基地 (と ベル シャ 湾 の マハ ムー ル 恭 
地 ) 攻 略 を 企図 し た 地球 連 台 地中海 西部 


め 、 攻 略 作 | a こ に の だ っ た 。 

そこ で 地球 連合 軍 は 、 ス エズ 基地 ヒマ ハム ー ル 共 
地 の 中 間 に 位 置 す る ガル ナハ ン に 橋 頭 く 。 マ 
地 に 申 み を 利 か せつ つ 、 反 地 球 軍 合 
則 止 する 狐 いか ら 構築 きれ 
ガル ナハ ン ロ ー エ ング リン ゲー ト | と 呼ば れ 
は 、 狭 降 な 地形 に 陽電子 砲台 を 配置 し 
RY 電子 リフ レク ター 搭載 MA を は じ め と する 
を 配備 し て お り 、 苑 攻 不 昔 の 要塞 と 


な っ て いた 。 
マハ ムー ル 基 地 の ザ フ NE 


ン ゲ ー ト を 攻め りあ ぐね た が 、 そ . 
伸 べら れる 。 MS 惑星 強襲 揚陸 盤 (ミネ 
着 し 、 共同 戦線 を 展開 し た の で ある 。 
オー ブ 出 国 後 、 カ ー ペ ンタ リア 基地 に 0 
(ミネ ル バ )》 は 、 その まま 
た 。 地球 に 徐 下 する (ユニ ウ ヌ 7 の 人 参 
加 し た 結果 、 地 球 に 降下 
は 月 皿 道 に 配備 され る 
し か し プラ ント 本 国 は 
ブラ ル タ ル 基地 の 支援 に 投入 し た の だ っ た 。 
(エス タ ・ オ リス ・ ト ウ ハ Ci 


\ と 
ガル ナル ハン 攻略 戦 


歴史 フォ ー カ ス : イン ド 洋 の 戦い と ガル ナハ ン 攻 略 戦 


本 09 mmMWh 


関連 ファ イル 


ZGMF-X568 イン パル スガ ンダ ム 
YMAG-X7F ゲル ズ ゲ ー 


DES-01-01 


En 
シア a 
アス プレ ンダ ー を 中 心 に 3 機 に 分 
0 アク ラティス の 
類 し 、 こ の 機能 を 用 いて 「 ロ ー エ ン 
ンタ ター ジー リン ケー ト | の 苔 を 案 行 し た 、 


Mlustration by NOZOMI GOTO Color by SAYOKO YOKOYAMA Backsround by EIJI WAKAMATSU (KUSANAGI) 


《 ミ ネル ノ 
デュ ラン ダル 議長 の 狙い 


ロミ エン グリ シン 王 ド 午 沿 | 


IZGMF= 
X200Gl 


X568| 


国 ガル ナハ ン 攻 略 作戦 


還 ロ ミエ ラク リン 中 


ei 
2 RIGAT-o2l2 


5 


ピコ 
ZGMF:1000 (ルナ マリ ア 機 ) 


LE と デー ニブ 5 TMF/A802 


ネル パ )》 に 与え られ た 任務 は . 
る スエ スズ 基地 攻略 作戦 の 支援 
洋 と ペル シャ 湾 を 経 
《 ネ ル バ )》 は 、 ホ 3 


な ユー ラ シ ア 西部 に 足 を 踏 


m09 mm 


み 入 れ ぎ る を 得 な く な っ た 。 こ の 命令 の 背後 に は 、 プ 
ラン ト 最 高 評議 会 議長 ギル パー ト ・ デ ュ ラ ンダ ル の 思 
到 が あっ た と 見 られ る 。 《 ミ ネル バ 》 を ユー ラ シ ア 西 
部 解放 の 英雄 に 祭り 上 げ 、 同 地域 、 ひ いて は 地球 
の 親 プ ラット 感情 を 高め る 意図 が あっ た よう だ 


国 マハ ムー ル 基 地 に 入港 


マハ ムー ル 基 地 に 入っ た ミネ ル バ は 、 


zee 1001M 
(レイ : ザ コバ レル 紅 ) 


レセ ッ プ ス 級 
大 虹 地 上 戦艦 


ガル ナハ バン 攻 略 作戦 へ の 参加 が 決 
定 。 ミ ネル バ は ヨー ロッ パ 方 面 に 同 か 


う 必 要 も あり 。 作 戦 に 協力 する こと と 
な っ た 。 な お 、 ア ー ク エン ジェ ル は スカ 
ジ ナ ビア 王国 に 潜伏 し て いた - 


ZGMF:X23S 


国 ミネ ル バ 、 


ガル ナハ ン の [ロー エン ダリ ン ゲー ト 」 の 攻 


略 に 出 た ミネ ル パ は 、 味 方 部 潤 と 正面 に 


進出 し 、 イ ン パ ルス が 筑 道 か 5 ロー エン グ 


リン 砲台 へ と 接近 : 


固 ミネ ル バ 、 
ディ オキ ア へ と 到達 
ディ オキ ア に 到着 し た ミネ ル バ は 、 
同 地 を 訪れ て いた : ダル 議 


イン パル ス の 攻撃 
に より 砲 台 は 陥落 し 、 ガ ルナ ハン を 制圧 し 
て いた 地球 軍 も 撤退 を 強い られ た 。 


回 ミネ ル バ vs フ ァ ン トム ペイ ン 
イン ド 洋 前 基地 か ら 戦力 引き 抜い た ファ 


長 ら と 会 見 。 この 席 で 議長 は ロゴ 人 境 ント ムペ イン は 、 ミネルバ と ニー ラコ ン ゴ へ の 
ス な ど に つい て 言及 し た 。 また 、 議 計 3 / 攻撃 を 実施 。 ミネ ル バ は 敵 細 隊 を 失せ る 
長 は アー クエ ンジ ェ ル の 行方 を 追 に が 、 ニ ー ラ コン コ は 撃 光 きれ た 。 な お 、 イ ンド 


貴 し て も いた 。 


アス ラン | ファ ント ムペ イン 
ミネルバ の 進呈 夫 | の 通路 


オー ブ の 世界 安全 保障 条約 機構 加盟 と 《 ミ ネル バ ) の 出国 
を 知ら ず に オー プ 領 海 に 入っ た アス ラン 機 は 、 オー ブ 軍 の 迎撃 を 


受け て 苑 脱 。 カー ペン タリ ア 基 地 で 《 ミ ネル バ ) に 合流 、 参加 し 
た 。 この 際 、 ア スラ ン は デュ ラン ダル 議長 か ら 託さ れ た 命令 書 と 
ネル パ ) は スエズ 基地 
攻略 支援 の た め ジ ブラ ル タ ル 基 地 に 向かう こと と な っ た 。 し か し 、 
出港 直後 に ファ ント ムペ イン に 発見 され て し まっ た 。 


子 砲台 を 破壊 する た め 、 (ミネ ル バ ) と ドル 隊 

し つつ 、 シン - ア スカ の イン バル ス が 秘密 の 天 道 か ら 砲台 1 

レジ スタ ンス か 5 ら 提 供 さ れ た 寺 道 の デー タ を 基 に 、 陽電子 砲台 に 
肉薄 し た イン パル ス の 活躍 で 、 ロ ー エ ング リン ゲー ト は 陥落 。 ガル ナ 


ロー エン グリ ン ゲ ー ト の 薇 闘 は 、 陽電子 砲 を 撃ち 合う 激 関 の 未 。 イン バル 
ス の 邊 回 ・ 内 清 攻 撃 を 契 機 に ザフト が 勝利 。 ガル ナハ ン は 解 族 され た 。 


電 凍 発生 地点 押 


前 線 基 地 は イン パル ス に 3 
攻撃 を 受け 、 壊滅 し た 。 


彫 イン ド 洋 の 戦 


ファ ント ムペ イン (と その 指揮 下 の 地 球 連 合 軍 ) 、 対 カー ペン 
タリ ア 用 と し て 建設 中 だ っ た イン ド 洋 前 線 茎 地 か ら 戦 力 を 引き 抜 
き 、 《 ミ ネル バ ) お よび ボ ズ ゴロ フ 級 潜水 母艦 (ニニ づ ) へ 
の 攻撃 に 出 た 。 善 葉 し た ファ ント ムペ イン だ が 、 畔 闘 の 未 、 イン 
ド 洋 前 線 基地 の MS 部 隊 を 失い 撤退 。 この 際 、 アビ ス の 攻撃 で 
(ニー ラゴン ゴ ) を 撃沈 し て いる 。 イン ド 洋 前 線 基地 は イン パル 
ス に 発見 され て 攻撃 を 受け 、 戦闘 能力 を 表 失 し た 。 


本 


ザフト の 監視 を すり 抜け 、 地球 連 
いた 。 投 断 で 前 線 基 地 を 攻撃 し た シン は 、 アス ラン の 泌 責 を 愛 け た 。 


ラン ダル 議長 が 来訪 し て お り 、 

た 。 この 席 で 議長 は 、 ザ フト 優位 の 中 宙 の 戦況 、 変 わら な い 地 
球 連 合 の 態度 、 そ し て ブル ー コ スモ ス の バッ ク : 
を 主導 する 軍需 産業 複合 体 ロ ゴス に つい て 言及 し て いる 。 議 
長 は 《 ア ー ク エン ジェ ル )》 の 行方 を 探し て も いた 。 
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ア ) の 処 凍 ライ ブ が 開催 。 地球 に 降り て 
ル バ ) の 主要 クル ー と 開 談 し た 。 


ディ オキ ア 基 地 で は ラク ス ( 
いた デュ ラン タル 議長 は 


アス ラン か ら デ ュ ラ ンダ ル 講 長 の 命 金 書 を 月 


ジブ ラル タル 基地 へ 向け 出港 


IMVEMIIC 
ル バ は 、 ス エズ 基地 世 略 支援 の た 
『 ブ ラル タル 基地 へ と 向かっ た 。 し か し 出 


洪 直 後に ファ ント ムペ イン の 攻撃 を 受け た 。 
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タリ ア 晶 地 
ボス ゴロ ラ 級 
江 水 艦 


Miustration by AKID UNUMA 


を 寄せ た (アー クエ ンジ ェ ル ) は 、 地 
球 連合 、 ブ ラン ト (デュ ラン ダル 議長 ) の 双方 に 疑念 を 持ち つつ 
も 、 行 動 方 針 を 決め か ね て 潜伏 を 経 続 。 ベル シャ 湾 の マハ ムー 
ル 基 地 に 入 . ル パ バ ) は 、 地 青 連 合 軍 の 橋 頭 優 と な - 
た ガル ナハ ン の 攻略 作戦 へ の 参加 が 決定 。 ザフト 側 か ら 唯一 ア 
クセ ス 可 能 な 渓谷 に は 陽電子 砲 と 陽電子 リフ レク ター 装備 MA 
が 配備 され て お り 、 容易 に は 実 破 で き な か っ た た めで ある 。 


( 衣 貧 。 (ミネルバ) は ヨー ロッ バ 方 
面 に 抜け る 必要 も あっ て 。 ガル ナハ ン 攻 略 に 協力 する こと と な 


び ド り 


ラク ス の 影武者 ミー ア 

ア ・ キ ャ ン ペル は 、 デ ュ ラン ダル 議長 が ラク ス の 昌 

故 カ を 利用 すべ く 用 意 し た 影 放 。 講 長 は ラク ス 暗殺 を 
ー ア を 使い 捨て る つも り で も いた 。 


ア は 、 声 や 背 属 好 が 似 て いた こと か ら 、 


歌 所望 の 少女 
整形 手 術 の 後 、 デ ュ ラン ダル 講 長 の 命令 で ラク ス と し て 活動 し た 


商 績 ・ サ ン ライ ズ 


機動 戦士 ガンダム 


大 RUE 08 wm42I 
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更 が 変わ る 契機 と な っ た の は 、 ア タ シ ズ の 地球 
勢力 と し て 了 戦争 に 介入 し 
ズ と 同盟 する 。 それ で も エゥーゴ 


強化 し 、 戦 争 の 回 廊 


起 背景 に 持ち 、 ス ペー ス ノ ィ イド へ の 紗 # 
ター ンズ と 、 そ れ を 黙認 する 地球 連邦 政府 に あっ た 帰還 で あっ 
ティ ター ンズ の 過激 化 に 危機 感 を 強め た 地球 連 シズ は 、 テ ィ タ 
将兵 が 、 ア ナハ イム ・ エ レク トロ ニタ クス 社 (AE) や は カラ バ と の 連 拉 
国軍 残 3 部 の 協力 を 得 で 
TC.0087 一 0088 に 及 ん だ 、 ーー プ プティ ター ン 結成 武装 化し た こと で 、 グ リプ ス 戦 役 の 下 準備 は 結果 、 地 球 連邦 政府 と 世論 は エゥーゴ に 傾 
る 戦争 が グリ プス 戦役 で ある ゴ が グリ ー ン ・ ター ンズ は 無 差 別 攻撃 を 加速 。 アク シズ は 両 勢力 を 
ダリ プス 戦役 の 特徴 は 、 地 球 之 邦 軍 の 内 戦 と し 。 オア シス (サイ ド 7) を 帳 撃 。 ティ ター ンズ の 試作 MS を 天 衝 に 掛け 、 三つ巴 の 決戦 へ と 移行 し て いっ た 
て 始ま っ た も の の 三 勢力 が 英 対し 合う 形 に 移行 し 契機 に ダリ プス 陽 役 が 勃 発する (ナイ ト ・ マ ンカ ッ ド UIC155) 


最終 的 な 勝者 が 地球 圏 の 支配 者 と は な 』 エゥーゴ は 苦戦 を 強い られ た 。 ティ ター ン 
か っ 人 的 に は 、 地 球 連 邦 政府 が 、 オン 公国 宇 残 
を 中 柱 と する 反 地 球 連 邦 政 放 党 と 見 な し て いた こと も あり 、 世論 の 見 方 も ほぼ 同じ 関連 ファ イル ーー 3 
軍 の 特務 部 隊 と し て 誕生 し だ っ た 。 テロ リス ト 扱 い を 受け た エッ ゥ と ー- 


突 す に 始ま り 、 旧 ジ キ ン 公国 軍 残 党 と ティ ター ンズ の 根拠 地 ジ ャ プロ ー を 
の 介入 の 末 、 三 つ 巴 の 決戦 が 展開 され で いる 。 戦 する 診 の 決 # 
争 は エゥーゴ が ティ ター ンズ を 没 破 する こと で 終結 に ズ は ジャ プ ブロー を 
も の の 、 勝 者 で ある は ず の エゥーゴ は 戦 ナ エッ ゥ ー ゴ に よる 核 テ ロ と 発表 する 
邦 軍 に 吸収 され 徐々 に 独 >) 問 で 支持 
夫 の 利 を 得る 形 と な っ た アク シズ ( 後 球 上 で の 友軍 の カラ バ が 條 々 に 優位 を 
オン ) も 、 第 一 次 ネオ 争 を 引き 起 戦場 の 宇 

前 圧する が 、 内 戦 の 未 に 所 解 し 始 。 一 方 の ティ ター ンズ は 、 
設 勃 発 の 要因 は 、 地 球 社 上 手 勢力 の 強化 を 進め て い - 


態 を 利用 し て 権限 と 
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グリ ブス 戦役 へ の 道 グリ ブス 戦役 を 人 巡る 組織 間 関 係 


デラ ー ズ 紛争 を 受け て 誕生 し た ティ ター ンズ は 、 ス ペー グリ プス 戦役 は エゥーゴ ティ ター ンズ アク シズ に よる 紛争 だ 
ス ノ イ ド へ の 弾圧 を 強め た 未 、「30 バ ンチ 事件 」 を 引き 起こ 三 勢力 は 敵対 関係 に あり 、 エ ウー ゴ と ティ ター ンズ は 相 容 れ る 要素 が な 
し た 。 この 事態 に 危機 感 を 抱い た 連邦 軍 の 一 部 が エ ゥ ー 『、 ア クシ ズ は 状況 に よっ て 他 二 勢力 と 同盟 し て いた (最終 的 に 
ゴ を 組織 し た こと で 、 軍事 衝突 は 時 間 の 問題 と な っ た 。 は 三つ巴 の 決戦 に 発展 )。 エ ウ ー ゴ と ティ ター ンズ の 了 母体 で ある 地球 連 


邦 政府 ・ 軍 は ティ ター ンズ と の 関係 を 強め た が 、 エ ゥ ー ゴ 派 も 増加 。 AE 
は エゥーゴ の 出資 者 で あり な が ら 、 ティ ター ンズ に も 兵器 を 提供 し た 。 


旧 ジ オン 公国 軍 残 党 デ ラー 
ズ - フ リー ト の 「 星 の 大 作戦 を 
察知 し た 連邦 軍 の 地球 至上 
主義 勢力 は 、 そ れ を 利用 し て 政 
敵 を 排除 。 紛争 後に は 反 較 邦 
テ る 危機 感 を 煽り 、 旧 
ジオ ン 公 国軍 残党 の 掃討 を 主 
任務 と する 特務 部 隊 テ ィ ター ン 
ズ を 、 連 邦 軍 内 に 設 


サイ ド 1・80 パ ンチ で 反 地 球 
連邦 デモ が 発生 。 対処 に 手間 
取っ た 連邦 軍 か ら 5 鎮圧 依頼 を 
受け た ティ ター ンズ は 、30 パ ン 
チ に 致死 性 の 毒ガス を 注入 し 、 
住民 を 全滅 させ た 。 責任 の 追 
及 を 恐れ た 連邦 政府 ・ 軍 は 事 

視 の 真相 を 曲 巧 し 、 テ ィ ター ン の 
ズ の 勢力 拡大 を 認め て いっ た 。 ア 2) 


ティ ター ンズ 撃破 が 第 一 目 少数 勢力 だ っ た た め 、 戦 役 
ER 的 。 プレ ックス 准 術 ら 上 層 部 中 期 まで は ゲリラ ・ コ マン ド 戦 
の は に は 、 アー メ ノ イ ド 寄 り の 地球 が 中 心 。 ティ ター ンズ と 地球 


球 連邦 軍 将 兵 の 一 部 が 、AE 


ジオ ン 公 連邦 政府 の 政策 を 是正 し 、 字 連邦 軍 の 根拠 地 ジ ャ ブロー 
na 宙 民 の に 和 げ 3 の 電 没 的 制圧 を 目指 す も 失 
化 。U.C.0086 に は 、 小 己 星 基 計り 。AE か ら 挟 災 の 提供 を 受け た が 
ジス が ンズ の みな ちず に に た 埋 役 。 坊 な の ほとん どの 央 
人 し て も 人 釣 だっ た 示 期 に は 秋 戦 を 実 施 イタ ー ン スズ に 


園 に 向け て 移動 を 開始 し た 


MORE INFO! 


地球 連邦 政府 を 乗っ 取っ 
て 軍閥 に よる 独 坊 政治 を 行 
い 、 地球 本 上 主義 的 世界 の 
実現 を 目指 し た と され る 。 ジャ 
ミト フラ 准将 は 戦争 を 利用 し て 
人 類 を 粛清 ・ 統 割 し 、 地 球 
環境 を 改善 する つも り だ っ た 
と の 設 も 唱え られ て いる 。 


エゥーゴ を テロ 組織 と し て 
扱っ て 危機 感 を 煽り つつ 、 フ ォ 
ン ・ ブ ラウ ン 市 制圧 で 武威 を 


見 せ 付け 、 地 球 連 孝 政 府 軍 k | 
3 ダ 


ティ ター ンズ を 乗っ 取っ た パプ テ し た 。 ダダ a0 パンチ 事 件 第 民間 へ の 大 夫 
マス ・ シ ロッ コ 大 尉 は 、 女 系 社会 カー ル 宣言 後 は 一 般 ス ペー 横 放 撃 は 届け て いた が 、 戦役 中 
の 到来 を 目指 し た と いう ス ノ イ ド へ の 攻撃 を 拡大 し た 。 期 か ら 武 : l 喝 を 客 


テス ト ・ チ ー ム ) 

用 機体 の 運用 
決戦 兵器 RX-124 ガン ダム TR- le の 
も 関与 


地球 連邦 政府 ・ 軍 は これ 
と いっ た 戦略 を 持た ず 、 グ リ 
プス 戦役 を 傍観 。 権威 主義 
的 側面 が 非常 に 強く 、 当 初 
は ティ ター ンズ に 枯 り 寄っ た 。 な っ た 部 隊 も 、 エ ゥ ー ゴ や カラ 
ダカール 演説 後 は 、 世 論 に ンー ッ ラン の 」 カレ た 部 慰 も あっ た 。 0 会 下 の ニュ ー タ イブ 
還 還 し て エ ッ ー ゴ の 広和 を 人 する 上 、 | 芝 式 テ ィ ター ンズ の 作 大 が. ティ ター ンズ に 
ち 出 す 議員 や 将校 も いた 。 官僚 、 高級 将校 が 多かっ た 限 拡大 法案 を 可決 し た 。 する 事例 が 多 か - 


戦略 が な い 以 上 、 こ れ と 
いっ た 寺 術 も 存在 し な か っ た 。 
連邦 軍 は 部 隊 ご と に 対応 が 
異な けり 、 テ ィ タ ー ン ズ 傘 下 に 


グリ プス 戦役 は 宣戦 布告 で 始ま っ た の 
で は な く 、 エッ ー ゴ の グリ ー ン ・ オ アシ ス 軸 刺 
を 契機 に 自然 発生 的 に 勤 発し た 。 江 役 の 
ほとん どの 期間 、 テ ィ タ ー ン ズ 優 位 で 戦局 
は 進展 する が 、 ア クシ ズ の 帰還 、 エ ゥ ー ゴ 


ティ ター ンズ や 連邦 軍 の 
半 し 、 反撃 の きっ 


U.C.0087.03.02、 エ ウー ゴ が サイ ド 7 の コロ ニー 
(グリ ー ン ・ ノ ア 1) と (グリ ー ン ・ ノ ア 2 (グリプス)) 
を 債 寧 。 この 際 、( グ リー ン ・ ノ ア 1) 


て 逃走 し た 。 これ を ティ ター ンズ が 
グリ プス 戦役 が 部 発 する こと と な っ 


グリ ー ン ・ オ アシ ス 債 察 に 
投入 され た 部 隊 の 還 華 
は 、 以 後 、 エゥーゴ の 中 
柱 艦 と な る 機動 返 洋 艇 
(アー ガマ) だ 


5 月 11 日 、 エ ウッ ー ゴ が ジャ ブロ ー 侵 攻 作 戦 を 実施 
に 。 スポ ン サ ー で ある 宇宙 資本 群 の 決定 に よる 
も の で 、 テ ィ タ ー ン ズ お よび 地球 連邦 軍 の 根拠 地 
ンー 、 ジャ プロ ー を 制圧 する こと で 短期 決戦 を 実現 する 
計画 だ っ た 。 だ が 、 事 前 に 作戦 情報 を 得 て い た ティ 
ター ンズ は 、 エゥーゴ 侵攻 部 隊 を 誘き 容 せ た うえ 、 

ャ ブロ ー を 校 雪 弾 で 破 坊 し た 


拡大 し た ティ ター ンズ が 、 月 面 都市 フォ ン ・ ブ ラウ ン 
の 制圧 作戦 「 ア ポロ 作戦 」 を 実施 (8 月 10 日 )。 地 


よっ て 解放 され た 。 だ が 、 
指導 者 の プレ ックス 准 妊 
が 時 殺さ れ で し まう 。 


回 RS 
10 月 12 日 、 上 昌 ジオ ン 公 国軍 残党 最大 勢力 の ア 
週 。 フォ ン ・ ブ ラウ ン 市 解放 戦 
の に 危機 感 を 募ら 
カー バ 
り 、 ア クシ ズ と の 同盟 を 目指 し 
た 。 し か し 同盟 交渉 は 決裂 し ター ンズ が アク シ 
ズ と の 同盟 を 成立 させ た 
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地球 上 に お ける ティ ター ンズ 最大 の 根拠 地 キ リマ 
ンジ ャ ロ 基 地 を 陥落 させ た エ ウ ー ゴ ・ カ ラバ 共同 軍 
が 、 11 月 16 日 、 地球 連邦 の 首都 ダカール に 侵攻 。 
ルオ 商会 の 支援 も あっ て ダカール 議会 の 占拠 に 成 
功 し た エゥーゴ ・ カ ラバ 共同 軍 は 、 世界 に ティ ター 
ズ の 非道 を 訴え た 。 この 事件 を 契機 に 政界 、 民 間 を 
問わ ず 、 エッ ー ゴ へ の 支持 が 高まっ て いっ た 


演 壇 に 立っ た シャ ア は 自 
身 の 正 体 を 明か す と 共 
こ 、 テ ィ ター ンズ の 実態 を 

t が グリ プス 戦 


(グリ プス 2) を コロ ニー・ レ ー ザ ー 砲 に 改造 し た 
ティ ター ンズ は 、 エ ウー ゴ の 恨 拠 地 グ ラナ ダ を 狙撃 
する た め (グリ プス 2) の 移動 を 開始 。 その 道中 . 
ティ ター ンズ は サイ ド 2 の 民間 コロ ニー を コロ ニー・ 
レー ザー や 毒ガス で 攻撃 し た 。 この 事態 を 受け た 
エ ウ ー ゴ は アク シズ と 容 約 を 交わ し 、 (グリ プス 2) の 
核 パ ルス ・ エ ンジ ン を 損傷 させ た 。 


UC.0088.01.18、 エ ゥ ー ゴ と の 密約 を 継続 し て 
いた アク シズ が 、 小 尋 星 基地 アク シズ を 「 セ ダン の 
門 」 の 旧 ア ・ パ オア ・ ク ー| 
上 、 ティ ター ンズ と の 同盟 を 破 識 )。 


の の 交渉 は 決裂 し た うえ 、 シ ロッ コ が ジ : 
殺し 、 ティ ター ンズ を 掌握 し た 。 


衛 の 必要 に 迫 られ た エゥーゴ は 、 アク シズ が 占拠 し 
て いた (グリ プス 2) を 窒 取 すべ く 「 メ ー ル シュ トロ ー 
ム 作 戦 」 を 実施 し た (2 月 2 日)。 (ダリ プス 2) を 制圧 
し た エ ウ ー ゴ は 、 コ ロニ ー・ レ ー ザ ー で 小惑星 基地 
アク シズ の 軌道 変更 に 成功 し て いる 。 


「 ゼ ダン の 門 」 攻略 の 時 

点 で 、 ア クシ ズ は エエ 

を も 裏切る つも り だ っ た 
に (グリ プス 2) 

奉 わ れ て し まう 。 


2 月 20 日 、 エッ ー ゴ が 陣 取 る (グリ プス 2) 雷 域 に 
ティ ター ンズ と アク シズ が 侵入 し 、 三つ巴 の 弟 隊 戦 
が 展開 され た 。 22 日 、 エ ッ ー ゴ が コロ ニ - 
砲 で ティ ター ンズ 艇 隊 を 遇 徹し 、 ア クシ ズ も 後退 し 
た こと で 戦闘 は 終結 。 だ が 、 勝 者 の は ず の エゥーゴ 
は 戦力 の 過半 数 を 吾 失 し た うえ 、 新 指導 者 の シャ 
ア が 行方 不明 に な っ 


い 、 組 織 的 活動 が 不可 能 
アク シズ は 被害 


三つ巴 の 決戦 と な っ た 《 グ リプ ス 2) 攻防 戦 を も っ て 、 グ 
リプ ス 戦 役 は 終結 に 向かっ た (4 月 5 日 の ニュ ー デ ィ サ イズ 
銀 四 を も っ て 終結 と され る ) 。 グリ プス 戦役 の 勝者 は 、 テ ィ 
ター ンズ 撃破 の 戦略 目的 を 達成 し た エゥーゴ だ が 組織 は 


極端 に 疲弊 し て お り 、 実 質 的 に は アク シス が 漁夫 の 利 を 
得る 形 と な っ た 。 結果 、 ア クシ ズ は ほとん ど 妨 害 を 受け ず 
に サイ ド 制 圧 と 地 球 侵攻 を 進め で いき 、 第 一 次 ネオ ・ ジ オ 
ン 戦 争 に 突入 する 。 


組織 と し て の ティ ター ンズ は 壊滅 。 残さ れ た 将兵 の 多く は アク シ 
ズ へ の 合流 や 地球 連邦 軍 に 帰順 し た 。 軍事 閉 判 に か けら れ た 者 
や 行方 を くら ませ た 者 も 少な く な か っ た 。 


ティ ター ンズ の 刺 破 に 成功 し た も の の 著しい 損害 を 被っ た うえ 、 新 
指導 者 と 期待 され た シャ ア も 行方 不明 と な っ た 。 AE な ど 宇宙 資本 
吸収 され て いっ た 。 


ティ ター ンズ の 兵器 の いく つ カ は アク シズ (や | 旧 ジオ ン 公 国軍 導 党 ) に 流 
門 ウル フ の 匠 弄 組 も ティ ター ンズ 系 だ っ た 。 


(グリ プス 2) 攻防 戦 で の 揚 害 が あま り に 大 きく 、 和 規 性 の 作戦 行動 は 困 
(アー カマ ) の ほか 、 ご くわ ずみ な 部 隊 が アク シズ 


地球 連邦 政府 ・ 軍 


庄 部 隊 を 派 内 乱 に こそ 対処 し た が 、 ア クシ ズ の 行動 は 黙 語 。 グリ プス 戦役 
違 。 その 後 、 ネ オ ・ ジ オン を 名 乗っ て 地球 保 攻 を 実施 し 、 地 球 連 は 連邦 軍 の 内 部 組織 と の 戦闘 で あり 、 連邦 政 府 に 疫 対 する 意 還 
邦 下 府 か ら サイ ド 3 の 割譲 を 引き 出す こと と な る 。 は な か っ た と する アク シズ の 言い 分 を 容れ た も の だ 


リプ ブス 戦役 で 温存 し た 戦力 を 用 い 、 各 サイ | 


デー 


トン © 
、 軍 事 力 へ の 恐れ や 楽観 主義 が 連 
エッ ー ゴ に は 強気 だ っ た 


グリ プス 戦役 後 、 比較 的 大 き な 軍 事 力 を 集中 的 に 運用 の! 
。 他 の 旧 ジ オン 公国 軍 残 芝 や ティ ター ンズ 残党 も 南 合 し 、 強大 化し た 


アク シズ の 言い 分 を 信じ た わけ で は 
犯 政府 ・ 軍 を 玖 訂 に し て いた 


Miustration by TAKUYA IO 


MORE INFO! 
ヴァ ン と アー ネス ト の 戦い 


ヴァ ン は 
麻 な アー ネス ト は ティ ター ンズ 
(グリ プス 2) 攻防 戦後 の 対地 球 核 攻撃 末 層 事件 で ふ 
た り は 和解 し 、 ア ー ネ スト は 火星 へ 


MSW-004 
ガン ダム [ケス トレ ル ] 


ORX-009 

ガン ダム [スコ ル ] 

「 セ ダン の 門 ] 工 鷹 で 球 造 され た 
ティ ター ンズ の 可変 MS。 サイ コ 


電通 ・ サ ン ライ ズ 


16124 


tー カ 


162-17 


機動 戦士 Z く ガン ダム 


棋 謀 グリ ブス の 戦い こ 


22、 コロ ニー・ レ ー ザ ー 砲 (グリ 
て エゥーゴ プティ ター ンズ ノア 
艦隊 戦 を 展開 し た 。 この 事 
ンズ が 敗れ た こと で 、 グリ プス 
還 か っ た の だ っ た . 

この 時 期 、 ダ リプ ス 戦 役 の 決戦 に あたる 大 現 模 戦 
が 発生 し た 理由 と し て 、 《 ダ リプ ス 2) を 巡る パリー バ 
ラン ス の 変化 と ティ ター ンズ の 再編 が ある 。 

当時 、 ア クシ ズ が ティ ター ンズ と の 同盟 を 破棄 
し 、 小 惑 是 差 地 ア クシ ズ の グラ ナダ 著 下 未遂 に より 
エゥーゴ と も 敵対 し た こと で 、 了 戦局 は 三 勢 力 が 対立 
する 形 と な っ で いた 。 プク シズ と し て は 、 制 圧下 に | 
いた (グリ プス 2) を も っ て エゥーゴ と ティ ター ンズ に 対 
抗 す る つも り だ われ る が 、 エ ゥ ー ゴ が 「 メ ー 
ル シ ュ トロ ー ム 作戦 ] で (グリ プス 2) を 奪取 し た た め 
外れ る こと と な っ た 。 
ティ ター ンズ で も 変化 が 起き で いた 。 ジャ ミト フラ ・ ハ 


Battle of GRYPHI0S 


マン 准将 の 死後 、 バ スク ・ オ ム 大 佐 を は じ め と す 
る 旧 主 流派 と 木星 資源 船 く ジュ ピ ト リ ス 》 の パプ テマ 
ス ・ シ ロッ コ 大 尉 の 対 化 。 この 内 部 抗争 に 
勝利 し た の は シロ ッ コ 大 尉 で あり 、 エゥーゴ が メー ル 
シュ トロ ー ム 作戦 と ダラ ナダ 防衛 に 首 走 し て いる 間 
イィ ターン ズ の 掌 提 に 成功 し て いる 。 

5 


Es eu 
、 エゥーゴ が 小 惑 ! 
使用 し : 
こと か ら 、 当面 の 再発 射 は な いと 判断 きれ た よう で 
ある 。 これ に 加え て 、( グ リプ ス 2) 向 域 に は エゥーゴ 
宇宙 艦隊 の ほぼ すべ て (メー ル シ ュ トロ ー ム 作戦 の 
投入 戦力 ) が 展開 し て お り 、 決 戦 の 前 提 条 件 は 揃っ 
て いた 

こう し て 始ま っ た (グリ プス 2) 攻防 戦は 当初 、 テ ィ 
ター ンズ が 優位 に 立っ た も の の 、 エ ゥ ー ゴ が コロ 
ニー・ レ ー ザ ー 価 を 使用 レティ ター ンズ 緒 際 の ほ と 
ん ど を 撃 濾 し た こと で 戦局 が 逆転 。 コロ 


ザー の 発射 を 受け た アク シズ が 撤退 し た こと も あっ 
て 、 エゥーゴ が 勝利 を 収め る こと と な っ た 。 
だ が 、 エ ゥ ー ゴ も 戦力 の 大 半 を 失っ た うえ 、 リ ー 
ダー の シャ ア : ア ズ ナ ブル が 未 帰 避 と な っ た こと で 、 組 
織 力 を 着 し く 低下 させ で し まう 。 撤退 し た アタ シズ は 
戦力 の 温存 に 成功 し て お り 、( グ リプ ス 2) 攻防 戦 の 
- 週 間 後 に は 、 各 サ イド に 制圧 部 隊 を 派遣 する こと 
と な る 。 地球 連邦 政府 は アク シズ の 行動 を 黙認 し 、 

時 代 は 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 に 移行 し て いっ た 。 
(ゴウ ゥ ・ ゴ ー ダ ULCO110) 


関連 ファ イ ル 
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と ネオ ・ ジ オン (ハマー ツン) 
5ー ゴ の 末 化 と アク シズ の 独走 


スス 
が 、 戦力 を 大 SF さ を 
の ジラ アク シズ は 測 対 組織 の 

ン | 
= いて 地球 園 の 制 本 に 乗り 出す こ 

2 は es。 


利 し た エゥーゴ 


Miustration by SHOSUKE ISHIBASHI Color by TAKAKO SUZUKI “Special Effect by AKIKO YAMAKAWA Background by EJI WAKANATSU (KUSANAGI) 


(クリ プ 


闘 だ け で 


場合 は (グリ プス 2) の コロ 
在 し 、 その 発射 と 阻 


国 艦隊 戦 の 開始 
UC.0088.02.20、 エゥーゴ 
艦隊 に 対し 、 テ ィ タ ー ン ズ と ア 
クシ ズ が 攻撃 を 実施 

ンズ の 攻撃 の 前 に 


MSN-00100 
か ら の 砲撃 


(グリ ブス 2) 攻防 戦 の 開始 


U.C.0088.02.20、 (グリ プス 2) 軍 域 の : 
ティ ター ンズ と アク シズ が 攻撃 を 仕掛 けた 
防衛 任務 に 就 いて いた の は エゥーゴ 艦隊 の ほぼ す . 
え AS 事実 上 の 決戦 と 


烈 な 攻撃 を 0、 エゥーゴ 艦隊 は 後退 を 強し 
アク シズ は 戦力 を 温存 し 、 出し 惜しみ し て いた 


a er 


ーー ザー 砲 の 使用 を 決定 


グリ プス 2) の コロ ニー - レ 


戦局 の 打開 を 目指 す エ ッ ー ゴ 
ザー 砲 の 使用 を 決定 。 これ を 察知 し 
拓 層 破壊 の た め (グリ ブス 2) の 内 部 
これ を 追撃 し 、 ハ マー ン も 追跡 し た 
め ら れ た (グリ プス 2) の 発射 準備 は 
力 30% で 臨界 し た こと で 完了 し た 。 し か し 、 
MS 部 隊 の 存在 を 察知 し た た め 、 発射 作 


各 勢 カ の トッ プ の 直接 戦 関 は 、 生 | = 
ザー 発 財 B " 0 5 


な っ た 


ス 2) 攻防 戦 の 特徴 は 、 三 勢力 に よる 戦 
で は な い 。 戦域 に 非 NBC の 「 超 兵器 」 (この 
レー ザー 砲 ) が 存 
戦い と な っ た 点 


トッ プ が 戦死 し 5 特殊 で あっ た . 

以後 、 こ うし た 形式 の 戦闘 は 度々 発生 し た が 、 
ハマ ー ン と いう 各 組 織 の トッ プ 3 人 が 
は 極め て 珍し く 、(《 グ リプ ス 2) 


ャ トッ プ も 出 聞 。 戦闘 は グリ プ 
ス 2 方 面 へ と 移行 。 この 時 


還 グリ プス 8 
内 部 で の 戦闘 


エゥーゴ は グリ プス 2 の 


内 部 に 進入 。 発射 準 
備 は 完了 し た が 、 味 方 
MS 部 潤 が 内 部 に いる 
こと が 判明 し た た め 、 発 
射 作業 は 停止 され 


ダリ プス 2 ! 


Mlustration by AKIO UNUMA 


戦闘 の 激化 と アフ シズ の 介入 


戦闘 開始 翌日 の 2 月 21 日 、 
ズ の 外 攻 の 中 、 電化 アー ガマ 


が 戦闘 へ の 介入 を 本 格 化し 


ビ ト リス ) を 撃沈 すべ く 出撃 
応戦 し 


は へ 


療 結 に 向かっ た も の の 、 シ ャ ア は ハマ 
2 月 22 日 の こと で : 


医 隊 の 壊滅 と シン ロッコ: 


ェ 


可 得 を 受け た カミ ー ユ が 《 
足止め を 受け て い 
直後 、 コ ロ 
撃 を 被っ た 。 ご 


MORE INFO! 
方 不明 に な っ た 者 た ち 


ー ガ マ ) が 戦域 に 到達 。 ティ 
の 父 艦 を 務め 
れる に 至っ た 。 直後 、 ア クシ ズ 
が 率い る MS 部 隊 が (ジュ 
し て シロ ッ コ 大 尉 が MS で 
ー ユ ・ ビ ダン も 介入 。 各 軍 


ケン 第 長 以下 (ラー ディ ッシュ ) の クル ー や か /、 テ ィ タ ー ン 
コア 5 が 戦 。 各 事 トッ プ が 直接 交戦 する 状 戦 ど 


グリ プス 2) を 離脱 し た こと 
ロッ コ 大 尉 と ハマ ー ン も コロ 
・ レ ー ザ ー 砲 が 発射 され 、 ティ タ 


シロ ッ コ 大 肝 が カミ ー ユ に 撃 戦 され 7 


戦争 時 
の 敗北 は 決定 的 


ゴ も 戦力 の 呆 帰 過 と な っ た 


a YS 


162.18 


162-19 


機動 戦士 ガン ダム 逆襲 の シャ ア 


ULC.0093 に 勃 玩 し た 、 地 球 連 者 
ア ・ ア ズ ナ ブル 率い る ネオ ・ 
『「 シ ャ ア の 反乱 (第 


オン 戦争 ) で あ 
E 不 可能 と 
た 。 事 実 上 
2 有 27H に 開始 され 、 小 尋 
し た 3 月 12 日 に 終結 し た 、 
極め て 期間 が 短い 点 も 特徴 と 言え る 。 

シャ ア の 反乱 が 異例 の 短期 紛争 と な っ た の は 、 ネ 

・ ジ オン 側 の 都合 が 大 きい 。 第 オ ・ ジ オン 
戦争 後 、 シ ャ ア ・ ア ズ ナ ブル の 指揮 下 で 再編 され た 
オン だ が 、 ジ 


つま り 、 ネオ ・ ジ オン に 地球 陶 を 制圧 する 能力 な ど な 
そ も な か っ た と 考え られ る . 


) 


War & Conflictin U.C. 


な 了 戦術 と し て 「 地 球 寒冷 化 作戦 」 を 立案 、 実 施す る 
に 落と し の よう な 小惑星 投下 戦術 に より 、 地 球 
を 居住 不可 能 な 環境 と する こと で 、 全 人 類 の スペ ー 
ス ノ イ ド 化 を 目指 し た (連邦 政府 高官 を 抹 
殺す る こと で 、 ジオ ォ ン 人 や スペ ー ス ノイ ド の 連邦 
政府 に 対す る 復讐 心 を 満た す 卓 的 も あっ た よう だ ) 
方 の 地球 連邦 政府 は 、 ネオ ・ ジ オン の 目的 を 見 
誤っ て いた 。 ネオ ・ ジ オン が (スウィート ・ ウ ォ ー タ ー)〉 
りら て いる と 思い 込ん だ 運 邦 政府 は 、 ネ 
る た め 地 球 案 冷 化 作 
武装 解除 と 引き 換え に 小三 
却 し た の だ 
当然 、 ネオ ・ ジ オン は 武装 解除 に 応じ る つも り は な 
く 、 地 球 案 冷 化 作 戦 の 対地 球 質量 弾 と し て 小惑星 
基地 アタ シズ を 利用 する 。 ネオ ・ ジ オン の 欺 肛 工作 
誤認 の 一 因 だ が 、「 信 じたい も の を 信じ る 」 「 厄 介 
ご と を 嫌う 」 と いう 地球 連邦 政府 の 性 格 が 、 地 球 の 
危機 を 招い た の で ある 。 親 ネ オ ・ ジ オン 派 に よる コロ 
ニー の 内 乱 を 恐れ た 地球 連邦 軍 も これ と いっ た ネ 
オ ・ ジ オン 対策 を 取ら ず 、 事態 の 悪化 に 拍車 を 掛け 
て いた 
し 


地球 連邦 軍 内 に も ネオ ・ ジ オン の 真意 を 


(GA) reD3 mm 


理解 する 部 隊 が 存在 し た 。 それ こそ が 、 伝 説 前 英 
雄 プ ライ ト ・ ノ アァ 大佐 や アム ロ ・ レ イ 大 厨 が 参加 し た 
ま 「 ロ ンド ・ ベ ル 隊 」 で ある 。 
名 や グリ ブス 戦役 で の 経験 か ら 、 シ ャ ア の 
作戦 が 過 喝 で な いと 理解 し て いた プラ 
イト 大 佐 や アム ロ 大 尉 は 、 ロ ンド ・ ベ ル 隊 の 権限 と 戦 
力 を 駆使 し て ネオ ・ ジ オン に 対抗 する し て 地球 
< 迫る 小惑星 基地 アクシズ を 巡り 、 ネオ ・ ジ オン と ロン 


ド ・ べ ル 隊 が 激突 する こと と な っ た の だ っ た 。 
(ナイ ト ・ マ ンカ ド ULCO155) 

関連 ファ イル 
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UC.0093.03.12、 シ ャ ア が 率 
いる ネオ ・ ジ オン は 小 誠 性 アク シ 
ズ の 地球 投下 を 実施 。 対す る ロ 
ンド ・ ペ ベル 隊 は 王 段 構え の 作戦 を 
結果 、 投 下 は 阻止 
れ 、 シャ ア の 企 て は 失敗 し た 


Miustation by JUN WADA 


シヤ ア の 反乱 へ の 道 「 シ ヤ ア の 反乱 」 の 当 事 組織 と 関係 


グリ プス 戦役 で は 地球 連邦 政府 の 改革 を 志す エゥーゴ 
が 勝利 し た も の の 、 改 半 が 果たさ れる こと は な か っ た 。 この 
事態 を 受け た シャ ア は 、 ハマ ー ン の 死後 、 ネオ ・ ジ オン を 再 
編 し 連邦 政府 に 対抗 し て いく 。 


第 一 次 ネオ 戦争 未 期 の 内 埋 で 実質 的 指導 者 の ハ 
マー ン を 失い 、 サイ ド 3 か ら も 撤退 し た ネオ ・ ジ オン は 副 体 化し た 
ア が 現れ 、 ネオ ・ ジ オン の 再編 を 進め た 。 


方 不明 、 サ イド 3 か ら の 挫 
骨 に より 、 ネオ - ジ オン は 大 幅 に 
層 体 化 。 これ を 再編 し た の が 導 


ネオ ・ ジ オン が 表立っ た 活動 を 活発 化 。 U.C.0092.12.13 に 
地球 連邦 軍 に 対す る 攻撃 を 示唆 し 、 同 月 22 日 に は シャ ア 総 師 
指 間 下 の 艇 隊 が (スウ ィ ー ト ・ ウ ォ ー タ ー) の 占拠 を 宣言 し た 


地球 寒冷 化 作戦 


非 積極 的 対応 


阻止 を 目指 す 


オ ・ ジ オン 関連 の 捜査 


宇宙 軽視 政策 


ネオ ・ ジ オン の 目的 ・ 戦術 


永続 的 平和 の 実現 、 連 朱 政 府 ・ 軍 の 高官 を 中 心 と する 
アー ス ノ イド の 粛清 、 ス ペー ス ノ イ ド の 自治 な ど を 打ち 出し た 。 
ハマ ー ン 時 代 以 前 の ジオ ン 系 粗 幼 と 異な り 、 ザ ビ 家 体制 と は 
関係 が 薄く 「 ジ オン の 再興 」 も 目指 し て は いな か っ た 


sa 


ア の シン パ が 多く 、 占拠 定 言 以 
ジオ ン の 分 子 が 入り 


! 
地球 守 冷 化 作戦 


シャ ア 指 揮 下 の ネオ ・ ジ オン が 
戦は 、 小 各 星 を 落 


現 を 目指 し て お り 、 ハ マー ン 
時 代 と 比べ て スペ ー ス ノイ ド 
か ら の 支持 も 厚かっ た 。 > 
ア 信 人 と し て は アム ロ へ の 
復 伝 と いう 凍 面 も あっ た 。 


施し た 地球 寒冷 化 作 


来 し 、 地 


地球 寒冷 化 作戦 で 、 地 球 の 居住 環境 の 悪化 を 狙っ た 。 第 

一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 期 より 戦力 規模 が 小さ く な っ て いた た め 
正面 決戦 は 選 け 、( ス リィ ー ト ・ ウ ォ ー タ ー) の 割 斉 を 目的 と 信 
装 し 、 地球 連邦 政府 と の 交渉 を も いた 


以外 の 
ン バ を 


作り 、 連邦 軍 を 素 制 し た 


性 基地 を 、 巨 大 質量 


小惑星 落と し (地球 寒冷 化 作 潜 ) の 阻止 を 
た 。 地球 連邦 政府 や 連邦 軍 の 本 流 と 異な り 
が アー ス ノ イ ド の 際 清 だ と 理解 し て いた た めで 。 
人 の 撃破 も 目指 し て しい ら 


人 地 寺 連邦 政府 ・ 生 と は 考え 
|| が な り 、 人 認 を 提げ 
| た 。 放 


| の MS 部 隊長 
と アムロ 大須 
と の 決着 を 目指 し 


画 「 核 の 冬 」 の 招 ヨ 
小 悪 星 の 落着 で 符 
これ に より 地 


ネオ ・ 
を 目指 し て 讃 歩 し た 。 だ が 、 シャ ア の 目的 が (スウ ィ ー 
ター) の 割 障 だ と 誤解 し て お り 、 ア クシ ズ 斉 渡 を 巡る 


地下 連邦 政府 の 楽観 と 事 
か れ 主義 は 変わ っ て お ら 
ず 、 第 一 光 ネ オ ・ ジ オン 戦争 


軍事 力 を 用 い ず 、( ス ウィ ー ト ・ ウ ォ ー タ ー) の 
オ ・ ジ オン を 使 柔 し よう と し ) 
校 バル ス - エン ジン 付き の 小 落 星 基地 アク シズ の 売却 も 語 め 
て し まい 、 地球 壊滅 の 危機 を 招い た 


レッ ト は 、 地 球 連 孝 政 府 が 
提供 し た も の と 見 られ る 
5th ル ナ の 投下 目標 も ネオ 
ジオ ン か ら 知 ら さ れ て いた 。 


MA 9 ライ 
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5th ル ナ 投下 戦 と 和平 交渉 


回 ロン 隊 の 電 
12 月 25H、 地球 連 孝 軍 が 、 ロン ド ・ ペ ル 隊 | 
| を 増強 。 ブラ イト ・ ノ ア 大 佐 の 参加 、 各 種 新 
| の 配備 な と が な され た と 言わ れる 。 


半鐘 じ 3 換 に 量 地 アク シズ 講 入 し た 。 


帥 シャ ア が 、 地 球 連 邦 政 府 


| 
| 
較 上 の 宙 イン クビ | 

で 


宇宙 世紀 ガイ ド 


U.C.0093.03.04 
を 地球 に 投下 し 


Sih ルナ 戦 直後 、 ネ オジ オン 畿 隊 が ロン 
ペル 隊 を 攻撃 し 、( ス ウィ ー ト ・ ウ ォ ー 


6 し た オジ ナン か 22 昌 に 間 攻 
(スウ ィ ー ト ・ ウ ォ ー タ ー) の 占 間 を 


| UC.0093.12.1 


ン が 、 2 に 難民 | 
(スウ ィ ー ト ・9 ォ ー タ ー) の 占 衝 を | 


想 力 の 損 才 を 強い られ た ロン ド ・ ペ ル 隊 は 、 小 吾 
基地 アク シズ を 破 枯 す る た め 、 能 隊 戦 と 枝 攻 撃 に よ 
る 作戦 を 実施 。 失敗 し た 場合 、 ア クシ ズ 内 か ら の 破 
歴 を 行う こと と し た 。 


(スウ ィ ー ト "ウォー ター) 
し 、 アク ッ ズ 投 
下 埋 を 目前 に し た シャ 


を 小間 星 基地 
道 、 ロ ンド ・ 


こと と され る 


シャ アズ 指揮 の ネオ - ジ オン 主力 能 際 が 、 小惑星 
基地 アク シズ を 癌 襲 し て 制圧 。 ほぼ 同時 
ロン ド ・ デー オン ) を 出航 し た 。 


ロン ド ・ ペ ベル 隊 が 防戦 し た も の の 、 ネ 
ジオ ン は 5th ル ナ の 地球 投下 に 成 
5th ル ナ は チベット 地区 の ラサ に | 


地球 連邦 政府 と 和平 協定 を 結ん た ・ ジ オ 
守 す る 意思 は な 小惑星 基地 アク シ 


ル 隊 の 阻止 


サイ 使い 果 た し た ロン ド ・ ペ 
| ルル 時 は 小吉 星 共 地 ア クシ 内 部 
か ら 二 砕 。 だ が 、 最 大 の 硫 片 が 地球 


シャ ア の 反乱 


ンド ・ ベ ル 秒 が 胃 戦 し た も の の 、 ネ 
オ ・ ジ オン は 5th ル ナ の 地球 投下 に 成 
功 。 6th ルナ は チベット 地 区 の ラサ に | 
落着 し た 。 3 月 4 日 の こ | 


Sk x 
Bth ル ナー 5th ル ナ 

の 動き 落下 ポイ ント 
= 

サイ ド 2 か ら の 曲 還 ポイ ント 
レー ザー 本 


地球 へ の 落下 が 決定 的 と な っ 
地 アク シズ の 破片 だ が 、 サ イコ ・ フ レー ム 


] へ の 奄 思 集中 が 形成 し た サイ コフィー ルド 


に より 地 百 か ら 茜 れ て いっ た 。 3 月 12 日 の 
で ある 。 


擬 隊 が 地球 連邦 軍 を 
柚 。 陥落 し ら 
大 重 の 本 問 を 字 し た 。 


ラン perow 


= 
祝 : ジ ンー ロン ドル 隊 アク シズ 軸 較 ポイ ント 
の 介さ の 動き 


機動 内 士 
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宇宙 世紀 ガイ ド : シャ ア の 反乱 [eeA 


本 8 sm 


Miustration by JUN WADA 


終戦 と 戦後 へ の 影響 


シャ ア の 反乱 は 、 ネオ ・ ジ オン の 敗北 で 終結 し た 。 アク 因 を 省みる こと な く 、 地 球 優遇 政策 を 継続 し た 。 また 、 
シス 投下 が 失敗 し た うえ 、 シャ ア と 少な か ら 記 戦力 を 失っ た U.C.0100 に 予定 され て いた ジオ ン 共 和 国 の 自治 権 放 径 U.C.0090 年 代 の アナ ハイ ム ・ 
ネオ ・ ジ オン に 、 三 度目 の 質量 弾 攻撃 を 行う 余力 が な か っ を も っ て 、 ジ オン の 名 と ニュ ー タ イプ 神話 を 葬り 去る た め 、 エレ クト ロニ クス 社 


た た めで ある 。 それ で も ネオ ・ ジ オン は 壊 減 せ ず 、 残 党 組 織 
「 補 付き 」 と し て テロ 活動 を 継続 し て いっ た 。 

ロン ド ・ ベ ル 隊 の 活躍 で 勝者 と な っ た 地球 連邦 政府 
だ が 、 シ ャ ア の 反乱 を 含む 一 年 戦争 以来 の 紛争 の 原 


連邦 宇宙 軍 の 再編 を 含む TUC 計 画 ] を 推進 し て いく 。 

この 「 袖 付き と 「UC 計 画 ]、 そ し て 地球 連邦 政府 の 根 
幹 を 成す 「“ 真 の "宇宙 世紀 夫 章 ] の 存在 が 、 新た な 紛争 
を 引き 起こ すこ と と な る 。 


第 一 次 ネオ ・ ジ オン 区 争 後 、 地 球 連 邦 軍 の MS 開発 
は アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (AE) の 独占 状態 と な っ 
ネオ ・ ジ オン の MS 開発 も 担い 、 その 中 で 革新 的 サイ 
技術 「 サ イコ . フ レー ム ] を 獲得 し て いる 。 結果 、 シャ 


ア の 反乱 に 投入 され た 機動 兵器 の ほとん ど は AE 製 と な 
り 、 戦後 も 同様 の 状況 が 続い た 。 し か し 、 メ 
カー バイ ン 会 長 の 引退 後 、 徐々 に 革新 性 を 失い 、 技術 カ 
も 低下 し て いっ 


ーー 
隊 害 | ジャン の 反乱 答 の ネオ 


軍民 を 問わ ず 支 持 を 集め た シャ ア が 、 ア クシ ズ 攻 防戦 に お いて 行方 不明 と 
な っ た こと で 、 ネオ ・ ジ オン は 弱体 化し た 。 し か し “シャ ア の 再来 "と 呼ば れる フル ・ 
フロ ンタ ル 大 佐 に より 組織 は 再編 され 、 ネオ ・ ジ オン 残党 軍 「 補 付き 」 と し て 活動 
を 織 続 し た 。「UC 計 画 ] や 宣夫 産業 維持 の た め 、 地球 連邦 政府 に 存在 を 里 認 
され た 「 袖 付き 」 ラブ ラス の 箱 』 を 巡る 争乱 に 関与 し 、 連 


ル ほ AE 製 。 ネオ ジオ ング の サ 
イコ シャ ー ド に も 、AE が 関与 し 
た と の 説 が ある , 


フロ ンタ ル 大 佐 は ジオ ン 共 和 国 の 右派 が 送り 込ん だ 強化 
人 間 だ と も 言わ れる 。 組織 の 旬 筐 は 皇女 ミネ バラ オー 


多く の 犠牲 を 払っ て 地球 寒冷 化 作戦 を 
回 上 し た ロン ド . ベ ル 奈 は 、 戦力 の 再編 を 受け て 戦後 も 対 テロ 任 季 を 続け た 。 防 
パウ アー の 強力 な 後押し 、 隊 司 令 ブ ライ ト 大 佐 の 卓越 し た 能力 
と ネー 、 任務 の 性 質 な ど が ロン ド ・ ベ ル 隊 の 存在 意義 を 大 きく し て いた 
た め と 思わ れる 。 「 ラ プラ ス の 箱 ] を 巡る 争乱 で は 、 地下 連邦 政府 や 連邦 大 
謀 本 部 と 異な る 意図 で 再び 行動 する こと と な っ た 。 


: 
|@| 
[| 

戦後 も 地球 連邦 政府 ・ 軍 の エリ ー ト た ち は 地 球 に 居住 し 続け 、 宇宙 軽視 政策 
も 継続 され た 。 その 一 方 で 、 ジ オン 共和 国 が 自治 権 を 放棄 する U.C.0100 を も っ 
シ - 掃 し 、「 あ る べき 宇宙 世紀 を 取り 戻す ] と いう UC 計画 を 実行 に 
移し て いる 。「 ラ ブラ ス の 箱 ] を 巡る 争乱 で は 、 一 年 戦争 を 再来 させ か ね な い 連 


邦 政 府 の アキ レス 騰 「" 真 の " 宇 邊 世紀 宮 意 ] を 封印 し た 「 箱 を 奪取 すべ く 、 口 Uc 計画 
ンド ・ ペ ベル 隊 や 特殊 部隊 エコ ー ズ 、 地球 軌道 艦隊 な ど を 投入 し た 。 (3 ェ ル ・ ア 


N WM 画 で 試作 され た 。 サ イコ フレ ー 
で 幸い 、 た の 生計 ・ 操 ee の テス ト ig, 2s 
を 装っ て 『 補 付き | に 斉 状 され た 


人 


ー ビ 
袖 付 を ] を 利用 し た ほか 、『 着 」 に 関与 し た 
マ 》 を 撃沈 し よう と も | 
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A・ サ ン ライ ズ 


開 是 ディ アナ ・ ・ カ ウン ター と ギン ガ ナ ム 家 
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地球 帰 呈 作戦 の 準備 ・3 
ムー ン レ ィ ス の 軍事 部 門 が 「 デ ィ ア ナ ・ カ ウン ター」、 


に 際 し て 組織 され た 


ー ン レイ ス 三 王家 の ひと つ で 武 門 の 家系 に 位置 付 
けら れる の が 「 ギ ン ガ ナム 家 (ギン ガ ナ ム 艦隊 )」 SN 
る 。 共に ムー ン レイス の 「 軍隊 」 だ が 、 指揮 命令 系 
や 位置 付け が NS 
デイ アナ ・ カ ウン ター と ギン ガ ナ ム 家 を 比較 する と 、 
正 暦 移行 期 に は 存在 し て いた ギン ガ ナ ム 案 の 方 が 
長い 歴史 を 持っ て お り 、2500| [っ て 軍事 演習 
を 続け で て いた (ディ アナ ・ カ ウン ター は 女王 個人 の 名 
を 各 し た その 組織 名 か ら も 、 比 較 的 浅い 歴史 が わ 
か る ) 。 そ の ギン ガ ナ ム 家 を 差し 難い て 、 デ ィ アナ - カ ウ 
ンタ ー が 編 視 きれ た 理由 は 地球 帰 選 作 戦 に ある 。 

女王 ディ アナ ・ ソ レル に よる 統治 の 開始 直 
定 さ れ た 地球 帰 司 作戦 に は 、 軍 隊 が 必 
帰還 船団 や 帰還 民 の 護 術 、 確 保 し た 地上 領 士 の 維 
持 ・ 防 衛 な ど に 軍事 力 が 不可 欠 だ っ た た めで ある 。 


Ln 中 D3 se Abn 


ムー ン レ ィ ス の 軍事 部 門 を 独占 する ギン ガ 
ナム 家 が 地球 帰 選 作 戦 に 反対 し た た め 、 女 王 ディ ア 
す と 家臣 団 は 新た に ディ アナ の 親衛 隊 を 組織 し た 。 
この 親衛 隊 が 発展 ・ 改 編 さ れ て いき 、 ディ アナ ・ カ ウン 
ター が 誕生 する (女王 ディ アナ 直属 の 親衛 隊 は 、 別 
組織 と し て 改め て 分 割 き て れ て いる )。 将兵 は 志願 制 
で 集め られ 、 出 身 階 層 を 問わ ず 能 力 重 視 で 登用 さ 
れ た こと か ら 、 一 般 ム ー ン レ ィ イズ の 応 菊 は 多かっ た 
その 後 、 軌道 ロー タ ベ ペーター 「 ザ ッ ク ト レー ガー」 を 
は じ め と する 要 街 の 防衛 、 反 ディ アナ 派 の 摘発 な ど 
の 治安 維持 も 兼任 する よう に な っ て いく 。 こう し て ディ 
A キン ガ ナ ム 家 や メン テナー 家 の 伸 
肘 を (本 来 は ) 受け な い 軍 事 組 織 と し て 拡大 し 、 実 質 
の * と な っ た の 装備 と し 
て 、 地 球 で 建造 技術 が 失わ れ て いた MS や 宇宙 艦 
艇 を 多数 保有 し て お り 、 地球 帰還 作戦 に 際 し て の 戦 
力 的 優位 も 確保 きれ て いた (は ず : 
ディ アナ ・ カ ウン ター 初 の 大 規模 任務 と され る の は 
地球 帰還 作 戦 ここ で 思わ 上 選 問 
る 。 角 船団 の 計 衛 と し て 北ア メリ ア に 
割 議 交 渉 に 臨ん だ 
比 ア メリ ア 個 の 硬化 を : 


降下 し 、 毛 
だ っ た が 


まとまら な か っ た の で ある カヤ や [歴史 的 正当 
、 交 職 規 定 の 不 徹 底 に 
ど が 原因 だ っ た 。 紛争 な き 時 代 ゆ え 
E 理 解 か ら 、 極 め て 層 体 な 装備 し か 持た 
戦 する 場面 も 多かっ た 
で は 、 長 年 に 豆 る 演習 「 だ 
け 」 を 重ね た ギン ガ ナ ム 家 も 同じ で あり 、 デ ィ ア ナ ・ カ 
ウン ター と の 戦闘 を 重ね る うち に 実戦 慣れ し た ミリ シャ 
に 時 破 きれ た MS も 少な く な か っ た 

(執筆 者 、 執筆 時 期 不明 ) 
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正 暦 ガイ ド : ディ アナ ・ 


カウ ンタ ー と ギン ガ ナ ム 家 


HE 03 SHEET 254 


ムー ン レ イス の 軍事 組織 は 大 きく 分 け て ぶ 
つ 、 ディア ナ - カ ウン ター と ギン ガ ナ ム 家 (艦隊 ) が 県 
ある 。 女王 の 親衛 隊 も 正式 に は 別 組織 で ある 。 


ディ アナ ・ カ ウン ター は 、 女 
王 ディ アナ が 夫 帥 を 季 め る 
市 民 軍 的 組織 。 地 天 帰 
作戦 の 中 心 と な っ た が 、 女 
王 へ の 絆 反 も 発生 


地球 周作 戦 に 反対 


Zzz 議 | 


軍服 基 用 の MS パイ ロッ ト x 
用 気密 服 。 大 気 国内 で は 未 
着用 、 また は ヘル メッ ト を 説 ぐ 
場合 が 多かっ た 


ギン ガ ナ ム 家 
(ギン ガ ナ ム 艦隊 ) 


ギン ガ ナ ム 艦隊 所 属 の MS パイ 
ロッ ト や 陸戦 隊 が 所 属す る 較 
服 。 ヘル メッ ト や 針 状 の ボディ 
アー マー な どか 5 構成 され る 


地球 帰 思 作戦 の た め に 組織 され た 、 女 王 ディ アナ 指揮 下 の 軍事 組織 。 ギン ガ ナ ム 艦 隊 が 地球 
帰還 作戦 に 反対 し た た の 新た に 編制 され 、 治 安 雑 持 な ども 担う よう に な っ た 。 黒 歴史 時 代 に 匹 机 す 
る 兵器 を 保有 する が 、 長らく 紛争 が 発生 し て いな か っ た た め 運 用 や 交戦 規定 に 問題 を 抱え て いた 。 


地球 帰 湯 作戦 に ち お ける 
帰還 般 団 や 旬 還 氏 の 
護衛 に 確保 し た 
福士 の 防衛 を 正定 。 ギ 
ン ガ ナム 家 と は 別 相 織 


女王 ディ アナ の 治世 に 入っ て 決定 され た 、 地 球 帰 
還 作 戦 を 実施 する た め の 新設 願 制 の 市 民 軍 
的 組織 で あり 、 出身 階級 に 関係 な く 登用 され た 。 


ディ アナ ・ カ ウン ター の 編制 か ら 地球 帰 財 作 澤 ま で は 
長い 時 間 が あり . そ の 間 に も 任務 が 拡大 し た 。 反 女王 派 
の 岳 発 を 含む 治安 維持 、 要 箇 の 防衛 な ど が 誌 当 す る 。 


ディ アナ ・ カ ウン ター か ら 女 王 ディ アナ を 護 御 す る 親 
衛 隊 が 分 離 、 独立 し た 。 命令 系 続 も ディ アナ ・ カ ウン 
ター と は 異な っ て お り 、 女王 の 直轄 だ 


一 部 が ディ アナ ・ カ 9 ン 
ター に 取り 込ま れ た 


ディ アナ ・ カ ウン ター は 志願 制 で あり 、 出 身 
階級 を 問わ ず 実 力 重 視 で 登用 され た た め 、 低層 
障 紙 を 含む 一 般 ム ー ン レ ィ スズ から の 参加 者 が 多 
い 。 ムー ン レ イス の 全般 的 傾向 と し て 女王 ディ ア 
ナ へ の 間 楽 の 念 が 強く 、 ディ アナ ・ カ ウン ター 和 将 
兵 の 大 半 も 同様 で ある (親衛 隊 は 特に 忠 設 心 
が 強い )。 し か し 、 サン ベル ト 地 帯 の 確保 が 遅延 
し た た め 、 制 圧 を 急い だ 一 部 将兵 が クー デ タ ー 
を 起こ し 、 女王 ディ アナ を 放逐 す る に 至っ た 。 


降下 船団 級 の 司令 官 。 ア 
指揮 だ け で な く 、 地 球 側 と ジ 
の 交 涼 も 担当 し た 。 


女王 直轄 の 護衛 。 一 戦闘 や 警備 な ど 一 般 コ 
般 部 隊 と は 命令 系 続 が 任務 全般 を 担当 。MS ジン 
異な っ て いる 。 パイ ロッ ト も 含ま れる 。 


MS や 宇宙 艦艇 を 装備 し て お り 、 兵器 の 技術 レベ ル は 
交 圭 相手 の ミリ シャ を 凄 対し て いた 。 し か し 、 将兵 が 実 戦 
慣れ し て お ら ず 性 能 を 活か し 切れ な か - 


親衛 隊 の スモ ー や 小型 機 以外 は 、 月 の マウ ン 
テン ・ サイ クル か ら 発掘 され た 機体 が ほとん ど 。 
地球 で 発掘 され た MS より 、 全般 的 に 高 性 能 。 


航 宙 能力 と 飛行 能力 、MS 運 用 能力 を 持つ 
字 軍 履 族 を 配備 。 女王 の 乗 旗 能 に し て 旗艦 (プン 


FLAT-LOBD 
フラ ッ ト 


て 、 軍 事 部 門 を 司る 武 門 の 家系 。 月 面 都市 ゲン ガ ナ ム の 建設 に 
ィ ア ナ ・ カ ウン ター が 編制 され る まで は ムー ン レ ィ ス 唯一 の 軍事 粗 
が 、 地球 帰 本 作戦 に 反対 し た こと か ら 正 暦 2345 年 に は 月 に 残留 し て いた 


象徴 的 君主 を 輩出 し て きた ソレ ル 家 、 行 政 
や 月 面 都市 の 環境 管理 を 担う メン テナー 家 と 普 
び 、 ギン ガ ナ ム 家 は 軍事 を 担当 し た 。 


長年 、 DDO に 
継続 。 その 期間 は 2.500 年 に も 及ぶ た め 、 
戦術 は 実戦 に 即 し た も の で は な く な 


王族 が 率い る 宇宙 能 隊 
で あり 、 権 感 と 権力 は 大 
きい 。 ディ アナ ・ カ ウン 
ター の 編制 まで は ムー ン 


橋 の 構え 、 盾 の 構え 、 北 
千 の も つ 星 の 陣 な どの 
フォ ー メ ーション を 駆使 
る も の の 、 圭 術 の 形 失 人 
は 否め な か っ た 


ギン ガ ナ ム 豪 の 主 で 、 
ギン ガ ナ ム 艦 隊 の 司令 。 
「 交 天 特 ] と 呼ば れる 。 


| 生 う 


ディ アナ ・ カ ウン ター 同様 、 MS と 宇宙 艦艇 を 装備 する 7 と が 
が 機種 は 異な る 。 正 暦 2345 年 に は 、 月 の マウ ン テ ン ・ サ 
イク ルカ か ら 発 揚 し た 機体 を 多く 追加 配備 し た . 

ムー ン レ ィ ス が 開発 し た マヒ ロー を 主力 MS と する 。 月 の マー ギンガ ナム 艦隊 も 大 気 園内 外 両 
ウン テン ・ サ イク ル か ら 発掘 し た MS 群 も 装備 し て お り 、 特に 用 の MS 運用 型 字 宙 艦艇 を 配備 し 


ギン ガ ナ ム 搭乗 の ター ン X は 最強 クラ ス の 機体 だ っ た 。 


た 。 正 居 2345 年 桂 の 主力 艦 アス 
、 アル マイ ヤー 級 の 後に 
開発 ・ 建 造 され た も の だ と 言わ れる 。 


MOREINFO! 等 90 
! Sg 5 
レッ ト 隊 る 
正 暦 2050 年 頃 、 女 王 ディ アナ が 地 
珠 に 成 し た ムー ン レ ィ ス で 構 
、 レ ッ る 。 ディ イア キャ ン サ ー・ カ フカ 
ナ へ の 中 恋心 が 極め て 強く 、 地表 優 攻 ディ アナ に 中庄 を 控 げ 
作戦 で は ディ アナ ・ カ ウン ター の 指揮 下 る レル 隊 
に 置か れ な が ら も 、 ディ アナ を 助け た 。 し 
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前 党 ・ サ ン ラ イズ 
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VV ガンダム 


WORLD GUIDE 
暴 か れ た 黒 歴史 


Confusion and Expectations in The Moon 
C.C.2345 


ギン ガ ナ ム 艦隊 と 
グエン の 共闘 成立 


月 の 首都 ゲン ガ ナ ム に 到着 し た グエン ・ サ ー ド ・ ラ 
イッ フォー ド を は じ め と する 北ア メリ ア 使節 団 は 、 ム ー 
の ひと つ メ ン テ ナ ー 家 の アダ リッ パパ ・ メ 
ン テ ナ ー と 交渉 の 機会 を 得 た 。 アグ リッ パ は 、 地 球 帰 
を 離れ て 以 


降 、 ム ー ン レイ ス 社 会 に 独裁 体制 を 布 い 
アグ リッ パ は 権力 欲 か ら 月 を 支配 し | 
アダ リッ パ の 狙い は 月 社 平穏 ・ 平 和 の 永 疑 で あ 
り 、 地球 帰 司 作 戦 が ムー ン レイス の 闘争 本 能 を 呼び 
起こ す と 考え 、 地 球 に 降下 し た ディ アナ ・ カ ウン ター 
と 月 の 分 断 工作 を : で E 宙 世紀 以降 の 
戦乱 の 記録 で ある 「 黒 歴 喝 ] の 開示 も 、 闘 争 本 能 の 
復活 に 繋が る と 考え て お り 、 黒 歴史 の 実態 は 永久 


に 伏せ て お くつ も り だ っ た 。 
し か し 、7 グ リッ パ の 計画 は 失敗 する 。 ディ アナ の 
帰 避 に よー 場 が 悪化 し た 更 の 記録 


映像 が 一 般 ム ー ン レ ィ ス に 開示 され て し まっ た の で あ 
る 。 し か も アグ リッ パ 自 身 が 部 下 の ミ ー ム ・ ルド 
殺害 され 、 彼 の 目論み は 水泡 に 帰し : だ 
ガル ド は ディ アナ の 殺害 も 試み た が 失敗 し 、 親 衛 隊 
の ハリ ー・ オ ー ド 大 尉 に 計 殺 され て いる ) 


の ひと つ で 武 門 の 
(の ギ ム ・ ギ ン ガ ナム 
な 危機 を 引き 起こ し た 。 
同じ く 地球 帰 選 作戦 に 反対 し た ギ 
ン ガ ナム は 、 ア グリ ッ パ と 共同 歩調 を 取っ た 。 だ が ギ 
ン ガ ナム の 反対 理由 は 、 地 球 帰 選 作 戦 が 武力 
面 に 押し 出し た 地球 「 侵 攻 」 作戦 で は な いと 
の だ っ た 。 ディ アナ ・ カ ウン ター 編制 以前 か ら 存在 す 
る 軍事 組織 で あり な が ら 2500 年 も の 間 、 16 
を 続け て きた ギン が ガ ナ - 6 9 
る 大 規模 戦闘 を 湖 それ で も アグリ ッ 
パ が ギン ガ ナ ム と 3 目覚 め 
た ディ アナ ・ カ ウン ター RE 月 に 26 
場合 、 そ れ を 排除 する 軍事 力 を 』 
黒 歴 史 の 開示 や 地球 帰 本 作戦 に 


ター デ タ ー も 考え た ギン ガ が ナム だ が 、 ア グリッパ の 
、 積 極 的 行動 を 控え た 。 ムー ン レ ィ ス 市 民 
ィ ア ナ 感 情 の 高 さ 、 月 面 都市 制圧 
い ギ ン ガ ナム 艦隊 の 装備 、 そ し て 「 ふ た り の ディ アナ ] 
の 存在 が 、 ギン ガ ナ ム の 決意 を 鈍ら せ た の で ある 。 
だ が 、 黒 歴史 の デー タ を 入手 し 王権 主 
を 強め た グエン と 共同 し た ギン が ナム 艦隊 は 、 戦 闘 
行動 に 移る 。 その 矛先 は 地球 に | 
(チッ タ ・ ハ イプ リオ CC2347) 


歴史 フォ ー カ ス : 暴 か れ た 黒 歴 史 [!] rc03 si 12A 
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CONCEPT-X 6-1.2 ター ン X 
ディ アナ ・ ソ レル 

ギ ム ギン ガ ナ ム 

アク リッ パー メンテナ ー 

地球 で の 決 

ディ アナ ・ カ ウン ター と ギン ガ ナ ム 家 


の 地球 降下 を 受け て 、 再び 地球 
は 松 火 に 包ま れる が 、V ガ ンダ ム 
と ター ン X の 戦い の 後 、 事態 は 収 
束 へ と 向かう の だ っ た 


Ilustation by NAOMI YAMAMURA Color by TAKAKO SUZUKI Spacial Effect by AKIKO YAMAKAWA 


地球 帰 中 作戦 実施 後 、 月 で 独 坊 体 8 手 し ギン ガ ナ ム 船隊 と 共同 し た ダグ エン の 独走 が 原因 
グリ ッ パ の 死に より 、 主 導 権 を 取り 戻し と な り 、 事 実 上 分 像 。 リリ ・ ボ ノ や スエ サイ ド 
が 、 矛 を 収め の た か に 思わ れ た ギン ガ ナ ム 盤 隊 が 地球 隊 と いっ た ル ジ ャ ー 左 領 勢 、 ロ ラン ・ セ アッ ク や キ エ 


に 向かっ た こと で 、 事態 は 再び 混乱 し つつ あっ た ・ ハ イム ら は 月 に 置き 去り に され た が 、 ディ アナ と 共 
月 に 赴 い た 北ア メリ ア 勢 も 、 黒 歴史 の デー タ を 入 TE 呈す る こと と な っ た . 


⑮ グエン と ギン ガ ナ ム 、 
地球 へ 


ディ アナ は ギン ガ ナ ム を 呼び っ 


A プチ 5 は を の 宮 由 へ と 向かっ た 。 | 


ッ ト 隊 が 戦闘 を 開始 。 同 
じ 順 、 ディ アナ は 冬 の 宮 典 で ア 
グリ ッ パ を 拘束 する と 共に 、 黒 


FOP IIRC 時 デン 
で 出撃 ヒー ハリ ニー 大府 の 攻撃 で 金 を 落と じ た 。= 和 る 
人 施 。 だ (ウィ ル ゲ ム あ は 白 の : アナ が 和 市 民 の 呼び 拘り た けた こと で 
- 宮 大 に 人 た 。 lio 5 拓 ば 収束 : 存 お 9 ガンダム は 月 
蝶 の 機能 を 復活 させ て いる 。 


に (ウィル ゲ ム ) 白 の 宮殿 内 の グエン た ち が 監 視 下 に 置か れる 中 、V ガ ンダ ム 
ギン ガ ナ ム 捕獲 の た め ス エッ ソン が 単機 で 突入 し た 。 この 事態 を 受け た ギ 
H 撃 し た ほか 、 ハ リー と キ エ ル が 説 = ム ・ ギ ン ガ ナム が ター ン X の 起動 を 決定 。 アグ リッ パ は ロラ ン に V 

隊 の 攻撃 を 受け た (ウィ ル ゲ 開 > 
ム ) が 自衛 の た め 折 の 宮 層 に 入っ て し まう 。 スエ ッ ソ ン 隊 | 
後退 し た が 増援 を 受け て 再来 、 交 渉 団 の 命 を 盾 に V ガ ンダ ム 拐 する キ エ ル が 白 の 宮 典 に 入 
の 引き 渡し を 要求 し た 。 ギン ガ ナ ム 家 の 独断 に よる も の だ っ た 。 アナ た ち は 黒 歴史 の デー タ が 残さ れ た 冬 の 宮殿 へ 向かっ た 


の 宮司 A アグ リッ パ た ち を ィ ア ナ が 、 黒 歴史 の 
データ より 宇宙 世紀 以来 の 戦争 の 映像 が ケン ガ 
示さ れ 、 Y に よる 文明 破壊 も 語ら れ た 


> 8S XA 
と ギン ガ ナ ム 宜 の 足並み は 鶴 わ ず 戦 闘 が 発生 。 デ ィ イア ナ ( キ エル ) り の 間 りら れ た アグ リッ パ は 透 走 。 
(@⑱ アプ リッ バ と ミド ガル ド の 死 () フエ ン 、 ギン ガ ナ ム と 共に 地球 へ (⑥ ディ アナ 、 再 び 地球 へ 
黒 歴史 の 映像 を 見 た ムー ン レ ィ ス 市 民 が 暴動 を 起こ し 、 白 の 地球 帰還 作戦 に 伴う ディ アナ の 新た な 方 針 (冬眠 シス テム を ギン が ガ ナ ム 艦隊 の 破壊 工作 に より 追跡 手段 を 奪わ れ た ディ ア 
宮 典 に 押し 寄せ た 。 月 の : シス テム 安定 の た め と は いえ 手段 用 いな い 自 然 死 を 良し と する 地球 移住 ) に より 、 冬 眠 者 の 一 部 親衛 隊 の 予備 艇 = アル マイ ヤー 級 を 
を 選ば な ガル ド が 銃殺 し 、 覚醒 が 始ま っ : イア ナ は ギン ガ ナ ム を 呼び 付け 、 タ ー ン X を 含 この 動き を 察知 し た ギン ガ ナ ム 艦隊 の 月 9 


うと する が 未 送 


し か し 、 冬 の 5 お マウ ン テ ン ・ サ イク ルカ ら 発 掘 し た 兵器 の 移 裏 を 命じ で いる 。 ( ズ サ ン 隊 ) が 、 修 理 は 壊す べく 戦闘 行動 に た 
ギン ガ ナ ム 家 と 協定 を 結ん だ グエン は 、 一 部 の 部 下 を 引き 連れ この 攻撃 は 
ウィ ル ゲ ム ) で 地球 へ の 帰途 に つい た 。 ロラ ン は これ に 反抗 し 。 活躍 で 退け られ 
て 脱出 する が 、 ター ン X と の 戦闘 の 未 、 V を 捨て て 離脱 し た エー ルズ ) は 月 を | 


イヤ ー 級 の 修理 は 短 時 間 で 
球 罰 部 墜 に よる 前 撃 も 、 親 隊 ら が 撃退 し た 


ディ アナ の 影響 力 な ど を 考 庶 し 
が 、 クエ ン の 申し 入 


a で 者 イタ ン EE 
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ロー ム フ ェ ラ 財 団 ) の も の が 最後 期 型 と な っ た 。 


0Z は 連合 三軍 の ひと っ SMS (スペ シャ ル MS 部 
シャ ルズ ) と ほぼ イコ ー ル の 存在 で あり 、 


地上 宮 将 兵 の 反感 は 、0Z 将 兵 の エ 
リー ト 意 識 だ け で な く 、 こ うし た 特殊 性 も 理由 だ っ た 。 

0Z の 特権 的 体質 は 制服 に も 見 られ 
シャ ルズ の 制服 は 、 地 球 連 合 軍 の 宇宙 宣 
お よび 地上 軍 と は 異な る も の だ っ た の だ 。 その デザ 
イン は 「 貴 族 和 的] な も の で 、 上 級 将 校 の 制服 に 顕著 
だ っ - 示 特 奈 ( 連 佐 相 当 。 請 位 は 準 男 
般 ) 以上 が 多用 する 制服 は 、 古 い タ イプ の 乗馬 服 や 
西暦 19 一 20 世 紀 前 期 頃 まで の 一 部 の 軍服 に 近い 
も の で 、 後 腰 の 掲 の み が 長 楽 華 な 肩 章 が 付い た 
上 着 、 膝 ま で 首 う 長靴 な ど で 構成 され た (レディ ・ ア 
ン 二 級 特 佐 の ょ うに 、 この 例 か ら 外 れる 制服 を 着用 
し た 者 も いる 。 上 級 将校 は 制服 の カス タマ イズ を 許 
で ある )。 

最 下級 と され る 特 士 (連合 軍 中 尉 相当 。 処 位 は 
騎士 ) 用 制服 も 大 時 代 的 で 、 負 な し キャ ッ プ 、0Z 
マー タク 入り パッ クル が 付い た ベル ト 、 式 典 用 の 肩 掛 マ 
ント な と が 支給 され て お り 、 ロー ム フ ェ ラ 財 団 の 貴族 


19 の | 
4 は あっ て も 大 時 代 的 で は な か っ た 。 
総司 令 や 各 軍 司令 の 制服 は 豪華 な 装 入 が 見 られ 


この で ある 。 
的 軍事 組 
と する マリ ー 
メイ ア 軍 が ある 。 地球 国家 を 継承 する 形 で の 地球 
圏 支 配 を 目指 し た た めか 、 の 者 選 は 
0Z と は 方 向 性 
具体 的 と クリ ー ム 色 の ネ ク タ 
イ 、 乗馬 用 を 思わ せる 大 腹部 に ゆとり が ある ズポン 、 
長靴 、 マ リー メイ ア 軍 所 属 を 示す 」 鋼 な し キャ ッ 
プ ブ な ど で 構 成 さ れる 。 者 、 イス カウ ト 用 
型 も 支給 され て いた 。 
問わ ず ア スト ロス ー ツ (宇宙 服 ) も 配 
も 地球 連合 4 軍 と OZ で は デザ イ 
ン が 異な り 、MS な ど を 操 継 する 都合 上 、 軍 用 は 一 
般 用 より 細身 の シル エッ ト と な っ て いる 。 

(ケタ ダ ド ・ ラ ー シ ャ イ AC198) 


コロ ニー ガイ ド : AG. の 軍服 と アス トロ スー ツ (CW) 09 sr2bn 


WwW.02.07 


上 電電 の 02 


と し て 運用 し た 。 財団 、0Z と 


大 時 代 的 な 制服 を 採用 し て 


コロ ニー と ホワ イト ファ ング 


いる 点 も 特徴 言え る 。 


Mustation by TAKUYA IO 


用 。 トレ ー ズ 
国家 軍 は 源 
の を 合用 


ラ 財 団 の 直轄 組織 な た めか 、 大 時 代 的 な 

デザ イン の 制服 を 採用 。 上 級 特 尉 以上 で 

は 、 制服 を カス タマ イズ する 例 が 見 られ た 。 
ee 


笠 
組 章 や 希 章 な ど を 
着 。 款 は 長 先 ( ち ょ う 
か ) で な い 場 合 も ある 


宇宙 軍 と 地上 軍 で 同じ 制服 を 採用 。 慰 
官 級 で は 詰 拉 の 文様 が 追加 され 、 佐 官 級 
で は 豪華 な 肩 章 が 装着 され る 。 下士 官兵 
用 は ポケ ッ ト が 多く 、 実戦 向き で ある 。 


コロ ニー 過激 派 に よる 私 的 武装 勢力 で 、 8 すし も ぎら れ て い 
統一 の 創 服 は 存在 し な い 。 一 応 、 数 種 の の 


フォ ー マ ッ ト は あり 、 私 服 を 組み 合わ せ て 似 
た 服装 と すれ ば 認め られ た よう だ 。 


AC.195 に 復 論 し た 際 の サン ク 
キン グ ダ ム の 正装 。 表向き 国軍 が 
な いた め 、 正 確 に は 軍服 で は な く 礼 
服 に あたる 。 数 少な い 制服 ] は サ 
ンク キン グ ダ ム 学園 の も の だ っ た 。 


9 dQZ 以 上 に 大 時 代 
8 で . 古 い 軍用 
の デザ イン が 特徴 
で ある 。 か っ で 
事 国 家 だ っ た 名 
鐵 と 思わ れる , 


地球 園 統 一 国家 成立 後に 編制 され た 大 
統領 直轄 の 秘密 情報 部 。 完全 平和 主義 
政策 の た めか 軍服 的 意匠 は 排除 され 、 敬 
窯 機構 用 を 思わ せる 制服 と な っ て いろ 。 


ゅ 


バー トン 財団 の 私 設 軍 。 成人 用 と 若年 
用 (推定 で 十 代 半 ば まで ) で 意匠 が 異な る 
が 、 所 属 軍 を 示す 腕章 は 共通 。 成人 用 は 
士官 ・ 下 士官 ・ 兵 用 の 違い が な いよ うだ 。 


マリ ー メ イア の 反乱] 
時に 軌 参 加 し た セク 
ス に も 、 制 服 が 与え ら 
れ た 。 着 交 し に は 宣 容 
だ っ た よう だ 


ト な ど が 特徴 。 男女 用 
の 業 は な い 村 様 


A.C 時代 の 宇宙 服 は アス トロ スー 
ツ と 呼ば れる 。 軍用 、 特 に MS パイ 
ロッ ト 用 と し て も 普及 し て お り 、 地 球 
園 統 一 連合 軍 と 0Z で は 、 一 般 用 と 
は 異な る 細身 の モデ ル を 採用 し た 。 


0Z で は 男性 用 と 
性 用 で 別 の モ 


軍馬 ・ サ ン ライ ズ 
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ジオ ン 公 国軍 
評価 試験 
験 隊 、 通 称 「 ロ タマ ル サ ン ]」 で ぁ る 。 アウ 了 で 拉 
の 評価 試験 
攻防 戦 ( 知ら れ て いる 。 


3 む 技術 試験 際 は 、 2 
短縮 の た め の 組織 だ = 
の 運搬 整備 運用 
に 対応 し 、 効率 的 な 評価 試験 を 可 


機動 軍 と は 区 別 き # 
な en 


宇宙 世紀 ガイ ド : 第 603 技 術 試 験 隊 


mE09 wm0W 


0rganization of U 


る 。 例え ば 第 603 技 術 試験 隊 の 初 
隊 決 戦 箇 ヨル ムン ガン ド は 
を 与え ず 、MS ツ ダ の 評価 試験 は プロ バ 
過ぎ な い 。 

戦争 末期 に な る と 技術 試験 際 の 意義 は 失 
われ て いき 、 戦 闘 部 隊 
評価 試験 は 行わ れ 最後 の 任務 と な っ た ア ・ バ 
オア ・ ク ター 攻防 戦時 は 「 戦 闘 」 その も の で あっ た 。 
(シリ ヌ ・ ス ッ ノ ト UC0154) 


慰 の 指 
を 徴用 ・ 改 修 
ティ ン ・ プ ロホ ノウ 中 佐 相 


ks ル 


1GLO1-11 
1GLO201 画 
1GL02.02 画 
1GL02-03 画 
FGO3-16 革 
FG03.71 書 
1GL03-10 計 


な か ら ぬ 犠牲 を 払っ て 
発 に 反映 きれ た 形 


行わ れ た 詳 価 試験 が 、 新 兵 


Mtustration by JUN WADA 


戦時 に お ける 新兵 器 開 人 
に は 、 平時 の よう な 時 間 約 
第 603 技 術 試験 隊 を 含む ジオ ン 公 余裕 ! 


い 。 開 発 期 間 の 短 
国軍 の 技術 試験 隊 は 、 実 戦 に お ける he ao 
試作 兵器 の 運用 と 評価 を 任務 と し た 。 ーー 
技術 試験 隊 を 統括 する 技術 本 部 od 


は 、 運 用 試験 と 評価 の 効率 化 に よっ 
て 、 そ れ 5 の デー タ を 反映 し た 新兵 器 
の 開発 期間 を 短縮 する 狙い が あっ : 


宇宙 で の 任 季 が 主 
が 地球 上 で の 軍用 試験 
実施 。 地上 試験 に は マイ 
技術 中 肝 が 必ず 同行 し た 


・ 戦 場 に お ける 試作 兵器 の 運用 評価 の 必要 性 

・ 試 作 兵器 の 試験 及び 評価 の 効率 化 に よる 、 兵器 開発 の 期間 短編 

・ 艦 船 、 設 備 , 人 員 を 急速 に 補う た め の 民 間 徴 用 

・ 試 作 兵器 の 運 少 ・ 整 備 ・ 運 用 ・ 試 験 ・ 観 測 の すべ て に 対応 し た 万 能 性 


| 公国 軍 内 の 指揮 系 統 。 / 


が 
技術 試験 隊 は 技術 本部 直下 の 組織 he 
で あり 、 宇 宙 攻 撃 軍 や 突撃 機動 軍 と は 任務 内 容 を 通 直 し 
指揮 系 続 が 異な る 。 この た め ザビ 家 の 
政治 開 当 に 直接 差 き 込 まれ な か っ た 。 


試験 支援 
に 試験 品目 が 搬入 
され る 


画 ジオ ン 公国 軍 内 の 指揮 系 統 


ジオ ン 公国 軍 総 司 部 


第 603 技 術 試験 隊 


各 技 術 試験 隊 


第 603 技 術 試験 は 通常 、 試 験 支 KC3603 失 
援 艦 (ヨー ツン ヘイ ム 》 を 母艦 と し て 任 計 呈 際 の 管理 人 
務 第 603 技 術 試験 隊 と RS 
(ヨー ツン ヘイ ム 》 の 指 畠 系 続 は 異な る 。 いた 

還 ヨ ー ツ ン ヘ イム 内 の 指揮 系 統 

アル ベル ト ・ シ ャ ハト 技術 少将 
ヨー ツン ヘイ ム 


信長 
マル ティ ン ・ プ ロホ ノウ 中 佐 相 当家 


六 胡 
エー リッ ヒ ・ ク リュ ー ガ ー 大 時 相当 官 


[Ti ome 


2 術士 
オリ ヴァ ー・ マ イ 技 術中 肝 
[ Toa gm 


技術 試験 科 
ヒデ ト ・ ワ シャ 中 慰 


症 価 試験 品目 に よっ て 異な る 


論 U.C.0079.12 月 下旬 に な る と 、 部 層 は カス ペン 理財 大 隊 に 組み 込ま れ た 、 この た め 、 着 内 に は 3 つの 指揮 系 
細 が 混在 する こと と な っ た 


広義 の 第 603 技 術 試験 隊 の メン 
パー は 、 試 験 支援 艦 (ヨー ツン ヘイ 
ム ) を 運用 する クル ー た ちと 、 評 価 試 
験 を 担当 する 技術 試験 科 / 情 報 科 
(狭義 の 第 603 技 術 試験 隊 ) か ら 成 
る 。 前 者 は 民間 船 時 代 か ら の クル ー 
で 軍属 、 後者 は 正規 軍人 で ある 。 


民間 の 連 総 貨 客船 時 代 か ら ( 
ム ) の 運行 に 携わっ て きた 船乗り た ち , 
ン ヘ イム )》 の 徴用 と 共に 軍属 と な っ た 。 船乗り 
と し て の 状況 判断 力 や 技量 は 優れ て いる 。 


a と 
中 マ 大 エ 
佐 ル 講 
人 9 
言 シ 言 と 
も DR 
に に 1 

ノ 1 

5 ? 


評価 試験 を 直接 的 に 担当 する 正規軍 
と ん ど が 技術 試験 科 ま た は 技術 情報 科 


CN 


実戦 を 伴う 試作 兵器 の 評価 試験 に 
対応 する た め 、 母艦 と な る 民間 船 改造 
型 宇宙 艦艇 が 配備 され た ほか 、 試 験 
デー タ 収集 分 析 用 機材 が 持ち 込ま れ 
た 。 試験 品目 に よっ て は 、 そ の 関連 機材 
(ヒル ドル ブ の 降下 装置 や オッ ゴ の 全 
力 散 布 フ レー ム な ど ) も 搬入 され た 。 


第 603 技 術 試 験 議 が : 
価 試験 中心 と な る 宇 軍艦 
民 問 の 連絡 次 客船 を 改造 し た 


術 試験 隊 な ど に 配備 され 


sa 


運用 試験 に お ける デー タ 収 
集 や 試験 補助 の た め 、 自 走 式 
の 観測 機器 が 用 意 さ れ た . 
(ヨー ツン ヘイ ム ) も 光学 カメ ラ 
や モニ タリ ング 機材 を 備え 、 
デー タ 収集 に 活用 され て いる , 


小型 観測 用 
(ヨー ツン ヘイ ム 搭 載 ) 


評価 試験 部 隊 と いう 特性 
上 、 第 603 技 術 試験 隊 に 固有 
の 機動 兵器 は な か っ た 。 し か し 
ヅダ の 評価 試験 後 、 
2 機 の ヅダ が その 
ヘイ ム ) 配備 と な 
り 、 艦 の 防衛 に 用 いら れ た 。 ご 
の 事実 は 、 第 603 技術 試験 隊 
が 実戦 部 隊 と し て の 性 格 を 融 
び 始 め た こと を 意味 し た 。 


菅 理 官 を 含め 工学 知 
諾 や 提 引 技術 を 持つ = 
者 が 多い 。 試験 品目 や 
業 し 、 実 埋 
に 参加 し た 例 も ある . 


試験 支援 艦 ヨー ツン ヘイ ム 


EMS-10 ヅダ (2 番 機 ) 


(由恵 藩 ) 想 庫 需 画 
XY さ ・UlIX テ マ 


能 が 
能 だ 


評価 試験 の 対象 と な 
人 や 大 和 
ご と に 凌 


REA CY 


(一 Wー で て で 2) 相 諸 毅 瀬 剛 
で Hm VU マ 


a- 
と 第 603 技 術 試験 隊 の 正 
規 軍人 で は 
に 対す る 温度 閥 も あっ た 


ツン ヘイ ム ) の 軍属 


任務 や 戦争 


甲板 要員 な ど を 含む 
大 半 が 民間 船 時 代 か 
ら の 乗組 員 。 術科 
は 、 例 外交 に 正規 軍 
人 が 配属 きむ て いた 


BS) 


も 侍 ( 当 接 か 5 の 栓 
可能 性 も ある 


艦橋 に 観測 指揮 所 を 備え る 。 塗 
装 の 変更 、 ブ ー ス ター の 増設 な ど 
の 改良 が 加え られ た 


OOELO258 有 
3 
CE 


EMS-10 ヅダ (予備 機 ) 


仙 攻 ・ サ ニラ ィ テ 
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m09 sm 


地球 道上 で 新型 MS の 評価 画 試験 品目 
試験 が 行わ れる が 、 実 能 は プロ 

パガン ダ だ っ た 。 1 番 機 と 3 番 機 

が 空中 分 解 事故 で 失わ れ た 。 


ダ 1 番 機運 孝 軍 MS 名 
隊 を 寺 潤 させ る も 、 し た 


ビル タン ク を 再 典 験 。 北米 で 地 
球 連 邦 軍 貞 猪 MS 部 隊 と の 導 
骨 戦 の 未 、 敵 を 全 江 さ せ て いる 。 


MS 以上 の 。 テ 
SL 上 の 陸 能 を 先 埋 。 テ 、、- 


ヒル ドル プ 


南平 洋 に お いて 水中 用 ビー 
ム 砲 の 試験 を 実施 。 最初 の 
試験 は 水蒸気 場 発 で 失 攻 し た 
が 、 二 導 目 は 商 洪 水 能 を 投 沈 。 


砲 の 管制 に 水中 用 ザク を 用 い 
た が 、 パ イロ ッ ト の ギュ ンタ ー・ 
ロー ズ マ ン 草 長 と 共に 剖 拓 。 


QEX-04M 
エー ギル 


ソロ モン 宙 城 に お いて 話 紗 用 MS 還 試験 品目 
と 兵 半 の 試験 を 実施 。 吉 導 施 と 
MS 部 隊 を 二 減 させ た が 、 措 乗員 
の エン マー ライ ヒ 中 財 ら は 全 江 . 


ダム カモ フ 
2 (135mmr 
フ と 共に 味方 衝撃 座れ た 。 対 艦 デイ フル 装備 ) 


Solomon 


サイ ド 4 直 城 で 人 観測 ポ ッ ド 画 試験 品目 
の 間 用 時 秒 度 宮 を 発見 
し た ほか 、《 ヨ ー ツ ン ヘ イム ) の 
時季 画 域 脱出 を サボ ー ト し た 。 < 
* 

ーー 者 
OP.02c を 流 雷 する 観測 能力 
発 近 。 開発 者 リヒ ャ ルト ・ ヴ ィ ー YOP-04 
教授 は 随伴 し た 末 、 死 記 。 = バロール 


アパ オア クー の E フ ィ ー ル | 
お いて 巨大 MA を 運用 。 戦 関 
以外 に も 、Ad ユ ニッ ト を 用 い 
オッ ゴ 部 隊 へ の 補給 を 実施 。 


撤 送 する 味方 隊 を 守る た め 
鼻音 。 撃破 され た が 、 パ イロ ッ ト MA-O5Ad 
の マイ 技術 中 慰 は 脱出 し た 。 = ビグ ・ ラ ング 


Principarity 
of ZEON 


ジャ ブロー か ら 上 昇 中 の 反 

対し 、 モ ビル ダイ バー シス テム 

が 降下 攻撃 。 3 種 の 兵 義 が 試 
人 を 撃沈 し た 。 


作戦 後 ユニ 
れ 、 パイ ロッ ト の ヴェ ルナ ー・ ホ 
ル パ バイ ン 少尉 ご と 未 帰 過 k 


MSM07Di 
(モビ ピル ダ イリ 
シス テム 管制 ユニ ッ ト ) 


ルウ ム 戦 役 時 、 試 作 能 隊 決 戦 
砲 の 評価 試 を 実施 する も 、 す 
で に 主流 か 5 は 外れ た 兵器 だ 


味方 第 隊 か ら 観 測 デ ー タ を 得 
られ ず 、 命 中 策 度 を 低下 させ 
た 。 秦 手 の ヘン メ 大 肝 は 戦死 。 


画 試験 品目 


QCX-76A 
ヨル ムン ガン ド 


月 上 空 に て 3 機 の モビ ルポ ッ ド 
を 投入 し 、 連邦 軍 の ボー ル 6 機 
と 交 田 。 2 機 が 失わ れ た が 、 琶 
部 隊 を 壊 減 させ た 。 


間 
中 で 
Am 
|- ~ 
工作 精度 の 問題 が 赴 呈 。 小 


隊長 エル ヴィ ン ・ キ ャ ディ ラッ ク 
曹長 他 1 名 が 戦死 し て いる 。 


罰 試験 品目 


ET MS IGLOO 


WORLD GUIDE 


第 603 技 術 試験 隊 の 評価 | 


ア ・ パ オア ・ ク ー 攻 防戦 で 獅子 奮 刀 の 活躍 を 見 せ た 第 
603 技 術 試験 隊 は 、 (ヨー ツン ヘイ ム 》 で サイ ド 3 に 帰 暫 し 
その 後 、 マ イ 技術 中 尉 を は じ め と する メン バー は 任 を 
解 か れ 、 隊 も 解散 し て いる 。 技術 試験 隊 の 設立 主旨 で ある 
「 兵 器 の 開発 期間 短縮 」 に 貢献 し た か は 疑問 が 残る が 、 
多数 の 味方 将兵 の 命 を 救っ た こと は 確か で ある 。 


第 603 技 術 試験 隊 が 試験 し た 試作 兵器 の ほとん どす べ て 
が 、 戦 力 化 を 期待 され な いも の だ っ た 。 政治 的 配慮 で 名 目 上 の 
、 戦 力 不 足 を 補う た め 死 蔵 され て いた 試作 機 そ の 

も の を 有 配 備 し た り と 、 特殊 な 青 景 を 持つ 兵器 が 目立っ た 。 


こ *| 鹿 作 兵 問 衝 は 、 投 入 状況 き 
選べ は 効果 的 を もの ば か り 
の 多く (特に 
戦争 中 期 まで の も の ) は 軍 上 
尾部 に 見 限ら れ て いた 


よう に な っ て いっ た 。 それ が 決定 的 と な っ た の が カメ ペン 戦闘 大 
隊 へ の 統合 で 、 評価 試験 は 完全 に 名 目 上 の も の と な っ た 。 


も 実 は 革 有 任務 だ っ た 


宇宙 世紀 ガイ ド 


カス ペン 戦 回 大 隊 


一 年 戦争 示 、 ア ・ パ オア ・ ク ー に 招 勝 され た 第 603 技 術 
試験 隊 (と (ヨー ツン ヘイ ム ) ) は 、 カス ペン 戦闘 大 隊 の 指揮 
下 に 組み 込ま れ た 。 カス ペン 戦闘 大 隊 は 、 ソ ロモ ン 戦 を 生き 
延び た 宇宙 攻撃 軍 士 官 ヘル ペル ト ・ フ ォ ン ・ カ スペ ン 大 佐 
を 大 隊長 と し て 新設 され た 部 隊 で あっ た 。 MS1 機 、 モ ビル ポッ 
ド 34 機 を 擁する 大 部 隊 だ っ た が 、 年 少 兵 ば か り で 構成 され 
て お り 戦 力 と し し て 湊 待 で きる も の で は な : それ で も マイ 
技術 中 尉 の ビグ ・ ラ ング と 共に E フ ィ ー ル ド 防 衛 を 担い 、 第 
603 技 術 試験 隊 最 後 の 戦 闘 を 支え た の 


RA 
中 佐 相当 人 
すり か 


に 


第 2 小 潤 長 の エル ヴィ 
ディ ラッ ク 草 長 は 

ラッ ク 特 務 大 尉 の 台 
タ 区 で 埋 和 し た 


ID 技術 試験 隊 


| 息 


ncD3 mM 


Ilustetion by JUN WADA 


先任 
年 3 名 ( 旭 長 1 名 


先生 1 名 


年 3 名 ( 和 胡 1 名 + 人 2 名 


163-24 


前 ・ サ ン ライ ズ 


歴史 
ワオ ニー カス 


164-1Z 


機動 戦士 V ガ ンダ ム 


WORLD BODE 


ン 4 
カサ レ リ ア 遺 遇 戦 と 欧州 で の 逃走 劇 


ザン スカ ー ル 戦争 の 勃 革 
と ヨー ロッ パ の 混乱 


}C0149 に 建国 を 党 言 し た ザン スカ ー ル 帝国 は 、 
マリ ア 7 主義 の 慰 語 と ギロチン 避 怖 政治 を 巧み 
に 使い 分 け て 市 民 の 意思 統一 と 同時 に 、 加 速度 的 
に 衝 事 力 を 増強 。 ついに は 強力 な コロ ニー 国 3 
て で 、 一 大 勢力 を 築 は そし て 建国 か ら わ ず か 
3 年 後 の U.CO152.10 に は 、 国 軍 ペ スパ を 地球 に 降下 
させ 、 ザン スカ ー ル 戦争 を 引き 起こ し た の だ 
地球 に 降下 し た べ ベスパ の うち 、 ヨ ー 
担っ た の は テス ト 部 隊 「 イ エロ ー ジ - 
イエ ロー ジャ ケ 


的 スム ー ズ に 進ん だ (よう に 見 える ) の に は 、 い くつ か 


の 理由 が ある 。 ベス パ が 装備 する 新型 機動 
非常 に 高 性 能 で 、30 年 前 の 旧型 機 を 主力 と す 


球 運 邦 軍 で は 対抗 が 困難 だ っ た こと 、 地 球 運 邦 政 


Miustration by KOUJI NAGATOMI < Color by SAYOKO YOKOYAMA Special Efiect by ATUSHI SATOU [SHAMROCK) 


歴史 フォ ー カ ス : カサ レ リ ア 間 遇 戦 と 欧州 で の 逃走 劇 
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反 ザ ンス カー ル 常 国 組織 に 民 旧 


トワ ー ク を 原型 
TV 計画] の MS 開 
課 報 以外 の レジ スタ ンス 
・ ミ リティ ア と し て は 新 
て 、 反 ザン スカ ー ル 帝国 活動 を 本 
格 化 させ する つも り だ っ た の で ある 。 
結果 、 ラ ゲー ン 侵 攻 後 の ヨ ー ロ ッ パ 戦線 は 半年 
近く 大 き な 動 き が な いま ま 進 戻し た (地球 連邦 軍 の 
AAAAT フ ォ ー ア ベン ジャ ー」 隊 が 活躍 し た と いう ア 
フリ カ 戦 線 は 、 滋 戦 | た よう で ある )。 
この 事 馴 が 変化 する 契機 と な っ た の が 、 ペ ス ノ 
作 MS の 重力 下 トラ イア ル た 
宙 テ スト を 終了 し た ベス パ の 試作 M 
翌月 に ラ ゲ ー ン 基地 に 下ろ され 、 重 力 下 トラ イア ル を 
開始 し た 。 4 月 に は 東欧 で の テス ト が 開 
同 地域 の コリ ー 
場 E し て い だ 
試験 情報 を 知ら な か っ た 。 
結果 、 東欧 に お いて ベス パ の シャ ッ ゴ 
ティ ア の V ガ ンダ ム (の コア ファ イタ ー) 


と する リガ っ た 


TA 


Ov D3 sr 2A 


The Fight in Europe 


U.C. 


ベス パ は リガ ・ 


.0153 


民 開 され で て し まう 。 こ の 午 員 戦 
リティ ア と の 関係 が 疑わ 


れ た 特別 区 ウー イッ グ を 爆撃 。 続い て コリ ー ン の 秘 


審 工 場 基 地 を 攻撃 し た の た 


ミリ ティ ア は 秘 需 工場 
ング 伯 血 率 


いる 「 カ ミオ ン 隊 」 が ベス パ の 追 繋 を 受け て し まう 。 こ 
の 追撃 戦は ヨー ロッ パ 戦 線 、 ひ いて は ザン スカ ー ル 


関連 ファ イル 

LMa1evo4 VF シン タム Yorot 存 

MES12G シコ ー Voiis 

シン ・ エ ヴィ ン vo201 看 

クロ ノ ク ル ・ V02-24 画 
YO303 書 
vo31 
vo319 間 


Backeround by YUMIKO KONDO 


守 骨 戦 と 欧州 で の 送 直前 | V| mr 有 O mgM2M 


コリ ー ン の 秘 審 工 場 が ペ ス パ に 発見 きれ た こと か ギロチン の 使用 は ラ ゲ ー ン > 基地 司 信 ファ ラー ダリ 

区 に を し た ら 、 東欧 の リガ ミリ ティ ア は 信 散 し た 。 だ が 、 東欧 支 。 フォ ン 中 佐 の 独断 に よる も の で 、 事 態 を 用 上 應 し た べ 

東欧 端 を 発し 部 の リー ダー の オイ ・ ニ ュ ン ダグ 伯 箇 が ベス パ に 捕 電 、 スパ 上 層 部 は ファ ラ 申 佐 を 宇宙 に 利 喚 する 。 リガ ・ ミ 

ヨー ロッ パパ 戦線 の 動き 処 有 きれ て し まう 。 ザン スカ ー ル 帝国 の 公 必 政治 の リティ ア 5 ア ー テ ジブ ラル タル に 向かっ た こと で 、 戦 
象徴 た る ギロチン を 用 いた 処刑 だ っ た 。 線 は 衝 移行 し て いっ た 。 


国 オイ ニュ ング 伯爵 、 処 刑 され る 
コリ ー ン の 秘密 工場 に 浴 入 し た クロ ノ ク ル 中 
\ 3 * 抽 オイ ・ ニ ュ ング 伯 遇 を 拉致 。 撤退 中 の | 


16」 計 


の 夫 で 切り 抜け て いる 。 な ぉ 、 伯 肛 は ギ ロ チ 
ン に 掛け られ 、 ベス パ は それ を 放送 し て いる 。 


司 ベ チ エン で の 戦い 

ウン と ラ ゲ ー ン 基地 各 司 令 デ フレ 大 肝 が 交 才 し 

た が 、 シュ ラウ 隊 の 参戦 も あっ て 敵 を 搬 退 させ た 。 

その 後 、 ベ チ エン の 飛行 場 に 到着 し た カミ オン 隊 
は 、 大 の 攻撃 を 受け る が 輸送 機 で 苑 騰 し て いる 。 


6 と 合流 。 スパ の 


は 、 カ ミオ ン 隊 を こ > アグ ガ 
全う が ウッ ツ の V か ら カ サレ リア に 戻っ た 。 し か し 、 カミ オン 区 の 回 旧 バ ル セ ロ ナ で の 戦闘 
6 けし た 。 3 ヘン < / 工 を 続け た リガ ・ ミ リティ ア の 輸送 


機 だ っ た が 、 示 中 で ベスパ の 位 宮 機 
に 発見 され る 。 し か し 、 ウ ッ ソ が 較 と 
な っ た こと で 危機 を 脱し 、 旧 バル セロ 


(クロ ク 中 潜 ) 


ns na 
ZMESOEBG] 隊 


TE ) 


な り 、 こ の 隙 に 輸送 機 は 南下 し た 。 


| サレ リア 上 空 で の 戦闘 に 差 き 込ま れ た 

ッ ソ ・ エ ヴィ ン は 、 ペ ス パ の MS を 奉 取 そ 
ベス パ は 特別 区 で ある ウー イッ グ を 爆 

PN 線 に 参加 し た ウッ ソ ぼ 、 町 か ら 離 

は 

=N 


と 、 カサ レ リ ア で ベス パ と 交戦 し た 。 


発生 地点 押 


Mlustration by AKIO UNUMA 


グ 伯 爵 を 処刑 


EA 了 2| コリ ー ン 地下 工場 の 戦い 


U.C.0153.04.05、 カ サレ リア 上 空 で り ガ 4 月 7 日 、 リガ ・ ミ リティ ア の カミ オン 隊 は 、 壊滅 し た ウー イッ グ に 4 月 8 日 、 ク ロ ノ クル 中 尉 が コリ ー ン 秘密 工場 に 潜入 。 ベス パ 
パ の イエ ロー ジャ ケッ ト が 交戦 。 この 戦闘 に 巻き 込ま れ た 立ち 寄っ た 後 、 コ リー ン の 地下 工場 に 入っ た 。 脱出 し て いた ウッ 撃 さ れ た 工場 で は 分 前 搬 退 を 開始 する も 再び 粒 
リア の 少年 ウッ ツ が ベス パ の MS を 奪取 し て いる 。 その 暗 、 り 方 ・ ソ も 、 マ ー ベ ッ ト の コア ・ フ ァ イ タ ー に 回 収 され 同 工場 に 合流 。 リー ダー の オイ ・ ニ ュ ング 伯爵 が クロ ノ ク ル 中 財 
ミリ ティ ア の メン バー が 入り 込ん を で いた 特別 区 ウー イッ ク | シャ ッ コー の 琉 を 回収 し た ベス パ の クロ ノ ク ル 中 肝 は ラ ゲ ー ン に 投 玉 され て し まっ た (4 月 10B)。 工場 5 交通 中 の が ミオ ン 隊 


パ が 無 差別 爆撃 を 実施 。 ウー イッ グ 戦 に 介入 し た ウッ ソ は ベス 基地 に 帰投 後 、 リ ガ ・ ミ リティ ア の 残党 狩り に 従事 する こと と な っ は 、 ペ スパ の ガッ ダー ル 電 と ビ ピ ニー デン 隊 の 一 部 の 攻撃 を 
た 。 単独 出撃 し た クロ ノ ク ル 中 尉 は カミ オン 隊 を 発見 し て 爆撃 す けた が 、 ウッ ツ 機 の 活躍 で 切り 抜け て いる 。 この 直後 、 ベ スパ は 
る も 、 ウッ ン の V ガ ンダ ム の 反撃 を 受け て 撤退 し た 。 ニュ ング 伯 欠 を 処刑 し 、 それ を 放送 し た 。 4 月 11 日 の こと だ っ た 。 


ダル 
IS シャ ッ コー を 失う も 生き 残 2 の 人 人 を SVE2 え 、 ク ロ ノ ケ ル 押 


| ウッ ン の 帰 才 と 旅立ち | 還 | カミ オン 隊 、 ベ チエ ン へ | 日 バ ル セ ロ ナ の 混乱 


ベス パ 、 ファ ラ 中 佐 の 宇宙 移送 を 決定 する と 共に 、 アー ティ ・ 4 月 14 日 、 リ ガ ・ ミ リティ ア の 目的 地 が ドレ ス デ ン だ と 判断 し た 予定 し て いた アイ ル ラ ンド へ の コー ス か ら 外 れ た リガ ・ ミ 
ジブ ラル タル 制圧 作 埋 を 計 画 。 ニュ ング 伯 箇 処刑 の ショ ッ ク な ど 。 ラ ゲ ー ン 基地 一 司 今 デ プ レ 大 尉 が 出撃 し 、 独断 で 出撃 し て いた ア の 輸送 機 は 西進 を 続け た が 、 ペ スパ の 勢力 囲 の た め に 自由 な 
か ら カ サレ リア に 戻っ た ウッ オン 隊 の 危機 を 知る 。 ウッ ン と 交戦 。 この 戦闘 は 、 シ ュ ラク 際 の 到着 で り 方 ・ ミ リティ ア 飛行 は 難し か っ た 。 途中 、 ベ スパ の 偵察 棒 に 発見 され る も ウッ ゾ 
と 理 場 に 戻っ て V ガ ンダ ム に 搭乗 、 シュ ラク 除隊 長 オ リフ ァ ー・ イ 側が 勝利 し て いる 。 15 晶 地 寺 連 孝 守 アイ ル ラン ド 往 部 除 の =”。 が 較 と な っ て 旧 バ ル セ ロナ に 着陸 、 輸 送 の 修理 を 実施 。 ウッ 
ノエ の 助力 に より ビビ ニ ー デ ン 隊 を 撃退 し た (4 月 12 日 )。 カサ レ 輸送 機 と 合流 する た め 、 リ ガ ソ た ち が 旧 市 街 地 に 入っ た 際 、 ペ ベス パ が 街中 に ギロチン を 運び 
リア に 立ち 寄っ た ウッ ノ は 、 ベス パ に V ガ ンダ ム を 礁 取 さ れ た も の の 飛行 場 到 交 し た 。 この 際 、 ガ ッ タ ー ル 隊 と ル ペ ・ シ ノ 隊 の 攻 込ん だ こと か ら 市 内 は 混乱 状態 と な り 、 上 空 で MS 戦 が 展開 され 
の 奪回 し 、 故郷 を 去っ た (4 月 13 日 )。 撃 を 受け た も の の 防戦 の 末 、 輸送 機 の 離陸 に 成功 し た 。 た 。 この 隙 に 輸送 幾 は 南下 ルー ト に 入っ た (4 月 16 日 )。 


リティ 


独断 で アラ 中 佐 は 裁判 の た め 宇宙 へ 。 ウ 
カツ レ リ ア に 戻っ た も の の 、 場所 の 忠 見 に より 旅立ち を 倒 條 な くさ れ 


は な く 、 ペ チエ ン の 飛行 場 を 示し て いた 
注 者 を 出し つつ も 、 隊 脱い 


Wa・ サ ン ライ ズ 


164.18 


164.19 


機動 武闘 伝 G ガ ンダ ム 


F.C.60、 第 13 回 が ンダ ム フ ァ イ ト が 開催 きれ た 。 が 
ンダ ム フ ァ イト 国際 委員 会 の 管理 ・ 監 督 の 下 、 第 12 
回 大 会 優勝 国 ネ オ ホ ン コン が 主催 し た も の で あり 、 ネ 
オジ ャ パン の シャ イニ ング ガン ダム と ネオ イタ リア の ネ 
ロス ガン ダム の ファ イト を 皮切り に 、 一 年 に 理 る 激闘 
が 始 

第 13 回 大 
復権 と 、 


会 の 特徴 は 、 格 闘技 主体 の 近 距 離 戦 の 
Kk 華 な | 1 の 参加 ファ イタ ー た ち に あろ う . 
ルカ ン 和 柔術 の 達人 ヘ ロ ー 
ソス が 優勝 し て 以後 、 ガン ダム ファ イト は 
近接 格闘 戦 有 利 と の 見 方 が 主流 

だ が 、 第 9 回 大 会 で 笛 貞 戦 主体 の プリ テン ガン ダム 
(ガン ダム ファ イタ ー は ジェ ント ル ・ チ ャ ッ プ マン ) が 優 
勝 す る と 、 他 娠 兵器 = 火砲 を 主軸 と する ガン ダム が 
増加 し で いっ た 。 その 後 、 ブ プリ テン ガン ダム が 大 会 三 
連 生 と か ら ガ ンダ ム フ ァ イ 議 畜 
が 給料 し 、 きれ て いた 第 12 回 大 会 が 


お いて 優勝 し た の 
は 、 総 合格 闘技 「 流 派 東 方 不敗 ] の 使い 手 マ ス 
ター・ ア ジア ァ が 操る 格闘 更 MF ク ー ロ ン ガ ンダ ム で 
これ に より 多く の コロ ニ さ 


、 第 13 回 大 会 の 参加 が ガン ダム ファ イタ ー も 近 
接 格闘 戦 を 得意 と する 者 が 大 半 を 占め で いる 。 前 
大 勝者 の マス ター・ ア ジ 了 を 筆頭 に 、 
ボク シン グ の チャ ン ピ オ ン で ある ネオ アメ リカ 代表 チ ボ 
デー・ ク ロケ ッ ト 、 わ ず か 16 歳 な が ら 中 国 拳 法 と 棒術 
を 極め た ネオ チャ イナ 代表 サイ ・ サ イシ ー、 そし て コロ 
ニー 格闘 技 の 球 者 で 「 キ ング ・ オ プ ・ ハ ー ト 」 の 称号 
を 持つ ネ パン 代表 ドモ ン ・ カ ッシュ な ど 、 録 々 た 


の 裏 で は 惑 る べき 陰謀 が 進行 し て いた 
、 ネ オジ ャ パン で 地球 環境 改善 用 と し て 
ルレ ティ メッ ト ガ ンダ ム ( デ ビル ガン ダム ) が 
地球 に 逃亡 し た 未 、 暴走 。 自己 修復 ・ 増 殖 し つつ 、 


nD3 se A ln 


で ある 。 その 機能 を 戦闘 に 用 
家 連 合 軍 で も 陽 止 は 困 
見 と 回 収 を 試み 


ョ ウジ を 発見 する た めで も あっ た 
デビ ル ガ ン ダム の 存在 は ほとん どの コロ ニー 国家 
知ら ちな か っ た が 、 世 界 支 配 を 目論む ネオ ホン コン な 
| 収 を 目指 し て いた 。 
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機動 直 同 丘 G ガ ンダ ム 


WORLD GUIDE 


ガン ダム ファ イト と 
第 13 同 大 会 へ の 道 


4 年 ご と に 開催 きれ る コロ ニー 国家 間 の 代理 戦争 
「 ガ ンダ ム ワ ァ イト 」 は 、 F.C60 を も っ て 第 13 回 大 会 を 
迎え た 。8 年 ぶり に 開催 され た 前 大 会 (第 12 回 大 会 ) 
A 


第 9 回 

人 がら 人 に 回 衝 
第 一 試合 の シャ イニ ング ガン ダ 
ム 対 ネロ スガ ンダ ム は 格 音 人 


回 大 会 き 抽 し た こと か ら の 償 類 兵 器 を 主 兵 凌 と する MF が 増加 し 
て いた が 、 第 12 回 大 会 で 格闘 型 MF の クー ロン ガン ダム が 優勝 
格 製 が 再 注目 され た 。 結果 、 第 13 回 大 会 で は 多く 


アジ 
一 の 一 端 を 担っ 


『、 ガ ンダ ム フ ァ イ ト を 通じ て 自身 が 環 
と を 知り 、 地球 再生 を 模索 する よう | 


“a 
シャ ッ フル 同盟 の キン ダグ, オプ ・ ハ ー ト 。 ガ 
ジ ダ ム ファ イト の 正当 性 を 確か め る た め 、 
第 12 回 大 会 に 参加 し た 


キオ ジャ パン の キョ ウジ ・ カ ッシュ が 地球 環境 再生 用 マシ ン 「 ア 
ル テ ィ メッ 小 ガン ダム を 奪い 、 地球 に 逃亡 。 事件 の 実態 は 、 軍 事 


第 13 回 大 会 の 全体 像 

第 13 回 ガン ダム ファ イト は 、 通 常 の 大 会 と 同じ く 予 選 期 
間 「 サ バイ バル イレ ブン ] が 11 ヶ 月 、 ネ オ ホ ン コン 地上 領 
土 で の 決勝 大 会 が 1 ヶ月 の 日 程 で 進ん だ 。 MF 同士 の ファ 


FC.60 に 入る と 、 各 国 の MF と ガン ダム ファ イタ ー が 地球 に 
降下 。 地球 各地 で ガン ダム ファ イト を 展開 し た 。 


あっ た よ 


ガン ダム ファ イト の 開催 と 繊 
合 形 式 は 前 大 会 と ほぼ 同 じ 。 ファ イ 


す コ ロニ ーー 国家 も 多かっ た 


大 会 直前 、 秘 密 裏 に 地球 に 天 亡 し た デビ ル ガ ン ダム が 活動 を 
開始 。 これ を 知る 者 た ち は デ ビル ガン ダム の 確保 に 動い た 。 


ネオ ジャ パン 軍部 ネオ ホン コン 
マス ター- ア ジア が デビ ル ガ ン ダム を 
敬 し て 日 。 デビ ル ガ ンダ ム 自体 も 
時 走 し た 環境 再生 プロ グラ ム に 
従っ て 、 人類 の 起 清 を 進め た 


イト だ け で な く 、 水面 下 で 各国 の 駆け 引き が あっ た 上 も 変 
わら な い 。 過去 の 大 会 と の 最大 の 店 い は 、 ア ル テ ィ メ ッ ト ガ 
ンダ ムー デビ ル ガ ン ダム を 刀 る 陰謀 の 存在 で あっ た 。 


主要 勢力 の 目 | 


国家 が ガン ダム ファ イト の 優勝 を 狙っ た の は 
ル ガ ン ダム の 存在 を 知る 勢力 は その 確保 
も 目指 し た 。 ネオ イン グラ ンド や ネオ イタ リア は 、 ネオ ホン コ 


ガン ダム ファ イト 優勝 を 表向き の 目的 と し つつ 、 世界 支配 の た 
め デ ビル ガン ダム を 欲し た 。 


中 心 人 物 は ウル ペ 少 佐 。 


デビ ル ガ ン ダム を 確保 。 人 類 の 
必 清 を 室 言 し 、 コ ロニ ー 加 家 胃 合 
や 世界 ガン ダム 連合 と 対立 し た 。 


地球 環境 再生 の た め デ ビル ガン ダム を 欲し 
語っ て お ら ず 、 ド モン や シャ ッ フル 同 題 と 対立 し た 。 


デビ ル ガ ン ダム の 戦闘 能 力 を も っ て 
地理 を 杏 域 化 
計画 は 、 晶 走 
ル ガ ン ダム 自体 の 目的 に も 
合致 する も の で あっ た 


MORE INFO! 


父 ライ ゾウ 博士 を 料 う た め 兄 キョ ウジ を 探し た ドモ ン の よう 
に 、 優勝 以外 の 目的 を 持つ ファ イタ ー も 多く 存在 し た 。 ネオ 
チャ イナ 代表 サイ ・ サ イシ ー な ど は ガン ダム ファ イト 優勝 を 条 


件 に 、 国家 が 目的 を 叶え て くれ る こと に な っ て いた 


と と 秘密 裏 に 提携 し て ガン ダム ファ イト 国際 条約 の 貴 反 
行為 (予選 期間 の 敗戦 の 取り 消し な ど ) を 、 と これ 
に も デビ ル ガ ン ダム が 関与 し て いた , 


ネオ ホン コン の ウォ ン ・ ユ ン フ ァ 首 相 は 、 デ ビル ガン ダム の 圧 
倒 的 な 戦闘 能力 を 用 いた 世界 支配 を 画策 し た 


大 能 の デビ ル ガ ン ダム を ギア 
ら 回 収 し 、 限界 を 名 えつ っ 


デビ ル ガ ン ダム の 破壊 が 目的 。 ファ イタ ー 同 士 は 対立 し て い 
、 決 騰 大 会 最終 バル ロイ ヤル 以降 、 共闘 し た , 


シダ ム 
探し て いた . 


ファ イタ ー の 個人 的 目的 


サイ ・ サ イシ ー 
ネオ チャ イナ 代表 
て 新生 


ャ ッ フル 


因 ・ サ ン ライ ズ 


志紀 ガ イド : 第 13 回 ガン タム ファ イト [本 | 09 mm21h 


本 項 と 次 項 で は 、 ネオ ジャ パン 代表 ドモ ン ・ カ ッシュ の 足 。 お いて ドモ ン は 、 移 動 の 制約 が 少な い ガン ダム ファ イタ ー の 
取り を 中 心 と し て 、 第 13 回 ガン ダム ファ イト の 流れ を 解説 し 。 立場 を 利用 し て 地球 各地 を 訪れ 、 キ ョ ウジ と デビ ル ガ ン ダム 
て いる 。 11 ヶ 月 に 及ぶ 予選 期間 「 サ バイ パル イレ ブン ] に の 所 在 を 探っ た 。 


ネオ イン グラ ンド 代表 ジョ ン ブ ル ガ ンダ ム と 月 | ネオ ロシア 代表 ボル ト ガン ダム と ファ イト 。 | ネオ カナ ダ 代 表 ラ ン バ ー ガ ンダ ム と ヨ ネオ アメ リカ 代表 ガン 
ファ イト 。 伝説 的 英 誰 ジェ ント ル ・ チ ャ ッ 較 | 革 渦 する も 引き 分 け に 持ち 込ん だ 。 ガン ダム の ファ イト に 介入 。 レイ ン ダム マッ クス ター と ファ 
プ マ ン を 撃破 T ムラ を 救助 。 < 


ネオ フラ ンス 代表 ガン ダ 


マス ター・ ア ジア を 含む デビ ル ガ だ < 
ンダ ム 軍 同 と 交戦 ・ っ 
クロ ケッ ト 54 人 が 新生 シャ ッ フ 
ル 同 盟 の メン バー に 。 復活 し た で の 
デビ ル ガ ン ダ . し 。 ネオ メキ シコ 代表 テキ ー 
ラガ ンダ ム と ファ イト し 勝 
利 。 フ ァ イ ター の チコ ・ ロ 
コ ドリ ゲス の 逃亡 を 幸助 
ネオ トル コ 代 表 ミ ナ 
レッ ト ガ ンダ ム と ファ 
ネオ イタ リア 代表 ネロ | イト 。 彼 も DG 細胞 3 
スガ ンダ ム と 交 埋 し 勝 5 ネオ チャ イナ 代表 ド 
利 。 この ファ イト を 第 一 Ag ラコ ン ガ ダム と ファ イ ギア t 
試合 と し て 、 第 13 回 大 | ト 。 痛み 分 け と な り . 自身 の 未熟 を 知り 、 ドモ ン は か つて の 修行 の 地 ギア ナ 高 
会 が 始ま っ た 。 両者 は 挙 を 引い た 。 上 | 記 | 地 へ 。 再び デビ ル ガ ンダ ム 軍 団 と 交戦 し 、 デ ビル ガン ダ 
1 ム ヒ マス ター・ ア ジア を 下 し た 後 、 決 勝 大 会 の 地 ネ オ ホ 
ンコ ン に 向かっ た 。 乗 機 は ゴッド ガン ダム に 変更 され た 。 


DG 細胞 に 侵食 され 復活 し た ファ ラオ ガン 
デル ガン ダム の 療 跡 


ネオ ジャ パン 本 国 に 召還 。 催眠 状態 で テス ト を 用 
(けさ せら れる が 、 覚 本 し て 再び 地球 に 向かっ 


ギア ナ 高地 で デビ ル ガ ンダ ム を 撃破 し た ドモ ン は 、 ネオ ホン コン 首相 ウォ ン ・ ユ ン ファ が デビ ル ガ ン ダム の 残骸 
大 会 に 参加 する た め ネ コン 地上 領土 に 到着 を 庁舎 に 持ち 込ん だ 。 決勝 大 会 は まず 、 最 終 パ トル ロイ ヤ 
カ し 、 倒 し た は ず の マス ター・ ル 進 出 者 を 決定 する た め の 総 当 た り 戦 が 行わ れ た 


決勝 大 会 の 開会 式 が 開催 され 、 ド モン と マス ター が 
演舞 を 披露 。 ドモ ン は 全勝 宣言 を 行っ た 


ネオ ギリ シャ 代表 ゼウス ガン ダム と ファ イト s ヨッ ドガ ン ネロ スガ ンダ ム と 再戦 。 DG 細 胞 に 健 食 され て し 
ダム の 新 必殺 技 で 勝利 し た 。 上 ガンダ ム は ガン ダム ヘブン ズ メソ ー ド と な り 猛 威 を 振 
ドモ ン が 勝利 


ネオ イン ド 代表 コブ ラガ ンダ ム と ファ イト 。 試合 前 に る 

負傷 する も 勝利 を 飼っ た ノー ベル ガン ダム と タッ グ を 組み 、 ネオ マレ ー シ ア 代表 ス 
カル ガン ダム & ネ オシ ン ガ ポー ル 代表 アシ ュ ラ ガン ダム 
組 と ファ イト 。 ドモ ン 組 が 勝利 を 収め た 


ネ ル 代 表 マ ンダ ラガ ンダ ム と ファ イト 。 ファ イト に 
以前 に 合 を 旬 わ れる が 、 そ れ を か わし て ファ イト で 勝利 5 
新生 シャ ッ フル 同盟 の マッ クス 2 、 ド ラコ ン 
ルト の 各 ガ ンダ ム と 連戦 。 全て ドモ ン の 勝利 に 終わ っ : 


ネオ ドイ ツウ 代表 ガン ダム シュ ピー ゲル と ファ イト 。 ドモ ン が 


オ 島 で 、 総 当たり 埋 の 成績 作 秀 者 と マス ター・ 勝利 し 、 キ ョ ウジ と 瓜 。 の シュ バル ツ の 素顔 が 判明 。 


る 最終 パト ルロイ ヤル が 開催 。 新生 シャ 
フル 同盟 と デビ ル ガ ン ダム 四天王 が 交戦 し た 


| マス ター・ ア ジア の マス ター ガン ダム を 相手 に 、 決 
| 騰 四 を 繰り 広げ た 。 この ファ イト に ドモ ン が 勝利 し 、 
ネオ ジャ パン の 優勝 が 決定 。 


ペ べ 少佐 は 、 デ ビル ガ 
を 歌合 させ る と 永続 


③ 世 界 ガ ンダ ム 連 合 の 参戦 

ドモ ン 以 下 、 新生 シャ ッ フル 同盟 が デビ ル ガ ン ダム コ 

ロニ ー の 内 部 に 突入 し た 直後 、 各 国 の ガン ダム ファ 
界 ガ ンダ タム 連合 が 参戦 。 


と 音 | 


ビル ガン ダム を 復活 させ た ネオ ジャ パン 
カワ 少佐 が 、 ガン ダム ファ イト の 撤廃 や 
た 。 コロ ニー 国家 連合 軍 は デビ ル ガ ン 


Ilustation by TAKUYA IO 


we / 


ダム に 対抗 で き な か っ た が 、 各 国 の MF が 同盟 し た 世界 ガ 
ンダ ム 連 合 が 抗戦 。 最終 的 に は ドモ ン が デビ ル ガ ン ダム を 
撃破 し 、 事態 は 終 


同盟 が 撃 


ー レ イ 
は 活動 を 続け た 


©⑤ デ ビル ガン ダム 撃破 
ドモ ン の 呼び 掛け 
れ て いた レイ ン が 
携 攻撃 を 受け た デビ ル ガ ン ダム は 爆散 し 、 デ 
ンダ ムコ ロニ ー も 機能 を 停止 し 


連合 の 主導 権 を 放棄 。 世 
界 ガ ンダ ム 連 合 が 代行 する と と と な 


① デ ビル ガン ダム 復活 
ジャ パン 軍部 が デビ ル ガ ン ダム の 残 挟 を 回 収 し 


て 宇宙 へ 。 ウル 


少佐 は 、 レ イン を 生体 ユ 


『 ル ガン ダム を 復活 させ た 。 


4 


164-22 


機動 戦士 ガンダ ム AGE 


WORLD GUIDE EE RR ne 03 sm07 


地球 連邦 0 I onAG. 


対 ヴ ェ イガ ン 戦 争 で 
問題 を 路 呈 し た 取 大 中 府 
コロ ニー 国家 戦争 後 、「 銀 の 杯 条約 」 を 機 に : 


され た 地球 岡 統一 政府 が 地球 連邦 政府 、 後 
往き され た 軍事 部 門 が 地球 連邦 軍 


で 解決 し て いく が 、 地球 連 夫 政府 ・ 軍 に お ける 危機 
た 。 「 銀 の 本 約 」 後 の 世界 情 感 の 欠如 、 不正 が 横行 する 組織 体質 と いう 根本 的 
問題 が 残さ れ て いた 。 この 問題 SA.G.140 年 代 に 連 
ノ が 実施 し た 書 削 と 改革 


国家 戦争 後 し ば ら て の 間 、 正 規 


= 火 』 還 を 概 質 地 と する ツェ イガ ン が 地 に よっ て 、 あ る 程度 の 
、 ス ペー スコ ロニ ー (エン ジェ ル ) を 租 。 が 徹底 きれ る 前 に アス ノ 
繋 ・ 玩 江 きせ た 事件 で ある 。 イガ ン の 内 通 者 の 活動 を 許す こと と 
国家 湯 争 地球 連邦 政府 上 層 部 は 、 CR CE が か (ウロ ・ ド ラ AG.202) 
本 的 枠組 み が つて の 「 マ ー ズ バー ステ ディ 計画 で 火星 岡 に 取り 残 
前 身 と 見 られ る EFF が 関与 し て いた 。 た だ し 、 地球 され た 人 々 の 子孫 だ と 知っ て いた が 、 この 情報 を 徹 
連邦 政府 の 権限 は 限定 的 だ っ た と 思わ れる ) 。 ES 隠蔽 し た 。 「 マー ズバ パー ス デ ィ 計 画 」 
2 に 08206 「 銀 の 捕 条 、 後 の 情報 操作 の 資 任 が 、 地球 連邦 政府 に あっ 
、 軍 事 技術 の 大 幅 な 制限 を 盛り 込ん 。 た めで ある 。 A F 作 上 員 が 、 地球 連邦 政 
戦争 に お ける 甚大 な i 
類 は 、 テ クノ ロジ ー の 
封印 を 旨 と し た 「 銀 の 橋 条 約 ] に 清き 着け る 。 特に 
制限 対象 と な っ た の は 、 大 量 破 壊 兵 器 、 大型 ビ ー ム 
砲 、 そし て 兵器 と し て の MS な 、 抗 で き な か 。 EXA-DB の 発見 に ょ - 
条文 の 性 質 上 、 ほ と ん どす べ て の 国家 が MS を 開発 し た ヴェ イガ ン と 異な り 、「 銀 の 
な けれ ば 意味 が な いう え 、 広 域 な 条約 監視 体制 を 前 の 技術 を 忠 失 し て い 補 は モビ ル セ キ ュ リ 
構築 する 必要 が あっ た こと か ら 地 球 岡 の 統一 政府 ティ (警備 用 MS) し か 配備 で き な か っ た た めで ある 。 


関連 ファ イル 


AGE-1 ガン ダム AGE-1 


地球 連 孝 軍 の 人 々 る AGE02:11 軒 
地球 連 邦 軍 の MS AGEO3.05 計 
FLE PREEW 


地球 連邦 軍 を 再編 する が 、 ヴ ェ イ が 


194-23 Mustration by JUN WADA 


地球 連邦 政府 ・ 軍 


「 銀 の 杯 条約 」 締結 と A.G. へ の 移行 を 機 
に 組織 され た 続 一 政府 が 、 地 球 連邦 政府 
で ある 。 約 100 年 ( て 正規 軍 を 持つ こ 
と な く 地 球 圏 を 統治 し て いた が 、A.G.101 の 
「 天 使 の 落日 ] を 受け て 地球 連邦 軍 を 再編 
し た 。 ヴェ イガ ン に 対す る 危機 華 が 欠如 し て 
お り 、 本格 的 対処 に 遅れ て し まっ 


道 e 事 
上 、 統治 外 の コ ! 
や 勢力 も 存在 | 
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長年 の 平和 に よっ て 、 
地球 運 孝 政府 内 に は 
腐敗 が 広がり 、UE の 正 
体 も 回 連邦 軍 の 根 
本 的 体質 も 伏 で いた 。 


地球 連邦 政府 ・ 軍 の バッ フ ボ ー ン 


地球 圏 の 平和 座 持 の た め の 組 織 と いえ る 地球 連邦 政府 は 、100 年 
、 政府 の 腐敗 や ヴェ イガ ン の 介入 が その 方 向 性 を 変化 させ で て いっ た 。 


平和 "を 実現 。 だ : 


国家 戦争 以前 の 火星 移民 計画 
ト 移住 者 が 火星 因 に 置き 去り 
に 。 この 事実 は 隠 臣 され 、 後 の 地球 
連邦 政府 も 公表 する こと は な か っ た 。 


[天使 の 落日 | を 含む コロ 


地球 園 に 潜入 し た ヴェ イガ ン の 工作 員 の 
接触 を 近 け 、 地球 連邦 政府 ・ 軍 高官 の 相当 
数 が 内 通 者 と な っ た 。 買収 や 育 近 な ど に よる 
も の だ が 、 政府 内 の 腐敗 も 原因 で あっ た 。 


一 般 将 兵 の 中 に も 、 地 
球 軍 邦 軍 へ の 憎悪 や 全 
人 当て で ウェ イガ ン に 


よ < 


隊 な き 


コロ ニー 国家 戦争 終結 後 、 兵 話 を 中 心 と 
し た テク ノロ ジー 制限 条約 「 銀 の 杯 条約 」 が 


締結 され た 。 これ と 同時 に 、 地 球 園 全 域 の 
統治 を 担う 地球 連邦 政府 が 組織 され た 。 
各国 が 「 銀 の 杯 条約 」 に 
著名 。 AG へ の 移行 


伴い . 過去 の 戦争 に | 


AG.140 年 代 、 連 孝 軍 総 司令 宜 フ リッ ト ・ 
アス ノ の 主導 で 、 ガン の 内 通 者 の 摘 
発 ・ 抽 清 が 進め られ た 。 連邦 軍 の 大 幅 な 増 
強 が 行 われ 、 総 力 戦 体制 に 移行 し て いっ た 。 


連邦 政府 首相 フロ イ " 
ルフ ェ ノ ア す ら ヴ ェ イガ ン 


地球 連邦 政府 ・ 軍 の 重要 拠点 


地球 連邦 政府 の 首都 は ブル ー シ ア 、 連 4 


邦 軍 の 能 隊 司令 部 は 軌道 上 の ピッ グリ ング 
に 置か れ た 。 他 に も 地球 月 コロ ニー を 
問わ ず 多数 の 重要 拠点 が 存在 し て いる 。 


地球 連邦 の 歴史 


ビッ クリ ング は 宇宙 
牙 度 の 総司 令 者 


南米 の ロス トロ 
= は 軍 本 部 の 役割 を 
持つ 、 月 の ルナ ベー 
ス は 敵 に 制 還 され て 


いた 時 期 も ある , 


ロス トロ ウラ ン 


フー トラ ム 
ピッ クリ ング ゲ 


地球 孝 軍 の 基地 


200 年 以上 の 歴史 を 持つ 地球 連邦 政 
府 は 、 最 初 の 100 年 こそ 平和 な 時 代 だ っ 
た が 、 次 の 100 年 の うち 、 約 60 年 間 は 戦 
争 期間 で あり 、 軍政 も 布 か れ た 。 


上 連 孝 政府 発足 か ら 
100 年 徐 の A.G.101 


ヴ エ イガ ン が (エン 
ル ) を 本 直後 
邦 軍 が 再編 され た 


AGJ41、 和 要塞 ダウ 
ネス の 地球 落下 を 間 
上 翌年 同上 首相 が 
スイ 行為 で 告発 され 、 
東浦 委員 会 が 発足 


回 コロ ニー 回 家 戦争 
終結 後 、「 銀 の 株 条 
| の 給 結 を 機 に 地 
計 球 連 孝 政 府 が 発 足 

還 計 奄 多 の デー タ は 抹消 。 


AG.115, (ディ 
ヴァ ) 以下 連合 部 隊 が 
ヴェ イガ ン の 拠点 アン 
バ 小 を 攻略 。 戦後 、 軍 
備 弄 化 が 進ん だ 。 


吾 AG.164、 地球 園 
に 拠点 を 移動 させ た 
ヴェ イガ ン と 全面 争 
イセ ルカ ント の : 
けり 、 戦争 は 終結 し た 。 


国家 戦争 へ の 反省 か ら 、 発足 当 
初 こ そ 志 の 高い 者 た ち に 支え られ て いた 地 
球 連邦 政府 だ が 、 時 代 を 経る と 臨 敗 が 横 
行 。 ヴェ イガ ン へ の 危機 意識 も 薄 か 


ヴェ イガ ンー 戦争 時 代 | 正規 軍 と し て の 再編 初 
ヴェ イガ ン と 内 通 。 届 清 委員 会 過ぎ る 憲兵 的 将兵 が 目 小 の 昇進 後 
むと 、 新 メ ン バ ー に よる 連邦 政府 が 発足 し た 。 は 実 双 的 将兵 が 増加 し た が 、 内 通 者 も 多かっ た 


AG.142 に 告 芸 され た オル 
フェ ノア 首相 は 、 連邦 反逆 罪 
で 極刑 と な っ た 


地下 連邦 軍 将 兵 の 中 に 


「 銀 の 杯 条約 」 で 軍事 技術 


『 封 印 さ れ た 
た め 、 再 編 直 後 の 地 球 連 孝 軍 の 兵器 ( 特 
に MS) は 、 ヴ ェ イガ ン 機 よ り 低 性 能 だ っ た 。 
A.G.140 年 代 に は ほぼ 解決 され て いる 。 


当初 は ダー ウィ ン 級 宇宙 戦艦 を 配備 し た 。 AG.110 
年 代 中 期 に 進軍 し た ディ ー ヴ ァ 級 は 、A.G.140 年 代 以 
後 の 連 邦 軍艦 艇 の 基本 形 と な っ た 


「 見 え ぎ る 慎 」 の よう 
な 特殊 機能 は な い が 


“ダーウィン 級 
軍 戦 


軍用 MS に 関す る 技術 が 失わ れ て いた た め 、 
初期 の 主力 MS ジェ ノア ス は 警察 用 の 域 を 出 な 
い 機 体 だ っ た 。 ガ ンダ ム AGE-1 が 実戦 投入 され 、 
ヴェ イガ ン 製 MS 以上 の 戦 還 能 力 を 示す と 、 そ れ 
を ペー ス と し た 高 性 能 MS が 量産 され て いっ た 
MS 争 治 の アス ノ 家 
が 完成 させ た ガン ダ 
ム AGE- と 設計 - 戦 
申 機 構 「AGE シ ステ 


ミー、 
ー-moz 


ー-mo テ w&V は 


(26 8 126 人 i 
YEE E アタ ド きま 
人 る 6 ルム 3 JG 
8 | プア WM 8 1 
G 1 1 
0 
W 9 E 重 
W ぅ W 3 用 
MORE INFO! ザラ ム 連 合 と エ ウ 人 同盟 
地球 政府 公 足 と 「 銀 の 杯 条約 」 旨 結 の 答 ド ン - ボ ヤー ジ 
契機 と 4 回 家 戦争 は 、 ザ ら の ザラ ム 寺 合 
と エ ウ パ 同朋 に よる 宇宙 戦争 で あっ は 
二分 し 、 約 50 年 に 頁 っ て 8 度 の 戦争 を 引き 


し た と いう ザラ ム 連 合 と エ ウ バ 同盟 だ が 
は 著しく 麗 体 化 。 コロ ニー (ファ ー デ ー ン ) で 小 
競り 合い を 繰り 返す 小 勢力 と な 


A ン を 
ラク ト ・ エ ルフ ァ メル 


7 の エ ウ パ 同盟 
リー ダー。 ド ン の 死後 、 ザラ ム 
連合 と 共に ヴェ イガ ン と 交戦 


aR サンライズ ・MBS 
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レジ デビ ル ガ ン ダム 逃亡 The に MEI 


に 【 想 事件 の 信博 報 を 知ら せ た 
“ 完 栖 の ガン ダム ” を 巡る i 


陰謀 崩 の 始ま り 
め の 措 置 
ジャ パン 政府 は 彼 の 主張 を 容れ て 、 博 寺 = E 下 し た アル ティ メッ ト ガ ンダ ム は 確 
2 処し て いる 。 だ が 、 その 自筆 機能 は 
ダム た i ライ ゾウ 博 二 を 前 っ て 支配 下 に 軒 
増殖 
ムラ 博士 も 口 在 を 合わ せ 、 事 件 の 真相 は 間 ノ ・ ド クサ FCG62) 
非 ら れ た の だ 
っ て いた 。 肝心 の アル ティ メッ ト 


ま 行 方 不明 


FLE PREVIEW 


GG.03-21 第 13 四 ガン タム フ 


少佐 は 、 


nby AKIRA MATSUI “Color & 


事件 の 全貌 


デビ ル ガ ン ダム (アル ティ メッ ト ガ ンダ ム ) 
強奪 事件 は 、 力 に よる 世界 支配 を | 
ル ペ 少佐 と 、 研 究 の 独占 を 狙う ミカ ムラ 博 
土 の 野望 に 端 を 発し て いる 。 し か し 、 デ ビル 
ガン ダム は 間 一 ! 接収 を 免れ 、 開発 者 の 
息子 キョ ウジ ・ カ ッシュ の 手 で 地球 に 逃亡 し 
た の だ っ た 。 


ウル ペ 少 佐 が 
うに 、 デ ビル ガン ダム の 戦闘 能力 は 極め て 
強大 で あり 、 単 独 で の 地球 園 制覇 も 不可 能 
で は な か っ た 。 し か し 、 本 来 は 地球 環境 再生 
用 と し て 建造 され て お り 、 自 己 再生 自己 増 
殖 / 自 己 進 化 の 三 大 理論 と いう これ まで に 
な い 技 術 的 特徴 を 備え て いた 


作 香 を 拉 助 し た 


事件 の 真相 と 隠蔽 キョ ウジ の 動機 


ーー | ネオ ジャ パン 箇 に よる 
デビ ル ガ ン ダム の 接収 に 失敗 し た ウル ペ 少 佐 は 、 事 件 の ウル ペ ・ イ シカ ガワ 少 住 
隠蔽 と 偽装 を 謀っ た 。 すべ て は 世界 制服 の 野望 を 抱く キョ ウ 


8 アル ティ メッ ト ガ ンダ ム 事件 の 真相 の 了 昭 蔽 


接収 を 避け る た め 

(の 犯行 と され 、 事 件 の 真相 を 知る ライ ブウ 博士 は 口 封じ の ー = 
久 冷凍 刑 に 負 され た (永久 冷凍 刑 は 、 ネ オジ ャ パン の だ 本 を 還 衝 ん で ウジ を 碧 っ た _ 
デビ ル ガ ン ダム の 存在 を 公 に hs メッ ト ガ * 連 訂 


が 一 般 に 報道 され る こと は な か っ を 強 奉 


捜索 に 協力 
開発 
回 収 を 目指 す 


研究 の 独占 を 目論む 奪取 し て 地球 に 送 亡 世界 支配 の た め に 客 取 


事件 後 の 動 向 


ネオ ジャ パン 軍部 が 脱走 し た デビ ル ガ ン 地球 に 逃亡 し た デビ ル ガ ン ダム を 回 収 す 
ダム の 対応 に 追わ れる 中 、 デ ビル ガン ダム る た め 、 ド モン ・ カ ッシュ が 本 国 召喚 。 ガン ダ 


アジ ア に よる 存在 
第 13 回 ガン ダ 
ト に 大 き な 影 響 を 


を 巡る 事態 は 国外 へ も 波及 し て いっ た 
桂 に 地球 落下 と 第 13 回 ガン ダム ファ イト 
の 開催 は 、 混乱 を 加速 させ る こと と な る . 


上 で 戦闘 繰り 広げ 
全 要 


され た ( 武 間 家 と 
国家 代表 た る ガン ダム ファ イタ ー に 相 

シ ゾウ 博士 の 減刑 を 条 
ドモ ン は 、 ネオ ジャ パン 代表 
地上 に 降下 する こと と な 


に し 
自律 機能 


ドモ ン が ガン ダム ファ イタ 
武 同 


に 指名 され た の 
人 間 を 舞う よう に な っ た 。 


は 


の 感情 を 性 
載 し て いた 


レレ の ガン ダム 


ガン ダム ファ イト の 経験 か ら 、 地球 環 } 
を 願 ルカ ガン ダム の 人 


アル ティ メッ ト ガ ンダ ム 
の 鶴 取 を 画集 
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エフ ジェ ル ダ ウ フ 作 戦 


ロゴ ス 香 発 と 
アー クエ ンジ ェ ル ) 撃沈 作戦 


ユー ラ シ ア 西側 に お ける 地球 連合 軍 の 対 都市 作 
了 戦は 、 ベ ルリ ン で 終結 し た 。 作戦 の 中 核 と な っ た 巨大 
可変 MS、 GFAS-X1 デス トロ イ が 没 破 され た 
ある 。 これ に より ユー 西部 で の 地球 連合 (大西 
洋 連 邦 ) お よび ロゴ ス の 影響 力 は 低下 し た の 

この 直後 、 ロゴ ス を さら に 追い 詰め る 事態 が 発生 
し た 。 プラ ント 最高 評議 会 議長 ギル バ デュ ラン 
ダル が 全 世 界 に 向け た メデ ィ ア 演説 を 行っ た 際 、 戦 
争 の 根源 と し て ロゴ ス を 告発 し た の で ある , 
それ まで 一 般 に 知ら れ て いな か っ た ロゴ ス 
その 存在 と 「 死 の 商人 」 の 側面 、 そ 
コス モス の パッ クボ ポーン で ある こと が 第 見 
ダル 議長 に よる 告発 は 、 ロ 


ゴス 幹部 の 実名 と 癌 
ある 会 社 や 家 名 の 言 
世論 は 親 プラ ント 、 反 ロ ゴス に 傾き 、 暴徒 と 化し 

訟 が ロゴ ス 幹 部 を 襲撃 する 事態 へ と 発展 し て いく 
っ た の は 、 ロ ゴス の グロ ー バ ルカ ン 
う 国 な ど 存在 し な いと いう 事実 だ っ 
武器 商人 と し て 告発 され た ロゴ ス 
企業 の 業種 は 金融 ・ 科 学 ・ 迷 物産 業 な 
1 っ て お り 、 多 か れ 少 な か れ す べ て の 国 
が ロゴ ス と 関係 を 持た ざる を : 


基準 の 管理 社 
の 下 准 備 が あっ 


ほ と し た 他 、 反 対 勢力 の 


排除 を 視野 に 入れ て いた 


反 デ ステ プラ ン 勢 力 の 排除 手段 と し て は 、 
軍事 力 だ け で な く 政 治 的 な も の も 考慮 され た 。 その 
ひと つが 「 絶 対 悪 」 ロゴ ス (の 協力 者 ) の レッ テル を 


貼る と いう こと た 
こう し て 、 デス ティ ニー ブラ ン 実 現 の 新た な 一 歩 を 
進め た デュ ラン ダル 議長 は 、 別 の 一 手 も 講じ て いた 
それ が (アー クタ エンジェル) と MS フリ ー ダ ム の 繋 破 を 
目指 す 「 エ ンジ ェ ル ダッ ゥ ン 作戦 」 0 
第 三 勢 力 と し て 戦争 に 介入 し つつ 明確 な 反 プ ラ 
思 を 示し て いな か っ た 《 ア ー ク エン ジェ ル 》 だ 
ユラ ンダ ル 議 長 へ の 不信 は 明らか で 、 自由 意 
視 す る デス ティ 対す る こと も 
治 わな い 《 ア 


の 作戦 の 本 命 と L 
を 寄せ る 新鋭 艦 
イン パル ス だ っ た 
こう し て 運命 の 2 角 一 一 (ナー クエ ンジ ェ ル ) と ( ミ 関連 ファ イル 
ネル バ ) が 直接 交戦 する 事態 と な っ た 。 

(エス タ ・ オ リス ・ ト ウ ハ CE5) 


ダル 議長 が 提 
画 で 生来 備 わる 財 伝 
子 に よる 管理 社会 の 実現 を 目指 
す と いう も の 。 さら に 風 長 は 反対 
勢力 の 大 減 も 作図 し て いた 


Mlustration by KOUHEI YONEYAMA Color by NAGISA ABE Spscal Efiect by AKIKO YAMAKAWA Background by HIDEKI NAKAMURA (STUDIO COCOLO) 


ロゴ ス 香 発 を 受け た 
= 0 ) の 動向 


ロゴ ス 告 工 を 受け た 《 ア ー タ エン ジェ ル 》 は オー プ 
連合 首長 国 へ 向かっ た 。 事態 の 加速 度 的 な 進展 を 
予見 し 、 保護 し て いた オー プ 代 表 首 長 カガリ ・ ユ ラ ・ 
アス ハ を 帰国 きせ る た め だ っ た 。 この 際 《 ア ー ク エン 
ジェ ル ) は ザフト に 攻撃 の 口実 を 与え な いた め 、 柚 撃 
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を 受け た 場合 、 敵 機 へ の 直撃 を 謗 ける 方 針 を 採っ 
て いる 。 だ が ザフト は 「 そ の 目的 も 示さ ぬ ま ま 、 た だ 戦 
局 を 混乱 させ 戦火 を 拡大 させ る (アー タク エンジェル) 
と フリ ー ダ ム 。 今後 の 情勢 を 第 み 、 放 置 で きぬ この 
箇 感 を 取り 除く ] と し て 、 撃沈 の 意思 を 固め て いた 。 


回 デュ ラン ダル 議長 、 
テレ ビ 演 説 を 行う 
テレ ビ 演 服 を 行っ た デュ ラン ダル 欄 長 は ご 
の 中 で 地球 軍 を 批判 。 さら に 「 ロ ゴス ] の 存 
在 を 暴 臨 し 、「 世 界 の 真 の 英 ] と し て 告発 し 
これ に より 、 一 般 市 民 か ら の 支持 を 集め 


コン ゴブ トン 級 
大 型 地 上 戦艦 


や 個人 は 、 そそ れ の 選 到 で 動い て いた 
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国 エン ジェ ル ダ ウン 作戦 。 発動 
デュ ラン ダル 議長 に よる ロゴ ス の 告発 と 、 放 
れ に 件 う 事態 の 起 変 を 愛護 し た (アー クエ ジ 


ジェ ル ) は オー ブ へ と 向かっ 2 
で いた ザフト は アー クエ ンジ ェ ル | 


アー クエ ンジ ェ ル 


アニ クエ シシ ジェル 


| ミネ ル バ 


国 シン 、 フリ ー ダ ム を 撃破 
ル ) は 積 
ミネルバ) は 
戦域 に 到達 する と 、 イン パル ス を 出撃 させ る 
と 同時 に (アー クタ エンジェル) に 降伏 を 勧 
告 。 し か し 、《 ア ー ク エン ジェ ル ) は これ を 現 
け 入れ ず に 、 透 走 に 成功 。 し か し 、 フ リー ダ 
ム は イン バル ス に 撃 杏 き れ 。 


TR mp | を ーー | edem 競 レコ 
Mustaton by AKIO UNUMA 
ベル リン 戦 直 後 の 動向 園 ロゴ ス 告 
1 
キラ ・ ヤ マト の フリ ー ダ ム が デス トロ イ を 撃破 し た こと で ベル リン プラ ント 最高 評 織 会 議長 ギル バ ラン ダル が 全 世 界 に MORE INFO レ 
の 戦闘 は 終結 し 、 ザ フト に よる 被災 地 支援 が 始ま っ た 。《 ミ ネル 対し て テレ ビ 演 説 を 行い 、 地球 連合 : る 無 勧告 ・ 無 差別 都 [@ E の 戦争 報道 
パ )》 で は 、 ステ ラ の 死 で 憎悪 を 暮らせ た シン ・ ア スカ が 、 フリ ー ダ 市 攻撃 を 批判 。 この 中 で デュ ラン ダル 議長 は 、 事 態 を 裏 か ら 操 els: 所 
ム に 対す る 戦 本 シミ ュ レ ーション を 開始 。 て アー クエ ンジ ェ ル 〉 で る 理生 后 体 ロゴ スズ を 世界 の 真 の 貞 」 と し て 告発 し 、 そ の ロゴ ス を 告発 し た デュ ラン ダル 議長 の 渡 説 ら 理 角 で き 
は 捕 具 ・ ロ アノ ニク と 争 2 次 ヤキ ン ドー エ 防戦 で 埋 死 。 加入 を 明 し た 。 プ ラン ト ゎ よび 地球 の 市民 の ほとん ど は ロ ”。 。 よ うに C モ に お いて も 遇 時 の メデ ィ ア 利用 は 矢 で ちあ 
し た は ず の ムウ = ラ "フラ ガ の デー ター 致す る と と が 判明 する ゴス の 存在 を 知ら な か っ た が 、 デ ュ ラ ンダ ル 議長 へ の 支持 を 加 交 2 各回 所 の 生還 し た 
も 、 ネオ の 記憶 は 改 室 さ れ て いた 。 させ て いっ た 。 が ち だ が 、 一 部 で は 戦争 の 真実 を 岩 い 求め る フリ ナチ 
リス ト が 活躍 し て いる 。 (アー クエ ンジ ェ ル 》 の クル ー. ア 
リア ・ ハ ツウ も 戦場 カメ ラマ ン と し て 活躍 し て いた 時 期 が ある 。 
稼 の ザフト の 対応 時 補 淡 地域 を 支援 。 アス ラン の 制止 を 洗 フリーダム の 存在 を 削除 し た ベル リン 戦 の 映像 、 ミ ー ア ・ キ ャ ン ペル が 失 
\ い 、 シン と レイ が 対 フ リー ダム ン を 実施 する ラク ス ・ ク ライ ン の 支持 表明 と いっ た 偽装] が な され た 演説 
較 フリ ー ダ ム 没 蘭 
ロゴ ス 告 発 演説 は デュ ラン ダル 議長 の 独断 で 行わ も れ た も の フリ ー ダ ム 1 機 の み を 出撃 させ て 防衛 ライ ン を 展開 し 、 逃 げ の 
だ っ た が 、 事後 報 告 を 受け た ブラ ント 最高 評議 会 は 全 全 一 手 を 打つ (アー クエ ンジ ェ ル )。 戦域 に 達し た (ミネ ル バ ) は 
譲 長 を 支持 し た 。 加速 度 的 な 事態 の 変化 を 悪 念 し た (アー クエ シン の イン バル ス を 出撃 させ て 戦闘 を 開始 する と 共に . 攻 救 
ンジ ェ ル ) は オー ブ へ の 航路 に 入っ た が 、 そ の 動き は ザフト に 左 。 見 チャ ン ネ ル で (アーク エン ジェ ル 〉 に 降伏 勧告 し た 。 (アー ク 
知 さ れ て いた 。 これ を 受け た ザフト は 《 ア ー ク エン ジェ ル )》 撃沈 オ エン ジェ ル 》 は これ を 拒否 し て 逃走 を 継続 し 、 辛うじて 逃げ 切っ た 
ペレ ーション 「 エ ンジ ェ ル ダウ ン 作 載 」 に 入り 、 攻 撃 を 開始 。《 ミ ネ も の の 、 フ リー ダム は イン パル ス に 撃墜 され て いる (パイ ロッ ト の キ 
ル /) に は 作戦 の 支援 が 命じ られ た 。 ラ は (アー クエ ンジ ェ ル ) が 回 。 
ベル ナ テ デット ・ ル ルー 
プラ ント の 仙人 ジ ャ ー ナ リ 
スト 。 南米 折立 戦争 で は " 切 フリ ー ジ ャ ー ナ リス ト 。 掲 影 
に りり 裂き エド "へ の イン タビ ュー 用 MS を 能 り 、 地 球団 各地 
(アー クエ ンジ ェ ル ) を [エネ ミー] と し た ザフト が 攻撃 を 開始 。 無用 な 戦 還 瑞 後 へ の 直撃 を 選 け て いた (アー クエ ンジ ェ ル 》 と フリ ー ダ ム は 苦戦 。 フ *: た 1 道 活動 を 続け た 
を 回 避 す る 方 針 だ っ た マリ ュー 胃 長 は 、 海 洲 へ の 次 脱 を 作 先 | リー ダム を 失い つつ も 、 撃沈 を 装っ て 潜航 し 透 亡 に 成功 し 
cma 1231x 16520 
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ティ ター ンズ の 軍事 拠点 


排他 的 


宇宙 世紀 ガイ ド : ティ ター ンズ の 軍事 拠点 
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(1) nD3 serr 96A 


Geography of U.C. 


し な が ら 活動 を 活発 化 さ せ て v < の 権 法案 を 可決 する と 


る 独自 の 新 


U.C0083 末 に 発足 し た ティ も っ と も 
5 一 特 丈 部隊 ティ タ 
状態 が 


ン レ ] の 開 


と 閉鎖 必 
人 


し グリ プス 戦役 
は 排他 
あり 、 多く の 
間借り 


拠点 は 制圧 され 、 組織 も 崩壊 する こと と な っ た 
(ナイ ト ・ マ ンカ ッ ド DU. 


関連 ファ イル 


Ilustration by JUN WADA 


楓 和 戦 士 Z ガ ンタ ダム 


コッ ベイ トウ 


要 訟 。T3 郭 隊 の 所 上 
ズ の 開発 基地 と な っ 


グラ ナダ 


旧 ジ オン 公国 軍 時 代 に 基地 が 置 
か れ た 月 面 都市 。 月 に ち おけ る ティ 
ズ の 堆 
下 朋 され た 


事 施設 が 置か れ 、 テ ィ ター 
ンズ 機 の テス ト が 行わ れ 
た こと も ある 


協力 し 、 旧 ア ・ パ オア 
クー の 提供 、 宇 宙 擬 隊 の 


ルナ ツー 


ティ ター ンズ 初期 の 拠点 。 グリ プス 
戦役 二 基 後 、 ル ナツ ー 方 面 軍 も 
ティ ター ンズ の 指揮 下 に 置か れ た 


が 開発 、 製 


ーー を 改造 し た 宇宙 基 
後に 、 工 店 (グリ プス 1) と コロ 


iL 


ジュ ビ ト リス 


正確 に は 軍事 拠点 で は な く 、 木星 
船団 の へ リウ ム 輸 送 換 。 責任 者 
ロッ コ 大 尉 の 決定 で 

カ 


バズ ラ 
ティ ター ンズ 寄り の 教導 団 が 駐屯 
宇宙 共 地 。 旧 公国 軍 時 代 か 


ゼ ダ ン の 門 


バオア ・ ク ー を 改修 し 
政 星 攻 地 アク シズ と 接触. 哨 壊 し た 
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宇宙 と 異な り 、 テ ィ タ ー ン ズ 独 自 の 軍事 拠点 は ほとん ど 多かっ た 点 も 特徴 で ある 。 ジャ ブロ ー 放 棄 後 、 各 地 の 連 邦 
地球 の 軍事 拠点 な く 既 存 の 基地 施設 の 流用 ・ 改 修 が 目立っ た 。 各地 の 軍 基 地 を 実質 的 に 指揮 下 に 置い た が 、 ニ ュー ギニア 基地 
地球 連邦 地上 軍 方 面 軍 や ニュ ー タ イブ 研究 所 の 協力 が を 皮切り に カラ バ の 攻勢 で 峰 落し て いっ た 。 


ン 市 駐留 の 連邦 軍 情 報 
所 属 下 作 員 を 指 


MRX-009 ORX-013 
サイ コ ・ ガ ンダ ム ガン ダム Mk-V 


ORX-005 ギャ プラ ン 


ジャ プロー 放棄 時 
中 概 機 能 が 移設 さ 
れ た 新座 基地 。 カラ 
バ の 攻撃 で 際 落 し 
た 、 テ ィ ター ンズ 初 
大 Me 


い 


RMS-154 パー ザム 


地球 連 孝 の 首都 ダカール の 防衛 
を 揚 う 基地 施設 。 ダリ プス 埋 役 時 
に は ティ ター ンズ RMS-192M 


ザク ・ マ リナ ー 


で 知ら れる , 


し た 。 太 E ( 笑 了 知 
られ る が 、 埋 闘 は 可能 な 限り 避け た NRX-044 アッ シマ ー 


ティ ター ンズ 独自 の 軍事 拠点 と し て (グリ ブス) と 
「 ゼ ダン の 門 」 が 知ら れる が 、 複 数 の 軍事 施設 の 集 
合体 で ある た め 、 そ の 構成 は わか り 難 い 。 特に (ダリ 
プス ) は 、 グリ ー ン ・ オ アシ ス (サイ ド 7) 、 と な り の コロ 
ニー の (グリ ー ン ・ ノ ア 1) 、 (ダリ ー ン ・ ノ ア 2)、 分 離し 
た (グリ プス 1) 、( グ リプ ス 2) と いう 多く の 関連 名 称 が 
存在 する うえ 、 時 期 や 組織 に よっ て 呼び 方 が 異な る 
た め 混 乱 を 招き や すか っ た 。 

それ を 解説 し た の が 右 の 図 で ある 。 ティ ター ンズ 
の 軍事 拠点 は 基本 的 に 、 既存 の 施設 を 転用 ・ 改 修 
し 集合 きせ た も の で 、 全 体 像 を 知る に は その 最小 
構成 単位 と 集合 体 の 双方 を 見 る 必要 が ある 。 例え 
ば 「 ゼ ダン の 門 」 の 場合 、" 狭 開 の 「 ゼ ダン の 門 」" と 
"広義 の 「 ゼ ダン の 門 | が 存在 


を 同じ 宙 域 に 配置 し 、 巨大 軍事 
拠点 を 形成 する 場合 が あっ た 
単体 の 巨大 軍事 拠点 を 新設 
る の は 予算 時間 的 

め 、 現実 的 な 手法 と 言 


多い よう で ぁ る 、 


(グリ プス ) は ティ ター ンズ に お ける 名 称 で 、 正 式 に は サイ 


ド 7・2 バ ンチ (グリ ー ン ・ ノ ア 2) で ある 。 (グリ プス ) は 2 基 
の 密閉 型 コ ロニ ー を 結合 し た 基地 施設 だ が 、 後に 再 分 割 
これ が (グリ プス 1) と (グリ プス 2) で ある 。 な お 、 グ 
・ オ アシ ス は サイ ド 7 の 新 名 称 で 、 1 バン チ の (グリ ー 
ン ・ ノ ア 1) と 2 バン チ の 《 グ リー ン ・ ノ ア 2) で 構成 され る 。 


llustation by JUN WADA 


グリ 


ニー が あっ た 。 


ン オ アシ ス は 、 サ イド 
7 全体 を 指す 。 U.C.0080 
年 代 中 期 に は 2 基 の コロ 


「 ゼ ダン の 門 ] だ が 、 広 
義 で は 旧 ア ・ パ オア ・ ク ー、 (グリ ブス )、 ルナ ツー で 構成 
され る 複合 拠点 が 「 ゼ ダン の 門 」 と 呼ば れる 。 一 般 に は 前 
者 が 「 ゼ ダン の 門 ] と 見 な され て お リ 、 兵 器 開発 拠点 と し て 
の 「 ゼ ダン の 門 」 も 同様 で ある (開発 拠点 を ルナ ツー や ( グ 
リプ ブス) と 区 別 す る た め の 処 置 だ ろう ) 。 


・ パ オア ・ ク ー を 改修 旧 ア ・ パ オア ・ ク 


ジオ ン 共 和 国 か ら 眠 渡さ れ 
瑞 寺 後 の ル ナツ ー と (グリ プス 1) は 「 ゼ ダン の 門 」 と は 呼ば れ な い 。 
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フォ ー カ ス イク / レタ 沖 海戦 Tragedy of ORB 


『 っ て て し まう 。 将兵 の 多く が 派 
と まで は 言え も 、 So 
の 影響 力 が 
令 を 受け た ) 大 西洋 


諾 を 束 ん で いな か っ た こと 


、 オ ー プ の 条約 加 
0 し 、 地球 連 4 合 


た 施さ きれ た 。 地 
で の 作戦 が 終 し 直後 、 J 2 対 者 
市 無 差別 攻撃 と プ 評議 会 議長 ギル バー ト ・ cv た は 苦悩 の 末 の 自爆 的 
する 地球 連合 宣 デュ ラン ダル に よる ロゴ ス 告 発 が 行 われ 、 オー ブ は 大 戦術 と 、 あま り に も 大 きい 犠牲 で あっ だ 
B い て ザン ト 艦 (ミネ ル 西洋 連邦 の 片棒 を 担ぐ 形 と な っ て し es (エス タ ・ オ リス ・ ト ウ ハ CE.75) 

歴史 の 後 知恵 で は ある が 、 オ ー プ は 言 を 左右 に し 
て 結論 を 先 延ばし すべ き で あっ た 。 だ が 、 大 西洋 連 
邦 へ の アビ ー ル の た め 派 きみ 切り 、 功名 心 


関連 ファ イル 


ギル バー ト ・ デ ュ ラ ンダ ル pESo211 
て 中 立 を 放 られ た ユウ ナ 参戦 する こと と な DE DES.02-17 

べき 時 と は 計 い 旧 か っ た っ た ダー ダネ ルス 海峡 戦 コウ ナ ・ ロ マ ・ セ イ DES-02-18. 
1 オー プ の 兵士 なぁ DES-02-19 

か か わら ず 派 兵 が 実施 され た の は 、 闘 中 、 行 方 不明 と な オー ブ 連 全音 長 還 SEED-03-36 
タク エン ジェ ル 》 が 次 を 現し 戦 開催 E70 ES 


隊 障 条約 (大 カ が リ 代表 と 《 ア 4 
ある 。「 プ ブレ イク ケ ザ - は の だ が 、 ユ ウナ 司 令 は カガリ 代表 を 偽者 Ee 
トイ ター 入 と 大 と 断 じ 戦闘 を 続行 し た 
政権 常 所 の 野党 
こ 加 盟 し て いた . 
条約 に 加 軸 し な けれ ば 、 大 中 洋 連 邦 に よる 世界 的 ら ユ ウナ 司令 に 従う が 、 こ れ が 大 き な 心 の し こり に な っ 科大 を 受け た 


ワー ルド ] 後 の 世 界 的 反 コ ー デ 
洋 44 か 、 


て 、 電電 と な り 大 き な 
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WORLD GUID 


ラ シ ア 西部 の 反 大 西洋 連邦 運動 と その 拡大 隊 は ジ プ リ ー ル の 思 活き れる 形 と な っ た 

を 抱い た ロゴ ス 幹 部 ププ ルー コス モス 時 作戦 の 結 ー プ 軍 派 中 艦隊 は 壊滅 的 打撃 を 
ロード ・ ジ プリ ー ル は 、 ダー ダネ ルス 海峡 戦 の 敗北 被る が 、 セ イラ ン 家 の 報 大 西洋 運 邦 方 針 は 揺るが 
ら な る 焦り を 処 ら せ た 。 この 結果 、 ク レタ 沖 で の な か っ た 。 世 界 的 な 親 ブ プラ ント 気運 の 高まり を 受け て 
ル バ 》 通 撃 作戦 が 実施 され 、 オ ー プ 3 も モイ ラン 家 の 方 針 は 変わ ら ず 、 過ち を 重ね て いく 。 


ロゴ ス の 焦り と 
セイ ラン 察 の 過ち 


ミネ キル ババ を 競 見 し た ファ ント ムペ イン ら は 戦闘 補 備 に 開始 。 オー ブ 軍 
の 先制 攻撃 に 次 いで ファ ント ムペ イン の 攻撃 を 受け た ミネ ル バ は 、 
孝 勢 に 追い 込ま れ た 。 また 、 ア ー ク エン ジェ ル は 戦 園 へ の 介入 を 決 


ト 、 叶わ を か っ た 。 戦闘 の 未 、 フ ァ ン トム ペイ ン し a 


の MS の うち の 1 機 が 中 破 、 残る 1 機 は 撃 算 され た 。 


園 クレ タ 沖 海戦 、 終結 
オー プ 東 の 導 攻 に より ミネ ル バ は 大 き 
な 被害 を 受け た < 謗 ら に 本 = プ 車 は 族 
疾 を は じ め と する 花 秦 群 を 前 面 に 麻 
、 オ ー ブ 軍 も イン パル ス の 反撃 * 2 
リ 族 態 を は じ め 多 数 の 態 旋 を 撃沈 か JP 
され た た め 、 撤 退 を 奈 億 な くさ れ た 。 な ME ry OR 


I 
3 全 ーー ギン 


ベイ ン 、 ミネ ル バ を 追 台 
ス は 。 税 密 基 地 に 到着 3 その 頃 、 デ ュ ラ 


EF 


生地 点 。 抽 
ル バ の 進路 > 


回 | 海戦 の 始ま り 


地球 攻 脱 に 成 功 し た ラク ス た ち は 、 デブ リ 帯 の 秘密 基地 へ 到 。 クレタ 島 沖 に 展開 し た 地球 連合 軍 (ファン トム ペイ ン ) と オー ブ 
着 。 デュ ラン ダル 議長 は ラク ス を 「 偽 者 」 と し て 扱い 、 捜 索 を 市 じ リル バ ) を 発見 し 、 戦 闘 準 備 に 入っ た 。 同 海域 に た ーーー ュ i 
て いる 。 地球 で は 反 地 球 連合 (大 西洋 連邦 ) の 象徴 と な っ て い ル バ ) も ほぼ 同時 に オー ブ 軍 艇 隊 を キャ ッ チ し た が 、 地 球 デュ ラン ダル 議長 の 過去 
た (ミネ ル バ ) を 撃沈 すべ く 、 ジ プリー ル が ファ ント ムペ イン に 剛 命 。 連合 軍 空 還 は 発見 で き な か っ た 。 戦闘 は オー ブ 軍 の 先制 攻撃 ワレ イク ・ ザ ・ ワ ー ル ト を 補 機 と する 季 和 の 中 大 
を 下 し た 。《 ミ ネル バ ) は 「 ロ | の の デー タ と 献体 ステ ラ に 始ま り 、 フ ァ ン トム ペイ ン の 人 参戦 も あ - ネル バ ) は 防戦 に # 

を 業 せ て 出航 。 ファ ント ムペ イン は (ミネ ル バ )》 の 航路 情報 を 入 追わ れ た 。 戦闘 開 格 直後 、 介 入 を 決定 し た (アー クエ ンジ ェ ル 
手 し て お り 、 オー プ 軍 と 共に クタ レタ は 抜 鏡 し 、 カガリ 代表 と キラ の MS を 発進 させ た 。 


あか 


6 ル パ ) 艦長 タ 
リア ・ グ ラディ ス や ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ と の 関係 も 知ら れる 
タリ ア と は 恋人 関係 に あっ た が 、 彼 女 と の 間 
来 な い . と が 判明 し た 供 を 欲し た タリ 
と 結婚 . 
に 大 き な 影 響 を 与え 


ル タ ル 基地 へ 向 か ミ ” 
迎 設 を 受け た 。 《 ア ー ク エン ジェ ル ) は 戦 関 停 止 の た め 行動 を 開始 


gm 


バ )》 は クレ タ 島 を 基点 に ファ ント ムペ イン が MS 部 隊 を 失う 中 
挟 最 され つつ あり 、 転 進 は 困難 な 状況 と な っ た 。 オー ブ 軍 は 突破 。 衝 攻 を (ミネ 
以外 の 選択 肢 を 失っ て いた (ミネ ル バ ) を 徐々 に 追い 込み 、 撃 沈 。 は 旗艦 (タケ ミカ スチ)》 を 含む 艇 艇 群 を 前 面 に 押し 立て 
寸前 に 追い 込ん で いる 。 この 際 《 ア ー ク エ 戦域 に 到 。 パ 》 に 内 薄 。 し か し 、 シ ン の MS イン バル ス の 猛 反撃 
達し 、 カ ガリ 代表 が オー ブ 軍 に 戦闘 停止 を 訴え た が 、 オ ー プ 軍艦 (タクミ カメ チ ) も 撃沈 。 結果 、 地 球 連 合 軍 
隊 は 戦闘 を 続行 。 戦場 が 混乱 する 中 、 フ ァ ン トム ペイ ン は MS カ 軍馬 隊 は 穫 退 を 余儀なく され 、( ア ー ク エン シェル) も 撤 
オス を 中 破 さ せら れ た うえ 、 アビ ス を 喪失 し た . ネル バ )》 は 修理 ・ 補 給 を 待つ こと と な 


ー 


戦闘 開始 時 か ら 形勢 不利 な ( 


MS 区 を 足止め まれ た (ミネ ル パ ) は 若 戦 。 (アー クエ ンジ ェ ル ) は 力 関 係 。 ” アス ラン の MS セイ パー は キラ に 撃 水 さ れ 
止 の た め 介 入 す る も 、 ユウ ナ 司令 は 《 ミ ネル バ )》 撃沈 を 命 し た ユウ ナ 司 流 は 退 租 し た が 


MS 
運用 理論 
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MS( モ ビル スー ツ ) 


16e-19 


機能 術 だ が 捧 用 例 が 少な い 」 
複 席 式 の コク ピッ ト 


MS MA と いっ た 機動 兵器 の 大 多数 は ワン マン 
兵器 、 つま り ひ と り 乗 り で ある 。 皇 
る AFV ( 装 ! と 
式 で 、 航空 ・ 航 再 機 も 単座 と 複 座 が 混在 し て いる 状 
況 を 、 循 よう 
座 式 の コク ビット を 採用 し 
0150 年 代 現在 に 至っ て 


も 運用 例 は 確認 きれ て いる , 
複 座 式 機動 兵器 の 歴史 は 古く 、 
訓練 用 MS、MS.06T 教習 訓練 用 ザク ガ 


機体 に あたる 。 パイ ロッ ト 候 補 生 が 単独 で 


りら 、 教 守 用 の 座席 と 採 縦 装置 を 人 


変 MS 練習 用 の MSZ.006B Z プ ラス B 
複 座 型 の 訓練 機 が 開発 され 、 教 官 が 同 
乗 し て の 訓練 に 用 いら れ た ( 複 座 式 水際 両用 MS、 
MSML04 アッ ガイ も 訓練 用 だ っ た と する 説 が ある ) 


MS Development History in U.C. 
宇宙 世紀 の MS 開発 史 


も う ひ と つの 最初 期 型 複 座 式 機動 兵器 の 分 類 と 
し で は 、R ガン タン ク に 代表 きれ る 壮 軌 式 MS や 
RMV-] ガン タン ク II を は じ め と する モビ ルビ ー タ クル が 
ある 。 これ ら の 機動 兵器 は AFV 的 発想 に 立っ た も 
の で 、 ド ライ バー (運転 手 )、 ガ ナー (砲手 ) と いっ た 役 
割 分 担 か ら も 開発 系 講 上 の 位置 付け を 推測 

ドラ イ バ パー と ガ ナ ー の 役割 分 担 は 、 装 軌 式 機動 兵 
器 の 他 に も ホ パ バー 砲台 式 MS の YMS-16M ザ メ ル 、 
対 艦 攻撃 用 の RMS.89S プロ ト ・ ス ター クジ ェ ガ ン 
な ど で も 見 られ 、 複 座 式 機動 兵器 で は 一 般 的 な 構 
ライ 


が 


、 頭 部 コ 
ル 操 終 で オー ルレ ンジ 攻撃 を 担当 
ュー ニタ イブ プ 搭 乗 時 に 
は 、 ひと り で フル コン トロ ー ル 可能 ) 。 

こう し た 複 座 式 機動 兵器 群 は 旧 世 紀 以 来 の 発 
っ た も の で ある が 、U.C.0080 年 代 後期 に な る 


[] 本 08 mml7g 


どの 合体 変形 式 

各 体 し て 1 機 の 機動 兵器 と な る 。 合体 シス テム の 都 

は 複数 の コク ピッ ト が 並存 

、 結果 的 に 複 座 機 と な っ た 、 メイ ンコ クビ ピッ 

ト 以外 を 無人 に し て も フル コン トロ ー ル 可能 で あり 、 

事実 上 の 単座 機 と し て 運用 され る 例 が 多かっ 
(オッ トー・ カ ル テ ン バッハ ULCO1 


関連 ファ イル 


BK75 タンク 


MA-08 ビグ ・ ザ ム 
MSZ-010 ZZ ガンダム 


TGM-79 ジム ・ ト レー ナー 


FG-03-16 
FG-08.27 


llustation by JUN WADA 


複 座 の 利点 と 欠点 


MS や MA は 本 来 、 ひと り の バイ ロッ ト で 十 全 な 性 能 を 発揮 
する 。 この た め 訓 練 用 以外 の 複 座 機 の 有用 性 は 低い よう に 
思わ れる が 、 複雑 な 火器 管制 シス テム や 情報 収集 機能 を 持 
つ 機 体 で は 、 ガ ナー や オペ レー ター を 務め る サブ パイ ロッ ト の 
同乗 に よっ て 本 来 の 性 能 を 引き 出す こと が で きる 。 


単座 コク ピッ ト を 複 座 に する オプ ショ 
ン も 存在 し 、 ベ スパ の ザン ネッ ク で は 
ガ ナ ー 席 を 増設 。 通常 の オプ ショ ン 
補助 証 は 、 操 や 管制 に 関し な い 
同乗 者 用 で ある 


複 座 式 コ クワ ピッ ト の バリ ヨ ョ 


最も 標準 的 な 二 座 式 の コク ピッ ト 。 ひと つの コク ピッ ト 内 に ふ 
た つの シー ト と 操縦 半 置 が 存在 する 場合 と 、 ふ た つの コク ピッ 
ト が 別個 に 配置 され る 場合 が ある 。 役割 分 担 は 操縦 士 (ドラ イ 
パー) と 下手 ( ガ ナ ー)、 ま た は メイ ン パ イロ ッ ト と コパ イロ ッ ト (一 操 
縦 土 ) が スタ ンダ ー ド で ある 。 


配置 され る 。 タン デム の 変形 


2 る RX-75 ガン タン 


(の 密 席 と 操縦 装置 を 備え る タイ プ 。 三 座 の 場合 、 ド 
7 ナー の 他 に 索敵 手 と いう 構成 が 多い よう で ある (コパ 
り の 場合 も ある )。 合体 変形 MS を 際 け ば 、 MA-08 
表 さ れる MA が 目立つ 。 RMV-1 ガン タン ク H の 場 
合 、 車 長 ・ ド ライ バー・ 砲 手 と いう 主力 戦車 的 分 揚 に な っ て いた 。 


巨体 に 無数 の 火 問 を 持 載 する ビグ ・ 
ザム で コク ビッ ト を 採用 
ティ ター ンズ の 可変 MA、QRX-006 

ス は 6 人 の 強化 人 間 が 並列 
操 弓 する 仕様 だ っ た 。 


る MAOB ビグ ・ ザ ム 


RS | 


名 失 泉 員 が 自分 の 仕事 に 専 人 で きる た 
テム の 操作 が 容易 で 、 高度 な 性 能 を 発 探し や 


コン ビュー ター 支援 に よる ワン マン オペ レー ショ ン が 樺 準 と な っ た MS だ 
が 、 機 林 特 性 や 火 問 管制 装置 の 仕様 に よっ て は 複 座 が 有効 で ある 。 


で では 億 褒 (も し く は それ 以上 ) の コタ ピッ ト の パリ 
上 練 用 を 始祖 と する 複 座 式 コ ク 
偵察 用 や 合体 変形 MS、 ニ ュー タイ プ 専 用 


画 ニュ ー タ イブ 用 複 座 


ユー タイ ブ の 拉 炎 を 想定 し た た 複 座 コク | ー タ イプ ふ 
サ 、 パ イロ ッ ト を 務 


で 役割 分 揚 や 座 褒 配 軒 は 異な る 。 人 で 
ー タ イブ ひと り で 操 綻 する 例 が 多 か 


ジオ ン 公 国軍 の ジオ ンク や フラ ワウ ・ 
ブロ は 複 座 式 だ が 、 オ ー ル ド タ イプ 
| 信 叶 の 数 の 搭乗 負 で 連用 
ーー され た 。 この 際 、 ガ ナ ー は 手動 で の 


し オー ルレ ンジ 攻撃 を 担当 し た 


A 


三 座 コ クビ ッ ト と 兵員 輸送 区 画 (キャ ビン) を 併せ 持つ D-50C 
ロト や ZM-A05G リカ ー ル 、 メ イン コク ビット の 他 | の マ 
ニ ビ ピュ レー ター 操作 室 を 持つ モビ ル ワ ー カ ーMW544B サン ドー 
ジュ な ど 、 特 殊 な 視座 形式 を 探 用 し た 機体 も 存在 する 。 特 丈 用 
人 達 機 で 多く 確認 され て いる 、 例外 的 な コク ビッ ト で ある 。 


人 間 と 昌和 ロット の 補語 と い 


う 、 極め て 特殊 な 事例 DBC DF 


シー ト と 操縦 装置 (場合 に よっ て は コク ビット その も の )、 を 
複数 搭載 する うえ 、 搭 乗員 も ふた り 以 上 と な る た め 大 重量 化 
が 避け られ な い 。 搭乗 員 司 士 の 意思 貴 通 が うま くい か な いと 、 
迎 に 性 能 が 低下 する 点 も 問題 で ある 。 


以上 の 人 人 や 合体 二 だ 戦中 の 台 拉 は より 
複雑 に な る 。 搭乗 員 同士 の コン ビ ネ ー シ ョ ン の 重要 性 は さら に 高まる 


機 な ど 、MS の 多 機能 化 に 伴い 採用 され る 例 が 増加 し て 
いっ た 。 また 、 MA で も 特殊 な 機構 を 持つ 機体 は 、 複 座 式 
以上 の コク ピッ ト を 採用 し て いた 。 


画 合体 変形 機 の 複 座 


複数 の 機体 が 合体 変形 する 機動 兵器 は 、 分 離 状態 各 機 の 
コク ビッ ト が 合体 後 も 並存 する 例 が 多い 。 ネオ ・ ジ オン の AMX- 
102 ズ サ の よう に 、MS 本 体 と ブー スタ ー に コク ビッ ト が 存在 する 
事例 も ある 。 合体 後 は 各 コ ク ピ ッ ト で 役割 分 担 が 行わ れる が 、 合 
体 状 態 で 出撃 する 場合 は 、 ひと り で 操 縮 する の が 普通 で ある 。 


A バ ー ツ 


コク ビッ ト 


C バ ー ツ 
コクピット 


画 訓練 機 の 複 座 


バイ ロッ ト 訓練 生 と 教官 が 同 
乗 する 操縦 訓 練 用 の 複 座 。 教 


4 TGM79 ジム - レー ナー 


LL AE 
早期 警戒 用 MS、 MSA-007 と 
E EWAC ネ ロ は パイ ロッ ト と オ 
ペレ ー タ ー が 同乗 する 。 通常 の 
早期 警戒 ・ 偵 察 用 MS は バイ 
ロッ ト 1 名 で 全 操作 を 行わ な け 
れ ば な ら な い が 、EWAC ネ ロ の 
オペ レー ター は 機体 制御 を パイ 
ロッ ト に 任せ 、 警戒 任務 に 専念 
きた 。 し か し 2 名 の 措 乗員 を 
と が 痢 速 され た よう 
例外 的 仕様 と な っ た 。 


^ MSAO07E EWAC ネ ロ 


a サンライズ 
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WORLD GUIDE 1 


ネオ ・ ジ オン の 制服 


Technology of U. 


ジ ォ ン 人 | 


隊 端 化 と 当 


ンカ ー ン 時 代 
Y ア 7・ 2520PRISOR ジオ 
ト オ ・ ジ オォ ン 残党 軍 「 補 付き 』 の 制服 を 解説 し て 
いる 。 アク シズ は ジオ ン 公 国軍 と ネオ ・ 
紫 ぐ 組織 で あり 、 特に ハマ ー ン が 拐 


- 年 戦争 終戦 時 、 ジ ォ ン 共和 国 へ の 帰順 を 受け 
入れ な か っ た 旧 ジ オン 公国 軍 将 兵 の 一 部 は 、 地 下 
に 潜伏 し 反 地 球 運 邦 活 動 を 継続 し た 。 その 最大 勢 c=, 
力 が 、 アス テロ イド ベル ト の 小惑星 基地 アク シズ に 拓 = 
げ 込 ん つま り 「 ア クシ ズ 」 で ある 。 


その アク シズ で は 、 し ば らく の 間 、 ジオ ン 公 国軍 時 
ツ が 用 いら れ た 。 新た な 対 


代 の 制服 と ノー マル ス 
ま 邦 戦争 を 想定 し 
環境 の 改善 を 進め : 


の 制約 が 厳し い 小 惑星 基 
が 高く な いと いう 現実 的 理由 か ら 


ジオ 公国 の 正人 を 昌 認 する 7 クシ ズ 
旧 ジ オン 公国 軍 の 制服 は 重要 な も の で あり 、 
オニ ズム 文化 運動 の 影響 下 で 生ま れ た 旧 プ ロイ 
セン 風 の 制服 に 将兵 た ち も 愛 着 を 抱い て いた の だ 。 

グリ プス 戦役 未 期 か ら 制 服 の 更新 が 始ま る が 、 旧 
ジオ ォ ン 公国 軍 の 特徴 だ っ た 復古 的 意匠 を 継続 する 
で な く 、 そ れ を 極端 化し て いく 。 階級 章 を 兼ね る 
特徴 的 な 胸 章 は より 大 胆 な デザ イン に な り 、 地 球 侵 
攻 直 前 に は 将校 用 戦闘 服 を 中 心 に 多数 の パリ エー 
ショ ン が 上 生み 出さ れ た 。 制服 の カス タマ イズ 例 も 非 
多く な 0 ハマ ー US 
E な っ て いっ た 。 

この 個 向 が ' 変 化し た の が 、 ジオ ン 公 国 か ら ハマ ー 
ン 時 代 に か け て の ジ ォ ン 勢 力 に 否定 的 見 解 を 示し 
た シャ ア 時 代 だ っ た 。 ジオ ン 公国 の イメ ー ジ を 払拭 す 
る た めか 、 総 師 服 を 除い て 胸 章 は 廃止 きれ 、 戦 闘 服 
に は ダブ ルポ タン 式 の ショ ー ト コー ト が 採用 され た 。 

『 補 付き 』 時 代 に も 制服 の 更新 が 行わ れん た が 、 や 
は り 慈 師 服 以外 ジオ ン 公国 時 代 の よう な 胸 章 は 廃 
止 きれ 、 戦 闘 服 は ナポレオン ジャ ケッ ト 風 の 上 着 が 標 
1 章 や 袖 章 は 旧 ジ オン 公国 時 代 を 思わ 


: 居 を 経た の は アタ シズ に 端 を 発 に 

地球 較 各 地 に 潜伏 し た 小 関連 ファ イル 

公国 宣 残 党 、 火 星 剛 で 活動 を 続け a ZZ-02-13 本 

シャ ア ・ ア ズ ナ ブル CCA-02-09 本 

フル ・ フ ロン タル UC-02-13 画 

| が 多かっ た 。 アタ シズ と ネオ ・ ジ オン (ハマー ツン) Z.03-35 甘 
酎 ジン Gr A0307 軍 

ネオ ・ ジ オン (「 机 付き ]) UC-03-13 革 


代 の 制服 や その 直系 モデ ル を 。 
(ショ ウ ・ ド ゥ U.CO125) 


シン の 
5. 制 も 上 
公国 軍 風 の も の を 採用 し て いた 。 


Mustration by TAKUYA IO 


一 年 戦争 直後 、 小 惑星 基地 アク シズ を 拠 
点 と し た 旧 ジ オン 公国 軍 残 党 は 、U.C.0088 
初期 頃 ま で ジオ ン 公 国 時 代 の 制服 を 使 
用 。 非 戦闘 用 以外 で は 特殊 型 も あっ た 。 


総 
師 
服 
ネ 


(mt A 


テー ロ 須 札 当 
Ei 


MORE INFO! 
移行 期 以後 の 制服 


アク シズ か ら ネ オ ・ ジ オン へ の 移行 期 に 
あっ た り .C.0088 前 期 ( グ リプ ス 攻 防戦 
後 )、 制 服 の 更新 も 進め られ た 。 用 意 の デ 
ザイ ン 変更 の ほか 、 将校 クラ ス 用 マン ト の 新 
設 、 私 服 に 近い モデ ル を 含む 士官 用 カス タ 
マイ ズ 品 な ど が 確認 され て いる 。 旧 ジ オン 公 
回 軍 モ デル を 着用 し 続け る 部 隊 も あっ た 


士官 戦闘 服 多 士 級 
(マシ ュ マ ー・ セ ロ ) 用 
「 共 士 上 将校 用 の カス タ 
マイ ズ 制服 の ひと つ 。 胸 草 
は 上 公国 軍 と は 違う 規格 


士官 戦闘 服 

日 来 の 第 3 種 戦闘 琶 に 近 
い が 、 マ ント の 胸 章 と 形状 
に 変更 が 加え られ た 


下 土 官 ・ 兵 埋 闘 服 
論 章 の デザ イン が 変更 に 
な 他 は 旧 弟 2 妊 戦 
関 服 と ほぼ 同じ 


わら な い 。 


| 


jl 


旧 ジ オン 公国 軍用 の 基本 形状 を 継承 し 
つつ 、 よ り 「 派 手 」 な 胸 章 を 採用 。 士官 級 
以上 の カス タム 制服 に は 、 基本 フォ ー マ ッ ト 


を 逸脱 し た モデ ル が 多く 見 られ る 。 


人 川 ) 周 幸 税 
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(で ーー ・ MI 麻 \ 半 因 叫 


(に と =・ YI に へ) 恒 麻 へ ヽ 病 員 け 


( い ー ニ ) 器 翌 般 聖 


(VM・7 了 HHtN) 陣 益々 | へ ・ 沼 呈 


(VM は - "MI) 画 押 順 へ 玉 画 押 呈 時 


(注記 セーYIA 十 ) 画 副 近 箇 褒 


JI は 


戦 服 以外 の 制服 
の カス タマ イズ 例 は 
あり 、 ググ レミー トト の 
礼 肛 な ど が 知ら れ 


レン 


J 


Wa・ サ ン ライ ズ 
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ハマ ー ン の 死 と シャ ア の 総帥 就任 に 
て ネオ ・ ジ オン の 体制 が 変わ る と 、 制 服 も 
一 断 され た 。 この 際 、 ジ オン 公国 的 な 胸 間 
拉 章 、 袖 章 は 廃止 され て いる 。 


宇宙 世紀 ガイ ド : ネ オ - ジ ォ ン の 制服 | 7| ml9 mglMh 


tf| ら 5 ーー LE 


「 シ ャ ア の 反乱 後 、 残党 化し た ネオ ・ ジ | の 2 
オン は 制服 を 更新 。 ナポレオン ジャ ケッ ト を が 人 <。 朋 引 が 付く 
思わ せる 大 時 代 的 な 制服 と な り 、 操 章 や 袖 
章 に ジオ ン 公国 的 意匠 が 復活 し た 。 


宇宙 、 地 球 を 問わ 
ず 旧 ジオ ン 公国 軍 
残党 の は ほとんど は 

年 戦争 時 代 の 制 


旧 ジ オン 公国 軍 残 党 の 制服 編 


ネオ ・ ジ オン 系 以外 の 旧 ジ オン 公国 軍 残 
ほとん どの 場合 、 ジオ ン 公国 時 代 の 制 


6 
た 部 謙 の 弟 和 一 年 電 争 
時 の 現地 生産 モデ ル と 思 


われ る 


制服 同様 、 ノ ー マ ル スー ツ の 更新 も グリ プス 攻防 戦後 
に 始ま っ : 宇 軍服 (パイ ロッ ト 用 ノー マル スー ツ ) は 、 
ハマ ー ン 時 代 に | 旧 ジ オン 公国 軍用 に 近い モデ ル が 採用 さ 


制服 同様 、 ハ マー ン 時 代 か ら 一 新 され た 。 非 バ イロ ッ ト 用 の 重 
装 宇宙 服 も 更新 され て いる 。 アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 か ら 
提供 され た モデ ル と 思わ れる 。 


グリ プス 潜 役 期 まで 旧 公 | 
U.C.0088 前 期 に 更新 。 ダグ リプ ス 戦 
争 期 、 重 半 宇 宙 服 の 使用 病 度 は 低かっ た よう だ 。 


性 能 は 向上 。 大 が ト S ニュ ー タ イプ 用 と 思わ れる 新 モ デル 
人 き や す さき を 重視 し た モデ ル の よう だ | フエ ス ・ エ ア (パラ ヤ ) に も 同系 続 の 


和夫 | ノー マル スー ッ が 提供 され た 
| | 


に 


Ca 独 を 
ハマ ー ン 専用 の カス タマ イ パイロ 保護 の た め 記 や 
ズ 品 。 彼女 の 制 朋 を 入 後 腰 に パッ ト を 備え る 。 掃 の 
+ \W と きせ る ヘル メッ ト や マン ト トド oe カラ ー リ ンク と 伴 の マー ク 
M な ど 、 地 位 の 象徴 の 香味 0d| ン 系 の 特 往 が 豆 
上 合い が 強い 。 
3 | 


パイ ロッ ト 以 外 が 着用 する 
宇宙 服 。 ジオ ン 公国 軍 モ 
デル より バイ ザー が 大 面 
スル 積 化し た ほか 、 生 存 性 も 


向上 し て いる 。 
アン 


1 


ニュ ー タ イア 抽 隊 に えら 
れ た ノー マル 
メッ ト も 独自 型 で ある 。 


Jlustation by TAKUYA IO 


れ た が 、 シ ャ ア 時 代 に 変更 され た ほか 、『 袖 付き 」 時 代 に も 
更新 が な され た 。 重 装 宇宙 服 は 、 小 改良 を 除け ば 、 シ ャ ア 
時 代 に 更新 され た だ け の よう で ある 。 


重 装 宇宙 服 こ そ シ ャ ア 時 代 と は ば 同じ だ が 、 醤 装 宇宙 服 は 新 
モデ ル に 更新 。 ヘル メッ ト と パッ ク バッ ク を パイ プ で 連結 する 構 
造 は 、 U.C.0120 年 代 に 繋が る 画 甚 的 な も の 、 


MS バイ ロッ ト 用 の 新 モデ 人 
ル 。 生命 術 持 装置 の バ 
タバ ッ ク と ヘル メッ ト を 連結 
ほか 、 胸 部 分 大幅 
に 強化 し た 


シャ ア 時 代 と ほぼ 同 じ 

非 パ イロ ッ ト 用 ノー マル 
スー ツ 。 艇 内 動 務 だ け 
問 作業 全般 
に 用 い 5 れ た 


機動 戦士 ガン ダム ZZ 


oo [gm09 mtn 
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エゥーゴ の 弱体 化 と アク シズ の 独走 正 誠 kw 


邦 政 府 の 改 
"協力 者 の 大 部 分 は エゥーゴ : 
敵 」 の 上 臣 破 で 
行方 不明 と 相 ま っ 


いけ て の (グリ プス 2) 攻 
敗 は 決し 7 


(ギィ ・ メ イケ ル ULC.0103) 
次 第 に 運 邦 政 ) 
府 : 軍 は エゥーゴ の 反 ア クタ 


レー ザー 克 発 和 


漁夫 の 利 を と な っ だ FILE PREVEW 


攻防 戦後 の 行動 も 周到 


実質 的 指導 者 


Miustration by KOUJI NAGATOMI / Color by SAYOKO YOKOYAMA t by ATUSHI SATOL Background by HI 


戦 カ バラ ンス の 変化 


U.C.0088.02 中 旬 、 エ ゥ ー ゴ と ティ ター ンズ の 戦力 は ほ 
ば 同等 で あっ た が 、 世 論 は エ ウ ー ゴ を 支持 。 アク シズ は 最 
小 勢力 で 、 内 戦 に 介入 し て いた に 過ぎ な い 。 だ が (グリ プ 
ス 2) 攻防 戦 で ティ ター ンズ が 壊 減 杖 態 に 陥っ た 上 、 エ ゥ ー 
ゴ も 組織 的 行動 が 困難 な ほど の 被害 を 被っ た 。 実質 的 な 
勝者 と な っ た の は 戦力 を 温存 し て いた アク シズ だ っ た 。 


地球 連邦 政府 軍 


加水 度 的 に 勢 を 拡大 し 、 地 球 
連邦 軍 の 指揮 権 すら 手 に 入れ 
ズ だ が 、 グ 


ご 


eer し た 。 


エ ウ ー ゴ の 弱体 化 


(グリ プス 2) 攻防 戦 を も っ て 、 エ ゥ ー ゴ は 主 目的 で ある ティ ター 
た 。 し か し 、 ティターンズ と 刺し 違え る よう に 壊 減 的 打撃 を 被っ た 
行方 不明 に な っ て し まい 、 著しい 騙 体 化 を 宗 位 な くさ れ た 。 


ズ の 撃破 を ほぼ 達成 し 
求 選 カ た る シャ ア も 


ティ ター ンズ の 次 行 が 忠 見 し た 後 、 大 幅 に 戦 
拡充 し た エ ウ ー ゴ だ っ た が 、( グ リプ ス 2) 攻 
防戦 で ティ ター ンズ と アク シス の 括 攻 を 受け て 
艦隊 の 大 半 を 失っ た 。 人 的 被害 も 基 大 で あり 、 
ペ ベテラン を 含む 多数 の 禁 兵 が 潜 死 し て いる 。 


電 貞 後 、 百 式 の 残 
父 は 発見 され た が 
シャ ア の 姿 は な か っ 


ブレ ックス フォ ー ラ 准将 の 死後 、 新 指導 者 と 
し て 期待 さ れ た シャ ア ・ ア ズ ナ ブル だ っ た が ( グ 
リプ ス 2) 攻防 戦 の 中 で 行方 不明 と な っ : 
れ に より エゥーゴ の 求 心 カ は 大 幅 に 低下 し 、 以 
後 、 カリ スマ 的 指導 者 は 現れ な か っ た 。 


戦力 の 本 失 や シャ ア の 示 帰 還 で 立場 が 弱く 
な っ た エ ウ ー ゴ は 、 命令 系 統 上 の 問題 で 地球 
連邦 政府 ・ 軍 の 干渉 を 受け 始め た 。 エ ウ ー ゴ は 
独自 の 反 ア クシ ズ 作 戦 に 入る が 、 連 邦 政 府 は 
親 ア クシ ズ に 傾き 状況 は 複雑 化し た 。 


各 勢 力 の 目 | 
地球 圏 最強 と 言っ て いい 軍事 勢力 と な っ た アク シズ は 、 ジ オン の 復 異 を 目指 し て 作戦 
行動 を 開始 。 地球 連邦 政府 が これ を 黙認 し 、 連邦 軍 も 積極 的 対応 に 出 な い 中 、 エ ゥ ー ゴ 


(と カラ バ ) は 反 ア クシ ズ 作 戦 を 展開 する が 、 その 戦力 は あま り に 小さ か っ た 。 


ハマ ー ン に 地球 園 支配 の 野望 が ある と 見 た 
エゥーゴ は 、 ジオ ン 公 国 時 代 の 再来 を 阻止 する 
要 破 を 目指 し 
残存 部 隊 に 


宇宙 で の 実 分隊 
は ほぼ (アー ガマ ) 


アス テロ イド ・ ペ ルト 時 代 か ら の 宿願 で ある 
| ジオ ン の 再興 ]、 つ まり サイ ド 3 に お ける ジオ 
公国 の 復活 、 ザ ビ 共 和 国 の 建設 を 論 ん 
ラ 3 ア に 連れ 


エッ ウーゴ と た 属 同 し 残 
上 在昌 を 計 合 すれ 


グリ プス 戦役 時 同様 、 主 体 的 意思 を 持た な 
い 地球 連邦 政府 * 軍 は 事態 を 楽観 し 、 アッ シズ 
の 要求 を 呑み 続け る こと で 懐柔 を 国 事 を 
今立 て る (と 連邦 政府 に は 見 えた ) エゥーゴ に 
は 良い 感情 を 持っ て お ら ず 、 解体 を 目指 し た 。 


ティ ター ンズ の 壊 減 ・ エ ウー ゴ の 到 体 化 ・ 地 球 連邦 政府 の 比 積極 的 姿勢 に より 、 アク 
シズ は 地球 圏 の イニ シア ティ ブ を 手中 に し た 。 連邦 政府 へ の 柔軟 姿勢 を 示す 一 方 で 、 各 
コロ ニー へ の 制圧 部 隊 の 派遣 、 地球 侵攻 の 準備 な ど を 進め て いっ た 


ダリ プス 戦役 で アク シズ が 投入 し た 新型 機 (グリ プス 2) 攻防 
動 兵 器 は 、 ハ マー ン の 乗 機 キュ ペレ イ と 主力 可 本 
変 MS ガザ C し か 確認 され て いな い (ガザ E の 投 dent 
入 、 ソ デ ィ ・ ア ッ ク の 供与 が あっ ほか (誠信 用 MS 本 な と を 
の 新型 機 は 温存 、 また は 開発 中 投入 し た 


大 規模 対抗 勢力 の 不在 を 受け た アク シズ 「 ド ダン の 円 
は 、 宇宙 で の 足場 固 あ に 入 - 
星 基地 アッ シズ と 居住 区 モウ サ の 再 接 続 、 各 
コロ ニー へ の 制圧 部 隊 の 派遣 が 該当 する 。 同 
時 に 地球 侵攻 の 準備 も 進め て いた 。 


連邦 政府 の 便 季 
は 、 軍 事 力 を 用 い 


地球 連邦 軍 の 参戦 を 警戒 し た アク シズ は 、 
連邦 政府 に 生計 意思 が な いと の 変 夫 を 示し 


府 は これ を 容れ 、 アク シズ と の 対立 を 回 召し た き 、 戦 開 を 展開 


(グリ プス 2) 攻防 戦後 の ティ ター ンズ 


エゥーゴ が 参画 し た 地球 連邦 政府 へ の 
帰順 を よし と し な い テ ィ タ ー ン ズ 和 将兵 の 一 
アク シズ に 参加 し た 。 MS や SFS と 


小惑星 基地 ペ ズ ン 駐 留 の ティ ター ンズ 
教導 団 が ニュ ー デ ィ サ イズ を 名 乗っ て 決起 
し 連邦 政府 に 対抗 。 月 面 都市 を 経て 地 


球 軌 道 に 達する が 、 退 明 を 受け て 壊滅 し た 
ュー トー 
ー ル の 制圧 、 旬 
名 を 指し た か 

i 


戦後 、 戦 争 犯 罪 に 関す る 裁 
判 が 行わ れ 、 多 く の 元 ティ ター 


ティ ター ンズ 残存 部 隊 の (テル アビ ブ ) 
分 四角 隊 が 、 地 球 へ の 枝 攻 撃 を 計画 。 だ 


ンズ 隊員 が 圭 か れ た 。 だ が 責 が 作戦 参加 隊員 に 攻撃 意図 は な か っ た 

任 者 の 多く は 死亡 、 ま た は 行 と 

方 不明 と な っ て お り 、 末端 の 隊 

員 の 裁判 が 多かっ た よう だ 。 元 E 9 

T3 都 陸 の エリ アル ド ・ ハ ンタ ー 人 胡 に 投 入 き 
も そう し た 隊員 の ひと り だ が 無 Fa 


イル の 運用 能力 
を 持つ ニュ ー タ イプ 専 
用 MA だ っ た 


罪 と な り 、 連邦 軍 に : 


天 送 ・ サ ン ライ ズ 
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l 織 な き 世界 で 、 
を 行う た め の 
直後 と 考え られ 、 地 球 連 邦 
軍 や ビス ト 財 団 の 管理 下 で 進め られ た 
UC 計 画 ] の 具体 的 内 容 と し て は 地球 連邦 宇宙 


連邦 政府 に よる 新 


軍 の 再建 、 特 に 6 知ら れる 


合 に より 、 音 日 の 地球 秩 首 胃 除 を 復活 き せる 。 さら 
に 、 ジオ ニズム の 根絶 後に 平和 | 来 し た 後 も 、 経 
済 政策 (失業 対策 ) と し て 地球 泡 道 艦隊 は 維持 さ 
れる こ 

運 邦 : 
大 幅 ( 


D 配 置 、 つ まり 地球 央 の 政治 環境 を 
更 す る 地球 軌道 艦隊 の 再編 だ が 『UC 計 


そこ で 地球 連邦 軍 上 層 部 が 考え た の が 、 ジ オニ 
ズム の 中 核 要 ーー タイ プ 神 話 」 を 打ち 砕く 
こと だ っ た 。 具体 的 に は 、 ジオ ン 系 組織 の ニ . 
プ と それ が 駆る サイ コミ ュ 搭 載 機動 

オニ ズム を 鎮 藤 化 し よう と いう の 
を 破 対象 は 名 が 通っ 7 
象徴 的 な 機動 ょ * く て は な ら な ! 
オン ・ ズ ム ・ ダ イタ ン の 遺児 シ 
オン 」 の 名 を 持つ ニュ ー タ イプ 専用 MS デオ ング の よ 
うな 組み 合 : a る 。 

だ が 、 
る の は 一 筋 纏 で は いか な い 。 に 
が フル サイ コフレ ー ス 実装 試作 MS、RX 
ン ガ ンダ ム の 開発 だ っ た 。 サイ コフレ ー ム で 構成 され 
た 全身 の ムー パブ ルフ レー ム そ 特殊 制御 機構 NTD 
(ニュ ー タ イプ ・ デ スト ロイ ヤー シス テム ) を 持つ ユニ 
コー ン ガ ンダ ム は 、 ニ ュー タイ ブ 狩 り 用 に 相応 し い 別 
次 元 の 性 能 を 実現 し て いた 。 

だ が 何故 、 地 球 連 邦 政 府 ・ 軍 は 『UC 計 画 」 に 動い 


C6] neD3 


se D7 


た の か ? その 回 答 は ネオ ・ ジ オン の 憶 体 化 に ある 。 
シャ ア の 形 後 、 力 を 失っ た ネオ ・ ジ オン は 間 感 
で は な く な っ た 。 結果 、 戦 争 経済 の 維持 が 難し く な っ 
と 、 ジ オン 共和 国 の 自治 権 返 避 期限 な ど を 受け 
ム 闘 争 に 区 切り を 付け 、 地球 圏 新 秩 
済 シ ステ ム の 構築 に 移っ た の だ っ た 
画 ] を 納得 させ る た め 
ト し 、 ネオ ・ ジ オン 再 
と ど 反 連邦 組織 の 間 威 を 煽り も し た 。 
(ショ ウ ・ ド ゥ UC0125) 


序 と 新 

その 裏 で 、 国 民 ( 
ジオ ン 残 党 軍 
編 を 黙認 する な 


関連 ファ イル 

RO ユニコ ニン カン タム ueoro 
RxO ガン ダム 2 号機 [パン シィ ] UC-01-02 
HGMS6X スタ Uc 0-07 
ビス ト 財 団 UC-03-12 
EEE EET U0313 
ジオ ォ ン 共和 国 UC-03-14 


| ラプ ラス の 箱 」 を 巡る 事 乱 UC03-17 講 


U.C.0096、 ビス ト 財 団 が 保有 す 
る 宇宙 世紀 最大 の 誕 、「 ラ ブラス 


球面 に 知ら され た 。 


Mlustration by TOMOTAKE KINOSHITA 


| [UC 計 画 』 の 総論 と 前 提 ” 開 較 計画 の 要 各 "人 に AD 


地球 連邦 軍 の 「UC 計 画 ] は 、 地 球 軌道 艦隊 の 再編 
と ン ガ ンダ ム の 開発 を 中 心 と し た プロ ジェ クト で あ 
る 。 その 目的 は 、 ジ オン 共和 国 の 自治 権 返還 が 予定 され 
て いた U.C.0100 を も っ て ジオ ニズム を 一 掃 し 、 あ る べき 
宇宙 世紀 を 取り 戻す こと : 「 あ る べき 宇宙 世紀 」 と 
は 当然 、 連邦 政府 ・ 軍 に と っ て の も の で 、 連 邦 政府 に よ 
る ジオ ン な き 地 球 園 統治 の 完全 化 ど 3 


UC 計画 」 の た め に 
兵器 を 供 


ネオ ・ ジ オン 残党 軍 
旧 ジ オン 公国 残党 


「 シ ャ ア の 反乱 」 で 総帥 シャ ア ・ ア ズ ナ ブル を 失っ た ネオ ・ ジ オ 
求 心 カ を 著しく 低下 させ て 残党 化 


発 的 な テロ と 貼 礁 を 繰り 返す だ け の 存在 | 


ネオ ・ ジ オン の 再編 を 促し 、 ス 
ペース ノ イド か ら の 厚い 支持 を 
集め た シャ ア 。 [シャ ア の 反乱 
後 し ば 5 く 、 彼 の 代わ り を 季 め る 
人 物 は いな か っ た 


ネオ ・ ジ オン の 旦 体 化 に より 、 地球 園 の 番 威 と な る 反 連 邦 超 
織 は 消滅 。 戦争 に 依存 し た 経済 シス テム は 変更 を 余儀 な くさ れ 、 
AE (アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス ) 社 も 岐路 に 立た され た 。 


隊 争 中 の 両 勢 カ に 兵器 を 供給 

する AE 社 の ビジ ネス モデ ル &k 

中 に 合わ な く な りつ っ あ 
ヒュ ー・ カ ー バ 


の DA も マサ ス に 人 


は [人 に せい た か 大き を 
生 塚 は な か っ た 


[「UC 計 画 ] で は 、 地球 軌道 艦隊 の 再編 、 RX-0 計 画 の ふた つが 進め 
られ た 。 膨大 な 予算 を 投入 する 計画 を 、 連 邦 国民 を 納得 させ る た め に 意 
図 的 に 會 威 を 作り 出し て いる (秘密 裏 に 反 連 邦 ジ オン 系 組織 に 兵器 を 
提供 し 、 活動 を 活発 化 さ せ た ) 。 ジオ ン 系 組織 は 、 ユニ コー ン ガ ンダ ム が 
駆逐 する ニュ ー タ イブ の 「 供 給 源 ] と し て も 必要 で あっ た 


邦 軍 の 組織 変革 と 経済 政策 


軌道 能 隊 の 東 備 は 
RX-0 計 画 は ニュ ー タ イブ 抹殺 の た め の プロ ジェ 2 


各 コ ロニ ー に 分 散 配置 され た 宇宙 艦隊 を 引合 し 、 か つて の 
地球 軌道 艦隊 を 再編 する こと に 紅 上 の 画 は 、 


人 中 再 の ドコ スー 
級 道 


ユニ コー ン ガ ンダ ム が 倒す に 相応 し い 敵 を 作り 出す 
= スタ イン を 名 演 。 シナ ンジ 


イロ ッ ト 、 フル ・ フ ロン タ 』 


レー ム 実 装 試作 MS、RX-0 ユニ コー ン ガン ダム だ 
は ピスト 財 団 の 管理 の 下 、 AE 社 が 担当 し て いる 


IUC 計 画 の 中 で 開発 
コフレ ー ム 搭載 機 MS-06S シナ ン 
3・2 タ イン 。 到 理 事件 を 計っ 


地球 連邦 政府 と 共存 関係 に あり 、 AE 社 の 経営 に も 多大 な 影響 力 を 持 


— 
つ ビ スト 財団 が 『UC 計 画 ] に 関与 し て いた 。 特 ン ガ ンダ ム の 開 
発 に は 深く 関わ っ て お り 、 ユ ニコ ー ン ガン ダム 1 号機 お よび 2 号機 パン シィ 
の テス ト を 独自 に 実施 し た 。 この 背景 に は 、 ビ スト 財団 が 保有 する 「 ラ プラス TT 
ICE コー ン ガ ンダ ム 1 号機 は その 「 鍵 」 と され た 。 2 号 横 は マー サ ・ ビ スト ・ カ ー バ で 
連邦 政府 の 秘 鶴 を 封印 し た 「 ラ ブラ ス の 箱 の 譲渡 を 決定 
し た ビス ト 財 団 は 、 ユニ コー ン ガ ンダ ム 1 号 機 に 「 箱 」 の 座標 を 
示す ラプ ラス ・ プ ログ ラム を 施し 「 貸 ] と し た 
宇 軸 世 紀 事 件 ファ イル 
ュ ニ コー ン が ンタ ム 3 号機 
UC 計 画 ] へ の ビス ト 財団 の 関与 を 選 思 わ ず 、 主 導 権 を 取 
り 戻 そう と する 地球 連邦 軍 の 一 派 が いた 。 ユニ コー ン ガン ダム 
3 号機 フェ ネクス を 完成 させ た 連邦 軍 は 、 U.C.0095.1203、 
3 号機 と ビス ト 財 団 の 下 に 置か れ た 2 号機 に よる 比較 評価 試 
験 を 実施 し た 。 だ が ネオ ・ ジ オン 残党 軍 の MS の 繋 譜 数 を 競う 
験 の 中 、 3 号機 が 暴走 し て し まっ た 
サイ コフレ ー ム を 用 いた バウ の 改 人 
な っ た 。 試験 擬 、 地 タル 大 佐 再 用 機 。 3 
で 各種 試験 に 供 さ れ 号機 と 交戦 し 暴走 の 一 因 を 作っ た - 
ta +t 167-20 
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C.C.2345 の 世界 Word Sence of CC. 


が 普及 し て いる た め 、 化 石 燃料 は ほとん ど 使わ れ て よる 人 口調 整 まで 存在 する 管理 福 人 

お ら ず 、 公害 が 極め て 少な い 点 に あろ う (自動 車 列 に 高度 な テク ノロ ジー を 持 - 
車 ・ 船 舶 ・ 飛 行 船 を は じ め と する 航空 機 、 各種 工作 
機械 まで 電動 )。 な お 、 太陽 発電 芝 や 燃料 電池 フロ 
ジ : ノ マ シ ン 系 発電 技術 は 「 栽 培 」 
黒 歴史 未 期 の ナノ マシ ン ハ ザー ド で 地球 上 の 文 や 採集 が 可能 で 、 自 然 物 と し か 認識 さき れ て いな い 。 
明 は 消 蔵 し 、 ムー ン レ ィ ス は 月 で の 志 9 紛争 を 回 避 す る た め の 社 会 操作 も 徹底 きれ た 
り 人 類 は 地球 と 肌 、 2 北ア メリ ア は 領主 (ロー ド ) た ち が 統 治す る 10 以 上 の 

っ て 別々 の 道 を と な - 自治 領 に 分 割 きれ た が 、 人 口 審 度 調整 や 綴 衛 地 れ 始 め 、 軍事 街 突 と 相互 理解 が 進む こ 

常 の 配置 、 正 規 軍 の 不在 な ど に より 、 水 利権 を 巡る (執筆 者 、 執筆 時 期 不明 ) 


小 競 『 紛 争 は ほとん ど 発 生 し な か っ た 
小 競 り 給 け ば 紛争 は ほとん ど 発 生 し な か 関連 ファ イル 8 
ムー ン レ イス は 、 高 度 な テク ノロ ジー を 即 メー 25 
正 騰 移 行 期 以後 の 社会 状況 は 大 きく 異な っ て いる 持 し て いた 。 月 の 赤道 を 一 周 す る トレ ンチ シテ ィ と 運 YoSoa 
5 ナノ マシ ン に 習い 尽く され た 大 地 で の 再 出発 に あ 河 、 そ れ に 降 接し た 月 面 都市 群 を 挫 す る ほか 、 宇 宙 デー 
た り 地 球 で は 、 大 規模 な テク ノロ ジー の 封印 が 行わ 船 や 人 型 作業 機 モ ビル リプ を 運用 する 都合 上 、 VO3.27 
れ た 。 残っ た の は 、 自 然 物 と 目 分 けが 付か な い ナ ノ 歴史 時 代 の 技術 は 不可 大 だ っ た の で ある 。 地球 と ーー 
く 初 歩 の 建設 ・ 機 械 技術 衝突 を 想定 し て か 軍事 力も 保持 し て お り 、 地 
結 2400 年 代 前 期 の 北ア メリ ア は 、 西 暦 球 で は 失わ れ た MS や 宇宙 艦 狂 まで 配備 し た 
19004 程度 の 文明 し か 持た ず 、 黒 歴史 し か し 、 その 一 方 で 社会 体制 は 地球 以上 に 前 


時 代 の 記録 は お と ぎ 斬 の 扱い を 受 た 。 西 礎 代 | ムー ン レ ィ ス 社会 の 特徴 は : トド 
時 代 と の 大 き な 店 い は 、 ナ ノ マ シ ン 由 来 の 発電 技術 プ と する 階級 社会 、 そ し て 産児 制限 や 冷 剖 睡眠 に 


16Z-21 Iustration by JUN WADA 


WORLD GUIDE 
トト か 


ナノ マシ ン ハ ザー ド 後 、 地 球 と 月 で は それ ぞ れ 独立 し た Et Ts 

で a ジャ ー 
持 会 が 尼 集 れ た 。 置か れ た 環境 の 差 か ら 、 両 者 の 文明 が 
に は 大 き な 違 い が 生 まれ た が 、 黒 歴史 の 封印 と い toe ee 
は 同じ で 、 社会 操作 も 行わ れ て いた 。 首都 ディ トナ が ギン ガ ナ ム 
艦隊 の 攻撃 を 受け た 。 この 
陣 . 信 主 は 「 抵 拓 は 無味 | 


地球 の 文明 
文明 再建 


系 の 発電 技術 で 低 公害 を 実現 し た 以外 は 、 西 礎 1900 年 頃 の 
文明 を 構築 。 北ア メリ ア 以 外 で は 巨石 文明 的 社会 も 見 られ た 。 


Ea る 巨大 地下 空洞 。 内 部 は 
MS が 通過 可能 な サイ ズ で 
6 通信 技術 は 電話 や ラジ オ 程 度 ある 。 マウ ン テ ン ・ サ イク ル 
に 限定 され が 、 鉄道 を 含む 地上 地形 の 一 画 で 、 火山 と も 繋 
整骨 飛行 始 な どの 軍 動 ーー = が っ て いる 。 
ヴィ ー ク ル が 益 及 。 都市 部 に は の : 3 
高 礎 建築 物 が 立ち 並ぶ 。 a ーー = 


ノッ クス 有 落 後 、 リ リ ・ ボ 
月 の 文明 


り ) 黒 歴史 期 の 技術 の 多く を 封印 。 ナノ マシ ン 


ル ジ ャ ー ノ に 教 わ れ た グ エ 
ン が 落ち 延び た 別注 。 ル 
ャ ー ナ 領内 と の 境界 線 地 


リソー ス 上 の 制約 が 大 きい 月 で 生存 する た め 、 ピ ラミ ッ ド 型 の 管 地 に な 在 。 グ ェ ン は ここ で 、 
理 社会 を 構築 恒久 月 面 都市 や 兵 符 に 黒 歴史 時 代 の 技術 を サン ペル ト 建 国 宣言 式典 イン グレ ッ サ 領 と ルナ ー 
継 系 し た が 、 凍 睡 也 を 除い た 生活 洋式 は 地球 と 大 差 が な い 。 の 招待 状 を 受け 取っ た ジャ 領 の 境界 線 付 近 に 位 


ム が 黒 歴 史 時 代 の 宇宙 船 
( 後 の (ウィ ル ゲ ム 》) を 発 
掘 し て いた 。 


ン レル 家 を 頂点 と する 社会 で 、 
運河 人 に 代表 され る 下層 民 も 
自身 の 役割 を 理解 し て いる 。 軍 
隊 も 存在 する が 2,000 年 以上 、 レー の 谷 の 南部 に 作ら れ た 
実戦 は 経験 し て いな か っ た 。 野 旨 病院 。 地球 の 医療 技 

術 の 限界 と 続出 する 戦傷 

者 か ら 、 医 療 環 境 が 整っ て 


地球 帰還 作戦 いる と は 言え な か っ た 。 


2.000 年 以上 、 断 絶 状態 に あっ た 地球 と 月 だ が 、 ム ー ン 
レ ィ ス が 地球 帰還 作戦 を 実施 し た こと で 、 両 勢力 は 緊張 
状態 に 陥っ た 。 両 勢力 は 偏見 と 多 疑 心 に 囚われ 、 北ア メ 
リア に お いて 交渉 と 戦闘 を 繰り 返す こと と な っ た 。 


場 。 キー ス は 地球 人 、 ム ー ン 
レ ィ ス の 双方 に パン を 売り 、 


中 立地 幕 を 弄 成 する つも り 

だ っ た 。 

| ロス トマ り 琵 

禁忌 の 土地 と され 、 山師 北ア メリ ア 南 部 の 東岸 か 

きえ 足 を 踏み 入れ な い マ ウ らち 西岸 の お よぶ 広大 な エリ 

ン テ ン ・ サ イク ル 地 形 。 地 ア 。 元々 は 荒地 だ F、 
EL 。 | 下 に は 時 時 代 の 核 何 世代 に も お よぶ 土 環 

問 が 』 て いた 。 同 地域 良 の 末 、 豊か な 穀倉 地 状 と 


地球 帰還 作戦 実施 以前 、 月 と の 無線 通信 で サン ベル ト 地 帯 
割譲 交渉 を 行っ て きた 領主 た ち だ っ た が 、 ム ー ン レイ ス の 存在 に 
は 懐疑 的 だ っ た 。 これ が 作戦 実施 後 の 混乱 の 一 因 と な っ た 。 


の 戦闘 で は 、 発 所 され た 浪 な っ た 。 ムー ン レ ィ ス の 「 約 
兵器 が 爆発 し て いる 。 東 の 地 ] で ある 。 


割 約 が 多い 月 で の 生活 は 「 自 然 な 生き 方 ] と は 程遠い も の で 中 南部 の 無 属領 に 位置 
あり 、 地 球 帰 可 を 望む ムー ン レ ィ ス が 増加 。 女王 ディ アナ ・ ソ レ する 港町 。 C.C.2150 年 頃 
ル の 個人 的 執着 も あっ て 、 作戦 が 強行 され る こと と な っ た 。 に ル ジ ャ ー ナ 家 が 購入 し 、 
C.C.2945 に は ル ジ ャ ー ナ ・ 
ミリ シャ の 軍港 が 置か れ て 
海岸 部 は フロ ジス トー 
ン を 産 す る 。 


eq 通 ・ サ ン ラ ィ ズ 16Z-22 
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国 の 保留 宣言 の 後 、 部 隊 
の 北上 と 共に 放棄 され た 。 
1 D は 


8 


北ア メリ ア 内 降 の 自治 
頒 。 サン ベル ト 地 帯 に は 接 
し て いな い が 、 ム ー ン レイ ィ ス 
の 勢力 拡大 を 恐れ て 参戦 し 
た 。 首都 オー ルト ン は 、 ギ ン 
ガ ナ ム 艦隊 の 攻撃 を 受け 
て 被害 を 出し て いる 。 


フッ クス 陥落 と グエン の 
行方 不明 を 受け 
が 、 ディ アナ ・ カ ウン ター 駐 
下地 の 南西 に 築い た 監 時 
拠点 。 サン ベル ト 共 和 国 建 


層間 < で で で 


イン クレ ッ サ 領 ギ ル ジ ャ ー 
ナ 領 な ど に 広がる 山地 。 ナ 
ノブ マシン ハザード で 形成 され 
た 地形 で 、 地 下 に は MS を は 
じ め と する 黒 歴史 時 代 の 遺 
物 が 物 働 可能 な 状態 で 埋 
まっ て いる 。 


| ティ アナ ・ カ ウン ター 駐屯 地 


サン ベル ト 割 斉 交 渉 の 
長期 化 を 受け た ディ アナ ・ カ 
ウン ター が 、 サン ベル 地帯 
に 作っ た 新 駐屯 地 。 当初 は 
フッ クス 近郊 に 陣地 を 構え 


南ア メリ ア 北 部 に 位置 す 
る 共同 体 。 巨石 文明 風 の 
社会 を 形成 し て お り 、「 王 殺 
し 」 に よる 政権 交代 の 文化 


が ある 。 首都 マニ ュー ビ チ 
の 丘陵 に は 、 マス ドラ イ バ ー 
が 埋没 し て いた 。 


イン グレ ッ サ 領 


北ア メリ カ 東 岸 の 自治 
領 。 C.C.2340 年 代 前 期 に 
は 、 領 主 名 代 グ エン ・ サ ー 
ド ・ ラ イン フォ ー ド の 主導 で 
重工 業 が 発達 。 ディ アナ ・ 
カウ ンタ ー の 攻撃 で 甚大 な 


被害 を 出し て いる 。 
イン グレ ッ サ 領 の 首都 。 NE] 


ライ ン フ ォ ー ド 家 の 居 域 ボ ス 
トニ ア 城 ・ 大 学 ・ 博物館 ・ 
デバ パート な ど 様 々 な 施設 を 
擁する 。 銚 道 を 含む 陸路 た 
け で な く 、 水 路 や 空路 の 基 

点 と な っ て いる 。 る 


ブッ クス 郊外 の 田舎 町 。 
ハイ ム 家 に よる 鉱山 採掘 、 
系 の 空港 や クン 家 
の 飛行 機工 場 建設 な ど に 


ビシ ニテ ィ の 領内 に 位置 
する マウ ン テ ン ・ サ イタ ル の 」 
一 角 。「 ホ ワイ トド ー ル ] と 呼 
ば れる 神像 に は V ガ ンダ ム 
が 隠さ れ て お り 、 デ ィ ア ナ ・ 
カウ ンタ ー の 地球 降下 に 呼 
応 し て 起動 し た 。 


カラ モー ト (場所 不明 ) 


河川 沿い に 位置 する 町 。 
地表 帰還 作戦 を 巡る 紛争 
の 最 中 、 地 球 人 と ムー ン レ イィ 
ス が 協力 し 合っ て 祭り を 開 
催し た 。 球 り で は 、 暴走 し た 
コレ ン が 山車 を 破壊 する ハ 
プ ニ ン グ が あっ た 。 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


ZGMF- 
3865 鐵 zewe 
1000 


長 が 週 伝 子 基準 の 管理 社会 の 室 現 を 目指 す 
プラ ン の 導入 と 実行 これ に 戸惑っ た 各国 
せ ず 、 発 表 直 後に 反対 を 表明 し た の は 
オー プ と スカ ンジ ナビ ア 王 国 の み で あっ た 。 デュ ラン ダル 議長 は 
デス ティ ニー ブラ ン 反 対 国 を 還 事 制圧 する つも り で あり 、 レ クイ エ 
ムシ ステ ム の 発射 準備 を 進め で いた 。 そし て 、 艦隊 を 動員 し つつ 
あっ た アル ザッ ヘル 基地 を レク イエ ム で 蘭 減 し た の だ っ た 


較 月 面 の 戦闘 


ダイ ダ ロ ス 基地 に 達し た オー ブ 艦 際 が レク イエ ム 本 体 に 攻撃 
を 仕掛 ける も 陽電子 リフ レク ター に 阻ま れ た うえ 、 メ サイ ア の ネ 
を 受け て 大 き な 損害 を 出し た 。 対す る ザフト は 、 レ ク 
エイ ム 第 2 射 の た め (ステ ーション ツー) の 移動 と ネ 
の 再 チ ャ ー ジ を 進め て いた 。( ス テー ショ ン ワン 
が 参加 し た こと で 月 面 の 戦闘 は 激化 。 ザフト 側 は 松 動 力 MS と 
バ ) 、 レク イエ ム 本 体 を 失い 劣勢 に 飼い 込ま れ た 


宙 域 の 戦闘 は 、 オ ー ブ 
部 ) が 攻撃 個 、 ザ 
主戦 場 は 、 レク イエ ム 本 体 が 


フト が 防御 側 と な っ : 
位置 する ダイ ダ ロ ス 基地 周辺 に 形成 され た . 
ザフト は ネオ ジェ ネ シ ス を 擁 する 機動 要 


エタ Ak と アー クエ ンジ ェ ル 
よっ て 短 暗 間 で 始 落し て いる 


名 オー ブ 軍 、 ステ ーション ワン を 攻撃 


アル ザッ ヘル 基地 震 蔵 を 玩 け た オー プ 軍 が 戦 同行 動 を 開始 
(エターナル) と (アー クエ ンジ ェ ル ) が (ステ ーション ワン ) (レク 
イエ ム の 1 次 中 継 ステ の 破壊 を 、( ク サナ ギ )》 以下 主 カ 
艦隊 が レク イエ ム 本 体 を 攻撃 と と な っ た 。 同時 に 地球 連 


合 軍 秀 隊 も ダイ ダ ロ ス 基 1 て いる 。 ザフト は 艦隊 を 二分 
抗 し た が 、 (ステ ーション ワン ) は 陥落 。( エ ター ナ 
し ) は 戦域 を 離脱 し 、 月 方 面 へ 向かっ た 


ン ) 攻撃 部 隊 は た - た が 、 短 時 
し て 乳 脱 。 同 宙 域 の 践 存 ザフト 艦 謙 も 月 方 面 に 追 束 


デュ ラン ダル 議長 自ら 
ライ クラ リー ダム の 放 で 沈黙 し 、 ザフト の 指 控 
乱 。 キ ダル 議長 は 部 下 | 
メサ イア も 月 落し 崩壊 し た 。 シス テム 中 械 を 持つ メサ イア 
が 失わ れ た こと で 、 デ ステ ィ ニ ー プ ラン も 白紙 化 さ れ て 
後 、 ラ クス が 呼び 掛け た 戦闘 信 止 を 両 軍 が 受け 入れ 
面 の 戦闘 は 終息 に 向かっ た の だ っ た 。 


を 投入 し 、 大 量 破壊 兵器 で 大 


破壊 兵器 を 防衛 す 


る と v ‘戦術 いる 。 だ が {エタ ー ナ ル 
と 《 ア ー タ エン ジェ ル )。 そ の 糖 載 MS 部 隊 の 活躍 で 
レク イエ ム と メサ イア の 双方 が 陥 昔 し > 
ダル 議長 も 死亡 。 ザフト の 勝ち 目 は な et 


クサ ナギ ORBO1 


liustration by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
その 後 の 地 球 圏 の 情 


プラ ント と オー プ の 終電 


市 通 ・ サ ン ライ ズ 168.18 
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機動 戦士 SAGE 


ー 国 家 戦 争 の 終結 後 、 新 た な 暦 で ある 
A.G. (Advanced Generation) へ 移行 し た 地球 圏 
で は 平和 が 実現 し て いた 。 軍事 技術 の 制限 を 中 心 
と し た 「 銀 の 杯 条約 」 の 締結 と 、 そ の 監視 ・ 管 理 を 
担う 地球 連邦 政府 に よる 統治 は 、 軍 事 力 な き 平和 を 
確立 し た の で ある 。 

= が A.G.101、 平 和 は 笑 如 と し て 破 られ た 。 

ェ ル )〉 が 、 正 体 不明 の 瑞 e E 
(U a Enemy)」 の 租 克 を 受け 破壊 され た 
「 天 使 の 落日 ] と 呼ば れる ご 
UE の 正体 は 、 コ ロニ ー 国 家 戦 争 以前 に 実施 きれ 


お いて 、 火 是 り 残 され た 
ら は 火星 園 国 家 「 ヴ ェ イ ガン 」 を 築く と 、 
ザー ル ・ イ ゼル カン ト の 下 、 「 プロ ジェ クト ・ エ デン ] 実 
現 の た め 地 球 交 に 攻撃 を 仕掛 けた の で ある 。 

火 是 計 画 の 真相 が 隠 蔵 きれ て い 
の 人 々 の 大 半 は 、UE の 正体 
が 、 連邦 政府 は 実態 を 把握 し て いた 。 そう で ある に 
も か か わら の 正体 が 発表 され な か っ た の は 、 
マー ズバ パー ス デ ィ 計 画 の 失敗 と 移民 の 置き 地 
し て 事実 の 階 蔽 に 関す る 責任 が 、 連 邦 政 府 に あっ 
た た め だ 

連邦 政府 は 真相 を 中 し た まま 対 UE を 想定 し た 地 
球 軍 邦 軍 を 組織 する が 、 軍 事 技術 の 差 か ら ヴ ェ イ が 
ン 相 手 に は 無力 だ っ た 。 地球 圏 の 大 部 分 が 戦火 を 
免れ ん て いた の は 、 ヴ ェ イ ガン の 介入 が 試験 段階 
り 、 散 発 的 な 攻撃 に 終始 し て いた こと が 大 きい : 
ロニ ー と その 住民 が 犠牲 に な っ て いた こと も 確か 


っ た 。 

そん な 中 、 A.G.108 に コロ ニー (オー ヴァ ン ) が UE 
に 身 撃 され 壊滅 する 。 この 角 撃 を 生き 延び た の が 、 
MS 鍛冶 の 名 門 ア ス ノ 家 の フリ ッ ト ・ ア ス ノ だ っ た 
まだ 少 生 た フリ ッ ト だ が 、( ノ ー ラ ) に 移住 後 、 
邦 軍 に 協力 し て 伝説 の MS 「 ガ ンダ ム 」 (ガン ダム 
1 ) を 完成 させ る 。 これ に より 地球 側 も ヴェ イ 
ガン に 対抗 可能 な 兵器 を 人 手 す る こと に な っ た が 、 
A.G.115、 (ソー ラ ) も UE の 鎧 繋 を 受け て 賜 壊 。 

し か し 、 この 事件 : RE 2 崩 


アン バ ッ ト を 陥 将 き せ 、 UE の 正体 を 暴 い 
これ が コウ モリ 退治 戦役 で ある 。 UE へ の 
に 燃え る 連邦 軍人 グル ー ・ エ イノ ア 中 佐 
導 し 、 フリ ッ ト と ガン ダム AGE-1 も 参加 し た 、 
実現 し た 戦い 

29 ト が 参照 し た 歴史 和 味 は 大 きく 、 こ の 戦役 
で 、 心 を 通わ せ た 少 女 ユ リン ・ ル シェ ル を 和 失っ た フリ 
ッ ト は 、 ヴェ イガ ン へ の 憎 ら せ て いく 。 その フリ 
ッ ト が 成長 し 連邦 軍 の 要 と で 、 事 態 は 
全面 戦争 の 様相 を 強く する こと と 
(ウロ ・ ド ラ A.G202) 
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及ぶ ヴェ イガ ン 戦 争 が 始ま 2 人 
コウ モリ 退治 戦役 2 \ 2 
反 か に 』 ロ UE の 正体 も 竣 


00 が 経過 ; 
地球 連邦 た 以前 の 


ca ニー ニー ニーーーー-| 
6 ヨッ スリ ー の 昌 Q 。 | 4| マウ ドニ チエ 房 の 
作戦 参加 艦艇 の 集結 地 と な っ た フリ ッ ト や ウル フ 、 マ ッ ド ー ナ 工房 で 
ンス リー) で 、 グ ルー デック が 連邦 車 に UE の MS を 見 せら れる 。 突如 起動 
拘束 され そう UE 迎撃 の 後 、| し た UE 機 と フリ ッ ト た ち は 交 埋 状 態 
連邦 軍 は (ディ ー ヴ ァ ) を 見 逃し た . と な る が 、 UE 機 は 撤退 し た 。 


AG.115、UE の 民 撃 を 受け た (ノー 
ラ ) が 崩壊 。 (ディーヴァ ) は 選 難 
民 救 出 の 後 、 グ ルー デック の 独断 で 
UE 磯 減 作戦 に 入 


ディ ー ヴ ァ ) は 、 戦 力 増強 の た め | 
テー デーン ) に 入港 

合 と エ ウ バ 同盟 の 抗争 

力 関係 の 構築 に 成功 し 


CMS-574E xvb-xd 


CMS-223G 


て いた ア 
[ ジン ドット を 陥落 させ る 。 この 直後 、 グ 
| ルー デック は 逮捕 きれ た 。 
ガン ダム AGE-1 の パイ ロッ ト を 巡る 裁判 の 結果 .、 グ ルー デック は 茜 固 刑 
| 模 押 戦 の 中 、UE 乱 と 適 昌 。 フリ ッ ト 処せ られ た が 、 クル ー の 連座 は 回 層 
の 活躍 と ウル フ の 機転 で UE 艦 が 一 臣 | 連邦 政府 は 、 作戦 遂行 を 連邦 軍 総 
| 聞 明 し . 戦闘 は 終息 し た | 部 の 決定 に よる も の と 発表 し た 


ュ | 


lon by AKIO UNUMA 
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機動 戦士 ガン ダム 


本 稿 で は 一 年 戦争 期 か ら 「 ラ ブラス の 箱 」 を 
争乱 期 に 見 られ た 個人 用 携行 装備 一 一 
= ハン ドガ ン 、 短 機関 銃 = サ プ ・ ン ガ ン 、 小 銃 = 
ライ フル 、 無 反動 砲 / ロ ケッ ト ・ ラ ンチ ャ ー、 手 格 弾 


な どー 一 を 解説 する 。 U.CO100 年 代 以降 の 個人 用 
携行 装備 は 別 税 で 解説 する た め 、 そ ちら を 参照 き 
れ た い 


地球 連邦 政府 の 樹立 と スペ ー 

発 開 始 に 伴い 、 人 類 の 生活 園 は 宇宙 
これ は 人 類 の 社会 シス テム その も の か 
軍隊 (地球 連邦 
助 す る こと と な る た 。 
{の 編制 は 、 
用 化 と いう RMA ( 
命 ) を 引き 起こ し た 。 宇宙 発 の 中 で 誕生 
兵器 と し て は 、 宇 宙 艦 艇 や 宇宙 戦闘 機 が 知ら れる 
が 、 小型 兵器 に 革新 的 モデ アル が 誕生 し て いる 


・ 低 反動 銃 で ある 。 宇宙 空間 で 人 
用 する 際 の 最大 の 問題 が 、 発 射 時 
の 反動 だ っ た 。 街 宙 の 低 ・ 無 重力 環境 下 で は 、 どう 
し て も ふん ば り が 利 か な いた め 、 銃 の 発射 反動 を 抑 
え 切 れず 命中 精度 が 低く な っ た り 、 体勢 が 答 れ て し 
まっ た りす る の だ 。 

個人 で 運用 可能 ・ 低 反動 師 や ロケ ッ ト ・ 
チャ ー (いわ ゆる バズ ー カ ) は A.D.1900 年 代 に 実用 
化 き れ て いた も の の 、 対 半 甲 車輌 用 の 比較 的 大 型 
の 火器 で あり 、 歩兵 装備 する も の で は な か っ 
た 。 突撃 銃 を 含む 小銃 ・ 短 機関 鉱 ・ 拳 銃 な どの ハ 
ンド ウェ ポン の 中 に は 反動 が 小 きく 、 扱い や すい も の 


宙 空 間 で も 扱い や すい 銃器 と し て 、 無 
反動 銃 が 開発 され た 。 ジオ ン 公 国軍 の タイ ガ 70-R 
が 代表 的 モデル と し て 知ら れ 、 地 球 連邦 軍 で も 独 
自 の 無 反 動 ラ イフ ル 銃 を 採用 し てい た 。 これ は 内 蔵 
ショ ッ ク ・ ア プ ソ ー バ ー で 反動 を 相殺 また は 軽減 す 
る 銃器 で あり 、 上 足 を 付け て いな い 状 態 で も 充分 
な 命中 精度 を 確保 で きる (重力 下 で も 扱い や すい た 
め 、 地 上 部 隊 で 使用 され た 例 も 確認 され て いる ) 。 


無 反動 化 が 進ん だ の は 小 鐘 や 短 機 関 交 
で あり 、 サ イズ の 問題 か ら か 無 反動 拳銃 の 例 
は 知ら れ て いな い 。 それ で も 反動 の 軽減 は 試み ら 
れ て お り 、 小 柄 な 者 や 女性 で も 扱い や すい 銃 と し て 、 
ジオ ン 公 国軍 の ヴァ ル タ PP8-S な ど が 開発 され た 


(ナイ 人 ト ・ マ シカ ッ ド UC.0155) 
関連 ファ イル 
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用 携帯 装備 と 同様 
公国 軍 は 多様 な 制 有 を 採用 し て 
いた 。 特に 地球 侵攻 作戦 以降 は 
制服 の バリ エー ショ ン が 増え た ほぼ 
か 、 個人 用 の カス タム 制服 な ども 
存在 し た 


Miustration by TOMOTAKE KINOSHITA 
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旧 草 紀 以 来 大 き な 発展 が な い 
車 力 下 用 の 銃火 回 


宇宙 用 と し て 無 反 動 銃 が 開発 され る 中 、 重 力 下 
用 の 銃器 も 多数 開発 きれ た 。 し か し 重力 下 用 銃器 
の ほとん ど は 旧 世 紀 の も の と 大 差 が な く 、 反 動 低減 
や 素材 の 改良 と いっ た 程度 の 発展 に と ど ま っ て いる 。 

昌世 紀 に 新型 弾薬 と し て 期待 され た ケー スレ ス 紗 
(燃焼 薬 共 )、 コ ンピュータ ー 制 御 で 射手 と 同調 す 
る リン ケー ジ 型 銃器 な ど は ほとん ど 見 られ な い の だ 。 
この 傾向 は 運 邦 軍 の 制式 参 銃 M-71A1 や 制式 アサ 
ルト ・ ラ イフ ル M-72A1 な ど に 顕著 で あり 、 共 に 金属 
楽 英 式 の 弾薬 を 使用 し た (M-72A1 に 至っ て は 、 バ 
ヨネ ッ ト = 銃 別 も 用 意 きれ て いる) 。 

この 背景 に は 「 信 頼 性 」 の 問題 が あろ う 。 軍隊 が 
兵器 に 求め る 最も 重要 な 要素 は 、 確 実に 作動 する 
信頼 性 で あり 、 こ れ を 満た せな い 兵 器 は 採用 きれ 難 
い 。 ガス 圧 や 反動 を 利用 し て 弾薬 を 装填 する 金属 
楽 敵 式 の 銃器 は 、 旧 世紀 以来 の 信頼 性 が ある の だ 。 


| MS や 宇宙 覆 舞 に 代表 され る 重 
兵 居 が 目立つ 宇宙 世紀 の 戦 系 


ま ゃ 


この た 
要 人 性 は 旧 世 紀 と 変わ ら な い 。 


ジオ ン 公 国軍 で は 、 レ ー ザ ー 久 
や サイ コミ ュ の 派生 技術 を 盛り 
込ん だ 揚 撃 半 と いっ た 新 発 起 
の 銃 邊 も 開発 され た 。 採用 例 こ 
そ 少 な いも の の 、 鉱 器 の 新 
可能 性 を 示し て いる 。 


MORE INFO! 
民間 人 が 所 有する 銃器 


軍隊 や 警察 機構 用 の 印象 が 強い 銃器 だ が 、 民 間 人 
の 保有 例 も 多く 報告 され て いる 。 反 連 邦 組織 を 含む ゲ リ 
ラ に も 、 対 装甲 兵器 や 突撃 鉄 と いっ た 銃器 が 流出 し て お 
り 、 アフ リカ な どの 不安 定 化 の 一 因 と な っ て いる 。 


画 民間 の 銃器 
地域 に も よる が 連邦 政府 は 民間 人 の 銃 問 所 持 に 

る 。 た だ た し 、 小銃 や 短 機関 學 と いっ た 比較 的 強力 な 炎 器 

制限 は 多い よう で 、 所 持久 器 は は ぼ 務 銃 に 限ら れ た 。 


ル バ ー、 オー トマ ッ チ を 問 
多 ( の モデ ル が 流通 し て 
いる 。 パテ ント が 切れ て いた 
上 世紀 モデ ル の レプ リカ も 
人 気 が あ る よう だ 


男 ゲリラ の 銃器 

ジオ ン 系 残党 組織 や ジオ ン 公 国軍 や ネオ ・ ジ オン の 希 基 を 用 
いる が 、 そ れ 以 外 の ゲリラ 絆 織 は 上 世紀 系 の 突 光 を 多用 。 MS 
に 代表 され る 重 兵器 に 対 拡 する た め 、 対 戦車 兵器 も 保有 する 。 


地球 連邦 軍 の 携帯 装備 戦争 時 ) 


一 年 戦争 時 の 地球 連邦 軍 の 携帯 装備 は 、 制式 拳 銃 と 
ライ フル が U.C.0071 に 更新 され て 以降 、 大 き な 変化 は な 
いよ うだ 。 地上 軍 で は 分 隊 支 援 火 器 な ども 配備 され て いる 。 


地球 連邦 軍 で は 、M-71 と その 改良 型 の M-71A1 の 2 種 の ハン 
ドガ ン が 使用 され て いた 。 その 名 称 か ら も わか る 通り 、U.C.0071 
に 制式 採用 され た と 言わ れ て いる 。 配備 数 は M-71A1 の 方 が 多 


地球 通 邦 軍 の 制式 採用 幸 
邊 で 、 宇宙 空間 で の 使用 も 
可能 で あっ た 。 構造 的 な 間 
征 が あっ た と され 後 
M-71A1 が 開発 され た 。 


地球 連邦 軍 の 制式 採用 ライ フル は わずか 2 種 の み で 、 こ の 
うち M-72A1 が 最も 普及 し で いた と 考え ら える 。 宇宙 空間 で 使 
用 する た め の 無 反動 ライ フル も 開発 ・ 配 備 さ れ て いた 。 また 、 


M-72A1 

地球 較 孝 軍 の 制式 採用 アサ ル ーー 
ドラ イフ ル で 、 口 径 は 4.85mm。 ー i 
先方 殖 は も ミ フル の 2 上 式 。 ーー 
マガ ジン は 30 発 入り と 45 発 入り nf 


の 2 タイ ブ が ある 。 だ 


FEDEzg7D 


主 に 宙 空 間 で 使用 され た 
ライ フル で 、 銃身 が スラ イド 
する こと で 反動 を 吸収 する 。 
宇 軍 態 租 や MS に 樽 準 装備 
され て いた 。 


パ バズーカ と グレ ネー ド ・ ラ ンチ ャ ー は 1 種類 ずつ が 確認 され て い 
る 。 それ ぞ れ 地上 部 隊 を 中 心 に 配備 され て いた 。 これ ら の 兵器 
は 対 MS 用 に 使用 され る 例 も あっ た が 、 撃破 は 極め て 困難 で あっ 


坦 発 欄 、 周囲 に 破片 を ば 3 


き 、 敵 を 死傷 せる 。 歩兵 ひと 
り に つき 、 数 個 を 所 持 
た だ 。 型式 番号 は M-167A1、 
全高 12cm。 


発生 する 埋 で 、 柄 か 5 の カモ | 
フラ ー ジ ュ や 味方 に 位置 

知ら せる と いっ た 用 途 に 用 | 
いる 。 型式 番号 は MB1、 全 ーー 
高 は 18cm。 2 


| 具 が 収納 され て いた 。 車 載 も 


か っ た よう だ が 、U.C.0083 頃 まで 両者 が 併用 され て いた 。 また 、 
MS の パイ ロッ ト が 携行 する ハン ドガ ン で も あっ た 。 開発 は キャ ルト 
社 が 一 手 に 担っ て いた 。 


M71 の 問題 上 を 必 和 し た タ ペー 
イブ で 、 配 備 は 一 年 戦争 中 ーー 

艇 頂 。 グリ ッ プ の 形状 な ど が 
M-71 と は 異な っ て いる 。 
往 は 9mm、 装 史 数 は 15 発 。 


M-299 の よう な 分 隊 支 援 火 器 も あっ た が 、 地 上 軍 で の 運用 が 
確認 され で いる の み で ある 。 ハ ンド ガン と 同じ く 、 製 造 は キャ ルト 
社 が 手掛け た 。 


NL72A1 の 次 身 下 部 6 
り 付 ける パ ヨ ネッ ト ( 拓 侯 )。 
靖 は 研 石 を 収納 する ほか 、 
ワイ ヤー カッ ター と し て も 使 
用 で きる 。 全長 は 30cm。 


[ジン は ボッ クス 式 
で 、 ス トッ ク 内 部 に は 吉備 器 
可能 で あっ た 。 全長 98cm。 


た 。 ハン ドク レネ ー ド は タイ ブ の 異な る も の が 1 種 ず つの み で 、 こ 
れ も 地 上 部 隊 で 通用 され て いた 。 


バズ ー カ 

地球 連 孝 軍 で 使用 され て い 
た バズ ー カ 。 単 装 式 で 、 前 
史 的 な 5 も の で は ある が 照 当 
時 も 取り 付け られ て いた 。 
WB まで の 使 月 が られ る 。 


伸縮 式 で 機 部 の ハン ドル を = 


90 度 回 転 せ 、 引 き 出す と hc = @ 
発射 可能 に な る 。 双 後 、 (2 
玲 弾 は 5m 程 度 飛 行 し た 後 、 cs 


ロケ ッ ト に 点火 、 自 直す る 。 


プリ ブス 戦役 期 の 携帯 用 装備 


一 年 戦争 時 に は 多く の パリ エー ショ ン が 見 られ た 携帯 用 装 
備 だ が 、U.C.008O 年 代 中 期 以 降 に 更新 が 行わ れ た 。 アサ ル 
ト ・ ラ イフ ル は 一 種類 と な り 、 ハ ンド ガン や 手 橿 弾 も 新型 の も 
の が 使用 され て いる 


新型 の アサ ルト ・ ラ イフ ル は 軍 
部 軍 だ け で は な く 、 エ ウ ー コ の 陸 
避 隊 で 6 使用 され た 


形状 ほ M-71A1 に 0 
が 7+1 発 と な っ て いる 。 大 口 篤 化 され た 
と も 考え られ る 。 


サブ ・ マ シン ガン 
低 反 動 タ イプ で . 介 絶 式 の スト ッ ク を 控 

シン ガン や カメ ラ な ど が 収 用 。 多目的 ケー ス に も 収 約 さ れ て お り 、) 

め られ た イロ が 使用 す : だ 


ハン ドガ ン 
て いる が 、 対 人 数 


アサ ルト ・ ラ イフ ル 
ブル バッ プ 方 式 と は 異な る 。 信 縮 式 の 
パレ ル を 備え た 無 反 動 タイ プ で 、 パ レル 
の 下 に セン サー を 備え る 


CME サンライズ 
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連邦 軍 と 比べ て ハン ドガ ン や ライ フル な ど 、 多種 多様 な 
パリ エー ショ ン が 開発 ・ 配 備 され た 。 銃器 開発 の ノウ ハウ 
は あぁ 思わ れる が 、 多 く の メ ー カ ー が 参入 し た 結果 と 考 


戦争 時 ) 


大 きく 2 タイ プ が 使用 され て お り 、 そ れ ぞ れ に パリ エー ショ ン が 
展開 され て いた 。 開発 メー カー は ナパ ン 社 と ヴァ ル タ 社 で 、 特 に 
ヴァ ル 多 杜 は 自社 製品 の アク セ サ リ を 多数 開発 し て いた こと で 


アク ショ ン を 採用 し て お り 、 ア 
クシ ズ で も 使用 され て いた 。 


か . わずか に 舞 書 身 と な っ て 
いる 。 


ヴァ ル タ PP8-S 


ヴァ ル タ P8 の パリ エー ショ ン 
の ひと つ で 、 令 身 が わずか 
に 長い 。 高 組 守 校 用 は グ 
リッ プ に 国家 波間 が 付く 。 


鉄 身 を 極 敵 に 短く し た ヴァ ル 
タ の パリ エー ショ ン 。 トリ ガー 
か た な い 構造 は ヴァ 
ル タ シリ ー ズ 共通 で ある 。 


ン 公 国軍 で は 様々 な タイ プ の ライ フル や アサ ルト ・ ラ イフ ル 


‘ーー 
の 違い と 言え る 。 これ ほど 多く の 統 器 が 開発 され た 背景 と し て は 、 


イフ ルプ アサ ルト 


を 配備 し て いた 。 サブ ・ マ シン ガン タイ プ が 多い 点 も 特徴 で 、 狙 


制式 用 ライ フル ライカ 70-R | 
a 

東南 アジ ア 童 線 で の 配 人 = よー [| | 制式 採用 ライ フィ ル の ひと 

が 確認 され て いる アサ ルト ・。 し | つ 。 無 宣 カ で 運用 する た め 、_ っ 

ライ フル 。 生産 性 を 向上 させ J 半身 後 部 に ショ ッ ク プ ブ ソ ー ペ ーー 


| mM9 m2n 


えら れる 。 運用 地 が 限定 され る も の が 多い 点 も 特徴 で 、 特 
に ライ フル で は その 傾向 が 顕著 で ある 。 主 な 開発 メー カー 
と し て 、 ナ バ ン 社 や ヴァ ル タ 社 、 マズ ラ 社 な ど が 知ら れる 。 


知ら れる 。 2 種 (と その バリエーション) は 、 軍 内 に 広く 配備 され て 
お り 、 MS の パイ ロッ ト も これ ら の ハン ドガ ン を 使用 し て いた 。 


た ドラム マガ ジン ゃ サブ 
レッ サー な どの 装 汗 が 可能 。 


MS の 開発 同様 、 多 数 の 企業 が 参画 し て いた こと が 考え られ る 。 
主 な 企業 と し て 、 タ イガ 社 、 ス マル ツァ 福 、 マ ズラ 社 な ど が 知ら れる 。 


| ン 公 国電 制 式 押 用 独 


| 大 型 の スコ ー プ が 特徴 

| の スコ ー プ は ノー マル スー ツ 

| 凍 用 時 で も 使用 で きる よう 、 
パイ ザー に 合わ せ た 形 状 と と 
な っ て いる 。 


る た めか 、 反動 制御 装置 な パー を 備え る 。 ラン ドム ー バ パー 

と は 取り 付け られ て いな い 。 へ の 取り 付け も 可能 。 Mi | 
無 反 動 ラ イフ ル マズ ラ MG74 

ドズル ・ ザ ビ 中 竹 が 使用 し た = 一 \ | 参 用 途 機関 鉄 の ひと つ で 、 

こと で 知ら れる 。 本 佑 後 醒 ご ワッ パ や 車輌 に 搭載 し て も 

に 排気 口 を 設け た ほか 、 栓 逐 つ で No 使用 すれ た 。 ワッ パ 搭 載 時 


図 部 が 可動 する こと で 反動 Mi 
を 低減 する 。 を 


を 切り 周 め た 
MG74/S」 と な る 。 


マシ ン ピ ス トル (MP) の 一 竹 
で 、 折 り 午 み 式 の スト ッ ク を 
採用 。 地上 部 隊 な ど を 中 心 
に 配備 運用 きれ で いた 。 ロマ 
や 総数 は 不明 。 


左 と 中 央 は シー マ ・ ガ ラ ハ ウ 中 

住 の 部 下 が 使用 し た ライ フル 

と サブ ・ マ シン ガン 。 右 は 特 李 ニー 
ス 隊 が 


グレ : 


ル と 違い 、 型 式 番号 や 開発 メー カー が 知ら れ て いる も の は な い 。 
また 、 サイ クロ プス 隊 の 中 着 地雷 な ど 、 特殊 作戦 に 使用 され た も 


$$ 
手 本 弾 は 5 種 、 パ ズー カ は 2 種 が 知ら れる 。 ハン ドガ ン や ライ フ に 


Eatuio】 


球形 で は な く 円 情 形 の タイ ホワ イト ペー ス へ の 埋 壮 に 隊 
プア 。 放 表 する タイ プ 以 外 に | し 、 ラ ン パ ・ ラ ル 隊 は 2 種類 
も 由 光 や 発煙 する タイ プ も の 手 柱 百 を 使用 し て いる 。 
使用 され て いた 。 公国 軍 残 特殊 な 形 杖 の も の と 棒状 の 
沈 で の 使用 も 知ら れる 。 


も の を 使い 分 け て いた 。 


旧 世 紀 と 同じ タイ プ で 、 ピン デ テア シャ ア 少 佐 が サイ ド 7 に 潜入 
を 抜き 、 レ バー が 外れ た 科 る < する 際 に 使用 し た 。 ハッ チ を 
艇 で 彰人 す る 。 地球 ( ) 意 結 する ほど の 成 力も 有 し 
宣 で も 国 タ イブ の 手 性 弾き フ / 

人 用 て いた 。 


な ど 、 複 数 の タイ プ が あっ た 


一 年 戦争 後期 に 開発 され た 
と され る 無 反動 砲 で 左側 
面 に ボッ クス 状 の 有楽 器 を 
備え る 。 実戦 で の 運用 は 確 
本 され て いな い 。 


地球 保 攻 作戦 で 、 地 寺 に 時 下 し 
た 部 隊 で 運用 され た ロケ ッ ト ・ ラ 
ンチ ャ ー。 左 全面 に 謝 易 的 な 電 
着 器 が 取り 付け られ で いた 。 対 
機甲 埋 力 と し て 用 いら れ た 。 


半 力 明 着 式 の 時 限 名 弾 で 、 ク 
ワラ ン 環 長 率い る ワッ パ 部 人 が 
ガン ダム に 取り 付け た こと で 知 
られ る 。 似 た タイ プ が オデッサ 
作 冬 で も 使用 きれ で いる 。 


| サイ クロ プス 隊 が アレ ックス 


| た っ た 


の 破壊 に 用 いた 吸着 地雷 。 
タイ マー 式 で 取っ 手 を 舞 ん 
で 、 運 挫 や 投稿 を 行う タイ プ 


Miustration by TOMOTAKE KINOSHTA 


連邦 軍 で は U.C.0090 年 代 前 半 に 新型 の ハン ドガ ン が 


採用 され た ほか 、 エ コー ズ の 設立 に 伴い 専用 の 鉱 問 が 採用 = JMIOREINFO! 
され て いる 。 ジオ ン 残 党勢 力 は 旧来 の タイ プ を 使用 し て いた 。 


空軍 Ja B 、 ヽ 放 / 三 

宇宙 世紀 の 光学 機器 ・ 通 信 機 
連邦 軍 、 オン と も に コン パク ト な タイ プ を 使用 し て いる 。 ミノ フス キー 粒子 の 散布 が 常態 化し て いる 宇宙 世紀 の 
パイ ロッ ト な どの 携行 を 想定 し た た め の 措置 だ 考え られ る 。 エ 戦場 だ が 、 光学 機 癌 や 通信 機 の 和 要 人 性 は 旧 世 紀 と は 変 
コー ズ 用 は 新た に 開発 され た も の の よう だ 。 


わら な い 。 光学 機器 は 高 性 能 化 、 
の の よう に 大 型 化す る 傾向 に あっ 


機 は 旧 世 紀 の も 


オ ・ ジ オン 残 党 軍神 付 き 
も 同 タイ プ を 使用 


達者 軍 の 制式 採用 ライ フル は 不明 (M-71A1 の 可能 性 も 高い ) 
だ が 、 エコ ー ズ は 専用 の マシ ン ガ ン を 採用 し て いた 。 


エコ ー ズ 専用 の マシ ン ガ ン 。 " 
侍 本 体 と 並行 に マカ ジン を 義 
着 す る こと で 、 ブル パッ プ 以 上 
の 小 サイ ズ 化 を 


宰 付 き ] の スペ ロア ・ ジ ン ネ 
マン か カル タダ 潜入 時 に 使用 
た マシ ン ガ ン 。 訪 身 下部 に グ W 
レネ ー ド ・ ラ ンチ ャ ー を 備え る 


画 小隊 用 小型 無線 機 
U.C.0090 年 代 に お いて も グレ ネー ド や バズーカ な どの 兵器 レラ クー 
は 使用 し 続け られ て いる 。 特殊 部 隊 用 に 時 恨 爆弾 な ども あっ た ング 


ペル ト に 末 築 する タイ プ の 


A 
背中 に 背 仙 う タ イプ の 無 夫 
機 。 ミノ フス キー 和子 和布 
確保 で きた 


サラ イズ 168-24 
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機動 戦士 V ガ ンダ ム 


ザン スカ ー ル 戦争 期 (UC.0130 年 前 半 ) の 地球 較 
国 時 代 」 と 呼ば れる 混乱 期 に あっ た 
ル 戦 争 期 の 世界 的 不安 定 化 の 遠因 


争 に あろ う 


ザン スカ ー 


府 ・ 軍 の 対応 の 遅れ に 
は 、 地 球 連邦 政府 に 3 
し か し 、 連邦 政府 は これ を 黙殺 し て し 


現実 の 直視 を 喘 端 わせ た た 
コロ ニー の tl を 上 め る だ け の 力 が 、 す 
連邦 軍 に な か - 

連邦 政府 の 無策 は 、 ス ペー ス ノ イ ド の 自治 権 要 
運動 を 再燃 させ る が 、 か つて の 運動 と 異な る 


Ov) ne03 sm 15n 


World Scene of U.C 


あっ た 。 サイ ド 国 家主 義 が 廃れ て ME ス 
ス ノ イ ド の 一 体 93 
間 の 経済 格差 や 
この 結果 、 コ ロ 


し ろ コ ロ 


を 得 な く な る 。 
は これ を 拡大 解 
RL 自治 国 化し て いっ た 。 ひと つの コロ ニー を 国家 
と 見 な す 「 コ ロニ ー 国 家主 義 」 の 台頭 で ある 

対立 する 宇和 戦国 
戦国 時 代 を 終 
フォ ン ・ プ ラウ ン 
の 利益 調整 機 
ML て て の 性 格 を 強く し て いっ た (連邦 政府 ・ : 軍 の 史 
体 化 は 、 : C 0133 の 本 


る 。 連邦 政府 
能力 も な く 、 月 面 


NR か な 
制覇 の 野望 と 6 
家 が 存在 し な が 
その 条件 を 満 
カー ル 帝 国 で ある 
サイ ド 1 と サイ ド 2 の 対立 を 
カー ル 和 帝国 は 当初 、( ア メリ ア 


の み を 国土 と する 


コロ ニー 国家 だ っ た 。 だ が 、 マ リア 主義 と 恐怖 政治 に 
よる 国 家 統 制 、 画 期 的 新型 MS 群 を 有する 国軍 べ 

スパ を も っ て 加速 度 的 に 勢力 圏 を 拡大 し 、 2 の 
多く の コロ ニー を 支配 下 
に は 地球 侵攻 を 開始 、 


軍事 組織 リガ 
新た な 大 規模 馬 乱 に 見 魚 わ れる こと と な っ : 
(ナイ ト ・ マ ンカ ッ ド 


関連 ファ イル 


Mustration by TAKUYA IO 


機動 戦士 V ガ ンタ ム 


WORLD GUIDE 宇田 世紀 ガイ ド : ザン スカ ー ル 戦争 因 の 世界 | U| mM9 mml 


コス モ ・ パ バビ ロニ ア 建 国 戦 銘 後 の 地球 連邦 政府 の 弱体 化 
策 、 コ ! 立 TL 

立 する 宇宙 戦国 時 代 を 招来 し た (コロ ニ 

させ る た め の 争い も 背景 に あっ た ) 

後 、 し ば らく 有力 な 宇宙 国家 は 誕生 せ ず 、 和 群雄 割拠 の 状況 深刻 人 筐 機動 兵器 を 擁する 国軍 


U.C.0140 年 代 末 、 サ イド 2 の (アメ リア ) に 誕 で ベスパ を 保有 。 ほ か の コロ 
う 一 国家 を 圧倒 する 軍事 カ 


は 、 マリ ア 主 義 と 


国 
家 が 乱立 ・ 対 立 する 宇宙 埋 


宇宙 戦国 時 代 の 戦 : 国 時 代 が 始ま っ 


連邦 軍 が 組織 的 対処 を 
の ヵ 
軍 べ : 抗 。 サイ ド 2 赴 地 月 、 欧 9 
PO ザン スカ ー. ル 帝 国 と り ガ ミリ 
の 一 部 ) に よる 戦闘 の 舞台 と な っ た の 


連邦 中 央 族 会 が 月 面 都市 フォ ン ・ プ に 移 き れ た 後 も 、 地 球 理 境 の 
改善 は 見 られ ず 。 サイ ド 3 の よ : 限定 的 な 直 域 も ある 。 


ザン スカ ー ル 戦争 で は 、 ザ ンス カー ル 帝 国 の 本 国 が 軒 と 北米 ) が 戦闘 地域 と な Io を 戦隊 期間 は 9 な 月 
U.C.0153 時 の 地球 園 か れ た サイ ド 2、 ベ スパ と リガ ア の 中 間 拠 点 と な に 満た な い が パス パ の 単 : 
| cotssm の Wa | た 月 、 ベ スパ の 各種 作戦 の 舞台 と な っ 3 < 3 
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機動 武闘 伝 セ ガン ダム 


決勝 大 会 ③ 


Desperate Struggle with Friends 


ドモ ン ・ カ ッシュ と アレ ン ビ ー・ ビ アズ リー に デビ ル が 
ンダ ム を 見 られ は い 込 ん だ ネオ ホン コン 首相 ウォ 
ン ・ ユ ン フ ァ は 、 デ ビル ガン ダム を 庁舎 の 地下 か ら ラ 
ンタ オ 鳥 に 移動 きせ る と 共に 、 口 封 し の た め ド モン の 
抹殺 を 試み た 。 し か し 周到 に 用 意 き れ た ウォ ン の 昌 
を 、 ド モン は 突破 する 。 

ォ ン は 、 ド モン に 「 重 
E シ ャ ッ フ ル 同 遇 一 一 チ ポ ボデー・ ク ロ 
ケッ ト 、 ジ ョ ル ジ ュ ・ ド ・ サ ンド 、 サイ ・ サ イシ ー、 アル 
ゴ ・ ガ ルス キーー 一 の 連 職 を 決定 し た の で ある 。 

この 決定 は ドモ ン を 困惑 させ た 。 ネオ ホン コン 市 
現し デビ ル ガ ン ダ 
ム の 生存 を 確信 し た ドモ ン は 、 フル 同盟 の 力 を 
結集 し て 対処 すべ き と 考 えて いた *、 フ ァ イ ト の 」 
決定 を 受け た チ ポ ボ デー たち は 、 好敵手 ドモ ン と の 決 
着 を 望み 闘 選 を 涯 らち せ た の だ っ た 

好む と 好ま ざる と に か か わら ず 、 ド モン に ファ イト 以 
外 の 選択 の 余地 は な か っ た ャ ッ フ ル 同 時 
同士 の 4 連戦 が 行わ れ 、 その すべ て で ドモ ン は 勝利 
を 人 っ て いる 。 直後 、 ド モン と シュ パル ツ ・ プ ルー ダー 
の ファ イト を も っ て 決勝 リー グ は 終わ り 、 舞 双 は ラン タ 
オ 島 で の 最終 パト ルロイ ヤル に 移行 し た 
な る の は 、 ウ ォ ン の 態度 で ある 。 
勝 リ ー グ の 中 で デビ ル ガ ン ダム の 生体 ユニ ッ ト に 相応 
し い 者 (強力 な ファ イタ ー) を 求め て いた は ず の ウォ 
ン が 、 有 力 候補 の ドモ ン を 抹殺 し よう と し た の は 不 
解 と し か 言い よう が な い 。 実際 、 ド モン と シュ パル 
よる 電流 爆破 金 綱 時 限 デ スマ ッ チ は 、 フ ファイター の 
死 を 想定 し た 危険 な 試合 だ っ た うえ 、 ウ ォ ン は ドモ ン 
の 敗北 を 予想 し て い 
当時 、 ド モン を 含 を な シャッフル 同軸 以上 に 生 
ッ ト に 相応 し い 者 が 見 つか っ て いた 。 ネオ ス 
代表 の ガン ダム ファ イタ ー、 ア レン ビー・ ビ 
アズ リー で ある 。 

で は 何故 、 ア レン ビ ・ 
アレ ン ピ ビー は 強力 な : 、 実 
力 は 未知 数 の 部 分 が 大 きく 、 ド モン を は じ め と する 
シャ ッ フ ル 同 是 の 方 が 適性 に 優れ る よ 、 

デビ ル ガ ン ダム の 研究 の 未 、 ネ オ ホ ン コン は 生体 
ぶし い 人 物 の 特徴 に 修正 を 加え て い 
強い 生命 力 を 持つ 者 と いう 大 前 提 に 、「 女性] と 
いう より 重要 な 項目 が 追加 され た の で ある 。 以上 の 


イト で 負傷 し た アレ ン ビ ー を 拉致 し た 
こう し て 決勝 パト ルロイ ヤル を 
進む 中 、 別 の 陰 : 


: の だ っ た 。 
ォ ン の 暗 県 が 
謀 も 水面 下 で 進展 し て いた 。 ネオ ホ 
デビ ル ガ ン ダム の 存在 を 察知 し た 
人 ウル ベ ・ イ ダ カ ワ 少佐 は 、 デ ビル が 
ンダ ム が 復活 し た 場合 に 備え 、 本 国 で 軍 の 動員 准 
備 を 進め た 。 し か し これ は [ ぎ ず 、 ウ ル ベ 少 
人 佐 は デビ ル ガ ン ダム の 独占 を 目論ん で いた 。 
(ノド クサ EC62) 


関連 ファ イル 
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JDG-00X デビ ル ガ ン ダム (アル ティ メッ ト ガ ンダ ム ) GG.01-15 還 
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決 科大 信 ⑧ GG03-10 イヤ ル が 開催 され た 

第 13 回 ガン ダム ファ イト G60321 共 盤 、 テ ビル ガン ダ 


liustration by SHINGO ABE Coor by SAYOKO YOKOYAMA Special Eflect by AKIKO YAMAKAWA Background by HIDEKI NAKAMURA (STUDIO COCOLO) 


決勝 リー クタ 終盤 の 


! 体 を 持ち 出し 。 彼 
人 ト は ジコ レジ ュ の 敗北 に 替 わ - 
身 の 弱 高志 ある 『 脆 さ ] を 吉 服 | 


ネオ ホン コン 地上 領土 で 開催 され て いた 第 13 回 
ガン ダム ファ イト 決勝 大 会 の 決勝 リー グ は 、 ド モン 対 
シュ バル ツ の ファ イト を も っ て 終了 。 決勝 リー グ の 成 
病 上 位 者 と 前 大 会 優勝 者 マス ター・ ア ジア に よる 、 
決勝 バト ルロイ ヤル に 移行 する こと と な っ た 。 


GEIS 
009NE 


、 彼 


國 vs ドラ ンダ ム 
少林 寺 の 再興 を 目指 す サ イシ ー は 、 ネオ 香 イ ナ 宗 


| 


「 記 し 
が PP | 


ドモ ン 戦 を 前 に チ ポ ボデー が イン タビ ュー を 受け る 中 、 ネ オ ホ ン 
コン 市 街 に ガン ダム ヘッ ド が 出現 する も 、 マ スタ ー が 撃破 。 デビ 

きた 事故 だ っ た 。 事態 を 避け た ド - 
シャ ッ フ ル 同 盟 に 共闘 を 呼び 掛け る が 拒否 され る 。 チオ 
は ドモ ン と の 決着 を 望ん で いた の で ある 。 ドモ ン 対 新生 : 
同盟 の 初戦 は 、 チ ボデー と の ファ イト ど : 
に 思わ れ た 戦い だ っ た が 、 ド モン の 勝利 に 


終わ っ て いる 。 


ダム を 移送 。 直後 の ファ イト は 、 チ ボデー の 新 必 末 技 
パンチ] を 分 身 で 受け 切っ た ドモ ン が 勝利 し 


モン vs アル ゴ 


死 を 購 し て ファ イト C 
ー は 「 


ウォ ン が 用 意 し で し 
テム で て アレン が 最 走 し きま ファ イト は 混 逢 し 
が 、 ド モン が アル コ を し て 勝利 を 得 た 。 


ゴッド ガン ダム と の ファ イト 放棄 を 命令 。 ジョ ル ジ ュ は ドモ ン と の ガ 
ンダ ム フ ァ イ ト を 望ん だ が ネオ フラ ンス は 許さ ず 、 フ ァ イ ト は ジョ ル 
ジュ の 不戦敗 と な っ た 。 それ で も ドモ ン と の 決着 を 誇 め ら れ な い 
ジョ ル ジ ュ は 、 独 断 で ガン ダム ロー ズ を 持ち 出し て [決闘 」 を 望み 、 
ドモ ン も これ を 愛 け て 立っ た 。 決 関 は ドモ ン の 勝利 に 終わ り 、 ネ オ 
フラ ンス も ジョ ル ジ ュ を 処 列 し な か っ た 。 


4 
が その 「 施 き 」 を 吉 且 し た 。 


回 | 受け 継が れ た 石破 天 驚 源 


6 m09 erg 


決勝 リー グ の 成 病 ト ッ プ は 全勝 の ドモ ン で 、1 敗 
の シュ パル ツ : パト ルロイ ヤル 進出 の 
ボー ダー ライ ン は 3 一 4 敗 ほ ど と 思わ れ 、 ド モン 以外 の 
シャ ッ フル 同盟 の 面々 、 デ ビル ガン ダム 四天王 の ミケ 
ロ と チャ ッ プ マン も 通過 し て いる 。 


固 ドモ ン 、 石破 天 氷 拳 を 会 得 
ドモ ン の 次 の 対戦 相手 を 知っ た マス 
ター・ ア ジア は 、 ド モン を 呼び 出す と 「 石 
時 込め られ て し まう 。 脱出 後 、 再 び デビ 

ッ ド に 講 わ れる が 、 ド モン が 
計 天 入 首 を 繰り 出し 危機 を 説 し た 。 


父 パ イロ ン が 遺し た 手紙 を 見 た 
感 。 地球 に 降り た ネオ チャ イナ 宗 主 ! 
訴え 、 死 を 覚悟 し て ドモ ン と の ファ イト に 臣 ん だ 。 療 戦 し な が ら も 
追い 詰め られ た サイ シー は 、 最 終 秘 伝 「 真 ・ 流 星 胡蝶 剣 ] を 線 
を 破っ た 。 だ が 二 撃 目 の ゴ ッ ド フィ ン 


の 手紙 を 見 た サイ シー は 少林 等 再 典 を 振 い 、 命 と 引き 換え に 放 た れ 
る と いう 「 真 ・ 小 星 部 尋 剣 ] を 線 り 出す も 。 ドモ ン に 敗れ た 。 


| 回 ドモ シュ バル ツ 。。。。 | 


ドモ ン と アル ゴ の ファ イト は 、 ド モン & ア レン ビー 組 vS ア ル ゴ 8 グ 
ラ ハ ム 組 の タッ グマ ッ チ と され た 。 その 理 で ウォ ン は 、 
ダム 用 生体 ユニ ッ ト 候 補筆 頭 の アレ ン ビ ー を 操る べく 、 バ パー サー 
カー シス テム を 用 意 し て いた 。 ファ イト は ドモ ン と アル コ の 一 騎 
ちと な り 、 事実 上 ドモ ン が 勝利 し た も の の 、 パー サー カー シス テム 
の 起動 で 暴走 し た アレ ン ビ ー の 介入 で ファ イト は 混乱 。 ファ イト 
後 、 アレ ン ビ ピー は 人 の 救護 班 に 運 れ 去ら ち れ た 。 


新 必殺 技 [ 省 青 ガイ アク ラッ シャ ー] で ドモ ン と 堆 振 し た アル 
限界 で 数 北 。 グ ラ ハ ム は アル ゴ を 中 ろ うと し て 暴走 アレ ン ビー! 


ドモ ン の 次 の 対戦 相手 が シュ バル ツ だ と 知っ た マス ター は 、 流 
派 ・ 東 方 下 骨 の 最終 和義 「 石 破 天 苑 挙 」 を 伝授 する た め 、 ドモ 
を 呼び 寄せ て 一 騎 討ち を 演じ た 。 この 際 、 ウ ォ ン が 操る ガン ダ 
ム へ ヘッ ド に 栓 われ た じ 込 め られ る が 、 協 力 し て 
= が 、 石 破 天 驚 
挙 で 鶴 地 を 脱し て いる 。 その 頃 、 ア レン ビー 失 貴 を ドモ ン に 叶 責 
され た レイ ン が 、 辞表 を 提出 し て クル ー を 去っ て いた 。 


シュ バル ツ と の ファ イト で ドモ ン を 勝た せ た 
を 伝授 する と 共 


マス ター は 、 石破 天 息 挙 
環 破 寺 が 進む 地球 の 現 杖 を 見 せ 付け た 


決勝 リー グ を 全勝 で 切り 抜け て きた ドモ ン と シュ バル ツ の ファ イ 
ト は 、 電 流 坦 破 鉛 時限 デ スマッチ と され た 。 制限 時 間 内 に 勝 
利 し な いと 、 リン グ ご と 爆破 され る 試合 だ っ た 。 レイ ン が ネオ ドイ ツ 
の クル ー に な っ て いた こと に ショ ッ ク を 受け た ドモ ン は 、 機 体 の 調 
整 不足 も あっ て 苦戦 を 強い られ る 。 し か し 、 仲 間 の 応援 や レイ ン 
の サポ ー ト で シュ パル ツ を 撃破 し 、 全 勝 で バト ルロイ ヤル へ の 進 
出 を 決め た の : 


* 


・ ク を 打ち 破り 、 ドモ ン が 勝利 
バル ツ の 正体 が 「 キ ョ ウジ ] だ と 判明 


で Ma・ サ ン ライ ズ 


ノ 
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機動 戦士 ガン ダム MS IGLOO 一 年 戦争 秘録 、 黙示録 0078 


本 08 bl 


ン ・ ズ ム ・ ダ イク 
サイ ド 国 家 に 過 オン 公国 が 地球 連邦 を ン 時 代 ) に 始ま っ た 重工 
で 数 々 の 重工 業 企 ト 
技術 の 基 国 の 軍 | 
短期 間 の 内 に 様々 


ル 戦 艦 と チ ペ 級 巡 洋 Rl 
義和 と する 説 が ある ほか 、 
地上 車輌 の 「PVN. 
て いる 
て UC.0071 に は 、「 次 期 主力 汎用 戦 
本 で あっ た . と 仮称 され ミノ フス キー 粒子 散布 環境 下 対 応 
を 開発 可能 な 企業 この 計画 
D 社 (ツィ マッ ト ) 社 MTE 
その 後 、 ジ ォ ン 公国 


月 面 都市 の 
み 、 コ : ギ 作 | と ある 


Mustration by JUN WADA 


地球 之 者 軍 同様 アオ ン 公 国 系 の 軍事 企業 も 電 
発 形態 は 様々 
[され る 場合 も あれ ば 、 軍 の 将校 や 
揮 を 執る こと も あっ 前 者 の 

| で は ZEONIC 社 の 21-XA3(MS.01) が 、 後 者 の 例 
で は MS-14 ゲル ググ の 開発 が 知ら れる が 、 時 代 を 経 
る に つれ 後者 の 例 が 増え と 考え られ て いる 。 
7 オン 公国 軍 は 、 ト ッ プ ダウ ン 型 の 


て いっ た : 


で 、 各 企業 の エン ジニ ア な ど を 軍 に 招き も し た 。 
ZEONIC 社 か ら 軍 に 出向 し た エリ オッ ト ・ レ スム 中 
ZIMMAD 視 の テ つた ジャ ツン ・ リ ュ ッ ク ・ 


当初 、 ジ > 公 ム 間 季 の MS 半 人 拓 は 提 だ っ 
た た め 、 企 業 間 の 情報 の 融通 に 問題 を 抱え て いた 
が 、 統合 整 人 計画 に よっ て この 問題 も 解決 され た 。 


旨 定 され うる あら ゆる 
する 、 MS の 持つ ペ 


が に めき 仕 
は 過大 な も の 
業 は クリ アレ て みせ 


続 合 整 備 計 画 後 、 企 業 間 の 情 
報 共有 は 進ん だ 。 し か し ZEONIC 
社 と ZIMMAD 社 の 確 熱 の よう 
ジオ ン 公国 系 企業 が 足 を 

と も あっ た と され る 


MORE INFO! 
人 
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ZEONIC 社 や MIP 社 と いっ た 総合 兵器 メー カー で あっ 
て も 、 単 独 で 機動 兵器 を 開発 する 能力 は な い 。 モノ アイ に 
代表 され る 光学 機器 外部 認識 装置 、 熱 村 反 応 炉 (ジェ 


:ー タ ー)、 熱 槻 ロケ ッ ト ・ エン ジン を は じ め と する 推進 器 
2 業 が 担当 ずる ケー ス が 多い の だ 。 ババ - 
よっ て は 、 非 軍 事 系 の 企業 が 担当 する 場合 ちあ っ た 


ジオ ン 公 国 系 機動 兵器 と 
ニッ ト に 特 化 し た メー カー 


バズ ー カ を 得意 と する H&L 
還 て CALBERTN は kt 


総合 
MS や MA と いっ た 機動 兵器 を 総合 的 ・ 開 発 可 
能 な 企業 。 U.C.0070 年 代 Q ZEONIC 社 ZIMMAD 社 
MIP 社 の 3 社 の み が 総 合 機動 兵器 メー カー と 呼べ る 存 


在 で あり 、 ジ オン 公国 が それ ら の 企業 を 独占 し て いた こと 
な る 。 機動 兵器 本 体 だ け で な く 、 里枝 反応 妨 ・ 難 枝 推進 
器 ・ 搭 載 兵 装 な どの 関連 技術 に も 長け て いた 。 


MS と いう 兵器 分 類 を 生み 出し た 総合 機動 兵器 メー 
カー で 、 元 々 は 宇宙 用 重機 の 開発 製造 企業 。 AMC(MS 
の 基本 動作 機構 )、AMBAC シ ステ ム な ど 6 実 用 化し た 。 


サク TE 人 計れ る ジオ 
公 回 軍 の 主力 NS を 
開発 ゲル 2 の 
で も 主導 的 


火器 開発 部 癌 で は M-120A1 
社内 開発 コー ド ZMC38) 
ザク ・ マ シン ガン を 開発 


局 地 戦 用 MS に 強い 総合 機動 兵器 メー カー で 、 熱 帯 用 
MS や 水陸 両用 MS の 分 野 で 傑作 機 を 生み 出し た 。 ゲル 
ググ の 開発 で は 、 得意 の 推進 問 技 術 で 責 献 し た と いう 。 


す - v » 
り 独自 開発 の 「 木 星 」 エ ン 


( ン を 搭載 し た EMS- 

" 和 10 ツ ダ 。 その 前 喘 機 
は ザク I と の 制式 化 問 
多 に 性 れ 


マセ ゼラ ー ト ッ プ 砲 こ と ZIM/M 
TK175C は 、 ZIMMAD 社 開 
発 の 多目的 万 能 下 


MA や 局 地 戦 用 MS、 ビ ー ム 兵 競技 術 を 得意 と する 総 こ 
合 機動 兵器 メー カー。 ゲル ググ の 開発 に 参画 し た 際 は 、 
ビー ム ・ ラ イフ ル の 実用 化 を 中 心 活 忠 し た 。 


ZEONIC 社 の ZHXA3 と 
弱 合 し た MIPX1 は 制式 
化 きれ な か っ た が 、MA の 
雷 形 と な - 
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前 ・ サ ン ラ イズ 


neD3 sD 
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小型 か つ 高 出力 の ミノ フス キー・ イ ヨネ スコ 型 熟 核 反 応 炉 
ーー の 企業 。 熱 村 反 応 炉 自体 の 歴史 は 古い が 、MS に 捧 載 可能 
な 小型 モデ ル は 、 U.C.0073 に よう や く 実 用 化 さ れ た 。 


避 
河 
可 
kl 
洋 
息 


ZAS 社 や M&Y 公 社 で すら 部 校友 
応 炉 の 小型 化 に 手間 取り 、U.C. 
0070 征 人 初期 に 開発 され た 機動 
兵器 は 大 型 化 を 祭 償 な くさ れ た 。 


MS が 五 本 指 マニ ビュ レー ター で 使用 する 「 手 持ち 兵 装 ] や 、 
MA 用 の 内 蔵 メ ガ 粒 子 砲 な どの 開発 、 製 造 企業 。 MS 用 マシ ン 
ガン や 無 反 動力 な どの 実体 弾 式 兵 装 の メー カー が 目立つ 。 


Po IMS 有 手持 ち 兵 候 は 2EONIC 社 が 
Ne 開拓 し た 分 野 で 、ZIMMAD 社 や 
IMIP 社 も 参入 。 志門 メ ー カ ー は | 

ニッ チ な 分 野 で の 活躍 が 目立っ た 。 


フォ ルク ス ・ ア ル メ ー エ ン ・ ラ ボラ トー リウ ム 社 。 MS-09F/ 


TROP ドム ・ ト ロー ペン 用 の ラ ケ ー テ ン ・ バ ズ (ロケ ッ ト ・ パ ズー 
カ ) の メー カー と し て 知ら れ て いる 。 


VALRB.T27/880mm ラ ケー テ 
ン ・ バ ズ は 砲弾 を レー ザー 誘 滞 可 
能 。 型 半 に 含ま れる 「880mm」 は 
答 弾 の 全長 で ある 。 


式 メ が 粒子 砲 の 技術 に 長け た 軍事 企業 。 水際 両 
用 MS ゴッグ の 前 期 型 が 搭載 し た キア M-23 は 、 最初 期 型 の MS 
用 メ 方 粒子 砲 で あり 、 極め て 大 重量 な が ら 威 力 は 高く な か っ た 。 


MSN-02 ジオ ング が 計 19 基 措 
載 し た キア M-33E は 小型 か つ 大 
出力 で 、1 基 だ け で も 充分 に MS 
を 明 只 可 能 で あっ た 。 


| ウェ ボン シス テム 社 | 


ビー ム 兵 器 メ ー カ ー の ひと つ 。 
ゲル ググ 用 ビー ム 兵 器 の 各種 手 
配 を 担当 し た と 言わ れ 、 機 材 の 
提供 を 行っ た よう で ある 。 


バー ツ 系 企業 


IMS や MA の パー ツ の 中 で も 、 ミ ノ フ スキ ー 粒 子 敵 布 環境 

に 必須 の 光学 機器 や 、MS の 多用 途 性 を 担保 する マニ ピュ 

ンー、 レー ター に 関与 する 企業 。 ある 意味 、 武 装 系 より 重要 な 企業 
える , 


スタ ンダ ー ド な ザク 系 MS の モノ ア 
イレ ー ル も 、 凸 型 や 十字 型 が 目 立 


% 
て 
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MS.04 プロ ト タ イプ ・ ザ ク 搭 載 の 弥 械 反応 炉 ZAS-X7 を 開 
発し 、 MS 用 熱 村 反 応 炉 ! た 企業 。 ザク 1、 ザ ク II 
^ 型 お よび C 型 搭載 の 熱 核 反応 炉 は ZAS 社 製 だ っ た と いう 。 


ZAS-X7 以 外 で は 、 初 期生 産 分 
の ザ 21 が 搭載 し た ZAS-MIBB 型 
が 有名 。 ザ II 用 負 反 応 炉 も 開 
発し 、 一 朗 の モデ ル で 採用 され た 。 


MS 用 の 実体 弾 式 手持 ち 機関 砲 (マシ ン ガ ン ) の メー カー。 
2EONIC 社 の 120mm ザ ク ・ マ シン ガン を 小 改良 し た MMP 
78 の ほか 、 独自 設計 の 小口 径 マシ ン ガ ン も 製造 し て いる 。 


MMP 社 独自 の MS 用 兵 装 と し て 、 
90mm 口 種 の マシ ン ガ ン MMP- 
80 が 知ら れる 。 対 MS 戦 を 強く 意 
欄 し た 高 初 可 マシ ン ガ ン だ っ た 。 


一 年 戦争 其 の ジオ ン 公 国軍 の 新興 銃器 メー ナチ タ 
ニウム 合金 の 加工 技術 を 持つ 。 MS 用 多目的 ショ ッ ト ガ ン ZUX- 
197 ヤー クト ゲ ヴ ェ ー ル を 開発 する も 試験 採用 に 終わ っ た 。 


ヤー クト ゲ ヴ ェ ー ル は MS-18E ケ 
ンプ ファ ー が 搭載 。 連邦 軍 の MS 
相手 に 有効 打 を 与え た が 、 軍 上 
層 部 の 評価 は 高く な か っ た よう だ 。 


ライ ン メ タル 社 


艦載 メガ 間 子 砲 を 得意 と する 
メー カー。 ザ クレ ロ 用 拡散 メガ 粒 
子 砲 の 開発 に 携わっ た が 、 計画 
は コー ダ 社 に 移管 され た 。 


MA ザク レロ 用 の 拡散 メガ 粒 
子 砲 の 開発 を 引き 継い だ 企業 。 
拡 英 メガ 粒子 砲 を 完成 させ た も 
の の 、 そ の 評価 は 高く な か っ た 。 


機関 想 メー カー。 同社 の 製品 
と し て 、 MS-06D ザク ・ デ ザー ト 
タイ プ が 頭 部 に 搭載 する 60mm 
機関 砲 が 知ら れる 。 


大 型 レン ズ の 研磨 技術 に 長 
ける 光学 機器 メー カー。 ザク IL 系 
MS に 代表 され る モノ アイ の 光学 
装置 を 提供 し て いた 。 


MS 用 外 郡 認 議 装置 を 提供 す 
る 企業 の ひと つ 。 ザク II 系 MS 用 
の モノ アイ に 組み 込む で セン サー を 
開発 、 製造 し て いた 。 


M&Y( ミ ノ フ スキ ー& イ ヨネ スコ ) 公社 

フス キー 物理 学会 を 茎 に 、U.C.0047 に 設立 され た 公社 
ミノ フス キー・ イ ヨネ スコ 型 然 枝 区 応 坊 の 開発 を 最初 に 行っ た 
組織 で 、ZEONIC 社 と 共同 で MS 用 反応 炉 を 実用 化し た 。 


匠 プク T 田 の MYFG_M2ES 穫 、 ザ ク 
HIF 型 用 の MYFG-M-ES F56- 
M3ES 型 、 ザク HI 型 用 の J21- 
M3ESJ 型 よど を ZEONIC 社 と 共 
同 で 開発 し た 。 


H&L( リル & ラ イセ オフ ) 社 

MS 用 無 反動 奏 プロ ケッ ト ・ ラ ンチ ャ ー (いわ ゆる パ ズ ー カ ) 
の 開発 と 製造 を 担う 企業 。 ザク I の 時 代 に は すでに MS 用 携 
行 兵 装 を 提供 し て お り 、 ド ム 用 の ジャ イア ント ・ バ ズ も 製造 し た 。 


ザク ・ バ ズー カ と し て 知ら れる H 
&L-SB25K/280mmA-P の ほ 
か に も 、 ジャ イア ント バズ と と H 
&L-GBO3K/360mm な ど を 開 
発し た 。 


ALBERT (アル バー ト ) 社 

アル バー タ 社 と も 。 MIP 社 な ど と 共に ゲル ググ 用 ピー ム ・ ラ イ 
フル を 開発 し た ほか 、 ビ ー ム ・ ナ ギ ナ タ を 手掛け た 。 ガル バル ディ 
用 ビー ム ・ ラ イフ ル は 一 年 戦争 中 に は 完成 し な か っ た と いう 。 


アク ト ・ ザ ク 用 の ビー ム ・ ラ イフ ル 
も 開発 。 後 の ハ イザ ッ ク 用 ピー ム ・ 
ライ フル BR-87A の 原型 と な - 
よう で ある 。 


ラッ ツリ バー 社 


ミサ イル 系 兵 装 の メー カー。 ザ 
ク ・ デ ザー ト タ イプ 用 の 腕 部 3 連 
装 ミ サイ ル ・ ポ ッ ド や 腰部 ミサ イ 
ル ・ ポ ボッ ド P-3 を 開発 。 


ロケ ッ ト 弾 系 の 兵 装 メー カー。 
MS-06M 水中 用 ザク の M8 240 
mm4 連 装 ロ ケッ ト 漠 ポ ッ ド を 手 = 
掛け た こと で 知ら れる 。 


大 口径 の 実体 弾 式 火砲 を 扱う メー カー。 MS 用 マシ ン ガ ン や 
無 反 動 殖 で は な く 、 長 距離 ライ フル を 得意 と する 。 大 気 国内 で の 
長 距 離 狙撃 を 想定 し た YELL-T556 240mm ラ イフ ル [ ド ラゴン 
スレ イヤ ー」 が 有名 


| フラ モニ カ せ 3 


モノ アイ 製造 に 不可 欠 な 企業 
の ひと つ 。 サ ザク TI 系 MS 用 モノ ア 
イ の ペー ス と な る メイ ン フ レー ム 
の 製造 を 担っ た 。 


医療 機器 メー カー。 手術 用 精 
密 ア ー ム の 技術 を 転用 し 、 ザ ク 
IS 型 の マニ ビュ レー ター の 高 性 
能 化 を 担当 し た と いう 。 


機動 戦 2 


WORLD GUIDE 


タム MS IGLDO 一 年 戦 争 秘 押 、 了 示 録 D079 


| 軍 は 、 地上 車輌 や 個人 用 銃器 な ども 地球 連 
邦 軍 と 異な る も の を 配備 し た 。 当然 、 そう し た 装備 類 も サイ 
ド 3 や 月 の 企業 (か 工 店 ) が 開発 ・ 製 造 し て いた 。 


画 地上 


「BIEAL MOTOR COMPANY」 の 略 で 、 サ イド 3 の コロ 
ニー (ビア ル ) に 拠点 を 置く 車輌 メー カー。 オフ ロー ドバイ ク 
B.M.C. Z78/2 を 開発 製造 し ジオ ン 公 国軍 に 納入 し た 。 


自動 車 製造 で 名 を 成 し た BM. 
C. は 、Z78/2 で も シャ フト 双 動 を 
政治 的 理由 で 制式 化 さ 
実戦 で の 評価 は 低く な 


サイ ド 3 の 工業 コロ ニ 
する 町 工場 。 AMC の 最適 化 、 ザ 
レー の 製造 な ど を 委託 
れ 


欧州 レシ 


ス 市 最大 の 兵器 メー カー で 、 試 作 長 砲身 
120mm 砲 開発 。 レシ ャ ニス 市 は 一 年 戦争 開戦 前 か ら サ イ 
ド 3 と 県 が り が あり 、 地球 保 攻 作戦 展開 後 、 シュ ライ セ 社 を 含 
も 企業 群 が MS 製 造 に 協力 し た 


宇宙 世紀 ガイ ド 


拳銃 か ら 大 型 銃器 まで 開発 す 
る 綴 合 計器 メー カー。 独特 な ト グ 
ル 式 機関 部 を 持つ 挙 鉱 ナ バン 
62 式 が 制式 採用 され た 。 


挙 銃 や その アク セ サ リ で 知ら 
れる 銃器 企業 。 ヴ ァ ル タ P8 シ 
リー ズ は 、 公 国軍 の 制式 挙 銃 の 
ー カ テ ゴ リー と な っ た 


小銃 を 中 心 と し た 銃器 を 手 掛 
ける 企業 。 無 反動 ライ フル の タ 
イガ 70-R は 、 宇 宙 に 展開 する 
部 隊 を 中 心 に 配備 され た 。 


多用 途 機関 銃 を 手掛け た 重 
事 企業 。 マズ プラ MG74、 その 車 
載 用 バ パリ エー ショ ン の MG74/S 
は 地上 部 隊 で 広く 使用 され た 。 


シン ピス トル ( 短 機関 銃 ) の 
製造 で 知ら れる 銃器 メー カー。 
制式 マシ ン ビ ピス トル の MP-71 が 
社 の 製品 で ある 
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MORE INFO! 


一 年 戦争 後 の ジ オン 公国 系 軍事 企業 


一 年 戦争 の 終結 に 伴い 、 機動 兵器 開発 に 関与 し た 旧 


ニク ス 社 に 吸収 合併 、 ま た は 傘下 に 置か れ た 。 この 際 
旧 企 業 名 が 部 署名 な ど と し て 残さ れる 場合 も あっ た 。 


用 の ザク ・ マ シン ガン 改 な ど に 
IBZEONIC の 響 が 残 


AE/ZIM 社 が 設立 され 、 ア トミ 
ク ・ バ ズー カ や クレ イ ・ パ ズー カ 
な ど を 手持 けた ーー 


0 ココ ーー 


MIP 福 
AE の 子会社 化 。 ガー ベラ ・ 
ラ 用 ビー ム ・ マ シン ガン を 


造 し 
発 は ALBERT 社 が 担当 
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CE サンライズ 
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Technology 0f CC. 


地球 帰還 作戦 が 実施 され 
月 の 間 に は 文明 に 大 き な 隔 た り が あ - 

戦場 が 形成 され た 地球 の 北ア メリ ア で は 、】 
図 的 な 技術 後退 や 社会 操作 に よっ て 紛争 な き 平和 
現し て いた 。 ナノ 由来 の クリ ー ン エネ ル 
ギー が 普及 し て いる 点 を 除け ば 、 文明 レ ベル は 西 
暦 1900 年 頃 の も の に 過ぎ な い 

- 方 の ムー ン レ ィ ス は 、 閉鎖 環境 の 中 で 生存 する 
た め 黒 歴史 時 代 の テク ノロ ジー を 継承 し つつ 高度 
な 管理 社会 を 構築 し た 。 教育 レベ ル も 高く 、 ほ と ん ど 
の 者 が 一 通り の 科 を 持つ ほか 、 情報 端末 や 
ヴィ ー ク ル 類 を 問題 な く 扱 える 

この よ ょ うに 地球 と 月 に は 大 き な 文 明 格 差 が ある が 、 
意外 な こと に 両 勢 力 の 被服 (の デザ イン ) に 極端 な 
差 は な い 。 ムー ン レ イス の 皇族 【 族 階 載 、 北 アメ リ 
ア の 一 部 領主 な どの 被服 に 特異 な も の は 存在 する 
が 、 一 般 人 が 普段 着用 する も の は 、 ほ ぼ 同 じ な の だ 


も っ と と な る と 話 は 変わ っ て くる 。 西暦 へ の 
移行 期 に 還 事 組 載 を 消滅 きせ 、 関連 情報 も 領主 
族 が 持つ 書物 や 伝 区 わる の み と な っ た 地球 と 
異な り 、 月 5 デー タ が 残っ て いた 。 2000 年 
以上 に 下っ て 軍事 演習 を 続 t て き RE 
隊 の 存 向 の 運用 を 含 ち 宇 任 


に 繋が る ノウ ハウ に 派生 し 得 た 。 

結果 、 デ ィ ア ナ ・ ソ レル 指 
箇 デ ィ ア ナ ・ カ ウン ター で は 、 ムー ン レ イィ ス の 文化 を 反 
映し た 近代 的 制服 が 制定 され た 。 MS パイ ロッ ト 用 

も 宇宙 服 も 広く 配備 きれ て いる 

- 方 の 北ア メリ ア の 各 領 で も 、 西 暦 2342 年 か ら 始 
ン ベ ル ト 地帯 割 を 受け て 、 軍事 組織 
の 編制 が 始ま っ ころ か 軍事 組織 
て で いた た め 、 領 主 た ち 
を 装 化 を 進め て いっ 

こう し て 誕生 し た ミリ シャ は 北ア メリ ア の 文 期 レベ 
ル に 即 し た 組織 と な り 、 デ ィ ア ナ ・ カ ウン ター の よう な 
F 宙 艦艇 は 配備 し な か っ た ( 黒 歴史 時 代 の 
兵器 は 舞 像 の 圭 外 に あっ た ) 

軍服 も 近代 的 な も の と は 言え ず 、 際 海軍 の 制服 
は 西暦 1800 年 代 後期 一 第 
せる モデ ル が 多い 。 地球 帰還 作戦 開始 後に 発掘 と 
配備 が 始ま っ た 機械 人 形 =MS の パイ ロッ ト 用 制服 
も 、 航空 EK 用 が その まま 転用 され た (MS 
ル ま で 装備 し て いる ) 。 

いな いた め 宇 軍服 は 配 
服 の 製造 技術 を 持た 
じ る と 、 発 所 
宇宙 服 ヤ ディ アナ ・ カ 
を 利用 じ C い る ,。 
ス と 地球 の 軍服 の 違い は 、 そ 
の まま 技術 力 の を 示し て いた が 、 紛 争 が 一 方 的 
な 結果 に な ら な か っ た の は 特筆 すべ きだ ろう 

(執筆 者 、 執筆 時 期 不明 ) 


に 山 SA の 情報 を 失 


な か っ た . 
ウィ ル ゲ ム 
ウン ター の 横 
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llustetion by TAKUYA IO 


正 暦 の 軍服 と 宇宙 服 | 


ディ アナ ・ カ ウン ダ 


イフ グレ ッ サ 


ミリ シヤ の 制服 


デザ イン で 大 ま か な 


西暦 1800 年 代 後期 1900 年 代 前 期 宇宙 軍 が 海軍 的 側面 を 強く 持つ た めか 、 役 院 が 、 騰 華 で 第 綴 
頃 を 起 起 させ る 制服 を 採用 。 陸戦 隊 と 航空 ディ アナ ・ カ ウン ター の 制服 は 海軍 的 意匠 が 判別 で きる 。 バイ パ 


ロッ ト 用 の ペル メット 
補 基 部 隊 用 の 特殊 > 
色 制 服 な ども ある 。 


隊 を 中 心 と し た 軍事 組織 で ある た め 、 制 服 も 
野戦 服 と 航空 服 の 二 系 統 が 主流 


を 持つ も の が 目立つ 。 女王 = 


ディ アナ - カ ウン ター と 
は 制服 が 異な る 。 ギ 


服 。 MS パイ ロッ ト ンカ : 記 蔵 っ 子 


rr に は 半袖 の 制服 が 与え られ 、 そ の 上 に 宇 
軍服 や ジャ ケッ ト を 着る 例 が 多い 

イン グレ ッ サ ・ ミ リ シ ャ 同 様 、 大 時 代 的 な と し た スエ サイ RT 
デザ イン の 制服 を 採用 し て お り 、 指 揮 官 ク 


ラス が 帯刀 する 点 も 同じ 。 海軍 の 制服 は 
民間 船舶 用 を 改良 し た も の と 思わ れる 。 


更 服 業 用 で 
員 の 着用 例 は な い 。 


ド 部 隊 の パイ ロッ ト 
服 が 有名 。 パイ ロ 
ト ご と に 微妙 に デザ 
イン が 作っ た 


宇宙 服 


活動 エリ ア の 都合 上 よ 、 デ ィ ア ナ ・ カ ウン 
ター と ギン ガ ナ ム 艦隊 が 宇宙 服 を 保有 す 
る 。 ミリ シャ 月 行き に 際 し 、 発 所 品 や ムー i Netd 
ン レ ィ ス か ら の 流出 品 を 装備 し た 。 で も 首 用 


本 未 は 宇宙 用 だ が 


BY 


ea・ サ ン ライズ 169.26 


1 現 紀 の < 


機動 戦士 ガン ダム 00 


本 09 ml 


紅 護 。 四 確 
@ ルル 29 此 - イ 20 潜 、 


に ーー 
Birth of The Leading Figure of The New Times 
A.D.2312 ー を っ sy ) 


新 時 代 の 担い 手 を 
選 る 戦い の 終 也 


西暦 2312 年 、 地 球 陶 は [イノ ベイ ター 1 称す る 
イノ ベイ ド に 支配 され つつ あっ た 。 「 イ オリ ア 計 画 」 の 


イク ビラ ー」 を 利用 し た アロ ウズ の 権限 
り 、 イノ ベイ ド は 自身 の 存在 を 


請 報 統制 の 効果 は 絶大 
H 寺 ソレ スタ ルビ ー イ ング (以下 CB) や 
邦 組織 カタ ロン は 著しい 不利 を 強い られ て いた 。 
- 方 で この 
「 れ ば 、CB に 勝ち 目 が ある 
な 中 、CB は “ヴェ ー ダ 


‘な か っ : 
置か な し 


の ホス ト を 移設 
し た イノ ベイ ド の 揚 
ソレ スタ ルビ ー イ ング 号 )》 の 存在 こそ 知ら な か っ 


ソレ スタ ルビ ー イ ング 
21 令 、 MS 
て CB 迎撃 に 動い て いる 。 


アド バン 


地球 連邦 平和 維 
l 織 カタ ロン が 、 
宙 城 に 向かっ て いた の だ 
3 
ー」 事件 を 契機 に 反 ア ロウ 


来 を 懸け た 激闘 
この 戦い は 別 の 側面 も 持っ て 
それ が 「 郊 粋 柱 の イノ ベイ ター」 と | 
あっ た 利 那 ・F・ セ イエ イ と 、 イ ノ ベ イ ト 
イノ ベイ ター に 迫る 能力 を 失 得 し た り ポ ンズ ・ ア ル マ 
ー ク の 決戦 で あっ た 。 利 政 と り どちら が イオ 
リア ・ シ ュ ヘ ンベルグ が 出現 を 予測 し た イノ ベイ ター 関連 ファ イル 
の 先駆 者 な の か ? その 決着 は 因縁 よる | 
= な っ た 。 リボ ンズ が 気 紛 
ダム マイ スタ ー に 推薦 し た 
時 か ら 約 1 れ て いた 


2414) 
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ソレ スタ ルピー イン 下 域 に お ける 決戦 終 解 
で 、CB は “ヴェ ー ダ "を 礁 加 し た 。 この 直後 、 リ ポ ボンズ 
搭乗 し た リボ ポー ンズ ガン ダム (リボ ー ン ズ キ ャ ノン ) 
は 、 疑似 太 | と GN ドラ イヴ [T] に よる ツイ ンド ラ 
イヴ シス テム を 実現 し た MS だ 


グ 号 


@ 利 那 、 イノ ベイ ター へ と 覚醒 
ティ エリ ア の 死 と イフ ベイ ド の 攻撃 の 前 に 
CB の 敗北 も 時 間 の 問題 ル 

「 均 の イノ ベイ ター」 に 覚醒 し た 鹿 

で トラ ン ザ ムラ イザ が 一 が 起動 。 これ に より z 
戦闘 は 収束 に 向かう と 同時 に 、 テ ィ エ リア が 
"ヴェ ー ダ "を 掌握 。 イノ ベイ ド の MS は 機能 
停止 に 追い 込ま れ た 


(エク リプ ス ) を 出 た 直後 、 一 崎 討 ちの 末 に ミス ター・ ブ シド ー 
を 戦闘 不能 に 追い 込ん だ 講 那 は 、《 プ トレ マイ オス 2》 
ダ " の 位置 情報 (月 の 裏側 グラ ンジ ュ 2) を も ) 
の 頃 、 アロ ウズ は 全 戦 力 を 投入 し た CB 織 減 作戦 | 
ズ も 独自 に イノ ベイ ド 埋 力 を 集結 させ て いた 。 情報 を 受 ! 


《 ソ レス タル ビ グ 号 》 の 戦闘 


抜 意 を 気付 か れ て いた リジェ ネ は 、 リボ ンズ を 殺害 し よう と する 
"38 に 殺さ れ て し まう 。 アロ ウズ の 苦戦 を 知っ た リポ ンズ は 、〈 ノ 
イン グ 号 ) の 主砲 で 戦場 を 掃射 。 甚大 な 被害 を 
隊 は 撤 り 、 CB が "ヴェ ー ダ "奪還 の た め 
タ 。 ( ソ レス タル ピー イン グ 号 ) に 攻撃 を 仕掛 けた 。 イノ ベイ ド の 特 
ロン と 地球 連邦 平和 維持 軍 の 反 体 制 勢 力も 動き を 見 せ た 。 ア 攻 兵 器 ガ ガ の 大 部 剛 に 苦戦 し た (プトレマイオス 2 
ロウ ズ 艦 隊 の 前 に 苦 埋 し た CB 連邦 軍 の 一 部 や カタ ロー 連邦 軍 の 一 部 と カタ ロン の 支援 を 受け て (ソレ スタ ルビ ー イ ング 
ン の 参戦 に より 防衛 ライ ン の 突破 に 入っ た 号 ) に 上 陸 。 イノ ベイ ド も 主戦 力 を 投入 し て 対抗 し た 


21 儲 の 凡 洋 紙 と 108 棒 の MS を 投信 し た アロ 
追い 語 め る も 、 反 体制 勢力 の 介入 で 形勢 を 逆転 さ 


首 那 VS リボ 


リボ ンズ は "ヴェ ー ダ " の バッ クア ッ プ を 外し た MS リボ ー ン ズ ガ 
ダ の 
クオ ン と アレ ル ヤ が 参戦 し 
と な っ た 未 、 全 機 が 戦闘 不能 以上 の ダメ ー ジ 
を 受け る 。 だ が 、 ダ ブル オー ガン ダム の GN ド ライ ヴ 1 基 を 奪い 0 ガ 
ンダ ム に 搭載 し た り ボ ンズ と 、 残 る GN ド ライ 載 し た ガン ダ 
ム エ ク シア リペア I を 駆る 千 那 の 戦い は 、 判 那 が 勝利 。 この 戦 
関 で 、 リボ ンズ 以下 反乱 イノ ベイ ド は 一 掃 さ れ た の だ っ た 


ィ エリ ア が リボ ンズ に 殺さ れ た うえ 
イノ ベイ ド の 猛攻 を 受け た こと で CB の 敗北 は 時 間 の 問題 だ っ 
た 。 その 時 、 莉那 が 「 真 の イノ ベイ ター」 と し て 覚醒 。 真 の 性 能 
トラ ン ザ ムラ イザ ー の 意識 共有 祝 域 に より 、 交 戦中 
士 の 相互 理解 が 進み 戦闘 が 停止 ( 
ノ ベ イ ド の 脳 量子 波 が 捉 乱 され た 。 この 隊 に 
が "ヴェ ー ダ "を 掌握 し 、 テ ィ エ リア の 意識 が 起動 し た トラ イア ル 
フィ ー ル ド に より イノ ベイ ド た ちの MS は 行動 不能 に 陥っ た 


抗 し た 


) が 、 利 那 が 駆る ダブ プル オー ライ 


ちら も ツイ ンド ライ ヴ を 織 し て い 
る 。 イノ ベイ ター に 人 覚醒 し た 利 那 が 搭乗 し た ダブ ル 
オー ライ ザー は 全 性 能 を 発揮 し て お り 、 ツ イン ドラ イ 


ヴ 機 同士 の 戦闘 は か つて な ぃ い 激闘 と な - 


A 


エク リプ ス 


GNR-0000 
+GNR-O1O 


J 一 履 、 


プトレマイオス 8 


GNX-Y901TW 


④ 戦乱 の 終結 

利 著 に リポ ンズ は 互い に MS を 駆り 交 半 を 弧 
続 。 らち に イノ ベイ ド の MS2 機 と ロッ クオ ン ら 
が 交 扶 じ た こ と で 、 混戦 状態 と な 紀 全 橋 ば 
大 破 に 近い ダメ ー ジ を 室 け た 半 那 と リポ ボン 
ズ の 戦い は MS を 乗り 汐 え て 続け 5 られ た が 、 
簡 書 が 庄 利 。 戦 関 は 終結 し た の だ っ た 。 


CB の 進路 
反 体制 勢 カ 


アロ ウズ 
勢力 の 進路 
し 


llustraion by AKI0 UNUMA 


MORE INFO! 


ター テロ 作戦 を 


画 連邦 政府 の 刷新 
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V ガ ンダ ム 


WORLD GUIDE NN (1 nr09 ur dh 
。 ャ ーー 


Turn A VS Turn X 
C.C.2345 


ナ ・ カ ウン ター の 掃討 を 要請 し た (ムー ン レイ ス 同 士 を 


対 ギ ン ガ ナム 艦隊 で 戦わ せる 戦力 を 消耗 させ る の も 目前 


Rs グエン の 要求 を 容れ た ギン ガ ナ ム 艦隊 は 、 デア 
i 束 し た 地球 と 月 ナ ・ カ ウン ター と 交戦 状 態 と な る が 、 これ が マイ ナス 
ら に 働い て し まう 。 地球 た 女王 ディ アナ ・ ソ レル 
ムー ン レ イス の 志門 の 家系 ギン ガ ナ ム 家 と 、 イ ング か れ た ディ アナ ・ カ ウン ター が 、 リ リ ・ ボ 対す る V 
レッ サ 領主 名 代 グ エン ・ サ ー ド ・ ラ イン フォ ー ド が 同 シャ と 協同 し 、 ギ ン X の 阻止 
盟 し 、 北 アメ リア に 攻め 込ん b 球 帰 避 作戦 = cd の 時 
に 端 を 発する 紛争 は 新 それ で も ギン ガ ナ ム 艦隊 は 優勢 に 。 当時 の 
当時 の 北ア メリ ア 」 ギン ガ ナ ム 艇 際 は 黒 麻 史 時 代 の 最 リガ ンダ (チッ タ ・ ハ イブ リオ CC22347) 
る ディ アナ ・ カウ ンタ ー が 直 束 力 に よる サン ベル ト 地 和 ム と ター ン X を 装備 し て お り 、 こ の 2 機 の ター ンタ イプ 
を 目指 し て 交戦 し て い MS だ け で 世界 を 相手 に 戦え た の で ある 。 関連 ファ イル 
を 持っ た ギン ガ ナ ム し か し 、 ミ リ シ ャ が ダム を 奪い 人 返し た こと で 、 TSTEMN99 マガ ンタ ん 
戦局 は ター ンタ イプ MS 同士 に よる 決戦 へ と 移行 し 
ガ ナ ム は 平 得 な 世界 を 嫌っ て 地球 の 一 掃 を 目論み 、 て いく 。 ター ンタ イブ MS が 特殊 だ っ た の は 「 月 光 蝶 」 
症 権 5 義 は 囚われ た グエン は 北ア メリ ア 統 一 と 近代 シス テム と 呼ば れる ナノ マシ ン 散 布 機能 を 持つ 点 
、 新た な 戦乱 を 地球 に 持ち 込ん で 、 黒 歴史 未 期 に は ナノ マシ ン ハ ザー ド を 引き 起こ 
ギン が ガ ナム 艦隊 は 、 北 プア メ リア 各 し 、 地 球 の 文明 を 
6 と 制圧 する 。 ゲ エ ン の 北ア メリ ア 合 西暦 234 
衆 国 構 『、 領主 た ち は 統一 機能 の 多く が 休眠 状 態 に あっ 
へ の 参加 を 拒否 。 こ の 事態 を 受け た グエン は 領 wt 光 蝶 を 発現 可能 な ま 
ちの 取り 込み を 目的 と し て 、 ギ ン ガ ナム 艦隊 に り 、V ガ ンダ ム と ター ン X が 交戦 し た 場合 、 両 機 の 月 


ダム も ロラ ン ・ ・ セ アック の 手 に 戻り 、 
く 。 黒 歴史 時 代 の 茜 断 の 戦い が 、 
経て 再来 し 、 北ア メリ ア の 空 に 月 


ン ガ ナム 艦隊 に 対抗 し た の で あぁ る 


CONCEPT-X 6-1.2 ター シン X 


YO2-18 画 
Y0315 計 


= まき せ た の だ っ た 
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⑪ ギン ガ ナ ム 艦隊 、 
各地 に 展開 

地球 に 降下 し た ギン ガ ナ ム 艦 
隊 は 、 難 頒 の 首都 を 割 圧 。 北ア 
メリア 大 陵 の 中 立地 帯 に 降下 
し た 《 ホ エー ルズ ) に 対し 、 (ウィ 
ル ゲ ム ) が 接近 。 この 共 、 両者 
は 交戦 状態 に 


E> 
A SYSTEM:Y99) 


6 旧 ろ ジェ ィ タ 過 


の だ っ た 。 


ナム 態 隊 、 北ア メリ ア 各 領 を 胡 机 


地球 に 旗下 し た ギン ガ ナ ム 艦隊 は 、 ル ジャ ー ナ 領 や エリ ゾ ナ 
領 な どの 吾 頒 を 環 柚 し 、 弟 都 を 制圧 し て いっ た 。 これ を 追撃 する 
ディ アナ た ちの (ホエー ルズ ) は 、 南極 方 面 か ら 南ア メリ ア 大 陸 
東岸 を 北上 し つつ 北ア メリ ア を 目指 し た 。 北 アメ リア 中 央 の 中 
立地 帯 に 降下 エー ルズ 》 に 対し 、 グ エン の (ウィ ル ゲ ム ) 
が 接近 。 この 際 、 ミリ シャ と ギン ガ ナ ム 艦隊 の 暴走 に より 両 軍 は 
交 音 状態 に 陥っ た も の の 、《 ウ ィ ル ゲ ム )》 は 後退 し た 


ギン ガ ナ ム 能 隊 の 友 攻 北ア メリ ア 各 領 の 首都 は 陥落 ギ 
ナム 入隊 と 連携 する グエン と 、 ディ アナ た ちの 間 の 溝 は 埋まら な か っ た . 


グエン が ノッ クス 北部 の 工業 地帯 を 目指 し た こと か ら 、 
ナム 艦隊 が ディ アナ ・ カ ウン ター と ミリ シャ を 北ア メリ ア ! 
誘導 。 戦 株 が 移動 する 中 、 ギ ン ガ ナム 本 人 が ター ン X で 出撃 し 
ジョ ゼ フ が 波 る VY ガン ダム 、 親 衛 獣 と ディ アナ ・ カ ウン ター の ス 
モー 部 隊 を 圧倒 し て いる 。 さら に ター ン X が 月 光 蝶 を 発現 し た こと 
で 事態 は 深刻 化 。 これ を 阻止 する た め ロ ラン が V ガ ンダ ム で 対 
し 、 ター ンタ イプ MS 同士 の 決戦 が 始ま っ た 。 


ギン ガ ナ ム 能 隊 相 手 に 、 ディ アナ ・ カ ウン ター と ル ジ ャ ー ナ 
の 北ア メリ ア 軍 が 衝 戦 。 し か し 、 ター ン X の 較 止 は 田 召 7 


グエン が ギン が ナム と 手 を 組ん だ の は 、 綴 引 な 手 


法 で 北ア メリ ア の 統一 と 工業 化 ・ 近 代 化 を 進め る た 
め だ っ た (月 で 黒 歴 史 の デー タ を 閲覧 し た こと で 、 葵 
権 主義 的 傾向 が 加速 され た と 見 られ る )。 最終 的 に 


は ギン が ナム 艦隊 と ディ ナナ ・ カ ウン ター を 排除 する 


JMAO5) 


し か し 、 ム ー ン レ ィ ス の 協力 を 得 た と し て も V ガ ンダ 
を は 不可 能 で あり 、 ギ ン ガ ナム も それ を 理解 


ーーーーーー 
NAC:Eo0 A (2 


ーー RA 


W 


ナマ Es 
f 止 。 グエン も 失脚 し 、 戦 乱 は 終息 し た 


Ss ウィ ル ゲ ム の ン ガ ナム 艦隊 ター ン X か ら の 
ディ アナ の 進路 形 = | ウィ ル ゲ ム の 進路 導 レコ: 


ーー 


グエン の 北ア メリ ア 合 衆 国家 案 に 、 各 撤 主 た ち は 反 発 。 この 
事態 を 受け た グエン は 、 額 主 た ち の 協力 を 得る た め の 対 ディ ア 
ナカ ウン ター 作戦 を 提示 し 、 ギン ガ ナ ム も これ を 受け 入れ た 。 直 
後 、 ロ ラン や ジャ ラビ ィ 部 隊 が (ウィ ル ゲ ム ) に 接触 し V ガ ンダ ム 
を 取り 戻す が 、 グ エン は 意思 を 申 げ な か っ た 。 ギン ガ ナ ム 艦隊 と 
ディ アナ ・ カ ウン ター の 戦闘 は 、 
ディ アナ ・ カ ウン ター は 、 帰 同 し た 


My ガン ダム の [月 光 幼 」 が 不 完全 な が ら 起 動 。 ディ アナ が 
カナ ム 艦隊 包囲 抽 が 醒 代 され た 


ra イプ MS の 封印 


Y ガ ンダ ム と ター ン X は ロス ト ・ マ ウン テン へ 向かい 、 ディ アナ ・ 
カウ ンタ ー の 主力 は ギン ガ ナ ム 艦隊 に 対応 し た 。 《 ウ ィ ル ゲ ム ) 
は 不 時 江 し 、 ミ ハエ ル 大 佐 以 下 イン グレ ッ サ ・ ミ リ シ ャ の 面々 は 、 
グエン を 見 限っ て 下船 。 < ソレイユ 〉 は 月 光 妹 の 阻止 に 動い て い 
る 。 V ガ ンダ ム と ター ン X は 月 光 占 を 発現 し な が ら の 戦闘 の 末 、 ナ 
ノ マ シ ン の 蘭 に 包ま れ て 機能 を 停止 。 この 際 、 ギ ン ガ ナム も に 
取り 込ま れ 、 一 連 の 紛争 も 終息 に 向 2 


ン の 蘭 の 中 | 
ナム も 蘭 に 捕らわれ 、 グエン は 失 股 し た 


ター ンタ イブ MS 内 は 、 両 が ナノ 
ギン 


アナ ッ カウ ンタ ー の 間 で 埋 闘 が 
ホエー ルズ ) の 参戦 で 中 断 、 デ ィ アナ ・ カ 


戦闘 発生 地点 


Mustration by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
戦後 の 地球 と 月 


ディ アナ ・ ソ レル 
ィ ア ナ は キ エ ル と し 


測 週 ・ サ ン ラ イズ 
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A.W. の 軍服 こ 


スー 」 


"Technology of AW. 


『 戦 争 の 結果 、 旧 運 邦 は 瓦解 し 、 宇 千 
革命 軍 の 拠点 (クラ ウド 9) も 崩壊 し た と 思わ れ て で い 
国家 な き 戦 後世 界 の 始ま り で ある 。 

な いと いう こと は 、 国 軍 や 警察 と いっ た 公 
的 機関 も 存在 し な い 軍服 に 代表 きれ る 公 的 
機関 の 制服 も 、 意 


軍人 を 中 心 に 広く 流通 し 
壊し た 以上 、 所 属 組 織 を 
7 シタ ー・ ウ ォ ー (AIW) 


ルチャ ー や MS 乗り が 賠 歩 する 無政府 地 
り 、 自国 以外 の 戦後 独立 国家 も 誕生 し た 戦後 世界 
っ て は 「 敵 」 に 対抗 可能 な 武装 組織 、 つ まり 軍 


戦後 独立 国家 群 は 独自 の 軍服 を 採用 し て い <- 

も っ と も 戦後 独立 国家 の 軍隊 は 大 規模 と は 言え 
ず 、 軍 服 の 総数 も 多く な か っ た 。 そん な 中 、 新 規 の 
軍服 を 採用 する 巨大 組織 が 出現 する 。 旧 連 邦 の 再 
建 を 目指 す 政 府 再建 委員 会 と 、 そ れ が 発展 し た 新 
連邦 軍 で ある 


上 連邦 軍 の 後継 組織 と し て 誕生 し た 政府 再建 
委員 会 と 新 連 邦 軍 は 、 上 大 部 の 多く と - 部 、 
装備 な ど を 旧 連 邦 軍 か ら 受 これ に 加え 


て 新兵 の 獲得 、 新 兵器 の 開発 な ど に より 、 了 戦後 世界 
に お ける 最大 の 勢力 と な っ た 
つま り 新 連邦 軍 は 、 旧 連邦 
た な リソー ス を 俳 せ 持つ の だ が 、 旧 連邦 
し な か っ た も の も ある 。 それ が 軍服 だ っ た 。 
政府 再建 委員 会 で は 旧 連 邦 軍 の 制服 は 用 い 
ず 、 新 た な 制服 を 制定 し た 。 旧 連 邦 軍 の 制服 を 継 
承 し な か っ 
員 会 と 旧 連 邦 
流出 し た 旧 連 邦 軍 の 制服 と 区 別 す る た め 、 旧 制服 
[ 場 が 壊 減 し た た め な どの 理由 が 考え られ る 。 
『 服 = ノー マル スー ツ は 、| 旧 連邦 軍 と 
れ た 。 新 連 邦 軍 の 敵対 組 
革命 軍 で も 、 制 服 と ノー マル スー ツ は 第 
再戦 争 時 代 の も の を 受け 継い る 。 機能 的 
分 で ある た め 、 更新 の 必要 が な か っ た の だ 
(エド ウィ ン ・ レ ビー AL.W.0021) 


(x) 本 08 sh 


関連 ファ イル 

新地 球 連 邦 軍 の 人 々 X-02-09 

ザイ デル ラテ X0210 

ラン スロ ー・ ダ ー ウ ェ ル X-02-11 貞 を 経 っ 

エス タルボ 人 民夫 和 国 の 人 々 X02.16 し で 2 
新 軍 孝 政 府 x-03-21 DC 人 
クラ ウド 9 と 宇宙 革命 軍 X-03-22 

TE x 03.23 


Miustration by JUN WADA 


園 | で 者 箇 の 制服 4 


政府 再建 委員 会 と 新 連邦 軍 で 採用 され 
た 制服 は 、 旧 連邦 軍 時 代 と は 異な る モデ 
ル で ある 。 士官 ・ 下 士官 ・ 兵 クラ ス の 制服 
は ほとん ど 同 じ で ある が 、 シ ャ ツ の カラ ー バ リ 
エー ショ ン が 用 意 さ れ た 。 他 に も 土 官 級 用 
の ロン グ ブ ー ツ 、 陸 戦隊 用 の ヘル メッ ト 、 特 
務 部 隊 用 の コー ト な どの オプ ショ ン も 用 意 さ 
れ て いる 。 高級 士官 や ベテラン 下士 官 の 
制服 の カス タマ イズ も 黙認 され て いた 。 


MORE INFO! 


第 7 次 宇宙 戦争 後 、 地 球 上 で 活躍 し た 
バル チャ ー や MS 乗り の 中 に は 元 軍人 も いる 
が 、 軍 歴 を 持た な い 者 も 多い 。 当然 、 軍 籍 
は 持た な いう 
制服 は 着用 し な 
か 、 防寒 着 を 着る 者 が 


人 導 れ の 中 に は 旧 連 車 の 害 を 着用 し 本 け 
で いる 者 も いる が 、 パ ルチャ ー の まく は 私 服 だ 


バル チャ 


一 般 寺 官 以下 の 制 
服 の 上 着 は シャ ツ の , 


マー カス ・ ガ イ 
(オルグ) 


政府 再建 委員 会 と 新 

較 邦 軍 で は 回 連 邦 軍 

の 制服 は 採用 され な 
た が 、 ダ 

ン 系 の イメ ー 

は 維 承 きれ て いる 。 


エニ ル ・ エ ル 
(MS 乗り) 


地球 で は 壊 減 し た と 思わ れ て いた 宇宙 
革命 軍 だ が 、 首 都 コ ロニ ー( ク ラウ ド 9) 共 々 
健在 で あっ た 。 政府 再建 委員 会 と 異な り 、 
組織 の 正体 を 隠蔽 する 必要 が な か っ た た め 
か 、 制服 は 第 7 次 宇宙 戦争 時 代 と 同じ も の 
が 使用 され た と 見 られ る 。 伝統 文化 と 呼べ 
る も の が 存在 し な い コ ンプ レッ クス か ら か 、 
将校 級 以上 の 制服 で は 補 や 肩 草 な ど に 大 
時 代 的 な デザ イン が 採り し 入れ られ た 。 


旧 連 邦 の 瓦解 に より 地球 の ほぼ 全域 が 
無政府 地帯 と 化し た が 、 復 異 作業 を 通じ て 
戦後 独立 国家 群 が 勃 内 し た 。 だ が 、 悪 質 な 
バル チャ ー や MS 乗り が 開 歩 し て いた うえ 、 
ほか の 戦後 独立 国家 の 人 脅 成 も あっ た た め 、 
各国 は 軍隊 を 編制 し て 対抗 し て いっ た 。 こ 
ラ し て 誕生 し た 戦後 独立 国家 の 軍隊 で は 、 
独自 の 制服 を 制定 。 非 軍人 の 国家 指導 部 
も 、 軍 服 的 意匠 の 服 を 矯 る こと が 多かっ た 。 


パリ エー ショ ン 。 


引 服 入 外 は 組 色 
が ペー ス 。 高 紙 
以上 で は スカ ー フ 、 レ 
リー ラフ 入り の 欄 、 府 華 


つ エ スタ ルド 共和 国 
の 林 的 国家 
元首 や 軍司 令 ら が 着 

この 派 


で Wa・ サ ン ラ イズ 
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War and Conflict in C.E. 


抱く 劣等 感 と 嫌 コー ディ ネイ ター の ナチ ュ ラ ル の 台頭 、 地 球 連 合 軍 内 

に 対す る 工 視 な い 交ぜ | 、 プ ルー コ 重力 増大 、 そ し て ザフト 

スモ ス に 代表 され る 反 コ ー デ ィ ネ イタ ー 骨 激 派 が 拡 

大 し 、 地球 ・ プ ラン ト 間 の 皿 剛 を 複雑 に 人 
洋之 邦 牙 府 に も プル コス モス は 設 各 し て rb た し た 大 本 級 の 人 は 「 剛 人 衝 」 を 

り 、 プラ ント 理事 国 の 対 プ ラン ト 姿 勢 に 多大 な 影響 3 争 を 可能 と し 、 プ ルー コス モス が 

:70 初 旬 の 「 未 開 理事 会 」 事 支配 する 地球 連合 導 の プラ 

生 し た 。 いわ ゆる 「 第 1 次 連合 ・ ブ ラン ト 大 戦 ] で あ トノ コー ディ ネイ ター キャ ン 量 破 玩 兵 器 の 応 本 が 現実 の も の と な 

1.09.27 は ブラ ント が 地球 連合 に 停戦 を 申し "ペー ン 、 反 プラ ント 生 事 同盟 の 性 格 を 強く 持つ 地球 (フー コー・ デ ルカ ッ セ で 

で あり 、 事実 上 の 終戦 協定 で ある ユニ ウス 連合 の 設立 、 そ し て 定 戦 布告 と 「 自 の パレ ンタ イン 」 

『 結 きれ た の は CE7203.10) 。 へ と 皮 が っ て いく 。 

合 ・ プ ラン ト 大 戦 の 直接 的 原因 は 、 プ ラン ト (ユニ ッ ス 関連 ファ イル 

理事 国 ( 後 の 地 球 連 合 の 主要 国 ) と プラ ント の 対立 セブ ン ) を 柱 攻 撃 し た 「 血 の パレ ンタ イン ] は 、 理 性 的 民 リ ッ ター ザラ ee 


CE.70.02.11 か ら CE.71.09.2 
全域 を 巻き 込ん だ 戦争 か ト 間 に 発 


か け て 、 地 球 較 


レン タイ ン ] SEED.03-03 訪 

開戦 前 後 か ら 多様 な 側面 が 露見 し て いっ た 対応 に 務め て いた プラ ント を 強硬 化 さ せ ; SEED-03-31 罰 

まず 、 大 西洋 巡 皇 導 の 也 球 軍 合 と 大 洋 放 連合 な 。 ラン ト も 軍事 組 貫 ザ フト を 投入 し 、 戦 争 が 本 格 化す SE 

どの 非 プラ ント 理事 国 と いう 地球 国家 同士 の 対立 、 る こと と な っ た 。 Or 
プラ ント 内 の 穏健 派 と 急進 派 の 対立 、 そ し て ナチ ュ ラ 戦争 は 大 方 の 予想 に 反し て 、 国力 に 劣る プラ ント 


ネイ ター の 人 種 問 対立 が 該当 する 。 が 普 戦 、 了 戦局 は 腸 着 状態 に 陥る 。 ザフト が 地球 全 


特に ナチ ュ ラ ル と コー ディ ネイ ター の 対立 は 、 コ ー 域 に 撤 布 し た ニュ ー ト ロン ジャ マ より 地球 連合 
ディ ネイ ター の 存在 が 明らか に な っ た ( 頃 か ら 軍 の 楼 戦 略 が 崩壊 し た 一 方 で 、 カカ の 問題 か ら 
の 課題 だ が 、 半 世紀 以上 の 有 歴 喝 の 中 で 感情 的 問題 "ザフト も 決め 手 を 欠い て い : る , 
に 発展 し て し まっ た 。 ナチ ュ ラ ル が コー ディ ネイ ター に し か し 、 長 期 化 する 戦局 を 受け た プラ ント 急進 派 
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壊 工作 や 反 ブ ラン トキ 
し て 開戦 に 動い た 。 これ を 受け た プラ ント も ザフト る 動員 
し 、 第 1 次 連合 ・ プ ラン ト 大 戦 が 勃発 し た 


既成 事実 化し て いた プラ ント の 自治 権 を 
取り 上 げ 、 再 び プ ラン ト 理 事 国 管理 下 の 「 宇 
軍 の 工場 ] と する こと が 目的 。 地球 連合 に 
搬 力 を 持つ ブル ー コ スモ ス は 当初 
イタ ー の 管理 を 目指 し た よう 


事 制 圧する 意思 は な 
ク ・ ザ ラ を 筆頭 と する 急 
最高 評議 会 を 支 本 する と 、 ナ チュ ラ 


プラ ント 理事 国 の 国 半 
最大 化 方 針 と 。 ブ ルー 
コス モス の 7 


ーーーーーー TT 

ミー 
mm ME 
FOTZ 


オー 
a 


Er | 


戦争 前 期 の 戦況 


不利 な ザフト だ っ た が 、 


画 血 の バレ 
CE7002.07( 


っ た 後 、 大 平 洋 ・ 北 回 帰 暫 | 
活発 化 。 CE71.01.15. ザフト が カテ 
攻撃 し 、23 昌 に 制圧 し た 


5 月 3 か 
電線 (月 奄 
日 地球 宣 の エン 
12 昌 に ザフト が 制圧 に 成 
「 ボ アズ 」 へ の 改 氏 を 開始 し た 


地球 軍 が 引き 起こ し た 「 血 の バレ ンタ イン ] を 契機 と し て . 
第 1 次 連合 ・ プ ラン ト 大 戦 が 始 


ニュ ー ト ロン ジャ マー と MS を 駆使 し 


各国 の 戦術 


大 方 の 予想 に 反し て 第 1 次 連合 ・ プ ラン ト 大 戦 が 長 
に よる 地球 連 ” 
合 の 様 戦略 の 崩壊 と エネ ルギー 不足 、 ザ フト の MS 投 
入 な ど が ある 。 以後 、 戦争 は 通常 戦力 中 心 の 戦闘 が 続 
く が 、 ニュ ー ト ロン ジャ マー キャ ン セ ラー の 実用 化 と 流出 


り 、 両 勢力 が 大 量 破壊 兵器 を 運用 可能 と な っ た 結 


期 化 し た 背景 に は よ 、 ニ ュー トロ ンジ ャ マ 


果 、 残 減 戦術 が 採ら れる よう に な 
る 


戦争 前 期 

枝 戦 術 と 圧倒 的 な 数 の 通常 戦力 を 駆使 し 
た 短 捧 決戦 を 目指 し た 地球 連合 軍 だ が 、 ザ フ 
ド 枝 兵 器 が 無力 化 さ 
れ た うえ 、 通 常 戦力 も MS 相手 に 苦戦 。 以後 、 
腕 動 的 作戦 が 増加 し た 


戦争 前 期 
ー ト ロン ジャ マー で 地球 軍 の 枝 兵 器 を 
封じ つつ 、MS を 投入 。 赤道 圭 鎖 作戦 「 オ ペ 


ロン ジャ マー を 散布 し つつ 、 地 球 上 の 宇宙 港 
を 制圧 し て いっ た 。 


し が し 東 線 は 萌 着 し 
吾 会 天 も 決 天 


兵力 数 で 圧倒 | 


プ 


カサ ブラ ンカ 
5 明 25B、 ザフト と 地球 軍 (ユー 


た 戦術 で 地球 の 重要 拠点 を 確保 。 地球 
ト 国家 . 中 立国 
た こと も あり 、 戦線 は 有 廊 状態 に 陥っ た , 


あり が 期 人 


戦争 後期 

月 や JOSH-A で 焦土 作戦 を 実施 。 ニュ ー ト 
ロン ジャ マー キャ ン セ ラー を 入手 する と 遷 戦術 
を 復活 させ 、 ザフト の 宇宙 要塞 や プラ ント 本 国 
を 本 攻撃 し た が 勢力 の 介入 で 民間 へ 
の 被害 は 出 な か っ た 


戦争 後期 

JOSH-A 攻 略 作 戦 「 オ ペレ ーション ・ ズ スピ ッ 
トブ レイ ク ] 失 牙 後 、 マ ス ド ラ イ バ ー 基 地 を 破 
壊し つつ 戦力 を 宇宙 に 集結 。 地球 軍 の 柱 戦 
術 第 活 が 判明 する と 統 暗 兵 問 ジ ェ ネ シ ス を 投 
入 し 、 対地 球 攻撃 を 企 


ェ ネ シス 」。 地理 の 生 
幸江 的 打撃 を 


は 地球 連合 / 親 
進出 限界 を 迎え 


| れ た 。 ザフト が : 


ト の 中 立 勧 告 を 受け 
た 南ア メリ カ 合 衆 園 に 、 地 球 軍 が 健 
攻 。 パナ ャ 宇宙 浴 を 制圧 し 、 南 米 を 
大 西洋 較 都 に 伴 合 し た 。 
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コズミック ・ イ ラ ガイ ド : CE.70 か ら 71 の 戦争 


ここ か ら は 地球 連合 軍 の 強 衣 機動 特 装 艇 (アー クエ ン 連合 首長 国 の (ヘリ オ ボ ポリ ス )〉 が ザフト の 攻撃 を 再 ( 
ジェ ル )》 の 足取り を 追い な が ら 、 戦 争 の 推移 を 解説 する 。 の 戦闘 で 正規 クル ー の ほとん ど を 失 - 
地球 軍 初 の MS が 開発 され て いた こと か ら 、 中 立国 オー ブ = ル )》 は 、 わ ず か な 軍人 と 民間 人 の 手 で 地球 に 向 


回 ラク ス 救 助 男 へ リオ ボリ ス 坪 撃 


CE71.01.25、 ザ フト の クル ー セ 鞍 が 
(の コロ ニー (へ リオ ポリ ス ) を 所 軸 


回 第 B 能 先遣 隊 の 壊 江 
ー ク エン ジェ ル ) と の 合流 
て いた 地震 軍 第 8 和 工 隊 の 先 性 隊 


目 低 軌 道 会 戦 
へ リオ ポリ ス ) で 《 ア ー 
乗り 込ん だ 学生 た ち が 


の 埋 開 で ザフト の 攻撃 を 受け た 第 百 アル テ ミ ス 戦 
は 叶 滅 し た 


アー クエ ンジ ェ ル の 進路 


了 (アー クエ ンジ ェ ル ) が 地球 に 降下 し た 頃 か ら 、 地 球 連 。 地球 軍 の 有利 に 傾き 、 支 配 地域 の 拡大 や 宇宙 べ の 展開 
地上 戦線 の 変化 合 軍 と プラ ント 会 の 強硬 化 が 加速 し 、 両 勢力 共 を 開始 。 プ ラン ト で は 強硬 派 の パト リッ ク ・ ザ ラ が 
に 手段 を 問わ な い 戦術 を 採る よう に な っ た 


地球 戦線 は 就任 し た が 、 JOSH-A 攻 略 と 赤道 封鎖 に 失敗 し た 。 


名 (アー クエ ンジ ェ ル 
アフ リカ に 降下 
| 2 月 14 日 、 目標 を 浅 れ た (アー クエ ンジ ェ ル 
が アフ リカ に 降下 。 レジ スタ ンス の 支 朋 を 受け 
て バル ト フェ ルド 落 を 肖 し 、 九 濾 を 区 脱し た 


装っ た 作戦 だ っ た が 、 情 報 を 

て いた 地球 宣 は JOSH-A を 自 糧 

と イン 1 させ ザフト 侵攻 部 隊 を 天 溢 | 
海 と イン ド : 


と 交戦 し つつ 東進 


| 


画 バナ マ 攻 略 戦 

5 月 25H、 ザ フト が パナ マ 基 地 を 
昭 。 EMP 兵 疾 「 グ ン 

ドラ イ バ ー を 破壊 し 、 


田 第 3 次 ビク トリ ア 攻 防戦 reais 
6 月 18 日 、 地 球 軍 が ビク トリ ア 基 地 を 所 (アー クエ ンジ ェ ル ) 、 
オー ブ へ 


第 三 茸 力 の 出現 


アラ スカ 戦後 、 (アー クエ ンジ ェ ル ) は 地球 連合 軍 
を 離脱 し 、 オー プ に 入っ た 。 アラ スカ 戦 に お いて 、 地 
球 軍 が 味方 を 欺 い た 自爆 戦術 を 採っ た こと か ら 、 軍 


その 際 、 強 硬化 する 最高 
フト 盤 ( エ ター ナル 》 と 合流 し 、 
る 第 三 勢力 を 構築 。 戦争 を 早期 終結 させ る べく 、 地 
球 軍 と ザフト の 戦闘 に 介入 し た の だ 
わずか 三 
高度 な 性 能 を 持っ て いた うえ . 
ャ ン セ ラー 搭載 の 核 動力 ト 
の 戦闘 能力 は 突出 し て い 


が 、 各 艦 が 極め で 
トロ ンジ ャ マー キ 
機 装備 し て お り 、 そ 
ラク ス ・ ク ライ ン や カ が 


揮 の (エタ ー ナ ル ) 
衣 有 


同 財 し 独自 の 行動 に 


南浦 され た 元 最高 評議 会 議長 
て プラ ント の 歌 尋 ラク 
イン は (エタ ー ナ ル ) を 


Iluskation by JUN WADA 


ET 地球 軍 の 宇宙 展開 に 伴い 、 主 戦場 は 宇宙 に 移行 
戦争 末期 の 宇宙 ニュ ー ト ロン ジャ マー キャ ン セ ラー の 流出 に より 大 量 破 壊 兵 
器 が 応酬 され 、 世界 は 破 減 の 危機 に 階 っ た 


目的 と する 「 エ ル ピ ス 人 
選 3 日 5 ) 
放 表 し 宇宙 へ 


ライ ズ 17028 


機動 武闘 伝 6 ガ ンダ ム 


本 9 mM 


ョ ン 


ーー 
& き 
大 


Device of The War by Proxy 


時 ガン ダム ファ イト の 制定 | ; F.C.1~59 


世界 の 危機 彫 大 
代理 戦争 の 許 』 を 中 心 と し た 
移行 経緯 か 
。 各国 が 芝 台 益 に 入る 中 、 突 加 と し 


F「 ガ ンダ ム フ ァ イト 
(ピノ ・ ド クサ F.C62) 


関連 ファ イル 
MS) 」 の 湊 mM 
中 、 地 球 の 環 


[は 壊 減 。 後に 第 一 次 カオ ス 戦 争 と 呼ば 


戦後 、 地 上 で は コロ ニー 国家 に よる 個別 支配 が 


Mlustration by MASAKAZU KAWAZOE /Background by EJ WAKAMATSU (KUSANAGI) 


CET2Z ア アー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


ガン ダム ファ イト へ の 道 回 自 


人 口 の 増大 や 地球 環境 の 悪化 を 受け て 開始 され た 、 重力 制御 機関 な は じ め と する スー パー テク ノロ ジー に より 、 ス F.C.2、 無 政府 状態 の 地球 名 地 
スペ ー ス コロ ニー の 開発 と 宇宙 移民 は 、 新 た な 混乱 を 引 完成 させ た 各国 は 宇宙 移民 を 開始 し た 。 コロ の 波及 を: ロニ ー 国 

だ 居 々 に よる 綿 四 ー へ の 移住 に 伴い 、 人 類 は 味 境 問題 から 解放 され た か に 思わ 戦争 の 危機 が 招来 され た 。 一 
人 れ た が 、 総 人 口 の 4 禄 が 無政府 状態 の 地球 に 残さ れ て いた 。 
る 。 特に コロ ニー 国家 軍 と 地上 軍 が 全面 衝突 し た 第 一 次 
カオ ス 戦 争 は 熱 村 戦 争 の 危機 を 作 お も の だ コロ 
ニー 国家 間 の 緊張 が 引き 起こ し か けた 第 二 次 カオ ス 戦 争 
で は 、 コロ ニー の 破壊 を 含む 戦災 が 危 恨 され て いた 
地球 園 破 減 の 危機 を 救っ た の が 、 E・C・ デ ュー サー 教 
授 が 提唱 し た ガン ダム ファ イト で あり 、 以 後 地球 園 の 主導 
権 は 4 年 ご と の 代理 戦争 で 争わ れる こと と な 


性 能 化 。 地上 
な 感 罰 を 発揮 し た 


地球 の 近傍 軍 城 
は 、 そ 
能 す る 。 第 一 次 カオ ス 秩 多 北 、 
元々 の 地上 領 二 も [飛び地] と 第 一 次 カオ ス 戦争 後 、 連 携 を 欠い た コロ ニー 国家 群 の 軍拡 や 

小 概 り 合い に より 、 第 二 次 カ オス 電 争 の 危機 が 訪れ た 。 知識 大 を 
中 心 に 戦争 回 避 策 が 模索 され る 中 、E・C・ デ ュー サー 教 授 が 代 
理 寺 争 「 ガ ンダ ム フ ァ イト 」 を 提 順 し た 


よっ て 即日 可決 
F.C7 に は ガン ダム フ : 


か ら MF の 江村 モビ ルト 

レー スシ ステ ム ] の 研究 が 始 

翌 年 に 完成 これ を 受け た デュ 
ー 教 授 が 、 ガ ンダ ム フ ァ イ ト を 提 昌 


人 型 汎用 作業 用 ロボ ッ ト と し - 
誕生 し た MS は 、 対 テロ 任務 や 
カオ ス 戦 急 の 中 で 兵器 化 
が モビ ピル ファ イ FF 
ダム 」 の 技術 基 南 と な っ た 


ガン ダム ファ イト 


ガン ダム ファ イト と は 、 各 コロ ニー 国家 が 代表 MF1 機 を ガン ダム ファ イト 国際 委員 会 
送り 出し 、 そ の パト ルロイ ヤル ち 残 っ た 国 が 向こう 4 年 IE 
間 、 地 球 圏 の 支配 権 を 獲得 する 制度 
て 地球 を 舞台 に 行わ れ 、 厳格 な ルー ル も 定め られ 


、 ュ ン 
ガン ダム ファ イト の 流 廃 を 狙う 勢 力 の 暗 起 や 、 コロ ニー 国 機 に 見 舞 わ れ た 。 だ が F.C.8~F.C.56 ま で の 問 | 
家 間 の 反目 な ど に より 、 ガ ンダ ム フ ァ イト 制度 は 数 度 に 語っ 12 回 の 大 会 が 開催 され 、 戦争 を 抑止 し 続け て いる 。 
| EG.8 年 ネオ ギリ シャ | バル カン ガン ダム _ | 近 失 格 時 (格闘技) の 位 性 が 判明 
FC.12 年 ネオ アメ リカ | ガン タム フリ ー ダ ム 
| Fe 年 オ エジプト | ワッ ラタン タム mW 還 
FC20 年 。 | ネオ チャ イナ ェ イ ロン ガン ダム サ 8 ィ 
| FC:24 年 | ネオ フラ ンス | バロン ガン タム フエ ルナ ンド ロワール 
| FC28 年 | ネオ イタ リア | ガン タム ド ビッ トリ オ ・ ア ル ジ ェ ンド | ー 
| FC32 年 ネオ ドイ ツ | カイ ザー ガン ダム | ウォ ルフ ・ ハ イン リッ ヒ | 秘密 結社 カオ ス の 介入 。 新た な シャ 
FC.36 年 ネオ ロシア スキ レイ ・ ジ リノ フス | 
FC.40 年 ネオ イン グラ ンド 砲兵 器 を 主 擬装 と する MF が 広 
44 年 ネオ イン グラ ンド 2 連 禁 
FC.48 年 | ネオ イン グラ ンド a 皿 9 連 井 。 コロ ニー 回 
FC.56 年 会 。 格闘技 の 優位 性 
世界 支配 を 目 議 む 秘密 結社 カオ ス の 介入 が あっ た 第 7 回 大 
会 、 軍 抜 に 伴う コロ ニー 国家 間 の 不信 が 呼ん だ 第 12 回 大 会 の 
延期 な ど 、 ガ ンダ ム フ ァ イ ト は 度々 存続 の 危機 に 見 舞 わ れ て いる 
ご ww 
アジ ア 、 ウル ペー イシ カ 広域 破 電 兵 部 や 自律 問 、 紗 力 な パリ ア の 搭 穫 止 むい 
デビ ルカ ンダ ム の 衝 守 江 が 世界 8 大 機 を 5 は が 、 設 計 の 自由 度 は 高い 。 第 1 回 大 信和 、 近 授 和 7 
導 ・ が 171-20 
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WORLD GUIDE 


旦 用 理論 スタ ー ゲ イザ ー 計 画 


選 字 箇 の 探査 を 目指 し た | 
押 人 MS 開発 計画 | 


: 宙 探査 開発 機構 ) に 
開発 ブロ ジェ クト が 「G! 
ザー 計画 と 呼ば れる ( ス 
れ た 機体 
在 が 困難 な 火星 以 中 領域 


の 運用 支援 > 
UNanned Deploy 
人 ・ 自 律 運用 


る 。 投入 テク ノロ ジー も 
も の で 、 支 援 が 期生 
る た め の | 自 己 対話 型 複 列 分 散 処理 AL」、 長 期 


MS 運用 理論 : スタ ー ゲ イザ ー 計 画 


MS Development History of C.E. 
コズミック ・ イ ラ の MS 開発 史 


間 の メン テ ナ ン ス フリ 

クタ ロマ シナ リー テク ノ 

技術 が 採用 され た 
中 で も 

(仏語 で 「 光 り 克 け る 運び 


た 現し た | 自己 修復 型 マイ 
ー」 と いっ た DSSD 独 自 の 


D、 理論 上 無限 の 航続 距離 を 
進 の テク ノロ シ 用 し 
、AI の 「 教 育 ] を 


ー ル の 


の 熟成 を 残す の み だ - 
、 計 画 を 
合 と プラ ント に よる 二 度 目 の 大 戦 の 中 、 ロ ゴス 指揮 下 


本 09 sm02h 


し た の だ 。 劣勢 に 追い 込ま し た ロゴ スポ が 戦局 挽回 の 
し 、 中 立 機関 の D 
を 攻撃 する と いう 和 修行 を 引き 起こ し た の : 
DSSD は ファ ペイ ン の 撃退 
れ た うえ 、 スタ ー ゲ イザ ー も 損 
スタ ー ゲ イザ ー の 再生 と AI の 
で ある 。 
(2 イム 


Miustration by TAKUYA IO 


板 動 戦 士 ガン ダム SEED CE.Z9 -STARGAZEI 


スタ ー ゲ イザ ー 計 画 は 、 火 星 以遠 の 深 宇宙 に お ける 
探査 ・ 開発 を 可能 と する 無人 MS 開発 プロ ジェ クト で あ 
る 。 DSSD の 目的 その も の と 言え る 一 大 プロ ジェ クト で 、 
C.E.74 の 時 点 で MS スタ ー ゲ イザ ー の ハー ドウ ェ ア 部 分 
は ほぼ 完成 し て いた 。 


DSSD の 設立 主旨 で ある 「 火 星 以遠 宙 
域 で の 深 査 ・ 開 発 ] が 主 目的 と な る 
74 現 在 、 人 類 の 生存 園 は 火星 が 最も 遠く 、 タン 
地球 國 以 外 の 太 | の 開発 は ほとん ど 
進ん で いな いた め 、 探査 手段 が 模索 され た 


スタ ー ゲ イザ ー の 技術 


長期 間 無 補給 探査 の た め 、 ス ター ゲイ ザ 
高度 な AI や 自己 修復 機能 、 半永久 的 推進 装置 が 搭載 さ 
れ て いる 。 いずれ も DSSD が 開発 し た 技術 で ある 。 動力 に 
は 棲 エ ンジ ン と パワ ー パ ッ ク (パッ テリ ー) の 選択 型 を 採用 
し た と 考え られ る が 、N ジ ャ マー キャ ン セ ラー は 搭載 し な い 。 


人 間 の 支援 な し で 長期 
同 活動 する た め 、 [自己 対 
話 型 複 別 分 散 処 理 AT] と 
呼ば れる 自律 シス テム を 
の 


宇宙 活動 の ネッ ク に な る 
指 進 剤 量 の 問題 を 解決 し 
陽 帆 。 大 陽 属 を 光 圧 


火星 以遠 の 深 宇宙 
在 し て の 探査 * 開 発 | 
アロ ー ン で の 長期 
MS の 開発 プロ ジェ ッ ト が 立ち 上 げ ら れ 、MS 
スタ ー ゲ イザ ー の 開発 が 始ま っ た 


活動 が 可能 な 無人 


N 


長期 探査 開発 活 動 に 
お いて は 修理 は 望め な いた 
め 、 自 己 修 復 型 マイ クロ マ 
シナ リー テク ノロ ジー を 採 
用 。 その 名 の 通り マイ クロ 
マシ ン に よる 自己 修復 機能 
で ある 。 


スタ ー ゲ ィ イザー 計画 は DSSD が 独力 で 進め て いた プロ 
ジェ クト で 、 開 発 陣 も DSSD の スタ ッ フ で 構成 され て いる 。 
DSS 各 分 野 で 卓越 し や 技術 を 持つ 人 物 が 
在籍 し て お り 、 特 に DSSD 技 術 開発 セン ター の スタ ッ フ 、 
セレ ー ネ ・ マ ク グ リフ は 開発 陣 の 中 心 と し て 活躍 し た 。 


ソル は AI 学習 用 の テス トバ イロ ッ ト 、 
モリ セイ 


進 疾 関 連 の 技 科 


スタ ー ゲ イザ ー の 開発 は 、 宇 宙 の DSSD ト ロ ヤ ステ ュ 
ショ ン と 地上 の 南米 フォ ル タ レザ で 同時 普 行 的 に 進め ら 
れ た 。 ヴォ ワ チ ュー ル ・ リ ュ ミエ ー ル は 宇宙 で 、 MS 本 体 は 
地上 で と いう 風 に 分 担 され た よう で ある 。 後 
ヤス テー ショ ン に 統合 され 、 各種 試験 に 


フカ ル タ レ ザ の DSSD3 
ター か ら 打 ち 上 げ ら れ 


MS 本 体 


D の 技術 開発 セン ター が 置か れ 
た 。 シャ トル の 打ち 上 げ 施 設 も 有 
し て お り 、 ス ター ゲイ ザー の 打ち 
上 げ が 行わ れ て いる < 


月 軌道 外 に 置か れ た DSSD の 

宇宙 ステ ーション で 、 ス ター ゲイ 

ザー の 軌道 実験 が 行わ れれ た 。 ま 
レー ザー 発振 


画 は DSSD ト ロ ヤ ス 
、 実機 や シス テム の テス ト 、 AT の 痛 


ター ゲイ ザー と ヴォ ワ チ 
エー ル が 接合 


ルリ ュ 


の 際 、 スタ ー ゲイ ザー も 損傷 し 計画 は 遅延 し た 。 本 格 的 試験 へ 


\ 皿 

| | DSSD ト ロ ヤ ステ ーション に お いて 、 ヴ ォ 
ワ チ ュー ル ・ リ ュ ミ エー ル の 稼働 試験 や AT 
の 育成 が 進展 。 スタ ー ゲ イザ ー 計 画 の 中 心 
人 物 の ひと り セレ ー キ ・ マ ク グ リフ は 、 AI の, 


スタ ー ゲ イザ ー 用 AI の 奪取 を 目論む ファ 
ント ムペ イン が 、 ト ロ ヤス テー ショ ン を 時 
DSSD は ファ 


BEIENCE 


スタ ー ゲ イザ ー 関 連 の 
May Nord 技術 の 提供 
スタ ー ゲ イザ ー の 技術 の 一 部 は 、 外部 組織 に 提供 


特に ヴォ ワ チ ・ リ ュ ミ エー ル は ザフト や 火星 園 
に 提供 され 、 改良 の 後 、 高級 機 が 搭載 し た 


機動 戦士 ガン ダム AGE 


nD3 SHEET IN 


MS ゃ M S MS Development History of A.G. 
運用 理論 BP 軍 の アド バン ス ド ・ ジ ェ ネ レー ショ ン の MS 開発 史 


2 3 ル セ キ ュ リ ティ の 域 を 出 な いも の : 一 国家 が 指摘 ある が 、 攻 撃 カ 防御 カ 


ヴェ イガ ン に 匹 工 する 問 を 復活 きせ よう に も 「 銀 の 本 条約 」 
い SN 連 テ クノ ロジ ー は 失わ れ て お り 、 散 発 的 な 舞 撃 を 
連邦 軍 の 新型 MS 妖 繰り 返す ヴェ イガ ン の 田 威 に 無力 な 状態 が 続い た 
ET < デキ ン : ーー こ 圏 の [救世主 」 が 現れ る 。 伝説 的 MS 
襲 刺 事件 直 の 一 族 ア ス ノ 家 の フリ ッ ト ・ ア ス フ が 、 ヴ ェ イ ガ 『 に 単 
当時 は 正体 以上 の 性 能 を # サン ダム を - ンダ ー 用 MS: A-DB の 
、 ヴ ェ イ ガン 最強 の ヴェ イガ ン ギ 


開 車 輌 
(MS) と いっ た 兵器 が 
相手 に は 無力 で あ - 
邦 軍 の 兵 疾 は 、 A.G1 に 締結 され た 軍事 技術 制限 


の 範囲 内 で 開発 


RGE-G1100 
5 望 的 な 以上 の 性 能 を : 


セキ ュ リ ティ 、 モー ター 
作業 用 の モビ ルス タン ダー| 
空戦 性能 の 不足 
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MS 運用 理論 : 地球 連邦 軍 の MS 


i 本 09 mm05 


地球 連邦 軍 系 MS の 開発 系 譜 


「 銀 の 株 条約 」 以前 の MS 


アス ノ 家 の ガン ダム ノシ ド 


「 天 使 の 落日 ] を 受け て 編制 
され た 地球 連邦 軍 は 、 主 力 機 
動 兵器 と し て ジェ ノア ス を 配備 
し た 。 し か し AG 元 年 に 閑 結 さ 
れ た 「 銀 の 杯 条約 | で 軍事 技 
術 の 大 半 が 失わ れ で いた た め 、 
ジェ ノア ス の 性 能 は モビ ル セ 
キュ リティ レベ ペル に 過ぎ ず 、 ヴェ 
イガ ン の 高 性 能 MS 相 手 に 無 
カ 特に 攻撃 力 と 防御 
力 の 不足 は 深刻 で 


MS 銀 治 の 名 門 ア ス ノ 家 の フリ ッ ト ・ 
アス ノ が 「 銀 の 杯 条約 」 以 前 の 一 部 技 
術 を 継承 し た カン ダム AGE-1 を 完成 
せ た 。 単純 な 性 能 だ け で な く 、AGE シ 
ステ ム に よる 「 進 化 ] や ウェ アシ ステ ム 
が も た らし た 多用 途 性 は 、 
MS を 圧倒 する 戦闘 能力 を 実現 し 
AGE-1 の 影響 下 で 証 生 し た G エ グ ゼス 
も 、 ヴェ イガ ン 機 に 対抗 で きた 。 


A 


AGE-1 


WWMS-GEX1 
1 い 2 
! 


ヴェ イガ ン に 対抗 可能 な 地球 連邦 軍 の MS は 、 何 ら か の 
形 で ガン ダム AGE-1 の 影響 を 受け て いる 。 連邦 軍 の MS 
の ほとん ど は 、AGE-1 の [子孫 」 な の ヤ ャ ルド ー ル を 始祖 


ALG.101 の 「 天 使 の 落日 ] を 契機 に 発足 し た 連邦 軍 で 
は 、AG.115 に 完成 し た ガン ダム AGE-1 を も っ て よう や く 
ヴェ イガ ン に 対抗 可能 と な っ た 。 量産 仕様 機 レベ ル で 対 


MS の 高 性 能 化 が 加速 度 的 に 進行 。 AGE-1 の 量産 仕様 
模 に あたる G バ ウン サー や アデ ル は 、 コ ウ モ リ 退 治 戦 役 時 の 
AGE-1 以 上 の 高 性 能 機 で あり 、 ヴ ェ イ ガン と の ハー ド ' 


レベ ル の 差 は な く な っ た 。 また アス 司令 主導 の 軍 
ジェ ノア ス II や シャ ルド ー ル 改 と いっ た 旧来 型 MS の アッ プ デ ー 
ト 機 も 配備 。 単独 飛行 が 可能 な ガン ダム AGE.2 や MS 用 政 


イボ ポー ド な ども 実用 化 され た 。 


RGEC35o 
シャ ルト 


と する マッ ドー ナ 工 房 系 MS も 、 G エ グセ ス 以 降 、 AGE-1 の 
影響 を 受け た )。 AGE-2 以 後 の ガ ンダ ム は 設計 思想 が 特 
殊 な こと も あり 、 量産 仕様 機 は 少な い 。 


カス タム 、 マ イナ ー チ ェ ン ジ 


抗 可能 に な っ た の は 、 コ ウ モ リ 退 治 戦役 
デル や ジェ ノア ス IL が 最初 期 の も の 。 ハイ エン ド の アス ノ 
家系 ガン ダム は さら に 高 性 能 化 し て いっ た 。 


連邦 軍 の 兵器 体系 は A.G.140 年 代 と 大 差 が な く 、 ア デル 
マー ク IT や ジェ ノア ス 0 カス タム と いっ た 、 か つて の MS の アッ プ 
AGE.2 を ペー ス と する 量 
エ カ スタ ム 、X ラ ウン ダー 用 の 
少数 な が ら 投入 され て いる 。 ア 


AGEFX Se 
カン ダム AGE FX 縛 


サン ライ ズ ・MBS 
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世紀 
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個人 用 携帯 装備 (U.C.0123~0153) 


U 10 代 は MS の 平均 的 頭頂 高 が 15m 級 
バ パワー ウェ イト レシ オ が 飛 
ルド に 代表 され る 新装 
、MS が 飛躍 的 に 高 性 能 化 し た 時 
に 。 つま り 、 あ る 種 の RMA (Revolution in 
Affairs。 軍事 に お ける 革命 ) が 起き た 時 
が 、 それ は MS の 分 野 の こと で し か な い 


て も サラ ミス 
備 する 正規 部 隊 が 存在 する 
(ビー ム ・ シ ー ル ド や ミノ フス キー・ ク ラフ ト 
の 搭載 と いっ た 近代 化 改 自 は 行わ れ た ) 

梁 鉄 や 突撃 銃 と いっ た 個人 用 携行 火器 も 同様 の 
は 旧 世 紀 の 時 点 で ほ 
、 MS の よう な 新 フ ォ ー 
マッ ト - へ の 移行 が 実現 し に くい の だ 

それ で も U.C.0150 年 代 現在 、 長 年 の 懸案 で あっ 


単 の 標準 化 が 達成 され 
は プ ブロック 化 し た 装 薬 

と 在 し な い 点 が 特 
式 の 銃弾 より 低 コ 


ど が 挙げ られ る 
2 究 は 昌世 紀 か ら 行わ れ 


な か つっ 予算 が 有限 で あり 、 


現用 銃器 ケー スレ ス 弾 式 
銃器 を 開発 する 切迫 し た だ 。 
も っ と も 、 ケ ー ス レス 弾 式 の MS 用 火器 は 多数 開 


発 さ れ た 。 いわ ゆる 「 バ ルカ ン 砲 」 の 多く は 金属 楽 英 
を 用 いな い タ イプ で あり 、 ジム 系 MS 用 の GR・MR82- 
90mm ジム ・ ラ イフ ル や タク ロス ボーン ・ パ ン ガ ー ド の 
へ ピー・ マ シン ガン な ども ケー スレ ス 別 


CO15 り 、 よ う や く ケ ー ス レス 弾 式 の 
参 銃 や 突 皿 銃 が 標準 的 に な る が 、 そ の 理由 は 推測 


rE08 sn2On 


Technology of U.C. 


3 iM 人 
、 予算 を 携行 火器 開発 に 回 し た と も , 
問 の 銃器 開発 が ケース レス 桂 の 肖 選 を 低く し た ども 
と えら れる 

実用 化 の 理由 は どう あれ 、 連 邦 軍 や 反 ザ ンス カー 
ル 組 織 リ ガ が ・ ミ リティ ア 、 ザン スカ ー ル 帝国 軍 ベ スパ な 
ど で ケ ー メ レス 弾 式 の 個人 用 携行 火器 は 広く 使用 
され た 。 ケー スレ ス 弾 式 銃 器 は 、 小 規模 組織 で も 標 
準 装備 可能 な 普遍 的 技術 て いる の だ 

( け イ ト ・ マ ンカ ッ ド UC0155) 


関連 ファ イル 


・ サ イド の 地球 連邦 軍 士 定 
ザン スカ ー ル 事 国 軍 の 人 々 


地球 連 孝 (UC.0096~0153) F9103-13 
コス モ ・ パ バビ ロニ ア と クロ スポ ー ン ・ パ バンガード F91.03-17 
還 VO3-17 

vo3.19 


Mustration by JUN WADA 


U.C.0080 年 代 後 半 か ら 見 られ た 大 口 
径 化 や 非 ブ ル バ ッ プ 化 は U.C.D100 年 代 で 
も 継続 され て いる 。 U.C.0150 年 代 に な る と 


ケー スレ ス 弾 を 使用 する タイ ブ が 登場 し た 。 


ハン ドガ ン 


地球 連邦 軍用 の 将校 用 の ハン ドガ ン 。 シ 
ング ルカ ラム と な っ た こと で 装弾 数 が 減っ た 
が 、 こ れ は 大 口径 絢 を 採用 し た た め と 思わ れ 
る 。 また 、 リ アサ イト が アー チ 状 の パー ツ で 
種 わ れ て いる 点 も 変更 点 と 言え る 。 


議 ハン カン ヤ アサ ルト ラ 
全 イ フル は モデ ル テ ェ ンジ 
を 重ね て 使用 され 続け 
て いる 。 支援 火器 な ど 
の 有無 は 不明 で ある 。 


アサ ルト ・ ラ イフ ラル 


制式 アサ ルト ・ ラ イフ ル で 、 U.C.0080 年 
代 に 使用 され て いた も の の 改装 版 と 考え ら 
れる 。 旧来 の 物 に 比べ 、 銃 身 が 延長 され 、 
スト ッ ク が 大 型 化し て お り 、 射 程 や 命中 精度 
が 向上 し て いる と 思わ れる 。 


ン ガ ー ド だ っ た が 、 


た 。 性 能 的 に も 連邦 軍 に 匹敵 し た 。 


CV の 将兵 に 配備 され て いた 拳 祭 。 大 品 
径 化 が 図ら れ て いた よう で 、 シン グル カラ ム ・ 
マガ ジン が 採用 され て いた 。 リン グ 状 の ハン 
マー と グリ ッ プ に あし ら わ れ た CV マー ク が 特 
徴 で ある 。 


[ 則 | 本 上 9 sg On 


| 202*- ッ ルウ ナド / 制服 と 同じ く 使用 する 


先進 的 な MS を 配備 し た クロ スポ ー ン ・ バ パ 
拳銃 な どの 小 火器 に つ 
いて は 古風 な を シルエット の も の を 採用 し て い 


火器 に も 大 時 代 的 な 
意匠 が 施さ れ た 。 [ 貫 
族 主 大 ] と いう 欧 治 模 
構 を 演出 する た め の 小 
道具 と し て の 側面 も 大 
きか っ た 。 


シト ・ フ ェ ア チ ャ イル ド の 挙 銃 


正確 に は 軍 に 制式 採用 され た も の で は な 
く 、 民間 用 の 拳銃 。 旧 世 紀 の 疹 銃 を 想起 
せる クラ シッ ク な フォ ルム だ が 、 一 般 的 な ブ 
ロー バッ ク 機 構 を 採用 し た タイ プ で ある 。 


U.C.0096 に 制式 採用 され た 対 MS 用 携 
落 ミ サイ ル で 、 名 称 は 「HMR-96」。 有線 誘 
導 方 式 で 、 ミ ノ フ スキ ー 幸 子 前 布 下 で も 使 
用 で きる 。 U.C.0100 年 代 で も 使用 され て 
いた 。 重量 は 4Kg。 


地球 連邦 軍 な ど と 同等 の 性 能 を 持つ 
小 火器 を 配備 し て いた 。 拳銃 や 自動 小銃 
は ケー スレ ス 弾 を 用 いた も の で 、 連邦 軍 か 


ら 入 手 し て いた と 思わ れる 。 


MS パイ ロッ ト を 中 心 に 広く 配備 され て い 
た ケー スレ ス 弾 仕様 の ハン ドガ ン 。 女性 や 
著 年 層 も 多かっ た 組織 の 性 格 を 反映 し て 
か 、 小型 モデ ル を 採用 し て いた 。 


据え 置き 式 の 重機 関 鉱 で 、 カ : 
搭載 され た 。 全 属 ポ 英 式 の カー トリ 
用 する タイ プ で 、MS に は 効果 は な か っ 7 
対人 * 対 車輌 用 と し て 有効 な 兵 装 で あ . 


軍用 バイ ク の サイ ドカ ー に は 機関 銃 を 備 
えた タイ プ も あっ た 。 M-299 と は 異な る タイ 
プ の よう で 、 全 属 薬 其 を た 用 いた と 思わ れる べ 
ルト 給 弾 方 式 を 採用 し て いた 。 軍用 バギー 
に は 別 タイ プ の も の を 扶 。 


“> 


自 が 主流 で あっ た た め 目 
立っ た 活躍 は な か っ た 。 


自動 小銃 


陵 戦 隊 な ど が 主 に 使用 し た 自動 小銃 で 、 
ケー スレ ス 弾 と 金属 薬 英理 の 両方 に 対応 
し て いた 。 左右 に セレ クタ ー ス イッ チ を 備え 
て いた こと か ら 、 左 利き 。" 右 利き の どちら で 
も 使用 で きた 。 


携帯 用 ロケ ッ ト ・ ラ ンチ ャ ー の 一種 。 前 部 
に ダリ ッ プ を 備え る こと か ら 5 片手 で も 使用 で 
きた よう だ 。 命中 箇所 に よっ て は MS に も ダ 
メー ジ を 与え られ た 。 ご れ 以外 に 据え 置き 式 
の 過 撃 奄 タ イプ も 使用 され た 。 


ウー イッ ク グ や タン ピコ な ど 


が 知ら れる 。 し し 、MS 


CV の 突撃 銃 で 、 地 球 連邦 軍 で は 廃 され 
て いた ブル パッ プ タ イ プ を 採用 。 大 型 弾倉 
と 空冷 性 能 の 強化 を 図っ た と 思わ れる パレ 
ル ジ ャ ケ ッ ト が 特徴 。 スコ ー プ も 標準 装備 さ 
れ て いた 。 


高 性 能 MS を 独自 に 開発 し た ベス パ の 
制式 拳銃 と 制式 ライ フル は 樹脂 や 複合 材 
が 多用 され て お り 、 メ ン テ ナ ンス 性 に 秀 で 
て いる 点 が 特徴 で あっ た 。 

50 > = | 

ベス パ の 制式 拳銃 で 、 ケ ー ス レス 針 と 金 

属 薬 凌 弾 に 対応 。 さら に 信号 弾 や マイ ク 

ロ ・ グ レネ ー ダ ー の 使用 も 可能 だ っ た 。 全長 


20.5cm (パレ ル 長 5 イン チ )、 重 量 470g、 
口径 9mm、 装弾 数 15+1 発 。 


MS パイ ロッ ト や デッキ クル ー の 標準 装 
備 。 先端 に マグ ネッ ト が 付い た ワイ ヤー を 射 
出し 、 迅 速 な 競 動 を 可能 と し た 。 U.C.0090 
年 代 か ら 勢 力 を 問わ ず 配 備 さ れ て お り 、CV 
で は グリ ッ プ が 四角 の も の を 使用 し た 。 


MS 戦 が ほとん ど だ っ た 
が 、 導 二 や ライ フル 用 


た 。 本 回 の 備 式 で は 代 
仁 や 思 誠 類 が 見 られ た 。 


ベス パ の 制式 ライ フル で 、 制式 開 銃 と 同 
いく 強化 プラ スチ ッ ク と 複合 材 の み で 造ら れ 
て いた と 思わ れる 。 キャ リン グ ハ ン ドル 上 部 
に スコ ー プ を 内 蔵 し て いる 。 ケー スレ ス 弾 仁 


一 年 戦争 時 か ら マ イナ ー チ ェ ンジ を 紹 り 
返し て 使用 され て いる モデ ル で 、 ペ スパ で | 
は ネネ カ 隊 が 使用 し た 。 命中 箇所 に よっ て 
MS に 有効 打 を 与え る こと も 可能 で あっ た 。 


ベスパ が コロ ニー 内 の 警護 な ど に 用 いた 
ワッ パ ・ デ ィ テ クタ ー に は 、 重 機関 鉄 を 備え 
た モデ ル が あっ た 。 前 後に 向け て 配置 され 
て お り 、 ボッ クス 式 の マガ ジン を 備え て いた 。 


Wa・ サ ン ラ イズ 


171.26 


ガン ダム 


WORLD GUIDE 


クノ 3 


屋 史 
フォ ー カ ス 


172.21 


地球 使節 団 、 月 へ 


アグ リッ パ の 月 支配 と 
ギン ガ ナ ム 艦隊 の 介入 


・ ミ リ シ ャ か ら 成 る 
H 畿 (ウィ ル ゲ ム )》 が 、 マ 
月 に 鎮 
ン レ イス の 代表 者 と 、 戦 時 協定 に 関す る 交渉 を 行う 
た めで ある 。 ムー ン レ イス に 対抗 する 北ア メリ ア 合 徐 
国 は 構想 段階 で し か な か っ た が 、 その プラ ン と 実現 
の た め の 行 動力 を 持つ の は ダ エ ン だ け と 語 
況 で あり 、 徹 渉 の 中 心 に な る の は 当 た 。 

し か し 、 グ エン た ち が 交 渉 相手 と し た ムー ン レイ ス 
は 想像 以上 の 混乱 状態 に あら っ た 。 当時 、 ム ー ン レイ 
に あり 、 月 で は アダ リッ 
を 絶っ て 独裁 体制 を 
布 き 、 地上 で は フィ ル ・ ア ッ カマ ン 少 佐 が サン ペル ト 共 
和 国 の 建国 を 強引 に 推し 進め て いた の だ : 

この 問 、 地 球 帰 本 作戦 を 主導 し た 女王 ディ アナ ・ 


歴史 フォ ー カ ス : 地球 使節 団 、 月 へ 


A Delegation Goes To The Moon 
C.C.2345 


ソレ ル は 何 を し て いた の か ? フィ ル 少 佐 に クー デ 
ター を 起こ され ディ アナ ・ カ ウン ター を 厄介 払い され 
た ディ アナ は 、 ア グリ ッ パ の 指示 で 月 へ 移送 中 
た (軌道 ロー タ ベ ー タ ー 「 ザッ クト レー が ガー] で は 、 
《 ウ ィ ル ゲ ム 》 と ディ アナ を 護送 中 の 《 ジ ャ ンダ ルム 》 
が ニア ミス し で も いる ) 。 

月 を 支配 する アグ リッ パ と し て は 、 前 述 の ディ アナ ・ 
カウ ンタ ー 地 上 派遣 都 隊 と の 達 絡 断絶 と ディ アナ の 
コー ルド スリ ー プ (また は 帝 害 ) に よっ て 月 社会 の 管 
理 ・ 隔 離 を 強化 し 、 黒 歴史 の 再来 を 防ぐ つも り だ っ 
た よう で ある 。 

アグ リッ パ の 計画 に は 、 ディ アナ ・ カ ウン ター 三 生 
の ひと つ ギ ン ガ ナム 家 の 主 、 ギ ム ・ ギ ン ガ ナス も 関与 
し で いた 。 ムー ン レ イス の 武 門 の 家系 で あり な が ら 、 
方 針 の 違い か ら 地 球 帰 還 作 戦 に 参加 し な か っ た ギ 
ン ガ ナム 家 は 、 ディアナ の 扱い に 関し て アグ リッ パ に 
近い スタ ンス を 取っ て いる 。 ディ アナ の 宇宙 
し で は 、 月 の 近傍 宙 域 に お いで 
女王 を 受け 取る 手 答 に な っ て い 

i、 地球 帰化 ムー ン レ イス 


帰還 に 際 
か ら 


ジャ ンダ ルム 


Mustration by KEIZO ICHIKAWA Color by NAGISA ABE 


(Ov) 本 09 mml 8 


ミリ シャ と ギン ガ ナ ム 艦隊 が 交戦 状態 に 陥っ た 。 
も っ と も 「 幸 い 」 な こと に 、 デ ィ アナ 親衛 隊 の ハリ ー・ 
ォ ー ド 大 尉 が (ウィ ル ゲ ム 》 か ら キ エル ・ ハ イム を 連 
れ 出 し 、 デ ィ ア ナ と し て ギン ガ ナ ム 艦隊 に 合流 させ た 
こと 、 グ エン が 交渉 の 意思 を 示し た こと か ら 戦 闘 は 
ルト ゥ 〉 麻 壊 の 混乱 に 紛れ て 月 
年 下 し 、 舞 台 は アグ リッ パ が 支配 する 月 の 首都 ゲ 
ン ガ ナム に 移っ てい っ た 。 
(チッ タ ・ ハ イブ リオ CC2347) 


関連 ファ イル 


ディ アナ ェ ン レル 
キム ・ キ ン ガ ナム 

アク リッ パー メン テナー 

時 か れ た 黒 歴 中 

地 二 作戦 

ムー シレ ィ ス 

オア ナ ・ カ ウン ター ヒ ギ ン ガ ナム 家 
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Special Efiectby SHIN INOIE Backgrourd by ATELIER MUSA 


地球 帰 選 作戦 突 施 後 の 
ムー ン レ ィ ス 社会 


取 5 は 、 イル ゲ ム を 部 
脱 。 追撃 た た ロラ ン と の 
が 行 野 可能 と な り 、 運 


地球 人 胃 作 昌 


行 後 、 地 球 に 降下 し た ディ アナ 
し た アグ ダリ ッ パ ・ メ ン テ ナ ー は 、 月 
会 の 管理 を 正 化 し た 報道 管制 に よる 地球 帰 選 
地球 上 の 紛争 の 隠 
軍港 を 合 む 社会 イン フラ の: 


撮 に よる 一 般 の 


人 
キ エ ル を 人 質 に 


開 が 行わ れ た 


| = っ 


イル ゲ ム か 5 脱出 し た ハリ 
訪 ナ ム 散 隊 と 接 能 し て いる 。 デ 
ル の 月 行き の 項 望 を 無視 し た 


スル トゥ を 攻撃 。 


(⑥ ザッ フト レー ガー へ 入港 


ウィ ル ゲ ム ) は 、 ザッ クト レー ガー に 入港 する も ドッ キン グ ア ー 
ム に 固定 され 脱出 不能 と な っ た 。 同じ スク ー プ パレ ル の 検 橋 に は 
(ジャ ンダ ルム ) も 入港 し て お り 、《 ウ ィ ル ゲ ム ) を 差し 置い て 苑 


脱 準備 ンダ ルム ) の 要請 を 受 
ーー の ザッ クト レー ガー 駐留 部 隊 が (ウィ ル ゲ ム 
が 、 ディ アナ と キ エ ル の 呼び か け で 大 事 に は 至ら ず 
ンダ ルム ) が 出航 し 、《 ウ ィ ル ゲ ム 》 も 後 を 追っ た 


けた ディ アナ ・ カ 
を 素 制す る 
直後 (ジャ 


ラン た ち は 、 デ ィ ア ナ と レッ ト 隊 と 合 

流 。 (ウィ ルケ ム 》 と ギン ガ ナ ン 租 除 も (ミス ルト み ) に 接触 し た 。 
ディ アナ を 名 乗る キ エ ル と ハリ ー 大 尉 は ギン ガ ナ ム 艦隊 と 合流 し 
、 ギン ガ ナ ム 指 隊 は 月 行き を 求め る キ エ ル た ち を 浪 


) を 離脱 し た が 、《 ウ ィ ル ゲ 


その 結 


(@ (ウィ ル グ ム ) の 温 乱 】 


に 向け て 航行 中 の 《 ウ ィ ル ゲ ム 》 に お いて 、 ミハエル ・ ゲ ルン 
大 佐 以 下 イ ング レッ サ ・ ミ リ シ ャ が 反乱 を 起こ し 、 地球 へ の 帰 選 を 
要請 し た 。 慣れ な い 宇宙 環境 が 原因 で あっ エル 大 佐 た 

立 で 空気 を 抜か れ た た め 
(ウィ ル ゲ ム ) を 次 脱し 


(⑧ ロラ ン 、 核兵器 を 使用 】 


ウィ ル ゲ ム ) は メガ 粒子 砲 て 岩盤 を 破 載 し て (ミス ルト ゥ ) を 苑 
脱 。 ギン ガ ナ ム 艦隊 の マヒ ロー 隊 は 、 ロ ラン た ち も を 集 中 攻撃 する 
も の の 実戦 に 不慣れ だ っ た た が 
ベス ルト ゥ ) の 破片 が 月 面 都市 フォ ン ・ シ ティ へ の 
入っ た 。 ギン ガ ナ ム は 「 カ イラ スギ リー] に よる (ミス ルト . 
準備 し た が 、 ロラ ン が V ガ ンダ ム 搭載 の 核兵器 を 使用 。 これ に よ 

ルト ゥ ) は 紛 砕 され 、 フォ ン ・ シ ティ は 救 われ た 


し た 。 戦闘 の 混乱 の 中 、 
ドコ ー ス へ 


廃 康 の 模 会 を 狙っ て 


各自 中間 た ロ ラン は 
ト の 直 前 、 タ ー ン X ト ッ プ と 守 


放 SYSTEM 


利用 の 制限 、 さら に は 成 厳 久 を 布 いた 
代表 的 事例 で ある 

アグ リッ パ は 地球 娘 記 作戦 が 人 間 の 闘争 本 能 を 
呼び 覚まし 、 黒 歴史 を 再来 させ る と 考え て お り 、 ムー 
ン レ イス の 管理 強化 で それ を 回 避 す る つも り た 


MS-0e ザッ クト | 


席 AMX-108 


~~ 


-v99 


@ ウィ ル ゲ < 

ザッ ク ド レ ー ガ ー| 
ウィ ル ゲ ム と ャ ンダ ルム が ザッ クト レー ガー に 入 
港 。 ウィ ル 2 信 人 が 拘束 され る 中 . 
離脱 準備 に 雪 、 る と 同時 に 、 駐 留 部 隊 
te し か し 、 キ エル と ディ ア 


び 掛 け で 戦 半 は 収束 し 、 ウィ ル ゲ ム も 離脱 し 


Mlustration by AKIO UNUMA 


(@ ディ アナ 脱出 に 


ミド ガル ド が ギン ガ ナ ム 艦隊 に ディ アナ を 引き 流 そ うと し て いる 


ディ アナ の 要 
ディ アナ か ら の 暗号 通 
ガ ナ 表 隊 も 
アナ 救出 を 目指 す ハ リー・ 
ム ) を 脱出 し て いる 


た (ウィ ル ゲ ム ) と 
っ た 。 この 際 、 デ 


オー ド 大 尉 が キ エ ル と 共に (ウィ ル ゲ 


傍受 し た 


ナ 交渉 を 申し 入れ て い 
た 茂 人 が 市 かれ た 月 の 実情 を 和 アグ リッ パ 
を 質 す た め 運 河 か ら 首 都 ゲ ン ガ ナム へ 向 か 、 マ ヒロ ー 
隊 の 攻撃 を 受け る が 、 ロラ ン や 運河 人 の 活躍 で 切り 挟 け た . 


ディ アナ は 


アグ リッ パ の 真意 を 質 す 
に ト ) も アグ リッ パ と の 
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機動 戦士 ガン ダム AGE 


nD3 sr D2n 


a ノート ラム) 攻防 戦 
@ Battle of NORTRUM 


ヴェ イガ ン は 
地球 隊 の 前 線 基地 で ある 和 宇宙 要 窪 「 ア ン バ パッ ト 」 を 
失っ た 。 し か し 、 地 球 制圧 軍 を 再編 する と 、 A.G.140 
に は 月 汽 道 内 の 支配 宙 域 を 撤 


事 力 に よる 抵抗 
反 ヴ ツェ 
*、 宇宙 基地 「 ビ ピッ クリ 


を 開発 し 、 
に 買 献 し た フリ 


を は じ め と する 新型 主 カ MS の 実 用 化 の 背景 に は フ 
リッ ト 司 令 の 影響 9 * あ っ た 。 連邦 軍 を ヴェ 
対抗 可能 ' せ た の は 、 フ リッ ト 司 


し て いく こと に な る が 、 二 を 統括 する 連邦 政府 


と の 間 が 見 られ た 

和 政府 は 、 フリ ッ ト 司 信 と 上 
用 を 合 2 
し た も の の 、 む ー 郭 替 
は ヴェ イガ > ン と 内 通し て ! 軍 の 作 戦 情報 の 
や ヴェ イガ 


造れ た 

通 者 の 存 在 が あっ た の で ある 
運 邦 政府 ・ 軍 内 、 民間 に 
上 っ た が 、 そ の 存在 は ほとん ど 知 られ て いな か っ た 
謀 報 綱 は ツェ イガ ン や 地球 側 は 0 2 監 
視 ・ 管 理 し て スパ イ 行 為 が 第 見 し た 場合 、 あ ら 

る 証 折 を 抹消 」 し て いた の だ 

これ が 発 きっ か け と な っ た の が 、 コ ウ モ リ 
退治 戦役 の 英雄 で あり な が ら 禁 固 州 に 処 き れ た グ 
・ エ イノ 
ほか の 受刑 者 か ら の 情報 提 
内 に ヴェ イガ ン の 内 通 者 っ た グル ー 
を 、 フ リッ ト 司 の 情報 を 託し た 
れ た も の の 、 ヴ ェ イ 
令 は 内 通 者 を 告発 する 


疾 に より 、 連 邦 政 府 


ン と 交渉 し つつ 状況 を 
脚 。 連邦 反逆 罪 ( 
て フリ ッ ト 司 令 語 委 が ・ a Cd ts 


財 ・ 軍 は 大 : 規模 な 細 
い 新 生 連 邦 政 府 が 誕生 。 ヴェ イガ ン 
戦争 は 新た な 局面 に 向かっ て いっ た . 

(ウロ ・ ド ラ AG202) 
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WORLD GUIDE 


プロ ジェ クト ・ エ デン の 


連邦 軍 は 
ガン は A.G.100 一 110 年 代 の よ 
は な く 、 正 規 戦 に 近 B 


が 才 寺 する 中 、 オ ル 


百 ビッ グリ ング の 戦い 


2 
| 


\ U [| 
フリ ッ ト 司令 は 、 ビ ッ グ リン グ に 到着 
し た (ディ ー ヴ ァ ) を 基地 防衛 の た 
め 留 め 置い た 。 直後 、 ヴ ェ イガ ン は 
大 部 隊 を ビッ グリ ング 攻略 に 投入 す 
る も 、 フ リッ ト 司 令 の 指揮 で 撃退 に 
成功 し て いる 、 


連邦 の クー デ タ ー 
息 


(ソート ラム ) 攻防 戦 の 一 年 後に あ 
た る 「 勇 気 の 日 ]」、 フ リッ ト 司 令 が オ 
ルフ ェ ノ ア 首 相 と ヴェ イガ ン の 内 通 
を 告発 し 拘束 。 これ を 機 

員 会 が 組織 され 、 連 邦 政 府 ・ 軍 内 
の 内 通 者 た ち は 摘発 され て いっ た 。 


ヴェ イガ ン 地球 制圧 宣 の 主力 が 、 
(ソー トラ ム ) を 攻撃 。 (ディ ー ヴ ァ ) 
MS 部隊 長 ウル フ 、 ヴ ェ イガ ン の デ 
シル ら が 戦死 する 戦闘 の 未 、 ダ ウ 
ネス と (ノー トラ ム ) の 結合 は 阻止 さ 
れ 、 ダ ウネ ス の 地球 落下 も アセ ム と 
ゼ ハ ー ト の 協力 で 防 が れ た 。 


て ディ ー ヴ ァ ) は 予定 コー スズ を 変更 し 
て 震 礁 宙 域 に 入っ た が 、 こ れ を 予想 

て いた ゼ ハ ー ト の 柚 撃 を 受け る 。 
ゼ ハ ー ト は アセ ム を 圧倒 する が と ど 
め を 刺さ ず 、 撤退 し た 。 


岩礁 画 域 


4a 
A.G.140、 ヴ ェ イガ ン の ゼ ハ ー ト が 
(トル ディ ア ) に 潜入 し 、 フ リッ ト 司 
令 の 息子 アセ ム が 通う 学校 に 入 
学 。 ガン ダム の 調査 と 連邦 軍 の 戦 
カ デ ー タ 収集 が 目的 だ っ た 。 コロ 

内 で ヴェ イガ ン が 戦闘 行動 を 
起こ す も 、 ア セム が 初め て 駆っ た 
AGE-1 で 撃退 。 


アセ ム 、 連邦 軍 に 入隊 


連邦 軍 に 入隊 し (ディ ー ヴ ァ 》 
艇 。 宇宙 要塞 「 ダ ウネ ス ] 

て いた ゼ ハ ー ト は 地球 制圧 軍司 令 
に 款 任 し た 。 オリ バー ノー ツ へ の 機 
軍 物 資 輸送 の た め 、 ま ず 連 孝 軍 
総司 令 部 「 ビ ピッ グリ ング ] に 向かっ た 
(ディ ー ヴ ァ ) は ヴェ イガ ン の 酸 軸 
を 受け た 。 が 、 ア セム ら の 活躍 で 撃 


回 ymzep 得 
ビッ グリ ング ど 


Wf 


xvv-xcm 


ヴェ イガ ン の 攻略 目的 と され 。 
トラ ム ) に 向かっ て いた 《 デ 
ヴァ ) は 、 独 町 で 出撃 し て きた X ラ ウ 
ンダ ー 隊 の 柚 撃 を 憂 け る 。 力 を 求め 
る アセ ム は X ラ ウン ダー 能力 を 引き 


調査 の 必要 性 か ら だ っ た が 、 学 】 
生活 の 中 で ふた り の 間 に は 友情 が 
芽生 え 始め る 。 だ が AGE-1 破 壌 
未 導 事 件 や スパ イ 行 為 霞 見 後 、 ゼ 
ハー ト は (トル ディ ア ) を 離脱 し 


名 グル ー デ ッ ク の 死 


フリ ッ ト 司 令 、 刑 期 を 終え た グル ー 
デック か ら 連 邦 政府 ・ 軍 の 裏 切 
つい て 聞か され た も の の 、 翌 日 、 グ 


民間 企業 の ヴェ イガ ン 協 力 疑惑 を 
受け た フリ ッ ト 司 令 は 、( デ ィ ー ヴ ァ 〉 


クノ ロ ソン 社 で の ヴェ イガ ン MS 製 造 
を 確認 し た フリ ッ ト 司令 は 、MS 部 隊 
を 派遣 し て 理 減 。 工場 は 自爆 し た 。 
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宇宙 世紀 ガイ ド : 一 年 戦争 期 の 世界 


World Scene of U.C. 


地球 連 
月 皿 道 上 の - 
3 0 


で 功罪 半ば する 発展 


9 5 戦 
オン 公国 が 、 地 球 連 邦 体制 
か ら の 独立 を 掲げ て 決起 し だ 戦争 で ある 
| が 特殊 だ っ た の は 、 
は な い 勢 力 」 の 一 掃 を 目指 し て いた (いわ 
ゆる 「 残 減 戦 略 ]) その 傾向 が 器 
の が 開戦 舟 


器 の 


本 09 sm 


され る まで の 間 、 地 
則 戦 争 や 
減少 し た も の の 、 破 や 地域 は 


少な く な い 
か 
図 の 書き 換 


関連 ファ イル 


分 
の 人 命 が り 


国軍 双 
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地球 運 邦 政府 が スペ ー ス ノイ ド へ の 締め 付け を 強め る 一 年 戦争 の 紛争 当 事 国 は 、 地球 連 孝 ど 

中 、 目 治 独立 を 目指 す サ イド 3 で は 、 軍 事 力 に よる 分 離 独立 る 。 地球 園 全域 を 統治 する 地球 連邦 政府 

を 目論む ザビ 家 が ジオ ン 公 国 を 樹立 。 独立 戦争 引き 起こ 地方 自治 体 的 立場 の サイ ド 3 に 興 っ た ジオ ン 公国 が 

し た ジオ ン 公 国 は 短期 決戦 を 目指 し 、 大 量 破壊 兵器 の 無 。 を 仕掛 けた の が 、 一 年 戦争 サイ 3 と の 回 

制限 投 人 や コロ ニー 落と し を 実施 する も 戦争 は 長期 化し た っ た サイ ド 6 と 月 面 都市 は 中 立 を 宣言 し 、 戦 を 免 

独立 を 宣言 介 宣戦 を 市 告 
ジオ ン 公 国 
ジオ ン 公 国軍 


コロ ニー 開発 が 進み 、 人 類 の 80 宇宙 に 住む 時 | ' が 條 に よる 既 
Fax ! が 衝立 則 争 を 開始 。 世界 人 口 の 約 半 分 が 失わ れ Eg: ィ に 反 例 する 軍事 多国 療 だ っ た 


各 サ イド の 駐留 部 隊 や 地球 軌道 能 隊 を 用 いて 月 軌道 
Mo 3 う 宇 宙 に お ける 


ー 年 戦争 期 の 宇宙 0 ; A iC 


ソロ モン (コン ペイ トウ ) サイ ド 1 (ザー ン ) サイ ド 4 (ムー ア ) 
F 宙 攻撃 軍 の 拠 = 史上 初 の コロ ニー 格 。 一 週間 一 週間 戦争 の 無 台 と な っ た サイ ド の ひと 
戦争 で ジオ ン 公国 軍 の 奇襲 を | つ 。 ジオ ン 公国 軍 の 無 差別 攻撃 で 壊 減 
受け 、 基 大 な 破 害 を 枝 っ た し 、 暗礁 宙 域 が 形成 され た 。 


ける 月 画 都市 。 開戦 直 | 
オン 公国 軍 が 制圧 し 、 実 撃 機動 軍 


ルナ ツー 


連 孝 字 宙 軍 の 宇宙 要 大 。 
連邦 宇宙 軍 に 法 さ れ 
抱 の 再編 や MS の 生産 な ど ザ 行 われ た 


に -- うき ご 


サイ ド 5 (ルウ ム ) 


ルウ ム 埋 役 の 舞台 と な っ た サイ ド 。 戦闘 
の 未 . ほとん どの コロ ニー が 硫 壊 され 、 地 
球 国 最大 規模 の 鐘 礎 直 域 と な っ た 


直接 的 に 防衛 する 、 ジオ ン 公国 サイ ド 6 (リア 
室 。 一 年 戦争 最後 の 大 規模 | 一 オン 公国 と の 裏 取引 き で 圭 災 を 免れ た コ 


米 と 豪 り に で 半 朱 地上 捉 の 時 
か 、 自然 災害 も 増加 。 開戦 前 地球 上 は 地球 連邦 府 の K・ 資 源 地帯 ・ 国軍 の 手 
独 岳 場 『、 南 極 条 約 締 結 後に 地球 侵攻 作戦 を 展 デ 
> < の 
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「 ふ た り の ラク ス 」 の 混乱 と 
ダイ ダ ロス 基地 攻防 戦 


D「 ブ レイ ク ・ ザ ・ ワ ー ル ド 」 か ら 始 まっ た プ 
会 議長 ギル バー ト ・ デ ュ ラ ンダ ル の 戦 
争 戦 略 は 、 単 に 地球 連合 の 撃破 を 目指 し た も の で 
は な い 。 デュ ラン ダル 想 社会 
実現 の た め 世 
彼 が 目指 し 


て いた の で ある , 
は 遺伝 子 を 基準 と する 
現す る た め の プ ロジ ェクト 


伝 子 解析 に よっ て 判明 
える こと で 能力 と 地位 の アン 
パラ ンス や 不満 を 解消 し 、 ひ いて は 世界 平和 を 実現 
する 社会 シス テム で ある 。 プラ ン の 性 格 上 、 
で 同時 適用 する 必要 が ある こと 、 既 存 の 社 人 
っ と 合致 し な い 部 分 が 大 きい こと な どか ら 、 導 入 | 
ショ ッ ク ド クト リン 的 手法 が 必要 で あっ た 。 

そこ で デュ ラン ダル 議長 は 、( ユ ニウス セブ プン ) 落 下 
テロ を 看過 し て 地球 連合 と の 戦争 を 間接 的 に 引き 
起こ し 、 反 地球 連合 勢力 の 支援 、 ロ ゴス の 告発 と 師 
繋 な ど に より 世界 的 支持 を 集め た の 
ゴス の 告発 は 、 戦 争 経 済 の みな ら ず 平 時 の 人 の 人 
済 に 多大 な 影響 力 を 持つ 同 組 織 を 壊滅 させ る こ . 
で 、 既 存 の 社会 経済 シス テム を 崩壊 に 追い 込み 、 ア 
ー プ ラン の 導入 を 容易 に する 狙い が あっ た 。 
ダル 議長 は 対地 球 連 人 戦争 の 中 で ロゴ 
ヽ 詰め て いく が 、 ロ ゴス 幹部 に し て プル ー ユ 
時 主 の ロー ド ・ ジ プリ ー ル を 取り 逃がし 続 ! 
し まう 。 特に 、 ジ プリー ル が 人 逃げ 込ん だ オー ブ プ : 
首長 国 の 攻略 失敗 は 痛 
邊 に 逃がし た 
デュ ラン ダル の 3 


し た 最適 職 を 各 人 | 


先 獅 と な 


キャ ン ペ ル に 反 オ ー プ 演説 を 行わ せる 。 
ー を 利用 し 、 オープ を 政治 的 に 
こと 思わ れる 

し か し Lc わ ぬ 事態 が 起 
身 を 寄せ て いた 本 物 の ラク ス が メ 
反 デ ュ ラ ンダ ル 演 説 を 行っ た の で ある 。 
の ラ タ ス の 出現 で 世界 は 混乱 し 、 デ ュ ラ ンダ ル 
の 権 戚 に ゃ 影響 する か に 思わ れ た 。 
、 世 界 を 央 拭き せる 事態 が 発生 す 
する 地球 連合 軍 ダ イダ ロス 基 
地 に 逃げ 込ん だ ジ プ リー ル が 、 軌 道 間 全 方 位 戦略 
砲 「 レ ッ イ エム 」 シス テム を 用 いて プラ ント 本 国 を 直 


接 攻 撃 し 、 数 基 の コロ ニー を 破壊 し た の だ 。 と 
この 事態 を 受け た プラ ント 月 笛 城 に ザフト 関連 ファ イル 
衝 了 9 ss 地球 3 合 軍 も 「 レ クイ エム 」 防衛 の ギル バー ト ・ デ ュ ラン ダル DES-0211 画 
ミニ ア ・ キ ャ ン ペ ベル DES-G2-12 画 
パ ) も 宇 仙 ロー ラプ デル DEs.02-16 還 
この 戦闘 は 補 軍 要塞 メサ イア の 決戦 DES.03-14 箇 に よう けい 
Ob トー デス ティ ニー ブラン DES-03 生理 入会 を 表現 する と どい 
真 の 決戦 の 前 哨 戦 な か 2 0 2 人 し 生ま 
(エス タ ・ オ リス ・ ト ウ ハ で 73 の 下 拓 と 事 DES03.26 寺 


Mlustration by ISAMU SUZUKI “Color by NAGISA ABE .-Special Effect by AKIKO YAMAKAWA Background by ATELIER MUSA 


「 ラ クス ・ ク ライ ン の 影武者 ]」 ミ ー ア ・ キ ャ ン ペ ベル に よ 
演説 を 行っ た 。 ロゴ ス を 匿 い 、 ザ フト の 侵攻 を 摘 ね 付 
けた オー ブ を 世界 か ら 孤 立 さ せ : ギル パー ト ・ デ ュ ラ ンダ 
ル 議 長 の 秘密 計画 を 進め や すく する の が 目的 だ っ た 
ブ が ミー ア の 放 


ダイ ダ ロ ス 基地 陥落 


地球 軍 が ダイ ダ ロ ス 基地 の [レク イエ ム ] 本 体 と 中 継 ステ ー 

ショ ン の 際 衛 体制 を 回 め 、 ザフト が 第 5 射 を 田 止 する た め の 宇宙 
月 周辺 宙 域 に 戦場 が 形成 され た 。 宇宙 
仙 を 受け て ダイ ダ ロ ス 基 
ル パ ) は MS デス ティ ニー と レジ ェ ンド を 
NSR レク イエ ム 」 の コ 
ブリ ー ル も 撃破 し た 。 


i 軍 が 激突 する 中 
了 落 し 、 ジブ リー ル も 死亡 


ロス 基地 に 単 容 入 。 結果 、 


存在 すら 察知 し て いな か っ た 
攻撃 で 甚大 な 被害 を 

が 、 ザフト が 「 レ クイ エム | 本 体 の 位置 する ダイ ダ ロ ス 
基地 と 中 継 ス テー ショ ン の 制圧 に 成功 し た 。 こ の 際 
・ ジ プリ ー ル も 死亡 し 、 地球 連合 と の 組織 的 戦 


発表 する 。| か 5 反対 の 9 力 を 
こめ [レタ イエ ム 」 を 再 様 働き せ て いた 


較 了 クイ エム 、 ブラ ント に 向け 発射 
記 22 ス に に まる 漆 脱 を 受け た だ デュ ラン ダル 議長 は 、 メ サイ ア 


に 帰 時 し 、 宇宙 戦 の 準備 を 進め 
タロス 基地 に 入っ 7 
ウイ エム ] を 使用 。 ザフト が 中 衣 ス : 
4 目標 は 外れ た : 


記し た 以上 の 和 場 が 主軸 に な る 
で ある 。 ほぼ 同時 刻 、 ダ イダ ロス 基地 
、 軌 道 間 全 方 位 戦略 砲 「 レ クイ エム 」 シス テム 
を 用 いて プラ ント 本 国 を 攻撃 、 コロ ニー 数 碁 を 破壊 し た 


ラン の 提示 


ア の 死 こ デス ティ ニ 


は 情報 収集 の 名 目 で (アー クエ ンジ ェ ル ) を 月 面 都市 コ 
向かわ せ 、 ザ フト は ダイ ダ ロ ス 基地 と 中 継 


が 、 最 終 的 に は ラク ス を 底 っ て 死亡 。 直後 、 デ ュ ラン ダル 議長 が 
ラン を 世界 に 提示 し た 


ー ア を 利用 し た ラク ス H 


て し 、 


リー は プラ ント 本 国 
ョ ン を 攻 軸 | 
出れ で も 教 基 の コロ ニー を 破壊 


MORE INFO! 


軌道 間 全 方 位 戦略 
「 レ クイ エム 」 ジス テム 
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ラサ 秘 密 工 場 = 地 Organization of U.C. 


この よ 3 戦略 MA の 秘密 開発 基地 と いう 性 格 

を 持つ ラサ 基地 は 高度 な 隠匿 性 を 特徴 と 

が 、 アプ サラ ス が ミノ フス キー・ ク ラブ 
ある 以上 、 広 大 な テス ト 地 域 を 必要 と する た め 、 連 

邦 軍 に 発見 され る リス タ は 決し て 小 き く な い 。 
基地 の 所 在 を 隠し 続け る の は 困難 だ が 


年 戦争 時 、 チ ベッ ト 地 区 ラサ の 鉱山 都 i 


設 き れ た ト 国 軍 の 基地 施設 が 「 ラ サ 秒 アプ サラ ス 完 成 まで の 時 間 を 稼ぎ つつ 、 テ スト も 行わ 

場 基 地 ラサ 基地 ) で ある 。 ジャ プロー 攻略 な か っ た の で ある 

用 戦略 MA アブ サラ ス ・ シ リー ズ の 開発 拠点 と し て こ で ラサ 基地 は 、 ペ ベト ナム 方 面 まで 制圧 地域 を 

運用 され 、 和 争 末 期 に は 地 還 下 極 車 方 拡大 し 、 基 地 の 所 人 有 蔽 し つつ 、 ア プ サ ラ ス の テス し た こと か ら 、 ラサ 基地 は 媒 減 戦 の 舞台 と な っ た 


面 軍 の 猛攻 を 受け て 

廃 鉱山 を 利用 し て 建 
点 、 基 地 全体 が 地下 施設 
山 都 市 も 無人 で あ 


し た こと で 知ら れる ト エ リア を 確保 し た の た 
きれ た 地下 基地 で ある て 連邦 軍 極 
され た うえ 陸 接 する 文 和牛 に 繋 か 
た め 隠 匿 性 が 極め で 


(制圧 地域 拡大 が か えっ (ゲオ ル グ ・ マ ト ヴ : 
関連 ファ イル 


ジュ ワリ ULC.0155) 


0801.08 男 


MA を も 開発 可 i 『 完 工場 を 持つ な く と も 大 隊 規 模 の M 
造 上 の 特徴 に 挙げ られ る (地球 侵攻 作 か 、 ア プ サ ラ ス の 試 


公園 軍 が 制圧 し た 資源 採掘 基地 と は 性 格 が 異な 充実 し て いた 。 兵器 の 質 も 商 く 、 ザ ク 弄 系 を 
り 、 キャ リフ ォ ル ニア ・< 近い 特性 を 持つ )。 こ スタ ム 機 や ドム すら 配備 され た . 
時 半 備 を } 


公国 軍 の 新型 MAI 


相応 し いも 0 3 人 
サハ リン 技術 2 : 標 東方 極東 方面 の で 
その 特殊 性 が 答え る 司令 1 一 サン ・ ラ イヤ ー 大 佐 自 ら が 率い る 大 部 隊 の 方 面 還 も 大 打撃 を 被っ た 
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基地 が 置か れ た 廃 鉱山 の 前 面 に は 、 鉱 山 都市 が 建 デラ ミッ ド ・ 高速 道路 
網 が 整備 され てい 1 SS 

遇 鉄道 と 並ぶ 都市 間 の 交 

で 3 通 綱 。 都市 内 で は 高 条 


化 され て お り 、 周 辺 地域 


都市 が 建設 され る きっ か 
け と な っ た 鉱山 。 内 部 に 
ジオ ン 公 国軍 が 基地 施 
設 を 建造 し て いた 。 


* オバ ケ 煙 突 
鉄道 の 始発 で あり 、 鉱 山 で 【 ゅ 一 | 都市 の シン ポル と も 言え る 
採掘 し た 鉱物 や 都市 住民 っ 5 | 2 本 の 巨大 煙突 で 、100m 
の 輸送 に 用 いら れ て いた 。 、 NN は 超え る 全高 を 誇っ た 。 


ラサ 基地 の 施設 と 防衛 体制 


本 図 は これ まで に 判明 し て いる ラサ 基地 の i ET 
施設 を 示し た も の で ある 。 上 述 の よう に 基地 172 が は 
の 以外 に も 何ら か の 施設 が あっ た こと は 確実 を 
視 き れ て いる 。 NR 


| 
EE 基地 の 配備 され て いた 部 


人 ゆあ 数 が 


隊 規 横 な ども 判明 し て いな 


鉄山 状 部 に 設け られ た が 細 
バル 用 の 滑走 路 。 基地 
前 方 の 婦 漠 に も 滑走 路 は = 
伸び て お り 、 そ の 部 分 は 舞 シン 系 山 の 山頂 を 利用 し た アプ 
装 さ れ て いた 。 MD 肖 馬 昌 サラ ス の 発着 場 で 研究 


地下 リニア ・ レ ー ル 


基地 の 大 空洞 か ら 隣接 する 
鉱山 者 じ て い る リ ニ 
アレ ー ル 。 物資 の 運搬 用 と 
し て 建設 され 


1 ギニア スタ 将 の 私 宰 
を は じ め 、 大 広間 や べ 
ラン タ 、 垂 着陸 機 
の 発着 ポー ト な ども 基 
地 施 設 と し て 建造 され | 
て いた 。 


司令 官 用 を 含め 、4 列 17 個 | ザ パル 級 機動 巡洋艦 アプ サラ ス の 研究 ・ 開 発 、 
の デス ク が 置か れ 、 発 人 所 ケル ゲ レ ン の 格納 庫 。 大 空 建造 な ど が 行わ れ た 区 画 、 
と し て の 機能 も 有 し て し 洞 と 研究 工場 の 中 間にあっ ザン ジル の 格納 庫 や 巨大 
アプ サラ ス の 試験 時 に は 、 | た 。 ケル ゲ レ ン の 核 融合 炉 ウン 


デー タ の 収集 や 分 析 も 行わ 
れ て いた 。 


は パワ ー プ ラン ト と し て も 使 いた 。 建造 の クレ ー ン や 足 
用 きれ た 。 場 な ども 設け られ て いた 。 


機動 戦士 ガン ダム 


| アナハイム ・ エ レフト ロニ クス 


地球 圏 最大 級 の コン グロ マリ ッ ト と な っ た の だ - 
その 後 も AE は 、 先 進 的 な 技術 力 と 巨大 企業 


上 初 と され る 第 二 世 代 MS の 開発 や 可変 MIS 
プロ ジェ クト 「Z 計 画 ] な ど で エ ゥ ー ゴ を 支援 し 、 ダ グリ 


で は の 各種 ノウ ハウ を 培い つつ 、 ビ スト 財団 の 隠 然 プス 戦役 で は ティ ター ン MS を 提供 し て いる 。 
た る 影響 力 の 下 で 拡大 し て いく 。 AE の 多 業 種 ・ 多 以後 、 DMS 開 発 を 1 う 独占 


角 経営 は 軍事 面 に も 及び 、 一 年 戦争 前 に は MS に また 、 反 連邦 組織 を 提供 す 
史上 最大 級 の 複合 企業 と し て 地球 圏 に 若 際 する 関す る 研究 も 進め て いた 。 し か し 、 当 時 の AE の MS 経済 を 支配 する スタ イル も 確立 し 、「 死 
アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (以下 、 AE) で 関連 技術 は ジオ ン 公 国軍 どこ ろか 「RX 計 画 」 に 着 。 の 商人 ] と 押 搬 され る に 至っ た 。 
ある 。 地球 陶 の 経済 に 絶大 な 影響 力 を 持ち 、 地 球 手 し て いた 連邦 軍 に すら 及ば ず 、 完 全 に 出遅れ た U.C.0100 年 は 小型 MS の 開発 で サナ リィ に 
運 邦 政府 ・ 軍 と も 深い 繋が り が ある こと で 知ら れる 形 と な < 遅れ を 取っ た も の の 、 十 数 年 を か け て 技術 塗 を 取り 
現在 で こそ 『 ス プー ン か ら 衝 この 状況 が 劇 的 に 変化 し た の が 、AE 随 一 の 傑 戻し 、 連 邦 軍 の MS 開発 を 担い 続け た 
トー と する 一 大 企業 と し て 君臨 する AE 物 と 呼ば れる メラ ニー・ ヒ ュー・ カ ー パ イン の 台頭 、 ( け イ ト ・ マ ンカ ッ ド UC0155) 
世紀 の 初期 に は 北米 に 本 社 を 置く 中 規模 家電 メー そし て MS 関連 企業 の 吸収 合併 関連 ファ イル 
カー に 過ぎ な か っ た 。 その AE が 距 進 する 契機 と オン 公国 系 の MS 関連 企 の 5 
な っ た の が 、 後 に サイ アム ・ ビ スト と 呼ば れ 、 ビス ト 財 TMMAD 社 の 一 部 、: ュー サー ビス ト ・ カ ー バ イン ucg1 
団 の 創始 者 と な る 人 物 と の 出会い だ 企業 ハー ビッ ク 社 、 ビ ピー ム ・ ラ イフ ル の 製造 。 プン ダム 開発 計画 
当時 の AE は 、 あ る 企業 と の 則 に 待 誕 事案 を 肥 る メー カー で ある ブラ ッシュ 社 な ど を 吸収 合併 、 ま た は 本 
施政 府 に 太い バイ プ に お ける リー ダー の ビス 昌男 
を 持つ サイ を 獲得 し た AE は 、 そ 
れ を パネ に 4 g げ て いっ た 。 この 後 も 、 
役員 に 迎え た サイ アム ・ ビ スト と ビス ト 財 団 の 影響 力 
の 下 、 競 合 他社 や 異 業 種 を 排除 、 吸 収 合併 し 、 企 業 
規模 を 拡大 。 月 面 都市 グラ ナダ に 中 核 拠点 を 置き 、 で 、 連 孝 軍 の MS 開発 か ら 遠 ざけ られ た 。 


0080 年 代 前 期 の 「 ガ ンダ ム 開 発 計画 
オン 系 の 技術 融合 に 成功 し た 
ラー ズ 紛 争 に 関連 する スキ ャ ンダ ル が 原因 
が 、 更 


| た 。 AE の 規模 拡大 も 同時 団 が 
ーー ICE 
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わずか 数 十 年 で 地球 較 最 大 級 の コン グ 
ロマ リッ ト に 成長 し た AE は 、 恒常 的 な 戦争 
特 回 の 恩恵 を 得 て い た こと か ら 「 死 の 商 
人 と も 呼ば れ : こし 、 軍 需 部 門 よ り 民 
生 部 門 の 方 が 圧倒 的 に 大 きい 。 


な 数 の 社員 を 抱え て いる 。 一 時 代 を 築い 
た メラ ニー 会 長 以外 と ビス ト 家 の 以 
外 で は 、U.C.0090 年 代 の 社長 コー ウェ 
ル ・J・ ガ バナ ン ら が 有名 で ある 。 


AE の 人 々 
FE AE は 、 そ の グル ー プ 企業 を 含め て 膨大 EE 
に 


宇宙 世紀 初期 、 北 米 の 中 規模 家電 メー ビス ト 財 団 と 巨大 な 資本 規 
ぎ な か っ た AE だ が 、 後 の サイ アム ・ と の 繋が り も 深い 。 一 年 戦 3 
ピス ト の 支援 の 下 、 急激 


MS の 分 野 で 独占 的 立場 と な 


ビスト 財団 が 持つ | 


プラ ス の 殺 は 、 家 

的 か っ 排他 的 

人 運営 担保 し た 
AE の 施設 


「 月 の 専制 君主 た ち 」 と いう 異名 か ら 推 測 で きる よう に 、 
AE は 月 に 資本 の 大 部 分 を 移し て お り 、 主要 な ト ピア イン ダス トリ アル 7 
置か れ て いる 。 AE の 月 面 施設 は 、 中 遷 提 点 の グラ ナダ や 凍 Erp9 ピン 
フォ ン ・ ブ ラウ ン と いっ た 月 面 都市 に 併設 され た も の が 多 に > 時 当 フォ ン フラ ウン | 
い ほ か 、 ほぼ AE が 独占 し て いる 施設 や 基地 も 存在 する フォ ンプ ラ ゥ ン さ きせ | 較 


フォ ン ・ ブ ラウ ン 工 場 
リバ モア 工場 


上 UC.010 


小型 MS 


穫 
円 


葉 国 | スウィート ウォ ー タ ー 


月 以外 で は ドック 
ロー ズ ) 、 L1 の コロ 
スト リア ル 7) 


次 人 ・ 兵 問 の 提供 
指示 ・ 方 外 の 決定 


ンズ に も 兵器 を 計 Amome 


時 期 、 紛 争 当 事 組織 の 
2eszsz | 


AE の 歴史 


北米 の 中 規模 家電 メー カー に 過ぎ な 
か っ た AE だ が 、『 箱 』 を 持つ サイ アム - ビ ス 
ト の 後押し や " 傑 物 "メラ ニー・ ヒ ュー・ カ ー 
バイ ン ら の 活躍 に よっ て 、 巨 大 コン グロ マ 
リット に 成長 し て い = 


ティ ター 


器 を 提供 する 、AE の ビジ 
ル が 完成 し た 


人 の 開発 を 受 


北米 の 中 規模 家電 メー カー 
た AE は 、 特 許 を 巡る 事案 で 後 の サ 
イア ム ・ ビ スト の 支援 を 屋 け 、 急 成 
長 を 開始 。 サイ アム は 役員 と し て 迎 
られ.、 傘下 企業 も 得 た 


立 。 シャ ア 指 揮 下 の 
が 独自 の MS 開発 を 断 
め 、AE が 開発 計画 を 経 承 し 、 サ イコ 人 愛 注 
関連 技術 を 強化 し た 


ULC.0078、 ジ オン 公国 の MS 
開発 情報 を 入手 し 、 社 内 で 独自 研 
究 を 開始 する も 実用 化 に は 至ら ず 。 
ーー 年 戦争 期 に は 、 連 邦 軍 に 物資 を 
提供 し た こと も あっ た 


メラ ニー が 引退 し た 後 、 カ ー バ イ 


邦 政 府 ・ 軍 と 償 
て 「 箱 ] の 確保 に 動い た 


一 年 戦争 後 、 旧 ジオ ン 公国 系 や 第 五 世代 MS を 開発 する も 、 時 代 


ma 。 時 


連邦 軍 系 の 軍事 企業 を 吸収 ・ 合 15m 級 の 第 二 期 MS に 移行 。 連 NE 本 = RIE 
件 。 連邦 軍 か ら 「 ガ ンダ ム 開 発 計 邦 軍 の 要請 で 第 二 BE を 人 kk2 技術 きむ 
趣 」 を 委託 され 新型 MS 群 を 試作 す る が 性 能 不足 と 判断 され 、 サ ナリ ィ 


る も 、 政変 で 冷遇 され る こと と な っ た 


に 主導 権 を 所 られ た 


Ms 
ER か ら す 


ティ ター ンズ の 人 台頭 で MS 開発 の 
主流 か ら 外 され て いた が 、 エ ゥ ー ゴ 
か ら 兵 器 開 発 を 依頼 され た 。 この 
中 で 第 二 世 代 MS や 第 三世 代 MS 
(可変 MS) の 開発 を 進め た 


サナ リィ の デー タ を 非 合 法 に 入手 
し 、 第 二 期 MS の 技術 レベ ル を 大 
に 向上 。 連邦 軍 の 主力 MSB 
引き 続き 担当 し た ほか 
ア の MS 開発 に を 


UMS の 開発 
ieta カ 
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rganization of U.C 


地球 連邦 政府 の 秘密 を 封じ 
隠し 持つ こと で 、 連邦 政府 か ら 無限 の 便宜 を 引き 出 
し 、 繁 栄 を 極め た 組織 が ビス ト 財 団 で ある 。 その 正 
体 を 知る 者 は 少な い が 、 連邦 政府 ・ 軍 や アナ ハイ ム ・ 
エレ クト ロニ クス 社 (以下 、AE) に 絶大 な 影響 力 を 持 
ち 、 世界 を 動か す ほ どの 力 を 有 し た 組織 だ っ た 。 
こう し で 記す と 「 知 る 人 ぞ 知 る 間 の 政府 」 の よう な 
印象 を 受け る が 、 


し か し 、 こ れ は 表面 上 の 業務 で し か な い 。 実際 に 
は 事業 や 投資 で 得 た 収益 を 洗浄 する 集金 宗 口 で 
あり 、 較 邦 政 府 の 官僚 を 飼い 殺す 天下 り 先 と し て も 
機能 し て い : し た ビス ト 財 団 の 性格 か ら も 、 達 
邦 政 府 と の : 関係 を 答 う こと が で きよ う 。 

連邦 政府 すら 逆らえ な い ビ スト 財団 が 誕生 し た 
きっ か け は 、 ULC0001 の 「 ラ プラ ス 事 件 」 に あっ た 。 

反 連 邦 組織 に 属 わ れ 、 首 相 官 邸 〈 ラ ブラス) 破壊 
の 実行 犯 と し て 事件 に 関 生 し た グル ー プ の 中 に 、 サ 
イア ム と いう 
犯 グ ループ は 口 封 じ の た め に 抹殺 され た が 、 サ イア ム 


は 奇跡 的 に 生き 延び 偶然 「 箱 」 を 入手 し た 。 
事件 後 、 MAN 
中 規模 家電 メー カー 

「 箱 ] RRND 


の 娘 と 結婚 する 。 この 際 、 サイ アム が 椅 
こそ 、 旧 フラ ンス 貴族 の 流れ を 滋 む 名 
D、 結婚 に より サイ アム は 「 サ イア ム ビ 
スト 」 と し て 歴史 の 表 舞 台 に 立 
活動 を 活発 化 さ せ た サ イア ム は AE 集 
- 方 で 、 ビ スト 家 の 名 を 使っ て 公益 法人 を 
ビス ト 財 団 で あっ た 。 
那 政府 と の 共生 関係 を 模 
に 置い た AE の 究 占 ・ 独 占 
市 場 を 形成 。 慕 大 し て いっ た ビス ト 財 
団 は 、 サイ アム と その 子供 や 係 を 中 心 に 運営 され て 
いっ 


実際 、 サ イア ム は 自分 の 子供 を 暗殺 し た と 伝え られ 
る ほか 、 換 の カー ディ アス ・ ビ スト は その 妹 マ ー サ ・ 
ビス ト ・ カ ー バ イン や 実子 アル ベル ト ・ ビ スト と の 対立 
の 中 で 命 を 落と と な っ た 。 
カー ディ アス が 死亡 し た 事件 の 発端 こそ 、 サ イア 
ム よ る 「 箱 』 譲渡 計画 で あり 、「 シ ャ ア の 反乱 』 後 の 
地球 易 に 新た な 混乱 を も た らし た 。 
(ジョ ウー ドッ U.CO110) 


関連 ファ イル 


シム UGCo1.o1 下 
ン ガン ダム 2 和枝 パン シィ UCG1.02 画 
2 ueso 
カー ティ アス ビスト UG29 
モー サー ビス トー カイン Uez N と が 
ラブ ラス 事件 と ビス ト 上 財団 の 誠 生 Uc.03.01 箇 Cg り 86 に の 
im UC-0307 四 


llustation by KEISUKE SASAKI 


ビス ト 財 団 は 、 連 邦 政 府 の 秘密 を 封じ ; 
を 保有 する こと で 、 用 
向き は 世界 道産 を 扱う 公益 法人 だ が 、 
資金 洗浄 機関 官僚 の 天下 り 先 と し て 機能 し て お り 、 地 球 1 知 | の 正体 は 、 失 われ 7 
圏 最 大 級 の 複合 企業 AE さえ 統制 下 に 置い て いた の 宇宙 世紀 副 章 の 石碑 で あ - 


り 先 で も あり 
た 。 AE に 関し て も 連邦 政府 
出し 、 究 占 ・ 独 占 市 場 


便宜 を 引き 出す 


ご MS 東員 


ぐ 


U.C.0090 年 代 、「 箱 』 の 譲渡 と B 
財団 宗 主 サ イア ム ・ ビ スト と 当時 の 当主 イア ス ・ ビ 
スト は 、 連邦 軍 の [UC 計 画 ] に 介入 。 計画 の 一 環 と し て 
AE が 開発 し て いた RX-0 ユニ コー ン ガ ンダ ム の 1 号機 を 
手元 に 置き 、「 逢 | 斉 渡 計画 の 「 氏 」 と し た 


UC 計 画 は 地球 軌道 第 隊 の 再 
オニ ズム の 遼 店 を 目的 と し た , 


財団 宗 主 サ イア ム の 『 逢 』 譲渡 計画 に 
ビス ト 財 団 が 『UC 計 画 ] に 介入 し た 。 以 
権 を ビス ト 財 団 が 撮っ た 


ピス ト 財 団 の 人 々 


U.C.0096 当 時 、 ビス ト 家 に は 傍系 を 含め て 200 を 下 ら 
な い 家 族 が 存在 し た が 、 ビ スト 財団 の 中 核 は サイ アム の 家 
系 が 占め て いた 。 この 時 、 サ イア ム は 一 線 を 退き 、 孫 の カー 
ディ アス が 代表 を 務め て いた 。 その 妹 マ ー サ は カー バイ ン 
家 に 嫁ぎ 、 息子 の アル ベル ト も AE の 幹部 と な っ て いた . 


アル ベル ト 
ビス ト 


カー ティ アス の 
(次 者 人 
ー マー サビ スト 
カー パイン 


7 サー ジ ・ 
リン クス 


回 ビス ト 家 の 人 間 関 係 
後 圭 者 に 指名 


カー ディ アス の 
( 和 男 ) 敬 人 
尊 | の 株 渡 に 反対 
縮 」 の 譲渡 に 反対 


ビスト 財団 の 歴史 


偶然 か ら 「 箱 ! を 入手 し た サイ アム が ビス ト 家 に 婚 入 り し 、 ビ スト 財団 を 立ち 上 ( 
長年 に 理 る 連邦 政府 と ビス ト 財 団 の 共生 関係 が 始ま っ た 。 し か し 、U.C.0090 年 代 に 
て サイ アム が 『 箱 ] の 誠 画 し 宇宙 世紀 の 勢力 図 に 変化 が 生じ た 


至っ 


タイ プ 思 坊 の 登場 、 一 年 戦争 
り 「 和 の 開示 が 不可 能 に 
団 と 較 孝 政府 の 


て ビス ち 上 げ 、「 箱 
政府 と の 共生 関係 を 構 筑 し 7 


は 


箱 ] の 開示 を 決定 。 カー 


箱 ] 譲渡 計画 お 進め させ た 。 
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機動 戦士 ガン ダム 


WORLD GUDE 宇宙 世紀 ガイ ド : 宇宙 移民 者 の 独立 運動 と ジオ ン 公国 誕 生 男 E03 2A 
馬立 


Intensity of Independence Movement 


西暦 末期 の 地球 連邦 政府 の 樹立 、 そ れ に 伴う ス 
宙 移 民 の 推進 は 、 危機 


ペー スコ ロニ 


的 状況 に あっ 


0 1 の うち 、90 億 が 
jC.0051、 連 邦 政府 規 
[の 章 結 を 発表 し た の だ 。 連邦 政 
移住 きせ る 意図 は な く 、 地 球 の 


再開 発 に よっ て 地球 環境 も 再び 悪 
圧倒 的 多数 を 占め る スペ ー ス ノイ ド が 、 
体制 の 連邦 政府 を 改革 で き な い 点 を 不 

> OR し か し 、 ス ペー ス ノ イ ド は 連邦 政府 
eR 、 各 サイ ド の 
改革 を 期待 


し 始め : 


従属 的 立場 は 
多数 派 の 意思 が 反映 され な い 連 邦 政府 の 「 絶 
対 民主 主義 ] は 、 ス ペー ス ノ イ ド の 不満 を 招き 、 自 
権 獲得 運動 が 広まっ て いく 。 し か し 、 連 邦 政 府 は ユ 
ロニ ー の 自活 は 不可 能 と 断 じ 、 連 邦 軍 駐留 部 隊 を 
投入 し て 自治 権 獲得 運動 を 弾圧 し て いっ た 
そん な 時 代 の 中 、 スペ ー ス ノイ ド の 自治 権 獲得 運 
動 を 後押し する 人 物 が 現れ る 。 宇宙 世紀 最大 の 思 
と 呼ば れん た ジオ ン ・ ズ ム ・ ダ イク ン で ある 。 
D.C.0046、 ダ イタ ン は コン トリ ズム (スペ ー ス ノイ ド 
0 OR 立 CE 連邦 政府 と 
対 
国家 主義 ) を 提 し た 。 U.C0005 
し 、 コン トリ ズム の 実践 に 移っ て いる 
U.C.0058、 ザ ビ 家 の 協力 を 受け で 
ダイ クン は 、 サ イド : 和 国 を 樹立 。 連邦 政府 は 経 
済 制裁 や 和 軍事 的 圧力 で これ を 押さ え 込 も うと し た . 
だ が 、 サ イド 3 は 他 サ イド か ら の 移住 推 装 、 居 
面積 を 倍 に する コロ ニー の 密閉 化 、 太 陽 発電 
ル に よる エネ ルギー 確保 と その 売買 、 国 防 隊 の 編 劉 
な ど に よっ て 、 コロ ニー の 自立 性 を 証明 し て みせ た 。 
ダイ クタ ン は 交渉 に よる 上 自治 権 確立 を 目指 す が 、 之 
邦 政 府 は 60 年 代 和 軍備 増強 計画 な ど に よっ て 圧力 を 
強め た 末 、UC.0067、 コ ロニ ー 自 治 整 備 法案 を 廃案 と 
し た 。 平 a た の 


関連 ファ イル 

| FG.02.44 画 

人 ・ サ ビ FG-02.46 画 

1 を 合計 し 、 ザビ タイ クン 他 FG.G5.47 画 

家 の 独裁 体制 の 下 、 連 邦 と の 戦争 を 前 提 と する 政策 E 下 世紀 の 始ま り FG-0301 講 

を 差 め て いっ た 年 争 の 且 還 と 南 林 特 引 FG3o3 
2 お Rk ES か れ 、 志 球 連 孝 と の 対立 放線 を 
(“ネー ムレ ス " ジョ ン ・ ス ミス U.C0155) ジ ォ ン 公男 FG03-53 年 明確 に し て い - 
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地球 連邦 の 誕生 


西暦 末期 、 人 口 の 増加 と それ に 伴う 地球 
環境 の 悪化 は 、 人 類 存亡 に 関わ る 問題 と 
な っ て いた 。 この 事態 に 危機 感 を 強め た 各 
国 は 、 宇 宙 移 民 を 決定 する と 共に 、 ス ペー 
ス ・ コ ロニ ー 開 発 や 宇宙 移民 政策 を 強制 的 
に 実施 可能 な 地球 連邦 の 設立 に 動い た 。 
これ に より 誕生 し た 連邦 政府 は 、 反 対 国 
や 反 連 邦 組 織 を 制圧 し つつ 、 サ イド 群 の 建 
設 に 着手 する こと と な 


人 口 載 大 や 新興 国 の 
増加 に より 、 消 費 エネ 


環境 破壊 や 汚染 が 深 
矯 な レベ ル と な 


の 開 他 が ス ター ト 。 ま ず 
L5 に サイ ド 1 が 、L4 
イド 2 の 建 朗 が 進め ら 


地球 軍 邦 発足 の 直接 的 原因 と な っ た 
地球 環境 の 悪化 で ある 。 特に 人 口 増大 の | 
題 は 大 きく 、 地 球 の キャ パシ ティ が 限界 を 迎え 
て いる こと は 明らか で あっ 


は 悪化 柱 向 が 続き 、 新 
穫 国 の 馬頭 、 人 口 電 大 
な ど が 拍車 を 掛け る こと 


環境 問題 改善 、 ひ いて は 人 類 生存 の 決定 打 
と し て 宇宙 移民 を 強制 的 に 推進 する 地球 連邦 
政府 が 組織 され た 。 中 心 と を っ た の は 主要 先 
進 国 で あり 、 反対 国 や 反 連 邦 組織 も 出現 し た 。 


回 月 で の 資源 の 採掘 加工 
月 で 採 爵 され た 賀 村 は 、 ス 


打ち 上 げ る た め の 月 面 基地 が 
構築 その 後 RR 
の コロ ニー が 作ら れ 、 
点 に 島 3 号 型 コ 
され て いっ た 


正月 面 で の 拠点 の 開発 
開発 の た め 


坦 聞 テロ で 間 相 辻 
が 破壊 され 、 
リカ ルド マー セナ ス 音 相 
= も 死亡 。 事件 の 容 後 C 


ヨド 放 放 人 お 劣 カ 


が 存在 し た と 言わ れる 」 


U.C.0001、 改訂 記 忘 式典 が 行わ れ て いた 
(ラプ ラス ) が 粒 破 され た 。 以後 、 反 達 邦 国 や 

反 連 邦 組織 の 掃討 が 強化 され 、 U.C.0022 に 9 の 閉 
は 「 地 球 上 か ら の 紛争 の 消 減 」 が 宣言 され た に 


スペ ー ス ノイ ド 独 立 運動 


宇宙 移民 政策 の 進展 は 早く 、U.C.0050 の 時 点 で 人 類 の 80% 以 上 が 字 宙 居住 者 と 
な っ た 。 だ が エリ ー ト 層 の 地球 定住 、 ス ペー ス ノ イド の 意思 が 連邦 政府 に 反映 され な い 「 絶 
対 民主 主義 ] な ど が 原因 と な り 、 スペ ー ス ノイ ド の 自治 権 獲得 運動 が 活発 化し て いっ た 。 


移民 政策 の 結果 、UC.0040 に は 総 人 U.C.0046、 ジオ ン ・ ズ ム ・ ダ イク ン が コン 
口 の 40% が 移民 を 完了 、U.C.0050 に は 和 トリ ズム を 提唱 。 スペ ー ス ノイ ド の 独立 、 宇 軍 
人 口 110 億 の うち 、90 借 人 が 宇宙 に 移民 と 地球 の 対等 を 


民政 筆 が 加 サイ ド 回 家主 義 と 
度 的 に 進展 する ば れ 、 ス ペー ス ノ イ ド 
ペー ス ノ イ ド の の 政治 ・ 経 演 面 で の 


U.C0051、 連邦 政府 が 新規 の コロ ニー 
開発 計画 の 凍結 を 発表 。 スペ ー ス ノイ ド の 
自治 権 独 得 運動 を と と な っ た 


CO052. ジ オン ダイ ウン ザ サ イト SG に 秒 


サイ 3 の 政権 を 


ダイ クン 首相 の 下 、 共 和 国 を 
た が 、 連 邦 政 府 は 独立 を 認め な か っ 
た 。 ダイ クン 亡き 後 の サ イド 3 で 独裁 体制 を 
布 い た の は 、 ザビ 家 で あっ た , 


平和 的 文 渉 路線 で の 自 洛 析 を 
し 、 運 邦 政 府 と の : ジオ ン 
上 夢 孝 政府 は 60 年 代 軍備 増 

表 さ れる 軍事 的 圧力 を 加え た 
は 、 連 邦 政 府 が コ ! 自治 
整備 法案 を 廃案 と し 、 サ イド 3 独立 は 頓挫 
ジオ ン ・ ダ イク ン は 


て し まう 。 翌 U.C.0068 


就任 し た 。 ダイ クン の 死 
は 、 サビ 家 に よる 購 殺 だ っ た と いう 


U.C.0069.08.15、 ず ザビ 家 が 主導 する サイ 


ド 3 は 公国 制 に 移行 し 、 ジ オン 公国 を 宣言 あい 
デ ギ ン 首 相 は 公 王 に 就任 し て いる 。 ジン バ ・ RN 


的 交流 多 線 を 破 素 し 、 還 
事 力 に よる 自治 権 獲得 を 
志向 。 連邦 政府 と の 対決 
EGO 


ラル に 代表 され る 親 ダ イク ン 派 は 謝 清 され 
いき 、 ジ オン 公国 は ザビ 家 が 回 家中 枢 を 目 
る 軍事 独 幸 国家 と な っ た _6 


ジオ ン 公 国 に 導 裁 体制 を 布 いた ザビ 家 
は 、 国 民 の 反 連 孝 感 情 を 煽る べく 
制 を 進め た 。 父 デ ギン 公 王 に 代わ 
公国 の 主導 権 を 握っ た ギレ ン ・ ザ ビ 総 帥 は 
ジオ ニズム (特に ニュ ー タ イブ 論 ) を 利用 
統制 を 強化 し て 


軍事 力 に よる 連邦 政府 打倒 を 記し た ザビ 
家 は ジオ ン 公 国軍 を 強化 し て いく が 
二天 


子 艇 布 環境 に 最適 化 さ れ た 新兵 器 MS ( モ 
ビル スー ツ ) を 開発 する 。 U.C.0073、MS を する が 
完成 させ た ジオ ン 公国 は 、 その 性 能 を 向上 さ 機 と 
せ で て いき 、 開戦 に 動く こと と な っ た 。 


MORE INFO! 


新規 の コ | 
れ た も の の 
ニー 群 の 設 は 進展 


計 7 つ の サイ ド が 


アバ オア クー 


W 還 ・ サ ン ライ ズ 
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機動 戦士 ガン ダム AGE 


WORLD GUIDE 


A 


| プロ ジェ クト エデン の 上 真実 


わ 2 と 


イモ ルカ ント の 交戦 抽 弾 
達 れ 寺 られ た キオ ・ ア ス ノ 


コロ ニー (ソー トラ ム ) を 巡る 地球 連邦 と ヴェ イガ ン 
事 衝突 は 連邦 軍 の 勝利 - 終 わり ヴェ イガ ン の 


か け と し て 、 内 通 者 の 摘発 が 相 次 
る 晶 消 委員 会 の 摘発 は 苦 烈 で 、 連 邦 政 
造 む ヴ ェ イ ガン の 内 通 者 は 一 掃 さ れ 、 革 濁 
府 は 新 体側 で の スタ ー ト を 

し か し 、 フ リッ ト み し な 時 ツェ イガ > 強 人 


フリ 2 


フリ が 男役 を 所 
内 に MS 開発 を 巡る 反 ア ス ノ 家 勢力 が 存在 し た こと 、 
新た な 連邦 軍 総 司令 紀 フ レデ リッ ク ・ ア レグ レス が フ 
リッ ト を 章 敬 し な が ら も 箕 滅 戦略 を 望ん で いな か っ た 


歴史 フォ ー カ ス 


2 
イル 


あり 


The Truth 


こと な ど が 理由 だ と 思わ れる 。 退役 し た は ず の フリ ッ 
ト の 復帰 を 、 好ま し く 思 わな い 生 人 も 少な く な : 
それ で も ヴェ イガ ン と の 内 通 者 が 減 2 
府 * 軍 が 紛 ee て いた こと に: 
SS 
連邦 軍 に ヴェ イガ ン の 根拠 地 内 由 2I ウ 
侵攻 する 能力 は な く 、 紛 争 の イニ シア ティ ブ は 相 変 
わら ず ヴ ェ イ ガン が 提 っ て いた の で ある 。 


ん エイ ガン は ッ ク リ ンク を 彼 壊 し た うえ 、 大 ll 
を 地球 に 降下 させ た 。 そし て 指導 者 フェ ザー ル ・ イ 
ルカ ント 自ら が 「 地球 種 」( 布 の 地球 
軌道 上 と 地球 の 4096: 

この 事態 を 受け た 連邦 


受 | 


K は 、 本 部 を | 


ロウ ラン に 移し た 後 、 ル ナベ ー ス を 拠点 と し た 
ミス 攻略 作戦 を 企図 する 。 
スス 司 倒 


フリ ッ ト の 要請 で アレ グレ 
は が 運用 を 許可 し た 《 デ ィ ー ヴ ァ 》、 フリ ッ ト の 孫 
きれ た ガン ダム AGE-3 も ロス トロ ウラ 
ン 防 衛 戦 の 後 宇宙 へ 上 が っ た 。 

ご 新た な 問題 が 発生 する 。 DX342 
た 《 デ ィ ー ヴ ァ 》 が ヴェ イ 


Mlustration by SHINYA KUSUNEGI / Color by AKEM NAGAO (Wish) 


ェクト ・ エ デン の 真実 


(MGE) 本 08 sa D8n 


of PROJECT EDEN 
A.G.164 


ガン に AGE-3 を 奪わ れ 、 キオ も 拉致 きれ た s 
AGE-3 を 解析 し た ヴェ イガ ン は 、X ラ ウン ダー 専用 
MS ガン ダム レギ ルス を 開発 する が 、 そ の 一 方 で キオ 


で 地球 こ 帰 本 し た キ 
で 、 敵 と 思い 込ん で い 
1 な 拉 を 知り 、 イ ゼ ル カ ント の 真 
意 に も 触れ て いた 。 キオ の この 経験 が 、 ヴ ェ イガ ン 戦 
争 の 行く 未 に 大 き な 影響 を 号 え て いく 。 

(ウロ ・ ド ラ AG202) 


関連 ファ イル 


アセ ム ・ ア ス / (キャ プ テ ン ・ ア ッシュ ) 


AGE-02.029 画 
AGEO2-03 画 
AGE-02-248 画 
AGEC2-29 男 
AGE03-05 較 
AGEO3-O6 計 


ば で 倒れ 、 後 を せ ハ ー ト | 
た 
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機動 戦 士 ガ ンタ ダム AGE 


カ を 地球 園 に 投 
な 侵 5 A.G.164 の 戦役 が 始 

A.G.164 の 戦局 3 宮 減 、 大 規模 な ヴェ イガ 行方 不明 に アセ ム と 接触 。 「 銀 の 杯 

陥っ た 前 の 兵器 ス EXA-DB」 の 存在 を 知 


Tl 情報 提供 
ヴェ イガ ン の 内 通 者 


「 プ ロジ ェクト ・ エ デン 」 適性 者 の 選 拓 


行 され た キオ は 、 イ ゼル カン 
星 園 の 過 格 な 現実 を 目 
ウェ イガ ン は ガ 


ビッ グリ ング 際 秒 ダム レギ ルス の 開発 を 進め 
AG.164 の 「 一 所 の 日 ]、 ウェ イガ ン が 
機動 要 宗 「 ラ ・ グ ラミ ス 」 を 投入 し 、 要 
笑 ピ ー ム 砲 「 デ ィ グ マ ゼ ノ ン 砲 ] で 連邦 
軍 本 部 [ビック リング] を 破壊 。 地球 に 
侵攻 部 隊 を 陸 下 させ た 。 


|② ロス トロ ウラ ン 必 防戦 


ヴェ イガ ン が ロス トロ ウラ ン へ の 職 下 作 
訓 を 開始 。 内 通 者 の 発覚 で 混乱 し た 
(ディ ー ヴ ァ ) だ が 、 ヴ ェ イ ガン が ロス ト 
ロウ ラン 内 に 残し た プラ スマ 粒子 粒 弾 
は 、 キオ ら の 活躍 で 排 際 され た 


ア ャ ム の 支援 で (セカ ンド ムー ン ) を 北 脱 
し た キオ は 、 イ ゼル カン ト の ガン ダム レギ 
ルス と 対 舌 し 「 プ ロジ ェクト ・ エ デン 」 の 真 
相 を 聞か され る 。 戦闘 の 末 、 キ オ た ち は ビ 


オリ の 戦い 
ヴェ イガ ン 栓 導 者 イ ゼ ル カ ント が 、 地球 
に 宣戦 布告 。 オリ バー ノー ツ に も 戦火 
が 及び 民間 に も 基 大 な 撤 枯 が 出 た が 
キオ と フリ ッ ト が 駆る ガン ダム AGE-35 
の 活躍 で ヴェ イガ ン 部 隊 を 退け た 。 


re 


の 
7 


オリ バー ノー ツ 


キオ を は じ め と する 民間 人 を 乗せ た 《 デ 
ィ ー ヴ アァ ) は 、 新 た な 連邦 軍 本 部 「 ロ ス 
トロ ウラ ン 」 へ の 航路 に 款 いた 。 砂漠 で 
ヴェ イガ ン の 柚 還 を 受け る が 、AGE.3 
の 計 江 適応 化 で これ を 切り 抜け た 。 


2 、 


DX348 軸 域 


シディ アン の 助け で 脱出 に 成功 


1 
ま 


と ザ ナ ル ド 隊 の 挟撃 を 室 け (ディ ー ヴ ァ ) 
は 、 戦 闘 の 未 、AGE-3 を 強 事 され る 。 この 
陣 、 パイ ロッ の キオ も 達 れ 去ら れ た 。 


vy 


oraf 


AGE ら DH 


アレ 
セム か ら EXA-DB の 情報 を 与え ら 
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機動 戦士 ガン ダム 


ミノ フス キー 粒子 の 実用 化 と 、 そ の 散布 環境 に 最 
適 化 され た MS を 開発 ・ 実 戦 投入 し た ジオ ン 公国 は 、 
と 技術 力 を 持つ 国家 と し て 知ら れる 
ン 公 国軍 の 制服 に 関し て は 、 時代 を 遡 
旧 世 紀 の そ れ を 我 物 と させ る も の 
きれ て いた 。 これ は 地球 連邦 軍 な どの 制服 


者 層 で ある ザビ 家 は 、 自 ら の 権威 を 正当 
め の 手段 を 必要 と し た 。 


権威 を 確立 する た め に 
公国 制 を 導入 。 こ は 成功 を 収め 、 彼 ら は ジオ 
ン 公 国 に 確固 た る 呈 を 構築 し 

こう し た 流れ を 受け て ジオ ン 公国 軍 が 編制 きれ 、 そ 
し て 制服 が 制定 され た の で ある 。 肩 章 や ヤマ ント が 設 


ジオ ン 公国 軍 の 制服 


D3 sr bln 


Technology of U.C. 


けら れ た 復 占 調 の 制服 は 、 生 宙 世 紀 に : 
な 印象 を 与え る 。 し か し 


S い で は 極 
うし た 大 時 


目 で わか る 
ン 公 国軍 の 


的 な 和 制 服用 階級 章 は 、 外 見 か ら 階 級 が - 
と いう 欠点 は ある が 、 そ うし E 


ン 公国 の 歴 。 制服 が 復古 調 ・ 大 時 代 的 と 言わ れる 所 以 で ある 。 
り 得 た の で ある 。 この よう に ジオ ン 公 国軍 の 制服 は 、 単 な る 制服 で 


こう し た 特徴 を 持つ ジオ ン 公 国 


の 制服 に は 複 は な く 、 国 家 の 正当 性 を 体現 し た も の で あり 、 それ と 


数 の 仕様 が 知ら れ て いる 。 その 中 で も 第 2 種 戦闘 服 同時 に 、 そ れ を 着用 する 軍人 の 士気 に 影響 を 与え 
と 第 3 種 戦闘 服 が 特に 知ら れ て いる 。 し か し 、 これ ら た 。 特 人 」 と も 呼ば れる ジオ ン 公 国軍 人 の 気質 


の 中 で も 階級 や 着用 者 ご と に 差異 が 見 られ る た の 形成 は 間違い な い 、 
その 全容 を 知る こと は 極め て 困難 と 言え る 。 ま (U.C.0097 コル ギ オ ・ ア ンダ ー ソ ン ) 
運用 地域 を は じ め 、 コ ー ト や 艇 書 用 の 制服 、 海 兵隊 

用 な ど 、 様 々 な タイ プ が 存在 し て いる こと も 全体 像 の 

把握 を 困難 に し て いる こと は 確 3 る 。 関連 ファ イル 


の 制服 の 最大 の 特徴 が 、 抽 


そし て 、 ジ ォ ッ 公国 1 


シャ ア ・ ア ズ ナ ブル | FG02-23 
服 の カス タマ イズ が 玉 の ジオ ン 公園 FG02:34 
叶 官 以上 の 将 氏 ギレ ン ・ サビ FG02-44 
に 2 人 公国 軍 沈 兵 8802-29 
れ ば 一 兵卒 が 将軍 一 年 戦争 の 終結 と ジオ ン 残 沈 の 動向 

全国 和 の 実 A 


計 官 へ の 昇進 は 比較 的 容易 で あっ 
と っ て は 現実 的 な 目 
て の 制服 に ほぼ 共通 し て いる 点 が 、 胸 
きく 階級 章 が 記さ れ て いる 点 で ある 。 こ の 装飾 


大 時 代 的 な 意 
臣 の 制 衣 や 建築 物 が 見 られ た 


Miustration by JUN WADA 


WORLD GUIDE 


宇宙 世紀 ガイ ド 


第 2 種 戦闘 服 la ギレ ン 総 全 の 制 放ち 


2 竹 に 分 類 され る 。 
ジオ ン 公 国軍 の 制服 の 中 で 最も ポ ビ ピュ 最も パリ エー ショ ン の 

ラー な タイ プ 。 上 下 と も に カー キ 、 も し く は ブラ iia) 

ウン 系 の カラ ー で 統一 され て いた 。 基本 的 に 

は ブー ツ を 履き 、 ヘ ル メ ッ ト や 制 幅 を 着用 し た 。 


EE シャ ア ・ ア スナ ブル 


大 佐 の 制服 も 第 3 種 戦 
尉 官 以上 が 身 に 着け る 制服 。 基本 的 な 還 服 で ある 。 カス タマ 

デザ イン は 第 2 種 戦 闘 服 と 同じ だ が 、 尉 官 と 

佐 官 は マン ト を 着用 し た 。 マン ト に 付く 階級 

章 は 専用 の も の と な っ て いる 。 


3 


ジオ ブン 公国 軍 の 階級 章 親衛 隊 や 国防 軍 で は 
胸 章 の デザ イン が 異 
下 の 図 は ジオ ン 公園 軍 の 階級 章 の 一 覧 な っ て いた 。 左 は カス 
ペン 戦闘 大 隊 の 指揮 


で ある 。 通常 の 制服 で は 、 福音 ・ 欄 章 ・ 胸 
章 ・ マ ント ( 尉 官 ・ 佐 官 ) が 付け られ る 。 ノー 
マル スー ツ で は 簡易 的 な も の を 藩 用 し た 。 


脱 | 神意 | 補 章 | 階 紋章 | 制 ト 


| 
大畠 


官 、 ヘ ルベル トド フ ォ ン ・ 
カス ペン 大 佐 。 


E23 


x 


その 他 の 制服 


第 2 種 、 第 3 種 以 外 に も 多数 の 制服 が 確 


認 さ れ て いる 。 第 4 種 礼服 や ハー フ バン ツ 、 


突撃 服 、 海 兵隊 用 な ど 、 その 数 は 多岐 
る 。 現地 改修 な ども 多かっ た と され る 。 


b 
ff 


> 隊 な ど 、 特 務 
隊 の 隊員 は 独自 の 制 
朋 を 着用 し て いた 較 も 
知ら れ て いる 。 


| ノー マル スー ツノ 軽装 重 装 と も に 生産 


ノー マル スー ツ に は 主 に MS の パイ ロッ ト 
が 芽 用 する 軽装 ノー マル スー ツ と 、 艦 衛 の ク 
ルー が 着用 する 重 装 宇宙 服 、 そ し て ニュ ー タ 


イブ 用 な どの 特殊 タイ プ が 知ら れ て いる 。 


MORE INFO! 


ジオ ン 公国 軍 で は 、 所 属 や 兵科 を 示す 
役 章 と 、 功 労 者 に 授与 され た 勲章 が 多数 
考案 され た 。 も ちろ ん 地球 連邦 軍 に も あっ 
た が 、 ジ オン 公国 軍 の それ は 多様 か つ デ 

これ は ジオ ン 公 国軍 


戦功 童 の 授与 者 の 
ひと り と し て エギ ー 


与 者 が 極め て 少な 
い 伺 章 も ある 


時 甚 など で . 細部 に 倍 
い が 見 られ る 。 
ル マ ・ サ ビ 用 の よう に カ 
スタ マイ ズ し た も の も 
あっ た 


オン 公国 軍 の 微 章 ・ 勲 章 
回 役 意 還 則 章 と 戦功 章 
bg 中 
Meg > mo コン 
た 白 兵 季 功 意 a 
Ww 
A mm ょ 5 
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[ 還 ] 本 0 sal 


The MetamorphSsiS in U. 


邦 政 府中 央 議会 の 選挙 利用 し た ジオ ン 公 国 ギレ ン ・ ザ ビ 総 帥 も 、 私 的 に は 
! いこ 7 ご 権 を 持つ 「 絶 対 民主 主義 ] は 、 ス ペー ス フ ノイド の 不 ニュ ー タ イプ の 出現 に は 懐疑 的 で あっ 
Fr 満 を 呼ん 連邦 政府 の 地方 自治 体 に 相当 する サ し か し 、 一 年 戦争 が 始ま る と ニュ ー タ イプ の 存在 
K 遺 し 、 地 球 / 宇 宙 間 実 っ て いく 。 実戦 の ! 識 
eat ミ 間 把握 能力 や 先読み の 力 を 発揮 する 


の 禄 易 不 均衡 や 経 清 格 
球 居住 の 固定 化 と いっ た 状況 
現 を 予見 し た 、 宇宙 時 代 に 適応 し た 「 新 た な 人 類 ] が る の は 当然 だ っ た 。 けた 突 渦 機動 軍司 令 キ シリ アザ ビ は 
が ニュ ー タ イプ で ある 。 現象 面 で は 、 感応 波 (サイ ー ス ノド の 自治 権 獲 得 運 動 が 活発 し 。 ニュ ー タ イプ の 理事 利用 に 踏み 切 い [強力 な 兵士 」 と 
コ ・ ウ ェ ー プ ) と 呼ば れる 精神 波 の 一 種 を 強く 放ち 、 て いく が 、 連 孝 政 府 は 軍事 力 で これ を 圭 灯 する 。 そ ん いう 仙 面 だ けが クロ ー ズ アッ プ さ れ で いく こと と な る 
な 時 代 に 出現 し た の が 、 サ イド 義 こ と コン トリ ズ (ナイ ト ・ マ ンカ ッ ド ULC.0154) 
ム を 唱え て サイ ド 3 に 共和 制 を 布 い イク ン で ある 。 
ダイ タン は サイ ド 3 の 首相 と し て 連邦 政府 と 交渉 す 関連 ファ イル 


ら な い 宇宙 に 生活 岡 を 拡大 し た 人 類 は 、 宇 笛 生 活 
に 適応 する た め 調 度 な 油 察 と 状況 認識 力 を 開 る 一 方 で 、 ス ペー ス ノ イ ド の 思想 的 リー ダー と も な っ = 
し た 能力 は 、 意 思 貴 た 。 そん な ダイ タン が コン トリ ズム に 続い て 提唱 し た FG 02-47 
物事 の 総体 を 誤解 な く 理解 可 。 の が 、 ニ ュー タイ プ 0 
る と えら れ た 。 一 年 了 欠 時 、 自 邊 も ニュ ー タ 。 た だ し 、 ダ イタ ン は ニュ ー タ イブ の 発生 時 基 に 関し FGO9.9 
を 見 せ て いた と いう 地球 連邦 軍 の 名 将 。 て 明言 を 避け て いる 。 と いう の も ダイ タン の ニュ ー タ 企 化 人 押 2083! 


Fe Prev 


が 、 ニ ュー タイ プ を 「 戦 争 な ぞ で せ ず と も 済 イブ 論 は 、 文 化 ・ 文 明 的 伝統 を 持た な い ス ペー ス 
も 人 間 」 と 表現 し た の は 、 的 を 射 た きえ る フィ イド の アイ デン ティ ティ を 確立 する た め の 政治 前 方 
便 だ っ た よう な の : を 生活 閣 と する スペ ー ス 


ノイ ド は 、「 人 の 革新 」 た る イブ に な り 得 る 存 
っ て い 在 と いう 理論 で ある 。 ニュ ー タ イブ 論 を 選民 思 4 


ペー ス ノ イ ド 独 立 運動 の 活発 化 が ある 
は 全 人 口 の 80% 以 上 が 宇宙 に 住む よう に な 


174.25 Ilusiration by TAKUYA IO 
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宇宙 世紀 ガイ ド : ニ ュー タイ 
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ニュ ユ ュー タイ ブ 論 の 変遷 


ニュ ー タ イプ 論 は 、 地球 を 神聖 視 す る エレ 
ズム 、 コ ロニ ー 群 「 サ イド 」 を 独立 国家 と 見 
な す コ ント リズ ム と いう 宇宙 世紀 の 新 思想 の 
潮流 の 中 で 生ま れ た も の で ある 。 宇宙 移民 
の きっ か け と な っ た 地球 環境 の 悪化 、 ス ペー 
ス ノ イド の 加 遠 度 的 増加 と コロ ニー の 発展 と 
いう 時 代 の 流れ に 即 し た 思想 と 言え よう 。 そ 
の 後 も ジオ ン 公国 の 成立 、 ティターンズ の 組 
織 化 と いっ た 時 代 の 影響 を 受け て いっ た 。 


現象 面 の ニュ ー タ イブ 


ジオ ン ・ ズ ム ・ ダ イク ン が 予測 し た ニュ ー の 02 


ガン ダム を 押 縮 し ザ 2 
を 撃破 し た の は 、 折 事 
の 総体 を 放 解 4 く 理 
解す る ニュ ー タ イプ 能 
に よる も の と きれ る 。 


ィ 


プ 能 力 を 持つ 者 は 、 一 年 戦争 の 戦場 で 確認 さ 
れ た 。 科学 的 に 証明 され た の は 感応 流 と 呼ば 
れる 精神 波 で 、 能 力 と 直接 関係 し て いる よう だ 。 


の クレ 
か ね な い 内 容 で 、 長 
年 、 連 孝 政 府 の アキ レ 
在り PF 和む る 
ス 盾 で 在り 続け た 。 Fe 
し て 
いる 。 ニュ ー タ イブ の 薩 異 的 反 
射 速度 は 、 この 能力 に よる 。 


相 タイ プ で な い 
と 引か が 者 し く 低下 する が 、 サ 
で 補助 が 可能 。 


ー タ イブ 思 想 の 発生 


コン トリ ズム 


プ の 軍事 利用 


一 年 戦争 の 緒戦 で ニュ ー タ イプ の 存在 が 
確実 視 さ れる と 、 そ の 軍事 利用 が 模索 され た 。 
主 に 機動 兵器 の パイ ロッ を 任 き 
イプ 専用 兵器 の 開発 も 進め られ た 。 


ジオ ン ・ ズ ム ・ ダ イク ン は 、 エレ 
ズム と コン トリ ズム 
プ 史 抽 を 区 合せ 、 
J で 提 昌 し た 。 この 妥 有 は ス 


連邦 軍 で も オー ガス タ 
基地 な ど で 研究 が 進 


圧倒 的 な 反応 速度 を 持 
タイ プ は 、 栓 馬 挟 の ババ イロ ント 
の 適性 に 優れ て お り 、 多 大 な 戦 
果 を 挙げ た 。 兵器 へ の 理解 も 深 
か っ た よう で ある 。 


ン ネル 、 そ れ ら を 搭載 し た 根 動 
兵器 な ど が 開発 さ 


様々 に 解釈 され た 。 その 代表 が 「 優 性 人 類 生 存 説 」 と i 
: ム の 一 面 の み を 拡大 解 恋し た も の と 言っ て も 過言 で は な い , 


代表 的 な ニュ ー タ イブ 


確認 され た ニュ ー タ イプ の 多く は 軍人 、 ま た 
は ニュ ー タ イブ 研究 所 の 被験 者 で ある 。 中 で 
も 有名 な 人 物 が 民間 の 少年 な が ら ガ ンダ ム 
の パイ ロッ ト と な っ た アム ロ ・ レ イ で 、70 数 日 
ジオ ン ・ ズ ム ・ ダ イク ン が 「 人 の 革新 ] と し て 打ち 出し 、 スペ ー ス ノイ ド の アイ デン ティ ティ 間 で 100 機 以上 の 英機 を 撃墜 し た と いう 。 
確立 の 一 助 と な っ た ニュ ー タ イプ 論 は 、 ジ オン 公国 時 代 に は 選民 思想 に 、 ティターンズ 時 
代 に は 危険 視 さ れる な ど 、 時 代 や 組織 に よる 解釈 が 異な っ て いた 。 


gg I EE 


・ ア ズ ナ ブル 
ス ・ シ ロッ 
・ カ ー ン 、 フ 


ル ・ フ ロン タル な ど 反 


宇宙 時 代 に 適応 し 、 物 事 の 総体 を 誤解 な 
く 認 議 で きる [人 の 革新 ] と し て 提示 され た 。 


ジオ ン 公 国 総帥 ギレ ン ・ ザビ は ニュ ー タ イ 
プ 論 を 選民 思想 化し 、 国 民 統 制 の 道具 と し 


導 邦 組織 を 率い た 
ニュ ー タ イプ ( 徹 化 人 
間 ) も いた 


RE 


出現 時 期 は 明言 され な か っ た 。 て 利用 。 軍事 利用 も 本 格 化し た 。 
サイ ド 3 立 運動 の = ギレ ン は 「 優 佳人 類 
補筆 生存 誠に お いて 、 ジ 本 
うだ が 「 人 の 攻 新 と 人 回 国民 MORE INFO! 真 の ニュ ー タ イプ 
い 32 人 置 付 り タイ プ に 進化 する ス 
の 反 仙 邦 軍 動 に 大 き ペー ス ノ イド の 前 衛 と A ー ジ ・ リ ング 
る 影 を 人 位置 人 の NG 


地球 至上 主義 に お ける ニニ . ミ 
生 人 類 を 番 か す 突然 変異 体 と 見 な され た 。 
連邦 政府 も 、 こ れ に 近い 見 方 を し て いた 。 


| 4 | UCO100Rf 隊 
ジオ ン 勢 力 の 衰退 も あり 、 ム は 退 


潮 。 ニュ ー タ イプ は 「 強 力 な 兵士 ] を 示す 言 
葉 と な り 、 死語 化し て いっ た 。 


「 装 ニュ ー タ イプ 琴 一 年 争 以後 の 伝 
問 」 「 制 御 可 能 な ん 加 的 戦 呈 か ら 。 証 | 
造 ニ ュー タイ プ 」 と し を 生け ず に MS を 乗り 


タイ プ は 少な か ら ず 存在 する 。 中 
タイ プ ] に 達し た と 思 
パナ ー ジ ・ リ ンク ス で あ 


フィ ー ル ド で コロ ニー 
際 、 人 間 の 域 を 超え た 覚醒 を 果たし た 


て の 幅 化 人 間 の 開 こなす (よう に 見 える ) 間 と は 列 
発 は 容 急 し 、 ニ ニタ 者 が ニュ ー タ イプ と 時 CI 
の 支援 さえ 行っ た 。 ば れる 側が 多い 。 に トン 8 


ド す ら 操 る よう 
界 巡 を 一 度 、 飛び 超え た 人 物 


と 言え る 。 
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次 


局 地 戦 と 戦略 攻撃 が 並存 し た 
地球 連合 と プラ ント の 決戦 


CE710926、L5 の 宇宙 要 突 ヤ キン ・ ド 
お いて で 、 地球 連合 軍 と プラ ント 軍 ザ フト : 
に 勢力 (地球 連合 軍 の 脱走 艦 《 ア ー ク エン ジェ 

ル ) 、 プラ ント を 離脱 し た 《 エ ター ナル )》、 陥落 寸前 の 
オー プ か ら 脱 出し た (クタ サ ナギ ) が 協同 ) が 戦 較 人 
止 を 求め て 介入 し 、 第 1 次 連合 ・ プ ラン ト 大 戦 の 決戦 
と な る 第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻防 戦 が 展開 され た 。 

第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻防 戦 の 特徴 と し て 挙げ 
られ る の が 、 大 量 破 壊 兵 器 の 応酬 で ある 。 地球 連 
合 軍 は 多数 の ニュ ー ト ロン ジャ マー キャ ン セ ラテ 
載 型 核 ミサ イル を 、 ザ フト は 巨大 ガン マ 線 レー ザー 砲 
「 ジ ェ ネ シス 」 を 投入 し て お りき 世界 は 破 減 の 危機 を 


ドゥ ー エ の 立 地 と ジェ ネ シ ス の 性 能 に ある 。 


Crisis of Evaded World Extinction 
C.E.71 


の で は な い 。 地球 連合 軍 に 超大 な 影響 力 を 持つ プ 
E ルー コス モス 盟主 人 ル タ ・ ア ズラ エル 、 反 ナチ ュ ラル 
つま り 、 プ ラン ト 本 国 は ヤキ ン 3 強硬 派 の プラ ッ ト 最 高 評議 会 議長 パト リッ ク ・ ザ ラ 、 
め て 近い 位置 に あり 、 要 寒 側 域 に 進入 し 世界 の 破 減 を 願う ザフト の ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ と いっ 
(の 搭載 MA) の 攻撃 範囲 内 で も あっ た 人 的 要素 が 、 犬 洲 戦 略 を 実現 し た の だ っ た 。 
メビウス と 核 ミサ イル の 組み 合わ せ は 本 来 、 浴 術 栓 両 勢力 の トッ プ と タル ー ゼ の 死 、 そ し て 《 ア ー タ クエ 
a 2 戦略 核 攻撃 と な っ ンジ ェ ル )》 ら 3 食 の 活躍 で 最悪 の 事態 は 回 廻 さ れ た 


が 、 一 歩 間 違え ば 世界 は 滅亡 する 危機 に あっ た . 
(ソイ ・ タ ルゥ カ CC 


れ て ) いた 。 つま り 、 ジ ェ と 地球 の 距離 は 約 38 
万 km も あり 、 指 向 性 エネ ルギー 兵器 は 戦略 攻撃 に 


適さ な いよ う | 関連 ファ イル 
ジェ ネ シ た a エル ED oz.o9 箇 
し ナレ ジェ ホ ッ ス の 性 人 は 上 和 外 だ っ た 。 一息 22 呈 
際 や 月 基地 を 狂 流 可能 な 成 力 を 持つ だ け 江 52- タ ラ 
< 射程 も 長大 で 、L5 宙 域 か ら 地球 を 直接 攻撃 3 只 -_ 
可能 だ っ た の で ある 。 地球 連合 の 中 心 国 、 大 西洋 。 で 記 1 の 如 拓 衝 と 束 
ユニ ウス 条約 と 世界 の 変化 


連邦 の 首都 ワシ ント ン を 直接 攻撃 可能 で ある 以上 、 


ジェ ネ シ ス が 戦 略 兵器 と し て 機能 し た こと FE PREVEW 
こう 1 次 ヤキ ン ・ 
案 を 巡る 局 地温 で あり な の 
戦略 衝撃 が 応酬 され る 事態 と な ネ シ ス と いっ た 大 規模 破壊 兵 | 


を 使用 。 両者 も に 英 対 勢力 の 


技術 的 に 可能 だ か ら 、 大量 破壊 兵器 が 応酬 され た 雷 滅 を 企図 し た 


Miustration by MASAKI HIRAOKA Color by NAGISA ABE “Special Effect by AKIKO YAMAKAWA Background by ATELIER MUSA 


Era デニ ーー プー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 一 


地球 連合 軍 に よる 宇宙 要 寒 ボテ ズ お よび プラ ント ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 向 域 に 侵攻 し た 地球 軍艦 隊 
本 国 へ の 核 攻撃 (後者 は 未遂 ) は 、 ザ ラ 議 ト ネ シ ス の 照射 で 甚大 な 披 と ける が 、 ア ズラ エル 
シス の 使用 を 決意 させ た 。 フ F ネ ※ ス を 放置 で きず 、 再 攻 撃 に 
の 第 2 射 で 地球 球 連合 "て 2 笛 を 受け た 地球 軍 は さら 
が 隆 伏し な い 場合 、 地 球 ( 


アー クエ ンジ ェ ル "エターナル 地球 連合 軍 

ンク サナ ギ の 進 中 | 因 戦闘 の 終息 
og | 味方 へ の 被 守 を 牟 み ず 第 3 較 K 
BATS ト 亡 。 その 直 
ザ フ rs 2 や の 直 


還 ssd 
リッ ク ・ ザ 


アス ラン と カガリ が コン トロ ー ル を 礁 う 
ー 内 部 へ の 潜入 を 試み 大 ] 


GAT-X252 


ドレ イク 織 和 倫 、 各 穫 


a 
こ 、 ーー 


Mlustration by AKIO UNUMA 


2| ジェ ネ シ ス 第 2 身 
jk き m 際 ァ ー タ ェ ン po fw*zs-= 本 VIORE INFO! 


mWme の 参 機 


ジェ ネ シ ス の 第 2 射 を 実施 し 


一 時 後退 。 プトレマイオス 基地 を 次 の 目標 と 
シス の 第 2 射 で 終戦 


この 戦闘 の 中 、 ア ズラ エル が 乗艦 する 
ルル ) に 撃沈 され た 


ジェ ネ シ ス の 存在 を 知ら な か っ た 地球 連合 
戦力 再編 和 、 途 攻 を 再開 。 ザフト も ジェ ネ シ ス 第 


EE 


剛 に 伴う ダメ ー 
は 第 3 射 を 


MBF-M1A 
M1A ア スト レイ 


る 内 部 工作 
8 健 派 が 制圧 。 直後 、 臣 時 
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『 親 』 へ 至る 道 


The Way Which Reaches LAPLACE'S BOX 
U.C.0096 


ネェ ル ・ ア ー ガ マ の 危機 と 
サイ ド 共 栄 圏 構想 


ラプ ラス の 箱 ] の 「 鍵 」 で ある RX-0 ユニ コー ン が か 
1 の 愉 半 貨物 


ビル 》 が 、 味 
攻撃 を 仕 


参謀 本 部 が 派遣 し た も の だ っ た 
この 危機 を は 、 な ん と 「 補 付 
フル ・ フ ロン タル 大 佐 の Mi 


共闘 を 申し 人 
グ す 


袖 付 き ] の 背 
・ パ ハロ 国防 大 臣 


当時 、 月 と サイ ト 
地球 は 独力 で の 生存 が 困難 
れ ば 、 連 邦 政 府 は 静 体 1 


の が 、 サ イ 
まがり な り に も 自治 権 


に 知ら さき れる こと と な っ た 


歴史 フォ ー カ ス 


enred by Genere! 5caff Oce 
っ nfrrrme by lmf of General Sta. 


IDE 4 


関連 ファ イル 


E:T 


」 
時 


TLE PREWEW 


(Ww) 本 09 mm0h 


箱 の 最終 座標 と 
連邦 政府 ・ ビ スト 財団 の 賭 曜 


較 ネェ ル ・ ア ー ガ マ 、「 補 付き 」 と 連携 


半 の 反発 を 招く こと と 
地球 か ら は リ デ ィ 少 尉 が 搭 坪 す る 


ノル ン が 打ち 上 げ ら れ て いる 。 


き 」 を 追う ネェ ル ・ ア ー ガ マ だ - 
ン の 前 撃 を 受け る こと と な 


| 「 宙 付き 」VS ゼ ネ ラ ル ・ レ ビル 


ユニ コー ン ガ ンダ ム の ラプ ラス ・ プ ログ ラム が 示し 

た 「 箱 ] の 最終 座標 は 、 コ ロニ ー (イン ダス トリ アル 7) 

の コロ ニ ビ ル ダ ー 〈 メ ガラ ニカ ) だ っ た 。 つま り 、 す べ 

て の 始ま り の 場所 だ っ た の で ある , 
バナ ー ジ か ら 最 終 


ミネ バ が 、 そ 


ル と 合流 し た ネェ ル ・ ア ー ガ マ # 
* ネ ラル ・ レ ビル の 攻撃 を 受け 7 


RGM-89A2 


(ゼネ ラル ・ レ ビル 配信 機 ) 


園 サイ ド 共栄 園 構想 の 提示 
「 ラ ブラ ス の 箱 ] の 入手 目的 を 問わ 
ロン タル は 、 サ イド 共栄 園 構想 を 提 う 
バ は 、 これ に 興味 を 示す 
『、「 箱 | の 時 終 座 提 く 和 
ある こと を 教え て いる 


製 園 上 悦 で 上 昇 中 の (ガラ ン シ ェ ー ル ) と 合 : 5 (ネェ ル ・ 


袖 付 き ] の MS2 機 の 


旧 | サイ ド 共 近 園 橋 想 の 提示 


宇宙 に 上 が っ て いた ロン ド ・ ベ ル 隊 僚 第 (ラー・ カ イラ ム 》 は 、 
(ガラ ン シ ェ ー ル 》 を 発見 する が すでに 無人 だ 


ガマ ) だ が 、 ク タル ー の ほとん ど が この 事態 に 反発 し た 。 だ が 、 生 
き 延び る 道 は ほか に な か っ た 。 


地球 で は 
が 打ち 上 げ られ た 。 《 ネ ェ ル ・ ア ー ガ 


MS が 入る 


上 |! 福 付 き 」 と ネエ ル ・ ア ー ガ マ の 決 肝 


ミネ バ ・ ラ オ ・ ザ ビ に 箱 | 入手 の 目的 を 問わ れ た フル ・ フ ロン 
タル 大 佐 は 、 サイ ド 共栄 構想 を 提示 。 サイ ド 共栄 園 構想 と は 月 
と 7 つの サイ ド か 5 成る 経済 国 を 構築 する と [ 
し 、 ス ペー ス ノ イ ド の 自治 を 実現 する も の だ 
5 権 を 持つ が 故 | 


関す る フロ ンタ ル の 説明 は 、 艦内 放 3 
同 庄 、 パン シィ イ ・ ノ ルン は 新星 畔 道 を 藻 


(ネェ ルアー ガマ ) クル ー の 一 部 が 計画 し た 反乱 は 「 摘 付き 
に 寮 知 され た 連邦 軍 の 哨戒 
き ] が 哨 葉 艦 の 撃沈 を オッ トー・ ミ タス 艦 
トー 艦長 が 「 補 付 き ] エコ ー ズ の 活躍 、 ミ 
ネバ の 呼び 掛け で 袖 付 き ] は (ネェ ル ・ マ ) か ら 退 去 し 、 

ョ ェ ル ・ ア ー: の も 補 付 き ] を 
杏 悦 し た (ガラ ン シ ェ ー ル ) 隊 や ミネ バ と 共に 、「 釘 確保 の た め 
《 メ ガラ ニカ ) 


れ た 『 袖 付き | は 「 親 ] が 隠さ れ た (メガ ラニ カ ) へ 


た 《 ネ エル: アー ガマ )》 は 、 パン シイ ・ ノ ルン の 攻撃 を 受 


れ を フロ ンタ ル 大 佐 に 教示 し た 頃 、 ビ スト 財団 と 連邦 
政府 も 動き を 見 せ て いた 。 ビ メ ト 財 団 と 連邦 政府 は 
箱 』 が 『 補 付き 」 の 手 


戦闘 発生 地点 


Mlustration by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
の TRI 


| 普 胡 の 任 李 を 持つ 


澤 学 権 を 持た な い 
ジオ ン 共 和 国 


条件 付き て 自 泊 析 を 認め る 


信 ・ サ ン ライ ズ 
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U.C0079、 地 球 連 邦 と サイ ド 3 
で 発生 し 争 が 、 一 年 戦争 で ある 
国 で は ジ ォ ン 独立 戦争 」 と 呼ば れ た 。 ジ ォ ン 公国 
の 無制限 投入 、 対 地球 質 
許 と し 」 0 人 類 の 半数 


追い や っ た 後 、 地 球 侵攻 作 


戦 を 展開 し を 中 沢 と し た 地球 の 約 半分 
を 協力 下 に 5 いた 

し か し 、 圧 倒 的 優位 に マン 人 周二 は 共 
出 限 界 に 達し 、 半 年 に 及ぶ 戦線 腸 着 が 訪れ た 。 こ 


の 間 に 地 球 連 邦 軍 は 戦力 の 再編 を 48 11 月 初旬 
の オデ ッ サ 作戦 を 契機 に 反 繋 を 開始 する 


12 月 初旬 、 連 邦 軍 は 宇宙 で の 作 | 戦 行動 を 活発 化 
きせ 、 月 末 に ( ン 公 国 最 後 の と 北 で ある 宇宙 要 
祭 ア ・ パ オア ・ タ ー を 攻略 
独裁 体制 を 布 い て いた ザビ 家 が 全滅 
国 に 移行 し た 臨時 政府 が 連邦 政府 に 停職 を 申し 入 
れ 、 UC.0080.01.01、 終戦 協定 が 締結 され た 
F 戦 争 勃 発 の 背景 に は 、 絶 対 多 数 派 の スペ ー 
ス ノ イ ド の 意思 が 連邦 政府 に 反映 きれ な い 「 絶 対 
民主 主義 れ を 受け て の スペ ー ス ノイ ド の 自治 
権 獲得 運動 が ある 。 ジオ ン ・ ズ ム ・ ダ イク ン 首相 の 下 、 
自治 権 獲得 を 目指 し た サイ ド 3 だ っ た が 連邦 政府 が 
コロ ーー 自治 権 整備 法案 を 廃 案 に し た こと か ら 、 ダ 
イク ン の 計画 は 頭 挫 す る ダイ タン の 死後 サイ ド 3 を 
I 『 ビ 家 i RE 

還 事 力 、 つま り 地 球 連邦 と の 戦争 を 選択 し 

ボー ジオ 公国 が 特殊 だ た の は 、 の 20 


化し て 国民 を 統制 し 、 対 地球 連邦 戦争 を 正当 5 化し 
た る 。 事実 上 の ジオ ン 公 国 の トッ プ だ っ た ギレ 
ン ・ ザ ビ 総 帥 は 、 地 球 尊 の 諸 問 題 の 要因 を 人 類 の 
過剰 増加 に 求め て お り 、 人 口 の 削減 を 目指 し て も い 


本 8 sae 71a 


た 。 ザビ 家 が サイ ド 共 栄 隊 構想 (月 と 7 つの サイ ド の 
み で 経済 隊 を 構築 し 、 地球 を 問 引 く 形 で スペ ー ス ノ 
イド の 自治 独立 を 実現 する プラ ン ) の よう な 形 で 自治 
権 獲得 に 動か な か っ た の は こう し た 理由 が あり 、 
年 戦争 緒戦 の 「 科 江 戦略 」 に 上 繋 が っ て いた 

- 年 戦争 は 地球 連邦 の 勝利 に 終わ り 、 ジ オン 公 
地球 と コロ ニー は 深刻 な ダメ ー 
主義 の 凌 続 、 旧 ジオ ン 公 国軍 
残党 の 潜伏 も 、 新 た な 戦乱 の 火種 と な っ た 


(ナイ ト ・ マ ンカ ッ ド UC.0155) 

関連 ファ イル 
wer EGoziz 
EE FG02.44 
一 年 戦争 の 開戦 と 南極 条約 較 甘 FGO03-03 
オデ ッ サ 作戦 FG-03-08A 
FGOS14 
ーー So34* 
FG03.5 


内 の 政争 も 公団 軍 


い 込 ん だ 


Mustration by JUN WADA 


開戦 経 線 と 紛争 当 事 国 < 


サイ ド 3 に 異 っ た ジオ ン 公 国 は 、 連 邦 体制 か ら の 自治 独立 
を 標 椅 し て 軍備 増強 を 進め た 。 連邦 政府 は 経済 ・ 軍 事 面 の 
圧力 で 封殺 し よう と し た が 、 開戦 を 止め られ な か っ た 。 


『 が 、 ジオ ン 公 国 の 決起 を 許し た 


3 


人 ド 3 の 宇宙 国家 。 ザ 
事 独 喜 体制 が 布 か れ 


記 | 8 | 


ジオ ンズ ム ・ ダ イク ン の 立 運 動 は 失敗 し 、 サビ 束 は 軍事 銘 株 へ 移行 


| 一 年 戦争 の 戦術 的 特徴 


一 年 戦争 は 戦術 の 面 で も 、 既 存 の 概念 を 超え た も の だ っ 
た 。 MS の 登場 が 注目 され が 


コロ ニー 攻撃 
ロニ ー 内 へ の GG ガ ス も 


ジオ ン 公 国 還 の 尊 詳 や 新 和 箱 、 條 
落と し の 彰 時 に は . 公国 の 礁 江 略 が あ 


U.C.0079.01.03、 公国 軍 が サイ ド 1・2・ 
4 を 礎 醸 し 、 コ ロニ ー 群 と 連邦 軍 駐 留 部 剛 を 
残 減 。 ブリ ティ 


制圧 な ども 行わ れれ た 。 


史上 最大 の 宇宙 工 隊 
坦 が 展開 され 、MS の 
前 に 運 都 軍 は 敗 刀 。 
公国 軍 の 損害 も 大 き 
か っ た 。 


1 月 1 5 日 、2 度 目 の コ ロニ ー 落 と し の た め ( 連 
孝 宇宙 軍 残 存 戦力 の 撃破 の た め と も ) 公国 
軍 が サイ ド 5 に 侵攻 。 コロ ニー 落と し は 失敗 す 
る も 、 連邦 宇宙 軍 が 壊滅 的 打撃 を 被っ た 。 


1 月 31 日 、 連 邦 政府 と 公国 政府 が 戦時 条 人 国東 の 捕 失 を りな 
約 「 南 極 条 約 」 を 締結 。 公国 は 終戦 協定 を が 5 生生 し た レビ ル 朱 
結ぶ つも り 施政 府 は 継 田 を 決定 
し 、 戦争 の 長期 化 が 決定 的 に な っ た 帝 は 旨 を 決め た 

2 月 7 日 、 公国 軍 は 地球 優 攻 作 戦 を 開始 全国 更 の MS は 生れ 
資源 確保 が 主 目的 だ っ た 。 宙 対 地 爆 撃 の も 
後 、3 有 1 日 か ら 降 下 作戦 が 狼 度 実施 され . 地 で 
球 の 約 半 分 が 公国 軍 の 制圧 下 に 置か れ た 。 


オン 公国 軍 が | 


た 地域 


邦 体 制 か ら の 独立 を 掲げ て 開戦 し 
PP PET スペ ー ス ノド の 不満 と 自治 析 天 得 運 動 を 叶 た が 、 他 サ イド も 攻撃 対象 と し た 


ミノ フス キー 粒子 散布 環境 に 最 
IBC 兵 器 の 無制限 投入 適 化 さ れ た 人 型 巨大 機動 兵器 


や コロ ニー 落と し に よる 大 量 殺 肝 が 行わ れ た 点 も 特殊 だ っ た 。 | 大 艦 巨砲 主義 や 電子 戦 信 重 の 


拉 戦 で ジオ ン 公 国軍 が 、 対 入 ・ 


年 戦争 が 始ま っ た 。 


公国 が 、 そ の 3 秒 後 | 
想 と そ 半 境 し た も の の 、 


サイ ド と 連邦 軍 を 攻撃 し 、 一 


圧倒 的 優位 に 立っ 


た 。 だ が 、 戦 争 後期 に 連邦 軍 の 反撃 が 始ま る と 、 短 期間 で 公国 は 追い 詰め られ て いっ た 。 


地球 保 攻 作戦 が 区 切り を 迎え た 4 月 頃 か 
ら 、 公園 軍 の 進行 達 度 が 極端 に 鈍化 し 、 戦 
線 は 勝 着 。 公国 軍 が 侵 出 限界 を 迎え た た め 
だ っ た 。 戦線 懇 着 は 約 半年 間 続 いた 。 


10 月 4 日 、 公 国軍 地球 方 面 軍 司令 ガル 
マ ・ ザ ビ 大 佐 が 戦死 し た より 地球 方 
面 軍 の 指揮 系 統 が 一 時 的 に 混乱 し 、 連 邦 
軍 は 反攻 作戦 の 準備 期間 を 得 た 。 


11 月 7 日 、 連 邦 軍 が ヨー ロッ パ 反 攻 作 戦 
「 オ デ ッ サ 作戦 ] を 実施 。 戦闘 は 連邦 軍 の 
勝利 に 終わ り 、 公国 軍 は ヨー ロッ パ か ら 駆 逐 
され た うえ オデ ッ サ の 資 澤 地帯 も 失っ た 。 


11 月 SO 日 、 連 邦 軍 本 部 ジャ ブロ ー を 公国 
軍 が 回 撃 。 不利 
開 す る た め の 作戦 だ 
球 上 で の 公国 軍 の 敗北 は 決定 的 と な : 


ジャ ブロ ー 戦 後 、 主 戦場 は 字 宙 に 移行 
12 月 24 日 、 連 邦 軍 が 宇宙 要 雪 ソ ロモ ン の 
攻略 作戦 を 実施 し 、 成 功 させ た 。 これ に より 
公国 の 最終 防衛 ライ ン の 一 角 が 崩れ た 。 


「 星 一 号 作戦 」 を 発動 し た 連邦 軍 が 宇宙 要 
守 ア ・ パ オア ・ ク ー に 進撃 公国 車 の ソー ラ 
レイ で 戦力 の 30% 以 上 を 失っ た 連邦 軍 
作戦 を 強行 し 、 ア ・ パ オア ・ ク ー を 際 落 させ 


ア ・ パ バオア ・ ク ーー 陥落 と ザビ 家 の 壊 減 を 月 
けた 公国 首相 が 、 ジ オン 共和 国 計時 政府 
組織 。 U.C.0080.01.01、 グ ラナ ダ で 終戦 
協定 が 結ば れ 、 一 年 戦争 は 終結 し た 


いき 悦 


吉孝 車 は 珠 肛 基 を こ 。 


利用 し 、 則 の 再 洗 と 


ワイ トペ ー ス ) 隊 と 次 戦 
、 戦 死 。 ガル ャ の 
死 は 公国 の 戦意 高揚 


掃討 作戦 に 移行 し た 


国 の 自治 権 は 、 条 件 
付 で 認め 5 れ た 


ena サラ ズー 175.26 


175-2Z 
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デラ ー ズ 粉 争 を 利用 し た 政治 的 陰謀 劇 の 末 、 地 
球 連 邦 軍 特務 部 隊 と し て 誕生 し 、 地球 隊 の 支配 を 目 
i さ の 人 失 兵 ティ ター ンズ 。 旧 ジ オン 
主任 務 と し な が ら も 、「30 
上 」 や ハッ テ 大 虐殺 と い - 
為 を 繰り 返し た その 歴史 的 イメ ー ジ に 

で は 、 ティ ター ンズ の 視覚 的 イメ ー 


数 派 で 、 の ジム ・ ク ゥ エル の ほか 、RX-178 ガン 
ダム MEk-II や TR シリ ー ズ な ど 一 部 の 試作 MS 群 が 知 
られ る 程度 で ある (RX-139 ハン プラ ビ や RMS-154 
系 塗装 の 機体 が 散見 され る た め 、 


テディ ター ンズ の 制服 


宇宙 世紀 


Technology of U 


「 暗 い 色 」 と し て 一 括 き れ た 可能 性 も 指摘 され る )。 
それ で も ティ ター シン の イメ ー ジ が 強い の は 、 
その 制服 が 要因 と 言え る 。 ティ ター ンズ の 制服 は 、 連 


装 双方 の ノー マル スー ツ も 黒 系 で 統一 され て いる 。 
肩 周り ・ 補 口 ・ 制 帆 ・ 略 帆 な ど に アク 
セン トカ ラー の 赤 を 採用 し た ほか 尉 官 級 以 下 を 中 
心 に 裾 の 短い ダ ャ ン バ パー タイ プ の トッ プス や スカ ー フ 


を 中 心 に 
対象 と きれ た スペ ー ス フイ ド や 旧 ジ オン 公国 軍 残 党 


ティ ター ンズ の 特権 に 振り 回 され た 連邦 軍 一 般 部 隊 
の 将兵 か ら も 、 複雑 な 視線 が 向け られ て いた 。 

ティ ター ンズ の 制服 に 変化 が 起き た の は 、 グ リプ ス 
戦役 芝 発 か ら 2 ヶ 月 ほど が 過ぎ た 頃 の こと だ っ た 。 そ 


れ ま で の 制服 は 連邦 軍 一 般 部 隊 用 の 「 色 違い 」 に 
過ぎ な か っ た が 、 新 た に フォ ー マ ル ・ コ スチ ュー ム と 
呼ば れる モデ ル の 標準 化 が 進ん だ 。 


イド : ティ ター ンズ の 制 眠 


7 本 08 se An 


フォ ー マ ル ・ コ スチ ュー ム は カラ ー リ ンダ こそ 旧制 
服 と 同じ 黒 と 赤 を 基調 と し た も の だ が 、 基 本 デザ イン 
が 一 新 さ れ て いる 。 最大 の 特徴 は 階級 章 を 兼ね る 
膨 章 で あり 、 配 異な る も の の 旧 ジ ォ ン 公国 軍 
の 制服 と 似る ( 将 官 用 と し て 、 旧 公国 軍 の 第 
開 服 に 似 た ケー プ 状 の マン ト ま で 用 意 さ れ : 
背景 に は ティ ター ンズ の 拡大 と 権威 主義 的 傾向 が 
ある と 考え られ 、 グ リプ ス 戦 役 期 の 状況 を 反映 し て 
いた 。 


(ショ ウ ・ ド ゥ UC0112) 


関連 ファ イル 


02.22 量 
02-25 画 
02-28 画 
0Z-35 画 


も その ひと つ で 組織 の イメ ー ジ カ | 
ラー で も ある 県 を 基 損 と し て いた 
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設立 か ら グ リプ ス 戦 役 初期 まで の ティ ター 
ンズ の 制服 は 、 地 球 連 邦 軍 一 般 部 隊 用 の 
。 黒 を 基調 と し つつ アク セ 
に 虚 が 特徴 で 、 尉 官 以 
下 は スカ ー フ を 併用 し た 。 グリ プス 戦役 中 の 
U.C.0087.05 頃 か ら 新型 の フォ ー マ ル ・ コ ス 
チュ ー ム が 普及 し 、 テ ィ ター ンズ 解体 まで 使わ 
れ 続 けた 。 


ノー マル スー ツ も 黒 系 の カラ ー リ ンダ 以 
外 、 連邦 軍 一 般 部 隊 や エッ ウー ゴ が 用 いた も 
の と 変わ ら な い (制服 更新 後 も 宇宙 服 は 同 
じ )。 エリ ー ト 部 隊 と いう 性 質 か ら か 、 パ イロ ッ 
ト 用 ノー マル スー ツ の カス タマ イズ は 認め ら 
れ て お り 、 パー ソナ ル マ ー ク の 追加 や カラ ー 
リン グ の 変更 が な され た 例 が 散見 され る 。 


新た だ に 制定 され だ 
マル ・ コ スチ ュー ム は 、 
大 時 代 的 用 草 が 特 
微 で あっ た 。 


議 プ , 本 デ ザイ ン は 一 


初期 の 肝 官 以 下 用 は 、 
剛 記 の ジレ バー 


制服 バリ エー ショ ン 
当初 は カラ ー リ ング 以外 、 連邦 軍 一 般 部 
隊 用 と 同型 の 制服 を 採用 し て いた 当初 の 
ティ ター ンズ で は 、 制服 の バリエ ーション や 
カス タマ イズ は 限定 的 だ っ た 。 フォ ー マ ル ・ コ 
スチ ュー ム が 普及 する と パリ エー ショ ン が 増 
加 し 、 コー ト や 女性 将兵 用 制服 を 中 心 に 複 
数 の タイ プ が 用 意 さ れる よう に な っ た 。 個人 
用 カス タマ イズ 例 も 増え て いる 。 


制帽 は 連邦 軍 一 般 部 隊 用 と 同系 列 の モ 
デル と ペレ ー の ほか 、 独自 型 の キャ ッ プ や 略 
帽 が 用 意 され た 。 バス ク ・ オ ム 大 佐 の キャ ッ 
プ は 、 特に 有名 で ある 。 通常 の 制帽 は 、 艦 
長 な ど が 着用 する 黒 モ デル の 他 に 、 一 般 士 
官 用 の 赤 モ デル が 存在 する 。 


ワッ ペン 型 
エン ブレ ム 


地球 を 追加 し た 
エン プレ ム 


ティ ター ンズ 宮下 の ニュ 
ー タ イブ 研究 有 
宇部 隊 も 、 テ ィ タ 

の 制服 を 矯 用 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


WORLD GUIDE EE AD (ES 09 se 


庄 識 ベル リン の 戦い 
Eo Rage of DESTROY 


C.E.74 


ジ プ リ ー ル の 狂気 と 
デス トロ イ の 猛威 


部 の 反 大 西洋 連邦 運動 は 勢力 を 強め 


/ プ リー ル は 、 秘 審 裏 に 開発 し て い 
IS デス トロ イ を 投 人 する 。 戦略 装 脚 兵 
分 類 き れる デス トロ イ は 、 機動 兵器 で あり 
ら 戦 略 兵器 と し て の 側面 を 強く 持ち 、 単 橋 で 都 
ス の 目標 を 破壊 で き 

B か ら 出撃 し た デス トロ イ は 、 親 プ 

ラン ト 都 市 ヤ ザ フト 駐留 部 隊 を 粉砕 し な が ら 西 

る 。 その 攻撃 は ま 別 
ょ ら ず 一 般 市 民 す ら 犠 牲 と な 

も 相当 する デス トロ イ を 対 都 市 攻 


され た ナチ ュ ラ ル す ら 骨 視 し て お り 、 大 量 虐殺 を まっ 
踏 わ な か っ た の で ある 。 
に 強力 で あり 、 そ 


ユー ラ シ ア 西部 の 戦闘 は 新 な な 局面 に 入っ た 関連 ファ イル 


Fue PREEW 
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歴史 フォ ー カ ス : ベル リン の 戦い 


(5) D3 sr gn 


デス トロ イ と 党 潜 中 反 に 細 も | 
デュ ラン ダル 議長 の 暗躍 


Mx 


国 クレ タ 沖 海陸 以降 の 名 替 力 の 動き 
クレ タ 沖 海戦 以降 、 オ ー ブ 軍 の 一 部 は アー クエ ン 


待っ て いた ね 。\ ま た 、 ミ ネル パ の 清 虜 と な っ て いた ス 
テラ の 余命 が 短い こと な ど を 知っ た シン は 、 レ イ の 
協力 を 受け で 総 女 を 返還 し た 。 


電球 連合 軍 の 


アー クエ ンジ ェ ル の 
進路 


クレ タ 沖 海戦 で 大 打撃 を 受け た オー ブ 軍 の 一 部 が 、( ア ー ク エ 
ンジ エル ) に 合流 ご 地球 連合 宣 は 後退 を 款 帳 な くさ れ 、《 ミ ネル 
バ )》 は 補給 を 待つ こと と な っ た 。( ミ ネル バ )》 の 捕虜 と な っ て いた 
強化 人 間 ス テラ ・ ル ー シ ェ の 余命 が 知 いこ と 、 サンプル と し て ブ 
ラン ト 本 国 に 提供 され る こと を 知っ た シン ・ ア スカ は . 独断 で ステ 
ラ を 連れ 出し た (レイ ・ ザ ・ バ レル が 協力 )。 ネオ ・ ロ アノ ー ク に 
ステ ラ を 引き 漠 す と (ミネ ル バ ) に 帰投 し て いる 。 


| 


ミカ ズ チ ) の クル ー と ムラ サメ 隊 の 一 部 が (アー 
き 渡 し た 。 


ステ ラ が 操 竣 する デス トロ イ を 中 心 と し た 地球 連合 軍 (ファ ント 
ムペ イン ) が 、 ユー ラ シ ア 中 部 か ら 西進 を 開始 。 無 警告 無 差別 
の 攻撃 を 行い 、 ザ フト 駐留 部 隊 と 都市 群 を 壊 減 さ せ た 。 この 事 
態 を 受け た ザフト は 反撃 準 伴 を 進め 、 0 


西部 に 向かっ て いる 。 ザフト の 防戦 に ちか か わら ず デス トロ イ の 
進 疫 は 続き 、 ユー ラシン ア 西部 の 被害 は 拡大 し 続け た 。 


つい に デス トロ イ が 実戦 投入 。 デ スト ロイ の 攻防 力 は 、 そ れ ま で の 機動 兵 
条 の 辻 暗 を 道 か に 超え て お り 、 単独 で 都市 を 壊滅 に 追い や っ た 。 


3 TO 


内 アー クエ ンジ ェ ル 、 ミ ネル パ 共 に 戦域 に 到達 する 
と MS 者 隊 を 出撃 させ 、 阻 戦 を 展開 し た 。 戦闘 の 結 
果 、 デス トロ イ は 撃破 され 、 地球 軍部 隊 も 壊滅 し た 。 


デス トロ イ の 猛威 に 対し て 、 プ ラン ト 最 高 評 
は ユー ラ シ ア 西部 か ら の 撤収 すら 提案 きれ 


思 を 示し 、 ザフト が 防衛 線 を 構築 する こと と な っ た 。 


し か し デュ ラン ダル 議長 は 、 デ スト ロイ の 開発 情報 


AMAS83 13k3 Re 3| 


ンー 


湊 型 地 軒 戦 艇 | 


> 
回 了 X 


大 シン と レイ の 処遇 

営 訪 入 り を 語 じ 5 られ で いた シン と レイ だ が 、 

デュ ラン ダル の 思惑 も あり 、 処 分 は 行わ れ な 

か っ た 。 同じ 頃 、 ロゴ ス の ロー ド ・ ジ ブリ ー ル . 
ア の 反 人 人 活動 を 印 化 する た 


ザフト の 進路 咽 > | 戦闘 発生 地点 無 


話 シラ ン の 連 捕 と 解放 


無 許可 で の 捕虜 の 解放 、MS の 使用 な どの 嫌 紅 で 條 捕 され た 
シン は 、 処 分 決定 まで 営 倉 入り と され た 。 シン に 加担 し た レイ も 
同様 の 処置 を 受け て いた 。 処刑 され て も お か し く な い 状 況 だ っ た 

ン た ち を 必要 と し た デュ ラン ダル の 差し 金 に より 、 不 問 に 付 
その 頃 、 ロー ド ・ ジ ブリ ー ル が 巨大 MS デス トロ イ 
ユー ラ シ ア 西部 の 反 大 西洋 連邦 活動 を 鎮静 化 


する た め 、 ファ ント ムペ イン に デス トロ イ を 任せ た 。 


デス トロ イ を 中 心 と し た 地球 連合 軍 は ペル リン に 到達 し 、 
別 攻撃 を 実施 。 ザ フト 駐 劉 部隊 が 壊 減 状態 に 陥っ た 頃 、《 ア ー 
クエ ンジ ェ ル ) が ベル リン に 入り 、 フ リー ダム 以下 MS 部 隊 を 投 
入 し つつ 阻止 に 動い た 。 直後 (ミネ ル パ 》 も 戦域 に 到達 し 、 唯 
ー の 艦載 MS と な っ て いた イン パル ス を 発進 させ て いる 。 激戦 の 
末 、 デ スト ロイ は 撃破 され 、 地 球 連合 軍 侵 攻 部 隊 も 壊滅 。 ベル リ 
ン で の 戦闘 は 終息 に 向かっ た 。 


デラ も 戦死 。 ネオ ・ ロ アノ ー ク は 《 ア ー ク エン ジェ ル ) の 捕虜 と な っ た 。 


会 で 
それ 
で も ギル パー ト ・ デ ュ ラ ンダ ル 議 長 が 徹底 抗戦 の 意 


を 掴ん で いた 上 疑惑 が 指摘 され る 。 デス トロ イ の 脊 威 
を 知り な が ら 放置 し 、 後 の ロ ゴス 告発 に 利用 し よう と 
し た の で ある 。 《 ミ ネル パ ) 隊 の シン ・ ア スカ と レイ ・ 
ザ ・ パ レル の 神 規 進 反 が 不問 に 付き れ た 背景 に も 、 
役 等 を 必要 と し た 議長 の 判断 が あっ た 。 


RE EN 
A ニ 衣 
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園 デス トロ イ 、 

ユー ラ シ ア を 西進 
デス トロ 中 と す 5 フ ァ ント ムペ 
ン が ユー ラ シ ア を 西進 。 進路 上 の 都 


市 と ザフト 駐 部 隊 を 天 渡 し た 。 補 害 
が 拡大 する 中 、 ザ フト は ミネ ル パ 動 
員 し た 反撃 作戦 を 立案 、 ア ー ク エン 
の 本 に かかっ た 


GATO4 


(ネオ ロア クニ ク 機 ) 


XS ジグ ラー 級 
IGE ーー 


llusiraion by AKIO UNUMA 


も う ひ と つの ファ ント ムペ イン の 戦い 


ラ シ ア 西 部 で 巨大 MS デス トロ イ の 運用 を 担っ た 
の は 、 フ ァ ン トム ペイ ン の ロア ノー ク 隊 だ っ た 。 デ スト ロイ 
運 披 地上 戦艦 バルト) の 護衛 を 担当 し た の も ファ ン 
トム ペイ ン だ が 、 こ ちら は ホアキン 隊 と 呼ば れる 別 の 部 障 
で . 通常 は 別 の 任務 に 投入 され 


FM 

キン 隊 に エク ステ 

強化 人 間 は 配属 され て 

お ら ぞ 、 特 珠 訓 二 兵 と 呼 

ば れる 将兵 た ち が 中 心 と 
て いた 


アク タイ オン プロ ジェ クト で 開発 

され た スト ライ ク の 必修 機 。 搭 和 

スト ライ カー は 、IL.W.S.P の 発展 
に あたる 名 機能 型 で ある , 


デュ エル の 再 設計 ・ 改 修 機 。 アサ 
ルト シュ ラウド に 着想 を 揚 た フォ ル 
テス トラ を 搭載 する 。 デス トロ イ 請 
条 任 務 で 掌 破れ た 。 


GHA サンライズ 
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唱 mm A.W. の ガン ダム 


機動 新 世 紀 ガ ンダ ム X 


最強 の MS の 称号 
“ガン ダム ”" 
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旧 連 邦 が 「 決 戦 兵 器 ] と し て 開発 し た 高 性 能 MS 
群 が ガン ダム (ガン ダム ・ タ イプ MS) と 呼ば れる 。 高 
度 な カタ ログ スペ ッ ク 、 ルナ ・ チ タニ ウム 合金 を 多用 し 
た 軽量 か つ 強 固 な 機体 構造 、 ニ ュー タイ ブ 対 応 イン 
ター フェ イス 「F (フラ ッシュ ) シス テム 」 な どの 特徴 を 持 


動 を 発端 と する 第 7: 

宙 草 命 軍 が 全面 衝突 し 、 地 球 内 全 域 で 幸 
闘 が 繰り 返さ きれ た 。 旧 連邦 軍 は 汎用 性 に 長け た ] 
ドー トレ ス を 主力 機 と し て 戦闘 を 繰り 広げ 
争 の 長期 化 や < 


旧 連 邦 軍 の 新型 M 


く 、 パ イロ ッ ト 適 性 に 秀 で た ニュ ー タ イプ の 能力 を | 


MS Development History in A.W. 
アフ ター・ ウ ォ ー の MS 開発 史 


全 に 引き 出せ る 特殊 機能 も 要求 きれ た 
結果 、 開 発 され た の が ハイ スペ ッ ク な うえ 、F シ 
ステ ム を 搭載 し た ガン ダム だ っ た 。 F ド システム を 介し 
機 と ほぼ 同 仕様 の 無人 
。 ガン ダム と 
性 能 MS 群 を 
ステ ム で も あっ た の だ 。 
が ンダ ム ほ 重砲 撃 仕様 の GT- 
9600 ガン ダム レオ バル ド 、 ト ラン スシ ステ メ ( 変 形 機構 ) 
採用 の 空戦 用 高 機動 仕様 機 GW-9800 ガン ダム エ 


の MS で あり 、 コロ ニー すら 一 撃 で 破壊 する サテ ライ 
トキ ャ ノン を 搭載 し た 。 ガン ダム X 用 の ビッ ト MS=GX 
ピット も サテ ライ トキ ャ ノン を 装備 し て お り 、 シ ステ スム 全 
体 の 破壊 力 は MS の 常識 を 超え る も の で あっ た 。 
第 7 次 宇宙 戦争 で の ガン ダム の 活躍 は 目覚 まし く 、 
その 名 は 戦 後世 界 に も 語り 継が れ た 。 ガン ダム の 
絶対 数 が 少な か っ た く テ ム を 起動 可能 な 


(xX) ME IN SHEET 1 dh 


乗り を 中 心 に ガン ダム を 】 
て 、 幸 運 に も 残存 し た ガン ダム を 手 
の 絶大 な 性 能 で 名 を 上 げ る 一 方 、 ガ ンダ ム を 求め る 
同業 狙わ れる こと に も な っ た 。 

旧 連 邦 の 後 で ある 政府 再建 委員 会 ( 新 連 
邦 ) で は 、 新 型 が ンダ ム の 開発 が 行わ れ 、A.W.0015 
の 戦乱 で 猛威 を 振る うこ と に な る 。 

(エド ウィ ン ・ レ ビゼー 


A.W.0021) 


関連 ファ イル 


GX-9900 ダム X 
GX-9901-DX ガン タム DX 
GW-9800 ガン ダム エア マス ター 
GT-9600 ガン ダム レオ バル ド 
NRX-0013 ガン ダム ヴァ サー ゴ 
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Miustration by JUN WADA 


本 


旧 連 邦 が 開発 し た ガン ダム は 、 第 7 次 宇宙 戦争 時 代 の ハイ エン ド MS 癌 人 計 の 


MORE INFO! 


で ある 。 単体 の 性 能 が 突出 し て 高い だ け で な く 、 ニ ュー タイ ブ 対応 イン oak 支援 機 G フ ァ ル コン 
ター フェ イス 「F シ ステ ム ] を 介し た ビッ ト MS の 操作 も 可能 で あり 、 一 個 の < 減 用 の GX( ガ ン 
に な ど 、 特 定 旧 連 邦 軍 で は ガン ダム ・ タ イブ プ MS 専 用 の 大 気 園内 外 
戦術 シス テム を 構成 し て いた 。 ガン ダム の 名 と 高 性 能 は 戦後 世界 で も 広 の ir Sie Ee nd 
く 知 られ 、 パル チャ ー や MS 乗り の ステ ー タ スシ ン ボ ル と も な っ た 。 伺 が 多かっ た 。 ム と の 合体 機能 を 持ち 。 ガ ンダ ム の 長 距離 輸送 や 支援 


戦闘 に 用 いる 計画 だ っ た が 量産 に は 至ら な か っ た 
で 


高度 な カタ ログ スバ ッ フ クー ピー ム 火 器 の 標準 装備 
攻撃 カン 防御 カノ 機動 力 な ど 、 あ ら 量産 仕様 機 で は 搭載 例 が な か っ た ュー タイ プ の 能力 を 1209% 発 押 で 
ゆる 面 で 既存 の MS を 凌 角 す る 性 能 を ビー ム 火 器 を 標準 装備 する 。 同 サ イズ きる F シ ステ ム を 搭載 。 ビッ ト MS の 制 


持つ 。 装甲 材 に は 軽量 か つ 強 紛 な ル 
ナ ・ チ タニ ウム 合憲 が 用 いら れ た 。 


の 実体 弾 式 火器 より 遥か に 高 火 力 で 、 
一 撃 で 主力 MS 級 の 目標 を 撃 踊 する 。 


*。 


ゆめ て 高く 、MS 用 

シン ガン 程度 
で は 、 ほぼ 綱 通 
ー され な い 。 


日 連邦 の ガン ダム と 戦後 の 改修 機 


第 7 次 宇宙 戦争 の 長期 化 に 加え 、 宇 宙 革 命 軍 の 新兵 器 ・ 新 戦術 の 
投入 を 受け た 旧 連 邦生 は 、「 決 戦 兵器 」 た る ニュ ー タ イブ 用 高 性 能 MS 
「 ガ ンダ ム ] の 開発 を 進め た 。 少な く と も 3 機種 と その ビッ ト MS が 完成 し た 
が 、 戦 争 で ほとん ど が 失わ れ て し まっ た 。 戦後 、 バル チャ ー ら が 改造 を 施し 
た ガン ダム や 、 政府 再建 委員 会 に よる 改造 機 の 存在 も 確認 され て いる 。 


件 や 、 サテ ライ トシ ステ ム へ の 登録 な ど 
に 用 いら れ た 。 


を 異 に し て いる 。 


3 3 
テラ イト キャ ノン を 搭載 し 節 3% 
た ガン ダム 。 MS 本 体 は ダ ら タ g 
汎用 タイ プ で 、 理 用 領域 % 8 *ex-ggoopy 8 
や 戦闘 スタ イル を 選ば な 0 の た %1 
い 。 ガン ダム DX は 政府 % 
再建 委員 会 が 開発 。 
罰 エア マス ター 系 画 レオ バル ド 系 
トラ ンス シス テム に ト この ょ 碗 頂 兵器 や ょ + 
より ファ イター モード ガ ら パタ イル を 重視 し た 重 ガ テ お 9 
に 形 可能 な 空 内 仕 ダ ョ え タ 9 砲撃 仕様 の ガン ダ ダミ ト ダ ム 
様 ・ 高 機動 型 ガ ンタ 人 ト を 8 ム 。 デス トロ イ は パ バ DS Tb8 
人 ム 。 バー スト は エス タ ア ら を 9 ルチャ ー 開 フリー キ り え 9 
ルド で 改造 され た 。 スズ ス る 8 デン )》 で 改造 され 比 ル D 
(8 1 た 機体 で ある 。 。 ド ド 
ベル フェ ゴー ル 系 
未確認 の ガン ダ ょ F シ ステ ム を 介し ks ょ と 
対 ニ ュー タイ 58 て 制御 され る 無人 9 『 
ニタ イプ 。。 フタ 8 MS。 基本 構造 ビ 5 
いう 。 高 に 0 火 カ 機動 カ な ど ト ト ト 
性 能 な 反面 、 バ イ ルル 9 は 原型 と な っ た ガ 
ロッ ト へ の 負担 が 極 ンダ タム と ほぼ 同等 
め て 大 きい 。 で ある 。 
戦後 の 新型 ガン ダム 


第 7 次 宇宙 戦争 後 、 旧 連邦 の 復興 を 目的 に 組織 され た 政府 再建 委員 
会 で は 、 新 兵器 の 開発 も 行わ れ た 。 その 中 で 新型 ガン ダム の 開発 も 着 
手 さ れ 、 少 な く と も 2 機種 が 完成 し て いる 。 それ が ガン ダム ヴァ サー ゴ と ガ 
ンダ ム ア シ ュ タ ロン で 、 共に ガン ダム ペル フェ ゴー ル か ら 発展 し た と 言わ れ 
る 。 後に 両機 は 強化 ・ 改 良さ れ 、 ガン ダム DX 級 の 戦闘 能力 を 獲得 し た 。 


大 出火 媒 搭 と ト 
の 攻 軸 型 ガ ンタ ガ N を 
タメ ネタ メ 3 
38 う 558 ダム 。 格 開戦 容 り 
サル 1 | の 万 能 タ イプ で 、 : 
9 ク 18 後に サテ ライ トラ ン 
ゴ ゴ B チャ ー を 装備 し た 。 


新聞 発 の 2 機種 は フロ 
スト 兄弟 の 乗 機 と な っ 
た こと も あり 、 同 時 に 
運用 され る 機会 が 多 
か っ た 。 アシ ュ タ ロン は 
ヴァ サー ゴ の 「 足 」 と し 
て も 月 いら れ た 。 


人 DX+G フ ァ ル コン 
4 G フ ァ ル コン 
旧 連 抑 の 試作 機 を 反 宇 宙 革 人 
軍 組 織 サ テリ コン が 回収 し 、 完 
成 さ を た 機体 。 上 は ガン ダム DX 
と 合体 し た 戦闘 形態 で ある , 


ガン ダム 以外 の F シ ステ ム 搭 載 機 


ガン ダム の 特徴 と し て F シ ステ ム の 搭載 が ある が (戦後 
開発 の ヴァ サー ゴ と アシ ュ タ ロン も 採 テム を 
搭載 し た の は ガン ダム だ け で は な い 。 その 代表 が 新 連邦 
軍 の ラス ヴェ ー| 


ラス ヴェ ー ト は 戦闘 能力 も ガン ダム 統 
り 、 宰 数 の ガン ダム を 同時 に 相手 
取っ て も 充分 に 戦え た 


p NRX-016 ラス ヴェ ー ト 
ド シ ス テム 搭載 の 汎用 ・ 高 機動 型 MS。 専用 ビッ ト MS の 外見 は 
ラス ヴェ ー ト と まっ た く 同じ で 母 機 と 見 分 けが 付か な い 


ガン ダム に 匹敵 する MS 


機動 兵 の 中 に は 、 部 分 的 で あれ ガン ダム に 区 部 す 
る 性 能 を 持つ 機体 も 存在 する 。 戦後 に 開発 され た 新型 
村 や 大 型 MA な ど が 大 半 を 占め る 。 中 宇 革 命 軍 の ハイ エ 
ンド 機 は 、 ガン ダム と 同等 の 総合 性 能 を 持つ 例 も 多い 。 
フェ ブラ ル 、 ベル ティ ゴ と 
笠 命 軍 の 
タイ プ 専 有機 は 
ガン ダム を 撃破 し 得る 高 
人 性能 兵器 で あっ た 


4 NRMA-006 ガ テ ィ ー ル 
新 連 孝 軍 の 空戦 用 MA- 胸部 を 
桂 つ 航空 機 と 言え る 機体 で 、 空 
難 に 昌 ンダ ム エ アマ ス 


と MA-06 グラ ン デ ィ ー ネ 
第 7 次 宇宙 戦争 時 の 字 軍 革命 軍 の 移 
動 確 台 型 MA。 主 兵 装 の 荷 科 子 光 嘆 
砲 は 、 租 克 す ら 流 窟 する 火力 を 持つ 
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で Wa・ サ ン ライ ズ 


機動 戦士 ガン ダム 


脳 議 ノー マル スー ツ _ 
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Technology ¢ ofu. UC. 


デ 宙 世紀 に お ける 宇宙 服 は 「 ノ ー マ ル スー ツ 」 と 
呼ば t て いる 。 ノー マル スー ツ と いう 呼称 は MS ( モ 
ビル ッ ) と 区 別 す る た め の も の で 、 MS が 実用 化 
きれ た ULC.0070 年 代 か ら 使わ れる よう に な っ た 言葉 
で ある 。 

- 般 的 な ノー マル メー ツ は 、 ヘ ル メ ッ ト お よび 胴体 
と 四肢 を 閉 う スー ツ か ら 構 成 さ れ 、 Eh 
パー に 代表 され る オプ ショ ン が 付 さ れる 。 
優れ 、 A に より 、 
で の 生命 羅 持 と 活動 を 可能 と し て いる 。 
出 と 開発 の 梨 明 期 と な っ た 西 磨 1900 年 代 
=、 宇宙 開発 と 宇宙 服 は 切っ て も 切れ な い 
空間 で 作業 する わ 
の 補修 
上 最 は 必須 の 装 


重機 な ら 、 宇 
軍服 は 不要 と 。 実際 
な し で 空間 重機 に 乗り 込む 作業 員 は いる し 、 
ャ トル の パイ ロッ ト も 常時 ノー マル スー ツ を 着 
用 し て いる わけ で 。 し か し 、 空間 重機 は 作 
中 の 接触 事故 が 少な く な いし 、 シ ャ トル も 航路 上 で デ 
プリ と 衝突 する 可能 性 が 無視 で き な い 。 

この た め 、 狐 : わ れ た コク ビッ ト で の 操縦 を 
続け る 間 重 機 の す ペ レー ター や 宇宙 
輸送 船 の パイ ノー マル スー ツ の 着用 が 推奨 
され る 。 機体 ・ 船 体 が 損傷 し た 際 、 応急 修理 の た め 
舶 外 作業 を 強い られ る ケー ス も ある た め 、 着 用 せ ず と 
も 常備 する の が 好ま し く 、 乗 客 用 ノー マル スー ツ を 指 
当 お る 旅 寄 T トル も 存在 


ルト は 着用 を 難 け る 
持 機能 の 都合 上 、 重 厚 に な り 
を 着用 する と 動作 が 制限 きれ 
、 繊 細 な 作業 も 難し く 
' あ る 。 ヘル メッ ト を 拭 る と 提 
界 が 狭く な っ た り 、 音 声 を 開き 取り 難く な っ た りす る 点 
を 吉 け る 一 因 いる ( 折 理 
だ け 着 用 し 緊急 時 に ヘル メッ ト を 装 


着 する 例 も ある )。 

こう し た 問題 を 低減 し た ノー マル スー ツ と し て 軽 
軍用 で 、 民 間 に 
は は ほとんど 出回っ て いな い 。 軍 で も パイ ロッ ト を 中 心 
に 配備 さき れる の み で 、 一 般 将 兵 は 民間 用 の 発展 弄 
装 宇宙 服 を 着用 する の が 普通 で ある 。 
『 用 を 進 ける 者 も 少な く な い ノ ー マ ル 
宇宙 まで 生活 圏 を 広げ た 人 類 に 不可 
欠 な 装備 で ある こと は 間 違 va な く 、 今 後 を 間 
わ ず 使 用 きれ て いく だ ろう 。 

(シリ ヌ ・ ス ッ ノ ト U.C.0153) 
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ノー マル スー ツ の 
構造 と 機能 


ノー マル スー ツ は 単なる 生命 維持 機能 付き 気 審 
服 で は な く 、 多 機能 化 が 容易 な 換装 式 バ ッ ク バッ ク 、 
各種 状態 を 確認 で きる モニ タリ ング 装置 、 身 体 固定 
ソー ル と いっ た 多彩 な 機能 を 持つ 。 これ に より 生 宙 で 
の 生存 性 は 、I 旧 世紀 モデ ル よ り 蘭 虫 的 に 向上 し た 。 
宇宙 世紀 0001 時 の 作業 用 
軍服 。 重厚 で 動き に く か っ 


一 年 戦争 時 の 連邦 軍 重 詩 字 
基軸 用 MN-2 の 先祖] に あたる 。 


コン バク ト 化 と セ バ レート 化 が 進 
着脱 時 間 が 大 幅 に 短縮 。 こ 
着用 時 の 医療 


重 装 宇宙 服 と 軽装 宇宙 服 ノー マル スー ツ の オプション ・ 付 属 品 


軍用 ノー マル スー ツ は 重 装 宇宙 展 と 軽装 宇宙 服 に 二分 され る (民間 用 は 、 ほ と ん どす ペ ノー マル スー ツ に は 様々 な オプ ショ ン が 用 意 さ れ て お り 、 機能 の 拡張 が 可能 。 標準 的 に 
て が 重 装 宇宙 服 に 相当 する )。 軽装 宇宙 服 は 、 動 作 性 に 関す る 重 装 字 宙 服 の 問題 点 を 。 装備 され る 付属 品 と し て は 、 補 修 テ ー プ や 固定 用 ペル ト と いっ た 初歩 的 な が ら 効 果 的 な 機 
改善 し た も の で 、 パイ ロッ ト を 中 心 に 配備 され て いる 。 材 が あり 、 オプ ショ ン と 合わ せ て ノー マル スー ツ の 機能 を 高め て いる , 


重厚 な フォ ルム を 持つ 、 一 般 釣 な ノー マル 着用 者 の 動き を 妨げ 難い タイ ト な 宇宙 有 
スー ツ 。 生命 誰 持 機能 は 必要 充分 だ が 、 質 で 、 耐 G 機 能 も 持 (カニ ッ ク マ ン 用 宇宙 


スー ツ 背 部 の パッ ク バ パッ ク は エア ボン ベ を スー ツ 損 億 部 位 を 補修 する リ ベ ア テー プ 
標準 搭載 する 。 ラン ドム ー バ パー の 基部 、 非 シー や パテ 、 無 重力 環境 で 体 を 固定 する クラ ッ 


量 が 大 きい うえ 動作 も 妨げ や すい 。 


服 も タイ ト な モデ ル だ が 機能 面 で は 劣る 。 
= 状 い コク ビッ ト で の 


トペ ルト 式 固定 器具 と し て 機能 する タイ プ も 。 プ ベ ルト な ど が 標準 装備 され る , 


パイ ロッ ト 以外 の 兵 操縦 を 書い られ る パ 民生 用 ノー マル スー 容易 に は 奄 れ な い に 
科 の 料 兵 が 症 用 する イロ ッ ト 、 手先 や 動 ツ の パッ ク バ ッ ク ノー マル スー ツ だ が 
ケー ス が 多い 。 大 型 作 が 重要 に な る 特 は 、 ラ ンド ムー バー 銃弾 や 硬質 飛 艇 物 

ゆえ に 投 計 上 の 余 和 株 部 隊 な ど で 探 用 。 ( 型 推 信義) と 作 

】 が 大 きく 、 軽 装 宇 暫 大 気 園内 で も 使わ 業 用 トー チ が 一 体 化 

了 よ り 抵 コ スト 。 れる 。 し た モデ ル も 存在 。 


ノー マル スー ツ の 変遷 


還 軍用 ノー マル スー ツ の 「 完 成 」 還 ヘル メッ トブ ー ツ 式 宇宙 服 
地球 連邦 軍 ジ オン 公国 軍 と も に 軍務 に 耐え ラ シ | 連邦 軍 、 ネ オ ・ ジ オン と も に 重 殺 ・ 埋 状 字 宙 屋 
ーー | る ノー マル スー ツ を 完成 せ て いた 。 ジオ ン 公国 巡 プ ヤ | を モデ ル チ ェ ンジ 。 ヘル メッ ト に アゴ] が な く 、 槍 
年 は 重 装 宇宙 服 よ り 軽 装 字 宙 服 を 広く 配備 し た る ヌ ぁ に ヘル メッ トブ ー ツ を 持つ モデ ル と な っ た 。 
1 表 の 反 
箱 乱 
| U.C.0075 に 連邦 軍 が 探 用 し を 5 両 軍 の 重 枝 宇宙 服 は 、 ラ プラス 
| た 重 装 宇宙 服 MN-2。 MN-2 は 争乱 時 も 同じ モデ ル 。 袖 付き ] 
民生 型 の [PAMU] も 作ら れ た 。 人 は 和装 軍服 を 更 新 。 
男 連 孝 軍 箇 装 字 宙 服 の 更新 | 上 面積 バイ ザー の 普及 
テ 連邦 軍 は 重 装 字 宙 服 の 更新 を 進め た 。 一 方 の え 連 孝 軍 と クロ スポ ー ン ・ パ バンガード で 、 広 面積 バー 
ラ 残党 は 一 年 戦争 モデ ル を 継続 し 建 モ | イザ ー 式 の ノー マル スー ツ が 普及 。 モニ タリ ング 装 
1 て 使用 し た ほか 、 重 装 宇宙 服 の 落 用 例 が 増え た 。 国 人 置 や 超 小型 ノズル な どの 補助 装置 も 追加 され た 。 
き | に こ 
| 事 連邦 軍 の 軽装 宇宙 服 は マイ | 
ナー チェ ンジ に 貿 まっ た が 、 重 新装 宙 服 の ヘル メッ ト は 
宇宙 服 は 広 面積 バイ ザー 型 に ゆみ 常時 基 用 し 、 軸 時 以外 は バイ 
| 更新 。 2 = サー 解す る 方 式 を 採 用 し た 。 = 
第 画 連邦 系 組織 の 宇宙 服 の 統一 画 宇宙 服 の 「 先 祖 返 り 」 
あ | 連邦 軍 の 一 般 部 隊 、 テ ィ タ ー ン ズ 、 エ ゥ ー ゴ は 同 連邦 軍 (リガ ・ ミ リティ ア ) と ベス パ の 重 装 宇宙 服 
| づ | し モデ ル の ノー マル スー ツ を 使用 。 アク シズ は 、 晶 ス | は シン プル な モデ ル に 。 耐久 性 を 重視 し て か 、 へ 
| うる | ガン 全国 末 の 上 を 広 拓 用 レ た 。 和 れ | ル メ ッ ト の パイ ザー は 小型 化 され た 。 
| ズ 戦 + 
オォ ル 1 
9 戦 
連 孝 系 組織 の 新型 重 半 宇宙 台 ノー マル スー ツ 本 体 モ シ ンプ ル 
欠 服 MN.4。 ノー マル スー ツ の カ 化し 、 パッ ク バ ッ ク の 換 . 追 加 は 


ラー リン グ は 組織 ど と に 異な っ た 


で 老人 化 を 目指 


旧 世 紀 の 宇 軍服 か ら 進 化し て きた 宇宙 服 は 、U.C.0075 に 地球 連邦 軍 が 採用 し た 
IMN-2 で 一 旦 の 完成 を 見 て お り 、 以 後 の モ デル は その 系 譜 に ある 。 MN-2 以 後 の モ デル は 、 
細か な 機能 の 追加 が な され て いる も の の 、 基本 機能 や スタ イル に 変化 は な い 。 


信 弧 サンライズ 176.26 
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WORLD GUIDE A : [W] 本 09 sml9M 


W 
\ 
っ 
に 」 
4 


『 補 付 き 』 0rganization of U.C. 


『 補 付き | は 

シャ ア の 反乱 1 後 、 再編 きれ に ン 残 め 資 】 ラオ ) を 拠点 きれ た 。 だ 
の 最大 勢力 が 『 補 ¢ 『 の 再 トバ パ ・ ラ オ ・ に が 団 の 『 箱 | 議 [ 4 名 政府 
5 され る (ミネ パー の 制 こと と 


ョ ウ ・ ド ゥ U.CO110) 


掃 を 目論ん だ 
は 、 ジ オン 勢力 の 思想 面 の 拠り 所 と ど : 


の 球 編 直前 、 ネ オ ・ ジ オン は 着 し く 笛 


け ナブル の 下 象徴 的 に 


准 化 作 W に 
の 落下 W < - 5 タイ プ と され た の が 
『 に > 、 地球 隊 の 益 感 


は 、 散発 的 テロ と 略奪 を 繰り 返す 
化し 、 消 減 は 時 間 の 間 題 と 


や 渦 呈 基 と し は 
団 肉 に なっ て いた 。 


シン パ か が ら 提供 され た 
位 山 資源 性 (パラ 
オ ) が 拠点 。 そ の 存在 
と 構造 は 連邦 政府 も 
承知 し て いた 。 


れ た 。 だ が ビス ト 財 団 か 5 『 ラ プラ ス の 
箱 ] 譲渡 を 提案 され る と 、 連邦 政府 の 
意図 を 無視 し た 行動 に 出 た 。 


名 目 上 の トッ プ は ミネ バ ・ ラ オ ・ ザ ビ だ が 、 事 
実 上 の 指導 者 は フロ ンタ ル 大 佐 。 ジオ ン 残党 
の 受け 皿 と し て の 人 性格 が 強かっ た 


サド 共学 園 村 和 
フロ ンタ ル 大 佐 は サイ 共栄 園 の 実現 目指 の 
し た が 、 し ば らく 公表 せ ず 。 「 袖 付き 全体 と ! 


は 明確 な 目的 が な い 反 連邦 活動 を 部 続 し た 


D 


UC 計画 の 
た め に 利用 


派 の プ 地 
て 球 捧 き の 経 潮 
此 を 目 指し 


アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 


一 年 戦争 時 代 か ら の ペ も 参 
に が 絶対 数 は 少な く 、 若い 将 
親衛 隊 を 中 心 に 練 度 
は 低く な い が 、 エ ー ス 級 は 限定 され た 。 


ネオ ・ ジ オン の 組織 的 正統 
性 は 、 サ ビ 家 の 遺児 ミ 
よる 部 分 が 大 きい 。 
人 は 昌 争 を 嫌っ で いた 。 


| w | 


フロ ンタ ル 大 佐 直 轄 の エ 
リー ト MS 部 隊 。 ミネ バ よ り フロ 
ンタ ル 大 佐 へ の 忠誠 心 が 強 
く 装備 面 で も 優遇 され た 


僧 装 次 物 館 (ガラ ン シ ェ ー 
ル ) を 運用 する ベテラン 部 


隊 。 強化 人 間 マ リー ダク ルス う 
も 所 属し て いた 。 ペ 


ee 


シャ ア と 瓜 ふた つの フロ ン 
タル 大 佐 が 袖 付き ] を 率い 
ン 共 和 国 右派 が 送り 


ET } 


アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 か ら 
提供 され た わずか な 新兵 器 と 、 シ ャ ア 
時 代 以 前 の 装備 が 混在 。 独自 に カス 
タマ イズ し た MS も 見 られ た 。 


補 付 き 」 の 象徴 的 


シャ ア 時 代 以 前 
の も の で 、 一 年 戦争 時 の 旧式 
開 も 保有 。 旗 殺 | 時 代 hon 
と 同じ ( レ ウ ル ー に 


に 2 
各 時 代 の 艦 馬 が 混在 。 コロ ニー 


レー ザー の 了 映 を 受け 〈 レ ウル ー 
ラ ) 以下 主力 算 穫 は 全 減 し た 


機動 兵器 


アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 か ら . 
提供 され た 新 主 カ MS ギラ ・ ズ ー ル 系 
列 以外 、 旧式 機 が ほとん ど で ある 。 ハ 
マー NANKA 


シャ ア の 反乱 」 後 、 フ ロン タル 大 佐 
に よっ て 再編 され た ネオ ・ ジ オン 残党 
軍 だ っ た が 、U.C.0096 の 「 箱 を 巡る 
争乱 の 末 、 壊滅 状態 と な っ た 。 


シャ ア の 未 帰還 で 求心力 を 失っ た ネオ ・ ジ U.C.0094.06.15、 ネ 
オン だ が 、 ジ オン 共和 国 右派 が 送り 込ん 連邦 軍艦 隊 を 角 い 
ロン タル 大 佐 の 主導 で 再編 され て いっ た 政府 の 手引 き で 発 4 


地球 寒冷 人 人工 の 
失敗 で 、 総帥 シャ ア 
と 弧 力 の 一 部 を 失 
た ネオ ・ ジ オン は 笠 
人 化し て い 


UC.0096、 ビス ト 財 団 か ら 「 科 譲渡 の 
申し 出 を 受け た 『 袖 付き を ] が (インダスト リア 
ル 7) に 向かい 、 連邦 軍 と 交戦 する 事態 に 


た コロ ニー ビル ダー (メガ ラニ 
ペル 隊 と 交戦 。 た 
大 人 は 生死 不明 と な り 「 箱 ] も 開示 され た 


フロ ンタ ル 大 人 と 


ンカ ガン 日 
FT 
実現 し な か っ た 
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WORLD GUIDE 


医 計 ユニ ウス 条約 と 世界 の 変化 


第 1 次 連合 ・ プ ラン ト 大 戦 の 
衣 た な 戦争 の i 前 触れ 


ラン ト と 地球 連合 が 体 


争 的 の 戦局 が 一 転 、 休戦 


の は 、 ムル タ ・ ア ズラ リッ ク ・ ザ の 死に より 
こと が 主 


同意 きれ た の は 「 休 戦 


た わけ で は な い 。 つま り 戦 勝 国 


177-19 


歴史 フォ ー カ ス : ユニ ウス 秒 約 と 世界 の 変化 


ド 、 所 属国 家 に よ 
則 プ ラン ト 理事 国 の 

7002.10 時 の 状態 へ の 国境 

ザフト の 二 夫 地上 基地 

ンタ リア の 維持 が 認め ら 

れる な どの 例外 は あっ た が 、 全 体 的 に は 開戦 時 の 
の 復旧 が 目指 され て いた 

ユニ ウス 条約 は 「 戦 争 の リセ ッ ト 」 た 

世界 の 国際 ルー ル を 示し て も い : 


ジュ コロ イド ステ ルス の 筑 止 な ど が 取り 決め 
られ 、 大 戦 示 期 の よう な 「 残 減 戦 略 ] は 実施 し 


After The War World Construction 
C.E.71~72 


E03 mM 


ュ ラ ンダ ル が 最高 
デュ ラン ダル も 内 心 で は 戦争 を 望ん で いた 。 
(エス タ ・ オ リス ・ ト ウ ハ 
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停戦 後 の 動 向 


第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻 恩 戦時 、 ブラ ント 
『 地 球 連合 に 申し 入れ る 形 で 停戦 が 成立 

両 勢力 は 終戦 協定 に 向け て 動き 出す 
な か ら ぬ 混乱 が 生じ て いた 


が 


大 戦 初期 、 大 西洋 連 孝 の 軍事 侵攻 を 選 
地球 連合 に 組み 込ま れ て いた 南ア メリ カ 合 衆 | 
が 、 連 合体 制 か ら の 独立 を 氷 め て 車 事 疑 起 じ 
この 紛争 は プラ ント で も 大 々 的 に 報道 され た , 


地球 運 合 の 主要 国 の 
ひど シア 連邦 


終戦 協定 に つい て 交渉 


72.03.10、 地球 連合 と プラ ント が 終戦 
[ ス 条 約 ] を 締結 。 第 1 次 連合 ・ プ 
地球 園 に 一 応 の 


カナ ー バ 臨時 議 長 が 調 
牙 礎 派 が 政 
健 派 と 中 


血 の パ レン タイ ン 」 で 


確 料 


セブ ン ) 
われ た 
技 攻 繋 の 事実 を 語 
た よう で ある 


地球 連合 も 


革 戦 条約 を 旨 結 


国境 線 回 相 条 約 
に 基づい て 
独立 を 回 復 


移住 技術 者 に 
つい て の 交渉 


幼 害 


作 を 発表 せ ず 記録 に も 残さ な か っ た 


ユニ ウス 条約 の 影響 


ユニ ウス 条約 の 各種 条項 に より 、 世 界 の 較 旭 
状況 が 激変 。 国境 線 回 復 条項 と 兵 品 制限 。 回 境線 回 衝 
条項 は 、 特に 大 き な 影 響 を 与え た . 戦争 目的 を 達成 し 
-・ 記 


F ユー ウス 条約 で は 、 開 
紅 況 へ の 回 復 
が 試み られ た 。 ジブ ラル 
タル と カー ペン タリ ア の 
ザフト 基地 は 存続 


ユニ ウス 条約 
対す る ザフト 脱走 氏 が 


増加 れる 。 多 

は パト リッ ク ・ 

議長 の 信幸 者 で 、 後 ( 
/ ブレ イク ・ ザ ・ ワ ー ル 
て | を き 


大 戦後 、 地 連合 軍 は ダガー 系 マー キャ ン セ ラー の 軍事 


で な く 、 隅 電子 リフ レク ター 装備 に ザフト は 、 杜 動力 
を 開発 。 兵器 保有 数 制限 条項 の 影 力 MS を 通常 動力 弄 
われ る 
に 
ンー 
WP 4 
5 
新 指導 者 の 台頭 sd 
球 連合 と プラ ント の 指導 者 は 勇退 し 、 ト ッ プ の 交代 が 進ん だ 
で も 新 盟主 が 就任 し 、 新 時 代 の 中 心 人 物 が 揃い 踏み し た 
ロゴ ス 幹部 ロー ド - ジ プリ ー ル が 
新 副 主 に 。 自身 は 舞台 斉 陵 会 議長 に 選出 され 
と な っ た て お り 、 その 政策 は 現実 
ャ フ コ ー プ 
西洋 連邦 の 大 
ター 区 を 昌 閣 し た 
ー ル 
地球 の 再編 
ユニ ウス 条約 の 国境 線 回 復 条項 に より 、 ほ ぼ 以 前 の 状態 に 戻っ た 地球 だ が 、 再 び 大 
西洋 連邦 の 影響 力 が 増大 。 ユー ラ シ ア 連邦 の 弱体 化 も あり 、 再 統一 が 加速 し た 
大 西洋 連邦 が 強大 化 。 地球 各国 に 圧力 
を 掛け 、 一 部 の 地球 連合 の 直 
接 的 影響 下 に 置い た 。 ロゴ ス の 指示 だ っ た 
Wa・9 ン ラダ 17720 
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スモ ・ バ ピロ て 建 団 戦 争 Se 


いえ ば 、 會 と ふ 
章 、 て 昧 ゴー ルド の 装 人 徹 を あし ら っ た 
制服 2 NG 制服 は 、 黒 と イー ルド ( 普 色 ) の 
「 和 警戒 色 」 で 構成 きれ な が ら 、 軍 服 ら し か ら ぬ 装 節 
も あっ て 攻 航 な 印象 は 強く な い 幹部 級 用 を 中 
心 に 採用 され の 光沢 が ある 黒い 生地 も 、 ク ロス 
* の 制服 特有 の 重厚 さと 


られ る 例 が 多い ゃ の の 、 そ の た 
能 的 問題 が 発生 する よう で は 本 末 転 倒 で ある 。 そ 
れ で も クロ ス 』 者 な 意匠 
が 取り 入れ られ に は 、 組 織 の 根本 思想 た る ユ 
スモ 費 族 主義 が 介在 し て い . 

コス モ 足 SRE の 


る た め の 統 創 # お 
ES 貢 族 」 


ENDOie ee 自身 を 律 し 大 生 
の 手 本 と な る 崇高 さき 、 卓越 し た 能力 な ど を 兼ね 備え 


つま り 「 ノ ー プ レス オプ リー ジュ ( 高 買 な 者 の 義 
務 ) を 果たせ る 者 こそ が | 貴族] で あり 、 RE バ 
ビ ピロ ニア 建国 の : 
兵 も 含ま 
ン ガ ー ド 
で きた 者 た ちば か り で 、 自 分 を 「 貴族 」 と 断言 で きる 
者 は 少な か っ た ろう 。 コス モ 貴 族 主義 を 叩き 込ま れ 、 
連邦 軍 以 上 の 練 度 と 装備 を 実現 し て も 、 コ スモ 
ピロ ニア 成立 貴族 ] と 大 抄 の 関係 が 存在 
し な い 以 上 、 ン ・ バ パン ガー ド の 高 
高き は 理屈 の 上 の も の で し か な か っ た た めで ある 。 

そこ で タロ スポ ー ン ・ パ バンガード の 将兵 に 「 貴 族 」 
と し て の 自覚 を 促す た め に 制定 され た も の が 、 特 微 
的 な 制 眼 だ . われ る 。 軍服 の 基本 機能 を 損 
な わな い 程 時 代 的 な デザ イン の 制服 は 、 タロ 


スポ ボー ン ・ RA た ち に 「 中 族 ] の 誇り を 
抱か せる 一 B 

も っ と も 大 時 代 的 な 意匠 を 好む の は クロ スポ ー ン ・ 
パン ガー ド だ け で は な く 、 コ スモ 貴族 主義 者 全体 の 


傾向 と 考え て いい 。 歴史 的 正統 性 が な く と も 自身 の 
メン タリ ティ を 示す た め に 形 か ら 入 る の が コス モ 貫 
族 主 義 者 の 特徴 で あり 、 シャ ルン ホル スト ・ プ ッ ホ に よ 
る ロナ 家 の 家 名 買収 、 旧 欧州 に 石 時 の 街並み を 再 
現し た (フロ ンティア IV) (コス モ ・ バ パピ ビ ロ ニ ア の 首都 コ 
パ ビ ピロ ン ) ) 、 復古 的 な コス モバ パニ ロ 
ン ・ パ ン ガ ー ド の マー ク な ども 、 制服 
こ に ある だ ろう 。 

(ナイ ト ・ マ ンカ ッ ド U.C0154) 


と 同様 の 文脈 上 


本 09 se 19n 


関連 ファ イル 


の TLE mew 
F91.02-12 


F9103-12 箇 


ン ・ パ バン ガー ド F91.03-17 れ で いる, 


Iluswation by JUN WADA 


制服 


クロ スポ ー ン ・ 


ン ガ ー ド の 制服 は 、 黒 を 基調 と し つつ 宰 元 
や 袖口 な ど に ゴー ルド (黄色 ) の 装飾 を 施し た も の (黒い 生地 
は 青 系 の 光沢 を 持つ も の で 、 幹 部 級 以 上 は より 鮮やか な 紫 
に 発色 する 生地 を 採用 し た 例 が 多い )。 コス モ 貴 族 主義 者 に 
相応 し い 豪 秦 な 意匠 だ 


式典 用 を 除い て 刀 穫 な 次 錠 品 は 落 用 
了 準 の 装 薄 置 だ が 、 必 し も 導 備 し な い 、 


旧 ジ オン 公国 軍 の 制 用 と 
『、 軍服 の 機能 は 損なわ れ て いな い 。 し な い 。 ホル スタ ー は 右 腰 が 


ロナ 家 の 制服 
ブッ ホ ・ コ ン ツ ェ ル ン の 創業 者 一 族 に し て コス モ 貴 族 主 義 ) 
を 提唱 し た ロナ 家 の う ち 4 人 が 、 司 令 官 や 将校 と し て クロ ス . EC 


ボーン ・ バ ン ガ ー ド に 参加 し た 。 その 立場 や 組織 の 象徴 と いっ ン 
た 性 格 か ら 、 特殊 制服 を 着用 し て いた 。 ベラ ロナ の よう に ロップ 夫人 本 ベラ の 衣 は 組 弧 と 国家 の 久作 と な っ た 
複数 の パリ エー ショ ン の 制服 を 持つ 例 も あっ た 。 ベラ の 赤い 制服 は ほか に 例 が な い モ デル で 、 主 に 内 動 で 着用 し た . 


語 鍋 骨 
人 ハ 


ノー マル スー ツ も 独自 モデ ル を 採用 し た が 、 貴族 的 な 意匠 は 
施さ れ て いな い 。 閉 装 宇宙 服 (パイ ロッ ト 用 ノー マル スー ツ ) 
は 、 連邦 軍 必 の よう な 有 部 パッ ト こ そ 狼 着 し な い が 、 チ 
類 を 胸 か ら 股関節 に か け て 配置 する 構造 は 似 て いた 。 非 パ 
イロ ッ ト 用 の 重 装 宇宙 服 も 独自 に 調達 され た 。 


Ri 


ヘル メッ ト の パイ ザー を 大 きく 開放 で きる 。 これ 
当時 の ノー マル スー ツ の 特徴 だ っ た 


微 章 類 


連邦 軍 や | 旧 ジオ ン 系 組織 と 同じ く 、 制 服 1 や ノー マル スー 
ツ に 微 章 類 を 装 秒 する 。 ほぼ 例外 な く 作用 する の が 階級 
章 で 、 通 常 の 制服 で は 両 肩 に 、 ノ ー マ ル スー ツ で は 左肩 に 
付す (ロナ 家 で は カロ ッ ゾ が 将 官 用 を 作用 し 、 ド レル は ノー 


マル スー ツ で の み 使 用 ) 。 ジレ ・ ク リュ ー ガ ー 大 佐 の よう に .、 
実際 の 階級 と 階級 章 が 異 


な る 例 も あっ た 。 


有 階級 章 の デザ イン も 復古 調 で . 佐 
以上 は 創 を モチ ー フ と ど | 


UMUU 
MMM 
UUU 
ME 
ロロ 


クロ ス ボ ー ン ・ バ パン ガー ド で 
は 役 章 の 作用 例 も 多い 。 ザ 
ピー ネ ・ シ ャ ル が 制服 の 左 胸 
に 付す 戦士 勲章 、 重 装 宇宙 
服 の 右 肩 に 付け る 士官 マー 
ク な ど が 有名 。 制服 で 左 胸 
に 保 用 する 微 章 は 、 軽 装 字 
軍服 の 右 肩 に も 付す 。 


バッジ 、 ロ ナ 家 や 側近 の み が 
ども ある 。 


介 導 人 畠 
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ま の 


- 光 大 ! 由 


.0927 の 停戦 申し A 
ニウス 条約 の 締 
は 明確 な 勝者 の な | 
の 命 が 帰っ て くる こと は な か っ た が 、 ユ 
RSE 
や 軍事 技術 が 法 的 に 限 き 
事実 上 承認 され る な ど 、 わ ず か 
な が ら 世 界 は 改善 へ の 道 を 歩み 始め た の だ っ た 。 


、 軍 審 産 業 複合 体 ロ 
ゴス の 幹部 に し て プル ー コ スモ ス 新 盟主 ロ ジ 
ブリ ー ル の 台頭 だ っ た 。 反 コ ー デ ィ ネ イタ ー の 急 先 
録 だ っ た ジブ リー ル は 自身 の 存在 を 腰 蔽 し つ 


イラ ガイ ド :CE73 か ら C.E74 の 戦争 


War and Conflict in C.E 


モ フ ・ コ ー プ ラン ド を 大 統領 に 据え た 大 西洋 連邦 を 
操っ て 地球 の ほぼ 全域 を 支配 化 に 置い た 。 対 プ ラン 
ト 戦争 の た め 、 地 球 の 再 統一 を 進め た の は 明らか 
だ っ た 。 
そし て ロゴ ス 直 還 の 特務 部 隊 で ある 地球 連合 

第 81 独 立 機動 群 「 フ ァ ン トム ペイ ン 」 を 投入 し 、 プ ラン 
ト の 工 厳 コロ ニー (アー モリ ー リ ン ) を 筐 想 。 ザフト の 
最新 鋭 MS 群 セ カン ドス テー ジ シ リー ズ の 3 揚 を 強 春 
し た 。 C.E.73.10.02 の こと で ある 。 

リー ル は 、 二 度目 の 対 プ ラッ ト 戦 争 の 口 
入れ た 。 反 ナ チュ ラル 強硬 派 の ザフト 脱走 
兵 が 、( ユ ニウス セブ プン) の 残骸 を 地球 に 落下 させ る 
テロ を 実施 し た の だ 。 「 プレ イク ・ ザ ・ ワ ー ル ド 」 と 呼 
ば れる この 事件 は 、 地球 に 甚大 な 被害 を 与え 
行 し た テロ で は な か っ た : 
施 に 反 コ ー デ ィ ネ イタ ー・ キ 


ャ ン ペ ー ン 


感情 を 


門 の 突き 
付け 、 開戦 に 洒 ぎ 
し か し 、 ジ プリ ー ル の 計画 に 狂い が 生じ る 。 開戦 直 


ント 核 攻撃 で 戦争 を 終わ ら せ る つも り だ っ 
た ジブ リール だ が 、 ザ フト の 防戦 で 失敗 。 以後 、 字 宙 


「 ラ の 戦争 ・ 紛 


で は 小 先 り 合い 程度 の 戦闘 し か 展開 で き な く な 
うえ 、 地球 上 で の ザフト の 作戦 行動 を 許し て し ま : 
し か も 、 地 球 上 で は 強引 な 手法 を 取る 大 西洋 連 
邦 へ の 反感 まり 、 親 プ ラン ト に 傾く 地域 が 増加 。 
きら に プラ ント 最高 評議 会 議長 エル バー ト ・ デ ュ ラ ン 
ダル に よる ロゴ ス 告発 で 、 ジ プリ ー ル 以下 ロゴ ス は ナ 
チュ ラル か ら も 敵視 され た の だ っ た 。 
ジ プ リ ー ル の 自 業 自得 に 思え る 事態 だ が 、 
に は デュ ラン ダル 議長 の 暗躍 が あっ た 。 
(フー コー・ デ ルカ ッ セ CE.75) 


その 裏 


関連 ファ イル 


DES.02-11 
DES-02-16 
DEs.03.01 
DES-03.03 
DES-03-1 
DES-03.22 本 
DES-03-23 半 


ザフト 脱走 兵 が 引き 
ニウス セ プン) の 放 事 人 不 
工作 も 実施 され 


高め る 結果 と な 


Mustation by TAKUYA IO 
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一次 大 戦は 、 ロ ゴス の 制 か れ た 大 西洋 連邦 が 地 百 連 合 を 

動か し 、 開 戦 す つま り 主要 な プレ イヤ ー は ロゴ ス の ジブ 

リー ル と プラ ント の で あり 、 大 西洋 連邦 や オー ブ 連 合 首 
長 国 は 両者 の 思 各 に 翻弄 され る 形 と な っ た 。 ロゴ ス の 目的 は プラ ント 攻 

同 で 終始 一 貫 議長 は 真 の 目的 を 隠し て いた 


ジ プ リ ー ル の 反 コ ー デ 
発 要因 に な っ た 二 次 大 戦 
暗躍 も 無視 で き な い 要 


ネイ ター 感情 が 直接 的 勃 
ラン ダル 議長 の 


で 実施 すべ く 策 略 を 巡ら せ た 
地球 了 岡 の 大 半 が デュ ラン ダル 議長 を 支持 す 


開戦 直後 、 地 球 連合 軍 を 動か が 
ラテ ント を 杜 攻 撃 す る も 失敗 。 


大 西洋 連邦 の 要請 を 受け て 
貴 。 カガリ 帰国 


2 の) 


C.E.73.10.02、 ロ ゴス の 支持 を 受け た ファ ント ムペ イン 
が プラ ント の 工大 コロ ニ 


破壊 工作 は 難航 し た 
地球 に 落下 。( ミ ネル バ 
地球 に 降下 し 


© (ユニ ウス セブ ン ) 移動 開始 

デブ リ 淀 の 安定 軌 道 (ユニ ウス セブ ン ) が 、 ザ フト 脱 
替 兵 の 工作 活動 で 地球 へ の 落下 コー ス へ 。 ( セブ 
ン ) の 道 変更 を 察知 し た ザフト は 、 その 破壊 を 目指 し た 


(アー モリ ー ワ ン ) 襲撃 
フ ) を 本 還 し 、 ザ フト の セ 


カン ドス 


ル バ ) が ファ ント ムペ 
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開戦 と 地球 軍 の 苦戦 . 


当初 、( ユ ニウス セブ プン) 落下 に 関す る プラ ント 側 の 報告 
に 理解 を 示し た : 邦 だ が 、 ジ ブリ ー ル の 指示 を 受け 
て 強硬 化 。 無理 難題 を プラ ント に 押し 付け 、 
た 。 短期 決戦 を 目指 す 地 球 連合 軍 は 、 フ 
攻撃 を 加え る が 失敗 。 以後 、 地 球 連 合 軍 は 苦戦 を 続け 、 
主戦 場 が 地球 に 移行 し て か ら も 戦況 は 改善 し な か 


地 豆 軍 は 若 胃 し 、 連 
の 作戦 は 自衛 権 の 男 還 


簡 極 的 自 箱 権 の 行使 
(戦線 の 局 限 ) 


ロゴ ス 告 発 


西部 の 反 大 西洋 連邦 運動 や プラ ント へ の 
り 、 地球 連 合 (特に 大 西洋 連邦 ) の 劣勢 が 
リー ル は 戦略 級 巨大 MS に よる 無 差別 


正 著 と な っ た . 
攻撃 を 実施 し 、 反抗 勢力 の 
ンダ ル 議 長 に よる 告発 


存在 を 暴露 され 
られ て いっ た 


| デュ ラン ダル 譲 長 が ロコ ス の 存在 と 実態 を 告発 し 、 宣戦 を ジ 


地球 連合 軍 が プラ ント 本 国 に 侵攻 。 ブル ー ロ 
スモ ス 影 響 下 の 部隊 が 村 攻 撃 を 行う も 失敗 
以後 、 地球 軍 は 宇宙 で の 作戦 行動 を 縮小 。 


3 カガリ 代表 を オー ブ に 送り 届け た (《 ミ 
ディ オキ ア 経 由 で 地中海 バ 》 は オー ブ 出 航 直 後 、 地 球 連 合 軍 の 
9 攻撃 を 受け る が 、 こ れ を 突破 。 オー ブ は 
ダネ ルス 海峡 で オー ブ 軍 衣 大 西洋 連邦 と の 同盟 を 決定 し て いた 。 
隊 お よび 地球 連合 軍 艇 隊 と mn 
交戦 。 (アーク エン ジェ ル 〉 の 
介入 で 各 軍 は 後退 。 


軍 ・ 地 球 連 合 軍 と 海 民 を 展 n 5 

開 。(《 ア ー ク エン ジェ ル 》 の 人 
オー ブラ の カガリ 代表 と ユウ ナ ・ ロ 
マ ・ セ イラ ン の 結婚 式 が 挙行 
る も 、 式 の 最 中 (アー クエ ンジ ェ 
ル ) が カガリ 代表 を 連れ : 


カー ペン タリ ア を 経由 し て ジブ 
ラル タル に 向かう 

ネル バ ) は 、 イ ンド 洋 で 地 
球 運 合 軍 と 交戦 。 同 地域 で 
建設 中 だ っ た 連合 軍 基 地 を 
制圧 し 、 西 進 を 続け た 。 


オー ブ に 匿 わ れ て いた ラク ス ・ 
クラ イン が 、 デ ュ ラ ンダ ル 講 
長 が 派遣 し た 特 移 部 際 に 胃 
撃 さ れる 。 キラ ・ ヤ マト ら の 活 
回 で 暗 条 は 回 避 さ れ た 。 


マハ ムー ル 基 地 に 入っ た ( ミ 
ネル バ ) は 、 地 球 連合 軍 ガ 
ルナ ハン 基地 の ロー エン グリ 
ン ゲ ー ト を 陥落 させ る 。 


ア に 巨大 MS デス トロ イ 
を 投入 し 、 ザ フト が 駐留 する 反 大 西洋 連邦 
都市 群 を 無 差 別 攻撃 。 デス トロ イ は 、 ベ ルリ 
ン で (アーク エン ジェ ル ) 隊 に 撃破 され た 


地 で 、 デ ュ ラ ンダ ル 講 長 に 疑問 を 抱い た 
| アス ラン が 脱走 。 逃走 中 に 胡 噂 され た ア 
が 生存 し て いた 。 


ロゴ ス 幹 部 が 送 げ 込ん だ 地球 連 

合 軍司 令 部 へ ブン ズ プペ ー ス を 、【 
ザフト の 有志 連合 軍 が 攻撃 。 基 
地 は 際 湾 し た が 、 ジ プリ ー ル は 応 | 


ル が 逃げ 込ん だ : 
布告 。 世論 は 一 挙 に 反 ロ ゴス に 傾き 、 地 球 連合 構成 国 が 侵攻 し た 。 (アー クエ 
の 一 部 が ザフト に 協力 する よう に な っ た 。 | で オー ブ は 防衛 に 成功 
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瘍 / が 


万 


月 宙 域 の 決戦 


ロゴ ス を 壊 いや り 、 名 実 と も に 世界 の 盟主 と な っ 人 メサ イア の 決戦 ⑥ アル ザッ ヘル 基地 崩壊 

た デュ ラン ダル 議長 は デ ー プ ラン の 導入 を 発表 し 月 宙 域 で ザフト と オー ブ 軍 以 コー プラ ンド 大 統 額 が 反 デ ステ ィ ニ ー プ ラン へ 。 ダイ ダ ロ 

た 。 ロゴ ス を 巡る 混乱 も あっ て 、 そ の 内 容 に 世界 が 戸惑う 下 、 有志 連合 軍 が 交 載 (ラク | 基地 を 制圧 し て いた ザフト は レク イエ ム を 使用 し 、 コ ー プ 

中 、 オ ー ブ と スカ ンジ ナビ ア 王 国 が 反対 を 表明 。 ス も オー プ 軍 に 協力 )。 オー ブ [ ラン ド 大 統領 ご と 月 面 基地 アル ザッ ペル を 破壊 し た 。 

ン 国 の 掃 軍 は ダイ ダ ロ ス 基地 と レク エイ 
域 で ザフト と オー ブ 等 が 衝突 する に 至 si sid 
ニー プラ ン の 中 棲 た る 機動 要 

宏 「 メ サイ ア 」 を 隆 落 させ た 。 こ 

の 際 、 デュ ラン ダル 議長 も 死 

で し て いる 。 戦闘 後 、 プ ラン ト 3 @ コペル ニワ クス で の ラク ス 暗 殺 未 送 

EP ey ブラ ント に 対抗 する た め ラ クス た ち が 月 面 都市 コペル ニ ク 
ス に 入っ た 。 デュ ラン ダル 議 胡 は 再び ラクス 暗殺 を 試み る 

も 失敗 し て いる 。 


© ダイ ダ ロ ス 基地 の 戦い 

月 面 基地 ダイ ダ ロ ス に 逃げ 込ん だ 

は 、 戦 略 ビー ム 兵器 [レク イエ ム 」 で プラ ント 本 
国 を 攻撃 。 ザフト の 攻撃 で ダイ ダ ロ ス 基地 
は 陥落 し 、 ジブ リー ル も 死亡 し た 。 


©⑥ デス ティ ニー プラ ン の 発表 

デュ ラン ダル 講 長 が デス ティ ニー ブラ ン を 発表 し 、 世 界 規 
杏 で の 導入 を 宣言 。 自由 意志 に 反する 行為 と し て 、 オ ー 
プ と スカ ンジ ナビ ア 王 国 は 即座 に 反対 を 表明 。 


機動 戦士 ガン ダム AGE 


WORLD GUIDE A ER 本 ーー 


MS ヴ HL の S MS Development History in AG. 
運用 理論 工 | ガン M アド バン ス ド ジ ェ ネ レー ショ ン の MS 開発 


"だ 5 ペ エー 本 | * 連邦 IMS ア デル 
EXA-DB の 技術 を 継承 し た する 地球 連邦 政府 は 正規 機動 型 の 重 装甲 型 の 
A 置か ず 、 MS も 「 銀 の 杯 条 に は は ガン ダム AGE-1 ノ ー マ ル すら 上 
高 性 能 MS 矢 供用 の モビ ル セ キ ュ リティ 程度 し か 
で 条約 多く の 軍事 技術 が 2 
地球 交 AG.110 年 代 中 期 ま で 「UE (Unknown ぶ 
Enemy)」 と 呼ば れ 、 は 


で 最大 の 要因 

AGE 「 銀 の 杯 条約 」 条 
ヴェ イガ ン の MS は 地球 連 

倒し て お り Re OE 


イイ ゼ ルカ ント が 
部 を 入手 し た と され る 。 
戦争 以 


Fe phevew 


AGE03-08 


に 包ま れ 


Mlustration by KEISUKE SASAKI 
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特殊 仕様 機 の 重視 
5 EE 
EXA-DB の 一 部 を 継 素 し た ヴェ イガ ン の MS は 、 有 横 的 な | デュ ィ ガ ン の MS に は EXADB の 技術 が 拓 入 され て いる 5 本 
フォ ルム と 高 性 能 で 知ら れる 。 単に 「 強 い ] だ け で な く 、 特 殊 入手 で きた 技術 が EXADB の 一 部 に 過ぎ な か っ た た め 、 コ ロ ゆる 面 に 優れ る 。 カンダ の 
仕様 機 が 多い 点 が 特徴 だ っ た 。 汎 用 性 が 高い アデ ル 系 や 間 戦 争 時 代 の 機体 に こそ 及ば な い が 、 戦 着 初 期 の 2 の は な cs 


ジェ ノア ス 系 を 多用 し た 連邦 軍 と 異な り 、 ヴェ イガ ン で は 機動 8 半 押 旋 MS ジ ェ ノ アス を 圧 全 す る 人 を 和 っ た 。 対抗 手段 を 持た な か っ た 。 
性 や 防御 力 な どの 特定 性 能 を 重視 し た 機体 や 、 地球 上 に 最 


適 化 され た 局 地 戦 用 機 が 目立っ て いる 。 高 性 能 機 と し て は 

Xx ラウ ンダー 用 MS や 攻防 重視 の 大 型 MS が 開発 さ + て ぉ | EZ 
り 、 ア ッ パー ミド ル 表 以上 の MS で は 笛 半 能生 神 休 向 に シ | 御 の 芝 用 ・ 和 を 重視 し た 機体 が 多く 、 和 人 
フト し て いた 。 リソー ス が 少な い ヴェ イガ ン は 特 化 と 高 性 能 化 | で 高度 な 性 能 を 発揮 する 。 長 距離 朝 攻 月 の ガ フ ラン .、 高 機動 


a こ 対 抗 し た の だ っ た 。 型 の ゼ ダ ス 、 重 装甲 型 の バク ト 、 大 気 園内 で の 運用 を 重視 し 
AE の っ A た ダナ ジン 、 水 山 用 の ウロ ッ ゾ な ど が 計 当 する 。 


X ラ ウン ダー 専用 機 の 開発 


超 感覚 を 憶え る 人 間 「X ラ ウン ダー」 の 能力 引き 出す 、 高 
性 能 MS の 開発 も 重視 され た 。 ヒュ ー マ ン リソー ス に 劣る ヴェ イ 
\ こ 、 ガン に と っ て 、 一般 当 千 の 戦闘 能力 を 発 探す る X ラ ウン ダー と 
初夢 用 中 心 指 ガ フラ ン で す 5 長 人 攻 用 MS だ っ た と 言わ れる 。 構造 上 その 専 用 MS は 計 力 的 な 存在 だ っ た の だ 。 
の 特徴 と し て 頭 部 コク ピル 光波 推進 置 ご 電 徹 甲 な ど が 挙げ られ る 。 


大 型 MS の デフ ァ ー ス は 、 重 カド 
運用 還 視 の コン セプト で 試作 さ 1 
た 機体 。 デフ ァ ー ス の 改 中 機 し が 
ン ナ ー は 火力 支援 タイ プ で 、 や は 
り 特 化 仕様 の MS で あっ た 。 


メラ ウン ダー の 反応 速度 に 対応 す 
る ゼ ダ ス 系 改良 機 や ゼイ | 
人 巡 陳 攻 没 敵 末 ビッ 搭載 の ファ ル 
シア 系 な ど が 存在 し 、 一 般 機 と は 
隔絶 し た 性 能 を 発 漂 する 。 


カン タム ルト 
a 列 
| AG.110 年 代 ま で A.G.140 年 代 
EXA_DB の 一 部 テク ノロ ジー 情報 を 入手 し た ヴェ イガ ン は 、 ダリ ラ 戦 稚 か ら 方 変更 し た ヴェ イガ ン は 、 大 規模 正規 旨 地球 人 攻 邊 階 に 入り 、 ウ ロッ や コメ ル と いっ た 大 所 国内 用 
| コロ ニー 国 寄 間 戦争 時 代 の エン ジニ アリ ング レベ ル で MS ヴェ | | に 移行 。 MS も コウ モリ 退治 協 役 期 の 機体 に 加え て 、 正 規 戦 | MS を 投入 。 主 力 MS と し て 大 気 園内 戦 開 重 視 し た ダナ ジン 
イガ ン ギ ア を 製造 。 以後 、 ヴ ェ イガ ン ギア を 基 に 開発 を 進め 、 | 向き の 汎用 機 ド ラド を 投入 し た 。 X ラ ウン ダー 用 MS も バリ エー | | も 配備 し た 。 決戦 を 意 議 し て メラ ウン ダー 用 MS や 大 型 MS を 多 
地球 園 で の 作戦 行動 に 適し た MS 群 を 戦力 化し て いっ た 。 ショ ン と 投入 数 が 載 加 し . 戦 閲 の 中 棲 と な っ た 。 数 戦力 ヒ し し 、 ガン ダム の 半 術 を 導入 し た ハイ エン ド 機 も 開発 。 
| \ a 
| 4 er A ow-tf ょ ovmre Sem ^ xvmzgc ょ owaf ょ xvmzbc A xum-fzc 
ヴェ イガ ン ギア | ガ フ ラン ドド ゼイ ドラ ダナ ジン ザム ドラ ー グ ガン ダム レギ ルス 


em・ サ > ラ ィ ズ ・MBs 。 17Z-28 


歴史 
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武力 介入 開始 


ソレ スタ ルビ ー イ ング 、 
歴史 の 表 多 台 に 立つ 


太陽 光 発 4 テム の 稼働 開始 か ら 10 年 後 の 
AD2307、 謎 の 私 設 武装 組織 が 地球 各地 に 武力 
介入 する 事件 が た 。 ユニ ォ オン UU プル ん 
類 革新 連盟 機 すら 竣 障 する 超 高 性 能 MS 詳 
「 ガ ンダ ム 」 を 保有 する 私 設 武装 細 織 は 、 武力 介入 
を 通じ て AEU の 条約 倍 反 を 暴 牙 し た うえ 、 軌 道 エ 
レベ ー タ ー へ の テロ を 阻止 する 。 事件 の 直後 、 正 体 
不明 の 私 設 武装 組織 は ビデ オメ ッ セ ー ジ を 報道 尼 
関 に 送り 、 以下 の よう に 全 人 類 に 呼び 掛け た 。 

すべ て の 人 類 に 報告 きせ て 
は ソレ スタ ルビ ー イ ング 。 機動 


私 た ち ソ レス タル ビー イン グ の 活動 目的 は 、 こ の 世 
界 か ら 戦 争 行為 を 根絶 する こと に あり ます 。 私 た ち 
は 自ら の 利益 の た め に 行動 は し ませ ん 。 戦争 根絶 と 
いう 大 き な 目 的 の た め に 、 私 た ち は 立 ち 上 が っ : 
で す 。 


歴史 フォ ー カ ス : 武力 介入 開始 


Chenging The Word 
AD2307 


具 今 を も っ て 、 す べ て の 人 類 に 宜 言 し ます 。 領 
、 エネ ルギー、 どの よう な 理由 が あろ うと も 、 
私 た ち は す べ て の 戦争 行為 に 対し て 武力 に よる 介 上 
入 を 開始 し ます 。 戦争 を 一 助 する 国 、 組 織 、 企 業 な 
ども 我々 の 武力 介入 の 対象 と な り ます 。 私 た ち は ソ 
レス タル ビー イン グ 。 この 世 か ら 戦 争 を 根 紛 させ る た 
め に 創設 され た 武装 組織 で す 。 繰り 返し ます 一 一] 

これ が 、 地 球 岡 の 政治 状況 を 激変 させ る きっ か け 
を 人 ツレ スタ ルビ ー イ ング (以下 、CB) の ファ ー ス 
ョ ン 、 そし て 最初 の メ っ た 。 

21 世 紀 後 期 の 天才 科学 者 イオ リア ・ シ ュ ヘ ン ペ ベル 
グ が 創設 し た CB の 目的 は 、 ビ デオ メッ セー ジ で 彼 が 
語っ た よう に 戦争 行為 の 根絶 だ っ た 。 戦争 行為 の 根 
維 を 通じ て 人 類 の 意思 を 統一 し 、 『 開 発 を 加速 。 
高度 な 相互 理解 能力 を 持つ 新人 類 「 イ ノ ベ イ ター」 
の 誕生 を 促し 、 異 種 生 命 体 と の 遭遇 「 来 る べき 対 
話 」 を 実現 する 大 目標 も あり は し た 。 た だ し 武力 介入 
開始 時 の CB 関係 者 の 大 半 は 、 イ オリ ア の 計画 の 全 
体 像 を 知ら ず 、 戦争 行為 根 紛 の み を 目指 し て いた 。 

三 大 勢力 は 軍事 的 アド バ ジ を 得る た め ガ ン 
ダム を 欲し た が 、CB の メッ セー ジ を 真 に 受け て は い 
な か っ た よう で ある 。 これ は 地球 各地 の 紛争 当事者 


HE 0 SHEET I/1 


や テロ 組織 、 一 般 市 民 で すら 大 差 が な か っ た 。 戦 
争 を も っ て 戦争 を 根絶 する と いう CB の 方 針 が 、 批 判 
の 対象 と な っ た の も 事実 で ある 。 


し か し CB の 武力 介入 が 重ね られ る と 、 世 界 の 反 
応 は 徐々 に 変化 し て いく 。 三 大 勢力 で すら 対抗 で き 
な い CB の 戦闘 能力 の 前 に 、 紛争 や テロ か ら 手 を 引 
く 組織 が 現れ 始め た の だ 。 リア ル IRA の 凍結 富 言 


に 伴う 北ア イル ラン ド の 安定 化 が 代表 的 な 事例 で 、 
変革 の 風 は 確か に 吹き 始め て いた の だ っ た 。 
(レイ モン ド ・ ボ ー グ ナイ ン AD22364) 


関連 ファ イル 


イオ リア ・ シ ュ ペ シ ペ ル グ oo0223 画 
イオ リア 計画 の 立案 と 実行 00.03.01 革 
季 る を べき 対話 0003-17 午 
画 礎 の ガン ダム 0003-20 軒 
画 礎 2307 年 の 世界 600831 重 
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ユニ オン AEU / 人類 事 新 連 虹 0003-34 革 


FLE PREVIEW 


性 能 MS で ある ガン ダム を 問 備 す 
る 。 西暦 2307 年 、 歴 史 の 表 舞 
N 台 に 究 を 現し た 。 


llustration by HIROSHI MATSUDA Color by AKEMI NAGAO (Wish) Speclal Elect by AKIKO YAMAKAWA Background by EI WAKAMATSU (KUSANAGI) 


武力 介入 の 要 ガ ンダ ム と 
GN ド ライ ヴ の 移 審 


CB の 進路 mm | 埋 開 発生 地点 缶 


④⑧ サー ドミ ッ シ ョ ン ぎ 実施 

CB は カン ダム ヴァ チェ と その マイ スタ ー を 

「 天 柱 」 を 使用 し て 宇宙 に 戻し た 。 その 後 、 

で ョ ン を 実施 し 、 南 アフ リカ 鉱山 地 
タリ ビア 共和 国 、 セ イロ ン 島 の 人 革 夢 

Te 介入 を 行っ た 


KJ 明和 開始 

西 礎 2307 年 、CB が 直 力 條 。 
入 を 開始 。 軌道 エレ ベー ター 
EE 
それ ぞ れ 2 機 の ガン ダム が 投 、 


CB の 武力 介入 が 可能 に 
模 の 情報 収集 ・ 能 と する 量子 処理 
シス テム "ヴェーダ "、 そ し て 半永久 機関 GNF ラ イヴ 
を 搭載 する ガン ダム に あっ た 。 特に ガン ダム は 、 そ の 
威力 と 抽 ま っ て CB の 象徴 と し て 世界 に 認知 され 、 三 


な っ た 要因 は 、 世 界 規 


プトレマイオス 


Re 
@⑳ 人 は AEU:05 


UM の 


® セカ ンド ミッ シ 
実施 


patti lt し た 2 機 ) が 持久 き 


介 ) CB、 式 カ 介 入 を 開始 


AD.2307、 CB が 4 機 の ガン ダム を 実戦 投入 し 、 武力 介入 を 
開始 し た 。 エク シア と デュ ナメ ス は 、 軌道 エ レベ ペーター 「 ラ ・ ト ゥ ー 
ル ] の 地上 部 で デモ ンス トレ ーション され て いた AEU の 新型 MS 
を 撃破 し た 後 、 ラトゥール に 隠さ れ て いた 条約 違反 の AEU 戦 カ 
を 衣 り 出し 大 減 。 ほぼ 同時 刻 、 キ ュ リオ ス と ヴァ ー チ ェ が 人 草 連 
の 軌道 エレ ペー ター「 天 柱 ] に 投入 され 、 送 電 開 始 10 周 年 記念 
式典 が 開催 され て いた 高 軌道 ステ ーション に 対す る テロ を 阻止 、 
テロ リス ト の MS 部 隊 を 全滅 さ せ た 。 


CB は 、 セ カン ドミ ッ シ ョ ン と し て 人 類 革 新 軍 盟 領内 の セイ ロン 
島 へ の 起 介 入 を 実施 。 セイ ロン 島 は 多数 浜 の シン ハラ 人 と 少 
、 太 昌光 発 

人 革 達 が タミル 人 に 加勢 
CB は 4 機 の ガン ダム を 投入 し 、 
セイ ロン 箇 駐 留 の 人 革 連 軍 に 大 打撃 を 与え た うえ 、 対 抗 する シ 
ン ハ ラ 人 勢力 に も 攻撃 を 加え た の ち 、CB も 苑 脱 し て いる 。 離脱 
中 、 エク シア が ユニ オン 機 に 問 設 され た が 後退 に 追い 込 


後 、 地 上 欄 の ガン ダム に 宇宙 か ら は か 
TT TS 


l2) 戦争 根 字 十 言 


款 「 天 柱 」 テロ と 正体 不明 の MS に よる 阻止 が 報道 され る 中 、 
ジ を 報道 各社 に 送り 、 組 織 名 と 活動 方 針 を 
この 中 で CB の 創設 者 イオ リア ・ シ ュ へ 


ンベルグ (21 世紀 後期 の 人 物 で 、 すでに 死去 ) は 、 機動 兵器 ガ 
ンダ ム を 保有 し て いる こと . 戦争 根絶 が 目的 で ある こと 、 その た め 


も 吉 力 介入 の 対象 と な る と と を 発表 し て いる 。 人類 の 大 半 は 半 
信 半 疑 だ 三 大 勢力 は 対応 を 模索 し 始め て いた 。 


ビデ オメ ッ セ ー ジ に より 、 イ オリ ア が CB の 目的 と 活動 を 公表 。 三 大 勢力 
は 情報 収集 を 開始 する が 、 有力 な 情報 は 得 られ な か っ た 


CB の セカ ンド ミッ ショ ン が 行わ れ た 頃 、 イオ リア の 素性 が 各国 
首 胸 部 や 報道 機 関 に 款 見 し た 。 ガン ダム の 分 析 が 進む 
も 、 有力 な 情報 は 漏洩 し な か っ た 。 CB は 「 天 柱 」 を 通じ て ヴァ ー 
チェ と その ガン ダム マイ スタ ー を 宇宙 に 帰 革 させ つつ 、 次 の ミッ 
ミッ ショ ン で は 、 デ ュ ナ メス は 鉱物 資源 の 
採 提 権 選 る 内 戦 が 発生 し て いた 南ア フリ カ 鉱 山地 帯 、 キ ュ リ 
オス が 南米 タリ ビア 共和 国 の 麻薬 農場 、 エ クシ ア が セイ ロン 島 
の 人 革 連 軍 駐 屯 基地 に 武力 介入 し 、 成果 を 収め た 。 


太 農 場 や 鉱山 な ど へ の 起 力 介入 も 開始 北ア イル 
息 に 向かう な ど 、 CB の 芝 力 介入 の 間接 的 影響 が 見 られ る よう に な っ た 


武 か 
ム (て いた 2 と 


大 勢力 は その 春 取 を 目指 す が 、 ガ ンダ ム 各 機 が 搭 
載 す る GN ドラ イヴ は 単なる 動力 機関 で は な か っ た 
GN ドラ イヴ が 発生 させ る GN 粒子 に は 人 類 の イノ 
ペイ ター 化 を 促す 能 ガ が ある の だ 。 西 礎 
年 に は 史上 初 の イノ ベイ ター が 誕生 する 


を 
ow 
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Mlustration by AKIO UNUMA 


も う ひ と つの 武力 介 ス 案 


西暦 2307 年 に 開始 され た 武力 介入 で は 、4 人 の ガン 
ダム マイ スタ ー 3 人 が 人 間 、 ひ 
う 体 制 が 採ら ティ エ ! 
事実 は 、 ほ か の メン バー 
検討 和 階 で は 全 ガ ンダ ム マ イス ター を イノ ベイ ド と 
ン が 有力: ・ ア ル マ ー ク の 介入 で 1 
中 心 の 体制 が 採用 され 


1 ガン ダム の 支援 背 と し て 投入 さ 

れる 予定 だ っ た MS。 1 ガン ダム の 
統合 され 、 リ ボー ンズ ガン 

ダム が 開発 され る こと に な る 」 


OME サラ イズ ・MBS 
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機動 戦士 ガン ダム 


地球 と 大 差 が な い 
コロ ニー で の 斑 活 


178-23 


宇宙 世紀 | て 人 類 の 生活 隊 は 宇宙 に まで 
拡大 し 、UC.0050 の 時 点 で 地球 圏 人 日 110 借 の う 


ち 、 90 億 『 住 者 と な っ た 。 その うち 、80 億 人 
が 住む 場所 が 、 月 軌道 の ラグ ラン ジュ ・ ポ イン ト に 建 
設 き れ た スペ ー ス ・ コ ロニ ー で ある ( コ 以外 の 
10 億 人 の : 住 者 は 、 月 面 都市 が 8 億 、 資源 小 
惑星 な どの 宇宙 労働 者 が 2 億 と いう 内 訳 だ っ た 
紀 に お ける 主 キ 地 と な っ た コロ ニー、 
特に 直径 64km、 全 長 32km 以 上 の 鳥 3 号 型 コロ 
は 人 類 の 英知 を 結集 し た 人 口 の 大 地 だ が 、 そ 
は 地球 で の も の と 驚く ほど 変わ ら な ! 


な 窓 、 降 雨 や 降雪 すら 再現 可能 な 気象 制御 シ 
ステ ム 、 そ し て シリ ンダ ー 内 璧 に 築 か れ た 都市 が 、 地 
球 上 に 相当 する 環境 を : 


Technology of U.C. 
宇宙 世紀 の 技術 


利用 し た エネ ルギー イン フラ 、 コ ロニ ー 内 
され た 交通 綱 、 外 部 と の アク セス を 可能 と する 3 
港 も 宇宙 生活 を 支え て いる 。 
こう し た イン フラ 周り の 充実 か 
欠 な の は 言う まで も な い が 「 ハ ー ド ウェ ア 」 だ け で は 社 
会 は 成り 立た ず 、「 ソ フト ウェ ア 」 の 充実 が 図ら れ た 。 
それ が コ | 政庁 に 代表 され る 政治 シス テム だ 。 
コロ ニー の 集合 体 で ある サイ ド は 、 地球 連邦 政府 
の 地方 自治 体 と し て 機能 し て お り 、 限 定 的 な が ら 自 
治 が 認め られ て いる 。 サイ ド を 「 州 ] や 「 県 」 に 例え 
る な ら 、 パ ンチ と 呼ば れる コロ ニー 各 基 は 「 市 」 に 相 
当 し 、 や は り 限定 的 な 自治 権 が 与え られ た (サイ ド 7 
や フロ ンティア ・ サ イド の よう な 例外 は ある が 、 サ イド 
は 40 一 80 基 ほど の コロ ニー で 構成 きれ る ) 。 
サイ ド の 行政 や ] る の が コロ ニー 政庁 で 、 
警察 や コロ ニー 軍 、 公 立 の 教育 機関 な ども 管轄 す 
る 。 1 基 あ た り 2000 万 か ら 3000 万 の 人 口 を 堆 す る コロ 


近代 的 生活 に 不可 


関 が 必 須 な の で ある (コロ ニー 公社 設立 準備 委員 
会 は コロ ニー1 基 に 6000 万 人 が 居住 可能 と 発表 し た 
の 人 口 は 数 百 万 人 と いう ケー ス が 多い )。 


も っ と も コロ ニー の 首長 は 地球 連邦 政府 か ら 派 遣 


E03 sm B67A 


され る の が 通例 で 、 コ ロニ ー 政 庁 と 住民 の 間 の 漠 
は 深い 。 ら 税 金 が か か る コロ ニー の 税 シ 
ステ ム も 、 住民 の 不満 を 招い て いる 。 

だ が 、 コ スモ ・ パ ビ ロ ニ ア 建 国 戦争 と それ に 対す る 
達 邦 政 府 の 無策 が 、 コ 
連邦 政府 が 有事 の コ | 
か ら 、 多く の コロ ニ 
な 自治 権 を 行使 
独立 団 と し て の 政治 シス テム を 導入 する に 至っ た 

(シリ ヌ ・ ス ゥ フト UC0153) 


関連 ファ イル 

地球 連邦 の 成立 と 字 宙 世紀 の 始ま り FG.03-01 

宇宙 移民 者 の 独立 運動 と ジオ ン 公国 謀 生 FG03-02 
FGO337 


つの サイ ド が 置か れ 、 補 数 の 


ンチ に よっ て 構成 され 、 それ ぞ れ 
が 行政 単位 と し て の 機能 を 持つ 、 


Mlustration by TAKUYA IO 
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に お ける 生活 は 
ど と 変わら な い 。 地球 と 同 回 の 硫 後 因 候 還 療 食料 を 調達 する 
IE た 自 % 業 プラ 
連邦 政府 の 地方 自治 体 と し 


治 補 雑 持 に 必須 の 准 容 
機構 、 テ ロ な ど に 対処 す 
る コロ ニー 事 を 整備 。 下 


超 軍 級 の 相手 に は 連邦 
軍 駐 沼部 職 が 対応 する 。 


華 ゆ て いる , 多目的 で 
末 造 れ た 海 


や 地 
域 ご と に 大 き な 差 が あり 、 
交付 き 一 時 家 が 標準 の 
例 bb れ 本間 届 に よ 年 一 
る 條 い が 激しい 伯 も ある 。 ニー。、 a 


時 交通 和 関 


標準 的 な 交通 手段 と し て 
エレ カ 、 電 車 、 チ ュー プ ( 地 
下 銚 ) が 普及 。 チ ュー ブ は 
コロ ニー の 外 右 を 走る な 


還 エネ ルギー 
主要 な 光源 は 外壁 の 巨 


に 合 存 する が 、 栓 反応 炉 
を 併用 する 場合 も ある 。 
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咽 ベス バ の 制服 』 


Technology ol 


【 表 され る ガチ 党首 脳 部 
た 。 宗教 的 イデ オロ ギー を 


が 、 マリ ア 主 義 と は 正反対 の ギロチン の 使 
きれ て いた の に は 相応 の 理由 が ある 。 ザン ス 
和 国 の 成立 段階 に お いて 「 母 な る 存在 
『 置 付け られ た ガチ 党 は 、 マ リア 主 
義 団体 の 武装 組織 の 側面 を 強く し た 。 が チ 党 が 
施し た ギロチン に よる 刺 清 も 、 マ リア 主義 実現 の た 

め の 「 血 の 障 い 」 と 規定 きれ た の : 

ザン スカ ー ル 和 国 の 正規 軍 と し て 創設 され た べ 

スパ も 、 ガ チ 党 と 同様 の 理論 で 正当 化 さ れ た よう 

ンー 。 で ある (ベス パ の 呼称 は 、 前 身 組織 で ある サナ リィ 
試験 部 隊 「 弾 道 研究 と 宇宙 偵察 部 隊 」 =Ballistic 

iipment & Space Patrol Armory の 略称 
ズ メ バチ を 意味 する ベス バ 
か ら 定 着 し た も の )。 ザン スカ ー ル 帝国 の 政権 与 
た る ガチ 党 と 正規 軍 ベ スパ は 異な る 組織 
ター マ ・ ズ ガン 将軍 以下 ガチ 党 の 有 
層 部 を 占め て いた 
信奉 者 が 多く 、 ほ ほぼ イコール の 人 存在 s 
この よう に 、 組 織 の 末端 まで マリ ア 主 義 と ガチ 


党 の 影響 力 が 浸 逃 し た ザン スカ ー ル 帝国 は 、UC. 
0149 に 建国 宜 言 され た 新しい コロ ニー 国家 で あり 


な が ら 、 時 代 錯誤 な 側面 を 強く 持っ て いた 。 ザン ス 
カー ル 和 帝国 の アナ クロ ニズム は 、 女王 マリ ア や ガチ 
党員 の 衣装 、 そし て ベス バ の 制服 に 顕著 で ある 
ベス パ の 制服 、 特 に 下士 官 壇 以上 の 制服 は 、 カ ー 
キ グ リ ー ン の ジャ ケッ ト を ベー ス に エボ レッ ト 型 の 肩 
章 、 ゴ ー ル ド ( 黄 色 ) の ライ ン と 胸 章 、 ス カー フタ イ な ど 
が 施さ れ 級 将 校 用 は 背中 に マン ト を 付す 
こと も ある )。 ジオ ン 公国 軍 や タロ スポ 
ほど で は な い が 前 近代 的 な 印象 が ! 
べ ベスパ の 制服 に アナ タロ な 意匠 が 採り 入れ られ た 
背景 に は 、 歴 史 が 短い ザッ スカ ー ル 帝国 ! 
統 性 権威 付け する 狐 い が あ っ : 
る 。 ジオ ン 公 国軍 が 大 時 代 的 な 制服 を 採用 し た 
同じ 理由 で ある (タロス ポーン ・ パ ン ガ ー ド の 場合 、 コ 
スモ 貴族 主義 と の 関 り 、 背 景 が 多少 異な る ) 
目立つ デザ イン な た め 発見 され や すい うえ 、 マッ ト 
の 有無 で 高級 将校 を 判別 可能 な こと か ら 狂 撃 対象 
に な りか ね な いな ど 、 実 用 上 の 問題 が 指摘 され る べ 関連 ファ イル 
スパ の 制服 だ が 、 ポ f は 少な か っ i 
う で ある 。 特に 女王 マリ ア を 熱唱 
と っ て は 、 「 女 王 の 守護 者 ] に し て 「 マ リア 主 
の 失 兵 」 の 誇り を 示す も の だ っ た の だ : 


サイ ド 2 の アメ リア に 異 っ た ンス 
カー ル 専 国 は 、 マリ ア 主 義 に よる 
了 衝 流 と ギロチン に よる 政 居 政治 


クロ ノ ク ル ・ ア シャ ー 


ザン スカ ー ル 帝国 軍 の | 
マリ ア 主 逆 の 台頭 と り カ 


EN 


時 で 、 民 人 を 沼 し て いた 。 また 、 高 
ンカ ッ ド ULCO15 の N ご 性 能 MS を 装備 する 国軍 スパ 
(ナイ ト ・ マ ンカ ッ ド ULCO151) スタ ー ル パス バ Vos19 財 TS ロ テー フ 
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ザン スカ ー ル 帝国 軍 ベ スパ の 制服 は 、 
下士 官 級 以 上 用 と 兵卒 用 に 大 別 で きる 。 
カー キ グ リ ー ン を ペー ス と し て 、 ゴ ー ル ド ( 黄 
色 ) の ライ ン や 胸 章 を 付す 点 は 、 ほ ぼ 全 モ 
"ザイ ン で ある 。 下士 官 級 
ャ ツ の 操 が 起 出 する タイ プ 
で 、 スカ ー フ タイ や 派手 な 肩 章 (エボ レッ ト ) 
が 特徴 。 兵卒 用 の 上 着 は 詰 様 で 、 肩 章 は 
シン プル な も の だ 。 


基地 ・ 穫 職 司 令 2 ラ 
ス の 高級 欄 校 は - 制 
服 の 青 中 に 小型 の マ 
ント を 半蔵 する 。 権 攻 


本 国 コロ ニー (アメ 
リア ) で の ベスパ の 
兵卒 は 、 制 服 だ け で 
な く 制帽 も 着用 する 
の が 標準 。 小 銃 の 
装備 例 も 多かっ た 


| 


制服 バリ エ | 


上 記 の 制服 は 各 ク ラス の 標準 的 な モデ 
ル で 、 こ れ を 基 に し た 様々 な パリ エー ショ ン 


が 存在 する 。 バリ エ ン は 据 の 長短 、 
生地 の 色 、 付属 物 な どの 違い に よる も の が 
主 で 、 佐 宜 ク ラス 以上 の 将校 を 中 心 に カ 
スタ マイ ズ も 認め られ て いた 。 兵卒 用 の 場 
合 、 任 務 に 応じ た 装備 の 変更 、 年 少 兵 や 
軍属 と いっ た 立場 の 違い に よる カラ ー バ リ 
エー ショ ン が あっ た 。 


エー ショ ン と マン ト を 
組み 合わ せ て いた 。 


タシロ 大 佐 の 制服 は 、 
・ ギ リー 艦隊 


令 時 代 で : 


パイ ロッ ト 用 の 軽装 字 


宇宙 服 が 一 般 的 な 宇 
定 用 装備 と な っ て 長い 時 間 が 経過 し 、 民 間 
で も 広く 使用 され て いる が 、 ベ スパ は 民間 
用 と も 地球 連邦 軍用 と も 異な る 独自 モデ ル 
を 採用 し た 。 独自 モデ ル 採 用 の 理由 と し て 
は 、 ベ スパ の 要求 仕様 調達 が 容易 な 点 が 
ある と 思わ れる 。 な お 黄色 の 軽装 宇宙 服 
は 、 ラ ゲー ン 基 地 部 隊 が 「 イ エロ 
ト 」 と 呼ば れる 要因 と な っ た 。 


U.C0150 年 代 の 軽 
装 ・ 重 装 字 宙 服 の 特 
微 で ある 、 小 面積 バ 


MORE INFO! 
軍服 以外 の 制服 


ザン スカ ー ル 帝国 と 言え ば べ ス パ ( の 制服 ) の 印象 が 強し 
が 、 帝 国内 で は 女王 マリ ア ヒ と ガチ 党 の 填 出 が 多い 。 中 で も 
印象 的 な も の が 「 教 祖 ] を 連想 させ る 女王 マリ ア の 衣装 で 、 
公 凄 を 現す 際 や 国家 首脳 部 と の 会 談 時 な ど に 6 
ぼ 必 ず 女 王 の 衣装 を 落 用 し て いた 。 ガチ 党員 | 


孝 立 回 の ザン スカ ー ル 帝国 に は 


様々 な 公共 機関 が あり 、 警 察 な 
ど で 独 自 の 制服 を 制定 し た 


2 13 a 
i 人 
四 間 
員 和 
正 人 
ほか の コロ ニー 国家 の 制服 
コス モ ・ バ ビ ロ ニア 旭 還 戦争 後 、 地 球 國 和 】 マー 
た コロ ニー 国家 群 は 自治 権 を 行使 する 独立 国 ( フ ビ ライ ゴヤ 


邦 政 府 は その 存在 を 黙認 し て いる 。 ザン スカ ー ル 帝国 以 
外 の サイ ド 2 の コロ ニー 国家 と し て は 、( マ ケド ニ 
が 知ら れる 。( マ ケド ニア ) で は 連邦 軍 駐 留 部 隊 を 基 


(マク ドニ ア ) の 制服 は 、 大 腰部 が 能 ら ん だ 生 馬 ズボン 風 ま トム メレ マ ケ ド ー 
と 長 紗 が 特徴 重 全 宙 服 は ベス パ 用 の 色 違 い を 採用 し た 一 般 将兵 


理生 サン ラ ィ イズ 178-26 


歴史 


179-23 


フォ ー カ ス 


機動 戦士 ガン ダム UC 


WORLD GUIDE 


逢 乱 の 終電 


ラー の 


U.C.0096、「 ラ プラ ス の 箱 』 を 巡る 争乱 は 最終 局 
面 を 迎え て いた 。 『 逢 の 量 終 座標 一 一 (イン ダス ト 
リア ル 7) の コロ ニー ビル ダー (メガ が : ーー が 判 
明 し 、「『 袖 付き ] が (メガ ラニ カ ) へ 先行 。 地球 連邦 
宇宙 軍 独 立 艦 隊 ロ ンド ・ ベ ル の 《 ネ ェ ル ・ ナ ー が マ ) 
は 、 ミ ネバ ・ ラ オ ・ ザ ビ お よび ガラ ン シ ェ ー ル 隊 と 共に 
「 補 付き ] を 追撃 し 

『 箱 」 を 巡っ て (ネェ ル ・ ア ー ガ マ )》 と 「 宙 付き ] が 
衝突 する 中 、 連 邦 政 府 と ビス ト 財 団 も 動き を 見 せ て 
ら な く な っ た ビス ト 財 団 


移民 問題 評議 会 の ロー ナン ・ マ ー セ ナス 議長 は 、 北 
米 の シャ イア ン 基 地 に 入り 、 連 邦 軍 に ある 人 准 備 を 進 
めき させ た 。 軌道 艦隊 の 再編 に 合わ せ て 秘密 衰 に 修 
復 さ れ た コロ ニー レー ザー (グリ プス 2) を 用 い 、( メ ガ 
ラニ カ ) ご と 《 ネ ェ ル ・ テ アーガマ ) と 「 袖 付き ]、 そし て 
「 箱 』 を 大 り 去 ろう と し て いた の だ 。 


ー カ ス : 争乱 の 終 冶 


Demise of Conspiracy Drama Surroundin "LAPLACE'S BOX 


U.C.0096 


「 箱 」 が な く 《 な れ ば 連邦 政府 に は 政治 前 アキ レス 財 
が 消 減 す る メリ ッ ト が ある が 、 ビ スト 財団 は 連邦 政府 
か ら 便宜 を 引き 出せ な く な る と いう デメ リッ ト し か な い 。 
そう で ある に も か か わら ず マ ー サ が 「 箱 』 に 拘 泥 し な 
か っ た の は 、「 箱 」 の 秘 審 を 守る た め 民間 コロ ニー を 
攻撃 し た 事実 が 、 連 邦 政府 と ビス ト 財 団 の 結び 付き 
を 強め る と 考え た た め だ 。 (メガ ラニ カ ) へ の コロ ニー 
レー ザー 攻撃 が 、 新 た な 「 釘 』 と し て 機能 する の で ある 
(か つて 「30 パ ンチ 事件 」 の 真相 を 共有 し た 連邦 政 
府 ' 軍 と ティ ター ンズ が 、 共 生 関係 を 築い た 例 に 近い )。 


で は 、 そ こま で し て 連邦 下 府 が 守り た か っ た 『 釘 」 
と は 何だ 
ULC.0001 の 「 ラ プラ ス 事 件 ] で 失わ れ た は ず の オリ 


ジ ナ ル 

オリ シ 
意 草 で は 削除 され た 最 
終 休 項 の 内 容 は 「 将 


記さ れ て いた 。 最 
応 し た 新人 類 の 


府 の スキ ャ ンダ ル の 証拠 で し か な か っ た 。 
し か し 、 ジ オン ・ ズ ム ・ ダ イク 、 
誰 の 提唱 、 ニ ュー タイ プ 論 を 国 


(Ww] 


ジオ ン 公 国 の 勃興 が 別 の 意味 を 与え て し まう 。 一 年 
戦争 で 実証 きれ た ニュ ー タ イプ の 能力 、 ジ オン 公 国 
が 引き 起こ し た 破 減 的 戦災 は 、 消 され た 最終 条項 
を 絶対 に 公 に で き な い も の に し た 。 最終 条項 が 暴 第 
され た 場合 、 そ れ を 利用 し た ジオ ン 勢 力 が 反 連 邦 
活動 を 活発 化 さ せ 、 一 年 戦争 を 再来 させ る 可能 性 
が あっ た の だ 。 
(メガ ラニ カ )〉 に 集 っ た 者 た ち も 「 釘 」 の 真相 を 知 

り 、 選択 を 迫 ら れる こと 
("ネーム レス " ジョ ン ・ ス ミス U.C.0155) 


関連 ファ イル 


NZ-999 ネオ ・ ジ オン グ UC-0i-128 男 
UC-02.01 

> UC-G2.02 画 

ラル ・ フ ロン タル UGC-G2-13 画 
ラプ ラス 事件 と ビス ト 財 団 の 胡 生 Uc3.01 

ビス ト 時 困 UC-63-12 計 

1 ラブ ラス の 箱 ] を 館 る 多 息 UC03-15 計 


mn 


一 雷 の 事件 。 (イン ダス トリ アル 
7) の 戦闘 で 争乱 は 終結 し 、 さ ら に 
「 逢 』 の 真実 も 明らか と な - 


lluswation by MORITA TAKESHI だ Color by NAGISA ABE Special Efect by HIROFUM YAGI (Asahi Production) 


RE 


$ 政 府 は . 


を 強化 し よう と し た 。 
スト は 開示 を 望み な : 


グリ ブス 2! 
か ら の 砲撃 


= 度目 の 
箱 」 の 封印 を 選択 し マーサ は 「 箱 
を 同時 に 破壊 する こと で 


嗜み 出せ ず 、 茶 の カー ディ 


年 戦争 を 回 避 す る た め 
と 民間 コロ 
施政 府 と の 共生 | 関 


アス と 共に 新た な 世代 に 選択 を 託し た 
フロ ンタ ル 大 佐 は サイ ド 共 栄 圏 構想 3 
箱 」 を 連邦 政府 と の 交渉 材料 に する つも る! 

が 、[ 箱 』 を 託さ れ た が ネ パ は 人 類 の 可能 

その 開示 を 選択 し た の だ 


戦闘 発生 地点 


較 ネェ ル ・ ア ー ガ マ 、 


バナ ー ジ は リ デ ィ と 共に ウロ ンタ ル の 乗る 和志 
オン グ と 交戦 ey に 


ィ テ ルト を 展開 し 、 ぷれ を 班 
親 | の 真相 を 地 束 固 全 域 しほ 放送 (りう も 
(イン ダス トリ アル 7) か ら 分 離し 郊 賠 し ; 


シダ タム を 含む MS は | 1 
カ ) に 侵 詳 誠 攻 ス ド 邸 で 「 短 」 を 村 ご 
と ミネ パ は 、 その 正体 を 知る と 
同時 に 、 サ イア ム か ら そ れ を 託さ れ た -. 


ン 基 地 に 、 ロ ー ナ ン ・ マ ー セ ナス 議長 と ビス ト 財 
サ ・ ピ スト ・ カ ー バ イン が 到着 。 (イン ダス トリ ア 
ェ ル ・ ア ー ガ マ ) と 「 袖 付き の 交戦 を 察知 し 
に 「 箱 』 が 存在 する と 考え 、 ど 
場合 、( ダ リプ ス 2) の コロ ニー レー ザー 
つも り で いた 。 稼働 状態 に 入っ た 
プス 2) と 連邦 政府 や ビス ト 財 団 の チラ イト ・ ノ ア 大 


で 秘密 理 に 再 詩 され 
箱 ] の 維 っ て いな か 


雪 道 角 隊 の 再編 に 合わ 
プス 2) 


シャ イア ン 基 地上 空 に 降下 し た 《 ラ ー: カ イラ ム )》 は 、 独 自 の 作 パナ ー ジ の ユニ コー ン ガ ンダ ム と ! 

戦 指揮 権 を 計 に 基地 内 の 探索 を 宣 イト 大 佐 ら は 基地 内 

に ネ ー ガ <: を 受け 入れ 、 

は ン ガン ダム 以下 MS 部 隊 を (メガ ラニ カ ) に 侯 人 きせ 的 と 見 た 連 友 政府 ビス ト 時 回 は 、 コ 
パナ ー ジ と ミネ バ が ビス ト 邸 に 向かっ た 際 、 第 | へ の 麻 が 開 察知 し た パナ ー ジ は 、 サイ コ 


か れ 、 その 正体 が 真 の 宇宙 世紀 宮 章 の 石碑 で あ 
た 。 サイ アム か ら 「 箱 」 を 放さ 
執 開示 を 望ん だ が 、 フ ロン タル の 介入 を 受け : 


ゼネ ラル ・ レ ビル 


カフ カス の 森 」 へ 
サ が 、 北 米 シャ イア ン 基 


Miustration by AKIO UNUMA 


MORE INFO! 
ER 


すき ] は 壊 泊 
共和 国 が 自 


ユニ コー ン ガ ンダ ム が バン 
ル ・ ア ー ガ マ ) が 「 袖 付き 
渡 の 攻撃 を 避け た 。 ユ 
ウル ー ラ ) の 随伴 秘 を 攻撃 する と い 
ネェ ル ・ ア ー ガ マ )》 トリ ヤ ・ 

ルン を 阻止 し ユニ ム を 呼び 戻し た 

ダム は サイ コ ・ ジ ャ マー で 行動 不能 に 用 る が 、 マリ ー ダ の 死 を さっ 


か け に 突破 。《 ネ ェ ル ・ ア ー ガ マ ) は 「 袖 付き ] 艦隊 を 撃破 し た 


アン ジェ ロ 機 が 自滅 し た こと で 「 補 付き 』 の 第 二 波 は 終息 。 (ネェ ルアー 
ガマ 》 は ハイ パー・ メ お 補 付 き 」 艦隊 に 被害 


画 独立 火星 ジオ ン 軍 ( オ 


火星 園 


イ の パン シィ ソル ン が 、 フ 
ロン タル の ネオ ・ ジ オン グ と 衝突 。 フロ ンタ ル は パナ ー ジ の 意思 オー 列 
箱 ] の 流出 が 決定 


UC.0120 年 f 


) 防衛 を 決意 し 、 レ ー ザ ー の 阻 上 
「 箱 ] の 真相 を 地 百 国 全 域 に 放送 3 
メガ ラニ カ ) は L1 宙 域 か ら 離脱 し て いっ た 


下 大 軍 稚 と な っ 


OMS-14SRF 


ー サ も 拘束 され た 。 サイ コ ・ 
パ に よっ て 『 釘 」 の 真相 も 


二 寺 ・ サ ン ラ イズ 


17924 


歴史 
ワ ォ ー カ ス 


179-25 


機動 戦士 ガン ダム AGE 


WORLD GUIDE 


百年 戦争 の 終結 


ヴェ イガ ン 戦 争 の 終結 と 5 
共存 の 道 


AG.164、 地 球 に 宣戦 布告 し た ヴェ イガ ン は か つ 
て な い 規 模 の 侵攻 作戦 を 展開 し 、 地 球 軌道 上 
球 の 40% を 制圧 下 に 基 い た 。 猛攻 を 水際 で 湊 い だ 
地球 連邦 軍 は 、 ヴ ェ イ ガン の 中 核 基地 ・ 機 動 要 活 
」 を 攻略 すべ く 月 面 基地 ルナ ・ ペ ー ス 
を 拠点 と し た 反攻 作戦 を 決定 する 。 

元 連 邦 令 フ リッ ト ・ ア ス ノ の 後押し で 現役 
復帰 し た 殊勲 艦 (ディ ー ヴ ァ 》 も 、 反 攻 作 戦 に 参加 す 
べく 地球 か ら 月 に 向かっ て いた 。 し か し 、 そ の 航路 

上 で 新型 MS ガン ダム AGE-3 と フリ ッ ト の 攻 キ キオ ・ ア ス 
星 隅 に 四 れ 去ら れ で し まう 。 賊 ビシ 
ディ アン の キャ プ テ ン ・ ア ッシュ こと 、 行 方 不明 に な っ 
で いた アモ ム の 知 虫 で キオ は 生 恒 し た 。 
ぶり に (ディー ヴァ) に 復帰 し た 頃 、 地 
球 疾 の 様相 は 変化 し て いた 。 連邦 軍 が 反攻 拠点 と 
する 予定 だ っ た ルナ ・ ベ ー ス が 、 ヴ ェ イ ガン に 制圧 さ 
れ で て いる こと が 判明 し た た め 、 連 邦 軍 は ルナ ・ ベ ペー 


歴史 フォ ー カ ス : 百年 戦争 の 終結 


Way of Coexistence 
A.G.164 


リッ ト の 間 に は 大 き な 潮 が で きき て し まう . 
実情 を 知っ た キオ が 地球 と ヴェ イガ ン の 和 
よう に な り 、 ヴ ェ イ ガン 氏 滅 を 目指 す フ リッ ト と は 相 疹 
れ な く な りつ つ あ っ た の だ 。 地球 と ヴェ イガ ン 双 方 の 
理 非 を 知っ た アセ ム も 、 両 勢力 の 均衡 と いう 独自 路 
線 で 動い て いた 。 アス ノ 家 三世 代 は 目的 を 異 に し つ 
つ 、 同じ 戦 場 

対す る ヴェ イ 
カン ト が 「 プ ロジ ェクト ・ エ デン ] の 全権 を ゼ ハ ー ト ・ 
ガレ ッ ト に 移譲 。 きら に 首都 コロニー( セ カン ドム ー ン 〉 
を 地球 岡 に 移動 させ 、 全面 攻 た 。 た だ 
の 時 点 で も ツェ イガ ン の ほとん どす べ て は 「 プ ロジ ェ 
クト ・ エ : 真相 を 知ら きれ て お ら ず 、 ヴェ イガ ン 
の 民 は 地球 奪還 を 夢見 て い : 

こう し て 地球 圏 に 入っ た ( セ : ー ン ) と ラ ・ グ ラミ 
ス を 舞台 に 、 地 球 連 邦 と ツェ イガ ン の 最終 決戦 が 展 
開 さ れる 。 ゼ ハ ー ト の 戦死 、EX A-DB の 人 等 護 者 シド の 
介入 で 戦局 が 混乱 する 中 、 半 世紀 ! 執 か ら 
解放 きれ た フリ ッ ト の 要請 を 受 【 邦生 と ヴェ イガ 
ン が 協力 し 、〈 セ カン ドム ー ン )〉 の 危機 を 救っ た 。 シド と 


ne03 mM 


MS ツェ イガ ン ギ テア が 融合 し た ヴェ イガ ン ギ ア ・ シ ド を キ 
オ が 遇 破 し た 頃 、 イ ゼル カン ト も 病没 し た 。 
この 事態 を 受け た 地球 連邦 と ヴェ イガ ン は 和平 
き 、 両 勢力 は 共存 の 道 を 歩み 始め た 。 ALG.201 
に は 、AGE シ ステ ム と EXA-DB の 情報 を 集約 し た 
「 イ ヴァ ー ス テム 」 に よっ て マー ズレ イ を 無力 
化 。 結果 、 火 星 圏 も 安定 化し 、 人 類 は 全 人 口 を 許容 
可能 な 生活 略 を 確保 し た の だ っ た 。 
(ウロ ドラ AG202) 
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AGE_FX ガン ダム AGE-FX 
ヴェ イガ カン ギア 

キオ ・ ア ス ノ 
デザ ー ル ・ イ セル カン ト 


Mustration by SE JUN KIM Color by HISAKO FURUKAWA (Wish) "Special Effect by AKIKO YAMAKAWA Background by YUMIKO KONDO 
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ヴェ イガ ン 戦 争 の 決戦 


地球 園 に 侵攻 し 、 右 領地 を 拡大 し た ヴェ イガ ン を 投 破 すべ 
中 基地 ・ 動 案 「 テ 
衝角 し た フリ ッ ト は ヴェ イガ 


回 セカ ンド ムー ン 、 感 マ ー ズ レイ の 無力 化 
地球 圏 に 到達 


前 線 に 向かっ て いた ゼ ハ ー ト 、 ガ ンダ ラ ・ グ ラミ ス 戦 後 、 地球 連邦 と ェ イ 
ムレ ギル ス の 完熟 訓練 中 に EXA- > Fi 9 ガン は 和平 へ 。 AG201、AGE 
DB の 守護 MS シド と 信明 。 ゼ ハ ー ト ン ) が 人 
と アセ ム の 協力 で シド は 撃破 され ジェ クト ・ [| イヴ ステ ム 

EXA-DB が 隠さ れ て いた 小 ト 感 星 に ルク 6 火星 国 の 住 環境 
シディ アン に 破壊 され 、 計 劇 的 に 改善 され た 

と EXA-DB は 生き 残 - 


ョ ルナ ・ ベ ー ス 登記 作戦 


連邦 軍 は 、(《 セ カン ドム ー ン ) と 連携 
し た ラ ・ グ ラミ ス を 攻撃 。 ヴェ イガ ン た ま オ が 、 達 才 軍 は 、 ルナ - ペ ー ス 替 貼 作戦 を 


和平 を 望む が 、 フ リッ ト は ヴェ イガ ン か に ビジ デイ アン も 侯 


P 邦 軍 は 、 フ リッ ト の 指示 
蔵 江 方 針 を 曲げ な か を 
ei tg で プラ ズ マ ダイ バー ミサ イル の 使用 


を 準備 し つつ 基地 へ の 保 和 工作 
a 成功 し た 。 セハ ー ト ら は 


び 掛け で 両 還 が 連携 最 
すす が ヴェ イガ ン ギ キア, を 撃 い 、 


連邦 室 の 月 面 基地 ルナ ・ ベ ー ス が 
制圧 され て いる 


プラ ズ マ ダイ バー ミサ イル が 積 
まれ た 


た 


lon by AKIO UNUMA 
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WORLD GUIDE 


地球 連邦 軍 の 制服 


Technology of U.C. 


本 稿 で は 、 通常 部 隊 を 中 心 と する 地球 連邦 軍 の 
制服 を 解説 し て いる 。 ティ ター ンズ や エゥーゴ の 制 
服 は 別項 を 参照 され た い 。 

は グレ ー ま た は カー キ を 基調 と し っ 


代 軍 服 の 根本 的 モデ ル チ ェ ンジ が 行わ れ な い 事 例 


は 珍し く 、 連 孝 軍 の 象徴 で あり 続け た (外見 上 の 変 
更 が ほとん ど な い 常 装 や 戦闘 服 に 対し て 、 ノーマル 
スー ツ は 何 度 も モデ ル チ ェ ンジ が 行わ れ て いる )。 
連邦 軍 の 制服 は あま り に 長い 歴史 と シン プル な デ 
ザイ ン か ら 、 代 わり 映え の な い 無 個性 な 軍服 と 見 な 
され る こと も ある 。 確か に 連邦 軍 以 外 の 軍事 組織 の 
制服 は 「 個 性 的 ] に 思え る 。 ジオ ニ メ ム 文化 運動 の 
影響 を 受け た 意匠 や 第 四 種 に 至る パリ エー ショ ン を 
持つ ジ ォ ン 公国 軍 や ネオ ・ ジ オン の 制服 は 、 高級 士 
官 月 の 多様 な カス タマ イズ 合 も あっ て 、 人 
的 と 言え る 。 「 費 族 」 で ある こと を 強く 意識 し た 、 
DU TDA 
も 多く の 制服 の バリ エー ショ ン が 


配備 地域 季節 ・ 任 務 な ど に 合わ せ た 
年 戦争 期 の 地上 用 軍服 の 基 
で も 4 つ に 大 別 で きる ほか 、 地 
工場 に よる 差異 な ど 
で 戦闘 服 の 基本 型 、 そ 


人 上 用 軍服 の 基本 4 種 は 、 将 官 以上 が 特 
の 際 に 着用 する イプ ニン グ ド レ ス ( 礼 


る まで に 支給 さん セレ モニ ー の 際 に 着用 


党 郊 睡 に 分 類 で きる が 前 の b の か は 不明 ) 
これ と は 別に 専門 兵科 用 の 特殊 被服 も 存在 す 
る 。 極東 方 面 軍 第 1 機械 化 混成 大 体 の 第 08MS 小 
隊 隊 長 シロ ー・ ア マダ 少尉 が 着用 し た こと で 知ら れ 
る ML333A1HW MS パイ ロッ ト ユ ニ フ ォ ー ム (「HW] 
は HOT WEATHE 乏 仕 様 の 略 )、 カ レン ・ ジ ョ 
シュ ア 曽 長 ら が 着用 し た ツナ ギ 式 の M-200ITW' タン 
カー ズ カ パー オー ル 、 メ カニ ッ ク マ ン 用 の MI-442HW 
メカ ニッ ク カ パー オー ル な ど が 特殊 被服 の 例 で ある 
多種 多様 な 制服 が 採用 され た 背景 に は 、 地 球 較 
全域 を 笑 動態 囲 と する 連邦 軍 の 任務 特性 が ある 。 
境 が 大 きく 異な る 地球 で は 、 様 々 
に な っ た 結果 、 パ リエ ーション の 増加 


を 促し た の だ 。 


(ナイ ト ・ マ ンカ ッ ド  U.C.0154) 
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ガイド : 地球 連邦 軍 の 制服 


[RW] me09 sr BOn 


ws a 


レビ ル 


シロ ー・ ア マダ 


地球 補 孝 (A.D 末期 0.C.0096) 


] 地 豆 還 昌 大 の 広治 各 サ イ 


個人 用 携 事 装 偽 (U.C.0079~0096) 


ド に 対し て 強い 権限 を 持ち 、 地 球 


フー マル スー ツ 


を 中 心 と する 設 全 を 折半 し ス 


地球 連邦 (U.C.0096-0153) 


ペー ス ノ イ ド の 反感 を 買 
成 国家 の 軍隊 を 続 合 し た 地球 連 


に 攻 還 を 捕る 。 


llustation by TAKUYA IO 


ーー 年 蓋 争 時 、 制服 の 基本 形 
は 完成 し て お り 、 兵科 や 任務 地 
域 に よる パリ エー ショ ン も 葵 及 し 
て いた 。 以 欄 、 補 邦 車 の 制服 は 
マイ ネー チェ ンジ を 継 り 返し て い 
く が 、 基本形 は 変わ 5 な か っ た 。 


年 用 は 再生 
ンク の あま 本 色 だ っ た 


3 3 3 

由 人 を 

6 の 
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殺意 員 褒 て 


に 


= 


四 局 選 舌 押 導 才 吾 デパ ロ へ 


重 装 宇 宣 服 ( 非 パ イロ ッ ト 用 
ノー マル スー ツ ) の 更新 が 行わ 
れ た こと 以外 、 一 年 戦争 時 と 
ほとん ど 変わ っ て いな い 。 地上 
重用 の 帳 帯 仕様 サー ビス ユニ 


フォ ー ム も 使わ 続け た 。 そ モ デル ダー 栓 鈴 と 


ns v 


は 


EE TR EH 
委 尾 隔 軌 醒 寿 VY 


= マ 


RIESEIRN 4 


正面 艇 震 硬 パロ 
2 


竹下 の 特 倫 モデ ん も 盾 定 


パイ ロッ ト 用 の 軽 壮 字 | 
ET | 


2 
の 


才 は ど 


を 


ラブ ラス 0 粒 | を る 和央 


交 義 内 で 邪 礎 に な り 難 いた 
めか 、 宇 宙 軍 を 中 心 に 短 握 タ 
イプ の 制服 が 普及 。 艦長 な ど 
の 前 線 動 務 の 高級 生 校 用 と し 
て 、 新 型 の コー ト も 採用 され た . 


と いい ト 

1 § 
用 

1 


モ '(EH- ア 人 4 | 
や 


ティ ター ンズ や エゥーゴ で 新型 に 
の 制服 が 採用 きれ る 一 方 、 連 邦 
軍 正 規 部 隊 用 は 障 級 意 と ノー 
マル スー ツ 以 外 、 は ば 更新 され 
て いな い 。 触 番地 用 の 半袖 モ 
デル は 、 あま り 見 られ な く な っ た 


一 重則 争 拓 と は ば 同じ モデ 


ノー マル スー ツ は ティ ター ンズ 
ル も 、 広く 使わ れ 続け て いた 


や エッ ー コ と 末 じ モデ ル 。 バイ 
ロト 用 は 再 系 の 配 名 。 


ki に マ 
INN 


= 


EL 
En 


9 に な っ た 。 宇 軍服 は 
重 条 ・ 軽 凌 モ デル と も に 、 全面 還 本 BS 


に れ て い に か 
旧来 の サー ビス ユニ フォ ー ム 的 に 更新 され て いる , pan, 


に 加え て 、 ティ ター ンズ や エ 
ゴ で 使用 され て いた モデ 
近い 短 握 ジャ ン パ ー の 制服 を 
採用 ( 主 に 宇宙 軍 で 使用 )。 宇 
宙 服 は 全面 的 に 更新 され た 。 


ジャ ン パ ー 捉 製版 は 、 福 が 誠 
い モ デル と 橋 が ベル 分 分 で 
堅 わる モデ ル が 分 


3 y 3 ュー 
1 重 メ 
| Nw 
wly 
つっ 


「 シ ャ ア の 反乱 」 期 以前 に 主 
流 だ っ た 、 サ ービス ユニ フォ ー 
ム 式 の 制服 が 広く 用 いら れ た は 
か 、 挫 の 背 便 の 着用 例 が 満 
減 。 重 装 宇宙 碑 は 更新 され た 


村田 必中 濁 天 人 で ・ ロ ビ Y マ 


し | 4 


[ ミ ょ <1 マ 


TE TN マ 


右 の 泰 は 、 連 才 軍 の 制 概 お よび ノー マ 
付す 暗 繧 章 の うち 、 一 年 峰 争 
y ら デラ ー ズ 紛争 期 に 用 いら れ た も の で 
ある 。 一 年 戦争 時 の 規定 で は 、 欄 と 局 の 
双方 に 藩 用 する こと に な っ て いた が 、 層 に 
だ け 付 ける 例 も 多く 見 られ た ほか 、 専 問 兵 
| の 特殊 被服 で は 宰 ・ 肩 と も に 任用 し 
こと も あっ た 。 デラ ー ズ 給 争 期 に な る と 
規則 が 変更 され 、 肩 章 は 制服 に 、 拍 
ノー マル スー ツ に 炒 用 し た 。 グリ プス 戦 
企 期 に は 障 紙 の デザ イン 自体 が 変更 され 
作用 赴 は 時 代 に よっ て 変わ っ て いっ た 
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CR. ラズ 


機動 戦士 ガン ダム ZZ 


琴 畔 ガン ダム ・ チ ー ム 


ンダ ム を 


備 。 各地 で ネ 


の 要因 を 作 


幽 まさ きれ て いた エゥーゴ は 、 
の 採用 に 積極 的 で あ 


っ アム 


Orqanization of U.C. 
宇宙 世紀 の 組織 ・ 勢力 


を 希望 する 事例 も 少な く な 


2) 攻防 戦 で の 職 カ 
役 の 決戦 と な 


っ て きた プラ イト 大 佐 は 、 
ー タ イプ の 適性 


LZ] me09 sain 


を 見 出し 、 彼 を 《 ア ー ガ マ )》 に 誘っ た 。 ジュ ドー の 促 
も 目 を 掛け 、 最 ング リラ 
の 妹 ) が 


(ショ ウ ・ ド ゥ UL.CO112) 


Fe PREEW 


ZZ0320 第 2 


ガン ダム ・ チ ー ム の 位置 付け 


ガン ダム ・ チ ー ム は エゥーゴ の 強 模 用 巡 
洋 艦 (アー ガマ 》 (後に 機動 戦艦 (ネェ ル ・ 
アー ガマ 》) の 艦載 MS 部 隊 で 、 第 一 次 ネ 
オ ・ 戦争 で 活躍 し た 。 少年 兵 ば か り 
の イレ ギュ ラー な 部 隊 で 、 戦 争 の 中 で 上 層 = 
部 か ら 解散 され そう に な る も 、 当 時 の エ ウ ー 人 押 25lg 電 
ゴ に と っ て 数 少な い MS 戦力 と し て 激戦 を れ た イレ ギュ ラー な も 
潜り 抜け た 。 ネオ ・ ジ オン か ら は 危険 視 さ れ の だっ た が その 


能力 は 小生 隊 に | 
て お り 、 攻撃 を 受け る こと も 多かっ 敵 す る も の だ っ た 


危険 視 
興味 を 示す 


人 格 的 未成 部 が 上 立 
自分 勝手 な 行動 を 


義勇 兵 と (シャ ング リラ )〉 コロ ニー の 徴用 
兵 の み で 編制 され た うえ 、 全 員 が 十 代 半ば 
の 少年 少女 と いう 珍し い 部 隊 だ っ た 。 部 隊 
の 大 半 を 占め る (シャ ング リラ) 徴用 兵 ( 立 
場 は 軍属 だ ろう ) は 、 正 規 の 評 練 を 受け て お 
ら ず 、 人 格 面 の 幼 さも 無視 で き な か っ た 
が ジャ ンク 屋 稼業 で 身 に 付け た 操縦 技術 、 
そし て ニュ ー タ イプ 的 セン ス に より 、 正 規 軍 
人 以上 の 活躍 を 見 せ た 。 


期待 を 掛け られ た 


出し た ニュ ー タ イプ 適性 を 
中 横 / バ パイ ロッ ト 。 主 に 
2Z ガ ンダ ム な ど に 搭乗 し た 


MS 搭 業 員 か ら 5 雑用 まで を 
こなす オー ル ラ ウン ダー。 ガ 


mea 7 


ジュ ドー に 近しい 友人 で 、 友 
研 に 庫 い 。 支援 メカ や 族 橋 


オペ レー ター を 


タイ プ 敵 性 を 見 出さ れ 、 


ガン ダム ・ チ ー ム は 、 その 名 の 通り ガン 0 
ダム ・ タ イプ MS ば か り を 装備 し た MS 部 隊 = 
だ っ た 。 グリ プス 戦役 時 に 運用 され た Z ガ ン 
ダム 、 百 式 、 ガン ダム Mk-T『 に 加え て 、「 最 
強 の ガン ダム 」 と 語 わ れる ZZ ガン ダム を 装 
備 し て お り 、 チー ム 全 体 の 総合 戦闘 能力 は 
突出 し て いる 。 各 機 の 性 能 傾向 が 大 きく 異 
な る た め 部 隊 単 位 の 運用 は 難し い が 、 ジ ュ 
ドー た ち は 使い こなし て いた 。 


超大 火力 の 合体 変形 式 
MS。 埋 争 末期 に は フル ー 
アー マー 仕様 で 連用 きれ た 


WR 形態 に クワ トロ 機 の 修 複 横 と も 、 新 
MS で 、SFS と し て も 運用 。 4 六 機 と 5。 ピー ム ・ ラ イフ ル 
高い 運用 秋 性 を 計る は サー ベル 併用 弄 に 変更 


ジオ ン か ら 
危険 梓 さ れ た 


ガン ダム MkI と 百 


メガ ラン チ 
が 琶 合 し た 支援 メカ 


(シャ ンダ リラ ) 出航 
笛 地球 を 含む 地球 
園 各地 を 転戦 。( コ ア 
3) 雷 域 の ネオ ・ ジ オ 
ン 内 戦 に 介入 し 、 終 
戦 の 要因 を 作っ た 


ガン ダム ・ チ ー ム が 機能 し 始め た の は ア 
クシ スズ 攻略 戦 の 頃 で 、 体制 が 固 ま 
アク シズ 本 隊 の 地球 降下 阻止 作戦 時 。 そ 
の 後 、( コ ア 3) 戦 ま で 戦い 抜い た 。 


アー ガマ )、 小 好 星 
基地 アク シズ の 攻略 
を 3 所 


の メン バー が 揃っ た 


アー ガマ ) と 別 路 
で アフ リカ を 北上 
た ガン ダム ・ チ ー ム 
ネオ ジオ ン が 占 所 
た ダカール を 攻 軸 。 
戦 関 の 末 、 ネオ ・ ジ 
オン は 搬 刀 


地球 へ の 降下 準備 


ム ザ 阻止 作戦 を 民 開 
する が 失敗 し 、 チ ー 
下 


の サイ F3 の (コア 3) 
i 軍 域 に 入っ た ガン ダ 
し を 実施 。 ガン タム ・ ¢ * 


チー ム は ネオ ・ ジ オン : オナ 
と 双 戦 し っ つつ 、 市 民 
TTY 


前 寺 ・ サ ン ラ イズ 
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WORLD NDE 西暦 ガイ ド : 西 礎 2300 年 代 の 軍服 と 宇宙 服 0 eB 


西暦 2300 年 代 の 
軍服 と 宇宙 服 


Jechnolo 


建設 計画 に 伴う ユニ オン H 
こ 。 中 東 諸 国 


の 誕生 は 、 世 界 統一 の 第 
を 除く 国家 の 大 (勢力 の いずれ 
か に 所 属す (アフ リカ は 保 


護 領 と し て AEU の 影響 下 に 置か れ た ) 。 
三 大 勢力 の 誕生 は 、 政 治 ・ 経 済 面 を 中 心 と し た 
その ひと つが 各 勢 力 参加 国 
、 つ まり ユニ ォ ン 軍 

AEU 電 っ た 。 

各 勢 力 軍 で は 、 達し て いた 装備 の 統 
ーー が 図ら れ た 。 時 置か れ た 上 人 
境 経 済 カプ 技術 カン 文化 な ど 
武器 輸入 国 で あっ て も 他国 と まっ た く 同 じ 装備 体系 
は 採ら な に 。 し か し 2 する と 、 各 
勢力 の 統合 を Nd 
る よう に な っ : 
が 大 きい 装備 統一 が 行政 上 容易 と な っ : 
ら 、 構成 各国 軍 の 装 

国家 を 噂 い : 
表 さ れる 


え 、 周 じ 回 の 補 で 箇 
根 に よっ て 別 の 軍服 を 採用 する の : 
大 勢力 が 誕生 する と 所 
1 あり 、 各 勢 力 の 構成 国 の ほとん ど 

- 軍 服 が 採用 され る に 至っ た 。 構成 国 に よる 色 の 
違い 、 兵 科 や 役 工 に よる デザ イン の 
税 に は 同じ 規格 
まそ SU 


服 は 一 種 に 再 統 - き れれ て いる 
に 代表 きれ る 非 加盟 国 も 連邦 に 参加 し 、 
邦 軍 の 制服 と いう 図式 が 成立 し た の 
連邦 軍 の 編制 は 、 パ イロ ッ ト ス 、 
きせ る こと と な っ た 。 連邦 軍 べ へ の 統合 ・ 再 編 に よっ て 
ツ も 統一 され た 因 だ が 、 それ ま 
で 大 気 圏 内 用 と 宇宙 用 で 別 モ デル だ っ た も の が 大 
陶 内 外 両 用 と な っ た た め 、 軍用 パリ エー ショ ン が 


減少 し た の で ある = 関連 ファ イル 
こう し て 軍服 の パリ エー ショ ン は 数 十 年 の 問 に 淫 弄 時 ・F. セ イェイ 00-02-01 男 
減 。 ELS 出 現 を 契機 と する 紛争 、 イ ノ ペ ベイ ター 戦争 穫 ア ラー コー ラッ ーー ン AEU / 人類 新 連 
閑 て 衝 争 は 確実 に 減少 し で お り 、 折 く な い 示 ケイ スリ テー 00229 還 Ls MM OR ROK. 35 
MO は 0 和 帝 だ は の も の に な る か もし れ な い 。 生計 0 人 CT 
(者 、 執筆 時 期 不明 ) 地球 連邦 00-03-44 牙 較 有 も 奈 一 れる こと と な 


179.31 Ilusration by JUN WADA 


西暦 ガイ ド : 西暦 G300 年 代 の 軍 朋 


特徴 的 な キャ ッ プ 、 ブ ルー の ジャ ケッ ト 、 グ 
レー の タイ 、 自 の スラ ックス な ど 、 軍服 と は 思 
えな い デ ザイ ン が 目 を 引く 。 階級 章 は 基本 
的 に 作用 し な いよ うだ 。 


ミー> ぞ <|ー ヽ 


警察 組織 の 制服 を 思わ せる ブル ー グ レー 
の スー ツ 、 白 と ブル ー の ネクタイ 、 士 官 を 中 
心 に 着用 する ベレ ー 帆 が 特徴 的 。 帽子 や 
ヘル メッ ト に は AEU の マー ク が 入る 。 


旧 
用 
K 
人 
i 
* 
1 


に | 人 類 革 新吉 明 

濃緑 色 の 詰 様 アウ ター ウェ ア 、 後 頭 部 を 
狂う シー ト が 付属 する ペレ ー 帽 な どか ら 成 る 
制服 。 オン や AEU の 制服 と 比べ る と 簡 
素 だ が 、 質 実 剛健 な イメ ー ジ を 与え る 。 


ミー アミ ロロ ユニ 表 矢 


ミー アミ ロ ユ ニ 型 田 * 


W| aD ser 36n 
[| 地球 連邦 平和 総 持 軍 / a 外 行 


し (スメラギ ) の ク 
スカ イブ ルー の ジャ ケッ ト と スラ ックス 、 い F 

詰 様 の シャ ツ 、 ユ ニオ ン の も の を 思わ せる 

キャ ッ プ で 構成 され る 。 スカ イブ ルー は MS に 
も 採用 され た 連邦 軍 の 象徴 的 色 で ある 。 


イノ ベイ ド が ライ 


左 胸 に 部 隊 章 を 付け た 詰 操 の アウ ター 
ウェ ア 、 据 が 長い スカ ー ト な ど 特徴 な 外観 を 
持つ 。 アウ ター の 生地 は 薄い よう で 、 体 格 に 
よっ て は ボディ ライ ン が 出 や すい 。 


1 


ソレ スタ ルピー イン グ で 本 格 的 に 制服 が 
導入 され た の は 、 西 暦 2308 年 に 組織 が 
壊滅 し た 後 の こ と だ っ た 。 主流 派 、 セ カン ド 
チー ム 、 イノ ベイ ド で も 制服 が 異な っ た 。 


り 3 
8 
ツ 
1 
に 4 


NTEDASE- TU WN 


ye 


ES 


CNLET USU) ba 


ENTEODAS ban 


人生 ・ サ ン ライ ズ ・MBS 
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ジオ フン 共 和 国 Organization of U.C. 


隊 ) の 装備 は 一 年 修 
て 連邦 政府 i タイ プ が 中 心 と な 
ド 3 の 国民 た Ff 3 ッ ク を 配備 す 


U.C.0110) 
権 を 持つ 独立 国 も 1 
K 認 し た 唯 国 2 戦 制限 付き な が ら 連 邦 政 失 
ド も 連邦 政府 か ら E ら ロ 権 を 認め させ た ( 南極 条 
限定 的 な る の に に 、 連 邦 政府 は ジオ 語 の 自治 権 を 事実 上 


戦争 責任 の 不問 、 賠償 


ん 


I 国 は 、 連 邦 政府 の 化 1 
オン 共和 国政 府 が 』 
が 行 独自 の 政 


置か れ て 


Mlustration by KEISUKI 


ジオ ン 共 和 国 概論 し 
ジオ ン 公園 の 後継 組織 と し て サイ ド 3 に 帳 
誕生 し た ジオ ン 共 和 国 は 、 連 邦 政府 か ら 自 


治 権 を 認め られ た 独立 国 だ 『 時 代 
に 翻弄 され 、 独自 色 は 薄かっ 


オン 公国 時 代 の ( ズ 
ムー シテ ィ ) か ら ( コ ア 
に 移さ れ た 。 ダイ 


条件 付き で 


OO 地球 連邦 玖 府 。 | 
軍事 面 で 協 カ 


ン 人 国軍 析 兵 は 、 ジ 
オン 共和 (人 箱 


ジオ ン 共 和 国 は 、 ジ オン 公国 の 国名 と 政 
治 制度 を 変更 し た 組織 で 、 当 然 サ イド 3 と い 
う 立 地 も 変化 し て いな いた め 、 新 世代 を 除 
く 人 々 は ジオ ン 公 国 時 代 と 大 差 が な い 。 た 
だ し 軍部 の 影響 が 低下 し た た め 、 初 代 音 
相 ダ ルシア ・ バ ハロ 以下 、 文民 の カ が 強く 
な っ た 。 連邦 政府 寄り の 共和 国政 府 へ の 
反感 か ら 、 アク シズ ( ネ シ ) に 合流 し 
た り 協 力 し た りす る 者 も いた 。 


a 


U.C0083. アク シ 
ズ の 視察 団 が サイ 


が 協力 し て 


基 村 き 刻 環 図 VA 


ジオ ン 
ジオ ン 共 和 国 は 自治 権 の 一 環 と し て 、 正 
規 軍 を 保有 。 グラ ナダ 条約 で 軍事 力 を 制 
限 さ れ た た め 、 戦 力 規 模 は 治安 維持 に 必 
要 な 最小 限度 と され 、 兵器 も 旧型 だ 


が クリ フス 遇 な で 
ティ ター ンズ に 提供 


旧 ジ オン 公園 軍 時 代 の 艦橋 
の 改修 型 を 配備 。 グリ プス 戦役 
に 参戦 し た が 旧式 化 が 著しく 
U.C.0096 に は 練 碧 第 と され 
例 も あっ た と いう 。 主力 双 艇 
サイ 改 表 軽 巡洋艦 で 、《 ビ フレ ス 


1 (グル トッ プ ) (ドロ ー ミ “ 2 仁 


が 知ら れる 
軍備 制限 や 予算 上 の 問題 か ら 、 旧 ジオ ン 公 国 当初 の ハイ ザッ ク ・ 

軍 の 宇宙 用 主力 MS を 近代 化 改修 ( 全 天 周囲 モニ 人 5 

ター と リニア ・ シ ー ト の 換装 新型 SFS の 対応 な た が 、 化 の 

て 運用 。 連邦 軍 か ら の 奴 い 下げ を 含む ハイ ザッ ク ・ げ 機 は ロ ー ル アウ ト 

リー ズ も 装備 し た が 、 配 供 時 に は | 旧 丈 化し て いた 


年 戦争 末期 、 サ ビ 表 


プラ ナダ 条約 に お いて 、 
連邦 政府 は ジオ ン 共 和 国 の 自治 権 を 認め た 。 ほか 
の サイ より 裁量 は 大 きか っ た が 、 制 限 が 課せ られ た 


が 可能 に 
隊 が あっ た 


軍備 に も 電 


一 年 戦争 後 、 ジ オン 共和 国 の 一 部 勢力 が アク 
シズ と の 接触 を 継続 。 サイ ド 共 栄 国 の 構築 を 目指 
す 右 派 勢 力 は 、 ネオ ・ ジ オン 残党 の 支援 も 行っ た 


が フル ・ フ ロン タル を 送 
AA 


ジオ ン 共 和 国 は 一 年 戦争 未 に 発足 し 、 
U.C.0100 の 自治 権 放棄 で 消 減 し た 。 自 
治 権 の 面 で 優遇 され な が ら 、 連 邦 政府 や ネ 
オ ・ ジ オン な どの 大 勢力 に 翻弄 され 続け た 。 


ジオ ン 公 国 が 確立 し 


オン 共生 だ が 
放 の 礎 ま は 
年 に 過 き な か - 


| 
| デ ギ ン 公 王 の 指示 を 受け た ダル シア 首相 が 
| 職人 会 を まとめ 上 げ 、 ア - パ オア - クー 除 落 と ほぼ 
同時 に ジオ ン 共 和 国 臨時 政府 を 発足 させ た 。 


UC.0079.12.31 の 18 
時 、 ジ ォ ン 共 和 国 の 充 時 
政府 は サイ ド 6 を 通じ て 
人 戦 殺 約 締結 を 打 和 。 


臣 時 政府 首相 ダル 
バハ ロ が 月 面部 市 
ダ で 調印 。 だ が 国内 外 
の 問題 は 山積 し て いた 


UC.00800101. 朋 押 都 市 アン マン で の 予備 
| 交 涼 後 、 グ ラナ ダ で 一 年 旨 争 の 終戦 条約 を 紅 結 1 
ジオ ン 失 和 国 の 自治 権 は 制限 付き で 認め 5 れ た 。 


パオ ア ・ ク ター 攻 罰 戦 


共和 国政 府 の 方 針 を 良し と し しない サイ ド 3 市 民 
の 一 部 が 、 小 惑星 帯 の アク シズ に 移住 。 国 内 で は 
カイ ザ ス 以 下 、 ジオ ン 独 立 同時 も 活動 を 開始 し た 


浴 、 ミ ネバ ・ ザ ビ を 摘 す る 
ジオ ン 義 党 が 落ち 年 び 
ト 各 基地 アク シズ 


| 。 グラ ナダ 条 約 で 賠 憎 金 を 免除 され た ジオ ン 共 
| 和 国 だ が 、「 コ ロニ ー 再 生計 画 ] に お いて 損傷 コ 
| コー の 修 板 に 協力 し た 。 


アノ オア ・ ク ー の 修理 


グリ プス 夷 役 勤 発 と 同時 
動 を 活発 化 。 ジオ ン 共 和 国 は ティ ター ンズ に 協 


| に ティ ター ンズ が 活 
| 

| カレ 、 軍 の 派遣 、 要 奉 の 提供 な ど を 行っ た 。 

| 


同 戦 線 を 放 開 


ネオ ・ ジ オン の 首都 と な る 


サイ ド 共栄 国 実現 の た め 
右派 が 送り 込ん だ フロ ン 
タル 天 佑 は 、 ネオ ・ ジ オッ 
を 再編 し た 


シャ ア の 反乱 」 後 、 求 心 カ を 失 
オン 残党 を 立て 直す べく 、 ジ オン 共和 国 の 右派 
が フル ・ フ ロン タル 大 佐 を 送り 込ん だ 
| 


柏 ] を 庄 に 層 孝 政府 と 
交渉 し 、 自 治 権 返 軍 期限 
を 延長 する 右派 の 目 論 
み は 破綻 し た 


| 

| ネオ ・ ジ オン 残党 に よる 「 ラ プラ ス の 箱 確 保 は 
し サ 條 共栄 園 構想 は 白紙 に 。U.C0100、 
『 ジ オン 共和 国定 通り 自活 権 を 近 選 し た 


MORE INFO ! も う ひ と つの ジオ ン 共 和 


ジオ ン 公国 成立 


ン ・ ズ ム ・ ダ イク ン 首相 時 
代 の サイ ド 3 も , 
呼ば れる 


ジオ ン 共 和 
れ は 後世 


前 通 ・ サ ン ライ ズ 


17934 


機動 戦士 ガン ダム 


可 謀 地球 連邦 の 成立 宇宙 世紀 の 始ま り 


人 類 の 破滅 を 固 避 し た 
学 宙 移民 政策 


AD.900 年 代 後期 か ら 問 
題 は 、 人 類 を 人 
森林 の 減少 と 砂漠 化 、 都市 化 や 
人 口 の 爆発 的 

ど が ' 解 決 困難 な 


うに な っ た 


題 視 : 


っ あっ た 


馬 国 と 和夫 基 
て 人 口 問題 は 解決 可能 か 
E 多かれ 少な か れ 環 境 破壊 


が 人 きま まとう 以上 、 早 晩 、 地 : シテ ィ が 限界 


間 の 重み 
この 問題 の 根本 前 
移民 


人 エエ の: 
人 類 を 移住 きせ る 


能 に な る まで の 時 間 を : 


考 


ある 。 火星 の テ 
> 規模 移住 
慮 し た 場合 、 コ ロニ 
(火星 の 開発 も 
ニテ ィ が 機能 し て いた ) 
と いう 巨大 構 
、 人 類 を 


地球 連邦 は 、 宇宙 移 民政 
5 の 世界 続 一 国家 


邦 国 や 反 連 
、 コ ロニ ー 開 発 は 順調 


以下 、 式 典 参加 者 が 人 


ne03 serOln 


Beginning of UNIVERSAL CENTURY 
U.C.0001 


笛 移 民政 NS 
i 世紀 (U y) へ と 
式典 当日 、 低 周 回 軌道 上 の 首相 官 

A) が 培 破 され 、 リ カル ド ・ マ ー セ ナス 首相 
は 滅する 「 ラ プラ ス 事 件 」 | が 発 


連邦 政府 は 西 
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西暦 末期 の 世界 状況 


西暦 末期 、 頻発 する 紛争 や 経済 格差 と 
共に 、 人 口 増大 や 環境 悪化 が 極め て 重大 
な 問題 と な っ て いた 。 これ ら は 人 類 滅亡 の 
危機 を 招き つつ あり 、 対処 が 求め られ た 


人 口 の 増加 が 続き 、 エネ ルギー や 食料 の 
不足 が 顕著 に 。 人 口 増 
は 、 環境 破壊 の 一 因 と も な 


て いっ た 


進 国 で は 人 口 の 減 


地球 の 限界 を 超え た 人 | 
決 策 と し て 移民 が 
題 を 改善 し うる プラ ン た 


提案 され た 
た が 


宇宙 移民 を 世界 規模 で 実施 する 
国家 の 地球 連 
と な っ た た め 、 反 


連邦 政府 は 反 連 邦 国家 ・ 組 織 を 抑え つつ 、 コ ロ 
開発 を 開始 。 開発 拠点 の 月 基地 と 島 1 号 型 コ 


建設 し 、L5 で 鳥 3 号 型 の 開発 に 入っ た 


宇宙 世紀 へ の 移行 


宇宙 移民 開始 を も っ て 宇宙 世紀 へ の 改訂 が 


と 宇宙 移民 が 急 ピ ッ チ で 進め られ た うえ 、 再 : 


U.C.0001 
UC.O001.01.01、 宇 宙 世 紀 へ の 改 大 式 典 
が 行わ れ て いた 首相 官邸 (ラプ ラス ) が 爆破 さ 
れ た 。 地球 連邦 初代 首相 リカ ルド ・ マ ー 
以下 、 式 典 の 参加 者 た ち も 全 滅 し て し ま 


U.C.0010 


口 増大 や 環境 悪化 の 解 
人 人 類 の 諸 問 
実行 は 困難 だ っ た 


た め 、 世 界 統一 


ナス 。 


人 口 の 増大 に より 


れ た 。 その 後 も サイ ド 2、 サ イド 3 の 開発 
よる 環境 改善 も 成果 を 出し 始め た 


回 替 首 上 に 位置 
ロロ で 剛 垢 


事件 の 裏 に 
の 右派 が いた と ど 


ば 


U.C.0010、 楼 反応 炉 の 燃料 ] と な る へ リウ ム 3 を 確保 すべ く 、 木 星 開発 事業 団 が 発足 。 太 
| 陽 発 介 を 利用 し に くい エリ ア で は 村 発 電 の 松 要 が 大 きく 、 へ リウ ム 3 の 安定 供給 は 必須 で あっ た 


| uc.oo1e 


U.C.0018、 吉孝 政府 が フロ ンティア 閉 発 移民 局 (宇宙 引 8 
ニー 移住 ] を 掲げ 移民 を 推進 する が 、 費 用 は 移住 者 か 


「 ラ プラ ス 事 件 ] を 契機 に 強化 され た 
都政 府 が 「 地 球 上 か ら の 紛争 の 消 減 」 を 


コロ ニー 開発 の た め の 資 注 探 所 お よび 打ち 上 げ を 行っ で 


初 の 月 面 恒久 都市 で ある フォ ン ・ ブ ラ 


U.C.0035. 


L5 の サイ ド 1 、L4 の サイ ド 2 に 続い て 、 U.C.0 
035、L2 で サイ ド 3 の 建設 が 開始 され た 。 すでに 
月 面 都市 (基地 ) ダラ ナダ も 機能 し て いた と され 
サイ ド 3 の 完成 に 寄与 し た 。 U.C.0040 の 時 点 
で 、 総 人 口 の 409% が 宇宙 移民 を 完了 し て いた 。 


国 ・ 組 織 の 掃討 が 進 
言 。 以後 し ば らく 、 有 力 


A 社 の 母体 ) を 話 立 。「 夢 の コロ 
ロー ン を 組ん で 支払 っ た と 言う 


た 結果 、 UC.0022、 連 
連邦 組織 は 出現 し な か っ た 。 


面 基地 が 発展 し 、U.C.0027. 


完成 。 宇宙 の 政治 経済 の 中 心地 と な っ て いっ た 。 


3 本 
クラ ナダ 
| や サ イド 1 
サイド 2 


サイ ド 3 
( 政 里 措 へ の 改装 前 ) 


た 地球 連邦 の 根本 法 が 
ある 。 公表 直前 に ラブ ラス 事件 が 発生 し 、 
第 七 意 は U.C.0096 ま で 隠蔽 され て いた 


地球 連邦 は 以下 の 文章 を 宇宙 世紀 憲章 と し て 宣言 する 
宇宙 世紀 0001 始ま り の 日 ラプ ラス に て 


地球 連邦 首相 


第 一 意 
・ 第 一 条 
地球 連邦 と その 構成 国 は 、 宇 
動 の 拡大 と 地球 の 環境 保全 を 追求 
する た め 、 人 類 の 融和 の シン ボル で 
ある 統一 年 号 た る 宇宙 世紀 を 採用 
する も の と する 。 


ぎ 生 世紀 


・ 第 二条 

1、 宇 宙 世 紀 は 唯一 の 地球 連邦 公 
式 年 号 と する 。 

2、 地球 連邦 は 宇宙 世紀 に 基づく 年 
間 の 連邦 予算 と 連邦 計画 を 作 
成す る も の と する 。 

3、 地球 連邦 の 主要 機関 及び 補助 
機関 は 、 すべ て の 公式 文書 に 宇 
軍 世 紀 を 使用 する も の と する 。 


学 借 活動 の 拡大 
・ 第 
地球 連邦 と その 構成 国 は 、 人 類 生 
存 を 目的 に し た 宇宙 活動 の 拡大 の た 
め 、 地 球 軍 邦 の 基本 理 訪 に 従っ た 建 
設 的 な x 害 を 遂行 する も の と する 。 


第 三 章 、 宇 箇 者 市 開発 


・ 第 | 

月 及び 他 の 天体 の 都市 を 含む 宇宙 
都市 開発 に お いて 、 地 球 連邦 と その 
構成 国 は 、 文 化 や 社会 的 多様 性 を 
充分 に 考慮 し つつ 、 開発 と 地球 環境 
保護 の 両立 の 原則 に 従う も の と する 。 


・ 第 五条 

高 レ ベル で の 宇宙 都市 開発 は 、 地 球 
連邦 の 諸 政策 に 統合 され 、 世 界 安定 
の 原則 と 確実 に 一 致す る も の と する 。 


第 四 き 
・ 第 六条 
地球 連邦 と その 構成 国 は 、 充 分 な 資 
力 を 有 し な いす べ て の 人 々 が 適正 な 
生存 を 確保 する た め に 、 積極 的 な 宇 
宙 移 民政 策 を 施行 する も の と する 。 


ぎ 秋 移民 政策 


・ 第 七条 

地球 連邦 と その 構成 国 の 全て の 市 
民 は 、 連 邦 認可 の 宇宙 都市 群 へ の 
移動 と 居住 の 自由 を 連邦 法 の 範囲 
内 で 行う 権利 を 有する 。 


\ 条 
地球 連邦 は 、 地 球 環境 と 人 類 未来 
の 利益 の た め 、 月 及び 他 の 天体 の 
都市 を 含む すべ て の 宇宙 都市 群 の 
運営 を 行う もの と する 。 


リカ ルド ・ マ ー セ ナス 


・ 第 九条 

月 及び 他 の 天体 の 都市 を 含 お 各 宇 
宙 都 市 群 は 、 地 球 連邦 政府 を 構成 
する 自治 体 と し て 機能 し 、 そ の 機能 
は 原則 的 に 中 央 政府 に 帰属 する も 
の と す : 


・ 第 十条 

地球 連邦 は 、 支援 が 必要 と され る 難 
民 と 第 三国 の 市 民 の た め 、 特 別 な 宇 
軍 移 民 の 法律 を 導入 する も の と する 。 


第 天童 、 学 徐 都 布 の 権利 と 社会 基 般 
・ 第 十 一 条 

地球 連邦 は 、 連 邦 法 の 下 に 、 月 及び 
他 の 天体 の 都市 を 含む 各 宇宙 都市 
群 の すべ て の 住民 に 対し て 、 人 種 、 
性 別 、 言 語 又 は 宗教 に よる 差別 の な 
い 人 権 及び 基本 的 自由 の 実現 を 推 
進 す る も の と する 。 


・ 第 十 二 条 

地球 連邦 は 、 人 類 に と っ て 快適 な 環 
境 を 維持 する た め 、 月 及び 他 の 天体 
の 都市 を 含む 各 宇宙 都市 群 に 、 経 
済 、 社 会 、 文 化 、 教 育 及び 保険 の 必 
要 な 基盤 を 建設 する も の と する 。 


本 憲章 を 、 本 憲章 に 存在 する 権利 
の 破壊 を 目的 と する 積極 的 な 活動 
へ の 従事 も し く は 行動 の 権利 と 曲解 
し て は な ら な い 。 


- 第 十 四条 
本 夫 章 は 、 英語 を 正文 と し 、 地球 連 
邦 も し く は 地球 連邦 の 指定 し た 代理 
者 に 寄託 する も の と する 。 


第 七草 、 未 来 

・ 第 十 五 条 

地球 連邦 は 、 大 き な 期 待 と 希望 を 込 

め て 、 人類 の 未来 の た め 、 以下 の 項 

目 の 準備 を する こと と する 。 

1、 地球 園 外 の 生物 学 的 な 緊急 事 
態 に 備え 、 地 球 連 邦 は 研究 と 準 
備 を 拡充 する も の と する 。 

、 将来 宇宙 に 適応 し た 新人 類 の 
め られ た 場合 、 そ の 者 た 
に 政府 運営 に 参画 さ 

せる こと と する 。 


電通 ・ オ ン ラ イ 


機動 戦士 ガン ダム UC 


ジオ ン 共 和 国 の 


自治 権 放棄 


0penin of The Complicated Times 
U.C.0100 


則 努 力 の 誤 明 と 
混乱 の 時 f \ の 胎動 


U.C.0096 の 「 ラ プラ ス の 釘 』 を 包 る 争乱 の 末 、 
「 箱 ] の 正体 が 世界 に 暴 忠 され た 。 同時 に ネオ ・ ジ 
オン 残党 「 袖 付き ] が 壊滅 し た うえ 、 ジ オン 共和 国 の 
右派 が 画策 し た 自治 権 返 選 期限 の 延長 と サイ ド 共 
栄 岡 構想 も 水泡 に 帰し て し まっ た 。 

この 結 ン 共 和 国 は 地球 連邦 政府 の スケ 
ジュ ー ル 通り 、U.C.0100 に 自治 権 を 放棄 。 ジオン の 
名 を 持つ 組織 が 人 的 に 解体 され た こと で 、 連 邦 政 
府 は 地球 圏 か ら の 戦乱 消滅 を 


息 に . 


U.C0100 前 後に は 、 反 連邦 活動 は 低迷 し て いた 。 
「 補 付き 』 壊 減 後 、 地球 回 復 
マフ ティ ー な どの 反 連 邦 組 織 が テロ 活動 を 行っ 
えた 影響 は 極め て 小さ な も の だ 
ジオ ン 系 反 連 邦 組織 も 「 シ ャ ア の 反乱 」 直後 以上 
部 が 火 是 較 や 木星 航路 で 細々 と 
まっ て いる 。 連邦 政府 ・ 軍 が 「UC 計 画 ] 
で 企図 し た よう に 、 ジ ォ ン 共和 国 の 自治 権 放棄 を も っ 
て 、 地 球 次 か ! ズム は 一 掃き され た の で ある 。 
以後 、 ジ オン 勢力 が 地球 岡 の 主導 権 を 撮る こと は 
な く 、 連 邦 政 府 が 磐石 の 統治 体制 を 業 く か ! 
意義 を 示し 
いて は 議論 の ある と ころ 
な く と も 連邦 政府 の 方 針 が 変わ る こと は な か っ 
地球 環境 の 悪化 、 字 宙 埋 視 政 策 が 継続 し た こと 
か ら も 、 連邦 政府 の 方 針 の 不変 性 が 見 て 取れ る 。 
その 運 邦 政府 も 弱体 化し 始め て いた 。 政 府 
の 職権 盗用 や 地球 で の 不法 居住 者 狩り は 、 世 
刈 政 府 は 政治 ゲー ム に 明 
面 する 諾 問題 に 対処 し よう と し な 
政府 は 派閥 組織 問 の 牽制 の 中 
で 身動き が 取れ な く な っ た 形 毅 化し て いっ た 
尋 存 勢力 の 憎 体 化 と いう 意味 で は 、 ア ナハ イム ・ エ 
ス 社 (以下 、 AE) も 同様 だ 
に 太い バイ プ を 持ち 、 地 球 固 
『 力 を 示し *、ULC.0090 年 代 中 期 の 
B を 牽引 し て きた メ 
カー バイ ン 元 会 長 の 引退 、 ネ オ ・ ジ 
堅 業 の 不振 、「 箱 ] の 開示 に 
の ビス ト 財 団 が 


高官 
論 の 反発 を 指 い た が 、j 
け 暮 れ 、 人 類 が 


な 影 


よっ て パッ クボ ジ 響 力 を 低下 さ 
せる な ど 、 多面 的 な 問題 に 対処 で き な か っ た の だ . 
UC.0100 年 代 に 入り MS の 小型 化 『 さ れる 


AE は 得意 の 兵器 開発 で も 遇 体 化 を 赴 
軍 の 要請 で 開発 し た 第 二 期 MS (15m 級 MS) 


MS を 巡る 競争 試作 で 栓 発 の サナ リィ に 敗れ る 和 失 見 関連 ファ イル 
を の で ある 。 ロナ 家 の 人 々 
こう し て ULC.0090 年 代 まで 地球 内 を 主導 し て きた の ーーー 


終 導 は ン バ ン ガ 
大 雪 織 が 陰り を 見 せる 中 、 コ スモ 世 族 閉 勢 力 が 活 ロナ 宴 の 生理 四 て 
発 化 する な ど 、 新 た な 戦 庵 の 共 し が 見 え 始 め て いた 。 ラー 


プッ ホネ ・ コ ンジ ツェ ルン と ロナ 家 


("ネー ムレ ス " ジョ ン ・ ス ミス U.C.0155) 


180-27 Mlustration by KEIZO ICHIKAWA Color by TAKAKO SUZUKI Special Effect by AKIKO YAMAKAWA = Background by ATELIER MUSA 


ン 残 
大 政策 を 加速 する も 、 形 剛 化 の 光 し が 見 え 始め た 。 軍事 産 業 を 牛耳る AE i 


も 技術 的 優位 を 失い 、 既存 の 大 勢力 は 衰え が 顕著 に な っ た 。 


U.C.0100 前 後 の 世界 U.C.0100-0110 年 代 の 歴史 
U.C.00936 ャ ア の 反乱 ] と U.C.0096 の 「 箱 」 お 9 る 争乱 で ネオ ・ UE IT ラ ウラ U.C.0100 年 代 は 反 連 邦 運動 が 鎮静 化し た 時 代 だ っ 
ジオ ン が 二 江 状態 に な り 、UC.0100 に ジオ ン 共 和 国 が 自治 権 を 人 乗 し 、 EE 運 邦 政府 の 危機 感 の 和希 薄 化 や 新興 勢力 の 戦争 
ジオ ン 台 勢力 は 著しく 吾 体 化 。 一 強 時 代 に 入っ た 連邦 政府 は 既得 権 拡 沈 軍 準備 な ど 、 紛争 の 予兆 が 見 られ た 。 


ジオ ォ ン 共和 国 右派 は 、 ネ オ ・ ジ オン 残党 軍 
ラプ ラス の 箱 」 を 確保 きせ よう と する が 失敗 。 U.C.0100、 予定 


(は 自治 権 を 乗 し 、 地 斑 国 か ら 自治 権 を 持つ サイ ド は 消 減 し 連 孝 下 誠 が 只 一 衝立 性 を 読め た ジオ つい 
ジオ ン 系 反 連 邦 勢力 も 著しく 怠 体 化し 、 一 部 は 地球 園 外 に 逃れ て いる 。 自 峰 権 を 條 楽 。 ジ オン の 名 を 持つ 組織 は 減 し 


smato の eg 大 。。 | 


連邦 政府 の アキ レス 謎 で あっ た 「 親 』 の 正体 が 押 引 され た も の の 、 設 れ ら 


だ が 、 
た は 、 コ メモ パピ ロ ニア 和香 で し 


UC0100、 唯一 okt 


つ 色 的 組織 は i 減 。 以後 、 サ 
イド 3 は 地球 連 孝 の 地方 自治 体 
の ひと つと な っ た 。 ジオ ニズム も 
衰退 | ジオ ン 公 国軍 お よび 

ネオ ・ ジ オン 系 反 連 孝 組 織 は は は に 天 各回 の も を 
と ん ど が 座 も 低下 させ る こと と な 


EE 8 
| CO102. サ ナリ ィ が MS の 小 
型 化 を 提言 。 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 
戦争 後 、 ト ー タ ルコ スト を 上 昇 さ せ 
・ 第 四 世 代 MS へ の 反省 
第 二 世 代 型 へ の 回 帰 が 図 


、 込ん で いる 。 共 
の 職権 洪 用 、「 人 狩り 」 と 呼ば れる 不法 居住 者 摘発 が 世論 の 反発 を 招い た 
が 、 連邦 政府 の 体質 は 変わ ら ず 問題 解決 の 意思 も 者 : 


し U.C.0080 年 代 中 基 か ら 連 示 還 の MS 開発 6 ほぼ 独 上 し た AE だ が 、「 シ ャ 
、 全 対す る 両 勢力 に 兵 語 を 供給 する 方 式 が 行き 詰まり 始め た 。 
= ・ カ ー バ イン 元 会 長 の 引退 、AE の バック: “ある と 共に 
連邦 政府 か ら 便 定 を 引き 出し て いた ビス ト 財 団 の 衰退 に より 、 軍 事 部 門 を 中 
心 と し た 先進 性 に 陰り が 見 え 栓 め た 。 U.C.0100 年 代 に は 弟 五 世代 MS を 完 UC.0100 年 代 ま で 箇 対 二 起 カ へ られ た MS 大 型 化 傾向 は 
成 させ る も 、 第 二 期 MS (小型 MS) の 開発 で サナ リィ に 遅れ を 取っ て し まっ た 。 「UC 計 画 」 に も 用 いた サイ コフレ ー ム 技術 は 土 印 さ れ た 続い て いた 。 そこ で サナ リィ は 、 性 Uc 
に | 能 を 維持 ・ 向 上 さき \ て の MS の 小 


新 勢力 の | 


連邦 政府 、 ジオ ン 、 AE と ビス ト 財 団 と いっ た U.C.0100 ま で の 地球 圏 の 
メイ ンプ レイ ヤー だ っ た 大 勢力 が 弱体 化す る 中 、 少 な か ら ぬ 数 の 新興 勢力 


U.C.0103、 監視 衛星 を 破壊 
し て 構成 員 を 地球 に 降下 させ た 
反 連 邦 組 織 マ フ テ ィ ー は 翌年 、 


が 活動 を 活発 化 させ た 。 AE 以 上 の 画 期 的 アイ デア と 技術 カ を 持つ 運 孝 連邦 政府 要 人 へ の テロ を 実施 。 
軍 諸 問 機 問 サ ナリ ィ 、 吉孝 政府 中 枢 へ の テロ を 実施 Dcoes 二 ywmcmfs 
ティ ー、 コ スモ 貴族 主義 者 の 私 設 軍 クロ スポ ボー ン ・ バ パン が 3 1 AT 
会 議 の 答 不 を 写 ya 
し て MS 電 を 展開 する も 、 導 者 2 
ー ン ・ バ フラガ ー ド | マフ ティ ー は 連 捕 、 処刑 され た 。 は 夫 下 活動 が 主流 
連邦 軍 傘 下 の 請 間 ・ 研 究 機関 。 連 U.C.100 年 代 、 環 境 破 壊 を 省 み な ブッ ホ ・ コ ン ツ ェ ル ン の 借 業 者 一 族 | 画 コロ ニー 建設 再開 決定 ” ™ 
邦 軍 に MS の 小型 化 を 提言 し た 後 、AE | | い 連 邦 政府 中 枢 へ の テロ を 行っ た 反 | | に し て コス 貴族 主義 を 掲げ る ロナ 家 eam 
製 小型 MS の 性 能 不 足 を 受け て 、 本 格 連邦 組織 。 AE か ら MS を 提供 され て お が 、 対 連邦 戦争 用 に 組織 し た 私 設 軍 。 U.C.0106、 新規 コロ ニー の 較 
的 第 二 期 MS の F90 を 試 人 し た 。 その | | り 、 当時 と し て は 強力 な テロ 組織 了 業 一 校 な どか ら 選抜 し た 者 建設 再開 が 決定 され た (提案 自 本 


発想 と 技術 カ は AE を 上 回 っ て いた 体 は 連邦 政府 の 語 間 機関 の コ 
ロー ニー 開発 委員 会 が U.C.009o 加 粒 
U.C.0090 年 代 に 行っ て いる )。 この 結果 、 建造 還 机 語 
iad され た の が L1 の 新 サ イド 4 で ぁ x 生 
ト を 実用 化 。 小 氏 る 。 計画 の 斉 に は ロナ 家 の 存 在り イド 4= フ ロ 
MS に 関す る 技術 | が あり 、 新 サイ ド 4k は 失 に 油田 ス キモ 
を 本 積 し て いた 。 家 を 建設 する つも バビ ロニ ア と な っ た 


ー の 媒 設 再開 が 
宇宙 世紀 ファ イル | 決定 され た U.C.0106、 コ スモ 


貴族 主義 の 私 設 軍 ク ロス ポー 
i | ン ・ バ パン ガー ド を 、 ロナ 家 が 極秘 
連邦 政府 の 地球 亡 週 に 関す る 特例 法 宗孝 政 府 開 交 権 の 修 下 法案) 2 プッ ホ ・ コ ン ツ ェ ルン 


連邦 政府 機構 直下 の 人 間 以 外 の 地球 居住 を 完全 に 排除 で きる の 職業 訓練 校 や 周辺 企業 か ら 
Rt pigeonekilid て する 法案 。 一 年 戦 争 後に 増加 し た 地球 の 不法 居 住 痢 へ の 対 和 メン パー を 選抜 し 、 連 孝 軍 で 軍 
また は 否決 し て いる 。 可決 に は 連 孝 政府 関係 者 の 地球 居住 因 定 化 が 目的 
得 権益 を 維持 ・ 拡 大 する も の : た 。 マフ ティ ー の 妨害 を 受け た が 、 U.C.0105.04 に 可決 し た 。 
い 込ま れる の が 常 


2 れい 外 に 思え 6 が 、 ULC.0090 に は ほほ 決定 し て いた 。 
環境 人 全 視 の 名 目 で 地球 に 住み 続け る 部 了 人 の 宇 宙 の 

民 を 強制 し 、 特 玉 物 光速 の 採 提 以 外 は 地球 へ の 許 下 を 茜 上 後期 に 
決 さ れ た うえ 、U.C.01 16.05 に 再 提出 され た 隔 に も 吾 決 され て い < た Cb 


ッ サ ・ タ イプ ブー 号機 を 、 翌年 に 
命 を 長らえ る だ け の 医 岳 行 為 を 禁止 する 法案 。 コス モ 貴 族 主 本 AE が AEー: 36 


事 有 練 を 中 けさ せ た は か 、 グ ルー フン 主義 の 提 電 者 マ 


プ 企 業 で MS の 開発 を 進め た 。 ロニ ア 計 画 を 主導 し た 。 


的 価値 夫 に 則っ た 法案 で 、U.C011304、 地 球 保全 法 寮 と 同時 RE 
傍 邦 贅 府 の 政治 誠 や 官僚 は 、 伝 誠 的 に 自身 の 宇宙 移民 に は 非 横 。 に ハウ ゼリー・ ロ ナ 請 員 が 提出 し て いる 。 廃 基 な っ た 後 、 地 球 人 に は サナ リィ が ガン ダム F90 の 1 へ ビー カン は 性 能面 の 評価 
標的 だ っ た 。 これ が 地球 の 再開 発 汚 和 拓 大 に 貞 が っ て し まっ た 全 法案 と 共に 再 提出 され た か は 不明 で ある 、 号機 を ロー ルアウ ト さ せ 、 名 企業 が 低く <、 サナ リィ が F90 を 開発 


『 の 第 二 其 MS が 揃い 踏み し た 。 する 要因 と な っ た 。 


CMR ナン ラ イズ 
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1 パ 
員 埋 RX 計 画 と V 作 戦 (地球 連邦 軍 の MS 開発 ) 


地 未 連 邦 を 数 っ た 
独自 路線 の MS 開発 。 | 


地球 連邦 
動 の 「RX 計 画 


こ お け る MS 開発 は 、U.C0078.03 発 


を 早い 時 期 か ら 各 
が 、 危機 感 は 薄 


MS 運用 理論 : RX 計画 と V 作 戦 (地球 連邦 軍 の MS 開発 ) 


(5] E03 WI 


NN 


MS Development History in U.C. 
宇宙 世紀 の MS 開発 史 


化 きれ た 技術 だ 
戦争 緒戦 で の 大 敗 
L01、「RX 計 画 ] を 統合 し た 「V 作 


完成 し た の が 白 
情報 の 分 析 や 産 仕様 機 RGM-79 ジ 
閲 - 


タタ 、R 9 
援 MS へ の 道 が 切 0B 


MS の 特徴 で 
攻 術 の 研究 開 家 

る 基礎 技術 が 完 

用 ) ルナ ・ チ タニ ウ 


Miustration by KONOMU SEKIYAMA 
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邦 軍 は 、 開戦 と 緒戦 で の 大 敗 を 受け て 開発 体制 を 強化 。 
一 年 戦争 中 期 に 白兵戦 用 MS ガン ダム や 支援 用 MS ガン 
キャ ノン 、 その 量産 仕様 機 を 生み 出し た 


の 人 を 可能 TS エネ ルポ ー で AP 66 人 
回 


連邦 軍 | 
術 も 存在 し て いな か っ 7 
が 強かっ た 


MS 運用 理論 : RX 計 | 


U.C.0078.03 に 発動 され た MS の 研究 開発 計画 。 当時 の 
に MS を 理解 し て いる 者 が いな か っ た うえ 、 関 連 基礎 技 
め 、「MS そ の も の の 研究 ] と いう 側面 


[ 半 MS 記 井 車輌] 


研究 用 素 体 MS 


ガン キャ ノン A 


【 ガ ン キ ャ ノン 初期 計 作 弄 


プロ ト タ イプ ・ ガ ンダ ム 


一 年 戦争 が 終結 し 、 ジ オン 
の MS 開発 は 続け られ た 。 戦後 、 ジ オン 公国 軍 の 軍事 技術 
を 入手 し た 連邦 軍 は 、 両 国 の MS 技術 の 融合 を 模索 し て い 


公国 が 消 減 し た 後 も 連邦 


へ の MS 組み 込み も 包括 し て いた 。 連邦 軍 と 公 | 
合 を 試み た ガン ダム ・ タ イプ MS が 開発 され た も の の 、 デ 
紛争 に 絡 お 派閥 間 還 争 の 結果 、 記録 は 抹消 され た 


ナハ イム エレ ク 
クス 社 に 委託 。 ガン 
ダム 村人 2 栓 と 4 
の 開発 に は 、 旧 ジオ ン 公 
国 系 技術 者 が 多く 参加 し 
て いた 


陸戦 強 諾 型 ガ ンタ ンク 


ジム ・ キ ャ ノン T 本 


フル アー マー・ ガ ンダ ム 


V 作 戦 (地球 連邦 軍 の MS 開発 ) 


U.C.0079.04.01 発 動 の MS 総合 開発 計画 。 試作 MS と 量 
産 仕様 MS の 開発 ・ 製 造 、 MS の 運用 方 法 の 研究 な ど が 行わ 
れ た 。 試作 と 量産 工程 が 独立 し て お り 、 試作 機 に よる デー タ 収 
集 も 同時 並行 的 に 進め られ た 


数 が 開発 され た 


アレ ックス (チョ バム 


アー マー 装着 弄 ) 


ガン タム Ez8 


る 。 その 一 環 と し て 進め られ た 「 ガ ンダ ム 開 発 計画 ] は 派閥 
間 闘 争 の 末 、 抹 消さ れ U.C.0084 頃 か 5 公国 軍 系 技 
術 を 積極 的 に 採り 入れ た 機動 兵器 開発 が 活発 化し た 


後 、 連 邦 軍 と その 傘下 の ニュ ー タ イブ 研究 所 
群 、 エ ッ ー コ の 依頼 を 受け た アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 柱 
が 、 ジ オン 公国 系 技術 を 採り 入れ た MS 開発 を 推進 。 ティ ター 
ンズ は 当初 、 連 邦 系 技 し た MS を 開発 し た 


| 


連 幸 軍 は 、 ジ ム の マイ ナー 
チェ ンジ 機 で ある ジム I と 
に ザク の 昌和 < 

けた ハイ ザッ 

人 の Met、 人 
軍制 MS を 思わ せる 外 斉 


ジム ・ カ スタ ム ジム ・ ク ッ エ ル 


SCIENCE 


連邦 軍 の 
Wey Nord MS 連用 閥 発 
MS 戦術 の 確立 を 目指 し た 「V 作 戦 ] で は 、MS 運 用 艦 


も 開発 。 ベガ サス (ホワ イト ペー ス ) 細 強 本 提 陸 次 が それ 
で 、 RX シ リー ズ な ど を 搭載 し て 実戦 に 投入 され た 。 マ ゼ ラ 
ン 級 や サラ ミス 級 の MS 運用 艦 化 も 実施 され て いる 
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二天 サン ライ 


層 可 『 ラ ブラ ス の 釘 』 を 
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) 


TUC.0096、 地 球 連 邦 政 府 の 秘 


隠し た 「 ラ プラ 
が 入り 乱れ た 和 争 
いわ ゆる 「 ラ プラ ス の 釘 ] を 巡る 争乱 


の 履歴 式典 が 開催 きれ て いた 低 周回 軌道 上 の 首 
相 官 邸 (ラプ ブラス) が 、 テロ に より 月 壊 。 連邦 政府 初 
代 首 相 リ カル ド ・ マ ー セ ナス 以下 、 式典 の 参加 者 が 
全滅 する 「 ラ ブラ ス 事 伯 」 が 発生 し た 

反 連 邦 テロ 組織 の 犯 


ス 政 権 の 後継 内 闘 を 組織 し た 連邦 政府 右派 ほ 、 反 
連邦 国 ・ 組 織 の 制圧 を 進め る と 共に 、 ラ ブラス 事 件 に 
北 む 別 の 隠蔽 工作 も 行っ た 。 それ が 改 麻 式 
表 き れる は ず だ ] の 改 臣 で ある 

地球 連邦 の 根本 法 で ある 宇宙 世紀 憲章 の 制定 


巡る 処 乱 


に あたり 、 マ ー モ ナス 首相 は 信 章 の 最後 に 「 第 七 
いう 条項 を 付け 足し た 。 そこ 「 将 
た 新人 類 の 発生 が 認め られ た 場 
ら を 優先 的 に 政府 運営 に 参画 させ る こ 
『 相 や 連邦 殿 


ス 事件 が 発生 し 、$ ジ ナ ル の 石碑 は 
失わ れ て し まう 。 そし て 連邦 政府 右派 は 、 第 七 章 を 
削除 し た せ 紀 憲章 を 公開 する に 

だ が ここ で 問題 が 発生 する 。 ラプ ラス 事件 に 関 
与 し た テロ リス ト の 生き 残り が 、 オ リ ジ ナ ル の | ト 


連邦 政府 か ら 便宜 を 引き 出し 、 サイ アム ・ ビ スト と し て 
ビス ト 財団 を 興す 。 こう し て 連邦 政府 と ビス ト 財 団 の 
共生 関係 が 始ま っ た の だ っ た 。 

それ で も 石碑 は 、 連 邦 政府 の スキ ャ ンダ ル の 証拠 
で し か な か っ た 。 し か し 、 ジ オン ・ ズ ム ・ ダ イク ン が 
タイ ブ 論 を 唱え 、 人 類 の 半数 が 死亡 し た 一 年 
戦争 が 勃発 する と 状況 は 変わ っ て し まう 。 


消さ れ た 第 七 章 が 公開 され 、 ニ ュー タイ プ 論 と の 


摘 き れ た 場合 、 そ れ を 口実 に し た ジオ ン 

な 反 連 邦 運 動 を 展開 し 、 新た な 磁 減 戦争 
が 引き 起こ され る 可能 性 が 無視 で き な か っ た の だ : 
そこ で 連邦 政府 と ビス ト 財 団 は 石碑 = 「 釘 』 を 役 
を 『 す る が 、 U.C.0096、 サイ テム ・ ビ スト と 当 


「 畠 」) の 譲渡 を 計画 譲渡 相手 は ネオ ・ ジ オン 残党 
集 「 補 付き ] で あり 、 こ れ を 窯 知 し た 連邦 牙 府 が 介入 
し た 結果 、 事態 は 軍事 衛 突 に 発展 し た 

(ナイ ト ・ マ ンカ ッ ド 


関連 ファ イル 


UC.01.01 画 


RXO ユニ コー シ ガ ン タム 
UC-02.01 
・ ラ オ ・ サ ビ ) UC-0g-02 
カー ディ アス ・ ビ スト UC-02.09 
で イン タダ スト リア ル 7) 敵役 UC-03.02 
EE UC-03068 
ビス ト 財 四 UC-03-12 


お 
に 基き 込ま れる 。 


Mlustration by TOMOTAKE KINOSHITA 


の 箱 ] を 巡る 争乱 WW| 本 09 sr GA 


参戦 勢力 の 思 大 5 「 釘 』 を 傍 る 密約 


「 ラ プラ ス の 箱 ] を 巡る 争乱 で は 「 箱 の 課 渡 を 目指 す ビ 「 籍 」 の 鍵 を 託す 
スト 財団 カー ディ アス 派 に 対し て 、 連 邦 政府 と ビス ト 財 団 
マー ザ 派 が 「 和 の 確保 を 画策 。 ネオ ・ ジ オン 残党 軍 「 袖 
付き も 独自 に 「 箱 | の 奪取 計画 を 進め て いた 。 


ET レダ ム を 託さ れ 
ベレ や ミネ パ ・ ラ オ ・ サ ビ ら 「 拉 付 を ] の 一 部 と 


+ な | 
サイ アム の 意 を 受け た ビス ト 


と 協力 し 、[ 箱 の 確保 に 動い 
た (最終 的 に は 設 壊 を 諾 索 ) 
ロー ナン ・ マ ー セ ナス 瞳 長 は を 民間 セナ ス 
箱 』 の 独占 に より 、 ビ スト 財 許 長 が . 連 孝 政 府 の 代表 と し て 
団 の 力 を 杉 め よう と も し て いた 。 「 箱 | の 間 題 に 対処 


相応 し い 人 物 を 違 ぶ 
RX-0 の 開発 


モナ ハン ・ パ アム 
は じ め と する ジオ 


折 が 


は を 
任務 と する 連邦 宇宙 軍 独 立 機 
動 能 隊 。 [ 短 の 容保 任務 に 


の 間 に 意見 の : 
あ が 最終 的 に 一 部 が 分 離し た 


が 示す 禁 と その 経 了 上 で 紙 場 が 形成 され て て いっ た 。 最 
の は 、 始 まり の 地 (イン ダス トリ アル 7) の コ 


ビ プ ト 肝 団 か 5「 和 (の [貞和 ち 潮 けら れ た 「 和 付き! が 、(X が | 7 JR (ネェ ル ・ ア ー ガ マ ) は 、[ 宰 付 | 
へ 。 これ を 察知 し た 較 孝 政府 は (ネェ ル ・ ア ー ガ マ ) と エコ ー ズ を 派遣 1 RE 9 | 
内 PT TE の Oi に | き | か 共同 線 を 中 し 込ま る も 決 簡 。「 箱 の 最終 座 大 一 (メガ ラ | 


2 っ た 「 和 8] ! 徹 。( (ネェ ル ・ 7 また 。 


0 

か ら 「 箱 ] を 託さ れる 。 戦闘 の 未 、「 補 付き ] は 壊 減 。 

連邦 政府 と マー サ は 、「 舌 』 の 移 果 を 防ぐ た め コ ロ 
ー で (メガ ラニ カ ) を 狙撃 する も 、 サイ コ ・ 


マ ) は パナ ー ジ 救出 作戦 を 実 
施 。「 袖 付き } は ユニ コー ン ガ ン 』 
ダム に サイ コモ ニタ ー を 設計 分 

プロ 湖 
ムツ 示す 情報 入手 和 


ン ガ ンダ ム と 「 袖 付き ] の 偽装 北 物 船 が 、 
天 州 トリントン へ 。 これ を 支援 する た め 、 2 


ミネ パ も 連邦 政府 と 接触 する た 
| め 、 別 経路 で 地球 に 降り た 。 


前 胃 ・ サ ン ラ イズ 180-32 


